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エク シア を 象徴 する 7 つの 和合 
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軽量 性 を 追及 し た ボディ 


プロ ト タ イ プ ガ ンダ ム と RX-7B-2 HLH tt. WABI 
は 店 い が わ か ら な い ほ ど よ く 似 て いる 。 し か し 、 プロ ト タ イ プ 
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の 一 体 化 を 模索 され た ビー ム ・ ラ イフ ル (スト ラッ プ 付 き の 
ハン ド ・ シ ョ ッ ト ガ ン ・ ス タイ ル ) ОВА. ЭМ 
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拘 や アー カマ 緩 か ら 連なる 特徴 的 な 形状 を ы 
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GN ドラ イヴ を 


ンダ ム は 、GN ド ライ ヴ の カカ を 兵器 に 転用 する 手段 と し 
同 発 さ れ た 。 その 上 で 最も 重要 と な っ た の が 、 GN ドラ イ 
7 を どの よう に 搭載 し 制御 する か で あっ た 。 0 ガン ダム で 
は 、 柚 体 の 運動 性 を 妨げ な いよ うに 剛体 中 央 に GN ドラ イ 
ヴ を レイ アウ ト し 、 その 制御 装置 と し て 、 胴体 上 | 
カル アン テ ナ を 設置 。 これ に より 、GN ド 
れ た GN 簿 子 を 巧み に 転用 で ある 
LAMA tee, 第 三世 代 ガ ン アム も 細部 の 凍 匠 は 異な 
る も の の 基本 的 な 構造 は O ガ ンダ ム を 引き 継い で お り 、 ガ 
ンダ ム の 基 ах 5, 
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シン プル さ に こだわ っ た 武装 群 


0 ガン ダム の 武装 開発 で は 、 GN ドラ イヴ か ら 発 せら れる 
GN 粒 子 自体 を 兵 毅 に 転用 する こと が まず 念 琶 に 置か れ 
た 。 結果 、GN 科 子 を 圧縮 、 素 早く 放出 する ビー ム ガ ン や 
GN 粒 子 を 放出 固定 し 、 サー ベル の よう に 敵 機 を 切り 暖 く 
ビー ム サ ー ベ ル の 開発 に 成功 し た の で ある 。 これ に より 
対 MS 戦闘 で は 最も 確率 の 高い 近 一 中 距離 で の 戦闘 へ 
の 対応 が 可能 と な っ た 。 この ほか 、GN フ ィ ー ル ド 発 生 問 
を 搭載 し た ガン ダム シー ルド を 設置 する な ど 、 ま ず シ ンプ ル 
で スタ ンダ ー ド な 武装 坪 を 高い クオ リティ で 完成 さ 
が 、 スム ー ズ な 兵 問 開 発 に 繋が っ た の で ある , 
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高い 完成 度 を 誇る 操 終 機関 


コク ピッ ト は 、 パ イロ ッ ト を 囲む よう に 設置 され た ディ スプ 
レイ 、 中 央 に 設置 され た コン ソー ル 類 、 ВЕСА 
右 の レバ ー、 フ ッ ト ペ ダル な ど が 


れ て お り 、 遠方 か ら で も 正確 を 射撃 を 可能 と し た 。 ИМС 
必要 な 要素 は すべ て 備わっ て お り 、 昔 三世 代 機 と ほぼ そ 
の レイ アウ ト ・ 操 作 シ ステ ム も 変わ っ て いな い 。 西暦 2312 
年 の 封 乱 で は 、 ガ ンダ ム の 予備 パイ ロッ ト で あっ た ラッ セ ・ 
アイ オン が 実戦 配備 型 を コン トロ ー ル し て いる が 、 戸 
と な く ス ムー ズ な 操作 を 実現 し て いた 
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MORE INFO! 
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白兵戦 を 重視 し た MS で ある 。 солто pla 
動 性 を 重視 し た 構造 と な り 、 衝 量 の 増大 を 招き 動作 を 阻害 す 
る 大 型 火器 は 固定 装備 され て いな い 。 駆動 装置 は ジオ ン 公 
国軍 系 MS の 流体 内 バルス: シス テム で は な く 、 サム ソニ 
社 と 軍 技 術 分 が 共同 開発 し た フィ ー ル ド ・ モ ー タ ー を 採用 。 パ 
ワー ソー ス で ある タキ ム 社 製 ミ ノ フ スキ ー・ イ ヨネ スコ 重 栓 反応 
炉 - ジ ェ ネ レー ター は 機体 各部 に 計 7 基 が 分 艇 配置 され て お 
リ 、 当 時 と し て は 破格 の 1.380kW も の 出力 を 発揮 し た 。 7% 
の 内 訳 は 、 中 央 モジ ュー ル の コア ブロ ッ ク に 搭載 され た NC-3 
型 が 2 基 、 ラン ド セ ル 搭 載 の NC-5 型 が 2 基 、 腰部 の NC-7 球 
が 1 基 、 脚 名 の NC-3M 型 が 両脚 合わ せ て 2 基 で あっ た 
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ア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 
株 用 。 栓 反応 合 の NC- 
ELETTI EE 
7719-0 
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に も 用 いら れ た 
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セン サー 系 や コ ・ プ ロ セ ッ サ ー ザ 華中 し 
AME, 人 全 の 目 に 位置 する デュ アル 
DAWSECMBM TM, A bx 
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ライ フル と 国 じ < エネ ルギー て AP を 


ガン ダム の 兵 装 は マニ ピュ レー ター で 使用 する 「 手 持ち 式 」 
に ほぼ 統一 され た 。 これ は 、 ガ ンダ ム が 「 巨 大 歩兵 ] と いう MS 
の 本 質 に 沿っ て いた こと を 意味 し て いる 。 қаттым 


対 MS 用 の 射撃 兵 装 、 対 MS 格 肢 戦 を 想定 し た 格 開 兵 装 に 
大 別 で き 、 それ 自体 は 珍し く な い 。 た だ し MAWS (Minovsky- 
theory Applied Weapon System ニ ミノ フス キー 理論 応用 
兵 問 体系 ) に 属す る ビー ム ・ ラ イフ ル と ビー ム ・ サ ー ベ ル は . 
当時 の MS 用 兵 装 と し て は 突出 し た 威力 を 持っ て お り 、 ジオ ン 
公国 軍 の 宇宙 能 態 や MS を 離 な く 撃 破 し た 
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MORE INFO! 
以降 に 開発 され た 「 ガ ンダ ム 」 


RX-7B8 が ロー ルアウ ト し た 究 に も 、 ガ ンダ ム ・ タ イプ MS の 開 
発 は 続け られ た 。 一 年 戦争 中 は RX-78-2 (3) に 特殊 装備 や 
新村 術 を 追加 し た 故 修 機 が 務 か っ た が 、 戦 表 に は コン セブ ト を 
受け 継ぎ な が ら も 設計 を 一 新 し た タイ ブ プ や. ガン ダム の ネー ム バ パ 
リュ ー を 利用 し た 機体 も 見 られ た 。 こう し て 「 ガ ンダ ム 」 の 開発 
は 続け ら れ .U.C.0150 年 代 に も その 癒 が 確認 され て いる 。 
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ライ フル で ある 。 出力 は 1.9MW、1 チ ャ ー ジ 
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ば れる ほど 強力 で 、 ピー ム ・ ラ イフ ル の 実用 
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PLO-A PAR-2- ESOMAR 
に よっ て 、 ガ ンダ ム と ニュ ー タ イプ は 切り 
тшк. この た め 、 MAT 
ガン ダム ・ タ イプ に 、 さ ら に サイ コミ ュ な ど 
ФЕНА REL а 
も 出現 し た 。 


ンダ ム を 守る こと も で きる 。 £ 
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体 で は な く 、G フ ァ イ タ ー な どの 間 連 装備 
を 含め た シス テム 全体 を 、1 機 の MS に 
集約 し た ガン ダム ・ タ イブ も 存在 する 。 
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Ш シン ボル と し て の 利用 

一 年 埋 争 と 以降 の 級 乱 に お ける 絶大 な 
雷 乗 と メデ ィ ア へ の 引出 は 、 ガ ンダ ム の 
ネー ム パ リュ ー を 飛 隊 的 に 高め た 。 これ に 
着目 し て 独自 の ガン ダム ・ タ イブ MS を 開 
発し 、 組 織 の シン ポル と し て 、 ま た は 毅 対 
勢力 へ の 奉 割 に 利用 し た 組織 も あっ た 。 
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X100 系 フレ ー ム の 採用 に よっ て 得 た 安定 性 — 


スト ライ ク の 基本 フレ ー ム に 用 いら れ た X100 系 は 、 シン プ 
ル で 安定 性 ・ 信 頼 性 に 長け た 構造 と な た っ て いる 。 人 型 で ある 
こと の 利点 を 最大 限 に 活か す た め 、 肢 部 ・ 腕 部 に は 高い 運 
動 性 が 与え られ て いる ほか 、 マ ニ ピ ュ レー ター も 、 鉱 問 の 扱い 
を 容 最 に 行え る 輔 巧 な も の と いた 。 こう し た 基礎 構造 
の 優れ た 安定 性 は 、 ス トラ イカ ー パ ッ ク の 接続 時 に も 保 た れ 
る 。 事実 、 ス トラ イク は 宇宙 戦 砂 満 戦 KPREE COE 
分 に その 人 性能 を 発揮 で きた . 
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スト ライ ク は スト ライ カー パッ ク と の 接続 運用 を 前 提 と し て 
いる が 、 機 体 自体 に も シン ブル な 兵器 群 が 用 意 さ れ て いた . 
これ ら は どの よう な 載 況 に も 対応 し や ゃ すい も の で 、 中 距離 戦 
繕 用 の ピー ムラ イフ ル 、 長 距離 狙撃 用 の バズ ー カ 、 近 接戦 
症 用 の コン バッ トナ イフ な ど が ある 。 また 、 防 御 兵 器 と し て 
PS 装甲 が 施さ れ た シー ルド を 閉 備 。 ビー ム に よる 攻撃 に も 
耐久 性 を 持っ て いる , 
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ш. コンパ バッ トナ イフ と 
КОРИ 
33827121 
сиын) пя 
DREE A 


画 バズ ー カ 
ARDRE- 
D, MME CREM 
DIKC, CHET 
олен, 


Юхо алт. +2 
(MBA В CRS тот НАВ LDIF АА TS, 


озна. Th. тюш 


ハッ チ の オー プン 中 
コク ピッ ト が 保科 きれ て 
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ロッ ト の 安全 性 が 保 た れ で いる 、 
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ライ カー バッ ク の ジョ イン ト 
13122122 
アー マー が 疲 置 され て いる 。 


Ш 57mm 高 エネ ルギー ビー ムラ イフ ル 
жутьһы-яоняттжа 
する だ け の 馬力 を 放し で いる 。 


Ш コン バッ トナ イフ 
[アー マー シュ ナイ ダー」 EMER 
コン パッ トナ イフ 。 RMR 
アー マー 内 に 格 続 きれ て いる 
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Ш 対 ビ ー ム シー ルド 
対 ピ ー ム コー ティ ング が 租 さ れ だ ジー 
ME, жижиг, Q. Rp 


ナチ ュ ラ ル 用 に 開発 され た 操作 体系 = 
画 コク ピッ ト 内 部 パイ ロッ トシ ー ト 


スト ライ ク 内 に 組み 込ま れ て いる コク ピッ ト は 、 IM 
GAT-X シ リー ズ 用 に 開発 され た も の で ある 。 形状 は タマ ゴ 形 
で 、 パ イロ ッ ト シー ト を リク ライ ニン グ 部 で 固定 し て いる 。 ザ フ 
ト 抽 MS に は 見 られ な い 特徴 と し て は 、 付 属 の キー ボー ド を 使 
用 すれ ば 、 操 怒 者 が 億 時 オペ レー ショ ン ・ シ ステ ム の 書き 換 
え が 可 能 と な る 点 が 挙げ られ る 。 この シス テム を 用 いれ ば 、 ス 
トラ イカ ー パ ッ ク や 戦況 に 合わ せ て 機体 を 手 調 整 ・ 最 適 化 
させ る こと が で きた 。 反面 、 パ イロ ッ ト に 求め られ る 技量 も 高く 
な っ て いる と 言え よう 
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RIAN AO AEM IC RSRS EKON, 
牙 体 の 各部 を 機能 別に ブロ ッ ク で 分 割 し た 
造 で ある 。 本 艦 は 艇 体 を 大 きく <5 つ の ユニ . 
が で き 、 各 ユニ ッ ト は 貞 体 部 (PRE), 、 左 右 デ > 
右 エ ンジ ン で 構成 され て いる 。 これ ら は 切り 離し が 可能 で 、 
ア ・ パ オア ・ ク ー 革 に お いて は 役 弾 し た 左 エン ジン ・ ブ ロッ 
FED ML THEORME DBL TS. そう し た 設計 に 
基づく 独創 的 な 艦 の 形状 は 、「 木 馬 ] と いう ジオ ン 公 国軍 
仙 の 通称 の 由来 に も ちな っ で いる 。 ミノ フス キー・ ク ラフ ト を 
推進 シス テム に 採用 し た こと で 、 大 気 園内 飛行 に ち け る 
空力 特性 を 考 護 す る 必要 性 が 薄れ た 点 も 、 従 来 の 艦艇 と 
は 異な る 設計 を 可能 に し た 一 因 と も 考え られ る 。 
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#07. アバ オア ・ 
— 1 S 
с ти 199 


wa 
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T/a Ш =m 

E! CROMER PRL е 
ETERU SMALE ALAR 
だ っ た と も 言え る 。 ERENT (AB) と 
いう 呼称 は 、 ж-о 
ашланы. 


шіууулумив 


былады таны 153 Ш тап, 戦 
WEL TOMO ERAN TSHUTIEGL. ホワ イ 
トペ ー ス で は 、880mm2 連 装 砲 を 1 基 と 2 連装 メガ 粒子 
砲 を 2 基 、35 基 以上 の 対空 機関 久 座 を 装備 し て いる 。 £ 
た 、 ミ サイ ル 発 射 閉 置 を 前 部 に 24 基 と 後部 に 6 基 備え て 
いた 。 これ ら の 武装 は すべ て 双 内 に 収納 する 機構 が 加え 
られ て いる 。 経 合 的 な 火力 は 戦艦 クラ ス の 散 能 に は 及ば 
な いも の の 、 戦闘 能 と し て 充分 な 性 能 は 有 し て いた 。 た だ 
L103 OR ABM CH TOMSER MORE 
рожат. MOA MMSOBETH> 
た 。 #050. SRORBLTNERN ONS 
に 用 いら れ て いた よう だ 。 


ANONS 
を い 代わ り に 、 Me 
имижов $ 
い 、 ORE EE 
ежик 
BUTOSERAS. 


2айх»п+ашинг+- 
ыси а), AOE 
CRR HUET, с. 


下 に 位置 する 主 
жолама 
発射 を 行う シス テム だ っ た 。 М 
埋 に は レー ザー 方 式 が 用 いら 
れ で いた と きれ る 。 


BULB. qe 


ILL а итше 
32 あ と も 言わ れる ) も 、 それ それ 
саяхтевисяяеп> 


ジャ プロー 革 地 で 修理 と 必修 が 施さ れ た 
Ес. злее дави ви 
TORRENTS, 


V 作 戦 に 基づい て 設計 され た ホワ イト ペー ス は 、RX シ 
リー ズ の 運用 を 想定 し た 運用 設備 を 有 し て いる 。 特に 、 
RX シ リー ズ MS の 特徴 で ある コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム に 
対応 し た 設備 は 独自 の も の で 、 AM OM RAM E MRK 
物語 っ て いる 。 また 、 本 艦 は MS の 迅速 な 展開 を 可能 と す 
る カタ バル トシ ステ ム を 装備 し た 最初 期 の 艦艇 で ある 。 な 
お 、 こ の カタ バル ト は 後 の MS 運用 散 の 多く に 搭載 され た 。 

一 方 で 、 艇 内 に 設け られ た 重力 ブロ ッ ク や 、 KRUG 
橋 設 備 な ど に 見 られ る よう に 、 本 艦 は 単 狼 で の 作 圭 送 行 
能力 が 重視 され で いる 。 そう し た 設計 は 、MS と その 純 艦 の 
運用 理論 が 確立 され て いな い 時 代 に お ける 試行 鏡 論 の 
表れ と も 言え る 。 


MSI Die SAT 
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ктмзон ам 
ВИТ ль 
ГЫ 
大 き を 利点 と な っ て 
いた 


imutna? 
ат 
т, ВОЕН: DS 
ливан. ж 


atus, FRY 
Fy SRBC OMT 
る リン ガー で ある 、 


(217023 

т. ブリ ッ ジ 前 方 に 
ия тә. 
右 加 は キャ プ テ ン ・ 
シー ト と オペ レー ター・ 
シー ト が 設け られ た ブ 
リッ 中 内 の アー ム 。 
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Инес 
муамо. тив? 
И СТ 
И ОИ: +-# 3+ MBit 15,000m 


заса, вт 


ВН РОУ УВЫ WMS 


RMS-141 ゼ ク ・ 惑星 基地 t 性 能 機 1 関連 ファ イル 
進 され た 実験 機 Г て 最初 è = 


пи pevew 


Ава (BFAD 
WRB) IMRAN LLNS? ‘TILE. SMB 
モニ ー ト 、 ガ ンダ リウ ム 合 全 、 ム ー パ ブル ・ フ 
レー ム の 末 入 か ら 弟 二 世代 MS に 分 類 で きる 

ADL INF Ie т LA TBE MBEAN Le 
大 質量 の オプ ショ ン を 搭載 し つつ 、 過 酷 な 実戦 に 耐え る た 
め に 必要 を 措置 だ っ た 。 また 、 肩 の フレ ー ム は 一 部 が 電 出 
し て お り 、 シ ー ル ド な どの オプ ショ ン を 接続 可能 と し て いる 
2.100kW を 発振 する ジェ ネ レ ー タ ー は 、 遠 射 用 ビー ム ・ ス 
マー ト ガ ン に 代表 され る 大 出力 ビー ム 兵 器 や 、 大 重量 化す 
る 機体 を 軽 動 させ る に 足る も の だ っ た 。 基本 構造 
が 、 オ プシ ョ ン を 大 量 搭載 する 新 世代 の 汎用 MS と いう ゼ 
ク ・ ア イン の コン セブ ト を 実現 させ て いる の で ある 。 


m 頭 部 胸部 
SREP RNS, But. WE- нт 
mancpmanst. соса тот Шохо 9 -каьоКол 


Г к гс: -/-:227:-/ 


ゼ ク : ア イン 用 の 武装 は 、 MS の 基本 装備 で ある ピー ム ・ 
ライ フル と ビー ム ・ サ ー ベ ル 、 実 価 贅 兵 装 の マシ ン ガ ン や 
『 ど 多岐 に 計り 、 様 々 な ミッ ショ ン に 対応 で 
きる 。 装備 だ け を 見 る と RMS-106 ハイ ザッ ク と 似 て いる 
が 、 ゼ ク ・ ア イン は 高 出力 ジェ ネ レ ー タ ー の 橋 載 に より 、 5 
た つ 以 上 の ピー ム 兵 訟 を 同時 に 使用 で きる ほか 、 火 や 
多用 達 性 も 全体 的 に 高く な っ て いる 。 

ゼ ク ・ ア イン 用 火器 の 中 で も 有名 な マシ ン ガ ン は 、 材 皿 
殖 な どの 120mm 口 程 史 を 毎 分 360540 発 の 速度 で 


発射 する 。 給 殖 ペ ルト を 介し て マシ ン ガ ン と 接続 され る ドラ 
LARG. тиксвженн. KOLAR 
жапиеоооят. WALLER- 
ディ ング 機能 に より 、 最後 の 1 発 まで 発射 可能 で ある 。 
手持 ち 火 器 を 除く オプ ショ ン の 大 半 は 、 肩 側面 に 修 出 
し た ムー バブ ル ・ フ レー ム 、 また は 局 ア ー マ ー の 多目的 ラッ 
チ & マ ウン ト ・ シ ステ ム を 介し て 搭載 され る 。 シー ルド も 武装 
搭載 機能 を 持っ て お り 、 裏面 に は ビー ム ・ サ ー ベ ル (出力 
0.9MW) 2%. 表面 に は 補助 火器 や 弾 章 を 橋 載 可能 。 


š ABS) нЕ 01 


пеш 
FIVER EMM P OMA тиш... バッ ク バッ ク の 側面 に は 
DEDEN =7 LAS. BMMM SPD тош. 


ピー ム ・ ラ イフ ル 
マシ ン ガ ン 、 大 出 カ 
Pern teat RR 
する MS と し て ハイ 
ダッ ク が 知ら れる 
が 、 ゼ ク ・ ア イン は 
と シ ステ ム 化 きれ て 


Nm 武装 ・ オ プシ ョ ン 一 覧 
友 に ある よう に 、 ゼ ク ・ ア イン に は 多 穫 な 臣 
続 や オプ ショ ン が 用 章 さ れ た 。 任務 に よっ て 
閑 備 形態 を 変更 する こと で . ゼ ク - ア イン は よ 
り 高 度 な 汎用 性 を 狂 得 し て いた の で ある 。 
クラ ブ (大 ) 
E2570 
回 マシ ン ガ ン 、 給 弾 ベル ト 、 
кэлша 
ビー ム ・ ラ イフ ル 
(グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー 閉 代 ) 
クレ イ ・ バ ズー カ 
FE CLIS 
スマ ー ト ガン 
回 ミサ イル ・ ボ ッ ド 
ディ スク ・ レ ドー ム ・ 
シス テム 
回 シー ルド 
(ビー ム ・ サ ー ベ ル 搭 載 ) 
回 ラン ディ ング ・ 
ディ バイ ス ・ シ ステ ム 
プロ ペラ ント ・ タ ンク 


ゼ ク ・ ア イン は オプ ショ ン の 混成 装備 が 可能 と 思わ れる 
が 、 通常 は 3 つの 基本 的 な 装備 形態 か ら 選 択 さ れる 。 ミッ 
ショ ン に 最適 化 さ れ た 武 続 フォ ー マ ッ ト が 、3 栖 類 存在 する 
の で ある 。 INFE- AINE OR — BE 
R.BIPN SHOE RER ЖИНИМ 
第 三種 兵 装 だ っ た 。 ビー ム ・ カ ノン 搭載 用 、 マイ ン レ イヤ ー 
用 、 月 面 降下 用 な どの オプ ショ ン も あり っ 
組み 合わ せる 。 クレ イ ・ パ ズー カ 、 ミサ イリ 
(いわ ゆる 「 シ ュ ツ ルム ・ フ ァ ウ スト ] ) は 補助 火器 に 位置 
付け られ . 5 じ て 選 択 - 義 備 され た 。 


E 第 一 種 兵 装 
EAL S17 INR, 火器 は グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー 付 き 
ビー ム ・ ラ イフ ブル で 、 画 層 に ラン ディ ング ・ デ ィ バ イス ・ シ ステ ム の 


し て 癌 射 必 ビ ー ム ・ ス マー ト ガン を 、 £N 


жить. USOPCOMENRT. хонаво, 
で いる まう だ 。 全高 19.20m、 $ 72.551, 


ク )。 ビー ム ・ ス マー ト ガ ン と ディ スク ・ レ ドー ム は 対 の 読 備 で 必ず 
ШИН. 全高 20.87m. SM ШВО. 25, 


жайланиш. 主 武装 は マシ ン ガ ン で . 
と シー ルド を 閑 備 する 。 シー ルド に 定式 装 で ある クレ イ ・ パ ズー 


MKS Lm 


ТЕОРИИ, %Ж2005п. “ажа 
87.281. 


сна ex 


2-1. 


ГЗЕТІШЕТІ ТА 


«НДА > 


habs FAD AT 
デ ガ ・ カ ノン 60mm パ バル カン x2 (® 


най シン ・ ク リプ ト 222-717 
ロバート ・ オ ルド リン 


ТІЛЕС 


詩 兵 装 の ハイ パー- メ ガ ・ カ ノン を 筆頭 に 、 出力 12MW 
の 背部 ビー ム ・ カ ノン 2 門 、 バ パック バ ッ ク 左 部 の ミサ イル ・ 
ポッ ド に 収め られ た AMA-13S ミ サイ ル な ど 、FAZZ は 無数 
の 火器 を 閉 備 し て いる 。 これ ら の 武装 が も た ら す 火 力 は 


れる 当時 の ハイ エン ド MS を も 凄 租 する も の が あっ た 
一 撃 で MS を 粉砕 する 大 出力 ビー ム 兵器 か ら 、 広い 射 界 を 
誇る マイ クロ ・ ミ サイ ル ま で . 様々 な 特性 を 持つ 試 装 が 摘 っ 
て お り 、 様々 な 攻撃 対象 に 対応 で きる 点 も 優れ て いる 。 


ミサ イル ・ ポ ッ ボ と な っ て お り 、AMA09S ミ サイ ル を 計 16 
AMA-1382 4 1 EH ARETE. APUNA 
RAMOVMMMC TTS, 中 央 者 に エフ ィ ー ル ド ・ ジ ェ キ 
L—-9- EMT SLOREDS, 


その 一 方 で 、ZZ ガ ンダ ム と 異な り 背 部 ビー ム ・ カ ノン を 
ビー ム ・ サ ー ベ ル に 転用 で き な い た め 、 近 接戦 関 は 苦手 
と し た 。 た だ し 、 長 大 な ハイ パー・ メ ガ ・ カ ノン を 装備 する 
РАЗВЕ HDT, КСО 
支援 に 投入 すべ き MS だ っ た (フル アー マーZZ ガ ンダ ム が 
ハイ パー・ メ ガ ・ カ ノン を 装備 し な か っ た の は 、 ЯНИЕ 
力 の 低下 を 嫌っ た た め と も 考え られ る ) 

EMD - х7) (粒子 )・ キ ャ ノン が ダミ ー な の 
は 、FAZZ の 設計 上 、 仕方 の な いこ と だ っ た 


[А ハイ バー・ メ ガ ・ カ ノン 

r€ POR MMAR ATL У 
LR 出力 は ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン すら 上 i 
79.BMW で 、 SRUFAZZ AES eM 
OM TENE. 


部 ハイ ・ メ ガ 牧 子 ・ カ ノン 
OMIO AF асрат. 発射 は で き な い 、 т 
INET INERT). AMIE MIO 
Алт: 7EUCSMRENALR ONS, 


[ スプ レー・ ミ サイ ル ・ 
回 2 ルー 


MOM MSNSS MRT TAR 


ЕГІС” РУ 
Як/--тыңа(-инян 
BRL, 1914» (ENR 
ダブ プル - ピ ビーム ・ ラ イブ ル ) BOD 


栓 の 存在 は 不明 だ が 、 
ガン ダム の 増加 半 甲 仕様 FA-78-1 フル アー マー・ ガ ンダ ム で 


ある 。 以 財 も フル アー マー 仕様 の ガン ダム は 度々 計画 され た 。 


フル アー マーZZ ガ ンダ ム 
Dik. FA-93HWS リガ ン 


ダム (へ ビー・ ウ ェ ボン ・ シ 
АЎ ЫА) が 計画 され 
た 。 実用 化 さ れ た も の と し 
TEV2T TM OS 
ンダ ム が 知ら れる 。 


FATA RXTENT.IFA 

プル アー マー・ ガ ンダ ム 7ұ?22(%а/Ч-7-7-НЯШ) = プル アー マー アァ ガン ダム 

初 @ て 計画 きれ た [フル アー マー・ オ ペレ ー  МмавеНитосяетлт-т- — FAZZtMTNR:ADE. 2Һ7-т-е 
ショ ン ] 任 欄 の ガン ダム 。 RX-78.3 G3 ガ ン を 靖 儲 し た アレ ックス 。 入 侵さ れ で いる 中 で 0227791. ИЛОНА 3 
ダム を 挟 條 と し た 計画 も あっ た 。 


ú. 史上 初 の フル アー マー の 実 細 で ある 。 アブ ロッ クー シス テム の 隊 性 を 補っ て いる 。 


00) пе01 ser ЗА 


)) GNW-20000 アル ケー ガン ダム A 
も 


‘GNI GN GEF 
GN ピ ー ム サー ベル x2GN シ ー ル ド 


アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ジェ ズ 


GN ド ライ ヴ 
ишснкэ эжи 


ネ 系 MS の 最終 形 


IN ドラ イヴ ) を 関連 ファ イル 


ТТ 


дон HSN Sm ia 
TEAR TWAEMDORRD THE, 中 で も メイ ン 兵 問 
と し て 用 いら れ た の が 、 遠 属 打 突 兵 療 で ある GN ファ ング 
T. スロ ー ネ ツ ヴァ イ の 8 基 か ら 2 基 追 加 さ れ 、 BOWER 
備 す る 。 その 能力 も 若干 向上 し て お り 、 勲 機 の 素人 制 ・ 迎 撃 
ARLE. шомло. 27. ленянслеян 
する GN パ スタ ー ソ ー ド に は 、 新 た に ライ フル モー ド が 追加 さ 
れ 、 中 距離 で の 運用 も 可能 と な кисе тун 
と し て GN ビ ー ム サー ベル を 装備 。 ROM. つま先 か 
5GN 粒 子 を 放出 し 、 堪 装 甲 に ダメ ー ジ を 与え る こと が 可能 
と な っ て いる 。 唯一 の 防 竹 兵 装 で ある GN シ ー ル ド は 、 先 端 
か ら GN フ ィ ー ル ド を 発生 させ て 攻撃 に も 転用 が で きた 。 
近接 格 前 用 の 兵器 が 中 心 と と な っ て いる も の の 、 ア ル 
ケー の 武装 二 は スロ ー ネ ツ ヴァ イ と 比較 し て も 飛 型 的 に 戦 
ил 50). あら ゆる 距離 に お ける 埋 闘 へ の 対 
応 が 図ら れ て いる 


TNS ORRERIE 
LORRY 
必要 で あっ た が 、 サー シェ 
ス は ファ ング な ど を 電灯 
пси). зови 
ATARI 


Шсм7”/27 


ш»+ку-т-сйШап-шапаАн. RELA 
таб rs nens. PRB, wass 
ビー ム 身 出 で き る ば か 、 ビームサーベル と も な る 


ARDOREM. スロ ー ネ ツ ヴァ 
{ORO ET AOE 
Ce, BULER T. 

4 5. En- KNOR D E 
2 азии. 


ГА 
лу м. л. ВНЕ 


Г ГАЈ ЕЗ 
ап. その 部 分 か ら GN フ ィ ー! ド を 発生 させ る こと が で きる , 


Ом?» 7ФМЕлї\ 


з), 9—77 EES 
СЕРИИ а то 


0) ml sm23 


m GN ビームサーベル A 
М 


““б ж- a. 
<> 


м 


つ * 先 に 置き れ た ビー ム サ ー ベ ル 。 サー ベ X 
лоялиав веня тась A 7 
ЖОЛА Pa 

өте は 


ҮШ 


` 
RL. その後 GN パ スタ ー ソ ー ド な 


フレ ー ム 
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MS の 開発 (正確 に は ガン ダム の 改修 ) を 命じ た 。 TAH E 製造 され た 
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マー・ ガ ンダ ム の 装甲 防御 力 は 、 一 年 戦争 時 の MS と し て は 
突出 し た レベ ル に 達し て お り 、 コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム の 構 
BE. 弱点 に な っ て いた 腹部 の 耐 稀 性 も 著しく 向上 し た 

フル アー マー・ オ ペレ ーション 自体 は 着脱 式 (ш 
と 呼ば れる ) で 、 自 由 に 取り 外し で きる 。 被弾 し た 増加 装備 
の パー ジ や ぜ 、 ВОШЛИ. ВИЗ マル の が 
ンダ ム に 戻る こと も 可能 な の で ある 

な お 、 本 機 の 開発 が 行わ れ た プロ ジェ クト は 「FSWS 計 画 」 
と 呼ば れる 。 FSWS は Fullarmor System and Weapon 
System ( 閉 申 お よび 武装 強化 シス テム ) の 格 と され て いる 、 
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フル アー マー・ ガ ンダ ム の 標準 火器 は 、 フル アー マー・ オ 
ペレ ーション と 一 体 化 さ れ て いる 。 これ は RX-77 ガン キャ ノ 
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ピー ム ・ ガ ン 、 ++/:4й. 局部 ミサ イル ・ ペ ベイ 2 基 、 BEH 
イル ・ ペ ベイ 2 基 を 備え て いる (ガン ダム の 頭 部 バル カン 砲 も 合 
用 可能 。 ハイ パー・ パ バズ ー カ な どの 手持 ち 武 問 も 装備 で きる 
よう で ある ) 。 これ ら の 火 義 は 攻撃 力 に 優れ る だ け で な く 、 交 
目標 を 選ば な い 戦 闘 を 可能 と し た 
サー ベル は 未 搭 載 と する 説 が 一 般 的 だ 
衣 部 の 後ろ に 2 本 を 外装 する と いう 説 も ある 
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汎用 性 を 重視 し た ジン クス は 、 大 研 の 格闘 兵 装 や 却 大 Ш GN ビー ムラ イフ ル 
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増設 され た 強化 ユニ ッ ト 


パワ ー ド ・ ジ ム の マッ シブ な シル エッ を 形作っ て いる の 
は 、 フル アー マー・ オ ペレ ーション の よう な 増加 装甲 シス テ 
ム で は な く 、 堆 設 さ れ た 大 型 バッ ク パ ッ ク や ショ ッ ク ・ ア ブ 
ソー バー、 多数 の 予備 動力 な ど で あ る , 

大 型 パッ ク バ パッ ク へ の 換装 と 同時 に 調 体 も 改修 が 施さ 
h. 普 の 両論 か ら 胸 部 に か け て 新 ユ ニッ ト を 増 座 し て お り . 
胸部 に 二 竹 構造 の 吸 振 気 口 を 備え た 。 これ は スラ スタ ー 
MPL LAL —F—HNOMAL MTSE 
イン テー ク ・ ユ ニッ ト OBR Ант) 
も 股 関 筋 保護 用 と 思わ れる 股間 部 増設 ユニ ッ ト 、RX-78 
ガン ダム や RGM-79N ジム ・ カ スタ ム な ど で 見 られ た スカ ー 
ト 部 増加 ユニ ッ ト (サブ ・ ス タン ス ・ コ ント ロー ル ・ シ ステ ム 
と 呼ば れる 有 勢 制 牧 シ ステ ム か 、 出 力 強 化 シス テム ・ ユ 
ニッ ト と 考え られ る ) が 追加 され た 。 これ ら 要 所 へ の 増設 に 
より 必然 的 に 機体 の ポリ ュー ム が 増し て いる , 

この よう な 補 機 追加 に よる 改修 手法 は 、 後 発 の RGM. 
86R ジム 皿 や RGM-B6R ヌー ペル ・ ジ ム 四 で も 見 られ た 
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ジム ・ シ リー ズ の 共通 コク ビット 


実験 機 と し て 開発 され た パワ ー ド ・ ジ ム だ が 、 そ の コク 
ビッ は 特殊 な も の で は な く 、 U.C.0080 年 代 前 期 の ジム ・ 
シリ ー ズ の 共通 モデ ル を 採用 し て いる 。 パワ ー ド ジム は 
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固定 火 問 は 持た な い リ ー オ ー で ある が 、 戦況 や 環境 に № 105тт54 7Л№ 
応じ た 多彩 な 武装 凌 が 用 重 さ れ て いる 。 地上 用 の 主 武 ーー жин 
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内 部 に マウ ント され て いる 近接 戦闘 用 の ビー ム サ ー ベ ル 
で ある 。 また .、 後 方 支援 用 に 大 型 火 傘 の ドー バー カン や バ өң 
ズー カ を 装備 する こと が で きた 。 宇宙 用 と し て は 、 威 力 や 
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ЖШ 75mm 対 自動 パル カン 砲塔 シベ テム 
「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン ] x2./60mm 高 エ 
ネル ギー ビー ムラ イフ ルビ ー ム サー スズ ツレ 
X4 メ シー ルド 580mm 複 列 位相 エネ 
ルキ ー 砲 「 ス キュ ラ ] 

所 属 ザフト 

指 乗 者 アス ラン ・ ザ ラ 


№ COMPARISON CHART 


背部 


MA 形態 で 尾部 を 構成 する 、 ス タビ レー 


関連 ファ イル 


ロー ルアウ ト し た 5 機 の 第 1 期 GAT- 

変形 式 の X300 系 フレ ー ム を 採用 し た 唯一 の 機体 で か 3 は 術 を 塗 
り 替 える 可能 性 を 秘め て し —— 
[G] の 1 機 と し て 地球 連合 軍 の 戦勝 に 貢献 する か 


被害 を も た 
死闘 を 


„ 標準 的 な も の で 、 想 定 さ れ た 戦闘 形 


変 月 フレ ー ム と 両 形態 で の 共用 性 を 意識 し た 装備 


イー ジス の 変形 機構 は 、 広 い 可 動 範囲 持つ X300 系 フ 
レー ム に よっ て 確立 され た 。 MS 形態 の 四肢 の MA 形態 時 に 
お ける アー ム へ の 転用 や 、 胴 体 装甲 を 二分 し MA 形態 時 の 
上 下 装甲 に 再 構 築 する な 
大 きい 。 さ ら に 変形 フレ ー 
が 組み 込ま れ て お り MA 形 態 で の 攻撃 面 を 支え た 
レー ム に 全 機 能 を 集約 で き な いた め 、 両 形態 で 


類 部 に は 、 目標 を 自重 的 に 発見 ・ 師 尾 ・ 射 軟 す る CWS、 75mm 対 
PAB ALOE AT А | イー ゲル シュ テル ン 」 を 2 門 反戦 する 


よる 可動 式 で MS 形態 で は 聞 
MNES RADE ATE CHS, 


画 右 バイ ンダ ー 


Ш 左 バイ ンダ ー 

レー ム の 中 棲 が 収め られ 左腕 を 自由 に 使い た い 場合 や 、 非 
CASASOIA 使用 時 に シー ルド を マウ ント する 
に 「 ス キュ ラ 」 を 内 蔵 する MA 形態 で は 自動 的 に シー ルド が 固 


MARES OFL—K (クロ 
MS 形 能 で も 使用 可能 。 MS} 
は 基部 か ら ビ ー ム 刃 を 発生 させ 


ХА \| зж: 
WU を 


ム サ ー ベ ル と し て 用 いる こと が 多い 。 \ 、 MS 形態 で は 使用 で き な い 。 желе. 
р чү 
共用 性 を 廃し た 火器 と シー ルド s 
四肢 の 先端 に 配置 され た ブレ ー ド (タク ロー) SETH № 60mm 高 エネ ルギー ビー ムラ イフ ル 画 シー ルド 
用 可能 だ が 、 そ れ 以 外 の 兵 装 は 各 形 態 専 用 と な っ て いる (上 MS 形態 時 の メイ ン ウェ ポン 。 デュ エル や エー ルス トラ イク の も の と 基 対 ビー ムコ ー テ ィング を 施さ れ た MS 用 の 盾 。 ビー ム 兵 問 
RD [イー ゲル シュ テル ン 」 も MS 形態 専用 火器 だ っ た ) 。 白 。 本 は 同じ だ が 、 ロ 年 わ ずみ に 大 きく 、 フ ォ ア (M) ダリ ッ プ カ 


RL. 限定 的 を 防 便 力 し か 持た な い PS 装 四 の 局 上 を 
Pe 


а 
Васа. -MENSTER АРЕ Е に 搭載 され た 。 15780097) Га 


киеншисжсьмеЕы ИВЕ 
MA 形態 で は 、 最適 な 武装 が 異な る と 考え られ た た め だ ろ う 。 

MS 形態 時 の 武装 は 、 デ ュ エ ル や エー ルス トラ イク と 似 . 
лыг куй 
える 。 な お 「 標 準 的 ] と いう の は GAT-X シ リー ズ の 中 で の こと 
で 、 攻防 力 は 当時 の ザフト 主力 MS を 圧倒 し て いた 。 


MARS ABS (CEE 


サー ベル を 多用 し 2 


РОМАН 


イー ジス 最大 の 特徴 で ある MA 形態 は 、 優れ た 加速 力 と 絶 イー ム を 胡 間 スキュラ М 高速 巡航 形態 
大 な 火力 に よる 一 撃 藤 脱 戦法 を 重視 し て いる 。 MS に 劣る 兵 аена. > 
問 と いう 印象 が 強かっ た MA だ が 、 イー ジス の MA 形態 は その ラ の 一 撃 を 加え る か 、 す 
イメ ー ジ を 払拭 する も の で 、 対 艦 攻撃 や 奇 嘩 に お いて 恐る ペ れ 違 いざ ま に ア ー ム 先端 
ЛЕО, その 戦闘 能力 を 担保 し た も の が 、MA 形 = 
8 0580тт йт ALFA, 4 
> wes 


жазала ыс ー ム で 。 お イー シ HEBEL 
目標 を 羽 交 い 絞め に する 4 本 の アー ム で ある 。 な お イー ジス モー ド 。 27. LEM 
の MA 形態 に は 、 攻 撃 用 の 「 所 撃 
用 の [高速 


| と 高速 接近 ・ 元 脱 
巡航 形態 」 が あり 、 状 況 に 応じ て 使い 分 けら れ た 。 


使え る 火器 は な い 。 
Наложи 
PARAM BIS 
ажоо. 


スキ ュ 
ム で 目標 を 拘束 し 発射 する こと も ある 。 一 


сас, RL RP RMA ER DLA. 


CRRA 92547 


= 
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4 | I SPEC 
ال اا‎ e F 
4 J WING GUNDAM ZERO | ーー 


X2/ マ シン キャ ノン x2 ウイ ング バル カ 
жа ウイ ング シー ルド 
所 属 L4 コ ロニ ー 群 
搭乗 者 ヒイロ ・ ユ イセ クス ・ マ ー キ ス 他 


Im COMPARISON CHART W COLOR 


関連 ファ イル 


上 初 の ガ 
ム ] が 、XXXG-00WO ウイ 


ば 暴走 や 廃人 化 を 招 可能 性 が 
02-06М5 リー オー を レベ ル 100 と し て 換算 し 
た 本 機 の アビ リティ レベ ル は 、 ファ イ テ ィ ング アビ リティ : 
レベ ル 150、 ウ エ ポ ン アビ リティ : レベ ル 150、 ス ピー 
の あら ゆる 面 で それ ら を 上 回 ドア ビリ ティ : レベ ル 160、 パ ワー ドア ビリ ティ : レベ ル 
る 戦闘 能力 を 持つ 。 中 で も 、 コ ロニ ー す ら 一 撃 で 破壊 ” 140、 ア ー マ ー ド アビ リティ: レベ ル 140 で ある 。 


超 戦闘 級 の 性 能 を 担保 する 武装 と 機構 


ゼロ シス テム を 除い て も ウイ ング ガン ダム ゼロ の 攻撃 力 、 
防御 カ ・ 機 動 性 は 圧倒 的 で あり 、 改良 型 あ る い は 新型 の ガ 
ンダ ム で な けれ は 対抗 で き な い 。 至近 中 距離 戦 で も 通常 
の MS を 遥か に 超え る 性 能 を 誇る が 、 大 推 カ スラ スタ ー が も 
た ら す 機動 "運動 性 と 長 距 離 移動 能力 、 そ し て ツイ ン パス 
ター ライ フル に よる 対 拠点 攻撃 力 や 広域 攻撃 能力 は 突出 し 
て お り 、 その 総合 性 能 は 戦略 兵器 と 言っ て も 過言 で は な い 。 


m ツイ ン パ スタ ー ラ イフ ル کے‎ 
Ж 


===” 


aS 
м 


Ame Rees 
7“. вида. ウイ ン 22. 
> ンダ ムロ の パ 
eat 522235 
LESORRTS— 
に 一 BODIE. FRE 
) 時 に は 肩 に 収納 する 


画 ビー ム サ ー ベ ル 


分 イン パス ター 
ライ フル を 各 手 に 1 振 ず 


Етене) 
オバ ー ド 形態 で 
は スラ スタ ー の ノズル が 大 きく 前 出す る 。 


Бі). жердін т 
=PIE MRT S, 


條 ユニ ッ ト は リン ク し て いる 


長 距離 高速 移動 用 の ネオ パード 形 態 


ウイ ング ガン ダム ゼロ は 、「 ネ オバ パー ド 和 形態 」 と 呼ば れる 高速 
移動 モー ド に 変形 可能 で ある 。 

ネオ バー ド 形 能 は 、MS 形 態 以上 の 長 距 座高 速 移動 を 可 
し て お り 、 主 に 巡航 用 と し て 使用 され た (理論 上 は 大 型 戦 
脱 機 と し て 運用 可能 で あり 、 一 想 可 脱 戦 法 で 威力 を 発揮 す 
š), ウイ ング ガン ダム セロ の 圧倒 的 な 戦闘 能力 を 、 短 時 間 で 
離れ た 戦域 に 投入 する 「 戦 略 機動 力 」 を 担っ て いる の が 、 ネ オ 


バー ド 形 態 な の だ 。 大 気 園 内 に お ける 単独 飛行 能力 、 ノ ン オ 
プシ ョ ン で の 大 気 圏 再 実 入 能 力も 、 ウ イン グ ガ ンダ ム ゼ ロロ の 行 
動 半径 を 拡大 し 、 運用 秒 軟 性 を 向上 させ て いる 。 

ウイ ング ガン ダム ゼロ の 変形 機構 は 、 後 に 開発 され た ガン ダ 
LDI, XXXG-01W ウイ ング ガン ダム が [バード 形態 ] と し 
し た 。 変形 ギミック も ほぼ その まま 受け 秋 が れ て お り 、 開 
上 の 疫 が り を 名 実に 表し て いる 。 


А-У АНГАР TORR EEE 


нэ, СЯ 
ー は 、 空力 を 意識 し た 形状 に な 


変形 機構 は 、 ROD 
イン グ ガ ンダ ム と 店 似 し 
て いる 。 シー ルド の 機 首 
転 月 、 パ イン ダー の 展 
開 、 頭 部 と 下半身 の 回 
Буатаножт 


ВИКА АЛЕ LOADED, WARE Ly 
50200. ноне. Жени СЗ Ж E FSP санг, 


ИСАЕВ, 使用 時 の み カ 
バー が 開き 、 砲 ロ が 回 出 する 。 ж); 5 


‚ ウィ ング シー ルド 


/ жисто>таниният, 34 
NKR TM EMR TE. 2 門 の 

ЕТУ, 

Аве 


ゼロ 専用 操縦 席 


コク ピッ ト は 、 ゼロ シス テム に 対応 し た 専用 モデ ル を 採用 。 
ゼロ シス テム と は 一 種 の 未来 予測 シス テム で 、 分 析 ・ 予 測 
情報 を 基 に 、 パ イロ ッ ト が 望む 「 勝 利 ] に 必要 と な る 最適 手 
段 を 提示 する 。 具体 的 な 例 と し て 、 敵 機 の 動き を 予測 し 、 そ 
れ に 対応 する た め 反 応 速度 を 向上 させ る こと な ど が 挙げ られ 

к. 8 要 な ら 反 倫理 的 行為 や パイ ロッ ト の 死す 
ちら 提示 する ほか 、 目 的 と 心理 が 策 離 し て いる 場合 、 パイ ロッ ト 
の 精神 に 悪影響 を 与え る 可能 性 が ある 。 


ВИНЕ, 
пулгон 
が 高い と 表示 され な い 


イ や ダイ レク トイ メ 
外部 情報 を 得る 


S60 OR EBS NS 
ITAA TUANG 
ディ スプ レイ 上 の 文様 は 
時 準用 の サブ 
3 次 元 レー ダー・ デ ィ ス ブ 
| remeros, 


球形 画面 は ゼロ シス テム と 
連動 し た 3 次 元 レ ー ダ ー・| 
ディ スプ レイ で 、 自 機 を 中 心 | 
と し た 周辺 情報 を 表示 。 + 
の 上 の 小 パ ネル は 、 自 機 や 
ROT SERRE. 


a 92542 


N 
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機動 戦士 ガン ダム 第 0BMB 小 隊 


MECHANIC FILE 


モビ ピル スー ツ : RGM-79 [G] 陸戦 型 ジム 


nell КА] 


頭 部 


ДІ ШІН 


陸戦 型 ジム 


陸戦 型 ガ ンダ ム か ら の 生産 性 向上 を 
ー 年 戦争 中 期 、 地 球 較 才 軍 は MS の 実戦 投入 を 切 
前 線 の 要求 に 応え る た め 


て 多く な く 、 そ れ を 流用 し た R) 
数 に 留まっ た 。 そこ で 、 MS の 絶対 数 を 補う 
に RX-79 [G] の 生産 ライ ン を 転用 し て 量産 され た 


る が 、 開 発 経緯 か ら 設計 、 性 能 に 至る まで あら ゆる 点 


と で 生産 性 の 向上 
機 は フォ ー マ ッ ト が 確立 
た め 、RX-79 [G] に 比べ 


ム 合金 を 用 いる な ど 大 量 生産 に 向 か な い 

あり 、 本 格 的 な 量産 に は 至ら 本 機 

IGM-79 の デー タ 収 集 に も 利用 され 、 地球 連邦 軍 の 
MS 量産 体制 構築 の 一 助 と な 


SPEC 


全高 
重量 


79 [8] 
各種 作 
+ 


18.0m 
53.8t 全備 重量 66.01) 


MECHANIC FILE 


機体 構造 


コス ト ダ ウン を 目的 と し た 機体 構造 の 変更 


本 機 は 、RX-79 【G] だ け で は 前 線 の 戦力 不足 を 補う こと 
は 難し いと の 判断 か ら 急 書生 産 が 進め られ た 。 その た め 、 設 
計 を 大 幅 に 見 直す 時 間 の 余裕 は な く 、 基本 的 な 機体 構造 
は RX-79 [G] か ら 変 更 ま れ て いな い 。 主 な 変更 点 と し て 芋 
げ ら れる の は 、 胸 部 武装 x 
用 ラン ド セ ル の 撤廃 、 低 出力 ジア エ ネ レ ー タ ー へ の 換装 な ど で 
ある 。 それ で も 、RX-78 を ペー ス と する RX-79 [G] と 基本 を 
同じ くす る こと か ら 、 総 合 性 能 は RGM-79 の 先行 量産 型 
上 回 っ て いた と され る 。 また 、 パ ー ツ の 多く が RX-79 [G] と 
共通 で 補給 体制 も 撃っ て いた こと か ら 、 前 線 に お いて 予備 
パー ツ が 不足 し が ち だ っ た RX-79 [G] に 本 機 の 部 品 が 流 
用 され る ケー ス も あっ た 。 


= AF унйн: 


79 [G]. RX-79 [G] 
кс 


шша 
RX:79 [G] бй сй 
信用 アン テ ナ と シュ 

ル ・ カ メラ を 装備 し 


タウン が 目的 と 考え 5 れる 


шея (ш) z 
HDT CDEREE E Ші?еуһ 
し て コク ピッ ト ・ ハ ッ チ を ウ ビ ッ ト は 脂 部 中 央 に 位 
WO Ест! 


レ ANGE COME 
イア ウト や 、 ВАСЯ に 配 
され た スパ イク な ど 」 
RX-79 [G] と 同じ く 地 
Ежен 
特徴 と する 


実体 弾 火器 を 主体 と する 豊富 な 武装 


本 機 の 武装 は すべ て RX-79 [G] と 共用 で 、 地上 の さま 
ざま な 環境 に 対応 する た め 、 運 用 性 と 信頼 性 に 優れ た 実 
体 絢 兵器 を 主体 と し て いる 。 また 、 こ れ ら の 兵器 は 、 密 林 の 
よう な 障害 物 の 多い 地形 で の 戦闘 を 想定 し 、 火 力 より も 取 
り 回 し の 良さ を 重視 し た 設計 が 特徴 で あ だ し 、 ウ ェ 
ポン ・ コ ン テ ナ を 装備 する 機構 が 廃 され て いる た め 、 埋 場 
で の 武装 変更 は 難し く な っ て いる 。 また 、 RX-79 [G] に 装 
備 され て いた 胸部 の バル カン 人 砲 と マル チ ・ ラ ンチ ャ ー も 廃 さ 
A, 固定 武装 は ビー ム ・ サ ー ベ ル の み と さ れ た 。 


ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 は 

RX-79 [G] より 低下 し 

жұбы. ビー ム ・ ラ 

IMEAMUA 

確認 され て いる こと か 
калаш 
と 思わ れる 


ある と 者 えら れる が 、 
武装 運用 の 柔軟 性 を 示 
し て いる 。 


MORE INFO! 


RGM-79 の 実戦 配備 に 先んじ て 前 線 に 投入 され た RGM- 
79 [6] は 、 極 東方 面 軍機 械 化 混成 大 隊 (通称 「 コ ジマ 大 
ті) CECHASH, Jt AR ROBRML RES 
任務 と し た 。 アプ サラ ス 計 画 の 舞台 と な っ た 極東 戦線 で は 、 
アプ サラ ス 開 発 基地 攻略 作戦 に 独立 機械 化 連隊 の 所 属 棋 
が 多数 投入 され て いる 。 また 、 本 機 は オデ ッ サ 作戦 へ の 投 
入 も 確認 され て お り 、 独 立 混成 第 44 旅 団 な どの 主力 と し て 
運用 され た 。 本 機 は 最初 期 に 実戦 配備 され た 地球 連邦 軍 
MS と し て 、 さま ざま な 局面 で 活躍 し た の で ある 。 


SHRED SE 
きれ た RGM79 [G]; コジ 
TRAIAN ORR EE 
Есил, 大 
ПОЖИТЬ 
決し て 少な く は な か っ : 


地球 名 地 の 戦線 で 運用 され た RGM-79 [G] 


Ш 100 ミ リマ シン ガン 

лин ORV (CARN зинадан. МоАН 
DEN. УЖЕ АТЕВ ЖУ ON NEAL TBH), ERR 
と し て 運用 され た 。 ЗНС. ВЕСТА СВЯТО, 


画 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー 


жс イル を 装填 する 。 а 
SIRO AY PEMA, 発射 口 は カバ ー で 隆 わ れ て いる 。 下 は ミサ 
с. кавова 


画 ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー 
лм жк SHAKE хакан 
GLA AL ЯХ [G] と 共用 する 
£, 肩当 で の 部 分 が スラ イド する 構造 
なっ て いる 。 аитат, ЭНЕСИ 
定 商 が 設け られ て いる 


E シー ルド 

ー シ ー ル ド と も 時 ば れる 小 
кт. 先端 の 形状 は 近 
жнт те жуйет 
定 し て いる 。 極東 方 面 軍 機械 化 
展 成 大 隊 の 所 属 機 は 、 シー ルド に 
小隊 ナン バー が マー キン グ 8 れ た 


アブ サラ ス 開 発 基 画 ジム ・ ス ナイ パー 

ロン グレ ンジ ・ ビ ピー ム ・ ラ イフ ル を 装備 し 
た RGM-79 [G] で 、 カ ラー リン グ が 異な 
Bo アプ サラ ス 開 発 基地 攻略 作戦 で 運 
用 され た 


FERMLTUS, 


та. 9294 
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MECHANIC FILE — sS (800) а:01 ИП 


M1 ア スト レイ п 


ムイ ー ゲ ル シ ュ テル ン ] х2 TIR 
ビー ムラ イフ ル Z70 式 ビーム サー ベ 


Im COLOR _ 


e 


№ COMPARISON CHART 


RASS GH CEENEF F 25 VMS 


MBF-M1 M1 ア スト レイ は 、C.E.71 に 制式 化 さ れ 
た オー ブ 連 合 首長 国 の 主力 MS で ある 。 型式 番号 の 
MBF-M1 は 、 Main Battle Figure-Model1 、「 主 要 戦 
闘 機 」 の 「( 量 産 仕様 ) モデ ル 1」 を 
産 が 開始 され た M1 ア 
な 運動 性 と 強力 な ビー ム 兵 器 を 
ー プ は 防衛 用 MS、 そ れ も 国 民 の 大 多 UT 7 ラル 用 OS が 実用 レベ ル 
操縦 可能 な MS を 欲し て し の が C.E.71.03.25 の キラ ・ ヤ 


раж 


MECHANIC FILE 


スト ライ ク 、 アス トレ イ と 同系 の 武装 形態 


M1 アス トレ イ の 基本 武装 は 、 ビ ピー ムラ イフ ル 、 ビ ー ム 
サー ベル 、 内 装 式 機関 砲 (後述 ) 、 シ ー ル ド の 4 種 で アス ト 
レイ と 同じ 構成 で ある 。 これ ら の 装備 は 、 アス トレ イ の 前 身 
に な っ た 「G] 兵器 、 特 に GAT-X105 スト ライ ク (エー ルス 
トラ イク ) と 同系 で あっ た 。 GAT-X102 デュ エル で 完成 さ 
れ た 武装 形態 は 、 汎用 MS に 必要 な 要素 を 満た し て お り 、 
M1 ア スト レイ も それ を 踏 組 し た の だ っ た 。 た だ し 、 全 武装 
を パッ ク バ ッ ク に マウ ント 可能 な 点 は 独特 で (GAT-X303 
イー ジス の バイ ンダ ー の 武装 落 架 機能 を 参考 に し た 可能 
性 は ある ) 、 フ ル 装 備 で も マニ ビュ レー ター の 自由 度 を 確保 
し や すか っ た 。 


жеи Е э 
フル を 、 格 開戦 で ビー 
Lt ALE RUSH 
有形 態 を 採用 。 当初 


格 凍 齋 の 訓 線 に 用 いら れる 装備 。 いわ ば 
「 ビ ー ム サー ベル 版 の 竹刀 」 で ある 。 使用 時 
に は 刀身 の 片側 の み が 発 光 す る 


画 バッ ク バ ッ ク 武 器 装着 時 
ピー ム サ ー ペ ベル は 専用 ラッ チ に 、 ビ ー ム ライ フル と 
シー ルド は 借 面 に マウ ント 。 ビー ムラ イフ ル は 、 パッ 
DIDE NEER AMOR T Be 


アス トレ イ 用 を マイ ナー チェ 
ンジ し た ピー ム 火 詳 。 НМБ 
用 と し て 充分 な 感 力 あ り 、 
直撃 させ れ ば 一般 的 な MS 
2- CRHOTETES. 


と で 、 パッ ク バッ ク へ の 
Жж». -KEO 
接続 が 可能 に な る 


回 70 式 ビー ム サ ー ベ ル 


トラ イク や アフ トレ イ と 
同型 の 盾 。 PS 装甲 を 


ЕР 
た 。 ビーム も 防御 可能 


ビー ム 刃 を 発生 させ る 格闘 丘 凌 。 パ ッ ク 
パッ ク に 2 基 装 備 す る 。 ЕСА 
MP ARTIS MPS 


機動 / 運 動 性 と 動作 性 を 重視 し た 機体 


M1 アス トレ イ の 基本 構造 は 試作 機 アス トレ イ に 近く 、 発 
泡 金 属 装甲 を 用 いた 軽量 性 と 、 柔 軟 な フレ ー ム に よる 動作 
性 に 優れ て いる 。 つま り 装 甲 防御 カ よ り も 機動 連動 性 
に よる 回 避 性 能 を 重視 し た 設計 だ が 、 試 作 機 よ り 装甲 面 
積 が 拡大 され た 結果 、 総 合 パラ ンス は 改善 ぶれ た 。 bb. R 
体 色 の 赤 は 、 オーブ で は ナチ ュ ラ ル 用 MS を 示し て いる (W 
は 局 地 載 用 機 や カス タム 機 、 金 は スペ シャ ル 模 を 表す ) 

а 


Й т чинсан. ж 
く 塗 装 さ れ た 部 位 の 多く 


OS は GAT-x シ リー ズ と 
同系 の [GUND.AM. 
1917. キラ ・ ヤ マト の 
協力 に より 、 ナ チュ ラル 
で も M1 アス トレ イ の 性 
能 を 引き 出せ る よう に 


を 備え る バッ ク バッ ク に 
より 、 優 れ た 機動 / 運 


画 頭 部 
頭 本 部 の セン サー こそ 簡略 化 
алыс, (ROMMEL 


„Б 
PERERA AS 
h. 主体 と バッ ク バ パッ ク の 基部 が 


の も の を ぼぼ 幼 承 し て いる 。 Ж 一 体 化 , スラ スタ ー メ バー ニア 
008 DTS £ 付き の スタ ビラ イザ ー4 基 は 、 別 
буланд 「 イ ー パー ツ に な っ て いる 


ゲル シュ テル ン 」 OP BU 
が れ た 。 


MORE INFO! š 
M1A ア スト レイ 


IM1 ア スト レイ の 宇宙 戦 専用 パリ エー ショ ン と し て 、 
МВЕ-МТА アス トレ イ (M1A ア スト レイ ) が ある 。 宇宙 で 
の 機動 運動 性 向上 、71-44 式 改 狙撃 型 ビー ムラ イフ 


Е و‎ оя ル の 搭載 に よる 射程 ご 火力 の 強化 が な され た 。 
は 方 形 で 、 数 も 多い 。 


秒 道 エレ ペー ター 「 ア メ ノ ミ ハ 
シラ ] の 防衛 用 に 開発 され た 
Ем, 福助 パー ニ 
7019, ИЖОАМВАС 
機能 特 化 な ど に より 、 空 間 戦 
能力 が 綴 化 され で いる 。 


сва x 
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MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : AEU-O9T AEUTI SNEED! (00) nell w414 


АЩ. DOT еділ AEU イ ナク ト 指 揮 官 型 a) Сеш тс 
[| AEU ENACT COMMAND TYPE | ENACT COMMAND TYPE = ЕЕ 


ボス 
ー ド ) им 


ラッ グ と 同様 、 光 学 カ メラ と セン サー 
Wan. SOMMER ERAT 


я コク ピッ ト ・ 設 関節 Е АБА 


Em 

гы 

i) 

と 
サブ フラ イト ユニ ッ ト 

Ч 腰部 に 設置 さも た フラ イト ] 
ユニ ッ ト 。 20% 

4 パー ツ と 同様 で ある , = 

A 回 り 小型 と な っ て お り 、 出 


力も 小さ い 。 噴射 口 が 可 
変 式 で 補 勢 制御 に も 使用 
され て いる 


ユニ オン 人 類 革新 連盟 /AEU の 三 端 技術 が 投入 さ 関連 ファ イル 
サム ・ ゲ ー ム を 続け て い 5 ネル ギ AEUJMA07013 ア 2 リッ サ — 0001-42 E 
AEU は 、 他 の 勢力 の 後塵 を 拝 する 場面 が 多 か 

道 エ レバ ペー ター の 稼働 に 手間 取っ て い : 


勢 逆 転 を 狙う 第 一 歩 と し 
ちっ た .。 : め 、 フラ ッ グ の 開発 者 ビリ ー・ カ タ ギ リ か ら は [7 
AEU イ ナク ト は 、AEU-05 へ ヘリ オン の 後継 機 と し て グ の 猿 真似 ] と 酷評 を 受け た 。 TOL, 全 世 界 に その 能 
開発 され た 可変 MS で ある 。 出力 機関 に 水 力 を アビ ー ル する べく 行っ た 完成 披露 の 場 で は 、 ガ ンダ ム 
ジェ ッ ト エ ンジ ン 、 装甲 に E カ ー ボ ポン を 採用 する な ど 、 ミ エク シア に 機体 を 破壊 され る 不運 に も 見 舞 われ で て いる 。 


MECHANIC FILE 
| х= GN ЕЗ ТЕЗІ) シシ 


AEU イ ナク ト の 武装 は 、AEU へ リオ ン に 装備 され で 画 リニア ライ フル 
も の を 改修 * 強 化し て いる 。 大 き な 改良 が あっ た の は 
ク ブ レイ ド で 、 新 ラズ 
れ て いる 。 また 、 こ れ ら の 武装 は フラ ッ グ と ほぼ 同様 の 機 
能 ・ 能 力 を 有 し て お り 、 ユニ オン 側 か ら MRAM と 言わ れ 
る 要因 の ひと つと な っ た 。 


REM CREO 
HRH, 前 弾 時 に は プラ ズ 
マフ ィ ー ル ド が 発生 し 、 機 体 へ 
Dra TET SERA, 


120тт1#Фэт LT. ЖЕНЕ, анн リニア ラ 使用 | 
する 。 後部 の パッ ク は 、 パッ テリ ー と 一 体 化し た 予 代理 マリ ニア ライ フル 使用 時 


連射 す 
кшен. HRT SZ Женя: 
と も 多かっ た 


ディ フェ ンス ロッ ド 
AEU イ ナク ト の マニ ビュ レー ター は 、 滑り 止め 使用 時 
用 の ラバ ー Jan cu. т ÑV ディ フェ ンス ロッ ド は 、 ま に 前 部 の ハー 
部 に は 、 リ ニア ライ フル の 運用 を 直 定 し た コネ 0 ドイ ント に 設置 する が 、 用 部 に も 本 
этат си (9 mesamaca, e. 
2 


KEEN 22052. сонот 


AEU は 、 旧 世 代 機 AEU ヘ リオ ン の 時 代 か ら 、 MS に 可 № 飛行 形態 
変 構造 を 持た せ て いた 。 AEU ヘ リオ ン で は 変形 に 換装 
パー ツ を 使用 する 必要 が あっ た た め 、 パ イロ ッ ト に よる 可変 
は 行え な か っ た 。 AEU イ ナク ト に お いて は 機構 を 見 直し 、 
出撃 後に 
て いる 。 これ 


、 リ ニア 
イロ ッ ト の 任意 で 変形 させ る こと が 可能 と な っ ا ا و و‎ 
に より 機体 の 運用 性 は 大 幅 に 向上 し た 。 крк 


= 


整 さ れる 構造 。 ER 
REHERRLTH 
0, етте 


きる ee 


飛行 形態 その 軍用 を 前 
提 と し て いる 機体 で は 、 ソ 
ニッ ク ブ レイ ド の 代わ り に 
FUSER OT АЕ 
RECHAT SBE 
多かっ た 。 


} 

Samt- 
шош し た コク ピット の 内 部 。 
HONORE, мы 設置 きむ た ス 
サブ セン サー を 備え る 。 2 4... ロホ トル グリ ッ プ を 使い 、 
ааты y Ç ( СГ школи 
伸び る の は 、AEU イ ナク ト | зш, モー ター の 出 
DAD CHS iMate ERAS. 


MORE INFO! AEU イ ナク ト の バリ エー ショ ン 機 


Ш AEU-09T E AEU-09 Ш AEU-09Y812 
AEU イ ナク ト ( デ モカ ラー) AEU イ ナク ト 量 産 型 サー シェ ス 専 用 AEU イ ナク トカ スタ ム 

ñ 本 機 専用 の ブレ イ 
ドラ イフ ル 。 PRK, 


БАСҚА 
ソニ ッ ク ブ レイ ド が 


一 俸 化し て いる 。 f 


パト リッ ク ・ コ ー ラ サワ ー AEU の 一 般 兵 士 用 の 量 民間 軍事 会 社 PMC ト ラス ト 
が デモ ンス トレ ーション 時 産 さ れ た タイ プ 。 頭 部 に [ ト で 改良 され た 、 アリ ー・ ア ルト 
に 使用 し た 機体 。 не サー シェ ス 専用 機 。 軽量 化 
機 と 同型 で ある が 、 蜂 や か REDRE ЗА | 


な グリ ー ン で カラ ー リ ング さ 9. WB 部 の 電力 受信 アン テ ナ の 
ね れ て いた 。 運用 性 向上 が 図 うれ た 。 


я 
D 
А 
R 
N 
Hi 
ЕЗ 
а 
= 


катеш KELK 
СЕТ соо-хно ш 


га (ТА 9211800011908] “9% + 
WO x< LF ААСТА а 
“UP MM азаға РВ 

ои “FL ОЗЕ 3194 ҮЙӨ 168000: 
Тиг 0у4-03350910'0'0 СФ ОЗОНЕ 123 НЕБЕ 
HH: 2 £ CH RSWL OMY 2. СОНУ ЛС PS 
2 СИБ ЕЗ РОА 


Флеш ФУН ЗИ Е d a Е ا‎ 
029004) 901-SWH иен И бее ы эйе s а 2 な は NINO NEHER 
Вивер ач NAM OMT AGEL NAA Bch OL HY A-E LINAS ACRE IES HR ОИ FE — 


ыы ایی‎ C a ЯШЕ Os ti Rr AL UES НС САННИ БИГ НУ 
HEN РЕСУРС ЖҰТ 


MALEYO "ЧАМА RR 
жи ONL MAG IES EROR 
+1 YMARL TK ORO АВЕ 
Е 


SOLIE 


CINU YF LY 
— 30x ROCs FE 
РАА 
CLO HAREN 
ЖИНИ 


ен” 7183 
12 h OW Oba °$ 
CEREAL TO 
єтїшї сс BS 


чуг бИ] 


>Y 
ЕГІН ER 
MERNI- Уф озю 


Ie 7 С: ПВ : (L HIH 5 

PILU УАН 1 
аёл оол ГУИ ELE SINISE 

72—572 ЖШ 
бы Hz ーー: m: Я“ РА 

ЗОКИ VXBELREKRRC ШМ 7 Ей. СФ. 

(OSE Has) — FS ee ГАС аР 

э.н ПРУТА ТГ] 
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WEEE ЖЕ [УДЕУ ДЕП» ИЕР 


アレ キサ ンド リア 級 は 、MS 運 用 母艦 と し て の 機能 を 師 
求 し た 構造 を 特徴 と し て いる 。 MBF O7 HE 
れ た MS デッキ は 、 上 下 カ タバ ルト に 隣接 する 駐 機 区 画 と 

` 分 けら れ て いる poy 
ガサ ス 級 強敵 揚陸 艇 が カタ パル ト と MS 

対し 、 本 級 は 区 画 を MS の : я 
作業 を 効率 的 に 行え 
BRDA ULE 


画 カタ バル ト 隣 接 区 画 Ш MS 用 カタ バル ト 展 開 パ ター ン 


и RETS 
атаме GES FTbNL 


MS ここ の 5 カタ (に 


画 上 部 MS デッキ 


570%, EES Ф 
床 面 の ハッ チ が 下部 MS デッキ に 続く 


プリ ッ ジ や ブリー フィ ング ルー ム な ど 、 兵 員 用 設備 の 構成 
は 当時 の 一 般 的 な 艦艇 と 大 き な 遅い [ だ し 、 休 
『 随 所 に 見 られ 、 居 住 性 に も 配慮 し て い 
СЕМЯ. その 一 例 と し て は 、 シ ャ ワー ルー ム を 備え 
広い 士官 用 の 個室 が 挙げ られ る 。 こう し た 設備 は 本 級 
が 既存 の 主力 艦 と は 一 線 を 画す る も の で ある こと の 証明 
る 。 55. МУХИ 
жал VEET ORCL TMB TUS, 


所 動機 能 に 加え て 居住 性 に も 配慮 し た 兵員 用 設備 


ш 7022 


БЕРУГЕ 
を 増設 する こ 


と も 可能 だ 


HARIO 


ティ ター ンズ に 運用 され た ロン バル ディ ア 
MELD) は 、 艦 首 の カタ パル ト 配 置 に ア 
リア 級 と の 共通 性 を 見 る こ 。 リプ ス 戦 役 未 期 の サイ ド 


2 へ の G3 ガ 2 


フ ・ ハ イマ ン と ハマ ー 


LOMBARDIA. „2225 < 
Д; Я соотв | 


LOMBARDIA 


жю бын олно 


(w) nell sr 10А 


TANLA 
ШІГІШІЗ 


avet 


MECHANIC FILE ПШ А 


> MSN-06$ 


パッ ク バ パック 


ク バ ラク は 中 央 ブロ ッ ク と 左右 


関連 ファ イル 


ях 2 


ネオ ・ ジ オン G 


FILE PREVIEW 


Y= 


機体 構造 #4 A kaa AERA PERE ЗЛ Ыш 


ー ム の 実験 機 と し て 開 人 
ー 部 に サイ コフレ ー ム を 


MSN-06S は 
用 し て いる 


サイ コフレ ー ム の 使用 素 は HX.93 v ガ ンダ ム 以 上 と も 言 + 
れ 、 極 め て 高い 機体 追従 性 を 実現 し きら に 、 そ の 限界 
性 能 と 強度 を 検証 い 機動 性 が 求め ら 


れ た ee 
で あり 、 特に 背部 と 脚 郭 の フレ キシ ブル 
を 設け CRX-Ol тешенеп 
в, жин: ана о соната 


Ш スラ スタ ー 展 開 捧 態 


Ñ 


s mtu q: 
ВЕН TO. 


ши 2ш 


теңші 
палит 


本 機 は サイ コミ ュ ・ シ シス テム 

サイ コミ ュ 兵 器 を 装備 
な い 仕様 が 採ら れ て いる 。 本 機 の 武装 は それ ぞ れ が 
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ン テ ナ を 配置 し て 系 内 の 射出 


Ө コン テ ナ が 回 転 し 、 жатсан. О 村上 8 ハッ チ が スラ イド 。 
a اھ‎ Ө о カタ バル ト の レー ル が 展開 . 
ハン ガー が スイ ング 。 14 194 に . = 

OO スラ イド し て カタ バル ト に 移動 。 © nanem 

© нн (Яя) 


GF13-017NJ 


SHINING GUNDAM 
シャ イニ ング ガン ダム 


"o= [рт (3) 


複合 材 プ レア メタ 


ТП 


情 を 力 に 転化 する シス テム を 備え た 画 期 的 な MF 


技量 を 申し 分 な く 発揮 し うる 性 能 を 有 


ン の 激戦 5 抜き 
ダム や GF13-001NHII 7 


を 迎え 


017МЛІ ゴッド ガ 
し た の だ っ た . 


ファ イタ ー の 状態 を 読み 取る 繊細 な シス テム と 、 機 体 に 掛か る 負荷 


ARGE-HRRC Lo TREO BRET SME W モビ ルト レー スシ ステ ムコ クビ ピット 
採用 し て お り 、 それ に よっ て 機体 性 施 が 飛躍 的 に 向上 = 

また 、 東 洋 の 気功 の よう に "“ 気 "を 線 る 機能 も 有 し て い , 
れ 、 調 部 エネ ルギー マル チ プ ライ ヤー の 発動 に 伴っ て アー 
ティ フ ネ レー ター (AAG= 人 工 気力 発 


% 


{9 


ティ フィ シャ ル ・ オ ー ラ ・ 
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MMLGAU2 E73 2760m EE 
аха “KSI-DLAT A 
МА-М221 ユー ディ キ ウ ム ・ ビ ー ム 
ライ フル MA-VOSA MAREI 
シス テム 


ー ラ ウー ル ・ ク ル 


6 基 の 大 推力 スラ スタ ー を 
ж. четин 


宇宙 空間 戦闘 で 優位 を 誇る ドラ グー ン シ ス テム 


Disconnected Rapid Armament Group Overlook 
Operation Network System (分 次 式 続 合 制御 高達 機 
動 兵 装 桁 ネットワーク シス テム ) OMENS. [F57— 

IFL] と 呼称 され る 攻撃 力 と 推進 力 を 備え た 
子 通 っ て 制御 。 それ ぞ れ の 
端末 が 個別 に 目 様 を 攻撃 する 。 これ に より 人 方位 攻撃 
可能 と な り 、 宇宙 空間 で 圧倒 的 な アド バン テー ジ を 持つ 


BRIER FARE 
WORAR TROLL 
D. SEDO A MILES 
MADD M ie W t SA 
юудан p 
を 必要 と し た 。 その た め 一 
BO AMORA tL 


ドラ グー ン シ ス テム と の 併用 で 真価 を 発揮 する 各種 武装 
は 、 中 距離 ШМА-М221 


ZGMF-X シ リー ズ の フリ ー ダ ム と ジャ ステ 


理 闘 に 優れ た 共通 の ビー ムラ イフ ル と シー ルド を 携行 武装 ユー ディ キ ウ ム ・ ピ ビー ムラ イフ ル 


と し て 与え られ た 。 し か し 本 機 に は 、 専 用 の 大 型 ビー ムラ イ 
フル が 用 意 さ れ 、 ドラ ゲー ン シ ス テム と 併用 する こと で 高い 
威力 を 発揮 し た 。 この よう に 、 ドラ グー ン シ ス テム の 存在 を 
前 提 と し て 運用 され 、 武装 の 性 能 を 最大 限 に 発揮 する 


機体 構造 ドラ グー ン シ ス テム 導入 に 向け た 様々 な 改修 


ドラ グー ン シ ス テム 導入 に 際 し 、 機 体 各 部 の 改修 が 行 
われ た 。 内 部 機構 に 余剰 スペ ー ス が な か っ た た め ド ラグ ー 
ン シ ス テム の 基部 は パッ ク バ パッ ク を 兼用 。 動力 は 設置 し 
チュ ー プ を 経由 し て 本 体 か ら 供 准 する 。 また 、 スラ スタ ー の 


出力 強化 や 増設 に より 、 重量 の 堪 加 と 機体 の 大 型 化 に よ 
る 機動 性 と 運動 性 の 低下 を 防い で いる , 


пи ман 
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тиз. 
の MMLGAU2 
летос IE RDO 


MMI-GAU2 ピク 
ウス 76 
mamami 
manna. 
РУ. мне 
PR A 
ТЕТЕ 


MORE INFO! 
ドラ グー ン 装 備 機 


プロ ヴィ デン ス の 戦果 に より ドラ グー ン シ ステ ム の 有用 
性 は 証明 され 、 цаыпул>лонияуыяаһ 
た 。 後継 機 と し て プロ ヴィ デン スザク と レジ ェ ン ド が 、 シ ス 
テム の 改良 型 と し て カオ ス の 機動 兵 装 ボ ッ ド 等 が 存在 
ー 方 、 オ ー ブ で は シラ ヌイ に 導入 され 、 ス トラ イク フリ ー ダ 
ム に は 発展 形 の スー パー ドラ グー ン が 控 用 され て いる 


X ア スト レイ の ドラ グー シシ ステ 
ЕДЕН ТЕТІ 
RTH, ここ か ら 発 属し 
プロ ヴィ デン ス の ドラ グー シシ 
ステ ム が 完成 し た 


X ア スト レイ 

ドラ ダーン シス テム [XMY プリ ス 
ティ ス ビーム リー マー ERMA 
УМЕ-ХОООА ドレ ラド ノー ト 。 W 
放 の 形状 が X に 見 える た め 『X ア 
АМУ} と 名 付け られ た 
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жн 
m SPEC MORET ей. 
全高 2143m の 
重量 78501 
Я — 
1 2523-5 
у итии 
ЖИ ММЕМВАЗ 76mm š атан 
M69 SILLA B Tia м 
АМЗ B%7) / M68 キャ ッ ト ゥ ス 500 
тт M66 キャ ニス 短 距 
мизмянмхг. M68 パル デュ 
23510 438. 


=> 


関連 ファ イル 


| кв ПРЕ 


本 体 に 固定 火器 が 設置 され て いな い ジン は 、 戦 沈 や 東園 MA-M3 ШИЛ 
境 に 応じ て 武装 を 選択 する 方 式 を 採っ て いた 。 基本 装備 
ийринин 7(5 PIER левеня 
Chott, NETS REINI HMSARA 
の スナ イ パ ー ラ イブ ル な ども 用 凍 さ きれ ね て いた 。 また D 装 備 と 
呼ば れる ミサ イル ラン チャ ー・ パ ッ ク も 有する . 


ザフト の 兵 癌 開発 企業 で ある 
アー セナ リー 柱 が 間 発 し た 格 語 


пою RB. Wn 29 FMT awe 


REO) Bis ы 
M66 +7 ЕМІН (EE огаш саатын. 
MGS INFA АЗ ЖЗШЕАИВЗИШ (下図) 


стои | M68 447bo2500mm aR M69 JUL aR ата 
me 
жа 
ават 
т TJ 
панни. 


Нм MEGSE- LAH. ийт DRAED CX 
PORE THAME LAD, HEBBEN STE fs 


E 3441/53174 


ойа+аятым Р = 
уел, м мч ARMM ALE 


BAMHI RT ^ Шог р. BRS 
ント に 放置 する 。 ж \ ants, mareom 
Е \ Ea ie) 
һевятеойа TG, MEST аенозоттизмихатоналн. DMOMRERESE 


で あっ た esaroWtapth- た ジン が 使用 し た は か 、 RMT AMER ORME ot 


機体 構造 あら ゆる 環境 で の 運用 を 視野 に 入れ а 

ザフト は 、 プ ラン ト の 防衛 と 共に | | 
хези 民代 か ドア ー マ ー に は 
軍 地上 双方 で 運用 する こと を 前 提 に 、 Ры 
運動 性 能 を 確保 し て いた の で ある 。 #7 ТС о. MRi 


を 行 サー が 設置 され て いる , 


プロ ト ジ ン に は な か 


пиш иш 
РТ 

バッ ク バ ッ ク 有 ) と 
BA (中央 = バッ ク バ 


ジン は 人 型 で ある 利 上 веет 
ERELT. 地球 軍 の デュ スト omane 


MATHER AER 


その 性 態 を 見 た 地 ыы 


р1327 7222154 
т. kaptin e 
構造 と な っ て いる 


МИЛЕТ, ҚА ЖАРДЫ 


Ш コク ピッ ト ハ ッ ツチ 


く 突き 出 て いる 。 3088-67758 BARTENDER ИЗО 
жеп. E/T AER TOME TSO EMILE を 設置 。 ハッ チ は 二 重 選 で 固く 閉じ られ . 
支え た Bona. パイロット の 生存 性 が 高め られ て で いた 


== 


| コク ピッ к | ザフト の 制式 コク ピッ ト MORE INFO! プロト ジン 


用 いら れ た コク ピッ ト は 、 左 右 に レバ ー 
ッ ト ペ ダル を 有する 仕様 で ある 。 また 、 カ 
メラ か ら 送 られ た 映像 を 3 面 の ディ スプ レイ で 確 
ВУЗЕ eat, パイ ロッ ト の 操作 を サポ ー ト 
する 0S も 優れ て いた た め 、 その 後 の ザ フト 製 MS 
の 大 半 に 流用 され た 。 


CLE.67 に ロー ルアウ ト し た 、 戦 閲 用 MS の 試作 1 
号機 (型式 番号 : YMF-01B)。 ZE De A EL 
て は 、 多 体 的 に マッ シ ヴ な た め 運 動 性 が 低い こと . 
ç モノ アイ を 保護 する 支柱 の 存在 、 セ ン サ ー ア レイ の 
зол な い 主人 部 な ど で ある 。 JN Ban bu. М 
вся С. жя, ол, 


| 用 が 確 店 され て いる 。 


セン サー アレ イ が な く 、 丸み を 
BULALAARTRS, t 
た モノ アイ 中 条 に 赤 欄 が あっ 
た た め 、 PALES TRIBE 
カ が 低かっ た と 見 5 れる 。 
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m SPEC 
M$- 07H- | 22-224; ыш „ыг н = 
GOUF J GOUFFLIGHTTYPE | TYPE ZEON 22 . 
ки ラー ルド ン ヒー ト ・ サーベル 


ラン ド セ ル 


MCT OMA TRS, 


— ык АНИ 


見 掴 われ た が 
RZ (HAN 


関連 ファ イル 


軍 は 大 気 園内 に お ける 
の 狭 さ を 問題 視 し 、 航 


SORT OF (航続 
機 ド ・ ダ イ YS) COM. 
た 。 一 方 で 、MS 
も 着手 し 、 軽 量 性 に 優れ る る MS-07 グフ 系 列 機 
を ペー ス と し た 試作 を 進め た 。 製作 され た 複数 の 試作 


8-9 


Ш ガト リン グ ・ シ ー ル ド Pak 


с МЕР 


Ер {Ры Жы 1 
ажншапт 
ют. + 
と 同様 ィ 
装 す る こと が 可能 だ っ た と 言わ れ て いる 


MORE INFO! 
戦後 の MS-07H 系 列 機 


本 機 の 派生 元 に あたる MS-07H は 、 -PRSH 
саис: THEN. иканен. 
ジャ ブロ ー 基 地 に 配備 さ 
ス 圭 入 期 の エッ ー ゴ に よる ジャ ブロ ー 基 地 降下 
作戦 に お いて 、 ATMEL TRAN TUS, 


MS-07H 
グフ 飛行 試験 弄 


ка 7-24 8-10 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


3 СІЛЕСІ 2A 


開発 され ん た マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 実験 機 


関連 ファ イル 


nt 5 で あ 
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FILE rame 


機体 構造 ニュ ー タ イブ 仕様 の 試験 機 


地球 連邦 軍 の MS 開発 プロ ジェ クト ГМЕ に よっ て Ш RX-78 ガ ンダ ム 各 仕様 発展 系 統 図 k 4RX-78-3 
MELAAX-78 ガン ダム は 、 仕 欄 恋 更 機 が 複数 存在 す G-3 ガ ンダ ム 
$. その 第 1 仕様 機 で ある RX-78-1 プロ ト タ イ プ ガ ンダ ム < 4RX-78-1 


の 1 一 3 号 機 は サイ ド 7 で 仕様 変更 が 行わ れ 
1 機 が ホワ イト ペー ス 隊 の RX-78-2 ガン ダム と な っ た 。 + 
し て 、 こ の 第 2 仕様 の 予備 機 を さら に 仕様 変更 し た の が 
6-3 ガン ダム で ある 。 6-3 ガン ダム の 機体 構造 の 特徴 


プロ ト タ イ プ ガ ンダ ム 
設計 ・ 仕 様 変 更 


ж 


研究 デー タ 
フィ ー ド バッ ク 


ング 処理 を 施し た 

4 タ (NICN シ ステ ム ) 、 MARRIED 
ИЕН. 従来 機 の 2 倍 の 運動 性 能 を 実現 し た と も 言 
われ る 。 この 機体 の 実験 デー タ は 、RX-78-2 ガン ダム の 
ティ ング と し て フィ ー ド バッ ク され た ほか 、 — 
入 予 定 で あ ュー タイ プ 仕 様 の 機 
f#RX-78NT-1 アレ ックス の 開発 に も 活か され た . 


RX-78-2 ガン ダム と 
(G-3 仕 欄 ) 


サイ ド 7 で 改修 


た と する 脱が 者 力 で ある 


| кв MIIS 


機体 性 能 の 向上 が 図ら れ て いる が 、 基 本 武装 に お いて 
は RX-78-2 ガン ダム と の 遠い | ль 頭 部 バル カン 砲 が 
2 門 と ビー ム ・ サ ー ベ ル 2 本 を 固定 装備 と し 、 携 行 武装 と 
し て ビー ム ・ ラ イフ ル や シー ルド を 装備 し た 。 も っ と も 、 当 
イフ ル は 他 の MS と 比べ て 圧倒 的 な アド バ 
` た 装備 だ け に 、 就 装 の 強化 は 二の次 
で あっ た こと が 想像 で き に RX-78.2 ガン ダム の 
携行 武装 が すべ て 運用 可能 で あ い は な く 、 ハ 
イ パ バー・ パ ズー カ 、 ガン ダム ・ ハ ンマ ー な ど を 使用 し た 可能 
性 も ある 。 た だ し 、 軍 用 履歴 に お いて は 明確 な 資料 が な い 
た め 、 すべ て は 推測 の 域 を 出 な い の が 現状 で ある 


п-к 


RX78247 


Cok IMR, エネ ルギーCAP #а7ллхэйс2ГУй ат TI 
BET RICH ERLE Onn. MSM TU EM | 
EAR, HEE-LOMMEC ФсФязпаняожте”, МА | 回 
ょ っ て АБЫ ОЕ. | 


MORE INFO! 
マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 

モス ク ・ ハ ン 博 士 の 殺 自 理 議 УО: В. #47. /\ 
TMRAN EMS BE Za. RX-76.2 カン ダム 
の 反応 速度 を 向上 させ る 扶 術 が 
マク ネッ ト ・ コ ー テ ィング で ある 
提 喝 者 で ある モス ク ・ ハ ン は 、 騙 
動 部 分 を 二胡 筑 で 包み 込む こと 
т. 機 貫 的 な 干渉 を 打ち 消し 、 理 
論 上 は 反応 速度 を 無明 に 境 く で き 
る と し た 。 この 革新 的 な 新 技 術 の 
テス トペ ッ ド と な っ た 機体 が G3 か 
ンダ ム で あっ た 。 TOMAN? - 
バオア ・ ク ー 攻 較 載 を を に あけ る マク ネッ ト ・ コ ヨー テ ィング 
далан ета жағд a OIRRESE. зове 


ч. жошатшаул27 
に は 様々 な MS に 採用 され た を 6 圧 倒し て いる 。 


ище. — Fao se 
шток кни 
て いた が 、 理 給 の 実証 に 
1-5 зовевесь 
不 く 伝わる こと と な っ た 


RX-78-2 ガン ダム 


IMO ATBEP иа. 2. 


macosx 8-12 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MS) пЕ01 зет 194 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 
= 高 機動 試験 機 


PSYCHOMU SYSTEM ZAKU ДҸ 


:01 SHEET 18 


前 述 の 通り 、 MSN-01 の 特徴 の ひと つ は 脚 部 の 代わ り 
に 義 備 さ れ た 大 推力 の 然 杭 ロ ケッ ト ・ エ ンジ ン で ある 。 М5. 
16X 開 発 計画 の 実験 機 と し て 製 作 され た MS-06Z が 、 高 
機動 状態 の デー タ 収集 を 行う に 足る 性 能 : て いな か っ 
た こと か ら 、 本 櫻 に は 推力 を 増強 する た め に こ 4% 
施さ れ た の で ある 。 それ に より 、 機 動 性 と 推力 は ペー ス 機 よ 
り も 向上 し 、 テス ト を 行う に 充分 な 性 能 を 確保 し て いた 

し か し その 一 方 で 、 機 体 容量 の 関係 か ら ペ ー ス 機 で も 
指摘 され て いた 稼働 時 間 の 不足 と いう 問題 点 の 解決 に 
は 至っ て お ら ず 、 限 定 的 な 試験 を 行う 以上 の 策 働 は 不可 
能 で あっ た 。 これ は 、 本 機 の ペー ス と な っ た MS-06Z が 
MS-06F ザク IF 型 を 基 に 製作 され て いた こと に 起因 し て 
いる 。 本 機 や MS-06Z に 要求 され た 性 能 を 満た す に は 、 
MS-O6F と いう 機体 で は 力 不足 だ っ た の で ある 。 


MSN.02 の 設計 は MSN 01 
ОВЕ ЫЬ 
た 。 た だ し 、 MSN.02 の 場合 
ВМА 


MS-16X 開 発 計画 ! 


MS-16X は 両 朋 部 に サイ コミ ュ 制 御 の 有 線 誘導 式 メガ 
粒子 大 を 装備 する 予定 で 開発 が 進め られ 、 その 実験 機 で 
ある MS-06Z に も 同様 の 武装 が 探 用 され た 。 MS-06Z を 
ペー ス と する MSN-01 も また 、 前 受 部 を 有線 誘導 式 の 攻 
BMACT SMT. MS-O6ZEBILCAPM-S3ERH 
охатан, 

し か し 、 メ ガ 簿 子 砲 を 稼働 させ る の に 必要 な 出力 を 満た 


コン ペイ トウ に お ける 
вить мия 
шиауукта 
が 使用 され て いる 
ТЕТ 


て いた と 見 られ る 


MORE INFO! 


MSN-01 誕 生 の 土台 と な っ た 
MS-16X 開 発 計画 


MS-16X 開 発 計画 に 属す る 実験 織 は 、MSN-01 と MS- 
06Z の ほか 、MAN-03 プラ ウ ・ ブ ロ と 中 型 の 宇宙 戦闘 機 
が 存在 し て いた 。 その 中 で も 、MS-16X の 仕様 を 可能 な 名 
り 再 現す る こと を 目指 し た 機体 が MS-06Z だ っ た が 、 要 求 性 
REEMA FICMSN-01 DAU NERY 521268. ま 
£. MS-O620%4333 ° SAF LES AAA 
Жаса. MAN-OSDBURF аа, 

きら に MS-16xX に は 、AMBAC 岐 と し て 機能 する 歩行 ユ 
ニッ ト を 装備 し た 築 1 試案 と 、 歩行 ユニ ッ ト を 廃し た 第 2 試 族 
の 2 種類 が 存在 し て いた 。 MSN-01 は 事実 上 の 第 2 試 室 テ 
スト 柄 で 、MS-16X は その 間 題 点 を 中 まえ て MSN-02 と し て 
完全 新規 設計 が 進め られ た の だ っ た 。 


IMS-16X 凍 発 計画 を 人 
休 に 開発 され MSN.02 
、80% の 完成 度 で ア ・ 
バオア ・ ク ー 埋 に 投入 
ап. 684516 
тетитеняғе 
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優れ た 陸戦 性 能 を 誇示 し た 水陸 両用 MS の 傑作 機 


ガン ダム の パイ ロッ ト で ある アム ロ ・ レ イ は 、 赤 い カ ラー 
リン グ が 施さ れ た ズゴック を 見 て 、 シャ ア ・ ア ズ ナブ ル の 
戦線 復帰 を 確信 し た 。 一 年 戦争 に お ける シャ ア の 2 番 
目 の 乗 機 と な っ た の は 、 水 陸 両 用 MS の 傑作 機 で あ - 
he ガル マ ・ ザ ビ 戦 死 の 責任 を 問わ れ 左 居 され た シャ ア 
は 、 キシ リア ・ ザ ビ に 腕 を 買わ れ 、 マッ ド ・ ア ング ラー 隊 
の 指揮 官 と し て 復帰 。 その 際 に 与え られ た 機体 が この 
MSM-07S ズゴック で ある 

シャ ア の 搭乗 し た S 型 は 、 陸戦 性 能 を 強化 し た タイ プ 
で ある 。 また 、 ズ ゴ ッ ク の 場合 の S 型 は 、MS-06 ザク 


TI の S 型 と は 異な り 、 エ ー ス パイ ロッ ト 仕様 機 隊 長 機 
と いう 位置 付け だ け で は な い 。 と いう の も 、 量産 され た 
MSM-07 は 、 す べ て S 型 の 仕 ね て いた の で あぁ る 
MSM-07 の 生産 開始 か ら ほ ど な く S 型 の 量産 が 始ま っ 
た と され る が 、 実 動 が 確認 され て いる S 型 は シャ ア の 搭 
乗 する 機体 だ け で あり 、 推測 の 域 を 出 な い 

何 に せよ 、 この S 型 は 連邦 軍 本 部 の ジャ ブロ ー 基 地 
へ 侵入 を 果たし た MS で あり 、 陸 上 で は 格闘 能力 を 存 
分 に 発揮 。 水陸 両用 と し て ズゴック の 完成 度 の 高き を 
連邦 軍 と 公国 軍 、 双方 に 示し た 機体 な の で ある 
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МЕНМИН. ROTATE ШУ. KAN 
中 で も 特筆 すべ き 装 備 が 胸部 メガ 


装備 箇所 の 都合 上 、 幅広 い 射 界 を 確保 し て 
た 。 $. RE ピュ レー ター の 代わ り に アイ アン 
ネイ ル を 装備 、MS 特 有 の 汎用 性 は 損なわ れ た が 、 高 い 埋 闘 
は 6 連装 ミ サイ ル 
を 示 
対 艦 攻撃 に 特 化し た タ - 


RGM-79 ジム の 
る 鋭さ を 備え だ 


を 設置 


п 胸部 メガ 粒子 砲 


既存 の 公国 軍 MS を 流用 し た 構造 と 特殊 な 操縦 性 


成 度 の 高き に 相応 する 高 コス ト の М コク ピッ ト ・ ハ ッ チ Жж 


жиа 


03 ゴッグ な ど 他 の 水陸 両用 M: 
すか っ た と 言わ れる 。「 ゴ ッ グ より も 性 に る 
グラ ー 隊 の パイ ロッ ト も い 
も ゴッグ と は 操作 系 が 異な 


g コク ピッ ト 内 部 


MORE INFO! 
スタ ン バ ・ ハ ロイ の コレ クシ ョ ン ih 
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Key Word 


、 一 年 電 争 末期 、 公 国軍 は オデ ッ サ で 数 退 。 ани 


ズゴック の 可能 性 


от {BAGO LORRERIEN- NOT, -EAP \ »э-)>7ш>+7ю Ф.К ШЕ OWAB DRM T ЕЮ. ааа t 50 
時 の 公男 軍 MS を 多数 コレ クシ ョ ン し その 中 に は 水際 画 用 MS も 含ま | \ ч жат жяожатмағһтоғ 大 気 画 突 入 に よっ て 奇 講 を 行う 「 モ ビル ダイ バー シス テム 」 
れ て お り 、 中 で も ズゴック は スタ ン パ 自身 が 稚 縮 する 「 お 気に入り ] で あっ た と “| چ‎ が 実戦 投入 され た 。 TORBE IFAI TIY 
言わ れる 。 IIa AFNOT RETRETIS = | 3 < ク が 流用 され た と いう 。 水 睦 画 用 MS と し て 完成 


WRERMAATHK, な お 、 旧式 の 機体 だ が 、 そ の コク ピッ ト 
内 部 は 全 天 周囲 モ ニタ ー や リニア ・ シ ー ト へ と 改修 が 殺さ れ て お り 、 内 部 禁 
吾 は 当時 の 最新 の も の に 変更 され で いた よう で ある 」 


度 の 高い ズゴック の 構造 が 、 衛 星 軌道 上 で 
の 運用 を 可能 と し た の で ある 。 
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MSM.04 アッ ガイ 


虎視 飽 々 と ジャ ブロ ー 基 地 の 攻 略 を 狙っ て いた ジオ ン ты ブロ ー に 侵入 する 計画 が 検討 され 、 そ れ , 
画 案 の 中 に お いて 、 ひ と きわ に 作戦 層 行 用 の 特殊 な 水陸 両用 MS 


と 呼ば 


オン 公国 軍 は 地球 連邦 軍 本 


こと で 、 ジャ ブロ ー 侵 攻 
ロー 侵攻 作戦 に お 


い 機体 が 開発 され 


BRVCLTMRENLBADOREM 


U-K, МОШ BSP ATOM 


минис AMIEL REBASNS. な 
な 時 部 は レ ド ー ム で あっ た と する 設 も ある 


本 体重 量 (137.31) は 水陸 両用 MS の 中 て 
ゾック (167.60 に 次 ぐ 重 量 を 誇る (ちな み 
91.60. な お 、 本 機 は 水陸 両用 MS で あり な が ら 
の 作戦 行動 に は 向い て お ら ず 、 主 に 湿地 帯 で の 運用 を 
提 に 調整 され て いた と いう 。 ジャ プ ブロー 攻略 用 MS と し て 
本 分 は 、EMS-05 アッ グ が 掘削 し て 芋 い た 道 の 制圧 射撃 
と 、 アッ グ ガイ と MSM-08 ゾ ゴ ッ ク に 対す る 碗 撃 支援 で あ (6 
る 。 製造 され た か 不明 だ が 、 一 年 戦争 末期 に お いて 連邦 
軍 の 北米 反攻 作戦 の 迎撃 に 用 いら れ た と の 説 も ある 


ү кезі 
( YS | i) 


回 ランドセル 回 スラ スタ ー 


白兵戦 用 と し て 開発 され た アッ ガイ の 陸戦 仕様 


アッ ガイ を 白兵戦 用 と し て 再訪 計 し 、 キ ャ リフ ォ ル ニア ・ № В 
ペー ス に て 開発 され た 。 完成 間近 の 機体 設計 を 基 に し て BAGH 
いる た め 形 状 は 原型 機 で も る アッ ガイ に 近い が 、 複 眼 弄 — L. 
の モノ アイ な ど 各種 セン サー 類 が 強化 され て いる 。 また 
ジュ アッ グ と 同様 に 水中 で の 活動 は 苦手 で あっ た 。 水中 
に お ける 最高 速度 は 50kt と 他 の 水 馬 両 用 MS と 比べ て 
低い が 、 湿地 に お ける 陸 埋 仕様 と し て 調整 され た 本 機 は 
優れ た 白兵戦 能力 を 誇る 。 いわ ば 耐圧 構造 が 施さ れ た 陵 
戦機 と も 言え る 。 アッ グ ・ シ リー ズ に 共通 する 問題 点 と し 
て 、 ジ ャ ブロ ー 基 地内 概 に お ける 陸戦 に 主眼 を 置き 過ぎ 
た 結果 、「 河 川 を 滞 上 し て 基地 に 接近 する ] 上 で 重要 な 
水中 運用 能力 が 古 か と な っ て いた こと が 挙げ られ る 


N 
Жіша-кпэк 


m= ایی چا‎ 
回 ラン ド セ ル 
{OOS 2222-им анон 
аа Аст 


SEK = 決 況 に 応じ て 換装 で きる アッ グ ・ シ リー ズ の 腕 部 


アッ グ ・ シ リー ズ は 、 腕 部 の 換装 が 可能 で あっ た 。 これ 
は 汎用 性 を 持た せる た め の シ ステ ム と 思わ れる が 、 有 効 に 
機能 する と は 言い 難い 。 各 ア ッ グ ・ シ リー ズ は 、 それ ぞ れ 役 
割 に 応じ て 特 化 され た 特殊 機体 で ある た め 、 腕 部 の 交換 
の み で 汎用 性 を 持た せる の に は 無理 が あっ た 。 砲撃 支援 
機 の ジュ アッ グ が 全く 別 系 統 で ある 格 生 兵 義 を 装備 し た と 
し て も 、 機 体 の 性 質 か ら 考え て 充分 な 格闘 鞭 能 力 を 得 ら 
れ な いこ と は 確実 で ある 。 一 方 、 アッ グ ガイ が ヒー ト ・ ロ ッ ド 
か ら ア イア ン ・ ネ イル へ と 同系 続 の 武装 変更 を 行っ た 場 
合 、 そ の 有効 性 に は 疑問 が 残る 。 機体 特性 に 反する 換装 
や 同系 統 武 問 の 換装 は 、 メ リッ ト に 乏しい シス テム だ っ た こ 
と は 間違い な い , 
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と じ て 運 用 。 パイ ロッ ト で 
چ‎ hed ルド を 駆使 
る た め е 


НЕ 01 SHEET 42 


機体 構造 


本 機 は 、「 ア グリ ッ サ ユ - 
部 に 、 コ ント ロー ル ユ ニッ ト と し て MS を ドッ キン グ L 
する シス テム と な っ て いた 。 MS は 基本 的 に AEU 製 で あれ 
ば 互換 性 が あり 、 大 陽光 紛争 時 は AEU へ リオ ン が 使わ れ 
た が 、 西暦 2307 年 時 に は 当時 の 最新 鋭 機 AEU イ ナク ト 
が コン トロ ー ル ユニ ッ ト と し て 使用 され て いた の で ある 。 た 
メ マ フィ ー ル ド に 対応 する た め 
ニッ ト に 接続 され た イナ クト に は 特殊 な 塗装 
を 施す 必要 が あっ た 

また 、 本 体 両 サイ ド に は 、 格闘 用 クロ ー を 兼ね た 脚 部 ユ 
ニッ ト を 設置 。 肢 部 ユニ ッ ト に よる 歩行 も 可能 だ が 、 前 線 
へ の 移動 は 基本 的 に 飛行 や ホバー で ある 。 また 、 И 
ニッ ト な し で も 運用 可能 で あり 、 太 陽光 紛争 時 は 無 脚 タイ 
プ の アグ リッ サ も 投入 され た と 言わ れる 


MS を コン トロ ー ル ユニ ッ ト に し た 特殊 な 構造 


ト ] と 呼ば な る MA 本 


Ш AEU-09Y812/A 
サー シェ ス 専 用 AE リ イ ナ クト 
カス タム アグ リッ サ 型 


カー ゴ 6 芋 ね る 本 体 の 再 サ イド 
信 ア ン テ ナ を 備え る 。 コン トロ 
キン グ す る 。 重幸 スペ ー ス を 使用 する 


単独 で の 高い 戦闘 力 を 特徴 と する アグ リ 
療 は 、 や は り プ ラズ マフ ィ ー ル ド 発 生 問 を は | 
系 の 装備 で ある 。 この 装備 は 圧 
AEU の 軌道 エレ ペー ター 稼働 以前 も 外 
より 、 その 使用 を 可能 と し た 。 MS 本 体 よ 
り も パイ ロッ ト に ダメ ー ジ を 与え る こと を 目的 と し た プラ ズ マ 
フィ ー ル ド は 、 鞍 闘 中 の 流れ 弾 や 二 機 旭 般 に よる 雪 道 エ 
レベ ー タ ー へ の ダメ ー ジ を 防ぐ た め に 採用 され た 防衛 用 の 
қыл» MRO MMOL b. IS L WEB 
に 同機 が 投入 され た 理由 の ひと つ で も あっ た 。 さら に コン ト 
ロー ル ユ ニッ ト と な る MS の 携行 武器 も 戦闘 力 に 直結 
お り 、 合体 時 も MS の マニ ビュ レー ター に より 、 リ ニア キャ ノ 
ン な ど が 使用 で きる , 
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PMC ト ラス ト へ ヘリ オン アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス 
AEU ヘ へ ヘリ オン MRU ғ 2 

PMC ト ラス ト は モラ リア 共和 国 に ある (PMC カ ラー) A an E me 

RMEBSHTHS, PMC と は Private AEUDEDREPMCHS AMEN "Г ep の 偽名 で 


верт. ENE 
ВНЕСЕН, 105 
АЕ ЗА, 


Military Company の 早 で 、 民 間 軍 事 会 
社 と 訳 さ れる 。 主 な 業 季 は 軍人 の 育成 お 
よび 派遣 、 き ら に 兵器 の 輸送 や 間 発 、 車 
歴 の 維持 な ど が 挙げ られ る 。 PMC ト ラス ト 
は AEU の MS を 多数 配備 し て お り 、 同 了 
辻 と は 宰 接 な 関係 に ある 。 AEU は PMC ト 
ЗАК AM Rau 


の 尽力 が あっ た 。 また . 8230782 
AEU モラ リア 共和 国 PMC トラ スト の 
合同 軍事 演 百 が 行わ れ た が 、 こ れ は ソレ 
スタ ルピー 
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本 機 は 、 地 球 連邦 軍 内 の 人 革 連 系 技術 
タオ ツー を は 
нса 
ヴ の 圧倒 的 
の 基本 設計 

いい 汎用 性 

第 三世 代 ガ 

ある 。 アヘ ッ ド は 、 独 立 а : いた の で ある 。 1 
% し た 地球 連邦 2 
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機体 構造 ガン タム を 意識 し た 基本 構造 


アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー が 渡 
図 を 基 に 製造 し た ジン ク . 異な り 


навин 


НЕА, BH > яв 

ジョ イン ト す る スタ ンダ ー ド な も の と な っ て し > 

に は 、 関節 部 は ティ エレ ン . 胸部 や 妊 似 GN ドラ イヴ の し レイ に 4” \ š 
アウ ト な ど は ガン ダム を 参考 に し た よう だ 。 また 本 機 は 、 あ ら А 

作る 戦況 に 対応 する た め 、 撤 張 性 も 考 座 され て いる 。 E „ин ў i 

部 背面 の スラ スタ ー に 加え て コン テ 置 で きる ハー ド 4. Z 


疑似 GN ド ライ ヴ に スラ スタ ー や GN \ 
こう し た 構造 を 活か すこ 
も 可能 と 


п 長 距離 用 バッ ク バ ッ ク L 


対 ガ ンダ タム 戦 用 の 大 出力 火器 群 


アヘ ッ ド の 武 養 は 、 ジ ンク ス に 禁 備 され た 武装 を 改良 ・ 画 GN ビ ピー ムラ イフ ル E 
ы ЖЕ т л ышы 
優れ た GN サ ブ マ シン ガン で 、 加 えて 格闘 兵 装 で ある GN 
ビー ム サ ー ベ ル と 、 防 御 兵 装 の GN シ ー ル ド 、 頭 部 に 備え 
た 節制 用 火器 GN バ ルカ ン を 標準 装備 と し た 
長 射 衝 ・ 高 成 カ の GN ビ ー ム ライ フル や GN パ ズー カ 、 さら 
に ミサ イル コン テ ナ が オプ ショ ン と し て 用 
境 や 作戦 に 応じ て 自在 に 換 評 で きる の か 


な っ て いる 


Ш GN サブ マシ ン ガ 


£ RRL OT SPINAL 
к 


画 ミサ イル コン テ ナ 
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BX: 18. ) ガン ダム 


対 MS 戦 の 模索 に よっ て 生み 出さ れ た RX-78-2 の 武装 


RX-78-2 ガン ダム の 特徴 に 挙げ られ る の が 、 白 兵 
戦 用 MS と いう コン セプト で ある 。 ジオ ン 公 国軍 に お いて 
は 、 対 MS 戦闘 は 開発 初期 か ら 設計 に 組み 込ま れ 、 MS- 
ОбЕ ザク IF 型 の スパ イク ・ ア ー マ ー の よう な 構造 を 生み 
出し た 。 一 方 の 地球 連邦 軍 は 、 ジ オン 公国 軍 製 MS と い 
う 先 例 を 得る こと で 、 よ り 具 体 的 な 形 で 対 MS 戦 闘 の スタ 
イル を 研究 し た 。 その 示 に 辿り 落 い た 結語 が 、MS の 汎 

性 を 活か し た 万 能 機 だ っ た の で ある 。 その 結論 を 踏ま え 
て 、 本 機 は RX シ リー ズ の 系 列 機 に あたる RX-75 ガン タン 
ク や RX-77-2 ガン キャ ノン と は 異な る 方 向 性 を 模索 し た 


(E) ОТ mal; 


+ 


E.F.S.F. 


それ が 重 火 器 の 固定 武装 化 で は な く 、 ジ オン 公国 軍 の 汎 
用 MS と 同じ 武装 の オプ ショ ン (携行 装備 ) 化 だ っ た 。 
MS の 特性 を 活か そう と すれ ば 、 人 型 で ある 点 に 薄目 
する の は 当然 と 言え る 。 ЖИН, SSO SIMBAD 
する 複数 の 携行 武装 を 運用 する こと で 、 人 間 に 近 い 機 
能 を 有する MS の 利点 を 最大 限 に 活用 し た の で ある 。 さ 
ら 5 に 、 本 機 の 武装 税 に は 地球 連邦 軍 の 最新 技術 が 投 
Лап. ジオ ン 公 国軍 の それ と は 一 線 を 画す 性 能 が 与え 
られ た 。 その 有効 性 は HX-78-2 の 実戦 運用 に よっ て 証 


жапсан), ua. 
明 さ れ 、 以降 の MS の 武装 の 規範 と な っ た の で ある 。 


RBG ot. 


射撃 兵 装 


MS 戦闘 を 重視 
が 、 そ れ は 決 | 


白兵戦 用 
нервен 


+. x” наза 
t た 。 当時 の に 
PAL RIO EI 


は 株 供 に 巨大 な 


ビー ム ・ ラ イフ ル を 中 心 と する 強力 な 射撃 戦 用 武装 


か し 、 地球 連邦 軍 は 
©. U.C.007907 
フル を 完成 させ 、 Ж 
て 本 機 は 当時 と 

AME 


と いっ た 実体 弾 火器 も 併せ 
た 射撃 昔 能 力 を 発揮 し 


状況 に 応じ 


BORER 77 
яз. mms > 
СМЕНУ! 


ШШ ГІ 


МИМИ с 5072 
ITB), RX-78-2 u M 9 2 
た イフ ル と 同じ エネ ルギーCAP シ ス 
ム 兵 器 が 開発 さ 


の 使用 も 可能 で 
FAR TEAR 徴 で あ 


‚твит 


無数 の スパ イク を 代え 


MORE INFO! 
スー パー・ ナ バ パーム 


RX-78.2 は 、 スー パー・ ナ パー 


防御 兵 装 自由 度 の 高い 防御 を 可能 と する 携行 式 シ ー ル ド 


RX-78-2 は 剛性 に 優れ た / の 装甲 


ハイ パー・ ナ パー ム 


の 装備 は 、 基 部 が 超 2 нй? ム 灯 を 運用 し た と 
ТҮУ жш FORE қ 
RA LSOMBERM. as RRM ナチ 重 で 一 般 的 に 使用 され た 火 問 だ っ た と 見 ら 


タニ ウム 合金 系 素材 で 覆っ た 多 暦 構造 と な っ て いた 


ant 


ка > 9412 


機動 戦士 ガン ダム 00 


(ш) ТІЛЕГЕНІ! 


関連 ファ イル 


飛行 形態 へ の 変形 機構 、、 _ 


本 機 は 、 三 大 勢力 の 中 で 、 初め て 装備 の 換装 を する こ WH 
と な < く 飛行 形態 へ の 変形 を 実現 し た 機体 で ある 。 TRY 
MSEEAMEL TRALAI—4>EAEUTH ott 
同機 以前 の 機体 は 変形 に 換 義 が 必要 で 、 本 機 の 変形 機 
構 は 革新 的 で あっ た 。 また 、 本 体 は メイ ンコ ク ピ ッ ト を 含む 
上 半身 と 下半身 に 分 割 可能 。 下半身 に は サブ コク ピット 
が あり 、 上 下半身 それ ぞ れ で 運用 で まる が 、 за 
用 中 の 再 合体 は で き な い 。 フラ イト ユニ ッ ト も 強化 され て お 
り 、 ユ ニオ ン リ アル ド で は 腰部 に 一 組 の み 備え られ て いた 
ж. 本 機 で は 肩 部 に メイ ン ユ ニッ ト を 、 EBEYI 
を 設け る こと で 、 機動 性 を 大 きく 向上 させ た 

ERAD. 

ラッ ク 。 RUBS 
РОТ EER 
Е A = 


pee МШ) Үр 
балы KS 


MERMER, MEER 
SB MVscc TRA ЕС. өн 
と な っ で いち の は 、 リニア 
m mas A 画 コク ピッ ト 


メイ ンカ メラ 


можемзема 
SURE, ARIE 4 
HOMES セン サー 素子 
フェ イス 部 は セン サー 研 子 で 埋め 尽く され て お мос 
М, 千 定 の 発光 パタ ー ン を 表示 可能 。 メイ ンカ メ ВВМ 
51711280 ж. これ に より パイ ロッ ト 


ユニ オン リア ルド か ら の 進化 


飛行 対応 型 MS と も 言わ れる 本 機 だ け に 、 軽 я ë 画 ディ フェ ンス Ш! 


動 性 を 重視 し た 武装 が 多い の は 、 先 代 主力 機 ユ ニオ ン リ ロッ ド яана лянева 
アル ド と 同じ で ある 。 リニア ライ フル 、 ソ ニッ ク ブ レイ ド な ど = 127174. ROB 
が 主 な 携行 武装 と な っ て いる 。 すべ て 先代 機 の 基本 装備 з М, 


を 強化 ・ 改 良し た も の だ が 、 ソニ ッ ク ブ レイ ド は プラ ズ マ ソー 
ド と し て も 使用 可能 と な っ て お り 、 そ の 進化 が 英 え る 
定 兵 半 と し て は 20mw 機 銃 の ほか 、 騰 部 に ミサ イル を 内 蔵 
し て お り 。 これ ら は 飛行 形態 で も 運用 可能 で ある , 


тз). японии + 
時 に 交換 で きる 


ニッ ク ブ レイ ド 
(プラ ズ マ ソー ド ) 


堪え が 可能 で ある \ コク ビッ トド ラム の 本 制 に 1 
таш. 主 に 対人 や を 対 車 
用 に 使わ れる 。 se. m 
Ra ояте, 


ロッ ド の 回 転 に よ 
элк 
シー ルド 。 № 
вош MRTG, 


су, 
жата. に 


MORE INFO! 
ユニ オン フラ ッ グ の 派生 機 

フラ イト ユニ ッ ト の アタ ッ チ メン ト 化 は 、 機 体 の パリ 
エー ショ ン 展 開 を 想定 し て の シス テム で あっ た 。 その た 
о. гале Жау. 装甲 面 を 
強化 し た 陸戦 重義 甲 克 (シェ ルフ ラッ グ ) еттен 
の オー ビタ ル パ ッ ケー ジ な ど は 、 そ の 代表 格 で ある 。 t 
t. ユニ オン フラ ッ グ 自体 も 、 ガ ンダ ム 訪 査 隊 に よっ て 
重用 され た オー バー フラ ッ グ へ と 改良 され て いる 。 西 
屋 2307 年 の 埋 乱 以降 は 、 反 政府 勢力 ・ カ タロ ン 側 
の 機体 と し て の 達 用 も 確認 され て いる 。 


B823145 98. 
水面 下 で 活動 を 
配り て いた ソレ ス 


SVMS-01SG ユニ オン フラ ッ グ SVMS-01AP ユニ オン フラ ッ グ 
陸戦 重 装甲 型 (シェ ルフ ラッ グ ) オー ビタ ル バ パッ ケー ジ 


PITS HEAL, ИТЕ 6917, ディ フェ ンス ロン ド を 大 жөн,етвене, г225Ж%мысса--т 
Bik. =P IA INORA Fe EMAL TUS, ー ド 仕様 (RADY АНУ 


グ に GN コン デン 
YUL та 
ALTE. 


жа. +54 MBS 


9-14 


ам эө жете о. с=з Буш»‏ رہ мел‏ لوھج س کد ошер‏ س کک می نمت 


pp デーー 


001-00 бх оўу ҸӰ 


殊 機能 に よっ て 、 本 機 は 


J と リン ク す る 特殊 
機体 各所 の 装 


ғ“ 898823074 「 ヴ ェ ー ダ 」 へ の アク セス 権 を 
する 機能 が 加え ら 
ビー ム 攻 撃 も ある 程度 


№ SPEC 
全高 — (GIRS 184m) 


本 機 の コン セプト を 体現 する 大 型 火器 群 


FENM 
れ た の が GN パ ズー 
ある 。 メイ ン 武 装 で ある GN バ ズー 
区 に し て 放つ 巨大 


コン セプト を 実現 する た め 、 本 機 に 装備 さ 
GN キ ャ ノン と いう 2 種 の 大 型 火 確 で 
GN 粒 子 を 高圧 締 状 
バー スト モー ド を 持つ 


た 、 背 部 の バッ ク バ パッ ク に 接続 
‚ GN パ ズー カ ほ どの 威力 は 持た な い が 
アー ム が 可動 する た め 攻撃 鮭 囲 が 広く 、 運 用 性 に 優 れる 。 ま 
PERMA, GN ピ ビー ム サ ー ベ ル も 有 [ 


m GN ピ ビー ム サ ー ベ ル 


E GN パ ズー カ 
通常 モー ド 


п GN キャ ノン 


め 、 ガ ン 
て いた 。 そう 
特殊 機構 が 、GN フ ィ ー ル ド 
置 され た 発生 装置 か ら 、 圧 


„621418 


て パリ ア を 形成 する 仕組 
大 量 の MS 部 隊 に 包囲 され た 際 や 、 戦 態 群 か ら 
サイ ル 攻 撃 を 受け た 局面 果 を 発揮 し た 。 また 、 GN 


ー ル ド 展 開 時 で も 、GN パ バズーカ.GN キ ャ ノン の 両 炎 砲 


を 使用 する こと は 可能 で ある 


GN 粒子 を 利用 し た 特殊 防御 機構 


ы GN フ ィ ー ル китик (使用 時 ) 


GNF + 


回 GN キャ ノン 内 発生 装置 


аймалап TERA 
КТ SMB THA 


Г] изитлеишн 
RAMIT SEBZE RA TDS 


GN 


FARRER. パリ ア と し て 機能 する 


他 の ガン タム と 共通 する コク ピッ ト 構 造 


CB が 開発 し た GN ド ライ ヴ 挫 載 の カン ダム の コク ピッ ト は 
ати こ 設 置 し て い ンダ ム デ ュ 
ナメ ス 以 外 、 HOM, る 。 基本 的 に は 2 本 の レ 
と フッ トペ ダル を 用 いた スタ ンダ コン トロ ー ル シス テ 
ム で ある が 、GN ド ライ ヴ か ら も た ら され る 
最大 限 に 発 近 す る に は 、 相 当 な 技術 が 必 


画 全体 図 


. чу 


レイ 
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СІЛЕСІ) 


J 004 ガン タム ナド レ ц = 


「 ト ライ アル シス テム 」 を 搭載 し た ガン ダム ヴァ ー チ ェ の 素 体 та?» _ 


発動 すれ ば 、 CB 


FILE PREVIEW. 


撃破 を 阻止 する た め の 最 低 限 の 武装 


他 の ガン ダム の 暴走 や 悪用 を 阻止 する の が 主 目的 で ШОМЫ--А 
あっ た ガン ダム ナド レ だ け に 、 本格 的 な ミッ ショ ン (В) ^ ライ フル 
の 参加 は 想定 され で いな か っ た 。 だ が 、 ガ ンダ ム ヴ 
に 装備 され て いた GN キ ャ ノン を 両手 で 支持 し て 合 
で きた ほか 、GN ビ ー ム サー ベル を 用 いた 接近 戦 も 可能 と 


な っ て いた 。 また 、 国 連 軍 と の 最終 決戦 3. кы” 
強化 を 目的 に 、GN ビ ピー ム ライ フル 、GN シ ー ル ド が 新た = 
п. АТАЛ ФИРОН ЕРИ) poenas 


NFEE- t 


上 し て いる 。 


初め て 橋下 を パー 
THO REM 
етсе. 259 


cams 


m GN キャ ノン 
2 

коңшу. и 

жалса: 


>к Оч T$ 
SEED 


構 造 ガン ダム ヴァ ー チ ェ の [#t&] ELT 


ガン ダム ナド レ は 、 GN ドラ イヴ を 搭載 する ガン ダム と し て Ш 上 半身 (ñm) 
り 細 身 の シ ル エ ッ ト と な っ て いる 。 本 機 の 存在 は CB 
5 ける 秘匿 義務 が 生じ て お り 、 緊 急 時 以外 は 装甲 を 取 
ンダ ム ヴ ァ ー チ ェ の 軍用 を 前 所, 
増加 装甲 は 、 閲 節 部 や メイ ンカ メラ 以外 の ほぼ 
覆っ て いる が 、 パ イ 


は 「 ト ライ アル シス テム ] を 発動 する 
る が 、 と き に は 装甲 を パー ジ 


機 の 特徴 で ある 「 ト ライ アル ] は 、 ガ ンダ ム の 
悪用 を 防ぐ 門番 と し て の 役割 を 果 た \ た 。 ガン ダム が 
Шаси, своп 
&<. Генәгаоте)-уонтаяоінғс%% 
Es 機体 の パイ ロッ ト に 、「 ヴ ェ ー ダ ] へ の 上 位 アク セ 
権 を 持ち 、 その 進行 こそ を 使命 と する ティ エリ ア を 据え た 
の も 、 門番 と し て の 適任 者 を 選ん だ 結果 と 言え る , 


HEMET 


явемисл 


та. + mas 
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エン プラ ス の 試験 デー タ を 基 に 開発 され た 巨大 機 


ル マ ー ク を 首 算 と す 
画 乗 っ 取り の 過程 


作 機 


イド 勢力 は 、 T р 
EGNE р, 
(以下 MA) の 


ММА-У0001 


(00) н 


№ SPEC (MS 形態 ) 
全高 — (айта 3230) 
ÈR 385т(Ж/%-786) 
ЖИ 5861 


ЕЖ エグ ナー ウェ ッ プ - ク ロー アー ム GN 
ファ ング 他 
アロ ウズ 


兵器 
関連 ファ イル 


ге 


MECHANIC FILE AIS BEN ад ра meli werd 


人 型 形 態 へ の 可変 機構 を 有する 大 型 MA 


レグ ナン ト の 機体 構造 に お ける 最大 の 特徴 は 、 や は ! № MA 形態 
MA か ら MS へ の 変形 機構 に ある 。 MA 形態 時 、 ВЫ 
て もり 、MS 変 形 時 6 


матты тат 


近い 。 また 


m と 巨大 な た ば 


Ш MS 形態 三面 較 пш 


メイ ンカ メラ 
ま / 

СТЯ 

талон 

y と 真 の ヘッ ド バ ー ツ 


| , cf コク ピッ ト ルー 


対 ガ ンタ ム を 想定 し た 多彩 な 特殊 兵器 群 


5 митом/-к 


巨体 を 活 カ 


相 
当量 の GN 粒 子 を 鞭 積 可能 と な っ て お り 、 大 量 の GN 粒 子 
を 必要 と する 人 方 位 防御 壁 GN フ ィ ー ル ド を 展開 で きる 


j 


{| |) 


GN マ イク ロ |), 


GN ビー ム 碗 
г 


ミサ イル ү} | омт+2п Ci 
[ hy | ミサ イル 6 
Гу 
MORE INFO! GN ファ ング Т к a | шосм+т{2п%4% 
GN ピ ー ム 砲 А) クロ ー ア ー ム に 内 開き れ て いる 
レグ ナン ト 量 産 機 / у» GN ファ ング 
エグ ナー ウィ ッ プ / GN バル カン | GNE-LB 
URL + PIV DERBE STATE BNE Р / 
レグ ナン ト を 量産 化す る 計画 も あっ た と され る 。 Жат» \ 
し て レグ ナン ト 2 号機 の 開発 を 進め て то. аи» 4, 
асет баре m GN ファ ング / ノ エグ ナー ウィ ッ プ mGNE-LB 


ШСММА-0001Уу2 レグ ナン ト ら 号機 _ GN ファ ング 
‚ай і A ンー 


アロ ウズ に 旨 供 され ©? 


エグ ナー ウィ ッ プ 


эю 


matomas 108 


機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


MECHANIC FILE — (и) ull ath 


ОШ ТЫ „5 
А ЕСПЕ) О 


リア ・ ス カー ト ・ バ ー ニ 


ж 
眼 を 置い て 開発 され た 機体 で ーー レル っ 


あり 、 それ を 運用 する た め に 開 タ 
た 機体 が MS-14JG ゲル ググ J (イェ ー ガ ー 
MS-14JG は 「 ゲ ル グ グ 狙撃 型 ] と も 呼 じ 
称 に ある 「 イ ェ ー ガ ー(jager)」 と は 猟 人 や 4 表す る エー ス ・ パ イロ ッ ト の ひと り 、 「 ソ ロモ ン の 白 狼 ] シ 
する ドイ ツ 語 に 由来 し て いる 。 その 名 が 表す よ マツ ナガ も 戦争 末期 に 本 機 を 受領 し た と 言わ れ て いる , 


RX.78NT-1 7! 


MORE INFO! 


様々 な 用 途 に 合わ せ て 
派生 し た MS- 1 4 系 列 機 


ジオ ン 公 国定 最後 期 の 主 カ MS で ある MS-14 ゲル 
ググ は 、 終 暴 を で の わずか な 期間 で 様々 な パリ エー ショ 
хаал. それ は 、MS.14 が 極め て 優れ た ボ 
テン シャ ル を 有 し て いた こと の 表れ で も あり 、MS-14JG 
の 高 性 能 も それ を 証明 し て いた 

右 は 代表 的 な MS-14 系 列 機 の 派生 を 示し た も の 
で . 高 機動 化 や 射撃 理性 能 の 強化 
様々 な コン セプト に 基づい て 多発 が 進 
が わか る 。 SRR СЕ т Ti RREM н Л: 
MS-14 だ が 、 その 性能 は 評価 され て いた の で ある , 
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戦略 上 の 理由 か ら 先行 
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ンド と 、 RGM-79 
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子 散布 環境 
ザー 通信 機 を 搭載 | 


Ш ラン ド セ ル 
RGM-79G RGM-79GS 


武 装 異な る 運用 環境 に 即 し た 武装 の 選択 


に 過度 な 被害 を 及ぼ さ な いた め に 実体 


画 ブル バッ プ ・ マ シン ガン 


準 的 な 武装 を 装備 する 一 
目的 の 遅い が 反映 き : 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


7 “ЖШ ダブ ル ガ ト リン グ ガン ШЕВА 
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新た な 装甲 材質 を 用 いた 重 MS 


= 関連 ファ イル 
ік улды " TE 
は ドク トル S 


те Preview 


\ に 地球 を 制 
ко その 主力 機 と 


СОЯН ЛЕНЕ РА 
サー ベン ト に は 、 多彩 な 射撃 兵 装 格 が 装備 され て いる 画 ダブ ル ガ ト リン グ ガ ン 画 ビー ムキ ャ ノン Z 
= Л 


Ж 


火砲 を 有する 
イル ラン チャ ー を 含め た 本 機 の 火 ナ ンダ ム に も 
対抗 で きる 力 を 持っ た 装備 の 異な る 機体 を 連 
所 な せる こと で 、 様々 な 戦況 に 対応 で きた の で ある 


зя 
пак 


Ш 肩 部 8 連装 ミサ イル ラン チャ ー 


降下 作戦 用 の 特殊 装備 ЕЕ 
m /552-наия 


ク が 用 いら れ 、 ZL-A GAMERA 


WB パラ シュ ー ト バッ ク 使 用 時 
2 2 ийм, 3824 
サー ベン の 


OZ の 技術 を 流用 し た コク ピッ ト MORE INFO! 
サー ベン ト に 採用 おれ た コク ビット は 


0Z や 地球 園 統一 連合 が 運用 し た リー CET A バー トン 財団 に よる 開発 
васии 


サー ベン ト は 、 か つて ガン ダム へ ピー アー ムズ の 開 
ン 財 団 に よっ て 開発 が 主導 され 
APTN TDN, ICM RE 
持つ こと か ら も 、 肝 団 が ガン ダム へ ヘビー アー ムズ の 訟 
計 デ ー タ を 参考 ・ 流 用 し て い 
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” AES TAMERAMLLI СЬ 
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せる こと が 可能 な この シス テム は 、MS と いう 兵器 の 戦 
術 的 な 価値 そし れる 効果 的 に 活用 し た 
機体 が 、MSZ-006 Z ガ ンダ ム で ある 。 

アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (АЕ) の 「Z 計 画 ] に 


アイ ディ ア を 参 て 、 AE の 最新 技術 が 惜しみ 


頭 部 


Z ガ ンダ ム == 


他 の ガン ダム ・ タ イプ 


70А 


Вав 
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印象 が 異な る 


特徴 


関連 ファ イル 
の 変形 機 
て ノン オプ ショ ン で の 
より 本 機 は 全 領域 の 
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機体 構 TMS と し て の 高 性 能 か ら 導 き 出 され た 機体 構造 


BISEMS (TMS) の 開発 が [ZHE] の 骨子 で あり 、 ж 
は コス ト や 整備 性 を 度外視 し て TMS と し て の 完成 度 を 追求 
が な され て いる 。 ガン ダリ ウム Y (ガン マ ) の 採用 に 
よる 軽量 化 、 RX-178 の 設計 を 探り 入れ る こと で 実現 し た 柔 
軟 性 に 優れ る ムー パブ ル ・ フ レー ム 構造 、 変形 を 前 提 と し た 


内 部 橋 造 の ワイ アウ ト な ど 、 そ の 橋 体 杜 造 は 極め て 特徴 的 で ШШ 

あっ た 。 パイ オ ・ セ ン サ ー と 呼ば れる 準 サ イコ ミュ ・ RBA 
FLEBAENTEH, =2—-SI TEDER ONION ステ ム や MS 形態 時 
よる 運用 で 真価 を 発 探す る と いう 側面 ち も 有 し て いた 。 к 


配 さ れ で いる 。 そ の 
構造 は 後発 の 同系 
зсъшжапти 
る と 言わ れる 


画 ウェ イブ ・ 
ライ ダー 形態 

一 毅 的 な 可変 模 の MA 形態 に 

相当 する MS: 


S У フラ イン グ ・ ア ー マ ー を 外し た 状態 
能 で ある 。 ШЕРИНЕ 4 の 背部 構造 。 訂 部 アー マー に 配 さ 
сөл. AROMAS a Xi れ た スラ スタ ー や フラ イン グ ・ ア ー 
支え て いる マー の 接続 館 が 確認 で きる 。 


JABRRRCRLULUER 
な 性 能 を 発振 し て いる 


MS 形態 時 の 汎用 性 を 考慮 し た 武装 の 構成 


TMS に 分 類 さ れ て いる こと か ら も わか る よう に 、 本 機 は MS 
と し て の 特性 に 主眼 を 置い て お り 、 同 形態 で の 汎用 性 も 考 
BUCS その た め 、 同 時 期 の 可変 MA(TMA) の 多く で 採 


用 され た 固定 武装 で は な く 、 柔軟 な 運用 が 可能 な 携行 起 装 

が 採用 され て いる 。 さら に 、 ひと つの 武装 に 複数 の 機能 を 持 

た せる こと で 変形 を 踏ま えた 運用 性 の 向上 を 図り 、 ハ イ パ ー・ 

メガ ・ ラ ンチ ャ ー の よう な 特殊 な 武装 も 導入 する な ど 、 様々 な 画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
角度 か ら 武 装 の 強化 が 試み あれ た 。 その 結果 、 本 機 は グリ ブ BOWA 拍 製 の XBR-MB7A2 で 出 
ARAM LEOBM NEBBLID CHS, кырые с 


т. 変形 時 に は グリ ッ プ や 銃身 を 


スタ ンダ ー ド な 携行 武装 折り 時 お こと が で きる 。 


Ш 腕 部 グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー 画 シー ルド 
シー ルド は 通常 、 左 半 部 に マウ ン 
ト され る 。 RRC AER 
て お り 、 伸 機能 を 備え 、 ウェ イブ ・ 

ダー 時 に は 下面 を 本 成す る ユ 
と な る 。 


мис 
レネ ー ド ・ ラ ンチ ャ ー 
EMTS. オブ ショ 
ンカ ー ト リッ ジ (£0) 

та 


演じ る MSZ-006。 アク > 
FITTER RNS 
け の 高い 戦闘 カ を 有 し て いた . 


可変 機 ゆ え の 複 雑 な 操縦 系 と コク ピッ トレ イア ウト 


第 三世 代 MS に 分 類 さ れる 本 機 の コク ピッ ト は 、 第 二 世 代田 コク ピッ ト 内 部 Nm コク ピッ ト ・ ハ ッ チ 展開 構造 
MS の 条件 で ある リニア ・ シ ー ト と 全 天 周 団 モ ニタ ー で 構成 Эне: コウ ビッ ト 上 部 の 装甲 ユニ ッ ト が 外部 ハッ チ と 連動 し て 浮き 
され で いる 。 コク ピッ ト ・ ブ ロッ ク は 一 般 的 な MS と 同じ く MS 分 が 外れ て 外部 ハッ チ が 開く 。 
形態 の 胴体 部 中 央 に 配置 され て いる が 、 ウェ イブ ・ ラ イダ ー 
形態 で は 機 間 部 に 移動 し 、 水 平面 に 対す る 角度 も 変更 され る 
や や 後ろ に 傾い た レイ アウ ト と な る ) 。 また 、 多 機能 な 可変 
ЖБИ ВЕНЕ СИЕ. た だ 
し 、 そ うし た 欠点 は 高 性 能 と の 引き 換え で あり 、 ワ ン オフ 機 と 
無視 され てい た と いう の が 現実 で ある 。 


コク ビッ ト の 構造 や 機能 は 第 二 世 
代 MS と 同等 で . RAME- 
ター の 優れ た 視認 性 が 特 役 の ひ 
と つ に 拳 げ ら れる 。 


кы сақтана. 
代 MS と 共通 し て いる l 


е Ы 


TASIDA 
けら れ て ある 


<. ИЕН 


と 見 られ る パー ニア が 


を 受け 継い だ 戦後 連邦 軍 の 主力 機 


C.0080 年 代 後半 に れ 、「 後 期生 産 型 ] で は 本 来 の 
omas 「 先 行 量産 型 」 


ジム の 生産 性 と 問題 


「RMS-179」 の 型式 番号 は 、 


開発 コス ト が 安価 で あ О.С 
て か ら 確 立 され た MS 技術 の 投入 に よっ て 、U.C.0087 
当時 に お ける 地球 連邦 軍 の 主力 と し て 運用 され る に 


足る 性 能 と 信頼 性 を 勝ち 得 て い 
ある 。 
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RGM-79 を 踏襲 し た 一 年 戦争 時 代 の 兵 装 


武装 の バリ エー ショ ン は 、 ビ ピー ム 兵 器 を 主体 と と た 画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
RGM-79 と 同様 で ある 。 同機 の ビー ム ・ ス プレ ー ガ ン は 成  вомднмовв-85с2 
力 が 低かっ た た めか 、 ジム II に 装備 さ ー ム ・ ラ イフ ル 
は 稼働 時 間 や 出力 を 改善 し た も の と な っ て いる 。 し か し 、 グ 
リプ ブス 戦役 時 に お いて は ビー ム ・ ラ イフ ル は も は や MS の 
標準 武装 と な っ て お り 、 威 力 や 構造 な ど に お いて 本 機 の 
武装 は すでに 旧式 と な っ て いた 。 


ピー ム ・ ラ イフ ル は 一 年 才 

争 時 と 同様 の 外部 充電 4 
UC 008784 
の E パ ッ ク 方 式 


Ш 頭 部 バル カン 砲 
2 門 の 60mm バ ルカ ン 砲 を 頭 
BRATS, бю, еш 


列 の シー ルド だ と 考え られ る 


RGM-79 を マイ ナー チェ ンジ レ し た 安価 な 構造 と 生産 性 


に 改良 を 施す こと で 性 能 の 向上 が 図ら れ て お り 、 


は ジム と ほぼ 変わ ら な い 。 搭載 コン ピュ ー タ の 換 
能 の 強化 が 施さ れ て いる ほぼ か 、 後方 警戒 装置 
( 全 方 侍 セ ン サ ー) と 機体 各所 へ の パー ニア の 追加 が 主 
な 改良 点 で ある 。 それ に 加え 安価 な 生産 性 こそ が 、 本 機 
の 大 き な 特色 で ある 。 ちな 地 仕様 を 宇宙 対 
応 に 改 叶 し た と いう 説 で は 、 パ ラン ス 調整 に より RMS-108 
マラ サイ に 匹敵 する 機体 性 能 を 発 探す る と 言わ れる 。 


ES A FREI 


я с 
BBY Һ055500к%'® ХЕ) 
上 を 果たし た 


新 技術 を 導入 し た 一 部 の 機体 


本 機 の 量産 時 期 は U.C.0083 の た め コ クビ ピッ ト 構 造 は 画 コン ソー ル 
80 年 代 初頭 の も の で あっ た 。 し か し 後 年 、 一 郎 の 機体 に CS м 
・ シ ー ト と 全 天 ! ー と いう 新 機軸 の 構造 СЕЛ 
が 導入 され で いる 。 旧来 の 構造 で は 機体 性 能 が 向上 し て 
も パイ ロッ ト へ の 負荷 の た け ざ る を 得 な か っ た 
が 、 新 構造 に より 制限 は 大 幅 に 解消 。 本 機 の 現役 延長 
を 促進 し た 。 


ts 
グリ ー ン ・ オ アシ ス を 警備 する ジム 
Hü. BUTHAZE hme 
入 し た タイ プ で あっ た よう だ 


MORE INFO! 
RGM-79R ジム I (エゥーゴ 仕様 ) 


ーー 年 戦争 後 の 主力 MS で あっ た ジム I『 は 、 グ リプ ス 戦 役 が 勃 
発し た U.C.0087 に お いて も 現役 で 、 旧式 化し て いた も の の 連 
邦 軍 に 広く 配備 され て いた 。 この た め 連 邦 軍 内 部 の 反 テ ィ ター 
ンズ 勢力 で ある エゥーゴ も 、 当 閉 な が ら 本 機 を 主力 と し て 運用 し 
て いる 。 その た め 外 見 か ら も エゥーゴ の 機体 だ と 区 別 が つく よう 
に 、 カラ ー リ ング を 変更 し て 運用 。 グリ プス 鞍 役 に 投入 され 、 皮 
に も ジム I 同士 で の 戦い を 線 り 広げ て いる 。 
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アー ガマ を 同 規模 の 他 艦 と 比較 し た 場合 、MS 運 用 能 
отан. WEVELLTOLALHOT 
いる 。 これ は アー ガマ の 設計 思想 に 関係 し て お り 、「 戦 闘 
は 対 艦 砲撃 で 決する の で は な く 、 搭載 MS の 戦闘 カ に 
METS] омж сонавй 
結果 で ある 。 TOKO? HS ЕВЕ 
兵器 を 搭載 し て いた の だ が 、 ЖИП 
せ 付け る 機会 は そう 多く な か っ た 
кьновасвт, w 
[Т 


BICONE BES tH ME 
Waira a Cit. 


БЕ) 搭載 MS を 主軸 と し た 武装 レイ アウ ト 


Ш 居住 ブロ ッ ク 展 開 捧 態 


MS 部 隊 の 活躍 を 陰 か ら 支 える た め の 特 殊 設 備 の 数 々 


アー ガマ の MS 軍用 能力 を 支え る MS デッキ は 徹底 し た 
効率 化 が 図ら うれ て いる 。 た と えば 一 年 戦争 時 で 突出 し た 
MS 運用 能力 を 誇る ホワ イト ベー ス は カタ パル ト デ ッ キ と MS 
デッキ が 同 フロ ア に あり 、 発 進 と 整備 ・ 修 理 を 同時 に 行う 
の が 困難 と いう 問題 点 が あっ た 。 そこ で アー ガマ は カタ パル 
ト デ ッ キ を 艇 外 に 設置 する と 同時 に MS デッキ を 2 大 化 し 、 
それ ぞ れ の ブロ ッ ク で の 機能 分 化 を 図っ て いる 。 さら に MS 
デッキ 脇 に は パイ ロッ ト や メカ ニッ ク が 待機 する 専用 スペ ー 
ス を 設置 、 MS デッキ か ら カタ バル ト デ ッ キ へ の 移動 ご 発進 
シー クエ ンス の 自動 化 な ど 、 革新 的 な 機能 を 有 し て いた 。 


待機 スペ ー ス は 気密 が 保持 
され て お り 、 宇 軍服 な し で も 
活動 可能 で ある 。 また 壁面 
силжентей, 98 
3 -i 


ス に いな が 


有機 的 に 使用 する こと で 、 
高度 な MS 運用 能力 を 発揮 
Ute 


Ш MS デッキ 上 部 ハン ガー 


=] RAMS ¥ 


タバ ルト デッキ ま 


の 


カタ パル ト デ ッ キ に 移動 し た MS を 加 達 さ 

出す る 専用 装置 で 、「 ゲ タ ] LOF 
ば れる カタ バル ト に MS が 乗る と 高速 で 諸 
動 を 開始 。 その まま の 速度 で 射出 する ご 


МЗ IEMA ETE «М 


用 の 整備 ペッ ド 
リー ペッ ド ) が 並ん 
いる 。 тікі 
える の は エレ ベ 


жите. 
画 ライ フル ・ ハ ン ガ ー 

下部 デッキ は MS の 

#510957 


ロッ ク と し て 用 いら 
п. 壁面 に は MS 再 
(к 


上 部 ハン ガー の 表面 


に 


友軍 の 作戦 行動 を 的 確 に 管理 する た め の ア ー ガ マ の 頭脳 


アー ガマ の 艦橋 に は 、 U.C.0090F KO FE MERE C— 
般 的 と な っ た 戦闘 ブリ ッ ジ の 先駆け を 見 る こと が で きる 。 つま 
り 艇 橋 に 簡易 変形 機構 持た せ 、 平 時 と 戦闘 時 で 艦橋 の 
位置 を 変化 させ る こと で 被弾 率 の 低下 を 図る と いう も の だ 。 
MEARS OMBE PIT C: で な く 、 友 軍部 隊 に 命令 を 
発令 する 重要 な 部 位 で ある 。 だ か ら こ そ 被 弾 は 最小 限 に 抑 
える 必要 が あり 、 この よう な 機構 が 採用 され た の だ ろう 。 


内 は 基本 的 に 6 名 (E 
Ж. ВЕТ. їкї? 
名 、 通信 士 2 名 )。 た だ 


し アー ガマ は 人 員 が 不 
им, ЕЕ 
通信 士 は 1 名 ずつ の こ 


[| ROR RES 


の 下 に は 外部 視認 


れ て いる 。 


сн 
PRCA Na 
置か れ て いた が 、 ラ 
ビア ン ロ ー ズ で の 改 
修 後 は 図 の と お り 座 
ENERE 


FBR, ERR 
ИМЕЯ ТО, SRRA 
面 に は 無人 探査 用 の カメ ラ ・ ボ ー 
JPET ABN TUS, 


А カメ ラ ・ ボ ー ル 


та 92902 
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БЕЗІ 1 Р ER Е 
前 身 機 の MSZ-006 Z#>2 可 БАСЫ MA SAH ҚАЗ теті) 
MSA-005 2: ж た 。 
БУШ 
U.C.0090 年 
OTH 


2 
4 


高 性 能 と 簡 賠 化 を 両立 させ た 可変 MS 


MSZ-006 Z ガ ンダ ム の 発展 型 と し て 開発 され た 可 4 機構 の 簡略 化 と は 、 ウェ イブ 


変 MS が MSZ-008 ZI で ある 。 Z ガ ンダ ム 同 ( を MSA-005 メタ ス の MA 形態 


武 装 強力 な 専用 火器 と 他 機 種 か ら の 流用 兵 装 


ZT は メガ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル 1 丁 ビーム ・ サ ー ベ ル 2 基 。 画 メガ ・ ビ ー ム ・ ライ フル 
を 標準 装備 し た 。 メガ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル は ZI の 専用 火 
器 で 、Z ガ ンダ ム 月 の FXA-03M2 ハイ パー・ メ ガ ・ ラ ン 


ガン ダム 用 の BOWA 社 製 ビー ム ・ ラ イフ 
ル XBRLM87A2 の 同系 列 モデ ル も 運用 で 
きる 。 7222838 TI. RPT) — 


チャ ー と ビーム ・ ラ イフ ル の 中 間 的 モデ ル で , WRF мое ВАЖЕН 
態 で は ジェ ネ レ ー タ ー に 直結 さま れ 、 エネ ルギー チャ ー ジ が 充 S ни еск 
分 に 行わ れる こと で ハイ パー・ メ ガ ・ ラ ンチ ャ ー 級 の 火力 を 


発揮 する 。 ビー ム ・ サ ー ベ ル は RX-17B ガン ダム Mk-L 用 


の XB-G-1048L に 近い も の だ っ た よう だ 。 KU PKB 


クレ イ ・ パ ズー カ 。 PI RBM 
Г ケイ ・ キ リ シ マ 機 が 2 丁 


айал, 
ае ZF A OBOWAH 
есіле ШЕ EA ライ フル XER- 
M87A2, これ の 類似 モ 

テル の 使用 が 可能 だ 


と 言わ れ て いる 。 


宝 宙 戦闘 機 的 な WR 形態 


メタ ス の 可変 機構 を 参考 に し た と いう ZI の WH 形 


メタ ス の MA 形態 と 格 倒 し た シル エッ ト 

WATENE. WARD Li, コー 
KM? ロバ ラ ント 
タン ク と 思わ れる ) МЕНЕ 
は 、 ASATRO, 


(MA 形態 と も 呼ば れる ) は 、 メタ ス 同様 、 宇宙 戦闘 機 的 な 
シル エッ ト を 持つ 。 Z ア ガン ダム の WP 形態 と 異な り 、 大 気 園 

入 能力 や ロン グ ・ テ ー ル ・ ス タビ ライ ザー は 持た な い が 、 
空間 戦 を 中 心 ( 


エネ レー ター 
火力 に も 優れ 
3 WHERE て いる よう яза», и レジ ーー 
の み で 可変 機構 を 構築 し て お り 、 構造 は シン ブル で ある 


可 馬 機構 は メタ ス と ば ば 
同じ 。 フラ イン グ ・ ア ー 
マー 及び 肢 剖 の 大 
BEBPRHEDRM? 
要 ち た め 多 数 の 可動 部 を 
持つ Z ガ ンダ ム と 比べ て 、 
TARTES, 


後発 の リヤ ル で も 、 メ タス 


画 WR 形態 下面 
長大 な メガ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル を 搭載 する 、 WR 
も 機体 下面 を 
の 肩 部 バー ニア は ス 


メタ ス の MA 形態 と 比べ て も 、 形 状 が よく 似 で い : 
ЕТТІ 21957275 DN 


MORE INFO! 


「Z 計 画 ] 系 可変 MS と 
可変 機構 の 継承 № MSZ.006 


技術 的 系譜 か ら 考 える と 、ZI は Z ガ ンダ ム と メタ ス Z ガ ンダ ム 
の 中 間 的 機体 で 、 先 祖 帰 り し た Z ガ ンダ ム と も 言え る 。 [ZEE] 
この 背景 に は 可変 機構 の 簡 申 化 に 伴う 生産 性 の 改 ЖЕНИ. жн 
善 が あり 、 以 降 、AE 製 の 高 性 能 可変 機 は Z ガ ンダ ム ойлан де 
ЖЕ. ЖАМБЫН АЗА ZI 系 を それ それ 採用 gamat Eh 
する ケー ス が 目立っ た 。 変わ っ た と ころ で は 大 気 園内 た が . 変形 機構 は 
用 可変 MS、RAS-96 アン クシ ャ の 下半身 に メタ ス 化し た 。 
ZI 系 の 構造 が 採り 入れ られ た 。 


MSN-00100 8 £ 
を 可変 MS と し て 再 訟 | 
計 し た MSN-001A1 
デル タプ ラス は 、Z ガ 


2005079199808, 
ERA, KABRA 
能力 を 持つ 。 


№ MSA-005 
メタ ス ў 
а міл Ш М52-0082П ШНС27-95 リゼ ル 

1Z 計 画 ] で 試作 され た 可 メタ ス 系 の 可変 機構 を 採用 する こ メタ ス 系 の 可変 機構 を 採用 する と 
EMS: 戦闘 能力 は 高く ET, 高 性 能 と 構造 の 簡略 化 を 両 ン 系 と の 互換 性 を 高 
EU, MARE TOR 立 さ せ た 可 変 MS。 KAMRA た 可 
動 性 が 高く 、 可変 機構 も 能力 こそ な い が 、 Z ガ ンダ ム に 匹 
ルプ я 


リゼ ル と 同じ ERGZ ナ 


ポン ・ シ ステ ム 対 応 
тота ам. [2 
計画 ] 系 で も 特殊 な 
位置 付け に ある 。 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : MVF-M1 1C ムラ サメ 


(8) ТІЛЕ) 


発泡 金属 


BR 725 高 エ ネル ギー ビー ム 砲 66A 
式 空 対空 ミサ イル 「 ハ ヤ テ ] x42 
70J 式 改 ビー ム サ ー ベ ル シ ー ル ド 
イズ M2M5D 12.5mm 自 動 近接 防御 
дех TIRE ビー ムラ イフ ル 「 イ 


an _ == 

У ma 

1% 汎用 性 に 優れ た M1 ア スト レイ の 

ағ ФнейЖіоэ. HIB 
Р ( жеу. 飛行 形態 用 の 装備 
; (ӨШІН を 組み 込む な 

ap u 3 


ШЕВ 


ふくらはぎ 


ツ と し て 機能 する 


THR] の た め に 開発 ・ 量 産 さ れ た 可変 MS 


Е J 
性 能 を 維持 する 一 方 で 9 7 関連 ファ イル 


° FILE PREVIEW 
・ イ ラ ) 71 の 戦乱 2 7. x 
スト レイ を 、 そ し て C.E.73 に は 、 ムラ サメ を 自衛 
用 の MS と し て 配備 し о 
ムラ サメ は 、「 小 規模 の 島国 ] と いう オー ブ の 地の利 を 
考慮 し て 開発 され た MS で , rs M1 アス トレ イ の 陸戦 


装備 (MS 形態) 


本 土 防衛 を 主眼 に 置い て 開発 され た ムラ サメ は 、 近 一 
中 距離 戦闘 用 の スタ ンダ ー ド な 武装 群 を 装備 し て いる 。 BJ 
頭 部 に 設置 され た 自動 近接 防御 火器 を は じ め 、 ビー ムラ イ 
フル 、 ビー ム サ ー ベ ル は 、 旧 世代 機 で ある M1 ア スト レイ に 
装備 され た も の の 強化 発展 タイ プ で 、 その 利便 性 や 破壊 
力 が 向上 し て いた 。 一 方 で 、 シ ー ル ド は 飛行 形態 時 の 整流 
パー ツ と し て 機能 する た め 、 本 機 用 に 新 тапты 
$, これ ら の 武装 は 汎用 性 が 高く 、 自 衛 用 と し て 充分 な 効 
果 を 発揮 し た 。 
ダー ダネ ルス 海峡 の 戦い 
で は 、 自衛 用 で は な く 地球 
連合 軍 側 の 戦力 と し て 
用 


TAW] に 適し た MS 形態 用 の 武装 群 


Ш M2M5D 12.5mm Ш 70J 式 改 
自動 近接 防御 火器 ピー ム サ ー ベ ル 
` | Ж млн. саап TORE- e 


ム サ ー ベ ル 」 の 強化 タイ ブ 。 MED 
回 岐 式 ラ ッ チ に マウ ント され た 。 


り 、 そ の 耐久 性 は M1 アス 
トレ イ に 装備 きれ た シー ル 
ド よ り も 高い 。 


れる 小口 往 砲 で ある 


g 72 式 改 ビー ムラ イフ ル 
「 イ カツ チ 」 


мілы (BONE 「71 式 ピー ムラ 
イフ ル 」 の 改良 タイ プ 。 サイ ズ が 一 回 り 大 きく 
な り ビー ム の 感 カ が 押し て いる 。 


空戦 時 の ムラ サメ 。 複数 の MS を 一 
ж. фе ЧӨ КЕСИНЕ 


で きる 攻撃 力 は な い 
と が で きた 


ムラ サメ は 、 飛行 ユニ ッ ト [シュ ライ ク 」 装備 の M1 アス ト 
レイ が 有効 で あっ た こと を 踏ま え 、 本 体 に 飛行 形態 へ の 
可変 機構 を 組み 込ん で いる 。 また 、 飛 行 形態 で も 戦闘 に 
対応 で きる よう に 、 専 用 の 射撃 兵 器 群 が 装 催さ れ て いた 。 
高 エ ネル ギー ビー ム 砲 や 空 対空 ミサ イル 、 MS 形態 で も 装 
備 さ れ て いる 自動 近接 防御 火器 な ど 、 機体 の 機動 性 を 最 
大 限 に 活か す も の と な っ て いる 京 が 特徴 で ある 。 この ほ 
か 、 シー ルド は 底部 の 整流 パー ツ と な っ た ほか 、 ビー ムラ イ 
フル も 使用 で きる 状態 で 設置 され て いる 。 

MS 形態 か ら 飛 2 
ЛЕН 
REME CREE | 
L. MSHA CBS Ett 
掛け る 一 撃 離脱 戦法 も 
可能 と な っ て いた 


MORE INFO! 


画 偵 察 用 ムラ サメ 


ムラ サメ の 背部 に 、 情 報 収集 用 の 大 — 
3924221 
ЧАСЫ, 


自動 近接 防御 火器 を 、 旗 
部 に 空 対 空 ミサ イル を 備え 


回 72 式 高 エネ ルギー ビー ム 砲 
ビー ムラ イフ ル | イカ ツチ 」 と 同等 の 破壊 力 を 有する ビー ム 砲 。 Ен 
の 基部 に 設置 され て お り 、MA 形 態 時 の み 使 用 で きる 仕組 み で 、 本 
ВОЕН TUS, 


В coax ante 
ミサ イル 「 ハ ヤ テ 」 


民放 フロ ント アー マー 内 の ミサ イル 


回 M2M5D 12.5mm 
自動 近接 防御 火器 


AAOEMRSCMMANLR MANOEL 
置 され て いる も の と 同 タイ プ で 、 そ の 
威力 に も 変化 は な か っ た 


画 飛行 形態 
ООН LHR 
され 、 ЕДГ 
る 。 旦 部 は カバ ー パ ーッ 、 тш 
シー ルド で 保護 され て いる 


ムラ サメ の バリ エー ショ ン 機 。 "発展 機 


画 バ ルト フェ ルド 専用 機 

アー クエ ンジ ェ ルク ルー の ひと り 、 ア ン 
ドリ ュー・ パ ルト フェ ルド 専用 に 用 意 さ 
れ た パー ソナ ル 仕様 。 機体 名 が 変更 
に な っ て いる は か 、0S が パル ト フ ェ ル 
ド に 最適 化 きれ て いた 。 


ШМУҒ-М12А 
オオ ツキ ガタ 
эел. 
ERORDICERA h 
セン サー と それ に 連動 す 
る レー ル ガ ン を 設置 し て い Х — 


ー リ 
жақа. AAP 


イン ド 洋 で の ザフト と 地球 宣 と の 埋 
! ち に オー ブ 軍 の レ ド ニ 戦 に て 実戦 鬼 入 さ れ た と 


Шо: 言わ れ て いる 。 
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機動 戦士 ガツ ダム SEED DESTINY 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : ZGMF-1 000 ザク ウォ ー リ アン ZGMF-1001 ザク ファ ント ム (18) ян! КЛ 


т? 


ーー (頭頂 高 17.19m) 


THEME 
Ж ZAKU WARRIOR ШТІ 


ЖЖ МАМЕ ビー ム ト マ ホー タ MMLMG 


頭 部 33 ビー ム 突 撃 銃 /ZR2OE 高 性 能 
2 RBG “EBS 
4 SE RTS ЕЕЕ 
RE TAŞ. FI YIR 
ІР W COMPARISON CHART Ш COLOR _ 
6, А. % 
Т 
Е 
АУ 
УТ 
aif 
u I 
L 
È 
A 


左肩 の ハー ド ボ イン ト に スパ 


-- -- 2 ў = 24 2 

ニュ ー ミ レニ アム シリ ー ズ を 代表 する 傑作 機 関連 ファ イル 
第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 の 終結 に より 、 ザフト と ウィ ザー ド シ ス テム と 呼ば れる 武装 換装 シス テム 

地球 連合 軍 の 間 に は 、 停 戦 和 平 条 : ニ ウ し て いる 点 が 特 6 о 砲撃 戦 用 、 近 接戦 闘 

条約 ] が 締結 され RMS, э 

や MS の 保有 数 制限 な ど 、 軍縮 条約 と し て も 機能 し て お 


り 、 ザ フト 地球 軍 双 方 と も 、MS 開 発 に お いて 制約 を FILE PREVIEW 


z の 数 Е 
、 MS の 保有 数 制限 を クリ ア し た の 
機体 は 指揮 官 用 の ザク ファ ント ム や 、 エ ー ス パイ ロッ 
用 の パー ソナ ル 擬 が C.E.73 の 戦乱 に 多数 投入 され 、 プ 
ЕВ 2 Kat 


モビ ルス 


「 ウィザー ド 」 の 運用 


ザフト の 新た な MS 戦略 の 根幹 を 担 
シリ ー ズ の 1 機 と し て 、 ザ クウ ォ ー リ ア に < 
汎用 性 戦闘 力 の 獲得 を 目指 し て いた 。 その 方 法 と し て 、 
機体 本 体 に 多彩 な 機能 を 盛り 込 お の で は な く 、 複 数 の 武 
装 パ ッ ク を 換装 する ウィ ザー ド シ ス テム を 採用 し た の で あ 
Bo これ に より 、 機体 は 固定 火器 や 変形 機構 を 極力 排除 
ン ブ ル な も の と な り 、 結果 | НО со 
が っ た 。 一 方 で 、 各 「 ウ ィ ザ ー ド ] の 換装 は 、 背部 の マウ ン 
トラ ッ チ ひ と つ で 脱落 が 可能 と な っ て お り 、 そ の 利便 性 も 
高く 保 た れ て いた の で ある 。 


「 ウ ィ ザ ー ド 」 の 装備 を 前 
% 


REL соз, жс 
は 装備 し な いで 出撃 する 
こと も あっ た 。 だ が 、 そ の 
運動 性 や 訪 御 性 は ジン な 
ROAR ЫВ 
れ て いた 。 


に 最適 化 さ れ た 構造 


Ш ウィ ザー ド シ ス テム 


) 


ボディ 
ти. мисл 
カバ イプ が 特徴 的 な ザ 


体 を 可動 させ る こ ど j 
きた 


(винт ¥ 
ЛАВ, 


対 MS 戦 を 想定 し た 標準 装備 群 


ザク ウォ ー リ アザ ク フ ァ ント ム に は 、 特 定 の 環境 : 戦 況 
に 応じ た 各 ウィザード] パッ ク と は 別に 、 複 数 の 武器 群 が 
標準 装備 され て いた 。 連射 性 能 に 優れ た ビー ム 突 撃 銃 、 
格闘 兵 類 の ビー ム ト マ ホー ク の ほか 、 防御 兵器 と し て は 実 
体 式 の シー ルド を 装備 し て いる 。 さら に 、 FMF ROME, 
兵器 と し て 、 ハン ド グ レ ネー ドラ ンチ ャ ー を 腰部 に 設置 し て 
お り 、 近 中 距離 で の 戦闘 を 可能 と し た 。 また 、 こ れ ら の 
武装 は すべ て 、 ë [ウィ ザー ド ] を 設置 し た 状態 で も 保持 ・ 
運用 で きる 仕様 と な っ て お り 、 本 機 の 戦闘 力 を 支え て いた 
の で ある 。 


「 ウ ィ ザ ー ド ] 19814 
で も AEDE 
ух 


投稿 する 合用 法 も あっ た 


Ш MMI-M633 
ビ ピー ム 突 撃 銃 


Н ыы ы акы Баи 
トリ ッ ジ か ら 供給 され 、 予 備 分 が シー ルド 内 に 格納 され て いた 


жиын EHBE 


aS 


ザク ウォ ー リ ア を は じ め 、 主力 機 の 座 を 争っ た ZGMF- 
2000 グフ イグ ナイ テッ ド な どの ニュ ー ミ レニ アム シリ ー ズ 
の 機体 に は 、 新 規格 の コク ピッ ト が 採用 され た 。 その レイ 
アウ ト や コン ソー ル 周 り は ジン の も の と 似 て いる が 、 内 部 
つっ て 、 安 定性 や 操 弟 性 の 改善 が 図 


コク ピッ ト 上 部 に 設置 され た 
コン ソー ル 類 。 コク ピッ ト 前 
イス プレ イ と 
状況 が リア ル 


画 全体 図 


ШМА-М8 ピー ム ト マ ホー ク 

非 使用 時 は シー ルド の 内 側 に 収納 され て いる 格闘 兵 
š, プレ ー ド 部 か ら 放出 それ る ビー ム の エネ ルギー を 用 
CRP ERR TS, 


Ш ZR20E 
THERE 


ハン ド グ レ ネー ドラ ンチ ャ 
AOIL FERT 
る 。 Битип 
с. ятһа жн 
BIT SOO THK. 


\ Әә 


MORE INFO! 


37E FOB. 操作 用 の レバ パー スイ ッ チ 類 
が まとめ られ て いる 。 К. „МЕНЯЮ 
ディ スプ レイ が 設置 され 、 広い 視野 を 確保 し て し 


ザク ウォ ー リ ア (ライ ブ 仕 様 ) 


パー ソナ ル タ イプ も 多く 存在 し 
た ザク ウォ ー リ ア だ が 、 中 で も 特 
殊 で あっ た の が 、 ラク ス ・ ク ライ ン 
ア ・ キ ャ ン ペ ル ) に 用 意 さ 
れ た ライ ブ 仕 様 で ある 。 ザフト の 
各 軍 事 基地 で 慰問 ライ ブ を 行っ 
て いた 彼女 の ライ ブス テー ジ と し 
て 運用 され た 。 


ЛГ ФА ТІРЕ 
手 な と ハロ や 星 を 横 っ た 
ン が 特 往 的 で ある 。 


ма. 9542 
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T- MW УТ 
П-ЯИ -A31380D 


РЕ ШІ | 
A x : 4 k: 


п Ро 


スラ テスター 推力 61.600kg Е 


i AMX-004-2 сас GT 
1 Я  QUBELEY Mk-I | rw И 


肩 部 バイ ンダ ー ファン ネル メ 多 数 (12+o) 
| 記 部 の バインダー は 、 フ レキ > ЖЮ ネオ : ジ オシ 軍 。 
< イン ダー と も 呼ば れる ЖЕҢ ET. Sr P 
» | ルド の 役割 も 果たす 多 機能 デバ イス で あり 、 内 側 に 
АТ REE は 計 12 基 の スラ スタ ー を 備え る と され る 。 また 、 左 前 ME COMPARISON CHART ШІ COLOR 
шады EN BEART AOI тулған TOS am 


hè, ЖЕ — = звані 
用 し て いる 。 また 
913-01-70 


ファ ン ネ ル ・ コ ン テ ナ 
背部 に は 、 リア ・ 

と 一体 化し た 
備え る 。 表面 に ある スリ ッ ト 状 の 部 位 
は サブ セン サー で 、 同機 の 機構 が バ 


| HEE 


脚 部 は 上 半身 と は 異な る 独立 し た エネ ルギー 


N ul sh bs 


グリ プス 戦役 期 に アク シズ が 実戦 投入 し た AMX- こと ず 、 運 用 に は 慎重 を 要 し АМХ- 


004 キュ ベレ イ は 、 ジ オン 公国 軍 の MAN-08 エル メ oo4 を 使い こなせ る だ け の . タイ プ 能 力 を 持つ 者 
ス な ど で 模 索 さ れ た NT 専用 機 の 性 能 を より 高 を 発掘 する と 同時 に -004 を の 性 能 を 有 す 


実現 し た 、 極 め て 完成 度 の 高い NT 専用 MS る 本 機 の 開発 が 進め られ た の で ある 


た 。 その 量産 化 を 目指 し て 開発 され た 試作 機 が 、 こ の 本 機 は AMX-004 の 整備 用 の 予備 部 品 な 
AMX-004-2 キュ ペレ イ Mk-I で : 


AMX-004 は NT 専用 機 と し て 優れ 


いた 反面 、 運用 に は 高い 


r (の ちの ネ 


の 専用 機 と され た 
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機体 構 


高 機動 を 実現 し た 機体 構造 と サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 


本 機 は 細部 に 手 が 加 えら れ て こそ いる が 、 基 本 的 機体 


構造 は AMX-004 か ら 変 わっ 


て いな い 。 その 特徴 は 、 肩 部 


バイ ンダ ー に 推力 の 大 部 分 を 集中 させ る 大 胆 な 構造 と 、 サイ 
コミ ュ ・ シ ステ ム を 用 いた 機体 制御 に あり 、AMX-004 と 同 


等 の 優れ た 機動 性 と 機体 追従 性 


っ て いた 。 BE жі 


は AMX-004 の 実質 的 な 予備 機 と し て 運 朋 され た と も 言わ 
れ 、 機 能 維 持 や 改良 な どの テス トペ ベッド に 利用 され て いた と 


いう 。 また 、 ブ ル に 合わ せ て | 


整 さ れ た サイ コミ 


は 、 MRX-010 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk- の リフ レク ター・ ビ ピッ ト 
に 干渉 し て コン トロ ー ル を 奪う と いっ た 力も 見 せ た 。 その 一 方 
T ブル の 心理 的 な 状態 に 影響 され や すく 、 感情 の 起伏 に 


動 不能 に な る ケー ス も あっ た 。 


肩 部 の フレ キシ ブル ・ ス ラス ター 
バイ ンダ ー に よる 高い 松生 性 を 誠 
り 、 ア クシ ス 内 部 の よう な 重力 下 
環境 で も その 性 能 を 発揮 し た 


B 飛行 形態 N 専用 パリ ュー ト ・ バ ッ ク 装 着 状態 = 


НЕО 
STREETI 
ратта 
MEL TOMMLALED 
в. 短 時 間 だ が 、 コロ ー 
内 部 な どの 大 気 が あ る 場 
所 で 飛行 する 性 能 を 有 し 


Ш AAR 
記 部 は 通常 、 バ イン ダー 
БЕГЕ 
を っ て いる 。 また 、 


能 が 集約 され 


れ て いた 。 使用 され る こと は な か っ た が 
被せ る よう に し て 背部 に 装着 する 。 


[к = Мо RLENTSRMSEL COKER 


サイ コミ ュ 兵 器 に よる オー ルレ ンジ 攻撃 を 戦闘 の 主体 と す 
る スタ イル は 、AMX-004 の 根幹 を 成す 要素 で あり 、 本 機 に 


お いて も 踏襲 され て いる 。 それ を 可能 と し 


装 が ファ ン ネ 


ル で 、MAN-08 の ビッ ト を 小型 化し た 無線 誘導 式 攻撃 端末 
で ある 。 本 機 は AMX-004 と 同型 の ファ ン ネ ル を 装備 し 、 プ 


ル の 高い ニュ ー タ イプ 能力 ( 


を 可能 と し て いた 。 一 方 、 も う ひ と つの 


ン 兼 用 の ビー ム ・ サ ー ベ ル は 、 ビー ム ・ エ ミッ ター が 3 共に 増 


設 さ れ て いる 。 それ ( 
構造 が 、 AMX-004 か 』 


又 に 展開 で きる 
し て 挙げ られ る 。 


コン テ ナ か 5 
出す る AMX-00。 


Ш ファ ン ネ ル 


3 っ に 枝 分 か 


し た 
ター で 


と ん どの 場合 、 エ ミッ ター を ま 
と め て 通常 の サー ベル と し て 
用 いら れ た 。 逆 間 が ビー ム ・ 
HODES: 


x: 
配 し て いる 。 


ファ ン ネ ル ・ コ ン テ ナ 裏面 
ОШ, 27,401 
ネル ギー と プロ ペラ ント の 
再 填 を 行う ほか 、 改 修 に 
ko CARNES REET SIR 
能 を 有 し て いた と され る 」 


地球 連邦 軍 の 技術 を 取り 入れ た 構造 


MORE INFO! キュ ベレ イ Mk-I の 2 号機 


本 機 に は 、 グ リブ ス 財 役 に お いて アク シス が 画 獲 し た MRX-010 の 技術 が 転用 され て いた > = 
と も 言わ れ 、 コクピット に も その 一 部 が 導入 され て いた 。 2 号機 に 拓 用 され た サイ コミ ュ ・ コ ント キュ ベレ イ Mk-T は 、1 号機 (AMX.004 の 2 号機 に 相当 する AMX-004-2) と 2 号機 (AMX- 


ロー ラー も 、 サイ コガ ンダ ム 系 列 機 の 設計 思想 を 取り 入れ た も の だ 


п ハッ チ 展 開 構造 


акен» SAME 9 
ステ ム で 、 使 用 時 に は ヘッ ド セ ッ ト 
ж) EMTS. 


画 コク ビッ ト 内 部 


00403818) に 相当 する Al 
な 仕様 は AMX-004-2 と 同じ : 
作 を 可能 と し て いた 点 が 異な っ て いる 。 


004-3 の 2 機 が 製作 され た 。 2 号機 の AMX-004-3 は 、 基 本 的 
ミュ ・ コ ント ロー ラー の 導入 に よっ て 機 外 か ら の 遠隔 揚 


言え る 。 


OPH LLTM REN, 
ЕСЕЛІ ЛАТ С 
воын 


ШАМХ-004-3 
キュ ペレ イ Mk-L 
と 同じ も の が 用 いら れ プル ツー の 専用 機 と し て 運用 され た AMX- 
て いる が 、 小 本 004-2 の 同型 機 で 、 赤 を 基調 と し た カラ ー リ ン 
ル の 体型 に きわ が 施さ れ て いる 。 機体 性 能 や 機能 は AMX 
内 部 機器 の 配置 004.2 ヒ ほぼ 同じ で あっ た と きれ る 


変更 され て いた 


oma- naz 12-4 
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ТІЛЕГІ) 


ハイ バー ・ メガ 粒子 惣 に 代表 され る 強力 な 武装 


本 艦 は ハイ バー・ メ ガ 粒 子 砲 を 装備 する , 


最大 の 特 шашы 

АРУ 
基 ず つ 備 える 。 長 砲身 で 
小型 な 点 が 特徴 で ある 
は 、 васее, 


жеокаоњт 


連装 メガ 粒子 砲 
両 岐 中 央 の ドー ム 状 構造 物 の 内 жа 
メガ 粒子 砲 2 基 を 装備 し で いた と され る 。 サブ メ 
жалғасынан, 062 > 
た めか 、 あ まり 用 いら れる こと は な 


て いる 。 通常 の 武装 だ け 

TO, SERE 
し て は 高 水準 の 戦闘 カ を 
有 し て いた 。 


ハイ バー・ メ ガ 粒 子 砲 
IAIN + хатты. 
中 央 カタ バル ト デ ッ キ 直 

に 位置 する 。 аца. 


IMIR + ABNF EME 
拠点 攻撃 用 の 性 格 が 強 
PRM CHER 


ROSAS 
ステ ム の 制御 が 可能 


i 
や 、 コ ア 3 へ の 直接 攻撃 
に 使用 され た 


2 連装 大 型 克 
能 体 中 央 の 上 下 に 装備 され た 2 連 技 大 
дз. AMOR аас 
当 する 。 呼称 に お いて は 言及 され て い 4 
уу, задна A ATHE, 


HEEL T, ЖЕ RIM ае RO 
備え る 。 アー ガマ や アイ リ 
аа оста 


LEL MSZ-010 の 運用 を 助け た 高度 な MS 運用 シス テム 


本 艦 の 特徴 の ひと つと し て 挙げ られ る 3 列 5 基 の カタ バ Ш 中 央 デッキ 


ルト デッキ は 、MS 運 用 能力 の 向上 を 目的 と し た 構造 で 、 分 2 
BES HEBER LAEMSZ-01 ODER CEBU TC uv, £ й 
た 、 各 カタ バル ト デ ッ キ は 相互 に 連結 し て お り 、 中 央 デッキ 
下部 に は 艦載 機 の 修理 や 改修 を 行う 工場 ブロ ッ ク が 設け 
られ て いた 。 こう し た MS 運用 設備 は 、 アーガマ や ペガサス 
級 の 設計 思想 を 色濃く 受け 継ぎ 、 発 展 さ せ た も の で あっ た / 
と 言え る 。 その MS 運用 能力 を 活用 する こと で 、 本 艦 は 戦 ン 
争 末 期 の 作戦 行動 を 完遂 し た の で ある 。 


カタ バル kt 


デッキ 奥 の 床 面 に は 
BAB, 


ЕНТІГЕ 


ター。 жн ADCS: 


Sonam. 5% PRE ッ キ を カタ バル ト 方 向 か ら 見 

も の カタ パル ト を 備え る 艦 FEOF ICM DILAN- 

は 他 に な く 、MS 展 開 能 

カカ は 当時 の 能 能 の 中 で 一 サイ ド デ ッ キ 

も 群 を 抜い て いた 。 — - 
ү! 


作業 中 の 下部 デッキ 内 
В. 天井 に は 、 先端 に 
ROE ROK ODS = 
スケ ッ ト (作業 床 ) を 備え 

れ て お 


中 内 デッキ の 直 


艦内 改良 が 施さ れ た 各種 艦内 設備 


火器 管制 と 同様 、 本 艦 の 制御 系 は 省力 化 が 図ら れ て お り 、 操 艦 に つい て も 少数 の ブ 
リッ ジ 要 員 で 行う こと が で きた 。 また 、 ア ー ガ マ で は 艦 外 に 雷 出 し て いた 居住 区 画 の 遠心 
重 カ ブロ ッ ク を 内 蔵 ド ラム 式 と し 、 艦 体 の 強度 を 高め る と 同時 に 乗員 の 安全 性 を 向上 させ 
て いる 。 こう し た 大 幅 な 改良 に よっ て 、 本 艦 は 優れ た 運用 性 を 獲得 し て し える 。 


Ш 25702778 
> 


ブリッ ジ の 構造 は アー ガマ 
と 大 きく 変わ ら な い が 、 最 


9% 


を 生生 させ て いた と 考 


х MS を 中 央 デッキ に 上 げ る た め の 2 基 の エレ ベー ター が 存在 する 


キャ ッ ト ウ ォ ー ク を 備 


Nore INFO! 


第 三世 代 宇 宙 騰 


宇宙 世紀 の 宇宙 艦 症 は 、 共 通す る 検 能 や 特徴 に よっ て 世代 ご と に 分 類 さ れる 。 一 般 的 


та-т>э- 


‚ AMX-109 


SPEC 
全高 


高 性 能 な が ら 不 詳 だ っ た 新型 水陸 両用 MS 


ン 軍 の 可変 水陸 両用 MS が AMX-109 カ 
ブー ル で ある 。 地球 侵攻 を 想定 し 、 小 惑星 基地 アク シズ 
ン 公 国軍 の 水陸 両用 MS、MSM- 
か 5 発 展 し た MS と 言わ れる 
争 当 時 、 最 新 の 水陸 両用 MS 
カプ ー ル は 小型 ・ 軽 量 か つ 高 出力 4 =ш 
装甲 に よる 高度 な 耐 弾性 、 水 上 と 水中 で 高 
を 発揮 する MA 形態 へ の 変形 機構 、2.300m に 達する 
MA 形態 の 最大 潜水 深度 (MS 形態 は 120m) を 持ち 、 
あら ゆる 面 で 旧来 の 水陸 両用 MS より 高 性 能 : 


線 の 正規 / 
邦 軍 製 の HMS-192M ザク ・ マ リナ ー( 
ル は 現地 懲 用 兵 に 与え ら 


n] зет 10А 


水中 水上 用 形態 へ の 変形 機構 


カプ ー ル は 水中 お よび 水上 で の 高速 移動 と 、 深海 へ の 
洪 行 を 可能 と する MA 形態 (水中 潜行 形態 と も 呼ば れる ) 
に 変形 可能 で ある 。 MA 形態 の 特徴 は 上 半身 が ほぼ 完全 
な 球体 に 変形 する こと で 、 耐圧 性 能 や 耐 弾性 が 飛躍 的 に 
向上 し 、 水 の 抵抗 も 軽減 され る 。 ZOR, ашатын 
体 に 収納 され 、 胴体 前 面 の ハッ チ を 閉鎖 する 。 な お 、MA 
形態 で は 全 門 装 が 使用 不能 に な る た め 戦 闘 に は 適し て お 
SF, 戦闘 攻撃 時 に は MS 形態 を 探る こと が 多かっ た 。 18 
ジオ ン 公国 軍 の MSM-03 ゴッグ ・ シ リー ズ も 簡易 的 な 変 
形 機構 を 備え て いた が 、 カ プー ル ほ ど 徹底 し て いな か っ た 。 


水中 で の 軍 航 や 、 水 上 
に おけ る ホバー 移動 に 用 
いら れる MA 形態 。 水上 
で の 機動 性 は 特に 高く 
ウェ イブ ・ ラ イダ ー 形 態 の 
MSZ-006 Z ガ ンダ ム で 
OMB TER ot 


画 変形 構造 


腕 部 

フレ キシ ブル ・ ペ ロウ ゥ ズ ・ Ñ 
リム 状 の 前 腕 ・ 上 腕 部 が 
収縮 し 、 手 部 の タロ ー は 折 


で 
面 が 封鎖 れる 。 


フレ キシ ブル ・ ペ ロウ 


5882. MECH, 服 肝 部 の カウ ル が 折り 
MENS. 胸部 は 後方 に は な 


頭 部 
頭 部 を 覆っ て いた 、 皿 状 の 構造 体 は 閉鎖 
され る 。 MA 形態 時 に モノ アイ に よる 外部 
視界 を 得る 場合 は 、 小 ハッ チ か ら モ ノア イ 
を 各 出 させ る 。 小 ハッ チ は 乗降 口 閑 用 で 、 
機体 が 半 水 没 状 態 で も 乗降 し や すい 


MA 時 の 調 体 せ 正面 ハッ チ 
が 閉鎖 され 
=. 
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る 。 カブ ー ル は 第 1 次 ネオ ・ 
PAL BSBOMSEL TS 
小型 で 、 MS 形態 の 全高 は 
16.5m に 過ぎ な い が 、MA 
WE CIEESLVNSHET 2, 


K J LROKREEB 


カブ ー ル の 全 兵 装 は 固定 式 で ある 。 BRIA + 
18 SAL: 式 兵 装 の 全盛 期 だ っ た が 、 カ プー ル は 
その 流れ の 中 に ある 機体 で は な い 。 ジオ ン 系 の 水陸 両用 
MS は 、 水 の 抵抗 を 経 濾 す る た め に 国定 式 兵 装 を 採用 する 
ケー ス が 多く 、 カ プー ル も 同じ 発想 で 設計 され て いた 。 ビー 
ム 兵 器 、 ミ サイ ル 、 ア イア ン ・ ネ イル (クロ ー) を 並列 装備 する 
ж, ゴッグ 以降 の 水陸 両用 MS と 同様 の 傾向 に あっ た 。 
月 体 の ミサ イル を メイ ン 
ウェ ポン と する 。 最初 か ら 
ARB RMSEL TIRSE 
され た 機体 に は 珍し い 傾 
向 で ある 。 ビー ム 兵 器 は 
陵 理 で 使用 する ケー ス が 
多かっ た よう だ 


8 基 の ラン チャ ー か ら 発 和 


や 同時 発射 な ど 、 目 標 の 
яксара 


MORE INFO! 


外見 か ら 推測 で きる よう に 、 カ プー ル は ハイ ゴッグ の 影 
ЖЕН. その 一 方 で 可変 機構 や 武装 レイ 
アウ ト は ゴッグ の 、 フ レキ シブ ル ・ ベ ロウ ズ ・ リ ム 状 の 大 
懲 部 は ズゴック の 、2 基 の 熟 核 反 応 炉 . : ネ レー ター 
は MSM-04 アッ ガイ の 影響 下 に ある 構造 と 見 られ る 。 
つま り 、 カ ブール は ジオ ン 公 国軍 系 水陸 両用 MS の 到 
達 点 だ と 言え る が 、 独 自 の 構造 持つ こと も 確か で ある 。 


カプ ー ル の 3680k 
W の ジェ ネ レー ター 


ルス 性 重視 の アッ 
ガイ で 見 られ た 。 


カプ ブール 線 自 の 構 
BELT, BBO 
MA 形態 へ の 可変 
яни. ісін 


され た コク ピッ ト ハッ 


ジオ ン 系 水 隊 両 用 MS 特有 の 固定 式 兵 装 
T ашы aes, 


m 武装 レイ アウ ト 


カプ ー ル は ハイ ゴッグ か ら 発 履く 


し た MS と され る が 、 肢 体 に 火 


ニッ ク ・ ブ プラ スト ザ 股 体 正面 
の は ほとんど を 占有 し て いる 点 


BROSHI RM BEM. в 
ミサ イル を 装 


NCES, 精密 請 導 こそ 困難 だ 


ЗНА ti ABOKMEDIY 
ア を 攻撃 可能 と も 言わ れ て いる 。 


アイ アン ・ ネ イル 


3 本 の 大 型 クロ ー と 、 党 部 の 小 


型 ク ロー2 本 で 構成 され る 格 語 


兵 装 。 ガン ダリ ウム 合金 の 装甲 


を 切り 裂き 、 内 部 の ムー バブル 


フレ ー ム ご と 破壊 する ほど の 成 力 


を 持つ 。 


ШАМХ-109 カプ ブール 
U.C.0088 に 実 二 投 入 され た 水陸 両用 MS。 BRE 
MAPISA, EUR. [ER] ODOMA 
БЫТ ЕУ ЕН ЛА RENE, 


レー ザー・ ビ ピー ム 
モノ アイ の 位置 に 装備 され た ビー 
ム 砲 。 ビー ム ア イ と も 呼ば れる 。 

比較 的 低 出力 な よ : 
メイ ンカ メラ を 破壊 す : 
な 威力 を 持っ て いる 。 発射 時 に は 
随 肢 フィ ルター が 働く と 思わ れる 。 


が 、 
ク ・ ブ ラス ト 

メガ 粒子 砲 の 一 種 と 考え られ る 。 = 
重 装 甲 内 に 充填 し た 海水 を 冷却 シス 
テム に 使用 可能 な た め 、 陸 上 に お い 
カビ ー ム 兵器 を 種 働 す る に 
レー ター 出力 を 発揮 で きた 。 


ジオ ン 公 国軍 系 水陸 両用 MS の 影響 


ШМ5М-03С ハイ ゴッグ 

UC.0079 後 項 に 実用 化 され た 水陸 両用 MS で 、 ゴ ッ 
TOBE, аана: 
ЕЛЕКТЕР 279: 


信平 4 形状 の 頭 部 , ハイ ゴッグ 
の モノ アイ 用 シャ ッ ター は 、 カ プー 
WOES PARAM CREEL, 
た と 推 億 され る 。 


胸部 
上 腕 に フレ キシ ブル ・ ベ ロウ ズ ・ 
リム 杖 の 伸縮 構造 を 採用 し た 腕 
部 。 ВНИИ ГЕ] や 格闘 
Ricoh ant, 
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ома - 92942 
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(00) ТІЛЕГЕН! 


ペル (シラ ヌイ ) = 強化 サー 
ペル (ウン リュ ウ ) トラ イ バ ニ シャー 
ビー ムチ ャ クラ ム "ガン トレ ッ ト /GN 
ラー ルド 
アロ ウズ 


武装 に 接続 する 
ル を 有する 


格闘 能力 が 強化 され た ミス ター・ プ ブシ ドー 専用 機 


アロ ウズ に 所 属す る 技術 者 ビ タ ギ リ ら が 中 心 ラオ か ら の 変更 点 と し て は 、 頭 部 の クラ ビ カ ル アン テ ナ 、 
と な っ て 開発 され た マス ラオ は 、 77 育 部 の 粒子 貯蔵 タン ク の 大 型 化 7 
邦 軍 の 次 世代 機 を 想定 し て サー ベル の 改修 、 さ ら に 粒子 の 塊 を 放出 
一 方 で 、 パイ ロッ ト と な っ た ミス ター・ ЖІ X atr 


能 も 追加 され る な ど 、 兵 装 も 多彩 と な 
d スサノオ は 、 対 ガ ンダ ム 
体 が スサノオ | 機 と し て 西暦 2312 年 の 戦乱 末期 に 投入 され 、 
スサノオ は 、 本 体 に 2 基 設 置 され た 疑似 GN ド ライ ヴ F・ セ イエ イ の 操る ダブ ルオ ー ラ イザ ー と 激 し 
の 出力 を 、 最大 限 に 利用 で きる 構造 と な っ て いた 。 マス を 繰り 広げ 


ТІЛЕТІН! 
талын 


Г ム OC 
MECHANIC FILE 
ки МТО 


疑似 GN ド ライ ヴ と 大 型 化 され た GN 粒 子 貯 蔵 タン ク の 
搭載 に より 、 ス サ ノ オ の 戦闘 性 能 は マス ラオ に 比べ て 強化 
され て いる 。 新装 備 と し て 胸部 に 内 蔵 され た エネ ルギー 砲 ・ 
トラ イ バ パニッシャー は 、GN 粒 子 を 用 いて エネ ルギー 火球 を 
形成 ・ 放 出す る 方 式 で 、 中 距離 か ら の 攻撃 を 可能 と し た 。 
GN ド ライ ヴ に 直結 する 形 の GN ク ロー は 、 腰部 の スタ ビラ 
イザ ー に 格闘 兵器 と し て の 機能 を 追加 し た も の で 、 ブ レー 
ド 部 を 用 いて 打 突 ・ 挟 撃 が 行え る 構造 で あっ た 。 一 方 、 
マス ラオ に も 装備 され た 強化 サー ベル は 、 2 本 の 剣 を 連結 
し て 使用 で きる 機能 が 追加 され た ほか 、 ク ラビ カル アン テ 
ナ か ら の ビー ムチ ャ クラ ム も 、 マ スラ オ 同 様 に 射出 可能 と 
な っ て いる 。 これ ら 武 装 の 増強 に より 、 格 闘 戦 の みな ら ず 
中 距離 戦闘 へ の 対応 を も 実現 し て いる , 


トラ イ バ ニ ッ シ ャ ー を 
使用 する スサノオ 


E トラ イ バ ニ ッ シ ャ ー Ш GN ク ロー 


ウン リュ ウ 


シラ ヌイ 


ннн. мнит 
NRML. ONR 


スサノオ に は 、 マス ラオ で 完成 を 見 た 地球 連邦 軍 の 次 
期 主力 機 と し て の 構造 と 。 ブシ ドー 専用 機 と し て の 特殊 な 
カス タム が 同居 し た 機体 と な っ て いる 。 疑似 GN ド ライ ヴ を 
Ра ТИНА ー の よう な 一 流 パ 
イロ ッ ト に し か 扱う こと が で き な い も の で あり 、0S も 彼 専用 
調整 が 施さ れ て い : 
また 、 左 利き で ある 彼 は 強化 サー ベル も 左手 で 用 いた 
が 、 そ の 大 量 の 粒子 か ら 腕 部 を 守る た め 、 ガン トレ ッ ト が 装 
備 さ れ て いる 。 これ に より 、 搭 載 し た GN 粒 子 を 最大 限 に 
活用 で きる よう に な っ た 


GN フィ ー ル ド に よる 
防 名 機構 も 備え た ス 


| 特殊 機能 | トラ ン ザ ム へ の 移行 


スサノオ に は 、 疑似 GN ド ライ ヴ の 出力 を 高め る トラ ン ザ 
ム モ ー ド へ の 移行 が 可能 と な っ て いた 。 この 状態 と な れ 
ば 、 通 常 運用 時 に 比べ 機体 の 機動 性 ・ 運 動 能力 と も に 
向上 させ る こと が で き 、 対 ガン ダム 戦 を 可能 と し た の で あ 
る 。 稼働 時 間 は 短い も の の 、 スサノオ に 与え られ た 性 能 
限界 まで 使用 する こと が で きた 。 


— 
制御 パー 
ea 
GN フ ィ ー ル ド Ет 
m 発生 装置 (肩肘 ) А ب‎ 


GN 粒子 を バリ ア と し 


置 。 外 側 に 向け 

ツ か ら GN フ ィ k 

ガン トレ ッ ト 

左腕 を 保護 する 目的 で 設置 され た 防御 パー ツ 。 強化 シー ルド 合用 時 の 足 の 構造 。 BMI, тл 
жалыма FEC ot Cai), жама ATS 


ма YT MBS 
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MECHANIC FILE —m all adh 


А SPEC 
全高 — (RS: 17.3m) 
а? эк; 重量 13491 
in 3-4-4 
ғ | 


装甲 材質 


BR sommes 200mmMx250 FS 


№ COMPARISON CHART № COLOR 
20m 


екен 
パーツ で ある 


4 
テロ 組織 や 中 東 で 運用 きれ た ファ N 
三 大 勢力 の ひと つと し て 、 ン 、 AEU と : ゼロ が 
サム ゲー ム を 続け て いた 人 類 革新 連盟 は 、 以前 か ら MS 
RET 
ООН MEDE 
力 機 と し て 大 量 生産 され 、 軍事 力 の 一 端 を 担 


関連 ファ イル 


も 活躍 の 場 は 世界 各地 に 点 在 し て いた の で ある 


アン フ に 用 意 さ れ て いた 兵器 は 2 種 で 、 頭 部 下 に 備え 
た 対人 制圧 ・ 牽 制 用 の 30mm 機 銃 と 、 左腕 部 6 
で きる 中 距離 用 火器 、200mmx25 口 径 長 滑 腔 6 
る 。 MS と し て 最低 限 の 戦闘 力 を 確保 で きる 上 、 コ スト も 安 
く 抑え られ る た め 、 ア ン フ の 標準 装備 に な っ た と 推測 され 
る 。 一 方 で 、 ファ ント ン 意 さ れ た カー ボン スピ ビア の よう 
な 格闘 兵器 は オミ ッ ト さ れ た 。 両 兵器 は 、 テ ィ エ レン 
の 標準 装備 と し て も 採用 され た 


Ш М5Ј-04 ファ ント ン 


Ш コク ピッ 


く 、 身 体 を 屈曲 させ た 


Бу. ВЕ | 
で (イロ ッ ト が ほぼ 直立 姿勢 で 


あっ た 


MORE INFO! 


人 革 連 の MA 
РЖ 人 類 革新 連盟 イラ ・ イ デン 
ラ RE ШМА.-/342%-ға-(ЯА%<2) 
зуть>ксшшеш CHAE 
ЖЕШ ЖМА, 主砲 は 85mmX50 


DERRAT MALLTZOMM 
BROMAS 


МАО аль = 


— ч 


E MAJ-V34AI ジャ ー チ ョ ー 
コク ピッ ト に AM が 搭載 され た 無人 因 も 
格闘 用 アー ム 

2 種 の 格闘 用 アー ム を 両 腔 
と フロ ント に 備え る 。 RK 


ШҮ 


人 革 轄 製 の 水中 用 MA 関連 ファ イル 


人 類 革新 連 乙 が 、 海 洋 戦力 の 充実 を 
発し た 水中 用 MA。 西暦 2307 年 の 時 点 ي‎ MLRELIL7—T— 
旧式 で あり 、 人 革 連 軍 で は ほとん ど 運用 され で いな Е жынсы. женкеназ C 


ой ион: 
й 


МА. シャ ベル と ロー ラー を 備え る 


それ な り の 粘り を 見 せ / 


ша-%>>4х-мвв 12-12 
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GATX102 cscs 3 


REM РЕЯ 
8 武装 175mm グ レネ ー| 
$ デル ア - の ー ーー グ 57mm 高 エネ ル ギ - 
loner イカ 式 の カメ ラ 
ТА WERIN 1 / š 75mm 対 空自 動 パ ルカ ン 均 塔 シス テ 


ム [イー ゲル シュ テル ン ] x2 プ ビー ム 


БЕТІ 1 
GATX シ リー ズ は より 人 | ) 


肩 部 
機体 各所 と 異な 


脚 部 


BMP E 


ベー シッ ク な 人 性 能 と 機構 を 有する 第 1 期 CAT-X シ リー ズ の 1 機 


ザフト が 開発 し た 新兵 器 「MS」。 その 登場 に より | り 4 機 の 母体 用 MS と し て 造ら れ た 本 機 は . 
は 大 き な 転換 を 迎え た 。 物量 で 圧倒 する は ず だ っ た 地球 PS (フェ イズ シフ ト ) 装甲 
連合 軍 は 緒戦 で 大 敗 。 連合 軍 の 主力 で ある MA は 、 ザ フ 
ト の MS に 太刀 打ち で き な か っ た の だ 。 その キル レシ オ は . 
実に MS1 機 に 対し て MA5 機 IMS を 1 機 撃墜 する た Š を 持た な た 、 奪取 し た 4 機 の うち 
め に は 5 機 以上 の MA を 必要 と し た の で ある 。 この 結果 を 最も 被弾 に よる 損傷 が 多かっ た 機体 で も ある 。 その た め 
受け て 、 連合 軍 も 本 格 的 に MS の 開発 に 着手 し た 。 : 器 プラ ッ ト フ ォ ー ム で ある 「 ア サル トシ ュ ラ ウ 

連合 軍 で の MS 開発 は 1 年 と か か ら ず 、 連 合 製 MS の К] を 装備 させ る こと で 火力 と 防御 力 を 拡充 
名 型 と な る 5 機 の 第 1 期 GAT-X シ リー ズ が ロー ルアウ ト は 成功 し 、 よ り 高い 汎用 性 を 発揮 し 本 機 の 高い ボテ ン 
する 。 中 で も GAT-X102 デュ エル は 最も 早く 完成 し 、 残 ” シャル 明 し た 。 


X100 系 フレ ー ム を ペー ス と し た シン ブル な 機体 


用 性 に 優れ た X100 系 フレ ー ム を 機体 の ペー ス と し 

採用 。 他 の 第 1 期 GAT-X シ リー ズ と は 異な り 特殊 

テム は 組み 込ま れ て お ら ず 、 MS と し て シン プル な 構造 を 持 

2, 関節 部 を 保護 する 装甲 が 少な い 分 、 ス トラ イク より も 

3 ほど 軽量 で ある 。 この た め 運 動 性 は 高く 、「 デ ュ エ ル ] = 

ПАН! の 名 が 示す 通り 1 対 1 の 対 MS 近 接戦 闘 に 秀 で 

た 機体 で あっ た 。 た だ 、 そ の 身軽 さ は 防御 面 を 自 特 に し て 
側面 を 持ち 被弾 す る こと も 多かっ た 。 の ち に 、 

た 防御 面 は アサ ルト シュ ラウ ド で 補 わ れ て いる 

SERIE ORB, 

ЛЕТ ean 

БРО РЫ 

LAA SRN, 


その 被弾 箇所 に アー マー 
49 EBC REL 
る 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ に 


/ тшй: 
高い 軍 動 性 を 活か し Z ペダ と 思わ れる スラ ス 
as 


地面 積 が 大 きく 、 高 
HIRED. その 形 
状 は スト ライ クダ ガー へ と 受 
け 引 が れ て いる 


汎用 性 を 重視 し た 標準 的 な 武装 


C.E.71 当 時 の MS と し て 、 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 中 画 175mm グ レネ ー ド ラン チャ ー 装 備 
シッ ク な 武装 が 与え られ で いた 。 デュ エル は 機 57mm 高 エネ ルギー ビー ムラ イフ ル 
汎用 性 に 富ん だ 「G」 で あっ た が 、 KAR 
以後 、 ア サル トシ ュ ラウ ド を 装 汗 し て 師 
加 され た 武装 に より 攻撃 範 団 が 広がり 、 さ ら な る 火力 と 渦 
用 性 を 獲得 し て いる 。 な 来 は 専用 の パ ズ ー カ を 持つ 
が ヘリ オ ポ ボリス か ら 奪 取 | に 持ち 出せ ず 、 連 合 規格 プ 
ラグ を マニ ピュ レー ター に 持つ MBF.P01 ア スト レイ ゴー ル 
ド フ レー ム に よっ て 運用 され 、 本 機 で は 未 使用 で あっ た 。 
イー ゲル シュ テル ン は ミサ < 
холи OH AM 

WECARERRTS 


スト ライ ク と 同 口径 の 
ビー ムラ イフ ル で 、 安 
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BRC 


吉屋 に マウ ント し て お く 
人 ム グ レ ネー ドラ ンチ ヤー こと 可能 で る. 


ы ORC 
よっ て 対 ビー ムコ ー テ ィ 
ング が 施さ れ た 防御 
2 


ホラ イク が 持 
с-ка, 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ 共 通 の コク ピッ ト 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ の コク ビッ ト は 5 機 と も に 共通 の 画 コク ピッ ト ハッ チ 画 コク ピッ ト 内 部 
仕様 。 当 時 ザフト 製 MS の コク ピット で は 、 コ ン ソー ル と モニ ж る ЕШМШ 
ター が 左右 で 用 途 別 に 分 か れ て いる が 、「G」 は 各 計 問 類 | FE 
が ほぼ 正面 に 集中 し て いる 。 [G] は ハー ド 面 に お いて ハ 
イエ ンド で あっ た が 、 ナ チュ ラル 用 の OS に 問題 が あり 、 ザ 
フト で は コー ディ ネイ ター 用 に 最適 化し て 運用 し て いた 。 


STEEP AML, ARENA ROSIN UREN TOS. RIE 
OMSK AK ЕТСИН, ARAORS- Ceo CBT. 


= жа-+>э4х 


Гути 


RMS-089 ! 


п] se ODA 
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L 
MNO zzz 


腕 部 


人 差し 指 の 付け 根 に 


分 国軍 系 と 連邦 軍 系 の 技術 が 融合 し た AE 製 MS 


ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) に 新た な MS の 開発 を 
依頼 し た 。 これ を 受け た AE が 、 多数 の 新 技術 を 投入 し 


て 完成 させ 
で ある 。 装甲 ・ 構 造 材 に 新 素材 で ある ガン ダリ ウム y (Я 


ンマ ) を 用 いて いる の が 特 面 弾 性 の 向上 

れ た 一 方 で 、 機 体 の 大 幅 な 軽量 化 も 実現 し 

機体 は 連邦 軍 系 MS の フレ ー ム を ペー ス と し て いる が 、 
開発 チー オン 公国 軍 系 の 技術 者 が 多数 招 聴 さ 
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れ た 推進 器 と 一 体 化し た 

背部 の 大 型 バ イン ダー、 そし て 最初 期 型 ムー パブ ル ・ フ 

レー ム を 軸 と する 画 期 的 な AMBAC (アン バ 

制御 ) シス テム の 確立 

MS」 と 呼ば れる 新規 格 MS の 先駆 け と な 
機体 は 当初 、「V ガ ンダ ム ] の コー ド ネ ー ム で 開発 が 

3 ィ ア ス と 改 

ター ンズ ) と の 対 : 


18.7m (頭頂 高 18.0m) 


ОСО Юй パル ガン: ファランクス ビー ム ・ サ ー 
ベル ビー ム ・ ビ ピストル 。 ク レイ ・ 
ーー カメ ビー ム ・ ラ イフ ル トリ モチ 


その 構造 は 異な 


関連 ファ イル 


機体 構造 


公国 軍 系 技術 と 連邦 軍 系 技術 が 融合 し た リッ ク ・ デ ィ ア ス 
に は 、 既存 の MS に は な い 新 技術 ・ 新 機構 が 至る と ころ に 採 
り 入 れ ら れ た 。 背部 に 設置 され た 推進 シス テム 兼 AMBAC 
肢 の パイ ンダ ー は 、 MS の 優れ た 機動 性 姿勢 制御 能力 を 実 
現す る シス テム と し て 高い 評価 を 得 た ほか 、 マニ ピュ レー ター 
設置 され た トリ モチ ラン チャ ー は 、 グ リプ ス 戦役 期 の MS の 
標準 装備 と も な っ て いる 。 こう し た 点 か ら も 、 本 機 は 「 第 二 世 
FEMS] と いう カテ ゴリ ー を 生み 出す に 相応 し い 性 能 を 持っ て 


А2 522122770 
% 


画 期 的 な 技術 が 導入 され た 機体 構造 


m 背面 構造 
背部 に ある ライ ドレ ー 
ザー ラッ ク の 両 サ イド — — 
に パイン ダー の 取付 /Ф 
EROS St. fa 


メー カ も 接続 で きる 。 | 
х-лыйн саб. | 


жа 


トリ モチ ラン チャ ー は 、 ウオ 
ルム (ВАЗЕ) ОН. (RB 
バル ー ン の 射出 に も 使わ 


実用 性 と 安定 性 を 重視 し た 標準 兵 装 


本 機 の 武装 群 は 、 中 距離 戦闘 を 重視 し た スタ ンダ ー ド な も 
の と な っ て いる 。 主 武 装 と な っ て いる の は 実弾 式 の クレ イ パ バ 
ズー カ で 、 長 砲身 を 活か し た 高い 命中 精度 が 特徴 で あ 
当時 は ビー ム 系 の 射撃 兵器 が 一 般 的 と な っ て いた が 、 メ ン テ 
ナン ス が 容易 な た め に 採用 され た と 見 られ る 。 ほか に も 、 取 り 
回 し に 優れ る ビー ム ・ ピ スト ル 、 格 闘 兵 器 の ビー ム ・ サ ー ベ 
ル 、 可 動 式 連装 機関 砲 パル カン ・ フ ァ ラ ンク ス な ど を 装備 。 
頭 部 に 装備 され た バル カン ・ フ ァ ラ ンク ス を 除き 、 すべ て の 武 
器 は ライ ドレ ー ザ ー ラ ッ ク . パ イン ダー に 控 続 格納 で きた ほ 
か 、 ビ ー ム ・ ピ スト ル は 、 背部 に 設置 し た まま で の 運用 も 可能 
と な っ て いた 。 この よう に 、 本 棋 の 機構 を 巧み に 活か す 武 装 
群 に より 、 戦闘 の 幅 が 広がっ た の で ある 。 


ж + KEP: 


の 性 


性 に お 
ライ フル と 互角 以上 


画 クレ イ ・ バ ズー カ 画 ビー ム ・ ビ スト ル 


THREATENS. 
айй. KOERREN 


画 バル カン > 
ファ ラン クス 

E желин 
ARBOR. 使用 時 に は 頭 
頂部 の 装甲 が 展開 し 、 銃 身 
が 出現 する 構造 と な っ て い 
た 。 連射 性 能 に 優れ る が 、 AE 
шв, 


画 ビーム ・ サ ー ベ ル 


ライ ドレ ー ザ ー ラ ッ ク の 下部 に 設置 され て いる 
格 開 兵器 。 出力 0.4MW で 、MSA-003 
が 局 タイ プ の も の を 使用 し て いる 


頭 部 胸部 上 に レイ アウ ト さ れ た コク ピッ ト 


リッ ク ・ デ ィ ア ス の コク ビッ ト は 、 腹部 に 大 型 の ジェ ネ レー 
ター が 内 蔵 され た 影響 か ら 、 頭 部 一 胸部 上 に か け て 設置 さ 
れ て いる 。 その 影響 で 、 コ クビ ピット ・ ハ ッ チ も 頭 部 の 左側 に 
設け られ て いた 。 内 部 機構 は ネモ や RGM-79R ジム I と 共 
通 の も の で 、 全 天 周 団 モ ニタ ー や リニア ・ シ ー ト 、 戦 闘 用 の 
CRT デ ィ ス プレ イ を 装備 。 また 、 パイ ロッ ト の 生存 性 を 高め る 
・ ポ ッ ド と 呼ば れる 脱出 装置 が 設置 さ 
命 傷 を 受け た 場合 、 こ の 装置 が 作動 
部 に 放出 され る 仕組 み と な っ て いた 。 


L. コク ピッ ト が "1 


リッ ク ・ デ ィ アス の コク ビット 内 部 


下 か ら 胸 部 上 に レイ アウ 
ト き れ で いる 


コタ ビッ ト の 全休 較 と 電 還 用 の CRT デ ィ ズ 
プレ イ 。 全 天 周囲 モニ ター の 映像 は 、 モ ノ 
ИЛЬЭ LRT 
5 いた 。 CRT デ ィ ス プレ イ に 
は МОНЕТАХ. 


クビ ッ ト 本 休 を 覆う 。 パイロット が 脱 
出 装置 き 作動 させ る と 、 自動 的 に 
豆 部 か 5 ポッ ド が 射出 され る 


ma. r212 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


MECHANIC F س‎ [l] nell sb 


(Р m 5РЕС 
MSA-003 ネモ ше» — 2% i95mü(mRü 185m) | 
і в | =E. АН 1.6206 


頭 部 
ジム 系 MS の 後 終 ・ 発 展 機 で 
あり 、 ゴー グル 型 の カメ ラ ・ ア 
め 、 その フォ ルム は 引 
いる 。 また 、 側面 
BRERA 


25279»: 340418 
ы COMPARISON CHART № COLOR 


胸部 
RMS-099 リッ ク ・ デ ィ ア 


局部 に は パー ニア が 
тнаһсов, ÆRE 


設置 され て いる 。 £ 
ペル 用 の マウ 
代用 も 含め て 2 本 と も 


脚 部 
肢 部 理 に 大 型 の バー ニア 、 


勢 制御 能力 と 機動 性 を 
支え て いる 


産 性 と 性 能面 の 両立 を 目指 し た ジム 系 MS 


反 地球 連邦 組織 (AE.U.G アナ ハイ 体 の 開発 に 着手 。 MSA-003 ネモ を 完成 させ た . 
ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (АЕ) の 協力 を 得 な が ら 、MS 戦 本 機 は 、 ジ 
力 の 充実 に 注力 し て いた 。 当初 は 、RMS-099 リッ ク ・ 
ディ アス を 主力 機 と し て 運用 する 


関連 ファ イル 


当時 の 地球 連邦 軍 が 主 
RGM-79R ジム は 、 先行 量 ) 
め ず 、 エ ウゥ ー ゴ の 要求 する 性 能 を 満た せな か っ た の で あ 
Bo こう し た 状況 を 踏ま え ゴ は 、 > се 
能 を 実現 し つつ 、 リッ ク ・ デ ィ ア ス よ り も 生 』 


z 
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FLE 01 SHEET 0 


機体 構造 第 二 世 代 MS と し て の 新規 構造 


ネモ は 、 ジ ム 系 MS の 基本 構造 を 踏 模 し な が ら 、 ジ オン 
公園 軍 系 の 技術 や 、AE の 新 技術 を 多数 探り 入れ て 完成 
し た 機体 で ある 。 特に 、 ム ー バ ブル ・ フ レー ム を 採用 
こと で 、 外 骨格 構造 の 機体 に 比べ て 運動 性 能 が 大 ! 
向上 し た 。 そう し た 性 能 の 強化 と 並行 し て 、 ネ モ は 優れ た 
生産 性 を 確保 する こと に 成功 。「 第 二 世代 MS」 に カテ ゴ 
ライ ズ さ れる 機体 と し て は 初め て 、 大 量 生産 が 可能 と な っ 
た の で ある 。 また 、 戦 闘 プロ グラ ム の 変更 の み で 宇宙 
地上 の 双方 で その 性 能 を 発揮 で きる 高い 汎用 性 も あり 、 
エッ ー ゴ と カラ バ の 主力 機 と し て 運用 され た 。 


т-та 
> 時 


—— Kua 


Te 


た 。 ЖОКЕ ЕНЕ 
た 機体 が カラ バ へ と 良信 


され て いる 


その 軍用 を 支え る 足 喜 は フラ ッ ト な 


ド や ムー バブ ル ・ フ 
レー ム な ど が 露出 し て 
上 の パー ツ は 


他 機 種 か ら 流用 され た 武装 群 


「 第 二 世代 MS」 に カテ ゴ ラ イ ズ さ れ 、 当 時 と し て 
能 機 で あっ た ネモ だ が 、 生 産 性 を 重視 し た 結果 、 武 装 に 
関し て は 他 機種 が 
主 武装 の ビー ム ・ ラ イフ ル は ジム TL か ら 、 ビー ム ・ 
は リッ ク ・ デ ィ ア ス の 改良 タイ プ を 装備 し て い : 
の み 新 規 に 開発 され 、RX-178 ガン ダム Mk:TT の シー ルド 
に も 採用 され た 伸縮 機構 が 組み 込ま れ て いる 。 構造 に 比 
べ て 武装 群 は 旧来 の も の を 採用 し て いる が 、 一 方 で 安定 
性 ・ 汎 用 性 は 高く 、 ネモ の 主力 機 と し て の 信頼 を 高め る 結 
果 に 繋が っ た 。 


Е 


ビー ム ・ サ ー ベ ル の 出力 
КЕЛЕД 


ネモ の コク ビッ ト は 、 設置 され て いる 場所 こそ 異な る も の 
の 、 リ ッ ク ・ デ ィ アス と 同様 の シス テム が 採用 され た (АЕ 
製 MS の 共通 規格 で あっ た と も 推測 され る ) 。 リニア ・ シ ー ト 
と 全 天 周囲 モニ ター を 導入 し て いる ほか 、 緊急 時 に は コク 
ビッ ト 本 体 が 脱出 ポッ ド (イジ ェクション ・ ポ ボッ ド ) と な る 機構 
が 採用 され て お り 、 一 年 戦争 期 の M СОЗ 
性 や 居住 性 、 パ イロ ッ ト の 生存 性 な ど が 向上 し て いる 。 E 
力 機 と し て 一 般 兵 に よる 運用 が 想定 され た ネモ だ け に 、 操 
縦 の 容易 さ は 必須 事項 で あっ た が 、 本 機 の コク ピット 
ステ ム は その 期待 に 応え る だ け の クオ リティ を 誇っ た の で 
ある 。 


リッ ク ・ デ ィ アス の コク ビッ 


部 上 部 と い 

な 部 位 に 設置 

атын, ECE, 

存 の MS と 同様 肌 休 中 
内 に レイ アウ ト され た 


ハッ チ は 従来 の MS に 
3431 19442 
ト は 下 か ら 潜 り 込む よう に 搭乗 する 。 


ジム I と 共通 規格 の ビー ム ・ ラ イ 


| し を 重視 し 


ARE -OMWRBC, у Лк EER 
スラ イド する 方 式 。 主 に 左 院 部 の ハー ド ポ イン 
ト に 設置 され る 。 


MORE INFO! 
ネモ の 派生 機 


汎用 機 と し て エゥーゴ を 支え た ネ 
複数 の 発展 機 ・ 派 生 機 
が 存在 し た と 言わ れ て いる 。 火力 
や 機動 性 を 強化 し た MSA-003N 
ネモ 改 や 、 ビー ム ・ キ ャ ノン を 装備 
する 火力 支援 タイ プ MSA-004K 
ネモ 中 な ど が グリ プス 戦役 期 に 開 
発 ・ 完 成 し た が 、 その 生産 数 は ご 
く 少数 だ っ た と 推測 され る 。 


Ш М5А-004К REI 

: AMERA 
TORR 
M, カラ ー リ ング も オレ ンジ 系 続 に 変 
更 され で いる 。 全高 は 21.4m、 本 体 
重量 は 45.4 に 。 
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№ SPEC 
F 全高 19.2m (頭頂 高 18.0m) 
МН アイ ザッ ク Жи 15 (Sem 735) 
| 3323 64,000 — _ 
кй Eg 


M COMPARISON CHART M COLOR 
= Е ф 


т 


ミノ フス キー 燈 子 時 代 に あっ て も 有用 な 偵 祭 


AR алын ты. т キー 粒子 は 濃度 が 低い と 充分 な 
ン 機 が RMS-119 ア うえ 、 急 
„ЕАМ, 
と ム と 同系 の レ ド ー ム (ロト ・ ド ー 


関連 ファ イル 


増設 が 行わ れ 、 優 れ た 索敵 / 電 至 ザッ ク は こう し た レー 
た 。 型式 番号 数 字 部 分 の 上 2 桁 か ら 理 解 で きる よう に . 主力 MS 以上 
SU, BRO SMR 
レー ダー を 電子 的 な 手段 で 提 乱 し 、 


НЕРВ 


アイ ザッ ク は 戦闘 能力 を 最小 限 と し 、 情 報 収集 活動 や 
電子 戦 に 特 化し た 機器 を 搭載 し て いる 。 ハイ ザッ ク か ら の 
具体 的 な 変更 点 と し て 、 レ ドー ム を 搭載 し た 頭 部 へ の 換装 、 
バック バッ ク へ の セン サー アン テ ナ 類 の 増設 、 ス バイ ク を 
廃止 し た 両 肩 装甲 の 採用 、 肢 部 スラ スタ ー の 箕 焼 室 と ジン 
バル の 強化 、 股 間 部 エネ ルギー コネ クタ ー の 廃止 と ブレ ー 
(ブラ ンド セン サー アン テ ナ ) の 設置 な ど が 挙 
けら れ た ブレ ー ド 型 ヤ ン サ ー 
は 、 宇宙 で は 頭 部 ブレ ー ド 型 アン テ ナ を 捕 助 す る ほか 、 複 
数 の 周波 数 帯 を 祖 完 す る リン ケー ジ シ ステ ム を 構築 。 BH 
下 で は 対地 セン サー と し て 機能 する と 言わ れる 。 レ ド ー ム の 
搭載 に 伴い モデ ル チ ェ ンジ され た 頭 部 に は 、 長 大 な ブレ ー ド 
型 ア ン テ ナ 、 頭頂 部 の オプ ティ カル セン サー、 PEER? 
ラス の 有効 距離 を 持つ アク ティ プ ブレー ザー セン サー ユニ ッ ト 
( 額 部 左側 に 配 され た レン ズ 状 の 機器 ) も 設け られ 

強化 機器 と し て 、 案 貢 能 力 を 強化 し た 新型 豆 部 ユニ ッ ト 、 
「 山 越え カメ ラ 」 と 呼ば れる 有線 探査 ユニ ッ ト を 搭載 する カ 
メラ アー ム 、 人 工 知能 型 コ ンピュータ 搭載 の 自筆 探査 稚 ド 
ロイ ド ・ シ ー カ ー が 計画 され れる 


き | ойна. at 


ン の 一 般 的 な コク ピッ ト に 的 


m 各部 装備 


頭 部 レ ド ー ム 
プ ・ レ ー ダ ー・ シ ステ 
кениш. 情報 を 続 
括 す る 戦術 デー タ シ ス テ 

を 搭載 する 。 下面 に は 後方 
対地 監 捉 用 の モノ アイ を 
設置 。 全 周 囲 案 敵 時 に は 
Фальк дю 


y、 物 理 電子 
で いる 。 


プロ ベラ ント ・ タ ンク 
ハイ ザッ ク で は サブ モン サ 
薬 放熱 板 が 搭載 され た 位置 
に 、 大 容量 の プロ ベラ ント ・ 


通信 用 アン テ ナ 
後方 シー カー 

円 珍 の も の が 通信 用 (ディ スク ) 7 
、 方 形 の も の が 後方 シー カー 
285, 通信 用 アン テ ナ は 指向 性 


タン ク を 標準 装備 する 。 № 
RIAD RA BLUR ЧАС, AR ORE RH 
шив. KERE 報 の 送信 に 用 いら れる 。 後方 シー 


応 する た め の 装備 で ある 。 カー は 名 前 の 通り 、 後 方 監視 を 行 


олњои. 


地球 連邦 軍 と ティ ター ンズ に 配備 され た アイ ザッ ク は 、 
長 忠 離 偵察 任務 や 基地 周辺 の 早期 警戒 、 デ ー タ 収集 
送信 能力 を 活か し た 戦闘 支援 な ど に 投入 され た 。 
地球 連邦 軍 と ティ ター ンズ で の 具体 的 運用 例 は あま り 知 
られ て お ら ず 、 キ ネオ ・ ジ オン や ゲリラ 組織 に お ける 運用 が 
知ら れる 。 グリ プス 戦役 後 、 ティ ター ンズ 残党 な ど を 通じ て 
流出 し た アイ ザッ ク は 、 ネオ ・ ジ オン や アフ リカ ・ ゲ リラ [ 青 
DMM) DECK. 特に ネオ ・ 多数 の アイ 
ザッ ク を 入手 し 、 エン ドラ 級 軽 巡 洋 艦 エ ンド ラ I に 配備 し た 
ほか 、 ネオ ・ ジ オン 残党 「 袖 付き 』 も 使用 し て いた 。 

な お 、 ネオ ・ ジ オン (「 袖 付き | も 含 お ) は グレ ー、 「 青 の 
部 隊 」 は 青い 機体 を 運用 し た 。 ティ ター ンス 配備 機 は 、 ハ 
イザ ッ ク と 同じ 緑 系 で 塗装 され て いた よう で ある 。 


| MORE INFO! 
80 年 以上 に 理 る 偵察 用 MS の 系 護 


アイ ザッ ク に 代表 され る 偵察 用 MS の 王 史 は 古く 、 ジ オン 
公国 軍 の MS-06E ザク 強行 偵察 型 は 一 年 戦争 開戦 以前 
に 開発 され て いた 。 MS を 偵察 機 と する メリ ッ ト と し て 、 機 動 
性 と 装甲 防御 力 に 優れ る た め 高 度 な 生存 性 が 期待 で きる こ 
と 、 主 MS と の 共同 運用 が 容易 な こと 、 地 上 に 長 時 間 待 
機 し て の 情報 収集 が 可能 な こと 、 レ ー ダ ー 類 の 膨大 な 消費 
電力 を 核 反応 炉 で 賭 える こと な ど が 挙げ られ る 。 電子 機器 の 
コス ト が 高い た めか 絶対 数 は 少な いも の の 、 一 年 戦争 後 も 
偵察 用 MS は 配備 され 、U.C.0100 年 1 


イブ な ど が 存在 し た と 言わ れる 。 


OBA RD 
Pie ea 


用 MS 開発 計画 を 進 
Dto ティ ター ンズ は 
Уилт 
用 し て いた 。 


アフ リカ ・ ゲ リラ 勢力 で は 、 ト 
РКО [WO RB 7 
イザ ッ ク を 保有 。 MS 自体 が 


エンド ラ T で は 視 数 の アイ ザッ ク 


資源 衛星 パラ オ の 警 
人 用 に 配備 され た 「 袖 
HAJE. їшї: 
H の 意匠 が 施さ れ 、 

サイ ト と し て 使用 し 

が 、 BEDE A EC 

ガン ダム ・ チ ー ム と の 次 

физ. 


MS-06E 

ザク 強行 偵察 型 
ZEROES, HPH 
メラ が 徹底 的 に 強化 され て い 
る 。 機動 性 も 高く 、 パ イロ メト 


PMX-002 

ボリ ノー ク ・ サ マー ン 
DUT REIT TIA 
シロ ッ コ 大 尉 が 設計 し た 、 偵 
BMS, パフ ラス: アテ ネ ヤ ジ ・ 
0 と の 共同 運用 を 想定 し で い 
た 。 偵察 用 MS に は 珍し い 完 
8882). HREN 
も 充実 し て いた 


| 


КЕЧ 


MS-06E-3 
ザク ・ フ リッ パー 

ザク 強行 偵察 型 の 発展 機 。 
ЧЕН 
た 前 身 機 と は 異な り 、 レー ザー 


Азем. 

Я セン サー 系 の 動 
作 を 組 害 する た め 、 ピ ー ム ・ 
シー ルド は 装備 し て いな い 。 


装備 。「 フ リッ パー] は ブー ム 
セン サー か ら 付け られ た 飼 称 


masaa 
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MS 母艦 と し て の 効率 化 を 


グリ プス 戦役 に 投入 され た 宇 密 艦 和 能 は MS 母艦 と し て 
の 機能 を 要求 され 、 効 率 的 な MS 運用 を 可能 に する 各種 
装備 が 新設 され た 。 中 で も 目 を 引く < の が カタ バル ト ・ デ ッ キ で 
ある 。 発進 時 の 加速 レー ン と な る デッキ を 装備 する こと で 、 
皿 急 発進 に 備え た の だ 。 た だ し 充分 な 加速 を 得る に は 相 
応 の 長き の カタ バル ト ・ デ ッ キ が 不可 欠 で 、 ERKENE 
を 余儀 な くさ れ た 。 逆 に 構造 的 に 余裕 の ある 艦艇 は 複数 
の カタ バル ト ・ デ ッ キ を 搭載 し 、 使い 分 け を 行っ て いる 


いる 。 сїй 
ROSENDE 


る 装備 の 追加 
B ラー ディ ッシュ ノ 下 面 構造 


は 能 音 スペ ー ス の 大 半 を カタ リル 


BEONE UU: Fy FER 
LTE 用 に 使わ れる 一 
われ る こと が 多 


画 サラ ミス 改 下 面 構造 
改 に は 長大 な タバ ルト ・ デ ッ キ を 新設 す 
ФУ +<. ET ETS 
pssi 
5 


А-Т 
УМ ЯНЕЛОЮЭ 
Я 


長 足 の 技術 革新 に よっ て 火力 の 充実 を 実現 


一 年 戦争 時 の 艦 砲 (メガ 粒子 砲 ) は 信頼 性 が 低く 、 戦 
同艦 は 実弾 を 主砲 と し て 火力 低下 を 補っ た 。 と ころ が グ 
リプ ス 戦 役 期 に は 技術 向上 に よっ て 高 性 能 メガ 粒子 砲 
が 登場 し 、 戦 闘 艦 の 主砲 と し て 利用 され た 。 中 で も アイ 
Uya BRERA T 8 EW BB СЕ ФР, K 
力 集中 に よる 攻撃 力 増 強 を 図っ て いる 。 一 方 、 サ ラミ ス 
改 は 艦 体 サイ ズ の 関係 上 、 大 型 艦 砲 は 設置 で き な か っ た 
が 、 単 半 砲 機銃 に よる 対空 防御 カ の 向上 に 成功 し た 


DEP TERRT 
る ほど で ある 


ЛБ: 


a 


画 ラー ディ ッシュ 武装 レ 
ішк 


に 2 連装 和子 
саж ар 


WOME БЕСМИН ГС АВЕ 
力 以 外 の 力も 同時 に 強化 する 必要 が あり 、 一 見 、 無 関係 
な 能力 が 戦闘 能力 の 増強 を 支 . 
シュ や ヤ サ ラ ミス 改 に も 言え る こと で ある 。 中 で も ッ 
シュ は 艦隊 族 艦 と し て の 運用 を 期待 され て いる た め 、 指揮 ・ 
通信 機能 が 充実 し て いる 。 一 方 、 サ ラミ ス 改 級 は 能 | 
崎 伴 し その 支援 行動 を 取る こと が 多い た め 、 物 次 運搬 能 
力 や MS 整備 能力 と いっ た 支援 能力 が 付与 され て いる , 
ラー ディ ッシュ の 艇 橋 は 内 
部 ス ACRE 
り 、 族長 用 シー ト を 中 心 に 
複数 の 業務 員 の シー ト が 
RENTS, CORR 


Т. ужа 
ジ 内 部 を 左 艇 方 向 か 
ЕСЕ 


修 や 整備 を 受け る 
CHOOSE 
で 向かう エレ ベー ター 


т 
Баната 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


ВАТ К] 31 カラ ミ テ ィ ガ ンダ ム СЛ 
CALAMITY GUNDAM | OMNI | 


(880) ІШЕГІ) 


125: зла BREA, 別名 シュ 
ク を 装備 。 パッ ク バ ッ ク は 他 の 第 2 期 GAT-X シ リー 
ト 型 だ が 、 スラ スタ ー ノ ズル を 大 搭載 する 


関連 ファ イル 


実際 СЕ эж 
投入 され 7788 


п:01 er OBA 


機体 構造 新造 100 系 フレ ー ム と TP 装甲 に よる 性 能 向上 


スト ライ ク ガン ダム な ど と 同様 の X100 系 フレ ー ム を 採用 | m ボディ 
し た 機体 だ が 、 本 機 は その 汎用 性 を さら に 強化 し た 新造 AS pensar zaut 
レー ム と な っ て いる 。 装甲 は 従来 の PS 装甲 を 進化 させ た =. ты 


TP 装甲 を 採用 。 ТРЕЕ, RMR RCL CME 
る PS 装甲 の 問題 点 を 解消 し た 新装 甲 で ある 。 PS 装甲 は 
膨大 な 電力 消 費 に よる 使用 時 間 の 短 さ が 最大 の 欠 
、 TP 装甲 で は 着 絢 時 の み に 自 動 的 に j 
る こと で 電力 消費 を 抑え 、 稼 働 時 間 を 増やし た 。 ЛИ 
外 の 運用 が 可能 で 、 大 気 圏 内 で は ホバー 移動 を 主 と す る 。 


MEANTIME ST, 
ЕЗІ БЕСШ. NFM 
に は 、 搭 乗用 の ロー プ が ある 。 


2 ж 
ий 

шин A if 

「 シ ュ ラ ー ク 」 の 長 A 

さ が よ くわ か る 側 


さり 


気 国外 で も 運用 可能 。 % 


Rarer memo. 5. МИ» = 
Tom оя BEERS AN g ГЕ: 
е は 、 aaas- ANA [シュラ ー ク | 部 の 下方 に は 、 失 人 
ини. S 


PRBIADAZ—EAE WAS, ӨЗІ ЕГІЛЕ ТУС 
DERGE FIRS. セン サー な ども 持 載 され 


525% ӛр. 


圧倒 的 な 火力 を 誇る 長 距離 射撃 武器 


TP 装甲 の 採用 に よっ て 防御 機能 に お ける 電力 消費 が 
軽減 され た 分 、 攻 撃 機能 へ の エネ ルギー 配分 が 増加 。 % 
の 結果 、 圧 倒 的 な 火力 と 多彩 な 装備 が 実現 し て いる 。 その 
装備 は 達 距離 か ら の 砲撃 戦 に 特 化 。 エネ ルキ ー 砲 と 実弾 
を 束ね 備え る 。 BCED- MSDN 
ほか 、 艦 隊 へ の 攻撃 な ど 様々 な 状況 に 対応 可能 で あっ た 。 


337422154 


E] 125mm2 連 装 高 エ ネル ギー 

長 射程 ビー ム 砲 「 シ ュ ラ ー ク ] 
後 よ り 伸び て いる 大 型 の 長 氏 衣 2 軍 装 息 。 エネ ルギー 答 の 和 
аяс. тас нао ШТ 
DEO, REANA PEMO 別名 、 シュ ラー ク 。 


жшс. 
й#дйактотов. 


115mm PAS 
[] 580mm 複 列 位相 asin H 
回 エネ ルギー 砲 2 連装 衝角 砲 / 
「 ス キュ ラ 」 


ғ W 胸部 に 団 定 兵 装 と し て 搭載 され て 
337mm プ ラズ マサ ポッ ト ・ パ ズー カ ; Вы 
「 ト ー デ ス ブ ロ ッ ク ]」 >) {| スガ ンダ ム の 用 部 に も 搭載 され て お 


プラ ズ マ に より 高速 で 300m ク ラ 


ROMER RMR. BIE. Я 
トー デス ブロ ッ ク Ж 

MORE INFO! 

カラ ミ テ ィ ガ ンダ ム の 

バリ エー ショ ン 機 

カラ ミ テ ィ ガ ンダ ム は 、 拡 張 性 を 向上 させ た 新規 

X100 系 フレ ー ム を 活か し て 、 パ リエ ーション 機 の 

開発 も 行わ れ た 。 近接 戦闘 に 特 化 し た ソー ドカ ラ 

ミ テ ィ は 、 シ ュ ラ ー ク を 外し て 、 接 近 戦 用 武器 を 搭 GAT-X133-01 

載 。 また 、 0S は ナチ ュ ラル 用 に 変更 され て いる 。 GAT-X133 ソー ドカ ラミ ティ 
初 号機 
ЕСЕТ 31522 


АЕ 
И.Т 7) 


ペル トゲ ペー ル " は 、3 機 
ORME, 


rë 
аянаа, 


йй. 9294 
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(ЯН) ne 01 мет 18А 


— (IRS 18.93) 


RR 6 連装 多目的 ラン チ 
ザフト 軍 
マル コ : モラ シム № 


関連 ファ イル 


お いて 、 ザ フト は 地球 上 で の 戦 
球 上 で は 大 気 


ン 、 単 機 で の 大 気 圏内 飛行 を 可能 , 
. 装 も 空中 で の 運用 に 長け た 射撃 武器 を 装 


作戦 「 オ ペレ ー: 
優れ た 機動 
基地 (JOSH-A 入 も 果たし て い 


п:01 ser 18А 


軽量 化 と グラ イタ ー 型 飛行 形態 へ の 変形 


空戦 用 MS で ある ディ ン は 、 大気 園内 の 単独 飛行 を 可 
能 と する た め 、 徹 底 し た 軽量 化 が 図ら うれ て いる 。 それ は 他 
の MS と 比べ て 全体 的 に スリ ム 化 し て いる フォ ルム は も ち 
ろ ん 、 ペ ー ス 機 と な っ : ー が か ら 40t 以 上 も 本 体重 量 が 
軽減 きれ て いる 事実 か ら も 明らか で あろ う 。 そし て 、 背部 の 
大 型 ウイ ング を 備え た パッ ク パ ッ ク に より 、 MS 形態 で の 単 
独 飛 行 も で きる ほか 、 さ ら な る 高速 飛行 を 行う た め に グラ イ 
ダー 型 飛行 形態 へ の 変形 も 可能 で ある 。 
ディ ン の ダラ イダ ー 弄 飛行 
я, yO 
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地上 に お ける 制空権 を 担 ラ ディ ン に は 、3 種 の 射撃 兵 半 
が 付与 され て いる 。 多目的 ラン チャ ー の よう な 多様 性 の ある 
兵器 兵 装 と し 、 腰 部 左右 に は 取り 回 し の 良い 携行 


兵 装 を マウ ント 。 それ ぞ れ 実弾 兵器 と な っ て お り 、 空 中 旨 の 
ほか 、 対地 攻撃 を 目的 と し た 。 また 、 対 MS 戦 の ほか 、 拠点 
攻撃 も 得意 と し て お り 、 ерте КЕНЕН. 
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シグ ー と の 共通 凌 備 で も ある 。 


回 6 連装 多目的 ラン チャ ー 
対地 攻撃 に も 適し た ミサ イル ポッ ド 。 мн” 
左右 に 備え て お り 、 1 基 に つき 6 つの 弾頭 を 
それ それ 搭載 し て いる 。 
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ディ ン の バリ エー ショ ン 機 

ザフト 軍 は CE.71 の 開戦 か 53 ヵ月 後 、 地 上 に 
ВИЗЕУ. + 
の 有効 性 が 証明 され た 結果 、 デ ィ ン の 性 能 強 化 を 
主眼 と し 、 特 殊 装備 を 施し た 派 生 機 の 開発 に も 着 
手 し て いる 。 レー ダー 機能 を 強化 し た ディ ン 特 球 電 
子 埋 仕 様 、 ス テル ス 能 力 を 付与 し た ディ ン レイ ヴ ン 
な ど が それ に あたる 。 また 、 ユ ニウス 条約 終結 後 の 
C.E73 に は 、 派 生 機 で ある AWACS デ ィ ン が 量産 
化 され て で おり 、 偵察 機 と し て 運用 され て いる 。 
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番号 が 与え られ た 3 号機 だ と され て いる (1、2 号 機 は A 型 )。 
この 試作 3 号機 と 同等 の 仕様 に よっ て MS-07B が 量産 され 
て お り 、 昌 型 が グフ の スタ ンダ ー ド な モデ ル と 4 
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штен 


MORE INFO! 


グフ の バリ エー ショ ン 

グフ の 内 装 兵 装 は 、 白 兵 戦 に 特 化す る と いう 一 点 に お いて 
優れ て いた が 、 結 果 的 に 汎用 性 運用 性 の 低下 を 招く 。 そこ で 、 
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対 艦 攻撃 を 主眼 と し て 大 胆 に 変更 され た 機体 構造 
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MECHANIC FILE 


内 部 構造 


ギャ ロッ プ は その 機動 性 を 活か し 、 MS の 搭載 ・ 運 用 の 
みな ら ず 、 前 線 司 令 部 と し て 機能 させ る こと を 想定 し て い 
た 。 内 部 構造 も 、 そ うし た コン セプト に 基づい た 設計 が な 
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台 を 設置 。 これ に より 、 ギ ャ ロッ プ は スム ー ス な 部 隊 の 展 
開 と 作戦 の 送 行 を 可能 と し た の で ある 。 
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る 大 型 スク リー ン で 、 жа | J Ñ 
員 に 作戦 を 伝え る 際 な ど に 

た と 見 ら жато2уууа. ВИНЫ 
使用 され た と 見 られ る 。 m НУ 


Иген. RTT. 


BRIN ABORT 
の ブリ ッ ジ を 使い 分 ける 


航行 ブリ ッ ジ 内 部 の 様子 ( 右 )。 t 
用 性 を 高め て いる 


MS の 支援 に 特 化し た 最低 限 の 武装 群 


ギャ ロッ プ に 備え られ た 武装 は 、 格 納 庫 横 の 2 連装 機 
MANDI EDT, 機動 
: め か 、 ミサ イル な どの 固定 火器 群 も 完全 に 
яаа, ZOMBIE DE RMEREL EAS. 
だ が 、 機 銃 は 艦 の 防衛 用 、 連 装 砲 は MS 支援 用 と 役割 
が は っ きり し て いる こと で 運用 が 容易 と な っ て いた 。 また 、 
カー ゴ や 支援 車輌 を 用 いる こと で 、 戦闘 能力 を 強化 する こ 
と も 可能 で あっ た 。 


гизин) 
に 優れ 、 BRILL 
МЕРИН. к 
PERCENT 
$ WEN Lo MSHA 
aY ss 


回 ға 


жне зна Ban: 
い 。 直撃 すれ ば 、MS を 
可能 で あっ た 


カー ゴ 


ラン パ ・ ラ ル 隊 な ど 、 中 隊 ク ラス の 部 隊 運 用 を 想定 し て 
いた ギャ ロッ プ に は 、 長 期間 に 奄 る 作戦 に 対応 する た め 
の 支援 機器 が 用 意 さ れ て いた 。 ドー ム 型 の 住居 スペ ー ス 
で ある 「 カ ー ゴ ] は その ひと つ で 、 ギャ ロッ プ の 後方 部 に 連 
結 す る 方 式 で ある 。 戦闘 能力 は 持た な い が 、 マ ゼラ ・ ト ッ 
プ を 設置 し て 戦闘 兵器 と し た り 、 内 部 に 爆薬 を 搭載 し て 敵 
艦 に 突撃 さそ た り と 、 フ レキ シブ ル な 運用 が な され る 場合 も 
あっ た 。 


т 
OER bees 


ガン ダム に 阻止 され て し 
まっ た 


MS 運用 能力 と 戦闘 力 を 強化 する 支援 コン テ ナ 


Ш カー ゴ 装 着 状態 
カー ゴ を 接続 し た 状態 。 カー ゴ 
ВСЕ Е 
置 れ て いる 。 вюмевют 
Эсо, ВДВС 
は 切り 部 され る こと が 多かっ た 


N マセ ラ ・ ト ッ プ 
時 


カー コ の 上 部 に マ ゼ ラ ・ ト ッ プ と 
ジェ ッ ト ・ エ ンジ ン を 取り 付け 、 
еюнил! 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ  YMS-O7A プロ ト タ イ プ ・ グ フン YMS-08A ata 


НЕ serr 201 


VMS: 07А プロ ト タ イプ ・ ドー ビー PAG пет) POTS ae № SPEC -YMS-08A HIGH MOBILITY TEST TYPE- 
重量 S82 重量 5571 


— (RRB 18.2т) 全高 — (BRS 17.7) 
Й РАОТОТУРЕ cour Ж жауар ニー ae — 
スラ スタ ー 推 カ ーー スラ スタ ー 推 力 ーー 
ия - вия — 
ヨル ダー・ ア ー マ ー が す BR サク ・ マ シン ガン 専用 シー ルド 武装 ザク ・ マ シン カン “ヒート ・ ホ ー ク 
ヒー ト ・ ロ ッ ド と 5 連装 フィ ン AR ジオ ン 公 国軍 _ 所 属 ジオ ン 公 国軍 
№ COMPARISON CHART m COLOR 
ҮМ5-07А, PROTOTYPE GOUF 
B / 
ome, ww Wie 
cy 
YM 08 HIGH MOBILITY TEST TYPE 
es 
oe 8 
У мен MOBILITY TEST ТУРЕ) 


第 一 期 陸戦 用 MS 開発 計画 の 競合 機 


ジオ ン 公 国軍 の [第 一 期 陸戦 用 MS 開発 計画 ] CHE 


は 末尾 の A を 除い た た YMS-| 07、 YMS-08 と 

MS-06J ザク IJ 型 の 後継 機 選定 を 目 
期 陸戦 用 MS 開発 計画 は 極め て 短期 間 で 進め られ 、 プ ロ 
ト タ イ プ ・ グ フ は U.C.0079.03.13 に 占拠 し 


だ 。 短期 間 で の 開 
.0076.12 開 始 の 局 地 戦 用 MS の 開発 で 


機体 構造 i 


ШЕЕ 


蓄積 され た 技術 、 開発 基 と な っ た ザク IL の 存在 が ある , 
両 試作 MS は 陸戦 能力 と 対 MS 格 闘 戦 を 重視 し た 


қылмен ゲリラ 戦へ の 対応 
、 陸 戦 用 MS と し て の コス ト パ フォー マン ズ 
の 悪さ 、、 ジ ャ ンプ 能力 の 不足 が 問題 視 され 、 競 
は ZEONIC 社 の プロ ト タ イ プ ・ グ フ に 軍配 が 上 が 
その 後 、 高 機動 型 試験 機 の 開発 は プロ ト タ イ プ ・ グ フ 
に 統合 され 、 量産 仕様 の MS-07B グフ が 誕生 し た 。 


ZEON 


関連 ファ イル 


な ど が 開発 され 。 


プロ ト タ イプ ・ グ フ は 、 ザク LJ 型 (MS-06D ザク ・ デ ザー 
ト タ イプ と も ) を ペー ス に 開発 され た 。 コク ピッ ト 周 辺 お よ 
охвата аса Е. 大 気 園内 専用 
ラジ エー ター の 搭載 が も た らし た 冷却 機能 の 強化 、 宇 宙 
用 装備 の 撤去 に よる 軽量 化 、 高 出力 ジェ ネ レ ー タ ー の 搭 
載 で 達成 され た 出力 向上 な ど が 主 な 改良 点 で ある 。 

な お 、 装 軸 は ザク IF 型 か ら 採用 され た 複合 装甲 を 継承 
し つつ 、 設計 段階 か ら 盛り 込む こと で 、 より 高度 な 耐 弾 性 
を 誇っ た 。 一 連 の 改良 の 結果 、 パ ー ツ の 60% 以 上 が 新造 
され 、 手 持ち 兵 装 を 除い て ザク TL と の 互換 性 は 低く な っ た 
も の の 、 陸戦 用 MS と し て の 能力 は 大 きく 向上 し て いる 。 

量産 仕様 の MS-07B グフ と の 決定 的 な 違い と し て 、 通 
常 の 五 本 指 マニ ビュ レー ター の 搭載 が 挙げ られ る 。 ザク TL 
用 兵 装 の 流用 を 想定 し て の 処置 だ っ た と 言わ れる 。 


БҸ 


プロ ト タ イプ ・ グ フ の 
1 号機 と 2 号機 は YM 
S-07A で 、3 号 機 は 
量産 農 と 同 仕様 の 
YMS.07B 224% 

型 。 3 号機 は ラ 


| シー ルド 
ЧОП. Het 
к, REAM 


RMEL RERGEURME 
採用 。 各部 まで 延び た モノ アイ 


[А ラン ド セ ル 
3 機 の ノズル を 備え る 、 珍し い 仕 様 の ラ 
を 狂っ た も の と 思わ れる が 


ド セ ル 。 ジャ ンプ カ 強 化 
量産 機 で は 探 用 され な か っ た . 


構 造 


高 機動 型 試験 機 は 、 対 MS 格 同 戦 (接近 戦 ) 、 ゲ リラ 戦 
を 想定 し た MS で 、MS-06F ザク IF 型 を ペー ス に 開発 さ 
地球 侵攻 作戦 に お ける 戦術 環境 を 考慮 し た 仕様 と 
Bo 機体 構造 上 の 特徴 と し て は 、 化 装甲 の 強 
化 / 熱 配 反 応 炉 の 冷却 性 能 向上 、 短 距離 ジャ ンプ 飛行 
を 目的 と し た 新型 推進 器 の 搭載 が 挙げ られ る 。 

この うち 、 ジ ャ ンプ 用 の 推進 器 は ラン ド セ ル に 主機 を 、 脚 
ンプ 飛行 を 可能 と する は ず だ っ た 。 


5 機 が 試作 され た 段階 で 開発 は グ - : 合 され た 。 それ で 
も 、 ジ ャ ンプ 用 推進 器 の 発想 は 高い 評価 を 得 て い た よう 
で 、 高 機動 型 試験 機 の 推進 器 技術 は グフ に 採用 され た と 
言わ れる 。 


RELMOITON 
部 は 、 ジ ャ ンプ 補助 


ШЕЕ 
る サブ ・ ス ラス ター を 
搭載 し て いる 。 жа 
ВИО 
が 導入 され た 部 位 と 
考え 6 れ で いる 。 


MORE INFO! 
個人 / 部 隊 専 用 の グフ 


プロ ト タ イブ ・ グ フ を 経て 完成 し た グフ に は 、 ザ ク I 同 欄 、 
個人 部隊 用 の 専用 機 が 存在 する 。「 グ フレ ディ | の マー 
ALIDMENAYT IA DoT PAR. RRR CR 
装 さ れ た トー マス ・ ク ルツ 機 (ゲリラ 部 隊 G-27 時 代 の 乗 機 )、 
「 チ ャ イナ レデ ィ ] の マー ク が 付け られ た マル ロ ・ ガ イム 中 
RRB и ORE 
ヴィ ッシュ ・ ド ナ ヒ ュ ー 中 尉 機 が 特に 知ら れ て いる 。 


グフ ・ カ スタ ム に も 首都 時 
аха ITAD- 
AT ILSA 
PANO ЖАЛАНЫ 
ゴ ・ ポ ルド バ ヤ ル 大 慰 機 な 
ど が あぁ る (を は ラサ 基地 の ノ 
UR ISA ERER e 


画 頭 部 


セン サー 性 能 を 強化 する た めか . 


用 し て いる 。 


れ で も 充分 な 性 能 は 得 5 れ な 


回 ラン ド セ ル 
短 是 離 ジ ャ ンプ 飛行 を 規定 し た 新型 推進 器 を 搭載 。 し か し 目 
ИЕ MRO тена 


MS-07B 97 
(FINKE 
専用 機 ) 

全身 に 施さ れ た エン グレ ー 
プ と スピ アヘ ッ ド 状 の マル 
チ ・ ブ レー ド ・ ア ン テ ナ が 
特徴 。 ステ ー タ スシ ン ボ ル 
的 な 機体 で 、 実際 に 運用 
され た か は わか っ て いな い 。 


か 後頭部 まで 延び た モノ アイ 走査 レー 
И MER 


OR Mm ANNE (rZ) 
ERM, 2977 RIOM, + 


IKEA 


画 シー ルド 

プロ ト タ イプ ダフ 同様 外装 区 と きれ 
た シー ルド 。 方 形 の シル エッ ト と 折り 曲 
БВ EME, VOMS 
その 他 の 兵 装 は 、 ザ ク 


اي 
FAL ARRRPRBEDRRTRT Y‏ 
EY HORE. ен CS HRCA IR IE ROD‏ 
オデ ッ サ 方 面 軍 を 任 さ れ た 。 MOA‏ 

THROATS RICAN TS. 


оңа-тучх 1410 


ЕШ ТІЛЕ! 


ガン ダム 
KVNP-NISR a22 
a)" GUNDAM SANDROCK Й 


ク 隊 も 行動 を 共 | 


指揮 官 機 と も 


群 の 名 門 ウ ィ ナ り 、5 機 の ガン ダム (通称 「G」 
2Z の 科学 者 で ある H 博 士 ( Rb, 指揮 系 中 心 と し て 運用 され : 


НЕ 01 SHEET 07 


[ёз] EVELIEN TIL OMY, ж, ЯМ, 
WR, 荒野 、 草原 、 市 街 地 と 様々 な 環境 が ある 。 それ に 
加え 天候 の 変化 も 多彩 で 、 通常 の MS 運用 の 際 に は 、 環 
境 に お ける 性 能 の 変化 が 表れ る 。 本 機 は この よう な 環境 
の 変化 に 対し 、 性 能 を ほぼ 落と さ ず に 運用 可能 で ある 。 


天 低 の 変化 を 含め 、 地球 
上 の と ют 
境 下 で も 運用 可能 。 特に 
штен шг. ж 
な ど に よる 無視 界 状 況 に 
Боть, BERDA 
セン サー で 周囲 の 状況 を 
maces, 


画 頭 部 

ドサ 部 分 に 大 型 イ ンカ メラ 、 導 に 大 

2 対 の マル チ ・ ブ レード ・ PTT Eh 

т. 高い 情報 収集 能力 を 庄 る 。 "B'O 
の 左右 に は 、 Ка 


40ROMS TERMS E 


ГА шив m == - 
= \\ パック バッ ク を 外し た 背面 。 肩 や 足 裏 に も ち ス ラス ター を 描 載 。 LEO 
剛力 を 発 探す る が 、MS ) 礎 、 脚 都 な ど 、 各 所 に スラ スタ ー を жс も 、 ンプ で 接近 可 
部 隊 を 率い る 指 提 官 機 と 
cc 


HRL, バッ ク バ ッ ク が な く と も 高い 能 。 接地 性 能 も 高く 、 不 整地 に お い 
ЗЕЕ СО. て も 歩行 性 能 の 低下 が 少な い 。 


武 装 近接 戦闘 に 特 化し た 武装 群 


近接 戦闘 を 得意 と する サン ドロ ッ ク の 主力 武器 は 、 大 型 
の 曲 カ ヒー ル で ある 。 こ の 武器 は 二刀流 で 運用 さ 
れ 、0Z の 主力 MS で ある リー オー を 一 撃 で 両断 する ほど の 
切れ 味 を 誇る 。 また 、 シ ー ル ド に は クロ ー が 搭載 され て お り 、 
格闘 武器 と し て も 使用 可能 。 射 設 起 器 も 局部 の ミサ イル な 
ど を 搭載 する が 、 これ ら は 主 に 牽制 用 と し て 用 いら れ た 。 


回 ヒー トシ ョ ー テ ル 

ADORN Га ЕИ ҺЕ, MBL 
аға. 敵 の シー ルド を か わし て 切っ 先 で 相手 を 攻撃 す 
Ste, Я 


バル カン 


E ホー ミン グミ サイ ル 
左右 の 局部 に それ ぞ れ 1 基 ず っ つ 搭載 
きれ て いる 無線 式 追尾 ミサ イル 。 ミサ 


ヒー トシ ョ ー テ ル は 主 
持ち で 運用 する が 、 抽 | 
RELL TOMA AE. 
270253221 
に は 有効 な 戦法 と 言え る 。 


AW CRAY, ZOIDS 
OTRA SAL. 


バッ ク バ ッ ク ーー 


ヒー トシ ョ ー テ デル ーー / 


パイ ロッ ト の 脱出 時 間 を 考慮 し た 自爆 シス テム 


秘密 保持 の た め に も 自爆 装置 を 搭載 し て いる ガン ダム / р 画 コク ピット 
だ が 、 サ ンド ロッ ク の も の は 他 の 「G」 と は 明確 に 異な る 機 \ живима 
能 が 付与 され て いる 。 他 機 の 装置 は 起動 すれ ば 即 機体 ФЕ» E Ы 
PALER ЕСМ 
が 爆発 する が 、 本 機 で は 装置 起動 後に コク ピッ ト ハ ッ チ が Кт frie デザ ー 
開放 。 パイ ロッ ト を 説 出 させ た の ち 、 パイ ロッ ト の 安全 確保 ト サ ー チ ャ ー な どの セン サー 系 、 
を 図り 、 そ の 場 か ら 距 離 を 取っ て 爆発 する 。 


デー タ 解 析 な ど を 統括 する コン 
ソー ル と な っ て いる 


高い 防御 能力 、 AMD 
シー クエ ンス と 、 BASIS 
イロ ッ ト の 生存 に 配慮 が 
な され た MS と 言え る 。 サ SHRM, ny TE 
ンド ロッ ク は 宇宙 へ と 上 が 的 に 開く 。 ZOR. 880077 
る 「G」 チー ム の 盾 と な っ ヤー も 展開 し 、 パ イロ ッ ト は 地上 
て 自爆 し た Ава, 
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MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : WMS-03 マグ アナ 


ッ ク ЕЕ СІЛЕСІ 


ШІ 


5 ee 0; 
ЕЛІК 


カト ル を サポ ー ト し た マグ アナ 


「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] に 
ウィ ナー を 地球 に 降下 させ た L4 コ | у 
と 強い 繋が り を 持っ て いた 。 ВИС 
て いな い 中 東 諸 国 は 、 実力 者 で ある サダ ウル を 中 心 と し 

、 カ トル と ガン ダム サン ドロ : ; 

だ Bo その カト ル に 随 和 
の 戦闘 部 隊 ・ マ グ ア ナッ ク 隊 に 用 意 さ れ た 汎用 MS が 、 
マグ アナ ッ ク で ある 。 
グ ア ナ ッ ク は 、 中 東 ا ا‎ 


マグ アナ ッ ク шат 
У MAGANAC ЖШ 


ナル 機 


ク 隊 の オリ ジ 
は 、 汎 用 性 を 重視 し た 構造 を 採る こと で 高い 機動 性 や 
その 総合 性 能 は 、OZ の 主力 汎用 機 ・ 
тше A 
[Ü| 
装甲 を 増加 し た 機体 や クロ нені: RE “2 
ク 隊 用 に 生産 され た 40 機 すべ て に 差異 が 
る の も 特徴 で ある 。 А.С. (アフ タ 
グ ア ナ ッ ク は ガン ダム サン ドロ ッ ク を 操る カト ル の | 
地上 の み 宙 で も その 人 性能 を 発揮 。 [GJ 
い MS 戦力 と し て 活躍 し 


I SPEC 
全高 16.4m 
7. 


関連 ファ イル 


3 
アウ ダ 、 アブ ドル 他 
COLOR 


U аянмак 
1420 


ТІЛЕГІ! 


汎用 機 と し て 、 近 一 中 距離 で の 戦闘 を 想定 し て いた マグ 
アナ ッ ク は 、 ピー ムラ イフ ル 、 ヒー トト マ ホ ー ク に 加え 、 腕 部 
定 器 具 を 使っ て 装着 する シー ルド を 基本 装備 と し て い 
Bo これ 以外 に 、 実 体 弾 ラ イフ ル や 、 腕 部 に 装備 する タイ 
プ の ライ フル な ど 、 射 撃 兵器 だ け で も 複数 種 用 意 さ れ て い 
た ほか 、 大 型 クロ ー な どの 格闘 兵器 も 有する 。 基本 装備 
群 に よっ て ガン ダム サン ドロ ッ ク を 支え る だ け の 戦闘 力 を 、 
多彩 な オプ ショ ン 装備 群 に よっ て 各 機 の 役割 に 応じ た 戦 
力 増強 を 可能 と し 、 宇 宙 ./ 地 上 問わ ず あ ら ゆ る 作戦 行動 
に 対応 し た の で ある 。 

ガン ダム サン ドロ ッ ク の 放 


衛 役 と し て 、 対 0Z 戦 の サ 
ポー ト を 行っ た 。 TIF 


画 コク ピッ ト 
マタ アナ ッ ク の コク ピッ 
ト 内 部 。 BMI ST 
装備 は 異な る も の の 、 
コッ ピッ ト の 形状 や 林 
構 は 同一 で あっ た 。 レ 


рч 
は 異な っ て いる 。 


画 シー ルド 
кетет 
ほど の 大 きき を 有 す 
38058. 専用 
の ジョ イン トバ パーツ を 
用 いて 支持 する 珍 
し タ イプ で あっ た 


に スコ ー プ を 備え る 。 宇宙 で は 主 兵 装 と 
し て 用 いら か た 


画 ヒー トト マ ホ ー ク 

ЖИТЬ, | 
здобил, BRECA. = | 
(ETN TOMER TL | 


専用 の ジョ イン ト パ ー ツ は 腕 部 
に 設置 され 、 その 先端 に シー ル 
FERMTS. 


Bt DR ABST LER 
ビー ム サ ー ベ ル 付 き バ ッ ク パ ッ ク 
Dn Ag % 


мы 
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も 存在 。 また 、 ビー ム サ ー ベ ル 付 き の バ ッ ク パッ ク も 用 意 さ れ て いた 


PARP VION BS UTR AMS TIN, 
RRIT MACEN. 


カス タム 機 


の サポ ー ト 機 と し て 運用 と 連携 行動 が 想定 され て いた た 
D, 機体 に は 異な る 役割 が 与え られ て いた の で ある 。 その 
結果 、40 機 それ ぞ れ が カス タマ イズ され る と いう 、 他 に 類 を 
見 な い 特徴 を 有 し た の だ っ た 。 クラ マ に 
用 意 さ れ た 指揮 官 用 の ほか 、 格 闘 能力 強化 型 、 防 御 力 強 
化 型 、 情 報 収集 能力 強化 型 な ど 、 多 彩 な パリ エー ショ ン が 
生み 出さ れ て いる 。 


生産 数 が 要ら れ て い 
イロ ッ ト の 役割 に 応じ た カス タマ 
イズ が 可能 で あっ た と 見 られ る 。 


能 を 強化 する マイ ナー チェ 
で あっ た 。 


MORE INFO! 
WMS-04 オリ ファ ント 


役割 や バイ ロッ ト の 個性 に 応じ 改良 され た 機体 群 


ラシー ド 和 機 


アー アンテナ を 有する 
MER ets 
_\ れ て いる ほか 、 肝 や 
`L SH 
БЕРШ B 


WMS-04 オリ ファ ント は 、 マグ アナ ッ ク と 共通 パー ツ を 用 いた 兄弟 機 で 
あり 、 砲撃 に 特 化 し た タイ プ で ある 。 ビー ムキ ャ ノン と ガト リン グ 砲 を 備え 、 
マグ アナ ッ ク の 後方 支援 や 、 軍 事 基地 を 防衛 する 砲台 と し て 運用 され た 。 
胸部 を 持た な い 一 方 で 、 脚 剖 に は ホバー 走行 を 採用 し 、 主 に 秦漢 で の 
運用 を 想定 し て いた 。 


ち 、 サ イド や 後方 へ の 攻 

撃 も 可能 と な っ て いる 。 

また 、 脚 部 に ホバー 機構 

が 搭載 され て いる た め 、 
7 


ЗАВР Вато. Ф-Т 
ガン ダム サン ドロ ッ ク と ガン ダム デス サイ ズ が 訪れ た 中 東 の 秘密 基地 | ク と 共通 し て いる 。 だ が 、 汎用 性 を 重視 し た マグ アナ ッ ク と は 


TH, 0Z の 攻撃 に 対応 し た 。 


man 


WR. 砲台 と し て の 徐 割 に 特 化 し て い ) 


ama. yaz 14-14 


地球 連邦 軍 系 MS の 原点 回 帰 を 図っ た 機体 構造 


RX-93 の 機体 構造 は 、 地 球 連邦 軍 系 MS の ) 

ち 人 華 機 動 兵 器 と し て の バラ ンス を 重視 し て いる 。 特に 

ディ ユニ ッ ト は RX-78 ガン ダム の 基本 構造 を 踏 租 し て お 

その コン セプト が 色濃く 表れ て し 

に は 「Z 計 画 ] 系 列 機 の 部 材 が 採用 され 、 セン サー 類 に は パ 

イオ ・ セ ン サ ー や イン コム デパ イス と いっ た AE の スピ ン オ フ 技 

術 も 取り 入れ られ て いる 。 一 方 で 、 機体 各部 に 地球 連邦 軍 

の 規格 品 を 用 いる こと で 、 央 性 と 耐久 性 の 向上 を 図っ て 
いた (開発 実現 の た め の 配 慮 と いう 側面 も ちあ っ た )。 

AE フ ォ ン ・ ブ ラウ ン 工 場 で 組 

途中 の RX-93。 жін 

Щ RMR OR EO 

各部 を ユニ ッ ト 化し た 


設計 が 採用 され て お り 、 そ の 
MOR BONS. 


УМЫ. ёл = 
| | を 取り 外し た 状態 の 背面 で 。 右 下 
ШЕ; Жж 


TISTE 


ラン チャ ー の 射出 時 に は 、 マ ニ 
БІЗІ T 
バル ー ン を 内 
JWT ILO 
法 を 示し て いる 。 


武 装 


RX.93 の 武装 は 、 NT 専用 MS の 特性 を 活か し た オー ルレ 
ンジ 攻撃 と 、 汎 用 MS の スタ ンダ ー ド な 圭 闘 力 の 双方 を 満た 
し て いる 。 前 者 は サイ コミ ュ ・ シ ステ ム に よっ て 制御 され る フィ 
シフ ァ ン ネル で あり 、 従 来 の 無線 誘導 * 式 攻撃 端末 の 概念 を 
竹 す 機能 を 有 し た サイ コミ ュ 兵 器 で あっ た 。 後者 は 、 ビー ム ・ 
ライ フル や ビー ム ・ サ ー ベ ル と いっ た 標準 的 な 携行 武装 群 だ 
準 な 性 能 を 有 し て いる 。 また 、 サイ コ ・ フ 
こよ っ て 実現 し た 機体 追従 性 の 高 さ は 、 優 れ た 格闘 
戦 能 力 の 基盤 に も な っ て いた 


フィ ン ・ フ ァ ン ネル は それ 自体 
が AMBAC ユ ニッ ト と し て 機能 
L. 従来 の ファ ン ネ ル を 上 回 

ESTER MLA. また 
火力 も 通常 の MS 用 武義 に 才 
ら な い 水準 を 誇っ で いる 。 


オー ルレ ンジ 攻撃 と スタ ンダ ー ド な MS 戦闘 の 両立 


コク ピッ ト 


RX-93 は 「 シ ャ ア の 反乱 」 に 対処 する た ビッ チ で 建 
造 が 進め られ た た め 、 既 存 の MS か ら 取 り 入れ られ る 部 材 は 
積極 的 に 流用 され た 。 その 一 例 が コク ピッ ト で あり 、 本 機 は 
RGZ-91 リガ ズ ィ の も の を 改装 し て 用 いて いる 。 一 方 で 、 コ 

デット 周辺 に は サイ コ ・ フ レー ム が 採用 すき れ て お り 、「 敵 の 
信 し て 反応 速度 を 高め る ] と いう アム ロ 
また 、 採 綻 系 は U.C.0090 年 
じ て お り 、 コン トロ ー ル デバ イス 


代 初頭 の 標準 的 な 仕様 
に は アー ムレ イカ ー 


サイ コ ・ フ レー ム の 恩恵 


m コク ピッ ト - シー ト と / 
カプ セル | 
リニア ・ シ ー ト (E) は り ・ ガ ズ ィ 
の も の と ほぼ 同型 
スト 後部 が 大 型 化 


ARANTWS, 


ж-т. BAAS. 
DPA), 7 
иссе AS. МО 


8668800 ЕШПА+ ое. 
回 ニュ ー・ ハ イ バ ー・ バ ズー カ 


DR2COnmO KMART, янанжовяатывсар 
せ て 仕様 変更 し で いる 。 バック バ ッ ク 中 央 に マウ ント する こと が 可能 。 "N 


Та 
品 の 予備 ビー ム ・ サ ー ベ ル を 、 それ 
ВЕРА. 


回 シー ルド 回 フィ ン ・ フ ァ ン ネル 
補助 武装 と し て ピー ム ・ キ ャ ノン と ミ 3 枚 の パネ ル 状 ブロ ッ ク で 構成 され 
алат ( 備 し た 多 機 能 る 無線 誘導 式 攻撃 端末 。6 基 を 装 


シー ルド 。 通常 は 左前 用 部 に マウ ン 備 し 、 非 使用 時 に は 連結 し た 状態 
Kana, で パッ ク バッ ク に マウ ント され る 。 


画 ピー ム ・ ラ イフ ル 


ЕРЕ 
#&о+й@=Бй Он ЛЛЕШ!], WHO. 


連射 も 可能 だ っ た 。 


MORE INFO! 
ガン ダム の バリ エー ショ ン 


RX-93 は 、 量産 化 を 視野 に 入れ た 設計 を 施す こと で AE 
や 地球 連邦 軍兵 冶 局 な ど に 配慮 し 、 制 式 化 と 開発 費 の 技 
出 を 実現 し た と も 言わ れ て いる 。「 シ ャ ア の 反乱 」 の 長期 化 
に 備え で RX-93 の 量産 プラ ン が 進め られ て いた と する 説 も あ 
り 、RX-93 自 体 に も フル アー マー 構想 や フィ ン ・ フ ァ ン ネル 
の 増設 案 も 存在 し た と いう 。 た だ し 、 こ れ ら は 「 シ ャ ア の 反乱 」 
の 早期 終結 に よっ て 日 の 目 を 見 な か っ た 可能 性 が 高い 。 


RX-93-V2 
Hi-V ガ ンダ ム 
急造 だ っ た RX-93 に 充分 な 期 
間 を 与え て 完成 させ た 機体 と も 
言わ れる 。 背部 の 2 其 の ラッ ク 
に 3 基 ず つの フィ ン ・ フ ァ ン ネル 
РОН, 


ова . 3х 15-4 


機動 戦士 ガン ダム 逆襲 の シャ 


複雑 な 経緯 の 下 で 定め られ た RX.-93 の 方 両性 


АХ-93 リガ ンダ ム の 基礎 設計 を 手掛け た アム ロレ イ 
が この MS に 求め た も の は 、 限 定 さ れ た 戦局 に お いて 圧 
倒 的 な 優位 を 得 られ る NT 専用 機 と し て の 性 能 だ っ た 。 

U.C.0090 年 代 初頭 、 有 事 を 想定 し て いな か っ た 地 
s い て 、 実 働 部 隊 と し て 機能 で きた の は ロン 
て も 過言 で は な い 反 面 、 充分 な 戦力 
に お いて 、 ネオ ・ ジ オン に よる 
ОВЕН アム ロ は 、 単 機 で 局 
面 に 影響 を 与え うる 、 ネオ ・ ジ オン の NT 専用 機 と 同等 の 
サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 搭 載 MS が 必要 と 考え た の で ある 。 


2: А 4 AN 関連 ファ イル 
だ が 、 当 時 の 地球 連邦 軍 内 に お ける ロン ド . ペ ル の 立 ーーー 


場 は 詳 く 、 容 易 に 戦力 の 拡充 が 許さ れる 状況 で は な か っ да 
た 。 それ 故 、 ア ムロ の 専用 機 を 前 提 と する RX-93 も 、 そ F 
の 成果 を 地球 連邦 軍 に 見 返り と し て 本 元 する 必要 が あ 
り 、 量産 化 を 視野 に 入れ た 設計 が な され た の だ っ た 。 
また 、 アム ロ 自 身 も RX-93 に NT 専用 機 へ の 特 化 で は 
な く 、 ガ ンダ ム ・ タ イプ MS と し て の 汎用 性 を 要求 し て い 
Ko その 結果 、 本 機 は 両者 の 特性 を 兼備 し た 仕様 と さ 
れ 、 そ れ に 準じ た 武装 が 施さ れる こと に な る 。 本 機 の 起 
装 構 成 は 、 そ うし た 事情 の 下 に 成り 立っ て いた の で ある 。 


3 
FILE PREVIEW. 


БРЕКЕТ 
ВОРОНА 


REERAOMAN SU. 


射撃 兵器 汎用 MS と し て の 万 能 性 を 追求 し た 携行 武装 群 


ガン ダム ・ タ イブ MS と し て の RX-93 は 、 RX-78 ガン ダ 
を 色濃く 受け 継い で いる 。 す な 
用 兵器 の 特性 3 
と され た 歴代 の ガン ダム ・ タイ プ MS の 中 に ` 
系 列 機 の よう に 変 


ビーム : ラ イフ ル に バズ ー カ 、 バ ルカ ン 砲 と いう スタ ンダ ー 
ド な 本 機 の 射撃 戦 用 武装 は 、 汎 用 MS と し て の コン セプト 
が 反映 され た も の で あっ た 。 それ ぞ れ 本 機 専用 と し て 開発 
きれ た 武装 だ が 、 開 発 期間 の 短 さ や 前 述 の 地球 連邦 軍 
に 対す る 配慮 か ら 、 部 材 や 弾頭 な ど に は 地球 連邦 軍 の 規 
格 品 が 用 いら れ て いた 。 それ で も 、 個々 の 性 能 は 主力 MS 
クラ ス の それ を 上 回 る レベ ル の も の で あり 、RX-93 が ハイ 
エン ド 機 と し て 開発 され で いた こと を 物 記 


AT POM ARIEL CRRA NEL RMIT RR 
1 直し て 間欠 的 に 連射 する こと が 可能 (アム ロ 
作 と する 説 も ある ) 。 また 
匹敵 する 威力 を 発揮 し た 


WITRE СЕНО THE 
к Ем, ЖИН CS be? 
頭 の 破壊 力 な ど が 改善 され で てい 
型 の 武装 の 運用 が 確認 され て いる 、 


数 は 4 二 1 発 。 地球 
REBT BS 


тсс 


PME НАЕ ВА С, 口径 は 60mm。 頭 部 ユ 
ニッ ト の 左右 こめ か み 部 分 に 2 基 を 内 蔵 し て いる 。 ガン ダム ・ タ 
イブ MS に 代表 され る 地球 連邦 軍 製 MS 
RCH), 素 制 や ミサ イル の 迎撃 と 


機体 か ら 苑 し た 状 
am = 
ТЫЙУ ЕНЕ. 


ムロ は サ 


е 


алы. шан 
MSH RIAD 


格闘 兵 装 優れ た 機体 性 能 を 基盤 と する 格闘 戦 能力 


RX-93 は 格闘 戦 用 武装 と し て ビー ム ・ サ ー ベ ル を 装備 
し て いる 。 これ も 、 地 球 連邦 軍 製 MS の スタ ンダ ー ド 
た 仕様 で あり 、RX-78-2 で 確立 され た 近接 戦闘 の スタ イ 
ル に 基づい て いる 。 その 武装 選択 に は 斬新 さこ そ な い も 
OD. 技術 進展 は 落 実 に 反映 され て お り - その ひと つと し 
て リミッタ ー 機 能 が 搭載 され て いる 。 これ は 、 攻 撃 動作 に 
同期 し て ビー ム 刃 を 展開 させ る こと に より エネ ルギー の 消 
費 を 抑え る 機能 で 、U.C.0090 年 代 初頭 の MS が 装備 す 


る ビー ム ・ サ ー ベ ル に は 標準 的 に 付与 され て いた 。 

本 機 の ビー ム ・ サ ー ベ ル は さら に カス タム 化 が 進め られ 
て お り 、 増 幅 装置 や リミッタ ー に 独自 の 設計 を 取り 入れ て 
いる 。 それ に より 、 ビー ム 刃 の 形状 や 形成 に バイ アス や ア 
レン ジ を か ける こと が 可能 だ っ た 。 さら に 、 サイ コ ・ フ レー ム 
の 導入 に よる レス ポン ス の 高 さと 優れ た 運動 性 は 、 本 機 
の 格闘 戦 能力 を 引き 上 げ て いる 。 近接 格闘 戦 で サザ ビー 
を 制 し た 事実 が 、 その 性 能 を 物語 っ て いる と 言え よう 。 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 


RX-93 に は 、 構造 が 異な る 2 種類 の ビー ム ・ サ ー ペ ル が 装備 
され て いる 。 メイ ン と な る ビー ム ・ サ ー ベ ル は バッ ク バ パック に マウ ン 
ト され る 特別 仕様 の も の で あり 、 左 前 説 部 の ビー ム ・ サ ー ベ ル 
ホル ダー に は 予備 の 規格 品 を 備え て いた 。 


左 は メイ ン の ビー ム ・ サ ー ベ ル の 展開 構造 
で 、 尾部 か ら 小 型 の ピー ム 刃 を 発生 ささ る ご 
と が 可能 。 右 は 予備 の サー ベル で 、 取 り 出 
す 際 に は ホル ダー が スラ イド する 


防御 兵 装 武装 と の 複合 化 が 図ら れ た シー ルド 


RX-93 の 開発 に お いて は 、 装 甲 材 の 強化 に よっ て 面 弾 
性 向上 が 図ら れ て いる 。 それ と 同時 に 、 防御 用 の オプ ショ 
ン と し て シー ルド が 装備 され 、 防 御 性 能 の 強化 が 試み られ 

シー ルド は ビー ム ・ キ ャ ノン と ミサ イル 
ョ ン で あり 、 火 力 の 増強 も 考慮 し 
っ た 。 MS の 大 淡 力 化 が 進ん だ U.C.0080 年 代 後 
ー ル ド に 武装 が 施さ れる ケー ス は 決し て 珍し く 


が 採用 され て いる 。 その 背景 に は 、 武 装 の 火力 向上 に 面 
О O OOTU BEDRA 
られ る 。 その 点 に お いて 、 シ ー ル ド に 武装 と し て の 副 次 的 5 
な 機能 を 付与 する こと は 、 設計 だ っ た の で ; 

ある 。 また 、 本 機 は フィ ン ・ フ ァ ン ネル に よる ピー ム パ リア の Ç 

EM COR) sree cat MAN 

め て 高い こと も 特徴 に 挙げ られ る 。 その 特性 か ら 考え て も 、 = ГАБОН TIATED 
シー ルド の 多 機 能 化 は 有効 に 機能 し て いた と 言え る て 


在 面 に ビー ム ・ キ ャ ノン 1 基 と 撃ち 切り 式 の ミサ イル 4 発 を 備え 
複合 式 防 御 装 備 。 ビー ム ・ キ ャ ン ン 用 の ジェ ネ レ ー タ ー を 内 基 
し て お り 、 補 助 武装 し し て も 充分 な : iT. 、 一 


イ の 注意 を 光ら し 、 そ の 隊 
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し て いる 


DOMED MERRIE, Th 


RENTS, 


サイ コミ ュ 兵 装 


RX-93 は ガン ダム ・ タ イプ MS で 初め て フル スペ ッ ク の サ 
イコ ミュ ・ シ ステ ム を 実装 し た 機体 で あり 、 その 機能 を 最大 
限 に 活用 する た め の 武 義 と し て 、 フ ィ ン ・ フ ァ ン ネル と 呼ば 
れる 無線 請 導 式 攻撃 端末 を 装備 し て いる 

フィ ン ' フ ァ ン ネル は その 名 の 通り 、 ひれ 状 の パネ ル 構 造 
を 特徴 と し て いる 。 大 小 3 枚 の パネ ル が AMBAC ユ ニッ ト と 
し て 機能 する こと で 、 ス ラスター 機動 に 頼る 従来 の 攻撃 敵 
末 よ り も 高い 機動 性 や 稼働 効率 、 稼働 時 間 を 実現 し て い 


独自 の 機能 を 有 し た 攻防 一 体 の サイ コミ ュ 兵 器 


К. また 、 両 端 の パネ ル は 開放 型 の メガ 粒子 加速 款 で も 
あり 、 発射 され る ピー ム の 威力 は MS 用 携行 武装 に 匹敵 す 
る 。 さら ・ フ ァ ン ネル は 複数 を 組み 合わ せる こと で 
面 状 の ビー ム パ リア を 展開 さき る こと が で きた 。 4 基 以 上 を 
配置 すれ ば 正四 面体 の パリ ア を 展開 する こと も 可能 で 、 
い 対 ビー ム 防 御 性 能 を 有 し て いる 。 大 型 化 に よっ て オー ル 
レン ジ 兵 器 の 長所 で ある 用 度 性 は 低下 し て いる も の の 、 + 
れ を 拉 っ て 余り ある 性 能 を 獲得 し て いた と 言え る だ ろう 。 


フィ ン ・ フ ァ ン ネル 


独自 の 構造 を 有する 無線 誘 癌 式 攻 撃 敵 末 で 、6 基 を 装備 し 
て いる 。 サイ コ ・ フ レー ム と サイ コ : ステ ム を 介し て 制御 き 
れる が 、 レス ポン ス が 鋭 倫 す ぎ た た め に アム ロ の 意図 | 
思 民 を 反映 し 、 防 御 行動 を 取る ケー ス ち あっ た 。 


在 は フィ ン ・ フ ァ ン ネル の 装備 状 能 
セク バッ ク の ラッ ク に マウ ント され る 。 RME 
に 折 り 玉 まれ 、 中 央 パネ ル の スラ スタ ー と 各 / パ 
の AMBAC に よっ て 機動 を 行う 
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ラー・ カ イラ ム の 構造 


MS 運用 に 対し て 本 格 的 に 取り 組ん だ カイ ラム 級 は 、 宇 
宙 世 紀 の 艇 能 に 相応 し い 性 能 を 得 た 。 MS 運用 能力 も さ 
る こと な が ら 、 同 時 に 高 水 準 の 砲 雷撃 戦 性 能 も 有 す こ と 
に 成功 。 AMBWERO SMALE E GB E 
放し て いな いも の の 、 放 熱 板 な ど 新 機軸 の 装備 を 導入 し 
た こと で パラ ンス の 良い 宇宙 艦艇 と し て 完成 し た 。 
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П 2 連装 メガ 粒子 砲 
艦 首 方 向 に 3 基 、 接 方 に 1 基 備え 
て いる 。 以前 の 同 クラ ス で ある 連 
邦 軍 艦艇 と 比べ て 主砲 の 数 は 少 
な い 。 ハイ パー・ メ ガ 粒 子 確 と 比 
べ て 左 力 は 才 る も の の 、 連 射 性 能 
に 優れ る , ンマ 
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操作 され る が 、 機器 の 故障 等 の 際 
に は 砲手 が 手動 で 射 設 す る こと が 
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サラ ミス 級 に 代わ る 連邦 軍 の 主力 艦 。 カイ ラム 級 を 巡 
洋 艦 クラ ス に スケ ー ル ダウ ン し た 
想 や 武装 ・ 装 備 は ラー・ カ イラ ム に 準じ で いる 。 その た 
対 艦 戦闘 と MS 運用 の バラ ンス に 優れ 、 息 の 長い 軍用 が 
な され た 。「 シ ャ ア の 反乱 」 で は 旗艦 ラー: カ イラ ム を 支援 。 
その 際 「 ラ ー チ ャ ター」 は 族 艦 の 盾 と な り 撃沈 され て いる 。 


手前 は ルー ムラ ン ナー。 
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MS 運用 能力 と 火力 を 併せ 持っ た 完成 度 の 高い 宇宙 艦艇 


ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー 
艦 普 の 発射 管 を は じ め と し て 、 カ タバ パル 
ト 甲 板 、 上 部 甲板 、 下部 デッキ に それ ぞ 


ERRNO арша SS 
サイ ル 。 下図 は カタ バル ト 甲 板 ラ ン 
チャ ー 等 で 信用 され る 短 ミ サイ ル 。 


канен HOL, 前 
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能 マ ー ク の ある 部 位 が 村 紅 。 
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ベー ス ・ ジ ャ バー に よる MG 運用 

ЗВ ЕСА". RECO OMA OME 
えて MS を 戦場 に 送る 手 負 と し て 、 非 常に 有用 で あっ た サ 
プ - フ ライ ト - シ ステ ム (SFS) 。 これ は 地上 だ け に 留まら 
宇宙 で も 運用 され る よう に な る 。 宇宙 用 SFS は 連邦 軍 と ネ 
オ ・ ジ オン 軍 の どちら も 用 い 、 連 邦 還 は グリ プス 戦役 で 使 
用 され た 大 気 園内 用 の ベー ス ・ ジ ャ パー を 大 気 国外 用 に 
再 設計 し て 使用 。 U.C.0093 の 第 二 次 ネ オ ・ ジ オン 戦争 
FEOT, MS 展開 の 主流 と し て 用 いら れ て い : 


авва ВАСИ, MS の 運搬 だ け で 
2< 有人 機 と し て 連絡 艇 代わ り に も 使わ れ て いる 。 無人 で も 運用 
は 可能 。 また 、 追加 ブー スタ ー に より 航続 氏 吾 は 逢 長 で きる 
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前 腕 部 を 中 心 に 改 
加え られ た 


機動 性 の 向上 を 狙っ た 重 装 MS 


甲 を 重 装 化し つつ 、 固定 武装 
ヘビ ー・ ガ ンダ ム で ある 。 
FA-78-1 フル アー マー・ 
され た (ガン ダム 強化 の 
画 され た と 
装甲 、 武 装 、 推 進 器 な ど が 一 体 化し た 着脱 式 複合 増 
FL 「 フ ルアー マー・ オ ペレ ーション 」 を 外装 する 
フル アー マー・ ガ ンダ ム は 、 突 出し た 火力 と 耐 弾性 を 持 


「FSWS 計 画 ] の 系 列 機 
ガン ダム の 欠点 を 補う ペ 
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ヘビ ー・ ガ ンダ ム 
J HEAVY синолм А 


SREB 
ガン ダム の 特 | 


ム (簡易 装着 型 ) で は な く 、 ガ ンダ ム そ の も の を 重 装 化 
する 直接 重 装 甲 型 の プラ ン が 浮上 し 7 う è 
れ た の が ヘビ ピー 『 ム で あり 、 フル アー マー・ ガ ンダ 
ム と 比べ て 軽量 性 と 機動 性 が 改善 され て いる 。 それ で 
も 機動 性 は ノー マル の ガン ダム に は 及ば ず 、 航 続 距離 
と 戦闘 最大 推力 時 間 の 延長 を 目的 と する 専用 輸送 機 、 
中 型 戦闘 爆撃 機 ガ ン キ ャ リー が 考案 され る に 至っ : 
実機 の 建造 は 不明 だ が 、 デン ・ バ ザー ク 大 佐 の 搭乗 
Á と いう 。 また 、 RX-78SP ガン ナー ガン 
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フル アー マー・ ガ ンダ ム で 指摘 され た 低 機動 性 を 補い つ 
つ 、 攻 撃 力 と 防御 カ を 維持 する た め 、 ヘビ ー・ ガ ンダ ム で は 
直接 重 装甲 型 の プラ ン が 採用 され ; 
ダム で 簡易 装着 式 だ っ た 複合 増加 シス テム を MS と 完全 
に 険 合 さ せる も の で 、 ガ ンダ ム の 再 設計 を 意味 し て いた 。 
設計 と 製造 に 手間 は か か る が 、 フル アー マー・ ガ ンダ ム で 
機体 各部 に 分 英 し た 諸 機 能 (火器 管制 装置 な ど ) を 統合 
で きる ほか 、 装甲 の 一 体 化 に よる 防御 力 向上 、 あ る い は 
装甲 を 薄く し な が ら も 前 身 機 と 同等 の 面 弾性 を 実現 可能 
と いう メリ ッ ト が ある 。 計画 案 で は フル アー マー・ ガ ンダ ム よ 
り 臣 装 数 が 減少 し て お り 、 妥 間 最 大 火 こ そ 低下 し た 可 
能 性 も ある が 、 それ で も 充分 に 重 武装 な うえ 、 複 合 火器 フ 
レー ム ・ ラ ンチ ャ ー や ビー ム ・ サ ー ベ ル の 追加 に より 、 交 
рет е тшт те 
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支援 装備 「FSWS 計 画 」 系 の 宇宙 用 火力 ・ 移 動 支援 機 


機動 性 の 低下 を 充分 に 解決 で き な か っ た ヘビ ー・ ガ ン Ш バ スト ライ ナー 
ダム に は 、 BRE CORREA ADP UE 。 宇宙 毅 と メガ 粒子 砲 を 組み 合わ せ た 支 援 兵 疾 。 これ 自体 に パイ ロッ ト は 
爆撃 機 ガン キャ リー が 計画 され た 。 この 他 に も FSWS 計 жы ос. ИТНА м има, 
画 で は 、MS の 移動 と 火力 強化 を 目的 と する 支援 兵器 が 
検討 され て いる 。 それ が 宇宙 用 の MS 移動 用 オプ ショ ン 業 
メガ 粒子 砲 、 バ スト ライ ナー で ある 。 パス トラ イナ ー は 管制 
に MS を 用 いる 自 走 メガ 粒子 癒 で あり 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オ 
ン 戦 争 で 投入 され た サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) の 一 
種 、FXA-08H メガ ・ ラ イダ ー に 近い 発想 の 兵器 だ 
想定 され た 戦術 目的 は 、 メ ガ 粒 子 砲 に よる 敵 兵 力 の 分 断 
で ある (肉薄 攻撃 に は 品 く 、 白 兵 戦 を 担当 する MS と 共同 
運用 され る ) 。 ノー スポ ー ル 級 宇宙 空母 に 8 機 ま で 搭載 可 
能 と さき れる が 、 実 機 が 製造 され た か は 判明 し て いな い 。 
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大 型 で ある 。 PURER 32014 
戦隊 に 大 火力 を 提供 する と いう . 
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「FSWS 計 画 ] で 考案 され た フル アー マー・ ガ ンダ ム FA-78-1 
や へ ビー・ ガ ンダ ム は 「FA-78」 系 の 型式 番号 を 付 さ れ フル アー マー・ ガ ンダ ム 
た 。 他 の FSWS 計 画 系 列 機 の 中 に も 、 同 様 の 型式 番 DOT IFAT] оша ызасы. 
号 を 持つ ガン ダム 系 箇 装 皿 模 が いく つか 確認 され て お り 、 た 機体 。 フル アー マー・ オ ペレ ーション 
フル アー マー・ オ ペレ ーション 装備 の ガン ダム だ け を と っ i les eewaq 
て も 計画 の 裾野 が 広がっ て いた こと が わか る 。 結果 的 に RR 


FSWS 計 画 は 短命 に 終わ っ た よう だ が 、「FA] の 型式 番 
号 は 後世 に も 残り 、FA-010A FAZZ, ҒА-0105 フル 
アー マーZZ ガ ンダ ム 、FA-100S フル アー マー 百 式 改 な 
どの 複合 増加 シス テム 搭載 MS が 生み 出さ れ で いっ た 。 
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HfA783 | 本 アー マーカ タム | зу Е 
(отеу HILT 
フル アー マー- ア レッ クス 
тл Z: ZZ | Rx78NT1 
PATENT | * ア レッ クス (チョ バム - ア ー | УМ 


НЯНИ 


ma- 


— 


15-10 


機動 戦士 ガン ダム 00 _ 


m SPEC 
全高 --(ЖІНЕ 19.0m) 
ЕН 70.6 


GNA AD X27 GNF 


GNEー ム サー ベル X2GNE 
イフ ル GN/ バ バズーカ "GN バス ター 
YF GNM 


る GN ドラ イヴ [T] (タウ ) を 動力 と する 。 НЕ 
| わっ て いた 腰部 の スラ スタ ー は 廃止 され 、 内 
惹 し た 武装 マウ ント に GN ビー ムラ イフ ル を 装着 可能 と な っ た 


脚 部 
大 肢 部 に 配 さ れ た 前 | 


コク ピッ ト 
コク ビット の 位 | 
FAL CH"), 


クス 系 を 
Мансар. 


атан), MONK 
£, 財部 の 形状 や 構造 も ジ 
ンク ス と ほぼ 変わ ら な い 、 


EAT, OSE 


は 世界 が 知る と ころ と 
な る 。 TORR. ЕО る た め ア ロウ ズ の 主 


ル 
開発 され た 。 関連 ファ イ 
Еп 
ド の 開発 は 、 主 流 と な 


FLEPREVIEW 
特に : EE EG. 0001-27 GNX.60GT ジンク 


こと で パイ ロッ ト の 特性 を 
引き 出し 一 般 機 と の 差異 を つけ 4% 


これ は 機体 ご 
武装 で 特 化 さ せる と いう 量 
産 機 の 面 か アプ ロー チ し た 


よう 。 


の 幅 を 増やす 
ЕЖЕ МСС 55. その 正統 後継 


ンク ス IM は 、 イ ノ ベ イ ター を 名 乗っ て いた イノ ベイ ド の 


АЖЕ ЖАНА, その 上 で アヘ ッ 
ド 系 に 採用 され て いた 技術 や 、 ハ ー ド . プ ソフト 両面 
ベイ ド 系 の 技術 を 取り 入れ て いる 。 また 、 ソレ スタ ルビ ピー イ 
ング 号 が 地球 連邦 の 管理 下 と な と で ヴェ ー ダ の パッ 
クア ッ プ が 可能 と な り 、OS 面 で は ジン クス か ら 大 き な 進 
歩 を 遂げ た 。 中 で も トラ ン ザ ム を 標準 搭載 し た こと で 、 既 存 


の 機体 と は 一 線 を 画す 性 能 を 持ち 得 た と 言え よう 


ジン クス 系 の 特徴 と 言え る 四 了 メイ ンカ メラ 。 ガン ダム 系 に 見 られ る V 字 
杖 の アン テ ナ を 代え て お り 、 通信 ・ 宙 能力 を 増強 し で いる と 見 られ る 」 


従っ て 形 
は な い 。 


と は 異な り 、 ハ ー ド ポイ 
を 持つ 。 通常 は 小型 シー 
АКЕП, TLE 1 
装 選 択 に よっ て GN シ ー 
ルド 、GN パ スタ ー ソ ー ド 
等 の 武装 マウ ント と し て 使 選択 が 制限 

>, この マウ ント 部 分 は フ し て は GN シー ルド と GN 

レキ シブ ル に 可動 する 。 ビー ムラ イフ ル 、 GN パ ズー カ 2 丁 を ど 。 


CEN Sree eee 


歴代 ジン クス 系 の 豊富 な 武装 選択 肢 を さら に 推し 進 

А ED: っ て 各種 の 状況 に 対応 
で きる 汎用 性 を 獲得 し た 。 プレ ー ン な 機体 性 能 に 武装 選 
択 で 特色 を 持た せる こと で 、 各 パイ ロッ ト や 戦況 へ の カス タ 
。 初代 ジン クス の GN ビ ー ム ライ フル を は じ め , 
ジン クス IT で トラ イア ル さ れ て いた GN パ スタ ー ソ ー ド 、 ジ ン 
クス 四 の GN パ ズー カ 等 、 武 


N 武装 パタ ー ン 


АКТ 
ロン グ パ レル 仕様 の GN ビー ムラ イフ ル と GN バス ター ソー 
кєй. ВИСТА CHS. 


Ш GN バス ター ソー ド Ш GN ビー ムラ イフ ル 


バレ ル を 変更 する こと で 、 大 出力 の GN ロ ング ライ フル 、 ま た は 各 和 性 に 
優れ た GN ショ ー ト ライ フル を 選択 で きる 。 ジン クス IV の 本 的 な 武装 


^ GN ロ ング ライ フル 
E GN シー ルド 


\ 


a GN シ ョ ー ト ライ フル 


< 展開 時 


が 
レ 
ネ イノ ベイ ド の 技術 を 取り 入れ た GN フィ ー ル ド 
L £ к ー ル ド 。 展開 時 は 装甲 が ポッ プ す 
к 褒 側 に GN ハン ド グ レ ネー ド ?2 個 を 持つ 。 


間 ・ 長 距離 の 活動 が MS に と っ て 不可 欠 な 命題 の ひと つ 
に 加わ っ た こと を 意味 する 。 その 対策 と し て 考え られ た の 
が 、 長 距 苑 ブー スタ ー と 増加 粒子 タン ク で あっ た 。 ジン クス 
は 宇宙 開拓 時 代 を 視野 に 入れ て 開発 され て お り 、 オ プ 
装備 に よっ て 宇宙 エリ ア 間 の 活動 に 対応 し て いる 。 

広大 な 宇宙 を 移動 する 


ЕЮОЕВИО-Х 
ター。 本 星 より 出現 し 


ыра 


活動 時 間 を 延長 する た 
ンク 。 НЫ 
НАС 
れ て いる た 


MORE INFO! 


АО 
RERS 
用 し 


ELS の 擬態 


物質 と 融合 する こと で 、 対象 の 特性 を 取り 込む 能力 を 
有 し て いた ELS。 Вале МІСЕ ЕІ 
は MS と は 似 て 非 な る 存在 と な る 。 突進 し か 能 が な か っ 
確 な 攻撃 手段 を 得 て より 驚異 と な り 、 
ンク ス IV の 優れ た 性 能 が 似 に な る 
ELS ジ ンク ス IV の 疑似 太陽 
本 は 紫 の 粒子 らし き 煙 さき を 放出 。 
眼 の メイ ンカ メラ は 単眼 へ 
と 変化 し て いる 。 


ай. +: 
即座 に パー 


Ш 増加 粒子 タン ク 
局部 の スラ スタ ー に 装着 する 
ВР, この 
зу?сттаһтовоын 
子 は 移動 月 と し て 消費 され る 
®. Rama ORF HR 

BG 563768 
の オプ ショ ン で ある 


аитса ией СЕТИ 
た ジン クス V は 外見 や 攻撃 方 法 が 変化 し て いる 。 
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ホバー 走行 を 取り 入れ た ジオ ォ ン 公国 軍 の 局 地 戦 用 機 


関連 ファ イル 


MS-09R リッ ク ・ ド ム FG-O1-12 № 


一 年 戦争 開戦 前 か ら 地 球 侵攻 を 想定 し て いた ジオ 機 よ り も 扱い が 容易 だ っ た 点 も 長所 と し て 挙げ られ る 。 
ン 公国 軍 は 、 陸 戦 に 特 化し た 局 地 戦 用 MS を 構想 し 、 本 機 の 開発 は 、 MS-07C-5 グフ 試作 実験 
MS-06J ザク TLJ 型 を 発展 させ た MS-07 グフ を 開発 れ た タ を 基 に YMS-09 プロ ト タ イ プ ・ ド ム : 
、 地 上 で の 運用 に お ける MS の 欠 け 動 半 れ 、 こ れ を 量産 仕 欄 に 改良 する と いう 経緯 
径 の 狭 さ や 戦略 戦術 的 機動 性 の 低 さ 4 た 。 ジオ ン 公 国 本 国 で 先行 量産 され 、 
キャ リフ ォ ル ニア ・ ベ ペー. 
し た 本 機 は 、 アフ リカ や オデ ッ サ 、 極東 戦線 に 配備 され 
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ZIMMAD 社 が 開発 し た MS-09 は 、 ホ / 
テム を 取り 入れ た 画 期 的 な 機体 だ 


高い 走破 性 を 実現 し た ホバー 走行 シス テム 


本 機 の 機体 構 S け る 最大 の 特徴 は 、 ホ バー 走行 シス 
テム に ある 。 これ は 、 脚 部 に 熱 村 ハイ ブリ ッ ド ・ エ ンジ ン (98 
核 ジェ ッ ト プ ロケ ッ ト 複 合 エン ジン ) と ホバー ト を 内 蔵 
し 、 ВОВЕ СЕНЕ 2T 
機体 を 浮上 させ 、 各 部 に 配 し た 推進 用 スラ スタ ー で 機動 を 行 
うと いう も の で あっ 胴体 部 は 分 割 構造 を 採用 する 
こと で 整備 性 の 向上 を 図っ て お り 、 そ の コン セプト は 後発 の 
IMS-14 ゲル ググ に も 受け 総 が れ て いる 。 


評 部 は 肌 体 と 一 体 化 され た 構造 で 。 モ ノ 
NARE 


エン ジン と メス ラスター 


重要 部 位 の 被弾 


機体 特性 を 活か す 一 撃 離 脱 戦 法 を 想定 し た 武装 選択 


当初 、 本 機 に は ビー ム 兵器 の 装備 が 検討 され て いた が 、 

ビー ム 兵 問 自体 の 開発 の 遅れ と ジェ ネ レー ター 出力 の 不足 
か ら 見 送ら れ て いる 。 それ に 代わ り 、 本 機 の 高い 機動 性 
撃 離脱 戦法 を 想定 し 、 破 壊 力 に 優れ た 大 型 携 
ジャ イア ント ・ バ ズ が 主 武 壮 と し て 装備 され た 。 また 、 
本 機 は MS-06 用 の 武装 も 装備 で きた が 、 マ ニー ピュ レー ター 
の サイ ズ が 異な る た め に グリ ッ プ の 換装 が 必要 で あっ た と も 
言わ れ て いる 


ヒー ト ・ サ ー ベ ル は 棒状 の 刀身 
を 有 し た ヒー ト RR 
デバ イス の 消耗 が 激しく 使い 失 
使用 時 に は 育 部 ス 
| に マウ ント され る 


| コク ピッ ト | 新 され た 構造 


胸部 に 配 され た コク ピッ ト は 前 面 か ら 乗降 する ダイ レク ト ・ イ 
され て お り 、 胸 部 前 面 装甲 の 強化 に も 繋が っ 


て いる 。 


、 砂漠 や 湿地 帯 で 本 機 を 運 
用 する パイ ロッ ト か ら は コク ピッ ト 内 の 汚損 に 関す る 苦情 が 出 
た と も 言わ れ て いる 。 


コク ピッ ト 内 部 の 構造 。 パイ 
上 方 に ネ ラ イド し て 展開 する (SME). HAF 
コッ ピット の 天井 部 分 


N ジャ イア ント ・ バ ズ 

ハニ ー ウ ォ ー ル & ラ イセ オン 社 製 の MS 用 携行 コ 
H&K-GBO3K/360mm。 СЕШЕЖЕОКЯ CHET 
る 360mm で . HEEB Сыз КОНУН, 


MORE INFO! 


MS-09 は 陸戦 機 と し て の 特殊 な コン セプト を 高い 完成 度 で 実 
現し た 機体 で あり 、 それ ゆえ に 改良 の 余地 は 少な か - し か し 、 

5 温 環境 で の 運用 に お いて 機械 トラ ブル が 頻発 し 
あっ て 、 さ ら に 局 地 載 に 特 化し た パリ エー ショ ン 機 の 開発 が 試み 
られ る こと と な っ た 。 代表 的 な 例 と し て は 、MS-09F/TROP ЕД- 
トロ ー ペ ン や MS-09G ド ワ ッ ジ が 挙げ られ る 。 た だ し 、MS-09 自 
体 の 配備 時 期 が 戦争 中 期 だ っ た こと も あり 、 こ れ 5 の 派生 機 も 
大 き な 戦 果 を 挙げ る に は 至ら な か っ た の が 現実 で ある 


BIDOME TOE CHL 
HMS-09F/TROP ドム ・ ト ロー 


MS-09G ド ワ ッ ジ は MS-09 素 列 
機 の 最終 量産 タイ プ で 、 秦 湯 戦 

人 化し た 機体 。 第 一 次 ネオ ・ 
ジオ ン 埋 争 で 運用 が 確認 され た 。 


жави: 
в, 3177 (タイ 
725) と 呼ば れる モデ 
で 、 жәнет 
EMTS. 


ш 胸部 拡散 ピー ム 砲 
失 生 式 ビ ー ム 兵 問 の 装備 を 見 送る 代わ り に 設け られ た ば 

出力 と 収束 率 が 低く 、 相対 し た 功 機 へ の 目 股 まし 程度 の 冊 力 し 
FC, ME—LRBOWRE—WICAD SURES: 


ドム の バリ エー ショ ン 
型式 番号 | вже 特徴 
MS-08 Кі. жәнс ләт 
меов | コッ | ERR 
| tae 


ma-t 


16-4 
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画 」 に よっ て 生ま れ 


オン 公国 軍 初 の 量産 型 水陸 両用 MS と し て 開発 さ 


りな が ら 完 成 度 の 低い 
る 。 公国 軍 に 水陸 両用 MS の 早期 投入 を 求め 
られ て 急造 され た 結果 、 本 来 の 姿 を 歪め られ た まま で 戦 


ハイ ゴッグ ХУ 


Y 
HY-GOGG ZEON | 


わっ た ゴッグ の 完成 形 
「 統 合 整備 計画 ] に よ 
は 見 直さ れ 、MSM-03C ハイ ゴッグ と し 


に 消え ゆく は ず で あっ た 。 だ 


度 は 申し 分 な く 、 当初 に : 
を 実現 。「 最 終 量産 
運用 例 は 
3 いて 公 | 
軍 の サイ クロ プス 隊 に よる 運用 が 広く 知ら れ て 


関連 ファ イル 


MECHANIC FILE 


[eS EE) を 受け て 一 新 さ れ た 設 き 


ゴッグ か ら は コン セプト の み を 受け 継ぎ つつ 、 機 体 の 設 
計 は 一 新 さ れ た 。 「 統 合 整備 計画 ] に よっ て コク ビッ ト は 統 


ЖАТЬ. BIOMARKERS — ショ p タ ー ア ー i ) ый 
Е MRTN ASIHA ' 
っ て いる 。 この 共通 仕様 は 整備 性 や 生産 性 の 向 RE nE 


きく 貢献 し た 。 さら に 小型 で 高 出力 の ジェ ネ レー ター 抵抗 を 減ら し 、 高 い 整 流 
を 搭載 。 小型 軽量 化 と 出力 向上 を 同時 に 満た し て いる 。 ыы 
可動 式 で ある ショ ル ダ ー・ 
回 コッ ビット 
BERANE, Rab 


MUL OIE ys ROM AY 
の MS と | 
š. 


ン の 直撃 に も 耐え る 防潮 
性 を 有 す 。 DRE 
ゴッグ 護り で あり 、 ЖЕ 
таошшгсыв AS. 


で パイ ロッ ト の 機種 変更 を 容易 と 
НЕ ЕТЕ) ECR te 


3, SBMA SBMA 
ラス ター や 可動 

い 両 且 と の 運動 に より 
ааты 
き を 可能 と し た 。 


する こと も で 
MS の 欠点 で あっ 
の 携行 も 可能 と し 
аяны 


武器 で も ある 腕 部 と 内 蔵 式 の 火器 


水陸 両用 MS の 例 に 漏れ ず 武 装 は 内 蔵 式 で あり 、 両 府 Ш 腕 部 ビー ムカ ノン 
部 は 打撃 や クロ ー を 用 いて 格闘 戦 を こなす 武器 で も ある 。 BRCM LRRD 
特筆 すべ き は 集束 型 の メガ 紀子 泡 の 搭載 で あろ う 。 Чу NER, Chee 
グ で は 集束 率 の 低い 拡 敵 型 だ っ た が 、 高 出力 ジェ ネ レー 14 ゲル ググ と 比べ て 感 力 
ター と エネ ルギーCAP 技 術 の 確立 に より 実現 し た 


шп HARDI 


る に は 至ら 5 な い が 、 両 本 に жыЛ 


備え 、 な お か つ 連 射 で きる た 
め 火 力 を 集中 で きた 。 


Elmas 
マシ ン キ ャ ノン 


ビー ムカ ノン は 、 жим 
で RGM-79D ARSE 
仕様 の 装甲 を 容易 貫通 
жәке», RAO 
жс #М5Е7 
П-ТИ. TORN 
撃 を 加え る 戦法 も 演じ 


オプ ショ ン 装 備 を 携行 可能 と し た 水陸 両用 MS 


水中 に お ける 整流 効果 を 考え た 場合 、 水 陸 両 用 MS に 。 画 ハン ド ・ ミ サイ ル ・ ユ ニッ ト Ш ジェ ッ ト ・ バ パッ ク 

と っ て オプ ショ ン 装備 の 携行 は 困難 で あっ た 。 し か し 新設 。 水流 の 抵抗 を 考慮 し 、 ミ サイ ル 本 体 は 腕 全体 ご と 簡 状 の カ パ ー! て 化学 多利 ロケ ッ ト を まい 捨て の オプ ショ ン 装 備 。 
Hane уали к= る 。 жери алд PT TREN DESAY. WJ Е жая ссъитад,. RRR CDE TAT 
計れ た ハイ ゴッグ は 可動 式 シ ョ ル ダ ー・ ア ー マ ー を 一 種 の ご SLUT, нуы Lb ERR TEV 3. ЕВА EEE MMSE CALL 


整流 装置 と し て 機能 させ る こと で 、 こ の 問題 を 解決 。 ハ ンド ・ 
ミサ イル ・ ユ ニッ ト の 携行 を 実現 させ た 。 また 、 奇襲 効果 を 
高め る た め の ジ ェ ッ ト ・ パ ッ ク も 運用 可能 で あ : 


йт). MSM-07E ズ コッ ク E も 時 人 可能 で め - 


ハン ドー ミサ イル ・ 
装備 時 は 腕 を 占有 する , 
ENE TORE 
веха. тенет 
ВЕЕР 
ン を 携行 で きる よう に な っ 
кажа, 


空い た 背部 に ジェ ッ ト - パ バッ 
оаска. 2 基 の ス 
ラフ ター は 、 短 時 間 で あれ 
ば 滑空 で きる ほど の 推力 
ERM, EEE 
ЗЕ 


MARTENS. BROMA 
水流 ジェ ッ ・ エ ンジ ン と 股間 
DMRS THE 
進 する た め 、 水中 で ジェ ッ ト ・ 
パック は 使わ な い 。 
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FILE 01 SHEET 29) 


ガン ベリー の 役目 は 、V 作 戦 で 開発 され た 連邦 製 MS 
(RX シ リー ズ ) の 行動 半径 を 拡大 する こと に ある 。 BAF 
の MS の 行動 半径 は 限定 され 、 そ れ は 任務 遂行 能力 に も 
直結 する 重要 な 問題 と な る か ら だ 。 その た め ガ ン ベ リー は 
積載 能力 に 加え て 移動 速度 の 向上 も 図ら れ 、 迅速 
シリ ー ズ を 送り 届け る こと が 最 重要 課題 と な っ た 。 
ダイ YS に 代表 され る サブ フラ イト ・ シ ステ ム (SFS) が 登場 
する と 戦術 的 地位 を 追わ れ 、 第 一 線 か ら 姿 を 消し て いる 。 


主 夏 を 外し た 輸送 機 の 下部 に 大 
ВЖЕ КО ЭНИШ 
を し て いる 。 その た! b 
急 ご し ら え と いう 印象 が 拭え な い 。 


ホワ イ 
me Te BB 
aah, DEBUT 
発進 し で て いる 。 


DAST IL OET TS LEA 


画 ロー ター 部 着陸 脚 


ИЯ 
ийсе. өні 
し て は 快速 の 部 類 に 入 — 左右 に 展開 し た 貨物 区 画 
る 。 そし て この 連 度 性 能 。 の 天才 8 の パー ツ 
が 、 RX シ リー ズ の 行動 半 Ерато 
信和 大 に 一 役 買う 造 果 — 5. COOTER 


3800-37 ROME LR CONERE AES. また 着陸 
вн, BUDE CER AM BOE する 。 


В 


な っ た の で ある 下 し 、 空 中 換装 を 図る の だ 。 


回 コク ピッ ト 兵 具 室 


MSM-07 と 道 時 し た 際 に 、 GEDA 
Зла, これ 


回 ミサ イル | мд 
発射 用 パネ ル 
貨物 区 画 の 財 隅 に 用 竜 され 
た 操作 パネ ル 。 ЗВЕНЕ 
PAREN TATE OMAK, ふた り で 満員 。 コク ビッ ト 後部 に 位置 する 兵員 室 は 最低 限 の 装備 と 動 で さ サ イル を 発射 で きる 。 
лена она, し みな いか 、 充分 な スペ ー ス が 確 人 され て いる 。 = 


旧 世 紀 か ら の 技術 を 転用 する と と で 、 高い 信頼 性 と 実績 を 獲得 


一 年 戦争 時 の 地球 連邦 軍 は ガン ペリ ー の よう な 特殊 
機 を 開発 する 一 方 、 旧 世紀 か ら 杏 成 され た 航空 機 技術 
を 転用 し た 機体 を 建造 。 ミ デ ア も その 一 環 で 誕生 し た 機 
体 で あり 、 信 頼 性 の 高い 技術 を 導入 し し 機体 形 
状 は 従来 の 航空 機 と は 大 きく 異な り 、 扇 平 な 形状 の 機体 
下 に 着脱 可能 な コン テ ナ を 接続 する 構造 が 採用 され て い 
る 。 と は いえ この 形状 は 積載 能力 の 増加 に 繋が り 、 ミ デア 
の 信頼 性 を さら に 向上 させ た の で ある 。 


қ лат, ふた つの 月 


NN を 区 よう に 巨大 4 水平 提 が 

ЗА Энеге. ERIM 

ПЛАНЫ А FEA LCE, 
CREEL 71082) 。 аним Ұқ お 


護 稚 機 が いな いと 、 格 好 の 標的 に な りか ね が 
物資 運搬 する と いう 目的 の 
Вагова 

Г 


コン テ ナ の 後部 が 展開 する こと で ラジ 
前 方 あら 王 上 に まで 謗 する 広い キャ ノ TER. ЗАЗ О лшн» 
ビー が 特徴 で 、 良 好 な 視界 を 有する 。 < 

コク ビッ ト 内 の スペ ー ス に も 余裕 

り 、 パ イロ ッ ト と コ ・ パ イロ ッ ト の 他 に か な ら な 7 
жай-куш Со, х ч た える こと が で きる ほど で ある 、 
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モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ :YMS-09 プロ ト タ イブ ・ ド ム /YMS-09D ドム トロピカル ・ テ スト タイ フ ян! see 23K 


А. № SPEC -YMs-09 PROTOTYPE DOM- ІШ SPEC -YMS-090 BOM TROPICAL TEST TYPE- 
YMS-09 プロ ト タ イ プ ・ ド ム 全高 — (HRE 185m) эж ИЕ 1850) 
PROTOTYPE DOM ЕТТІ мов 851: 


уз — Е — 
= ЯЗ -- スラ スタ ー 推 力 ーー 
зв йшй RAF VAS 装甲 材質 超 硬 スチ ー ル 合 人 を 
š 武装 ヒート: サーベル“ ジャ イア ント ・ BR ヒー トド サー ベル デジ ャ イア ント ・ 
バズ バズ 
МЕ ジオ ン 公 国軍 所 属 ジオ ン 公国 軍 
BEE フレ デリ ッ ク ・ ク ラン ペリ ー 搭乗 者 ロイ ・ グ リン ウッ ド 


I COMPARISON CHART ! m COLOR 


YMS-69 PROTOTYPE DOM 

ада mp mw 
YMS-080 DON TROPICAL TEST TYPE 
(6 ) 

sm Yellow йо 
з 


ドム - ト ロ ピ カル - 
YMS-O9D 225 
В DOM TROPICAL TEST TYPE | 


頭 部 | 
量産 仕様 機 で 問題 と な っ た 
тавелен| 


ZEON 


ドム ・ シ リー ズ の 原点 と 熱帯 


Л 
史上 初 の 「 ド ム 」 が YMS-09 プロ ト タ イ プ - ド ム で 、 熱 が 見 られ 、 量産 仕様 機 ほど 洗練 され て いな か っ шш 


я И аныз YMS-09D ホバー 走行 能力 や 重 装甲 、 E: の 運用 能 
・ ト ロ ピ カル ・ テ スト タイ プ で ある , 4 ム の 要求 項目 を 満た し て お り 、 各部 を コン パ 
クト 化す る 形 で 量産 仕様 の ドム が 完成 に 至 
ドム ・ ト ロビ カル ・ テ スト タイ プ は 、 ド ム の 制式 配備 後 、 my — 2888 
熱帯 や 砂漠 に お ける 熱 対策 を 求め る 声 が 上 : 
ム を 試作 し た (プロ ト タ イ プ ・ ド ム の 基本 か ら 、 プ ロト タイ プ ・ ド ム 2 号 機 を 改修 する 形 > rei > 
U.C.0079.06 と も 、 高 機動 型 試験 機 よ り 早い 段階 だ っ た 。 冷却 系 を 中 心 に 改装 され た ドム ・ ト ロ ピ カル ・ テ スト 
た と も ) 。 まず サイ ド 3 に お いて 2 機 が 完成 。 その 機体 は 、 タイ プ は 熱帯 用 と し て 充分 な 性 能 を 示し 、30 機 の 先行 ж 
装甲 の 未 整理 、 ラ ンド セル の 分 離 、 足 部 スラ スタ ー の 量産 型 量産 仕様 の ドム が 同 仕様 に 改修 され た 。 = Зее. 


А0 未 達 成 だ っ た コン パク ト 化 と 完成 し て いた 武装 


プロ ト タ イプ ドム は 、 十 字形 の モノ アイ 走査 レー ル や 重 
装甲 に 代表 され る シル エッ ト 、 高 度 な 機動 性 を も た ら す ホ 
バー 走行 能力 な ど を 持ち 、 機 能面 で は 量産 仕様 の ドム と 
同 ク ラス の 機体 に な っ て いた 、 胸 部 や 腕 部 を 中 心 と 
し た 角張っ た 装甲 形状 、 頭 部 動 カ パイ プ と 彡 歴 部 スラ ス 
ター の 圭 出 、 ラ ンド セル の 分 離 な ど 、 コ ン パ クト 化 が 不 徹 
量産 仕様 機 で は 、 装 甲 が ジオ ン 公 国軍 系 特有 
の 滑ら か な も の に な り 、 外装 機器 の 内 装 化 が 進ん だ 。 
畿 の プロ ト タ イ プ ・ ド ム は 、 キャ リフ ォ ルニア ・ 
れ 最 終 テ スト に 供 され た 。 弟 26 メ ン テ ナ ン 
ス ・ ス コー ドロ ン の 支援 の 下 、 北側 第 5 試験 場 で 行わ : 
ジャ イア ント ・ バ ズ の 試射 (完成 記念 式典 と も ) は 有名 で 
ある 。 この 際 、 試作 1 号機 の テス ト ・ パ イロ ッ ト を 務め た 人 
物 が フレ デリ ッ ク ・ ク ラン ペリ ー 大 佐 で あっ た 。 


асы [土星 エン 
ジン 」 ORI T 


ee ee 


マジ ャ イア ント ・ 
バズ 用 ノッ チ Ш ジャ イア ント ・ バ ズ 
ジャ イア ント ・ バ ズ H&L 
6B03K/360mm. ま た 
жи. 
0320 
3 


画 背面 構造 
土星 エン ジン を 中心 と レ 
ЕТТІК. 


し か 


の ノッ チ を 控 続 可能 


=a 


теуш: 


アフ リカ 戦線 に 投入 され た ドム は 、 近 距離 通信 用 アン 
>+. 頭 部 動力 (放熱 ) パイ プ 、 背部 推進 器 の 深刻 な トラ 
ブル に 見 無 わ れ た 。 熱帯 / 砂 漢 の 高温 に 機器 が 耐え 5 
(の で ある 。 これ を 受け た キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー 
能 と 冷却 機能 を 向上 させ る 熱帯 戦 用 オプ 


と これが ドム ・ ト ロ ピ : 
用 試験 フィ ー ル ド で 行わ れ た スカ ラベ 
好 な 結果 を 残す 。 この 際 、 ホバリング 状態 
バズ の 放射 が 行わ れ た が 、 オ ー バ パー ヒ ー ト を 起こ すこ と は 
た 。 量産 化 の 際 、 廃止 され た 幼 出 式 動 カ パイ プ や 
Келі, 冷却 面 で 有用 だ っ た の で ある 。 
、 ドム ・ ト ロ ピ カル ・ テ スト タイ プ と 同等 の 仕様 に 
換装 する オプ ショ ン パー ツ が 増産 され 、30 機 の 先行 量産 
ж) 量産 仕様 の ドム に 搭載 、 改 修 さ れ た (この うち 、20 機 
が キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー ス 陥落 まで に 改修 完了 )。 運用 
に 関し て は 、 北 アフ リカ の カラ カル 隊 に よる 実戦 テス ト が 知 
られ る 。 同 隊 が 装備 し た 4 機 の 内 1 機 が 、 ロ イ ・ グ リン ウッ 
FEDER [サンダー キ ャ ッ ト ] で あっ た 


MORE INFO! 
「YMS-09」 の 位置 付け 


YMS-09 の 型式 番号 を 与え られ た プロ ト タ イ プ ・ ド ム と ドム ・ ト 
ロビ カル ・ テ スト タイ プ は 、 ドム の 開発 に お いて 重要 な 意味 を 持っ 
て いた 。 プロ ト タ イプ ドム は ドム の 基本 形 を 完成 させ た 機体 ドム ・ 
トロ ビ カ ル ・ テ スト タイ プ は 現地 改修 機 に 近い MS な が ら 、 熱 帯 

夏 漢 戦 用 ドム に 先 閑 を 着け た MS で 、 局 地 戦 用 MS の 一 分 野 
を 完成 させ た と 言え る 。 右 の 系 統 図 か ら も 、 そ の 重要 性 は 推測 
で きる だ ろう 。 本 稿 で 超 介 し た 2 機種 以外 に も 、YMS-09 の 型 
式 番号 を 持つ 機体 と し て YMS-09J ドム 高速 実験 機 が 存在 す 
Bo し か し 、 こ れ は 量産 仁 欄 機 ある い は 先行 量産 型 の 改修 機 と 
考え られ 、 プロ ト タ イ プ ・ ド ム と の 直接 的 関係 は な いよ う で ある 。 


YMS.09 ナ ン バ ー 機 は ドム 開 


ROMA MIMS TAS. № 


ауа 


環境 に 対応 し た 追加 装備 


m 通信 


用 アン テ ナ 


E YMS-09D 用 
ラン ド セ ル 


Ш MS-09F/TROP 
ドム ・ ト ロー ベン 


ルター 


ル 
ル 用 ホル 


Ш YMS-09 
プロ ト タ イ プ ・ ド ム 


Ш М5-07С-5 
グフ 
試作 実験 機 


g YMS-OBD 


ШМ5-09К 


y Я ドム ・ ト ロ ピ カル ・ 
ドム ・ キ ャ ノン = 
(фиш) а и MS-O9F/TROP 
ドム ・ ト ロー ペン а 
| 2 
Ш М5-09К 
ドム ・ キ ャ ノン m М5-096 
(аңа) ド ワ ッ ジ 
ema: 437# 1610 
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ASK as s 


ザフト の 抵抗 に よっ て 騰 着 し た 戦局 を 、 一 気 に 打破 
する べく 投入 され た 秘密 兵器 が 、 こ の デス トロ イガ ンダ 
ム で ある 。 地球 軍 が 軍 産 複合 体 「 ロ ゴス 」 の 支援 を 愛 
け 、 ザ ム ザ ザー や ゲル ズ ゲ ー と いっ た MA の 流れ を 沢 ん 
で 開発 し た 本 機 は 、Gressorial Fortress Armament 
Strategic (一 戦略 装 脚 兵 装 要 寒 ) に カテ ゴ ラ イ ズ さ れる 
機動 兵器 だ 。 拠点 嘘 減 に コン セプト を 絞り 、 50m を 超え 
る 巨大 な 全身 に 、 艦 隊 や 多数 の 英機 を 全 減 させ る ほど 
の 総 大 な 火力 を 搭載 。 戦局 に 応 | Ry 
で 頭 部 を 覆う こ 


エクス テン テッ ド に より 間 用 され た 戦役 


енем ыл ی‎ だ が 、 そ の 高 


や 火器 管制 の コン トロ ー ル に 
CPU と し て の 搭乗 が 不可 欠 で 8 


体 機能 を 人 為 的 に 高め られ た エク ステ ン デ ッ ド 兵士 の 
вла отежава сют, ася 


の 通り 「 破 壊 」 に 偽り の な い MS に な る の だ 。 


モビ ルス ー ツ : GFAS-X 1 デス トロ イガ ンダ ム 


©, 


デス トロ イ 
ガン ダム 


mebi АШ 
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DES) к] se 144 


И Е 


デス トロ イガ ンダ ム は 戦局 に より 、 バ ッ ク パッ ク で 頭 部 を 
理 い 下半身 を 反転 させ る こと で 、 人 型 形態 か ら 政 力 な 要 
塞 形態 に 変形 する 。 兵 装 ユニ ッ ト に は 大 火力 の 高 エネ ル 
ギー 砲 や 、 全 方 位 に 攻撃 が で きる 20 門 の プラ ズ マ 砲 など 
が 備え られ て お り 、 要 塞 形態 に 変形 する と 、 効 果 的 か つ 
スム ー ズ な 拠点 攻撃 を 行う こと が で きる 。 こう し た 2 種類 の 
形態 を 使い 分 ける こと で 、 本 機 は ベル リン を 脚 く 間 に 残 減 
し た ほか 、 へ ブン プペ ベース 攻 防戦 に も 投入 され た 


EKBER MDE 
REGEN Un. iË 


豆 分 は 、 シ ュ トゥ ルム フ : 


m コク ピッ ト 
ロッ ト を 生体 CPU] と する エク ステ ン \ 
АВИОНЕ OVER SOK o 
自 規格 の も の が 使用 され た 。 


imam ORME? 
で し まう 


失点 攻撃 に 特 化し た 要 
ば れる 。 パック バ ッ ク 下 


拠点 制圧 の た め の 強 力 な 固定 兵 装 群 


血 用 目的 を 拠点 制 訂 に 級 っ て 開発 され た デス トロ イガ =~ EY RTI ATES 
ンダ ム は 、 戦 術 汎用 性 を 極力 廃し 、 強力 な 固定 兵 装 を 装 ネフ ェ ル テム 503 
f, その すべ て が 射撃 兵器 で 、 TR- ВЕ. REDE- 02D 
ム 砲 は 、 英 拠点 を 一 瞬 で 焼き 払う ほど 強力 な も の で あっ 
また ガン バレ ル シ ス テム を 使っ た 飛行 型 ビー ム 砲 「 シ ュ 
トゥ ルム ファ ウス ト ] を 装備 し 、 対 MS 戦闘 も 行え た 。 また 、 
隅 電 子 リフ レク ター の ビー ムシ ー ル ド ・ シ ュ ナイ ド シ ュ ッ ツ を 
Ял. 敵 ビー ム 砲 弾 を 無効 化す る こと が 可能 で あっ た 。 


—# ссн 


持っ て いる 
[A] 


Шкіжла-н 
アウ フ プ ラー ル ・ ド ライ ツェ ー ン 


ュ ナ イド シュ ッッ の 装備 
BSB HAE 
ザフト 駐留 部 


окка 
る 


тарт — LE 
シュ トゥ ルム ファ ウス ト 


тиса: 
з-да. пассаж 
し 、 ятизйкос, с 


Ш75ття%) 
近接 防御 シス テム 
イー ゲル シュ テル ン 
口 部 分 の ツ ォ ー ン Mk2 砲 門 の 側面 に 装備 さ 
TOMER, AARE 
て いる 本 機 の 、 数 少な い 接近 戦 
MARIAH CEE Ce çv 


Ш MJ-1703 


Ш 1580mm 複 列 位相 エネ ルギー 砲 5 連装 スプ リ ッ ト ビ ピー ム ガ ン 
スー パー スキ ュ ラ 
Bian Tu sawa г 
K-ART. АЕ 
а). | 


Mk.62 

6 連装 多目的 

ミサ イル ラン チャ ー | 
バッ ク バ パック に 装備 きれ イル 発射 
FAN- ORENA 


ж-а, укен ERER. 
ИНОЕ 


E 陽電子 リフ レク ター ビー ムシ ー ル ド 


Bp 8; シュ ナイ ド シ ュ ッ ツ SX1021 


ムシ ー ル ド 。 前 方 か ら の パッ ク / 
уен, чест, 


MORE INFO! 
アド ゥ カー フ メ カノ イン ダス トリ ー 社 


デス トロ イガ ンダ ム の 開発 を 担当 し た の は 、 ユ ー ラ シア 連 孝 の 
アド ゥ カー フ ・ メ カノ イン ダス トリ ー 社 で ある 。 アド ゥ カー フ ・ メ カノ 
イン ダス トリ ー 社 は 大 型 MA 開発 を 専門 と する 軍事 企業 で 、 デ ス 
トロ イガ ンダ ム も 一 連 の MA 技術 の 流れ の 中 で 開発 され た 趣 大 
型 MS で あっ た 。 大 き さ や 性 能 が 通常 の MS の 常識 か ら 外 れ て い 
る の は 、 設 計 思 想 の 根本 が 異な る か : 
地球 連合 軍 が 使用 し た MA は 、 ザム ザ 
リッ ド な ど 、 地 上 宇宙 両用 が すべ て 、 ア ドウ カー フ ・ メ カノ イン 
ダス トリ ー 社 が 開発 し た 機体 で ちっ た 。 


スト ロイ ガン ダム は 、 陽 
電子 リフ レク ター の ほか 、 
ザム ザ ザ ー な どの アド ゥ 
カー フ 社 製 大 型 MA ヒコ 
ン セ プ ト を 同じ くす る 装備 
が 少な く な い 。 


16-12 


‚МЕ MT >= 


リア や グフ イグ ナイ テ 


モノ アイ を 採用 z| аа 


ドム トル ー パ ー 
J DOMTROOPER | TROOPER 


BE 

防御 力 に 使 れ だ 重厚 な 装甲 の 内 側 に 
置 。 姿勢 制御 な ど に 用 い 
性 能 や 機動 性 能 を 


クラ イン 派 が 生産 ・ 実 戦 投 入 し た 高 機動 MS 


イラ (C.E.) 73 以 降 も 、 ザフト は セカ ンド ス 
Ба Е57 ュー ミレ ニア ムシ と いっ た 新規 
格 の MS 群 を 開発 し て いた 。 ゲイ ツ に 代わ る 主力 機 の 開 
発 競争 も 繰り 広げ られ 、 結 果 的 に 主力 機 と し て 採用 され 
た ザク ウォ ー リ アプ ザク ファ ント ム の ほか 、 格闘 戦 に 長け 
グフ イグ ナイ テッ ド 、 そ し て 重 武 装 と 高 機動 性 を 両立 さ 
せ た ド ム ト ルー パー が 開発 され ある 。 
ドム トル ー パ ー は 、 ザ ク の 試作 機 を ペー ス に 設計 ・ 開 
発 が 進め られ た 機体 で は ある が 、 ザフト サー ドス テ 
カテ ゴ され て い れ は 既存 の MS と は 大 き < 異 


な адын \ 
進 シ ステ ム や 攻 


クラ イン 派 が 本 機 の 設計 デー タ を 入手 . it 
工場 [ファク トリ ー」 製造 を 再開 し 、 簡 易 型 の 兵 装 

備 し た 機体 が 、 ク 
ライ ン 派 の 戦力 と し て 実戦 に 投入 され 、 その 実力 を 発揮 
し て いる 。 


画 SPEC 


全高 17.48m 
иш 79.41 
a=! 


RE Е ギガ ラン チャ ーDR1 マ ル チ 


ビームサーベル “MMEGAUZ5A 
20mmCIWSx2.。MX2351 ソリ ド 9 
ス ・ フ ル ゴ 
オー ブ ( ク ライ 

ヒル ダ ・ ハ ー ケ ン . 


関連 ファ イル 


Ж 
FILE PREVIEW 


初動 戦士 ガン ダム SEED DF 


MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : ZGMF T ドム トル ー パ ー 


ГАК srr А 


| = ШЕСТ 


重厚 な フォ ルム を 持つ ドム トル ー パ ー で ある が 、 機 体 各 
所 に 措 載 し た スラ スタ ー と ホバリング 推進 機関 に より 、 そ 
の 機動 性 能 が 高く 保 た れ て いる の が 特徴 で ある 。 特に 
スカ ー ト 状 に な っ た 腰部 と 脚 部 に は ホバリング 用 の スラ ス 
ター が 集中 的 に 設置 され て お り 、 平 行 移動 や スム ー ズ な 
旋回 を 可能 と し て いた 。 また バッ ク パ ッ ク に は 、 ス ラス タ 
付き の ウィ ザー ド バ ッ ク 「 イ ー ジ ー ウ ィ ザー ド 」 が 装備 され 、 こ 
ちら も 機動 性 を 支え て いる 。 


ー ド は 、 ド ム 
ルー パー の 実 昔 投 入 に 


正装 を は 備え を い ドム トル ー 
バー の 頭 館 。 ザフト 製 MS の 


画 イー ジー ウィ ザー ド 
С 
МУКИ 
ク 。 6 の スラ スタ ー と | 
ビーム サー ベル を 装備 し ( 


Ш 腰部 スラ スタ ー 
許 部 スカ ー ト 内 部 の レイ アウ 
ト 。 内 部 に 可動 式 の スラ スタ ー 
ノズル を 備 た る ほか 、 スカ ー ト の 
SHOP HBO KA AE 
сънна -= 
ア を 備え で いる の が わか る 


ジー ウィ ザー ド を 装備 し 
て 出撃 する 


局部 スラ スタ ー は 、 機 体側 面 に 向け て そ 


の 射出 口 が 設置 され て いる 。 旋回 時 を ど | 
に 使用 まれ る ほか оине е 
も 用 いら れ た 


連携 攻撃 を 想定 し た 武装 群 


ドム トル ー パ バー に 当初 か ら 設置 が 予定 され て いた 装備 群 
は 、 胸 部 に 備え られ て いた 小口 径 砲 「20mmCIWS] と 、 実 
絢 ミ サイ ル と ビー ム 発 射 口 が 装備 され た パ バズーカ 「 ギ ガラ ン 
チャ ーDR1 マル チ プ レッ クス 」 の 2 種 で ある 。 さら に ファ クト 
生産 され た 機体 に は 、 追加 装備 と し て 左腕 部 の ビー 
ルド 「 ソ リド ウゥ ス ・ フ ル ゴ ー ル 」 と 、 イー ジー ウィ ザー ド を 
構成 する 強化 型 ば ー ム サー ベル が 付与 され で いる 。 これ に 
より あら ゆる 状況 で その 能力 を 発揮 で きる 機体 と な っ た 。 


Ш MMI-GAU25A 20mmCIWS 


тй Езйсә Шап. ВНЕСЯ, ИР 
ЕЕЕ О ЕМ. OBIS HTS 


Ш ЈР536Х ギガ ラン チャ ーDR1 
マル チ プ レッ クス 


Ш MX2351 Ñ 


7>2 
жалан, 


> жанары 
設置 され た バズ メーカ 
ロケ ッ ト ノ ズル 内 蔵 式 
DRM EEE 
5, ВАЗЕ 
担い で 使用 され た 


Ш MA-X848HD 強化 型 ピ ー ム サー ベル 
ур 


特殊 装備 三位一体 攻撃 を 可能 と し た 高 エ ネル ギー 粒子 射出 兵器 


REBENE 「 ス クリ ー ミ ング ニン バス ] ld, жш 
の み に 設 置 され た 特殊 兵器 で ある 。 発射 口 か ら 高 エネ ル 
ギー 粒子 を 大 量 に 生成 し 機体 周辺 に フィ ー ル ド を 展開 す 
る 構造 で 、 そ の フィ ー ル ド に 敵 機 が 前 れ る と ダメ ー ジ を 与 
える こと が で きた 。 フィ ー ル ド 展 開 中 は 機体 自体 が エネ ル 
ギー の 塊 と 化す た め 、 敵 MS へ の 突撃 も 可能 と な っ て い 
る 。 3 機 連携 に よる 使用 を 想定 し て いる も の の 、 そ の シン タケ 
ロロ は 非常 に 困難 と され て いた が 、 マ ー ス ら 3 人 は この 機能 
を 活か し て 「 ジ ェ ッ ト ス トリ ー ム アタ ッ ク ] を 実現 し た 。 


Ш ジェ ッ ト ス トリ ー ム アタ ッ ク 
Ё 


4- PMMA CORMAN LER. 3 機 が 一直 線 に 並ん だ 徐 、 先頭 の 機体 が [スク リー ミン グ 
Палата ааа 


フィ ー ル ド の 「 傘 で ! 


MORE INFO! 


ドム トル ー パ ー( オ リ ジ ナ ル 仕 様 ) 


ザフト の 次 期 主 MS コン ペティ ショ ン 用 に 提示 され た 
オリ ジ ナ ル 仕 様 。 実体 シー ルド を 装備 する ほか 、 大 出力 ス 
ラス ター や 近接 音韻 用 兵器 ・ ド リル ラン ス に よっ て 構成 さ 
れ た 「 ナ イト ウィ ザー ド ] を 持つ 。 主機 と し て は 採用 され 
め 、2 機 が 製造 され た に 留まっ た 。 


腹部 の 左側 に 設置 され た スク ケリ. バス の 発射 エキ ルギー 
を 消し く 消費 する た め 、 使用 時 間 は 制限 され て いる 


f ae Гллу— 
a ARGE 2 


ғ - > ルー バー 


A 
パス 」 を 使用 、 RNOLD TAIL 


DMa- サシ ライ x 


1614 


シソ タス Ф 
"ТД 


7 [р (И) Aasers via THIN 


MTSE 


デス サイ ヌメ ハル unknown 


GUNDAM DEATHSCYTHE HELL | DEATHSCYTHE HELL 


FHMC рда 


「 オ ペレ ーション ・ メ テオ ] に 参加 し た MS パイ ロッ ト 、 
デュ オ ・ マ ックス ウェ ル の 愛 機 と し て 、 
恐怖 に 居 え 上 が ら せ た ガン ダム デス サイ ズ 
ペレ ン ・ デ イブ レイ ク 」 発動 以降 
対応 を 本 格 化 さ せ た っ て 機体 は 捕獲 ・ 破 壊さ 
れ て し まう 。 その まま 機体 は 間 に 葬 られ る か と 思わ れ た 
が 、0Z に 拘束 され て い 
者 が 、 0Z 用 の 機体 を 開発 する 傍ら で 
幅 な 改修 を 極秘 裏 に 決行 。 ガン ダム デス サイ ズ ヘ ル と 
し て 再び 姿 を 現し た の で ある 。 
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所 属 
搭乗 者 デ 


W COMPARISON CHART W COLOR 
20m ーーー - a 


改良 され た “死神 "の 愛 機 


デス サイ ズ ヘ ル は 、 デ ス サ イ ズ 時 代 の 折 る 隠 

密 性 を 継承 する だ け で な く 、 全体 的 な 性 能 の 向上 が 
ら 3 зыга ШАЙ ЕЯ 
防御 と 機動 性 


ター シー ルド な ど 、 武 面 の 改良 も 図ら れ 

闘 力 も 上 積み され た の で 

球 で の 運用 に 適応 し て い нен 
が 広がり 、 宇 宙 で も その 戦闘 能力 を 充分 に 発揮 で きる 
機体 と な 


関連 ファ イル 


宇宙 戦 に 備え た 装備 群 の リニュ ー ア ル 


デス サイ ズ ヘ ル は 、 ス テル ス 性 能 を 有 有 し 、 隅 密 行 動 や 一 撃 
将 ~ 脱 戦法 を 得意 と し た デス サイ ス の 能力 を 強化 する た め 、 装 


備 を 大 幅 アル し て いる 。 新た に 設置 され た 可動 式 
用 ・ ア クティ ブクロ ー ク は 、 対 MS 戦 を 想定 し た も の で 、 ビー 
ム へ の 耐久 性 を 向上 させ た 。 また 、 揚 乱 粒 子 を 散布 で きる ハ — l 
N не 8 p: アク ティ フタ ロータ 
イ バ パー ジャ マー を サポ ー ト する 形 置 し 、 広 クティ ブクロ ー м (55/52/57, 
СН РАТИО RETS: 2 à 
宇宙 で も その 機体 特性 を 発揮 する こと が で きた の で ある 。 ес 
Nm ハイ バー ジャ マー 
パッ ク バッ ク に 粒子 射出 
口 を 設置 し た 、 デ ス サ イ 
Е: N 
BORA NF EHEC 
Me TOCET. ИШ; | 
В + 
жане. в 
ルス 性 能 を 与え た 。 
その レイ アウ トロ は 各 有 
co 
ы ン リブ ジャ マー 
、 画 アク ティ ブクロ ー ク (С/ Ш: 
№ 2 2 | ハイ バー ジャ マー か ら 射 出 
置 基部 кшт. BEEK 
ィ ブ クッ ローク の 設置 基部 は 、 肩 広範 囲 に 搬 開 する 補助 装 
レイ アウ ト さ れ て いる 。 ガン ダニ ュ 8. 胸部 に 6 基 設 置 され て 
ウム 合金 製 で あり 。 PCBS 49). MADII 
KERT. К な っ て いる 
出力 が 強化 され た 武装 和 
本 機 の 直 装 各 は 、 デ ス サ イズ に 装備 され た も の を 改良 ・ 画 ツ イン ピー ム N 
ха, ビー ム 刃 を 2 本 ! 打 突 攻撃 も 可能 と な っ た ツイ 
ン ビ ピー ムサイ ズ に 変更 きま れ 、 パ スタ ー シ ー ル ド は 、 装 備 す る ク 
ロー と ビー ム 刃 の 強化 ( スラ スタ ー 出 力 の 向上 も な さ 927 
れ て いる 。 また 、 リ ブ ジ ャ マー の 設置 に よっ て オミ ッ ト さ れ た マ 
シン キャ ノン の 代わ り に 、 牽制 用 迎撃 用 の ヘッ ド バ ルカ ン が 
頭 部 に 設置 され て いる 
ツイ ン ビ ー ム サイ ズ に よる 近接 
Е 
な ど MD (モビ ルド ー ル ) ERIE 
и 
いた 
ム 刃 を 発生 する 格闘 兵器 。 デス サイ ズ で は 1 基 刃 を 2 基 と 
に け で な く 、 ビ ピー ム の 射出 部 が 可動 する た め 、 長 病状 の 兵器 と 
2 ツイ ン ビ ー ム サイ ズ の グリ ッ プ 部 , 
Е-ы пий. 3 
ュ イ と ロワ ・ バ パー トン 
эе? <> 
メリ ク の MD と も 格納 され た 
Ям. ツイ ン ビ ピー ムサイ ズ に よ 
215453 
MORE INFO! ガン ダム 開発 者 に よる 改良 
0Z に よっ て 破壊 され た デス サイ ズ だ っ た が 、 そ の 残 陵 は 資料 == 
と し て 0Z の 月 面 基地 内 に 保管 され て いた 。 その 当時 、OZ の 月 プロ フェ ッ サ ーG 
面 基地 内 で 対 ガ ンダ ム 用 の ヴァ イエ イト 、 メ リク リウ ス の 開 俊 に 
取り 組ん で いた 5 人 の 技術 者 は 、 デス サイ ズ の 列 村 も 入手 。 0Z TERR, тоски 
EMRTSRDLLT, デス サイ ズ ヘ ル を 完成 さき た の で ある 。 | АОН 
е” 


та ч52чх 17-4 


(w) mM wl 人 


ヴァ イエ イト 


ІШ SPEC -02-13MSX2 MERCURIUS- 
(頭頂 高 16.3m) _ 


ĝi Е 
重量 73 


А-Я — 


スラ スタ ー 推 カ ーー 


装甲 材 質 ガン ダニ ュ ウ ム 合金 


RR プラ ネイ トディ フェ ン サ ー バ ビー 
ム ガ ン クラ WF 


群 の 制圧 6 


存在 で あ 5 コロ ニー 群 か ら 降 下 し て きた 
5 機 の ガン ダム で ある 。 単機 で も 圧倒 的 な 性 能 を 有する 

А 、0Z の 現場 指揮 官 で ある レデ ィ ・ 
アン は 、 拘 束 し て いた ドク ターJ ら 5 人 の ガン ダム 開発 者 


に 、 対 ガン ダム 用 の MS 開発 を 命じ た の で ある 。 そし て 完 
イエ イト と メリ クリ ウス と いう 特性 の 


する た め 、 ガ ンダ ニュ 
め て 採用 し て いる 。 $ 
体 は ヴァ イエ イト と 共通 で ある , 


ВЕРА 
その 基本 構造 邊 


02-13MSX1 VAYEATE 


т ШЕ GRAY 


07-13М5Х2 MERCURIUS 
о e 
е © 


メリ クリ ウス Куд 
MERcuRus H 


ト と メリ クリ ウス は 、2 機 で の 連携 運用 を 基 

で ある 。 ヴァ イエ イト は ビー ムキ ャ ノン に よる 砲撃 力 に 、 x 
リク リウ ス は プラ ネイ トディ フェ ン サ よる 防御 性 能 に 
特 化 し て お り 、 両 機 が 連携 する こと で ガン ダム を 上 回 る 
能力 を 得 よう 実戦 で は ウイ ング ガン ダム ゼロ に 敗 


アイ エイ ト 、 ヒイロ ・ ユ イ の 戦闘 
デー タ を 組み 込ん だ メリ クリ ウス が 再び 運用 され た 。 


関連 ファ イル 


ビーム 兵器 と その 運用 に 適し た 構造 


砲撃 戦 に 特 化 し て いる エイ ト の 装備 は 、 ビ ー ム 
ン と その ー タ ー の み で 構成 され て いる 。 背部 
設置 され た 円 形 の ビー ムジ ェ ネ レー ター と 、 巨 大 な 砲身 
を 持つ ビー ムキ ャ ノン は 連動 し て お り 、 砲 を 使用 する 際 に 
は ジェ ネ レ ー タ ー が 駆動 、 そ の 圧倒 的 な 出力 を 生み 出す 
機構 と な っ て いた 。 こう し た 思い 切っ た 装備 構成 は 、 ガ ン 
ダニ ュ ウ ム 合金 製 に よる 装甲 と 、 防御 性 能 の 高い メリ クリ 
ウス と の 連携 に よっ て 実現 し た も の で ある 。 


Nm ビー ムキ ャ ノン 
жаяше- мат. 
ガン ダム の パス ター 

る 。 射出 れ た ビー ム は 広角 に 


キ 


ピー ムキ ャ ノン と 連動 する 大 型 の 出力 機関 
使用 時 に は カバ ー が 展開 され 、 ビ ー ム 発生 
шыкса A. 


ヴァ イエ イト と の 運用 に 即 し た 装備 衝 


メリ クリ ウス は 、 ヴァイ エ イト の 砲撃 を 最大 限 に 利用 † 。 画 プ ラ ネ イ トディ フェ ン サ ー 
BHO [E] と し て 開発 され た 。 その 最大 の 特徴 で ある 108 ОЖ {MERE 
プラ ネイ トディ フェ ン サ ー は 、10 基 の 電磁 フィ ー ル ド 発 生 ЕГІ 
eee. 


ヴァ イエ イト へ の 攻撃 
TED. また 、 南 機 の 接近 に 備え て 、 ビ ー ム 刃 付き の シー 


ルド と 小型 の ビー ム ガ ン も 備え られ た 。 


画 クラ ッシュ 
4 シー ルド 


\ Шефа. 


A 

ре ) 応 する 小型 の 
= Е それ ほど 高く は 

Cf い が 、 取り 回 し に 優れ る 


連携 に より 発揮 され る カ 


ヴァ エイ ト と メリ クリ ウス は 、 連 的 し て の 運用 が 必須 と き 
れ て いる 。 メリ クリ ウス が 前 方 で ピー ム フ ィ ー ル ド を 形成 し 
DD, WARABI PA IARE E-A 
fi 両機 の 連携 が スム ー 
ズ に 行え な 場合 は 機体 性 能 を 発 押 で き な い た め 、 パ バイ | 
ロッ ト に は 阿 吐 の 呼吸 を 持っ た 2 人 組 が 必要 と され た 。 


= 
eS 
画 宇宙 輸送 船 


хуор ёт, ВНЕ LE 


クリ ウス の コク ピッ 
ト は 独自 の も の が 
НН. 少年 用 に 


ヴイ エイ ト と メリ タリ ウス の 戦闘 イメ ー ジ 図 。 メリ クリ ウス の g MD 仕様 
フェ ン サ エイ ト を 守り 、 ビ ー ム キャ ノン 射出 まで の 時 間 を ヴァ イエ イト に 搭乗 し た トロ ワ 、 メ リク リウ ス ド 
べ て 大 型 で ある 。 ви. EEF EMILE дэе た MD 仕様 。 ワイト フ ァ ン グ が 運用 し た 


乗 し た ヒイロ の デー タ を 載 


Ma- 194% 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : GAT-K252 フォ ビ ドゥ ン ガン ダム (880) mM1 не 0) 


リル ーーー 


SPEC 
ЖЖ 17.47т 


ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド を 攻防 に 応用 し た G] 


第 2 期 GAT-X シ リー ズ の 一 機種 で 、 エ ネル ギー 偏向 
装甲 「 ゲ シュ マイ ディ ッ ヒ ・ パ ン ツ ァ ー] を 備え た 突撃 ・ 強 
ЗЕНІМ5/”ОАТ-Х252 フォ ビ ド ゥ ン (フォ ビ ド ウン ガン ダ 
А) で ある 。 白兵戦 を 得意 と する 通常 の 形態 と 、 火 力 ・ 
防御 力 ・ 機 動力 を 兼ね 備え る 高速 強襲 形態 を 使い 分 け 
る こと で 高度 な 戦闘 能力 を 発揮 し た 。 

型式 番号 か ら 理解 で きる よう に 特殊 戦 用 の X200 系 
フレ ー ム を 採用 し た 機体 で あり 、 第 1 期 GAT-X シ リー ズ 
の GAT-X207 ブリ ッ ツ 同 様 、 ミ ラー ジュ コロ イド の 展開 
能力 を 持つ 。 た だ し 、 ミ ラー ジュ コロ イド を ステ ルス に 用 


いた ブリ ッ ツ と 異な り 、 フ ォ ビ ドゥ ン は ビー ム の 屈折 に 利用 
し た 。 これ が ビー ム の 軌道 を 挫 じ 曲げ る エネ ルギー 偏向 
装甲 「 ゲ シュ マイ ディ ッ ヒ ・ パ ン ツ ァ ー」 で ある 。 既存 の 
対 ビ ー ム シー ルド を 凄 鶴 する 対 ビー ム 防御 能力 を 持つ ほ 
か 、 フ ォ ビ ドッ ゥ ン 搭載 の ビー ム 砲 の 軌道 変更 に も 転用 。 
攻撃 手段 の ひと つと し て も 使用 され る 。 

優れ た 攻防 力 と トリ ッ キ ー な 戦術 に よる 切り 込み や 提 
a (ee 3888) を 期待 され た フォ ビ ドゥ ン は 、 生 体 CPU 
ドラ され 、 オー ブ 解 放 作戦 や 第 2 次 ヤ 
キン ドゥー エ 攻 罰 戦 な ど で 猛 成 を 振る っ た 。 


本 体 と バッ ク バ ッ ク に 分 離さ れ た 基本 能力 と 拡張 後 能 


フォ ビ F ド ゥ ン は 、 人 型 兵器 と し て の 基本 能力 を 備え た MS MARAKE 


本 体 と 、 火力 ・ 防 御 力 ・ 機 動力 な どの 拡張 機能 を 集約 し 
バッ ク バッ ク で 構成 され る (X200 系 フレ ー ム の 特性 上 、 ミ 
ラー ジュ コロ イド の 制御 機能 は MS 本 体 に ある と 思わ れる )。 
結果 、 多 様 な 機能 を MS1 機 に 盛り 込む こと に 成功 し た が 、 
全能 力 を 一 度 に 発現 させ る の は 困難 だ っ た よう で 、 白 兵 戦 


ЕШШ. уу 


ク バ ッ ク の 装備 を 使用 する 

第 2 期 GATX シ リー ズ の | 取る 形態 で あり M 

特徴 で ある トラ ンス フェ イ ees СЫН) 

BREA, TB 

HISMONORY TE 

い 。 ビー ム サ ー ベ ル 以外 
ндан тэо, 


シス テム 化 さ れ た 火器 


フォ ビ ド ゥ ン の 防御 力 を 担う ダシ ュ マ イデ ィ ッ ヒ ・ パ ン С 
シス テム に も 転用 され て いる 。 
の 誘導 プラ ズ マ 砲 「 フ レス ベル グ ] ТҮСІ 
構 で 、88mm レ ー ル ガン 「 エ クツ ァ ー ン 」 の 砲身 に は フレ ス 
ベル グ の 弾道 屈折 用 の 磁場 発生 装置 が 搭載 され た 。 ゲ 
シュ マイ ディ ッ ヒ ・ パ ン ツ ァ ー は ビー ム 屈 折 用 の 特殊 粒子 
を 磁場 で 固定 する も の で あり 、 攻撃 に も 転用 可能 だ っ た 。 

Га а 

Ал... 7.4. ти 


75mm 対 空自 動 バ ル 
WERF ATAY I 


ЭЕ/%120йНЕЕ 
BORN 
R ийи 2 
イブ ヤー ド ] он 
ЗА. 
きれ た と いう 。 


BRNO TIF 
ヒ ・ パ ン ツァ ー は 、 慎 と し て 
独立 可動 輝 ア ー ム に 接続 
され て いる 。 盾 部 分 は 寺 実 
AOR PALL THM 
能 す る 。 


(の 外部 側面) は フレ スペ 
I ORBEA REM 4 
И ЕАМ ба бер 
け の 火 部 で . フ レス ベル グ の 転用 に より 理 首 を 屋 折 させ トリ ッ キ ー な 攻撃 を 可 

より 連射 が 利く ЫВ. FTHOMBMS ЕВ ORBLE, 


MORE INFO! 


フォ ビ ドゥ ン そ の も の が 量産 され る こと は な か っ た が 、 жәй 
MS と し て パリ エー ショ ン 展開 し 、 制 式 採用 され た 。 この 背景 
に は 、 耐水 圧 機構 と し て の ゲ シ ュ マ イデ ィ ッ ヒ ・ パ ン ツ ァ ー の 
有効 性 が ある 。 ゲ シ ュ マ イ - > 
場 は 、 水 圧 や 水 の 抵抗 の 軽減 に 転用 可能 だ 
権 確保 の 必要 性 か ら 地球 連合 軍 は ゲ シ ュ マ イ テ - 
ツァ ー 搭 載 の 水中 用 MS の 開発 を 進め 、 ザ フト の グ - 
を 撃破 可能 な 、 フォ ビ ドゥ ン 系 水中 用 MS を 実用 化す る に 至っ 
た 。 その 系 列 機 は C.E.73~74 の 戦争 で も 活躍 し て いる 。 


フォ ビ ド ゥ ン の バリ エー ショ ン 


プ ォ ヒド ゥ ン ブ ル ー を 改良 、 


量産 化し た 水中 用 MS、 GAT-X255 


フォ ビ ド ゥ ン ブ ル ー 


GAT-706S 

ディ ー プ フォ ビ ド ゥ ン 
フォ ビ Fo ゥ ンプ ブル ー の 実働 デー 
受け て 開発 され た 、 量 産 
仕様 の 水中 用 MS。 チ ター ウ 
Нея, 


GAT-707E フォ ビ ド ゥ ン 
ヴォ ー テ クス 。 耐圧 性 や 
洪 示 可能 時 間 が 改善 
れ た 。 へ プレ ズ ベ ー ス 戦 に 
投入 きれ て いる 。 


フォ ビ ドゥ ン を 基 に 試作 れ た 
連合 軍 初 の 水中 用 MS。 ж 
中 用 フォ ビ ドッ ン と し て は 先行 
試作 型 に 位置 付け られ る 。 
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№ 

= 
ІЛ 
Ұн 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 
RX-178 ガン ダム Mk-H と 同 
і じ く 角 型 で 、 パ ッ ク バ パック の 


きれ 出力 は 0.4MW 
RX-178 の XB-G-1048L 


| プリ ファ イア ・ エ イダ が 導入 され 
| 地上 に お ける 運動 性 を 高め て いる 


AK CHS. そ に は RX-178 ガ 01.06 8 


t 
ンダ ム Mk-L の 技術 が 盛り 込ま れ 、 機 体 の 3 割 強 に RX- に 機体 特性 を 変更 で きる と いう 
178 系 の パー ツ を 用 いて いる と も 言わ れる 。 同系 統 の パッ 汎用 性 に より 本 機 は 優れ た 戦術 効果 を 挙げ て いる 
ク パ ッ ク の 採用 の ほか ムー パブ ル ・ フ レー ム が 部 分 的 に ー ゴ の 主 カ 機 ISA-003 ネモ は 、 優れ た 
導入 され て いる と の 説 も あり 、 性 能 は 向上 。 ジム 系 の 中 で 性 能 な が ら も コス ト パ フ ォ ー マ ンス に 難 が あっ た こと か 
も 屈指 の 総合 性 能 を 持 カラ バ が 連邦 軍 に 統合 され た の ち に ジム 皿 を 制式 採用 
ジム は 機体 各所 に ウェ ポン ラッ チ を 設け て お り 、 各 種 か し な が ら 、 以 降 の 連邦 軍 主 力 MS は RGM-89 
オプ ショ ン 兵 装 の 運用 が 可能 で : の コン セ プ へ と 移り 、 ジ ム 四 が 「 ジ ム 」 の 名 を 冠 する 最後 の 
汎用 性 ・ 抜 張 性 を 、 本 機 は 兵 装 の 運用 と いう 異 機体 と 


же ОЗА 


武 R 


ミサ イル 系 兵器 の オプ ショ ン 兵 半 を 併用 する こと で 、 ジ 
ム は 従来 換 種 より も 火力 を 格段 に 強化 で きる 吉 が 特徴 
で ある 。 さま ざま な ミサ イル 兵器 を 増 装 する こと で 、 中 距離 
支援 用 MS と し て 運用 が 可能 と な り 、 戦 場 で は 後方 支援 
機 と し て も 多大 な 活躍 を 見 せ た 。 

オプ ショ ン 兵 装 に より 支援 用 MS の 特性 を 兼ね 備え た 
本 機 は 、 単機 で も 複合 的 な 対応 で きる 価値 を 持っ 
た 。 汎用 性 を 旨 と する 連邦 軍 に お いて 非常 に 有用 で あ 
り 、 BRAD SADR SRR AYE DRC 
て 運用 され 続け た の は 、 こう し た オプ ショ ン 兵 装 を 主眼 と し 
た 設計 思想 が 評価 され た 結果 で ある 。 また それ は 、 後 年 
た と 言え る 。 


の 新型 NS と 充分 に 渡 
語っ て いる 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
RGM-79R ジム な ど に 採用 きれ た BOWA 社 製 の BR-S.85-C2 (出力 


CHM ca ФЕ/ IAT БН ЖЮЗ, 
ECe fB OB AH 


HHR 
時 は 充分 な 成 力 で あっ た 。 


「 機体 構造 | Mk-I の 技 


各種 兵 装 を 外装 化し 、 武 装 の 携行 性 を 高め た RX- 
178. その 設計 思想 を 中 尊し た ジム 息 に は 、 オ プシ ョ ン 兵 装 
を 装備 する た め の ウ ェ ポ ボン ・ ラ ッ チ が 設置 され た 。 技術 面 も 
設計 に 取り 入れ られ て 
状 が RX-178 の も の と 酷似 。 本 機 が その 設計 を 
の で ある こと を 表し て いる 。 外装 化 に よる 拡張 性 を 備 
RX-178 の 機体 設計 を 盛り 込ん だ こと で 、 УВК 
か っ た ジム 系 の 評価 を 疾 す 傑作 機 に 成り 得 た の だ 。 


тиетш снос 
いる の 
HERRI 


オプ ショ ン 装 備 に よる 火力 強化 と 汎用 性 の 獲得 


lB 肩 部 オプ ショ ン ・ ミ サイ ル ・ ボ ッ ド 


画 腰部 高 性 能 2 連装 ミサ イル ・ 


訂 部 両 謙 の ウェ ポン ・ ラ ッ チ に 枝 備 され る 大 地 の ミサ イル ・ ラ ンチ 


する こと が 可能 で ある 。 к 
出れ た 直後 
ӛлежененте 
ЕСІН 


MORE INFO! 


U.C.008808—X+# - Яса сш 
主力 重 産 機 と し て 運用 され て いた ジム 中 生産 数 の 調整 や 
AMOR RIK MALE DS AMR MASS 
れ な か っ た よう で 、U.C.0090 年 代 まで 絶妙 な 電 給 パラ ン : 
を 保っ で いた と いう 。 そし て U.C.0089 に 制式 採用 され た ジェ 
ガン の 登場 で 早く も 主力 MS の 座 を 退く こと と な り 、 結 果 的 に 
RGM.79 系 列 の 開発 も 終了 。「 ジ ム 」 DB MEET SME 
FMM CHASTE TAD CHB. こう し て 本 機 は 、 地 
球 連 邦 軍 MS の 中 で の 総体 的 な 性 能 低下 に 伴い 後継 機 
で ある ジェ ガン へ の 機種 転換 が 進め られ る こと と な っ た 。 し か 
し 、UC.0096 に お いて も 地上 ・ 宇 宙 共 に 多数 の 機体 が 株 
働 し で いる 。 この こと か ら 5 も ジム の 拡張 性 や 激 用 性 の 高 さ 
と 、 設計 思想 の 確か さがわ か る 。 


UC.0096 に お いて 、 
ロン ド ・ ペ ル の ネェ ル ・ 
т-не 
эвт. RAIDS LD 
が 確認 され て いる 。 こ 
тінші ン の 
シー ルド を 装備 し て 運 
用 され て いた 。 


Y 装着 時 


U.C0096 で は 老 本 化し 


体 だ が 、 改 修 を 加え 5 れ な が ら 運 用 き 
ЙЫУАН i) EEA OER 

至り 、 現 役 で 軍用 され て いた 。 地上 で は サン ドカ ラー 
апе ( 右 ) も あり 、 ト リン トン 基地 な ど で 運 用 され で いる 。 


oma 9294 
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T. АМХ ] ] R ( ガス アル & | № SPEC (ガス ズ アル 、 ガ ズ エ ル で 共通 ) 
= ガ Ж. エル 全高 22.7m( 頭 頂 高 
дү | | 


肩 部 アー マー 
жаз+@ ®2й юте Ш Tat. PW 


тега 


7B 型 と の 構造 上 


腕 部 カバ ー 

胸部 に 増設 され た カバ ー( ガ 
ズ アル は 右腕 、 ガ ズ エル は 
ER) は 増加 装甲 で ある と 
同時 に 武器 ポケ ッ ト と し て も 
機能 する 。 予備 の ビー ム ・ 
サー ベル も この 部 分 に 収納 


され て いる 


А AMX-117R HAP 
(ニー・ ギ ー レ ン 搭 乗 ) 


AMX-117L ガ ズ エ ル p 
(ラン ス ・ ギ ー レ ン 搭 乗 ) 


複雑 な 経緯 の の ち に 誕生 し た ロイ ヤル ガー ド 専 用 機 


ロイ ヤル ガー ド と は 直訳 する と 「 王 室 の 衛兵 ] と な り 、 外観 か ら も わか る よ 
親衛 隊 や 近衛 兵 を 指す オン 公国 の 懐古 
文化 を 受け 継ぎ 、 な お か つ ( は ) 直系 の 丸子 
・ ザ | 
(の ちの ネオ ・ ジ オン ) 
用 され 、 要 人 の 身辺 敬 


専用 の MS が 与え 5 れ た の も 当然 と 言え る 
1178 ガ ズ ア ル と AMX-117L ガ ズ エ ル は 、 . うな 背景 を 鑑み た 上 
の 警護 の た 意 さ れ た 機体 な の で ある 。 を 本 機 の ベー ス と し た の だ 


ШЕЕ; 


MECHANIC FILE 


、 実 際 ( masa ЖЕНИС no. 
[する こと が ほとん ど だ っ た 。 まだ 幼い 
バ が 前 線 に 立つ こと は な <、 宮 典 に 控え て いる こと が 多かっ 
一 方 、 摂 政 役 の ハマ ー ン 6 は 自ら 戦場 に 立つ と と も 多く 
護衛 が 不可 欠 と 考え られ た た めで ある 。 EDHI анасон 
ファ ン ネ ル に よる アウ トレ ンジ か ら の 攻撃 を 主 と する 機体 で орот, лице 
あり 、 接近 戦 そ で や や 劣っ て いる (た だ し ハマ ー ン は 接近 戦 も 。 ズ を 直 え る ほど 長大 で ある 
得意 と し て お り 、 他 の パイ ロッ ト を 湊 多 す る ほど の 能力 を 発 
揮 し た の だ が ……)。 その こと も 護衛 機 の 必要 性 を 高め る 
な り 、 結 果 、 ガ ズ ア ルル & ガ スエ ル が 護衛 役 に 抜 握 
れ た の で ある 。 ガ ズ アル & ガ スエ ル の 装備 が 格闘 戦 に 特 
化し て いる の も 、 議 衛 機 と し て の コン セプト を 色濃く 反映 し 
ろう 。 アウ トレ ンジ の 標的 は キュ ベレ イ が 担当 する 
こち ら に 肉薄 する 標的 に は ガ ズ ア ル & ガ ズ エル が 対 
崎 す る ーー その よう な 役割 分 担 が 図ら れ た の で ある 。 


Wan ROME 
аў 


ビーム ・ サ ー ベ ル (バッ ク バ パック 

Le サーベル (BBA 
どちら も 格 開戦 の 主 兵 
жунис 


ав 


ェ ネ レー 
AITO 
て いる の が 面白 い 』 


連携 に 勝機 を 見 出す ロイ ヤル ガー ド の 戦術 


ガイズ アル & ガ ズ エ ル は 2 機 1 組 と な っ て 護衛 を 行う こと が 
前 提 で ある 。 2 機 の 左右 対称 の デザ イン が その こと を 
明 し て いる 。 戦闘 で は 射撃 戦 を 行う 護衛 対象 に 敵 枝 を 寄 
せ 付 け な いこ と が 2 機 の 投 割 と な り 、 時 に は 自ら を 盾 と し て 
露 払 いと し て の 役目 を 果たし た と され る 。 複数 の 格闘 兵 装 
を 装備 し て いる の も 、 接 近 し て きた 英機 と 直接 新 り 結ぶ 
と を 考慮 し て の こと だ ろう 衛 対象 の 射撃 に よっ 
て 隊列 を 乱 し た 英機 に 対し て 追い 討ち を 掛け る と いう 戦術 
が 採ら れる こと も あっ た 。 その た め 正 確 に は 護衛 対象 を 信 
5 三位一体 の 連携 攻撃 こそ が ガ ズ ア ル & ガ ズ エル の 本 
領 考え られ る 。 ちな み に こ の よう な 連携 は パイ ロッ 
本 機 の パイ ロッ ト で 
ある ラン ス ・ ギ ー レ ン と ニー・ ギ ー レ ン は 、 そ れ に 見 合う だ 
け の 技量 と 操 綻 セン ス を 持ち 合わ せ て いた よう だ 


画 基本 隊列 


キャ ラ ・ ス ー ン の 搭乗 する 
AMXO1S ケー マル ク を 


を 
В =. TELE 
БУЕ: 


a 護衛 対象 


対象 を 中心 に ガ ズ ア ル が 右側 に 。 ガ ズ エル が 
いる 。2 機 の 利き 腕 が 左右 逆 に な っ て いる の 


ロイ ヤル ガー ド 自 身 を も 守護 する コク ピッ ト の 構造 


U.C.0080 年 代 後 半 の MS は 所 属 勢 力 の 違い に よら 
+. ほぼ 同じ コク ピッ ト ・ シ ステ ム が 用 いら れ て いる 。 リニア ・ 
シー ト と 全 天 周 囲 モ ニタ ー を 組み 合わ せ た コ ク ピ ッ ト は パイ 
ロッ ト か ら 死 角 を な くし 、 合 理 的 な 操 状 シス テム と し て 確立 さ 
れ で ぃ で ある 。 その た め ニ ュー タイ プ 専 用 機 で な い 
限り 、 コ ク ピ ッ 周囲 の 独自 改修 は 必要 な いと 判断 され た 
の だ ろう 。 ガ ズ ア ル & ガ ズ エ ル も この 例 に 漏れ ず 、 当 時 の 
一 般 的 な コク ピッ ト ・ シ ステ ム を 採用 し で いる 。 また コク ピッ 
ト 自 体 の 位置 や ハッ チ 形 状 は ペー ス 機 と な 
ディ B 型 (8) を 継承 し て いる 。 機体 の 重心 に 
の 装甲 か ら 成る ハッ チ を 有する ガル バル ディ B 型 (お) の コケ 
ピット は 披 弾 の 影響 が パイ ロッ ト に 達し に くく 、 高 い 生存 素 
を 発揮 し た と 考え られ る 。 + デット 周 囲 の 構 
ペー ス 機 か ら ほ ぼ そ の まま の 形 で 継承 され た の だ ろう 
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ロイ ヤル ガー жығылды 


記録 に 残る ロイ ヤル 
ふた り が 主 だ が 、 さ ら に 4 人 居 
せ ば 、MS 埋 で は ふた り で 用 が 足り た と いう こと に 
ふた り の 能力 が 突出 し て いた と 考え られ る 。 


m. 
ーー は 任務 を こなし 、 ハ 
と ミネ バ パ の 脱出 を 
mits 


мй. уи 


17-12 


Шен | (mg) 


| а | 
7 i ッ jis = 
= f 2 \ ЖШ 
ЕТ 4 ` 4 
А d 8 A 


4 APO ыу ip = Би 
"М. FREEDOM LL 


ХЭХЭ 不明 
装甲 材質 不明 
ER MM-GAU2 ビク ウス 76mm 近 接 防 
ева x27 M100 パラ エー 
ナ ・ ブ ラズ マ 収 束 ビ ー ム 砲 x2 
ММ-М15 クス イフ ィ アス ・ レ ー ル カン 
х2/МАМ20 ルプ ス 


所 属 
搭乗 者 
ІШ COMPARISON CHART 
Lat == 


独立 部 隊 エ ター ナル 


PENDS 


m COLOR 


旋回 能力 を 支 
\ イ マッ トモ ー ド 


MFIM 


ザフト が 開発 し た ZGCMF-X シ リー ズ の 1 機 


地球 連合 軍 が 5 機 の [G] を 開発 し た こと を 機 に 、 ザ 
フト と 地球 軍 の 軍事 街 突 は MS 対 MS の 構図 へ と 変化 
し て いっ た 。 物量 で 劣る ザフト は 、 地 球 軍 の 「 数 ] (CE 
され る こと を 人 危 恨 し 、 地 球 で の 制圧 力 を 
MS シリ ー ズ の 開発 を 進め る 。 そし て 完 ! 


、 ニ ュー トロ ンジ ャ マー キャ ン セ ラ 
) 核 動力 の 使用 を 可能 と し て いる こと で あ 
り 地 球 軍 製 MS を 凄 遂 する 出力 を 実現 で 


き 、 これ まで の MS を 大 幅 に 凌ぐ 戦闘 力 を 獲得 し た 。 特 
に フリ ー ダ ム ガ ン ダム は 、 核 動力 に よる 大 出力 を 機動 
性 能 へ と 変換 し て : 


し て 運用 され 、 結果 的 に 開発 元 
TLE 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム unknown 
Frenom cunoam “ENE 


関連 ファ イル 


大 出力 を ペー ス と し た 強力 か つ 多彩 な 武装 群 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム に は 、 射 軸 兵 器 を 中 心 と し て 、 強 力 か 
つ 多 彩 な 武装 衝 が 設置 され て いる 。 枝 動 力 に よる 大 出力 は 
武装 に も 思 恵 を も た らし 、 ビ ー ム 系 兵器 を 主体 と し た 武装 構 
成 を 実現 し て いた 。 各 兵 器 の 破 震 力 も 驚異 的 で 、 牽制 用 の 
近接 防御 用 機関 玖 を 除き 、 直 撃 す れ ば 一 度 の 攻撃 で 敵 機 
を 破壊 で きる も の と な っ て いた の で ある 。 また 、 コク ピッ ト に 搭 
載 され た マル チロ ッ ク オ ン シ ス テム を 用 いれ ば 、 全 射撃 兵器 
に よる 一 斉 射 ・ 精 蜜 射撃 が 可能 と な り 、 単 機 で も 充分 に 複 
数 の MS と 相対 する こと が で きた の で あ 


回 MA-M20 ルプ ス ・ ビ ー ム ライ フル 


ジャ ステ ィ ス ガン ダム と 同型 の 射 黄 
2. 大 出 カ ピー ム を 高速 で 財 出 する ご 
と が 可能 と な っ て いた 。 


国 MMI-M15 クス ィ フ ィ ア ス ・ レ ー ル ガン ノ 
MA-M01 ラケル タ ・ ビ ピー ム サ ー ベ ル 


独身 を 展開 し た 状態 の レー ル ガ ン (EE). ишн, esl ly 


ビーム サ ー ペ ル が 訟 置 され て いる 、 


M100 パラ エー ナ ・ プ ラズ マ 収 束 ピー ム 砲 


機動 性 能 を 支え る 大 型 ウ イン グ 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム の 特徴 で ある 背部 の ウイ ング は 、 大 
小 合わ せ て 10 枚 の 羽 で 構成 され て いる 。 жавната 
まれ て いる が 、 高 機動 空戦 形態 (High Maneuver Aerial 
Tactical ニ = ハイ マッ トモ ー ド ] を 発動 する こと で 、 羽 が 大 きく 展 
開 さ れる 構造 で あっ た 。 ハイ マッ トモ ー ド の 発動 時 に は 、 ウ イ 


ング を 用 いて 細か な 姿勢 制御 が 可能 と な っ て いる ほか 、 減 速 
を 


に 抑え て の 高速 旋回 や 、 急速 減速 ・ 発 進 な ども 行 
と が で きた の で ある 。 この 能力 は 、 地 上 の みな ら ず 宇宙 で 
も 充分 に 発揮 で きた の 


SHBRRO—ANETIR 
も ハイ マッ トモ ー ド を 発動 させ 、 N 
БЕ. RED 
運動 性 能 ・ 戦 闘 カ を 支え 

に 不可 欠 な 機構 で あっ j 


LTC MENT AOE, 使用 時 は 局部 上 に セッ ト さ れ | 

る 。 RAF ° KHDOE— AT. MIB PSO REATAELL TUS. 
MMI-GAU2 > La 
ビク ウス 76mm a 
ЖЕМ (| I 

Per TBO ACME NIE 

ВОН, NOE SERRE 

回 ラミ ネー ト 
アン チビ ー ム シー ルド 

受け ETSI 

き を 分 般 、 無 効 化す る こ 

盾 


画 高 機動 モー ド (ハイ マッ トモ ー ド ) 


ЕАН 
ダム は 、 АЕ 
52 12224 
HL. ザ や 地球 
下 の MS を 圧倒 し た 


操縦 機構 高度 な 技術 を 必要 と する 操縦 機構 


フリ ー ダ ム と ジャ ステ ィ ス に は 、 共 通 の コク ピッ トシ ステ ム が 
採用 きれ て いる 。 その 特徴 は 「 マ ル チ ロ ッ ク オ ン シ ス テム 」 の 採 
用 で 、 瞬 時 に 英機 を 判別 し ロッ クオ ン す る こと が 可能 だ っ た 。 
だ が 、 こ の シス テム を 操る に は 、 コー ディ ネイ ター の 中 で も 特に 
優れ た 反応 速度 を 持つ 者 が 必要 と され て いた 。 


スー パー コー ディ ネイ ター と 呼ば れ 
る キラ ・ ヤ マト の 探 
Гама Ей а 
る こと が で きた の で ある 


E 表示 パネ ル 

マル チロ ッ ク オン シメ テム と 連 | Á 
的 し た 表示 パネ ル 。 シス テム 発動 
BNR RTP TTS 
жс: 
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T-ALL PrAF ASR DEMIR TU 
た オプ ショ ン パ ー ツ が 、 大 型 ア ー ム ド - モ ジュ ー ル 「 ミ ー テ ィ ア ] 
で ある 。 通常 時 は フリ ー ダ ム ./ ジ ャ ステ ィ ス 用 の 運用 算 、 エ 
ター ナル の 副 砲 と し て 装備 され て いる この ユニ ッ ト は 、 フ リー 
ダム と の 接続 に より 、 推 進 力 ヒ 火力 を 飛躍 的 に 高め る こと が 
で きた 。 


g コク ビッ ト 全 体 図 


К ымы аны 


マル チロ ッ ク オン シス テム に も 対応 し 
THH. 地球 軍 が 放っ た 大 量 の 枝 ミ 
サイ ル を ひと っ 残ら ず 投 咲 する 功績 を 


ド が 付属 し て お 

状況 に 応じ て プロ グラ ム を 調 束 し 、 
設定 を 絶 か く 変更 する こと が 可能 で 挙げ た 
あっ た 


та 92912 18-/ 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


ІШ SPEC -zamr-soo cuaiz- SPEC -zomF-515 caue- 
全高 20.24m Е; 全高 21.43m 
重量 8020 | ЖШ 80221 
EET регина 3 
2224-1825 2923-1) ーー 
装甲 材質 一 一 =F. атый 一 一 Ж = 
ЖИ МА-М216 ピー ムラ - ER MMI-M7S 76mm 重 突撃 機 


Ж МА-М4 жил fb 


頭 部 
モノ アイ 式 の メイ ンカ メラ と ト 
サカ 状 の 多 機能 セン サー ア 
レイ 


ジン の 後継 機 と し て 開発 され た 2 種 の 次 期 主 力 MS 


ZGMF-1017 代わ る 次 期 主 力 機 と し て 開発 さ 
れ た ZGMF-515 シグ ー は 、 プラ ント 防衛 を 主眼 と し て 開 
宇宙 空間 戦闘 に 重点 を 置い た 機体 

を 上 回 る 性 能 を 持つ 。 し か し 本 格 

的 に 量産 され る こと は な く 、 指 揮 官 用 と し て 少数 が 配備 
され る に 留まっ ン の 後継 機 と し て 


な く ゲ 


と も あり 、 地 球 連合 軍 の MS 投入 と いう 戦局 
に 対し て ゲイ ツ こ そ が яда 


解析 し て 生み 出さ れ た 


量産 化 に 成功 。 その 』 ャ ル は 地球 連合 軍 の 主 カ 
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suet 15А 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 技術 を 取り 入れ た 機体 と 武装 


第 1 期 GATX シ リー ズ は 、 YINCBMESASLHS = PE エク ステ ン シ ョ ナ ル ・ ア レス ターEEQ7R 画 MA-M21G ピー ムラ イフ ル 
な 性 能 を 有 し て いた た 地球 連合 軍 の MS に 対抗 す 
る た め 、 次 世代 主力 機 と し て 開発 を 進め て いた ゲイ ツ に 、 
奪取 し た 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 技術 を 導入 。 対 MS 戦 
す 加 し た の で ある 。 
グー の 汎用 性 を 受け 継い だ 本 機 は 、 装 甲 の 強 
化 と 大 型 バ ッ ク パ ッ ク 等 に より 機動 性 が 増強 され た 。 加え 
て ビーム 兵器 の 導入 に より 優れ た 戦闘 カ を 得 た の で ある 


2GMFX シ リー ズ の フリ ー ダ ム と ジャ 
ステ ィ ス が 殺 備 する ビー ムラ イフ ル と 


Ш МА-МУОЗ 
2 連装 ピー ムク ロー 


われ る 。 発展 型 & し て は 、ZGMF-X13, 
プロ ヴィ デン ス が 装備 する MAVO5A 
WER BOM AT LISS 


画 指揮 官 機 仕様 
クル ー セ ゼ 隊 の ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ 
тшш. MARIAM СЕТ 
投入 され て お り 、 機 体 に は シグ ー 
と 同様 に シル パー の カラ ー リ ング 
が 施さ れ て いる 。 


оа, 宇宙 空間 戦闘 に 秀 で た 構造 と 強化 され た 武装 類 


ン は 優れ た 汎用 性 を 備え て いた こと か ら 、 多 く の パ リ Ш MMI-M7S 76mm 重 突撃 機銃 

ジン が 使う MMLMBA3 76mm 重 突撃 機銃 の 改修 型 。 PIER HBT 

され た 機体 が シグ ー で ある 。 お ける 臣 力 が 高く 、 フ ルオ ー ト と セミ オー ト の 2 種類 の 射撃 モー ド を 備 
orn ミオ ー ト 方 式 で は 精密 射 繋が で きる 。 APSV 弾 も 使用 可 

を 中 尊し た 汎用 性 の ある 設計 を 項 き ず に 、 (ы .,. 


宇宙 空間 に お ける 機動 性 を 強化 。 その た め 機 体 各所 に ス 
ラス ター を 設け て いる 。 また 、 武装 類 は ジン 用 を 改修 ・ 強 化 
し た も の を 用 いて いる が 、 接 近 戦 を 視野 に 入れ た シ mam oat 
と 体型 の バル カン 砲 を 新た に 採択 し 、 実装 F08 
1 i も N Се 
> з : > 
д W 


D 
БАЗ 


ク で は 、 ғыс 
高い 戦闘 能力 を 発揮 し た 


Ш M7070 
る 8mm バ パル カン シス テム 内 装 防 盾 
3 連装 機銃 と シー ルド が 一 


射 性 能 を 持つ 。 以後 、 ゲ イツ な ど に も 同 
ORME AF LARMER TO FE 
СОСЕТ, 


шын 


ジン 同様 に 大 型 の バッ ク バ 


ジン は 腰 姓 の 左側 に マウ ント し て 携行 する が 
音 部 パッ ク バ パック の 右側 に マウ ント し 、 左手 に 持っ 振るう 
射撃 式 装 を 桂 た な い 左 手 で 掴み や すく な っ て いる も の と 考え 5 れる 
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艦 体 各 所 に 設置 され た 多彩 な 火器 群 


アー クエ ンジ ェ ル に は 、 艦 の 防衛 に 適し た 「 イ ー ゲ ル シ ュ 
テル ン ] や ミサ イル 発射 管 の みな ら ず 、 対 艦 戦 や 対 MS 
戦 に も スム ー ズ に 対応 で きる 多彩 な 火器 群 を 備え て いる 。 
「 ロ ー エ ング リン 」 や 「 パ リア ント Mk.8」]、「 ゴ ッ ト フ リー ト 
射線 上 の MS を 一 度 の 攻撃 で 撃破 する 
、 こ れ ら の 火器 群 は 高度 な FCS (FIRE 
8/25) で 管理 され 
て お り 、 戦況 に 応じ た 使用 が 可能 と な っ て いた の で ある 。 


は 
АРСО 
L. ZORA DEA 
探す る こと が で き 


Пвязиявіп-гу2уу| 
Шы Бы 


Z 


ЕВРЕИ, 
を 本 渡す る 破壊 力 を 持つ 一 方 で 、 
本 周辺 に も 被害 を 与え 


回 75mm 対 空 邊 動 バ ルカ ン 砲塔 シス テム 
「 イ ー ゲ ル シ ュ テ ルン 」 


画 武装 レイ アウ ト 図 
人 首尾 まで パラ ンス 良く 
が 配置 され て いる の が わか る 。 新 
звао). ЖААН) 
ress aN 


E] 225cm2 連 装 高 エ ネル ギー 収束 火 線 砲 
「 ゴ ッ ト フ リー ト Mk.7 1」 
BROT SAME в. 
180 度 近く まで 克夫 が 


回 itocmigu- 7222 
「 バ リア ント Mk.8」 Z 


磁気 の カカ を 用 
性 能 に 優れ る ほか 、 


装 備 


アー クエ ンジ ェ ル は 火器 群 の 充実 も さる ご と な が ら 、 
[G] の 円 滑 な 運用 を 実現 し た リニア カタ パル ト の 設置 
艦 の 高い 防御 力 を 支え る ラ : =、 試験 
的 な 装備 "機構 が 複数 見 られ る 。 どちら も アー クエ ンジ ェ ル 
か ら 採 用 され た も の で 、 の ちの 地球 軍艦 や MS の 装備 な ど 
に その 技術 が 転用 され た 。 


Nm ハッ チ 開 放 シ ー ク エン ス 
2 ВЕЕТ 
п А йёз. п-ту 

РАЙ ダリ ン 砲 の 上 部 に 


カタ バル ト が 


ГА 


жапты. 
Ш ラミ ネー ト 装 皿 
ны 
каташсшитәйт. Rum. зит | Бр 
ビー ム を 浴び 続け る と その 能力 が 低下 する 。 

:ج 


Р/© /f 


> 


ト 攻 撃 を 受け る と 、 ラ 
ー ト 装甲 が 語 時 に 友 


エネ ルギー を 面 全体 に 的 
BLT. 


D. ижинеты, =P 


スム ー ズ な MS 運用 を 可能 と する 装備 


画 リニア カタ バル ト 


カタ バル ト の 両 サ イド か ら 発 生 する 電 較 力 を 用 い 、 高速 で MS を 射出 する 
機構 。 両 財 を 固定 し て 時 出す る 機構 の た め 、 地上 で も 使用 で きた 


カバ ー が 上 部 に ス 
ライ ド し 、 шал» 

| 発生 する サイ ドレ ー = 
ル が 出現 . 前 方 へ 
51222 


サイ ドレ ー ル の 展 間 
が 終了 する と 、 直結 
する 格納 庫 か ら MS 
MADAHA BIRE 
な 状態 と な る 


as | 


排 条 処 理 と 同時 に 、 熱 エ 
ネル ギー が 装 時 全体 に 分 
HES: COR. BAD 
温度 は 上 昇 す る が 、 ダ メー 
ジ は 吸収 され る 。 


BRT TSLE—L 
の 部 エネ ルギー は 無効 化 
ап. RRB. DSE 
内 へ の ダメ ー ジ は 回 選 さ れ 
る 構造 で ある 。 


艦橋 後方 ミサ イル 発射 管 


ブリ ッ ジ の 後方 に 設置 され た ミサ イル 発射 管 。 алд LEAL 
た 専用 の 小型 対空 ミサ イル [ヘルダー ト 」 CMTS, 


[ЕТЕР И ae 


ГИ А ы ы ЖАА 21222 
КАНЕ, ШЕННОН SU 


| 特 丈 装備 = 


大 気 囲 突入 能力 を 持つ 本 艦 だ が 、 宇 宙 へ の 離脱 に は 、 
マス ドラ イ バ ー の 使用 と 外部 推進 装備 が 必須 で あっ た 。 
本 大 が オー ブ か ら 補 宙 へ 向かう 際 に は 、 艦 の 原型 で ある ク 
サナ ギ 用 の プラ ズ マ ブー スタ ー を 改良 し て 利用 し て いる 。 


жашик ТАБ п- 


プラ ズ マ ブー スタ ー 
クサ ナギ の プラ ズ マ ブー 
スタ ー を 設置 し た 状態 


BREFRLTIXGI—X 
JAPA SMB MCR SDAA А, 


DERT. ЖОБАНЫ К N: 


機動 戦士 ガ フ ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


MECHANIC FILE 


2! 


頭 部 


MSM-07E 


モビ ピル スズ スーツ : MSM-07E ズゴック E 


スコ ゴ ッ ク E 


高 性 能 な が ら 活 躍 の 機会 を 得 ら れ な か っ た 不 過 な 機体 


ー 年 戦争 に お いて 地球 降下 作戦 を 強行 し た ジオ ン 
公国 軍 は 、 地 球 連邦 軍 の 軍事 拠点 を 制圧 する と 同時 
海上 通商 路 封鎖 を 行っ た 。 地上 各地 に 位置 する 連 


Bo その 際 、 前 線 で 活躍 し た の が 水陸 
中 で も MSM-07 ズゴック は 水中 の みな ら ず 陸戦 で の 機 
能 性 を 考慮 し た 完成 度 の 高い 機体 と し て 量産 化 が 図ら 
れ た 。 だ が 先行 し て 投入 され た MSM-03 ゴッグ と の 操 
縦 系 の 差異 や パー ツ の 互換 性 が な いと いう 問題 を 抱え 
て いた の で ある 。 この 解決 を 図る べく 、 公 国軍 は マ ・ ク 
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に よる 「 統 合 整 備 計画 ] の 一 環 と し て ズゴック を 
о 新た に MSM-07E ズゴック E が 誕生 し : 

統合 整備 計画 の 重要 寄 件 で ある パー ツ と 操縦 系 の 
共通 化 は 目覚 まし い 効果 を 挙げ け 、 コ スト ダウ ン と 操縦 系 
の 改善 が 図ら 5 れ た ズ コ ッ ク E は さら に 完成 度 の 高い 機体 
と な っ た 。 し か も 水中 で の 推進 器 を 下半身 に 移行 する 
な ど 内 部 構造 の 効率 化 も 図ら れ 、. 機 体 性 能 の 向上 に 
も 成功 。 か がく し て ズゴック E は 水陸 両用 機 の 頂点 を 極め 
た 。 惜しむ らく は 開発 時 期 の 遅 さか ら 、 こ の 機体 が 満足 
な 活躍 の 場 を 与え られ な か っ た こと だ ろう 。 
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汎用 MS に 匹敵 する ズゴック E の 戦闘 能力 


設計 は 機体 性 能 だ け で な く 戦闘 力 強 化 
も 劇 的 に 変化 し た の が 両 腕 に 内 蔵 さ れ た メ 
既存 の 水陸 両用 機 に 搭載 され た メガ 粒 
子 砲 は 機体 ジェ ネ レ ー タ ー か ら 直 接 エ ネル ギー を 供給 され 
る 方 式 を 凌 備 し て いた 。 その た め 連 射 性 を 高め る に は ジェ 
ネ レ ー タ ー の 高 出力 化 が 必要 だ が 、 こ れ は 機体 の 大 型 化 
に 直結 し 、 機 体 の 機動 性 低下 に つなが る こと に な る 。 この 
問題 を 解消 すべ く 、 ズ ゴ ッ ク E は エネ ルギーCAP 方 式 を 導 
Ao コン デン サ に 必要 な エネ ルギー を 蓄積 する こと で 、 ジ ェ 
ネ レ ー タ ー 出 力 に 関係 な く 連 射 を 可能 に し た の で ある 。 5 
な み に ズ ゴ ッ ク E の メガ 蘭子 砲 は 「 ビ ー ム ・ カ ノン ] と 呼ば 
れる が 、 これ は 従来 の メガ 粒子 砲 と は 一 線 を 画 し た 性 能 を 
有 し て いる こと を 明確 に 示す た め の 呼 称 だ と 思わ れる 


ЖЫ “л Шан PU 
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RRR MDL MAT RIERA TUL, 携行 兵器 は 水 
中 移動 時 の 抵抗 に な る た め 、 MADR BM MELB AS NOES, 


О 頭 部 : 魚 雷 発射 管 X6 


©) 胸部 : ピー ム ・ カ ノン x2 
Ca: рава AT 
єз て いる た 


ЗЕНОН 


BARR: : アイ アン ・ ネ イル тет» イル は 簡易 マニ 


| て いる の は 、 LDN TR 
指 ] と し て 機能 する た め だ 


特殊 装備 機動 性 向上 の た め に 用 意 され た 装備 群 


水陸 両用 機 は 携行 兵 装 や オプ ショ ン 装 備 を 考慮 し な い E ジェ ッ ト ・ バ ッ ク 装 着 
の が 普通 だ が 、 統 合 整 備 計画 に よっ て 誕生 し た ズゴック 2 基 の 化学 燃料 ロケ ッ ト で 構成 され た ジェ 
E に は 専用 オプ ショ ン (ジェ ッ ト ・ パ ッ ク ) PABEN ШВ уху? WACK TEMEN 
部 に 設置 され る この 装備 は いわ ゆる 化学 燃料 ロケ ッ ト で あ 
り 、 水中 で 点火 すれ ば 、 一 定時 間 の 速度 向上 を 可能 と す 
Bo また 水面 近く で 点火 すれ ば 、 水 中 か ら 一 気 に 水 上 に 
ジャ ンプ する こと も で き 、 ジ ャ ンプ 後 は 短 時 間 で あれ ば 滑空 
も 可能 だ っ た 。 その た めこ の オプ ショ ン 装 備 は 水中 か ら 厄 
窒 容 に 標的 に 接近 後 、 容 撃 を 仕掛 ける な どの 強敵 戦 考 
唐 し た も の と 思わ れる 。 ШЖ. RIJEN DEEN 
記録 で は 、 連 邦 軍 北 極 基地 に 対し て ジェ ッ ト ・ パ ッ ク を 装備 
し た 本 機 が MSM-03C ハイ ゴッグ と 共に 強襲 を 行い 、 基 
地 防 衛 MS 部 隊 を 制圧 し た と され てい る 


に 分 苑 で きる よう に な っ で いる 。 


水橋 と セト に な る 。 まず 作 
BMREE HART 


洗練 され た 機能 と レイ アウ ト 


統合 整備 計画 の 下 に 再 設計 され た MS は 各部 に 共通 し た 構造 を 有する が 、 中 で も 顕著 
な の が コク ピッ ト で ある 。 機体 ご と に 特 化し た 機構 を 有する MA な らい ざ 知 ら ず 、 人 型 を 基本 
と し て 操縦 系 も 共通 し て いる MS 通 の コク ピッ ト を 設置 し て も 大 き な 問題 は 発生 し 
な か っ た の だ 。 水陸 両用 MS で ある ズゴック E で も それ は 同様 だ っ た よう で 、 再 設計 され た 
他 の 機体 と 比較 し て も コク ピッ ト 内 の レイ アウ ト に 目立っ た 変更 点 は 見 られ な い 。 た だ し 宇 
軍用 MS が コク ビッ ト 内 の 空気 漏洩 に 気 を 配っ て いた の に 対し 、 同 じ 気密 性 保持 を 擁する 
水陸 両用 MS は 水圧 に よる 圧 演 の 危険 性 も 考慮 する 必要 が あり 、 コク ピッ | フレ ー 
ム 構 造 は 他 の 機体 と は 一 線 を 画 し た も の が 採用 され た も の と 推察 され る 。 


で е 
БУ ОГ 


MORE INFO! 
ズゴック E の 運用 部 隊 


ズゴック E の 数 少な い 実戦 記録 に お いて 、 こ の 機体 を 
運用 し た の は 公国 軍 突 撃 機動 軍 所 属 の 特務 部 隊 「 サ イ 
クロ プス 隊 」 で ある 。 U.C.0079.12.09、 連 邦画 の 新型 
М5, RX-78 NT-1 アレ ックス の 強奪 も し く は 破壊 任務 
ЕЖУ ана, + 
ド 6 へ の 移送 準備 を 行っ て いた シャ トル を 前 撃 し た 。 し か 
し 守備 隊 を 全滅 させ た も の の シャ トル の 拓 
亡 を 許し て し まう 。 さら に サイ クロ プス 隊 
に も 損害 が 生じ 、 ハ イ ゴ ッ グ の パイ ロッ ト 
(アン ディ ・ ス トロ ー ス ) が 戦死 する と 
いう 不甲斐ない 結果 に 終わ っ て いる 。 


ハー ディ ・ シ ュ タ イナ ー 


(公園 の 敗戦 も 予見 し で いた と 
され る ) が 、 ЖУ EW 
Ero A TAR AEB 
送り 込ま れる こと が 多かっ た 。 
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関連 ファ イル 


MSA0011 
と 製造 は AE で 
役 末期 の U.C.0088.01.25 に 発生 し 
ズン の 反乱 」 METS: š 


FILE PREVIEW 


上 の ネロ の 特徴 は 、 上 半身 に MSA-0012 A с 運用 の 


ムダ ) ガン ダム の 、 下 半身 x タ ) ガン ж FAT より 多様 な 戦局 に る Yi 
( 3 ы ЖЕ 新人 か ら ペ テラ ン ま で 多く の パイ ロッ ト lates ae 
1 rë ¿w 


の 要求 に 応え られ る 機体 と し て 完成 し て いた 。 


MECHANIC FILE 


ыы . ハイ と ロー の 融合 м 


ネロ は 比較 的 高級 な 量産 仕様 MS だ が 、MS 全 体 の に 
エラ ルキ ー で は アッ パー ミド ル (中 の 上 ) に 位置 付け られ る 
と 思わ れる 。 これ を 可能 と し て いる の が 、 い わ ゆ る 「 ハ イ ] と 
「 ロ ー」 の 組み 合わ せ で ある 。「 ハ イ ] は 異な る AE 系 ガン 
ダム の 上 半身 と 下半身 を 組み 合わ せ た 設計 で 、 基 本 性 能 
の 高き を 担保 し て いる 。 「 ロ ー」 は セッ ティ ング の 幅 が 大 き 
VH GDA, MES FERS BRM LNT 
ル ・ フ レー ム 、 ラ ンド セル や 貴 上 部 の プロ ペラ ント ・ タ ンク 

ラン ディ ング ・ デ ィ バ イス (月 面 降下 装備 ) 用 ラッ チ な ど 
で 冗長 性 や 拡張 性 を 担っ て いた 。 ジム 系 MS な ら で は の 、 
頭 部 や 標準 兵 装 が シン ブル で ある 点 も 「 ロ ー」 に あたる 。 


B 頭 部 
系 特有 の シン プル な 
юз. #077 
な ど に ネモ の 影響 が 見 え 
る 。 一 般 機 は バル カン 破 を 
aner, Dunia 
れ て いる 。 バル カン 砲 が 
要 な 場合 は 、 側 面 ラッ チ に 
外装 する 。 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
シン プル な モデ ル だ が 、 ブル パッ 
プ 構 造 や S ガ ンダ ム 用 ビーム ・ ス 
Fah CARR EA, 
比較 的 高い 性 能 を 有する 。 他 に 
も 、2 其 の ビー ム ・ サ ー ベ ル ( 出 
DOIMW) を 装備 する 。 


М5А-007Е ЕМАСЖО 早期 警戒 用 ネロ 


早期 警戒 を 目的 と し た ネロ の 派生 櫻 が 、MSA-007E 
EWAC ネ ロ で ある 。 6,250.000m も の セン サー 有効 半径 、 
有線 式 山越 え カ メラ 、HPV (無人 探 察 機 ) に より 、 極 め て 
高度 な 早期 警戒 情報 収集 能力 を 示す 。 巨大 な EWAC 
シス テム を 頭 部 に 搭載 する スタ イル は RMS-119 アイ ザッ 
ク ヒ 同 じ だ が 、 ペ ー ス 機 が 高 性 能 な 分 、 生 存 性 や 運用 性 
に 優れ 、 最 高級 の 早期 警戒 用 MS と な っ て いる 。 単体 で も 
優秀 だ が 、 本 来 は 母 能 CIC を 中 心 と する EWAC シ ステ ム 
の 「 目 ] で あり 、 CIC や 他 の MS と 連携 し て 運用 され る こと で 
真価 を 発揮 する 。 「 ペ ズ ン の 反乱 」 で は 地球 連邦 軍 討 伐 
た が 、 エ イノ ーー 艦隊 兄 反 時 に 一 部 が 反乱 部 


Nm EWAC シ ステ ム 

長 離 用 レー ダー・ ア ン テ ナ 、 敵 味方 識別 用 アン テ ナ を 内 蒲 。 正面 に 
は 可動 的 な 情 幸信 が 可能 な マル チ ・ セ ン サ ー を 、 肩 郭 に は RPV を 搭 
итә. 


М$. 


MSA-007T ネロ ・ ト レー ナー タイ プ は 、 ネ ロ Shit 
様 の 訓練 機 と し た 機体 で ある 。 ЗЕЕ E 
性 か ら 、 戦 技 教 滑 団 や MS 戦隊 の 指揮 官 用 訓練 機 と し て 
開発 され た 。 訓練 機 で は ある が 、 武 装 を 施せ ば 実戦 も 可能 
で あっ た 。 一 般 機 か ら の 変更 点 は 、 肩 部 ブロ ッ ク の 換装 、 


HE, RAD A 
FEF SUR 
アー マー を 設置 。 フレ ー 
ム も 延長 れれ て いる 。 


7T ネロ ・ ト レー ナー タイ プ 


AMBACE, 推進 力 は 
6.400kgx4 (パッ ク バッ 
ク と 合わ せ た 総 推力 は 


バッ ク バ ッ ク 
アイ ザッ ク と 共通 の デー 
タタ 送信 用 装備 や 各種 
アン テ ナ を 装備 。 下部 
に は プロ ベラ ント ・ タ ン 
クー 体型 の 推進 融 を 
жаш. 


コク ピット 
тшен. 
パイ ロッ ト と オペ レー ター が 
гвл рЫ ЕЕЕ 
БЕЗ A” ター は 
жент. 


デジ タル 処理 し た デー タ は 、 レー ザー 
や 電流 信号 で 母 態 CIC に 送信 。 こ 
れ は リア ル タ イ ム で ある 。 送信 不能 
45, デー タ ・ ボ ッ ド を 射出 する 。 


DAMH- コント ロール ・ 


ЭНАу-Я-ЁЛ 1.650kW 
2375M аш 
質 ガン ダリ ウム Y コ ン ポ ジッ ト ak 
a Ë ダク ト 
нің WIRE 画 有線 式 山越 え カ メラ 
ни — ABRORNI, 前 用 に 外 術 す る 。 機体 を 隠し つつ 監視 する 際 、 
РУЗЬНННСНИННЫ Я. аа Жай. 
訓練 用 の 高 機 動機 


MORE INFO! 
ヌー ベル ジム 

ネロ と 同時 期 に 配備 され た 地球 軍 孝 軍 系 の 主力 MS 
に 、RGM-86R ジム 田 が ある 。 2142 AIDE IE 
必修 機 で ある が 、 最初 か ら ジ AH と し て 生産 され た 機体 


特に 「 ヌ ー ベ ル ジ ム 皿 」 と 呼ば れる 。 ヌー ベル ジム は 基 . 
本 的 と 同 規 格 だ が 、 全 体 的 に 大 重量 な ほか 、 ジ ェ 


肩 関節 と 胸 ブ ロッ ク を 中 継 す る フレ ー ム の 延長 、 肩 部 パイ ン 
ダー の 追加 、 機 体 の チュ ー ニ ング 、 頭 部 バル カン 砲 の 内 装 
で ある 。 「 ペ ズン の 反乱 」] で は 、 地球 連邦 軍 対 備 隊 9 任務 
部 隊 の アー ガマ 級 ペ ガサ ス 皿 に 1 機 の み が 配 備 。 スト ー ル ・ 
マニ ング ス 大 尉 の 乗 機 と な っ た が 、 戦闘 で 失わ れ た 。 


Meet キネ レー ター 出 力 が 高く 、 わずか だ が 性 能 も 高かっ た よう だ 。 
ТАРЛАУ ДАСЫ 

ロケ ッ ト ・ エ ンジ ン を 2 基 、 ジム 四 は 当初 カラ バ で 運用 さ 
左右 で 計 4 基 を 搭載 する t. нз も 広く 配 


備 。 ヌー ベル ジム は [AX 


重量 38.2t( 全 装 重量 :61.70 り ) 
КЫ 1.650К// 
スラ スタ ー 失 か 66,400kg 
装甲 材質 ガン ダリ ウム y コ ン ポ ジッ ト 
武装 60mm パ ルカ ン x2./ ビ ー ム ・ サ ー ペ ル x2 


イル を 装備 し た ヌー ベル 
ジム Жан. WESI EBE 
BORN EEC, BRD LI 
БОВ, 


BRE スト ー ル ・ マ ニン グ ス 


©йй-#>э4Х 
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SPEC 
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18 ТҮЛЕГІ. 
У] 
he 
Г 
ay より 運用 性 が 
5J 
il 接続 機構 
|! 本 機 の 支援 用 メカ 、 オ ー ラ イザ ー と の 接続 機構 


オ 


ザー と の 接 


ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム を 搭載 し た 第 四 世 代 MS 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の 設立 者 で ある イオ リア ・ ライ ヴ シ ステ ム 」 の 存在 で ある 。 
シュ ヘン ペル グ は 、 人類 の 革新 を 促す 
「 イ オリ ア 計 画 ] を 遂行 する べく 、GN ド ライ ヴ や ガン ダ ガン ダム は 、 ト ラン ザム と 共に CB に 託さ れ 
画 期 的 な 出力 機関 や MS を 生み 出し た 。 そ イヴ シス テム を 搭載 する 、 第 四 世 代 の MS 
ンド ライ ヴ は 、 2 基 の GN ド ライ ヴ を 同調 させ る こと で GN 
の 放出 量 は 二乗 化 され 、 本 機 は その ) 
部 か ら の 反逆 者 を 抑え る 目 R. 
て いな い 機能 が ガン ダム に | 7 CR GN ドラ イヴ の 同 
ム エ ク シア な ど 第 三世 代 MS に 搭載 され 調 は 非常 に 困難 で 、 完 全 に その 機能 を 発揮 で きた の 
ステ ム 、 そ し て 2 基 の GN ド ライ ヴ を 同調 させ る 「 ツ イン ド は 、 オー ライ ザー の 登場 以降 と な っ た 。 
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EED Ree eo | 
m mas А 


ガン ダム エク シ 。 じ る 機構 も 見 られ る 本 機 だ が 、 近接 
戦闘 型 の 後継 機 で は な く 、 よ り オ ー ル マイ ティ な 運用 を 想定 
し て いる 。 第 三世 代 ガ ンダ ム と の 大 き な 変 更 点 と し て は 、 GN 
ドラ イヴ 2 基 を 肩 に 設置 し て いる 点 が 挙げ られ る 。 


але ыс 
573. ӨМЕТЕМ 
する クラ ビ カ ルアン テ 


た こと で 、 t 
а MU: 


шшр 
тюше. @ 
Ла ҮЛ 13 
支え て いる 。 足 理 に は 接 
代 ガ ンダ タム と 同様 。 ト 地 性 を 高め る た め の 「 ツ 

ザム シス テム を 搭載 し て お Ww, が 設置 され 
り 初動 時 に は 、 ト ラン ザ W А) 

強制 的 に ツイ 

РЕ N % 


代 ガ ンダ ム と は 異な り 、 оннан 
їй ЕШ. GNESI FAM 
コクピット が 胸部 中 央 へ と レイ アウ 
また 、GN ノ ー ド TI な どの 大 出火 уо 

イヴ が ら 下 接 エ ネル ギー が 供 替 され A 

Y 


背部 に は 、 GNARL 
バッ ク を 備え で いた 


яе, №. 


1 бст сас 
能 を 持っ て い 


Ш GN ドラ イヴ 
TRESOR 

部 に マウ ント きれ た 

GN ドラ イヴ 。 スラ ス 
ター と し て 利用 する 
тисс. GN 

フィ ー ル ド を 展開 し 

て 防御 する 際 に は 
前 方 に 向け 5 れ た 


運用 性 を 高め た 大 出力 火器 群 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 基 林 武装 は 、 ラ イフ ルモード と 実 剣 W GN ソー ド II 
モー ド を 持つ 複合 兵器 GN ソ ー ド IT と 、GN ビ ー ム サー ベル 、 ーーー 
GN シ ー ル ド の 3 種 で ある 。 シン ブル な が ら 、 近 ・ 中 距離 全般 て = -4 
の 戦闘 に 対応 する も の で 、GN 料 子 の 大 出力 も も っ て 第 
世代 ガン ダム を 凌ぐ 戦闘 力 を 獲得 。 理論 上 は 、 疑似 GN ドラ 
イヴ 搭載 型 MS を 圧倒 する 力 を 得 て い た 。 


E GN ビ ー ム サー ベル 

GN 和 子 を 用 いた ビー ム 刃 に よっ て 疫 維 果 を 注 新 す 
格闘 兵器 。 出力 や 刃 の サイ ズ 調 整 も 可 
た と 見 られ る 。 ЗЕРЕН ЕН HII 
プ を マウ ント する 


Ж エネ ルギー を 得る た め 大 出力 で ある が 、 連射 も 
可能 で ある 


胸部 中 央 に レイ アウ ト さ れ た コク ピッ ト 


世代 ガン ダム は 、 胸 部 に GN ド ライ ヴ が 設置 され て い 
た 。 その た め 、 コ ク ピ ッ ト は 胸部 下 や 腹部 周辺 に 設置 され た 
が 、 ダ ブル オー ガン ダム で は 、GN ド ライ ヴ の レイ アリ ト 位置 変 
更に 伴い 、 胸部 中 央 に レイ アウ ト さ れ た 。 


п ハッ チ 開 放 シ ー ク エン ス 


тшт» スラ イド し た 後 、 コク ピッ ト ハ ッ チ が 開く 仕組 あと な っ て いた [ m 


コク ビット ハ ッ チ に 
は 検 子 状 の タラ 
115544 
り 、 バ イロ | 


使用 きれ た 


画 GN シー ルド 


MORE INFO! 

ツイ ンド ライ ヴ シ ステ デム 
ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム は 、 単 機 で は 制 

御 で き な い 複 雑 な シス テム で あ ・ その 

た め 、 ダ ブル オー ガン ダム の 支援 機 ・ オ ー 

ライ ザー を 用 い 、 ツ イン ドラ イヴ を 外部 か ら 

制御 する 手段 を 採っ た の で ある 。 


№ GN-0000+GNR-010 
ダブ ルオ ー ラ イザ ー 

オー ライ ザー と の ドッ キン グ に より ツイ ンド ライ 

オー ライ ザー と ドッ キン グ し た 機体 は 「 ダ ブル ヴ は 安定 し 、「 ト ラン ザム パー スト | モー ド の 


オー ライ ザー] と 呼称 され た 。 発動 も 可能 と な っ た 。 
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MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : СВ-00000/С リボ ー ン ズ ガン ダム 


リボ ー ン ズ ガ ンダ ムン | GN ドラ イヴ 
= リボ ポー ンズ キャ ノン uain Ш 
Ж | 


I SPEC (リボ ポー ンズ ガン ダム 形態 時 ) 
全高 5 ) 


BR 大 型 GNI サー ベル ご GN パ ス 
ター ライ フル / ノ GN シー ルド GN フィ 
シフ ァ ン グ (大 型 x4、 小 型 x8) “LF 
ナー ウィ ッ プ 。 GN バル カン 


画 リボ ポー ンズ ガン ダム 


関連 ファ イル 
イノ ベイ ド 勢 力 の リー ダー と し て . Я 2 # の MS・ ダ ブル オー ライ ザー の 能 Suria 
、 プトレマイオス 2 に 潜入 させ た ア 
ー ナ ー が 持ち 帰っ た 情報 を 基 に 、 疑 似 GN 
ム を 機体 に 追加 。 
FILE PREVIEW 


REO FASE +. i 2 >17 00-0218 リポ ンズ 


極限 まで 高め られ た 戦闘 能力 
画 GN フ ィ ン フ ァ ン グ 


Ш GN シー ル 


NWGN 


リボ ポー ンズ ガ ンダ ムリ ボー ンズ キャ ノン は 、 近 ・ 中 距離 
戦闘 に 長け 機動 性 を 重視 し た ガン ダム 形態 と 、 砲 撃 力 を 
重視 し た キャ ノン 形態 を 有する 。 両 形態 の 変形 は リバ パー シ 
ブル と 呼べ る も の で 、 HALHA 態 時 の 背面 が キャ ャ ノン 形 
の 正面 と な っ て いる 。 M 


ОВЕН 
ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム の 採用 に より 、 複数 の 火器 を 
に 運用 で きる だ け の エネ ルギー を 確保 し て いる 


ш 大 型 GN ピ ビームサーベル へ ) ド 
「 ガ ンダ ム ] タイ イド 系 MS に 使用 さ Ж 
れ な も の お KON 


ツイ ンド ライ 9 を 用 が 


ииз 


ド に 用 章 さ れ た MS の 中 


画 ソー ル 部 
ガン ダム 
部 分 が 90 放 内 側 に 折 ーー ` 1 
RSRSRMEED へ 、 | i К a в "ТТТ ҮТҮЕ" 
で た М 


単機 で 全 領 域 へ の 対応 を 可能 と する べく 、 リ ボー ンズ ガ 
УЗО [W88] と いう 形 で 搭載 され た の が 、 キ ャ ノン 形態 
ンズ キャ ノン ) で ある 。 本 形態 は GN フ ィ ン フ ァ ング 
ン と し て 用 いる 砲撃 戦 仕様 で 、 本 形態 専用 の 頭 
、 武装 な ど が 出現 する 。 機動 性 は ガ 
態 に 比べ て 多少 落ち る も の の 、 対 能 戦 や 対 要 
ERT SPIRECL Cuvee. 


キャ ノン 形態 時 に 胸部 内 か 
ТЕРБЕЛЕ 
大 型 の メイ ンカ メラ の 上 に . 

サブ カメ ラ を 有する 。 右 図 は 
カメ ラ の 内 部 機構 


ГЕЙ 
<J 
=< 


Ш GN バル カン 
マニ ピュ レー ター の 先端 
れ て いる の は GN バル カン 
ル 用 の ワイ ヤー と 小型 スラ スタ ー АННО, ЖЫ 
が 設置 され で いた bht 


5 
n 
Ф 


ma 


GNR-010 


機動 戦士 ガン ダム 00 


| 


オー ライ ザー 


推進 機関 


ダ プ ルオ ー ガ ンダ ム の 支援 を 主眼 と し た 戦闘 機 


再 軍備 


搭 


ンダ ム を サポ ー ト する 支援 機器 の 充実 に も 力 を 入れ て い 
ちる 。 アリ オス ガン ダム と の 接続 機構 を 有 し た GN 
そし て ダブ ルオ ー ガ ンダ ム と の 接続 機構 を 有 
援 戦 闘 機 ・ オ ー ラ イザ ー も 、 そう し た 動き の 
発 され た 機体 で ある 
オー ライ ザー は 当初 、 ダ ブル オー ガン ダム と の 接続 機 


構 を 持ち な が ら 、 単 独 で も 戦闘 支援 を 関連 ファ イル 
開発 され て いた 。 し か し 、 ダブ ルオ ー ガ 
ンド ライ ヴ シ ステ ム が 不安 定 で あ , 


ッ ト さ れ な か っ た 
体形 態 「 ダ ブ 


п COLOR 


| 


ө 


MECHANIC FILE 


FILE 01 set 15A 


構 造 


オー ライ ザー は 、 ツ イン ドラ イヴ き 制 御 す る 役割 が 追加 さ 
め 、 ダ ブル オー ガン ダム と ド > 


れ た た 


ガン ダム の 運動 性 を 考慮 し て か フラ ッ ト な 形状 で あり 、 コク 
ピッ ト を は じ め と する 構造 も 、 ドッ キン グ 時 に 対応 し た も の と 
な っ て いる 。 GN 粒 子 貯蔵 タン ク を 内 蔵 し て いる た め 、 単 機 
で の 航行 も 可能 と な っ て いる が 、 民間 人 で 、 戦闘 を 頑 な に 
拒ん で いた 沙 慈 ・ ク ロス ロー ド が パイ ロッ ト と な 
撃 時 や 戦場 か ら の 離脱 時 を 除い て 、 単機 て 
ん ど 見 られ な か っ た 


ШЕТТЕ 
Зои» 
ложатся" 


タダ ブル オー ガン タム と の ドッ キン グ を 想定 し た 構造 


Ш GN ス ラス ター р; 
Я 


mg コク ピッ ト 
тиместен. 
ダム と の ドッ キン グ 時 に は | 


ビッ ト 。 ダブ ルオ ー カ ガン ーー 
席 が 180 度 回 転 する 


Ш ハッ チ 開 放 シ ー ク エン ス 


ЕЛ ТЕРДІ ТЕГТІ 


RETESET 


接続 機構 


オー ライ ザー は 、 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 背部 と ドッ キン グ 
する 機構 を 有 し て いた 。 ジョ イン ト パ ー ツ は 、 オ ー ラ イザ ー 
の 後方 部 を 折り 畳む こと で 出現 し 、 ダ ブル オー ガン ダム の 
背部 中 央 に 接続 され た 。 また 、 ド ッ キ ング 時 に は パイ ンダ ー 
СЯ. GN ド ライ ヴ を 有する ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 肩 部 
へ と 移行 し た 。 


4-34 
ITORI, mao 
背部 の ドッ キン ケバ パー ツ 
か 5 ガイ ドレ ー ザ ー が 抽 
出さ れ 、 ス ムー ズ な 接続 
を 可能 と し て 


が ドッ キン 


ドッ キン グ を 考慮 し た 変形 機構 


BUEN. BAHL SE 
Bite SILL CEL: 


= вав 


КӨРІМ еее 
体 と 水平 に レイ アウ ト さ れる 


オー ライ ザ 
報 収集 機 と し て の 能力 と 、 戦 闘 を サポ ー ト する 支援 機 と し 
て の 能力 が 残さ れ て いた 1 


= к 
1 к 
AINARAK FBI, таат E Ficha. ABO 
ドッキング 同 パー ツ が 展開 する 村 造 を 探っ て いる 
使用 され な か っ た 武装 群 MORE INFO! 
こ は 、 開 発 当 初 の コン セプト で あっ た 、 情 š っ У 
y パイ ロッ ト の 役割 
武装 は 主 に パイ ンダ ー に 設置 * ダブ ルオ ー ガ ンダ ム と の ドッ キン グ を 前 提 CEA 
と し て いた オー ライ ザー で あっ た が 、 ン 


され て お り 、 連 射 性 に 長け る GN ビ ー ム マシ ン ガ ン 、 誘導 型 
の ミサ イル 弾 ・GN マ イク ロミ サイ ル な ど 、 機体 の 機動 性 を 
活か し た 装備 を 有 し て い 、 機 体 本 体 に は 補助 兵器 
と し て GN バル カン も 設置 。 率 制 や ミサ イル の 迎撃 な ど に 
用 いら れ た 。 一 方 、 機 体 の 情報 処理 能力 を 支え る パー ツ 
と し て 、 高 性 能 の セン サー ユニ ッ ト が 機 普 に 設置 され て い 
る 。 20. ト の 存在 に より 、 オ ー ラ イザ ー は 案 敵 や 戦 
況 の 把握 を 容易 に 行え た 。 


БЕРІ 


КЕ КЕД 
加 を 強制 し な か っ た 


ドラ イヴ の 調整 や ドッ キン グ 時 の 操作 
、 オ ー ラ イザ ー 側 に も パイ ロッ ト が 必 
要 と され た 。 TORNER LOM, RI 
の 知人 で ある 民間 人 、 0875/0. 


es -7020-* 
オー ライ ザー の バイ ロッ ト と な っ : 5 
人 の ルイ ス ・ ハ レヴ ィ が アロ ウズ に 所 属し て 
いる の を 知っ た 。 


ミサ イル 


ФАН. 左右 の バイ ンダ ー に ] 門 
ずつ 装備 され て いる 。 


GN バ ルカ ン 


小口 待 の バル カン 砲 。 GN マ イク 
ロミ サイ ル と 同じ く 4 門 設置 され で 
いる 。 案 拓 用 傍 で 使わ れれ た 


ея 


回 モン サー ユニ ッ ト 
機 首 の 大 部 分 を 占め る セ 
パーツ 。 ダブ ルオ ー ラ イザ ー 
の 情報 収集 能力 を 発揮 し た 


0 ほ ・ サ ン ラ イズ MDS 
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モビ ルス ー ツ : MS-O9F/TROP ドム ・ ト ロー ペン 


жЕтЕ トロ ー ペ ン 
J DOMTROPEN | TROPEN 


ZEON 


熱帯 ・ 砂 漠 地 帯 へ の 最適 化 を 図っ た MS-.09 系 列 機 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た MS-09 ドム は 、 ホ バー・ ク ラフ 
ト に よる 高速 移動 を 実現 し た 局 地 戦 用 重 MS で あり 、 陸 
戦機 と し て の 優れ た 性 能 は 一 定 の 評価 を 受け た 。 その 
一 例 が 、 こ の MS-09F/TROP ドム ・ ト ロー ペン で ある 。 

MS-09F/TROP は MS-09 系 列 機 に 属す る 董 戦 用 
MST, YMS-09D ドム ・ ト ロ ピ カル ・ テ スト タイ プ の デー 
タ を 元 に 再 設計 され て いる 。「 ト ロー ペン (tropen 一 独語 
で 熱帯 )」 の 名 称 が 示す よう に 、 熱帯 や 砂漠 で の 運用 を 
想定 し た 機体 で あり 、 空 力 特性 を 考慮 し た 形状 設計 や 
砂塵 対策 な ど が 施さ れ た 。 また 、 本 機 の 設計 ベー ス は 


MS-O9F ドム ・ フ ュ ン フ だ っ た と され 、 製造 は キャ リフ ォ 
ルニア ・ ペ ー ス 工 層 だ と 言わ れ て いる 。 た だ し 、 生 産 時 
期 は 一 年 戦争 の 最 末期 に あたり 、 北 アフ リカ 戦線 を 中 
心 に 配備 され た に 過ぎ な : や し ろ 、 本 機 が 注目 され 
た の は 一 年 戦争 終結 後 で 、 ジオ ン 公 国軍 残党 に よる 運 
用 が 確認 され て いる 。 U.C.0083 の デラ ー ズ 紛争 に お 
ける トリ ント ン 基 地 襲 撃 や キン バラ イド 基地 陽動 作戦 、 
U.C.0096 の ネオ ・ ジ オン 軍 残 党 混 成 部 隊 に よる トリ ント 
ン 基 地 製 撃 戦 と いっ た ケー ス が それ に あたり 、 こ れ ら を 含 
め る と 相当 数 の 機体 が 運用 され た と 言わ れ て いる 。 


ТІЛЕГЕН! 


Ж 


жов 


関連 ファ イル 


MS-09 ドム 


Еб-01-11 


(бозала) 
БУ УЗ 


SF/TROP ドム suet [ПА 


段階 の ら 盛り 込ま れ た 特殊 環境 下 で の 運用 コン セプト 


АРРИАН СОИС ИЫ Аа, ВЕ a [АЁ 各部 ラッ チ 
~ я = スカ ー ト ・ ア ー マ ー の 各所 に 
BRB OBES is, SHRRPFRNA 
施さ れ て お り 、 改良 は 機体 全体 に гі, ペー \ | 2 25 


ス 機 の MS-09F は 統合 整備 計画 以降 の 開発 機 で あっ た 
と され 、 本 機 に も それ が 反映 され て いた と み ら れ る 


By 脚 部 熟 校 ホ バー・ エ ンジ ン 

ачса йана 1 

面 と 側面 口 を 有 し 、 側 面 は 砂 産 の 侵入 を 防ぐ 
ЙОД 


SEEN МЕ 
Ш ラ ケ ー テ ン ・ バ ズ 


兵器 以外 の 武 壮 の ほとん ど を 
能 で 、 戦 後 の ジ オン 公国 軍 残 党 か 
戦争 末期 の 標準 的 な 武装 を 用 いて いた 。 また 、MS-09 に 
装備 され て いた 胸部 の 拡散 ビーム 砲 は 、 実 用 性 の 低 さ か 
ら 廃 され て いる (残さ れ て いた と する 説 も ある ) 
ee ees 
で は 、 ラ ケ ー テ ン ・ パ ズ の < て | = а 
жюшнсном.79 /% У 式 名 称 は 880mmRB-T27 パ ズー Т; ころ 


Th ХАФИЗ 
НИ SCH 


ыл a 
MSO RE SE: 
EOR 


共通 の 構造 
Жаа DÊ ашыр 23 
MORE INFO! 武装 バリ エー ショ ン 
НЕ Ея 先述 し た よう に 、 Модаи た 武装 の 運 な その 一 例 で 、 統 一 性 を 保っ た 運用 が 
жеді сай але ана た よう | ジオ ン 公 | єй ー ス ほそ の 一例 で 、 統 一 性 を 保つ た 
PRS n МА УЕ. NAWAORRERMIMALE,  BRADRRSORMIRAS, キン パラ イド 基地 に 浴 伏 し 
چیو‎ ун. 24 = š それ は 、 厳し い 状 況 で 限ら れ た 物資 を 遣り 繰り せ さ る を 得 な て いた ジオ ン 公 国軍 残党 に よっ て 連用 され た 本 機 の 中 に は 、 
され た 技術 と デー タ を 反映 し た タイ プ で 、 モ ニタ ー の 小型 い ジオ ン 公国 軍 残 党 の 事情 を 表し て いた と 言え る 。 下 に 示し ザク ・ パ ズー カ を 装備 し た 機体 も か 
化 や 整理 、 レ ティ クル や ゲー ジ の 洗練 と 電子 機器 の 性 能 


向上 と いっ た 改良 を 施し た 点 が 特徴 で あっ た 


左 は コク ビッ ト ・ ハ ッ チ の 


BALTOS. 腰部 背面 

に は MMP-80 マ シン ガン アア 
を 携行 し て いる も の と 見 5 
れる 。 


背面 テッ チ に は MMP- 
80 マ シン ガン を 装備 し 


ОМЕН 
ARJA Meem 


sasas 19-10 


機体 構造 
вм. ви. RHIC AL 
の スラ スタ ー を 備え 、 機 動 


を 2 門 備え て いる 


基本 性能 を 大 幅 に 引き 上 げた 連合 軍 の 次 世代 量産 機 


結果 、 本 機 の 基本 性 能 は 大 きく 向上 し た 。 あく まで も カタ 
ッ ク で は ある が 、PS 装 甲 は 採用 され て いな いも 


の 改良 機 で は 
誕生 し た 


た ノウ ハウ を 結集 し 、 基 本 
か 直さ れ て いる 。 基本 的 な 部 
分 は X100 系 を 継承 し E&I 「 ブ レイ ク ・ ザ ・ 
気 圏内 外 に お ける 運動 f 線 に 投入 され 


し と 比べ て 格段 


04 ウィ ンダ ム 


mebi. se 1GA 


M9409L ビー ムラ イラ ルプ ESO4B 
ピー ム サ ー ベ ル x2/A52 BURST 
Е (Mk438/B 2 連装 多目的 ミサ イル 


a 
20m 


16m = 


と ほぼ 変わ ら な い バ ッ ク / 


АЗ LEAR Би 
部 分 は 二股 に な 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW 
0Е5:01.15 СА 


EEDIT] 


中 距離 戦闘 に 対応 し た 攻撃 的 な 新 武装 


中 距離 戦闘 を 想定 し た 基本 兵 装 が ウィ ンダ ム 用 と し て W M9409L 
新た に 開発 され て いる が 、MS に と っ て は スタ ン - R ビー ムラ イフ ル 
装 ば か り で ある (言い 換え れ ば 汎用 性 の 高い 標準 武装 を 
持つ )。 だ が 、 総 合 的 な 性 能 は 大 幅 に 向上 し て お り 、 ダ ガー 
1 と 比べ て 威力 も 増し て いる 。 また 、 シ ー ル ド は 攻撃 兵器 と し 
て も 使用 で きる 攻 盾 を 標準 装備 と し 、 攻 撃 的 な 武装 が 多 
い 。 この た め ス トラ イカ ー パ ッ ク シ ステ ム を 用 い ず と も 、 標 準 
武装 に よっ て ある 程度 の 戦闘 力 を 発揮 で きる 装備 を 有 す 。 


Ш Mk315 ス ティ レッ ト 
_ 投稿 噴進 対 装甲 中 入 弾 


に 1 本 ずつ 内 開き れ た 投入 兵器 。 収納 時 は 縮ん 
が 伸び る 。 HIAS ENED BD CHE, 


ビー ム サ ー ベ ル の ほか に 


ザフト の イン パル ス と いっ 
た 高 性 能 機 が 相手 で は 
。 | туа. 


ША52 824 7E 
(Mk438/B 2 連装 多目的 
ミサ イル ヴェ ル ガ ーSA10) 

GATX207 ブリ ッ ツガ ンダ ム が 持つ 黄 盾 シス 

テム 、 ト リ ケ ロ ス の 流れ を 没 む 直 革 を 施し た 

合 兵 問 。 大 型 シー ルド の 先端 が 実体 

で て いる 攻防 一 体 の 武装 で あり 、 内 1 

の ミサ イル も 搭載 し て いる 


命中 すれ ば 、 一 撃 で MS Ж 
Е СЕВЕРУ 
を 備え た ビーム ライ フル を 


\ 
Ч 
РРР) ス トラ イカ ー バ ッ ク シ ステ ム に よる 優れ た 汎用 性 
GAT.X105 に 採用 され て いた スト ライ カー バ 画 マル チ ス トラ イカ ー パ ッ ク ШАОМ/Е-М11 


ム が 継承 され て お り 、 優 れ た 汎用 性 を 持つ 。 こ ао, REFES ドッ ベル ホル ン 連 装 無 反 動 砲 
リー で 確立 し て お | ` 用 可能 で 、 ケ ー ス ご と 左右 に 1 発 н 
は 105 ダ ガー で 確立 し て お り 、MS の 運用 性 を 高め て いる 。 ДЫ ances алау à 5 ” 


る MS 配備 数 の 市 限 下 に お いて 、 有 効 ие 
性 は 特に 顕著 で あっ た 。 ФОНЕ Lo CH PRR житте, аа 
で きる シス テム は 、 限 られ た MS 運用 に お いて 効率 рп, Zott- MMR 
的 に 機能 し た の で ある 。 また 、 ダ ガーL と 共通 の 第 二 世 代 

バッ ク を 用 いて いる た め 、 本 機 の 運用 性 を より 高め で いる 。 


地上 で は ジェ ッ ト スト ライ 


Rèh EMDT 
DEHER, эс: 
が 、 СТАЖ 


MORE INFO! 


ЖА 
幸 で きる 兵 装 を 変更 する 


こと に よっ て 、 さ ま ざ ま な > バリ エー ショ ン 
任務 に 従事 可能 。 ШМ 7 8 ти 
КУЛК ウィ ンダ ム は 一 部 で 先行 配 備 が され て いた 。 ファ ント ム 
する こと で 、 милой ペイ ン の 指揮 官 、 ネ オ ・ ロ アノ ー ク 専用 機 で ある 。 機体 性 
化 に も つなが っ て いち “Қаны Жаны 能 は 通常 の 機体 と 同等 で あっ た が 、 ジ ェ ッ トス トラ イカ ー の 
リミッタ ー が 解除 され て お り 、 爆 発 的 な 加速 が 

А = パン バー] に 2 うに な っ て い ) 

№ AQM/E-A4E1 ジェ ッ ト ス トラ イカ ー タス ノッ ト ソ ペン パー] に 投 ト の 技量 が その まま 反映 され る よう に な っ て いた 


入 き れ て いる 
ダガー し と 共通 の 高 機動 ユニ ッ ト 。 大 気団 内 に お け : 
高め る た め の フ ライ ト 装備 で ある 。 LEON 
БАЛ А ЕГЕТ 
RGM CRSP MMR ан SESE MACS, 


ネオ 専用 ウィ ンダ ム 


RROD WE: 
ネオ の 技量 も さる こと な が 


„н ルス と 互角 に 渡り 合い 、 ウ ィ ン ダム 
ドラ ッ へ ASM AMk438 3 連装 ヴ ュ ル ガ ー の ポテ ン シ ャ ル の 高き を 証明 し て い 
空 対空 ミサ イル ボッ ド See ا‎ 
<= = I 
Ss 
4Mk1323 
Ty HEKK 


ЕЕ 


^ ム プロ ベラ ント タン グ ^ ム ピー ムラ イフ ル 


DANA 91542: 
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ППС 90-SW : バ ー ア 7 コキ 


ЕТ 
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ІНШІ 
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ZA-HO6/S.U372 が 挙げ られ る 


モビ ルス ー ツ の 汎用 性 を 証明 し た ジ 


モビ ルス ー ツ (MS) の 代名詞 、 宇 宙 世 紀 の 戦術 を 塗 
り 替 えた 新兵 器 、 MS の 基礎 を 確立 し た 名 機 一 一 MS- 
06 ザク TI は 様々 に 語 の よう に し て 艇 明 期 
の MS 開発 史 に 名 を 刻ん だ MS-06 は 、 一 年 戦争 で ジオ 
ン 公 国軍 の 主力 MS と し て 活躍 し た 。 中 で も 、 広 範 
派生 し た MS-06 系 列 機 の 母体 と な っ た MS-06F ザク 
IFW, 同系 列 機 の 基本 形 と も 言え る 機 人 

史上 初 の 実戦 用 MS、MS-05 ザク 1 の 後継 と し 
て ZEONIC 社 に よっ て 開発 され 
機 の MS-06A か ら 先 行 量 産 型 の MS-06C を 経て 、 


3 


ザク IF 型 


ジオ ン 公 国軍 主力 MS 


U.C.0078.12 に MS-06F へ と 生産 が 移行 され D 
AORERE AE られ 、 PARE ASE 


年 戦争 の 闘 戦時 に は す 

われ て お り 、 戦 争 序盤 ン 公 国軍 の 快 進撃 を 支え 
る 戦力 と な る 。 な お 、 本 機 は 3000 機 以上 (3246 機 と 
Ф. 8000 機 と する 説 も ある ) が 生産 され た と 言わ れる 。 


№ COMPARISON CHART 
am 


関連 ファ イル 


М5-05 #21 


スレ ンダ ター 


Ін COLOR 


1 化 され て いる 


UG 
GREEN 


他 


GREN 


機体 構造 MS-05 の 技術 を 継承 し て 汎用 性 の 向上 を 図っ た 機体 構造 


MS-06F の 設計 に お いて は 、 モ ノコ ッ ク 構 造 や 流体 内 パ MS-05 ザク I = Ш MS-06F ザク IF 型 
ステ ム と いっ た MS-05 で 実用 性 が 証明 され た 技 она нд w 
汎用 性 の 向上 を 目的 と し た 改良 が 図ら 玲 保 や 正面 プロ テク ティ ブ ビー 5 

れ で いる 。 それ に 際 し て 重視 され た 点 の ひと つが 、 HIRED イ ・ レ ー ル の 保護 バー) ОЖ 
確保 だ っ た 。 MS-05 で は 余裕 の な い 設計 が 発展 を 妨げ て 


易 と する 機体 構造 が 採ら れ て いる 。 そう し 
ペー ス と し た パリ エー ショ ン の 展開 を 助け た 


が 、 本 機 を 


可能 な 性 能 が 
れ た 。 EREDAR 
б АНИНЕ, 


F 
画 コク ピット К 


右 は ジオ ン 公 園 軍 MS | SS б 


共通 コク ビッ ト と 呼ば れ 上 ў. 
る タイ プ 。 初期 の MS- | 
06F の コク Eo に は W Ó W 


В 5% MS-05 #21 40.200kg 
ا‎ a a \ MS-O6F ザク IF 175т 562: ЕЛІ 1 43.300ke 


柔軟 な 運用 を 可能 と する 携行 武装 群 


武装 も 改良 が 施さ れ た が 、 携 武装 に よる 和 柔軟 な 火力 と 画 ザク ・ マ シン ガン = À 画 ザク ・ バ ズー カ 
いう MS 用 武装 の 基本 路線 は MS-05 の 時 点 で 確立 され て с 4 H&L-SB25K/280mmA.P 
お り 、 本 機 の 武装 は それ を 順当 に 発展 させ る に 留まっ て い we a ten т 


Bo また 、 一 年 戦争 緒戦 に は 核 弾頭 弾 も 使用 され て いた が 、 
南極 条約 の 締結 に よっ て 通常 弾 の み の 運 用 と な 
た MS-06F で は 、 MS-06C で 採用 され て いた 面 
甲 を は じ め と する 核兵器 運用 能力 が 撤廃 され て いる 。 


ダー ド な スタ イル と な 


MORE INFO! 
F 型 の 系 列 機 


ジオ ン 公 固 軍 は 、 仕 欄 変 更 が 容易 な MS-06F を ペー ス ( 
な 派生 機 を 開発 。 エー スパ イロ ッ ト 向 け に 高 性 能 化 を 図っ た MS- 
065 ザク HIS 型 や 、 陸 戦機 と し て の 仕様 変更 が 施さ れ た MS- 
06J ザク HJ 型 は 、 そ の 代表 的 な 例 で ある 。 それ ら の MS-06F 直 
КОМЫ. 一 年 戦争 を 通じ て 戦力 の 一 角 を 担っ た 。 


E М5-06ғ-2 
ザク IF2 型 


MS-06FZ 97124024: ЕМЕСЕ 


2 3 ザク HIF 型 
機体 形状 が 大 きく 変更 され た 22 5 
派生 機 も 存在 する 。 また 、 A ドズル ・ ザ ビ 
用 性 を 切り 捨て て 特 化 方 向 専用 機 


に 進む 機体 も あっ た 。 


m MB-OGFZ 
ザク He т. 

а TERE л 

発 に あたる MS-06F-2 + m MS-06FS 

ЖІТІ 

Е EE | 


ahi, 


サク ・ マ イン レイ ヤー 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


mebi se 17A 


= иа 
Gi MS-] AF УМНЕЕ C MO 


20.2m (GATA 19.2m) 
40.5t (全備 重量 80.00 


MS-14 の 
14JG ダル 


ラン ド セ ル 
ス 模 か ら 形 杖 が 変更 され 、2 基 


に 共通 する 仕様 で ある 


海兵 隊 に よる 運用 を 想定 し た MS-14F の 指揮 官 仕様 機 


ジオ ン 公 国軍 最後 期 の 主力 MS で ある MS-14 ゲル グ MS-14F は 宇宙 戦 に 特 化 し た 海兵 隊 仕 様 機 で あり 、 
グ は 、 エ ネル ギーCAP 方 式 の ピー ム 兵 器 の 装備 や 地球 それ を ベー ス と する MS-14Fs も 同じ 仕様 の 機体 
連邦 軍 の RX-78 ガン ダム に 迫る 高 性 能 に 目 を 奪わ れ が この 仕様 は 航続 弄 離 や 作戦 遂行 時 間 の 延長 に 主眼 を 
ュー ル の 分 割 構造 に よる 置い て お り 、 本 機 は 細部 の 改良 に よる 性 能 向 上 が 図 | 


関連 ファ イル 


ぶ MS-14 の 長所 だ れ て い 、 本 機 は ジオ ン 公 国軍 突撃 機動 軍 
る 。 それ ゆえ 、MS-14 は 制式 採用 か ら 終戦 まで の 
間 に 驚異 生産 が 進み 、 後期 型 
生 機 の 開発 に も 繋が MS-14F ゲ 
ル グ グ M (マリ ー ネ ) は MS-14 系 列 機 の ひと つ で 、 そ の 指 
揮 官 仕様 機 が MS-14Fs ゲル ググ M 指 揮 官 機 で ある 。 


MECHANIC FILE 


海兵 隊 の MS 運用 に 即 し た 


ジオ ン 公国 軍 に お ける 海兵 隊 は スペ ー ス ・ コ ロニ ー へ の № 頭 部 
上 陸 埋 闘 や 特殊 工作 を 主任 務 と し 、MS-14F は そう し 
運用 に 即 し が 施さ れ て いた 。 MS-14Fs で は さら 
仁 能 向 上 と 特長 の 伸展 を 図り 、 推 力 の 増強 や ブ 
ロペ ラン ト の 増設 た ど が 行わ れ て いる 。180 度 姿勢 転 抱 
MSN. 


シャ ー プ な フォ ルム に 変更 され て いた 
MS-14JG と は 異 が )、 頭 部 の 形状 に 

МАЗОК 
(ети Я еШМ5-1:СЕ 
BW0IFCANHLU C bu. M я 
に は 動 カ バイ プ が 追加 され 


PaO BL RAR 
あっ て 、 ア ルビ オン 隊 を 本 
RUS, 


専用 装備 の 採用 に よる 通常 仕様 機 と の 差別 化 


MS-14F は コス ト ダ ウン を 図る 一 方 、 豊 富 な オプ ショ ン Ш ММС-110 ビー ム ・ ラ イフ ル 
武装 を 用 いる こと で 特殊 部 隊 の 任務 に 対応 し た 。MS- 側 剖 の ドラ ム マ ガ ジ ン 杖 ユ ニッ ト は E パ ッ ク で 、 ス トッ ク 尾 部 の 穴 は 冷却 村 СЕ 
14Fs は それ に 加え タン ク の 装填 部 位 で ある 。 な お 、 林 武装 の 型式 番号 を 「MRB-1 10」 と す 4 
する こと で 差別 化 を 較 n. BO A саноо tn < 
ね た スパ イク シー ルド に 代え て 通常 の シー ルド を 装備 し て 
お り 、 想定 する 戦闘 スタ イル も 異な っ て いた と 考え られ る 。 


MS.14F よ り も 射撃 
比重 が 置か れ て お り 、 
マ 機 も ビー ム ・ ラ イフ 


нависает 
ン と の 戦闘 で は 、 ア ルビ オ 
DMS IR IL: 
MALTAT. 
シュ ビル の 2 集 の 
шке TSR 
を 挙げ て いる 


т 頭 部 バル カン 


жаі 
と 見 られ る ダウ ト が 設け られ 
ダム の も の は 60mm) は MS の 


な み に 40mm の 口径 (RX-78 ガン 
装 と し て は か な り 小 口径 の 部 類 


110mm atta 


МАО Hf 110mm 
MS-14F と ま 


チャ フ ・ フ レア ・ 


RATS. 
りや や 太め の Е. 
用 ポケ ッ ト を 配 し て お り СЫЙ). АСР, 7 8 


amn タタ 20-6 


MPIC 
eo-SM ш 


ЕЕ C2 EMIT OME as Га | ОЗ 
ФАН HS — “NERC OE IR 
таш ж тгл: 912:/-%%32%2 


RBA ME LDR ЗИН ЕЗ ТОТ ЗИСТУ ЗНЗ жЕ 
YOZ YORI ANEW 69191069 E то? °З ИЕА ТҮ HORT 
USES ICAL MMOD ЗДЕРІ OLRYAO WZ ° HINERA ZW WE PD 


HY 18: 
р Ew 
и 


АРАА А EL 


ааа СОАТИ П 
оозе ` Z 3 ЛИМОВИ ОЗІ? 


С? 
уч асс Га | OSN 


mebi sue 40, 


80102914 1HVHO NOSIHVdW09 8 


Wan 246 FR 


FRIES <“ LEA 
серу чаг бб 219104 SNAH | 


車 国立 < を < ШЫ 


жін 


LX IHRE 2х8 кайс мм 


ae 


3905 


(ала FR 


мона, BEEBE OE 


機動 戦士 ガン ダム 
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戦術 爆撃 機 と し て の 能力 を 活か す 兵 装 群 と その 効果 


「 攻 撃 空母 」 に 分 類 さ れる ガウ は 空中 還 艦 と し て だ け で 
な く 、 戦 術 爆 撃 機 と し て の 運用 も 考 虎 され て いた 。 本 機 に 
は 大 型 熱 枝 反 応 炉 が 搭載 され て いる が 、 こ れ は 推進 器 と し 
て 機能 する だ け で な く 、 主 兵 装 で ある 2 連装 メガ 粒子 砲 
エネ ルギー を 供給 する 役目 を 果たし て いた の で ある 。 ちな み 
に X ガ 粒子 砲 の 射 界 は 下方 向 に 向け られ て お り 、 こ れ は こ 
の 兵 装 が 対地 攻撃 を 主眼 に し た も の で ある こと を 意味 し て 
いる 。 また ガウ に 搭載 され た メガ 粒子 砲 の 数 は 2 基 、3 基 、5 
基 と 諸説 ある が 、 こ れ は 生産 拠点 や 生産 時 期 に よる 仕様 
の 人 違い だ と 考え られ る 。 さら に これ と は 別に 、 機体 下部 に は 
BW REL RAO ODS AMOMMERBLUSL 
うに な っ て いる 。 上 空 か ら 大 量 の 爆 汗 を 投下 する ガウ 編隊 
な ら で は の 戦術 (ロー ラー シフ ト と 呼ば れ た ) は 対地 攻撃 に 
絶大 な 効果 を 発揮 し 、 地上 部 隊 の 支援 に 用 いら れ た 。 

投下 口 は 機体 底部 に 位 
置 し て お り 、 ハ ッ チ を 開放 
садове, 
MEDSMHSNG 
расна, е. 
китов! 

йк 


eee to | 


よっ 
る 場合 が あっ た 

検 友 応 炉 の エネ ルギー を 
節約 する た め の 処 置 だ と 
考え られ る 


m 各 武 装 マ ウン ト 位置 

BOO RIES CRETE 
DEME ВОН 
ОВЕН ЕКЕЖ ПЛ. DERDE 


O 中 距離 ミサ イル 


対地 攻撃 用 の 大 型 ミサ イル 。 R 
ишш R 3-5. MEROR п 
жск аш СС. 
な DEDEN! 


航空 母艦 と し て の ガウ の 中 核 を な す 施 設 


ガウ の 格納 庫 は MS 用 と 航空 機 ( 主 に ドッ プ ) 用 の 2 種類 
が 用 意 き れ て お り 、MS 用 格納 庫 は 機体 下部 の 広い スペ ー 
ス を 占め て いた 。 た だ し 臨時 発着 スペ ー ス と し て コム サイ 
や ルッ グン が MS 格納 庫 に 駐 機 する 場合 も あり 、 そ の 際 は 
機体 後部 に 設け られ た 発進 口 か ら 難 発 落 を -f 
КОЗАРА), 左右 それ ぞ 
れ に 4 機 の ドッ プ が 格納 可能 で ある 。 ちな み に ガ ル マ ・ ザ ビ 
の ガウ で は 、 右翼 格納 庫 に 専用 ドッ プ が 格納 され て いた 。 


ров 


| 画 ドップ 用 
жүл 

| ов. 航空 機 用 格納 
PD 


и ドッ プ 用 
ваш? > 


ZUMER | 


区 発着 の 指示 を 出し た 


部 隊 を 統率 する 移動 司令 部 と し て の 中 析 部 


ガウ は MS 一 個 小隊 と ドッ プ 二 個 小 隊 を 搭載 可能 な 空 
中 結 艦 で ある た め 、 単 体 で 中 隊 ク ラス の 戦力 を 運用 で きる 
指揮 能力 が 与え らち れ た 。 その 中 枢 と な っ た の が コク ビッ ト で 
ある 。 その た め ガ ウ の コク ビッ ト は 艦艇 の 艦橋 に 酷似 し て 
お り 、 パ イロ ッ ト や コバ パイロット シ ー ト の ほか 、 指 揮 官 (ШЕ) 
シー ト が 設け られ た 。 これ に よっ て パイ ロッ ト が 機体 操作 を 
担当 する 一 方 、 機長 は 部 隊 運 用 に 専念 で き 、 航空機 で あ 
りな が ら 優 れ た 部 隊 指 揮 ・ 運 用 能力 を 発 押し た の で ある 。 


き を 明 す る も の で ある 」 


lm コク ピッ ト 内 
E еи 


DM зыма 
ФНО ILD, Ж 
Ê) に 位置 する の が パイ ロッ ト 

コ ・ バ イロ ッ ト シー ト 。 中 
内 に 見 える の が 機長 用 の 
コン ソー ル た 


BIOWARE MAES 
g<. METERON 
зка. Б 


© 2 連装 メガ 粒子 砲 


メガ 幸子 砲 は 飛行 の 妨げ に な 
ら な いよ う 


通常 は 機 人 内 に 
出 


MORE INFO! 
ガウ 級 攻 撃 空母 、 発展 の 系 譜 


機能 的 に いく つか の 問題 を 抱え で て いた ガウ だ が 、 公 国軍 
は 各 方 面 に 多数 を 配備 し 、 現 地 改修 が 施さ 
現し た 。 これ ら は 機能 的 に も 華 異 が 上 られ. 
ャ ブロ ー に 直接 攻撃 を 仕掛 けた ゼー ゴ ッ ク を 回 収 し た 
болсн. 機体 固定 用 の ワイ ヤー フッ ク が 用 意 さ れ て し 
さら に 戦後 も が ガウ の 系 譜 は 継承 され 、 地球 連邦 軍 も 採用 
し て いる 。 中 で も U.C.0087.12.06 に 発生 し た 「 プ ロス ペ 
ロー 号 落 下 事 件 ]」 で は 、 連 邦 軍 第 91 救 助 部 
「 ガ ウ 改 ] が 脱出 カプ セル 回 収 の 任 に 当 た - 


BATES (NEEM ERA) 
欧州 攻撃 軍 (師団 長 は ユー リ ・ ケ ラー ネ ) が 保有 する ガ 


9. WREE A TARE THESIS CRP SED 
踊 が 見 られ る 。 また 各部 に 対空 機銃 を 増加 装備 し て いる 。 


ジャ ブロ ー 地 区 か ら 失 退 する 央 中 、 作 渦 行 動 中 の 運 邦 軍 第 08MS 
Маа, DRERASY AUTRES RUSEN o 


„ЫШ сете: 
一 年 戦争 終結 後 、 ガ ウ の 設計 思想 を 基 に し て 連邦 軍 


が 開発 し た 超大 型 輸送 左 。 $ E317m. 全幅 524m、 
最大 積載 量 9.8001 と いう 史上 最大 の 航空 機 だ 。 


BIRATI: 
ЕШ ЕНЕД Л ТЕНИНЕ. САС 


と 言わ れれ 、 中 で も 機体 色 が オレ ンジ 


交通 ・ サ ン ラ イズ 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : MS-OGRP 高 機動 型 ザク ・ プ ロト タイ プ 


п] шй 


高 機動 型 ザ ク ・ 
プロ ト タ イ プ 


| mae 


高 機動 型 ザ ク の 仕様 を 決定 し た 


BRP 高 機動 型 ザ が ク ・ プ ロト タイ プ は 、 その 名 が 

示す 通り MS-06R 高 機動 型 が タッ ・ シ リー ズ の 試作 機 

MS で ある 。 頭 部 、 ラ ンド セル 、 脚 部 の 形状 や 

に 若干 の 違い は ある が 、 量 産 仕 様 の 高 機 

動 型 ザ が ク と ほぼ 同じ 構造 を 完成 させ て いた 。 量産 仕様 

機 が 最初 か ら 高 機動 型 ザ が ク と し て 生産 され て いる の に 対 

` 動 型 ザク ・ プ ロト タイ プ は MS-06F ザク IF 型 か 

ら の 改修 機 と し て 、 2 機 が 製作 され た 。 

高 機動 型 ザ ダク は 、 南 極 条 約 締 結 に よる 戦争 の 長期 化 

を 受け て 、 宇宙 戦力 増強 策 の 一 環 と し て 開発 され た 


動 型 ザク の 開発 が それ 以前 の 高 性 能 ザ ク 

いた の は 、 ザ ク TIIF 型 か ら の 形状 逸脱 
ZEONIC 社 の 開発 陣 は 、 ザ ク T 

の 汎用 性 が 絶対 性 能 を 低下 させ て いる と 考え て お り 、 宇 
軍 専 用 の 純 戦 闘 型 高 機動 MS と し て 高 機動 型 ザク の 開 
発 に 着手 し た (U.C.0076.12 開 始 の 局 地 戦 用 MS 開発 
機動 型 ザク の 原案 は 提示 され て いた )。 ザク 

F 型 か ら の 全面 改修 を 経て 完成 し た 高 機 動 型 ザク ・ プ 
ロト タイ プ は 、 良好 な テス ト 結果 を 残し 、 これ を 受け て MS- 
OGR (-1) 高 機動 型 ザ クロ タイ プ の 生産 が 進め られ た 。 
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ザク IF 型 と は 似 て 非 な る 機体 


機動 性 向上 の み が 図 られ た と 思わ れ が ちな 高 機動 型 
ザク だ が 、 末 合 的 な 性 能 向 上 を 果たし て いる 。 推力 の 強 
化 は 推進 器 の 大 型 ・ 連 装 化 、 プ ロペ ラン ト ・ タ ンク の 増 
設 ・ 大 容量 化 、G の 増大 を 意味 する 。 つま り 機体 へ の 負 
担 が 大 きく な り 、 従来 の ザク IF 型 は も ちろ ん の こと 高 性 能 
仕様 の ザク IS 型 で も 、 高 機動 型 ザク 級 の 加速 に は 耐え 
られ な い 。 そこ で フレ ー ム の 強化 、 装甲 材質 の 変更 、 アク 
チュ エー ター の 高 | ル ク 化 な どの 基本 構造 の 強化 が 必要 
と され た 。 高 機動 型 ザク ・ プ ロト タイ プ が 、 ザ ク IIF 型 の 全 
面 的 改修 機 だ っ た の は こう し た 理由 に 因 っ て いる 。 


Ш ザク IF 型 か ら の 主 な 変更 


変更 点 の 大 分 類 具体 的 な 変更 
EE - 


жен. АНБ | 
жна | MEDAN. A 
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ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 向上 
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脱出 シス テム (射出 シー ト ) の 再 搭載 | 


ВЕНЫ (БВУ ЛЕТТІ? 


сафа haos 

足し た り 、 マッ チン グ や 用 の 大 化 に より 
バラ ンス が 不適 切 だ ВОВЕ 
する と 空中 分 解 を 招く 狭まっ た . 

|. ЕМ5-04 (EMS-10) 
ツ ダ は 空中 分 解 事故 を 起 


| ЕВРО сие 


авы | кайса! 
> DOA NEHA ARE 
クロ ウォ レン | Soke. RMT ONS 


ザク ロ F 型 用 の 2 信 以 上 MS-06F 
omnes. ISE | 推力 :105txgkgl 
用 を も 大 きく 上 回 る 


ент, SACRE 
マー ク 5 し き 印 が ある 。 同 
様 の も の は 過去 の 試験 
機 で も 見 られ た 


グラ ナダ で の トラ イア ル と 量産 化 
動 型 ザク ・ プ ロト タイ プ は 、 グ ラナ — № 高 機動 型 ザ が ク ・ プ ロト タイ プ 以 後 の 進 化 


ダ に 送ら れ ト ライ アル (テス ト 飛 行 ) が 行わ れ た 


テス ト ・ バ 
イロ ッ ト は 、ZEONIC 社 か ら 出向 し た エリ オッ ト ・ レ ム 中 佐 3 
こっ た (中 佐 は ザク I や ザク TIS 型 の 開発 に も 責 献 )。 230 a 
間 に 臣 を トラ イア ル の 結果 、 冊 大 な 推進 剤 消費 量 ど СЕ ン 
戦闘 最大 推力 時 間 が 問題 点 と し て 指摘 され た 。 LOL ie + а 
動 性 は 圧倒 的 で あり 、 ジオ ン 公国 軍 首 脳 部 は 欠点 を 守っ Pd + AR бы ЕЖ 
ЛҮ КЕТЕТГО КА А 
ӘСТЕ РЫ ТІЛЕ ТТТ 7 3 | 
кашы О сарта MS-O6RP М5-068(-1) MS-06R-1A М5-068-2Р М5-068-2. М5-06В-3 
НИШУ. аяты) 高 機動 型 ザ ク 高 機動 型 ザ ダク ・ BHD — ゲル ググ | 
77547 RETF БЛАЯ47 ELAR R-2447 — ЖОБ 
HERMES | » | 
рая グフ ナダ で の テス ト 結 果 を 受け て 高 機動 型 ザ ケシ リー ズ の 
L; 1-2 | 開発 が 廷 め られ 産 性 の 問題 か ら 宇宙 用 主力 MS と 
EL E DE т Meoeno | 
に 大 き お 影響 を 与え た る の 一 方 で ビ 載 MS の 模索 . 宇宙 用 高 機動 
о | OMAP Pte EfseMSXU ' 試験 型 ザク 
ひと つ で ある 28 
MORE INFO! 月 面 基地 グラ ナダ 
高 科 動 型 ザ ダッ - プ ロト タイ プ の トラ イア ル が 行わ れ た 
ISHAR, RBS. Z+ DOERR WED 
根拠 地 と な っ た 月 面 基地 で ある 。 元々 は 重工 業 に 強い 
月 面 都市 で 、 古 く か ら 政 治 経済 面 で サイ ド 3 と 連携 し て 
UE ROME, зва нь, サイ ド 3 と の 結び 付き қ 
を 強く し て いた )。 — Ж $C (E ルー ゲン ス Р PEE ie ы 
され る と 、 宇 軍艦 隊 の 基地 と し て だ け で な く 、 вла Эз ЖИН F 
の 開発 ・ 生 産 拠点 と し て も 利用 され た 。 高 機動 型 ザ ク ・ жі イド 6 へ の 核 
シリ ー ズ で は 高 機動 型 ザク R-2 タ イプ 、 ゲル ググ 先行 試 
作 型 、 宇 宙 用 高 機動 試験 型 ザク が グラ ナダ で 開発 さ 
れ 、 高 機動 型 ザク R-1A タ イプ の 生産 も 行わ れ て いた 。 9 
の 基地 司令 だ っ た よう だ 。 
05702880 キシ リア ・ ザ ビ --/ 
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化 に 積極 的 кеш 
MEET SR られ 、 グ ラナ ダ で ニュ ー タ イ HORM TR MOY TIA A HERD MST 
地 に な っ て いた プ 専 用 MA を 開発 させ た エル メス に 代表 され る ニュ ー タ イブ 専用 MA な ど が グラ ナダ で 開発 され 


нах 20-10 


機動 新 世 紀 ガ ンダ ム X 


mM КАШ 


MS OF THE SPACE REVOLUTIONARY FORCE 


宇宙 革命 軍 の MS① 
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第 7 次 宇宙 戦争 で 用 いら れ た 宇宙 革命 軍 の 主力 機 


第 7 次 宇宙 戦争 一 一 宇宙 革命 軍 と | 旧 地 球 連 邦 軍 
の 間 で 勃発 し た この 戦乱 は 、 地 球 の 全 人 口 の 約 95% 
人 々 が 死亡 する 凄惨 な も の 
主戦 力 と し て MS を 用 いた が 、 宇 軍 革 命 軍 の 主力 機 と し 
産 ・ 投 入 さ れ た の が RMS-006 ジ 
、 パ ー ニ ア や ニー ドル の オミ 
ош ЕШ (АМ$-006 
で きた ほか 、 セ プ テ ム や オク ト ・ エ イプ 
ー ス と な る な ど 、 優れ た 
を 特徴 と し て いた 。 物量 で は 旧 連 邦 軍 ( 


命 軍 が 「 コ ロ と し ] を | 移す こと が で きた の 


・ 作 戦 に 対応 で きる ジェ ニス の 存在 が 


第 7 次 宇宙 戦争 が 痛み 分 け | 
に は 、 大 量 の ジェ ニス (の 残骸 ) 
の 破損 し た 本 体 や パー ツ を バル チャ ー ン MS 乗り が 回 収 
L. 独自 に カス タム を 施す こと で 運 
第 8 次 宇宙 戦争 が 勃発 する A.W.0015 時 に も 、 多 数 の 


っ た あと 、 地 球 上 
放棄 され て いた 。 + 


バツ ル チャ ー や MS 乗り が 独自 仕様 の ジェ ニス を 現役 第 と 
し て 用 いて お り 、 ZORRO ИА. 
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対 MS 戦闘 用 の 標準 的 な 武装 群 


は 、 機体 性 能 が 最大 限 に 発揮 さ れる 中 距 難 
100mm マ シン ガン 

『 そ の 主 武 装 で あり 、 ЖЫ 
用 と し て パル カン と マシ ン キャ ノン を 有 | 
ムラ イフ ル や バズーカ な ど 、 宰 数 の オプ ショ ン 兵 装 が 用 和 
され て いた と 見 られ る 。 


の が ジェ ニス の 一 的 な 
運用 方 
уйе -ENET 
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Ш 100mm マ シン ガン ビー ムラ イフ ル 


画 コク ピッ ト 
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HAG EON Sof 
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パリ 


バル チャ ー ら 他 組 織 に 改修 され た 独自 仕様 


-/ 
AW.0015、 ジ ェ ニ ス は あら ゆる 組織 で 運用 され て いた ш 宇宙 用 地上 用 の 構造 比較 
その 大 半 は 、 宇 宙 革 命 軍 が 使用 し て いた 当時 の 仕様 と は G= 
異な り 、 カ ラー リン グ や デザ イン 、 武 装 な ど を 独自 に カス タマ Ш RMS-006G | 
イズ し た 機体 と な っ て いた 。 特に 、 フリ ー の MS 乗り が 運用 ジェ ニス 地上 用 | 
し た 機体 は 、 機 動 性 や 防御 性 能 を 列 化す る な ど 、 そ の パイ 地上 で カス タマ イズ され で し | 
ロッ ト に 応じ た 個性 的 な カス タマ イズ が 多く 見 られ た | 
К 
体 が / И Oe 
で いた 
E チー ムカ スタ ム 仕 様 ジェ ノ ス 一 味 仕様 画 パー ソナ ルカ スタ ム 仕 様 
MS や 武器 を 回 収 ・ 売 買 す る 地上 の Е パル チャ ー な どか ら 仕 事 を 引き 受け る 
жагоо, PRESEA MS 乗り に も ジェ ニス は 行き 渡っ て お り 、 MERED 
織 サ テリ コー は 、 複数 の ジェ ニス を 保有 各々 機体 を 独自 仕様 に 改良 し て いた 。 に ー が 特徴 的 
。 各 勢力 で 運用 され パイ ロッ ト 本 人 の み が 運 用 する 専用 機 
リン グ な ど が 統一 さ の た め 、 チ ー ム カス タム 仕様 に 比べ て 
れ て お り 、 同一 組織 で ある こと を 判別 し デザ イン も 性 能 も 一 風 変 わ っ た 仕様 が 
や すく し て いた 。 多い 。 
ジェ ニス 改 
ロッ ソ 隊 仕様 サテ リコ ン 所 属 機 仕様 (クロ ッ カ カス タム ) (т. ルカ スタ 2 
70-78057. PRCT あり な パー ブル 系 の ツー トン カラ ー フリ ー の 女性 MS 乗り 、 エ ニ 
ト が 保有 し て いた 機 を 配 し た 仕様 。 モヒカン 頭 の №. TURA ttt. 機動 
体 。 宇宙 用 を ペー ス と し た 珍 MS 乗り ウロ ッ カ の 趣味 豆 カ と 情報 収集 能力 の 強化 が Р 
し い タ イプ で ある 。 装備 する 本 角 が 付け られ た . 施さ れ て いる 、 ~ 
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機体 構造 公園 軍艦 艇 の 設計 思想 と アク シズ の 技術 が 融合 し た 成果 


HOME Sieh MITIARO 
グ ワ ダン 級 と グ ワ ン パ ン 級 だ が 、 基 本 設計 < の 


が 見 られ る 。 グ ワ ダン 級 が 
級 戦 第 の 特徴 を 色濃く 受け 継 し 
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サブ ・ ノ ズル 
ブリ の 機能 を 集約 し た 
艦隊 旗艦 と し て の 機能 を 集約 し た 重要 施設 MORE INFO! 
グ ワ ダン 緩 お よび げ グ ワン パン 綴 は 単 艦 で の 活動 より も көсе» 27 
入隊 単位 で の 軍用 を 主眼 と し て お り 、 ブ リッ ジ に は 指 搾 ・ ン テ ナ を 増 КОШЕ. ашк 関係 の 深い 艦艇 と その 特徴 
通信 に 関す る 重要 施設 が 集中 し て いる 。 55584544 — いる 。 これ ら の 特別 な 装備 に よ 
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サナ リィ が 設計 し 、 AE が 


小型 MS 開発 プロ h [F (フォ 2) 計画 」 
開発 され た 、 戦闘 支援 
産 モ デル が F71 G・ キ ャ . 
AI に 位置 付け られ る 。 設計 は サナ リィ が 
ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (以下 AE) か に 
次期 主力 MS 試作 機 ガン ダム F90 は 
で 様々 な 任務 に 対応 で きた 。 そ 


る 
は 、 地 球 連 邦 
カカ MS の RGM-109 へ ビーガン と の 互換 性 を # 

・ 整 備 性 に 優れ て いた 。 性 能面 で は キャ ノン 
劣る も の の 、 従 来 の 量産 仕様 機 と は 一 線 を 画す る 
獲得 し て お り 、 一 ー ガ ン を 上 回 っ た 

аре 720 Ñ 際 、 支 援 専用 


ン *2。 ダ プル ビー ム ・ ガ ン x2. ` 
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AE 製 パー ツ が 盛り 込ま れ た G- キ ャ ノン は 、 AE 製 の 地球 
連邦 軍 主 カカ MS ヘビ ー ガ ン と の 互換 性 を 持ち つつ 、 従 来 
の 量産 仕様 機 と 比較 し て も 高い 基本 性 能 を 有 し て いた . 
MRRP MT тов RES ES —F 
ポイ ント が も た ら す 拡張 性 も 優れ て いる 。 装備 する オプ ショ 
ン や ミッ ショ ン パ ッ ク に よっ て は 、 本 来 の 任務 で ある 中 距 
静 支 援 の 強化 だ け で な く 、 航 空 近接 支援 攻撃 や 遠 嘘 次 
支援 へ の 対応 な ども 可能 だ っ た 。 オプ ショ ン の パー ジ 機 能 


$. 戦 較 形態 の 多様 化 や 即応 性 の 向上 に 結び つい た 。 
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Ба Е САИ ТЕ е +r 
уа. CARR TY yD, 両 新 に ダブ ルビ ー ム ・ 
ガン を 搭載 する ( 他 に も 固定 装備 の 頭 部 バル カン 砲 2 門 と 
格 垂 戦地 の ピー ム ・ サ ー ベ ル を 2 基 装 備 。 ビー ム ・ サ ー ベ 
ル は 4 連装 マシ ン ・ キ ャ ノン を パー ジ し た 後に 使う の が 通常 
の よう だ )。 支援 攻撃 で は 4 連装 マシ ン ・ キ ャ ノン の 連射 で 
敵 機 を 攻撃 、 制 圧し 、 比較 的 近い 距離 帯 で ダブ ルビ ー ム ・ 
ガン を 用 いる と 考え られ る 。 これ ら の 装備 は 他 の オプ ショ ン 
に 換装 可能 で 、 F90 の 一 部 装備 も 搭載 で きる と いう . 

BRO Bt: 
4 連装 マシ ン ・ キ ネ ャ ノ 
LEMMA каж. 
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аата 


する に 思わ れる 


мов INFO! 


FZ70 シ リー ズ の 発展 


前 で も 説明 し た が 、 半 還 支援 蝶 の F70 シ リー ズ は F90S の コ 
ン セ プ ト を 愛 け 継い だ 系 列 機 で あり 、 初 の F70 ナ ン パー 機 で あ 
る キャ ノン ガン ダム を 経て 、G・ キ ャ ノン と し て 量産 化 に 至っ た 。 
し か し F72 以 降 の 機体 は 知ら れ て お ら ず 、F70 シ リー ズ の 発展 
は G・ キ ャ ノン の オプ ショ ン 換 終 標 や 改修 機 が 担う こと と な っ た 。 

オプ ショ ン 換 琴 機 と し て 有名 な 機体 が 、 航 空 近接 支 援 攻撃 
仕様 の F71 G・ キ ャ ノン パワ ー ド ウェ ポン タイ プ (REMEE 
仕様) で ある 。 これ は 右 層 に ツイ ン ・ ピ ー ム ・ キ ャ ノン 、 左 計 と 
ЖИ7?-т-смтимнаул»л. ЯМ7-т-сиа 
セン サー 付き 地 対 空き サイ ル ユ ニッ ト 、 右腕 に ガン ユニ ッ ト 、 左 
RaRa- BII- 2=yb (推力 
162905) ERAS, BICOL Hr / EMERSA 
ЗЫМ. S R3200mm++ AM. ZOOM БШ 
BREN ESER DNS, REE: RUT. ^ 
ビー ガン 用 ビーム ・ ラ イフ ル と シー ルド を 装備 する 仕様 も 、 オ プ 
Yar MBM RAS, 

改修 機 と し て は 、F71 ヴェ スパ ー 装 落 製 G キ ャ ノン と F71B 
G・ キ ャ ノン ・ マ グ ナ が 存在 し て いる 。 ヴェ スパ ー 装 義 型 G・ キ ャ 
ノン は 、 用 部 を 大 幅 に 必修 し 、 ジ ェ ネ レー ター ご ヴェ スパ ー 
設 抽 の バッ ク パッ ク を 閉 六 し 、 友 引 に ヴェ スパ バー を 使 お うと し た 
機体 だ っ た と 言わ れ て いる 。 G・ キ ャ ノン ・ マ グ ナ は 「 シ ル エッ ト ・ 
フォ ー ミ ュ ラ ・ プ ロジ ェクト に お いて 、AE が G・ キ ャ ノン を 改修 
し た 機体 で ある 。 СНЕ. анг, МВТ 
ヴェ スパ ー と し て 使用 可能 で あっ た 。 
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atan カー ポン = 
GN ビ ー ム サー ベル GN ショ ー 


トピ ー ム サー ベル 。GN シ ョ ー ト シン ガン "GNE—. ム サ ー ベ ル 
Ү ビーム キャ ノン GN バ パル カン x2.GN シ ー ル ド 他 _ 
4 х2 GN シ ー ル ド 他 WN アロ ウズ 
1 ТЩ アロ ラズ | 7 жа ソー マビ ー リ スル イス ・ ハ 


レヴ ィ 
m COLOR 


アヘ ッ ド 脳 量子 波 対応 弄 


(スマ ルト ロン ) 


エネ ルギー ケー ブル 
аян ж 
新た に 追加 され 
続 する 


な わな い 全 領域 対応 の 

同機 は 、 各種 カス タム 機 
開発 の テス トペ と し て 最適 と 見 な され た 2 
機 の 一 波 対 応 
近接 戦闘 型 の 開発 コー ド は 「 サ キ ガ ケ 」。 火器 は 3 Я し 西 歴 2312 年 、 місе 
制 程度 の も の し か 持た ず 、 名 前 の 通り 格闘 持 部 隊 ・ ア ロウ ズ の スキ ャ ンダ ル が 明る み に な っ 7 М 
いた テス ト 機 で ある 。 パイ ロ スタ L R 


FILE preview 


闘 スタ イル に 合 た 調整 が な され て お り жаска 


ШЕЛ sg 


жиы 1 жЕ 近接 戦闘 を 主眼 と し た 機体 改修 と 武装 


セプト で ある 汎用 性 の 対極 と も 言え Ш エネ ルギー ケー ブル mg GN ビ ピー ム サー ベル 
し た 仕様 。 格闘 戦 を 章 識 し . 機体 各 жө MEAT. ノー マル の アヘ ッ ド より 導出 Р 
れ て いる 。 同時 に 火器 は の も の と 見 られ る 。 Ий юат сщш. 


NGN ビ ピー ム サー ベル の み 
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Е) 胎 量 子 波 コン トロ ー ル の 導入 と 次 世代 主力 機 用 の 武装 


超 兵 な ど 脳 量子 流 を 扱え る パイ ロッ ト の 搭乗 を 前 提 と し пш = 画 GN ビー ムラ イフ ル 
た 機体 で あり サー や 制御 系 、 装 備 な ど に 許 量 子 波 Sy 

を 用 いた コン トロ ー ЭЛ. 反射 神経 を 超え た 
те: LS MME DK 
i め 、 機 体 の 反応 
タマ イズ され た 


度 と 運動 性 を 高め た 
その 一 方 で 、 武装 は ノー マ 
世代 主力 機 用 


Fel 
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ビー ム ・ サ ー ベ ル X2 ビー ム ・ ラ イフ 
ルン ハイ バー・ パ ズー カー バル カン ・ 
ポッ ド ・ シ ステ ム シー ルド 


基本 橋 造 に ムー パブ ル ・ フ レー ム を 採用 。 RX-78GPO1 
ガン ダム 試作 1 号機 や RGM-790 ジム ・ ク ゥ エル に は 手 脚 レ 
ペル で 用 いら れ で いた が 、 人 間 の 形 を 持つ フル 規格 と し て の 
導入 は RX-178 が 史上 初 で ある 。 し か し 本 機 の ムー バブ ル ・ 
フレ ー ム は 、 材 質 の 問題 に より 懇 発 的 な 外力 に 対す る 剛性 
不足 を 抱え て お り 、6 度 の 設計 変更 で も 解消 され な か っ た こ 
と が 量産 中 止 に 繋が っ て いる 。 と は いえ 、 エ ッ ゥ ー ゴ の 放 取 に 
より 、 ム ー パ ブル ・ フ レー ム は MSZ-006 Z ガ ンダ ム の 変形 
機構 の 根幹 に 取り 入れ られ 、 その 完成 に 大 きく 寄与 し た 


Nm ムー バブ ル ・ フ レー ム 


НЕОН 
U | で あり 人間 の よう に 大 軟 な 
tat 可能 と する 


ADE PI 
カン ・ 


کچ 
SSS‏ 


NN 


ОЛЕНЯ NYERTE 
Re, 佑 ね た 連動 性 を 発 近 。 Еж 
та. АНК 


外装 化 に 特 化し た 武装 群 


RX-78 で 確立 され た 、 地 球 連 邦 軍 の スタ ンダ ー ド な 有 武 装 
ENTS. НИКИ ULH t, ESRBCLTE-L- 
ライ フル を 備え 、 実弾 系 の ハイ バー・ バ ズー カ も 持つ 。 格闘 
兵 装 と し て ビー ム ・ サ ー ベ ル 、 防 御 兵 装 に シー ルド と 、 百 兵 
@йсапәжш анс». 特筆 すべ き 点 は 、 兵 装 
が すべ て 外装 化 さ れ た こと に より 優れ た 携行 性 を 獲得 し た こ 
と で ある 。 これ ら は グリ プス 戦役 後半 に お いて は 火力 不足 と 
な り 、 支援 弱 、G デ ィ フ ェ ン サー と の 合体 で 補う 形 と な っ た 


出 カ 0.45MW の ピー ム ・ 
 л.Х8.6-10481%/%2/%у2 
5:0 ЕТА 
PEMA, 265-208 
WC Янина 
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画 ピー ム ・ ラ イフ ル 
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コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム に 代わ る 、 時 代 に 即 し た 新型 コク ピット 


RX シ リー ズ の 特徴 で あっ た コア ・ プ ロッ ク ・ シ ステ ム は 、 16 
イロ ッ ト の 脱出 機構 を 当 ね て 教育 型 コン ピュ ー タ ー の 回 収 を 
目的 と し た も の で ある 。 時 代 は より 安価 な イジ ェクション ・ オ 
ド と いう 脱出 機構 を 完成 させ て お り 、RX-178 も その 流れ に 
迎合 、 コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は RX-78 HF ASHER 
され る こと な く 廃止 され た 。 それ に 代わ り 、 コ クビ ピッ ト の 周囲 
360 度 を スク リー ン と する 全 天 周囲 モニ ター と 、 耐 G 性 能 に 
優れ た リニア ・ シ ー ト を 新た に 導入 し て いる , 


жайт?) =e 


画 ハッ チ 展 開 時 


\у 


МФА ЕЛКА EN), MBPRONM FLEA 
に 側 れ て ステ ッ プ と な る 。 TOM. IPEMB DBF AC 
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RX-78 に 條 っ た RX-178 の 武装 コン セプト 


RX-178 ガン ダム Mk-I の 開発 に 、「 ガ ンダ ム 」 DIK 
活 に よる ティ ター ンズ の 権 感 誇示 と いう 政治 的 な 思 感 
で いた こと は 事実 で ある 。 だ が 、 НХ-78 ガン ダム 
想 を 受け 継い だ 新 世代 の MS 開発 が RX-178 
と も また 確か で 、 本 機 は 最新 技術 を 投入 
し つつ も アウ トラ イン を RX-78 に 求め て いた の で ある , 

そう し た コン セプト は 、 本 機 の 武装 選択 
いる 。 RX-78-2 が 実戦 で 有効 性 を 証明 し 
一 年 江 争 後 の MS 開発 に お いて 規範 と され 、 ス タン ダー 
ド な 構成 と な っ て いた 。 一 年 戦争 当時 に は 最 先端 技術 


だ っ た ビー ム 系 携行 武装 も 、 戦 後 の 技術 進歩 に よっ て 
一 般 的 な 水準 と な っ て お り 、 本 機 に それ が 採用 され る こ 


と は 必然 だ っ た と 言え る だ ろう 。 
ちな み に 、 本 機 は ティ ター ンズ の 思惑 を 反映 し て いた 


вихо. 地球 連邦 軍 系 技術 者 の み を 用 いて 開発 され 
て いる 。 し か し 、 グリ ー ン ・ ノ ア 1 柚 撃 事件 で エッ ウー ゴ に 強 
奪 され た こと か ら 、 エ ウ ー ゴ と の パイ プ を 持つ アナ ハイ ム ・ 
エレ クト ロニ クス 社 (АЕ) が 運用 に 関与 する こと と な り . 
運用 時 期 に よっ て 武装 が 異な っ て いた と 言わ れる 。 た だ 
し 、 両者 の 規格 自体 は 共通 し て いた よう だ 。 
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射撃 兵器 


る よう に 、 特 性 が 異な る 複数 の 携 
で 、 運 用 に 幅 を 持た せる 意 
想像 に 難く な い 。 た だ それ ちの 武装 
技術 進歩 が 反映 され て お り 、 特に エネ ルギーCAP シ ス 
テム 内 蔵 型 か ら E パ ッ ク 進化 し 7 ・ ラ イフ ル 
г. その 仕向 が 魚 著 に 見 られ る 。 また 、 携行 武装 は すべ て 


な お 、 前 述 し た 運用 時 期 に よる 武装 の 違い は 、 こ 
射撃 吾 用 武装 に も 見 ら 


が 運用 し た 時 期 
XBR-87-D が 用 いら れ た と いう 


運用 性 を 重視 し た 、 異な る 特性 の 射撃 戦 用 携行 武装 


本 機 の 専用 装備 
2 に 準じ た 構成 と な っ て いる 。 $ F- 


開発 され 
ラッ チ へ の 接続 を 前 提 に 


お り 、 機 体 各部 の マウ ン 


フル を 例 
ティ ター ンズ に お いて は ポ ボウ ワ 社 の XBR-M-86- 
BR-MB6b が 運用 され て いた が 、 т. 
アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス BR 社 の 


VEN? 


01 01 


機能 の 取捨 選択 が 図ら れ た 近接 戦 用 武装 


本 機 は 近接 戦 用 誠 装 と し て 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル を 2 基 装 が ら も 、 不 必要 と 判断 され た 機能 は 廃 され た と 考え られ る , 
備 し て いる 。 RX-78.2 の ビー ム ・ サ ー ベ ル は ピー ム ・ ジ ャ ペ ちな み に 、 本 機 の 機動 性 と 連動 性 は 同時 期 の MS と 比 
СЪ ТИЕ оя. СЕСЕ В лиева алы ЖАРАТУ 112 1а 


され て いる 。 RX-78 の 開発 当時 は MS に よる 白 兵 較 の ノウ し た 柔軟 な ムー パブ ル ・ フ レー ム 構 造 も あり 、 高い 格闘 戦 
ハウ が 少な く 、 ピー ム ・ ジ ャ ペリ ン の よう な 形 能 の 近接 戦 用 性 能 を 発 控 し た 。 グリ プス 音 役 期 に お いて は 、 カミ ー コ ・ ビ 
武装 の 軍用 も 模索 され た 。 一 方 、MS が 主力 兵器 と し て 洗 ダン や エマ ・ シ ー ン と いっ た 優秀 な パイ ロッ ト が 本 機 を 運用 


練 さ れ た 一 年 戦争 擬 
が ほぼ ば 確立 され て いた 


ピー ム ・ サ ー ベ ル 


ビー ム ・ サ ー ベ ル (XB-G-1048L) の 出 
に ピー ム 刃 発振 用 の ポタ ン が 設け られ て お り 
オフ の 切り 替え が 可能 だ っ た 。 マウ ン 
る パッ ク バック に エネ ルギー サプライ デパ イス が 配 き 


MBAS し た こと も 大 きい が 、 戦果 を 残す 
て いた と 言え る だ ろう 


の 素地 は 充分 に 備え 


TET 
SERT 


防御 兵 装 耐 弾性 を 補っ ため の オ プシ ョ ン 式 防御 装備 


MS 開発 の 分 野 に お いて 同時 期 の 技術 水準 で 比較 し 本 機 の シー ルド は 、 一 年 戦争 期 の 構造 と し て 主 
た 場合 、 装 甲 材 の 強度 が 武義 の 威力 を 上 回 っ た ケー ス は た マニ ピュ レー ター で 保持 する た め の グ リッ プ を 腐 
きわ め て 少な く 装甲 に 頼っ た ビー ム 兵 器 の 無効 化 読 部 マウ ント ・ ラ ッ チ に 接続 する 方 式 を 探 
その た め 、 本 機 は 知 弾 性 向上 を 目的 と た 構造 は グリ プス 戦役 期 の MS 用 装備 で 
ある 程度 に 留め 、 軽 重 化 に よっ て 根 動 と な っ て お り 、 特 筆 す べき 設計 と は 言え な い 。 一 方 で 、 耐 
向上 させ る こと で 回 選 性 能 を 引き 上 げ る 設 ビーム ・ コ ー テ ィング に よる 防御 性 能 の | с, әне 
その 上 で 重要 と な っ た の が 、 オ プシ ョ ン 式 防 。 MER ANSTETHMMOMUGLERCTS: 
用 性 を 高め る た め の 改 良 も 細部 に 施さ れ て いる 


の 製 式 番号 は HX-M-Sh-VT/S-00018。 (Фан 
を 備え 、 打 突 臣 装 と し て 用 いる こと も 可能 だ っ た と され る 。 表面 
ティ ング 処理 が 妖 さ れ て お り 、23 例 程度 


78.GPO1 ガン ダム 試作 1 号線 
シー ルド と の 共通 点 が 見 ち れる 


A 
RX-178 の 機能 を 強化 する 支援 兵器 


本 機 の 技術 は エゥーゴ か ら AE へ と 流れ 、 同 社 の 兵器 ウェイブ: ライ ダー 形態 と 同じ く 、 機体 と 大 気 の 箇 突 で 発生 
開発 に 活か され た 。 AE は 本 機 の デー タ を 「Z 計 画 ] に 落と 
し 込む と 同時 に 、 本 機 の 規格 に 合わ せ た 支 援 兵器 を 開発 
し て エゥーゴ の 戦力 拡 充 を 援助 し た 。 それ が 、 フ ライ ング ・ た 支援 兵器 で あり 、RX-178 と の 合体 機能 を 有 し で いた 
アー マー と FXA-05D 6747. る FXA-05D と RX-178 が 合体 し た 状態 は スー パー ガン ダム 

フラ イン グ ・ ア ー マ ー は 「Z 計 画 ] の 一 環 と し て 開発 され ン サ ー と も ) と 呼ば れ 、FXA-05D の 武装 と 
た サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) ©. MSZ-006 Z ガ ンダ 推力 を 付与 する こと に よっ て 大 幅 な 強化 を 実現 。 その コン 
ДОМЕНЫ. MSZ-006 の = セプト は RX-7B と G フ ァ イ ター の それ に 近かっ た と 言え る , 


画 フラ イン グ ・ ア ー マ ー 


AMER AMDERLASFS 


ett LIE 
ХВОИ 


sa 


22-6 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MECHANIC FILE = 0022227 (MS) all 18 


ШІН 060 ЭШ ザク デザ ー ト タイ プ 
ZAKU DESERT ТУРЕ ¿os 


関連 ファ イル 


の 短 距 離 通信 
ン テ ナ は 初 の 採用 )、 増 加 
уаш fee ETH ° 5。 特に 砂 
熱帯 戦 用 の 局 地 戦 用 MS と し ر‎ 225421241221 
š х т 


却 性 


ECHANIC FILE 


М8) mell sur 134 


砂漠 対応 能力 の 増強 と 2 種類 の 豆 部 


ザク ・ デ ザー ト タ イブ で は 、 夏 湯 戦 能力 向上 を 目的 と し 
て 冷却 性 能 や 防 秦 ・ 防 塵 能力 の 強化 が 図ら れ た (当然 
機動 性 や 処 弾 性 も 強化 され て いる )。 冷却 系 が ほとん ど を 
占め る ラン ド セ ル 、 推進 器 脱 の 増設 と 共に 放 勲 スリ ッ ト を 
RUM BPS, 冷却 性 能 凍 拉 の 傾向 が 妃 え る 

な お 、 本 機 に は 短 距 離 通 信 ア ン テ ナ を 頭頂 部 に 1 本 の 
み 代 える シン グル ・ ア ン テ ナタ イプ と 、 頭 郎 両替 に 2 本 搭 
埋 す る ダブ ル ・ ア ン テ ナ タイ プ が あり 、 当初 43 機 ずつ 生産 
され た 。 後に 大 半 の 機体 は シン グル ・ ア ン テ ナ タイ プ に 統 
ah, この 仕様 で 28 機 が 追加 生産 され て いる 


ШЕШ オプ ショ ン 化 され た 武装 


ザク ・ デ ザー ト タ イ プ の コン セプト の ひと つ に 、 RANI 
プシ ョ ン 化 が ある 。 機体 の 改修 は 砂漠 載 に 対応 させ る も 
の で 、 白 兵 戦 能力 の 拡充 は オプ ショ ン 兵 装 に 依存 し て い 
た 。 これ は 手持 ち 兵 装 の バリ エー ショ ン 増 加 を 意味 し て い 
な い 。 後発 の ゲル ググ に 近い 発想 で 、 ス カー ト の 左右 や 
格闘 用 アー マー に 火 問 増 設 機 能 を 設け 、 それ ぞ れ に 対応 
し た オプ ショ ン 兵 装 を 搭載 、 換 装 す る こと で 白 兵 軟 能力 を 
拡充 させ る と いう も の だ オプ ショ ン 以 外 の 特殊 兵 装 
と し て 、 4 機 で 運用 する 組み 立て 式 砲 座 G92 が 知ら れる 、 


інзхникаса 


MORE INFO! 


ザク ・ デ ザー ト タ イ プ は 全 機 が アフ リカ 戦線 に 投入 され 、 Е 
0194—18. 2928. DEBRA CETH 
用 され た 。 КМВ НЯ 
イプ を 装備 し て お り 、 サ ハラ 砂漠 か ら ジブ ラル タル 海峡 に 至 
эмем. номи 7: (INERT 
フリ カ か ら 中 東 に 請 る )。 ダブ ル ・ ア ン テ ナタ イプ を 装備 し 
カラ カル 隊 は 、 試験 運用 を 行 RREZ NR 
И АЗЫ 
„ кишш. 27у кри TARE 
LY の の 少佐 は 自力 で 脱出 し 、 機 体 の 生存 性 を 証明 し た 
部 障 ス コル ピオ は 中 東西 部 の 作戦 に 従事 し た 


デザ ー ト ・ ロ ン メル 中 作者 
の ロン メル 隊 に も 配備 され た 


au. susta 


E ダブ ル ・ ア ン テ ナ タイ プ | 


п гаю. 
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WADEN 


Ш クラ ッ カ ー・ ボ ポッ ド 
スカ ー ト の 左右 に 増設 可能 を MS 用 
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ポッ ド 。 009757) (МФ 
ОМАН 12172 23412 
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SEWER 


MS-07B グフ 
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T, ザク ・ デ ザー ト タ イプ と 共 
周 運用 され た MS の ひ 、 
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ドム ・ ト ロビ カル ・ 
テス ト タ イ プ 

デザ ー ト タイ ブ の 支援 の 
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вени 


コク ピッ ト 


地球 へ の 入植 用 と し て 投入 され た 汎用 作業 機器 


地球 帰還 計画 を 進め る ディ アナ ・ カ ウン ター は 、 防衛 
手錠 と し て フラ ッ ト 、 ウ ォ ド ム と いっ た MS の ほか 、 ア ル マ イ 
ヤー な どの 戦 態 を 大 量 に 降下 させ て いた 。 さら に 、 地 球 
へ の 入植 を 円 油 に 進め る べく 、 複数 の 作業 機器 も 投入 
し て いた の で ある 。 全高 7m の 小型 汎用 機 ・ ウ ァ ッ ド も そ 
う り 、 物資 運搬 や 人 員 整 理 
載 闘 の サポ ー ト と いっ た あら ゆる 場面 で 活躍 を 見 
で ある 

ウ ァ ッ ド は 、 正式 名 称 [Walking Dumpling (ウォ ー キ 
ング ・ ダ ンプ リン グ )」 と 呼ば れる 機種 で 、 戦闘 用 兵器 で 


ある MS と は 別 系 続 の 機体 で ある 。 TOMS, BE 
BEER 「 ス パイ ン ・ コ ン セ プ ト ・ フ レー ム 」 で 、 АМО 
背骨 を 模 し た 構造 に より 、 高 い 運動 性 を 確保 し て いた 
また 、 様 々 な 武器 や 道具 を 扱え る よう に 、 マ ニ ビ ピュ レー 
ター も 極め て 精巧 な も の を 採用 し て いる 。 ER (С.С. 
2345, ディ アナ ・ カ ウン ター の 兵 嬉 部 隊 を 中 心 に 投入 
され た 本 機 は 、 マ ウン テン ・ サ イク ル で の 発掘 作業 や 補 
給 物資 の 運搬 ・ 整 理 に 使わ れ た 。 さら に 、 敵 対 勢力 で あ 
シャ の 手 に 渡っ た 機体 が その まま 使わ れる な ど 、 そ 
の 運用 性 の 高 さ が 実証 され る 結果 と な っ た 


IRC-U11D ウ ァ ッ ド 


関連 ファ イル __ 


MECHANIC FILE СК СІЛЕСІ! 
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て いる の だ 。 コク ピ 
トロ ー ル も 可能 と な り 、 ど の よう な 環境 
ұлары tit 
を 自在 に 駆け 回 り 、 ムー ン レ ィ ス の 入植 を 支え た の 


ma- 12x 22-10 
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MS OF Z.A.FT. 


IBMF-BO1R zs = EEE 
шіп — 
г. юв / 
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МУ05 WS ААР /MMI-GAU2 

ピク ウス Төте ТИНИН 2 

ИЕ ザフト 
BRE 


関連 ファ イル 


強 は 不可 能 


性 能 の 底上げ と 増強 され た 火力 


E MMI-M20S ボル クス 区 レー ル ガ ン ШМА-МУО5 複合 兵 装 防 盾 
сная а / 


GMF_X10A 


a 


後方 支援 能力 の さら な る 強化 


TRADE 2 > 7 


コー ネ SSM йа. лоха 
MMI-M19 ММЕМ7О FU зан EEX 
14mm2 連 装 2, MMIM19 14тт23 88303255 
ино 
Ы ザフト 


ス は オミ ッ ト され 、 MM MRE ОТО 


一 ファ ルコ ー ネ SSM 地 対 地 ・ 対 艇 ミサ イル 


MMILM70 
トリ ウィ ム 


Ksa 防 に 砲撃 支援 を 発揮 する 移動 砲台 型 MS 
Кай аш f EN 生 し た 重 MS が ザ 関連 ファ イル 


ける 移動 砲台 型 MS と し て 重宝 され た 。 その 砲撃 
$ 化し た 改良 機 が TFA-4DE ガ ズ ウ ー ト 
ター を 火器 に 変更 し た こと で 
り 、 砲 撃 支援 に 偏っ 7 


[БЫ ¿I 


MECHANIC FILE m01 а 02А 


im 1N  _ 
-F.S.F. 929—9 51 
ルナ ・ チ タニ 
胸部 4х2. 頭 部 バル カン 砲 *2 


Rx-78: min ln, タ жакы 242% на 


人 た UE 
50 以 上 の MS-09. I CERE ZT т 


腕 で 引き ずっ て 
18 COMPARISON CHART — № COLOR 
on 


KEFT 


セン サー 方 式 を 採用 
иш), + 
カメ ラ を 有 
て 採用 され 

моят 26,000, 


30554572 АЖУЖеЛИЯ 
BF ザク MMF 型 (43.300kg) tit 
0.000kg 近 くも 上 回 っ て いる , 


ми. RX75 に 比べ る と 殺 
жеу MSBEO RIE 


耐 弾性 を 高め た 堅 呈 な 構造 


RX-77 は . Феижнсвизитикаясиа т ШИШ 
| 性 より も 耐 弾性 を 重視 。 これ に より RX-78 を 超え る 装甲 強 
度 を 誇り 、 MS-09R リッ ク ド ム が 放つ ジャ イア ント ・ パ ズ の 直 
撃 に も 太 え る ほど で あっ た 。 な お 、 型式 番号 は ガン キャ ノン の 
方 が 後 だ が 、RX-77 と RX-78 の 開発 は 同時 に 行わ れ た と さ 
れる 。 その た め 開 発 陣 同 士 の 情報 交換 は 習 で あり 、RX-78 
させ た MS 用 ビー ム 兵 器 を フィ ー ド バッ ク する 形 て 
改修 し 、 RX-77 も 実装 可能 に し た と いう 


m コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム th 


中 距離 支援 を 目的 と し た 火器 と MS な ら で は の 運用 


Фжияйнсьанхтта. HERRCLTREM Ш 240mm 低 反動 キャ ノン 砲 Ш 12 連 装 
方 式 の キャ ノン 砲 を 主 兵 装 と する 。 これ は RX-75 の も の と 醒 ロケ ッ ト 弾 ボッ ド 
BRT), ЖИВОТ. RER ODA HME 
発射 する 方 式 で あっ た と いう 。 火 問 管制 は 頭 部 内 蔵 の セン 
サー 類 と コ ・ プ ロ セ ッ サ ー・ シ ステ ム が 担い 、 パイ ロッ ト の 負担 
を 軽減 。 セン サー か ら の デー タ で 肩 部 ター レッ ト が 自動 追尾 
と ロッ クオ ン を 行う 。 キャ ノン 砲 は 低 反 動 の た め 動 き な が ら の 
発射 も 可能 だ っ た 。 し か し 、 能 を 地面 に つけ た 射撃 姿勢 を 取 
る こと で 安定 性 が 増し 、 姿 勢 を 下げ る こと で 披 弾 率 を 低下 さ 
ЗИМЕ, MS な ら で は の 柔軟 な 運用 を 見 せ た 


7 
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аа Шғом79 ジム アレ ックス 
(チョ バム ・ ア ー マ ー 壮 筑 ) 


MORE INFO! 
ガン キャ ノン の 系 譜 


RPI ВИЗАХ. ИЯ 
IMS の 有用 性 が 示さ れ た 。 その 結果 を 受け た 好 球 較 邦 軍 
は 、RX-77 を 手動 と し た 支援 用 MS の 開発 に 若手 し て いく 。 Шнх-77-4 
Нх-77ШЖ/%)т—/з> 1С, AAEMELERX-77. ガン キャ ノン HL 
Я е PONS, し か し な が ら 試作 林 
LESH CBN te ROMMEL CLES, 一 方 
量産 も 検討 され て お り 、 税 島 生産 を 目指 し た RX-77D ガン 
$r REVS —-TRRMPMEREN, 完全 な 
量産 機 と な っ た の は 、RGM-79 ジム の パー ツ と RX-77 の デー 
クタ を 用 いた RGC-8O ジム ・ キ ャ ノン で ある 。 だ が 、MS の オー 
ル ラ ウン ド 化 が 進ん で いき 、 一 年 暫 争 後に 開発 され た RGC. 
83 ジム ・ キ ャ ノン HI を 最後 に 、 較 邦 軍 の 支援 用 MS の 系 謀 
は 主流 か ら 外 れる こと と な っ た の で ある 、 
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кифжапги та 
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カ 機 を 開発 す 
一 方 、 地 球 連 乾 
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ЛХ—А@ФАЕ®ИШЖЗ оса ЕНЕ ЕО 
п 360mm ロ ケッ ト ・ バ ズー カ Et- 


ロロ 性 360mm も の 大 


リッ ク ・ ド ム の 兵 装 は 。 ペー ス 機 と な っ た | 
5. 機体 の 高い 生産 性 を 妨げ な いた 
の 兵器 航 を 流用 する の が 常 道 と 考え られ 
ЗАВЕСУ ХО 
ト 弾 に 変更 され た 。 これ は 宇宙 空間 で の 
それ で も 操作 方 法 に は 変化 は な く 、 1 
た 。 XE 


を 図る 一 一 中 継ぎ で ある リッ ク ・ ド ム の 兵 装 
その よう な 意図 


追加 装備 構造 的 な 特徴 を 活か し た 追加 装備 


陸戦 機 と し て 開発 され た ドム は 重力 下 で の 運用 
定 な フレ ー ム 構造 を 有 k. 


MORE INFO! 
リッ ク ・ ド ム の 直系 機 


本 来 の ドム は 陵 埋 に 特 化し た 
機体 だ が 、 改 修 機 で ある リッ ク ・ 
ドム は 宇宙 空間 で の 活動 を 可 
WEL, REL THIER 
する ほど の 高い 汎用 性 を 示す こ 
と と な っ た 。 その た め リ ッ ク グー ドム 
は 単なる 中 継ぎ 機 に 留まら ず 
後に 続く 機体 の 橋渡し 役 と な っ 
た 。 中 に は MS-09F ドム ・ フ ュ 
ン フ の よう に 系 続 較 に 収まり きら 
な い 機 体 も 存在 する が 、 そ れ す 
SOE LROMRMERE RM 
В БЗЕЛУИНЕН ОЕ 
で きる だ ろう 


arte 


MS-O9F/TROP ドム ・ ト ロー ペン 
SarmaccOmeRcasen cmd 
MEMAR S-II EAMT SCE CMH 
を 高め 、 BDF CORN ин ENN. 


anra. 


し て デラ ー ズ 
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ビ ロ ニ ア の 武力 組織 、 ク シリ ー ズ の XM-01 £ Г. — zz 
た 本 機 | XM-01 と の 連携 を tan ІІ. š 
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重視 し た XM-01 の 支援 と 一 撃 離脱 戦法 
tant 


地球 連邦 軍 を 圧 


ж 携 戦術 と それ を 可 
制圧 と 


コロ ニ 


FILE PREVIEW 


の MS 群 は 、 機 種 ご と ( 
的 な 設計 が 施さ れ て いた 


ECHANIC FILE 


機動 性 に 重点 を 置い た 機体 設計 


XM-018-\—2 (ARABIC TASS 
в. Авена лане HS 
ず 、 従 来 の 汎用 MS に 近い 設計 思想 に 基づい て いる 。 + 
の 上 で 本 機 に 求め られ た の は 、XM-01 と 連携 する た め の 
機動 性 で あっ た 。 本 機 は 全備 重量 こそ XM-01 より 王 い も 
о. 本 体重 量 は 軽減 され て お り 、 スラ スタ ー 総 推力 も 堪 
強 さ れ て いる (た だ し ー タ ー は XM-01 の 84 基 か 
また 、 ジ ェ ネ レー ター 出力 も 向 
基礎 性 能 の 面 で 強化 が 図ら れ て いた こと が わ 
メラ アイ は 本 機 に も 採用 され 


汎用 MS の スタ ンダ ー ド に 準じ た 武装 


CV 製 MS の 多く が 近接 理 隊 を 重視 し た 武装 を 備え る の Bg ピ ー ム ・ ラ イフ ル 
に 対し て 、 XM-02 は ビー ム ・ ラ イフ ル や ビー ム ・ サ ー ベ ル と 
いっ た 栖 準 的 な 汎用 MS の 武装 を 装備 し て いる 。 これ は 
XM-01 の 支援 と いう コン セブ た 結果 で あり 、 近 接 
埋 闘 に 特 化し た XM-01 を カバ ー し つつ 、 一 撃 吾 脱 戦 法 を 
確実 に 遅行 する た め の 選 択 だ っ た と 言え る 。 st. СУМ 
MS の アド バン テー. ルド も 装備 し て お り 
スタ イル こる 従来 の ауу. NII 


CV 製 MS に 共通 する コク ピット 構造 


XM-02 の コク ピッ ト は 胴体 上 部 に 位置 し 、 ユ ニッ トス № ハッ チ 開 放 時 
to コク ピッ ト 内 部 の 機器 は CV š 
通 の も の で 、U.C.0090 年 代 初頭 に あっ た アー 
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Штайапсоғ, ザビ ー ネ ・ シ ャ ル 二 いる 操 の 部 本 
で は 、 そ の 名 の 通り 時 系 続 の カラ ー リ ング が 施さ れ た 本 
機 を 運用 し た 。 また . 試験 中 の アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニ 
АЗИЗ 7—2. 217-03. Ж 
系 続 の カラ ー リ ング の 機体 を 運用 し で いた と され る 
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対 MS 戦 も 可能 と し た 多彩 な 武装 群 


プトレマイオス は ガン ダム の 運用 に 科 し た 非武装 の 移 m 武装 レイ アウ ト о 
Ds Tp. MERLORLUROOPT. НЙ 
の 最前 線 に 押し 出さ れる こと も 多かっ た 。 TORR. ШУ 
撃破 され る 事態 が 生じ た こと を 反省 し 、 本 艇 で は 各部 に 起 
凌 を 施し 、 単 穫 で も 戦闘 を 行え る 仕様 と な っ て いる 。 GNS 
サイ ル な ど 、 多く は 牽制 - ミ サイ ル 迎 撃 用 の みな ら ず 、 大 小 
2 種 の GN キ ャ ノン に よっ て 、 対 MS Иий тл эЛ! 
ORM NEMAL TUT 
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プトレマイオス 2 で は 、 プ トレ マイ オス の ロー リン グ - コ ン テ № ブリ ッ ジ & カ タバ ルト 位置 第 1 カタ バル ト 
ナ 方 式 に 代わ り 、3 基 の カタ バル ト と 格納 庫 を 備え て いる , ж の = 
Жі ЕЕ э 
ガン ダム の 発進 を 想定 し た も の と な っ て いた 。 一 方 で 第 3 еее = 
カタ バル ト は 第 1 第 2 と 比べ 小葉 で あり 、 オー ライ ザー や š 
5 — * 
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GN アー チャ ー な どの 運用 を 想定 し た 支援 機 用 と な - 
た 。 また 、 水中 で の 発進 に 備え た 注水 室 も 設置 され 、 あら 
診る 環境 で 円 滑 な 発 落 艦 を 可能 と し て いた の で ある , 
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AIONA 
の 1 機 が YMS-14 
YMS-14 は 一 年 


S-14S と する 場合 も ある 。 

5 機 が 生産 され た YMS-14 の うち の 

1 機 を シャ ア が 受領 し 、 ほ か の 24 機 も キマ イラ 隊 を は じ 
め と する エー スパ イロ > ト を 中 心 に 配備 され 


シャ ア 専 用 ゲル ググ on ЕТТТ 7331 


MS065 72158 関連 ファ イル 


体 で は な く 、 量産 に 
観 の レイ アウ ト の 整理 に 留まる 程度 の 差し か な か . 
シャ ア の 乗 機 は ジャ ブロ ー 戦 後に 宇宙 へ と 上 


で 修理 され 、 右 腕 を MS-14F ゲル 
換装 し て MS-14B ゲ 
パッ ク を 装着 し た と も 言わ れ 


生産 性 と 高 性 能 の 両立 を 実現 し た 機体 構造 


MS-14 は 、 肌 体 モジ ュー ル の 分 き 5069108 gm 武装 マウ ント 
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地球 DERBAI 
軍 が 一 年 戦争 緒戦 の 
め た の は 、MS の 活躍 と 電撃 的 な 侵攻 に 因 る と ころ 
自軍 の 不利 を 侵攻 速度 


Е 致す る 新型 兵器 、MA 
モビ を 開発 し て いる 。 特に 戦争 後期 まで 
公国 軍 の 制海権 を 絶対 の も の と し た 水陸 両用 MS の 戦 
REIR 国軍 開発 部 は 、 そ の 技術 を 開発 途上 
あっ た MA に 投入 。 MAM-07 グラ ブロ は 、 そう し た 経緯 


グラ ブロ 


め ら れ て いた MA-05 Е 

с 国軍 

持 

大 推力 ・ 大 火力 を 特徴 と する MA の 設計 思想 を そ 
中 機 に 置き 換え た と いう わけ だ 。 水中 戦へ の 極 


端 な 特 化 を 施し た 口 は 、 確 か に 無類 の 性 能 を 発揮 


動 範囲 は 水中 に 限定 され 
汎用 性 は な く 、 そ れ が 戦後 に 系 譜 を 
主因 と 考え られ よう 


(В) mebi ЕТУ!!! 


関連 ファ イル 
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=. 優れ た 搭載 能力 に 支え られ た 戦闘 カ 


AMERTSZETMSELED ЕКИ 
は 搭載 で き な い ほど の 
に ある 。 + 
хани 
し グラ ブロ は 水中 
ameoa osare» Ө 
K 中 で は メガ 粒子 が 拡 敵 し 、 短 

ЕТГІ СТГ! 

AOBMTCMREGN.2N-20K MER Ө 
ロ の 戦闘 能力 を 支え た 。 ちな み に 大 型 ク ロー を 有 

иа неона соль 
шэн сы), 水中 で の 本 格 的 な 格 関 
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әнш 
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異説 か ら 見 る グラ ブロ の 戦歴 


水中 用 MA と し て 優れ た 性 能 を 発揮 し た ゲラ ブロ だ が 、 
実 監 記 録 は 牙 く ほど 少な く 、 北 大 西洋 に お ける ホワ イト 
ペー ス 隊 と の 交戦 記録 が 猿 る の み で ある 。 し か も この 交 
阜 記録 に は 異説 が 存在 し 、 当 時 の 混乱 振り が 社 わ れる 。 
た し 正 料 ・ 異 束 い ずれ の 場合 も グラ ブロ は 撃破 され 。 т 
イロ ッ ト で ある フラ ナガ ン ・ ブ ー ン も 戦 元 し た と 伝え 5 れる , 


ШВХ-78-2 ガン ダム と の 水中 戦 
永 中 か ら 攻 撃 を 仕 接 け る グラ ブロ に 対 
し て 、 当 初 ガ ンダ ム は G ア ー マ ー と 合体 し у 
て 空中 か ら 角 撃 。 まし て 効果 が な いと 見 
ЭРА. 迎撃 を 試み た 


NX ната 
た の で ある 。 EOKOF FT ONS MAM ВСЕ а! 
潮 水 艇 を 円 艦 と し て 行動 する こと が は ほとんど だ っ た 。 まず は 
TAME CH REP Анай озак: it. FBT 

動 地点 に 赴 い た の で ある , 
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ゲル ググ ・ キ ャ ノン 


ラン ド セ ル 


ゲル ググ の ラン ド セ ル 換装 仕様 機 


た 高 機動 仕様 の М м 7 i] 関連 ファ イル 


支援 仕様 が MS-1 
2 機種 と も に MS-14 ゲル 
置 付け られ 改修 型 で は な く 、MS-14A ゲル ググ A 型 
ある い は YMS-14 (MS-14S) ゲル ググ 先行 量産 型 の 7 7° ・ ラ イフ ル の 配備 遅延 を 
装備 換装 仕様 だ っ た 。 た と えば 、 ゲ ル グ グ 先行 量産 2 * ・ パ ッ ク 搭 載 型 で 、 中 
ル グ グ 高 機動 距離 支援 機 と し て 運用 され た 。 終戦 時 0 
ググ ・ キ ャ ノ ググ ・ キ ャ ノン 用 パー ツ が 生産 
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機体 構造 


йыл ゲル ググ 高 機動 型 は 増 
けり の ゲル ググ で あぁ る 
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マッ ク の 効果 は 大 きく 


ゲル グ 


FA た スラ ス 


これ に より 、 高 度 な 初期 加速 性 能 を 得 た ゲル 
難 脱 戦法 に 適し た 高 機動 MS と 
ERS, "АОН 
も 「 イ ン ピ ン ジブ 
隊長 エリ ク ・ ブ ラン ケ 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 脱 
アズ ナブ ル 大 佐 も 使用 し た と 言わ れ て いる , 
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жасы. 長 射 程 ・ 大 火力 の ビー ム ・ キ ャ ノン を 効果 的 
に 運用 すべ く 、 火 吉 管 抽 系 の 強化 が な され た 。 セン サー 系 
が 増強 され た 頭 部 は 、 その 最も た る も ピー ム ・ キ ャ ノ 
専用 の 照準 装置 な ど が 増設 され て いる 。 ビー ム ・ キ ャ ノ 
セミ ・ オ ー ト マチ ッ ク ・ ド ライ ブ も 実現 し た 
装備 例 が 多い 試 装 Ше әк Т 

チャ ー と バッ クラ ー シ ー ル 24 


イル が 
の ゲル ググ で も 装備 可能 だ っ た 。 360mm ロ ケー 奏 


イア ント ・ バ ズ と も ) を 2 門 装備 する こと も あっ 

な お 、 本 機 の 生産 数 に 関 
f. ゲル ググ 先行 量産 型 ペ ー ス の 15 機 が キマ イラ 
備 。 先行 量産 型 の デー タ 反 映 に よっ て 量産 機 (ゲル 
А) の 仕様 変更 が 行わ れ た 頃 に は さら に 15 機 が 生産 さ 
п. 終戦 時 に は 、 122 機 分 の パー ツ が 生産 され て 


て は 複雑 な 変遷 が ある 。 $ 
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エー ス 部 隊 「 キ マイ ラ 隊 」 


НМ · УФС ЧА 
пони. RMR MME AM [471750] が 
知ら れる 。 U.C.O079.10 下 旬 (1ОЯ26ВЕЬ) に 招集 され た 
キマ イラ 隊 は 、31 名 の エー スパ イロ ッ ト を 娘 す る 超 高 線 度 部 
илл, ゲル ググ に 関し て は 、 ま ず 24 機 の ゲル ググ 先行 量 
産 型 が 配備 され 、 そ れ を 換 続 し た 12 機 の ゲル ググ 高 機動 型 
と 15 棋 の ゲル ググ ・ キ ャ ノン を 徹 備 し た と 言わ れる 。 KTM 
RREREWORMAHSVOL, тамсы 
型 と キャ ノン を 使い 分 ける 機体 が 存在 し た た め と 考え られ る 。 
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優れ た 運動 性 能 を フィ ー ド バッ ク す る 構造 


ガン ダム ファ イタ ー で ある アレ ン ビ ピー は 、 優 れ た 運動 能力 

を 持っ て いた 。 中 で も し な や か な 身 の こ な し と 統 控 性 は ト 
プク ラス で あり 、 ノ ー ベ ル ガ ンダ ム も そう し た 要素 を フィ ー ド 
や すい 機体 と な っ て いる 。 胴体 部 や 腰部 に 設置 さ 
れ た リポ ン 形 の 宜 勢 制御 用 パー ニア スラ スタ ー 装 
甲 を 極力 薄く し 、 U СИЕ - MESELEN 
特徴 的 な 部 分 で あり 、 ま る で 女性 の よう な 本 機 の 特異 な 
フォ ルム に も 黄 が っ て いる 
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эсшшкиатг: 
GF ж 
тамен. шағыл 


する こと か で きた 


юш. ати 
ТРИЯ 


ノー ベル ガン ダム は 、 新 体操 の 道具 か ら ヒ ント を 得 た 臣 
装 群 を 装備 し て いる 。 フレ キシ ブル か つ そ の 長 さも 自在 に 
形成 で きる ビー ムリ ボン と 、 ビー ム を フー ブ 杖 に 展開 ・ 投 御 
フー プ を 用 いて 戴 枝 の 動き を 封じ た の で ある 。 
ア 


a 頭 部 バル カン 
КГ 
«йт 


ja ピー ムリ ボン 


LETE 


-/ 


強制 的 に 出力 を 引き 出す [暴走 」 モー ド 


パー サー カー シス テム は 、 アレ ン ビ ピー と ノー ベル ガン ダム 
の 能力 を 強制 的 に 引き 出す 特殊 シス テム で ある 。 専用 の 
発信 装置 を 用 いる こと で シス テム が 起動 し E - の 
身体 能力 は 限界 まで 高め られ た 。 機体 
倒 的 な パワ ー と スピ ー ド を 獲得 し た の で ある , 
31041 17122544 
な る が 、 発動 時 間 が 短 時 間 な 
に 大 き な 負 担 が 掛か る の が 区 


PL OIA MABE 
WF е; 


画 パー サー カー シス テム 発動 時 “ы 


m 冷却 フィ ン 展 開 時 


© i 
х BERSED. пошол 
フィ ン を 展開 する ам. ан させ る . 


スタ ッ フ (ペル イマ ン ) FRAMELD. кн 
て 発信 する 


О 擬 体 側 の 生還 が 起動 、 ア レン ピー を コン トロ ー ル б) неи 


ノー ベル ガン ダム が 電流 に 反応 機体 に 失 
” Каса 


で て いる アレ ン ピ ー は 、 自 バー サー 
5 жа. тесть 


ALLA RULE EAA EL MU TIE GD BIDE 
LEBAT OBREDNE. 
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機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 STARGAZER 


MECHANIC FILE ea 
4 シビ リア ン ア スト レイ єє 
」 ШИ [) DSSD カ スタ ム Ss a s ай 


CIVILIAN ASTRAY 0550 CUSTOM 


LE nevew 


ио Е 1 } L к 
ЧЕ®МВЕ-РО1—05% > Ç $ > 
宙 専 用 機 MBF-M1A M1A7 ァ イ を 開発 ペー 地球 連合 1 

\ る 。 調達 は 、 地 球 連合 軍 に よる 接収 を 逃れ た を 


MECHANIC FILE 


機体 構造 柔軟 な 駆動 構造 と ハイ ブリ ッ ド 式 の 推進 器 


基本 構造 は 柔軟 な 駆動 性 を 誇っ た 試作 機 ア スト レイ の 
技術 を 、 宇宙 用 MS と し て の ノウ ハウ は M1A ア スト レイ の 接 
MEMALKERSNS. こう し た 基本 構造 を 基 に 、 0550 
СОЖ 14.1 taht 

2.8лыЖФОАЯ222:-Ы4Ш 
る 。 これ は 細やか な 推力 
承 し た 高 AMBAC 師 


画 スラ スタ ー バ パー ツ 


調整 が 可能 で 、M1A ア スト レイ | 
随 性 も 含め 、 優れ た 機動 性 を 支え 


ОР 
т 


симне 
る が . ЕАО 


© тыняул>А 


ERDEN. вилок 


MURDER 


DSSD 独 自 の 作業 自衛 用 装備 


本 機 が 謗 部 マニ ビュ レー ター で 使用 する オプ ショ ン 装備 。 男 ピー ム ガ ン KSM71/J 
は 、 作 業 用 、 自 衛 用 (Вию) Ыс. DSS RAMEL 
た も の だ っ た 。 た だ し 、 軍 用 MS の よう な 大 火力 兵 装 や 等 富 
な 就 装 オ プシ ョ ン は 存在 せ ず 、 自 大 用 と し て 最小 限 の 能力 
を 持つ に 過ぎ な い 。 作業 用 装備 も 戦闘 に 転用 で きる が 
兵器 モー ド で の 使用 に は 制限 が 課さ れ て いる 、 


и жан 
(レー ザー トー チ ) 
ama s 
айта: 


MORE INFO! 


シビ リア ン ア スト レイ DSSD 
カス タム の バリ エー ショ ン 機 


軍用 MS と 比較 し て も 攻 色 な い ポ テン シャ ル を 持つ シ 
ピリ アン アス トレ イ DSSD カ スタ ム は 。 そ の 性 能 を 高く 評 
MENTS. имжвансизаюмовя 
ジャ ンク 屋 組 合 に よる 系 列 機 の 問 発 と 販売 、 そ れ を 基 と 
LEMMON PSE, налза о, 


還 レ オン ズ 専 用 アー ムズ 
アス トレ イ PMC カ スタ ム 
DSSD カ スタ ム を 改修 し た 。 レ チン ズ ・ 
701720. ЧЕТ 
17-BET F Бап, 
RME ESH (PMC) の 機体 で ある 


還 シ ビリ アン アス トレ イ | 
JG カ スタ ム 

ラビ リ アン アス トレ イ を ペー ス に 。 ジャン 

ク 鹿 組合 が 開発 。 パー ツ の 約 4 大 を M1 

TAMA PSRALAL ASEM"), 

кашат ant mm. 


Ш5-у//; 

JG カ スタ ム を ペー ス に 、 JRO: 
ギュ ー ル が 開発 し た 。 ИВА 
チュ ー ル ・ ай: f 
T-REN нн}. 


та. +x 
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ANS-119 


1 GEARA-DOGA 


MECHANIC FILE 


ジオ ォ ン 公国 軍 の 傑作 汎用 機 に 範 を 求め た 主力 MS 


U.C.0090 年 代 初頭 に シャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 再興 し 
た ネオ ・ ジ オン は 、 地 球 連邦 軍 と の 本 格 的 な 武力 衝 
突 を に らん だ 戦力 整備 を 推し 進め た 。 し か し 、 多 角 的 な 
MS 開発 を 行う ほど の 生産 力 は な く 、 万 能 ・ 多 機能 の 
汎用 主 カ MS に よっ て あら ゆる 運用 に 対応 する 手段 を 
採っ た 。 その 成果 が この AMS-119 ギラ ドー ガ で ある 

AMS-119 は 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 終結 時 に アク 
シズ 残党 が 持ち 出し た 機体 が 原型 と され る 。 その 設計 
コン セプト は ジオ ン 公 国軍 の MS-06 FIICA 
用 MS の 範 と 言う ぺき も の で 、U.C.0080 年 代 末 に 見 ら 
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れ た MS の 肥大 化 か ら の 方 向 転換 が 図ら れ て いる 。 た 
だ し 、 原型 機 の 開発 時 期 は グリ プス 戦役 後期 に まで 逆 
り 、「 シ ャ ア の 反乱 」 の 時 点 で すでに 旧式 化 に よる 機種 
転換 の 寸前 : と いう 。 それ で も 、 当時 の 地球 3 
BORMMRENMS THSRGM-89 ジェ ガ > 
の 性 能 を 有 し 、 ネ オ ・ ジ オン の 屋台 骨 を 支え 
て 活躍 する こと と な っ た 。 製造 は アナ ハイ ム ・ 
ニク ス 社 グ ラナ ダ 工 場 が 担当 し 、 生 産 さ れ た 100 機 余 
り の うち 82 機 が 実戦 配備 され た 。 また 、 後 年 に は ネオ ・ 
ジオ ン 残 党 「 袖 付き ] に お ける 運用 も 確認 され て いる 


全高 20.0m (指揮 官 機 全高 25.2m) 


機体 構造 MS-06 の コン セプト を 下地 に オプ ショ ン 運 用 を 採り 入れ た 設計 


AMS-119 は 、 当 時 の 技術 水準 に 基づい て MS-06 の 設 
計 忠 門 を 再現 し た 機体 と も 言え る 。 それ 故 「MS-06 系 列 機 の 
オプ ショ ン の 
て 様々 な 用 達 に 対応 する 機 価 構 造 が 採用 され て 
その コン セプト は AMX-011 ザク 田 に も 近い )。 コス トバ 
ス に も 優れ 、NT 専 用 機 の 開 
ネオ ・ ジ オン に と っ て 都合 


олоюн 
хато 


Ra Se ТҮ ШҮП О 


АМ$-1194 ДАНА ВЕ SMSO AL AICS S ШЕе-л-туулу 

дА ОРМЕШИТОН Я ЯИИЕВ А. + кипятят pee. ^ 
MSA, AME PEMBBORME ч 
状況 に 対応 可能 な 火力 を 獲得 し て いる 。 さら に 、 ЗН š 
の 異な る 形状 の ビー ム 妃 を 
や 、 ライ フル の 機能 を 兼ね 
装 ご と の 多 機 能 化 も 本 機 の 


DERTE 29 
ЕТТІ 
最新 技術 に よっ て 更新 され た 操縦 系 MORE INFO! 
ATE Me RRS OIE RIS LTBI sae 
PMASNACBIOVEDT, RMA BHA Р е バリ エー ショ ン 
て いる 。 特に 年 代 初頭 は コタ ピッ ト の シス テカ г = 
て いる U:C.0090 年 代 初 株 は コク ビッ ト の シス テム SL. AMS-TI9M/WI—SarEUTHt. MRAM 38460, 
が 見 直さ れつ つ あっ た 時 期 に あたり "レイ カー と ВНЕ p uron, また 、20cm ラ ン ゲ が ・ ブ ルー 
Е 取り 入れ られ て дааш ахи. пякеяеосатно 
いた 。 それ ら の シ は 本 機 の コク ピッ ト に も 採用 され て お 変更 を ど を 施し た AMS-119S ギラ ・ ド ー カ 改 、 AMS-120X 
п. Мано LERML TUS キラー ドーガ (サイ コミ っ 試験 タイ プ ) な ども 存在 し て いる 。 
№ レズ ン 専 用 ギラ ・ ド ー ガ 
шон バー ソナ ルカ ラー の し ズン ・ シ ョ ナイ ダ 
ломкаи жюзле 
mos IORI IR A ~ 


AMS-119 の コク ピッ ト 
алт, 


-Ahh 
PONSW ш 


u-i- ek 
611-5иУ ш 


ж—-64.0 
EEP-ZN m 


(CCA) н] 09 


== WM5MM 


ne ne —— Ж 
ө Ф GTA GS EX SWE 
= a 
ҚЫП aero owo мине TERE EHS IXY 
© © O O ое “ 
Қу に woot FF 


БЕТТЕП 


Тә | GAC Wek -245 ин 


а 
пахми ЕВА WE 


ы TE a OOM 
HVR N ш ams Ш (2674-17 


wose #5 


MECHANIC FILE 


27 


киси 戦 賠 艦艇 と し て の 総合 バラ ンス を 重要 視 し た 艦 体 設計 と その 成果 


グリ プス 戦役 か ら 第 一 次 キオ ・ ジ オン 戦争 に か け で | 
PRAM CAT EK 
Rift, MS 運用 能 : NM 
©. БЕНОЖШНЕЛО EF 
た の で ある 。 AD=— + L—-Y-MADKHEMTS/\4 


・ メ ガ 堤 子 裕 を 装備 し た ネ 


22558 


ム サ カ 級 に お い 
) 追 求 は な され ず 、 総 合 パラ ンス の 向上 を 
ジオ ン の 相 織 編制 が 実利 主機 
2 連装 メガ 幸子 砲 を 主 兵 装 と し 
は 空砲 を 搭載 する こと で 、 突 出 
し た 火力 より も 汎用 性 を 高め る こと に 重点 を 置い て いる 


画 レ ウ ル ー ラ 級 後部 


каш кш. - 
MMO NE 


画 レ ウ ル ー ラ 級 ~ MS 格納 庫 


еш 


高度 な 機能 分 化 に よっ て 生存 率 を 高め た 艦橋 構造 


ЕЕ 451151011744 272 
+) MOE HE OME LL жат 


егі Әл ЛЕ ЖИЕ 


の 機能 分 化 を 標準 と し 、 メ イン ・ ブ リッ ジ の 直下 に 密閉 式 

ジ を 設け た 。 戦 較 時 に は ブリ ッ ジ 要員 は 戦闘 
プリ ッ ジ に 移動 。 こう する ジ が 被弾 し て も 
藩 の 機能 が 停止 する こと は な く な っ た の で ある 。 


Ш L) — 


D—MERHA +U 5- RERUM 
жне тейтш. ч. P 


MORE INFO! 
MS 運搬 ユニ ッ ト 、 シャ クル ズ 


シャ クル ズ は 、 ネ オ ・ ジ オン が 運用 し た 宇宙 用 サブ ・ フ -/ 
Sth - シス テム (SFS) で ある 。 連邦 軍 に よっ て 採用 され 
た SFS (ペー スジ ャ パー) CHMT SEMA SR 
MMSE ROA TH, ИШЕ TOS, 
それ で も 良好 な 生産 性 に よっ て 多数 の シャ 
LERF. 797761. MSEBR OD 


Ш 1731—58 88 


зы 


ーー MS (HEED) 


シャ クル ズ 


zA 
Crome 


内 部 施設 


ネオ ・ ジ オン の 繧 帥 と な っ た シャ ア は 組織 か 
224147112724 < 
Дар засаа MHRA T E 

シャ ア が ジオ ン の 嬉 男 で ある こと も < > 


に 備え られ た 綴 便 用 の 私 室 な ど は 、 ま さ に 旧 分 
匠 を 継承 し て いる 。 Le TOME 
7а 4а Б еее ы 


総帥 の た め に 用 意 され た 特別 な 設備 
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機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE 1 0А 


‚ШЙ жонле V2 アサ ルト ガン タム Та көш — 
У VICTORY TWO ASSAULT GUNDAM | a = 


тен ご 
ЖЕ ヴェ スパ ーx2 デ メガ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ 


J ABEL UE エフ ィ ー ル 
ド ・ ジ ェ ネ レー ターX2 他 


関連 ファ イル 


LM314V21 V2 ガン ダム に 突撃 白兵戦 用 の 増加 装 
備 を 追加 し た 機体 が 、 LM314V24 V2 アサ ルト ガン ダム 


уға 
nut PREVIEW 


MEHR 
V2 ガ ンダ ム の 強化 が あ 


mebi шт 04 


耐 ビー ム 防 御 力 と 火力 の 強化 


V2 ア サル ト ガ ンダ ム は 、 郊 烈 な 弾幕 の 中 、 生 陣 に 切り 込 
CRY (強敵)・ 白 兵 較 を 起 定 し た 機体 で ある た め 、 増 加 
装備 は 防御 力 重 視 型 と され た 。 耐 ピ ー ム 防御 力 が 特に 強 
化 さ れ て いる の は 、U.C.0150 年 代 、 火 器 の ほとん ど が ビー 
ム 式 と な っ て いる こと 、 実体 弾 は (メガ ・) ビ ピー ム ・ シ ー ル ド で 
醒 止 可能 な こと な ど が 理由 と 考え られ る 。 ШЕК 
スパ ー2 門 の み の 追 加 だ が 、 火 力 は 通常 の ビー ム ・ ラ イフ 
ル を 遥か に 超え て いる 。 な お 、 増 加 装備 に 追加 推進 器 は 
搭載 され て いな い 。 V2 ガ ンダ ム 本 体 の ミノ フス キー・ ド ライ 
ブ に 、 機動 性 を 依存 し て いる た めで ある 


:2/5-ш. Ноле 
мат. ЖРМ エネ ルギー 
RM ant. ハー ド ・ ポ イン 
MOM AERA THE, 


突出 し た 攻防 力 を 持つ 手持 ち 装備 


V2 ア サル ト ガン ダム は 、 メ ガ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル と メガ ・ 
ビー ム ・ シ ー ル ド の 装備 を 前 提 と し て いる (本 機 の 増加 装 
備 に 兵 装 が 少な い 一 因 だ ろう )。 これ ら の 装備 は 本 機 専 
用 で は な く 、 他 の 形態 の V2 ガ ンダ ム と 共用 され る が 、 両 装 
備 が 発揮 する 突出 し た 攻防 力 は 、 RB-GRBAOVAT 
サル ト ガ ンダ ム ト 装備 と 言え よう 。 メガ ・ ビ ー ム ・ ラ 
イフ ル の 火力 で 突破 口 を 開き 、 メガ が ・ ビ ー ム ・ シ ー ル ド と 増 
加 装備 の 防御 力 で 敵陣 を 強行 突破 、 戦 合 目 標 に 肉薄 す 
$, フル 装備 の V2 ア サル ト ガ ンダ ム を 阻止 で きる の は 、 極 
め て 例外 的 な 超 高 性 能 機動 兵器 だ け だ ろう 。 
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バク ウゥ の 構 足 獣 型 の 特徴 を 活か し た 装備 群 


パ バクッ ゥ は 、4 本 の 足 が 接 地 し た 四 足 戦型 MS で あり 
の 独特 を 機体 形状 を 活 7 а; 
ЕЗ а ON BS—L yh et. 
НОА —450тто EN2MAL— LAE 
к. 400mm OEM 1 ЗАЗ RYE TA, BRIS 
応じ て これ ら する こと が で きた 。 この ほか 、 格 


МАЕ 


そ 


400mm13 連 装 ミ サイ ル ボ ポッド 


3 其 の ミサ イル を 搭載 で きる ポン ホ で 、 BENSON 
重機 本 "備え られ て いた 


Lis) een 
тенсе 


mM 走行 形態 


9191. 単なる パク ゥ の マイ ナー チェ ンジ 機 
ХАНЕНКО 
CHS, 2 連装 ビームサーベル は パク ゥ と 
採用 され て いる が 、 背 部 ター レッ ト 部 
力 の 高い ビー ムキ ャ ノン が 設置 され て い : 
ま 先 に は クロ ー が 装備 され る な ど 、 存 合 的 な 戦闘 性 能 が パ バ 
クゥ より も 高め られ て いた 。 スラ スタ ー も 、 バク ゥ より も ひと 
回 り 大 型 な 本 機 を 支え る た め に 強化 され て お り 、 優れ た 機 
動 性 が 確保 され て いる , 


it 
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回 2 連装 ピ ー ム キャ ノン 
Ф-АШШтоШФаФтасхХ 
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` М9-15 ユニ オン リア ルド | 
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リニア ライ フル プ ソ ニッ ク ブレ イド 
ディ フェ ンス ロボ tt 


関連 ファ イル 


飛行 形態 に より 空戦 も こなす 飛行 対応 型 MS 


E 電 の 実用 化 に 伴 - 界 ITA で ば 


MECHANIC FILE 


00) aÜ] ser d4 


機体 構造 


аты BERTE 
形態 か 杖 況 に 即 し た 方 を 選 - 
変化 する 鞍 況 に て 変形 する と い 
いも の の 、 運用 の 幅 は 広く 汎用 性 は 高 し 
аскан 


た め 、 
の た め 


柏 は SVMS-01 に 受け 継が れ て いる , 


Bom т. 
サイ ルコ シテ ナ 


う 迅 速 を 運用 は 時 わな 
な お 、 基本 的 な 


飛行 形態 と MS 形態 を 備え た 飛行 対応 型 MS 


飛行 形 艇 と MS 形態 を 採れ る こと が VMS-15 最 大 の 長 


画 背面 (宇宙 用 ) 


ГЕ ДЕСТІ. {INERT 
RSPR, BORE TO MRBOMREN 


形態 換装 を 鑑み た 携行 武装 群 


飛行 対応 型 MS で ある た め 、 基 本 的 に | 
ЖЕНСКИЕ. +. 
生 性 を 重視 、 取 り 回 し に 優れ た 装備 が 開発 され た 
イフ ル を 主 武装 に 、MS 形 態 時 用 の ソ 
ド と スロ ッ ド と いう 、 ユ ニオ ン と AEU 
2307 年 当時 に 主流 だ っ た 武装 を 標準 装備 と する 。 た だ し 
白 兵 圭 用 の ソニ ッ ク ブ レイ ド 等 は 当 飛行 形態 に 
お いて 使用 可能 な 武装 は 限ら れ て 
MS 形 了 に 軍配 が 上 が る 。 これ は 兵器 の 主 カ が MS に な 

\ た た め 、 MS 形態 に 比重 が 置か れ た の は 当然 で あろ う 


поява 
НЕ TUR 


対応 で きる 洗練 され た 構造 を 有 し て いる 。 この た め 同 じ 機 
体 コン セプト を 備え た SVMS-01 も 全く 同様 の 構造 を 持つ 
コク ピッ ト は ふた つ 。 上 半身 に メイ ン 、 下半身 が サブ と な る 。 
ドラ ム 式 を 探 用 し 、 ど の 形 能 で も パイ ロッ ト が 安定 する 仕 
組み を 持つ 。 コン トロ ー ル ステ ィ ッ ク と スロ ッ ト ル は 各 形 態 に 
よっ て 使い 分 け 、 音声 入力 も 併用 し て 的 作 を 行う . 


MORE INFO! 
ユニ オン リア ルド の バリ エー ショ ン 


VMS-15 は 大 量 に 生産 され . ン 勢力 下 に も 数 多く 配 
備 さ れ で いる 。 その た め 各 国 ご と の カラ ー リ ング 違い 機体 の は ほ 
か に も . 確か な 設計 と 落 行 対応 笑 MS と いう 浜 用 性 か ら 多く の 
バリ エー ショ ン を 生ん だ 。 珍し いと ころ で は 、 日 本 が ライ セン ス 
生産 し た 日 本 生産 一 血 機 な ど が 挙げ られ る 。 TH. ваше 
作る トラ イア ル が 行わ れ た 機体 に 、VMS-15 の 強化 型 と 言え 
る YMS-02 ユニ オン プラ スト が あっ た 。 し か し 、 こ の 機体 は 時 
勢 に 務 ら っ て MS より も 飛行 性 能 に リソー ス を 割り 振っ た こと か 
5. 醒 合 機 だ っ た SVMS.01 に 敗れ て いる , 


VMS.15 に ぉ ける . 上 
半島 と 下半身 の 分 
と いう 電信 を 活か し 
PMT 
体 と し て 軍用 きれ て い 
2721 


回 ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー 


УХ ЕН 


WORT EKG, 5) 
малена, 


画 リニア マシ ン ガ ン 
жия тағ. 
ниш» ECA 
E. GNX 609T 22/0210 


VMS-15 

ユニ オン リア ルド 
(タリ ピア 仕様 ) 
FUER RORY RUT 
банкт. жылш 
カラ ー リ ング が 許さ れ て 
$, MSIE t IMS 
MEL TRAIL Tt 


МА-115НТ > 
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ホバー タン ク 

тте /\-э: 21: йї.. 
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CHERUDIM GUNDAM 
ケル ディ ム ガ ンダ ム 。 | 


と し て 運用 す 


ピク 001-006 ケル ディ ム ガ ン ダム 
FZ 


E 頭 部 
№ SPEC хх», MR 
— 全高 — (HR 180m) — ( 部 に は クリ スタ ル セ ン サー を 設 


8. BRI YOR 
BIL, ИЕН TEES 
スナ イプ モー ド へ と 移行 し た 。 


ІН COMPARISON CHART W COLOR 


Ja 
Ја 
脚 部 
4 両 腔 に も GN シ ー ル ド ビ ッ ト 
A が 各 1 基 ず っ 設置 され て い 
7 る 。 MMO Ысмат 


)、 可 動 性 を 妨げ な いよ 
慮 れ て いる 。 


新た な “ロッ クオ ン ”" жыннан 


西暦 2312 年 жн E レス タル 


また 、 パ ワー アッ プ 機 構 で 
5P, ハロ を サブ コン トロ ー ラ ー 
жағын. 単 


# 造 射撃 へ の 特 化 と それ を 可能 に する 構造 


ケル ディ ム ガ ンダ ム は 射 黄 兵 装 を 効率 的 に 用 いる た め 、 構 
造 に も 様々 な 工夫 が 成 され て いた 。 ЗЕ ЖЕУ 
な く 、 ト ラン ザム 発動 時 に は フォ ロス クリ ー ン が 展開 "情報 処 
理 能 力 が 向上 する スナ イプ モー ド 、 射 撃 時 の 安定 性 を 高め 
る た め 、 足 斉 と 妹 に 装着 され た 接地 パー ツ な ど 、 外部 構造 は 
デュ ナメ ス に 比べ 大 きく 変更 され た 。 一 方 で コク ピッ ト も 、 ス ナ 
イプ シス テム が 小型 化し て 運用 が 容易 と な っ た ほか 、 ハ ロ を 
射撃 管制 の みな ら ず 、GN シ ー ル ド ピ ッ ト の 運用 に も 用 いる 機 
能 を 付加 し 、 ス ムー ズ な 身 貞 戦 を 可能 と し て いた の で ある 。 


ГЕ: 
れ て いる 。 АННЕ 
N シ ー ル ドッ ト が 緒 備 まれ た 。 


画 コク ビット 


ケル ディ ム の 前 頭 部 は 、 スナ イプ モー ド 用 の 
クリ スタ ル セ ン サ ー が 搭載 され で いる た め 、 
2 基 の クラ ビ カ ルアン テ ナ が 左側 豆 部 に 諾 
MENTS. 


TUF HOMME. WHI, 22 
スタ ー と GN ド ライ ヴ が 突き 出る 形 で レ 
イア ウト され で いる の が わか る = ИХ 


タル ディ ム の コク ピッ ト に は 、 ス ナ 
イプ モー ド 用 の スコ ー プ が 天井 部 
分 に 設置 され て お り 、 使 用 | = 
展開 され る 。 デュ ナメ ス に 比べ 、 ス 
コー プ 自 体 は 小型 化 きれ て いる 。 


1 


| 


コン ソー ル 右側 に ハロ を 設置 し 、 サ ブ コン トロ ー ラ ー と し て 使用 する 構成 は デュ 
ナメ ス か ら 継 泊まれ て いる 。 


АВЕО 


本 機 の 兵器 構成 は 、 デ ュ ナ メス を ペー ス と し つつ も 改 廊 が ШОМУ—ЛУКЕУ 
加え られ て いる 。 中 で も GN シー ルド ビッ ト は 、 機体 か ら 分 離 ・ 
(ビッ ト 同士 が ) 合体 する こと で 防御 壁 を 形成 で きる 新兵 器 
で 、 ビ ピー ム 砲 に よる オー ルレ ンジ 攻撃 も 可能 で あっ た 。 また 、 
格闘 兵器 は 完全 に オミ ッ ト さ れ 、GN ビ ー ム ビス トル II で 近接 
戦闘 へ の 対応 を 図る な ど 、 複数 の 射撃 兵器 の み で すべ て の 
戦況 に 対応 で きる 究極 の 身 疫 仕様 と な っ て いる 。 


PORNU ЕНИС 
な 形 杖 で の 合体 が 可能 。 


E GN ピー ム ピ スト ル II 


| Ша: 
= \\ } ンチ ャ ー。 使用 時 に は 装 四 展開 し 、 次 と ミ 
їй. Mst—memaraseomnt \\ — サ イ ル を 射出 で きる 構造 な っ て いた 。 


ВСН 
BU ЗВОН ЕСЕНИН ЗЕЯ ЛӘП. 


Ш GN ス ナイ バー ライ フル 」 


заварват, NAPNE 
ПЕН. ЛА 3546771 


の バル カン 砲 と な る 。 非 使用 時 に は 右 
局 に マウント する こと が 可能 で あっ た 。 


ЗЕЯ ПИСАЛА 
小型 ミサ イル 。 ФЗУ 


ZEON HTS 
こと が で きた 。 


は 


| 
d 


„ ハッ チ が 展開 す 
る 方式 と な っ で いた 。 


MORE INFO! 
ケル ディ ム ガ ン ダム GNHW/R 


アロ ウズ ブイ ノ ベ イ 勢力 と の 最終 決戦 を 前 に 、CB が 武 
装 を 強 人 し た ケル ディ ム 。 GN ビ ー ム ピス トル II が 4 丁 と な っ た 
ほか 、 新 装備 と し て 無線 誘導 式 兵 問 GN ラ イフ ルビ ッ ト を 設 
置 し 、 攻 撃 カ が 大 幅 に 向上 し て いる 。 外観 は か な り 重 厚 と 
な っ た が 、 機 動 性 の 低下 は 最小 限 に 抑え られ た よう だ 。 


BB ЕЕ, ダブ ル 
オー ガン ダム ら 他 の ガン ダム と の 運 携 
も 容易 と な っ た 。 


E GN ライ フル ビッ ト 

AVVENA MEES 

ВАЗЫ, GN シー ルポ ビッ が 
МАК, 
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ELEY >еннясс/оусузліовлена/скін | 


ガン ダム の 支援 お よび 連携 行動 を 前 所 と する GN アー ム 
ZC, UCD атоо BRENT 
いる 。 GNIS TSH TEU ЕОМ 
積 で きる GN コ ン デ ン サ の 作用 に より 、 攻 撃 / 防 御 / 機 
性 の 各 能 力 が 増強 され て いる の だ 複数 の エネ ルギー 兵器 
(大 型 GN キ ャ ノン や GN ビー ム ガ ン ) を 運用 で きる の は GN 
コン デン サ の 賜物 と 言え よう 。 さら に GN 粒子 を 推力 に 転用 
すれ ば 、 並 み の MS を 遥か に 超え る 機動 性 を 発揮 し 、 防 御 
面 で は GN フィ ー ル ド の 展開 も 可能 と な る 。 本 機 は 支援 戦 
同機 で あり な が ら MS に 匹敵 する 性 能 を 獲得 し た の で ある 。 
すべ て は GN 粒 子 の 残存 量 に か か っ て お り 、GN コ ン 
デン サ が 底 を 尽 け ば 機体 性 能 は 大 幅 な 低下 を 余儀 な くさ れ 
る 。 だ か ら こそ 本 機 パイ ロッ ト に は 、GN 科 子 の 残存 量 に 気 
を 配り な が ら 戦 闘 を 継続 する と いう 枝 能 が 求め 5 られ る の 


GN ドラ イヴ の 出力 を 回 す 
こと で 大 弄 史 並み の 火 カ 
ERATO 


アル ヴァ トー し と の 層 還 の 


E 武装 レイ アウ ト (TYPE-E) 


エク シア 用 の 追加 式 装 を 挫 載 し た TYPE-E (た だ し 


©) хывмати ух 
機体 上 部 に 2 基 搭載 され た エネ ルギー 兵 問 。 大 型 GN ソ ー ド の 刀身 に 設置 され た エネ ル 
方 形 カバ パー の 下 に 砲 口 が 位置 し て いる 。 TY ギー 兵器 。 大 型 GN キ ャ ノン ほど の 火力 は な 
PE-E が 保有 する 固有 お よび 追加 武装 の 中 い が 連 射 性 と 使い 勝手 に 優れ て お り 、 本 機 p 
CORAM ATEN. 


Ө xweny— 

еше 

用 意 き され た 武装 。 GNP-LAWB TS «HES ASNT SH, 使用 時 に 所 部 分 

: 運 用 は で き な い が 、 加速 性 能 を 活か が 展開 する 。 積極 的 に 用 いら れず 、 あ くま で 
CRATE 


画 コク ピッ ト 

(TYPE-E /TYPE-D 共 通 ) 
コク ピット は 単座 仕様 。 指数 の 武装 を ひと り の パイ ロッ 
ト で も 容易 に 運用 で きる よう 、 失 的 か つ シ ンプ ル な レ 
イア ウト が 符 徴 で 、 MS コッ ピッ ト に 近い 次 を し て いる 。 


жі 
し た 休 当 た 


© GN ピー ム ガ ン 


の 主義 と し て 用 いら れ た よう だ = 

© хчоп- 

特 六 じす る エク シア の た め に 調 部 の 先負 に 人 置 する 3 本 所 の クロ ー。 番 
ШІЛ БН C. 


Ө クラ ピカ ル ア ン テ ナ 
主要 で は な <、GN 粒 子 の 挙動 を 制御 する 特 


Б. 高速 移動 する 相 : 殊 装 備 。 機体 外 に 放出 され た GN 粒 子 を 制 

大 型 クロ ー で 取り 付き 、 半 御 し て GN フ ィ ー ル ド を 形成 する ほか 、 外 部 か 

[ 近 戦 を 重行 し 5 の ビー ム の 軌道 を 牌 責 さ せる と いっ た 防御 
E し た 機能 を 持つ 。 

ガン ダム と ガン ダム マイ スタ ニハ の 積極 的 支援 を 行う た め の 形態 


変形 し 、 ガン ダム と ドッ キン グ し た GN アー ムズ は GN アー 
Баға та D. BARRIERE, 1:30) 
向上 # も 図る ユニ ッ ト と し て 相応 し い 名 称 で ある 。 ドッ キン グ 
し た ガン ダム は 育 部 コー ン 型 スラ スタ ー と 両脚 部 分 が 
され る の み で 上 半身 と 腕 部 は 自由 に 可動 する 。 その た 
GN ア ー マ ー の 赴 閑 と は 別に 、 ガ ンダ ム が 保持 する 直 器 ( ラ 
イフ ル や ソー ド ) が 使用 可能 。 その 場合 、GN ア ー マ ー の 武 
装 は ガン ダム マイ スタ ー が 運用 する が 、GN ア ー マ ー 側 に バ 
イロ ッ ト が 搭乗 し て いる 場合 、GN ア ー マ ー の 攻撃 管制 は ガ 
ンダ ム と は 独立 し て 行う こと も で きる 。 こう する こと で ガン ダ 
ム マ イス ター の 負担 を 軽減 し 、 戦 闘 に 集中 させ る の だ 。 そ 
の 意味 で GN ア ー マ ー は 単なる 支援 機 で は な く 、 ガ ンダ ム マ 
イス ター の サポ ー ト 役 と し て も 機能 する と 言え よう 。 


Эрта. 


№ GNR-001E+GN-001 
エク シア ETYPE-E が Fy 
жолата, TIER 
BERL TH!) 260 
アー ム に GN ビ ー ム ガン を W 


PRU; 
装備 て いる 。 


аы Ни 
ЕШ 


E ESE | 


国連 軍 と の 決戦 を 前 | 
チー ム に は 2 機 の GN ア ー ム ズ と 同 
時 に 育 環 用 コン テ ナ が 配備 され た 。 
これ は ガン ダム お よび GN ア ー ム ズ 
の 輸送 を 主眼 と し て お り 、 GN コン デ 


る こと な く 、 機 体 を 作戦 領域 
届け る こと を 目的 と し た も の で ある 。 


り 


= 
ン サ 内 に 音 積 され た 粒子 を 消費 す EA ——— 

A= 
MYL. 後部 4 
キン グ し 、 大 気 園内 外 を 高達 移動 する 。 


GN キャ ノン や GN ミサ イル で 武装 し て お り 、 
強調 用 の 名 に 相応 し い 火 力 を 甘 拓 する 。 


NF ERD НТВ. 


2 
機 搭載 で きる スペ ー ス が あめ 
у, 発信 時 に は 機体 後 部 の 


2 


ム の 支援 性能 


IN アー ムズ を ドッ 


MORE INFO! 


GN アー ムズ の 他 に も 、CB は ガン ダ 画 GN セ フ ァ ー 

強化 を 目的 と し た 機動 aR TGN O 
REESRUDEL TUS, 形状 や 機能 。 ジ エル と 合 介し て セ フ ァ ー 
は 機体 に よっ て 大 きく 異な る が 、GN ド ラ 

イヴ の 代わ も り に GN コン デン サ を 内 蔵 す MGNP-Fr— 
る と いう 基本 構造 は 踏 欠 さ れ で いる 。 


し て 形 能 を 使い ける 。 ご れ 追加 装備 で ある 「 ザ ン ユニ : 
見 られ な い 特徴 で ある 。 


Ш GNR-001D+GN-002 
° デュ ナッ ス ETYPED が 
( КАЕ В, Bt 
撃 戦 に 特 化し 、 右 アー 


ツイ ン ライ フル 、 
үну SGN 
ミサ イル ポッ ド を 装備 し 
て いる 。 


を 圧倒 する ほど の 人 能力 を 示 
し た こと も あっ た 。 


その 他 の CB 支援 機 


画 オ ー ラ イザ ー 

ダブ ルオ ー と 合体 し て ダブ ルオ ー 

ライ ザー と な り 、 ト ラン ザム モー ド の , 

管制 御 を 担当 する 。 Ж 


画 ザ ン ライ ザー 
GN パ スタ ー ソ ー ド MM を 中 


と オー ライ ザー が 合体 し た 形態 。 


Wa・ サ ン ラ イズ ・MBS 
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терен ІШ SPEC -cuz-007 GADDESS- № SPEC -6Nz-004 GAGA- 
- ガッ デス М зж — ай — жа | 

[Гслш | | ШТАТ 24n BME 2140) 重量 264 
Ф 重量 61.31 況 北 - ち - — 
зал 一 2343-41 — 
4 яа 2525-0? ーー Г — 

É тшен с. жалы адном дял RPAN — ЕШ СМО. 

ToT, ABOTRBLUTIEDHE, RR GN ヒー ト サ ー ペ ルプ GNEー ム MR IAES) 


SS 


頭 部 
イノ ペイ ド 系 MS の 共通 機構 で ある ラ 
イン セン サー が [B] と な る 。 形状 は 


特殊 で ある が 、 セ ン サ ー 類 を 装備 す 
る の み で 構造 は シン ブル で あっ た 


А 
ЕТК 


ステ ム 「 ヴ ェ ー ダ 」 と リン 


戦闘 用 MS が 投入 され た あ 。 
限定 し た 特殊 MS と し て 開発 され た の が 、 ガ ッ デ ス も ヽ 捨 て ] の イノ ベイ ド が 使わ れる な ど 
と ガ ガ で ある , る 
ガッ デス は 、 THe 


ノ フ ベ イド 、 7. 
ガッ デス 本 体 も 、 アニ ュー の 運用 
機 と し て の 機能 し た 構 


GNZ-004 
N 


гез 12 


捕獲 用 アー ム 

ийите, MORES 
を 備え て いる 。 Ж 
し 、 そ の まま 自爆 する こと で 敵 
な ダメ ー ジ を 与え た 


サー ベル ファ ング /ZGN パ ルカ 搭乗 者 イノ ベイ ド (量産 タイ ブ ) 
ンプ GN ビー ム サ ー ベ ルプ GN 


00-01-48 _ 


Fue Paeview 


000328 イノ へ イト 分 


Бани 


ガッ デス は 、 ガ デッサン ガラ ッ ゾ と 同 構造 で あり 、 武 凌 。 画 頭 部 画 ボディ パー ツ 
に も 共通 項 が 見 られ る 。 戦闘 型 と し て 開発 され た ガ 後方 か ら 見 た ガッ デス 。 本 機 
デッサン ガ ラッ プ と 比べ る と 、 潜入 ・ 偵 察 用 途 で 開発 され Do rare 
ВЖЕ. йон ЕСИМОВ - GNE- а 
ム サ ー ベ ルフ ァ ン グ な ど 、 ЖЕНЕВЕ AD の 先端 に 設置 され て いた 。 


攻撃 力 が 確保 され て いた 。 


トレ マイ オス 2 か ら 
г が 運用 


は なか っ た た め 、 HME 
カ は ガ デ ッ サ ら に 劣る 。 

画 コア ファ イタ ー 

ガッ デス の コア ファ イタ ー 本 体 。 тон, 
投 立 し た 際 は 、 ウ イン グ が 展 用 し 、 単独 で の 飛行 
が 可能 と な っ て いた 。 


ケル ディ ム ガ ン ダム と a ⁄ 本 機 の 生存 性 を 高め る 7 
互角 の 戦い を 繰り 広 導入 され た も の と 思わ れ : 
SATE 1 

は ケル ディ ム 

オー ガン ダム の 攻撃 で 

Ха. アニ ュー も 宇宙 


サー ベル ファ ング 2 TURRET SM CRITE SSR. 
ガッ デス の 主 濾 装 と な る 無垢 講 жеккен; 


жака. Ийса. БС 
звоюактамашеп. со, ка, 
СМЕТКИ. GNA: 

ито HOA MCRAE 
RED. NIC 
れ た も の で 、 MERREN 
Barea, 


Ы-В, 27» 
FOWE WON 
ン テ ナ と し て も 機能 する GN ヒー 
ト サ ー ベ ル が 使わ れ て いた 。 


フルー と ホワ イト 中心 در‎ 5 TORCH 
プ の ガラ ッ グ 。 віта влом RCNA 
| 同様 で あり 、 ВМХ Ope eth 


ター の 設置 も 可能 で あっ た 。 


\ 
突 攻 を 定め られ た 簡素 な 装備 


MS や MA と も 異な る 簡素 な フォ ルム や 、 GN バル カン 以 
外 武 装 を 持た な い 割り 切っ た 装備 群 な ど 、 ガ ガ は 突 攻 と い 
う 役 割 に 特 化し て いた 。 疑似 GN ドラ イヴ の 大 出力 を 活か 
し た トラ ン ザム モー ド だ け は 他 の GNZ シ リー ズ 同 欄 に 搭載 
され て お り 、 瑞 拠点 や 艦隊 に 突撃 する 際 は トラ ン ザ ム モ ー ド 
へ 速やか に 移行 。 高速 で 英 拠点 へ 突撃 し 、 確 実に ダメ ー 
ジ を 与え る 能力 を 獲得 し て いた 。 


BB. 


амаас табл, 
デュ アル アイ は な く 、 ラ イン セン サー の み と 
な っ て いる 。 


Ш 胸部 /GN ド ライ ヴ 
$ BEREH -R 


ドレ て フラ イ ホ イー ル が 展開 きれ 、 
1 中江 状態 と な な っ た GN ドラ イヴ が 爆発 
Ш GN バル カン 


ある GN バル カン が 設置 され 
た ЖИН, HETA 
BARBY SOOM 
的 な 兵器 で し か な か っ た 。 


Ш GN バー ニア 


ビ ピンク で 示し た 部 分 が 、 жао 
機動 性 を 支え る GN パー ニア ,。 x 
内 


大 きく 突き 出し た 選 部 に は 、 
GN コン デン サー が 内 基 
て いた と 見 5h る 。 R! 


ИНЕССА, 
で いっ た 。 


спа 9220-85 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MECHANIC FILE жыш SMO s (068) uc ШЕГІ 


E SPEC 
; z 
= ザク ・ キ ャ ノン faces 
ES 976kW 
Ў гаки CANNON | „= 2223-ЯЛ 41,000 


装甲 材質 HEF 
ER 1 ШШ АЕ 
"ディ スチ ャ ー ジ ャ ー プ シー ルド 


頭 部 
モノ アイ 走査 レー ル は 、360 度 周回 式 と な っ た 。 
nie に は 、 前 部 に サブ ・ カ メ 


| 山体 
ah Ib, 180пүп а 
ТЕ リック と され た 。 胴体 部 も 改修 され 、 動 
カバ イプ の 基部 と な る 動力 中 継 ユニ ッ ト を 雰 
y 尾部 に 移動 。 この 図 で は 判 引 で き な い が 、 乗 
/ Уж! 


/ | 
ив 
жанышын 


ラン ボド セ ル 
を ザク Tl 型 用 に 換装 し た モデ ル 
RARE COMM 


大 型 化 よ ела 
BUCA lote ík 
を フォ ロー する た め の 措置 
と 思わ れる 


A Шы pio 
ン の 情報 を 得 関連 ファ イル 

ү‏ ا 

Кларк キャ ノン 


Е 階 MS 06/41 Le FILE PREVIEW. 


[60338 моя 


は 9 機 と され 
か ら 判 断 し て 、 3 


8) med зет 15А 


支援 機 へ の 改修 に 伴う 設計 変更 


ザク Tu 型 は 陸戦 型 の 汎用 機 で ある た め 、 中 距離 支援 
用 の ザク ・ キ ャ ノン へ の 改修 に 際 し て 、 全体 的 な 設計 変更 
が 加え られ て いる 。 頭 部 や 胴体 、 腕 部 を は じ め 機体 の 全 
部 位 が ザク TlJ 型 と 異な る の は 、 この た め だ 。 
ラン ド セ ル 以 外 で 顕著 な 変更 が 
る 。 頭頂 部 補助 カメ ラ や 短 工 離 通 
Фл 80те СВИ ҒА 

\ 

/ 


援 MS に 重要 な 僚機 と の 通信 手段 確保 な ど を 目的 と し て 装 
備 さ れ た と 思わ れる 。 他 に も 、 全 周 式 モノ アイ 走査 レー ル の ( a 


Ш ラ ピ ッ ト タイ プ 
SREB 


画 メイ ン ベ ペン チレ ー タ ー 22 
ラン ド セ ル 下 部 
を 業 ね る メイ ン ペ > 
置 ) を 備え る 。 これ と 脳 部 増設 の 大 口 在 イ 


ョ ン 接続 用 ラッ チ 
Е 


採用 、 動 カ パイ プ の 内 装 、 開発 中 の 機体 の 部 材 を 流用 し раса ыла 
た 口 史 部 の 導入 な ど が 行わ れ た 結果 、 後 発 の MS-14C ゲ ыы f 
ル グ グ - キ ャ ノン に 近い 構造 と な - 胴体 は 、 胸 部 大 型 イ ン 
テー ク の 設置 、 照準 シス テム の リン ケー ジ に 対応 し た 胸部 „ы ERN R7 SZ EK MLAS 
装甲 ね よび 動 カ パイ プ 接 続 位置 の 変更 な ど が 認め られ る 。 N メン テ ナ ン ス en Ур. ЗО 
ハッ チ KSh ATAT ИШЕТИН ЖЕН, 
Ш 補助 推進 シス テム 
BEBPREOT HET — アレ キサ ンド リア 名 画 迄 
補助 推進 シス テム 搭載 の で 補助 准 進 シス テム が 配置 され た 。 洋 艦 ハリ オ に 配備 され 
MEDE. サク * + た 地名 


キャ ノン は 、 ザ ク 
く 他 系 列 機 の 技術 も 導入 
きれ て いる 。 


(ASLO 


ラン ド セ ル に 集中 配置 され た 
画 キャ ノン パッ ク の 構造 


ザク ・ キ ャ ノン の 主 兵 装 で ある 180mm キ ャ ノン 砲 は ラン 

ド セ ル に 搭載 され て いる 。 これ は 他 の 多く の 支援 用 MS と 
итсен аси 
点 だ っ た 。 つ まり 、 手 持ち 式 を 除く 全 
兵 装 が ラン ド セ ル に 集約 され て いる の だ 。 この 背景 に は 、 
僚機 に よる 弾倉 交換 を 前 提 と し 】 が ある よう だ (対空 
砲撃 中 の ザク ・ キ ャ ノン の 後方 に 、 交換 弾倉 抱え た ザ 
T が 待機 し て いる 写真 は 有名 )。 な お キャ ノン 砲 パッ ク は 、 
ザク LJ 型 用 ラン ド セ ル に 換装 可能 だ っ た 。 


“22318, 180mm キ ャ ノ 
З ЫДА 
舞い レン ジ で 使用 きれ る 。 連 


ピッ ク ガ ン 
ント や に する 


адути, 
зорко 


СВ Е @ 1вотт+ 2:88 
Etu vas ficha фей 
HEAR AMALIO, 対 MS 用 と し 
うう 対空 攻撃 で 

ож 


と 


UC.0096 の トリ ント ン 基 
RRR SNL ш 
は 、 ザク ・ マ シン カン と ラン 
ド セ ル 外装 式 パ ラ シ ュ ー ト 
УВЕ, 


MORE INFO! 


2 FIA BHR, RPM PAB COT 
スト 運用 が 想定 され て いた 。 当初 、 サ ンド カラ ー で 塗装 され た 
た が 、 予 定 変更 後 は ダー ク グ レー 系 統 の 禁 
ベイ ント され た 。 一 年 戦時 の 運用 は 、 北米 や 


画 イア ン ・ グ レー デン 中 慰 機 
ザク ・ キ ャ ノン の パイ ロッ ト と し て 最も 有 
BATIL- ROR, 中 
вилаят. 先読み の 利く 人 物 だ っ 
Rea RETI ALIGHT 
ж. Модена. 


UF PRR PRCA RULE ILS 4 — | 
ノ ・ ラ ム 少 尉 機 の 活躍 は 特に 有名 で ある 。 ジャ ブロ ー 降 下 作 
EC, 6 機 が 投入 され た と の 説 も ある 。 


—sas&. атта ルー デン 中尉 の 
entien ШИШЕ パー ソナ ル マ ー ク 。 
трав.) 

TAME CRIS 

а 

オン 公 国軍 残党 の 機体 せ た 文様 と TSPID 
SRLS ORE ЕН] の 文字 が 記 
参加 し た аксыз. 


ефи (9) と 東南 ア 


(Ө). BNO), ж 
M (O). MK (Ө) で 軍用 され た 可能 性 も ある 。 UC.0096 の トリ シト ン ま 
HMI COHERENT, 
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oma -#2347 


AMMEATEZY 
0096-19 ш 


ALETEKE 
0086-MD ш 


п01 зет 16a 


хата 
Xq-!O66-X9 ш 


хт 
оовв-хо ш 


(833 
2.454 `248 J $ 21 
ПЕШ БЕШ k 


“EES 
BTS“ LORD OSE 
хат» X0-1066-X 
Орта OOF а 2334 ды 6 
ег ыча © Е S42 2—01 


22Һ1<66-у 


の ル ロ ・ ル ナコ Z ロ `Y -k я 
0939002 7%ҮЗХ 
TEKH 0066-Х92 中 
жуйе HH Lee 
ALLL LEGG 
ЗИФ ватт 
3819 АВЕРС 


Еа HE2EHOC+S—-T= `9100МУ 


Е УУ 


PONLE MEAT 
EAE 0096-19 2 SEITE 
ZE 0096-19 セー 一 と と た 
170 0086.D/ー タ と た 
TITELE 00869. Хатки 
XQ-1086:X9 ИНЕТЕ 


ецш сти 
WOMBISNAR LHI 
#лст ONINEY "оочер 
EE HPH 


и NLD Л NR 
НН "SW 009 838713 
EUDEN (000'6 LENCE "АМТ 
СЧС мее ЗІЗ ИНН 


замо Ш0—6—7г9 
пты иса есе YS 
рува лооуивал: 
HIRI RHOGM Dano 
а 
FES фия бепе WES 


SEU “ш И 
SISAREN А Е に 4? 
と ルター ビー PBR Lie r z 


ЕТЕД 
БЕТ 


ЗУ СС 
г KI 
ас 


1303383 


е 
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reDl sre А 


7-54. IIOP PERE афо ЕН 
非対称 の 艦 体 構造 を 特徴 と する 。 RI АБАСА REEL 
ABER, MBE MEF AC. REF 
格納 庫 を 備え る MS デッキ と な っ て いる 。 艦 体 の 大 半 を 格 
納 ス ペー ス に 割 いて いる こと か ら 積載 能力 は 高く 、 平 時 は 
MS な どの 大 型 物資 の 交易 に も 役立っ て いた 。 一 方 、 武 装 
HERDI ERED TBO CORALS 
く な い 。 これ は 、 ジャ ミル が 申 礁 行為 を 目的 と せ ず 、 過度 の 
武装 化 に 消極 的 だ っ た こと が 理由 の ひと つと 考え られ る 。 

全長 130m を 起 え る 大 型 の 村上 
能 で 全高 は 47m、 最 大 暫 は 78m 
ERS. КОБЕ 


БОШКЕ АНШИ 
в. 


ホバー クラ フト に より 海上 を 走行 
する 人 能力 を 有 し て いる 。 上 陸 せ ず 
に 1 ヶ月 近く も 海上 移動 を 終 け た 
こと も あっ た 。 


m 

ロッ ク の 両生 に 

занаята 

レー ン は 横 方 向 に スラ イド が 可 
HET. MDS MAE 


唯一 の 武装 で ある 実体 
AOMEN. tE 
стать, Е 
BBS T Si. Hh 
方 向 3MS で カ パ バー する ケー 
か っ た 


м 
基 の 移動 式 MS 用 ペッ ド が 
設け られ て いる 。 AMAR 
‘MIRCEA В 
ROOT, BMC A 
ウォ ー ク が ある 。 


バル チャ ー と し て の 旅 を 支え た 艦 の 中 枯 


ЧЕРЕП ОН ЕВС, E FARO 
構造 を 有する 。 艦橋 上 部 に は マル チ ・ デ ィ ス チャ ー ジ - 
を 備え 、 パ ルチャ ー サ イン (LF OM BBL 
いら れる 信号 ) の 発射 機構 と し て 用 いら れ た 。 ま 
的 な 通信 機能 の ほか 、 ブ リッ ジ か ら の 発光 信号 ! 
部 と の 連絡 を 取る ケー ス も あっ た 。 な お 、 艇 は 通常 秀長 
の ジャ ミル と 副長 兼 総合 オペ レー ター の サラ 、 操 能 士 の シ 
ン ゴ ・ モ リ 、 通信 士 の トニ ヤ ・ マ ー ム と いう 4 名 の ブリッ ジ ク 
ルー に よっ て 運行 され て いる 。 

ブリ ッ ジ 前 面 上 部 に は 大 型 モニ 
ター が 配 さ れ て お り 、 外部 カメ ラ や 


通信 映像 が 表示 され る 。 
DIESER DSIRE 


高 所 に 本 され た ブリ ッ ジ に 大型 
DREHER Chu RRR, 
Ig eH EFT IARC 


し 
A 
aL Ribs 


画 内 部 


ЕАИС. ALATA DAMME b 
ЭМЕЕ Т, ШЕШСЕ, Еси 
ЖИШШ. RERUN TROBE CS 
で て いる 。 


乗組 具 た ちの 生活 基盤 と な っ た 居住 施設 


フリ ー デ ン の 散 内 居住 区 に は 、 乗組 員 の 私 室 や 食堂 、 
医務 室 と いっ た 様々 な 施設 が 設け られ て いた 。 フリ ー デ ン 
に は 45 名 の 乗組 員 が 暮らし 、 生 活 物資 の 補給 は 市 街 に 
立ち 寄っ た 際 や 、 他 の バル チャ ー と の 接触 時 に 行っ て い 
た 。 も と より 、 前 大 戦 の 被害 で 人 々 の 生活 園 が 李 端 
減っ て いた 状況 に お いて は 、 艦 を 居住 施設 と する 必要 性 
が あっ た 。 パル チャ ー と し て 各地 を 渡り 歩い た ジャ ミル た ち 
に と っ て 、 フリ ー デ ン は 生活 の 場 で も あっ た の で ある 。 


ШЕНІНЕ 


画 リラ ックス ルー ム 


EMINENT. 


ビュ ッ フェ 方 式 で 、 MAOH 
ウン ター か ら セ ルフ サー ビス で 
笠 理 を 取り 分 ける 。 MEN 
る 場所 は 各 人 の 自由 で 、 テ イ 
クア ウト する こと も で きた 。 


TIT a 
NSO SEES 
БАСА ЫТ 
の 隊 に は 振動 抑え る た め 
区 を 人 止ま せる 必要 が ある 。 
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им иная Ыр 
搭乗 者 サウ ス ・ パ バニ ング ベル ナル | 

シア アル ファ ・A・ ペ イト 


1 COMPARISON COLOR 


= === 


ピー ム ・ サ ー ベ ル 


・ モ ン 


мио Qw 


on = = 


-79 系 列 機 


RX-78NT-1 アレ куры. ーー 
て 地球 連邦 軍 の MS 戦力 構 性 能 化 を 図 
高 性 能 化 よ り も コス トバ 
い MS 操 縦 技術 
有する パイ ロッ ト に 
また 事実 で ある 。 それ ゆえ 、 戦後 の 地球 連邦 軍 は まり 8 
BUY CRY {ORB た 。 代表 的 な 例 と 
上 を 図っ た HGM-79 の バリ エー 開発 
れ が 、 RGM-79N ジム ・ カ スタ ム で 
RGM-79N は 、RGM-79 の 後期 


ガン ダム ・ タ イブ MS の 技術 を 取り 入れ た 機体 構造 


RGM-79N は 、RX-78NT-1 の 技術 を 随所 に 取り 入れ た 
機体 構造 を 特徴 と し で いる 。 無 議 、 こ れ は ガン ダム ・ タ イプ MS 
の 技術 導入 に よる 高 性 能 化 が 最大 の 目的 で は ある が 、 そ の 
一 方 で コス ト ダウ ン を 狙っ た 描 置 で も あっ た 。 RX-78NT-1 は 
タイ プ MS の 量産 を 視野 に 入れ た 推 形 
で あり 、 開発 拠点 で ある オー ガス タ 基 地 
ユニ ッ ト が 数 多く 残さ れ て いた 。 本 機 は それ ら を 流用 
開発 費 を 抑え つつ その 技術 を 取り 入 の 
そう し た 経 縫 か ら 、 開 発 に 深く 関わ っ た オー ガス タク 基 
地 に ちな み 、 本 機 を 「 オ ー ガ スタ 系 」 と 呼ぶ 場合 も ある 


изя 


HPA BVM Ato АА. ТЛИ 
Fek: INR $f БЕ 
の 送受信 力も 有 か し た ロボ ・ ア ン テ ナ を 代え る 


信頼 性 と 運用 性 を 重視 し た 武装 の 選択 


タイ プ MS の 技術 が 反映 され た RGM-79N だ が Ш ジム ・ ラ イフ ル 
その 代名詞 と も 言え る ビー ム ・ ラ イフ ル は 採用 され ず 、 実 体 
弾 火 問 を 主 武装 と する 。 これ は 、 量 産 を 門 定 し た 機体 の コス 
の と 考え られ る 。 また 、 RBM RATE 
ム 系 携行 武装 の 信頼 性 が 高く な か っ た と いう 
う 。 結果 、 本 機 の 武装 は 一 般 的 な 汎用 
する こと な く 、 信頼 性 と 運用 性 を 追求 し 
た も の と な っ た 。 そし て 、 その 方 向 性 が 間違っ て で いな か っ た こ 
と は 、 デラ ー ズ 紛争 を 戦い 抜い た 事実 が 証明 し て いる 


Ш 頭 部 バル カン 砲 


TET 


る ほど に 、 Ы 
事情 も あっ た の 


区 番号 を 「HFW 
JETS BRS, 


画 シー ルド 
NEIN FEL 
жасат. жа 


バイ ロッ ト 主 体 の 仕様 を 取り 入れ た 操縦 系 


D) RGM79N に は 、RX:7BNT.1 で 実験 的 に 導入 され た 全 — 画 ハッ チ 開 放 時 m 内 部 
シー ト は 擦 用 され ず . 既存 機種 と 同 ке 

Wan Tu, た だ し 、 本 機 は パ 
イロ ッ ト に 合わ せ て 操縦 機 状 を 調整 で き . Me ANR ERS 
に フィ ー ド バッ ク する こと が 可能 だ っ た 。 例 を 学 げ る と 、 ア ルビ 
オン 隊 の サウ ス ・/ バ . は スラ スタ ー 制 御 ペ ダル の 油圧 を 
ラス 4 と し て お り 、 一 般 的 な 設定 より も や や 硬かっ 
パイ ロッ ト 主 体 の 細か な 仕様 が 、 エー スパ イロ ッ ト 
機 の 評価 に も 製 が っ て いた と 言え る 


та. 92502 
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НОЖЕН 


ホワ イト ペー ス と 近しい 関係 に ある アル ビオ ン は . ЖАО 
橋 類 や レイ アウ ト が ホワ イト ペー ス に 準 縄 し て いる よう に 見 
受け られ る 。 と は いえ 相違 点 が な いわ け で は な い 。 FILE 
オン の 武装 に お ける 最大 の 特徴 は 実体 弾 兵器 を 廃し て い 
点 で ある (ミサ イル は 除く )。 これ は 一 年 戦争 以降 の 技術 
革新 に よっ て 彼 欄 反応 炉 の 出力 が 向上 し 、 エ ネル ギー 兵 
問 へ の 動力 供 絵 が 安定 し た た め だ 。 ホワ イト ペー ス の 主 碗 
ШЕНИН, アル ピオ ン の 砲 座 は メガ 粒子 
確 お よび レー ザー 砲 に 置き 換え られ て いる 。 一 年 戦争 終 
戦 か ら 3 年 を 経て 、 AAW FALLS CAMEO REL 
て の 地位 を 確立 し た の で ある 。 その 一 方 、 全 弧 座 は ホワ イ 
トペ ー ス と 同様 の 散 内 収納 式 で 、 電 本 時 に 展開 する 。 大 
気骨 突入 能力 を 有する アル ビオ ン だ け に 、 突 入 時 の 冷却 
問題 回 選 の た め に この よう な 仕様 が 採用 され た の だ ろう . 


向上 
якин гок: 


Nm 武装 レイ アウ ト 


бй h HARRIER. 


集中 する よう 考 應 さ た て いる 
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PEF DORM BEATIN —2ORNEBY 
MOTOS, LURMSEML THIS, 中 で も 役割 に 応じ 
た 機能 分 岐 は 著しく 、 総 合 管制 を 司る メイ ン ・ ブ リッ ジ を は じ 
め 、 火 問 管 制 を 担当 する 管 術科 が 配置 され た 戦闘 プリ 
ジ 、 通 信 ・ 航 法 の 補助 を 行う 第 2 プリ ッ ジ な ど が 用 意 され 
て いる 。 さら に ブリ ッ ジ 基部 に は 大 型 スリ ッ ト が 配 され 
これ は メガ 科 子 砲 の 直撃 か ら 艦橋 を 保護 する 「 エ アー パリ 
アー・ シ ステ ム 」。 宇宙 空間 で の 戦闘 で スリ ッ ト か ら 圧 挫 空 
気 を 噴出 、 艇 橋 周 辺 に 空気 の 麻 を 形成 し 、 そ こ を 通過 する 
AFD FROM ЛЕНУ SEIS CHS, 
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イズ に 比べ て: 
кұ. х7 
肉屋 スペ ー ス は 
62222) 
июля ki 
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О көвия © wm ブリッジ 
O aunas Ө 第 2 ブリ ッ ジ 
Ө メイ ン ・ ブ リッ ジ エア ー バ リア ー・ シ ステ ム 


特殊 装備 圧倒 的 な 加速 性 能 を 発揮 し た 推進 シス テム MORE 
アル ピオ > === r= 画 レー ザー 反射 板 ーー INFO! 
最たる も の が レー ザー 推進 シス テム だ ろう 。 жш Ж 7 7 レー ザー 発振 ステ ーション と の 連動 
EROT AAA RIN CAL ниетін や が Ле 


тескер. яналаевамоеяв 
度 に 左右 され る 。 EOF EMRE с] Ен 
楼 機 関 の サ イズ に は 良 界 が あり 、 こ れ が 航行 能 
PABLO BME STM アル ピオ ン は 
外部 か ら 供給 され た 高 出力 レー ザー で 推進 剤 を 
熱 す る と いう 手法 を 採用 ー パ ネル で 反射 し た 
レー ザー を 推進 剤 に 上 量 射す る こと で 、 既存 艦 能 で 
は 到達 で き な い 加速 性 能 を 発 控 し た の ) 


ШІ >” レー ザー 推進 シス テム の 剖 と な る 高 出 カ レー ザー は 月 曽 都市 「 フ ォ ン ・ ブ 
ラウ ン ] に 併設 され た 専用 施設 か ら 投 稿 され る 。 大 気 の な い 月 は レー ザー が 
AROF. SMART SILL Rise W 
栓 エン ジン ) の エネ ルギー 洛 に な る こと か ら 、 BRAN SMALE 

X 9OB:P. この ステ ーション が 地球 に 向かう コロ 


高 出力 レー ザー 松村 する ステ ー 
EFI 
ЕТЕНЕ 

PRMOMLLT др» TES. 
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ロン グ ・ キ ャ ノン 
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ws 


we Sw 


小型 MS 開発 の 先駆 け と な っ た サナ リィ の 可変 機 


UC.0080 年 代 中 期 以降 、 MS は 大 型 化 の 一 途 を 辿 ジン グ と 1 小隊 8 名 の 兵員 輸送 能力 、 お よび 優れ た 機動 ーー 
り 、 そ れ に よる 運用 コス ト の 増大 を а C,0093 性 を サナ リィ に 要求 けし サナ リィ は 、 独自 に Эу т 

の 「 シ ャ ア の 反乱 」 以降 、 正 面 切 っ た 戦力 の 激突 は 鳴り を 研 AB | DIME RII ERA FOX イン ダス トリ 
% 潜め 、 反 地球 連邦 の 活動 は も っ ぱら テロ や な り 、 い と で 機体 の 大 幅 な 小型 化 に 成功 。 ӨБЕМЕПОЕЖ FIERO 

わ ゆ る 非対称 戦争 つつ あっ た , め 特 殊 任 に 応え た の で ある 。 D-50C は 達 邦 宇宙 軍 特 殊 作戦 格 

務 に お ける 制圧 力 を 必要 と し た 地球 連邦 軍 は 、 海 軍 戦 略 ECOAS (エコ ー ズ ) の 専用 MS と 1 
研究 所 S.N.R (サナ リィ ) に 特殊 部 隊 用 MS の 開発 を 依 AOR) 事件 に お ける 特殊 任務 
し た の が D-50C ロト で ある , サナ リィ は MS の 小型 化 を 提言 。 D-50C の 実 
+、 可 変 MS を 2 機 1 組 と し た 隠密 作戦 に 温 デ ー タ は U.C.0100 年 代 に 主流 と な る 小型 MS 開発 
n 秘匿 性 の た め の 機体 の ダウ ン サ イ の 礎 と な り 、 サ ナリ ィ は 次 世代 MS 開発 の 雄 と な っ て いく 
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お ける 運用 を 想 
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機体 構造 小型 化 に 伴っ て 行わ れ た 精 綴 な 機体 設計 


D-50C の 実用 化 は 、 様 々 な 開発 部 門 の 問題 点 を それ ぞ 回 コク ピッ ト 

れ の 利点 で 補い 合う と いう 、 設計 の 入 底 化 が 実 を 結ん だ 成 HEF EEE. OREM. AREON 
乗 だ と 言え よう 。 部 杜 反 応 炉 の 出力 は 従来 の も の と 比べ て Ж. RACH, Вити гомо - 
劣る も の の 、 機体 の 小型 化 と 相対 的 な 軽量 化 を 行う こと で = - 

出力 重量 比 の 整合 性 を 図っ て いる 。 これ は 外装 を 含 
機体 パー ツ の クリ アラ ンス を ミリ 単位 で 調 館 し 、 内 
ドス ペー ス を 作ら ず 兵 員 収 容 能力 を 獲得 。 装甲 は 最低 限 
НИЕ ОСЕННЕЕ Г 
MS 形態 と タン ク 形 態 を 両立 させ つつ 、 地球 連邦 軍 の 求め 
энен 型 MS が 許 生 し た の で ある 


回 タン ク 形 態 
シン プル な 変更 で MS 民代 か 5 タ ンク 刺 
Bios, MTR сте. M 

син: к SCOR K 


状況 に 対応 し た 装備 の 換装 


同時 代 の MS と 比較 し て 火力 は 非力 で あり 、 武 装 は 本 
MS と 直接 相対 する た めで は な く 、 主 に 場 の 制圧 を 目的 と 
し て 施さ れ て いる 。 その た め 格闘 兵 装 は 持た ず 、 任 務 に 応 
じ て 武 装 を 変更 する 換装 式 を 採用 。 ま 小型 化し た 熱 
本 反応 炉 の 出力 こよ る も の か . 目立つ ピー ム の 光 条 が 隠 
密 行 動 に を ぐ わ な いた めか 、 基 本 的 に ビー ム 兵 器 は ビー 
ム ・ パ ー ナ ー の み 。 な お 、 両 衣 の ミサ イル や 肩 部 の 火器 な 
どの 武装 レイ アウ ト は RXR-44 に も 受け 繧 が れ て いる 
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ウェ ポン ラッ チ で あり 装 信 の 換装 が で きる 、 #0 
fete lean 
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全面 的 な 人 性能 нж 
RGM-79S' ・ ス 型 ジム 、 つ まり > 
. [スナ イ バ 
格闘 戦 お よび 
と 合わ せ て 機動 性 ・ 火 器 管 制 機能 
総合 性 能 向 」 
結果 
個別 に チ 


改善 要求 の 中 に 、 白兵戦 規模 で 
ム の 戦闘 能力 向上 を 受け た 地球 連 
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全面 的 な 強化 と 増設 機器 s 


ジム ・ ス ナイ パー カス タム の 改造 点 は 、 大 きく 3 つ に 分 
類 で きる 。 兵 装 - 防御 力 MONTHS. 

兵 装 面 で は 、R.4 タ イプ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ブル を は じ め と する 
新型 火 唆 の 採用 だ け で な く 、 予 代 の 熱 欄 反 応 妨 の 搭載 
に よる ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 向上 、 長 天 離 狙撃 に も 対応 し 
た 照準 器 (火器 管制 シス テム ) の 強化 が 成 さ れ た . 

防御 力 面 の 改造 は 、 神 助 装甲 の 追加 が 主 で ある 。 м 
部 や 用 部 (コク ピッ ト ) な どの 機体 前 面 が 特に 強化 され て 
お り 、 頭 部 に は バイ ザー も 増設 され て いる 

機動 力 の 強化 は 、 MBS EMM MA 
ラス ター が 担っ た 。 大 推 カ スラ スタ ー 搭 載 の ラン ド セ ル は 、 
それ だ け で RX-77 Hor CENTERET 
いる 。 2 連 式 の 補助 スラ スタ ー を 挫 載 する 脚 部 は 偏向 推 
進 器 と し て も 機能 し 、 機動 運動 性 を 高め た 


милэлэ-и. 一 年 
вәтоячаним 
STULL RMT: 


t. MUL TE, PL 
クス を と の 高明 標 の み が 
RAL TOS, 


回 バッ ー 
格 商戦 時 に 頭 部 セー サー 保護 する . 
өздук. толты 


ETDS, 上 部 バイ 


回 冷却 ユニ ッ ト 


FROME PETS, ж 


ийй: RGM-79SP 
・ ス ナイ 7 パー や MSA.003 ネモ 
тызйапт. оё. 


全 距 離 帯 に 対応 し た 新兵 装 


本 機 は 改造 の 一 環 と し て 、 ビ ー ム 兵器 の 強化 が 施さ れ て 
いる 。 これ は 新型 手持 ち 火器 の 開発 と いう 形 で 達成 され 
近 距 離 用 の 小型 ビー ム 火 器 や 吉 距 離 用 の 狙撃 用 ビー ム 
火器 な ど が 実用 化 さ れ た 。 右 図 の も の が 新兵 装 で ある , 

右 図 以外 の 兵 装 と し て 、 専 用 狙撃 銃 RH-4 タ イプ ・ ビ ー 
ム ・ ラ イフ ル 、 ビー ム ・ ス プレ ー ガ ン と 機関 部 を 共用 する 専 
用 狙撃 銃 BR-M79L-3 ビー ム ・ ラ イフ ル (ВОМАНЫ 
装弾 数 は 1 チャ ー ジ あたり 8 発 )、 通 常 の ビー ム ・ ガ ン (Ж 
WALD) の 収納 展開 式 ハン ドガ ン が ある 。 REW 
の 狙撃 ライ フル が 存在 し た と の 説 も 唱え られ て いる 。 流用 
兵 装 と し て は 、 シモ ダ 小 隊 機 が ラン ド セ ル に 2 基 搭載 し た 
陸戦 型 ガン ダム イル ・ ラ ンチ ャ ー が あっ た 。 これ は 現 
地 改 修 で 増設 し た も の で 、 火器 管制 シス テム と の リン ク が 
不 充分 だ っ た た め 、 近接 攻撃 用 に 使用 され た と いう 


UC.0087 の ジャ ブロ ー 


MORE INFO! 


vat mmntarmpantte. -FRP HS 
ジム ・ ス ナイ バー カス タム の 運用 期間 は 極め て 短い 。 それ で 
も 、 フ ラン シス ・ パ バッ クマ イヤ ー 中 叉 の 「 ス ナイ パー モデ ル 」、 
FARA 22070468. D> DMA. 707 
E RIER (7.77126) -BPR 5/18 (ウィ 
224-220) ОШ. WMHS LRTI 3 
ンチ ャ ー 凌 借 の シモ ダ 小 隊 欄 な ど が 活躍 し た と 伝え ち れる 。 
地上 で は 、 北米 で の 配備 例 が あっ た よう だ 。 

ジム ・ ス ナイ パー カス タム の 系 列 機 と し て は 。 フ ェ ロ ウブ ー 
29-аЯопФяяомтокс ジム ・ イ ンタ ー セ プ ト カ ス 
タム 、 ガ ー デ ィ ア ン ・ シ ー ル ド 装 備 の 防 衝 機 RGM-79HC ジ 
ム ・ ガ ー ド カス タム が 知ら れる が 、 実在 し た か は 不明 だ 。 右 で 
知 介し て いる 2 機種 は 、 原 製 機 こ そ ジ ム ・ ス ナイ パー カス タム 
кийз». 同じ 「 ス ナイ パー」 の 名 を 持つ ジム で あり 、 特 に 
ジム ・ ス ナイ パーi1 は スナ イ パ ー カ スタ ム に 健 た 機体 構造 を 
持っ て いた 。 U.C.0080 年 代 中 期 に は 、RGM-79CR ジム 
ажаештшоенн+ийябм-795Н ジム ・ ス ナイ パー 面 
2%. TIRE CHALE RN TUS, 


| 画 ボッ クス タイ プ ・ 


m ビー ム ・ ス プレ ー ガ ン 
| ピー ム ・ サ ー ベ ル ・ ユ ニッ ト 


| жауғаны 
жонот 
ООВ 


Шлук- БАР ショ ッ ト 


m 狙撃 用 ビー ム ・ ラ イフ ル 


ジム 用 ビー ム ・ ラ イフ ル BR-S-85-C2 (ВО 


「 ス ナイ パー」 の 名 を 持つ ジム と その 運用 


RGM-79 [G] 
ム ・ ス ナイ パー 
Фомина ( 
L) を ロン グレ ンジ 
кийгенине. амаас 
URIDINE, ж 
šu 8müatc SEAM, 


RGM-79SP 

ジム ・ ス ナイ パーH 
LMM MW N—2T— 214 
ロッ ト 用 MS。 スナ イ パ ー カ スタ ム 層 上 
Di SHES, MARAT 
JURA MNES. 1,000km стт 


тш; 
イフ ル 


nasaz 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


4 シ ェ ン ロ a SPEC 
s ガン ダム дй | ーー 
AS SHENRON GUNDAM 72. ЖаН 


БЕРДД ҮТ 


н] КИШ 


ルカ ン メ 2/ ビ ー ム クレ イブン シー ルド 


ws る 格闘 戦 仕様 


1] китке! め 、L5 コ ロ 


関連 ファ イル 


W) all 09А 


運動 性 を 重視 し た 機体 構造 


ン ロ ン ガン ダム は 、 ま る で 評 飛 が 生身 で 客 開 を 行 f Ш ファ イ テ ィ ング サイ ト 
\ る か の よう な 撤兵 性 と 運動 性 を 有する 機体 で ある Y 77 [ер 


クロ パテ ィ ッ ク な 戦闘 が 可 


SRE. 
as кетке. チ 


ТАСЫ) 


拠点 制圧 を 考慮 し た 武装 群 


本 機 は 格 主 仕 様 で ある が 、 抱 点 制圧 を 円 滑 に 遂 め る Ш ピー ム グ レ イブ 
た め の 工 夫 も な され 右腕 部 に 設置 され た 伸 編 自 
在 の ドラ ゴン ハン グ は その 一 思 で あり 、 格 闘 戦 に お いて 先 
手 を 打てる だ け で な 
拠点 や 施設 を 焼き 払う 


< с) pacaman 
амин. MANEA 


格闘 戦 に 対応 し た コク ピッ ト 


ウイ ング ガン ダム ゼロ か ら 派生 し た 5 機 の ガン ダム は 、 揉 № コク ピッ ト 内 部 Ш コク ピッ ト ハ ッ チ я 


縦 機構 な ど 基本 性 能 に お いて 共通 する 部 分 が 多い 。 だ ビュ ーッ 
が 、 そ の 内 部 構造 や OS に つい て は 機体 に よっ て 若干 の 


差異 が 見 られ た よう だ 。 本 機 も 、 レ バー や ベ ダ ル を 用 いた 5 = e. 
シス テム は 他 の ガン ダム と 変わ りな い が 、 格 関 戦 を スム ー 
ズ に 行う べく 調整 が な され て いた と 推 潮 で きる 。 


= 
“= 
a 
= 
= 
Еа 


:MSN-02 ジオ ング 


モビ ルス ー ツ 


OIBRE 


ジオ ン 公 国 の 威信 を 賭け た ニュ ー タ イプ 専用 MS 


「 あ ん な の 飾り で す 。 偉い 人 に は それ が わか らん の で 
02 ジオ ング に 脚 部 が 付い て いな いこ と 


必ず と 言っ て よい ほど 話題 に 上 る エ 
実 、MSN-02 は 宇宙 空間 で の 単 


SLMS ICME. 相討ち と は いえ 、 あの RX-78 7 
ンタ ダム を も 倒し 実力 を 示し た 。 
RX-78 を 退け た MSN-02 は 、 ジ オン 公国 軍 に お ける 
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初 の NT 専用 MS で ある 。 当初 MS-16X( 単 に MS-16 と 
資料 も 存在 ) の 型式 番号 で 開発 され 、 サ イコ ミュ ・ 
シス テム の 実験 機 に よる デー タ 収 集 と ビー ム 兵 器 の 稼 
働 テ スト か ら 開始 され た 。 この 実験 機 は 3 種類 あり 、 中 型 
の 宇宙 戦闘 機 、MS-06Z サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 試 験 用 
ラウ ・ ブ ロ も その ひと つ で ある 。 
だ が 、MS-06F ザク T を 基 に し た 実験 機 で は 搭載 予定 
の メガ 粒子 砲 を 稼働 させ る に 足る 出力 を 得 
ず 、 最 終 的 に は 大 型 の 熱 核 反 応 炉 を 搭載 し た : 
機 と な り 、 MA 的 な MS と し て 完成 を みた の 


ен. кене 
いる 。 下 腕 部 は 有線 式 


全高 17.3m 


9.400kW 


УЕ 
ER 頭 部 メ 議 子 砲 / 胸 部 有線 5 連 半 
が 和子 砲 X ら 本体 メガ 粒子 砲 X ら 


BRE 
I COLOR 


КЖ: 


青 部 

バッ ク バ ッ ク は 備わっ て お ら ず 、 ス カー ト ・ ア ー マ ー 内 
に メイ ン ・ ス ラス ター を 持つ 。 また 、 モノ アイ ・ レ 
部 側 に も 伸び て お り 、 当 時 の モノ アイ 仕様 の MS 
広い 視界 を 有 し で いた こと が わか る 


| スカ ー ト ・ ア ー マ ー 
内 部 の メイ ン ・ ス ラス ター は スカ ー ト ・ 


年 戦争 
て 最大 の 戦闘 。 + 
7-88 


脚 部 を 廃し て MA の 特性 を 獲得 し た 大 型 の 機体 


MSN-02 の 設計 案 は 、AMBAC シ ステ ム と し て 機能 する 歩 
ト を 装着 する 弟 一 試案 と . 歩行 ユニ ッ ト を 廃し て 高 機 
動 パ ー ニ ア で 機動 させ る 第 二 試案 が 存在 し た 。 MS-06Z の 
試験 結果 に より 第 二 試 案 で 開発 が 進む こと と な り 、 この 時 点 
で 「NewType」 の 頭 文 字 を 抱く NT 専用 機 の 型番 「MSN」 の 
区 分 が 新設 され 、 MS-16X か ら MSN-02 と な っ た の で ある 。 
複数 の メカ 粒子 砲 を 楼 便 させ る た め 大 型 の 競 核 反応 炉 を 
搭載 し 、 通 営 の MS の 3.8 倍 の 出力 を 持つ に 至る 。 結果 的 に 
機体 が 巨大 に な り 、 ス ラス ター 数 の 割 に 機動 性 は 高く な い 。 
財部 を 廃し た こと で 、 AMBAC に よる 姿勢 制御 より も 、 スラ ス 
ター 推力 で 向き を 変え る MA 的 な アプ ロー チ が 採用 され た 


シリ ア ・ ザ ビ は 80% の 完成 度 
語る 一 方 技師 は 万 全 の 性 能 だ と 


・ ダ イク ン が 唱え た ニュ ー タ 

イブ 時 超 を 潜 カ と し て 用 いる と いう 

пиро. ЖИБЕ ЖЕН 
HNT 専 用 MS で ある 


THERDS, DHE 
は 単独 で も 小型 MA レベ 
ТУГЕ 


El nts 


イプ 能力 を 持 


て いた こと か ら 、 胸 部 に も 
コク ビッ ト を 搭載 。 前 面 と 
HISAR (RAK) の 

ー が 本 され 
RPOMAERETS— 
г: 


大 火力 に よる 射撃 に 特 化し た MA 的 な 武装 


ビッ ト 等 の 無線 誘導 式 サ イコ ミュ 兵器 の 搭載 は 見 送ら れ 、 
有線 誘導 式 の メガ 粒子 砲 が 採用 され た 。 事 
ュー タイ プ の 絶対 数 が 限ら れ て お り 、 
・ シ ステ ム の 運用 デー タ も 不 充分 で あっ た 。 その た 
め 、 純 粋 な NT 専用 機 に 比重 を 寄せ て し まう こと を 開発 陣 が 
危 恨 し 、 一 般 パ イロ ッ ト に も 対応 させ た の で ある 。 また 、 キ ア 
M-33E を 基 に し た メガ 給 子 砲 を 計 13 基 搭載 。 大 火力 を 備え 
る 半面 、 格闘 兵 装 は 挫 載 され て お ら ず 近接 戦闘 は 不得 手 で 
あっ た 。 まさ し く MA 的 な 武装 と 欠点 を 抱え て いた の で ある 。 


ата 
лийза олы ЕНЕН С 
し 、 RX-78 を 苦し め た 。 


E 腕 部 有線 5 連装 メガ 粒子 砲 

を 備え た 下 胸部 は ケー ブル で 制御 され る 。 st. ВН 
で ある 豆 指 は マニ ビュ レー ター と し て も 宛 分 に 機能 する 。 EB, апо 
ら 10~30m ほ どの ビー ム ・ サ ー ベ ル を 展開 で きた と いう 説 も ある 


MSN-02 の コク ピッ ト は 、 頭 部 と 胸部 の 2 ヶ所 に 設け られ 
た り の バ よっ て 操縦 系 統 を 分 担 し 、 本 

ニュ ー タ イプ 能力 を 必要 と する サイ コミ ュ 兵 装 を 含め た 
火器 管制 と 、 機 体操 座 の 負担 を 軽減 する 狙い が あっ た 。 © 
れ に より 効率 的 な 機体 運用 を 可能 と し ュー タイ プ 能 力 を 
い 一 般 パイ ロッ ト で も 操縦 し や すく 設計 され て いる 。 な 
お 、 頭 部 コク ビッ ト は 分 離し 、 小型 MA と し て も 機能 する 。 


нео тәл. 
が アム ロ ・ レ イ の 意表 
成功 し 、 不意 打ち に よ | 

27212-52 


шю 


コク ピット の 内 部 形状 か ら BBB 
に は MAN-08 エル メス と 同等 の 


イプ 失わ な 
脱出 機構 を 持 


画 頭 部 メガ 粒子 砲 


LID TRIEB] 


歩兵 戦 の 展開 構想 に 執着 し 
た 軍 首 脳 部 の 強い 要望 
て 、NMSN-02 に は 当初 構 
あっ た 脚 部 (陸戦 用 歩行 ユニ ッ 
ト ) が 開発 され て いた 。 だ が 、 ア ・ 
パオ ア ・ ク ー で の 戦闘 に | 
合わ ず 、 シ ャ ア の 搭乗 し た 1 号 
機 用 の 脚 部 は この 戦い で 焼失 


395850585. 


画 MSN-02 


歩行 ユニ ッ ト を 装 瀧 し た MSN-02。 
全高 は 35m を 超え る 巨体 で あっ た 。 
肝付 き の MSN-02 は 「 陵 間 用 歩行 
ユニ オト 装 秒 オ ペレ ーション 」 と 称 さ 
れる こと も ある 。 ВИННЫХ 
琶 部 の 装甲 を 外し た 状態 の も の 。 


し て お り 、 パー フェ クト ・ ジ オン グ 4 


2. BRL 


8. 
用 兵器 で も ある が 、 


7-яэ-олазматоый 
BEAR MEER NTS 


どの 成 を 持つ 。 


Hh 42547 
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機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : RX-78-2 ガ > 


パイ ロッ ト 生 還 と デー タ 取 得 を 狙っ た 画 期 的 機構 


軍隊 に お いて 最も 高価 な 兵器 と は 何 か ? この 問い 
に 対す る 回 答 は 前 提 条 件 や その 時 の 状況 に よっ て 異な 
り 、 一 貫 し た 回 答 は 得 られ に くい 。 だ が 普遍 的 な 回 答 と し 
て 挙げ られ る も の が ある 。 最も 高価 な 兵器 一 一 それ は 兵 
士 で ある 、 と 。 で は 何 を も っ て 兵士 を 高額 兵器 と 見 な す の 
か 。 単純 に 戦闘 機 と パイ ロッ ト を 比較 すれ ば 、 どちら が 高 
額 か は 議論 を 待た な い 。 し か し 戦闘 機 が 工 淫 で 建造 され 
る 工業 製品 な の に 対し 、 ひ と り の 人 間 を 優秀 な パイ ロッ ト 
に 成長 させ る に は 時 間 と 費用 が 必要 と な る 。 戦場 で 必 
要 な 知識 と 技術 、 最 新 技術 を 反映 し た ハイ テク 兵器 を 


運用 する た め の 技 量 、 さ ら に 非 戦闘 時 の 兵士 の メン タル 
管理 、 等々 ……。 優れ た 兵士 を 輩出 する に は 想定 以上 
の 経費 が か か る の で ある 。 その た め 負 傷 や 戦死 と いう ア 
クシ デン ト で 貴重 な 兵士 が 損失 する の は 、 軍 部 に と っ て 
可能 な 限り 避け た い 事態 と 言え よう 。 U.C.0079、 ジ オン 
公国 軍 が 引き 起こ し た 戦乱 に 対抗 する 地球 連邦 軍 に お 
いて も この 事情 は 変わ ら ず 、 連 邦 技術 者 は 新型 MS(RX 
シリ ー ズ ) の 開発 に 当たっ て 、 パ イロ ッ ト (お よび 機体 デー 
タタ) の 回 収 を 主眼 と する 特殊 機構 を 考案 し た 。 それ こそ が 
「 コ ア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム 」 な の で ある 。 


ンダ ム 


ШШ sg 


RX 計画 と V 作 戦 
22E FG-03-27 W 


FILE PREVIEW. 


を 学び て いる 。 


ム と は MS の 機能 中 枢 を 機体 と は 
ニッ ト (コア ・ ブ ロッ ク ) で 構成 し 、 危機 的 状況 
て パイ ロッ ト と 機体 運用 デー タ を 生 二 な さ し め る も 


ЕЗ RR 

METIXCHMISE, ЖМУ е 
な 大 き さ を し て いる 。 お そら く コ ア ・ ブ ロッ ク へ の 変形 
機構 を 重視 し 


全長 86m 
重量 89t( 異 説 420 


30-5 


5. その た め コ ア - ブロ ッ ク は 高 性 能 な 脱出 装置 と 
見 な すこ と が で きる 。 だ が 連邦 軍 技 術 陣 は 、 
脱出 装置 に さら な る 機能 を 付与 し た 。 thi 
変形 機構 で ある 。 機体 か ら 脱出 後 、 自 力 で 飛行 する だ け 
で な く 、 あ る 程度 の 自衛 機能 を 有する 戦闘 機 に 変形 する 
こと で パイ ロッ ト と 運用 デー タ の 回 収 率 を 高め よう と し た の 
だ 。 の ち に コア ・ フ ァ イ タ ー と 名 付け られ た 可変 戦闘 機 は 
機構 の 複雑 化 や 高 コス ト 化 の 要因 と な っ た が 、 反 面 、 当 
初 の 目的 を 予定 どおり に 果たし た と され る 


推進 機関 


連装 バル カン 砲 X2 プ ミサ イ 
チャ ーX2 

所 属 地球 連邦 軍 
搭乗 者 アム ロ ・ レ イ fb 


態 が コア ・ ブ ロッ ク で ある 。 コア ・ ブ ロッ 
で 、 本 機 は RX シ リー ズ の 機能 中 枢 と な る よ 
これ に よっ て RX シ リー ズ は 生存 性 の 高 さ の みな 
ら ず 、 戦 況 に 応じ た 柔軟 な 運用 と いう 想定 外 の 利点 が 生 
まれ た 。 その 一 方 、 変 形 機構 は MS 本 来 の 性 能 向 
関係 せ ず . 機 体 構造 の 複 准 化 か ら 来る 整備 性 の 低下 を 招 
き 、 コス ト 高騰 に よる 生産 性 の 低下 に も 繋が っ た と され る 


ア 


зая 


か 5 コア ・ ブ ロッ ク へ の 変形 ( 逆 も 同様 ) S 48381 
So ERASED CET TON. LOM, ME 
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mebi ser 03: 


用 シス テム 


コア ・ チ ェ ン ジ は 任意 に 実施 で き 、 実 戦 で は 飛行 中 に 
変形 し て RX シリ ー ズ の パー ツ と ド 
こと も あっ た 。 た だ し 空中 換装 は 、 
し な いと 変形 中 に 失速 ・ 典 落す る 危険 を 伴う 。 また ドッ キン 
グ に 失敗 する と 戦線 へ の 復帰 は 比 し く . 不慮 の 事態 が 発 
生 し か ね な い 危 険 を 常に は 
られ な い 限 り 、 コ ア ・ チ ェ 


コア ブロ ッ ク は RX シ リー 
доў 

+). SMSC 
可能 と な っ て いる 
жатайын 

の 仕様 で ある 


母艦 で ある ホワ イト ベー ス と の 連動 が 考慮 され ん た シス テム 


E ホワ イト ベース 艦内 運用 シス テム N 着 艦 ご 変形 プロ セス 


57: 27у19-ФЕЖ ИЯ. 
他 、 PLAS <71 VTA 
合 も ある 。 艦内 で ドッ キン グ を 急ぐ 場合 、 こ の 方 
法 が 多用 きれ た 


ッ キ を 利用 する 


収容 れ た コア ・ ブ ロッ ク に 
MS 格納庫 に 移動 。 バ ー ツ 
TECH eR ARK 
REFN, MS と し て 
BRETS, 


拡張 жады 


戦闘 機 に 変形 する と は いえ 、 正 規 の 戦闘 機 と 比較 し た 
場合 、 コ ア ・ フ ァ イ ター の 総合 能力 は 満足 で きる も の で は 
な か っ た (特に 航続 距離 の 短 さ か ら 行動 範囲 が 限定 され 
る こと は 、 兵 器 と し て の 汎用 性 を 低下 させ る 要因 と な っ た 
と 思わ れる )。 その た め 連 邦 軍 開 発 陣 は コア ・ フ ァ イ タ ー の 
特性 を 活か す 方 法 を 模索 し 、 そ れ は 拡張 バーツ の 誕生 と い 
う 形 で 実現 し た 。 HX シ リー ズ と の ドッ キン グ 機 構 を 有する 
コア ・ フ ァ イ ター だ け に 、 新 た な 拡張 パー ツ と の ドッ キン グ 
は 既存 の シス テム を 流用 で きる た め 開 発し や すか っ た の だ 
ろう 。 大 出力 推進 機関 と 増 槽 、 追加 兵 装 を 組み 合わ せ た 
拡張 パー ツ に よっ で 総合 性 能 向上 を 果たし た コア ・ フ ァ イ 
ター は 、 MS の 支援 機 と し て の 活躍 の 場 を 得 た の だ っ た 


MORE INFO! 
コア ・ フ ァ イ タ ー の 系 譜 


高 性 能 が ゆえ の コス ト 増 大 や 整備 性 の 病 雑 化 に よっ て 、 ユ コ 
ア ・ フ ァ イ タ ー の 系 譜 は 途絶 える か と 思わ れ た 。 し か し 試作 機 
PERTH, パイ ロッ ト お よび 運用 デー タ の 回 収 は な お も 
重要 事項 で あり 、 主 に ガン ダム の 名 を 冠 する 機体 に お いて 、 コ 
ア ・ フ ァ イ ター は 採用 され 続け で いる 。 さら に 技術 水準 の 向上 
に 伴っ て 基本 性 能 や 変形 シス テム は 洗練 され 、U.C.0150 年 
代 に 登場 し た 機体 で 能力 的 な 最高 到達 


ガン ダム 試作 3 号機 に も コア ・ 

ファ イタ ー ザ が 搭載 され た と 言わ れ 

る が 、 開 人 計画 が 抹消 され た た 
DIRE HLN 


ル ・ モ ビル スー ツ と 呼ば れる 。 


シス テム の さら な る 可能 性 を 模索 し た 強化 パーツ 群 


E FF-X7 Bst コア ・ ブ ー ス ター 


хо 


ГТ 
め ジ ャ プロー から 宇宙 


画 G バ ー ツ 
RX-78-2 の 軍用 拡大 を 目的 と し た 新型 機 。 A <B パ ー ツ か ら 構成 され 、 単 
重 攻撃 機 とし て 機能 する ほか 、 パ ー ツ の 組み 換え で 能力 が 変化 する 


Anti bia sg ИШ КЛ СЮ AERA Te 
AOD (GFL) と し て 出撃 し た こと も ある 、 


FFA FXA-O7GB 

トリ アー エズ コア ・ フ ァ イ タ ー (ZZ ガン ダム ) 
一 年 戦争 以前 に 開発 され た 、 Оа 

大 気 国内 外 で 運用 可能 な 軽 戦 ほか 、MS を 構成 する パー ツ ( コ 


BIR. ENDER - 27 
イタ ー と の 共通 点 が 見 られ る 。 


ア ・ ト ッ プ コア ・ ペ ベース ) と 
の 連携 運用 も 可能 と な っ た 。 


ジェ ッ ト ・ 

コア ・ ブ ー ス ター 
コア ・ プ ブー スタ ー と 同時 期 に 本 
пишне, REF 
ЕЕЕ RREME 


コア - ファ イタ ー (V ガ ンダ ム ) 
V ガ ンダ ム の 上 半身 と し て 頭 部 
тз 


を 用 いて いる 。 


V ダ ッシュ ・ 
コア ・ ブ ー ス ター 
N DEE 


ク が 、 ド ッ ォ キン ク 答 の MS の パッ ファ イタ ー。 火力 と 機動 性 が 


ク パ ッ ク と し て 機能 する 。 жэй снна тоз. 5. 
FF-XIIFb 

コア ・ フ ァ イ ターI Fb コア ・ フ ァ イ ター (V2 ガン ダム ) 

катеш ツガ ンダ ム の コア ・ フ ァ イ ター た 

に 件 っ て 改修 され た 機体 。 ER g жаз& шс. г. 推進 機 

の 代わ り ー サ ル ・ ブ ー 関 の ミ ノ フ スキ ー イブ に 


スト ・ ボ ポッド が 採用 きれ た 。 ез 


mava 306 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


ARIA A 


頭 部 

見 、MS-14A ゲル グ ク と 変わ ら な い 落 状 の 頭 部 
マル チー ブレ テ ナ は MS-14JG 
Ји た も の に 変更 され 、 改 良 
見 て 取れ る 


№ SPEC 
Ж 21.1 (頭頂 高 21.0m) 
ІШ 43.71( 全 備 重量 82.60) 


RE ビーム ・ サ ー ペ ルズ 胸部 グレ ネー 
チャ ーX2 バッ ク バッ ク 部 ミサ イル ・ ポ ッ 


新型 機 に 匹敵 する 活躍 を 見 せ た 改 修 機 


ーー 年 戦争 の 末期 に 完成 し た MS-14A ゲル ググ は 、 ジ 
オン 公国 軍 の MS に お いて ビー ム 兵 器 を 携行 可能 と し 
た 初 の 機体 と いう だ け で は な く 、RX-78 ガン ダム を 超え 
る 性 能 を 有 し て いた 傑作 機 し 戦場 
に 安定 供給 され た の が 終戦 の 2 週間 前 と いう 投入 の 遅 


の 意 を 名 に 宿す MS-14J リゲル グ で ある 。 


一 年 戦争 後に アク シズ へ 逃げ 延び た 公国 軍 残 党 は 
改修 し た MS-14A を 訓練 機 と し て 運用 し 


オン 戦争 時 に お いて 新型 MS に 劣ら 
搭乗 し た イリ ア ・ パ ゾ ム の 能 部 分 も ある と は い 
え 、MS-14A の 設計 が 確か で ある こと の 証左 と 言え る 。 
士官 学校 時 代 に マシ ュ マ ー・ セ ロ も いた と 
れ ば 強化 人 間 , の 乗 機 と な る 予 
AMX-011S ザク 皿 改 の 完成 に よっ て イリ 
ア が 搭乗 する こと に な っ た と され る 。 


活躍 を 見 せ た 。 


DARKGRAY 


関連 ファ イル 
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高 機動 化 に 主眼 を 置 


原型 機 で ある MS-14A を 基 に 、 全 体 的 な 性 能 の 底 上 
げ が 成 され て いる 。 形状 に 大 き な 変化 は な いも の の 主 に 
装甲 材質 や ジェ ネ レー ター に 手 が 加え られ て お り 、 徹 底 し 
た 機動 性 の 強化 が 施さ れ た 。 この 一 点 集中 し た 強化 こそ 
が 、 最新 鋭 MS に 匹敵 する 戦果 を 生ん だ 5 


MS-14J の セン サー 有効 半 

#t8,700m. 

т ИФ 

れ た ほか 、 要 人 警護 用 と し 
配備 いた 


いた 機体 改修 


回 ウイ ング ・ バ イン ダー 


ққ 


準 的 な 白兵戦 スタ イル だ 5 
を 廃し て 射撃 戦 用 の 兵 装 を 充実 させ て いる 。 特に 固定 兵 
装 と し て 実弾 系 の 火 これ に より 戦闘 に お ける 
対応 の 幅 を 広げ 、MS-14J の 武器 と 


操縦 系 の 刷新 


ネオ ・ ジ オン で は 訓練 機 と し て 運用 され て い : 
コク ピット は 全 天 周囲 モニ ター と リニア ・ シ ー ト を 
る 。 外見 は MS-14A と 酷似 する が 、 内 部 は 同時 代 の MS 
と 同様 の 構造 へ と 完全 に 変更 。 それ に 関連 し て 、 操縦 系 
統 の アビ オニ クス も 最新 の も の に 更新 され て いる , 


射撃 戦 を 重視 し た ピー ム / ノ 実弾 系 兵 装 


撃つ こと も 可能 。 D 
MS-14A と 同じ で あ 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 


MORE INFO! 


-ERME 34/5-24-УЕЕкСОФРЕЖОШФЕН 
し た ジオ ン 公 国軍 残党 は アク シズ へ と 逃れ た 。 そこ で は ザビ 
家 の 思 想 と 共に 、MS 開 発 に お いて も 公国 軍 の 設計 思想 が 
жт, アク シズ で は 独自 の MS 開発 体系 を 確立 
し つつ も 、 中 に は MS-14J を は じ め と し た 旧 公 国軍 MS の 流れ 
ま 流 ん だ リフ ァ イ ン 枝 が 運用 され て いる 。 さら に アク シズ で 開 
発 され た AMX-009 ドラ イセ ン な ど は MS-09 ドム の 設計 思想 
を 受け 継い だ MS で あり 、 公 国生 の 正 脈 は 色濃く 残っ て いた 。 


AR отв. 
能 強 化 と コス ト ダ ウン を 
両立 させ る うえ で 効果 的 
な 手法 だ が 、 PISAN 
の も の は 量産 化 を 考慮 し 
な い カス タム 機 が 多い 。 


地球 各地 で 活動 を 続け る 
AMBRE TS 
MS は 、 ほとん ど が 旧型 機 


を 必修 
あぁ る が 、 充分 な 戦闘 力 を 
ақа 


ーー で ぁ 3。 その サイ スズ か 5 見 
SC AAPA: 
で も な か っ た よう だ 


Ш AMX-117L 
ガ ズ エ ル 

ーー 年 戦争 時 に 開発 途上 

5-17 ガル バ 

ルディ の D 型 を 共に し た り 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 
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モビ ルス ー ツ : MS-06Z サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 試 験 用 ザク 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 
ЕТЕ 


J ZAKUIZTYPE | ZTYPE 


ジオ ング の 仕様 を 盛り 込ん だ ザク 改造 機 


MS-06F ザク HIF 型 を ベー ス に 、 サイ 
ビー ム 砲 、 大 推力 スラ スタ ー な ど を 搭載 し た 試 
MS-06Z サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 試 験 用 ザク で ある 。 ЖШ 
は ニュ ー タ イブ 専用 MS、MSN-02 ジオ ング の テス ト 機 
に あたる 。 この 事実 は 、 サ イコ ミュ ・ シ ステ ム ・ ザ ク ・ ジ 
オン グ ・ テ スト ペー ス と いう 別名 や 、 型 式 番号 末尾 の Z. 
(ZEONGー ジ オン グ の 頭 文 字 ) か ら 理解 で きる 。 型式 
番号 か ら 5Z タ イプ ・ ザ ク 、 実験 計画 名 「 ビ ショ ッ プ 計 画 」 
pd 「 ビ ショ ッ プ 」 と 呼ば れる ケー ス も あっ た 。 

開発 拠点 は グラ ナダ で 、 完 成 時 期 は MAN-03 ブラ 


ウ ・ ブ ロ の 10 日 後 だ っ た 。 計 3 機 が 製作 され て いる , 
MS-16X ( 後 の ジ オン グ ) の 開発 に あたっ て 試作 され 
た 実験 母 機 は 、3 機 種 存在 し た 。 中 型 戦闘 機 、 
イプ 用 MA ブラ ウ ・ ブ ロ 、 そし て サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 試 験 
用 ザク で ある 。. 本 機 が 特殊 だ っ た の は 、 ジ オン グ で 予定 
され た 仕様 を 可能 な 限り 実現 し た こ . 
ビー ム 砲 や モノ アイ 走査 レー ル 、 胸 部 形状 
グ に 酷似 する の は 、 この た めで ある 。 だ が 、 


性 能 不 足 か 


ら 充分 な デー タ 収 集 が 行え ず 、2 号 機 が MSN-01 サイ 
コミ ュ ・ シ ステ ム 高 機動 試験 機 に 改修 され て いる 。 


mebi serr 184 


№ SPEC 
(ЯЖ 17.7m) 


推力 388,000ke (1 号機) 


装甲 材質 BARILES 
BR 腕 部 有線 誘導 5 連装 メガ 粒子 枕 


関連 ファ イル 


26-01-19) 
LEE 63-01-19 


作 機 を 投入 し て いる 。 


ки ン 
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爆発 的 推力 を 得 た スラ スタ ー 


メイ ン ・ フ レー ム 程 度 し か ザク IF 型 の 部 品 が 残っ て いな 
いと 言わ れる ほど 、 流 底 的 な 改造 を 加え られ た 背景 に は 、 ジ 
オン グ の 仕様 の 実現 が ある 。 サイ コミ ュ や 兵 装 を 除く 改造 
ポイ ント と し て は 、 外部 映像 認識 装置 、 ス ラス ター、 ジェ ネ 
レー ター が 挙げ られ 、 いずれ も 大 幅 に 強化 され た 。 
特に スラ スタ ー の 強化 は 劇 的 で 、 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 試 
験 用 ザク 1 号機 に は 、38 万 8.000kg も の 推進 力 を 
に 。 原型 機 ザ サク IF 型 の スラ スタ ー 推 が 4 万 3.300Kg 
で ある か ら 、 その 推力 は 9 倍 近く も 増加 し て いる 。 
推力 の 爆発 的 な 増加 が 図ら れ た 理由 と し て 、 高 機動 戦 
量 時 に お ける サイ コミ ュ ・ オ ペレ ーション の デー タ 収 集 が 挙 
げ ら れる 。 大 出力 ジェ ネ レー ター 搭載 に よる 機体 容積 の 増 
大 も 、 推 力 増加 を 必要 と し た 一 因 o し か し 推進 剤 
量 の 問題 か ら 、 稼 働 時 間 は 10 分 程度 に 限ら れ て し まっ た 。 


コク ビッ ト ・ ハ ッ チ 
MF SESH 


、 補助 パ ー ニ ア は な いよ う 
肢 部 の 歩行 機能 や AMBAC 機 


能 は 、 期待 で き な い 。 


も 特異 で ある 。 推進 方 向 に よっ て 
各 基 を 使い 分 け て いた 。 


#/ と な っ た 。 VALI Clie 
サイ コミ ュ 制 御 式 の 有線 ビー ム 砲 


ジオ ング の 仕様 を 可能 な 限り 実現 し よう と し た サイ コミ ュ ・ 
シス テム 試験 用 ザク に は 、 脱 部 有線 誘導 5 連装 メガ 粒子 
太 が 搭載 され た 。 ジオ ング と 同じ く 、 上 腕 と 有線 接続 され た 
前 腕 を 射出 する タイ プ で 、 五 指 全て が メガ 粒子 砲 に な っ て 
いる 。 制御 は 、MS 本 体 搭載 の サイ コミ ュ を 介し て 行わ れ た 
が 、 性 能 は 不 充分 だ っ た 。 また 、 当 時 の 技術 で は 有線 誘 


АҚТ) 
Эх 


VALTER AM EOR 


жа (igu LIB) の コン パク ト 化 が 困難 だ っ = 
た た め 、 前 胸部 が 極端 に 大 型 化し て し まっ た 。 
ARF, SHEE 
を 発揮 し た 。 
サイ コガ ンダ A ム MkT、 я | 2 ジオ ング の 財前 ЕГІЗ 
ペン ・ ウ ルフ な ど に 継承 さ ! 射出 … 接続 方 法 に м, 
れ た 。 = 要 と せ ず 、 MS 本 体 か ら エネ ル ギ 
Сото 
完成 し た 3 機 の サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 試 験 用 ザク は 、 コレ Ш サイ コミ ュ ッ シス テム 試験 用 ザク 1~ う 号機 の 経歴 
ヒド ー ル 暗礁 宙 域 で テス ト に 供 さ れ た 。 母艦 は 実験 艦 レム к wena 
リア で ある 。 テス ト で は 、 高 機動 レベ ル に お ける サイ コミ ュ 
使用 時 、 セ ロレ ンジ 攻撃 デー タ の 収集 が 難し いと いう 問題 PBB. 3 号機 より も 細身 の 機体 
ВЯ, 性 能 的 な 限界 と 、 パ イロ ッ ト の ニュ ー タ イプ 能 ВВ > Ss.oooks. 
力 下 足 が 原 因 だ っ た 。 また 、 テ スト 中 に 地球 連邦 軍機 жаркы. 
жа, 25% НВ SRO, RCH 
Гес иаа NTS, 
テス ト 中 、 ВЕНЕВ TIAN. 
ова SNOT サイ RF minutami. a 
Ш М52-062-3 ア ・ リ (オア ・ ク ー 戦 に 参加 。 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 
試験 用 ザク (3 号機) 
ア ・ パ オア ・ ク ー 戦 に 投入 され た と 見 > 
бын ааа Сыдк О 
て いる 。 バイ ロッ ト は ヤ ハ ギ ・ フ ラン ジ 
パッ ク の 可能 性 が 指摘 され る 。 


ア ・ パ オア ・ ク ー 埋 で は 、2 バオア ・ ク ー 戦 に 参加 


号機 改修 の サイ コミ ュ ・ シ 
азанын 
に 実戦 投入 され た 。 戦果 
は 不明 で ある 
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トラ イク ダガー 


「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン 」 は 左側 部 
ーー 方 で 右側 頭 部 の スペ ー ス に 
設置 され た 


RE Тот N Та 

ム 「 イ ー ゲ ル シ ュ テ ルン 」 /ES0) ビー 
ペル ノ M703 57mm 高 エネ 
ライ フル (ダレ ネー ドラ ン 


os 
МЕНЕ 


BROTHEL. 


関連 ファ イル 


強烈 な イン パク ト を 残し 4 1 合 整備 性 の 向上 を メイ ン と し た 仕様 の 

軍 も 、 ザ フト に 対抗 К 5 イク ダガー は 特殊 機構 や 固定 火器 を 極 
GAT-X シ リー ダ ズ に カテ ゴ ラ イ ズ さ れる 5 機 の 試作 機 を 完 排除 | ンプ ブル な 構造 と な ラ 
成 さ せ た の ち 、 OS (オペ ステ ム ) を ナチ ュ ラ 


初 の 制式 採用 機 と な っ た た 
『 ム や デュ エル ガン ダム な ど 、 め 、 地 球 軍 の 主力 機 と し て 大 量 に 戦場 へ と 投入 され た 
GAT-X100 系 を 基 に 製作 され て いる 。 本 来 は デュ エル の で ある 。 


スト ライ クダ ガー の 武装 は 、GAT-X100 系 に 装備 され た 
兵器 群 を 、 生産 性 や コス ト 面 に 配慮 し て 改良 し た も の で あ 
る 。 その 兵器 構成 も デュ エル ガン ダム を 継承 し て お り 、 主 
武装 は 57mm 口 径 の 高 エ ネル ギ ムラ イフ ル と ビー 
ム サ ー ベ ル で あっ た 。「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン ] が 1 門 に な る 
な ど 、 量 産 を 想定 し た 簡略 化 は 成 さ れ て いる が 、 ザ フト 製 
MS と の 戦闘 に 対応 する 攻撃 力 は 獲得 し て お り 、 地 球 軍 
の 主力 機 と し て 充分 な 活躍 を 見 せ で いる 。 


СЕ. (コズミック ・ イ ラ ) ПОЩАЖ. 25429-28 
Жап, Жулио. Котва ЕН. 


/ 回 75mm 対 空自 重 
バル カン 砲塔 シス テム 
/ 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン 」 


шалана. жы 
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量産 を 意識 し た 武装 群 


対 MS 戦闘 時 の スト ライ 


ЗЫ GAI-X100 系 を 継承 する シン ブル な 構造 


GAT-X100 系 を ペー ス と する スト ライ クダ ガー は 、 AM 


の は 、 追加 兵 装 パ ッ ク で ある スト ライ 
カー パッ ク の 搭載 を 想定 し て の も の で あっ た が 、 本 機 は 戦 
時 量産 タイ プ で あり 、 ス トラ イカ ー パ ッ ク の 標準 装備 は 見 送 
られ て いる 。 だ が 、 シ ンプ ブル な 形状 に よる 運動 能力 の 高 さ 
や パラ ンス の 良さ は 維持 され た うえ に 、 一般 兵 に と っ て は 
扱い や すい 機体 と な っ た 。 


тәме 
ライ クダ ガー を 大 

量 生産 し て 戦地 へ 投入 

する だ け で も 、 ザ フト 
KERN 
で ある 


で 伝え 5 れる 。 


Ш コン ソー ル バ ネ ル 
ト の 前 面 に 設置 ん 


Ш 側面 較 
サイ ドカ ら 見 た ダガー。 G 
AT-X100 系 と ぼぼ 同村 


URE жас 
いる 


画 ハッ チ 

一 重 構造 と と っ て いる コク ピッ ト 
バッチ 。 EMILE. パイ ロッ ト が 
乗降 する 際 の 昇降 ロー プ が 設置 
され て いた 。 下 蓋 は 展開 後 タラ ッ 
プ と な る 。 


СФУ М5. + у 
た 、 肝 部 や 手首 に ハー ド 
ポイ ント を 備え る な ど 、 Ж. 


に は 左腕 部 に 保持 され る 。 か な り の 大 型 だ が 、 取 --” 
り 回 し に は 優れ る 。 


M703 57mm 
高 エ ネル ギー ビー ムラ イフ ル 
(グレ ネー ドラ ンチ ャ ー) 
ЧБ 地球 宣 で は 初 と な る 量産 
牽制 用 の グレ ネー 


Msn BLES. 
E 


画 パラ シュ ー ト バ パック 
地上 へ の 降下 作戦 に 用 いた 
ド ポ イン ト に 接続 する タイ - 


4 _ 


MORE INFO! 
ダガー 系 MS 


スト ライ クダ ガー と 並行 し て 、 地 球 軍 は GAT-X シ リー ズ 
を 基 に し た ダダ : 

直系 で ある ロン グ ダ ガ ー や 、 デュ エル の 直系 で ある 105 ダ 
ガー な ど 、 多 数 の 派生 機 が 登場 し 試験 的 に 昔 場 へ 投 
入 さ れる ケー ス も あっ た 。 


бАТ-010 GAT-O1A1 
ロン グ ダ ガ ー 105 ダ ガー 
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DELTA PLUS 
デル タプ ラス 
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` gg 10" (m) 


2 МЫМ-СОТАТ zzz 


[ 可変 MS TMS 


MSN-00100 百 式 。 本 来 
MSN-001 デル タダ 


に 非 可 変 MS 
あ 


画 を 見 直し 


デル タプ ラス 
8 ОЕІТАРШЅ | 


MSN-00100 


機 が 補充 機体 
7 


マ に 配備 


SPEC 
全高 — (MINE 196m) 
重量 272 
ESTEE 
2529-ЖЛ 92400. 
甲 材質 ガレ ダリ ウム 合 全 
Кї Omm hax E 
フル ビー ム ・ サ ー ベ ル x2 S 
(ビーム ・ キ ャ ノン 、 グ レネ ー ド ・ 


関連 ファ イル 


百 式 と Z 系 の ボテ ン シ ャ ル を 有 し た 量産 試作 機 


тареш сЕ た MSN-00100 の 面影 が 見 。 画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
5 れる も の の 、 可 変 機構 を 組み 込ん だ た め 細 部 の 形状 は 異 か 

$. し か し 、 高達 昔 員 用 MS と いう コン セプト は 引き 継 
いで お り 、 HAMELS MRC EM. CME, 
MSN-001A1 は 、 大 気 園内 外 に お ける 単機 軍用 が 可能 
な 万 能 攻撃 機 と し て 開発 され て お り 、 ウェ イブ ・ ラ イダ ー 形 態 時 
も MS 形態 時 に 劣ら ぬ 火 力 を 発 探す る 。 な お 、 RGM-89 ジェ 


А ША дн m コッ ク ピ ッ ト 


гр: 


ガン 系 と 共通 規格 を 有 す RHGZ-95 リゼ ル と は 異な り 、 当時 の IAA ЕЕ 
Е | Soe AHR есь 
ウェ イブ ・ ラ イダ ー 形 熊崎 に は セ ) > {FORMU словаре 

ane Малын: ЕДЫ fae 


БАНИ 


GMC La HEL CHR, @ 
mg c-pt RE Ces, 


ANN. юш) 
MSN-00100 


ピー ム ・ サ ー ベ ル 
グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー 
ビ ピー ム ・ キ ャ ノン 


= 


飛行 形態 火力 と 機動 性 を 両立 し た ウェ イブ ・ ラ イタ ー 形 態 


MSZ-006 と 同様 に ウェ イブ ・ ラ イダ ー 形 態 へ の 変形 が 可 = 画 MET PARAL Amand —. 
能 。 こ の 大 気 還 再 突入 能力 に よっ て [宇宙 空間 か ら 重力 下 ま レー に さと キー で 
で の 連続 運用] を 可能 と し 、 優 れ た 汎用 性 た 運用 
性 も MSZ-006 と て 大 きく 向上 し 、 ウェ イブ ・ ラ イダ ー 形 態 
時 も MS 形態 と ほ ば 同じ 武装 を 使用 可能 。 どちら の 形態 で も 
充分 な 火力 を 発揮 で きる 。 また 、 可 変 舞 と し て 機能 する フレ キ 
シブ ル ・ バ イン ダー の 採用 に より 、 優れ た 機動 性 を 獲得 。 マル 
チロ ー ル ファ イタ ー と し て 高い 空戦 能力 を 


7 テイ ブライ ター 市 時 
тиш. вхо 


技術 の 進捗 と 運用 記録 の 薔 積 が 実現 し た 変形 シー クエ ンス 


変形 パタ ー ン の 完成 度 は 高かっ た も の の 、 グ リプ ス 戦 役 
当時 は フレ ー ム 強度 が 大 質量 の 可変 加重 に 耐え らち れ な か っ 
た た め 開 発 が 断 念 さ れ た MSN-001。 それ か ら 10 年 近い 月 日 
を 経た こと で ムー バブ ルフ レー ム 部 材 は 紅 進 を 5 
は 、RGZ プ ラン 等 に お ける Z 系 TMS の 可変 機構 デー タ が 番 
積 され て いる 。 これ ら の 技術 と 運用 デー タ に よっ て 、 本 機 は よう 
や く < 本来 の 変形 パタ ー ン を 実現 させ る こと が で きた の で ある , 


Ш 変形 シー クエ ンス 


Mmüuypucsusasnraqmanoo моими 
fe, иноятуиз5. –7. моши 
ャ クト に な っ て いた シー ルド は 、 ЕЕ: 


тш єс. BEE ACL ETM MunSZ-006 
ЛЖ 


в: ДА 


тетен. その 場 で M 


лах, минта. MSZ 


ル ・ バ イン ダー 


тен, р ¢ 
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жиа 


ネエ ェ ル ・ ア ー ガ マ 


時 代 と 共に 姿 と 能力 を 変え て いっ た 連邦 軍艦 艇 


長期 6 て 第 一 線 で 活躍 する 戦闘 兵器 が 配備 当 
初 の 姿 を 保っ て いる こと は ほとん ど な い 。 戦争 に は 兵器 開 
発 競争 の 一 面 が あり 、 酸 勢力 に 勝る 新兵 問 の 開発 ・ 実 
戦 投入 を 急ぐ と 同時 に 、 現有 兵器 の 改良 改修 も 非常 に 
重視 され る か ら だ 。 特に 新兵 器 の 開発 に は 時 間 と 費用 が 
が が かり 、 生 産 ラ イン が 軌道 に 乗る まで は 投入 台数 も 限ら れ 
る 。 その た め 兵 器 の 改良 ・ 改 修 は 想像 以上 に 重要 性 を 
D 声 を 如何 に 反映 させ 、 性 能 向上 に 
者 の 腕 の 見 せ 所 と な る わけ だ 。 これ 
は 宇宙 世紀 で も 同じ こと で 、 最 新鋭 機 の 際 で 無数 の 改 


修 機 が 戦場 に 投入 され て いる 。 U.C.0096、 地 球 連 邦 宇 
宙 軍 独立 機動 能 隊 ロン ド ・ ペ ベル の 所 属 交 と し て ネオ ・ ジ オ 
ン と の 軍事 衝突 に 参戦 し た 強襲 揚陸 艦 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ 
も そん な 改修 艦 だ 。 U.C.0088 に 建造 され 、 ア ー ガ マ に 代 
わる エゥーゴ 旗艦 と し て 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に 投入 さ 
れ た 本 艦 は 、 戦 後に 連邦 軍 に 再編 成 され る と 共に AE( ア 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 ) グラ ナダ 工場 で 大 規模 改 
修 を 実施 。 近 一 中 距離 兵器 の 追加 装備 と 同時 に MS 運 
用 能力 の 充実 化 (特に 機体 搭載 数 と 整備 設備 の 拡張) 
が 施さ れ 、 現在 の よう な 次 に な っ た の で ある 。 


め 、MS 搭 載 数 ( 


が 16 機 ( 


ス さ を 抱え て いた 


増加 し 、 設備 の 


その た め 大 改修 後 は M 
効率 的 運用 を 図 


MECHANIC FILE ШШ АШ 


汎用 性 の 高い 基本 設計 が も た らし た 改修 し や すさ と その 効果 


ェ ル ・ ア ー カ マ の 改修 が 瓶 期 間 で 完了 し た の は 、 ЖО の 容易 さ を も た ら す こと に も な っ た 。 必要 に 応じ て 武器 や 推 
基本 設計 が 関与 いる と 言え よう 。 ホワ イト ペー ス に 端 を 進 機関 を 換装 する こと で 総合 能力 の 底上げ が 可能 に な 
発する 系 統 に 属す る ネェ ル ・ ア ー ガ マ は 、 122-31-70 た の で ある 各部 の 交換 は 新造 艦 の 建造 より も 容 遇 
に ブロ ッ ク 構 造 が 採用 され て いた 。 NETO ED で あり 、 こ れ ら の 要素 が 短期 間 で の 改修 を 可能 に し た と 言 
フレ ー ム 構造 に 推進 機関 や MS 格納 庫 を 盛り 込ん で いた 45/52. 改修 前 後 の ネ エル ・ ア ー カ マ を 比較 する と + 
の に 対し 、 ホ ワイ トペ ー ス は 機能 体 的 な を シル エッ ト は 共通 し て いな が ら も 、 各 部 に 大 小 の 差 
で ある 。 これ は 生 過 率 を 高め る 仕様 異 が 認め られ る 。 これ こそ ブロ ッ ク 交 換 の 特徴 で あり .、 各部 
раза лімі 2551. DRY SDM ЕН TSE ATMEL TS. 


aiken ELMS, РИСУЯ кв 

含む ブロ ッ ク ên. !6 機 の MS 8] Ы: ГАНЕ. % min, メイ プリ 
ーー レー ンー ニーー ド | - Cone ROR ET SMM. メイ ン 
сате, SART- 917 FMD ЛУНЕ 


な どの 全土 も 見 直さ れ 、 全長 や 全力 と 比較 す 


る に 全 話 が 低く な っ た よう に 王 じ られ る 


њасти 


画 改修 前 (前 方 


Миа, 
жетіс 


ソー ラー・ パ ネル 
же, ILE A 
жылт. а®тчахх» р 2 и, зис 
тате. 4 , e 


RIEU 


б 
ンジ Бей | SK = LU AHF RE 
2227 MS カタ バル ト | А ейте 
SHWE Шәп 
MORE INFO! 


乗組 員 の 資質 に つい て RUBE (下方 ) 
AERO PAVERS SCRE Ее; gtr dnp Amey ЫНЫ 
сов. ак. SM OM ACE TERA راہ ایی اون را‎ 


正規 軍人 と な っ た 。 と は いえ 幡 の 練 度 が 上 が っ た と は 言い 
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を 発揮 し て イエ ロー ジャ ケ っ に 大 き な 損害 を 与え て いる 。 + 
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の 運用 
基本 的 な 構造 は 地 
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トタン ク の 脚 部 搭載 で あ 
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メタ ス の バリ エー ショ ン 機 


* エ レク トロ ニク ス 社 (以下 AE) OF. 
MS. MSA-005 メタ ス の バリ 
к. MSA-005K ガン キャ ノ > 
0055 メタ ス 改 で ある 
は 陸戦 用 支援 MS で 、 カラ 
に 「 ゲ リラ 戦 に 適し た 砲戦 用 MS] と し て 開発 さ 
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同系 続 の グリ ー ン 系 
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メタ ス ガン キャ ノン ・ メタ ス 改 
ディ テク ター 

メタ ス の 系 譜 چ‎ 

[ZBE сүт. 可変 機 由 の 実験 機 と し て 試作 され た 


зэх, аврати, CMSB, W 
一 世代 MS 並み の 性 熊 し か な か っ た と 言わ れる 。 し か し 、 ガン 
ダリ ウム 合 全 が も た ら す 優れ た 機体 原 性 、 シ ンプ ル な 可変 機 
構 、 高 度 な 運動 性 を 示す MA 形 胡 は 高く 評価 され て いる 。 こ 
こ で 紹介 し た メタ ス 改 は 、 こ うし た 評価 を 背景 と する 機体 で あ 
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地球 連邦 軍 の ニュ ー タ イプ 観 に 


RX-78NT-1 アレ ックス は 、 一 年 戦争 末期 に 地球 
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基礎 性能 の 底上げ に よる ニュ ー タ イプ 能力 へ の 対応 


本 機 は 、RX78 系 列 機 の トラ イア ル ・ デ ー タ を フィ ー ド バッ ШЫ 
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コク ピッ ト 先進 的 な シス テム に よっ て 操縦 性 の 向上 を 図っ た コク ピッ ト , 


シー ト WF 
を 採用 し た コク ピッ ト で ある 1-247258Ш 7 
に 対応 する た め の 試 み で あり 、 シ ステ ム の 探 用 例 と し て は 
初期 の も の に あたる 。 また 、 ナ ビ ゲ ー ト ・ シ ステ ム の プロ セ 
す は 3 基 RX-78 に 搭載 され 
タ を 高度 化し た NICN シ ステ ム を 搭載 し 
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о. BO CRATER! 
ロッ ク ・ シ ステ ム は 廃 され た 


下 事 ハッ チ が スラ イド し て 展開 
FEWN БУШУ 


mas 33-4 


EZ Вик TG 
Oke № aS6L нон ш 


М у 2555558 ч лоч SCO тзг GS RNN тех 
әсе ЖЕТТІ ЗУ НИКОН T =I OH 


CME SWAG СЕ 


+му/&@ 5н 


„- 725 ІШІНЕ AVY 


MECHANIC FILE 


80) aÜ] nal 


[ベガ サス 級 」 の 特徴 を さら に 昇 化 させ た 艦 体 設計 


実果 の 運用 記録 が 少な いこ と か ら 、 グレ イフ ァ ン トム の 詳 
細 な 性 能 や 機能 に つい て は 不明 な 部 分 が 多い 。 それ で も 
BESNY RR TDAH TE) OMS 
運用 能力 と 支援 戦闘 能力 が 付与 され て い は 確か で 
ある 。 し か も その シス テム は 、 ホワ イト ペー ス よ り も さら に 洗練 
され で いた と 考え られ る 。 新設 され た 連装 誘導 弾 ラン チャ ー 
自 橋 な ど は 、 本 径 独自 の 構造 で ある 。 MISE 
よる 試験 段階 
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© MS カタ バル ト 
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ホワ イト ペー ス 級 ] や 「 ペ ガサ ス 級 グ レイ ブ 
ケー ス が あり 、 諸説 が 入り 乱れ て いる 状態 で ある 。 その た め 
同型 艦 に つい て も 正確 な 建造 記録 や 運用 デー タ は 残さ れ 
て お ら ず 、 不 明 な 部 分 が 多い (これ は ホワ イト ペー スズ を 含む 
ペガサス 級 に 共通 する 悪 案 事項 で は ある の だ が )。 № 
— 正史 に 登場 する 同型 態 に は 以下 に 述べ る 3 隻 が ある , 
た だ し これ ら の 艦 に つい て も 映像 が 確認 され で いる だ け で , 
出自 な どの デー タ は 一 切 不明 と な っ て いる 。 今後 その 他 の 
同型 艦 が 変 を 現す 可能 性 も 考え られ る が 、 現 在 の , 
本 艦 の 同型 態 は 極め て 少な いと 言わ さる を 得 な い だ ろ う 


MORE INFO! 
同時 代 の 艦船 、 航空 機 


グレ イフ ァ ン トム が 運用 され て いた 頃 と 同時 
て いた 舞 般 や 航空 機 と し て は 、 次 に 挙げ た よう な 機体 が 学 げ 
られ る 。 た だ し グレ イフ ァ ン トム に 搾 用 され た 新 機構 (кан 
合 エ ンジ ン や ミノ フス キー・ ク ラフ ト な ど ) MAN, IB 
紀 か ら の 基本 設計 を その まま 継承 し て いる も の が ほとん ど で あ 
5, 最前 線 に 投入 され る 兵 問 な ら と も か く 、 寝 方 で の 輸送 任 
季 や 哨戒 に あたる 機体 に つい て は 、 可 能 な 限り コス ト を 補え 
既存 機 を 流用 ・ 改 修 する 方 生 が 探 ら れ た の だ ろう 。 機体 の 
下 舞 か らし て 大 き な 変 化 が 見 られ な い の も その た め だ 。 公国 
軍 に 対抗 すべ く 、 建造 や 雑 持 に 英 大 な 費用 を 必要 と する MS 
ташорткасанш ст. 
は 戦闘 の 騰 利 と 同様 、 重要 な 案件 だ っ た に 違い な い 。 だ か ら 
ся. これ ら 機 体 も 未だ 現役 で あり れ た の だ ろう 。 
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MS-O6D ディ ザー ト ・ ザ ク 


F 戦 争 後に 改造 され た 砂漠 戦 用 ザク 


MS-06D ディ ザー ト ・ ザ ク は 、 ジ オン 公国 軍 の 
№ 85-060 477 - 7217 
一 年 戦争 時 、 アフ リカ に 配備 され た ザク ・ デ ザー ト タ 
# な っ て 上 Ыш: 改造 し た も 
の だ 。 前 身 機 と 同じ 型式 番号 が 当て られ た の は 、 現 地 
と つ に 過ぎ な いた め と 考え られ る , 
展 改修 機 で は な く 、 根本 的 な 設計 の 
れ て いな い が 、 改造 に 地球 連邦 軍 の 資材 
を 用 いて お り 、 大 幅 な 性 能 向 上 を 果たし た 
具体 的 な 改造 点 と 脚 部 推進 装置 の 大 型 化 


プロ ベラ ント ・ タ ンク の 増 
囲 モ ニタ ー お よび リニア 
他 に も 、 セン サー 有効 半 f 
の 向上 、 ジェ ッ ト ・ ス キー 
へ 図ら れ て お り 、 戦 4 
ば 

本 機 は 一 年 戦争 後 、 ア 
国軍 残党 の ロン メル 隊 な ど て 
解放 戦線 (FLN 

し た が 、 ЛЕВИ 


胸部 装甲 の 強化 


SPEC 
全高 196 (頭頂 高 18.5m) Е 
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ポッ 
КАО. 120mm 
ч 改造 専用 マシ ン ガン ロケット ・ ラ ン 
5 Fr シー ルド ジェッ ト ・ ス キーx2 
ЖЕНЕ, | — 
Ж カラ ハシ ニキ 


バッ ク バッ ク 


л 
ещ 関連 ファ イル 


カ 民 族 


リラ 組織 も 運用 


ТІЛЕС!!!) 


ゲリラ レベ ル に よる MS の 根本 的 改造 は 困難 な た め 、 ザ 
ク ・ デ ザー ト タ イプ か ら の 変更 点 は 、 外 部 装甲 の 換装 や 師 
加 が 大 半 を 占め る 。 それ で も 出力 や 操作 性 を 中 心 と し た 性 
能 は 大 きく 向上 し た 。 原型 機 と 比較 し て 、 スラ スタ ー 推 力 が 
減少 し て いる も の の 、 こ れ は 脚 部 の み の 推力 を 示し て いる た 
め だ ろ う 。 許 部 の 推進 用 可変 式 噴射 口 や ジェ ッ ト ・ ス キー を 
合わ せれ ば 、 121171 322 254 ла 

な お 本 機 の 指揮 宮 仕 様 と し て 、 請 部 に 射撃 昭 準 用 カメ 
ラ や バル カン 砲 用 弾 蒼 な ど を 増設 し た 機体 が あっ た と 言う 


авшажгт. 
“КОШ 
NERDS 


Ш М5-060 ザク ・ デ ザー ト タ イ プ Ш М5-060 ディ ザー ト ・ ザ ク 


| в&иш-л»кк®ишл/‹2 
AMMAN, 29917 ч 
上 に より 、 ピール 


976kW 


1.440kW 


原型 機 用 火器 の 流用 と 新兵 装 の 措 載 


ディ ザー ト ・ ザ ク の 兵 装 は 、 ザク ・ デ ザー ト タ イプ 用 を 流用 
し 、 小 改修 し た も の が 目立つ 。 120mm 改 造 専用 マシ ン ガ 
ン 、 ク ラッ カー ド が 代表 的 な も の で ある 。 装備 例 こ そ 
少な い が 、 前 身 機 で ある ザク ・ デ ザー ト タ イ プ の 格闘 用 アー 
マー、 その 上 に 搭載 する 3 連装 ミサ イル ・ ポ : ホ 、 腰部 用 の 
2 連 ミ サイ ル ・ ポ ッ ド も 搭載 で きる 。 慢性 的 な 物資 不足 に 憎 
まさ れる ゲリラ 組織 は 、 上 旧式 装備 を 使い 続け ざる を 得 な 
た 。 数 少な い 新兵 装 の ロケ - ト ・ ラ ンチ ャ ー は 、 地球 連邦 軍 

の 資材 を 流用 した も の と 考え られ る 。 
BRRR мо000 кот 


の 使用 例 が 多い ヒー ト ・ ト マ ホ ー ク 
гта 


ル の 使用 が 可能 に な 
ム ・ ラ イブ ル の 合 


Ш 120mm 改 造 専用 マシ ン ガ ン 


49°F 4-347 OMAR 120mm 
ク ・ マ シン ガン M-1204S を 履修 し た 
II TERIN TANE TOS, B 
区 数 は 500 発 と され る 


Ш クラ ッ カ ー・ ボ ポッド 


MS 用 ハン ド ・ グ レネ イド OF 


х. BENTEN 
ate. サク ・ デ 
プ 用 と 同じ SA712 クラ 
PK, MERON 
Menna, 


ШИЛ MODEA 


兵 装 以外 の ディ ザー ト ・ ザ ク の オプ ショ ン 装 備 と し て 、 ジェ 
ト ・ ス キー が 知ら れる 。 これ は 砂 上 を 滑走 する 高速 移動 オプ 
ショ ン で あり 、 脚 部 に よる 歩行 - 走行 を 遥か に 上 回 る 機動 性 
ジェ 本 ・ ス キー な し で も 短 時 間 な ら 滑走 で きる )、 
し いい ドム 系 MS と の 較 携 が 容易 と な っ た 点 も 
特筆 に 値 し よう 。 本 来 な ら 、 ドム 系 MS の よう に ホバー 走行 シ 
ステ ム を 組み 込む の が 合理 的 だ が 、 小 規模 な ゲリラ 組織 の 
技術 力 で は 実現 困難 で あり 、 消去 法 で ジェ ッ ト ・ ス キー の 外 
装 が 選択 され た と 考え られ る 


MORE INFO! 
「 青 の 部 隊 ] 所 属 機 


ディ ザー ト ・ ザ ク は アフ リカ 
の 民族 系 ゲリラ 組織 も 使用 し 
た 。 中 で も 有名 な の が 、 ト ワレ 
FRO иони) FERT 
ある 。 А”ОФОМ5ЫҢ, 
яви. エロ ・ メ ロ エ が 
Жы. 9>Ял-%-ҺЕ 
RAL. Beene, 


„БЕДЕ 


тойут. Шит Аі 
FDDI BOOKA. йа» 
7.600KE. 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


MECHANIC FILE 


新地 球 連邦 軍 の MS 


ТШЩ swe 12h 


MS of NEW UNE FORCE — 


= š № SPEC -wax-016 ВАЗУЕНТ. № SPEC -wRxm1 Banova- 
- ラス ヴェ ー ト _ 全高 178m 全高 — И 17.510 
ШІІЕ = ーー ーー 
3-87 — ЖИЕ Е: 
3533-80 - 3523-87, 
ma aan - ant 一 
ER ビー ムラ イフ ルビ ー ム サー ベ 赴 杜 マイ クロ ミサ イル Xx 多数 ヒー 


ГГ を コン 


専用 機 の 開発 に も 取り 組ん で いた 
タイ ブ の 捜索 に お いて 主導 的 な 役割 を 
各地 か ら 集 め た 


、「 覚 醍 を 促す 」 


に 高 性 能 の 


0), 


4 パッ ク バ ッ ク 


量産 モデ ル 
mus. 
ある ドゥ エー ト ・ 
オフ 機 で あり 、 構 造 自体 も 牌 な 
と も フロ スト 兄弟 
複数 
の 戦闘 に 敗れ る 結果 と な っ た 


Жи ЕЕН Ж 
BRE アベル ・ パ ウゥ アー 


ル x2./Bit ラ スズ ヴェ ー ト 


ブリ ト ヴ ァ 
BRITOVA 


関連 ファ イル 


テム 搭載 機 で 
目指 し 体 
開発 当初 の コン 


シス テム 運用 を 考慮 し た 構造 


DREKEN 
た 仕様 に な 


e 画 ビー ムラ イフ ル 
キト トド 


ガブ ル 507 
[д | 


№ SPEC -NRX-010 GABLE. 
全高 — (HRS 283m) 


ブール ドジ ェ ネー ター 
Ни ea HENARE 
ЖӨЖ 77-2242 ミル ラ ・ ド ライ ド 


ニュ ー タ イプ 専用 に 開発 され た 試作 機 の 中 で も 、 両 4 wer сз 関連 ファ イル 
端 な 機体 特性 を 持 7 は ) 3 с の バル 


装甲 や フレ ー ム を ギリ 3 
$. ビー ム ナ イフ 


тө). әле АО } пима 


を 用 いた 打撃 な 


T 


SEED MSV 機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


MECHANIC FILE — (ы) ac all 


1 GAT X1 "RR ソー ドカ ラミ ティ GW 
J sworn CALAMITY | CALAMITY омм 


я \ #8 [3425] プ コ ン バ ッ トナ イフ 
Roum 「 ア ー マ ー シ ュ ナ イダ ー」 x2 プ ロケ ッ 
Brite ト ア ンカ ー「 バ ン ッ ツァー アイ ゼン ] x2 _ 


地球 連合 軍人 
エド ワー ド ・ ハ レル ソン 、 レナ ・ イ メリ ア . 
フォ ー・ ソ キ ウ ス 他 


関連 ファ イル 


01 ser lla 


機体 構造 原型 機 と ほぼ 同じ 構造 を 有 し た 機体 


ラミ ティ の 装備 改変 機 で ある ソー ドカ ラミ ティ は 、 原型 
機 と 同じ 基本 構造 を 採用 し た 第 2 期 GAT-X シ リー 
系 列 機 特有 の TP( ト 甲 も 継承 し 
兵 装 を 除け ば ィ の 差 は 

点 と し て は 、 ビ ピー ム 
動 スラ スタ ー の 廃止 、 № 
パッ トナ イフ 収納 スペ ー ス の 追加 、 格 年 兵 
装 に 対応 し た FCS と ベト ロニ クス の パラ メー タ 変 更 、 カ ラー 
リン グ の 変更 な ど に 過ぎ な い 


Ш САТ-Х131 
カラ ミ テ ィ ガ ンダ ム 


` 


ШСАТ-Х133 
ソー ドカ ラミ ティ 


ソー ドス トラ イク と 同系 の 格 閲兵 装 


胸部 の 580mm 複 列 位 相 エ ネル ギー 砲 「 ス キュ 
く 全 火 器 は 、 格 闘 兵 装 に 換装 され た 。 вия 
合わ せ て 4 種類 に 及ぶ 格闘 兵 閉 は 、 すべ て が ソー ドス トラ イ 
ク 用 (スト ライ ク の 標準 装備 含む) を 転用 ・ 改 4 
あり 、 多 様 を 形態 の 近 [ 
が 2 基 ず つ 搭 載 さ れ た 点 も 特徴 的 

「 ク ] に 替え て 搭載 し た 15.78m 対 艦 刀 「 シ ュ ペ 
は 、 中 で も 強力 な 格闘 兵 装 で ある 。 グリ ッ プ 
MSN TH), +985. WA 
REM, 射撃 兵 装 と し て も 使用 で きる , 


m 15.78m 対 艦 刀 「 シ ュ ペ ベル トゲ ー ベ ル 」 


RAGL-¥-MET). グリ ッ プ エ ンド は レ 
な っ て いる LAM TIL. ABEL TE 
ビー ム ブ ー メ ラン 
「 マ イダ ス メ ッ サー」 


писиязпоняяы-.> na 


ロケ ッ ト ア ンカ ー 
「 パ バン ツァ ー ア イ ゼ ン 」 a 


回 コン バッ トナ イフ 
「 ア ー マ ーシュ ナイ ダー」 5» 


カラ ミ ティ と ほぼ 同 時 に 開発 を 終了 し た ソー ドカ 
ティ は 、3 機 が ロー ルアウ ト し て いる 。 初 号 機 は レナ ・ イ 
メリ ア 、 2 号機 は エド ワー ド ・ ハ レル ソン 、 3 号機 は オー 
プ の サハ ク 家 に 仕え る フォ ー・ ソ キ ウ ス が 搭乗 し た 。 2 
SIRES SS BIKET AER hal 
と で 知ら れる 。 その 後 、 南米 の 独立 鞭 争 
た 初 号 模 と 2 号機 は 、 カイ ト ・ マ ディ ガン が 回 収 し 


ШСАТ-Х133-01 
ンド ガラ ラ ыны 


画 レナ イメ リア 


апове 


MORE INFO! 
切り 裂き エド 


ティ 2 号機 の バイ ロ 
エド ] こ と エド ワー ド 
第 3 次 ビク 
БУРИ Зоо ко 
IRHMHGETY—Kh3 
ш). BXCHRER гын 
RAEN, SMOMP LIA 
= RO 
た 。 2008. AWL 


na. シラ ィ ズ 


< 
"ж | (ie 


ベル ガ ・ ギ ロス 


指揮 官 に よる 運用 を 前 提 に 開発 され た 高 性 能 MS 


MS の 開発 と 運用 に お いて 、 指 揮 官 と 一 般 兵 の 乗 
機 を 差別 化す る こと は 珍し く な い 。 戦闘 指揮 を 執る 上 
で 重要 と な る 通信 機能 や 、 熟 練 パ イロ ッ ト に 見 合う 高 
性 能 を 追求 し 、 指 揮 官 向け の 機体 が 開発 され る 例 は 多 
か っ た の で ある 。 た だ し 、 コ スト な どの 問題 か ら 、 それ ら は 
既存 機 の 改修 に 留まる ケー ス が 大 半 だ っ た 。 し か し 、 ク 
ロス ポー ン ・ バ ン ガ ー ド (CV) は 独立 し た 系 統 と し て 指 
揮 官 専用 の MS を 開発 し た た MS の 一 機種 が 
この XM-05 ベル ガ ・ ギ ロス で ある 

XM-05 は 、 XM-04 ペル ガ ・ ダ ラス と 共に 開発 され た 


34-3 


CVSS E НИМИ М$ С, Fok IYr 
下 の ブ ッ ホ ・ エ アロ ダイ ナミ クス に よっ て 開発 され た と 
われ る 。 XM-04 を さら に 発展 させ た 設計 を 特徴 と し 、 推 
進 系 や セン サー の 強化 な ど が 図ら れ て いる 。 生産 数 は 
不明 だ が 、 コ スモ ・ パ ピロ ニア 建国 戦争 に お いて CV 
の 中 核 を 成す 戦力 と し て 運用 され た 。 PCH, [ROBB 
隊 (ブラ ッ ク ・ バ ン ガ ー ド ) | を 率い た ザビ ー ネ ・ シ ャ ル の 
乗 機 は 、 黒 を 基調 と し た 独自 の 部 隊 色 と 、 フ ロン ティ ア ・ 
サイ ド に お ける 一 連 の 作戦 行動 で 挙げ た 戦果 に よっ て 
広く 知ら れ て いる , 


バッ ク バ ッ ク 


тҮ 


関連 ファ イル 


F91-01-0 


指揮 官 機 に 必要 な 機能 を 追求 し た 機体 設計 


XM.05 を 含む CV 製 MS の すべ て は 、 ブッ ホ ・ エ アロ タ 
が 開発 し た 「 デ ッ サタ イプ 」 と 呼ば れる 小型 MS 
ス に し て いる 。 ペル が 系 の 2 機 サタ イプ を 
と し て 指揮 官 機 に 必要 な 機能 を 選定 し て 開発 され た 
中 で も 本 機 は XM-04 と 比較 | 
点 を 置い た 設計 が な され て いる 
・ モー ター は XM-04 の 82 基 か ら 73 
イプ を 図っ た た めで 、 結果 と し て 運動 性 は 
よっ て 、 本 機 は XM-04 を 上 回 


の 自由 度 を きら 
0: хар 

な $. XM-04 が 格 且 型 MS に 分 時 
monn CV が 重視 し た 近接 格 開戦 の 
基本 スタ イ / 汎用 性 を 高め る 試 


これ は XM-04 に も 採用 され 
ヒ に 合わ せ て ジェ ネ レ ー タ ー を 外 付 け に する と いう 発 
いる 。 本 機 の 場合 は 、 バ パッ ク 7 左右 
フ ノ ズ ル (XM.04 は 片側 3 基 ) を 装備 する 
高い 機動 性 を 狂 得 し て いる 


«оона. 025018 
аксап Е 


MORE INFO! 
バリ エー ショ ン 

XM-050 iE ARERR Е 
нунл. ЖОМЕ TOR 
を 基調 と し た カラ ー リ ング の 機体 が 軍 
用 され て いた 。 また 、 会 色 の パー ソナ ル 
カラ ー を 施し た XM-05 を 運用 する エ - 
スパ イロ ッ ト も 存在 し た と 言う 
u. ивитокаев.:®х 


終 仕 様 の パリ エー ショ ン も あっ た と 言 Ñ 
われ て いる 。 


ma vax 34-4 


機動 戦士 ガン ダム F91 


MECHANIC FILE ыы ЕСІГІ: 


GUNTANK R-44 


全高 103mimswem) 
ГТ зл 
FVD 1.050kW 
2223-8) 14000 
тии 
ЖШ 200mm キ ャ ノン メ 2 4 連 ミ サイ ル ・ ポ 
__ ド x2.5 連 フィ ン ガー・ ラ ンチ ャ ーz2 
ЖИ сінен 
Же ロイ ・ ユ ング 他 


) 時 流 か ら 弾 き 出さ れ た 
ある 。 MS 開発 の 分 野 で 
ARH AR 
に は シリ ー ズ 最高 峰 の 機体 (F91) 
が その 一 方 、 サ ナリ ィ は F シ ! 


し た の で ある 。 時 代 が U.C.0100 年 代 に も 同様 


mee 


MECHANIC FILE 


変形 機構 シン ブル な 変形 機構 の 採用 と 、 不可 解 な 開発 意図 


に 単純 で ある 。 MABE 
いう スタ イル は 、 そ れ ま 変形 前 後に お ける サイ ズ 比 較 


MS 氏 馬 で の 10.3m と いう 全高 は 、U C 0120 HCE 
され た MS の 中 で も 最小 の 部 害 に 入る 。 その た め 、 こ と 小 


カン タン グ R-44 の 変形 機構 は 3 
前 方 に 投げ 出し な が ら 腰 を 陸 ろ す : 


алат теле 1,113 4 R Ab, 
理 に 適っ た 選択 と 言え よう 。 問題 は 変形 する 1 
メリ ッ ト だ 。 タン ク 形 態 は 後方 か 5 の 支援 砲撃 を 得意 と する 
が 、 技術 革新 に よっ て 格段 の 進化 を 層 げ た MS に と ュー 
種 的 な 後方 支援 は 必要 な い 。 KEMERET 
機動 性 に 欠け る タン ク 形 態 に 敢えて 変形 する こと は な い の зуонт MS 形態 


で ある 。 果たし て 当時 の 開発 者 が 何 を も っ て タン ク 形 態 に зонасини асет AMEMLEMSE ТЕ 

бой» E SOME IKON ВРЕТ, へ ピ ー で あり 、 200тта- 

ақонттаптава. MS 

VORBA SPS, 
53. 


СЕА 
タン ク R 44。 ВИСб 
いる RGM-109, 


© 200mm キ ャ ノン 
macamana. 
BE TE 
толы. сю 
аюв. а-и 
akaw 
дать 


© 5 回 フィ ン ガ ー・ ラ ンチ ャ ー 


тежат 


旧 時 代 の 戦車 を 模 し た よう な 操縦 系 統 


ガン タン ク R-44 の コク ピッ ト は 、 本 機 が 戦車 と し て 開発 さ に その スタ イル が 踏 禁 さ れ た の だ 。 た し か に 複数 の 要員 が 
な いか と 首 を 傾げ ざる を 得 な いよ うな 設計 を し て 。 いれ ば 各 人 の 貸 担 は 減る だ 
ディ ー 内 部 に 4 つも の コク ピッ ト を 分 散 配 置 し 、 機 の 円 滑 な 操作 が 困難 に な る の は 明らか で ある 。 ВФ 


MORE INFO! 
一 方 機体 全体 前 身 と な っ た 機体 「[D-50C ロト 」 


ガン タン ク R-44 が 現在 の よう な 機 人 設計 を 採用 し た 理 


£38 て の 戦車 に は 車 長 を は じ 戦車 な らい ざ 知ら ず 、「 小 型 か つ 高 性 能 MS」 を 目指 し た 機 MELT. F5 シ リー ズ の 基 に な っ た と され る D5 シ リー ズ の 
тат. 操 継 手 な ど 複 数 の 要員 が 乗り 込ん で いた が 、 $E 体 が この よう な 操 帥 系 統 を 採用 し た 理由 は 謎 で し か な い , 存在 が 撃 げ られ る 。 この シリ ー ズ に 属す る D-50C ロト は 
内 М サナ リィ が 開発 を 担当 し 、 ガ ンタ ンク R-44 と ほぼ 同じ 変形 

Ш コク ピット 配置 Ш 上 半身 (胸部 ) コク ピッ ト MEAL COS, おそらく サ ナリ ィ 開 発 陣 は プ > 
420 я Наоми E TOSYY—XERAL. 456558 


能 化 を 目指 し た の か も し れ な 
ЗТ а 4 
と は な か っ た の だ が 


чсооовомят. ОН: 
аназишкн!тз-х)т 


ER (MRE BN) DRA 7702127; 
САМАЯ た よう だ 


ните. RMSE 
&шсилапт‹ а, 


э>2т®сетегп+. м 
BALURERRUEMS 


シー ト 周 辺 に 配 きれ た 


し バー や ゃ ペダ ル を 用 い |) じ て 変 更 可能 。 さら に 香 様 セ ン 
тишет YARE SEL ст 


LELIE TETES 


機動 戦士 ガン ダム 第 OBMS 小 隊 


-O6RD-4 高 機動 型 ザ ク Ф 


MS-O6RD-4 高 機動 型 ザク で あり 、 КА 
の 脚 部 が 有用 で 証明 
オン 公国 は 、MS-06 ザク II の 


腎 定 的 に 既存 
MS の 改修 機 を 宇宙 の 主力 Mi ぇ 終 候 
補 に あっ た 機体 が MS-09R と MS-06R-2 高 機動 型 ザ 


ク R-2 タ イプ で ある 。 性 能 的 に は MS-06R-2 の 
て いた も の の 、 生 産 性 

MS-09R は 、 既 存 の ドム の パー 

れ た 生産 性 や 整備 性 を 

の 試験 運用 に お いて 

好 


(08) СІЛЕСІ! 


БЕР 11 
アイ ナ ・ サ ハリ ン 


回 マニ ビュ レー ター 


の ボディ に 取り 付 
規格 の 異な る パ 
の 機体 と し 
改修 が 施さ れ 


オー ソ ド ッ クス な MS-06 系 の 標準 装備 
ト ホ ー ク EN ザク ・ マ シン ガン 


Fi MRL 
これ は MS-06 系 の 標準 装 
жшанғысы 


本 機 の 装備 と は 差異 が 大 きく 
0720218: 


MORE INFO! 
高 機動 型 ザ サク ・ シ リー ズ 


MS-06 の 初期 生産 タイ プ は 腹部 右側 の / 
する タイ プ だ っ た が 、MS-06RD-4 の コク ヒ 
配 さ れ た タイ プ で ある 。 < 


жене) кито? 
№45. MS-06RD-4 の 
асына, желе 
の 開発 に 貢献 し て いる 。 MS- 
14 の 開発 に 先立ち 、 高 機動 
型 ザク R.2 タ イプ に ゲル ググ 用 


同時 期 に 生産 され た MS 
に する も の で ある 。 この た め 、 形 杖 
通り に 操縦 系 統 も MS-06 に 準じ た も た よ 
で あり 、 本 機 が 急造 され た 試験 機 だ と い 


Ши 


IMS_O6RD.4 は 、MS-06R 


機動 戦士 ガン ダム SEED 


(88) ТІЛЕС)! 


ҮДТ ze レイ ター ガン タム (Фу "щш _ 
RAIDER GUNDAM | е TE == 


итий Рая) 
RR 100mm エ ネル ギー 克 「 ツ ォ ー ン ] 


M417 / TETRA M2M3x2 
ЖЩ маи 
71% 


ТІЛІ 


高速 飛行 を 実現 し た 300 系 フレ ー ム 採用 機 


LTE 1 122 сост 
[生体 C PUJ と 呼ば れる 
生体 
ィ ネ イタ ー 兵 すら 凌ぐ も の で あり 
жен 力 を 活か し た MS も 開発 され た の で あ 


関連 ファ イル 


03 イー 


FILE PREVIEW 


部 隊 を 大 い に 苦 し め た 。 ы 


FE 01 нт] 0) 


レイ ダー は . MS 形態 ~ MA 形態 を 素早 く 切 り 替 える こと 
が で きる 可変 機 で ある 。 その 特徴 を 活か し 、 武 装 も 各 形 能 
に 合わ 備え られ て いた 。 主 に MS 形態 で 用 いら 
REDIS, [D] に 備え られ た 射撃 兵 問 「 ツ ォ ー ン 」 と 、 シ ー 
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地球 連邦 系 の フィ ー ル ド ・ モ ー タ ー と ジオ ン 公 国 系 の 流体 
内 パル ス ・ シ ステ ム を 併用 し た 電 動 方 式 、 エネ ルギー 消費 が 
* 初 類型 の 全 天 周囲 モニ ター と リニア ・ シ ー ト 、 タ キム 
ネ レ ー タ ー へ の 変更 は 、 ハ イザ ッ ク に 様々 な 問題 を 
に 。 異種 並存 の 駆動 方 式 と 新型 コク ピッ ト は エネ ル 
ギー 経路 を 複雑 化 させ た うえ 、 ジェ ネ レー ター の 変更 に 伴う バ 
ルス ・ コ ン パ ー タ ー の 大 型 化 が 、 MBM FORGE 
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BBG Панева Баел. 出力 推力 の 向上 
装甲 の 強化 、 軽量 化 な ど に より 、| 旧 ジオ ン 公 国軍 機 以 上 の 
基本 スペ ッ ク を 獲得 し た こと も 確か で ある 。 技術 融合 の 過渡 
期 に あっ た こと が 、 ハイ ザッ ク の 不幸 だ っ た の か も し れ な い 
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ザク IL 用 を 発展 させ た 実体 兵 装 と 新設 計 の ビー ム 兵 装 


ハイ ザッ ク の 兵 閉 は 、 大 きく 2 系 続 に 分 けら れる 。 ザク T 用 

| の 発展 改良 型 に あたる 実体 式 と 、 ハ イザ ッ ク 用 に 開発 され た 

ビー ム 式 で ある 。 前 者 の 代表 が ザク ・ マ シン ガン 改 、 後者 の 
代表 と し て ビー ム ・ ラ イフ ル が 挙げ られ る 。 

ハイ ザッ ク は 2 種類 以上 の ピー ム 兵 問 を 同時 に 使用 で き 

な いた め 、 装備 形態 に は 制限 が ある 。 まず 、 ビー ム ・ ラ イフ ル 

を 装備 する 際 は 、 格 闘 兵 装 は ヒー ト ク と な る 。 ビー ム ・ 

サー ベル を 装備 する 場合 は 、 手持 ち 火 競 を ザク ・ マ シン ガン 
改 な どの 実体 絢 式 に し な けれ ば な ら な い 
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量産 機 初 の リニア ・ シ ー ト 


コク ピッ ト は 、 独自 規格 の 全 天 周囲 モニ ター と リニア ・ シ ー 
ト を 採用 し て いる 。 量産 仕様 の MS と し て は 初め て 搭載 され 
た も の で (試作 MS で は 前 例 が ある ) AMEOMAS HUT 
良好 な 操 維 性 を 示し た 。 し か し 、 消費 エネ ルギー や 下方 向 の 
視界 な ど に 問題 を 抱え て お り 、 全 天 周囲 モニ ター リニア ・ 
シー ト の 決定 版 と 言え る AE の JTS-17F が 普及 し た た め 、 他 
の MS で の 採用 例 は 少 
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彩色 され て いた と 言わ れる 
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流体 力学 に 沿っ た も の で は な い 。 KANTONIE 
載 と 圧倒 的 な 推力 を 有する スラ スタ ー を 多数 搭載 し た 結 
果 で あり 、【 力 技 で 飛行 し て いる 】 と いう 表現 が 最適 で ある 
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能力 は 兵器 と し て の 打 た れ 強 さと 引き 換え に 手 に し た も の 
で あり . これ が バイ アラ ン の 設計 上 の 問題 点 と な っ て いる 
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оташу HEN, それ が RX-160S パイ アラ 
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可変 機構 の 採用 に より 大 型 化し た 機体 


可変 機構 を 取り 入れ た こと か ら 機 体 は 大 型 化 し て お り , 
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体 は 機体 容積 に 余裕 を 生み 、 多 く の 武 装 の 内 蔵 や 装甲 の 
強化 を 可能 と し た 。 また 、 本 機 は 新 乗 材 の 試験 も 兼ね て お 
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異な る ハイ チタ ン 合 金 セ ラミ ッ ク 複 合 材 を 採用 し て いる 。 な 
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得意 と し 、 各 形態 に よっ て 戦闘 スタ イル は 180 度 異な っ て 
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ショ ン で 用 意 さ れ て いる 


コク ビット は 腹部 中 央 に レイ アウ ト き | 
MINT EEA TH ot. ハッ チ 
て いる 


UO RENE 
ажап 


Шпс->-апы 

を 用 いた 移動 時 。 平地 で の 
понято. ава 
УЬ 20). RT 
攻撃 を 回 選 で きる だ け の 運動 性 を 
иту 


H3 е, 
жо ЕЕЕ СӨТЕ 
と 可能 と な っ で 


プレ スト ガト リン グ 


Ë 158 
аата aoe ЯНИ 

а. @DR t. амике. хаки 
する こと で 釣果 を 得 た 


E] イン ナー アー ム ガ ト リン グ 
パッ ク バ パッ ク に 本 体 を 代え た 大 製 の 火砲 E 
用 時 に は を 用 部 と 電動 する 構造 で ある 。 а 
мі 


MORE INFO! 
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MSZ-013 量産 型 ZZ: k 
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当初 の プロ ト タ イ プ ZZ ガ ンダ ム は 機構 試験 、 特 に 合体 
рал 2 121253 : 作 機 だ っ た よう で 、 兵 義 類 с 

は 未 装 備 だ っ た 。 試験 後に 行わ れ た B 型 (MSZ-009-2 型 | 
と も ) へ の 改修 で は 、 ハイ ・ メ 方 ・ キ ャ ノン 搭載 式 ヘ ッ ド ・ ユ 
ニッ 條 へ の 換 義 、 パッ ク バ パッ ク へ の ハイ パー・ ビ ピー ム ・ サ ー 
ペル 業 用 ビー ム ・ キ ャ ノン の 搭載 、 ダ ブル ・ ビ ピー ム ・ ラ イ — 
フル の 装備 が 行わ れ た ほか 、 新 開発 の 高 出力 小型 ジェ ネ 
レー ター が 搭載 され る に 至っ た 。 一 庁 に は 、 コ ア ・ プ ブロ 
ク ・ シ ステ ム を 搭載 し た と も 言わ れる , 

改修 に 伴い 重量 が 増加 し た も の の (MMI St 
DSI TIC. 全備 重量 は 60.3t か ら 63.01 に 増加 )、 ジ ェ 
ネ レ ー タ ー 出 力 は 3.140kW か ら 7.200kW へ と 飛躍 的 に 
向上 。 兵 装 類 の 追加 と 相まって 、B 型 の カタ ログ ・ ス ペ 
ク は ZZ ガン ダム に 迫る も の と な っ た 
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本 機 の 合体 変形 機構 は 2 機 の 戦闘 機 に よる も の だ 
た 。 コア ・ ト ッ プ の 前 身 と な っ た G ト ッ プ O 型 、 コア ・ ペ ー ス 
の 原型 機 G ペ ー ス O 型 が それ で 、 ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー は 
導入 され て いな い (コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は 本 機 の 試験 
中 の トラ ブル を 受け て 、 ZZ で 採用 され た ) 

MS 形態 と は 別に 、 G ト ッ プ O 型 と G ペ ー ス 0 型 が 合体 し 
た 重 圭 闘 機 形態 の G ア ー マ ー に も 変形 可能 : と 伝え 
られ る 。 た だ し 、G ア ー マ ー か ら MS 形態 に 変形 する に は 
一 旦 分 離す る 必要 が あっ た 。 この 欠点 は 、ZZ ガ ンダ ム の 
G フ ォ ー ト レス 形態 で は 解決 され て いる 。 
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の る 可能 な 怖 易 ハイ - メ ガ - キ ャ ノン な ど 、 コス ト ダ ウン с aa. ZZ ガン ダム の 系 譜 
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MSZ-006 の 構造 を コピ ー レ て 高 性 能 を 獲得 し た 設計 


RGZ-91 は MSZ-006 の MS 
最新 の 技術 や デバ イ 
MS 形態 に 限定 すれ ば MSZ-006 と 同等 の 
MSZ.006 の ムー パブ ル 
高い 強度 を 有 し と 
きい 。 また 、 複 如 な 変形 機構 を 廃し た こ 
ダウ ン に も 成 1 量産 


寄与 し た 部 分 
で MSZ.006 か : 


提 と し た 機体 と し て は 破格 の 性 能 を 有 し て いる が 、 同 時 期 の 
主力 MS に 比べ て 割高 だ っ た た め 量 産 化 に は 至ら な か っ た 


MSZ.006 が 変形 を 前 提 に 臣 
対し て 、RGZ.91 は MS 形態 と BWS 装着 時 の 武 誌 を 
пи. омана» 
汎用 性 が 求め られ た た め と 考え 
グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー な ど 


一 ビー ム ・ ラ イフ ル 回 ビー ム ・ サ ー ベ ル 
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界 を 確保 する 構造 と な っ で 


宇宙 戦闘 機 形態 を 実現 する BWS 2 ELE バイオ . セン サー の 挫 載 


RGZ-91 の 簡易 変形 機構 を 成り 立た せる パッ ク ・ ウ 


・ ベ ル MS 部 隊 
ネオ ・ ジ オン の NT 専用 機 と の 
し て 配備 を 推進 し た 機 人 
し て 、 本 機 の 操 組 系 に は 簡易 サイ コミ ュ に あたる 
サー が 搭載 され て いた 。 た だ し 、 本 機 の バイ オ ・ 
サー は 仮設 の 装備 に 過ぎ ず 、 NT 対応 機 と し 
分 で あっ た 。 また 、U.C.0090 年 代 
レイ カー の 採用 に よっ て 失 縮 性 が 向 
クビ ピッ ト 構造 の 特徴 の ひと つ に 挙げ られ る 


g BWS 装備 時 Л 


JIE 
画 ] に お ぉ 


フラ イト ・ シ ステ ム 
し て の 機能 を 
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汎用 MS を 土台 に し つつ 、 さら な る 高み を 模索 し た 重 MS 


ネオ ・ ジ た る シャ ア ・ ア ズ ナブ ル 専 用 機 と し て 
建造 され た MS サザ ビー は U.C.0090 年 代 前 半 を 代表 
する 機体 で あり 、 ジ オン 公国 軍 系 MS の 集大成 と 評 さ れ 
る こと が 多い 。 一 般 的 に 公国 軍 系 MS は ザク Il に その 原 
点 を 求め られ 、 こ れ を 基点 に 多様 に 発展 し て いっ た 。 局 
地 専 用 機 や 水陸 両用 機 、 果 て は ニュ ー タ イプ 専用 機 な 
ど 、 それ ぞ れ 異な る 機体 も 、 本 を 正 せ ば ザク II を 踏み 台 に 
し て いる の で ある 。 それ は サザ ビー も 然 り 。 設計 に あたっ 
て は ザク TI を 土台 に 置き つつ 、 ニュ ー タ イプ ブ 専用 機 と し て 
の エッ セン ス を 加え る こと で 、 現状 の よう な 次 と 機能 が 導 


き 出さ れ て いる 。 一 年 戦争 以降 の 技術 革新 や 新 素材 
開発 と いっ た 数 々 の 思 恵 も ある と は いえ 、 基本 コン セプト 
に お いて は 、 サザ ビー は 公国 軍 系 MS に 連なる 直系 機 な 
の で ある 。 それ は 機体 性 能 の みな ら ず 、 用 意 さ れ た 専用 
DERM SEMIZEN CES, 同じ 重 MS と 比較 する と 、 
際限 の な い 肥 大 化 の 道 を 歩ん だ アク シズ 系 MS と は 対 
照 的 に 、 サザビー に 用 意 さ れ た 兵 装 は 標準 レベル に 留 
まっ て いる 。 一 点 突破 式 の 過剰 な 火力 で は な く 、 汎 用 機 
と し て の 総合 的 な 戦力 向上 を 目指 す ーー そ れこ そ が 本 
機 の 兵 装 コ ン セ プ ト の 特徴 な の で ある , 
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射撃 兵 装 標準 的 な 兵 装 な が ら 、 内 部 構造 の 見 直し に よっ て 獲得 し た 大 火力 


жапқан 
の 標準 装備 


ら 供 給 れ 


ト も 搭載 可能 と な っ た 


ルギー を 火力 


攻撃 力 増強 を 成 


“FIT VeRO 
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ーー ビーム ・ シ ョ ッ ト ガ ン 銃 口 


сет 


エネ ルギー / 
伝導 ケー ブル 1 
= 


充実 し た 格闘 戦 用 兵 装 と 、 性 能 の 基盤 と な っ た 確か な 


た 場合 、 攻 撃 力 で は サザ 以来 、 シ ャ ア が 得意 と し た 戦術 で あり 、 サザ ビー が 有する 2 


性 で り ガ ン と いう 評価 が MtO E a 
の 根拠 の ひと つと な る の が 、 サザ と 言え よう 。 し か も サザ ヒ 
た 格闘 兵 装 た ネル ギー 供給 シス テ 
お り 、 トラブル を 未然 に 回 選 す る よう に 
機動 性 を 発揮 
得る 


と は V ガ 


合 れ る 重 MS と 
格闘 性 能 を 発揮 し た と 考 
SPU THER S 


画 ビー ム ・ ト マ ホ ー ク 


4 N トマ ха 


ШЕ-л-9-Х/, 
жо 


ажитин 
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Në 


防御 兵 装 機体 保護 を 優先 し て 用 意 さ れ た 、 2 種類 の 異な る 防御 兵 装 


サザ 


より も 大 きく 、 予 期 せ ぬ 損傷 を 防ぐ 意味 


兵器 ( 主 に メガ 粒子 LTH). MSDE 
жанс Kh と は いえ 本 体 と 
2 は 別 方 本 体 に 先行 し て 標 


体 の 高 性 能 化 に よっ て 
&) へ と 立場 が 変わ 

ル を 積極 的 な MS 戦 に 月 
サイ ル 迎 撃 に 留まっ て いる 。 MS に 搭載 可能 る 


Ш ファ ン ネ ル 射 出 バ ター ン 
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i.) ae 
ЖШ 20mm パ バル カン 柚 ゲ スモ ー ク ・ デ ィ ス ・ 


チャ ー ジ ャ ー 


FORE エレ ドア ・ マ シネ スプ ミ ケル ・ ニ フリ ッ チ 
m COLOR 


oie 可変 式 伸縮 アン テ ナ 
мусин の 
апке 
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後部 アウ ト ・ リ ガー 


ホバー・ ユ ニッ ト 


ガー が 下方 に 履 開 され た あ 
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様変わり す 
人 れ ら れ . 


08) н] шт1й 


内 部 構造 最低 限 の 人 員 で 運用 可能 な ンス テム と 役割 に 応じ た シー ト 


乗員 は ドラ イ バ ー、 ナ ビ ゲ ー タ ー、 ソ ナー 手 、 ガ ン ナ ー 
の 4 名 で 構成 され 、 役割 ご と に シー ト は 別に な っ て いる 。 た 
Е. 単独 で も 操 綻 は 可能 で あり 、 第 08MS 小 隊 で は エレ ド 
ア ・ マ シス 何 長 が ドラ イ バ ー と ソナ ー 手 を 、 ミケ ル ・ ニ ノリ ッ 
FERN FEF TEME. 実際 は 4 名 より 
も 少な い 人 数 で 運用 され て いた 。 な お 、 内 部 は スペ ー ス に 
余裕 が あり 、 必 住 性 を 考慮 し た 設計 が 成 さ れ て いる . 


ソナ ー 手 と ガン テー の シー ト を 配置. 
Ë | amamemonamen (e Ë 

ылы. ose tec, _ — Заноне. Рд 
O ナビ ゲー ター・ シ ー ト (9 ガン ナー・ シ ー ト яокнтийогейвелс 
いる 、 PROMBM bi ws = 


Ө ドラ イ バ ー・ シ ー ト lo ソナ ー 手 ・ シ ー ト атава FT 


MS 支援 の た め に 設け られ た 特殊 装備 


分 類 的 に は APC に 位置 付け られ る ホ バ パー・ ト ラッ ク だ スモ ー ク ・ デ ィ ス ・ 20mm バ ルカ ン 砲 
が 、 そ の 役割 は MS の 支援 に ある 。 その た め の 移 動 手 答 チャ ー ジ ャ ー サー チラ イト 
に ホバー・ ク ラフ ト を 採用 する な ど 、 MS に 追随 する た め の Е 
= ga Ч=®^ола-7 


設計 が 成 され て いた 。 中 で も 案 戴 や 通信 の た め に 特殊 装 
備 が 組み 込ま れ て お り 、 アン ダー・ グ ラウ ンド ・ ソ ナー は そ 
の 最たる も の で ある 。 その 特殊 装備 を 用 いて 情報 を 収集 
し 、 早期 警戒 や 小 職 の 戦闘 支援 を 後方 か 担っ て いた 


アン ダー・ グ ラウ ンド ・ ソ ナー アウ ト ・ リ ガー 


Ш 20mm バ ルカ ン 砲 


ЖО NUNES), Инатиовтисие-нляоняе 
} Мх асое, LLL лын 


画 アウ ト ・ リ ガー 

過 較 の 振動 を 控 知 する パッ シブ ・ ソ ナー。 ミノ フス キー 電子 衣 布 下 で は 最 。 前 部 と 後部 の 2 ヶ所 に 壮 備 され て いる 
CREME CRMC | —9— 1 ERAT EM TEM RERA TS, BUME =, 7-68 / 
В) が 下方 に 民間 し 、 ア クチ ュ エー ター ⁄ 
енди / 


ETS, 


Ste ued 
у. Фи, % 
RDF Eki kot 
BIEL SDA т. 


ERSTE V, アン 
ダー・ グ ラウ ンド ・ ン ナー を 合う 前 
MACHT. жеген 
た め に 運用 され る アー ム の 一 線 


の マガ ジン ケー ス が 備わっ て いる 。 
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ガン ダム スロ ー ネ ІШ SPEC -oww-o01 GUNDAM THRONE ems- | SPEC -GNW-002 GUNDAM THRONE ZWEI- 
アイ ン за R 1080) 全高 — (а 186m) 


У GUNDAM THRONE EINS | THRONE EINS 


N 上 カー ボン F МИ ЕР rs 
GN ラン チャ ー (GN メガ ラン ЖШ GN ハン ドガ ン /GN フ ァ ン グ 
チャ ー、 GN ハ イメ ガラ ンチ ャ ー) х8 GN ピ ビーム サー ベル x2 

GN ピ ー ム ライ フル /GN ピ ー GN バス ター ソー ド 
ム サ ー ペ ベル x2 GN シー ルド 所 属 ソレ スタ 


ガン ダム スロ ー ネ 
Ш = 


f GUNDAM THRONE ZWEI | THRONE ZWEI 


アレ ハン ドロ が Ao イヴ 搭載 の ガン ダム 


ー ゴ ング こ た 3 機 存在 し 、 機体 EM st 
人 類 革新 連盟 本 構造 は すべ て 共通 X で も 採用 され 
to それ まで ゼロ サム ゲー ム を 続 ( た 疑似 GN ド ライ ヴ (GN ド ライ 
携 を 結ん だ の で ある , 


ガン ダム スロ ー ネ の 1 号機 と 
ラン チャ ー に よる 秦 撃 能力 


て 開発 され た アイ ン は 、GN 
特徴 と し て いる 。 Ен 


か ら の 精 宙 射撃 を 可能 と する この 火 克 は 単機 で も 使用 で 
きる が 


ツヴァイ ノド ライ と の ドッ キン グ に より 琴 力 の 独 化 や 
が 可能 で あっ た 。 また 、 本 機 は チー ム ト リ 
J. リー ダー で も ある ヨハ ン ・ ト リ ニ テ ィ 
め 、 指 揮 官 機 と し て の 機能 も 保持 。 W 
テ ナ の 増設 な ど 、 通信 機能 の 強化 が 


ГЕЛІ 
起す る こと が 可能 


回 GN ビー ムラ イフ ル 
Устал で 
кантата 


сы. айту: 


する 


GN ピ ビーム サー ベル 


ezla 
DMR 


[о ЕЕН 
PALOMA MERA Вел 
ドア ニン テ ナ 。 ME RRLL ОАА? 


GN HUBOMMERODEH 


Rona. 


を 扇屋 に 固定 さか 
ルド 。 GN ドラ イヴ 本 件 

- GND Tt BE ETUI: 
ж. C-L RENEE 


多彩 な 兵器 群 を 備え た 戦闘 タイ ブ 


ツヴァイ は ガン ダム スロ ー ネ 3 機 の 中 で も 、 前線 で の 活 
座 、 い わ ゆ る 「 新 り 込み 隊長 ] と し て の 役割 を 有 
大 型 の 格 関 兵 器 で ある GN バス ター ソー ド を は | 
レン ジ 攻 撃 を 可能 と する GN フ ァ ン グ な ど 、 ど の よう な 状況 
や 作戦 に も 対応 で きる 兵 如 を 装備 し て いた の で ある 。 GN 
ハン ドガ ン に は エネ ルギー チュ ー ブ が 内 蔵 され ね て お り 、GN 
装備 する アイ ン と の 連結 時 に GN 粒 子 を 供給 


て いた 


ー ル 


ラン チャ ー 


する こ 


コク ビッ ト 


ガン ダム スロ ー ネ は 、 コク ピッ ト 内 部 の 基本 構造 
も 共通 で ある 。 細長 い 横 円 形 の フォ ルム と な っ て 
お り 、 レ バ パー を 用 いて 機体 を コン トロ ー ル する 方 式 
で あっ た 。 また 、 パ イロ ッ ト ス ー ツ と コク ビッ トシ ー ト が 
接続 で か 、 コ ント ロー ルアー ム で 身体 を 包み 
込む よう な 構造 と な っ て お り 、 戦 関 時 の 強い 衝撃 か ` 
ら パ イロ ッ ト を 保護 で きる よ て いる ェ ン 


コクピット 全体 


アイ ン ノ ツヴァイ 共通 の コク ピッ ト 


ムコ ント ロー ルレ バー 


回 GN バス ター ソー ド 


Жи осн 
©. É 


RAT SOS 
る 場所 も 層 じ で ある 


と は ば 同 模 造 で ある 


тахоаиятан. 57> 
-AHRS FORRES 


MORE INFO! スロ ー ネ の 連携 運用 


チー ム ト リ ニテ ィ の 運用 を 息 定 し た ガン ダム スロ ー ネ は 、 連携 時 に その 幅 力 を 独 化 で 
きる 機構 を 組み 込ん で いた 。 アイ ン に 装備 され た GN ラ ンチ ャ ー は その 一 環 で あり 、 ツ 
ヴァ イ や ドライ と 連結 し て エネ ルギー 供給 を 受け る こと で 、 そ の 窒 撃 力 が 強化 され る 仕 
組み で あっ た 。 2 購 加 結 時 は GN メガ ラン チャ ー、3 模 較 結 時 は GN ハイ メガ ラン チャ ー 
と 呼ば れ 、 より 強力 な ピー ム を 射出 で きた 。 


Ш GN メガ ラン チャ ー 
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アイ ン は ドラ イ と の 手続 に よる GN メガ ラン テ 
Ч. レイ フ ・ エ イフ マン 教授 ら . 基地 で の 活動 に 


て 、 ユ ニ ォ ン ・MSWAD の 基地 を 製 時に 
гэп лев 
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J GUNDAM PLUTONE | PLUTONE шыт 3 1 


ү 22; 
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GN フィ ー ル ド 発 生 装 置 と GN 複合 装甲 


プル トー ネ は 、GN フ ィ ー ル ド に よっ て 全 周 囲 を 防御 する 
GN フ ィ ー ル ド 発 生 シ ステ ム を 搭載 し た 。 E. В. МИ. № 
に 計 8 基 搭載 する GN フ ィ ー ル ド 発 生 装置 と 歴 部 背面 の 
大 型 GN コ ン デン サー は 、 そ の た め の 装備 だ っ た 。 し か し 
GN フ ィ ー ル ド の 安定 性 が 不 充分 だ っ た た め 、 セカ ンド プラ 
ン の GN 複 合 装甲 を 採用 し た 。 GN 複合 装甲 は 、 装 甲 内 
の 限定 空間 に GN フ ィ ー ル ド を 展開 する シス テム で ある , 
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プル トー ネ は 特殊 機構 の 試験 機 で ある た め 、 兵 装 は 禁 
準 的 を も の 一 一 GN ビ ー ム ライ フル 、GN ピ ー ム サー ベル 、 
GN シ ー ル ドー 一 を 緒 備 「 標 準 的 」 と は ガン ダ 
ム を 基準 と し た 「 標 準 」 で あり 、 GN 粒 子 の 圧縮 ビー ム を 用 
いた 兵 装 の 威力 は 、 三 大 勢力 の 主力 MS を 圧倒 し て いた 
な お プル トー ネ 用 兵 装 の うち 、GN ビ ー ム ライ フル と GN シ ー 
ルド の 進化 形 に あたる の が 、 ガ ンダ ム ナ ドレ の 兵 装 だ っ た 


у 四 GN ピ ビー ム サ ー ベ ル 


7 ы-„зептгегнивада 


Ната. 


m GN ビー ム 
ライ フル 
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NESE, RE 
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グリ ッ プ を マニ ピュ レー ター で 
MTHS, ая тис 
セン サー を 供え る 


бт. 2/0 


ナド レ に 影響 を 与え た 脱出 ボッ ド 


プル トー ネ は 、 コク ピッ ト と GN ド ライ ヴ が 一 体 化 
し た 脱出 ポッ ド 「 コ アフ ァ イ ター」 を 採用 し て いる , 
プル トー ネ が 行動 不能 に 陥っ て も 、 ガ ンダ ム マ イス に 
ター と GN ド ライ ヴ を 保護 し て 脱出 、 帰 暫 で きる わ 
け だ 。 トラ イア ル シ ス テム の 搭載 も 予定 され た が 、 

未 実 装 に 終わ っ た (搭載 し た と も 言わ れる ) プル 
トー ネ の 後継 枝 ナ ドレ は 、 コ アフ ァ イ タ ー を MS に 
置き 換え た も の と 言え る 


Ш コク ピッ トブ ロッ ク 時 
Zx Gwen ttg o: 

に 位置 する の が コク ピッ トブ 
TEND. локали. тоят 


шага» 
-IGNES 
Ross, 


E コア ファ イタ ー 
ит ишезе®шзу>»4 
ト で は な 


pr rye 


мные>%-ожайт.22 
ネ の 主 椎 進 を 持つ た め 。 юп 
©. 革 半 化 プラ ン も 実施 まれ な か っ た 


GNF ラ イヴ と 
вило 


= —— 
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Шшсм;/-лк 

юилихогияя, п + ая RW XEON (LF 
は 多用 で き な いた め 。 ONS нож ш. TIE 
GLE, 可動 アー ム を 介し て М7 СЯН, 


MORE INFO! 
イノ ベイ ター 再生 機 


CB 壊 工 後 、 イ ノ ベ イタ ー を 自称 する イノ ベイ ド は 、 ヴ ェ ー ダ か ら 得 
た 情報 を 茎 に 何 機 か の ガン ダム を 再 製造 し た 。 GNY-004B ガン ダ 
ム ブ ルト ー ネ プラ ッ ク は その 1 機種 で 、GN ド ライ 
ヴ [T (タウ )] を 搭載 する 点 , 機体 名 が 異な る 
ж. GN フ ィ ー ル 発生 シス テム を 十 全 に 策 
側 で きる 点 を 除け ば 、 オ リ ジ ナル の プル トー 
ネ と 同じ 機体 だ っ た 。 コア ファ イタ ー を は 
じ め と する プル トー ネ ブラ ッ ク の デー タ 
は 、 イ ノ ベ イド 専用 MS、GNZ シ リー 
ズ の 開発 に 反映 され で いる 。 


жа-т>>4х 


маз 


36-12 


кк 2 Еа メガ 粒子 確 x26. 
лде, ме-лнян 
ジェ ネ レー タ 


арена 


кинза 
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ジャ ブロー 攻略 の た め に 造り 出さ れ た 超 火力 の MA ae 


ソロ モン 攻略 作戦 ( 
な 脅威 を 見 せ 付け た 


MS21 機 、 «ТҮПТҮ 
本 来 、MA-08 は 地球 連邦 
略 に 向け て 開発 され て いた 対 委 窒 攻撃 用 の MA で で あー 


ズル ・ ザ ビ と 


機体 構造 火力 と 防御 力 を 維持 する た め の 超 大 型 熱 核 反応 炉 の 搭載 


ジ 画 姿勢 制御 


тшс 


ИТ fa HRT 
EMCO MEMS T 15~20 8 


画 各部 スラ スタ ー 


ター を 備え て いる 。 ВЫХ 
DOANE OMENS q pan 


ジャ ブ プロー 攻略 の た め に 必要 と し た 超 火力 


AROME と 称 され る DAMEBELTO шихтаға 
た MA-08 は жагы 

AHA АЕ 
戦力 を 有 す 。 公国 軍 は ジャ 


中 で も 本 機 は 、MAN 
ト を 採用 し て 


сухую Баи, HENDE наел, 
無力 化 が で きる も 操 竣 は 可能 で あっ た 


Ma-vr 37-4 


機動 戦士 ガン ダム 


E E ビ ルス . 


Ж ШЫ し 


E.F.S.F. 


生産 性 と 主力 MS に 必要 な 各種 能力 の 両立 に 成功 し た 名 機 


一 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 投入 し た 主力 MS と いえ ジム を 設計 する に あたり 、 担 当 技官 は 機体 構造 や オプ 
る 。 これ に は 、 この 機体 が 優れ た 生産 性 を 有 ショ ン を 含め た 運用 面 を 再 検討 。 生産 性 向上 の た め の 
と が 関係 し て いる 。 戦争 に 勝利 する た め の 最 低 コ スト 化 (つま り は 設計 の 簡 路 化 や 過剰 パー ツ の オ 
5 る 物量 作戦 一 一 これ を 実施 する に は 短期 間 хук) を 行う と 同時 に 、 コ スト ダウ ン に よる 機体 性 能 の 
に 詳 を 実技 入 する 必要 が ある 。 ジム の 機体 。  EFECRERUBBLESLBALAERDNS (その 
条件 を 満た し て お り 、 結果 、 戦争 後期 に お け 。 際 、RX シ リー ズ が 培っ た 実戦 デー タ が 役立て られ た よう MEEKER 
る 連邦 軍 の 攻勢 を 支え る 戦力 と な っ た の で ある , だ )。 最初 期 の 機体 は 生産 性 を 重視 する あま り に 、 予定 ee 


た 達吉 軍制 MS(HX シ リー ズ ) 
優れ た 生産 性 は どの よう に し て 獲得 さ し た 能力 を 発揮 で き な か っ た も の の 、 続 改良 に よっ て uw ri yu 
ろ ん 偶然 の 産物 で あろ う は ず も な く 、 設 問題 点 を 克服 。 最終 的 に コス ト と 横 体 性 能 が 絶妙 な パ Mechs RS 


№ IE FLEE 
И ラン ス の 上 で 成り 立つ 名 機 が 誕生 し た の で ある Мег тна 


Y : RGM 


(В) mM1 ser Ds 


0.01.03 № 


射撃 兵 装 2 種類 の 射撃 兵 装 を 得 た こと で 増大 し た 戦闘 能力 


1 irman 


Ш 100mm マ シン ガン 


画 ハイ パー・ パ ズー カ 
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айт? 


МСЭ 近 接 格 開戦 闘 を 乗り 切る た め に 用 意 され た 装備 の 数 々 


章 さ れ た 格闘 お よび 防御 兵 
LMR RE 


と ん ど な い と 2 


EN 


ガン ダ 
過大 な 格 敵 能力 は 求め よう が な いか と 
кишене те. итинин 
DEM EVAR MBER SO Reto ' 


MORE INFO! 


AKEN- FROME BUSS ИНТ оао 
Gok [AF yt J 以降 、 主 力 MS と し て 設計 ・ 製 造 され た 
ジム だ が 、 そ の 陰 で 本 機 を ベー ス と し た パリ エー ショ ン 横 の 開発 
も 進め られ て いる 。 一 部 の 機体 は 一 年 戦争 中 に 実戦 投入 され 
た 。 サイ ド G 往 六部 離 に 配備 され た ジム ・ コ マン ド 宇 軍 仕 様 や 北 
極 基地 防 箱 任務 に 就 いた ジム 寒冷 地 仕様 な ど は その 一 例 で あ 
る 。 さら に 本 機 の 基礎 設計 は 一 年 戦争 後 の MS 開 発 に も 影 絡 
を 与え 、 多 く の 直 系 パリ エー ショ ン 機 を 生み 出し て いる 。 ガン ダム 
が 運 邦 軍 MS に お ける 高 人 性能 機 の 代名詞 に な っ た の と は 対 財 
的 に 、 ジ ム は 汎用 主力 機 が 発展 す る た め の 雑 と な っ た の で ある 。 


画 ジャ ブロ ー MS 工大 
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ン ザ 置か れ て いた 。 ШИЕВ Ма 
に は か な り の 数 の 栖 価 が 完成 し 、 RATS LENE, 
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жажаята-оа жейт оҗекши TU 
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ЕА АДА 


に 量産 機 を 置く 必要 は な い だ ろ う 


% 


ビー ム ・ サ ー ベ ル の み 
の 思惑 が 読み 取れ る 


ЕВ 


を 軽 役 に する た め に は 丈夫 な シー ルド が 不可 
1 量産 化 の あお り で 防御 力 が 低下 し 
VEER OE TOME CR MEG O 
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Dt bs). жи4 
れ た と 言わ れる が 、 ANE 
EUC янмый $: 


№ ЯСМ-790 
шн 
алая тек: 
МН. екш». 
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ADMET. жа 
аивсемфммил>л2-2 
ишеп ipta lon T, е, 30 
AD TORN EH REMAN, 

HUGGER 


Ш HGM-79SP 
ジム ・ ス ナイ バーI 
ジム ・ ス ナイ パー カス タム 握 内 
MASP ERAN LI 
ТИ 


ФЕЯ МЕ, 75-4 
итв тап: 


Шғом-790 
ジム ・ ク ゥ エル 
Phe ыыы 


тош а! 


Berharap {=X 
の 初 時 配備 MS と な っ た 


+. 
も 、 同じ 配慮 か ら 帰 
тосса WR ERR. 


| シ 
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nef 


лоњ» 
と か ら 設 計 担 当 者 
BERR- 

た も の だ ろ 


で きる た 


ТҮУ 


- к 


төмені 


U.C.0079ー0087 に 登場 し た 系 列 機 と その 能力 


ç 4 | @ RGM-79 [G] x 
-/ 


tg RGM-79G Е 
ジム ・ コ マン ド 
-авФжмсжаналы») | 
al разная | 
Саш амер 
7) ーー 


RMAN. mses 
< 見 られ る 


Ш AGM-79SC 
ム ・ ス ナイ パー カス タム 


№ RGM-79N 
ジム ・ カ スタ ム 
кешнәп 


умоажожиевгвяянз. | 
を 本 設計 は その まま こ 式 庄や コク ビ 
Е S, た た 
танкан ая 
る は どの 性 能 向 上 は 


機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE 多目的 戦闘 機 FF-X7Bst コア ・ ブ ー ス ター 
00 FF-X/7Bs コア ・ ブ ー ス ター 
T Er- 


23373-A) - 


パー・ チ タ 
エア ロ ・ セ ラミ ッ ク 由 他 

ете ЖИ >98тих2 Oma 

"А2 >Яйхг 294һх4- SRD 

і HERE > = 

:{Э-тА スレ 


コア ・ フ ァ イ タ ー の 性能 を 引き 出し た 増設 ユニ 


RX シ リー ズ が 採用 し た コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は 、 MS 


コク ピッ ト と メイ ン ・ 
タ を 独立 し : 


ニッ ト の [37 - 
た 機体 も 同様 に 呼 和 
コア ・ フ ァ イ タ ー 単 体 で 見 る と 、 高 い 汎用 性 を 発 
つも 火力 は 脆弱 で あり 、 小 さい 機体 サイ ズ の 
積載 燃料 も 不 充 分 で 、 戦 闘 継続 時 間 は 限ら れ 


nell SH 


機体 構 機動 力 と 積載 燃料 の 増強 を 図っ た ブー スタ ッ ト 


ー ス ター は 、 増設 ユニット と し て コア ・ フ ァ イ タ ー ШЕН 画 着陸 脚 ・ 展 開 パ ター ン 
の 後部 に 装着 する シン プル な 構造 を 持つ 。 これ は コア ・ ブ 全幅 は 12.6m. Sm MMMERHTE 75m, ブー スタ ー・ + 
ロッ ク ・ シ ステ ム と し て の 基本 構造 あっ て の も の で あろ う 。 体 が コア ・ フ ァ イ ター を 上 競り мамамды 
ユニ ッ ト 自 体 は 希 枝 ハイ プリ ッ ド ・ エ ンジ ン を 搭載 し た 増設 
ブー スタ ー を 基本 と し 、 プ ロ ベ ラ ント - タン ク を 組み 込ん で 
митно? に も の だ 。 Chi tU мине 
よび 埋 闘 最大 推力 時 間 の 飛躍 的 な 延長 を 実現 し て お り 
運用 の 幅 が 大 きく 広がっ て いる , 


аюмшзу.7-лэ— 
わっ た も の を 使用 。 MBO 
жерй С, 
OMBM RE RL EES 
BCE AINA 
сева ¥ ERDO 
宿所 と な っ て いた 
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武 装 ピー ム 兵 器 の 搭載 で MS 並み に 増強 され た 火力 


ブー スタ ー・ ユ ニッ ト は 火力 の 増強 も 担う 。 コア ・ フ ァ イ 
ター 単体 の 武装 は 30mm2 連 装 バ ルカ ン 克 と 空 対 
イル だ け で あり 、 火力 に 乏しかっ た 。 し か し 、 ブー スタ ー・ ユ 
ニッ ト に は メガ 粒子 砲 2 門 と 各種 ミサ イル を 搭載 し て お り . 
大 幅 な 火力 の 増強 が 成 さ れ て いる 。 MS に 匹 身 す る 火力 
を 備え た こと で 、 充 分 な 戦力 と し て 対 MS 戦 に 投入 可能 と 
た だ し 、 近 接戦 闘 に お いて MS の 優位 は 変わ ら な 
あく まで 味方 MS 部 隊 の 支援 に 徹し て いる , 


ау El 30mm2 連 装 バ ルカ ン 砲 
NE, азай 
eee ct ARAM ie 


SAR FADE HRD 


MORE INFO ! 
コア ・ ブ ー ス ター の 派生 機 


実 胃 投 入 さ れ た コア ・ プ ブー スタ ー の 戦果 は 上 々 で あっ た 


その た め 、 地 球 較 邦生 で は 高々 度 迎撃 用 に 改修 され た コ 
・ ブ ー ス ター イン ター セプト タイ プ な ど が 運用 され て いる 。 


宇宙 時 代 に お ける 
oy MMO ARH 
ҮС ІІ жтийінсвосжанаов. ACS 
HAE A> TH 2 ta. PERO EHUD. 
| RCSA EN TEATE RABE ИЕ 


š 
i 


され た 。 その 情勢 の 中 、 軍 事 メ ォ ー カ ー の ハー ビッ ク 社 GFF-4S Ш トリ アー エズ また 、 計 作成 階 何 通り か の プラ ン が あっ た も の の 、FF- 
トリ アー エズ と FF-S3 セイ バー フィ ッシュ を 開発 。 K+ EER Е ИЯ X7bstPLANO04 が プー スタ ー- ユニ ッ ト 開発 の テス トペ ッ 
ROMRH——FRDYMRTS, 結局 の と ころ 時 代 の 主 ОПНЕ ато, コア ・ フ ァ イ ター/ ツ リエ ーション の 機 。 ド に 用 いら れ た と いう , 


力 兵 語 は MS に 移っ て お り 、MS 開 発 に 後 れ を 取っ た 連 孝 軍 
は 埋 本 模 で MS に 立ち 向かう こと に な る が 、 ミ ノ フ スキ ー 殺 子 
т» тсзпаңиимзонфщт»о/. こう し た 流れ で 
較 邦 宣 も MS の 開発 に 着手 し 、RX シ リー ズ の コア ・ ブ ロッ ク と 
な る 多目的 戦 騰 機 FF-X7 コア ・ フ ァ イ タ ー が 完成 する 。 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


は ガン ダム X 
< amam unknown 
1 У GUNDAM X DIVIDER | X DIVIDER 


デン で 改修 され た 新た な ガン 


連邦 軍 が 開発 し ガン ダム X は 、A.W. (アフ 
ーー ト が 指揮 を 執る バル 
し て いた 。 機体 に は ガロ 
ー タ イプ 」 の 保護 を 名 目 と し た 戦闘 
ФАХ, 
ャ ノン の ほか 
ライ フル な RK の 大 半 を 破壊 され 


フリ ー デ ン 所 属 の メカ ニッ ク 、 キ ッ ド ・ サ ル サ ミ ル は 


主力 機 で ある ガン ダム X の 修理 に 着手 用 性 ・ 利 便 性 に 長け た 機体 と 


ディ バイ ター 


た も の の 、 対 MS 戦 に 適し た 戦闘 力 を 実現 し 、 よ り 運 


9140-3-87 不明 
2323-8) 不明 л 
ИТИЙ ルナ ・ チ タニ ウム 全 == 
ЕН ディ バイ ダー (19-2) AM 
ピー ム ソ ー ド x2 プ ハイ パー パ ズ ー か 
ビー ム マ シン ガン ブレ スト バル カン 


мп oe 
on то «шон 
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ガン ダム X デ ィ バ イダ ー の 新た な 武装 寿 は 、 キ ポ ボ が これ N ディ バイ ダー (19M E—-LBE—F) 
まで に 集め た 様々 な ジャ ンク バー ツ を 用 いて 開発 され た ン 

ディ バイ ダー は 、 宇 宙 草 命 重 の 戦闘 車輌 に 搭載 され て い 
た 19 連 ビーム 砲 (ハモ ニカ 砲 ) と 、 大 型 スラ スタ ー を 組み 合 
問 で 、 サ テラ イト キャ ノン に 代わ る 主 武装 と な っ た 
また 、 シー ルド バス ター ライ フル の 代わ り に ビー ム マ シン ガン 
を 装備 し た こと も あり 、 зовия, 


m ディ バイ ダー Ü Нури 
cote “шыш? 


валонекат эш 
TE 4 


ЕЕЕ 71725 ПОРОДЕ 


サテ ライ トキ ャ ノン が 破壊 され と で 、X デ ィ バ パイ ダー の 
背部 は 全面 的 に 改良 され て いる 。 ФО. スラ スタ ー シ ス Ш ホバリング ・ モ ー ド 
テム も 一 新 され 、 デ ィ パ バイ ダー を 背部 に 接続 する こと で そ Ç 5 
の 推力 を 強化 する 仕組 み と な っ て いた 。 また 。 ディ パイ ダー 
接続 時 は ホバリング ・ モ ー ド と 呼ば れ 、 空中 で の 停止 や 族 
回 な ど が スム ー ズ に 行え 、 大 気 園内 で の 運用 性 が 向上 し 
て いる 
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改修 を 独自 で シミ ュ レ ーション し て 
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機体 構造 追加 ト 「 ガ スト 」 


キュ リオ ス ガス ト に 搭載 され た 追加 ユニ ッ ト 「 ガ スト 」 は 、 Ш MS 形態 
広域 大 気 園内 で の 戦闘 に 対応 する 装備 で ある 
特に 推進 力 の 向上 は 劇 的 で 、( 当 時 の ) ガン ダム 最強 
の 推力 を 持つ に 至っ た 。 当時 の ガン ダム で 唯一 、 単 独 で 
の 大 気 園 離 脱 を 可能 と し た こと か ら も 、 突 出し た 推力 が 理 
МЕ. 兵 装 の GN ロ ング バレル キャ ノン も 広域 大 気 園 
内 幸 闘 を 想定 し た も の で 、 不 安定 な 大 気 暦 で も 高い 命中 ө 
精度 を 実現 し て いる 。 テー ルコ ン テ ナ 装備 時 と 異な り 、 ガ ス 
装備 状態 で も MS 形態 に 変形 で きる 点 も メリ ッ ト だ 
高 性 能 な 本 機 だ が 、 基 本 的 に は 特殊 ミッ ショ ン 用 で あ 
る 。 長大 ゆえ に 運動 性 や MS 形態 の 使い 勝手 を 悪化 させ 
か ね な い ガ スト は 、 ミッ ショ ン を 選ぶ 装備 だ っ た 
体 構造 や 機密 保持 の 問題 か ら 投票 し に 
ン テ ナ は ど 使い や すい 装備 で も な か っ 


ишкен! 
мт аме жя: 


2). MANAMA 
BU HARMS 
al +t る 


Ө スカ ー ト 
АжтансмАташт». лите +. A-OK АЯтғлооФйзһ 


MORRU. елена г}! MAS, насланне 
セン ヤー は 、 GN ロ ング バレ ルキ ャ ノン と 連動 する 。 


#mucsarskum 
ассо 
и. (шт) ガン ダム 最高 
OMRADERRTS, вю 
て 長大 な T. MSW 
5904853121 
их 
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BERNINI PARES, aN лон 
олан) 定 な 大 気 改 で も 健 れ た 命中 精度 を ン 
GN ピ ビー ム サ ブ マ ンカ ン と GN シ ー ル ド は 指 載 され な い 
圧倒 的 機動 性 を 示す 、 長大 な 飛行 形 
キュ リオ ス ガス ト は MS 形態 で も 運用 可能 だ が 、 飛行 形 ших {#5 
BLT TSIHEMERM CAST -FKELB AS, канынан пис 
専用 の 機 普 ユニ ッ ト と 大 型 GN バ パー ニア の 装備 Ma aperea AREE 
ябишоейцатттсыйт&. все: ае Sone eed 
し て は 使い 難い サイ ズ だ が 、 空 力 を 強く 意識 し た フォ ルム 、 の 、 全 基 は テー ルコ ン テ ナ 半 備 中 と 大 差 
GN バー ニア 群 の ベク トル 統一 、 機 首 の 高 性 能 複 合 セ ンー "= 
サー と GN ロン グ バ レル キャ ノン の 同 詩 と いっ た ファ クタ ー 
は 、 GN ド ライ ヴ 式 高速 戦闘 機 の 完成 形 の 一 端 を 示し た 。 
[流星 の 夜 」 の アス テロ イド 落下 阻止 ミッ ショ ン に 投入 さ 
れ た キュ リオ ス HAMS. МНЕНИЕ? 
ステ ロイ ド 片 を 迎撃 。 変形 に より 状況 に 応じ た 形 回 で 対応 
で きる の は 、 本 機 の 真骨頂 と 言え る だ ろう 。 
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有効 射程 を 上 回 る 640km の 射程 を 可能 
本 機 の 戦略 的 な 価値 


ネオ ・ ジ オン 製 ら し か ら ぬ スタ ンダ ー ド な 機体 


ネオ ・ ジ オン 製 MS は 、 ジオ ン 公 国軍 製 MS の 特徴 を 受け | 

ぎ な が ら 多 腕 な アプ ロー チ を 試み た 機体 が 多く 、 戦場 に 投入 

た 機体 の 数 々 は 特殊 な も の ば か り で あ 

中 に お いて 、AMX-107 パウ は 

用 性 が 高い ) 機 何と 言え る . 可変 分 上 機構 を 有 

か ら エ ゥ ー ゴ の MSZ-006 Z ガ ンダ 
x 計 さ れ た と 推 油 さ れ 、 同 模 に 匹敵 する 機動 力 と 

兵 半 能力 を 獲得 し て いる 。 ПЕЖО 

形態 か ら 重 戦 闘 機 パウ ・ ア タッ カー と 無人 機 パウ ・ ナ ッ タ ー 


に 分 離 で き 、 大 気 園内 外 を 問わ ず 運 用 の 幅 を 広げ て いる , 
и 頭 部 
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画 バッ ク バ パック 


スタ ンタ ダード な が ら も 高 火力 で 多彩 な 武装 群 


н%ласы-д-эяул. EERIE + 
地球 連邦 軍 製 MS で あれ ば スタ ンダ ー ド な 武装 が 
+ て お り 、 特 殊 な 武装 を 主軸 に 掘 える ネオ ・ ジ オン 製 
異彩 を 放つ 。 この スタ ンダ ー ド さこ そ が 、 汎 用 性 

て いる 。 防御 兵 装 の シー ルド は ハイ ブリ ッ ド 
FRE る ほか 、 一 兵 装 に グレ ネー ト 
FORME BARMAN TH SI 
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サイ ル を 持つ 


独自 の 運用 法 を 見 せ た 可変 分 離 機構 


リブ ス 戦 役 で は 主力 量産 MS と し て TMS の AMX-003 ガ 
投 ネオ ジオ ン は その 技術 力 の 高 さと 独自 性 を 見 せ 
いる 。 TMS の ノウ ハウ は 本 機 に も 活か され て お り 、 分 ・ 
体型 の TMS と し て 完成 され た 。 た だ 、 分 区 後 の 連用 は 特殊 
で あり 、 変形 時 は 上 半身 の 有人 模 パ バ パウ: ア タッカー が 、 下半身 
の パウ ・ ナ ッ ター を 無線 操縦 する 仕組 み と な っ て いる 。 この よう 
に .1 機 を 有人 機 と 無人 機 に 分 割 す る タイ プ の 設計 は 、 の ちの 
U.C.0150 年 代 に お いて ザン スカ ー ル 帝国 の ZM-SO8G ゾ 
口 な ど に 見 られ 、 ネオ ・ ジ オン の 先見 性 が 垣間見 える 
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ASK. 実戦 に お いて 
良好 な 性 能 を 発振 し た 。 その 
汎用 性 と スタ ンダ ー ド な 性 態 は 
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ドロ ス 級 大 型 輸送 空 坪 ZEON ж する た め 


移動 要塞 に も な っ た 
公国 軍 の 超大 型 空 母 
座 造 で まな か っ た の が 誤算 で あっ た か も し れ な 
一 年 戦争 末期 に お 


よび 艦載 機 格納 庫 
載 能 力 が あ 
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可変 MS (TMS) で ある こと を 考慮 し て 施さ れ た 武装 群 


TMS は グリ プス 戦役 期 に 登場 し 、 第 三世 代 に 分 類 さ 
れる MS 群 で ある 。 可変 機構 の 利点 と し て は 、 変 形 に よ 
り MS か MA どちら か の 形態 を 状況 に 応じ て 選択 で きる 
点 に ある 。 この 変形 は 機体 の 特性 を 変え る こと に 繋が 
り 、 当然 の ご と く 、 [BU NBR) の よう に 武 
装 の 性 質 も 形態 と 寺 に 変化 する 場合 が 多い 。 その た め 
形態 固定 の 武装 は 変形 ドウ ェ イト と な る こと も あ 
る 。 この た め 、 可 変 機構 は 必ず し も 有利 に 働く 点 ば か り 
変形 を 成立 させ る た め に 武装 が 制限 され て し ま 


う 場 合 も 少な く な い , 


「Z 計 画 ] に よっ て 生み 出さ れ た MSZ-006 Z ガ ンダ ム 
は 、MS 形 態 を 主 と す る TMS に 分 類 。 グ リプ ス 戦役 に お け 
る 最高 峰 MS の ひと つ に 数 えら れる 。 本 機 は 固定 武装 だ 
け で な く 、 携 行 武装 も 両 形態 に 対応 し て いた 。 その 点 が 、 
当時 の 他 の TMS と 一 線 を 画す 特徴 だ っ た と 言え よう 。 ガ 
ンダ リウ ム Y (ガン マ ) と ムー パブ ル ・ フ レー ム に よる 完成 さ 
れ た 可変 機構 も さる こと な が ら 、 武 装 の 両 形態 兼用 化 が 
図ら 5 れ て いた こと も 、 評 価 を 確か に し て いる ポイ ント で ある 。 
可変 機構 と 武装 の マッ チン グ こ そ が 、 本 機 の TMS と し て 
の 完成 度 を 高め て いた の だ 。 
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の 側面 も 持つ 。 COLA 
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より 、 白兵戦 へ の 即応 性 
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可変 機構 の 一 部 と し て 機能 する 特殊 ユニ ッ ト 


汎用 性 を 重んじ る 連邦 軍 製 MS (正確 
例 に 漏れ ず 、 防 御 兵 装 と し て シー ルド を 持つ 
BASMRREORLSEOT. ж 
ある 。 MS 形態 時 


の 


プ ・ ユ ニッ ト (FSU) & 


機能 する の だ 
に 無駄 の な い 機構 で ある が 、 機 


体 を 構成 する 一 部 で ある こと が 大 き な 欠点 を 抱え て | 
この ユニ ッ ト が 失わ れ た 際 ( WR 形 態 時 の 機能 
きく 損なわ れ て し まう 。 特に 
た す 
шт Ц 7 
シー ルド の 破壊 が T に 直結 する と いう 間 
BYES. 効率 化 の 追求 が 、 結果 的 に 矛盾 を 内 名 し た 
防御 兵 装 を 生み 出し て し まっ た と 言え よう 


таса DESTINY 


ジン тген x 


GINN TYPE HI Я GINN TYPE HIGH-MANEUVERI | ZAFT 


ЖЕ MMIM636K ビー ムカ ー ビ ン MA; 
т риа 5 M92 «ат 
ж а ザフト 


操作 性 と 汎用 性 に 僕 れ た ジン 


ザフト の 主力 機 と し て 開発 実戦 投入 され た ジン は 、 そ t t ж š 関連 ファ イル 
敗 用 性 か ら 様々 な 派生 機 や パー ソナ ルカ スタ ム 
с, た 。 中 で り 機 動 性 能 向 上 を 主眼 
開発 され た 高 機動 タイ プ ZGMF-1017M ジン ハイ マ 


FILE PREVIEW 


2 型 は 


型 の 特徴 で あっ た 高 


DES) һе01 sue OGA 


装備 群 の 近代 化 と 近接 戦闘 へ の 対応 es 


CETIOWLRAERI- ZMA, ШЕ Ш MA-M92 кал 
の 問題 か ら ビ ー ム 系 兵器 を 標準 装備 し て いな か っ た Р 
が 、MS 開 発 技術 の 急速 発展 に 伴い 、C.E.73 の 戦乱 に 
投入 され た 本 機 に は 、 中 距 工 用 の 射撃 兵器 で ある ピー ム 

カー ビン が 杏 準 装備 され て いる 。 また 、MS を も 切断 で きる - 
斬 機 妃 や シー ルド と いっ た 近接 戦闘 用 兵器 群 も 設置 され 、 7- 
戦闘 の 幅 が 広がっ て いる の も 特徴 の ひと つ で ある 


NN 


a MMI-M636K ピー ムカ ー ビ ピン 一 一 4 


の よ соатаи 
切断 する こと 6 
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ジン 723 ORE. PREM COMME Ш パッ ク パ バック (ジン と の 比較 ) Ш МЕ 88/57 
を 図る た め 、 バ パック パッ ク の 改良 、 肩 部 ・ 脚 部 へ の バー ニ @ ジン АЕ ew J 


ア 増設 が 行わ れ た 。 さら に 、 頭 部 に 設置 され た トサカ 状 の 

アン テ ナ 改 條 など 通 信 機能 の 強化 も 施し 、 機 体 の 安定 
性 を より 高め て いる 。 これ に より 、 ザフト セカ ンド ステ ー ジ シ 
リー ズ や ニ レニ アム シリ ー ズ と いっ た 新規 格 機 に は 
劣る も の の 、 地 球 軍 の ダガー 系 MS (ダガー し な ど ) と は 充 
分 に 戦え る だ け の 綴 合 性 能 を 獲得 で きた の だ っ た 


аата» 


m mü i и 

伸び る トサカ 状 の パー ツ は アン “|101 š BRENTE, меген 
IR 2 に トー 
IMORE INFO! C.E.73 に 運用 され た ジン の 派生 機 A 


Ш ジン 式典 用 装飾 弄 Ш ジン ワスプ 改 Ш ジン 949 イン サー ジェ ント 

アー モリ ー ワ ン に 配信 され жәшясотиев Pa лд MBI 

て いた ジン で 、 装甲 や パック 的 と し て 開発 され た ジン ワ ス 名 と し て 次 を 現し た 、 ジ ン の カ 

посева 4 プ の 改良 タイ プ (型式 番号 ЕЕ 

UEMF/S-1)。 ВНЕ F-1017)。 25—79 

MF-10177. 通常 の ジン と 変更 は な い が 。 探査 装置 な る ほか 、 蘭 部 の マー キン グ 

同様 )。 式典 用 に 作ら れ た | | の 強化 な ど が 図ら れ た と 言 の 追加 、 さ きら に 夜間 運用 に 

meee. в し \ われ て いる 。 4-70 備え た 投 光 部 の 設置 が 行わ 

PEDO ави 戦 「 オ ペレ ーション ・ フ ュー れ た 。 パイ ロッ ト は 3 人 の 子 
サー ベル を 続 備 す る 。 リー」 な ど に 投入 きれ た 。 供 で あっ た 


[ао эч! юам ⁄ 多数 の ザフト 的 MS と 共に 戦場 
内 な ど で 使 用 。 ア ー モ に 投入 され た が 、 邊 敵 用 と し て 
кете ажа: maar вера 
向け て 配備 され て いた 。 は 低かっ 


地球 宣 に 反抗 する テロ 組織 が 
投入 し た と 見 られ る 。 tur 
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MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : MBF-PO2 ガン ダム アス トレ イ レッ ド フ レー ム バ パワー ロー ダー 


 МВРРО лен егі 


ガン タム アス トレ イ レッ ド フ レー ム 
i 


J ASTRAY RED FRAME POWER LOADER | RED FRAME POWER LOADER 


全長 150m の 刀 銘 を 振る う 巨大 人 型 マ シン 


超 巨大 対 艦 妃 ガ ー ペ ラ ・ ス トレ ー ト Vol.2 を 使用 する 
た め に 開発 され た MS 用 補助 メカ が 、 パ ワー ロー ダー で あ 
5. 通常 は MBF-P02 アス トレ イ レッ ド フ レー ム と 組み 
使用 され 、 アス トレ イ レッ ド フ レー ム パワ ー ロ ー 
ば れる 。 ジャ ンク 屋 ロ ウ ・ ル が 、 ザ フト の 
ア に 着想 を 得 て 開 発し た も の だ っ た 

ロウ が 、MS 用 刀 公 カ ガーベラ ・ ス トレ ー ト に 次 いで 造り 出 
し た ガー ペラ ・ ス トレ ー ト Vol.2 (150 ガ ー ペ ラ ・ ス トレ ー ト 
と も ) は 全長 150m に も 及ぶ た め 、 扱 い 切れ る MS は 存 
在 し な か っ た 。 そこ で ロウ は 、 ガ ー ペ ラ ・ ス トレ ー ト Vol.2. 


に 対応 する パワ ー ロ ー ダ ー を 開発 する 

パワ ー ロ ー ダ ー は 全高 6Om の 人 型 機器 で 、 胴体 に 接 
続 し た レッ ド フ レー ム の 動き を 再現 可能 で ある 。 ガー ベラ ・ 
スト レー ト Vol.2 は 、 巨大 か つ 大 重量 な うえ 、 扱い に は 上 
越し た 技術 が 必要 だ パワ ー ロ ー ダ ー の 超大 出力 と 
アス トレ イ の 繊細 な 動作 、 ロウ の 技量 と AI「8] の 支援 と 
の 組み 合わ せ に より 自在 に 操る こと が 可能 。 KANIO 
ニー の セン ター シャ フト を 症 鉄 切り に し た り 、 ガー ベラ スト 
レー ト Vol.2 を 投入 し て 宇宙 艦艇 を 串刺し に し た り と い 
REDDO, TERED MASS, 


(м8) нҥ] зет 1340 


関連 ファ イル 


1 Mt 


on 
ти PREVIEW. 


Ам 


レッ ド フ レー ム と 同期 する 巨大 人 型 機器 


確認 され て いる 限り — № ボディ @ レッ ド フ レー ム と の 接続 
時 の GAFS-X1 デス トロ イ よ り 大 胴体 中 央 に む 災 買 の レッ ド フ レー ム を 細 み 込む 。 WEE BREEN 


Ш) で ある パワ ー ロ ー ダ ー は 、 ガ スト レー ト Vol.2 を жеше ед» г кут» 
使用 可能 な 汎用 重機 と し て の 側面 が 強い 。 これ ほど 巨大 
な パワ ー ロ ー ダ ー 位置 付け は レッ ド フ レー ム 用 の 捕 助 


メカ で 、 操作 は レッ ド フレ ー ム 側 か ら 行 われ る 。 

パワ ー ロ ー ダ ー の 操作 用 に 採用 され た の が 、 レ ッ ド フレ ー 
ム の 動き を 再現 する シス テム だ っ た 。 レッ ド フ レー ム の 動き 
が その まま パワ ー ロ ー ダ ー の 動作 に 反映 され る と いう も の 
レッ ド フ レー ム が 右手 を 上 げ る と 、 パワ ー ロ ー ダ ー 
右手 を 上 げ る 。 この 操作 シス テム は 、 あ くま で 
や と し た 基本 動作 に 関す る も の で 、 ス ラス ター な ど 


3 前面 ツ メ 


„т 


合体 分 離 機構 と 運用 船 


パワ ー ロ ー ダ ー は 、 ガ スト レー ト Vol.2 が 必要 な Ш 上 半身 
大 規模 作業 や 自衛 を 中 心 に 運用 され た 。 母船 は 、 ロ ウ が の ダー の 上 半身 。 A パ 
所 属す る ジャ ンク 屋 チー ム の 宇宙 船 リ ・ ホ ー ム で ある и оте 
йй. үзүм に MMBC FEROS AIO 


パワ ー ロ ー ダ ー は 規格 外 の サイ ズ で ある た め 、 リ ・ 
ANAT SE 身 と 下半身 に 分 離さ れ 、 使用 時 に 
船 外 で 合体 する (шм. LyKIL—-LEOR MEAT 
u 上 半身 と 下半身 は 、 別 個 の 巨大 重機 と し て も 使用 

ガー ペラ ・ ス トレ ー ト Vol2 も り ・ ホ ー ム に 格納 で 


1 
| 
š 
N Ë 
回 
ES 
Е 
= 


サイ コ ・ ガ ンタ ダム е 


заакихлта 指 分 ビー ム 
38х10. МШЕ-448х2 1 フィ ー 
ルド ・ ジ ェ ネ レー ター シー ルド 


ЖЩ ティ ター ンズ _ 
RE フォ ウ ・ ム ラサ メン ィ 

ГЕ | 10200m Il COMPARISON CHART 
7 - ФФ 
ТІН юа 
17 
Яу, 
5] + 


š МНО 
PRRD- ВРНС 
まで MA 形 能 が 主体 だ た と わか る 


関連 ファ イル 
の 名 声 を 活用 すべ 
Х-178 9:34 АМк-І 
用 機 を 目指 
ば 、MRX-009 942 


Ч 可変 MA (ТМА) と し て 
機 は 拠点 の 制圧 や 防衛 を 目的 と し 、 そ れ に 見 
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МОВЕ ВЕКА LBD 


運用 コン セプト は 拠点 の 制圧 や 防衛 で ある た め 、 大 火力 Ш MS 形態 Ш MA 形態 

想定 な 防御 力 を 兼ね 備え る 。 武 凌 は すべ て 内 蔵 式 の 固 IF 
ERAS) ЕЛА, メガ 粒子 雄 な ど 大 火力 の 
射撃 兵 装 を 多数 搭載 する 一 方 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル 等 の 格闘 
兵 装 は 一 切 持た な い 。 た だ し 、 巨 体 その も の が すでに 武器 て 
HUE TERE TOMBE) 
また 本 機 は エフ ィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター を 搭載 し て お り 、 ピ ビー 
БЕС сакина НЕР. 巨体 ゆえ 
の 厚い 装甲 の 兼ね 合い に より 、 BAER 


© зай 


нхл Š 


Вела 
НЕСЯ 

きる 。 ШТОМ ХОМС Ы) 

ть»). MAM TORT 


2845621 255, 


運用 の 主体 と な る モビ ル ・ フ ォ ー ト レス 


本 機 は MA 形態 を 主 輸 と する TMA で あり 、 同 
д 本 機 の MA 形 
る 大 火力 と I フ ィ ー 
ネ レ ー タ ー に завиа 
制圧 力 を 発揮 。 また 変形 する こと で 
いた 韻 箇 部 な どの 脆弱 な 部 分 は 装甲 
な る 。 火力 自体 は MS 形 


全高 30.2 
mn 


コク ピッ ト サイ コミ ュ ・ シ ステ ム に よる 制御 


可変 機構 を 採用 


„ MORE INFO! 
サイ コ ・ ガ ンダ ム 系 


機体 管制 と 多数 の 火器 を 制御 する — № ハッ チ 開 放 時 

系 続 に サイ コミ ュ ・ シ ステ ム を 採用 。 Ж кәніентесе / 
の パイ ロッ ト で は と に 発 探 で き な い 。 登録 Mantos, ハッ チ は 
ЖУКИ Са, абвал WERTE ハッ チョ ー 2 x МЯХ.009 777 L338 W 
NT パイ ロッ ト が サイ コミ ュ に 反応 する こと で 、 外 部 ee FCM | TEM RONTNS. その 
な 機体 制御 を 可能 と し た 。 この シス テム は / жю |, \ 


А Ж М 後 キ リマ ンジ ャ ロ 基 地 で 実験 
を 強要 し Ж | Т. e) ШВОВ, 2976 $ А 
Gd са 16 エゥーゴ に よる キリ マン ジャ ロ É 


ме 
үл 


QURNA. 自分 の て 正規 パイ ロ 

の っ 5 5 BREE таап. の 
ト の 強化 人 間 、 フ ォ ウ ・ 6 が 向かう さま を 

体験 。 「 人 間 の 意思 と 6 ち に 再 設 計 機 と し て MRX: 
ы ? 010 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk- 
T が 開発 され 、 それ を 団体 
し て 通常 の 人 間 に も 援 え る 


панно. 
ы . 
== У MAX-007 
= ) 7 ロト タイ プ ・ サ イコ が 
ж... ж; 

< сыз ネリ マン ジャ ロ 基地 に 全休 さい 最強 の [ガン ダム | を 目指 し て 
ғ. аяны” RX-178 を モ ペ ベー え に 開 発 。 А 
эсКЕ ROMS 

<> GS EASL Жива st уе 

< — 7 a михоооори MH Ai 
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ペク ター ド ・ ス ラス ター 


SERIE 


関連 ファ イル 
RMS-099 2 2 アス 
U お いて 、 反 地 
加 邦 組織 エゥーゴ の 協力 組織 と し て 地上 で 活動 し 
5 は 過小 評価 され 
ある クワ トロ ・/ 


が 2 て いな い エ = ゥ 
в L t それ が 、 カ ラバ 主導 に よる жан 
新型 MS の 開発 で ある 。 型式 番号 「MSK」 を 冠 する 機 の で は な い か 。 真 偽 の 程 は 定 : 
体 こそ が カラ バ に よる 開発 示す も の で あり 、 そ の 栄え あ し た ディ ジェ が 重力 下 戦 闘 で 優れ た 戦果 を 挙げ 
MS 開発 技術 f. を 納 5. 


MECHANIC FILE 


重力 下 昔 貞 に 主眼 を 置い て 開発 
装 に 関し て は 必ず し も 陸戦 専用 と いう わけ で 
も 本 機 に 採用 され た 兵 装 は MSN-00100 百 式 お よび リ 
ク ・ デ ィ ア ス と 共通 の 装備 が は ほとんど で ある 。 戦術 用 達 と 
отии ЬО. 兵 装 面 で は 汎用 性 を 重視 する 
と いう 開発 現場 の 思 感 が 見 て 取れ る 。 また これ に は 、 AR 
を 既存 機 か ら 流用 する こと で ロー ルアウ ト 時 期 や コス ト の 
短縮 を 図る と いう 意図 も あっ た の だ ろう 。 エ ウ ー ゴ の 機体 に 
は この よう な 兵 装 流用 が 多く 見 られ 、RGM-79R ジム I の 
ビー ム ・ ラ イフ ブル を 装備 し た MSA-003 ネモ な 
を 見 る こと が で きる 。 エゥーゴ と カラ バ は AE (7 
エレ クト ロニ クス 社 ) な どか ら の 福助 を 受け て いた と は いえ . 
基本 的 に は ティ ター ンズ に 衣 る 埋 力 基盤 し か 保有 し て お ら 
ず 、 常 に 苦し い 戦 い を 強い られ た 。 だ か ら こそ 新吉 機 の 間 
発 は 急務 で あり 、 兵 装 の 流用 で ロー ルアウ ト を 早め た り 、 コ м て 
ДНЕ ЩО THD. AMOR болин РГ» 
択 に は 、 そ の よう な 開発 現場 の 事情 が 反映 され で いる の 

だ 。 た だ し 格闘 兵 装 の み は 新 型 兵 凌 の ビー ム ・ ナ ギ ナ タ が @ ピ ビーム ・ ラ イフ ル 
用 意 さ れ て いる 。 ディ ジェ の 開発 に は 旧 公 国軍 系 技術 が 
導入 され て お り 、 上 旧 公 国軍 技術 者 の こだわ り が 格闘 兵 装 


м жа Балалы BRN ыл. ЖТ 
に 反映 され た の で は な い だ ろ うか 問題 が 生じ る こと は な か 


ィ ジェ だ が . 兵 № 頭 部 バル カン 砲 

09 フレ ー ド アン テ ナ を 峡 よ うに 60mm パ ルカ ン 
MERE, анякғат,-ғасаяа 
Вен. RECUUEAL RANG RN 


る クレ イ ・ バ ズー カ 


レイ ・ パ テー 


イ ・ バ ズー カ も 使用 され た 。 5 
PERR PIBN 
て 使い 分 けた の で ある 。 


MORE INFO! 


SE.DJ-1R ディ ジェ SE-R 


試作 機 で ある ディ ジェ を さら に 改修 し 、 лант 
上 回 る 性 能 機 と し た の が ディ ジェ SE-H で ある 。 ж 
本 性 能 や フレ ー ム 構造 の みな ら ず 開 発 元 に つい て も 具体 
синтет. ое. —B 
сати. *ARIMSEHISTSWI WD F 7- 
Фа}. MRO-MCMEL EAN, [ЗЕ] と 
野 ば れる 全く 新しい シス テム が 導入 され た と 言う の だ (SE.R 
と いう 機体 名 は この シス テム を 探 用 し た 

た め 5 し い )。 と は いえ 既存 の 技術 体系 |) 0 
と は か け 元 れ た SE シス テム の 実 1 / 
м ИС 
жашата. JA 
て いる 要因 で ある , 


リッ ク ・ デ ィ ア ス を ペー ス 機 と し な が ら も 外見 上 に は ほとん 画 コク ピッ ト ・ ( 


ど 共 通 点 の 見 らち れ な い 


し か し コク ピッ ト 周 りこ に 関し ハッ チ 
て は リッ ク ・ デ ィ ア ス と の 樺 が り を 太い 知れ る 。 本 機 の コク MAME с 
ビ ピット は ペー ス 機 と 同じ よ 部 に 位置 し て お り 、 ハ ッ チ ЯЗ 
の 位置 も ほぼ 共通 。 こう する こと で リッ ク ・ デ ィ アス は 大 午 
ジェ ネ レ ー タ ー の 搭載 を 可能 に し た と され 、 ディ ジェ も その 例 
に な ら っ た と 思わ れる 。 重力 下 で の 活動 で 
出力 の 強化 が 必須 だ っ た の だ 


moots fu V 
LPS BMBL— зв. 
因果 と し て ディ ジェ と は 介 て 
ыштайт 
OS 基本 スペ ッ ク や 装備 | 
жылт. ENED 
езж. EROS. 


ディ ジェ を 通用 し た カラ バ の アウ ドム ラ 隊 は 、 HBB 

大 型 輸送 機 の 機動 力 を 活か | 51-1 24844 5523 
戦果 を 挙げ た 。 南米 ジャ ブロ ー か ら 北米 大 陸 、 さ ら に 香港 
か ら ユ ー ラ シア 大 陸 に 上 陸 し 、 最終 的 に アフ リカ 大 陸 の ダ 
カー ル ま で と いう 長大 な 距離 を 転載 し た の で ある 。 その た 
め MS 部 隊 に も 根 動 カ の 大 幅 な 強化 が 迫 ら れ 、 理 場 に 向 
か う 際 に は SFS に 搭乗 する こと が ほとん ど だ っ た 


Ny PEM BRAM 
FAIA, その た め ディ ジェ を 
上 還る 宣 MS で お りな が ら 、 圧 人 
CRMISERALLEBDNS, 


(w) н] SHEET Обл 


ELUSA LESA 
12 ¿NSF NAD А 


力 を 持つ 。 この よう な 機体 特性 か * 
「Walking Dome (ウォ ー キ ング ドー ム )」 の 略 
「 ウ ォ ド ム 」 の 名 が 与え ら 


リ シ ャ は 攻勢 に 出る 。 地球 人 の 思わ ぬ 
は 対 艦 用 ビー ム 砲 で 反撃 し 


ТІЛЕС 


DC の MS の 中 で 、 本 機 は 最も 巨大 で 特殊 な 構造 を 持 
Do これ は 月 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発 所 され た も の を 
その まま 使用 し て いる た め 、 純粋 な ムー ン レ ィ ス 製 で は な い 
た めで あろ う 。 特に 当時 の 月 で は 失わ れ た 技術 が 導入 さ 
れ て いる 。 本 機 の 表面 に 施さ れ て いる ナノ スキ ン ( ナ ノ マ シ 
ン に よる 自己 再生 機能 ) は 、 他 だ と ター ン ・ タ イプ MS に し 
か 見 られ な い 、 いわ ば ロス ト テ クノ ロジ ー で あっ た 。 ЧИ 
造 も 変わ っ て お り 、 頭 部 は 武装 ブロ ッ ク と し て 独立 し 、 緊 急 
時 は パー ジ 可 能 な 構造 と な っ て いる 


tas 
сва, 


плима ге 8% 
レー ガー」 Gu g+ 

дапа». a 

リン グ が 放さ れ て いた 。 FRE 

CURED 
CERES 


кдн, その 図体 
た 。 МЕБ ТЕРДЕГІ 


MMOs LMS 
ту 0221-2 AR 

み で 電設 。 ище-ыа 
олиш агат т 
з). ане 


ж, BBO 
切れ て いな 


頭 部 に 集約 され た 複数 の 火器 類 


対 条 用 ビー ム 砲 を 主 武装 と し 、 実 体 弾 で ある ミサ イル と 
対空 兵 装 を 装備 。 ウォ ドム は 長 距 離 支援 に 特 化し た 砲撃 
用 の 機体 で ある た め 、 武 装 は 射撃 兵 装 に 限ら れ て いる , 
の た め 格闘 兵 装 は 一 切 搭 載 さ れ - 近接 戦闘 に お 


いて は 手足 を 用 いた 格闘 に て 対処 する 。 本 機 の 火器 は す 
лоты ウェ ポン ・ エ リア に 存在 。 40m と いう 高き に 


レイ アウ ト さ れ て いる こと で 、 地上 に お いて は 高 所 か ら 攻撃 
で きる と いう 大 き な 利 点 を 持つ 。 жж нанне: 
し た 宇宙 空間 用 で あり 、 大 火力 は その た め の も の で ある 


PANORM BMAD 


жання ттан 


ИГО 

行う 。 た だ し 、 ЖЖ 
DOMMES), WH 

асов 


[А Т Ту y 


янпийй»/‹-»титсв 
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ISBELL E 
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EMAS. BENICE 


5 れ て いた タイ プ で 、 REMEN "Q 
2。 TORRA HA 
св). HORARTS, тии 


ховил, ==: 

回 小型 ミサ イル яст 
RHEE TAR 
щие равнина (Pit анатты? 
発射 装置 を 持つ 。 基本 的 に は 対 жазазайситай өн 
SRD Иное Мат, の SR てい 
RAO REIT ТАМАРА RANE. 


ウォ ドム 特有 の 操縦 席 


MORE INFO! 


ウォ ドム の コク ピット は 、FLAT-LO6D な ど 他 の DC の 機 ууу / RB 


体 と 同様 、 腰 部 (股間 部 ) に 設け られ て いる 。 高 所 に 位置 
する た めか 、 乗 り 降り の 麻 は 本 機 に 降着 変 勢 を 取ら + 
К. 操 竣 席 は 本 機 特有 で 、 モ ニタ ー は 正面 と 左右 に レイ 
アウ ト さ れ て いる 。 そこ に 外部 の 情 量 が 映し 出さ れる 仕組 
み で あり 、 小 型 モ ニタ ー で 各種 の 情報 を 同時 に 表示 させ る 
こと も 可能 。 フッ トペ ダル は な く 、 華 本 的 に 左右 の 操 魚 析 
と タッ チバ ネル で 機体 を 操作 する , 


ウォ ドム の 頭 部 の 活用 


火 カ が 集中 し た ウォ ドム の 領 癌 は 、 単 体 で ジェ ネ レー 
ター を 備え る 独立 し た ユニ ッ ト で ある た め 、 こ の 部 位 を 砲 
台 と し て 渡 用 する ケー ス も あっ た 。 マス ドラ イ バ ー が 存在 
する 南米 の マニ ュー ピチ を 占領 し た DC は 、 イ ン パ ブー ラテ 
OU REMORSE REY ВАО 
まり の 火力 に ミリ シャ は 正面 突破 を 断念 し て いる 。 


ч! 
FE LOMB TIS > TREO BERT 
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ravn 


‘MS (モビ ルス ー 


それ まで 物量 た 地球 連合 軍 
єй». TOR 


重 戦 闘 機 と 呼ば れる モビ ル 
を 開発 する 。 それ が メビウス ゼロ と メビウス で あ , 
地球 軍 初 の モビ ルアー ' あ る メビウス ゼロ は 
機動 と 重 武 装 を 兼ね 備え た 機体 で 、 温 闘 に も 投 フ 


ヾ 戦闘 力 を 得 

ガン バレ ル と 呼ば れる 有線 式 の 兵 装 ユ を 
その 能力 を 最大 限 に 使用 すれ ば 、 ザ フト の ジン を 
и. весовые 

め パ イロ ッ ト を 選び 、 生 産 数 

方 、 メ ピウス ゼロ の 量産 型 と 

ガン パレ ル を と で 

地球 


ED) һе01 ser 19% 


XEDACOOME’ RR BPS АШ zee Les) 
seo at z 


画 有線 式 ガ ン バ パレ ル 装 着 時 Ш 有線 式 ガ ン バ レ ル 着 脱 時 


し は 、 実弾 砲 と スラ スタ ー を 備え た 攻 繋 端末 で あり 、 パ イ 
で コン トロ ー ル で きる 1 
OMEN ERE 
СИРИН: 
が 本 機 の 量産 を 


高い 集中 力 と 情報 収集 能力 
と され 、 乗り 手 を 大 きく 選ん だ の 』 
妨げ た の で ある 


g アン カー О wu 
aay 
тагы Lome itil 


Ж x 


ピウス の 構造 武装 運用 性 と 生産 性 に 特 化し た 構造 MORE INFO! 


а М コク ピッ ト 多目的 ポッ ド 
ж 中 1 my 


RELY TH OEMOLOIMRLAFRAOS 
目的 ポッ ド が 、 ミ スト ラル で ある 。 コク ピッ トブ ロッ ク と アー 
LHANDE. EMEN Omm hE 
ンプ ブル な 構造 で ある 。 地球 軍 の みな ら ず 
民間 で も 宇 用 され た 


メ ピ ウス ゼロ は 、 対 MS 戦 用 機 と 


り 、 乗り 手 を 選ぶ 機体 と な っ て し まっ た 。 一 方 、 後発 機 で あ 
戦闘 力 の 低下 を 覚悟 し て ガン パレ ル を 排 
する な 


る メビウス で は 
№. 本 体 下 部 を ハン ガー と し て 武装 の 換装 を 
E. 汎用 性 を 重視 し た 機体 と な っ た 。 通常 は メビウス 
同様 、 リ ニア ガン を 装備 する が 、 楼 ミサ イル を 搭載 
を 壊 減 し た ピー ス メ 
て いる 。 単機 で は メビウス と 比べ 
性 能 的 に 劣る が 産 性 を 活か し て 大 量 の 機体 
気 に 投入 す で 充分 な 防衛 綱 を 形成 て 
り リ メ ビ ウス は 、 地 球 軍 が 誠 る 圧倒 的 な 物 便 
体 と 言え た の で ある , 


フト の ジ 


FIPS MIME 
CAR, ウイ ンチ や 
アー ム を 使っ て 資材 の 


жип. 主 に 2 名 
тиште. 


Ш ミス トラ ル 


画 ノー マル タイ プ ミサ イル 搭載 型 


を 入手 し 、 使用 が 可能 


титан: 0 
Wi -7uz525- 
т. #@omuntsa 7 


š. 側面 に は コン テ ナ の 
設置 も 可能 で あっ た 
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Z-MSV 


フル アー マー・ 
= ガン タム Mk-I “== 
FULL ARMOR GUNDAM MK-I. ч 


2323-A 124. 2223-ИЛ 87.500kg 
BRAN ガン ダリ ウム 含 全 REHM ガン ダリ ウム 合金 

ЖЕ 2 層 式 ビー ム - ガ ング レネ ー| ЕН ビー ム ・ ラ イフ ル /2 連 ビー ム ・ 
ビー ム ・ サ ー ベ ル 


関連 ファ イル 


ガン ダム Mk: 
ちる , 
その 発展 型 と し て 提 
ンダ ム Mk- 田 で ある 
装備 FXA-03A 7. 
後者 に あたる ガン ダ 
(複雑 な 構造 と 


が 、 計 画 の み に 終わ っ た 
も あっ な 


MECHANIC FILE 


全身 を 覆う 複合 増加 装備 
っ た ガン ダム Mk-I は 、 -а-24799 № 武装 レイ アウ ト [с] 


п. し 
性 能 不足 
шаба». : こ で AE は 、 ガ ンダ ム Mk-II の パパ 
ワー アッ プ を 構想 し 、 装甲 強化 案 の フ ルアー マー・ ガ ンダ ム 
Mk-II の 開発 を 進め た 

発想 は FA-78-1 フル アー マー・ ガ ンダ ム に 近く 、 続 甲 ・ 
兵 装 ・ 推 進 器 が 一 体 1 ХАОЗА フル アー マー シス 
テム を 外装 する 。 装甲 は ガン ダリ ウム 合金 製 で 、 上 旧来 午 
装甲 し か 持た な い ガ ンダ ム Mk-H の 防御 力 を 向上 させ た 

だ が 、 同 時 に 進め られ て いた 妖 化 案 FXA-05D G> 
フェ ン サ ー が 採用 され た (G デ ィ フ ェ ン サー と 合体 し た 
RX-178+FXA-05D スー パー ガン ダム の 方 が 、 戦 開 能 
力 に 勝る と 判断 され た ) 、 開発 は 中 止 され た 


スラ スタ ー を 持つ それ 
アル アー マー- ガ ンダ ム DAME HESAR О) 2 連装 ピー ム ・ ガ ン nerti 
CmWursau 747- (FUR KS Fe) 


ダム や フル アー マー 
ZZ カン タム に きじ る バルカ Ө グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー メ 2 
ROAST 2 

КТЕЙ Ouna 


動作 性 に 優れ る MS 本 体 と 大 型 バッ ク バ ッ ク 


ガン ダム Mk-I は 、 構造 上 の 神 雑 さと 機体 強度 の 低 さ と 画 武装 レイ アウ ト /@ 
いう 問題 を 換え て お り 、 量 産 化 に は 不向き と 判断 され て い Ji 
た 。 AEORMBOS< CMBR, TORRE 
WCMELATISRMRR SAERIMRMI. A> 
ダム Mk-II の 発展 型 に る 次 世代 MS の 試案 を 提出 し た 
(フジ タ 技 師長 の 開発 チー ム は 、 ガ ンダ ム Mk-I『 に 心酔 し 
て いた と いう ) 。 この 機体 が 、 ガン ダム Mk- 四 で あっ た 
ガン ダム Mk-II の 欠 吉 を 改善 すべ く 、 ガン ダム Mk- 田 で は 
ムー バブ ル - フ レー ム の 単純 化 に よる 機体 構造 の 強化 、 よ 
り 人 間 に 近 い 有 機 的 な 運動 を 可能 と する 関節 部 の 大 幅 
な 改良 を など が 行わ れ た 。 4 基 の パー ニア スタ ビラ イザ ー を 
代え る 新型 パック バッ ク 、 後 部 スカ ー ト の 裏 に 配置 され た 3 
基 の スラ スタ ー、 脚 部 の 新型 スラ スタ ー、 各 部 の 補助 バー 
ニア に より 、 機動 性 と 運動 性 も 向上 し て いる , 


バッ ク バ ッ ク は 大 本 
tag, “nti. ヒ 


ғ 
LEBERE /) 
BRT SERB RMSEBL tot 


th SME + ES 
バハ イム ・ タ イプ と スネ イル 8 
タイ ブ の E パ バック を ひと つっ MARE Ө 2 連 ビ ピー ム ・ キ ャ ノン a 
FOUTS, ате. BALES я 
5 тамаша: シー ルド - QUT SEM BOE те. 
Е. жгет (Е-Һ-%-АЛХ2НШ) ER. 9107-101 (FNAL GEN MEE 


MORE INFO! 
デザ イナ ー ズ MS 


特定 の 技術 著 や チー ム が 間 発 に 関与 し た MS は 、 デ ザイ ナー 
ズ MS と 呼ば れる こと が ある 。 MSF ナ ン バ ー の ガン ダグ ム Mk- 皿 は 
その 代表 で 、 大 式 番 号 MSF.007 の 「F] НУУЭНИ ЩЕ 
T. 他 に も M・ ナ ガ / ノ 博士 が 中 心 と な っ て 開発 し た MSN ナ ン パー 
(MSN-001 デル タ ガ ン ダム 、MSN-00100 百 式 な ど )、 ナ ガ ノ 
博士 が 外れ た チー ム が 開発 し た MSR ナ ン パ ー (MSR-00100S 
百 式 族 な ど )、 元 ノ ク ト ン 社 の 技術 者 た ち が 開 発し た MSS ナ ン パ バー 


ガン ダム Mk- 息 の 増加 装備 仕様 


ガン ダム Mk-『 と 同じ く 、 ガ ンダ ム Mk. 四 に も フル アー マー 
BIT O MBS, 攻防 力 だ け で な く 、 機 動 性 の 向上 。 
作戦 行動 時 間 の 征 長 が 図ら れ た が 、 フ ルアー マー・ ガ ン 
ダム Mk 同様 、 開発 は 打ち 切ら れ た 。 


(MSS-008 ル ・ シ ー ニ ュ 、 MSS-009 ジェ モ な ど ) が 知ら れる 。 
ҒА-0070Ш =) 
MSN-00100 MSR-00100S フル アー マー・ 
AE 製 で は な い が 、 パプ テス ・ ЕЖ TAVERA HVS DMK- 
シロ z コ 大 居間 発 の PMX ナン M・ ナ ガ ノ 博 士 が 訟 時 し た MS。 可 М-Л Я 
パー も デザ イナ ー ズ MS と 言え RMSFASATILERRERE RLEMS, ВАЗОВЕННЯ э, бча 
る だ ろう (メッ サー ラ だ け は 可変 Осан. ФОМЫ М ты. юш:йшиха вш (ピー ム ・ ラ イフ ル を 含め れ 
[MA J s), ピー ム ・ コ ー テ ィング で ある 。 式 と ほぼ 同じ モデ ル で あっ た 。 4 атта 


na. +E 39-12. 


ТЕГЕ 


GUNDAM 6РО2А ` 


ガン ダム a 
ТЕЛІП ИЕ SRO) Boos Bees 
J у GUNDAM GPO2A ES ! ae 


ル‏ لست 


機体 構造 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) の リバ パ モ ア 工 場 に お い 
て 、IHZEONIC 社 の 技術 者 を 中 心 に 開発 され た 。 当初 は 強敵 
用 垂 MS と し て 区 手 され た が 、 初 期 段階 で 杜 兵 問 通 用 MS へ と 
設計 変更 。 こ れ に より 柱 爆 発 に お ける 熱線 放射 線 -EMP ( 電 
起 パ ルス )・ 面 撃 な ど へ の 対策 が 講じ られ た 。 その た め 装 甲 に 
放射 緑 江 束 材 の 充填 や 太 条 撃 対策 が 施さ れ た こと で 厚み が 
増し 、 хасва, 本 来 で あれ ば 主 推進 
器 が 設け られ る パッ ク バッ ク は 杜 弾 頭 貯蔵 装備 と な っ て いる た 
め 、 局部 に 可変 式 の 推進 療 を 搭載 。 高い 機動 性 を 実現 


Шая ж 


WALMART 
定 す る た め の 
мер» 


TETT] 

хш. ELAGM-TOR 

ROA 428 WU. 97-5 
る 


核兵器 運用 を 前 提 と し た 耐 核 設 


画 肩 部 バイ ンダ ー 


2 バインダー。 RRB al gt Т. АМВА‹ 
tomet. ^ 


PA TR OMS BAM OM NE >, 


戦略 級 核 弾頭 を 運用 する た め に 特 化 し た 兵 装 


「 杜 兵器 の 運用 ] と いう 本 機 の コン セプト の た め , 
BACH RANEMOLARERAT SRS. ABRAM 
HEG), 頭 部 バル カン 砲 と ビー ム ・ サ ー ベ ル し か 装備 し て いな 
い 。 核 弾頭 の 発射 装置 と し て は 専用 の 大 型 バズ ー カ を 用 い 
通常 は 分 割 し て 搭載 され て いる 。 核 弾 頭 に は Mk-82 杜 弾頭 
を 採用 。 書類 上 は 載 術 杜 に 分 類 さ れる も の の 実際 に は 難 略 
BORNE). ионнан 03040180 
可能 だ と 試算 され で | спа Арг 
れる タイ ブ で 、 MWA MERA нал ENTS 


roz 


Lhe, RX-7B- 
て ちり. ANSE 


m W 607mt s F, M 
て 使用 され た 


ビーム ・ サ ー ベ ル 
AEXB-909L. MSANE 
175247 
LOOM DOR E 
ュ ア ル で 変更 可能 で ある 


シー ルド 

ма эпогях/5<0013. ASR yma 

эһ. оли. иек 
алы ЫШКЫ, 


[А アト ミッ ク ・ バ ズー カ 
AE/ZIM С-ВА2.0186.А. 1277200 аана 
темасы UNSER.. анинин о 


EEG 


ЕШ ¿aou cO Fem EAT А Е 


k Шығады 727 (54 
ПЕЕЊЕ Юа ЮО 
CRABB A ЗИ] 


Иа 
が 成 され て いる 。 中 で 
て 、 パイ ロッ ト に 対す る 


放射 線 対策 は 不可 欠 で あっ た -。 球 束 状 コ ク ピ ッ ト に は 減速 材 
が 充填 され て いる ほか 、 胴体 自体 に 多重 化 され た 複合 装甲 と 
шаншылып, масы OPEL TUS, 
АШЖФ—#@ФШИ Он ИШИ @ФМ5-06С ザク I を 
運用 し て いた 実績 を 持つ 。 その ノウ ハウ を 有 し た HZEONIC 
社 の 技術 者 に と 


て 本 機 の 開発 は 適任 で あっ た と 言え よう 


RX-T8NT-1 アレ ックス に 
АТ ТЕЙ 
ニタ 


で は な い ) на. ина 
ФЕМРИ ЖА! 
部 に メイ 


ピュ ー タ や 


павека 


BF 画 ハッ チ 開放 時 


ma-sa 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


MECHANIC FILE EE несене 


ンプ シュ ツル ム ・ フ ァ ウ スト 腹部 
ビー ム 克 ヒー ト ・ サ ー ベ ル ft 
НЕ デラ ー ズ ・ フ リー ト 
ЕІГІЕЛ ЕРІ 


YP- Amh 
as 


純粋 な 字 宙 戦 仕様 と し て 建造 され た 機体 関連 ファ イル 


MS-09 ド 


IA ADERE? -7x4 リッ ク ・ ド ム 了 I で ある 。 本 機 の ペー ス と な っ た MS-09R リ ЕО. 
画 ] は 、 公 国軍 の MS 設計 ・ 開 ク ド ム は 陸戦 模 で ある MS-09 ca 無重力 下 で も 運 = 


らし た 。 メー カー ご と に Ris ORME を 図る 用 可能 に し た 改修 機 で 、 突 能 を 有 し 

Ф annem で た 。 次 期 主機 の 開発 延び 急 ご し ら え の 必修 機 を 生葉 
ある 。 計画 は 早い 段階 で 実施 され た に も か か わら ず 、 一 の TEF a сөнер 
年 戦争 中 は 目立っ た 効果 を 上 げ る に は 至ら な か っ た 。 と EREL MCRL CHS 


は いえ 計画 自体 は 成果 が あり 画 の 思 恵 を 受 の 確か さ は 一 年 戦争 後に も 通用 し 、 デ 
体 が 戦後 に 活躍 の 場 を 得 た と いう 記録 が 残さ れ て いる フリ ー ト が 採用 し た の も この 部 分 に 着眼 し た た め と 思 れ ` 
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は 量産 化 目 指し て いた が 結局 は ば ガ ンダ ム MkrT 調 用 大 
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ЕА R, これ ら オプ ショ ン 兵 半 に 択 用 性 が 
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MS と いう 機動 兵器 の 登場 に 伴い 、 そ の 機能 を 補助 
する た め の 支 援 兵 器 一 一 サポ ー ト ・ シ ステ ム が 一 年 
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(SFS) で あり 、 グ リプ ス 戦 役 に お いて 急速 な 発展 を 遂 
げ る と 同時 に 、 MS の [E | と し て 重用 され た 。 

一 年 戦争 に よっ て 技術 は 加速 度 的 に 進歩 する と 同 
時 に 、 戦 争 の 規模 は 拡大 を 見 せ 始 め る 。 それ は 機動 兵 
問 の 戦闘 領域 が 拡大 する こと を 章 味 し 、 広 範囲 に 旦 る 
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グリ プス 戦役 で 本 格 運 用 され た MS 搭乗 用 航空 機 
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ЖМА) と いっ た 飛行 能力 を 備え る 機体 は 少数 だ っ た 。 
その た め 、SFS に MS を 搭載 する こと で 間接 的 に 飛行 
能力 を 持た せ 、 空 中 宇宙 空間 を 問わ ず 活 動 範囲 を 拡 
Ko 新た な 時 代 の 戦争 に MS を 対応 させ た の で ある 。 劇 
的 に MS の 活動 領域 を 広げ た SFS は 、 以 後 も MS 運用 
に 必要 不可 欠 な も の と な っ て いく 。 
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а. 宇宙 空間 に お いて 喜 続 離 の 延長 を 目的 と し て 開発 
され た 。 この た め 設 計 コ ン セ プ ト は 追加 ブー スタ ー に 近い . 
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だ が 、 メ イン スラ スタ ー を 両脚 に 備え る こと で 飛行 形態 時 
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用 性 を 獲得 し て いる 。 キュ リオ ス は 、 MADE で ある == р < - 
機動 性 を 損なわ な いた め に 工夫 され た 誌 閉 を 持つ 


WAL OBA ж 
ж GND VEO RBA AL 


> a , 


PRM 
MSCS SCO 
әкеме 


汎用 性 を 備え た 飛行 形態 


飛行 形態 が キュ リオ ス の も う ひ と つの 次 で ある 。 MS 形態 画 飛行 形態 
5 BOTHER ZI CREAN, а 

(NSH +A LOB CH SGNAF ELAR HR 
制御 も 導入 し 、 実現 に 至っ た 。 その 機動 性 は 第 三世 代 ガ ン 
ダム 障 一 を 計る 。 飛行 形態 時 の 運動 性 も さる こと な が ら 、 そ 
の 真価 は MS 形態 の 枠 を 超え た 運用 性 と 、 テ ー ル ユニ : ト を 
用 いる こと で 生ま れる 沢 用 性 に ある 。 各 形態 の 使い 分 け と ガ 
スト 装備 詩 の オプ ショ ン 装備 換装 に より 、 本 機 は ガン ダム 
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CB の 活動 拠点 と な る べく 付与 され た 施設 群 


通常 、 作 戦 行動 に 臣 む 艦艇 が 単独 行動 を 行う こと は 
055. 偵察 任務 に 向かう MS な らい ざ 知 ら ず 、100m 
を 超え る サイ ズ を 誇る 艦艇 は レー ダー に 探知 きれ や すく 、 
航行 中 に 発生 する 赤外線 や 電子 ノイ ズ も MS の 比 で は 
な い 。 し か も 一 度 発見 され る と 機動 性 に 優れ た MS を 振 
リ 切 る こと は 難し く 、 作 工 失 敗 どこ ろか 艦 の 帰還 すら 危 
BENS. だ か ら こ て 態 艇 は 単独 行動 する べき で は な く 、 
隊列 を 組ん で 益々 と 行動 する の が 通例 な の で ある 。 + 
の 際 、 艦 隊 に は 旗艦 と な る 戦艦 や 空 殺 を 中 心 に 周辺 の 
警戒 を 担当 する セン シン グ 艦 や 偵察 任務 を 行う ピケ ッ ト 


艦 と いっ た 各 能 力 に 特 化 し た 艦艇 が 配備 され 、 全 艇 が 
一 丸 と な っ て 行動 する 。 それ は 被 発見 率 を 抑え る より も 
自ら の 存在 と 載 力 を 詩 示 し 、 そ れ に よっ て 戦闘 を 回 選 し 
よう と いう 意図 の 反映 と も 言え る 。 だ が ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) は 隠密 性 を 最 優先 事項 と し て 行動 し て いた た 
め 、 艦 隊 編 制 は 論外 だ っ た 。 その た め 1 艦 に 様々 な 機能 
を 付与 し 、 集 団 で 行動 する 艦隊 に 匹 疫 する 能力 を 発揮 
させ た の で ある 。 CB 実働 部 隊 プ トレ マイ オス (FL. 
チー ム の 母艦 で ある 「 プ トレ マイ オス 」 も この 例 
f. 各種 機能 の 充実 が 図ら れ て いる 。 


関連 ファ イル 


ы 
Syrah ERM 


高度 演算 処理 シス テム の バッ クア ッ プ に よっ て 獲得 し た 指揮 管制 能力 


多く の 情報 を 集積 し 、 そ の 情報 を 基 に 的 確 な 判断 を 下 
す の は 情報 戦 の 基本 で あり 、 指揮 系 続 の 中 植 を な す 重 要 
め 20 一 21 世 紀 に 建造 され た 海 
C.LC. も し く は C.D.C. と 呼ば れる 戦闘 指揮 所 
を 擁し 、 載 術 情報 処理 や 各種 デー タ ・ リ ンク 、 ХЕМ 
戦果 評価 を 統括 し その 反面 、C.LC. の 機能 停止 
は 艦 の 戦闘 能力 が 大 幅 に 低下 する こと を 意味 し 、 C.C. を 
防御 すべ く 、 各 艦艇 は 策 穫 な 隊列 を 組ん で 行動 し た の で あ 


アッ プ が ある と は いえ 、 実際 に 判断! 


a 艦橋 レイ アウ ト 


таган» 


$. 一 方 、CB の 誇る プトレマイオス に は C.LC. に 相当 する 
施設 は な く 、 情 報 収 集 と 評価 お よび 戦闘 指揮 は すべ て 着 
橋 で 行わ れる 。 限ら 内 スペ ー ス に 各種 設備 を 搭載 
する 必要 が ある プトレマイオス だ け に 、C.LC. に 割く 余剰 ス 
た の か も し れ な い 。 と は いえ CB 
ダ ) が あり 、 こ れ が C.LC. の 役割 
ヴェ ー ダ と の リン ク に よっ て プ ト 


Ш キャ プ テ ン 席 
オペ レー ター 席 


で も 
52 24727112 
区 用 に 使わ れ た よう だ 


ERT. ORS 


プリー フィ ング ル . 

直接 の 作戦 指揮 は 拒 橋 で 行わ れる 一 方 、 事 出 打 ち 合 
容認 な どの 
Биле» oe 
РОЩЕ CHS. MARE 


モニ ター ютмисутаашен» 
— れる こと が 多かっ た 


МОКЕ ІМҒО! 


ヴェ ー ダ と の 
リン ク ・ シ ステ ム 
Fx—FEOMBEBRERERLTE 
行え る が 恒子 注 を 使え る 者 (イノ ベイ ド ) 
は 直接 の リン ク も 可能 で ある 。 プ ト レ マ イ オ 
ALWAMREMLTLS, RACINE 
有する ヴェ ー ダ だ け に 、 短 時 間 で の 高宮 度 
な 情報 交換 に は この よう な 施設 が 必要 と さ 
れ た の だ ろう 


ムル ー ム < 


2 Д Т ОРАЗ = ر‎ 
A 

See ame 75 N 
ステム ルー ム で ある 。 た た MA үзүгү. 

ртс ПТУ 


トレ 
の 施設 を 利用 


00) һе01 ser 208 


格納 / 整 備 区 画 ガン タム の 運用 母艦 で あり 、 移 動 整 備 工場 と し て の 能力 を 付与 する 施設 群 


オレ マイ オス は 指揮 発令 所 で ある 一 方 、MS (GN ド ライ 
ヴ を 擁する ガン ダム ) の 運用 国 艦 と し て の 一 面 も 有 し て い 
る 。 穏 密 活 動 を 前 提 と する CB だ け に 活動 拠点 の 設営 に は 
制限 が 多く 、MS の 整備 や 捕 修作 業 を 行う 施設 の 確保 が 
困難 だ っ た か ら だ 。 比較 的 、 高 い 遼 密 性 が 確保 で きる 小 惑 
星 帯 や 外 得 星 宙 域 な ら ば と も か く 、 三 大 勢力 が 支配 する 地 
球 較 に 専用 施設 の 新設 が 難し い の は 火 を 見 る より 明らか で 
$5. その た め 園 定 施設 を 秘匿 する より も 施設 その も の を 


移動 させ る ほう が 性 密 性 が 確保 し や すい と 判断 され 、 プ トレ 
マイ オス に その 任 が 与え られ た の で ある 。 また プトレマイオス 
に MS 整備 施設 を 設け た 場合 、 整 備 作業 を 続け な が ら 作戦 
軍 域 に 機体 を 運搬 で き 、 指 傷 し た 機体 の 回 収 と 搬 退 も 容 
易 と な る 。 こ れ ら 複数 の 利点 を 鑑み た 結果 、 プ トレ マイ オス は 
ガン ダム の 運用 母艦 と な り 、 専用 の 整備 施設 が 付与 され た 
の で ある 。 実際 に この アイ ディ ア は 効率 的 に 機能 し 、 ガ ンダ 
ム に よる 紛争 介入 の バッ クア ッ プ で 効果 を 挙げ 


格納 庫 (コンテ ナ ) 


MORE INFO! 
作業 用 ロボ ッ ト 、 カ レル 


乗 紹 員 数 が 制 明 され る プトレマイオス に お 
WT, BESLUI LORRIE 
当 する の が 作業 用 ロボ ッ ホ 、 カレ ル だ 。 В 
狗 立 支援 A の ハロ が 担当 し 、 深 数 の カレ ル 


элю, mame 
А ESS, TOM 
タバ パル ト で ある 。 1151 SAS 
5». 作戦 実施 ж 
ы тү 


им, 


ASTER BLL 


капу: 
発送 させ られ る た めで ある 


ム を 同時 に 


Ш 発進 シー クエ ンス 
Зв. 
FARE 


加 連 が 行わ れる の だ 


が 同時 に 作業 に 当たる こと で . 短 時 間 で 整備 
と 補給 が 完了 する 。 フレ ー ム に 違 す る 程 の 破 
жс: Албу еек. AOE 
ALIA CEH ACMITEH TRS. 


ARUN TERE 
SOK, писатель 
ル を 投入 する | 
し で も 行動 で きた 
OGRE DEE 
し た も の と 推測 きれ る 。 


長期 航海 に も 耐え られ る よう 考慮 され た 設備 


紛争 介入 に 従事 する プトレマイオス だ が 、 乗 組員 に と っ 
て は 生活 の 場 で も ある 。 その た め プ ライ ベー ト 区 画 は 他 箱 
より も 充実 し て いる よう だ 。 介入 作戦 の 内 容 次 第 で は 長 
期 に 芋 る 単独 行動 を 祭儀 な くさ れる た め 、 乗 組員 の 肉体 


и 個室 レイ アウ ト 
ペ ベッド コン テ ナ ケ ー ス レプ リ 
(スラ イド 収納 ) ケー ター 


RMA ВВ ASE 
MEOH, ガン ダム 
マイ スタ ー や キャ プ テ ン と い 
ぇ 一 欄 に 同じ 人 定 を 使っ 
て いた と 思わ れる 


精神 両面 に 
個室 は 、 限 られ た スペ ー ス し か な い 艦 内 だ け に コン パク ト に 
と め られ て いる と は いえ 、 ペ ッ ド や 収納 スペ ー ス 、 情報 敵 
未 と いっ た 設備 が 置か れ 、 優れ た 居住 性 を 有 し て いる 


пеон 


個室 に 私 物 を 持ち 込む 者 は 
あま り い な か っ た が 、 ス メラ キ 
ша (し か も ボトル ) ER. 
е ич 


р ure 


の 格好 の 人 所 と な な っ て 


MORE INFO! 
強化 され た プトレマイオス 


各種 能力 を 括 載 し た プトレマイオス だ が 火 束 は 用 章 さ れ 
TAST. 戦 尋 へ の 参戦 は お ろか 、 自 艦 の 配 件 が で き な 
rr Я ERENTO. 
‚ НОЕ Ro u тты 
men. ҮТЕ し これ ら は あく まで 
追加 暫 備 で あり 、 完 全 に 問題 点 が 解消 し た わけ で は な い 。 


№ 2892/77 
ARAON 
BENTAN, GN キャ 
ломе – ЫВ. GNÈ 
サイ ル を 大 する ほか 、 ガ ン 
# PONT -LXER 
し て の 航行 も 可能 で ある 、 


GN アー 

FA LOR MEL 
TREN, алиа 
RAFF 
納 さ れ て いる が 必要 に な 
сйм. HA ram 
する よう に な っ で いる 。 
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ШІ ПП アル ヴァ トー レ =s 
| 


GN ド ライ ヴ [T] 
mitay cu 
209) が 7 


MECHANIC FILE ТІЛЕГІ; 


強力 な 武装 群 と 重力 下 へ の 対応 


GN ドラ イヴ [T] (タウ ) を 7 基 搭載 する アル ヴァ トー レ に Ш アル ヴァ トー レ 武 装 配置 図 
は 、 そ の 出力 を 活か し た 多彩 な 射撃 兵器 が 設置 され て い 
る 。 主 確 と な っ て いる の は 、 機体 正面 に 設置 され た ビー ム 
ат. 射撃 時 に は 砲身 が 直 出 ・ ス ライ ド する 方 式 と な っ て 
いた 。 ほか に も 、 遠 同 誘 導 兵 問 の ファ ング や 側面 ビー ム 確 
を 備え 、 複 数 の 英 に 対応 で きる 機構 を 有 し て いる 。 さら に 
格闘 用 兵 諾 と し て 大 列 の アー ム を 設置 し 、 接 近 埋 で も MS 
の 撃破 を 容易 と し て いた 。 また 、 機 体 に は アー ム だ け で な く 
脚 部 も 設置 され て お り 、 垂 力 下 で の 運用 も 想定 され て いた 
と 見 られ る 


жанаты 
aeenmrsss 


ファ ング 本 体 
ブッ ト ー レ に 措 載 され た フ 
27. MS 用 の ファ ング より も 大 措 


Ө ファ ング ; > 
5 


ライ ザー の 内 名 に 
届出 口 、 そ の 反対 側が スラ スタ ー 
し で あ る 


ファ ング 位置 


装 申 が スラ イド する 
ж. 


る アル ヴァ アロ ン 


ABREN шш 
KRSNA 


AWKOREESASEEN 
ЕТ ИЕМ 


@7-4-BBRHE ィ ア イイ | 
т EW RLAR. “ / 
ч MELAR кисін Ж” Ж 
кштп т. ө г” 2 
$ っ £ r 
жү? + 
KP y 
と 
a 
= 
ア ж КУ. 
2 = 
る ラン ディ ング 時 غ‎ 
A) ры ү | 
< と し て も 機能 し て お 4 り . 自 | Û 22 = 1 
Р ы лойм кс@ | тиоутпутатеокстағығ. мамин 
X 用 きれ た と 見 られ る 間 用 の コン トロ ー ラ ー ア ー ム を 用 いた 
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СД ser Oa 


[А є = БЕ SPEC 
A - ベル ガ ы ダラ ス = ss ЛЕТТІ EATI 
23-87 ТІ 


トロ BERGA-DALAS 


НД 7:2 


кй た 
が 本 機 を 運用 し 


Е" 


XM-04 の 開発 に は 、CV の 母体 で ある ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ 

に 属す る ブッ ホ ・ エ アロ ダイ ナミ クス が 携わっ て いた と 
され 、 同社 が 試作 し た デ ッ サ ・ タ イプ と 呼ば れる 小型 MS が 
本 機 の ペー ス に な っ て いる 。 デ ッ サ ・ タ イプ から 指揮 官 用 
MS と し て 必要 な 機能 を 選定 し て 設計 され て お り 、 小 型 化 
に 際 し て ジェ ネ レ ー タ ー を 機体 の 外 に 移す と いう ペー ス 機 
の 発想 は 、 ЖАС БОБОТА: ХАС, 
て いる 。 また 、 本 機 の 設計 は XM-05 の 参考 に され て いる 
が . ト ー タ ル に お ける 性 能 は 発展 型 と も 言え る XM-05 に 劣 
$. それ で も 、 当 時 の 地球 連邦 軍 が 運用 し て いた 20m 級 
MS を 潜 坊 する 機動 性 を 誇り 、 フロ ンティア ・ サ イド 凌 撃 で 
も その 性 能 を 申し 分 な く 発揮 する こと と な っ た 。 


пиш 
AMEMGEMMOSRAAT, ERMEN щеп: 
MMS の 中 で は 最も サイ ズ が 大 きく 、 シ ェ ル フ ・ ノ ズル や 替り 
ағым), チ ナ ン ・ タ イブ と 比べ る と 前 後 の ポ リュ ー ム も 大 


жүр, 


ЖБЖ: 1-7% 
лэ. 7 (РЕКОМ, Bt: / 
訓 代 の 完 を イメ ー ジ させ る 形状 は í 
XML05 と 本 機 を ペー ス に し た XM 


06 ダ ギ ・ イ ルス に も 共通 し て いる 。 


ヘッ ドラ イト と 


を 示し た も の 。 Еле 


вас. Вана НИ | д 
мМаттжу/.ж-2-ғ А A NS > ы 
設け られ て お り 、 MER освоен аел), 
св юнан, ы, „с б | 
ЗЫ 1552847 1221 т. мо Rawat 
THOMAS, Бы өл. байы 
高い 格闘 戦 能力 を 発揮 し た CV 製 MS 独 自 の 武装 

分 類 が 示す よ XM-04 は 格闘 戦 に 比重 を 置い た : 


武男 ショ ッ ト ・ ラ ン サ ー 
装 を 採用 し て いる 。 その 特徴 を 端的 に 示す も の が ショ ッ ト ・ A 
50-7. B-PVILESORPERAMTSELEOM 
を 有 し た この 武装 は 、 敵 機 を 糧 発 させ ず に コロ ニー へ の 
被害 を 抑え る CV の 戦法 を 物語 っ て いる 。 
Коо LL, Е 
MS の 欠点 を 補っ て いる 。 近接 戦闘 に 特 化 し た 本 機 の 性 
能 を 発揮 させ る た め に は 高い 操縦 技術 が 必 
CV は それ を 可能 と する 高い 線 度 を 謗 っ て いた 


BW ビー ム ・ サ ー ベ ル 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 2 基 を 殺 備 し て いる 。 
= Е 形状 は XM-05 の も の と 同 標 。 メイ ン 
А 

т] 


サー で ある だめ 、 ピ ー ム ・ サ 


リニア 射出 式 の 栓 と へ 
ピー・ マ シン ガン を 組み 
合わ せ た . СУММ 
нағака.хмоғ 
Denisa FMT 
TAT SOE RE 
(9477. BRO 
Babs ee 
ӘДЕ ТЕ 
欠け る 一 本 を 持つ 


、 高 い 機動 性 を 付与 する シェ ルフ ・ ノ ズル 


XM-04 の 特徴 を 示す 装備 の ひと つが 、 シ ェ ル フ ・ ノ ズ 画 シェ ルフ ・ ノ ズル 
ル と 呼ば れる 可動 式 スラ スタ ー・ ユ ニッ ト で ある 。 Chu. 
ジェ ネ レ ー タ ー を 機 外 に 設置 し 、 推 進 力 を 機体 各所 に 分 
敢 さ せる と いう デ ッ サ ・ タ イブ の コン セプト に 落 想 し た も の 
スラ スタ ー・ ユ ニッ ト 自体 の 質量 を AMBAC シ ステ 
用 する こと で 機動 性 の 向上 を 実現 し た シェ ルフ ・ ノ 
ズル に よっ て 、 本 機 は 極め て 和 柔軟 な 機動 性 を 誇っ て いる 
また 、 シ ェ ル フ ・ ノ ズル は 各 ユ ニッ ト を 分 離し て 射出 する こ 
と も 可能 で 、 攻 撃 や 揚 乱 に も 転用 で きた 
下 を 招く た め 、 あく まで も 非常 手段 と 考え られ る 。 


Ш 取付 基部 スイ ング アー ム 


可動 式 ス ラス ター の コン セ 
а га 


ズル は それ を より 高度 化し 

た も の と 言え る 。 ЖИ 
E (68) の シェ ルフ 
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シェ ルフ ・ ノ ズル は バッ ク 
バッ ク 側面 に 訟 けら れ た 


стань. スイ ング 
ож 
| の シェ ルフ ・ ノ ズル に 
WALT 50). 167976 


eA. LARC RRL CREE 
そる ジェネレーター 出力 の 人 
製 MS の アド パン テー ジ の ひど 


さ ピ ー ム ・ シ ー ル ド 

発生 デバ イス 
аськи T. 
ИЗО НЫ ВМ 
の デパ イス を 支え る 。 BRD 
- 寺 べ て 軽量 で . 機 性 の 砂 げ と 
な ら な い 点 も メリ で ある 。 


っ 


ビー ム ・ シ ー ル ド 展 開 時 
は ピー ム ・ シ ー ル を в. > 
バイ ス の 辺 に 治っ て ピー ム 間 が 民間 き 
ー ル ド より も 広 生 画 を カバ ー  / ン 
L. тәшенлзлтаз / 


=> CV 共通 の 構造 


XM-04 の コク ピッ ト は 調 体 部 中 央 に 位置 し 、 痢 部 に 円 
形 の ハッ チ を 配 し て いる 。 内 部 構造 は CV 製 M 
で 、 パ イロ ッ ト の 頭上 に 位置 する よう に アー ム で 中 空 に 設 
けら れ た コン ソー ル ・ パ ネル な ど が 特徴 で ある 。 РН. IB 
世代 の MS に 比べ て コン ソー ル が 複雑 化し て お り 、 リニア ・ 
シー ト の 側面 か ら 後方 に か け て 視界 を 頑 る よう に 構造 物 が 
配 きれ て いる た め 、 視認 性 が や や 悪かっ た と も 考え られ る 。 


1/2 
fat 


回 コク ピッ ト ・ 

ハッ チ 
MEPR vH 
FILMU, RIDA 
ев. ハッ チ ど イロ ント の 
対比 か ら は 、 コク ピッ ト が さきほど 広 = 
で な いこ と が 見 て 取れ る 。 
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MECHANIC FILE A ЕН kus ENR (AGS) a:Ül sir DAA 


DENAN TYPE RK. = - ые ЕЕ 


マニ ピュ レイ ショ ン 
rg 
J SUB MANIPULATION SYSTEM SETUP ТҮРЕ | 


ラン ド セ ル 


ZEON 


MECHANIC FILE NS) БОТ жб 


デ ナ ン ・ タ イプ MS の 機体 構造 BT yee Junk 


CV 用 MS を 秘密 裏 に 開発 し て いた ブッ ホ ・ エ アロ ダイ ナ ШІШ 

ミク ス は 、U.C.0108.07 に デ ッ サ ・ タ イプ の 1 号機 を ロー デ ナ ン ・ ソ ゾン RINE: 
ルアウ ト し た 。 この デ ッ サ ・ タ イプ を 原型 と し て 、CV 用 小 М” FE 
型 MS の 開発 が 進み 、U.C.0110 年 代 に 主力 櫻 XM-01 
デ ナ ン ・ ゾ ン が 完成 し た と 見 られ る 。 そし て 、 デ ナン ・ ゾ ン 
の 民生 用 改造 機 と し て 誕生 し た の が 、 作 業 用 MS の デ ナ 
ンタ イプ MS で ある 。 U.C.0115 に 量産 計画 が 発表 され 、 
UC.0121 の MS ショ ー に 出品 され て いる 。 

量産 が 進ん で いた デ ナ ン : ソ ン の 存在 は 秘 許さ れ 、 デ ナ 
ン ・ タ イプ MS は ブッ ホ ・ エ アロ ダイ ナミ クス が MS 産業 参 
入 用 に 開発 し た 機体 と 発表 され た 。 触れ 込み は 「 空 間 作 
業 か ら 警備 まで 、 幅広 運用 で きる 民生 用 MS の 決定 版 」 
T. アピール ポイ ント は 従来 機 に 匹 南 する 人 性 能 を 持ち な が 
5%. 小型 か つ 運 用 コス ト が 低い 点 だ っ た 
デ ナ ン ・ タ イプ MS の 発表 は 、 ブッ ホ ・ コ ン ツ ェ ルン の 意 
回 を 見 挟 か れ か ね な い 危険 な 行為 そう せ ざる を 
得 な い 理由 が あっ た 。 本 機 の 量産 を 名 目 に -. アナ ハイ ム ・ 
クス 社 や ヤシ マ 重 工 な どか ら 、 部 品 の 大 量 記 
で ある 。 この 部 品 は 、CV 用 MS の 製造 に 使 
本 機 の 貸し 出し で 得 られ た 実働 デー タ を 、 実戦 | IS に 不要 な レベ ル の 


イード バッ ク で きる 喜 も メリ ッ | / 人 型 フォ ルム や 無数 の 補助 パー 
が 、 宇 用 MS ペー ス で ある こと を 区 


өзи 


BMF EER 
ハン ド 式 で 、 民 生 用 の 作 
атишлылт). 


な お 、 本 機 の 生産 数 や 販売 、 レン タル の 実体 に つい て — 5. жетассужмзот As 
は よく わか っ て いな い OW 99) プッ ホー コン ツェ ルン が 操作 し て いた 
БАРРИ ды) フ ンド セル 換装 型 の 作業 用 MS 


マニ ビュ レイ ショ ン シ ス テム 装着 型 ザ クロ は 、 ザ ク 『 と 作画 コク ピッ ト Ў 3 Ш マニ ピュ レイ ショ ン シ ス テム バック バッ ク 
業 用 ポッ ド の 組み 合わ せ に より 開発 され た 作業 用 MS だ っ 6 
た 。 大 き な 改造 ポイ ント は 、 ザク TI の ラン ド セ ル を 四肢 式 の >. 
作業 ポッ ド に 換装 し た こと 、 追 加 マ ニ ビ ュ レー ター を 操る 操 М 
作 員 用 の コク ピット を 増設 し た こと で 、 宇 宙 に お ける 精密 $ 
作業 性 能 が 大 きく 向上 し た 。 改造 ペー ク I が 選ば 
れ た の は 、 ラ ンド セル の 交換 が 容易 な 構造 、 絶 対数 の 多 さ 
が 理由 7 ゲル ググ は ザク 以上 ( ド セ ル の 換装 
が 容易 だ が 、 作業 用 に 回 せる ほど 数 が な い ) 

ーー 年 戦争 時 の 作業 用 MS と し て は 、 最高 度 の 機能 性 を 
誇る だ ろう 本 機 だ が 、 問題 点 も 指摘 で きる 。 MS の 操作 に Í 
1 名 、 ラ ンド セル 部 マニ ピュ レー ター の 操作 に 1 名 の 計 2 名 а 
ORRAEDRLT SA, MSOMBIEMSMD/ 107 ғ; 
ト が 操作 する らし い 点 は 、 急造 され た 様子 が 拭え な い 


MORE INFO! 様々 な 開発 系 譜 を 持つ 作業 用 MS 
作業 用 MS の 開発 経 纏 は 機体 ご と に 様々 だ が 
大 きく ふた つ に 分 類 で きる 。 既存 の MS を 原型 と し て 
パリ エー ショ ン 展 開 し た 機体 (改造 機 ) と 、 新 規 に 設 
計 さ れ た 機体 (新設 計 機 ) で ある 。 
改造 機 は 軍用 に 多く 見 られ る も の で 、 一 年 戦争 時 
に は すでに 存在 し た 。 ジオ ン 公国 軍 の ザク ・ タ ンク が 
有名 で ある 。 新設 計 機 は 民生 用 で 多い が フル サイ 
ズ の MS は 少な く 、Jr.MS や プチ MS、 ミ ドル MS の よ 
うに 重機 的 性 格 が 強い 小型 機 竣 が 自立 つ 。 ジャ ン 
ク 屋 の ハン ド メ イ ド 機 は 両者 の 中 間 的 存在 と 言え る 。 
>” MS に 連なる 作業 機器 MW544B サン ドー ジュ 


て モビ ピル ワー カー も 
ж ше mwsaan サン MS-OBW 一 般 作業 用 ザク М5-06\ ザク ・ タ ンク ув 
FAIRER. RE ВИМОБЯЯМЗ. EROS MS と AFV を 組み 合わ せ た 現地 改修 サイ ド 1 の ジャ ンク 歴 が モン ・ パ ジャ ッ 4 
L. MSE DIERE SEP ORMSPRAME, (5 の 作業 用 MS。 マ ゼ ラ ・ ペ ー ス の 上 に 。 ク の ハン ド メ イ ド 機 。 U.C.0088 ご ろ 8 本 も の マニ ピュ レー ター を 持つ が 、 コ ン 
вошт чат KALAMA ні DORMI 7ERARRRTE є›-»э-ошваяуж‹. ИС 
кэ). маты ns. хуту-етатшташ Ф, ジャ ンク バー ツ を 多用 し て いる が 、 は 3 名 の パイ ロッ ルオ を 必要 と し た 。 ME 
т кшн. 様 の 横 体 が 多数 製造 され パワ ー は ば 一般 的 な 軍用 MS を 上 回 る 。 両 請 の 計 3 か 所 に コク ピオ を 持つ 。 


pass 42-12 


機動 戦士 ガン ダム UC 


MECHANIC FILE ы (€) Г 
Ж — 


Aqyoayateioads INNZNS OMVNVI 5420602: VLIHOW IHS ヨ MVL Aq опе 


(UE) nell ser 161 


IPED 


「 補 付き] の MS① 


№ SPEC -лих-0% caza-p- № SPEC -AMS-119 GEAR-DOGA HEAVY ARMED TYPE- 
全高 — (MRE 17.0m) 全高 20.0m 
ЕШ 2871 ЕШ 280128 6210 
А-Я 2.140kW_ 34у-2-Е) 2:160кУ/ 
2223-ЖЛ 98.200kg 2223-ЖЛ 75.200 
PHR ガン ダリ ウム 合金 装甲 材質 FEST MSN 


BR FIDAS- ELX 
2 Е—А-+—^окхР 他 
MR 27-77: ИНЕТ) 


る べく 大 型 プロ ペラ 


武装 変形 機構 
f 機体 ジェ ネ レー ター に 臣 結 し た 大 型 上 半身 大曲 させ る こと で MA 形 
) 形 機構 を 搭載 。 これ 


соат 


азала, 


関連 ファ イル 

м 
残党 を 取り 込ん だ も の で あり 、 古 参 兵 や 新 世 代 の 兵 が 
入り 乱れ る 部 隊 と な っ た の で ある 。 それ は 『 袖 付き 』 が 保 
シナ ンジ ュ マ ヤク シャ トリ ヤ 

実働 部 隊 の ガ 
オン か ら 継 承 ・ 改 FILE PREVIEW, 
EES 


HIE TEE] tx 


旧 ネ オ ・ ジ オン 勢力 か ら 使い 続け ろ られ た 可変 MS 


8] が 保有 する 可変 MS ガザ D は 、 旧 ネオ ・ ジ オ 
уату 「 補 付き | に 合流 する 際 に 請 潜 され た も の と 言わ 
れる 。 グリ プス 戦役 で 一 定 の 評価 を 受け た ガザ C3 
に し て 発展 ・ 改良 し た 機体 だ け に BA 
来 な ら 後衛 に 配備 され る 機体 で ある 。 жж. [ef 
も 前 線 の 実働 部 隊 に 配備 され て お ら ず . y 


Т? 
HEMD, нен 
а 


LER PERS 


EBES LUT 50), Hitt 
優れ て いた よう だ 
合流 し た 兵 た ち に と っ て 
は 使い 慣れ た 機体 が 一 番 で あり 、 そ れ が 本 機 が 運用 され 
続け た 要因 に な っ た と 思わ れる 。 


Ө МАО 


人 @ MS 形態 (ИШ) 
А 
кїз Еюшш. COR 
оду 
Ошан: 


スタ ー の 推力 方 向 が 後方 
えら れ て いる の が 見 て 取れ る 。 


BRR 


№: NATED RAR BEMAAML TEL 
ERE MAME SME ATI 


@ ビー ム ・ サ ー ベ ル 


з 
MARSA CODE RA Ct? 


AMS-119 改修 性 の 高 さ を 活か し 、 長 距 離 砲戦 仕様 と な っ た 機体 


MORE INFO! 
その 他 の MS と 基本 能力 


гана) が 保 訓 する MS は ガザ D や ギラ ・ ド ー ガ 重 型 
ば か り で は な い 。 複数 の 勢力 か ら 兵力 が 合流 し た 衣 
種 多様 な 尼 体 が 持ち 込ま れ 、 結 果 と し て 極め て 釘 多 な 
成 部 隊 と な っ て し まっ た の で ある 。 以下 に 挙げ た 2 機 
の 一 例 で あり 、 近 代 化 改修 が 施さ れ で いる と は いえ 、 こ れ 
ほど 能力 的 に 差 の ある 機 
SCEMTHERATS 
DEBORA ESE 


ドー ガ は シャ ア の ネ 
で ある 。 その た : 計 年 代 が 方 が D よ り も 新しく 、 運 用 面 
や 機体 改修 の 容易 さ で 優 っ て いた らし い 。 その た め シ ャ ア 
š らい くつ か の パリ エー シ 
袖 付き ] が 保有 する ギラ ・ ド ー- 
容易 さか ら 端 を 発し た バリ エー 
る 。 長 話 苑 克 撃 能力 に 特 化し た 本 機 は 、 専 用 射撃 兵 装 と 
тозза [527 . 7л ла) #814. さら ( 
パラ ンス 用 の スタ ビラ イザ ー と 増加 プロ ペラ ント ・ タ ンク を 
設置 する こと で 、 ペ ー ス 機 を 上 回 る 大 型 MS と な っ た 。 Ж 
体 設 計 を 変更 する こと な く こ れ ほ どの 大 型 装備 が 挫 載 可 
能 な の は 、 まさ に 汎用 性 の 高 さ が 為 せる 技 で あろ う 。 


Ш AMX-008 AC 
U.C.0087~0088 に か け て ア 
が 運用 し た 可変 機 。 作業 用 MS を 


И TEDE 


пасва Tost), HATER 
BOMB LT AEP RBS ETE, 


Ш MS-21C ドラ ッ ツ ェ 
ザク TTF2 型 の 胴体 に ガト ル の ブー スタ ー を 接続 し た 量産 


EMS; デラーズ ・ フ リー ト が 開発 し 、 デラ ー ズ 紛争 に 投入 し 
た こと で 知ら れる 。 「 袖 付き ] に も 複数 機 が 配備 され で いた 。 


/ 


デラ ー ズ フリ ー ト が 運用 し た ちの と は 機 
BERREKETA. LOL, 

Ë вйошяты. ишсин 
ЕТТІ 4 ) 軍 の 的 体 に 本 打ち で き な か っ た = 
нит, 


аж 62-8н ш 76 6 た WBH ш 


PhU% 
ТЕГЕ YET 


WCE OMS REMY E 


уйт (лг ТТТ 


ЕРТТЕП 


PLAS АШ 


GOTH РАС 
алалары 


ал 
2 RMI wv YL ИИА 
ЕЕ A ALL REB 


ЕЛДЕГІ 240) 
ET ALLA 
PULA ANH "СФ MAD 
ГЕ” 
мня A OBE 


ЕЕ) 


ІШІНІШ ІШ 


BRET 93 
жу 
"офот LL ЛЕШ? 74 

$ залоз о AASB LW LE 
әли полит 45428 
ЕЯ 
тен 


| wees | АУУ 


IF Se Ü A 


1826717: 


GMA ноп. 3 
ШЕИ Ж ЗОВУ 
ТТЕРІ E 52 
мю КЕСЕЛДЕН СИ мораа а= 
ө 9х Ox RL TK М 371 
100022 ШЕ 


dIHS3 7118 SSV19-NVTB9VW (BREE) шөге HFF 


30109 | БҮПТЕТТІСІ ІНІ | ЧЕ: ШЦ 


ШУП 


パー 半 BLAH. 7 6/-ЛОН ЗИ 
ЖИЕНИ 171 
HERE ЛГ}: VE 
KAMANE LX BRE DICK IRS sb 
100022 ЖШ 
ugg W£ 
-анвзшуаввулә-нуташу 934$ Ж 


SSUES LL НН 
Е o Y 


ЗИВ WM 72 


p 

YUP YORE RR ШГ cara Я Е 
-кнФциоинжнЕс тшсшше 
жашигсонзкн атс. 5 
CML gran. ミノ フス キ 
ЗИЛАН готини SMT 
を 主砲 と し て 採用 し て いる 。 また 、 BLES OK ЕЊЕ 
発 民 さ せ た 艇 体 構造 は 、 左 右 面 も 甲板 と し て 活用 する こと 
TRUDE MENRORRETINELL THIS. な お 、 ア ナ 


ン ケ や タイ タン 、 フェ ー ベ 、 ル ザ ル と いっ た 第 が 代表 的 な マ 
ゼラ ン 級 と し て 知ら れ て いる 。 


! 


SEARO YERE. син 
ROKRBRARAT HERA, XS AO XE 
MOTUS, COAT EAE OMUREL TERN SHA, 


НЕО 

ЭШЕН 4: 

DERE. マゼラン 綴 の カ 
的 


され た キャ プ テ ン シー ト が 位置 する 。 
も 設け られ 、 ALLL TOMER: 


VOR TRE 
этэй, HBF 
DSK て 
APERATECER 
акса) KANONIE 
k нете 
Бн я, 


PRAEGER ЛЕВ 


PRAMETHS- MEA. KLEOBNEDAL 
7MBStRALTS, BROLECAABICARSE 
を 配 し て いる 。 KEL. ШИЕ CORRE RLEY 
ゼラ ン 綴 と は 異な り 、 SRESARSCLTBHANTH 
た 。 その た め 汎 用 性 に 優れ 、 改 修 や 再 設計 が 容易 な 点 
を 特徴 と し て いる 。 その 特性 は 「 ビ ン ソ ン 計 画 」 で も 活か さ 
れ 、 地 球 連邦 軍艦 隊 温 力 の 再編 を 助け る こと と な っ た 。 マ 
ダダ ガス カル や サフ ラン 、 シス コ な どの 閥 が 知ら れる 。 


SEC ROBOT yh - X: 
taran, Sh, EREK 


EL. ВЕНЕРА 
ЖАШ ААР EARL TUS, 


BARBRARATEN 


здана ШП Т. 
#их®шлл7+ 
Ж, ロケ ッ ト ッ エン ジン を 備え 、 
リフ ティ ング ・ ポ ディ 構造 
よっ て 大 気団 内 を 飛行 する 
性 能 を 有する 。 TUYE 
DOE. 


@ ドッ キン グ ・ ロ ッ ク 


MORE INFO! 地球 連邦 軍 の 宇宙 補給 艦 


前 述 し た よう に 、 マ ゼラ ン 綴 と サラ ミス 線 は MS の 挫 載 ・ 運 用 能力 を ほとん ど 有 し て 
いな か っ た 。 それ を 補う た め に 開発 され た の が 、 こ の コロ ン ブ ス 綴字 室 輸 送 艇 で ある 。 
本 紙 は 巨大 な コン テ ナ を 両 般 に 配 し た 構造 を 特徴 と し 、 そ の コン テ ナ ・ ス ペー ス に は 
MS 1 個 中 隊 と その 運用 に 必要 な 物資 を 格納 ・ 軍 摘 す る 能力 を 有 し て いた (50 機 の 
MS を 搭載 で きた と され る ) 。 TOMI LoTR, BEML TORT 
ゼラ ン 級 と サラ ミス 才 を 支援 し た 。 また 、 本 級 を 宇宙 空母 と し て 改装 し た 稲 も あり 、1 
番 散 の 名 称 か ら ア ンティー タム 級 、 も し く は 改 コ ロン プス 級 と 呼ば れ た 。 それ ら の 連携 
に より 、 地球 連邦 軍 は MS 配備 後 の 宇宙 北 隊 を 機能 させ た の で ある 。 


コロ ンプ ス 緩 は MS の 運 
用 だ け で が 、 ソロ モン 
REET 2AF 
LEBDE £ 


BPR LATER, DFFEADEENCH 
8 基 の エン ジン ・ ノ ズル を 備え る 。 BIRDSALL TU, HER 
EDEN TEST SEARO R RETA, 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


нЕ те ИА 


Е | SPEC 
武装 MMLGAU1717 12.5mmCIWS х4 


MMLGAU25A 20mmCIWSX2 
МА-М941 ヴァ ジュ ラビ ピー ム サ ー ベ 
ха /MGX-2235B AYE GRA 
43-2 EOFU-SX ЕК, 
ド (MA-B1R E—L RE HR) Х2./А 
GM141 717-2210 45%0/х 
12)х2_ МА-ХМ434 ビー ムタ ロ ウ X2. 
MA-BAR721 ni 5 


m A 


装置 で ある る アン テ ナ は 、 MAPS 
(可能 で ある 、 


= 
W 


№ COMPARISON CHART № COLOR 


ie 


waa 


7 支え る 縦長 の 推進 剤 タン 
| 76868. その 上 部 に は 、 ヴァ 


BIS 
ЕА 


| 2 ロウ と し て 機能 する シス テ 
ム を 有 し て いた 


ТІ) зин Î 14 


MSE SEs Teresa 


カオ ス の MS 形態 は 、 ザ フト セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ の 
高い 基礎 性 能 と 、 本 機 の 特徴 で ある 優れ た 機動 性 を 遺 
ЯСЕНЬ. 主 武 装 と な る 中 距離 戦闘 
用 の ビー ムラ イフ ル 、 近接 戦闘 用 の ビーム サー ペル は 、 ダ 
ガーL や ウィ ンダ ム な ど 、 地 球 連 合 軍 の 主力 機 を 撃破 で き 
る だ け の 攻撃 力 を 確保 。 さら に 、 機 関 政 付き の シー ルド や 、 
頭 部 、 交 部 に 備え た 計 6 基 の CIWS に よっ て 、 環境 を 問わ 
な い 多 彩 な 戦闘 を 可能 と し た の で ある 。 


©) MMI-GAU1717 12.5mmciws 


ттге, 右 回 は アン テ ナ を 
ЖАНАС. ABCD! PEMA MAB NEO TRS, 


© MMI-GAU25A 20mmCIWS © MA-BAR721 © MA-Mg41 © ммі.возо 
| 高 エ ネル ギー ビー ムラ イフ ル ヴァ ジュ ラビ ー ム サー ベル жишш 


RECEBEN, セカ ンド ステ ー ジ シリ ー 
ХАВОННЕН, 予備 用 も 含め 2 英 備 
て いる 。 


ムラ イフ ル の 
НЕ 


ADWARE 
BAST. ЕЮ 
を っ て いる 


тбттох ВУИ БАВА УЗД 
ЕЧ ルド 。 BREED! \— ERT 
MENTS, 


宇宙 環境 を 想定 し た 特殊 MA 形態 | 


航空 宇宙 型 MA 形 態 と 呼ば れる 本 機 の MA 形態 で は 、 Ш MA 形態 
頭 部 を ビー ム 砲 付 き の カ バー に よっ て 竹 い 隠さ れる ほか 、 
折り 暑 ま れ た 脚 部 先端 か ら ビ ー ム クロ ウ が 射出 され た 状態 
と な る 。 また 、 この 形 散 で は 機動 兵 装 ポ ッ ド が 機体 正面 を 
向く た め 、 ポッ ド 自 体 を 機体 か ら 分 難 . 中 隔 操 作 す る こと が 
容易 と な り 、 そ の 能力 を 最大 限 に 発揮 で きた 。 一 方 で 腕 
部 は 変 和 形 し な いた め 、 ビ ー ム ライ フル や ピー ム サ ー ベ ル は 
MS 形態 と 同様 に 使用 可能 と な っ て いる 。 


画 コク ピッ ト 


МБР МА I ザフト セカ ンド ステ ー 


и)-х®й 

の コク ピッ ト を 採用 する 。 MS MAË 

рм 447 1744 ФОНЕ 
127541555232 な か っ た 。 


an MORE INFO! 
A 2.4 XMF-P192P プロ トカ オス 


RBH CBMENAAM 本 機 に 搭載 され た 航空 宇宙 MA 形態 の プロ ト タ イプ 。 
MA 形 能 の 有効 性 を 検証 する た め に 開発 され た も の で 、 
О カオ ス の 特徴 
と な っ て いる 機動 兵 凌 ポッ ボド を 4 基 備 える ほか 、 ビ ー ム クロ 
ウ も 装備 し で いる 。 試験 的 に 6 機 が 生産 され た が 、 BEF 
スト 中 に 半数 が 失わ れ た と 言わ れ て いる 。 


MS を 捕獲 で きる クロ ウ か ら は 、 高 力 の ビー ム 刃 も 形成 する こと が で きた 。 
この ピー ム 刃 を 商機 に 突き 列 す こと も 可能 で ある 。 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


の 
で で ФИЯ VPS 装甲 
BR BRR 20mmCIWSX2。ZM106 アム フォ 
ル タ ス TIRTRRE- L2 
MA-M941 ヴァ ジュ ラ ビー ム サ ー ベ 


ü プロト セイ バー 
Ж и в ガン ダム unknown 
< 


後発 機 の セイ パー と 同じ と 
る 。 ベル ナ デ ッ ト ・ ル ルー 
ЗЕ. «Ут 
形 の ビー ムラ イフ ル を 装備 


セイ バー と 同様 の 変形 林 村 を 持つ 。 プロ ト セイ バー の 


カラ ー リ ング 
REBBE. 変形 時 の パー 
тоз 


変更 も 可能 


「 一 族 」 の 手 に 渡っ た 黒い セイ バー 


= 関連 ファ イル 
ザフト の セカ > ジ シ リー ズ の 1 機種 、ZGMF- 気 園内 で の 運用 (Rf = 


X23S セイ バー ロト 機 に あたる の が 、RGX-04 オー ブ 連 合 首 長 国 の 協力 の 下 、 秘 密 
(ZGMF-YX21R) プロ ト セ イ パ ー o RGX-04 は & 地球 2 
[tel が 入手 し 付 さ れ た 地球 連合 軍 式 の 型式 に 供 さ れ た の は 、 こ の 機体 

シリ ー ズ 


た と いう プロ ト セ イ バ ー は 
武装 も 施さ れ て いる た め 実 戦 | 散布 能力 を 付 
ザラ に 与 2 イ パ バー は 、 プ ロト セイ バー で 得 られ た 
デー タ を 基 に 宇宙 で 組み 立て られ た 機体 だ っ た 


ist Ж) 待 丈 な カラ ー リ ング と ウイ ルス 散布 能力 


プロ ト セ イ バ ー と セイ パー の 違い は 少な い 。 基本 構造 、 画 頭 部 
変形 機構 、 装 甲 形状 、 武装 な ど は 同等 で 、 機 体 色 と 信頼 
性 に 差 が ある 程度 だ - BSNS. プロ ト セ イ バ ー の 外 
見 上 の 特徴 で ある 機体 色 は 、VPS 装 甲 の 電圧 
る も の で 、 黒 系 を 主体 に 白い ライ ン を 加え て いた 。 白い ライ 
ン は 変形 時 に パーツ の 状態 を 確認 する た め の も の で 、 テ ス 
ト 以 外 で の 必要 性 は 薄い 。 に も か か わら ず 一族 で 同じ 機 
体 色 が 継承 され た の は 、 パ イロ ッ ト の イル ド が 元 同胞 の カイ 
デ ( 乗 機 に 白い 十字 を 印 す こと で 知ら れる ) を 
いう 。 機体 外 の 量子 コン ピュ ー タ を 操る ウ 
イル ス の 散布 能力 は 一 疾 で 追加 され た 。 


WE Gt RIS 


スタ ビラ イザ ー な ど 、( プ ロト ) セイ バ 
主要 パーン は 部 に 代 約 し で いる こと が わか る 。 
に は 、 プロ ト セ イ バ パー の 特徴 で ある 正 い ライ ン が 施さ れ た 。 


装 備 核 動力 機 と の 合体 


プロ ト セ イ バ ー に ZGMF-X1 1A リジェ ネ レ イト の コア ユ 
ト を 接続 fi", RGX-04 (ZGMF-YX21R) + 
11 プロ ト セ イ バ ー+11 で ある ( 二 11 の 名 称 は リジェ ネ レ イ 
ト と 合体 し た こと を 意味 する )。『「 一 族 」 崩壊 後 、 プ ロト セ 
イ パ ー の 独 化 策 と し て イル ド が 導入 し た 。 ニュ ー ト ロン ジャ 
マー キャ ン セ ラー と 核 エ ンジ ン を 持つ リジェ ネ レ イト の コア 
ッ ト と 合体 し た こと で 、 無 限 に 近い パワ ー を 得 て い る 。 
リジェ ネ レ イト は 分 離 と 邊 隔 操 作 が 可能 だ が 、 そ の 際 、 プ ロ 
ト セ イ バ ー の パワ ー は 有限 と な っ て し まう 。 


画 リジェ ネ レ イト 合体 パー ツ 

ネ レ イト と 合体 す る た め 。 プ ロト セイ パー の 背部 に 

ロト モイ バー は り ジ ェ ネ レイ ト と の 合体 
村人 駐 の スタ ピラ イザ ー の 笠 わ り に 設置 


4-070 SE tisis 
BLAH. ARBATOR 
行 特性 は 、 RAMOS 
が 強く な っ た と 思わ れる 。 


、 プ ロト セイ バー: opens 
レイ ト 仙 の 接続 部 も 、 
合わ せ て 改造 れ た 


cma- taz 43-12 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


GUNDAM DEATHSCYTHE HELL EW VERSION 
BYR LFAV XAL (EWR) 


RI SHINO “Color by YUICHI KUBOKI < Special Elfect by MASANORI SHIN 


%» ық 
= 


ШІ тотал 


て 活躍 し 、 早 期 の 戦乱 ЕТТІ жиш 
の 平和 を 取り 戻す た め 再 maiti ace 
する 。 その 彼 の 愛 機 と し 

ス サ イ ズ ヘ ル で あっ た 


44-3 


ガン ダム デス サイ ズリ 
(EW 


BGUNDAM DEATHSCYTHE HELL EW VERSION | DEATHSCYTHE HELL EW VERSION 


反乱 軍 の 主力 MS・ サ - 
し 、 その 実力 を 発揮 し て いる 。 


4 > 


) поклон 


関連 ファ イル 


ステ ルス 性 能 を 活か し た 機動 性 と 格闘 能力 


ー ダ ー で の 捕捉 を 不可 能 
その ステ ルス 性 能 を 最大 限 に 
機動 力 と 格闘 能力 に 重 志 が 置か れ て いる 。 К 
、 大 出力 の ピー ム 刃 に 容易 に 敵 を 切断 
ー ス を 中 心 に 、 880/542». TR 
シー ルド な ど 、 ARIES CREAT CRAMER, 
うし た 機体 特性 を 活か し 、 敵 機 ! 
て 格闘 戦 に 持ち 込み 、 ビ ー ム シザー ス -жевыень 
ら せ る 攻撃 パタ ー ン を 確立 し て いた の で ある 。 


Wart тта тч 
Т 


ス サ イ ズ ヘ ルト 


А H яй (7271771-8) 


特殊 兵 BHENCHANERADR 


デス サイ ズ へ ヘル の 機動 力 と 防 件 力 を 支え る の が 。 BBS | 画 アク ティ ブクロ ー ク (クロ ー ズ 時 ) 
の ウイ ング 状 パー ツ 、 ア ク テ 4 

う よ う な 動物 釣 フ ォ ルム 3 
= この 特殊 兵 装 は 、 パー 
トー プン 時 に は 機体 の 俊敏 な 行動 を サ 
= 半身 を 丸ごと 覆っ て し まう クロ ー ズ 時 に は 、 ビー ム ・ жел 
まま 双 方 を シャ ッ ト ア ウト する 優れ た 追加 装甲 と し て も 機能 し た 
アク ティ ブクロ ー ク の 表面 は 大 気 国 突入 時 
応 し て お り 、A.C.19( われ た マリ ー 
イア 軍 と の 戦闘 で も 、 単独 で 字 宙 か ら 地球 へ 降下 する こと Ж 
- 成 功 し て いる 。 た め 、 パ バル カン 以外 で の 放 撃 


ЕТЕТ 
k s 


“ = + 


- 
/ 


MORE INFO! 
共同 戦線 


ん C.196 の 戦乱 で は 、 マ リー メイ ア 軍 の 主力 機 サー ベン ト が 
大 量 に 地球 へ 除 下 し 、 ブ リュ ッ セ ル の 大 統領 府 を 占 抱 し た 。 + 
の 大 吉 隊 に 抵 基 する た め 、 デ ュ オ の デス サイ ズ ヘ ル は 、「G」 
チー ム の 仲間 で あっ た カト ルー ラバ ー パ ・ ウ ィ ナ ー の ガン ダム サ 
ンド ロッ ク 改 、 トロ ワ ・ パ ー ト ン の ガン ダム へ ピー アー ムズ 改 の ほ 
か 、 プ リ ベ ン タ ー に 所 属す る ルク レジ ィ ア ・ ノ イン の トー ラス 、 ゼ 
クス ・ マ ー キ ス の トー ル ギ ス 皿 と 共同 戦線 を 張っ た 。 圧倒 的 な 
物量 逢 は あっ た も の の 、 各 パイ ロッ ト の 高い 状況 判断 力 と 5 
TRATES GRITS. 


[G] 5—5 
ある か ル ら 
HOKER, жн 
DEEERTAD. 222: 左 か ら ガ ンダ ム サ ンド ロッ ク 改 と . ガン ダム へ ビー アー ムズ 改 。 サン ドロ ッ ク — HIRST OTRA 
SAORI. А ванил, лы-7— хамая 


Ж) ERM влаж 
А TS DHATH, ЗОЗ 


新 機動 


} MECHANIC FIL 3 Еа... (W) mÜ] wer 174 


№ SPEC -wr-o2mo масог- 
全高 163т 
ma 75 
ELSE — 
スラ スタ ー 維 カー 一 
затий  ЖЕСТАСІІ 
ЖИ ビー ムラ イフ ル ELS 
ビー ム サ ー ベ ル X2 


клап ж: ба 


кш 


関連 ファ イル 


D (ヴァ イエ イト は 攻撃 面 
E core ра ル 化し て いる ) を 1 機 に 集 
o これ は MS の 操縦 の 正確 無比 な 行動 と 圧 
テム に 


それ が 、 ツ バ ロ フ 


W) mll sg17 


OZ-02MD 


無人 機 な ら で は の 能力 と 、 それ を 活か す 装 備 


画 ビー ムキ ャ ノン Ш プラ ネイ ト 
а ディ フェ ン サ ー 


= ОН 大 出力 ビー ムキ ャ ノン が 採用 され 
一 方 、 ビ ピー ム サ ー ペ ル に 代表 され る 格 開 兵 壮 は 見 送 
られ て い : 

RIS. 

われ る 。 積極 的 な 近接 格闘 を 避け 、7 


мғ-о2мо 沢 用 性 を 高め 、 ガ ンタ ダム に 匹敵 する 力 を 獲得 
WF が 運用 し た ビル ゴ T は 、MD シ ステ ム は その まま に Ш バッ ク バ ッ ク 
用 性 の 向上 を 図っ た 改修 が 施さ れ で いる 。 火力 より も 取り Meare tte 
回 し を 重視 し た ビー ムラ イフ ル を 主 兵 装 と し 、 新た に Ааа 
サー ベル を 装備 し た 1 る あら ゆる 戦局 
させ る た め だ ろ う 。 さら に プラ ネイ トディ フェ ン サ ー の 達 加 や 
強化 、 ス ラス ター を 内 蔵 し た バッ ク パ ッ ク の 採用 な ど 、 防 衝 
カヤ 機 動 性 の 強化 も 並行 し て 行わ れ て いる 。 その 結果 、 
CITE ВЕБЕ 
探 。 ガン ダム と 互角 以上 の 戦闘 を 演じ られ る ほど の : 
能 機 と な り 、 MD シス テム の 有効 性 を 実証 | 放し た の で ある 


MD 戦闘 プロ グラ ム に 従っ て 自 委 行 8 
が 、 外 部 か ら の 一 括 操作 も 可能 で ある 。 HA LEDRI 
に 臨む 際 、 ドロシー・ カ タロ ニア は ビル ゴ T 部 隊 の 一 括 集中 
制御 を 提案 。 ま ず は 最適 な 勝利 条件 を 導き 出す 機構 (ゼロ 
シス テム ) を 自ら が 操作 し 、 シ ステ ム の 回 答 に 従っ て ビル ゴ 
遅延 は あ - 
は 極め て 有効 だ 


出す の で ある 


MORE INFO! 


МОЗ ОЖ 
多大 な 理 果 を 挙げ た MD シス テム だ が 、 一 朝一 タ で 完 
成 し た 訳 で は な い 。 ビル ゴ や ビル ゴ H『 に 搭載 され る 以前 か ら 


開発 が 進め られ 、 MERA TRRICE AD CHS. Ж 
E. 導入 直後 の MD は あま り に 機 焼 的 な 動き が 読ま れ や す 
< Biv [REO ATE] BREET ьо 
し か し 埋 闘 プロ グラ ム の 改 信 を 中 心 と し た 改修 


ТЕЛЕ, 

た の で ある 。 MD シス テ 
ет 619-8 
体 別 の 特徴 を 概観 す る 
TET. シス テム の 進化 
が 理解 で きる だ ろう 。 


Ш 07-06М5 


ム の 有効 性 を 証明 し て みせ た 。 


ШС2-125М5 

トス _ 
НТС 
TAREN SEI TEHTEE 
可変 機 。 MD 
シス テム の 格 導 入 機 と な り 、 Я 
ARTE RAG NET ADE 
REIL. MD 量産 の 
: こ と で 知ら れる 。 


Ш 02-13М5Х1 
ヴァ イエ イト | 


орет, 


Шо2-1змехг 
メリ クリ ウス 
ヴァ イエ イト の 対 と し て 開発 
され た 庄 作 MS。 メリ クリ ウス 
[Яо | EEL 
ты). 10 基 も の プラ ネイ 
トディ フェ ン サー が 強国 を パ 
リア ー を 発生 させ る 。 この 2 
а 
WAnt. 


a SGP 


メー プル ) が 開 穫 し た MD。 プラ ネイ トディ フェ 
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DB, ラン バ ・ ラ ル 隊 や 黒い 三 遠 星 な どの 特殊 部 隊 が 地球 
降下 に 用 いた ほか 、 シ ャ ア ・ ア ズ ナブ ル の 独立 第 300 戦 隊 
も 運用 し た 。 な お 、 FH COMMIEMIETTZ- BARR 
艦 に 次 ぎ 、 一 説 で は アス テロ イド ・ ペ ルト と 地球 を 往復 可能 
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出力 向上 # ど に より 総合 的 な 火力 は 高い 。 AAFC 
いっ た ビー ム 兵 装 だ け で な く 、 実体 強兵 装 も 装備 。 特に 主 
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点 防 衛 な ど に 配備 。 戦闘 の 花形 は MS へ と 移行 し た の で ある 。 
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する た め ア ー ム 部 は 折り 畳 まれ て いる が 、 交戦 時 に 各部 が 
展開 する と いう 可変 機構 は 、 ユ ニオ ン 工 語 が フラ ッ グ 系 で 
培っ た 得意 と する 分 野 で あっ た 。 武装 は 豊富 な 実体 弾 系 
ЖЕН, 水中 で 威力 が 減じ る ビー ム 兵 器 は 備え て いな い 。 
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コク ピッ ト 構 造 は フラ ッ グ 系 の ドラ ム 式 コク ピット が 連想 
され る 。 ここ に 可変 構造 で 培 わ れ た ユニ オン エ 亡 の 技術 
が 活か され て いる の だ 。 球形 の ケ まれ た コク ピッ ト 
部 は 、 メ イン カメ ラ の ほぼ 真下 に 位置 。 ジャ イロ 制御 に よ 
б, 機体 の 動き に 関わ うず コク ピッ ト 部 を 安定 させ る こと に 
成功 し て いる 。 豊富 な 武装 の 搭載 な ど で 複 雑 に な っ た 操 
継 は 、 タ ン デ ム 方 式 に する こと で 対応 し て いる 。 また 水中 で 
の 長期 活動 を 考慮 し 、 専用 の 居住 区 が 設け られ て いた 。 
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デー タ 流 用 機 
水中 環境 に 対応 し た MS は 極め て 少な いこ と か ら 、 水 中 
ОБОЗ Соса. そこ で 開発 され た 


MS が 、GNX-612T/AA スペ ルビ ア ジン クス で ある 。 そ 
の 強 陽 揚陸 ユニ ッ ト の セン サー に は 、 ト リロ バイ ト を ペー ス 
に 改良 を 施し た セン サー 乗 子 が 導入 され て いる 。 


GNX-612T/AA スペ ルビ ア ジン クス ЭНН 


ホバー ユニ ッ ト 、 り ェ ポ ン パ ッ ク 、 セ ン サ ー ユ ニッ ト か ら 構 成 され る 
水中 活動 用 の 増加 パー ツ 。 トリ ロバ イト の 技術 が 用 いら れ た 。 
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MS の 代名詞 る MS-06 ザク は 、 エ ー ス パ 
イロ ッ ト 仕 様 の S 型 や 、F 型 か ら 宇 宙 空 間 用 の 装備 を 
オミ ッ ト し て 大 気 園内 運用 装備 を 搭載 し た J 型 な ど 、 多 
く の パ リエ ーション を 生ん だ 。 その 中 で も F 型 に は 直系 
機 が 2 種 開発 され て お り 、 そ の ひと つが 後期 生産 型 の 
MS-06F-2 ザク IIF2 型 で ある 

ザク TL は 機体 の 各 パ 交換 可能 で あり 、 機器 の 
換装 で 性 能 の 向上 や 汎用 性 を 発揮 
生産 性 ・ 拡 張 性 これ に より 仕 
様 の 異な る F 型 は 多く 存在 し て お り 、 機 器 レ ベル の 換 
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仕様 の 共通 規格 の も の . 


装 が 施さ れ た 改修 機 は あ . 

ズ さ れる 。 その 一 方 

され た F2 型 に は 新た な 型式 番号 が 与え 5 れ て お り 、F 

型 の 直系 その 型式 番号 の 通り 

MS-06F ザク IF 型 の 改修 機 で あり 、S 型 に は 及ば な 

いも の の 総合 性 能 向上 型 と し て の 側面 を 持つ 
地上 戦 仕様 は アフ リカ 
ソロ モン へ と 配備 され 

数 は 少な い が 局 地 戦 闘 で 効果 を 上 げ 、 戦 後 は ジ 
ン 公 国軍 残党 が 戦力 の 中 械 と し て 運用 し て いる . 


ン ン シュ ッ ルム ・ フ ァ ウ スト ハン ド ・ 
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АЙ パ ー ツ 規格 化 に よる 運用 性 向上 と 再 設計 に よる 格闘 性 能 の 強化 
F2 型 の 構造 は 統合 整備 計画 に 準拠 し て お り 、 絶 一 仕様 。 画 現地 改修 = Т 画 オプ ショ ン 


で ある コク ビッ ト と マニ ピュ レー ター を 採用 。 これ に より 各種 
バー ツ や 兵 装 が 世 換 性 を 持ち 、 優 れ た 運用 性 を 獲得 し た 。 笛 TRENT roo 
: る F 型 か ら の 変更 点 と し て は 、 軽量 化 と スラ スタ ー 増 isn sameeren | 
に よる 機動 性 の 増強 と 、 胸部 装甲 の 強化 等 に よる 陸戦 能 。 し 、 芝 部 の 再 列 性 を 高め 
力 の 向上 が 図 ち れ て いる 。 また 、 ラ ンド セル に は オプ ショ ン が 装 MEMED 
備 可能 。 な お 、 公 国軍 残党 が 運用 し た F2 型 に は 現地 改修 が 
施さ れ た 機体 も 多い 。 キン バラ イド 鉱山 基地 で 用 いら れ て い 
た 本 機 に は 、 砂漠 に お ける 迷彩 の た め サ ンド ・ ブ ラウ ン に 塗装 
され た 機体 や 、 別 機体 の 部 位 を 流用 し た と 見 られ る 脚 部 : 
カラ ー リ ング が 異な る も の な ど 、 機体 こと に 差異 が 見 られ た 。 
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他 機種 と 共有 化 され た 武装 群 に よる 優れ た 運用 性 


F 型 の 直系 機 で ある 本 機 は 、 一 年 戦争 に お いて ザク HI が 
用 いて いた 武装 を その まま 活用 可能 で ある 。 さら に は 統合 束 
備 計画 に よっ て マニ ピュ レー ター が 互換 性 を 得 た 結果 、 運 用 
で きる 武装 の 幅 は 広がっ て いる 。 ヽ 換 える な ら ば 、 武 装 は 
他 機種 と 共有 化 され て いる た め F2 型 専有 の も の は 存在 せ 
ず 、 公 国軍 MS の 汎用 兵 装 を 装備 で きた と 言え よう 。 また 、 脚 
部 に は ミサ イル ・ ポ ッ ド の 装備 が 可能 と な っ て お り 、 火 力も 増 
強 され た 。 この 利便 性 と 多彩 な 武装 は 、 ゲリラ 活動 を 行う 公 
国軍 残党 に と っ て 非常 に 都合 の 良い 一 年 戦争 
後に 補給 が 途絶 え 、 限 られ た 資材 で 一 方 的 な 消耗 を 余儀 な 
くさ れ た 中 、 武装 の 互換 性 は 有効 に 働い た の で ある 。 
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を り 機 種 転換 に お ける 訓練 時 間 を 短縮 で き 、 イア ウト され で いる 。 同時 に 胸部 中 央 の 装甲 は 厚く 強化 が 施 
他 機種 か ら の 乗り 換え が 容易 に な っ た 。 位置 は F 型 か ら 変 更 され 、 パイ ロッ ト の 生存 性 を 高め る 配慮 が 成 され た 。 


Ш コク ピッ ト 配 置 較 


手狭 だ が 洗練 され た 
| жото, 


ADDRES 

| わせ て 従来 の コク ピッ 

== ` ト より も モニ ター が 小生 

還 で コク ビッ ト は 右 肌 に 位置 する が 、FZ は 中 央 に 配 さ れ 化 され て いる 点 が 大 き 
ЖЕР. コク ピッ ト ・ ハ ッ チ は 左右 と も 開 す る ] 4 往き える , 


90mm ザ ウー マシ ン ガ ン と お 呼ば れ 
Buy. ААВ 


DERM. 
ж.ш 
®. нел, В, 


MORE INFO! 
連邦 軍 仕 様 機 


UL.C.0083. ト リン トン 基地 に 配備 
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運 邦 軍 が 接収 し 、 初等 パイ ロッ の 


194.260 тез} 
Z-H60-SW ш Z-490-S ш 


рО НЕРІ AON- 270 Ah 』 
|Y 030002 THRE ЕА 
АТ TLD 


Riga BI 
HIW “NVR BOLL NSG—Ç ° LEY! ° сле ОЛЧЕ * CE 
йн ҮЧ СГ $ ТАМЫР мас AY 
ABE SHY MSW EB Ру 
eee LEP qoq AEE MME OLIN: 
2HEKE 3 жа `леченл шч ОНИН 
SW OY PHA YYRLAMWRROL IMMA ПОНИ MENFI- rc 


5 ЗИ СЧ ОЛА “еа Ва 


$ EREL 
Еа REEF: 
FAC LL іу) 


HL Но Е 


озінен! a 
Бы. ЕШ 


4 を SW 


ие 


wae куелш 
ана 

жа зылулыбфам 
эллин 
TWHE 


Se Se 
ТАР TAC AGA SNAH 
ЖЕ сб wid 


ダス トメ モリ ー 


メタ ー- 


СХЕМЕ ВХР С 
* user ІЗ 
8 = поко 2345 № 
a = sss ксы s МЕ 
> = THEA WTA GAN 9310 ЗУ 
л = ゴー ・ エ ー と = Шш 
R ES TRUUS 
Ë == он を 24,6 
А =G 
s= masm 


e e e 


45-5 


| グ ワ デン | デラ ー ズ ・ フリ ー ト の 中 核 と な っ た 艦艇 MORE INFO! 
FI-A-DV-HEMOMELE KITE. -F 画 武装 レイ アウ ト eee s 

戦争 時 に は 配下 の 能 体 と 共に ア ・ パ オア ・ ク ー の 直 衡 任 VIF ORRLATINE, вот デラ ー ズ 紛争 に 参戦 し た 艦艇 
務 に 就 いて いた 。 月 と ソロ モレ 、 ア ・ パ オア ・ ク ー を 結ぶ ラ の た の に 特 化し た 一 方 、 対空 攻撃 力 が 不足 し て いる an = 
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番号 が 与え られ る 。 この よう な 装備 形態 の 異な る 派生 機 の 
ほか 、 第 2 期生 産 型 で ある MS-14JG ゲル ググ J( イ ェ ー ガ ー| 
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政府 再建 委員 会 が 戦後 に 開発 し た 新型 ガン ダム mazza» 


「 第 7 次 宇宙 戦争 」 に お いて 地球 連邦 軍 が 投入 し 0 係 者 な ど で 設立 さ れ た 政府 再建 委 ( Daf = 
機動 兵器 「 ガ ンダ ム ] イプ 用 の F( フ ラ ан) が 生み 出し 

ステ ム を 導入 し た この MS は 圧倒 的 な 戦闘 力 を 誇り 、 革 4 は 衰退 会 は 来る べき 革命 軍 

96100657 特に GX-9900 ガン ダム X の サ と の 再戦 を 視野 に 入れ 、MS 開 発 技術 の 復元 を 目指 し 

テラ イト キャ ノン は 、 超 絶 的 な 威力 の あま り 宇 宙 革 命 軍 た で 開発 され た 試作 MS の ノウ ハウ を 基 に 、 本 機 と 

らし 、 全面 戦争 を 加速 させ た の で ある 。 こう 
戦争 か ら 15 年 経っ た A.W. (アフ ター・ シス テム が 搭載 テラ イト ~ L т ае 
ウォ ー) 0015 に お い 「 ガ ンダ ム 」 は 誰 も が 知る MS р TAH ク 砲 を 採用 。 GX-9900 š теа! 


тан! 
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ンダ ム ヴ ァ サ ー ゴ は 、 大 戦時 の 機体 で は な い 。 旧 連 邦 ロス ト 和 兄弟 の 兄 シャ ギア の 愛 機 と し て 運用 され た 
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ガン ダム 」 MAMER 


ビーム 兵器 を 主体 と し た 内 蔵 武装 群 
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火器 格納 型 MS で ある GT-9600 よ り も 、 重 量 は 0.4t も 軽 

本 機 の 内 蔵 火器 が ビー ム 兵 問 を 主体 と 


© 20-к-да O ビー ム サ ー ベ ル ヘッ ド バ ルカ ン 


© メガ ソニ ッ ク 砲 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


地球 連邦 軍 を 30 年 近く 支え た 宇宙 用 MS 


RGM-122 ジャ ペリ ン は 、U.C.0150 年 代 の ザン ス 


初頭 に 開発 され た 本 機 は 、 汎 用 機 で ある RGM-119 と 基 
本 フレ ー ム を 共用 し 宇宙 用 MS と し て 設計 され て い 
$. その 最大 の 特徴 は 、 シ ョ ッ ト - ラ ン サ ー を オプ ショ ン 武 装 
と し て 装備 し て いる 点 に あっ た 。 地球 連邦 軍 の 主力 MS 
に お いて 異色 の 武装 を 採用 する こと で 、 本 機 は 対 艇 

対 MS の 双方 を こなせ る 性 能 を 獲得 し て いた の で ある 。 ま 
た 、 本 機 の 開発 は アナ ハイ ム ・ エ レク ト | ス 社 (AE) 


が 担当 し 、 本 格 的 な 運用 の 前 に は 、 RGM-119 を 改造 し 

た プロ ト タ イブ 機 や 、RGM-119 と 共通 の パー ツ を 使用 し 
期生 産 タイ プ が 先 に あっ た と 言わ れ て いる , 

配備 当時 は 主力 MS と し て 充分 な 性 能 を 有 し て いた 

コス モバ パ ビ ロ ニア 建国 戦争 以降 疲 

て 更新 が 進ま ず 、30 年 近 

3 いて も 運用 が 続け られ 

加 し た 地球 連邦 軍 の 一 部 も 

当然 その 時 点 で の | 旧式 化 は 否め ず 

劣勢 を 強い られ て いる 


本 機 を 運用 し た が 
ザン スカ ー ル 帝国 軍 の MS を 前 
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MECHANIC FILE ШЕСІ 


主力 MS と し て の 要求 性 能 を 満た し た 機体 構造 


地球 達者 軍 を 代表 する 主力 MS 系 列 一 -RGM シ リー нш L バッ ク バ ッ ク 
ズ は 、 佑 れ た 生産 性 と 運用 性 を 特徴 と し で いる 。 そし て . 型 。 部 は シン プル る 棒 で 、 デュ アル ・ セ ン サー 昌一 村 活 の カバー で 保 
番号 か ら も わか る よう に 、RGM-122 も 開発 経 引 を 散れ 環 し て いろ. パリ エー ショ ン 紛 に は カバ ー を 閉 偽 し な い 引 休 も あっ た と 


ば その 系 列 に 連なり 、 コ スト パフ ォ ー マ ンス と メン テ ナ ン ス 
性 と いう 主力 MS と し て 重要 な 条件 を 満た し て いた 。 RGM- 
119 と 疫 計 や パー ツ の 共用 を 図っ た 機体 構造 も 、 そ うし た 
特性 に 影響 する 部 分 が 大 きか っ た と 言え る 。 また 、 宇宙 用 
と し て 設計 され て は いる が 、 わ ず か な 改修 を 加え れ ば 地上 
で も 運用 が 可能 で あり 、 広く 配備 され る こと と な っ た 


HGM-122 の 戦闘 力 を 支え た オブ ショ ン 武 装 


前 述 の 通り HGM-122 の 最大 の 特徴 は ショ ッ ト ・ ラ ン 画 ショ ッ ト ・ ラ ン サ ー 
サー を 凌 備 し た 点 に ある 。 クロ スポ ー ン ・ パ ン ガ ー ド が 実用 = 
化し た ン サ ー は 、 96 対 MS を 問わ な い 高い 
破壊 カ を 謗 り 、 コ スモ ・ パ ビ ピロ ニア 填 国 戦争 で 猛威 を 振 
る っ た 。 本 機 は それ を 換装 可能 な オブ ショ ン (ジャ ペリ ン ・ 
ユニ ッ ト ) と し て 採用 する こと で 、 幅広 い 戦闘 に 対応 させ た 
の で ある 。 また 、 メ ガス ピア と 呼ば れる ミサ イル タイ プ の 対 
区 用 大 裂 シ ョ ッ ト ・ ラ ン サ ー を 装備 し た 機種 や 、 ビー ム 秦 に 
換装 し た キャ ノン タイ ブ の 機体 も あっ た と 言う ン 


AGM-1 19 TLRS YA 
ー に サー ベル を 収納 し て 


コク ピッ ト 同時 期 の 主力 MS と 共通 する コク ピッ ト 構 造 
m 内 部 


MORE INFO! 
U.C.0150 年 代 の 連邦 軍 MS 
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RGM-122 の コク ビッ ト 構造 は 、RGM-119 や LM111 
E02 ガン イー ジ に 採用 され て いた も の と 同じ で ある 。 前 者 は 
RGM-119 と 共通 する 部 分 が 多い 本 機 の 開発 経 紀 を 考え 
れ ば 自然 で あり 、 後者 は リガ ・ ミ リティ ア が 運用 性 を 考 庵 し 
地球 連邦 定 の 主力 機 の パー ツ を 流用 で きる 設計 を 採っ て 
いた こと に 由来 する と 見 られ る 。 また 、 REOR THN. 
タン ピコ の 戦闘 で は メカ ニッ ク が 本 機 を 操 縮 し て いた 


球 連 邦 政 府 は 、 事 の 装備 の 刷新 さえ も 琴 る よ : 
いた 。 UC.0120 前 後に 配備 が 始ま っ た RGM-122 や 
RGM.119 が 、UC.0150 年 代 に な っ て も 現役 だ っ た の は 
それ が 理由 だ っ た と 言え る 。 И. ШИННЫЙ 
MEM BOT, その 旧式 化 は 四 量 する こと に な っ た 。 
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陸戦 型 ガ ンダ ム 


陸戦 型 ガ ンダ ム 


まれ て お り 、 公 国 こと で 対処 。 RX-78 と | 
一 地球 連邦 軍 製 3 低め に 抑え られ て 
MS の 投入 3 ‘sKRRD ET て 
誕生 | АХ-79 [G] 陸戦 型 ガ ンダ ム で ある 
連邦 軍 は RX-78-1 の 完成 時 点 で RX-79 [G] の 量 
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18 Бетон ЛАЯ 
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+ SRE EMEA. BEAD -gE 
た 装備 も 適宜 実装 で きる 設計 と な っ て いる 。 量産 計画 の 当 


初 、 軍 上 麻 部 は RX シ リー ズ の 複雑 な 製造 工程 や 高い コス ト を 
極 的 で は な か っ た と いう 。 + 計 

現 。 た だ 、 生 産 コス ト を 削減 
2 # 変 わら ず 、 わ ず か な 期 
に 配備 され た た 。 その 
ム の 量産 まで の あい だ 


価 な 機 
数 が 極東 エリ ア を 中 
9 運用 は 功 を 奏し 、 RGM-79 2 
公国 軍 の 勢力 拡大 を 押し 留め る 役 


LEESON, 


多彩 な 実体 弾 兵 装 群 の 運用 携行 能力 


て 挙げ られ る の が 、 多 彩 な 実体 紗 
で ある 。 地上 、 特 に 戦車 な ど で も 


本 機 の 大 き を 特徴 


イフ ル が 実用 化 直後 で 
信頼 性 の 高い 実体 弾 系 


あっ た た め 生産 性 は さほど 高く な く 


の 兵 装 が 中 心 と な っ た の は 自然 な こと で あろ う 。 また 、 ビ ピー ム 
兵 問 の 威力 より も 、 実体 弾 兵 装 の 多用 達 性 に 甘 目 。 様々 な 
局面 に お ける 、 状 況 に 応じ た 使い 分 け に よる 戦術 的 な 効果 


これ に より 本 機 は 優 
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作 機 と その 変遷 関連 ファ イル 
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ORR, MR TARBAERAT 
し か も ジャ ブロ ー 基 地 へ の 直接 
急降下 する 能力 を 必要 と し た 


し た の が 、 本 機 に 搭載 さ 
\ フス キー・ ク ラフ ト で ある 。 PERENA ABAR 
行 を 可能 に する 推進 器 な ら ば 、 ア プ サ ラ ス に 必要 充分 な 
能力 を 付与 で きる と 考え た の だ ろう 。 し か し ミノ フス キー 物 
理学 に 秀 で た 公国 軍 に お いて フス キー・ ク ラフ ト は 


FRB Hote, その た め ア プ サ ラ ス に 搭載 され た ミ 
ノ フ スキ ー・ ク ラフ ト は 規定 以上 の 大 き さ と な り 、 出 力も 極 
め て 不安 定 な 状態 だ っ た 。 と は いえ 、 こ れ ら の 技術 的 ノウ 
ハウ の 蓄積 が 、 の ちの 完成 形 に 繋が っ た の で ある 
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の 小 製 化 が な きれ た も の + 
た т. 


絶大 な 火力 と 汎用 性 を 兼ね 備え た 主砲 
地下 深く に 位置 する ジャ ブロ ー 基 地 に 有効 な 打撃 を 与 27. 2 
える 一 そん な 空想 じみ た 作戦 を 悦 成 する た め 、 ア プ サ ラ 
ス に は 大 型 メガ 粒子 砲 が 設置 され た 。 計算 で は 発射 さ 
ビー ム は 岩 毅 を 溶解 させ な が ら ジ ャ ブロ ー 基 地 の あ る 地下 
тасы. ЖЕЛЕ SEN. EM 
光板 を 用 いる こと で ビー ム の 収束 率 を 自在 に 変更 
散 ビ ー ム と し て 発射 すれ ば 対 MS 兵 問 有効 7 
出力 の 聞 係 上 、 他 に は 対人 兵器 し か 装備 で き な か 
WA, 攻撃 面 で は 充分 な 能力 を 獲得 し て いた の で ある 
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流用 バーツ を 中 心 に 構成 され た 操 終 系 統 


アプ サラ ス の コク ピッ ト は 、 他 の MS や MA に 比べ る と と 
計 問 や パネ ル の レイ アウ ト が や や 複雑 と な これ 
は 試験 機 と いう 位置 付け 上 、 仕 方 の な いも の と 言え る だ ろ 

う ( 詩 せ られ た 任務 の 特 珠 性 も 関係 し て いる と 思わ れる 1 аен 
た だ し パー ツ の 大 半 は 同時 代 の 航空 機 や 戦闘 車輌 か ら г м. жаним 
の 流用 だ っ た らし く 、 テ スト パイロ ッ ト を 務め た アイ ナ ・ サ ハリ % А е 
ン に 言わ せれ ば 、 [どこ に で も ある 市 販 品 」 と の こと で ある 。 
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MORE INFO! 
アプ サラ ス 計 画 の 裏側 


ジャ ブロ ー 基 地 へ の 直接 攻撃 が アプ サラ 
ス 計画 の 要 だ が 、 実 共に は ギニア ス の 炉 
が 計画 実現 の 原動力 と な っ て いた 。 ギニア 
ス の 家 は 公園 きっ て の 名 家 だ が 。 一 年 戦争 
ОВО PEM TM, TATE 
を 再 奏 する に は 優れ た 戦果 を 挙げ る し か な く 
それ に は アプ サラ ス 計 画 の 実現 が 最良 の 手 
段 だ っ た の で ある 。 し か し アプ サラ ス の 存在 
が 連邦 軍 に 吉見 し た こと か ら 公 国軍 上 必 部 
は 計画 の 中 止 を 決定 。 と ころ が ギニア ス は ば 指 
示 に 反発 。 MECH THAR Ae 
手 し 、 埋 果 を 挙げ よう と 目論ん だ 。 TOBE 
要 畔 に 四 わ れ た 陣 朱 の よう で あっ た と され る , 
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PIP>ANBORRBE 
さき れる 大 製 MA。 ミノ フス 
+- 2574S EMME 
せる の に 不可 欠 な 大 電 か 
Тали. リッ ク ド ボム 
か ら 演 用 し た ジェ ネ レー ター 
занит. 
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RMS-192M 


2223-9 BBO _ U 
SPUN チタ ン 合金 (一 部 ガ ンダ リウ ム 合 会 を 使用 ) 
RR 肩 部 3 直す プロ ッ ク ・ ラ ン 
バッ ク バ ッ ク 部 4 較 サ ブロ ッ ク ・ ラ ン 

ト ・ ハ ー ケ ンス 


M 


-06 系 パー ツ を 用 CSIR 


初 の 制式 採用 機 と な っ た RGM-79‏ و 

ム の 完成 以降 、 汎 用 MS の 開発 が 主流 と な 
て いた 。 その 一 方 で 、 局 地 載 に 対応 の 開発 も 。 で ある 。! シー ト の 装備 や 、 装 甲 材質 の 
& 順次 進め られ て お り 、RGM-79: し た 水陸 両 ンダ リウ ム 合 金 を 使用 する な ど 時 代 に 応じ た 強化 ・ 改 修 
用 機 の 開発 も スタ ー ト し て いた の で だ が 、 水 陸 双 方 が な され た ほか 、 主 に 水中 で の 運用 を 想定 し た 

を 考慮 に 入れ た 機体 の 構築 に 難航 し て いた た め 、 ジ オン が 設置 され た 。 機体 に 戦争 終結 後 
公国 軍 か ら 接収 し た MS-06M 水 中 用 ザク (ザク ・ マ リン タ 以降 は 連邦 軍 の 貫 重 な 海洋 畔 力 と し て 
17) を その 原型 と し た 水陸 両用 機 の 生産 に も 蔵 手 。 そ さら に 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 時 に は 、 ハマ ー 
し て 完成 し た の が 、 RMS-192M ザク ・ マ リナ ー で ある カー ン 率 いる ネオ ・ ジ オン 軍 が 機体 を 接収 。 その 戦 
ザク ・ マ リナ ー は 、 ザク ・ マ リン タイ プ の 中 で も M-1 型 て 使わ れる こ 


関連 ファ イル 


5 れる, 連邦 定か 
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ТЕТІ ШЕСІ 


機体 構造 MS-06 系 バー ツ を 用 いた 構造 
画 バッ ク バ ッ ク 


ザク ・ マ リナ ー は M-1 型 の ザク ・ マ リン タイ プ を その ペー 

ス と し た 水陸 両用 機 で ある が 、 そ の 構造 は 大 きく 異な る 
ザク ・ マ リン タイ プ が 水中 用 に 合わ せ た 新 規 パ ー ツ で 外 
装 を 構成 し て いた の に 対し 、 本 楓 で は 胴体 部 や 脚 部 は 
MS-06 系 の パー ツ を 流用 し て お り 、 ハ イド ロ ・ ジ ェ ッ ト を 描 
載 し た パッ ク バ ッ ク な ど を 追加 で 設置 する 方 式 と な っ て い 
る (その た め 、 本 体 か ら の 取り 外し も 簡単 に で きる 構造 で 
あっ た ) 。 これ に より コス ト が 抑え られ た ほか 、 メ ン テ ナ ンス 
も 容易 と な っ た 


水中 戦 を 考慮 し た 武装 群 


m スプ レー ミサ イル ・ ガ ン 


ザク ・ マ リナ ー は 、 水中 戦 を 想定 し た 武装 群 を 設置 し て 
いる 。 だ が 、MS-06 系 の バー ツ で 構成 され る 本 機 は 、 か 
つて 公国 軍 が 開発 し た MSM シ リー ズ の よう に 。、 メガ 粒子 
BLEKKNMEAM TSC EMA PERE HA 
TERM THK. その た め 、 パ バック バッ ク と 肩 部 に 洪水 
艦 ロ ケッ ト を 意味 する サブ ロッ ク (=subroc=submarine 
rocket) ・ ラ ンチ ャ ー を 設置 し 、 水 中 昔 へ の 対応 を 図っ て 
いた 。 携行 兵器 と し て も サブ ロッ ク ・ ラ ンチ ャ ー と 同様 の 機 
構 を 持つ スプ レー ミサ イル ・ ガ ン が 標準 装備 され て いた 


スプ レー ミサ イル 


с=ш= 


я эшн 
215220471 
レ た 。 OF. ROMAINE 
も の と は 言え ず 
ESASETUES ION 


| 装備 | 水陸 両用 機 な ら で は の 特殊 装備 


ザク ・ マ リナ ー に は 、 APES ALAR MET 

$. 脚本 に 追加 装備 で きる ハイ ドロ ・ ジ ェ ッ ト ・ ユ ニッ ト は . 
より 水中 で の 機動 性 ・ 旋 回 能力 を 高め る も の で あっ た 。 ま 
ажы. マグ ネッ ト 付 きま の ワイ ヤー 「 マグネット ・ ハ ー ケ 
ン 」 が 綾 備 さ れ 、 英 機 と の 距離 を 測っ て サブ ロック の 命中 
精度 を 高め た ほか 、 曳 釣 用 の ワイ ヤー と し て も 機能 し た 。 こ 
うし た 装備 は 、MS-06 系 MS の 長所 で も ある 拡張 性 を 活 
か し た も の と 言え た の で ある , 


ш マグ ネッ ト ・ ハ ー ケ ン 


носик 


画 サブ ロッ ク ・ ラ ンチ ャ ー 


пишсазаонев 


ク に 町 


MORE INFO! 
原型 と な っ た 機体 


ザク ・ マ リナ ー の 原型 と な っ た の は 、 公 国軍 が 一 年 電 
争 時 か ら 開 発し て いた 水中 用 MS シリ ー ズ の 原点 で も ある 
水中 用 ザク (ザク ・ マ リン タイ プ ) で ある 。 ザク ・ マ リン タ 
174. MS-06 を ペー ス と し て いる が 。 大 水性 能 を 才 座 し 
た 結果 、 外 凌 パ ー ツ は すべ て 一 新 さ 
п. жетони т 
開発 され で いた 。 その 意味 で は 
生産 性 を 優先 し て 外 義 パ ー 
ツ に MS-06 系 の も の を 流用 
し た ザク ・ マ リナ ー の 方 が 。 
後発 機 で あり な が 
に は 欠け る 機体 と 


MS-06M (MSM-01) 
ザク ・ マ リン タイ プ 
水中 用 MS の プロ ト タ イプ と な り ) 
の ちの MSM シ リー ズ の 間 舌 に 
Boot, DEORE 
MSM-01 が うえ られ て いる 。 


аж 


SRE 


ATV INOW BEML AUS У TALIM MORES 


WIA FAO ZL 
DAN 7 


TZ í THER 


@= NI 


ave Фән 


МАКАТ 


эле EOF з лур: 


іші 7734 
іші 00-6-7014 
ші w" 
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メビウス ゼロ を 踏襲 し た 構造 


エグ ザ ス は 、 メビウス ゼロ の 構造 を 路 本 し な が ら 、 068 № М16М-04 ガン バレ ル Ш MAU-M3 2 連装 リニア ガン 
閲 面 の 充実 を 図っ た 機体 で ある 。 主 兵 装 と な る ガン バレ ン マー イー ンー 
ル に は 、 E-LEOATS FEM OBB RSS ER 24 — 

D. RECEP МИНЕ. MAST $ 

FFE. орына GENTS, 
コク ビッ トシ ステ ム も メビウス ゼロ か ら リ ニュ ー ア ル さ れ 。、 ガ 
ン バ レ ル や 機体 の より 細か な 挙動 が 可能 と な っ て いた 


а@н.:2жвшг/. 
ля 


@ GAU-868L2 
2айе-ь@ 
ETE 


を に 設置 され た 
ERC te 


Е еа 


пе» 
ПТА 
DELAHT ED, MEURBED 
フォ ルム と な っ て いる の が わか る 


> ハッチ es 


砲撃 戦 に 特 化し た ユー クリ ッ koma 


ユー クリ ッ ド は 、 ザ ム ザ ザー や ゲル ズ ゲ ー で 得 ら れ た デー XN 
タ を 基 に し つつ 、 よ り 汎 用 性 を 重視 し て 開発 され た 大 型 
MATHS. ビー ム 砲 「 デ グチ ャ レフ 」 に よる 高い 砲撃 
の みな ら ず 、 陽電子 リフ レク ター ビー ムシ ー ル ド 「 シ ュ ナ イド 
シュ ッ ツ ] を 機体 上 部 に 展開 する 機構 を 持ち 、 攻撃 ・ 防 御 
両面 で 高い 水準 を 確保 。 さら に 、 多数 の スラ スタ ー を 機体 
各所 に 備え た こと で 、 全 長 50m を 超え る 大 型 な が ら 優れ た 
機動 性 を 継 持 し 、 移動 砲台 以上 の 能力 を 租 て いた 。 その 
大 火力 と 運用 性 の 高 さ か ら 主 に 軍事 基地 の 防衛 用 と し て 
用 いら れ 、 地 球 軍 司令 分 へ ブン ズ ペ ー ス や 月 面 に ある ダイ 
ダ ロ ス 基地 に 配備 され た の で ある , 


イ 持ち 上 げ る 推力 を 
"大 きい 人 


画 コク ピッ ト 
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(AGS) н] вто А 


ケル ディ ム ガ ン ダム 
1 ВМ. 006/SA 2 サー ガ ペグ теа ameo 
J CHERUDIM GUNDAM SAGA | GUNDAM SAGA op ы. 


ガン x2/GN ピ ビーム ピス トル Hix2. 
GN ピ ー ム ピス トル X2GN ス モー ル 
シー ルド 。GN ミ サイ ルポ ッ ド (前 分 ) x 


> Э 
Ж. am, жи 
7 = RR CHEGN 


ка. я> 
тс 


関連 ファ イル 


に 5058 
ТЯ 
も 問題 な 


格闘 戦は ケ 
備 が SAGA( サ 


MS) aÜ] АП 


ЗНА ГЅАСАЈИ. ZLF{LCRARENZSRA 
の 武装 を 主 と す る 追加 ・ 換 装 パ ー ツ 類 で ある 。 これ は デュ 
ナメ ス の 水中 狙撃 用 装備 「 ト ル ペ ー ド ] の よう に 、 任務 に 
佑 し た 武装 と セン サー 等 の 組み 合わ せ か ら 成っ て お り 、 机 
体 自体 に 大 き な 変更 は 必要 な い 。 また 、 急 隈 と いう 特殊 な 
任務 に 就く と と か ら 黒 を 基調 と し た カラ ー リ ング が 施さ れ て 
BY 機体 も それ に 併せ て 同系 続 の 色 に 変更 され て いる 。 

/ 


MERE to Y-O LC, ф-та Ваһид 
Meet НАМ. 2417-BEN FADES, 


тасос, MENI- AEAN: шта. као 


38072745, са, ОМ -ЛАЕНИ АЯ ОВЕН < 05555, 


SEEN М EVR 
ики の 


開発 コー ド 「 セ ブン ガン 」 の 呼び 名 が 示す よう に 、 本 機 
は 7 丁 の 銃 問 を 持つ 。 これ は イア ン : ヴ ァ ス ティ が GN-001 
ガン ダム エク シア の 開発 ココ ド 「 セ ブン ソー ド ]」 を 意識 し た 
も の で ある 。 な お 、 初 代 の ロッ クオ ン ・ ス トラ トス は 、 銚 で 
の 格闘 戦 も 良好 だ と テス ト で 実証 で きた た め 、「 合 と の 格 
BBO RETR) を 提案 。 RE, гласи 
機能 を 有 す GN ビ ー ム ピス トル IL が 実装 され た 。 9—7 
Фо. Иоан асы, 


жапай. СМх9-415—907лЛО АНЬ. ФИ 
озш: a Cats, ЖШ-Х2-727Ух9Л%ж>%- 
EBA. 2377):70нтарсафияеа Eat TS, 


GN ス ナイ パー ライ フル 


re, TORI NA EF 
Sed s. EER yp is EL 


SSS tetur. RM 
| ho EDEN. muthu 

JANS ち れ た 専用 ホル ダー に . 
м -% Е ТЕ 


で 装着 きれ て いる 


@ GN スモ ー ル シー ルド O ガン ホル ダー 
RMB FER TAN), MBSA CE —, 
持ち で の 使用 も 可能 。 中 央 の クリ スタ ル 部 に Ө сме. ム ピ スト ルル 
eo EAL. METAS, GN フィ ー 
АКШКА ҖИ Б] E. 


ガン ホル ダー に は デュ 
ナメ ス と 同様 の GN ピ ー 
LERNER. RA 
に ビー ムコ ー テ ィング を 
sirenenet 
た せ た .GN ピ ー ム ピスト 
лиеш саш. 


Ө GN ミサ イル ポッド 


© GN ミサ イィ イル コン テ ナ 

ee | 
CREAM, PRON TR CT 
る 太く 深い タイ プ の GN ミ サイ ル を 用 い 、 EEE 
BORING E, GN ミ サイ ルポ - ボ も 健在 。 
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I DUEL GUNDAM ASSAULTSHROUD — 
F, デュ エル ガン ダム アサ ルト シュ ラウ ド 


デュ エル ガン ダム <> РЕЗ 
m е == 
J DUELGUNDAM ASSAULTSHROUD | Ей и 


ネー ドラ ンチ ャ ー 装 備 57mm 高 エネ ル 
ギー ピー ムラ イフ ブル 専用 バズーカ 
75mm 対 空自 動 バ ルカ ン 砲 培 シ ステ 
ム 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン ] x2. メ ピー ム 


+ | の MS で ある 第 1 期 GAT-X シ 
の 1 機 、GAT-X102 デュ エリ | 
エル は [G] の 中 で も 標準 的 (3 


アサ ルト シュ ラウ ド 装 備 に よる 火力 の 補填 と 防御 力 の さら な る 向上 


GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム に よっ て 


ラウ ド が 選択 され た 
хатан) 
ド に よる 宇宙 空間 で の 機動 力 向 
な お 、PS 装 甲 を 持つ 本 
る 防御 力 は 通常 の MS と 一 線 を 画す た 


хи 


さき な いた め 、 間 節 部 
は 充分 な 意味 を 持 


回 コク ピッ ト ・ ハ ッ チ 展開 時 


E 武装 プラ ッ ト フ ォ ー ム 装着 前 後 


ト の 結果 
カ が 175mm グ 


も ザフト が 吾 取 し た 際 に 携帯 し て いな 
らち 運用 で きず 、 他 の [G] と 比べ 火力 で 見 劣り 
で ある 。 アサ ルト シュ ラウ ド で 追加 され た 115mm 


MORE INFO! 


デュ エル が 運用 する こと で 思わ ぬ 戦 業 を 見 げた アサ ルト シュ 
ラウ ド 。 この 黄 装 プラ ッ ト フォ ー ム は 連合 軍 が 高く 評価 し て お り 
それ を 参考 に し て 開発 され た の が 、 通 合 軍 版 の アサ ルト シュ ラウ 
КАВОВЕ Гоа ДК (ики OB) TH 
9, (Лз IEAM) デュ エル の コン セプト を 受け 
軽い だ GAT-01D1 デュ エル ダガー な ど が 開発 され た 。 


жұхитавиясыяғ 
АНТ АҒЫ 

тейлоо LER 
設 に よる 機動 カ の 確保 も で きた 


2+кулкэкшниттш 
PARI ЬУ ЗІЛ, アサ ルト 
ee OM ИЛО 
上 に 重点 が 置か れ て いた 


GAT-O1D1 
(ОТАН 


птакэнатави 
対応 する 時 は 、 ア ザル トシ ュ 


ラウ ト に 通じ る も の が ある 。 


115mm レ ー ル ガン 「 シ ヴァ 」 
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SPAM. һвилоня+ 


アサ ルト シュ ラウ ド の 系 譜 


бАТ-Х1022 
ブル デュ エル ガン ダム 
PISA HCL TR 
ante ル テ ス 
トラ 部 に VPS 閉 申 を 間 入 し 
ВОН ЕТ, 


ма. 92042 
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SEED) нь О sue 264 


2191772 ШІК Ігіг тағда 3 OM EER oA 


ЖАУП. OTT BO Kitt ROEM Иа 
аллай АХОН ГВ 055-825, 
МВА TOMAEE Е BUA ADMIMSEOD AM 
作戦 を 実施 する 機会 が 多い と 考え られ た が 、 それ に は MS の 
機動 性 に 追随 する 性 能 が 不可 欠 で あり 、 MOSS 
鈍 邊 な 航行 能力 は 求め られ て いな か っ た 。 その た め ナ スカ 級 
は 250m を 超え る 大 型 能 で あり) な が ら 優 れ た 機動 性 を 発 搾 . 
MS 運用 母艦 と し て 充分 な 働き を 示し た の で ある 


>22-ЖНЯІ TEM 
mt 
ウス 。 КЕЖЕ 

шөт умаи. 


&.abnunmoeus 

ДӘГЕ 
масове RET 
BUAEDTBS, 2 


BLOM Son, ил (TW) сию 
фин. #7 СЕН EID 


+изтьнккел 
ト が 用 意 さ れ で いる 


AMM TS TOE 
CORY SMR 
ZHI HEE MER 
CEREN SZEDR 
AUTROLEAL 


ニア ・ カ タバ ルト 
ABI TAMAR сырат. RET сина 
теске. ARMM BRIG T CLO TRS, 


政体 中 条 に 位置 する 


+02051206708 
зле хюа. 同時 代 の 
ААТ 
位置 する 攻撃 力 を 有 し て いる 


Ет) 
に 用 いら れ た と 思わ れる 


| ガ モ フ | MS 運用 に 関す る 理論 確立 の 途上 で 誕生 し た 戦闘 艦 


ナス カ 鞍 に 先立っ て 建造 され た ロー ラ シ ア 組 は 、 ザフト の 
主力 戦闘 杉 お よび 主力 MS 運用 艦 と し て 運用 きれ た 。 た だ 
し その 当時 は MS 運用 理論 や 戦術 が 確立 達 上 で あっ た らし 
く 、 そ れ は ロー ラ シ ア 級 の 武装 か ら も 尋 え る 。 УХЕ 
RL TAMSE TOA RHAEM EL TSO. с 
の 艦 が 柄 極 的 な 戦闘 に 参加 する こと を 前 提 と し て 、MS と の 
較 携 を あま り 考 應 し て いな いこ と の 表れ で ある 。 その 意味 で 
は ロー ラ シ ア 衣 は 過渡 期 に 誕生 し た 散 と 言え る だ ろう 
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ж E\OMSEROM 


送 に 利用 きれ る 。 また 地 
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利用 し た 自力 走行 が で 
きる よう に な っ て いる 
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BALE TIONCEW TOOL CRORE 
тён. お そら く 地 上 の 占領 地 で 試験 運用 を 実 放し た も の 
と 思わ れる 。 さら に 宇宙 と 地上 を 結ぶ シス テム の 完成 に 
も カ が 入れ られ 、 そ の 結果 、 地 百 衝 恒夫 道上 か ら MS 部 
隊 を 投下 させ る 専用 虐 が 府 千 され る こと と な っ た 。 
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MECHANIC FILE me 
Гина галл: соғ wam 


ェ エン プラ ス は 、MA の プロ ト タ イプ と し て 投入 され た 試作 
MTHS, 特に エグ ナー ウィ ッ プ や 大 型 ビ ー ム 砲 と いっ た 
特殊 兵 義 の 運用 ・ 検 証 を 最 優 先 と し た 機体 で あり 、 形状 
自体 と し て は 戦闘 機 を ペー ス と し た シン プル な も の と な っ て 
いる 。 また 、 各種 パー ツ に は 、 誕 似 太陽 炉 を 初め て 搭載 し 
た ジン クス か ら も 技術 が 流用 され て お り 、 メ イン カメ 
SRO TERA, 本 機 の 設計 ・ 運 用 デー タ を 基 
人 型 (MS) 形 能 へ の 変形 機構 も 搭載 し た 後継 機 レグ ナン 
ト が 誕生 し て いる , 


AARNA KE 
に 没入 きれ て いる 


I, KENUF VOR 
た 、 エ グ ナ ー ヴ ウィ ッ プ と 連絡 する か の よう 
ター ノズル が 後部 へ と 停 び で いる 。 


AMMATOOMEREMASLOM MROT BRET MUNAAN: 
いる 。 これ に より . жиген лнн к, TOS, る 。 ШЕСТ 50 


ガン ダム に も 通用 する 固定 火器 群 


エン プラ ス の 特徴 と 言え る の が 、 機 首 に 設置 され た 2 ÜB クロ ー ア ー ム ンー ジグ ШЕЯ 
機 の クロ ー ア ー ム と 、 そ の 内 部 に 格納 され て いる エグ ナー - - т. 

ウィ ッ プ で ある 。 エグ ナー ウィ ッ プ は 、 ワイ ヤー で 接続 され た > 
カプ セル 状 の パー ツ を 射出 し 、 そ こ か ら さら に 4 方 向 に ワイ 
ヤー を 展開 で きる 電圧 ムチ で ある 。 この ワイ ヤー で 楓 機 を 
桶 獲 す る こと で パイ ロッ ト は 感電 状態 と な り 、 その 動き を 完 
全 に 止め る こと が で きた 。 この ほか 、 機 首 内 部 に 大 型 の 
ピー ム 砲 を 備え る は か 、 対 空 用 の GN ビー ム 砲 を 装備 。 ガ 
ンダ ム に ダメ ー ジ を 与え る だ け の 攻撃 力 を 有 し て いる 
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SPEC -ROM-B9R жола TYPE-A- № SPEC -asw-ssw SEGAN TYPE-B-‏ № ود 
RGM-89R ジェ ガン A タ イプ эк — (ma 1900) 全高 — Иж 19.0m)_‏ 
а JEGAN ТУРЕ-А алал = Г ; en аа аний 5i 60‏ 
頭 部‏ 


iz. и 
Стура ГТ 
ト ・ ラ ンチ ャ ーx2/2 加 グレ ケッ トッ ク x2./4 連 ロケ ッ ト ・ 
ネー ド ・ ラ ッ ク ピ ー ム ・ ラ イフ ラン チャ ーx2 ノ ビー ム ・ ラ イフ 
ル ビー ム ・ サ ー ベ ル x2 他 _ ル / ビ ピー ム ・ サ ー ベ ル x2 人 
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Жы 1:1 


m COLOR 
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57 ю өт 
Ж 


RGML99M JEGAN TYPE-B 
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の マイ ナー チェ ンジ 


以上 も 地球 連邦 
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地球 連邦 政 

< 予 先 を か わ 

は 耐用 年 数 の 延長 が 
と 当時 の 情勢 に 

m 30# 
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運用 目的 に 沿っ た 機体 へ の 改修 


HGM-89R(A タ イブ) と RGM-B9M(B タ イプ ) は 、 そ れ ぞ れ 
運用 目的 に 即 し た 特 化 改修 が 施さ れ て いる 。 ваюем 
を 作 と する RGM-B9R は 、 ジェネ レー ター と スラ スタ ー の 強化 
に アポ ジ ・ モ ー タ ー の 増設 が され て いる 。 その 結果 、 RGM- 
89R は 同時 期 の パリ エー ショ ン の 中 で 最も 高 性 能 と 評価 さ 
п. 主 に 指揮 宮 枝 と し て 運用 され た 。 一 方 、 RGM-89M の 
改修 は 武装 に 重点 が 置か れ 、 機体 へ の 目立っ た 改修 点 は 
移 部 エア ・ イ ン テ ー ク の 大 型 化 程 度 に 留まっ て いる 

тишет» 


HGMLS9R。 М g 
ЦТ 


С 
MSCS EROR cA 
ば きれ る RGM-89RL 
ито же пиш 


сус: Man S8 > を が RGM-89R で 。 右 が RGMLB9M。 共に パー ニア ・ ア ー ム の パー 
BS TINI. RGM.89R は パッ ク バッ ク や 商 師 の スラスター ザ 提 紅き れ て い 。 


RGM-B9RE RGM. 
89M の 直接 的 な ペー 


画 ノー マル ・ タ イプ 


オプ ショ ン 武 装 に よる 戦闘 カ の 強化 


RGM-B9 は 元々 、 オ プシ ョ ン 装 備 に よっ て 局 地 載 に 対 ШАЯТ7 
応 する コン セプト で 設計 され て いた と 言わ れる 。 後発 の バ 
リエ ーション 機 は 、 そ の 機能 を 活か し て 様々 な 臣 装 を 取捨 
選択 する こと で 、 要求 性 能 を 満た し て いる 。 RGM-89R は 
火力 より も 機動 性 を 重視 し 、 補 助 武 装 と し て 2 連 グ レネ ー 
es し て いる 。 それ に 対し て 、RGM- 
ける 火力 を 追求 し て お り 、2 基 の 


され た 2 較 グ レネ ー ド ・ ラ 
に は カバ ー ザ 設け られ で 」 
と 見 5 れる スリ ト や 、 シー リト を マウ ン 
ト す る た め の ラ ッ チ も 確 対 で まる 、 


пижшэ ус: 
プル な 構造 の オプ ショ 


全 を が RGM 89R の ビー ム ・ サ ー ベ ル ・ ラ ッ ク で 。 ШААСЫ 
を 技 備 し て いる 。 一 方 の RGM_89M は 左前 義 部 外 借 の パー ツ を 回 右 


の 2 回 式 ビ ー ム ・ サ ー ベ ルー ラッ ク に 相 義 し て いる 


Ш シー ルド 


ペン ヒー ムラ イフ ル dRG- 
= BIRŁRGM S9MO2IR 
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PPUT, 


2 補給 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ーx2 を 内 
昔 し た 専用 シー ルド 。 CV 制 MS が 
ー ル ド と 比べ 


жат. その ま 
地 玲 確 され る ケー ス も 見 られ た 


на. 9207 
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| ザク IF 弄 
(ドズル ・ ザ ビ 中 将 専用 機 ) 
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マシ ン ガ ンプ ザク ・ パ バス ズー カ 
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| ザク IFS 弄 
МІНЕ (ガル マ ・ ザ ビ 大 佐 専用 機 ) 


ザビ 家 の 軍 司令 に 与え られ た 専用 ザク IH EZ 


FR 


ジ S 国 の 指導 者 一 族 「 ザ ビ 家 
軍 を 構成 する 主要 な 軍 の 


専用 MS を 保有 
)MS-06F ザク IF 型 (F 


FE revew 


用 機 は 、 大 佐 専 
系 の パー ソナ ルカ 


ドズル 中 持 の 地位 と 個性 を 示す MS 


ラン ド セ ル 
панеуся> 


弾 型 、 核 弾頭 装備 型 な ど 
本 機 


も た リリ ドジ 


機体 構造 ザク I の [高級 機 」 仕様 


ザク THIFS 型 は ザク IIF 型 の マイ ナー チェ ンジ 機 に あたり 
FEDEA 体 を 引き 抜き 、 改修 を 
加え た も ВЕЛЕНО 
tt 
дт 
ГТ 
れる 


SRED. 


\ の 爆撃 も 担当 
ム を 投入 する と 数 
運用 
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сэ б 
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ү ра ren ae 


ザン スカ ー ル 帝国 に 抗 す . ミリ ティ ア が [V 
LM312V04 V ガ ン 
ダム 
用 性 を 前 提 と | を < Г 
で ある 。 その 後継 機 К д sha. ` ET aaa 
原型 機 と 機体 構造 : % 
キー・ ド ライ ブ を 組み 
線 を 画す 性 能 を 獲得 
の 中 に 、 増 加 パ ー 
張 も 視野 に 入っ て で ある 。 本 機 に は 突撃 ・ 白 兵 
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HARE RR 規格 化 さ れ た 増加 バー ツ と 追加 火器 


装着 に より 運用 性 が 変化 する た めか 、 アサ ルト パー ツ 装 備 
時 は LM314V24、 パ スタ ー パ ー ツ 装備 時 は LM314V23. 併 
型式 番号 と な る 。 7520 
2 バス ター、 強 敵 音 闘 能力 
が V2 ア サル ト で あり 、 突出 し た 火力 を 持た な い V2 
に と っ て オプ ショ ン の 装備 は 大 幅 な 火力 ・ 防 御 
各 パ ー ツ は ザン スカ ー ル 戦争 の 終 毅 6 
# ア サル トバ スタ ー 両 パー ツ が 完 : 
両 パー ツ の 併用 時 に メガ ビー 
て お ら ず 、 脚 部 アサ ルト パー ツ の マイ ク 
それ で も 両 パ ー ツ 
3). V2 は 対 MS 埋 闘 か ら 長 距離 支援 まで も こなす 
全 祝 域 型 MS と し て 充分 に 機能 する 。 た だ し 、 併用 は 重量 増 
加 に よる 機動 の 低下 や 、 追 加 武装 の 運用 に お ける 清 費 エ 
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Ая ETT 
ショ ン を 備え で いた 。 ザン スカ ー ル 帝国 軍 (ベス パ ) の 新型 MS 
に 対し て 、 り が ミリ ティ ア は V ガ ンダ ム の 所 用 性 を 活用 し 、 オ プシ ョ 
ン に よる 強化 ・ 拡 強 で 対応 し た の で ある 。 ATM CE NO 
{ZOM 0 NY ° DEER, ЕВС 
へ キサ ・ー タ イプ に する こと で 、 指揮 官 機 と し て も 運用 で きた 。 
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Ф マイ クロ ・ ミ サイ ル ・ ボ ポッド 
の に 主因 を 還 ま 、 メ ビー ム ・ キ ャ ノン 等 を 信 え た オー バー- バ ング で 
ER CANIM TTA- жкен 
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シー ルド M 
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る 。 大 火力 の メ 
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ビー ム ・ ス マー ト ガ ン 
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オー バー・ ハ ング ・ バ ッ ク (V) 
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は 、 以 後 の 地 上 戦線 
前 線 基地 へ の 補給 は 滞り が ち 
用 し 続け る し か 


АРІ ТІГЕТІН 
戦力 維持 に 努め た 。 ゾロ 改 は 、 そ うし た 
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況 の 激化 に 伴 


が 、 地 上 戦線 の 縮小 


ー ン 基地 で は 旧式 化し 


り の 戦力 維持 
は 実施 で きず 、 結 
強化 と い 

が マチ ス ・ ワ ー カ ー| 


図っ た 。 と は いえ 


ゾロ 改 は 頭 部 セン サー 


背面 (ゾロ の 画像 ) 
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パッ ク パ ッ ク 


関連 ファ イル 


01 А 


限ら れ た 兵 装 と 機体 性 能 を 最大 限 に 活か す た め の 方 策 


ゾロ 改 は 、 寿 部 セン サー 以外 は ソロ か ら の 変更 京 が 認め 
られ ず 、 ほ と ん どの パー ツ は 共通 だ 思わ れる 。 武装 や 
オプ ショ ン 装備 に つい て も 同様 で ス 機 の よう 
に 多彩 な 携行 兵 誠 を 運用 で きる こと を 意味 し て いる 。 た だ 
し ラ ゲ ー ン 基地 を 離れ た マチ ス ・ ワ ー カ ー の 機体 は 、 ポイ ン 
ト ・ カ サレ リア で の 戦闘 で は ビー ム ・ ラ イフ ブル と ビー ム ・ サ ー 
ペル し か 携行 し て いな か っ た 。 お そら く 基地 保有 の 物資 が 
欠乏 し か か っ て いた の だ ろう 。 さら に 彼ら の 部 隊 は 地球 連 
邦 宣 と の 休 埋 協定 に よる 武装 解 足 の 対象 と f っ て お り 、 こ ご 
れ が 携行 武装 の 不足 に 拍車 を 掛け た の だ と 思わ れる 。 + 
れ で も 限ら れ た 物資 を 有効 に 使っ た マチ ス は 、 ホワ イト アー 
ク 隊 と の 交戦 を 有利 に 展開 。 標的 の 位置 を 的 確 に 察知 
し 先制 攻撃 を 仕掛 ける な ど 、 RRTRREARLTOS 
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特殊 機構 


ペー ス 機 を 最低 限 の 改修 で 実戦 投入 し た ゾロ 改 だ け 
・ 変 形 機 蛋 も その まま 残さ れ て いる 。 結果 、 この 
機 則 は 機動 性 の 向上 に 留まら ず 、 補 弾 時 の 即時 対処 に 
も 利用 され た 。 例え ば 非 変形 機 の 場合 、 被 弾 し 機能 不全 
を 起こ し た パー ツ は デッド ウェ イト 化す る し か な い が 、 分 郊 
機構 を 有する 本 機 は 不要 と な っ た パー ツ を 切り 離す こと で 
大 単に 戦線 復帰 が で きた の で ある 。 被弾 箇所 に よっ て は 
分 漁 で き な い こと も あっ た が 、 ペー ス 機 か ら 継 承 し . 
機 橋 が 本 機 の 汎用 性 を 高め た こと は 事実 で ある . 


汎用 性 の 一 助 と な っ た 分 離 ・ 変 形 機構 
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機体 特性 を 熟知 し た マチ ス の 戦術 


ラ ゲ ー ン 基地 で 唯一 、 ソ ロ 改 を 託さ れ た マチ ス だ け に 
機体 特性 を 活か し た 戦術 に 長け て いた よう で ある 。 それ は 
ホワ イト アー ク 隊 と の 戦闘 で も 中 蛋 な く 発揮 され た 。 近接 
格闘 を 仕掛 ける と 見 せ て 機体 を 分 離さ せ 、 ボトム ・ タ ー ミ ナ 
ル を 激突 させ た り 、 余 剃 の ボトム ・ タ ー ミ ナル を 遠隔 操作 し 
て 慎 代 わり に する な ど 、 通常 で は 考え られ な い 親 抜 な 戦術 
を 駆使 し た の で ある 。 これ に は リガ ・ ミ リティ ア の エー ス で あ 
る ウッ ソ ・ エ ヴィ ン も 舌 を 巻き 、 対 ザン ネッ ク 埋 で は 同様 の 
戦法 を 使っ て 敵 機 を 撃破 し た と され る , 
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プチ モビ ルス ー ツ は 、 戦 闘 用 MS の 技術 を 活か し て 開発 
され た 作業 機器 で ある 。 作 業 機器 は 座 に で も 扱え る 操作 
性 の 良さ が 必須 で あり 、 そ うし た 部 分 を 考慮 し た 改良 が 進 
め られ た 結果 、 マニピュレ ー タ ー は 3 本 指 と な り 、 脚 部 も 走 
破 性 より も 安定 性 を 曹 視 し た 構造 へ と 変化 し て いっ た 。 こ 
れ に より 、 人 型 か ら は 遠く 茜 れ た 構造 と な っ た の で ある 


ЗЕ アラ ー ト ラン プ バッ クミ ラー 
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トロ ハチ は 、 り U.C.0080 年 代 後半 に 流行 準 的 な = 
プチ モビ ルス ー ツ より も 重厚 な 構造 で あり 、 そ の 耐久 性 は 
高い と 見 られ る 。 パッ クミ ラー の 装備 や 腕 部 関節 部 の 延 __ Las. B 


伸 構 造 。 局 関 節 の 広い 可動 域 な ど 、 作業 機器 と し て の 進 
化 が 随所 に 感じ られ る 造り で あり 、 プ チ モ ビ ルス ー ツ が 独 
自 の 発展 を 遂げ て いる こと が 看 え る 
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アナ ハイ ム 工 専 訓練 用 モビ ルポ ッ ド 

アナ ハイ ム 工 専 が 生 株 用 に 購入 し て いた 小型 MS の 一 様 
Т. メッ ド と も 呼ば れる 。 コロ ニー 内 外 の 無重力 幕 で の 作 葉 
を 目的 と し た も の で 、 民 間 に 幅 広く 其 及 し て いた 。 アナ ハイ 
ム 工 事 で は 捉 線 用 と し て 本 機 を 用 いて いた 。 
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ts, その 安定 性 の 高き か ら 主 締 用 と し て 使わ れ た よう だ - 
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シー ルド 。 GN シー ルド ギ ッ ド /GN ミ 
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FILE PREVIEW 


ヴ (GN ド ライ ヴ [ 
NFER ARM T SCE PIRE 際 、 機体 の 存在 を 隠す 
より 、 スロ ー ネ ア イン へ の エネ ルギー 供給 や 、 広 範 輸送 機 が 開発 され た 
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専用 の 粒子 発生 装置 と コク ピット 


MRIGNES(7ERMLLAD-2ROMSi. Mi > 
{tet あり 、 ЖЮ シリ ー ズ の プロ ト Ш バッ ク バ パッ ク A= \, 
(は 高度 に 規格 1 | Q 
れ て お り 、4 REDE Ма А 
WEL TORR EAA TU, GND FRER 


て 機能 する 特徴 的 を パッ ク バ パッ ク は 、 ウ イン グ の よ 
生 装置 2 基 で 構成 され て お り 、GN 粒 子 放出 時 は 、 外 部 
カバ ー が 展開 する 仕組 み た 。 また 、 スロ ー ネ ド ライ の 
も う ひ と つの 特徴 が 、HARO を 用 いた 専用 の コク ピッ トシ 
ステ ム を 採用 し て いる こと で ある 
よっ て 、 案 敵 や GN ス テル ス フ ィ ー ル ド の 生成 が 
な り 、 機体 の 性 能 を 最大 限 に 発揮 で きた の で あ . 


リィ ア スロ ー ネ ド ライ を 格納 で きる 偽装 輸送 船 
mu  Ш1)(7:/(ОММ-003/5Н) 


スロ ー ネ ド ライ の パイ ロッ ト で あっ た ネー ナ 
2307 年 の 戦い の 終結 後 、 ソ レス タル ビー イン 
ジェ ント ・ 王 留美 (ワン の 補佐 に 太い て いた 
乗 機 で ある スロ ー ネ ドラ イ も 持ち 込ん で いた が 、 ガン ダム タ 
イブ で ある こと を 隠す た めか 、 偽装 用 の パー ツ を 取り 付け 
PNP HM 「 リ ィ ア ン 」 と し て 運用 され て いた 。 リィ アン 
は 、 高 い 陽 密 性 を 持つ 本 機 の 特性 を 活か し た 案 敵 用 の 
ста 数 々 の 護 報 活動 に 使用 D. 機体 を 格 

る 外装 部 分 に も 芽 似 GN ド ライ ヴ を 1 基 備 える は 7 
pis 242! の 戦闘 は 可能 と 
コー ネ ドラ イ 本 体 を す 
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EE セカンド L に 部 位 換装 と 追加 武装 を 施し た 「 サ ー ド ]」 形態 


戦 開 用 コー ディ ネイ ター 「 ソ キ ウ ス ] (イレ ブン ・ ソ キ ウ ス 
と セブ ン ・ ソ キ ウ ス ) と の 戦闘 で 大 破 し た ブル ー フ レー ム 。 
その 愉 に 引 が 設計 し て いた 改良 パー ツ と 、 ジャ ンク 屋 ロ ウ ・ 
ギュ ー ル が 設計 し た MBF-P02 レッ ド フ レー ム 用 の 豆 部 と 
バッ ク バ ッ ク を 組み 込み 、 セ カン ド L へ と 大 改修 され た 。 ア 
ジア 園 に 投入 され た 「 サ ー ド 」 は 、 こ の セカ ンド L を 密林 と い 
う 立 地 に 即 し て 装備 変更 し た 機体 で ある 。 tH, MB 
一 部 パー ツ の 換装 で 機能 の 強化 ・ 拡 張 が 可能 だ と 見 ら 
れ 、 秘め た る ポテ ン シ ャ ル を 備え る 形態 で あっ た 。 
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セカ ンド L か ら 大 きく < 変更: 追加 され た 点 が 武装 類 で ある 。 
「 サ ー ド 」 で は 格闘 兵 装 一 一 中 で も 実体 侯 を 主 武 装 と し 
た 。 これ は アジ ア 園 の 戦地 が 親 林 資源 の 集中 し た 密林 
地帯 で ある た め 、 火 気 の 要因 と な る ビー ム 兵 状 を 樺 力 控え 
た た めで ある 。 同時 に 、 木 々 な どの 障害 物 が 多い こと か ら 
射撃 兵 装 を 有効 に 使え る 場所 が 限ら れ て お り 、 埋 闘 は 白 
兵 半 主体 と な る こと を 見 極め て の 武装 選択 だ と 言え よう 。 
さら に 機体 の 各所 に 武装 を 内 蔵 す る こと で 状況 へ の 対応 
能力 を 高め 、 あら ゆる 局面 で 戦闘 力 を 発揮 で きる 。 
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左肩 部 
左記 上 に レイ アウ ト さ れ た GN シー ルド は 、 背 部 か ら ア ー ム に 
よっ て 接続 され て いる 。 
いる が 、 外側 か ら は 見 えな いよ : 
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運動 性 能 に 便 れ た 脚 部 。 クア 
ンタ ム パ ー ス ト 時 に 展開 され る 
GNI YEEM 
える が 、 通 常陸 は カバ 
で 保護 され て いる 。 
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外 宇宙 へ の 進出 と 
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ダブ ルオ ー ク アン タ は 、 武装 面 に お いて も 最 先端 の 技術 
が 用 いら れ て いる 。 中 で も GN ソ ー ド V は 、 ソ ー ド モー ド と ライ 
フル モー ド を 備え る ほか 、 遠 隔 操 作 兵器 GN ソ ー ド ビッ ト と 連 
結 で きる な ど 、 多 様 な 状況 に 対応 する こと が で きた 。 一 方 、 
内 部 構造 面 で ほ は 、 コ クビ ッ ト に ヴェ ー ダ の ター ミナ ル を 搭載 。 
ヴェ ー ダ と 一 体 化し た ティ エリ ア を 投影 する 端末 も 設置 され 、 
ヴェ ー ダ と の リン ク 機 能 を 強化 し て いる 。 


E GN ソ ー ド V © ライ フル モー ド 


プレ ー ド 部 が 回 転 する こと で ライ ブル а 
モー ド へ と 移行 。 ЫСТЫ 222 
つ ほか 、MS を 破壊 する の に 充分 な 成 
カ を 有 し て いた 。 
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画 コク ピッ ト 


E GN シー ルド ® GN ソー ド ビ ッ ト A Ф GN ソー ド ビ ピッ ト B / 
GN ソ ー ド ビット C 


左側 が GN ソ ー ド ビッ ト B、 右側 が GN 
ソー ドッ ト C。 GN ノ ー ド ビッ ト B は 、 GN 
YKEMA TITE TKE 
ド と な り 、 携 行 兵 装 と し て も 使用 で きた 。 
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て いる 。 だ か 

ナル (上 ) を 設置 し て リン ク を 強 左肩 に 装備 され た 随 御 兵 装 。 大 

化し て いる ほか 、 ヴェ ー ダ と 一 小 3 種 の GN ツ - 

体 化し た ティ エリ ア 用 の 端末 
(HERBE) үзү 


は GN ドラ イヴ で あり 、 = 
GN 笠 子 を ソー ド ビ ッ ト に 直近 供給 | GN シ ー ル ドカ ら 射出 れ た 計 6 基 の GN ソ ー ド ビッ ト を 放射 杖 に 展開 する こと 
で きる 。 で 機体 周 辺 を カバ ー す る GN フ ィ ー ル ド を 形成 で きた 。 


特殊 機構 対語 に 向け た [クア ンタ ムシ ステ ム 」 


対話 を 目指 す 本 機 に 設置 され た の が 、 ト ラン ザム パー スト 
を 超え る 密度 で GN 粒子 を 展開 で きる 「 ク アン タム シス テム 」 
で ある 。 この シス テム を 発動 し た 「 ク アン タム パー スト ] 時 に 
は 、 ツイ ンド ライ ヴ を 直列 に 接続 する ほか 、 各部 の GN コ ン デ 
ン サ ー を 解放 し た 状態 と な っ た 。 この 状態 で は MS と し て の 
機能 を 失う が 、 長 距離 を 瞬時 に 移動 する 「 量 子 ジャ ンプ 」 が 
可能 と な り 、 西 礎 2314 年 の 戦い で も 、ELS の 母 星 へ と 一 気 
に 到達 し て いる 。 


Ш 胸部 ブロ ッ ク (GN ド ライ ヴ ) 


意識 を 共有 する こと で 、 AM 
КЕТА 


ELSBRACIERL. BOR 
УП CH MIA RE 
Нөл, その 結果 。 ELS と 分 クア ンタ ム パ バー スト 発動 時 。 GN ド ライ ヴ か ら は クラ ビ 
か り 合う こと に 成功 し 戦乱 カル アン テ ナ が 展開 。 さら に 各部 の GN コン デン サー 
は 終結 し た の で ある 。 も ポッ プア ッ プ し て いる 。 


胸部 プロ ッ ク の GN ドラ イ 
の GN ドラ イヴ が 移動 。 さら に 先端 か ら ク ラビ カル アン | 
テ ナ が 展開 する 構造 と な っ て いた 。 


oma- ZNMBS 51-4 | 


頭 部 
КЗ > 準 サイ コミ ュ 式 の 有線 ビー ム 砲 インコム] ts 
= SAVAL Me セン サー 系 は [ACE」 に 対応 し た 高 性 
能 型 で ある 。 RBLESEOVSURD, BD 
J 's'cunpam | か つ 高 効率 な 冷却 機構 を 備え て いる 。 


РА | 
SPEC 

うこ 全高 25.18m (AIRS 21.73m) 

е) 38 40! (FER 73.000 

2? 

L у ポジ ッ ト 

RR ビー ム ・ サ ー ベ ル x2 頭 部 イン コム 

74 № テー ル ・ ス タビ レー ター・ 60mm パ バル か 
の と RAXA ビー ム ・ ス マー ト ガン fb 
> 

ІР 

7]. 


8. AMBACY AF дЕ AIS 
ク バ ッ ク 。 背部 ビー ム ・ カ ノン や テー ル ・ ス タビ レー ター に は 、 
AE 系 ガン ダム の ノウ ハウ が 活か され て いる よう だ 。 


胸部 


巨大 な 局部 ユニ ッ ト に 、 
MARIF тли G ア タッ カー、G コ ア 、 
ター を 搭載 し た 。 これ に よ GEY- 3H & 


Қ LESH DRE m EL EMSHIEO IFI 
WUG722b—B Fe 
$. 充分 な ジェ ネ レ ー タ ー 
出力 を 確保 で きる 配置 され て いる が 、G 


コア の コク ピッ ト だ け 
で S ガ ンダ ム 全体 を 
操作 可能 。 


搭載 。 脚 部 ムー バブ ル ・ フ 
レー ム に は 、 大 腰部 ビー ム ・ 
カノ ン や ビー ム ・ ス マー ト ガ 


ガン ダム 
ガ コム Al、 そ し て 「ALICE」 の 採用 5. 


MSA-0011 S ガ ン ALICE (Advanced Logistic & Inconsequence 
ёла. Г. 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW 


EE: 
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機体 構造 [ZEHE] の 集大成 的 機体 と 新 技術 


AE の 可変 MS 開発 プロ ジェ クト [ZHE] の 中 で 誕生 し た № パー ツ 展 開 図 
SHLAA HCD HARSH AY 
し みな く 導 入 され て いる 。 Z ガ ンダ ム が 採用 し 
ジェ ネ レ ー タ ー、 テ ー ル ・ ス タビ レー ター、 可 変 機構 と 強度 と 柔 
軟 性 を 併せ 持つ ムー バブ ル ・ フ レー ム 、 ZZ ガン ダム で も 導入 | 
され た 合体 変形 機構 や 強力 な ピー ム 火 器 群 な ど が 、 代 表 的 
な 導入 技術 と し て 挙げ られ る 。 一 方 で 、 それ まで の [ZR] 
に 見 られ な い 技 術 も 採用 され た 。 拡張 性 を 重視 し た ムー バブ 
ル ・ フ レー ム 、 準 サイ コミ ュ 式 の 有線 ビー ム 砲 「 イ ンコ ム ] 、 
MS の 無人 化 を 目的 と する 擬似 人 格 シ ステ ム [ALICE] な ど 
が 該当 する 。 これ ら の 機構 は 機体 構造 の 複雑 化 と 高 コ スト 
化 を 招い た が 、 性 能 を 大 きく 向上 させ た 。 


BO Stab, BAUM RL TAS. 前 後に 
RUG, 冷却 機構 強化 の 結果 と 考え 53 


ムー パブ ル ・ フ レー ムレ ベル で ユニ ッ ト 化 が 進ん で お り 、 着 脱 や 換 義 が 容易 。 ジェ ネ レ ー タ ー は 両 局 と 
FM (B) CARMAN T bi. 2 基 が 失わ れ て も 戦 問 可 能 。 損 衝 部 位 は パー ジ す る こと も で きる 。 


ЕТІК ТАЛП ТТ 


ZZ ガン ダム 同様 、 コ ア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 採用 。 パイ Шат?.7?1%- 
ロッ ト の 脱出 と デー タ 回 収 を 目的 と する ほか 、 合体 変形 機構 
の 一 部 も 構成 し て いる 。 充実 し た 脱出 シス テム は 、S ガ ンダ 
ム 開 発 当初 か ら の 要求 性 能 の ひと つ だ っ た 。 ALICE の メイ 
ン ・ コ ン ビ ュー ター・ シ ステ ム を 無傷 で 回 収 す る 必要 が あ - 
た めで ある 。 ALICE の 「 成 長 ] に 必要 な 資質 を 持つ パイ ロッ 
F ("チェ シャ 猫 "と 呼ば れる 不条理 な 存在 ) を 生還 させ る た め 
に も 、 生 存 性 に 優れ る コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は 必須 だ っ た 
の だ ろう 。 コア ・ プ ロッ ク が 説 出す る と 、ALICE は 通常 の 孝 
育 型 コン ピュ ー タ ー と し て 機能 する 。 


G コ ア と も 呼ば れる S ガ ンダ ム の コア ・ フ ァ 


pope i イタ ー。 機種 の 形状 が RX-78 の それ と 酷 ө 収納 状態 
2 ガン ダム に 線 い て 、 パ バーチ гече 
зл (вш) хапу. MOETEN, 右 較 の よう な 垂直 状 態 で 体内 
ブロ ッ ク ・ シ ステ ム を 採用 。 に 収納 され る 。 G ア タッ カー(A パ ー 
> 4R: 792m Ип: 763m P k 
авфи GOPORES | ни ол / ス ラス ター 推力:16512kg DOPE FATRE 


厚 な 装甲 を 持ち 、8 コ ア (C パ ー ツ ) 


が デッド ウエ イト と な る が 、 生 
it ae の 生存 人 向上 に も 役立っ で いる 。 


存 性 は 高い 令 向 に ある 。 


ル ラ ンチ ャ ーX4 


大 出力 の ビー ム 兵 器 群 と 準 サイ コミ ュ 兵 器 


第 四 世 代 MS に 分 類 され る だ け あ っ て 、S ガ ンダ ム は 強力 。 画 ビー ム ・ ス マー ト ガ ン 
な 兵 装 を 多数 備え て いる 。 標準 装備 で も 、 背部 ビー ム ・ カ ノ 
ン 2 門 (出力 12MWX2) 、 大 腸 部 ビー ム ・ カ ノン 2 門 (8) Z プ ラス 用 ディ スク ・ 
14MWX2)、 ビー ム ・ サ ー ベ ル 2 基 (出力 0.9MWX2)、 頭 
部 イン コム (出力 3.8MW) 、 頭 部 60mm パ ルカ ン 砲 4 門 を 搭 
載 す る 。 オプ ショ ン と し て 、 大 用 部 ビー ム ・ カ ノン と 換装 され 
る ビー ム ・ ス マー ト ガ ン (出力 56MW)、 60mm バ ルカ ン 砲 を 
4 門 搭載 する タイ プ の テー ル ・ ス タビ レー ター が 用 意 さ れ た 。 
ZZ ガン ダム の ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン の よう な 広域 攻撃 兵器 と 
そ 持た な い が 、 その 火力 は 極め て 高かっ た 。 
U.C.O08O 年 代 後期 、 ジ ェ ネ 


ター と 捧 続 の 大 出力 化 が カノン を 換装 し た 、 両 本 の エネ ルギー 
RELA ドー ト - ユ コー 介し て MS 側 と 接続 され る 。 


青 部 ビー ム ・ カ ノン 
頭 部 60mm 
パル カン 砲 X4 


エネ ルギー 供給 
サポ ー ト ・ ユ ニッ ト 


ビー ム ・ サ ー ベ ル ・ 
ボッ クス ・ ユ ニッ ト 


が 増加 。 S ガ ンダ ム は 
Е K MOIS ETL THM 
装 も 突出 し て 強力 だ 。 FARRE- ABB, 疑似 オー ルレ ン 
ジ 攻 繋が 可能 。 SEDE 
名 1 回 発射 可能 で 、 再 チャ ー ジ は 頭 

部 に 巻き 戻し て 行う 。 


о 


ЖЕНА 
В. オー ガス タ 研 究 所 か ら 流出 


し た 技術 。 ファ ン ネル ほど 宰 雑 
«шашки с. ENSO 
少な いも の の 、 非 ニュ ー タ イブ 
で も 使用 可能 。 


tk. saz 51-8 


機動 戦士 ガン ダム 00 


ガ デ ラー ザ | 4 


ポン 
GN ファ ング (大 型 *14 小型 <140) 
x154/GN ブ ラス ター ズ GN ミ サイ ル 


動 カ 

抱 似 太陽 炉 で ある GN ド ライ ヴ 
[т] (タオ ) を 7 基 も 搭載 。 本 体 
に 1 基 備 える ほか 、 左 右 の コー ン 
13 基 が 直列 状態 で 配 さ 


ウイ ング 部 

左右 の ウイ ング 部 に は 隠し 腕 が 内 蔵 さ れ 、 
下部 に は GN ミ サイ ル も 持つ 。 この 部 位 
は 、 戦闘 モー ド に 変形 REE 


желет езе 


使用 が 可能 。 その た め 、 巨 体 で あり な が ら 
Ts 格闘 も 可能 々 MA の 利点 は 健在 で ある 。 
E лт BIP Ian lis pha — 
が 、 発進 時 に ・ 展 開 する 。 207 
П EPS кисин. 
А る の は GN フ ァ ング を 搭載 し た コン テ ナ で ある 。 


中 央 に 備 わ | 


可変 機構 

本 機 は 密航 形態 ( 図 ) の ほか 、 戦闘 時 は 
武装 の 使用 に 適し た 形態 へ と 変形 する 
可変 機構 を 採用 。 状況 に 応じ て 2 種 の 
形態 を 使い 分 ける こと で 、 本 機 の 性 能 を 
最大 限 に 発揮 で きる よう に な っ て いる 。 


関連 ファ イル 


G ра AT 専用 機 


す 機体 コン セブ 
EAE, М5518/) 3 
隊 で は 破壊 し 切れ な 


イノ ベイ ド の 技術 を 採り 入れ た 巨大 MA の 系 譜 


補 数 の 疑似 太陽 炉 を 搭載 し た 大 型 MA の 開発 は 、 逆 る № 頭 部 胸部 
ZEGNMA-XCVI アル ヴァ トー レ か ら 始 まっ た と 言え る 。 
元 より 大 型 MA に は イノ ベイ ド 勢 力 が 深く 関わ っ て お り 、 そ 
の 流れ を 汎 む お ガ デ ラー ザ は 、GNZ-003 ガ デ ッ サ な ど イ ノ 
ベイ ド 用 MS で ある [GNZ] シリ ー ズ の 技術 も 採り 入れ られ 
た 。 さ 5 に 本 機 が イノ ベイ ター 用 の 機体 と し て 設計 され て 
いる こと か ら 、 騰 量子 波 系 の ノウ ハウ が 導入 され て いる 。 
また 、GNMA-0001V レグ ナン ト の よう に 可変 機構 を 有 
U. RMSE Ии СЕАНС. 
анон ти 


部 , MEFS 
O80503 


в AB 
ENES, ИН MZ 
ГЕШ ДДД 
BNE DEM AS AC 
H, Жанс: 
Mto, 


な る 。 шар VENTE 


通常 時 の 公 底 モー ド の 際 は 、 機 体内 郎 に 反 納 され で いる 頭 部 と 部 。 電 
が 下方 に スラ イド し 、 上 半身 が 頭 あと 


画 コク ピッ ト 


зл. атана 
тынан со, 
パイ ロッ ト の 周囲 等 に 
は 、 ホロ モニ ター に よる 
情報 を 投 久 可能 。 


脳 量子 波 の 使用 を 前 提 と し た 高 火力 の 武装 群 


単機 に お ける 最大 限 の 攻撃 力 を 追 氷 し た 結果 が 、 大 出 画 戦闘 モー ド 
に よる サイ ズ の 巨大 化 = 大 型 MA で あっ た 。 これ は 開発 
の 先 閑 を つけ た イノ ベイ ド 勢 力 が 少数 で あり 、 限 りあ る 人 
具 で 大 多数 を 相手 取る た め の 兵 器 と し て MA が 適し て い 
た た めで ある 。 本 比 は 大 出力 の ビー ム 兵 器 な ど を 内 蔵 し 、 
MS と は 一 線 を 画す 火力 を 獲得 し た 。 中 で も 遠隔 操作 兵 
回 で ある GN フ ァ ン グ を 多数 挫 載 。 合計 154 基 に も 上 る 敵 
末 の 制御 に は イノ ベイ ター の 能力 が 必須 で あり 、 人 類 進 
化 徐 の 兵器 の 試 金石 も 言え る 武装 を 与え られ て いた 。 


© GN ブ ラス ター 

КОЮЛ лы 
に 備わる パネ ル が 展開 、 冷却 の た め の ガ ス を 放出 し て 排 才 を 行う 。 $ 
に 備 わ - НЛО». ある 程度 の 連続 使用 は 可能 で お: 


ELS に 誠人 きれ た りす 
y | MTEL WA 


КЕЕН, 交戦 
時 に は 変形 る こと で 全 臣 
装 を 使用 可能 な 戦闘 モー ド 


ВО 
вася. ナイ 
ЛХ я 
ル ガ 級 を 同時 に 撃ち 抜く 
ЛЕЙ? в 
вооа 
уу 


© GN ミサ イル 

SAT FABIA HER AONEH (2 FHC, 163 
ずつ の ミサ イル キャ リア ー を 搭載 。 НЕ IMSS TIL 
を 可能 で ある 。 


ӨӨ вия 


ウイ ング 部 の 表面 と 、 下 部 に 負け た GN ミサ イル コ 
る 。 先 問 部 は GN ビー ム 砲 と な っ て お り 、 ВМ 
NSEDRREMESN ARTS, Жы 


CHE —F TEA, 


@ 上 部 アー ム 
在 右 の ウイ ング 部 に 備わり 、 使 用 時 に ポッ プ 
アッ プ す る 。 下部 の も の と 異な る 先端 は GN 
E-L GNÉ- Аўт 
あり 、 マニ ピュ レー ター は 持た な い 。 


と 


ө 小型 GN ミサ イル 


イル キャ リア ー 内 
に は 8 発 の 小型 GN ミ | 
TERR, MA 

| に セン サー、 後 方 に ス 

ラス ター を 設け て お 

9, 左右 で 信 計 32 革 


広い 。 ウイ ング 部 の 可動 域 と | 
ML TH, 


freie CRS, | 


Ө GN ファ ング 


TEOMA FH HEM, 人 寺 が を 格 幸 し た 親 民 は GN フ ァ ン グ キ ャ リア ー と し て も 
機能 。 これ に より 従 科 の 使用 可能 略 囲 を 超え た 、 貼 天 離 で の GN ファ ング 運用 を 実現 し た 。 


© GN ファ ング コン テ ナ 


REMORS ADS 
順次 射出 する 。 


Ф 大 型 GN フ ァ ン グ 


/ © 小型 GN ファ ング 


(ESS «ШЕ» 
хатаснупанно 


+Е- AttettCRNU 
GN メ ピア と し て も 使用 で きる 。 


SEKE ROR ншсоныты-лан 
DERO, 上 図 は GN 粒 子 ビー ム を カッ ター 状 に 展開 
し 形態 。 下図 の 仙 面 が 小型 GN フ ァ ン グ の 入出 
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EZA (1) nell инд, 


asmat 他 の 稀 査 に は 見 られ な い 構 造 上 の 特徴 と 、 そ と か ら も た ら され た 性 能 


ジュ ピ ト リ ス 級 は H3 の 大 量 運搬 の た め だ け に 建造 され Ш 艦 体 構造 сысы 555% 
£. FHEERXMRRDEMTHS. その た め 同 時 期 жасанса) яшлл-лов‹илеп-ктаюпты\. эе URA 


OPB bist Em CRE), HELRANEOYS — ЭНЕН COEOERDNS, の 燃料 と し て 利用 され る 。 
U, その 最たる も の が H3 タ ンク で あろ う 。 地球 木星 問 
の 航行 に は 数 年 間 も の 時 間 が 必要 で あり 、 一 度 の 航行 で 
で きる だ け 多 く の H3 を 運搬 する に は 、 こ れ ほ どの タン ク を 


H3 タ ング は 構造 上 、 METH. 
れ や すい 。 実際 に グリ プ 


の 巨体 を 動か す た め 、 推進 機関 に は 核 パル ス ・ エ ンジ ン が で に 標的 
採用 され た 。 саманд чинси O— SNS FUE ONDA 


тоге женген, ZO RM CHEESE SE оннан, 


いう も の で ある 。 MS や 通常 艦艇 に 搭載 され た 熱 核 ロケ ッ 
ト よ り も 高 効 率 で 、 高 加 速 状態 を 持続 し や すい 核 パ ルス ・ 
エン ジン は 大 型 限 石 の 移動 に 用 いら れる こと が 多い が 、 Z 
の 特性 が ジュ ビ ピ ト リス に は 有効 だ と 考え られ た の : 
だ し この 推進 法 は 環境 汚染 
か ら こ そ ジュ ピ ト リ ス 以 外 に は 核 パ ルス ・ エ > 
れず 、 本 艦 独自 の 推進 機関 と な っ た の : 

後方 か 5 ジュ ビ トリ を 眺め 


BE, 核 バ ルス ・ エ ンジ ン 
OMRON SRB се 


Ш 航行 能力 

BURGOS СООТ LOS SHE2R яа MERE 
を 無 補給 で 単独 航行 で きる の は 本 第 の み 。 SEE 
И ее 
о A HEH УУ ЕА TOS, 


Ш 指揮 能力 


ЖЕН 
21 


жаг EF 
の MS 部 隊 に 的 確 な 作戦 行動 
を 取ら せる こと が で きた 


REED о Ө H3 タ ンク 

AMR CR Sh SRD Б нң В 

ниви сеооа Ө シャ トル 用 デッキ © FERAFKY7 

BE (ARGEETS GR O swn © プロ ベラ ント ・ タ ンク 
ジュ ピ ト リ ス の 甲板 上 を 飛 PERERUT SOOM) = ae 
行 する 2 ガン ダム 。 18m を が 設け 5 られ で いる の み 。 + ® コン テ ナ ・ ブ ロッ ク O BMA‘ Ivy 
BHASRHKbKELENR ORM U MSBBI ( 
する と 玩具 の よ る に と が ' ほ と 4 ど で あ 5。 Ө #272 


WEE LES IRE De HEL ARE 


ВНЗ ЕРоВизА [ARE ASA] ЖИЕС 
ある ジュ ピ ト リス 級 だ け に 、 ВЕТ OME RET SHE 
カ が 必要 と され た 。 だからこそ 本 艇 の 艦橋 設備 は 極め て 
大 規模 で あり 、 連 邦 軍 の 第 一 級 戦 艦 を 姜 角 す る ほど だ っ 
Ko グリ プス 戦役 末期 、 シ ロッ コ が 独自 に 戦闘 行動 を 実施 
で きた の は 、 ご の 指揮 能力 の 高き が 大 きか っ た と 言え よう 。 


MORE INFO! 
同型 艦 「 ジ ュ ピ トリ ス II」 の 出航 


に 位置 し て いる シー ト は 操 
MEEBO, же” 
遂 信 二 と いっ た オペ レー エゥーゴ の エー スパ イロ ッ ト 、 ジ ュ ド ー・ ア ー シ タ が 乗 態 し 
た と 記録 され て いる 。 戦乱 が 線 り 返さ れる 地球 園 を 彼方 


か ら 見 つめ 直し た いと の 項 望 が あっ た よう で ある 。 


№ MSZ-0108 77-6А 
ジュ ドー が ジュ ピ ト リス に 持ち 込 
ん だ MS。 中 研 し た Z2 ガ ンダ ム の 
B パ ー ツ ( 脚 部 と パック バック ) を 
ИБ. 木星 較 の 大 重力 下 で の 
活動 を 可能 と し て いる 。 


mertua ie 
と 比較 し て 、 ジュ ヒト リス の 。。 れ 、 こ こ か ら 作 戦 指示 が 
MARRS RSENS, SEER 
ト も ゆとり を 持っ て 設置 され 2272 
тиз. хет 
は の 仕様 


一 度 地球 を 出 立 し た ら 数 年 間 は 無 補給 状態 が 続く ジュ \ Г. 画 メイ ン ・ デ ッ 
ビ ト リス 級 だ け に 、 乗組 員 の 居住 施設 (中 で も 長期 航海 か } - ни 
ら 生 じ る スト レス を 軽減 する 設備 ) は 充実 し て いた と 考え ら Y= 
れる 。 また 必要 物資 の 補給 も で き な いこ と か ら 補 修 能 力 や 
生産 ライ ン も 完備 され 、 航 行 中 に 予想 され る 大 概 の トラ ブ 
ЛАЗЕРА ОНО, 


т, BRIT STAD 
RACHAEL TS, 


と 信用 デッキ と し て 流用 し 
た よう で ある 。 


Ш MS 工場 

拓 体 和 部 に 位置 する 工場 に 
メイ ン ・ デ ッ キ 内 も 相当 に 。 ブロ ッ ク は いく つか の 区 画 
E, 専用 コミ ュー ター を に 分 害さ れ て いた よう で 、 そ | 


使っ て 移動 する 作業 員 も の 中 の ひと つが MS 工場 と 
いた ほど 。 ちな み に 背後 に Я 

ялеш, ШВЕЯ 
中 の パラ スズ アテ ネ で ある 。 — こ で 製造 され て いる 。 


ъа ИО ЊЕ 


NAAM ЕВ ЕЖЕ о 
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© МЕҢНЕ отослав) all an 


OASYS БЕ 


7 тия 
/ アル ミュ ー レ ・ リ ュ ミ エー ルプ フォ ル 
に эла ファ ント リー ン ロ ム テク ニカ HBW タ イ 
有人 に は 大小 の スラ スタ ー プ 7001x4/ ザ スタ バ ・ ス ティ ダマ ト 
f を 設け て お り 、 宇宙 空間 に RFW-99 他 
お り ける 機動 性 の 向上 に 大 き С М наат (ユー ラ シ ア 連邦 ) 
Va < 寄与 し て いる 。 FRET BES カナ ー ド ・ パ ルス バル サム ・ ア ー レ 
a 1 | 
P) 
ҮІ 
» 


ty DC Hee 
と を る 大 型 バー ニア を 2 基 備 え 
れ 、 外 秀 ハ ッ チ 側 に 乗 衝 用 リフ — る 。 さ 5 に 本 機 の 主 兵 装 で ある 
ト を 持つ 。 HEEE ”「 ア ルミ ュー レ ・ リ ュ 
軍 の 第 1 期 GAT-X シ リー ズ き 模 。 発生 器 と 大 出力 
し た も の を 用 いて いる よう IIFA]: 


ROBMIMBODAIA 
ター が レイ アウ ト さ れ て お り 、 
ЖИВЕЕ, 
て いる こと が わか る だ ろう 
また 、 ビー ム ナ イフ を 装備 し 
て いる 点 が 独特 で ある 。 


[PVF SADR] を 導入 し た ユー ラ シ ア 連邦 製 の MS 
Я 5 関連 ファ イル 


° FILE PREVIEW. 
連邦 が 民間 企 シー イン SAI BP LL T'S. FOR SEED.03.34 地球 連合 
HES CHER が CAT1-X1 

番号 の 「CAT] は Compox 


(AGS) je oer 159a 


連合 軍 の 「G」 の 影響 が 見 られ る も 、 機 体 は 「 ア ルミ ュー 
レ ・ リ ュ ミ エー ル ] の 使用 を 前 提 と し た 設計 が な され て い 
Bo 3 機 が 試作 され た も の の 、1 号 機 は X ア スト レイ と の 交 
戦 で 大 破 、 2 号機 は ユー ラ シ ア 連邦 か ら 郊 反し た 1 号機 を 
追撃 し た 際 に 返り 討ち に 遭い 、1 号機 の 予備 パ - っ 
た 。 3 号機 は 備 兵 部 隊 サ ー ベ ント テー ル の 交 寺 効 に 撃破 
シア 連邦 の 活動 家 「 ユ ー 


DORM ABNER 
52-5, WAMIGAT XS 
Y—ADRNEBAL (も し く は 野 
теш) と 見 て 取れ る 。 


図 は フォ ルフ ァ ン トリ ー を 外し た 
の 


リオ ン 」 と も 呼ば れる 。 


画 同型 機 
ГРЕТЬ: 
レン ド の 2 号機 (CAT1.X2/ 
#3 (CAT1-X3/3), カラ ー リ ング 

以外 は 1 号機 と 同性 態 で ある 。 


も 攻撃 で き な か っ た が 、 7. 
た 光 」 DE) は モノ フェ イズ (単位 相 指向 型 ) に 改良 され 、 
交 波 防御 帯 の 内 部 か ら 外 部 へ の 攻撃 を 実現 し て いる 。 ま 
た ビー ム 発 生 端末 を ビー ム 刃 と し て 展開 し 、 攻撃 に も 転用 
で きた 。 一 方 で 電力 消費 が 激しく 、 基 本 的 に 他 の 武装 は 
ヵ ー| と な っ て いる 。 た だ し 、 枝 動力 搭 載 後 は 直接 
エネ ルギー チュ ー ブ で 武装 を 連結 し て 電力 供給 を 行え る よ 
うに 改良 され 、 エネ ルギー 切れ の 問題 を 解消 し て いる 。 


ГЕ 
Юйюясе-л+7ьйй. 


O サス タバ ・ ス ティ グマ ト RFW-99 
ビーム サブ ャ シシ ガン 。 MRO 
成 力 は 弱い が 、 連 射 で きる た め 
]) 制圧 力 に 何れ る 。 エ ネル ギー カー 
トリ ッ ジ (ワー セル ) st, 


式 身 に は ビー ム ナ イフ を 内 開 し 、 射出 も 
可能 。 トッ ク や サブ グリ ッ プ の 採用 に 
SUR OBIE. 


© アル ミュ ー レ ・ リ ュ ミ エー ル 
実体 弾 と ビー ム 返 方 を 完全 に 防ぐ ビー ムシ - 
Я. 完全 展 閉 時 は 各所 の 端末 で 機体 を 完 : 
わずか 5 分 。 


Ө ロム テク ニカ RBW タ イプ 7001 
連合 軍 (大 西洋 連邦 ) で は 実体 刻 で ある アー マー シュ ナイ ダー を 用 いる 
一 方 、 ユー ラ シ ア 連 孝 に お いて は ビー ム 刃 丈 の ナイ フ を 標準 装備 する 。 


ке. 通常 は 盾 と し て 使 | 
Э. AAMS | 


ө 完全 展開 時 


© ビー ムシ ー ル ド 時 


~ 


ыл 


| フォ ルフ ァ ン トリ ー 


本 機 が 持つ 最大 成 力 の ビー ム 往 。 アル ミュ ー レ ・ リ ュ ミエ ー ル 完全 展開 
мсәяктав, 2 門 備え で お り 、 Pitak MEG TORNAN 


omassa 51-14 


в 
=: 
ез? 

В 
=. 
=: 
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= 
= 
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Ші 


ASSHIMAR 
アツ ンマ 


ce овоот t 


ТІЛЕГІ! 


時 SPEC 

全高 23.1m (頭頂 高 19.3m) 

юй ЖҮНДЕЗІ1 63.81) 
ИЗу-9-В 2.010kW 
2533-80 

装甲 材質 チタ ン 合 全 セ ラミ ッ ク 複 合 材 

武装 大型 ビー ム ・ ラ イフ ル 
ーー 
RE ブラ ン ・ ブ ルター クノ アジ ス ・ ア ジ パ 他 


нн 


MARE MESO) SE 


地球 連邦 軍 初 の 可変 MA 


マー は 、 グ リプ ス 戦 役 期 に 地球 連 の 人 性能 は な か っ た 。 そこ 
МА (TMA) で ある 。 KAEA 技術 で あっ た 変形 機構 だ っ た 
初 の TMA と し て 本 機 が 開発 され 
地球 連邦 軍 オ > 究 所 で 開発 され た 
は 、U.C 機 が 完成 。 グリ プス 戦役 で は 、 ア 
こ は 20 機 前 後 ) が 生 5, > 
NRX-044 開 発 の 立脚 点 と な っ た の が 、 戦 略 的 移動 ほか 、 テ ィ タ ー ン ズ の ダ カ 
高度 迎撃 機 の 必要 性 隊 に も 配備 され て い 
期 旅 客船 プロ 
前 者 は ある 程度 克服 され て い / 後者 を 満た 


Ина RE MEOE T мынан уж ыз 


最初 期 の 可変 機 に あたる NRX-044 に は 、 設 計 に も 試行 画 胸部 アー マー 展開 図 
BIDS SNS, 可変 機 の 開発 を 促進 し た 技術 と し て 2 
が 、 本 機 の 開発 が 進め 


ゆえ 、 本 機 は 前 身 と な 
れる 構造 を 
まだ 発展 送 上 


НА тәу). 変形 時 の 欠点 も 抱え て いた 
また 、 本 機 は 射撃 戦 用 武装 と し て 大 型 ビー ム ・ ラ 
装備 し て いる が 、 そ の 一 方 で 近接 戦 用 武装 が 装備 され 
な い 。 ある 意味 で 格闘 戦 を 軽視 し た その 仕様 は 、TMA の 運 
用 思想 が 固まっ て いな か っ た こと の 表れ と も 言え る だ ろう 


m 大 型 ビ ピー ム ・ ラ イフ ル 
ライ フル 


МАЗ 


大 気 園内 で の 柔軟 な 運用 を 可能 と し た MA 形態 


NRX-044 の MA 形態 は 、 大 気 園内 の 高 高度 飛行 性 能 を Ш MA 形態 時 
た 設計 が 特徴 と な っ て いる 。 そこ で 採用 され た の が PETTER 
тшй ィ 構造 で ある 。 MCLEE ар, ШР 


DIRAE. BARBI HR IHRE өкі 


Е 体 設計 に よ 本 機 は 優れ 
能 と 飛行 能力 を 獅 揚 し て いる 。 また 、 可 動 部 位 ( 


グ を 施す こと で 、 変形 に 要する 時 間 は わ 
0.5 秒 だ っ た 。 そう し た 性 能 は 、 高 高度 か ら の 進出 と MS 
БЕСА-НЕЖТЕНЕСІЕЕІ, ЖИН15Е5ЕМ52 
ажааган сооз SEO ЕНЕНЕ 
そ 機 が 高く 評価 され た 一 因 だ っ た の で ある , 
| Қы. 
Cenatiresc, ホバー 機能 
бш: も 安直 
Т! 


第 二 世 代 MS の 規格 に 準じ た コク ピッ ト 


ピッ ト は 頭 部 ト に 位置 し て お り 、 内 部 機器 に は 
U.C.0080 年 代 後半 に 登場 し た 第 二 世代 に 準じ た リニア ・ 
シー ト と 全 天 周 採用 され て いる 。 コク ピッ ト を 一 
般 的 な MS の よう に 有 興 体 ユニ ッ ト に 配 さ な か っ た 理由 は 定か 


Ш コク ビッ ト ・ ハ ッ チ (MS 形態 時 。 MA 形態 時 ) 


一 般 の 部 謙 に 配備 され で い 
БЫ 


Л BANA 


可変 機 で あり な が 


1 ほど 惹く な か っ た と 見 られ る , 


MORE INFO! 
後継 機 


一 定 の 評価 を 揚 た NRX-044 は 、 級 空 電力 と し て の 大 気 
圧 内 用 TMA と いう コン セプト に よっ て 生き 残り を 実現 し 、 後 
et ALLA, それ が 、NRX-044 の 再 設 計 機 、RAS- 
96 アン クシ ャ で ある 。「 シ ャ ア の 反乱 」 ШЕЖЕ 
け て 生産 性 と 整備 効率 の 向 
上 が 図ら れ た 一 方 で 、SFS 
の 機 誠 付 与 な ども 行わ れ で 
いる 。 U.C.0090% ft h tt 
с. ARAM 
の 措 載 機 と し て 連用 され た 


RA А 

ROMO эшли HR 
жіп. Жл. 
т, [2752081 EMS 
тятжанленьһ®. 
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RICK DIAS AEUG 
НОВИН ЕС 優れ た 戦闘 能力 
グリ プス 戦役 で エッ ー ゴ が 実戦 投入 し た リッ ク ・ デ ィ ア が 無 価値 で ある は ず は な く 、 旧 式 機 が 即 、 三 線 弧 の 模 


ス は 、 新 素材 ガン ダリ ウム Y (ガン マ тастын 体 に な る と は 限ら な い 。 事実 、U.C.0080 年 代 初頭 の 地 
術 を 投入 し た 機体 で あり 、 の ち に 続く 第 二 世代 MS の 規 球 連邦 軍 は 主力 機 へ の ビー ム ・ ラ イフ ル 搭 載 に 雑 航 し 、 
実 、 実 戦 で も 優れ た 戦果 を 挙げ 、 機 体 実体 弾 兵 装 の 搭載 を 余 備 な くさ れ た と 言わ れ て いる 。 + 
の 優秀 さ を 証 5。 と は いえ 本 機 は 突出 し た うし た 事情 を 鑑み る と 、 本 機 が 信頼 性 の 高い 実体 弾 兵 
戦闘 能力 を 有する わけ で も 、 特殊 な 兵 装 を 装備 し て いる 装 を 装備 し た こと に も 納得 が いく 。 新 技術 を 取り 入れ る 
わけ で も な い 。 また 、 兵 装 面 に つい て も スタ ンダ ー ド その こと で MS の 進化 の 土台 を 築き 上 げた 本 機 は 、 そ の 基盤 
も の と 言え た 。 むし ろ 、MS の 主 兵 装 が ビー ム 系 兵 装 に の 上 に 高い 信頼 性 を 有する 兵 装 を 採用 し 、 優先 な 戦闘 
移行 し つつ あっ た グリ プス 戦役 に お いて は 、 時 代 遅 れ の 能力 を 獲得 する に 至っ た 。 それ こそ が 、 本 機 が 高い 評価 тиме. тығын 
感 が あっ た と 言っ て も いい ほど で ある 。 し か し 旧来 の 技術 を 受け た 理由 な の で ある い の 中 で 命 を 楓 ちせ で いる 。 
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射撃 兵 装 に 比べ 、 軽視 され て いた 格闘 能力 


マッ シブ で 鈍重 な イメ ー ジ を 持た れ が ちな リッ ク ・ デ ィ アス 
だ が 、 実 際 に は 軽快 な 機動 性 を 発 控 する 。 それ は 装甲 
質 に 軽量 か つ 高 嵐 性 の ガン ダリ ウム Y を 採用 し た た めで 
自動 の 軽重 化 が 図れ た た めで ある 。 そし て 高い 機動 性 は 
格闘 性 能 の 向上 に 直結 し 、 リッ ク ・ デ ィ アス は 近接 格闘 も 
得意 と し た の で ある 、 豊富 な 射撃 兵 装 と 比較 し て 格 
股 兵 装 は ビー ム ・ サ ー ベ ル し か 用 重 さ れ て お ら ず 、 ВЮ 
は あま り 格 開戦 に 重き を 置い て いな か - тип, 
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技術 発展 と 機能 分 化 を 象徴 する 付加 機構 


一 年 潜 争 以降 に 開発 され た MS は 、 開発 デー タ や 運用 
記録 の 充実 化 に よっ て 様々 な 機構 が 追加 され た 。 通 
機体 に 独自 機構 を 搭載 する こと で 、 総合 能力 の 底 
特殊 能力 の 追加 を 図っ た の リッ ク ・ デ ィ ア ス も こ 
の 例 に 漏れ ず 、 い くつ か の 独自 機構 が 搭載 され て いる 。 с ? 
れ ら は 調 次 的 な 機構 いえ 、 機 体 性 能 に 影響 を も Con 
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検 開 発 と 竣 行 し て リッ ク ・ デ ィ ア ス を ペー ス と し た 改修 機 の 
тестш. 短期 間 で 複数 の 改修 MS が 許 生 する こ 
Аа Т, 
な い - さら に 改修 標 自 体 も ほ ば 現存 し 
て お ら ず 、 基本 性 能 や 戦果 に つい て 
不明 点 が 多い の が 憎 し まれ る 。 
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ジム 寒冷 地 仕様 
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жел 関連 ファ イル 


№. 後期 生産 型 


に 機体 で あ 
RGM-79D 5 ー 年 戦争 末期 
まれ た 派生 機 の ひ 2 の 開発 に 意欲 を 
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仕様 と する こと は 比較 的 に 容易 で あっ た 。 本 機 も その 例 に 
漏れ ず 、「 寒 冷 地 仕様 ] と し て の チュ ー ン ナッ プ が 施さ れ て い 
5. 寒冷 地 仕様 な ら で は の 、 ノ ンド レン 機構 (НВС, 
が 結 填 する の を 防止 する 機構 ) ОБЖ. BRET 
で の 運用 を 前 提 と し た 通信 機能 の 強化 が 主 な 特徴 で ある 。 
WANENE t (RD 

は 15.000kgx4) は 、 DS 

が ちら も 条 裕 の ある 設計 が な され 

n. ner 


еши. жин 


局 地 載 仕 様 に 改修 され た RGM-79 は 、 RX-78 に 匹敵 す шын 
る 性 能 を 計っ た と 言う 。 元 来 HGM-79 は 、 局 地 戦 に 特 化 可 増設 ダク ト 
能 な 仕様 と し て 設計 され 、 ジ ェ ネ レー ター 出力 や フレ ー ム 贅 SIE SERO 
ironed свх с. BEREKA 
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KRGAAMICRGM7IEMBL TH SEND, ЖЖ 
地 と いう 局 地 で の 使用 を 前 提 と し た 主 兵 装 が 用 意 さ れ た 
低温 下 で の 水 結 等 が 精密 機器 に 引き 起こ す 障 害 を 排除 
する た め 、 兵 装 に は 特に 信頼 性 が 求め られ た の で ある 。 大 
気 園内 に お ける ビー ム の 減 栓 も 考慮 し 、 携 行 兵 装 は ビー 
ム " ス プレ ー ガ ン で は な く 電 気 作動 式 の 実体 紗 式 兵 装 一 一 
ジム マシンガン が 採用 お れ て いる 。 また 、 これ は 防 案 対 策 と 
し て ジェ ネ レー ター 出力 の 一 分 を 確保 せ ね ば な ら な いた め 
エネ ルギー 消費 の ある ピー ム 兵 問 を 避け た た めで も あろ う , 
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運 用 連邦 軍 北 極 基地 へ の 配備 と 交戦 


一 年 戦争 後期 、 塞 浴 地 に お ける MS の 実働 デー タ を 得る 
た め 、 宗 冷 地 仕様 は 連邦 事 北極 基地 に 配 代 さ れ た 。 一 年 
載 争 末期 、 こ の 基地 は オー ガス タ 基 地 で 開発 し て いた 新型 
OMS, RX-78NT-1 アレ ックス を 宇宙 に 上 げ る た め の 中 幼 
基地 と し て 用 いら れ て いる 。 その 際 に 機体 の 礁 取 を 狙う 公国 
重 の サイ クロ プス 隊 に よっ て 急 舞 され 、 配 備 さ れ て いた 案 冷 
地 仕 様 が 迎撃 。 し か し 公国 軍 屈 指 の 特務 部 隊 を 相手 で は 
荷 が 重く 、 被 寄 は 大 きか - な お 、 パ イコ ヌー ル 宇 宙 基 地 へ 
と 後退 し た 公園 軍 の 掃討 


MORE INFO! 
局 地 戦 用 ジム の バリ エー ショ ン 


公男 宣 の MS-06 系 ほど で は な いも の の 、RGM-79 に 
も 局 地 戦 仕様 が 複数 存在 し た 。 RGM-79F BERL 
や RGM-79F デザ ー ト ・ ジ ム 、。 水中 用 の RAG-79 アク ア ・ 
ジム 等 で ある 。 これ ら の 
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ディ アナ ・ カ ウン ター 


キャ ノン ・ イ ルフ ー ト 9 


ディ アナ ・ カ ウン ター が 運用 し た 黒 歴 喝 の 遺産 


黒 歴史 の 遺産 が 埋 ま р ・ サ イク 性 を 持つ の が 特徴 で 、 一 撃 離 脱 戦 
ら は 、 機動 兵器 や その 武器 な > し た 。 複数 機 が 発見 され た た め 


し た 可変 MS 


FILE 01 


高 機動 性 を 活か し た 装備 群 と MA 形態 


本 機 は 機動 性 に 特 化 し た 概 体 で あり 、 特 に MA 形態 で — N 腕 部 半 固 定式 ヒー トナ タ 兼 用 п тиха 7 
は 、 大 気 園内 を 自由 自在 に 飛び 回 る こと が で きた 。 жап ビー ムラ イフ ル ps 
も 、 TORUNEER ARISE TAO 58) 2 
MS MA 形態 双方 で 使用 で きる 。 また 、 黒 歴史 に つい て 
ВОН: ムット ウー は 元々 木星 で の 連用 を 想 
定 し て 開発 され た も の で 、 宇 宙 で も 運用 で きた と され て いる 。 
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キャ ノン ・ ト は 、 キン グ ス レ ー の 谷 を 探索 し て いた 
бөлсе 機 の み 発見 され た 。 ШМ: ШЫ 
な ら ず 、 歩 行 する の も や っ と の 状態 で あっ た 。 TOR ИНЕ 
が ウィ ル に よっ て ディ アナ ・ カ ウン ター へ 持ち 込ま れ た こと で 
若干 の 改修 が な され 、 招 作 性 も 向上 。 砲撃 戦機 と し て の 
本 来 の 特性 を 発揮 で きる 状態 と な っ て いる 。 
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MORE INFO! ムー ン レ ィ ス の 作業 機器 


MRC-CO3 “MIGHTY FELLOW” ベロ ナ MR-SPIO5Q "JET STREAM” モビ ル ・ 
ムー シレ ィ ス の 作業 織 器 メー カー 「 マ イ テ ィ ー フ ェ ロ ー] が 開 ジェ ッ ト ス トリ ー ム 社 製 の 作 華 機 北 で 地球 得 還 計 画 に も 
発し た 、 ANDERS, 機体 の 「 背 算 」 と な る スパ イン ・ コ 持ち 込ま れ た 。 SHRMB CH), ШИНЕ 7:52 
ン セ プ ト ・ フ レー ム を 採用 し た 汎用 タイ プ で 、 REM OR ORBOMSOBMBLAT 
TORMMMIBBEN TS, CONOFEN-AI, B る 設計 と な っ て いる 。 Mt 
問 能 力 と 地球 理 境 へ の 対応 を 図っ た ウ ァ ポポ ボド が 開発 され た 。 аа СТАД ГИЯ 
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= TROIS AL. 訓練 用 の ジム 


一 年 戦争 時 の MS, RGM-79 ТН кадый киз» 
t ۸ ESS 5. ш қ ч ч me 
た 機体 が HGM-79L ジム ・ ラ イト А š 


RAR TGM-79 ジム 


徹底 し た 軽量 化 と 機動 性 の 向上 


本 機 は 「 ビ ー ム 兵器 戦 に お ける 勝敗 は 、 命 中 一 破 壊 
力 に よっ て 決定 され る 」 と いう 戦術 理論 に 則っ て お り 、 中 で 
も 「 命 中 率 」 を 重視 し た 機体 と 言え る 。 この コン セプト を 実 
現す る に あたっ て 、 本 機 で 選択 され た の が 一 撃 離 脱 戦 法 
に 適し た 機動 性 の 向上 で ある 。 機動 性 の 向上 は 、 軽 量化 
に 伴う 比 推力 の 改善 に よっ て 達成 され た が 、 軽 量化 は 徹 
жайт), 最低 限 の 装甲 し か 備え て いな い 。 

装甲 の 減 格 は 自殺 行為 に も 思え る が 、 搭 乗 する 高 練 度 
バイ ロッ ト た ち は 問 題 に し な か っ た よう で ある 。 戦闘 機 パ イ 
С —- 9 
脱 戦法 が 可能 な 本 機 を 歓迎 し 、 そ の 性 能 に 満足 し た と い 
本 機 の 運用 例 と し て 、 北 米 揚 対戦 に 投入 され た スレ イ 
プ ニ ー ル 隊 所 族 機 が あっ た と 伝え られ る 。 
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る 
代表 的 な 機体 で ある 。 


ジム ・ ラ イト アー マー の 開発 と 並行 し て 、 専 用 の 兵 装 
も 開発 され た 。 ガン ダム 用 と 同じ シス テム を 用 いた エネ ル 
ギーCAP 式 の ビー ム ・ ラ イフ ル 、 グリ ッ プ 部 分 の 表面 に 特 
狐 加工 を 施し た ビー ム ・ サ ー ベ ペル が それ で ある 。 ビー ム ・ ス 
プレ ー ガ ン を は じ め と する 、 ジム 用 兵 装 も 使用 可能 だ 。 

これ ら の 兵 義 は [eA RBI busi. аф 
率 、 破 壊 カ に よっ て 決定 され る 」 と いう 戦術 理 議 の うち 、 主 
に шал) を 司る も の で 、 本 機 の 高度 な 機動 性 お よび 
一 軸 郁 脱 戦 法 と 相まって 、 多数 の 責 機 を 撃破 し た 。 
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MORE INFO! 
高 機動 化 の 手法 の 違い 


MS や MA な どの 機動 兵器 の 中 に は 、 高度 な 機動 性 を コン セ 
フト と する 機体 が 存在 する 。 それ が 「 高 機動 型 ] と 呼ば れる 分 類 
で ある 。 ВИНА CUT. 既存 の 機体 を 改造 する 場 
合 、 間 発 組織 に よっ て 高欄 動 化 の 手法 が 異な る 場合 が ある 。 


ダル ググ や ガン ダム 試作 1 等 
OE, жез кат) 
Ка 
мзыка TS, 
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一 年 戦争 後期 、MS の 開発 と 配備 を 進め た 地球 連邦 宣 
は 、MS パ イロ ッ ト の 育成 の 必要 性 に も 迫 ら れ た 。 そこ で 
訓 線 用 と し て 開発 され た 機体 が ジム ・ ト レー ナー で ある 。 既 
存 の ジム を 改修 する の で は な く 、 新規 に 製造 され た よう で 
装甲 の 減 格 な ど に よっ て 低 コス ト 化 を 達成 

コク ピッ ト は 、 教 宮 用 と 訓 隷 生 用 を 上 下 に 配置 し た 複 座 |). 
ќт. 教官 が 調 練 生 を 直接 指導 で きる ほか 、 訓練 生 が 操 / 
作 ミス し た 際 、 教 官 が 機体 を 立て 直せ る メリ ッ ト が ある 。 教 / 
ERI, 機体 外 を 視認 可能 な 窓 が 設け られ た F 
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MS-01) か ら 試 作 ・ 改 良 
実戦 用 MS と し て 完成 し た の が MS-05 + 


翌 8 月 に は 実戦 用 1 号 4 レア ウト 。 初期 先生 継 機 た る MS-06F ザク IF 弄 
試作 量産 機 は MS-05A の 型式 番号 が 与え られ 、 こ の 5 は 後方 支援 や 作業 用 に 用 い 4 
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MS-04 を 改良 し た 基本 構造 と 発展 性 の 限界 


М504 プロ ト タ イ プ ・ ザ ク の 時 点 で 基本 は 完成 し て ち W MS-O5B ザク I тю Ш М5-06Е ザク IF 型 
り 、 こ れ を 改良 する 形 で MS-05 は 組 生 し て いる 。 шж | кеен 
MS-01 で 採用 され た 流体 内 バル ス ・ シ ステ ム を 用 い 、 軽量 化 fisn фам 
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ザク ・ シ リー ズ の 携行 武装 を 確立 し た 3 種 の 基本 武装 
MS 用 武装 の 基本 路線 は MS-05 の 時 点 で 確立 され て い Г ガス 弾 発射 器 画 ザク ・ マ シン ガン 
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U.C.0076.12, овтимиахтненитакс 
MEMS Я СВ» of, この 時 点 で 実戦 用 MS は 
MS-05 の み で あり 。 ペー ス と な っ た 機体 は ザク 1 で ある 。 だ が 
MS-05 は 逢 看 性 の 算 さ が ネッ ク と な り 高 度 な 局 地温 対応 能力 
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フル を 実用 化し た бене). 指 法 まき の プローブ を は めで いる 。 ド ・ ア ン テ ナ を 備え . ВИТУ, ош. ザク 1 で は 6 く ザ ク 1 の も の が 使用 され で し 
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物資 輸送 を 担当 する パプ ア 級 や パ ゾ ク 綴 て 「 い か 画 基本 構造 
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われ る 。 一 年 戦争 当時 の 連邦 軍 に は これ は ど ま で の 積載 
能力 を 謗 る 輸送 杉 は 存在 せ ず 、 加 何 ( 
重要 さ に 気 を 違っ て いた か が わか る と い : 
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メイ ン ・ ス ラス ター 


地上 部 隊 と の 連携 に 用 いら れ た 小型 往 層 機 
に 布告 し 、 地 上 $ の 維持 の みな ら ず 、 作 戦 遂 行 に も 重大 な 影響 が 生じ 
隊 の 移動 に HLV の 


を 満載 し た 巨体 は 鈍重 
か ね な い 。 機体 
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機体 構造 の 細部 に 見 られ る 新 技術 導入 の 試み 


ZMT-S13G は 、 ZM-S08G と は 異な る 方 向 性 か ら 次 期 \ № 頭 部 
地上 用 主力 MS に 適する 技術 を 模索 し た 実験 機 で あっ た 
その 試み の 最たる 例 が 、 豆 部 の 複合 式 セン サー ( 全 方 位 
タイ プ セ ン サ ー と も ) で ある 。 これ は 可視 領域 の 光学 情報 
と 赤外線 な どの 不可 神領 域 の 情報 を 同時 に 感知 : 如 理 で 
きる と いう も の で 、 従 来 筐 の セン サー に 比べ て 索 生 能力 が 
大 幅 に 向上 し て いた 。 また 、 ビ ー ム ロー ター も 従来 の 主流 
で あっ た 4 枚 軸 の も の で は な く 、3 枚 鞭 タ イプ の 実用 化 が 試 
み ら れ で いる 。 この 技術 進展 が 、ZM-S27G ドム ッ ト リア の 
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ザン スカ ー ル 帝国 軍 の 初期 地球 保 攻 で 主力 機 画 ピー ム ・ サ ー ベ ルー ピー ム ・ ガ ン 
活躍 し た ZM-S08G は 、 対 MS 戦闘 に お ける 火力 不足 を IT 7 

指摘 され る こと も 少な く な か っ た 。 その た め 、ZMT-S13G 
で は 固定 武 練 に よる 戦闘 力 の 向上 が 図ら れ た 。 そう し た 
И О ЕФЕ. 9 
用 ピー ム ・ ガ ン と 、 ХАШООЖУЛЯ- 55—55 
た 。 一 方 、 専 用 の 携行 武装 は 用 意 さ れ て いな か っ た らし 
<. AUP BLK は ZMT-S12G シャ ッ コ ー の も の 
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身体 各部 の ユニ ッ ト 化 と 代替 バー ツ に よる 再生 機構 


本 体 が 制御 する 各部 ANS BIE) ASEM, 

の ユニ メオ (予備 / は コン テ ナ に 内 蔵 さ れ て 戦 9 9 
る 。 身体 各部 が 可変 機構 や 武装 を 内 戴 す る た 
めか MS 形態 の 全高 は 35.61m に 遅し 、GFAS.X1 デス ト 
ロイ ガン ダム (38.07m) に 迫る ほど 。 専用 の 携行 武装 は ロ 
ピン ルコ イフ ル の み だ が 、 その 巨体 
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ー タ 上 の 存在 で ある ガン ダム マイ スタ ー874 は 機体 № ВВ 
容量 すべ て は ダウ ン ロ ー ト 他 の が ГА, 
RCo. リン ク 途 
総 の 可能 性 を 考 護 し 、 武 力 介 入 の 共 は 肉体 で の 操縦 が 
必要 と され 、874 が 肉体 を 得る こと を 条件 に 開発 され る 
『、 好 作曲 折 で 一 度 し か 使わ れず 、 の ち に ガン ダム の 支 
揚 機 TGN ア ー チ ャ ー」 に 改造 され た 希有 な 機体 で ある 、 
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同じ く ト ライ アル シス テム 実装 機 で ある ナド レ 。 
武装 が 用 意 され て いる 。 ナド レ が GN ビー 
シー ルド と いう MS に と っ て スタ ンダ ー ド な 武装 を 用 い 
た 反面 、 本 機 は トラ イア ル シ ス テム の 効果 を 高め る た め 

の GN ピ ー ム スプ レー ガン と 、 独立 し た 攻撃 端末 一 一 セ | 
ラジ エル で 実用 化 さ れ た GN ビッ ト を 実装 。 その 仮想 
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進ん で 、 ト ライ アル シス テム の 効果 を より 有効 に 使う べく 
武装 込み で 機体 が デザ イン され て いた も の と 考え られ る 


異な る 


FORMERE 
Losman | 


ち に が 
(Amant 


アク ウオ ス 


再 設 計 さ れ た 機体 


ビ ピサ イ ド ・ ペ イン と の 戦 証 後 、 ア ル テ ミ ー は 制式 採用 され 
で こと な < く 斎 庫 に 保管 され て いた 。 そ 。 ラグ ラン ジュ 3 の 
ファ クト リー で ガン ダム アリ オス の 支援 機 と な る べく 改造 され 。 
新た に 「GN ア ー チ ャ ー」 と し て 新生 し た の で ある 。 


カン ダム キュ リオ ス が 用 い 


ガン ダム アリ オス の 支援 
ө. 


ТАЛАС ИД 
иж, 本 体 パー 
ツ は アル テ ミ ー の も の だ 
が . 性 能 や 用 方 法 は 大 
кй. 


MORE INFO! 
実体 な き マ イス ター 


生 二 世代 ガン ダム で ある ガン ダム サダ ルス ー ド の マイ ス 
ター。 874 は 、 モニ ター 越し で し か 仲間 と 欄 杉 し な か っ た 
彼女 は デー タ 上 の 存在 で あり 、 肉体 を 提 た (B87 か ら 借り 
た ) の は 、 ピサ イド ・ ペ イン に 抗う た め 自 分 の ガン ダム に 業 
る 必要 が あっ た 一 度 だ け だ っ た と いう 


ガン ダム マイ スタ ーB74 
デー タ よ 上 の 存在 で ある イノ ベイ 
К, филол. W 
一 華代 の ガン ダム マイ スタ ー た 
ちと 推す る こと で 、 жаст 
Буг тт Иа 


@a- v> 


мез 


53-14 


(MMA) 22604 EL 
NOISHIA №3 WOLSNO XOOWONYS WYONNS 


ЕКТІПТІТЕ 


aaa TIM INHAN 
МА ssaguq MTSK 


де 


ガン ダム サン ドロ ッ ク 改 
(EW 


) |а 


GUNDAM SANDROCK CUSTOM EW VERSION 2223-47 -- = 
装甲 材 質 ガン ダニ ュ ウ ム 合 全 = 
яв КИ с-к/3-улх2 MBAS 


肉弾 戦 で 真価 を 発揮 する 格闘 戦 仕様 


А.С. (アフ ター・ コ ロニ ー) 196. ー メ イア ・ グ た ガン ダム タイ プ の 1 機 4 
リナ ー ダ を 指導 者 と する マリ ー メ イア 軍 は 、 地球 園 統一 М D し を 装備 
ЕЯ. PVs › f 格闘 戦 を 得意 と し た 。 £ 


トル が パイ ロッ ト と な 
、 の 連携 


LN シン ンプ ブル な 格闘 戦機 と し て 


テル を 用 いた 格闘 胃 に 特 化 пш» = Т ~ 
大 型 か つ ブ レー ド 部 が か メイ ンカ メラ の 面 サ イド に は バル 
時 も 含め て 運用 性 に 部 の ТТІ АГА) 
時 も 含め て 運用 „+ a > 
љот mavuuwrsturo 
қ 2 
renta, — ЖАН: 
て いる 。 これ に より 戦況 の を 
пад М eee! 
т. финал "ка 
TITER. Ж 
НЕА ТОА 
© 使用 シー クエ ンス 
O グリップ が 回 転 し て Ө マニ ビュ レー ター で 舞 む 
起き 上 が る の 
à 
Г" 
/ ) 
Хм 
O 友部 接続 時 
т テル の 取り 回 し は 決 
EREN: を 持つ の t | 
тЫ ca). mW ; 
特殊 装甲 機体 を 防御 し た 移動 形態 MORE INFO! 
機体 全体 を カバ ー す る аз 。 画 マン ト & 追加 ア ー マ ー 
いる 。 これ は 機体 の 防 匂 力 を 強化 す 指揮 官 機 と し て の 運用 
単機 で の 大 気 半 突入 を 可能 と し て いた 。 基本 В] PROC, ЗУЕВ 
ЯЩИНЯТ. 戦闘 に 入る と パイ ロッ ト が 定 さ れ て いた た め 、 指 生 能 力も 高め られ て いた 。 カト ル 自 身 
きる 機 憶 と な っ て いる ЫБУННЕЛЕН-Со/55%. 225 IG) FLOR 
( И ТР 
| ドロ ッ ク 改 は プリ ベン ター と 「G」 チー ム の リー ダー 的 存在 と 
\ саш. итне, $< ha 
қ と 効率 的 に 戦っ た の で ある . 
27 теһена?кан 
акпш. ж 727577 \ 
時 下す る 生前 の サード ロ tëmrar- < ) 
RITE SHURA ЕтезАЕтду 
маты? MESELÊ 


カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー 
я-а ом ЕНТ 
BS, TERMI OBE 
Bowmen us, 


新 機動 戦記 ガン ダム W 


パッ ク パ ッ ク 
ниеж 


メイ ン ・ ス ラス ター 


may | 
射撃 兵 装 を 運用 で きる 評価 され 
こ 代わ る 次 世代 主力 機 と し て 量産 され 
$. 戦闘 デ 機体 の 
搭載 され 


力 を 重視 する エア リー ズ は 機体 強度 

り 、 主 力 機 と は 成り 得 な か - стоти 2 

る 飛行 能力 と 火力 を た 機体 の 開発 に 藩 手 L 目 を 付け た 反 O 
誕生 し た の が トー ラス で ある 。 シン プル な 変形 機構 で 飛 ИШЕ. ВЖ 
行 形 態 と な り 、 大 気 園内 外 で 行動 可能 な 高い 汎用 性 と は 、 開発 陣 も 予想 だ | 


高い 機動 性 を 活か す 、 АСЕКЕ EBE 


зливна 画 ピー ムカ ノン 


290.101 


i: 


Шз 
戦闘 能力 を 支え た の 
こも 機械 らし い 


каланы 


対 MS 戦 だ け 〔 
ынта» 
мо: BUR 
нө I М/Х 


кыйал! 
WHEREAS 


wens 


HENS 
н 


画 ビー ムラ イフ ル 


ROHNERT 


ноя 


用 


シン ブル な 可変 機構 で 最大 限 の 効果 を 発揮 し た 飛行 形態 
шыт 


側面 と .MD 


| 
каятккить 


必要 充分 で ある 


る ビー ムカ ノン 装備 


Beam RAT гл! 


な 簡易 変形 機構 (WD == 
замена ре = = 
か ら だ 。 と は いえ 機 橋 の 不備 を 減 <<. - 
変形 機構 は 極 カ シン プル な も の が 採用 され я 
ーーー タ ジー で J @ ピー ムラ イフ ル 装 備 


п امیا‎ 


EZEM 半 自 律 系 の 採用 


ps 14 | 
BM oe 
動 制御 能力 が 増強 さ 
ке OREN 
ト で も 
5。 これ な 
ЕЕ 


MORE INFO! 


サン クキ ング ダム 仕様 


ОЕ. MALA 
РОР 
МНЕ, ISIN 
ажи тап». ать 
良好 な 運用 が で きる よう な 改修 が 施 
され で いる 。 た だ し MD シス テム の 導 
ЛВЯШЬВ, RATT й 
乗 し て いる 。 MERON, / 
イン 不信 を 抱い て いた の だ ろう 


れる ス 


НЕА: 


sh 


トー ラス の バリ エー ショ ン 機 


ホワ イト ファ ング 仕様 


0Z の 宇宙 一 基地 を 和夫 取 し た コロ 
ーー 側 の 武装 組織 WF が 運用 し た 機 


体 。 カラ ー リ ング が 赤 貸 系 に 登 更 きれ Мо О 

た が 、 基 本 性 能 に は 変化 は な いよ - ) 4 

だ 。 また MD シス テム の 搭載 機 も 少な о 

か っ た よう で 、 жалынына МУТУ 

тнжтевувжаноов, お そ ж/ |) Ах ey 

らく 異性 と MD シス テム と は 別々 に 作 SA Q 

WANT LENEBoné, 

клм тө 

aR ла 

れ た サー ラス 。 Жа 

toze5 BU 

CRAL Tot 

CBs А" 
жа 54-6 


H1) nel surr 15А 


мине (kt 


OA 


AA A 


АБУ AOSA 


_ юзи ия wa T 
але я в au TDI m 1 лы АТАҚТА 
= =. а ТТТ 
р z 72... 1.4 РЗ un 
1 weso 734$ B 


し トコ 
= 
ューー 
=> 
= 
= 
= 
=з 
لين‎ 
= 


SAN MABENA ^—ЖжҮ Пф 
02 NET STR Мм _ 
к>. 
o _] 


Ë 
# 
2 
を 


ZAMOUTH-GARR ш 
FAR- HUR 


(71113422121 2421 248477 
МОНЕ, EN. EENAA H). аң 
АЗЫ [SILLY отк の 根幹 を 
ЕТЕТ. TOLOORAA RBI OBE THD 
る 。 KELME RACENEDELL. 70-7171 
катил тее · MAE TU 


Өлл-7э2 Ө カタ バル ト 本体 


ZAMOUTH-GIRI 


CV の 主力 戦 第 。 CMB STRAY BARI 
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お り 、 航 続 弄 離 と 推進 力 は ザム ス ・ ギ リ 級 を 超え る 性 能 を 
持つ 。 一 方 、 武装 は 2 門 の 2 連装 主 奏 の *). DRA 
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また 、 機 体 を 様 働 さ せる 出力 を 得る た め に 
ZM-SO8G ゾロ と 同型 の ジェ ネ レー ター を 2 基 搭 載 し て い 
$. その 一 方 で 、 大 型 機 の 内 部 スペ ー ス を 活か し て 乗員 
用 の キャ ピン や 脱出 ボッ ド を 設け る こと で 、 幅 広い 運用 に 
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ZM-A05G に 近い 融 計 時 想 に 基づい た 試作 MA が 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


戦争 後期 に 実戦 投入 され た ネオ ・ 
ジオ ン ・ ウ ルフ は 、 当時 の MS 開発 傾向 
を 象徴 し た 火力 候 重 型 の 機体 で ある 。 サイ コ ・ ガ ンダ ム 
よう な 大 型 MS に 匹敵 する 火力 を 量産 を 前 提 と し た 機 
体 に 詰め 込ん だ と ころ に 、 本 機 の 特徴 が 端的 に 表れ て 
いる と 言え よう ЕРА め 実 際 に は 量産 化 が 困難 な 高 コ 
だ が 、 ネ オ ・ ジ オン は 本 機 の 次 
用 を 目論ん で いた と の 情報 も 伝え 
裏 を 返す と 、 当 時 の MS 生産 技術 な 
火力 を 量産 機 に 反映 で きた と いう こ 


モビ ルス ー ツ : AMX- 


と に 繋が る (も ちろ ん コス ト は 度外視 し て の 話 だ が )。 本 
機 の 開発 は U.C.0080 年 代 半 ば まで 継続 され た MS の 
麗 間 的 進化 の 只 中 に あり 、 こ の 潮流 か ら 誕生 し た 「 第 四 
世代 MS」 は 、 圧 側 的 な ビー ム 兵 器 と サイ コミ ュ 兵 器 を 搭 
MLAMMBMSICAFASTARNS, 本 機 も この 特 
徴 を 色濃く 受け 継ぎ 、 ジェ ネ レー ター と 直結 し た 大 出力 メ 
ガ 粒 子 確 を は じ め 、 疑 似 サ イコ ミュ ・ シ ステ ム の 導入 に 
よっ て オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と し た 。 だ が これ ら は すべ 
て MS が 保有 し 得る 火力 の 限界 で あり 、 本 機 を し て 「MS 
の 進化 の 袋小路 に 陥っ た 機体 」 と 評 す る 向き も ある 。 


いた が 、 グ レミ ー・ ト が 主 い る 
3224.21.13 
мезватнх. ハマ ー 
жамы. 
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機体 性 能 の 低下 を 抑え る た め 、 兵 装 自体 の 構造 変換 を も た らし た 発想 


内 蔵 兵 装 の ほか に も 、 本 機 は 携行 兵 装 を 有 し で てい る 。 内 し た も の と 思わ れる )。 と は いえ 本 機 が 射撃 用 携行 兵 装 
蔵 兵 装 に 比べ て 括 載 数 は 少な い が 、 さす が に 複数 の 携行 選ん だ 武器 (ビー ム - ラ イブ フル) は 通常 と は 異な り 、 тсе 
兵 装 を 装備 し H 撃 は 機動 性 の 低下 に 直結 する た め じ て 形 杖 と 火力 を 変化 させ られ る と いう 特徴 を 有 し て いる 
見 送ら れ た の だ ろう 。 それ に 携行 兵 装 は 火力 が 増加 する ほ 複数 の 携行 兵 装 を ひと つ で 路 う に は 、 兵 装 自 体 に 変形 機 
£. 武器 そ の も の の サイ ズ も 大 晶 化し 。、 これ も 機動 性 の 低 Ç 想 の 転換 が 行わ れ た の で ある . Ya 
下 に 拍車 を 掛け る 要因 と な る 。 だ 本 機 の 携行 兵 装 同じ 携行 兵 装 で あり な が ら 格 闘 兵 装 (ビー ム ・ サ ー ベ ル 
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特殊 兵 装 疑似 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 搭 載 に よる 特殊 兵 装 の 充実 


本 機 に は 疑似 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム が 搭載 さ 
タイ プ 能 力 の な い 一 般 パ イロ ッ ト で も 準 サイ コミ > 兵器 
使用 で きる よう に な っ て いる 。 この 仕様 が 次 期 主 力 MS と 
し て 有効 だ と 判断 され 、 ザク 町 と の トラ イア ル に お いて も 本 
機 に 軍配 が 上 が る 要因 に な っ た と され る 。 RE. AMES 
えら れ た 部 隊 [スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 」 は オー ルレ ンジ 攻撃 を 
ELT. 強化 人 間 (マシ ・ セ ロ ) УШУ 
追い 込ん で いる 。 コン ピュ ー タ ー の 補助 を 必須 と する 限定 
的 な 準 サ イコ ミュ 兵器 だ っ た と は いえ 、 実戦 に お いて は 柱 
め て 有効 な 兵器 と な っ た の で ある , 
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補 付 き } で も ギラ ・ ド ー ガ 重工 AMS-129 ギラ ・ ズ ー ル 
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次 期 主力 と し て E ова 


MS-06 ザク I は その 汎用 性 と 運用 性 か ら 、 傑 作 機 の 
FUROR 1 ク H『 の パリ エー 
ショ ン 機 を 多数 開発 し L. 射撃 兵 装 は 専用 シー カ 

` В > サイ ル と ハイ ド ・ 
構成 と 汎用 性 の 低 

MS 開発 計画 が 7 ¥ 
ZIMMAD 社 が 提示 し た MS が YMS-15 ギャ - グ と の トラ イア ル に 

4 格闘 戦 を コン セプト と た 。 MS 開発 史 に 埋もれ 
だ っ た 。 その た め р 作 され た 1 機 が マ ・ ク ベ の 専用 機 と TEMER 
流体 バ パルス ア * に サス ・ コ ロニ ー で ガン ダム と 交戦 し 
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流体 パルス アク セラ レー ター の 採用 に よる 、 機体 追従 性 の 向上 


ギャ ン 最 大 の 特徴 は 、「 流 体 パ ルス アク セラ レー ター」 の 
RELS, これ は 、 メ イン ジェ ネ レー ター で 発生 させ た 衝 制 
エネ ルギー を 鞭 積 する た め の シ ステ ム で 、 必 要 に 応じ て 各部 
に それ を 送る 機体 の レス ポン ス を 向 る 。 こ 
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格闘 戦 に 特 化し た 主 兵 装 と 、 敵 を 牽制 する た め の 射 撃 兵 装 


ム サ ー ベ ル は 禁 体 の 特性 を 最も 導 的 に 画 専用 ビー ム ・ 
使い こなす た め に ギャ ン の 機体 
MENS て も 過言 で は な い 。 し か し 、 ど れ は ほど 優れ 
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成 を 見 た 。 また 、 ア クシ ズ ( 後 の ネ オ ・ ジ オン ) で は 、 そ の 設計 
BABE BUR АМХ-104 ジャ ジャ を 開発 し て いる 。 な お 
火星 独立 ジオ ン 還 も ギャ ン を ペー ス と し た 機体 (OMS-15RF 
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オデ ッ サ 作戦 に 投入 され た 兵器 
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を 浴び る 。 し か し その 当 締 の 連邦 制 MS は 実験 邊 階 の 兵 
қы). 実際 に は 戦力 の 多く を 降 存 兵器 に 問 っ て いた 
зсмбта + жейтш TB), MS 
と 連携 する こと で 既存 兵 問 は 活躍 の 場 を 得 た の で ある 、 


z トレ ー 級 は 一 年 戦争 時 に 連邦 軍 が 投入 し . 
BRS は 最大 級 の も の で 、 攻 撃 力 も 非常 に 
た 。 部 隊 の 作戦 指揮 を 最 優先 と する 本 村 に と 
あく まで 一次 的 な も の だ と する 向き も あ 


な 優位 に 立た せよ うと 考え た らし し 
つ 寺 いと いう の は 現実 的 
に 描 載 され た 確 は 積極 的 な 攻撃 に 用 い 
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770 万 も の 兵員 と 4 個 孔 団 も の 戦力 が 投入 され た と 
る 。 これ は 一 年 戦争 で も 最大 級 の 地上 戦 で ある が 、 逆 に 考 
これ ほど の 部 隊 の 指 控 を 司る 能力 が 本 艦 に は あ 
な る 。 師団 本 部 クラ ス の 指揮 能力 を 有する 移動 語 
令 朗 と し て 、 本 艦 は その 能力 を 遺 憶 な く 発揮 し た 


РЕТТЕУГЕ 
OMA ERD MRM ENN ELEM TAS. 


mr532:254 


Boas 


人 信二 和信 と Уп«эвветиолеланеян, 
D. MERE THAS 
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ラッ ツェ は 、 新 規 に 製 適 れ た 機体 で は な く 、 宇 軍 埋 
пе@=мзкоко ea W 
7172825. /5у2/%у2Е 


肢 部 は カト ル が 
の 活躍 は 少な か っ た と は いえ 
発 技術 を 祖 わ せる 機体 と 言え よ 
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MORE INFO! 
ドラ ッ ツ ェ ([ 袖 付き 」 仕様 ) 


FYE ФМ 作 戦 以降 、 デラ ー ズ ・ フ リー ト の 消 工 
と 共に 歴史 の 適 衝 に な っ た か と 思わ れ た 。 КМ. 0.2.0096 
に ネオ ・ ジ オン 残党 軍 「 袖 付き 」 が 、 残 存 し た 機体 を 改良 し 、 
実 刺 に 投入 し て いた の で ある 。 基本 的 な 模造 は 変更 され で い 
な い が 、「 袖 付き 」 共通 の 恒 匠 を 追加 し て いる ほか 、 カ ラー リ 
ング も 、 青 系 続か ら 赤 系 続 へ と 変更 。 武装 面 で は 、 パ バル カン 
砲 に 代わ り 新た に 6 連 緒 の カト リン グ ・ ガ ン を 装備 し 、 戦 号 カ 
の 向上 が 図ら れ て いた 。 


| SPEC 
596kW 
' 11 に 
チー ° 
リン ダー カン ビーム サー ベ COLOR 


ルイ シー ルド © © © 


Тана аса 


Wet た 末寺 の か 、 FF 
リン グ ・ ガ ン 。 Бап / ` 

用 と し て 複 吉 織 が 配備 され で い : ханакны -90E SGA) 
Ё mantos вене. 
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イル ・ ラ ンチ ャ ー プ ポッ 
タス ・ ピ ー ム ・ ラ イブ フル ハイ パー バイ 
70-а гана 


クン ジョ ゼ フ ・ ヨ ッ ト f 


W COMPARISON CHART № COLOR 
е === 


ша ошмш 


ナ ・ ソ レル が 指揮 を 執り 、C.C.( 正 。 パイ ン ・ コ ン セ プ ト ・ フ | Јев ) 関連 ファ イル 
移さ れ た 地球 帰還 計 画 い 運 動 性 能 を 有する 。 WEGMAN ü CF20 メモ 


40m を 超 2 MA 形態 か の ら MS 形態 
5 る ウ ァ ッ ド 、 親 衛 隊 が ディ アナ 防衛 の た で あり 、 地上 で は 基本 的 
А モー な ど 多 彩 な 機体 が 見 られ た が 、 大 気 
国 突 入 能力 を 持ち 、 月 か ら 地 球 へ の 降下 手段 と し て 用 
h た の が フラ ッ ト で ある 
ト は 、 デ ィ ア ナ ・ カ ウン ター 製 MS の 特徴 で ある 「 ス 


ドッ クス ・ ミ サイ ル ・ ラ ンチ ャ ー や 、 ボ ポッ ク B ボッ クス ・ ミ サイ ル ・ 
PILE SOMO TRE BBS TS ラン チャ ー 

| と し て 充分 な 効果 を 発揮 し た 。 ど + 
жїзї. 


MBO LAMBRA. ий 
РИ ИНЫЕ 


使用 時 に は ポッ クス 型 と 
きた 。 また 本 横 の 特殊 兵器 と し て 、 ハイ パー バイ ブレ 
ン と 呼ば れる 振動 機能 が ある . 1 は 機体 全体 か ら 高 周 
渡 を 発生 させ 、 еше). Жолаев 
する こと が 可能 な も の と な っ て いる 


= 
ra 


мара 


MOMMA HN SM 
Bot 


フラ ッ ト は 、 ディ アナ ・ カ ウン ター 製 MS の 中 で も 最新 鋭 
機 と され 、 月 側が 培っ て きた 高い 技術 が 惜しみ な く 投入 さ 
れ て いる 。 スパ イン ・ コ ン セ プ ト ・ フ レー ム の 採用 や 、 可動 


前 面 だ け に 設置 され 、 背部 が フレ ー ム の み に な っ て いる の 
は 、 変形 を 容易 に する た めで あっ た と 見 られ る 


Ш 股関節 "コクピット ブロ ッ ク 


イア ウト きれ た 
HERS 
Ели 


жа->5‹х 57-10 


г ガン ダム жив 
>; | | ІН ] アヴァ ラン チエ クシ ア Wy Take; 
Sai GUNDAM AVALANCHE ЕХА --- тои 


- m SPEC 
4 全高 — (иж 18.3m) 
ай 5721 (Same 62 77755 


ЖШ GN ソ ワー ドン GN ロ ング プレ イド プ GN シ ュー 
k: — 1 М8 


高 機動 化 へ の アプ ロー チ が 為 さ れ た エク シア の 特殊 装備 


ル ・ ス ペイ シー の L 


関連 ファ イル 


x 


MECHANIC FILE 


機体 構造 武装 


型式 番号 hs-A01 は 、「hs」 ニ 「 ハ イス ピー ド ] 、「A01」 
ー「 ア ヴァ ラン チ 型 の 1 号機 」 の 意味 で ある 。 各 郎 に GN コ 
ン デ ン サ ー を 有 し 、 そ こ に 著 え た GN 乾 子 の 放出 に より 運 
動 性 の 向上 ・ 高 速 移動 を 行う 。 た だ し GN 粒子 は 10 分 で 
完全 に 放出 され る た め 、 稼働 時 間 は 非常 に 短い 。 純粋 に 
高速 移動 を 目的 と し て お り 、 каоамафтуьоо. P 
ヴァ ラン チ を 装備 し た まま で エク シア の 臣 装 が 使え る た め 、 
速度 を 上 乗せ し た 門 器 は 破壊 力 や 買 通 力 が 増し て いる 。 


[А アー ム ュ ニッ ト 
м/ф 
(に より GN 則子 の 人 性 


回 GN コン デン サー 
ВОМ. м 
Е-инсая ARIORA 
いた め 、 チ ャ ー ジ 可能 な GN 圭 子午 
BS. その た め . жолма 
か ら チ ャ ー ジ を 間 崎 し て お く 。 


гш 展開 ギミック 

ウエポン アー ム は 。 шәуксона>77 
レイ ド EGN シ ョ ー ト ブレ イド ゲ が せり 出す よう 
に 殿 開 。 アタッチメント 部 分 が 下方 に 時 
BL, AFCO AMORA ER 
し て 前 方 に スラ イド する 。 


回 ウエ ボン アー ム 

武 式 は GN ダ ガー を 大 し た 左右 の ウエ 
ギン アー ム を 介し 、 上 半身 笛 面 に 集 
約 。 有 国 は 、GN ロ ング ブレ イド と GN 
ショ ー ト ブレ イド を 病 偽 する た め 左 僅 の 
PERNT S/F ХЕЙ TRS, 


宇宙 対応 の GN.001/hs.A01D ガン ダム アヴァ ラン 
チエ クシ アダ ッシュ は 、GN コ ン デ ン サ ー の 技術 革新 に より 
消費 量 も 減少 し て いる 。 全身 の バ を 全開 に する 高 
速 移動 モー ド で は . 本 機 の 高速 移動 能力 を 最大 限 に 発揮 
可能 。 また 、 新 た に アー ム ユ ニッ ト を 装備 し 、AMBAC 機 能 
の 強化 と 共に 武装 が 追加 され て いる 。 本 機 は 、「 流 星 の 夜 
(メテオ ー ア ナハ ト )」 と 呼ば れ た 事件 に 投入 され 、 四 刀 渡 
を 展開 し 、 地球 に 落下 する アス テロ イド を 破壊 し た 。 


ЕЕРЕЕ 4 
ОЕ ыы 

ン サ ー を 内 部 に 備え 
Д 

コン セプト は 、 の ち に GN アー マー 

! に 語 か され る 。 本 装備 に - 
нона 165 9225. 


後生 は アー ム ユ ニッ ト と な っ て いる 。 ато, 
WRB 2SRBEATTER GN TPALEDIJCECMA. ЖЕ т 
стената, -<WEMMLT DG RETRELE, ム サ ー ベ ル を 原 で き を 。 
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MMLGAU1 サジ ッ ルト ゥ っ ス 20mm 近 接 
Била х2  НОМ51 パッ セル ・ 
ピー ム ブ ー メ ラン x2 МАМ20 ルプ 
ス ・ ピ ー ム ライ ブル 。 MA-M01 ラケル 
タ ・ ビ ピー ム サー ベル X2 プ ラミ ネー ト アン 
チビ ー ム シー ルド ファ トゥ ム -00 (МА. 
4B 71 742-Е-—18х2. МӘМӘ 
УВЕ МЕНО. GAUS 
Par Aiea) 

CESS. 1 1 TE 


肩 部 


LECI 


フリ ー ダ ム と 同時 期 に 開発 され た 核 動力 搭載 機 Mie ite 


関連 ファ イル 


地球 連合 軍 が 開発 し た 試作 MS シリ ー ズ 「GAT-X」 と いっ た ザフト の 最新 鋭 機 シ 「ZGMF-X」 シリ ー 
は 、 そ れ ま で 技術 力 で 優位 に 立 テ 

EMP. PTET: 

イク ガン ダム は 242 テム の 搭 ・ イ ラ ) 71 の 戦乱 の 中 で も ト 
よっ て あら ゆる 戦況 5 5 その 大 出 7 か し た 複合 兵 装 ユニ ッ ト [77 
5. 5 00] を 装備 する の が 特徴 で 、 こ れ に より 優 
体 の 開発 に 着手 。 ハ 
う 各 MS 開 発 局 の 技術 力 を 結集 させ 、 ジ ャ ステ ィ ス ガン 


フリ ー ダ ム や プロ ヴィ デン ス 


Ели АВЕ 
желкен ӨЙ Ан ШМА-М20 ルプ ス ・ ピ ビー ムラ イフ ル 


た も の が 装備 され て いた N 
本 体 か ら 直 接 エ ネル ギ 供 府 を 受け る 射撃 兵 
な っ て いる 。 2 基 装 備 さ れ 
グリ ッ プ を 連結 し た ツイ ン ラ ン サ ー 形 態 
・ ハ ル パ ー ド Ш MMI-GAU1 
サジ ッ ト ゥ ス 20mm 
近接 防御 機関 砲 
қ имея 
ге қа. хия-о%тАнт; 
ー ト シー ルド を 設置 し ビーム 攻 TP 
Жамы. 
пвом51 
バッ セル ・ 
ピー ム ブ ー メ ラン 
Ш МА-МО1 ラケル タ ・ > 
ビームサーベル М яши тоза 
ë Bose 
мш CP 
а КОСЫ 
7 о У W > О m- 
5 フォ ル テ ィ ス ・ ビ ピー ム 碑 
оойт: 
か し て いる 。「 フ ァ ト ゥ ム -00」 は 、 ス ラ 
装備 され た 複合 兵 装 ию 
= 
мене, 
тоне 
SCRE 
ほか 、 本 機 に 与え られ た 特殊 機 憶 と し て 、 ミー ティ ア と © PT аў 
キン グ 機 構 が 挙げ られ る 。 ミ eA PSSM ERM TES 
ABO KEY 3 が で きた 
LEMME. 本 織 の 大 出力 を 利用 し た も の で ある @ caus 
& に os 
| 122.00. ЖЕШ то-ли ee 
KARATE RL COMM SENT 


та. +2242 58-4 


үгіп CGN PAE 
COOL] 


ECHANIC ILE Ц аш 


— E 141115244 
НЕ momm ИАА ШІНШІ 
4 ALTUN 


ҮШТІ ШЕГІ 


極め て 珍し い ブ ロッ ク 構 造 
を $. 通常 の ブロ ッ ク 構 造 で あれ ば ダメ ー ジ ・ コ ン 
トロ ー ル を 重視 する 艦 能 な ら 採用 し て いる だ ろう 。 だ が 、 ク 
サナ ギ に 導入 され た ブロ ッ ク 楠 造 
ТЬ). ШЕНЕУ 
成 し 、 パ ー ツ を ドッ キン グ さ せる こと で ひと つの 宇宙 艦艇 と 
いう も の で ある 。 この よう な 複雑 機構 を 採用 し た 経 
くつ か 推測 で きる が 、 中 で も 地球 軍 と ザフト の 動向 
め 、 と の 理由 が 挙げ られ る 。 中 立国 と は いえ 
と し て 名 高い オー ブ が 宇宙 艦艇 (し か も 戦闘 艦 
を 建造 する と な れ ば 、 両 勢力 の 注意 を 引き か ね な い 。 これ 
を 回 選 する た め に 艦 能 を 3 つの パー ツ に 分 割 し 、 必 要 と す 
る 時 以外 は 非 載 且 艇 と し て の 運用 を 目 謗 ん だ の だ ろう 


整備 性 や 運用 性 を 鑑み て 、 あえ て 既存 武装 を 搭載 


クサ ナギ に 搭載 され た 兵 装 は アー クエ ンジ ェ ル と 共通 で 画 武装 レイ アウ ト ロー エン グリ ン 

ある 。 これ は クサ ナギ が アー クエ ンジ ェ ル の 設計 母体 と 7 LAUREL TOA. 297 FLUKA: 一覧 で 近況 する の に 夫人 
た 名 残り だ と 思わ れ 、 ま た 共通 パー ツ を 採用 する こと で て いよ の が わか る АКНЕ 
азаа НИЗ LE BALAK E SFER 
し か も 火力 的 に 問題 は な く 、 新 た に 設計 する 必要 は な いと © コッ ト フ リーNk71 
判断 され た の だ ろう 。 RM, MARCI ON 
3 勢力 と し て 介入 し た クサ ナギ は 、 その 優れ た 兵 装 に よっ て 
тжентенжониелеян. 停戦 まで の 激戦 を 
AMT, さら に C.E.73 に 再燃 し た 紛争 に お いて も 
か ら も 、 その 威力 は 推し て 知る べし で ある 。 


ынап 


BEYER. сине 


MORE INFO! クサ ナギ の 同型 艦 


2%?хияхтиогвят ион W {XE (16) 
Eagan СОЧ, これ を 見 る だ け で も 、 “то ақысына „ш, 
Foy TMBENT SIA EMO MLE Ñ 

гі А 氏族 の ひと つ ・ サ ハク 衣 が 管理 する 宇宙 ス 

性 を 詩 っ て いた こと が わか る と いう も の で ある 。 сузе гул экан. 

と は いえ 中 立 を 宣言 た 手前 、 オー プ も 必要 ユー スエ ツン 生姜 件 に あい て は 、 オ ー ブ 
以上 の 艦 筐 を 傑 府 す る つも り は な か っ た らし | ЕЕ ЖЕМЕ 

шЖҒҰвасФхвууоанстшы) 


ВОИН кин иконата. 
m 25235. ツク ヨミ 
CETIM 79 НЕША ТА CY IRE MEIC, 詳細 な 情報 


は 残さ れ て いな い 。 紛争 問 始 の 時 点 で は コ ベ ル ニ クス 宇宙 港 に 係留 され て いた が 、 の ち に 
ОС ВЯ. рота Ох. 


戦闘 艇 と し て 就航 する 前 か ら オ ー ブ の 大 気 園 往 
軍船 と し て 運用 され て いた クサ ナギ だ け に 、 医 内 
設備 は 長期 の 航行 に 支隊 が な いも の が 用 意 さ れ 
сә). BEML CRSA AS CMM EL 

š だ し 格納 庫 を 含む MS 
は 大 規模 な 改修 が 施さ れ た らし い 


か ら だ 。 し か し 紛争 介入 に は MS 
の 支援 が 不可 欠 だ と され. В. МЗОНЩЕМ ERGY 
修 ・ 整 備 を 可能 と する 施設 に 改修 され た の で ある 。 N. * サ カ が 揚 当 する こと 0 


Ш ブリ ッ ジ 内 部 Ш MS デッキ 内 部 | 


TT 
NRA. авы 
設備 で 組み 立て ら か 


機動 戦士 ガン ダム O080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


MECHANIC FILE 


E.F.S.F. 


地球 連邦 箇 の ニュ ー タ イプ 観 を が す RX-78NT-1 の 仕様 


ーー 年 戦争 に お いて 、 フラ ナガ ン 機関 を 設立 し て ニュ ー 


を 進め た ジオ ン 公国 軍 ほ , 地球 連邦 軍 
は その 分 野 に 積極 的 で は な か っ た 。 ニュ ー タ イプ と し て 
の ホワ イト ペー ス 隊 の 可能 性 に 着目 し た レビ ル 将 軍 の よ 


うな 例外 は 別 と し て 、 地 球 連邦 軍 は ニュ ー タ イプ の 存在 
を 疑問 視 し て お り 、 そ の 研究 は 基礎 段階 に 留まっ て い 
た 。 それ ゆえ 、 ニュ ー タ イブ プ 専 用 機 を 目指 し て 開発 され た 
RX-78NT-1 アレ ックス も 、 ニ ュー タイ プ と 目 さ れる パイ 
ロッ ト の 尋常 な ら さ る 反応 速度 を 基準 と し 、 機 体 追 従 性 
の 向上 に 主眼 が 置か れ た の で ある , 


一 方 で 、RX-78NT-1 は ガン ダム ・ タ イプ MS と し て 
の 位置 付け も 重視 され る こと と な っ た 。 すなわち 、 最 先 
英 技 術 を 野心 的 に 取り 入れ た 試作 機 と し て の 側面 で あ 
$. 全 天 周囲 モニ ター と リニア ・ シ ー ト を 採用 し た コク ピッ 
ト 構造 を は じ め と する 本 機 の 構造 は 、 第 二 世 代 MS と の 
橋渡し 的 な 役割 を 果たし た 。 また 、RX-78 ガン ダム の 強 
化 案 に 存在 し た フル アー マー・ オ ペレ ーション 構想 を も 取 
り 込 むこ と で 、 性 能 の 追求 が 試み られ て いる 。 KEDE 
うし た 設計 は 、 ニュ ー タ イプ に 人 懐妊 的 だ っ た 地球 連邦 軍 
の 姿勢 を 表し て いる と 言え る だ ろう 。 


関連 ファ イル 
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腕 部 ガト リン グ 


сёл EOOMMOR HEN 
tiña. 射撃 時 の 


как 


7 の 形状 を 若干 変更 
後者 (XBR-L Type-3) は BOWA 社 
EELNE ROR AME? 
上 に よっ て 高綱 通 


に お ける 


後 年 の MS 開発 に 影響 を 与え た 様々 な 仕様 変更 


RX-78NT-1 は 、 ВИК Ваз О 12, RGM-79N ジム ・ カ スタ ム や RGM-790 ジム ・ ク ゥ エ 
ビー ム ・ サ ー ベ ル (XB-B-09) を 装備 し て いた 。 さら に 本 ル に も 採用 され る こと と な っ た 。 また 、 防御 装備 と し て 採用 
機 で は 、 ビーム ・ サ ー ベ ル に エネ ルギー を 充填 する 供給 デ = され た シー ルド (RX・C-Sh-05 UBC/S-0003) は 、 オ ー 
パイ ス に も 改良 が 加 TH), 従来 は 左右 それ ぞ れ に ガス タ 建 造 場 に お いて 独自 開発 され た も の で あり 、 後 述 の 
配 さ れ て いた デバ イス を ひと つ に 続 合 し て 中 央 に 配 し て い | チョ バム ・ ア ー マ ー の 構造 を 流用 し 、 耐 ビー ム ・ コ ー テ ィング 
š, これ に より 、 コ スト ダウ ン と 整備 性 の 向上 が 2 も 施さ れ て いる 。 この シー ルド の 構造 も 、 の ち に 一 部 の 地 
基 の メイ ン ・ ジ ェ ネ レー ター の どちら か ら で も エネ ルギー の 供 球 加 邦 車 製 MS に 流用 され た と 言わ れ て お り 、 本 機 が 後 r түтүү 

給 が 可能 と な っ て いる 。 性 能 の 安定 を 実現 し た この 方 式 年 の MS 開発 に 大 き な 影響 を 与え た こと を 物語 っ て いる хоча. тастау ий 


RX-78NT-1 の た め に 開発 され 
ARET. ИЯРЬФЕНВИХЯ Я 
ム 刃 放出 口 に 大 き な 突起 が ある 点 が 特徴 
クッ ク の コネ クタ ー 部 が Blash 社 製 に 変更 き | 


иже 


成す る 直前 を 示 
сенг 


pti g RX-78NT-1 の フル アー マー・ オ ペレ ーション 


RX-78NT-1 に お いて は 、 園 定 武 装 を 施し た 増加 装甲 衝撃 を 吸収 する 仕組 み と な っ て いる 。 GH. チョ バム の 名 称 


に よっ て 機体 性 能 を 引き 上 げ る RX-78 の [FSWS (Full 12, [Ceramics Hybrid Outer-shelled Blowup Acton 
armour System and Weapon System) 計 画 ] に 通ずる オ Materials( セ ラミ ックス 複合 外装 に よる 爆発 反応 材質 


プシ ョ ン 装 備 が 用 意 さ れ て いた 。 それ が 「 チ ョ パム ・ ア ー マ ー 貼 と する 説 や 、 旧 世紀 の イギリス チョ バム (Chobham) 
装着 型 ] と 呼ば れる 仕様 で .、 ハ イブ リッ ド ・ ア ー マ ー の 追加 凌 在 し た 軍事 研究 所 で 開発 され た 複合 装甲 に 由来 する と いう 
甲 で 機体 を 保護 する と いう も の で あっ た 。 この 追加 装甲 は 説 な ど が ある 。 また 一 説 に は 、RX-78 と 同様 の 武装 付き 増 
チタ ニウム 合 全 の シー ト を 貼り 付け た ナイ ロン ・ マ イク ロメ 加 装 甲 を 施し た FSWS 試 験 宣 (FA-7BNT-1 フル アー マー・ 
シュ を 積 暦 し て 装甲 銅板 で 挟ん だ 構造 で 、 破壊 され る こと で アレ ックス ) も 存在 し た と 言わ れ て いる 


= 


Fah: P—7—WMEMOAMES. RX-78NT-IFAZ 
型式 番号 で 分 類 さ れる 。 SARE MRM S200 Ен 
х. 機動 性 が それ を 補う た め に アー マー に 
も スラ スタ ー と 補助 パ 


MS-18E と の 
ORE. ане жишкте 
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MECHANIC FILE — (п) ull 07 


5$ 
ジム ・ キ ャ ノン IL 
> TR 
кї MEA, E- 
E Zh 4 
フル シー ルド 
WME チャ ッ ク ・ キ ー ス = チャッ プ ・ ア デル 


Im COMPARISON CHART № COLOR 
20" 


Е 
ee 


パ バック バッ ク 
AROM 


関連 ファ イル 
2 う 時 代 へ と 移り 変わ る — EX772 ガ シキ ャ ン ン Foong 
3 ジム ・ キ ャ ノン I は = š - 
Е 5, 22 А チ 


連邦 軍 支 援 MS DEK MELT 


1 時 流 に 取り 残さ れ た MS と は いえ 、 本 機 に は RX-77 以 !БЮШЕЛЕ 
位置 付け た RX-77-2 ガン キャ ノン と 開発 その 有効 性 降 の 支援 MS の 技術 と 、RX-78NT-1 アレ ッ ク . FILE PREVIEW 


は 証明 され 、 後継 機 ・ 量 産 機 の 開発 も 進め られ る 。 だ が パム ・ ア ー マ ー ま で 
U.C.0087 の グリ ブス 戦役 以降 、MS は 高 性 能 化 を 辿り 
中 ・ 長 距離 に 対応 で きる MS が スタ ンダ ー ド に な っ て い 
た 。 この た め 支 援用 MS は 存在 意義 を 失い 、「 支 援 MS] 
と いう 系 統 の 開発 は 廃れ て いく 。 以後 は オプ ショ ン 兵 装 


も が フィ 


p Eon пож 
дания: 


‚ ®@ 
i алы: 1445) 


жені し ані L 確か な 通用 実績 を 残し た 
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83) mebl И 


RGC-80 ジム ・ キ ャ ノン の 発展 型 と し て 開発 され た 。 股間 
部 に は RX-77D と 同様 の スタ ビラ イズ ド ・ ギ ア を 導入 。 M 
せる 工夫 が 継続 し て 採用 され る な ど 前 身 ұял раене 

7 DH PSST EM 


支援 だ け に 終始 し な い 汎用 性 の 高い 武装 群 


RGC-83 は 、 ВЕНЕВ Ш ピー ム ・ キ ャ ノン 
開発 され て いる が 、 換 行 射 軸 武装 と 格闘 武装 、 シ 
と いう 標準 的 な 武義 も 装備 。 яй сы (MK 


uum А 
ご て 実 現し た 汎用 性 で あ 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル & ホ ル ダ ー 
т м, 


пом. 


い 、 機 動力 を 強引 
ろう 。 た だ 、 後 方 云 援 で こそ 真価 を 発 控 で きる 機 栖 で ある 


утты 
革 本 的 に は RGM-79C と 同様 の 内 部 構造 持つ 。 本 ШРЫ 2 b: 
機 の コク ピッ ト は 連邦 軍 の 続 一 コク ビッ ト を 採用 し て お り , ドレ スト の 障 に 折り 大 まれ ^ j 
гарз Ñ А е сд | Mt ] 
そこ に ピー ム ・ キ ャ ノン 用 の 央 準 競 を 追加 し た も の と な > a: VAN 4 
いる 。 た だ 、 本 機 は 中 距離 支援 を 目的 と し た 機体 で ある た ET Г -— С i 
DLC ESR MORES H/T PETTITT. RE 


照準 を 正確 に 合わ せる こと は 難し か っ た 。 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ 


келисти киим 


地球 侵攻 作戦 以降 、 戦 場 環境 の 多様 
化 を 促し た 。 BAF 
じ め 、 砂漠 戦 用 の MS-06D + 
用 の MS-06M 水中 用 ザク な ど が 局 地 載 用 に 特 化 し た 
初期 の 機体 で ある 
運用 を 主眼 & 
うし た 開発 計画 EDE 
開発 され た 機体 も 存在 する 。 それ 
タン ク と MS-06W 一 般 作業 用 ザ 
言わ れる 


М5-06 


MS-O6W 一 般 作業 用 ザク 


№ SPEC -ms-o5v гаку таяк. 
ФА — (IN 125m / REE 


(м8) ТІЛЕС! 


АЕ < 
フリ カ 戦 線 の 工作 部 隊 に よ . 


=" 1040123 
改造 され 


同様 0 
IS の フォ ー マ ッ ト は 維持 し て いる 
サイ クル MS (各種 
作業 機械 の パー ツ も 用 いら れ た と 
陣地 の 造成 な ど 


一 般 作業 用 ザク 
ETTEI JED 


4 


FE 


ГІ ЛЕГІ 03-16 


FG03.17 


MWS) aÜ] ser17 


運用 地域 、 任務 に よっ て 異な る 各種 装備 
画 機体 構造 


現地 改修 機 で ある ザク ・ タ ンク は 、 上 半身 が ザク 系 MS. 
下半身 が マ ゼ ラ ・ 
は 存在 


E ザク ・ タ ンク の バリ エー ショ ン 


ス と いう 以外 に 共通 し た フォ ー マ ッ ト 
な い 。 腕 部 や 背部 に は クレ ー ン や 大 型 の 作業 用 
な ど 、 様 々 な 作業 用 機器 が 取り 付け られ た 。 型式 Jf 東南 アジ ア 仕様 
番号 が 与え ち れ た 時 点 で 背部 に は 共通 の ジョ イン ト が 設け 1 қ 

Sh. SAPRRBOEM ент С 

また 、 アフ リカ 戦線 で 開発 され た 機体 は 「 サ ンド シー プ 」 と 
呼ば れ 、 ポ ルネ ナオ で 使用 され た 機体 は 「MS-06V-6 グリ ー 
ン ・ マ カク 」 と 名 付け られ た 。 型式 番号 末尾 の 「-6」 は 、 名 称 
統合 の 原 、 提 出さ れ た 類 番 に よっ て 与え られ た も の と され る 。 


作 策略 MS と し て は 優先 
た よう で 、 U.C 0080 (tH 


作業 用 に 特 化し た 機構 装備 


ザク 1 や ザク な ど 、 様 々 な 機体 の パー ツ を 流用 し て 開発 
一 般 作業 用 ザク は 、 ザク ・ タ ンク 同様 、 機体 に よ 
て 形状 の 違い が あっ た と み ら れ る が 、 右 腹部 の 大 型 スコ 
7. 左腕 部 の ウイ ンチ 、 背 部 の 2 役 式 某 物 デッキ の 装備 
が 定型 の フォ ー マ ッ ト と され る 。 人 型 を 保っ て いる こと か 
ザク ・ タ ンク より も 汎用 性 は 高い が 、 運 用 地 が 限ら れる , 
め に 運用 記録 は ほとん ど 残 っ て いな い 、 

作業 用 と いう 名 称 か ら も わか る 通り 、 НИЕ Ш.Ш 
体 で は な く 、 武 装 も 持た な い が MS の 鍼 栓 反応 炉 が も た 
す 出 力 に よ の 磁 片 の 投 拉 や ジム 系 MS と 格 
闘 戦 を 流 じ た 機体 も あっ た と 言わ れ ね て いる 。 な お 、 ザク ・ タ 
ンク の 上 半身 に 本 和 楠 の それ を 用 いる 研究 が な され た と い 
う が 真 価 の ほど は 定か で は な い , 


© 大 型 スコ ッ プ 


САИ 
т 


‘MORE INFO! 
{ЕЯ /ЕНЯМЗОЖ 


BABEL TESNAMSED, ФРН, 
て いた 。 ECT. 専用 の 装備 や 機構 を 持つ 「 作 業 用 MS」 が 
開発 され る こと に な っ た 。 これ ら は 様々 な 用 達 に 用 いら れ 。 そ 
の 性 能 を 発 捕 し た の で ある 。 SH. О.С 008O 年 代 後半 に 
ч. MS の 民間 所 有 も 可能 と な っ て お り 、 多数 の 機体 を 所 者 
する 好事家 も 存在 し た 。 


дэл. моя 


g、MS コ レク ター 
ылъжат. Y 
21 を は じ め 、 ザク 
LLL 
мови атт 
て いた 


мажа ホピ ビー ハイ ザッ ク デ ナ ン ・ タ イプ MS 
4 頑 の マニ ピュ レー クー を 備え た 作業 用 ポッ ボド! に 民間 に 払い げ られ た ハイ ザッ ク 。 事 事 用 で な プッ ネー エア ロダ イナ ミク ス 粧 製 の 作業 用 MS 
ラン ド セ ル を 換 対 し た ザク II。 コロ ニー の ソー ラ ・ いこ と を 示す た めか 。 埋 と 白 を あ 詞 と し た カラ ー XMLO1 72-е. RR 
レイ へ の 改 準 に 使用 され た PARENTS, бах 
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J GUNDAMGP01 -o БЕЛСЕНДІ 


ГТ ЖЕСЕДЕІІТ 6500 
к 


gxX2 ノ ビー ム : サ ー ベ ペル 
(Ед. HLA) x2 プ ピー ム ・ ラ 
イフ ルン ブル パッ プ ・ マ シン ガン / 再 
用 シー ルド 
ти 地球 
搭乗 者 コウ ・ ウ ラキ 


関連 ファ イル 
「 セ ゼフィランサス (EM) J ( 花 言葉 は [ J) と い 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] は 、 終 戦後 に 吸収 され 
う コ ー ド ネー ム を 与え ら 7 > 邦 系 技術 УЖЫН ФО = 
作 1 号機 は 、[ 


78 ガン ダム の 名 を 
ا‎ 


な お 、 汎用 性 を 旨 と 
多用 模索 。 宇宙 仕様 は HX-78GP01b Я 
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機体 構造 ВХ-7ВАа В · (а 7-5 
пиш 


アナ ハイ ル ロー ニク 

場 に て 開発 され で 
作 MS 一 一 いわ ゆる GP シ リ 

に よる も の で 、RX-78 

コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ス 

原型 機 を 路 醒 し た 設 

た 技術 と 当時 の 


ТТ: 

te. MER 

КОТ: 
LONE 


mete 


標準 武装 に 採り 入れ られ た 新 機軸 


性 を 重視 し た 試作 1 号機 年 戦争 に お いて 確 。 較 ピー ム ・ ラ イフ ル 
て Ne 


ライ フル 、 ビー ム ・ サ ー シー ルド と 
タン ダー ド な 兵 装 が 用 倒さ れ た 。 CNSR. 
代 MS 用 兵 装 の 繕 型 と も 言う べき 新 機軸 が 導入 
の で ある 。 ビー ム ・ ラ イフ ブル は 、 WTR 

る エネ ルギー パッ ク (E パ 


の RX:V-Sh-23F/S-04712 を 義信 В 
RW ABLE TENAN LUT 


заанен. == 
У 7 


ー タ ー 用 


機 が 室 け 継い だ 最も 大 き な 要 素 が 、 コア プ 画 ハッ チ 開 放 時 
ある 。 た だ し 、 RX-78 の それ が 無駄 の 多い ン 
試作 1 号機 の シス テム は 洗 線 さ れ た 
RX-78 と は コア ・ ブ ロッ ク の 収納 方 法 を 変更 
ドウ ェ イ ト を 極力 若 ら すこ 成功 。 вых 
イタ ーI の 装備 は 、 コア ク 状 態 
) メイ ン ・ ス ラズ IMSORE TOM 
ト 周囲 の 構造 も 見 直し か 図ら れ 、RX-78 で 
ЕМ МИА м 


amant 


do. RYU 
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ЕЗ ТІЛЕГІ!!! 


НАМЕ TDL ыч. гасын Ды з 


КЕЕ Et PH Ç Е ЕЕ ЕТ ҮҮ. d] 
MSC-07) に 冠 せ られ た 「 ア ルビ オン 」 と いう 艦 名 は 
古代 ロー マ 人 が グレ ー ト ブリ テン 島 に 付け た 「 白 い 丘 ] の 
呼び 名 に 由来 する 。 この 名 は 一 年 戦争 に 勇 名 を 馳せ た 
ホワ イト ペー ス に 近しい が 、 そ れ は 偶 枯 で は な く 、 ア ル ピ 
ガン ダム ・ タ イプ MS の 運用 母 散 に 予定 さ 
の 証左 と な っ て いる 。 そし て 、 その 名 に 込め 
計 意 図 は 艦 の 随所 に 現れ る こと に な っ た 。 P 
軍艦 艇 が MS 運用 母艦 と な る の が 当 問 と な る 時 代 の 直 
前 に 誕生 し た アル ビオ ン は 、 ホ ワイ トペ ー ス の 設計 思想 


を 進化 させ る こと で 、 の ち に 連なる MS 運用 母 杉 の ある 
べき 姿 を 示し た の で ある 。 アル ビオ ン の 艦 体 構造 は ホワ 
イト ベー ス に 準拠 し て お り 、 MS 運用 能力 の 高 さ は も ちろ 
ん 、 単 独 で の 大 気 園 突入 ・ 苑 脱 能力 や 充実 し た 居住 
設備 まで が 受け 継が れ て いる (と は いえ 戦時 中 に 急造 さ 
れ た ホワ イト ペー ス と は 違い 、 戦 後に 余裕 を 持っ て 建造 
され た アル ビオ ン は 段違い の 完成 度 を 誇っ て いる が )。 
ホワ イト ペー ス の 設計 思想 を 熟成 させ 、 強 製 掲 隊 能 力 を 
捕 す る MS 運用 母 態 と し て 謀 生 し た 散 一 一 それ が 「 白 い 
丘 ] の 名 を 与え られ た 本 散 の 姿 な の で ある 。 
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ま を 生涯 と し 、 ア ルビ ピオ ン は そ 
оваа. 
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で ある 。 аласыз лыс жана BEE 
は 最新 鋭 機 に 比肩 する 能力 を 獲得 し て いる 。 
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一 年 戦争 の 頃 か ら 運 用 され た 機体 
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LENS, 実 本 に ザク の 実 配 備 に 続き 、 DERHE — Gnpunau: 重力 下 で の MS の 移動 手段 
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の 理由 で 凍結 され て いた と いう の だ 。 し か し 連邦 軍 が 中 託 — awptWrox: BEME, LURERE CCN DHA. 


MEMS (ガン キャ ノン ) の 配備 を 開始 し た こと を 受け て 
凍結 が 解除 され 、 生産 と 実戦 配 代 が 進め られ た の で ある 。 
ちな み に 今 で こそ 中 距 難 支援 機 に カテ ゴ ラ イ ズ さ れ て い 
が 、 当初 の ザク ・ キ ャ ノン は 対空 戦 MS と し て 企図 され て 
いた 。 右 肩 部 に 位置 する 180mm キ ャ ノン は 航空 機 の 撃 
MESMETSRAL OLN THS, と ころ が ガン キャ ノン 
の 能力 と 運用 記録 を 精査 し 、 それ を ザク ・ キ ャ ノン に 反映 さ 
せ た と ころ 、1B0mm キ ャ ノン が 中 外苑 支援 砲撃 を 含む 対 
地 攻 撃 に 有効 で ある こと が 判明 。 結果 、 部 隊 後 方 か ら の 
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族 義 に 解 羽 す れ ば 、 新 た な 移動 手 邊 の 確保 と きえ られ る 
だ ろう 。 変形 に よっ て スラ スズ 
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半径 を 拡大 させ た EMRL MEAL. 
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тат. この 問題 上 を 解消 する た め の 手 邊 が 必要 と され 
た の で ある 。 こう し て 麻生 し た の が SFS (サブ ・ フ ライ ト ・ シ 
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HERMES BER 況 は 変わ 5 ず , 残党 勢力 も SFS を 運用 し て いる 。 特に 少数 
幸 力 で 電撃 的 な 攻撃 を 仕掛 ひる 必要 の ある 残党 勢力 に 
と っ て 、 SFS の 情動 性 は 重 字 され た に 違い な い 、 
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スタ ンダ ー ド と な る MS 用 兵 装 群 を 育ん だ ザク HL 


一 年 戦争 に お いて 実戦 投入 され た 新兵 器 MS は 人 
型 を 模 し て お り 、 マ ニ ピ ュ レ ー タ ー に も 精度 の 高い 五 指 
タイ プ を 導入 し て いる 。 これ に より 、MS は 人 間 が 使う も 
の を スケ ー ル アッ プ し た 兵 義 を 利用 可能 と な り 、 開 発 の 
初期 か ら MS 用 兵 装 が 模索 され て いた 。 それ が 、MS の 
代名詞 と も 言わ れる MS-06F ザク IIF 型 の 完成 と 共に 、 
基本 的 な 兵 装 一 一 120mm ザ ク ・ ガン ザク ・ バ パ 
ズー カン ヒー ト ・ ホ ー ク ー 一 も ほぼ 固 まっ た の で ある 。 

MS-06 は 優れ た 設計 思想 を 有 し て お り 、 の ちの MS 
の 規 男 と な っ た 。 それ は MS 用 兵 装 と 運用 に 関し て も 同 
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MS を 基 に 連邦 軍 製 MS が 開発 され た こと か ら 、 連 邦 軍 
MS に も 本 機 の 兵 装 が 大 き な 影 響 を 与え て いる こと は 明 5 
自 で あろ う 。 汎用 性 を 目的 と し た RX-78 ガン ダム は 、 射 мейкннятНХН 
撃 兵 凌 に ビー ム ・ ラ イフ ル と ハイ パー・ バ ズー カ 、 格 開 at renew 

兵 装 に ビー ム ・ サ ー ベ ル を 持つ 。 実弾 系 か ビー ム 系 か と 

いう 違い は ある も の の 、 基 本 兵 装 は MS.06 を 路 襲 し た も 
の で あっ た 。 マニ ビュ レー ター に より 複数 の 兵 装 を 使い 
分 け て 様々 な 状況 に 対応 する 本 機 は 、 汎 用 MS に お け 
る 兵器 運用 の 基本 概念 を 構築 し た と 言え よう 。 
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MS の 新兵 器 た る 特徴 の 戦 に 投入 する に あたっ て 対 MS 用 の 格 症 兵 装 と し て も 使用 
る こと が 挙げ られ る 。 ТЕКЕШ され る よう に な っ て いく 。 その 対 MS 戦 に お いて は MS 本 体 
存 の 兵器 に は な い 大 き な 利 吉 で あっ た 。 CHS), ИИ DFLOKAGRBLGY) AF LH COMBIEATIELL 
機 に は 不可 能 な 香 い 方 一 一 手持 ち 武 器 を 用 いた 白 兵 江 。 た 。 手 持ち 武 品 の 使用 に 限ら ず 、 巨 大 を 質量 を 加味 し た 
や MS の 手足 を 活用 し た 格 関 戦 を 可能 と し た の で ある 。 + 攻撃 は 充分 な 破壊 力 を 生ん だ の で ある 。 の ち に 実用 化 さ 
で 用 意 さ れ た 携行 兵 装 MS サイ ЭХ ГЕ) А а 1 74:4034 
で あっ た 。 MOSHER EL НЕНА IAO 実体 刃 式 は 感 力 や リ IDOD. ЗИМЕ , - ae — 
に 用 意 さ れ て いた 兵 装 で あっ た が 、 EEO MSER ” は 充分 に 渡り 合っ て お り 、 一 年 戦争 を 通し て 運用 され た ° に する ケー ス も 見 られ た 


刃 を 赤熱 きせ る こと で 切断 力 を 高め る MS 用 の 着 。 MS-05A 
が 使用 の は タイ プ 3 で あり 、 ザク IIF 型 は その パー ジョ ン 
лен NARR 


て 換 行 性 を 高め た モデ ル も あっ た 


J で か る 
УВЕ TAS 


対 MS 戦 を 意識 し て 導入 され た 防御 装備 


IS と し て 初め て 実戦 配備 され た ザク 1 は 左肩 部 に 球形 連邦 軍 の MS 投入 を 念 多 に 置い た 、 対 MS 格 闘 戦 用 の 装 
оте BERETS), 防御 兵 装 と 呼べ る よう な 装備 は 備 と し て 盛り 込ま れ た も の で ある 。 その 提 昌 者 は キシ リア ・ 
施さ れ て た 。 実際 に ミノ フス キー 表 子 の 散布 下 に FEKE (тыш) で あり 、MS 同 士 の 戦闘 を 予想 し 
お ける 能 態 と の 交 載 に お いて 、MS は 機動 性 で 優位 に 立 て 模擬 載 も 行い 、 その デー タ を 反映 し て の 仕様 で あっ た 
Do その た め 閉 甲 の 増加 で 機動 性 の 低下 を 招く より も 、 身 言う 。 こう いっ た 経 紀 か ら ザ ク IT に は 防御 兵 続 が 探り 入れ 
軽 な まま で 回 選 性 能 を 保っ で 効果 的 な の で あ られ 、 さ ら に 機体 の 完成 度 を 高め て いる 。 シー ルド は 以後 
る 。 し か し 、 ザク (C 型 ) に お いて は 肩 部 に シー ルド と スパ ーー スタ ンダ ー ド な 防御 兵 閉 と な っ て いき 、 本 機 は 防御 兵 装 の 
イク ・ ア ー マ ー が 新た に 追加 装備 され た 
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多様 化す る 戦局 に 応じ て 用 意 され た 兵 装 類 


射撃 兵 義 に ザク ・ マ シン ガン と ザク ・ バ ズー カ 、 ВИА 即 し 
ザク 1 用 兵 装 の 発展 型 を 基本 兵 装 
と し て 運用 する ザク II だ が 、 戦 司 の 広がり に 対応 する た め 


兵 装 を 用 いる よう に な る 。 これ ら は 一 年 戦争 の 主戦 
こと か ら 、 主 に 陸戦 用 の J』 型 や F2 型 な ど 
て 使用 され る ケー ス が 多かっ た 。 ビー 


に 様々 な 補助 火器 が 開発 され て いっ た 。 VHS F 7 ム 系 と 比べ 実体 弾 系 の 兵 装 は 信頼 性 が 高く 、 一 年 戦争 

の よう な 戦時 急造 品 や 、 人 間 用 の も の を スケ ー ル アッ プ し 。 終結 後 も ジオ ン 公国 軍 残 党 に よっ て 重宝 され て いる 。 K 

た MS 用 の シュ ツル ム ・ フ ァ ウ スト や 手 酸 弾 な ど . 多様 性 の 装 ご と に 扱い が 異な りな が ら も スム ー ズ に 運用 が で きる の 

ある 兵 装 が 生ま れ て いく 中 、 ザ ク H1 の 火力 を 補う 兵 装 だ け は 、 拡 張 性 ・ 汎 用 性 に 優れ BEALORMENMRITS an: ERRER- жя 
で な く 、 S マ イン と いっ た 対人 兵器 も 考 実 され 、 より 現地 に ター あっ て の こと と 言え よう で きる RANTS 
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ЖФ LISP IP вкд. + 
の 外見 や 機構 は 大 きく 変更 され て いる 。 特に 頭 部 が ガン 
ダム ・ タ イプ MS の それ に 近く な っ て いる ほか 、 局部 装甲 や 
胸部 イン テー ク の 形状 も 大 きく 異な っ て いる 。 ラン ド セ ル は 
ハイ ドロ ・ ジ ェ ッ ト 推力 の 向上 を 目指 し た 結果 、 大 型 の も の 
が 開発 ・ 設 置 され た 。 また 、 設 部 に も 同様 の 装置 が 増設 
され た こと で 、 水中 で の 機動 性 が 大 幅 に アッ プ し て いる 

武装 は 水中 用 個 向 ビーム ・ ラ イフ ル と 左腕 部 に 設置 さ 
ARENT, 魚雷 を 装備 する 。 また 、 格 
敵 兵 器 で ある ビー ム ・ ピ ビッ ク は アク ア ・ ジ ム が 4 本 た 
に 対し 、2 本 と な っ て いる 。 СВОЕМУ 
づら か 
が 、 そ れ 以 外 の 武装 は 水中 用 で の 使用 に 適し た も の で あ 
り 、 これら の 装備 と 水中 に お ける 機動 性 の 高 さ が 、 本 機 が 
長期 間 使用 され 続け た 要因 と 言え よう . 
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水中 で の 運用 能力 は 得 た が 、 扱い づら い 機体 と な 

武 続 は 扇 部 装甲 内 に 急 軒 を 、 ハ イド ロ ・ ジ ェ ッ ト に も 大 
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ジム の 局 地 戦 用 バリ エー ショ ン 


MS 戦力 を 撃 備 す る 用 概 に 追 られ た 地球 連邦 宣 だ 
ジオ ン 公 国軍 の よう に 多数 の 選好 理 用 幾 や バリ エー 
を 開発 する 時間 的 多 裕 は な か っ た 。 その た め 、 主 力 MS で あ 
る RGM-79 ジム を 改修 する こと で 局 地 載 用 の 機体 を 開発 し 
た 。 こう し て アク ア ・ ジ ム を は じ め と する ジム の 決 修 型 と も 言 
える 局 地 戦 用 MS が 生み 出さ れ 、 夫 理 較 邦 軍 の MS 埋 力 は 
書 化 きれ て いっ た の で ある 。 
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特殊 機構 
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プレ イズ ザク ファ ント ム は 「 ブ プレ イズ 
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イザ ー ク - ジ ュー ル の 機体 は 青 系 読 の に も 様々 な タイ プ の ウィ ザー ド シ ステ ム が 開発 され 。 ザ クシ 


リー ズ 以 外 で も 運用 され て いる ,。 


フレ イズ ウィ ザー ド 義 
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艦 体 構造 先進 的 な 設計 を 数 多く 取り 入れ た 構造 


ミネ ル パ は セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ の 運用 に 主 根 を 置 ЕЗГІ) MERZA 
いた 構 進 設計 を 特徴 と し て お り . それ に 最適 化 さ れ た 様々 А 2) 

な 設備 を 有する 。 また . ПВС ЖЖ 
は 異な る 設計 を 探り 入れ 、 性 能 と 機能 の 強化 を 図っ て い 
る 。 AMMARTES RU S| bt + K ANRT 
DERMAL, その 表れ と 言え よう 


гэ 


КЕТДИ, 
KEM PA MRA 
は 、 こ の よう に し て 生体 へ の 
Е ГАН 


хле 


多彩 な 武装 に 支え られ た 高い 戦闘 


MS 運用 母 艇 と し て の 性 格 が 強い ミネ ル パ だ が 、 SAS 
れ た 武装 は 並み の 戦闘 艇 を 潜 富 し て いる 。 УКЕН 
初め て 装備 され た 艦 音 の 陽電子 硫 砕 確 を は じ め 、 数 多く 
の 火 療 が 装備 され て お り 、 対 第 ・ 対 空 防御 と も に 高い 湯 
Ире, аласа 
WRI, 艦載 MS の 運用 だ け で な く 、 ам косо. 
れ た 性 能 が あっ た こと は 間違い な い だ ろう . 
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飛行 能力 の 可能 性 を 追求 し た 試作 機 


A 来 、 その 開発 者 は [MS を 開発 者 は テム 
の 利用 や 変形 まさ ざま な 方 策 を 模索 し 
%5. U.C.0140 年 代 に 建国 され ス 
国 で も 同様 の 模索 が 続け られ 、 結 果 、 採 用 され た の が 
「 ビ ー ム ・ ロ ー タ ー」 だ っ た の 技術 も 未成 熟 で 

あり 、 飛 行 中 の MS の 挙動 を 制限 す 

BATU. 

の 空中 機動 を 追求 し 、 試 験 機 メッ メド ー ザ を 開発 。 BN 
基地 に 赴任 する 


飛行 に 必要 な 揚力 を 

空気 抵抗 を 増大 させ る 要因 と な る , 

さら に 軽快 な 飛行 に は 重量 の 軽減 が 必 кв 
で ある MS は 重 装 備 を 施さ れる こと で 重量 が 増大 する 


と MS の 飛行 は 現実 的 


部 を 利用 し それ で も 


ММ Ух 
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飛行 能力 を 損なわ な いた め の 兵 装 群 


汎用 性 の 高い 人 型 と いう 姿 と 機能 を 保ち つつ 了 飛行 し 
空中 芋 で の アド バン テー ジ を 猪 得する 一 それ が メッ メ 
ドー ザ に 課せ られ た 開発 コン セプト で ある 。 これ を 見 る 限 
AA ANET EEEN. ザン スカ ー ル 帝国 宮 一 
ペ ス パ ) の 汎用 機 と ほぼ 同じ で ある 。 地球 保 攻 の 初期 
段階 で ある 地上 制圧 を 想定 し て 設計 され た ゾロ は 、 分離 ・ 
変形 に よる 対地 攻撃 能力 を 主眼 に 置い た た め 、MS 形 台 
で の 戦闘 能力 低下 を 招い て いる 。 この 問題 点 を 解決 する 
た め 、 人 型 で の 履行 能力 を 有する 激 用 MS の 開発 が 求め 
られ た の で ある 。 結果 、 本 楓 の 武装 は 従来 機 と は 比較 に кулша: ия — — 
GSQWELSHSENEGK, ビー ム ・ ラ イフ ル や ビー に E/ ッ ク を 内 滅する m 武装 レイ アウ ト 
ム ・ サ ー ベ ル と いっ た 携行 兵 装 に 加え 、 Сх Е Y 
ム ・ ガ ン (2%) と 胸部 に メガ ・ マ シン ・ キ ャ ノン (2%) を 内 
惑 し て いる 。 2 基 の ビー ム ・ ロ ー タ ー を 遷 働 させ る た め に 充 
分 な 出力 を 有する ジェ ネ レ ー タ ー と 、 変 形 機構 を オ 
た こと で 生じ た 余市 スペ ー ス の 存在 が 、1 機 の MS: 
て これ ほど まで の 重 試 装 を 可能 に し た の だ ろう 。 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 
マー ベル も シャ 29476,5. МОЕ 
) 個 汐見 きら れ た も の と 思わ れる 


жноятатиы сы) ж 


жок-ФОИВАНТЬЕ 
ини ы. 
vene poma Ө メガ ・ ビ ピー ム ・ ガ ン  ⑳ ビーム ・ ソ ー サ ー 


ға аре тең Ө メガ マシ ン ・ キ ャ ノン @ ビー ム ・ シ ー ル ド 


で 兵 者 と し て 利用 され た 。 


ЕШІЕ ビー ムロ ー タ ー に タ 


MORE INFO! р 


肩 部 ビー ム ・ ロ ー タ ー と 脚 部 ター ポ ・ フ ァ ン の 搭載 に よ 画 飛行 中 の = “а 
て 、 メ ッ メ ドー ザ は 空中 で の 機動 性 の 確保 を 目指 し た 。 ビ メッ メド ー ザ 円 滑 な 飛行 能力 獲得 の た め に 
Е = され た 試作 機 は リガ ・ ミ リティ ア (カミ オ E-k- 0-2 =» = 

し た ゾロ が 飛 「 ктен. AMOMSERBPSCESRMETIC, зави 

W) EORMERLTMELLORTEMERM. 当 Ve DMR ERLISMNESASL OGL. つま り 大 出力 フー スタ ー 
時 の 地上 用 主力 MS ゾロ を 凄 角 す る ほど の ポテ ン シ ャ ル  уцянФьшм=йат» を 使 = て 無理 失 理 飛ば す (打ち 上 げ る ) と いう の が 最も 
を 示し た 。 と ころ が 佐 れ た 実績 と は 裏腹 に メッ メド ー ザ は 試 у. ピー ム ・ シ ENA ЧЕСТЬ в. Свое LIT 
作 機 に 留まり 、 後に 続く 機体 は 開発 され な か っ た 。 その 理 ーー スー と ーーー ニー ニー る の な らい ざ 拓 ら ず 、 兵器 の 推進 装置 と し て は 好ま し い 手 
由 は 定か で は な い が 、 ピ ビー ム ・ ロ ー タ ー の 2 基 使用 に よる RUG, そこ で ザン スカ ー ル 帯 国軍 開発 者 は その 発 
не ТЕА EMEDIA ROR, つい に ロー ター に よる 飛行 

а 技術 を 見 出し た 。 単 に 飛行 する だ け で を な く 空中 制 直 や 方 
向 転換 、 寺 道 変更 が 容易 を ロー ター は 、MS の 飛行 シス 
テム に 鞍 し て いる と 考え られ た の だ ろう 。 

ピー ム ・ ロ ー タ ー は MS に 
1 ант 34359 

i oes SLA $ 2 LEN. 57771 

thot, 一 方 、 そ れ ぞ れ N қ А амата 

Ose RIL CEPTI к ` AALTO: 

FTE кни 
の 5 に ザン ネッ ク の よう な 
RASFSENT SMES 
Юй. свом 

メッ メド ー ザ の コク ピッ ト は ボディ 上 部 に 位置 し て お り 、 全 Er Is トバ チト 
天 周囲 モニ ター と リニア ・ シ ー ト を 採用 し た 。 変形 機構 を ハッ チ 展 開 
採用 し た ゾロ が へ ヘリコプター を 横 し た 方 形 コク ピッ ト の 採用 Oy} ORT ыис. 

を 強い られ た の と 違い 、 既 存 機 と 同じ 沢 用 装備 で 事足り тж 
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巨体 に 組み 込ま れ た 変形 シス テム と その 意義 


ガン ダム の 巨大 化 一 一 それ は 力 の 体現 で あり 、 貢 対 
勢力 に 対す る 示威 行為 に ほか な ら な い 。 そん な 開発 者 
の 合図 が 明確 に 反映 され た サイ コ ・ ガ ンダ ム は 、 そ れ が 
機体 の 運用 目的 に も 直結 し て いる の で ある , 

お よそ 生物 は 本 能 的 に 、 自 分 より も 巨大 な 相手 に は 
潜在 的 な 警 牙 心 と 恐怖 心 を 抱く も の で ある 。 そし て 恐怖 
は 委 縮 を 生み 、 冷 静 な 判断 力 を 失わ せる 要因 と な る 。 K 
器 の 場合 、 大 きい こと が 必ず し も 利点 に な る と は 限ら な 
い が 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム は MS で ある 前 に 変形 機構 を 有 
し た 「 移 動 要塞 ] と し て 開発 され て いた 。 1 対 1 の MS 戦 


で は な く 、 対 多数 鞍 闘 を 想定 し て いた た め 、 外 観 に よる 
威圧 効果 は 軽視 で き な か っ た の だ 。 も ちろ ん 複数 の メガ 
灯 子 砲 や エフ ィ ー ル ド 、 ミ ノ フ スキ ー・ ク ラフ ト と いっ た 各 
種 装置 を 搭載 する た め に も 機体 サイ ズ の 大 型 化 は 避け 
られ な ろう 。 だ が 理由 は どう あれ 、 40m も の 巨体 
は 強い 示威 効果 を 示し 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム の 存在 感 と 強 
炉 さ を 知ら し め る こと と な っ た 。 ニュ ー ホ ンコ ン や キリ マン 
ジャ ロ の 戦闘 で 圧倒 的 な 火力 を 発揮 し た サイ コ ・ ガ ンダ 
ム で は ある が 、 力 の 源泉 を 機体 サイ ズ に 求め る と いう 方 
法 は あな が ち 間 違っ て は いな か っ た の で ある 。 
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に 失わ れ て いる 。 し か し この 機体 は 試作 1 号機 に 通 ぎ す - 
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ネオ ・ ジ オン に 運用 きれ た リッ ク ・ デ ィ ア ス の 改修 機 


エゥーゴ の 高級 量産 機 と し て 、 グ リプ ス 戦 役 に 投 
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大 衣 部 に は 、 小 型 で 素 制 や ミサ イル 迎撃 に 長け た 4 連 ミ サ 
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AIH FORRES (HERON ш 機体 構造 
5) ü. SERN rooms pisitan; Bo iG А2: XA DSEEYBXOWGERA S 29470: 


され た タイ プ で ある 。 СОННОЙ. ASAT と 3 達 27. 22052590; 
装 大 型 ミサ イル ・ ポ ボッ ド を 指す 。 ASAT と は 衛星 攻撃 用 兵 
BORT. 育 分 の シェ ルフ ・ ノ ズル が 専用 の も の に 換装 さ 
れ て いる 。 3 連 凌 大 型 ミ サイ ル ・ パ バッ ク は 、 脚 部 の ハー ド ・ 
置 し て お り 、 使 用 後 は ポッ ド を パー ジ で きた と 
思わ れる 。 当時 の MS は ハー ド ・ ポ イン ト が 標準 的 に 設置 
され て いた こと か ら 、 オプ ショ ン 装 備 が 容易 で あっ た 

ASAT の 装備 に 伴い 背部 の シェ ルフ ・ ノ ズル は 高 機動 
タイ プ の も の と な っ た が 、 運 動 性 が 低下 する と いう 弊害 を 
生ん で し まっ た 。 この た め 、 本 機 に 対す る 現場 の 各 兵 の 評 
価 は 必ず し も 高く は な か っ た と され る 。 これ は 、 ペ ベルガ - ギ ロ 
ス に 専用 の 装備 を 施す こと で 、 機体 パラ ンス を 悪化 させ た 
た め と 考え ら え る 。 な お 、 本 機 は フロ ンティア ・ サ イド の 連 
邦生 残存 艦隊 の 掃討 任務 に 投入 され た と 言わ れる . 


пикяовие 
MS で ある ベル ガ ・ ギ 
плюш Ет 

Яс 


жаят. HERDS 
ыма таат FED 


жөк. 


ダ ギ ・ イ ルス 長 距離 偵察 型 の 機体 構造 武装 ЖЕГІ ЗЕЕ 
m mis 


債 穴 用 MS で ある ダ ギ - イ ルス の バッ ク パ ッ ク の セン サー 
€, スラ スタ ー と 一 体 化し た プロ ベラ ント ・ タ ンク に 換装 し て DIDEM. 本性 を 向上 きせ る た め の スラ スタ ー。 行 時 
WS, また 、 肢 部 に も スラ スタ ー と プロ ペラ ント を 増設 。 こ MORREMSLONTONS-+ - 2281$. 

れ ら の オプ ショ ン 装備 に より 、 本 機 は フロ ンティア ・ サ イド 
か ら 月 まで の 単独 偵 泰 を 実施 し た と 言わ れる 

また 、 起 装 は 左腕 分 に 固定 式 へ ビー・ ラ イフ ル を 師 
加 装 備 し て いる 。 この 兵 装 は 75mm 高 束 絢 を 使用 し た と 
も 、120mm の も の で あっ た と も 言わ れる 。 それ 以外 は 通 


ヘビ ピー・ ラ イフ ル 
ттт аж вено 
—иктигль нея 


常 の ダ ギ ・ イ ルス と 同じ と され る が 、 AERAR RUR 
の すべ て を 使用 し た た め 、 ピー ム ・ ラ イフ ル は 装備 し な か っ 
た と いう 説 も ある 。 


жаяяқтожаесуж 
体 に 知ら せ た と 言わ れる 。 


5 


4 " өзіс-ли 
Orms От ета 
スラ スタ ー を 備え た プロ ベラ ント MBB, хыФупез>- ん ル の 使用 に 制限 が 記せ 5 Ü 
タン ク 。 AMBACHRELT OMIM S27EATAS—H BART NAN. ADR EME 


ONL. 機動 性 と 間 生 性 を 両立 さ 5, スラ スタ ー 数 は 2 基 か ら 3 基 に x. mapas - ¿mu М 
эм set th MATOS, 使用 で きた 


MORE INFO! 


高度 な 汎用 性 を 有する MS は 、 あ ら ゆ る 任務 や 戦闘 形態 に 対 
応 す る が 。、 オ プシ ョ ン 装 備 に よっ て 支援 用 な ど と し て 運用 され る 
ケー ス も ある 。 これ は 地球 軍 邦 系 の 主力 MS に 多い 傾向 だ が 、 
に 専用 幾 が 隊 発 され る こと も ある 。 オプ ショ ン は 任 重 で パー ジ 
MTHS, MS 本 来 の 汎用 性 は 損なわ れ な い 。 


— OHSU .C.0080% 
MEER MALL TE 
аташ. AMBRE ROMS 
юз. BAAR, 


БАЛЫ 23 РМХ.001 パラ ス ・ ア テ ネ AMX-102 ХУ RGM-86R ジム RGM-89S スタ ー ク ・ ジ ェ ガン 
EADM- MNES PMX シ リー ズ の 中 で , яды, ジオ ン が 開発 し た MS 帳 。 ジム 系 の 主力 MS で FaAOMCRRERSA—E 
паат. атмо тшлген». WAIE {NEMRTS. ШШ: тез. Bacaan: s 
少く な っ で いっ た 。 と され る 大 者 ミ サイ ル を 装備 する 。 ブー スタ ー に は 追加 試 義 も 内 蔵 。 изет. SMENA, イル ・ ラ ンチ ャ ー を 半 備 。 


wae 6242 
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JAGD DOGA 
ヤク ト ・ ド ー ガ 


ЕГА 


| 


че риа в 


КОГДА БОИ ИШЛЕ | 


PT 


ayes er et | 


yoo" 10™ үз 


вый ダム 


MECHANIC FILE. 


新型 フレ ー ム を 搭載 し た ニュ ー タ イプ 専用 機 の 能力 


従来 の ガン ダム ・ タ イブ MS の 基礎 設計 を 参考 に し つ 
つ シ リー ズ 最 高峰 を 目指 し た リガ ンダ ム だ け に 、 外 見 を は 
じ め 基 本 的 な 特性 が ガン ダム ・ タ イプ MS に 準拠 し て い 
る の は 当然 で ある 。 その 一 方 、 本 機 の み に 導 入 され た 
要素 も 存在 する 。 それ が 本 機 を 「 最 強 の ガン ダム ] ЕЕ 
わし め る 要因 と な っ た シス テム ーー サイ コ ・ フ レー ム で あ 
$. 確か に バイ オ ・ セ ン サ ー の よう な 準 サイ コミ ュ ・ シ ス 
テム を 搭載 し た ガン ダム ・ タ イプ MS は 存在 する 。 し か し 
リガ ンダ ム は 設計 段階 か ら 本 格 的 な サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 
の 導入 が 検討 され 、 ガ ンダ ム ・ タ イプ MS と し て は 初め て 


on 


サイ コミ ュ 兵 器 (フィ ン ・ フ ァ ン ネル ) を 装備 し て いる 。 サイ 
コミ ュ ・ シ ステ ム を 機体 の 追従 性 の 向上 と いう 便宜 的 な 
要素 の み に 利 用 する の で は な く 、 戦 力 増強 に 積極 的 に 
応用 する こと で 、 純然 た る ニュ ー タ イブ 専用 MS を 目指 し 
た の だ 。 そし て 、 その 性能 を 付与 し た の が サイ コ ・ フ レー 
ム と 名 付け られ た 新 素 材 な の で ある 。 金属 粒子 と 同 サ イ 
ズ の サイ コミ ュ ・ チ ッ プ を 鋳 込 ん だ この 素材 は 、 ニ ュー タイ 
プ の 思考 を 機体 に 直接 反映 させ る こと で サイ コミ ュ 兵器 
の みな ら ず 機体 制御 に も パイ ロッ ト の 意思 が フィ ー ド バッ 
тап. 機体 性 能 を 飛躍 的 に 向上 させ た の で ある 。 


機体 性 能 を 向上 させ る 新 素材 の 能力 と 、 出自 に まつ わる 謎 


リガ ンダ ム へ の サイ コミ ュ ・ シ ステ ム の 導入 は サイ コ ・ プ 
{ODE 


機体 追従 性 と 反応 速度 の 向上 


レー ム の 登場 以前 か ら 予定 され て いた 
渡 を サイ コミ ュ で 受信 し 


兵器 の 連用 に 垂 き を 置い て お り 、 機体 その も の の 性 
能 向 上 を 効果 的 に 実 嘩 する の は 難し か っ た (既存 ニュ ー 
タイ ブ 専 用 機 の 場合 も 、 ど ちら か と 言え ば パイ ロッ ト で ある 
ニュ ー タ イプ の 直観 力 に 令 存 し て いた 感 が ある ) 。 だ 7 
た 性能 を 実現 で きる サイ コ ・ フ レー ム の 出現 は 濾 
あり 、 開発 担当 の AE (アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク 
ス 社 ) フォ ン ・ ブ ラウ ン 工場 技術 也 は 、 コク ピッ ト 周 辺 の フ 


に だ これ ほど 高 性 能 の サイ コ ・ フレ ー ム tk 
術 で は な い 。 それ ー ム は ネオ ・ ジ オン 
の ニュ ー タ イブ 研 тегі ジオ ン 系 替 カ と 関係 の 
深い AE グ ラナ ダ 工 場 の み が そ の 生成 技術 を 有 し て いた ら 


SACRED 


FLT 
成 技術 を 漏 混 し た と され る 。 кинмнезьн. LOR 
徐 材 が り ガ ンダ ム の 楼 と な っ た の は 事実 で ある , 


и コク ピッ ト 


渡 を 受信 する た め の / ッ ク 
PARANTOS, 


Уау 


i BEIRTHE 
PRB CTT 


MORE INFO! 
リガ ンダ ム の 系 譜 時 ガン タム 


(ダブ ル ・ フ ィ ン 
「 シ ャ ア の 反乱 」 で 圧倒 的 を ЖЕЛІС) 
WR p ft VJ L Ey 3 
実は AE の フォ ン ・ ブ ラウ ン 開 発 
中 が 総力 を 結集 し 、 不 眠 不 休 > 
の 結果 、 た っ た 3 ヶ月 で 急造 し 
た 機体 で ある 。 その た め 未 完成 
な 部 分 も あり 、 機 体 完成 後 も 設 
Ве отд) 
РЕА 
れ た 。 こ げた 4 機 は その ビー・ ウ ェ ポ ン 
よう な 経 績 で 誕生 し た 機体 で あ シ 
り 、 実 戦 投入 され た と いう 記録 
は な い 。 と は いえ 量産 型 ヤリ ガン 
ダム を 除く と 機体 性 態 や 火力 は 
ペー ス 機 を 上 回 っ て お り 、 特 に 
直系 の 機体 で ある Hi-V ガ ンダ ム 
は フィ ン ・ フ ァ ン ネル の 再 チャ ー 
ジ を 可能 に する な ど 、 理 本 継続 
時 間 の 向上 も 考慮 され で いる 。 


(フィ ン ・ 


Ж Ў N 
リガ ンダ ر‎ 
п ESL E VIA 
Даш ХЫ, 
773am УЛУ 8D3 


amet + 


Ш CHANIC FIL <= xgay カ ッ タム (CCA) н] sue O26 


新た な 地平 を 拓 い た 攻撃 端末 


b の ガン ダム ・ タ イプ M 
最大 の 理由 が サイ コミ 
に 導入 され た サイ 


一 線 を 画す る 
кошт». (жы 


Ш フィ ン ・ フ ァ ン ネル 
яш 


хениз 


な っ た 。 また 既存 の サイ コミ ュ 兵 問 が 
フィ ン ・ フ ァ ン ネル は 意図 的 に こ 
4.1215 ағала 0 の 延長 が 
ネオ ・ ジ オン の ファ ン ネ ル が 既存 サ 


た の で ある 。 その 能力 は ネオ ・ 
ドー ガ 部 隊 を 一 忠 し た 戦闘 記録 か ら も 明 5 
に フィ ン ・ フ ァ ン ネル の アイ ディ ア は 、 機体 の 基本 
設計 を 担当 し た アム ロ ・ レ イ か ら 提出 され た も の と され る 」 
ニュ ー タ イプ と し 
専用 機 や サイ 4 
口 だ け に 、 自 分 専用 に 開発 され た り ガ ンダ 
イコ ミュ 兵器 の 装備 を 望ん の か も 
ガン ダム に サイ コ ・ フ レー ム が 清 入 され る と 
ネル の 優位 性 は 不 


mewn cos 


運用 記録 サイ コ ・ フ レー ム の 未知 な る 可能 性 と 危険 性 


MORE INFO! 
リガ ンダ ム が た っ た 3 ヶ月 で 急造 され た 機体 で ある よう し 、 未 知 数 の 機能 が 3 き 出 され る か も し れ な い 」 LORM 
に 、 サイ コ ・ フ レー ム も 充分 な 機能 検 訓 が な され て お ら ず 、 を 示し て いる が 、 ситим BACH!) 実際 に フル ・ サ イコ ・ フ レー ム の 実現 
不 確 定 要素 が 多かっ た 。 殊 に V ガ ンダ ム は サイ コ ・ フ レー その よう な 現象 が 起こ る と 確信 し くい た ね は な い 。 し か 表面 上 は 中 止 と な っ た サイ コ ・ 
ム を コク ピッ ト 周 辺 に 配置 し た た め に 概 体 の 抽 御 系 の 根 — し 、 地 球 に 落下 する アク シズ を 巡る 攻 恩 昔 に 参戦 し た り 方 ت ا‎ е 
け で な く 、 あ た か も パイ ロッ ト の 意思 を 反映 し гулш ЕН. HMICRDAMNSS TW CRONE oT 
y の よう な 不可 解 な 現象 を 引き 起こ すこ と が あっ た 。 Ж 様 な 可能 性 が 検討 され た 。 TORE, BASN аниси. а 
機 の 開発 主任 で ある AE の オク トバ ー・ サ ラン は 「 試 料 用 枚 力 も 極め て 甚大 で ある こと か ら 、 結 果 と し て 開発 は 中 断 邦 宇 宙 軍 再 半 計画 の 一 環 で ある 
の サイ コ ・ フ レー ム と リガ ンダ ム の サイ コ ・ フ レー ム が 共 暗 。 と な っ た の だ っ た (封印 され た と いう る UCHR) овим 
機体 を 構成 する 全 ム ー バ ブル フ 
レー ム を サイ コフレ ー ム に 置き 換 
м イー ルド を 利用 し て я "Р える 計画 が 発 勢 。 史上 初 の フ 
so و وود‎ iya, = К ETTI 


RRR. ших 


Гдожеуж ат ( サ 


NTDYAF L RMD AHI T LVI LI 
OFARCRRERS. хаата 
シェ ー ル を サイ コフィー ルド で 所 み 、 BOAT TSS t 


та 92242 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


MECHANIC FILE 77 


РЗ ІШ SPEC 1225 RIG-SNOKEW. ІШ SPEC -гм-1225с RIG-SHOKEW tor |... 
= リグ ・ シ ャ ッ コ ー 全高 — (П 159т) 全高 — (BIN 159m) 
RIG-SHOKEW ЖЕ 52102988 185) =a хааа 
2: 777 2923-2 77. 
РЕ mas ハイ チタ ン 合 全 ネ オセ ラミ ッ ク МИЯ ハイ チタ ン 合金 ネ オセ ラミ ッ ク 
f ” мам mai 
TREN Eee RA ピー ム ・ ス トリ ンタ ス > ラ プッ タル 
ム ・ フ ァ ン ゼー ム ・ ス トリ ング ウィ ッ プ 。 大 墜 シー ルド (ビー ム ・ 
ххзе BAA te 
4 НЕ ザン スカ ー ル 帝国 東 СРБЕ.) 9 
Жая Meera ee _ ee = 
1 
』 
if 
Е 


_ 近衛 師団 用 2 
リグ ・ シ ャ ッ コ ー 


RIG-SHOKEW for 1.6. 


DERHE 


を 備え た その 攻撃 力 


FMS, 2МТ-5 


меж, ОВ 
7 タ を 獲得 し た ペ ベスパ は 
た 後継 機 、ZM-S シャ ッ コ ー を 
リグ ・ シャ ッ コ ー が 有 し た 


ТІЛЕС 


ЛЕСОВ 


派 用 機 と し て 地球 宇宙 を 問わ な い 運 用 を 想定 し て い N ハン ド ・ ビ ー ム ・ ガ ン 一 ビー ム ・ ラ イフ ル 
た 本 机 は 、 試 作 機 で ある シャ ッ コー に 比べ 、 兵 器 群 が 大 幅 +marurmosntago 
に 増加 し て いる 。 すべ て が ピー で まとめ られ て LRE. тушсе. ш 
に 増加 し て いる 。 すべ て が ビーム 系 兵器 で まとめ られ て お мне роса еа 
り 、 攻撃 力 と 運用 性 どちら に も 優れ た も の と な っ て いた | に 軍用 する こと も で きた 

ФуА»-мешжісед, 
た リガ ・ ミ ж. 5% 
SEBE 


т 


ГЕЙЛІ! 
の だめ. BECANTED 
が 基本 と な っ て いた 


DEET аот 
572; 


ТИ 
ALMA, REM 
の ら 射出 し た 放電 ケー ブル 
tmmcsrnibastu h 
ある こと が で きた / 


近衛 師 団 用 の み の 特殊 装備 


女王 の 人 を 最 優先 と する 所 団 用 リグ ・ シ ャ ッ コー У メ タル ウィ ッ プ 
に は 、 フ レキ シブ ル な 構造 持つ 格闘 兵 器 メ タル ウィ ッ プ 

=. ピー ム ・ ガ ン を 先端 に 設置 し た 大 型 シー ルド を 備え る , IM. 

これ に より 全体 的 な 性 能 向上 に 成功 し て いた ж-ш 


[в ЕЧ 
© ビーム ・ ガ ン 発 射 品 


ARORA OME RMS 
ABR, сатат 
“ 


右記 に 書 員 の よう に し て 設置 され 

た メタ ルウ ィ ッ プ は 、 グ リッ プ を マ 
ュ レ ー タ ー で 支持 し 、 し な る 

тизин. 


-пет цаана, YA 
ОЕ. La sS / 

4 

| 


EMA CH) а. 


MORE INFO! 
原型 機 の 高い 完成 度 


リグ ・ シ ャ ッ コ ー の 原型 織 と な っ た の は 、 デ ー タ 収集 を 
目的 と し た シャ ッ コー で ある 。 地上 で の 運用 の 結果 、 機 條 
の 汎用 性 に 自信 を 特 っ た ベス パ は 。 そ の フォ ルム や 構造 
を は と ん ど 変 更 せ ず 。 リ グ ・ シ ャ ッ コ ー へ と 流用 し て いる 
それ ほど 、 隙 製 機 の 完成 度 も 高かっ た と 言え る 
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地球 侵攻 に お いて 、 当 初 は MS-06 ザク II の 陸戦 2 で ある 。 本 機 は 両 腕 
仕様 で ある J 型 を 地上 戦 に 投入 国軍 の 内 蔵 兵 装 を 廃し 、 外装 オプ ショ ン 兵 装 の 運用 を 可能 
本 格 的 な 対 MS 格 闘 能力 と 陸戦 運用 能力 で 、 格 闘 性 能 を 維持 
地 載 用 MS と し て 新設 計 さ IS が MS-07 LTS, な お 、 2 
グフ で ある 。 その 標準 的 な タイ プ が B 型 で あり 、 両 | 
兵 装 を 内 蔵 Е ター 機能 が 大 きく 制 リフ ォ ル ニア ・ ペ ー ス 製 の MS-07 と は 
汎用 性 と 引き 換え に 高い 格闘 性 能 を 得 た 。 た を た 、 本 機 の も の 側面 は 「 エ ー ス 


ペー ス 機 の 格闘 性 能 と 汎用 性 を 両立 し た 兵 装 


B 型 かみ ら の 大 き な 変更 点 が 、A 型 と 同様 に 両用 通常 の M ガト リン グ ・ シ ー 
互 指 タイ プ の マニ ピュ レー ター に し た こと で ある 。 これ に より 75mm ガ カト 
MS 本 来 の 沢 用 性 を 取り 戻し пиено араны 
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第 2 期生 産 型 の 採用 に よる 運用 性 の 向上 


B 租 の 改良 型 で ある MS-07B-3 は パー ツ 涯 位 で ブラ | コク ピッ ト 配 軒 
シュ アッ プ さ れ て お り 、 コク ピッ ト に は 一 年 戦争 後期 に お いて 
スタ ンダ ー ド と な っ た 筑 2 期 生産 型 を 採用 し て いる 。 ペー ス 機 
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する テス トペ ッ ド だ と され る 。 さら に 「MS の 展 行 」 こそ が も う ひ 
と つの 目的 で あっ た と いう 。 それ を 実現 し た MS-07H.8 グフ ・ 
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歩兵 用 装備 を 参考 に し て 開発 され た 、 豊富 な 武装 群 


陵 戦 型 ガン ダム は 地球 連邦 軍 に よる MS 開発 の 役 明 
期 に 誕生 し た 機体 の ひと つ で あり 、 当 時 の 運 邦 軍 に は 
MS の 運用 理論 や 実戦 デー タ が 圧倒 的 に 不足 し て いた 。 
これ は 開発 現場 に も 少な か ら ず 影 響 を も た らし た と 思わ れ 
る 。 丈 に 既存 兵器 の 概念 を 覆す 18m も の 巨大 人 型 兵 
器 お よび その 兵器 が 連用 する 兵 装 の 開発 と な れ ば 、 デ ー 
タ 不 足 は 兵器 の 基本 性 能 を 左右 し か ね な い 事 態 を 招く こ 
と だ ろう 。 そこ で 連邦 軍 開 発 陣 は 、 基 礎 デ ー タ の 範 を 別 
分 野 か ら 求め た 。 それ が 歩兵 用 兵 閉 で ある 。 サイ ズ こそ 大 
BGRIENOD, 2 本 の 腕 と 5 本 の 指 で 使う 歩兵 用 兵 装 な 


ら ば MS の 兵 装 デー タ に 転用 で きる と 考え た の だ ろう 。 こ 
れ は 、MS 開 発 分 野 で ジオ ン 公 国軍 の 後塵 を 拝 する こと 
に な っ た 連邦 軍 な ら で は の 苦 肉 の 措 置 と 言え る 。 事実 、 
陸戦 型 ガン ダム に 先んじ て 開発 され た 機体 に は ポー ル や 
ガン タン ク と いっ た 非 人 間 型 機 が 散見 され 、 連 邦 軍 開発 
陣 の 試行 錯 論 が 垣間見 える 。 だ か ら こそ 豊富 な 薔 積 デ ー 
タ を 有する 既存 兵器 に 範 を 求め た の は 、 あ る 意味 で 正 し 
い 判 断 で あろ う 。 実際 に は 、 歩兵 か ら 5MS へ の ノウ ハウ の 
転用 に は 別種 の 困難 が 付き まとっ た だ ろう が 、 こ の 発想 
が の ちの 連邦 MS の 発展 に 寄与 し た の は 間違い な い 。 
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MS の シー ルド と 言え ば 英 の 攻撃 か ら 機体 を 防御 する も 
の だ が 、 隆 戦型 ガン ダム の シー ルド に は 他 の 役割 も あ 
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機動 性 を 携 牲 と し た 圧倒 的 な 重 装甲 
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ガン ダム F90 の 武装 は 、 ビー ム ・ ラ イフ ル と ビー ム ・ サ ー ベ 
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ム Y は 、 高 村 動 時 や 格 合 戦時 に お ける 高 G に 対す る 剛性 
を 機体 に 付与 し た の で あ FIER. RAMS 
に 必要 な 要素 を 高度 な 


実体 弾 兵 装 を 主力 と し た シン ブル な 武装 構成 


本 機 の 武装 は 、 ク レイ ・ ピー ム ・ ピ スト ル B クレ イ ・ バ ズー カ Бы 
ぃ ・ サ ー ベ ル の 3 種 の み で ある 。 主 兵 装 が ビーム 系 兵 ク ・ デ ィ ア ス 用 こ 4 
イフ ル ) で は な い が 、 これ は ジェ ネ レ ー タ ー 出 
カカ の 問題 と いう より 、 (MED RSD BOA 
発 期間 や コス ト の 面 で 有利 で あっ た た め と 推測 され る . 
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リッ ク ・ デ ィ ア ス の 系 譜 


エッ ー ゴ 用 の 主力 MS で ある リッ ク ・ デ ィ アス だ が 。 い くつ 
か の パリ エー ショ ン も 開発 され で いる 。 LOWRIE, リッ ク ・ 
ディ アス その も の の ポテ ン シ ャ ル の 高き が 挙げ られ る 。 し か し 
当時 は MS の 更新 が 希 筐 に 行わ れ て いた こと 、 グ リプ ス 戦 栓 
に 甘利 し た エゥーゴ が 地球 連邦 宣 の 主力 MS を 配 人 し 始め た 
こと な どの 理由 か ら 、 わ ず か な 期間 だ け 配 備 さ れ た の ち 、 科 
方 任 物 に 就く < こと と な っ た 。 な お 、 リ ッ ク ・ デ ィ アス は 、AE の 
先進 間 発 事業 と 背 二 研究 事業 部 の 合同 で 間 発 され た が 
それ 以外 の 機体 に つい て の 開発 者 な ど は 知ら れ て いな い 
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他 の ガン ダム の 武装 を 採り 入れ た 重 武装 案 


西暦 2312 年 、 新 生 し た ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB アリ オス に と っ て 、 重 量 増加 に よる 機動 性 低下 は GN 
発 を 5 253 た 相対 的 に 不利 を 
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キャ リフ ォ ルニア ・ ペ ー ス は 、 元 々 は 巡 邦 重 の 施設 で 、 の ち 
は 国軍 が 接収 し た 軍事 基地 で ある 。 ビグ ロ を ど MA の ほか 

の を は じ め と する 水 昧 両用 機 の 開発 を 担っ て いた こと で 銘 
る が 、 ザ クレ ロ も 、 キ ャ リフ ォ ル ニ : д i 
BAMPTON Te, 具体 的 に は 、 拭 般 ビ ー ム 確 の テス ト な を 
ど ず 当地 で 実施 され た と の 設 が ある , 
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パー ツ の 分 割 運 用 に よる ガン ダム と の 連携 


一 年 戦争 当時 に 地球 連邦 軍 が 開発 し た G ア ー マ ー 
は 、 ガ ンダ ム の 性 能 強 化 を 目的 と し た パー ツ で ある 。 だ が 
ガン ダム を 機内 に 格納 する た め に 採用 し た 分 離 ・ 合 体 
機構 が 、 本 機 に 想定 外 の 運用 法 を 与え る こと に な っ た 。 
ガン ダム を 構成 する AB パー ツ 、 コ ア ・ ブ ロッ ク と 、G 
アー マー を 構成 する AB パー ツ (これ を 総称 し て G パ ー 
ツ と 呼ぶ ) を 組み 合わ せる と さま ざま な 機能 が 引き 出せ る 
こと が 判明 し た の で ある 。 元 来 、 ガン ダム が 属す る RX シ 
リー ズ は コア ・ ブ ロッ ク (コア ・ フ ァ イ タ ー) ФЕТ 
多目的 兵器 と し て 計画 され て いた が 、 そ の 運用 スタ イル 
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ガン ダム B パ ー ツ 、G/ パ 
0228000 
ター の 機能 強化 
置 され た 大 出力 スラ 
統 距 離 の 向上 を 目的 と し て 
зеи: 
イタ ー に 搭載 
面 で 少な か ら ぬ 問題 を 抱え る スタ イル と な っ た 


ü SKY EASY 


Е АЛК 
G ス カイ は 火力 が 不足 し て いる うえ 


機体 に 組み 込ん 
と いう 問題 点 を 抱え て v 


う 意 味 合い が 強く 、 G パ 


する と し ят 


を 改善 する た め に 考案 され 
りり 、「 イ ー ジ ー」 の 名 


な 機動 性 と 簡便 な 運用 スタ イル を 獲得 し 


В) nell мет 048 


が 意図 し な いま ま に G パ ー ツ に も 導入 され て いた 。 カン ダ 
ム と G パ ー ツ を ひと つの 兵器 体系 と 見 な し 、 [ガン ダム ・ シ 
AFL] と 呼称 する 場合 が ある の は 、 以上 の よう な 理由 
が 前 提 と な っ て いる 。 し か し 実戦 に お いて 、 こ の 連携 運 
用 が 完全 に 機能 し て いた か どう か は 疑わ し い 。 ガン ダム 
の 性 能 と 機動 性 を 向上 させ つつ 、 多 様 な 兵器 と し て 運 
用 で きる G パ ー ツ の 発想 が 一 定 の 評価 に 値する の は 事 
実 で ある 。 実戦 投入 され た と は いえ 、 本 機 は テス ト 機 の 
域 を 脱し て いな い 部 分 が 多く 、 通用 法 の 多く は 実戦 を 介 
し て 、 手探り で 運用 され た の だ っ た 。 
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G パ ー ツ A と ガン ダム A パ ー ツ 、 ё 
体 きせ た 「G ブ ル 」 は 、 ガ ンダ ム A パ ー ツ の ジェ ネ レ ー タ ー 
出力 を 2 連装 ビー ム ・ キ ャ ノン に 転用 で きる た め 、 機体 サイ 
ズ と 比較 する と 破格 の 火力 を 有する 悪戦 車 と な っ た 。 し か 
も 両 サ イド に 設置 ルド は 高い 防御 力 を 付加 し 、9 
万 馬力 の 了 動 力 を 計 る 下部 キャ タビ ラ は 最高 時 速 8Okm 
と いう 快速 性 を 実現 。 MS と も 互角 に 渡り 合え る 陸戦 兵器 
と な っ た の で ある 。 ベル ファ スト 、 ジャ プロ ー、 ア ・ バ オア ・ 
クー で の 運用 が 確認 され て いる 
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陸戦 に お いて G ブ ル が 一 定 の 戦果 を 達成 し た こと か ら . 
さら な る 運用 性 の 拡大 を 図っ た 形態 が 考 実 され た 。 それ が 
「G プ ル ・ イ ー ジ ー] と 呼ば れる スタ イル で 、G ス カイ ・ イ ー 
ジー の よう に G ブ ル の 簡易 運用 版 と な る 形態 で ある 。 この 
形態 は 基本 的 に G パ ー ツ A と ガン ダム A パ ー ツ か ら 構 成 さ 
れる が 、 まれ に G パ ー ツ A に シ 
同様 の 呼び 名 が 付け られ た よう で ある 。 ちな み に この 形態 
で の 運用 例 は ほとん ど 記 録 され て お ら ず 、 軍 邦 軍 内 部 で も 
本 機 の 効果 を 疑問 視 し て いた の か も し れ な い 
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G パ ー ツ B を 履か E) し た この 形態 は 、 本 来 の G パ ー 
ツ の 運用 法 と し て は 想定 され て いな か っ た 。 その た め 正 式 
な 機体 名 称 も な く 、 便 家 的 に 「 ガ ンダ ム MA 形 態 」 と 呼ば れ 
る こと が 多い 。 この 形態 は 、 ホ ワイ トペ ー ス が MA ザク レロ 
оше ис. 相手 の 機動 性 に 対抗 する た め に 人 急 
ате ът, 発案 者 は アム ロ ・ レ イ た 
クレ ロ の 撃破 に は 成功 し た の だ が 、MS 
低下 する と の 判断 か ら 、 一 度 きり の 出番 
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L 機体 構造 の 複雑 化 
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機 本 自体 は RX シ リー ズ に も 採用 され 、 実 に 耐え られ る 本 
と 見 な され た が 、G パ ー ツ の よう に 出撃 ご と に 輸 な る 形態 を 用 
いる 場合 、 環 場 に 混乱 が 生じ る の は 当然 で ある 。 事実 、G パ ー 
YRBMLIATNN-2TS, RIALS FLORAL: 
ака, その た めい くら 吉 果 を 上 げ て も 、G パ ー ツ に 対 
する 現場 の 評価 は さほど 高く な か っ た 。 


ж?4кх-хениятс 
し て G パ バーツ の 重用 計画 を 
RESTA, кола 
ELTORAMBORST 
к. тиснацжес 
か っ た 。 


ry 
ance 
БЕТ SSH, воина だ 


ГІТДИ ОНДА ЕТЕРІ 


МАСТ Вне: дса 5, 
тек». жесилаһеотжан 
ORF ORBISON 


п. 防御 面 の 脆弱 さ 

G パ バー ツ に は ガン ダム の 増加 装甲 と し て の 役割 も 期待 され 
толоки. — MORI bu Cuma t. масне 
=й ТӘК. IMMA ALLA, た と えば G ブ ル ・ イ ー ジ ー 
は 横 方 向 か ら の 攻撃 に は 圧倒 的 な 防 箇 力 を 発振 す る が 、 後 
部 は ガン ダム A パ ー ツ の 内 部 構造 が 填 出 し て いる た め 、 致 合 
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可変 MS MA を 基本 設計 に 据え て 水 叶 両用 機 を 開発 。 
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大 出力 砲 と 対 艦 戦 用 装備 


ОБОЕВ. SHE N ピー ムラ イフ ル Ш RMS-019R クラ ウ ダ 

考慮 し て か を 会 め て (ラン スロ ー・ س‎ ウェ ル 専用 機 ) 

№. 中 で も 主 武 凌 と な っ た の は 中 忠敬 戦闘 用 の ビー ムラ 2412127 PF утады ЕМНЕ 
ル で ある 。 KB CRAIN TH, ドー トレ ス ・ ネ я м 

オ な ど 、 新 連邦 軍 の 主力 MS を 一 度 の 射撃 で 撃破 で きる 

エネ ルギー を 有 し た 。 一 方 の ビー ムカ ッ タ ー は 、 本 機 唯一 

の 格 年 兵 毅 で 、 バ パッ ク バ パック の ウイ ング か ら ビ ー ム 刃 を 形 

成 で きる 。 これ は MA や 戦 杉 を 撃破 する た め に 装備 され た 

も の で 、 機体 の 機動 性 を 最大 限 に 活か が で きた 
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本 機 の 長所 と 短所 を 担っ た バー ニア 君 


厚い 装甲 に 包ま れ た 本 機 は 、 防御 性 能 に 優れ た 重 MS № 各部 バー ニア 位置 Ш 暗部 スラ スタ ー 
で も あっ た が 、 一 方 で 驚異 的 な 機動 性 能 も 有 し そ айап ы 
OMENELMMMEHELAT OM, WEIS Metes, REME 
た メイ ンス ラス ター と 、 肩 部 や 腕 部 、 脚 部 な ど 機体 各所 
PTSS. これ ら 
で の 高速 旋回 パ 
高い 推進 力 を 発生 させ る 
D 噴 射 口 が 大 型 と な り 、 そ の 部 分 の 防御 
力 は 脆弱 に な ら ざ る を 得 な か っ た 。 特に 用 部 に 設置 され た 
パー ニア は その 噴射 口 の 大 き さ と 位置 か ら 旋 所 と な っ て し 
まい 、 集 中 的 に 狙わ れる こと と な っ た の 
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ス の も の を 流用 し て い SONRA. の 重用 も 可能 し て いた 


RMS-014G オク ト ・ エ イブ 改 

(グリ ー ツ 隊 仕 様 ) 

バル チャ ー の グリ ー ツ ・ ジ ョ ー が 保有 し て い 

た オク ト ・ エ イプ の パリ エー ショ ン 機 

%92-9>20ФЖЕЕЯСЕССЯН | 上 回 の ジュ ラッ グ は 、 フ ォ ー ト セパ ー 
が 主 と 見 られ る 「 ポ ボーラ ベア ー」。 雪上 走破 用 の ス ノ 


RMS-009G セブ テム 改 

バル チャ ー の ロー ザ ・ イ ン テ ン ソ が 便 有 し て 
いた セブ プ テ ム の パリ エー ショ ン 機 。 カラ ー リ 
тоть, ж ЕЙ сий MS 
れ た と 見 られ る 。 
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RX-78-2 を 超え た 陸戦 ・ 近 接戦 闘 型 ガ ンダ ム 
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軽量 化 と 機動 性 の 向上 


RX-78 ガン ダム を 原型 と する ピク シー の 開発 に あたっ て 画 機体 構造 
は 地上 戦へ の 特 化 、 そ し て 機動 性 の 向上 が 目指 され た 。 RX-78 ガン ダム の 基本 シル エッ ト 
宇 軍 用 装備 や コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム の 廃止 な ど に よる 軽 МЕНЫ. BIE 
量化 、 スラ スタ ー 推 力 の 増強 と 大 気 園内 用 変 勢 制 御 バ ー ү 
ニア の 増設 が 代表 的 な 処置 で ある 。 一 連 の 改造 の 結果 
ピク シー の 良 発 力 は RX-78-2 を 湊 紀 し 、 優 れ た 機動 ・ 運 
動 性 を 駆使 し て 貢 機 の 懐 に 潜り 込む こと が 容 虹 と な っ た 

軽量 化 に よる 機動 性 の 向上 は 、 RGM-79L ジム ・ ラ イ 
ト ア ー マ ー な どの 地球 連邦 車 系 高 機動 MS に 見 られ る 傾 
向 だ が 、 ピ クシ ー は 装甲 を 減 格 し て いな い 。 原型 機 以上 に 
シェ イブ アッ プ さ れ た シル エッ ト か ら は 想像 し に くい が 、 装 甲 
овгат 50). 実体 弾 兵器 に 対し て 特に 高い 
防御 力 を 示す と 言わ れる , こよ り 近 接戦 闘 で の 生存 
性 も 向上 し た 
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近接 戦闘 の み を 意識 し た 兵 装 


近接 格闘 戦 に 特 化 し た ビク シー は 、 兵 装 も 至近 一 近 距 
難 戦 の み 想定 し た も の と な っ て いる 。 格闘 戦時 に 邪魔 に 
な ら な いよ う 、 コン パク ト な 点 も 特徴 で ある 

手持 ち 射撃 兵 装 の 90mm サ ブ マ シン ガン は 、 前 後 長 を 
極限 まで 切り 詰め た モデ ル だ っ た 。 構造 上 、 射 程 が 短く 命 
中 精度 も 高く は な か っ た 。 PIP HT hOADMRBE 
見 て も 、 命 中 率 に 期待 が 寄せ られ て いな い の は 確か で あ 
$. グフ の フィ ン ガ ー・ パ ルカ ン 秦 の よう に 理 制 ・ 足 止め 
が 主 目的 の 火器 と 思わ れる が 、 近 距離 以内 で の 火力 は 作 
neu 

2 号機 の メイ ン ・ ウ ェ ポ ン で ある ビー ム ・ ダ ガー は 2 本 を 
備え る 。 出力 は 通常 の ビー ム ・ サ ー ベ ル に 劣る が 、 二刀流 
に よる コン ビ ネ ーション 攻撃 は 強力 で 、 多 様 な 攻撃 パタ ー 
ン と 手数 で 攻め る 武器 と 言え る 。 ビーム ・ ダ ガー 二刀流 を 
皿 使 し た 戦 技 と し て 「TS ア タッ ク 」 や 「 ノ ー ザ ン ライ ト A ( ア 
タッ ク ) 」 が あっ た と 伝え られ る 。 

ピク シー 以後 、 ビーム ・ ダ ガー を 備え る MS は は と ん ど 確 
認 さ れ て いな い 。 し か し 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 後 、 地 球 
連邦 軍 特 務 部 際 ナ イト イェ ー ガ ー の RGM-79V ジム ナイ 
トシ ー カ ー (ヴァ ー ス キ 大 尉 機 。 オリ ジ ナル で は な く RGM- 
BER ジム 中 が ペー ス ) が 装備 し た と の 説 が ある 
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ビク シー の 戦歴 

3 機 製造 され た ビク シー は 、1 号 棋 が ベル ファ スト 、2 

ジア 、3 号 機 が アフ リカ に 送ら れ た 。 この うち 、 

ッ サ 作戦 に 参加 する ホワ イト ペー ス 隊 に 引 

た 。 し か し 、 MEERE PIE 
АВИА +85. 


まっ た 。 北米 で 発生 

ピク シー が 投入 され た と 言わ れる 。 この 機体 は ピー ム ・ ダ 
ガー を 装備 し で いた が 、 回収 さ れ た 2 号機 な の か 、 新 道 ・ 
改造 され た 機体 な の か は 不明 で ある 。 
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幻 の アム ロ 用 ガン ダム TENT: 
PLO- VI ORRABESRLEND ік. ГЕСТОТ ТИ 

ピク シー2 号 帳 だ が 、 結 果 的 に は アム ロ の アム ロ に 与え られ る は ず 

手 に 渡 ち な か っ た 。 他 に も アム ロ 用 と し て だ っ た MS。 atuq 


用 草 ま た は 考案 まね な が らち 、 ア ムロ が 指 еке 


Rimor (で き な か っ た ) ガン ダム ・ タ イ 
プ は 存在 する 。「 ニ ュー タイ プ 用 ガン ダム ] 
こと RX.78NT-1 アレ ックス は 特に 有名 
で 、 こ れ も ア ムロ に 3| き 渡さ れる 直前 に 戦 
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汎用 性 と 高 性 能 を 追求 し た スタ ンダ ー ド な 機体 構造 


主力 MS を 局 地 戦 用 に 限定 し て / ГЕУ” 
で. 複数 の 機能 を 持た 
ジオ ン の 独自 性 が 表れ 
の ペー ス と な っ た YMS-15 る マウ ント 時 M 
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を 射撃 戦 性 能 も 決し な 
た 点 か ら 考 えて 、 本 機 は 白兵戦 を 重複 し た 汎用 MS と い 
格 の 機体 だ っ た と 言え る だ ろう 
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高 性 能 機 の 系 譜 が 継承 され な か っ た 特殊 な 事情 


MS の 巨大 化 ・ 重 武装 化 が 急速 に 進ん だ U.C.0080 
年 代 後 半 、 ネ オ ・ ジ オン が 実戦 投入 し た ニュ ー タ イブ 専 
用 MS ゲー マル ク は 、 ま さ に 時 代 の 要請 に 応え た 機体 と 
言え る だ ろう 。 複数 の ビー ム 兵 問 を 中 心 と する 圧倒 的 な 
火力 と サイ コミ ュ 兵 器 の 両立 と いう 当代 の 技術 の 律 を 結 
集 し て 完成 し た 機体 は 「 第 四 世 代 MS」 の 特徴 を 示す 端 
的 な 存在 で ある 。 騎士 と 呼ば れる 職業 階級 を 重んじ 、 凡 
百 の 戦力 より も 一 騎 当 千 の 騎士 に 戦況 の 推移 を 委ね る 
ネオ ・ ジ オン に と っ て 、 第 四 世 代 MS の 特徴 で ある 高 性 
能 ・ 高 火力 は まさ に 己 の 戦略 に 相応 し く 、 それ が 本 機 の 


よう な 機体 の 誕生 に 拍車 を 構 け た の だ ろう 。 だ が その 一 
方 、 第 四 世 代 MS の 台頭 は 開発 現場 と 前 線 に 仙 担 を 強 
いる こと に な っ た 。 高 性 能 機 の 開発 に は 相応 の 労力 と 
財力 が 必要 で あり 、 た と え ぇ 完成 し た と し て も 開発 : 通 用 コス 
ト に 戦果 が 見 合わ な けれ ば 、 兵 器 と し て の 有効 性 は 低く 
な る 。 また 機体 ポテ ン シ ャ ル を 最大 に 維持 する に は 頻繁 
な 整備 と 補給 が 不可 欠 で あり 、 こ れ は 現場 作業 員 の 負 
揚 増 に 繋が る 。 極め て 高い 性 能 を 有する ゲー マル ク の 
系 庶 が 戦後 に 継承 され な か っ た 育 景 に は 、 運 用 性 と 整 
備 性 と いう 裏方 の 事情 が 強く 影響 し た も の と 思わ れる 。 
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а с; № SPEC -м озн OWADGE-Astormation- ІШ SPEC -м5-096 owance- 
- ド ワ ッ ジ 改 ЖЖ 19.3m (HR 182”) | 全高 1930 ИЛИ 182m) 
DWADGE-Retormation JES ЖИ СИИ 6740 


Жш, аха МЕ. 
L. ジャイ アート ・ バ ズ 6—6 ムジ ャ イア ント ・ バ ズ 。 モー ト ・ 
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774% 
夏 漠 戦 に 特 化す る た め に 改修 され た 本 機 は 、MS-09 ni 


の 最終 生産 タイ プ で あり 、 陸戦 の 向上 が 図ら れ た 
一 年 戦争 に お いて は 戦局 移 に 間に合わ ず 
$ 終戦 を 迎え て の まま アフ リカ 戦線 の > 
ム を 備え た ZIMMAD 社 b 軍 残 党 や 少数 部 族 が 運用 する と 
的 な 移動 方 式 は 局 地 電 仕様 と し て 
の 派生 機 が 誕生 し た 。 そ 


икенен. 


で ある 
型式 番号 は 制式 な も 


ane 


MECHANIC FILE 


強化 され た ホバー 性 能 に よる 軽快 な 機動 性 


MS-09 を ペー ス 機 と し た G 型 は 、 ホ バー の 策 働 時 間 延 
長 を 中 心 と し て 改 自 が 施さ れ て お り 、 外見 上 は ペー ス 機 と 


さほど 変わ ら な いも の の 様々 な 手 が 加 いる 。 ジェ 
ネ レ ー タ ー 出 力 に 大 き な 差異 は 見 られ な いも の の 、 その 推 
カ は ペー ス 機 (58.200kg) と 比べ て 大 за (GW 


104,300kg), 実に 2 借 近 い 推 力 を 獲得 し た 。 これ に より 
砂 漢 に お ける 機動 性 は U.C.0080 年 代 後 半 の MS と 比 ペ 
て も 居 色 の な い 動 き を 見 せ で いる 。 КРС 
性 能 差 よ いか ん と も し 難く 、 ハ イエ ンド MS で 針 制 され た ガ 
ンダ ム ・ チ ー ム を 相手 に 勝て る 道理 は な か っ た 。 


U C 0080 tt 
preset 
て あり юам? 


пи ド ワ ッ ジ 改 WB ド ワ ッ ジ 


MS-09 を 路 柚 し た 兵 装 と 終戦 後 の 追加 武装 


MS-09 の 兵 装 で あっ た ジャ イア ント ・ バ ズ と ヒー ト ・ サ ー 
ペ ベル を 基本 兵 閉 と し て 引き 継ぎ つつ も 、 終戦 後 は 独自 の 
武装 も 運用 し て いる 。 словно 
が 思 た れ た た め 武 凌 の 拡張 性 も 共に 失わ れ 、 ИВ! 
し た 結果 で あろ う 。 ベース 機 の コン セプト 通り 
ょ る 高速 移動 時 の 空気 抵抗 を 考慮 
U, 一 年 汐 争 当時 で あれ 5 
ころ だ が 、 U.C.0088 に お いて 
え ず 、 時 代 は ビー ム 兵 器 が 主 
装甲 が あま り 意味 を 成 さ な い も の と な 


лз-7т®йгһ. вала 
に スモ ー ク ・ デ ィ ス チャ ー グ ャ ー 


кашатглаят,. BA 


画 ビー ム ・ カ ノン 


画 頭 部 バル カン 砲 
低 60mm が 友 右 に 1 門 ずつ GW ГЕ 
MAA, йет: авооя 
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MECHANIC FILE нй НЫЙ УРНЫ 00) a] ГЕ 


ШІНШІ アル ヴァ アロ ン ее 
| 


疑似 GN ド ライ ヴ 
背部 に 経 人 MGN ド ライ ヴ 
18H с 


GN 粒子 を 活か し た 武装 群 
Ш GNE— saat А 画 GN ビー ム サ ー ペ ベル 


PBB SOM кі пка» ト さ れ で いる ピー ム サ 
+ з Ж” x 2743 же 
BREET ” ТҮ 


た め カ 
A f. вме 
の 非常 
SEGNE 
же 


防御 性 能 
し ヴァ アロ ン 単 体 で の 


ж, ләш. 
MAb+ ARENT 
7 の 特殊 装備 と 


ウイ ング 自体 を 
а. МОШЕ! 


v 


画 GN フィ ー ル ド Н | № 
М 
ух | i КЕ S с АЛ М з 
ELSI ア ル ヴ ァ ト ー レ と は 異な る 操作 系 統 
トー レ の コク ピッ ト は 共通 で あぁ 画 コク ビッ ト 
‘ j ar is 
ЕГІ, ОТ , ) 
アル ヴァ トー レ に 格納 され て いる 状態 の アル ヴァ アロ | 
з А 
(Ж 
нии е 
Т A 
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モビ ルス ー ツ : ZGMF-X12 ガン ダム アス トレ イ アウ ト フ レー ム 


ガン ダム アス トレ イ 
En ー ム a 
J ASTRAY OUTFRAME | 


(AGS) Т АП 


î ERE: Жоанн た 異色 の 「 ガ ンダ ム 


「 ア スト レイ ” ト フ 
本 機 は 戦闘 ミ 
る 。 機体 の 特性 だ 


NGS) arÜ] зет 160, 


nema nm ZN NESE RICCO 


ZGMF-X12 テス タメ ント の 予備 パー ツ を 用 い 、 ロ ウ が = 装 備 レ イア ウト 
| 


外装 等 を 補っ て 完成 させ た 。 その た め 機 体 ポ テン シャ ル は азаннан 
非常 に 高い も の の 、 戦闘 用 の 武装 は 導入 され て お ら ず . EMAL TUS, ワイ ヤー は 2 
айтханы) ANTS, BB Отти. м 
CORMIER лш. LOR ЧЕНО 
ECORD, また 原型 機 が スト ライ カー パッ ク の 検証 機 
で ある こと か ら 、 背面 の ジョ イン ト 部 を 活用 し て 様々 な 装備 
を 運用 で きる と いう 特性 を 有 す 。 基本 的 に 武装 は 持た ず 、 
出力 を 高め た ビー ムサイ ン を ビー ム サ ー ベ ル 代 わり に も で 
きる が 、 ジ ェ ス は ジャ ー ナ リス ト の 信念 か ら 、 身 を 守る こと 以 
外 の 戦闘 行為 を 行う こと は な か っ た 。 な お 、 本 機 が ロウ か ら 
ジェ ス に 渡さ れる 牙 に 笑 似 人 格 コ ンピュータ ー [B] も 預け 
られ て お り 、 ジェ ス の サポ ー ト の ほか パッ ク ・ ホ ー ム な ど オプ 
ショ ン の 設計 も こなし て いる 。 


Ш MS 用 ガン カメ ラ 


O オプ ショ ン 悪 杏 ベ ルト © 本 ア ー マ ー 内 蔵 ワイ ヤー ビーム サイン 


ROORT— TLE, ЖИВ し て いる イイ ドラ ッ ク の ワイ ヤー は クレ ー ン と し て も 使用 で きる 。 完 諾 は ソケット と 


Алы 342 35444511227 25444 な っ て お り . ЕО ФЕД ИИГЕ]. 
ө ウィ ンチ 属 開 時 
а “/ 
мипяноиявли. /кл-ктш ы 
る こと で . 不 完全 な が ら ピ ー ム シー ル batra 
= また 。 ビー ム 部 分 は スク リー ン と し て tas, 
@uz-v—mñüa7++— Ox Ө バッ ク ・ ジ ョ イン ト 
条 ち 出し 式 の ワイ ヤー アン カー で . ШАНС TNS, 基本 的 に ロウ が 設計 し た 作 革 用 アー ム 。 ANII- 
は サブ ・ ワ イヤ ー と し て 用 い 、 Шамова тоя ат Г. マー シュ ナイ ダー を 洋 み 、 AECE ST 
\ | @ クレ ー ン 展開 時 
ТАНИ 
Ни. снился 
= に パー ツ が 分 か れ て あり 
| B それ で ぞ れ 2 本 の 伸縮 式 ス 
| стей. 地面 へ の 
| L — велят. 
人 アー マー シュ ナイ ダー 
パッ ク ・ ジ ョ イン ト に 装備 され た 2 本 の 実 制 。 折り 時 み 式 の 作業 才 で あり . = 
ГЕТЕ 


RAOM DEP ос. AEM ІРІ 
重用 の 次 器 と し て 打ち 出す こと も A 
эш. МОИ Счет | 
こと が で きる は どの 馬力 を 持つ, 


жа-т:>4үх 69-12 


RGM-79 
発動 か ら 半年 足ら ず ` F 
後に は 実戦 投入 さ \ る 驚異 的 な 開発 期間 
7 一 年 戦争 で 連邦 軍 を 勝利 に 導 


あっ た 連邦 軍 の 
産 機 ) は ジャ ブロ ー 基 】 
隊 編 制 に 貢献 。 後期 型 


後期 生産 型 は 主戦 坦 
- これ は 


КИ RR DESE Z 


ピー ム ・ ス プレ ー ガ ン 。 ハイ バー・ バ 
ズー カビ ー ム ・ ラ イフ ルプ シ ー ル ボド 


機体 構造 コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 廃し た モジ ュー ル 構 造 MORE INFO! 
り RX-78 ガン ダム は 地理 連邦 軍 製 の 主力 量産 MS 園 コク ピッ ト — s 
; - 先行 配備 され た ジム т 
< T 本 格 的 な 実戦 投入 に 先んじ て 運用 され た RGML-79 の 中 
に 東南 アジ アァ 区 線 に 投入 され た RGM79 [0] RES 
ジム が ある 。 これ は パー ツ の 大 郭 分 が RX-79 [6] MBB 
ガン ダム と 共通 で あり 、 元 来 の RGM-79 と の 互 機 性 は 低 
い 。 U.C.0079.10 の オデ ッ サ 作戦 に も 投入 され て お り 。 前 
線 に お ける MS 投入 が 急務 で あっ た 圭 況 が 葉 え る 。 同機 は 
RGM-79 の た め の デ ー タ 板 集 と いう 意味 合い も あっ た が 、 
先行 重 産 般 に その デー タ が 反映 され る こと は な か っ た 。 


ディ は モジ ュー ル 化 され て お り 
に より 機体 の 仕様 変更 や 改修 が 容易 な 設計 で あ 
5. 拡張 性 は 非常 に 僚 れ で い た 


жа 


/-79 (E) WML, 
*wmtmrurmm 7. BEB 


АСТ ДЕТ ев 
ある も の の . баст. 


АХВ CERES RDA RE 


機体 と 同様 に 、 本 機 の 兵 装 も また 生産 性 を 第 一 に 考え た E ハイ バー・ バ ズー カ 用 ラッ チ 増 設 機 画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 増 設 機 
な っ て いる 。 低 コ スト 化 の た め 主 兵 装 が ビー ム ・ ラ イフ 

レー ガン に 変更 され た ほか 、 ビー ム ・ サ ー 
は RX-78 の も の と 同等 品 を 採用 、 も し く 


REMOTE, ビー ム ・ ラ イフ ル は 
充分 な 配備 が 待 し く 、 ватт = 
EM DUM DIC 3; え 、 ビ ー ム 
し て いる 。 本 機 の 専用 兵 装 と し て は 
鍛 に 代わ り 90mm マ シン ガン が 用 重 さ 
RBS Le MATOS 
2ERL) と 呼ば いる 仕 
п. лийаш. 
ROOT. ビー ム ・ サ ー 
WE に GAT 
BET 
тан и 
РТИ 
BE-L-A7L—-Hv 
5 s. кйштьлкалугав, AWF- 
їч ъл=. ооой SN 
ДЕСАУ ч) 
мшг-87-А- E/Ver 009. a ж 


ы). аша: 
9-12-FEMA CNES Arth 


VCU-505EX-V ' B/Ver. 


ma-sa 70-4 
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ECHANIC HILE Im „о 


MR OMERL TEST. 4 
йат 5 


故事 に も 「 多 勢 に ж! 
か に 優れ た 将兵 で も 


FUE PREVIEW. 


28. vt 
ТЕТІ 


[集団 戦 」 で 最大 の 効果 を 挙げ る こと を 目指 し た 機体 構造 


ギ ポール の 機体 構造 は 、 本 機 の 運用 法 を 端的 に 表現 し て 
いる と 言え よう 。 単体 で は 貧弱 な ワン マン - ポ ッ ド 」 と いう 評 


価 か ら 脱 せ な いも の の 、 小 隊 単 位 で 連携 すれ ば それ な | 
戦果 を 発揮 する つま り ボ ポー ルト 
兵器 1 機 あ た り の 性 能 は 平均 水準 を 下回っ て も 構 


わな いと 判断 され た の で ある 。 逆 に 言え ば ボー ル を 効果 的 
に 運用 する に は 大 量 配備 が 絶対 で あり 、 こ の 条件 を 満た 
す た め 、 各 部 に は 簡易 構造 が 採用 され た の た 
に 命 を 預け る パイ ロッ ト に し て みれ ば 迷惑 な 
面 に は 現場 の 思惑 を 孝 叶 する 余裕 な ど な か 


を 


作業 用 ボッ ド の 延長 に 位置 する シン ブル な 操縦 系 


畔 膨 用 と は いえ ボー ル は 宇宙 用 作業 ポッ ド の 延長 線上 
に 位置 する 機体 で あり 、MS の よう な 複雑 な 動作 を 行う 機 
能 は 持た な い 。 その た め 操 維 お よび 操 継 シス テム が MS よ 
り 岬 略 化 さ れ て いる の は 容易 に 門 像 ша: 
な く 、 腕 部 も 作業 用 アー ム と 呼ぶ に 相応 し い ユ ニッ ト で あ 
り 、 携 行 装備 も 有 し な い 。 端的 に 言っ て し まう と ボー ル の 失 
綻 に 必要 な 能力 は 、 宇 宙 空 間 で 機体 を 移動 させ る た め の 
達 度 と 進行 方 向 の 調整 、 さ ら に キャ ノン 克 の 照準 を 合わ せ 
る 程度 に 過ぎ な い の だ 。 その た め パ イロ > ト の 情 熟 訓練 に 
も 長 時 間 は 要 さ ず 、 大 量 生産 され た 機体 を 遊ば せる こと な 
<. 短 時 間 で 多く の パイ ロト を 差 成 で きた も の と 思わ れる 


Ш パイ ロッ ト と の サイ ズ 比 較 


也 い を 味わっ た と され る 


Ш 内 部 レイ アウ ト 


ян 
集団 戦 を 主 限 と する ボー ル だ け に 、 戦 場 で 
連携 が 重要 視 さ れ た 。 基本 的 に は ジム 1 機 に つき 2 一 3 根 


ЖИРЕ СЕМ, АУМ 
の 攻撃 を 防ぎ 、 近 接 区 を 担当 する 一 方 、 ボ ー ル は 
ABIDE MIRET и. 


た (先行 量産 型 は 急造 され た こと も あっ て 当初 予定 され た 
能力 が 発揮 で きず 、 ボ ポール の 支援 が 不可 欠 だ と 考え られ 


て いた と の 説 も ある ) 。 その 他 に ボー ル だ け の 小隊 も 纏 制 
され た が 、 こ ちら は 積極 的 に 戦闘 に 参加 する と いう より も 
偵察 や 案 戴 を 中 心 と し た 任務 を 担 ШЕ 270 
に 任せ る こと が 多かっ た よう だ 


SILL 
MS 回 上 と し て 軍用 きれ た 


| スタ ー 
S の よう に 株 栓 反応 
化学 

| жпавсяот 
Cok MERA MT Se 


MORE INFO! 
ボー ル の 系 統 と 発展 


[AREROMBRG) と 見 られ が ちな ポール だ が 
実際 に は 用 疾 に 応じ た 必修 が 施さ れ 、 各種 任務 に 投入 さき 
れ た 。 シン ブル な 禁 価 構造 は 必修 作業 が 容量 で あり 、 生 
開 機 数 の 多き は 改修 の ペー ス 機 と し て 用 いや すか っ た の 
だ ろう 。 TOLOR— OREM SHY), ТЕ 
АМН RR kt&(tU?-RB-79F ¥= FERS 
Ae PADI DINZIL—> P-LERMETSCETHY 
RIRELLCORENEBOLAB-79G «фл. Wit 
EBLE OO ТЕЩИ АВ-79М ポー ル M 
型 、 さ ら に 制海権 を 奉 取 する た め に 水中 で の 運用 を 考 林 
RB-79N「 フ ィ ッ シュ アイ ] を ど が 存在 する 


пвх u 
ET 
МОЖА 0770—24 
バー や ワイ を 
нип. MSH ELIE 
wheats 


WF I-10 
әх уул ЕЛ 
sus. женл 
は な い が 

(シャーク トゥ ー 

イン ト が 施さ れ で 


ИЕ 


АЯ 
ЖДИ ЕТТ 


Шғв-79С ポー ル 改 修 弄 


-zape Lamenm 
атш. шумел 
2923-9 REN. 


OMOERER Ot 


wa. 92942 
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エル メス Ф 


ZEON 


NT 専用 機 の 開発 に 筋道 を 示し た MAN-08 の 設計 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た MAN-08 エル メス は 、NT 再 
用 機 の スタ イル の ひと つ を 確立 し た 点 に お いて 、 大 き な 
意義 の ある 機体 だ っ た と 言え る 
ー タ イプ 能力 と いう 個人 の 資質 に 大 きく 左右 され る 
NT 兵器 は 、 それ に 対す る 依存 度 を 増減 させ る こと で 分 化 
し て v すなわち 、 ニュ ー タ イプ 能力 の 低い 者 や 一 般 
オー ルレ ンジ 攻撃 が 可能 な 有線 誘導 式 攻撃 端末 
タイ プ 能 力 を 要する サイ コミ ュ 制 御 式 無線 
違い で ある 。 特に 、 後者 は ニュ ー タ イ 
波 を 利用 し た ミノ フス キー 通信 に よっ て 複数 の 


攻撃 端末 を 同時 に 操作 し 、 高 次 の オー ルレ ンジ 攻撃 を 実 
現し て いた 。 それ を 初め て 成功 させ た の が MAN-08 で あ 
у. その コン セプト は ファ ン ネ ル へ と 発展 し て 後 年 の NT 再 
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機種 の 変更 と 並行 し て 携行 兵 装 も 一 新 す る と 習熟 まで に 
時 間 が か か る だ け で な く 、 MENMEN ET 
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その も の の 格闘 能力 の 向上 に 伴い 、 各 種 格闘 兵 装 の 実 
馬 的 な 試験 運用 が 図ら れ た も の と 思わ れる 。 
J aroa e- 


TEASE 
MADDIE РЕ 


汎用 性 の 拡大 を 目指 し て 分 部 ・ 合 体 機構 取り 入れ 、 
戦闘 ヘリ と 対地 攻撃 モジ ュー ル と いう 異な る 機能 を 両立 さ 
せ た ソ ゾロ だ が 、 機 体 構造 の 脆 重 性 と 機体 構造 の 複雑 化 と 
いう 問題 点 が 赴 旦 する こと に な っ た 。 そこ で 後継 機 で ある 
トム リア ッ ト は 分 部 ・ 合 体 機構 を 廃し 、 単体 で 飛行 形態 (へ 
ц272-Ж6) に 変形 可能 と いう 効率 化 を 推進 。 これ は 
想定 以上 の 結果 を 挙げ る こと と な り 、 載 乱 後半 に 開発 され 
た ドム - ト リア に も 同様 の 変形 機構 が 継承 され て いる , 


RURAS AAT 


ч 00), ШВ 
тот. Ж. на. 
サイ ル を 使用 。 さら 
Y >g Oe: 
する こと で . UM: 37 
жаст 


画 ピー ム ・ ラ イフ ル 


мэлшет. 
улкотаЯттядй- 
な っ で いる 。 火力 増強 の た め に 
新規 訟 計 が 実施 れ た の だ ろう 


Nm ビー ム ・ ト マ ホ ー ク 


画 ビー ム ・ バ ズー カ 


فو ریو LIA)‏ 


<. í 


EL MANUEL 542 VEMATH 


йө. RA. ВВ 
ライ フル より も る 
ө 収納 形態 


ンー RAUB TERT SS 


оиа a ead 
ъи. BRCM RSE 
ФЕИ 


исе 
わせ て や 


型式 番号 の 末尾 が "G (Ground) "で ある こと か ら も わか 

る よう に 、 本来 の トム リア ッ ト は 垂 力 下 で の 運用 が 想定 さ 
れ た 機体 で ある 。 し か し 実際 に は 宇宙 空間 で の 運用 に も 
充分 適応 し て いた よう だ 。 ラ ゲ ー ン 基地 か ら 宇 宙 に 上 が 
た ファ ラ ・ グ リフ ォ ン を 護衛 する た め 、 クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー 
は 本 機 で 宇宙 戦 を 身 行 。 地球 連邦 宣 所 属 の パグ レ 隊 族 
ЕНА Тон ои Со, 


画 コク ビッ ト 


コッ ピッ ト ・ 
spa, 


EL 
pe eee 
BMC, 20/2 
ムリ アト で 応戦 。 ЕЕ 
ЕТТТ 
наски. вин 


L_ 


で 6 活 秋 可能 々 能力 
を 有 し て いる こと が 見 
て と れる 


NS Жүкең 


анган ome 


MORE INFO! 
ピピ ニー デン ・ サ ー カ ス 


トム リア ッ ト を 運用 し た 代表 と 言え ば 
27 Т 
А1 7 144224 
вов сы fee 
ニー デン ・ サ ー カ ス 」 と 評 さ れ で いる 。 


EL 
we CT 
LE は 3 
に 死角 か っ の 攻 
жеке. - 


アル ベ オ ・ ビ ピ ニ ー デ ン 


7142 


та: 5:945 


мо»  NCALGAEGEEL メー を と と な 
Mt09- コ WSz 8 PT 


\ \ . т 
ІТ) 
әр. 2 
ў ) W J к 
* 1% š 
リ 5 АА í 
ЕЗІНЕ WES RAF ONAL 


3 1 
МАРУ Г ОУ 


ド ご %% ғ. it 
рар ү TH X; 
эхайииечка таса шн УЛУ EASY ГЭ 


4 4 アー に す 1 上 も で 】 ) エイ スコ 
W iw 1-сі: ЖЫ ч = <> 
Be ar - - = で аз YNYMONOS 
DENIED ни wet CEI 


oe ™ 11110 SNS LM 


GONDWANA 


101771. 112-4222 1 228442 
性 格 が 強い 。 事実 、 充 実 し た MS 運用 設備 や 広い 戦域 の хазната 
情報 を 処理 する CIC ル ー ム 、 ARCOM Mt THER 
EFIE TORRONE REELT 


PREBLE THO 
ENDAME 


E CIC ル ー ム 


RIL ite С 2 SERME 


UHLENBECK ашы Ь., 
ауукутхе зат. 


BAYT HAROLD FAR 97 
кюю НЕТ. AS (無限 軌道 ) OM ATLE 
特徴 と する 。 ийшюк# ш &#л—лсу? С. エン 
ジェ ル ダ ウ ン 作 埋 に 投入 され た こと で 知ら れ て いる , 


BUCKLEY Е 
фам rna 


ISIJE- фањ вво ет 
ル モ ー タ ー を 装備 し た 高 機動 の 陸上 艦 で 
才 デ ズ モ ンド と 共に マハ ムー ル 基 地 に 配備 され 、 同 基地 
の 防衛 任務 に 就 いて いた ラド ル 隊 に よっ て 運用 され た 


та. 9:542 


7144 


MECHANIC FILE 


公国 軍 の 特殊 任務 を 支え た 低 コ スト な 水陸 両用 MS 
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隠密 性 と MS 運用 能力 を 向上 させ る た め の 艦 体 改修 と その 効果 
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あく まで 情報 収集 に 特 化 し た 散 と し て 運用 され た 。 


Ausra 
CRN REESE 
OVEN AREER 
と の 脱が ある 


Ш 水上 高速 艇 シー ラン ス 

жаст ыенжантасанты,сана 
れ た の が シー ラン ス 。 コク ビラ ト の 左右 か ら 張り 出し た ジェ 
ト ・ エ ンジ ン を 用 い 、 ЖЕЕ. TOMBE 
を 見 込ま れ 、 債 直 任 季 に 用 いら れる こと も あっ た 


ラン ス を 巧み に | 
тооийапточ, 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO #780079 


ゲル ググ 
= (カス ペン 専用 機 ) % 
У сасоос ШЕ 


ма 専用 シー ルド 
15.14 . тм» 
TO ғ 大 ピー ムコ 


(wL) mb s 09, 


% 

2373-8) 一 

装甲 材質 пал, 522. 
RR ビー ム ・ ラ イフ ブル W. 


一 年 戦争 終盤 で ジオ ン 公国 軍 を 支え た 主力 MS 


年 戦争 に お ける 最大 の 激戦 2 ・ パ オア ・ ` 急場 凌ぎ な か 合 性 能 は 
ー で の 攻防 戦 。 オデ ッ サ 作戦 し た 代わ り 主 力 を 務め た 
反攻 作戦 に よっ て 4 
宇宙 へ と 撤退 
落ち 、 宇宙 要塞 ア ・ バ コ 2 Ë 
で そこ が 公国 の 命運 を 卸 け た 総力 戦 の 
と な っ て いた MS-09R リッ ク ・ ド ム 
た る MS-14 ゲル 
第 2 次 主力 MS 開発 計画 の 遅れ か ら 機体 と 、 高 性 能 な が ト に 恵まれ な か っ た 機 
戦 仕様 に 改修 暫定 的 な 主力 国軍 は 総力 戦 に 挑ん だ の で あっ た 


РАД) ЖЖОТ СЕЛА 


Факожтавлсжжон е Ш М5-14 ( 
MS-14 の 評価 で あ 147 

ト に 渡っ た 弱体 も +: 
カス ペン 大 佐 が 弁 っ た 機体 も また 


量産 型 ) 


ルベル ト ・ フ 
来 の 性 能 を 発揮 し 機動 仕様 機 に 近い 構造 の 
カス ペン 専用 機 эй дану: 


moose жишш 
Aut хш 


画 パイ ロッ ト 


хао 


529 127200 — 38 27-М5-09В 


MS-14 の 本 格 投入 まで の 繋ぎ と し て 運用 され た MS-09 B ジャ イア ント ・ バ ズ 
の 改修 機 。 結局 MS-14 は 配備 が 大 幅 に 遅れ た た め 、 実 
Riser FE カ と な っ て いる 。 地上 戦 の た め の 
を MS-09 か ら いた 結果 、 実に 20t 近 い 軽量 化 
に 成功 し 、 推 進 剤 の 増量 が 可能 と な 
い パ イロ ッ ト に も 扱い 


MORE INFO! 
ア ・ バ オア ・ ク ー の 防衛 戦力 


LAO NORM Emenee PERT - 47 
2-. RB IMAL, COTS 140 ERENT 
$, BEEPOCN ¿S 7E W の 4 つの フィ ー ル ド に 
区 分 され 、 それぞれ に 訪 空 大 用 が 編制 され た 。 N フ ィ ー ル 
FERKOA ARNO RKO, S74 MFG 
ABAWMALRKOVEP TI» Hh— EMTS 
MS-146 - M2 MS4MSBME SP УХЛ 
HF SMSN-O2 ジオ ング 、E フ ィ ー ル ド に は MS-06R 
ТА 高 機動 型 ザク R.1A タ イプ に 用 乗 し た マサ ヤ ・ ナ カ ガ 
ワ が それ ぞ れ 配備 され て い / 還 や 試作 機 、 名 の 
bon ALARA TH 
た も の の 、 U.C.0079.12 311 BTS. 


MS-09 と 基本 


MO5 EOE MAE. 
D- TIRRAN AMBRE, 
に て E フ ィ ー ル ド の 動画 に あたっ た 


Ааа нема 
ЧЕТ 


ж これ に よ 
ВЕСА 


YW y 


機動 戦士 ガンダム SEED DESTINY 


ECHANIC FILE Қ ОУ“ ор) ру 18а 


_ УМА: ЮЕ ゲル ズ ゲ ー жалы), ырп егш 


全高 2727m 
юй 21723L 


ЕШ 75mm 計 空自 動 バ ルカ ン 砲 工 シ ステ 
ム 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン ] МТОАБ/Е 
ビー ムラ イフ ル x2。 GMA628 ビー ム 
482 /МҝӨт 125ттЖЕНЕ 18 
電子 リフ レク ター ビー ムシ ー ル ド 「 シ ュ ナ 


ee 


MA の 開発 る アド 97 ダス トリ ー 関連 ファ イル 

а, 社 に よ è ライ ン - — 

は 再び 本 格 化 半身 を 流用 し た NV 

は 波及 し Р 
と 、 ザ フト の ディ 

渓谷 を 挟ん で 激 

ガル ナ 


MECHANIC FILE ІЗІ s 18%4 
全 方 位 か ら の 攻撃 に 備え た 武装 群 


MARAE て 開発 され た ゲル ズ ゲ Ш 75mm 対 空自 動 Ш GMA628 ピー ム 砲 
MA 部 に それ ぞ れ 兵器 富 を 有 し て いる 。 MS 部 に バル カン 砲塔 シス テム ごま 
と な 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン 」 
の ビー ムラ イフ ル と バル カン 砲塔 シ 4 мс amen Ts. act. 


ИМЕНИ с». й 
Г соғ 


な る MA 部 に は 、 前 方 の 脚 分 
в», 後方 部 に 2 連装 砲 を 装備 
攻撃 を 可能 と し 、 MARNIE ЕШ! 


ム 砲 と クロ ー を 有する 
に より 全 方 位 へ の 


Ш GMA628 Кд 


ーー ニー デ 


画 Mk61 125тт ФЕ 


атансаязһ 
жаса. 
алсан 


NX но ая те 
A ЖІГІТТІ 
更 す る こと が 可能 で ある 


前 方 に 展開 で きる ビーム 無効 化 装備 


陽電子 リフ レク ター ビー ムシ ー ル ド [シュ ナイ ド シ ュ ッ ツ mM 陽電子 リフ レク ター ー ビ ー ム シー ルド 

SX1021」 は 、 先立っ て 開発 され た MA・ ザ ム ザ ザー に 装 
備 さ れ た も の と 同 タイ プ で ある ザム ザ ザ ー が 機体 
置 を レイ アウ ト し て мо. БЕНЯ 
し た 本 機 で は ビー ム 射 出 装置 を MS 部 の 乙 と MA 部 の 前 
面 に 設け 、 機体 正面 に ビー ムシ ー ル ド を 展開 する こと が 可 
能 で あっ た 。 これ に より 、 ビー ムシ ー ル ド 展 開 に 至る まで の 
スピ ー ド は 向上 し 、 その 利便 性 は 大 幅 に 高まっ て いる , 


? 1 — w 
АКЕН ttg ЙҮ] 
RF ope) i ЕТ 


Ew Ш 


ゲル ズ ゲ ー は 、 ス トラ イク ダガー の 上 半身 を 流用 し て い п 飛行 形態 
る ほか 、6 基 の 肢 部 を 備え る な ど 、 特 殊 な 構造 と な っ て い Пр anwet атсын 
5. 急造 を 思わ せる こう し た 構造 上 の 理由 も あり 、 本 機 は ] отнет. + n: 


- 用 に 用 いる 本 な っ て いた 
林 動 性 の 面 で 欠点 を 有 し て いた 。 CHEMIN, 大 出力 ` M 


スラ スタ ー を 活か し た 飛行 形態 を 採用 。 ИЕТ!) Tt: 
け で 飛行 形態 へ と 移行 する が 、 高 機動 性 を 特徴 と し て ! 
た ザム ザ ザ ー ほ どの スピ ー ド は 獲得 で きず 、 あく まで 拠点 へ 
の 移動 用 と し て 設置 され た 意味 合い が 強かっ た 


RAM SOE HTH 
ガー に 、 6-17, 0 
зо. 多少 の 改 邊 が 加え られ た 


Ш コク ピッ ト ハ ッ チ 


ORME HILT: 


機動 戦士 ガン ダム OOP / 機 動 戦士 ガン ダム OOF 


に 投入 され た 。 戦場 で の 情報 収集 


運用 が 異な り 


MECHANIC FILE 


ина 036 AR: 情報 収集 任務 を 前 提 と し た 構造 と 兵 装 


GN-001 ガン ダム エク シア な ど と 並ぶ 第 三世 代 ガ ンダ 
ム 。 ラジ エル は 第 一 世代 の GN-000 0 ガン 
て いた オリ ジ ナ ル の 太陽 炉 を 措 載 し て お り 

し た 活動 を 担う 。 機体 自体 は 小型 で あり 
た 粒子 バ 
体 構造 を 有 し て お り 、 + 
ダム に 採用 され て いる GN ス テル ス も 措 載 され て お り 、 視 
認 や セン サー で の 発見 も 困難 な ステ ルス 性 を 発揮 で き 

装備 自体 は オー ソ ド ックス な 兵 義一 一 GN ビ 
ル 、GN ピ ー ム サー ベル 、GN シ ー ル hò 
の 兵 装 は 、 AW- MEREEELTSHEOHE SD 
で は な く 精 度 や 取り 国 し 易 さ な ど が 重視 され て 
いる 。 それ で も 西暦 2302 年 当時 に お い 
RAGMNEBY, BENE A- 
BNE. 戦闘 カ に 関し て は GN セ フ 
束 力 を 振る うこ と が 可能 で あっ た 


ж as 
ЖЛ 


Ш GN ピ ビーム ライ フル 
кх АЕ. аю 


EMO, 他 の ガン ダム が 


ECF 
=". smut 
の メラ スタ ー ド 


PEE TITE T] 
ye レー ピット 


пленка. 
ЖИТ. ABUT 
8 た 


合体 を 前 提 と し た ラジ エル の 一 部 


ガン ダム ラジ エル に は 専用 の 支援 機 が 開発 ・ 運 用 され 
た 。 この 支援 機 一 一 GN セ ファ ー と 合体 する こと で 
エル は 火力 が 大 幅 に 強化 され た 「 セ ファ ー ラ ジ エ ル ] 形態 
合体 で GN セブ アブ ロッ ク が 装着 。 これ は 
トビ ピッ ト の ハン ガ の 投 割 を 持つ ほか 、 ピ ッ ト 
へ 粒子 の 供給 を 担う コ サー と し て も 機能 する 。 いわ 
ラジ エル の 武装 強化 手段 で あり 、 ビ ッ ト 運 
一 面 も 
攻撃 手段 は GN バ ルカ ン 程 度 で あり 載 闘 カ 
その 真価 は 合体 し て の 支援 に ある 。 合体 後 は 
7 yb}NHSMABHYGNE EEL TMAH, 
単独 行動 を 行う 。 осона FORRES, МО 
が 可能 と な る 。 GN セ ファ ー 
後 の 鈴 護 ・ 支 援 も こなす 


Ш GN セ ファ ー 
CARANA 


画 GN シー ルド 


TREIER 


で あっ た 。 ИСМИ 


MORE INFO! 
イノ ベイ ター 再生 機 


イノ ペイ ター (イノ ベイ ド ) 専用 機 で ある GNZ シ リー ズ を 
開発 する 上 で . その デー タ 収 集 を 目的 と し て 再生 され た 
ンダ ム 。 その 中 で 唯一 の 徹三 世代 で あっ た プラ ッ ク ラジ 
エル は 、 カ ラー リン グ が 異な る も の の 人 性 散 は 同一 で あり 
大曲 訪 は GN ド ライ ヴ [T] (#0) が 搭載 され た 。 フェ レシ ュ 
テ か ら 各 れ 、 狭 自 の 行動 を と る フォ ン ・ ス パー ク が 引き 引 
CULM PROM, UDA 00А 


жа-т>э‹х.мөз 


AGX-04 


GERBERA-TETRA 
ガー ベラ ・ テ トラ 


CTE 


MECHANIC FILE 


SPEC 
全高 — (08 18.0m) 
тй 167112988 73.21) 


11 у 
ベル Xx2// ビ ー ム ・ マ シン ガン 
ММ デラ ー ズ ・ フ リー ト 
Шей シー マ ・ ガ ラ ハ ウ 


胸部 
鹿部 を 大 型 の スラ スタ ー・ ポ ッ ド 
る 大 и. SMO 


#515 
RALLT. 110mm 
AML TUS, 


ar 


「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に 連なる 異端 


戦争 後に 進め 


計画 か ら 外 さ 


存在 $ 9 FALE PREVIEW 
渡さ れる こと と 83. 
た 改修 案 も 存在 し た 
手 に 渡っ た AGX-04 は 
ダム 試作 3 号 


れる は ず の 機体 だ t た の だ っ た 


вна х シュ ン ル ム ・ ブ ー ス ター に 代表 され る 意欲 的 な 設計 


) 高 性 能 化 を 目指 し た 2 шағ, 
て 、AGX-04 は 対 MS 圭 


Ш 肩 部 スラ スタ ー・ ボ ッ ド 


だ っ た 。 シュ ツル ム 
カ が 平時 の 約 1.5 倍 
た 機動 力 を 発揮 する 


SLL 
Pl ae tg 


~ 
武 装 汎用 MS に 信 っ た 武装 の 仕様 と 強襲 用 MS と し て の 人 性能 
画 ビー ム ・ マ シン ガン 画 ビー ム ・ サ ー ベ ル & ホ ル ダ ー 
г сит. бов Ek > か られ た キル ダー に 1 ま 
242 re お いて 
携行 式 ピ ー ム 兵器 (ビー ム 
と いう 汎用 MS と は ほぼ 同 じき 
運動 性 を 重視 し た MS 本 体 の 性 能 に よ 
の 条件 を 満た し 
る スラ イド 機構 へ 、 ~ 


mast 73-4 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


MECHANIC FILE 


ガン ダム 試作 3 号機 | 


E.F.S.F. 


Пов НН СЕ 7, Н ИИА re qa 


は 想定 する 運用 法 や そ 


兵器 開発 が 実施 され る と 
の 運用 d そこ で 提示 され た 
数 値 に が 進め られ る こと が 多い 。 具体 的 
に は 明確 に 数 値 化 さ れ た 耐 弾性 能 で あっ た り 、 突出 し た 
載 闘 速度 で あっ た り 、 多岐 に 語る 兵 装 搭載 能力 
する 。 し か し U.C.0083 に 発動 し た GP 計 画 に よ 
が 決定 し た ガン ダム 試作 3 号機 (コー ド ネー ム : デン ドロ 
EOL) に 提示 され た 要求 性 能 は 、 敵 的 に 言え ば 「 最 強 
で あれ 」 の 一 言 に 集約 で きる 。 そし て 、 こ の 馬鹿 げた 要 
求 を 実現 させ る た め に 、 開発 担当 の AE (アナ ハイ ム ・ エ 


レク トロ ニク ス 社 ) は 、 和 柔軟 か つ 大 胆 な 発想 に よっ て 常 
謙 外 れ の 機動 兵器 を 完成 させ た の だ 開発 に あたっ 
て 単体 で の 拠点 防衛 お よび 攻略 を 目指 す 試作 3 号機 に 
必要 と され た の は 、 大 量 の 搭載 兵 装 と それ を 運用 する 火 
器 管制 シス テム 、 そ し て 巨体 を 効率 的 に 動か す 機動 カカ で 
ある 。 この 要件 を 満た す た め 、AE の 開発 チー ム は 機体 を 
ふた つの ユニ ッ ト か ら 構 成 し た 。 巨大 な 自力 推進 式 武器 
庫 (アー ム ド ベ ペー ス : オーキス ) に 指揮 管制 を 司る MS (x 
テイ メン ) を 組み 込む と いう 方 式 を 採用 。 その 結果 、 本 機 
は MS1 個 大 隊 に 匹敵 する 火力 を 獲得 し た の で ある 


(в) nell ma) 


が 
э1ипова 


ЧЕРИ, ガン ダム の パイ 
f hearers st 
実力 き 向上 きせ で いっ た 


本 構 


ム MS 


sim 


大 量 の 兵 装 を 搭載 する た め に 用 意 され た 移動 式 武器 庫 一 一 アー ム ド ベ ペー ス の 基本 構造 
я 画 アー ム ド ベ ー ス 「 オ ー キ ス 」 


MECHANIC FILE 


店 天外 立 コ ーッ ト と し て の 運用 も 可能 な MS 型 火器 管制 系 統 の 採用 


= ATAPA 


初め て の 実戦 で 想定 通り の 戦果 を 達成 


連邦 定 上 麻 部 の 意 に 反 
と され る 。 U.C.0083.11.11 


at し か し た 


て 実戦 参加 が 強行 され た の た 


続 を 予想 外 の 手腕 で 


戦 。 艦艇 を 含む 多数 の 憧 的 を 撃破 する 殊勲 を 挙げ て 


s 交戦 に よる 損傷 


живи 


MORE INFO! 
登録 抹消 と 系 列 機 の 存在 


デラ ー ズ 紛争 の 中 で 機体 が 失わ れ 、 の ち に 開発 計画 
その も の が 抹消 され RSA ERO 

4 礁 一 、「 ト ライ アル プ 
0099 に 一 維 に 公開 され た 
が 、 そ れ も 開発 初期 の アイ デア と され 、 実 機 は 存在 し な 

試作 3 号機 その も の は 高度 な 性 態 を 有 し て いた が 
一 般 的 な 主力 MS100 護 に 相当 する と いう 開発 ・ 運 用 
コス ト や 殿 佑 その も の の 特殊 性 人 め え に 系 列 機 が 開発 され 
る こと は な か っ た (707 АВЕ ШЫКСА 
P- ・ タ イブ の MS が その 城 に ある と 言え る 
повята 


OMIT. 27-7 
O97 PAF LER, P ス ペッ ク 」 と 呼ば れる タイ 
プ の 存在 が 知ら れる 。 し か し 、 本 機 は ラビ アン ロ 
BULF I-A + DU-HEDABTREL TLS, 


WZUNT EL BIA 640 27 77% 
VeodDeaL- Т Tuo sw m 2-90-57 а 


83) ml эн 24 


HEOSWNENE (Чт. 4(—`) НУ 


z === MHMMMM ТЇП 


[ü= ARANE ІІ 
БУЕН HGF 


INAJ 830 


ECHANIC FILE = ңе“ 


A< CEI 


戦争 中 の 運用 経験 や 技術 革新 が 盛り 込ま れ た ムサイ 
ЭНН. МЭЖ INE kO) t CsU TL, 
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た 。 FORMER DLL ФИБИ AOM DIS, ZGMF- 
Х235 セイ パー ガン ダム に も 匹敵 し た と 言わ れ て いる 。 


AMP-1018 ES 8 
性 能 を 有する だ け で な く 
生産 性 に も 使 れ て あり 
ЗВОНИ 

た 。 ВЕЗЕТ 
の ほとん ど に 投入 きれ 。 + 
поражения. 


СЕКТ. Ші 
окиси 


AWACS デ ィ ン の 機体 構造 武装 


AMRF-101C に 名 付け られ た AWACS と は 、 PRN 
管制 機 (Airbome Warning And Control System) BB 
語 で 、 高 空 か ら の レー ダー 探知 情報 を 戦域 管制 に 反映 き 
役割 を 担う 。 本 機 は その 横 能 を ディ スク レ ド ー ム の 増 
設 や 電子 機器 の 改良 に よっ て 満た し て いる 。 St, BRE 
力も 損なわ れ て お ら ず 、 強 妥 任 務 な ど に も 対応 し て いた 


エン ジェ ル ダ ウ ン 作戦 で 
и. BAROD THRE 


MLE, を お 。 デ ィ ス クレ 
ドー ム は 作 電 時 に 回転 す 
SMALT. S, 


PHEREATSANCIT ONT 
REM. ОЖ CORT 
‚ ®жюшайил-л@зож 
わっ て いな い 。 左 は エア ロシェル 前 面 を 示 
し た も の で . WG Oiti 
杏 セ モン サー が 堆 謗 され で いる 。 


Ш МСХ-2237 ТАК ЛЫ 28 


жиоясваһ-улк- 
хе — аз. ВЕКИ 
tapetum aD 
D, SATRON gt 
Brot. атыша 
earns. моде 
оман SRA, 


フラ イト ュ ユニット の 主軸 根元 上 
и (REVEL MM) に 
и. aie оативун+и2 
ато На) айм. 
5. лшн 

кт. жмес" 
— | 5h る ケー ス ザ ま か っ た 


№ 07.91 12 連 装 航 空 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー 


ETENI ENSI 

| ル ラ ンチ ャ ー2 ま が 外装 され で 

ъи. RFP C GNT 

に 位置 する . 

| ВАТТ 
|аптов/йнс2-тия 
| rah ES 


ンチ ャ ー に は 


ШМА-М343 ピー ムラ イフ ル 

AMA9S3W ст an t ФЕ moc LRR 
SATOMI SRL THORN THs, 
Sen, жӨЛӘсививжоат-ьт-з-с 
авон Fat het TOS 


Ш MMI-M182 航空 ガン ラン チャ ー 
ELIA 2 NEN MAN ER AMR TAR, 大 品種 の マル チラ ン 
チャ ー で . ROMNEY ТОНЫН вскен. ЕСЕ 
тергесе т 
CBSA) (PONT BETAS, 


AMF-101 の 構造 を 流用 し た 機体 設計 


Ш ディ スク レ ド ー ム 
хатина сетті, WE 
EMM CAMS {ZILF —LERLAMMERBAN TOS, また 
PARIU- LUI гу: VOMACMOSTRERBER TEED 
с. женет ВТ. 


поввноалоовл 
ディ スク レ ド ー ム 。 WELL 
к-на, МНЕ 
аайшз^-лик:яа.„сь 
ШЕТ ЕЧ 


михвстиспеван 
SENI Fr- HZ 
を の 計 4 ま が 装備 され て い 
る 。 対空 対地 の 各種 ミサ イ 
и ERAT SE E 
т. ЖясиоссФтоФие 
れ た 。 大 は 発射 時 の ハッ チ の 
ктшактыьылт. 上 
тоят, 


Ш MMI-M7S 76mm 重 突撃 機銃 
ペー メ 械 と 同じ < MARROVEDELT 
Тет MALTS, ZGMF-515 
22-Етэчуожатнт AREER 
тат ть, se FORMA BERN? 
HRMS, 


ШММІ-М1001 90mm 対 空 散 弾 銃 


7бтт@ Иоан. “SAMS NRT ROVE 


э. DSDAUCBNERNTENSXNT, SCAM OMSK 
а. пистон л A 


сжа-е>>х 
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ІШ SPEC -oms-oonr RF zaku- № SPEC -oms-o7ar RF GOUF- 
全高 一 
(SBS 180т АЁ 18.4m ШИ 187m ЯЕ 18.4m) 
юй 24.6 重量 263: 
тей 459 RE 5861 DREE 480: RE 65.21 
THF 2750W 
2923-7 64.80Okg | 
итий カン ダリ ウム 合 全 せ 
там 
Г: МОЕ ГЕЕВ 
МЕ オー ルズ モビ ル 
mea 


ou 


unknown 


RF GOUF 


12041 


ゴリ 


FILE PREVIEW 


能 も U.C.0090 年 代 の て いた 1 9 こ 
RF ザク は オー ルズ モビ ピル の 

中 で は 最も 生産 数 が 多い 

で 、 動 カバ イプ すら ダ 


AGS} al sur 884 


旧式 な 外見 に 似合わ な い 高 性 能 と 堅実 な 設計 


RF ザク の 外観 は د‎ en ود‎ 
初 移 と させ る が 内 部 は まっ た く の 別 物 で あり 、 ギ ラ ・ ド ー ガ 
以上 の 性 能 を 持つ 。 ギラ ・ ド ー ガ で 20m あ っ た 魚 頂 高 も 
18m に まで ダウ ン サ イジ ング され て お り 、 小 下 化 と 高 性 能 
化 を 両立 し て いる 。 設計 は 第 二 世 代 MS タ イプ の 堅実 も / 
の で 、 大 き な 特 徴 こ そ な い が 生産 性 や 信頼 性 に 優れ た 

だ が 、 頭 玩 高 15m 級 で パワ ー ウ ェ イ トレ シオ (кН 
MHL) に 佑 れ る 第 二 期 MS が 普及 し 始め た U.C.0120 年 
代 に お いて は 、 RF ザク は 時 代 遅 れ に な りつ つ あ り 、 オール 
ズ モ ビル と 共に 消え 去る 運命 に あっ た の だ 


+въхноь 
イフ ル は ヤク トド ー ガ 用 


ми. ша. Шаси sunan = 


ター ンズ で 使用 すれ た も 
тетсвикт. 出力 
REL TERE 


| 機体 構造 / 武 装 | グフ を 模 し た 固定 兵 装 重視 型 MS 


RFI 7127 ВАН, DD. MIT 
$, 本 機 は 陸戦 用 MS と いう 仕様 や 両 有 兵 装 も グフ 
か ら 受 け 継 ぎ 、 新 技術 で グフ を 再現 し た 機体 と な っ て いた 

жаоивтьька: EM. ムー ロッド を 、 £ 
腕 に 5 連 寺 マ シン ガン を 固定 装備 する ( 他 に も 頭 部 バル カ 
ン 砲 を 4 門 装備 )。 ビー ム ・ ロ ッ ド は 、 ヒ ー ト ・ ロ ッ ド の 先端 
тск-лкағтай,-қат. 本 機 の 攻撃 能力 を 大 
幅 に 引き 上 げた (以前 の 機体 の 2 倍 以 上 と され る 

生産 性 や 整備 性 に 配慮 し て 、RF ザ ク と 共用 の ユニ ッ ト 
を 採用 し た 点 も 特徴 


Rth AMSTA 


ипт®лик/‹-=72 t> 


7>7в® стап 


` 4 JE | аз. 5а 
生 ~< түні 
Ж) CURBERA & > 
る の も し れる い Y 
\ Я | 
ы ж //. | 
Ее | 
GELLI а!) &. | 


MORE INFO! 
オー ルズ モビ ル 


RF ザク や RF グフ な どの RF シリ ー ズ を 運用 し た オー ル 
ズ モ ビル は 、 火 星 を 組 点 と し た | 旧 ジ オン 公国 残 守勢 力 
で あり 火野 独立 ジオ ン 軍 ] を 自称 し て いた 。 オー ルズ モ 
ビル の 名 は 地球 連邦 側 の 呼称 で 、RF シ リー ズ を 一 年 区 
金 時 の 旧式 MS と 誤認 し た こと か ら 命名 され 

PRSE, 火星 に 潮 伏 し た オー ルズ モビ ル は 
40 年 が 経過 し た U.C.0120 に 決起 し 、 ガ ンダ ム F90O の 2 
Зая. аы онаш) [эчу 11% 
ン ポ ボス キャノン] で 地球 を 攻撃 し よう と し た が 地球 連 孝 軍 pe 
кюоайож. MAER) s 


F90 

ガン ダム FSO 18 
装 オ ー ル スモ ビル 埋 の た め 
сажи ARLA 
м5Ф\@. テス トバ パイロ ッ ト 
OPT тума, 


ガン ダム F90 
вт 
жю: LF90028 
ж 
лина, 2227 
RRL, FOOL 
саа. 


撃沈 し た の も オー ルズ 
モビ ピル (қаптата 


7758 %Ut 
ЯРУ. BDI TURRET ICUS 


Ш バッ ク バ パッ ク 


m: シー ルド 


LIS LILIALES 


ステ ム も ある 


Гра ди 
| RG} ененди 
же) У тснжласзант 


その 後 の オ ー ル ズ モビ ル 


A Oe 
MALTHAEMM TSE. ULC.0122 に 地球 へ の 直接 
攻撃 に 出 た 。 オー ルズ モビ ル が 涯 期間 で 圭 力 を 再編 で き 
ARRE, クロ スポ ー ン ・ パ バン ガー ド の 協力 が あっ た 

月 面 の マス ・ ド ライ バー 基地 の 制圧 。 マス ー ド ライ バー 
を 用 いた 対地 理 攻 撃 な ど を 行っ た オー ルズ モビ ル だ が . 

ン ・ パン ガー ド の 宇宙 要 寄 か ら カロ ッ ゾ ・ ロ ナ 
инан от CRM. Жит 
シャ ルル ・ ロ ウチ ェ ス ター 少 仁 も 戦死 し 、 ジ オン 系 の 反 
連邦 組織 は 大 規模 な 活動 を 行え な く な っ た よう で ある 。 


オー ルズ モビ ル は 事 寄 
上 、2 ロ スポ ー ン ・ パ ン 
BOF maru 
тар OBE 
тай. 


из- 
ит аяжунл), 
た MS。 MEET IR. 70> 
Y PIR Лал, 


masaz 
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機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY 


ГІЗ ТІЛЕС)! 


№ SPEC -zamr-1017 car's Gimn- 
+ — 


密生 


8. 2 FRET. В 5 じ た 機体 を その 用 
対立 は 決 Я тл š h は 、 数 ある 仕事 
この 戦乱 に お 


шыш. 
し た 新兵 器 「MS」 が 早速 探り 入れ られ 
て いた の で あ = 


IMF-1017 ジン 
専用 機 を 保持 し て し 
リー ダー の 茹 雲 効 は 特 ン が 開発 ・ 運 用 され た 傑作 機 で 


А8) aÜ] sur 128% 


ЛР ЛИ MSHI CORRE · ФЕИ 


非常 に 伴っ た 機体 性 画 RB w パッ ク パ バック を 外し た 状態 
тео аа 
要塞 破壊 任務 を 実施 する た め の 改 修 で 
あっ た 。 改修 に より 、 本 機 は 任務 遅行 に 必要 な 機能 
MS 単独 で の 基地 の 破壊 と 戦域 か ら の 離脱 一 一 を 獲得 し 
た の で ある 。 これ は 、「 単 狼 で の 長 時 間 活 動 」 を 主眼 と し 
た 改修 と 言え た 。 山 動 性 の 追求 が 行わ れ た 結果 、 防 御 カ 
は 極め て 低い 。 基地 守備 隊 と 交 載 し た 際 に 機体 は 皿 か れ 
た も の の 、 基 好 に 激突 させ る こと で プロ ペラ ント ・ タ ンク ト 
ЖЕ. 基地 の 破壊 に 成功 し た 


шон 
トサカ の セン サ к DETR 

ORME HAMA 2 йде» 
в. ギー ル 状 の жшн: 


Ш2-7-/171%- 
дан. йсй, 

чач 

и AR AI CRE: 


ПИЕСИ ore ro: 


通常 の ジン と 同様 、 機 体 性 能 に 大 き な 変更 は な い 。 ジ 


ン の 武 横 は その まま 使用 で き 、 特徴 的 な カス タマ イズ は 頭 
部 に 装備 し た パス ター ソー ド と 表 を 基調 と し 
程度 で ある 。 機体 に 通 度 な 強化 は され て 
ネイ ター で あり な が ら 佐 れ た 身体 能力 を 持 
に と っ て 、 身の丈 に 合っ た カス タマ イズ と 言え る の か も し れ 
В. ザフト の 脱走 兵 グ ッ ド ・ ヴ ェ イ ア を 追い 、 ФИ 
а で ある リティ リア で の 戦闘 で 大 破 。 その 際 に ヴェ 
イア の カス タム 機 の パー ツ を 移植 する こと で 修 絹 し 、 ジ ン 
改 と し て 運用 し 続け て いる 


ザフト 以外 の ジン 


CET OBA TEMERS. BRITE RM 
квс/сижан/ [MS], TIMBRE NM 
EL TROLAMSH SS THN, MEDARIS 
DURALTOS, ЖАВИ ROCO 
PPh MRT CARB THAI. コー ディ 
НАЗОВЕМ (コー ディ ネイ ター= プ ラン ト 
хы), 地球 較 合 や 在野 の 者 た ち は 少 数 と いう 計 対 数 の 
違い ) MS 開発 技術 の 確立 (運用 は で き て も 開発 ・ 建 
造 は で き な い ) な ど 諸々 の 理由 が あっ た た めか 、 ジ ャ ンク 
屋 の リサ イク ル (ワー クス ジン ) ейсжойязуға 
U, ジン は ザフト 以外 の 勢力 も 入手 で きた の が 現 杖 で あ 
た 。 ジン を 運用 し た 
な ど 多 時 に 百 っ て いる 。 それ ら の 
て カス タマ イズ され る 場合 が 多く 
増やす 結果 


コー ディ キイ 
j -MEERA 
за. miu saw 
され た も の で あり 、 7-96 
貸 の た め に ジャ ン に 与え られ た 
その デー タ は 重 甚 GATX シ リー 
хомам, 
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2 


р =“ \ 
Мы ыу Oieiesessi ИЕЛДЕ 
тит 


ШЕШІ 


ガブ スレ イ "= 


シロ ッ コ の 技術 と ムー バブ ル ・ フ レー ム が 生ん だ 可変 MS 


UC.0087 の グリ プス | 

MA の 性 能 が 飛躍 的 に 進歩 し た 戦乱 で あっ た 。 中 で も . 

形態 と MA 形態 を 両立 する た め 変 形 機構 を 採り 入 

れ た 可変 MS ¿MA (TMS “TMA) が 開発 され 、 戦場 
DIER っ て し の 中 で も 、「RX」 ナン バー を 

型式 番号 を 持ち な が ら 異色 の 開発 経緯 を 持 3E 

製 TMS が 存在 し た 。 それ が RX-110 ガブ プス レイ で ある 

ま は 連邦 還 製 の 試作 機 で は ある も 

は ティ ター ンズ の 意向 に より 開発 され た 機 

に そこ に は 木星 帰り の 野心 家 、 パ プ テ 


一 年 戦争 以来 MS 


マス ・ コ の 意思 が 

れ ば 本 機 は 、 PMX ナン バーMS (シロ ッ コ 0 

MS) に 近い も 開発 陣 は RX-178 ガン ダム 
と も 言わ れ 、PMX-000 メ 


指揮 下 で 使わ れ 
ズ の 中 枢 に 食い 7 
で の シロ ッ コ の 台頭 を 象徴 し た 機体 だ と 言 


関連 ファ イル 


RX 


メ 4 デ メガ 科 子 砲 x2 肢 部 ムー パブ 
ル ・ フ レー ム ・ ク ローX2/ フ ェ ダ ー イ 


222 1 m: S MS/MA の 特性 を 引き 出し た 構造 と 兵 装 類 
я N 武装 レイ アウ ト 


を 
ЖАНТ. RX-139 ハン 


Ты 


„ы Ыт лғы 
の 反面 、 可変 機構 の 複雑 化 


ять 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


MECHANIC FILE 


Z ガ ンタ ダム = 


AE.U.G 


変形 に よっ て 獲得 し た 、 新た な 能力 と 問題 点 


「 汎 用 性 ] と は MS の 性 能 を 評価 する 共に よく 用 いら 
れる 言葉 だ が 、 一 口 に 汎用 性 と 言っ て も その 見 方 は 多 
様 で ある 。 汎用 兵器 と 呼称 され る MS だ が 、 それ は あく ま 
で 「 人 型 で ある こと ] に 対す る 評価 で あり 、 そ の 枠 を 超 
える も の で は な か っ た 。 一 方 、 可変 能力 を 有する 新型 機 
(TMS や TMA に 分 類 され る 機体 ) は 、 人 型 と いう 制約 
を 越え た 性 能 を MS に 付与 する こと に 成功 し た 。 MS と 
MA の 性 能 を 併せ 持ち 、 多 様 な 局面 に 対応 し うる 特性 
も 、 広 義 に は 汎用 性 と 言っ て よい だ ろう 。 それ が 、 可 変 
機 が 高く 評価 され た 一 因 で あり 、 Z ガ ンダ ム が グリ プス 戦 


役 に お ける 最高 の TMS と 評価 され た 理由 で も ある 。 

た だ し メリ ッ ト ば か り が 注目 され る TMS だ が 、 当 銚 相応 
の デメ リッ ト も 存在 する 。 変形 機構 を 備え た た め に 機体 
構造 が 複雑 と な り 、 整 備 性 お よび 入 久 性 の 低下 や 開 
発 コ スト の 高騰 を 招い た こと だ 。 だ が Z ガ ンダ ム の 配備 
に お いて は そう し た 運用 面 で の デメ リッ ト は 半ば 無援 され 
た 。 それ は 本 機 が AE( ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 ) と 
エゥーゴ の 威信 を 懸 け て 開発 され た 、 象 徴 的 な MS だ っ 
た た め だ 。 Z ガ ンダ ム は ワン オフ を 前 提 と する 機体 だ っ た 
た め 、 デメ リッ ト は 問題 視 さ れ な か っ た の だ ろう 。 


(1) {1% 


[9x47 ・ ラ イタ ー」 の 呼称 を 生み 出し た 、 高度 な 飛行 理論 


КЕЛІ; 

Г 71 
¥ (Shock Wave) に 乗る (Ride) と い 
その まま MA 形態 の 名 称 に 採用 8 
形状 を 生み 出す の に 参考 と され た 


気 国 突 入 能 力 を 有 し て お 
に お その 有効 性 を 実証 š 
の 開発 に 導入 され た 。 WH の 底面 パー 
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時 間 は ご く 短く (一説 に よれ ば 変形 に 要する 時 間 は 0.5 秒 
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FHEORGGMRAN TH, 頭 部 セン サー アレ イ や 
防護 性 の 強化 、 和 株 働 時 間 の 延長 が な され て いる 。 また 
機体 の 砂 濃 環境 下 へ の 適応 と 併せ 、 ス モー ク ・ デ ィ ス 
チャ ー ジ ャ ー な どの 兵 装 も 地上 に 合わ せ た も の が 
た 。 TMF/A-B02 バク ゥ の 実戦 配備 後 は 一 線 
маан даварсан 
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機体 構造 ЗЕРд ・ ガ ンダ . 


コア ・ プ ロッ ク ・ シ ステ ム の 採用 、 SFP で の 番 積 技術 に m 正面 
より 、 RAVICAMIZFOOMY クラ スタ ー・ ガ ンダ ム に 近 
い 形状 と な っ た 。 これ に シル エッ ト ・ ガ ンダ ム の 実働 デー タ 
が 加わ っ た こと で 、 当時 最強 クラ スズ の MS と な っ て いた 。 

ネオ ・ ガ ンダ ム は 2 機 製造 され た が 、 1 号機 と 2 号機 で 
仕様 が 異な る 。 パ ズ ・ ガ レム ソン 中 佐 が 挫 乗 し た 1 号機 は 
RETBRAN, ネオ ・ サ イコ ミュ に 義 似 し た 操縦 シス テム 
を 搭載 し て いた と 言う (クロ スポ ー ン ・ バ ン ガ ー ド か ら 提 供 
され た 技術 と 見 られ る ) 。 テス ト パ イ ロッ ト の トキ オ ・D・ ラ ン 
ドー ル 少 尉 が 搭乗 し た 2 号機 は トリ コロ ー ル カラ ー で 和美 装 
され 、 操 縮 シ ステ ム は 通常 型 だ っ た 。 

コス モ ・ パ バビロニア 建国 圭 争 直前 、 地球 連邦 車 弟 306 
部 隊 に 2 機 が 配備 され た が 、 非 人 道 的 な ガレ ム ソ ン 中 佐 へ 
の 反 品 か ら ラン ドー ル 少 尉 が 2 号機 を 奉 取 。 8.15185 
2 号機 は 交戦 状態 と な り 、 両 構 と も に 失わ れ た と 言わ れる 。 


MA ラフ レシ ア に 採用 きれ 


た ネオ ・ サ イコ ミュ は 、 思 
きのみ で フル コン トロ ー ル 
が 可能 。 ネオ ・ ガ ンダ ム 1 
WL EPO I hI yh ASKER), FO PFO 
シン プル な 形状 。 MBB PRE-ORDER, 


コア - フ ァ イ ター の 肌 体 が パッ ク バ ッ ク を 工 な る 。 主 失 進 も コア ー フ ァ 
イタ ー と 共用 し で いき 。 BOMB 72468 РАА 5. 


ネオ ・ ガ ンダ ム の 主 兵 装 と し て 用 意 さ れ た の が 「G- バ パー 
Е (G-B.R.D=Generative Beam Rifle Device) | と 呼 
ば れる 大 型 ピ ー ム ・ ラ イフ ル で ある 。 ジェ ネ レー ター を 内 蔵 
する と 共に 独自 の 推進 器 を 備え て お り 、SFS 業 メガ ・ ラ ン 
チャ ー ど | その 威力 は 絶大 で 、 コ ロニ ー 
DAJ し た うえ 、 そ の 先 に いた 宇宙 戦艦 の 
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他 に も 、 ビー ム ・ ガ ン 開 用 の ビー ム - サ ー ベ ル を 2 基 、 バ 
ルカ ン 砲 2 門 、 ビー ム ・ バ ルカ ン 2 門 、 F91 用 に 近い コン パ 
クト な ビー ム ・ シ ー ル ド を 備え て いた 。 


Ш G- バ ー ド (G-B.R.D) 

ジェ ネ レー ター 内 本 区 の 大 陳 ピ ー ム ・ ラ イフ ル 。 メガ ー ラ ンチ ャ ー (ヴェ ス 
ト ・ シ ステ ム の 機能 を 合せ 持つ 。 MS と は ば 同じ 全 
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た 。 デー タ の 回 収 、 パ イロ ッ ト の 生 通 率 向上 が 目 
的 で 、 試作 機 と し て の 性 格 が 表れ て いる 。 

コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は 、 RX-78GP01 ガン 
ダム 試作 1 号機 で 採用 され た ホリ ゾン 方 式 だ が 、 
機 首 を 折り 曲げ て MS と 合体 する タイ プ だ 
hu. 同時 期 に 開発 され も た サナ リィ の クラ スタ 
ガン ダム と 同じ 方 未だ っ た 。 
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ネオ ・ ガ ンダ ム を 生み 出し た SFP は 、 AE の 小型 MS 
研究 職 発 年 画 で あ - м5 (小型 MS) OM 
RART. ++ дершк: 
AE は 、 非 合法 に サナ リィ の 技術 情報 (「 フ ォ ー ミ ュ ラ 
HEIDEN) を 入手 する と 、 そ れ を 利用 し て 小型 MS 
の 開発 を 進め た 。 ご れ が SFP で ある 。 クロ スポ ー ン ・ 
パン ガー ド の 技術 を も 取り 入れ た SFP の 結果 、AE の 
技術 水準 は サナ リィ に 追い つき 、 ネ オ ・ ガ ンダ ム の 完 
成 を も っ て 計画 は 終了 し た と いう 。 
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で 、 ニ ュー タイ プ の 可能 性 を 示す 
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ジオ ン 公 国軍 の ニュ ー タ イプ 研究 の 儲 大 成 と も 言え る 
MAN-08 の 設計 は アク シズ に 受け 将 が れ 、 後継 機 に あたる 
АМХ.004 キュ ペレ イ を 生み 出し た 。 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム の 小 
製 化 に よっ て MS の 形 盤 を 探っ た この 機体 は 、 フ ァ ン ネル へ と 
炉 化 し た オー ルレ ンジ 攻撃 に よっ て NT 専用 禁 の 感 力 を 示 し た 
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艦 体 構造 無骨 な 艦 体 に 秘め られ た 、 移 動 司 令 部 と し て の 機能 


長方形 の 艦 体 に 砲 培 と 司令 培 を 増設 し た と いう 無 傘 な ШЕН 
ташвшзшо сл, 移動 を 履帯 に 者 
な いも の の 。 部 隊 の 進撃 に 
жйкар ысып 問題 な か っ た と 思わ れる 。 それ より も 
RAMON MBE BM LU PS EN ITF OM 
で あり 、 ВАЗЕ の 能力 を 最大 限 
に 発揮 する た め の 装 備 な の だ 。 7-ДЕН УНЫН TS 
と 火力 が 封じ られ る た め 、 作戦 行動 に 従事 する 際 に は MS 
や 戦車 還 部 際 に よる 直 衛 が 不可 欠 だ っ た 


Ranty 
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戦略 上 の 重要 拠点 に 配備 され 、 戦線 を 支え た ダブ デ と その 戦果 


上 の 戦略 拠点 に 配備 され た ダブ デ 級 の 運用 記録 と し 画 東欧 オデ ッ サ 地区 
て 著名 な の は オデ ッ サ 地 区 で の 戦闘 だ ろう 。 U.C.0079. 
11.07 一 09 に か け て 行わ れ た 戦闘 で 、 県 海 沿岸 か ら 侵攻 
する 連邦 重 に 対し て 5 隻 の ダブ デ が 防 古 線 を 左 開 。 波状 
攻撃 を 仕掛 ける 連邦 軍 の 進軍 を 食い 止め た 。 また 未確認 


情報 と し て は 北 イル 基地 の コン トロ ー ル ・ セ ンタ ー と し 
て 機能 し た 艇 も あっ た らし い 。 し か し キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー ス 
攻略 埋 に 参加 し た ブル ー デ ィ ス テ 1 号機 に 撃破 され 
基地 自体 も 放 朗 を 余儀 な くさ れ た よう で ある TT” 777777 таң/-оғе. GEOMMOMCEL TS. 
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MORE INFO! 公国 軍 の 特殊 用 途 車輌 


Ш サム ソン Ш キュ イ 

サム ソン は 公国 箇 が 軍用 し た MS 較 疾 トレ ー ラ ー で 、 兵 仙 輸 遂に 特 化 し た 掲 障 車 輌 。 中 央 の 操 無 ブロック 
кашаки»ишы® (tL k7) と ト か ら 左 右 に 伸び る 防弾 板付 き キ ャ ッ ト ウ ォ ー ク に パー ソナ 
レー ラー 部 分 で 構成 さ れる 。 REAL CIR ル ジ ェ ッ ト を 装備 し た 兵員 を 搭 業 させ 、 (Шс т. 
され た た め 。 Proy TEMAENE AAN æ 
SUSSMAN ЕС. канмоны-% 
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関連 ファ イル 
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0 ・ ズ ー ル を 供与 。 AB 
ドー ス 機 と ! 7) 
利用 され て お り 、 そ 
機 が 、 水陸 両用 機 で ある ぜ 
ゼー・ ズ ー ル は 、 地 球 で の f 
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で ゼー: ズー ル は 水中 で の 航行 を 門 定 し た 機体 の た め 、 水 較 ビー ム ・ マ シン ガン 
中 で も 利用 で きる 武装 群 を メイ ン と し て いる 。 アイ アン ・ ネ 
イル や ヒー ト ・ ナイ フ は 水中 で の 運用 性 に 佑 れ た 装備 で 
どちら も 刃 の 部 分 か ら 発する 高熱 に よっ て 英機 装甲 を 破 
壊す る 威力 を 獲得 し て いた 。 また 、 水 中 用 "地上 用 の 銃 
火器 と し て ピー ム ・ マ シン ガン を 装備 。 水中 で も 使用 で きる 
よう に 改良 が 施さ れ て いる 


合用 時 に は プレ ー ド が 180 座 還 伝 
前 方 に 風間 され る 村 湖 と な っ て | 
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頭 部 や 機体 フレ ー ム な ど 、 セ ゼー・ ズ ー ル の 基本 構造 は 
ギラ ・ ズ ー ル の も の を ほ ば 路 械 し て いる 。 これ は 新規 格 の 
機体 を 開発 する の が 困難 で あっ た こと に 加え 、 生 産 性 や 
整備 性 に 配慮 し た 結果 で あっ た 。 そう し た 中 で 水中 戦へ 
の 対応 を 図る べく 、 機体 に は ハイ ドロ ジェ ッ ト 推進 器 、 パラ 
スト ・ タ ンク 、 水中 用 フィ ン と いっ た 特殊 パー ツ が 装備 され 
て いる 。 本 格 的 な 水中 仕様 と は 言い 難かっ た が 、 そ の 分 
陸戦 で も 活躍 で きる 機体 と な っ た 
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の は か に も 、 サ イコ ミュ 兵 義 を 搭載 し た ロー ゼン ・ ズ ー ル 
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4 GN-00902 セム 


トラ イア ル シ ステ ム の 範囲 拡張 を 目的 し 
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カラ ー リ ング を セラ フィ ム に 合わ せ た 以外 、 セ ラヴ ィ ー の 較 セム セラ フィ ム 合 体 時 
構造 自体 に 大 き な 変更 は な い 。 セラ フィ ム に 、2 機 の 無人 
機 一 一 GN-00902 セム を 取り 付け た 形態 が 3G 閉 備 で あ 
る 。 セラ フィ ム 自体 も 肩 部 に セム を 接続 する た め の パ ー ツ を 
増設 し た だ け で 、 強化 パー ツ 等 の 追加 装備 は な い 。 セム は 
セラ ヴィ ー の 武装 と し て 確か に 火力 向上 に 責 献 し て いる が 、 
その 真価 は トラ イア ル シ ス テム の 範囲 拡張 に ある 。 セラ フィ 
ム だ け で な く 2 機 の セム も 起点 と し て シス テム を 発生 で き 、 そ 
の 効果 男 囲 は 数 吾 km に も 及 ん だ 。 事実 上 は 戦場 の すべ 
て を カバ ー で きる 男 囲 で 効果 を 及ぼ すこ と が 可能 で あっ た 。 
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- 般 人 に よる オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と し た 第 四 世 代 MS — ауу 


АМХ-014 К ・ ウ ルフ は 、 第 一 ・ ジ オォ ン ў が 配備 され еі лях 
製 MS で ある 。 機械 的 


AMX-01 ザク 皿 改 や AMX-015 ゲー 
互角 以上 に 渡り 

t —Bil t 
党 軍 袖 付き 】 に 渡り 、U.C.0096 の 争乱 に 
オ 攻 防戦 で 、RX-0 ユニ コー ン 
4 れ て いる , 


機体 構造 サイ コ ・ ガ ンダ タム Mk-I の 小型 化 を 目指 し た 機体 設計 


AMX-014 は 、 テ ィ タ ー ン ズ か ら 接 収 し た MRX-010 サイ 回 コク ピッ ト — 
THE LM LOR ESB. その 小型 ・ 量 産 化 を 目指 / 
し て 開発 され て いる 。 中 で も 、5.250kW も の 出力 を 議 る ジェ 
ネ レ ー タ ー に 見 られ る 極端 な 3 大 出力 化 に は 、 大 型 機 の 
ダウ ン サイ ジン グ を 図っ た 本 機 の 設計 コン セプト が 表れ て し 
た と 言え る 。 また 、 22m 超 の 重 MS で あり な が ら も 、 SO 
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ター に よっ て 高い 運動 性 を 獲得 し て いた 点 も 特徴 だ っ た 
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モノ アイ を 採用 し た 
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MS 戦術 の 梓 を 逸脱 し た 、 桁 違 い の 火 力 を 獲得 


宇宙 世紀 に 登場 し た MS は 兵器 で あり 、 兵器 と し て の 。 運用 し た ZZ ガン ダム は 、 間 避 い な く 異 端 の 兵器 と 言え る 
能力 (特に 攻撃 力 ) が 追求 され る の は 当然 で ある だ ろう 。 圧倒 的 な ジェ ネ レー ター 出力 に 支え られ た 複数 
真 に 優秀 な 兵器 は [M] と し て の 能力 だ け で な く 、 運 用 の ビーム 兵器 を 搭載 し 、 戦 闘 継続 時 間 を 骸 往 に し て まで 
シス テム を 包括 し た 「 全 」 と し て の 機能 が 優れ て いな けれ 豚 間 的 な 蔵 減 力 を 発 探す る 一 一 汎用 性 を 切り 捨て 、 戦 
ば な ら な い 。 圭 争 に 英雄 は 必要 だ が 、 ひ と り の 英雄 が 戦 本 能 力 を 極限 まで 高め た ZZ ガン ダム は 、「 個 ] の 兵器 と 


局 を 左右 する の は 現実 的 で は な い の だ 。 それ を 無視 し て し て は 最高 レベ ル に 到達 し て いる だ ろう 。 し か し 複雑 な 

高 性 能 兵器 の 開発 に 血 道 を 上 げ る の は 開発 コス ト の 高 構造 が 招く 劣 副 な 整備 性 な ど 、「 全 ] の 兵器 と し て は お A 
諾 を 招き 、 自 軍 を 内 部 か ら 崩壊 させ する 愛 ま 目 を 招き か ね な 世辞 に も 良好 と は 言い 難い 。 ZZ ガン ダム の 系 語 が 後世 зах, имени. 
и, 通常 、 KEOMRURMEPKIET に 継承 され な か っ た 要因 の ひと つ は 、「 個 ] と [ 全 ] の パ . ЖЕ ШЫ БЫШЫК 


жаз. OSOMSMR 
行わ れる の で ある 。 その 意味 で は エゥーゴ が ラン ス を 置き 忘れ た こと に ある の か も し れ な い 。 CERES. 


も 考慮 し て 


圧倒 的 な 火力 を 獲得 する た め 、3 基 の 高 性 能 ジェ ネ レ ー タ ー を 搭載 
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RENE 装弾 数 が ネッ ク と な っ た 実体 弾 兵 装 a 
ит». バル カン а?а \ 男 バ ッ ク バッ ク 用 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー 


2 会 


ピー ム 兵 器 へ の 偏重 が 目 に 付き が ちな ZZ ガン ダム だ 
が 、 実際 に は 実体 弾 兵 装 (ミサ イル が 中 心 ) も 有 

実戦 で の 運用 は ビー ム 兵 問 が 主 
ぃ 兵器 信 重 と いう 本 機 の イメ 
思わ れる 。 AR 
限り 、 運 用 が 可能 な ピー 、 (過度 の 使用 は 身 
撃 機構 に 支障 を 生じ る の だ が 弾 兵 装 は 搭載 し 
た 殖 数 を 使い 切る と それ 以上 は どう に も な ら ず 。、 使い どこ ろ 
と は いえ ZZ ガン 


ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー・ 
ユニ ッ ト 


オプ ショ ン 高 性 能 機 に 対す る オプ ショ ン 兵 器 の 必要 性 


多く の 携行 内 蔵 兵 装 を 有する ZZ ガン ダム だ け に 、 オ プ 
の 運用 は 重視 され て いな い 。 3 機 に よる 分 次 ・ 
合体 構造 も 沢 用 性 と 行動 可能 領域 の 拡大 に 繋が り 、 戦 
況 に 応じ た オプ ショ ン 兵 義 の 開発 は 見 送ら れ た の だ ろ 
た だ し パリ ュー ト ・ パ 
は 搭載 で きる よう な 考 應 が て いる 。 また 実戦 現場 の 
て 即席 の 兵器 が 搭載 され る こと も あっ た (あく ま 
+), SOR 『 っ た が w 
次 第 で 様々 な 兵 装 を 運用 で て は MS の 強み で あり 
それ は ZZ ガン ダム も 同様 で ある 。 だ か ら こ そ て 即席 の オプ ショ 
ン 兵 器 を 運用 で きた の で あり オプ ショ ン 兵 問 が ZZ ガ 
ンダ ム の 圭 力 向上 の 一 助 


MORE INFO! 
ZZ ガン ダム の 改修 と その 成果 


区 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に お いて アー ガマ 隊 お よび ネェ ル ・ 
アー ガマ 万 の 主力 機 と な っ た ZZ ガン ダム は 。、 ネ オ ・ ジ オン が 
投入 する 新 製 MS に 対抗 すべ く 、 様々 な 改修 が 施さ れ た 。 9 
(に コア 3 を 巡る 最終 決戦 に 向かう 際 に は 、 ЧЕ EBE RN 
す 大 改修 が 施さ れ 。 SADC. 機動 性 を 増強 する 
た め の フ ルアー マー 化 ま で が 実施 され て いる , 
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FERES 1.440kW 
АЭАЗ-ИЛ 8.400kg 


(w) н:01 E 228 


関連 ファ イル 


た U.C.0078 か ら 520 年 
経た U.C.0096 に お いて 、 そ の バリ エー 
か リプ ス 戦 役 や 第 一 次 ネ 
戦わ ざる を 得 な Ж) 事件 に お いて 
MS-06 と いう 邦 軍 ト リン ト ха 


UC 


ALE 01 SHEET 22 


ディ ザー ト ・ ザ ク の 構造 


MS-06 ザク の パリ エー ショ ン の が 、 本 機 は 夏 
志 載 仕様 に 改修 され た MS-O06D ザク ・ デ ザー ト タ イ プ を 改 
ML AME THO, 主 に 出力 の 強化 (MS-06 は 976kW. 
本 機 は 1.440kW) が 施さ まれ て いる ほか 、 コックピット は グリ 
プス 戦役 以降 スタ ンダ ー ド ト た り リニア ・ シ ー ト と 全 天 周 
ター を 導入 。 プロ ベ タン ク に よる 活動 時 間 の 
№. ジェ ッ ト ・ ス キー に よる 砂漠 で の 高 機動 性 と いっ た 
Wm aman? た 。 CRBS TUOS. 


水中 用 ザク (ザク ・ 6 
同機 を 再 設計 し た 機体 。 固定 兵 装 を 中 心 と し 
化 さ れ 、 水 中 で の 機動 性 を 向上 させ る た 
機体 性 能 ・ 兵 義 と も に 総合 的 な 強化 が 施さ 
体 は グリ プス 戦役 に お いて 運用 され た が 
ネオ ・ ジ オン 戦争 で は ネオ ・ ジ オン が 接収 し て 使用 。 さら に 
は ジオ ン 残 沈 軍 も 運用 し て いる 。 どちら の 組織 も 、 жән 
能力 を 高く 評価 し て いた の で ある 


砂漠 仕様 ザ サク の さら な る 改造 機 
Ш ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー 


ザク ー デ ザー ト タ イ プ に は な か っ た 訪 半 で 
と きえ られ る 。 SMOMIT ABEL 
nat) ERT 290 
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DES) һе01 


タケ ミカ ズ チ は 、 空 峡 と し て の 機能 を 追求 し た 艦 体 で あ 
Bo トリ マラ ン 構 造 の 採用 に より 航行 の 安定 性 が 保 た れ た 
ほか 、MS の 運用 に 対応 で きる 広い 甲板 と 格納 庫 ス ペー 
ス の 確保 を 実現 。 さら に 、 甲板 は 上 段 FRO ЯНА 
T. 上 部 を MS、 下 部 を 戦 関 機 や 飛行 形態 と な っ た MS の 
出撃 に 用 いる こと で 、 効率 の 良い 運用 を 可能 と し て いた . 


MS の 運用 を 想定 し た 改修 


画 ブリ ッ ジ 
TEI 
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MEMOIRS, SOR MB HUMANS, KML FOR 
HERP EH CDS. 


防衛 用 に 設置 され た 兵器 群 


空母 と し て の 役割 に 特 化し て いた タケ ミカ ズ チ は 、 ビ ー 
ム 砲 な ど 本 格 的 な 戦闘 用 兵器 は 備え て いな い 。 ВО 
礎 も 、 主 に 搭載 機 で ある ムラ サメ や M1 アス トレ イ が 担っ て 
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リガ ・ ミ リティ ア の ゲリラ 活動 を 支え た 、 圧倒 的 な 多様 性 


サイ ド 2 を 本 提 地 と し て 地球 侵攻 を 図る が ザン スカ ー ル 
帝国 に 抵抗 する リガ ミリ ティ ア は 軍隊 で は な く 、 有り 体 に 
言っ て し まえ ば 「 ゲ リラ 」 に 過ぎ な い 。 その た め リ ガ ・ ミ リ 
ティ ア の 戦力 は 帝国 と 比較 する と 圧倒 的 に 小 規模 で 
り 、 少な い 戦 力 で 帝 | (ベス パ ) に 対抗 する の が 並 大 
抵 の こと で は な い の は 、 当 初 か ら 予 測 さ れ た 事態 で ある 。 
そこ で リガ ・ ミ リティ ア 関 係 者 は 新規 開発 兵器 を 最大 限 
に 活用 する 方 法 を 模索 、 新 型 MS (V ガ ンダ ム 、 倒 
的 な 汎用 性 を 付与 する こと に し た 。 その 結果 、V ガ ンダ ム 
に は 他 の MS に 見 られ な い 独 特 な 変形 ・ 合 体 機 構 が 採 
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する と いう 特性 を 与え た の で ある 。「 必 要 は 発明 の 母 」 と 
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機体 を 構成 する バー ツ の 組み 合わ せ は に よっ て 機能 が 変化 する 合体 シス テム 


V ガ ンダ ム を 構成 する 3 種類 の パー ツ (コア ・ フ ァ イ タ ー. 
ハン ガー、 ブ ー ツ ) は 合体 する こと で MS 形態 と な る 。 合体 
は 基本 的 に 自動 制御 で 行わ れ (合体 直前 に お ける 各 パ ー 
ツ の 位置 間 係 だ け は 手動 で 調整 する 必要 が あっ た らし い ) 
合体 に 要する 時 間 も ご く 短 時 間 で 足り る た め 、 BRET 
も 多用 され て いる 。 た と え 合 体 中 に ある パー ツ が 撃破 され た 
と し て も 、 す か きず 代替 パー ツ を 投入 すれ ば 合体 自体 に は 
支障 が 生じ ず 、 戦 力 低下 に は 至ら な い 。 この よう な 対応 カ 
の 高 さ が V ガ ンダ ム の 特徴 で あり 、 こ の 機能 性 が リガ 
ティ ア の ゲリラ 活動 を 支え た の で ある 。 ちな み に こ の 分 離 ・ 
合体 機能 は 後継 機 で ある V2 ガ ンダ ム に も 採用 され た が 
機体 を 構成 する 他 の パー ツ を コア ・ フ ァ イ タ ー の オプ ショ ン と 
する 機能 は あま り 用 いら れ な か っ た 。 帝国 軍 の 最新 鋭 機 に 
対応 する た め に V2 ガ ンダ ム は 相応 の 高 性 能 化 が 回 られ て 
お り 、 各 パー ツ の 生産 性 の 低下 や 汎用 性 の 良 定 も や む な し 
と 見 な され た 結果 が この よう な 状況 を 招い た の だ ろう 。 
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ギア だ が 、 MS 運用 能力 を 付与 する に あたり 、 その 構造 は 
大 幅 に 変化 し て いる 。 НЕМА ти. НЕЯ 
ВЕС). これ に より 内 部 スペ ー ス も 大 幅 に 広がる 結 
果 と な っ た 。 この 広がっ た スペ ー ス は MS デッキ (格納庫) と 
し て 利用 され 、 各所 に 備え た MS 用 カタ パル ト ・ デ ッ キ を 通 
し て スム ー ズ に 機体 が 発着 で きる 構造 と と っ た の で ある 


Хоу ЖА соғ 


巨大 艇 な ら で は の 内 部 構造 


ドコ ゴス ・ ギ ア に は 、400m と も 言わ れる 巨大 な 艦 を 効率 画 ブリ ッ ジ 

良く 動か すべ く 、 こ れ ま で より も 大 規模 な ブリ ッ ジ が 採用 さ = ғ 
В. 
я} 


MORE INFO! 
ゼネ ラル ・ レ ビル 


к1л-%?ЫЕТЕНЕО2ӘЕТ. жанан 


ROME. Кіл. 
ドコ ス ・ ギ ア よ り も 大 きく 、630m 


れ て いた 。 単に 艦 の 航行 を 指 探す る 場所 と し て だ け で は な Г} 
く 、 作 戦 司 令 室 と し て も 機能 する 造り と な っ て いる 。 その ほ H< ) 
か 、 ブ リッ ジ ク ルー が 休息 を 取る た め の レ スト コー ナー な ど | PA 
租 内 設備 も 充実 乗組 員 の スト レス を 最小 限 に 抑え る よう [Q AS 
な 配慮 が な され て いた ry 


Қ ТІ 四 レス トコ ー ナ ー | a 
і 


HCR 


pit ы аз タバ ルト ・ デ ッ キ も ド ゴ ス ー ギ ア か 


inl 


и 
(など が 全備 され 


た め に 投入 きれ た 。 ジェ か 


GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガンダム) 


RMS-108 


ка 
2 \лиз од жишш 


が 実行 に 移さ れ た 。 地球 連邦 軍 本 部 の あ . 
基地 へ の 降下 ・ 侵 攻 作 戦 で 4 
テ ズ は 、 集 結 す る エエ 


投入 

た ー ト ・ シ 
ステ ム が 配備 され て の 交戦 と な する 。 これ は グリ プス 戦役 
に お ける 初期 の 大 規模 作戦 で あ Š MS 戦術 


隊 は エッ ゥ 


ІШ SPEC ms-100 manasa- № SPEC эмт GALRALOYS. 

ЖЖ 205m (WOM 175т) 全高 190m 

йй 521102988 504) 重量 5032828 569) 
Ёїї—9-йл 1.790ку/ に WW 


2229-ЙЛ 74. 
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ЖЕ ビー ム ・ ラ イフ ル 他 


МЖ ティ ター ンズ 


ная ジョ ナ サ ン 人 


ライ ラ ・ ミ ラ ・ ラ イラ 1 


ガル バル ディ 8B `“ 


ラサ イ だ け で な 


改修 し た RMS. 


地球 に 降下 


ゴ を お びき 寄せ る 罠 て た 


た MS。 RMS-106 
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MORE INFO! 
ジョ ナ サ ン と カン バニ ー 


ティ ター ン 属す る ジョ ナ サ ン は 、「 カ ン パニ ー] と 


FSNSMMERDORRICLLHL, し か し 兄 の 死 を 
женге 


PECE EOLO TIST 


э туч + си 


公国 軍 が 戦争 末期 に 開発 
% (宇宙 戦 仕様 ) を 接収 し た | 


を 施し た 機体 で ある 
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ガン ダム アス トレ ア m spec 
Е Ot? Ea == 
| GUNDAM ASTRAEA TYPE F | ASTRAEA TYPE F Гое а 


АРИЯ E カ ー ボ ポン 
ЖЕ GN ビ ー ム サー ベル x2. プ GN シ ー ル ド 
/ GN ビー ムラ イフ ル ノ プ ロト GN ラン 
チャ ー ノ プロ ト GN ソ ー ド 


ки フェ レシ ジュ テ 
フォ ン ・ ス バー ケ 


「 ガ ンダ ム 」 で ある こと を 陳 山 され た ガン ダム アス トレ ア 


関連 ファ イル 


CHANIC FILE 


「 顔 」 を 隠し た 赤い アス トレ ア 。 UU 


アス トレ ア タイ プ F は 、 ア スト レア の 機体 色 を 赤 に 変更 
し 、 セ ン サ ー マ ス ク を 追加 し た 模 体 で ある 。 機体 その も の 
は 強化 され て お ら ず 、 武装 も アス トレ ア で テス ト さ れ た 試作 
ЕЖУ СЕ. 戦闘 能力 は 仕様 変更 前 と 同じ だ 
その 理由 と し て 、 セ ン サ ー マ ス ク に よる 乗 性 (ガン ダム で あ 
る こと ) の 隠 蔵 が 重視 され た こと 、 本 機 に 対抗 可能 な MS 
が CB に し か 存在 し な か っ た こと が 挙げ られ よう . 

本 機 の 同型 機 と し て 、 撃 破 さ れ た 「 イ ノ ベ イタ ー 再 生 機 」 
を 修復 体 が 存在 する 。 フェ レシ ュ テ を 去り 、“ ヴ ェ ー 
#" の 旧 ホ スト を 入手 し た フォ ン ・ ス パー ク の 党 機 で ある 。 
BMP ALON IPI PENA EDK 
炉 を 搭載 する 点 な ど が 、 オリ ジ ナル の タイ プ F と の 違い 
た 。 この 機体 は 、 重 武装 仕様 の ガン ダム アス トレ ア タイ プ 
F フル ウェ ポン や 高 機動 型 の ガン ダム アヴァ ラン チア スト 
レア タイ ブ F ダ ッシュ と し て も 運用 され 、1.5 (アイ ズ ) ガン 
SLT SENT SRBUENERL KE 


< 


CB の ガン ダム と 同じ タ 
イミ ング で 、 オリジナル 
ТЕЖЕДІ 
る アス トレ ア タイ プ F も ト 
ラン ザム が 合用 可能 と 


GN ビー ムラ イフ ル 、GN ビ ー ム サー ベル x2、GN シ ー ル ド き 括 圭 し た 状 
B, ガン ダム と し て は スタ ンダ ー ド な 義 備 だ が 、GNF ラ イヴ 大 区 
шеа Ята, フェ レシ ュ テ 時 代 の アス トレ デ 947 
Fu. ほとん どの : DARVEENRLEITAS. 


画 セン サー マス ク 
ЕНТО, COMI), FLOM 
Тш! REN. НАВЕС, HPD 


刀身 に GN フィ ー ル ド を 発生 きせ る 
9470Ж, エク シア 用 GN 
ンー ド の プロ ト タ イプ に あたる 。 アス 
トレ ア で テス ト さ れ た 兵 凌 で 。 タイ プ 
кейшсет@йатпт. а, 


TREATS, им 
部 の アタ ッ チ メ ン ト を 介し て 本 続 し て お 
и. звено кисло 
オプ ショ ン を 挫 載 で きる 


エク シア の バー ツ で 強化 され た タイ プ F _ 


アス トレ ア タイ プ F の 強化 改修 型 が 、YCB-001F2 ガ 
ンダ ム ア ス トレ ア STFU (タイ プ F2 と も ) で ある 。 エク シ 
ア の 予備 パー ツ を 組み 込み 、GN 科 子 制御 能力 だ け を 見 
て も 40% 以 上 の 性 能 向上 を 果たし た 。 レン ズ 型 の GN コ ン 
デン サー へ の 換装 頭 部 クラ ビ カ ルアン テ ナ の 追加 トラ ン 
ザム 時 に 機体 周辺 の 粒子 を 制御 する こと で ビー ム を 個 向 
させ る 「GN リ フレ クシ ョ ン ] の 搭載 が 、 主 な 変更 点 で ある 


„му у?е» 
/ アン テ ナ と な り 、 тын 
能力 ゲ 大 幅 に 向上 。 GNI 
>%--АЯмонтм 
MORELA, REL. а 
Висит 


яжсмшо->хмонз,ж>%-. 2200ка) 
PEPENG, 12270%Ш/%-уЖШАААҒЫ, CB に GN 
SST PERL AS, FPR EROL 


レギ ュ ラー だ が 、 ト ラン ザム 解除 の Ç 
人 の 人 は マス ク 非 義信 の タイ プ F が 古っ た 


ОМ 


Ш プロ ト GN ラ ンチ ャ ー 
プロ ト GN ソ ー ド と 同じ く ア スト レア で テス ト さ れ た 兵 装 で タイ プ F 財 と し で 
は 最大 の 火力 を 有する 。 ヴァ ー チ ェ 用 GN バズ ー カ は 、 こ の 発 属 塵 で あ 
š, アス トレ アタ イブ F >л2:Ж>ТОАЯНУЫ 


庄 の クラ ビ カ ルアン テ ナ を 外し て GN ア ダ プ タ に 接 半 、GN ド ライ 
тастан тхл ишт, лш T tabo. РЖ 
5бма> FSFE UML CECB BS, 


MORE INFO! 
新た な マイ スタ ー 


画 飛 2307 年 時 、 か つて アス 
トレ ア の テス ト を 担当 し た ガン ダ 
ム マ イス ター は 死亡 、 ま た は マ 
イス ター を 引退 し て いた 。 この た 
め 、 ア スト レア タイ プ F を 含む フェ 
レシ ュ テ の ガン ダム は 、 新 マイ ス 
ター の フォ シン ・ ス パー ク に 任 され 
た 。 CBR. S47 FRCS 
括 業 し た フォ ン だ が 、 フ ェ レ シュ テ 
を 流 け る と イノ ベイ ター 再生 機 を 
修理 し て 使用 し て いる 。 GN ド ライ 
ヴ か ら 幸 子 町 蔵 タン ク に 換装 し た 
タイ プ F 改 に は 、 予備 マイ スタ ー 
の エコ ・ カ ロー レ が 搭 業 し た 。 


フォ ン ・ ス パー ク 
влет. 東入 し た 理生 能力 
貢 わ れ て フェ レシ ュ テ に 押 か れ た ガン ダ 
ム マ イス ター。 CBD tiana, 
ім, 8230780. 184. 


та т#>э‹х›мвз 82-12 
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推力 に 特 化し た 構造 と 豊富 な 火器 類 


жег. 木星 園 で の 作業 機 に 兵 閉 と MS 形態 を 付与 し た ÜB 武装 レイ アウ ト 
も の と 言わ れ 、 措 力 の 確保 を 優先 し た 構造 を 持つ 。 TOR 7 2 

時 材質 は 不明 だ が 、 ガン ダリ ウム Y に 近い 合金 だ と 推測 され 
\$. 主 兵 装 と し て ジェ ネ レ ー タ ー 直 詰 式 の 強力 な メガ 粒 
тагать. MAIS: レー ター に 依存 する た め 出 
力 算 下 と 併せ て 火力 も 低下 し て し まう 。 逆 に 言え ば 撃ち 過ぎ 
は 出力 の 低下 を 招き 、 機 体 へ の 影響 も 者 過 で き な い 。 これ を 
福 う た めか 他 の 火器 は 実体 痢 で 占め られ て お り 、 そ の 大 部 分 
が MS 形態 で の 使用 を 前 提 と し た 一 兵 装 と な っ て いる 。 
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MCR NOM тй. 
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икяе т, FOMMAN TS, ハン ド メ イ ド と 
22 а: 
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ои THR ORE: 


Жас". нама. тиса 
TAS, тие 


туза: жан! 
жыт: акы 


別に 格 剛 用 の クロ ー を 持つ 。 МЕОИ: RDS 
жатта, ИНЕТ ЮРЬЕВ, 


BBC TEAD CRB ORWL ATA 


ター を 周一 方 向 に 指向 し て 大 推力 を 得る 方 法 を 探 Ш MA 形態 
ALTOS, 変 疹 は 非 ム ー パ ブル ・ フ レー ム の パー ツ ・ プ ロ mxmptnarms-te 
2 移動 に よっ て 行い 、 短 時 間 で の 変形 (所要 時 間 0.5 秒 
が 可能 。 これ は TMS で ある Z ガ ンダ ム と 同じ で ある 。 本 機 を 
一 番 良 く 理解 し て いる シロ ッ コ は 、 MA の 機動 力 で 急 接近 し 
て 宙 兵 装 を 交え た 格闘 で 一 撃 し 、 再び MA 形 
いう 戦法 を 探っ て いた 


BUMS THRO 
DFA. MABEL 


ma. vmx 83-4 


機動 戦士 Z く ガン ダム 


ハイ ザッ ク ・ 
5 h 
2 J HIZACK CUSTOM | 


‘al 
z 
< 
HE 
“ІР ж-т 
ше 
ДУ bam 
ия 


[BALAN 4 Fy | と 呼ば れ た 、 狙撃 用 MS と その 実力 


っ > た 。 と は いえ 基 ай 能力 は 群 
より 生産 性 の ・ 混 迷 ABE. 
生 機 が 建造 され 
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機体 比較 ペー ス 機 と の 形状 を 比較 する こと で 、 能力 を 推察 する 


汎用 性 を 重視 する ハイ ザッ ク と 長 距離 狙撃 に 特 化し た 画 機体 比較 ЕШ 
ハイ ザッ ク ・ カ スタ ム 。 基本 設計 が 共通 し て いる 一 方 、 異 な \ 
る 機能 を 発揮 する 両者 の 違い は 、 MMM SE AR 
жәсыусав, thu MEMNTRUS—BMET 
ある 。 特定 の 能力 を 拡張 する た め に は 、 ど の よう な 改修 が 
必要 と され る の か ? 両者 の 形状 か ら 機 体 開発 陣 の 思 奄 
が 推 窪 で きる と いう も の だ 。 グリ プス 戦役 を 通し て あま り 活 
座 の 場 が な か っ た ハイ ザッ ク ・ カ スタ ム で は ある が 、 MSM 
発 字 の 携 点 か ら 眺 め る と な か な が 興味 深い 立ち 位置 を 占 
め て いる の で ある 。 も し グリ プス 戦役 が さら に 長期 化し て い 
PID PHL EEE 


る ハイ ザッ ク ・ カ スタ ム 
MBANSOM ATES MEA 
ERLT. Валоа 
で も 右 選 に 新座 され た シ 
тея 


СТИ 
н 


@ ハイ ザッ ク / @ ハイ ザッ ク ・ カ スタ ム 


@ 


Ф ザク ・ マ シン ガン 改 


9 機 も の MS を 撃破 し た ハイ ザッ ク ・ カ スタ ム の 活躍 


現在 、 ハイ ザッ ク ・ カ スタ ム の 圭 闘 記録 と し て 公式 に 計 。 徳用 士官 で あり 、 ハ イザ ッ ク : カ スタ ム を 弁 る 彼ら に は 「 コ ロ 


MORE INFO! 
稼 宙 域 に 接近 する エゥーゴ 機 を 狙撃 せよ 」 と の 指 狙撃 用 MS の 存在 意義 


AURAS ST AR ESCA EOP OL ли Ыл 
b の ティ MR 狙撃 郊 団 に 足 を 踏み 入れ た エゥーゴ 機 を 警告 な тшс, TUS, だ が MS が 高村 生化 層 げ る に し た 
ター ンズ も 次 第 に 誠 昧 、 ペ テラ ン パ イロ ッ ト 不足 と いう 間 に 撃 研 し た の だ っ た 。 た だ し 当時 の サイ ド 2 は 中 立地 帯 で が っ て 命中 率 の 低下 を 招き 。 SER MM EOE 
BML, そこ で ティ ター ンズ 上 層 所 は 軽 賠 経験 の ”。 あり 、 中 立地 否 の 戦 肛 は 国際 協定 に 抵触 する 倍 反 行為 星 し 始め る と AWAMSORAE AMIR DH Tot 
Wu WW I- AICMAT SEER TBS, それ で も ふた り は 狙撃 任務 を 統 行 。 最終 的 に タワ 
EME, エゥーゴ 滋 減 に 当たら せ た の で ある 。 モ ル ガ ル テ HO- Y—FOARICMMENSETOMIC, RIOR 
ンコ ロニ ー に 派遣 され た 2 名 の バイ ロッ ト (ソラ マ と カラ ) も も の エゥーゴ 機 を 宇宙 の 敬 選 と 化し て いた の 7 


れ て いる の は 、 サイ ド 2 の 13 バ ンチ (モル ガル テン ・ コ = 
ロニ ー) 付近 で 発生 し た 戦 開 で ある 。 グリ プス 載 役 中 盤 以 FH 
隆 、 長 期 化す る エゥーゴ と の 軍事 衝突 に よー 


クワ トロ ・ バ ジー ナ 
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E.F.S.F. 


[FAT ОБЕ CH ов то НЕ 


U.C.0100 年 代 、 性 能 の 向上 と 併せ て 巨大 化 の 一 
途 を 辿っ て いた MS 開発 は 頭打ち と な っ て いた 。 そう し た 
状況 の 中 で MS の 構造 は 見 直さ れ 、 小 型 化 の 道 が 接 
жап. 地球 連邦 軍 傘 下 の 海軍 戦 路 研 究 所 サナ リィ 
S.N.R..) は 、「 性 能 を 維持 し た まま 小型 化す る 」 と いう 
コン セプト を 「 フ ォ ー ミ ュ ラ 計画 (プロ ジェ クト )」 に よっ て 具 
体 化し 、F91 ガン ダム F91 を 完成 させ た 。 その 計画 で 最 
初 に 開発 され た F90 シ リー ズ は 、 ミ ッ シ ョ ン ・ パ ッ ク の 換装 
汎用 性 を 得 よ うと 試み 、F91 は F90 シ リー ズ で 蓄積 され 
た デー タ を 反映 し て 完成 する 。 こう し て 高 性 能 小型 MS 


の 集大成 と な っ た 本 機 の 兵 装 は 、 同 時 代 に お ける トッ プ 
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ОСХ-76АОЯНЕ РАН. ШЕРОВ ЕОС 
SUSTEC LSESRE72Z TERRE pA, 94 
テッ クス (ам) 技術 を 応用 し て 収束 させ る こと で 発射 する 。 また 、 
ヴォ ー テ ックス の スパ イク と し て 放出 され る 生成 弾頭 一 プラ ズ マ 
(プラ ズ モ イド ) は 、 砲 身 を 前 進 する 過程 で 複数 の アシ スト ・ イ ン 
ジェ クタ ー か ら プラ ズ マ を 補給 され 、 破 壊 カ と 安定 性 の 強化 が 図ら 
れる 。 COMBS, NHS RAN SRV (LAT) の 
設計 思想 に 近い も の と 言え る 。 


FE THSIAAL 


£ R23E 30CX-76ADE Ж Ий p'u. 
大 きく 4 つの 医 画 (モジ ュー ル ) に 分 けら れ 


北野 に は モジ ュー ル を 分 解す る こと で 内 
езе). Ваза. 


© 7>хтннви 


IIKENNE. 


TOMBE Ombi t 


О 5 フー スト 区 画 
FE7- 2 R: 
B7IXTERAT 


Ө #87-хһха 
ere Ts 
днк, この イン ジ 

AMAI と 電子 を 注入 す る こと で 。 737. EMTS 


© フラ ズ マ 生成 部 


ати шз 
mas ara 
SRS, кшк?) 
симавтов 


射撃 管制 は クレ ー ン で 砲 に 接続 され た 射撃 指 近所 か ら 
行わ れる 。 5 一 6 名 の 砲術 員 が 制御 を 分 担 し 、 ル ウム 戦役 
に お ける 評価 試験 で は アレ クサ ンド ロ ・ ヘ ン メ 克 術 長 が ト 
リガ ー を 預 か 睦 準 は 、 前 線 か ら の 観測 デー タ を 基 に 
し た 間接 射撃 指示 を 前 提 と する が 、 射 撃 指揮 所 か ら の 直 

に よっ て 射撃 を 行う こと も 可能 で ある 。 た だ し 、 長 
は 磁場 や ミノ フス キー 蘭子 の 影響 が 強く 表れ 


され る 。 EACEA 
Come eee 


DUM SAAR руш, Gu siscic (ийїї. L 
場所 で ダー スコ 


機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY 


ЕЛІ 
š WW Л%-}У-Һ#ЙЛЫ Se 


нт 


れ た レイ シリ ен 
れ 特徴 的 な 機構 を 採り 入れ て お | 


А8] нЕ ШЕСІ)!!! 


や ダメ ー ジ が あっ た 股間 だ け 通電 し て PS 装甲 が 果 を 肥 
ぼ す 二 重 困 甲 一 一 TP 装甲 が 導入 され た 。 また 、 腰部 
追加 の バッ テリ ー パ ッ ク を 装備 する 。 主 武 養 と し て 新た 
タク ティ カル アー ムズ を 用 いた 


Фй, rr 


Key Word セカ ンド G 


セカ ンド し か ら タ クティ カル アー ムズ と その 剃 
ЕРУУ 
РЕНИ ВЕКЕ, この 状態 こそ 
SF MERCK —FL-LOMBBBERA 
ЗВОН ОВЕН. с 
в. セカ ンド G の 「GJ DONT Ts, 


画 ロー エン グリ ン ラ ンチ ャ ー 


жа ех 84-10 


MECHANIC FILE 


チタ ニュ ウム 1 

ЕН ドー バー ガン プシ ー ル ドビー ム サ ー 
ベル x2 ミサ イル ポッ ド 

тщ 02 

FRR ゼクス ・ マ ー キ スプ オッ トー 


0Z が 開発 し た A.C. 更 上 初 の 戦闘 用 M 


ロー ム フ ェ ラ ж 2 で 性 を 考慮 せ ず に 用 


| хи №2 | 


トー ル ギ ス に は 、 CRE OM REM TSE = ドー バー ガン 
能力 が 付与 され て いる 。 その 主 武 半 と な っ て いる の が 、 肩 部 
に 悪 渡 で きる 長 獲 茜 容 の ドー バー ガン で 、 一 度 の 射撃 で 複 
類 機 を 撃破 する パワ ー を 有 し て いた 。 その ほか 、 近 距離 埋 を 
類 定 し て ビームサーベル や シー ルド も 有 し 、 対 MS 戦闘 も 可 
вых より 、MS が 量産 化 さ れ て いた 
AC.195 以 降 の 戦闘 に も 対応 で きた 


— | 


BER SOM ARS. 
СЕРИЯ 


Ш ミサ イル ボッ ド 、 


ТТА 
IRTE 


高 機動 性 を 支え る 大 出力 推進 器 


重 装甲 の 本 機 が 宇宙 で も 地上 で も 優れ た 機動 性 を 発揮 画 バー ニア 
で きた の は 、 パッ ク パッ ク に 設置 し た パー ニア の 付加 に よる 
独立 ユニ ッ ト タイ プ の この パー ニア は 、 両 肩 の 後方 に レイ ア 
ウト され て お り 、 使 用 時 に は 内 部 の スラ スタ ー ノ ズル が 填 出 
っ で いた 。 また 、 バー ニア ユニ ッ ト 自 体 を 上 下 に 
が で き 、 噴射 方 向 の 細か な 調節 が 可能 と な 


н--ез-жәк [| 
BOI мн, пасвжап | 1 | 
る 。 SHORD BAY で いき 2 基 の スラ スタ E 
MENER AEO IRN EAn x 
MBE TOS MRL 


の よう に 見 える 


大 気 園 離 脱 用 の オブ ショ ン 装備 


トー ル ギ ス は 宇宙 で も 地上 で も 運用 で きた が 、 大 気 国難 脱 М 大 気 園 離脱 用 ブー スタ ー 
能力 は 有 し て いな か っ た 。 その た め 、 オ プシ ョ ン 装備 と し て 大 気 
型 苑 脱 用 の ブー スタ ー が 用 意 さ れ て いる 。 この ブースター は 
大 型 の プロ ペラ ント タン ク と 宇宙 活動 用 の 補助 ユニ ト な ど で 
WLAN TH), AL-ACAMBRMEMRLLT $ 
£ WMA REED 2— MAN Ub) AT 
あれ ば 機体 を 一 拠点 と し て 使用 する こと が 可能 と な っ て いる , 


% / Beemer 
шы cena 
В.) КЕТ 


жағоакияясже 


MORE INFO! 
02-00М52 トー ル ギ ス I 


к/-хохтюзтинжь 
あっ て 、 Клевые 
4 


いも の と な 


イト を ガー ド する パ Ак トールギス と は 四 な る フェ イス ガー 
ゃ MENS, BOM % D РЫР А 
ани CABREL v, зле NEM), MAR ト は 守 軍 活動 用 で あり に に SETS, 
BOUL SCIEN). няоишежденосьитак тоза 


ma raaz 85-4 


GUNDAM EVOLVE Зада а АДЫ Endless Waltz) 


ТІГІ 


2 ウイ ング ガン ダム ゼロ Gez 
し сїттїї unknown ls 
Ў WING GUNDAM ZERO EW Ver. | aus 


жаке 


ФЖ 167m 
BE зо 
E — 
2223-ЯЛ 
тий 
RE 


1? тк 
HAR ヒイロ ・ ユ イ 


19 COMPARISON CHART e 


ЕТТЕ 


ウイ ング 状 バ イン ダー 


! の 除 で 人 知れ ず матч» 


ヒイロ ・ ユ イ の 乗 機 
ダム は 、AC.195 に コ 


ІСІТІ 


相応 иш 


戦闘 記録 正史 に は 残る こと の な か っ た 、 ヒイロ と ウイ ング ガン タム の 戦い 
た 時 п 21 ZERE 


バッ ク バッ ク 


соне 1725072 MD (モビ ルド ー ル ) 


型 キャ ノン を 建造 し た 組織 の 正体 や 目的 0Z も ツバ ロフ も A.C.195 の ビーム ライフル メ ピー 
明確 な 記録 は 残さ れ て いな 2 t 組織 に 関係 し て いる と は 
の 迎撃 に 組織 カ た 機 た ék ROZE が 機体 を 
0Z や ホワ イト 
иже 者 も いる よう だ 。 OD ス と な っ 
で 建造 さ され た 機体 


ムタ ー ベ ペル x2 


に 本 機 ! 搭載 さ NARE 
МО: モビ ルド ー ル シス ラ の 開発 ( 
技師 長 ツバ ロフ が 関係 し て お り 、 こ れ も 有 力 な 証左 


機動 戦士 ガン ダム UC 


MECHANIC FILE 


残党 軍 の MS 


(к) ЕЙ зш? 


-MS of ZEON REMNANTS © 


ジオ ン 残 党 軍 の MS③ 


ド ワ ッ ジ 


MS-096 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 し た 陸戦 機 MS-09 ドム は 、 ホ ドム 系 M 
バー 推進 機構 に よる 高速 移動 を 実現 し 、 重 力 下 に お け MS-09 の パリ エ - 
機動 性 を 飛躍 的 に 向上 させ る し た 


は 行わ れ 


資金 面 


能 は 開発 当時 と ほぼ 同等 


ア の 反乱 | の 終結 
U.C.0096 に な っ て も 変わ る こと が な か っ た 
SER! 化し て いた 局 地 載 仕 様 の 


『 が 保有 し て いた 


№ SPEC -м$-096 nwAp6E № SPEC ws-ese/raor vow TROPEN. 
全高 182m_ ФА 185т акы 
mm 435 88 218 


ў130-3-80 1.440KW = 
2229-ИЛ 128,500 


ОЕША ТЛ 

2223-ЯЛ 472004 

2202244) WM нал 

モー ト ・ ト マ 

ネー クノ ザク ・ マ シン ガン 他 
123 Е 


ZEON 


MS-O9F/TROP zkê 


方 
多 


ド ワ 
ほぼ ゲリラ 部 
技術 面 か の ら 考 えて 、 両 機 の そ 


られ る 。 地上 に 


Гаа ЖЕ 


画 ド ワ ッ ジ の 構造 en Ш ドム ・ ト ロー ペン の 構造 
insonne y wa の Rie ы. 
ттш 
"а жа PO 
ки TTY 
Ф ザク ・ マ シン ガン 
„Аа Ñ ы 
t ar жоя» ©? ED ®} 
И / < 


T) 


0 ヒー ト ・ サ ー ベ ル @ ハン ド ・ グ レネ ー ド ヒー ト ・ ト マ ホ ー ク 


м err) Ft > マガ ジン 
A è + LET 性 
М$-140 => © - 
DESERT GELGOOG 7% 
砂 中 潜行 用 スコ ー プ ! = 
5] ө+ллипти. wroumsan 
1 し ! ` - 


アー ム ド - パ スタ 
* нанс. жа 


砂漠 戦 用 に 強化 され た 高 汎用 機 
MS-14A ゲル ググ は 、 一 年 戦争 時 ( 06 ザ デ ・ ゲ ル グ ク 1918 開発 され た ゲ 


高 汎用 機 で 4 2 し つ へ の 特 化 が 図ら 
ょ ビー ム 兵 器 


т» 


機動 戦士 ガン ダム 
ШЇ 


後部 


ТҮТІГІ 
を 相 ん で 衝動 する 


ホイ ー ル 


リガ ・ ミ リティ ア の 地上 部 隊 が 用 い 


U.C.0149、 サ イド 2 
カー ル 帝 国 が 建国 。 その 台 て 欧州 各地 に 敷 
7—7 リ テ 東欧 地帯 


V ガ ンダ ム の 特性 に 合わ せ た 積載 運用 能力 


V ガ ンダ ム は コア ・ フ ァ イ ター を 千 と し 、 A / B パ ー ツ と の 
合体 変形 が 可能 な マル チ ブ ル MS で ある 。 こう いっ た 仕様 
か ら 、 各 パー ツ を 2 台 の カミ オン と 専用 車輌 に よっ て 運 孝 
で きる コン パク ト さ を 持ち 得 て いた ン 自 体 も V ガ ンダ 
LEMME SEY CEM GE BMED EMA TS! 
パー ツ の 射出 な ども 可能 と る 。 積載 能力 を 重 
こと か ら 武 装 は 備え て いな い が 、 ルー フ 上 に ミサ イル ・ ラ ン 
チャ ー や マシ ン ガ ン 、 パ ズ ー カ を 設置 し て 戦闘 に あたっ た 


MORE INFO! 


リガ ・ ミ リティ ア で は 、 MMOS янса, № 
Ва Е ПАЛАС 
иша”настше „юш ретш TH), зам 


жой. сенин #\:ний- са 
され で いた も の が 、 そ の まま り ガ ・ ミ リティ ア の 支援 に 用 いら れ 
DINARA 


で いる 。 地上 で 活動 する リガ ・ ミ リティ ア - 


イ ・ ジ プラ ル タ ル の 宇 軍 引 越 公社 まで V ガ 
シュ ラク 隊 の LM111E02 ガン イー ジ 
の 給 送 に は サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) が 用 いら れ た が 
こち ら は 連 部 軍 か 組織 の も の か 明らか に な っ て いな い 


ペチ エン か ら ア ー テ ィ ・ ジ ブ 
IRMAN LER 
En Йу, STM, 
[PCST」 の 文字 が 描か れ 
FRIAR NED 
MMA TUR. ガン イー 
СНОС, 


Ш 小型 クレ ー ン 展開 図 


セッ ターH926 


“Key Word 


nell sitet 90) 
"SCIENCE 


コア - フ ァ イ タ ー 
キャ リア ー 


"ツガ ンダ ム の コア ・ フ ァ イ ター は 、 カミ オン と は 別に 専用 
DRWTEMENS, この キャ リア ー は コア ・ フ ァ イ ター 
の サイ ズ に 合わ せ た 造 り で 、 カ ミオ ン の 半分 要 度 の 大 きき 
И ал TOOTS, 


ELETI E] 
使わ か た SFS。 $ R24 Sn. 
виз. вх'шейто. 
ETERS). може 
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機動 戦士 ガン ダム 戦記 


MECHANIC FILE мет 


ガン ダム 7 号機 


フル アー マーMS の 乗 体 と し て 設計 され た ガン ダム 7 号 
機 は 、 一 見 スタ ンダ ー ド な MS で ある 。 し か し 、 НОЯН 
載 用 の マウ ント ・ ラ ッ チ や アポ ジ ・ モ ー タ ー (補助 バー ニア ) 
を 多数 備え て いる 。 結果 、 ガ ンダ ム 7 号 機 は RX-78NT-1 
アレ ックス に 匹 江 す る スペ ッ ク を 与え られ 、 М - EOE 
に 関し て は ガン ダム 4・5 号 機 すら 上 回 っ た 

ガン ダム の セカ ンド ロッ ト の 1 機 と し て 誕生 し た 7 号機 だ 
が 、 一 年 戦争 中 に は フレ ー ム し か 製作 され ず 、 完 成 は 終戦 
後 と な っ た 。 完成 し た 7 号機 は オー ガス タタ 基地 で 調 撃 や テ 
AMES, 0.С.0081. 18:74 ARRAS 
EBM [771 2 4-78] に 配備 され た 。 パイ 
ロッ ト は 同 隊 隊長 の ユー グ ・ ク ー ロ 大 尉 だ っ た 。 

だ が 、7 号 機 の テス ト ・ パ イロ ッ ト が スパ イ だ と 判明 し た 
た め 、 正 規 の 機動 補正 プロ グラ ム を イン スト ー ル され て お ら 
ず 、 当 初 は 苦戦 を 強い られ た 。 機動 補正 プロ グラ ム 導 入 
後 は 増加 オプ ショ ン な し で も 圧倒 的 戦闘 能力 を 示し 、 IBY 
オン 公国 軍 残 覚 を 追い 詰め た の だ っ た 


OAD KOK 


№. 57.7652. 
РТТ 
コク ピッ ト ば 全 天 周 還 モ 
ニタ ー を 揚 載 し て いた が 
クー ロ 大 生業 
使用 あれ な か っ た 


増加 オプ ショ ン 対 応 の 高 機動 機 


一 ビー ム ・ ラ イフ ル 


| и іла 
ботто 585050000 
ж. 2680 t 5. 対 MS 用 
| Test, визитна 
に 

| =. – и OMORK78) 

| 用 と . は ば 問 じ モデ ル で ある 、 


и グレ ネー ド ・ 

」 ラン チャ ー 

| emcee omara 
922422134 Ф 
BAT. Е-л.247% 
| MESEMRARTHS. 前 
角 に 措 載 する た め 団 応 性 に も 
ane 


лжет. ER 
(12529 EMML TB, ガン ダム 牧 MS 
と ジム 系 MS に 見 られ る 香代 0 足 径 で あり . ガン 
ダム 7 号機 に も ほぼ ば その まま 細 涼 され た 


FILE 01 SHEE 


шу-лк 
RAHAT SM, ж 
асан 


増加 オプ ショ ン [ファー スト アー マー」 装備 の 7 号機 


装甲 ・ 兵 凌 ・ 挫 進 療 や 補助 バー ニア を 含む 機動 デバ 
イス 、 サ プ ジ ェ ネ レー ター な ど が 一 体 化し た 複合 増加 オプ 
ショ ン 「 フ ァ ー ス ト ア ー マ ー」 ШМ! LTS 
FA-78-3 フル アー マー ガン ダム 7 号機 で ある 。 ガン ダム 7 
号機 本 体 が 増加 装備 を 前 提 に 開発 され た こと 、 ファ ー ス ト 
アー マー が 7 号機 と の マッ チン グ に 配慮 し て 設計 され た こ 
と か ら 、 最大 限 に 性 能 を 発揮 で きる 。 

ファ ー ス ト ア ー マ ー の 搭載 兵 閉 は 多彩 か つ 強 力 で あり . 
FERENCE- 77:2. 胸部 2 連 ビ ー ム ・ ス プレ ー ガ 
ン ( グ レネ ー ド ・ ラ ンチ ャ ー と 選択 式 )、 マ イク ロミ サイ ル 、3 
連 緒 ミサ イル ポッド 、4 連 寺 ミ サイ ルポ ッ ド な ど を 搭載 する 。 7 
号機 本 体 の 全 手持 ち 兵 装 も 併用 可能 で ある 
機動 デバ イス と し て は 、 各 パー ツ の 推進 問 や 補助 バー ニ 
ア の 他 に 、 テ ー ル スタ ビラ イザ ー が 追加 され た 。 MOM 
心 一 許 部 に 設置 され た テー ルス タビ ライ ザー は 加速 性 能 を 
向上 させ た だ け で な く 、 AMBAC シ ステ ム も 華 ね て いる 
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EMS-10 ヅダ は 、ZIMMAD が 4 ダク 
z 軍 の 試作 M 
制式 化 競争 に 敗れ た 同 


地球 連邦 軍 M 
暴走 で 失わ れ 、 残 


5510 空間 機動 性 を 重視 し た EMS-04 の 設計 
コン セプト を 継承 し 、 広 帯域 推進 剤 技術 (Wide Spectra 
Propellant Technology) 124241227. DAF АЕ 
кені. CATAL hE 
Ач РЧ Р MEHEKS 
試作 「 水 星 」 エ ンジ ン を 経て EMS_04 に 搭載 さ 
eR ATL (AR | 1 MEO LAM сї 
10G を 、 5G 加 速 な ら 1 分 近く を 持続 可能 で 、EMS-10 は MS- 
09 ド ム に 採用 され た 新型 の 「 土 星 」 エ ンジ ン を 搭載 し 


SCE S.06 系 列 機 の 武装 を 流用 し た 汎用 MS と し て の 装備 形態 


機体 設計 に 関し て は 音 欲 的 な 点 が 目立つ EMS-10 だ が 
実戦 型 へ の 改装 に 際 し て 専用 の 武装 は 開発 され ず 、MS- 
06 ザク の も の が 流用 され た 。 これ は 、 本 機 が 汎用 MS の 
枠 を 超え な い 機体 だ っ た こと と 、 プ ロ パ ガン ダ の た め の 機 体 
に 必要 以上 の コス ト を か けら れ な か 
と 見 られ る 。 Brame 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 


RGM-79C 


- 年 戦争 に 投入 され た ジム の バリ エー ショ ン 機 


一 年 載 争 の 最 中 に 地球 連邦 軍 が 開 k = 宙 基 地 ルナ мал Ча 
Шап, RMR аһ 対す る 画像 右 の 後期 型 ジム は 、 戦 争 末 
そし て 未 敵 の 実戦 部 隊 に まで 配 = 
ジム タイ 
「 星 一 号 作戦 」 | 
ë R ム は それ 以前 か ら 
一 年 戦争 中 に 開発 され た ジム 
g 録 や 資料 が 錯 線 し て いる も の が 多 


後期 型 ジム 
$ м JP 


運用 履歴 最初 期 の 対 MS 戦 に 垣間見 える 、 連邦 軍 の 戦術 と その 成果 


集団 戦術 が 推奨 され て 


#0. 3 


22# 


айл! 
нали 


ジム と 共に 


ボール] は 、 жж 


\ ボ ー ル も 貴重 な 戦 
本 性 能 の 底 上 


機動 戦士 ガン ダム 


MECHANI 


ЕЗ ТІЛЕГІ! 


ズゴック 


関連 ファ イル 


ー 年 戦争 期 に お け 
性 能 を 誇っ た 機体 は 


た だ け <. м 同等 か それ 配備 され た 。 マ ラー 隊 が 地球 連 
の 陸戦 性 能 を 有 し て ト 基 地 隊 撃 に 用 いた ほか 、 南 太平 


жеен 
ТТТ 


問題 が 改善 され 
Я 得 


MECHANIC FILE 


機体 構造 陸 


他 の 水陸 両用 MS と 異な り 、 陸 洗 能 力 を 重視 し た 本 機 
レー ター は 水 空冷 式 を 併用 し て いる 。 機体 
重量 は MSM-03 と 比べ 20t 近 く 軽量 化 さ れ て お り 、 陸 上 で 
は 軽快 な 機動 性 を 発揮 で きた 。 また 、 バ ルク ヘッ ド と 呼ば れ 
る 構造 を 探り 入れ て お り 、 機 体 各 部 は 独立 し た プロ ッ ク に 
て 構成 され で | これ に より 損傷 浸水 な ど は ブロ ッ ク 単 
位 で 留まる た め 、 優れ た ダメ ー ジ コン トロ ー ル 能力 を 持つ 


LET 
њо. 


能力 の 向上 を 目的 と し た 構造 


画 フレ キシ ブル ・ ペ ロウ ズ ・ リ ム 


Ш ラン ド セ ル 


Г ха ETETA 


Жимс. SMORBET A TAHBRE 
て いる 。 これ に より 兵 装 の 持ち 替え が 不要 と な り 、 結 
は ある が 優れ た 即応 性 に 持 が っ た 。 中 で も ビー ム 
水陸 両用 MS と は 一 線 を 画 し た 高 威力 を 有 
し 、 腕 部 に 搭載 する こと で 陵 上 や 海面 上 で の 潜 税 におい 
て な 射撃 性 能 と 運用 性 を 持つ 。 きら に アイ アン ・ ネ イ 
ル は MS の 胴体 を 買 く ほど の 威力 を 見 せ た 


ИЕ 
О 


MORE INFO! 


Ежууэтпухмиоазфуж>мяжы. UC 
оова: г\ ус EMP LOMSERALL TUK, s. 
[27520] 事件 が 発生 し た U.C.0096 に お いて も 、 各 
地 に 潜伏 する ジオ ン 残党 重 は 旧式 MS を 携え て トリ ント ン 基 地 
ЖИЖ,-о255. そこ に は MSM-07 の 雇 も あっ た 。 民族 
ゲリラ や スタ ン パ ・ ハ ロイ の コレ クシ ョ 
ト ア され て 全 天 周 囲 モニ ター 等 の 最新 | 


жисам: ыт... 


空中 の RX.160S パイ アラ 
Е ДА 
жатат,/м5мо? 
で あっ た が 。 Hegel 
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Ll 頭 部 6 連装 ミサ イル 


5 貼 に き 5 発 。 肝 3O 発 の 240mm ミ サイ ル ы 
め 水 中 で も 使用 可能 。 MARKS п. Ели. т ++ 


ジオ ン 残 党 軍 に よる 運用 


R 


Ава RANI WOMSM:O7. EY 
の バイ アラ ン ・ カ スタ ム の メガ 和子 克 を 受け て も 、 АВА, 
паша” Bini са тт... 


rs 
Key у Хау2ожін 
キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー ス で 生産 され た MSM-07 は 、 重 
На ВИЕНА 
れ て いる 。 AMULET AAT, ATOM 
BMSEIS— DEMEN, ВЕЖНЫВВОЬО 


で あっ た 。 これ ら を 改善 する た め 度合 整備 計画 に よっ で. 
より 完成 度 の 高い MSM.07E へ と 昌 華 し た の で ある 。 


WRHANAMSMO7T 
ы). SAORI EM 
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И: 
Sht, инле 
クロ プス 隊 で 運用 され た 。 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 2 号 機 バン シィ 
[ユニ コー ン モ ー ド ] 


- 
UNICORN GUNDAM 02 BANSHEE 


左腕 部 


大 気 圏 下 で 調整 され た 漆黒 の ユニ コー 


ム の 2 号機 
ィ は NT-D 搭 載 
と 基本 性 能 は 同 き 
て 重力 下 で の 稼働 実験 が 行わ れ て い 


SPEC 
全高 197m 


йй 2402888 2670 


アー マーVN ビーム ・ サ ー ベ ル x4 
バル カン 次 X2 


MECHANIC FILE ЗГЕ 


フル ・ サ イコ フレ ー ム 機 と し て の 人 性能 
ила 


パン シィ の 基本 構造 は 1 号機 と 
ク も 同等 で ある 。 特殊 構造 材 で あ 

ムー バブ ル ・ フ レー ム を 構成 し た フル ・ サ イコ フ | 
あり 、 その 機体 追従 性 サイ コフレ ー ム 採用 機 
ERMTSEO THs. 機動 性 や 運動 性 能 も 高く <、 ユ 
ニコ ー ン モー ド で も 充分 に 戦闘 が 可能 だ っ た の で ある 。 £ 
た 1 号機 と 同じ く 、 デス トロ イモ ー ド へ の 変身 機構 を 有 し て 
お り 、 NT-D シ ステ ム を 発動 させ る た め に は 、 デス トロ イモ ー 
ド へ と 移行 する 必要 が あっ た 


ユニ コー ン モ ー ド で も 使用 で きる 兵 装 群 қ 
КЕ ーVN 


パン シィ は 1 号機 と 兵器 構成 か | 回 アー ム ド ・ ア ー マ 


と いっ た スタ ンダ ー ド な 装備 を 備え て いな 
アー ム ド ・ ア ー マ ーVN、 アーム ド ・ ア ー マ ー 
ム 兵 続 を 義 備 し 


са, 機体 の 戦闘 能力 を 


回 アー ム ド ・ ア ー マ ーBS | 
тезі авео у-елатанед 
8. ユニ コー ン モ ー ド で も 作用 で きる 


運用 実績 強化 人 間 の 乗 機 と し て 


マー サ は 、「 裕 付き 】 に 所 属し て いた 強化 人 間 マリ ー ダ 画 VS ユニ コー ン ガ ンダ ム m マリ ー ダ ・ ク ルス 
を 拘束 し 。 アル ベル ト ・ ビ スト を マス ター と мм サ 
し た 。 彼女 は パン シィ に 乗り 込む と 、 パ ナー リン クス が 
жота віл ЕШУА. 
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機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY Н 


ШІН 7 775 
' - 専用 ジン | шт 


SPEC 
全高 2143m 

Eh ай 785i 
|e EZ — | 
2923-87) 
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ЕН ガー ベラ ・ ス トレ ー ト タイ ガー ビア ス 

LL グレ イプ ヤー トド 

Res па 


(AES) aÜ] wer 134 


グレ イプ ヤー ド の 守り 手 と し て 運用 され た ジン 


CE.71 の 戦乱 当初 7 2 ЖА. MR (> - 19) が 愛 機 と し た シ 
た パリ エ 


関連 ファ イル _ 


ド 
ве 
増加 装甲 FILE PREVIEW 
oon дезо; | 
本 機 だ が 、「 刀 」 と いう 
び 割 れ て 失わ れ か けた が 
で ロウ が 鍛え 上 げ 、MBF-P02 ガ 


け 継 が れ 


М5) mOi suer 130a 


激戦 を 潜り 抜け た 機体 と グレ イブ ヤー ド の 技術 に よる 武装 


著 身 理 用 ジン の 外見 は カス タマ イズ され て お ら ず 、 一 見 ши 
通常 の ジン と 同様 で あっ た 。 し : 標準 的 な ジン の 兵 装 жататы винам. нов 
は 一 切 用 いて いな い 。 RAE MUOTSNOATHH. Gang-sxosnurem-o 
ъй IIASA TL: 
か る だ ろう 。 また 、 AROMMERNTLOOSSENY A+ 
面 は カス タマ イズ され て いた と 考え られ る 。 MAOWMEB 
синлиси. 場当たり 的 な 修繕 が 施さ れ て いる . 


清信 を 受け で いる 。 ть 
А 


fe, ОЖ SKN 


TF Un ue id 
使わ な か っ た と えら れる 


m 武装 レイ アウ ト O カー ベラ ・ ス トレ ー ト 
MSORRAPASN ATEN RUMI, OLEMEES тяя>онитайта ть 
овса дает конто пее тво, яме 


Ө タイ ガー ヒビ アス 


ガー ベラ ・ ス トレ ー ト 


MORE INFO! 様々 な コロ ニー と グレ イブ ヤー ド 


CE.10 に は コロ ニー 構 表 が 本 格 化し 、 翌 年 に は 国際 宇 。 1420=- B グレ イブ ヤー ド の MS 
軍 ス テー ショ ン (OHM) が 完成 。 宇宙 開拓 時 代 を 烹 えた , 1 
PROM CEATSAOONM—LOC BAM 
の 研究 コロ ニー [Zodiac] #000. Васька 
造ら れ て いく 。 その ひと つが 「 グ レイ ブ ヤー ド 」 で あり 、 時 代 の 
渡れ で 不要 と な っ た 技 条 を 持つ 人 々 が 移住 。 生き た 証 と し て 
各々 の 技術 を デー タベース に 王 し 、 余 生 を 過ごす 場所 と し た 
の で ある 。 TORROVEN SBR Hot 


AA a 
an 


?а-2.7/>ЖЖСІ 
EUL ERETT] 
— с. 


ATP KERN LITE 
monteta), ジン ハイ マ 「 メ ン デ ル 」。 グレ イプ ヤー ド に 
са-/ФҰсиязһе ваши кан: м 
MA-M92 или. その REDENEER 
HMR ANAL TBS OMRMEBS TIVE バイ 
た も の で ある 。 жик лааг: 


АЧА 
ЖАШ с Ай. 

эсш + ам. 
пьоьая. авы 
地上 で 叶い られ た パク 


ma- yx 86-12 


твкиеслуы 
MECHANIC FILE モビ ルフ ァ イ タ ー: GF 13.01 INC ドラ ゴン ガン ダム [®) =Ül жї 
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モビ ルフ ァ イ ター : GF13-01 1NC ドラ ゴン ガン ダム н] хт ОДА 
BUMN ガン ダリ ウム 合金 スー パー な 


rn |] | Ш ドラ ゴン ガン ダム 7 
/ У DRAGON GUNDAM | 
合 桂 。 レ アメ タル ・ ハ イブ 


iy ms й EE 
E п-х2 ШЛ D 


EE OR TT シー の 愛 機 


伝統 の ある 超大 国 と 旧 世 紀 に 
未来 世紀 (F.C.) < В š В 運動 性 能 を 特徴 
クロ バティック な 動き も 可 
の 格闘 兵器 ドラ 


жт 


FILE PREVIEW. 


ШЕШЕ ПР: 


格 動 戦 を 重視 し て 開発 され た ドラ ゴン ガン ダム は 、 パ ルカ 
ン 夫 以外 の 実体 弾 兵器 は 備え て いな い 。 だ が 、 両 能 部 の ド 
ラゴン クロ ー は 伸縮 自在 の 兵器 で あり 、 先 負 に は 火炎 放射 
巻 も 備え る た め 、 その 攻撃 範囲 は 非常 に 広く な っ て いる 。 一 
Я. 合計 12 基 備え られ た フェ イロ ン フ ラッ グ は 、 旗 状 の ビー ム 
を 放出 する 機構 を 持ち 、 機体 周辺 に パリ ア と し て 展開 で きた 
ほか 、 打 容 兵 問 と し て も 使用 可能 で あっ た 。 サイ シ 
の 兵 癌 を 抜 辞 の 格 生 セン ス に よっ て 使い こなし た の 


А мыл 


BURBEL Си, 


ате” 


胸部 (ドラ ゴン クロ ー) 
обой 


таға», 
Dee. ahr 
ГІЗ? 


地球 が リン グ と な る ガン ダム ファ イト で は 、 長期 間 、 地球 で 
の 行動 を 余儀 な くさ れ た 。 特に 予選 大 会 で ある サバ イ バ ルイ 
レプ ン で は 、 1 1 ヶ月 の 間 、 HSE BU TIMER to 
' ら な か っ た の で ある 。 コア ラン ダー は 、 そ ん な ガン ダム ファ 
の 足 と し て 利用 で きる 小型 の 移動 手段 で あっ た 。 また 
ドラ ゴン ガン ダム 起動 時 に は 変形 し 、 機体 の バッ ク バッ ク と し 
て 機能 し て いる 


PRISE ана MNES 
た 。 TIITINEN A 


少林 寺 の 奥義 を トレ ー ス し た 必殺 技 の 数 々 


ガン ダム ファ イト で は 、 頭 部 を 破壊 する こと で 勝敗 が 決する 画 宝 華 教典 ・ 十 絶 陣 (じゅ う ぜ つじ ん ) 
が あっ た 。 頭 部 の 破壊 に 繋が る 攻撃 を 必殺 技 と いう 
が 、 本 機 で は フェ イロ ン フ ラッ グ を 使っ た 「 宝 華 教 典 (ほう か 
きょう て ん )」 HD, ГВ ЈСО 
BL. FERI PRA SW 42431 52-2 
УЗО ТЯ. REM) も 実現 で きた 
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ТЕУ 
度 開催 され 、 優 勝 し た Др J К | = 
次 の 2 催 まで の 間 、 ЧЕН: 


これ が 国際 条約 で 定め られ た ガ 


HERSE 5T 
SS Қалар s ss НЕ 
ып#шсн-тй 家 の 力 を 何 倍 に も 拡大 し 、 それ が 決勝 ラウ ンド へ の 切符 
予選 期間 (サバ イ 獲得 э 
beste 
な い 激 闘 が 繰り 広げ られ る 


GE} mÜ] ser 10: 


変形 機構 を 巧み に 利用 し た 機体 と 、 その 機能 性 


第 13 回 大 会 に 出場 し た モビ ルフ ァ イ タ ー は それ ぞ れ 特 
株 機能 を 有 し て いる が 、 中 で も ネー デル ガン ダム と マタ ドー 
ル ガ ン ダム は 「 変 形 ] を 得意 と する 機体 で ある 、 
ネオ オラ ンダ の ネー デル ガン ダム は 、 変形 に よっ て 
Айсын. 軟 わ ず し て 決勝 ラウ ンド に 物 を 進め る 
コン セプト と し た 機体 。 も ちろ ん 戦闘 も 可能 だ が 、 無 詩 な 
戦い を 極力 回 必 す る こと で 人 的 物 的 握 害 を 軽減 する の が 
最大 の 目的 だ っ た よう だ 。 この コン セプト は 功 を 奏し 、 ネ ー 
デル ガン ダム は サバ イ バ ル イレ ブン 開催 中 の 11 ヶ 月 を 風 
СА Сас, ほぼ 無傷 で 決勝 ラウ ンド へ の 
HMM EMBL TUS, た だ し バト ルロイ ヤル を 基本 と す 
る 決勝 ラウ ンド で は 1 対 1 の 戦闘 を 祭儀 な くさ れ 、 戦 闘 能 
AMEE RZ, 必 条 技 (ネー デル タイ フー ン ) で 対抗 す 
る も の の 数 戦 が 続く と いう 残念 な 結果 に 終わ っ て いる 
一 方 、 ネ オス ペイ ン の マタ ドー ル ガ ン ダム は 同じ 変形 機 
構 を 採用 し て いる と は いえ 、 こ ちら は 変形 を 攻撃 手段 と し て 
積極 的 に 活用 し て いる 。 BAMA TR CHS 
を モチ ー フ に し た 機体 は まさ に 暴れ 和牛 その も の で 、 その 突進 
力 は 並み 居る 強要 を 突き 破っ た 。 LOSMABLM - MEE 
機体 内 に 収納 し て 弘和 牛 の 頭 部 型 に 変形 すれ ば 、 突 進 力 は 
28. 戦闘 力 の 強化 7 ま ら ず 、 DRORME 
住 現し た 機体 は 、 見 事 に サバ イ バ ルイ レブ ン を 突破 し て みせ 
た 。 ガン ダム ファ イタ ーー カル ロス ・ ア ンダ ルシア の 不慮 の 
事故 きえ えな けれ ば 、 か な り 上 位 に 食い 込ん だ か も し れ な い 
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自 と 県 を 基調 と し た スト ライ プ カ ラー が 特徴 的 な 、 ネ オ 
ケニア の モビ ピル ファイター。 ФЕ? СИН С В). А 
повеже нти, 気付 か れ な いよ うに ジャ 
ペリ ン を 投げ 付け て 確実 に 射止め た 。 また ガン ダム ファ イ 
ター の コン タ ・ ン シ ・ ド ゥ ー ル の 身体 能力 を 活か す た め か . 
文 玲 は 他 の 機体 を 圧倒 する ほど の 力も を 発揮 し て いる 。 
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オセ ペル ク に 乗っ た ま 
ま 、 ヒ ー ト オー 
Meme + 
2553271 
тилазкят.: 
724 


GF13-073NPO ガン ダム マグ ナー ト GF 13-053NMO テム ジン ガン ダム 


ネオ キュ ー バ が 請 る 重量 線 モ ピル ファ イ ネオ メキ シコ の 水中 用 モビ ルフ ァ イ ター。 ネオ ポー ラン ド の モビ ルフ ァ イ ター。 ビー ム ネオ モン ゴル の モビ ルフ ァ イ タ ー。 テム ジン 
ター。 ガ ンダ ム フ ァ イタ ー= フ ラン ク ・ ガ スト | 印 国 の 伝 続 衣 装 で ある ソン プレ ロ を 模 し た | バル カン を 使っ た 射撃 戦 を 福重 と する 異色 | シュ ミッ ター と 時 ば れる 2 振り の 馬 平 (だ ん び 
DOEAEEPLAMRMEM BELTS 頭 部 か ら 渦 券 き を 発生 させ 、 MME | の 機体 だ 。 だ が 火力 は 充分 で な く 、 格 闘 鞭 5) を 使っ て 欄 的 を 切り 天 む 。 さら に ガン ダム 


U. PER-7D—BREBARNEO, と は 
いえ 大 技 過ぎ て 障 が 目 立つ こと も 多かっ た 。 
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ファ イタ ー の キル ・ ハ ー ン は 格 征 能力 が 高く 
機体 と の 相性 も 良かっ た と 思わ れる 。 


ガレ ダム マッ クス ター 
њилла ガン ダム ロー ズ と の LOUN TUNES 
トラ イデ ント を 義信 тити. ピー ム バ パ жиотсаса 
本 中 で の 機動 性 を 活 ルカ ン を 選 け られ た う ん だ も の の 、 ぁ と 一 
Ас. MEERA SOECATMAL 
тал. NREL TOS, て し まっ た 。 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


г TGME-X6G665 „22 


УР _ 

ММІ-бА026 17.5mnCIWSx2 
MA-BAR7BF 高 エ ネル ギー ビー ムラ 
42 MAMBOS デフ ァ イ ア ント 改 


18) ШШЩ sa 1% 


関連 ファ イル 
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複数 開発 され て お り 。 そ の 内 の 1 機 が ドラ ゲー シシ ステ ム 
の 実験 機 で あっ た 。 この 機体 に 

は プロ ヴィ デン ス の も の を 大 帳 に 改良 し で あり 、 一 般 パ イ 
ロッ ト で も 操作 で きる よう な 紙 張 を 目的 と し た も の で ある 。 
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兵 療 は 全 周 囲 攻 撃 と 広 額 域 戦 闘 性 に 優れ 、 そ の 有用 性 
は プロ ヴィ デン ス に て 実証 され た 。 実用 化 当初 は 特殊 な 
能力 の 持ち 主 し か 扱え な いも の だ っ た が 、ZGMF-X24S 
カオ スガ ンダ ム の 機動 兵 装 ポッド を 経て 比較 的 容 星 に 運 
用 可能 な シス テム へ と 改良 さ : mitis 
軍用 は 宇宙 空間 に 限ら れ . 地 の 能力 を 
控 で き な い 。 た だ し 高 水準 の 通常 兵 装 を 備え る た 
テム な し で も 充分 な 戦闘 力 を 持 
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ZM-S06S の 後継 機 を 目指 し た 


宙 戦 国 時 代 と 呼ば れ た U.C.0150 年 代 初頭 、 ザ 

カー ル 帝 国軍 ( ペ ベスパ) は 当時 の 地球 連邦 軍 の 装 
WEED MISMSEBAL, BHNEB MIRA 
し た 。 その 一 方 で 、 新 型 機 の 開発 に も 積極 的 


開発 され た ZM-S14S 
コン ティ オ は 、 そう し た 新鋭 機 の ひと £ 
ZM-S14S は 、ZM-SO6S に 次 ぐ 

指し て 開発 が 進め られ た 機体 で ある 。 有線 式 ショ 

ロー を する 強力 な 武装 を 備え る ハイ エン ド 機 で 、 高 


コン ティ オ | 1 
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い 戦闘 力 と 総合 性 能 を 有 し て いた 。 LPL. 1:1 14 2 
機能 だ っ た が ゆ パイ ロッ ト に は 高い 操縦 技術 が 要 
適さ な い 機 体 特 性 と な 

数 が 生産 され る に 留まっ る 
ULC.0153.04 の 時 点 て 14S は 試作 機 の 試 
験 運用 が 行わ れ て お り 、 4 月 27 日 の カイ ラス ・ ギ リー 攻防 
<: に 。 そ の 後 、 先 行 量産 機 を 装 
備 し た コン ティ オ 戦 隊 が 編制 され 、 ザ > 
土 の 防空 戦 な ど に 参加 し た 
ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 | 
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装置 ) を 備え 、 実験 的 装備 ・ 機 構 
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コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム と 大 型 装備 


試作 0 号機 最大 の 特徴 は . コア ・ ブ ー ス ター を 用 いた | 


コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム に ある 。 本 機 の 外見 的 ・ 性 能 的 特 
役 で ある 長 獲 離 ビー ム ・ ラ イフ ブル や MPIWS (Minovsky 
Particles Inlerlence-Wave Searcher=3/724—#2 
көнілі ШЕЗ 133 241 ЕДЕ 
ア ・ プ ブース ターHI に 接続 され て いる 

これ ら の 機構 は 、 パ イロ ッ ト の 生存 性 と デー タ の 収集 能 
DEMTAS, REM COKAPRM - KBR IAT 
ム 、 推 進 力 を も 向上 させ る こと に な っ し て 当時 最高 
クラ ス の カタ ログ スペ ッ ク を 得 た 試作 0 号機 だ が 、 不 安定 
な 大 型 装 借 群 と 多 機 能 化 に よっ て パイ ロッ ト へ の 負担 も 
増加 し て し まっ た 。 また . 地球 連邦 宇宙 軍 の 要請 を 受け て 
参加 し た 哨戒 任務 で は 、 調 整 不 足 も 加 わっ て 「 バ パッ タ 」 と 
形容 きれ る ほど 不安 定 を 機体 に な っ て いた (試作 0 号機 が 
欠陥 機 な の で は な く 、 実験 機 の 宿命 だ と 言っ て いい 

本 機 の 開発 は 、 後 発 の 試作 1 号機 お よび 3 号機 と 同じ 
<. AE 先 汰 開発 事業 部 が 担当 し た よう で ある , 
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脱出 用 戦闘 機 コ ア ・ ブ ー ス ターI 


ガン ダム 試作 0 号機 で は 、 脱 出 機 構 と し て FF-X (7) I 
Bst コア ・ プ ー ス ターHI が 採用 され た 。 一 年 戦争 時 の FF- 
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DES) нь ОТ sur 258 


beet О 戦場 で の エネ ルギー 供給 を 可能 と し た 特殊 シス テム 


パ に 採用 され て いる 特殊 装備 が 、 デ 
で ある 。 これ は MS (セカ ンド ステ ー ジ 
リー ズ ) に エネ ルギー を 供給 する シス テム で 、 ミ ネル バ に 
設置 され た 送電 施設 か ら ビ ー ム が 届く 男 団 で あれ ば . MS 
に エネ ルギー を 補 絵 で きる も の 
戦場 で の エ 


ュー トリ オン 


@ 送電 シー クエ ンス 


gg 月 


Ш デュ ー ト リオ ン ピ ビー ム 
送電 シス テム 


= 
“> 
関連 ファ イル 
ZGMF-X56S イン パル スガ ンダ ム DES-01Q1 8 
ZGMF-X23S セイ パー ガン ダム DES01.02 B 
メイ リン ・ ホ ネー ク 
タリ ア ・ グ ラディ ズ 
ryz 
Fue Preview 
зли ССС 
¢ È セカンド ステ ー ジ シリ ー ズ の 1 
жс. デュ ー ト リオ ン ピ ー ム 
8.27 MET S, 
〇 ① シス テム の 引数 


特殊 装備 イン バル ス の 運用 に 備え た 専用 設備 


セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ の 運用 を 想定 する ミネ ル バ パ は 
換装 ・ 合 体 機構 を 有する イン パル 
実現 する べく 設備 を 有 し て ! 
F 「 シ ル エ ッ ト シ 
この 発進 口 は エレ ベ 
て ねり 
と 移動 で きる 方 式 で あ 
リタ パル ト を 採用 し 、 迅速 な 発進 を 可能 


ZGMF-X56S _ 
イン バルス ガン ダム 


し 


画 中 央 カタ バル ト 


Ф コア スプ レン ダー 用 


Ф レッ グフ ライ ヤー 用 


@ チェ スト フラ イヤ ー 用 


ы... 1 =. 
579 < 


@ シル エッ ト 用 


2 層 式 の ブリ ッ ジ と コン ソー ル 


ブリ ッ ジ は 、 デ ッ キ を 備え 外部 画 展望 ブリ ッ ジ 
と ЧА ып. ИНЕШ? ーー っ 
る 装甲 ブリ ッ ジ の 2 飛 式 と な з 


ミネ ル パ の コン トロ ー ル を 
視認 で きる 展望 プリ 
миша 


て いた 。 非 戦闘 時 は 展望 プリ ッ ジ を 用 いる が 、 амы 
突入 する と 、 プ リッジ 後部 が 下部 に スラ イド し 、 外 部 か ら 違 鞭 
され た 装甲 プリ ッ ジ へ と 移行 する 


頭脳 で ある ブリ ッ ジ を 保護 で きた た 
艦長 の 指示 を スム ー ズ に 伝え る こと が 


画 プリ ッ ジ シー ト 


デス ク の 上 に パネ ルカ 
Bainter? モニ タ 
HRC RASDUURE 
Ban 


艦内 設備 長期 間 の 航行 に 対応 する 充実 し た 艦内 設備 
SERS 


ミネ ル パ は 艦 の 航行 に お ける オー トメ ーション 化 効率 
化 が 進め られ て いた が 、 そ れ で も ある 程度 の 人 員 が 必要 と 
され て いた 。 FHOACST MO | CORA CASA 
長期 間 の 航行 を 想定 され て いた た め 、 艦 内 設備 も 充実 し 
た も の と な っ て いる 。 医務 室 や 各 乗 組員 た ち に 割り 当て ら 
れ た 部 屋 の ほか 、 レ クリ エー ショ ン ル ーー 人 танса 
内 生活 の 中 で も リラ ックス で きる 構造 と と な っ で | 


V 


ARMADE ежик 
ー シ ジェ も 、 ROE ТӨШТӘ TUE 


画 管制 ・ 通 信 室 (&) 


ンプ リー フィ ング ルー ム (Ф) 


RM ADDBO Be 
や 休息 に 使用 す 


ee ваты 
@в+®пйз. 7 


MURS ( 左 ) Е (4) 


ТЕСТЕ 
ERAN 


Е 
a eran. 
画 メン テ ナ ン ス ペッ ド оа қ ды СИЛА 
мурша MUren 7 


+к=шемайт. 2 人 1 細 で 


甲板 ( 右 ) 


E 射撃 訓練 場 ( 左 ) 


Ш 装甲 ブリ ッ シ 


MR KO 


ВЯ ева 


DIATE t. кияш © 

7 Fie he Е 2 
ита). mancon Чу 2 

0 *MSO i: W W ft s 7J \ 

шон 


MORE INFO! 
オプ ショ ン ブ ー ス ター 


ミネ ル バ に は 、 大 気 囲 茜 妥 用 の オプ ショ ン ブ ー ス ター 

が 用 量 さ れ て いる 。 AR. ВЕСТ ИС ТАК 
イ バ ー が 使わ れ た が 、 マ ス ド ライ バー が 使用 で き な い 状 況 
тө. この プー スタ ー を 使用 すれ ば 離脱 が 可能 と な っ て い 
һ.2-2э-игият. IRB X YUE EI: 
man, г?онионнанзсенса/- 


上 る の 人 とか 

EN. ЩЕ 
Сахарии зан 
777111257) 
れ ば な ら な か っ た 


2-29-и2жнт. 
SPENEERARE 


Str 
の が 1 夏目 の ブー スタ ー 
TBE. 


ブー スタ ー 本 体 


VRE OH mente. 
2В072900 
Медатветодюх 
энное. 


機動 戦士 ガン ダム 00P/ 機 動 戦士 ガン ダム 00I2314 


関連 ファ イル 


A 836 wa (л 
tt, жау 


*AEUIC ЖІ は 、 超 兵器 (CB の 第 二 
試作 機 で ある MSJ-06YII. B ティ 次 тен 『 研 究 所 の я 
西暦 2307 年 に ソレ レス タル ビー 次 世代 | 


таат, 


00Р, ТІГІ 


MECHANIC FILE ИТЕ? 


BEHS / RR タオ ソー に 受け 継が れ た 構造 と 独自 の 武装 


本 機 最大 の 特徴 は 全 領域 へ の 対応 能力 で ある が 、 接 Ш 上 体 | 


座 式 の 採用 も 大 き な 特徴 の ひと つ で ある 。 超 兵 で ある レ 
ナー ド の 座る 前 部 座席 は 全 天 彫 モニ ター を 導入 し て いる \ 
が 、 デ ルフ ィ ー ヌ の 座る 後部 座席 は 通常 の 仕様 で ある 。 h 
本 来 で あれ ば 、 本 機 の デー タ で 次 期 主力 機 の [MSJ-07] 
が 開発 予定 で あっ た が 、 疑 似 太 陽 炉 搭載 機 の 登場 に よ 
り 電 気 を 動力 と する 既存 の MS は 廃れ て で いき 、 最 終 的 に タ 
オッ ツー を 一 般 兵士 用 に 調整 し た 、 MSJ-O6I.A ティ エレ ン 
全 領 域 対応 型 が 少数 配備 され た に 留まっ て いる 


Ш マイ クロ ウェ ー ブ 受 信 ア ン テ ナ 


ашсын 


FHS FE 
に は MSER_O4 アン フ と 同和 、、 = 
DIORREN. Sy mana 


超 兵 用 の 機体 


ソー マ ・ ビ ピー リス を 起用 。 パイ 
осях. + 
т даны] 
OTM RAOF ILE 
成 きせ 、 HCO: 


061-32 
ンタ オッ ー 
е -I-t 
жаты). MORTON OT 
Әт TURIN DS, 


Baap kM 


жекеле. 


753 INFO! 


人 革 連 に お ける MA MS 開発 


MS の 基礎 と な っ た 機動 兵 問 の 訟 計 思 引 は 、 イ オリ アシ ュ 
ヘン ペル グ の 提 組 に 李 る 。 それ が 大 陽光 発電 シス テム に 付 
題する 軟 江 エレベーター 建設 に お いて 「 ワ ー ク ロー ダー」 と し 
TRE, 建造 と 保守 の た め 、 あら 褒 る 環境 下 で 活動 で きる 
汎用 マシ ン で あり 、 そ の 後 エレ ベー ター を 守る た め の 兵 舌 が 
必要 と な っ て 「 モ ビル スー ツ 」 (MS) PEETS, ART 
は 化石 第 料 を 用 いた MSJ-04 ファ ント ン が 開発 され 、 テ ィ エ 
L>ORSS TERME THEMAHK, その 一 方 FR 
空間 で は ティ エレ ン 宇 軍 型 が 開発 され る まで 、「 モ ビル アー 
3-1 (МА) ОМА)-508 シャ オシ ョ ウ が 連用 され た が 、 テ ィ 
エレ ン 宇 軍 型 の 配信 に 伴い ワー クロ ー ダ ー へ と 移行 きれ た 。 
ALT, CB 打 側 後 の 三 大 勢力 の 続 合 に よっ て 、 ティエ レン 
が 人 茸 連盟 後 の MS と な っ て いる 。 


жаза МАС 


аз. SHOMAEMAT 


いた 
MAJ-SOB 
シャ オシ ョ ウ 
Шит (NFI tears 
アン フ は ファ シ トン を テ BERD, мое に の 
チュ ー ン し た 内 出 用 の Mi. ТЮЭ: 7% EMH | MSJO4 ファ ント ン 
MS で あり - Фет DFE. ВОтт500%Ф# # 』 BROKER. OWNED LLL 
BREN COS. (ЕБ твит. аз. им ХИТОМ. FEZL OWRD 
ССАН 用 と し て 使わ れ て いた こと か ら ПВА СНОВО 
зсеткаетен 2-20-2-ШНтоне た 。 CERRTRRL. Яяғ-»- 
туу,ыйаалы. られ な か っ た こと も ある 。 тие. EMBO AL T&S. 


ГОМО 
+ WOLSND 】909GNVS WYONND 


N GUS LO-JXXX 


- 


90" 10™ (a) 


RODOV ATEH BHSLODKKK : バー コミ 


ガン ダム 
サン ドロ ッ ク 改 | шике 


GUNDAM SANDROCK CUSTOM 


WIDINID 


ТЕЕ 


宇宙 戦 に 対応 し た サン ドロ ッ ク の 改修 機 


L4 コ ロニ ー 群 か ら 降下 【 


FILE PREVIEW 


EL), EVE WARS で も 活躍 【 


FH COMM cia СНА -rE 


アー ムズ 改 と 同様 、「G」 チ ー ム の 画 腰部 男 バッ ク バ ッ ク 
で 改良 が 施さ れ た 。 その た め 、 ア O ガン ダム サン ドロ ッ ク O ガン ダム サン ドロ ッ ク 改 
ル の よう な 大 規模 な 改良 は 時 間 的 N の 
宇宙 環境 で その 性 能 を 発 捧 す る た め 
ти. 


ТАЗ ШЕИ ДЕТТЕ ГЕ 
た た め 、 ノ ズル も 氷 般 化し て いる 


中 間 距離 か ら の 攻撃 力 を 付与 し た 新 武装 


訂 戦 用 と し て 開発 され た サン ドロ ッ ク は 、 ヒー トシ ョ ー テ ル を Ш ビー ム ・ マ シン ガン 
射撃 兵 装 は 頭 部 の バル カ А 


に より 、 хаомовацсъх 


で きた 


[G] チー ム の 指揮 官 機 と し て 


サン ドロ ッ ク 改 は 、「G』 F-LORRMELTERAN № [G] チー ム で の 出撃 
the カト ル が 高い 指揮 能力 を 持っ て いた た め だ が 、 彼 の 能力 
を 最大 限 に 発 探す る た め 、 本 機 に も 一 時 「 ゼ ロ シ ス テム 」 が 
る 。 だ が 、 搭 業者 の 能力 を 強制 的 に + 
柄 神 的 負担 も 凄まじ か っ た た め 、 一 度 使用 し た 
の ち カ トル の 意志 で 取り 除 だ が 、 その後 も 本 機 は 指 
休 官 機 と し て 充分 に 活躍 し 


田 カト ル ・ ラ バー バ ・ ウ ィ ナ ー 
изпл-и»ә@т\„*7 ишт» 
ナク 本 を 率い て きた 実線 も 


ілі. Ш EVE WARS 


EVE WARS で は JINDRAERB, AMOMDER 
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VI か ら 継 承 さ れ た 、 基本 設計 と 運用 コン セプト の 完成 形 


V2 (ヴィ クト リー ツー) ガン ダム は 、 リ ガ ・ ミ リティ ア が 
推進 する 「V (ヴィ クト リー) 計画 ] の 集大成 に 位置 付け 
られ る 機体 で ある 。 本 機 の 前 身 と な る V ガ ンダ ム の 運用 
理論 は 実戦 を 通し て 熟成 され 、 特 に 最大 の 特徴 と な る 
分 離 ・ 合 体 ・ 変 形 機構 に は 多様 な 活用 法 が 生み 出さ 
れ た 和 柔軟 な 運用 性 が V2 ガ ンダ ム に も 継承 され 
の だ 。 本 機 の 性 能 を 支え た の が 新 機軸 の 推進 機関 š 
ノ フ スキ ー・ ド ライ ブ ] で ある の は 確か だ が 、 根 本 的 な 基 
名 と な っ た の は V ガ ンダ ム か ら 肢 け 継 が れ た 柔軟 な 運用 
性 。 すなわち 「 マ ル チ プ ブル MS」 と し て の 設計 思想 だ っ た 


の で ある 。 し か も 厳し い 実戦 を 通し て 各種 仕様 が ブラ ッ 
シュ アッ プ さ れ た 結果 、 V2 ガ ンダ ム は 少数 生産 機 な が ら 
も 高い 信頼 性 を 獲得 。 ミノ フス キー・ ド ライ ブ や 各種 強化 
パー ツ に 見 られ る 意欲 的 な 設計 と 、 DMS EVR 
構 を 軸 と する オプ ショ ン 兵器 の 安定 し た 運用 性 一 一 その 
両立 が 本 機 の 高い 性 能 を 成立 さき せ た の で ある 。 ЖЖ. 
ザン スカ ー ル 戦争 後半 に 実戦 投入 され た 本 機 は 、 帝 国 
軍 が 開発 し た 新型 MS を 次 々 と 撃破 。 最終 局面 で は エン 
ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻略 の 要 と な る な ど 、 り リガ ・ ミ リティ ア の 
保有 戦力 の 中 で も 群 を 抜い た 活躍 を 演じ て いる 。 


関連 ファ イル 


LM312V04 V ガ ンダ ム 
MA314V24 VZP к: 
Va 


YO1 31 ш 
У01-04 10 
У01:06 


/24 V2 ア サル トバ パス ター カン ダム У0156 


リガ ・ ミ リティ ア に 保護 され な 
こと か 5MS/*7 ロ ッ ト と し て の 
TREMECCKSS, в 

EOE 
こし た こと か ら 「 メ ペ シ ャ ル ) 
と 時 ばれ た 。 


新た な 推進 機関 の 搭載 機 を 中 核 に 据え た 機体 構造 と その 機能 


コク ピッ ト 
ト 正面 に HUD を 
зм と な 


を 運用 面 の 


ma, 


画 ハン ガー (A バー ツ ) 


коен. 


мета 
mman 
ж. 


ミノ フス キー・ ド ライ ブ ・ ユ ニッ ト 
Кар Ре TEO 
> ийсен тыч. САТЫЙ 


EAL УФА. さら に 洗練 され た 分 離 ・ 合 体 ・ 変 形 機構 
V2 ガン ダム を 帆 成 する / (コア ・ フ ァ イ タ ー、 画 ハン ガー (A パ バーツ ) Ш コア ・ フ ァ イ ター(B パ ー ツ ) N ブー ツ (C パ ー ツ ) 


айсит 


сете, BNP COMES 
ЭЖ. SHOR PIE OD 
тат. MUBEMST 


体 時 間 の 短縮 は 死活 問題 な の だ が Vz 

ШЕЙ ОР, ハン ガー や ブ 

ишен まま 残し 複雑 な 変形 を 
強い る より も 変形 時 間 の 短縮 を た 結果 な の だ ろう 


5V ガ ンダ ム と 比較 し た 場 
вотчина 
79%>1>9%Ң2з3Е>149-ОФЕО 
WRB HIRT Sy Ome ETRE 
жес, こう し た 機体 デザ イン は 、 各 所 に 設 
た ハー ド ・ ポ イン ト を 有効 に 活用 する た め の 工 夫 で も あっ た 


жа “т. 
SFEBBTES, これ こそ マル チ プ ブル 
жаплан а. тк 


MORE INFO! 
V ガ ンダ ム の パー ツ と の 併用 


同じ 系 列 機 と は いえ 、 V ガ ンダ ム と V2 ガ ンダ ム を 構成 す 
る パー ツ の 規 物 は それ ぞ れ 異な っ て いる 。 た だ し それ は あ 
алы ОЛЫ T b). ММ 
表 さ れる 運用 ソフ ト 面 で は ある 程度 の 共通 性 が 保 た れ 
だ 。 жите SEMA s, ゲン ガオ ゾ と 
OBA IAS, М7 А0705 АЈА 
ЖЛ у: LICR 
е. MEO SMBUME HE MINT HS, 
「 マ ル チ プ ル MS』 と いう V ガ ンダ ム の 別称 は V2 ガン ダム 
に も 引き 継が れ 、 他 の MS に は ば 見 られ な い 柔 軟 な 運用 性 
し て 結実 し た よう だ 


ィ ア の エー スパ イロ ッ ト で ある 
スカ ー ル 帝国 と の 戦闘 
本 機 が 数 多く の 戦果 を 挙げ た 


の 損傷 を 最小 限 に 
は 避け る の が 無 芋 だ » 
DETHED 規 パイ ロ 
で あり 、 状況 不利 
キー な 運用 法 を 選択 し 


НО сл, NAAT var Batt! 
に 用 いた り と 。 マル チ ブル MS: вши. 


жани. 
кен 


>> 


89-6 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


ECHANIC HILE و‎ E) ll „15 


GAT-02L2 


ad a === 


ЖИ MOMS トー デス シュ レッ ケン 12.5mm 
птаха M703k ビー 
ムカ ー ビ ン ESO4B ビー ム サ ー ベ ル 
X2 МКЭ15 AFL Ft sa 
ийт ЛО г ЛЕ MKS 


第 1 期 GAT-X シ リー 
地球 連合 


簡易 生産 機 


が 切望 され た 


ダガー し で ある 
C.E.73、 地 球 連 


105 ダ ガー を 簡 路 化し た 構造 と 標準 的 な 兵 装 — 


基本 的 に 105 ダ 7 


ー の 柄 造 を 路 栖 し て いる が 、 部 分 的 
な 簡 路 化 は スト ライ クダ ガー に 準じ る こと で 生産 性 を 向上 
させ て いる 。105 ダ ガー に 湯 入 され て いた も の の 、 ビ ー ム 兵 
問 に 対し て 効果 の ある ラミ ネー ト 殺 甲 は 採用 され て お ら ず 
従来 の も の が 用 いら れ た 。 その 一 方 で 、105 ダ 
t ERRI II-LE RENES 
れ て お り 、 ビー ム 系 射撃 兵 装 の ほか に 投稿 式 の 対 装 甲兵 
近接 戦闘 に おけ る 戦闘 力 を 高め て い 
る 。 スタ ンダ ー ド な 兵 対格 と スト ライ カー パッ クシ ステ ム に よ 
る 装備 換装 で 、 優れ た 汎用 性 を 受け 継い だ 機体 と な っ た 


Ш コク ピッ ト ハ ッ チ 
入 1 基 GATX シ リー ズ か ら 始 まる 
電 合 症 制 MS に と っ て . ス タン ダー 
кайа. ШЕФА wen 
AB AM FO eum 
ж). LEMN FECR 
mor 2 


ШМк315 ステ ィ レ ッ ト Ss 
вияинитяля | RA a 


Чу | 


— =< 


йй, Ета 
а. NOTRE MIRE 


пш иш 
NOMS FR aL >12.5тт@з 


ARENT A Be ЕГЕН 
1 SAME ER 


атс. + 


п Mk39 低 反 動 砲 


АНА 


22221 


LAM TERS төш еже. И 


юте TURKAN: 


Қ” 


Kars 
EAT 


と も ある 


Ж 
а 


L 


С 


。 


MORE INFO! 
特殊 部 隊 の 仕様 


も と より 泊 用 性 ・ 拡 性 の 高い 機体 で ある ダガーL は 
MRANEL TRAN OAS BCE RAS 
れ で いる 。 また 。 БОЯН 1059 9—2 
WLAGAT-O1AQR 105 ス ロー ター ダガー も 存在 し た 


GAT-02L2 ダー クダ ガー し 
PRANIN 

ダガー し 

ティ и. アー 
“OP RRR, УРОН 
MS ев 


жатап. 
сака 


Әрі шо-лк 


様々 な 作戦 や 戦況 に 対応 する た め の 拡張 装備 シス テム 


本 機 最大 の 特徴 は 装備 換装 シス テム ーー スト ライ カー 
パック シス テム と 言え る 。 スト ライ ク で 採用 され て いた も の を 
RRL, 戦局 に 応じ た 装備 換装 を 可能 と する 。 жөні 
高 機動 パッ ク や 砲撃 支 援用 パッ ク を 運用 する こと が 多い 
特に 高 機動 パッ ク は 、 地 上 に お いて 本 櫻 に 飛行 能力 を 付 
5. 行動 半径 を 劇 的 に 広げ 、 高い 沢 用 性 を も た らし て いる 。 

イカ ー バ ッ ク の 閑 価 


ТЕТ 
ж. 


に より 


ШАОМ/Е-А4Е1 ジェ ッ ト ス トラ イカ ー 


Фин 
e 


エー ルネ ト 


ТИГЕ 


$. RN? 
も わか る よう に 


て も 軍用 で きる 。 Mk39 аяма 
HOM DEM. – сваха 

で きた た め 。 мж 
кА. EOCEEN 
йас»әлю, кени ть 
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MECHANIC FILE = 


KM-05B zaf 
4 


WEE シェ ルフ ・ シ ェ フ ィ ー ル ド 


機体 特性 に 合わ せ た 強 化 プ ラン を 盛り 込ま れ た MS 導 


地球 連邦 軍 に 先 


w 実用 化し も 向上 、 ア モー ター も て い 


XM-OSBO SHAME RE DENSITIES үзе 2/4 


前 述 の 通り 、 ペ ベル ガ ・ パ ルス 最大 の 特徴 は 、 ウ イン グ 


$ m e ИНИ 


状 に 展開 され フ ・ ノ ズル で Қ 

する 説 も ある ドジ ・ モ ー タ TA есе w * | А Ж, | - 

SCCM HREM, 事実 $ 0 N 
yr дд 


107.190kg に まで 上 昇 し て いる 。 ジェ ネ レー ター の 外装 化 
CHEM ЕО ШЕНЕ. 武装 は 、 ペル ガ ・ ギ ロス 
と 同じ く シ ョ ッ ト ・ ラ ン サ ー を 装備 。 し か し 、 本 機 に 用 意 さ れ 


G 
я 4 
| Қ OH 
た も の は 、 並 列 装備 され た 機銃 が 大 口径 化 さ れ て いる ほ pl) Шло2ло2 -” 


か 、 マガ ジン も 外装 化 さ れる な どの 改良 が 施さ れ て いる を 右 の ュ ニ ッ ト у 
ルフ ен y 
J 828 
7 pares 
AERTS 


XM-O7GO BEI 試験 装備 の 搭載 と ブ プロバ ガン タ 的 な 役割 
他 組織 か ら 入 手 し た デー タ を 元 に 開発 され た CV 製 の 
パー だ が 、 AE 同様 、 内 部 構造 が 解析 で き な か っ た た 
0. 本体 か ら 分 離し て の 運用 は 不可 能 で 、 固定 し て 使用 さ 
れ た 。 また ヴェ スパ ー に は スラ スタ ー が 設け られ 、AMBAC 
ВЕЩИЕ. さら に 2 基 の セン サー を 搭載 し た こと で 
F91 ガン ダム F91 を 上 回 る 射撃 性 能 を 有 し て され る , 
また 、 本 機 に は 「 ア イン ツェ ルカ ンプ タイ プ ・ シ ング ルコ 
ン バ ッ ト タ イ プ (type FT E) 特殊 装備 仕様 が 存在 する 
本 仕様 は サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム を 聞 用 する 大 型 
と ショ ッ ト ・ ラ ン サ ー を 装備 し た 機体 で 、 ネ オ ・ ガ ンダ ム 
一 騎 討 を 想定 し て いた と 言わ れる 。 な お 、 こ の タイ プ は 
ヴェ スパ バー で は な く 、 シェ ルフ ・ ノ ズル を 括 載 し て いた 


Фаяя7 7 


и ヴェ スバ パー 


ORNS KEL 
EBAROM DEBS = 
スバ パー だ が 、 EEH tr 

EO MMR pam y 
acme mESKA 


ang, жағ は 90 度 可動 する 


“MORE INFO! その 他 の ダー ク ・ タ イガ ー 隊 所 属 機 


CV の MS 試験 郎 隊 で ある ダー ク ・ タ イガ ー 隊 に は 、 ベル ガ ・ — XM-01 デ ナ ン ・ ソ ン хмог デ ナ ン - ゲ ー 
バルス 、 ビ ギ キナ ・ ゼ ラ の ほか 、 XM-01 デ ナ ン ・ ゾ ン 、 XM-02 
デ ナ ン ・ ゲ ー、 XM-03 エビ ル ・S が 所 属し て いた 。 その うち 
デ ナ ン ・ ゾ ン と デ ナ ン ・ ゲ ー は 改修 され た タイ プ が 運用 され て 
いた 。 これ ら の 磯 体 も ゼブラ ・ ゾ ー ン で プレ イブ ウッ ド 隊 と 文 埋 
し て いる 。 


EUR tp PND 

られ る 。 CVEMSOM MTS 

62840 u 
アイ ・ タ イプ の ゴー グル 


RES OMIT 
срива. 

айаш F+ 

IZA. во т 
2-217-ЕН 


musetas 


が 、 епсуожи 
Wumrnmuso 
情 成 は は ば 同じ だ 
た 。 また . жана 
と し て も 対応 で きた 
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тик 008 


MECHANIC FILE 


s MS-06FZ 


rA 
Н 
4 


続 合 整 備 計画 を 経て 生み 出さ れ た 汎用 機 


傑作 汎用 機 MS-06 ザク は 、 ジ オン 公国 軍 を 代表 の 増設 や バー ニア の 追加 に よる 機動 性 や 運動 性 能 関連 ファ イル 
する 機体 と し て 、 ま た 一 年 戦争 を 席巻 し た 機体 と し て の 強化 、 パ ー ツ の 規格 化 に よる メン テ ナ ン ス 性 の 向上 ーー 
歴史 に 名 を 残す 存在 と 言え た 。 宇宙 地球 を 問わ ず な ど が 挙げ られ る 。 これ に より 
様々 な 場所 で 運用 され た 汎用 機 で あっ た が 、 ジ オン 公 性能 を 獲得 する に 至っ 


ана 


国軍 が 推進 し た MS の 規格 続 一 プラ ジ 統合 整備 計 留まっ て いる s 

画 」 に 際 し 、 ザ ク II に も 改修 が 施さ れ た 。 その 結果 と し て に 少な か っ た と 見 られ . 

誕生 し た の が 、 MS-06FZ ザク I『 改 で ある いる 。 な お 、 バー ナー ド ・ š J 
ザク II 改 は 、 原 型 機 が 有する 汎用 機 と し て の 要素 を 。 が 、 サ イド 6 で 極秘 に 開発 され て いた 連邦 х 

損ね る こと な く 0157200 АХ-78МТ-1 アレ ックス と 交戦 、 行 動 不能 に морт 
改善 が な され て いた て は 、 ス ラス ター 記録 が 残さ れ て いる , س‎ 
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[RAR ATE) を 経て 整備 され た 武装 群 


| 絶 合 整備 計画 ] を 経た 本 機 は 、 他 の 公国 軍 根 と 武装 の Ш MMP-80 マシ ン ガ 
共用 化 が 図ら れ た 。 肩 部 に 設置 され た ザク ・ シ ー ル ド は 独自 公国 宣 製 MS に 用 介さ れ た スタ ンダ ー ド ち 
жить SRRELTRDNAMBABMMP.2O 2170 
マシ ン ガ ン (Omen ITH) \4. MERIC RSS 
ЯН | を 経た MS-09R-2 リッ ク ・ ド ム I と 共通 の 装備 と な 
これ は 総合 整備 計画 に より マニ ピュ レー ター が 統一 
され た 影響 で あり 、 軽 近 に 応じ た 武 問 選 択 を 可能 
к жаз. Patron 


HOMME THE TSE 
て 用 いた MMP- 


ше-к-ж-2 
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a こ 代表 され る ティ ペ 型 は 
ULC.0078.06 に 着手 され た チ ベ の 大 規模 改装 計画 に 
は 、 上 旧来 の 戦闘 態 で ある チ 
べ 級 で は MS を 主力 と する ジオ ン 公 国軍 の 新 戦術 に 対応 す 
る こと が 難し いと 判断 され た 結果 で 、 MS 搭載 能力 を 高め て 
MS 空 細 と し て の 性 格 を 強め る 改装 が 施さ れ て い 
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各 スロ ー ネ に 用 意 され た 強化 装備 


スロ ー ネ ア イン ツヴァイ ンド ライ の 3 機 は 同一 の 機体 を 画 武装 レイ アウ ト 
カス タマ イズ し 、 そ れ ぞ れ 別 ペ クト ル の 個性 が 付与 され た も 
の で ある 。 こ の こと か ら も スロ ー ネ が 拡張 性 に 公 れ た 機体 
ある こと が わか る だ ろう 。 これ は 同時 に 追加 装備 や パー ツ 

壮 と 相性 が 良い こと も 示す 。 「 ト ゥ ルプ レン ツ ( 乱 気流 )」 と 

名 付け られ た 装 代 は スロ ー ネ の 強化 の た め に 設計 され 、 装 
備後 は 高屋 動 装備 追加 型 MS と 年 別 され る 。 基本 設計 を \ 
同じ < し て 、 各 スロ ー ネ の 機体 特性 に 対応 し た 調整 が され て 
いた も の の 、 完 成 し た の は アイ ン パ ー ジ ョ ン だ け で ある 

トゥ ルプ レン ツユ ニッ ト に は 如 似 太陽 炉 が 搭載 され て お 
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動 能力 の 獲得 に よっ て 火力 が 低下 する こと は な く 、 機 動 性 
と 火力 を 両立 し た 装備 で ある 。 
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これ に より 各 ス ロー ネ 単 錦 で の ミッ ショ ン 投 入 が 可能 と な 
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偶 追 加 束 MS で ある が 、 ト ゥ ルプ レン ツ 計 備 は 可変 機構 を 
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п GN ド ライ ヴ ІТІ (タウ ) 


NN 
GN:003 ガン ダム キュ リオ ス に < 
AIRAMEMLS. 全長 は 38 5m. УМ, 


バッ ク バ ッ ク 


小型 高 性 能 化 を 達成 し た 地球 連邦 軍 の 新生 ガン ダム 


* 


関連 ファ イル 


- 容 22 ane 7 FILE PREVIEW 
MS の 基本 構造 は 根 に ЕС 
界 性 % 
MCA 構 造 、 バイ 
ルド な ど が 盛り 込 
F90 ガン ダム F90 を 経 


機体 構造 新 構造 材 の 導入 く 


装甲 材 に 電子 機 療 の 機能 を 導入 し た 多 機 能 構 造 材 
— МСА (Multiple Construction Armor= 多 機能 装甲 ) 
構造 を 採用 する 。 また 、 エ フィ ー ル ド を 用 いた 異種 結晶 化 結 
含 技術 に よる マイ クロ ハニ カム 技術 に より 、 機 体 強度 を 雑 持 
し て の 容積 削減 に 成功 し て 大 幅 な 軽量 化 を も た らし た 。 これ 
に より 更 外 れ た 機動 性 を 猪 得 し た が 、 通常 は リミッタ ー が 設 
けら れ て いる 。 それ が 解除 され た 限界 種 働 時 は 導 大 な 熱 を 
発し 、 強 制 冷却 機能 が 発動 。 その 際 の MEPE( 人 金属 剥離 効 
果 ) が 「 質 硬 を 持っ た 残像 ] を 生み 出す 
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サー ベル の ホルダー。 理 中 は メイ ンズ ラス ター コン プレ ックス で ある 。 
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小型 化 に 伴い リサ イズ され た 兵 装 は ビー ム ・ ラ イフ ル な ど 
既存 の 絡 準 的 な 兵 閉 だ が 、 徹 底 的 な 改修 に より 火力 低下 
EBT AERIAL TUS, また 、 小 聖 化 は ジェ ネ レー 
ター 出力 に 余力 を 生ん で お り 、 ビ ピー ム ・ シ ー ル ド の 実用 化 に 
成功 し た 。 さら に 新規 の 兵 綾 と し て ジェ ネ レー ター 直結 式 の 
871214. У.5.ВА (Variable Speed Beam Ritle= 
可変 速 ビーム ・ ラ イフ ブル ) を 装備 し た こと で 、 当時 トッ プク ラス 
の 攻撃 力 を 有 し た MS と な っ て いる 。 
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潜在 能力 を 活か し 切れ な か っ た 、 公国 軍 の 兵器 開発 事情 


機体 性 能 だ け を 客観 的 に 評価 し た 場合 、 ジ オン 公国 
軍 の オッ ゴ は 優れ た 兵器 で ある 。 既成 兵器 か ら の 流用 
パー ツ を 繋ぎ 合わ せる こと で 生産 に 要する 時 間 と コス ト を 
抑え た 設計 と 、MS の 携行 兵 装 を 搭載 可能 と いう 柔軟 な 
運用 性 。 何より 機体 サイ ズ に は 不 釣り 合い の 大 出力 推 
進 器 の 搭載 に よっ て 、 オ ッ ゴ は 同時 期 に 地球 連邦 軍 が 
配備 し て いた ボール を 姜 旋 する 機体 と な っ た 。 だ が 1 年 戦 
争 未 期 の 公国 軍 の 実情 が 、 オ ッ ゴ の 本 格 実用 化 の 足 
MESS. 当時 の 公国 軍 上 層 部 は ゲル ググ を は じ め と す 
る 新型 機 の 量産 を 推し 進め 、 高 性 能 MS を 主軸 と する 戦 


力 拡大 を 図っ た と され る 。 と ころ が 地上 か ら 撤退 し た こと 
で 軍部 は 資源 調達 ルー ト を 失い 、 実 際 の 生産 力 は 限界 
に 達し か け て いた 。 失わ れ た MS 戦力 の 補充 も まま な ら な 
い 状態 で 新型 高 性 能 機 の 開発 に 血 道 を あげ る の は どう 
考え て も 矛盾 し て いる 。 そこ で MS の 定数 不足 を 構 う 意 味 
も あっ て オッ ゴ 開 発 計 画 が 実施 され た 。 コス ト も 生産 設備 
も 不 充分 な 状態 で は 、 本 来 は 量産 に 適し て いる オッ ゴ も 
大 量 生産 で きる は ず も な く 、 少 数 機 の 実戦 配備 に 留まっ 
て いる 。 も し 公国 軍 上 選 部 が 兵器 開発 の 大 胆 な 方 向 転 
換 を 実施 し て いた ら 、 オッ ゴ も 日 の 目 を 見 た か も し れ な い 。 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


艦 を 効率 良く 運用 する た め の 設 備 群 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ の 運用 を 想定 し た だ け で な く 、 
多彩 な 火器 群 の 搭載 や ラミ ネー ト 装 甲 の 採用 な ど 、 アー 
クエ ンジ ェ ル に は 実験 的 要素 が 多数 盛り 込ま れ て いた 。 
結果 の 機構 が これ まで の 艦艇 に 比べ て 複雑 化し 
て いた た め 、 艦 内 設備 も 一 新 さ れ て いる 。 特に プリ ッ ジ 
は 、 能 の 航行 の みな ら ず 、 MS /MA の 発着 や 多彩 な 火 
器 砂 の 運用 な ど 、 複 数 の 内 容 を 一 括 し て こなす 必要 が 
あっ た 。 そこ で 、 MR PBL, MEL. HBB 
配置 され た 上 部 プリ ッ ジ と 、 電 子 戦 や 、MS の 発進 管理 
を 司る CIC (戦闘 指揮 所 ) に ブリ ッ ジ を 分 割 。 これ に より 、 
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計 入 戦 や 対 MS 埋 に も 対応 で きた の で ある 。 また 、 地 球 отс 


連合 軍 製 の 族 と し て は 初 の MS 運用 系 と な っ た 本 機 は 、 
その 格納 庫 に も 専用 の 機構 が 多数 見 られ た 。 中 で も ス 
トラ イク に 搭載 され た 兵 装 ユ ニッ ト 換 装 シ ステ ム 「 ス トラ イ 
カー パ バック システム 」 を 運用 する べく 、 各 スト ライ カー パッ ク 
を 輸送 し 、 機体 に ジョ イン ト す る 機構 が 搭載 され て いる 。 

C.E.71、 実 戦 に 投入 され た アー クエ ンジ ェ ル は 、 数 々 
で て の 実力 を 発揮 。 これ を 見 た 地球 軍 は 2 番 艦 ド 
ミニ オン を 建造 。 第 2 期 GAT-X シ リー ズ の 運用 秀 と し て 
宇宙 で の 最終 決戦 に 投入 され て いる 。 


アー の プリッ ジ は 大 きく ふた つ に 分 か れ て 
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宙 地上 双方 で 運用 で きる アー クエ ンジ ェ ル に は 
長期 間 の 航行 も 想定 され て いた 。 航行 が 長期 に な れ ば 
Ден? 121 124415324 (Б 須 と な る が 
アー クエ ンジ ェ ル は 休息 を 取る 士官 室 の 食堂 や 医 
季 室 を 完備 し 、 ク ルー の コン ディ ショ ン に 配慮 し た 構造 と 
な っ て いる 。 加え て 、 捕 膚 用 の 設備 な ども 備え られ て いた 
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地球 軍 で 運用 され た 2 番 艦 、 ド ミニ オン 


アー クエ ンジ ェ ル の 運用 デー タ を 元 に 、 地 球 軍 が 2 番 gS ドミ ニオ ン 
=: > 基本 性 能 に 変更 

は な か っ た が 、 ブ リッ ジ 周 辺 の セン サー 類 の 強化 や 第 2 基 
GAT-X シ リー ズ の 運用 に 伴う MS デッキ の 改修 、 番 直 尾 
形状 変更 を ど 、 若干 の 改良 が 施さ れ て いた 。 また 、 カ 
ラー リン グ が 果 を 基調 と し た も の と な っ た の も 特徴 で ある 
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ガン ダム F90 
アサ ルト タイ プ 


GUNDAM F30 ASSAULT-TYPE ОАА 


ミッ ショ ン ・ パ ッ ク 
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ン ・ 


パッ ク の バリ エー ショ 


IMS サ イズ に 


ІШ SPEC -f904 GUNDAM F90 ASSAULT-TYPE. | ІШ SPEC -F900 GUNDAM F90 DeSTROVED-TYPE - 
全高 — (Na 14.8m) | 


яғ 1408006 RE 91,270) 
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ガン ダム F90 
デス トロ イド タイ プ 
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AGS} mg surr 85 


「 ア サル ト 」 タイ プ の 構造 と 装備 № 


長 距離 租 抽 を 可能 と する た め に 「 ア サル ト 」 タ イプ に は 、 
ミノ フス キー・ ク ラフ ト を 搭載 し た 旨 動 ユニ ッ ト を 採用 。 ま 
た 、 本 体 と 機動 ユニ ッ ト 用 に 両院 と 同調 に プロ ペラ ント ・ タ 
ンク を 設置 し 、 大 量 の プロ ペラ ント (総量 で 461) を 搭載 し 
て いた 。 プロ ベラ ント を 使用 し た 後 は パー ジ が 可能 で 、 デ ッ 
ドウ ェ イト 化 を 防い だ 。 

機動 ユニ ッ ト は パッ ク バ パック の 他 、 局部 に も 接続 され 、 腕 
部 が 因 定 され て し まう た め 、AMBAC 肢 と し て 使用 で き な く 
な る 。 この た め AMBAC 肢 は 脚 部 だ け と な る が 、 機 動 性 や 
運動 性 の 低下 は 見 らち れ な か っ た よう だ 。 また 、 大 気 国内 で 
DRM MM SMI = HOME RL A. 

主 兵 装 は 、 ミッ ショ ン ・ パ ッ ク に 搭載 し た マシ ン ・ キ ャ ノン 
と ピー ム ・ キ ャ ノン で 、 火力 その も の は 高く な か っ た が 、 ピン 
ポイ ント で の 攻撃 で 効果 を 発 導 し た と 思わ れる 。 メガ ・ ビ ー 
ム ・ バ ズー カ も 装備 し た が 、 こ れ は 低 火力 を 補う た め の も 
の だ っ た 。 な お 、 試 装 は 当初 3 種類 だ っ た が 、 後に 6 種類 
まで 搭載 可能 に な っ た と 言わ れる 。 
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タイ プ は 、 5 連装 ロケ ッ ト 弾 パッ ク を は じ め 、 メガ ・ ガ トリ ング 
ガン や 4 連装 グレ ネー ド ・ ラ ッ ク な ど 、 実体 弾 式 の 武装 を 搭 
MLA, 似 た コン セプト の ミッ ショ ン ・ バ ッ ク と し て 、「 サ ポー 
К] タイ プ や 「 ホ バー」 タイ プ が 知ら れる が 、 交 埋 下 離 や 
運用 目的 一 「 サ ポー ト 」 タイ プ は 長 皿 離 支援 、「 ホ バー」 
タイ プ は 重力 下 に お ける 高速 で の 一 撃 離 脱 一 一 な ど で の 
使い 分 け を 想定 し て し 3 

КШО а 927455». ИН 
な いた め に それ 自体 を 用 いた 戦闘 継続 時 間 は 短い 。 その 
た め 、 搭載 火器 で 面 制圧 を 行っ た 後に 、 ミッ ショ ン ・ パ ッ ク 
し 、 近 接 載 へ と 移行 する と いう の が 想定 され た 運 
よう だ 。 また 、 両 倒 の ブー スト ・ パ バック に よる 高 
い 機 動 性 も 、 近接 戦 で は 有利 に 働い た と 思わ れる 。 

この 「 デ スト ロイ ド 」 タイ プ は ば 、「 ア サル ト ] タイ プ 、「 サ ポー 
М タイ プ と 同じ く 、 第 13 披 立 機動 双 隊 に 搬入 され 3 種 を 
混成 し て 装備 、 オ ー ル ズ ・ モ ビル と の 最終 決戦 に 攻 ん だ 。 
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両 隙 の ハー ド - ポ イン ト に 設置 まれ た プロ ベラ ント ・ タ ンク で 、 條 龍 で 6(( 友 右 
іо), 使用 鶴 は パー ジ 可 能 と 思わ れる 。 


動 性 と 航続 距離 の 向上 を 目的 と し た 装備 群  _ 


面 ミッ ショ ン ・ パ ッ ク の レイ アウ ト 


他 の ミッ ショ ン ソ セッ ク 装 備 状 態 に 比べ , 「 ア サル ト 」 タ イプ は 極め 


て シン プル な 形態 と な る 。 こ れ は 、 機 動 性 の 向上 の み に 主 朗 を 置い = 
た た めで 、 兵 装 系 の ミッ ショ ン : パ ッ ク を 持た 
吉 ミ ション ・ パ ッ ク の 換装 は わずか 5 分 で 行う こと が 可能 だ っ た 。 


か っ た た め と 思わ れる 。 
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REMAN TSH, 装弾 数 は 少な い 。 撃ち 切っ 
た 後 は パー ジ す る こと を 前 探し た 装備 で ある こと が わか る 。 また 、 
ミッ ショ ン バ ッ ク の 中 で は 最も 厚い 装甲 を 持つ と され る が 、 tima 
甲 は 施さ れ て いな いた め 、 これ は シー ルド に よる も の と 考え られ る 。 
қ ми 
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と な っ て いる 。 「 デ スト ロイ ド 」 タ イブ プ では. тӘ” ТӘ дать. аға раптан, БЕЗЖСОО:Ж>:222С28Ш 
аһ, 
Ө MS クラ ッ カー 
полк елсиягада. emam Ө ブー スト ・ バ ッ ク 
「 使 用 し た クラ ッ カ ー や MS 用 の ハン ド ・ グ レネ ー ド と 周 秩 の 投 纏 兵 疾 еюз=+)—#фт. BREASTS. Н6&02929 0 
だ っ た と 思わ れる 。 200887, れ て お り 、 MMMM SL, антишкен. 
sa- ッ ラー 91-12 


M" 
1 | 


5. М 
"и 


ОТНЕ L 2: RH] елуе7К 1,7:М5 


BARAJE, 初期 の ジオ ン 公国 軍 製 MS に は 存 
在 し な い 分 類 が な され た MS-18E ケン プ フ ァ ー。 その 
分 類 に 相応 し く 、 複数 の 火器 キシ ブル に 扱え る 能 
力 と 迅速 な 機動 カ が 与え られ て いた 。 さら に は 規格 の 
読 一 化 を 行 整備 計画 の 思 恵 を 最大 限 ( 
た 機体 で も あり 、 既 存 ム と 操縦 系 を バラ ン 
SANT PAR の で ある 。 し か し 
球 連邦 宣 に よる 大 反攻 作戦 て 地球 を 追わ れ た 
даст. 88а さき 戦場 は 皆無 で 
あっ た 。 正確 に は 本 機 の こよ る 作戦 成功 の 有無 


92-3 


は 、 も は や 戦争 の 趣 勢 に 影響 し し か っ た の で ある 。 ドイ 
「 闘 士 」 を 意味 する 名 
た 雄々 し き 戦 上 
Ri わな い 遅 き 
ルアウ ト は 終戦 直 衣 っ = 
本 土 決戦 の た め に 開発 され た の だ と も 言わ れる 。 жн 
投入 され た の は 戦争 末期 、 新 型 ガ ンダ ム 奏 取 
を 目的 と し た 「 ル ビ コ ン 作 戦 」 で あ 特務 部 隊 の サイ 
クロ プ よっ て 運用 され 、 奪 取 破 壊 目標 の RX 
78NT-1 アレ ックス と の 交戦 の 末 に 撃破 され て いる , 


2223-49 159.000 
装甲 材質 チタ ン ・ セ ラミ ッ ク 複 合 村 
КИ МЕ ах E.R 
ル X2/ 専用 ショ ッ ト ガ ン x2/ ジ ャ イ 
アン ト ・ パ ズ X2 プ シュ ツル ム ・ フ ァ ウ ス 
他 


関連 ファ イル 


+4707 2m 80-02.0. 
MSA oN АЫ 


ГЕТІ! 


既存 の 規格 バー ツ の 組み 合わ せ で 生み 出さ れ た 特 化 機 


本 横 は まっ た く の 新 半 と いう わけ で は な し пиш 胴体 正面 m コク ピッ ト 
下 好 に 、 MS-06 系 の フレ ー ム を 基礎 と ГТ Т 
戦 デ ー タ を フィ ー ド DUAR AF bi 
レー タ 
の で ある 。 実戦 投入 され た E き 
18 が あっ た と され る 。 な お 、 本 機 の 型式 番号 MS-18E の 末尾 
[E] {ZIR [Einhaven tb. [Experiment 
試作 実験)」 の 頭 文字 と も 言わ れ て いる 。 また 、 一 年 戦争 に 
お ける 最後 の MS ナン パー を 冠 され た 機体 で も あっ た 


競合 整備 計画 を 


画 ラン ド セ ル 


ー 年 戦争 未 期 の 新型 機 な が ら 火 器 は すべ て 実体 笠 で 固 
め て お り . ピー ム 系 の 兵 装 は 格 全 戦 用 の ビー ム ・ サ ー ベ ル し か 
BRA ETE, WME 

FRIN ISTP 

-LARA 


た 。 ФЛЕШЕ MENAX -ZE ENTSL EDNA. 


3 кін. 
жапштиаһ 


mem 
sinner 


画 ビー ム ・ サ ー ペ ベル 


Ж. 
сви 
レッ クス 上 で 
ксл 


— ガン ダム 0080 ポケ ッ ト の 中 の 戦争 


P ジム ・ ス ナイ バ - 


ジム ・ 
‚ RGM- 1 у= 


Ў GM SNIPER П | SNIPER П =.r.s.r. 
Pe RH 
RR 90mm プ ブルパップ ・ マ シン ガン 4% 
ит тю 用 ライ フル / ビ ー ム ・ サ ー ベ ル X2. 
жм w. sa 


シー ルド 


нан 


ラン ド セ ル 


宇宙 空間 


多 機 能 ・ 高 性 能 化 を 追求 し た プロ ユー ス 機 


お よそ 道具 に 求め られ る 能力 は 第 


に 「 機 能 性 ] で 
具 йе に は 「 使 いや すさ ] 
を 重視 すれ ば 機能 性 が 
する 部 練 者 に = 
БЫЛА ДАР ті preview, 


イロ ッ ト の 要望 
スパ イロ ッ ト 機 は この よう な 考え ( 

れ た 。 熱線 パイ ロッ ト に と 

J, た と え 操 継 系 が 複雑 


rr 


MECHANIC А 


80) пе01 er DAA 


超 長 距離 狙撃 に 特 化し た 専用 装備 と 、 その 他 の 汎用 装備 


RSH MT x+ 


その コン セプト 


v この バイ ザー と 併用 し た 精密 射撃 用 ビ 
イフ ル の 狂 撃 は 、1.000km の 射程 距離 で 話 差 数 Cm: 
этиет! ж! 
CORI BERT SMA, 
ド の 標準 装備 で ある 90mm ブ ル バ ッ プ 
シン ガン を 携行 EN TEAM MEBANE осии 
生じ ず 、 電撃 以外 で も 優れ た 機体 と し て 評価 され て いる 


を 降ろ し た 
RPA, バイ ザー 中 
に 本 か た レー 


„Б ジム と の 比較 
LEMSOMAMLT of 
居り 信条 の 


имена 
НН 


ТСІТИГІІЕ: 
ti 8m, 


高 機動 性 獲得 に 焦点 を 当て た 改修 と その 効果 


ジム ・ ス ナイ バー に 要求 され た の は 超 長 嘘 区 狙撃 能力 
<. FRR TO ORES Ей OB нат 
る た め の 優れ た 総合 性 能 だ っ た 。 その た め 本 機 は 宇宙 空 
間 や 低 三 力 空間 で の 要 動 性 に 重点 を 置い た 改修 を 加え 
る こと で 、1 ラ ンク 上 の 機体 を 目指 し た 。 ラン ド セ ル と 騰 部 の 
増加 スラ スタ ー に 抗 し た コン セブ ト が 現れ て いる 。 この 改修 
に よっ て で 102.000kg と いう 大 推力 (ジム ・ コ マン ド の 約 1.5 
(8) を 佐 得 し た 本 機 は 、 ジ ム 系 MS の 中 で も 抜き ん 出 た 機 
動 性 を 獲得 し 、 戦後 の MS 開発 に も 影響 を 与え た と され る 


awwcums, 
FPPTTTS4 


п 改修 部 位 
/ 強化 型 ラン ド セ ル 
J ーー | 921,000 292 
2 ب‎ eee АЕ) 
7 ҚҰ ста, +0®® 
Wer ammam 
ん Bert レン 
| f 
| LAA 
р [e АА хода 
% uso ら は き 部 分 


\ に 准 力 15.000kg の メラ 
スタ ー キ 2 基 ず っ 訟 置 し て 


運用 履歴 


ジム ・ ス ナイ パー の 運用 
イト ・ デ ィ ン ゴ 隊 が 運用 し た 機体 や 、 ジ ャ ブロ ー 防 衛 に 参戦 
し た ラリ ー・ ラ ドリ ー 機 な ど が 知ら れる 。 また 一 年 戦争 終戦 
重 前 に サイ ド 6 の リボ ーー で 発 3 айсы. 
スナ イ / バ パー! が 参 この 機体 は サイ ド 6 に 駐留 す 
SOME 「 グ レイ ファ ント ム 」 に 所 属す る MS 部 隊 「 ス 
カー レッ ト 隊 」 の も の で 、 コ ロニ ー 内 に 潜入 し 国軍 特務 
部 隊 ( サ イク ロブ プス 隊 ) の MS ケン プ フ ァ ー の 迎撃 に 出撃 
た と の 記録 が 残さ れ て いる 


数 少な い 運用 履歴 


сан тти 


= BVA Tne 


画 90mm ブ ル パ バッ プ ・ マシ ン ガン 


MORE INFO! 
「 ス ナイ バー」 қамады 


APA 


ъжиж»еа лос 
ZHAI] E. ジム の 改修 
カス タム | で ある 。 どちら も 生産 島 が 少な いた め に 軍用 履 
歴 は ほとん ど 球 っ て いな い 。 それ で も 白 兵 鞭 を 主 隙 と し て 
生 し た MS が 括 抽 戦 に 特 化 し た 進化 を 遅 げた 機体 と し 
て MS 開発 史 的 に は 貴重 を 存在 だ 


ジム ・ ス ナイ パー 

жаши: 
моста лья-вишанзс 
ライ フル を 前 イ る 


PTT ese tee a 
Aan, ВИЛ СЕМ 
АЗ 


РГЕ 
татышат + EB tim. 
*gnusontars Dp 
わせ て 個別 チュ ー ニ ング が 話さ れ た た 
MME EI ARCO. 


васп. sama et 


masx 


92-6 


機動 戦士 ガン ダム | 


MECHANIC FILE See (V) 01 0 


F 
T = FRERE 2090 
j > 5.4BOkW 
4 2323-0 809700 (0-0 
тия 


チタ ン 含 例 ネ オセ ラミ ッ ク 複 合 材 
(5 


at 


「 地 球 ク リー ン 作 戦 」 で 活躍 し た 陸戦 機 
U.C.0153.05、 ザン スカ ー ル 帝国 軍 は 、 大 規模 な 地 5065 ゾロ ア > ト の 派生 機 で ある 。 陸戦 に 特 化し た 改修 関連 ファ イル 
が 施さ れ 、 プロ アッ ト と て 格闘 戦 能力 を 強 て => г 
る ほか 、 サ ブ ・ フ ライ ト ・ シ 
持つ タイ ヤ 型 兵器 「 ア イン ラ 
の 抵抗 も 激しく な り 、 戦 力 の 拡充 が 必要 ZM-S24G ゲド ラフ や 
帝国 軍 型 機 の 開発 を 進め る 傍ら 、 よ り ス ピ し 新設 計 機 が 本 格 的 な 量産 体制 に 入る まで 、 本 機 
な 戦力 確保 を 求め 、 そ の 結果 、 既 存 の MS を 改修 / 強 。 の よう な 改修 機 が 帝国 軍 の 陸戦 能力 を 支え た の で ある 


S06S 


FILE PREVIEW 


6 ブル 


化 も 同時 に 行う 。 ZM-SO6G ゾ リ ディ ア も 、 既 存 兵器 の Е, o 
改修 を 進め る 中 で 開発 され た MS で ある を 2© 
ソリ ディ ア は 、 そ の 型式 番号 か ら も わか る よう に 、ZM қ ҮС 


92-7 


тут 


MECHANIC FILE ПЕ? 


装 備 アイ ン ラ ッ ド と の 連携 に 備え た シン ブル な 装備 群 


ソロ アッ ト の 改修 機 で ある ゾ リ ディ ア だ が 、 原 型 機 の 特 
徴 的 な 装備 で あっ た 5 連 ビ ー ム ・ ス トリ ング ス は オミ ッ ト さ 
п. ビー ム ・ ラ イフ ル や ビ サー ベル を 中 心 と し た スタ ン 
ダー ド な 兵器 構成 と な っ て いた 。 これ は ビーム ・ キ ャ 
有する アイ ン ラ ッ ド と の 連携 を 考慮 
ド を 含め た 総合 的 な 戦闘 能力 は 
と 見 られ る 。 RBH 
BY, ビー ム ・ シ ー ル ド の み 新 | 


=сщп? 


胸部 バル カン 砲 
ZI ( 


タイ ヤ 付 き 兵器 と の 連携 と その 運用 


ゾ リ ディ ア は 、「 地 球 グ リー ン 作戦 ] で その 実力 を 発揮 画 アイ ン ラ ッ ド 
する べく 、 モト ラッ ド 艦 隊 で の 運用 に 加え 、 SAVER — ++ л 
で ある アイ ン ラ ッ ド と の 連携 を 重要 視 し SFS と し て 
機能 する アイ ン ラ ッ ド は 、 ビ ー ム ・ キ ャ ノン な ど 固 定 
備え て お り 、 機 動 性 の 向上 だ け で な く 潜 馬力 の 強化 に も 
Wi ot. 本 機 も ゾロ アッ ト プル な 構造 を 探る こと 
©. アイ ン ラッ ド の 能力 を 最大 限 に 活用 


の だ っ た 


w 
Ж. 


MORE INFO! 


ажоо MASAO? ZM-S08S ソロ アッ ト 
ト は 、 ソ リディア の は か 、 ソ ロ な どの ペー ス 機 と な っ た 宇宙 п) ваза. 談 部 や 
用 MS で ある 。 UCISIOMADMCEMRENTOL иматоткстав”я5п5 
機体 で あり な が ら 。 エンジェル ・ ハ イロ 攻 恩 理 に も 投入 さ оло. мешшк. син 
れる な ど 、 その 人 博 性 は 非常 に 高かっ た САУ REE, 


VOT HERR 
ん покаееалла 
м яты а 
で か 


脱 体 上 部 に 訟 業 ま れ て いる 。 ソ ロア ッ ト の ピー ム ・ サ ー ベ ル 。 グリ ッ プ 
EMSRS, ФИНАЛУ PRIMI NTS, 


жа. vaz. 92-8 


твлитла УС и サル の が と ま を 
515-9702 ѕсхзтог ш в 


DES) aÜ] жж 274 


— ИВ 
LEZ TI 
8 тёсйкА4 TEKE БИШ 
merd 
ACME SESE мм 
$ ӨС ae 
Жох (LOW NE) аня 


>С 


字 宙 で の 対 艦 戦 を 想定 し た 火器 群 


Замаас, 9-54 Л m 225cm2 連 装 高 エ ネル ギー 収束 火 線 砲 "一 75mm 対 空自 動 バル カン 砲塔 シス テム 
戦 や MS 戦闘 を 想定 し た 施 で ある 。 装備 する 多く の 火器 「 ゴ ッ ト フ リー ト Mk.7 1」 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン 」 
ル 級 と 共通 し て い の 2 


ジェ ル 級 に 搭載 され て いた 超 
生産 性 や 運用 性 を 考慮 し て オ 
リー ト Mk.71」 ЕВЕ 
исен じ た 大 小 様々 な 
だ け で な く 、 ミ サイ ル 迎 撃 用 の 「 イ 
ンチ ビー ム 旭 埋 な ど 防 御用 兵 
小 感性 な ど に 撃ち 込ん 
備 し 、 машкан? 


+ "тт 
FARORETS. қ 


Шт?у/2- 


る 小 氏 ミサ イル 
ES 


ガー ティ ル 地球 軍 製 MS “MADER 
し た MS デッキ が 存在 する 。 MS デッキ は ! 
と 直結 し て お り 、 ス ムー ズ な 発進 を 可能 と 
T. Жуно th 
いた た め 、 専 用 の MS ハン ガー も 用 意 


Ш [G] 用 ハン ガー 
НЕ Е 


造 を 採用 。 アー クエ 
こと が 可能 と な っ て いた 


ガー ティ ・ ル ー に 搭載 され た 
地球 軍 が 開発 し た ブリ ッ ツ ガン ダム や 、 ザ フト の 
兵 問 ジ ェ ネ シ ス に 搭載 され た ス 
ド 状 の 後 電子 を 艦 の 周囲 に 定 療 させ る こ 
目視 も 不可 能 に な っ た 。 艦 の 停止 時 に は そ 
限 に 発揮 で きる が 、 艦 の スラ スタ ー を 噴射 すれ | 
中 は ステ ルス 性 能 が 低下 し た 。 = 
た の が 、 准 の 両 サイ ド t 7 の ルー。 Уэш инв 
装置 で 、 低 温 ガ ス を 噴出 する 
て いる 。 2А. ЖЕ! 
と で 攻撃 を 行う < 


Фш@Моз5о RATS Fue 
ン へ の 出撃 作戦 を 実行 に 移し た 


を 切り 部 


жа-т>мх 92-10 


жән 2/9 LOOP 


М8) mr ШЙ 


SPEC 
5 ONY ШІ ~ a ЧУ mn 
У GUNDAM ASTRAEA -- BA — 


カーボン 

GN ビ ー ム サー ベル Xx2.ZGN シ ー ル ド 
GN ビー ムラ イフ ル ノ プ ロト GN ラン 

チャ ー ア プロ ト KGN ソ ー ド 


ЖШ ソレ スタ ルピー イン ダ 
BRS ルイ ー ド - レ ブナ ンス シャ ル ・ ア クス 


Pehi ガン ダム マイ スタ ー874 


Д5 
| 
~ Ш y Ф. 
4% $, 4 と っ N 
N 8 4 qn N > 
г] Y 
4 ж 
2 ед 


д 
2? 


LL 
AS r 
рд 


最初 の 実用 段階 の ガン ダム で あっ 

の 結果 、 実 際 の 運用 yar 

必要 だ と 結論 され た 。 これ を 受け て 

手 さ れ 、 最 初 に 完成 し た の が 本 機 で ある 。 た 
され た 特 化 様 で は な く 汎用 性 を 機体 特性 に 撫 え 、 基 本 性 
能 の 向上 と 他 の 特殊 機 用 装備 の テス ト の た め に 運用 され 
た 。 クラ ビ カ ル アン テ ナ は 取り 外し 式 で 、 GN アダ プ タ を 介 

し て 各種 武装 を 装備 で きる よう に 設計 され て いる 。 < 
ERA LETS 


EONS LER 
өк. Ama; 


ンス 用 の 文字 や 記号 を 表示 す 
SMEENTS, сь. SMES 
шығат 


ж a 
ETTOL 
性 テス ト に 使わ れ た 


信 す る た め の ラ ッ チ と 
を っ て いる 


цвнвтеяозхат 
ONO AF кини 
ADA LAM XE 
ML. холу-29-МС 
Rants, 


標準 的 な 兵 装 と テス ト の た 


アス トレ ア の 武装 は 、 主 兵 終 に GN ビ ー ム ライ フル 、 格 闘 ÜB 武装 レイ アウ ト 
兵 閉 に GN ビ ー ム サー ベル 、 防御 兵 凌 に GN シー ルド と いっ GN ジ ー ム ライ フル は 損 行 式 だ 
た 、0 ガ ンダ ム を 誠 本 し た オー ソ ド ッ クス な も の を 採用 。 汎用 Zi REDON V7- 7E 

ш. се», CN シー ルド も 
機 で ある 機体 特性 に 合わ せ た 選択 で ある 。 中 で も GN ビ ピー 画定 する タイ ブ .GN ビ ー ム サー 
ム サ ー ベ ル は は ば 完成 ぶれ て お り 、 他 の 第 二 世 代 や 謝 三 | “Омітшы2ано,47/а 

Š д я. TIONS ят 
世代 は 本 機 と 同型 の も の を 採用 し て いる 。 GN シー ルド は SS en қатта. 
若干 の 改修 で エク シア に 受け 継が れ た 。 これ ら 禁 準 兵 装 
は 改修 され 、 単 独 で 運用 され る 際 の GN-004 ガン ダム ナド 
し の 武装 に 昇華 し て いる 。 また 、 兵 装 テ スト 機 で も ある 本 機 
は プロ ト GN ラ ンチ ャ ー と プロ ト GN ソ ー ド も 通用 する 。 


ээмин с 
いな い 。 その 代わ 

ビー ム の 射撃 能力 を 
MAAA GN 
taa 


© GN シー ルド 
ЕЖЕ GNHFEREIZET. ал 
L. 52-Өкен>. ШИН 2292%. LKR ЕЕт7>7 ツ を 介し て 画定 され る 。 手持 


MET. BEATA orm rR 2307% ЩИ rümcushasno, 


(Ооме-л%-хл, 


ви ТАЗА 
る が . LLP REM 
は GN ビ ー ム ダガー に 変更 きれ 
て いる 。 GN ビームサーベル は 

シイ アウ ト 変 更 し 


Ш プロ ト GN ラ ンチ ャ ー 

УЕ, ОЗУ DSI FREE 
USEANA. FAHM TORM MADO ENNA 
L. MEND E Fk ran. ヴァ ー チ ェ の GN パ ズー カ へ と 発 属し た 


Ш プロ ト GN ソ ー ド 

テス ト で 巡 全 きれ た 重み を 活か し 、 KIMLAR T SE 
этет. ФНО ВЕЕТ сюменгкнитасЕ 
が 計画 され 、 OSC SMRRBLL сен. ama. 


ста-%->4х-мав 


92-12 


ПЕШТЕ) 


[TT 


2 я m sec 
; GX-9900 МАТТЫ En 
| Голи, — === 


Ета] 
2523-87 


> = 
ライ フル プレ スト バル カン 4 Ж 
型 ビー ム ソ ー ド 他 
жн 


の 特徴 関連 ファ イル 


FILE PREVIEW 


é ASN 


a? Ne 


サテ ライ トシ ステ ム と 連動 し た 標準 装備 


ガン ダム X は 、 攻 防 一 体型 兵 状 で ある シー ルド パス ター ラ ー ル ド バ ス ター ライ フル задао, シー ル 


イフ ル 、 格闘 兵器 と し て 運用 で きる 大 型 ビー ム ソ ー ド と いっ た IRIEL /- 
大 出力 火 問 を 標準 で 装備 し て いる 。 これ ら は 、 FRESH == 

の 主力 機 で あ の みな ら ず 、 ВЕТ 

いた 。 一 方 で 、 ピー ム の 射出 に か か 

で あっ た が 、 双方 の 兵器 と も サテ ライ トシ 
ステ ム に 対応 し て お り 、 月 面 に ある 発電 設備 か ら エ ネル キー 
を 受信 で きる 仕組 み と な っ て いる , 


る エネ ルギー も 能 


すい 


記 召 上 に レイ アウ ト さ れ た サ 
ЕАО > 
APE- диз wa 


ГИИПТЕГЕЛІУМІШТІШГІ 
ЕТ J に 使用 され た 。 DELMEE чь»: амай Tu. 


斬新 な エネ ルギー 供給 シス テム と 無人 機 を 運用 する F シ ステ ム 


サテ ライ トシ ステ ム は 、 пвохижяянаганл サテ ライ トキ ャ ノン 
エネ ルギー 供給 機構 で ある 。 月 面 の 設備 か ら 送信 され た マイ 
クロ ウェ ー プ を 4 枚 の リフ レク ター で 受信 し 、 機 体 や 装備 の エ 
ネル ギ 技 換 する こと が 可能 で あっ た 。 中 で も 送信 され た 
エネ ルギー を その まま 砲撃 力 に 変換 し た の が サテ ライ トキ ャ ノ 
ン で . 単 障 で は 不可 能 な 破壊 力 を 獲得 し て いる 。 また . 機体 
に は F シ ステ ム と 呼ば れる ニュ ー タ イプ 和 能力 者 専用 の 機構 も 
搭載 され て お り 、 無 人 機 GX ビッ ト の 運用 が 可能 で あっ た 


/ @ サテ ライ トキ ャ ノン 本 体 
$ 


使用 時 の サテ ライ トキ ャ ノン 。 マイ ク 
ー プ を 室 休 する に は 、 pr BB 


5- で ガイ ド 


て = レー ザー を 受信 する 必要 が あっ た 


в 
{e+ д @онтз&т- 
理 電 を 行う こと が で きた 


© GX ピッ ト 

シス テム に 対応 する 無人 
=. кемани 
共通 する が 、 コ ク ピ ッ ト は オ 
ミット され 、 MBS PEA 
майнап т\л, サテ ライ 
mab 


Б СИТ 
мос HEVAN ECE 
され る 方 式 で あっ た 


コク ピッ ト サテ ライ トシ ステ ム と も 連動 し た 独自 の 操縦 デバ イス 


ガン ダム X は サテ ライ トキ ャ ノン を は じ め と する 大 型 火 問 を ГЕ コク ビッ トシ ー ト 
搭載 する な ど 、 その 能力 は 当時 の 連邦 軍機 を 大 きく 凌ぐ も の 
で あっ た 。 TOKO, ИЕ ЖЕНЕ ан 
と き の セ キュ リティ 対策 「G コ ン (G コ ント ロー ラー)」 を 
装備 する 。 これ は 、 サ テラ イト シス テム と も 連動 する 操 紙 デバ 
IAT, 設置 し な けれ ば 機体 を 動か すこ と も 不可 能 に な っ て 
いた 


画 コク ピッ トディ 
NN ニー 


ERN 70 аһ зе 
\ た の ち 、 PRB Wy tr. 


ma vaa 93-4 


機動 新 世紀 ガン ダム X 


mebi sg125 


MS of NEW UNE FORGE ® 
NRX-018-2 こち 


新 連邦 軍 の 主力 機 と な っ た 、 新鋭 MS の 実力 Жз 


AN こよ っ Beas AC と な っ た 。 そん な 新 
新鋭 MS が ドー トレ 


産業 界 の リー ダ 
画策 。 政府 再建 委 

ラッ ド マ ン を 総司 令 官 に 了 ] し 

た 。 ОВ ЕЯ 3 まれ 変 も 
ERATE DOT EEA DT MIME ネオ は 新 
を 基幹 と する 戦力 を 背景 に 

ニー を 活動 拠点 と する 宇 


т ПН И CMI, 柔軟 な 機体 設 
ar トレ ス と の 比較 


6 ライ フル ピー R ビー ムラ イフ ル Ж = 
ム サ ー ベ ル x2 fhe ТЩ аан : 
ЖШ тенанж жеп — 
mes — 
ІШ COMPARISON CHART COLOR 
ーーー ーー млм 


NEMA 006 GADEEL 


© 


— өтке эп эө 


иной HALT ср s ДЫ a © 


いな か 


機体 開発 に 着手 
ショ ン 装備 機 を 投入 する 一 方 バリ エン ト や 方 
【 行 能力 を 有 


場 に 投入 され た 7 
こ 機動 性 


жем | МЫ, zw 
ІЗ 


GUNDAM EVOLVE( 機 動 戦士 ガン ダム SEED X ASTRAY) 


CATI-X1/3 


MEE る @ 
J hyPERION GUNDAM omx: 


IMMLGAU2 ピラ ヴ ス 76m 近 
フォ ルフ ァ ント リー だ ロム テク ニ REE “IAF 
カ RBW タ イブ 7001x4 他 アレ メタ ーEE07Rx2 @ 


パイ ロッ ト 


あっ た 

の 開発 
AL シア 連邦 は 、 負 け じ と Mi 
CATI-X1/3 ハイ ペリ 


ハイ ベリ オン ガン ダム の 構造 / 武 装 w 独自 の 防御 兵 装 を 有 し た MS MORE INFO! 


陸戦 用 の 量産 試作 機 


SOMA ERLENDA TTO INAL 
ハイ ベリ オン だ が 、 の ち に アク タイ オン ・ イ ンダ スト リー 柱 
の 静 り 込み に よっ て 量産 織 が 試験 運用 され る こと と な る 
COLTCET3, >Z ROOM IESE 
т. тшста Liao жап. 


洋之 邦 と ザフト の 技術 を 
ア 連 邦 の 独自 技術 アル テ 

HAME を MS の 兵 装 へ と 
功 し た 。 ピ ー ム 兵器 の 標準 装備 と 独 
BRUEDEMALEOO.NG TF 
大 西洋 連邦 に 追 中 する こと を 決め た ユー ラ シ ア 運 邦 上 層 
部 の 方 針 変更 に より 、 プロ ジェ クト は 凍結 され っ 


SN 
N 


Е € RMEL 
чм. тйс олиш йаг: 


% О тела. 
" 武装 レイ アウ ト O ザ ス タ バ ・ ス ティ グマ ト RFW-99 © ロム テク ニカ RBW タ イプ 7001 
ий GREET RN) MTR RUE LA BOY ПЖ аза OOO, НИСАБЫ 297: ビー ム ナ イフ 。 жасоо -OORAR TR), иона: 
スティ グ ィ ト RFW.99 の み 。 KF BAT BERETS, エネ ルギー カー 7 RART мева, + 
ра, アル т は 部 に も 本 ОИС タパス мил, pus, 


連合 の 技術 を 採り 入れ た ザフト の 次 期 主力 機 


ジン に 代わ る ザフト の 次 期 主力 量産 機 。 ジン で 培 わ れ ШЕШ 


m 武装 レイ アウ ト 


68). Me NMS=KL 
т れ た 。 武装 に も 連合 の 技術 を 探り 
兵 装 の 実用 化 に より 、 高 い 攻撃 力 を 得 て 奇しくも 本 
機 を 団体 と し た ドレ ッ ド ノ ー ト の 追撃 に 運用 され る が 、 敢 えな 
く 全 減 し て いる 。 た だ し 、 この 追撃 や 戦闘 の 真 償 は 不明 


TARDEN. итағат 
ER BOMAMVOS 


ラチ を 備え る こと が 見 て 取れ る 


mantas 


機動 戦士 ガン ダム 第 DBMS 小 隊 


MECHANIC FILE 


戦闘 車輌 : ジオ ン 公国 軍 の 戦闘 車輌 


ІШ 


) н:01 КА 


COMBAT VEHICLE of ZEO 


s MAGELLA-ATTAGK. 2% 


無限 軌道 


MS の 快 進撃 を 支え た ジ 


公国 軍 の 独創 的 な 兵器 開発 思想 が 生ん だ マ 
タッ ク 。 砲塔 部 を 分 離 可能 な 航空 機 と し た 奇抜 


な 構造 の この 多目的 戦車 は 、 欠 点 は 
の 、MS を 中 心 と し た 戦力 の 承 間 を 埋め る 陸戦 兵器 


配備 地域 は 北米 や 中 央 ア 
こ 及 び 、 生 産 時 期 な ど に 
欧州 方 面 制圧 


て 大 量 に 投入 され た 。 + 
P, АН LO) mi 
仕様 に 差異 が 上 

軍 に 配 

Жена: 年 戦争 中 期 以降 投入 きれ た өю 


ゲオ ン 公 国軍 の 地上 戦力 


ma 
ZEON - 


関連 ファ イル 
れ て いる 。 この タイ プ は 、 オ デ ッ サ 
"лшн چام‎ серен: て 
な 意欲 的 な 陸戦 兵器 と 

国軍 で は 既存 の ズ 
設計 の 戦闘 車輌 も 開発 ・ 投 入 され て いた 
ど に 配備 され て いた 装甲 車 プ は その 類 の 兵器 で あ 
り 兵部 隊 の 展開 を 助け た BED PRR 
力 は 間違い SAET 7, 
車輌 の よ 
戦線 


жан 
пи preview 


ジオ ン 公 国軍 の 戦闘 車輌 
マ ゼ ラ ・ ІШ SPEC мастак. 
アタ ッ ク аа 


ак 2-2 


BE (VD + by 7) 
OLREL THR 


an ( マ ゼ ラ ・ ペ ー ス ) 
.. 


01 А 


MAGELLA-ATTACK zig мо 


作業 用 の ザク 


欧州 方 面 制 圧 軍 に 配備 され て いた マ ゼ ラ ・ ア タッ ク は ШЕШ тчэ.тэу?®®7Ийй кс, HA? 
先行 仕様 機 よ り も マ ゼ ラ ・ ト ッ プ の 飛行 性 能 が 垂 視 さ れ て “ МЕНЕ ВЯаВЕСЕНЕСЯ 
ЕСМ K られ て いる 。 マ ゼ ラ ・ ト ッ プ を 失っ た マ ゼ ラ ・ ペ ー ス を 活 才 
+8 し た 現地 改修 機 で ある MS-O06V ザク タン ク は その 最たる 

т. 性 東 幹線 で は MS-05 ザク 1 の 上 半身 を 流用 し た 
маланат, 


機 が 充分 な 戦果 を 挙げ た と は 言い 難かっ た 


MS-06V ザク タン ク 
МУЖ Вам. 
06V の パリ エー ショ ン 。 MAS05 の 前 
мелт. Ri 
EKOLE! 
BKAN 


row i-i RU RM FM 
ғ) зря AU SEREN mm. 


© 画 コク ビッ ト и 後方 


те EMIT 0 
АЕ ГИ 


ARMOURED FIGHTING 


性 東方 面 で 運用 され て いた ジオ ン 公 国軍 の 6 輪 装甲 車 
で 、 地 球 降下 作戦 当初 か ら 運 用 され て いた 水 茸 両用 装 
(UR WAM, PVN44/1 ヴィ ー ゼ ル と 同型 の も の と 見 
られ る 。 Mt LM MME СЕ: 
て お り 、 兵員 輸送 能力 も 有 し て いた 


senm 


¥ 


JEEP 


上 記 の 装甲 事 と 同じ く 、 極 東方 面 で 運用 され て いた ジ 
オン 公国 宣 の 軽 車輌 。 一 般 的 
ハン ドル 方 式 。 車体 前 部 
後部 は 則 で 覆 わ れ て いる 。 武装 は 有 し 
歩兵 の 移動 に 用 いら れ た と 見 られ る 


луна!!! A 
の た の 。 AOE! 


жа т>ычх 93-10 


プロ ト タ イ プ ・ ザ ク 


と し て は 初め て 


хора ЛЕЙИРЕН 


100mmit 0 て 


関連 ファ イル 


に あたる 機体 が 、MS-04 プロ ト タ イ プ 


Ф MS の 鍵 形 と な っ た ZI1-XA3 (М$-01). 、 その 
る MS-02 や MS-03 を 経て 完成 し た MS で 、 実 用 に 耐え 


EML MS-03 


機動 性 は 、ZAS 社 製 эру Ir 
る 性 能 を サイ ド 3 (ズム ・ シ ティ 〉 の ジオ ン 公 スキ ー・ イ ヨネ スコ 型 熱 杜 反 応 炉 [ZAS-X7 | が も た らし mania 
ek ae | て 、 ZEONIC 社 が 開発 し た その は 劇 的 だ っ た 


プロ ト タ イ プ ・ ザ ク の 開発 に お ける 要点 は 、3 つ 存在 
する 。 耐 弾性 を 重視 し た MS-03 の 装甲 の 整理 、 兵 装 の 
交換 に よる 多用 途 化 、 そ フス キー・ イ ヨネ スコ 型 
鍼 柱 反 応 炉 の 搭載 が それ 


い 性 能 を 獲得 し た 
ュ レ ー タ 
た 問題 


い コ スト が ネッ ク と な り 、 制式 化 さ れ な か っ た 


で ある , 


93-11 


実用 的 だ が 発展 途上 に あっ た 機体 


モノ アイ 正面 の プロ テク ティ ブ 


MS-03 に 次 いで 開発 され た プロ ト タ イプ ・ ザ ク は 、 $77 
スキ ー・ イ ヨネ スコ 型 然 柱 反 応 炉 の 搭載 、 兵 庶 を 使用 可 
能 な 胸部 マニ ピュ レー ター、 趣 硬 スチ ー ル 合金 製 の 装甲 
後発 の ザク 1 を 上 回 る カタ ログ スペ ッ ク な ど に より 、 す で に 
実戦 に 耐え 得る MS だ っ た 。 た だ し 、 開 発 スタ ッ フ が 装甲 
に 拘っ て いた た めか 、 腕 部 の マウ ント に 設計 上 の 間 題 を 多 
し て いた ほか 、 マ ニ ビ ピュ レー ター の 作業 半径 も 狭く 。 装甲 
の 形状 も 洗 越 きま れ て いな か 

結果 的 に コス ト は 高騰 し た よう で 、 紛 終 し た 議論 の 未 、 
ジオ ン 公 国軍 は プロ ト タ イ プ ・ ザ ク の 量産 化 を 断 恋 。 細部 
を 改良 し た ザク 1 が 、 史上 初 の 実戦 用 MS と な っ た 

プロ ト タ イプ ・ ザ ク の 実機 (тасада 
$. 完成 以前 の 機体 と も 考え られ る ) は 、 ZO ЩН ЕШ 
の ホシ オカ に 持ち 込ま れ 、MS 用 自動 制御 シス テム AMC 
クティ ブ ミッ ショ ンコ ント ロー ル の 成熟 に 用 いら れ た と 
見 られ て いる 。 博物 館 に 展示 され た 機体 も 存在 する と いう 
が 。 それ が 実機 か レプ リカ か は 不明 で ある 


нува 


っ プロ ト タ 
б шай» тае 
か た シル エッ ト を 株 つ 


ТІЛЕГІ 


т 

公園 軍制 MS に は 珍し く 、 角 張っ た シ 
ル エ ッ ト を 持つ 。 MS 初 の ミノ フス キ 
«азасы O PERM 


シル エッ ト * 

全体 的 を シル エッ ト は 、 ザク 1 に 通じ 
5. атое. 
жошо. 


た よう で 


胸部 
Mam! көлге 
T кю». SRB OA 


申 が 強化 きれ て いる, 


кн 

動 カ バイ プ は 騰 や 足 
前 に わずか 
ият. に 
収納 され て いる 。 補助 
バー ニア も 個 え る 


SEEN 合い 評価 に 終わ っ た 最初 期 型 MS 用 火器 


プロ ト タ イ プ ・ ザ ク 本 体 と 共に 再 用 兵 装 も 試作 され た 
それ が ZEONIC 社 の 火器 開発 部 門 が 開発 し た ZXM-1 
試製 マシ ン ガ ン で ある 。 口径 は 100mm で 、 後 発 の ザク ・ 
マシ ン ガ ン ・ シ リー ズ と 同じ く ド ラム マガ ジン を 採用 し た 

だ が 、 その 性 能 は ジオ ン 公 国軍 を 満足 させ る も の で は な 
か っ た 。 試製 マシ ン ガ ン は 既存 の 速射 移 の 改造 型 に 3 
+. 操作 性 信頼 性 な ど あ ら ゆ る 面 で 問題 を 抱え で て いた の 
で ある 。 これ を 受け て 開発 され た の が 、 電動 式 の 機関 部 を 
持つ 105mm /120mm ザ ク ・ マ シン ガン ZMP-47D で 
ザク 1 の メイ ン ウ ェ ポ ン と し て 採用 され た 


ЕТ 
ЛЖ. #792 


УУУ КЎН. MS 
FMR 07 7t 
ラン チャ ー の ザク ・ パ バズ 
этїйў ал: 


MORE INFO! 


型式 番号 か ら 推測 で きる よう に 、 プ ロト タイ プ ・ ザ ク が 完成 
する まで に 少 を く と も 3 機種 の MS が 試作 され た 。 М5-01 (21- 
ХАЗ). MS-02. MS-03 が 請 当 する (これ は ZEONIC 社 の 機体 
нт. ZIMMAD HR TM REMOLEB SNS), DR 
WAR ЖМФЫ В, ZEONICH 
салдан +». MSDE 
えて いた 。 以後 、 ジ オン 公国 軍 と ZEONIC 社 
は 実戦 用 MS を 実用 化す る た め 、 機動 性 向上 を 主眼 と する MS- 
02. RP PHGHAEEMILLAMS-O3ERiE, そし て プロ ト タ イ 
Ра t-t: t, 


мзш. жалаға 
же. тай. MRP 
Омид Еа сян 
公開 が きれ た が ザ 、 そ の 中 
KR BLL сове 
ERDEN, 


Ш 100mm マ シン ガン 


プロ ト タ イプ ・ ザ ク 朋 と し 
әйженте. тасама. 


RENAZZO BRITT, 100mm 


HORMEL 


低かっ た ВМЗ FT лиев йр). MEMS MOE EH e 


の シー ルド 


ane 


Fi 
ZHXA3 
GARR. mem. љим 
mson | 42 
AOD 
不明 #22707. MRBANA 
м502 ч | ХА а ¿ | 
BIRF, R: емей: Битве 
дзелася ева (RMI SRO IEA | 
MS-03 不明 атин: яль | 
аут) | (AAR. memre: Швяет(мвоговиня) | аста кент, ви | 
| | моля Е (ti tum | 
MS-03 | 不明 Що ОН (MEHER) | заь. ше төнетін 
(йн) | (KARE. Жеш) | ボディ の モノ コッ ク 化 (軽量 化 目 的 ) | レベ ル 
“мем |; >; ; рта Р А 
プロ ト タ イ プ ・| 722% TARZINA | ДИО 制式 化 は 見 送ら れ た 。 コス ト 面 が 問 
ザク RDP 機動 性 向上 (MS-03 の 2 倍 と きれ る ) | 題 だ っ た と いう 
1 
ша. 9:315 


9312 


чеби. 
100102. 


IS 戦力 の 充実 を 念頭 に 置い 『 備 拡大 を 進 
MS の 開発 を 手掛け る ベス パ は 、 ま ず 宇 宙 


する 高 汎用 機 の 開 


J. その 後 の 帝 国軍 機 の 
真紅 と 黄色 の ツー トン に 
人 型 の 機動 兵器 で あ 

た 機体 と 言え る 。 特筆 すべ き 箇 所 を 設け る よ 


ゾロ アッ ト 


2 ビー ム ・ シ ー ル ド SME Ab 
リン グ ス тыл x2 E 


パッ ク バ パッ ク 


ожар 


性 能 や 機動 性 と いっ た 戦闘 力 に 直結 する 要素 の 
ほか が 、 拡 張 性 や 生産 性 、 コ ス 


TERREA 
展 機 を 生み 出し て いる , 
機体 や 戦艦 が 強い イ 
BOS 

全体 の 戦力 底 上 


EHED 

多数 の 派生 機 や 発 

な ど 独 創 的 な 

国軍 機 だ が 、 本 

MS の 存在 が 、 軍 
た の で ある 


FILE PREVIEW 


対 MS 戦闘 に 重点 を 置い た 多彩 な 兵 装 群 


ЕО 


ъъ 
{OHORXR тий 
пшесьа®ашкие 


画 ビーム ・ キ ャ ノン 


А E E] 


回 ヒー ム ・ ラ イフ ル 


La 


Ш ZM- 5066 Ў ایک‎ 


ШЕШ 戦争 初期 か ら 帝国 軍 を 支え た 機体 


イド 2 続 一 を 目指 し ズ ガ ン 画 ザン スカ ー ル 帝国 軍 
ギリ ー の 防 лаж 
Я AST BER СЬ 
AEM DSU MAAR 


画 ホワ イト アッ ト 


ma. tax 94-4 


機動 戦士 ガン ダム 
ТШ 


МЕТА 922 е 


m SPEC 
全高 155m 
ШІ ШЕГДЕЗ | 
HID 7.510kW 
2223-ИЛ 66,790 


LV ] nell sitet ODA 


オプ ショ ン 兵 装 


ТЕТІН 


итий ガン ダリ 
п 
W COMPARISON CHART № COLOR 
パッ ク パ ッ ク 
А дени 
| \ 


£ 
= A 


実力 


目 に 値する 。 新た な 


FILE PREV 


D-RAM БУС}. 503549 
ガン ダム の 中 長 距 離 砲撃 戦 仕様 「V2 バ 


01 жа DBA 


広範 囲 の 射撃 戦 に 対応 し た 、 複数 の オブ プション 兵 装 


長 離 支援 射撃 に 主 痕 を 置い た V2 バ パス ター ガン ダム スプ レー・ ビ ピー ム ・ ポ ボッ ド 
NAT yar Rt A r 


メガ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン 


回 る 火力 を 発 控 し た と され る 。 一 方 、 お on ы = 
RAT L—-E— REKAR ERT EE р 

と いう も の で е 下 に 可動 する こ プシ ョ ン 

と いう も の で 、 PEN CONS W. фени июлу: 

の 組み 合わ せ は 、 本 機 が 単なる 長 距離 > x 


中 一 者 長 距離 の 幅広 い 射 界 に 対応 可能 な こと を 
に この よう な オプ ショ ン 兵 装 と 既存 兵 装 を 億 
тост. жипконивлеятеған. ) 
ガ ・ ミ リティ ア の 戦線 を 力強く 支え だ た 


= 
1 

ШшЕ-л,-247» 

IRR FEIEN TAA нна 


ure さら な る 火力 の 載 紅 を 局 っ て いる 


異な る オプ ショ ン バ ー ツ の 併用 を 可能 に し た 基礎 
Ш メガ ・ ピ ビーム ・ ラ イフ ル 


V2 の オブ ショ ン パ ー ツ は 竹 底 し た ユニ ッ ト 化 
が 特徴 で ある 。 し か も パー ツ 
次 敵 戦 を 主 目 的 と し た アサ ルト バ 
最終 仕様 で ある Vi: 
ダム を 見 て も わか る よう に 、 異 な る 仕様 の 
の 併用 こそ が 本 機 の 運用 性 を 高め た の で 3 に 言え = 
ば 、 本 機 の ジェ ネ レー ター で あ : キー・ ド ライ ブ は 既 5 - 
FOMSMNLI—REBT SUE Р 
兵器 の 併用 を 可能 に し た こと も 要因 


CT 
BARMIN: 


Ф バリ ア ・ ピ ッ ト / 
кшк бсш + 


MORE INFO! 
邪魔 に な っ た オプ ショ ン バ パー ツ 
ハイ ロ ゥ 攻防 戦 に 参加 し た カテ ジ ナ ・ ル ー 
スス は. V2 バ パス ター ガン ダム と の 交 理 で RALAN 
と 評 し た 。 人徳 女 の 言葉 に は 一 理 あ り 、 КЕМ 


いざ し ら ず 、 高 機動 転 を 主体 と する MS 同士 の 戦 閥 で は 


の 搭乗 する MS ゲン ガオ オプ ショ ン パ ー ツ を 破 иясе = А Biot, た 
だ し パス ター パー ツ は あく まで オプ ショ 


損し な が ら も これ を 最 訂 す る な ど 目 党 ま し い 活躍 を 見 せ 、 リ 
合 は 投票 で きる な ど ^он 
H+ UF PORBERALOK A И 7107-2 санах 


BMWA атт у 
29-лЖЯФоОФСЫЕХРЯОЕИЯН その た 
機 に は NOMIC RT SRE 
тозак ана SEM Moh MATRIC ID A 
タシロ ・ ヴ ァ ゴ 率い る シ 
艦艇 を 含む 撃墜 スコ ア を 


жа r 946 


кила 5925-1072 в 4640/ 590992 8 


АЕТ 
УУ LAL) HRW 


СИЕ Е Яо 


лы 
" 
` 
з 
ВИ 
сеасциоү 
же вы жы ar ーー EBSA ия 
6606 ™ 
son eet = sss 
зам» 3245 8 ” 
тема w жане OM шы ошо ЫЙ chem 
; ее г қ 
ү usm wawww 21100. эзше нес ин - 
>] мк» wç 
= ва» 3348 ш 


— eee жы ー СІЛИ) 2 тата NAA 
4-4 < 3 ч , 
катти EXE мм әз AA HNN 
Loe МЕ 1 ALE — 
umr 334$ № 


are БЕРГІШ СЕНІ 


ム 


MECHANIC FILE 


акитулуу 


アマ ル テ ア 


Ули 


TET 


有する 最大 + 
+ CRORE TERES TEAR. 


機動 戦士 ガン ダム OOP 


i ガン ダム 
х GNY-003 アブ ル ホ ー ル W 


(AGS) meDl ш 


жле 
使用 し な 


TERA 


本 機 GGN-003 ガン ダム キュ リオ ス の 


飛行 形態 に 変 


ノレ スタ ルピー イ АК j т 関連 ファ イル 


機動 兵器 [ガン на = 


が 継承 され 、 形状 は 引き 継い で いな い 
ホー ル 」 と いう 名 
を 意味 する ) に 描か れ た 
ア 語 の エジプト 方 
免れ ず 、 高 を 持つ こと か : 
を 備え た 本 機 に 名 付け られ た と 考え 
が 施さ れ 、CB 
運用 され た 


SADE] MUM EIR) NA 
GNY-003 ガン ダム 7 


8) п] 


СИТ охна SLOOMACSPRVORR 


飛行 形態 へ の 変形 を コン セプト と し た た め 、 ア ブル ホー ル 画 メイ ン ヘ ッ ド 
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画 ガト リン グ ・ ガ ン 


偵察 任務 に 投入 され た MS-21C の 改修 点 


MARSRA t- 


кыша 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 黙示 録 0079 


MECHANIC FILE — (к) Ir" 


w 946 ザク nF 5) 


нн 


MYFG-M-ES 系 F56-M3ES: 


関連 ファ イル 
UC.0079.01.15、 人 類 史 上 最大 と 呼ば れる ほど 大 


験 が 行わ れ 
BA, 2 
に 見 2 
151314 122126 
る 攻撃 力 を 見 せ た の 
も の の 


жшс. ЖИРНЫЕ 


ADRII L MS IGLOO —ER ADIR 780079 


MECHANIC FILE 


SCORE ME MLA my k 
(737 з H 
коша. т 
SAD. ununta 


[ ллхї2?.7-#- 


11 mous 0609 a g. 


Б 
xan 


ВИО ЕТ! 


жижономто 
LEMME AUSF 
%.-татинто 
пети ть 


画 シュ ツル ム ・ フ ァ ウ スト 
ТІНІ. 


“MORE INFO! 


MS-06F は 拡張 性 に 優れ た MS で ある 。 その た め 前 述 の 
よう に 改 杯 が 容 島 で あり 、 多 く の 溢 生 機 が 生ま れる に 足る 
土壌 が F 型 に あっ た 。 th. MSOGA аа 
に 換装 する こと を 前 提 と し た た め 、 生 産 放 設 や 時 期 に よ 
て 仕様 が 異な る ド F 製 も 多数 見 られ る 。 ASM 077 
So THAMES ORE RUE TET. 


Bits 
aramee. 
$. Mave 
тв ашеи 


mamcawan 
YTISTI 
FERRE RA 
KRENEK HLN 
し た も の で. ROFLE 
яси ть 


na. + 95-10 


G キ ャ ノン ・ マ グ ナ + "" s (ША 1420) 
Ў с-слннон MAGNA | паэ 358 


EFSF. 


но. а С кй ビーム ・ キ ャ ノン x2 デ ダブ ル ・ 
рц, ане. v>? ピー ム ・ ガ ン >2。 ピー ム ・ ラ イ BAZ メ が お ・ マ シン ・ キ ャ ノン 
k 反し た た めか 、 тылын 2 /3 ま 2 レネ ー ボ ・ ラ ッ ク x2 / バ 

ルカ ン 箇 X2/ ビーム ・ 人 サーベル 
- Иң вая 


ハー ディ ガン 


HARDYGUN Ro 


HURRENA 
ЕГЕТТЕ; 


SFP に よる F70 シ on ズ の 改造 еі 


に よる F71 
7+. F70 


以下 SFP) で 開発 され 
技術 を 導入 し た 
頂 高 15m 級 の 新 世 代 小 型 M, 


> タ ディ は 、 支 援用 
入手 し た サナ リィ の 技術 Е MS 戦闘 用 と し て 完成 。 AD 
ンダ ム F91 の ・ 兵 装 、 ハ ー ド ・ 
ンダ ム を 試作 す hes 装備 3 より 多用 途 性 に も 秀 で た 


G・ キ ャ ノン か ら の 改造 に あたっ て 、 G キ ャ ノン ・ マ グ ナ は 
上 半身 を 中 心 に 大 き な 仕様 変更 が な され た 。 

特に 大 き な 変 更 点 は 晴 体 と バ パック バ パッ ク で 、 EMT 
一 体 化 され て いた も の が 分 割 式 と な っ た 。 саиси, М 
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ザク の 名 を 引き 継い だ 汎用 機 の 開発 と その 末路 


れ ま で の ザク 系 の コン セ 関連 ファ イル 
に 置い て 開発 され た 


を ふん だ ん に 採り 入れ た 結 


ジオ ン 公 国軍 の 流れ を 流 む ネオ ・ ジ オン (アク シズ ) ザク 皿 は 、MS-06 を は じ め 
の 技術 者 た ち に と っ て 、MS・ ザ ク の 名 は 反 連 邦 軍勢 プ ト で ある 優れ た 汎用 性 を 
力 の 象徴 的 な 機体 と し て 捉え られ て いた 。 だ が 、 グ リプ MALT, 当時 の 最新 技 
ス 寺 役 時 に は 「 ザ ク ] の 名 を 採り 入れ た 「 ハ イザ ッ ク ] 
が 連邦 軍 の 手 で 開発 され た た め 、 それ を 屈辱 と 感 ( 
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技術 者 た ち も 多 か . いう 。 第 一 オ ・ ジ オン 戦争 力 が 基本 と な っ て し オン 製 MSU ‘at 1 
期 に 入る と 、 技 術 者 た ち は もう 一 度 ザ ク の 名 を 自 磯 性 能 の 物足りな さ を 生ん 事実 、 多 彩 な 火 
ちの 手 に 取り 戻 そう と 、 新た な ザク 系 MS の 開発 に 取り 器 群 を 装備 し た AMX-014 F ン ・ ウ ルフ と の トラ イ t 
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最低 限 に 絞ら れ た 基本 兵 装 群 


ザク 四 は 、 あ ら ゆ る 環境 に 対応 する 汎用 性 と 拡張 性 を 追求 
し た 結果 、 専用 の 携行 兵 療 は 持た な か っ た (専用 の ビー ム ・ 
Аас ыы 合わ な か KERE hd). これ 


SAMIDE キシ ブル に 選択 し て | 
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ネオ ・ ジ オン の 技術 チー ム は 、 ザ ク 系 MS の 特徴 と な る 高 
汎用 性 の 追 示 発展 を 目指 す 中 で , MS に 付加 で きる 最大 
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構造 上 の 制約 を 運用 性 に 関連 付け た 変形 シス テム 


コア ・ ト ッ プ と コア ・ ペ ー ス 、 ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー の 
3 機 が 合体 ・ 変 形 し て 完成 する ZZ ガン ダム の 機体 構造 
は 、 設 計上 の 問題 点 を 運用 面 の 利点 と し て 積極 的 に 見 
出 そ うと し た 結果 と 言え る だ ろう 。「 最 強 の ガン ダム 」 EB 
指し た ZZ ガン ダム の 開発 コン セプト は 圧倒 的 な 攻撃 
に あり 、 ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン を は じ め と する 大 出力 ビー ム 
兵 装 の 複数 装備 が 要求 され た 。 その 要求 に 応え る に は 
複数 の ジェ ネ レー ター が 必要 と な り 、ZZ ガ ンダ ム に は 都 
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旧 世 紀 で は 、 防 空 : 運 撃 の 役割 は 戦闘 機 が 担う こと が 
一 般 的 だ っ た 。 太平 洋 戦争 に お いて 、 ADRS 
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中 が 閉じ られ 


| 運用 | 用 地上 の 要衝 を 防衛 し た 、 防空 戦力 と し て の 実績 


先 に も 述べ た よう に 、 ア ッ シ マ ー の 開発 に 当たっ て 必 
要 と され た 性 能 は 、 高 高度 迎撃 戦 を 行う に 足る 飛行 能力 
だ っ た 。 か つて ジオ ン 公 国軍 が 運用 し た ガウ 級 攻 撃 空 峡 
の よう に 低空 か ら 佑 入 する 目標 に 対し て は 、 EHATE 
現用 兵器 で も 充分 対応 可能 で ある 。 し か し グリ プス 戦役 
で は パリ ュー ト ・ パ ッ ク や フラ イン グ ・ ア ー マ ー の よう に 、 MS 
MERA SAMPSON FORM MRE, その 
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め 量 産 され た アッ シマ ー は 防空 芽 力 と し て 、 地 球 連 邦 軍 
の 地上 の 要衝 に 配備 され る こと に な っ た 。 その 代表 例 が 
ダカール 基地 で 、 U.C.0087.11.16 の エゥーゴ と カラ バ に 
よる ダカール 制圧 戦 の 際 に は 、 か な り の 数 の アッ シマ ー が 
実戦 投入 され て いる 。 また 同年 に 発生 し た 定期 旅客 船 プ 
ロス ペロ ー の 遭難 事件 で は 。 大気 園 突入 を 図っ た 脱出 カ 
プ セ ル を 、 ア ッ シ マ ー( 青 系 の カラ ー リ ング の 機体 ) と エッ ー 
ゴ MS が 連携 し て 救助 し た と の 記録 も ある 
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i 旧式 艦 に 施さ れ た 様々 な 改修 と 性 能 の 限界 


は クラ ッ プ 級 を ペー ス と し た 艦 能 と され 、 箱 Ш MS デッキ 
同紙 や その 改修 艦 で ある スペ ー ス ・ ア ー ク ( ク 
5786) CORBA BSNS. LL EWEN 
КОРОНА, RRO 
艦載 機 の 運用 設備 な ど 、 改 修 が 加え られ た 部 分 も 多 か 
た 。 し か し 、 ザ ンス カー ル 戦 争 に 投入 され た ベス パ の 艇 艦 
群 に 比べ れ ば 性 能 の 差 は 歴 療 で あり 、 本 艦 が 抗 し 得 た の 
は MS 埋 力 の 審 潜 に よる と ころ が 大 きか っ た と 言え る 
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リー ン ホ ー ス Jr. の 艦 体 構造 武装 


リー ン ホ ー ス Jr. は 、 リー ン ホ ー ス と スク イー ド 1 を 繋ぎ 合わ ШИШ 


«стаж MRED DELAMELBERMT анонсе унан. これ は り 
ロッ ク な ど が リー ン ホ ー ス の 、 艦 体 下部 や カタ パル ト 、 エ ンジ IE НОСА ARTAS сэ. BETS 
CUOMO 7:7 FEBR. 下図 は それ を 大 し て いち 


ン ・ ブ ロッ ク な ど が スク イー ド 1 の パー ツ で 構成 され て いる 。 + 
の た め 、 本 艇 は 地球 連邦 定 と ベス パ 双 方 の 構造 的 特徴 を 
兼ね 備え た 艦 航 と な っ て いる 。 また 、 ペ スパ で も 随 一 の 戦 
且 区 で あっ た スク イー ド 組 の 構造 と 武装 を 取り 入れ た こと 
で 、 当時 の 最高 水準 に 値する 性 態 を 獲得 し て いた 。 な お 
本 艦 の 改装 作業 は U.C.0153.04.27 の カイ ラス ・ ギ リー 
攻略 載 か ら わずか 1 週間 ほど で 完了 し 、UC.0153.05.04 
に 出航 し て 即 産 に 実戦 へ と 投入 され る こと と な っ た 
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シス テム の 導入 が 実用 化 さ れ て 
5 礎 に 備え た XM1 ۶ 
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杜 動 力 の 搭載 に よる 
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人 的 の 死角 か 
で きる XM1 プ 
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白昼 夢 の よ うな ドレ ッ ド ノー ト と ハイ ベリ オン の 共 剛 


コー トニ ー・ ヒ エロ ニム ス に よっ て 試験 運用 が な され た 本 E プレ ア ・ レ ヴァ リー ーー 画 カナ ー ド ・ バ ルス 


机 は 、 そ の 後に マル キオ の 名 代 で ある プレ ア | 
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amt, 2 ane 


キオ か SF レッ ボノ ー ト を 託 


機体 奉 週 の た め ザ フト は ゲイ ツ 部 隊 を 派遣 し た が 、 ド レッド 
ノー ト か ら 分 離す る よう に 現れ た X ア スト レイ が 全 機 破壊 
さら に プレ ア を 狙う が 、 そ の 危機 を 教 っ た の は ドレ ッ ド ノ ー ト 
を 狙っ て いる は ず の ユー ラ シ ア 連邦 一 カナ ー ド ・ パ ルス 
DBS AVAL Thote 共 脚 で X ア スト レイ を 倒し た 
GS, つい に 部 誰 を 決する べく 激突 する 
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MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : MS-08TX [EXAM] イフ リー ト 改 | [3 nell «er 1008 


ラン ド セ ル 


EXAM シ ステ ム の 性 能 を 引き 出し 切れ な か っ た 「 最 強 ] の 陸戦 MS 


ジオ ン 公 国軍 の 陸戦 用 試作 機 MS-0BTX イフ リー ト フリ ー ト は 8 機 が 試作 され た 段階 で 生産 が 中 止 さ れ た 陸 関連 ファ イル 

擬似 ニュ ー タ イプ 装置 「EXAM シ ステ ム ] を 搭載 し た 畔 用 MS だ が 、MS-14 ゲル ググ を ー 推 カ MS.08TX + А 97 
カス タム MS が 、MS-08TX [EXAM] イフ リー ト 改 で ある を 持つ うえ 、 近 接 格 開戦 能力 も 極 カタ ログ ス 

EXAM シ ステ ム の 実験 母 横 と し て 、 イ フリ ー ト が 選ば ペッ ク で は ジオ ン 公 国軍 屈指 の M 

れ た の に は 理由 が あっ た 。 オー ルド タイ プ の パイ ロッ ト で EXAM シ ステ ム の 搭載 、 スラ 
あっ て も タイ プ の 戦闘 能力 を 発揮 可能 な EXAM れ た イフ リー ト は 、 イ フリ ー ト 改 と し て 完成 する 。 EXAM シ 
YAF by その 搭載 MS に も 高い 性 能 が 求め ら ステ ム と 原型 機 以上 に 強化 され た スペ ッ ク の 組み 合 れ 
れ た 。 MS へ の 負荷 が 大 きい うえ 、 性 能 が 低 せ は 、 イ フリ ー ト 改 を ジオ ン 公 国軍 最強 の 陸戦 用 MS に 
シス テム の 人 性能 を 十 全 に 引き 出せ な か \ だ が 、 そ れ で も EXAM 
そこ で 白羽 の 矢 が 立っ た MS が 、 イ フリ ー ト だ っ た 。 イ ム の 性 能 は 引き 出せ ず 、1 機 が 試作 され る に 留 ま 


の 強化 な ど が 施さ 
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EXAM シ ステ ム の 搭載 に あたっ て 、 ラ ンド セル と 肢 部 
の スラ スタ ー が 強化 され た 。 大 推力 で EXAM シ ステ ム の 
性 能 を 引き 出す コン セプト だ っ た よう だ が 、 成功 と は 言え な 
か SAS AF LRS EMANET OIEA た 
試作 され た 1 機 は 、EXAM シ ステ ム の 開発 者 ケル スト ・ 
モー ゼス 博士 が 地球 連邦 に 亡命 し た 際 、 REDE 
消 任 季 に 投入 され て いる 。 この 中 で イフ リー ト 改 は モー ゼ 
ス 博 士 の 暗殺 に 成功 し た も の の 、 地 球 連邦 軍 の EXAM 
シス テム 搭載 機 RX-79BD-1 ブル ー デ ィ ス ティ ニー1 号 機 
と 交戦 の 未 、 撃破 され て し まっ た . 
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何で 、2 本 の ヒー ト 剣 を 主 兵 閉 と する 。 YMS-15 ギャ ン に 
近い コン セプト だ が 、 他 の 手持 ち 兵 装 は 知ら れ て お ら ず . 
шел 12 ларда 121 |244 24455 
BMS, TATHEROLP IA -REAR 
た 。 МНО АК. 肢 部 の 6 連装 ミサ イル 
が それ で 、EXAM: ム と の 連携 を 想定 し た よう だ 。 IB. 
兵 装 の 重視 は 、 ジ オン 公国 軍 の 局 地温 用 MS (MS-07B 
グフ や 水 薩 両用 MS な ど ) で は スタ ンダ ー ド な 発想 で ある , 
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系 列 機 [ナハ ト 」 と [シュ ナイ ド ] 


ここ で 紹介 し た イフ リー ト 改 以外 に も 、 イ フリ ー ト の 改造 
機 は 存在 する 。 それ が MS-08TX/N イフ リー ト ・ ナ ハト と 
MS-08TX/S イフ リー ト ・ シ ュ ナ イド で ある 。 

イフ リー ト ・ ナ ハト は 夜間 戦闘 用 の 改造 機 で 、 極め て 高 
度 な ステ ルス 性 が 特徴 だ っ た 。 開発 は マ ・ ク ベ 大 佐 の 下 
で 行わ れ た 。 一 年 戦争 後に は 地球 連邦 軍 が 接収 し た が 
旧 ジ オン 公国 還 残 党 に 礁 取 さ れ て いる , 

イフ リー ト ・ シ ュ ナイ ド は I 旧 ジオ ン 公国 軍 残 党 が 装備 し た 
機体 で 、 度 壁 な る 改修 の 未 、 第 二 世 代 MS 以 上 の 総合 性 
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У ブラ ウ ・ ブ 全高 60.2m (全長 62.4m 
= 7 п жі; 重量 '35.31 (RM 2.6026) 
| BRAW У BRAW-BRO | ZEON 2243-42 17600006 | |(- 


| 中 央 プロ ッ ク 
EHIOyARENSMEOPR 
平 な 終 長 の 形状 で 、 上 下 に 


機体 サイ ズ 
EDS 
KIRI 


メイ ン ・ ス ラス ター 
左右 ブロ ッ ク の 後部 に 配 さ れ た メ 
ィ ン ・ エ プロ ッ ク は 、 上 


て いる 。 前 者 は シ 
シャ リア ・ 


戦闘 に お い 


ニュ ー タ イプ 兵器 の ある べき 姿 を 模索 し た 機能 と 構造 


ニュ ー タ イプ 兵 問 の 機能 が 模索 され た MAN_03 に お いて 
は 、 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム を 用 いた 攻撃 端末 の 吉 隔 操作 が 試 
あみ られ た 。 その 成果 が 4 基 の 有線 誘導 式 メガ 粒子 多 で あり 
本 体 か ら 切り 離し て オー ルレ ンジ 攻撃 を 行う こと が で きた 。 た だ 
L. ажалы: と か ら 、 そ の 攻撃 端末 に は 従来 型 
の メガ 寺 子 砲 が 採用 お れ て お り 、 機 体 の 大 型 化 を 舞い て いる 

また 、 機 体 を 3 つの ブロ ッ ク に 分 割 (左右 の エン ジン ・ ブ 
ロッ ク を 含め て 5 分 割 と する 説 も ある ) で きる 構造 も 、 本 機 
の 特徴 の ひと つ で ある 。 これ は 、 誘 電 な ど を 回 選 し て 貴重 な 
ニュ ー タ イプ ・ パ イロ っ ト を 保護 する 目的 と 、 各 ブ ロッ ク を オー 
ルレ ンジ 攻撃 に 用 いる と いう 発想 に 基づい て いた 。 
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一 般 パ イロ ッ ト に よる 制御 を 可能 と し た コク ビッ ト 構造 


MAN-03 は 有 誠 誘 導 式 の 攻撃 部 末 を 採用 し て おり. 一 田 ガン ナー ズ ・ シ ー ト 画 コン トロ ー ル ・ シ ー ト 
般 パ イロ ッ ト で も ある 程度 の オー ルレ ンジ 攻撃 が 可能 だ っ Г 

その た め 、 本 機 に は ニュ ー タ イプ ・ バ パイロット 用 の 単座 コク ピッ 
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m 特製 ヘル メッ ト 
1P MANOR МС 
革 用 し た ヘル メッ ト 。 サイ コミ ュ 
搭載 欄 用 の も の で 、 ию 
GAIA yO ka < 
異な っ て いる 。 


en was 
右 ブ ロッ ク の コク ピット 。 AM 
の シー トゲ 並ぶ ほか 、 側 


る 中 央 ブロ ッ ク の 単座 コク 
3 リア は RACY 
ンプ ブル み コン ソー ルネ ル 」 
кн, 


сма-т>э‹х 98-4 


機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE "= tenor їйї ЕЗГЕ) 


AIRCRAFT of E.EE БИ? 


- Я N SPEC nene 
FLY-MANTA フラ イ ・ マ ンタ 全長 
ا‎ 4 ER SERIENE /З0тт/ © 


ne 他 


ІШ SPEC -оғғ-пов- 

ФЯ 335m | = 

АИ ARROW УМУ 
イル 


W COMPARISON CHART 
ea 


wow nwwwm 


DEPP-ROG 


DON-ESCARGOT 


DRAGON FLY _ 


DISH 


юшин ONE 


FANFAN 


Ju OMWe 


айса 


в 
= 


機 が 戦場 の 主役 ( 
の 簡便 さ は 


価値 を 著しく 落と 
機 の 活躍 する 場 が 


FE) nell sm32 


DEPP-ROG 


IBAA ТСЕ) 
形状 と 肩 平 で 寸 詞 な フォ ルム を 特徴 と する の が 、 連 邦 軍 
の デ プ ・ ロ ッ グ で ある 。 30m を 超え る 巨体 に 総 重量 1201 
SORACMM MED). 5 基 の レー ザー 砲 や 対空 ミサ イ 
ル を 装備 する な ど 、 重 武装 を 施さ れ て いる 。 Cts. Ble 
は 敵 占 領地 の 奥深 くま で 侵入 する 必要 が ある た めで 、 好 
BMAF Xt Wr. それ で も MS 
DERDE. RBICREAT CE 


っ た 。 


DON-ESCARGOT 


ドン ・ エ スカ ル ゴ の 名 は 、 PAYLINE 
けら れ た と 言わ れる 。 その 特徴 的 な 形状 は 対 潜 哨 戒 を 目的 
と し た 2 基 の レー ダー か ら 来 て お り 、 と ぼけ た 名 前 と は 裏腹 
に 優れ た 電 探 能力 を 発揮 し た 。 さら に 胴体 側面 に は 機銃 
4 門 を 設置 。 併せ て 対 潜 ミ サイ ル や 多 弾 頭 電 軍 を 搭載 す 
る な ど 、 対 満 攻撃 機 と し て も 威力 を 発揮 する ーー は ず : 
た 。 だ が ミノ フス キー 粒子 に よっ て レー ダー 機能 が 封じ 
れ 、 能力 を 十 全 に 発揮 する 機会 を 失っ て し まっ た の だ っ た 


デ プ ・ ロ ッ グ 
=. 


2/724 MEE 
овятивлиса 


ベル ファ スト 基地 を ど の 
東港 に 配備 
заи (STOL 


MOMENTS, 


+ 


画 前 方 


ТАСУЫ асы 
5572 Уйнат 
て いる 。 СЕНЕ 
Huu MIE FRO s 
か ら 投 下す る の で ある 。 


кшт. о, зптьзяивов 
слит. ийїї 


画 前 方 


MADDEN Viste 
ン サー、 80290099 
対 洪 レー ター で ある 。 с 
onset a GEL, 
с. PION RE 
探し 出す の だ 


画 後 方 ! 


RBORREFT пул: з), TASIM ERS 
DENIES, БРОВИ, 


DRAGON FLY 


「 ト ン ボ 」 DEER SIVE, その 名 の 通 
ト っ て 、 連邦 軍 各 部 隊 を 結ぶ 連絡 機 と 
通常 の 競 空 機 の よう に 長い 滑走 路 を 必 
FEET, Ey ‘HUD EERE TES 
の も 連絡 機 と し て は 使い や すか っ た よう だ 。 ちな み に 本 機 
は 戦闘 用 で は な か っ た : フス キー 粒子 の 影響 を 受け 
る こと は 少な く 、 連 邦 軍 の 各 空 機 と し て は 活躍 の 機会 
多かっ た と 思わ れる 。 


ドラ ゴン フラ イ 
=s... 


スパイ 行為 を 笑い て いた 


а. lather Samant: 
HEOSEMBLAD PEL NG = 


R 
N п» 
推力 を 生む プロ ペラ を 

Минеи, LD 

> зови ти) ен 
Я. これ は 和束 で の 安定 
тсн. еше 
用 し て いる 


旧 世 紀 の 早 期 警戒 機 は 役 体 上 面 に 大 型 の レ ド ー ム を 
搭載 し た も の が 一 般 的 だ っ た 。 それ に 対し て 連邦 宣 が 開 
発し た ディ ッシュ は 、 胴体 その も の を レ ド ー ム と し 、 さら に リ 
770177 FF MSM BSH EAL CUS. し か 
し ミノ フス キー 寺子 の 影響 で レー ダー が ほぼ 無効 化 さ れる 
>. SM BMROTEBRRYAONTLESK, KEE 
機 は 飛行 性 能 に 優れ て いた た め 、 友 軍 間 の 連絡 機 や 将 
官 移送 機 と し て 新た な 首 を 歩む こと に な っ た の で ある 


а 
ФЫСЕБИФЕАФ 
Bele shai 
BROS. 


$. REESE 
た よう た 


画 後方 
тасятаһе+и 
неценяохвет 


FANFAN 


機体 の 左右 に 配 し た 2 基 の ロー ター と ジェ ッ ト ・ エ ンジ ン 
の 推力 で 飛行 する 小型 機 が ファ ン ファ ン で ある 。 10m に 満 
た な い サ イズ な が ら も 計 10 発 の 誘導 ミサ イル と 視覚 連動 
HOT.72mMS=AL TRA. RBOMMBALLTH 
用 され た 。 お そら く は 地下 の 大 空洞 に 建設 され た ジャ ブロ ー 
基地 の 防衛 任務 を 想定 し て 開発 され た も の な の だ ろう 。 本 
棲 の 優れ た 柄 動 性 は ジャ ブロ ー 内 部 の 入り 組ん だ 地形 を 
移動 する の に 最適 で あり 、 まさ に 独壇場 で あっ た よ 


‘ДВОР 
тестот. BME 
MSE 
ウッ ディ ・ マ 
LF N ALARA rr 
特に 者 名 で あ 


\ әфтеяяуа 


ema- サン ウィ ズ 


98-6 


GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガン ダム ) 


EID а „у „2а 


№ РЕС 
> ў 全高 180m 
- ガン ダム { БЕН І ШІТІСІ ТІСІ 
ペデ 9-3-8) 1.380kW | 


E.F.S.F. 2529-47 55.500kg 
ез С 


%7-7929Ь8% " 
RR МИЛЕ: FAN 
X2 プ ビー ム ・ ラ イブ ル (グレ ネー ド ・ ラ 

ан. ят Fy ИЙ) シー ルド 
аленя, Nan m анана 


MR 
иш. 72017 


W COMPARISON CHART № COLOR 
ж» = 


тшш. тоя. исе 
ah x 


イン テ 


の 反応 速度 に 対 


限界 値 の 判 
NT が 抜き ん 出 た 存在 か が 


MECHANIC FILE. у j BL) mg sur 0 ЧА 


E 作 能 限界 に 達し て いた 構造 と 独自 の 標準 兵 装 


MAN-03 と の 交戦 を 機 に し て マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング が ERB 
施さ れ 、 ア ムロ の 反応 宮 度 に 対応 で きる よう に 改修 され た ROMANAN. Фоыстеғызетн EME の セン マー・ ア イヤ 字形 の アン テ ナ な ど 、「 ガ ンダ ム 」 от 

78, この 異説 で 語ら 今 以上 の азий я сп». МОЮ: AM re ees tere — __ 
Rees ›йзгешьп&нх-тәш. ш.км な っ て お り 、 WB LMERFACLNIRMIN CEO DS, 式 で は な いよ う で . LOMO ИМИ LE, 
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本 機 は GNW-20000 ア ルケ ー ガ ンダ ム を ペー ス と し 、 — ES Hi 
GNW-003 ガン ダム スロ ー ネ ドラ イ の 特性 を 付与 。 ВИ アル ケー 


基本 と し な が ら も 、 ド ライ の 面 葛 が 見 て 取れ る アル ケー ドラ イ 


能力 を 含め た 全能 力 が ドラ イ よ り 数 段 強化 され て いる 。 ア ФМ, EIR- MEE ORD, ドラ イ 


ルケ ー は スロ ー ネ シ リー ズ の 実戦 配備 最終 形態 で あり 、 ほ 
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ン と 次 兄 の ミハエル は 貫き され て し まう 。 生き 残っ た ネー ナ は CB の エー ジ 
MENR (ワン ・ リ ュー ミン ) に 仕え 復讐 の 機会 を 靖 っ て いた 。 OM 
Сизе. 後 讐 の た め の MS 開発 を 依頼 し た の で ある 。 


CBE ZACK ORR АСЕ 
сво. REET 
いた ネー ナ 。 аси ВЕ 


サー シェ ス を 人 憶 思 と する リポ ンズ へ 
の 対策 と し て 、 リ ジェ ネ は ネー ナ と 
ай. ふた り は 互い に 利用 価値 
ERD. それぞれ の 目的 実現 の た 
の 行動 する 。 


と 同様 に 通信 機能 が 強化 きれ で いる も の と 更 わ れる 。 


ネー ナ ・ ト リ ニ テ ィ 
チー ム ト リ ニテ ィ の 示 っ 子 。 WRL 
2 テキ 利 用 し て 兄 の 部 で ある サー シェ 
AUS, LOL, サー シェ ス へ の 性 


D шут. ааста, 


AK Agar ten 


画 装備 レイ アウ ト 
アル ケー と ドラ イ 。 Жн RES T 
ハン ドガ ン を 指 三 し し アル ケー の GN ファ ング も 男 | 
DUGNA PNRI A-MEN 


ドラ 9 イ と 同 栓 の GN 


ドラ イ に 備わる 酸 ア ー マ ー 狂 GN ファ ング 周 コ ン テ ナ を 店 鐵 し た も の 。 内 
所 に は 自 新 に 用 いる GN ファ ング を 1 EF ARL TLS, к 
この GN ファ ング の 分 だ 


EN 
АННА, RENUMELE. 


ネー ナ と サー シェ ス の 確執 


アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ジェス 

ином, SM207 NRM 
тиЕе FLAC RON, Ш 
MEMEMOSELT HERS. 不審 
SMBETSR-F ERR тә. MA 
Tie ML 


оша. их MBS 


98-12 


ЕРУ A 
WVONNS A 


66А: WALSAS 


RW ийт». a 97078 
頭 部 


部 ビー ムキ ャ プン x2. グ ビー ムラ イフ ル 
| 口元 か ら V 字 型 に 伸び 


— МЮ eo __ 
ШЕШ 052.672. メリ ー ベ ル ・ ガ ジッ ト 、 
ジェ ゼ フ ・ ヨ ッ ト 他 


関連 ファ イル 
жы. IFBD (І: 1 р - ー 
よる 推進 機構 や 、 ブ 


FILE PREVIEW 
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ジオ ン 公 国生 の 水陸 両用 MS に 対抗 する 必要 性 か ら 急 
連 開 発 さ れ 1 た アク ア ・ ジ ム は 、 ハイ ドロ ・ ジ ェ ッ ト ・ ユ ニッ ト や 
新聞 発 の 水中 用 兵 装 を 搭載 し て お り 、 水 陸 両 用 MS と し て 
の 基本 性 能 は 備え て いた 。 AEL, ИҢ У SS АРИИНЕ 
は 悪く 、 軍 上 必 部 も 身 の 水中 用 ザク の 方 を 高く 評価 し た 。 

保 作 機 と は 言え な い ア クア ・ ジ ム だ が 、 ジム 自体 の 設計 
が 確か だ っ た こと 、 地 球 連 邦 軍 の 貴重 な 水中 戦力 だ っ た 
こと な どか ら 一 定 の 戦果 を 挙げ た と され る 。 


wra 


UNAEMEREN, 水圧 に 対す る 横 錯 が な され た 。 AP TERED 
メラ の 性 能 が 較 十 され る た め 、 ソ ナー が 増設 され た と 思わ れる 。 


ШЕШ ИШ 


ハイ ドロ ー ジ ェ ッ ト ・ ユ ニッ ト は ) 


Nm ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー 
ХЯЖОЯНИШЕ БА: 
PIR е1 — OLE 
SRR. МЕ. MMSEMD {ЧЕНГЕ 
態 な うえ 、 永 中 で も 確 奏 な 効果 が 期待 
тег 
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тмвовтеви 6 
KELTSE G 
ES. с, 


画 ハー ブー ン ・ ガ ン 
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ハー ブー: 


画 ビー ム ・ ピ ビック 


жФияннаяй. 水中 で 


| ожа+азол». мит 


ЙҮ 
ML. ADARRE 


(ED ERT EK DIDAN, 水中 で は ビーム が 江村 する た 
юа, 先 将 に 鈴華 が 破壊 され て おぉ り 、 ИН 


RTS. 


oma 9:94 
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18 SPEC 
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A.E.U.G. 


ラン ダム ・ パ イン ダー 
жастын 


ビー ム ・ サ ー ベ ル ・ 
ラッ ク 
нн 


FILE PREVIEW. 


機体 構造 可変 MS か ら の 仕様 変更 に よる 優れ た 機体 性 能 


MSN-00100 は 、 RMS-099 リッ ク ・ デ ィ アス 以降 の 開発 
計画 に お ける 近接 戦前 ・ 格 器用 MS の 基礎 フレ ー ム を 円 体 

ティ ター ンズ か ら 審 取 し た RX-178 AEF АМк-ПОД- 
ー ム の コン セプト を 潜入 し て 開発 され た と 言わ れ 
の 開発 は フレ ー ム の 強度 不足 と いう 問題 
た も の の 、 ラン ダム ・ パ イン ダー や デュ アル ・ 
いっ た 可変 機 と し て の 設計 の 名 残り が 、 高 
性 能 に 径 が っ て いた こと も 事実 だ っ た と 言え る , 


画 コク ピッ ト 


Encode System 
ЫА 


汎用 MS に 準じ た 携行 武装 群 と 実用 試験 を 担っ た 特殊 武装 


本 機 は 攻撃 型 MS に 分 類 され る 機体 だ が 、 武装 自体 は 汎 
用 MS の スタ イル か ら 大 きく 八 受 し て は いな い 。 一 方 で 、 本 機 
て 研究 ・ 開 発 途 中 の 各種 装備 の 実用 試 
が 想定 され て お り 、 グ リプ ス 戦 役 に お いて 

ラン チャ ー の よう な 特殊 装備 の 運用 も 担 
こと と な した 特殊 性 が 、 本 機 の 分 類 に 関係 し て 
た と も 考え られ る 。 な お 、 本 機 が 実用 試験 の 母 機 に 選ば れ 
айсы. 信頼 性 が 高かっ た 内 部 構造 へ の アク セス 
が 容易 だ っ た と いう 要因 が あっ た と 言わ れ て いる , a “о ü 

мзм-001000##:—8 ( j 


жид м: スタ 
ダード BREDA 
用 特価 と する 。 LOL, ине 
その も の の 優れ た 性能 に よ 
©. жалея 


Q ビーム ・ ラ イフ ル - Ө クレ イ ・ バ ズー カ a © тюл»: 


4А 
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J. MSA-003 ネモ 
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アカ ツキ 


— ( ヤ タ ノ カ ガミ ) 
RR 73J2 式 試製 双 刀 琶 ビー ム サ ー ベ ル 
プ M2M5D12.5mm 條 動 近 欄 防御 火 
8X27 7205 式 ビー ムラ イフ ル [Er 
クラ イ ] 。 TAB 
レシ 」 。 「 シ ラ ヌイ 」 
— MR ELL CL 1 — 
Г шеа 991-39: PAN FETT 


汎用 性 を 重視 し た 標準 装備 群 


アカ ツキ は 、「 ヤ タ ノ カガミ ешт W 72D5 式 ビー ムラ イフ ル 「 ヒ ャ クラ イ 」 - 
が 、 MSHMICORIST SLUOR BEML TUS, 近接 4 / 

п, の 両側 か ら 刃 
2 MROMENMMTSCCEAMMLLT 
また 、 グ リッ プ を 分 割 す れ ば 通常 の ビ 
用 で きる 機構 を 採用 し て いる 。 一 方 
жЕн-еринмяонжянт 
ISTER EBE. RR 
RB TRI EAL TON), Ги] 
を 除い て も の 訟 合 性 能 は 非常 に 高く な っ て いた 


の татеяяа 
ТЕГІС 72123 
DEBINE RIL 


ドラ グー ン を 備え た 宇宙 用 ユニ ッ ト 大 型 砲 を 備え た 空戦 用 ユニ ッ ト 


「 シ ラ ヌ イ ] と 対 を な す 大 気 園内 用 ユ 
て いた の が 、 大 型 の ウイ ング と スラ スタ 


アカ ツキ の 背部 る 専用 の 武装 ユニ ッ ト で 
軍 で の 運用 に 対応 し て いる 。 「M531H 誘 導 機動 @ 
SECURE TH), PR а 


Шай 4.1 
ト 、 さ 5 に ピ 


LJ と スラ スタ ム 砲 で 構成 ぶれ た 「 オ オ ワ シ 」 で ある 。 オオ ワシ の 装備 時 に 
本 能 な 7 基 の ピー ム 砲 塔 を 有 し 3 ШПНЕ салп». МТ STIFF ~ 
ム 奏 が 装備 され 、 複 数 を 運用 す 高 エ ネル ギー ビ より . SBM SRE Са si 


攻撃 が 可能 と な っ て いる 


れ た 砲撃 力も 獲得 し た 。 これ ら の 武装 推進 ユニ ッ ト は 、 禁 
和装 備 客 と の 併用 に より 、 接近 戦 か ら 後方 支援 まで 
対応 する こと が で きた 


画 オオ ワシ 装備 
WHat hanes. 
TTF MERON 

ЕТУ 
7 され て おり. MAREN 


画 ユニ ッ ト 単 体 


ト 時 の オオ ワシ 。 ШИ 


ガン ダム 新 体験 -0087- GREEN DIVERS 


Z ガ ンダ ム m spec 
= - 3 号機 unknown i -$E ЕДЕТТЕ 623) — 


кй WR ADK ビー ム 、 サ ー ベ ル X 
2( ビ ー ム ・ ガ ン 開 用 ) 2 連装 グレ ネー 
ド ・ ラ ンチ ャ ーx2/ ピ ー ム ・ ラ イブ ル 


パイ ロッ ト 
x 


関連 ファ イル 


名 称 は 仕様 を 意味 する も の 
の 域 を 出 な い 。 確 


ム を 発表 し 
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Еж Z ガ ンダ タム を ペー ス に し つつ 、 さら な る 機能 向上 を 目指 し た 機体 


m MSZ-006-3 m MSZ-006 
ガン ダム 3 号機 À р 


МОКЕ ІМҒО! 
プロ スベ ロー ا‎ 


BUARBRAATY 
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> MBF POT-Ae02 CAMATSU) 25 


LIIF 1514295775 
Коха NIYOZ № 


ミナ の た め に 最適 化 さ きれ た 新生 ゴー ルド フレ ー ム 天 関連 ファ イル 


・ サ ハク へ と 受け 継が れ た の で ある , 


ー プ 連合 首長 国 の 軍事 部 門 を 陰 か ら 掌握 する サハ ナ の 姉 ロン ド 

の ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク は 、 中 立 を 貫く た め 武 力 が 必 ナ の 手 に 渡 ー ル ド フ レー ム 天 は 、 オ ー ブ の 宇 
要 だ と 判断 し СМЕНЫ, CE716 宙 ス テー ショ ン 「 ア メ ノ ミ ハシ ラ 」] で きら な る 改修 が 施さ れ 

$ オー ブ 製 MS の 母体 と な る オリ ジ ナ ル の アス トレ イ が ロー た 。 本 体 の 改修 は 脚 部 に 留まり 、 主 に 武装 の 追加 が 
ルアウ ト す る 。 その 内 の 1 機 で ある MBF-P01 アス トレ イ 行わ れ た こと で 、 い わ ば ゴー ルド フレ ー ム 天 の ミ 
ゴー ルド フレ ー ム は 、 へ リオ ポリ ス 崩 壊 の 際 ギ ナ に よっ て いっ た 機体 と し Ss lag 格闘 戦 を 主人 
持ち 出さ れ 、 段 階 的 な 改造 を 経て ゴー ルド フレ ー ム 天 と た な 武装 は = 

成 し た 。 だ が ギ ナ は 、 ジャ ンク 屋 ギ ルド の ロウ ・ ギ ュー 

ル と の 戦い に 敗れ た の ち 、 備 兵 部 隊 サ ー ベ ント テー ル の 

系 雲 効 に 討た れ て し まう 。 その 後 ゴー ルド フレ ー ム 天 は ギ 
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AGS) һ:01 


нана 5 МЯСЕ: ORS RRENA В) 
m 武装 レイ アウ ト 


ゴー ル 機体 を 一 部 改修 し 、 武装 の 追加 が 
行わ れ た 。 当初 1 RA 

た ZGMF-X11A Ur +U (FEE сты 
h. 修復 と 共に 強化 が 施さ れ で 
カノ ツル ギ と ツ ム ハ 」 
рожу: 
#047 


O ト ツ カノ ツル ギ 


BBA 
JiR. 12 
攻防 力 が 強化 され た 


Ө ツ ム ハ ノ タ チ @ オキ ツノ カガミ 
зале ый 
moswopuods й [ 
НЯНЯ AETS. INDET 


iJ 


MORE INFO! ゴー ルド フレ ー ム の 変遷 と 運用 


アス トレ イ の 中 で 。 コ ゴール ド フ レー ム は 細か く 変化 を 知 。 m ヘリ オ ポ リ ス 税 時 э ж жул в. = 
げた 機体 で ある 。 O-V POM оош. тас 
EMEP RRO MN RDN Tot. また 、 所 有 者 
が ミナ に 代わ っ て か ら は 、 REDAR SRS EM 
見 され て いる 。 ジェ ネ シ ス O に お いて 友 を $ 
ト ・ マ ディ ガン に 化し 与え た こと が ある ほか . 
О ENA 
メラ 機能 を 桂 つ アウ ト フ レー ム と 「 か くれ ん ば 」 を する な ど — 
URUNCRDNAZEbB2A š 
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Пярта. жаокие о ЖЕ OS SREMR. ЗОН, 
+стюмкна. BRET) IOLDOBMENE, SC RROMMTREG SY я 
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REPEL TARaRSC 
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ガン ダム AGE-1 ノー マル 
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N 
H 
ЕЗ 
в 
ЕЗ 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


‚ АВЕ: 


р 
Г V 字 型 の アン テ ナ と 、 デ ュ ア ル ア イ 型 


ガン ダム AGE-1| A SPEC 
ノー マル еше 


Ea 7л 


GUNDAM AGE-1 NORMAL | АЙ 


РЕ шаш | 
胴体 部 に は [AGED AT 


対 UE 戦 を 可能 と し た 高 汎用 MS 


Advanced Generation (A.G.) 101. 突如 と し て 現 独自 の 理論 や 地球 連邦 軍 の 協力 を 得 て 完成 させ た , 
体 不明 の 敵 その 最大 の 特徴 は 、MS を 進化 させ る 「AGE シ ステ ム ] 

よっ て 、 コ ロニ ー [エンジェル] は 破壊 され て し まっ た の 搭載 で ある 。 生物 に お ける 進化 の メカ ニズム と デー タ 
使 の 落日 ] と 呼ば れる この 事件 を 機 に 、UE は 断続 的 な 。 ベース を 参考 シス テム の 搭載 で 、 蓄積 し た 戦 


саж 


ンダ ム AGE-1 ノー マル で ある 。 


-1 ノー マル は 、 MS 
アス ノ 家 に 代々 受け 継が れ て きた 


治 と し て 知ら れる 
術 を 基 に 、 フ リッ ト 
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闘 デー タ を 用 いて MS を 進化 強化 させ る こと が 可能 と 
な 事実 、 UE 製 MS と の 戦闘 で 得 た デー タ を 基 に 、 
四肢 パー ツ を 換装 し た 格闘 戦 用 の AGE-1 タイ タス 
機動 用 の AGE-1 ス / 

態 ) が 生み 出さ れ た 


AGE シ ステ ム で 強化 され た 武装 と 、 進化 に 対応 する 構造 


ガン ダム AGE-1 ノー マル に 当初 装備 され て いた の は 、 PE ドッ ズラ イフ ル 

ビー ム サ ー ベ ル と シー ルド の み で あっ た 。 И, UE と の 戦闘 ガ フ ラン と の 戦 開 デ ー タ を 基 に 開発 
を 経て AGE シ ステ ム が 「 ド ッ ズ ライ フル 」 を 生み 出し 、UE 製 
の MS・ ガ フラ ン を 一 撃 で 撃破 する 戦闘 力 を 獲得 し た 。 また 
本 機 は 整備 効率 の 向上 : 、 胴体 部 と 四肢 パー 
で 完全 に 独立 し た ユニ ッ ト 構 造 を 採用 し て 
ム は この 特性 を 活か し 、 四肢 7 
状況 や 作戦 に 対応 で きる ウェ 

š 7 AGE シ ステ ム は 、 AGE 

airi 7 Ж жак? 


と し て 機能 する AGE デ ツイ 


画 ビー ム サ ー ベ ルプ ビー ムダ ガー 

BBOEEI/ 712 
жайапсовын | + ン 
RE 当初 は 短刀 状 の 
ビー ムダ ガー と し て し か 
使用 で 


өленте-к 画 シー ルド 
AGE. ノー マル 本 体 を 防  / 
3 атол % 
таана кейі атысы N 

Г ИЕА サイ ズ で 、 UE か ら の 攻撃 を 


ある 程度 は 無効 化す る こと 
が で きた 


画 コク ビ ピット 


連邦 軍 は 対 U 
戦 の 足掛かり を 掴む ご 
と に 成功 し て いる . 


Ш 武器 装備 状態 Ñ 
ドッ ズラ イフ ル と シー ルド を = 2 х £ | 
装備 し た ガン ダム AGE-1 Ñ эйт, 四肢 パー = 

状 


連邦 軍 製 MS の コク ビッ ト と 基本 構 
ノー マル 。 装備 され た ビー | 


造 は 同じ で あり 、3 面 モニ ター を 有 す 
3. だ が 、AGE シ ステ ム を 採用 する | 
た め 計 問 類 は 大 幅 に 増加 し て いた 。 


Ф コク ピッ ト ハ ッ チ 
AGE シ ステ ム の 中 枢 
バー ツ 青 に コタ ピット 
PRMENTOS, л 
{Oy hs 4. 
その 中 概 パ ー ツ が 前 | 
жн. 4 


Ф AGE シ ステ ム 
PABO [A] の 部 分 に AGE シ ステ ム を 持 
№. この パー ツ と AGE ビ ル ダ ー は ケー ブル 
を 用 いて 接続 で き 、 デー タ の 転送 が 可能 : 


格闘 戦 に 特 化し た ウェ ア | 


ガン ダム AGE-1 タイ タス (型式 番号 は AGE-1T) は 、 
UE の MS・ バ クト の 強固 な 装甲 を 破壊 すべ く 、 AGE シ ステ 


AGE-1 スパ ロ 高 機動 戦闘 を 可能 と する ウェ ア 


UE の X ラ ウン ダー 専用 機 ・ ゼ ダス に 対抗 する べく 、 AGE シ 
ステ ム が 生み 出し た ウェ ア 形 態 (型式 番号 は AGE-1S)。 H 


ム が 導き 出し た AGE-1 の 新 形 態 で ある 。 タイ タス の 四肢 力 が 大 幅 に 強化 され た 高 機動 タイ プ の ウェ ア で あり 、 セ ダス を 
バーツ は 、 ビ ピー ム ス パ イク や ビー ムラ リア ッ ト を 有する ほか 、 姜 能 する 機動 力 を 得 た 。 動 性 を 保つ た め に 大 型 火 器 は 
装甲 も 厚く 、 圧倒 的 な 格闘 戦 能 力 と 防御 力 を 実現 し た 。 持た ず 、 武装 は シグ ル ブ レ イド と ニー ドル ガン の み で ある 。 


ов. от 


ター 
し 最大 出力 モ ゴ | ОГУ 
а а 
ERE 


BARERETSRAMC L- 
ダー 探知 を 防ぐ 特殊 な 表面 加工 処 
理 が 施さ れ て いる 。 AEH TUE 
РУКЕ ИЕ. 


画 ニー ドル ガン | MER AR 


DEDRENERN EBRA 


ТРЕ 
Ета, жокле BAM OMB する こと が で きた 。 В жексә) HERBA 
RE. LORMCORMLBA LAD жан. жанка: Фм: л ЕЗІ 
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MECHANIC FILE 
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PMX-003 


スタ ピラ イザ ー 


е», モノ アイ は 敵 の 視認 と 
撃 時 の 照準 の み に 使用 され る 


ロッ ト で ある シロ ッ コ の 能力 を 最大 限 に 引き 出せ る よう 


ズ と の 大 き な 違 いで ある 。 
本 機 に は 簡易 サイ コミ ュ 「 バ イオ ・ セ ン サ ー]| が NT パ 


0 基 も の 姿勢 制御 用 バー 
っ つて PMX-003 は シロ ッ コ の 意 の まま 
» な い ほ 


よう な 


性 能 を 持つ PMX-003 は 、 グ リプ ブス 
最強 クラ ス の MS の うち の 1 機 と 言え る だ 


E SPEC 
全高 28.4m (頭頂 高 248m) 


背部 


汎用 機動 兵器 の 基本 に 立ち 返っ た シン プル な 兵 装 群 


従来 の PMX シリ ー ズ に は 独自 性 の 強い 多種 多様 な 武 諾 
を 装備 させ て いた シロ ッ が 、PMX-003 は ビー ム ・ ラ 
イフ ル と ビー ムツ ソー ド と いっ た シン プル な 兵 装 の み と な っ て い 
Bo そう し た 変化 は 、 MS の 本 質 を "汎用 機動 兵器 "と 捉え て 
いた シロ ッ コ が 導き 出し た ひと つの 答え で あっ た 。 つま り 、MS 
の 基本 性 能 と し て 絶対 的 な 機動 力 が 備わっ て いる こと が 必 
要 不 可 欠 で あり 、 
タン ダー ド な 兵 装 で も 充分 に 対応 で きる と 判断 し た の だ ろう ぅ 。 
その コン セプト が 正しかっ た こと は 、 実戦 証明 され て いる 。 


エゥーゴ に よる コロ : 
の 使用 を 陽 止 する た め 」 
部 


回 ヒー ム ・ ラ イフ ル 


PMX-003 専 用 に 開発 され た ビー ム ・ ラ イフ ル 。 出力 は 26MW と 


時 代 
に お ける 水準 は 充分 に クリ ア し た 性 能 を 有 し て いる 。 AMX-004 の ファ ン ネル 


ж = 


重 装甲 が 施さ れ た PMX-003 は 、 いわ ゆる 重 MS に 分 類 さ 
れる 。 その 巨大 な 機体 
力 を 司る 大 量 の 推進 剤 を 搭載 し て いる 。 さら に 高 出 カ ジェ ネ 
レ 

ョ 冷却 装置 を 内 蔵 。 シロ ッ コ の NT 能力 を 機体 に 反映 させ る 


を 撃ち 落と す な ど 、 シロ ッ コ の 高い 射撃 能力 も あり 充分 な 活躍 
そこ が クリ ア さ れ て いれ ば シン プル か つ ス 
オー ルレ ンジ 攻撃 を 繰り 出す 
AMX:004 キュ ペレ イ の ファ 
この ビー ム ・ ラ イフ ル の 下部 に 、 エ ネ 
ルー 供給 生 で ある E パ ッ ク 6 府立 す 
5. BOWA 壮 の も の が ペー ス ら し | 
還 ヒー ム ・ ソ ー ド 
出力 は 0.39MW。 PMX-003 の 両 記 
の サイ ドア ー マ ー に 2 基 ず つ 収 納 さ れ 
て いる 。 この ビー ムー ド の エミ ッ ター 
пашат, 278. улас 
Yo» = = 
シロ ッ コ の NT 能力 を 最大 限 に 引き 出す 各種 構造 
Ш スタ ピラ イザ ー 
50 基 も の パー ニア と 、 そ の 推進 MSN-00100SEOMSZIER 
- Я: の 特性 上 、 
М 4 эс SETH MARHABIS, «юли (97 ФАМВАС 
ー や 、 高 性 能 コ ンピュータ を 安定 稼動 させ る た め の 大 TE AA М 
ア と RCS (反動 姿勢 制御 


バイ オ ・ セ ン サ ー が 前 述 の バ 
シス テム ) を コン トロ ー ル する こと 
る 高 機動 を 可能 と し て いる 。 


に よっ て 、 他 の MS を 圧倒 す 


` 増幅 
は オー ラ が 浮か び 上 が っ 


し て 機動 性 で は 劣ら ぬ MSN 
00100 RERET УТ 
に 対し 「 そ ん な MS で この ジ ・O 
と 対等 に 戦え る と 思っ て いる の 
か と 吐き 槍 て た 


m スラ スタ ー 
パー ニア ) を 全身 の 

高生 を 得る と 
は 、 他 の 機体 に は 
HERTS 
EN CBS, 


な い 特徴 の ひと 
ШӘ МАСЫ; 


° жин» 


ETHS, МУН, 
MOBI. 


PMX-003 の 初陣 は U.C.0088.01.25 に 行わ れ た 
ト フ と ハマ ー ン の 会 談 時 で あり 、 ハ マー ン が 駆る AMX-004 
と NT 同士 の MS 戦闘 を 線 り 広げ て いる 。 

その 約 1 ヶ月 後 の 2 月 22 日 、 ジ ・O は エゥーゴ に よる コロ 
ザー の 照射 を 阻止 する た め の 戦闘 に 参加 。 この 戦 
闘 が ジ ・0 の 最期 の 戦い と な っ た 。 ここ で は 、 シャ ア や ハマ ー 
ン と 激しい MS 戦 が 行わ れ た 。 その 後 カ ミー ユ ・ ビ ダン の 乗る 
MSZ-006 と の 交戦 で 機体 は 撃破 され て いる 。 


ハマ ー ン と 会 謎 する ジャ ミト フ を 
BAITED, пулы» 
て PMX-003 を 運用 。 ОВ. 
PMX.001 バラ ス ・ ア テ ネ と 


Ш パプ テマ ス ・ シ ロッ コ 
ー タ イプ | で あり 、 高 度 な NT 能力 
開発 者 と し て も 優れ た 才覚 を 

3 宇宙 世紀 全 時 代 を 通し て 見 て も 、 


PMX-003 REEN = 
場面 に は 異説 が 存在 す 
る 。 MSZ-008 の HF 
受け コン トロ ー ル 不能 
1а #PMX-00326. U 


1018 


та. 5220 


Тоз атлес 
に は 化学 燃料 ロケ ッ ト ・ ブ ー ズ ス 
RRL は 
3.000kg の 推力 を 


LW.C. バ パイ ロン 
置 する 大 型 パイ ロン は 
体 の 数 谷 も の サイ ズ を 誇る し WC を 保持 す 


Aen 
し た ユル ゲン ・ ヘ プ ナ ー 甲 板 長 は [ い ら 地 上 に 直接 侵攻 する 専用 
J と 嘆 息 し た と Š. デル ダイ バー シス テム ) の 開発 を 実施 し た 。 と は 
サ で の 敗北 と ジャ ブロ ー 侵 攻 の 失敗 に 瀬戸 際 に 追い 込ま れつ つ あ - 
を ジオ ン 公 国軍 は 防衛 
祭儀 な くさ れ 、 主 戦場 は 地上 か ら 宇 宙 材 が š o き 場 を な くし た 水陸 両用 
動 管制 ユニ ッ ト | 
ルナ ツー 宙 域 で の 艦隊 編制 ¿ ころ の 急造 品 「 ゼ ー ゴ ッ ク ] が 完 
公国 本 国 (サイ ド 3) へ の 機 を 既存 兵器 の 流用 と А 
判断 し た は 公国 の 窮乏 を 如 


ОЗ 
FILE PREVIEW 


ズゴック を 流用 し て 急造 され た ゼー ゴ ッ ク は それ 自体 で は № 機動 管制 ユニ ッ ト 
意味 を 成 さ な い 機体 で あり 、 実 際 に は LW.C. (Logistic ee 

i 合わ さる こと で シス テ А な いし LW.C. は 滑空 する し か な い の だ が 、 セ ゼー ゴ ッ 
Weaoon Cortana) と みわ きこ と で ンス テム し て ワース クー の ес 
星 軌 道上 か ら 降下 し て 地上 や 海上 空中 の 標的 を 直接 ЕС 
о Ш セン サー・ ア ー ム 
お よび その 後 の 戦 闘 に は 高度 な 兵器 管制 が 不可 欠 で 、 ニッ ト 。 通常 は 折り 時 まれ て い 
LW.C. の み を 投下 し て も 効果 的 な 戦果 は 望め な い 。 EET sm. RMAC SEL 
専用 の 管制 ユニ ッ ト ヒ し て ゼー ゴ ッ ク を 接続 させ 、 L.W.C. に 
自筆 的 な 機動 制御 と 正確 な 攻撃 能力 を 付与 する こと に な っ 
た の で ある 。 これ に よっ て モビ ピル ダイ バー シス テム は (机上 で 
は ) 極め て 有効 な 兵器 に な り 得る と 判断 きれ た の だ っ た 。 ま 
た LW.C. は 任務 内 容 に よっ て 搭載 兵器 を 換装 で きる と いう 
特性 が あり 、 特 性 の 異な る 兵器 を 円 沿 に 運用 する た め に も 
管制 ユニ ッ ト と し て の ゼー ゴ ッ ク は 有効 と 判断 され た よう だ 。 
物資 不足 の 中 これ だ け の 機能 特性 を 有する 兵器 を 作り 上 
げた 公国 軍 の 発想 と 開発 力 、 さら に 短 時 間 で の 建造 を 成 
導 げ た 実行 力 に は 、 連 邦 軍 も 舌 を 巻い た に 違い な い 。 と は 
いえ モビ ル ダ イ パ バー シス テム は あく まで 局 地 戦 に 限定 され た 
兵器 で あり 、 ど れ ほ ど 優秀 で あっ た と し て も 総局 の 趣 勢 を 
右 する に は 至ら な い 兵 器 で あっ た の も 事実 で ある 。 


画 L.W.C. 

SMES EL Tita matiku 

た 外装 が 特徴 内 部 に 各種 兵 装 を 満載 
J, W giu nae Rb Ct 


画 マ ル チ ミ サイ ル バ ス 


SHAMS LEAR, ENSEN 
О T. 


地上 部 隊 と の 連携 が 不可 欠 の 回 収 作業 


攻撃 を 終了 し 、 し LW.C. を 投 識 し た ゼー ゴ ッ ク に は 自力 で 
衛星 軌道 まで 再 浮 上 する 推力 は 残さ れ て お ら ず 、 回 収 に は 
地上 部 隊 と の 連携 が 不可 欠 だ っ た 。 と は いえ 圧倒 的 な 
度 で 降下 する ゼー ゴ ッ ク の 推定 移動 地点 に 到着 する だ け 
の 移動 能力 を 有する 機体 、 何 より MS サイ ズ の 機体 を 収容 
する だ け の ペイ ロー ド の ある 機体 は 限ら れ て お り 、 回 収 に は 


ガウ 級 攻 撃 空母 が 投入 され た 。 本 来 な ら 対地 攻撃 お よび 
移動 司令 部 と し て 機能 する ガウ 級 を 単なる 回 収 任務 に 投 
入 す る こと か ら も 公国 軍 の 窮 逐 が 寂 わ れる 。 さら 5 に 回 収 部 
隊 に 護衛 機 を 随伴 させ る 余力 も な か っ た よう で 、 最後 の 隆 
下 任務 を 成功 させ た ッ ク の 回 収 に 向かっ た ガウ は 、 
連邦 軍 航 空 部 隊 の 迎撃 に 晒さ れ 、 撃墜 され て し まっ た 。 


4 回 に 及ぶ 運用 試験 と その 成果 


モビ ル ダ イ バー シス テム の 運用 試験 は 、 元 々 、 第 604 
試験 運用 北 ム スペ ル ヘ イム で 宝 施 され る 予定 だ っ た 。 と 
ころ が 第 1 回 目 の 出 撃 直 後 、 連 邦 軍部 隊 の 攻撃 を 受け た 
LANA LIEW Le や む な く 残る 機体 と 専属 パイロット 
(ヴェ ルナ ー・ ホ ル バ イ ン ) は 第 603 技 術 試験 (試験 運 
用 艇 ヨー ツン ヘイ ム ) に 移さ れ 、 運 用 試験 自体 は 続行 され 


る こと に な っ た の で ある 。 その 後 、 第 2 回 お よび 第 3 回 の 運 
用 試験 は 失敗 。 これ に 苦慮 し た 公国 軍 上 層 部 は 最後 の 
1 機 を ジャ ブロ ー 直 上 に 投下 させ る 無謀 な 計画 を 実行 させ 
た 。 結果 、 運用 試験 は 成功 し 、 ШЕСТИ 
る 大 狐 勲 を 挙げ て いる 。 し か し 回 収 作業 に 失敗 し た こと で 
機体 と パイ ロッ ト が 失わ れ 、 機 体 の 実用 化 は 頓挫 し て いる 。 


攻撃 終了 


Ш ロケ ッ ト 弾 ホッ ド 


ТҮТІП ДЕГІ ІІД. 
ВАЖНЫ, WISE ONEA 


EOWA RARAOMDEDAS, 


MORE INFO! 
使い 捨て を 前 提 と し た 兵器 


し WC が 使用 徐 に 投 村 さ れる よう に 、 モ ピル ダイ パー 
シス テム は 使い 捨て を 前 提 と し て いる 。 回 収 され る ゼー 
HITER, MALORE AENT 
いた こと か ら 失 われ る こと も 考慮 され て いた と 思わ れる 。 
実際 、 ゼ ー ゴ ッ ク は ズゴック の 改修 機 で 、 し LW.C. は 単 な 
る 大 型 コ ン テ ナ で ある こと か ら 、 機体 が 失わ れ て も 公国 軍 
の 戦力 的 に は 大 き な 影響 は な いと 判断 され た の だ ろう 。 


B ヴェ ルナ ー・ ホ ル バ イン 
公国 軍 海 兵隊 に 所 属す る 専属 パイ ロッ ト 。 
軍規 より も 己 の 信念 を 重視 する と ころ が あ 
りり 周囲 か ら 糧 た が られ た 。 ЕВ О ЕНШЕ 
の 5 は 扱い に くい 大 


に 


олти CEERI. だ が この 直 徒 、 角 空 機 の 攻 軸 を 受け 撃破 され た 


FHI DSRS AMEE LEMS NY AF 


жа-#>з‹х 101-10 


ラン チャ ー の 運用 を 想定 | 
78-4 ガン ダム 4 号機 (GO 


機 は 、 ガン ダム 5 号 
級 準 同型 強 


SPEC 


全高 — (FRA 18.0m) 


— ЖЕ 42.6t( 全 備 重 量 02700 0 


і3/-3-Е) 1.550KW 


I 105008 1. 


тий ルナ 


LÊS 


ЖЕ 豆 部 バル カン 砲 X2 デ ハン | 


EE 


ガン ハイ パー・ ビ ー ム ・ ラ イフ ルー メ 


ガ 


デー ム ・ ラ ンチ ャ ー ビ ピー ム ・ サ ー 


MECHANIC FILE ШЕТЕН” 


ガン ダム 4 号機 の 構造 的 な 特徴 は 、 以 下 の : 
され る 。 宇宙 で の 高 機動 温 に 対応 し た スラ スタ ー の 列 化 と 
増設 (これ は 5 号機 と 同じ )、 そし て メ 
の 稼働 を 目指 し た 高 出力 ジェ ネ レ ー タ ー の 搭載 で ある 。 
高 出力 化 に 際 し て は 、 コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 廃止 し 、 
その 余 刺 スペ ー ス を 利用 し て 高 出力 ジェ ネ レー ター と 強力 
な 冷却 シス テム を 搭載 し た 。 これ は 5 号機 も 同じ だ が 、4 号 
!# で は ジェ ネ レー ター、 冷却 シス テム 共に さら な る 高 性 能 
化 が な され て いる (それ で も メガ ・ ビ ピー ム ・ ラ ンチ ャ ー の 運 構造 の 兵器 と し - 
用 に は 問題 が あっ た )。 4 号機 と 5 号機 て 胸部 ダク ト の 形 ауу 


イフ ル が ある 。 と も [ 
状 が 異な る の は 、 こう し た 改良 の 結果 で あっ た 。 の 依存 度 が 高い 。 


に 集約 4 号機 の 原型 は 、 ア ムロ ・ レ イ 
жаш анн. サム 
s 


画 ハイ パー・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル 
5514 ` SEROMA, 牌 式 番号 は XBR-M-79H-2。 AEM 
出力 向上 を 受け て 冷却 機構 な ど が 強化 
OGPA- ME- WIT IEEE DE 


画 ハン ド ・ ビ ー ム ・ ガ ン 

前 錠 に 因 定 装 備 れ た 小型 ビー ム 答 機体 の 高 出力 化 を 受け て 試験 
сьо, BMBORY: ль. PAURES 
FOMEI REE HERPAORRE LEMNA: 


画 シー ルド 


SEM) ЕЯ Я LOM, ШИ. MB 
ダク ト の 形状 。 局 に は 所 属 を 示す 「TB」 と 機体 識 別 の 「GO4」 が 記さ れ た 


Nm メガ ・ ビ ピー ム ・ ラ ンチ ャ ー 
4 号機 専用 の 大 出力 ビー ム 兵 器 。 4 号機 
単体 で は 稼働 で きず 、 外 部 エネ ルギー バッ 
ク を 併用 する 。 —@ са шош е: 
可能 な 威力 を 誇る が 著しく 不安 定 
ルギー パッ ク が 病 走 事 邦 を 起こ ! 
ҚАРЫ сені ино иШ 
量 は 86.5t と な る 。 


メガ ・ ビ ピー ム ・ ラ ンチ ャ ー、 シ ョ ル ダ ー 8 
ユニ ッ ト 、 プロ ペラ ント タン ク を 搭載 し た р 
тй. 大 火 

BL) 両立 し て いる が 
で 運用 され た こと は な か 


ө 外部 エネ ルギー バッ ク 


АУЫЛЫ さら な る 高 機動 化 を 果たし た 増加 装備 仕様 


ガン ダム 4 号機 と 5 号機 に は 、 機動 性 を さ № RX-78/Bst 
上 きせ る オプ ショ ン 「 シ ョ ル ダ ー ュ ニッ ガン ダム 4 号機 [Bst] 用 オプ ショ ン 
『 用 意 さ れ た 。 ショ ル ダ ー ユ ニッ ト は ホー г) 
ルド ラッ チ を 用 いて 肩 に 増設 する 高 機動 デ 
バイ ス で 、 プ ロペ ラン トタン ク と スラ スタ ー が 
一 体 化 し た コン ポジ ッ ト タ ンク ユニ ッ ト と な っ 


Ф ショ ルター 
ユニ ッ ト 
スラ スタ ー と プロ ペラ ン 


て いる 。 ショ ル ダ ー ユ ニッ ト と 同時 に 、 ラ ンド ода шы 
セル 下部 の タン ク ホル ダー 兼用 サ ブス ラス атна 
ター に プロ ペラ ント タン ク も 増設 する 。 証する 。 аон 
これ ら の 増加 装備 を 施し て も 機体 の 外見 MT 
は ほとん ど 変 わら な い が 、 他 の MS の 追随 を 許 害し な い 
さ な い ほど の 機動 性 を 獲得 で きる 。 4 号機 は 
ア ・ パ オア ・ ク ー 戦 で 装備 し た と の 説 が ある 。 
る プロ ベラ ント 
タン ク トイ 
ラン ド セ ル 下部 の アー ム 
状 ス ラス ター( タ ンク ホ 」 


ダー 開 サ ブス ラス ター) 
саатаж. хш 


| ВЕСЬ. сан 
| 時間 が 得 ら れる 
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ティ エレ ン 対 空 型 BEN 
[тїн ANTIARCRAFT CANNON TYPE | ANTIAIRCRAFT CANNON ТҮРЕ 


RR 5#{#155505ОГИЕЛНФЖЕНЕ 7 

| 頭 部 4 軍装 対空 ミサ イル ラン チャ ーX4 

MSJ-OGI-LC 74TU REME 60mme 連 溢 冷 パル カン 砲 ( 先 部 に 
カー ボン プレ ー| 


射 栓 に 換装 され て いる 。 た だ し 本 機 は 
外部 カメ ラ を 有 し で いる 点 が 異な る 。 


飛行 対応 タイ プ MS に 対抗 する Чора тИ 


を 持つ 。 西暦 
Pe 10 年 以上 を 経た Ar 


生産 性 の 向上 ・ 
享受 を 選ん 
使わ れる 基本 設計 の 確か さか ら 、 数 多く の / 


こと の メリ ト 
イロ ッ ト の 熟練 な 


持つ 。 その パリ エー ショ ン の 中 に 、 ユニ オン と AEU の 主流 
で ある 飛行 対応 タイ プ MS は 存在 し な い 。 代わ り に 、 空 か 


ら の 得 威 に 対応 する 仕様 機 が 開発 され 7 
061-АС ティ エレ ン 対 空 弄 対応 タイ プ MS 
へ の 対策 に | 、 ティ エレ ン の パリ 
革 連 らし 
、 西 暦 2306 年 の 軍 演習 
て AEU-05 AIRED ニン グ を 装い 、 本 | 
リ 繋 に よっ て 有用 性 が お 披 吉 目 され て いる 。 この 場 | 
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ll е 私 空 兵 装 を 導入 し た ティ エレ ン 


既存 の ティ エレ ン シ リー ズ を ペー ス と し 、 主 に 兵 装 面 の 
変更 に よっ て 対空 仕様 へ と 改修 され て いる 。 4 連装 155 ミ 
リ 50 品 径 対空 速射 砲 と 4 連装 対空 ミサ イル ラン チャ ー の 
装 り 過剰 な まで の 対空 火力 を 獲得 。 こ れ ら の 兵 装 は 
「 ツ ー ウ ェ イ ($) 」 と いう 通称 の 由来 と も な り 、 MARR 
シス テム と 相まって 高 精度 の 命中 率 を 備え る 対空 兵 装 に 
特 化し た 機体 と し て 完成 し た 。 な お 、 カ ー ボ ン ブ レイ ド が 付 
与 ま れ た 50mm6 連 液 冷 バル カン 砲 な ど 、 地 上 で の 近接 
戦 開 を 行え る だ け の 兵 装 も 施さ れ て いる 。 機体 の 改修 は 、 
頭 部 の 全面 換装 以外 は 最低 限 で 、 胸 部 と 左 膝 アー マー 
に 装甲 板 が 追加 され た 程度 で ある 。 


同じ 射撃 を 主体 と し 
た パリ エー ショ ン で 

対地 仕様 で ある 
FI RRM 
BA, AERA 
メイ ンカ メラ 機能 は 用 
部 に 移さ れ た 。 


新着 され た 対空 
Beb зноя) 
状 は 、 ど こと な く 人 第 
аата 
トス ー 

Беж SRE 
те, 


画 兵 装 レイ アウ ト 


対空 兵 装 と し て 頭 部 に 4 連装 155 ミ リ 50 口 篤 対 空 可 装 答 、 局 アー マー 
に 4 連 終 対空 ミサ イル ラン チャ ー を 搭載 。 НПИ БОЛЕЕ 
シス テム も 備え た 。 ВТА, COOMME MRIS! UAE. 


Оли 55 5ОПЕНЯННА 
毎 分 720 発 (秒間 12 発 ) と いう 凄まじ ぃ 発射 速度 を 計り 、 そ の 銃口 初 束 
は 1655m /'s (マッ ハ 5) に も 達する 。 この 性 能 に 比 し て 砲身 の 消耗 率 
は 非常 に 高く 予備 砲身 まり リア アー マー に マウ ント し て 携行 可能 で あっ た 。 


ө зїн Ө 複合 素敵 シス テム 

4 連装 155 ミ リ 50 口 径 対空 速射 砲 は 複数 の 克 弾 を 使い 分 ける こと が 可 7%: д 

能 で る る 。 Өзге. основа. OLARA “ғыс ming ee ий я 
SER ESL Шин Юй). ЗВОНИ co EB. 


| 


es. ミサ イル ラン チャ ー 


жж: イル を 用 いた 対空 兵 装 。 し か し 、 ОМ ЮЛЫ: 
よっ て レー ダー ma qu E: ダム ] の 登場 以後 は 、 有 線 コ ント ロー ル 
式 の ミサ イル も 運用 され る よう に な っ て いっ た 


© боптбажж wave 
Ет ЛЕНЕТ ыт ER ж 
射 時 は 200mmx25 口 入 長 滑空 砲 の 比 で 
は な い ほ どの 熱量 を 砲身 び も つた め 、 高 い 
排 替 効 果 を 有する 浴 交 方 式 を 採用 し て い 
Bo 先端 に は カー ボン ブレ イド を 持つ た め 格 
開戦 も 可能 。 


MORE INFO! 
人 革 連 の 対空 MS 


天 高く そびえ る 軌道 エレ ベー ター の 警備 を 可能 と する 
た め に ユニ オン と AEU が 出し た 答え は 、 飛 行 対応 タイ プ 
MS で あっ た 。 片 や 革 吉 は 他 の 三 大 勢力 の MS に 対 技 
する た め 対空 型 を 開発 。 さら に 機動 エレ ベー ター 専用 の 
守備 MS と し て 専用 の ティ エレ ン を 開発 ・ 運 用 し て いる 。 


MSJ-06I-ED 
ティ エレ ン 
軌道 エレ ベー ター 守備 型 
軌道 エレ ベー ター の カー ボン 
LICL THEN SE 
(UMS. LIL LEBE Җ 
жон. MORTHONS 
な ど に 対抗 する 。 
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よう な 


ZMT-S29 の 頭 部 


KauE Р 


HehTeuuE YELLOW 


背部 
ZMT-S29 の 外観 上 、 最 も を 
теі н: 


は 、 通 常 は 肩 部 の ア 
て 背部 に 設置 され る 。 НЫЕ 
は 加速 器 本 体 が 移動 し 、 肩 き 


に 固定 きれ る 
は 、 下 騰 部 の スリ — 
開 。 対 MS 戦闘 | 


メガ 粒子 加 回 器 を 2 基 搭 載 し た 特殊 運用 MS 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 が 運用 し た 宇宙 要 寒 カイ ラス ・ ZMT-S29 は 、 カ イラ ス ・ ギ リー に 搭載 され た メガ 粒 
ギリ ー の 基本 構造 を 小型 化し 、 重 攻撃 型 の 試作 MS と 

し て 完成 し た の が この ZMT-S29 で ある 。 

カイ ラス ・ ギ リー と は ザン スカ ー ル 帝国 が 建造 し た 宇 

宙 要 窒 で 、 巨 大 な 2 基 の メガ 粒子 加速 器 と 超大 型 茶 スキ ー 粒 子 下 に お いて も 精度 の 高い 遠 距 離 狙撃 を 可 
粒子 砲 「 ビ ッ グ ・ キ ャ ノン ] で 構成 され た 衛星 基地 だ 能 と する べく 、 サイ コミ ュー シス テム も 装備 され て いる 。 Z 
グリ プス 戦役 等 で 開発 ・ 使 用 され た コ レー ザー IMT-S29 は 通常 の MS と が 根本 
を は る か に 凌ぐ その 総 大 な 破壊 力 は 、 宇 宙 グ 地球 全 

体 に と っ て か な り の 脅威 で あり 、 ザ ンス カー ル 帝 国 か ら + А WwW Е 
の 合唱 と も いう べき 存在 A 
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長 距離 砲撃 兵 装 「 ザ ン ネ ッ ク ・ キ ャ ノン 」 を 主 と し た 武装 


ZMT-S29 の 主 兵 装 「 ザ ン ネ ッ ク ・ キ ャ ノン 」 は 、 ЕНЕ» N ザン ネッ ク ・ キ ャ ノン Ш 胸部 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー 
ら 地 上 の 基地 を 破壊 可能 と いう 桁外れ の 威力 を 有 し て いる 。 0m と 、 通 常 サイ ズ の MS が 疲 備 ・ 運 用 する 兵 装 と ZMT-S29 の 調 兵 装 で ある 脳 部 ミサ イル ・ ラ ン 
ADB, DWF MBB ER HF SZMT-S2IIIS ГЕ ا‎ 
で は 困難 で あり 、 規格 外 の 兵器 で ある こと を 物 

この こと か 5 も ザン ネッ ク ・ キ ャ ノン 運用 の た め に 開発 され 
た と 断言 し て 良い ZMT-S29 だ が 、 一 方 で 対 MS 戦 闘 能力 に 
優れ た 機体 で は 無かっ た の も 事実 で ある 。 だ が 、 本 機 の パイ 
ロッ ト を 務め た ファ ラ ・ グ リフ ォ ン が 有する 高い MS 反 綻 能力 = 
の お ぉ かげ で 、 ЯМС БИЫЛ DE HEL. t a > 

ザン ネッ ク ・ キ 
細く 絞る よう に 


画 ビー ム ・ シ ー ル ド 


ZMT-S29 の 存在 1 ЕГІЛУІ 
ja ) уў кы. Жі 
Е VARE- HH メガ 和子 加速 和 を 民間 し た ザン ネッ ク の 全身 と 、 4 ^ 


特殊 装備 強大 な エネ ルギー を 生み 出す 2 基 の メガ 粒子 加速 器 


他 の MS に 例 を 見 な い ZMT-S29 な ら で は の 特殊 装備 と し E ザン ネッ ク ・ ベ ー ス 
て 挙げ ちら れ る の が 、 や は り 2 其 搭載 され た メガ 粒子 加速 器 だ 
両 肩 の 外側 に 本 体 を 展開 させ る と 稼働 し 、 メ ガ 粒 子 を 
高速 回 転 さ は せる こと で ザン ネッ ク ・ キ ャ ノン 発射 の た め の 強 大 лес = 
キル ギー を 生み 出す と と に 成功 し た 。 ea رو س‎ 
ZMT-S29 は その 運用 の 特殊 性 か ら 専 用 の サブ ・ フ の 機体 両 サイ に: > дон 
ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) で ある ザン ネッ ク ・ ペ ー ス も 与え られ 
て いる 。 これ に より 高い 機動 性 も 確保 し て いる の だ 


画 粒子 加速 器 — 
(ピー ム 砲 内 蔵 ) 9 


аа 
a 


備 さ れ た サブ 兵 装 で ある , 


BI が 媒介 と し て 用 いら れ た サイ コミ ュ ・ システム 


ZMT-S29 が コク ビット に 採用 し て いた サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 画 頭 部 
は 、「 鈴 」 を 媒介 に し た 特殊 な も の を 採用 し て いる 。 鈴 が どの 頭 部 の 両側 
シス テム と 連動 し て いる の か は 不明 で 
『、ZMT-S29 を 操縦 する ファ ラ は 、「 准 の 音 が マシ ン 
оссе вав ә] と いう 
3 事実 、 彼 女 は リガ ティ ア 部 隊 
DREE ВОВСЕ TER, また 、 こ の シス テム は 
た が 、 フ ァ ラ は 対 MS 


画 コク ピッ ト ・ 
ハッ チ 


ZMT.S28 の コッ ピッ ト ・ バ : 
йч 
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м- 101A9 は 、 歩兵 用 の 


ГИ һе01 01А 


| m SPEC 
ジー | 全長 157 
リ ジ ー ナ | T = БГ ج ج‎ 
Я REGINA] en 
E. 


所 属 地球 連邦 軍 
運用 対 MS 特技 兵 


Im COMPARISON CHART № COLOR 
ーー 


nen 


Re 


ミサ イル コン テ ナ 
ミサ イル 君 は チュ ー ブ 型 コン テ ナ に 収 抽 き 


する 組み 立て 式 
効 な 打撃 を 与え られ る 3 
MS の 装甲 を 破壊 する に 


NM 
FILE PREVIE 


は 軽視 で きず 、 LEE OE ADR 進む ま で の 
間 、 公国 軍 MS を 抑え る 役割 を 果 た 
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Ж в 


M-101A3 は ミノ フス キー 粒子 散布 環境 下 で の 運用 を 
WEL, SHILA REET IHRER TOD 有 
МНЕ З,5ООпуе (最大 射程 は 4.200m) 、 8855%98- 
た 同時 集中 射撃 が 基本 戦術 と な る 。 シン プル な 構造 で 生 
産 性 に 優れ て いた が 、 運 用 する 兵員 も 含め て 損耗 も 激 し 
< 前 株 か ら の 要請 に 配備 が 追い 付か な か っ た と され る 。 


MSE SEED 
成 力 は な く 、 複 数 の 分 


し て 動き を 封じ る 。 & 
NETS TIS 
RE 


т=ш=. 
ALANSON: 
ЖЕЗ СӘ 

Қы 


画 ミサ イル 

M-101A3 に 用 いら れる ミサ イル 。 図 は 上 か 5 ら 収 納 用 コン 
FH, 発射 時 の 安定 可 展 開 状 態 、 コ ン テ ナ 収納 時 を 示し て 
いる 。 図 中 段 の 右 か ら 伸び て いる の が 誘導 ケー ブル で ある 。 


ттғвосянаһ 


POA IE, НИЕ 
ORERVEMRTS, 


歩兵 が MS と 戦う た め に 要求 され た 最低 限 の 機能 
1 


Б 


組み 立て た 状態 の M-101A3 
を 用 いて いる の 


画 分 解 状 態 

M-101A3 は 運用 を 容易 に する た め 
| み 立 て 式 に な っ て お り 、 6 つの パー 
解す る こと が で きる 。 分 解 し た 状 
態 で 軽 車 両 に 搭載 し て 前 線 に 運搬 し 、 
対 MS 特 技 兵 が 組み 立て た M-101A3 
を 設置 し て 陣地 を 構築 する 。 


接地 用 三脚 
Ө 砲身 保持 フレ ー ム 
© MIRERH7L-L (砲身 固定 用 台座 


M-101A3 を 運用 し た 対 MS 特技 兵部 隊 の 構成 


M-101A3 は 、 対 MS 特技 兵 呼 ば れる 専門 の 兵士 に よっ 
て 連用 され 、 砲 手 1 名 と 予備 弾 の 装填 な ど を 行う 2 名 の 計 3 
名 で 扱わ れる 。 この 対 MS 特技 兵 3 名 に 指揮 官 と 分 隊 支 援 
た り を 加え た 5 名 が 最小 戦闘 単位 の 1 個 分 
ご 4 個 分 隊 か ら 成 る 対 MS 特 技 兵 小隊 で 戦闘 
、M-101A3 の 運搬 と 兵員 の 移動 に は 軽 車 両 


Ш 対 MS 特 技 兵 


92277055. 


IM-101A3 を 運用 する た め の 訓練 を 受け 
EET. ULNAR EMSEBS 
教育 を 受け て 転 科す る ケー ス が 大 半 だ : 
た 。 背負 っ て いる の は M-10143 の 予備 


| BRS M- 

E зе; 
ЖЕ. ICAR: 
FN GEL FDI 
ろ に 装填 など を 担当 する 


Ш M72 1/2t ト ラッ ク 
ラコ タ 

地球 連邦 軍 が 運用 し た 高 機動 車輌 で 、 対 

MS 特技 兵 小隊 の 移動 手段 と し て も 用 いら 

れ た 。 分 解 し た M-101A3 を 後部 荷台 に 積 

RL, Ора гнев 

載 さ れ た M-229 を 取り 外し て 用 いた 。 


年 代 ま で 軍用 が 続け 5 
[Уууу үч Т 


LISBOA Ot 
ML. юноша, 
で いる が 、 АЙХАН СИЗЕ" 


10143, ШЕЕ сажен 
ахсаана VRE St 
重く 、 ふた り が か り で 運搬 され る 。 


AMUSE TEE 
засаа 
М-10143, BAL 
Аа 
ペー ス 化 が 回 られ 
輸送 が 容易 に な っ て 
КЭ 


Kg と いう 重量 の た 
BIM EDEL 


RR 


MORE INFO ! 
対 MS 戦闘 に 用 いら れ た 兵器 


ーー ス は 存在 する 。 し か し 、 歩 兵 が MS と 戦う こと 
自体 が 無謀 と 言わ さる を 得 ず 、 そ れ ら の 戦闘 例 も あく まで 
イレ ギュ ラー な 事例 だ っ た の で あ 


пшн езана йа. 
オデ ッ サ の 戦い で も 対 
MSB он, 
тома 
し て 取り 付け る と いう 
運用 だ っ た 。 


7 nama 
((¢ Z= 地球 連邦 軍 で 用 いら れ た 対 
5/7 WSB, /с-.7% 

| Жттуэоневотс 


“Хау яи 


LIRIAS ж 
ジオ ン 公国 軍 で 運用 され て いた 時 


クワ ラン 率い る / ト ロー 
782 HF WER 
する た め に 用 いた 。 


PW. 91542 
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新 機動 戦記 ガン ダム W 


(w) ТІЛЕСЕ) 


_ ガ ンダ タム 
- デス サイ ズ | unknown 
Jaw тектес) 


№ COMPARISON CHART ІШ COLOR 


扇 部 装甲 
高 寺 移動 を 実現 する た め レク 
татр 22024 


122411420722 
Е スラ スタ ー を 放置 し た パッ クッ ク を 
жисам ENOR 


使用 は も ちろ 
で の 活動 で も 極め て 良好 
сансан 


ПЕН 1 の 名 を 汚す る 、 В Г 


「 オ ペレ ーション ・ メ テオ し た 5 機 の G (ガン ダ 

ム ) の うち 、 プロ フェ ッ サ ーG が ンダ ム デ ス サ イ К 2 

を 極め た 機体 と し て 知ら れる 。 ガン ダム タイ йа 2 「 パ ー ジ ャ マー」 を 有する こと 

甲 素材 (ガン ダニ ュ ウ ム 合 2 位置 を 知ら れる , 

従来 の どん な 合金 を も 上 回 る 強度 を 誇り 、 7 ある 。 加え て 本 機 に 付与 され た 優 
プ MS の 高 性 能 を 支え る 基盤 と が だ 認識 する 前 に 倒す 瞬発 
力 な 装甲 で も 許容 値 を 超え た 攻撃 を 受け 続け れ ば 、v と 万 が 一 の 際 
か は 破壊 され る 。 まし て や ガン ダム タイ プ MS は 単独 行動 な が り 、 隠 動 に は 
を 前 提 と し て お り 、 相 対 的 に 集中 砲火 を 浴び る 確率 が る こと な く 接 近 し 、 大 鎌 で 擦 的 を 一 関し て 離脱 する 本 機 
高い 。 そ こ で この 問題 を 解決 すべ く 、 プ ロ サーG が は 、 まさ に [FEM] の 名 に 相応 し い 機体 な る 。 


01 SHEET 09) 


ステ ルス 機能 を 活か し た 近接 格闘 装備 を 設置 


高い ステ ルス 性 能 に よっ て 標的 へ の 接近 が 容易 に な っ 画 ビー ムサイ ズ 
た 本 機 だ け に 、 用 意 さ れ た 武装 は 近接 格闘 用 が ほとん ど 
ある 。 な か で も 主 兵 装 と な っ た の が 「 ビ ー ム サイ ズ ] 


7 画 バス ター シー ルド 
талли, ИЕТІН 
ЕРТЕЛІ 22 SCE] ` > \ в 任意 に 射出 す 


バス ター シー ルド 
と で トリ ッ キ ー 


д -/ 
= 出力 も 相当 | 設定 され てい % =] も ステ: 
で リー オー を 両断 する 程 の 成 力 を 発揮 。 また 攻撃 に 転用 で WIST KD TRL ORD [| жасы “Ұмыт 
きる 盾 (パス ター シー ルド ) や 、 近 一 中 距離 で の 牽制 に 有効 и‘ жж ихонм самга, 
な バル カン や マシ ン キ ャ ノン を 備え て お り 、 こ れ ら の 装備 に 
よっ て 本 機 は 近接 攻撃 で 無類 の 強 さ を 発 押し た の だ っ た 。 
J 2 y É 射出 する | シー ルド 側面 
DEAU Wini: Ч 2 í の ブレ ー ド を 展開 する と 共に 、 
敢 へ の 対抗 手段 と し て 有 4 ら ピ ー ム 刃 を 発生 させ る 
КУРА 攻撃 力 を 増強 させ る 、 
ө 格納 状態 側 頭 部 に パル カン を 2 門 、 MOET 
機体 の 全高 と ほぼ 同じ サイ ズ を 誇る シン キャ ノン を 2 門 設置 する 。 これ ら 
ビー ムサイ スズ 柄 の 部 分 が 伸縮 は 実体 弾 な の で 攻撃 力 は 他 の 装備 
する な リン パク ト に 収納 する こと より も 劣っ て いた が 、 連 射 性 に 佑 れ 
か で きる 。 юсшер сви EET ЗОЖ 
する 専用 テッ ク に 固定 され る 。 に 用 いら れ た 。 
特殊 装備 隠密 行動 を 支え た 特殊 機構 と その 効果 
本 機 が 得意 と する 隠密 行動 に 欠か せな い 装備 が 「 ハ イ O тосады 
パー ジャ マー」 だ 。 パッ ク バッ ク に 搭載 され た この ユニ ッ ト は у ( AVARA EN 
レー ダー 流 を は じ め と する 電磁 波 を 完全 に 無効 化す る 特 
殊 粒 子 を 放出 する も の で 、 条 件 次 第 で は 光学 カメ ラ に も 
影響 を 及ぼ し た と され る 。 その た め ハ イ バ パー ジャ マー の 影 | ハイ パー ジャ マー 
格下 に ある 限り 、 本 機 は 敵 に 感知 され る こと な く 行動 で き | 噴射 ユニ ッ ト 
s まさ に 「 見 えな い MS」 と し て 猛 感 を 振る うに 相応 し 
い 装 備 だ っ た の で ある 。 OZ 兵士 の 間 で 流布 し た ジン クス 
の ひと つ に 「 ガ ンダ ム を 見 た 者 は 生き て 帰っ て こない 」 と い МУ 
う も の が ある が 、 本 機 の 場合 は 次 を 見 る こと すら な く 命 を 沙 
と し た 者 も 多かっ た こと だ ろう 。 
PE 
MHLN 
Ma житит. デス サイ 
ズ の 中 
ハイ パー ジャ マー や 特殊 氷 料 の 他 に も 照明 弾 を 陣 し 持っ て お り . これ は МЫ. НОЕ 
ОВЕ ADA стена SRA Sty Е 
デュ オ 専 用 に 設計 され た コク ピッ ト MORE INFO! 
「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 」 に 参加 する デュ オ ・ マ ックス 画 コク ピッ ト ハ ッ チ м2 с 
ウェ ル の 専用 機 と し て 建造 され た 本 機 だ け に 、 コ クビ ピット の コク ビッ ト ハ ッ チ は 硬 部 に 位 1—2 「 処 刑 ] され た デス サイ ズ 
А РАНЕ ж BUTH FAR / 1—7 
О MM ART AT савети 開い て 足場 に な る と 同 7 0Z の 戦線 拡大 を 防ぐ た め 中 宙 に 上 が っ た デス サイ ズ 
計 さ れ で いる 。 その た め 他 の 「G」 よ り も や や 狭く な っ て いる . ABRRERMTS EX, WRAORETHAETERETAT, олсш 
、 これ は 小柄 な デュ オ に 合わ せ た た め 。 他 の パイ ロッ т. мне 汐 さ れ て し まっ た 。 そし て コロ ニー 勢力 を 0Z に 蒸 類 させ る 
ト に は 窒 屈 に 感じ られ た と し て も 、 再 属 パイ ロッ ト の デュ オ = FRETS AD. ma べく 、 見 せしめ と し て 「 処 刑 ] され た の で ある 。 その 様子 は 
に は 快適 な 操縦 が 約束 され て いた の で ある 。 Fisha. Зем Мап, Taba PERIL 
だ っ た 。 UPL Lah ean. ガン ダ 
ム デ ス サ イ ズ ヘ ル と し て 再生 し た の だ っ た 。 
m コク ピッ ト ハ ッ チ 5 
F RAMROFT, HELM 
ELTRMENK FATT 
0Z 兵 を 恐怖 の どん 底 
اب‎ 


зрео асан プロ フェ ッ サーG を は じ め と 


ODO EMMY а TIHA LMR ENE 
いる 、 Бласа ЕК жез ЕНЕ ЕШ. О; 
ニー デュ オ が 自 埋 スイ ッ チ を 起動 さす ORROB ERA. 新た な 


身長 156cm と 小柄 の デュ 
СЕРР, と は いえ 機能 


よう と し た の だ が 回路 の 故障 に ガン ダム へ と 再生 させ た 
より 失敗 し て いる 。 


レイ アウ ト が 施さ れ て お り 、 成 人 
他 の G に も 見 沙 り する こと は な い 
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機動 戦士 ガン ダム SEED VS ASTRAY 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : MBF-PO2KAL ガン ダム アス トレ イ レッ ド フレ ー ム 改 (із) ян! ver 1994 
ガン ダム アス トレ イ 
МВЕ-РО2КАТ аша 
е 


ペー ス 機 

オリ ジ ナ ル の アス トレ イシ 
ある レッ ド フ レー ム 
OSTERN. 

よっ て 細部 ま 


ON 


ド フ レー ム 改 と し て 生ま れ 変 
新た に 装備 され た タク ティ 


s て は 制限 や ロウ の 能力 と 技量 で は 使用 
や 制御 で き な い も の も 盛り 込ま れ ある 。 使用 


y. C.E.73. 「 ラ イブ ラリ ア 5 に は 不適 切な 機 
撃 を 受け 敗北 し て し まう 。 これ を 機 に レッ ド フ レー ム は 徹 > フレ ー ム 改 は ロウ 流 
底 的 に 改修 され 、MBF-PC: い ア スト レイ レッ Ë. 


MECHANIC FILE Sele sve 199, 


ロウ の 好 礎 心 に よっ て 盛り 込ま れ た 多彩 な 兵 装 群 


タク ティ カル アー ムズ TIL は 、 パ ワー を 強制 放出 させ る マ — S 武装 レイ アウ ト 
ガ ノ イク タチ の 強化 版 を は じ め 多 彩 な 機能 を 搭載 。 AD 庄 代 し た タク ティ カル アー ムズ HL は 、 用途 に 応じ て 形態 を 究 化 さ 

に 変形 し た ソー ド フォ ー ジッ クハ ンド 機能 兵 装 で ある 。 これ は 背中 に 装備 し た まま の ほぼ か 、 НКЕ. 
IRE E し で まう こと も 多い 。 НЕОН ЧОП 
する 。 た だ し 、 ヴ ォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル の 性 能 を フル 
に 使う に は 桜 動力 が 必要 と な る 限ら れ た 性 能 し か 発 
揮 で き な い 。 な お 、 タ クティ カル アー ムズ TL 自体 が ドラ グー 
ン ・ シ ステ ム で あり 、 本 機 の オプ ショ ン と し て ロー エン グリ ン 
ラン チャ ー や ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド ・ ウ イル ス な ど 、 「 技 術 的 に 
異 味 が ある か ら 搭載 し た ] 機能 も 盛り 込ま れ て いた 。 


ブル ー フ レー ム の 補修 パー ツ 
と し て 使わ れ た タク ティ カル 


BREE 


> = フォ ー ム Па 
зотат. л д. DS 
ЖА 

N ТЫЗ 

VY в. св. E REKE 


4 の 調整 に より ビー ムラ イフ 


ЖЕ ル と し て も 使用 可能 


© ヴォ ワ チ ュー ル ユ ニッ ト 


желд өл ЭТК | 
Өлу フォ ー ム 。 SEMEL CEL, 

ноли оза ル 能 カ を 持ち 、 ビ ピー 
© ピー ムトー チ 機動 を 行え る 。 回 は ハイ スピ ー 在 に 制御 可能 。 


ドモ ー ド で 、 連 度 に 


© アロ ー ユ ニッ ト 


O ガー ベラ ・ ス トレ ー ト -⑲ タイ ガー ビア ス 


MORE INFO! 
タク ティ カル アー ムズ HL の バー ツ 


タク ティ カル アー ムズ IL に 組み 込ま れ た ヴォ ワ チ ュー ル 
ユニ ッ 條 は 、 デ ル タ ア スト レイ から 移 千 し た も の で ある 。 > 
イブ ラリ アン の 栓 撃 で 損傷 し た 機体 を 修復 する た め 、 ロ ロウ 
を 訪ね た マー シャ ン 特使 アグ ニス ・ ブ ラー エ は ロウ の 機体 
強化 を 優先 。 パー ツ の 提供 を 提案 し た の だ 。 


GSF-YAMO1 

デル タ ア スト レイ 

シ ピ リア ン ア スト レイ を ペー ス に 、 地球 
と 火星 の 技術 を 組み 合わ せ て ロウ が 
身上 げた 機体 。 ヴォ ワ チュ ー ル リュ 
ミエ ー ル の 改良 型 を 搭載 する 。 


元 ら 疲 備 し て いる 左 庶 の カー ベラ ・ ス トレ ー ト は 研 き 下 し て 装備 し て 
た に タイ ガー ビア ス を 負 備 。 二 振り と も 錦 な どの こし ら え は 新調 され た 。 
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機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 STARGAZER 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : GAT-X105E スト ライ クノ ワー ル ガ ン ダム ЕНЕ. 
2 Г З z = 
\ А 


ンー 


е та 


\ 26 VSnW ANALY а ригол®уоев ` 3IONI МІНЕ Aq 19943 1215246 “ ІНУ8ОЯ OYNA Aa 40109.” уазп IHOINOA Aa uoNgnsnil 
\ 
TEELU—-OLGLENL 


19013009 


ァ ン トム ペイ ン 」 が 
アク タイ オン ・ イ ンダ スト リー 社 な ど が 開発 に 関 


プロ ジェ クト で は 、 基本 性 能 に 優れ る 第 1 期 GAT-X シ リー 
ズ が その 対象 と な り 、 GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム も 


な 運用 が な され た その 後 、 トラ イク が 4 
た GAT-X105E スト ライ ク E (Епһапсей=@{ Ж) H" 
ク で ある 「 ノ ワー ルス トラ 
ンダ ム で ある 。 


KOE 22 


SPEC 
Ф 17.72m 

重量 648 (S#ER 9050 = 

ルー ター 

2—89 

В 装甲 材質 (VPS 装甲 

武装 M2M5 トー デス シュ レッ ケン 12.5mm 
自動 近接 防御 火器 X2/MBF-SB1 
ピー ムラ イフ ル シ 41-х2/ 
EQS1358 アン カー ラン チャ ーz6 
57mm 高 エネ ルギー ビー ムラ イフ 
ル (175mm グ レネ ー ド ラン チャ ー) Z 
AQM/E-X09S ノワ ー ル スト ライ カー 
(MAU-M3E4 2 連装 リニア ガン x2、 
5 ブレ イド 


スト ライ クノ ワー ル 
て ガン タム いざ 


STRIKE J STRIKE NOIR GUNDAM | GUNDAM ом. 


7 
БЕТІН тизин) 
搭乗 者 スウ ェ ン ・ か 


Im COMPARISON CHART № COLOR 
20m 


義 備 し た 大 型 の スト ライ カ 
バッ ク で 
能力 を 付与 し た 


スト ライ クノ ワー ル ガ ン ダム の 特徴 で ある 「 ノ ワー ル 
スト ライ カー」 は 、 全 領域 型 の スト ライ カー パ 
発 され た 。 大 型 の 実体 剣 と リ 
ニッ は 、 ス トラ イク E 本 体 に 装 
じ < 近 一 中 距離 戦闘 で 力 を 発揮 。 結 
果 、 ス トラ イク ガン ダム の 優れ た 汎用 能力 を 維持 し 
より 攻撃 実 
様 の ヴェ ル デ バ 


FILE PREVIEW 


500203 スウ ェ ン ・ カ ル ・ バ 


高度 な 近接 戦闘 


多彩 な 戦闘 に 対応 する 標準 装備 と ノワ ー ル スト ライ カー 


スト ライ ク E は 、 ス トラ イク ガン ダム 単体 で は 不足 し て いた 
対 MS 戦 闘 力 を 強化 し 。 そ の 稼働 時 間 も 大 幅 に 延長 され た 
HRH THD さら に 1 個 小隊 で の 特殊 作戦 を 主 と す る ファ 
ント ムペ イン で の 運用 を 想定 し 、/ ワ ー ル スト ライ カー が 標準 
装備 と な っ た 。 ノワ ー ル スト ライ カー は 複数 の 兵器 と スラ ス 
ター を 有する 大 型 の ユニ ッ ト で あっ た が 、 機体 の 運動 性 能 は 
高く 保 た れる よう に 配慮 され て お り 、 素 早い 攻防 を 可能 と し て 
いる 。 また 、 宇宙 で も 地球 で も その 能力 を 発揮 で きる 汎用 性 
も 維持 され 、 急襲 や ゲリラ 戦 に も 対応 し : 


Ш 57mm 高 エネ ルギー ビー ムラ イフ ル 
(175mm グ レネ ー ド ラン チャ ー) 


器 を 用 いれ ば 正確 を 射撃 が 可能 で 
ある 。 ПОТИ グレ ネー 
ч ンチ ャ ー を 設置 する 


中 理 と 学 に 内 部 され た ワイ ヤー。 НН 
50. PBC AMER i), RATES 
付け た りす る の 名 な 方 向 転換 を 可能 と し た 


ビーム ライ フル ショ ー テ ィ ー を 使用 する スト ライ クノ ワー ル ガ 
ダム 。 ノワ ー ル スト ライ カー の リニア ガン も 同時 に 使 


© 射出 部 
RK, BRIAR 


障害 物 が 多い 環境 を Oa クノ ワー ル ガ ン ダム を 巧み に 探り 、 
利用 する た め の 装備 2 va スタ ー ゲ イザ ー ガ ンダ ム と 激しい 戦 
で あっ た + 時 を 株 り 広げ 7 


М2М5 トー デス シュ レッ ケン 
12.5mm 自 動 近接 防御 火器 用 部 に マウ ント され て いる 提 和 身 


DHE RE. 57ттт 2 IL 
E 


Ш AQM/E-X09S ノワ ー ル スト ライ カー 
スト ライ カー パッ ク の 1 種 で あ 
あら め る 埋 況 に 対応 し た 
統合 兵 装 ユニ ルト 「LW.S.P.」 
mms cao, リニア ガン 
ERME BRT ONL, 
pias eee 
BOGAERBLTUS, 


の 側面 に 備え 5 れ た 、 EM © ノワ ー ル 

ТЗ スト ライ カー 
に 運用 され て 本 体 

ED SH 


と 同 タ イプ で ある 


本 体 の 強化 と 共に 改良 され た 操縦 機構 


アク タイ オン ・ プ ロジ ェクト を 経て 改修 され た 第 1 期 GAT-X Ф コク ピッ ト ハッ チ に 
シリ ー ズ は 、 コ クビ ピッ ト に も 変更 が 加え られ た LM 
Еа た コク ピット 。 で 
ソー ル 自 体 は ほぼ 変わ 5 な い が 、 0S の 強化 БАЛАНЫН 
さら に スウ ェ ン の 搭乗 し た 機体 は 、 高 い 能 力 を 持つ スト ライ ク ガン ダム と 変わ 5 な 
調整 され て いた と 見 られ る 。 wee 


зрокивеаята 7 回 MR-Q10 フラ ガラ ッ ハ 3 ビー ム ブ レイ ド 


ee REALL TE ТАРАСАДЫ. Б. 184 
お り 、 ク リッ プ は マニ ビュ レー ター で 引き 技 き 最 い 位置 に レイ アウ ト され 
て いた 。 


回 MAU-M3E4 2 連装 リニア ガン 
本 機 で は 最も 射程 距離 の 長 5 
Чиа. {TEL 
®хшФ7а1>®Ь7-Һе®@ 


| бет が касиеп 


nw 。 SHENAE A 


Ш EQS1358T \ а 
É アン カー ラン チャ ー <a 
@ ハッ チオ ー ブ プン 時 フワ ー ル スト ライ カー の 中 央 部 に | 2 
INIF OWES, REBOOT ti хш: ч, 
え 付け られ て いる 。 ЧН 装備 され て いた も の と 同 タ イプ で | 


の タラ ッ プ と な る 仕組 み で あっ た 


жа. 542 
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機動 戦士 ガン ダム 


効率 的 な 運用 を 可能 に し た ユニ ッ ト 構 造 と その 機能 


ホワ イト ペー ス 級 (も し く は ペ カ サス 級 ) 555838 ЕЕ 
ワイ トペ ー ス は 、 天 馬 (ペガサス ) が その 四肢 を 前 後に 
伸ばし た よう な 形状 か ら 、 公 国軍 将兵 か ら 「 木 馬 ] の コー 
ド ネ ー ム で 呼ば れ た 。 だ が 、 そ の 特異 な 形状 は 相応 の 
意味 を 有 し て いる 。 緊急 時 に は 切り 離し が 可能 な ユニ ッ 
ト 構造 が 、 こ の 艦 の 独特 な 外観 を 生み 出し た の で ある 。 
艦 前 方 へ の 速やか な 戦力 の 展開 を 可能 に する カタ バル 
ト ・ シ ステ ム を 有 し た MS デッキ に 、 重力 ブロ ッ ク が 設け 
られ た 本 体 部 分 フス キー・ ク ラフ ト を 有する 機関 部 
な ど 、 細 分 化 され た 機能 を それ ぞ れ の ブロ ッ ク に 振り 分 け 


る こと で 、 ホ ワイ トペ ベース は 艦 の 運航 効率 の 向上 を 目指 
し た の だ 。 その 試み が 成果 を 挙げ た こと は 、 民 間 人 を 含 
む 不 慣れ な 乗組 員 の 手 で 、 こ の 艦 が 運用 で きた 事実 が 
証明 し て いる 。 こう し た 艦 体 構造 か ら わ か る よう に 、 ホ ワイ 
トペ ベー ス は 従来 の 艦艇 と は 一 線 を 画 し た 設計 思想 の 下 
に 建造 され た 。 それ は この 艦 が 「V 作 戦 」 の 中 心 と な る ペ 
く 意図 され た か ら に ほか な ら な い 。 MS 戦術 を 構築 する た 


(8) FILE 01 


SHEET 21 


め に 既成 概念 を 捨て 去り 、 革 新 的 な 技術 を 食欲 に 取り 
込ん で いく 。 それ が 本 艦 の 突出 し た 性 能 の 礎 と な り 、 の , 


ちの 歴史 に 名 を 刻む 要因 と な っ た の で ある 。 


時 配 を 振る う よ う に な っ た 。 


し 、 整備 や 補修 を 行う 「 格 納 

内 で 消費 され る エ 
ネル ギー を 供給 する 「 機 問 部 」、 そ し て 乗組 員 の 日 々 の 生 
活 の 場 と な る [EER] だ 。 これ ら 4 つの 区 画 が 有機 的 に 
連動 し て 、 初 め て ホワ イト ペー ス は その 能力 を 十 全 に 発揮 
で きる の で も ちろ ん 各区 画 は 独立 し て 機能 し て いる 
が 、 連動 する こと で 情報 の 共有 や 処理 能力 の 向上 が 図ら 
れ 、 よ り 効率 的 に 機能 が 発 
Ацан, THES 
画 整 理 は 施さ れ て いな い 。 艦橋 や 格納 庫 と いっ た 戦闘 に 


a 


不可 欠 な 区 画 は 擁し て いた も の の 、 ミノ フス キー・ ク ラフ 
ト の な い 機 関 部 は 大 気 園 内 で の 飛行 が 用 領域 
が 限ら れ て し まっ た 。 また 居住 区 に 至 要 最 低 限 の 


設備 し か な く 、 長 期間 航行 で は 乗組 員 の スト レス 増加 が 記 
これ ら を 考慮 し た 結果 、 一 見 、 戦 闘 艦 に は 
える 施設 に つい て も ホワ イト ベー ス で は 充実 が 図 
られ 、 コス ト を 度外視 し て も 機能 向上 を 目指 し た の だ っ た 


ОМЗ 
А-ХОННЕНЗЕ 


= 一 
第 二 艦 橋 一 一 
ガン ベリー 格納庫 


ホワ イト ペー ス の 機能 中 枢 で あり 、 艦 の 指 搾 を 司る 役目 を 果たす 


きれ 、 
が な され た 
伝達 され る の 
橋 に 機能 障害 が 生じ る と 弟 
が 著しい 影響 を 受け 
、 この 事態 を 回 避 す 
жігін он 
橋 が 用 意 さ れ て いる . 


に 建造 され た 宇宙 艦艇 は 化学 ロケ ッ ト 推 
フフ スキ ー 物 理学 の 公 展 が も た らし た 幸枝 融合 炉 
の 登 oT. Фай 
сива нат. 


2 X; lt 
行 が 可能 と な っ て いる 。 


пиш 
IVER] の 下 に 建造 され た ホワ イト ペー ス だ け に MS の 運用 
能力 は 重要 な 機能 で あり 、 格 納 庫 は MS 運用 能力 に 直結 する 設 
Я. 木馬 の 前 足 に 相当 する 
ブロ ッ ク が MS 格納 庫 で あり 、 
連邦 軍 が 開発 し た 最新 鋭 MS 
RX シ リー ズ ) の 整備 ・ 
補給 を きら に 艦 中 央 部 
と 後部 に も 格納 庫 を 有 し て 


m 居住 区 
宇宙 艦艇 の 乗組 員 は 無重力 状態 で の 作業 が 基本 だ が 、 重 力 
は 大きな スト レス を 招く 要因 と な る 。 T+ 


PEARL THEA 
生 させ る 居住 区 を 導入 。 乗 


き 
与え られ る 個室 の 
設備 も 充実 し て お り 、 優れ た 
居住 性 を 有 し て いる , 


ТЕЗ 
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情報 処理 能力 を 向上 させ た 艦橋 


ホワ イト ベー スズ の 艦橋 は 、 従 来 艦 と 比較 する と 圧倒 的 な 画 第 一 艦橋 プレ イア ウト 
フロ ア 面 積 を 有 し て いる 。 これ は 、 それ だ け 情 報 処 理 能力 
を 向上 させ た 証 で あり 、 左右 と 後方 の 壁面 、 さら に 天井 に 
配 さ れ た スク リー ン に 必要 な デー タ を 投影 する こと で 、 複 数 
の 情報 を 同時 に 処理 で きる よう に な っ て いる 。 さら に 広い 
フロ ア を 利用 し て ミー ティ ング を 行う こと も あっ た 


ORA DEMAN EE 


効率 的 な MS 運用 を 目指 し た 格納 庫 の 構造 


ホワ イト ペー ス に と っ て MS 運用 能力 は 経 の 存在 意義 そ Ш MS 格納 状態 
の も の と 言っ て いい だ ろう 。 同時 代 の 公国 軍艦 艇 より 洗練 格納 状態 の RX シ リー ズ は 「 ハ ン ガ ー」 
1 ッ キ や 格納 庫 は 、 MS の 運用 が 第 一 に 考慮 さ 

で ある 。 また 両 軍 を 通じ て 初め て 採用 され た カ 
タバ ルト ・ シ ステ ム は 、RX シ リー ズ の 特徴 で ある コア ・ ブ 
ロッ ク ・ シ ステ ム の 効率 的 な 運用 を 図る た め と 思わ れる 。 


ВОИС 


艦 橘 が ホワ イト ペー ス の 頭脳 に 相当 する な ら ば 、 機 関 部 
は 心臓 に あたる 重要 な 施 計 える 。 艦 の 航行 能力 の 要 
で あり 、 艦 内 で 消費 する 全 エ ネル ギー の 供給 源 と な る 熱 枝 
反応 エン ジン が 搭載 され 、 従 来 艦 を 上 回 る 航行 能力 と 長期 
航海 能力 を 獲得 し た 。 それ ほど 重要 な 施設 だ け に 被弾 時 の 
対応 策 も 充実 し て お り 、 緊 急 時 に は ブロ ッ ク ご と 分 離 で きる 。 


ЕТЕГІ 
し て いる 。 この 機関 が 優れ 
た 航行 能力 と 必要 充分 な エ 
ネル ギー を 生み 出す の だ 。 


даа Е а 
ツ で 連結 され て い 。 RIMES 
ERRU, Т 
る 場合 、 こ の パー ツ を 介し て 
機関 部 を 切り 離す こと で 艦 
本 体 へ の 要害 を 回 必 す る 。 


ШІН 
MAT SCL Mh oth. 


長期 航海 を 支え た 、 高い 居住 能力 


ホワ イト ペー ス は サイ ド 7 脱 出 後 、2 ヵ 月 以上 も の 長期 航 
海 を 経て 連邦 軍 本 部 ジャ ブロ ー に 到達 し EHA 
海 を 支え た の が 、 艦 の 優れ た 居住 性 : の は 間違い な 
い 。 遠心 力 を 利用 し た 疑似 重力 を 発生 させ る 本 艦 独 自 の 
構造 は 、 乗 組員 に 過度 の 負担 を 掛け ず 、 余力 を 航海 や 戦 
開 に 振り 分 けた こと で 、 長き に 渡る 航海 を 耐え た の だ 


жғпе-синкониатонтылтнғп/. 相応 の 広 さ が 
か 5、 ある 程度 の 快適 な 生活 水準 は 確保 で きた も の と 思わ れる 


乗組 員 に 割り 当て られ た 前 


Финксоланя 
(ЛЛА 72252 


AEN, MRL а 
いら れ た 。 


Ш MS 格納 庫 
пажо ава 
ЭРЫ, ВСЯ 
える の が 発進 用 ハッ チ で 、 
ハッ チ 下 部 に は カタ バル ト ・ 
レー ル が 配 され て いる 


g ガン ベリ ー 
格納 庫 


図 は ガン ペリ ー の 搭載 に 用 
Sensors niet N 
た も の 


MORE INFO! 
大 気 圏 突 入 能 力 と 飛行 能力 


ホワ イト ペー ス は 一 年 戦争 期 の 艦艇 の 中 で 単独 で の 
大 気 囲 突 入 ・ 苑 脱 能 力 を 有する 初め て の 艦 で ある 。 大 
気 園内 で は ミノ フス キー・ ク ラフ ト に よっ て 飛行 し 、 外 装 
式 ブー スタ ー な どの 補助 な し に 大 気 園 か ら の 難 脱 が 可能 
で あっ た 。 当時 の 常識 か ら 考え れ ば 、 ЖЕНИ 
を 抜い て 高かっ た の で ある 。 地球 降下 後に 機関 の 障害 
が 多発 し た と は いえ 、 本 艦 の 作戦 送 行 能 力 は 連邦 軍 の 
確か な 技術 を 裏打ち する も の で ある 。 


AMMAN OA 
GAMETEN 
れる 。 ま た 大 気 国 突入 中 
に お いで も 後部 ハッ チ か 
SMS PREM ROI 
が 可能 で ある 。 


WET SRR ЕТШІ ЕО 
を 展開 する こと で 、 НОЖНЫЕ. 


ма. 954: 
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Ш SPEC 


aa H 全高 24.2m( 頭 頂 高 19.4m) 
バー ザム | | Са ЕЕ 


B COMPARISON CHART № COLOR 
25m = 


RX-178 カン ダ 
‚йакин 


- = PEL, 

本 格 的 な 量産 に 至ら な か っ た ティ ター ンズ 最後 の 主力 機 

グリ プス 戦役 後期 、 地球 連邦 軍 の 主導 権 を 掌握 し た 矢 が られ た の が RX-178 で ある 。 本 機 を 原型 と し て 、 

ティ ター ンズ が 開発 指揮 を 執っ て 生ま れ た 次 期 汎用 主 ティ ター ンズ 系 の 技術 者 (ニュ ー ギ ニア 基地 の 旧 公国 

力 MS が RMS-154 パー ザム で ある 。 軍 系 と され る ) 

グリ プス 戦役 勃発 前 より 量産 され 、 地 球 連邦 軍 や ティ RX-178 を ペー ス と し た と こと で 量産 機 と し て は 申し 分 
の な い 性 能 を 発揮 し た RMS-154 だ が 、 機 体 構造 が セー デーーーーーーーーー —— 
従来 の MS か ら あ まり に も 掛け 離れ て し まっ た こと が 似 と 


RMS-099 ! アス や MSA-003 ネモ ( 本 格 的 な 量産 は は され て いな い 。 あ る 意味 Г 
で 対抗 する こと が 難し く な ティ ター ンズ の "新た な 力 の 象徴 " と し て 生ま れ た RMS- 
打開 する た め 、 既 存 の 機 を 利用 し て 生産 性 を 高 に 、 まる で その 劣勢 - 敗 北 と 重なる か の よう に 時 

た 新型 汎用 機 が 求め られ た 。 その ペー ス と し て 白羽 の ° 


MECHANIC FILE 


sl За 


機体 構造 生産 性 と 高 性 能 の 両立 を 図っ た 独自 の 設計 思想 Í | 


量産 を 前 提 と し て 開発 され た 機体 が 生産 性 を 重視 され る 
の は 当然 の こと だ 。 それ は 本 機 と で 例外 で は な い 。 本 機 は 
従来 の 主力 量産 機 より 性 能 を 向上 させ る と いう 命題 も 課せ 
られ て お り 、 こ れ ら を 両立 させ る た め 開 発 陣 が 導い た 結 謗 
は 、 従 来 の 主 カ MS の 進化 の 系 譜 か ら 大 きく 外れ た 横 休 本 
i だ っ た 。 この 独自 性 の 強い 設計 が 災い と な り 、 ACE 
の 系 譜 は この 機体 一 代 で 途絶 えて し まう 結果 と な っ た 。 


\ 


トサカ 状 の 大 き な ア シテ ナ は 、 А8 
る RMS.154 の 特徴 の ひ 
人 頭 部 に は パル カン ・ 
ポッ ド ・ シ ステ ム を 装備 する た め の 
ラッ チ を 持つ 。 セン サ 

の 有効 半年 は 9.870m 


m 側面 脚 部 

SCH CHEORMERE 
が 見 て 取れ る 側面 。 ヒー ル 状 の 接 
SIRE омы. ЕЛЕ KC 
バー ニア を 備え て お り 本 機 の 大 推 
カ の 一 端 を 担っ て いる 


HMS-154 の コク ピッ ト ・ ハ ッ チ は 、 胴体 下 部 に 位置 し v78 
URE OMBZODE. HO—RNAMSENE, SKA 
SWEAT EN), TIC УК ЫЗ ЮН ЖК HDS, 


機体 運用 の 汎用 性 を 重視 し て 開発 され た RMS-154 は 、 
従来 の MS が 使用 し て いる 武装 が 共用 可能 と いう 特徴 を 持 
つ 。 さ 5 に 既存 の 兵 装 の みな 5 ず 、RMS-154 専 用 の 兵 装 
も 用 意 され た 。 中 で も 一 番 特 徴 的 な 武器 が 専用 の ビー ム ・ 
ライ フル で あり 、 他 の MS で は 見 られ な い 独 自 の 形状 を 持つ 。 
MS 本 体 が 持つ 独特 な 形状 バラ ンス と 共に 、RMS-154 の 
特異 な フォ ルム を 形成 する 要因 の ひと つど 


SFS) Dš its Ш 
能 。 ダカール 演説 後 の ア 
ウド ムラ 追撃 戦 に お いて 
用 い 5 れ た 。 


MORE INFO! 


グリ プス 戦役 当初 、 テ ニ ィ ター ンズ で は 連邦 軍 で 広く 配備 さ 
れ て いた RMS-106 を 主力 量産 MS と し て 運用 し 、 理 況 の 
推移 に 伴い RMS-108 マラ サイ を 主力 と し て 戦場 に 投入 。 
パー ザム は ジム TI の 1.5 倍 程度 の 生産 コス ト を 目途 に 開発 さ 
れ た が 、 本 格 的 な 量産 に は 至っ て いな い 。 一 方 で RX-110 
ガブ スレ イ な どの 高 性 能 な 可変 MS MANI 
クス 構想 が 採ら れ て いた と 


ティ ター ンズ パイ ロッ ト の ア 
ジス ・ ア ジ バ が NRX-044 
アッ シマ ー に 搭乗 。 同機 は 
ティ ター ンズ に よっ て 生産 さ 
れ 各 地 に 配備 され て いる 。 


ават лаи 
DN SABLE CRE 
挙げ て いる 。 


ド ・ シ ステ ム は 、 本 諾 に も 専用 オ 
若干 の 差異 が ある も の の 、 ほ ば | 
と RMS-154 の み に 見 られ る 。 


画 ビー ム - サ ー ベ ル 
ADT REBT 
ルレ 使 用 時 は 、 FORDE 
出 カ は 0.9MW だ と きれる. 


RMS-106 ハイ ザッ ク 
MEHERBAN RN 
する RMS-106 は 理系 、 テ ィ 
ター ンズ 仕様 は 緑 系 の カラ 
リン グ が 施さ れ て いる 。 戦役 
Фнси-схияден. 
HMS-108 と 共に ティ ター ン 
OEDEMA. 


RMS-108 マラ サイ 
TIT ABI BLA 
REA. その 性 能 が 評価 


で 、 同 社 が ティ ター ンズ と 牙 治 
malefu. MERAN 
無 尼 提供 さ れ た 経緯 が ある 
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MECHANIC FILE 


武装 ピー ム ・ ラ イフ ルズ ビー ム ・ サ ー ベ ル 
バル カン 砲 X6。 グレ ラン 
к 


搭乗 者 エメ ラル ダ ・ ズ 
жж 


W COMPARISON CHART № COLOR 


т 


モビ ルス ズー ツ : MeO2R メッ サー 


メッ サー Е 


反 達 邦 組織 「 マフ ティ ー」 に 提供 され た AE 製 ジ オン 系 MS 


U.C.0100 年 代 を 中 心 に 活動 し た 反 地 球 連邦 組織 
「 マ フ テ ィ ー」 の 主力 MS が Me02R メッ サー で ある 

уж 色 濃 い 重 MS で 、 アナ ハイ ム ・ エ レ 

ス 社 (АЕ) が マフ ティ 供し た 

メッ サー は ギラ ・ ド ー が 系 の 機体 と 見 られ る が 、 大 型 

化 を 壁 けた ギラ ・ ズ ー ル と 異な り 、 23m 級 の 重 MS と し て 
完成 し た 。 偽装 に より AE の 関与 を 隠蔽 する 目的 が あ 

y (特異 な 型式 番号 も 機体 の 出自 を 隠す 

組織 規模 の 問題 か の ら MS の 運用 数 


が 限定 され る マフ 重 装甲 か つ ハ イ パ ワ ー な MS 


を 歓迎 し た と いう 側面 も 無視 で き な い : 
重 装甲 以外 の 外見 的 特徴 と し て 


ム 型 の 脚 部 な ど が 挙げ られ 
特徴 だ が 、 胸部 の 大 型 イ 


Ko パイ ロッ ト と し て 1 号機 の エメ ラル ダ ・ ズ 
機 の ガウ マン ・ ノビ ル ら の 名 


関連 ファ イル 


(88) ТІЛЕСЕ 


2100. 
自治 権 を 放 
BRADAR: 
U. TIERES 
し 、UC.0105 に ご 
よる 攻撃 な ど 


MECHANIC FILE 


一 見 し て わか る よう に 、 メ ッ サー は ジオ ン 系 の 影響 が 大 き 
い 重 MS で ある 。 重厚 な 装甲 物 わ れ て いる が 、 重 力 下 で 
も 機動 性 や ジャ ンプ 能力 は 高く 、 地球 連邦 軍 の 高 性 能 機 
FD-03 グスタフ ・ カ ー ル に 匹敵 する 性 能 を 持つ 。 

な お 本 機 は 、18~23m 級 の AE 製 MS と し て は 最後 基 
BED. YA RMIG ARRE 
た ジオン 系 MS と いう 特殊 な 位置 付け に あっ 


ドム / ゲル ググ 系 MS で 見 られ た 大 民 の 用 
スラ スタ 


モノ アイ 、 моћ 4 
тия. дл デイン 


Шала. вя 
Тотан йал, 
た キッ ク な ど に も 用 いら れ た 。 


MS の 特徴 を 持つ 。 原 
BRS KBE 
言わ れる 


ELTA POMBO 


тәжі). паве 
ЗАРА 1 
処置 と も 考え られ る 。 


| 背部 スラ スタ ー 
FAO ESCH EROS Miia: 
ШИНЫ, スラ スタ ー 本 | 


+ 


JORDAN Я 
タイ ル で 、 吉 ノズル の 自由 度 が 極 


Q 
い 。 重義 甲 と 運動 性 を 両立 CS 
させ る た め の 構 造 と 思わ れる > 


カン 砲 な ど で ス タン ダー ド な 地球 連邦 系 M 
の オプ ショ ン 兵 装 も 用 意 され た ) 。 デバ イス の 流用 に よる 
低 コ スト M ヒ や 調達 の 容易 化 、 出 自 の 隠蔽 と いっ た 目的 が 
あっ た と 推測 され る 。 火力 は 対 MS 用 と し て 必要 充分 な も 
OT, 建築 物 な ど へ の テロ 攻撃 で も 威力 を 発揮 し た 。 


BAB WL Fe 


EM CORAM, MERDE 
Sn SMES. ТӨТЕН TS 
В СОА RI. 左側 の 3 
тюш TOMES, 


シー ルド 


ピー ム ・ ラ イフ ル 


兵 凌 と し て は 最高 
BOA HEME 
地球 上 
イン ウェ ポン 
と し て 使用 され た 。 


手持 ち 式 の 増加 装 申 。 2、3 
RIESE 


MORE INFO! 


SFS ギ ャ ル セ ゾ ン 


単独 飛行 能力 を 持た な い メ ッ サー は 、 大 気 囲 内 で の 高 
運 移 動 手段 と し て SFS (サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム ) を 用 い 
た 。 その SFS が ギャ ル セ ゾ ン で ある 。 

ギャ ル セ ゾ ン の 搭載 可能 MS 数 は 2 機 、 推 定 上 昇 限界 
は 5 万 8.000m と され る 。 マフ ティ ー で の 総 配備 数 は 10 
機 で 、 当初 は 3 機 、 後に 7 機 が 巴 加 配備 され た 。 ジ ペ ベッ ト ・ 
アン ハー ン が 担当 し た 2 (セカ ンド ) キャ ル セ ゾ ン な ど が 知 
られ る 。 マフ ティ ー 以 外 で の 運用 例 は 知ら れ て いな い 。 


ギャ ル セ ゾ ン の 前 身 
RAAT 


ЗЕЗЫМ 95%. 
操作 で きる が 、 


ギャ ル セ ゾ ン 
マフ ティ ー の 大 気 国内 用 SFS。 
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.MMFJB71 gs 
Й RAYSTA | 


(A88) НЕ 01 кеті А 


M1 ア スト レイ の パー ツ を 流用 し た 本 格 的 な 作業 用 MS 


新兵 器 モ ビル スー ツ (MS) は 、 ザ フト に よる 実用 化 を 皮 っ 派手 な 装飾 を し た 機体 は デコ 
地球 連合 や オー ン ・ DEE] と 言わ れる 


が MWFJG71 レイ スタ で ある 。 C.E.71 の 戦乱 末期 か ら 
ジャ ンク 屋 組合 に よっ て 販売 と レン タル が 開始 され 、 独自 
の 改造 を 加え て 使う 者 が 多い た め 改 造 専 門 の 業者 も 存 


機体 構造 作業 向き の 構造 と 厳重 な 販売 ・ 貸 与 条 件 


ジャ ンク 屋 組 合 製 の レイ スタ は 、 作 業 用 と し て 設計 され 画 コク ビッ ト 
た た め 重 機 と し て 使い や すい 構造 を 機体 各所 に 持つ 。 な 
お 、 民間 用 の た め 戦 闘 は 禁じ られ て お り 、 武装 は 施さ れ て 
ロリ スト な ど へ 渡ら な いよ うに リー ス 時 は 
われ 、 機 体 自体 に ち ソ フト と ハー ド の 両面 


4 ハッ チ は 開放 時 に 作 
SANEA +. 


Ш 宇宙 用 スラ スタ ー 


オプション 兵 装 と な っ て いる 宇 


ө 71-8 
№ 


анасон 
脚 部 の パワ ー は 区 部 以上 
用 


多様 な オブ ショ ン と 重機 以外 の 運用 


基 林 仕様 の 機体 を ペー ス と し て 、 様 々 な オプ ショ ン の 美 。 画 ジェ ス 専 用 ons 
備 換 装 が で きる 。 加え て 個人 に よ レイ スタ 
デコ モビ な ども 出回っ て お り 、 多 - МНОЮ > 
3 者 の ユン は 自分 専用 に カス タマ イズ し た レイ ス 
タ に 乗り 、 依 頼 を 受け た 現場 に 向かう こと が 多い 。 一 方 
% ・ リ ブル の よう に 取材 の 相棒 と し て 使う ジャ ー ナ リス ト 
も 存在 する ほか 、 武装 し て ゲリラ が 使う 場合 も 


た 機体 と し て . 
アス レイ と 時 は 
スズ が 知ら れる 。 中 


HALT シン サー 系 
が 強化 改造 きれ で いる 。 こち ら の ヘッ ド 
を 選ぶ 利用 者 は 多い らし い 


m ユン 専用 レイ スタ 


ONIN: 


вш ЕФух—у MIP ALORA ARR Hab Ea 


TRIER OHE ht PJ AE 
と な Е 
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= 
«= 
= 
& 
2% 
"= 
= 
ы 


(Fat) я 


60kg 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 
NN ER аллах АЕ 
АЕ 


4 


“ RGM-109 = 
> mE 


ІН! ОХ 所 属 ВИНЕ 
L ы) | 搭乗 者 ビル ギ ッ ト ・ ピ ビリ ヨ 
I ` 


= 


RGM-89 の 後継 機 と し て AE が 開発 し た 小型 MS 


が アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) ーー 
し た 新型 主力 MS が RGM-109 AE— て 
RGM-109 は 、U.C.100 年 代 当初 に 開 を 同機 の 半分 以下 に 軽量 化し た こと で 1.2 倍 近い 出力 
を 加え られ な が ら 、 連邦 軍 の 主力 量産 MS と し て 長年 運 アップ を 実現 し た 。 ЗС, НЕНИЯ 
IGM-89 ジェ ガン の 後継 機 と し て 生 = 思 恵 も 受け て お ! 
まれ た 機体 で ある 。 RGM-89 の 性 能 を 維持 、 機 


104-3 


機体 構 


「 従 来 の 性 能 を 維持 し た 上 で の MS 小型 化 ] を 設計 の 命 
題 と し て 与え られ た 本 機 は 、 機 体 を 構成 する 素材 の 見 直し が 
図ら れ た 。 ガン ダリ ウム 合金 を 装甲 や ヤ フ レ ー ム に 採用 する こ 
と で 構造 材 に お ける 強度 問題 は クリ ア さ れ 、 技術 革新 に より 
RGM.89 の 出力 を その まま に ジェ ネ レー ター の 小型 化 に 成 
功 し て いる 。 こう し て 小型 化 は 一 定 の 成果 を 見 せ た も の の 、 
RGM-B89 の スケ ー ル ダウ ン に 留まり 「 高 性 能 化 ] に まで は 至 
ら な か っ た 。 と は いえ 、 生産 性 に 何れ て いた こと か ら 、 次 世代 
機 まで の 繋ぎ と し て 制式 採用 され て いる 。 


通信 機能 塗 化 の た め 、 ブ 
レー ド 状 の アン テ ナ を 2 本 
ва. TESTITA 
パー ツ は 、 複 合 セン サー と 
し て 模 能 し てい る 。 また 
側 頭 部 の 左右 に は ヘッ ド 
ライ ト を 搭載 し て いる が 、 
айша аа 


ジェ ガン の スケ ー ル タダ ウン に 留まっ た [RE] の 機体 


пиш 

инквнсазиштолэл 
ター を 持つ こと が 見 て 取れ 
ラス ター は 人 計 59 基 (フロ ン テ ィ 
アサ イド で 現地 改修 され た RGIM- 
89J 72724120) も 設け られ 
TH), 高い 機動 性 を 実現 し た 。 


画 コク ビッ ト 


ハッ チ は 上 の 回 の よう に 前 
方 へ 倒れ る よう に 開く 。 足 р 
場 と なる ハッ チ に は 昇降 用 
の ロー プ を 内 蔵 。 内 部 の 操 

EGOS AB 
と リニア ・ シ ー ト を 
し て いる 。 


標準 的 な 攻撃 兵 装 と 時 代 遅れ の 実体 式 シー ルド 


標準 装備 され て いる 武装 は 、 頭 部 バル カン 砲 、 ビーム ・ ラ 
イフ ル 、 ビ ピー ム ・ サ ー ベ ル 、 シー ルド と いっ た 具合 に 地球 連邦 
軍 の MS と し て は 一 般 的 な も の で ある 。 だ が 、U.C.0123 の 
フロ ンティア 侵攻 時 に お いて 、CV が 運用 し て いた MS に 
標準 装備 され て いた ビー ム ・ シ ー ル ド は 本 機 に 採用 され て お 
5 ず 、 防 御 面 に お いて は 大 きく 劣る と 言わ さる を 得 な い 。 С 
ルド の 有無 が CV 製 MS と の 間 に 大 き な 差 を 


ルド と する 使い 方 ある 
この 防御 方 法 で 、 大: 
の パグ の 接近 を が 


最新 式 の ヒビ - фу, 
ルド は 採用 され 


itt 
発射 する こと も 可能 で ある 。 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
RGM.109 唯 一 の 統 問 で ある ビー 
ム ・ ラ イフ ル 。 連 団 機能 も 備わっ 


画 シー ルド 


| UiC0120 に は 実用 化 さ 
れ て いた ピー ムシ ー ル に 
‚ жишисотоо 
DOW Pb DES 
に 対応 する わけ で も な く 、 
既 在 の 実体 素 シ ー ル ド を 
継続 し て 使用 。 防御 力 の 
向上 は な され な か っ た 。 


O 腰部 マウ ント 時 


リア ・ ア ー マ ー に は 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル 
を マウ ント し て 携行 可能 な ラッ チ が 備え 
られ て いる 。 不要 な 際 は 手 に 持つ 必要 
は が く 、 利 倒 性 が 高い 


MORE INFO! 
マケドニア に お ける 運用 


RGM-109 は 、 U.C.0150 年 代 に 
お いて も サイ ド 2 の コロ ニー 国家 [7 
ケド ニア 」 で 主力 MS と し で 運用 され 
て いた 。 独自 の 改修 を 施さ れ て は い 
た も の の 旧式 の 機体 で ある こと は 否 
め ず 、 こ の 時 代 の 最新 鋭 スペ ッ ク を 
誇る ザン スカ ー ル 帝国 製 MS の 前 で 
は 全く 歯 が 立た な か っ た 。 

~ 
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cma 92942 


ШЕЛ ЕЛ!” 


: タダ ブル オー | ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム 
УЮМ 26 ® ` 
24 ЕШ Ñ 


ТЕН № COMPARISON CHART № COLOR 
; от ニー 


ко 


қ 腕 部 

4 GN コ ン デ ン サ を 各所 に 備え る 
腕 部 。 肩 部 に オー ライ ザー の バ 
イン ダー が 配置 され た が 、 そ の 
可動 域 は 確保 され て お り 、GN 
ソー ド IM の 運用 が 可能 で あっ た 。 


通常 時 の 数 倍 
以上 の GN 粒子 を 放出 で きた 


ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム は 安定 | 


成 量 を 2 乗 化 する と ぃ 
は 非常 


継続 的 な 稼働 が 不可 、 痢 那 ・F・ セ イエ り 、 趣 巨大 ビー ム サ ー ベ ル р. эмы eee 
イ に よる 運用 で も 明白 と な っ た 。 + な 制御 を で ある > と 
実現 する べく 、 戦 闘 支援 メガ FO 3. 4 ・F・ セ イ # BF ダブ ルオ ー カ L 


FILE 01 wer 108 


機体 性 能 を 充分 に 発揮 する た め の 新 武装 
m GN'/—FIl 


ダブ ルオ ー ラ イザ ー で の 運用 が 標準 と な っ て か ら も 、 機 
体 は ダブ ルオ ー に 備え られ た GN ソ ー ド TL や GN ビ ー ム サー 
ベル と いっ た 標準 装備 群 を 使用 し て いた 。 トラ ン ザ 
ムラ イザ ー へ の 移行 も 容易 と な っ た こと で 、 RENET 
る 粒子 量 を 余す と ころ 無く 戦闘 力 に 還元 で きる 装備 が 求 
め ら れ 、GN ソ ー ド が 開発 され て いる 。 GN ソ ー ド 皿 は 、 ト 
ラン ザム ライ ザー モー ド と 超 巨 大 ビー ム サ ー ベ ル 「 ラ イザ ー 
ソー ド ] に 対 遍 す る 実体 兵器 で 、GN ソ ー ド I より も 攻撃 カ 
が 向上 し て いる 。 また 、 ビ ー ム ライ フル と し て も 機能 し 、 ビ ー 
ム の 出力 や 収束 率 を 調整 する こと で 、 連射 や 拡 敵 と いっ 
た 幅広 い 用 法 が 可能 で あっ た 。 
GN ソ ー ド II は アロ ウ 
aNd BE 
оттан) 
жайғап. OE 


жили ~- 7 KRG BORE иво 
OCA CUS. b で М деря, EAEL 


ライ フル モー ド と し て 使用 
TOGN -KT ңе 
WME ASD 
Bl). MSE, зви: — 
У ЯМ 


anta 


構 造 オー ライ ザー と の ドッ キン グ に よる 効果 


オー ライ ザー は ダブ ルオ ー の 支援 メカ と し て 開発 され た rey ee 5 
戦闘 機 で ある 。 当初 か ら ダ ブル オー と の ジョ イン ト ( Bath @ ダブルオー 背部 
れ て いた が 、 あ くま で アリ オス ガン ダム と GN アー チャ ー の よ @ GNR-010 ем, 


うな 、 分 離し て の 連携 運用 が 基本 で あっ た 


イン ドラ イヴ シス テム の 安定 制御 棋 器 と し て の 機能 が — 
加 き れ た た め 、 ダ ブル オー 本 体 と の 接続 状態 標準 と な っ 
た 。 接続 時 は オー ライ ザー 側が 無人 で も 軍用 で きる が 、 実 
CADE - TAAD-KY ERI SREY SP OK. 
ae А. を 教 い 出す た る 。 戦 
т-н ント が 可能 で あっ た 
кы 
特殊 機構 ツイ ンド ライ ヴ に よる 特殊 機構 と 様々 な 現象 MORE INFO! 
トラ ン ザ ムラ イザ ー モ ー ド の 発動 で 大 量 に 放出 され る ステ ム 発 動 に よる 影響 が 及 ん で いき 、 パイロット (MBB) Ф r = - ー 
GN 粒子 に より 、 機体 は 量子 化 に よる テレ ポー ト や 、 脳 量 "イノ ベイ ター へ の 変革 促進 や 、 REIGN TF OWES ダラ ルオ ー ラ イサ ー 
子 流 に よる コミ ュ ニケ ーション 領域 の 形成 が 可能 と な っ と いっ た 、 他 機 で は 不可 能 な 様々 な 効果 を 生み 出す こと (粒子 貯蔵 タン ク 型 ) 
た 。 また 、 機体 だ け で は な く パイ ロッ ト や 周囲 の 人 々 に も シ が 確認 され て いる 。 ресоре ина: CIERRA 
21-91908, GNETAIOR DHFR 
ー ド タン ク が 搭載 され た こと 、 ハ ロ 単 体 に よる オー ライ ザー の 
運用 が 標準 し な っ た こと が 主 の 変 
ヴ が 外さ れ た た め 、 その 稼働 時 間 
Ш トラ ン ザ ム バ ー ス ト 
” h --/ 
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O all sli 
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旧 地 球 連邦 軍 の MS 0) 


0.6600 


ドー タッ プ | aaa 


SPEC -рт-6600 DAUGHTAP- 


№ SPEC -07-7000 DAUGHSEAT- 


ІЛ7100 


主力 部 隊 を 支え た 局 地 戦 用 MS と その 戦果 


地球 環境 と 地上 に 暮らす 人 類 に 域 減 的 な 打撃 を 与 
えた 第 7 次 宇宙 戦争 以前 か ら 、 旧 地球 連邦 軍 は 宇宙 
SSB CREE, 戦い を 通し て 無数 の 兵器 
を 開発 し て きた 。 ドー ト レス を は じ め と する 汎用 MS が 誕生 
し た の も 、 こ の 戦乱 の 影響 が 大 きい よう 。 次 第 に 
勢力 を 拡大 する 革命 軍 に 対す る に は 、 旧 連邦 軍 も 戦力 
を 拡張 する 必要 が あっ た の だ 。 さら に 連邦 軍 が 開発 す 
べき は 汎用 機 ば か り で は な か っ . 
拠点 は 地球 外 の 宇宙 空間 だ か ら だ 。 また 地球 に 降下 し 
た 革命 軍 が 地上 に 部 隊 を 展開 する と は 限ら ず 、 地 表 の 


70% 以 上 を 占め る 海洋 に 潜伏 し な いと も 限ら な い 。 この 

況 を 踏ま えて 、 旧 連 邦 軍 は 汎用 機 と 並行 し て 局 
地 戦 に 特 化し た 機体 の 開発 に も 着手 し た 。 その 代表 格 
が 宇宙 に 対応 
CHS. 特定 状況 下 で の 運用 を 考慮 し た 両機 は 、 外 見 
や 基本 能力 が ドー トレ スカ から は 大 きく か け 離 れ て いる 。 + 
れ で も 特定 環境 に お ける 能力 は ドー トレ ス を 上 回 る こと か 
ら 、 ド ー ト レス の 支援 機 と し て 配備 され た の だ 
特殊 機 の 存在 に よっ て 旧 連 邦 軍 は 幅広 い 

な り 、 革命 軍 と の 戦闘 に 対抗 


全高 100m 全高 16.4m 
重量 52t 重量 63t 
DAUGHTAP | ая — Fah — 
\л8-йл — = 3533-8) — 
тый — итии — 
ЖЕ 80mm キ ャ ノン 窒 ЖЕ НАШЕ FER 
所 ІНЕ tar 
ник — ii ЕЕ 
ERE 一 
Im COMPARISON CHART m COLOR 


07-0000 DAUGHTAP 
® 
цонам UBHTGRA юй 


DT7000 DAUGHSEAT 


ドー シー ト 


unknown 


関連 ファ イル 


ЕТІСТІ 


機体 構造 


宙 空 間 や 海洋 と いっ た 特定 状況 下 で 最大 限 の 能 
揮 で きる よ 時 され た 機体 だ け に 、 ドー タッ プ と 
ドー シー ト に は 汎用 機 に 見 られ な い 構 造 が 見 受け られ る 
脚 部 の な い ドー トレ ス 、 特 殊 な 形状 の 腕 部 を 備え る ドー シー 
ト は 、 一 見 し た と と られ る か も し れ な い 。 し 
前 提 と し た 装備 で : 


汎用 機 に は 見 られ な い 機体 構造 と 、 その 構造 が も た らし た 能力 


本 構造 は 極め て シン ブル 。 その 
量 に 配備 する こと を 目 模 し た よう だ 


る マニ ビュ レー ター 
可変 ピッ チ 型 ハ ィ 


ドー タッ プ 水 中 用 


unknown 


DT6600 


4% 

ій ス 機 と 同様 だ が 
OTE RESBL 

RF 


№ SPEC 41-5600 DAUGHTAP (MARINE) - 


unknown 


DTM-7200 


パッ ク バ ッ ク 


DAUGHSEATIII 


B SPEC -01М-7200 DAUGHSEAT- 


Ez] 


ж! 
II 


Гатар 
2/ CREE 
x2 


。 だ か ら こそ 既 
IRERE 
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1074800 DAUGHTAP (MARINE) 


WE баг RED 


DTN-7200 DAUGHSEAT 


BROWN LIGHTGRAY DARK GRAY 


F91-MSV 


(AGS) aell ишо] 
。 。 ガン ダム F91 I SPEC ғол F91 BACK CANON TYPE: Ш SPEC eon Fat тенизва SET WP TYPE- 
バッ クキ ャ ノン 装着 型 ч 7 全高 — (UNE 152m) 全高 — МВ 1521) 
~ ЕЕ | JA 20W e= 
2922387 88.4008 || 2923-8Л - 


ИНЫХ ALAR TIE НЙ ガン ダリ ウム 人 


バル カン 砲 X2Z メ ガ RR バル カン シン ・ 
キャ ノン X2 ノ ビー ム ・ サ ー ベ ル キャ ノン x2/ ビ ピー ム ・ サ ー ベ ル 
хо 4 連 計 ビー ム : ガ トリ ング ガ X2 ヴェ スバ ーX4/ ビ ピー ム ・ 
ж イル ・ ラ ンチ ャ ーx4 ライ ラル ノビ ー ム ・ ラ ンチ ャ ー 


ーー ム ・ ラ イフ ルイ ビー ム ・ ラ = ム ・ シ ー ル ド fb 

ンチ ャ ー ダ ビー ム ・ シ ー ル ド 他 PUN енін 
— PR айел 搭乗 者 一 = FE 
Il COMPARISON CHART — _ _ E COLOR 


F91 F91 BACK CANNON ТҮРЕ 
と 
°eoll 


н Z ガン ダム F91 
Т A ツウ ィ ン ・ ヴ ェ ス パー 装着 弄 


% \ Е | 1 TWIN БЕТ UP ТҮРЕ ДЕТТІ 


バッ クキ ャ ノン 


ヴェ スパ バー 
F90V を 経て 


F91 の 武装 パリショー ン 


サナ リィ が 「F 計 画 」 で 開発 し た MS、F91 ガン ダム ン 装 芽 型 と ツウ ィ ン ・ ヴ ェ ス バー 装着 型 の 2 タイ プ で ある 。 
F91。 本 機 は F9OV ガン ダム F90 ヴ ェ ス バー タイ プ ・ オ プ バッ クキ ャ ノン 装着 型 は 、 ヴ ェ ス パー が 想定 され る 性 能 
ン を ペー ス と し た 機体 で 、 ビー ム の 発射 速度 を 変更 で を 発揮 し な た 場合 に 備え て 用 意 さ れ た オプ ショ ン 装 
4 基 の 大 型 ミ サイ ル と 、 4 連装 ビー ム ・ ガ トリ ン 
成 力 の 面 で は ヴェ スバ パー に 劣 

当時 最新 の 機器 が 採用 され 、 開 『、 面 制 圧 で 威力 を 発揮 し た 
発 コン セプト で ある 「 現 時 点 で の MS 限界 性 能 の 達成 を ey 着 型 は その 名 の 通り 、 2 基 1 組 
F91 は コス モバ パ ビ ロ の ヴェ スバ パー を 2 組 ( 計 4 基 ) 装備 し た タイ プ で ある 。 2 組 
た と も 言わ れる ほか 、 ҚО) 稼働 さす る た め に 、 ジ ェ ネ レ ー タ ー も 改良 

それ が F91 バ パッ クキ ャ ノ 


422-043 火 力 の 低下 を 武装 の 種類 で 補っ た オプ ショ ン 装 備 


F90 ヴ ェ ス パー タイ プ ・ オ プシ ョ ン に 装備 され 、 テス ト が 
行わ れ た ヴェ スパ ー は 新 機 畔 の 技術 と その 特殊 な 機構 
の た め 作 動 時 の 安定 性 を 欠く と いう 問題 が 想定 され た 。 
その 場合 の 代替 案 と し て 用 意 さ れ た 装備 が 、 こ の パッ ク 


キャ ノン で ある 。 


バッ クキ ャ ノン は 、4 連 装 ビ ー ム ・ ガ トリ ング ガン と ミサ イ 


ル ・ ラ ンチ ャ ー で 構成 され た ウェ ボン ユ - 
ク バ ッ ク の ヴェ スパ バー 取り 付け 位置 


ニッ ト の 総称 で 、 バ パッ 
2 基 が 装備 され る 。 


4 連装 ピー ム ・ ガ トリ ング ガン は エネ ルギーCAP の 技術 が 
用 いら れ て お り (当時 の 技術 レベ ル で は 当然 と 思わ れる 
が )、 高 い 連射 性 能 を 発揮 し た 。 し か し 、 火 力 の 面 で は ヴェ 
スバ パー に は 劣っ て いた た め 、 艦 艇 や 英 拠点 な どの 大 型 の 


目標 用 
2 基 ず つ 、 


対 艦 ミサ イル と も 呼ば れる 大 型 ミ サイ ル を 左右 
4 基 装備 。 これ ら の 装備 は 面 制 圧 に 威力 を 


発 押し た と され る こと か ら 、「 重 装 型 ] と も 言わ れる 


こう し た 


起義 特性 は 、F90 デ スト ロイ ド タ イ プ ・ オ プシ ョ 


ン や F90 サ ポー ト タ イ プ ・ オ プシ ョ ン に 近い 性 能 を ガン ダム 


F91 に 付与 する 結果 と な っ た 。 


MIDE ORE, 
Wasoc- mt 
装備 し た 機体 は 珍し 
い 。 パッ クキ ャ ノン 以 
外 に も F91 用 の 装備 
аввл. 


ガン ダム F91 の ヴェ スパ バー を 取り 外し 、 バ ッ ク キャ ノ 
ン を 装備 し て いる 。 その た め 、 MANTES 
は ガン ダム F91 と 同じ で ある 。 


は ヴェ スパ ー と 同じ く バ ッ ク バ ッ ク の 側面 
СИМ, ヴェ スパ ー の よう に 
AMBAC 誌 と し て 使 月 で きた か は 不明 。 


0 4 基 の ヴェ スバ パー を 運用 する た め の 機 構 


ツウ ィ ン ・ ヴ ェ ス パー 装着 型 は F91 の 攻撃 力 の 増強 を 
図っ た タイ プ で ある 。 4 基 の ヴェ スパ ー を 効率 的 に 運用 す 
る た め 、 ジ ェ ネ レー ター に も 改良 が 加え られ て いる 。 また 、 新 
た に 装備 され た ヴェ スバ パー に は 補助 スラ スタ ー が 設け られ 
て いた 。 これ は ヴェ スパ ー の 追加 装備 に よる 機動 性 の 低 
下 を 避け る た め の 処 置 と 思わ れる 。 し か し 、 服 下部 と 肩 上 
部 に ヴェ スパ ー を 展開 し た こと で 、 両 腕 の 動き が 制限 され . 
結果 と し て 本 装備 の 採用 は 見 送ら れ た と 言う 。 


ツウ ィ ン ・ ヴ ェ スパー を 
装備 する た め に 、 パ バッ 
ク バ ッ ク は 専用 の も の 
が 新規 で 開発 され た 。 


と で 、F91 の 攻撃 カ 
の 増強 を 図っ た 仕様 
と し て 開発 が 進め ら 


加え 、 ビ ピー ム ・ シ - 
ド の 同時 展 司 も 可能 
に な っ た と 思わ れる 。 


Nm ツウ ィ ン ・ ヴ ェ ス バー 用 
バッ ク パ ッ ク 
F91 の バッ ク バ ッ ク と は 形状 が 大 きく 異な 
スラ スタ ー の 看 射 口 が オミ ッ ト され て いる 
が 見 て 取れ る 。 FB. НИ 
も あっ た よう だ た 


ана. 92024 104-10 
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AEU へ リオ ン РГТ НЕ 
АЕ-05/97 осін Sa 


i Иж — Е 
2243-44 ーー スラ スタ ー 推 カ — 
可変 機構 装甲 材質 E カ ー ボ ン 装甲 材質 Eh 
リオ ン BR 180тт50ГИЕ ЖЕНЕ 武装 リニア ライ フル . デ 360mm リ ニ 
ディ フェ ンス ロッ ド ア 式 ロ ケッ トラ ンチ ャ ー {8 


AEU 
フォ ン ・ ス パー ク 


I COLOR 
AEU-05/92 HELLION INITIUM 


AEU-05/00 — 
= メデ ィ ウ ム 


ив 
細部 の 形状 は 異な る も の 
フェ ンス ロッ ド を 装備 す 


改良 を 重ね て 主力 機 の 座 を 守 
関連 ファ イル 


AEU イ ナ 


西暦 2307 年 に AEU-09 AEU イ ナク ト へ と 主力 が 移 で は 応 型 MS で ある へ 
3 リア ルド と 並ぶ 主力 量産 機 


ン の 開発 
別 化 の た め 最 初期 の へ ! オン を 「 へ リオ ン イ ニテ AEU-02. AEU:03 G ーー 
(通称 「 へ リオ ン 92 年 型 」) 、 西 暦 2300 年 に 改良 され れ た 03 は 陸戦 用 の 機体 で あり 、 軍 部 が 望む 空戦 対応 弄 
た モデ ル を 「 へ ヘリ オン メデ ィ ウ ム 」 (通称 「 ヘ リオ ン OO 年 4 専 .04 が 短期 間 採 БЕ 
型 」)、 西 暦 2305 年 に 改良 され た モデ ル を 「 ヘ リオ ン ベ 
ル ペ トゥ ウム 」 (通称 「 ヘ リオ ン 05 年 型 ] 、 西 暦 2307 年 
ヘリ オン ば O05 年 型 を 指す ) と 呼ん だ 。 ~08 の 競合 REEL. Беттен 


БО; 


MECHANIC FILE AGS) һе01 зы 2104 
AEU へ リオ ン イ ニテ ィ ウ ム の 構造 武装 実戦 投入 され た AEU 初 の 空戦 対応 型 


MS 開発 に 苦心 し て いた AEU が 、 陸戦 専用 の AEU-03 Ш 飛行 形態 ) 
と 空戦 専用 の AEU-04 の 開発 を 経て 完成 に 注ぎ 着け た 
空戦 対応 型 が へ リオ ン イニ ティ ウム で ある 。 созин 
DS, ラテ ン 語 で 「 発 端 ] の 意味 で ある 「 イ ニテ ィ ウム ] と 名 
付け られ た 。 基本 設計 は 本 機 で ほぼ 固まっ て いた が 、 武 装 
は 発展 途上 で ある 。 大 陽光 紛争 時 の 最新 鋭 機 で あっ た 
が 、AEU 軌 道 エ レベ ペー ター の 調査 を 行う ソレ スタ ルビ ー イ ン 
グ (CB) Бяла, рат си, 


жын тестен, #12307 

UCHR CARMA UTD жат 
な い 。 フロ ント ウイ ング の 角度 に よっ て 、 メ イ 
エッ ト へ の mR 気 コレ ント ロー ル を 揚 う 


い 空戦 能力 を 持つ 
に る LEL 


MINH cit 


SIMEONE, 小柄 な サイ ズ は へ リオ 
ン 共 通 だ が 、 初 和 型 は ヘル メッ ト 状 の 碧 部 を 持つ 。 [йж EMERE MBALEERAMCAN TEST. AMIE BEC 
の も の で 、 プレ ー ド アン テ ナ の 搭載 に より 通信 能力 が 強化 まれ て いる 。 СӘННЕН, RTI CREE SSH 


画 ディ フェ ンス ロッ ド 

ман аятына. 防 竹 機 構 の 仕組 み は 確 立 さ れ て いる 
LOO, НОР: AOE TAMENT HST. RAE 
形状 を 持つ 。 га, ТТТ ML TORMENT CHS. 


背面 に は ブラ ズ マ ジェ ッ ト を 
SEEM, 改良 ご と に 形状 
は 異な っ で いく が 、 基 本村 
造 で パー ツ 構 成 に 変化 は 
жо, エン ジン の 形状 は 後 
МУЛИНЕ 
形 と な っ で いる 


D 


イニ ティ ウム の 基本 性 能 向 上 機 で あり 、 大 陽光 紛争 
終結 後 の 西 暦 2300 年 に 全面 改修 が 施さ れ た 。 ERE 
も 新た に な り 、 滑 腔 砲 か ちら リ ニア ライ フル へ と 更新 され た 
こと で 後期 型 に より 近い モデ ル と な る 。 後期 型 の 完成 に 
伴い 、 ラテ ン 語 で 「 中 間 」 の 意味 を 持つ 「 メ ディ ウム | と 呼 
ば れ た 。 な お 、 供 兵 の フォ ン ・ ス パー ク が 運用 し た AEU- 
MA07007 アグ リッ サ タイ プ 7 の コア ・ ユ ニッ ト は 、 地 上 
用 に カス タム され た 赤い メデ ィ ウ ム で ある 。 


より 政行 形態 の パー ツ の ひと っ と し て 、 £ 
へ の 一体 化 が 進ん で いる 


ия 

ペル メッ ト の よう 形状 は イニ ティ 
ウム を 鑑 個 し て お り 、 セ ン サー 素 
子 を 用 いた フェ イス 部 分 の 部 合 が 


広く な っ て いる 。 図 は 指揮 官 用 A 
Bates SAY 
ム と 比べ て 大 型 化 され た 。 


画 リニア ライ フル 

кы лын ы кы А 
の も の と 比べ て 大 型 で ある 。 な お 、 リ ニア ライ フル の 開発 初期 に 投入 さ 
AMEN S bf. 1В0птоосие еше аи 
使用 し て いた 。 


Іі 
CoRR RRO MAL A 


画 ディ フェ ンス ロッ ド この 
ASF (TL CMR CH ID, ブレード 杖 へ と CK され な 。 ブレ ー ド の 

証 先 店 が 者 短い 程 度 で 後 了 と 同じ 形状 備え 、 ほ ば 完成 形 だ と わ 

か る 。 な お 、 必 生 用 に ン ニッ ク ブ レイ ド も 終 備 する 


«эф + 
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イニ ティ ウム と 同様 に 円 簡 
形 の エン ジン を 持つ が 、 後 
期 型 に 改良 され る 共に 形 
状 は 変更 され た 。 脚 部 は 初 
WEA TEE RIC 
GN), ЖЕОАОАЗ-Ш 
も 多少 の 変化 が 見 られ る 。 
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手掛け た 
と 呼ば れ 、 その 1 種 と し て 開発 さ オ 


で ある と 同時 に 、 当時 の 汎用 MS と 渡り 合え る 武装 ・ 機 
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PMX-002 ボリ ノー ク ・ サ マー ン 


48. 対 MS 戦闘 用 の 機体 と し て も 充分 に 運 
る と いう 、 他 に あま り 例 を 見 な い 類 の MS と し 


Ë ラス ・ ア テ ネ が その 性能 
を 最大 限 に 発揮 する た め 、 索 敵 等 で 僚機 を サポ ー ト す 
る 役割 を 担っ て いた 。 他 の PMX シリ ー ズ と 上 比較 する と 
戦闘 能力 こそ 見 劣り する が “機動 力 の ある 高 性 能 レー 
ダー ELTH 率い る MS 部 | 
欠 な 機体 と は 間違い な 


関連 ファ イル 


01 suet 22A 


ШЕШІ ПЕ. 


携行 火器 を 持た ず 、 ビ ー ム ・ サ ー ベ ル の ビー ム 出 力 部 と M 専用 シー ルド 7 
ビー ム ・ ガ ン の 発射 口 を 兼用 に し た 点 か ら み て も わか る 通り 、 v 
PMX-002 に は 対 MS 戦 闘 に お ける 接近 戦 お よび 格闘 戦 を 
追求 し た 武装 が 施さ れ て いる 。 それ は シザー ス や ビー ム ・ ガ 
ン 、 トマ ホー ク と いっ た 近 距 離 で の MS 戦闘 に 有利 な 兵 装 か 
ら も 明らか だ 。 これ は 本 機 が 元々 、 強 行 偵察 用 MS と し て の 
運用 も 想定 され た 上 で 開発 され た 証 で も ある 。 ARA TMS 
と 交 埋 に な っ た 際 の 自衛 を 重視 し た 設計 と な っ て いる の だ 。 


| | 電撃 に も 使え 5。 
ж 
MERATE вое" 
РЕ 
manat 8250, 


本 機 が 装備 する 大 半 の 武器 が 、 
rere чех ビー ム ・ サ ー ベ ル 
ҚАЛМАУ 22 221 ТОЛ. жена 


жетеу レー ルド の 中 に 
回 で も 外し た 状態 で も ビー ム ・ サ ー ベ ル と し て 使用 する こと が 可能 で ある 。 


КРЕСТ 
2252155 


画 ピー ム ・ ト マ ホ ー ク 


© ラン チャ ー PY 
ИЧИ? 


м ー ム ・ サ ー ベ . -LERLE 
Е й ORME AAR. ЕКСА ан 
221/4-к) ERR д” MOEA BORA RE — LIL 
RETORNO, を 展開 で な 構造 に な っ て いる 。 
Y 
. 優 れ た 索敵 能力 を 実現 する セン サー と 高 機動 を 可能 と し た バー ニア 群 の 指 載 
偵察 用 MS で ある PMX-002 は 、 頭 部 に 様々 な セン サー が ху. 画 サイ ド ・ バ パー ニア 
内 蔵 され た レ ド ー ム の ほか 、 左 謗 部 に レー ザー・ セ ン サ ー を スラ スタ ー = Se 
装 供する こと で 高い 索敵 能力 を 誇っ て いる 。 これ ら の 高 性 能 
セン サー 群 と 優れ た 情報 処理 シス テム と の 連携 に よっ て 、 高 
精度 の 情報 走査 、 情報 解析 を 可能 と し て いる 。 
本 機 は 強行 偵察 用 途 も 起 定 され て いた こと か ら 高速 長 距 
ИНЕ (状況 に よっ て は 郊 脱 ) を 可能 と する た め 、 両 局 お よび 
パッ ク バ ッ ク に 多数 の パー ニア と スラ スタ ー を 搭載 。 また 、 他 の = = 
PMX シリ ー ズ の MS より も 小型 軽量 に 設計 され で いろ 。 В: کی‎ =o БЕНЕН 
レ ド ー ム 部 が 発光 する 構 
TIREK 
о Е BY7--=P 
パー ニア を 総合 し た 出力 と 推 並ん で 装備 され て いる 大 5 基 の 小型 パー ニア が 設置 され て い 
я 型 の スラ ス : 軽量 な 本 る ポッ ド が 左右 に 1 基 ず つ 配 され て 
ti 出力 いる 。 本 機 は 計 19 基 も の スラ スタ ー 
ン ・ ス ラス ター に よっ て 高 と パー ニア を 駆使 する こと に よっ て . が 高い 。 稼動 時 は セン サー 部 が 左 
速 移動 を 可能 と し て いる 。 高い 機動 性 を 発 控 し て いる の だ 。 ЖКА SI 見 られ る 。 
PMX シリ ー ズ に よる 3 機 編制 で の 運用 を 想定 し て 開発 され た 機体 
シロ ッ コ が 開発 か ら 設計 ・ 製 造 まで 手掛け た PMX シリ ー ズ 
の MS は 、 す べ て 彼 の 個人 的 な 戦力 と し て 既存 の ティ ター ンズ эы 
の 枠 か ら 外れ る 形 で 運用 され た 。 PMX-002 も シロ ッ コ 直 属 。 (чйювємхоог. ных ыш TZO Р 
の 部 下 で ある サラ ・ ザ ビア ロフ に 与え 5 れ た 。 полой OMENS た 。 PMX シ リー ズ の 専用 MS を 与え 5 れ た 
と し て 出撃 し た ほか 、 単独 で 偵察 / 人 遊撃 と 幅広 < 運 用 され た 。 ga, et 


PMX-001、PMX-003 と 


作戦 行動 を 共に する PMX- 
002, озна 


振 U を 見 せ た 
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か つて の 艦艇 を ペー ス に し つつ 、 必要 な 能力 を 付与 し た | 


ムサイ 改 級 と チ ベ 改 級 は 、| 上 公国 軍 で 運用 され て いた 画 武装 レイ アウ ト (ムサイ 改 ) 
艇 (ムサイ 級 と チ べ 級 ) の 改修 艦 で ある 。 U.C.0080 年 代 の 配置 場所 は ペー ス と な っ た ムサイ 級 と ほぼ 同じ だ 
武装 勢力 が 最新 技術 や 装備 を 入 し た 新鋭 を 配備 し た 2. Алзининк-олшршсгаңен 
の に 対し て 、 こ れ は あま り に も お 租 末 で ある 。 し か し 連邦 政府 る 
の お 目 こ ぼ し か ら 存 続 を 許さ れ た 国家 に は この 程度 の 装備 O 2 連 凌 メガ 粒子 砲 \ 


で も 充分 だ - 対 艦 砲撃 の 主 兵 装 と な る 武装 ш 
ムサイ 改 級 は ペー ス と な っ た ムサイ の 建造 数 が 多い こと に 3 基 が 並ん で いる た め 、 艇 の 前方 

も あり 、 共 和 国政 府 の 主力 能 と な っ た 。 だ が 本 私 の 改 価 が 

点 は 熱 核 反応 炉 の 出力 強化 や 細部 の 形状 変更 に 留 ま © чаша 

り 、 茂 本 構造 は ムサイ 級 か ら ほ と ん ど 変 わっ て いな い 。 C — жуысашапебгины 火力 よ 

れ は 共和 国政 府 の 台所 事情 や 対外 政 築 も 関係 し て いる り S 遂 を 還 た も の と 時 も れ 、  O— SS 


Ж, RIL BOMBER Сооро HEMMER 
い だ ろ う 。 大 幅 な 改修 を 施さ な く と も 、 ある 程度 の 成果 を 残 AME эу 

せる も の と 予測 され た の は 、 そ れ だ け ム サイ 級 の 設計 が 洗  қызысынтаыу(ловн 

練 さ れ て いた こと の 証左 だ ろう 。 СПАССЯ Ж. MRLE ARAU y. № 

こと だ が 、 チ べ 級 の 建造 数 が 少な か っ た た め (一 年 戦争 時 失点 や コロ ニー へ の 攻 軸 に 使わ れる 。 

に は 艦隊 旗艦 と し て も 運用 され て いた )、 ム サイ 級 よ り も 大 = a 
幅 な 改修 が 施さ れ : カ と MS 運用 能力 に 偏重 し た その E 武装 レイ アウ ト (FAR) 
改修 は 、 か つて の 公国 軍 の 栄光 を 取り 戻 そう と し て いる よう КЕТУІНЕ ТІ oA. МЕС 
に も 見 える 。 BR, U.COONMBLATUTARET きら な る 武装 が 施さ れ た 。 基本 設計 の 優秀 さか ら 、 
は 、 共和 国 は ティ ター ンズ に 協力 し て いる 。 Thee, ж ARSC ERERMEBC ROE 
邦 政 府 に 対す る 妖 恒 の 噴出 と 見 る と と も で きる だ ろう 。 O зашхәютна 
MERCER RF RUSE 


а. ERMC LEN A 
ЕЯ, 


о тжс! О зане 

анна PR MLM CAMS Iw 
жа. 対空 防御 だ け で な く 、 対 艇 攻撃 に 
も 転用 可能 な 渦 用 性 の 高い 装備 だ 。 


式 に 置き 換え らち れ て いる 。 


© ミサ イル 発射 管 

Laem ea BIN: 
する と いう 珍し い 状況 が 発 れ て いる 。 антенна 
SU る た め 、 連射 性 が 向上 し て いる 。 


MORE INFO! ARR ACARI 87277292 


地球 と 各 サ イド 、 も し く は サイ ド 間 を 詰 ぶ 旅 トル と 
グリ ブス 戦役 は 、 地 球 と 宇宙 で 本戦 場 が 移り 変わ っ た 点 し て 運用 され た 機体 。 また 機体 後部 の カー ゴ ・ ベ イ に 
が 特徴 で も る 。 その た め テ ィ タ ー ン ズン エゥーゴ と も に 戦力 の 


物資 も 搭載 で きた よう だ 。 ちな み に 、 か つて ホワ イト ペー 
жиеш Sh. 特に MS の 場合 、 大 気 園 突入 は ス で 指 扶 を 思っ た ブラ イト ・ ノ ア が 船長 を 務め た 。 

パリ ュー ト ・ シ ステ ム を 使え ば 済む が 、 大 気 園 か ら の 離脱 に 

は 相応 の 脱出 艇 を 必要 と する 。 それ ら を 支え た の が ここ に 挙 
げた 大 気 園 突入 ・ 離 脱 性 能 を 有する 慈 租 だ っ た 。 だ が 無 防 
備 な 打ち 上 げ の 台 間 を 英機 に 狙わ れ 、 搭 載 し た MS と も ども 
撃破 され る と いう 問題 も あっ た 。 


Ш ホウ セン カ 

大 気 園 突入 能力 を 有する ひと り 乗 り カ プ セ 
ル 。 аянга, MS カタ バル ルト を 人 
し て 射出 され た の ち に 大 気 園 突入 を 行う 。 レ 
コア ・ ロ ンド が ジャ ブロ ー へ の 洪 入 偵察 を 行う 
Biz. アー ガマ の 保有 する 機体 が 使わ れ た 。 


Ш 旅客 用 シャ トル 

上 世紀 の シャ トル に 酷似 し た 形状 
を 有する が 、 カ ーー が 旅客 スペ ー 
ス に 改造 され て いる た め 、 一 度 に 多 
数 の 乗客 を 軍 捧 で きる 。 こち ら も ケ ネ 
ディ 宇宙 港 に 保管 され て お り 、 エ ウー 
ゴ の パイ ロッ ト を 宇宙 へ 送り 届け た 。 


/ 


ед? 


DN а 
\ рех IB HLV (Heavy-lift Launch Vehicle) 

CONN srbucttpadantiinie cinen tint. 

\ N \ FRM AMEN EALAH PIN 


対し て こち ら は 円 柱 に 近い 形状 を 有 し 、 その 分 、 一 度 の 打 
ち 上 げ で より 多く の 物資 を 運搬 で きる よう に な っ て いる 。 


Ш MS 用 シャ トル 

旅客 用 シャ トル の 派生 機 で 、 同 じ く 旧 
式 の 部 類 に 入る 機体 。 船体 の 大 部 分 
が カー ゴ ・ ス ペー ス で 占め られ 、 寅 載 能 
力 の 増強 に 伴っ て スラ スタ ー も 大 型 の 
も の に 換装 され て いる 。 ケネディ 宇宙 洪 
に 保管 され で いた 機体 を カラ バ が 使い 
エ ウ ゥ ー コ の MS を 宇宙 に 上 げ よ うと し た 。 
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ツ : エゥーゴ の MS 


ЕЛІ н:01 зет 194 


MS of А.Е.0.0. 


20107 
RMS-108 マラ サイ 他 EVEo1-8 Ш 
тоом 70319-8 


ВМ5-106 ハイ ザッ ク の 発 
WRB, アナ ハイ ム ・ エ レク ト 
ロニ クス 社 の 政 岩 取引 に お 
いて 、 テ ィ タ ー ン ズ へ と 無償 
供与 され た 。 


Ы 
=. 関連 ファ イル 
グリ プス 戦役 序盤 の 激戦 に 投入 る れ た エゥーゴ の MS 群 
グリ プス 戦役 初期 、 エ ゥ ー ゴ は 地球 連邦 軍 最 大 の 軍 出資 者 の 思惑 に 沿う 形 で 作戦 は 決定 され 、 ジ ャ ブロ ー 
事 拠点 で ある 南米 の ジャ ブロ ー 基 地 へ の 侵攻 を 企図 し 侵攻 作戦 が 実施 され る こと に な る 。 
to 地球 連邦 軍 の 中 枢 と も 言え る ジャ ブロ ー を 叩く こと U.C.0087.05.11、 ア ー ガ マ と ラー ディ ッシュ を 中 心 = Пти 
で 、 軍 の 主流 派 と を っ て いた ティ ター ンズ に 打撃 を 与え 、 と する 艦隊 を 地球 衛星 軌道 上 に 展開 し た エゥーゴ は 、 
対抗 勢力 と し て の エゥーゴ の 存在 を 世界 に 知ら し め よう と 。 MS の 大 部 隊 を 大 気 圏 突入 させ 、 上 空 か の ら の ジャ ブロ ー 
し た の で ある 。 その 発想 は ウォ ン ・ リ ー を は じ め と する 出 基地 制圧 を 図っ た 。 3 分 の 2 が 降下 に 成功 すれ ば ジャ ブ 
資 者 た ち に よる も の で あり 、 軍事 的 効果 を 疑問 視 し た 実 ロー の 制圧 は 可能 ど 判 断 さ れる ほど で 、 当 時 の エゥーゴ 
働 部 隊 は グリ プス へ の 攻撃 を 優先 すべ き と し た 。 だ が 、 が 運用 で きる 最大 限 の 戦力 だ っ た と 考え られ る 。 
RX-1 19 ガン ダム Mk-I “== 
U.C.0087.03.02 の グリ ー ン ・ オ アシ フス 事変 に お いて 、 № BRLI7 Ib 
エ ウ ー ゴ が ティ ター ンズ か ら 礁 取 し た 汎用 MS。 同 事変 を t 5, 
契機 に エッ ー ゴ へ と 身 を 投じ た カミ ー ユ - ビ ダン が メイ ン ・ パ 
рг Утв tt Су\о 
ジャ ブロ ー 侵 攻 作 戦 で は 、 フ ライ ング ・ ア ー マ ー を 装備 
し て 降下 部 隊 に 参加 。 MS 部 隊 展 開 後 の エ ッ ー ゴ 艦隊 を 
朋 累 し た パプ テマ ス ・ シ ロッ コ の PMX-000 メッ サー ラ を 迎 
撃 し た の ち 、 降 下部 隊 に 合流 し て 大 気団 に 突入 し た 。 ジェ 
リド ・ メ サ と カク リコ ン ・ カ クー ラー が 操縦 する 2 機 の RMS- 
108 VI PSBMEBUAHSD, 大 気 囲 を 突破 し て 
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ジャ プロー 基地 へ の 降下 に 成功 し て いる 。 ティ ター ンズ の 
パイ ロッ ト 、 ジョナサン も 大 気 囲 容 入 中 に RX-178 の 撃破 
試み た が 、 反 撃 で 損傷 し た 上 に パリ ュー ト が オー ト で 展 
BORER DE SEID 


能 で 
を 十 全 に 発 次 し た 


m E Е а ы 


11900-00100 


エ ウ ー ゴ と AE の 次 世代 MS 開発 プロ ジェ クト 「 
お いて 可変 MS と し て 試作 さ 0 
が あっ た こと か ら 非 可変 MS に 仕様 変更 され た 機 
体 。 月 面 都市 アン マン で アー ガマ に 配備 され 、 ク ワ ト 
ロロ ・ バ ジー ナ の 乗 機 と し て 実戦 投入 され た 。 ジャ ブロ ー 

替 に お いて は MS 部 隊 の 大 気団 突入 を 指揮 し 、 妨 
ジョ ナ サ ン た ち テ ィ タ ー ン ズ の MS 
に は 、 右 腕 部 を 破損 し た RMS- 
ディ アス の 大 気 囲 突入 を 押し 留め る 様子 が 見 
、PMX-000 と の 戦闘 で 機体 が 損傷 し な が 
ら も 作戦 を 強行 し よう と し た を 制止 し 、 撤 退 を 
な お 、RX-178 と ジョ ナ サ ン 機 の 


計画 」 に 
構 に 問題 


た MSN-00100 は 
MS 部 隊 の 中 4 


ава 
っ て 基地 の 制圧 に 


戦闘 で も 降下 し た 
BRL 


タワ トロ の MSN-00100 


画 武装 レイ アウ ト 


m ビー ム ・ ラ イフ ル 


MSN-001008 DE — A 
(BOWA 社 製 BR-M-87) 


RMS-099 リッ ク ・ デ ィ ア ス | 
AEUG 

エッ ー ゴ と AE が 開発 し た 主力 攻 撃 MS。 アポ リー と ロベルト 、 エマ な ど が 搭乗 し て 作戦 
に 参加 し た 。 MSN-00100 に 乗り 換え る 以前 の クワ トロ の 乗 機 で も あり 、 の ち に その 赤い 
カラ ー リ ング が 本 機 の 共通 色 と な る が 、 ジ ャ ブロ ー 侵 攻 作 戦 の 時 点 で は 黒い カラ ー リ ング 
の 機体 も 混 さ っ て いた 。 その うち の 1 機 が ジョ ナ サ ン 機 と の 交戦 で 撃墜 され て いる 。 


に 後退 を 促さ れる エマ の RMS-099。 右 は ジョ ナ サ ン の RMS-108 に 鬼 味 され た 機体 で 、 バ 
Я НТА ARICA 


グ の 機体 に は アポ リー や ロベルト 、 エ マ が 
の パイ ロッ ト が 運 


MSA003 577 


RGM-79R ジム I を 発展 させ て AE が 開発 し た エゥーゴ の 主力 迎撃 MS。 作戦 の 直 
前 に アー ガマ 隊 が アン マン で 補給 を 受け た 時 点 で 本 格 的 に 配備 され 、 ジャ プ ブロー 侵攻 
作戦 に も 降下 部 隊 の 主力 と し て 複数 の 機体 が 投入 され た 。 以後 も グリ プス 戦役 に お 
ける エゥーゴ の 主力 量産 機 と し て 、 ВОН 


ПА 8 


MSA-O0SiELo—JO MME NMSEL C. Усов СХА ETT 
と し て は 高い 性 能 を 有 し て いた が 、 AMR LE OME MELT 


RGM-79R ыс 


一 年 戦争 終結 後に 地球 連邦 軍 が RGM-79 ジム を 改良 し て 配備 し た 汎用 主力 
MS. グリ プス 戦役 期 に は すでに 旧式 機 と な っ て いた が 、 エ ゥ ー ゴ に 参加 し た 地球 連邦 
軍部 隊 の 多く が 運用 し 、 ジ ャ ブロ ー 侵 攻 作 戦 に も 投入 され た 。 エ ウ ー ゴ の 運用 機 は 緑 
と 白 の カラ - 『、 一 部 に は MSA-003 と 同色 の 機体 も 存在 し た 


と ティ ター ンズ の 双方 と も に 独自 戦力 の 
REY A5: 


搭載 機 に も 存在 し て いた 


pE 
右 ( は RGM-79R 用 の ビ 


ШНМ5-179 ジム I 

243-ухеннанжен 

部 隊 で 運用 され た 機体 で 、 赤 と — 
ш. ило 


ある こと を 意味 する 
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№ SPEC -0MsM-078F ВЕ 260к- 


RF ズゴック ү 全高 — 


EET | (頭頂 高 18.4m “RB 178m) 
Вии: 重量 57.91 (RB: 73.11) 
19028-87 2.830kw 
2523-9 67.900kg 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 セラ ミッ ク 複 合 材 
BR NEHESE 
(ハン ド ・ ビ ピー ム ) x2 プ ヒー ト ・ 
タロ ー/ ビ ー ム ・ シ ャ ワー _ 
オー ルズ モビ ル 
搭乗 者 一 


№ SPEC -oms-09RF RF Dow 
全高 — 


(頭頂 高 186m < 異 19.1) 
重量 30.91 (WH 5210 
Ҙі4/-2-Шй) 3.230kw 
スラ スタ ー 推 力 76.900kg 
装甲 材質 ガン タリ ウム 人 台 会 セラ ミッ 
RR 拡 艇 メガ 粒子 砲 (ビー ム ・ シ ャ 
2—)x2 оу аха 


__OMSM-078F 


I COLOR 
0MSN-07RFRFZ'6OK 


( 
BUE pwkBME 


ІІІ 
ム ・ シ ャ ワー) と な っ た 


脚 部 
ドム 同様 、 極 適 な ベル ボトム 形 
KROME. 大 型 の 足 部 も 受け 


旧 局 地 戦 用 機 の 外観 を 受け 継い だ 新鋭 MS 群 


オー ルズ モビ ル の 水陸 両用 MS が OMSM-07RF ВЕ ドロ ・ ジ ェ ッ ト ・ ユ ニッ ト が ある 。 これ に より 潜水 艦 並 み の 


ズゴック 、 宇 宙 用 重 MS が OMS-09RF RF ドム で ある 
U.C.0120 年 代 の 機体 で ある が 、 共 に | 旧 ジ オン 公国 軍 の 
MS の シル エッ 頭頂 

RF ズゴック は 、 旧 ジオ ン 公 国軍 の 水陸 両用 MS の 中 
で も 傑作 機 と し て 知ら れる MSM-07 ZX: 
ト を 持つ 。 単に 2 > 
く 、 水 陸 両 用 MS の 完成 形 と ові. 
それ だ け で 充分 な 機能 性 を 実現 で きた | う 。 

RF ズゴック の 特徴 的 装備 と し て 、 水 中 移動 用 の ハイ 


長期 作戦 行動 が 可能 と な り 、 地球 で の 活躍 が 期待 され 
武装 も ズゴック に 酷似 する が 攻撃 力 は 大 きく 向上 し 
$), Ya p 強 化 型 相手 で も 充分 に 通用 する , 
RF ドム は MS-09 ドム を 模 し た 重 MS で ある 。 た だ し 陸 
戦 用 だ っ た ドム と 異な り 、 宇宙 用 と し て 開発 され た 
優れ た 攻防 力 が 特徴 で ドム と は 比 加 
化 され て いる 。 兵 装 は ビー ム 兵 器 に 一: 
ビル の MS の 中 で も 最高 クラ スズ の 火力 
スノー ドム と いう 機体 も 存在 する 


機動 戦士 ガン ダム | 


MECHANIC FILE š | пе01 з 694 


本 機 の 外見 は か つて の ズゴック に 酷似 し 、 武 装 の 位置 も 
は 共通 し て いる 。 ВУ AMID ARES | SRE 2 
ン セ プ ト が 反映 され た 結果 だ が 、 ズ ゴ ッ ク 
性 能 な 水陸 両用 MS を 実現 で 
RF ズゴック で 新設 され た 装備 と し て は 、 拡散 メガ 
粒子 砲 の 一 種 で ある ビー ム ・ シ ャ ワ 
作戦 行動 を 実現 し た 水中 用 推進 器 (neko 
= yh) が あり 、 U.C.01 22S CREA ERIE He 


ドム (正確 に は リッ ク ・ ド ム ) を 模 し た RF ドム は 、 宇 
重 MS と な っ て いる 。 ドム 系 MS の 特徴 の ひと つ だ っ 
甲 は 増 厚 され 、 U.C.0120 年 代 で も 通用 する 面 弾 性 を 実現 ー 
し た 。 兵 装 に は 大 幅 な 変更 が 加え られ 、 すべ て を ピー ム 兵 問 
{ko ドム で は 目 誌 まし 程度 の 効果 し か な か っ た 拡散 ビー ム 砲 
は 、 対 MS 用 と し て 充分 な 威力 を 持つ 拡散 メガ 粒子 砲 (ビー 
ム ・ シ ャ ワー) と され 、 手持 ち 兵 装 と の 組み 合わ せ に より 極め 
て 高度 な 攻撃 力 を 発揮 し た 


HFFA の 上 半身 


を 搭載 。 нанынан 5 
郭 ホル ダー に 田 定 する 


2 | 田 バッ ク バ パック 
[Aten сук епк | NN А 
LO MM APE N. 2 2) 

t 2| N Nm E-A: tI- a 

\ パック バ ッ ク は 育 部 と 分 苑 可 能 な 新 
型 側面 は ター レッ ト 式 の ボート が 科 
\ けら れ 、 サ A 
ド ・ ラ ンチ ャ ー な ど を 搭載 する 


背部 
RE ザー ық | 地上 で の 運用 に 合わ せ て 各部 を 改 
ит 造 。 バッ ク パ ラジ エー ター ら 
ВЕ Ў RF DESERT DOM] Шы | し き 構 造物 が 追加 され 、 許 部 や 月 


нойаныгвапто в. ت‎ 
N WEHI 
\ 区 人 まれ た と 思わ れ 
ツク 本 人 面 の ター レト 式 ポー ト は ! 
АРЫШ, УРАНА m p 
きる 。 MBER 。 ni. 
ドア ン テ ナ を 代え 6。 Ç アア 
№ COMPARISON CHART 
жЕ БЕРГЕН ТҮЗЕТТІ 
RE ドム の 陸戦 用 派生 機 RE 
RF ドム を 地上 用 れる MS が 、 OMS-OODRF RF デザ ー ト ・ ド ム で あ 
Bo HF ド ム が リッ ク ・ ド ム の リフ ァ イ ン 機 な ら 、 RF デザ ー ト ・ ド ム は オリ ジ ナ ル の ドム を 5 
横 し た MS に あたる j m 


地球 侵攻 を 想定 し た 

し た 。 それ が 前 出 の RF ズゴック 、 そし て RF デザ ー ト ・ ド ム だ RF ドム を 改造 する 
開発 され ドム で は 、 宇宙 用 装備 の 撤去 、 大 気 園内 用 

ム や 脚 部 ホバー の 追加 、 拡 散 メ 方 粒子 砲 の 単 装 化 な | られ た 。 ドム 以上 の 高 

速 走行 を 可能 と し た 強化 型 ホ バー や RF ドム と 同じ 兵 装 に より 陸戦 能力 を 示 
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ガン ダム アス トレ イー 
グリ ー ン フレ ー ム | 2 


ASTRAY GREEN FRAME 


兵 装 

ビー ム サ ー ベ ル な どの 基本 兵 凌 は 他 の 
プロ ト 機 と 共通 。 その 上 で 本 機 (正確 
に は トロ ヤ ・ ノ ワレ ) 用 の 独自 兵 閉 と し 
て ツイ ン ソー ドラ イフ ル を 持つ 


E | っ の カラ ー も 、 グ リー ンカ 5 
ЖЕСЕ; 


| コン バク ト な 形状 を 持つ パック 
| ° туты, ВОК 
С の も の 。 T; 
中 の ジョ イン ト に 
ン を 装備 で きる 


шло “ту” の アス トレ イ 


に て 修復 され た グリ ー ン フレ ー ム は 、 Ж 
ВАНИЕ 「 寺 る 」 こ 
用 MS の プロ ト 機 は 、 1- = ッ され た の で ある 。 こ の 性 能 を 活か す た め , 
ド フ レー ム ブ ルー フレ ー ム ) が 組み 上 げ ら れ た 直後 に 装 の ツイ ン ソ ー ド ライ フル も 開 
ザフト の クル ー ゼ 隊 に よる 襲撃 を 受け る こと と な C.E.73、 若い 頃 に 修行 
の プロ ト 機 は 予備 機 を 含め て 5 機 分 が 製作 さ n と いう 元 オ ー ブ 軍 の バ 
у% リス の 残 典 か ら 発 見 され よっ て [ant 
MBF-P04 ガン ダム アス トレ イ グリ ー ン フレ ー ム で ある を 頼り 、 そ の 際 に 記 
その 復元 ンド - ミ ナ ・ サ ハク の 依頼 で ジャ ンク 屋 の ロ た 。 そし て 、 地 球 連合 LIED HELL 抗 す る ゲリラ の 
て 行わ れ た 。 オー ブ の 軌道 ステ ー シ ョ 青年 、 ト ロ ヤ ・ ノ ワレ に 託さ れる 


ED FRAME 


MECHANIC FILE 


ロウ が 完成 させ た ナチ ュ ラ ル 用 OS の 発展 型 を 導入 。 | U | 
個人 格 コ ンピュータ ー ペ ー ス の AT は 、 戦 闘 状況 を 分 析 す る 神無 ] の バー ソナ 
こと で 完全 な 回 避 行 動 を 可能 と する 。 СОХР БАНИ 
限 に 発揮 する た め に セン サー 系 も 併せ て 強化 され て お り 、 ル ア ッ ト 時 に ロウ の レッ ド フ 
連動 し て 頭 部 に 内 蔵 され た 75mm 対 空自 動 パル カン 砲塔 レー ム と 手合 わせ し た ほか 
シス テム [イー ゲル シュ テル ン ] の 命中 精度 は 大 きく 向上 し ии, 
MS の 中 で も 特に 優れ た 運動 性 能 を 持つ 本 機 は 、 学 も 交戦 し で いる 。 

法 を 操 総 の 規範 と する バリー と その 教え を 有野 けた トロ ヤ に 

と っ て 相性 の 良い 機体 で あっ た 。 & ー ド ライ フ 

ル は 、 拳法 の 技 を 使う こと で 扱え る 特殊 な 上 兵 装 で ある 。 


画 パー ソナ ル マ ー ク | 


祈る べき 神 は 無く 、 頼 れる 
の は 己 の 拳 の み 」 ERSE 
する パリ ー の 意匠 で ある 。 


E ツイ ン ソ リー ドラ イフ ル 画 武装 時 
通常 は 左 腰 に マウ ント し で 携行 。 ビー ムラ イフ ル ど し で オー ンド ッ ク 
ス に 保持 する ほか 、 ビ ー ム サー ベル を 使う 場合 は 実害 と な っ て い 


る 銃 尾部 分 の グリ ッ プ を 提 る な ど 莉 機 応変 な 持ち 方 が で きる 


守り に 特 化し た グリ ー ン フレ ー ム を 強化 する た め 、 バ 
リー が ロワ に 製作 を 依頼 し た 専用 武 導 。 ヒー ム サ ー ベ 
ル と ビー ムラ イフ ル の 機能 を 併せ 持っ た 複合 兵 装 で . 
ет ИНГ 


MORE INFO! 5 機 の プロ ト 機 


5 機 の プロ ト 機 が 設計 され た アス トレ MBF-PO1 MBF-PO2 MBF-POS MBF-PO4 MBF-POSLM 
イシ リー ズ 。 同じ 機体 を ペー ス と し て そ 。 。 ガン ダム アス トレ イ ガン ダム アス トレ イ ガン ダム アス トレ イ ガン ダム アス トレ イ ガン ダム アス トレ イ 
れ ぞ れ 目 的 に 応じ た 仕様 が 施さ れ て い ゴー ルド フレ ー ム レッ ド フレ ー ム ブル ー フ レー ム ダグ リーン フレ ー ム ミラ ー ジ ュ フ レー ム 


た が 、 へ リオ ポリ ス の 脂 壊 に 伴い 完成 
し て いた 1 一 3 号機 、 パ ー ツ 状 で あっ た 
4 一 5 号機 は 艇 用 し て し まう 。 結局 オー 
7 (サハ ク 家 ) の 元 に 残っ た の は 、 18 
機 で ある ゴー ルド フレ ー ム だ け で あっ た 。 
だ が 、 ブ ロト 機 同士 は 引か れ 合い 、 貢 
味方 問わ ず 戦場 で 出会う こと と な る 。 


ロウ の 后 機 た る レッ ド フ レー ム 。 アス トレ イ は 
所 有 者 に よっ て 独自 の 改造 が 施さ れる こと と 
むり 、 機体 ご と に 特色 が 出 て いる 。 で ある ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク に 与え ら 


発見 し た ロウ に よっ て 色 の 名 が 付け られ た プロ ト 機 。 5 号機 は 下 補 組織 ライ ブラ リア ン に 回 収 され て お り 、 カ ー ポ ン ヒ ュー マン 
プロ ト 機 で は な いも の の アク タイ オン ・ プ ロジ ェクト の 一 環 と し て 再生 され た 黒い アス トレ イーー ア スト レイ ノワ ー ル も 存在 する 。 
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и] SHEET 97А 


ПАА тг ай 
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РА ч + 


‚ АХ-76 


メイ ン ・ ス ラス ター 

径 約 6m も ある 巨大 サイ ズ 

の ル を 基 配 し て お 

り 、1 基 377,500kg も の 推力 
5. 他 に も 機動 
ラス ター を 機体 


で 考え 得る あ 

上 最強 の 機動 兵 

地球 連邦 軍 が アナ ハイ ム ・ エ レク 

頼 す る 形 で スタ ー ト し た 「 ガ ン 

El. その 試作 3 号機 に あたる 機体 が RX- 
デン ドロ ビ ウ ム で ある 

ン 公国 軍 が 一 年 戦争 時 に 地球 連邦 

で 苦し め た モビ ルアー マー 

IMS の 要素 も 併せ 持つ 機動 兵 

は 、 巨 大 


_ ガン ダム 
試作 3 号機 


DENDROBIUM ers.e 


RX-78GP03 は 
0083.1004 


武器 庫 ・ ア ー ム ド ベ ー ス 「 オ ー キ ス ] と 、 指揮 管制 用 コ 
ニッ ト と し て 機能 する MS [| 
メン 」 を 合体 させ る と いう コン セプト 
は ウェ ポン ・ コ ン テ ナ 内 の 多様 
ジェ ネ レ ー タ ー と メ 
動か す 機動 力 、 旧 
ー ム まで も が 与 
た 。 本 機 が 有する 火力 は MS ЧАС 
その 結果 、RX-78GP03 は 単体 で 拠点 防衛 及び 
攻略 まで も 可能 と 動 兵器 と し て 


全長 140.0m( 克 身 を 含ま な い 本 体 73.0m) 
重量 226.4t( 全 備 重量 453.10) 
38.900kW 
2. Kg 
ルナ ・ チ タニ ウム 合金 
Ема KBE R 
х2 НЕХ / 7170-3441 
ル ・ コ ン テ ナ 大 型 集束 ミサ イル セッ 
ト 。 エ フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター ビー 
ム ・ ラ イフ ルフ ォ ー ル ディ ング ・ バ 
ズー カ X2 ン ハイ バー・ パ ズー カ 


жы 
ッ ター 


тетеп 


旧 ジ オン 公国 軍 系 MA と は 異な る コン セプト で 開発 ・ 


同じ 大 型 機動 兵器 で も RX-78GP03 が 旧 ジ オン 公国 軍 WN 武装 レイ アウ ト 
MA と 絶対 的 に 異な る 点 は 、 本 機 に 与え られ た 兵 装 コン セ 
プ ト に あぁ る 。 本 機 の 約 半分 の 体積 を 占め る 2 基 の 大 型 ウェ ポ 
ンコ ン テ ナ に は 内 部 に 各々 独立 し た 武器 収納 スペ ー ス を 有 
し て お り 、 コ ン テ ナ に 搭載 する 武器 の 構成 を 変更 する こと で 
様々 な 戦局 戦闘 に 対応 する こと を 可能 と し た 。 "大 火力 を 有 
する 固定 武装 "を 主力 兵器 と する 旧 公 園 軍 系 MA に 
本 機 は “多種 多様 な 通常 兵 装 群 に よる 火力 の 総合 運用 "に 
よっ て 制圧 戦闘 を 行う と いう 運用 スタ イル が 開発 ・ 設 


ウェ 
786РОЗ58 DR ЫЗАР 
ТЕА 


нап, HET 


され た 兵 装 群 


ө 大 型 集束 ミサ イル セッ ト 
大 型 ミ サイ ル 3 基 を 束ね た 形 で 発射 


箇所 存在 する 。 前 面 ハ 
wan Жу» 
使用 可能 と な る 。 コン テ ナ は 1 RT ORS HAT 


る マイ クロ ・ ミ サイ ル ・ ere 


@ ビー ム ・ ラ イフ ル 
с. Жоо TS BOABE PR РОЗИ ライ フル 。 本 機 の 実戦 投 
を 巻く よう に 設置 し 、 шой に 型 の ビー ム ・ ラ イフ ル が 使用 

у. 本職 専 用 の ライ ブル も 鐵 発 され て いた 


@ ハイ バー・ バ ズー カ 


本 機 専用 の バズーカ 。 コン テ 
MT SLD Sb RTPI hot 
な っ て いる 。 DAY ARR AM, 

イフ ル 同 様 、 オー キス と ド 
キン グ 状 態 で も 使用 で きる 


Ө メガ ・ ビ ピー ム 砲 


НЫ 
Е, RMR BINT SE— ARIE 
А Ке. Дд 
De BDRM ARENA INT — 
ム を 介し て オー キス 本 体 に 接続 され て いる 。 


ARG 


ишеп THAN TUS. 大 型 ビー ム ・ サ ー ベ ル の 運用 


時 や 、 近 接し た 英機 を 振り ほど く | 


' に 使わ れ た 


ー ム で 掴み 、 最 大 出力 
АЙС 
нае. MORE DEH 
する こと も 可能 で ある 


сша. 


жез 
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作用 ニン | ШЕ SPEC -SVMS-O1E GRAHAM'S UNION FLAG custom. ІШ SPEC svusotXGRAAN'S UNION FLAG CUSTOM 11- 
cos 7 カス タム | № 全高 一 一 (頭頂 高 17.9m) 全高 — GIRS 179m) 
GRAHA! 重量 65.6: 重量 740 


J GRAHAM'S UNION FLAG CUSTOM | автаж У — 
っ 2329-40 ーー AFAA — 
ч 頭 部 装甲 材質 CARD 装甲 材質 カーボン 
“| ea tated LI os 武装 ЖИ GN ビー ム サ ー ペ ベル 


レー ドア ン テ ナ が 大 : 
る の が 特徴 。 情報 収集 
能力 の 強化 が 図ら れ で いる == 

搭乗 者 ダラ / 


ТЖ ユニ オン (国連 軍 
搭乗 者 グラ ハム ・ エ ー カ ー 


I COMPARISON CHART 
20m — 


グラ ハム 専用 ユニ オン 
mamaxa ж 
ИШ FLAG CUSTOM о _ 


ジン クス の GN ドラ イヴ [T] 


ена, жаата | 
が 、 安 定性 や 和栗 像 時 間 の | 
RM Eh | 


えて いた 


GN ドラ イヴ 
ジン クス の GN ドラ イヴ [T] 
を 、 フ ラッ ж 
載 し て いる 。 通 常 は 背部 中 
央 に レイ アウ ト さ れ て いる 
が サー ベル 使用 時 
は 左肩 に 移行 する 。 


グラ ハム の 意思 を 受け 改良 が 施さ れ た ユニ オン フラ ッ グ の 派生 機 


ユニ オン が 満 を 持 し て 開発 し た ユニ オン フラ ッ グ は 、 を 受け 改良 が 施さ れ た グラ ハム 専用 ユニ オン フラ ッ 
西暦 2307 年 当 さ SO 最 ~ Я イフ ル の 採用 、 フ ライ ト ユ 
йдусашо@вї& оа, > 全体 的 な 性 
ング (CB) が GN ドラ イヴ を 搭載 し カン ダム 」 ERB 

に 投入 し た と と で 、 そ の 優位 性 は 崩れ た = 
リー ト MS 部 隊 PMSWAD J に 所 属し て し \ ム ・ と h t 00-02-24 


関連 ファ イル 


ガン タダ ム と の 接触 か ら 生 まれ た SVMS-01E 


мейман ATER CH I-47 ІШ XLR-04 試作 新型 リニア ライ フル 
ラッ グ だ が 、 実 邊 配備 か ら 間もなく 、 対 ガン ダム 戦 に 備え た 改 PA ZAERO Cai 

修 が 行わ れ た 。 基本 性 能 や コン セプト は その まま に 、 高 出力 。 フル 。 使 用 電力 を 向上 させ る < ご ! 
タイ ブ の フラ イト ユニ ッ ト へ の 換装 と 軽量 化 に よっ て 戦闘 時 Bee TOMAS U 
の 巡航 速度 は 原型 機 の 2 倍 を 記録 し て いる 。 加え て アイ リス 
社 製 の 試作 リニア ライ フル を 装備 し 、 戦 闘 カ の 向上 も 図ら れ 
№ また 、 左 利き の グラ ハム の た め に 、 ラ イフ ル や 使用 する 
OS も 独自 の 調整 が 施さ れ て いる 。 


画 飛行 形態 


@: 
問 は 1 通 間 程度 で . 
フ マ ン 教授 を 中 心 に i 


フラ イト ユニ ッ ト の 変更 が 
あり 、 各部 
が な され た も の の 、 変 
機構 自体 は 原型 

を 採用 し て いる 。 № 
動 性 は 原型 機 より も 倒れ 


Ш 頭 部 セン サー 
ЖАНАТ? 


7 は 、 グラ ハム ・ エ ー カ ー の 親友 で あり エイ フ マ ン E GN ビ ー ム サー ベル 
教授 の 部 下 で あぁ っ た ピ ! て 改修 が な され た GN ド ライ ヴ [T] Ета 
仕様 で ある 。 ガン ダム と の 決闘 を 望む グラ ハム の 意向 を 踏ま 
えて 格闘 兵器 (GN ビー ム サ ー ベ ル ) の み を 備え て お り 、GN ド 
ライ ヴ [T] の 出力 を 反映 で きる よう に な っ て いる 。 これ 以外 に 
も GN ドラ イヴ [T] の 恩恵 に よっ て 機動 性 能 の 向上 が 図ら れ 
て いる が 、 格 闘 信 重 の ビー キー な 機体 で あり 、 グラ ハム 以外 
の 兵士 に は 操縦 が 困難 と な っ て いた 。 


ジン クス 用 の GN ドラ イケ 
[を 使用 し 、 オ ー バ ー フ 
2⁄7 (2 ラ ハ ム 仕様 ) の 


E GN ドラ イヴ [T] 
クス の も の を 流用 し た 

特殊 装置 。 ガン ダム スロ ー 

FREU ENARE 

で ある た め 、 INSTA 


m 背部 
аа 
Жыл, SCOREND 
ийа. ЕЕ 
RSME THT, フラ イト 
Маси 


GN ドラ イヴ [T] の よ 体 
本 体 そ の も の に は 加工 や 
改修 は 加え られ て : 


に 設 置 され た ディ フェ 
ンス ロボ 本 体 。 НЕНИЯ 
わら ず 、 プ ラズ マフ ィ ー ル ド を 用 い 
тйк сине А С.Л 


移動 。 エネ ルギー チュ ー プ 


| an 
ディ フェ ンス ロッ ド は 設置 
れ て いる 。 だ が 、 サイ ズ は ひ 
А 
部 の 動き を 妨げ な いも の と 


LAE グラ ハム の 意向 を 再現 し た 改修 と その 運用 


グラ ハム 専用 機 の 改修 は 、 西 暦 3307 年 の 自 階 で 複数 2, 
回 行わ れ た が 、 基 本 的 に は グラ ハム の 意向 に 沿う 形 で 行わ 
れ て いる 。 彼 の 対 ガ カン ダム に 懸け る 強い 想い が 、 度 重なる 改 
修 を 生み 出し た と 言え よう 。 また 、 エイ フ マ ン や ビリ ー と いっ 
MS 開発 の スペ シャ リス ト が 改修 を 手掛け た 


Ш ビリ ー・ カ タ ギ リ 
a ニオ ン に 所 属す る 技術 土師 で 
Cb HORA DEMORE ADOT 


を 最大 限 に 反映 し た 機体 の 誕生 に 繋が っ て いる 。 茶 な 動向 を 反 喘 で きた の は 、 
る と ころ が 大 きい 


乗り 換え を 拒否 。 フラ ッ グ 
に 蜂 似 太陽 炉 を 乗せ る 
ЕГІЗ ЕСІ 


FALLEN ANGELS! 


の 最 中 に GN フ ラッ グ で | 


ハム は 、 


ma т#>эхх.мвзь 1068 
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ドッ ク 艦 と し て の 機能 を 重視 し 、 異質 な 外観 を 持つ に 至っ た 艦 


ラビ アン ロー ズ の 最大 の 特徴 は 、 そ の 名 が 体現 し て い 
る よう に 大 輪 の 花 を 模 し た よう な 外観 に ある 。 一 見 し た と 
ころ 、 こ の 姿 は 舟 宙 能 と し て は 不 釣り 合い に 映る こと だ ろ 


Jo し か し 戦闘 を 目的 と し た 艦 な らい ざ 知 ら ず 、 жете 
を 主体 と する ドッ ク 艦 に は 、 か えっ て この よう な 特異 形状 
の ほう が 都合 が 良い らし い 。「 花 」 部 分 は 航 宙 散 を 固定 す 
Bey BD CHW), BRIT SETH BED HX 
に か か わら ず 係留 で きる 。 ドッ ク の 育 後に は 工場 ブロ ッ ク 
が 配 さ れ て お り 、 補 給 や 補修 で 必要 な 物資 は すべ て この 
つま り ド ッ ク と 工場 ブロ ッ ク を 


ブロ ッ ク か ら 供給 され る の : 
隣接 させ る こと で 、 地 上 の : 
揮 す る の で ある 。 ちな み に こ の よう な 構造 は 他 の 艦艇 に は 
見 当たら ず 、 ラビ アン ロー ズ 独 自 の 構造 と な っ て いる 。 


アル ビオ ン と ドッ キン グレ 


шит 

アー ム の 先端 に 位置 する 艦橋 
は 艇 の サイ ズ と 比 す る と か な り 小 
さい 。 と は いえ 実際 に は 戦闘 矯 
と 同等 の スケ ー ル を 有 有 し 、 航 行 
管制 能力 や 寅 修 作業 の 指 
力 に 支障 が 生じ る こと は な い 。 


Ш 工場 ブロ ッ ク 

円 柱 肢 の 工場 ブロ ッ ク が 6 基 配 され て お 
り 、 それ ぞ れ が 異な る 機能 を 有 し て いる 。 
さら に MS サイ ズ の 小型 機 の 整備 や 捕 
給 に も 工場 ブロ ッ ク が 用 いら れる 


Ш メイ ン ・ ス ラス ター 
巨体 を 移動 させ る の 
要 な 推力 を 生み 出す た め 、 
X62225 435482 
合わ され て いる 。 さす が に 
MAREE BECKS 
ж, жютю ет 
能力 で は 勝っ て いる 


工場 居住 動力 部 
た ラビ アン ロー ズ 。 ドッ キ ロッ = 
ング ・ ア ー ム が 上 下 左右 ブロ ッ ク ブロ ッ ク 
か ら 艇 体 を 回 丁 する 様子 %» Fay PMB cu биме, т 所 ご と に 区 分 化 き れ で いる の も ラビ アン ロー ズ の 特徴 
が 見 て 取れ る 。 PABBA ОША! (ШШ TN 不測 の 事態 が 発生 し た 場合 に 影響 を 最小 恨 に 抑え る た め と 考え 


宇宙 空間 で の 工業 生産 を 可能 に し た 施設 


ラビ アン ロー ズ は 航 宙 艦 の 補修 を する だ け で な く 、 工 業 
製品 の 作製 を 行う 「 工 場 ] と し て の 側面 も 有 し て いる 。 その 
中 核 と な る の が 、 ド ッ ク に 隣接 する 形 で 配 さ れ た 工場 プロ: 
ク だ 。 無重力 状態 の 宇宙 空間 で は 重力 下 で は 精製 が 困 
難 な 希 少 金属 の 生産 が 可能 で あり 、 常に 宇宙 に 位置 する 


Ш 工場 ブロ ッ ク /MS デ ッ キ 


МІРІ 


АПАМ 


ラビ アン ロー ズ は 最適 な 工業 施設 だ っ 
下 に お いて は 新兵 器 の 開発 が 急 が れ 
産能 力 は 重宝 され た に 違い な い 。 さ ら に 本 艦 を 保有 する AE 
が 一 年 戦争 後に MS メー カー と し て 名 を 馳せ た 背景 に は 
宇宙 空間 で の 生産 能力 が 関係 し て いた と 考え られ る 


Ш 工場 ブロッ クー プラ ッ ト ホ ー ム 
= 


者 か れ て お り 、 壁 面 や 天井 も 有効 活 
も 効率 的 な 作業 が 可能 


工場 ブロ ッ ク 内 部 は 無重力 状態 
用 で きる 。 その た め 限 定 さ れ た 空 | 


ブロ ュ ク 内 の 一 角 に 作業 手近 用 の プラット - 
者 は ここ か ら 作業 現場 一 記し 、 的 確か 


が 配 さ れ て いる 。 担当 
な 指示 を 出す の で ある 


作業 効率 を 考慮 し 、 住 環境 の 向上 を 実現 


任務 内 容 に よっ て は 長期 間 の 単独 航行 を 礎 儀 な くさ れ 
る ラビ アン ロー ズ だ け に 、 居 住 ブ ロッ ク は 快適 さ を 追 求 し 
て いる 。 乗組 員 の 心 的 スト レス の 蓄積 は 作業 効率 の 低下 
を 招き 、 生産 計画 の 見 直し を 図ら ざる を 得 な く な る か も し れ 
な い 。 その た め 航 宙 態 と し て は 破格 の 居住 設備 が 用 意 さ 


BEA RES 


し 、 生 組員 の メン タル ケア に 効果 を 上 げた - 


#6 ピン 
の ある レイ アウ が 特徴 。 さら に | 
シャ ワー 設備 も 宏 備 し て いる 


れ 、 乗 組員 の 住 環境 の 向上 を 実現 し て いる の だ 。 RE 
OE, これ は 企業 側 の 都合 に 過ぎ な い の だ が 、 乗 組員 
に と っ て あり が た いも の だ っ た の は 間違い な い 。 また 連邦 
軍 に 協力 し て いた と は いえ ラビ アン ロー ズ は 民間 舶 で あり 、 
その こと も 設備 の 充実 に 関与 し て いた も の と 思わ れる 


MORE INFO! 
続く 戦乱 と ラビ アン ロー ズ 


U.C.0083 に 就 前 し た ラビ アン ロー ズ は 同型 艇 の 1 番 


態 だ と され 、 AE は これ に 続い て 複数 の 同型 艇 を 建造 。 い 
くつ も の 戦乱 に 参加 させ た 。 特に 1 番 艦 は U.C.0083 に 


た ザン スカ ー ル 戦争 に 参加 し 、 リ ガ 
て いる 。 この 時 点 で は 、 も は や 設 村 自体 は 旧 
思わ れる が 、 ド ッ ク 艦 と し て は 問題 な か っ た よう だ 。 


g グリ ブス 戦役 

AE か ら エ ウー ゴ に 貸与 され た こと で グリ プス 戦役 に 参 
M, エゥーゴ 艇 隊 の 中 校 と な る アー ガマ ヤ や ラー ディ ッシュ 
の 整備 と 補給 を 担当 し 、 MRE YIP TLE. 


g 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 

新た に 艦長 代理 と し て エマ リー・ オ ンス が 就任 。 前 大 
戦 で 竣 意 し た アー ガマ の 改修 を 担当 。 さら に ZZ ガン ダム 
お よび ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 引き 渡し を 行っ た 


が 、 ク ィ ン ・ マ ン サ の 攻撃 
か ら ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ を 
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Ш ザン スカ ー ル 戦争 

4 番 渡 が 宇宙 に 上 が っ た リガ ・ ミ リティ ア を 支所 連邦 
軍 の 旧型 差 艇 (リー ン ホ ー ス ) と ザン スカ ー ル 帝国 戦艦 ( ス 
クイ ー ド 1) を 組み 合わ せ 、 新造 戦艦 を で っ ちあ げた 。 
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カス タマ イズ は 上 手 く 機能 し 、CAT1-X3/3 ハイ 
リオ ン 9 号 機 を 下す 戦闘 カ を 発揮 


MECHANIC FILE 


ЖАА ДВТ 59777 КАЕ, 
て いる が 、 一 部 の 装甲 を PS 装甲 へ と 置き 換え て いる の が 
最大 の 変更 点 と 言え よう 。 な お 、 A 
赤く な る 部 位 が PS 装甲 の 採用 箇所 で : 自 灰色 が 通 
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ノー マル 機 か ら の 変更 上 
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DR 252, REDE 


便 れ た 回 能力 を 獲得 し た 


専用 ウィ ザー ド の 運用 と ハー ド ボ ポイ ント の オプション 兵 装 


式 装 は ザク の も の と 同様 で あり 、 複 数 の ウィ ザー ト 画 ビー ム 砲 
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ALN ДОМУ, GN ビ ピッグ キャ ノン に よる 砲撃 力 


オリ ジ ナ ル の GN ド ライ ヴ を 搭載 し て いな い ラ ファ エル だ 
が 、 代 わり に 疑似 GN ド ライ ヴ を 3 基 搭載 し て いる 。 だ が 、 搭 
電場 所 は 機体 本 体 で は な く GN ピ ッ グ キャ ノン の 部 分 で あり 、 
本 体 は GN コ ン デ ン サ を 用 いて 出力 を 得 て いた 。 主 武装 と し 
て 用 いら れ た の は 前 述 の GN ビ ピッグ キャ ノン で 、 長 射程 の 大 
火力 砲 で あっ た 。 この 補 は ユニ ッ ト の み を 分 離し 遠隔 操作 が 
可能 で 、 その 攻撃 範囲 は 非常 に 広く な っ て いる 。 
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機体 で ある 。 GN ビ ッ グ キャ ノン が 脚 部 に 移行 する ほか 、 上 半 
身 と 脚 部 が ユニ ッ ト か ら 展 開 さ れる 構造 無人 機 で あ 
り 、 操作 は ラフ ァ エ ル 本 体 (ティ エリ ア ) に 依存 し て いる 。 
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体 は 、 第 2 試案 に 則っ た 機体 で 
当初 、MS-06Z サイ * 試験 用 ザク 
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着目 され る こと と な - 


脚 部 ЗЕЯ. 
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オア ・ ク 一 戦 で シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 大 佐 が 搭乗 し た 機 
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[80%] の 完成 度 と 肢 部 の 関係 


パー フェ クト ・ ジ オン グ こ と 第 1 試案 の ジオ ング は 、 脚 部 と 
高 機動 パー ニア が 差し 替え られ た 点 を 除け ば 、 第 2 試案 と 同 
じ 機 体 で ぁ る ( 脚 部 は 「 歩 兵 戦 展開 」 に 拘 泥 し た ジオ ン 公 国 
軍 首 脳 部 の 要請 で 開発 され た と も 言わ れる ) 。 

第 1 試案 が ジオ ング の 完成 形 で 、 第 2 試案 は 80% の 完成 
度 に 過ぎ な いと する 見 解 も ちる が 、 こ れ は 実態 と 異な る 。 確 
か に ア ・ パ オア ・ ク ー 戦 で シャ ア 大 佐 が 搭乗 し た ジオ ング は 、 
担当 技師 が [80%] の 完成 度 に つい て 言及 し て いる 。 し か 
L. それ で も 100% の 性 能 を 発揮 で きる と 明言 さて て お り 、 + 
も そ も シャ ア 大 佐 の ジオ ング は 脚 部 未 装 備 の 第 2 試 実 と し て 
ASNT (MORRO GTM RAHA). 

シャ ア 大 佐 機 の 「80%」 の 完成 度 と は 上 腕 装甲 の 未 装着 
な ど が 原因 と され 、 狭義 で は 脚 部 の 有無 と 関係 な い 。 も っ と 
も 、 一 年 戦争 示 に は 第 1 試案 が 再 評価 され た 結果 、 歩行 ユ 
ニッ ト が 製造 され で いた 。 装備 され る は ず の 歩行 ユニ ッ ト を 未 
搭載 と いう 意味 で は 、 広義 の 未完 成 機 と 言え よう 。 
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歩行 ユニ ッ ト を 備え る こと を 除け ば 、 第 2 試案 と 同じ 機体 で 
ある た め 武 装 も 変わ っ て いな い 。 製造 され た 歩行 ユニ ッ ト は 、 
AMBAC シ ステ ム 、 偏 向 推進 器 、 重 力 下 用 歩行 装置 と いう 
3 つの 機能 を 追及 し て お り 、 火器 は 施さ れ て いな か っ た 。 

ジオ ング は 、 キア M-33E を ペー ス と し た メガ 粒子 砲 を 計 13 
門 備 える 。 内 10 門 は 腕 部 の 各 指 に 搭載 され て お り 、 前 腕 を 
有線 接続 で 射出 する こと で オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と し た 。 
ュー タイ プ の パイ ロッ ト 
な ら 考 える だ け で 腕 部 有線 誘導 5 連装 メガ 粒子 砲 の 移動 と 
攻撃 を 行え る (マニュ アル 操縦 も 可能 ) 。 
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ジオ ング は 第 2 試案 で も 18m 級 の サイ ズ を 持つ た め 、 歩行 ユニ ッ ト を 備え る 第 1 試案 で は 
35.8m も の 頭頂 高 と な っ た ( 脚 1 本 だ け で も 一 般 的 MS と 同 サ イズ )。 本 体重 量 も 第 2 試案 の 
151.2t か ら 317.2t へ と 大 幅 に 増加 し て いる 。 あま り に 大 型 な た め 、 MA 対応 艦 や 艦 外 牽引 で 
の 運用 を 想定 し た よう だ 。 
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ア ・ パ オア ・ ク ー で 建造 中 だ っ た 8 機 の ジ 
オン グ の うち 、 実戦 投入 され た の は シャ ア ・ ア 
ズ ナ ブル 大 佐 が 搭乗 し た 1 号機 だ け で 、 残 り 
の 2 機 は ア ・ バ オア ・ ク ー 陥 落 時 に 焼失 し た 
と 伝え られ て きた 。 だ が 、3 号 機 は 8 割 の 部 品 
が 回 収 され 、 旧 ジオ ン 公国 軍 残 党 に よっ て 
第 1 試案 仕様 と し て 完成 し た と の 説 も ある 。 
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01 КАШ 


「 モ ビル ダイ バー シス テム 」 の 支援 機 と し て の 運用 法 


公国 軍 が 一 年 戦争 に 投入 し た ガウ は 史上 最大 の 航空 。 画 ガウ (後部) 
機 で あり 、 圧 倒 的 な ペイ ロー ド を 有する 軌 送 機 だ っ た 。 合 — вноооиюижиохагетн 
計 18 基 も の 熱 配 ジ ェ ッ ト ・ エ ンジ ン が 生み 出す 揚力 が MS3 Ое тоон, 
機 と ドッ プ を 搭載 し た まま の 飛行 を 可能 に し た の だ 。 сов EGR тЫ 
カカ を 利用 し て 、 ガ ウ は 地上 の 各 拠 点 を 結ぶ 輸送 手段 と し て 
利用 され た 。 だ が 地上 か ら 友軍 が 撤退 し 、 輸送 ルー ト が 減 
少 す る と 、 ガ ウ は 異な る 運用 を され る よう に な っ た 。 その ひと 
つが 「 モ ビル ダイ バー シス テム 」 の 試験 運用 の 支援 で あり 、 
静止 衛星 軌道 か ら 降下 する シス テム の 中 枢 バ - 
ゴ ッ ク ) の 回 収 で ある 。 BA 


GRRE- AREN. 


機体 和 部 の ハッ チ 


し な が ら の 機体 回 収 は 容易 だ っ た の だ 。 な だ 
ОНЕ ЕТЕДХ, ИОВ тетен 
合 は 、 Машаа ВМЕСТО, 


акагтасыш+тәлт 
олу?иялонияса: 


ТАО БА 
HEWCE 


爆弾 投下 用 ハッ チ 


Ея 地上 と 宇宙 を 結ぶ 機体 一 一 戦争 の 推移 に よる 運用 目的 の 変化 
E НОТОІ (後部 ) 画 ハッ チ 開 放 パ ター ン 


に 大 小 梓 数 の ブー スタ ー が 組み 合わ され 、 機 人 


ブー スタ ー を 使っ た 垂直 離陸 方 式 を 旨 と する シャ トル と 
達 い 、HOTOL は 水平 方 向 か ら の 離陸 が 可能 な 単 弾 式 
スペ ー ス プレ ー ン で ある 。 HOTOL と いう 名 も 水平 離着陸 
(HOrizontal Take-Off Landing) か ら 取ら れ て いる 。 と は 
いえ 機能 面 で は シャ トル と ほぼ 同じ で 、 機体 内 に 用 意 き れ た 
コン テ ナ に 物資 を 搭載 し 、 地 上 と 静止 衛星 の 間 を 往還 する 
輸送 機 と し て 運用 され た 。 特に 戦争 初期 に は 公国 軍 が 数 
度 に 理 る 地球 降下 作戦 を 展開 し 、 その 作戦 に 必要 な 兵器 
や 物資 を 地上 に 運搬 する 役割 を 担っ た の で ある 。 一 方 、 戦 
争 後半 に な る と その 経路 は 逆転 し 、 地上 か ら 撤退 する 友軍 
を 衛星 雪 道 上 に 送り 届け る 任 を 薄 び る よう に な っ た 
し つつ ある 地上 戦線 か ら で きる だ け 多 く の 友軍 を 宇宙 に 送 
り 届 け 、 公国 本 国 の 防衛 に 当たら せよ うと し た の で ある 。 


mA ER 


g 各部 サイ ズ 比 較 
ина. ITEP MN SK, HIMMLER MES CLS 
AROLREBUT — が わか る 。 その 下 に ある 機体 も 内 部 は ほとん ど が ブー スタ ー と 失 和 人 
いた よう だ 。 AMARTH), コク ビッ ト 以外 に は 余 第 スペ ー ス は ほとん ど な い 。 


MORE INFO! WAS BARBER -HLV 


HOTOL』 り も 構造 が シン プル で 安価 な 大 気 還 入 軍機 と し て 運用 さ ШЕ 画 HLV 内 部 
れ た の が HLV (Heavy Launch Vehicle) だ 。 耐熱 処理 を 施し た カプ アセ A 
ル 状 の 本 体 と 外部 ブー スタ ー で 構成 され 、 地 EDEM IEE EN 5 
駅 に は ブー スタ ー を 利用 する 。 近 に 地上 に は 自由 門下 で 橋下 する の で 、 
推進 剤 を 必要 と せ ず . 単純 な 構造 な が ら 優れ た 輸送 能力 を 発揮 する 。 


地上 搬 退 時 に は 無数 の HLV が 


開放 し た ハッ チ か SMS を 乗り 出 \ 
ё сид» ой ST Удав. анис ШЕ а шш 

A 人 LV。HLV 自 体 に は 推進 力 は な く 、 HLV 下 部 に 設置 され る ブー ス HLV 側 面 の ハッ チ が 前 方 に 倒れ る よう に 開い て ラン - 

ブー スタ ー の 推力 で 静止 条 星 雪 道 まで 上 昇 クー と 推進 剤 タン ク 。 使用 後 搭載 され た 物資 の 積み 下ろ し を 補助 する 。 内 部 スペ ー ス は MS 


U. 使用 済み ブー スタ ー は 切り 難 す 。 は 切り 離す よう に な っ て いる 。 を 数 機 搭載 で きる ほど で 、 小 隊 単 位 で の 輸送 が 可能 で ある 。 
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機動 戦士 ガンダム SEED MSV 


機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY R 機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


№ SPEC -MBF-M1A MIA ASTRAY- 


ジャ ン ・ キ ャ リー 専用 
МВЕМІ 2227 о рер 


重量 
і3у-9-ЕЛ 


2243-ЯЛ 


РЯ 
の 通り 名 を 持 RR 


аи 
Е Олай 


RR 
通 党 の M1 ア スト レイ と 


頭 部 

M1 アス トレ イ と 比べ 形状 に 大 き 
な 変更 は な いも の の 、 VEHO 
アン テ ナ は 1.5 貸 ほど 大 型 化 さ 
れ 通信 能力 が 強化 され 
で 見 て 取れ る 、 


MBF-M1 MI アス トレ イ を 完成 させ : 


イ は プロ ト 機 の 拡張 性 の ч 
され た 専用 機 が 存在 し た て | REL 


ТЕЛІ 


と 


い ン と コン 


レー ド マ ー ク と す ン ・ ある ほか 第 2 次 ヤキ ン ・ 


リー 専用 機 で ある 。 また 拡張 性 を 活か し 、 宇 宙 仕 様 へ 
107-11 


M1A ア スト レイ 


” MIA ASTRAY 


キャ リー の 乗 機 は 白 シス テム 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン |x フル <75mm 対 空自 動 バル 
2/71 式 ビー ムラ イフ ルプ 70 カン 砲塔 シス テム 「 イ ー ゲ ル 
RELY NID fb シュ テル ン 」 x2 他 
MR オー プ 連 合 首長 国 所 属 4-/ЖӘЕЕЕ 
搭乗 者 ジャ ン ・ キ ャ リー ЖЖЖ りー・ ホ ー、 ソキウス 他 
№ COMPARISON CHART Œ COLOR 
MBF-M JEAN'S Mt ASTRAY 
WE Ах GUY 
MBF-N1A MIA ASTRAY 
сее 
WE ов GW 


ы 


ПЗЕТЛЕТІШ/ГІ 


キャ リー 専用 M 1 アス トレ イ の 構造 装備 


ーー ズ の プロ ト 機 の 中 で も 、 ナチ ュ ラル 用 に 画 nm mm 
号機 (ビッ ド フ レー ム ) を ペー ス と し て 量産 され スト ライ ク の エー ルス トラ イカ ー パ バッ 
た M1 ア スト レイ 。 人 間 に 近 い 動き を 可能 と する 機体 構造 TEN LTS, иеа, 
と 装甲 の 軽量 化 に よる 軽快 な 運動 性 を 備え て お り 、 連合 Touko сан 
の スト ライ クダ ガー や ザフト の ジン を 上 回 る ポテ ン シ ャ ル を [区 色 で 塗装 され 
有する 。 KHER TEAL EES RONE JZ 
と ジャ ン ・ キ ャ リー 専用 と し て 、M1 アス トレ イ の 中 で は 珍し 
を 持つ 。 さ 5 に 外見 上 は 通常 の M1 ア 
に 合わ せ た チュ ー ン が 施さ れ で いる 。 
大 規模 な 改修 は され て し 
боып, コー ディ キイ 
る ジャ : わせ 
KMRDOSS RE 
更 


— 


зявай 
штани 7 


ジャ ン 用 の 調整 が 施さ れ た カス タム 機 


Ш З5А/МРЕМ ヴェ ル ヌ 35A/MPFM 

多目的 飛行 モジ ュー ル 
汎用 装備 と | ィ ア の 改良 型 。 図 は ーー 
大 気 園 突入 用 の 耐熱 ジェ ル タ イ プ の アー 
ム を 装備 し た フリ ー ダ ム 。 C.E.72 の ユニ ウ 
RAMTEC, RRND 
RARBG TSAI REN, 


M1A7ZFL40488 RR ЕЕ ЕСИ ee SS 


M1A ア スト レイ は 、 M1 ア スト レイ の パリ エー ショ ン で 、 宇 
宙 空 間 で の 運用 を 前 提 と し て 再 設計 され て いる 。 その た め 
スラ スタ ー の 増設 と 強化 が 施さ れ 、 主 に 受 部 構造 が 大 きく 
変更 され た 。 の 結果 、 脚 部 は スラ スタ ー の 増設 と 同時 に 
構造 が 大 幅 に 簡 路 化 され て お り 、1G 重 力 下 に お いて は 自 
重 を 支え る 程度 の 強度 し か 持た な い 。 また 、 主 兵 装 は 射程 
と 精度 が 強化 され た 狙撃 型 の ビー ムラ イフ ル に 変更 され 
て いる 。 な お 、 青 を 基調 と し た カラ ー リ ング は オー プ に よる 
MS の 系統 分 類 に お いて 、 局 地 対応 ご カス タム を 示す 。 


画 背面 

バッ ク バッ ク は M1 ア スト レ 
イ と 基本 的 に 同じ 構造 
が 、 宇 宙 用 の 調整 の は か 


用 を 可能 と し て いる 。 PR 
で の 自然 冷却 は 望め な い 
АО, 


ドゥ ー エ 攻略 戦 に お いて 
か の M1 ア スト レイ と 共 


事 に 生 通 させ た 。 


MORE INFO! 


ジャ ン 専 用 の 白い MS ・ キ ャ リー 専用 ロン グ ダ ガ ー 
RICO $t j a apa a 

リー。 コー ディ ネイ ター で あり な が ら 、 開発 され た 機 

戦争 を 早く 終わ ら せ る た め ナ チュ ラ 加 装甲 フォ ル 


テス トラ 装備 の 状態 。 ザ フ 
ト の パナ マ 攻 撃 の 際 、 ジ ャ 
ン に 与え られ た 。 


ず 、 監 視 の た め に 目立つ 色 が 選ば 
れ た の で ある 。 結果 的 に 白い 機体 
жш: Гао “J'J の 
RACE, нта 
EMKU 不 灯 を 信 休 と する ジャ 
ン は その 示威 効果 を 活か す た め 、 
白い 馬 機 に 量り 続け た の で ある 。 


ジャ ン ・ キ ャ リー 専用 ジン 
ザフト の 主力 量産 MS。 コー 
ディ ネイ ター に し か 扱う こと は 
ャ ン 機 は 開 理 当初 


カラ ー リ ング を 持つ 。 


Ш 71-44 式 改 狙撃 型 ピ ー ム ライ フル 
スト ライ ク ガン ダム の ビー ムラ イフ ル と 同 
っ 71 式 ビー ムラ 
に 改良 し た ロン グラ イ 
SOO RIERA SNR TE 
BNR CHS, 


С.Е. Case File 


アメ ノミ ハシ ラ の 戦い 
大 戦 に お いて 兵 問 生 産 ファ クト リー 
に 大 打撃 を 情け た 連合 は 、 極 艇 に ア 
メン ミ ハ シラ の 奪取 を 試み る 。 TOR 
に スト ライ クダ ガー30 機 が 投入 され た 
が 、 少 数 の MS に 10 分 で 壊滅 させ なら 
れ て し まう 。 その MS は ソキウス が 搭乗 
し た M1A ア スト レイ で あっ た 。 
ыў 
ソキウス 
а ETH 
組み 込ま れ 、 多 数 生み 出さ れ た 
жжавотава-74%4 
ター。 業 物 で 精神 を 破壊 され 、 
サハ ク 家 に 中 渡し て いる 。 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : LM11 1E03 ガン ブラ スタ 


• LM111E03 


GUNBRASTER 
ガン ブラ スタ ー 


Illustration by MASAHIRO YAMANE Color by CHIEKO UCHIYAMA ~ Special Effect by SHIN INOIE Background by YOSHINORI HISHINUMA 


қ = 5 Im SPEC 
ak A | 
و‎ = 


肩 部 2 連 マ ル チ プ ブル ・ ラ ンチ ャ ー ノ 
ビー ム ・ ラ イフ ル (ビー ム ・ ガ ン 佐 用 ) 


№ COMPARISON CHART № COLOR 
Жы іы» 


йа. 
LM111E0 


カラ ー リ ング 
LM111E02 ガン イー ジ の モス 


赤 ・ 黄 が | 
い 機体 色 と な っ て 


リガ ・ 
ン イ ー 

ア 汎 用 MS 

LM111E02 


に 増加 推進 / プ ロペ ラン ト ・ ユ ニッ | 
パッ ク を 装備 する こと で 問題 を 解決 す 
K 装 も 使い こ は すでに 確立 され て いる LM111E02 の 生産 ラ 
合体 可変 タ 
め 、LM312V04 と 比較 し て 製造 コス ト の 
多数 が 量産 され て いる 。 この よう に 優 


LM11 1E02 と 同様 の 汎用 性 が 高い 兵 装 シ ステ ム 


本 機 は UM1 11E02 と ほぼ 同じ 機体 の た め 兵 装 も 共用 と 
な っ て いる 。 これ も MS 本 体 と 同様 に 今 まで の 生産 ライ ン を 
活か せる と 共に 、 現状 スト ッ ク し て ある 兵 装 も 運用 で きる 強み 
を 持つ 。 また 、 LM111E02 は 全身 i 
れ て お り 、 多 数 の 兵 装 を 携行 可能 で : 
は イレ ギュ ラー で ある が 、 バ ッ ク バッ ク を 追加 し た 本 機 は 推 カ 

機動 性 の 向上 も あっ て フル 装備 が 実現 可能 で ある 。 


本 が 収納 を 
ル 。 ピー 


画 武装 レイ アウ ト 
リア ・ ア ー マ ー と 再 半 の ハー ド ・ ボ イン ト を フル 活用 し て 、 そ れ ぞ れ ビ ー ム ・ 
バズ ー カ 2 丁 と ピー ム ・ ラ イフ ル 4 丁 を 携行 し た こと が ある 。 


回 ヒー ム ・ ラ イフ ル 
ヴィ クト リー・ タ イプ の ビー ム ・ ラ イ 
と 同じ も の を 合用 。 ライ フル の 
一 部 が 分 離し て 、 小 型 の ビー ム 
ピス トル と し て も 運用 で きる 。 


本 機 最大 の 火 カ を 詩 
аза ауа 


連邦 軍 の MS が 使用 し て いる 物 と 同型 で 、 % 
リティ ア 製 で は な い 湾 用 装備 で ある 。 


高 機動 増加 パー ツ に より 宇宙 戦闘 に お ける 推力 / 機 動 性 の 大 幅 向 上 


ブー スタ ー・ パ ッ ク 「 ツ イン テー ル ] の 搭載 に より 、 ЕЯ 
の 搭載 量 も 増加 し 限界 稼動 時 間 が 大 幅 に 延長 され た 。 さら 
に アポ ジ ・ モ ー タ ー も 20 基 近く 増設 され た こと で 、 宇宙 空間 
こ 限 ら ず 地球 上 や 月 面 等 の 重力 下 に お ける 運動 性 の 向上 
も 果たし て いる 。 た だ し 、 ブー スタ ー・ パ ッ ク 自 体 の 重量 で 向 
上 し た 推力 が ほぼ 相 条 され 、 全備 重 量 時 の 重量 推力 比 は 
LM111E02 よ り も 若干 低下 し て いる 。 


パッ ク 両側 の ブー スタ ー は 任 共 
ЕСЕН, ЖЕЛТ AD 


2М-5066 ツリ ディ ア か ら 吉 

BLATT. тов 

С #00 
вЫ 


画 ブー スタ ー・ バ パ バック 


PAUL FN 
ジ モ ー タ ー や スラ スタ ー。 


シン ブル か つ 信 頼 性 が 高い 連邦 系 コク ビッ ト の 採用 


本 機 の コク ピッ ト ・ ブ ロッ ク は 、 RGM-119 ジェ ムズ ガン や 
RGM-122 ジャ ペリ ン と いっ た 連邦 軍 系 MS に 搭載 され て い 


が ら 、 各 時 代 を 通じ て 様々 な MS に 採用 され て きた 信頼 性 に 
よる と ころ も 大 きい と 思わ れる 。 


Ш コク ピッ ト 内 部 


の 時 代 の リ 
BBS ce: 
Ж, 


画 コク ピッ ト ・ ハ ッ チ 


され た MS で 
8247: 

ッ チ を 採用 し て いる 。 
腹部 の 一 次 ハッ チ が 前 面 に 
開き 、 内 部 ブロ ッ ク の シャ ッ 

上 に 開く と いう 二 重 構 

な っ て いる 


両側 の ブー スタ ー 部 は 、 バ パック 
パッ ク 接 合 部 を 基軸 に | 
シブ ル に 可動 。 この 

ЕГІЛЕ і 


て フレ キ 


= 用 ホワ イト アー ク 隊 


LM1 11E03 は 、 当 初 は シュ ラク 隊 の LM1 11E02 を 改修 
し て 配備 され た 。 その 後 、 月 面 に ある リガ ・ ミ リティ ア の 地下 
工場 か な ら リー ン ホ ー ス Jr. に 補充 され た 数 機 の LM111E03 の 
うち 2 機 が ホワ イト アー ク 隊 で 運用 され て いる 。 この 2 機 は パ 


イロ ッ ト と な っ た ば か り の オデ ロ と トマ ーシュ の 乗 機 と な り 、 そ 
OR, Bi パイ ロット と し て の 腕 を 上 げた 彼ら は 、 リカ ・ ミ リ 
ティ ア の 立派 な 戦力 と し て 活躍 し た 。 


Ш ホワ イト アー ク 
ЗА: HLH INAL III SF REE ORBLE ЛАВ, 


SHEN HART He TONY, ERIE LTE ET r 


ома 9290 


гул Thole Z аме 12 WL RRS 100918198 LR 
иран стиан ° (FE 
шро а-ар. £2 


LOLXWVE 800-xNVE 


(ӘЛЕН ОЗІНЕ KE CLHOYC RE 
OHA EHO: ЕЕЕ ЖҰ 


cw の de 
леу зл НЗМ ӨО の | 


ЕЛ н:01 ТЕГІ) 


КЫРЕ ОЗАТТЫ SETI 


Кенен ы каша. sa 
ЕКСЕ 722 T 


MELEE 3 j 
VUHICTO-E 


273 (830 


суас. сук “кан ALS HI VI TOMAR WOE HW DURBAN ЗИ kT 
I= TG AS SOB ны Rew +6451 ЕЕ 
шім を お ズー と 


А 
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MECHANIC FILE и] инт 0 1A 


艦 体 構造 MS 運用 能力 に 代表 され る 、 高い 汎用 性 を 発揮 し た 設備 群 


サダ ラー ン や エン ドラ に 代表 され る 航 宙 艦 を 保有 する ネ 
オ ・ ジ オン だ が 、 艦艇 数 自体 は それ ほど 多く な か っ た と 言わ 
れる 。 その た め 、 THENOMMEREN ЕНИ 
部 隊 的 な 役割 を 果たす こと で エゥーゴ や 連邦 軍 の 先手 を 
取り 、 戦 局 を 有利 に 進め て いっ た 。 それ を 成 し え た の が ネ 
オジ オン 艦艇 の MS 運用 能力 の 高 さ で ある 。 ЕНСЕ 
の MS カタ バル ト ・ デ ッ キ を 有 し 、 多 数 の MS を 搭載 可能 な 
態 艇 は 戦闘 弟 で ある と 同時 に MS 還 艦 と し て も 機能 し 、 さ 
まさ ざま な 任務 に 柔軟 に 対応 で まき る 。 この よう な 能力 を 向上 態 中央 に 位置 する メイ ン ・ ス 
させ る こと で ネオ ・ ジ オン は 限ら れ た 艦艇 を 効果 的 に 運用 
し 、 地球 園 に 権勢 を 拡大 する 一 助 と し た の で ある 。 


ARAB GBH 
D, 座席 の 配置 が めった 
り と し て いる 。 ав (а 


れ て お り 、 спон 
жатасын 能力 の 高き を 物語 っ て いる 


機会 は 少な か っ た と は い 
え 、 戦 開 北 と し て は 充分 
な 火力 を 備え て いる 。 RA ЕЕ, АЛЛА 


ン の 執務 室 。 プラ イベ ー ト ・ ル ー 


ム と し て も 機能 し 、 グレ ミー・ ト ト と の 密 誠 も この 場所 で 行わ | 


ШТУКУ ARER 


グレ ミー 秘蔵 の ニュ ー タ 
авто 
SRR, 他 の エン ドラ 
級 に は 存在 せ ず 、 エ ンド 
аңдан инн. 
た も の と 思わ れる 


MS カタ バル ト は 無 時 間 япар RON 

акени: (SRAARELT OMNEERALT ES 

5041224 た よう だ 。 さら に 大 所 国内 飛行 で は 

ш #имшсын елы. @ 
能 的 な 装備 考え られ る 。 


宇宙 と 地上 を 問わ ず に 行動 する た め の 特 殊 装 備 


汎用 性 の 向上 に は 、 額 域 に 左右 され な い 運 用 性 の 高 さ 画 サダ ラー ン バリ ュー ト 展 開 
が 必須 と な る 。 つま り ネオ ・ ジ オン 艦艇 は 宇宙 空間 の みな = 

ら ず 重力 下 で の 航行 が 可能 と いう こと だ 。 その た め に は 大 サダ ラー ン や エン ドラ と 同時 期 に 運用 され た 地上 用 輸 

突入 用 の 装備 が 不可 欠 で あり 、 サダ ラー ン と エン ドラ тену BRO 721—055. BRAY OAL A 
に は 大 気 園 突入 用 バリ ュー ト が 搭載 され て いた 。 RAT ° K UTSCEPMEOBE TH, RAMEE 

る 際 に は まず 艦 尾 を 進行 方 向 に 向け て パリ ュー ト を 展開 。 駆使 し て 一 個 小 隊 程 度 の MS を 運搬 で きる 。 また 
メイ ン ・ ス ラス ター か ら の 噴射 で 降下 速度 を 調節 し な が ら 、 影響 され な い 優れ た 走破 性 を 発揮 し た こと か ら 
地上 に 向かう の で ある 。 TOR, 19): КОНА ee apie ee の 局 地 で の 運用 に 強く 、 ア フリ カ 地 区 の ゲリラ 部 職 が 生 


á М BENA и тЫ と で 、 牙 体 サ イズ を で きる し た と され る 。 や や 旧式 の 次 
に 艦 体 を 収め る 必要 が ある こと か ら 、 サ ダラ ー ン と エン ドラ Š だ け コ ン パ クト に し て いる НЕ 22 В Ж 
に は 艦 体 の 一 部 を 変形 させ る 機能 が 搭載 され て いる 。 иена СЫ Ns 


اوی ب 
で 、 戦車 クラ ス の 火力 を 発揮 し た よう‏ 
ら に 後部 キャ リア に арка:‏ 

し て 用 いる こと も で きた と 言わ れれ る 。 


サダ ラー ン より も 小型 な サン 
CLL DE 
эКи БЕН CR 
( ‚ жш ДА НС а 
ИЯ 7 な 変形 機構 を 搭載 する 必 
(SUS, жирен F Ë: ys жиа» 


ЕЮНШ СИНЕЕ 


PAS-I FAERIE THN), лу ンド ラ 
座 乗艦 で ある こと か ら も 1 隻 の み の ワ ン ・ オ フ だ が 、 艦隊 主 
力 と し て の 運用 を 目指 す エン ドラ 級 は 複数 の 同 弄 艇 が 建 
жап, それ ら は 各地 戦線 に 投入 され 、 ネ オ ・ ジ オン の 
琴 権 拡大 に 尽く し た の だ が 、 指 揮 官 に よっ て は 艦 体 色 を 
自分 の パー ソナ ルカ EEL TUS. 代表 的 な も の と 
し て は 黄色 の 塗装 が 施さ れ た ミン ドラ 、 青 系 に 変更 され た 


жионжуж/-74 
я 


юйошакусшопэл:. НИШЕ 
EEL 
СЕЙ. 


揮 官 の 自由 裁量 権 を 認め た 組織 で あり 、 そ の よう な 風潮 
が 六 艇 の カラ ー バ リエ ーション を 増やし た の だ ろう 。 


ТЕТЛА ҮЛ 


ЕЯ ERLE ZN SRK 
ンド ラ と サン ドラ が 確認 され で いる 。 両 能 と も に 宇宙 と 地上 で 運用 され 、 毅 。 プル ツー を は じ め と する ニュ ー タ イプ 部 隊 を 擁し 、 
特に サン ドラ は 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk の 輸送 に 用 いら れ た 。 グレ ミー 軍 の 中 棒 と し て 行動 し た と され る 。 


ンダ ム W 
ツ :XXXG-01H ガン ダム へ ヘビー アー ムズ ЕШ ne0 КИТ 


МЕ HANIC FILE モビ ピル スー ツ 


m SPEC 
2% --(ЖІНФ 167m) 
t 


の 、 ガン ダム 
A = へ ビー アー ムズ иши 重量 77 
ホク | GUNDAM HEAVY ARMS 2252-49) - 
— ГІЛІ МЕРЕ 
я Г: NWALK2/ FORA IL KA 
ホー ミン グミ サイ ルル Lx6/ 用 部 ガト リン 


PA E-L BEF PSF 
イフ イマ イク ロミ サイ ル x24 


ЖӨНІ. 42-22 ТУЫ кишу! 
— imk юзо C 


小型 だ が 大 出力 の バッ ク バ ッ ク を 備え 、 高 
い 運 動 性 を 確保 。 宙返り な ど 空中 で の ア 
クロ パテ ィ ッ ク な 動き まで 可能 と し 


に は 、 シ ー ル ド と 一 体 


て いる 。 非 戦闘 時 や 移動 時 
に は パッ ク バ ッ ク に マウ ント する 
こと も で きる 。 


砲撃 戦 に 特 化し た 拠点 天 滅 用 MS 
ее as 関連 ファ イル 


ル ま で を も 装備 し て お り 、 拠 吉 制 圧 


単機 で OZ の 軍事 基地 に 致命 2 
それ が ゲリラ 作戦 「 オ ペレ ー Е RET その 砲撃 能力 の み で 対応 
MS に 求め られ た 能力 で あ り 重 量 は 他 の ガン ダ 
作戦 に 参加 する MS を 開発 し て いた ドク | 、 大 出力 バッ ク パ ッ ク , 

MS を 圧倒 =. 


ҮЛ 
様々 な 火器 を 設 Woz 
ル S の 部 下 に 
が 、 整 備 兵 と し て 
FAITH, BRET: NDE に 搭乗 。 彼 を トロ ワ と し て f 
砲 や ガト リン グ 砲 の み . 大 小 様々 な ミサ イ いる 


ватсап REE, MEEKER 
тйс CESRENEAL TU, 各種 ミサ イル は 基 
HOMO AMS 胸部 ガト リン グ 砲 や ピー ム ・ ガ トリ ング は 
MS 部 隊 の 残 減 に 効果 を 発揮 し た 。 ま た 、 敵 機 に 接近 され 
た 場合 に は アー ミー ナイ フ を 用 いた 格闘 戦 に も 対応 で き 、 
砲撃 昌 仕様 で あり な が ら 多 彩 な 戦 同 を 可能 と し て いた 。 


хав 
тмнк AML. Ж 
жила: 
だ 


胸部 ガト リン グ 砲 や 各種 
SHURE. MOR 
きる と 即座 の 補給 が 部 し 
いた め 、 使い 所 を 考慮 す 


右腕 部 に 設置 され た 格闘 兵 器 で 、 貢 
меси. 腕 部 に 連結 で きる た め 、 そ の 凌 甲 を 切断 する 鋭利 さき を 持つ 。 使用 時 
攻撃 範囲 も 広く な っ 2 | に は ブレ ー ド が 180 度 展開 する 醒 造 。 


6-0-9 


Ө バル カン ノ Ө マシ ン キ ャ ノン 
と 胸部 上 方 に 設置 され た 実弾 兵 問 。 バル カン 砲 、 マ シン キャ ノン と 
制 用 と し て 非常 に 有効 で あっ た 。 


Ө ホー ミン グミ サイ ル / O 胸郭 ガト リン グ 砲 
局部 装甲 ИБС САЛА, ホーミング ミサ イル は 
МОС. HMA TERI МВ ЕЕ, 


© マイ クロ ミサ イル at = 


邦 部 の 外側 に 設置 され た ミサ イル ポッ ド 。 
1238802 KEATS, 左右 の ボッ 
ド を 同時 に 使用 する 機会 が 多い 。 


ガン ダム で 共通 する コク ビッ ト 機 構 


ガン ダム へ ビー アー ムズ の コク ピッ ト は 、 他 の ガン ダム と 


碁 本 構造 で は 共通 し て いた 。 2 本 の レバ パー と フッ ト ベ ダル 
で コン トロ ー ル する タイ ブ で 、 多彩 な 火器 類 も レバ パー 

され た ボタ ン 類 で 操る こと が で きた と 推測 され る 。 多彩 な 
火器 群 を 巧み に 使い 分 ける に * 技 術 が 必要 で あっ た 
が 、 ト ロワ は その 性 能 を 引き 出す こと に 成功 し て いた 。 


機体 の アク ウロ パテ ィ ッ ク な 
動き は 、 サ ー カ ス 団 の 花 


形 で も あっ た トロ ワ の 高い / ぎ 44 


ЗИНЕШ Уд Ж て ス プレ イ の ほか 、 正面 
よっ て 初め て 実現 し た THM, 素早 く 戦 況 を 把握 する こと が 可能 で 


ン ・ メ テオ ] に 参加 し た へ ビー アー ムズ は 、 画 戦闘 時 
Де 24.2 82114-54 342 多彩 を 用 いて 本 
敵 基 地 の 最前 線 に 降り 立ち 、 その 火器 群 を 使い 分 ける こ LAE 
ЖОИЕ, СИ, 以降 も トロ ワ の 愛 機 
と し て 運用 され 、 弾 切れ すら 腰 わ な い 超 攻撃 的 な 運用 に 
よっ て OZ に 対抗 し て いる 。 


ヒイロ の ウィ ング ガン ダム 
а 27) 


ヒイロ が セク ス ・ マ ー ク ス 
の トー ル ギ ス と 一 央 対 ち を 
OR. AEP LXE 
運用 。 トー ル ギ ス と 互角 の 
戦い を 線 り 広げ た 


コク ピッ ト は 胸部 ガト リン グ 砲 の 下 
部 に レイ アウ ト さ れ で いる 。 ハッ チ 
は 2 重 で 、 前 方 に 倒れ る 外側 の 導 
(装甲 部 分 ) が タラ ッ プ と な る 構造 
で あっ た 


MORE INFO! 
宇 軸 用 の 改修 機 


トロ ワ が シャ トル を 用 いて 字 宙 へ と 上 が っ 
アー ムズ は 地球 に 残さ れ た 。 その 後 、 サ リィ イ ・ ポ ォ が 宇宙 
で の 決戦 に 備え て 回 収 し 、 ピ ビー スミ リオ ン に お いて 宇宙 用 
の 改修 を 実施 。 ヘビ ー ア ー ム ズ 改 と な っ て いる 。 


XXXG-01H2 


主 宙 用 バッ ク バ ッ ク の 設置 と 
プア の 増設 が メ 
が 、 ビ ー ム ・ ガ トリ ング が 2 
ARLIN, оятын N 


し て いる 。 


cma- +37 1088 
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MECHANIC FILE 


RGM-79F 


モビ ルス ー ツ :HGM-79F 隆 戦 用 ジム /RGM-79F デザ ー ト ジム 


陸戦 用 ジム 


RX-77-1A ガン キャ ノン A 型 


ТІЛЕГІ Д1А 


№ SPEC -RGM-79F см GROUND TYPE- № SPEC -RGM-79F DESERT GM- 
全高 一 (頭頂 高 18.0m) 2% — (IRR 18.0m) 
重量 48.2t( 全 備 重 量 61.50 ЖШ 44.71 (SEH 59.5) 


Эі3/-9-ШЛ 1,250kW 
AJAA) 53,800kg スラ スタ ー 推 力 57,800kg 
装甲 材質 チタ ン ・ セ ラミ ッ ク 複合 材 装甲 材質 > 
BR 。 頭 部 バルカ ン 砲 >2 プ ビー ムズ ス 武装 

プ ブレー ガン ンダ レール ・ キ ャ ノン メ ズ 

ビー ム ・ サ ー ベ ル 

FR 地球 運 邦 軍 тщ 
BRE 


Эі3у-3-ЕЛ 1.250kW 


COLOR 
RGM-79F GM GROUND TYPE 


C) 
ыы о 


RGM-79F DESERT GM 


oe 


デザ ー ト ・ ジ ム 


運用 地 に 合わ せ て 発展 し た ジム の バリ エー ショ ン 


一 年 戦争 時 に お ける 地球 連邦 軍 の 主力 MS と し て 知 
られ る RGM-79 ジム 。 この 機体 は 戦争 中 期 に 実戦 投入 
され た に も か か ず か な 間 に 多 数 の バ 
リエ ーション 機 が 開発 され て い : Чи, ジム が ジオ ン 公 
国軍 の ワー ク ホ ー ス で ある MS-06F ザク IIF 型 と 同等 か 
それ 以上 の 汎用 性 を 有 し て いた か ら に ほか な ら な い , 

戦 用 ジム と 、RGM-79F デ 

+ = 

HGM-79F 陸戦 用 ジム は 、 ヨー ロッ 方面 で 現地 改 
修 さ れ た 機体 で ある 。 市 街 地 や 森林 地帯 が 多い 欧州 


身 を 中 心 に 重 装甲 を 施し て いる 。 
これ に より 、MS 同 士 の 射撃 戦 で の アド バン テー ジ を 確 


ス に 


束 燥 地 仕様 と し て 開発 され た 機体 で ある 
2 用 地 に 合わ せ 、 各 関 節 部 や 
鹿 対 策 を 施し て いる ほか 、 装 甲 の 上 に リア 

Ж. 防御 力も 向上 させ て いる 。 № 

リカ 北部 か ら 中 東 に か け て 配備 され た 


Ci уд 限定 され た 重 装 化 と 特殊 兵 装 0. О ВАО 

本 機 最大 の 特徴 が 、 上 半身 の 徹底 し た デザ ー ト ・ ジ ム は 、 リ アク ティ ブ ・ ア ー マ ー ETE 
зто. この 恩恵 を 最も 受け り た の は の 採用 に よっ て 、 極 め て 高度 な 宙 殖 性 を に 
パイ ロッ ト た ち で あり 、 本 機 は > 得 し た í > 


や ミサ イル ボッ ド 付 き レ ー ル ・ キ ャ ノン と 、 よ 
り 攻 撃 力 を 重視 し た も の と な っ てい る, 


最も 高い 生存 率 を 誇る 機体 
has ビー ム ・ ス プレ ー ガ ン と レー ル ・ キ ャ ノ 
ン を 主 兵 装 と し た 。 


画 ラン ド セ ル 


В 
な っ š 


Ш 8 連装 ミサ イル ボッ ド 付 
レー ル ・ キャ ノン 


FRU TE ROWMETS AT OER 
だ べ 反動 が 少な い 。 


上 ) EBES 5) の 装甲 
甲 が 増設 され た ほか W 


機体 各部 
E さ れ て いる 


機体 構造 

原型 機 ヒ 比 べ 、 細 身 の シ 
ル エ ッ ト と な り 、 頭 部 を は じ 
OS BORED ESH 
て いる 。 「 重 装 化 と 機動 性 
の 両立 | を 確立 する た め の 
処置 と 考え られ る 


(ЯЖ 17.5m) 
ЖШ 51.0: (28 72.50) 


ガン キャ ノン の 仕様 変更 機 


ВХ. E ж ャ ゾン A 型 は 、 RX-77-2 ガン キャ ノン と 同 
ャ ノン A 型 は [ガン キャ ノン 
相反 する テー マ を 満た すこ と が 前 提 


ム 合 金 
Же ТЕС ТЕП УЙ 
342) 60mn/ HYH 


Tarten “の 開発 が 進め ら # sup reli © 


Ро р , ti れ た 。 LDL. 
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ルダム テ ュ ナメ ス ay 
УЛ ee m; 


ЖЖ DGO14GN ビ ー ム サー ベル Xe fÈ 


所 属 ソレ スタ ルビ ピー イン グ 


ガン ダム デュ ナメ ス 


武装 


標準 兵 凌 で ある GN スナ イ パ ー ラ イフ ル 
Е ВТ. F 
ル ペ ー ド 装備 に よる 水中 狙撃 に 特 化 
し た 武装 を 装備 。 格闘 用 の GN ビー ム 
サー ベル は 携行 し て いる 。 


特殊 GN 粒子 コン デン サー 


у. 番 積 し た GN 粒 子 を 使用 する こ 
と で 連射 が 可能 と なる 


関連 ファ イル 


中 の 敵 を 狙撃 する と いう 驚異 の 能力 を 発揮 その 性 能 

対 えて 各々 が 特 は 、 軌 道 エレ ベー ター「 天 柱 」 を 巡る 攻防 で 紛争 を 起こ ーー 

ンス を 備 ダム 。 中 で も GN- FABRE (ABE) と テロ リス ト 双 方 に 振る わ 02.02 D 
化し た 性 能 を 備え 、 そ 終 を MS スペ イ Е 


БУТИ С 50. GNY-002F ガン ダム サダ 
ルス ー ド タイ プ F の 索敵 で 標的 を 捉え た ケー ス も 


MECHANIC FILE 


康男 の 精密 射撃 を 可能 と する トル ペー トド 装備 


水中 の 標的 を 狙撃 する た め の 特殊 な オプ ショ ン が [ML 
ペー ド (ドイ ツ 号 で [RE] を 意味 する )」 装備 で ある 。 Ж 
雷 発射 装置 と な る 巨大 砲 「DGO14] の ほか 、 水 中 案 敵 と 
GN 魚 雷 を コン トロ ー ル する た め の セ ン サ ー か ら 成り 、 こ れ を 
身 に まとっ た デュ ナメ ス は 水中 狙撃 用 装備 追加 型 MS に 
種別 され る 。 な お 、 本 機 の 狙撃 に 対し 、 海 水 と 重 化 合 物 を 
反応 させ て フォ トン の 進行 を 阻害 させ る と いう 方 法 を 用 いて 
ジャ ミン グ を 仕掛 けた 人 革 連 だ が 、 サ ダル スー ド タ イ プ F が 
案 敵 を フォ ロー し た こと に より 標的 を 逃さ ず 仕留め て いる 。 


в nt 
771 


デュ ナメ ス の コク ピッ 
ト 内 。 ガン ダム の 中 
で も 特殊 な レイ アウ ト 
で 、 外 部 カメ ラ ア イ 
と 連動 し た スコ ー プ 
GE, BREIL 
め の 機 器 を 備え る 


画 デュ ナメ ス と DGO14 の 対比 図 


DGO14 の 三面 図 。 デュ ナメ ス 本 体 と 比べ る と 、 い か に 
巨大 な 兵 装 か が わか る だ ろう BEREF 
様 に 巨大 な サイ ズ で あり 、GN 惣 子 に よる 重量 軽 洲 効 


果 に よっ て 初め て MS で の 運用 が 可能 と な っ て いる 。 


E トル ペー ド 装 備 レ イア ウト 

本 兵 装 の 主役 た る 巨大 を DGO1 4 は 国定 アー ム の 
補助 を 受け て 右 太 で 携行 する 。 頭 部 の ゴー グル は ト 
ル ペ ー ド 用 の も 
時 に 獲 備 され て いる GN シ ー ル ト で は な く 、 水 中 案 可 
用 に 開発 され た 専用 ソナ ー を 装備 し て いる 。 


Ө--?, 
YALE ADB PETER AO 、、 
ゴー グル 。 海岸 沿い の 気候 の 変化 に ~ 
対応 し て いる ほか 、 志 距離 有 視 界 能 
カカ を 引き 上 げ て 遠方 の 圭 場 に も 対応 
で きる 。 接 貢 に 備え て パー ジ 可 能 。 


== 


wea) 


BRIM ШЕ. $ 

GN 魚雷 自体 が 水中 の 
デー タ 収 集 を 行い 、 よ り 正 
確 に 対象 を 捕 提 、 合 中 縛 
度 を 向上 させ る 仕組 みた 


© peo14 
「 デ ュ ナメ ス 専用 金 の ナン パー14」 と いう 意味 を 持つ DGO14。 た 


し 、 こ れ は 開発 ナン バー で ある た め 
他 の 番号 が 欠番 の 可能 性 も あり 、14 種 類 の 銃 が 存在 し て いる か どう か は 定か み で は な い 。 前 胸部 の コネ 
ABEL TAIBOGNI D1 HST ANY ИЕ, FRAO. 


特殊 GN 粒子 コン デン サー 装着 部 


コネ クタ ー 接 続 部 
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Illustration Бу MASAK AZI РР ЕТ 


F91 に 匹敵 する 性 能 を 獲得 し た 


/・ ロ ナ こ と 鉄 仮面 が 指揮 を 執る クロ ス ボ ] 
【 作 機 が 


CV) が 、 上 級 士 官 用 に 開発 し た 
XM-07 ビ ギ ナ ・ ギ ナ で ある 
一 般 兵 士 用 の デ 


小型 MS を 土台 と し た XM-07 は 、 よ り 発 展 を 遂げ た 特 
別 な 機体 、 す な わ ち CV に お ける 依 徴 的 な MS と し て 生 


ベル が 系 の 後継 機 


г 40): シャ ル は 高く 、 НОВИЙ 
РӨТ ガン ダム F91 に 匹敵 する 性 能 を 持つ 。 

XM-07 は ベラ ・ ロ ナ (セシリー・ フ ェ ア チ ャ イル ド ) 
の 専用 機 と な る 。 貴族 に よる 支配 体制 「 コ スモ 貴族 主 


想 を 履き 違え て 暴走 する 鉄 仮面 と 対 央 し た こと は 、 ロ ナ 
て 非常 に 因縁 深い こと で 


全高 15.8m 


FILE PREVIEW 


8.8t( 全 備 重 量 22.50 


UGHT GRAY PURPLE 


ГІЗ 
け て お り 、 機 動 性 


関連 ファ イル 


フィ ン ・ ノ ズル の 採用 に よっ て 獲得 し た 高い 機動 性 


ベル が 系 の 技術 を ペー ス に 、 潤 沢 な 資金 を 投入 し て 開発 。 画 頭 部 | フィ ン ・ ノ ズル 
され た XM-07。 機動 性 を 重視 し 、 可 動 式 スラ スタ ー で ある 
シェ ルフ ・ ノ ズル の 設計 思想 を 発 必 させ た 「 フ ィ ン ・ ノ ズル 」 
の 採用 に よっ て 高い 機動 性 を 実現 し た 。 この ノズル (1 基 に 
つき 推力 4.490kg) は それ ぞ れ 独立 し て 可動 し 、 全身 に 配 さ 
モー ター と の 連動 で 高度 な 運動 性 を 獲 
ネ レ ー タ ー は ペル ガ 系 を 流用 し た も の だ 


CV 製 MS の 特徴 で も る ゴー グル 筐 カメ 

5. учинмая LAYS 

時 、 ロナ は コー ティ ング され た 白百合 の j P PRES), HD ERE 
ыт 4 ンス の 向上 に も 調 献 し て いる 


SEEN МОЕТ 


フロ ンティア ・ サ イド 制圧 の た め に 開発 され た 既存 の CV 製 。 画 ピー ム ・ ラ イフ ル == © BE-L-Y—-IK 
MS は 、 コス モ ・ バ ピロ ニア 領 と な る コロ BABE 076 ж ЕТІЛ 22 


備 さ れ て いる ヒー ム ・ シ ー ル ド 。 < 
ム 発 生 問 の 形状 
が 異な っ て お り 形成 する シー ルド 
は 本 円形 と な っ で いる 


与え な いた め の 武 装 一 ショ ッ ト ・ ラ ン サー を 主 兵 装 と する 近 
"接戦 闘 重 視 の 兵 装 一 一 が 施さ れ て いた 。 戦略 に 応じ た MS 
を コン セプト と する CV 製 MS に 対し 、XM-07 は スタ ンダ ー ド な 
ピー ム ・ ラ イフ ル な ど を 標準 装備 と し た 。 本 機 の 標準 装備 は 
汎用 性 を コン セプト と し て お り . コス モ ・ パ バビ ロニ = 
後 、 地 球 連邦 軍 と の 本 格 的 な 戦闘 に 突入 する 事態 を 想定 し / s> A 
て 機体 が 開発 され た こと を 意味 し て いる 。 ыдар ЖУ ) ] | 
グリ ッ プ の 配置 が 異な 1 

iene BARN. KRG: М 

ム ・ サ ー ベ ル を 2 基 装 備 

тә. XMA-O1 27 

ア と の 戦闘 に お いて 、 F 

シタ クラ 


れ た ロナ 機 XMA-01 と の 戦闘 で 使用 され 

ライ フル が 只 た 地球 連邦 軍 MS 用 の ビー 

5 ム ・ ラ ンチ ャ ー。 CV 製 MS の 
кайни ж! 

いる こと か ら 、 問 題 な く 使用 


МОКЕ ІМҒО! 
ビ ギ ナ 系 の バリ エー ショ ン 


XM-07 は 改良 型 MS と 開発 が 並行 し て 進め られ て いた 。 
それ は XM-07 の 火力 増強 タイ プ で 、 フ ィ ン ・ ノ ズル の 代わ り 
に F91 の 標準 武装 ヴェ スパ バー を 装備 し て いる 。 これ ら の 技 
術 は 、 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 か ら 供与 され て いた 。 


XM-07 は ベル ガ 系 を ペー ス と し て 開発 され た 機体 の た め 、 コ 
クビ ピッ ト も CV 製 MS 共通 の も の が 採用 され て お り 、 操 継 系 は べ 
ル ガ 系 に 準じ て いる 。 ベル ガ 系 と デ ナ ン 系 は コク ビッ ルト 自体 共通 
で あぁ る も の の )、 操 縦 系 に は や や 違い が あっ 
は シェ ルフ ・ ノ ズル や その 発展 系 で ある フィ ン ・ ノ ズル に よる 立 
体 的 な 機動 を 可能 と し て いた こと か ら 、 デ ナ ン 系 と 異な る 調整 を 
必要 と し て いた こと は 明白 で ある う 。 


画 コク ピッ ト ・ ハ ッ チ 展開 


e= 


XM-07G = 
ビ ギ ナ ・ ゼ ラ 

ビ ギ ナ ・ ギ ナ の 火力 増強 型 。 

ヴェ スパ バー に は スラ スタ ー を 搭 

潤し 、AMBAC と し て 機能 する 。 

きら に ヴェ スパー に は セン サー 
toman Thu. ам 

度 は F91 を 上 回 っ た と いう 。 


E 


CVNMSEISEC(E RT SZ LN SUSIE ЕГІС Е 
ハッ チ も 胸部 上 方 に 備わる 。 адвия лок, 
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大 型 連絡 貨客船 と し て の 優れ た 積載 能力 を 活か し た 改修 


徴用 前 の ヨー ツン ヘイ ム は 公国 で も 随 一 と 呼ば れ た 連 画 ヨー ツン ヘイ ム RR 

絡 買 客 始 で あり 、 公 国 と 他 の サイ ド や 月 と の 定期 航路 を 行 с Ў 

き 来 し て いた 。 本 艦 の 圧倒 的 な ペイ ロー ド は 旅客 だ け で な 単 装 メ ガ 粒 子 砲 Er eee 
< 公園 で 消費 され る 必要 物資 (空気 や 水 だ け で な く 食料 7 < 

や 鉱物 資源 も 含む) を 運搬 する た め に 利用 され 、 公 国軍 Ë 

が ヨー ツン ヘイ ム を 徴用 する の も 、 この ペイ ロー ド に 目 を 付 
けた か ら に ほか な ら な い 。 し か し 新兵 器 の 試験 支援 と いう 
任務 を 民間 船 レベル の 設備 で は 不 充分 で あり 
不足 設備 の 増設 が 図ら れ て いる 。 特に 試作 兵器 の 運用 
に 必須 と な る 格納 庫 周辺 の 設備 は 試験 対象 の 特徴 に 応 
その 都度 、 改修 が 施さ れ た と いう 。 これ な ど は 、 ヨー 
ツン ヘイ ム に お いて は 失 術 試験 が 第 一 と 考え られ て いた 
こと の 証左 で 、 そ の 他 の 能力 に つい て は 二の次 と され て い 
た よう で ある 


4 連装 対空 機銃 


кана. 


画 ヨー ツン ヘイ ム 下 部 構造 


If コン トロ ー ル ・ 
ブリ ッ ジ 


格納 庫 ハッ チーーー 


推進 剤 タン ク (3 基 ) 


試作 兵器 の デー タ 収 集 に 適し た 艦橋 構造 


ン ヘ イム の 運航 は 基本 的 に 艦長 と 副長 、 航 海 
士 2 名 ( 操 能 手 と オペ レー ター) で 行わ れ 、 一 般 的 な 軍艦 
と 比べ る と 少 人 数 で 事足り た 。 その た め ブ リッ ジ の 床 面 積 
は さほど 広く な か っ た が 、 内 部 に は 試験 支援 艦 な ら で は の 


MORE INFO! 
いた 。 それ が 試作 兵器 の モニ タリ ング と 


| 指 押 所 で あり 、 艦橋 の 一 角 に 専用 改装 され た ヨー ツン ヘイ ム 


一 年 戦争 開戦 前 後に 運用 開始 され た ヨー ツン ヘイ ム 
は 、 い くつ か の 改修 が 放さ れ な が ら 絵 区 を 迎え で いる 。 Z 
の 改修 は 邊 の 能力 向上 と いう より 試験 運用 を 円 洞 に 進 
め る た めい り れ た が 、 こ れ に よっ ン ヘ イム の 生 
apy 
аА ЬЕ TSH), W604 
кирсиз SAAT LASHER MBLC Jy 
20И ЖЯ ФСБ, 


g 迷彩 塗装 の 追加 
本 来 は 暗 緑 色 一 色 の カラ ー リ ング だ 
段階 で 時 緑色 と 白色 に よる ダズル 


Ш ブリ ッ ジ 内 部 構造 ・1 Ш ブリ ッ ジ 内 部 構造 ・2 


が 、5 月 6 日 の 
が 施さ れ た 


BERDE. ВЕСА 
用 中 の 機体 か ら の デ 


観測 機器 試験 運用 を 円 滑 に し た 観測 機知 


試作 兵器 の 試験 運用 に は 試験 対象 の 動向 を 詳細 に る た め に は 試験 対象 に で きる だ け 接 近 す る の が 望ましい 
モニ タリ ング する 必要 が ある 。 その た め ヨ ー ツ ン ヘ イム に は そこ で 用 意 さ れ た の が 有人 無人 の 観 油 器 で ある 。 試験 
レー ダー や 各種 セン サー、 有 視界 観測 装置 と いっ た 各種 れ ら 観測 機 を あら か て お き 、 多 角 的 に 
観測 機器 が 用 意 さ れ て いる が 、 よ り 詳細 な デー タ を 入手 す 要 な デー タ を 入手 し た 


кюжвуйнЕал5. 


шола pe |) ШЖК қ и ブー スタ ー の 追加 
観測 カメ ラ や セン サー: Г Т も 詳細 な 情報 収集 加 達 性 能 の 増強 を 狙い 、HLV 用 の 装備 を 流用 し た と 
m Е(/87-х%-8%(аЖх2) を 艦 尾 に 増設 し て いる 、 


ブー スタ ー の 全長 は = 
約 40m も あっ た と され 
る が 、 ヨー ツン ヘイ ム 
本 体 と 比較 する と さ 
ほど 大 きく は 感じ られ 
な い 。 それ だ け ヨー ツ 


た と いう この 
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モビ ルス ー ツ : ZGMF-X56 


IMPULSE GUNDAM 


機体 を 構成 する コア パー ツ と 、 3 種 の シル エッ トシ ステ ム 


「 ユ ニウス 条約 ] に 対応 する べく 、 合 体 ・ 分 離 構造 
を 採用 し た イン パル スガ ンダ ム は 、 コ ク ピ ッ ト を 含む コア 
ツ が 戦闘 機 と し て も 運用 で きた 。 戦闘 機 形態 で は コ 
アス プレ ンダ ー と 呼ば れ 、 ミ ネル バ か ら の 出撃 時 に は こ 
の 形態 で 出撃 し 、 出撃 後に チェ スト フラ イヤ ー、 レ ッ グ フ 
ライ ヤー と 合体 する 構造 と な っ て いた 。 また 、 コ アス プレ 
ンダ ー 単 独 で の 運用 も 規定 され て お り 、 機 関 礁 や ミサ イ 
ル で 戦闘 を 行う こと も で きた の で ある 。 
一 方 で 、 合体 ・ 分 離 構造 と 共に 本 機 の 特徴 と な っ て 
いる の が 、 シ ル エ ッ ト シ ステ ム の 採用 で ある 。 シル エッ トシ 


ステ ム は 、 地 球 連 合 軍 の 「 ス トラ イカ ー パ ッ ク 」 シス テム 
と 共通 点 の ある 機構 で 、 異 な る 特性 を 持っ た 兵 装 ユニ ッ 
ト 「 シ ル エ ッ ト 」 を 、 状 況 に 応じ て 換装 で きる も の で あっ 
た 。 中 距離 戦闘 に 適し た 「 フ ォ ー ス シル エッ ト ]、 格 闘 戦 
し た 「 ソ ー ド シル エッ ト ] 、 ӨЗ ж КОНС 
し た 「 ブ ラス トシ ル エ ッ ト ] の 3 種 が 主 に 使用 され 、 宇宙 と 
地上 で の 多彩 な 戦闘 に 対応 し て いた 。 また 、 サ ポー トメ カ 
と し て 無人 輸送 機 「 シ ル エッ ト フ ライ ヤー] が ミネ ル バ に 
搭載 され て お り 、 戦 場 で の シル エッ ト 換装 も 可能 と な っ て 
いた の で ある 。 
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FILE 


a, コ アホ フレ ンタ ーー 
用 の 発進 口 を 備え て いる 。 


単独 で も 出撃 で きた イン バル ス の コア バー ツ 


ҮЕХ-М56 コア スプ レン ダー は 、 コク 
イン バルス の コア パー ツ が 戦闘 機 に 変 弁 
ン パ ルス で は チェ スト フラ イヤ ー と レッ グフ ラ 
Ветонит ツ で あっ た が 、 


と いっ 
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画 ミサ イル 
ラン チャ ー 装 備 時 


シル エッ ト の 輸送 を 担当 する 無人 機 


シル エッ ト フ ライ ヤー は 、 各 種 シル エッ ト を 運搬 する 輸送 
機 と し て 開発 され た 。 無人 機 で あり 、 基 本 的 
の 輸送 を 終え る と 搭載 艦 (ミネ ル バ ) に 自動 的 に 帰還 する 
シス テム を 採用 し て いた 。 各 シ ル エ ッ ト は 機体 の 後 
置 され る 構造 で 、 シ ル エッ ト フ ライ ヤー か ら 外 れ : 
バル ス 本体 へ の ジョ イン トシ ー ク エン ス に 移行 する 仕組 み 
と な っ て いた 


小型 シャ トル の よう な 、 注 線 
形 の フォ ルム が 特徴 と な っ 
で いた 。 背部 に は 大 型 の ス 


Nm 各 シ ル エッ ト 
装備 時 
各 シ ル エ ッ ト の 装備 時 。 1% 
部 に ユニ ッ ト の 本 体 を 設置 
し 、 プ ラス トシ ル エッ の 大 


ө フォ ー ス シル エッ ト 装 備 時 


(DES) med sur Ole 


中 距離 戦闘 用 の 高 機動 ユニ ッ ト 


フォ ー ス シル エッ ト は 、 大 型 ウ イン グ 付 き の 高 出 カ バック  ZGMF-X56S/A フォ ー ス イン バル スガ ンダ タム Ш MA-M941 
IIE, ШЕВ ИАЕА лса ヴァ ジュ ラビ ー ム サー ベル 
兵 装 ユニ ッ ト で ある 。 標準 装備 で ある ビー ムラ イフ ル や 機 ト 基部 に 2 基 設 置 され -/ 
動 防 盾 と の 相性 が 良い 高 汎用 性 の シル エッ ト で 、 宇 宙 と И. フリ ー ダ ム や Ы 
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地上 を 問わ ず 使 用 され る 機会 が 多かっ た 。 ARRET 11 ” 
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© @ Ш MMI-RG59V 
BE то 機動 防 盾 | 
СВАО 4 
WE е roe YPSRR EE | 
用 し 、 ビー ム を 無効 化し た 。 
格闘 戦 用 の 兵 装 ユ ニッ ト ラス トイ ン バ 多彩 な 砲撃 戦 を 実現 し た ユニ ッ ト 
ソー ドイ ン パ ルス は 、 大 型 の レー ザー 対 態 用 と 、 ユニ ッ ト サ イド に 設置 され た ビー ム ブ ー メ ブラ スト イン パル ス は . 複数 の 火器 群 と スラ スタ ー で 構成 され た 砲撃 戦 用 の ユニ ッ ト で あ 
ラン で 構成 され た 格闘 戦 用 の ユニ ッ ト で ある 。 戦艦 や ザム ザ ザ ー、 ゲル ズ ゲ ー と いっ た 大 り 、 そ の 重量 も 3 種 の シル エッ ト の 中 で は 最も 重く な っ た 。 スラ スタ ー は 可動 式 で あり 、 ЖЕ 
型 MA の 撃破 に 大 き な 効 果 を 発揮 し 、 実戦 で も その 破壊 カ を 示し て いる 。 で の ホバー 移動 も 可能 。 砲撃 戦機 な が ら そ の 機動 力 は 高かっ た 。 
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プロ ト タ イ プ ІШ SPEC -msz-006X1 PROT TYPE Z GUNDAM- Ш SPEC -MS?-007 2 GUNDAN mass PRODUCT TYPE- 
_ MSL ШІМ ガン ダム “ЕР 全高 — (INS 1961) 全高 — (IRE 20.4m) 
йй — юй AREER 52.10 ЖШ 309 (FREE 4830 
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胴体 ЕЗ стай ТС далы: + 
М52-006 Z ガ ンダ ム の プ 
| ロト タイ プ で ある が 、 変 形 機 


NSZ-006-X1 PROT ТҮРЕ Z GUNDAM 
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部 の デザ イン は Z ガ ンダ ム と 2 
MALTS, cw Ge ш 
Mz.007 Z CONN MASS PRODUCT TYPE 


O © © 
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4 開発 コス ト 削 
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ト と な っ て いる 。 セン サー 
сун атт доот, | 
fe 
ヒジ まで 覆う 装甲 を 備え る が 、 fs 


内 側 は フレ ー ム が 剥き 出し と 


する た め 


「Z 計 画 」 で 生み 出さ れ た ガン ダム の 系 別 機 関連 ファ イル 


グリ プス 戦役 期 に アナ ハイ ム ・ エ レク ト | クス 社 
(AE) が 実施 し た 「Z 計 画 ] は 、MSZ-006 ガンダム は 、 本 機 の 開発 が RX-178 ガン ダム Mk-I の 到 
ee て 一 応 の 結 ° # 着 前 か られ て ! た めで ある 。 し の 機体 に 
で ある Z ガ ンダ ム を 作り 上 げ 画 ] だ が 、 そ れ ゆ ガン ダム Mk-T (の ムー パブ ル ・ フ レー ム ) と 、 カ ミー ユ ・ 
J 【 作 され て いる 。 MSN-00100 Е ビダン の アイ デア を 盛り 込む こと で 、 短期 間 で Z ガ ンダ ム 
式 や MSA-005 メタ ス な ど が 有名 だ が 、 それ 以外 に も い の 完成 に 繋が っ た と 言わ れる 。 
くつ か の 機体 が 知ら れる 。 それ が MSZ-006X1 (~X3) 量産 型 メ ガン ダム は 、Z ガ ンダ ム の 量産 化 を 目指 し た 
プロ ト タ イ プ Z ガ ンダ ム 、 そ し て Z ガ ンダ ム 完 成 後に その 機体 で ある 。 高 コス ト 化 に 直結 する 変形 機構 を 廃 する こ 
量産 を 目指 し た MSZ-007 量産 型 ア ガン ダム で ある , 、 生 産 性 の 向上 を 目指 し た が 、 百 式 系 MS と の コン 
プロ ト タ イプ Z ガ ンダ ム は 、Z ガ ンダ ム の 試作 機 に 当 た に 敗れ 、 開発 計画 は 中 断 され た 


MECHANIC FILE 


可変 MS 開発 計画 で ある 「Z 計 画 ] で 開発 され た に 
か わら ず 、 プ ロト タイ プ Z ガ ンダ ム に に 変形 機構 は 搭載 され 
て いな い 。 これ は 本 機 が ムー バブ ル ・ フ レー ム で は な く 、 7 
ロッ ク ・ ア ッ プ ・ ビ ルド の 概念 を 採用 し た た め と 推測 され る 。 
ブロック ・ ア ッ プ ・ ビ ルド と は 、 機 体 各 部 を プ ブロック 化す る 
と いう AE の 独占 技術 で あっ た 。 生産 性 と 整備 性 の 高 さ が 
最大 の 特徴 だ が 、 各 部 を 独立 させ た こと に よる 制御 系 へ 


X1 タ イブ の 豆 部 を 搭載 し た プロ ト タ イブ Z ガ ンダ ム (E kE). フ ガ ンダ ム 
の 特徴 的 な 意匠 で あ - 
X2 タ イブ の 頭 部 を 搭載 し 


Z ガ ンダ ム と は 大 きく 異な る 構造 


の 問題 も ちっ た と 言わ れる 。 AE に ガン ダム MK-I の ムー バ 
ブル ・ フ レー ム (と 設計 試案) が も た ら され な けれ ば 、 жін 
が 「Z ガ ンダ ム ] と し て 採用 され て いた 可能 性 も あっ た の で 
ある 。 この ムー バブ ル ・ フ レー ム が Z ガ ンダ ム 完 成 の 光明 
と な っ た こと は 広く 知ら れる が 、 機 体 が 短期 間 で 完成 し た 
険 に は 、 ブ ロタ イプ Z ガ ンダ ム で 得 ら れ た フレ ー ム アピ オニ 
クス が あっ た こと も また 事実 な の で ある 。 


大 きく 進 属し 
Яя. 


ZHN DE 


PABA DH HIDES 


頭 部 の これ も ブロ ッ ク ・ ア ッ プ 
ビル ド の 一 環 と 見 られ る 。 セン 
サー 有効 半年 は 14.000m。 


in 


NM ん A 
X2 (リッ ク ・ デ ィ ア ス 型 ) 


шык 
本 機 の 武装 は 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル と ビー ム ・ サ ー ペ ル 。 シー ルド と いう 改 


BR MRORRLMGA TG. СОННЫЕ. RETRE 
に よる 軍用 法 の 限定 を 避け た 結果 と も 考え られ る 


ビー ム ・ ラ イフ ル 
再 式 用 の それ と 酷似 し た 形状 の 
ビー ム ・ ラ イフ ル 。 BE FECA 
ックス 杖 の バーツ は エネ ル 
バック ヒ 思わ れる 


再 式 や リッ ク ・ デ ィ アス の それ 
と 似 た バッ ク バ ッ ク 。 ある 程度 
の 可動 域 を 有 し て いた と 思わ 
れる が 、 脱着 が 可能 だ っ た か 
は 不明 。 


機体 の 全高 に 匹敵 する サイ ズ を 
有する シー ルド 。 単なる 装甲 板式 
シー ルド な の か 、 な ん ら か の 機能 を 
用 し て いた の か は 不明 。 
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量産 型 ア ガン ダム は 、Z ガ ンダ ム の 高 コス ト 化 の 要因 の 
ひと つ で ある 変形 機構 を オミ ッ ト する こと で 量産 化 を 成 し 
遂げ よう と し た 。 また 、 頭 部 ユニ ッ ト も 簡略 化す る こと で コス 
ト ダ ウン を 図っ て いる 。 これ ら の 試み は 成功 し た が 、 非 可 
変 機 と いう 面 で 見 れ ば Z ガ ンダ ム の 量産 タイ プ で は な く 、 プ 
ロト タイ プ Z ガ ンダ ム の 量産 機 と 言っ た 方 が 適切 な 機体 と 
な っ て し まっ た 。 徹底 し た 低 コ スト 化 が 図ら れ た 量産 型 アガ 


多数 の スラ 
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7 メガ ・ ピ ビーム ・ ラ イフ ル 


ンダ ム だ が 、 そ れ で も 開発 コス ト は 高騰 し 、 百 式 改 を は じ め 
と する 百 式 系 MS の 量産 プラ ン が 採用 され た こと も あり 、 
本 機 の 開発 計画 は 廃案 に な っ た と され る 。 し か し 、 試作 機 
が 開発 され た と いう 説 も あり 、 真 偽 の ほど は 不明 で ある 。 
な お 、 本 機 の 「 攻 撃 用 MS」 と いう 機体 コン セプト も プロ ト 
タイ プ Z ガ ンダ ム か ら 引 き 継 いで いる 。 これ は 本 機 の 主 兵 装 
に メガ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル が 用 意 さ れ た こと か ら も 理解 で きる 。 
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式 系 の 機体 の 量産 プラ ン が 選 
ば れ た 背景 に は 、 ロスト 以外 に 
も 後者 の 方 が 技術 
て いた こと が 挙げ られ る 。 
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左右 の メタ ビレ ー 
「 デ ュ ア ル モ ー メ ント 
アス タビ レー ター」 と 呼称 さ 


! り 高い 運動 性 を 獲得 し て い 
た と 思わ れる 。 また 、 パ ッ ク 
パッ ク 中 央 部 に も スラ スタ ー 
を 備え る 


ガン ダム の ハイ パー メガ ・ 
ラン チャ ー の 簡易 版 と も 言 
える ビーム 兵 問 。 攻撃 用 
MS と いう 本 機 の コン セブ | 
を 体現 し た 兵器 と 言え る 。 
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GNR-000 GN セ ファ ー か ら 分 ガン ダム ラジ エル 
離し た コア ブロ ッ ク 部 分 が 背中 情報 収集 を 目的 と し た 5 機 目 の 第 三世 
に ドッ キン ダレ 、 こ の 部 位 が その Ç гі 


まま GN プ ロト ピッ ト の ハン ガー 


兼 粒子 供給 機 と し て 機能 する 。 ы 


する 「 戦 
場 の 観察 者 ] と し て の 役割 を 持つ 
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GN プロ トビ ッ ト の 合体 ・ 運 用 | 
よっ て 数 段階 の 形態 を 持つ 
б 化 で 柔軟 に 対応 で きる 。 図 は 第 1 形態 。 
Е 
р 
А 


エル の 標準 兵 装 で : 
フル 


る GN ビー ム 
GN ビー ムシ ー ル ド 


関連 ファ イル 


エル 」 と な る こと で 
ト の 複数 同時 運用 が 可能 と な り 、 
な く 手 数 の 増加 に よ 


て の GNE 
ム 」 の 秘密 が 漏れ な いよ うに 対処 ほど の 制圧 力 は より 洗練 され 、 の ちの ガン ダム ( け 継が れ て いく 
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0 カ ガン タム ラジ エル に よる GN プロ トビ ッ ト の 運用 形態 
分 離し た GN セ ファ ー の 各部 パー ツ が 、 ガ ンダ ムラ ジ エ  Щ@ ЛУУК 


ル に 合体 する こと で 誕生 する セ フ ァ ー ラ ジ エ ル 。 この 合体 GN モ ファ ー は 、「GN ポ ッ ド 」「 コ アブ ロッ ク 」 [GN プ ロト ピット 」 の 9 種 4 
シス テム は 非常 に シン プル で 、GN セ ファ ー 搭 載 の GN プ ロ Ree. 

トピ ッ ト を ラジ エル が 運用 する と いう 形 と な る 。 いわ ば GN セ á 9 
ファ ー は 、 支 援 戦闘 機 で あり つつ 武装 一 一 GN プ ロト ピッ p 
ト の 運び 手 で も ある の だ 。 ラジ エル に 合体 する パー ツ は 1 
機 分 だ け に 留まら ず 、 最 大 4 機 、 計 8 基 の GN ブ ロト ビッ ト 
の 装備 を 可能 と する 。 この GN プ ロト ビット の 運用 数 に よっ 
て 合体 形態 は 第 1 一 5 段階 まで 存在 し 、 そ の 時 々 の 戦況 
に 応じ た 形態 で 戦闘 を 行う 。 な お 、 分 離し た GN セ フ ァ ー の 
機 首 (GN ボ ポッド) は 、GN 粒 子 の 散布 に よる 通信 遮断 の 範 
囲 拡大 ・ 継 続 時 間 延 長 を 担う こと と な る 。 


MBLERALS, な 
お 、GN セ ファ ー は 他 
の ガン ダム と も 合体 で 
きる よう に な っ て いる 。 


GN プロ トピ ビット は 、 ケ 
ルディ ム ガ ン ダム の 
GN シー ルド ビッ ト 等 に 
йй. уп сїйї 
任せ る こと で パイ ロッ ト 
の 負担 を 軽減 する 方 
жено 


Ө コア ブロ ッ ク Ө GN プ ロト ピッ ト 

ジ エ ル と の 合体 時 に 切り 離さ れる GN セ ファ ー の コク ピッ トブ ロッ ク 。GN | GNA: ー と 急速 粒子 供給 能力 を 持つ 。 GN プ ロト ピッ ト の ハン 複数 軍用 を 前 提 と し て 開発 され た 最初 期 の ビッ ト 。 その た め 小 型 化 さ れ て 
パル カン を 搭載 し 、 戦闘 が 可能 で ある 。 な お 、 複 数 の GN セ ファ ー は 、 指揮 「 と 直結 し て 大 推力 を 生む 。 な お 、 МЕР (қалталы; 540 PRE) する ビー ム 砲 台 と な る ほか 、 本 
を 司る パイ ロ 小 以外 は 命 * た 招 綻 を 可能 と する ハロ が 乗り 込む 。 (下図 ) に も 変形 可能 体 に 接続 し : анта. 連続 射撃 する 使い 方 も で きる 。 


ш 第 3 形態 画 第 5 形態 

コア ブロ ッ 22 革 の 合体 で GN プ ロト ビット を 6 装備 し た 2 Смок ева тт 
と し て 活用 し 、 全 方 位 に 商い 攻撃 力 を 発揮 で きる 。 な お 第 4 形態 も ビッ ト | 0), 4DGNE7: 
を 6 装備 し 、 背 中 の 左右 に 3 基 ず っ 装備 する 「 本 が 開い た か の よう 4 | 制御 で き な い が 、GN 
変 」 こそ [「 天 使 の 書 」 を 意味 する 本 来 の セ フ ァ ー ラ ジ エ ル だ と いう 


タ 上 の 最大 装備 形態 で あ 
要 と する 。 グラ ー ペ だ け で は 8 基 の ビッ ト を 同時 
( 側 の サポ ー ト に よっ て 運用 は 実現 可能 で ある . 
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— ММ ORA 
ARE ゼウス ・ マ ー キ スプ ヒイロ ・ ユ イ 
ғ м COMPARISON CHART № COLOR 


サイ ド に 大 型 の ウイ ング を 有 し 、 飛 行 
き の 主 芝 と し て も 機能 し た 
А 


手首 に は 牙 状 の Каты 
備え る 


トレ ー E a a E 


「 オ ペレ ーション ・ メ テオ 」 で 各 コロ ニー 群 か ら 降下 し た 
5 機 の カン ダム は 、 多 く の 02Z 軍 事 基地 に 壊滅 的 な 被害 3 
を 与え 、 ERRER eK. OZR Š g $ られ て いる 。 中 で も 本 
クシ ュ リ ナー ダ は 、5 機 の 破壊 を 部 下 に 命じ る 一 方 機 の 特徴 と な っ 搭乗 者 に 未来 を 見 出さ せ 


に 興味 を 抱き 、 デ ー タ の 収集 を 指示 す る シス テム 「 エ ピオ ン シ ステ ム 」 の 搭載 これ は 
タ を 用 いて 極秘 裏 に MS ウイ ング ガン ダム ゼロ に 搭載 され た ゼロ シス テム と 類似 

する イン タラ クティ ブ ・ イ ンタ ー フ ェ イ 操縦 者 の 能力 

を 強制 的 に 引き 出す こと を 可能 と し て いた 。 だ が 、 機 体 

を コン トロ ー ル 下 に 置く に は 高 次 元 の 身体 精神 的 能 

力 が 求め られ 、 パ イロ ッ ト を 大 きく 選ぶ 機体 と な っ て いる 。 


要塞 攻略 も 可能 と し た 大 出力 の 格闘 兵器 群 


ガン ダム エピ オン に 備え られ た 武装 は 、 格 闘 兵器 の み と ШЕ-АУ-К 
な っ て いる 。 これ は 格闘 戦 こそ が 人 類 の 在 る べき 戦い の 次 
と 規定 する トレ ー ズ の 意向 を 反映 し た も の で あっ た (の ち に ホ 
ワイ ト フ ァ ン グ に よっ て バル カン が 設置 され た と の 説 も ある )。 
本 機 の 、 主 武装 と な る ヒー トロ ッ ド は 伸縮 自在 の フレ キシ ブル 
r 裕 状 の 兵器 で あり 、 複 数 の MS に 対応 で きる 広い 攻撃 細 
| を 有 し た 。 また 、 ビ ー ム ソー ド は 戦艦 の みな ら ず 大 型 の 衛 
1 基 を 両断 し て し まう ほど の 出力 を 誇り 、 機 体 の 優れ アー ンー ンー 
動 能力 を 最大 限 に 活か せ ば 、 格 闘 兵 器 の み で も 充分 > 
戦闘 が 可能 と な っ て いた 。 


画 ヒー トロ ッ ド 


ЕАК ВЕСКИЕ, 
機体 の 出力 機関 か ら 直 控 供 絵 


圧倒 内 な 機動 を 活か し 、 
Е-ду-кек 
用 いて 高速 で リー: 


ADEM LER. グリ ッ プ の 
жшс. тал ЯО 
が 接続 され て いる の が わか る 


DME. その 表面 か ら 高熱 を 発生 
МИНА, RAM ЕА ARETE. 


画 エピ ビオ ンク ロー 


| = 
STROBE. カン 
供給 用 の ハフ パー ツ と し て も 機能 し て いる сез 装甲 を 破壊 する ご | 


非 使用 時 は 謗 部 に 設置 され て いる 。 7 


高速 飛行 を 実現 し た 飛行 形態 


接近 戦 に 突入 すれ ば その 圧倒 的 な 攻撃 力 を 発揮 で きる ガ 
ンダ ム エ ピ オン に と っ て は 、 どれ だ 迅速 に 戦闘 態勢 へ と 入る 
こと が で きる か が 重要 と な っ た 。 そこ で 機体 に 組み 込 きれ た の 
形態 へ の 可変 機構 で あっ た 。 ウ イン グ ガ ンダ ム の バー 
ド 形 態 と も 共通 する この 形態 で は 、MS 形 態 に 比べ て 加速 カ 
に 向上 し た 。 また 、 変形 機構 自体 は 脚 部 
の シン プル な も の で あり 、MS 形 態 へ 
の 変形 も 瞬時 に 行 一 方 で 、 本 機 の 飛行 形態 は 高速 移 
動 の み に そ の 用 途 が 絞ら れ て お り 、 戦闘 に は 対応 し な か っ た . 


WEN WEEMS LIC 
Lemmon), REE 
уун ы-ы #5, MBE 


tamanta ME 
B DEA € BIE 

し 、 RE CHB TRA 
が 可能 と な っ た 


搭乗 者 に 直接 作用 する イン ター フェ イス 


ガン ダム エピ オー に は 、 [エピ オン シス テム 」 と 呼ば れる イン ッ 
タラ クティ ブ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス が 搭載 され て いた 。 EB 
は ウイ ング ガン ダム ゼロ の ゼロ シス テム と 類似 し た 
乗 者 の 脳波 に 直接 干渉 し 、 そ の 能力 を 最大 限 
能 を 有 し て いる 。 シス テム の 能力 を 活か す た め に は 、 エ ピオ 
ン シ ス テム と 機体 各部 の セン サー に 情報 を 伝達 する た め の 
デー タ ヘ ル メ ッ ト を 着用 する 必要 が あっ た 


Ш セク ス - マ ー キ ス 


ガン ダム エピ オン の 搭 業者 が 療 用 し た 専用 
メッ ト の 後方 


物 。 パイ ロッ ト と し て 非常 
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連邦 軍 が 打ち 立て た 戦術 論 を 反映 し た 艦 の 形状 と 特徴 


ホワ イト ベース 誕 生 以 前 に 設計 され た 連邦 軍 の 宇宙 稲 
ү 共通 項 が 多く 、 マ ゼラ ン 級 も その 基本 構造 に 
ЕЛЕ, 4885248180 
ЗБЕН ЖЖ. ЖЕНЕН ГСИН, ВН 
ЗЕ ы алы 
宙 戦 は 艦隊 戦 が 主 で あり 、 こ れ を 制す る に は 相手 より も 大 き 
な 火力 が 必須 だ っ た 。 この 「 大 艦 巨砲 主義 」 に 則っ た 連邦 
軍 は マゼラン 級 に 大 口径 メガ 粒子 砲 を 多数 搭載 。 圧倒 的 
な 対 第 砲撃 能力 を 備え させ た の で ある 。 
連邦 軍 は この 主義 を 覆 そ うと せ ず 、 結 果 | 
軽 ん じ る こと に な っ て し まっ た 。 その た め 改 修 後 の マ ゼラ ン 
級 は 対 艇 砲撃 能力 こそ 維持 し て いた も の の 対 MS 戦 は 相 
変わ ら ず 不得 手 で あっ た 点 が 最後 まで 解消 され ず 、 続 く バ ー 


乱 底 部 に は 大 気 園 突入 カプ セル や 内 
火 磐 な どの 艇 載 機 を 駐 機 させ る スペ ー 
ス が 設け られ て お り 、 БЕРШЕН 
E ET х 


RENDERED ЕШ. ЕЕ 
EPR заа XI ІС А. 
вян ниси ор аши 
配 さ きれ て いる の が 見 て 取れ る 。 


N 2 連装 メガ 粒子 砲 
MBWOERBE EATEN 


MLAOMR HU FES жасаа 
公国 軍 の 主力 艇 で ある ムサイ 級 軽 洋紙 を 上 回 る 火力 を 有 し て いる 。 


追加 装備 地上 か ら 宇 宙 に 上 が る 際 の 特殊 な 装備 


マゼラン 級 は ミノ フス キー・ ク ラフト を 搭載 し て いな いた 
め 、 単 独 で の 大 気 園 離 脱 は 不可 能 で ある 。 その た め 地 上 か 
ちら 宇宙 に 上 が る 際 に は 、 艦 尾 に ブー スタ ー を 設置 する 必要 
が あっ た 。 そし て 発射 の 際 に は サイ ロ に 垂直 方 向 に 据え ら 
れ 、 ロ ケッ ト の よう に 打ち 上 げ ら れ た 。 その た め 発 射 時 に は 
乗組 員 は 相当 な G に 耐え な けれ ば な ら な か っ た と 思わ れる 。 


サイ ロ 内 で 発進 時 誠 を 待 


Ш7-л5- шанаш 
マゼラン 級 ほ どの 重量 物 を 打ち 上 げ る に は 1 &Ф7-дз—тий ли 
足 5 ず 、 同 型 の ブー スタ ー を 複数 まとめ て 用 いた 。 さら に 各 ブ ー ス ター は 
一 邊 式 に な っ て お り 、 パー ツ を 切り 難し な が ら 上 星 す る と と に な る 。 


邊 ブー スタ ー は 同型 S 
РАНА 6bs- CE 
成 さ れ で いる 。 ив 
力 は 低い が 、 高 高度 で は これ 
で 充分 に 事足り る よう だ 。 


я-в 

第 一 段 プー スタ ー は 同型 3 
ユニ ッ ト が 5 基 組 み 合わ Š 
さっ て 構成 され て いる 。 そ 
れ ぞ れ の ブー スタ ー が 4 


JU LROIN-Y CHEE, HMA 
эотнпеяа. KHE 


желаев. Sana. お そら 


ааа СА 749875. 
= 用 ジャ ブロ ー か ら 発進 し た 艦隊 を 見 舞っ た 悲劇 
一 年 戦 争 後期 、 地 上 か ら 搬 退 し た 公国 軍 を 人 撃 すべ く 、 よう に 飛び 立っ た の だ が 、 こ れ が 公園 軍 第 603 技 術 試 


連邦 軍 は マゼラン 級 お よび サ - 級 を 大 量 に 建造 。 ジャ 
ブロ ー 基 地 か ら 宇 軍 に 打ち 上 げ て 、 ルナ ツー 和 宙 域 に 集結 さ 
せ 、 艦隊 再編 制 後に 公国 本 国 に 侵攻 する と いう 戦略 を 推 
し 進め た 。 その た め ジ ャ ブロ ー か ら は 完成 し た 艦艇 が 連日 の 


隊 の 標的 と な っ て し まっ た 。 ARM LAMB PIC FU. Ж 
行 物体 お よび 地上 施設 を 急 坦 する 「 モ ビル ダイ バー シス テ 
ム 」 の 試験 運用 を 行う 第 603 技 術 試 験 隊 は 、 ジャ ブロ ー か 
ら 飛 び 立 つ 連 孝 軍 婚 隊 を 迎撃 し よう と 画策 し た の で ある 。 


2 モビ ル ダ イ バー シス テム の 
PERTE- A 


ツー で 艦隊 集結 すべ く 、 ジ ャ ブロ ー か ら 発進 し 
o ABM SBME HI stir ABLE: 


四散 し て いる 。 


Eesha 


側面 に 位置 する 方 形 の 施設 
が サブ ・ ブ リッ ジ 。 メイ ン ・ ブ リッ 
~ славио 
ERETI, さら に 横 方 向 の 
WHER SCE CER 
や 対空 戦 関 を 有利 に 進め る 
た め に は 重要 な 施設 で ある 。 


Г] жез Екш. C3 
АУАНЫ, 1515 0 


ажнетсонцежеу 
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画 2 連装 機銃 
HEDD CREM 
FENCES REAR 
St KEEGY 
ステ ム を 用 いて お り 、 高度 に 自動 
化 さ れ て いる の が 特徴 で ある 。 


MORE INFO! 
ー 年 戦争 後 の ジ ャ ブロ ー 

南 玉 密林 地帯 の 地下 に 位置 する ジャ ブロ ー は 、 一 年 
温 争 を 通し て 連邦 軍 の 司令 部 と し て 機能 し た 。 戦争 初期 
に 電 加 的 な 保 攻 作戦 を 展開 し た 公国 軍 に よっ て 、 連 朱 
軍 宇 宙 施 設 は ルナ ツー を 除い て 壊 減 も し く は 占拠 。 地上 
施設 (軍事 施設 だ け で な く 鉱 山 や 工場 な どの 生産 設備 も 
含む ) の ほとん ども 公国 軍 に 占拠 され 、 WBE Rant 
施設 は ジャ ブロ ー を 中 心 と する わずか な も の し か な か : 
の だ 。 た だ し ジャ ブロ ー に は 指揮 系 続 が 集中 し て いる だ け 
で な く MS 工 場 や 艦艇 ドッ ク も 完備 され て お り 、 こ れ が 連 
邦 軍 再編 の 原動力 と な っ た の で ある 。 この 事実 に 気付 い 
た 公国 軍 は ジャ プロ ー 侵 攻 作 戦 を 実施 も し く は 計画 し た 
が 、 いずれ も 失敗 に 終わ っ て いる 。 


zza жанына 


セー ゴ ッ ク と 同時 期 に 建 
造れ た 試作 MA アプ サ 
FAG FOIE 
目的 と し た も の だ が 、 実 
ЕГІЛЕ Т 
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MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : ZMT-A31S ドッ ゴー ラ 


(v) ТІЛЕГЕН) 


ШЫП аб 5 
\ 


кк ЕР 
ы à メイ ン ・ エ ンジ ン EL: HIRE RSE A 
Г] І 5.960kW の 高 出力 X10 “テー ル ・ ビ ー ム ・ ガ ン x2。 
/ ) алсан RBM SH їшї кх2 
нева 所 属 ザン スカ ー ル 帝国 軍 


面 に は 左 


жшн ш COMPARISON CHART N COLOR 


具現 化し た 巨大 MA 
器 が ほとん ど で あ っ た 。 本 機 も その 例 ず 、 z Va1.41 
に 匹敵 する 戦闘 力 を 発揮 する , 
ы >> жй 


marrin | 


軍 さ えも 全 減 可能 」 と ル を 秘め て い 
いて 運用 さ 
ティ ア の MS 群 を 圧倒 する 戦い を 披露 し 

の 後 、 本 機 が 戦場 に 姿 を 見 せる こと は な : 
と な っ て いる 。 U.C.0153 年 以前 


MECHANIC FILE 


mebi sue 3Û 


機体 構 


ZMT-A31S は 一 点 集 中 の 火力 を 優先 する 既存 の MA 


画 兵 装 レイ アウ ト 


ыў 広範 囲 か つ 複 数 の 敵 を 攻撃 可能 と する 開発 コン セプト 


と は 異な り 、 単 棋 で 複数 の 敵 と 交戦 する こと を 前 提 じ し て — ы-лаши+ийщ. жуз эсси 
設計 され で ! イ ・ ユ ニッ ト の 腕 部 と サブ ・ ア ー ム т ン 


に 分 散 し て 備え られ た 合計 12 基 の ビー ム 砲 は その 証 で あ 
り 、 龍 の よう に 長い 機体 の 各所 か ら 様 々 な 方 向 へ 攻撃 を 


ッ ド を 分 離さ せ 、 各々 の ユニ ッ ト を 独立 機動 させ 
る 攻撃 端末 と し て 扱う こと が で きる 。 この テー ル ・ ラ ッ ド が 
大 量 の コン テ ナ # ト の 連結 に より 構成 され て いる 理 
由 は 、 攻 撃 面 以 外 に も ある 。 破損 し た コン テ ナ の み を そ 
の 場 で 分 離 ・ 排 除 す る こと で 全体 的 な 戦闘 力 の 低下 を 防 
E 機体 を 即座 に 再 構成 し て 戦闘 を 継続 させ る こと が で き 
る と いう 、 優れ た 戦闘 継 続 シス テム を 担っ て いる の で ある 。 


слеп 
る こと が 難し いこ 
йак) 


2МТАЗІЗС $95 
ORR, өзі 
中 


回 テー ル ・ ラ ッ ド 


Е Е РА 
жа ン サ ー が 取れ 、 パー ニア も 基 備 し て いる 


コク ピッ ト 本 体 中 心 部 に 置か れ た 操縦 席 


2ZMT-A31S の コク ピッ ト は 、 本 体 で ある ボディ ・ ユ ニッ ト に 搭載 され て いる 。 コク ピッ ト 周 
辺 に は 胸部 セン サー ユニ ッ ト ・ 頭 部 ・ 角 状 の セン サー と いっ た 情報 処理 を 司る パー ツ が 配 
され て いた 。 多数 の 火器 を 扱う 本 機 の 操縦 が 難し いも の で あっ た こと は 想像 に 多く な い 。 


Nm コク ピッ ト ・ レ イア ウト 


ッ ト は 頭 部 真下 、 胸 部 セン サー ユ 


・ ビ ー ム ・ ガ ン を 備え 
вин, 


2 
хь, EDADE 
акаи, 
MORE INFO! 水中 仕様 ドッ ゴー ラ 
宇宙 戦 用 MA と し て 開発 され た ZMT-A31S だ が 、 若 干 の 
改修 に より 大 気 園内 で も 運用 可能 。 た だ し 完全 を 飛行 能力 
を 有する まで に は 至ら ちず 、 水 中 仕様 機 と し て 運用 され る こと と 
な っ た 。 其 本 的 な 構造 や 機能 は 宇宙 戦 仕様 と 同じ で ある 。 
—4 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


г. (КЇЙ 


I COMPARISON CHART № COLOR 
20m Ny та 


bà 


wie BE 


た 、 ザ フト 製 [G] と も 言う べき ZGMF-X10A フリ ー ダ ム 


ガン ダム や ZGMF-X09A ジャ ステ ィ ス ガン ダム 。 その 
ザフト ガン ダム の YMF-X000A 


用 いた 遠隔 操作 兵器 一 ドラグ 
験 も 兼ね て いた の で ある 。 新 
シス テム を 扱う 
空間 認識 能力 は 持ち 得 て お ら ず 、 乗 機 と する に 
ャ ンク 屋 の ロウ ・ ギ ュー ル に よっ て 改修 と 新 ユニ ッ 


バ パイロット 


サン ダム SEED VS ASTRAY 


ドレ ッ ド ノー ト 
イー タ unknown 


ドレ ッ ド ノ ー ト 
N (ニュ ー ト 


れ た 本 機 が ドレ ッ ド ノー トイ ー タ で ある , 
ノー ト を ベース と し て いる が 、 カ ナー ド ! 
Е EB 


ヽ 光 波 防御 シー ルド も 改良 し 
て 移植 され て いる 。 こう し て 核 動力 を エネ ル : する 
攻防 と も に 強力 な 装備 が 施さ れ 、X ア スト レイ と は 全く 異 
な る スタ ンス の ドレ ッ ド ノー ト が 誕生 し た 。 


FLE 01 шет 163A 


35 ЕКО САС 


ドレ ッ ド ノー ト の スタ ンダ ー ド な 兵 装 と 打っ て 変わ っ て 、 ハ 、 画 兵 義 レ イア ウト 
イ パ ワ ー な 兵 装 を 備え た イー タ 。 非常 に シン プル な 装備 変 
更 で 、 全 く 異 る 機体 特性 を 獲得 し た 。 ド レッ ド ノ ー ト か ら 変 
わっ て いる 点 は サイ ドア ー マ ー の 兵 装 で あり 、 遠隔 操作 兵 
る XM1 プリ ステ ィ ス ビー ムリ ー マ ー を 外し 、 光波 防 
御 シー ルド の アル ミュ ー レ ・ リ ュ ミ エー ル ・ ハ ン デ ィ を 装備 す 
る こと で 防御 力 が 大 きく 向上 し て いる 。 そし て 背中 に 装備 
し た イー タユ ニッ ト は 砲撃 格闘 の 両方 を 備え た 複合 兵 
装 で あり 、 遠近 両方 の 戦闘 に 対応 可能 で ある 。 


画 イー タユ ニッ ト 構成 


バッ ク バ ッ ク に 接続 する 
グ 状 の パー ツ を 中 心 に 


ター ユニ ッ ト を 内 に 兵 装 バー 
ツ が 回 転 する 。 


@ ビー ム ユ ニッ ト イー ゲル シュ テル ン IL ご グレ ネー ド アル ミュ ー レ ・ リ ュ ミ エー ル ・ ハ ン デ ィ 
аз-ж-койай, 発射 時 や ビー ム サ ー ベ ル 使 用 時 は 砲身 が 伸長 パー ツ の 上 部 に ! 機関 砲 で ある イー ゲル シュ テル ン [ (ケー スレ ス を 探 BONER に 装 芽 し て 使う ビー ムシ ー ル ド 。 先端 を ピー ムラ ンス と 
され る 。 格闘 時 は グリ ッ プ が 研 開 し 、 柏 口 か ら 大 型 ピ ー ム サー ペル が 形 用 ) を 搭載 し 、 下 部 に は グレ ネー ド を 2 発 持 つ 。 ВОН. 化す 武器 使用 も 可能 で ある 。 グリ ッ プ を 握っ て 使う こと も 可能 。 

成 れ る 。 


MORE INFO! ドレ ッ ド ノー ト と パイ ロッ ト の 変遷 


ザフト の テス ト パ イ ロ ッ ト で ある コー 
よる 試験 運用 待 、 解体 され る は ず だ っ た ドレ ッ ト ノ ー ト 。 
地球 の 資源 問題 解決 の た 
マル キオ 導師 へ と 流 る こと と な る 。 この 時 、 
キオ の 代理 人 と し て プレ ア が 搭乗 し て いた 。 その 後 、 ロ ウ 
の 手 で ドラ グーン ユニ ッ ト が 装備 され 、X ア スト レイ と し て 
運用 され る 。 そ の 後 は 備 兵 と な っ た カナ ー ド に 受け 継が れ 、 
ドレ ッ ボ ノー トイ ー タ へ と 改修 され で いる 。 


Ш ゲイ ツ ヘッ ド m НКУ WX アス トレ イ B ドレ ッ ド ノー トイ ー タ 


プレ ア が 挫 乗 し た ドラ グー ン ユ ニッ ト の 装備 で X ア スト レイ 
よっ て 機体 特性 が 大 きく 変化 する 。 
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4 ムー/ SAOVT EE 
Л\ШЇЧӨН 2-390 VON _ 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


(DES н:01 sitet O2A 


AVI DUR GUNDAM 


ガン ダム AGE-2 


背部 

АСЕ-1 ガン ダム AGE-1 2 
ク 上 部 に は ウイ ング 状 の / 
用 の プロ ー ド アン テ ナ と な 


搭乗 者 アセ ム ・ ア ス ノ 


I COMPARISON CHART № COLOR 
20m ж” 


O | 


ノー マル の 豆 部 形状 を 
саны: 


Ж) 


жа 
ФИО! 
ライ ダー 形態 jt 


曜 を 見 せ た AGE- 
1 ガン ダム AGE-1 を 解析 する 、 連 邦 軍 の 
MS 開発 技術 は 飛躍 的 に 進歩 し た 。 A.G.141、 地 球 
連邦 軍 は 、 新型 MS を 続々 と 投入 し 、 よ 
と の 戦力 が 牛 抗 する まで Е t に 
の 戦争 に 勝利 する た め に は (主力 量産 MS へ ル は 戦場 で の 優位 性 を 確保 する た め 高 速 移動 を 可能 
フィ ー ド バッ ク も 含め ) 、 さ ら に 高 性 能 な MS が 2 と する [ストライダー 形態 を 
な 火器 「 ハ イ パ ー ド ッ ズ ライ フル ] を 与え られ 


する ヴェ イガ ン と の 戦い に お いて 活躍 し 


LLL mr f バフ ウン ダー に 対抗 する た め に AGE シ ステ ム が 導い た 可変 機構 と 高 火 力 


ガン ダム AGE-2 は 、 高 機動 ・ 高 火力 を 体現 し た 連邦 軍 
初 の 可変 MS で ある 。 これ は ガン ダム AGE-1 の 発展 機 と し て 
AGE シ ステ ム が 導き 出し た 最適 解 で あり 、 戦 場 に お ける 優 
位 性 を コン セプト と し て いた 。 その 最大 の 特徴 で ある 高速 移 
動 形態 は 、 ヴ ェ イ ガン の X ラ ウン ダー が 搭乗 し て いた 高 機動 
MS 一 xw-xc ゼ ダ ス が 影響 し て いる と 思わ れる 。 つ まり 、 
メラ ウン ダー に 対抗 で きる 性 能 を 持つ 機体 と し て AGE-2 は 生 
み 出 され た の だ 。「 高 い 推進 力 で 戦場 に お ける 最適 な 位置 を 
キー プ す る 」 こと が 、 対 メラ ウン ダー に 必要 だ と 判断 され た の で 
ある 。 また 、 主 兵 装 の ハイ パー ドッ ズラ イフ ル は 、 従 来 の 2 倍 の 
威力 を 備え 、 火力 で 相手 を 圧倒 する 戦闘 力 を 獲得 し て いる 。 


画 スト ライ ダー 形態 
AGE-2 ノー マル の 高速 移動 形 
в. 推進 力 を 後方 に 集中 させ 、 
ажиозвошалеянс 
8, コク ピッ へ の 本職 は MS 形 
BERG RRE 

REEL RCH SEEM: 


ッ ズ ライ フル 
発 で カ ェ イガ ン の 
MSEC 
эшо RH. 
従来 の ドッ ズラ イフ ル を 
超え る 感 力持ち 、 高 い 
талын: 


| 画 ハイ バー ドッ ズラ イフ ル 


| 
| 
ルー 


画 シー ルド 
ВОЕН 
ат. т#тәашши 
\ Бес). sesion 
ー ト サイ ズ な 


әкті, 
な いよ うに 、 取 り 回 し を 考 庫 し 
た た め と 考え 5 れる 


主 兵 装 と し て 射 刺 火 北 の ハ イ パ ー ド ッ ズ ライ フル 、 
БН СЕМИ -KERN Е 
LA AI TR CRUSE NAN BIRT / 
イフ ル は リア ・ ア ー マ ー に マウ し て お く 。 ` 


АСЕ-2 #2)/SL yb 25256-25 | CIRA 


AGE-2 が AGE-1 か ら 発展 的 に 継承 し た も の と し て 、 ウ ェ ア 
シス テム が 存在 する 。 AGE シ ステ ム が AGE-2 ノー マル の 戦 
闘 デー タ か ら 「 複 数 機 の X ラ ウン ダー 専用 MS に 対抗 する 武 
器 ] の 必要 性 を 判断 し 、 ハイ パー ドッ ズラ イフ ル よ り も 強力 な 
火器 を 備え た ウェ ア を 開発 し : (の ウェ ア に 換装 し た 次 が 、 
AGE-2DB ガン ダム AGE-2 ダブ ル バ パレット で ある 。 


スト ライ ダー 形態 へ 変形 可能 だ 
が 


ЕЗІ ЛА ЖАТ 
に は 追尾 式 カ ー フ ミサ イル 計 4 基 
を 搭載 し た ミサ イル ボッ ト を 装備 


ВО 
され て いる ツイ ンド ッ ズラ イ 


389054 
ビー ム サ ー ベ ル と し て 使 


жети 
ETOP EALAR 
装 で あっ た 。 


画 ビー ム サ ー ベ ル 
リア ・ ア ー マ ー の 左右 の ホル ダー に 
ビー ム サ ー ベ ル が 各 1 基 ず つ 装備 
れ て いる , MS 同士 の 接近 戦 で は 人 々 
POCO CON, PEAT) 
REBEL 


MORE INFO! 
白 を 継い だ 機体 


特務 職 隊 長 と な っ た アセ ム は 、 隊長 だ っ た ウル フ ・ エ ニア 
Е Л Е 
は 何者 に も 染 ま ら な い 意 志 の 色 で あっ た 。 その 色 を 継ぐ こと 
3 ー の 素養 を 持た な い ア セム が 、 ス ー パ ー パ イロ ッ 
ト と し て の 高み を 目指 決意 の 現れ だ っ た と 言え よう 。 


ТҮТҮК 
ラー) た し て B い カラ ー リ 
ング が 施さ れ た AGE-2. 


ノー マル 。 地球 で の 時 
р 5212 л> 
ル ・ ザ ント の 駆る NIS ゼ 
イダ ルス と 交戦 し た 。 


111-4 


ий. S12 MBS 


T 


+ 
リ 
ブル フェ イズ シフ ト ) 装甲 や デュ ー ト リオ ン ビ ピー ム 送 電 シ 
共通 の 新 機能 を 搭載 し て いる 一 方 
ステ ム ] を 採用 
型 MS 形 態 へ と 変形 て 
が 異な る 特性 を 有 し て いた 
変形 機構 を 搭 
セイ バー ガン ダム は 、 セ カン ド 
る 高い 基礎 性 能 j 
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セイ バー ガン ダム Se 


機体 構造 


ザフト が 開発 し た 、 新規 格 の 可変 型 MS 


機構 を 採用 し て いる 。 大 型 ウイ ング と スラ . 


全高 一 一 (頭頂 高 18.61m) 
3 


E Holl _ ещ 
BR M106 アム フォ ル タ ス プラ ズ マ 収束 
ピー ム 砲 X2 "МАВ スー パー フォ 
ル テ ィ ス ピー ム 砲 X2 ご MA-BAH7O 
高 エ ネル ギー ビー ムラ イフ ブル MA- 
M941 ヴァ ジュ ラ ピー ム サ ー ペ ベル x2 
MMI-GAU25A 20mmCIWSx2 
MMI-GAU2 ピク ウス 76mm 機関 

#8x2 “MMI-RD11 空力 防御 


2 


搭乗 者 ア 
№ COMPARISON CHART ІШ COLOR 
ш : 7 а 


е 


з л р БЕН 
ж. сфасумсахтокое- 


Гк МЕРА Л; 


セイ バー に 装備 され て いる 携行 兵器 群 は 、 ビ ー ム サー ベル 
と ビー ムラ イフ ル を 主力 と し て いる 。 どちら も セカ ンド ステ ー ジ 
シリ ー ズ 用 に 開発 され た 新規 格 の も の で 、 ビ ー ム ライ フル は 
セイ バー 用 に 調整 が 加え られ て いた 。 この ほか 、 防御 兵器 と 
し て 飛行 形態 で の 運用 も 想定 し た 空力 防 盾 を 装備 。 シン プ 
ル で あり な が ら 、 機 体 の 機動 性 を 最大 限 に 活か す た め の 兵 
器 群 と な っ て いる 。 


od od 


МЕ 


N 武装 レイ アウ ト 


MMI-GAU25A, 
20mmCIWS 


мовами унана, e 
аист. ЕМЕЛЯ, НА 
制圧 な ど に 使わ れ た 


ビー ム サ ー ベ ル 
jp ンド ステ ー ジ シリ ー ズ に 共 ED) レー ӘР 
arser リップ (92/4 3 
は 同 の 装甲 内 に 設 男 さ れ て = 


いる 。 #0 ЮМ5® < は 
一 振り で 切断 する ほど で ある 。 ト に ーー — 


© MA-BAR7O 高 エ ネル ギー ビー ムラ イフ ル 

マテ ィ ウ ス ・ ア ー セ ナリ ー 社 製 の ビー 
> LRH. ванн. 連射 性 
非 戦闘 時 


© MA-M941 ヴァ ジュ ラ — 


в vent 
才 面 に 軍備 える 。 , 


高い 戦闘 能力 を 備え た 飛行 形態 


セイ パー ガン ダム の 飛行 形態 は 、 大 型 の ウイ ング が 主翼 と 
し て 展開 され る ほか 、2 種 の 火器 を 搭載 する 大 型 の ユニ ッ ト 
が 双 胴 型 の 機 首 と な る 構造 で ある 。 巡航 能力 の 確保 
の みな ら ず 、 対 MS 戦闘 を 想定 し て いる の が 特徴 で ちり 、 ビ ー 
ムラ イフ ル を 含め る と 4 種 の 火器 を 使用 する こと が で きた 。 特 
に 機 首 に 搭載 され た ブラ ズ マ 収束 ビー ム 砲 と ビー ム 砲 は 、 
MS を 破壊 する だ け の エネ ルギー を 有 し て いる 。 


N 武装 レイ アウ ト 


形態 の 変更 は スム ー ズ に 行 -/ 
で き 、 戦 場 へ の 迅速 
ЗИ 
て いる 。 地球 連合 軍 や オー 
JOENBIZATHNET M106 アム フォ ル タ ス () MA-7B スー パー 
プラ ズ マ 収束 ピー ム 砲 フォ ル テ ィ ス ピー ム 砲 
RACERS шщ (KADA 
TUSNBRE. 大 出力 ビー ム を 発 
MCS, шутл. тонет 
を 破壊 で きる 。 MSI сыш 
えて 発射 ずる こと が 可能 ЯНЬ 
MMI-GAU2 ビク ウス (б) МА-ВАВТ0 高 エネ ルギー 
オー ブ の 主力 可変 機 、 ム ラ 76mm #88888 ビーム ライ フル 
5 Ейтсйгплэлә-®& | RMS8*+M)DCHREShD AROZ 
め 、 す べ て の スラ スタ ー が 同一 方 жаптан. 
撃 を 受け な が ら も 、 RABE 向 を 向い て いる 。 その 結果 、 EH リー ダム の 頭 部 に 装備 され た 機関 
負う こと は な 的 な 加速 を 実現 で きた 。 砲 と 同 タ イプ で あっ た 。 
= aE = 
機体 構造 可変 機構 の 投入 に よる 機体 構造 と 操縦 機構 GPS 
3 \ 
飛行 形態 へ の 可変 機構 を 搭載 し た セイ バー は 、 大 型 の ウ MARRS Ш コク ピッ ト | 
イン グ を 装備 し て いた 。 この ウイ ング は MS 形態 で も 展開 し て MENKE JE ОСЕ, TER 
使用 する こと が 可能 と な っ て お り 、 ЖНС BUR THERE AN, ваени: — BRAT NAT AOR 
2: № な り 、 の 対応 する シス テム を セイ バー 
は 非常 に 高かっ た 。 一 方 、 こ れ ら 特殊 機構 を 盛り 込ん だ 機体 re 
を 制御 する コク ピッ ト に は 、 セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ 共通 の も 
の を 採用 し て いる 。 
A 
a У | @ コン ソー ル 
Ñ ペダ ル と レバ ー を 主 
ҰШ 側面 図 сан PBDI | 
в-тохтазуойт ウイ ング も 含め た バッ ク バ ッ ク ユ ニッ ト は 非常 ERT SRN | 
に ドム аътка \ схас 検体 本 体 か ら 大 きく 後方 に せり 出 | 
a し て いる の が わか る わか る 205 
ma サン ラズ 111-8 
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| пе01 з 40h 


艦 体 構造 


カイ ラム 級 も アレ キサ ンド リア 級 も 、 就 役 当時 は 優れ た 
戦 開 艦 で あり 、 ОЗИ ВЕЛ МЕНЯЕТ РИ 
Кожна А, た それ は 半 世 紀 も 前 の 話 
TAN, U.C.0150 年 代 の 主力 艦 、 中 で も ザン スカ ー ル 帝 
国軍 が 配備 し た 最新 鋭 箕 に 比べ て 劣っ て いた こと は 否 め 
な い 。 その た め ジ ャ ン ヌ ・ ダ ルク と ガウ ン ラ ンド に は 帝国 軍 
艦艇 と 多少 な り と も 肩 を 並べ られ る よう な 改修 が 施さ れ た と 
考え られ る 。 特に ガウ ン ラ ンド で は 武装 が 換装 され 、 主 砲 が 
НВ BSBA I 
一 方 の ジャ 


ヌ ・ ダ ルク も 外見 上 の 変更 は ほとん ど な いと は いえ 、 内 部 © 


機構 は 新た な 装備 に 一 断 され た と 考え られ る 。 か つて の 老 
朽 艦 を 最大 限 に 活か す 工 夫 が 施さ れ た と いう わけ だ 。 


の 戦果 を 発揮 し 
ヌ ・ ダ ルク 。 мене 


帝国 軍艦 艇 と 渡り 合え る よう 、 各部 装備 を 換装 


E ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 
ヌ ・ ダ ル 2 の 武装 は UC-0030 征 代 の 氷 役 時 か ら 変更 され 
о, 艇 首 に 主砲 を 集中 させ る 一 方 、 能 析 
FEARS, анвои 


Ш ガウ ン ラ ンド 


エン ジン ・ ナ セル を 本 体 と 一体 


ノズル の 間 に 弟 艦 用 MS デッキ 
が 追加 され て お り 、MS 運 用 能 
力も 向上 し て いる 


MS の 標準 装備 で ある ビー ム ・ シ ー ル ド を 措 載 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 畿 艇 と の 戦闘 に 対応 で きる よう に 
改修 が 施さ れ ミ が 、 最大 の 改修 は 艇 首 に 設置 され 
た ビー ム ・ シ ー ル ド 発 生 装置 だ ろう 。 ピー ム 提 乱 膜 や ビーム 
コー ティ ング より も 容易 か つ 強 固 で 、 実 体 弾 と エネ ルキ ー 


兵器 の 両方 に 効果 の ある ビー ム ・ シ ー ル ド は 艇 隊 戦 の 在り 
方 を 一 変 させ る ほど の 装備 だ っ た 。 中 で も ジャ ン ヌ ・ ダ ルク と 
ガウ ン ラ ンド は ビー ム ・ シ ー ル ド を 利用 し た 接近 戦 を 実施 す 
る な ど 、 相手 の 意表 を 突い た 奇抜 な 戦術 を 見 せ て いる 。 


エル ・ ハ イロ 9 を 防御 する 帝国 軍人 隊 
Бру. SIIAMI TR. 


FRED 9 0 + АНЫЛУ. 


Ш ガウ ン ラ ンド 


ス の 前 方 に 本 
ルド を 展開 させ 


旧式 と は いえ 豊富 な 艦隊 戦力 を 保有 する 連邦 軍 に 対 
し て 、 リガ ・ ミ リティ ア は MS 部 隊 を 中 心 と する ゲリラ 戦 を 展 
開 し た 。 その た め 帝 国軍 に 対す る 決定 打 に 欠け る こと も 多 
く 、 そ の 際 に 連邦 軍艦 首 の 助力 は 非常 に 役立っ た も の と 


国軍 に 、 
邦 軍 と の 連合 艦隊 を 組織 。 ジャ ン ヌ - ダ ルク を 艦隊 旗艦 に 
Жа. 大 規模 な 艦隊 戦 を 展開 し て いる 。 


画 ジャ ン ヌ ・ ダ ルク 
венага тоъ еа 
РЕ FUT, BROS TA 
放 艇 ダル マシ アン と 激突 。 相討ち と な る こと 
で 友軍 の 血 路 を 開い た 


Ш ガウ ン ラ ンド 


СОННИК 
いい だ ろう 


帝国 軍 主力 和 (アマ ル テ ア 


Us, ULE CIBER 
の 釣果 を 挙げ た よう だ 


150 
いい е g x 


22273 


MORE INFO! 
авон 


次 ぐ 改 修 を 重ね た 結果 、 こ れ 以 上 の 性 能 向上 
な く な っ た サラ ミス 改 級 の 後継 能 と し て 登場 し た 
ЖЕ, Тл ОЖЕНИ, оо. 各部 を 簡 
略 化 する こと で 生産 性 の 向上 を 図っ て いる 。 


の ち に リー 
але ( 
2278. MS 運用 を 前 提 と し 


一 年 埋 争 以前 か ら 運用 され て いた 艦艇 を 改修 し 、MS 
運用 能力 を 付加 し た 巡 洋 義 。 それ は ど と まで に 優れ 
設計 を 有 し て い : 、 や は り 旧 式 化 は 免れ ず 、 帝 国 


ン デ リー 基地 に 駐留 する 連邦 軍部 層 
BE, 多く の 部 障 で 運用 され て いた 


画 ラビ アン ロー スズ 

宇宙 世紀 に 登場 し た ドゥ 
ク 艦 の 中 で も 最大 サイ ズ を 
誇る ラビ アン ロー ズ 概 の 4 
番 橋 。 ちな み に この 艦 は 本 
来 な 5AE (アナ ハイ ム ・ エ 
レク トロ ニク ス 社 ) DER 
下 に ある は ず だ が 、4 番 艦 
の 所 属 は 不明 で ある 。 


所 属 不明 と は いえ リガ ・ ミ リティ ア に 協力 し 、 ARE 
LAM AME (スク イー ド 1) と リー ン ホー 
ス を 組み 合わ せ て リー ン ホ ー ス jp. を 建造 し た 


mayoz 111-10 


ペ ズ ン ・ ド ワッ ジ 
қ 


ға 

тууу етуй EMÊ 

に 拡散 ピー ム 砲 らし き を 装備 を 有する 
詳細 は 不明 で ある 。 


(AES) н] Г 


№ SPEC -ms-11 ACT zaku- 
全高 一 一 (頭頂 高 18.2m) 


B SPEC -м5-10 РЕЙН DWADGE- 
全高 — (ЖНЖ 18.9т) 


重量 61.4t 重量 59.1t 
Я = узи — 
2222-43 — 2523-1 — 
装甲 材質 一 装甲 材質 — 
ЖЕ 改造 ジャ イア ント ・ パ ズー8 運 ЖЕ ビー ム ・ ラ イフ ブル. 専用 ブル ・ 
装 420mm ロ ケッ ト 砲 だ ビー ム ・ ・ ガ ンプ ヒー ト ・ ホ ー ク 
キャ ノシ ン ヒー ト ・ サ ー ベ ル hy PHAN 


脚 部 
ザク 系 の それ と 比較 し て 
甲 の 形状 が 複雑 化し て 


特殊 な 開発 


計画 を 実施 し て お り 、「 ベ ズン 計画 ] し た 計画 の ひ % 
と 用 着 し た 戦線 の 打開 を 目的 と し た この 計画 。 た め 、 жее ы 
は 2 本 の 柱 か ら 成っ て お り 、 ひと つが 戦術 的 対応 を 可能 別 さ れ た 


画 で 生み 出さ きれ た 特殊 な MS 群 


ジオ ン 公 国軍 は 一 年 戦争 を 通じ て 様々 な MS の 開発 ROME 改造 ジャ イア ント ・ バス を は じ め と する 各種 の 


ACT Й ACTZAKU | 


== Ф| 


関連 ファ イル 


ム を 運 MS-11 アク ト ザク は 、 ザ ク を ペー ス と し た 機体 


co Z0 うち の 前 者 に お 


突撃 型 と し て の 構造 と 武装 


& マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング の 採用 


ペ ズ ン ・ ド ワッ ジ は . 装甲 ・ 重 火器 を 徐 えた 突撃 弄 アク ト ザ ク は 各 関 節 部 に マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング が 施さ れ 
と いう 仕様 で 開発 が 進め られ た 。 重 装 甲 は 各部 位 の 装甲 тоё. た め ジ オン 公国 軍 系 の 駆動 シス テム で ある 流 
を 増 厚 する こと で 対応 し 、 武 装 は 実体 弾 兵器 を 中 心 に 専 体 パ ルス ・ ム で は な く 、 連 邦 軍 系 の フィ ー ル ド ・ モ ー 


用 の も の が 開発 され た 。 改造 ジャ イア ント ・ バ スズ と 8 連装 ター を 採用 し て いた 。 武装 は ビー ム ・ ラ イフ ル と 専用 ブル ・ 
420mm ロ ケッ ト 砲 が それ で 、 格 膨 用 と し て ヒー ト ・ サ ー ベ ル パッ プ ・ ガ ン 、 ヒー ト ・ ホ ー ク 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル で 、 ジオ ン 


も 用 意 さ れ て いた 。 また 、 ビ ー ム ・ キ ャ ノン も 装備 可能 だ っ ar 公国 軍 系 の MS と し て ビー ム ・ 
ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 問題 か ら 2 機 1 組 で 運用 され た Яя, 重 な 機体 で あっ た 。 本 機 の 運用 に つい て 


れる が 、 グラ ナダ に 駐留 する 部 隊 で 使用 され 


画 ヒー ト ・ サ ー ベ ル 
== 


US! ЁЛ NN то — 


п, 原型 機 と 異な り 、 ЕЕВС 


Ш ラン ド セ ル 


ラン ド セ ル 自 体 は 小型 だ が 、 3 つの スラ スタ ー を 備え 


m メガ 粒子 砲 
MA05 ビグ ロ と 同系 続 の メガ 
| занах алаас 
ー | プ エ スコープ が 取 
| 時 の 管制 は MS 


| 画 姿勢 制御 バ Ш 管制 用 MS 


| 税 移 動 デッキ に は 13 基 も の варота 
ж われ た 。 WANN 


よう だ が 、 そ れ 以外 の 機体 で 
と 推測 され る 


№ COMPARISON CHART 


機 は グラ ナタ 防衛 用 と し て 開発 され т ( 
され た と し 録 も 残さ れ て いな い 、 А GRAY н 0 ШЕ 
国軍 は スク ー ト を 、 地球 連邦 軍 で は バス トラ イナ ー を それ ぞ れ 開発 し て いる , 


機動 戦士 ガン ダム OOF 


ガン タム サダ ルス ー ド 
タイ プ F wa 
Ў GUNDAM SADALSUUD TYPE F | SADALSUUD TYPE F 


パイ ロッ ト 
Т 


(м8) mebi зе 188 


ー ド 時 は ガン ダム マイ 


BUE оюб 


GN フ ィ ー ル ド 


К НЕА. - ドー ト に : hen. 
デュ ナメ ス が 捕捉 で き な か 中 の 目標 を 発見 
を 経由 し て 位置 情報 を 


НИНЕ =®%®=®ж =й -<<Ом74--/ка)ян 


サダ ルス ー ド は 情報 収集 能力 に 特 化 し た ガン ダム で あ 
り 、 強 化 され た E セ ン サ ー が 全身 に 組み 込ま れ て いる 。 £ 
の 改良 機 で ある タイ プ F は セン サー 能力 が さら に 強化 さ 
れ 、 同 時 に 防御 力 と 機動 性 の 向上 も 盛り 込ま れ た 。 主 な 
改良 点 で ある GN パー ニア を 内 蔵 し た セン サー シー ルド は 
推進 器 と し て も 機能 し 、 防御 力 の 向上 に も 役立っ て いる 
また 、 本 機 の 優れ た GN 粒子 制御 能力 を 活か し て 、GN 
フィ ー ル ド 発 生 装置 と コン トロ ー ル 機能 を 新た に 内 蔵 。 ビ 
ン ボ ポイント で の GN フ ィ ー ル ド 展 開 を 可能 と する 。 有効 範囲 
が 狭い た め 運 用 に は 技術 を 要する が 、 ヒ クサ ー は 被弾 箇 
所 を 瞬時 に 見 極め て 効果 的 に 使用 。 両 の 掌 に 展開 し て 
GN ビ ー ム サー ベル や ビー ム 攻 撃 を 防ぐ 使い 方 も 見 せ た 。 
-ATR 更 は な いも の の 、 ヒ クサ ー は デュ ナメ ス の 
GN ス ナイ バー ライ フル を 運用 し 、 火力 を 補っ て いる 。 
サタ ルス ー ド は デュ ナ 
メス (画像 ) の プロト 
mem. 027—8 
能 は 後継 機 に 勝る 。 

高 吉 移動 用 の アグ ァ 


ラン チ 装 備 の エク シ 
тава, 


T US SCRE 
А АЗ 


画 セン サー マス ク 


MORE INFO! 
フェ レシ ュ テ が 擁し た 「 ガ ンダ ム 」 


フェ レシ ュ テ が CB の サポ ー ト に 投入 し た ガン ダム は 、 意 外 
に も 多い 。 タイ プ F と し て 改良 され た アス トレ アプ サダ ルス ー 
ド ノ プア ブル ホー ル の 3 機 に 加え 、 第 二 世 代 の ガン ダム プル 
トー ネ を 保有 し て いた 。 ブル トー ネ は 「 ガ ンダ ム 」 と 散見 し な 
いた め の 偽 装 が な され て いな いた め 運 用 リス ト に は 入っ て い 
な か っ た も の の 、 フ ァ ー ス トミ ッ シ ョ ン で は 目撃 者 を すべ て 消す 
こと を 前 提 に 、 フォ ン が 強引 に プル トー ネ で 出撃 し て いる 。 


HELA ROR A, 

IRC 5 ASAAGNE 

ライ ヴ は ひと つ だ け で あっ 

た 。 その た め 、 一 度 に 運 

KEE a 
の み で ある 。 


4EOGNN—=7 に より 加 束 を 得 
る 。 推進 問 と し て の 運用 が 付与 され 
лю. И СОЕ ол, 


E GNY-002F E GNY-003F 

ガン ダム アス トレ ア タイ プ F ガン ダム サダ ルス ー ド タイ プ F ガン ダム アブ ル ホ ー ル 2: 
СВЕ. ТУРОК ナメ ス の 代わ り に [B] と な っ た ほか 、 水 アザ ディ スタ ン 王 国 で の マス ー ド ・ ラ フィ ディ 
ん で タイ プ F 改 [F2) に 強化 され た 。 汎用 性 中 に 隠れ た エク シア に 接近 する 英 の 名 羅 を шош. [HHL] ERRULE 
が 高く 。 フォ ン は 好 ん で 通用 し で いる 。 行っ た 。 СВИНЕ? ЬМ. 形状 を 持つ 本 機 が サポ ー ト に 使わ れ た 。 


Шша-т>><Х-мөз 111-14 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


ニー БЕСІГІ 


29296: 
` 1 


22222 JELMA E 
- Элама 


っ 


ate 
E 6 
-y 


А (ASAHI PROBUCTION) “Background 


ко 


回 
s 
$ 
® 
z 
Š 
z 


[ТП 


MECHANIC FILE 


RMS-11 フ ガル バ ) 


ガル バル ディ / `“ 
ЕТТІ) 


上 公国 軍 MS を 改修 し た 地球 連 那 軍 の エー スパ バイ ロット 機 


RMS-117 ガル バル ディ は 、 一 年 戦争 未 期 に 旧 ジ 
オン 公国 軍 が 開発 し て いた MS-17 ガル バル ディ を 接 
収 し 、 近 代 化 改修 を 施し た 量産 型 MS で ある 。 一 年 戦 
争 終結 後 、 地 球 連邦 軍 は 新型 MS の 必要 性 を 感じ つ 
つも 、 財 政 難 か ら 開発 へ の 着手 に 難航 し て いた 。 その 
よう な 状況 の 中 、 連 邦 軍 は MS-17 の 優秀 な 性 能 に 目 
を 付け 、 この 機体 を 改修 し て 制式 採用 する 案 を 実行 に 
移し た 。 

MS-17 は 大 戦 末 期 に 活躍 し た MS-14A ゲル ググ 
に MS-15 ギャ ン の 格闘 性 能 を プラ ス し て 開発 され た 
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機体 で 、 第 一 世代 MS と は いえ その 性 能 は 折り 紙 付き 
だ っ た 。 その た め 、 HMS-117 に 加え られ た 改修 は 主 に 
機体 の 軽量 化 に よる 機動 性 の 向上 の 、 基 本 
設計 は 、 ほ ぼ MS-17 同 様 で あっ た 。 この よう な 開発 経 
緯 の た め RMS-1 17 も 第 一 世代 MS に 分 類 され る が 、 
一 年 戦争 の 7 年 後に 勤 発し た グリ プス 戦役 中 一 未 期 
に お いて も 実戦 に 投入 され 活躍 し た こと か ら も 、 極 め て 
優秀 な 性 能 を 持つ MS だ 高 
い 機 動 性 を 特徴 と する 一 方 で 操縦 が 難し く 、 グ リプ ス 
戦役 当初 は エー スパ イロ ッ ト に の み 与 えら れ た 。 


関連 ファ イル _ 


FG-01-188 


ЖЕЕ ЕЛ ЛЕН Bussa 


HMS-117 に 装備 され た 武装 類 は 、 基 本 的 に 一 年 戦争 
時 の 技術 を その まま 移行 し た も の と な っ で いる 。 ビー ム ・ ラ イ 
フル ひと つ 取 っ て も 、U.C.0080 年 代 未 に は E パ ッ ク 方 式 が 
主流 で あっ た が 、 本 機 に は 母艦 や 基地 で ビー ム ・ ラ イフ ル 本 
体 に エネ ルギー を チャ ー ジ する 旧式 の タイ プ が 装備 され て い 

グリ プス 戦役 に 開発 され た MS に 決し て 劣ら 


RMS-117 は 主 に 宇宙 で の 


ЖЕНЯ, 
Bisu CW WIRORX. 
178 5222 АМЕПЕЪН 
角 の 戦い を 見 せ て いる 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル N 信号 弾 発射 装置 


у SF 
— £ 
の Wie 
\ y 頭頂 部 の シャ ッ ター が 開き 、 その 

тсавовнантан 

され て いる 。 +: 
тнт: 
агент желе 


< 


метати CUE» 3ME 
MEAL - ЕЕ TO R ЕПА: 
{FERNS 17183 MU 

フォ ルム も MS-14 の も 
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Ш 専用 シー ルド ギミック 画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 


シャ ル も 高い 本 機 は 、 ビ ー ム ・ 
HOBIE BEL. これ は 本 
が 高い こと の 証 で ある と 1 


Ç 装 マ ウン ト 用 の ジョ イン ト が 配 され て いる 


高 機動 化 の 陰 で 犠牲 と な っ た 防御 力 


茎 本 設計 は MS-17 の まま で 軽量 化 に 成功 し た RMS-117。 
ВОИС TIMED ЗЕЯ ВЕН. E 
- 来 の チタ ン 合金 が 使わ れ て いる 。 それ で も 同時 期 に 制式 採用 
され た RMS-106 ハイ ザッ ク より も 重量 が 31 も 軽く な っ 
耐 天 性 能 を 簡 竹 に し て まで 薄く 設計 し た 装甲 に よる も の 


| > F 
まま 流用 し て いる 証 と 言え る 。 バッ ク | (Е. 
IE FBQBONSEERL е 
て コン パクト に まとまっ て いる 。 КҮ ГАР 


MS-14 と 比較 し て スリ ム な フォ ルム と 
な っ た の は 、 軽量 化 を 重視 し た ! 
よる も の だ と 考え ち れ る 。 МЕ 
НЙН, LENE TRAD 
WREBBTSCETAIN—Lt, 


コク ビ ピット 


HMS-117 の コク ピッ ト は 、 改 修 時 に 全 天 周囲 モニ ター と 
リニア ・ シ ー ト が 導入 され て いる 。 これ は MS-14 と 比較 し て 
大 きく 改良 され た 点 で ある 。 グリ プス 戦役 以降 に 開発 され た 
MS の 大 半 は 腹部 に コク ピッ ト が 配置 され た が 、 華 著 な ボディ 
全 天 周囲 モニ ター と リニア ・ シ ー ト 
は 年 戦争 後に ち お ける 画 期 的 な 
RATH). RMS-179 ジム HI な ど 
第 一 世代 MS に 施さ れる 近代 化 改 
修 の 中 で も 代表 的 な も の で あっ た 


に 間 用 され る MS で 
の 装備 と され て いる 。 


全面 的 に 改修 され た 操縦 機構 


MORE INFO! 
ジラ ミラー ラ ポラ 
RMS-117 の パイ ロッ ト と し て 有名 な 人 
物 が 、 女性 エー スパ イロ ッ ト で ある ライ ラ ・ 
ミラ ・ ラ イラ で ある 。 彼女 は ルナ ツー 駐 
НЕО: FART" 所 属 
の カル バル テディ 隊 の 隊長 を 務め て お り 、 
Е Иез 
RMS-117 を 十 二 分 に 乗り こなす 腕前 を 
#5. エゥーゴ の MS 部 隊 を 追い 詰め た 。 


を 持つ 本 機 は そこ に 脱出 ボッ ド を 収め る こと が で き な か っ た 。 
その た め 、 こ の 時 期 の MS と し て は 異例 だ が 左 胸 に コタ ピッ ト 


が 配置 され て いる 。 HMS-117 が 一 年 戦争 時 の MS を 改修 
し た 機体 で ある こと が 、 この よう な ボイン ト に も 表れ て いる 。 


EMBEDE лушат VE 

も 業 ね て いる 。 ハッ チ が 前 方 に スラ イド し て oN! 
ACEO SER, 2075645 
時 の MS の 中 で も 特異 な 仕様 の ハッ チ で ぁ る 。 


ФИНО НЕССИ 
ЗЫЛ АЈАКСА ВСЕ CHI, 


© 左 胸部 側面 
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サイ コ ・ ガ ンタ ダム Mk-H 


可変 モビ ルアー マー 


ж 


PSYCHO GUNDAM Мк-П 


大 型 機動 兵器 の 新た な 運用 法 を 追求 し た 機体 と その 能力 


一 年 戦争 後に 本 格 化し た 地球 連邦 軍 の 
プ 研 究 は サイ コ ・ ガ ンダ ム の 完成 で 実 を 結ん : 
その 研究 が 強化 人 間 と いう 犠牲 の 上 に 成 ! り 立 っ て いる 
の は 忘れ て は な ら な いこ と だ が 、 MS 開発 技術 の 発展 と 
いう 点 ずる 限り 、 注目 に 値する 技術 的 躍進 を 遂げ 
た 機体 と な っ た 。 それ が サイ コミ ュ ・ シ ステ ム を 介し た 外 
部 か ら の 機体 制御 で ある 。 従来 0 り サ イコ ミュ ・ シ ステ ム は 
ニュ ー タ イプ の 脳波 を 伝達 し て ビッ ト や ファ ン ネ ル と いう 
遠隔 制御 ビー ム 兵 器 を 操作 する よう に な っ て いた 。 だ : 
サイ コ ・ ガ ンダ ム は それ だ け に 留まら ず 、 パイ ロッ ト の 思念 


ー タ イ 


を 機体 に 反映 し 、 機 体 自体 の 遠隔 操作 を 可能 に し た の 
だ (その 反面 、 機 体 の 影響 を 逆 フ ィ ー ド バック さ れ た パイ 
ロッ ト が 精神 に 変調 を 来 す と いう 事故 も 発生 し た の だ が 

7. サイ コ ・ ガ ンダ ム の 後継 機 と し て 建造 され た サイ 
コ ・ ガ ンダ ム Mk-IL も この 特性 を 継承 し て いる 。 MS 形態 
で 40m 以 上 、MA 形 態 に 変形 し て も 30m を 超え る 巨体 
を スム ー ズ に 稼働 させ る に は 、 サ イコ ミュ ・ シ ステ ム の 介 
A 要 だ っ た の だ ろう 。 さら に 本 機 に 搭載 され た サイ コ 
ミュ ・ シ ステ ム は 安定 度 が 向上 し 、 運 用 時 に お ける 事故 
が 発生 する 危険 性 も か な り 抑え られ た と 考え られ る 。 


MRX-010 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-L 


ШШ АЕ 


関連 ファ イル 


7 
Ки 


移動 要塞 と し て の メ 


ダム か ら 大 幅 な 機能 強化 が 図ら れ た 本 機 だ 


BERTA 
る 本 機 は 、 Е 


リッ ト を 追求 し た 機体 の 構造 と 特徴 


K 力 を 搭載 する た め の 器 に は 最適 だ っ た 。 し 
ヒ 人 間 ひ と り で 事足り 、 比較 的 


届い た こと だ ろう 。 さら に 
ウル フ の 開発 に 転用 され る な ど 
の MS 開発 に も 供与 され て 
本 機 の 遺伝 了 


ト は 機体 前 方 に 移動 する が 、 朋 8 


SPEC 
全高 33.53m 
重量 18781 

Ҙій/-3-Ш7 19.760kW 

2224D 

тия 


Okg _ 
ガン ダリ ウム 合金 
те мах2о ахаха 
ミュ 式 ビー ム ・ ソ ー ド X2 。 頭 部 メ 
2482 レフ レク ター ビット 
LL ティ ター ンズ ー ア クシ ズ 
措 乗 者 ロ ザ ミ ア ・ パ ダム ご ブル ッ ツー 


Im COMPARISON CHART № COLOR 
= 2 


バッ ク バ ッ ク 


FILE 01 КА; 


変 形 


サイ コ ・ ガ ンダ ム の コン セプト を 忠実 に 受け 継い だ 本 機 
は 、 は ば ぼ 同じ 変形 機構 を 採用 し て いた 。 た だ し それ は 、 サ 
イコ ・ ガ ンダ ム の 変形 シス テム が 内 包 す る 未成 熟 さも 同 | 


に 受け 継い だ こと を 意味 する 。 МАЕ 
ム は 上 半身 と 脚 部 を 前 後に 2 分 割 する こと で 内 部 スペ ー 
ス を 稼ぐ た め 、 一 部 


レー ム 構 造 や 内 部 機構 が 露出 し 
間 を 保護 し た と 
は いえ 、 実 戦 兵器 と し て は ある まじ さき 構造 と 言わ ざる を 得 な 
い 。 それ で も 兵器 と し て の 有用 性 の 前 に 問題 点 は 見 過 ご 
され た の だ ろう 。 た だ し 本 機 に お いて は 、 こ の 問題 点 は 改 
善き れ て いる 。 防御 兵 装 に エフ ィ ー ル ド ・ シ ステ ム を 搭載 し 
こと で 、 ビ ー ム 系 に 対す る 高度 な 防御 力 を 獲得 し た 
ФИ. 1 フィ ー ル ド ・ シ ステ ム の 搭載 に は ある 程度 の 内 部 ス 
ペー ス と ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 が 必要 だ が 、 通 常 の MS を 上 
回 る サイ ズ を 誇る 本 機 に は 問題 な く 搭載 で きた よう だ 


HTS 

で 機動 性 で 70 補任 
向上 。 その た め 大 気 国 
内 を 飛行 する 際 に は MA 
能 を 取る こと が ほとん 


サイ コ ・ ガ ンタ ダム か ら 引 き 継 い だ 変 形 シ ステ ム の 欠点 と 改善 方 法 


画 シー ルド の 変形 | | 


рыжик 


h は サイ コ ・ ガ ンダ ム に 用 意 き 
れ た シー ルド と 同様 の 仕様 で ある 


g 変形 シー クエ ンス (MA 形態 MS 形態 ) 


ще, TREN 


naca ドカ バー が 
ТЕГТІ: 


Be 


機体 の 基本 構造 や 変形 機構 の みな ら ず 、 本 機 は コク 
ビット を 含む 制御 系 も サイ コ ・ ガ ンダ ム を 路 襲 し て お り 、 サ 
イコ ミュ ・ シ ステ ム も 導入 され て いる 。 し か し ペー ス 棋 の 上 
うに 暴走 し た シス テム が パイ ロッ ト に 苦痛 を 与え BR 
を 強要 する よう な こと は な く 、 そ れ だ け 完 成 度 か 
し か し パイ ロッ ト より も 強力 人 思念 が 外部 か ら 放 和 
シス テム の 制御 系 が 乗っ 取ら 
れる と いっ た 事態 が 発生 し て いる 。 完成 度 が 高まっ た と は 
WR, 一 抹 の 不安 が 拭え な い の は 問題 と 言 


02% 
る 。 多 委 の 兵 装 を 同時 に 
使い こ を す た め の 追加 次 
備 で ある の か も し れ な い 、 


の 視界 を 確保 する た め の モ ニタ ー を 採用 


MORE INFO! 


g コク ピッ ト 内 部 レイ アウ ト ey 

同時 代 に NNS で は 一 級 的 設備 で ある 全 天 周囲 モニ ター が 採用 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-I の 最期 
у, MEE- ATES, と くに 本 機 は 福 数 の メガ ・ ビ ー ム 和装 Ç 
ЕЗЕГІІП ТЕСТА СШ: РОС. 改修 後 、 ダ レミ ー・ ト ト の 下 に 送 ち れ た 本 機 は プル ツー 


に 与え られ 、 ダ プリ ン へ の コ | と し 作戦 に 際 し て 
アー ガマ 攻撃 に 投入 され た 。 この 戦闘 で 本 機 は エル ビー 
ブル が 推 乗 する キュ ペレ イ Mk-IT を 圧倒 。 さら に ジュ ドー・ 
アー シタ の ZZ ガン ダム を 追い 読め て いる 。 し か し 最後 に は 
プル に リフ レク ター・ ビ ッ ト の 制御 系 を 審 わ れ 、 自 ら の ピー 
ム を 受け 中 破 し て し まっ た 。 


テム が 想定 外 の 反応 を 示し 
た も の と 考え 5 れる 


らし 
ル を 介し て パイ ロッ ト の 
таканыскит 
る よう に な っ て いる 


コク ピッ ト が 位置 する 本 機 の 頭 部 は 機体 制御 系 の 中 相 
で ある と 同時 に 、 パ イロ ッ ト の 生存 性 を 高め る た め の 脱出 
ポッ ド と し て の 機能 を 有 し て いる 。 本 体 の 損害 が 甚大 で 稼 
働 が 困難 に な っ た 場合 、 パ イロ ッ ト を 乗せ た 頭 部 が 分 離 。 そ 
の まま 安全 園 まで 飛行 する の で ある 。 全 天 周 団 モ ニタ ー が 
脱出 ボド に な る 機体 に 比べ 、 自 力 推 進 が 可能 な 本 機 の ほ 
う が パ イロ ッ ト の 生存 率 向 上 に 有効 な の は 明らか だ ろう 。 


く 作動 する な ど 
Ara, М ООО 


ны 
われ る 。 ZZ ガン ダム か ら 透 走 する 
БЕЧА 


ノズル (38) 
той ED SAVE 
置 され て いる 。 ご 通常 の 状態 で は 役 
に 立た な いた め 、 脱出 科 の 機動 用 の も の だ ろう 。 


装 申 の 大 半 を 消失 し な が ちら 辛うじて 自立 を 保っ で いた が 、 戦 賠 カ 
шалсам, ZZ ガン ダム に 一 力 両断 に され て いる 。 
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へ ビ イ フォ ー ク 級 陸上 戦艦 は ビッ グ ・ ト レー 級 と 同じ 陸上 
НЕ CH), EITE MEEF Fu —iRIC 
わずか に 及ば な い 。 し か し 打撃 力 に お いて は 連邦 軍 の 陸上 
兵器 の 中 で 最大 組 の 火力 を 持つ 。 本 艦 は 設計 段階 で 艦 
前 方 へ の 火力 を 重視 し た も の と な っ て お り 、 攻 撃 型 陸上 戦 
艦 と カテ ゴ ラ イ ズ さ れる 場合 も ある 。 その 真価 は 最大 級 の 
火力 を 用 いた 支援 砲撃 に あり 、 第 144 高 地 攻 略 戦 に お い 
て 味方 機械 化 部 隊 の 進軍 を 扶 護 し た 。 な お 、 他 の 地上 戦 
株 に お ける へ ビィ ・ フ ォ ー ク 級 の 運用 は 不明 
кши LIRA 
Eb bec 
шош. Ен 
ож, Фаст 
ы 


ГДЕ 
1BDAE 1+ 24— 
TREK CEM 
(HEYET, + 
DAHMAN 
ЕКТІ 


ピッ グ ・ ト レー の 艦 体 構造 


ビッグ ・ ト レー 級 は 地球 連邦 地上 軍 の 移動 司令 部 と し 
て 運用 され 、 火砲 に よる 中 距離 支援 砲撃 も 視野 
開発 され た 。 旧 世紀 に お いて 陸上 戦艦 は 机上 の 空論 で 
Bott, ЖУТЬ: T 登場 に よっ て 実現 可 
能 と な り 、 上 陸 用 提 陸 艇 を 改造 し て ビッ グ ・ ト レー 級 が 生ま 
れ た と され る 。 オデ ッ サ 作戦 の 際 は レビ ル 将 軍 の 座 乗 
の ほか 、 陸 上 戦艦 第 4 打撃 部 隊 の 旗艦 と し て 投入 され た , 
な お 、 自 箇 に 着弾 し た ダブ デ 級 か ら の 砲撃 を 、 ミ ケー レ ・ コ 
レ マ ッ タ は ビッ グ ・ ト レー 級 の 議 射 と 勘違い し た こと も ある 


ШШЕ кое 


浴び せる ビッグ 
й. ку. MUDE 
ЖЕЙТ 
4 HITET, ЖИНЕЛ 
MSR AE 

ыы... : totos, 


АТАП 
飛び 立つ ドラ ゴン ・ フ 
ライ 2 号機 。 BRE 
含め た 情報 収集 に 
用 いら れ た 


公国 軍 に お ける 地上 戦力 の 中 で 、 中 心 と な っ て 運 
Шапе, 連邦 軍 の ピッ グ ・ ト レー 
級 な ど と 異な り 移動 手段 に ホバー・ ジ ェ ッ ト を 用 い ず 、 無限 
軌道 を 採用 し て いる 。 ダブ デ 級 は 移動 司令 部 と し て も 使わ 
п. オデ ッ サ 作 戦 に お いて マ ・ ク ベ の 座 乗 艇 に 用 いら れ た ほ 
か 、 第 144 高 地 に は 2 儲 の ダブ デ 組 が 投入 され て いた 


1 代目 の ダブ デ 組 は 正 = 
確 無比 な 射撃 で 吉孝 
HICATBESAL. 
Et. BSL IBRD 
SEROMA же 


24807 
нена 


で あり 、 連 邦 に 情報 を 
ALTUA 


全高 66m と ピッグ トレ ー 
比べ ひと 回 りほ ど 小型 で ある 。 折 
a BA ON 9 BAR 
われ る 部 位 を 備え 、 ド ラ ゴ 

жойлашган. 
し て いる も の と 思わ れる 。 ま 
YR 


BLEIBEN 
эж инак әз ичики С 


BEES ADS ERO NZE ын 
画 後方 


全 蛋 は 134m で 全高 は 85m。 LOMAS 


паа 


画 バリ エー ショ ン 


#917. MRE 
АЛА АЗ 


オン 公国 軍 の 陸上 戦艦 


шуан 
全長 109m と へ ビィ ・ フ ォ ー ク 級 な ど 連 
ВОВ LRE OER OIA. 2 
ETET ery ee oa 
カカ を 持つ 。 MS 運用 能力 は 持た な い が 
後部 に 2 樽 の MS を 秀生 可能 て 
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MECHANIC FILE モビ ルフ ァ イ タ ー : IDG-OOX デビ ル ガ ンダ ム (アル ティ メッ ト ガン ダム ) н] sue 15 


A= 
J: 
іш 


(アル ティ メッ ト ガ ンタ ム ) Э ma G 


DEVIL GUNDAM (ULTIMATE GUNDAM) a ЕЕ: 
RR 


X デビ ル ガ ン タム жә m SPEC 
b 全高 23.9m 


ЯҒ 


= 


最終 形態 > 


ZK 


1 3: 機体 は 地球 環境 の 回 復 に 向け て 投入 され る 
ト 用 の MF (モビ ルフ ァ イ タ ー) と は 別に 、 非 戦闘 用 MF が 、 そ の 力 を 生 事 利用 し よう と し た 
の 開発 に 取り 組ん で い ! の MF を 開発 する 上 で の コ > ウル ベ ・ イ シカ ワ が 強奪 を 計画 。 キョ ウ 
球 を 浄 は 強奪 を 阻止 すべ く 急速 地球 へ と 降下 する が 、 そ の 了 
し まう 。 結果 、「 デ ビル ガン ダム 
(DG) 細胞 ] の カ で あら ゆる 有機 物 か ら 無尽 蔵 に エネ 
ルギー を 吸収 する デビ ル ガ ンダ ム へ と 変貌 し 、 機体 の 降 
本 機 の 最大 の 特徴 は 、「 自 己 修復 ] 「 自 己 増殖 ] га 下 直 後に 開始 され た 第 13 回 ガン ダム ファ イト に も 大 き な 
己 進 化 」 と いう 三 大 理論 を 持 あり 、 理 論 上 は 影響 を 及ぼ すこ と と な っ た 。 
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レイ ン を 生体 ユニ 


ッ ト と し た 最終 形態 


デビ ル ガ ン ダム に 変 閲 し て か ら も 、 ваха Ш デビ ルフ ィ ン ガ ー 
持 し て お り 、DG 細 胞 を 使っ た 増殖 と 進化 を 繰り 返し て いた . = 
その 都度 、 形 態 や 形状 は 異な っ て いる が 、 デ ビル ガン ダム 
最終 形態 と 呼ば れる タイ プ は 、 生体 ユニ ッ ト に レイ ン ・ ミ カ 
ムラ を 据え 、 ネ オジ ャ パン コロ ニー を 吸収 し た 機体 の コア ユ 
ニッ ト を 指す 。 胸部 に レイ ン を 搭載 し た この 機体 は 、MS 形 
態 と MA 形態 と いう 2 種 の 基本 形態 を 備え 、MA 形 態 で は 
高い 飛行 能力 を 持つ 。 武装 に は 、 大 型 の クロ ー で ある デビ ( 
ルフ ィ ン ガ ー の ほか 、 機 体 各部 に 多数 の ビー ム 砲 を 半 備 
り 多彩 な 攻撃 を 仕掛 ける こと が 可能 と な っ て いる 。 
ゴッド ガン ダム に 搭乗 し た ドモ ン ・ カ ッシュ が コロ ニー デ 
ビル ガン ダム の 動力 妨 内 に 侵入 し た 際 、 最終 形態 が 動力 
炉 に 登場 。 ドモ ン と 一 騎 討 ち を 行っ 


ー の 2 ロー 


тааш. ми 


の 接近 を 防 


тот 
し た 状態 。 ク ロー 部 を 支 
えも フレ キシ ブル な フレ ー 
миша са). 
ойланыз MIC 


FAH LES 
その 原動力 と 


РОТЕ 586 
Жылап 
мелено. 
より ゴッド ボ ガ ン ダム に も 劣ら 
ЕА 


@ MS 形態 MA 形態 変形 シー クエ ンス | 


で を 司 化 し て おり NET 


き な く な っ て いた 。 だ が j 
機体 は レイ ン の 思念 と 生 / ) 3 
SDT Ñ ў 


ン テ ナ は オミ ッ ト )。 РЕВВА — リア スカ ー ト を 民間 
ガン ダム の フェ イス パー ツ を 科 後 と させる, КИА, MARANO 


қыш. 2018. жЫШЇс®&2:149— 
する 


MORE INFO! 


E アル ティ メッ ト ガ ンダ ム SA の ヤー зависеть 
ライ ゾウ と キョ ウジ が 完成 ませ た 直 © 555 ЖЕРГІ, сли 
ROTAT IAIN ha WS T P E e чыды 
PEERED, WEEE ams ERS SSCL 
ТЕНИ ў 
と な っ て いる の が わが る 。 


デビ ル ガ ン ダム 本 体 も 巨大 化し 
Нов ЖРО 
履 開 し た 。 その 内 部 の コア ユ 

REL TAMERS MAE анан 


U. ВЕЛЕНО, 


ey ` 


a | Raw wOAT A=", т. 
| 仙田 の カン ダム フェ イス を ど 、 デ | 
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ШІК 604 アド ヴァ ンス ド | 
= ジン クス жайа | 
=| 


(в) mebi sm238n 


GN パル カン x2 プ GN ディ フェ ンス 
ロッ ド X2/GN ク ローX2 | 


自体 は 構造 的 に 
改良 され て いる , 
ラッ チ と な 
な ど に 換装 する こと が 可能 。 


改良 が 施さ れ 、 GN バー 
жай. MERKEN 
も 機動 性 が 向上 し て いる 。 


ソレ スタ ルピー イン グ (CB) が 武力 介入 に 投入 し た 機 と し て 量産 体制 に 入 
動 兵 器 「 ガ ンダ ム 」 は 、 圧 倒 的 な 性 能 を も っ て 従来 の MS Ont 
を 歯 好 に も 掛け な か - 
使 ア レ ハ ンド ロ ・ コ ー ナ ー| 


ロット 用 の カス タム ジン クス で あ ジン クス を 「1」 と し 
た 場合 、 ア ド ヴ - ス は 「1.5」 に 相当 する 性 能 
を 有 し で お り 、 の 技量 も あぁ っ て 戦場 
に 向かう 中 で 各国 の 軍隊 は 解体 さ $ Уй о また 、 本 機 の 
『、 そ の 過程 で 抵抗 する 勢力 は 少な く は な く 、 主 力 機 デ 主力 機 の > と 活か され て いる 


ТГ т 
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ニン グ で きる 機体 


基本 的 な 構造 は ジン クス と ほ ば 一緒 で ある 。 だ が 、 本 機 画 頭 部 

が "アド ヴァ ンス ド " と され る 所 以 は 機体 内 部 の チュ ー ニ ン 

グ に 依る と ころ が 大 きい 。 これ に よっ て パイ ロッ ト の 特性 に 2 
合わ せ た 調整 を 可能 と し HAO ENTREE [| 
体 と な っ て いる 。 た だ し 、 推力 周り が 強化 され て いる こと か 
ら ハ イ パ ワ ー な 機体 と な っ て お り 、 通 常 の パイ ロッ ト が 乗り 


/ 


し な い 機体 で あっ た が 
と か ら 彼 に 「 鉛 鉄 の カウ : 


12 


+ z зик а: 
МЕ) ао, Фф» а 
IR CRRA). A 


新設 計 の 兵 装 群 と オブ ショ ン 換装 に よる 汎用 性 


原型 機 で ある ジン クス を 踏 舞 し 、GN 科 子 を 用 いた 汎用 画 アド ヴァ ンス ド GN ビ ピー ムラ イフ ル 
性 の ある 兵 装 を 運用 し て いる 。 し 機体 と 異な っ て 本 機 専用 の ライ フル を カス 


FOR! (の シス テム の 存 
守秘 に 関し て の 困 連 の 月 心 補 姿勢 わ か 


専用 の 装備 が 新た に 考案 搾 用 され て いる ほか 、 肩 部 の 兵 | 274 ale ューー 
装 マ ウン トラ ッ チ | 装 の 多様 性 が 増し 、 汎 用 性 は жын 攻撃 力 な どの バラ \ = 
より 向上 し た 。 また 、 防 御 兵 装 は 原型 機 か ら 見 直さ れ て お スズ を パイ ロッ ト が 戦闘 中 ペラ デフ РЕ 4 
U). GN シ ー ル ド 菜 ディ フェ ンス ロッ ド を 廃し て 大 型 の GN デ ィ Иа TENAN WU デー バー < 


フェ ンス ロッ ド を 採用 。 三 大 勢力 出身 の パイ ロッ が 多い た 
め 、 馴 染み の ある 兵 装 が 選ば れ た と 考え 5 れる Е 
Ш プロ ト GN ラ ンス 


ジン クス の GN ビー ム 


< ишни 

жасыма заведите). жср 

プロ ト GN ラ ンス は 、 ж いて 華星 的 に 採用 され た фа 
タ に よっ て 実用 の 共 部 は ジン クス の GN ビー 
кеден. イフ ル と な っ て お り 、 в. 


ジン クス MI の 専用 兵 装 に 接続 され た プロ ト Gi 
мап: パー ツ で 構成 され る 


МОКЕ INFO! 


アド ヴァ ンス ドジ ンク ス を FRS YII ンス ト 
与え られ た エー スバ イロ ッ ト MOZA 


ム 所 属 の : 


CB 崩壊 後 、 世 界 統一 に 向け た 動き が 活発 化し 、 国 連 は 「 世 界 各国 
の 軍 解 体 ] と いう 政策 を 実施 。 平定 の 隆 に 従来 の MS と 一 線 を 画す 大 
陽 が 搭載 MS は 戦場 で 大 きく 責 献 する 。 その 際 に アド ヴァ ンス ドジ ンク ス 
を 駆っ た エー ズ の 活躍 は 群 を 抜い て いた 。 特に 太 隅 炉 搭載 M! 
国連 で 各国 の MS に 精通 し て い 


f 
кешй в осше 
ШИ ЕСУ ЕС 


AEUD エ — ス パイ ロト , I 
リッ ク ・ コ ー ラ サワ ー を は じ め 、 

жтийлсаазошш>7 
ス に 各国 の エー ス が 搭乗 し 

св=жейн и. 
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yo 
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I SPEC 
全高 24.0m 


機構 を 持つ 。 MS と 
器 開発 技術 を 基 ! 


Іш 


原型 機 の G87 ル ナタ ンク は 、 
を 機体 下部 に 内 蔵 


ロー ター 
各 脚 部 に は 2 基 (合計 8 基 ) の 
жш 


た め に 搭載 


MA の 原型 と な っ た 実験 的 要素 の 強い 機動 兵器 


一 年 戦争 に お ける MS 開発 ・ 運 用 の 先駆 者 で あっ た ホバリング 用 ロー ター と の 併用 に よっ て 、 巨 大 な 機体 の 
ジオ ン 公 国軍 は 、 特 定 の 条件 下 に お ける 運用 で 最大 重力 下 飛 行 を 可能 と し た 。 また 、 に 類 を 見 な い 
の 効果 を 発揮 する 新た な 機動 兵 特殊 兵 装 ア ッ ザ ム ・ リ ー ダ ー を 搭載 し て いる こと な ど 、 
(MA) を 開発 し 、 戦 場 に 投 MAX-03 が 実験 段階 の 技術 を 実戦 テス ト す る 役割 を 

š ザム で ある 。 MAX-03 は 


関連 ファ イル 


к (HEEB ы) と し て す 同 記 録 は RX-78-2 ガン ダム と 1 度 
芳しく な いも の : 


用 移動 砲台 と し て 生み 出さ れ : 
本 機 で 特筆 すべ き は 、 ジ オン 公国 軍 内 で 実験 段階 
е ノ フ スキ ー フト を 搭載 し て いる 点 で ある 。 


機体 構造 


Ey 地球 上 に お ける 移動 可能 な メガ 粒子 砲台 と し て の 兵器 


「 地 球 上 で 使用 可能 な 対 トー チカ 兵器 ] と し て 開発 され た 。 画 武装 レイ アウ ト 
MAX-03。 それ ゆえ 、「 重 力 下 で も 空中 移動 が 可能 な メガ 粒 fe arg ll ath re eld Pa orp 
Yar 4 #3 ら この 開 : て いる 。 これ だ け の 数 の メガ 粒子 栓 を 短 動 させ る た め に 4 基 の 熱 枝 反 応 炉 
gE на O ее E> 
載 する 機動 兵器 」 と いう 形 で 、 その 後 の MA に 発展 ・ 継 承 さ れ 
て いく 。 な お 、 本 機 の ミノ フス キー・ ク ラフ ト は 地球 連邦 軍 の 
ペガサス 級 強 揚陸 艦 に 搭載 され た も の と 比べ る と 性 能 が 
大 きく 劣っ て お り 、 連続 稼働 時 間 は 5 分 と 言わ れ て いる 。 


機動 の 高い MS と の 戦 上 


ЕСЕ 


洗練 され て MA-06 ヴァ ル ・ 
ヴァ ロ に 引き 的 が れ 、 改良 型 
の プラ ズ マ ・ リ ー ダ ー と し て 運 
用 きれ で いる 


@ хәне 


上 部 に 配 され た 方 形 の メガ 
часала 
звати, 下部 に 
設置 され た 半球 形 の メガ 料 
PALIET. FAE 
広い 和夫 を 確保 し て いる 。 


アッ ザム ・ リ ー ダ ー 
жип 

機体 下部 の 射出 口 か ら カ プ セル を 投下 

UC, BERRY 2—40. MU 


НОО наше кше 
投下 し て ワイ ヤー を 展開 さ せる 。 


ө RABERERE 
BRN ROI LOS MOAB SE 
生 装置 より 多数 の ワイ ヤー を 射 由 。 
ワイ ヤー で 敵 の 周囲 を 杉 状 に 取り 田 
る 特殊 電磁 波 を 発振 する 。 


能 で ある 。 RX-78.2 と の 交 
戦時 は 、 マ ・ ク ベ と キシ リア ・ 
ザビ が 搭乗 し て い 


‘MORE INFO! 


ホワ イト ペー ス か 5 脱 走 し た アム ロ ・ レ イ は 、 マ ・ ク ペ 管 轄 の ジ 
オン 公国 軍 の 資源 採掘 基地 を 発見 。 この 第 102 採 所 基地 が 
オデ ッ サ 作戦 の 目標 だ と 思い 込ん だ アム ロ は 、 ブ ライ ト ・ ノ ア た 
ち を 見 返す た め に 単独 で 攻撃 を 仕掛 ける 。 だ が 、 戦闘 後に 数 ある 
採掘 基地 の ひと つ で し か な か っ た と 知り 情 希 と する の だ っ た 。 この 
身勝手 な 行動 の せい で 公国 軍 に 無用 な 警戒 心 を 抱か せ で し まう 。 


БАРД] 


TAONUI OZEE, Д 


шуру: ФИЯ ТӘНЕ 
BBOVEDE эй» 1 当 だ り 28 と いう 今 
有 有 率 の 希少 な ソリ ウム 鉱床 を 保有 する 。 


MAK-O31° REIT OBR, +27 
リア は 機密 保持 の た め マ ・ ク 
KUZU. Жо 

を 自爆 させ た 。 この た め 基 地 се 
に 残っ て いた 兵士 は 爆発 に 
巻き 込ま れ て し まっ た 。 


セル 

に ・ リ ー ダ ー の 「 リ ー ダ ー] と は HERDE ESA 
UCMRERE TORROMMEMT. リー ダー は この カ 
プ セル に 収容 され て お り 、 О ктш! MENS. 


@ アッ ザム ・ リ ー ダ ー 展 開 プロ セス 


BORA ROI —¥— TOE Wa SRA TS 
特 導 電子 波 と の 共振 に より 、 BEKA OOO DBM CRIA ATES AS, 


第 108 採 掘 基地 と アム ロ 


m 負傷 し た 兵士 

ВТО иде 

訪れ た アム ロ が 発見 し 、 ЛЯ 

し た 公国 軍兵 士 。 アム ロ が 
78.2 の パイ ロッ ト と 見 板 

ЛЕТ 


аба. 9:212 
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mebi sebe 


GUNDAM GROUND TYPE 


陸戦 型 ガン ダム ar 


E.F.S.F. 


ォ オプション 装備 に よっ て 実証 され た 、 MS の 汎用 性 能 


MS は 単独 運 用 が 可能 な 兵器 で は な く 、 軍 事 基地 や 母 
艦 を 中 核 に 据え た 展開 が な され る こと が ほとん ど だ っ た 。 
機体 整備 や 補給 物資 の 調達 に 時 間 と 労力 が 必要 だ っ 
た た め だ 。 無論 、 そ れ は 旧 世 紀 か ら 存 在 する 既存 の 兵器 
に つい て も 同様 の 問題 だ だ 、MS の 複雑 さ は 他 を 圧し て 
いた の で ある 。 と は いえ 戦線 拡大 に 伴っ て 、 基 地 を 中 心 と 
する MS 運用 が 困難 と な る 状況 が 増え 始め た 。 その 代表 
例 が ユー ラ シ ア 大 陸 東 部 を 中 心 と する 極東 地区 だ っ た 。 
その よう な 事態 に 対処 すべ く 、 こ の 地 に 投入 され た 地球 
連邦 軍 MS (陸戦 型 ガン ダム ) に は 、 多 彩 な オプ ショ ン 装 


備 が 採用 され る こと に な っ た 。 BROMBERG MIT 
の 物資 運搬 を 容易 に する 専用 コン テ ナ や 、 MS の 運用 に 
適さ な い 過酷 な 環境 下 で の 運用 を 見 越し た 仕様 変更 な 
ど 一 一 地上 に お ける MS の 運用 は 、 宇 宙 で の 運用 以上 
に 拡張 性 を 求め られ た の で ある 。 陸戦 型 ガ ンダ ム に 見 られ 
る オプ ショ ン 装 備 と その 運用 は 、 MS の 汎用 性 と 柔軟 性 を 
示す 好例 で ある 。 MS を 歩兵 の 延長 上 の 兵器 と 見 な す 者 
が 多かっ た 当時 に お いて 、 連 邦 軍 MS 開 発 担当 者 は まさ 
に 本 機 を 巨大 な 歩兵 と し て 運用 し た の だ 。 そし て その 開発 


思想 は 、 確 か な 実績 を 残し た の で ある 。 


EES 
タイ プ MS の 開発 拡大 


ダム 改修 し た 機体 改修 に 
当たっ て 主 に 現地 バー ツ を 流 
用 し た た め 、 他 の 部 隊 に は 存 @ 
奏し か い ワン オフ 機 とじ な っ た 。 


歩兵 の 延長 線上 に ある 兵器 と し て 一 定 の 成果 を 挙げ た 
本 機 だ が 、 両 者 に は 決定 的 な 違い が ある 。 Thi |B) 
兵 の 場合 、 使 用 する 武器 や 消耗 品 を 自ら 
の 力 で 運搬 し な けれ ば な ら な い 。 例え ば 火力 の 要 と な る 分 
隊 支 援 兵 器 を 運用 する 場合 、10kg 近 い 銚 本 体 と その 弾 
薬 を 人 間 が 運搬 する こと に な る 。 車輌 に 搭載 する 場合 も あ 
る と は いえ 、 使 用 する 際 に は 人 間 の 手 が 必 要 で あり 、 い か 
に 訓練 され た 歩兵 と は いえ 、 運 搬 に よっ て 蓄積 し た 訟 労 は 
作戦 の 遂行 に 影響 を 与え る 。 一 方 、MS の 場合 、 燃 料 不 
足 や 作動 不良 さえ な けれ ば 携行 兵 装 の 運搬 に 支障 は ほ と 
ん ど 生 じ な い 。 両者 を 比較 する と 、 携行 兵器 の 運搬 に は 大 
き な 差 が ある こと が わか る 。 その BL. MS の 運搬 
能力 の 拡大 を 狙っ た も の が 本 機 に 用 意 さ れ た コン テ ナ で あ 
Bo 多彩 な 携行 兵 装 を 運用 で きる 能力 は 本 機 の 長所 の ひ 
『、 そ の た め に は 各種 兵 装 を 現地 まで 運搬 する 
必要 が ある 。 TE CALF НЕ CK MADER 
に 利用 され る こと と な っ た 。 地上 で は 必要 性 の 低い ラン ド セ 
ル 部 (お よび 推進 用 スラ スタ ー) を コン テ ナ ・ ラ ッ ク に 換装 す 
る こと で 、 本 機 は 運搬 能力 の 拡張 を 実現 し た の で ある 。 


WEN TH), まさ に 移 
Pere) Gir tg 


инок 
ま の 移動 で は マニ ピュ レー 
ター の 自由 度 を 低下 させ て 
コン テ ナ に 格納 
Thu 

きる 


2 投入 され る ケー ス が 多く 、 補給 も 
まま な 5 な い 杖 態 で は コン テ ナ に よる 物資 輸送 が 住め て 有効 だ っ た 


陸戦 型 ガン ダム は 状況 の 異な る 作 


Ш コン テ ナ ノ 装着 状態 
コン テ калм. Чат эсин ICR T, 
性 を 増す た め 、 コ ン テ ナ の 上 下 か ら ア ー ム で 国定 する よう に 


姿勢 を 変え る MS か 
され な いよ うに 


DUR 
アー ム は か な り の 保持 力 を 有 
する 。 さら に 大 重量 に も 耐え 
К SE 
れ て いる 。 


тх 


HEMSCOTT ZER 
дзяк BATEMENSALTFOYARL, BBIN LD 
ぼぼ 半分 程度 。 きら に 大 悪 の コンテナ も 存在 する が 、 合用 例 は 少な い 


| 各種 兵 装 が 搭載 され て お り 、 RK 
あら ゆる 任務 に 対応 で きた 


MS を 輸送 機 と 見 な し 、 輸送 能力 の 拡張 を 可能 と し た 専用 オプ ショ ン 


Bast HR 

ン テ ナ は 陵 戦 型 ガン ダム と の 併用 を 前 首 と (2 

し た 設計 が な され て お り 、 扶 載 し て も 機体 の 
到 際 が 生じ な い 形状 (長方形 を 基本 と 

する シン プル な 月 ) を し て い 


+ 上 下方 向 に 展開 下部 ハッ Ñ 
жап илай. MORA 

を 容易 に し た 。 一 方 、 MS が 物資 を 取り 出す 際 
は 上 部 ハッ チ だ け 開 (場合 も あっ た 


mell 010 


WRR ЕВС оу оре ВВЕСТИ 


陸戦 型 ガ ンダ ム が 投入 され た 極東 地区 は 密林 や 湿地 帯 N 砂漠 戦 仕様 外観 

TEM CRS, PRIEST OIRO ED ERR АС 

いた 。 その た め 本 機 は 砂漠 戦 用 の 仕様 変更 を 施し て 運用 さ 

れる 場合 も あっ た 。 も ちろ ん 本 機 の 砂漠 戦 仕様 が 公国 軍 の 

局 地 戦 仕様 機 ほど に 運用 環境 へ の 最適 化 が 図ら れ て いた 

と は 考え に くい 。 し か し 地上 戦 に 限定 され た 設計 が な され た 

本 機 だ か ら こ そ 、 そ えた 仕様 変更 が 容易 に 行え た の で ある 。 

一 年 戦争 当時 、 連邦 軍 の MS 運用 思想 は 未成 熟 な 段 

階 に あり 、 局 地 戦 に 対す る 配慮 が 充分 だ っ た と は 言い 媒 

い 。 場当たり 的 な 仕様 変更 機 を 局 地 戦 に 投入 し た の も 、 そ 

うし た 現状 を 打破 する た め の デ ー タ 収集 と いう 側面 が あっ た 
た めで 、 こ の デー タ が の ちの MS 開発 に 貢献 し た の で ある 。 

公国 の 誌 作 MA (アプ 

3 METS 

た め 砂漠 地帯 に 向かっ た 

第 08MS 小 隊 の 機体 に 

а 


E 足首 部 分 関節 部 
Cpt AMAA ML TOME 
ОЛЕНИ 
<. 定期 9 に カバ ー を 外し て 内 部 機構 
натерал. 


жа УЫ ms А 


関節 部 の 清掃 作業 を する 広い 可動 城 を 有する 関節 部 は 7. > 
ケル ・ ニ ノリ ッ チ 。 RR Раана но, со / た 

БОЛАР MYDS EET / j 

s る 原因 と な る 。 DAHER ™ 
VN #Шйсшщюязилш» 


体 を 円 滑 に 運用 する た め — / 
バー が 取り 付け られ た 。 ん ンプ 


に は 重要 と な る 。 


ERER теза II2 2h2 


уятудан ен »ьм5® FSET М パラ シュ ー ト 展開 ギミック пон ян 
8 НЕЕ. 276 7П—БЕЕК — パラ シュ ー ト 本 体 は バック 中 央 の 上 部 に 内 eS 
作戦 で 実施 し た 。 CHICHL TERMS, Б MENTOS, EAMG вл 


5а 8 RRA CORDIC НЫ, жая 
ム の 開発 に 並行 し て パラ シュ ー ト と 制動 用 スラ スタ ー を 内 АДЫ eames 


蔵 し た 降下 略 バッ ク パ ッ ク を 設計 、 高 高度 か ら の 降下 作 
戦 を 視野 に 入れ た 部 隊 展 開 を 可能 と し た 。 ЖЖ. EREBE 
隊 を 満載 し た 輸送 機 は 撃墜 の 危険 に 晒さ れる が 、 ミ ノ フ ス 
キー 粒子 の 出現 で レー ダー が 無効 化し た 宇宙 世紀 に あっ 
て は 、 こう し た 空 控 戦 術 も 重要 視 さ れ た の で ある 。 


パラ シュ ー ト ・ パ ッ ク を 用 いた 降下 作戦 は ミ デ ア 輸送 機 を 介し て 行わ れ た 。 MSE RATE CRE, EFIT ドラ シュ ー ト ・ パ ッ ク は コン テ ナ と 規格 続 一 され て お り 、 BIE LES 
は ミ デ ア 第 方 に 放出 。 ある 程度 、 自 由 落 下 を 続け た 後に パラ シュ ー ト を 展開 し て 目標 地点 に 軟着陸 する 。 し て 機体 と 接続 され る 。 た だ し 複数 回 の 使用 は で きず 、 使い 捨て が 基本 。 


EDOR 地上 戦 で の 利便 性 に 配慮 し た 、 さま さま な 追加 装備 
砂漠 戦 仕様 や 空 括 使用 と いっ た 大 掛か りな オプ ショ ン № 頭 部 シュ ノー ケル ・ カ メラ 画 乗降 用 クレ ー ン & 高 光度 ライ ト 


装備 が 存在 する 一 方 、 通 常任 務 で も 使用 する 頻度 
いと 思わ れる 装備 は あら か じ め 機 体 に 搭載 され て いる 。 こ 
れ は 地上 戦 で 想定 され る 各種 状況 に 対応 する た め の 装 備 
で あり 、 こ れ ら が 本 機 の 汎用 性 を 向上 させ た の は 間違い な 
い 。 その た め 運 用 する 機会 は 限ら れる も の の 、 状 況 変化 に 
対し て 高い 即応 性 を 発揮 。 こ れ ら の 装備 は 、 の ち に 続く MS 
の 可能 性 を 模索 し た 成果 と も 考え られ る 。 


る よう に な っ て いる 。 また カメ 自体 
a も 上 下 左右 に 向き を 変え られ る 


頭 部 右側 (シュ ノー ケル カメ ラ の 反対 側 ) 
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一 年 戦争 後期 に 運用 され た ジオ ン 公 国軍 艇 塗 戦力 


#8 


3 サ 鉱 山 基地 で は 、「 ア プ サ ラ 
様々 な 軍用 航 


ェクト が 進行 し て し そし て 、 
る 大 気 園内 飛行 を 可能 と し た 
MA 一 一 アプ サラ ス の 開発 を 目指 し た 同 計画 を 支援 する 
多く の 航空 機 が 運用 され た 。 極東 方 面 制圧 軍 に 
の 運用 が 多く 見 られ た 一 因 は そこ 〔 
航空 支援 や 哨戒 と いっ た 通常 
繁 に 運用 され て 補助 戦力 と し 
た 、 欧 州 方 面 制 圧 軍 に も 改修 タイ プ の カウ が 配備 され て 
お り 、 それ ら の 兵器 が 広く 運用 され て いた こと が わか る 。 


オン 公国 軍 航 空 機 の 代表 的 な 例 で ある 。 
一 年 戦争 後期 ン 公国 軍 極 東方 面 制 圧 軍 の 展 


Il COMPARISON CHART 


Tim боз 50m 40m 30m 20m 10mOn 


関連 ファ イル 
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шебін 


BROWN PURPLE 


BATTLE-HELI 


hr 
Бл 


DORA 


нн 


ГЕЛ кап аа т ас 2. Уі Ез тө Е 
れ て いた タイ プ 。 オデ ッ サ か ら 極 東 戦線 に 撤退 を 図っ た 際 に 残存 部 隊 と 物資 を 輸送 し 、 ポ ー 
ン ・ ア ブス ト が 機長 を 務め た 機 が 地球 連邦 軍 コ ジマ 大 隊 第 08MS 小 隊 と 交戦 し て いる 。 


全長 62m (異説 50m) 
RE ойжозктаха 7 
олача Е 


か が 不調 で も 飛行 は 可能 。 機 
体 の 基部 に は 格納 庫 を 備え 、 


яп 9 


TFTA- 
BHEBMLTUOSH. айо 
ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー を 廃し 、 主 
四 の 位置 を 変更 する な どの 大 
直 な 改修 が 加え られ で いる 。 


ІШІН 


要 撃 爆撃 機 と し て 開発 され た ド ・ ダ イ YS を 、 
MS と の 連携 を 前 提 に 再 設計 し た 後 組 改 良 
機 。 機体 上 面 に MS を 搭載 する サブ ・ フ ライ ト ・ 
シス テム と し て の 通用 が 一 般 的 だ が 、 下 面 に 
ワイ ヤー を 接続 し て MS な ど を 吊り 下げ て 運搬 
する こと も 可能 と な っ て いる 。 


アプ サラ ス 1 の 飛行 試験 で は 、 試 験 韻 始 地点 まで アプ サ 
3262085 ` жй! 
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ドッ プ 
| 


HARE В ЕЕ С, СОНОВИ СЯ УНЕ 
で 運用 され た 。 「 アプサラス 計画 ] に お いて は アプ サラ ス の 飛行 試験 の 随伴 機 な ど に 用 いら 
れ 、 ノ リス ・ パ ッ カー ド も 搭乗 し た 。 アプ サラ ス I の 飛行 試験 で は 、 第 08MS 小 隊 と 交戦 し た 。 


ЕА 20тт/О/5:48х275 
連 義 ミサ イル ラン チャ ーX2 
Ж ee 
УзА ж WILLE — 
О А 


Ш コク ピッ ト 


ルト と 極端 
に 短い 前 後 長 、 逆 ガル ・ ウ ィング の 主 
STORME HRE 
共通 し て いる 。 


ЛЕЙ 

は 一般 的 な 仕様 と 同 

ЖУ, 内 部 機器 が や 
©, 


ルッ グン 


LUGGUN 


ジオ ン 公 国軍 が 開発 ・ 運 用 し た 戦術 偵察 
機 。 極東 方 面 制圧 軍 に 配備 され た 機体 は 、 
一 般 的 な 仕様 の も の と は 各部 形状 や 着陸 脚 
の 構造 な ど が や や 異な る が 、 基 本 的 な 松 体 
構造 は 同じ で ある 。 山岳 地区 に 不時着 し た 
アプ サラ ス II の 捜索 任務 な ど に 用 いら れ た 。 


вотна ERLE 
BEC, Misi 5 та. ジ : 


不 時 落 し た アプ サラ ス I[ の 控 索 に 投入 され = 
DR BMD CBA тув. чан: 


ВРИЕ, 71 EBL 


BATTLE-HELI 


極東 戦線 で 運用 され た ジオ ン 公 国 
軍 の 戦闘 ヘリ コ プ ター。 二 重 反 転 ロー 
ター を 採用 し て お り 、 バ ルカ ン 砲 と 腺 
ミサ イル を 装 穫 し て いる 。 パイ ロッ ト 2 名 

含む 6 名 が 搭乗 可能 で 、 前線 の 視察 
な ど に も 用 いら れ た 。 


胴体 部 と 左右 
独特 の 機体 構造 


(に 用 いら れ 、 マ サド が 株 


12 
ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー を 配 し て いる 。 


BREN TUS, 


[xx | 
DORA =b: 


ジオ ン 公 国軍 が 運用 し た 輸送 機 。 機体 形 
状 は ドッ プ に 似 て いる が 、 機 体 下部 の ベク ター 
ド ・ ノ ズル に よっ て 推力 を 得る 構造 は ルッ グン 
に 近い 。 また 、 ИНЫХ. Fay Fe 
有 し て いる 。 アイ ナ ・ サ ハリ ン が 鉱山 基地 を 
訪れ た 際 に 用 いら れ た 。 


Bt ERDEN 


OR Са. Иш 
үс 


TTT 
ド ・ フ ズル に よっ て 垂直 離陸 が 可能 だ っ た 


陵 す る ドー フ 。 機体 下部 の ペク ター 


a. туз 


=. 
ae 
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機動 戦士 ガン ダム O0 


MECHANIC FILE 


戦闘 母艦 : プ トレ マイ オ > 


プトレマイオス 2 k 


機能 の 増加 に 合わ せ 改 修 さ きれ た CB の 戦闘 母艦 


艦 体 へ の 固定 火器 設置 、 大 気 園内 水中 で の 航行 
能力 の 付与 、 そ れ に 伴う 大 気 園 突入 ・ 離 脱 能 力 な ど 、 
プトレマイオス 2 に 備え られ た 機能 は 、 そ の ペー ス と な っ 
た プトレマイオス と 比べ て も 飛躍 的 に 増加 し て いる 。 搭 
載 され た 機能 が 増え た こと で 内 部 構造 や 艦内 設備 も 大 
幅 に リニュ ー ア ル さ れ て お り 、 メ イン ブリ ッ ジ へ の 底面 モ 
ニタ ー の 設置 や 砲撃 支援 用 の サブ ブリ ッ ジ の 追加 な ど 、 
戦場 で の 行動 を より 意識 し た 構造 と な っ て いる 。 


ァイル 
タバ ルト が 新た に 設置 され て いる 。 オー ライ ザー な ど 支 し ピリ 


援 機 専用 の 格納 庫 も 備え て お り 、 円 滑 な 出撃 管制 が 行 
える 構造 と な っ て いた 。 また 、 特 殊 機構 と し て は 交 学 迷 
彩 の ほか 、 搭載 し た ガン ダム が トラ ン ザ ム モ ー ド を 起動 す 
る こと で 、 艦 自体 も トラ ン ザ ム モ ー ド へ と 移行 で きる シス 
テム も 採用 され た 。 これ は GN フ ィ ー ル ド の 強化 に も 繋が 
り 、 戦 闘 の 最前 線 で の 運用 に も 耐え られ る 防御 力 を 確 
保 で きた 。 その 結果 が 、 西暦 2312 年 の 戦い に お ける メ 


トレ マイ オォ え 


GN-0000 ダブ ルオ ー ガ ンダ ム 


КНСБ о 
КЖЕ. 


ERO O メン トモ リ の 撃破 や アロ ウズ ブイ ノ ベ イ ド 勢 力 の 打倒 と 
ニア カ いっ た 戦果 に 繋が っ た の で ある 。 


大 気 圏 内 で の 運用 が 可能 と な っ た こと で 、 
コン テ ナ ブ ロッ ク は 排除 され 、3 基 の 格納 庫 / リ 


艦内 設備 1 最前 線 で の 航行 を 想定 し た 新た な ブリ ッ ジ 


操 能 席 ・ オ ペレ ー タ ー 席 ・ キ ャ プ ブテン シー ト か ら 成 る ブリ ッ 
ジ の 基本 的 な 構造 は 、 プ トレ マイ オス の も の を 中 襲 し て い 
る 。 オペ レー ター 席 の 後方 に は 予備 の オペ レー ター 席 が 
展開 で きる ほか 、 戦場 を 把握 で きる 底面 
設置 。 この 底面 モニ ター は 、 ブ リー フィ ング ルー ム に 移動 
する 時 間 が な い 緊 急 時 な ど に 使用 され た 。 ここ で 艦 の 航 
行 や 戦闘 、 出 撃 管 制 な ど を 一 括 し て コン トロ ー ル する シス 
テム と な っ て いた 。 


ーー 


жони, ажи 
~ : овие. 2. メイ ンプ ブリッジ の 全体 国 。 CB 自体 の 
ギ ・ 地 ノリ エガ が 株 эж あっ て 、 必要 
た 。 AAEM 低 恨 の クル ー で 運用 で きる シス テム が 
ЖЗ Wan. 


к 
т 


PRED BIEL ТЕВЕ: 


Ө オペ レー ター 席 

操 能 席 、 キ ャ プ テ ン シー ト を 見 下 
5 : あ る オペ レー ター 遍 , 
シー ト と コン ソー ル が 一 体 化 さ れ て 
お り 、 出撃 管制 も 行え た 。 


Г ES 


AM, メイ ンプ リッ ジ の 最も [ > | 
後方 に ある モニ ター。 下図 は IS 

メイ ンプ リッ ジ ROR چ‎ 
RDN 2 


メイ ン メ カニ ッ ク の イア ン ・ ヴァ 
ZF PARFEO № 
が 主 に 使用 。 ERREN 
沙 臣 ・ ク ロス ロー ド も 一 度 だ 
олжа 


MECHANIC FILE 


プトレマイオス 2 $ 
ティ ング を 行う プリ ー フ ィング ルー ム 、 作戦 を 管理 する コン 
ピュー ター ルー ム な ど 、 作戦 行動 を 円 7 
用 設備 も 設け られ て いる 。 メイ ン ブ リ 
な い 部 分 を サポ ー ト する も の で 、 大 規模 な 作戦 や 戦闘 の 
前 に は 使用 され た 。 一 方 で 、 ク ルー の 体調 を 管理 する た め 
の 設備 も 充実 し て お り 、 カ プ セ ル 型 の 治療 ベッ ド も 備え た 
医務 室 や 、 ク ルー の 歓談 の 場 で も ある 食堂 と いっ た 、 長 期 
航行 に は 欠か せな い 設備 が 整え られ て いた 。 


コレ マイ オス 時 代 か ら 引き 
継が れ た 独房 。 ア ロウ ズ か 


pb MIRE 
当初 に 入れ られ て いる 。 


3 基 設置 され た 格納 庫 と カタ バル ト 


プトレマイオス 2 の 格納 庫 と リニア カタ バル ト は 、 КА 
内 で の 運用 に 備え た 機構 と な っ て いる 。 第 1 第 2 格納 
庫 と リニア カタ バル ト は 上 下 に 分 か れ て お り 、 エレ ベー ター 
を 通じ で 行き来 で きる 構造 と な っ て いた 。 第 1 格納 庫 は ダ 
ブル オー と アリ オス 用 に 、 第 2 格納 庫 は ケル ディ ム と セラ 
ヴィ ー 用 に 割り 当て られ て いた ほか 、 ブ リッ ジ 下部 に ある 第 


3 格納 庫 は 、 主 に オー ライ ザー や GN ア ー チ ャ ー 用 だ っ た 。 


REO 
置 が 反対 と な っ て いる 
以外 、 同 じ 構造 で ある 。 
上 図 の 着色 部 分 が エ 
レベ ー タ ー で 格納庫 か 
SREB SET. 
下図 は 格納 庫 で の メン 
ラサ ンス 時 。 


サブ モニ ター と タッ チ パ ネル が 備 
ML. ョ ヨン に つい て ( えら れ 、 情報 処理 を サポ ー ト し た 。 
「 ン グ が 行わ れ た 。 
BERS Ша 
\ == 
== 2 
治療 を 受け て いた ほか 、 ス メラ 
eminens, жын», —/ 
© リニア カタ バル ト (第 1 格納 庫 ) 
ина сев) АЛПЫ 173 
св 
ュ イ 


RSME R козш Ca 
カー ッ ク が 使用 し た 。 


で あり 、 上 部 に オー ライ 

を 格納 し た 。 出撃 時 は 前 

る 。 Amit 
バイ ロッ ト や メ 


ea サン ラズ NBs 113-10 


モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MECHANIC FILE 


用 の 量産 仕様 MS が RGC-80 2. ++. 


見 か ら ジ ム の キャ ノン ・ タ イプ と 思わ れ : 
に は RX-77 ガン キャ ノン の 簡易 量産 弄 
支援 用 MS の 中 で は 生産 性 が 


モビ ルス ー ツ : HGC-80 ジム ・ キ ャ ノン 


カメ ラ 
を ジム と 共用 
を 含む 後頭 部 は ガン 
の 構造 を 継承 。 アンテ 
ズ 79-A 式 と きれ た 


化 が 頓挫 し た こと に 始ま 
用 MS と し て ガン キャ ノン の 量産 
と コス ト の 問題 か ら 実 現し 
部 品 を 可能 な 限り 流用 
・ キ ャ ノン (RGC-80-1 
、 キャ ノン 砲 を 2 門 搭載 し た も 
、 キャ 
ノン 砲 を 1 門 と し た 試作 2 号機 を 経て 、 脚 部 装甲 を 増設 
し た 量産 仕様 機 が 完成 し た の 


521271 
Лаа Ж оя, 2%. 


(м) nell ГШЩ 


SPEC 
— 2% — (mm 180m RBI 17.9) 


イフ ル (予定 ) 
RET 


W COMPARISON CHART № COLOR 
kak == == í е 


て 360mm ロ ケ 
搭載 。 ガン キャ ノ 


関連 ファ イル 


キ 


FILE PREVIEW 


バリ エ 


MECHANIC FILE 


機体 構造 


プロ ト タ イプ ジム ・ キ ャ ノン (ジム ・ キ ャ ノン 試作 1 号機 、 ジ 
ム ・ キ ャ ノン ・ テ スト タイ プ と も 言わ れる ) は 、 ジム に キャ ノン 
砲 2 門 と ガン キャ ノン の 頭 部 を 備え た よう な 機体 で あり 、 一 
見 し て トッ プ ヘ ビー と わか る も の だ っ た 。 この 機体 は 重量 バ 
ラン ス が 悪い うえ 不安 定 と の 評価 を 受け 、 問 題 点 を 改善 し 
た 試作 2 号機 が 開発 され て いる 。 

試作 2 号機 は キャ ノン 砲 を 右側 1 門 の み と し た 機体 で 、 
試作 1 号機 の 問題 を ほぼ 解決 し た 。 た だ し 、 地 上 戦 で の テ 
スト に お いて 若干 の 不安 定性 が 指摘 され た た め 、 膝下 を 
大 質量 化す る こと で トッ プ ヘ ビー の 解消 を 目指 し た の だ っ 
た 。 具体 的 に は 膝下 を ガン キャ ノン と 同じ 仕様 と する 試案 
だ が 、 実戦 で の 装甲 の 互換 性 を 確保 する た め 、 落 脱が 容 
易 な 左右 分 割 式 (簡易 装着 型 ) 装甲 が 採用 され た 

こう し て 完成 し た の が 量産 仕様 の ジム ・ キ ャ ノ 
と の 間 に 609% の 部 品 共有 率 を 持つ に 至っ つた 。 


、 ジ ム 


MS の トッ プ へ ビ 
ERREN 


TOER 

が 、 挙 動 の 不安 定 化 を 招 
ветил. BEAR 
ТІЛЕ?! 
MS で は 揃わ れる 。 


キャ ノン 砲 と 脚 部 増加 装甲 の 搭載 


Qa 2 ШЕШ 
os > ЖЖЕНИЕ 
МЫ: ИТЛ 
同じ 外見 を 持つ 。 ガン キャ ノ 
股関節 の ベン チレ ー 


изя 

ガン キャ ノン や フロ ト タ イプ ジム ・ キ ャ ノン 
ERG), F/O MRD 
体外 に は み 出 し て いる 。 BIE FM / 
MART FOREN, 4 


жаса аон 
NRE. 腰部 前 

面 は ガン キャ ノン を 思わ せ : 

形状 と され た 。 И 


相当 ユニ ッ ト を 備え る と いう 。 


プロ ト タ イプ ジム ・ キ ャ ノン で 
таптоо, 
желе. Ивет | 
ЕТІН 1 F/R 7 


шишшеяныкаха | | 
ТА if 


単 装 式 の 支援 火器 と 多彩 な 手持 ち 火 器 


本 機 の 最も 特徴 的 な 兵 装 が 、 右 肩 に 固定 装備 し た キャ 
ノン 砲 (360mm ロ ケッ ト 砲 ) で ある 。 プロ ト タ イ プ ジ ム ・ キ ャ 
ノン で 搭載 され た モデ ル は 重量 パラ ンス と 安定 性 を 欠い 
て いた が 、 単 装 化 と 長 砲身 化 、 外 装 式 換装 弾倉 の 採用 
な ど に より 、 優れ た 中 距離 支援 火器 と な っ た 。 

手持 ち 兵 装 は 、 ビ ー ム ・ ス プレ ー ガ ン を は じ め と する 地球 
連邦 軍 系 MS の も の を 流用 可能 な ほか 、 宇宙 戦 を 中 心 に 
パル ザッ ク 式 360mm ロ ケッ ト ・ パ ズー カ 砲 を 装備 する 場合 
も あっ た 。 仕様 上 、 ビ ー ム ・ サ ー ベ ル は 標準 装備 し な い 。 


ガン キャ ノン 仕様 の ビー ム ・ 
ライ フル の 標準 装備 も 栓 


で に 完成 し た の は 5 模 分 の 
2050, ЖӨБ 
か っ た と 見 5 れる 。 


MORE INFO! 


ジム ・ キ ャ ノン の バリ エー ショ ン 

48 機 (58 機 と も ) が 生産 され た ジム ・ キ ャ ノン は 、 各地 
の 戦場 に 送ら れ た 。 COM. MAMMA DERE 
卒 装 や 部 隊 カ ラー が 施さ れ た 機体 も 多い 。 デザ ー ト イエ 
ロー で 塗装 され た アフ リカ 戦線 機 、 灰 色 の ホワ イト ・ デ ィ 
ン ゴ 隊 機 な ど が 有名 で あろ 。 改修 機 と し て は RGC-80S 
ジム ・ キ ャ ノン (空間 突撃 仕様 ) が 知ら れる 。 


RTP MMO 
生産 機 の ジム か 5 部 品 
を 流用 し た ジム ・ キ ャ ノ 
ン と 異な ひ 、RX77D 
ガン キャ ノン 量産 型 は 
後期 生産 機 の バー ツ 
を 多用 し て いた 。 


ミー 
= w 


іше 
ト タ イプ ジム ・ キ ャ ノン 用 と 
жо). MCR 
шзнз—#Мкап. жа 
| GHEE! 


ズー カ 用 を 思わ せる 垂下 
ж. キャ ノン 砲 の 構造 上 、 
弾倉 交換 は 僚機 に し て も 


ジム ・ キ ャ ノン 

北ア メリ カ 戦 線 機 
北ア メリ カ 戦 線 に 投入 され 
た 機体 ( 左 )。 上 は その 部 
隊 エ ンプ レム で ある 。 жн 
の ホワ イト ・ デ ィ ン ゴ 隊 機 と 
似 た カラ ー リ ング だ っ た 。 


Nm ビー ム ・ ラ イフ ル 
(ジム I 用) 


DIT ABER, ジャ プロー 配備 の 
ジム ・ キ ャ ノン が 装備 し た ビー ム ・ 
ライ フル 。 ジム I 用 と 同じ 外見 で 機 
能 も 変わ ら な いと 思わ れる が 、 性 能 
を 十 全 に 活か せ た か は 不明 


E 100mm マ シン ガ 


у 


ETL 
ӘУЕЗЕ ЕРІ 
Ма, ARMADA 
42527-17) 
イト ・ デ ィ ン ゴ 隊 記 備 機 な ど 
が 装備 し た と 言わ れれ る 。 
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IERMUSA 


jon by OSAMU КАМЕ! Color by TAKAKO SUZUKI Special Effect by FUMIE MAEBAYASHI Background by ATELI 


ПІ 


> RGZ-95/RGZ-066 


ム ・ サ ー ベ ル ) 
260mm VLAD X2 “EL 
キャ フン シー ルド グレ ネー ド 


ラン 
大 小 2 基 の セン サ 
れ て いる の が わか る 


背部 

左右 に 2 基 の メイ ン ・ ズ 
ラス ター を 搭載 し た バ : 
ク パ ッ ク 。 PROME 
突き 出 た 部 分 が ウェ イブ 


性 能 を 実 


“量産 型 Z ガ ンダ ム ”" と し て 生ま れ た 可変 MS 


MSZ-006 Z ガ ンダ ム は 、 ウ ェ イ ブラ イ の の "量産 型 ガ ンダ ム "と し て 誕生 し た 機体 で ある 関連 ファ イル 
可変 機構 を 導入 し た ハイ エン ド 機 と し て 、 グ リプ ス 戦 役 現す べ 
時 に 大 き な 戦果 を 挙げ た 。 連邦 軍 は その 後 、 ア ガン ダ く 、MSA-005 メタ ス 
ム の 量産 化 を 目指 し て RGZ (リフ ァ イ ン ・ ガ ンダ ム ・ ゼ ー 構 を 採用 し て いる 。 а 
2) シリ ー ズ の 開発 に 着手 し 、RGZ-91 リ ・ ガ ズ 格 を 共有 化し 、 大 | 
を 完成 させ 、 リ ・ ガ ズ ィ は 生産 性 を 重視 し て 、 境 を 構築 し た の で あ 
) ター を 導入 し た ほか 、 

採用 し て お り 、 単 機 で の 完全 変形 機 と 

リ ・ ガ ズ ィ の 後継 機 と な る RGZ-95 限 に 活か せる よう に 配慮 され て いる 。 U.C.0096 に は 、 

ン パ ー ツ な し で 変形 機構 を 実現 し た 初 ネエ ル ・ の た 8 機 が 配備 され た 


メタ ス を 参考 に し た 飛行 形態 の 搭載 


Е. ガズィ に 搭載 され た BWS に よる 可変 機構 は 、 MS 形態 に 
NBWS を 廃棄 する 必要 が あり 、 再 度 の 変形 が 不可 
その た め 可 変 機構 の 柔軟 な 運用 が で き な か っ た 。 
リゼ ル の 開発 に お いて は 、 機 体 単体 で の 変形 機 
構 の 導入 が 最 優先 と され た 。 結果 、 メ タス に も 搭載 され た 簡易 
型 の 変形 機構 を 導入 し 、 戦 況 や 作戦 、 環 境 に 応じ て MS 形態 
と ウェ イブ ライ ダー 形態 を 使い 分 ける こと が 可能 と な っ て いる , 


FMEA LO 
い を 見 せ た が 、 ク シャ トリ ヤ 
асан 


Ш RGZ-95C 隊長 機 
MSR OMA кси йал: 


AER: 
レビ ル 配 備 機 


バッ ク バ ッ ク を 外し た 状態 


バッ ク バッ ク を 多 し た 状態 で 
の 理 用 は 不可 能 に 近い 


шп Ш コッ クビ ピッ ト ハ ッ チ 
ゴー グル タイ プ の カメ ラ を 備え た コッ クビ ピット は 暗部 に レイ アウ ト さ 
зін. MMKOWA | ACH, 4-7>тсията 
ン 碑 が 搭載 さ J, MPS 体 が 前 方 に 展開 し 、 パ イロ ッ ト が 
サイ ル 凶 撃 に 用 いら れ た REBT EY AT ALE TUM 


Ш バッ ク バ パック 
EASELS 1 


ドッ クス ユニ ッ 
м жасояве 
BE. ウイ ング ユニ ッ ト 
は 隊長 機 に 装備 され て || 
いる 。 その ほか に 、 強 
BAOF: 


J171 -METO III PRRORENRTS 
の が わか る 。 両 々 イプ が 連携 し て の 出撃 が 基本 で あっ た 。 


画 メガ ・ ビ ー ム ・ 
RRR OAT ада. алсан 
RAHOABC, BHAA EMA TA 
する 。 MADSEN NB ETE 


ら ウ ェ イブ ライ ダー 形態 へ 
クエ ンス 。 MEL RES. 
脱 部 を パッ ク バ パッ ク に 収め る よう に 変 
Et. 装備 する ピー ム ・ ラ イフ ル や | 


高い 戦闘 能 力 を 実現 し た 標準 装備 群 


リゼ ル は Z ガ ンダ ム や リ ・ ガ ズ ィ と 同様 、 幅 広い 戦況 や 作 
戦 に 運用 で きる オー ル マ イ ティ な 機体 と し て 開発 され て いる 。 
主 武装 と 言え る ビー ム ・ ラ イフ ル や 、 隊長 機 用 の ビー ム ・ キ ャ 
ノン 内 蔵 の シー ルド は ウェ イブ ライ ダー 形態 で も 利用 で き 、 そ 
の 機動 性 を 活か し た 戦闘 が 可能 と な っ て いた 。 また 、 格 闘 戦 
用 の ビー ム ・ サ ー ベ ル も 常備 し て お り 、MS 形 態 で も 充分 な 
戦闘 能力 を 確保 で きた の で ある . 


өлені. 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 


LIK (ビー ム ・ キ ャ ノン 内 蔵 ) 
=й ЕЙ. 
左用 部 の ハー ド ・ ポ イン ト 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 
ビー ム ・ サ ー ベ ル は 、 計 部 外側 の 
バー ツ 内 に 格 舗 され で いる 。 使用 

DT HF マニ ビュ 


MORE INFO! 
SFS と し て の 運用 


ウェ イブ ライ ダー 形態 に 変形 する リゼ ル は 、 そ の 高い 機動 
性 を 活か し SFS (サナ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム ) と し て 運用 する こ 
と も で きた 。 ジェ ガン な どき を 前坂 へ と 春 引 する こと が 可能 な こ 
と に 加え 、 ウ ェ イ ブラ イダ ター 形態 で の 戦闘 力 は 他 の SFS と 比 
較 し て も 高い た め 、 より 戦略 的 な 運用 が 可能 と な っ て いる 。 


(イン ダス トリ アル 7) а 
域 で の 戦い に お いて 、 リ 
ゼル を SFS と し て 運用 し 
ң サン 。 MS TREE 
引 で きる 優れ た 加速 力 と 
推力 の 証明 と 言え る 。 


MS を 牽引 する 際 は 、 上 部 
に 専用 の グリ ッ プ が 展開 さ 
れ 、 素 引 され る 側 の MS が 
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(ш) nb mE 22E 


MS of ZEON REMNANTS © 


ト ・ -NS_0mDXS EFREET SCHNEID-‏ کر 
MSS. 2252 TEE‏ 
ейиш 84.41)‏ 52.41 


PJYP ар 

U.C.0096、「 ラ プラ ス の 箱 」 を 巡る 争乱 の 中 、 地球 
連邦 軍 ト リン トン 基地 へ の 柚 撃 を 試み た ジオ ン 残 党 軍 
は 、 持 て る 戦力 の 多く を 作戦 に 投入 し た 。 MS-O8TX/S 
イフ リー ト ・ シ ュ ナイ ド と AMX-101K ガル ス K は 、 ZO 


8 機 生産 され た MS-08TX の うち 
3 修 を 加え た も の 


で ある 。 白兵戦 用 MS と し て 開発 され た 


№ SPEC -AMY-101K BALLUSS-K- 
2% — (98 19.5m) 
重量 52.7 Samm 783) 


5 お - 動 2202kW PAKETI 
2928-Ил 77.000 2928—82 
шейи 超重 スチール 人 人 тии 
(一 部 ガン ダリ ウム 合金 ) BR 
ки 
所 属 > 所 STARE 
BRE ジ ォ ン 残党 兵 搭乗 者 _ ジ オン 残党 兵 
и COLOR 


ント する た め の ハ ー ド ・ ポ イ 
ント を 設け て いる 


形状 に は 変更 が 加え ら 
れ て お り 、 頭 頂部 の ア 
ナ も 廃 され て ! 


られ で いる 


た ジオ ン 残 党 軍 の MS 


を 引き 継ぎ つつ 、 ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 向上 を は | 
る 改修 が 重ね られ て いる 。 Moby З 14 
は 、 RMS-179 УДП: e3RbF1A—-ERBI SBR 
を 挙げ 、 対 MS 白兵戦 能力 の 高 さ を 実証 し て いる 。 
一 方 の AMX-101K は 、 第 一 次 ネ ン 戦 争 期 に 
アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) が 開発 し た AMX-101 ガル ス J の 
Bo 接近 戦 を 重視 し た 前 身 機 に 改修 を 施 
装 の 変更 が 
投入 され 、 
RMV-1 HS TERRE TOS 


AMX-101K 


М$-18ТХ/$ EFREET SCHNEID 


PURE WINER wre 


мик GALLUSS-K 


ую DEP 
бн ойт 


ガル ス K 


関連 ファ イル 


1-08-50) КОНЕ РИН ЕО 


画 イフ リー ト ・ シ ュ ナ イド の 構造 өн Ш AVAKORE 
AMX-101 が 支援 前 提 に し た 接近 戦 重視 の 機 


ジオ ン 残 党 軍 は 一 年 戦争 か ら UC.0090 年 代 も 
半 に 至る 長い 期間 、MS-08TX/S に 様々 な 改修 を 
加え 続け た 。 その 結果 、 本 機 は MS-08TX の 倍 以 
上 の ジェ ネ レー ター 出力 を 有 し 、 装 甲 の 一 部 に ガン 
ダリ ウム 合金 性 能 の 向上 を 実 
現し て いる に 重き を 置い た 特 


ク に 装備 され た ビー ム ・ キ ャ ノン で 、 これ は AMX-008 
ガ ・ ゾ ウム の ハイ パー・ ナ ッ ク ル ・ バ パス ター と 同型 の 
火器 を 流用 し た も の で ある 
され て いた 伸縮 式 アー ム ・ パ ンチ と フィ ン ガ ー 
チャ ー を 廃し 、 通 常 の 腕 部 ユニ ッ ト に 変更 し て いる , 


MS-08TX/S! 


3 革 の ノズル を 備え た バッ ク バ ッ ク は ペー 
СЕВ оа, また 、 HE 
に も ハー ド ・ ポ イン ト を 設け 


о. 


e E WK 


ш. MS-09 ドム と 同じ ジャ イ 
た ыы 


ピッ ク ・ ガ ン @ ビー ム ・ キ ャ ノン 
Жк ザク ・ キ ャ ノン に 採用 きれ て 
— 右腕 部 ハー ド 


マラ サイ 


ルド の 連結 部 分 の 構 
зови ANS 


BACHE: 


№ SPEC км5 108 MARASA- 
全高 (頭頂 高 17.5m) 
重量 33.1t( 全 備 重 量 59.41) 


U.C.0090 年 代 ま で 生き 延び た ジオ ン 残 党 は ス 戦役 期 に AE が 開発 し て ティ ター ンズ に 供与 し た 
様々 な ルー ト に 通じ て 勢力 を 維持 し て いた と され 、 テ 
ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (АЕ) や 地球 連邦 軍 

ら も 支援 を 受け て いた と する ある 。 その 実態 
Яр. トリ ント ン 基 地 謀 撃 に 投入 され í RX. 605 KAT- カス タム な ど と 
RMS-108 マラ サイ の 存在 で あろ う 。 本 機 は グリ プ 戦闘 を 繰り 広げ る こと と な 
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MECHANIC FILE 


А ЖЕЛЕ 


モビ ル タ ン ク : YMT-05 ヒル ドル ブ 


ヒル ドル ブ 


変形 機構 
車輌 内 に 格納 され 


て 敵 す る 口径 を 有 し 
fazer MSDN 


WIET OREIRO, 不運 の 試作 機 と その 復活 


オン 公国 軍 技 術 本 部 長 アル ベル ト ・ シ ャ ハト は 、 再 
度 の 試験 運用 に 向かう ヒル ドル ブ を 「 哀 し き 狼 」 と 
され る 。 戦闘 車輌 と MS の 特性 を 併せ 持ち 、 両 者 の 利点 


AMER BE 
押さ れ た 不明 の 兵 問 一 それ が 「 モ ビル タン ク 」 と いう カテ 


ゴリ ー に 属す る ヒル ドル ブ で あり 、 公 国軍 に お ける 新兵 器 

一 年 戦争 試作 機 
が 完成 し た 本 機 は 、 本 来 な ら ば 、 史上 初め て の 熱 核 融合 
炉 搭載 型 戦闘 車輌 と し て 脚光 を 浴び る は ず だ っ た 。 し か 


し 、MS の 登場 に より 、 その 運命 は 大 きく 変わ る こと と 
究極 の 汎用 兵器 で ある MS の 実用 化 は 、 既存 兵器 の 


命 策 を 必要 と し た ヒル ドル ブ に は 大 幅 な 設計 
が жаната 追加 され た 
げた ヒル ドル 
験 の 結果 、 
た 。 し か し 、 一 年 戦争 の 長期 化 は 、 ヒ ルド ル 
ブ に 再び 歴史 の 表 舞 台 に 立つ 機会 を 与え た の 


関連 ファ イル 


(ict | н:01 sitet O2A 


A NRA, алза 


EDIE CRED ot: 


移動 手段 
жесі 
帯 を 用 いた 移動 方 式 を 採 
用 。 RRS APIS RS 
れる 圧倒 的 な エネ ルギー を 
利用 する こと で 、 既 存 の 戦 
関 車輌 と は 一 線 を 画 し た 機 
FRE а 


-тюет 


НАШЕ FILE еме» (WL nell ка 0А 


аск ИЮ 戦 闘 車輌 と し て の ヒル ドル ブ の 神髄 を 物語 る 、 砲撃 戦 用 兵 装 


兵器 と し て の ヒル ドル プ の 本 質 は 戦闘 車輌 で ある 。 K ШЕЕ АА 高速 走 
PIC ta RII OBE TAH), PRIV FRE KO een | зот ашат 
VRORREHELTUIOS, ULATED «шз сила LOLA Bu, мокша 


Д RM TS. W = 
EW PDN AE 


破壊 力 を 追求 し た た (ちな み に こ の 砲 の 形状 は 

YMS-16M の 試作 案 「 メ ル ザ ・ ウ ン ・ カ ノー ネ ] に 似 て いる 

が 、 両 者 の 関連 は 不明 ) 。 当時 すでに 旧式 化し て い 

た 大 型 実体 弾 砲 が 採用 さ は 、 ミ ノ フ スキ ー 粒 子 散 

布 下 に お ける 克 撃 戦 の 有効 性 を 婚 み た 結果 と され る 。 s 

サイ ル の 誘導 が 不可 能 に な っ た 以上 、 大 気 園内 に お ける 

数 十 km 単 位 で の 長 距離 砲撃 戦は 実体 弾 砲 に 頼る し か な 
く 、 臣 体 に 似合っ た 大 口径 移 が 採用 され た の だ 。 

зоғ>таянот 

BREUS, MES 

киса AME, EB 

Tatras iwa 

それ だ け 圧 


бөлене 
た の た 


LETN, RECHA 
ава, 


коюнан ТЕУ 
арақ 11352 ө 使用 砲弾 


НЕМУ, 45. 


жшйс 7. 
АЕ 
ME Bunu, 


зо» > FHMI=MAT, 
モビ ル タ ン ク 形 態 で は 
MSO ina E 
が 使用 可能 。 こち ら は 
мазан, в 


Bu2pensmsenmy 

Яла 

Рабиа 

ать. 履帯 は 3 対 (6 

B) に 分 類 さ れ て いる た め 、 1 

2 基 の 破損 程度 で あれ ば 
移動 に 支障 は 生じ な い 。 


жетк (HE). IBN (HI 


戦車 戦術 の 追求 か ら 生み 出さ れ た 、 жастана 


Еа 
蔽 物 に 身 を 潜め 、 安全 な 状態 か ら の 砲撃 が 可能 だ か ら : 
また 移動 中 の 砲撃 で も 、 車 高 が 高い と 砲撃 時 の 反動 で バ 
ラン ス が 崩れ て し まう 。 次 弾 の 命中 精度 が 低下 する ば か り 
か 、 最 悪 の 場合 、 車 輌 が ひっ くり 返っ て し まう 恐れ も 出 て くる 
だ ろう 。 だ が その 反面 、 砲撃 自体 を 見 た 場合 、 高い 位置 か 
ら の 砲撃 は 広い 視界 を 確保 し や すく 、 戦闘 を 有利 に 進め ら 
れる 。 この 矛盾 を 解決 すべ く 、 ヒ ルド ル ブ に は 変形 機構 が 
採用 され た 。 移動 時 に は 低い 車 高 、 砲 撃 時 に は 高い 車 高 
と 使い 分 ける こと で 、 戦い を 有利 に 進め よう と し た の で ある 。 


g タン ク 形 態 
全長 は 30m を 超え 、 砲 矯 だ け で 
も 20m 近 く あ る な ど 、 ШИЖ, 
し て は 破格 の サイ ズ を 有する 。 + 
СНЕС. MORM 
に な る こと は な か っ た 。 


Ш モビ ル 形 態 


変形 後 MS の 上 半身 ユニ ッ ト 
жнт. жәненіт С. 
itt, その УША, T 
ニ ビ ュ レ ー タ ー や ショ ベル ・ ア ー 

ム を 使っ た 格 関 戦 も 可能 だ 。 


НН s 
する も の の 、 車 高 を 
上 げ 上 半身 を 旋回 さ М. 
HITET. HME 
Vee RFI 
入れ られ る 。 ВИН ЖЕКШЕН Зо. МБО BRAM. ВЕНЕ, 


ЕТО SPN Sane ЭЛЕТ ВА INFO! 


小型 の 陸戦 艇 に 匹敵 する サイ ズ を 有する に 至っ た 本 機 。 画 コク ビ ピット 内 部 レイ アウ トー ч 

жи. ИЖЕ ARB CHILE TRS, た だ し コクピット GMSE 不 採用 処分 が 決ま っ て いた 機体 
本 機 は 友 存 戦闘 車輌 に 比べ て 朋 か に 多 機能 で あり 、 そ の な いも の の 催行 に 3 А 
a банкы), BEGM ЕЛКА RU.C OOTD ATEM ERRERA, 

性 能 を 十 全 に 発揮 する に は 高い 操縦 技術 が 要求 され た 。 вижаи, хн 開発 計画 は 中 断 さ れ た 。 その 最大 の 理由 は 、 公 国軍 が 
БЕТ Тер БЕРЕТ ТЕТІГІН ЕЕВС) с. жә 
の 肥大 し た コン セプト が 釣り 合わ な か か っ た こと に ある 。 また 

ЕТТЕГІ 


し た 接近 戦 の 対処 、 さ ら に 移動 や 回 避 な どの 機動 闘技 FONE 
に 等 し か っ た よう だ 。 辛うじて 試作 1 号機 が 保管 され て い 


жинсы. 
た 機動 性 を 発揮 し た 


術 な ど (本 機 の 最高 時 速 は 1 10km を 超え た と いう 記録 が 下る し て 使用 する 。 


残さ れ て いる )、 本 機 の 操 継 に は 多種 多様 な 技量 が 必要 
と され 、 パイ ロッ ト に は 過度 の 負担 が 掛か る こと と な っ た 。 MERE «< алма ла ы ылда ы а Ё 
—susonqicx 
all N Ren BER 
4 は 、 試 験 に 乗じ て 戦場 
> 30 サ ンチ 砲 の 最大 有効 射程 は \、 ` に 機体 を 廃業 する と い 
20km 以 上 も あり 、 戦 闘 車輌 に a ы た 。 本 機 の 


вла 活躍 に 期待 する 者 は ほ 
で ある 。 だ が この 距離 で 命中 させ と ん ど 居 な か っ た の だ 。 
る に は 相応 の 技量 が 必要 と な る 。 
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コン セプト 自体 は 優秀 な も の b. £ 
では 、AMX-003 の 機体 性 能 を 強化 する 形 で 
た TMS と し て AMX-006 を 開発 し た 
AMX-006 は 、 AMX-003 の 生産 ライ ン を 流用 可能 と 
い 生 産 性 を 重視 し て 開発 され た TMS で ある 。 TOR する メリ ッ ト も 有 し て い その た め 第 一 > 
面 、 単体 で の 機体 性 能 を 犠牲 に し た 点 は 否め ず 、 特 に 
MS 形態 で の 戦闘 力 は 同時 期 に お ける 他 勢 力 の 主力 
MS と 比較 する と か な り 見 劣り する 機体 で 
BERRA LLU TH 3 ЖЕ: オ ・ ジ オン 残 


機関 を 収め た ジェ ネ | ク な 党 軍 「 袖 付き | の 機体 と し て 運用 され て いる 


SPEC 
全高 23.66m (頭頂 高 17.0m) 


E 
ム ・ サ ー ベ ル X2.“ シ ー ル ド (8 
イル ・ ポ ッ ド 、 4 連装 ミサ イル ・ 
ラン チャ ー 内 蔵 ) x*2 プ 脚 部 クロ ー 内 
蔵 メ 方 粒子 砲 x2 


リ ダ ッ ワイ ム ノ ビア ン fb 
I COMPARISON CHART ІШ COLOR 
ат ی‎ 


FILE PREVIEW 
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AMX-003 の 設計 思想 を 継承 ・ 発 展 させ た 機体 


AMX-003 の 設計 コン セプト を 踏襲 し た 上 で 機体 性 能 Ш MA 形態 

の 向上 を 図っ た AMX-006 は 、 機 体 パー ツ の 醒 成 か ら そ = мясо: пав 
の シル エッ ト に 至る まで ペー ス と な っ た 前 機種 と 相似 し て い а: 
3, その 中 で も 最大 の 特徴 は 、MA 形 態 へ の 可変 模 構 で あ С) аиел. 
$, AMX-003 の MA 形態 は 移動 ビー ム 砲台 と し て の 役割 。 上 に 多少 の 造 い が 生じ て いる 

し か 果たせ な か っ 本 機 は その 機能 に 加え て 格闘 戦 も 
可能 な 機体 と し て 完成 され た 。 ま た 、 そ れ 以 外 の 面 に お いて 
も AMX.003 か ら 細か な マイ ナー チェ ンジ が 施さ れ て いる 。 


Ш コク ビッ ト = 


AMX-003 で は 吾 部 に あっ (РЕТ, 


られ る よう に 月 伯 中央 に 配 
ап лоты 
AEMT. 


өй 
AMX-003 と 異な り 、 МАЛОН 
首 に は モノ アイ を 追加 。 MA 変形 後 
も 視覚 セン サー の 性 能 を 雑 持 す る 
必要 性 か 5 搭載 を 5 


集中 配置 され て いる こと が わか る 


ベー ス 機 か ら 強 化 され た MS 形態 時 の 武装 


ペー ス と な っ た AMX:-003 か ら 最 も 大 きく 改良 され た 点 。 画 武装 レイ アウ ト AMX003EJEMRLT. AlyXO96 
が MS 形態 時 に お ける 武装 の 強化 で ある 。 元々 、AMX- О ионы 
003 は 主 に MA 形態 で 集団 運用 され る こと を 前 提 に 開発 
され た 庫 価 量産 機 で あっ た た め 、 コ スト や 生産 性 の 問題 
か ら も MS 形態 で の 戦闘 能 力 は 人 設定 せ さ る を 得 な か っ 
Teo だ が 、 AMX-006 で は その 制約 が な く な り 、 晴 れ て MS 
НЕВИННЫХ, 
た の で ある 。 全体 的 に 火力 が 増強 され て いる 点 が 特徴 
ジェ ネ レー ター 出力 の 向上 
は 、 ビ ピー ム 兵 品 の 性 能 向 
LIK, & 
BS ALON REN 


上 が っ た こと は MS 戦 を 有 
ве 


問 が 大 幅 に 追加 され た 。 また 
CARRE WB 
に 言え る 。 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 以 外 の WN 
SHOR, MSHE 
417711 


て も 使用 可能 。 これ に よ 
り 可変 機 と し て の 有 月 性 
は より 高まっ て いる 。 


ッ ・ — AMX-003 か ら 引 き 続き 装 備 され 『\ー ム ・ ガ ン 
О ナッ クル バス タ лихой | уы 97 


より も 出力 が 8.5MW と 向上 し て 
いる 。 また AMX-003 同 様 、 補 
助 セン サー を 搭載 する 。 


の 
| ТЕТІ 5 RFA, WoE 
搭載 。 AMX-003 よ り 大 


O SERIM RIF Ө 4 連装 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー 


Q ビー ム ・ サ ー ベ ル 


シー ルド 上 部 の カバ ー が IAA- OMANE 
% ・ サ ー ベ ル を 収納 

A 
アデ を 搭載 。 ORDR- 

2 a に 並ぶ 形 で 、 開 放 式 の 4 
Ит Pi 


を 装備 し て いる 


| 機 が 近接 格 開戦 も 考 虚 し 
た 機体 だ と わか る 」 


oma vzata 114-10 
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varow UGMTORAY 


アヘ ベッ ド の 兵 装 か ら 一 新 され て 
お り 、GN シ ー ル ド は 持た な 
格闘 戦 用 と し て 3 種類 の 剣 系 
兵 装 を 備え て お り 、 近 接戦 闘 を 
重視 し て いる こと が 見 て 取れ る 


次 世代 機 と し て 開発 さん た アヘ ッ ド の 発展 後継 機 € a 


西暦 2307 年 に お ける ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) と イノ ベイ ター を 自称 し た リボ ンズ ・ ア ル マ ー 


の 戦闘 で 、 国 連 軍 は 初め て 疑似 太陽 炉 搭載 機 で ある イド の 野望 が CB に 阻止 され 、 同 時 に アロ ウズ の : 
GNX-603T ジン クス を 手 に し た 。 その 後 ジ ンク ス の 後継 。 全 世 界 が 知る と ころ と な る 。 22 
設計 の 機体 が 、 独立 治安 維持 部 た ッ ド に は 「 悪 の MS」 
に 配備 され た GNX-704T アヘ ッ ド で ある 。 そ E y КОЖ рее 
の 性 能 は 第 三世 代 ガ ンダ ム を 凌ぐ 1 # 4 0001-29 GN! 
次 世代 機 開 発 も 進め られ た 


Бапа を 抱く 一 方 、 ェ イ 
機体 は あり 得 な い ), олча 


А8) arÜl sner 2424 


ノー ヘッ ド は 次 世代 重 MS 候補 機 に 種別 され る 。 地球 
連邦 軍 の 構想 と し て 、 次 世代 量産 機 は 軽量 MS の ジン ク 
ス と 重 MS の 本 機 と いう 2 系 統 で 開発 を 進め る 予定 で あっ 
た 。 この 重 MS 系 続 の 開発 に 携わっ た の が 元 人 類 革新 
WA (AEE) の 技術 者 で ある 。 最初 に 手掛け た アヘ ッ 
ド は 高い 性 能 を 見 せ 、 事 実 、 優 れ た 実績 を 残し て いる 。 
この アヘ ッ ド の テス トペ ッ ド 機 で ある スマ ルト ロン や GNX- 
704T/AC アヘ ッ ド 近接 格闘 型 (サキ ガケ ) な どの 運用 で 
集め られ た デー タ を 基 に 本 機 が 開発 され た 。 

本 機 は 頭 部 を 排 する と いう 大 胆 な 設計 が 揉 られ た こと か 
ら 、 本 来 「 ネ オペ ヘッド 」 と 呼称 され る 予定 だ っ た 機体 名 は い 
つ し か 「 ノ ー ヘ ッ ド ] に 定着 し た の で ある 。 

JAE, 
送ら れ た 結果 、 元 ユ 
жия. 
る スサノオ を ペ ー ス と 
し た 次 世代 機 、 ブレ イ 
ツ が 西暦 2314 年 に 
制式 採用 され て いる 。 


サキ ガケ ヤス マル トロ 
ン で 得 ら れ た 技術 が 、 
ノー へ : ボ の 各所 に 控 
り 入 れ ら れ で お り 、 まさ 


人 型 MS は 頭 部 に セン サー\ \\\ 
が 集中 し て いた 。 本 機 は 被 
型 率 の 高い 頭 部 を 廃止 し 、 
セン サー 類 は 機体 各所 に 分 С. 
配置 し て いる 。 この 設計 を 
デボラ は 評価 し て いた 。 


ノー ヘッ ド の 前 身 機 で ある アヘ > ド は 、 汎 用 機 で ある 一 方 、 
各種 カス タム 機 開発 の テス トペ ッ ド と いう 側面 を 持っ て い ! 
複数 の パリ エー ショ ン で 得 られ た 多彩 な デー タ は ノー ヘッ | 
も 活か され 、 機動 性 能 … 攻撃 性 能 の どちら も ハイ レベ ル な 機 
体 と し て 完成 に 至っ た 。 また オプ ショ ン 開 発 に も 使わ れ 、 長 
斑 離 航行 用 ナー スタ ー ユ ニッ ト な ども 造ら れ て いる 。 


ノー ヘッ ド の GN ソー ド は 
サキ ガケ の デー タ を 用 い 
た た め 友 利き の 武装 レイ 
アウ ト と な っ て いる 。 量産 
の 醒 に は 右 利き 用 の 機 
体 を 生産 予定 で あっ た 。 


スマ ルト ロン の バック パッ 
ク は ノー ベッ ド に 流用 され 
て お り 、 選 部 の スラ スタ ー 

ト は 改良 し て 両手 


デン サー に 昇華 され た 。 


© GN ビー ムラ イィ フル 

アヘ ッ ド の GN ビー ムラ イフ ル を 改良 し た 
も の 。 銃身 下部 に GN ビー ム サ ー ベ ル の 
発生 ユニ ッ ト を 備え て いる 。 フォ アグ リッ 
プ も 備え . 両 手 で 構え て 撃つ こと も 可能 。 


© GN ソ ー ド 

GN-001 ガン ダム エク シア が 持 
DESEAMD RAR, NDE 

面 に 対し GN フ ィ ー ル ド を 展開 す 

Be サキ ガケ で 得 た 近接 戦闘 の 

デー タ を 用 いて いる ン 


Ө GN ピ ビームサーベル 

ビー ム 刃 の 出力 調整 を 可能 と する た め 、 
状況 へ の 対応 能力 に 優れ る 。 装備 
は サキ ガケ の GN シ ョ ー ト ビー ム サ ー ベ ル \ p 
EPL ICID, 


アヘ ッ ド の バリ エー ショ ン 


g GNX-704T/AC 

アヘ ッ ド 近接 格闘 型 
通称 サキ ガケ 。 パイ ロッ ト で ある ミス ター・ ブ 
シド ー が 乗る こと を 前 揚 と し 、 彼 の 意見 が 反 
映 さ れ た 機体 と な っ て いる 。 HERRE 
介 限 に 抑え 、 格 名 兵 大 を 充実 させ た 。 


Ш GNX-704T/SP 
量子 波 対応 型 
o BMF HBAS 


E GNX-704T/FS 
PIR 
通称 ロン ダテ ー ル 。 Ж 


を 活か すべ く 高 機動 組 と な っ て いる 。 


Ma- tsz-es 114-12 


機動 戦士 ガン ダム 


(1) ш] PETAL 
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б Я 
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-XEM 
3H1V-]9V1Vd 
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機動 戦士 ガンダム 


m SPEC 
* ニ フラ. アニ ュ ラリ - _ 全高 274m (FIRE 21.6m) 
バ パラス ・ ア テ ネ * — mm 65.01/28 60.0) 


PALACE-ATHENE 


BR メガ ・ ビ ー ム 砲 ぶ 2 拡散 ビー ム 砲 メ 

4/ 脚 部 クロ ーx2 大型 ミ サイ ル X 

8 シー ルド (小型 ミサ イル X8 内 蔵 」 

4 パプ ル ・ シ ー ル ド X2. ゲ ビー ム ・ 

の 連装 ビー ム ・ ガ ン (7 
チャ ー 装 備 ) 


サイ ル の マウ ント ・ ラ 
て も 機能 する 


計 案 は 機動 性 能 を 犠牲 に し て 成 し 
接 格闘 能力 が 低い 機体 
リ れ で も グリ プス 
PMX-001 パラ ス ・ ア テ ネ で ある 。 突出 し た 火力 を 有 し て お り 、 エ ウゥ 
後方 支援 ・ 案 敵 用 MS で ある PMX-002、 k た 
闘 戦 用 MS で あぁ る PMX-003 の 間 の 戦術 的 2 PMX-001 の 機体 名 は . 
を 埋め る べく 、 大 火力 を 誇る 中 距離 攻撃 用 MS と し て こ 登場 する 、 戦い を 司る 女神 " 
の 機体 が 開発 され ロッ コ は PMX-001 に 大 型 の は アテ ナ ) か ら 名 付け られ た も の で ある 。 
る こ の 世 は 女性 に よっ て 作ら れる 」 と いう シロ ッ コ の 思想 が 
反映 され た 結果 と 推測 され る 。 


フレ キシ ブル な オプ ショ ン 兵 装 シス テム に よっ て 幅広 い 戦局 に 対応 


PMX-001 の 兵 装 に は 、「 外 装 式 の 様々 な オプ ショ ン 兵 器 
を 装備 し て 大 火力 を 搭載 する ] と いう 特徴 が ある 。 
ン セ プ ト を 採用 し た こと に より 、 対 MS 戦 か ら 対 艦 戦 ま で 幅広 


い 任 務 に 対応 で きた うえ 、 オ プシ ョ ン の 増減 に より 機体 重量 を 
軽減 で きる と いう 副 次 的 な メリ ッ ト も 生ま れ : う 


は 後 年 の MS に は ほ ば 見 られ な いも の で あり 、 
的 な MS 設 


シロ ッ コ の 独創 


計 思 想 が 反映 され た 例 の ひと つと 言え 


. る だ ろう . 


画 フル 装備 


се: 
を 装備 


О 2 連装 ピー ム ・ ガ ン ( グ レネ ー 


*・ ラ ンチ ャ ー 装 備 ) 


L At, PMX-001 05 FB 
身 基 部 の 中 央 に は 、 PMX-000 と 同型 の グレ: 


着 す る 形 で 使用 され る 。 а 
設置 され て いる 


と 比較 する と 威力 は 
Жатын 
載 さ れ た も の と 思わ れ 


実戦 で の 使用 は 確 話さ れ て 


WHT 


を 8 基 備 えて お り 、 合計 40 発 


イル を 搭載 し て いる 。 REA 


は 低く 、 率 制 な ど に 用 いら れ た 


me 


先 の パー ツ を 可動 ・ 
g 


構 造 シロ ッ コ の 独創 的 な 
シロ ッ コ 自身 が 設計 ・ 開 発 を 手掛け た PMX シリ ー ズ と 呼 


ば れる カス タム メイ ド MS 群 は 、 同時 代 の 他 の MS 
な い 独 自 の 設計 コン セプト に よっ て 生み 出さ れ 、 
が ワン オフ と いう 特異 な 機体 と し て 知ら れ て いる 。 また 、PMX 
シリ ー ズ は 単なる 高 性 能 機 と いう 範 時 に 留まる MS で は な く 、 
特定 の 運用 に お いて 突出 し た 性 能 を 発揮 する 機体 で あっ 
た 。 それ は PMX-001 も 同様 で ある 。 


オブ ショ ン な し で 8Ot、 フ ル 装 


LDS HISK DENI 
多用 バー ニア を 配 し て いる 。 


計 コ ン セ プ ト 


画 頭 部 | 

PMX シ リー ズ は 全 機 が モノ アイ タイ | 
НСС. PMX 

採用 され て いる 。 MESH 

жайтка с. 8232, 


BBINETAN-UT 
いる 。 セン サー の 性 能 
は 特に 優れ て いる 訳 
は な く 、 一 般 的 な も の 


た と 言わ れ て いる 。 


as 


へ や 


楓 MS と の 戦闘 時 は 、 こ の 2 連 
装 ビ ー ム ・ ガ ン を 使用 する こと が 
多かっ た 。 МСЖЕЩЕНА, 
BRLOMNED T: 


Ө 大 型 ミサ イル 


戦 用 の オプ ショ ン 兵器 。 先 
基部 の オプ ティ カル 
に 対象 の 認識 と 
ЕСІТТІ М 
えら れる 。 CORBORET 
使用 きれ る こと は な か っ た 


МЕНЕ 
サー ベル を 2 基 
て いる 。 出力 は 他 の 主力 

MS の も の と ぼぼ 同じ で あっ 


MORE INFO! 


PMX 系 2 番目 の 機体 


シロ ッ コ が 開発 ・ 設 計 を 担当 し た TMA お よび MS は その 
型式 番号 か ら PMX シ リー ズ と 呼ば れる 。 PMX-001 は PMX- 
000 メ ッ サ ー ラ に 次 いで 開発 され た PMX 系 2 番目 の 機体 で あ 
る 。 PMX シリ ー ズ は シロ ッ コ の 肖 死 に より 全 4 機 で 完結 し て し 

まっ た た め 、 PMX-001 は その 中 の 貴重 な 1 機 と な っ た 。 
シロ ッ コ が 駆る PMX-003 の 僚 


SRL TPMX-OOZERIAETS 
РМХ.001. シロ ッ コ は 、 この 


PMX-000 メッ サー 
シロ ッ コ が 最初 に 開発 し 、 自 5 搭 
ЗН ТМА, MS 形態 で も 通常 


の MS サイ ズ より ひと 回 り 大 きい 。 
MA 形態 に 変形 する 。 


РМХ.002 

ボリ ノー ク ・ サ マー ン 
тексти 
EVR AMS. 本 機 が 得 た 
F— BEE OPMXIR EAT 
„ パイロット は サラ ・ ザ ビア ロフ 。 


a サンライズ 


機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE 


7— ARSE AGS HG 


MS 運用 母艦 と し て の 機能 を 高め た 、 アー ガマ の 設計 思想 


U.C.0087 に 勤 発し た グリ プス 戦役 に 参加 し た 者 た 
ち は 、 エゥーゴ の 主力 艦 と な っ ФЕ, HOT 
[RE] と 呼ば れ た 伝説 的 な 艦艇 を 連想 し た 。 それ も そ 
の は ず 、 アー ガマ は ホワ イト ペー ス と 同 コン セプト の 設計 
思想 を 有する 艦 だ っ た 。 MS 運用 を 戦闘 の 中 核 に 置い 
艦 に よる 作戦 遂行 能 カ ーー アー ガマ は ティ ター ン 
上 べ て 戦力 に 劣る エゥーゴ の ゲリラ 戦術 を 支え る ペ 
<, 建造 され た 切り 札 だ っ た の だ 。 

ちな み に MS 運用 母艦 と し て の 性 能 を 満た す た め 、 
アー ガマ に は 多種 多様 な アイ ディ ア が 盛り 込ま れ て い 


Bo 開放 型 の 連装 式 カタ パル ト や 回 転 式 居住 ブロ ッ ク 、 

上 下 2 層 に 分 割 さ れ た MS デッキ が それ で ある 。 た だ し 、 

これ ら 装 備 は 、 実 の と ころ 、 ホワ イト ペー ス で 確立 され た 

発想 の 発展 型 で し か な い 。 アー ガマ の 本 質 は 、 ホ ワイ ト 

ペー ス が 結実 させ た MS 運用 母 艇 の ノウ ハウ を 洗 線 さ せ 

た こと に あり 、 多 様 な アイ ディ ア も その 延長 線上 に 位置 

する も の な の だ 。 アー ガマ を 目 に し た 者 が ホワ イト ペー ス _ 
を 連想 する 裏 に は この よう な 事情 が ある 。「 木 馬 」 の よう 

な シル エッ ト は 有 し て いな いも の の 、 アー ガマ は 確か に ホ 

ワイ トペ ー ス と 類縁 に ある 艦艇 と 言え る の だ 。 


アー ガマ 


[l] n] sue 80s 


РЕ: 
シン ケン ・ ペ ッ ケ ナー 


DOWER 
じ つ つ 、 戦乱 に 身 を 投じ た 。 


エゥーゴ 艦隊 の 作戦 行動 を 律する 、 アー ガマ の 頭脳 的 存在 


アー ガマ に 設置 され た 艇 
造 さ れ た 宇宙 艦艇 


U.C.0090 年 代 に 建 
一 般 的 設備 と され た 「 戦 闘 ブ リッジ 」 


る 。 グリ プス 戦役 時 
思想 は 導入 され て いな か っ た 


れ た 戦闘 艦 租 に は この よう な 
が 、 ア ー ガ マ に は その 片鱗 が 垣間見 える 。 その 最たる も の 
が 艦橋 の 変形 機構 だ 。 平時 に は 視認 性 を 向上 させ る た め 
い 位置 に 配 さ れ て いる が 、 音 闘 時 に は 被弾 
させ る た め に 艦 体 に 収容 され る 。 対 MS 戦 で 艦橋 に 抜 弾 し 
て 行 動 不能 に 陥る 例 が 多発 し た こと か ら 、 こ の よう な 機構 
が 導入 され た の だ ろう 。 В 
ジ と 戦闘 ブリ ッ ジ の 分 化 が 進行 し た も の と 考え られ る 。 た だ 
し 変形 机 構 は 艦 の 構造 を 複雑 化し 、 建造 コス ト の 
ン テ ナ ンス 性 の 低下 に も 繋が っ た 。 その た め ア 
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中 する 邊 橋 を 保護 する た め に は 有効 な 機 村 と 言え る , 


艦橋 周辺 外観 


a 
BE 


L 変形 機構 


マイ クロ ウェ ー ブ ・ 
エネ ルギー 受信 パネ ル 


PUT AED ORBLE Tb, ВФ 
りら れ て お り 、 エ ウ ー ゴ の 指導 者 ブレ ックス ・ フ ォ ー ラ ロ 


ГИ |‏ ا 
НОНО. KAT‏ 


な いち の の 、 ВНЕСЕНА 


MS 部 隊 の 活躍 を 陰 か ら 支え た 、 高い MS 運用 能力 
画 格納 庫 位 置 


格納 庫 は 艦 体 の ほぼ 中 央 に 位 
SLUTS), ABU 
と な っ て いる 。 格納 庫 か ら 外 部 


アー ガマ の 格納 庫 と MS デッキ は 徹底 し た 効率 化 が 図ら 
れ て いる 。 MS 戦術 を 重要 視 し 、 そ の 展開 と 運用 を 最 重要 
れ た 部 分 と 言え る だ ろう 。 格納 
庫 は 上 部 デッキ と 下部 デッキ に 分 割 さ れ 、 基 本 的 に MS の 
修理 や 整備 は 下部 デッキ で 行わ れる 。 そし て 出撃 の 際 に は 
MS 用 エレ ベー ター を 介し て 上 部 デッキ に 移動 し 、 両 艇 の カ 
タバ ルト で 発進 する の だ 。 ちな み に ホワ イト ペー ス で は カタ 
バル ト と MS デッキ が 同じ フロ ア に 位置 し て いた が 、 ア ー ガ マ 
で は これ を 分 ける こと で 整備 作業 の 効率 化 に 成功 。 デッキ 
の 構造 に アー ガマ の 戦術 理論 が 反映 され て いる の で ある 。 


Т АҒАШ ТЕРА 
や 整備 員 が 待機 する 部 屋 が 


ンダ ム ・ タ イプ MS は エゥーゴ の 象徴 で あり 、 その 
活躍 を 支え た の が アー ガマ の MS 運用 能力 と 整備 スタ ッ フ の 努 力 で ある 」 


+ 
で 、 шт! 
E LE 


BRAJ ESL O E LASSE 


アー ガマ に 採用 され た 回 転 式 居住 ブロ ッ ク は 、 こ の 次 
の 特徴 の ひと つ で ある 。 艦 体 サイ ズ が 比較 的 小さ か っ た 
た め 、 ホ ワイ トペ ー ス の よう に 重力 ブロ ッ ク を 艦内 部 に 配 
置 で き な か っ た こと が 、 こ の よう な 構造 が 採用 され た 背景 
に あっ た と 考え られ る 。 アー ム で 艦 体 の 外側 に 伸ばさ れ た 
居住 ブロ ッ ク は 、 回転 する こと で 遠心 力 に よる 疑似 重力 を 
発生 させ る の だ 。 これ に よっ て 乗組 員 は 地上 と 変わ ら な い 
1G 環 境 で の 生活 を 送る こと が で きた 。 戦闘 を 目的 と し た 
艦艇 で これ ほど まで に 乗組 員 の 健康 状態 に 考慮 
は 他 に 類 が な く 、 単 独 か つ 無 博 給 で の 長期 間 
行動 で は 極め て 有効 だ っ た と 言わ れる 。 


れ た 居住 性 
са メグ 


アー ム 先 端 の 方 形 ユ ニッ ト が 居住 ブロ ッ ク 。 KOMBO 
り 話 回 する こと で 昨 似 重力 を 生み 出す 仕組 み に な っ て いる 


BEIO/7CRUSHEIRRE, RNID AN ДИНЕВ 
не KEGEOREM EAT SED. CRORES, 


Sind 


LERMEOAREE ЛОВИ, カミ ー ユ は ペッ ド の 
脇 に 自作 の 舞 埋 を 置き 、 レ コア は 室内 で 製薬 植物 を 育て て 


大 勢 の 乗組 員 に も 対応 で きる よう 、 катыл 
POG, 名 面 に は 配膳 用 か ッ ン ター の は か 、 観 薬 植物 が 置か れ で 


BRETT NL, MART URKENS. 
екст). P- 


ー は 戦 
サマ が 居住 性 に 作れ で いた こと が わか る 。 


FORT SMSO RBA 
と し て 利用 きれ る 。 
部 デッキ に 格納 で : 
合 は 、 こ の 場所 に 
で を 時機 する 場合 も ある 」 


Ш 下部 デッキ 
тағ Азм 
ж. зи. нете 
し て の 機能 も 有する 。 ВА 

СымЭзв Акаа 
] U (Bu 680). жа 
に 作業 が で きる 。 


ы дала алас ой 
этол REV RINT RIE 
され 、 вана, 


т %- 


「 ド リー ベッ ド 」 と も 呼ば れる MS 用 整備 ペッ ド 。 7 
リプ ブス 戦役 時 に 建造 され た すべ て の MS に 対応 
し 、 機体 サイ ズ に 合わ せ て ペッ ボド が 仲 太 す る 


MORE INFO! 
Кал 


専用 の パリ ュー ト ・ シ ステ ム を 設置 する こと で 、 ア ー ガ 
マ は 大 気 園 へ の 突入 が 可能 で ある 。 а ABATE 
ミノ フス キー・ ク ラフ ト に よっ て 飛行 で き 。 場所 を 選ば ず に 
航行 で きる アー ガマ の 高い 汎用 性 が 穴 え る 。 た だ し さす 
が に 自力 で 宇宙 に 戻る の は 困難 だ っ た よう だ 。 


ORB FLED: 
ユ を 回 収 する 際 、 ア ー 
ガマ は パリ ュー ト を 展開 
СЕН 
DRA THER, 


パリ ュー ト ・ シ ステ ム の 構 
造 は MS 用 の それ と ほぼ 同 
様 で 、 展 開き せ た パ ルー ン 
слоте. (е 
後 の バ ルー ン は いく つ 】 
мове. 


их 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


№ SPEC -ow-t GAFRAN- 


(ШЕ п] mE 124 


№ SPEC -ow-a влато- 


ІШЕ ガ フ ラン uwa __ 全高 193m 全高 197m 
重量 3461 гез 重量 
У слан | HVE - зл 22 
TIAIA — 2943-4Л — 
WB тий — ane - 


武装 ビー ム パ ルカ ン 兼 用 ビー ム サ ー 
ベル x2/ ピ ー ム ライ フル 9 


BR ビー ム バル カン 兼用 ビー ム サ ー 
ベル X2 ビー ム ス パイ ク (ビー 
ムク ロー) アビ ー ム ライ フル 


ИЖ UE (ヴェ イガ ン ) 


ERE UE 一 般 兵 


№ COMPARISON CHART 


2m ニー 


ヴェ イガ ン の 技術 力 を 誇示 sae 


火星 圏 で 暮らす ヴェ イガ ン の 指導 者 と し て 、A.G.100 


年 代 に 開始 され た 地球 圏 へ の 侵攻 を 指揮 し た フェ ザー 
ント 。 過酷 な 火星 園 で の 生活 か ら 逃 れる べ 
<. 地球 園 へ の 帰還 を 最終 目標 と Jar BLD 
ЕЗ] 
с を MS が 開発 され 、 
実戦 配備 され た 。 その 中 で も 、AG.101 年 の 「 天 使 の : 
日 」 を は じ め 、 地 球 側 と の 長き に 豆 る 戦争 の 初期 か ら 用 い 
られ て い 5, ガ フ ラン と バク ト と いう 2 種 の MS で ある, 
飛行 能力 に 優 察 型 の ガス ラン 、 格闘 戦 能 力 に 


D デ ー タ ベー ス 「EXA-DB (エグ ザ ・ 
ディ ー ビ ー)」 の 情報 を 基 ヴェ イガ ン に よる 独自 技術 
を 加え て 完成 させ た MS で ある 。 タイ プ は 異な る も の の 、 
どちら も 飛行 形態 を 有する ほか 、 高 い 攻撃 力 を 有 し て お 
り 、「EXA-DB] 封印 以降 に 開発 され た 地球 連邦 軍 製 

=. て も 高 性 能 と な っ て いた 。 実際 の 戦場 で も 、 
を 簡単 に 制圧 し て し 


I COLOR 
ow-f GAFRAN 


BUE DARKGRAY 


ona BAQTO 


ЖЖ 


パク ト Б сав 


関連 ファ イル 


高い 基礎 性 能 と それ ぞ れ の 特性 


Ш ガ フ ラン の 構造 画 指揮 官 機 
「 天 使 の 落日 ] な ど 、 侵 攻 の 初期 段階 で 運用 さ — 


フラ ン は 、 地球 側 の 軍事 力 や 技術 力 の デー 
ANDER, AR 


その 主 目的 と し て いた 
し た 飛行 性 能 の 強化 が 
航行 が 可能 と な っ て いる 。 一 方 で 
ピー ム サ ー ベ ル を 装備 し 、 ЕТІК 
SO ltr p А®#<ХЪФ CI 


I Ci tt. 
3 ば な か っ た と 見 られ る 


時 
イフ ル を 使用 する 


と が 可 


パク ト の 構造 

パク ト は ガ フ ラン や 高 機動 MS で ある ゼ ダ ス と 同 
世代 機 に あたり 、 そ の 基本 性 能 は 共通 し て いる , 
一 方 で パク ト は MS と の 肉弾 戦 を コン セプト と し て い 
る た め 、 各 部 が 重 装甲 と な っ て いる ほか 、 電 磁力 
に よる 装甲 シス テム も 追加 。 また 、 胸 部 の ビー ム 発 
生 装置 な ど 格闘 用 兵器 も 装備 し て お り 、 ガ ンダ ム 
AGE-1 ノー マル と も 互角 の 戦闘 力 を 発揮 し た 。 


п 飛行 形態 
パク ト に も 変形 機 
机 が 採用 きれ て お 
Aedes 
ほ 
£ MENA 
れ ス ラス ター と な る 
тас» 


Ш 胸部 ビー ム ス パ イク ご ビー ムク ロー 
パク ト に 備え られ た 特徴 的 
SEDR HD 

ロー スパ イク の 2 種 を 使用 で 


ш 2да - 
7 4 0 | У 
> ビー ム を スパ イク と し AMARA 
⑳ で も 使用 xz ロー 展開 
у 
ы 
デフ ァ ー ス キャ ノン 


対地 攻撃 を (ФА 
建造 物 な ど を ) 


アン パ バット 要 堆 で 現れ た 試作 MS 
ガン ダム AGE-1 を 搭載 し て いた 地球 連邦 軍 の 宇宙 戦艦 ディ 
NE ы tee 


な り 、 開 発 は 途中 で 中 断 さ れ た 
衛 の た め ( ソイ が 独自 に 完成 させ た らしく 、 腹部 尻尾 に 
装備 し た 2 種類 の 


に 搭載 され た 大 型 

で 、 広 範囲 に 攻撃 が 行え る 
жа, Hie HOE 
ысын CH, MAR 
の 足止め な ど に 


а #>эх-мвз 
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機動 戦士 ガン ダム シー クレ ッ ト ・ ウ ェ ボ ンズ ファ ント ム ・ ブ レッ ト 


| 


(88) ac 01 ше 108A 


MS-06F-2 


ザク IF2 型 
[лк (F-2 ТУРЕ) | 


№ SPEC -м-0сғ-2 ZAKU (F-2 ТҮРЕ) - 
— (頭頂 高 17.5m) 


№ SPEC -м3-06Е zakut (F ТҮРЕ) - 
全高 17.5m 


PEZE] 
2323 — 


ШІП, チタ ン 系 合金 


ЖИ シュ ツル ム ・ フ ァ ウ スト フッ ト ・ 


所 属 


特殊 兵 装 の 運用 を 行う た め に 改修 きれ た ザク 


ン 公国 軍 の ワー ス と し て 知ら れる ザク 
の MS は 一 年 戦争 を 通じ て 運用 され た 
も 各地 に 潜伏 する ジオ ン 公 国軍 残党 勢力 に 使用 され 続 
けた 。 こう し た ザク IL の 中 に は 、 残 党勢 力 が 独自 に 改修 し 
た 機体 も 多数 存在 する 。 この ザク (MBER Иа 
Я) の 2 機 も 戦後 、 残党 勢力 が 改 
測 下手 用 の ザク TI は F2 型 を 


この : 
ル の 接続 用 で 


の と 考え られ る 。 な 機 は 測 距 と いう 任務 の 性 格 上 
の 中 で 唯一 手持 ち 火 器 を 有 し て いる 点 が 特 6 

砲手 用 の ザク T は F 型 を ペー ス と し て 、 ザ メル 砲 の 運 
用 に の み 特 化 さ せ た 機体 で ある 。 発射 時 の 反動 や マズ 

ッシュ の 対策 の た 機体 各所 に 装甲 が 増設 さ 

れ て いる 。 また 、 頭 部 も モノ アイ の 部 分 は バイ ザー で 末 
われ 、 右 側 頭 部 は 大 型 の スコ ー プ が 装着 され 
た 改修 は 機体 パラ ンス の 悪化 に 繋が り 、 最 
闘 な ど に は 不向き な 機体 と な っ 


搭乗 者 


COLOR 


MS-06F-2 ZAKUII (F-2 TYPE) 


о © © 


бє GRY FD 


MS-06F ZAKUII (F ТҮРЕ) 


ザク HF 型 
J zakun cF Tre) И ЕЩ 


バレル マウ ント 


関連 ファ イル 
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FERR Бола. [BRETO ААВ 
ийй CHS, その た め の 装 備 が 測 距 機 で 、 こ れ は 右 = ケー ブル 接続 用 の パー ツ 
側 頭 部 に 増設 され た パー ツ と ケー ブル で 接続 され て いる 。 を 右側 頭 部 に 備え る 。 ж 
測 記 機 で 測定 し た 目標 まで の 距離 な どの デー タ を 本 体 に ЕЙОФЯвсия/7 
転送 し 、 弾 道 を 計算 、 算 出し た デー タ を 後方 に 位置 する ザ нын 
メル 砲 運用 部 隊 に 伝達 する の で ある 。 

また 、 測 距 と いう 任務 の 性 格 上 、 ク レー ター な ど 、 高低 
差 の ある 場所 に も 展開 する 必要 が ある た め 、 ラン ド セ ル に 
は ブー スタ ー を 備え 、 地 形 の 変化 に も 対応 し て いた 。 また 、 
測 放 時 に 味方 部 隊 か ら 離 れ て 行動 する こと も ある た め 、 ガ 
トリ ング シー ルド を 装備 し て いた 。 


測 距 機 
SROFBORRERTE 
y 備 。 MS 用 の スコ ー プ に 鉱床 
ンド を 取り 付け た も の で 、 ダ リッ プ 
度 な ジャ ンプ 能 カ を 機体 の 後 端 に デー タ 送 信用 と 思 
Евы, われ る ケー ブル を 備え 6。 


F2 型 の オプ ショ ン 装備 と 


ラン ド セ ル 
左右 に ブー スタ ー を 装 落 する こ 


TER, abe Tene 
t т 


人 使い 捨て と 思わ れる が 、 
物資 に 限り の ある 残党 勢力 に 
と っ て は 貴重 な 装備 だ っ た 


ガト リン グ シ ー ル ド 
MS-07B-3 グフ ・ カ スタ ム が 使 


な か っ た よう だ 


р" 


砲手 用 の 機体 構造 武装 


重 MS で ある YMS-16M ザ メ ル 用 の 装備 で ある ザ メル 砲 
を 半 固 定 と は いえ 、 通 常 の MS が 使用 する こと は 困難 で あ 
る 。 特に 問題 と な る の が 発射 時 の 反動 と マズ ルフ ラッ シュ 
T 砲手 用 は これ ら に 耐え る こと を 前 提 と し た 改修 が 行わ れ 
た 。 右 肩 部 へ の パレ ル マ ウン ト の 設置 、 右 脚 部 ・ 用 部 へ の 
装甲 板 の 追加 、 そ し て 大 型 シー ルド の 装備 が それ で ある 。 ま 
た 、 頭 部 に は モノ アイ で は な < 照準 用 カメ ラ を 捨 載 し 2 

改修 用 の 資材 に は 廃棄 され た MS や 艦橋 の パー ツ が 用 
いら 5 れ た 。 し か し 、 装 甲板 を 中 心 と し た 増設 に よっ て 機体 バ 
ラン ス は 著しく 悪化 。 その 結果 、 通 常 の MS の よう な 戦闘 
任務 は 困難 と な っ て し まっ た 。 


勝部 装甲 板 

右 脚 部 に の み 装 着 さ れ た 
装甲 板 。 表面 に は 凹凸 が 
поп. Всей 
機体 の 回 定 に 用 いら れ た 


BLT. асо. 


シュ ツル ム ・ フ ァ ウ スト を 


装 供し て いた 


超 長 距離 砲撃 を 可能 と し た 巨砲 


YMS-16M 用 の 火砲 で あり 、 680mm も の 口径 を 誇る 。 
月 面 に 隊 落 し た ムサイ 級 軽 巡洋艦 に 搭載 され て いた も の 
で 、 残党 勢力 の フラ ン シ ー 仙 長 ら が 入手 後 、 改修 を 施し 、 
超 長 距離 か ら の 砲撃 と いう 今回 の 作戦 を 立案 、 実 行 に 移 
し た 。 な お 、 この サメ ル 砲 は 測 距 手 用 と 砲手 用 の ザク 、 + 
し て 弾薬 の 運搬 と 装填 を 担う MS-14J ゲル ググ J (タグ 軍 
曹 が 搭乗 ) の 3 機 の MS に よっ て 運用 され た 。 


MS が 運用 する 実体 下 火器 の 中 
で も 最大 の 火砲 。 長 射程 を 請 り 
FARES TOKMED е 


BX 
機関 部 と 後 敵 部 に は 移動 時 に 使用 する 
キャ リン グ ハ ンド ル を 備え る 。 砲身 部 分 の 
ハン ドル は 射撃 時 に 保持 する た め の も の 。 


изн 
аё (上 ) RECT 
の を その まま 使用 。 тиза 
КОЖЕ ЕЧ 5 


„Бакы RE 
方 形 の キャ リン グ ケ ー ス に は 6 発 の 和 絢 が 収 
matt, 707000 аиса 
され る 。 le YE 


で きか っ た と 思わ れる 。 а 


ザ メ ル 砲 の 使用 と その 反動 に 耐え る た め の 改 修 と 装備 


パレ ル マ ウ ント 

ザル 癒合 用 時 に 砲身 を 固定 する た め の 敵 
fg. 局部 の 接続 部 分 で 可動 し 、 BOER 
Саона НИС ТОА, 


大 型 シー ルド 

Lo BPR EDL 
て グリ ッ プ を 接続 、 手 持ち 式 の シー ル 
ド と し た 。 УХ: か ら 機 体 
を 守る た め の 球 備 で ある 。 


MORE INFO! 
ザ メ ル 砲 隊 の 戦歴 


っ て 今回 の 作戦 を 思い 付い た フラ 


U.C.0081.12 初 名 に フォ ン ・ ブ ラウ ン 郊外 へ の 砲撃 を 線 
り 返 し て いた が 、 偶然 か ら ガ ンダ ム 試作 0 号機 と 交戦 、 機 
体 は 撃破 され 、 フラ ン シ ー 仙 長 ら は 連邦 軍 に 拘束 され た 。 


АЕ ТЕТ IRADA 


「GP 計 画 ] で 開発 され た 試作 ガン 
ダム の うち の 一 模 。 ロン グ ・ ラ イフ 
NEIITRA -MF + ЕНЕ 
装置 な ど を 備え る 。 FAMED 
戦闘 に よっ て 大 奏し た 。 


ma jst 115-10 


機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY 


機動 戦士 ガン ダム SEED MSV 
モビ ルス ー ツ : ZGMF-10 1 7 ヴェ イア 専用 ジン /ZGMF-101 7 ミゲル 専用 ジン 


MECHANIC FILE 


カラ ー リ ング 


LGMF-1017 cms き Е 
肩 部 А з А 


№ SPEC гсмғ-1017 VELA'S GINN- 


全高 — 


(18) ТІЛЕРІ 


B SPEC -zomr-1017 MIGUEL'S GINN- 


スラ スタ 


装甲 材質 一 一 


武装 ММІ-МВАЗ 76mm 重 突撃 機 
銃 グ MAM3 ЕЛ “MGS 


BR MMI-M8A3 76mmë R S 
Й ЎЯ МАМ МЕЛ 


ザフト の エー スパ イロ ッ ト に 与え られ た カス タム 


C.E.71 に お ける 戦乱 で 最も 活躍 し た 兵器 こそ モビ ル 
ツ (MS) で ある 。 新 
ザフト の 主力 量産 MS、ZGMF-1017 
地球 連合 軍 を 圧倒 。 同時 に MS の 操縦 


で あっ た 。 両機 と も パイ ロッ ト を 示す 機体 色 
り 、 ヴ ェ イ ア 機 は 機体 の 一 部 に 改修 を 施し た ワ > 
も あっ た 。 一 方 、 ミゲル 機 は 増加 装甲 な ど 外見 上 の 改修 
は 施さ れ て いな いも の の 、 精度 の 高い パー ツ の 採用 に 加 
われ た 。 「 特 別 な 仕様 」 と し て 完成 し 
ルト の 技量 も あっ て カス タマ イズ に 見 合 
い 戦 果 を 挙げ 、 ザ フト と 地球 連合 に エー ス の 名 を 田 
か せ た の で ある 。 


キャ ッ ト ゥ ス 500mm 無 反動 砲 M68 キャ ッ ト ゥ ス 500mm 無 
他 反動 大 他 
所 属 ザフト 所 属 ザフト 
RRA 7.9147 搭乗 者 ミゲル ・ ア イマ ン _ 
№ COMPARISON CHART E COLOR 


zamro VEINS INN 
Фо 


YELLOW вх 


то ож 
ZGMF1017 MIGUEL'S GINN 
Ө) 


оле WITE ВАК ш 
ж 


パイ ロッ ト МР 
ザフト の クル ー セ 隊 に 所 属す る 
エー スバ パイロット 、 ミ ゲル ・ ア イネ ュー 


4-7828% 


ED-01 


の MS。 iÑ 


用 性 が 非常 に 
Benen 


ES ОНАН NG FF を 与え られ た 改修 タイ プ の ジン 


ず 敵 を 全滅 させ て 帰還 する こと か ら 、「 英 雄 ] 
と 呼ば を た グッド ・ ヴ ェ イア の 専用 機 。 優秀 な 人 物 に 与 
えら れる 赤い 軍服 な ど 、 赤 い カ ラー リン グ は ザフト に と っ て 
特別 な 色 で あり 、 エ リー ト で ある こと が 認め られ た 機体 で あ 
る 。 基本 的 な 性 能 は 通常 の ジン と 変わ りな く 、 オ プシ ョ ン を 
含め た 兵 装 も 特別 な も の は 持た な い 。 KEL. ROP 
マー に 本 機 オリ ジ ナル の 改修 が な され て いる 点 が 通常 の 
ジン と 大 きく 異な る 点 で ある 。 


MERELE JIAP 
兵 の 賞金 音 と な り 、 追っ て 
BRAT MERE, 
жоғ. MIC Ao 
жай (Bik) d: 
онеро 


一 剖 の パー ツ は イラ イジ ャ 
SPACE TRU 
が れ た 。 その 際 に ヴェ イア 
機 の 赤い 
用 され 、 ツ キハ ギ の よ 
HELI 


ミゲル 専用 ジン の 機体 構造 


以外 、 外見 上 は 通常 の ジン と 差異 は な いも 
の の 駆動 系 や 推進 器 の 性 能 が 強化 され て いる 。 ノー マル 
状態 の ジン で は 追い 切れ な か っ た 効 専用 ジン (軽量 化 と 
推進 力 強 化 に より 機動 性 を 向上 させ た タイ プ ) に 匹敵 す 
る 機動 性 を 見 せ た 。 また 、 専 属 の 整備 スタ ッ フ が 常に 本 
機 を 万 全 の 状態 に 保っ て いた と いう 。 ザフト の 補 総 基地 を 
品 っ た 郊 と の 交戦 で 右腕 を 破壊 され 、 そ の 修復 中 に パイ 
ロッ ト の ミゲル を へ リオ ポ リス で の 戦闘 に よっ て 失っ 
1 C terete 

れ で いる が 、 Жандаш 
存 の ジン と 同様 で ある 。 その 
##MMLNBA3 бтп 


突 吾 機銃 と MA-M3 МЕ 
TER KEL 


вен 
ル 


Олс TOR 
に 起動 し た スト ライ ク ガン 
р TUS, 


С.Е. Case File 
狙わ れ た 「 ユ ニウス 条約 調印 式 


第 二 次 ヤ キン ・ ド ゥ ー エ 基 妨 戦 に お いて 地球 連合 と プラ ン 
ト の 戦争 は 一 応 の 終結 を 見 た 。 ほど な くし て 終戦 の た め の 調 
жүп, C.E.72.03.1 ウス 条約 が 締結 され る 。 
この 調印 式 に ザフト は 儀礼 用 — R Bh 
イプ を 配備 し た が 、 こ の 内 の 1 機 に は 調印 式 の 妨 吉 を 目論む 
者 が 搭乗 し て お り 、 隊 列 を 抜け 出し て 調印 場 と な っ た 連合 軍 
狙っ た の で ある 。 し か し その 目論み は 察知 され 、 
に より ジン は 軸 破 。 調印 式 は 事なき を 得 た 。 


lm の バレ ンタ イン 」 om 
合 と な っ た ユニ ウス セブ ン 
OE RCL 
А 
が 、 そこ を ジン 式 護 用 装飾 
タイ プ が 狙撃 し よう と し た 。 


и 8 А Шя?-з- 
レク の メイ ン p MEINEN, EROS 
т-с 前 後に も 補助 — 


Уз: 
BEDEL, 9 RD 
ー は 左右 で 異な 


性 能 に チュ ー ニ ング が 施さ れ た カス タム 機 
Ш ミゲル ・ ア イマ ン 


Тао! кош акту 
に 付け 5 れる こと ど ! 


外見 上 の 改修 は な いも の 
の HOSEN 
て いる た め 通 常 の ジン と 比 
べ て 推力 は 高い 。 その ぶん 
機体 制御 の 角度 は 高まる 
が 、 ミゲル の 技量 が 本 機 を 
乗り こなす こと を 可能 と し た 


WM ジン 式典 用 装 人 節 タ イプ 


式典 用 76mm 重 突撃 機銃 


ジン の カス タム は 戦闘 用 ば ぱか り で は な く 、 位 礼 用 の も の も 存在 する 。 
: ニ ウス セブ ン の 追 蛋 式 供 の た め に 進 ら れ た カス タム 機 
アク ショ ン 式 ライ フル に 指揮 官 用 サー ベル の み で あっ 


mia. tx 115-12 


[TTE 


BF13.021N6 cE 


ガン ダム 


キョ ウジ どの クロ ー ン が 操っ た 特殊 仕様 の MF 


オド イ 
ЙТ ГИЛ үзү | 
わり 身 ・ 分 身 な ど 、 相手 を 幻惑 し 翻 

弁 す る 特殊 な 能力 を 持 д 


、 隠密 性 と 機動 性 能 に 特 化し た 構造 と な 
わり 身 や 分 身 、 姿 を 一 時 的 


アン ネッ ト や メッ サー グラ ン ツ と いっ た 幻惑 牽制 用 の 
器 群 も 充実 し て お り 、「 敵 を 翻弄 する ] と い 
3 か すご ысы 


эль. ウン ト ・ ек 
留め る 破壊 力 を 有 し 、 
ЕЕЕ, た 。 


の クロ ー ン が 新生 シュ バル ツ と し て 機体 を 操っ 


№ SPEC 


全高 — (йй 16.3m) 


a col № COLOR 


20n 


関連 ファ イル 


スピ ー デ ィ ー な 攻防 を 可能 と し た 構造 と 兵器 群 


ガン ダム シュ ピー ゲル に は 、 ステ ルス 性 を 高め る グレ ー の カ здав N 
ラー リン グ が 施さ れ た ほか 、 隠 形 を 可能 に する 光学 迷彩 が 搭 メッ サー グラ ン ツ を 備え て ` Ӛз 
載 さ れ て いる 。 また 、 高 出力 スラ スタ ー と 各部 パー ニア の 装 いる こと も あり 、 バ ルカ ン 
備 に より 、 優 れ た 加速 性 と 運動 性 も 獲得 。 一 方 、 腕 部 と 連 Sas 
AEFI LK EBRD ER TSX Y— ング ири 
ЕО ФИ ТАР СІ 1) ン KERIN, ЖАРЫ 
ЕЕС Лс ши АА Ж ауасын! 
隠密 性 と 機動 性 、 さらに 
зжата "үк н ` 
on heen ボディ ー バ ッ ク バッ ク ж Е 
BMA СЕРЕН тоатат. HADIRE: ФМ s 9 
FDNY SCF NDR れ で いる 外 付け 方 区 の バッ ク バ ッ ク を 有する 。 この バッ ク バッ А” PA 
ク は 分 離 ・ 独 立 し て コア と な る SM 
上 図 は コ 
/ 変形 し た バッ ク バ ッ ク で 
シュ ピー ゲル ブレ ー ド の 展開 時 。 基部 に 機 首 に ある の が コク ビッ ト 、 
ピュ レー ター で 保持 する 機構 と な っ て いた 右 図 は 本 体 接続 時 で 、 各 
部 が 変形 し て いる 。 
Ш アイ アン ネッ ト 
ERARO HOER コク ピッ ト ハ ッ チ 
に аг 
Р естік Шан シュ ピー ゲル 体 に も 、 モ ビル トレ ー ス シス テム へ の 入 
が 取れ な く な る 仕組 み だ っ た = 口 と な る コク ビッ ト ハ ッ チ を 備え て いる 。 MMR PL 
下 に 展開 する 構造 で あっ た 
画 メッ サー グラ ン ツ 3 Ë 2 
тайса: TSMR. MBER ROL É "АУ, ТЕКТЕ 
Еттийкоквекатннтае. жыны, 2 у コク ピッ ト ハ ッ チ は 破壊 され た が 、 シュ ^^ 
て は バル カン より も 効果 的 で めった 。 YS バル ツ は 無事 だ っ た 


特殊 機構 シュ ビー ゲル 本 体 で 再現 で きた ゲル マン 流 忍 術 


第 13 回 ガン ダム ファ イト で 、 シ ュ パ ルツ は ゲル マン 流 忍術 体 に 見 せ か け 、 本 体 と 入れ 替え る 「 変 わり 身 ] な ど を 駆使 し 、 画 変わ り 身 
を 駆使 し た 特殊 な 機体 運用 を 実践 し て いた 。 機体 を 数 機 に 一 対 一 が 基本 的 で ある ガン ダム ファ イト で も 充分 な 効果 を 発 
よう に 見 せる 「 分 身 」 、 周 囲 の 環境 と 同化 し 一 押して いる 。 シュ バル ツ (キョ ウジ ) は これ ら の 能力 を 用 い 、 ド 
姿 を 消し て し まう 「 隠 形 ] 、 別 の 物体 を シュ ピー ゲル 本 。 モン ・ カ ッシュ に 敗れ る て 


Ш 隠 形 ( お ん ぎょ よう) 
жеше ーー 


| 
фе ғұ Ж. ВВИДЕ 
を ма, は 前 が 気付 みな 
à: : 角 に 回 り 込 ん で 攻撃 し た 
ЕНК? Е. : 
URDE- уен. RUAPDEICRUSEM. A+ АНАС оон ОЧАЕН, RIOR 
a O, КЕНИИ ALLY КАЛИЯ RENT EM. カメ ラ 部分 の 発 


敵 機 を 一 気 に 粉砕 する 黒い 疾風 


意 と する シュ ピー ゲル で ある が 、 ガ ンダ 

ム フ ァ イト を 一 気 に 終わ ら せ る 強力 な 必殺 技 「 シ ュ ト ゥ ルム ・ ウ 

ント ・ ド ラン ク 」 も 持っ て いた 。 機体 の 高い 機動 性 を シュ ピー ウン ト ・ ドランク 

ケツ ル ブ レー ド の 夏 寺 を 組み 合わ せ た 技 で あり 、 シ ュ ピー ゲル i ЖАМАНМЕН 4 

a М napana - = ルプ ブレ ー ド を 外側 に 向け て 固定 し 、 

ブレ ー ド を 展開 し た 状態 で 機体 を 独楽 の よう に 回 転 させ 、 測 ? саега. その こと で 上 

に 突撃 する も の で あっ た 。 LAAN FEEL. EMRE ERIE А 
Ne 中 の 方 向 転換 も 可能 で 、 MER 


Ш シュ トゥ ルム ・ 


ma parz 1166 
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機動 戦士 ガイ ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


GUNDAM GPO2A 


ZEON 


М5 Ж И TS yb I+- ALT SBA 


旧 世 紀 に 誕生 し た 核兵器 は 、 そ の 圧倒 的 な 破壊 力 
と 引き 起こ され る 環境 汚染 ゆえ に 、 閑 忌 と され た 兵器 で 
あっ た 。 それ で も 人 類 は その 力 を 使う 手段 を 講じ 続け 、 
宇宙 世紀 に 入っ て も 核兵器 の 保有 を や め よ うと は し な 
か っ た 。 だ が 、 ミノ フス キー 麗子 の 登場 は 誘導 式 飛翔 体 
に よる 核 の 投射 を 不可 能 と し 、 既 存 の 運用 法 か ら の 脱 
却 を 迫っ た 。 そこ で 着眼 され た の が 、MS に よる 核兵器 
の 戦略 的 運用 で あっ た 。 RX-78GP02A ガン ダム 試作 
2 号機 は そう し た 思想 の も りり 立っ て いる 

RX-78GP02A に よる 枝 運 用 は 、 MS の 機動 力 を も っ 


THRREERL ШЕЯ УЕ 
術 に 拠っ て いる 。 本 機 に は 、 そ の 限定 され た 用 途 に 必要 
と され る 特 化 性 能 が 与え られ て お り 、 機 動 兵 器 と し て の 
幅広 い 運 用 を 想定 し た MS 群 と は 一 線 を 画す 装備 や 機 
能 を 有 し て いた 。 言わ ば 、 本 機 の 設計 思想 は 旧 世 紀 に 
存在 し た 戦略 爆撃 機 の それ に 近く 、 MS の 形 を 借り た 核 
攻撃 プラ ッ ト フ ォ ー ム だ っ た と 受け 取る こと も で きよ う 。 Ж 
強 の 機動 兵器 と いう 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] の 命題 に 対し 
て 、 村 抑止 戦略 を 取り 込ん だ 解答 を 打ち 出し た 本 機 は 、 
異端 の MS と し て の 存在 感 を 放っ た の で ある 。 


当時 

の 開発 を 目的 と し 、「 最 強 の 
muna (DRCRET 
べ で を 有する 兵器 | を コン セ プ 
писна таал. 


RX-78GP02A の 骨子 と も 言え る 核兵器 の 運用 能力 
は 、 ク ・ パ バズ ー カ と 呼ば れる 専用 の 発射 装置 が 担っ 
て いる 。 本 機 は 元々 、 重 装甲 と 大 火力 に よっ て 敵 拠 点 を 
強襲 する こと を 想定 と し た 強 柚 用 重 MS と し て 立案 され た 
初期 に は 専用 の 大 型 パ ズ ー カ が 採用 さ 
Cd, ERR ER ELL 
HHS PRTC 
っ た と され る 。 7207, ФАЗЕ 


anran н 


可能 な 多目的 パ ズ ー カ 


эы の で ある 。 
する た 
般 的 な 射撃 戦 用 ос その 意味 で は 、 本 機 に 装 
備 され て いる 射撃 武装 は 頭 部 の バル カン 砲 の み で 、 対 MS 
戦闘 
12, あく まで も 核兵器 の 運用 に 置か れ て いた の で ある , 


アト ミッ ク ・ バ ズー カ が 担う 核兵器 投射 能力 


КИТ фә атаса 
|、 当 然 な が ら MS と し て の 一 


分 な 火力 を 有 し て いた ‘難い 。 本 機 の 主 


頭 の セッ ティ ング 風景 ЗЬ 0 БВР 
MEN, バズーカ 基部 の 内 部 で ひと つの 弾 体 に 連結 され る , 


aoe ク ・ バ ズー カ ная 


フレ ー ム を 介し で 


р <. 既存 の ガン ダム ・ タ イブ MS 
部 分 に 2 基 が 内 蔵 され て いる 


тионжиғиянея | 
シス テム 。 上 図 は 貯蔵 庫 の 


йиш ЫЛ s 
(BB) が 接合 し て いる 


バズ ー カ 基部 を 起き 上 が ら 
、 シ ー ル ド か ら 取 り 出し た 
パレ ル と 連結 を せる 。 パレ ル 


2272 


核 攻撃 に よる 英 戦 力 の 残 滅 を 念頭 に 置い た 最低 限 の 白兵戦 性 能 


核兵器 の 使用 を 第 一 に 考え られ て いた RX-78GP02A 
に が 、 運 用 時 の 対 MS 戦 闘 を 想定 し た 武装 も 施さ れ て は 
前 述 の バル カン 砲 と 、 白 兵 戦 用 の 武装 で ある ビー 
ム ・ サ ー ベ ル が それ に 当たる 。 これ は 、 本 機 の 開発 を 担当 
し た アナ ハイ ムー エレ クト ロニ クス 社 (АЕ) の 重 MS 用 標準 
装備 を 改良 し た も の で ある 。 

一 般 的 な 汎用 MS に 比べ る と 貸 弱 と 言わ ずる を 得 な い 
これ ら の 武装 構成 は 、 本 機 が 核兵器 搭載 MS で ある こと 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 


ビー ム ・ サ ー ベ ル (AE BlashAEXB-909L) は 、AE 製 重 
MS 用 の モデ ル に 改良 を 施し た 試作 品 で あり 
や 収束 率 を マニ ュ ア ル 操 作 で 変 
の 腰部 オル ダ 


た が 、 出 力 強 化 に よっ て GPO1Fb 
の それ を 上 回 る こと も 可能 


に 由来 し て いた と 言え る 。 核兵器 に よっ て 敵 戦 力 を 残 減 し 
後 で あれ ば 、 本 格 的 な 交戦 は 起こ り 得 な いと いう 判断 
に 基づい た 結果 が 、 和 白兵戦 の み を 
武装 だ っ た の で ある 。 жж. F 
式 前 撃 で は 、 コ ン ペイ トウ へ の 杭 攻撃 の の ち 
追撃 を 受け て は いな い 。 結果 的 に は 、 コウ ・ ウ ラキ の RX- 
78GP01Fb に 追い つか れ て 交戦 に 及び 、 相 
も の の 、 想定 を 大 きく 外れ る 状況 は 起こ ら な か っ た 。 


左 は ビーム ・ サ ー ベ ル 基 部 で 
握り の 万 の 部 分 


жин 
り | に 90 度 回 転 し て か ら ホル ダー か ら 押 し 出さ れる 


防御 兵 装 核兵器 運用 シス テム の 一 部 に 組み 込ま れ た 防御 装備 


RX-78GPOZAL ВЕНЕРЫ ЕВ 
GRIESE VERLORMR YS, ЕЛІНЕН 
与 さ れ て いた 。 し か し 、 装 甲 な ど に 施さ れる 面 熱 ・ 面 衝 
撃 処 理 だ け で は 面 核 性 能 が 不足 する と 考え 5 られ 、 専 用 の 
シー ルド に よる 機体 の 保護 が 図ら れ て いる 。 

本 機 に 装備 され た 専用 シ 、 耐 衝撃 装備 と し 
て の 機能 の は か 、 核 爆発 の 鳩 に 耐え る た め の 機 体 冷 却 
装置 が 内 蔵 され て いる 。 これ は シー ルド 内 部 に 充填 され た 


液体 水素 な どの 冷媒 を 用 いる 機構 で 、 本 機 の 核兵器 運 
用 シス テム の 一 部 だ っ た と 言え る 。 また 、 シ ー ル ド は 非常 に 
大 型 だ が 機体 全体 を 保護 する の に 充分 で は な く 、 そ の 防 
御 範 囲 か ら 漏れ る 可能 性 の 高い 脚 部 に は 、 シ ー ル ド と 同 
等 の 装甲 と 冷却 装置 が 設け られ て いた 。 


よう な オプ ショ ン 装 甲 と は 異な り 、 核兵器 搭載 MS と し て 十 
全 に 機能 する た め の 必 須 装 備 4 


ола 
た 。 また ИШЕТ 


シー ルド は 、 NR-Sh- pen $-000130/*— IRBE: 
ー タ ー・ シ ー ル ド と も 呼ば れる 。 バル カ 
で あれ は 物 と 6 し か い 強度 を 有 し て いた 。 
ク ・ パ ズー カ の パレ ル を 収納 し て いる, 


が 設け られ て いる 


特殊 シス テム 


殿 兵器 を 迄 速 に 運搬 し て 攻撃 を 行う た め 、RX-78GP 
02A は 高い 機動 力 を 要求 され た 。 その 要求 性 能 を 満た す 
た め に 装備 され た シス テム が 、 フレ キシ ブル ・ ス ラス ター・ 
バイ ンダ ー (FTB) で あっ た 。 肩 部 に けら れ た この 可動 
式 ス ラス ター は 、 大 推力 を 有 し た AMBAC 肢 と し て 機能 す 
る こと で 、 機動 性 を 生み 出し て いた 。 ЛЕС 
攻 し て 中 枢 を 攻撃 する と いう 強敵 用 MS の 発想 が 、 こ の 画 
期 的 な 姿勢 制御 装置 に 表れ て いた と 言え 


強襲 用 MS と し て の 


部 Е 


FTB は 可動 構造 を 備え た 
スラ スタ ー 内 上 蔵 式 の ユニ ッ ト 
で 、 ア クティ ブ ・ ス ラス ター・ 
ユニ ッ ト と 呼ば れる こと も ある 。 
片側 3 基 の スラ スタ ー を 備え 、 
バインダー 自体 と スラ スタ ー 部 
が 季 軟 に 可動 する 。 БЛ 
理 な ど に よる 機体 重量 の 増 

で 機動 性 が 低下 する こと を 
防ぐ た め に 装備 され た 


OER, 


後面 の スラ スタ ー・ プ ブロ 
MENTS. 大 は 先端 の スラ 
х ッ ド と 内 蔵 ノズル を 展 


ж. 


シー ルド の 裏面 と 側面 示し た 
B. アト ミッ ク ・ パ ズー カ の パレ 
ル は グリ ッ プ 部 の ホル ダー で ロッ 


МОКЕ INFO! 


試作 2 号機 の 装備 案 
RX-78GP02A に は 枝 兵 器 を 搭載 する 以外 に も 、 ВА 
備 パ リエ ーション 案 が 存在 し て いた 。 そ て の ひと つが MLRS 
仕様 と 呼ば れる も の で 、 中 距離 面 制圧 を 目的 と し た 多 較 
装 ロ ケッ ト ・ シ ステ ム を 装備 する プラ ン だ - 『、 ト リン 
トン 基地 で の 地上 試験 に は 間に合わ な か っ た と され る 


7 パ バズーカ を 廃し 、 HEBCOEDSERD y 
ム を 備え る MLRS 仕 様 。 Нет 977, 


= 
еч 
— 
B 
— 
=> 
x 
= 


г 
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艦 体 構造 
ムサイ 級 の 基 
で お り 、 そ れ は 一 年 埋 


は 極め て 優秀 か つ 柔 軟 性 
の ジオ ン 共 


本 仕様 も 基本 は ペー ス 能 を 踏 環 し て お り 、 機 能面 で も 
大 き な 違 い は 見 出せ な い 。 般 側 部 サイ ド ・ ノ ズル の 形 杖 変 
更 や 格納 庫 ま わり の 改修 と いっ た 細か な 変更 点 は 見 жм 


いな い 。 ペ 
考慮 する と 


+ 現場 か ら の フィ ー| ド バ ッ ク を 反映 し て 発展 す 
ムサイ 級 に は あか ら さ まな ブ . 


+6 
量 が 増加 

ARORA. ті 

к-тын 


er 
EONS). 
o 


KOMUSAI 


ラン ディ ング ・ ギ ア 
収納 式 の ラン ディ ング ・ ギ ア を 有 有 


も 安全 に 着陸 する 


WE ea 2 sins а に 


し た ムサイ 級 だ が 、 
な い 。 連邦 軍 の 本 部 は 地上 
ЗЕЯ тетя 


に し ムサイ 級 に は 大 気 園 突入 能力 は な く 

地上 に MS を 送り 届け る に は 相応 の 移動 手段 が 
と な その 役割 

セル の コム サイ で ある , 

地上 に 輸送 する に は HLV を 用 いる の が - 

り 、 コ ムサイ で の 運用 は や や 効率 性 に 欠け る と いう 


大 気 園 突入 カプ セル 


コム サイ 


ば と も か く 、 対 MS 戦 で は ほ 
と ん ど 役 に 立た な か っ た 


送り 届け た 機体 


意見 も ある 。 し か し 推進 器 と リフ ティ ング ・ ボ ディ ー を 
有する コム サイ は 大 気 園内 飛行 が 可能 な こと か 
在 に 降下 ルー ト を 変 る と いう 利点 が あ . 

に HLV は 降下 ルー ト が 単調 で あり 、 降下 中 に 迎撃 さ 
れる 危険 が あっ た こと は 否め な い ) 。 この 利点 を 活か 
し て 、 コ ムサイ は 高級 士官 や 重要 物資 の 移送 に 多 
く 用 いら れ た と され る 。 第 603 技 術 試験 隊 が 保有 す 
る コム サイ も 大 型 試作 戦車 で ある ヒル ドル ブ を 地上 
に 送り 届け る の に 用 いら れ て お り 、 試 験 運用 エリ ア 


サン ライ ズ 
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機動 戦士 ガン ダム 外伝 THE BLUE DESTINY 


頭 部 


i ブル ー デ ィ ス ティ ニー 
= = 1 号機 Ф; | 


Г н:01 ше ВА 


№ SPEC 
_ 全高 18.5m( 頭 頂 冨 18.0m) 
2.81 (全備 重量 73.0) 


地球 連邦 軍 初 の EXAM シ ステ ム 搭 載 MS 


擬似 ニュ ー タ イプ 機構 [EXAM シ ステ ム ] を 搭載 | 
地球 連邦 軍 初 の MS が RX-79BD-1 ブル ー デ ィ ス 


ト ARL で 開発 され 
本 機 は RX-79 [G] 
頭 部 は RGM-79 [С] 
これ は 当初 、 陸 戦型 ジム 
と が 理由 
し か し 、 陸 戦型 ジム で は EXAM シ ステ ム の 要求 値 を 満 


テム 搭載 の 頭 部 


装 の 追加 、 
具体 的 な 改造 箇所 
完成 し た 本 機 は 驚異 的 な 戦闘 能力 を 持っ て いた が 、 暴 
走 事故 を 引き 起こ し 、 友軍 を 攻撃 する 事態 まで 発生 し た 
その 後 、EXAM シ ステ ム | FBX テ 
ム 起 動 時 で も 人 間 が 扱え る 機体 


MGS) һ:01 wer a 


機体 構造 陸戦 型 ガ ンタ ム を 原型 と する 強化 ・ 改 造 


ブル ー デ ィ ス ティ ニー1 号 機 は 陸戦 型 ガ ンダ ム を ペー ス MB 
と する EXAM シ ステ ム 搭載 MS で ある 。 陸戦 型 ジ ム を 原 ншуловта- 
型 に 開発 され て いた が 、EXAM シ ステ ム の 要求 値 を 満た さえ 、EXAM シ ステ ム を 搭載 
な か っ た た め 、 シ ステ ム 搭 載 の 頭 部 の み を 陸戦 型 ガ ンダ ム カメ ラ は デュ アル タイ ブ で 、EXAM シ ス 
に 移し た 。 陸戦 型 ガ ンダ ム 自 体 も 改造 され 、 ジ ェ ネ سام شش س‎ 
出力 の 向上 、 マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 処理 、 新 
セル へ の 換装 と 脚 部 推進 器 の 追加 な ど に より 、 
未 使 用 時 で も 凄まじ い 戦闘 能力 を 実現 し で いる 。 

な お 、 蒼い 機体 色 は EXAM シ ステ ム の 開発 者 、 ク ルス 
ト ・ モ ー ゼ ス 博 士 の 趣味 に よる も の だ っ た 。 その 機体 色 と 
圧倒 的 な 戦闘 能力 、 そ し て シス テム 暴走 時 の 無 差別 攻撃 
か の 正体 不明 の “HUTA LL TENSEI. 


ラン ド セ ル 
АРТАТ КЕ 

を 廃止 し 、 大 気 園内 用 の 新型 ラド セ ~ 
ル を 搭載 。 ХИ 

や フラ ッ ト な 構造 が 特徴 で ある 。 


シス テム 


тжен 
БА ТУЛА 


Ё ways sce 
型 ジム は 設計 が 近い う 
A 生産 ライ ー も 同じ で ТЕГТІ ТТІ 
Eu MELLY | EMR EXAM AT АЕО, 
て も 、 サイ ズ は 変わ っ て いな い 。 


コス ト や 互 抱 性 の 問題 か ら か 、 専 用 の 手持 ち 武装 は 開園 100mm マ シン ガン E シー ルド 
発 さ れず 、 陸 戦型 ガン ダム ン 陸 戦型 ジム 用 を 搭載 し た (前 ROTC 
腕 部 の アタ ッ チ メン ト が 改造 さま れ た こと か ら 、 専 用 武装 の КИ プルー デイ ステ オ 。 j 
外装 が 計画 され て いた 可能 性 も ある ) 。 それ で も 攻撃 力 は ao чул 
必要 充分 で 、EXAM シ ステ ム 起動 時 で な く と も 、 手 持ち 武 
装 だ け で ジオ ン 公国 軍 MS を 撃破 で きた 。 

一 方 、 固定 武装 は 大 幅 に 強化 され 、 胸部 に 2 門 の バル 
カン 砲 と 2 基 の 有線 ミサ イル を 搭載 し て いる 。 これ ら の 新 起 
装 と 手持 ち 武 装 の 併用 に より 、 当時 の 白兵戦 用 MS と し て 
は 極め て 高い 攻撃 力 を 有する こと と な っ た 。 改造 に より 胸 
部 マル チ ・ ラ ンチ ャ ー が 廃止 され た ほか 、 右 胸部 エア ・ イ ン 
テー ク は 雰 尾部 に 柳 動 と な っ た が 機能 上 の 問題 は な い 。 


ш 胸部 バル カン 砲 / 胸 部 有線 ミサ イル 
= 7 


Оу с 
| т-шюпботтп ШЕ-дА-9-Уу 
JEON. жыз атолла 
YUH REIT 
д смени 


陸戦 で の み 運 用 され た 
めか 、 大気 園内 | 

する 100mm マ シン ガン を 
жакт, MM, ie 
球 連 邦 軍 MS 用 の 他 の 

Нос. 


Т may 
「 モルモット 隊 」 の 戦い ーー - SCIENCE 


突出 し た 性 能 を 持つ は ず の ブル ー デ ィ ステ ィ ニー1 号 機 だ が 、 ッ プ ・ < \Key Word 擬似 ニュ ー タ イプ 技術 

シス テム の 暴走 に より テス ト パ イ ロッ ト の 再起 不能 や 無 差 別 攻 ヒュ ー ズ ` — EXAM シ ステ ム 
撃 が 頻発 し た 。 その 後 、 リ ミッ ター が 設定 され 、 「 モルモット 隊 ] こ モル モッ ト 隊 の MS パイ ロッ ト の ひと Же. = 

б А ブル ー デ ィ ス ティ ニー 各 機 と イフ リー ト 改 に 搭載 され た 

a eae А ЖЕЛІГЕ た 

と 第 11 披 立 機械 化 混成 部 隊 の ユウ ・ カ ジマ に 任 され て いる 。 аан ваза MS 用 08 が 、EXAM シ ステ ム で ある 。 ニュ ー タ イブ の 戦 

EXAM シ ステ ム に 対応 し た カジ マ に より 、 高 度 な 戦闘 能力 を 発 ニー で パン 野党 ん だ 山 能 力 を 再現 する 技術 で 、 起 動 す る と 機動 性 や 赤 能 

揮 し た 1 号機 だ っ た が 、 ジ オン 公国 軍 の EXAM シ ステ ム 搭 載 機 力 が 極端 に 高く な る 。 た だ し 、 搭載 MS が オー バー ヒー ト し | 

イフ リー ト 改 と 交戦 し た 末 、 相打ち と な っ た 。 や すく な る うえ 、 リ ミッ ター を 設定 し な いと 暴走 や パイ ロッ ト 
の 廃人 化 を 招き か ね な い 問 題 を 抱え て いた 。 

画 ユウ ・ カ ジマ シス テム の ハー ド と ソフ ト を 開発 し た の は フラ ナガ ン 機 問 

実験 部 隊 гелт] の パイ ロッ ト 。 MO OAM 画 サマ ナ ・ フ ュ リ ス の クル スト ・ モ ー ゼ ス 情 士 で ある 。 「 ニ ュー タイ プ は オー ルド 

な 人 物 。 シミ ュ レー ター で BNR ABT. I- FAT EBRD SHIGE TEMEER] と の 説 を 

2 MR, =. 24 ADHERE TEXAME ZS LE 


開発 。 シス テム に は 、 博 士 の 実質 的 養女 で ニュ ー タ イプ 
の マリ オン ・ ウ ェ ル チ の 精神 が 封印 され て いた と 言わ れる 。 


Ш モー リン ・ キ タム ラ 
` ЕЛАНЬ и. 
ジャ 少尉 は ブル ー デ ィ ズ = AR, ПЕС) 
BR. етектен Жучу, мело СЕЗИНЕ 
ト と し て 「 シ ャ ア の 反乱 」 に 参戦 し た と いう 系 を 出し た 
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頭 部 


地球 連合 


ZGMF-X12A テス タメ ント ガン ダム は ザフト 製 ガ カン ダム 
12 番 目 の 機体 で ある 。 「 神 と 人 の 契約 ] を 意味 する 名 を 


し て 開発 され た 。 
と 共通 の フレ ー ム 構造 を 持つ 。 な お 、 本 機 は ジ 


の た め GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム 


で 開発 され て お り 、 残 され て いた 予備 パー 

ク 屋 組合 の ロウ ・ ギ ュー ル が ZGMF-X12 ガン ダム アス ト 

レイ アウ ト フ レー ム を 組み 上 げた 。 結果 、 兄弟 機 の アウ ト 
イカ ー パ ッ ク を 使用 で きた ある 。 


モビ ルス ー ツ : 


テス タメ ント 
ガン ダム 


У TESTAMENT GUNDAM | GUNDAM 


© 


に 奪取 され た スト ライ カー パッ クシ ステ ム の 検証 機 


テス タメ ント は 地球 軍 の 特務 部 
特務 情報 部 と し て 動く 「 一 族 」 と 
運用 され た 。 その 際 に ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド に よる ウィ ルス 散 
布 機能 と 装備 が 追加 され 、 よ り な 機体 と な っ て いる 。 
ス セ ブン の 残 寺 が 地球 へ 落下 する の を 阻止 す 
ジャ ンク 屋 組合 は ジャ ネン シス の レー ザ 
その 際 テ スタ メン ト は 、 ウ ィ ル ス で ! 


Bibb. 
の 破壊 4 
を 狂わ せ 妨 害し た 
リブ ル の カメ ラ を 通し た | 


れ た アウ ト フ レー ム D と の # RCS 


ZGMF-X12A テス タメ ント ガン ダム 


(188) н:01 sen 1091 


ビー ム サ ー ベ ル X2 デビ ー ム ハン ド 
ガン 他 

所 属 地球 連合 軍 (一 族 ) 一 民間 

スカ ウト 0984 カイ ト ・ マ 


ишин Пан п COLOR 


装甲 

一 段階 に フェ イズ シフ ト 
する VPS 装甲 を 採り 入 
れ て お り 、 図 は 2 自 階 目 
LL ELLES 
リン グ )。 клен 
する た め 、 フ ェ イ ズ シフ ト 
ダウ ン の 心配 も ない 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW 
'SEED-01-06 0) 


НЕ 01 SHEET | 65 


ыы ео CBMANESI-YAIOT ВЕСТ 
画 武装 レイ アウ ト 


テス タメ ント は 、N( ニ ュー トロ ン ) ジャ マー キャ ン セ ラー を 内 
蔵 し た 楼 動 力 搭載 MS で ある 。 ザフト か ら 麗 われ 


は 地球 軍 で RGX-00 の 型式 番号 


ディ バイ ンス トラ イカ ー を 装備 。 左 回 の ディ バイ ンス トラ イカ ー は フ 
形態 、 右 図 が クロ ー 形 態 で 
ケロ ス 改 を 右手 に # 


BBE LAME, 


1 


ロイ ド を 応用 し た チコ ンピュータ ー ウ ィ ルス の 散布 т 


の 量子 コン ビ ピューター を 自由 | BIT SCE CREME. 
本 機 を 認識 で き な い よう に し て 姿 を 隠す こと が 可能 で ある 


画 マデ ィ ガ ン 専 用 機 
VpsmtmImsu. ВМ 
ВИНИЛА 
る 白い 十字 が 浮か び 上 が 


тика? ンス テム の 関 作 で 人 


用 可能 と な っ 
O ディ バイ ンス トラ イカ ー ° フラ イト ユニ ッ ト 形 態 ө クロ ー 形 態 
à © 2 7 近接 戦闘 に お いて 、MS の 等 
ку "шоя бз еш と 身 大 サイ ズ を 計る 巨大 クロ ー я} 
、 大 所 園内 ИЗ, た な) желі と 考え られ る 。 へ と 変形 する 。 背中 の 接続 部 / 


КЕК ЫТ 
持つ 。 先端 側 に 4 本 の クロ ー 
を 展開 し 、 対 象 を 掴ん で 固 
する と いう 使い 方 な ど が で きる 


トリ ケロ ス 改 ө クロ ー 展 開 時 | ⑥⑨ ヒー ム サ ー ベ ル 
下図 は クロー ブレ ー ド を 備え た 基部 。 3 本 爪 の クロ ー | Ч m” 
と 両側 に ある スピ ア 状 の 本 先手 四 側 に は ブレ ー ド を 備 | роу 


ааа аа TORRARE 
る こと で 様々 な 状況 に 対応 で 
放り 格 全 拓 半 の 備 で 
BURNED EN. 


O ヒー ム ハ ン ド ガン 


ガン ダム アス トレ イ ゴー ルド フレ ー ム 
жовақасаяснақа, 
жасын СИН. ABI 
は ビー ム ハ ン ドガ ン も 収納 で きる 。 ШШ 
VF MIA TARE, 


НОНО МОЕ Lo адя 
ム の 威力 は それ ほど 高く な いも の の 、 取 り 回 
る た め 扱い 所 い 。 ARNE ONE RH, 
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түлете т 


уезше А < 
МТА 7 N ج‎ < | ч 
У а КЭ № А | Ag 


yg 


с 


wren 


= Ж. 
⁄ any 
a мо 

| 


ム ・ キ ャ ノン x5 茎 部 メカ 粒子 砲 メ 
/ 根部 ビ ー ム ・ キ ャ ノン X4 プ テン タク 


中 央 ユニ ッ ト の 周囲 に 5 基 の 華 Fx バリヤー 


ト が 配 きれ て いる 。 葉状 

ト 展 開 時 の 外観 と その 赤 

い 機 体 色 か ら 、 世 界 - き さ 
を 計 る 花 の 名 が 冠 され て いる 


ター が 配 され て いた 


中 央 ユニ ッ ト 
コク ピッ ト と 推進 用 スラ スタ ー、 
элла А Сз 


テン タク ラー・ ロ ッ ド 

葉状 ユニ ッ ト の 内 側 や 中 

側面 に 配 さ れ て い 

BEREK. +: 

べ て の ロボ を 、 カロ ッ ゾ の 意 の まま 
に 操る こと が 可能 


「 ラ フレ シア ・ プ ロジ ェクト 」 の 象徴 と し て 開発 され た MA 


貴 ў > 画 で は 大 量 の 人 間 に 対し て 無人 の 対人 兵器 
、 対 MS お よび 宇 
軍艦 船 蔵 減 用 兵器 と し て 強大 な 戦闘 力 を 誇る XMA- 
01 が 建造 され た 。 ネオ ・ サ イコ ミュ が 搭載 され た 本 機 
は 、 自ら 強化 人 間 | 7 


の 理想 を 現実 の も の と す 
る た め 、 ロナ 家 や 軍 の ほぼ すべ て の 者 ( に 
は 理想 を 実現 する こと な く 宇 宙 に 敵 る の 


中 で 、 最 大 の 攻撃 力 を 誇る と 言わ れる 。 攻守 と も に 有効 な 特 
珠 兵 装 * テ ンタ クラ ー・ ロ ッ ド "に 加え 、 合 計 22 基 も の メガ 粒 
子 砲 に よる 圧倒 的 な 火力 は 、 他 の 機動 兵器 を 遥か に 凌 宛 す 
Bo これ ほど 多数 の 武装 を 手動 制御 する こと は 通常 の 人 間 
本 機 は サイ コミ ュ ・ シ ステ ム に よる 脳波 コン 
兵 装 の 同時 制御 を 可能 と し た 。 

防 和装 と し て 敵 の ピー 


HEMDE SRE 
パリ ヤー を 装備 


ww e 


コク ピット の 周り を 取り 団 む 
され て いる 。 回 転 し な が ら | 


中 央 ユニ ッ ト 上 部 に メガ 粒子 次 が 5 基 装 備 
НЦ. MEMAT SECDE. 


© 本 部 メガ ・ ピ ー ム ・ キ ャ ノン 


ља AMB SAF RMSNAAINF, TATOR 
кєра ARM TLE. RS CSA RIT 


中 央 ユニ ッ ト の 根部 に は 
4 門 の ビー ム ・ キ ャ ノン と 
SPM — ана 
備 さ れ て いる 。 MIE 
| か ら 接近 する 敵 に 対し て 
| も 攻撃 する こと が で きる 


小尾 部 に は 合計 12 門 の ビー ム 答 が 集中 し て 配 され て お り 、 そ れ 


に 対し て 大 ダメ ー ジ を 与え る こと が で きた 


XMA-01 は 、 強 化 人 間 と な っ た カロ ッ ソ ( 
整 さ れ た 彼 専 用 の MA で ある 。 この 機体 が 従来 の NT も 
し く は 強化 人 間 専 用 の 機動 兵器 (MS УМА) と 一 線 を 画 し 
て いる の は 、 ビ ッ ト や ファ ン ネ ル と いっ た 兵 装 の 遠隔 制御 の 
み に サ イコ ミュ を 用 いる の で は な く 、 機体 制御 の すべ て を サイ 
コミ ュ に よっ て 行う こと が 可能 な 点 で ある 。 CORR BE 
を 直接 機体 制御 に 反映 させ る シス テム は "ネオ ・ サ イコ ミュ ” 
と 呼ば れ 、 劇 的 な 反応 速度 の 向上 を 実現 させ た 。 SHOR 
装 の 制御 と 併せ 、 この シス テム は 戦場 で 有効 に 働い た 。 


が 設置 され て いる 。 ネオ ・ サ イコ 
用 の た め 、 一 般 的 な コク ビッ ト の よう に レバ パー や ペダ ル は 一 功 存 在 し な い 。 


シー ト 乱 部 左右 か ら は 無 
数 の 光ファイバー ケー ブル 
が 伸び て お り 、 カ ロッ ツ が 
BIRETO SSI 
接続 され 、 機 体 へ の 意思 
の 伝導 を 行っ て いる 。 


秘密 裏 に 進め られ た 「 ラ フレ シア ・ ブ ロジ ェクト 」 の 遂行 
Ш ザム ス ・ ガ ル 


クロ スポ ー ン ・ パ ン ガ ー ド は も ちろ ん 、 ロナ 家 の 当主 で ある 
マイ ッ ツ ァ ー・ ロ ナ に も 秘密 裏 に 開発 が 行わ れ た XMA-01 と 
バグ は 極め て 特殊 な 兵器 で ある 。 その 上 、 ラ フレ シア ・ プ ブロ 
ジェ クト は 極 一 郎 の カロ ッ ゾ の 側近 に し か 知ら され て いな か っ 
こう し た 経緯 か ら 、 カ ロッ プ は 己 が 指揮 を 執る 自軍 の 旗艦 
ザム ス ・ ガ ル を パグ 投入 及び XMA-01 の 輸送 に 使用 。 この 
計画 を 遂行 する 上 で 中 核 を 担っ た 。 


ザム ス ・ ガ ル の 艦 普 部 の 
ガル ・ ブ ラウ は パグ の 増殖 


ORME HNT 
7. mist atiku. ж 
両 サ イド の MS カタ バル ト 
FART 5: XMA-01 は 


таст 


人 間 の 存在 を 感知 する 自 
RH ARBRE. チェ ー 
シソ ー を 回 転 きせ て 攻撃 す 
る " 親 バグ "と 、 そ こ か ら 放 
出さ れる 小型 の ~ チ バグ" 
の 2 タイ ブ が ある 。 


а HE 
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格闘 戦 能 力 を 重視 し た グフ の 設計 理念 と 、 CORE 


グフ の 開発 経緯 は 、 一 年 戦争 の 長期 化す る 戦況 に 
直結 し て いる 。 また 主戦 場 が 地上 に 移行 し た こと も 開発 
の 後押し を する 要因 と な っ た 。 戦争 初期 の 段階 で は 戦 
線 拡 大 の た め に 汎用 性 の 高い 機体 が 求め られ た が 、 戦 
況 の 腰 着 に よっ て 延び 切っ た 戦線 の 維持 が 急務 と な っ 
た の だ 。 その 際 に 必要 と され た の は 高い 汎用 性 より も 戦 
況 に 適応 し た 局 地 戦 対応 機 で あり 、 将来 的 に 連邦 軍 も 
MS を 投入 する こと を 予測 し て 対 MS 戦 を 視野 に 入れ た 
格闘 戦 用 MS の 開発 が 叫ば れる よう に な っ た 。 こう し て 
誕生 し た の が 地上 で の 格闘 戦 を 重視 し た 機体 一 一 す な 


モビ ルス ー ツ : MS-07B グフ 


mebi se 10B 


関連 ファ イル 
MS-07B-3 7: 

わ ち グフ な の で ある 。 その た め グ フ に は 汎用 性 を 度外視 MSGZH ち グラ ェ ララ イト タイ ブ 
し た 設計 が 導入 され た 。 その 最たる も の が 各種 兵 装 の 
内 蔵 化 だ 。 近接 戦闘 、 と くに MS 同士 の 格闘 戦 を 想定 し 
兵 装 の 採用 こそ が グフ 最大 の 特徴 と 言え る 。 F 
宙 用 装備 を 排除 し た こと で 生じ た 人 奈 利 スペ ー ス が 兵 装 
の 内 蔵 化 を 容易 に し 、 そ れ が 格闘 能力 の 向上 に 琶 が っ 
た の だ 。 し か し 、 固 定 兵 装 の 換装 や 修理 に 時 間 が 掛か 
り 、 LOB), BRO E FTL REOS それ で 
も 優れ た 格闘 能力 は 一 定 の 戦果 を 挙げ る こと に 成功 し 、 
それ が 本 機 に 続く 系 列 機 の 誕生 に 繋が っ た の で ある 。 


格闘 用 武装 


グフ の 格闘 兵 装 に は 鞭 型 の 「 ヒ ー ト ・ ロ ッ ド 」 と 刀 型 の 
「 ヒ ー ト 刻 」 が 用 意 さ れ て いる 。 ヒー ト ・ ロ ッ ド は その 名 の 
通り の 伸縮 性 の 裕 で 、 標 的 に 接触 させ た 径 に パル ス 状 
の 高 電 圧 を 掛け 、 パ イロ ッ ト や 電子 機器 に ダメ ー ジ を 与え 
Bo 「 デ ンド リマ ー」 と 呼ば れる 放射 状 分 子 で 構成 され る 
凌 本 体 は し な や か な 構造 を 有 し 、 標的 を 容易 く 絡め 取る こ 
と も 可能 で ある 。 さら に 鞭 の 表面 は 電圧 を 掛け る と 最 , 
4.000 度 まで 加熱 し 、 こ れ を 利用 し て ヒー ト 兵 器 と し て の 
用 も で きる 。 その 反面 、 あ まり に 特異 な 構造 か ら 自在 に 操 
作 する に は 相応 の 技量 が 必要 と され 、 他 の MS へ の 導入 
は ほとん ど 見 られ な か 

一 方 の ヒー ト 剣 は 、 ザク 系 MS に 導入 され た ヒー ト 
ク の 発展 型 と も 言え る も の で 、 高 熱 を 発する 「 刃 ] で 標的 
を 浴 断 する と いう 格闘 兵器 で ある 。 し か も ヒー ト ・ ホ ー ク よ 
り も リー チ が 長く 、 グ フ の 格闘 性 能 を 引き 出す に は 最適 と 
えら リー チ の 長 さ は 携行 性 の 低下 を 意味 する が 、 
闘 性能 の 向上 が 重視 され た の だ ろう 。 これ 
ら 2 種類 の 格闘 兵 装 を 駆使 する こと で 、 グ フ は 格闘 戦 用 
MS の 名 に 恥じ な い 戦 開 能 力 を 発 押し た の で ある 
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ちな み に グ フ に は 当時 と し て は 
高 性 能 な 管制 コン ピュ ー タ ー が 
搭載 され 、 標 的 の 動き を 分 析 ・ 
予測 し た 。 これ も グフ の 格闘 能 
カ の 一 助 と を っ た 


MECHANIC FILE 


射撃 兵 装 MS 同士 の 格闘 戦 を 支援 する た め に 用 意 さ れ た 専用 兵 装 


ヒー ト ・ ロ ッ ド と 並ん で グフ を 特徴 付け る 兵 装 が 左腕 部 の 
5 連装 フィ ン ガ ー - バル カン 砲 だ 。 これ は 口径 75mm の 機 
関 窟 で 主 兵 装 と する に は 火力 不足 だ っ た 。 と は いえ それ 以 
上 に 重視 され た の は 接近 戦 で の 取り 回 し で あり 、 ザク ・ マ シ 
ン ガ ン の よう な 銃身 の 長い 携行 兵 装 より も 格闘 戦 で の 支 
援 火器 と し て は 極め て 使い 易かっ た と 言わ れる 。 


ВОЕН 
な る た め 、 使 い 勝手 は 極 
め て 良好 。 BIRDIE 
に 利用 すれ ば 、 相手 の 不 
BERUSAD, жид 
回 と し て 通用 され た 


ы = М, 


戦闘 で な いと 効果 は 上 が ら な 


フィ ン ガー・ バ ルカ ン き 配 し た マニ 

ビュ レー ター で も ザク ・ マ シン ガン 
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イア ント ・ バ ズ を 使用 し た 機体 も 
確認 され て いる 


F LS TUSK, # 
SEY ORO RAPTOR 
と が 多い 。 た だ し 予 信光 


オプ ショ ン 兵 装 に 変更 (一 方 、 ザ ク 系 の シー ルド は 固定 式 ) 
し て いる 。 戦況 に よっ て シー ルド を 廃棄 する こと 一 一 それ 
も また グフ の 格闘 能力 の 向上 を 考慮 し た 仕様 と 言え よう 。 


мөхит 
シー ルド だ が 、 せ 
ило 


РЕС 


ーー ルド ほど で は な 


アー マー 


( い 隠せ る ほど の サイ ズ が あり 


ザク の シー ルド より も 六 人 面積 が 拡大 


5. シー ルド 上 部 に ある 丸 型 の 
防御 時 の 説き 穴 と し て 利用 


選 能 に 全体 重 を か け て 線 り 出す ショ Û 2/ K 
ル ダ ー・ タ ッ ク ル は 、 防御 兵 装 を 攻撃 = Дек, 
に 転用 し た 好例 と 言え る だ ろう 。 г 8 


『、 MS 単体 で の 移動 力 の 低 さ は 、 戦略 的 な 問題 点 と 
た 。 この 欠点 を 補う た め に 用 意 され た の が ガウ 攻撃 空 
BCH, さら に 簡便 な 移動 手段 と し て 利用 され た の が ド - ダ 
イ YS で ある 。 ド ・ ダ イ YS と の 連携 で 行動 範囲 を 飛躍 的 に 拡 
大 し 、 グフ は 各地 の 戦線 で 多大 な 戦果 を 挙げ た の 


—— 


オデ ッ サ 地区 を 妨 衛 す る 


ド ・ ダ イ YS と 連携 する 様 
子 が 記録 され て いる 。 


MORE INFO! 


ドム の 登場 に よっ て 地上 用 主力 MS の 座 か ら 転落 し た 
グフ だ が 、 少 数 な が ら も 改修 機 が 建造 され 、 実 戦 で 運用 
され て いる 。 その 上 の 改修 ポイ ント は 格闘 能力 の 増強 に 
あり 、 最 終 的 に 証 生 し た グフ ・ カ スタ ム は 他 の MS を 湊 宮 
する 格闘 性 能 を 閥 得 。 この 能力 を 最大 限 に 活か す た め 
に 搭載 兵 装 も 洗練 され 、 同 系 列 機 な が ら 、 グ フ の 義 備 と 
は 一 線 を 画す る 機能 性 を 有する に 至っ て いる 。 


ESN CH RRL A 
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で あり 、 標的 を 切断 する と 
いう より も 叩き 割る と いう 
使い 方 を され た 。 


プ ・ フ ライ ト 
前 身 と な っ た 。 


——— 
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- 援 機 と し て も 機能 1 
改修 機 の 出現 と 兵 装 の 変化 
B ヒー ト ・ ワ イヤ ー B ガト リン グー シー ルド 5 
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Ko 先端 に マグ ネッ ト を 配 し 
た ワイ ヤー は 本 体重 量 を 
える ほど の 強度 を 詳 る 。 
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AO REBELS IR 
RIFT ERIM INDE сею. Ш А Qo _ к 


КТУХЕТЕГТ ТЕ ТИЕГІ. レイ アウ ト SEJ 2 i 
重視 し た も の と な っ て いる 。 талу FA 2 Ж 


“- 
mash Co!) Жики сш IIE ін 
造 と な っ て いた ほか 、 艦 首 に ビー ム ・ シ ー ル ド 発 生 器 を 備え マー £ 
て いる 。 これ に より 、 必 状 的 に 攻防 の 分 離 を 余儀 な くさ れ © — a — © 
Отаве), SMSO < N 
に 保つ た め に は 仕方 の な い 仕様 で あっ た > = 
= ы O79 ミサ イル ・ 
ру | У 導 間 に 設置 され て いる メ 方 粒子 砲 
使用 時 (戦闘 モー ド ) に な る と , 18 
BOALT 
展開 され る 構造 と な っ て いた 
эпа кат に 設置 。 きら に その 下部 
門 が 設置 され て いる 。 
プロ ッ ク の 間 に あ る 
デッキ 。 クル 
MCENROE ч. УИС 
9. MSP ETT. きら に プリッ 近く | ある エア ロッ ク か ら 
に ある グリ ッ プ を 舞 み 機体 を 固定 し た 。 移動 で きた 。 
ニー ニー = - 
Е 内 長期 間 航行 に 耐え うる スペ ー ス 
ホワ イト アー ク の ブリ ッ ジ や 居住 スペ ー ス は 決し て 大 きく E 艦内 レイ アウ ト ミサ イル 発射 室 Г 
な か っ : 女性 と 子供 合わ せ て 20 人 以上 が 艦内 で 誠 ° ? ブリ ッ ジ と は し ご で 移動 で ІН 
住 で きる だ け の 設備 を 有 し て いた 。 艦 の 航行 を 司る ブリ ッ See | 
ジ 、 HNL FF OBA ОХА ILEN red 
Ж. МНН СИЕ 
が っ た レイ アウ ト と な っ て お り 、 そ れ ぞ れ の 部 屋 に スム ー ズ 
に 行き 来 する こと が 可能 と な っ て いた 。 この ほか 、 ク ルー: 
ち が 休 息 で きる スペ ー ス が あっ た と 見 られ る 。 
ブリ ッ ジ 下部 に 設置 : キ ャ ビン の ひと つ 。 ИТТІ 
ロッ ト (ER) 用 と な っ て いる 。 後部 は オペ レー ター 席 だ っ た と も 収納 式 の シー ト が 備え 付け られ て いる 。 
РРР 大気圏 脱 出 用 の 推進 措置 x чы 
MORE INFO! 優れ た ベイ ロー ド 能 力 
ホワ イト アー ク に は 、 オプ ショ ン 装 備 と し MS を 4 機 搭載 で きる ホワ イト アー ク は 、 4 
て 大 気 出 スター が 単独 の 大 気 国 脱 出 を で きる ホワ イト アー ク は 、 小 
bigest on sss 実現 する べく 大型 の 型 な が ら そ の ペイ ロー ド 能 力 に 優れ て いた 。 B 
て いた 。 この 追加 ブー スタ ー は エン ジン ・ 搭載 し て 実戦 で は ハイ ラン ド の 子供 た ち に よっ て 運用 4 下図 は 記 部 を 中 心 に 
ブロ ッ ク の 後部 に ジョ イン ト させ る も の Т енінен され た が 、 彼 5 は 艦内 に 入り 切ら な い 物資 や 
ブー スタ ー 単 体 で も 艦 の 全長 と ほぼ 同じ Lp aaa ガラ クタ を 無理 や リロ ー ブ で 巻き 付け で 搭載 
長き と な っ て いた 。 で あっ た 。 し た の で ある 。 て 荷物 を 支え て いた 。 
7 ッ ト の ジョ イン ト 時 。 
ペン ZA 12 ушал: ( 
Бі. スラ 2 ター と HELM VY 


多数 の ガラ クタ を 條 に 巻き 付け た こと で 、 グレ ー ン や MS 。 能 般 の 武器 な ど を 無理 や り 失 載 し 
当然 な が ら そ の 航行 能力 は 低下 イト アー ク 。 この 状態 で も な ん と か 航行 を 継続 で きた , 
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MECHANIC FILE モビ ピル スー ツ : МЅА:099-2 リッ ク ・ デ ィ アス 改 /MSA-004K ЖЕШ 


MSA- 099- 2 リッ ク ・ р к 
AEUG 


№ SPEC -MSA-099-2 RICK DIAS п- 


0.71 (全備 重量 58.20) 


24.05m (頭頂 高 18.52m) 


(188) НЫЛ sue 82A 


B SPEC -MSA-004K NEMOIE- 
全高 一 (頭頂 高 18.5m / 
ピー ム ' キ ャ ノン 直立 時 21.4m) 


т%у-3-йй 1.850kW 
8—0 102.200kg 


重量 45.4t( 全 備 重 量 56.10) 
1.620kW 


装甲 材質 2 ダリ ウム 合金 


HAILEE 


ビー ム ・ キ ャ ノン ノビ ー ム ・ ラ 
イフ ルイ ビー ム ・ サ ー ペ ル 


OA 


エッ ー ピ 用 主力 MS の 強化 ・ 改 造機 


RMS-099 リッ ク ・ デ ィ ア ス の 強化 型 が MSA-099- 
2 リッ ク ・ デ ィ ア ス 改 、 MSA-003 ネモ の 系 列 改修 機 が 
MSA-004K RENT, 共に アナ ハイ ム ・ エ レク トロ 
ニク ス 社 (以下 AE) が 開発 し た エゥーゴ 用 主力 MS の 改 


、 グ リプ ス 戦 
役 後期 に 開発 され Ч ク ・ デ ィ ア ス の 特徴 で 
ある コク ピッ ト を 持た な い 胴体 構造 を 利用 エネ レー 
ター 出力 を 向上 させ た 。 これ に より 、 ZZ ガン ダム 用 メガ ・ 


ビー ム ・ ラ イフ ル の 試作 型 を 搭載 し た ほか 、 推進 力も 強 
化 され る な ど 、 総合 性 能 が 向上 し て いる 。 

ネモ 皿 は 、 グ リプ ス 戦 役 中 期 か ら 指摘 され た ネモ の パ 
ワー 不足 を 解決 す 開発 され た 機体 で ある 。 当 
初 、MSA-004 ネモ II こと 「 出 力 向 上 型 ] が 検 記 


案 と し て ピー ム ・ キ ャ ノン 搭載 タイ 
= Sh が 
BRE AER. 1 号機 の 
完成 は 「 ゼ ダン の 門 」 жіне で ずれ 込ん で し まっ た 。 


エ ウ ー ゴ (カラ バ ) 地球 連邦 


№ COLOR 
MSA-099-2 RICK DIAS IT 


GRAY BLUEGRAY 


ЕО n 32A 


リッ ク ・ デ ィ アス 独特 の 構造 を 活か し た 改造 


リッ ク ・ デ ィ アス を 強化 ・ 改 造 する 形 で 進め られ た リッ ク ・ 
ディ アス 改 の 開発 で は 、 攻撃 力 と 機動 ・ 運 動 性 を 中 心 と し 
た 総合 性 能 の 向上 が 目指 され た 。 

改造 の 中 核 に な っ た の は 、 ジ ェ ネ レー ター 出力 の 向上 
。 胴体 に コク ピッ ト を 持た な い リッ ク ・ デ ィ アス 独特 
の 構造 は 、 ジェ ネ レ ー タ ー 系 統 の 出力 強化 を 容易 と し て お 
H, これ を 活か し た 改修 が 行わ れれ て いる 。 

リッ ク ・ デ ィ アス 改 の カタ ログ スペ ッ ク は 名 村 MSN- 
00100 百 式 と 互角 以上 だ が 、 完 成 し 
に 過ぎ ず 、 実戦 投入 も され な か 

な お 、 本 機 の 型式 番号 は リッ ク ・ デ ィ ア ス の よう な 連邦 
側 の 福 面 コー ド で は な く 、 MSA ナ ン バ ー に 変更 され た 。 2 


ム ・ ガ ン 護 作 型 。 ZZ 
ダム 用 メガ ・ ビ ー ム ・ 
フル の 試作 型 に あたる 
в 


Ш 機体 構造 

原型 弱 リ ッ ク ・ デ ィ ア ス の シル エッ ト に ほぼ 手 を 加え ず 、 ジ ェ ネ レー ター の 
出力 強化 に 対応 する た め に エア ・ イ ン テ ー ク を 増設 。 ВВЫИ 7 
БЕТ ИЕЛЕ ЗА ОЕ 運動 性 も 向上 し て いる . 
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の 機能 に 特 化し た 、 
シン プル な タイ プ で ある 。 


支援 タイ ブ と し て 生ま れ 変 わっ た 


ネモ 四 は 、 ネ モ の パワ ー 不 足 を 補う た め に 開発 され た 
MS で ある 。 当初 は [REL] と 仮称 され る 「 出 力 強 化 弄 」 
画 さ れ 、 ジ ェ ネ レー ター 出力 の 向上 が 目指 され て い 
が 問題 は 解決 で きず 、 ネモ 四 が 開発 され 

ネモ 皿 で は 、 パ ワー 不足 の 解決 策 を ジェ ネ レー タ ー 出 力 
の 向上 に 求め ず . 攻撃 力 の 強化 に 方 針 を 改め た 。 ビー ム ・ 
キャ ノン の 搭載 が その 具体 策 で 、 ネ モ 息 は 結果 的 に 支援 
用 MS と し て 完成 し た (性 能 不足 の MS を 改造 し 、 支 援用 と 
する 例 は ジム 四 な ど で も 見 られ る も の で 珍し く は な い ) 。 

ネモ 皿 の 前 身 機 で ある ネモ II に 関し て は 具体 的 な 情報 
が 少な い が 、 に 
m] と いっ た 外観 だ っ た と いう 。 カ ラー リン グ は グリ 
で 、 武装 も ネモ 用 を 流用 し : で ある 。 生産 数 や 運用 に 


1 号機 の 完成 は 「 ゼ ダン 
с. 


DPM] 2189 
0088.01.18. トリ ント 
ン 基 地 配備 機 
体 は 、U.C.0096t. 
BREDEM CKD 


MORE INFO! 
リッ ク ・ デ ィ ア ス と ネモ の 強化 


最初 期 型 の 第 二 世代 MS に し て 、 エ ゥ ー ゴ の 主 カ MS と し 
て 活躍 し た リッ ク ・ デ ィ ア ス と ネモ だ が 、 テ ィ タ ー ン ズ の 新型 
機 相手 に 苦戦 する 場面 も 見 られ る よう に な っ た 。 その た め 強 
AERIENE その 代表 例 が リッ ク ・ デ ィ ア ス 改 と ネモ 
шеу, 他 に も いく つか の 強化 ・ 改 修 案 が 提示 され て いる 。 


当初 こそ ティ ター ンズ 機 と 互角 
MECER, PUTA 
戦役 が 進 属す る 中 、 性 能 不 足 
ТЕГ 


合体 に より ガン ダム | 

AETI PRRIRGF I 
サー は 、 元 々 ネモ 用 と し て 開発 
され た と 言わ れる 。 


パッ ク バ パッ ク に パー ニア スタ ビレ ー タ ー 


モ 派 生 型 
пша 


右 司 の スパ イク 付き ショルダ ー ア ー マ ー を は じ め と し て 、 装 甲 も 強化 。 Ж 
右 用 部 の サブ セン サー、 藤 名 サイ ドア ー マ ー に オプ ショ ン ウェ ボン ラッ ク 
され で いる 


リッ ク ・ デ ィ ア ス の 強化 

リッ ク ・ デ ィ アス の 強化 ・ 発 民 型 と し て 有名 な 機体 が 、 メ ガ 
料 子 砲 謀 載 丈 バ イン ダー を 装備 し た シュ ツル ム ・ デ ィ アス で あ 
る 。 他 に も ロン グ ・ シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター 搭載 型 が 知ら れる 。 


HMS-099B ВМ5-099 
シュ ツル ム ・ リッ ク ・ デ ィ ア ス 
ディ アス トゥ ッ ツ ァ ー] 


шя 
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те. плоха |= 
ン サ ー (アンテナ) DK 
型 化 な ど 、 セ ン サー 系 が 
tenk, レレ 
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Ша | ЕЭ 
画 ビー ム ・ キ ャ ノン 


5.4MW も の 出力 を 謗 る ビー ム ・ キ ャ ノシ を 搭載 。 プロ ペラ ント ・ 


タン ク に 見 える も の は 、 E-A 


ネモ の 強化 
ネモ I と を 除け ば 、 ネモ の 強化 は 外装 オプ ショ = 


キャ ノン の E パ ッ ク で ある 


が 目立つ 。 G デ ィ フ ェ ン サー 装備 の MSA-003+FXA-05D ネ 


モ ・ デ ィ フ ェ ン サー が 運用 され た と の 説 も ある 。 


MSA-003 
ネモ ・ カ ノン 


ma parz 117-10 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY MSV 機動 戦士 ガサ ンダ ム SEED DESTINY ASTRAY 


デス ティ ニー 
ШІ ШК / жж об ЗЗД. 
Ў DESTINY IMPULSE GUNDAN | 


胸部 
МЕ-Х565 
AR 


nel зе 1788 


SPEC 
ЕЗ 


SFHR VPS 装甲 
テレ スコ ビッ ク パ レル 展 伸 式 ビー ム 
За х2//ММІ-710 エク スカ リ パ ー 
レー ザー 対 艦 刀 2 ビー ム ブ ー メ ラ 

_ xR 
— 所 属 サト 
ERE コー 


ヒエ ロニ ム ス ン マニ レス 


数 回 の 充電 を 必要 と し た 


W COMPARISON CHART № COLOR 


て お り 、 パ バッ ク 


万 能 MS を 目指 し て 開発 され た 複合 シル エッ ト 装 備 機 関連 ファ イル 


地球 連合 軍 の GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム ВЕКЕ] 
され て いた 装備 換装 シス テム 「 ス トラ イカ ー/ > em が 、 軍 は 単機 単 一 装備 
ム ] の 実用 性 に 着目 し た ザフト は 、 ユ ニ ウ . 
た 新 時 代 の MS 「 セ カン ドス テー ジ ZGMF-X56S/6 > ティ ニー イン パル スガ ンダ ム で で 
ある 。 本 機 は イン パル ス が 運用 する 3 種 の 


換装 パー ツ (戦局 に 対 
モジ ュー ル ) を 機体 の 一 部 と し て 扱う 、 合 体 シ ステ ム を 3 し 直す こと と な り 、 本 機 で 得 られ た 技術 を 転用 
し ザフト が 考え で あら ゆる 戦局 に 対 体 一 一 ZGMF-X42S デス ティ ニー ガン ダム が 誕生 し : 


機体 構造 


統合 兵 装 シス テム 試験 運用 型 MS に 種別 され た 本 機 で 
は 、 イ ン パ ルス 本 来 の コン セプト で ある 「 兵 器 換装 に お ける 
戦局 へ の 対応 ] は 無用 の も の と な り 、「 単機 で の 万 能 MS」 
と すべ く 改 修 案 が 模索 され た 。 その 結果 、 考 案 さ れ た の 


NF デス ティ ニー 
シル エッ ト 基 部 


新 シ ル エ ッ ト の た め に 改造 が 加え られ た イン バル ス の 本 体 


デス ティ ニー と ほぼ 同形 状 の 

ウイ ング パー ツ 。 特 珠 な エネ ル 

ギー 変換 で 得る 光正 を 推力 と 

する 。 HEBER CRM — ヘー 
させ た 際 。 ビ ー ム 孔 か ら 交 圧 

に よる 光 の 買 が 展開 され る 、 


が 、 既存 の シル エッ ト を 統合 し た 新 モ ジュ ー ル で ある 。 デス 
シル エッ ト を 単体 で 運用 する た め に は 本 体 へ の 改 
また 、 フ ォ ー ス プ ソ ー ド ノブ ラス ト の 3 竹 
の 兵 装 を まとめ た オー ルイ ン ワ ン の モジ ュー ル と な っ た こと 
25, アビ オニ クス ゲベ トロニクス の 強化 も 行わ れ て いる 。 


и 


各 シ ル エッ ト の 兵 装 を 集約 させ た 過剰 な 武装 群 


中 ・ 短 中 区 航空 機動 戦 仕様 の フォ ー ス 、 近 接 新 撃 戦 画 テレ スコ ピッ ク バレ ル 
仕様 の ソー ド 、 克 戦 仕様 の ブラ スト の 各 シ ル エッ ト の 兵 装 を RARE LE で っ に 
集約 し 、 デ ステ ィ ニ ー シ ル エ ッ ト に 盛り 込ま れ た 。 これ は 複 J) Ж 
数 の 火器 を 搭載 し た スト ライ ク の 統合 兵 装 シス テム IWSP 4 
に 通じ る 兵 装 で ある 。 さら に 本 体 に は ビー ム ブ ー メ ラ 


Nm ビー ム ブ ー メ ラン 


—/ 
を 備え た 複雑 か つ 精 級 を な インパ ルス の 構造 で は 負担 が 大 
きく 、 兵 義 に 合わ せ た 新 機体 の 開発 に 繋が る こと と な る 。 4 
ソー ドイ ン パ ルス (画像 ) の Б 
ERR CHOMM-TIOT 
BRREDMM- 
ロン ダイ トピ ー ム ソー ド 
用 され て いる 。 
ビー ム 実体 天 を 問わ 
、 訪 御 力 を 発揮 す る ビー プラ メト イン パル ス の 主 兵 装 で あ 
/ BMQ000F ケル ベロ ス 高 エネ ル 
// ギー 長 射程 ビー ム 砲 と 同 クラ ス と 
ГАА BONSAMIDE-LRS 
フル ゴー ル ビー ムシ ー カ = ЯСИА. FORE 
RAMEN. = RIL TERN T5, 
MORE INFO ! 
各種 シ ル エ ッ ト モ ジュ ー ル の 換装 に よる 万 能 機 と いう コン セプト を 掲 
げ て 実戦 に 投入 され た イン パル ス 。 大 き な 戦 果 を 挙げ た も の の 、 前 線 
に 配備 され た 数 は 2 桁 に 満た と いう 。 これ は イン パル ス の 宰 雑 
な 機体 構造 や シル エッ ト を 搭載 ・ 管 理 す る 専用 母艦 の 必要 性 な ど 、 
運用 性 に 問題 が あっ た た めで ある 。 コン セプト の 転換 を 図っ て 完成 し 
た デス ティ ニー イン パル ス , 追加 し た 強力 な 兵 装 が 元 の 機体 構 
造 に 頁 担 を 掛け た た め 、 最終 的 に 4 機 製 造 され た に 留まっ た 。 


ZGMF-X56S/8 
デス ティ ニー イン バル スガ ンダ ム 
258/358 

жезит Ен, 赤 が 2 号機 ASE 
機 で ある 。 1 号機 の パパ イロ ッ ト は マー レー スト 
コー トニ ー・ ヒ エロ ニム ス は 3 号機 に 
・ デ サイ ア の 防衛 に 駆り HH され た 


物 の 機体 と し て 完成 し 


ша-%>><х 117-12 


ガン タム 


= GUNDAM AIRMASTER BURST | 


中 戦闘 力 を 向上 上 させ た エア マス ター の 改良 機 


第 7 次 宇宙 戦争 に お いて 地球 連邦 軍 が 投入 し た 決 
戦 兵器 「 ガ ンダ ム ] 2 


АЧ DEJ: 
ム ・ タ イプ の 』 


機構 を 有 し て い 
圧倒 的 な 
Pk 

揮 し た 。 し か し 戦後 の A.W.0015、 新 地球 連邦 軍 が 
開発 し た 空中 戦 用 MA の NRMA-006 ガ ディ ー 
後 れ を 取り 、 中 破 し て し まう 。 その 修復 時 に 、 強 
た め の 改 修 が 施さ れ た 。 エス タル ド 共 和 国 か ら 人 


上 員 や 資材 の 協力 を 得 て 改 修作 業 が 行わ れ 、 キ ッ ド ・ サ 
ル サ ミ ル の 強化 案 を 盛り 込ん だ エア マズ 
9800-B ガン ダム エア マス ター・ バ 


か る 。 その 機動 性 は 宇宙 空間 
8 次 宇宙 戦争 で も その 性 能 を 遺 憎 な く 発揮 し た 


エア マス ター・ バ パー スト шаа 


関連 ファ イル 


ーー 一 (頭頂 高 17.3ml 


7 
X2/ ノ ー ズ ビー ムキ ャ ノン プー ス 
ター ビー ムキ ャ ノン x4 


機動 性 と 火力 の 強化 に 重点 を 置い た ビン ボイン ト の 改修 


トラ ンス シス テム を 含め た 根幹 的 な 機体 構造 に は 手 を 加え パッ ク パ ッ ク が 一 新 され て いる 

修 が 施さ れ て お り 、 キ ッ ド の 改修 案 は 性 能 向上 の み Па 

に 焦点 が 当て られ で て し この 改修 に よっ て 向上 し た の は は 補助 推進 用 ブー スタ ー が 後 — 
主 に 機動 性 と 火力 で あり 、 特 に 育 中 に 搭載 する 機 首 兼 主 荒 。 方 に 突き 出 て いる 。 
ユニ ッ ト で ある バック バッ ク は 、 完 全 新 規 の も の が 取り 付け ら 
れ て いる 。 一 方 で 、 膝 と フロ ント ・ ア ー マ ー の スラ スタ ー に は 
改修 が 施さ れ た 程度 で あり 、 機体 自体 に 大 き な 改 修 は され て 
いな い 。 外見 上 に さほど 変化 は な いも の の 機体 色 は 一 新 さ 
れ 、 青 と 白 を 用 いた カラ ー リ ング と 


ж.-т 
た エア マス ター は 、 フ レー ム 
ЕГЕСКЕ 
れ た 。 その 過程 で 改修 プラ 
ン が 提案 され 、 修 理 

行わ れ た 


2 本 同時 
フル の 運用 スタ イル は 本 機 で 
も 健在 。 戦い 方 が 大 きく 変わ 


画 ヘッ ド バ ル カン 
Г 


E バス ター ライ フル 

マス ター の も の と 同じ ビー ム 兵 問 。 機体 と 
同じ く ルナ ・ チ タニ ウム 合金 を 株 用 し て いる た め 
иса, и} TAS, 


тшше 
жен. 飛行 形態 の 際 


に 頭 部 は 収納 され る た 
やめ 、MS 形 態 で の み 軍 用 
され る 。 ミサ イル の 迎撃 
や 対人 車輌 を ど ソ フト 


飛行 形態 火力 の 補強 と 推力 の 増加 に よっ て 強化 され た 飛行 形態 


トラ ンス シス テム の 導入 に 伴い 、 飛行 形態 を 運用 する に は 
機体 の 軽量 化 は 必須 で あっ た 。 その 結果 、 携 行 する 武装 に 
せら れ た 。 火力 不足 が エア マス ター の 欠点 
ら 、 パ ー ス ト へ の 改修 に お いて 火力 の 向上 が 
い 、 装 備 さ れ た 新型 の バッ ク バ パッ ク に 


推力 の 強化 で 補い 、 結果 的 に エア マス ター 以上 の 大 推力 を 
獲得 する に 至っ た 。 


жай, сагаты 
で も 高い 火力 を 発 探 で き 、 空 
昔 能 力 は 大 幅 に 強化 され た 。 


火力 の みな ら ず 、 追 加 
補助 推進 用 ブー スタ ー 
HERMES BO 
ニア が 見 直さ れ た こと で 機動 


G フ ァ ル コン と の 合体 構想 


第 7 次 宇宙 戦争 時 の 地球 連邦 軍 は 、 決戦 兵器 「 が ンダ ム ] の 支援 機 と し て G フ ァ ル コン を 
開発 し て いた 。 この 機体 は MS サポ ー ト キャ リア ー と し て 機能 し 、 ガン ダム ・ タ イプ の MS と 合体 
する こと で その 性 能 を 向上 させ : = し 実戦 に は 本 格 投 入 さ れず 、 戦 後 、 スク ラッ プ 同 然 の 
試作 機 を 反革命 軍 組 織 の サテ リコ ン が 入手 し 、 再生 し て 運用 し た 。 


ГІ 画 G フ ァ ル コン 

ся CR SAAR 
機 。 A パ ー ツ は 小型 織機 で 、B パ ー ツ が 
BEALE BL TNE STS. 


エア マス ター を 改修 し 
BH. RITRAE 
ыт ет 


ШЕВ 61067-96000 ガン 
レオ パル ド ・ デ スト ロイ を 
上 に 乗せ や 、 そ の まま 飛行 する 
こと が で きる ほど の 推力 を 講 っ 
並外れ た 

т еы ТЕЙ 


MORE INFO! 


新地 球 連 邦 軍 と 戦争 状態 に あっ た 南 
アジ ア の エス タル ド 共 : リー デン 


が 協力 し 、 作 戦時 に エア マス ター が 中 
а. その 際 、 エ スタ ルド の 将軍 リー・ ジ ャ 
クソ ン が 武装 強化 を 提案 し 、 資 材 と 労 
カカ の 提供 を 申し 出 て 改修 が 実現 し た 。 


若い 順 の 中 気 感 ん な 自分 に 付 て いる こと か ら 
リー は ウィ ッ ツ と 意気 投合 。 改修 に 尽力 し た 。 


リ 

エス タル ド 軍 の 最高 司令 官 。 
ИЖЕ 
る 強硬 派 で ある 。 MEDM 
а кон 
り を 見 せる た め に 


改修 に 至る 経緯 


жик, 
СЫА 


жа 9542 


118-4 


GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 アガ ソン ダム) 


MECHANIC FILE 


ニュ ー タ イプ の 力 を 機体 に 反映 させ た マ 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム を 世に 送り 出し た 者 の 究極 の 野望 


な い 。 の ち に 「 人 の 意思 の を 体現 する マシ ン ] と 呼称 さ 
れ た Z ガ ンダ ム は 、 パイ ロッ ト の 車 越し た ニュ ー タ イプ 能力 
の 特異 な 発 


5. WR, 出所 不明 の ある 記録 に よれ ば 、AE( ア ナハ イ 
к "エレ クト ロニ クス 社 ) の 主導 の 下 、Z ガ ンダ ム の 基本 設 


Z ガ ンタ ダム 3 号機 | | 
Р2® | 


パー ソナ ル ・ マ ー ク 

HIRI MAA REM олт 
EM 
本 機 の パイ ロッ ト 
ー ク 」 の コー ド 


シン と 、 — 


計 を ペー ス と し た ニュ ー 
о ЖАТЫН Ы шы: で ある 新 

機軸 の サイ コミ ュ 「 サ イコ ・ ニ ュー トラ イザ ー」 を 搭載 し た 本 

Жаз. この 装置 を 介し て パイ ロッ ト の 思 

反映 し 、 人 機 一 体 の 実現 を 

闘 の 最 中 、 パイ ロッ ト の ニ 


タイ プ 能 力 を 存 分 に ば 出 
し た サイ コ ・ ニ ュー トラ イザ ー は 、 機体 に カタ ログ スペ ッ 


テー ル ・ ス タビ ライ ザー 
側面 に 4 枚 の 小型 フィ ン を 備 


GUNDA LVE СВІ: 


MECHANIC FILE 2/30 zivsneserem (EL) к] за 0А 


кезі Жн сар РДЫ ОРОАР ДРА 


サイ コ ・ ニ ュー トラ イザ ー を 搭載 し た 本 機 は 、 明 確 に 画 ビー ム ・ ビ スト ル 短銃 身 で お 
ニュ ー タ イブ 専用 棋 に 位置 づけ られ る 。 し か し 兵 装 に 関し ig 
うな ら 、 本 機 は 汎用 機 と し て の 戦闘 能力 を 重視 し た 
ペー ス 機 の 域 を 脱し て いな い 。 本 機 の 装備 は ビー ム ・ ピ ス 
トル と シー ルド ー ス 機 の 仕様 に 準じ た だ ビーム ・ サ ー ペ ベル 
と 頭 部 バル カン に 留まり 、 取 り 回 し は 良好 な 反面 、 REL 
た 火力 は 有 し て いな い の だ 。 それ だ け サ イコ ・ ニ ュー トラ イ 
ザー を 過大 評価 し て いた の か も し れ な い が 、 兵 装 面 か ら 見 
て 取れ る 本 機 の 運用 思想 は 汎用 機 に 等 し いと 言え よう 


E 専用 シー ルド 


の と 考え られ る 。 


кайый» 


ЕШ 


АО 
は 収納 スペ ー ス に 限界 が 


ө ブー スタ ー。 接続 状態 プー スタ ー の サイ 


+m 
та 


ス が 開 治さ れる 


変形 機構 あま り 活 用 され な か っ た ウェ イブ ・ ラ イダ ター 形態 MORE INFO! 

本 機 の MA 形態 と も 言え る ウェ イブ ・ ラ イダ ー 形 態 は 、 た だ し 本 機 は ニュ ー タ イブ 専用 機 と し て の 運用 が 想定 され ана = = 
基本 的 に ペー ス 機 と 同様 の 構造 を し て お り 、 変 て お り 、 そ うし た 機体 を SFS と し て 運用 する の は 本 未 転倒 代替 パイ ロッ ト ユウ リ : ア ジッ サ 
エン ス も その まま 継承 され て いる 。 も ちろ ん 機能 も 受け 継 と 言う 9 の だ ろう 。 その た め 移動 時 以外 は ほぼ MS 形態 で ӨРТЕ r 
а, REMEDIES, ЕСО ЯШЕЛ 運用 され て お り 、 ウ ェ イブ ・ ラ イダ ター 形態 で の 具体 的 な 軍 Т 
や 大 気 國 内 飛行 、SFS と し て の 機能 も 盛り 込ま れ て いる , 用 例 は ほとん ど 記 録 に 残さ れ て いな い . 

れ て いた 正規 パイ ロ 
17. RRS OR 
ріл 2244 2 
特殊 機構 

サイ コ ・ ニ ュー トラ イザ ー の 詳細 に つい て は 不明 な 部 分 
が 多い 。 パイ ロッ ト の 思考 や 動作 を 機体 の 挙動 に 反映 さ 
せる 機能 は 既存 サイ コミ ュ と 同じ だ が 、 そ れ 以 上 ! F 
АСТЫН ВО ОЗЕРОВ 
る こと に あっ た 。 だ が これ は 相手 か ら の 千 渉 も 受け る 危険 
MERA G). 

4 


АЗЫ: 


И SRI 


ma ya 118-6 


機動 戦士 V ガ ンダ ム 


ドム ッ ト リア | 


ビー ム ・ ロ ー タ ー を 採用 し た 可変 MS 最後 の 機体 


ZM-S27G ドム ッ ト リア は ZM-S09G トム リア ッ ト の 後 
継 機 で 、 ザ ンス カー ル 帝 国軍 モト ラッ ド 艦 隊 に よる [地球 
戦 ] に 投入 され た 機体 で あ 
ンス カー ル 帝 国軍 の 地上 用 MS は 、ZM-S08G 7 
口 を は じ め と し て ビー ム ・ ロ ー タ ー を 採用 し 、 小回り の 利く 
ヘリ コ プ ター 的 な 運用 を 可能 と し た 。 この 特徴 的 な ビー 
ム ・ ロ ー タ ー 採 用 MS は 独自 の 
えな く 途 絶え る こと と な : 
ZM-S08G の パー ツ を 流用 し た 後継 機 の ZM-S09G 
は 、 分 離し な く と も 飛行 形態 へ の 変形 を 可能 と し た こと 


で 運用 性 を 向上 させ た 。 その 設計 を 見 直し て 開発 され た 
本 機 は 、 一 見 する と マイ ナー チェ ンジ モデ ル と 言え る が 
実際 は 性 能 が 格段 に 


ン ラ ッ ド は あら ゆる 環境 に お いて 汎用 性 を 発揮 し 、 高 い 
有用 性 を 示 | この 成果 を 鑑み 、 ザ ンス カー ル 帝 国軍 
の MS は これ 以降 ア の 連携 を 前 提 と し て 開発 
され る こと と な る 。 それ に 伴い 、 ビ ー ム ・ ロ ー タ ー 採 用 機 
の 開発 は 本 機 が 最後 と な っ て し まっ た の で ある 。 


ШШ serr 29 


№ SPEC 
全高 — (RK 148т) 
重量 8.2(( 例 備 重 量 1 


バッ ク バ ッ ク 


ЕТЕУ; 


MECHANIC FILE 


機体 構造 ビー ム ・ ロ ー タ ー 採 用 TMS を 踏襲 ・ 発 展 さ せ た 構 造 


ZM-S27G は 、 基 本 的 に ZM-S09Gt НЕ 
機体 で ある 。 単体 で MS 形態 か ら ヘ リコ プター 形態 に 変 
形 で きる 可変 機構 も ZM-SO9G と ほぼ 同じ と 言え る 。 ZM- 


ザン スカ ー ル 全国 軍 製 MS の 
大 き な 特 和枝 で ある 見 虫 の よう な 


きれ で 


S09G の 設計 コン セプト は その まま に 、 構 成す る パー ツ を жа. 
新型 の も の に 変更 と いっ た 若干 の 改良 を 加え て いる 。 Z = 
れ に よっ 能 を 発揮 し た 本 機 は 、 ビー ム ・ ロ ー タ ー 採 


用 可変 MS (TMS) の 完成 形 と 言っ て 良い : 


ZN-S27G の コク ビッ ト は 
ZM-S09G の も の が その 
まま 流用 さ 


だ ろう 


体内 に 収納 さ 

て いた 機 首 ブ ロッ ク が 展開 

し 、 肢 部 と 胸部 を 折り 大 ん で 

HEFS, ZM-SOG と 同じ 

<. シン プル ゆえ に 信頼 性 の 
ЖОРА, 


リコ プ タ (1 А 
安定 性 と 機動 性 が 大 幅 に 向上 し た 


Ш へ ヘリコプター 形態 ZM-SOOGD SMM ERR, SLE T= Mi TMS 


н. WHD TELES 
シンディ ング ・ ギ アゲ 展開 され る 。 
な お 、 根 普 に は バル カン 砲 が 配 


| апу 


ZM-S09G と 共用 の 標準 兵 装 と 独自 の 格闘 兵 装 


本 機 の 武装 は 、ZM-SO9G の 兵 装 と 共用 する こと に よっ — № 頭 部 ショ ッ ク ・ バ イト 
て 運用 性 の 向上 を 図っ て いる 。 元々 、ZM-S09G も 前 機 
種 で ある ZM-S08G と 兵 装 を 共用 し た 機体 で あり 、 本 機 も 
その 流れ に 父 っ た も の と 言え る 。 機体 の ハー ド 
兵 装 を 接続 し て 携行 する 構造 も ZM-S08G か ら の コン セ プ 
ト を 受け 継い で いる 。 さら に 本 機 は 独自 の 格闘 兵 装 で ある 
ショ ッ ク ・ バ イト を 導入 し 、 高い 近接 戦闘 能力 を 誇っ た 。 


小型 の ビー ム ・ カ ッ タ ー。 使 
用 時 


4. その 内 側 
MENT SELB 
и саса ff 
< Ren EW 55. 


PALE 


画 ビー ム ・ ト マ ホ ー ク 


ша サシ ラ ィ = 118-8 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO2 重力 戦線 


MECHANIC FILE 


戦闘 支援 車輌 : カー ゴト ラッ ク 


(1612) и] swe ОВА 


> 4 № SPEC -4 1/2t 6x6 CARGO TRUCK- № SPEC -m72 1/2t LAKOTA- 
24 1/21 6 6 7 mm жа — а — 
重量 — 重量 - 

У CARGO TRUCK rs.. ER IME БЕШТЕ. ЕЕ ГГА 
МЖ HERERNE 所 属 地球 連邦 軍 
GRE ВЕ [T NDS SE 
H ルイ ス 
и ІШ COMPARISON CHART E COLOR 
iy ЕН 41216-6 caRGO TRUCK 
| зют 
мт? 1/2 LAKOTA 


地球 連邦 地上 上 軍 の 兵 


、 地 球 連邦 地上 軍 は 様々 な 軍用 
地上 の 戦線 を 支え た 。 4 1/2t 6X6 カー 


авага 
揮 し た 。 жерн ETI 広く 配備 され て い メ 


台 を 有 し て 高い айе 


š, リア ゲー ト 中 央 の パネ ル は ス 


上 輸送 を 担っ た 軍用 車輌 


| 
| 
жож т 


M72 1/21 


プ と し て も 使用 れる 


関連 ファ イル 


の 機動 力 が 戦闘 に 活か され る ケー ス は ほとん 


は 思 形 の 断面 形状 に な 
シー ト は 備え られ て いな 


ラコ タ 


EFSF. | 


(1802) п: 01 АШ 


輸送 能力 を 最 優先 し た 車体 構 千 


カー ゴト ラッ ク は 地球 連邦 軍 が 運用 し た 輸送 車 の ひと 
ラコ タ と 同じ 非 装甲 車輌 で ある 。 地球 連邦 軍 の ト 
は 、 極東 幹線 で 用 いら れ た ホバー・ ク ラフ ト 方 式 の 
大 型 車 な ども 存在 し 、 こ の カー ゴト ラッ ク は 中 型 の 部 類 に 
ネッ ト 型 キャ ブ と 後部 の 荷 合 か ら 成る 一 
ク で 、 開放 式 の 荷 合 に は 大 量 の 物資 
や 兵員 を 搭載 する こと が で きた 。 一 方 、 固定 武装 と し て 機 
関 銃 を 装備 し て いる が 、 対人 用 の 自衛 手段 に 過ぎ ず 、 敵 
し て は まっ た く の 無力 で あっ た : 


画 底面 
АТИ 
EE tU, 
HEEE F21 
装備 され て いる 。 また 、 リ 
アダ ゲー ト を 可動 させ る アー 
ム の 構造 も 見 て 取れ る 。 


MORE INFO! 


Bes 3 

ташришнинивт. д 連邦 軍 の 主力 戦車 

員 輸 送 に 利用 され る 前 易 シ ー ト > 
を 値 える 。 UPA- OMRI 軍用 車軸 の ひと つ に 分 類 さ れる 戦車 は 、 陸 戦 兵器 の 


花形 と も 言え る 存在 だ 


一 年 戦争 開戦 以前 の 地球 
61 式 湯 車 が 主力 戦車 と し て 運 
用 され て いた 。 150mm 滑 腔 砲 を 備え る この 戦闘 車 績 は 、 
地上 戦 を 制す る 兵器 と し て 君 申し て いた の で ある 。 さら に 、 
改修 が 加え られ た 61 式 戦車 は 、5 型 (M61A5) と 呼ば れ 

ン に 派生 し て 地球 連邦 地上 軍 の 中 配 を 担 
一 年 旨 争 に お ける ミノ フス キー 粒子 の 


まで 降ろ すこ と が で きる 


王者 と し て の 地位 は 香 か され る ご | 


= =-- 


61 式 主力 戦車 5 型 
61 式 戦車 の 初 蓄 型 に 改修 を 施し 
3472. ТБО: 
装 式 と し 、 電 子 機器 の 高度 化 に 
よっ て 乗員 を 2 名 (初期 型 は 3 る ) 


に 削減 し て いた 


СЕДІ ны, вил, Z: 
Е TS, MERE 
可能 で 、 ME RORACRMARRORE ERD S, 


BE ы) 多 目的 車輌 と し て の ラコ タ の 性 能 


ラコ タ の 構造 は 、 旧 世紀 か ら 存 在 す る ジー プ タ イ プ の 4 
輪 汎用 車 に 準じ て いる 。 一 年 戦争 期 の 地理 連邦 軍 に お 
いて は 、 こ の タイ プ の 非 装甲 車輌 は 複数 の 種類 が 採用 ・ 
配備 され て いた が 、 ラ コタ は その 中 で も 比較 的 大 型 で 、 面 
久 性 や 搭載 能力 を 重視 し た 構造 に な っ て いた と 見 られ る 
(ジオ ン 公国 軍 の 軽 機動 車 PVN.3/2 サ ウロ ベル タ に 比 
ATH, 車体 は や や 大 きい ) 。 また 、 車載 機関 銃 を 装備 す 
る こと も 可能 だ っ た が 、 ラ コタ の 主 な 運用 目的 は あく まで 兵 
具 や 対 MS 重 誘導 弾 リ ジー ナ な どの 運搬 だ っ た の で ある 。 


対 MS 特技 兵 小隊 を 
乗せ て 戦地 に 向かう 
ラコ タ の 車 列 。 小 回 
АДЕЕТ 
で 機動 性 に 使 れる こ 
と か ら 、 ФЕН, 
て 活用 きれ た 


ラコ タ の 車載 火器 と し て も 
mee ce T] 
it, SROBOMT. 382 
コー プ を 備え る 。 スト ッ ク は 

_ PAA TAB A 
RECERMTES, 


п» 
定休 後部 パネ ル に | 
備 の タイ ヤ を 終着 で き 、 
所 属 を 示す マー キン ダグ 
が 施さ れる (マー キン グ 
は 車体 側面 に も 印 され 
て いた )。 25. MR 
取り 外し が 可能 。 


LMTLAMAMEARLT 
あり 、 ステ アリ ング ロッ ド や ショ 
クア ブ ソ ー パ ー が 確 
Зл, MRTN: 
が 開け られ て いる 


ШМ-101АЗ リ ジ ー ナ өшін 


+ 


対 MS 特技 兵 が 運用 し 
154 


БЕРЕТ 7. жъровя. пахнаи, х 
ALF Fo катаа AMIS CREED, 


ma サンライズ 118-10 


Z-MSV 


MECHANIC FILE 


_ М58-001005 „== — 


; バッ ク バ ッ ク 
ПА ス 機 の 百 式 か らち バッ ク / 
外装 式 偏向 推進 


百 式 の 強化 プラ ン と その 量産 仕様 機 


MSN-00100 百 式 の 改修 型 が 百 式 改 、 そ の 量産 仕 
様 が 量産 型 百 式 改 で ある 。 型式 番号 は 、 両 機種 
B 式 番号 が MSN ナ ン バ 


る ] と いう エゥーゴ の MS 開発 計画 の 一環 URE 
れる 正式 の 再 
は 、 軽 量化 と 推力 の 増大 を 要 謗 と 


モビ ルス ー ツ : 百 式 改 / 量 産 型 百 式 改 


(88) н:01 ГИ] 


№ SPEC -Ws8-001005 M.P.T.HYAKUSHIKHKAI- 


№ SPEC -wsR-00100s HYAKUSHIKI-KAI- 


ЖЖ — (И 19.2m) 全高 一 一 (頭頂 高 192m) 
重量 392(( 全 備 重量 63.60) 重量 392(Я 3210 
тйү-8-#л 2.015kW Элау-3-ЕЛ 
スラ 2 ター 推力 93.500kg 2322h HAE ЖҮГЕН 
RAHN HALES 装甲 材質 
RR パル ス ・ レ ー ザ ー 砲 プ ビ ー ム ・ BR 多目的 ラン チャ ー・ ユ ニッ ト 
ライ フル イ ビ ー ム ・ サ ー ペ ベル ビー ム ・ ラ イフ ル 他 
所 属 エゥーゴ 所 属 エゥーゴ 
搭乗 者 — 搭乗 者 — 
ІШ COMPARISON CHART I COLOR 
= MSR-00100S HYAKUSHIKHKAI 


бр OAK BLUE ш 


MSR-001005 N.P.T. HYAKUSHIKI-KA! 


MSR-001008 >22: = 
HITT AEUG 


ど が 具体 的 な 改修 点 で ある 。 攻撃 力 と 拡張 性 も 重視 さ 


FILE PREVIEW 
[2-51-03 Menoa Et | 


Е 後 、 анто 2 


「 フ レス ベル ク 隊 」 が 装備 し た と の | 


AGS) 


mebi sur 30a 


可 論 MS の 技術 を 採り 入れ た 高 性 能 機 


百 式 改 で は 、 軽量 化 と 推進 力 の 向上 を 主眼 と し た 

т 百 式 本 来 の 特性 を 活か し つつ 、「Z 計 
ш) を 進め る 中 で 得 られ た 技術 を 転用 し 

推進 力 (機動 性 ) 向上 の 中 心 と な っ た の が 、 新 設計 の 
パッ ク バ パック で ある 。 百 式 の ウイ ング ・ バ イン ダー 装備 型 
バッ ク バ ッ ク を 改め 、 ド ラム 型 の 偏向 推進 器 や 増加 モー メ 
ント 型 高 機動 パー ニア ・ ス タビ ライ ザー を 搭載 し て いる 。 Z 
の バッ ク バ ッ ク は 、 М52-006 Z ガ ンダ ム が 採用 し た ロン グ 
テー ル ・ パ バー ニア ・ ス タビ ライ ザー の 発展 型 で あり 、 運 重 
性 と 機動 性 の 向上 は 確実 視 され た 。 

上 胸部 装甲 の 簡略 化 な ど に より 軽量 化 も 実現 し て い 
る 。 全備 重量 は 百 式 の 54.5t か ら 63.61 
れ は 推進 剤 の 搭載 量 を 増やし た こと が 主 | 
的 な 機動 性 は お し ろ 向 上 し た と 見 る の が 正しい 

量産 型 百 式 改 は 百 式 改 と 異な り 、 の 頭 部 と 肩 
部 以外 、 百 式 と ほぼ 同じ 構造 を 採用 し た (た だ し 、 ウ イン グ ・ 
バイ ンダ ー は 装備 し な いよ う で ある )。 百 式 と 百 式 改 の ハイ 
ブリ ッ ド 機 と いえ る MS だ っ た よう 


ラス ター 推力 は 93.500kg 
上 (実際 に は それ 以上 
。 新 


も 向上 し た よう 


画 バッ ク バ ッ 


MAHFIL 
ийнени те. 


А 


спат 
ваш 


BROLIN IL 
ム を 改修 し て 転用 し た と 見 
Sh, WEEK. МО 
ш. Mme IO 
be 71-980. кш 
の 動き 阻害 し に くい 


武 装 大 火力 時 代 を 意識 し た 重 武装 化 


百 式 改 は 至 量化 や 推進 力 だ け で な く 、 火 力も 重視 し た 。 
MS の 大 火力 化 が 進ん で いた 、 当 時 の 時 代 背 景 を 考慮 し 
た も の と 思わ れる 。 火力 の 向上 に あたっ て は 重 武装 化 が 試 
み ら れ 、 MIE ROM ROMER ot 

固定 兵 装 の 具体 的 強化 と し て は 、 前 腕 部 の 多目的 ラン 
チャ ー ユ ニッ ト (量産 型 百 式 故に は 未 搭載 ) と 頭 部 の パル 
ス ・ レ ー ザ ー 砲 と 搭載 が 、 増加 兵 装 は 肩 部 ハー ド ・ ボ イン 
ト が 挙げ られ る 。 肩 部 ハー ド ・ ポ イン ト に は 多彩 な 増加 兵 
装 を 搭載 可能 で 、 拡張 性 向上 も 同時 に 達成 で きた 。 


ビー ム ・ ラ イフ ル や ビー ム ・ 


だ 
ラン チャ ー を 軍用 可能 だ っ 
た と も 言わ れる 。 


MORE INFO! 
百 式 プ デル タ ガ ン ダム の 系 譜 


百 式 は トー タル ・ パ ラン ス に 優れ る うえ 、 再 設計 も 比較 的 
容 た と 言 れ れ 、 様 々 な 派生 型 が 開発 され た 。 その バリ 
エー ショ ン は 大 きく ふた つ に カテ ゴ ラ イ ズ で きる 。 可変 MS と し 
て 開発 され で いた 頃 の 流れ を 流 む デル タ ガ ンダ ム 素 、 そ し て 
非 可変 式 と し て 完成 し た 百 式 の パリ エー ショ ン が それ で ある 。 
百 式 改 は 非 可変 式 パ リエ ーション の 最初 の 機体 と 考え られ 、 
量産 型 百 式 改 、 フ ルアー マー 百 式 改 、 陸戦 用 百 式 改 な ど へ 
と 発展 し た 。 


可変 式 の デル タ ガ ン ダム 
8. デル タプ ラス ( 左 ) や か 
ンダ ム デ ル タ カ イ へ と 発展 。 
デル タブ ラス は ULC.0096 
8.275208] 
お 8 る 紛 名 で 活躍 し た 。 


扇 部 ハー ド ・ ポ イン ト に 、 


ガト リン グ ガ ン と 思わ れる 増加 兵 
REEMA REVEL. 
頭 部 用 と は 異な る バルス ・ レ ー 
ザー 砲 を 搭載 可能 と され る 


А 


MSI 1 
デル タ ガ ン ダム 


新設 計 の 局部 

搭載 可能 な ハー ド 
の ガン ダム F90&| 
FORT HE: 


ビー ム ・ 


ムー バブ ル ・ PO 100 


フラ レーム 


MSN-001X 
| | ガン ダム デル タカ イ 
MSN-001A1 
デル タブ ラス 


画 ピー ム ・ ラ イフ ル 

主 兵 装 の ビー ム ・ ラ イフ ル は 百 式 用 
の BR-M-87 を 流用 し た 
PVE DEN ORME! 
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Ш 多目的 ラン チャ ー・ 


MSR-00100S; 
BEVARA 
FA-00100S 
フル アー マー 
их 
MSK-00 1008, 
陸戦 用 百 式 改 
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lustration by MASAKAZU YAMA‘ 


MS-14F ゲル ググ M 


ゲル ググ M 


腕 部 
MS-14 の 腕 


ジオン 公国 軍 残 党 の “な ら ず 者” 集団 の 象徴 と 化し た 機体 


一 年 戦争 末期 、 地 球 連 邦 軍 の RX-78-2 ガン ダム に 
並ぶ 高 性 能 MS と し て 開発 され た MS-14 ゲル ググ 。 = 
の MS-14 は 大 戦 終結 まで に 多く の 派生 機 を 生み 出し 
た 。 その ひと つが MS-14F ゲル ググ M (マリ ー ネ ) で ある 。 

MS-14F は 、 そ の 正式 名 称 未 尾 の 表記 "М (マリ ー 
4)" か ら も わか る 通り 、 海 兵隊 仕様 の MS と し て 開発 
され た 。 海兵 隊 と は 旧 世 紀 、 海 軍 に お ける 陸上 戦闘 
部 隊 の こと を 指し て いた 。 その 流れ か ら 宇 宙 世 紀 に お 
ける 海兵 隊 と は 、 宇 宙 を 海 に 見 立て 、 そ こ に 浮か ぶ ス 
ペー ス ・ コ ロニ ー へ の 上 陸 任 務 を 行う 部 隊 と いう 位置 
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付け で あっ た 。 その 任務 の 中 に は 、 コ ロニ ー 沙 と し や 毒 
ガス 作戦 な どの 特殊 任務 も 合 ま れ て お り 、 そ の 任務 の 
吉行 に 適し た 機体 と し て 、 本 機 が シー マ 艦 隊 に 与え ら 


ば 、 軍 の 中 で も 優れ た 腕 を 持つ エリ ー 
ト 部 隊 と いう の が 一 般 的 な 評価 で ある 。 し か し ジオ ン 
公国 軍 に お ける 海兵 隊 の ひと つ 通 称 “ сем, は 
前 述 の よう な 任務 を 押し 付け られ た “: 
そう し た 運用 部 隊 の 性 格 や 実行 し た 任務 の 内 容 の た 
め 、 本 機 の 運用 記録 は わずか し か 残さ も れ て いな い 。 


ЕЗ mebi sur 14 


№ SPEC 
全高 202m (頭頂 高 19.2m) 


ЖИ RE1 10mm AXZ MM 
マシ ン ガ ンプ ビー ム - サー ベル ぷら 


関連 ファ イル 


MS-14A ゲル ググ 


FG-01-188 
80-01-10 
83-01-17 

_ 83-01-24 | 
830312 


機動 と 火 が 強化 され て 
いる 


IS-14 の 基礎 人 性能 を 踏襲 し m == 


つつ 、 海 兵隊 と し て の 任務 を 遂行 すべ く 、 宇宙 空間 に お ける 足 の 裏 に も を 右 各 々 1 基 ず こ 
> REME 9289099 SORE 
り 大 きく 向上 する 結果 と な っ た 
へ の 侵攻 作戦 な ど 、 凡 艦 か ら 
離れ て 活動 で きる 性 能 が 求め られ た 結果 、 角 統 距 離 お よび 
作戦 行動 時 間 の 延長 画 ラン ド セ ル 
一 方 、 同 じ く 大 戦 末期 人 
生 機 MS-14J ゲル ググ J( イ ェ ー ガ ー) と 比較 する と 機体 自体 
の 性 能 は 劣り 、 生産 性 を 重視 し た 設計 
MS-14J に 半 備 され で 
いる も の と 似 た 構造 の 
ラン ド セ ル 。 MS-14 と 
比較 する と バー ニア の ) 
куні. тан 
に 特 化し た 仕様 と な っ 
て いる こと が わか る 
信頼 性 を 重視 し た オプ ショ ン 火 器 を 装備 
MS-14 は ビー ム 兵 器 (ビー ム ・ ラ イフ ル 、 ビ ピー ム ・ ナ ギ ナ Ш ММР-80 マシ ン ガ ン = MMP-B013 — Et 3 > 
2) を 標準 装備 し た 公国 軍 初 の MS で ある が 、 MS-14F の 禁 5—1] > Sesh, учы у E 
準 装備 は ビー ム 兵 器 で は な く 実体 弾 方 式 の MMP-80 マシ CO083 和 時点 で も WS 
ン ガ ン が 装備 され て いた 。 これ は 一 年 戦争 時 、 実 戦 投入 され Р ааыа. a 


た ば か り で あっ た ビー ム ・ ラ イフ ル の 故障 率 が 高 
E EL E U ADD: 


MMP.80 i 
は 、 信 頼 性 の 他 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 

備 さ れ た 小型 の ビー ム 
し て は 初め て 実 
連邦 軍 製 MS と ほぼ 


LOE LBC MRORRBUIARE: 
9, ям нтс Sh ea RL 
あっ た 


艦隊 は 一 年 戦争 時 より 海兵 隊 と し て 過酷 な 任務 
を 担い 、 地 球 園 各地 を 転載 し て い われ る 。 Ths, 


同艦 隊 の バイ ロッ ト は 熟練 し た 猛者 揃い で あっ た 。 彼ら は 
UC.0083 年 時 点 で は 旧型 と まれ る 本 機 を 駆り 、 連 邦 軍 の 新 
型 機 と も 互角 の 戦い を 繰り 広げ た の だ っ た 。 


[RORA 移送 中 の 
AD==DBMPEI-ADHRO 


設置 な どの 任 季 を 担っ た 。 戦力 規模 


ға. %>>4< 119-4 
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MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : MS-O6F- 


ザク IF2 型 


ТАКІЛІ (Ғ-2ТҮРЕ) 


ZEON 


ЛОРА SOME 


道具 を 手 に し た こと で 、 人 は さら な る 発展 を 遂げ た と い 
う 説 が ある 。 2 本 の 腕 と 10 本 の 指 を 活用 する こと は 良く 
も 悪く も 人 間 を 生物 界 の 頂点 に 押し 上 げ る 要因 と な っ 
た 。 それ は 人 が 生み 出し た 人 型 兵 器 一 一 MS も 同じ で 
ある 。 人 の 腕 と 手 の 動き を 再現 し た MS の マニ ビュ レー 
ター は 、 多 種 多 様 な 携行 兵 装 の 運用 を 可能 に し た 。 公 
国軍 の ザク TI は MS の 艇 明 期 に それ を 可能 に し た 傑作 
機 で あり 、 そ の 血統 を 受け 継い だ ザク IF2 型 も また 、 人 
型 兵 器 の 汎用 性 を 充分 に 体現 し て いる 。 本 機 が 携帯 し 
た 兵 装 の 豊富 さがそ の 事実 を 雄弁 に 物語 っ て いる 。 5 


な み に 本 機 の 兵 装 連用 に つい て は 一 年 戦争 時 に 公国 
軍 が 実施 し た 「 統 合 整備 計画 ] が 関係 し て いる 。 この プ 
ロジ ェクト が 目指 し た の は MS を 構成 する パー ツ や 携行 
兵 装 の 規格 統一 で あり 、 異 な る 機種 韻 で の 兵 装 の 互換 
性 が 飛躍 的 に 向上 。 結果 、MS は 本 当 の 意味 で 人 型 兵 
器 と し て の 真価 を 発揮 する こと に な っ た と 言っ て も 過言 
で は な い 。 手 で 装備 する 兵器 が 機種 ご と に 限定 され る 
必然性 は 薄く 、 専 用 化 され た 兵器 は 汎用 性 を 狭め る 原 
因 と な る 。 本 機 は その 原因 を 機体 側 か ら 】 
努め 、 関 係 者 が 想定 する 以上 の 結果 を 残し た の だ っ た 。 


| mM er 105 


関連 ファ イル 


MS-06F サク HF 型 
MS-06RD-4 高 機動 型 ザ グ 


MS の 分 類 
FILE PREVIEW. 


射撃 兵 装 「 統 合 整 備 計画 ] の 普及 と 共に 洗練 され た 携行 兵 装 群 


一 年 戦争 時 に 公国 軍 が 運用 し た MS 用 マシ ン ガ ン に 
「 ザ ク ・ マ シン ガン 」 の 通称 が 冠 せ られ た こと か ら も わか る 
こと だ が 、 ザ ク 系 の 携行 兵 装 は 公国 軍 MS の スタ ンダ ー ド 
と な その 傾向 は 「 統 合 整備 計画 ] の 実施 に 
ら に 加速 し 、 ザ ク 系 の 携行 兵 装 は さま ざま な 機種 に よっ て 
運用 され る よう に な っ た の で ある 。 さら に 兵 装 自体 も 進化 と 
洗練 化 を 遂げ て いる 。 ザク IIF2 型 は 2 種類 の ザク ・ マ シン 
ガン (MMP-78 120mm マ シン ガン と MMP-80 90mm マ 
ガン ) を 用 いて いる が 、 これ は MS の 変化 と 並行 し て 携 
行 兵 装 自体 の 進化 ・ 洗 練 化 が 進ん だ こと の 現れ で ある , 

ちな み ( TIF2 型 の 標準 的 な 携行 兵 装 と し て は 前 
し た 2 種類 の ザク ・ マ シン ガン の 他 に 、 ザク ・ パ ズー カ 、 
ツル ム ・ フ ァ ウ スト 、 脚 部 3 連装 ミサ イル ・ ポ ッ ド 、 ハ ンド ・ グ レ 
ネー ド が 知ら れ で いる (も ちろ ん これ ら の 兵 装 の ほとん ど は 他 
流用 可能 )。 本 機 は F 型 を ペー ス と し た 改修 機 の 
З レー ター 出力 の 関係 か ら ビ ー ム 系 携行 兵 装 の 
運用 は 見 送ら れ て いる 。 それ で も 、 実体 弾 
いて は ほぼ すべ て の カテ ゴリ ー を 網羅 し て 
ズ 、 ひ いて は 本 機 の 運用 性 の 高き を 示す 証左 


キン バラ イド 攻 地 に 配備 され 
| た サク TF2 型 は 多数 の 携行 
兵 装 を 軍用 し た 


迫る 連邦 
彼ら は 武装 の 特 
ЖЕЕ: 


画 ザク ・ バ ズー カ 


ザク 系 携行 兵 装 の な 
いた が 、MS に も 有効 ある こと が 判明 し て 以来 、 対 MS 戦 に も 導入 され た 。 
機構 的 に 大 き な 変 更 点 は 見 られ ず 、 シン プル な が ら も 強力 な 兵 装 で ある 


ШММР-78 ザク ・ マ シン ガン 


момата, 
IRE ЗЫ SEAN 


Bike mae eM 

SRNL YD TY 

> 砲弾 は 近接 信管 を 内 
Ви 


орт. 連射 性 能 と 命中 率 が 向上 。 小型 化 
ELON CRIMES, 予備 マガ ジン 


MMP-78 よ り も コン パク ト な の 
の 兵 装 の 最大 の 特徴 。 ザ 
外 に も 、MMP-80 を 使う 機 
体 が 多く 見 られ た 。 


CRAKS, 本 来 は 対 和 攻撃 を 主眼 と し て 


185), 
— 2 
Ar 1 


宇宙 お よび 重力 下 で の 使用 が 可能 な 
サク 系 専用 に 開発 され た も の で は な いり 


前 部 (マシ ン ガ ン 左 側 ) に 設け 
A 5 か た クリ ッ プ は 折り 硬式 


また 久 必 ストック は フレ ー ム 部 
ялеш. MMOLE 
性 を 保つ よう に な っ て いる 


MMP-78 と 同様 全身 下部 に 
クレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー を 


ユ ュ ツ ルム ・ フ ァ ウ スト 


捨て の ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー.。 
発 コ スト に 比べ て 大 威力 で 


1x 
PELETE RE ө 弾頭 
も 言わ れる が 、 マガ ジン 
ИФА АТ 
採用 し て いた と も 考え られ る 


B 脚 部 3 連装 ミサ イル ・ ポ ボッ ド 
イル ・ ポ ッ ド を 流用 し た も の 。 手持 ち 兵 装 を 
МЕНЕ, た だ し 撃ち 尽 


専用 の ペル ト で 脚 部 に 固定 し 
て 使用 する 。 OMS, BB 
スラ スタ ー を 一 部 宏 い で し まう 
の で 、 機 動 性 が 低下 する の だ 
が 、 火 力 増加 の た め に は や ねむ 
を 得 な いと 考え られ た よう だ 


先端 の 弾頭 部 分 と 支持 用 の シャ フ | 
た シン プル な 兵 装 。 その た め 大 | 


保持 と 投稿 が し ゃ すい 形状 
で ある 点 も 特徴 と 言え る 


MECHANIC FILE 


防御 兵 装 総合 性 能 の 向上 に 寄与 し た 、 耐 弾性 の 強化 プラ ン 
N 頭 部 アッ プリ ケ ・ ア ー マ ー 


ザク IF2 型 は 機体 の 軽量 化 に よっ て 機動 性 の 強化 を 
図る 一 方 、 一 部 装甲 の 増強 も 行わ れ た 。 機体 全体 の 装 
甲 を 厚く する の で は な く 、 コ クビ ピッ ト 周 辺 の よう な 重要 部 位 
に だ け 重 装甲 を 施し た の で ある 。 その 最たる 例 が 胸部 装 
甲 の 改修 だ 。 と は いえ 、 こ の 改修 は 機体 全体 を 通し て の 
パラ ンス 調整 が 難し く 、 付 け 焼 刃 的 な 改修 で は 効果 的 な 
防御 力 の 向上 は 望め な か っ た 。 それ で も 公国 軍 技 術 者 は 
工夫 を 重ね 、 ス ラス ター 推力 の 増強 と 組 部 設計 の 見 直し 
に よっ て 機動 性 と 防御 力 の 両立 に 成功 し て いる 。 —## 
争 後 に 普及 し た ビー ム 系 兵 装 に つい て は 充分 な 耐 弾性 
を 発揮 で き な か っ た と は いえ 、 本 機 の 改修 プラ ン が 一 定 の 
成果 を 挙げ た 事実 を 見 逃し て は な ら な い 。 


装甲 材質 に は 超 硬 スチ ー 
ёш. 現地 で も 0 
工 で きた こと か ら 、 ア ッ プリ 
ケ ・ ア ー マ ー な どの 増設 が 
容易 で あっ た 。 УРОН 
に と っ て は 貴重 な 


MHERNTSRDDE 
шат, ВАНО E 
АТОС. シン プ 
< wisn. DIREO 


コク ピット の 位置 する 訂 部 
овна ав 
め に 追加 され た 装甲 。 胸 


位置 も 有人 中 央 に 衣 更 
きれ た 


向 に 


リー ズ 共 通 の 防御 兵 凌 で 


ヒジ 部 の 装甲 も 大 型 化 され て い 
る 。 BUHL EUSRMERCT 


БЛІЛ ЕН 重力 ト で の MS 運用 の 限界 を 突破 する た め の 特 殊 装 備 一 ー ラ ケー テン ・ ガ ル ゲ ン 
Ш キン バラ イド 鉱山 部 隊 で の 運用 例 


重力 下 で の MS に と っ て 、 上 空 か ら の 攻撃 は 常に 成 
と な る 。 MS が いか に 汎用 性 に 優れ た 
で ある 限り 、 対 空戦 闘 を 完璧 に こなす だ け の 能力 は な い の 
だ 。 宇宙 空間 で は MS の アド バン な っ た 機動 性 も 
重 カ 下 で は 充分 な 能力 を 発揮 で きず 、 ジ ャ ンプ 程度 に し か 
な 5 な か っ た 。 その 不利 を 文字 通り 「 飛 び 越 える 」 た め の 特 
RMN, ラ ケ ー テ ン ・ ガ ル ゲ ン で ある 。 これ は 使い 捨て の 
ロケ ッ ト ・ モ ー タ り 、 短 時 間 で 推進 剤 を 使い 尽く す が 、 
その 間 は 圧倒 的 な 准 進 力 を 発揮 する 。 その た めこ の バ 
を 装備 すれ ば 、MS は 大 空 に 無い 上 が る こと が で きる の だ 。 
上 昇 距離 と 速度 の 向上 に 成功 し た ジャ ンプ 用 装置 と 見 る 
向き も ある が 、 空 中 機動 を 可能 に し た 意味 は 計り 知れ な い 。 


ジャ ンプ カ は 向上 し 


間違い な い 。 


MORE INFO! 


Ш ТҮРЕ-01 


画 ラテ ケー テン ・ ガ ル ゲ ン ご 装着 図 


ラ ケ ー テ ン ・ ガ ル ゲ ン は 、 ラ ンド セル 借 面 に 位置 する フ : 
用 きれ る 。 ФАУНЕ -TOT yh и. 
BROGHDTIAL TREERL RIES, な お 合用 後 の ラ ケー テ 
ン ・ カ ルケ ン は 切り 離し て 投 団 され る 。 


Ш ТҮРЕ-02 


EEF ӘЛЕ 
対し て 、 ラ ケー テン 
ガル ゲン で 接近 昔 を 仕掛 ける ザ ケ 
IF, 相手 の ほぼ 直下 か ら 急 上 
Ret, MEIER CASO 
置き で 移動 し た 


жин 
> 


Ш U.C.0096 で の 運用 例 


が 確認 され て いる 


ザク IIF2 型 兵 装 バ リエ ーション 


№ ТҮРЕ-ОЗ 


バタ ー ン 。 サイ ド ・ ア ー 
жени митове 
た 。 セン サー が 集中 する 頭 部 に は 
опт, 


3 連装 ミサ イル ・ ボ ッ ド 


ン ガ ン と 胸部 3 連装 ミサ 
LUA TS 


サイ ド ・ ア ー マ ー に は 予 
ре: THN өтт 
と し て の 役割 を 果たし た 。 


シュ ツル ム ・ ki 


2 


та 


サン ライ ズ 


119-6 


機動 戦士 ガン ダム MS ІСІ 002 重力 戦線 


MECHANIC FILE ا‎ meb `a Od 
ダブ デ 級 陸戦 用 > 


те J DABDE-cLASs Ж ue Pee ЛЕРІ 
Вахб 
АШ 


I SPEC -DABDE-CLASS- 
全長 109m 


№ COMPARISON CHAR! 


Ea 
rt 
құ 


BRE 2 


№ SPEC -рун 424 MAGELLA ATTACK- 
全長 1204m 
重量 9501 @ Р“ 
BR 175mm 無 反動 砲 >. 
33mm HERAME zE 981 нё 


PVN424 MAGELLA ATTACK 


өн. 


PUN.A42/4 722z 


со 
BORROM. 


MS を 生み 出 | ン 公国 軍 の 独創 性 と 技術 力 は 、 
地球 降下 作戦 を 視野 に 入れ た 陸戦 兵器 の 開発 5 され て いる 。 ッ サ の 第 144 
か され た 。MS を 中 核 戦力 と し つつ 、 運 用 性 と コス ト パ 高 
フォ ー マ ン ス に 優れ る 通常 兵器 で 支援 と 連携 を 行う 戦 陸戦 強襲 型 ガン タン ク 部 隊 と の 共に 撃破 され 
術 構想 に 基づき 、 様 々 な 陸戦 兵器 が 開発 され た の で あ PVN.42/4 マ ゼ ラ ・ ア タッ ク も 一 年 戦争 で 運用 され た 
Bo ダブ デ 級 陸戦 艇 や PVN.42/4 マ ゼ ラ ・ ア タ ` ジオ ン 公 国軍 の 陸上 兵 0 
そう し た 兵器 の ひと つ に 挙げ られ る 。 主力 戦車 地上 の 各 戦 線 で 

ダブ デ 級 陸戦 艇 は T ーー 年 戦争 に 投入 № 数 の 仕様 が 存在 し 、 こ の 仕様 は : 

ミノ フス キー 粒子 散布 下 で の 認 さ れ た も の で ある 。 地球 降下 作戦 の 実施 直 

жык кышны клк 運用 時 期 や ら 各 地 で 運用 され 、 MS の 支援 と いう 役割 を 果たし た 


ダブ デ 級 は 、 ミ ノ フス キー 料 子 散布 下 で 困難 と な る 遠 距 
離 か ら の 指揮 管制 を 前 線 で 行う た SESH ERE 
で ある 。 同様 の ・ 運 用 思想 は 地球 連邦 軍 の ビッ グ ・ ト 
レー 級 陸上 戦艦 に も 見 られ る が 、 本 級 は それ に 比べ る と 
小型 で 、 火力 や 移動 能力 は 劣っ て いた と され る 。 だ が 、 そ 
の 管制 能力 と 支援 砲撃 の 威力 は 高く 、 HADPRCLT 
優れ た 運用 性 を 示し た 。 第 144 高 地 の 戦闘 で も 、 火力 投 
射 に よっ て 地球 連邦 軍 の 進軍 を 遅滞 させ て いる 。 


オデ ッ サ 戦 の 第 144 
高地 に 投入 され た ダ 
778018. а 
に 複数 の MS を 配置 
(ауа, ШШ 
одвози 
СЕЛ ТЕ 


画 武装 レイ アウ ト 


戦場 の 指揮 管制 を 担っ た 大 型 陸上 艦 の 機能 


2 
ТЯ 


никасы A 
EDR SNS 


© zamane 
対空 ・ 対 地 ど ちら に も 使 
BURGLAR MRO 
実体 弾 火 器 。 砲塔 は そ 
RERRAMAENLT 
во る が 配置 が 側面 か 


НИ 


ка ЖЕКЕ ДО жї Аа 


マ ゼ ラ ト ッ プ と マ ゼ ラ ・ ベ ー ス へ の 分 難 構 造 最 大 の 特 
徴 と する マ ゼ ラ ・ ア タッ ク は 、 主 戦力 と な る MS の 隙間 を 埋め 
る 支援 兵器 と し て 大 量 に 投入 され 、 改 修 が 加え られ な が ら 
主力 戦車 の 座 を 守り 続け た 。 オデ ッ サ 戦 な ど で 確 認 さ れ た 
仕様 で は 、 基 本 構造 を 一 般 的 な 仕様 か ら 踏 舞 し つつ 、 装 
甲 形状 の 変更 や 装備 の 追加 な ど が 行わ れ て いる 。 ` 
性 能 自 体 に は 大 き な 変化 は な か っ た と 見 られ 、 第 144 高 地 
の 戦闘 で は RTX-440 に 踏み 潰さ れる ケー ス な ども あっ た 。 


{| MORE INFO! 
ジオ ン 公 国軍 の 航空 戦力 


ン 公 国軍 は 、 ダ ブ デ 統 陸戦 前 や マ ゼ ラ ・ ア タッ ク と 同 
じ よ うに 、 主 力 と し て の MS を 支援 する た め の 戦力 と し て 航空 
機 を 開発 し 、 実 戦 に 投入 し て いっ た 。 ガウ 級 攻撃 空母 ドッ 
プ 戦 開 機 な ど が それ に 当たり 、 制 空 権 確保 や 空中 輸送 、 対 
地 攻 撃 な ど に 運用 され た 。 し か し 、 地 球 と は 環境 が 異な る コ 
u= TORE ` PIE RMATENAT HS OMB ARIS, 
構造 上 の 問題 を 抱え る こと も 少な く な か っ た の で ある 。 


オデ ッ サ 戦 に 投入 され た 

3281339968, JH 

Жилое 

torr, менен 

салса 
| も 大 きか っ た 。 


N 武装 レイ アウ ト 


© 175mm 無 反動 砲 © 33mm3s#tanae 
Ө スモ ー ク ・ デ ィ ス チャ ー ジ ャ ー 
マ ゼ ラ ・ ト ッ プ 機 首 に 175mm 無 反動 栓 を 、 マ ゼ 


ЭЭттэза ааз (Ra 5. 別 の 仕様 で 
た スモ ー ク ・ デ ィ ス チャ ー ジ 


マセ ゼラ ・ ト ッ プ は 4 発 を まとめ た ! 
©з». 279 ORME RMD 


а 95. ЛС. 


мезади RHE REEN 
плив, КЕШ С 

zJ 機動 性 に 欠け る た め 対 
空 迎 撃 の 的 に な る こと も 多かっ た 。 


1224 WF Rte POWER 
BREMELTMRENAE NE 


み で 飛行 する 。 MEBROSD 
端 葉 任 務 な ど に も 運用 され た 。 


(88) Чч Т 


wild CED 
ыы スラ スタ 推力 270,400kg 
(31.900kgx6_7.900kgx10) 


増加 ブー スタ ー 


| 脚 部 


аа: 


RMS-142 + 
AMS, RMS- 


・ ア イン の 倍 」 と 
現 で は な い 。 ゼ ク ・ ツ ヴァ イ は 全高 27.44m 
40.32m、 全 備 重量 151.71 と いう モン スタ ー マ シ 
装 の 搭載 量 も ゼ ク ・ ア イン を 遥か に 潜航 し て い : 
れ だ け の 巨体 š 270.400kg も の スラ ス 大 出力 大 型 化 に # 
ター 推力 に 裏打ち され た 機動 性 も ずば抜け て 高 : れ が 極端 な 形 で 現れ た 4 


MECHANIC FILE 


AGS) һе01 si GDA 


拡張 性 と 機動 力 を 追求 し た 巨大 な 機体 
изя 


「 ゼ ク ・ ア イン の 倍 の 性 能 ] を 実現 する に あたり 、 セク ・ 
ツヴァイ は 大 型 ムー パブ ル ・ フ レー ム を 中 心 に 様々 な 機能 
が 付与 され た 。 ゼ ク ・ ア イン で も 採用 され た 肩 部 オプ ショ ン 
搭載 用 ラッ チ の 大 容量 化 、 メイ ン : ア ー ム を サポ ー ト する サ 
プア ー ム の 搭載 、 ス カー ト 部 武装 ポッ ド の 標準 装備 、 ム ー 
パブ ル ・ フ レー ム を 介し て 接続 され た 推進 ブロ ッ ク (バッ 
パッ ク と テー ル ・ ス カー ト ) な ど が 該当 する 。 

結果 、 本 機 は 一 般 的 な 人 型 と は 言え な い シ ル エ ッ ト を 持 
2. 巨大 な 重 MS と な っ た 。 全備 重量 151.71 に 及ぶ 本 機 
は 実戦 向き な いよ うに 思え る が 、 テ ィ タ ー ン ズ の 教導 団 
が 関与 し た だ け あっ て 実戦 本 位 の 機体 で あり 、 特 に 拡張 柏 
(武装 搭載 量 ) と 機動 性 は MA クラ ス と な っ て いた 。 第 四 
世代 MS へ の 過渡 期 に あっ た 機体 と 言え る か も し れ な い 。 

「 ペ ズン の 反乱 ] に お ける 本 機 は 、 ニ ュー ディ サイ ズ 族 
艦 マ ゼラ ン 級 宇宙 戦艦 (キリ マン ジャ ロ ) に 3 機 が 配備 さ 
れ た 。 反乱 未 期 の 衛星 軌道 上 の 戦闘 で は 、 本 来 の バイ 
ロッ ト で な い ジョ ッシュ ・ オ フシ ョ ー 少 尉 が 搭乗 出撃 し た 
も の の 、 Q 任 務 部 隊 の MSA-0011 S ガ ンタ ム と 交戦 し た 
Ж. 大 気 圏 に 落下 し て 燃え 尽き て いる 。 


Ш セク ・ ア イン と の 比較 | 


人 型 兵器 の 域 を 超え た 重厚 な シル エッ ト が 特徴 。 両 記 や テー ル ・ ス カー 
ト の ラッ チ 、 腕 部 サブ ・ ア ー ム な どか ら 武 装 の 運用 能力 の 高 さ が 殖 え る 。 


の 一 般 的 MS の 約 2 倍 に あたる 20.300m。 


зот 


О mas 
局 か ら 伸び た 2 本 の サブ ・ ア ー ム は メイ ン ・ ア ー ム の サポ ー ト 用 で 、 選 ひと 


つ だ け で MS1 機 以上 の 作業 能力 を 持つ 。 局 上 部 の オプ ショ ン 搭載 用 ラッ 
チチ は セ ゼ ク ア イン 用 の 2 倍 の 容量 を 持ち 、 マシ ン ガ ン の 弾倉 搭載 する 。 


© 前 分 ス カー ト 

標準 装備 の 遠 射 用 ビー ム ・ ス マー ト が : 
3 基 の 武装 ポッ ド を 搭載 する 。 前 部 スカ ー ト は ムー パブ ル ・ フ レー 
BENTSLIT, RAD TMRMEHIES HHS, 


記し た ディ スク ・ レ ドー ム と 
+ 


Ө バッ ク バッ ク 

ムー パブ ル ・ フ レー ム を 介し て 、 胴体 に 接続 され た シェ ル 杖 の 背部 ユニ ッ 
к, メイ ン ・ ス ラス ター (ノズル ) 1 基 あ た り の 推力 は 91.900kg、 増加 ブー 
スラー の ロケ ッ ト 1 基 の 推力 は 7.900kg に 達する 


© テー ル ・ ス カー ト 

バッ ク バ パッ ク の 下 に 設置 され た 、 スラ スタ ー 兼 オプ ショ ン 搭 載 用 ユニ ッ ト 。 

形状 は バッ ク バ ッ ク に 似 て い : (に 接続 され た 増加 ブー スタ ー が 長 
で ある た め 、 ゼ ク ・ ツ ヴァ イ の 前 後 長 は 40.32m に も な っ た 。 


ゼ ク ・ ア イン 用 を 流用 レ つ つ 搭 載 量 を 増やし た 武装 詳 


出力 7.330kW と いう 大 出力 熟 核 反 応 炉 を 搭載 する ゼ 
ク ・ ツ ヴァ イ だ が 、 固定 武装 は 補助 用 の 実体 弾 式 火器 程 
度 に 過ぎ ず 、 手 持ち 火器 を 重視 し た 。 その 手持 ち 火器 は 
ゼ ク ・ ア イン 用 を 流用 し た も の が ほとん ど だ が 、 火力 を 軽視 
し た の で は な く 、 積載 量 を 増やす 方 針 を 採用 し て いた 。 

標準 武装 は ゼ ク ・ ア イン の 第 二 種 兵 装用 の 遠 射 用 ビー 
ム ・ ス マー ト ガ ン で 、MS 用 手持 ち 火 器 と し て は 最高 レベ 
ル の 火力 と 射程 を 誇っ た 。 他 に も マシ ン ガ ン や クラ ブ な ど 
の ゼ ク ・ ア イン 用 兵 装 を 装備 する が 、 そ の 搭載 量 (RM 
数 ) は 倍 以 上 に な っ て お り 、MS 単 機 で の 火力 や 戦闘 継続 
時 間 は 飛躍 的 に 増大 し た 。 専用 ビー ム ・ サ ー ペ ベル (出力 
1.0MW) も 備え て お り 、 近 接 格闘 戦 で も 威力 を 発揮 する 。 


高 機動 タイ ブ の 大 型 重 MS と 


いう コン セプト は ジ ・O に 人 る 。 
SUCRE DRE 
Ҹ 1 ヒ を a み 念 もせ た の は 、 セク ・ 
ツヴァイ 独自 の 設計 思想 
た と 言え る 。 


MORE INFO! 


セク ・ ツ ヴァ イ を 運用 し た 「 ニ ュー ディ サイ ズ 」 と は 、 小惑星 
差 地 ペ ズン 駐留 の 地球 連 孝 軍 (ティ ター ンズ ) 教導 部 隊 か ら 
発展 し た 独立 武装 勢力 で ある 。 グリ プス 戦役 末期 、 エ ゥ ー ゴ 
の 影響 力 が 増し た 地球 連邦 政府 に 反旗 を 翻 し た 。 その 制圧 
に 向かっ た 部 隊 の 一 部 も 、 ニ ュー ディ サイ ズ に 合流 し て いる 。 


ト フ ・ ハ イマ ン の 死後 、 ペ 
хорасан 


sop ре ` ニー で 
Ш 武装 ボッ ド Nm 遠 射 用 ビー ム ・ ス マー ト ガ ン 
FA РЕ ライ フル 。 当時 の 
у MS 用 手持 ち 火器 と し て は 、 火力 ・ 射 程 と も に 最 
йул» サ プ クリ ッ プ は サ プ ア ー ム で 舞 む た め 、 
ХИБСАНОХ THERES, 
画 マシ ン ガ ン 
НОВ, 
非 使用 時 に は 、 マ シン ガン 本 体 を 
テー ル ・ ス カー ト に マウ ント で きる 。 
жагийоэужсажлок 
НИС, 
SSR DIR 
по 
жалт зот жана 102 ши 
| キリ マン ジャ ロ | マレ ッ ゴ コロ ンプ ス 級 | 
TES > | 
lev x| | | 
| < [oma < 
EU ма Жы Ромо x бє | ; = | 
=== CELL g に 
[эж 775 | [ウォル コク ラー ド 42-94 --/ 
27 | 38: 21 ロン ブス 
ЕТІН х9 [ома _ хә SEE 
амат | amar туйш ШҮ 122 таз] з тзг 
FEE ы | 2220 сан | 2 ラジ 9Z ||| BR パタ デ チ 
サラ ミス Sie HSS | サラ ミス dR |955хш | 9557000 サラ ミス 
xalxexu zelxexu zellewm zallewm >э| omu 9 


oma 954% 119-10 


機動 戦士 ガン ダム OO0V 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : CB-0000G/O/T リボ ー ン ズ ガン ダム オ ! ГІ al БЕТ 


‚М 2 = 
А ーー ニ ーー デー 


EGELI 
BR 


フル x2 大型 GN 
ビー ム サ ー ベ ル X2 ン 大 型 GN フ ィ ン 
ファ ング X2 (4) ノエ グ ナー ウィ ッ プ x2 

所 属 イノ ベイ : 


る CBY.001 
ガン ダム と 同じ 。 完成 


」 св-оооов/с 0% 
72 қ 
те 
I Fy 
1; 
д 
< パイロット 
大 元 の 機体 で ある 1 ガン ダム は 
イノ ベ イド で ある ピサ イド ・ ペ イ 
ン の 機体 で あっ た が 、 そ れ を 基 
p に リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク が 自分 
яв 
キャ ノン 形態 時 は 正面 と な り 、 首 元 
に は GN キ ャ ノン の 頭 部 を 搭載 。 1 ガ 
ンダ ム を は じ め と する 一 連 の 同型 機 
2 の 中 で も 、 腕 部 と 脚 部 の ホバー ユ 


ニッ ト が 本 機 の 特徴 で ある 


GN キャ ノン の 機能 を 1 機 に 集 
約 し た た めで ある 


3 種類 の 機体 特性 を 集約 し た オー ルレ ンジ の 


宇宙 船 ソ レス タル ビー イン グ 号 内 の ヴェ ー ダ を 巡り 、 ソ ン を ひと つの 機体 に : 
レス タル ビー イン グ (CB) と イノ ベイ ド を ・ Ç 戦 に 投入 され た 機体 は 
戦 を 行っ た 。 リボ ンズ の 駆る 専用 > を 移植 し た 改良 型 で あり 」 

機 CB-0000G/C リポ ボー ンズ ガン ダム / リ ボー ンズ キャ ノ 

ン は 、 ЯВ -F - t4 I1 DGN-0000+GNR-010 ダブ オリ ジン は 1 ガン ダム を 基本 の MS 形態 と し 、GN キ ャ ーー EE manew 
イザ ー と 粉 烈 な 戦い を 繰り 広げ た 末 に 相 ノン を キャ ノン 形態 と し て 採り 入れ て いる 。 さら に 第 三 の 000218 リポ ンズ 
の 機体 の 原型 が CB.0000 WELLT 導入 し 4 

ズ ガン ダム オリ ジン で ある 。 本 機 は 完 

いう わけ で は な い 。 イノ ベイ ド 専用 ガン ダム の CBY-001 

1 (アイ ) ガン ダム と 、 そ の 支援 用 で ある CBY-077 GN 


表裏 一 体 と な る MS ン キ ャ ノン 形態 の 構造 と 独自 形態 の 導入 


宇宙 船 ソレ スタ ルビ ピー イン グ 号 の ファ クト リー に て 製造 さ Ш ホバー ユニ ッ ト 

た オリ ジン は 、 そ の 名 の 通り 、 ツ イン ドラ イヴ シス テム を 搭 
載 する 前 に 一 度 完成 を 見 た 機体 で あっ た 。 その た め リポ ボー 
ンズ ガン ダム / リ ボー ンズ キャ ノン と 基本 的 な 構造 は 同じ で 
ある 。 MS 形態 と キャ ノン 形態 が 表 宮 一体 と な る 構造 は 本 
機 に お いて 確立 され 、1 ガ ンダ ム と GN キ ャ ノン の 特性 を 取り 
込む こと に 成功 し た 。 これ に 加え 遠 距離 攻撃 に 特 化 し た 独 
自 の 形態 を 導入 し 、 あ ら ゆ る 軍 離 帯 に 対応 で きる 機体 と な 
Ф. また 、 兵 装 は 1 ガン ダム の も の を 踏 凍 改良 し た も の を 運 
用 する ほか 、 新た に 大 型 GN フ ィ ン フ ァ ン グ を 装備 し て いる 。 


入れ て いる , タン ク 形 
態 は 本 機 導 自 の も の 
т, 受け 継が れる こと 


MORE INFO! 


1]; こ 当 た . СВ-001.5 
FDC RAIS BE соо у 
オリ ジン の 原型 で ある 1 ガン ダム は イノ ベイ ド の 運用 を 前 提 1 ガン ダム の 1 5 倍 の 性 能 に 


іш, 背部 に 
イン ダー は 、 複 
を 持つ 万 能 兵 半 で 
機体 が の ち に リポ 
渡っ た 。 


に 開発 され た 汎用 機 で ある 。 この 機体 は 、 人 間 の ガン ダム マ ЕЕ 


L. 最新 の 兵 装 を 施し た の が リボ ポー ンズ ガン ダム / リ ボー ンズ 
キャ ノン で ある 。 な お 、 ビ サ イド は 肉体 が 減 ん で も 記憶 は 不 減 
と いう 特殊 能力 を 有 し て お り 、 そ の 秘密 の 一 既 が 1 ガン ダム 
内 に あっ た こと か ら リ ボン ズ は 機体 を 直接 欲し て いた 。 


ダム は 最終 的 に リ 

ガン ダム / リ 

ズ キ ャ ノン へ と 次 

я. CB と の 最終 決 

Р съвета 
に 


V ТЕТІ ТІН В 


特別 を ャ ン サー 機能 を 搭載 し 、4 門 
означаван, 
ニッ ト に より 高い 機動 性 を 有 


タン ク 形 態 時 の 推進 器 と な る 本 模 の 鏡 自 装備 。 腕 部 の ユニ ッ ト に は GN コー 
НАМ as 


る 。 BOIS MAO BL ERT SEDI IKI FEB. 


@ 下 部 
一 見 し て クロ ー ラ ー 部 に 見 える が 、 илми ПН 


伴い トラ ン ザ ム も 可能 に な っ て 
いる 。 タン ク 形態 は 受け 継が 
れ な か っ た た め ホバー ユニ ッ ト 
は 持た な い 。 


и. 92-202 -мв= 119-12 


機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE = ni 


М| m SPEC 
— 全高 15.6m( 頭 頂 高 150m) — 
Ý = 重量 56.01 
\ Эіу-3-Ж) 878kW 
Y 2223-Ж2 88.000kg 


ЖИ 120mmíE R Ë + / > Fa x27 
40mm 4 連装 ポップ ・ ミ 


両 肩 部 に 120mm 低 反動 キャ 

ノン 砲 を 2 門 装 備 する 。 対地 

対空 双方 に 使用 可能 で 、 後 方 

か ら の 長 距 離 支援 射撃 に 用 い 
Е られ る こと が 多かっ た 。 


ラン ド セ ル 

FBO Ks, ИВА а 
の 排 煙 装 置 と し て 機能 する 。 機体 は 飛 
行 能 力 を 有する が は 機体 底部 の ス 
ラス ター を 用 いて 行っ た 


無限 軌道 

RX-75 の 陸上 移動 用 機構 
(キャ タビ ラ ) は 従来 の 戦車 と 同 
る 。 無限 軌道 が 破壊 され る と 機動 性 は 失わ れ 
る た め 、 上 半身 を 切り 離す 機構 を 有 し て いる 、 


既存 兵器 の 開発 フウ ハウ か ら 許 生 し た 機体 


Л 
-ERPIN МПС аыл 棄 存 の 兵 人 技術 を 技 用 する 形 で 一 応 の 中 を 見 た ДА 
MS が 人 型 を 模 し て いる の は 、 二 足 歩行 に よる 機動 
性 、 様 々 な 兵器 を 使い こなす 汎用 性 を 実現 する 
ある 。 MS 同士 の 戦い と な 


FILE PREVIEW 


で あっ た この よう な フォ ルム と с 本 機 ER, Е 
НС = に 開発 きれ た され た | 用 と し て 運用 され 7 
いる 。 > coa manna китге 
シリ ー ズ の 機体 と の 連 
り 大 き な 戦果 を 挙げ た こと は 特筆 すべ 


後方 支援 に 適し た 長 距離 射程 火器 群 の 搭載 


3 種 開発 され た RX シリ ー ズ の 中 に お いて 、RX-75 は 長 距 
MXN BAIMSELTORB SANT UK この 機体 
сал+ кать). НОВ 
い 既 存 の 技術 が 採用 され て いる こと が わか る 。 主 武装 で ある 
120mm 低 反動 キャ ノン 砲 は 240km も の 最大 射程 を 誇り 、 
命中 精度 も 優れ て いた 。 一 方 、 腕 部 の 40mm 4 連装 ボッ プ ・ 
ミサ イル も 20km の 射 得 を 有する うえ 、120 発 まで 連射 で き 、 
接近 し た 敵 の 率 制 用 の ほか 、 対空 砲 と し て も 用 いら れ た 。 


ワイ トペ ー ズ を RX フ 7-2 と 失 


E 120mm 低 反動 キャ ノン 砲 

全高 と ほぼ 同じ 長 さ の 大 身 を 持ち 、 単 程 と 全 中 重度 に 優れ る 。 
А ораи аус: 
は ある が 、 DRE, вао РЫТЬ, 


Ш 40mm 4 連装 ボッ プ ・ ミ サイ ル 


イル の 砲身 部 分 に も 一 定 の 可動 城 を 持た せ て いる 。 その た め 、 
に 集中 させ る 他 、 RAR TSC LATE. 


館 部 の 中 に は ボッ プ ・ ミ サイ 
ル の 給 弾 シス テム が 内 蔵 
れ て いる 。 200518 
ажалы, ват 
мазон 


画 当 初 、MS の 開発 デー タ が 不足 し て いた 連邦 軍 
は 、 複 雑 な 二 足 歩行 の 実装 に 時 間 を 要 し て いた 。 その た め 、 
先行 し て 開発 され て いた RX-75 の 移動 手段 に は 、 無限 軌道 
が 採用 され て いる 。 RX-75 は 平地 で は 7Okm も の 最高 時 速 
を 誇り 、 後 方 支援 機 と し て は 充分 な 機動 性 を 有 し た 。 また 、 
二 足 歩行 は 大 気 園 内 で の 運用 に お いて 機構 部 に 多大 な 負 
荷 が 掛か る と いう 難点 が あっ た が 、 既存 の 戦車 に も 採用 され 
て いる 無限 軌道 は 整備 性 が 高い 点 も 長所 で あっ た 。 


無限 軌道 に 攻撃 を 受け て し 


する こと が 可能 と な っ て いた 


п аянат о ташна 
BRE, MANSTARO 2. 


2 名 の バイ ロッ ト を 必要 と する 操縦 系 統 


戦車 や 自 走 砲 的 な 用 途 が 想定 され て いた RX-75 は 、 そ れ 
ら の 兵器 と 同様 、 操 導 士 (ドラ イ バ ー) と 砲手 (ガン ナー) と い 
う 2 名 の パイ ロッ ト で 運用 され た 。 操縦 席 は 他 の RX シリ ー ズ 
の 機体 と 共通 し て お り 、 コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 採用 。 Ж 
急 時 に は 上 半身 (A パー ツ ) を 強制 排除 し て 固定 砲台 と し 、 


左 図 は 昭 準 用 スコ ー プ の 使 
用 時 。 下図 は コン ソー ル で 、 


中 央 に 並ぶ ※ レ パー が 低 反 動 
キャ ノン 、 そ の 両側 に 配置 さ 
ポッ プ ・ ミ 


サイ ル 骨 の も の で ある 。 ат 
は 状況 に 応じ て 使い 分 ける 。 


コア ・ フ ァ イ タ ー の み を 線 動 さ せる と いう 運用 を 見 せ た こ と も 


お 、 ホ ワイ トペ ー ス に 配備 され た RX-75 は 操縦 士 の リュ 
ウ ・ ホ セイ を 失っ た 後 、 砲手 用 の 頭 部 コク ピッ ト の み で 操縦 で 
きる よう 改修 を 受け 、 単座 式 の MS と な っ た 。 


онаи IDOE TNSAN, ほか の RX シ リー ズ と 共通 
規格 と な っ て いる 。 挫 華 し た まま RX シ リー ズ 他 機種 へ の 急 林 も 可能 


宇宙 空間 で の 運用 を 可能 と する た め 、 
акш: 
(スラ スタ ー 


の 用 途 の ほか 、 地 上 で も 空中 に 浮か 


MORE INFO! 


RX シ リー ズ の 1 種 と し て 

RX-75 は RX-78-2 や RX-77-2 と 同様 、 連 邦 箇 の RX 計 
画 お よび V 作 戦 に よっ て 開発 され た MS 群 の 1 機 で ある 。 Z 
れ ら の 機体 は RX シリ ー ズ と 呼ば れ 、 コ ア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ 
ム に よる コク ビッ ト の 続 一 と 共に 、3 機 が それ ぞ れ 連携 し て 
作戦 を 遂行 で きる よう 白兵戦 / 中 距離 支援 長 距離 支援 
と 役割 を 与え られ て いた 。 一 年 戦争 で は ホワ イト ペー ス 隊 に 
配備 され 、 これ ら の 機体 は 試作 機 な が ら ア ・ バ オア ・ ク ー 戦 
まで 善戦 し た 。 特性 の 異な る 3 機 に よる 部 隊 編 制 が 絶妙 で 
あっ た こと の 証明 と 言え る だ ろう 。 


一 年 戦争 後 、RX-75 
саатла 
開発 され る と いう こと は 


RX シリ ー ズ は コク ビッ 
ト が 共通 の 仕様 で ある 
ею. m: 

の パイ ロッ ト に よる 機 
種 転換 が 容易 と いう x 
リッ ト も あっ た 。 


ожа. 92915 


GUNDAM CRISIS 


(6c) nell Wh 


туг № SPEC -ях-78-3 GUNDAM- № SPEC -row-79 cm- 
- - ガン ダム 全高 — (Шай 180m) 2% 180m 
 винодм | 重量 全備 重量 60.00) | 重量 41.21( 全 備 重量 58.81) 
ESSE ЗНЗу-А-НЯ 1.380kW Я-А 1 250KW 
= а 3323-8} 55.500kg 2928-89 55.500е 
ср. УНЕ マク ネッ hr コー ティ ング г ЕЕЕ 
УГЕ НН 7 ЕЕ ビー ム ・ サ ー ベ ルン ビー ム ・ ス プ 
ロロ レイ RON 上 


RIKE SEIR! 
ソロ モン 戦 直後 か ら 
と いう 


DIES HE 


ハイ パー・ パ ズー カ 他 


RACES 
術 を 指す 


パイ ロッ ト 


ウィ ン 隊 ] の ジャ ッ ク ペア ー 
ド ら の 姿 も あっ た 


コン ペイ トウ を 襲っ た 危機 に 対抗 し た 地球 連邦 軍 MS 


ー 年 戦争 に お いて 、 ニ 
し 球 連邦 軍 の パイ | 
能力 は 拡大 を 続け 


ー タ イプ の 可能 性 を 世に 知ら 
アム ロ ・ レ イー 一 その 


BN REL AAX- 78.2 
の 限界 を 超え る こと に な る 。 アム ロ の 尋常 な ら ざ る 反応 
速度 に RX-78-2 の 操 旋 ・ 駆 動 系 が 対応 し 切れ ず 、 オ ー 


バー ロー ド を 起こ すま で に な っ た の で ある 。 その 報告 を 受 
けた 地球 連邦 軍 は 、 コ ン ペイ トウ (| 旧 ソロ モン ) 技術 本 部 
に お いて ひと つの 対策 を 施す 。 それ が 、 モ スク ・ ハ ン 博 
マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 」 だ っ 
ドイ トウ で 行わ れ た RX-78-2 へ の マグ 


ティ ング 処理 作業 は 、 モ スク 博士 自ら が 指揮 する 技術 
チー ム が 担当 は 、 急 を 要する 作業 の 
技術 士官 候補 生 も 動員 され た と 言わ れ 、 そ の 最 中 に ジオ 
ン 公 国軍 の 襲撃 が され て いる 。 し か し 、 処 理 作 
業 が 完了 し た RX-78-3 が 発進 し 、 敵 戦闘 部 隊 の 
MSN-01 サイ コミ ュ 高 機動 試験 型 ザク と 交戦 し て これ 
を 撃破 し た と いう 。 図ら ちず も 、 マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング の 有 
効 性 は 間 を 置か され る こと と な 

また 、 コ ン ペ イト ウ 軍 域 は RGM-79 
戒 に 当たり 、 奇 襲 に 対し て 迎撃 戦 を 
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画 武装 レイ アウ ト 


RX-78-2 は 、 革新 的 な 技術 が 投入 され た 高 性 能 MS で 
は あっ た が 、 実 在 も 定か で な い ニ ュー タイ プ の 能力 を 想定 し 
た も の で は な か っ た 。 それ ゆえ 、 ニュ ー タ イブ と し て 覚醒 し つ 
つい て いけ ず 、 オ ー 


パー ロー ド を 起こ す よう に な っ 
ティ ング は それ を 改善 する た め の 処 理 で 、 ご : 
の 運動 性 能 は 大 幅 に 向上 し 、 姿 勢 変換 
27% も 短縮 され た と 言わ れ て いる 。 ジオ ン 公 国軍 の NT 対 
応 機 を 撃破 し た こと は 、 その 効果 の 表れ と 言え よう . 


EAL PSR 
を 受け る アム ロ 。 19 


ティ ング 処理 を 行う こ 
と を 事 も な げに 話 
た と いう 。 


節 双 動 部 に 対す る も の 
で 、 発 光 は その 効果 と 
も きえ られ る 


MORE INFO! 
サラ ミス 級 の 改造 艦 


コン ペイ トウ が ジオ ン 公国 軍 の 興 撃 を 受け た 当時 、 地 
球 連邦 軍 は 同 要 宣 で 「 星 一 号 作戦 ] に 向け た 戦力 編制 
を 進め て いた 。 その た め 、 コ ン ペ イト ウ に は ホワ イト ペー ス 
を は じ め と する 多く の 私 艇 が 駐 劉 し て いた 。 ОЗА К 
FE OWE CHET ARMREETONUCIT, BB 
時 に コン ペイ トウ の 字 宙 港 に 係留 され て し 
れ て いる 。 同紙 の 中 で は 、 ア ・ パ オア ・ 


日 に コン ペイ トウ か ら 移 民 を 輸送 する 任務 を 帯び た 「 ス ル 
| が よく 知ら れ て いる 。 


ブロ ッ ク を 増設 し で 輸送 能力 を 高 
OET. MSN TUS 
め て 少な い 。 


ジム の 機体 構造 


RGM-79 は 、 一 年 戦争 後期 に 実戦 配備 され た 地球 連 
邦 軍 初 の 主力 MS で あり 、 様 々 な 仕様 や バリ エー ショ ン が 
存在 する 。 コン ペイ トウ の 迎撃 戦 に 投入 され た 機体 が どれ 
に 相当 する か は 不明 だ が 、 外観 は 一 般 的 な RGM-79 に 準 
じ て い る 。 ANTHRO MERIC, ラッ セル 哨 式 区 に 展 
開 し て いた 第 24 哨 戒 部 獣 の ジ - ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 隊 や . 
シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る 債 察 部 隊 と 交戦 し た 第 23 哨 戒 
部 隊 な ど 、 多 く の 部 隊 に 本 機 が 配備 され て お り 、 ジ オン 公国 
ERABRLORWTASAMBERILLENS, 

MS-09R リッ クー ド ム 
(する RGM-79。 

ザ - ハ ロ 9 ィ 

ン 隊 の ジャ ッ ク ・ ペ アー 


FHS IRA ваат. 
тко! 
れる 


アダ ム ・ ス ティ ンダ レ 
イ の RGM79。 BE 
は ラッ セル 哨戒 区 で 


迎撃 戦闘 に 投入 され た 地球 連邦 軍 主 力 MS 


Ш 武装 レイ アウ ト 


ハイ パー・ バ ズー カ と シ 
装備 し た RGM-79 と 、 
ペル 2 区 の 装備 例 。 ジ 
ハロ ウィ ン 隊 の ジャ ッ ク 
ダム 機 が 右 と 同じ 装備 だ っ た 


ボー ル の 運用 と バリ エー ショ ン 


連邦 軍 が 開発 し た RB-79 ポー ル は 、RGM-79 の 支 
援 を 想定 し た 戦闘 ポッ ド で あり 、 単純 な 構造 に よる 生産 コス ト 
の 低 さ か ら 大 量 生産 と 配備 が 行わ れ た 。 さら に 、 作業 用 ポッ 
ド を 出自 と する 設計 了 め え か 、 同 種 の 目的 で 改修 が 施さ れる 
ケー ス も あっ た 。 上 部 の キャ ノン 砲 に 代え て 作業 用 クレ ー ン ・ 
アー ム を 配 し た RB-79G ポール G 型 は 、 その 一 例 で ある 。 


: 幼 へ の ラン チ 積 み 込み 作 
葉 を 行う RB-79G。 宇宙 空間 
で の 作業 に 直し た 構造 

わ ば 先祖 帰り を 果 た | 
ショ ン だ っ た と 言え る 。 


コン ペイ トウ 環 撃 に お いて 、 
RB-79G は RX-78.3 の 武装 を 
運搬 する 際 に も 用 いら れ た 。 
右 は ビー ム ・ ラ イブ ル と シー ルド 
EET SnB-790, 


Шғв79/-// 


APSRB-79C ボー ル 改 修 型 、 RB-79G、 ВВ:796ФЯНЕНИ#.„ RB-7OCAMERMEEAENSS17T, ЭМЕЕ BOR PMN 
異な り 、 音 後 も 運用 が 続け られ た 。 RB-79G に も 、 作 業 用 アー ム が 2 本 の タイ プ と 4 本 の タイ プ が 存在 し て いた と され る 。 
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V] nell зе 


Ei TIRE] CLYDE THD HAL VE. 兵 装 レイ アウ ト に 関す る 制約 


アド ラス テア 級 と リ シ テア 級 に 共通 する 最大 の 特徴 は 、 
ROAM TL ОМНИ ToL OO — 2 
イヤ で ある こと は 間違い な い 。 地上 を 疾走 し 、 眼 前 の 障 
BMELLTE MART ZO 明 し た よう に а 
Гаваа も の 、 タ ее? >. 
イヤ を 装備 し た こと で アド ラス テア 級 と リ シ テ ア 級 は 兵 装 1 Beye % 
の レイ アウ ト に 制約 を 受け る こと に な っ て し まっ た 。 EEO < 
水平 面 より 下 、 つま り 艇 体 下部 は 地面 と 接触 する 可能 性 
が 庫 い た め 、 武 装 を 搭載 で き な く な っ た 。 DEUREN 
体 上 部 に 集中 する 一 方 、 下 方 へ の 火力 が 極 敵 に 党 副 に 
な っ て し まっ た の で ある 。 地 上 を 疾走 し て いる 限り は 下方 
か 攻撃 され る 危険 性 は ほとん ど な い だ ろ う 。 だ が アド ラス 
テア 級 ヒ リ シ テア 級 は 宇宙 湯 艇 で あり 、 宇宙 空 間 や 空中 
を 移動 する 際 に 、 思わ ぬ 死 角 が 生じ て し まっ た の だ っ た 。 
жуа 
СААЗ РШЕ, 
ЕТА 
PREITY CRM, < 


АВЕО 0+4 
шы 


Ш7к2л27% 


Ж 


найт. 
шешен С, 


砲 座 の 配置 を は じ め 、 基 本 
АЕ GA 的 を 兵 装 の コン セプト は アド 
ахъжатоьоть 2 M 
リ 、 砲 が 集中 する 上 部 か 
5 の 接近 は ほとん ど 不 可 
能 で あっ 


大 気 圏内 飛行 を 可能 に し た 、 独特 な 飛行 形態 


タイ ヤ を 搭載 する こと で アド ラス テア 級 と リ シ テ ア 級 の 活 
動 半径 は 格段 に 広がり 、 宇 宙 空 間 は お ろか 空中 地上 

海中 と いっ た 異な る 環境 で の 運用 が 可能 に な 
だ し 宇宙 空間 の 移動 と 空中 飛行 を する 場合 は 、 ミ ノ フ ス 
キー・ ク ラフ ト を 搭載 し た タイ ヤ を 左右 に 展開 し た 独特 な 飛 
行 形態 を と る 必要 が あっ た 。 だ が 飛行 形態 で は タイ ヤ に 設 
置 され た 兵 装 が 艦 の 前 方 に 向い て し まい 、 結 果 と し て 下方 


月 還 の 峡谷 を 飛び 立ち 、 地球 へ 向かっ て 移動 を 開始 し た アド ラメ テア 引 と り 
シテ ア 級 。 タイ ヤ を 展開 する と [パイク] と は 掛け 離れ た 姿 と 言え る 


に 対す る 火力 が 低下 する と いう 弊害 が 生じ て いる 。 


画 リ シ テ ア 級 ご 飛行 形態 
ULF PROLIANT IAT TR 
状 の ユニ ッ ト が ミノ フス キー・ グ 


タイ ヤ 内 に 備え る ドー ム 
思わ れる 


アイ ン ラ ッ ド の 運用 か ら 導 き 出さ れ た 艦 体 構造 


MS 用 カタ バル ト を 有 し な い ア ドラ ステ ア 級 と リ シ テア 級 
の 設計 は 、 当 時 の 艦艇 と し て は 珍し いも の だ っ た 。 た だ | 
同級 に 搭載 され た アイ ン ラ ッ ド 設置 MS は 垂直 離発着 や 
短 距 離 難 陸 を 前 提 と し て お り 、 カ タ パ ル ト が 必要 な か っ た 。 
その た め ス ペー ス を 要する カタ パル ト は 廃 さ れ た の だ ろう 。 


ウ の 組み 立て と 調整 作業 
が 行わ れ て いた 


回 は アド ラス テア 弧 の MS 格納 庫 。 右側 が ハッ チ で あり 、 奥 
定 用 の フッ ク や 折り 基 み 式 の 作業 アー ム が コン パク ト に 


ビー ム ・ シ ー ル ド 

U.C.01 50% (LONER саана 
ВЭБА METI AF P 
も 搭載 し て いる 。 MADMAN 
に 向上 する た め 、 実 進 時 に 展開 され た 


艦 首 ブ ロッ ク に シー ルド 
発生 装置 を 内 蔵 。 ちな 
ーー ル ド 発生 時 は 


п 艦橋 収納 機構 


PEIAF PROSE 


画 MS ハッ チ 
РКУ 7 RLIST PROMS AM SEE TF BOWRIO TC, 
搭載 争 は さほど で は な い 。 TORO RRCIREMUSCebo A: 


ML. MS 
アド ラス 


MORE INFO! 
サポ ー ト 用 艦艇 の 充実 ый 


アド ラス テア 級 と リ シ テ ア 級 に よる 地上 制圧 作戦 ( 地 


の 円 滑 な 進行 の た め に 
を 用 意 し た 。 それ が 補給 作 葉 を 担当 する 「 ア ドラ ステ ア ・ 
タン カー」 と 、 補 修作 業 を 行う 「 メ リリ ン 」 だ 。 戦闘 能力 は 
皆無 と は いえ 、 こ れ ら 支 援 艦艇 の サ : っ て 帝国 軍 
は スム ー ズ な 艇 隊 行 動 が 可能 


画 アド ラス テア ・ タ ンカ ー 
УХУ ЕН, MEE EAE 
に 放置 され た 全 武 装 を 取り 払い (た だ し 地上 
冬 行 能力 は 確保 し て いる )、 余 拭 ス ペー ス に © 
МЕРЕ JARHAT. | 
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п-к. м 
MoMBEDRETS, 
その た め 、 こ の よう な 補 
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機動 戦士 ガン ダム F91 フォ ー ミ ュ ラ ー 戦 記 0122 


[ТАГ 


ホバー・ ク ラフ ト 
機体 下部 を 構成 


ШЕШІ 


№ SPEC -oms-14nr яғ GELGOOG- 


RF ゲル ググ | aa 全高 — (INK 196n RE 189m) 


(ABS ТІЛЕГІ 


ЖЕ SPEC -oMAX-01 GRANIAM- 


全高 一 一 (頭頂 高 46.1m) 
“ЕШ 121521 
2у-3-4Л -- 
フラ スタ - 推 カ - 
装甲 材質 一 一 


ЖЕ ビー ム ライフル 
バー ン ア ー ム ・ 
ー ド ・ ラ ンチ ャ ー- 


RR хыхлыта AMF 
MNS MS 
銃 プ ビー ム 偏向 パリ アー 


ІШ COMPARISON CHART 


A-WVAEEVOBRMSER CRD E NMA 


オー ルズ モビ ル こ と 独立 火星 ジオ ン 軍 の 機動 兵器 の 


うち 、MS-14 ゲル ググ を 模 し た 機体 が OMS-14RF RF 
(リフ ァ イ ン ) ゲル ググ 、MA-08 ビグ ・ ザ ム を ペース と し 
た 陸戦 用 MA が OMAX-01 グラ ン ・ ザ ム で ある 。 

旧 ジオ ン 公 国軍 の MS の うち 、 最 後に し て 最強 の 主 
力 MS ゲル ググ を 撲 し て いる だ け あ っ て 、RF ゲ ル グ グ の 


性 能 は 高 に 。 特に 機動 性 は 主力 機 の OMS-06HF 
RF ザク を 凌 宮 し た が 、 高 コス ト な た め 生 産 数 が 少な く 、 
LRA SCRA HSN TLS (エー スパ イロ ッ ト 
用 に チュ ー ン アッ プ さ れ た 機体 や デル ググ ・ キ ャ ノン を 模 


し た タイ プ も 存在 し た と 言わ れる ) 。 OMS-09RF RF ドム 
と ユニ ッ ト レ ベル の 互換 性 を 持 
整備 面 を 中 心 と し た 運用 性 に も 優れ て し 
旧 ジ オン 公国 軍 の 機体 を 模 し 
と 異な り 、 グ ラン ・ ザ ム は 特定 の | 旧来 型 MA の 外見 を 持 
た な い 、 か f: 
時 か ら 秘匿 し て いた ビグ ・ ザ ム を ペー ス に し た た め だ ろ う 
シャ ルル ・ ロ ウチ ェ スタ ー 少 佐 専用 の 超大 型 MA と し 
C. U. 122 の 地球 侵攻 に 向け て 開発 が 進め られ た 
に 合わ ず 、 組織 の 壊滅 に より 未完 成 に 終わ 


所 属 オー ルズ モビ ル 
ERE 


Ш COLOR 
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RD MAK BEGE 


関連 ファ イル 


FG-01-188 


14RF RF ゲル 


RF ゲル ググ の 機体 構造 武装 


RF ゲル ググ は 機動 ・ 運 動 性 を 重視 し た MS で あり 、 KD 
を 充実 させ た RF ドム や 近接 格闘 戦型 の RF グフ 、 突出 し た 


ア や 、 オ リ ジ ナ ル の 
や ク バッ ク な ども 、 機 動 性 お よび 運 
HENRSEMHLS (その 意味 で は 「RF ゲ ル グ グ 高 機 
動 型 ] と 言っ て も 良い 機体 で ある ) 。 

武装 は ビー ム ・ ラ イフ ル 、 ビー ム ・ セ イ バ ー、 シー ルド と い 
う ス タン ダー ド か つ 堅 実 な も の だ っ た 。 補助 火器 と し て 実 
体 弾 兵器 の アー ム ・ ミ サイ ル と グレ ネ ンチ ャ ー を 装 
備 し て お り 、 除 の な い 武 装 構成 と 言え た 。 

地球 連邦 軍 の ジェ ガン 改修 機 を 上 回 る スペ ッ ク を 持つ 
が 、 第 二 期 MS 相手 に は 不利 だ っ た よう だ 


部 構造 は 連邦 軍機 に 付 て いる 。 【 JA YEE 


機動 運動 性 重視 の MS 
и ЕЯ. НЫ 


主 兵 装 の ビー ム ・ ラ イフ 
ル は 、 Bz: 


t2 


グラ ン ・ ザ ム の 機体 構造 


グラ ン ・ ザ ム は 、 | 旧 ジ オン 公国 軍 の ビグ ・ ザ ム を 再 
する 形 で 開発 され て いた 超大 型 MA で ある 。 MA に は 珍し 
い 陵 戦 専用 機 と し て 開発 さそ た の は 、 オ ー ル ズ モ ビル が 
地球 侵攻 を 想定 し て いた こと が 理由 

歩行 機能 を 持つ ビグ ・ ザ ム も 陸戦 に 対応 し て いた が 、 グ 
ラン ・ ザ ム は 脚 部 の 代 れ ! ー・ ク ラフ ト を 搭載 し た 
ホバー・ ク ラフ ト を 搭載 する 下半身 (相当 の ユニ ッ ト ) は 極 
め て 大 型 に な っ た が 、 こ れ は ウェ ボン プラ ッ ト ホー ム と し て 
の 機能 を 併せ 持つ こと も 要因 と し 

上 半身 相当 ユニ ッ ト に も 、 大 型 メ 方 粒子 砲 を 中 心 と し た 
多数 の メガ 粒子 砲 を 搭載 し て お り 、 陸戦 用 機動 兵器 の 中 
で も 最高 クラ ス の 火力 を 持つ は ず ° 
航 し 、 完成 を 見 な いま ま オー ルズ モビ ル は 壊滅 し た 


J L: PAM OB 


MORE INFO! 


Я—х=ЕЛ ЮНЕ ал готова 
れ た RF ゲル ググ の 改修 機 が 、 OMS-14SRF シャ ルル 専用 RF ゲル ググ で 
MS 時 代 に 開発 され た 、 最 後期 の 旧来 型 MS だ と 考え られ る 。 
の ら の 技術 供与 に よっ て 完成 し た 機体 で 、 通 
に 高 性 能 な うえ 、 ビ ー ム ・ シ ー ル ド を も 搭載 し た 。 
実戦 で は 、 シャ ルル 少佐 の 技量 も あっ て F90 ガン ダム F90 と 同等 の 戦闘 
能力 を 発揮 し た が 、F91 ガン ダム F91 と 交戦 し た 未 、 撃 月 され た と 言う 。 


E SPEC 

全高 一 一 (頭頂 高 20.2m) 
38.2t( 全 備 重 量 55.70 
3.870ку/ 


Jal- 3.870KW | | 
7571 о 

FALE ҮЙ СЛ 

BR ピー ムラ イフ ルビ ピー 

ム ・ セ イ バ ーx2/ ビ ピー 

ム ・ ラ ンチ ャ ー メ ビー 
ムー シー ルド 

LL オー ルズ モビ ル 

ルル ロウ チェ スタ ー 


珍し い 陸 戦 用 の 巨大 MA 


5K な っ た 。 機体 各 部 
= HOA FREMA. $ 
目的 へ の 対応 能 カ も 高い 


| 上 半身 相当 ユニ ッ ト の 中 央 に 
шапата, 
配置 は 原型 機 の ビグ ・ ザ ム と 
同じ 。 グラ ン ・ ザ ム の 主 碗 で あ 
U. Е ТЕЛЕНӘ 


シャ ルル 専用 RF ゲル ググ 


Sarons iteras Г 
バッ ク バッ ク の バー к 
を 外し た 状態 。 メイ ン ・ 
S-i MRA: 
珍し い 構成 で あ - 


ша-»>4х 120-10 


икс” уз ASTRAY 


_ ЦНОМЕКОВО Еее = 


カー ボン ヒュ ー マ ン に 与え られ た 新旧 2 種類 の 再生 改良 機 


様々 な 情報 を 集め 、 


原型 機 で ある ZGMF-X2 
イ パ バー ガン ダム と 同じ く M 


へ の 可変 模 構 を 持つ 、 


最強 の 兵士 の 量産 を 目的 と する 


№ SPEC -\\-26МЕ-Х235 МЕНТ SAVIOUR GUNDAM- 


全高 1869m 全高 18.44m 
ЖШ 74291 ЖШ 90.991 
Fav- — Eza] 
2323E ーー 2323 
装甲 材質 VPS 装甲 装甲 材質 — 
RA MMLGAU25A 20mmCNWSX ЕЕ ドラ グー ンス トラ イカ ー KEE 
2 MA-BAR70 高 エ ネル ギー ラグ ー ン x3/ 小型 ドラ ゲー ン 


イフ ル /MA-M941 ヴァ XB.“ MA-MVOSA WERE 
防 盾 シス テム “MMLGAU2 


[29 x] 76mm 近 接 防御 


НЕ ライ ブラ リア ンー サー ベン ト 


テー ル 
ЖЖЖ グッ ド ・ ヴ ェ イア プイ ライ ジャ ・ 所 属 ライ ブラ リア ン 
キル т BRE プレ ア ・ レ ヴェ リー 
№ COMPARISON CHART COLOR 
жы = LV-ZMF-X23S VENT SAVIOUR GUNDAM 
= 
We GREY YELLOW — GMY 
LN-ZGMF-X13A NIX PROVIDENCE 
e e 
Wie ою ше юш 
=? A 
70 = ィ デ ンス (хе 


J NIX PROVIDENCE | PROVIDENCE 


パイ ロッ ト 
原型 機 の ZGMF-X13A プロ ヴィ 


関連 ファ イル 


秘密 組織 「 ラ イブ ラリ アン ] 。 その 過程 に お いて 収集 され 
た 地球 連合 軍 や ザフト の 既存 MS の デー タ を 用 い 、 組 織 
は 独自 の 強化 や | を 施し た 機体 を 兵士 た 
複製 され た カー ボン ヒュ ー マ ン の 乗 機 と し て いた 

ン ヒ ュー マン の グ 9 ウ ド ・ ヴ ェ イ ア に 与え られ た の 
は 、ZGMF-X23S セイ 
ZGMF-X23S ヴァ ン セ イ バ 
用 する ライ ブラ リア ン の 中 で は 、 


で ある 。 過去 の 機体 を 運 
АС. 3 73 当 時 の 最 


い 組織 が RGX-04 [ZGM-YX-21R] プロ ト セ イ バ ー ガ 
ンダ ム を 擁し て いた こと か ら 開 発 が 実 現し た 。 

一 方 、 組織 の 最高 司書 官 プ レア ・ レ ヴェ リー に 与え ら 
れ た LN-ZGMF-X13A ニク スプ ロ ヴ ィ デ ンス は 、CE.71 
当時 の 機体 を 基 に し た も の で あっ た 。 核 動力 を 搭載 し 
ハイ エン ドモ デル で ある ZGMF-X13A プロ ヴィ デン スガ 
ンダ ム を 原型 と し 、 さら な る 強化 改良 を 施 ж. шщ 
時 の 最新 鋭 機 を 凌ぐ 戦闘 力 を 有 し て いた 。 MAT. 空間 
g 議 能力 に 優れ た プレ ア の 力 を 最 ji 3 
グー ン を 採用 。 兵士 の 適性 に 適う 機体 選択 で 


SRM EAL. 


rr 


MECHANIC FILE 
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風 ] を 意味 する 「VENT] の 名 を 冠 され 、 大 
3 ける 飛行 特性 が 強化 され た 。 また 装甲 材質 の 
より 強度 を 落と さ ず に 重量 の 軽減 に 成功 し て い 
は セイ バー と 同じ だ が 、 ラ イブ ラリ アン の 機体 に 共 
通す る 武装 換装 シ ステ ム を 有 し 、 様 々 な スト ライ カー パッ ク 
の 運用 で 火力 の 増強 が 容易 に な っ て いる 。 な お 、 イ ライ ジャ 
の 手 に 渡っ た 本 機 は マガ ノイ クタ チ ス トラ イカ ー が 移植 され 、 
マー キン グ は サー ベン ト テ ー ル 仕様 に 一 新 され た 。 


шт. 


セイ バー (£) GERD 
配置 が 変更 され た 
LLL 
Ты 
U. МВО 
し 用 が 可能 と な っ て いる 


頭頂 の セン サー と マス ク 部 が セ 
イ バ パー から 変 更 され た 。 セン 
PRADA TARO 
PERMTSE 
気流 の 動き を 控え る た 
化 か つ 特 異形 杖 と な る 


E マガ ノイ クタ チ ス トラ イカ ー 装 備 


сжал. TIERRAS 
そこ で ロウ ・ ギ ュー ル 


Eg ドラ グー ン シ ス テム の 強化 機 
プロ ヴィ デン ス を ペー ス と し 、 ド ラ ГЕ 
に 重点 を 置い て 強化 再 設計 され た 。 ЖШ2Е>2-уо N 
み で の 戦闘 を 想定 し て お り 、 プ ロ ヴ ィ デ ンス が 装備 し て い 
た 兵 装 群 は ドラ グー ンス トラ イカ ー や ショ ル ダ ー ア ー マ ー の 
一 部 と し て 組み 込ま れ て いる 。 EK, 両 肩 を ドラ グー ン の プ 
ッ ト フ ォ ー ム と し 、 右 肩 の 形状 が 雪 の 結晶 に 見 える こと か 
ら 「 ニ クス (ラテ ン 語 で 雪 ) | の 名 が 与え られ た 。 


急造 の た め 、 プロ ヴィ デン 


ケー ブル が 録 出し て いた 。 
本 機 は 「 本 体 で 戦わ な い 
Г 


Temmi 18588 ARBOR, 
アン テ ナ へ の 影響 を 考慮 し て 
ЕАСИ 


スト ライ カー | ча? 


шш 


ЖИСЫМА-МУОБА Ж 


スト ライ カー バッ ク そ の も の が ド 
ラグ ー ン と し て 機能 する 。 MA- 
M221 ユー ディ キ ウ ム | 
イフ ル き 中 央 に 備え 、 こ れ を 
АЕ 
認 さ せる 戦法 も 可能 。 


の 配置 は パイ ロッ 
ト の プレ ア に 合わ せ て レイ 
アウ ト さ れ て お り 、 両 礎 の ド 
uRMLAt3E— 
LRBLUTRE CES, 


М106 アム フォ ル タ スプ 
DAUR LEM 
の 上 部 に 配 し た 構造 は 、 
ZGMF-X19A イン フィ ニッ 
ト ジ ャ ステ ィ ス ガン ダム の 
ファ トゥ ム -01 の 軍用 デー 
SERBUAN: 
| hoger arcane 
ht 


マガ ノイ クタ チ は ミラ ー ジ ュ コロ イド を 用 いた 空力 制 御 に 活用 され て いる 。 図 右 は ネプ ラブ リッ ツ の も の を 移植 し た 直後 の イラ イジ ャ 概 。 


MORE INFO! 
プレ ア と ヴェ イア の 思惑 


ン ヒュ ー マ ン の プレ ア は 、 組織 を 解体 する た め に 
最高 司書 官 の 座 に 上 り 詰め 、「 最 強 で ある カー ボン ヒュ ー 
マン の 兵士 が 使い 物 に な ら な い 」 こと を 証明 し 、 計 画 を 起 
挫 さ せよ うと し た 。 全力 の 自分 が ニク スプ ロ ヴ ィ デ ンス で も 
СНЕ ПОЗЕР CHS EU 
の で ある 。 一 方 カー ポン ヒュ ー マ ン の ヴェ イア は 、 事 故 を 
装っ て ヴァ ン セ イ バ ー を 親友 の イラ イジ ャ に 渡し 、 組 織 を 
脱走 。 世界 を 守護 する た め に 活動 する イレ ブン “セブ ン ・ 
ソキウス と 接触 する 。 そこ で 平和 裏 に ライ ブラ リア ン を 解 
体 する 手助け を 要請 し 、 カ ー ボ ン ヒ ュー マン の 受け 入れ 先 
を 手配 し た 。 パ ラバ ラ に 動い て いた 両者 だ が 、「 ラ イブ ラ 
リア ン の 解体 ] と いう 思惑 は 一 致し て いた の で ある 。 


プレ ア ・ レ ヴェ リー 
SATIP OMERE E. + 
リンナ ル の プレ ア と 同様 に 心根 の 
佑 し い 人 物 で ある 。 カ ー ポ ン ヒュ ー 
マン の プレ ア も テロ メア の 異常 
抱え 、 そ れ が 急速 成長 と な っ て 
BATU. 


ma +-31x 120-12 


MS 06R ГӘ 


_ EAKUI В-1Д:ТҮРЕ ` | | 
高 機動 型 ザク R-1A タ イプ (к; 


-. ® ARE: 
Illustration by MASAKAZU KAWAZOE Color by NAGISA ABE / Special Effect by ATUSHI SATOU (SHAMROCK) 


機動 戦士 ガン ダム OO 


アリ オス ガン ダム ЧУ 


ARIOS GUNDAM -- СЫНЕ. 


頭 部 


— (頭頂 高 19.1m) 


ay At 
{= 

= ЖЕ GN ツイ ン ビ ピー ムラ イフ ルプ GN ビー ム 
TR サー ベル x2 ノ GN ビー ムシ ー ル ド x2 
% ノン GN バ ルカ ン x2.^GN サ ブ ャ シン ガ 


脚 部 
膝 か ら ス タビ ライ ザー 状 の パー 
的 


ダム キュ リオ ス は 、 西暦 2307 一 2308 年 の 戦乱 に お い М の 運用 性 を 
て 一 定 以上 の 成果 を 挙げ た 。 国連 軍 に よる CB 壊滅 作 ç. ロー と し て 展開 で きる 機構 を 
戦 「FALLEN ANGELS」 の 発動 ( ュ リオ ス は 搭 
乗 者 の アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム と 共に 画 獲 され て し ま 
が 、CB (プトレマイオス ) の 再 始動 と 共に 後継 機 の 開発 
が スタ ー ト 。 飛行 形態 で の 運用 性 を より 追 
世代 の ガン ダム と し て 、 アリ オス ガン ダム が 完成 し 
アリ オス ガン ダム は 、 キ ュ リ オス と 同じ アル な 変 A Al 
形 機構 を 採用 し 、 MS 形態 飛行 形態 の 切り 替え 7 年 の 戦乱 で は その 性 能 を 遺 念 な く 発揮 し た の : 


121-3 


武 装 


疑似 GN ド ライ ヴ 搭 載 機 が スタ ンダ ー ド に な っ た 地球 連邦 
軍 や アロ ウズ に 対抗 する た め 、 ア リオ ス も 武装 の 大 幅 な 強化 


対 MS 戦 闘 に 対応 し た 多彩 な 兵 装 群 


E GN ツ イン ビー ムラ イフ ル 


Ш GN サ ブ マ シン ガン 


前 部 装甲 内 に ある 小型 の ビー 


が 図ら れ た 。 主 武装 は GN ツイ ン ピ ー ム ライ フル で 、 攻 撃 力 の PC А 
強化 と 優れ た 連射 性 を 共存 させ る べく 、 2 連装 方 式 を 採用 し 出す る 。 連射 性 能 は GN ツ N. 
て いた 。 胸部 に は 同じ く 2 連装 の GN サブ マシ ン ガ ン を 装備 し イン ヒー ムラ イフ ブル に 勝る {= 
て お り 、 飛行 形態 だ け で な く 、MS 形 態 で も 機体 の 機動 性 を š 
活か す 意 図 が 見 られ た 。 この ほか 、 格 闘 用 と し て GN ビ ピー ム 
サー ベル を 、 防 御 兵 器 と し て GN ビー ムシ ー ル ド を 用 意 し て お п 
H, キュ リオ ス よ り も 対 MS 戦闘 を 重視 し た 仕様 と な っ て いる 。 2 
ony 
ル や GN サブ マシ ン ガ ン 
Fi ап 
ыра る 射撃 兵器 。 上 部 
は 可動 式 で 、 2 方 
向 を 同時 に 攻 繋 する こと 
が 可能 。 MS 形 
5 ず 、 飛行 
で きる 。 
マー 内 か ら 展 開 し た 。 
疑似 GN ドラ イヴ 搭載 機 
と の 格闘 戦 も 増え 】 
め 、 ア リオ ス も GN ビ ピー 
ム サ ー ベ ル を 使用 する | 
Ем | 
| в ®* О АЕ 
тожа TU ABI a UAE- \ / 画 GN ビ ピー ムシ ー ル ド &GN ド ライ ヴ 
と し た シン プル な も の で 、 状 況 に 応じ て 肌 時 に 形態 を 切り 替 [ ーー 
えら れる よう に な っ て いる 。 だ が 、 若 干 の 仕様 変更 も 図ら れ 
て お り 、 特 に 機 普 部 分 は 、 肩 部 に 装備 され た GN ビ ー ム シー 
ルド が 展開 され る 機構 と な っ た 。 また 、 機 首 パ ー ツ は 開閉 式 уу 
と な り 、 MS を 挟み 込む クロ ー と し て も 運用 で きた の で ある 。 С ペー クミ ニン 
うし た 改修 に よっ て 、 飛 行 形態 で も 格闘 戦 が 可能 と な 2772 | Р) 
また 、 キュ リオ ス 同様 、 オプション の 設置 が 可能 で 、GN ア ー МИ 
チャ ー と の ジョ イン ト 機 構 を 備え る 。 | | 
шулык Th | 
ム モ ー ド 」 も 標準 装備 さ | 
れ で て いる 。 メメ ント モ J 攻 
略 作戦 な ど で 発動 し 、 目 | 
т a 
Q GN ピ ビー ムシ ー ル ド 
大 型 の パー ツ 。 中 央 部 に 見 える 分 割線 は 、 ク ロー 部 分 
r ロー を 展開 する 際 を 基点 に 開く 
> =. 
внуков © GN ドラ イヴ 
続 時 。 機動 性 は 多少 機体 の 動力 を 担う GN ан 
低下 する も の の 、GN 複雑 な 機構 が 採用 され た 関節 部 関節 部 に 移動 。 MS 形態 RITA 
これ i は 、 記 部 に 設置 され た GN ビー BALERS 
: 可 動 域 の 干渉 を 防ぐ て いる 。 GN ド ライ ヴ か ら 得 た 出 : 
=. スラ スタ ー (B) に 思い られ た 
キュ リオ ス よ り も フラ ッ ト 
КЕУЕКТІ MORE INFO! アリ オス ガン ダム GNHW/M 
Ят. SHOR 
イノ ベイ ド 勢 力 と の 最終 決戦 時 に 投入 され た 、 ア リオ ス の 武 NUM g 
装 強化 仕様 。 GN ツ イン ビー ムラ イフ ル よ り も 強力 な GN キ ャ ノン AES RIED IMI は ミサ イル を 示 
で yumm や 、GN ミ サイ ルコ ン テ ナ 、 き ら に 旅行 和 用 の GNEー ム ライ ШЫН ын 
フル が 新た に 設置 さも で いる 。 これ に より MS 形態 で の 戦闘 カ 
が 向上 し た ほか 、 飛行 形態 で の 拠点 制圧 能力 が 強化 され た 。 
飛行 形態 で の アリ オス 
NHW: GNS ly 
コン テ ナ の 一 斎 | 
жаш оша 
も 可能 と な っ た 。 
— 


китәйек, * 022 СИ 


ン ビー ムラ イブ ル を 設置 し 、 使 用 する こと も 可能 で あっ た 
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MA 9542. BS 


пато № SPEC 
R-1 АЯ Y ж тез 17.5m 異説 18.0m) 
ТАКЛ R-1A TYPE 20. ec eee 
Кик 


ip 1012kW 
豆 部 BR ザク ・ マ シン ガン ザク ・ バ 


ザク TF 型 用 の 
大 型 ラ ンド セ 


aS ABS ZENT REEN? ВНЕ 


機動 型 ザ ク R (-1) タイ プ の 問題 点 


+ し て も 秘密 裏 に 保 
ン の クオ リティ コン トロ ー ル が 改善 され 、RC1) + ・ フリー ト の 輸送 船 
「 プ の 特有 の 歩留まり の 悪さ も 解 そ 


В (-1) タイ ブ の 基本 構造 を 継承 し た MS 


R(-1) タイ プ か ら の 数 少な い 3 
の 燃料 房 の カー トリ ッ ジ 化 で ある 。 

R-1A タ イプ の 製造 に 合わ せ て . В (-1) タイ プ の 初期 不良 
の 要因 と な っ た 生産 ライ ン も 再 整備 され 、 歩 留まり が 飛躍 的 
に 改善 し て いる 。 推進 話 の 作動 不良 が 激減 し た の は 、 こ れ が 
理由 と され る 。 な お 生産 拠点 は 複数 存在 し "黒い 三連星 " 機 
の 特殊 な 肩 ユニ ッ ト は 生産 拠点 の 違い に よる も の : 

エー スバ パイ ロット へ の 配備 が 多い た め パ ー ソ ナル カラ ー で 
塗装 され た 機体 が 多い こと も 特徴 で “黒い 三 通 星 "の 機体 
и, R/R 灰色 を 基調 と し た カラ ー リ ング が 施さ れ た 。 

な お 、 本 機種 の 代表 的 頭 部 ユニ ッ ト と し て ZA-HO6R/ 
S.U009 が 、 腕 部 ユニ ッ ト と し て ZA-A06R/S.U02.6 が 、 脚 
部 ユニ ッ ト と し て ZA-LO6R/S.U04.1 が ある と 言わ れる 。 


ば 更 点 は 、 ラン ド セ ル と 脚 部 


Тн 
る に も か か わら ず 、R-1A 
タイ プ の 生産 前 は 66 機 


画 全体 図 
1A タ イブ の 外見 は R タ イブ と ほとん ど 変 わら ず 、 パ ー ソ ナル カラ ー 以 外 で 
両機 を 見 分 ける の は 難し い 。R (-1) タイ プ か ら の 改修 機 も ある 、 


< 正面 

偏向 推進 問 と し て の 機能 を 重視 し た 
財部 以外 は ザク F 型 と 大 差 な い 外見 
内 部 機構 は 大 幅 に 変更 され た 


> ш 

SOK ELEM SDR pt 
リッ ジ 化 され て お り 、 иахн 
ば 作戦 行動 中 で も 交換 可能 


вл) タイ ブ 用 と の 外見 上 の 
違い は ほとん ど な い が 、 高 度 
な 推進 力 を 維持 し た うえ 、 推 
進 器 の 作動 不良 も 減少 し て 
いる 。 ERICH HAO 
| 扉 は カー トリ ッ ジ 式 に 変更 され 
THN, 整備 性 が 向上 し た 。 


サブ ・ ス ラス ター や パネ ル 状 の スタ ビラ イザ ー を 備え る 脚 部 も 、R (-1) タイ 
TPR ラン ド セ ル と 同じ く 、 ШЕЮ) TERETE. 


ザク I 用 の 基本 武装 と ジャ イア ント ・ パ バズ の 試作 型 


В(1) タイ ブ と 同じ く 、R-1A タ イプ も ザク T シ リー ズ 用 兵 装 
用 し て いる 。 ザク ・ マ シン ガン 、 ザク ・ パ ズー カ 、 ヒー ト ・ 
ホー ク な ど で あ る 。 "黒い 三連星 " 機 は 、 ザ ク IS 型 時 代 に 
用 し た と いう 大 型 ヒ ー ト ・ ホ ー ク (オル テ ガ 中 尉 機 ) PRAT 
き ザ ク ・ マ シン ガン M-120AC (マッ シュ 中 尉 機 ) を 装備 し た 
可能 性 も 指摘 され る 。 

特殊 な 兵 装 と し て は 、 ジャ イア ント ・ バ ズ の 試作 型 に あたる 
320mm ザ ク ・ パ ズー カ が ある 。 通常 の 280mm ザ ク ・ パ ズー 
カ の 対 艦 攻撃 力 不 足 か ら 開発 され た 火器 で 、" 黒 い 三連星 " 
が R-1A タ イプ で 運用 試験 を 行っ た と 言わ れる 。 


“RUSE OR ASTI 
「 マ セラ ・ ト ッ プ 砲 ] こと ZIM/ 


画 ザク ・ マ シン ガン 
120mm 口 往 の MS 携行 用 機関 皿 。 サク 『 の メイ ン ウ ェ ポ ン で ある 。 Жі» 
時 "で は 、 ガイ ア 大 尉 が 好 ん で 使用 し た よう だ 


画 ザク ・ バ ズー カ 
280mm ロ 径 の MS 有無 反 重忠 ロケ ッ ト ・ ラ ンチ ャ ー」 
攻撃 用 と し て 多用 され た が 、 火力 不足 が 指 憧 きれ る よう 


ЛЕС ИД 
機動 型 ザ ダク は パイ ロッ ト 個人 に 与え られ た 機体 が ほ と 
少数 な が ら 部 隊 単 位 で の 配備 例 も あっ た 。 それ が 
と 第 七 師団 第 1MS 大 隊 司 令 部 付 特務 小 
隊 で 、 3 機 も の 高 機動 型 ザ ク R-1A タ イプ を 装備 し た 。 

R-1A タ イプ を 駆っ て の "黒い 三連星 "の 活躍 と し て 有名 な 


ө 黒い 三連星 

左 か ら オ ル テ ガ 中 慰 (機体 
#806). AAP AR (іе 
体 番号 03) vyra 
(機体 番号 02)。 ル ウム 戦 
役 で は ザク C 型 を 駅 り 、 レビ 
Лето: 


の が 、U.C.0079.09 下 旬 に 発生 し た グラ ナダ 宙 域 の 戦闘 
戦闘 訓練 中 に 出動 要請 を 受け た "黒い 三連星 "は 、 
グラ ナダ 宙 域 に 侵入 し た 地球 連邦 軍艦 隊 と 交戦 し 、2 隻 を 
撃沈 し て いる 。 この 際 、 装 備 し て いた 武装 が 運用 試験 を 任 さ 
れ た 320mm ザ ク ・ パ ズー カ : 言わ れる 。 
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教導 機動 大 隊 時 代 に 搭乗 し た 機 477 ат 
体 。 当時 の 機体 色 は ブル ー グ レー。 MS, (ホワ イト ペース) тез, 
ARR Жеотжынта tR ешузжан/. ВО 
пе 経 風 に は いく つか の 説 が ある 


画 ヒー ト ・ ホ ー ク 


р OMSARAR 
Ж. 上 は 標準 的 な タイ プ 5 だ が 、 
HH-1A タ イプ 用 は S 型 用 の よう な 刃 
の エネ ルギー 許容 量 を 増加 させ た 
モデ ル と も 考え られ る 


E 320mm ザ ク ・ バ ズー カ 


280mm ザ ク ・ バ ズー カ の 火力 不 足 を 受け で. HEL-LB16K/320MMERE 
て 開発 され た H&LLB19K/320mm。 ジャ イア ント ・ バ ズ の 試作 型 に あ た 
る 。 図 は ジャ イア ント ・ バ ズ 。 


MORE INFO! 
R-1A タ イプ の バリ エー ショ ン 


高 機動 型 ザク 系 の 例 に 漏れ ず 、R-1A タ イプ も ほとん ど が 
エー スパ イロ ッ ト に 配備 され た た め 、 パ ー ソ ナル カラ ー で の 塗 
装 や 特 珠 な 角 飾 り が 設置 され た 機体 が 多い 。 


エリ ッ ク ・ マ ンス フィ ー ル ド 中 佐 機 
本 国防 空 隊 に 所 属し た マン ス 
А-ЛЯ, ATS 
本 国防 空 隊 の マー ク を 記し た 。 


マサ ヤ ナカガワ 中 同機 
ア ・ バ オア ・ ク ー の E フ ィ ー ル ド 
ШАСИ 2 DT 
PHORM 
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録 0079 


mi 
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MECHANIC FILE СІЛЕСІ 
AKG ЕУ U72 eae у ora 


サラ ミス 級 は 連邦 軍 に お ける 最初 期 の 宇宙 艦 で ある 。 М 上 方 ノ 側面 
ジオ ン 公団 軍 の ムサイ 級 軽 巡 洋 能 と 異な り MS 運用 能力 — マセ ラン と 内 ПОИЩИ SER 
は 持た ず 、 対 艦 戦 闘 に 重点 を 置い た 設計 を 持つ 。 この 点 2. 4622т, SITI ап. ВИ 
が 、 MS が 主役 と な 年 戦争 期 に お いて ムサイ 級 と の 準 半 備 と 推進 剤 を 含む 全 装備 重量 は 22.0001 と な っ て い 
決定 的 な 差 と な っ て し まう 。 また 、 本 来 で あれ ば 火力 は ム サ 
イ 級 と 同等 で あり 、 特 に 電子 埋 下 に お ける 性 能 は サラ ミス 
級 が 圧倒 的 し か し ミノ フス キー 粒子 散布 環境 下 
で は 充分 に 機能 せ ず 、 そ の 性 能 は 公国 軍 の 同級 艦艇 の 
4096 し か な か っ た と 言わ れ て いる 。 


単 装 と は い ぇ 6 門 も の 
Баласы 


な 運用 性 を 持つ 信秀 
CERTES. 


кешеж: 
PHF MICE HS 


RB79 ボー ル な ど を 
搭載 し な 
MLL THR 15 
ケー ス も 


大 気 園 離脱 用 の 機器 と モビ ルポ ボッ ド 積 載 用 装備 
Ш ブー スタ ー 装 備 時 


ソン 計画 に よる サ - жонына, ECP RE 
間 で 行わ れ た が 、 制 宙 権 が 公国 軍 に 奪わ れ て いた こと も 
あり 、 一 部 は 連邦 軍 本 部 の ジャ ブロ ー 基 地 で 建造 され た 。 
ここ で 建造 され ん た サラ ミス 級 を 宇宙 に 上 げ る た め 用 し 
た 装備 が 大 気 囲 離 脱 用 の ブー スタ ー で ある 。 また 
で は ある が 専用 の 積載 装備 が 新た に 用 意 され 、 モ ビル ボ 
ド 運搬 艦 と し て の 機能 を 持た せる こと に 成功 。 これ に より 
MS モビ ルポ ッ ド 運用 艦 と し て の 機能 も 得 た 。 


жөоза йынш 


@ ブー スタ ー 本 体 

(енен 

жапар юс 

28802-96: 
moen teor 生生 Ë ラン 約 の も の と 比べ て サイ ズ \ 
жынға, BILE 


НОЕ 


98-79 ポール は RGM-79 ジム と の 連 


ЛЕСІНЕ 


$28, AREER са. MTEI AEL TRET? Abba, ВЕНОК 


@ RB-79 策 装置 


ステ ッ プ 上 の 装置 で RB-79 本 体 を 挟み 込 


2% 
る 際 に は 中 央 に ある アー ム を 用 いて 射出 れる , 


ma ssx 121-10 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


MECHANIC FILE TEVA ROE 25/72 (ME) all аб 


: RGE-B790 


У 


シー ルド ノ ヒ ー ト ステ ィ ッ ク 
所 属 地球 連邦 軍 
搭乗 者 シン ・ ド レイ スプ ラフ ! 


アラ スス 


+" 
/ 
f 
胴体 部 背部 
EPR DIESER バック パッ ク は 存在 せ ず 、 朋 休部 
7. тт) аттен 


れ て いな い 
継 機 の RGE-B890 ジェ ノ 部 下肢 部 に 多数 の 姿勢 抽 御 
アス 『 も 受け 継い で いる 用 パー ニア が 設置 され て いる 


腕 部 
人 間 と 比べ る と 、 全体 的 に 
短く ト な 仕様 と な 


A SRB. AGE-1 ガン ダム 
AGE-1 と 比較 する と 、 マ ニ 
эй 


шн 
пози: 
より も 上 側 に 位置 
点 が 特徴 。 腰部 に 関 和 部 
を 保護 する た め の 装 甲 が 
な い 分 、 可 動 域 は 広い 。 ま 
t PROMM 
設け て ある 


[ROP | 後に 地球 連邦 軍 が 開発 し た 最初 期 の 量産 機 


ABP EROBREF RIB COS, НОВ レー ス 用 や 警備 用 の 機体 技術 を 投入 する 形 で 開発 され 
3 し い 戦 闘 が 繰り 広げ られ た コロ ニ た 。 これ に よっ て 生み 出さ れ た 本 機 は 汎用 性 が = 
結 され た 「 銀 の 杯 条約 ] に より 、 、 大 規模 な 改造 を 施す こと な 
は 破棄 され 
の A.G.101 年 、 正 体 不明 の 敵 UE た チュ ー ン ナッ プ を 施 


п=-Ю@ш{+ 「 天 使 の 落日 ] が 発生 。 これ を も 特有 この よう な 特徴 を 持つ ジェ ノア ス 
球 連邦 軍 が 再 結成 され 、UE の 機体 に 3 
ら HGE-B790 ジェ ノア ス が 開発 ・ 量 産 され た の で ある 。 『、 本 機 は UE の ovv-f 
戦闘 用 MS に 関す る ノウ ハウ は 白紙 と な (劣っ て : 
め 、 ジ ェ ノ アス は 工業 用 の モビ ルス タン ダー ド 


MECHANIC FILE 


mell SHEET Oba 


機体 構造 


水準 を 持っ て 生ま れ た ジェ ノア ス だ が 、 あ くま で [IE 
の 杯 条約 ] 後 の 技術 を 用 いて の レベ ル で ある 。 コロ ニー 国 
家斉 争 時 代 の 技術 を 一 部 用 いた ガ フ ラン と 比べ て 、 本 機 
の 性 能 が 大 きく 劣っ て し まう の は 当然 で あっ た 。 運動 性 能 
は ガ フ ラン と 大 き な 差 が な が っ た も の の 、 装 甲 は 非常 に 脆 
Thot この 致命 的 な 欠点 を 軽減 する た め に AGE-1 
ダム AGE-1 の 機体 構造 を フィ ー ド バッ ク 。 胴体 装甲 を 
二重化 する 改修 な ど で パ バイ タルボ イン ト の 防御 力 を 向上 さ 
せ 、 パ イロ ッ ト の 生存 率 を 上 げ る 応急 措置 が 施さ れ た 。 


後継 機 の 形 を 探っ て 
長く 軍用 


AGE- 1 の デー タ を 用 いて 向上 され た 防御 カ 


шн 
PRR A Y-B PAA- 
て いる 。 中 央 に 配 さ れ て いる メイ ン セ ン サー 


(SIERO WARD ERA, 


画 コク ビッ ト 
コク ビル は 胸部 中 央 に 配 


は 正面 と 両 サド に モニ 
ター を 持つ 


“Р 


武 装 


「 銀 の 杯 条約 ] 以前 の 戦闘 や 兵器 に 関す る デー タ を 
破棄 し た こと に よっ て 、 装甲 と 同じ く 兵 凌 も また 脆弱 で あっ 
た 。 ロー ルアウ ト 時 の 兵 装 で ある ビー ム ス プ レー ガン と ヒー 
トス ティ ッ ク は 警備 用 レベ ル の も の で 、 近 距離 か ら の 攻撃 
で きえ UE 製 MS の 装甲 を 破壊 で き な い 代物 で あっ た 。 し か 
し 、 の ち に AGE-1 の ドッ ズラ イフ ル を 参考 に 量産 可能 と し 
た ドッ ズ ガ ン を 採用 。 これ に よっ て ガ フ ラン の 破壊 が 可能 
と な り 、 充 分 と は 言え な いま で も よう や く UE 製 MS に 対抗 
で きる よう に な っ た の で ある 。 


の 攻撃 に 耐え る 
НЕЕ AL Ce 


жаж-оюика 
で まる ヒー トス ティ ッ ク 。 
ファ 


クト の 装甲 に 対し て 8 
НЕВА. 


MORE INFO! 
「 白 い 狼 」 の 駆っ た カス タム 機 


設計 に 余 槍 の ある ジェ ノア ス は 、 優 れ た 操縦 技術 を 持 
つ パ イロ ッ ト の 特性 に 合わ せ て 機体 を チュ ー ン ナッ プ す る 
こと が 可能 だ っ た 。 地球 連邦 軍 の エー ス で あり [AER] 
の 異名 を 持つ ウル フ ・ エ ニア クル は 、 古 く か ら 親 交 の 深 
か っ た 腕利き の モビ ルス ー ツ 鍛治 [マッ ドー ナ エ 房 ] に 自 
機 の カス タム を 依頼 。 その 結果 、 ウ ルフ の MS 提 綴 技術 
に 適っ た 高 機動 型 の RGE-B790CW ジェ ノア スカ スタ ム 
が 誕生 し た 。 ウル フ 以 外 の パイ ロッ ト で は 操縦 が 困難 な ぼ 
と 扱い 辛い 機体 だ が 、 そ れ で も UE に 対し て AGE-1 の よう 
を 決定 打 と は 成り 得 な か っ た の で ある 。 


を 置い 
エ ノ ア スカ スタ ム 。 


ジェ ノア ス の 初期 主 兵 装 で 、 そ の 
ИТШ 
下 は セン サー ユニ ッ ト に な 


сы) 


取り 外し が 可能 , 後部 は エネ ル 
ギー・ カ ー ト リッ ジ で ある , 


жуук. 
スリ ー に お ける 戦闘 
ЕТІЛЕ ТТТ 
フル より 出力 は 劣る が 、 ガ フラ ン 
DRRERS EMAL, 


E RGE-B7S0CW 
ジェ ノア スカ スタ ム 
基部 の スラ スク ター が ら 基 と な 
り 、 局 部 の スラ スタ ー 形 状 も 
変更 され て 弱 動 性 が 強化 され 
た 。 ブレ ー ド アン テ ナ の 堪 設 、 
メイ ン セン サー の ツイ ン ア イ 化 
と いっ た 改良 も 施さ れ て いる 。 


жысто жаһан 
の シー ルド 。 RRB 


る ヒー 


ビー ム ス プ レー ガン TB 
フー マル 機 の ビー ム ス プレ ー ガ ン < 


より も 大 型 化し 、 性 能 も アッ 


いる 。 読 身 下 部 に 専用 の 銃剣 を 


取り 付け る こと が 可能 。 


ЖЕМ, MCE 
нарат 
ызы 
ジ を 与え る が 、UE 拓 MS 
に は 通用 し な か っ た 


トス ティ ッ ク 


プ し て 


に 


UE 


Же == ショ ッ ト 
ATEN T SMEAR 
銃 。 AGE D/O) OBER 
け て 、 フ リッ ト ・ ア ス ノ と ウル フ が こ 
ИЕ IRN ETTI 
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WE аш 


тін ш 


に 上 回 る 戦闘 能力 と 、MS の 性 能 を 限界 まで 引き 出す 「PX 
(PILOTS EXPERIENCE) A] を 持つ 2 機 の ガン 
ダム ジェ ミナ ス を 生み 出し た 。 LOL, 0Z で の 制式 採用 が 
想定 され て いた 同機 は 、 そ の 存在 を 察知 し た 独立 戦闘 部 
隊 0Z プ ライ ズ の 襲撃 に 際 し て 急速 実戦 に 投入 され 、 プ 
ロジ ェクト は 戦闘 と 並行 し て 継続 きれ て いく こと と な っ 
孤立 無援 の 状態 で OZ プラ イズ の 攻勢 を 凄 ぎ 続け 
た も の の 、 敵 の 新型 MS ガン ダム アス クレ プ オ ス の 出 


モビ ルス ー ツ : 0ZX-GUO 1LOB ガン ダム L.O. ブ ー ス ター 


ガン ダム 
L.0. ブ ー ス ター unknown 


豆 部 


О-У ($. か ね て か ら 
計画 され て シス テム 03 「L.0. ブ ー ス ター 
(Liner Offence-Booster)」 の 試作 1 号機 を 
ルアウ ト 。 その シス テム を 用 いて 強化 し た 機体 が . 


ジェ ミナ ス 01 は も と より 様々 な オプ ショ ン 装備 を つ 機 体 


た が 、 し L.0. ブ ー ス ター で は 「 リ アク ター ユ . J を は じ 
め と する 根本 的 な 装備 の 見 直し を 実施 。 これ に より 、 一 
時 は 圧倒 的 な 性 能 差 を 見 せつ けら れ た 敵 MS と 対等 に 
渡り 合う 、 大 幅 な 機動 性 能 の 向上 を 実現 し た の だ っ た 。 


(в) н] ШШ 


バッ ク バ ッ ク 


関連 ファ イル 


Т 


FILE PREVIEW 


03-19 AC の コロ ニー 


高速 飛行 形態 モー ド で の 運用 を 前 提 と し た ユニ ッ ト 構 成 


し L.O. ブ ー ス ター の 機体 コン セプト は 、 ВОВЕ. В 。 画 高速 飛行 形態 モー ド 
速 移動 能力 、 高 機動 戦闘 能力 の 猿 得 で ある 。 ペー ス 機 で 3 次 ドッ プラ ー レ ー タ ー 
ある ガン ダム ジェ ミナ ス 01 は コア ユニ ッ ト 以 外 の 部 位 が 換 
装 可能 で ある た め 、 頭 部 ・ 胸 部 ・ 肢 部 等 は その 機体 コン 
セプト に 沿っ た パー ツ に 換装 され て いる 。 索敵 能力 に つい 
て は 、 パック バッ ク に 3 次 元 ドッ プラ ー レ ー ダ ー を 内 蔵 する こ 
と で 強化 が 図ら れ て いる 。 一 方 、 移 動 能力 と 機動 性 に 関 
し て は 、 背面 の メイ ンス ラス ター、 両 肩 側面 の リア クタ ー ユ 
ニッ ト 、 両 脚 部 の サブ スラ スタ ー に より 突出 し た 空間 機動 
性 を 確保 。 さら に 、 総 合 的 な 装備 の 見 直し に より 高速 巡航 
用 の 「 高 速 飛行 形態 モー ド 」 へ の 変形 を 可能 と し て いる 。 


tt. 進路 上 の 物価 を 
比 速 度 ・ 運 動 ペク トル か 
озен, саис ита 
зт ЗАВИС EL, 


メイ ンス ラス ター 

本 3 あの メイ ンス ラス ター を 待 化す る し 0. ブー スタ ー の 
うち 1 基 は バッ ク パ ッ ク 中 央 、 残 り の 2 基 は 
に 位置 し 、 両 崩 の リア クタ ー ユ ニッ ト や 出血 の 
サブ スラ スタ ー と 連動 し て 高い 機動 性 を 発揮 する 、 


同時 期 に お ける 代表 的 


) 男 リア クタ ー ユ 
доля ン テ ee, スラ スタ ー 兼 増加 動力 炉 . 装備 され る ユニ 

側 頭 部 を 中 心 に 改修 され 、 電 子 装 備 の 強化 に ` hy スラ スタ ー ノ ズル と し て 機能 する 箇所 は 、 ス ラ 

よる 委 英 能力 の 向上 が 図ら れ た も の と 思わ れる 。 スト ピー ムキ ャ ノン 使用 時 に は 砲門 と な る ター が 大 きく 開放 され る 。 


高 機動 戦 及 び 遠 距離 戦 に 対応 する 武装 群 MORE INFO! 


b. ス 01 は AC.195 当 時 の MS と し て は Ш 軽量 型 アク セラ レー ト サ ブ マシ ン ガ ン 
ベーシック な 武装 が 与え られ で てい た が 、L.0. ブ ー ス ター へ ぶた り の パイ ロッ ト 

の 改修 に 際 し て は 、 そ の 標準 装備 の 多く が 再考 され て い ガン ダム し LO ブース ター は ジェ ミナ ス 01 を 改修 し た 機体 
Bo これ に より ライ フル や シー ルド と いっ た 武装 は 高 機動 で ある こと か ら 、 ジ ェ ミ ナス 01 を 操 継 し て いた アデ ィ ン ・ パ ー 
時 の 運動 性 を 優先 すべ く 、 ジェ ミナ ス 01 の も の より も 小型 ネッ ト が 引き 続き メイ ン パ イロ ッ ト を 務め た 。 その アデ ィ ン が 


化 さ れ て いる 。 その 一 方 で 、 リア クタ ー ユ ニッ ト 内 に 装備 さ 
れ た 「 ス ラス トビ ピー ムキ ャ ノン ] の 出力 に より 、 遠 距離 攻撃 
力 は 飛躍 的 に 向上 。 3 次 元 ドッ プラ ー レ ー ダ ー に よっ て 強 
化 され た 案 英 能力 の 思 恵 も あり 、 超 長 距離 か ら の 強力 か 
つ 正 確 な 砲撃 を 可能 と し た 。 結果 と し て 、 総 合 的 な 火力 は 
ジュ ミナ ス 01 か ら 大 幅 に 増加 し た と 見 られ る 。 


新型 MS の ガン ダム グリ ー プ へ と 乗り 換え た 後 は パイ ロッ 
ト が 不在 と な っ て いた が 、 彼 が 0Z プ ライ ズ の 策 語 に よっ 
て 拉致 され た 莉 、MO-V に 身 を 寄せ で いた 0Z プ ライ ズ の 
ロッ シェ ・ ナ トゥ ー ノ が 同機 に 搭乗 。 アデ ィ ン の 救出 へ と 
向かっ た 。 以降 、 同 機 は ロッ シェ の 搭乗 機 と し て 0Z プ ラ 
イズ と の 最終 決戦 時 まで 運用 され た 。 機体 の 特長 で ある 
PX シス テム は アデ ィ ン 用 に 調整 され て いた た め に 活用 で 
き な か っ た が 、 卓 越し た 技量 を 持つ ロッ シェ は 十分 に パイ 
ロッ と し て の 役目 を 果たし た 。 


ジェ ミナ ス の アク セラ レー トラ イフ ル よ り も 小型 ビー ム サ ブ マ | 
シン ガン 。 成 力 より も 連射 性 を 重視 し 、 大幅 な 軽量 化 が 図ら れ て いる 


アデ ィ ン ・ バ ーネット 
ナス 01 の テス メト バイ 
ロッ ト を 季 め る 明る い 少年 
MS パイ ロッ ト と し て 優れ た 
RMS, MEDE 
の 中 で 開花 させ て いく <. 


A.C.195 頃 に 過渡 期 を 迎 
де HEBON М スラ スト ピー ムキ ャ ノン 


画 リア クティ ブシ ー ル ド 


0Z7542 [E 80: 


スラ スト シザー ス (スタ ー ダ スト ナイ ツ )」 の 
ーーー 2 0-9-в. АБОНАТ 
リア クタ ー ユ ニッ ト 内 に 談 備 され た 高 出力 ビー ム 砲 エリ ー ト 意識 が 強く 、 ア ディ 
結晶 構造 の コン デン サー 素子 が ビー ム を 中 収 し 、 エネ ルギー を 放射 ・ 拡 ” と 呼ば れる ユ - нал кота этиий, 
艇 させ る シー ルド 。 шакса. マウ ント され て いる 。 BON 2~1 TR OBA CHR. 拡散 また は 収束 状態 で 発射 する 


жта-#>э+х 121-14 
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モビ ルス ー ツ : GN-007 アリ オス ガン ダム 


wail Ш. 
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MECHANIC FILE (2) ul se 181 


SPEC 
` AMY- | ] 5 ゲー マル ク 28 25.5m (頭頂 高 22.0m) 
1 


Pm 


装甲 材質 カン ダリ ウム 合金 
肩 部 2 連装 ビー ム ・ ラ ンチ ャ ーX2〆 胸 


J m Bn- Т RO 
Зах BRANT 
Pe / ЯЗА лз XD ИНЕ 
42 ピー ム ・ ラ イフ ル X2 3 連装 グレ ネー 
= ド ・ ラ ンチ ャ ー メ 2 ビーム ・ サ ー バ ベル. 
(23 2 肢 部 メガ ・ ビ ー ム ・ カ ノン x2 
A マザー・ フ ァ ン ネル (チル ド ・ フ ァ ン ネ 
To. X1 APRN) х2 
272 所 属 ネオ ・ ジ ォ ン 
2% HEE キャ ラ 


жш 
FAIRER LAMB 
姿勢 制御 用 バー ニア が 


連装 の ビー ム ・ ラ ンチ ャ ー ( メ 
Эа) саз 


ァ ン ネル 、 大 型 の メイ ン ・ 
кка г テー 


も 癒 的 進化 の 産物 


ША бла ыы, 発揮 で きる パイ ロッ ト は NT も し 


に 開発 され た AMX-014 ドー ベ 

ジオ ン 製 第 四 世 代 MS を 代表 す 

Bo AMX-014 と の 大 き な 違 い は 、AMX- 

015 は サイ コ テム を 搭載 し た NT 専用 機 で あ 


122-3 


武 装 多数 の メガ 粒子 砲 と 、 サイ コミ ュ 兵 器 に よる 圧倒 的 な 火力 


AMX-015 は 機体 各所 に 火器 を 装備 し て お り 、 それ ら を 一 
斉 射す る こと で 英 を 圧倒 し た 。 さら に 兵 装 面 に お いて 特筆 す 
べき 点 は 、 マザー- フ ァ ン ネル と チル ド - フ ァ ン ネル で 構成 され 
た 、 本 機 独自 の サイ コミ ュ 兵 器 で あろ う 。 これ は マザー ファ ン 
ネル を ミノ フス キー 通信 の 中 継 地点 と する シス テム を 採用 し 
た も の で 、 従 来 の サイ コミ ュ 兵 器 より も 広範 囲 に 吾 っ て オー 
ルレ ンジ 攻撃 を 行う こと が で きた 。 


AMX-004G 量産 型 キュ ベ 
LEO SEHR, AMX-015 


の サイ コミ ュ ・ シ ステ ム が パ 


イロ ッ ト の キャ ラ と 共鳴 し 


UE] ЕЛСІЗ 720 


| 回 ハイ バー хита 


BORA BAAN тағай, 
Д て おり 、 脇 部 の も の は 2 連装 と な っ て いる 。| 
А WB PRIMA HFA 
は 、30.5MW と 搭載 火器 の 中 で は 最高 の 
(出力 を 有する 


は 、 チ ルド ・ フ ァ ン ネル が 14 
基子 つ 収納 され で いる 。 また 、 
マザー・ フ ァ ン ネル 自体 に も 
ビー ム 砲 を 内 蔵 する 


O チル ド ・ 
ファ ン ネ ル 


回 マニ ビュ レー ター | 
本 機 で は - ー タ ー ま で も が 火器 化 さ | 
їс сау). айлуу FEINE OMW 、 

親指 ビー トム ・ ラ イフ ル [出力 2.3MW)、 * 
ВЕ FEARS 


回 ヒー ム ・ サ ー ベ ル 
特殊 な 形状 の マニ ビュ レー 
ター で も 細め る よう 、 グ リッ 
プ が 輪状 に な っ た 専用 ビー 
ДА+ Fe жилет 
у. MS 同士 の 格闘 戦 で 有 
効 な 武器 と し て 使用 され た 


回 > ガ ・ ビ ピー ム ・ カ ノン 


жы 


砲身 が 機体 前 方 に 展開 し 、 そ の 後 。 
伸長 する 。 本 機 の ビー ム 兵 器 は 機体 前 方 に 
対し て 攻撃 で きる よう に レイ アウ ト され た 


高 出力 を 発揮 する 大 型 ジ ェ ネ レー ター や 、 多数 の ビー ム 兵 
器 を 内 蔵 し た 結果 、 第 四 世 代 MS の 多く は 全高 20m を 超え 
る 大 型 機 と な っ た 。 AMX-015 も 、 全高 25.5m と それ 以前 の 
世代 の MS と 比較 し て か な り の 大 型 機 と な っ て いる 。 これ を 
考慮 し て 、 機 体 の 機動 性 を 確保 する た め の 大 型 の スラ スタ ー 
を 肩 部 お よび 背面 に 措 載 し て いる 。 だ が 、 そ れ で も 機体 トー 
タル で 見 た 機動 性 の 低 さ を 補う に は 至ら な か っ た 。 


ROME PSD 
ТЧ 
О THOS. 
に が 、 操縦 する キャ ラ の 性 格 
の た めか 、 ТИ!С МЄ. 
直接 交戦 する ケー ス が 多 


か っ た 


КЫ 
れ ら を 組み 会わ せる こ ど 
йвесп--оЯш2 


(е 152213 


画 頭 部 
メイ ン セ ン サー は 、 モ ノア イー シ 
ステ ム を 採用 。 頭 部 に コク ピッ 
ト を 挫 載 し て いる 関係 上 、 他 の 
RIE MSL KEL THREE 
が 大 型 化し て いる 


コク ピッ ト ・ ハ ッ チ は 、MS 
で は 珍し く 頭 部 後方 に 配置 
され て いる 。 外 部 ハッ チ が 
下方 に 展開 し た 後 、 内 者 
ハッ チ が 中 央 か ら 上 下 に 開 
いて パイ ロッ ト が 恒 乗 する 。 


MORE INFO! 
ロイ ヤル ・ ガ ー ド と の 連携 


AMX-015 は ハマ ー ン 直属 の 親衛 隊 "ロイ ヤル ・ ガ ー ド " 
所 属 の AMX-117H ガメ ズ アル と AMX-1 17L ÏZ INER 
伴 機 と し て 、 常 に 行動 を 共に し て いた 。 どちら も 白兵戦 に 特 
化し た 機体 で 、AMX-015 と の 高度 な 連携 を 見 せ た 。 


N 各部 スラ スタ ー Q メイ ンス ラス ター 
つき 31.900kg と いう 高 
推力 を 誇る 2 基 の メイ ン ・ ス ラス 
ター。 この スラ スタ ー 自 体 が 広 
= い 可動 範囲 を 有 し 、 本 機 の 機 
67 эмисхасийс. 


ロン グ ・ テ ー ル ・ 

з スラ スタ ー 
ト 、 箇 MS で ある 機体 の 運用 を 支え 
BRC, МЕНЕ 


AMX-015 は 、 通 常 AMX-117 
(LR) а CERT 
動 に 赴 いた 。 PERDON 
НЕВЕСТ 5АМХ.015 
жанс, ВЕНА 


© 冷却 ノズル 
эпвоапллэлэ-ю 
ERCUSED BMRA 
も 本間 に 設置 tc 


で Wa・ サ ン ライ ズ 
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№ SPEC -PETIT Nobile 5.U.1.T.- Ml SPEC -RH-35E- 

Я E y Ъз Җи: ОЛ 

RRL жй SES TxD, 
ピー ム ・ サ ー ベ ル 


' "| 
Ш К ЇЙЇ ШІ І |, ТЕЙООЛЕ+ЖОЛ-/ 


Ш SPEC -MIDDLE Mobile 5.0..т. ІШ SPEC -Jr.Mobile S.ULLT- 


2m ERIE T oot hy 
チッ BR な し EE HEREKE 


モビ ルス ー ツ [ukasa 


№ SPEC -oex- № SPEC -меро- 


PETIT Mobile 5017. АНЗБЕ ‘MIDDLE Mobile SUT 


ook мею 
мех | 


UGHTGRAY RED GRAY 


жо GRAY юм су ‘YELLOW 


スペ ー ス ノイ ド の 宇宙 進出 に 頁 献 し た 作業 機 


モビ ルズ 
の の 宇宙 空間 で 
た 。 同時 に 、 軽 量 で ある こと か 
機動 性 を 有 し 、 そ の 汎用 性 か ら 
2-1 と も 呼ば れ 
の 機体 で は 作業 に = СА た 人 類 の 生 
MS に は 小型 イ 戦 ч に MS は 、 そ の 一 方 
な 機能 は 取り 除 か れ 、 機構 の 簡略 化 が 図ら れ て い と し て 活用 され た 


ドラ ケン E 


間 -35E 


常 兵 器用 小型 MS 


unknown 


小型 MS は コロ ニー で の 治安 維持 な ど に も 
用 いら れ た 。 その 代表 例 が 一 年 戦争 末期 に 
サイ ド 6 の リー ア 軍 が 運用 し た ドラ ケン E で あ 
Bo ミサ イル な ど で 武装 は し て いた が 、 そ の 用 途 
は あく まで 対人 ・ 対 通常 兵器 に 限ら れ て いた 
Ш グラ ナタ 基地 仕様 (作業 用 ) 
公国 軍 グ ラナ ダ 基 地 で | は 
作業 用 の 大 型 ア ー ム に 換 時 され で ОН 
ミド ル ・ H J 
| [N ES a | 0 | Ë モビ ルス ー ツ | inion 
SEET Ë "Әні 1. Ды.) 2) 
ミド ル ・ モ ビル スー ツ は コロ ニー 内 で の 作業 採 縦 技術 を 競う スポ ー ツ が 盛ん に な る な 
を 前 提 と し た 小型 MS で 、 ワ ー カ ー の 中 で は Ë Jr. (ジュ ニア ) モビ ルス ー ツ は 小型 MS の 
中 型 の 部 類 クレ ー ン や ウィ ンチ と いっ ие. 機体 
た 実用 的 な 作業 用 ツー ル を 装備 し て いる , 
Ша o 
ТІЛІ! 
ラ ・ コ ロニ ー で 
w 


DOEK 


ズック は U.C.0090 年 代 の 連邦 軍 が 運用 
体 で ある 。 伸縮 式 マニ ピュ レー ター・ 
アー ム の 先端 に は 3 本 の 多 関節 指 を 内 蔵 し 、 
爆薬 を 扱う な どの 精密 作業 を 行う こと が で きた 。 


МОРЕ INFO! 
MS の 多く は アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 な ど 
の 企業 に よる 製品 だ が 、 中 に は 個人 が 製作 し た カ 
スタ ム メ イド の 作業 用 MS も 存在 する 。 その 代表 例 
が 、MS と いう 概念 も な い ス ペー ス ・ コ | 
作 さ 


製作 し た ゲ ゼ 
イズ は 軍用 MS 並み だ h ら 民間 開発 に よる 
作業 用 MS が 、 小 型 MS の 開発 が 進め られ る 以前 


か ら 字 宙 開 発 に 貢献 し て きた よう だ 。 


U.C.0080 年 代 後半 の 
軍用 MS と 比べ る と 大 サ 
イズ の 機体 が 多く 、 中 


体 も あっ た よう た 


MEDD 


メッ ド は モビ ル ・ ポ ッ ド と も 呼ば れ て いる 小型 
MS の 一 種 で 、U.C.0090 年 代 に 広く 普及 し 
た 。 BOS A ポジ ・ モ ー タ ー を 備え 、 
脚 部 は マニ ビュ レー ター と し て も 機能 する , 


民間 開発 に よる モビ ルス ー ツ 


ша 122-6 
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MECHANIC FILE — лы [2 „ЇЇ 


‚| ІШ SPEC ун ал waren. 1 COMPARISON CHART 
ワッ パ | XØ 全長 5.5m 
m ZEON oa ІН 


TET А うっ と ЕТІ 
HTD L 


№ SPEC -8.M.C.778/2 MIDDLE-CLASS BICYCLE- 
全長 1.8m 


I COLOR 
PVN.A/3 WAPPA BMCZMOMOGECUNBCYC 


GREEN зт б МАХ 


ТИЕ! 
MIDDLE-CLASS MIDDLE-CLASS BICYCLE | ZEON 
接地 脚 


нен 


年 戦争 初期 、 地 球 降下 作 > 開発 され 
国軍 は 、 電撃 瞬く 問 に 地球 0 de 「 機 動 浮遊 機 」 と も | 


『、 急 激 な 勢力 園 の 拡大 は 様々 な 問題 を 

その ひと つが 、 各 占領 地域 に お ける 戦 

当時 の ジオ ン 公 国軍 の 、 拠 Г ーー ニー ニー 
エリ ア し か 掌握 で きず В 4 =. 


機動 戦士 ガン ダム MS 


MECHANIC FILE 


軍用 車輌 : ワ ッ パ 


中 型 汎用 バイ ク 


ІН?) nell ГАШ 


ワッ パ の 構造 


туға, 車体 の 前 配 し た 2 基 の ファ ン を 電動 モー 
ター で それ ぞ れ 個別 に 駆動 させ る こと で 、 高 度 な 機動 性 を 
得 て いる 。 この モー ター は ワッ パ 専 用 に 開発 きれ た 高 出力 
な も の で 、 短 時 間 で あれ ば 十 数 メー トル の 高度 まで 上 昇 す 
る こと が 可能 だ っ た 。 な お 、 こ の モー ター の 駆動 に は 4 基 
の パワ ー バ ッ ク (バッ テリ ー) が 用 いら れる 。 ЗК. RRR 
の ほとん ど が 自動 化 され て お り 、 БУРЕНИЕ THERE 
осал, そう し た 特性 に よっ て 、 本 機 は 幅広 い 運用 
を 可能 と し て いた の で ある 。 


AF yA TOME 


UTR ME 

BUG SE IR 
$ 法 を 用 いる ワッ パ 部 

тыйыл. 


画 操縦 席 周辺 
ТЕМА ВЯ ETULON, パイ ロッ ト は 
書 き 出し の 状態 で 搭乗 し 、 腰 の シー トペ ルト で 身体 を 固定 する 。 


Ш コン ソー ル 周 辺 / シ ー ト 


接地 脚 を 省略 し た 車 休 底 面 の 構造 。 4 其 の パワー バ パッ ク が は め 込 まれ 
た 状態 で 、 図 右 の トラ ス 内 剖 に は 配線 が 確認 で きる 


柔軟 な 機動 性 を 生み 出す ホバー 構造 と 簡便 な 操縦 系 


は 後方 みち 見 た コン ソー ル 周 辺 で 、 グ リル 下方 に フッ トペ ダル が 見 え 
る 。 シー ト は 合 製 で 、 そ の 下 か 名 終 億 が 伸び で いる 。 また 、 シー ト 側 
部 の フレ ー ム に は 下着 式 時 限 坦 完 の ケー ス を 取り 付け る こと が で きる 。 


и» 


ео ине с. Оол 2. 
革 の ファ ン が 特徴 。 全高 2.7m、 全幅 2.1m、 ファ ン 直径 は 1.1m で ある 。 


Bini 


ク の 構造 


中 型 汎用 パイ ク は 、 自 動車 メー カー で ある B.M.C- 社 
(Bieal Motor Company、 通 称 ペン ク ) が 初め て 開発 し 
た バイ ク で 、 同 社 が 得意 と し た シャ フト ドラ イブ 駆動 を 採用 
し て いる 。 また 、 後 輪 の 横幅 を 広げ る こと で トラ クシ ョ ン を 
向上 させ 、 不 整 地 走破 性 を 高め て いる 。 と は いえ 、 名 車 と 
呼べ る ほど の 人 性能 で は な く 、 一 説 に は その 必要 性 が 疑問 
視 さ れ た と も 言わ れる 。 し か し 、 実 際 の 運用 に お いて は 使 
い 勝手 の 良さ が 評価 され 、 か の ラン バ ・ ラ ル 独 立 遊撃 
な ど で も 軍用 され て いた 。 


画 ハン ドル ブリ ッ ジ 
中 和央 に スピ ー ド メー ター を 配 し た クラ シカ ル な 構造 の ハン ドル ブリッジ 。 グ 
リッ プ は ゴム 製 で 、 その 両端 に ウイ ンカ ー が 設け られ て いる 。 


様々 な 部 隊 で 運用 され た 使い 勝手 の 良さ 


m ライ トリ ム 
ライ トリ ム に は 。 バイ ザー 付き の も の と カバ ー 弐 の 2 種類 が ある 。 これ は 
生 閥 時 期 や 配備 地域 に よる 仕様 の 外 い だ っ た と され る 。 


= 


左 は 人 物 と の 対比 回 で 、 コンパ クト な 構造 が 見 で 
取れ る 。 全高 は 800mm で 、 最大 出力 は 50 馬 力 
始動 形式 は キッ ク 式 で 、 マ キシ ム 式 ドラ ム ブ レー キ 
と 前 5 段 ・ 後 2 身 の 変 可 機 を 採用 し て いる 。 


画 サイ ド ケ ー ス ノバ パ バッグ 
BEL RMMOY AY —2 (8) PERO (Ж) を 取り 付け ら 
れる 。 これ ら は 取り 外し て 手提 げ 用 と し て 使う こと も で きた 


мах 
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月 の 武 門 を 司る ギン ガ ナ ム 艦隊 は 、 2500 年 以上 も 軍 
事 カ を 保有 し 、 外 敵 の 襲来 に 備え て きた 。 これ まで 一 度 
も 有事 は な : が 、 軍 事 演習 を 繰り 返 
ショ ン を 維持 し 、 来 る べき 戦闘 の 時 を 待ち 他 び 
ある 。 正 暦 (C.C.) 2345 年 、 HAN 


と 推測 され る マヒ ロー は 、 軍 事 演習 用 の 機 
は な い 。 敵対 する 勢力 が 現れ な か っ 


EB ТІЛЕГІ) 


マヒ ロー 


画 COMPARISON CHART № COLOR 
жй кс рс 


+ PRE Û 
ドウ ェ イト 化 を 


多数 の 光学 

ー が 搭載 され 、 高 い 分 析 能 力 と 通信 機能 が 備え 

られ て いる の も 、 高 度 で 複雑 な 演習 を 可能 と する た めで 
あっ た と 考え られ る 。 


・ ス テロ は 独断 専行 する こと 


MECHANIC FILE 


造 


Ж 運動 性 能 に 優れ た マヒ ロー 独自 の 構造 


マヒ ロー は 、 部位 ご と に ブロ ッ ク 化 され た 外部 構造 の み 
な 5 ず 、 内 部 構造 に も 人 工 衣 繊 維 を 利用 し た 特殊 な シス 
テム が 搭載 され て いた と 言わ れる 。 一 説 に よる と これ は パ 
イロ ッ ト の 動き を トレ ー ス する 「 モ ビル トレ ー ス シス テム 」 と 呼 
ば れる も の で 、 より 直感 的 な コン トロ ー ル が 可能 と な っ て い 
た よう だ 。 事実 、 マヒ ロー 
L. 格闘 戦 で も 力 を 発揮 し た 。 


ж 


機体 だ で 
も 運用 で きる 高度 な 汎用 


RAB СА 
ВОЕН, 868 


пш 
| イー マイ ナー 作戦] や [ 北 EREHAN RSI 
306720808] Эмон 


演習 時 に 練り 上 げた 多彩 

な 作戦 を 駆使 し て 戦闘 を 
た 。 高い 機動 性 を 活か 

инини? Еа 


ЭТА 
つま 先導 分 は 、 ク ロー 
と し て も 機能 し た 


より 通信 機能 は 強化 さ 
(に も な っ で いた 


Ne 
Басен 


B, Ja 
домонат, AONA 
すこ と も 可能 と な っ てい る 


| © XERA 


— s 


ИРИ ЛЯЕТ TH. 
LEO ESIC ID, 英機 を 挟む こ 
と も 可能 と な っ て いた 


きき と な っ て いる 。 KAWRAT, シー ル 
КЕСИНЕ 


格闘 戦 に 適し た 多彩 な 武装 群 


マヒ ロー は 、 遠 距離 か ら の 射撃 も 可能 な トロ イダ ル 状 防 
桶 内 蔵 メガ 粒子 砲 の ほか 、 接 近 埋 で 成 力 を 発揮 する 小型 
の ハン ドガ ン (REN-DO) と 半 固 定式 カッ ター を 装備 し た 。 
複数 機 で の 連携 行動 時 に は 主 に メガ 粒子 砲 を 、 単 独 で 
の 戦闘 で は REN-DO や 半 固 定式 カッ ター を 使用 する こと 
で 、 あら ゆる 状況 に 対応 し た 。 


メガ 粒子 砲 


画 半 固 定式 カッ ター 
腕 部 に 装備 され て いる 格 
WEE. HAHEI RIK 
х5 


. 手首 部分 REN-DO と 名 付け られ た 小型 の ハン 
NR | x: ドガ ン 。 зэргэ», WO 
と な っ て いた 。 „ё ゆで グレ ネー ド 絆 


жы 
開 す る 方 DELI 
EEA сани. 


Шы SIR 


СЕРА 
イン ト 部 を 包囲 する よ 
うに 科 子 加速 器 が 挫 
Ment. 使用 時 に 
н-т RX 
し 、 20x 
ルド に 内 蔵 きま れ て い жан. 

る 射撃 兵器 。 大 型 の 

粒子 加速 器 に よっ て 


左 回 は REN-DO の 本 体 。 ЖЕ 
арни, РЖАТЬ 
\ 7521854). 


© 装備 時 
FEN-DO の 携帯 時 は - 半周 定式 
カッ ター の 上 部 が 展開 し 、 本 体 と 


干渉 し な いよ うに な っ て いた N 


и 


素早 い 乗降 を 可能 と し た コク ピッ ト 


マヒ ロー の コク ピッ ト は 、 股 関節 部 に 内 蔵 され る 形 で レイ M REDO 
アウ ト さ れ て いた 。 乗降 時 に は 股関節 部 か ら コク ピッ トシ ー 
ト 全 体 が 吉 出 する 方 式 で 、 ロ ー プ な ど を 使わ ず に その まま 
乗降 する こと が 可能 と な っ て いる 。 この 機構 に より 、 地 上 


に ラン ディ ング し た 状態 か ら で も 素早 く 乗降 で きた 。 


「 モ ビル トレ ー ス シス テム 」 


を 採用 し て いた と 見 られ る ЖО 
が 。 келье (М | 
MENTS, ВЯ NN Z 
用 する 機構 と な っ て いた А 
$ 


эты: 


大角 形 の パネ ル が ディ メ ブレ | 
чатта). BIC б 
別 の 情報 を 表示 する こと も で | 


RR 
上 に 近づけ る こと で コ | 
ео 
BEETS, 


Ps 


えら れ た コク ピッ トシ ー 
ト 。 パイ ロッ ト は Ж 
用 の スー ツ を 着用 し 
ташта. 


она. BI 
нз 


方 の レー ル を 使っ て 可動 する 方 
式 だ っ た 
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機動 戦士 ガン ダム SEED VS ASTRAY 


(м8) mebi sue 2088 


LG- BAF X105 agg a gg iim 
7. J GALE STRIKE GUNDAM | Юй 6511 


9-4) — 


攻 慎 シス テム [トリ ケ ロ ス ] ノ ビア 
ロッ ク 「 グ レイ プ ニ ー ル ] № 


所 属 ライ ブラ リア ン z Е: 
ЖЖЖ МО HE( エ ヌ デ ィ ・ ヒ ィ ) 搭乗 者 リリ ー・ ザ ヴァ リー 


- COMPARISON TANI, I COLOR 
= \G-GATX105 GALE STRIKE GUNDAN 


BLUE ИНТЕ ORANGE 


LN-GATX207 NEBULA BLITZ GUNDAN 


жн Guy 


LN-GATX207 222222 = 


MBF-PO1-Re02 ガ 
アァ スト レイ ゴ 
ミナ と 同じ ツ ム ハ ノ タチ を 装 


パイ ロッ ト の 特性 に 合わ せ て 強化 改修 され た 機体 


た すら 情報 の 収集 を 行う 秘密 組織 「 ラ イブ ラリ アン | (сара 格闘 戦 に 特 化し た 設計 変更 が な され て いる 。 
は 、 309858 RP ОКОВЫУМ5 ЕЕЕ ・ 強 化 改 良 最高 司書 官 プレ ア ・ レ ヴェ リー 直属 の 特殊 部 隊 と な る 
れ ら の 機体 は 、 カ ー ボ ン ヒ ュー マン と ザ ヴ ァ リ ー は 、 GAT-X207 ブ 


し て 複製 され た 優秀 な 兵士 の ほか 、 組織 が 生み 出し た 独 
自 の 戦闘 用 コー ディ ネイ ター な ど に 


GAT: x1 05 ケイ ルス トラ イク で ある その 実は ステ ルス 機能 を 用 いて | て 移動 に 見せ 
トラ イク は スト ライ カー パッ クシ ステ ム を 運用 する 汎用 性 の 掛け る トリ ッ ク で 、 同 一 遺伝 子 を 持つ 複数 の リリ ー と 複数 
高い 機体 で あっ た が 、 ゲ イル スト ライ ク は パイ ロッ ト の 特性 。 の ネ ブ ラ ブ リッ ツ が 揃う こと で 実現 可能 な 戦法 で あっ た 。 


Co: EEI 


MECHANIC FILE ТІЛЕГЕНІ 


МЕУ АРА IOI’ RR РТР ee ts Еа ЗМ 


エー ルス トラ イカ ー の 推進 シス テム の 移植 と 機体 各部 画 頭 部 
の 再 構成 に よっ て 、 高速 機動 戦闘 を 実現 させ た 。 その 戦 

い 振 り は 戦場 に 吹き 荒れ る 「 強 風 」 (ゲイ ル ) DALT E 
式 番 号 の 頭 に 付く [LG] は 「 ラ イブ ラリ アン ・ ゲ イル 」 を 意 。 や 
味 する 。 両 肩 に 追加 され た 異色 の 推進 器 は 、 前 方 向 や 

左右 、 さら に は 腕 の 動き で より 広範 囲 に 推力 を 展開 で きる 

軌道 変更 器 と 言え よう 。 これ に より 敵 へ の 接近 時 な ど に 、 
既存 の MS に は な い は どの 如き と 変則 的 な 機動 を 可能 と し 

tee これ に 加 ぇ 、 主 兵 装 の 対 艦 用 で ある ウイ ング ソー は 移 

動 時 に 機体 の 動き を サポ ー ト する 愛 と し て も 機能 。 両手 に 
装備 し た 状態 で は 、 滑 空 時 の 気流 制御 や AMBAC (質量 

移動 に よる 姿勢 制 御 ) まで こなし た 。 武装 と し て も 
実体 剣 で は な く 、 刃 の 部 分 が 対象 の 装甲 素材 に 合わ せ た 
周波 数 で 微細 に 振動 し 、 強力 な 切断 力 を 発揮 する 。 


755222454 
可動 アー ム で 青 面 0 


ゲイ ルス トラ イク は 機動 
54 


ブリ ッ ツ の 標準 兵 装 で ある ユ コ ロイ ド を 、 最大 限 
に 活か す た め の 機体 。 本 機 は 「 ミ ラー ジュ コロ イド ・ テ レ 
ボート] と 呼ば れる 有 間 移動 能力 を 持つ 。 パイ ロッ ト は 同 
ーー 遺伝子 を 持つ 複数 の 少女 (リリ ー) で あり 、 量子 通信 
能力 で 互い の 位置 を 空間 座標 と し て 把握 で きる 。 この 能 
力 を 活か し 、 乗 機 で ある ネ ブ ラ ブリ ッ ツ を 複数 用 意 。 1 機 だ 
け 姿 を 現し て 交戦 し 、 ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド ・ ス テル ス で 姿 を 
消し た 残り の 機体 と 連携 を 取り 、 離れ た 位置 で 次 を 消し た 
り 現し た りす る こと で 眼 間 移動 に 見 せ 掛け る 、 大 掛か りな 
トリ ッ ク で あっ た 。 な お 、 深 紅 の 機体 色 は グッ ド ・ ヴ ェ イア 
の 機体 に 採用 され る 予定 で あっ た が 、 リ リー の 強い 主張 に 
よっ て 本 機 の カラ ー リ ング に 定着 し た と いう 


画 背面 Nm 攻 慎 シス テム 「 ト リ ケ ロ ス 」 
プリッ ツ の 主 琴 装 を その まま 採用 し た 複合 兵 状 
内 装 欧 の ラン サー ダー ト は 、 他 に も 予備 直 装 と し て 
BRR ABIL CAMER, BOREAL CUS, 


ジュ コロ イド を 用 
ワー を 強制 放電 させ る 
を 、 ス トラ А 


авт 


МОВЕ INFO! 
特殊 な ライ ブラ リア ン 


ライ ブラ リア ン は 最強 の 兵士 の 量産 計画 を 推し 進め て お 
戦闘 能力 の 高い 優秀 な 人 物 の 遭 伝 子 ~ 記 憶 情 報 を 基 に 複 
ヒュ ー マ ン を 生み 出し た 。 ЖЫМ 
で 構成 れる が 、 リ リー の よう に 造ら れ た デ 
ザイ ン ペ ベイ ビー も 存在 する 。 また 、 基 本 的 に 死者 を 複製 し て い 
る カー ボン ヒュ ー マ ン だ が 、 ND HE [エヌ ディ ・ ヒ ィ ) は 例外 と し 
て 存命 中 の 人 物 の 複製 体 で ある 。 この こと か 5 ら 組織 は 、 様 々 
な アプ ロー チ で 最強 の 兵士 を 模索 し て いた こと が わか る 。 


MND HE( エ ヌ デ ィ ・ ヒ ィ ) 
9-“А%-лоЯт йо. ж 
RON T BSH AAA 
ヒュ ー マ ン 。 MITE жаю 
RERRREOMESS, ERIE 
ЖСЖ, TUS, 


画 リリ ー・ ザ ヴァ リー 

プレ ア 直 属 の 特 祭 部 隊 。 同一 
Оен, 
実験 の た め 様々 な 環境 下 で 育て 


リリ ー は 人 為 的 に 最強 の 
兵士 を 目指 し て 造ら れ で お 


ター の キラ ・ ヤ マト (£) 
に 近い 存在 か も し れ な い 。 


人 で 異な っ て いる 
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可変 モビ ル ア 


J NRX-055 バウ ンド ・ ド ッ ク 7% 
Í | 


273m 
82 7t( 全 備 重量 129 41) 
2.260001 


所 属 
搭乗 者 

COMPARISON CHART № COLOR 
と 


張 化 人 間 の 精神 を 縛り 戦闘 衝動 を 増幅 させ た NT 専用 機 


ー タ イプ 研究 所 の 協力 を 得 た 地球 連邦 軍 が 、 作 機能 が 改善 され た 、 パ イロ ッ ト の 精神 は 従来 の 
NT 専用 機 と し て 開発 し た 試作 TMA (可変 MA) が 41215 7 食 さ れる こと と な っ 
NRX-055 バ ウン ドド 
考 を 操縦 


いる 点 が 特徴 

it ら 発する サイ コ ・ ウ ェ ー ブ に よっ て パイ ロッ ト の : 
識 を 拘束 し 、 戦闘 衝動 を 発生 させ る 機能 も 有 し て いた 
結果 、 こ れ ま で 強化 人 間 に 苦痛 を 強い て v 
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機動 兵器 と し て 十分 な 戦闘 力 を 発揮 し た 火器 


NRX-055 は ファ ン ネ ル の よう な サイ コミ ュ 兵 問 を 装備 し て 
いな いこ と か ら 、 NT 専用 機 と し て の 戦闘 力 が 劣る と 見 る 向き 
も ある 。 し か し 、 大 出力 の 拡散 メガ 粒子 砲 や 専用 の ビー ム ・ 
ライ フル と いっ た 火器 を 有 し て お り 、 機 動 兵 器 と し て 充分 な 
戦闘 力 を 備え て いた 。 特筆 すべ き は MS ご MA 形態 の 両方 
で この 2 種 の 火器 を 使用 する こと が 可能 な 点 で ある 。 実戦 で 
も 両 形態 で 効果 的 に 使用 され て て いる 。 


用 ビー ム ・ ラ イフ ル は 、 
MA 形態 時 も 機体 上 部 右 


MOD REL 
サー ベル も 有 し て いる 。 サイ 


画 専用 ビー ム ・ ラ イフ ル 


№. 一 般 的 ライ フル と 比べ て 小型 だ が 、 出 力 は 
2.1MW と 主 カ MS の も の と 同等 の 成 力 を 持っ て いる 。 


ー ム ・ ラ イフ ル は 機体 前 方 
の 状態 で も 上 


ш 拡散 メガ 粒子 — ) 
RRO AK ETT бог 

能 な > 方 電子 砲 。 出力 は 16.4 Чё 

MW と 本 機 が 装備 する 火器 の — 
Фтахоиљева. EM 
тсийантовын, ав 
体 は 小型 化 き れ て いる . 


© MA 形態 で の 展開 位置 

NMS 形 能 時 の 盾 ) の カバ ー が 右 に 開き 
小型 アー ム に よっ て 技 散 メガ 末子 砲 の 
基部 が 現れ 機体 和 方 右側 に マウ ント され る 。 


EW ¿osa 


NRX-055 の 可変 機構 は 、TMS と は 方 向 性 が 異な る 。 こ 
れ ま で の 主 な 可変 機 は 、MS 形 能 時 に 機体 各部 に 配 さ れ て 
いた スラ スタ ー を 、MA 形 態 時 に は 後方 に 集約 させ て 准 力 を 
高め て いた 。 し か し 、 こう し た 形態 の 変化 は 複雑 な 機体 構造 
を 生み 、 整 備 性 の 低下 を 招い た 。 一 方 、NRX-055 は 上 半 
身 を スカ ー ト 部 に 収納 する と いう 簡易 な 可変 機構 を 採用 し た 
述 の デメ リッ ト が な く な り 、 信 束 性 や 整備 性 の 高い 機 
て 完成 し た 。 また グリ プス 戦役 後期 の 機体 だ け に 、 こ れ 
地球 連邦 軍 で 多数 開発 され た 可変 機 の ノウ ハウ が 随 
所 に 反映 され て いる の は 想像 に 難く な い 。 その 意味 で は 、 本 
機 は この 時 代 に お ける 連邦 軍 製 可変 機 の ひと つの 到達 点 
と 言え る だ ろう 。 


NRX-055 の 可変 機構 を 実 
現す る ムー パブ ル ・ フ レー ム 
は 本 機 独特 の も の で ある 。 
の 構造 は 、 誠 部 を 支点 に 
半身 を 回 転 させ る と いう 他 
見 な い 動き も 可能 と し 


MORE INFO! 
試作 型 NRX-055 


ング が 施さ れ た NRX-055 の 試作 1 号機 
・ キ ャ パ が パイ ロッ ト を 務め 、 モニ ター 
機 と し て 運用 され た 。 精神 状態 が 不安 定 な ロ ザ ミア の 監視 
役 で も あっ た ゲー ツ は 彼女 が 駆る 2 号機 や MRX-010 サイ 
・ ガ ンダ ム Mk-I に この 1 号機 で 随伴 し て いる 。 また 、 レ コ 
ア ・ ロ ンド 率い る シロ ッ コ 派 の MS 部 隊 が ドコ ゴス ・ ギ ア を 馬 軸 
し た 際 、 1 号機 は PMX-001 パラ ス ・ ア テ ネ と 交戦 し た 。 


ダー ツ は 、 品 サミ ア と 比較 し て 捕 神 
状 馬 が 極め て 安定 し て いる 強化 人 
間 だ っ た 。 彼 も また 、 パ スク ・ オ ム 
が 編 市 し て いた 強化 人 間 部 隊 の 
一 肌 で あっ た 。 


| われ な い 可 変 機構 採用 に よる 多数 の メリ ッ ト 


№ SPEC 
全高 130m 
全幅 152m 
重量 827t 
(全備 重量 129.41) 


が MA 形態 時 の メイ ン ・ カ メラ と な る 。 


画 コク ピッ ト 


2 号機 の 随伴 時 、1 号機 の コク ビッ ト は 福 」 
オペ レー ター 用 の コ ・ パ イロ ッ ト 席 に は 、 オ ー 
所 員 の ロー レン ・ ナ カモ ト 午 士 が 搭乗 し た 


て いた 
カスタ 


E MA 形態 底部 
(の 上 半身 が 90 度 右 に 回 転 


MSH AEBS BIR ABO? 
ロー・ ア ー ム と な り 、 МЕТ 
近接 戦闘 な ど で 使 用 れる 。 
MSA-005 メ タス に 組み 付き 、 
АОБЕЖИСЕСЕЬЬ 


で は 脚 部 の み MS 時 
に 変 形 さ せる こと が 可 


ト へ と 保 し て いる 


ma waz 123-4 
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プロ スペ ロー は 当時 の 民間 船 の 中 で は 大 型 の 部 類 に 入 

り 、 各部 の 構造 が 明確 に 区 画 化 さ れ た 設計 は 、 他 の 旅客 
船 に は ほとん ど 見 られ な い 。 本 船 は さま ざま な 設備 を 有 し 、 
旅客 船 と し て 非常 に 充実 し た 機能 を 有する 。 U.C.0080 年 
代 未 か 5U.C.0090 年 代 初頭 に か け て 運用 され て いた 旅 
容 娘 は 、 従 来 の スペ ー ス シャ トル の 構造 を 踏 衣 し た も の や 
貨物 船 か ら 発展 し た タイ プ の も の が 多かっ た 。 そう し た 状況 
を 鑑み る に 、 宇 宙 ス テー ショ ン の 機能 さえ も 備え た プロ スペ 
ロー は 地球 園 を 代表 する 大 型 旅客 船 だ っ た と 言え る 。 


いつ も 通り に 周回 軌道 を 


m: 
— ia 
画 プロ スベ ロー 展望 室 
船体 レイ アウ ト セン ター シャ フト 沿い に 設け 5 


WEAR MBF OIE 
ンタ ー シ ャ フト 、 模 関 部 の 3 つか ら 


БЕТАНИЯ 
特徴 の ひと つ で ある 。 


の 旅客 事業 を 代表 する 設備 と 機能 


E T 


は 、 Mill Елон ва, これ ほど 大 
規模 な 展望 設備 を 備え る 宇宙 角 は 他 


を 見 な い 。 


展望 室 は いく つか の 区 


し で 乗客 の た の 
が 設け られ て いる 。 


ドッ キン グ ・ ペ イ 

公記 ブロッ ク の 後部 に シャ トル を 連結 す る ドッ キ 
ング ・ ペ イ を 有する 。 軌道 を 往還 し て 乗客 を 輸送 ンタ 
する シャ トル を 、 同時 に 4 機 まで 係留 で きる 。 


ャ トル の 第 尾部 を ドッ キ 
ング ・ ペ ベイ と 連結 し 、 乗 


る こと も 可能 で ある 。 


セン ター シャ フト 

人 工 重 カ プロ ッ ク で ある 回 ! 
ャ フト | と 呼ば れ 、 キ ャ ピン や その 他 の ブロ 
ク を 繋ぐ 交差 点 の よう な スペ ー ス 】 


画 の 中 央 は Ге 


чине 


位置 に 据え られ で い る 。 


プロ スベ ロー の 運航 内 容 と 民間 船 が 抱え た 上 


U.C.0087 示 の 時 点 で 本 船 は 地球 周回 軌道 と 月 を 束 
い だ 航 路 を 往復 する 定期 便 と し て 運用 され 、 地 球 囲 を 旅 
する さま ざま な 乗客 の 足 と な っ て いた 。 その 隊 に 乗客 た ち 
は 、 ま ず 地 上 の 宇宙 港 か の ら シャ トル で 地球 周回 軌道 まで 上 
が り 、 そ こ に 停泊 し て いる 客 始 に 乗り 換え る と いう 、 か な り 
の 手間 と 言え る 段階 を 踏む 必要 が あっ た 。 な お 、 グ リブ ス 
戦役 の 頃 に 本 船 の よう な 豪華 旅客 便 が 制限 され て いた と 
いう 記録 は な い が 、 宇宙 の 至る と ころ で 戦闘 が 行わ れ た こ 
と は 確か で ある 。 旅客 便 の 航空 会 社 は 自ら の 判断 に よっ 
て 安全 な 航路 を 見 つけ 出す 必要 が あっ た の だ ろう 。 KR 
の 事件 は その 問題 き 彫 り に な っ た も の と 言え る 。 


Rem Ana OE {EOE 


安全 を 期す べき で あっ た 
жент 
れる 事態 と 言え る だ ろう 


プロ スペ ロー に 連絡 する シャ ト 
ル の ひと つ は 、 ダカール 宇宙 港 
か ら 打ち 上 げ ら れ て い : 

この チケ ッ ト を 手 に 入れ 

は 、 Еш 


船内 ガイ ダン ス で は 地球 幸 首 


НЕА. 


当時 の 地球 還 は エッ ー ゴ と ティ 
ター ンズ 、 その どちら に も 属さ な 
い 連 孝 軍 の 3 派 が 入り 乱れ る 
状況 で 、 民 間 船 が 軍 然 する 
は 不都合 が 多かっ た と 言え 


クウ リン グ と キャ ピン を 熱く シャ フ 
‚ 乗客 は これ を 用 い 


пенш [Mn] で あ 
る キャ ピン と 直結 さ 


アリ アル を 係留 し て お り 、 非 常時 
ト と な る キャ ピン 。 ノー マル スー ツ な ど が 備 
2 も 設け られ て いた 。 


キャ ビン 外壁 に ある 3 つ 
DRIFT IU 
MEATH), ажи 
連絡 通路 を 通っ て エア リ 
アル に 搭乗 する 。 


MORE INFO! 
プロ スペ ロー 号 事 件 


プロ スペ ロー は UC.0087 未 、 テ ィ ター ンズ の 埋 闘 に 
巻き 込ま れ て 損傷 し 、 制 御 を 失っ て 暴落 し た 。 これ が 「 プ 
ロス ペロ ー 号 事件 」 と 呼ば れる 事故 で ある 。 乗員 と 乗客 
に 犠牲 者 は な か っ た が 、 定期 航 台 を 航行 し て いた 民間 船 
を 巻き 込ん だ ティ ター ンズ の 責任 が 問わ れる と 共に 、 戦 
時 下 の 宇宙 航行 に つい て も 問題 提起 が 行わ れ た 。 


ジジ を 受け リン グ の 一 名 を 欠損 
し た ブロ スペ ロー は 、 制 御 を 
失っ て し まう 。 


本 HFP 
RAD-ORERRUT o 


а. サンライズ 


123-6 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


ТШ I Í ) 2900 Š (EW) aÜ] єл 


> ы | SPEC 
07-00528 トー ル ギ ス m @ 
-х A 


ン 砲 X2 
取り 付け られ て いる 。 RH 
動 させ る こと が で きた 


マリ ー メ イア 軍 と 対 財 し た トー ル ギ ス の 発展 機 


(アフ ター・ コ ロニ ー) 175 に 完成 し た 初 の 戦闘 発 、 そ の うち の 1 機 が トー ル ギ ス 由 で ある 
・ ト ー ル ギ ス は 、20 年 の 時 を 経た A.C.195 の 戦 トー ル ギ ス 皿 は 、 ト レー ズ が A.C.195 の 間 
N: た 2 号機 トール ギ ス I」 と 同時 期 に 完成 ト 
本 機 は ッ われ て いる 。 2 号機 が 1 号機 と ほぼ 同様 の 性 能 を 有 し 
一 流 の 技術 と 強 親 な 精 
キス の 搭乗 に より 、 その 戦闘 能 
当時 の 0Z の MS や 5 機 の 
明 し て 見 


MECHANIC FILE. 


大 出力 火器 と 格闘 兵器 の 共存 


1 号機 ・2 号 機 と 基本 構造 は 共通 し て いた トー ル ギ ス I № メガ キャ ノン E シー ルド / ヒ ー ト ロッ ド 
で あっ た が 、 対 ガン ダム 戦 や MD (モビ ルド ー ル ) と の 戦い ーー 左肩 に 装備 され て いる シー ル 
に も 対応 すべ く 、 武装 の 強化 が 図ら 5 れ て いた 。 メガ キャ ノン с-ш” ーー лы Шаа талар; デン 
は ドー バー ガン に 代わ る 本 機 の 主 武装 で あり 、 最 大 出 カ ーー ーー нотеооноиилаланы | теі 
時 に は ウイ ング ガン ダム ゼロ の ツイ ン バ パス ター ライ ブル と 同 通常 出力 モー ド で も ドー バー ガン を 超え る 威力 
等 の 破壊 力 を 有 し た 。 また 、 ガ ンダ ム エ ピ オン に も 搭載 され を し 、MS だ け で は を 人 上 を も 織 壊し た 。 | 
た ヒー トロ ッ ド を 装備 し 、 格闘 戦 で も 威力 を 発揮 し た 。 
メガ キャ ノン は 衛星 を 破壊 
する だ け の エネ ルギー を 
持ち 、 т том a 
Fas A AB EMO š 5 
BFE HEL: 出力 モー ド 。 発射 まで に 要 す 
a る 時 間 は 通常 より も 長い が 、 その 破壊 力 は 絶大 で ある 。 
tO FDR, ガ 
жшт, 7 
リュ ッ セ ル の 首相 官邸 を 
右手 し た マリ ー メ イア 軍 の 
主力 機 ・ サ ー ペ ント と 対 
財 。 複数 機 を 撃破 する こ 
と に 成功 し た 。 
ш LDR 
ETTI 
пәк, BARTHE 
астат EDEMATOUS! Wayru: サー ベル と 使い 分け る こと 
理 制 対人 制圧 用 の 火器 で 、 ミサ イル の 迎撃 な ど に も 使わ れ 727882. 発射 する 機構 で が 可能 と な っ て いる 。 
wy 
高 機動 性 を 支え る 可動 式 パ バッ ク バ ッ ク 
肩 部 裏側 に 設置 され た 2 基 の パッ ク パ ッ ク バ ー ニ ア は 、 MM バック バッ ク РРО 
カラ ー リ ング こそ 異な る も の の 、1 号 機 ・2 号 機 と 同様 の 
機構 を 有 し て いた 。 使用 時 に は カバ ー が 開い て スラ スタ ー 
ノズル が 露出 する ほか 、 バ ー ニ ア 自 体 も 局 の アタ ッ チ メ ン ト 
に 可動 する こと が 可能 と な っ て いる 。 こ 
っ て 、 宇 宙 ご 地上 を 問わ ず 優れ た 機動 性 
патсилхшол | 
ЗАТОК лл | 大 気 園内 を 低空 飛行 する 
СГУ | 
ク バ ー ニ ア の 装備 に より の 市 街 地 に ある ビル 群 の 
肩 部 裏側 の アタ ッ チ メー ト で 設置 され て いる パッ ク バ パッ ク バ パー ニア 。 パー 
ニア の 下 半 分 が 展開 し 、 計 4 基 の スラ スタ ー ノ ズル が 雷 出 する 。 サー ペン ト を 観 弄 し た 。 
MORE INFO! A.C.196 の 戦い で の 活躍 
「 炎 消し の 風 ・ ウ イン ド 」 を 名 乗り 突如 と し て 姿 を 現し た ゼクス ・ ゼクス ・ マ ー キ ス 
マー キス の 乗 機 と し て 、 ト ー ル ギ ス 皿 は 運用 され た 。 機体 は まず A.C.195 の 戦い を 経て 行方 不明 と な っ て 
IMO を 磁 壊す る が 、 サ ー ベ ント の 地下 へ の 旗下 を 許し て し まう 。 — いた が 、 一 年 後に 突 包 と し て 次 を 理 し た 。 
その 後 、 ル クレ ツィ ア ・ ノ イン の 乗る トー ラス と 共に マリ ー メ イア 軍 АНЕС, ЕСЕН 
の 制圧 作法 を 実施 。 戦乱 を 終結 に 導い た 。 RS 
ra ста 
ゼクス が 搭乗 する トー ル ギ ス 
四 が プリ ベン ター に 合流 し た 
こと は 、 マ リー メイ ア 軍 と の 
戦闘 を 優位 に 進め る 大 き な 
製 機 と な っ た 。 
ema. их 123-8 
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(88) н:01 mer JA 


Г | ЗЕ 
ШІП 72А4--ЛУЯҺЦЫ B e c r 
Š | ГЕНІ) оз | 
頭 部 


ーー BRAM カン ダリ ウム 全会 
RR バル カン 砲 x2 
\ー ム ・ ラ イフ ルプ メカ ・ ビ ピー ム ・ バ 


11) 


Шав 
側面 に ハー ド ・ ポ イン ト を 


胸部 や 腰部 な ど に も 設置 
れ た 


サナ リィ の 次 期 主 力 MS 試作 機 F90 ガン ダム F90 の 3 Барен 2 шош 
3 号機 (を ベー ス と し た MS) が 、 РООШУ クラ スタ ー・ ガ Ет 
ンダ ム で ある 。「F90 サ ー ド 」 と 呼ば れる こと も ある 。 型式 
番号 末尾 の 「Y] は F90 特 有 の ミッ ショ ン パ ッ ク ・/ ç 

> ( ー・ ガ ンダ ム の 場合 は 機体 の 仕様 ) を 示 924 時 間 後 、 | ншы 


は 「Young ster] で ある Б FS1-05-06 フォ 
1 ガン ダム F91 と 同時 期 に 開発 され た MS 
ステ ム の 採用 が 最大 の 特徴 に 出し た 。 この 際 、 クロ ス ボ ー 
漏洩 を 防止 する た め の 措 置 で 、 機 体 指定 ポイ ント に 用 意 し て あ 
ム と 合体 する と 英 部 隊 を 撃破 し 


コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム の 採用 に 留まら な い 仕 様 変 更 


クラ スタ ー・ ガ ンダ ム の ペー ス と な っ た の は F90 だ が 、 コ 
ア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム の 搭載 を は じ め と し た 全面 的 改修 
が 加え られ て お り 、 F91 や アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 
の ネオ ・ ガ ンダ ム に 迫る 性 能 を 実現 し た 。 

コア ファ イタ ー を 内 蔵 する 都合 上 、 胴体 は 重点 
修 さ れ 、 原 型 機 と は 大 幅 に 異な る も の と な っ た 。 $ 
装備 の 新型 バッ ク バ パック は 、 コア ・ フ ァ イ ター と 接続 する こ 
と で コア ・ ブ ー ス ター と し て 運用 可能 と な る 。 

F90 か ら 継 承 し た 機構 と し て は 、 ミ ッ シ ョ ン パ ッ ク を 搭載 
可能 な ハー ド ・ ポ イン ト が ある 。 F90 同 様 、 ハー ド ・ ポ イン ト 
に は エネ ルギー 経路 や 管制 系 統 も 組み 込ま れ て お り 、 接 
続 し た 武装 や 推進 器 の 使用 や 増設 セン サー か ら 情 報 を 
得る こと も 可能 と な っ て いる 。 


に 改 


жатымгпет= 
期 MS へ の コア ブロ ッ 
シス テム の 搭載 は 、F97 

Ж. U.C.0150 年 代 
の V シ リー ズ (Ж) се 
を 与え た よう 


ШЕШ. ТЇШЇ 


инке BAER aaa ç 
数 は 少な い が 各 共 が 大 型 化 さ れ 


を 搭載 。 FOO や F9OH よ り 搭載 
いる よう で 、 BUMMER LS, 


lela N 
AS ТӘУ 
eA} 


PAA NN 
күт) 
ү, lay 

Z К M 

ж 1 

y WA 


F9OT や F91 同 じ く 、 バ イオ - コ ン 
ピュータ ー を 搭載 し た よう で 、 胸部 
ЕГІ -2-(ин-ж 
HAM) EMAS. 


тита, вано [7 
多 ] は ハー ド ・ ポ イン ト СН ТОЖ) o 
АЕ 
Я. KWARERU СЕ. 


火星 独立 ジオ ン 軍 仕様 の F90| 
ОП ГАС] 


Ш バッ ク バ ッ ク 

コア ・ ブ ー ス ター の 増加 ブー ス 
ター と 次 用 きれ る パッ ク バッ ク 。 
ビー ム ・ サ ー ベ ル 用 ホル ダー 
PMOMMEE, 34- HA 
ム 用 に 近い 構造 と と っ た 


E MSAD EE 


クラ スタ ー・ ガ ンダ ム の コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム は 、 機 
密 保 持 の 観点 か ら 採用 に 至っ た 。 F 計 画 (フォ ー ミ ュ ラ ・ プ 
ロジ ェクト ) の デー タ が 、 対 抗 企業 に 放 用 され で いる と の 情 
報 を 受け て の 処置 で あっ た 。 

本 機 の コア ・ フ ァ イ タ ー は 、 クラ スタ ー・ ガ ンダ ム の デー 
タタ 管理 と 管制 中 枢 を 集約 する 形 で 設計 され た ほか 、 い くつ 
か の 特徴 を 持っ て いる 。 第 二 期 MS の コン パク ト な 胴体 に 
収納 する た め の コ ン パ クト 化 、 コア ・ ブ ー ス ター 用 増加 ブー 
スタ ー と MS 用 バッ ク バ ッ ク の 当 用 化 な ど が 該当 する 。 

MS と の 合体 形態 は ホリ ゾン ・ イ ン ・ ザ ・ ボ ディ 方 式 (水平 
式 ) で 、 AE の ネオ ・ ガ ンダ ム と 同じ で 、 F97 で も 採用 され る 。 


コア ・ フ ァ イ タ ー と MS 用 
増加 バッ ク バッ ク が 合体 
し 、 コア ・ ブ ー ス ター と な 
る 方 式 は 、30 征 後 の V 
ダッ シュ ガン ダム (Ж) で 
も 採用 され て いる 。 


Nm コア ・ ブ ー ス ター 


クラ スタ ー・ ガ ンダ ム の コ 


新 世代 の ビー ム 兵 器 


F91 と 同時 期 に 開発 され た だ け あ っ て 、 本 機 の 武装 も 
専用 の 最新 型 が 用 意 さ れ た 。 中 で も 特殊 だ っ た の が 、 メ 
ガ ・ ビ ー ム ・ パ ズー カ と ビー ム ・ シ ー ル ド で ある 。 

メガ ・ ビ ー ム ・ パ ズー カ は 本 機 用 兵 装 の 中 で も 最大 の 
火力 を 持ち 、 腰部 ハー ド ・ ポ イン ト に 接続 する こと で ヴェ ス 
パー の よ 用 する こと も 可能 だ っ た 。 ビー ム ・ シ ー ル ド 
は F90 用 シー ルド に 似 た 基部 を 持つ オプ ショ ン 装 備 で 、 手 
持ち で も 使用 で きた と され る 。 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 


ラス ター・ ガ ンダ ム の 主 兵 装 。 F90 用 や F91 用 と 似 た 構造 で 、 エ ネル 
ギー・ パ ッ ク は スト ッ ク (ИЯ) 部 分 に 接続 する よう で ある 、 


メガ ・ ビ ー ム ・ バ ズー カ は 、 後発 の ガン イー ジ 用 ビー ム ・ パ ズー カ と 同系 
の よう だ 。 F91 用 同様 、 ビ ー ム ・ シ ー ル ド は 機体 と 分 離し て も 株 人 可能 。 


N メガ ・ ビ ー ム ・ バ ズー カ 
バ メー カ に 似 た 形 棒 を 持つ 大 出 カ ビー 
1 本 ずつ 接続 し 、 ヴ ェ スパ ー の 


BAR, 
ピー ム ・ バ ルカ ン 


の ビー ム を 連射 する 小型 火 療 で ある 。 


画 コア ・ フ ァ イ タ ー 
夢 二 期 MS の 詞 体 に 収納 可能 
な よう 、 小型 化 さ 


К 


に 入る 。 こ れ は F97 な ど と 同じ 


MORE INFO! 
F90 シ リー ズ 


サナ リィ の 次 期 主 カ MS 試作 模 と し て 開発 され た ガン ダ 
ム F90 は 、 3 機 が 製造 され た 。 この うち 、2 号 機 は 独立 火 
星 ジオ ン 軍 に 奉 取 され 1 号機 と の 戦闘 で 大 破 し た が 、 徒 
に 回 収 され F90 に 改造 され て いる 。 3 号機 に あたる クラ 


F90 ガン ダム F90(1 号 機 ) 
U.C.0111.09 に ロー ルアウ ト 
し た 次 期 主力 MS 試作 樺 。 ミッ 
ショ ン パッ ク を 換装 する こと で 、 
多様 な 戦術 に 対応 。 


FSOI 2/9 ҺЕӘОП 
РОО 
ЕЖЕЙ, 
は U.C.0122。 バイ オ ・ コ ン 
ピュー ター を 搭載 し た 。 
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オー バー フラ ッ グ 
ce 
OVER У OVER FLAG ESFF TYPE | ESFF TYPE 


№ SPEC -SVMS-010 OVER FLAG ESFF TYPE- 
— (87988 17.91) 


(A88) НЕТ suer 224a 


B SPEC -GNX-6037 GN-X ESFF TYPE- 
全高 一 一 (頭頂 高 19.0m) 


Юй 704 


итий EFT 
- ム ライフル./GN ロ ン 
グラ イフ ルイ GN バル カン . 
GN ビー ム サ ー ペ ベル № 


所 属 地球 連邦 軍 


属さ な い 中 東 諸 国 な どの 少数 勢力 
に 分 けら れ た 。 そう し た 西暦 2307 年 時 | 


れる MS は 電力 エネ ルギー 源 と し 、 п CB 撃退 後に 世界 統一 へ と 向け て 時 


о 空 機 と し 軍 へ と 生ま れ 変 わる の だ 
で きる 可変 VS を ま カ とし 、 軌道 エレ ベー ター か 


の 在り 様 は ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) に よる 武力 介 ТА 体 群 は カラ ー リ ング が 統一 され 、 新 た に 量産 され た ジン ク 
に よっ て 大 きく 変わ っ て いく 。 CB の 一 員 で あっ た 国連 大 ス や オー バー フラ ッ グ は 、 新 時 代 到 来 の 象徴 と な 


ERE 一 一 


ІШ COMPARISON CHART 


I COLOR 


SVMS-010 OVER FLAG ESFF TYPE 


есее 


ALUEGRAY WE юлт ORANGE 


GGNX-603T GN-X ESFF TYPE 


ee 


SLUEGRAY wan шабан PURPLE 
EN 


関連 ファ イル 


MECHANIC FILE 


SVMS-01E グラ ハム 専用 ユニ オン フラ ッ グ カス タム と 
同様 に 、 対 ガ ンダ ム 戦 を 念頭 に 強化 ・ 改 造 し た 機体 が オー 

ç で ある 。 グラ ハム 専用 ユニ オン フラ ッ グ カス タ 
Lit, フラ ッ グ の 開発 者 で ある レイ フ ・ エ イフ ィ ン 教 授 自ら 
が 改修 し た も の で あり 、 当 の グラ ハム ・ エ ー カ ー に し か 乗り 
こなせ な い 代 物 で あっ た 。 オー パー フラ ッ グ は それ ら 際 立 
た 強化 を 解消 し つつ も 踏 朋 し 、 ノ ー マ ル の フラ ッ グ か ら の 性 
能 向上 を 実現 し て いる 。 連邦 軍 カ ラー は 機体 色 の プログ 
ラム パタ ー ン が 変更 され た だ け で 基本 性 能 に 変更 は な い 。 


耐 ビ ー ム コー ティ ング 
жазатын: 
じ め と し た 軽量 化 な 


疑似 と は いえ 、 世 界 に と っ て 初 の 太陽 炉 搭載 機 で あっ た 
ジン クス だ が 、 西暦 2308 年 に 起き た CB と の 決戦 に よっ て 
アレ ハン ドロ か カ ら 提供 され た 機体 の ほとん ど が 失わ れ た 。 + 
の た め 国 連 は 、 ジ ンク ス の 量産 化 に 油 ぎ 着け る まで 3 年 の 
月 日 を 費やし た 。 こう し て 誕生 し た 制式 量産 1 号機 は 、 性 能 
面 に お いて 初期 の ジン クス と 何ら 変わ る こと は な い 。 兵 装 
に お いて も 同様 で 、 既存 の MS で は 試験 段 階 
兵器 を 標準 装備 し て いる 。 な お 、 本 機 に 用 いら れ た 機体 カ 
ラー が 以後 の 連邦 軍 MS の 制式 カラ ー と し て 採用 され た 。 


REISE, PL 
ドロ と 関係 の あっ 
道 エレ ベー ター 

公社 総裁 ラダ ナ ・ ハ ー 

ヴェ イ (A が 所 有 す 

— on 


MORE INFO! 


地球 連邦 の 樹立 後 、 三 大 勢力 が 運用 し た 既存 の MS は 
一 線 を 退き 、 主 力量 産 機 と し て ジン クス が 制式 採用 され た 。 
その 後 、 ジ ンク ス 系 が シリ ー ズ 化 され て 主力 と な る 一 方 、 次 世 
代 機 と し て アヘ ッ ド が 開発 され る も 不 採用 と な っ て いる 。 そし て 
西暦 2314 年 時 は ジン タス 系 の 最新 型 ジン クス IV を 主力 と し 、 
宇宙 開拓 時 代 に 対応 し た プレ イヴ が テス ト 連 用 され て いる 。 


次 期 主力 機 と し て 開発 


され た アヘ ッ ド 系 で あっ 
た が 、 WARM 
部 隊 ア ロウ ズ の 暴挙 に 
よる 悪い イメ ー ジ が 拭え 
T MRLN. 


高 出 カ の プラ ズ マ 


を 採用 し た フラ イト ユニ ッ 


対 ガ ンタ ム 戦 を 想定 し て 強化 され た フラ ッ グ 


Ш 新型 リニア ライ フル 
HDRES {VAR 
$517, 200mm DEK 
MEN, жжОйпаботт 
DEE RR са. 200mm は 
ЖЕНЫ 


E ソニ ッ ク ブ レイ ド 


から 受け 継い 


こと で プラ ズ マ ソー ド と し て 運用 も 
可能 で きる 


背中 か ら 特徴 的 な コー ン 
型 GN ド ライ ヴ が 突き 出 


ジン クス の 発展 機 で あり 、 主 
兵 装 は GN ラン ス 。 шая 
BROOD. ЖИ 
働 の た め 出 力 を 低下 させ 、 
GN 粒子 の 消費 を 抑え た タイ 
プ を 運用 し て いる 。 
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( 


Ч- 画 GN ビー ムラ イフ ル 
GN 香子 を 用 いた ビー ム 兵 器 。 ガン ダム の 
も の と 同等 の 性 能 を 朱 ち 、 オ プシ ュ ン の 長 
/ ERN -Унаштаскоан+нс 
| お ける 命中 柄 度 も 向上 きせ せる こと が で 


x 


E GN シー ルド 


GN 粒子 に よる フィ ー ル ド 


ト e 才 慮 し. ディ フェ ンス ロッ 

J ド を 装備 し て いる 。 矢印 は 
ディ フェ ンス ロッ ド の 回 転 
HA 


地球 連邦 軍 の 制式 採用 機 


GNX-Y903VW 
ブレ イヴ 指揮 官 用 試験 機 
2 AEU の 技術 陣 が 
発し た 可変 機 。 その 
た め フ ラッ グ な どの 面影 が あ 
у. EMSC ERRIPA 
の 集大成 と 言え る 。 КАНО 
活動 を 目的 と する 。 


а -%>54х-мөв 123-12 


機動 戦士 ガン ダム 
MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : MSM-10 


_ mM1 me TA 


一 年 戦争 時 、 ジオ ン 公国 軍 が 地球 制圧 の た 
発し た 水陸 両用 MS の 中 で も 、 一 
MSM-10 ゾック で ある 
辛い その フォ ルム は 、 公 国軍 が MA を 開発 し 実用 化し て 
いく 過程 で 生み 出さ れ た る 。 
MSM-10 の 最大 の 特徴 は 、 一 年 戦争 時 の MS と し 


ギーCAP を 用 いな く と も メガ 粒子 砲 の 連続 使用 を 可能 
124-3 


り 、 状況 把握 能力 


体 は 大 型 化 を 余儀 な 
運動 性 能 は 低下 し 
水陸 両用 MS の 多く は 、 機 仕 な 動き を 可能 と する 機体 


で 本 機 は メガ 粒子 砲 を 活か し た 中 距離 支援 
用 MS と し て 開発 され た と 見 る 向き も ある 。 
結果 、MSM-10 は 試作 機 が 3 機 製造 され た に 留 ま 
り 、 その うち の 1 機 が マッ ド ・ ア ング ラー 備 さ れ た 。 
地上 で の 鈍重 な 機動 性 が 信 と な り 、RX-78- 
2 ガン ダム に 敗北 を 喫し て し まっ た 
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関連 ファ イル 


FILE 
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IMMAD 社 ) 


運動 性 能 を 機 牲 に し て 手 に 入れ た 圧倒 的 な 火力 


一 年 戦争 当時 、 MS が メガ 粒子 砲 を 運用 する た め に は 、 エ 
ネル ギーCAP を 用 いた 携帯 ビー ム 兵 器 を 使用 する ケー ス が 
より 強力 か つ 連 射 可能 な メガ 粒子 砲 を 使う に | 
粒子 を 加速 ・ 編 退 さ せる た め の 大 型 装置 が 必要 で 、 
これ まで 艦艇 クラ ス の 兵器 に し か 搭載 で き な か っ た 。 それ を 
MS に 搭載 可能 な 大 き さ ま で ダウ ン サ イジ ング し 、 ま た 冷却 の 
問題 を 解決 し て 連続 使用 を 可能 と し た メガ 粒子 砲 が 実現 化し 
ける 戦闘 能力 の 低下 は 想像 
以上 で あっ た 。 公国 軍 製 の MA が 、 活 動 する 場所 を 問わ ず 、 よ 
り 局 地 載 に 特 化し た 機体 へ と シコ ト し て い 
の 運用 実績 か ら 見 れ ば 当然 の 結果 と 言え 


用 され て いる 。 ジ ャ プロー 近辺 
で は 、 KO AER ж 
BEAT 


лава IO-OAD 
тапал Ар. 


П 867272. ы 
メー ザー 砲 

MSM-10 が 搭載 する 火砲 の 中 で 最大 

ORDER. BE CURRIER 

る こと が 難点 で ある 。 水中 航行 時 

OB senc t CRD, 


El 胸部 メガ 粒子 砲 


機体 前 後に 4 基 ず つ 搭載 され て いる メ 
POF, ПНВ ЕСН 
зек аю. НЕС 
て 発射 で きる よう に 配置 され て いる 。 


アイ アン ・ ネ イル 

божиттмвентц/саусая 

造 と な っ て いる 爪 状 の マニ ビュ レ - “a 
ТҮН ЕЮ. 

BLL TOR RHEN) 


ях-782@ CE MSH 
が 、 命中 させ られ な か っ た 。 


従来 の MS より も 増大 し た サイ ズ と 、 重 MS を 移動 させ る た め の 昔 肉 の 策 


メガ 粒子 砲 を 稼働 きせる た め に 大 出力 の 熱 枝 反 応 妨 を 搭 
載 し た こと で 、MSM-10 は 20m を 超え る 巨体 と 極 適 な 重量 
増 を 余儀 な くさ れ た 。 その た め 地 上 に お ける 本 機 の 移動 は 
スラ スタ ー に よる ジャ ンプ と 、 熱 核 ジ ェ ッ ト ・ エ ンジ ン に よる ホ 
バー 推進 に よっ て 行わ れ て いた 。 それ で も 運動 性 は 高い と 言 
AF, 回 避 行 動 すら 難し いも の と な っ て いた 。 一 方 、 НЕЕ 
の 機体 形状 が 功 を 奏し 、 水 中 で の 機動 性 は 非常 に 良好 で 
あっ た 。 一 年 戦争 が 終結 し た 後 の 時 代 で は 、 高 出力 の ビー 
ム 兵 器 と 機体 の 運動 性 を 両立 させ た MS は 当然 の よう に 生 
み 出 され 、 実 戦 に 投入 され て いた 。 だ が 、MSM-10 開 発 時 
の 技術 で は そこ まで は 及ば ず 、 割 り 切り と 苦肉の策 の 上 で 実 
用 化 され た 機体 だ っ た こと は 否め な い だ ろ う 。 


ғ 


E 陸上 移動 | 


TTE 


F0) 


BIRLA SB AT ENTE tA ВИНА で 
жид) 


て いた 。 MROMSOMISE TEEN SEBRE, 


о ЛОЗЕВО THE 


北米 の キャ リフ ォ ル ニ ス か ら 補 給 され た ば か り の Ш ボラ スキ ニ フ 
MSM-10 は 、 マ ッ ド ・ ア ング ラー 隊 の 先発 隊 と し て 2 機 の 
MSM-03 ゴッグ と 共に 出撃 。 カモ フラ ー ジ ュ さ れ た 地球 連 
邦 軍 本 部 ジャ ブロ ー 基 地 の 入口 を 発見 する 。 シャ ア の 駆る 
MSM-07 ズ コッ ク と 合流 し た MSM-10 は 、500m 上 流 の 小 
さい 入口 を 破壊 し 、 基地 内 へ と 潜入 。 その 後 、 シャ ア 機 を 脱 
出さ せる た め に 提 護 を 行う も 、 RX-78-2 の ビー ム ・ ラ イフ ル 攻 
撃 に より コク ピッ ト を 撃ち 抜か れ 撃 下 さ れ た 。 


ジオ ン 公 国軍 の MS パイ ロッ ト で 
HEUER, TK: 777- 
RD- B. MSM-10 の 初陣 を 
зоната 
死 し て し まっ た 。 


対 RX-78-2 戦 で は 、 頭 上 を 
移動 する 英機 を 攻撃 する た 
め 、 BOERNE CERES 


т 水中 航行 時 

水中 で は 貫 部 スラ スタ ー を 推進 力 と し て 、 ИНЕ 
上 部 を 進行 方 向 和 方 に 向け て 航行 する 。 Ж е 
атотвижовиенжн. BEEZ 

行 さ せる こと が で きた 2 


MORE INFO! ソック の 異説 


MSM-10 に は 、 そ の 巨体 を 支え る た め 4 股 の 機体 も 開発 
され て いた と いう 説 が ある 。 これ は 単なる 台座 と し て の 財部 で 
は な く 、 あ る 程度 の 長 さ を 持 っ た 歩行 も 可能 な 胸部 と し て 設計 
され て いた 。 安定 性 を 重視 し た 4 脚 歩行 の 採用 だ が 、 それ が 
MSM-10 を さ 5 に 異形 の 存在 に 仕立 て 上 げ で いた と も 言え る 。 


機動 戦士 ガン ダム 


公国 軍 初 の 水陸 両用 MS と し て の 意義 と 兵 


開発 技術 と 運用 理論 の 薔 積 が 不 充分 だ っ た 一 年 戦 
争 時 に お いて 、 水 中 で の MS 運用 が 難題 で あっ た こと 
は 間違い な い 。 ジオ ン 公国 軍 は U.C.0076 に 局 地 載 用 
MS の 開発 に 着手 し た が 、 まず 手掛け た の は ザク ・ シ リー 
ズ の 局 地温 タイ プ だ っ た 。 その デー タ を 基 と し た も の の 、 
当然 な が ら 一 年 戦争 時 に は 設計 の 未成 熟 さ が 浮き 彫り 
と な っ た 。 それ は 質 より も 早期 の 実戦 投入 を 優先 し た 軍 
の 方 針 の 結果 で あり 、 初 の 水陸 両用 MS で ある MSM- 
03 ゴッグ は その 顕著 な 例 る だ ろう 。 

そう し た 水陸 両用 MS に も 注目 すべ き 特 徴 は あり 、 そ . 


ZEON | 
器 と し て の 評価 


の ひと つが 内 蔵 式 メガ 粒子 砲 で ある 。 水陸 両用 MS は 
周囲 の 水 に より 排 吉 効率 を 向上 させ る こと で 、 動力 源 の 
熱 核 反応 炉 の 冷却 問題 を クリ ア し た 。 これ に より メガ 粒 
子 砲 に 必要 な 大 出力 ジェ ネ レー ター を 搭載 で きた の で あ , 
る 。 つま り 副 次 的 な 要素 か ら 、 MSM-03 は メガ 粒子 砲 を 
装備 し た 初 の MS と し て 完成 し た の だ 。 それ で も 水陸 両 
用 MS の 主力 と 成り 得 な か っ た の は 、 前 述 し た 設計 の 未 
RREDRN THD: MS 開発 史 に お ける 本 機 の 意義 
は 決し て 小さ く な い が 、 総合 的 に は 評価 に 足る 機体 で は 
な か っ た こと も また 確か で ある 。 


関連 ファ イル 


za 
ン 公 国 系 の 軍事 企業 
FILE PREVIEW 


FILE 01 


SHEET 1 dB 


ИЕ CARE 
の 主力 と な っ た 水陸 両用 
MS, メガ 粒子 砲 の 射程 の 改 
№. УВВ 
以上 の 陸戦 性 能 な ど 、 大 半 
の 面 で ゴッグ を 上 回 っ て いた 。 


水陸 両用 MS の 礎 と な っ た 兵 装 と 性 能 


公国 軍 製 水陸 両用 MS は 、MSM-03 に お いて 確立 され 
も 過言 で は な い 。 水中 と いう 特殊 な 環境 へ の 
対応 を 優先 し 、 汎 用 性 を 犠牲 に せ ざ る を 得 な か - 
は 、 携 行 プ オプ ショ ン 兵 装 を 廃し 、 大 出力 ジェ ネ | 
直結 し た 内 蔵 メ ガ 料 子 砲 を 主 兵 装 と する 。 MSM-09 前 其 
型 に 搭載 され た 「 キ ア M-23 信 向 型 メ カ 粒 子 砲 ] は 、 ザク 
の 主 兵 装 で ある 120mm ザ ク ・ マ シン ガン の 2 倍 程 度 の 
ш Ш ЕСЕН KIEL ë 
ら に | 兵器 自体 、 水 中 で は 減衰 する 特性 を : 
た 。 後期 型 に お いて それ ら の 問題 点 が 解決 され た 可能 性 
も ある が 、 さ ほど 時 間 を 置か ず に 水陸 両用 MS の 主力 が 
MSM-07 ズゴック に 移っ : を 鑑み れ ば 、 抜 本 的 な 解 
決 策 は 提示 され な か っ た と 見 る べき で あろ う 。 

な お MSM-03 に は メガ 粒子 砲 の ほか に 、 ABRE 
門 と フリ ー ジ ヤー ド が 装備 され て いた 。 後者 は ゲル 状 の 高 
分 子 化合 物 で 形成 され る 防護 膜 で 、 ソ ナー に よる 探知 や 
接触 式 機雷 を 防ぐ 効果 が あっ た 。 こう し た 水 き 化 
し た 特殊 装備 は 、 水 陸 両 用 MS の 可能 性 を 模索 する うえ 
で 生み 出さ れ た 発展 途上 の 代物 だ っ た と 言え る だ ろう 。 


KEP SOMOBREE 


ベル ファ スト 基地 


も の の 、 水 中 戦 で は RX.78-2 を 圧倒 する ほど の 戦闘 能力 を 見 せ 付け た 
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画 射撃 兵 装 


momou za кНм 


ニ ビ ュ レ ー タ ー に よる 打撃 で 
要 部 分 が 可動 する の み で 


た だ し 冷 基 剤 と る 水 の 取 り 入れ 
を 妨げ る た め 、 長 時 間 の 使用 は 機 
体 の 稼働 の 坊 げ と な っ た 


Ж 切 と な る ビー ム 系 兵 装 と 
し て 連邦 全般 成 を 与え の ちの 
REM 22 


О ваяне 
水中 戦 限定 の 武装 で 、 ал 
оше рну. ARTE 


EFT SON 
Е LOGIE TE 

(222711 

авожитямс 


海 か 5 の 上 陵 作戦 や 哨戒 任務 も こなす 水陸 両用 MS に 
と っ て 、 あ る 意味 で 水中 航行 性 能 は 陸戦 性 能 よ り も 重視 
され る 要素 で あっ た 。 流 線 形 を 意識 させ る MSM-03 の フォ 
ルム も 、 その 要件 を 満た す た め に 間 き 出さ れ た も の だ っ た 。 
まず 水 の 抵抗 を 抑え る こと に 重点 を 置い た 本 機 は 、 腕 部 と 
脚 部 を 機体 内 に 収納 で きる 設計 と な っ て いた 。 その : 
採用 され た の が 「 フ レキ シブ ル ・ ベ ロウ ズリ ム 構 造 ] と | 
れる 腕 部 構造 で 、 柔 軟 な 伸縮 を 可能 と し た この 構造 は 以 
降 の 水陸 両用 MS の ほとん ど に 採用 され る こと と な っ た 。 

その 潜航 深度 限界 は 200m 程 度 で 潜水 艦 に 比べ る と 
や や 劣る も の と 見 られ : 合計 で 12 万 kg を 超え る 熱 核 
水流 ジェ ッ ト ・ エ ンジ ン に よる 水中 最高 速度 は 75 ノ ッ ト (70 
ノッ ト と も 言わ れる ) と 、 潜 水 艦 以 上 で あり 、 水 中 に お いて 
高い 航行 性 能 を 誇っ た 。 本 機 の 特徴 で ある 高い 耐 弾性 
$. 水圧 に 耐え る た め の 装 甲 の 厚 さ が 功 を 奏し た も の で あ 
U, 本 機 の 真価 は 水中 で の 行動 に あっ た の で ある 。 


жанишмзовнн д 
国軍 洪水 艦隊 と 密接 に 
関わ っ て いた 。 MSM-03 


水中 航行 ・ 潜 航 能 力 を 最 優先 と し た 機体 


Ш 腕 部 / 脚 部 伸縮 ギミック 
татрис!аздә. А 


шск 
エン ジン の 補 
кт 


高い 水中 航行 能 カ を 有 し 、 水 中 か 
ら 陵 上 へ と 自在 に 作戦 何 域 を 
AMEK 


Л. 可能 で あっ た 本 
Ш フォ ルム ИОНОВ 


жФмвножовйежш 


公園 軍 潜水 艦隊 と MSM-03 の 実戦 運用 例 


水陸 両用 MS と し て 初め て 実戦 投入 され た MSM-03 は 、 
突撃 機動 軍配 下 の 公 国軍 潜水 艦隊 に 配備 され た 。 し か 
し 、 そ の 任務 は 秘匿 性 の 高 さこ そ が 重要 で あっ た た め 、 運 
用 記録 が 表面 化す る こと も ほとん ど な か っ た 。 そう し た 中 で 
も よく 知ら れる 運用 例 は 、 連 邦 軍 ベ ルフ ァ スト 基地 へ の 奇 
RRT この 戦 凍 が 行わ れ た の は U.C.0079.11 中 
旬 、 ホ ワイ トペ ー ス が オデ ッ サ 作戦 後に ベル ファ スト 基地 へ 
と 寄港 し た 時 期 で あっ た 。 MSM-03 の 出撃 は 基地 に 寄港 
し た 艦 能 が ホワ イト ベース か 否 か を 確認 する た め の も の で 、 
・ ア ング ラー 隊 所 属 の ユー コン 級 か ら 出撃 し た 2 機 の 
MSM-03 が 海中 か ら 連 邦 軍 基 地 に 接近 。 上 陸 を 図っ た 
、 ホ ワイ トペ ー ス 隊 の 迎撃 を 受け て 両機 と も に 撃破 され で 
いる 。 な お 、 ジ ャ ブロ ー 降 下 作戦 に お いて 河口 か ら 侵入 し た 
部 隊 に も 、 数 機 の MSM-03 が 確認 され て いる 。 


う 水 時 両用 MS と し て の 
実用 性 を 証明 し た 


MORE INFO! 


「 ガ ンダ ム 1 機 が 呼び 水 と な っ た | 一 一 連邦 軍 の レビ ル 和 将 
軍 は 、 一 年 戦争 中 期 か ら 加 遠 し た 公国 軍 の MS 開発 を そう 評 
し た 。 公国 軍 に と っ て RX-78-2 の 性能 は 敬 異 的 で あり 、 対 
抗 し 得る 高 性 能 MS の 必要 性 を 痛感 させ られ た の で あろ う 。 
一 方 、 連 邦 軍 は そう し た 公国 軍 の 動き を 察知 し て いた も の 
о. 即応 で きる 状況 に は な か っ た 。 その た め 、 ホワ イト ペー ス 
隊 の よう な イレ ギュ ラー な 戦力 を 圏 と し て 、 公国 軍 の 目 を 連 孝 
側 の MS 生産 施設 か ら 人 逸らす と いう 方 針 を 探っ て いた 。 


レビ ル は スパ イ を 通じ て 入手 
し た 公国 軍 新 型 MS の 設計 
資料 を 提示 し 、 田 と な る ホワ 
イト ペー ス 隊 の 面々 に 対策 
を 促し て いた 。 


N ラサ 曹長 マーシー 
MOUVSROIVURE, Bto 
マー シー が 作戦 に 参加 。 BOSE ff 
た MSM-03 が 水中 か ら 侵攻 し 、 WARIS |) 
の 支援 を 受け な が ら 上 時 作戦 を 遂行 し た 。 


いも の の 、 掌 で 砲弾 を 防い だ 
こと さえ 可 


連邦 軍 が 掴ん だ 公 


ва. 9242 
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ЖА з\155тт 8 / 13.2mm 
ERIE (M-60 HMG) 7.62mm 
主砲 同軸 機関 銃 x* る <M299 分 隊 


MSIE OW Doze 「 陸 の 王者 」 関連 ファ イル 


新た な 主流 を 生み 出す 大 胆 か つ 革 新 的 な 発想 の 現 が 存在 する が 、「61 戦 車 5 型 ] あ る い は 「TYPE-61 5+] 
出 と 、 か つて の 主流 が 古 の 存在 へ と 追い や られ る 事象 と 呼ば れる M61A5 も 、 шон гске 
は 、 い か な る 分 野 で も 起こ り 得る 。 宇宙 世紀 の 兵器 開 配備 され た 名 機 
発 に お いて は 、「 万 能 兵器 ] と も 呼ば れ た MS と 、「 通 常 ロッ パ ! 

š 戦闘 機 、 戦 闘 車輌 な ど が それ 


5 ー 年 戦争 初期 に は [通常 = 
兵器 」 主体 の 戦い が 展開 [жй] の ; : ド は 失わ れ て | ‹ и 
RR, ВЕСВИНОВ LENAR База MMSO BRE TENE 

た 61 式 戦車 で ある て 活躍 。 ジ 相手 に 奮戦 し 続け た その 

その 信頼 性 の 高 さゆ ゅ え に 61 式 戦車 に は 様々 な タイ プ 


88-57775 MS IGLDO2 MRIS 


MECHANIC FILE 


戦闘 車輌 :M61A5 61 


式 戦 車 5 型 


(1812) FLE 01 SHEET 07) 


当時 の 最新 技術 を 導入 し た 機構 と 兵 装 


61 式 電車 の パリ エー ショ ン の ひと つ で ある M61A5 は 、 サ 
- イ トス カー ト な どの 外装 の みな ら ず 、 度 重なる 改修 に よっ て 
А TUS. 武装 
ABERE ББ ES 
と と 、 人 力 で は 不可 能 な 砲弾 装填 に 自動 装填 装置 を 採用 
し た こと で ある 。 さら に 機能 面 に お いて は 、 主 砲 の 換装 に 
伴い 砲塔 内 の レイ アウ ト が 変更 され 、 電子 機器 に つい て は 
衛星 と の デー タリ ンク シス テム が 利用 可能 と な っ た 。 これ に 
よっ て 初期 型 より も 少な い 人 員 で 、 よ り 高 度 な 性 能 を 発揮 
で きる よう に な っ た M61A5 は 、「 陸 の 王者 ] と し て 地球 の 各 
戦線 に 君臨 。 一 年 戦争 初期 に は 、 ジ オン 公国 軍機 四部 隊 
の 中 核 を 担っ た マ ゼ ラ ・ ア タッ ク を 圧倒 し た 。 


Mt 


常 兵器 と し て は 突出 し 
РЕМ 


外部 カメ ラ 


13.2mm 重 機関 銃 
(M-60 HMG) 


連装 式 
155ттіН サイ ドス カー ト 


g 砲塔 内 レイ アウ ト 


вваланењіоь 
し た 砲 培 内 の レイ アウ 
ト 。 装填 装置 は 砲塔 内 
жасы). аа 


パス ケッ ト に 収め られ ААА 
пасая жанса 
装填 装置 が 行う が 、 る 。 155ттій lt < 
س‎ | 
ишла жаш ~ OTCE 
аттата. 5 

EAI 25Сс08невсі LIRR OPS ATL 

IM61A5 の 車体 内 部 は 、 前 か ら エ ンジ ン ル ー ム 、 ド ライ № コク ピッ ト / 車 長 席 


バー 席 、 砲 塔 リン グ 、 兵員 室 と いう 配置 に な っ て お り 、 車 長 
席 が 指揮 と 火器 を 硫 率 し 、 ド ライ バー 席 が 車軸 の 機動 面 
を 司る 。 その 乗員 は 車 長 菜 砲手 と ドラ イ バ ー の ふた り で 貼 
われ て いた 。 乗員 の 少 人 数 化 は 電子 装備 の 発達 に よる と 
ころ が 大 きく 、 特 に 衛星 と の デー タリ ンク シス テム に 依る 他 
車輌 と の デー タ 共 有 は 、 驚 異 的 な 長 距 難 精 密 射 撃 を 可能 
と し た 。 た だ 、 公 国軍 に よる ミノ フス キー 粒子 散布 以降 は 、 
デー タリ ンク シス テム を 用 いた 本 来 の 性 能 を 発揮 で きず 、 
電子 装備 の サポ ー ト が 得 られ ず 視 界 も 悪い 戦車 を 、 
2 名 で 操る こと と な っ た 。 電子 機器 に 依存 し て し 
般 が 制 隈 され 乗員 に 負担 を 強い る 事態 と な っ た 


алтара 
KEN. AFRL 


配置 レイ アウ ト の 関 
Ж жаяу 
や 広め と な っ て いる 


設置 され て いる 


Ш コク ピッ トド ライ バー 席 


E EU DR DREN 
部 に 位置 する ドラ イ バ ー 
E. シー ト 左 店 に は 、 各 
履帯 を 別個 に 操作 で きる 
женилет TUS, 
また 、 車 長 席 と 同様 に 通 
信 情 表示 用 も 開 ね た 
k 三面 モニ ター が 配置 され 
` à て いる 。 


ヨー ロッ パ 戦 線 に お ける 戦闘 と その 成果 


ジオ ン 公 国軍 の MS 部 隊 と 交戦 する 機会 が 多かっ た 
M61A5 だ が 、 その 中 で も よく 知ら れる 運用 例 が 欧州 MS 部 
RDB CHS. この 戦闘 が 行わ れ た の は U.C.0079.07、 
敵 MS 部 隊 の 攻撃 が 激 し さ を 増し て きた 時 期 で 、 機 甲 戦力 
の 約 半数 を 失う と いう 壊滅 的 な 打撃 を 受け た 第 44 機 械 化 


混成 連隊 は 、 ハ ー マ ン ・ ヤ ン デ ル 中 尉 が 立案 し た 作戦 を 
採用 。 偽 情 報 で 敵 MS 部 隊 を 誘き 寄せ 、2 個 小隊 に 1 両 を 
加え た 特別 編制 の 戦車 部 隊 で 迎撃 し た 。 この 作戦 で 同 
部 隊 は 公国 軍 の エー スパイ ロット 、 エルマー・ ス ネル 大 慰 
の MS 小隊 を 全滅 させ る と いう 戦果 を 挙げ て いる 。 


BURNS ACME ELSE, ДЕМБЕ Ца, EEDA, ADMINS ААО РЕН CML. 


M299 分 隊 支 援 機関 銃 
外部 カメ ラ 


961 55тп а 


Ш М-60 HMG “M299 


> 13.2mm 重 機関 銃 
(м-60 HMG) 


と も に 小隊 支援 火器 と し て 用 いら れる 
DERA. M-COHMGIIERR/ 


4 M299 + ЖАСЫЛ BEDS 
ЗЕНА py HMM ETL CRITI. 
MORE INFO! 

一 年 戦争 で 運用 され た 61 式 


一 年 戦争 に お いて は 、 様 々 な 通常 兵器 が 戦線 に 投入 
特に 結 戦 で MS 電 力 を 保持 し て いな か っ た 連邦 
陸戦 に お いて 当時 主力 と し て いた 61 式 戦車 で MS 
に 対抗 する と いう 作戦 を 揉 ら ざる を 得 な か っ た 。 
U.C.0061 に 制式 採用 され て 以降 、U.C.0079 に 出現 
し た MS に 主力 兵器 の 座 を 芯 わ れる まで 、61 式 戦車 は 約 
て 陸戦 の 主力 と し て 活躍 。 北米 大 陸 や 東 
ヨーロッパ 戦線 、 さ ら に オデ ッ サ や ジャ ブナ 
. Біра TEDE 
RUBEN, СВОЕ 
たり 得 た 理由 は 、 設 計 段階 か ら その 発展 性 が 充分 に 考 
され て いた か ら に ほか な ら な い 。 余裕 の ある 巨体 は バー 
ジョ ン アッ プ を 容易 な も の と し 、 結 果 、M61A5 を は じ め と 
する 様々 な 発展 型 へ と 進化 し た 。 さら に 極東 方 面 宣 配備 
型 の よう な 現地 改修 型 を も 生み 出し た の で ある 。 ЖНЖ 
の MS 配備 と 共に 主 を 役割 は 支援 任務 へ と 移行 し た も の 
の 、61 式 戦車 は 、 そ の 通常 兵 問 と し て の 運用 性 が 重宝 
ап. U.C.0087 頃 まで 使用 され 続け た と 言わ れ て いる 。 


61 式 戦車 


о Т) 
61 式 戦車 (極東 方 面 軍配 備 型 ) 


陸戦 の 主力 兵器 で あっ 
た 61 式 戦車 だ が 、 万 


ERB CHEUSOH 
更に より 、 陸戦 の 主役 
отыз, +08 
ЕЛЕК 


та 9542: 
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モビ ルス ー ツ : GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム 


スト ライ ク ガ ンダ ム 
STRIKE GUNDAM 


用 途 に 応じ 様々 な 能力 を 付加 で きた スト ライ カー パッ クシ ステ ム 


地球 連合 軍 と 、 オ ー ブ 連 合 首長 国 の モル ゲン レー テ 
社 に よっ て 共同 開発 され た スト ライ ク ガ ンダ ム は 、 高 い 運 
動 性 能 を 獲得 すべ く 、 非常 に シン プル な 機体 構造 と な っ 
て いる 。 各 関 節 の 可動 域 を 広く 保っ た X100 系 の フレ ー 
ム を 採用 し て いた だ け で な く 、 頭 部 に 備え た [イー ゲル 
シュ テル ン 」 以外 は 固定 火器 を 敢えて 搭載 せ ず 、 また 変 
形 機構 や ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド の よう な 特殊 機構 を オミ ッ ト し 
て いた 。 これ ら は 先行 し て 閉 発 され た デュ エル と 同機 構 
で あっ た が 、 ス トラ イク に は さら な る 汎用 性 を 追求 し た 結 
果 、 武 装 換 凌 シ ステ ム で ある 「 ス トラ イカ ー パ ッ ク シ ステ 


LI を 搭載 する に 至っ た 。 

スト ライ カー バッ クシ ステ ム は 、 背部 の アタ ッ チ メン ト に 
「 ス トラ イカ ー パ ッ ク 」 と 呼ば れる 様々 な 外 付け ユニ ッ ト 
を 接続 で きる 機構 で ある 。 高 機動 スラ スタ ー と 格闘 兵器 
を 搭載 し た 「 エ ー ル スト ライ カー」、 大 型 の 刀 を 中 心 に 格 
闘 兵器 の 充実 を 図っ た 「 ソ ー ド スト ライ カー]、 ІН ЕНЕ 
力 を 増強 する 「 ラ ンチ ャ ー ス トラ イカ ー] な ど 、 戦略 に 応じ 
た 多彩 な ユニ ッ ト を 換装 する こと が で きた 。 これ に よっ て 
MS 単機 の 汎用 性 能 を 大 幅 に 高め る こと に 成功 し 、 時 と 
場所 を 選ば な い 運 用 が 可能 と な っ た の で ある 。 


(SEED) ТІЛЕГІ 


жяжакомысжшг 
れ た 武装 換装 シス テム 「 ス ト 
` ライ カー パック] の 特性 と その 
| 運用 法 に つい て 解説 する 。 


中 距離 戦闘 に 対応 し た 「 エ ー ル スト ライ カー」 と の 接続 形態 


エー ルス トラ イク は 、 スト ライ ク に 高 機動 ユニ ッ ト [エー ル 
スト ライ カー (型式 番号 :AQM/E-X01)」 を 装備 し た 仕様 
で ある 。「 エ ー ル スト ライ カー」 は 、 可 動 式 の ウイ ング も 備 
えた 大 出力 スラ スタ 応 す る ビー ム サ ー ベ 
ル 2 基 で 構成 され ト で 、 装 備 時 に は 宇宙 の みな ら 
Ў. 大 気 園 内 で も スピ ー デ ィ ー な 攻防 が 可能 と 
体 の 標準 装備 と し て 用 意 され て いた 
イフ ル と の 相性 も 良く 、 中 ・ 近 距離 で の 対 MS 戦 で その カ 
が 最大 限 に 発揮 され C.E.71、 ア ー ク エン ジェ ル の 主 
力 機 と し て 機体 が | され た 際 も 、 こ の エー ルス トラ イカ ー 
が 最も 使用 頻度 が 高く 、 ほぼ 標準 装備 と し て 扱わ れ た 


MORE INFO! 


MBF-02 スト ライ クル ー ジ ュ 


スト ライ クル ー ジ ュ は 、 ス トラ イク の 予備 パー ツ を 用 いて 
オー プ が 開発 し た 同型 機 で ある 。 基本 性 能 は 変わ ら な い 
が 、PS 装 甲 の 稼働 時 間 を 延長 させ る パワ ー エ クス テン 
ダー を 搭載 する な ど 、 若干 の 性 能 絢 化 が 図ら れ て いる 。 
こち ら も エー ルス トラ イカ ー を 標準 兵 装 と し て いた 。 


に よっ て エネ 
効率 が 上 昇 し た た めで : 


画 エー ルス トラ イク ガン ダム 


№ SPEC 
型式 番号 GAT-X105+AQM/E-X01 


エネ ルギー ビーム ライフル ft 
所 属 地球 連合 軍 
搭乗 者 キラ ・ ヤ マト 、 ム ' 


Ш エー ルス トラ イカ ー 
М № 


左右 に 伸び る ウイ ング と 可 S 
BAD 
Nama mE NT 


され で て おり) 
оная 


ath 
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大 型 の 刀剣 類 を 備え た 格闘 戦 形態 


ソー ドス トラ イク ガン ダム は 、 対 第 戦 や 敵 拠 点 制 圧 を 目 。 画 ソー ドス トラ イク ガン ダム 
的 と し た 格闘 戦 形態 で ある 。 追加 スラ スタ ー と 3 種 の 格 
開 兵 器 で 構成 され た ソー ドス トラ イク (型式 番号 : AQM/ Ү 
E-X02) は 、 バ ッ ク バ ッ ク と 左肩 、 左 肘 に ユニ ッ ト を 接続 
する 方 式 と な っ て いた 。 主 武装 は 、15.78m と いう 、 機 体 
全高 に 迫る 長 さ を 持つ 対 艦 刀 「 シ ュ ベ ルト ゲベ ー ル 」 で あ 
So これ は 実体 刃 と レー ザー 刃 の 2 種 を 備え て お り 、 径 始 
を も 容易 に 両断 で きる ほど の 切断 力 を 有 し た 。 その 他 、 投 
所 兵器 と し て も 使用 で きる ビー ム ブ ー メ ラン 「 マ イダ ス メ ッ 
サー] や 、 シー ル | 用 の ロケ ッ ト ア ンカ ー を 追加 し た 
「 パ ン ツ ァ ー ア イ ゼ ン ] な ど 、MS 戦 闘 に も 対応 で きる 仕様 
と な っ て いた 。 主 に コロ ニー 内 や 海上 で の 戦闘 で 使用 さ 
れ 、 戦 力 の 少な い ア ー ク エン ジェ ル を 支え た 。 
ヘリ オ ポ リ ス 内 で 行わ れ た ク 
ーー ゼ 隊 と の 戦闘 で は 、 ソ ー 


ж 


GAT-X105+AQM/E-X02 


7421 
15.78m 対 第 妃 「 シ ュ ペ ベル トゲ ペ ベール] ノ 
ピー ム プ ブー メラ ン 「 マ イダ ス メ ッ サー」 プロ 
ケッ ト ア ンカ ー「 パ ン ツ ァ ー ア イ ゼ ン 」 

電球 連合 軍 

キラ キヤ マト 


マル フィ が 乗る ブリッツ ガン ダム | 
ADE RW CBIR TUS, 


© 15.78m 対 艦 
「 シ ュ ベ ルト ゲベ 


= 


利 な 実体 肪 を 、 刀 身 部 分 に 
使用 し た 大 型 刀 。 大 型 の た め 
(ететш ОЛ) YT 


RADE LDENT SOM RE. + 
製 MS を 破壊 で きる パワ ー を 有 し 、 敵 
ROBT LT SL OCA SHE, 


Ө ロケ ッ ト アン カー 
「 バ パン ツァ ー ア イ ゼ ン 」 


部 に 設置 され た クロ ー 部 分 を 
ロケ ッ ト ア ンカ ー と し て 射出 で 
きる 機構 を 有 し た 


多彩 な 射撃 兵器 を 装備 し た 砲撃 戦 形態 


ラン チャ ー ス トラ イク ガン ダム は 、 複 数 の 大 型 火器 を 追 = 画 ラン チャ ー ス トラ イク ガン ダム 
MU MCL ATONE CHB. ラン チャ ー ス トラ イカ ー 
(型式 番号 :AQM/E-X03) は 、 遠 距離 か ら の 砲撃 を 可能 
と する 320mm 口 径 の 大 型 移 と 、 右 肩 に 搭載 され る パル 
カン 砲 と ガン ラン チャ ー を 備え た ウェ ポン ボッ ド で 構成 され 
る ユニ ッ ト で 、 ス トラ イク に 移動 砲台 と し て の 能力 を 付加 し 
た 。 特性 の 異な る これ ら の 火器 を 駆使 する こと で 、 単機 で 
MS 部 隊 や 艦隊 を 比 減 する パワ ー を 発揮 し た 。 その 一 方 
で 機動 性 が 低下 する ほか 、 格 闘 戦 能力 も 持た な いた め 、 
使用 に は 充分 な 戦略 を 練る 必要 が あっ た 。 


が 損傷 し 、 結 果 的 に コロ 
= MOB REST 
し まっ た 。 


рлы ааа 
えて ラン チャ ー ス ト 
ライ ク で 出撃 し 、 移 動 克 台 
と し て の 役割 に 専念 。 ザ フ 
корюше RAIS -7579 
АК 


GAT-X105+AQM/E-X03 

重量 8371 

RR 320mm 超 高 イ ン パ ルス 砲 「 ア グ ニ ] 73 
ン ボ ウェ ポン ポッ ド (120mm 対 艇 バル カン 
移 、 350mm ガ ン ラ ンチ ャ ー) 

地球 連合 軍 

キラ ・ ヤ マト 、 ムウ ・ ラ ・ フ ラガ 


型式 番号 
全高 


ルカ ン 砲 と ガン ラン チャ ー 
С] 
で 圧倒 する 戦術 は 、 пж 
の MS と 対 崎 す る 共に も 
Ел. 


所 属 
搭乗 者 


( コン ボウ ェ ボ ン ボ ッ ド 
(120mm 対 艇 バル カン 砲 
350mm ガ ン ラ ンチ ャ ー) Š 


右 肩 の 装甲 上 部 に マウ ント する 形 で 設置 され る 
жағасуһ, 状況 に 応じ て 2 種 の 火 宮 を 使い 分 
は 、 弾 基 を 展開 す る の が 通常 の 連用 


© 320mm 超 高 イ ン パ ルス 砲 
「 ア グ ニ 」 


スト ライ ク が 装備 する 火器 群 の 中 で も 最 
EMNDSS AMAR, Я 
ӘМАА 


та. 42-54% 124-10 
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(188) ЛЕГЕ 


ドム トル ー パ ー 
LEME-XX09T Crise) $ 


胴体 部 
ZGMF-XX09T ドム トル ー パ ー 独 自 
стах 


装甲 材質 

ЖЖ ドリ ル ラ ンス МА-5Х628 フォ ー デ ィ 
オノ JP536X ギガ ラン チャ ー ОАТ 
マル チ プ レッ クス EX-G1 ナイ トウ ィ 


Б =: әд =e, 
所 属 ザフト 
иж — 


Im COMPARISON CHART Ш COLOR 
а Е р 
Ss 


DIA SRO AMG CHE еу: VIF VOB 
C.E.73、 ロ ゴス 幹部 ロー ブリ ー ル の 引 ار‎ り 開 発 は 中 で 凍結 され た も の の 、 タ は クラ イ * 


求め て オー ブ 連 合 首長 国 に 侵攻 し た ザ フ | Ho 独自 の 装備 が 施さ れ た 「 ク ライ ン 派 仕様 ド 
候補 の 脱落 自 


「 オ リ ジ ナ ル 」 は 本 体 こ そ クラ イン 派 仕様 と 
機 用 の 主 カ ウィ ザー ド が 用 意 され た 対 MS 近 接戦 闘 
特 化 し て お り 、 奇想 兵器 と 呼べ る 兵 装 が 施さ れ て い 


ев 


新 世代 主力 MS の 共通 項 と し て 、 本 機 は バッ ク バ ッ ク の 
換装 に より 様々 な 戦局 に 対応 する ウィ ザー ド シ ス テム を 持 
2. 一方 で 、 攻 性 フィ ー ル ド 展 開 機能 や ホ パ リン グ 推進 な 
ど 、 ド ム ト ル ー パ ー 独 自 の 機能 を 導入 し て いる 。 ウィ ザー ド も 
本 機 用 に 開発 され た 対 MS 近 接戦 闘 の EX-G1 ナイ トウ ィ 
ザー ド が 用 意 さ れ て いた も の の 、 ド リル ラン ス と いう 奇想 兵 
器 に カテ ゴ ラ イ ズ さ れる 風変わり な も の で あっ た 。 その た め 
D791 ROR [77760] で 建造 され た ドム 
トル ー パ ー は 、 実用 的 か つ 最新 鋭 の 兵 装 が 施さ れ て いる 。 


地上 で の 高 機動 が 可能 
な 反面 、 ホ バリ ング 推進 
ж. 


TDD ЖИН 
М” 


оО 
AUTH ERR 
り 、 EXEZ1200 イー ジー 
ウィザード を バッ ク バッ ク と 

K 


計 と 対 MS 近 接戦 闘 用 の 独自 兵 装 
ШЕХ-С1 ナイ トウ ィ ザ ー ド 


オリ ジ ナ ル の 主 カウ ィ ザ ー ド 。 JP536X ギガ ラン チャ ー DRI マル チ プ レッ 
クス と ドリ ル ラ ンス MA-SX628 フォ ー デ ィ オ を 装備 する 。 ЕКЕШ 
T ギガ ラン チャ ー の 弾倉 や ドリ ル ラン ス の 予備 リル ГЕШ) を 収納 する 


Ш JP536X ギガ ラン チャ ー DR1 マル チ プ レッ クス 


RAM ME LERNTSNA— HB, а 
BSI YK DSBABEN, 8910082 
連射 が で きる 。 ELIS, ғ/4-2-Ж 
アン チ セ ン サ ー 用 ダ ズ ラ ー と し て も 機能 。 


Ш ドリ ル ラ ンス MA-SX628 フォ ー デ ィ オ 


>» 5 ЕРТІСТЕ 
у) И NE 
+ оваа ужс AL. 


MORE INFO! 


シー ゲル (922) IFARA SATELE 
き ク ライ ン 派 。 プラ ント 内 外 に 多く の 協力 者 が お り 、 そ の 関 
連 組織 に 「 タ ー ミ ナル 」 と 「 フ ァ ク トリ ー」 が ある 。 情報 収集 
組織 が 「 タ ー ミ ナル 」 で あり 、 こ の 一 派 が ドム トル ー パ ー の 開 
発 デ ー タ 奪取 を 実行 し 、 秘 容 兵 器 工場 で ある 「 フ ァ ク トリ ー] 
が その デー タ を 基 に ドム トル ー パ ー を 建造 し た 。 


wed 
aon sas Bae 
存在 。 スト ライ ク フ リ ー ダ ム 
や イン フィ ニッ ト ジ ャ ステ ィ ス 
PEDRET TD. 


ス の グリ ッ プ か ら 弾 頭 が 切り 離さ | 


t. 対象 内 部 で 坦 発 する 。 


ルー バー。 MBO 
аш. 
шаһ. 


画 ドム トル ー パ ー の バイ | 
左 か ら ヒル ダ ・ ハ ー ケ ン 、 マー ズ ・ シ メ 
RORY 


コロ イド を 応用 し 
SED (EATS 
特殊 兵 装 。 クラ イン 派 が 運 
用 し た 3 機 の ドム トル ー パ バー 
は 、 本 兵 読 を 用 いた 三 位 一 
体 の 戦法 ジェ ッ ト スト ! 
アタ ッ ク を 編み 出し 、 жой 
тимен, 


E 対 ピ ビー ムシ ー ル ド 
ERMINE Инан KORO es A RIEM, 
ル ラン ス と の 人 用 を 前 所 と し た ナイ トウ ィ ザー ド 用 の も の 
第 に ドリ ル ラン ス を 差し 入れ . м-т 


[和光 = ミチ リル | ラ ァ クト リー 


№ ZGMF-XX09T ドム トル ー バ ー 
クラ イン 派 の ファ クト リ 


で 建造 され た ドム ト 
と ピー ムシ ー ル ド を 


ジ ナ ル と は 似 て 非 な る 機体 と し て 


オン . ヘル ペル ト ・ フ ォ ン ・ ラ イン ハル ト 。 
ウー エ 攻 罰 間 当時 か 5 クラ イン 派 の バイ ロッ ト で ある 。 


matatz 124-12 
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с РІЗОТТО 


ゴッド 
ガン ダム 
J GOD GUNDAM | GUNDAM 


「 神 ] の 名 に 相応 し い パ ワー アッ プ を 成し遂げ た 機体 


GF13-017NJTL ゴッド ガン ダム は 、 第 13 回 ガン ダム 
ファ イト の 決勝 大 会 用 に ネオ ジャ パン が 開発 し た 2 機 目 
の MF で あ 当初 予定 し て いた より も 激しい 
戦い と な 上 層 部 は 予選 (サバ イ 
バル イレ ブン ) で 運用 され た GF13-017NJ シャ イニ ン 

7 ム で 決勝 を 戦い 抜く こと と は 難し いと 判断 。 さら 
に 強力 な 機体 と し て ゴ ッ ダム を 開発 し 


モー ド 発 動 時 を 超え る 運動 性 能 を 発揮 する こと が で き 、 
攻撃 力 な ら びに 防御 な どす べ て の 面 に お いて パワ 
д 遂げ て いた 。 また 、 ガ ンダ ム フ ァ イタ ー 
シュ の 感情 (明鏡 止 水 の 境地 
バッ ク で きる 新た な 強化 機構 [ハイパー 
が 搭載 され て お り 、 発 動 時 は 他 の MF を 圧倒 する 
戦闘 能力 を 実現 | 本 機 は ドモ ン の 愛 機 と し て 
ター ア が 運用 する マス ター ガン ダム を 打ち 破り 、 第 
13 回 大 会 を 制覇 。 さら に 、 そ の 後に 勃発 | 
ダム の 地球 侵攻 を 阻止 する 活躍 を 見 せ て いる 


合 材 、 レ アメ タル ハイ ブリ ッ ド 多層 材 
頭 部 バル カン 砲 X4 マシ ン キャ フン 


背部 
バッ ク バッ ク は 本 体 と 分 可 
出 ・ 移 動 用 メカ 「 コ ア 


関連 ファ イル 
© 


FILE PREVIEW 


50-01-01 GFISOI7N) シャ イィ 


ШЕГІН シャ イニ ング の 正統 進化 版 で ある MF / A 


ゴッド ガン ダム は 、 シャ イニ ング ガン ダム の 特性 を 継承 ・ 発 | 
展 させ た 機体 で ある 。 武装 面 で は 、 [シャ イニ ング フィ ン ガ ー] 
より も 強力 な 「 坦 部 ゴッド フィ ン ガー] を 放つ と と が で きる マニ 
ピュ レー ター に 改良 が 施さ れ た ほか 、 新 た に マシ ン キ ャ ノン を 
搭載 。 搭乗 者 と の 運動 性 に も 改善 が 図ら 5 れ 、 ド モン の 格闘 
能力 を より 正確 に 反映 する こと が 可能 と 


ムカ 
攻撃 用 の クロ ー 
も 上 部 に 本 開 し て 使用 可 


マ 拡大 図 


合計 で 4 門 と な 


an, ВЕС 
る 。 カバ パー の 展開 非 民 病 
き 問わ ず 合 用 可能 。 


胸部 中 内 に 新た に 搭載 され た エ 


ファ イタ ー の 「 気 ] を 集中 させ る 


画 コク ピッ ト 


ビッ ト 部 に ある キャ ノ 
ピー が 展開 し 、 зі 
能 と な る 。 


ЗУКО REEL 
て いた IC チ ッ プ 。 ドモ ン の 数 し い 


БНА Sky | св» ЕТО И 


モン の 精神 が エネ ルギー マル チチ 


プラ イヤ ー に て 坦 も た 状 AS の ガン ダム ファ イタ ー の 起り の 感情 を エネ ルギー に 変え た 
в. 香 部 6 基 の ウイ ング が 展開 \ー パ バー ` — 

BROMINE / S 2 Жай Тастақ Шын йөне кіш. ху | [ea ラン カー 
teeta | NN ALY \、 ナ 高地 で の 修行 で ドモ ン が 体得 し た 、 心 に わだかまり の な い а 


「 明 鏡 止 水 ] の 境地 を パワ ー ア ッ プ の 源 と し て 用 いた も の AR [ERREP] ож 
だ 。「 井 圭 ゴ ッ ド フィ ン ガー」 [MAK AZ oy a | を 基本 
—= と し 、 戦い の 中 で きら に 強力 な 技 を 編み 出し た 


т 
1 し ー ト エンド! DERES 
に エネ ルギー を 放出 する 


ERRI KRZ 
バー モー 人 
で 


MORE INFO! 

ライ ジン グ ガ ンダ ム 

グ ガ ンダ ム と 同じ 基本 構造 を 持つ 兄 部 横 と し 
た 機体 が 、 JMF1336R ライ ジン グ ガ ンダ ム で あ 
る 。 ガン ダム ファ イト 用 で は な く 、 ネ オジ ャ パン の 防衛 用 と し 


92 F 
て 造ら れ た 機体 で あり 、 シ ャ イニ ング フィ ン ガー を 装備 し な い ギ ナ タイ バル カン x2 
代わ り に 中 ・ 長 距離 戦闘 用 の 武装 を 多数 装備 し て いた 。 z 


аттиш \ TT 
4 R инди. 一堂 で -A 
ES р жеж 
化し ょ ウォ ルター ガン Ñ 1282474377 
жеге іі `. アロ ー」 を 発射 する 。 
元々 は ネオ ジャ パン の スタ ッ フ で ある ウル ペー イシ カワ の 専用 機 で s р N = 
対 デ ビル ガン ダム 用 に ネオ : ち 込 ん で いた ===) 
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公国 軍 に 微 用 され た 連絡 貨客船 の 性 能 と その 役割 


旧 世 紀 と 同様 に 、 宇 宙 世 紀 に お ける 交易 は 国家 が 
発展 する うえ で 必要 不可 欠 な で あり 、 各 サイ ド は 宇 
宙 と いう 海 を 行き 来 する 商船 に よっ て 貿易 を 行い 独立 し 
た 経済 単位 と し て 発展 し て いっ た 。 それ ぞ れ の サイ ド が 
独立 国家 と し て の 地盤 を 固め て いく に あたり 、 他 者 と 対 
等 の 立場 で 貿易 を 行う 意義 は 大 きか っ た の で ある 。 

そう し た 状況 で コロ ニー 間 留 易 の 主役 と な っ た の が 民 
間 の 商船 で あり 、 連 絡 賀 客船 [ヨー ツン ヘイ ム 」 も そう し 
た 艦 の ひと つ で あっ た 。 これ ら 商 船 の 活動 は ジオ ン 公国 
が 国力 を 蓄え る 原動力 と な り 、 時 に は 軍艦 を 中 継 し て 物 


ン ペ イム 


(80) ТІЛЕГІ 


“- 


資 の 輸送 を 行う な ど 、 公 国 所 属 の 商船 は 軍 と 密接 な 関 。 関連 ファ イル 

係 を 保ち な が ら 貿 易 を 支え た の で ある 。 一 年 戦争 を 控え изло LOOSE 
た 公国 軍 が そう し た 商 航 に 注目 し 戦力 増強 の た め に 微 
用 し た こと も 、 実 際 に 艦 を 運用 し て いる 者 た ちの 心情 を 
除け ば 、 ご < 自然 な 成り 行き だ っ た と 言え よう 。 特に 戦闘 
HEAT AA DOAN NEA ARAN ADE ЕЕЕ 
し た ヨー ツン ヘイ ム は 、 試 人 兵器 の 運用 試験 と いう 重要 
な 任務 に 就 い た 。 本 来 は 経済 を 支え る べき 商船 は 、 試 
験 支援 艦 と な る 条件 も 充分 に 満た し て いた た め 、 MET 
し て 激しい 戦場 へ と 赴く こと を 余儀 な くさ れ た の で ある 。 


161-02-03 
101-02-04 


第 603 技 術 試験 隊 の 試験 支 


WCRI IAL 
技術 士官 の ほか に 、 艦長 を は 
し じ め の 軍属 と な っ た 商船 時 代 の 
RALSHENL, LOD 
用 部 分 を 引 さ 続き 担当 し た 。 


全長 292.6m、 全 幅 170.5m、 全 高 97.0m。 HEEE 
13.700!、 全 装備 重量 22.000[ 一 ヨー ツン ヘイ ム は 当時 
の 公国 軍 が 主力 と し た ムサイ 級 軽 巡洋艦 を 直 え る サイ ズ を 有 
し な が ら 、 そ の 船体 レイ アウ ト の 大 半 を 格納 庫 に 割 い て いる 
も ちろ ん 戦闘 艦 と 商船 の 設計 を 比較 する こと は 妥当 で は な い 
が 、 本 艦 が 非常 に 高い キャ パシ ティ ー を 備え て いた こと は 間 違 
いな い 。 BIE ORE 型 格納 庫 は 最長 部 で 幅 


45m, 高き 33m と いう 広い スペ ー ス を 有 し て お り 、 物 資 の 搭載 
内 部 で の 試作 兵器 の 調整 作業 に も 適し た 構造 で 
パプ ア 級 
試作 兵器 の 


これ が 前 株 へ の 輸送 と 補給 を 主任 務 と し た 
補給 艦 や パ ゾ ク 級 輸送 第 と の 決定 的 な 違い で 、 
搭載 と 運用 を 両立 させ る 要因 と で ある 。 
一 方 で 、 軍 務 に 就く に あたり 改修 が 施さ れ た 
へ イム の 機動 力 は 一 般 的 な 軍艦 に 及ば ず 、 兵 装 
あり 、 戦 闘 に は 向 か な い 艦 で あっ た 
ヘイ ム が ひと え 
了 ゆえ に 徴用 され 
有 し た 連絡 貨客船 は ヨー ツン ヘイ ム 1 隻 で は な く 、 ジ オン 公国 に 
は 同型 の 船舶 が 複数 存在 し た $ 
РЕЗОН ЕЕ ЕСО Ct 
な い が 、 Ë: 


試作 兵器 の 運用 試験 で は 試験 
と 収集 が 最 重要 で あり 、 故に 運用 試験 が 正しく 行わ れ て いる こ 
と を 監視 する た め 、 必 要 な 耳目 が 加え られ た の 「 
第 603 技 術 試験 隊 の 技術 士官 は 、 試験 兵器 か 
タタ を 迫 一 監視 し 、 運用 試験 に 活か し て いっ た 


試作 兵器 運用 母艦 と し て の 積載 能力 に 特 化し た 艦 体 構造 


Ш ヨー ツン ヘイ ム 4 面 図 
穫 体 その も の は 環 長 い 形状 た が 、 両 航 に 大 型 格納 庫 が 設置 され て いる 。 RURALE 
体 サ イズ に 比べ 商品 その も の で あり 、 本 格 的 な 戦闘 に 構え 得る も の で は な か 


g ブリ ッ ジ 観測 指揮 所 
上 が プリ ッ ジ 、 下 が 観測 析 所 の 内 分 。 MADA- 
半 指 近所 は 、 ブ リッ ジ 吉 紙 の 一段 下 が っ た 場 


изн 


шга CHEATS 
ЕЕ 


ТЕЗ) 


MECHANIC FILE 


їй) aÜ] зт] 


MS 発着 艦 シス テム の 搭載 と その 狙い 


試作 兵器 を 搭載 し 整備 する 点 に お いて 不足 は な か - 
ヘイ ム だ が 、MS 連 用 母 矯 と し て 見 る な ら ば 、 


全 な 機能 は 有 し て いな か っ た 。 これ は 、MS を 運用 する に 
て 必要 不可 欠 と な る 発芽 艦 シス テム を 備え て いな 
で ある 。 ЖС 備 が 新た に 加え られ た の 


は 懲 用 竹 の U.C.0079. オデ ッ サ 作戦 の 直前 と な る 10 月 
に EMS-10 ツ ダ の 運用 試験 を 実施 し た 際 の こと だ っ た 。 
着任 に 合わ せ た 改修 に より カタ バル ト ・ ハ ン ガ ー や ラン 
ディ ング ・ バ レッ ト 、 タ ー ミ ナル 綾 置 と いっ た MS の 発 基 
を 可能 と する 増設 が な され れ に よっ 
て MS 運用 母 外 と し て の 性 能 も 獲得 する こと と な っ た 

元 は 民間 船 で ある ヨー ツン ヘイ ム に MS の 運用 能力 が 


発 第 時 の MS は 、 ハ ン ガ ー に 刷り 下げ られ た 状 
BE (EMS-10 の 場合 は 、 ラ ンド セル 部 分 を ハ 


の 接続 部 に 回 転機 構 を 備え て いる 


付与 され た こと は 、 実 に 区 くべ き 事実 で ある 。 MS の 運用 
帳 が 進ん で いた 公国 軍 と は いえ 、 手 用 船 に MS を 軍用 
и た だ 、 жш 


公国 電 に あっ て 、 午 用 燈 を MS 軍用 且 角 に 転用 する た め 
の 技術 検証 を 兼ね お て いた と いう 可能 性 も 否定 で き な い , 

価 試験 を 終え た EMS-10 の 制式 採用 は な され 
2 番 機 と 予備 機 は 、 ヨ ー ツ ン ヘ イム 
Я テム も 残さ れ た 。 この 事実 も 、 BH 
国軍 の 本 格 的 な 戦力 と し て 数 えら れ た こと の 証 


用 船 が 公 
ETSA, 


DEBA OE AEMS- 1 OF FABER 


2603 


ラン ディ ング ・ バ パレット 
trt Raat oh. パレ ッ ト の 上 
кшен. алнып 
パー で 機体 の 姿勢 を 維持 する 。 


様々 な 展開 に 対応 する オプ ショ ン 装備 


非常 に 特殊 な 部 隊 で ある 603 の 任務 を 支援 する た め 
ン ヘ イム に は 様々 な 任務 が 与え られ た 。 その 任務 
の 内 容 に より 、 オ プシ ョ ン 装備 が 追加 され る 場合 も あっ 
た 。 機動 性 を 強化 する 追加 ブー スタ ー も その 一 例 で 、 わざ 
わざ こう いっ た オプ ショ ン が 用 意 さ れる と いう 事実 は 、 本 艦 


公国 軍 に 
と っ て 、 や は り 本 艦 の 積載 能力 は 利用 価値 が 高かっ た 。 
時 に は 本 来 の 任務 か ら 外れ 、 地 上 部 隊 へ の 補 引 物質 の 
輸送 作戦 に 投入 され る こと も あっ た 。 公 国軍 に よる 補給 
作戦 は 輸送 艦隊 に 合流 し 「 補 給 物資 を 搭載 し た コン テ ナ 
| け て 地球 周回 軌道 上 か ら 投 下す る 」 と 
本 艦 と その 乗員 た ち は この 任務 を 遂 
fr, 元々 は 商船 と し て 物資 輸送 に 従事 し て いた 彼ら に と っ 
て 、 こう し た 輸送 任務 は お 手 の 物 だ っ た よう だ 。 


BACMHAER 
SR 


ERT 


ы а з= 
ир, 
Bay oes 


HLV 用 の も の を 改良 し た 
と 思わ れる 全長 40m の 大 
型 ブー スタ ー。 ノズル 内 部 
ズル が 


ee 


上 部 に ある が 使用 時 は 格 
жиш Ен. ЕХ 
な 噴射 炎 を 発生 させ る 。 


m 投下 コン テ ナ 


格納 庫 を 埋め 尽く 
テ ナ を 搭載 し た 
ヘイ ム 。 RFE 

ятан кә» 

DEBE 


(>. 
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モビ ルス ー ツ : ZM-S24G ゲド ラ 


ザン スカ ー ル 戦争 後期 を 代表 する 帝国 の 主力 MS 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 が 「 地 球 クリ 
背景 に は 、 TA THRE TOUS 「 タ イヤ 兵器 」 の イ 
ン パ クト に よっ て 自軍 の 威力 を 強烈 に 印象 付け 、 短 期 
決戦 の 主導 権 を 握 ろ うと する 意図 が あ - 40 
^ 要 だ っ た の が タイ ヤ 型 サブ ・ フ ライ ト ・ 
YK | の 突出 し た 性 能 で あり 、 そ れ に 対応 し た 新鋭 MS 
アイ ン ラ ッ ド と 同時 期 に 開発 され た ZM-S24G 
ゲド ラフ は 、「 支援 兵器 を 支援 する ] と いう 特殊 な コン セ 
プ ト に 基づい て 開発 され た MS た ある 。 
ZM-S24G は 型式 番号 の 未 尾 が 陸戦 用 を 意味 する 


作戦 」 を 推進 し 


「G」 と な \ る が 、 運用 可能 な MS で あっ た . 
これ は 全 領 域 型 の アイ ン ラ 合わ せ た 仕様 で 、 同 時 
期 に 開発 され た MS より も ひと まわ り 小 さ な 機 体 、 両 腕 に 
設置 され た ビー ム ・ シ ー ル ド 発 生 デ バイ ス な ど 


| され る こと が ほとん ど で 、 単 体 の 戦闘 
する 声 も 多い 本 機 だ だ 、 ザ ンス カー ル 戦 争 後期 の 代表 
こと は 疑い よう も な い 事 実 で ある 。 


[V] ml 25n 


№ COMPARISON CHART № COLOR 
x — < - 


アイ ン ラ ッ ド と の 連携 を 前 提 と し た 兵 装 


ZM-S24G に 採用 され た 兵 装 は 一 般 的 な 汎用 MS に 準 
じ て お り 、 突 出し た 火力 は 有 し て いな い 。 これ は 本 機 が 、 ア 
イン ラッ ド の 戦闘 力 と 一 組 に し て 考え られ て いた た めで あろ 
2. 機体 の 小型 化 と 同様 に アイ ン ラ ッ ド と の 連携 運用 へ 
の 配慮 は 随所 に 見 られ 、 両 腕 に 設置 され た ビー ム ・ シ ー ル 
FRET NA, 取り 回 し の 良さ を 重視 し て 小型 化 が 図 
られ た ビーム ・ ラ イフ ル は 、 す べ て アイ ン ラ ッ ド と の 連携 を 
考 貞 し た 結果 で ある 。 本 機 に アイ ン ラッ ド が 最大 の 
『、 そ の 一 方 で 汎用 MS と し て の 
し て いた こと か ら 、 モト ラッ ド 艦 隊 の 主力 MS と し 
て 地球 クリ ー ン 作戦 で 充分 な 戦果 を 挙げ る に 至っ た 。 

宇宙 空間 か ら 月 面 / 重 
カド と 戦場 る 選ば な い 泊 
用 性 も 長所 の ひと つ で あ 

これ が ザン スカ ー ル 戦 
PERMETEREN 
た 要因 と な - 


ド と の 連携 を 前 
ikon tts 
i. 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
グリ ッ プ が 銃身 の 前 方 に 位置 する ブル パッ プ 式 の 専用 ビーム ・ ラ イフ ル , 
同期 の 機体 の も の と 比べ る と コン パク ト な 造り と な っ て いる 


Ш ビー ム ・ а 
тинядан/сихяу WEDEL. + лож 
M LSU LARRORRBL S05. AB286352 

収納 され る 


BG アイ ン ラ ッ ド へ の 搭乗 


アイ ン ラ ッ ド に 搭乗 する 


る 工法 も 採用 


Cu その 操 継 感覚 に , ж; 
ご 。 の ち に アイ ン ラ ッ ド が 広く 普 
その 操縦 系 は 充分 に 最適 


こと は ほとん ど : 


し た こと か 5 も わか る よ 
化 さ れ て いた も の と 推測 で きる 。 


機体 の 小型 化 の 影響 か 

ライ アウ ト は 他 の 機体 
と や や 異な っ て いる 
し 居住 性 は 充分 に 保 た れ 
て おり 、 同時 期 の 機体 の 
も の と 大 差 は な い . 


画 コク ピッ ト - ハッ チン 開閉 パター ン 
胸部 上 仙 に 位置 する コク ピッ ト ・ ы, 
ハッ チ 。 АНИ БСМ УС ァ ン 

コク ピッ ト ・ ブ ロッ ク が 起 出 し 、 乗 /—/ 

時 部 の ハッ チ が 上 側 に 展開 する . 


戦争 末期 の 重要 戦力 と し て の 貢献 度 


ZM-S24G は 当初 ザン スカ ー ル 融 国 軍 モ トラ ッ ド 艦隊 所 
属 の MS 部 隊 「 シ ュ バ ッ ツラ ボボ 隊 ] に 配備 され 、 サ イド 2・ 
マケドニア へ の 奇 肛 作 戦 で 初め て 実戦 投入 され た 。 その 
後 、 地 球 ク リー ン 作戦 に も 実戦 投入 され 、 重力 下 に お ける 
アイ ン ラ ッ ド の 実用 性 を 証明 し て いる 。 さら に 性能 と 生産 
性 の パラ ンス が 良好 だ っ た こと か ら 量 産 が 続け られ 、 ザ ンス 
カー ル 戦 争 末期 の エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 で も 戦力 の 
一 角 を 支え た 。 アイ ン ラ ッ ド が 帝国 軍 の 重要 な 戦力 に な っ 
た の と 同様 に 、 本 機 も 主力 MS と し て 活躍 し た の で ある 。 


同時 期 に 開発 され た アイ 


る 環境 下 で 幅広 く 運用 さ 
れる こと と な っ た 。 


ン ラ = ド と 同時 に 投入 き 
れ 、 地球 クリ ー ン 作戦 の 実 
CHM, це. кән 
周 ま で 帝国 宣 の 主力 NS と 
し て 活躍 する 姿 が 確 計れ | 
て いる 。 р 


画 ル ベ ・ シ ノ プ カテ ジ ナ ・ ル ー ス 


ド の 真価 を 発 押し た 


TE EDR EE TART 
к=7-зп=-^Ф@@ 


国軍 の パイ ロッ ト 。 マ ケ 
таа. 


MORE INFO! 
タイ ヤ 系 MS の 発案 者 


アイ ン ラ ッ ド や モト ラッ ド 艦 の 基礎 と な る アイ デア を 提 実 
し た の は 、 NAR ANID ASEM ER OKA 
イク 大 尉 (の ち に 少佐 ) だ っ た と 言わ れる 。 バイ ク の 構造 
を 参考 に し た ZMT-A03G ガリ クソ ン の 試験 運用 を 任 さ 
れ 、 ガッ ダー ル 中 を 指揮 し た 彼 は 、 技術 者 と し て の 地 能 も 
発揮 。「 地 上 を バイ ク 乗り の 楽園 に する ] と いう 起 い を 、 
優れ た 兵器 の 開発 に 結び 付け た の で ある 。 


技術 者 と し て も 地球 クリ ー ン 作戦 の 一 敵 を 


担っ た イク 。 バイ クト 
が タイ ヤ 素 MS と モト 


る 彼 の 思い 入れ 
秀生 み 出し た 。 


та 


ッ ン ライ ズ 
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ジー ライ ン ・「ー 
сш š: スタ ンダ ー ド アー マー ыш 


(A88) НЕЙ з 1088 


5 
イフ ル ) HRY дуа 
サイ ル ラ ンチ ャ ー ア サル ト ・ キ ャ ノン 


COMPARISON CHART № COLOR 
ЕТЕ O 


関連 ファ イル 


RX-78 ガン ダム の 完全 量産 化 を 目指 | b о Ж ば [ガン ダム の 完全 量産 化 ] で 
MS が 、RX-81 ジー ライ ン で ある 。「 素 体 ] で ある 基本 この 難題 を クリ ア す る た め に 採用 され た の が 、 ガ ンダ 
レー ム と 外装 式 の 拡張 装 
備 を 換装 する こと で 様々 
お 、 バ パラ ンス 重視 型 の 拡 引 
を 装着 し た パリ エー ショ ン が 、 本 
ジ スタ ンダ ー ド アー š 

本 機 の 開発 は 一 年 戦争 末期 に 始ま - ン セ 下 で ジム 系 MS と の 互換 性 向上 を 
プ ト は 、 ニュ ー タ イブ 搭乗 時 の ガン ダム の 人 性能 を 目 z 備 は UC.0081 中 頃 
格闘 性 能 の 向上 や 機動 性 と 装甲 の 強化 を 目指 す も で 281 が 2 機 を 受領 し 


O1 А 


拡張 装備 に よっ て 仕様 を 変更 する MS 


FSWS 計 画 の 影響 受け た ジー ライ ン は 、 MS 本 体 で る EN FRY 
る 基本 フレ ー ム と 「 錯 」 の よう な 拡張 装備 群 で 構成 され る 。 
FA-78-1 フル アー マー・ ガ ンダ ム な どの フル アー マー 搭 
載 機 に 近い 発想 と 言え る が 、 設 計 段 階 か ら 拡張 装備 の 搭 
載 を 盛り 込ん だ 点 、 撤 張 装備 な し で の 運用 を 想定 し な い 
点 、 複 数 の 拡張 装備 を 使い 分 ける こと で 様々 な 運用 形態 
に 対応 で きる 点 な ど が 特殊 だ っ た 。 拡張 装備 の 換装 に よ 
る 多用 速 性 の 実現 は F9O ガン ダム F90 に 似 た 発想 だ が 、 
ジー ライ ン は その 約 40 年 も 前 に 開発 され て いた の で ある 。 


ン の 仕様 を 変更 
汎用 型 の スタ ンダ ー 
ドア ー マ ー、 高 機動 型 の ライ ト ア ー マ ー、 
格 肌 型 の アサ ルト アー マー の 3 種 が ある 。 


ジー ライ ン の 基本 フレ ー ム 。 БЕНИ! 
部 に は 拡張 装備 接 続 用 の ラッ チ を 備え る 。 ご 
する が 、 夫 本 フレ ー ム の み で の 運用 に メリ ッ ト は 


後 の ジ ェ ガ ン D 式 が 対応 し た 、 ス ター クジ ェ 
け で も MS と し て 機能 


宇宙 で の 軍用 時 に 装備 する ラン ド セ ル ( 図 で は 左右 の 綴 張 装 備 や 武装 
ル ダ ー が 沸 申 され て いる )。 推進 問 は 大 型 2 基 と 小型 4 夫 か ら 成 る 6 連 式 。 


RX-81ST 
ジー ライ ン : ス タン ダー ドア ー マ ー 


Ш 

所 完 に 向かっ て 細く な っ て 
м<. ване. 
Fe Be BO BLS HL 
TMS R 8 HSE 8: 
は 、 勢 力 を 問わ ず 一 般 的 な 


RX-81LA 
ラー ライ ン う ライ トド ア ー マ ー 


RX-81AS 
ジー ライ ン ・ ア サル ト ア ー マ ー 


欠点 の な い スタ ンタ ー ド アー マー 


ライ ン の パリ エー ショ ン の うち 、 標 準 的 な 仕様 が ジー 
ライ ン ・ ス タン ダー ドア ー マ ー で ある 。 ジム 系 MS で 多く 見 ら 
れる 「 特 徴 が な いこ と が 特徴 ] の 汎用 タイ プ だ が 、 武装 
装甲 機動 性 の パラ ンス に 優れ て いる うえ 全般 的 な 性 能 
も 高く 、 ガン ダム の よう な 万 能 機 に 近い 。 

ファ ント ム ス イ ー プ 隊 で は シェ リー・ ア リス ン 中 尉 (本 名 
タチ アナ ・ デ ー ア ) 機 が 、 スタ ンダ ー ド アー マー 仕様 だ っ た 
と 言わ れる 。 アリ スン 中 尉 の スパ イ 行 為 が 赴 見 し 


宇宙 用 の フル 装備 形態 で は 運用 され な か っ た よう だ 。 


スタ ンダ ー ド アー マー は 高 性 能 


ム ヤ ジム ・ ク ウゥ エル の . 
置 付け の 機体 言え よう 。 


Ш フル 装備 (ガト リン グ ・ ス マッ シャ ー 仕 様 ) 


ラン ド セ ル を 宇宙 用 重 法 型 と し た う 
А, ガト リン グ ・ ス マッ シャ ー を 増設 
LEST. [MRR] と 言わ れ 
る 仕様 で ある 。 


スタ ンダ ー ド アー マー で は 標準 的 な 大 気 国内 用 чл 
ルス タビ ライ ザー を 備え る 宇宙 用 が 用 意 さ れ : 
| 
VAN 
標準 火器 と 思わ れる ガト リン グ ・ ス マ : 火器 を 設置 し て いな い 状態 の 宇宙 用 ラン ド セ 大 気 圏内 用 の ラン ド セ ル 。 ライ ト ア ー マ ー や アサ 
G キ ャ ノン の 肩 部 マシ ン ・ ル 。 左右 の 構造 物 は 中 型 テー ルス タビ ライ ザー。 ルト アー マー で も 同じ ラン ド セ ル と な る 。 
{UR A 
A. 多 目 標 同時 対処 能力 に 優れ る し た 状態 。 中 距離 支援 能力 が 強化 され る 。 MIS yh, жежисжлеяят2. 
7% 
— 


oma 42542 125-10 


機動 戦士 ガン ダム 00I 


(A88) mebi er 2210 


CB 001 5 1.5 (アイ ズ ) EY (ЕШ 
ы DIAD mamn) = — 
м г п J 1.56UNDAM | + | Эізу-3-8Л 


イフ ルプ GN ビ ー ム サー 

ルド ノア ル ヴ ァ ア ロン 
キャ ノン バイ ンダ ー ラ イフ ル 

所 属 イノ ベイ ター 軍 

MRE レイ ヴ ・ レ チタ ティ ー ヴ ナビ サイ ド ・ ペ 
+ 


№ COMPARISON CHART Bl COLOR | 


5. GN ビ ー ム サー 
ベル も 装備 


1.5 借 の 性 能 向 上 を 果たし た 1 ガン ダム の 強化 改修 機 関連 ファ イル 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ (СВ) の 武力 介入 で 用 いら れ た ダム を 建造 し て 太陽 炉 の 奪取 SN 0001018 


機動 兵器 「 ガ ンダ ム 」 は 、 人 間 の パイ ロッ ト を 前 提 に 開発 に 終わ り ビ サイ ド も 倒さ れ 
人 格 と 記憶 情報 を 秘匿 
機 を 強化 し た 機体 が CB-001.5 1. 
で ある 。 本 機 は すべ て の 性 能 が 1.5 倍 に 向上 し て いる こ 


か れ て お り 、 独 自 に 行動 する イノ ベイ ド が 存在 し て し 

BB. マイ スタ ー は イノ ベイ ド с 考え た 戦闘 力 を 獲得 。 さら | Я 

イド ・ ペ イン は 、「 人 間 の マイ スタ ー] 計画 を 潰す べく 暗 倒壊 の 危機 エレ ベー ター を 、 わ ず か な 間 と 
躍 。 イノ ベイ ド 用 ガン СВҮ-001 1 (74) ガン 


MECHANIC FILE 


БЕ) アレ ハン ドロ の ファ クト リー て で 改良 され た 性 能 と 追加 兵 装 


基本 的 な 構造 と 兵 装 は 1 ガン ダム と 同じ だ が 、 改 良 に | 武装 レイ アウ ト 
よっ て 性 能 を 総じて 1.5 倍 に 引き 上 げ て いる 。 強化 の きっ ЫЯ 
か け と な っ た の は フォ ン ・ ス パー ク と の 戦闘 で あり 、 損 傷 し KER. қанып) 
た 機体 の 修復 に 伴い 改良 も 進め られ た 。 その 修理 と 改良 баз 5л 
に は 、CB の 裏切り 者 で ある 国連 大 使 ア レ ハ ン ドロ ・ コ ー 
ナー が 疑似 太陽 炉 を 生産 する た め に 用 いた ファ クト リー が 
使わ れ て いる 。 ピサ イド は 当時 、 アレ ハン ドロ の 腹心 と し て 
行動 し て いた リボ ンズ ・ ア ル マ ー ク か ら フ ァ ク トリ ー の 建設 
を 任 さ れ て いた こと か ら 、 設 備 の 運用 が 可能 で あっ た 。 ここ 
で 追加 兵 装 も 付与 され 、 背 中 に バッ ク バッ ク 状 の 多 機能 
バイ ンダ ー を 装備 。 機動 性 の ほか 、 攻 防 の 強化 も な され て 
いる 。 絶 合 的 に 高い 戦闘 力 を 獲得 し た 本 機 は 、 ヒ ク サ ー・ 
フェ ルミ の 駆る GN-XXX ガン ダム ラジ エル こそ 軽く 下 し た 
も の の 、 ア ヴァ ラン チ 装備 を 纏っ た フォ ン の GNY-001F 
ガン ダム アス トレ ア タイ プ F の 前 に 再び 敗れ 去っ た 。 


Q GN バス ター ライ フル 
高 火力 を 誇る ビー ム 』 8. ж 


© GN シ ー ル ド GN フ ィ ー ル ド を 展開 する 防御 
E. ガン ダム アス トレ ア の シー ル 


N KEL AREA, U- 
АМ ンズ ガ ンダ ム の も の は 小 各 化し 
NN つつ ファ ング が 穫 載 され た 


Em: Жин ШШ: Amira 
RRS 00:000787 


ЕТІСЛЕТШЛІГ ЛІ ИРЕ СЕ <, ま 
た パイ ンター 部 前 方 に 展開 し て 砲身 と し 、 列 な アル ヴァ アロ ン キ ャ ノン を 玩 射 で きる 


MORE INFO! 
受け 継が れ た パイ ロッ ト 


CB の スカ ウト で ある グラ ー ベ ・ ヴ ィ オ レン ト に 鋼 さ れ た ビ サ イド ・ ベ イン 。 
し か し 、 そ れ は 本 人 で は な < 影 武者 で あり 、 反 乱 終結 後に 本 物 の ビ サ イ 
ド は ヴェ ー ダ に よっ て 人 格 と 記憶 が 消去 され 、 そ の 肉体 に は レイ ヴ ・ レ 
チタ ティ ー ヴ ナ と し て 学生 の 記憶 が 与え られ た 。 だ が 隠さ れ た 1 ガン ダム 
に 接触 する こと で ビ サ イド 本 来 の 記憶 が 目覚 め る よう に 調整 され て お り 、 
この た め レイ ヴ も また ガン ダム を 操 経 で きた の で ある 。 


レイ ヴ ・ レ チタ ティ ー』 29 
学生 の 役割 が 与え られ てい w 
Е зна ао 1 ガン ダム は 元々 イノ ベイ 用 の 
ы が MS と し て 開発 され た MS で ある 。 

K EDUR TEAROERO その た め 量 産 化 の 計画 が 進め ら 
れ て いた も の の 、 発 寄 時 に イノ ベ 

イド の ファ クト リー で は すでに GNZ- 
004 ガ ガ が 量産 され て いた こと か 
ら 生 産 は 見 送 5 れる こと と な っ た 。 


св-001.5 


Е 1.5( ア イズ) ガン ダム 4 
| 持っ て いた ビ サ イ ド だ タイ ブタ ー ク 
1.5 ガ ンタ ダム の 量産 


カラ ー リ ング は 昧 と 赤 の ツー ト 
ンカ ラー へ と 変更 され て いる 
も の の 、 性 能 に 変化 は を い 。 
киьш. 
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新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


MECHANIC FILE = 
ВУД) 


モビ ルス ー ツ : XXXG-0 1H2 HYFLAE—P АЯ (EWI) (w) ME 01 SET 0% 


Р = 


GUNDAM HEAVY ‘ARMS ーー な EW VERSION > 
ガン ダム へ ビー アー ム ス 改 (EW 版 ) == 


Mustration by MASANORI SHINO Color by YUICHI KUBOKI / Special Effect by MASANORI SHINO “Background by Е 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


ガン タム ヘビー т | | тою 


W 版 ) i 全高 — (Sim 167m) 
unknown 


D GUNDAM HEAVY ARMS CUSTOM EW VERSION J 


ノン 2." 頭 部 バル カン 砲 X2 肩 部 
ミサ イル ド x2/ 胸部 ガト リン グ 砲 
サイ ルポ ボッ ド x4/ 脚 部 ミ 


ロン ト 、 リ ア 共 に 
施さ れ て お り 


ив 

両 腕 に は 本 機 の 
тж” 
bes 


XXXG-01H2 ガン ダム ヘビ ムズ 改 は 、AC を гі で 関連 ファ イル 
196 に 勤 発し た 「 マ リー メイ ア の 反乱 ] を 阻止 する た р GOH 
いた 。 一 方 で 、 近 接戦 闘 用 の : 
が 、 ア クロ バテ ィ ッ 
ビー アー ムズ が 宇宙 5а А と する 運動 性 の 高 さ を 有 し 、 敵 機 の 容易 な 接近 を 防ぐ aw 
に スラ スタ ー の 換装 れ て いる 。 また 、 武装 こと が の 結果 、 本 機 は 絶対 的 な 有利 を 誇る VO2.03 トロ ワ ・ バ 


の 強化 も 行わ れ 、 実 体 弾 式 の 二 連 装 ダ ブル ガト リン グ ) み を 集中 し て 行う こと が 
機体 は トロ ワ ・ パ バー トン 
本 機 は 極端 な ま で あり 、 ア 軍 の 主力 機 サー ベン ト の 
ダブ ル ガ ト リン グ ガ ン 以 外 に も 、 ガ トリ ング 砲 や ミサ イル 軍 の 制圧 後に は 、 ト ロワ の 手 で 爆破 され て いる 。 
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[歩く 火薬 庫 」 CBA SABO BE ABH 


ヘビ ー ア ー ム ズ 改 は 、 様 々 な 種類 の 火器 を 装備 し た こと で 、 
EMD REMS ЗОНЕ SLR 特に 
АЯ ЫН СУЛАРЫ ан, 0 
威力 と 共に 連射 能力 に も 優れ て お り 、 サ ー ベ ント を 撃破 する 
充分 な 性 能 を 有 し た 。 また 、 機 体 各所 に 搭載 され た ミサ イル 
や バル カン 砲 も 、 敵 機 へ の 牽制 や ミサ イル 迎撃 に 大 き な 効果 
を 発揮 。 苦手 と する 格闘 戦へ の 移行 を 未然 に 防い で いる 。 


BL, ADRES, 


ислам. 

тт SURO RAMEE 
左 複 方 の 2 基 の アン テ ナ 

は 優れ た 通信 性 能 を 発揮 し た 


Autu. MEDE 
制 と 分 艇 に 使用 され た 


回 mm 
ミサ イル ボッ ド 
後 の 肩 部 装甲 が 展開 し 


шау, _ 
ガト リン グ ガ ン 

6 個 の 銃口 を 持つ 2 基 の ガト リン グ 克 

で 構成 され て いる 。 連続 的 に 装填 ・ 

発射 ・ 廃 英 を 行う 射出 機 用 

に より 、 連射 能力 に も 


Ф マウ ント ラッ チ 
ダブ ル ガ ト リン グ ガン の マウ 
ント ラッ チ は パッ ク バ ッ ク に 


^Е 


ー ム ズ 改 は 、 カ トル ・ ラ バー パ ・ ウ ィ ナー の 意向 
に より 、 ガン ダム デス サイ ズ ヘ ル 、 ウ イン グ ガン ダム ゼロ 、 ガ ン 
ダム サン ドロ ッ ク 改 と 共に 太陽 へ 向かっ て 廃棄 され た 。 だ が 、 
廃棄 直後 に 「 マ リー メイ ア の 反乱 」 が 開始 され た こと を 受け 、 
再び 4 体 の ガン ダム は カト ル に よっ て 回 収 さ れ た 。 その 後 、 再 
び 本 機 は トロ ワ の 乗 機 と な り 、 プリ ベン ター と 連携 し つつ 、 マ 
リー メイ ア 軍 と 対 時 し て いる 。 


f, サー ベ 
окова 


画 トロ ワ ・ バ パー トン 
マリ ー メ イア 軍 に 兵士 と し て 所 属す る 形 で 消 
入 し て いた トロ ワ 。 その 真意 は 同 軍 に よる 地 
球 へ の コロ ニー 落と し を 阻止 する た 


口 が 備わっ て お り 、 正 | 
томи. 


СЭ, маа. 71703 
サイ ル を 装備 。 使用 時 
СВОИ. 
内 部 に 充填 され た 4 大 
の ミサ イル を 発射 する 


MORE INFO! 
フェ イス マス ク 


地球 に 降下 し マリ ー メ イア 軍 の 前 に 現れ た ヘ へ ビー ア ー ム 
ズ 改 は 、 ピ エロ の 顔 が 描か れ た フェ イス マス ク を 機体 の 顔 に 
着用 し て いた 。 これ は 道化師 と し て 活動 し て いた トロ ワ が 選 
の 仕事 を 示す た め に 製作 し た と 言わ れ て いる 。 


フェ イス マス ク を 付け た へ ビー アー ム 


\ 
ズ 改 の アク ロバ ティ ッ ク な アク ショ ン 
пожаситюаањезль А 参考 図 


та. 9917 
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GUNDAM THE RIDE 


_ RGM-79 


98527 
ғ LL CEILI 


エン ブレ ム 


左肩 前 面 と シ 
ナル ・ エ ン ブ レ ム が 


+ 


E.F.S.F. 


ルド 中 大 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 


ささ ざ 


Bad 


や 隊長 機 に 多く 見 られ た 


EN, RISTO 
は ま ら な い 


決戦 の 場 で 確か な 性 能 を 証明 し た 2 機 の RGM-79 


一 年 戦争 末期 の 「 星 一 号 作戦 」 は 、 地 球 連邦 軍 初 の 
主力 MS、RGM-79 ジム の 真価 が 試さ れる 本 格 的 な 運 
その 中 で RGM-79 を 運用 し た MS 小 

隊 の ひと つ 「 ジ ャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小隊 ] は 、 ア ・ バ オ 
ア ・ ク ー の 戦場 を 縦断 し 、 エン ジン の 不調 で 自 推 困難 と 
ンチ を 戦闘 宙 域 か ら 脱出 させ る と いう 功績 を 挙 

指揮 系 統 も 定まら な いま ま 単 独 で の 戦域 離 

脱 を 強い られ た 2 機 民間 人 が 搭乗 し て いた ラン 
チ に は 目 立 
MS が 確か な 性 能 を 有 し て いた こ 


、 本 機 は 軍 の 主力 と な る 汎用 


明 し て 見 せ た 。 


ちな み に カ スタ ム 機 や 専用 機 が 多い 公国 軍 の MS に 
比べ て 、 連 邦 軍 の MS 運用 は 画 一 的 だ っ た と 考え られ が 
ち で ある 。 だ が ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小 隊 の 2 機 (3 機 
編制 の 小隊 で 1 機 が 損失 し て いた と も 考え られ る ) は 、 と 
も に 細部 の 仕様 が 一 般 機 と は 異な も と も と 強 
引 な 生産 期間 の 短縮 を 補う べく さま ざま な バリエ > 
が 生み 出さ れ て いる RGM-79 だ が 、 ジ ャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロ 
одне: 意思 に よる 自 
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ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小隊 と その 乗 機 は 本 来 、「 星 
Басар масаны 第 7 艦隊 所 属 の サナ 
改 フジ 組 輸 送 艦 [スルガ] に 配属 され た 部 隊 
し コン ペイ トウ 宇宙 要 寒 か ら サイ ド 6 に 向かう 途中 
SAEEMSBROMBER), EDN 
ケ ナ ー は 輸送 し て いた コロ ニー- 移住 者 を ラン チ で 脱出 させ 
た 。 ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小隊 の 2 機 は 、 その うち の 3 号 
し か し 期 せ ず 
し て S フ ィ ー ル ド の 艦隊 戦 に 巻き 込ま れ 、 単独 で の 戦域 離 
脱 を 余儀 な くさ れ た 小隊 は 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 要 塞 を 中 心 
と し た 激 導 を 目撃 する こと と な っ た の で ある 。 

まず ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小 隊 は 、 戦闘 を 避け て ドロ 


п 作戦 実行 中 に 遭遇 し た 瑞 機 友軍 機 


ドロ ワ の 発進 口 か ら 艦 内 に 侵入 し た 隆 、 青 と 緑 の 

ラー リン グ が 施さ れ た MS-14A (同艦 所 属 の アナ 
ベル - ガ トー 機 と 言わ れる ) に 遭遇 し た 。 また ドロ ワ か 
ら 脱出 し た 直後 に は 2 機 の MS-14A と 接触 し た が 、 
この 敵 機 は 他 の 連邦 軍部 隊 に 撃墜 され て いる 。 


一 般 模 と 思わ れる 2 機 の MS- 
14АК СИ, ラン 
FEC EN NARRU 


BERGA 
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ア ・ バ オア ・ ク ー 攻 防戦 に お ける ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小 隊 の 作戦 行動 


ХОЗЕ ドロ ワ 」 の 艦内 を 突破 し 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 要 
塞 付近 に 到達 。 そこ か ら 敵 機 を 迎撃 し つつ 要塞 上 部 表 
層 を 経由 し て 離脱 を 図 


戦い の 間隙 を 疑っ て 退避 を 


っ た 小隊 は 、 (ТИТ で 中 枢 部 に 秘匿 され て 


レイ を 発見 。 アダ ム 機 が その 破壊 に 成 


き 込 まれ て 消息 を 絶ち 、 ジャ ッ ク 機 は 単 

“ラン チ を 誘導 し て 要塞 内 部 か ら 脱出 し た 。 脱出 に 成 
功 し た ジャ ッ ク 機 と ラン チ は 、 ホワ イト ペー ス (ペガサス ) 級 
強 輸 揚陸 艦 5 番 艦 「 ブ ラン リヴ ァ ル 」 に 着 艦 。 続い て アダ 
ム 機 も 生還 し て 同艦 に 回 収 さ れる こと と 


MA 


X ザク レロ 


スル ガ を 撃沈 し た MA-04X ザク レロ 。 35451 
チ も この 機体 に 撃破 され か けた が 、 合流 し た アダ ム 
機 が ビー ム ・ サ ー ベ ル で 胴体 部 を 賃 き 、 これ を 撃退 
し た 。 ちな み に そ の 肩 部 に は ハー ト を 射 抜い た 矢 の 
エン プレ ム が 描か れ て いた 


MSN-02 ジオ ング 


連邦 軍艦 隊 が 密集 する 宙 域 を 抜け た 直後 、RX- 
78-2 ガン ダム と MSN-02 ジオ ング が 交戦 する 場 


面 に 道 遇 し た 。 執 的 に RX-78-2 を 狙う MSN-02 は 
Iry IDEER KOMIEN- 8 
Pry TRF F iP BRE BEL ACI, RGM-79 を 掴ん で 
いる MA-05 EIB, LALER, АСЕ 
な お ア ・ パ オア ・ ク 一 攻防 戦 に は 数 機 の MA-05 が 
われ て いる が 、 その 詳細 は 明らか で は な い 。 
RX-78-2 ガン ダム 
$ フ ィ ー ル ド で MSN-02 と 戦う RX-78-2 を 目撃 し ジャ ッ ク た ち が 遺 遇 た 2 機 の MS-14A を 撃墜 し た の が 
た ジャ ッ ク た ち 。 さら に 彼ら は ア ・ バ オア ・ ク ー 要 誠 RX-77-2 だ これ は ホワ イト ベース 所 属 の C-108 と 
に 侵入 し て 内 部 の 通路 を 進む 途中 、 頭 部 と 左腕 を C-109、 お よび 所 属 不明 機 の C-203 と 
失い な が ら ビ ー ム ・ ラ イフ ル を 発射 し 、 同 時 に 上 方 ク 機 と ラン チ が ア ・ パ オア ・ ク ー を 脱出 し た | 
か 5 の ビーム に 破壊 され る 同機 を 目撃 し て いる 。 動 不能 と な っ た 2 機 の RX-77-2 が 乗り 捨て られ て いた 
-явожа 
TAO: L1PS BBE 
Rank. の ち に ジャ ッ ク 
た ち は 、 礎 し くも RX-78.2 
ORROMKEEPTS 
こと と な 6。 
FF-X7Bst コア ・ ブ ー ス ター 
アー バオア クー の 上 部 表 MORE INFO! ジャ ッ ク ・ ザ ・ 人 ハロ ウィ ン 小隊 の エン ブレ ム 
層 の 起伏 に 沿っ て 進ん で い ジャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小隊 の 2 機 
た ジャ ッ ク た ち は 、 FF-X7Bst は 、 部 隊 名 に ちな ん で ハロ ウィ ン の 日 に 
コア ・ ブ ー ス ター と 遺 遇 し た 。 СЫ THONG 「 ジ ャ ッ ク ・ オ ー・ 
この 機体 は ホワ イト ペー ス に ラン タン 」 ( 旧 世 紀 か ら 言い 伝え られ て い — 
Г; э. る カボ チャ の お 化け ) к TUA 
ТА ы を 用 いて いた 。 ジャ ッ ク 機 に は サク の 頭 
5 чира жасты, жі 
チ に 先行 し て い ラン チ を 発見 し た セイ ラ ・ マ ス アダ ム ・ 
ャ ッ ク ら が 要 寒 内 部 i の > ステ ィング レイ 用 
に 滑落 する 直前 に 離脱 し て ンタ ン が 描か れ て いる 。 
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ある 。 当時 の 地球 連邦 軍機 甲 戦 4 ` に 死神 」 と 噂 され た 
61А5 61 式 戦車 5 型 1 $ U.C.0079.07.26、 ハーマン ・ ヤ ン デ 
к ル が 指揮 する 地球 連邦 軍 第 44 機 械 化 混成 連隊 戦車 
イト オー H-DEYTSANER AT SHE 小隊 と 交戦 、 本 機 は 僚機 と 共に 8 輌 の M61A5 を 破壊 す 
ル 専 用 機 と し て 運用 され た MS-06J は 特 5%. ル し の M61A5 に 撃破 され た 


0 円 い MS-06J が 示し た ジオ ン 公 国軍 MS の 威力 


年 戦争 の 地上 戦 に お いて ジオ ン 公 国軍 が 主力 と し 
た MS-06J は 、MS-06F ザク IF 型 を ペー ス に 重力 下 仁 
様 へ と 改修 し た パリ エー ショ ン で ある 。 空冷 式 の 冷却 機構 
へ の 変更 や 防塵 フィ ルター の 追加 、 ス ラス ター の 改良 な ど 
が 主 な 改修 点 で 、F 型 の 汎用 性 ・ 運 用 性 を その まま に 許 
える 。 一 方 で 、 特 筆 す べき 性 能 も 
な か っ めか エー スパ イロ ッ ト 専 用 機 と し て 運用 され る 
ケー ス は ほとん ど 確 認 さ れず 、 ス ネル 機 は その 数 少な い 例 
『、 ス ネル 機 は ホワ イト オー ガー と 呼ば れる ほど 
の 戦果 を も っ て 、MS の 優位 性 を 実証 し て みせ た の で ある 。 
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一 年 戦争 中 期 ま で の 地球 連邦 軍 は 、 通 常 兵 器 に よる 計 
MS 戦闘 を 強い られ た 。 だ が 、 物量 で ジオ ン 公国 軍 に 勝っ て い 
た と は いえ 個々 の 兵器 の 性 能 差 は 大 きく 、 劣勢 に 立た され る こ 
と に な る 。 贅 州 北部 戦線 で 、 第 44 機 械 化 混成 連隊 の 戦車 
大 隊 が ホワ イト オー ガー を は じ め と する ジオ ン 公 国軍 MS 部 隊 
に 壊滅 的 な 打撃 を 受け た こと な ど は 、 そ の 一 例 だ っ た の で ある 。 
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と し て 、 S マ イン も 備え る 、 
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右記 部 に 装備 され た シー ルド 。 ス ネル 機 表 面 に パー 
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従来 の SFS を 遥か 性 能 を 有 
と ツイ ン ラ ッ ド は 、MS に 比肩 する 柔軟 な 機動 性 を 発揮 
し 、MS に 搭載 され た 兵 装 を 受け 付け な い ほ どの 防御 カ 
を 有する 。 単に MS の 移動 を 補助 する 手段 と し て だ けさ 
は な く 、 それ 自体 が 強力 な 「 武 器 」 
れ ま で の SFS と は 根本 的 に 異な っ て いた 
スカ ー ル 帝国 軍 の 新た な 力 と な 5 
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搭載 MS を 選ば な い 運 用 性 の 高 さと 、 支援 機 と し て の コン セプト 


アイ ン ラ ッ ド に は 、 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー や ビー ム ・ キ ャ ノ 画 アイ ン ラ ッ ド MS 搭載 概念 図 Ш ツイ ン ラ ッ ド ン PRR CFSE 
兵 状 が 装備 され て いる が 、 それ ら は あく まで га шмек. Z — 
ぎ な い 。 本 機 は それ ら の 兵 装 を 主 と し た 機 š Эшан ⁄ A IHI А 
、 搭 載 し た MS の 能力 と 汎用 性 を 拡大 させ る た 

E 用 性 の 高 を 受け て 、 アイ ン 
ラッ ド を 改良 し た も の が ツイ ン ラ ッ ド で あっ た 。 アイ ン ラッ ド 
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i BR リニア ライ フル メソ ニック プ レイ ド デ 
EE ディ フェ ンス ロッ ド 他 
AEU の 主力 量産 MS = 
る AEU-05 AEU へ リオ ン と 
Bl: 522222 б 
SUCRE BE, し 専用 
設備 で の 換装 が 必要 と な る 
た め 、 実 動 中 に 変形 する こ 
と は で きか い 


カー ボン 製 の 装甲 で 、 図 は 

* wo, 形状 と 機 

能 は オリ ジ ナ ル の VMS-15 88 

ユニ オン リア ルド と 変わ 5 ず 、 МОТ, AF 
お ける ノー ズ カ ウル の 役 
た す 。 таса 
ВИЗА 
зенитная. 
て 取れ る 。 


本 の 高い 技術 力 に 裏打ち され た 日本 製 リ アル ド 」 расте 
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ВЕЕР 


リア ルド 日 本 生産 1 


ГӘЗЕТІ ШЕЛ! 


日 本 メー カー 独自 の 改良 が 施さ れ た 機体 と 兵 装 


オリ ジ ナ ル の リア ルド を 踏 豊 し た 機体 設計 だ が 、 日 本 と 
いう 環境 で の 運用 に お いて 、 湿 度 な ど と いっ た 環境 対応 


шю Re 


HED? WEEE 
て いる 形状 が 延長 され た ノー 


ии 


АРА 


3 2 だ け に 局 一 日 本 製 の バ パーツ を 用 い 、 調整 の み 
調整 が 施さ れ て いる 。 ВАЗа СЕ и. ў ато. HIRE = 
ら ず 、 一 部 パー ツ の 改修 も 行っ て いた 。 日 本 メー カー 製 の — サー 素子 は オレ ンジ 色 で ある が 、 °/ “CNIS RRA, 
兵 装 に お いて も 同様 で あり 、 オ リ ジ ナ ル か ら 調整 と 改修 が 日 本 生産 1 号機 は 青色 で あっ た 
加え られ て いる 。 こう し た 独自 仕様 の ほか 日 本 製 パ ー ツ の 
精度 な ども 含め 、 日 本 生産 1 号機 は 純正 リア ルド より も 高 
性 能 な 機体 と し て 高い 完成 度 を 獲得 し た の で あっ た 。 
KIX 
が 延長 され て いる こと 
oo REE 8 
ФЕТ TILE 
お ける 空気 抵抗 能力 
は 向上 し て いる も の 
式典 で 用 章 さ れ た 日 本 
生産 1 号機 は ロー ル ア 
ось, 
完全 な 日 本 製 と な っ 工場 内 の た め 各 ハ ッ 
TB EDF 
( 右 ) の 装備 と は 多少 
画 リニア ライ フル Ш ディ フェ ンス ロッ ド 画 兵 装 スタ ンド 
g- 
西暦 2307 年 に お いて ス GEL) KARP RIO 日 本 生産 1 号機 の 式典 に 
r ERDAS روا ا‎ арче 
イフ ル 。 日 本 生産 1 号機 タン ダー ド で あっ た 装備 。 ロ ッ 良 を 施し た リニア ライ フル 
の も の は パレ ル が 伸長 さ KOREM Eo TA と ディ フェ ンス ロッ ド を ディ 
RTS, SPARED を 弾く 。 本 機 の も の は 純正 スプ レイ する た め に 用 意 さ 
め る 改良 が な され て いる 。 の も の と 彩 状 が 異な る 。 れ た も の で ある 。 
MORE INFO! 西暦 ら 307 年 に お ける ユニ オン 領 の 「 日 本 」 
21 世 紀 初頭 に 経済 が 低迷 し て いた 「 日 本 」 は 、 ユ ニオ ン x = 
の 参加 国 と な る 。 そこ で 経済 特区 と し て 再開 発 され 、 海 外 か 2 (2 =N | 
ら 資 本 や 技術 が 積極 的 に 導入 され た こと で 目覚 まし い 成 長 
を 遂げ た 。 特に 宇宙 工学 の 分 野 で は 高い 技術 力 を 有 し 、 贅 
各国 か ら の 留学 生 に 高い 人 気 を 誇る 。 また 、 地 理 的 な 関 
係 に よっ て 人 人 類 革新 連盟 と の 交流 も 盛ん で あっ た 。 
他国 と の 交流 が 盛ん で 
ある と 同時 に 出入 国 の 
規制 も 幼い こと か ら 、 ガ 
ンダ ム マ イス ター の 箸 
那 ・F・ セ イエ イ が 潜 
佐 先 と し て いた 。 
ый 
経済 特区 と し て 渡航 の 
自由 度 が 高 <、 多 く の Ñ 
留学 生 を 受け 入れ て い 
Bo ルイ ス ・ ハ レヴ ィ は ー 
AEU ス ペイ ン か ら の 留 図 は 西 層 2307 年 当時 の 日 本 で 、 上 は 竹中 、 右 は 埋め 立て 地区 の 全景 。 ЗМЕИ 
学生 で あっ た 。 展開 し て いる が 繰 地 も 多く 、 無秩序 に 見 えな が ら も 管理 の 行き 届い た 都市 構造 を 持つ 。 
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器 トリ ケロ ス 」 を 設置 し て いる 


電撃 的 な 潜入 を 可能 と し た ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド 措 載 機 


ヘリ オ ポ リ ス で 開発 され て いた 5 機 の MS (第 1 期 コロ イド で ある 。 ガス 状 の 粒子 で ある ミ `£ 関連 ファ イル 
シリ ー ズ ) は 、 機 体 フレ ー ム ご と に 3 つの タイ プ に 
スト ライ ク と デュ エル 、 バ スタ ー は 
汎用 性 に 富む X100 系 フレ ー ム を 、 1. は 、 В 。 も 、 ビ ー ム ライ フル や シー ルド な ど で 構 成 され 
構 の 導入 に 適し た X300 系 を 採用 し て いた が 、 特 殊 機 型 兵器 を 備え 、 MS と の 戦闘 に も 対応 
定 し た X200 系 フレ ー ム を 採用 が 、 機体 は 、 ド の ひと り で あ 
\ イ ロッ ト と な り 、 地 
軍 の スト ライ ク と アー クエ ンジ ェ ル を 追撃 し た 。 地球 軍 
の 軍事 要 密 アル テ ミ ス へ の 侵攻 作戦 で は 、 そ の а 
ХОСЕ ЖК ЕАСИ. 
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О MAC ES BMG CEBBACLT 画 ビア サー ロッ ク 「 グ レイ プ ニ ー ル 」 ~ 


る 。 fen mil A [トリ ケロ ス 」 は 、 中 距離 戦闘 用 
の ピー ムラ イフ ル と 格闘 戦 用 の ビー ム サ ー ベ ル 、 さ ら 
WE CHS 「 ラ ン サ ー ダ ー ト 」 を シー ルド に 内 蔵 し た 攻防 一 
体型 大 器 で 、MS 埋 闘 や 拠点 制圧 な ど に 効果 を 発揮 。 さら に 
ビア サー ロッ ク を 用 いる こと で 多彩 な 戦闘 を 可能 で あ 


<“жихопжан 
後部 に 備え た 3 
高速 で 目標 を 攻撃 する 。 先端 
が 爪 状 に 展開 する , 


IDAD. 6. 
RED. IADA 
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@ 装着 時 - マ ウン トラ ッ チ Ф 装着 時 ご マウ ント ラッ チ 
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ビア サー ロッ ク を 射出 する 
BOTY. MRED 
ene RMS 


格闘 戦 で は 、 ビ ー ム サー ベル を 使 
用 。「 ト リ ケ ロ ス ] 自体 が 胸部 と 


高速 で の 実 撃 が 可能 な ビア サー 
ロッ ク 。 コロ ニー の 外壁 や 地表 な ど 
| ち 込 を こと で 、 MADRE 
お 転換 も 可能 と な っ て 


ЕТИГЕТІПІЛІ 
マウ ント ラッ チ を 備え る 。 MBAH ЕЁ 
アサ ー ロ ッ ク の ワイ ヤー を 収納 する 


т 
特殊 装備 ステ ルス 性 能 を 実現 し た 特殊 粒子 の 展開 機構 
ブリ ッ ツ の ステ ルス 性 能 は 、 ミ ラ コロ イド と 呼ば れる 
ガス 状 の 特殊 粒子 を 搭載 "展開 する こと で 実現 し P 
ジュ コロ イド を 展開 し 、 電 磁 的 な 処理 に よっ て 機体 に 定着 さき 甲 の 使用 は 不可 | 
せる こと で レー ダー を 無効 化し た ほか 、 目 視 に よる 捕捉 も 不 。 用 に は 時 間 の 制約 も あり 、 使用 に は 細心 の 注意 を 図る 必要 
可能 と な っ た 。 その 結果 、 展 開 時 に は レー ダー な ど に 探知 さ プリッツ が 県 系 続 の カラ ー リ ング で ある の も 、 ス テ 
れる こと な く 、 他 機 で は 困難 な 隠密 行動 が 行え る よ ルス 性 能 を 最大 限 | 
シー クエ ンス 。 HIRD 
コロ 粒子 が 機 休 
MORE INFO! 
応用 され た ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド 
TSS NM 54 h ака. TORE HR PRE 
ラー ジュ コロ イド の 搭載 と 運用 を 想定 し 、 肩 部 や バッ ク バ ッ ク され た 。 第 2 期 GAT-X シ リー ズ の GAT-X252 フォ ビ ドゥ ン ガ 
が 突き 出 た フォ ルム と な っ た ほか 、 他 の 第 1 期 GAT- Q ニン ダム は 、 ミ ラー ジュ コロ イド を 防御 シス テム に 応用 し た エネ 
ラ | ルギー 信 向 装甲 を 装備 し て いる 。 また 、 ヤ キン ・ ド ウー エ 周 
| 辺 に 設置 され た ジェ ネ シ ス の 秘 工 に も 、 ュ コ ロイ ド が 
/ bht. CE.71 の 戦乱 後 、 そ の 能力 は 危 尼 き れ 、「 ユ ニ 
ウス 条約 」 に お いて 使用 が 禁止 され て いる 。 


ッ チ の 展開 
部 分 が タラ ッ プ 


ヒ ・ パ ン ツ ァ ー」 の 使 
用 時 。 接近 する ビー 
ム を 湾曲 させ る こと が 
可能 で あっ た 。 
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ハイ ザッ ク % 


ZEON 


主力 機 と し て の 高い 運用 性 と 機体 構造 上 の デメ リッ ト 


RMS-106。 ハ イザ ッ ク は 地球 連邦 軍 が 採用 し た 戦後 
初 の 新設 計 機 で 、 第 二 世代 MS の 特性 を 本 格 的 に 導入 
し た 主力 機 と いう 点 で | 価 を 得 た 。 さら に 、 高 い 生産 
性 や 多彩 な オプ ショ ン を 運用 で きる と いう 長所 も 本 機 の 
有用 性 を 高め る こと と な 本 機 の 特徴 は 連邦 軍 の 伝 
統 で ある 物量 戦術 に 即 し て お り 、RMS-108 マラ サイ や 
RMS-154 パー ザム と いっ た 後継 機 が 配備 され た の ち に 
も 、 その 居場所 を 失う こと な く 運用 され 続け た の で ある 。 
マラ サイ を は じ め と する 後発 の MS に 比べ る と 、 本 
機 は 根本 的 な 部 分 の 戦闘 カ に 欠け て いた 。 それ は 機体 


構造 上 の 問題 に 起因 する 欠点 が あっ た 。 ハイ ザッ ク は 
構造 の 都合 か ら 高 出力 の ジェ エネ レ ー タ ー を 搭載 で きず 、 
ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 は 同時 期 の 機体 と 比べ て 大 きく 劣っ 
て いた の で ある 。 この 出力 の 低 さ が ビー ム 系 兵 装 の 運 
用 に と っ て 障害 と な り 、 結 果 と し て 複数 の ビー ム 系 兵 装 
を 同時 に 使用 で き な い と いう 欠点 と な っ た 。 グリ プス 戦 
役 初期 の 主力 MS と し て 活躍 し た 本 機 だ が 、 高 く 評価 さ 
れ た の は 生産 性 や 運用 性 で あり 、 厳 し い 評価 が 下さ れ 
闘 カ に つい て は 、 多 彩 な 兵 装 を 運用 する こと で カ 
パー し た の で ある 。 
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エー スパ イロ ッ ト で ある : 

・ аа A aD 
REC), BEDENE 
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制限 に 起因 する 兵 装 の 多様 さと 火力 の 限界 


運用 性 の 高 さ に よっ て 軍 内 
た 本 機 だ が 、「 ビ ー ム ・ ラ イフ ル と ビー ム ・ 
用 で き な い 」 と いう 欠点 は 、 戦 闘 力 を 
限 す る も の と な っ た の 運用 が 


レガ ン 改 や ヒー ト 
られ て いる 。 豊富 な 


2 た 兵 装 選択 が 可能 で 


ある と いう メリ ッ ト に も 軸 が Ч 
て は ビー ム 系 兵 装 の 搭載 が 一 般 的 と な っ て お り 、 加 えて 、 
ガン ダリ ウム YV (ガン マ . 
た め に MS の 装甲 強度 が 飛躍 


補う と い ・ 


#981009. 120гитриЕ 


う 新 素材 が 構造 材 に 導入 され 


取り 回 が 良く 、 格 1 
剛 戦 に お いて も ハ 
2 の 特長 で Ў 


өше 
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特殊 装備 特殊 装備 の 運用 に よる 用 途 拡大 の 可能 性 


機体 構造 上 の デメ リッ ト が 特に 問題 視 され た 一 方 で 、 て 運用 で きる メガ ・ ラ ンチ ャ ー や 、MS 単 体 で の 大 気 国 突 
MS-06 の 優れ た 基礎 を 受け 継い だ た ハイ ザッ ク は 充 入 を 可能 と する パリ ュー ト ・ シ ステ ム 、 高い 飛行 性 能 を 有 
分 な カタ ログ ・ ス ペッ ク を 持ち 合わ せ て いた 。 BE AME — する SFS (サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム ) と いっ た 特殊 装備 が 
主力 MS と し て 申し 分 の な い 性 能 を 有 し て お り 、 可 変 機 や 運用 可能 で あっ た こと も 、 ハ イザ ッ ク が 広く 普及 し た 要因 
新鋭 機 が 次 々 と 投入 され る 戦場 に お いて も 、 量 産 機 と し て の ひと つと し て 挙げ られ る 。 グリ プス 戦役 後期 
の 利点 一 一 すなわち 大 量 投入 と その 雑 持 が 容易 で ある と — パイ ロッ ト に 「 旧 式 の MS」 と 者 拉 さ れる こと も あっ 

と 自体 が 兵器 と し て の 価値 を 高め 3 が 、 そ の 戦術 的 な 価値 は 決し て 低い も の で は な : жойыла жиыннан тара 
汎用 性 に 。 HEMET IAD KES ОВ. よっ える だ ろう 2. 宇宙 "地上 を 問わ ず 、 多 く の 作 昌 行 動 に 多数 の 機体 が 投入 され た 


Ш メガ ・ ラ ンチ ャ ー 


、MS に よっ て 制御 され る 大 型 メ ガ 粒 子 
され た 。 その うち メガ ・ ラ ンチ ャ ー は 、 テ ィ ター ン 
иучхсаян+апййо+уссе 


аза 


の 試作 機 を 中 心 と し た 
開発 され て いた と 
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装備 で 、MS 単 体 に よる 大 気 園 突入 を 可能 と す 
・ シ ステ ム で ある 。 機体 を 包み 込む よう に 巨大 な パル ー 
сани, 人 圧 の エア ー を 噴射 する こと 
突入 時 の 熟 を 防ぐ 。 この 装備 は グリ プス 戦役 時 の 一 般 的 な 装 
備 と し て 軍用 され た も の で 、 連邦 軍 の 主力 MS で あっ た ハ 
イザ ッ ク に も 規格 が 合わ せら れ て お り 、 実用 も 確認 され て いる 


МЕНЕ а айн 


る 大 気 国 突 入 が 可 
と で 軍用 性 が 向上 


メイ ン ユ ニッ ト の パリ ュー ト ・ パ ッ ク 杜 備 時 に 
は バック バッ ク の 機能 が 大 きく 制限 され る た 


SFS 


ハイ ザッ ク は 宇宙 で の 機動 性 に 主眼 を 置 が な され て 
『、 地上 で も 充分 に 活動 で きる だ け の 眼 好 な 運動 性 能 を 有 
し て は SFS を 併用 する の が 
地上 用 SFS で ある ペー スジ ャ 


Ш ベー スジ ャ バー 


MORE INFO! 
ハイ ザッ ク の 系 譜 


ハイ ザッ ク は いく つか の 発展 
を 生み 出す 礎 と な 代表 的 な 
例 が RMS-108 マラ サイ で 、 設 > 
の 基 に な る と 同時 に ビー ム ・ ラ イ 
フル を 共用 し た 。 また 、 MRR 


様 の RMS-106CS ハイ ザッ ク ・ カ 
スタ ム 、 ыы Ды Mle Т 
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ШТ 


艦 体 構造 / 武 装 


UE の MS と の 戦闘 を 前 所 と し た ディ ー ヴ ァ | 
連邦 軍 戦 艦 よ り も MS の 運用 に 主眼 を 置い 
て いる 。 TOK, ЖОС AIDEM (MS) Fy 
キ お よび カタ パル ト が 2 基 配 され て いる 。 また 、 各 種 兵 器 に 
より 、 単体 で も 高い 攻撃 力 を 有 し た 。 

大 改 状 後 、 フ ォ ト ン ブ ラ スタ ー キ ャ ノン が 搭載 され た が 
本 兵 装 は 連邦 軍 の 主力 兵器 で ある ハイ パー メガ 粒子 砲 
を 超え る 威力 を 誇っ た 。 これ は A.G.160 年 代 に お いて も 
他 に 搭載 例 の な い 強 力 な 艦載 兵器 で あっ た 


、 従 来 の 


を 用 い 、 円 

させ る 電磁 力 敵 末 に 
よる フォ トン リン グレ イ 
攻撃 の 起点 と な る 


> Ж 
BROKE 

ティ ング な ど に も 使用 さ 
れる 。 その スペ ー ス は 
6mx6m と 戦艦 の 規 
標 に し て は 小さ い 、 


MS 運用 に 特 化 し た 設計 と 強力 な 搭載 火器 


L Lu: L saa 
大 必修 に よっ て 変形 機構 が 投 
入 され た 。 変形 後 は カタ パリ ルト 


MSMR Фи». 


ROME 
ン ガ ー の 基部 ご と レー 
ピル ダー は 格納 後方 


ヴェ イガ ン と の 戦い が 長期 化し て いく 中 で 、 地 球 較 邦 軍 は 
大 型 戦 第 、 及 び 要 案 の 攻 略 作戦 や 激化 する MS 戦闘 へ の 
対応 を 迫 ら れ て いた 。 つま り 時 代 に 即 し た 新た な 戦艦 の 開発 
を 求め られ る こと | た の だ 。 その 結果 、 RACETE 
力 を 務め て きた : に よっ て 編成 され て い 
た 地球 連邦 軍 の 着 隊 も 、A.G.160 年 代 に は ディ ー ヴ ァ 級 宇 
再戦 艦 や 新型 の 随伴 艦 へ と 世代 交代 し て いく こと に な っ た 。 


9-97 RP WE 
が 占め て いた 。 


能 隊 は ほぼ ディ ー ヴ ァ 級 
аин 
編成 と な っ た 。 青い カラ - 
リン グ が 施さ れ た ディ ー 
rio Ron, 


カタ バル ト へ は MS 用 バハ 
よっ で 


A.G.140 年 代 に お ける 地球 連邦 軍 の 族 和 
ディ ー ヴ ァ よ り も 大 形 で 高 火力 を 有する 戦 慈 で 
ある 。 MS カタ バリ ルト も 3 基 に 増設 され て いる 。 


Шахан 


ИЕ ВЕ 
RET. FIPO ETERU IDNA 
RCL THRASH, 


化 を 果 た 


地球 連邦 軍 の 宇宙 艦艇 


m ダー ウィ ン 級 宇 宙 戦 艦 


ディ ー ヴ ァ 就 役 以前 に 運用 され て いた 夫 
珠 軍 邦 車 の 主 カ 戦 艦 。A.G.140 年 代 に 
まで 主力 と し て 長く 使用 され た 。 


Ш ディ ー ヴ ァ 級 宇宙 戦艦 


ディ ー ヴ ァ の 同型 能 は 多数 が 建造 まれ て いる 
AG.160 年 代 で も 地球 連邦 還 の 艦隊 に お ける 主 
ВЖЕ (EMEN, SRU. 


Шма-»->1х-мөв 1278 


機動 戦士 ガン ダム CROSS DIMENSION 0079 


MS-08TX 


М5-07 グフ と MS-09 ドム の 中 間 に 当 た る 陸戦 ) 
作 MS が 、MS-08TX イフ リー ト 


7U (DEEL ら と も 異な る 。 


グフ は 軽快 な 運動 性 を 活か し た 格闘 戦 を 、 ド ム は 熱 核 オ 
パー の 高速 性 を 活用 し た 一 撃 離脱 戦法 を 4 


E SPEC 
ЖЖ 18.1m (頭頂 高 17.2m) 


イフ リー ド 
ZEON 


в Шота 


774 
こ 対 し て イフ リー ト は パワ ー フ ァ イ ター 型 の MS と a れ 、! 6774 


大 き な 推進 力も 近接 格闘 戦 に 持ち 込む 
闘 攻撃 の 威力 増大 に 効果 を 示 う で ある 。 
ける 近接 格闘 (に 限定 すれ ば 
ペル の 性 能 を 誇 
階 で 生産 は 打ち 切ら れ た 。 軍 上 層 部 が 宇宙 で の 
運用 を 重視 し た MS を 求め た こと 、 生産 性 や 操縦 性 に 難 
た こと な ど が 理由 と され る 。 それ で も イフ リー ト の 語 
価 は 低く な か っ た よう で 、 特 殊 部 隊 へ の 配備 例 や 特殊 
仕様 機 へ の 改造 が 知ら れ て いる 


MS (t 
FILE PREVIEW 


MECHANIC FILE 


重厚 な フォ ルム と 多数 の スラ スタ ー 


ウル フ ・ ガ ー 隊 機 の 青 を 基調 と し た カラ ー リ ング も あっ て 
「 マ ッ シ ブ な グフ 」 と いっ た イメ ー ジ の イフ リー ト だ が 、 近 接 
格闘 戦 の 重視 以外 は 異な る コン セプト の 機体 と な っ て い 
る 。 運動 ・ 駆 動 性 を 追求 する こと で 軽快 な テク ニカ ルフ ァ 
イタ ー と な っ た グフ に 対し て 、 イ フリ ー ト は 出力 や 推進 力 を 
活か し た パワ ー フ ァ イ ター 的 な 仕様 で ある 。 同じ く 出力 と 推 
進 カ に 優れ た ドム は ヒッ ト ・ ア ンド ・ ア ウェ イ (BR) 


Ш 正面 ・ 側 面 ・ 背 面 図 


品 史 部 と 腹部 の 動 カ パイ プ 、 錠 部 の スパ イク ・ ア ー マ ー な ど に ザク [マグ フ 系 MS の 影響 が 見 破け られ る ほか 、 ド ム と 
同 2 ラス の 重厚 を フォ ルム が 特徴 陸戦 用 MS な が ら 大 型 の 推進 器 ・ 補 助 バ ー ニ ア を 多数 備え る 点 も 特殊 で ある , 


の 重 MS で 、 イフ リー ト と は 設計 思想 が 異な る 。 

こう し た イフ リー ト の 機体 特性 を 決定 付け て いる の は 、 
パワ ー 重 視 の 流体 内 パルス ・ シ ステ ム を 搭載 する と 思 
われ る 重厚 な フォ ルム 、 そし て ゲル ググ 以上 の スラ スタ ー 
推力 で ある 。 大 推力 を 活か し た 加速 と 突進 で 敵 機 に 肉 
薄 し 、 強 大 な パワ ー で 叩き 潰す と いう 戦術 を 超 定 し た の 
#55. 


алаи? 
АС 
34. 設計 に 全容 が 
特殊 機 の 改造 ペー ス と も な 


олжо BELO 
MEDI, READOUT 
топе, ZIMMAD 社 | 
が 開発 に 関与 し た た めか 、 モ | 
гулат 
十字 型 と な っ た 


пой 画 スパ イク ・ ア ー マ ー 


тин 
論 し た 機体 で あ 
451 1250 


yr 
I — 
る 
> 


АЕ 
(| Er екені 


格闘 戦 を 有利 に 進め る 大 型 刀 剣 と ショ ッ ト ガ ン 


それ まで に な い パ ワー ファ イタ ー 型 の 陸戦 用 MS で ある 
た めか 、 専用 の 武装 が 用 意 さ れ た 。 

目 を 引く の は 、 グフ 用 を 大 型 化し た よう な 片刃 ・ 直 刀 の 
専用 ヒー ト ・ サ ー ベ ル で ある 。 刀身 は 長大 か つ 幅 広 な う 
え 、 刀 育 に は エネ ルギー 供給 用 らし き 動 力 パ イプ が 設置 さ 
れ て お り 、 大 質量 と 高 エ ネル ギー の 赤熱 式 の 刃 、 そし て イ 
フリ ー ト の パワ ー に よっ て 絶大 な 威力 を 発揮 する 。 

手持 ち 火器 は 専用 ショ ッ ト ガ ン で 、 近 距離 以内 の 戦闘 
や 牽制 、 格闘 戦 に 持ち 込む 際 に 効果 的 で ある 。 


4 を の スモ ー ク ・ デ ィ ス 
チャ ー r tala 


し て も 用 いる よう だ 


Nm 専用 ヒー ト ・ サ ー ベ ル 
イフ リー ト 専用 の ヒー ト 系 格闘 兵 
& КОНЧИЛ. 
ЕТА V 
ETILE an 

ー に 設置 する 


ダフ 用 ヒー ト ・ サ ー ベ ル に | 
人 5 が 、 イフ リー ト 用 の 赤 
REN ROR зо» 
に 

衣装 と きえ る 。 | 


スペ ッ ク 表 で は 省 か れる 便 
BS НИГЕ. 
(RR) を 指 載 する と 見 ら 
15. кин. 

| PRICES 


画 専用 ショ ッ ト ガ ン 


ダブ ル ・ オ ー・ バ パッ クシ ェ ル 
Аоте М 
用 ショ ガン 。 MS-18E 7 
ンプ ファ ー 用 (ж) を 装備 し 
た と の 設 も ある , 


グフ の ドム の 中 間 の 位置 付け 


イフ リー ト は 「 グ フ と ドム の 中 間 に 位置 付け られ る 機体 ] 
で あり 、 外見 や 型式 番号 も グフ か ら ド ム へ の 過渡 期 に ある 
か の よう な 印象 が 強い 。 開発 時 期 の 都合 上 、 ま っ た く 無 
関係 と は 言え な い が 、 地 球 方 面 軍 が 独自 に 開発 し た と され 
る た め 独 立 し た 計画 の 産物 と 考え て いい だ ろう 。 

な お 、 同じ 「MS-08] ナン パー で ある YMS-08A 高 機 
動 型 試験 村 と イフ リー ト に 関係 は な く 、 別 の 機体 で ある ( 型 
式 番 号 の 重複 は ジオ ン 公 国軍 で は よく 見 られ る ) 


イフ リー ト の 開発 に 填 カ し 
た と いう ZIMMAD 社 は 、 
局 地 載 用 MS や 失 進 を 
得意 と する 企業 

ト の 機体 特性 は 、 ま さり 
ZIMMAD 社 | 


MORE INFO! 
イフ リー ト の 戦い 


イフ リー ト の 運用 記録 と し て は 、 
マ ・ ク ベ 大 佐 指 揮 下 の 囚人 部 隊 
「 ウ ルフ ・ ガ ー」 隊 に よる も の が 知 
られ る 。 部 隊長 ヘン リー・ ブ ー ン 
に 任 さ れ た イフ リー ト は 、 中 央 アジ 
ア で 地球 連邦 軍 「 ア ル バ ト ロス 」 
PROAX-78XX ピク シー と 死闘 を 
演じ 、 撃 破 さ れ た と も 勝利 し た と も 
言わ れる 。 


画 イフ リー ト の 開発 系 庄 = 
| Ms-oe』 | 


| YMS-O8A | | YMS-O7A 


А ا‎ | 


[YMs-078 
+ 


MS-O8TX RX-78XX ピク シー 

[EXAM] | ガン ダム の 陵 埋 用 パリ エー ショ ン の ひ 
— = ко, аде GEREN) DER 
| 大 気 園内 用 姿勢 制御 バー ニア の 多用 


IMs.oeTxN| етет 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


2 ガン ダム アス トレ イ | | 
5 - アウ ト フ レー ム [шый | 


(88) mebi se 1608 


戦場 カメ ラマ ン の ニー ズ に 適合 し た 兵器 換装 シス テム 


作業 用 に 改装 さ れ た アウ ト フ レー ム は サバ イ バ ル 
パッ ク バ ッ ク 装 備 の 換装 等 で 
は 応 能力 は 高い 汎用 性 を 発 


「 取 材 対 象 に 追い 着く た め 」 
「G フ ライ ト 」 は 、 換 装 シ ステ ム 


(A88) mel ser 1608 


換装 に よる 状況 対応 が 可能 な オプ ショ ン 類 


上 部 に は ユン ・ セ ファ ン の 手 で 風呂 が 設置 され た 。 温度 
имааат ИЕ, 2F は セト ナ ・ ヴ ィ ン 
ター ス の 部 屋 と な り 、 コク ピッ ト へ 通じ る ハッ チ も ある , 


換装 シス テム こそ 本 機 の 真骨頂 で ある る が 、 アウ ト フ レー 較 バッ ク ・ ホ ー ム 


1F が ジェ ス と カ 


ム が 替 自 運用 し て いる 装備 は 居住 性 を 備え た パッ ク ・ ホ ー SHEE, FFF 
ム で ある 。 本 機 は 戦闘 用 で は な いた め 利 便 性 を 第 一 と し トー マティ ガン の 部 Ат 
た 装備 を 普段 か ら 用 いて いた 。 AC. BERTINI” ву, ватон ERS 
ト に 換装 する こと も 可能 で ある た め 、 汎用 性 に 富む 機体 と 
な っ て いる 。 戦闘 を 行う MS と は 異な る 方 向 性 の 機能 を 備 
える が 、 汎 用 性 の 高 さ は 共通 で ある 。 


Ш シュ ー テ ィング ・ コ ー ト 


Ш G フ ライ ト 
ГВ] їн I ЕТОЙ 
TETAPI EMEL) 
козшен тап. вся 
ялт сав. 


Ф シー ルド ウイ ング 
G フ ライ ト 用 の 大 型 シー ルド 。 飛行 形態 時 に は シー ルド の 一 部 が 左右 に 
RAL, FTRROMEL THHET о. MS 時 は 機体 の 半分 以上 を 本 うこ 
と "で きる シー ルド と し て 使 れ れ 、 戦 場 に お ける 強固 な 防御 力 を 発 探す る 


S 55% 
Ф スカ イグ ラス バー (G7F4 НАМ) 

古 手 は 自由 に 動く た め 、 ガ ンカ メラ を 書 え て 隊 行 し な が ら 対象 の スト ライ カー バッ ク と し て 設計 され て いる た め 、 ス カイ グラ スパ ー へ の 詳 埋 

能 。 イン パル スガ ンダ ム に 追従 で きる ほど の 重力 を 持つ 。 5 も 可能 。 これ SRGOERETASHO, LEM 

Зав 5505. Curia ак HANDS, 


ma- vorz 127-12 


(1) dl єй 


機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE Еа MAUS ШЕ 


/ Ш 5РЕС 
Ө: 全高 26.0m (頭頂 高 18.1m) 
= メタ ス Б .8t (全備 重量 52.40) 
AEUG Эійу-2-ҢЛ 1.640KW 
Шə KES СТЕ O и 


Т 
ІШ バッ ク バ ッ ク 

ЖЖЖ ファ ・ ユ イリ ィ ゴ レコ ア ・ ロ ンド 
А N и COLOR 
[КЕ 


wiw вш 


GREN MD 


4 / 
* ら グリ プス 戦役 に 投入 きれ た 機体 
へ の 変形 を 実現 本 機 の テス ト 運 用 に ЫН 関連 ファ イル 
を 搭載 し た TMS の 検証 が 初め て 可能 と な り 、 2 


5 は 変形 機構 以外 の 要素 は 必 
の 性 能 は 第 一 世代 MS 


E は 、 変 形 機構 の み に 特 化し た 実 
験 機 と し て MSA-005 を 開発 し с ・ ユ イリ ィ の 乗 機 と し て グリ プ 
ス 戦 役 終結 まで 最前 線 で 戦い 抜い て いる 。 


24.0) 交 形 機構 を 優先 させ た 武装 群 


変形 機構 の 検証 機 と し て 開発 され た MSA-005 は 、 用 意 さ 画 アー ム ・ ビ ー ム ・ ガ ン 
れ て いた 武装 だ け を 見 れ ば 、 グ リプ ス 戦 役 に ける 標準 的 な 0 部 ト と 一 体 化 さ 
MS と 渡り 合う だ け の 戦闘 能力 は 有 さ な か っ た 。 変形 を 阻害 す 
る 装備 は 極力 オミ ッ ト さ れ て いた た め 、 火 器 は 内 蔵 式 の アー ム ・ 
ビー ム ・ ガ ン の み と さ れ 、 ANTS WO LEM SES 


| PEELS bese 
ТАРТАР ТИ 
プ も 展開 する 。 


PT 
コレ ー タ ー 基 部 近く に 
展開 用 の 軸 が 存在 する 


т г В ===. 
ENCE. 211 N 


する パパ ワー は 有 し て いた 。 


クア ス 直人 も アー ガマ の 
0 оа 


ow) FERN TSE 
вые 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 
ビー ム ・ サー ベル は 調 用 の も の を 村人 


平方 向 に 各々 1 基 ず つ 配 され 


MA 形態 優れ た 戦闘 力 を 発揮 し た MA 形態 


変形 機構 の 搭載 と 、MA 形 態 で の 運用 性 を 重視 し て いた шен меж кз 
MSA-005 だ け に 、 脆 弱 な MS 形態 と 比較 し て MA 形態 で は Beh ысы 
高度 な 運用 性 を 発揮 し た 。 加速 性 に 加え 、 運動 性 能 に も 優 
れる ほか 、 ア ー ム ・ ビ ピー ム - ガン も 使用 で きた た め 、 航 宙 戦 
闘 機 と カテ ゴ ラ イ ズ す る に 充分 な 性 能 を 獲得 し て いる 


MA 形態 時 は メイ ンス ラス ター が 後 
саф, ВОЕН, 
また 、 機 人 各所 に 12 基 も の 姿勢 
制 伸 用 バー ニア を 配 し て いる 


練 度 の 低い パイ ロッ ト を 助け た 脱出 ボッ ド BE INFO! 


MSA-005 に は 、 第 二 世代 以降 の MS の 標準 装備 で ある Nm コク ビッ ト ・ ハ ッ チ = z 
脱出 用 の イジ ェクション ・ ボ ッ ド が 採用 され て いる 。 MEDEO ОБ: FEK Z 計 画 と その 関連 
А зеді Ж 前面 に 位置 
раке ес тико МЕА PPP ン 「Z 計 画 ] に よる 高 性 能 な 可変 MS [MSZ-006] の 開発 は 
TEME. ZOMREA шикш». だ が 、 本 機 に 


178 ガン ダム Mc を 参考 
て 複雑 な 変形 機構 を 実現 、 機 体 の 完成 に 至っ た 


| 8 A 
MSA-005 が MSZ-008 の 変形 
"i.s ЧАНСАА 
で は な い が 、 エ ウー ゴ 初 の TMS 
ELT, ВОО 
に 容 与 し て いた こと は 確か だ 。 
電通 サン ライ 128-4 


128-5 


機動 戦士 アガ ンダ ム 


本 1098 


優秀 な 機体 性 能 と 汎用 MS に 準じ た 兵 装 の 融合 


「Z 計 画 ] の 試 金 石 で あり 、 [6 (デル タ )」 の 開発 コー ド 
が 与え られ て いた MSN-00100 Ast. MSZ-006 Z ガ 
ンダ ム や MSZ-010 ZZ ガン ダム と いっ た 高 性 能 MS を 募 
出し た 計画 に 属す る 本 機 は 、 可 変 機 か ら 非 可変 機 へ の 
設計 転換 が 行わ れる と いう 複雑 な 経緯 を 経た も の の 、 Ж 
欲 的 な 設計 思想 を 反映 する こと で 、 主 力 MS と は 一 線 を 
画 し た 性 能 を 発揮 し た 。 結果 と し て 良好 な 性 能 を 得 た こ 
と で 、 本 機 は グリ プス 戦役 と 第 一 次 ネ 
いて エゥーゴ の MS 戦力 の 中 核 を 

し か し 、 先 鋭 的 な 機体 設計 と は 対照 


的 に 、 AOR 


装 は 当時 の 汎用 MS の 域 を 超え る も の で は な か っ た 。 Ж 
機 は 「 攻 撃 型 MS] に 分 類 さ れる が 、 兵 装 に お いて は 「 迎 
BEMS) に 分 類 さ れ て いる MSA-003 ネモ と 比較 し て 
も 大 差 は な く 、 違い は ほぼ 機体 性 能 (お よび パイ ロッ ト の 
力量 ) の み だ っ た の で ある 。 その 一 方 で 、 本 機 に よる メ 
ガ ・ パ ズー カ ・ ラ ンチ ャ ー の 運用 が 頻繁 に 行わ れ て いた 
事実 か の ら は 、 汎用 MS の スタ イル に 留まる こと は 求め られ 
て いな か っ た と いう 事実 が 見 て 取れ る 。 実は 本 機 の スタ 
ンダ ー ド な 兵 装 コン セプト を 根幹 と し た 姿 は 、 真 に 望ま れ 
た 姿 と は 矛盾 する も の だ っ た の か も し れ な い 。 


С 
#8 СОЛО 
積 と 戦争 後 の 新 技術 を 用 い 
て 生み 出さ れ た MS。 


エッ ー ゴ の 運用 構想 に 沿っ た 携行 兵 装 


百 式 の 開発 に は MSA-003 ネモ や 初 の 第 二 世 代 MS 
で ある RMS-099 リッ ク - デ ィ ア ス の 運用 デ 
て お り 、 兵 装 コ ン セプト も それ 5 
その た め 、 基 本 的 な 兵 装 も また 汎用 MS に 準じ 
た 携行 兵 装 が メイ ン と な っ て いる 。 つ まり 、 本 機 は 決し て 火 
力 に 秀 で て いた わけ で は な か っ た の で ある 。 携行 兵 装 は す 
べ て 他 機種 か ら の 流用 ある い は 互換 性 を 有する も の で 、 ク 
レイ - パ バズーカ と ピー ム ・ サ ー ベ ル は リッ ク ・ ディア ス か ら の 


д 


流用 で 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル は MSK-008 ディ ジェ と の 互換 性 
を 有 し て いた 。 その 点 を 考え る と 、 求 め ら れ て いた の は 実戦 
に 耐え 得る 信頼 性 で あり 、 主力 MS 群 の 兵 装 に 関し て ある 
程度 の 規格 統一 を 図 ろ うと いう エゥーゴ の 方 向 性 が 見 て 
取れ る 。 量産 を 度外視 し た ハイ エン ド MS で ある 本 機 だ が 、 
兵 装 自体 は 先行 機 で 確か な 実績 を 残し た も の を 採用 し 後 
継 機 に それ を 受け 継ぐ ーー そう し た エ ウ ー ゴ の 兵 装 互換 シ 
ステ ム に 組み 込ま れ て いた こと は 規 像 に 難く な い 。 


頭 部 バル カン 


ンダ ム 系 MS に 近い 形状 の 頭 部 に 、 バ ルカ ン 砲 2 門 を 配 し 
て いる 。 構造 自体 は 、 既存 の 主力 MS と 同様 の 一 般 的 な も の で 
ある 。 百 式 の 固定 兵 装 は この パル カン 砲 の み で あり 、 こ れ 以外 
の 武装 も すべ て 標準 的 な 性 能 の 携行 兵 装 と な っ て いる 


タタ も フィ ー ド パック され 
BH RL TSH 
ポッ 


DD. € 
А 


本 機 の 兵 装 の うち 唯一 、 新 
社 製 の ピー ム ・ ラ イフ ル BR-M-87 で あ 
возить онза СЕА t1t 
し て も 使用 で 


ж 
と ころ が 大 きか っ た よう だ 


形状 自体 は 似 て いる も の の 、 リ 


クレ イ ・ バ ズー カビ ピー ム 


百 式 の 戦術 の 幅 を 広げ る べく 、 リ ッ ク ・ デ ィ アス の 主 兵 装 と し 
て 開発 され た クレ イ ・ バ ズー カ と ビー ム ・ サ ー ベ ル が 携行 兵 装 と 
共用 が 可能 で ある と いう 利便 性 を 第 一 と し つつ 
両者 は 充分 に 兵 装 と し て の 役割 を 果 


も Ляо 


り パ イロ ッ ト を 務め た クワ トロ ・ 
は 、 FUT AAD 
жі, 


sacar mew 
OME TEAR 


ТЫЛ eee 
>: 9 接続 し て 出撃 し た 。 


FE 01 SHEET 1% 


特殊 兵 装 戦局 の 転換 に も 対応 する 支援 兵器 


MS が 艦艇 クラ ス の 大 型 メ ガ 粒子 砲 を 運用 する と いう — と 、 自 ら を 射撃 位置 に 運ぶ た め の 推進 装置 と を 備え た 支援 
思想 は 、 一 年 戦争 期 の 公国 軍 が 開発 し た スキ ウレ な ど 兵器 で あっ た 。 POEM PRIORI ж 
ERE RSLEN TES. その 有用 性 は ティ ター ンズ が өзи ызыр A сео た メガ ・ バ ズー カ ・ 
MS 用 の 大 型 メガ ・ ラ ンチ ャ ー を 頻繁 に 運用 し て いた こと か チャ ー 、 運用 し た 百 式 の 高 い 機体 性 能 に も 助け ら 
ら も 明らか で あり 、 エッ ー ゴ も また 同様 に 、MSI れ て 充分 な 性 能 を 発揮 。 大 規模 な 艦隊 戦 や 狙撃 任務 に 
前 提 と し た 支援 兵器 を 実戦 に 投入 する こと と な お いて 、MS の 戦術 の 幅 を 広げ る 役割 を 果たし た 。 な お 、 そ 

主 に 百 式 が 運用 し た FHA-03M1 メガ ・ パ ズー カ ・ ラ ン の 実戦 デー タ は の ち に 開発 さも る ハイ パー・ メ ガ ・ ラ ンチ ャ ー 
チャ ー は 、 当 時 の MS が 扱う 火 疾 と し て は 最高 クラ ス の 火力 や メガ ・ ラ イダ ー へ と 受け 継が れ て いる 。 


шул. バズ ー カ ・ ラ ンチ ャ ー 
は ある が 、 大 火力 な が ら 単 機 で 運用 可能 な 特殊 装備 。 № 
SMS ео. 省 ス ペー ス 化 を 図る 。 


iz 
本 機 以外 の 汎用 MS で の 運用 
も 想定 され で いた た めか 、MS の 
胸部 を 固定 し て 発射 時 の 安定 
性 を 高め る 後部 アー ム は 、 信 度 
/ が 調整 で きる 構造 と な っ て いる 。 


@ 発射 体勢 
ВНОК 
開 。 下部 に 伸ばさ れ た ステ ッ プ 
KARER, 左右 の グリ ッ プ を 
マニ ピュ レー ター で 保持 し て 機体 
を 固定 する 。 


RIO квйл ELT 
を 備え る 。 エネ ルギー の 充填 に 時 
間 が 掛か る こと も あり 、 移 動 連 度 
жомга О 
Ало 


MORE INFO! м Ух 
「Z 計 画 」 の 過程 で 
百 式 系 MS の 開発 系 譜 


Z 計 画 系 の MS で ある 百 式 は 、 開 発 当初 、 可 変 MS で ある 
デル タ ガ ンダ ム の 発展 型 と し て 設計 され て い 変形 時 
の バイ ンダ ー の 耐久 性 や 駆動 部 の スト レス 、 ム ー パ ブル ・ フ 
レー ム の 強度 の 問題 が 解決 で きず 、 非 変形 機 へ の 設計 転換 
が 行わ れれ た 。 その 結果 と し て Z 計 画 に お いて 傍流 と な っ た 百 式 
サン ダム MKk-M の ムー パブ ル ・ フ レー ム の デー タ の 導入 な ど 
よっ て 再 設計 され 、 最 終 的 に 非 変形 の 攻撃 型 MS と し て 完 
Ko その 汎用 性 の 高 さ か ら 、 さま ざま な 量産 仕様 機 、 改 修 ・ 強 
化 機 が 生み 出さ れる こと と な る 。 な お U.C.0090 年 代 に は 、 計 
画 案 が Z 計 画 の 主流 で ある 可変 MS まで 差し 戻れ 、 量 産 を 
前 提 に 再 設計 され た 試作 機 デ ル タ プ ラス が 完成 し て いる 。 


№ MSN-001 
デル タ ガ ン ダム 


ШҒА-1005 
フル アー 
ЕБ 


ロン ド ・ ベル 隊 の ネエ ル ・ № MSN-0O1A1 
アー ガマ に 配備 され た 。 デル タブ ラス 


N А 


自 走 能 力も 持つ メガ ・ パ メー カ ・ ラ ンチ ャ ー。 さら に エネ ルギー 供 絡 用 の MS 


を 接続 する こと で 合用 回 数 を 増 


N 発射 シー クエ ンス 


ユニ ント が 前 方 に 90 度 回 転 し て セ 
ン サー 部 分 が 展開 され る 


克 身 が 2 ヵ所 で 展開 し 、 グリ ッ プ が 
左右 に 開く 。 休部 アー ム と 上 部 セ 
ン サ ー が 引き 出さ れ 
ム が 伸び て 変形 完了 と な る 


変形 し た の ち 、MS 側 の 操作 で 発 


Ш MSR-001008 
量産 型 百 式 改 


125% -00100 


№ MSR-00100S 
mitan 


改修 ・ 強 化 


Шм5к-1005 
陸戦 用 百 式 改 


та 


ХО 


タン ラズ 
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1 s SPEC 
"アー ニニ プー жеу Sat hee аре жы Тың 
- G ア ー マ TE 22001 
RR MADE л ачан 
$ | ТИ Е.Е З.Е. ミサ イル と 2 後部 ミサ イル 
4 
2 — ми эн — 


推進 機関 


ЕДЕР, 


だ 
す 


武装 


病 大 な 構想 の 一 部 を 実現 させ た 「 ガ ンダ ム ・ シ ステ ム 」 


地球 連邦 軍 の 「V 作 戦 ] は 、MS の 開発 量産 と その た 研究 の 産物 で あ 
運用 母 弦 と な る 強 肌 掲 陸 艦 の 開発 建造 を 行い 、 同 こ 当 た A と 推進 機関 持つ G パ ー 
$ ステ ム を 含む 兵器 体系 を も 創出 する と いう 、 そ し て ガン ダム と の ドッ キン グ に より 形成 され る G ア ー 
み 換え 
ガン ダム を 中 核 と する 多目的 兵 只 一 を “wa 
マー の 本 質 で あり 、 本 機 が 「 ガ ンダ ム ・ ЕО-01-02 НХ 


画 の 本 質 で ある | 
含む 研究 は 放棄 され た わけ で は な 
研究 者 個人 継続 され て いた 。「G パ ー ツ う 分 に され た 。 RX-78-2 が 失わ れ た 一 年 戦争 
ВХ-78-2 ガン ダム の 拡張 性 を 考慮 し た パ - シス テ 後に も 、 各 方 面 で 運用 され た こと は その 証左 で あろ う 。 


В ¿VU SDP AA 玉 や か な 戦力 展開 を 可能 と する 運用 コン セプト 


ー 年 戦争 時 に 地球 連邦 軍 が 開発 し た た G ア ー マ ー は 、 あ 
くま で も RX-78-2 ガ ンダ ム の 性 能 強 化 を 目的 と し た も の で 
あっ た 。 し か し 分 難 機 能 を 有する 本 機 は 、RX-78-2 の コア ・ 
ブロ ッ ク ・ シ ステ ム と 連動 し 、 機体 パー ツ (G パ バーツ ) の 組み 
替え に よっ て 様々 な 機能 性 を 発揮 する こと が で きた 。 ガン 
ダム を 輪 送 する と いう G ア ー マ ー 本 来 の 運用 形態 の 他 に 
も 、 支 援 戦闘 機 形態 の G フ ァ イ タ ー、 コア ・ フ ァ イ タ ー を 中 
核 と する 戦闘 機 形態 の G ス カイ と G ス カイ ・ イ ー ジ ー、 陸上 

定 し た 戦車 形態 の G ブ ル と G ブ ル ・ イ ー ジ ー、 実 
丈 形 態 で ある ガン ダム +G パ ー ツ B 形 
態 と 、 さ ま ざ ま な パリ エー ショ ン で の 運用 が 可 秋 の で 
ある 。 一 年 戦争 後 の ア ・ パ オア ・ ク ー に お ける ジオ ン 残 党 
掃討 作戦 に お いて も 、 本 機 は G ア ー マ ー、G ブ ル の 両 形態 
CORBET, 高い 機能 性 を 発揮 し た 


TEERMORM D 
HERETO 
ж-ке лем 


ガン ダム の 上 半身 と 


ежа 


MORE INFO! 
終戦 後 の ア ・ バ オア ・ ク ー 


一 年 戦争 終結 後 、 戦 争 の 傷 が まだ 生々 し < く 残る 宇宙 要塞 
ア ・ パ オア ・ ク ー で は 、 戦 後 処理 の た め の 調 査 が 進め られ て 
いた 。 し か し 、 当 衝 は まだ ジオ ン 残党 が 各地 に 残存 し て お り 、 
ア ・ パ オア ・ ク ー 内 部 で も 未だ 武装 解除 に 応じ な い ジ オン 兵 
が 、 散発 前 な 抵抗 を 続け て いた 。 新米 パイ ロ - 小 で 構成 され て 
いた RB-79 ポー ル の 部 隊 も また 、 要 容 内 部 の 調査 中 に MS- 
OGF 472122723058. 戦 騰 に より 部 隊 の 大 半 が 撃破 され た 
も の の 、 ЯНАО, 


тоько. 
FIIF, КРАЩЕ? - 


画 G ア ー マ ー ЕО 
ағ B あ よび ガ ダム で 構成 され る 汎用 航 Ге; к 
# ンダ ム を 前 線 に 投入 する 
ARGH OWN 
能 PRIMAL Ce REN MEN. 


oth 
6 ブル で は コア ・ ブ ロッ ク 側 が メ 
イン の コク ピッ ト と な り 、G パ ー ツ 
側 は 後方 と な る 。 主 兵 装 で ある 
ビー ム ・ キ ャ ノン は 180 度 回 転 
せ て 使用 する 。 


КЕТА 


RX-78-3 で の 運用 


ak 78-2 の 支援 機 と し て 開 
た G ア ー マ ー は 、RX-78 
астан 
で あっ た 。 ШЖ. WHER 
へ の 派遣 時 に は 、RX-78-3 
9-3 ガ ンダ ム が 搭載 され で いた 
こと が 確認 され で いる 。 な お 一 
説 に は 、 この G-3 カ ンダ ム は ホ 
ワイ トペ ー ヌ 級 第 5 番 艦 ブラ ン 
リヴ ァ ル に 搭載 され て いた 機 
体 で は な いか と 言わ れ て いる 。 


れ た 機体 を ペー ス と し 
тв). МЕНЕ 
に も 用 いら れ た 。 


IF 型 
ー 年 戦争 中 、 最 も 多く 生産 
され た ジオ ン の 汎用 MS。 7 


バオア ・ ク ー に 濯 伏し て いた 
ザク UF 型 は 損傷 が 激しく 満 ー タ イプ に よる 運用 を 考慮 し た 、RX-78 の 弟 3 仕 様 機 。 ZOE 
ANADRETH 術 の ひ ヒ つ マ ネッ ト ・ コ -78.2 に も 施さ れ た 。 


та. 9542: 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO2 重力 戦線 


ІШ) н] шн 104 


7 ィ ー ゼ 全高 2.7m (アン テ ナ 含 まず ) 
ヴィ ー ゼ ル — 
全幅 38m 


載 機 関 銃 スモ ー ク ・ デ ィ ス チャ ー 


き な も の で 、 ト 


I COMPARISON CHART № COLOR 
саво 利用 


BAK 


形状 が 特 
ft 


BERATA, 
部 に は ハッ チ が 配 きれ 
な 歩兵 の 展開 が 可能 で ある 


AF DBE TEAM PE Beg p 関連 ファ イル 


PVN.44/1 ヴィ ー ゼ ル は 、 一 年 戦争 期 に ジオ ン 公国 運用 され て いた ) が 確認 され て いる 。 航空 機 と 同じ < 陸 上 
軍 が 運用 し た 軍用 車輌 で ある 。 水陸 両用 装 輪 偵察 警 兵器 開発 の ノウ ハウ も 持た な か - 
戒 車 と 分 類 さ れる この 兵器 は 、 そ の 名 の 通り 水上 走破 性 が 、 本 機 を は じ め と する 多く の AFV 
能 を 有 し た 6 輪 装甲 車 で 、 地球 侵攻 作戦 以降 の 地上 戦 
に 投入 され て 偵察 任務 な ど に 従事 し た 。 [weasel (12F 


の 意 )] の 名 に 耶 じ ぬ 軽 杯 な 機動 力 を 発揮 し た 本 機 は 
地球 上 の 各 戦 線 で 活躍 を 示す こと ( 例 と し 
て 、U.C.0079.03.18 の 第 3 次 降下 イ オセ アニ ア 
方 面 に 展開 し た 第 4 地上 機動 師団 や 、 戦 争 中 期 の 極東 
戦線 に お ける 運用 ( 同 戦線 で は 装甲 兵員 輸送 車 と し て も た 


独創 的 な そう し て 開発 され た PVN.44/1 は 、 学 航 機能 を 有 し た 水 
だ が 、PVN.44/1 に 関し て は それ が 当て は ま ら な い 。 本 機 陸 両 用 の 偵 府 戦闘 車 で あり 、 あ る 程度 の 兵員 輸送 能力 も 
は 旧 世 紀 か ら 存在 する 装甲 戦闘 車輌 に な ら 備え て いた 。 Ste. З7тт#&Ш ПД Р е ХЭМО74/5 
され て お り 、 ジ オン 公国 軍 特 有 の 奇抜 な 構 車載 機関 銃 、 ス モー ク ・ デ ィ ス チャ ー ジ ャ ー と いっ た 武装 が 施 
い 。 水陸 両用 車 と いう 特性 も 軍用 車輌 の 誕生 当初 か ら され て お り 、 自 衛 や 支援 の た め の 戦 闘 力 を 有 し て いる 。 な お 、 


BORE РЕН СУ 


在 す る あり ふれ た 発想 で あり 、 逆 に その 枯れ た 極東 畔 線 で 軍用 され て いた 機体 は アン テ ナ が 少な く (ター 
を 踏 柚 し て 設計 され た も の と 受け 取る こと も で きる だ ろう レ 小 に 1 本 の み )、 仕 様 が 異な る 可能 性 も 考え られ る 
Ш レイ アウ ト Enn Wm 


直線 的 な 面 構成 の 車体 に 回 転 
жле: (Bi RANE IE SU 


ЗОВИ 


な っ て お り 、 ハッ チ は 所 了 に 月 いら れる 。 
37mm 機 関 太 


車 休 後 部 の 左 在 に 
ARAN ы 
て お り 、 水 上 航行 時 に 展開 
Ute fs, 


ТУ Кру] анана, о 
b ABO fie НЕЕ Іс. 133mmik 
EHRE FBLA, жимай іш. 
| sme | スラ MG74、 ス モー ク ・ デ ィ スチ ャ ー ジ ャ ー 


Lz 
EMA, Кишини лса. ター 
„5 


車体 
車体 は 凹凸 の 少な い 平面 


ERAN, 8 
面 が 見 られ た 
SPEC 
全高 24m (アン テ ナ 、 車載 機銃 含ま ず ) 


コン パク ト な 設計 を 特徴 と する 塞 観戦 車 


アイ ン 空 捧 戦 車 は 、 一 年 9 信 期 の ジ ォ ン る と いう 特異 な 機能 を 付与 され た PVN.42/4 と 
軍 AFV の ひと つ で 、 コ ロニ ー へ の 侵攻 
定 し て 開発 され た 戦車 で ある 。 PHREN DENR 
り 空 工作 戦 や 航空 


21256111 


降下 作戦 の 第 1 地上 機動 師団 で の 運用 が 確認 され 
一 角 を 担 


で あり (PVN.42/ 4 は 
で ある )、 運 用 思想 に 基づく 小型 化 が は PVN.42/4 に 斉 
れ て いた こと が わか る 。 また 、 砲塔 が 分 離し て 飛行 す る 戦闘 車輌 と し 


ша-т>эх 128-10 


ダム SEED FRAME ASTRAY 


(№) mll SHEET 194, 


ライ ゴウ | 
ガン ダム 
0.M.N.1 


ス メ ッ サー 改 AWA 
ン パ ルス 砲 アグ ニ 改 々 プラ ズ マ サポ ボッ 


Im COMPARISON CHART № COLOR 
20m 


次 世代 スト ライ カー パッ クシ ステ ム の 結実 機 таал 


「 ユ ニウス 条約 ] 後に アク タイ オン ・ イ ンダ スト リー 社 FJ108 ライ ゴウ ガン ダム を 完成 させ た の で PX 
ライ ゴウ ガン ダム の 開発 は 、 第 1 期 GAT-X ン リー ズ を 
ペー ス と し て 行わ れ た 。 同時 に アク タイ オン ・ イ ンダ スト リー 
ドア ジア 共和 国 に ある 最大 8776 ) ス トライ カー パッ クシ ステ ム を 
ヤマ ) 社 (Future Japan て いた アナ ザー トラ イア ルス トラ イカ ー の 
Yield and Manufacturing の 頭 文字 ) で 改良 も 進め られ 、 本 機 に 組み 込ま れ た の で ある 。 新 機軸 
は な いも の の 、 元 より 持ち 得 て 
力 に 加え 、 他 企業 で 運用 実績 の ある シス テム の 多く を 
と いう 、MS 開 発 の 後発 企業 
け 、GAT-X105E スト ライ ク E を 足掛かり と し て GAT- と で 非常 に 高い 性 能 の MS を 生み 出し た 。 


FILE PREVIEW 


М8) mr or 194, 


с AL 次 世代 スト ライ カー パッ クシ ステ ム を 採用 し た GAT-X105 の 系 譜 

GAT シ リー ズ の 100 系 列 フレ ー ム に 連なる 機体 で あり 、 N スペ キュ ラム ライ ゴウ ガン ダム 
特に スト ライ ク の 影響 が 色濃く 反映 され た MS と な っ た 。 性 
сй, SHOR [RI [41] [DEE 1 
ライ カー」 を 採用 し た こと で 、 ス トラ 
イカ ー バ ッ ク シ ステ ム 採 用 機 の 決定 版 と 言え る 機体 に 仕 
上 が っ て いる 。 完成 し た 本 機 は 、 CE.73、 実戦 テス ト の た 
共和 国 の 戦場 に 配備 され た 。 y. жаки 
ルカ ス ・ オ ド ネ ル の 第 四 軍 に 礁 取 され 、 強力 無比 な 
力 は 連合 と ザフト 相手 に 実証 され る こと と な っ た の で ある 。 


Yoga toa 
ダー を 収納 し た 小型 の 実体 講 。 
BRA 2 TUR na CHS 

コン バッ トナ イフ だ が 、 本 機 で ү 
は 系 基 に 故 め られ で いる 。 


た 飛行 用 パッ ク で 、 基 本 的 な パー ツ 
р 
その 性能 は 格段 に 向上 し て いる 。 


画 キャ リバ ー ン ライ ゴウ ガン ダム @ シュ ベル トゲ ベー ル 改 е 運用 時 
ГІНЕ ВЕТ УД 5) ノー ドス トラ イカ ー は 提 
カー。 ソー ドス トラ イカ ー パ ッ ク 持ち 手 の 部 分 と 刀身 が く の 字 に 折 ! り 曲 ЕЕ 
か ら 発 展 し た 格闘 用 バッ ク で 、 げ て 装備 され る た め 、 全長 の 低い 機体 = 二刀流 を 可能 と し 、 高い 
多様 な 機体 に 対応 する た め 情 。 = で も 5| さ ずら ず に 終 備 で さる 。 — 


へ の 装備 は 腐れ て いる 。 


Ф パン ツァ ー ア イ ゼ ン 改 @ マイ ダス メッ サー 改 ж i | 
ル と 基本 的 な 構造 は 同 ビー ム ブ ー メ ラ 

より 大 媒 化 され て 威力 が 

増し た ロケ ッ ト ア ンカ ー。 О RICH MRED СЕ 

提議 を ど 多 用 人 に 使用 で きる 。 — ム を まとう よう に 改良 され て いる 。 


オリ ジ ナル の ラン チャ ー ズ 
トラ イカ ー パ ッ ク と 異な り 、 
背中 の ジョ イン ト の み で 全 
айка жон. 
ルポ ボッ ド は パス 
の も の 引き 


@ 超 高 イン バル ス 砲 アグ ニ 改 


の 増大 と 共に 感 力も 強化 され 
常 の アグ ニ に も 換装 で きる 。 


計 デ ー タ も 参照 され た 。 


«ем 


® プラ ズ マ サポ ッ ト 砲 トー デス ブロ ッ ク 改 

ィ の 装備 で ある 337mm プ ラズ „> 
マサ ポット ・ パ ズー カ トー デス ブロ ッ 
7) DRED, 高熱 の プラ ズ マ に 包ま t Я 
панент. (Ққ Ж | / 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 
HAN 
|| 


АМХ-003 


本 機 は MS-09 と 同じ く 中 一 近 距 離 戦 用 の 機体 で 
り 、 特に 格闘 戦 を 重視 し て いた 。 ロン グ ・ ビ ー ム ・ ト マオ 
ク を 主 兵 装 と し て い 
生産 性 も 高 か 
М5 20870— н, 上 を 問わ 
に 投入 され 一 次 ネ 


能 を 持ち 汎用 性 に 秀 で た AM 
A, 主力 MS と し て 採用 量産 が 
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関連 ファ イル 


FILE PREVIEW 


23.4m (頭頂 高 22.0m) 
ДЕЗГІТ 66.80 


高い 汎用 性 と 相反 する 特 化 し た 本 機 独自 の 特殊 兵 装 の 数 々 


汎用 性 が 特徴 の AMX-009 だ が 、 武 装 に 関し て は そ 
は な い 。 特に 本 機 の 主 兵 装 で ある ロン グ ・ ビ ー ム ・ ト 
ク は 、 格 闘 戦 重視 の 本 機 の コン セプト を 体現 し た 武装 
展開 する 高 出力 な ビー ム 刃 は 、 極 め て 高い 攻撃 力 


蔵 さ れ た 3 連装 ピー ム ・ キ ャ ノン 
優れ た 連射 性 能 に よる 高い 制圧 力 を 備 
距離 専用 の 射撃 兵器 と し て 実体 刃 を 高速 で 回 
5 トラ イ ・ ブ レー ド も 有 し て いた 


HARMS THES. BBE 
が 、 同 時 代 の 


エッ ー ゴ や 連邦 軍 の 主機 を 法衣 


ЕДА ыны 
2 ss 


SOMES HE 
SEY HLL HRM EN 


ラン サー& ピ ビー ム ・ ト マ ホ ー ク 


DERETS, この 2 本 が 合体 し て ロ 
ング ・ ピ ビー ム ' ト マオ ホー ク と な る 


ZZ ガン ダム と 互角 の 格 


А ピー ム - トマ ホー инет. 


Ш トラ イ ・ ブ レー ド 
AMX-009 再 用 の 特 狂 兵 装 。 IO 
De ЖО 


Вонг 


トラ イ ・ ブ レー ド は 機体 ВЯ 
面 の バッ ク バッ ク 
DEERE TTS 
SHU Atk 
接 射 出さ れ た 


воа 


AMX-009 は 、 ネ オ ・ ジ オン に よる 地球 侵攻 作戦 の 実施 
直前 か ら 降下 部 隊 を 中 心 に 配備 され 、 地上 戦 に お ける 主力 
MS と し て 運用 され た 。 その 後 、 戦 争 後期 に 勤 発し た 「 グ レ 
ー の 反乱 ] に お いて も 、 宇 宙 で も ハマ ー 
陣営 の 双方 で 多く の 機体 が 運用 され 、 第 一 
WERE CEARELTERLAOK 


キオ ・ ジ オン の 主力 機 と し 
て 運用 され た が 単機 で 
MSZ010 ZZ が 
や MSN-00100 百 式 に 
иа). апла 
多かっ た 


МОКЕ INFO! 


АМХ-009. U.C.0096I HRL [577098 を 


жов сьжяг сул Ийис ЖИН 
オー ル ラ ウン ド に 運用 す 。 携行 火器 と し て 新た い 
イア ント ・ バ ズ を 装備 。 また 、 本 機 の 主 兵 装 だ っ ・ 
トマ ホー ク の 代わ り に 、MS-09 を 室 入 と させ る ヒー ト ・ サ ー 
ベル を 装備 し て いる 。 旧型 機 で は あっ た が 、 戦 力 に 芝 し い ネ 
オ ・ ジ オン 残党 軍 「 補 付き ] で は 貴重 な 電力 と な 


ҢҢ освета, 
タリ ウム 合 全 製 の 装甲 
や 高 出力 の ジェ ネ レ 
を 備え る な ど スペ ッ ク 
ЕТЕК 


гана DMA THESE 
ЖШЕ/59488475 
АМХ.009. RGM-89 
ジェ ガン や RX-0 ユニ 
ラガ ンダ ム と 交戦 


ー ジ オン の 将校 で 、 一 
ER EERE 
3 


ネオ ・ ジ オン の 地球 保 攻 作戦 を は じ め ダ 
ANG, 770 COT Fi 
ROB, ¥PY>ADIO=—BEL 
作戦 で は その 人 能 を 存 分 に 発 控 し た 


Ш オウ ギュ スト ・ 
ギ ダ ン 


они 


「 袖 付き ] に よる 運用 


Bet Pub NX 
т, 


мемо6 シナ ンジ ュ 用 の バ 
ズー カ を ペー ス と し て 新規 開 


トラ イ ・ プ レード の マウ 


ント 部 を アタ ッ チ メン ト Sr 
BL Kaans 0 8 
Fe Fok KK ben Б 
な どの 兵 装 を 搭載 する © t) 
こと が 可能 。 = 
щш 
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モビ ルス ー ツ : MSN-010 ZZ ガン ダム 


ZZ ガン タム 


AE.UG. 


航空 機 の 「 戦 術 意義 」 を 再 確認 させ た 機体 構造 


MS の 出現 以降 、 各 勢力 に よる サブ ・ フ ライ ト ・ シ ス 
テム (SFS) 、 可 変 MS (TMS). 可変 MA (TMA) OFA 
発 が 進む 一 方 で 、 軍 用 航空 機 は その 活動 範囲 を 奪わ れ 
て いっ た 。 た だ 、 航 空 機 の 戦術 意義 が 薄れ た の は MS 
と 比べ 火力 や 用 途 が 限定 され る た めで あり 、 存 在 その 
も の が 否定 され た わけ で は な い 。 MSZ-010 ZZ ガン ダ 
ム が 「RX-78 ガン ダム と G フ ァ イ タ ー の 機能 を 単機 で 実 
現す る ] こと を コン セプト に 据え 、 分 離し た 状態 で の 運用 
に 加え て 合体 し た 状態 で も 戦闘 機 と し て の 運用 を 可能 と 
し た こと は 、 そ の 実用 性 を 鑑み た 上 で の 結果 で ある と 言 


えよ う 。 ZZ ガン ダム は 機体 を 構成 する 各 バ エネ 
レー ター を 分 割 し で 搭載 し て いる が 、 そ れ が 分 離 時 の 個 
別 運 用 に 功 を 奏し た 。 MS と 同等 の 出力 を 備え た 戦闘 機 
は 、MS の 兵 装 を 転用 する こと で 火力 の 問題 も クリ アー し 
た 。 ZZ ガン ダム の 特徴 の ひと つが 大 火力 で あり 、 そ の 火 
を 戦闘 機 で も 運用 で きる と いう 利点 が 、 本 機 の 複雑 な 
分 離 ・ 変 形 シス テム を 導き 出し た の だ ろう 。 た だ 、 一 部 
に は 構造 上 の 不備 や 飛行 性 能 の 不安 定 さ な ど 、 欠 点 と 
言わ ざる を 得 な い 面 も 報告 され て お り 、 そ の コン セプト が 
現場 を 無視 し た も の で あっ た こと も また 事実 で ある 。 


(1) mebi 010 


720201 Ш 


исо», MSRRORE 
買わ れ て エゥーゴ に 参加 し 、 
ПЕ eaten. 


17:07 大 火力 の MS 


ZZ ガン ダム の 上 半身 (A パ ー ツ ) と ダブ ル ・ ビ ー ム ・ ラ イ 
フル 、 ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー で 構成 され る 戦闘 機 は コア ・ 
トッ プ と 呼ば れる 。 ZZ ガン ダム の パー ツ の 中 で は 最後 
アー ガマ 隊 に 配備 され た 本 機 は 、 戦 闘 機 と し て 非常 に : 
い 性 能 を 有 し て いる だ け で な く 大 気団 内 で の 飛行 も 可能 
で あり 、 さま ざま な 場面 で 運用 され る 姿 が 多く 見 られ た 

本 機 は 第 一 \ て 最強 と 主 わ 
れる MS 用 携行 兵 装 、 イフ ル を 使用 で き 


要 模 構 を 共用 す 


крен 


ку? 
運用 され る ケー ス が 多 か - 


コク ピッ ト 
ダブ ル ・ ビ ピー ム ・ ラ イフ ル が 機 首 ユニ 


жун, MEE ишт: 
ЕВА 


コア ・ ト ッ プ の 機 普 と な 


機 の 問題 点 の ひと つ で 


射撃 兵 装 を 武器 と する 重 戦闘 機 


従来 の 戦闘 機 と は 比べ 物 に な ら な い 火 力 を 有 し た こと 


で 、 そ の 戦闘 力 は 一 般 的 な MS に も 引け を 取ら な いも の に 


いた 。 ちな み に ダブ ル ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル は 変形 後に 
り 、 専用 コク ビッ ト と し て 機能 する 
ア ・ フ ァ イ タ ー が な く と も 運用 は 可 
オ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー の 推力 を 利用 で き 
首 コ ク ピ ッ ト に パイ ロッ ト が 取り 残さ 
多く 残さ れ て いた 


コア + by Th 


жиекп 


方 に スラ イド し た の : 


SPEC 
全長 1991m 
重量 19.3: (SRE 30.9) 
ду — 
АЭХЗ-НУ 53.560kg (ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ 連結 時 ) 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 
LEED ЖЕЛЕДІ 
所 属 エゥーゴ 
パイ ロッ ト ジュ ドー・ ア ー シ タビ ピー チャ ・ オ レー グ 他 
I COLOR 


ダブ ルピー ム - ラ イフ ル 
2 本 の 銃身 が 機体 下 
180 族 回 転 し て 


№ COMPARISON CHART 


メイ ン ・ ス ラス ター 
変形 時 に 下 腕 部 の カバ パー が 開 
き 、 ス ラス ター が 露出 する 。 コア ・ 
ブロ ッ ク を 連結 し な い 場合 、 両 
腕 部 スラ スタ ー ( 各 16.300kg) 
が 唯一 の 推進 機関 と な る 


ブ と 照準 セン サー 
は 基部 に 収納 され て いる 


Ф ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー 連 結 時 


MECHANIC FILE 


コア ・ ペ ベース は 、 


・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー と ZZ ガン ダム の 


ak : ан m SPEC 
下半身 (B パ ー ツ )、 バ ッ ク バ ッ ク で 構成 され る 。 運用 時 に が 

必ず ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ ター が 必要 と な る 構造 は 、 一 征夫 ТЕ — 
$M OFF-X7BSIAP » F—AZ—KEMULTHS, その een 


特徴 は ZZ ガン ダム の パッ ク バ ッ ク に 搭載 され た 兵器 が 利 
用 で きる こと で あり 、 総 合 的 な 火力 は コア ・ ト ッ プ に 匹 義 し 
の 一 方 で 、 全 備 重 量 が コア ・ ト ッ プ の 1.5 倍 を 


АЭАЗ-#Л 106.800kg 
RPAN ガン ダリ ウム 合金 
RR ビー ム ・ キ ャ ノン X2/ デ 21 Ех 
チャ ーX2 @ 
所 属 エゥーゴ 
パイ ロッ ト ジュ | 


Wy Dy ORB F く ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ ター の バル カン 。 
超え る こと も あり 、 運動 性 が 低い と いう 欠点 も 有 し て いた 。 使用 で きる た め 、 武装 に つい て は コア ・ ト ッ プ よ り も いる 


アー シタ メイ ー フ - アッパー プン 


バッ ク バ ッ ク エル ・ ビ アンノ 1 
飛行 形態 時 に は ウェ 


テ ナ と な り 、 ビ ー ム ・ キ ャ ノン と ІН COMPARISON CHART COLOR 
l 


ТТ ТҮСТЕ 
722006812275, 


スタ ビラ イィ ザー 
に ラン ディ ング ・ キ ア ЕВ ライ ザー екооно 
таай штап AED SN ce 
く 5 は ぎ を 支点 に し て 180 прота Бадо а 両脚 部 か ら 名 17.300kg の 推 カ 
351254574282 全備 状態 で 50t 近 い 機体 の 安 きま 有する スラ スタ ー を 鍵山 させ 、 
у-ва» 定 が 図 5 れ て いる AMD STRATE MBIT, 


ン 

G7+—FL Z 一 年 戦争 時 の MS 運用 コン セプト を 継承 し た 重 爆撃 機 

ZZ ガン ダム は 分 割 運用 に 加え 、 合 体 状態 で の 飛行 形 

態 一 一 G フ ォ ー ト レス で の 運用 も 可能 と し て いる 。 コア ・ ト ッ ш 31.13m 

T. ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ ター (コア ・ ブ ロッ ク )、 コ ア ・ ベ ー ス を ий 一 一 (全備 重量 68.40) 

連結 し た この 形態 は 、 大 型 重 灯 撃 機 と し て の 運用 を 想定 し Жі — 

て いた 。 な お 、 同形 態 で は ネオ ・ コ ア ・ フ ァ イ タ ー 分 を 除く 全 スラ スタ ー 準 力 69.700kg 

スラ スタ ー が 使用 可能 で 、 計 算 上 の 総 推 力 は 139.400kg ЖЖИЯ ガン ダリ ウム 合 人 

と な る 。 だ が カタ ログ スペ ッ ク で は その 半分 程度 の 数 値 が Жа УЛСА ОТУГЕ A 

sh THN), AICO TOR METRE TLS, — 
パイ ロッ ト ジュ ドー・ ア ー シ タ イー ノ ・ ア ッ パ ー プ . 

エル ・ ピ アン シノ 他 

武装 

ZZ ガン ダム が 持つ ほぼ すべ て 

の 武装 が 使用 で きる 重 井内 機 

形態 。 さ 加 兵 装 と プロ ベ 

ント を 搭載 する 強化 案 も あっ 

た と 言わ れ て いる 。 


変形 機構 
мн MS 形態 か 5G フ ォ ー ト レス 形態 に 変形 
機 曽部 に ある コア ・ ト ッ プ の コク ピット は その まま する ケー ス は あっ た が 、 コ ア ・ ト ッ プ と コ 
DIRE CHIN SH Нажиа ° FO ア ・ ペ ベー ス の 個別 運用 か ら この 形態 へ 合計 値 自体 は 139.400kg と な 
ク 側 の コク ピッ ト に 移さ きれ る こと が 多かっ た よう だ と 変形 し た 例 は ほとん ど 見 られ な : у. MSHE FU t< rŠ, 


ma vax 1296 


GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガン ダム ZZ) 


ЕШ н] wal 2 


キュ ベレ イ | m SPEC 
кіс. mn Se сш ос 
У QUBELEY мк-П] M CE 


т ュ ビ トリス TI に 保護 を 


機動 性 
可動 式 の ウィ ング ・ パ イン ダー に 
i い 機動 性 を 有する が 、 追 


ジュ ビ ト リス IL に 飛来 し た 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 「 亡 霊 」 
U.C.0090.10.10 に 発生 し た と され る 木星 この 機体 は 基本 構造 こそ AMX-004 系 列 機 の 大 筋 


「 ジ ュ ピ トリ ス I」 へ の 命 事件 に お いて р か ら 外 れ て は いな いも の の 、 細 部 の ディ テー ル に は わ ず 
か な 差異 が 見 られ る 。 さ 号 で は 3 号機 と され 


FILE PREVIEW 


01-11 MSZ-010S. 


作 され た ) 3 号機 の パリ エー ショ ン と 考え る こ 
が 確 拠 は 遥か 6 億 km も 離れ た 木星 


жс あり 、 その 真相 を 祝い 知る こと は で き な い , 


ジュ ピ ト リス TL へ の 亡命 を 求め た シャ トル (偽装 され た ロ 


部 隊 に 捕捉 され て 交戦 に 及 ん だ と 言わ れる 
本 機 は AMX-014 ドー ベン ・ ウ ルフ と MS-06F ザク IIF 型 
の 混成 部 隊 に 対し て 単機 で 応戦 し 、 ファ ン ネル に よる オー 

4 し か し 救援 に 駆け 
開 の 継続 を 制止 
ジュ ドー の 支援 を 受 
流し で いる 。 お そら く は 亡命 
を 希望 し た 要 人 が 追わ れる こと を 想定 し 、 シャ トル か ら の 説 
出 用 と し て 本 機 を 準備 し て いた も の と 思わ れる 


戦闘 宙 域 か ら 離 脱 
ユビ トリ ス H 合 


無事 に ジュ ビ トリ ス L 
へ と 地 り 着い た パイ 


ジュ ピ ト リ ス I を 巻き 込ん だ ジオ ン 公国 要 人 の 亡命 事件 


Ш キュ ベレ イ Mk-L 攻撃 姿勢 


Ф ファ ン ネ ル 


Ш キュ ベレ イ 用 ブー スタ ー 


зино 
вихо 
+. z 

と 胸部 の 同定 


命 機 の 追撃 戦 
СІН 式 化 も 著 し し \MS-06F 
一 次 ネ 


れ て お り 、 追撃 部 | т 
ば 、 ザ ク IIF 型 Е [4 3 
3 脚 部 関節 の 構造 
いる ザク IIF 型 と は 異な っ 
ば 運用 が 困難 な は ず の 大 型 ビ 


@ ビーム ・ バ ズー カ 


-Fip 
кюштге— 


ム 兵 器 を 使用 し た ク は 
不明 な も の の 、 ネオ ・ ジ オン > が 独自 に 必修 を 放 


師 ザク IF 型 は 3 機 程度 と 見 
られ て お り 、ZZ ガ ンダ ム と 戦う に は 方 不足 と 判断 され 
шеші», № 


シス テム を 用 いて 亡命 機 を 
Z ガ ンダ ム に 撃墜 され 、 任務 
を 果たす こと は 叶わ な か っ た . 


ツバ リエ ー: 


モビ ルス ーー 


КАЗ жену O ЗАЗ 951kW 
ев ZEON | 2223-ИЛ 25. 


| ma 
額 部 エア ダク ト や それ に 付随 す 


Л; 


P tes 

ンド セル は 新設 計 の 水流 エン 
ジン (ハイ ドロ ジェ ッ ト ) HME 

Г 補助 推進 器 と 合わ 

前 陸 の 補助 推進 用 ハイ ドロ ジェ 


関 念 部 の シー リン 


中 
=: 


HEB 
BEHR, BIO: 


ク な ど 改 修 点 が 多く 見 られ る 


水中 用 に 改修 きれ た ザク II の バリ エー ショ ン касы 


MS-06 ザク T の 派生 ・ 改 造型 の 内 、 水 中 で の 本 格 航 や 水中 戦 を 可能 ПЕ 26-01-08 8 
的 運用 能力 持つ 機体 が MS-06M (MSM-01) 水中 用 水陸 両用 と いう 、 ht で に な か っ た MS と し て 水中 用 
ザク で ある 。 MS-06M は 当初 の 型式 番号 で 、 水 陸 両 用 。 ザク 、 ジ オン 公国 軍 の 地球 侵攻 
MS を 示す MSM ナ ン バ ー の 制定 に 伴い MSM-01 に 変 ラ た 。 早い 時 期 か ら 地球 侵攻 
ら も わか る よう に 史上 初 の 水陸 両 オン 公国 軍 は 、U.C.0075.12 に 開始 され た 局 地 戦 用 
の 開発 に 多大 な 影響 を 与 MS の 開発 の 一 環 と し て 、 水 陸 両 用 MS の 開発 を 進 
水中 用 ザク の 特徴 は 、 宇宙 用 の MS-06F ザク IF 型 計画 の 未 、 ザク T を ペー ス に 完成 し た MS が 水中 用 ザ 
ES е: 水中 用 装備 を 付与 ・ 装 理 が 難航 し : 運動 性 が 著 
水流 エン ジン の テス ト や 水中 戦 兵 装 
の デー タ 収 集 が 主 な 任務 と な っ た の 


ОбМ (MSM-01 ) 水中 用 ザク 


MECHANIC FILE 


過渡 期 的 な 水中 対応 構造 


宇宙 用 の ザク IIF 型 を 水中 用 に 改造 する に あたり 、 大 幅 
な 仕様 変更 が 行わ れ た 。 宇宙 用 装備 の 排除 、 水 流 エン ジ 
ン の 搭載 、 パ ラス トタン ク の 内 蔵 、 防 水 シ ー リ ング 、 8% 
維持 機能 を 持つ コク ピッ ト な ど で あ る 。 

水流 エン ジン (ハイ ドロ ジェ ッ ト ) は 水中 用 の 推進 器 で 、 
吸い 込ん だ 水 を 加速 ・ 放 出す る こと で 推進 力 を 得る シス テ 
ム で ある 。 この 水流 エン ジン は 主 推進 器 と し て ラン ド セ ル 
に 2 基 、 両 腕 と 両脚 に 補助 用 が 搭載 され た 。 


バラ スト タン ク は 魚の [FER] の よう な 装置 で 、 жын Еш 


し 入れ する こと に よる 浮上 ・ 潜 航 や 姿勢 制 御 を 行う 。 な 
в. 装備 位置 は 背面 に 集中 し て いる 。 
防水 用 の シー リン グ は 、 パ ー ツ や 区 画 の 気密 性 を 確保 
する た め の 処 置 で ある 。 関節 部 を 中 され た 。 
コク ピッ ト は 機体 の 姿勢 に 関係 な く 、 同一 方 向 を 向き 続 
ける タイ プ と され た 。 水中 用 ザク が 直立 し て いて も 横倒し 
に な っ て いて も 、 パイロット の 向き は 変化 し な い の だ 。 


Саи. АННЕ 
< 以下 が 判明 し て いる 改修 上 
т. 気密 性 や 水中 で の 機動 性 向上 に 主眼 
が 置か れ て いる こと が わか る 


О ишара? 

© エア ァ タクト 

Ө ドー ム 式 大 型 モ ニタ ー シ ー ル ド 
О 抵抗 減少 型 ショ ル ダ ター アー マー 
Ө 関節 用 シー リン グ 

О 補助 推進 用 ハイ ドロ ジェ ッ ト 
© パラ スト タン ク 

Ф イン テー ク 

© suksmo 

© ти/чкп2тумянп 

Q хат 


жәнз?ісерес, жашо 
され た 。 サブ ロッ ク ・ ガ ン と 4 連装 ロケ ッ ト ・ ポ ッ ド で ある 。 

サブ ロッ ク ・ ガ ン は サブ ロッ ク (サブ マリ ン ・ ロ ケッ ト 。 水 
中 発射 式 ロ ケッ ト ) を 発射 する 手持 ち 火器 で 、 コ ン バ ク ト 
な が ら 240mm ロ ケッ ト 弾 を 4 連装 化し て いる 。 高 火力 な う 
А. 形状 も 水中 で の 運用 に 配慮 し た も の だ が 、 手 持ち 火 
問 と いう 搭載 形式 の 都合 上 、 水 の 抵 抗 は 大 きか っ た 。 


水陸 両用 MS の 兵 装 と し 
て 洗練 され で て いる と は 言 
い 難い サブ ロッ ク ・ 
БАҒАСЫ 
ФСО 
АВЕО 


KERD LESER 


画 サブ ロッ ク ・ ガ ン 
HID TERN TES 


8. 弾 体 に M6.G240mm ロ ケッ 
ト を 用 いる 。 水 の 抵抗 が 大 きく 、 徒 
発 の 水陸 両用 MS で は 不 採用 と 
な っ た 。 B t COAT 


当初 、 5 機 が 試作 され た 水中 用 ザク は 、 北大 西洋 の 薔 
KER 「 シ ー サ ー ペ ベント] 隊 に 配備 され た 。 この 際 、 ノ ー 
フォ ー ク 沖 で 第 1 回 総合 性 能 試験 に 供 さ れ た が 、 運 動 性 
戦力 化 は 頓挫 し た と 言う 。 それ で も 
試験 ・ デ ー タ 収集 .2 機 が 増産 され 、 計 7 機 と な っ 
た 水中 用 ザク は 「 シ ー サ ー ペ ント 」 隊 に 2 機 、「 レ ッ ド ドル フィ 
ン 」 隊 に 2 機 、「 グ リー ン サ イレ ン 」 隊 と 「 ナ ー ガ ] 隊 、 そし 
て 「 マ ンタ レイ ] 隊 に 各 1 機 が 配備 され た 。 後発 の 水陸 両 
用 MS 完成 後 、 保 管状 態 に 置か れ て いた が 、 地 中 海上 陸 
侵攻 作戦 に 投入 され 捧 護 任務 に : た と 伝え られ る 。 


地中海 上 陸 保 攻 作 戦 に 


参加 し た 水中 用 ザク は 、 
2 ご 3 機 を 残し て 失わ れ 
戦後 、 地球 連邦 


A レッ ドド ルフ ィ ン 隊 
所 属 機 
туж ЕТЕН ЖЕ 


部 隊 レ ッ ド ドル フィ ン 際 の 機体 。 ズ 
ゴク の 補助 用 に 配備 され た 。 


А シー サー ベン ト 隊 
所 属 MS エン ブレ ム 


様々 な 改造 が 施さ れ た 水中 用 
ザク だ が . 形状 の 都合 上 . Ж 
OIRO KS EME OE F 
Se Е... АОН 
SSS ee [диг 
п 
開発 時 期 の 関係 か ら か ザク ・ デ ザー 
ト タ イプ に 個 た 頭 部 。 ザク 『 の 基本 構 
人 を 引 示 し つつ 、 モ ノア イ の シー ルド 
DAME, 冷却 性 能 の 強化 な ど が な 
з 
ШІ 
関節 に 防水 シー リン グ を 、 前 腕 に は 補 
AKER ко: = 
ー | 水陸 両用 MS に は 採用 され な か っ た 。 
| ランド. 
Ш ラン ド セ ル 
水流 エン ジン を 指し た 新型 ラン ド セ 
жь ABAD ЧИНО, тәте 
いっ た 推進 シス テム 全体 が 一 信 化 
れ て いる 。 MATT OEE 
画 4 連装 ロケ ッ ト ・ ホ ボッ ド — 
ез 
TA 
| フラ ウニ ー 社 の MB タ イブ 
| ñ ӨР; 240mm4 連 装 ロ ケッ ト ・ 
| ЕЕЕ | ポッ ド 。 MBBS CHE 
| URE, X19 EDE 
| ERR (F) EWES. 
| 
| 
Ш / 
МОКЕ INFO! 
地球 連邦 軍 で の 運用 
地球 連邦 軍 に 接収 され た 水中 用 ザク は 、 MEDE. 
アジ ア 還 管区 の 情報 部 「 上 海 特 季 ] 
р に 用 いた 機体 が 有名 で ある 。 部品 の 
調 知 が 容易 な こと も あっ て 連邦 軍 で の 評価 は 高く 、 ザ ク ・ 
マリ ナー や ザク ダイ バー な どの 全 屋 弄る 開発 され た 。 
MS-06M マリ ン ・ ハ イザ ッ ク 
コク ピッ ト を ハイ ザッ ク 用 に 換装 し た 
ж. 吉孝 に 改造 を 加え た 水中 還 ザ 
2. EARR, 277205 
то кран тараа. 
2 
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MECHANIC FILE 


デル タ | 
- アス トレ イ la. 


パイ ロッ ト 


胴体 部 


sO MMS: 


る 


一 度目 の 戦乱 の 真 - il た 火星 の 使節 団 
情勢 を 鑑み て か マー シャ ン 製 で ある 独自 の MS を 運用 
が GSF-YAMO1 デル タ ア スト レイ で ある 。 
大 規模 な 戦争 が 起こ ら な か - MS は 造 
た ジャ ンク 屋 組合 の ロウ ・ 


モビ ルス ー ツ : GSF-YAM01 デル タ アス トレ イ ТІЛЕГІ 


W COMPARISON CHART № COLOR 
20m ea 


発生 装置 
地球 園 の 


ミエ ー ル (VL)」 
。 また 、 自爆 装置 が 組み 込ま れ 、 
激しい 損傷 や 修理 、 エ 部 付近 の 整 1 
リア の 一 定期 間 を 過ぎ て の 火星 未 帰 還 と い - 
に お いて 、 地球 人 は 火星 に 英 : 
と いう 、 政治 的 な 意味 合い が 隠さ れ た 機体 


221-0452 フォ オノ チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル が も た らし た 高 機動 の 戦闘 カカ 


オー スト レー ルコ ロニ - 
ア の ファ クト リー に て ロウ が 造り 上 げた 。 ВЯ 
の MS は 電力 に よる パ バッテリー 駆動 だ が 、 太 陽 か ら 距 離 が 
ある 火星 で は 太陽 光 発 電 が 非 効率 で ある た め 核 動力 が 
用 いら れ て いる 。 аЗ SU SEBO CONS Y 
マー キャ ン セ ラー も 搭載 し て いる が 、 そ の 技術 (装置 ) DA 
手 経路 は 不明 で ある 。 また 武装 は 射撃 ご 格闘 兵 装 の 2 
種 の み だ が 、 加速 シス テム と し て 採用 し た VL が も た ら す 圧 
倒 的 な 機動 性 に より 、 高い 戦闘 力 を 持つ 。 な お 、 機体 名 
は 「Door (BE) | の 意味 を 持つ ギリ シャ 語 の 「A (デル タ ) | 
の み で あっ た が 、 ロウ が 勝手 に アス トレ イ を 付け た た め 「 デ 
ル タ ア スト レイ 」 と 呼ば れる よう に な っ た 。 7“ 


曲面 を 帯び た 形状 は マー シャ ン 
MSH OME. EDA 
スタ ー を 配 し て お り 
MEMEL ` 
は ディ ン や シグ ー と 同じ で ある 。 


ша 


V 字 形 の アン テ ナ や 人 を 模 し 
た 一眼 の セン サー アイ 等 、 Я 
ンダ ム ・ タ イプ の 造形 を 持つ 。 

これ は ロウ の 持ち 込ん だ アス ト 
レイ の 影響 と 思わ れる 。 近接 


防御 用 の バル カン は 未 搭載 。 と 


жакин rs, KAD ^ 
し 、 下 側 は 前 方 に 開き タラ ッ プ と し て 機能 、 上 部 は 
前 方 に せり 出し て 乗降 用 の フイ ヤー が 伸び る 


m 兵 装 レイ アウ ト \ 


ビー ムラ イフ ル と ソー ド が 唯一 の 起 
ж. кишу йв ( 図 ) に 
жива. 機体 の 動き と 共 
に 光 の 羽根 が ちぎ れる 。 これ は 強化 
され た シス テム が 未完 成 の た め に 起 
きる 現 集 で ある と いう 。 


Ө ヒー ムラ イフ ル 
звоника, 本 機 の ビー ム 兵 器 は 
ライ フル の み で ある 。 VLERMOREL 
た 近接 格闘 戦 を 得意 と する た め 、 ピ ビー ム 
нолати ова, 


Ө ソード 


ежен, AMERY ов 
BR BOP СМЕЮ 
ROMER), LOR 
り 拓 か れる ソー ド は 質量 兵器 と し て 


Е £ G, 


メイ ンス ラス ター の 左右 に 配 
光 圧 推進 シス テム 。 VLEES: 
テム と し て 使う 機体 は スト ライ ク フ 
リー ダム と デス ティ ニー が 存在 する 


も の の 、 同一 の 機構 で は な い , 
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機動 新 世紀 ガン ダム X 


M ІШІ FILE GT-9600-D ガン ダム レオ パル ド デ ス トロ イ 


ガン ダム レオ バル ド 
- - デス トロ イ unknow 
| 


武装 の 強化 と 宇宙 戦へ の 対応 が 図ら れん た デス トロ イ の 強化 タイ プ 


フリ ー デ ン 所 属 の MS 乗り 、 ロア ビィ ロイ の 愛 機 トロ イ と し て 生ま れ 変 わっ た 。 改 人 か ら 一 斉 身 
る GT-9600 ガン ダム レオ パル ド を 改良 し た 機体 が 、 こ て 陸上 戦艦 を 撃破 で きる ほど の 大 火力 を 備え 
こよ りさ ら に 強力 な 火器 を 全身 に 装備 


KB. その 後 、 フ リー デン の メ : ク で あぁ る を + トロ イ も 宇宙 へ と 進出 。 第 8 次 宇宙 戦争 に 介入 
の 手 に よっ て 大 規模 な 改修 を 施さ れ 、 レ オバ ル し 、 戦 争 の 早期 終結 に 力 を 


E SPEC 


PETEET] 
АЭАЎ-ИЛ 
装甲 材質 


ШЕ зет 


チタ ニウム 合金 

Ах2 7 ショルダー ラン 
リン ダ - 

る 2/11 連 ミサ イル ボッ ド プ ホー ネッ トミ 

サイ ル X2 ゲ ビ ピー ム ナ イフ ノビ ー ム キャ 


ピー ム 兵 器 の 新 


重 火 器 装備 型 MNS と いう レオ バル ド の 開発 コン セプト は 、 
デス トロ イ に も 受け 継が れ た 。 18 修 に よる ジェ ネ レー ター 
出力 の 強化 は 、 ツイ ン ビ ー ム シリ ンダ ー や ビー ムキ ャ ノン な ど 、 
機体 各所 へ の ビー ム 兵 器 の 搭載 と その 同時 運用 を 可能 と し 
性 質 の 異な る 兵 装 の 並列 装備 は 、 機 体 の 運用 性 の 向 
上 に も 繋が り 、 移 動 砲台 と し て の 運用 を は じ め 、 口 
る 機動 力 を 活か し た 射撃 戦 ま で 幅広 く 対応 可能 と な 


・ 置 換 に より さら な る パワ ー ア ッ プ を 遂げ た 火器 群 


ウィ の 乗る ガン ダ 
ム エ ア マス ター パー スト や 


E] 11 連 ミサ イル ボッ ド 
に Фа: 


ピー ムキ ャ ノン 


非 使用 時 は バッ ク バ パック の 横 に 配 t / ч ARBOR MRL сайа 
Е k wan. FI ARS れ た 。 ANS 
方 へ 回 転じ вах 用 性 に 優れ る - また 小型 で 取り 回 к в MEERA CRN SLU 
TARET aga АНЯ, 


0 


使用 
AFAKU CR, ZAFE 


а н МЕТРО ЕТЖ ЛБ ҮЛЕ ож 


複数 の 大 型 火器 を 多数 搭載 し た こと に よ 
る 機体 重量 の 増加 は 、 機 動 性 の 低下 を 招 


本 機 は 、 多 数 の 搭載 火器 で 敵 を 奄 減 す 『 
る 攻撃 を 得意 と する 。 初陣 を 飾っ た 対 パ リエ 


いた 。 デス トロ イ は 改修 前 と 同様 、 こ の 問 ивент ント 戦 で は 、 フ リー デン の 艦上 で 敵 を 待ち 構 
題 を 走行 用 の ロー ラー を 用 いる こと で 解決 TET え 、 艦 を 守る 砲台 と し て 活躍 し た 。 宇宙 で も 
重 MS な が ら 地 上 で の 高 束 移 動 を 可能 と し емесі анам RRL TSH, [АКП 


火力 と 機動 の 両立 を 果たし た の だ っ た イ ] の 名 に 相応 し い 戦い 振り を 見 せ て いる 。 


兵 装 の ほぼ すべ て が 
MS 本 体 に 搭載 ・ 内 本 
され て いる の が 本 機 の 
- 特徴 。 し た 仕様 の た 
( 、MS 単 体 で の 重量 
プク ーー 日 増加 は 放 け られ な い 


画 地上 で の 戦い 


29, жы 4 \\ LC 改修 後 、 本 機 は パリ エン ト を 主力 と する 新 連邦 軍 の MS 部 隊 と 本 
т! ІШЕ h \ 度 も 交戦 。 HRACSMOMEBBL 2-7 EFV 


E 宇宙 で の 戦い 


мах 
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Па) нЕ 1 sect OBA 


ІН SPEC 5-06! AKU J ТҮРЕ Ж SPEC ss 
MS-06J ザク J 型 ЖЖ 175m Ф 175% 
a === 5 ШИ 5621 ШШ 745) 重量 65: 
= 


==) E SEES 
Е шй | BARK BEAT лаа ЕТІЛ BAZI- NAE 


武装 120mm ザ ク ・ マ シン ガン . ブ ЖИ 105mm ザ ク ・ マ シン ガン ザ 
280mm ザ サク ・ パ バズ 5 
ト ・ ホ ー ク ノ 脚 部 3 連装 ミサ イ 


р 
> 


機体 構造 ЗА 
ГУЛЕРАЛАТ ESHER k 
те. AMATER 
$E. REMTE 


胸部 
5 本 指 マニ ビュ レー 
高 精度 な 作業 


地球 侵攻 作戦 を 支え た ジオ ン 公 国軍 の 主戦 力 関連 ファ イル 


U.C.0079.03.01 か ら 開始 され た 地球 侵攻 作戦 に 修 が 施さ れ て いる 。 ザク LJ 型 は 第 2 次 降下 作戦 か ら 本 IFS 
BUT, УР ABEOWEROR 
が MS MS-06F ザク IF 型 で あ ら 
れ て いる 。 その 高い 運用 性 は 既存 の 兵 問 を 湊 之 し 、 各 に 。 な お 、 ザク HIJ 型 は MS-07B グフ な 
地 で 地球 連邦 軍 を 駆逐 し て いっ た 。 第 1 次 降下 作戦 で ジオ ニッ ク 社 製 の 陸戦 型 MS の ペー ス と も 
史上 初 の 実戦 型 MS で ある 。 一 年 
その 結果 、 開発 され た 機体 戦争 開戦 に 旧式 化し て いた た め 、 前 線 に 配 > 
が MS-06J 9210) 外見 は ザク IF 型 と ほぼ 同 r ど で 5 >. RV 
じ だ が 、 脚 部 スラ スタ ー な ど 空間 用 装備 の 排除 の ほか 、 гіз. Ç = ao 
冷却 装置 の 変更 、 防塵 処理 な ど 、 重力 下 に 対応 Š | orice 


ザク ғо. ВЕ 


жоо, осол ДОМ ТЮШ ІШ 背面 (MS-06J) 
EEE В ЕФЕ MASH Leo СЭ 
か か わら ず 、 ザク IIF 型 で 見 られ た 汎用 性 は 揚 
な われ て お ら ず 、 ザ ク 系 MS の 高い 汎用 性 を 証明 する こと と 
oon 武装 は 、 ザク IF 型 と 同じ く 120mm ザ ク ・ マ シン ガ 
` 地上 で の 運用 に あ た 


ザク 1 も 地上 宇宙 の 双方 で 連用 され た が 、 特 に 大 き 


な 改修 は 施さ れ な か っ た よう だ 。 後方 で の 任務 が 主 


た め と 推測 され る 。 武装 も 105mm ザ ク ・ マ シン ガン や ザ 
ク ・ パ ズー カ な ど を 使用 し た 。 


МУЗА 
[ДД] зі. ся: па 
に に 


て も 放映 され 、 大 々 
釣 に プロ バカ ンダ ヒレ 
Ë masna, 


g 背面 (MS-05) 


いら れ た コン テ ナ 。 VIVO 
ペー ス と な っ た ザク IF 型 の 多 も 
この コン テ ナ に 搭載 され 、 地 球 へ 
ERTER 


ЕН 


ВВ. スラ スタ ー 推 力 は 40.700kg だ 


Í si виза». жкен. ж 
= アン 大 部 分 の スラ スタ ー が オ г 
шесі т =| BIN ARE (STA) が 設置 され た 。 
ラッ カー =œ Е 


ORIEN КДУ 


@ 120mm ザ ク ・ マ シン ガン 


FENA. 


š, ハン ド ・ グ レネ ー ド な ども 装備 し た 


© 105mm ザ ク ・ マ シン ガン 
型式 番号 は ZMP-47D。 120mm ザ ク 
Л (の モデ ル で すでに 図ら 


г 


| 
| 
| 
| 
| 


ザク 1 の 標準 装備 だ っ た よう で 、 ア ・ パ オア 


ҮМТ-06 ヒル ドル プ も この モデ ル を 運用 し た 


ザク ロ シ リ ー ズ の 代名詞 的 な 火 
号 は M-120A1。 ЕС. 
ジン は 145 発 も の 半音 数 を 有する 


e ا‎ r ル ・ ボ ポッ ド 


電気 作動 方 区 や 


連邦 軍 の 画 獲 MS 部 隊 に よる 運用 と 戦果 


MS を 用 いた 進撃 を 続け る ジオ ン 公 国軍 を 前 に 、 地 球 
連邦 軍 も た だ 手 を こま ね いて い け で は な い 。 連邦 軍 は 
画 獲 し た ザク LlJ 型 を 用 いて 、 機 体 構造 や 操縦 方 法 の 解 
析 を 行っ て いた と され る 。 連邦 軍 の MS 開発 は RX シ リー ズ 
に よっ て 結実 する が 、 そ れ 以前 に も 直 獲 し た ザク TIJ 型 を 
運用 し た 部 隊 が 存在 する 。 それ が フェ デリ コー ツァ リア ー ノ 
中 佐 の 率い た 「 セ モ ペ ン テ 隊 ] で ある 。 隊 は 6 機 の ザク IIJ 
型 を 装備 し て お り 、 北 米 大 陸 の アリ ゾ ナ 砂漠 を 中 心 に 活 
動 、 ジオ ン 公 国軍 の 物資 集積 所 の 柚 撃 を 繰り 返し て いた 
こと が 判明 し て いる 。 

味方 と 偽装 し て の 「 汚 れ 仕事 ] と で も 言う べき 任務 に 従 
事 し て いた セ モ ペ ン テ 隊 は 、U.C.0079.05.09、 ジ オン 公 
国軍 の 第 67 物 資 集積 所 を 民 撃 。 敵 集積 所 の 壊 減 に は 
成功 する が 、 そ の 直後 に ヒル ドル ブ と 交戦 。 敵 モ ビル タン 
タク 撃破 する も の の 、 全滅 し て いる 。 


мезгеен 


Ш MS-06J ザク IJ 型 
== ( セ モ ペン テ 隊 仕様) 


RTS жирене, AALT 
1 Sz БЕВ 55: 
を 示す ブレ 


А DARE 示す ブレ ー ド ・ ア ン テ ナ を 装備 
で 目的 も あっ し て いる 


весов уме. оажейя, 
наишло васъеи, 


画 フェ デリ コ ・ ツ ァ リ アー ノ 
セ モ ペン テ 隊 の 隊長 , BRED 
аук, TUE. ヒル ドル プ と の 
жити. МЕХ. ASOR 
ва ж ктш. 


Y 


月 整 を し た ドク ロ の マー キン グ を 部 隊 章 と 
し て 用 いて いた よう た 


ma yz 1306 
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(60) reDl АШ 


н | 
LMM32 = 
PIN в SAUROPELTA 2597 


Р | | к 


Б 


y PEEB PRTI 
ク が 配 さ れ て いる 。 パワ ー バ 
ク と は 取り 外し : な 変速 機 
ーー 体型 の 動 カ ユニ ッ ト で 、 交換 
や 整備 が 容易 と な 5. 


HART W COLOR 


Buck 


ФАН EERE, 


жа кюз 
車体 は 小さ く 、 駆動 方 式 は 動力 分 前 
列 で 、 基本 の 乗員 は 3 %, 

また 、 合計 500kg ま で の 貨物 を 搭載 す 
る こと も 可能 で ある 


て お り 、 жено 


ジオ ン 公 国軍 地上 部 隊 の 足 と な っ 投信 され た 本 機 は 、 あら ゆる 戦線 で そ 
それ が 、PVN.3/2 サウ ロペ ル タ で あ 示し 、 地上 戦略 の 一 端 を 担っ た の だ 
ы 


* f を 
て いる (第 1 地上 機動 師団 )。 同時 に 増産 oneview 
E 


映 た 生産 性 重 視 の 設計 が 特 8 8 == 
мя р れ 、 各 種 の 派生 型 や 改良 型 み 出 され た と 1GL2.0303 オデ ッ サ 作戦 №82 


ie oa 


線 に 投 


の コン セプト に 基づい ぃ 

スト パフ ォ ー マ ン ス と 耐久 性 、 そ し て 環境 適応 能力 

得 し て いる 。 本 機 の 優れ た 実用 性 は 、 地球 侵攻 作戦 に 
て 遺 憎 な く 発揮 され 、 ジオ ン 公国 軍 の 快 進撃 を 支え 
作戦 の 初期 段階 か ら 空 所 戦力 の 一 角 と し て 大 量 に 


PVN.3/2 は 小型 軽量 の 非 装甲 車輌 で 、 小 規模 な 兵員 


踏 誤 し て いる が 、 武 装 は 貧 癌 で 戦闘 力も 皆無 に 等 し い 。 し か 
し 、 軽 機動 車 と し て の 性 能 と 実用 性 は 折り 紙 付 き で あり 、 
本 機 の 機動 性 と 適応 性 を 評価 し た 地球 連邦 軍 に 、 地 球 
侵攻 を 前 提 に 開発 され た も の と 疑わ れる ほど だ っ た と いう 


азво 
次 降下 作戦 に 参加 し 


ШЕШ 


部 タイ ヤ を | 
造 が 見 て 取れ る , 


優れ た 運用 性 を 発揮 し た シン ブル な 構造 


FORG, ЗА асна аа, mitos 
部 に は ハン ドル が 設け 5 れ て お り 、 必 開 させ る 。 


тикш. эта 


24 жй 
る 各 パ ー ツ で 、 Е 


@ マス ラ MG74 

車載 機 談 と し て 用 いら れる の は 
と し て 広く 運用 さ 
れ て いた マズ ラ MG74。 取り 外 


し て 扱う 場面 も 考え て か 、 ス トッ ク 
付き の も の が 用 いら れ た 


リュ ッ セ ル 1 1/2 ゼ ブ は 
FLEA OBI 


2 
タイ ヤ 

mazmrƏosmmisc. Mao жна лиха CAEN, MED 
1802342 REAM. £ 

た 、 車 体 底部 に は 通常 サイ ズ の タイ ヤ 側面 に は ツル ハシ や スコ ッ 

の 予備 が 1 本 半 備 さ れ て いる な な の 工具 を 付け る こと が でき 6 


ата 92,21х 1308 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


(AGE) aÜ] жй 


ガン ダム AGE-1 ノー マル に 搭載 され た 「AGE シ ステ 
J 戦 を 可能 と する 
3 1 ノー マル に 匹敵 する も の と な っ た 。 これ まで は AGE-1 な 
と 「AGE シ ステ ム 」 搭載 機 Het 


活か し た MS の 開発 に 着手 。 その 結果 と し て 完成 し с 、 本 機 の 開発 
体 が RGE-G1100 アデ ル で ある 。 
アデ ル は 、 AGE-1 ノー マル の 基本 構造 を 完全 に 踏襲 
し た 機体 で あり 、 そ れ ま で の 連邦 軍 製 MS と は 比 у! 
な い ほ どの 優れ た 運動 性 と 機動 力 を 獲得 し て いた 。 腕 部 
と 脚 部 の 換装 機構 を 活か し た ウェ アシ ステ ム に も 対応 し 


MECHANIC FILE 


ж/н ЛЕСНОЕ 


対 ヴェ イガ ン 戦 を 可能 と し た AGE-1 ノー マル を 量産 化 
する ーー それ が アデ ル の 開発 コン セプト で あっ た 。 [AVE 
RABE | 直後 か ら 、 連邦 軍 は AGE-1 ノー マル が 有 し 
た 高い 基礎 性 能 や ウェ アシ ステ ム へ の 対応 と いっ た 拡張 
性 を 保ち つつ 、 重 産 を 可能 と する 生産 性 の 向上 と コス ト 面 
の 調整 を 重ね る 。 だ が 、 実 際 に 量産 に 至る まで に は 多数 
の 障壁 が 存在 し 、 約 20 年 に 及ぶ 歳 月 が 費やさ れる こと に 
な っ た 。 その 甲斐 あっ て サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム 「 ウ ェ イ 
| と の 連携 機構 や 砲撃 戦 能力 を 強化 する キャ ノン 
形態 「 ア デル キャ ノン など 、 汎 用 性 を 活か す 装備 や シス テ 
ム が 新た に 加え られ て いる 。 


連邦 軍 は 、 ウェ アシ 


ステ ム の 装着 も 可能 


画 アデ ル ディ ー ヴ ァ カ ラー 


AGE-1 や N 
š 


ジェ ノア ス と 同様 の ツイ ン | 


アイ が 指 載 きれ て いる 。 ーー 


ドッ ズラ ライ フル HB、 в 
ドッ ズラ イブ ル аса 


アデ ル マ ー ク 0。 FEM 
Біде 


t 


宇宙 戦 能 デ ィ ー ヴ ァ に 搭載 され 
た 仕様 で 、 機 体 色 が ブル ー に 
変更 きれ て いる 。 1 号機 を マッ 
クス ・ ハ ー ト ウェ イ 、2 号 機 を ア 
リー サ ・ ガ ン ヘ イル が 運用 し た 。 


++ / уе 機体 の 拡張 性 を 活か し た 砲撃 戦 仕様 


ウェ アシ ステ ム の 対応 機 で あっ た アデ ル は 、 タイ 
タス や スパ ロー と いっ た 既存 の ウェ ア を 装着 する こと 
が で きた が 、 本 機 専用 に 開発 され 1 た ウェ ア も あっ た 。 
それ が 砲撃 戦 用 の 装備 群 を 備え た アデ ルキ ャ ノン で 
ある (型式 番号 : RGE-G1100C)。 両 肩 に 大 型 火 
砲 で ある ドッ ズ キ ャ ノン と ミサ イル ポッ ド を 装備 し て い 
る ほか 、 腕 部 に 小型 の シー ルド を 、 脚 部 に も アン カー 
を 装備 。 後方 か ら の 砲撃 支援 で 活躍 し た 。 


ясное 
7з ЛЕВИ ГЫШ. 


уш 
マル タイ プ の 倍 以 上 の 
火力 を 得 た と 言わ れる 。 


Ш ドッ ズ キ ャ ノン 3 連装 ミサ イル ボッ ド 
оха УЗНАЮ ЗА КЕНИ АМЕ, +47, 
の 窒 身 と ミサ イル ボッ ド は 発射 角 を 変え る こと が 可能 と な っ て お 
N. аа (ен CRT. 


画 エネ ルギー パッ ク 

ドッ ズラ イフ ル ノ ド ッ ズ キャ ノン 用 の 出力 は エ 
ネル ギー パッ ク か ら 得 て いた 。 予備 の エネ ル 
ギー パッ ク は 腹部 後方 


A 


ТГ) 


上 は ミサ イル ポッ ド の 拡大 
E, МУШЗ SEED) 
арсы 22 
に 適し て いた 。 


PS か し て 


ブフ ライ ト ・ シ ステ ム 


KK 
ド 」 を 用 いた 運用 時 (画像 は CÎ 
жон VS 


@ ウェ イボ ー ド 単体 


ビー 


HERTSIAN M 
へ の 対応 を 可能 と し で いた 。 


MORE INFO! 
RGE-G1500 アデ ル マ ー ク TL 


アデ ル の 完成 か ら 2 年 を 経た A.G.160 年 代 に 、 ア デル の 発展 弄 
と し て 実戦 に 投入 され た 機体 。 アデ ル の 高い 機動 性 や 運動 性 能 を 
さら に 強化 し た タイ プ で 、3 連 ドッ ズラ イフ ル を 主 武装 と する 。 その 最 
大 の 特徴 は 、 宇 宙 用 と 地上 用 で 構造 が 異な る 点 で あり 、 地 上 用 に 
は 高速 走行 用 の ロー ラー が 、 宇宙 用 に は 姿勢 制 御用 の バ が 
足 裏 に 搭載 され て いた 。 宇宙 用 "地上 用 双方 と も 、 可変 機 で ある ク 
ラン シェ な ど と 聞 行 し て 配備 され 、 連邦 軍 の 戦力 を 支え た 。 


жка. »>>4х-мвв 130-10 


ガン ダム ・ セ ンチ ネル 


(М8) н] mE Û8 


S$ が 私 
J 101 | ІҢ md 1. _ _ 


BR 60mm パ ルカ ン xB ( 頭 部 X4、 テ ー 
ル ・ ス タビ ピ レ ー タ ーX4) アビ ー ム ・ ス 
マー トカ ガン. ビー ム ・ カ ノン シメ X4/ 頭 部 


強化 型 バッ ク バッ ク (A バー マッ 


・ 門 装備 
パー ツ の 強化 型 
Ex-S ガ ンダ タム 


脚 部 を プー スタ ー に 換装 し た 宇宙 専用 高 機動 型 $ が ンダ ム 関連 ファ イル 


MSA-0011 S ガ ンダ ム の 換装 バリ エー 
4 基 の 強化 型 バッ ク バ ッ ク を 備え る 形態 か -00 BB 力も 低下 し た 
定 する た め 問 題 視 さ れ な い 。 


本 仕様 の 特徴 は 、MSA-0011[Ext] 未 頃 の SOL 破 壊 作戦 
Ex-S ガ ンダ ム の 93 倍 近い 加速 が 可能 な と E 3830. 
加速 力 は 10G 以 上 と され て お り 、 地 球 低 軌 道 か ら 単独 で SOL7804 の 破壊 任 
する 速度 を 得る こと も で きる 
能 を 実現 する た め 、 本 仕様 で は 強化 型 バ ` 
4 基 搭 載 する 。 4 基 の 内 訳 は 、 通 常 の バッ ク RAL, SOL と MS2 機 を 破壊 ! 


№ (М5) mr ШЕТІ! 


機体 構造 Лац 


本 仕様 は 、 宇 宙 で の 高速 ・ 高 機動 戦 や 長 距離 巡航 に 
特 化し た MA 的 な 仕様 で あり 、MS 特 有 の 人 型 の シル エッ 
ト を 必要 と し な い 。 そこ で アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 
(AE) お よび エゥーゴ の 開発 スタ ッ フ は 、Ex-S ガ ンダ ム で 
標準 装備 され る 強化 型 バ ッ ク を 育 部 に 2 基 、 脚 部 の 代わ り 
に 2 基 の 計 4 基 装備 する プラ ン を 提案 し た (この 形態 は S 
ガン ダム の いち パリ エー ショ ン と し て 急 較 採用 され た ) 。 

背部 の 強化 型 バ パック パッ ク は 、 通常 の バ パック パッ ク を 換 


ЖТ ажам cyra pica: 


脚 部 を 強化 型 バッ ク パ ッ ク と し た こと で 、 よ り 非 人 間 的 な フォ ルム と な っ 
た 。 全備 時 で 220.1 3t の 大 重量 機 だ が 、2.1 40,000kg と いう 閣 方 も な 
い 推 力 を 発揮 し 、 そ の 加速 カ は WR 形 態 の Z プ ラス を も 上 回 る 。 


| われ な い 宇 宙 用 高 機動 MS 


装 する 形 で 装備 され る が 、 脚 部 (下半身 ) か ら は 直接 換 
装 で き な い た め 2 基 の アダ プター を 介し て 接続 する 。 МВ 
が 強化 型 パッ ク バ ッ ク に 換装 され る 都合 上 、 歩行 機能 と 
AMBAC シ ステ ム と し て の 機能 は 持た な い 。 た だ し 、 上 述 
し た よう に MA 的 な 仕様 で ある た め 問 題 に に な ら な い 。 ま 
た 、 バ パック バッ ク の テー ル ・ ス タビ レー ター と 両 肩 の 主要 
(ウィ ング ・ バ イン ダー) に よる AMBAC 機 動 は 可能 で ある 
た ゆめ 、 射撃 時 の 姿勢 制御 は 問題 な く 行え る 。 


Ш 多目的 バッ ク 

8 ガン ダム (ブー スタ ー ユ ニッ ト 
ашы) ORAM 

な プロ ペラ ント タン ク な どの 狼 
着 に 使用 する ユニ ッ ト 。 テー ル ・ 
スタ ビレ ー タ ー の 基部 の 下 に 
Mans, 一 般 的 MS で は バッ 
ク バ ッ ク な ど に 一 体 化 さ れる も 
の で ある 


画 ビー ム ・ ス マー ト ガ ン 


ー タ ー、 プロ ベラ ン 
ЕТІ 
合 ユ ニッ ト 。 G ク ルー ザー の 
AMRF Z 88 - ЖШ 
態度 の 要求 性 能 を 満た す 
た め に 設計 され た 。 


用 接続 バー ツ 


強化 型 バ パソ ク バ パッ ク を 利用 し た 重 武装 


S ガ ンダ ム (ブー スタ ー. ト 装着 型 ) の 武装 は 、 通 常 
ずる も の で あぁ る ( 脚 部 を 強化 型 バ パック パ ッ 
、 大 懇 部 ビー ム ・ カ ノン と ビー ム ・ サ ー ペ 
ル は 非 搭載 )。 バッ ク パ ッ ク が 強化 型 と な っ た た め 、 背 部 
ビー ム ・ カ ノン は 4 基 を 標準 装備 する こと と な っ た 。 1 門 だ け 
で も 出力 12MW と いう 高い カタ ログ スペ ッ ク を 持つ ビー ム ・ 
カノ ン は 、 一 撃 で SOL を 破壊 し 、 そ の 性 能 を 実証 し て いる 。 
ZZ ガン ダム ( 左 ) 同 様 、 副 


兵 義 の ビー ム ・ カ ノン で も 、 
一 疫 的 MS の 主 兵 装 以 


脚 部 を 推 
多く 見 られ る 。 脚 部 の 推進 器 化 に 
: つ の 傾向 が ある 。 完全 な 推進 器 に し た タイ 
TE. SEBEL TORE BLD SAR ORE AR 
定 し た タイ ブ で ある 。 後者 の 始祖 で ある MS-OGR 高 機動 型 ザ 
ク は 、 脚 部 と 推進 器 の 一 体 化 を 促し た 画 期 的 な 機体 だ っ た 。 


10.2.0080. W 
BOA bita 


ца, пасажи 
も 並存 し て いる 。 


N 兵 装 と 搭載 位置 


Ш 完全 推進 器 化 タ イブ 

脚 部 を 推進 器 に 特 化 さ せ た 仕様 。 MSN-01 サイ コミ ュ ・ シ 
ステ ム 高 機動 試験 機 で の 採用 以降 、MA 的 な 宇宙 用 MS に 
度々 採用 され た 。 YAMS-130 クラ ー ケ ・ ズ ー ル の よう に 可変 
MS 以上 の 加速 性 能 を 持つ 機体 が 多い 。 


ジオ ング は 脚 部 の 有 押 
仕様 が あっ た が 、 推進 癌 に 特 化し た 
肝要 を 持た な い 仕様 が 運用 され た 。 


QO ビーム ・ カ ノン 

強化 型 バッ ク バ ッ ク に 搭載 する ビー 
EDSA: LEMEN: 
門 を 搭載 する こと が 多い 。 


ヒー ム ・ ス マー ト ガ ン 

腕 分 用 の 長 射程 ・ 大 火 カ ビー ム 火 器 で 、 最 大 の 
出力 を 持つ S ガ ンダ ム 用 兵 装 。 右 肢 相当 部 の 強化 
形 パ ッ ク バッ ク か 5 エ ネル キー 代行 。 


@ イン コム 
介し て 制御 され る 有線 式 ビー ム で 


в. 井形 態 の 痢 合 上 、S ガ ンダ ム (ブー 
スタ ー ユ ニッ: ト 扶 藩 型 ) で は まず 使用 され な いよ うだ 。 


© 60mm バ ルカ ン 
頭 部 に 4 門 、 テ ー ル ・ ス タビ レー ター に 4 門 を 搭載 


дин. FIL スタ ビレ ー タ ー の バリ エー ショ 
に よっ て は 未 搭載 と な る 。 


脚 部 を 推進 器 化し た MS 


BB 推進 器 重 視 ・ 脚 部 機能 限定 タイ ブ 

脚 部 に 大 推力 推進 器 を 組み 込み 、 歩 行 機能 を 限定 し た 仕 
Ж. 高 機動 タイ プ MS で 多く 見 られ る 。 高 機動 型 ザク で 導入 さ 
れ 、 ド ム 系 MS も 近い も の に な っ た 。 一 般 的 な 汎用 MS に は 劣る 
が 示 行 性 能 を 持つ うえ 、 AMBAC シ ステ ム と し て も 使用 で きる 。 


автана ЕОлоУл 
を 両立 し た こと で 一 般 化 。 可変 MA・ 
MS で も 重視 され る 機能 と な っ た 。 
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機動 戦士 ガン ダム O083 スタ ー ダ スト メモ リー 


SPEC 


ノイ エ ・ ジ ー ル $ "sm sss 
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№ COMPARISON CHART № COLOR 


関連 ファ イル 


ル で ある 。 NETIRSE! 
フリ ー ト へ 譲渡 され 、「 星 の 居 」 作 戦 
ある アナ ベル ・ ガ トー が 
公 と させ る その 姿 は 、 ガ トー を し て [ジオ ン の ビー ム 攻 撃 か ら 身 を 守る , 
よう だ 」 と 言わ し め る ほど で あり 、 事 実 レー ター を 搭載 | 合 的 に は 1 個 艦隊 を 圧倒 する ほど 
地球 連邦 軍 の 艦隊 や MS の 大 き な 庫 威 と な っ の 戦闘 力 を о 戦場 で は 、 本 機 と 同じ 
本 機 は 、 一 年 戦争 時 に 開発 され た 公国 軍 製 MA と く 拠点 防衛 に 適し た 機動 兵器 RX-78GP03 ガン ダム 
同様 、 絶 大 な 火力 を 有する 巨大 移動 要 案 と いう コン セ 試作 3 号機 デン ドロ ビ ウ ム と 死 聞 を 繰り 広げ て いる 。 
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宇宙 空間 で の 拠点 防衛 制圧 を 可能 と する 強力 な 火器 群 


で 多数 の 敵 の 残 減 を 可能 と する 向 メ ガ ) = 
AMA-X2 は 、 拠 点 防 衛 お よび 制圧 用 の 機体 と し て 生み 出さ a Hat ша 


コン セプト は MA-08 ビグ ザム に 伺 て いる 
、 ジ ャ ブロ ー の 攻略 を 目的 と し た MA-08 に 対し 、 本 機 は 宇宙 
空間 で の 戦闘 を 想定 し て お り 、 高 い 機動 性 と 有線 式 ク ロー・ 
アー ム に よる オー ルレ ンジ 攻撃 が 可能 な 点 が 特徴 と 言え る 。 
これ は 、NT 専 用 機 で あっ た MSN-02 ジオ ング の コン セプト を 
引き 継い だ と も 言 う 。 結果 と し て 、 非 NT 専用 機 と し て | Р 
ЗМЕНА НЕНЕН TAMA Хол, БСН Ç し 
な ど そ の 操縦 に 相当 の 技量 を 要 し た こと は 想像 に 難く な い 


1 フィ ー ル ド ・ 
a ジェ ネ レ ー タ ー 


ИЕ. 


メガ ・ カ ノン 砲 
腹部 に 配 さ れる メガ 粒子 確 で 、 ки 
тәхвоФсовхонтЕй 
$, НОМЕР IZZ В 
REUNEN. антын 


リリ へ の 攻撃 時 に 使用 され た 


7 2 
め 、 非 NT で も 運用 で きる 


回 メイ ン ・ ア ー ム & サ ブ ・ ア ー ム _ 
/ ЖЕН, 


ESAT TOTES 
レー ター は RX-78GP03 の 1 フィ ー ル ド 
ト を 破壊 する ほど の パワ ー が ある 


re HDF ASP 


@ サブ ・ ア ー ム 

ISM BBCP I Rta жаши 
使用 時 に 展開 。 アー 
ADAMI SAFI 
蔵 され て お り . ビー ム ・ サ ー ベ ル と 
し で も 使用 する こと が で きた 


IA-08 が 3 名 に よっ て 操縦 され て いた の 
AMA-X2 に 搭乗 する パイ ロッ ト は 1 名 の み で ある 
な く で も 操 綻 で きた が 、 機 体 の コン トロ ー ル と 多数 の 
火器 管制 を 一 括 し て 担う 必要 が あり 、 相 当 の 技量 が 求め ら 
れ た の で ある 。 実戦 で は 、 エ ー ス 級 の 招 綻 技術 の みな ら ず 
[BOR] 作戦 成就 の た め に すべ て を 捧げ て いた ガト ー が 
搭乗 し た こと で 、 本 機 の 性 能 を 十 二 分 に 発揮 で きた , 


Ш コク ピッ ト ・ コ ア 
BASK POR AAR н 

лактар 
ӘДЕТТЕ 
シス テム を 採用 


жа. 9542; 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


PX B- 796 ー ル 改修 型 こわ 


武装 


ЕЗ meb] sitet O94 


=1 80mm! 


№ COMPARISON CHART № COLOR 
ac жайчы 
(СО 


関連 ファ イル 


活躍 の 場 を 奪わ れつ つる も 命 脈 を 保ち 続け た モビ ル ボ ポッド 


戦闘 支援 用 モビ ー ル は 、 一 年 戦争 末期 Я 3 қ NO AS 
の 地球 連邦 軍 の 物量 戦術 を 支え 、 数 の 優 
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戦闘 も 
し か し 、 こ の 連邦 
軍 の 末席 に 連ね られ た モビ ル ボ ポッ ド は 、 デ ラー ズ 紛 争 に 
お いて 予想 外 の 仕事 を 与え られ る る の で ある 
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ペー ス 機 の 方 向 性 と 低 コ スト の 維持 を 優先 し た 改修 


ジム と の 連携 に よる 集団 戦法 に よっ て 戦果 を 挙げ た 
ボー ル だ が 、 単 体 で は MS に 対抗 し 得る 戦闘 力 を 有 し て 
いな か っ た 。 細か な 改修 が 加え られ た こと は 前 述 し た 通り 
だ が 、 HB-79C の 機体 構造 は 基本 的 に RB-79 と 同 
H, 兵器 と し て 劇 的 な 進歩 を 見 せ た わけ で は な い 。 従っ て 
その 運用 形態 に つい て も 、 従 来 通り 支援 砲撃 や 中 宙 空 
間 で の 作業 が 主 と な っ た 。 機体 の 改修 が 小 規模 な も の に 
留まっ た こと は 、 コ スト の 増大 を 招く より も 、 低 コス ト で ある と 
いう 本 機 の 特徴 を 活か す た め の 選 択 で 


мя る 
追加 きれ た た め 、 全 人 


[в 作業 用 アー ム 


上 下 に スタ ビラ イザ ー と 
ペー ス 機 と は や や 異な る 形状 を な し て いる 


公国 軍 残 党 に 対応 する スラ スタ ー 
立て 直し 計画 を 実施 し た 連邦 軍 に と っ て 、 そ の 高い コス ト RB-79 で は 座 部 バー ニア に 4 基 の 小型 ノ 
大 型 ノ ズル 1 сай 


パフ ォ ー マ ンス は 鯨 力 と な っ た こと は 確か で ある 。 

そう し て RB-79C は 同系 列 機 の 中 で は 最も 長命 な 機種 
と な っ た が 、U.C.DO8O 年 代 初頭 に は は ほとん どの 系 列 機 
が 姿 を 消す こと に な っ た 。 その あま り に 短い 兵器 と し て の 
寿命 は 、 対 MS 戦術 の 構築 に 苦 皿 し た 連邦 軍 の 悪戦 苦 
本 の 道程 で も あり 、 本 機 の 性 格 を 鑑み れ ば 、 兵 器 と し て 増 
強 さ れ な か っ た こと も 致し 方 な い 結 果 だ ろう 。 


ニア は 構造 が 変更 まれ 、 AM 


= 


は ソー ラ ・ シ ステ ム HI の 展 АИЙ OM MEH LLARB-79CK. 
開 作業 に 従事 し た 作業 に 活躍 し た が 、 その 後 の 戦 


一 年 戦争 終結 後に お ける 運用 の 実態 


RB-79C は 一 年 戦争 の 実戦 投入 か ら U.C.0083 の デ 
ラー ズ 給 争 ま で と いう 長き に 連邦 軍 の 宇宙 戦力 
に 数 えら れ た 。 し 、 時 の 流れ と 共に 実用 に 足る 兵器 と 
見 な され な く な っ た 本 機 の 一 部 は 、 民間 の 作業 機 と し て の 
な っ た 。 一 方 、 連 邦 軍 に 残さ れ た 機体 は 主 
力 か ら は 外さ れ 、 予備 戦 力 と し て 配備 され た 。 BR жін 
は U.C.0083 に 挙行 され た 観艦式 の 哨戒 任務 に は 投入 

f, ニー 迎撃 用 の ソー ラ シ ス テム I の 
る 。 戦力 の 補充 と 再編 が 急 が 
術 向 上 に よっ て 連邦 軍 MS N 
の 水準 は 高い も の と な っ た 。 本 機 は 、 そ の よう な 状況 に 置か ач 
れ な が ら も 、MS 戦 術 の 浸透 と 進歩 に 追い 着く ほど の 性 能 sd 
を 持つ に 至ら な か その た め 兵 器 と し て で は な く 、 作 業 
機器 と し て 重用 され る こと に な っ た の で ある 。 


MORE INFO! ボー ル 型 モビ ルポ ボッ ド の 系 譜 


宇宙 作業 用 の SP-WO3 を 原型 と し 、 試 作 機 の RX-76 を 
経て 完成 し た RB-79 は 、 戦 時 中 に も 部 分 的 な 改修 を 母 け 
て 型式 番号 が 変化 し な い 程度 の バー ジョ ン アッ プ を 練り 返 
し た 。 一 般 に 知ら れ て いる 派生 機 は RB-79K、RB-79C の < y FB-79K RB-79G 
сенй, SHUG EHMEPRIORB-7OF, БЖ? у ж—лка ポ ボール G 型 
レー ン アー ム を 装備 し た RB-79G、 機電 散布 ボッ ド を 装備 し 
た RB-79M、 水中 用 戦闘 ポッ ド HB-79N と いっ た 機体 が 生 
これ 5 は 決し て 兵 問 開発 の 成功 例 で 


Ç отап ысшосжжаптсысж® 
背負 わ さ れ た 機体 で あっ た 。 
" 5 = | RX-76 
аи лв. RB-79C 
ン ・ キ ャ リバ ー」 や ウィ ンチ ・ ワ プロ ト タ イプ жоц 半 


イヤ ー を 装備 し た RB-79K は 、 
先生 量産 型 と 呼ば れる こと も 
ある 。 


フィ ッシュ アイ 


Ё 


クマ ウス ] と 呼ば れる 


た 派生 機 は わずか し か 確認 


され で て いない 
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(AGE nc Ol sitet ЗА 


I SPEC -cus-223z zua- 
全高 183m 
= 重量 5621 
Ау 一 一 
スラ スタ ー 推 カ 


装甲 材質 一 
ки 


ビー ト ホ ー タ クー ジ ラ ャ シン ガン 


REP EIT: E15 ビー 
ム サ ー ベ ル / シ ー ル ポア クル ネー ド 


所 属 エ ウ パ 同盟 


TBR 


型 と その 特性 は 

異な る も の の 、 紛 争 を 継続 させ る た め の 手段 と し て 運用 さ 
れ て お り 、 敢 えて 武装 の 殺傷 能力 は 低く 抑え られ て いる 。 
z 闘 カ を 有 
ザラ ム と エ ウ バ 

は 両機 と も ドッ ズ ガ ン 


ヤー ク ・ ド レ (の ち に ヴェ イガ ン と 発覚 ) か ら 持ち 込ま れ た を 装備 し 、 対 ヴ ェ イガ ン 戦 に 臨 


0115-2291 ジラ е a = 
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揮 す る 仕様 と な っ て いた 。 一 方 で 、 宇宙 で も 運用 で きる な 
ど そ の 基本 性 能 は 非常 に 高く 、 新 連邦 軍 の 主力 幾 ジ ェ ノ 
アス を 上 回 っ て いた ほど で ある 。 だ が 、 紛争 状態 を 継続 す 
る た め の 機 体 と し て 運用 され て いる と いう 経 続 も あり 、 起 装 
は 実体 弾 式 の マシ ン ガ ン や 高熱 を 発する ヒー ト ホ ー ク な ど 
その 高い 基本 性 能 は 、[「AGE シ 
ステ ム 」 に よっ て 開発 され た ドッ ズ ガン を 装備 し た 際 に 初め 
て 発揮 され た と 言っ て も 過言 で は な い 。 


ҒЫДА Қал 
жс. жааса 
セン サー を 備え る 。 引き h А 
ойс. AMET 0, š кеш 
ガ ジ ン が 設置 され て いる эшени 
の が 特徴 で あっ た 。 


の 外側 に 設置 する 構造 と 
な っ て いた 


ブレ ー ド 都 に 高 此 を 発生 させ 、 敵 
) RREZOMEMATHRTS 
/ 格 開 兵 器 。 非 使用 時 は 腰部 後 
方 に マウ ント し た 


| xB Cees 
Е 


の 上 位 機種 で 、 ザ ラム の 
リー ダー で あっ た ドン ・ ボ ヤー 
ジ の 専用 機 。 防御 力 の 向上 
が 図ら れ て いる ほか 、 モ ー. 
ング スタ ー と 呼ば れる 格闘 兵 
#625. 


Ш СМ5-2236 ガラ 


Аа 4 4 
MBPT TROBE / 


画 モー ニ 

スタ ー 
スパ イク が 備え られ た 
球 。 柄 の 部 分 に は マシ ン 
ガン も 内 蔵 さ れ て お り 、 射 
兵器 と し て も 機能 し た 。 


後方 か ら 見 た ジラ と 頭 部 の 拡大 図 。 到 部 
バッ ク バ ッ ク の ほか 、 脚 部 に も スラ スタ ー ノ 
ズル を 備え 、 高 い 機動 性 を 支え て いた 。 


スピ ー ド を 重視 し た 構造 と ゼノ の 上 位 機種 


スピ ー ド を 重視 し て 開発 され た ゼノ は 、 ジラ と 比べ る と 形 
状 が シャ ー プ で あり 、 頭 部 の 動力 バイ プ が な い 反 面 、 腰 部 
に 動 カ バイ ブ が 赴 出 し て いる の が 特徴 で ある 。 武装 面 で 
の 違い は 、 ヒ ー ト ホー ク で は な く ス ピア を 装備 し て いる こと 
で 、 この スピ ア に は マシ ン ガ ン が 内 蔵 さも れ て いる 。 シー ルド 5) シン ガ 
の 形状 も 軽量 か つ 小 型 の も の を 装備 し て お り 、 武 装 か ら も | 
機動 性 を 重視 し て いる こと が わか る 仕様 で あっ た 。 ま た 、 ゼ ー ыы 


ノ に も 指揮 官 ラ クト ・ エ ルフ ァ メ ル 用 の 上 位 機種 と し て エル а 
メダ が 用 意 され て いた 。 = дЫ 


FB EM внеш 
н 2 — АУ" 
た 。 аниса. 


өйө 
フル 装備 状態 の ゼノ 、 シー 
ルド は ジラ と 同じ く 腕 部 の 


Ш СМ5-574Е エル メダ ラク ト ・ エ ルフ ァ メ ル が 運 
用 し た 専用 機 で 、 ゼ ノ の 
強化 改良 型 。 両 肩 に スパ 
イク 付き の シー ルド を 備え 


る ほか 、 専 用 の 武装 と し て 
ヒー ト ソ ー ド を 有する 。 
7 Ш シー ルド SY J 
/ 装備 する シー ルド は ゼノ と 同じ タイ プ 。 | ЖЕР 
лы ИНС Сөю / ダン 
мш. NAA. 取り 回 し に 合 れ る 。 / ーー っ — 
画 ヒー ト ソ ー ド о. зльоти 
BERT STL 5 字 宙 で も 運用 。 ドッ 
ROME. スピ ア よ е ズ ガ ン の 装備 と ラク 
VERDC улг 2712277 
ゼノ の 頭 部 と 背面 。 脚 部 の スラ スタ ー は 不足 し て いた 格闘 能力 を 多数 の ヴェ イガ ン 製 
小型 の も の が 片足 に 2 差 ずつ 、 計 4 基 設 / 大 幅 に 向上 させ た мэни. 


置 され で いる の が 特 
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(5) ТІЛЕТІН 


№ SPEC -Foon GUNDAM F90 HOVER-TYPE ортон. ІШ SPEC оом GUNDAM РОО МАНЕ ТУРЕ OPTION- 


PaW-F-HN_3,160KW 
2213-ЕЛ 141.300kg 


F90 パリ エー ショ ン ②⑫ 


装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 セラ ミッ ク 複 全 材 。 装甲 材質 ガン ダリ ウム 合 会 セ ミミ ッ ク 折 人材 
武装 4 連装 大 型 ミ サイ ル ・ ボ ポッ ド x2 


Ше; Ap ех ンー Зе 
р ガン ダム F90 チャ ーX2。 ビ ー ム ・ ビ ピス トル 3 . 
ホバー タイ プ ・ オ プシ ョ ン лахо コン バッ トナ イフ バル カン 答 X2 
GUNDAM F90 HOVER-TYPE OPTION ...» а нен RE 
I ка ІШ COMPARISON CHART m COLOR 
ДЕ —— пн GUNDAM Fs0 HOVER-TYPE OPTION 
Wie ик тш 
iy 


FIOM GUNDAM FSO MARINE-TYPEOPTION 


W омше оту 


ガン ダム F90 
FOOM マリ ンタ イブ ・ オ フシ ョ ン | 
көл. 


武装 
水中 に お ける 対 能 / 対 

リン ・ ロ ケ 
ト や 魚雷 を 装備 する 


水中 用 装備 
(の ホバー 走行 シス テ ハイ ドロ ・ ジ ェ ッ ト を バッ ク バ ッ ク 
時 速 480km (1G 


EEL 
度 は 400mt 


局 地 戦 用 ミッ ショ ン パ ッ ク を 搭載 し た F90 ша>>4л. БЕ? 


F90 ガン ダム F90 の ミッ ショ ン パ ッ ク 搭 載 バ パリ エー し た 他 の 3 種 と 異な 4 り 、 大 気 囲 内 で の 運用 に 特 化し た ЮР АОИ 
ショ ン の うち 、 地 上 戦 用 が FOOH ガン ダム F90 ШЕЛІ 

タイ プ ・ オ プシ ョ ン 、 水中 戦 用 に 位置 付け られ る も の が ホバー タイ プ は 、 そ の 名 の 通り ホバー 走行 シス テム を 

F90M ガン ダム F90 マ リン タイ プ ・ オ プシ ョ ン で ある (名 装備 する 仕様 で 、 地 上 で の 高速 移動 と 一 撃 離脱 戦術 


称 は 「 マ リン タイ プ ] 「 ホ バー タイ プ ] 以下 を 略す 場合 も あ を 想定 し た 。I 旧 ジオ ン 公 国軍 の MS-09 ドム の 特性 を 盛 
る 他 、 単に H タ イプ 、 M タ イプ と も 呼ば れる ) 


の ミッ ショ ン パ ッ ク は 、U.C.0111.09 に ガン ダム F90 の 1 
号機 が ロー ルアウ ト し た 際 、 ア サル ト タ イ プ / ノ デス トロ イタ 推進 器 に ハイ ドロ ・ ジ ェ ッ ト 、 Ж 
А s 魚雷 な ど を 搭載 する こと で 、 従来 の 水陸 両 
ホ バ パー タイ プ と マリ ンタ イプ の 特徴 は 、 同 時 期 に 完成 用 MS を 凌 訪 する 性 能 を 獲得 し た 


гт 


zz; 
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п:01 sg855 


バー タイ プ の 構造 武装 一 撃 離脱 戦術 を 想定 し た 地上 戦 用 高速 機 


F90 に 地上 戦 用 強化 オプ ショ ン を 装備 し た 仕様 が 
ンダ ム F90 ホ バー タイ プ ・ オ プシ ョ ン で ある 。 地上 で 
速 移動 と 一 撃 藤 脱 戦術 を 想定 し て いる 。 

高速 移動 を 可能 と し た 装備 が 腰部 と 脚 部 に 増設 し た ホ 
バー 走行 シス テム で 、1G 環 境 下 の 平地 に お ける 最高 速 
度 は 時 凍 480km に 達する 。 ホバー 走行 シス テム へ の エネ 
ルギー 供給 は バッ ク パッ ク に 増設 し た 熱 村 反応 炉 か ら 行 
われ る が 、 機 体 の 小型 化 に 伴い 推進 剤 量 が 減少 し て いる 
жө, 連続 稼働 時 間 は 4 時 間 前 後 と され る 。 

武装 は 実体 弾 式 の 長 距離 用 重 装 火器 が 中 心 だ が 支 
援用 で は な く 、 一 撃 離 脱 戦術 で 効果 を 発揮 する 。 


я 


FA (ж) MEER 
りや こ と が 起 定 され 
様 と 考え られ る 、 
RAL, REGDE 
火器 が 中 心 と な っ て 
са. тати 
され て いな か っ た 


画 ビー ム ・ ビ スト ル 


小型 ビー ム ・ ラ イフ ル 。 HEART 
DELE EY, EHED AEDS 
な る た め 、 補助 兵 装 に 位置 付け られ る 。 


ウェ ボン と し て 扱わ れる 。 発射 後 の パ ー ジ も 容量 で ある , 


О 折 導 2 連装 グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー 


ある 。 手持 ち 淡 問 と の 併用 が 容易 な うえ 、 射 角 が 広い と いう 利点 が ある 。 


WM オプ ショ ン の 機能 と 搭載 位置 

ホバー タ イプ ・ オ プシ ョ ン は 、 ホバー 走行 シス テム と 増加 兵 装 
を 中 心 と する 。 兵 装 は 実体 旨 式 の 連装 火器 が 重視 され て お り 、 
同時 発射 に よる 周 間 最大 火力 が 高い 。 下 で 紹介 し て いる も の 
以外 に も 、 腰 前 部 に 投光器 (サー チラ イト ) を 搭載 する 。 


Ө シー ルド 
ЕМЕЛЯ, ОНС ЬЕ TAROT 
жаша, ажоо СЯ 


© バー・ シ ステ ム 
部 と 部 に 措 載 そる 。 MRE MER REISS ктан 
を 可能 と する 。 バッ ク バック に 増設 され た 鈴 枝 反応 炉 で 稼 位 す る 。 


マリ ンタ イ 


水中 戦 強化 用 オプ ショ ン を 装備 し た 仕様 が 、 ガ ンダ ム 
F90 マ リン タイ プ ・ オ プシ ョ ン で ある 。 水陸 両用 MS と し て 
の 機体 特性 を 持ち 、 水 中 で の 性能 が 特に 高い 。 RAG-79 
アク ア ・ ジ ム ・ シ リー ズ 以 来 、 地球 連邦 軍 直 系 機 と し て は 
約 30 年 振り の 新設 計 の 水陸 両用 MS と な っ た (開発 自体 
は 旧 ジ オン 公園 軍 の 水陸 両用 MS を 参考 と し た ) 

本 仕様 最大 の 特徴 は バッ ク バ ッ ク に 増設 し た ハイ ドロ ・ 
ジェ ッ ト で 、 АРОН БЫТ. 9Okt も の 
最大 潜航 速度 を 実現 し た 。 また 、F90 本 体 の 装甲 材質 の 
強化 に より 、 最 大 潜航 深度 は 400m に 達し て いる 。 武装 
は 水中 紙 を 意識 し た マリ ン ・ ロ ケッ ト や 魚雷 が 中 心 で ある 。 


汎用 MS が ペー ス の 
水 了 両用 MS は 、 専 
用 に 開発 され た 水 
時 両用 MS より も 性 
能 が 低い 傾向 に あ 
る が 、F90 の マリ ン 
タイ プ は その 常識 を 
mi 


MSRIOSAAPE. 地上 で も 使用 可能 。 か つて アク ア ・ ジ ム が 装備 
し た モデ ル よ り 弾 体 が 小型 化し た た め 、 装 妹 燈 は 増加 し て いる 。 TS 
аса. 換装 時 に は 先端 の ソケット ご と 交換 する 


F90 の 水陸 両用 タイ ブ 


(f ad 
А 


О изату. проь 

前 腕 の ハー ド ポ イン ト に 設置 する 水中 発射 式 ロ ケッ ト 。 対 MS 用 で ある 。 
発射 口 は 開放 され て お り 、 発射 時 に 減圧 ・ 注 水 す る 必要 が な い . 
О 細部 ホー ミン グ ・ ビ ドー 


извионеяхонаАй, MALH, BRAD 
«таякта. ЯНИЕ аа, 


Ө ヒー ト ・ コ ン バ ッ トナ イフ 


FMRO SEARS, Keb CAE LOWED 
た め 、 格 開 兵 装 は 実体 刃 を 持つ ヒー ト 系 を 採用 し て いる 


画 オプ ショ ン の 機能 と 搭載 位置 


マリ ンタ イプ で は 、 バッ ク パ ッ ク を 水中 用 の ハイ ドロ 
温 型 と し 、 腕 部 と 脚 部 の ハー ド ボ ポイ ント に は 水 中 用 兵 装 を 設置 し 
た 。 水中 用 セン サー 。 率 疫 用 の シュ ノー ケル カメ ラー 機電 防御 
用 の フリ ー ジ ー ヤ ー ド な ども 搭載 し て いる 。 


O サー チラ イト シュ ノー ケル カメ ラ 
右 居 に サー チラ イト 838). ЕЖЕ ЛХ, © 
залоо ОВЕ ои. 


Ө ハイ ドロ ・ ジ ェ ッ ト 用 パッ ク バ パック 


水中 失 進 用 の ハイ ドロ ・ ジ ェ ッ ト を 搭載 し た バッ ク パッ ク 。 ЕМЕ 
АЧИТ, パッ ク バッ ク 単 体 で 三 次 元 機動 が 可能 で ある 。 
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ガン ダム W G-UNIT 


(88) ТІЛЕГІ 


B SPEC -02-13MSX1B-S VAYEATE SUIVANT- ‘Ml SPEC -02-r3MSX28-5 MERCURIUS SUIVANT- 
全高 一 (頭頂 高 18.2m) 全高 一 一 (頭頂 高 18.2m) 
Е 重量 Bit ЕТЕП 
Ира 一 一 Иду — 
スラ スタ ー 推 カ Э; 


= 2723-8 - 


ELEL] RPAN ガン ダニ ュ ウム 合 全 
ЖИ ビー ムキ ャ ノン X2 武装 AS クラ ッシュ シー ルド [スコ ー 
===] 所 属 0Z プ ライ ズ ビオ モデ ル ] “プラ ネイ トディ 
ヴァ イエ イト ・ BRE ソリ ス ・ ア ル モ ニア フェ ン サ ーX20/ ビ ー ム ガン 
En ヴァ ン | ^ РЖ 0Z プ ライ ズ 
Ў VAYENTE SUIVANT IN PIE م‎ 7>7 0 
ы ІН COMPARISON CHART m COLOR 
頭 部 son 0Z-13MSX16-S VAYEATE SUIVANT 


arah Ht Ta 


О 


ваплеврпатв, NATTY wa = a 
ШИНА 21237 Мт FURRE UGH BLUE 
а 部 に 設置 され た アン 10m 
も 変更 され て いる 0243M9528-5 MERCURIUS SUIVANT 
= U ® 
Wae шетт ugfr 
に өң 


(Т10$\28$ 222: -- 


同様 に МО (EEF 
無人 で も 使用 可 


MSXD х 
フェ ン サー тш же 


07794 AAA CBE ML 72 ГФР 2 ГА] 


0Z 初 の ガン ダニ ュ ウ ム 合金 製 MS で ある OZ-13MSX1 共に 、 OZ 内 部 に お ける 立場 を 強固 な も の と し た 。 
ヴァ イエ イト お よび 0Z-13MSX2 メリ クリ ウス は 、2 機 で 0Z-13MSX1B-S ヴ 
の 連携 運用 を 前 提 と し た 機体 だ キャ ノン を 2 基 備 える ご 撃 に 、0Z-13MSX2B-S メリ 
有する ガン ダム と の 戦い を 視野 、 資 源 クリ ウス ・ シ ュ イヴ ァ トディ フェ ン サ ー の 倍増 
業 都市 衛星 MO-V の 「G ユ ニッ ト 」 と より 防御 に それ ぞ れ 特 化し て お り 、 両 機 の 役割 分 担 に よ 
ライ ズ に と っ て も 垂 洗 の 機体 だ っ た こと は 間違い な い 。 て 性 能 が 最大 限 に 活か され る 。 その 専属 パイロット が チ - 
冶 力 を 活か し て 密か に ヴァ イエ イト と メリ クリ ウス を ム ワ ー ク の 良い 姉妹 で : ら асатын 
入手 し た 0Z プ ライ ズ は 、 両 機 を シュ イヴ ァ ン (仏語 で 「 次 」 
を 表わす ) へ と 進化 させ 、 上 級 特 佐 ヴ ァ ル ダー・ フ ァ ー キ 
ル の 親衛 隊 機 と し て 配備 。 MO-V へ の 侵攻 を 強め る と ж 失わ れ た こと で ある 


能 強 化 が 施さ れ 
遠近 と も に 対応 可能 な 武装 を 
機 件 だ け で な 
‚шый 
連想 させ る 意匠 と な っ て いる 


DZ.06MS-SR2 


機体 構造 武装 
頭髪 を 模 し た 放熱 フィ ン や 組 い 
шеше 
つ 機体 。 #07: 
が 施さ れ 、 特徴 
финт. 


騎士 の 面々 。 きら に ヴァ ル ダ ー・ フ ァ ー 


01. ТТ! SNS کے‎ 


MORE INFO! 
0Z プ ライ ズ の パイ ロッ ト 


OZ プラ イズ メン バー の 中 で も 特に 
家 格 と 優れ た 技能 を 持っ て し 


特 佐 が 部 隊 の 実権 を 揮 っ た の ち は ア ル モ ニ 
アア 姉妹 も 加入 し 、 0Z プ ライ 
と 謀略 に より MO-V 側 を 追 し 


と も 駅 わ ず 、 パ イロ 
ЕЯ #56. 


Lay 


unknown. 


機体 構造 武装 8) 
が 強化 され た 機 


fi 
| 
Ё ы) 
Š ° I SPEC -oz-ocms-ssi оз. ВА SPEC огиз иг гоа. SPEC ossstatiow 
貴族 の 子息 た ち が 搭 乗 す 全高 — И 18.90) 全高 — Иа 197m) 全高 — (ИЛИБ 192m) 
z 重量 62 重量 145. 
リー オー の カス タム 機 a 一 3-8) 一 
3335-4) — 3538-4) — 
aan — 
BR ビー ム マ スケ ッ ト ー ビ ー ム ЕН ビー ム デ ュ エ ル ・ ラ ン 
リル サーベル ※2. サー ジン アク ティブ ジャ 
デ ワ ュー ザー マン ト + “rü 
Jik LL OZ プラ イズ 所 属 0Z プ ライ ズ LL OZ プラ イズ 
機 も それ ぞ れ BRE ロッ シェ ・ ナ トゥ ー ノ 


аре て HH IMS で あっ 


、 同 世代 の MS で Е 
02-06М5 リー オー 


も 多く の パリ エー 
独自 の 強化 ・ 改 その 性 能 は 従 

AREA MBI: それ ら の 機体 

は 、 圧倒 的 な 戦闘 能力 を 持つ G ユ 48 

ФФ. MOVER MD 部 隊 (リー オー) を 圧 

個 する ほど の そ $ 


より 


搭乗 者 ブル ム ・ ブ ロッ クス 


0Z6MSrSNSLEON 


— бо сш 


ішіме бр вше 
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機動 戦士 ガン ダム 00V 


(mes) ТІЛЕГІ 


ау ド EN m SPEC 
Ts: 
у! Ў AHEAD FORCING SCOUT TYPE | FORCING SCOUT TYPE Sammars 


1 
ill 


追加 の パッ テリ ー 


長期 活動 に 特 化 さ せな た アヘ ッ ド の バリ エー ショ ン | mansa; 


ソレ スタ ルビ ー イ ング (СВ) が 武力 介入 で 運用 し た の 機 の デー タ を 用 いて 、 通 常 の ア . 
し て 運用 可能 な ブー スタ ー 
所 属す る アス テロ イド 基地 が ガン ダム の 攻撃 で 破壊 
ー・ ジ ン バ パリ スト は 、 対 CB 専門 の 偵察 部 隊 
単独 で CB の 秘密 基地 を 探す пели 
00012 


= を 動員 し て 攻撃 を 実施 その 結果 、 子 が 
2” 行 偵察 型 は 、 1 め 身 動き で きず 
前 提 と し て 開発 され た タイ プ の ア 


機体 構 


艦船 の 随伴 な く 、 単 独 で 長 距離 長 時 間 の 活動 を 行 
うこ と を コン セプト と し て お り 、 そ の 実現 の た め に 追加 パー 
ツ の 装備 や 機体 調整 が な され て いる 。 オリ ジ ナ ル の 太陽 
炉 と 異な り 、 ア ヘッ ド に 搭載 され た 疑似 太陽 炉 は 限ら れ た 
粒子 供給 し か で き な い 。 その た め 本 機 捨 載 の 疑似 太陽 炉 
は 、 一 定量 の 粒子 を 長 時 間 に 理 っ て 生産 し 続け る , 
調整 され て いる 。 これ は 、 長期 稼働 を 優先 し て 出力 を 落と 
し た 連邦 軍 仕 様 の ジン クス と 同様 の 措置 で あろ う 。 また 
稼働 時 間 を 延ばす た め 、 大 型 の バッ テリ ー や GN コ ン デ ン 
サー も 採り 入れ て いる 。 上 記 の よう な 手法 に よっ て 、 本 機 
は 単独 で 1 週間 近い 活動 を 実現 させ た 。 一 方 で 、 通常 の 
の よう に 脱 発 的 に 大 量 の 粒子 を 消費 する 戦闘 行 
動 に お いて は 、 コ ン デ ン サ ー に 蓄え た 粒子 を 使用 する 必要 
が ある 。 この た め 、 専 用 の GN ビ ー ム キャ ノン は 高 火力 で は 
ある も の の 、 使用 に は 制限 が 課さ れる 。 

通常 の アヘ ッ ボド が 運 
用 で きる 装備 は 、 ж 


本 的 に 使用 可能 。 こ 
の た め 使 用 制限 の 


複合 タン クタ は ティ エレ 
они (6) が 装 
тоьо, 
これ は アヘ ッ ド が 旧 人 
ЕЛГЫ 
術 者 が 中 心 で 開発 さ 
れ た た め あ ろう 


гй 長 距離 / 長 時 間 活 動 に 特 化し た 機体 と 火器 の 使用 制限 


N 装備 レイ アウ ト 
回 は 追加 バー ツ で ある GN ビ ー ム キャ ノン 、GN パ バー ニア 、 そ の 2 李 の 接続 
を 藻 ね た 月 体 周り の パー ツ を 色分け し た も の 。 頭 部 に は 人 能力 を 強化 
する た め の セ ン サ ー ユ ニッ ト を 装備 する 。 この セン サー は 非常 に 趣 組 な 
パー ツ で ある た め 、 装 翌 時 に は 頭 部 の GN バル カン の 使用 は 制限 され る 


Q GN ビーム キャ ノン 

MS と し て は 最大 クラ ス で ある 18m 級 の 
BAVE-LH, 科 子 消費 量 が 基 大 
TON, WERC HALON FEE 
する こと で よう や く 使う こと が で きる 。 


© 電設 GN バ ー ニ ア 


少な い 科 子 で 最大 限 の 推 カ が 得 られ る よう に 設計 され て いる 。 算 状 パ ー ツ 
は マイ クロ フェ ー ブ 受 信 ア ン テ ナ で 、 革 電 条 星 付近 で は 電力 供 褒 が 可能 


ө 展開 時 育 部 
ЗЕНА, жийир. 
し て いる が 、 発射 時 は 90 度 前 方 に 展開 し 、 MPS ЕКА ТҮРӘ. 


Ө セン サー ユニ ッ ト 
メイ ンカ メラ を 竹 う セン サー 
パー ツ 。 E セ ン サ ー や 光学 セ 
ЕСЕТ 
A, оынтияттыь 
BURMENERATS, 


アヘ ッ ド の 
РЕ 


1 週間 の 単独 行動 を 可能 と し た ロン グ テ ー ル は 、 長 中 区 
移動 .“ 長 時 間 稼働 を 実現 し た 非常 に 優れ た 機体 で あっ た 。 
そこ で 着目 され た の が 、 追 加 バー ツ と し て 用 いら れ て いた 増 
設 GN パ ー ニ ア で ある 。 その 後 ロ ング テー ル の 実働 デー タ も 
採り 入れ 、 疑 人 太 陽 炉 を 1 基 備え る と 共に スラ スタ ー も 増設 
し た 、 ア ヘッ ド の 移動 用 オプ ショ ン と し て 再 設計 され た の で あ 
る 。 この 長 距離 航行 用 ナー スタ ー ユ ニッ ト は 、 艦 船用 いな 
い アヘ ッ ド 単 独 の 長 距離 移動 を 可能 と し た 。 さら に 宇宙 開拓 
時 代 に 突入 し た 西暦 2314 時 に も 、 ジ ンク ス IMV 用 の 長 距離 
ブー スタ ー と し て 転用 され て いる 。 


帰投 命令 を 受け た ルイ ス ・ 
ハレ ヴィ の レグ ナン ト と 共 
に 、 ア ンド レイ ・ ス ミル ノ フ 
ЗАЛДАРЫ 
航行 用 の ブー スタ ー- 
кейш сат! 


ТАРА 
ЖЖ ОЕШ ЖЕЙРЕН а ИСЕТ ОЛО 
距離 移動 型 。 形状 は 通常 の アヘ ッ ド と 同じ だ が 増加 ブー スタ ー を 装 
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帝国 軍 の スー パー サイ コ 研 究 所 に よっ 
【 作 MS が ZMT-S28S ゲン ガオ ゾ で あ 
テッ ク と 同様 、 本 機 は エン ジェ ル ・ 

り 技術 を MS 


型 の 有線 式 に よる も の が 一 般 的 し か し 、 本 機 
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は オプ ショ ン 兵 装 「 バ ッ ク ・ エ ンジ ン ・ ユ ニッ ト ] に サイ コ 

ミュ ・ シ ステ ム を 搭載 し 、 新 た な 形 の オー ルレ ンジ 攻撃 

を 可能 と し た の で ある 

ZMT-S28S は 、 ファ ラ ・ グ リフ ォ ン の 乗 機 と し て ザン 
ファ ラ と の 相性 


LM312V04 V ガ ンダ ム の A・B バ ー ツ を 用 いた 攻撃 
で 追い 込ま れ 、 さら に LM31.4V23 に コク ピット を 破壊 さ 
れ 、 機体 は ファ ラ と 共に 爆散 し 


胸部 中 央 に コク ピッ ト ・ ハ ッ チ が 設置 さ 


яв 


関連 ファ イル 


バッ ク ・ エ ンジ ン ・ ユ ニッ ト は 、2 本 の アー ム に よっ て 


背部 に 喜 着 され る 。 装着 時 、 ユ ニッ ト は 可動 式 の ス 


武装 装備 


ZMT-S28S が 背部 に 装着 する "バッ ク ・ エ ンジ ン ・ ユ ニッ 
ка, 本 機 の 象徴 と 言う べき 大 型 オ プシ ョ ン 兵 装 で ある 。 マ 
ル チ ブ ル ・ ビ ピー ム ・ 
た パー ツ を 5 基 連 結 し た この ユニ ッ ト は 、 MS と の 接続 時 は 主 
推進 器 、 お よび 火器 と し て 機能 し た 。 一 方 で 、 サ イコ ミュ に よ 
る 遠隔 操作 も 可能 で あり 、 機体 か ら 分 離し て 攻撃 端末 と し て 
も 使用 する こと が で きた 。 戦況 に 応じ て 様々 に 運用 で きた こ 
と は 、 本 機 に と っ て 大 き な メ リッ ト と な っ た : 


た 後 も 、 白 氏 戦 に お いて LM314V23 と 互角 の 戦い を 株 り 広 


火力 と 機動 力 の 要 と な っ た バッ ク ・ エ 


ББА Bay | з 
Ш バッ ク ・ エ ンジ ン ・ ユ ニッ ト 

AME COMA, SEDI RINE: 
と 5 ず 、 ユ 


ンチ ャ ー と スラ スタ ー に よっ て 構成 この 状態 で は オー ルレ ンジ 放 撃 の ай 
チャ ー と スラ スタ て 構成 され りさ せる こと も 可能 で ある 。 
NET be De 
К. Ж REAA 
L$ RM AR Желе 
LO-FI 
CREE ELBE 
ө バッ ク ・ エ ンジ ン ・ ユ ニッ ト 飛 行 時 
MS 本 体 と の 含 体 時 。 ZMT-S28S が 欄 働 する 際 は 
り ウイ ング 部 分 が 左右 に 展開 する 。 これ は MS の 動き 
汎用 MS と し て 高い 性 能 を 有する 。 ユニ ッ ト を 破壊 され — に ウイ ング が 千 渉 し な いよ うに する た めで ある 
“る, この 状態 で 大 気 園内 を 飛行 する こと も 可能 。 
= 


MS 単体 で の 戦闘 を 可能 と する 携行 兵器 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル г< ) < 
са! 
=== ーー 
: < 


ZMT-S28S の 標準 兵 装 は 、 射撃 兵器 だ 格闘 兵器 と も に 
スタ ンダ ー ド な も の が 用 意 さ れ て いた 。 大 型 の ビー ム ・ ラ イフ 
ル は 中 距離 戦 開 で の 主 兵 装 と な っ た ほか 、 ビ ー ム ・ サ ー ペ 
ル は トゲ 状 の 刃 を 属 開 する ビー ム ・ メ イス と し て も 使用 で き 、 
格闘 戦 で その 威力 を 発揮 し た 。 本 体 か ら 切り 離し て 運用 で き 
る バッ ク ・ エ ンジ ン ・ ユ ニッ ト を サポ ー ト 機 と し つつ 、 こ れ ら の 
武装 を 使用 する こと で 、 機 い 制 圧力 を 獲得 し た の で あ 
Bo また 、 両 腕 に は ビー ム ・ シ ー ル ド を 装備 する 


HRT +в 


る ビーム ・ メ イス と ビー ム ・ サ ー 

攻撃 。 こ 

4у23 

の 育 館 に 装備 され た ウェ ボン 
パー ツ を 破壊 し た 


(ピー ム ・ サ ー ベ ル 兼 用 ) 
SRORMMAR, в — 
状 の ビー ム 放 射 束 か 5 ト ゲ 
状 の ビー ム が 無数 に 伸び て 
いる 。 任意 の トゲ を 伸 ば 
Е.Е-моЮЖенісі 。 一 
える こと が 可能 


ク ピ ッ ト / 構造 独自 性 の 高い フォ ルム と サイ コミ ュ 対 応 コ ク ピ ッ ト 


戦争 末期 に ザン スカ ー ル 帝国 軍 で 開発 され た 試作 MS は 
曲線 的 な フォ ルム を 持つ 機体 が 多く 、 ZMT-S28S も その 1 機 
で ある 。 IARTA, ОМЕН 
が 特徴 的 で 、 МТ НИНЕ CORRE Et BAY MASI 
クビ ピッ ト ・ ブ ロッ ク は サイ コミ ュ 対 応 型 の も の を 採用 。 ファ ラ は 、 
ZMT-S28S で も サイ コミ ュ の 媒介 と な る 鈴 を 付け て 搭乗 し た 


コク ピッ ト は 、ZMT-S29 と 同 


ar w m =ë 
/ ВЯ. RA. 
HBOS ER 
し て いる の が わか る 


ん — 
VA 
画 コク ビッ ト 構 造 
BEDRE IED 
外部 ハッ チ と 2 
帝国 軍 製 MS に 共通 する 特徴 で も 
ッ イン アイ に 加え 、 жін 
DAJ 6475. 
の られ て いた と 思わ れる 。 
ma toaz 132-4 


機動 戦士 ガン ダム 


mebi ma 20) 


БЕРЕРІ 


т 1277 
キャ タビ ラ 上 部 と 車体 下部 に 
жил нөл. 


全車 績 に 分 類 され る も の の 、 砲 。 関連 ファ イル 
部 が 単独 で 飛行 可能 な VTOL 

き は 地上 の 7 害 EAE AIRES FI т \ て い 8 上 面 装 

物量 に 勝る 地球 連邦 軍 
部 隊 の み で の 戦線 維持 は 不可 能 で あり 、 支 援 す る 陸戦 Е w -- 
兵器 と と 航空 兵器 の イ 存在 は 不可 欠 で あ の 、 公国 独自 の 性 

ちろ ん ノウ ハウ の 蓄積 が な し に 、 マ ゼ ラ ・ ア タッ ク は 

を 持た な か っ た 公国 軍 技 術 者 は 、 MIRROR 40 いく つか の 欠点 を も 内 包 す る こと と な っ た 。 だ が 幸運 な ご 
回 答 と し て 外観 ・ 能 力 と も に 異端 と 言う べき 多目的 戦 こ 同機 は 、 実 用 に 足る 
車 一 一 マ ゼ ラ ・ ア タッ ク を 生み 出す こと と な る 。 


(F6) һе01 sue da 


兵器 と し て の 利便 性 を 追求 し た 分 離 機構 


マ ゼ ラ ・ ア タッ ク 最 大 の 特徴 は 、 航 空 機 と 車輌 に 分 離す 
る 斬新 な 構造 で ある 。 砲塔 部 が 分 離し た 航空 機 が マ ゼ ラ ・ 
КУ. 残る 車輌 部 分 が マ ゼ ラ ・ ペ ベー ス と 呼ば れ 、 個 々 に 
運用 する こと が 可能 だ 戦車 と 航空 機 の 特性 を 
両立 させ る 一 一 冷静 に 考え れ ば 夢想 と し か 思え な い 発 想 
は 兵器 と し て は 中 途 半 端 と も 言え 、 そ の 利便 性 を 追求 し た 
設計 思想 は 実現 し な か っ た 。 航空 機 と し て の マ ゼ ラ ・ ト ッ 
プ の 性能 は 劣悪 な もの に 、 マ ゼラ ・ ペ ー ス 単体 の 戦闘 カ 
は 筑 弱 な も の に な っ た の で ある 。 ARR CHS 
性 も 抱え る こと と な っ た 本 機 は 、 兵 器 と し て は 不 完全 な も 
の だ っ た と 言わ さる を 得 な い : 


な 戦力 と な っ た 。 


本 機 の 特徴 は マ ゼ ラ ・ ト ッ 
кі の 


95. ховии 
Са) 
有用 性 は 低かっ た 


N マセ ラ ・ ア タッ ク 

公国 軍 が 開発 し た M1 経 車 を 原型 と し て 設計 され た と 言わ れる 本 機 は 、 マ 
ゼラ ・ ト ッ プ に 175mm 無 反動 砲 、 マ ゼラ -30mm3 連 装 機関 
жены, 分離 時 に は どちら も が 攻撃 力 を 有する よう 股 計 され て いる 。 


PRIM SEO LOO RIE 
TOMB CALA ERR EEE tab: 


一 年 戦争 中 期 以降 、 国 力 に 劣る 公国 軍 に は 物資 不足 
と いう 問題 が 付き ま と . 前 線 の 部 隊 で は 手持 ちの 戦 
力 を や りく り し て 戦う し か な く 、 多く の 部 隊 に 配備 され て いた 
マ ゼ ラ ・ ア タッ ク は 、 当初 想定 され て いた 運用 方 法 と は 異 
な る 用 いら れ 方 を され る よう に な る 。 MS と の 連携 戦術 が 
機能 し な く な っ た 場合 は 単体 と し て の 戦闘 力 に 頼ら ざる を 
得 な か っ た だ け で な く 、 ト ッ プ 部 や ペー ス 部 が 欠損 し た 状態 
の まま 運用 され る こと も 多々 あっ た の で ある 。 


р Е 
BELA THSMEL 
Севен CUB. 


BUT HERETO 
MS 小隊 や ドッ プ 編 隊 と 連 


れ た も の で あっ た 。 


分 離 機構 を 最大 限 に 活か し た 想定 外 の 運用 


ギャ ロッ プ を 失っ た ЛА. ¥0 * ФОНЫ 
セラ ・ ト ッ プ を 流用 。 さら に 次 戦時 に は 、 航空 戦力 と し て 運用 し た 。 


N サム ソン ・ ト レー ラー 


マセ ゼラ ・ ト ッ プ の み で 運用 する ケー 
ス が 多かっ た た め 、 主 に ザク や グフ 
系 MS の 運搬 に 用 いる サム ソン ・ ト 
レー ラー で 輸送 する こと も あっ た 。 


現場 の 実情 が 導き 出し た 特殊 な 運用 法 


マセ ゼラ ・ ア タッ ク の 主砲 は 、 取 り 外 し て MS-06F、MS- 
06J な どの 携行 兵器 と し て も 運用 が 可能 で あっ た 。 MS が 
主戦 力 と な っ た 一 年 戦争 に お いて 戦闘 車輌 は 裏方 で し か 
な く 、 比 較 的 活躍 する 局面 が 多かっ た マ ゼ ラ ・ ア タッ ク で す 
5. 現場 の 実情 に 即 し た 特殊 な 運用 が な され る こと も まま 
あっ た 。 そう いっ た 点 で マ ゼ ラ ・ ア タッ ク は 、 公 国軍 の MS 
運用 の 実情 が 反映 され た 兵器 だ っ た と も 言え る だ ろう 。 


トッ プ 部 か ら 分 離さ せ た 175mm 克 は 「 マ セラ ・ ト ッ プ 癒 ] と も 呼ば れ 、 
MS に よる 支援 時 撃 用 の 兵器 と し て 運用 され る ケー ス も 多かっ た . 


Ш М5-064& 
VES: by 7 
物資 不足 も あり 、 地 上 作戦 で は 
MS-O6/0F RELL TERA 
され た マ ゼ ラ ・ ト ッ プ 砲 。 RR 
に は 両 藤 で 保持 し て 使用 する 。 


Ш マセ ラ ・ ト ッ プ 

機体 下部 の ベク ター ド ・ ノ ズル に よる ホバー 噴射 江 力 を 
得る VTOL 機構 を 放し で いる 。 FL. ЭТЕГЕН 
IFES, MEME CORAM o 


Ш マ ゼ ラ ・ ベ ペー ス 

TES TOMBS. шатана TB PIE 
で ある 。 LOL, BEN АТТ AD 
MES, MM АЙИН СЫП Cb, 


MORE INFO! 
マ ゼ ラ ・ ア タッ ク の 改造 機 


マ ゼ ラ ・ ト ッ プ は 欠点 も 少な く な か っ た も の の 、 公 国軍 
の 地上 部 隊 の 一 角 を 担う 兵器 と し て 大 量 に 投入 され た 。 
機体 に は 生産 時 期 な ど に よっ て 仕様 に : 5 
け で な く 、 配備 され た 地域 に 合わ せ た だ 
われ て いる 。 また 公国 軍 の 物資 不足 が 深刻 な も の と な っ 
た 一 年 戦争 中 期 以降 に は 、 トッ プ 部 や ペー ス 部 が 欠損 し 
状態 の マ ゼ ラ ・ ト ッ プ を 有効 活用 すべ く 、MS-06V ザ 
クタ ンク の よう な 改造 機 も 独自 に 製造 され 、 埋 車輌 と し 
て は 不 完全 だ っ た 本 機 に 、 別 の 用 途 も 見 出 きれ た 。 


Ш マ ゼ ラ ・ ア タッ ク (欧州 方 面 投入 型 ) 
знай, алуы, ао 
БСҮ MASH, 欧州 方面 制圧 軍配 代 き れ た 。 


ма. 92512 
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GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガンダム) 


НЕ 01 КАШ 


= کڪ‎ ml SPEC mws neo скол. ВИ SPEC ахал sumam men- 
- リッ ク ・ デ ィ ア スズ |e 全高 187m (FIRE 18.0m) 全高 185m 
EK ІШІ 重量 322 (EMRE 5470 ГТ Зза ИШ 54.10 


A-E 1,833КУ/ ES EEE 


2323#) 748ООкв ХЭДЗ-ИЯ 81.200kg 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 装甲 材質 チタ ン 合金 セラ ミッ ク 複合 材 
武装 バル カン ・ フ ァ ラ ンク スプ ビー ЖЕ ビー ム ・ サ ー ベ ル X2. メ ピー ム ・ 
ム ・ ピ スト ル >2 他 ピス トル 他 
MS の 優れ 所 属 エゥーゴ 所 属 エゥーゴ 
зы 措 乗 者 アポ リー・ ベ イプ ロベルト fb 搭乗 者 カミ ー ュ ・ ビ ダン エマ ・ シ ー 


ン 他 
ІШ COMPARISON CHART Œ COLOR 
тета Ленин 
0000 


O © © ө 


WE OAAKGLUE үн RD 


RX-1 78 ガン ダム Mk-I < > 


カラ ー リ ング 


ROFE | に 襲い 掛か っ た 模擬 戦 の 仮想 敵 MS 


р. Ib 
エゥーゴ の 旗艦 アー ガマ が 月 面 都市 アン マン に 人 港 クワ トロ の リッ ク ・ デ ィ ア ス も また 、 フラ ンク リン ・ ビ ダン の шышы TS 


し た と され る U.C.0087.04.21 (03.25 と の 説 も ) MAT: 強奪 時 に 大 破 し た 赤い 機体 と し て 認識 され て いた 
ある クワ トロ ・ パ ジー ナ の 戦 。 は デー タマ ン (と アス トナ 

タ を RMS-099 リッ ク ・ デ ィ ア ス の 量産 型 に 継承 

させ る た め 、 月 面 傍 宙 域 に お いて 模擬 戦 が 実施 され た . 
機動 中 の MS の スク リー 的 と な る 
ー タ 化し て 表示 し 、 そ れ に 攻撃 を 仕掛 ける と いう 態 が 起き た も の の 、 そ の 試 

形式 で 行わ れ 、 メ イン と な る 仮想 敵 は リッ ク ・ デ ィ ア ス の 大 きく 貢献 た だ け で は な く 、 ク ワ ト ロ の 心境 に : 
量産 型 、 そ し て RX-178 ガン ダム MKT と いっ た エゥーゴ え 、 新 型 機 へ の 乗り 換え と 、/ ナル カラ ー と し て いた a 第 世代 MS」 と 呼ば れる 
の 中 核 MS で : 一 方 それ ら 中 核 MS と の 対戦 時 、 Гк) と の 決別 を 促す こと と で ある 。 МЕНЕ. 


EVOLVE (Е 2772797) 


MECHANIC FILE 


2224-2-02) 月 近傍 直 域 で 展開 され た 模擬 戦 と 仮想 敵 デ ー タ 
Атиана вис, ооп ND 背面 / 武 装 レ イア ウト (RMS-099) Ш 音 面 / 武 装 レイ アウ ト (RX-178) 


は デー タマ ン が 作り 上 げた ジム TI の デー タ と 対戦 。 さら に 搭 
乗 機 の デー タ を 元 の クワ トロ 機 の も の に 差し 替え "А 
ディ アス (量産 型 )、 АМК, シャ ア 専 用 ザク の デー 
タ と 連戦 し た 。 か つて の 自分 VEE | が 駆る ザク 
に 撃隊 さ れ た クワ トロ は 、 そ の 結果 に 激 多 し た と 言わ れ て い 
る 。 な お 、 坦 りな い デ ー タ マン は 、 の ち に 実施 され た MSN- 
00100 百 式 に よる 模擬 戦 に お いて も 悪戯 心 を 見 せ 、 仮 
想 敵 と し て RX-78-2 ガン ダム の デー タ を 作り 上 げ て いる 、 


АБМ-79 ,ш- 


元 の クワ トロ 機 の デー タ を 反映 させ る 前 に 、2 機 の RGM-79R ジム TI が 仮想 敵 と し て 
投入 され た 。 元 の クワ トロ 機 は 高 機動 仕様 だ っ た と する 説 も ある が 、 クワトロ は 量産 機 
の デー タ で も ジム HI を 圧倒 。 追い 込ま れる こと も な く 、 2 対 1 と いう 不利 状況 を 覆し た 。 


Ni 


MS izes 
J ZAKUII CHAR'S CUSTOM} CHAR'S CUSTOM 


リッ ク ・ デ ィ ア ス に よる 模擬 戦 に お いて 、 デー タマ ン の 悪戯 心 に より 生み 出さ れ た 仮 
想 敵 。 一 年 戦争 時 の デー タ を 流用 し た 赤い 機体 は 、 そ の 機動 力 で リッ ク ・ デ ィ ア ス を 
圧倒 。 タワ トロ は 、 過去 の 自分 に 完膚 な きま で に 敗北 を 喫し た こと に な る 


ZEON 


BIRAY > ンク 
THAD RBS, | ト ・ ホ ー ク に よる 一 撃 を 叩き 込ん だ 


Ө а + 


開発 主任 の M・ ナ ガン ノ 博 士 の 要望 通り 、 人 金色 の 機体 色 を 持つ MS と な 
00100 百 式 。 その 訓練 に 用 いら れ た 仮想 
り を 買っ た デ 


た NSN- 
タ は 、 シ ャ ア 専 用 ザク の 件 で クワ トロ の 趣 
ー タ マン が 人 燃 り ず に 用 意 し た [連邦 の 白い ヤツ ]RX-78.2 ガン ダム で あっ た 


ma taz 132-8 


(88) mÜ] ser 10da 


ボク 【・ № SPEC _ns ost zakut SNIPER TYPE- ІШ SPEC Ms ok DOM CANNON SINGLE GUN TYPE- 
MS-05L スカ イ パ ー タ イン $ AR — (RRA I75) 28 GRE 1860) 


899kW (+100kW) 

8.400kg 

) i HERI- Етте 2 

бе Hit 武装 ビー ム ・ ス ナイ パー ライ フル レグ FY (WEE) 
頭 部 バル カン x2 гена 

3 連装 ミサ イル - ボ ポッド 


М5-051 ZAKUI SNIPER TYPE 


sace та 2 


MS-09K-1 DOM CANNON SINGLE GUN TYPE 


PURE GRY RD 


ドム ・ キ ャ ノン 
MS-O9K- 1 neni 
Я DOM CANNON SINGLE GUN ТҮРЕ | CANNON SINGLE GUN TYPE 


ZEON 


トロ ピカ ル ・ テス 
通常 の ドム より 
セル の 換装 が 容易 だ 
た た め と 推測 さ れる 。 


達 距離 攻撃 に 特 化 し た 改造 MS 知 関連 ファ イル 


MS-05 ザク 1 の 狙撃 仕様 機 が MS-05L ザク T・ ス ナ ター 搭載 の ラン ド セ ル が それ で 、 旧 式 の ザク T 
イ パ ー タ イプ 、MS-09 ドム の 砲 支援 型 が MS-09K Е ビー ム 兵 器 の 運用 を 可能 と し た 
ム ・ キ ャ ノン で ある 。 共に Ë 
が 開発 し 

ザク I・ ス ナイ バー タイ プ は 、 旧式 化 著しい ザク 1 を 長 


距離 狙撃 用 に 改造 し た 機体 で ある 。 改造 は ジャ ブロ ー 
降下 作戦 後 、 キャ リフ ォ ル ニア ・ ベ ペース で 行わ れ た 。 
本 機 最大 の 特徴 は 、MS-14 ゲル ググ の ビー ム 兵 器 ル ・ テス ト タ イブ で NS: 06K +2. キャ ノン の デー タ を 
技術 を 転用 し た ビー ム 式 狙撃 火器 に ある 。 大 火力 か 参考 に し た 専用 キャ ノ ン パ ッ кле o 
長 射 程 の ビー ム ・ ス ナイ パー ライ フル と 補助 ジェ ネ レ ー „с を 担っ た 。 — 
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(088) nel 


sml 08 


旧式 化し た 機体 に 組み 込ま れ た 狙撃 用 装備 


当初 、 MS に よる 長 距離 狙撃 に は マ ゼ ラ ・ ト ッ プ 砲 が 用 
いら れ て いた が 、 命 中 精度 や 火力 が 低い と いう 欠点 が あっ 
た 。 そこ で キャ リフ ォ ル ニア ・ ペ ー ス で は 、 ゲル ググ の ビー ム 兵 
器 技術 を 用 いた 狙撃 用 MS の 開発 計画 が 決定 され 、 上 旧式 
化し て いた ザク T が ペー ス 機 に 選ば れ た (ガル マ ・ ザ ビ 大 佐 
戦死 後 の 地 球 連邦 軍 の 攻勢 へ の 対応 、 オ デ ッ サ 作 戦後 
の サイ ド 3 本 国 か ら の 補給 激減 な ども 開発 の 理由 で ある )。 

ザク 1 の 長 距離 狙撃 用 へ の 改造 に あたっ て は 、 ビー ム ・ 
スナ イ バ パー ライ フル の 装備 、 サ ブ ・ ジ ェ ネ レー ター 搭載 式 
大 型 ラン ド セ ル へ の 換装 、 メイ ン ・ カ メラ の 強化 な ど が な さ 
れ た 。 一 連 の 改造 に より 格闘 能力 や 回 避 人 性 能 は 低下 し 
た が 、 狐 撃 特 化 型 MS と し て は 充分 な 性 能 を 獲得 し た 。 


ーー 年 戦争 末期 、 大 軍 で 押 
し 寄せ る 地球 連邦 宣 に ゲ 


B 頭 部 

ELP LEY IBA 
ARVOLOCIE 
装 す る ご と で 、 am 


жн эсил, ABREU IBIS! 
で 小 恨 と な っ て いる 。 手持 
ンド セル が 大 型 の た め 、 機動 性 と 之 動 性 は 高く な い , 


BRR 


ал, 


電撃 勢 を 補 定 させ る た 
DAMIRA: 


пшр 8 


ド ( 低 重心 表 勢 用 ジャ ッ — 


キ ) を 装備 。 BACH 
Е 
ГИЯ 


ドム の 高速 移動 能力 と 大 型 支 援 火器 の 融合 


その 名 称 か ら 推測 で きる よう に 、 ド ム に 支援 用 火器 を 固 
走 砲 的 派生 機 が ドム ・ キ ャ ノン で ある 。 МА 
回 移動 する ドム に 随伴 で きる 支援 兵器 が 存在 
た た め 、 開発 され た と 見 られ る 。 

ー ス と な っ た の は 増加 生産 され た ドム ・ ト ロビ カ 
ル ・ テ スト タイ プ で 、 ザ ク ・ キ ャ ノン の デー タ を 参考 に 開発 


m в э 


長 栓 身 の ロ ング ・ キ ャ ノ 
EET SME, 
頭頂 部 の アン テ ナ の 府 


ラン ド セ ル yrs VO 
ВЕКОВ 
A 
И тазаа сш 
ジス テム で 直る 


され た 専用 キャ ノン パッ ク を 搭載 し た 。 ドム ・ ト ロ ピ カル ・ テ 
スト タイ ブ が 原型 機 に 選ば れ た の は 、 育 部 の 構造 上 、 キ ャ 
フン パッ ク の 搭載 が 容易 だ っ た た め と 推測 され る 。 

BE. АРЛАРДЫ НЕНЕН АА 
単 砲 仕様 を 装備 し た 機体 に は MS-09K-1、 複 砲 仕様 を 装 
備 し た 機体 に は MS-09K-2 の 型式 番号 が 付き され て いる 。 


複 衝 仕様 の キャ ノン パッ ク を 措 載 し た タイ 
Z. キャ ノン パッ ク と カラ ー リ ング 以外 、 単 砲 
仕様 E の 外見 上 の 違い は な い が 、 


Ай! 
ZMP. 


クー マシン ガン ) ORHAN BU, 


る 点 は 地球 連邦 軍 


、2 門 と も ラン ド セ 


ル の 右側 に 装備 する 点 が 特殊 で ある . 


AD 


肩 部 キャ ノン 砲 

ГТ ТЕРЕК 
аер, На 
MY: 


PIER TOMA [y 
DERE ERLE И 


の 向き を 変え ず と も 広 
алво е МУ 
クー デザ ー ト タイ ブ で も 
採用 され た h 


ラン ド セ ル 

аянар 
ク ・ キ ャ ノン 用 に 近 
„ат. жа» 
жж 
化 きれ た 。 キャ ノン 
BIEN TS. 
TEARS EB Sk 


上 きく な っ て いる 


Ma 92,515 132-10 


機動 戦士 ガン ダム SEED VS ASTRAY 


Г СІЛЕСІ 


ガン タム アス トレ イ | ии 
м = ミラ ー ジ ュー ム Ше | mwa" — 
Sy LD | 
) ты 


装甲 材質 VPS 装甲 
武装 ЕТ LD RAE: 


ムイ ー ゲ ル シ ュ テル ン 』 x2 パピ ー ム 

ライ フル “ビームサーベル X2 A 

羽 々 斬 (アメ ノ ハ バキ リ ) /Ау-Ех2 
他 


搭乗 者 ロ 


ІШ COMPARISON CHART 
5 x 


可変 機構 
限定 航 な が ら 可変 機構 を 探り 入れ て お 
у. жж ンダ ー モ ー ド (回 ) 


けた MS で ある 。 ` 4 

用 し 、 自 国防 衛 用 の M 7 fs 5 CHS. 
装甲 と 外部 フレ ー ム は VPS 装甲 に 
ジュ コロ イド の 併用 で 外見 を 自在 


備 兵部 隊 サ ー ベ ント テー ル の 重 
タ 収 集 を 化 が 施さ れ 、MBF-P05LM2 ミラ 
れ て お り 、CE.73 に 


[ТЕЕ 


MECHANIC FILE 


а 9 交 人 自在 の 外見 と 指揮 用 近接 戦闘 用 へ の 形態 変形 機能 


オリ ジ ナ ル の アス トレ イ と 比べ て 、 頭 部 は アン テ ナ が 変更 М グラ ディ エイ ター モー ド 
され 、 腕 部 " 脚 部 に 武装 が 増設 され て いる 。 この 外見 と 比 anosa, manoram 
<. 内面 は 大 きく 変更 され た 。 PARES THRILL, МОУ 
甲 素 材 と する が 、 本 機 は すべ て VPS 装 甲 に 置き 換え る と 同 した が кюйле.» E 
時 に 特殊 ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド を 搭載 。 双方 の 技術 を 併用 する онаст TON. HAE 
こと で 外見 の 形状 と 色 を 自在 に 変更 可能 と な っ た 。 COM Мои 
能 こ そ が 「 ミ ラージ ュ 」 の 名 を 冠 する 理由 で あろ 2。 通常 は 友 
軍機 を 指揮 する こと に 長け た コマ ンダ ー モ ー ド で 運用 され る 
が 、 自 ら 戦闘 に 上 お 際 は ブル ー フ レー ム サ ー ド を 研究 し て 千 
られ た 形態 一 一 格闘 戦 に 特 化 し た グラ ディ エイ ター モー ド 
に 変形 する 。 また 、 レ ッ ド フレ ー ム が 持つ [ガー ベラ ・ ス トレ ー 
hI の デー タ を 基 に 造り 出し た 「 雨 羽 々 斬 (アメ ノ ハ バキ リ )] 
を 持つ 。 これ は 刀身 に VPS 装甲 材 を 用 い 、 親 る 対象 の 性 
錦 に 合わ せ て フェ イズ シフ ト す る こと で どん な 装甲 も 切り 裂く 。 


標準 的 な 武装 と し て オリ 
ジ ナ ル の アス トレ イ (жа 
ブル ー フ レー ム ) 共通 の 
ペー シッ ク な ビー ムラ イフ 
ル 、 対 ビー ムシ ー ル ド 
ビームサーベル を 持つ 


肉体 改造 を 必要 と する 対 セ カン ドリ バイ 特 化 機 


コー ディ ネイ ター の 反応 速度 で も 操 綻 不可 能 な ギ ナ の М タイ ラン トモ ー ド 
改良 ブラ ン を 実行 に 移し た 機体 。 その た め ギ ナ は 肉体 改造 каат, Ул 
を 己 に 施し て 搭乗 し た 。 書籍 の 第 二 版 を 意味 する 「 セ カン жиз пала * 
ドイ シュ ー] と 呼ば れる 本 機 は 、 ブ ルー フレ ー ム セカ ンド リバ バ кенесі. БЕ 
イ と の 戦闘 だ け を 想定 し て お り 、 超 至 近 距 離 で の 格闘 戦 に 。 セン サー の 強化 と な っ て いる 
特 化し て いる 。 頭 部 の ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド セ ン サー アン テ ナ 
は 強化 きれ 、 ВВ ジュ コロ イド を 散布 し 、 その 
動き を 把握 する こと で 空間 内 の 物質 の 動き を 感知 する 。 可 
変 機構 は 格闘 能力 を 追求 し た 結果 、 РИО 
ト (WR) モー ド へ の 変形 を 実現 通常 形態 は ギ ナ の バト ルス 
タイ ル に ちな ん で 「 タ イラ ント (RE) モー ド 」 と 呼ば れる 。 な 
お 、 セ カン ドイ シュ ー 移 行 時 に 一 部 パー ツ (A ソ ー ド ВЈ 

) を 外し て いる が 、 こ れ を 装備 し た 形態 が MBF-P05LM3 
アス トレ イ ュ フ レー ム サー ドイ シュ ー で ある 。 


バク ゥ や ガイ アガ ンダ ム 


な 向 
て 攻撃 の 回 避 が 可能 


Ш ブル ー ト モー ド | サー ベル ファ ング 
ОИК, жан 
2 


B SPEC (MBF-POSLM2 7 スト レイ ミラー ジュ フー ム セカ ンド イジ ュー) 


ED 


ЖШ C ソ ー ド A タ イプ 2. プ で ソー ド B タ イプ 2 
サー ベル ファ ング フィン ライ フル В 
Hawi (アメ アノ ハ バキ リ ) 7Smm 対 空自 
動 パル カン 砲塔 シス テム [イー ゲル シュ テ 
ルン ] x2./ ビ ー ム ライ フル ビーム サー ベ 
Wx 

所 属 ライ ブラ リア ン 

搭乗 者 ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハケ 


W COMPARISON CHART I COLOR 
20m 


Рик 


画 フィ ン ラ イフ ル 

フォ ビ ド ゥ ン ガ ンダ ム の 「 ゲ シュ マイ ディ ッ ヒ ・ パ ン 

ツァ ー」 を 攻撃 用 に 転化 し た も の 。 2 枚 の フィ ン 間 に 
РА 


ЛИНЗАНЫ 2177 
し な が ら 連 続 攻 掌 を 仕掛 ける 
必殺 の 「 ブ ルー ト ・ フ ォ ー ス ・ 
アタ ッ ク 」 が 可能 


V ガ ンダ ム 
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YSnW нап 49 риполуоев IOLVS IHOVY Aq 1093 1210906, ІЯОВПУ IHOINA ÁQ 10100 JAY 09NIHS q uolelsnil “7 を |74 
ECEN 


VQNI9 AHOLIIA 


КҮПІ 


アタ リ 文字 数 あたり 


m е g № SPEC A 
V ガ ンタ ダム 4 а 
| VICTORY GUNDAM 3эл2-Нл 770e UU 


胸部 ィ ン > 
ТЕПТЕ; ー バ ハットン オリ ファ ー・ イ フエ fh 
し て LM312VO・ 


п COMPARISON CHART Ш COLOR 


関連 ファ イル 

ザン スカ ー ル 帝国 に 抵抗 する レジ スタ ンス 組織 「 リ 
ガ ・ ミ リティ ア ] に よっ て 開発 され た マル チ ブ プル (АШ) LM312V04 は 、 パ イロ ッ ト が 搭乗 する コア ・ フ ァ イ 
MS が 、 LM312V04 ヴ ィ ク トリ ー ガ ンダ ム で ある 人 機 の トッ プ ・ リ ム (ハン ガー) 、 ボ トム ・ リ ム 

正規 の 軍隊 で ある ザン スカ ー ル 帝国 軍 (ベス パ ) と ` 
比較 し て 、 リガ ・ ミ リティ ア は 小 規模 な 組織 で 軍備 面 で om 
Ъавн аА TUE. この 問 j. V0201 ウン 
題 に 対し 、 リガ ・ ミ リティ ア 幹 部 は 高 性 能 か つ 優れ と ブー ツ は 予備 も 生産 され て お り 、 破 壊さ れ て も 換装 if 


用 性 を 持つ 新型 MS・LM312V04 を 開発 する こと 容易 な 体制 が 整え られ て いた 。 これ に より 機体 は 高度 © © < 
断 する 。 戦い を 勝利 く "組織 の 象徴 "と し て 生み 出 な 対応 力 を 獲得 、 少 数 の 人 員 に よる 運用 を 可能 と し 、 =” 5 
で ある 。 


され た 本 機 は 、 歴 史 に その 名 を 刻む お 伝説 の MS「RX- 組織 の 大 き な 戦 力 と な . 
133-3 


コン バク ト 化 と 多 機能 化 を 目指 し た 各種 兵 装 


LM312V04 に 装備 され て いる 武器 は 、 ビー ム ・ ラ イフ ル や 田 ピー ム ・ ラ イフ ル 
ビー ム ・ サ ー ベ ル な ど 、 標 準 的 な も の が ほとん ど で あ る 。 これ LM111E02 ガン イー ジ と 
は 、 槍 動 性 や 汎用 性 に 優れ た 機体 で あれ ば 必然 的 に 中 共用 の ピー ム ・ ラ イフ ル 。 移 
近 中 離 で の 半 闘 が 多く な り 、 そ うし た 状況 に 対応 する 最適 の し Ci ライ フル 人 
式 器 と 判断 され た た め と 言え る 。 一 方 で 本 機 の 標準 武装 に 時 する こと も 可能 
は 、 コ ン パ クト 化 や 多 機能 化 と いっ た プラ ス ア ルフ ァ の 要素 
が 見 受け られ る 。 また 、 機体 各所 に 8 箇所 も の ハー ド ・ ポ イン ト 
が 設け られ て お り 、 直 接 ビー ム ・ ラ イフ ル を ジョ イン ト し て 発射 
する な ど 、 多彩 な 軍用 が 可能 と な っ て いる 点 も 特徴 で あっ た 。 


コア ・ フ ァ イ タ ー と ブー ツ が 
МАЛ ТҮУ 
イタ ー。 MEON Ki 


4 ビー ム ・ ビ スト ル 
ピー ム ・ ラ イフ ル は 複数 の ユニ ッ ト か ら 
醒 成 され て お り 、 分 解 時 に は 基部 が 


ビー ム ・ ビ ピストル と を る 


し て も 使用 可能 


うに ピー ム を 展開 する 。 Ж 
と な っ て お り 、 携行 性 が 高い 
Аа а 


(eve 
et ЕТ” 


) 
ア 頭 部 に 2 門 の 発射 口 持 つ バ ルカ 
w 


連 ミ サイ ル ・ ボ ポッド 
ント に 設置 し て 使用 | \《 
ок. LM312V04 
ЕЕ 

š. 


пл: 
Г 


ビーム ・ シ ー ル ド 発生 装置 内 に 、 
各 2 本 ずつ 収納 され て いる 。 Л 
身 状 の は か 、 ピ ー ム を 周 弄 に 展 
開 し て 使用 する こと も 可能 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 


= 


| 4 取り 出し 時 


MS 同士 の 格闘 戦 に は 欠か せな い | 
ビー ム ・ サーベル 。 サー ベル を 持っ 
は 手首 を 回 転 させ 、 ビー ム ・ シ ー 


LAG, 太陽 発電 新星 ハイ 
本 され て いた も の を 回 収 し て 使用 し : 


248. コア ・ フ ァ イ ター 形態 時 に も 
使用 可能 。 TOM, MEER 
1 回 転 させ 任意 の 方 向 に 発射 で きる , 
& м ピー ム ・ シ ー ル ド 発 生 装置 の 小型 化 に よる 運用 性 の 向上 
U.C.O150 年 代 に 運用 され る MS に と っ て 、 ビ ー ム - シ ー 較 ピ ビーム ・ シ ー ル ド 発 生 装置 
ルド は 標準 の 防御 兵 装 と な っ て お り 、LM312V04 も 装備 す — 多角 形 で 板 状 の 発生 装置 が 朋 部 に 設 
る 。 また 、 本 機 の ビー ム ・ シ ー ル ド 発 生 装置 は 従来 の も の と ксн Жин 


HATES, у7->у{9-МйюнсЫнн& "ы Meent À 
を 防御 する こと が 可能 な 機構 と な っ て いた 。 ン W 
5 と 


展開 時 
жашан, ピー ムシ ー 
ルド の 展開 サイ ズ は 従来 型 と 同等 の 
面積 を 誇る \ 


と 展開 シー クエ ンス 
ビー ム ・ シ 2 
分 カバ 
BEL TH. さらに ビーム 発 
生 部 が 中出し て 使用 可能 と る 。 


画 マニ ビュ レー ター 


マニ ピュ レー ター は 、 リガ 
Фон. 指先 に は 接 和 回 線 用 の マグ ネッ ト - 7” 
ンカ ー と ケー ブル を 内 戴 し て いる 


コク ピッ ト 水平 型 コク ピッ ト 式 の コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム 
LM312V04 は 、 コア ・ フ ァ イ ター を 機体 管 制 の 中 枢 と する 画 内 部 
コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 採用 し て お り 、 専用 コク ビッ ト が 搭載 
され で いる 。 本 機 で は 、 コ ア ・ フ ァ イ ター 時 に お ける コク ピッ ト の 
水平 位置 を 維持 し た まま コア ・ ブ ロッ ク に 変形 ・ 合 体 で きる 点 
が 、 他 の ガン ダム ・ タ イプ MS と 異な っ て いる 。 


従業 の コア ・ ブ ロック の よう 


コア ・ フ ァ イ ター 時 の キャ ノビ ー が その まま MS 
時 の モー ター・ ス クリ ー ン と な る 。 伸縮 回 転 
YOR RUS 348 FB BOD, 


コク ビット の 乗降 ギミック 
は 、 コ ア ・ フ ァ イ ター の 変 
形 機 村 を 利用 し た も の 。 コ 
タビ ピッ ト が 前 方 に せり 出し 、 
キャ ノビ ー が 前 方 に スラ イ 


ド する < と 
り 降 り 可能 。 a 
Beret 
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СІЛЕСІ! 


CORE-BOOSTERT INTERCEPT TYPE イン ター セフト タイ ク + 


Ол 


nD 
A 


コク ピッ トブ ロッ ク 


テー ター 上 
2525-8) ーー 
ШЕГЕ 1 
所 属 地球 連邦 軍 
ж: 


we awe 


am am ism 10m Sm om № 


高 高度 で の 迎撃 機 と し て 進化 し た コア ・ プ ブー スタ ー の 発展 型 77 


RX シ リー ズ の 中 核 ユ ニッ ト と な る べく 開発 され た FF- ある コア ・ ブ ー ス ターII イン ター セプト タイ ブ は 、 後 部 ユ 


X7 コア ・ フ ァ イ タ ー は 、 戦 闘 機 と し て も 高い 性 能 を 有 し 
て いた 。 主力 MS の 登場 に よっ て 、 コ ク ピ ッ トモ ジュ ー ル 
と し て の 役目 は な <: の の 、MS の 戦闘 支援 を 行う 
戦闘 機 の コア に 転用 され 、 そ の 語 脈 を 保っ . 
イタ ー を コク ピッ ト ユ ニッ ト と し 、 後部 に メガ 粒子 砲 と 
スタ ー ユ ニッ ト を 装着 し て 誕生 し た FF-X7Bst コア ・ ブ ー 
スタ ー は 、 MS と の 同時 運用 で その 運用 性 の 高 さ 、 後部 
ッ ト 交換 に よる 戦闘 機 と し て の 発展 性 を 示し た 
そう し た コア ・ ブ ー ス ター の パリ エー ショ ン の ひと つ で 


た め の 迎 撃 戦闘 機 と 
機体 で ある 。 その 
装備 は 、 敵 機 の 接近 に 即応 で き 速力 と 上 昇 性 能 を 獲 
得する た め の も の で 、 さら に 武装 の 面 に お いて も 大 気 園 
高 英機 を 確実 に 撃墜 する こと 
が 可能 な 対空 迎撃 装備 が 追加 され て いる 。 
この 機体 は 、 一 年 戦争 の 後期 に 配備 され 、 地 球 連邦 
軍 の 最 重要 拠点 で ある ジャ ブロ ー の 空 を ジオ ン 軍 の 侵 
攻 か ら 守 る べく 活躍 し た 


車輌 も MS の サ 
使用 され 続け て 
! 軍 で は MS の 登 
аел 用 いら れ た 


Ey ВСЕЖЕ AOR 


本 機 は 、 度 で の 対空 迎撃 戦闘 の た 
X7Bst コア ・ ブ ー ス ター か ら 大 きく 変更 され 
変更 点 は 、 推進 性 能 と 
жле 
加 ブ ー ス ター) の 装備 で ある 。 また 、 新た | 
イン ・ エ ンジ ン ・ ブ ロッ ク に 
Fa, а 子 戦 に 対応 する た め の ポ ボッ ド が 装着 され 
て いる 。 高 威力 だ が 、 蒸気 な どの 影響 を 受け や 
すく 、 エ フィール ド な どの 防御 手段 の ある メガ 粒子 砲 で は 
な く 、 被 衝 させ れ ば 確実 に ダメ ー ジ を 与え られ る 機関 礁 を 
RRL WAH, MERE FOLOO DEBI МЕ 
た 装備 


上 に 配置 きれ 
カナード 人 


ТҮРЕВІ-МВТ em .......... 


白 動 装填 装置 に よ 


№ SPEC ІШ COMPARISON CHART 


る 155mm2 oe ABROR も あっ て 、 地球 : 邦 軍 の 主力 MS か 誕生 する まで 
は 、 地 上 に お いて 唯一 ジオ ン 公国 軍 の MS を 撃破 可能 な 攻撃 


式 採用 か ら 18 年 が 経過 する 中 で 、 複 数 の パリ エー ショ ン が 開発 され て お り 、 配 備 さ 


ma- tarz 1336 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


第 一 世代 MS 発展 へ の 道筋 を が し た 傑作 機 の 性 能 と 真価 


RMS-108 マラ サイ は 、 地 球 連邦 軍 ( ひ いて は ティ ター 
ンズ ) の 所 属 機 で は 、 初 め て 装甲 材質 に ガン ダリ ウム 合 
人 金 を 使用 し た 機体 で ある 。 同 素材 の 採用 は 機体 重量 の 
大 幅 な 軽量 化 を 実現 し 、 さ ら に 開発 陣 は ベー ス 機 で ある 
RMS-106 ハイ ザッ ク の 問題 点 に つい て も 修正 に 成功 し 
RMS-106 は 高い 汎用 性 と 生産 性 を 兼ね 備え る 機体 
、 同機 が 抱え て いた ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 問題 は 、 新 
素材 を 持ち 得 な か っ た 連邦 軍 開 発 陣 に は 克服 で き な い も 
の だ っ た 。 だ が RMS-108 は そこ か ら の 脱却 を 果たし 、 ペ ー 
ス 機 の 利点 を 維持 し つつ 第 二 世 代 MS 発 展 へ の 道筋 を 


示し た 。 グリ プス 戦役 中 期 以降 は 多く の 新鋭 機 が 出現 し 
た が 、 本 機 は 大 量 配備 に 成功 し た 最初 期 の 第 二 世 代 
MS と し て MS 開発 史 に 確か な 足跡 を 残し た の で ある 。 

な お RMS-108 は 、 ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 
(AE) の ジオ ン 公 国軍 系 技術 陣 に よっ て 生み 出さ れ た 
機体 で ある 。 本 来 は エゥーゴ に 納品 され る は ず だ っ た この 
機体 は 、 AE と の 政治 的 取引 に よっ て ティ ター ンズ に 譲渡 
され た 。 この 機体 が 思想 的 に 公国 軍 と は 対極 に ある と 言 
える ティ ター ンズ の 手 に 渡り 、 その 主力 を 務め る こと に な っ 
た こと は 皮肉 と し か 言い よう が な い 。 


(1) нЕ sm 118 


関連 ファ イル 


жор зҮ 
оао 


信頼 性 と 汎用 性 に 優れ た 1 ラン ク 上 の 射撃 ・ 格 闘 兵 装 


急速 な MS 閉 発 技術 の 進歩 に よっ て . 
と ビー ム ・ サ ー ベ ル は 汎用 MS の 標 


IMS-179 ジム I や RMS-117 ガル 
ライ フル は 、E パ ッ ク 方 式 を 採用 し て い 
また 新 主力 MS と し て 導入 され だ 
ー タ ー の 出力 不足 に より 複 


用 で き な い と いう 問題 を 抱え て 
況 下 に お いて 、E パ ッ ク 方 式 の 
ピー ム ・ ラ イフ ル と ビー ム ・ サ ー ベ ル の 同時 運用 を 可能 に し 


本 機 に 搭載 され た 武装 は 決し て 突出 し た 火力 を 有 し て 
は な い が 、 グ クリ ブス 戦役 初期 の 機体 と し て 
部 類 に 入る も の だ っ た 。 それ ゆえ 、 エリ ー ト 部 隊 テ ィ ター ン 
用 する に 足る 機体 と し て 活躍 の 場 を 得 た の で ある , 


運 ) 


BERN 


iE. 
б バック 。 RB PRIDDY TM 
る 際 は 、 下 方 か 5 コネ 
方 に スラ イド する こと で ! 


成功 し た ジェ ネ 
№. (ее 


EMT BIRET: 


防御 兵 装 公国 軍 系 MS の コン セプト を 反映 し た 開発 陣 の 意欲 


RMS-108 の 開発 に は 、 一 年 戦争 後に AE に 吸収 合 億 
され た ジオ ン 公 園 の メー カー で ある 旧 ZEONIC (ジオ ニッ 
ク ) 社 系 の スタ ッ フ が 携わっ て いた 。 その た め 本 機 の フォ 
ルム は 、 ガン ダム ・ タ イプ と は 対極 に ある と も 言え る 「 公 国 
軍 系 MS」 の イメ ー ジ を 色濃く 受け 継ぐ も の と な っ た 。 AE 
は 、 デ ザイ ン だ け で な く 機 能面 に お いて も 公国 軍 系 MS の 
コン セプト を 取り 入れ る こと で 、 さ ¿S S= 
ZOMG EOS, 800-79. БИШ 


の シー ルド で ある 。 防御 兵 装 に つい て 、 連 邦 軍 系 MS の 伝 
統 で ある 手持 ちの オプ ブシ ー ル ド で は な く 、 国 定式 の 
シー ルド を 肩 部 に 配 し た 構造 は 、 腕 部 の 可動 範囲 を 確保 
する と いう 利点 が あっ た 。 また 、 スパ イク ・ ア ー マ ー は 接近 


その 独特 
的 背景 に 縛ら れず 、 性 能 の 追求 に 稚 し た 
る と ころ が 大 きか っ た よう だ 


Ш 肩 部 スパ イク ・ ア ー マ ー 


Т 


DEM THEAE HEH OMB 


E желк 


E 


耐 ビー ム ・ コ ー テ ィング きれ た 


ЕВ Oath CME 
ФЕ, FIR MERA CED 


kpt sbs g MS-108 の 運用 性 と 戦術 の 幅 を 広げ た 多彩 な オプ ショ ン 装 備 


グリ プス 戦役 期 に お ける 急速 な MS 開発 技術 の 発展 
а. 同時 に その 運用 性 や 戦術 の 幅 を 広げ る オプ ショ ン 装 
備 の 進歩 も 促し た 。 パリ ュー ト ・ シ ステ ム は その ひと つ で 
あり 、MS 単 体 で の 大 気 園 突入 を 可能 と する 画 期 的 な オ 
うし た オプ ショ ン は 、 運 用 上 の 利便 
性 を 考慮 し て 他 機 種 と 共通 の 規格 を 有する も の が 多く 、 
HMS-108 が 運用 し た パリ ュー ト ・ シ ステ ム も 、HMS-106 
や RMS-117、RMS-179 と いっ た 主要 な MS と 共通 の も 


闘 に 用 いる オプ ショ ン 装 備 と し て は 、 ダ 
ミー・ バ ルー ン が 挙げ られ る 。 とれ は MS の 形状 を 大 か に 
模 し た パル ー ン で 、 敵 の 提 乱 に 用 いら れ た 。 さら に ダミ ー・ 
バル ー ン の 中 に は アボ ポジ モー ター を 内 蔵 し た も の や 機雷 を 
内 蔵 し た も の 、 さ ら に RMS-108 の 形状 を 模 し た も の も 確認 
され て いる 。 も と より パラ ンス の 取れ た 性 能 を 有する RMS- 
108 は 、 こ うい っ た オプ ショ ン 装 備 も 活用 する こと に より 、 長 
く テ ィ タ ー ン ズ の 戦力 の 中 枢 を 担 存 在 と な っ た 


ЖМБ 


КТ 


ティ ター ンズ の 戦力 を 支え た 運用 性 と 機体 性 能 


RMS-1 063th £B A CHES ARMS-1 0815, Ж 
を 克服 する こと を 至上 命題 と し つつ 、 ペ ー ス 機 と 同様 の 
汎用 性 を 引き 継ぐ こと に 成功 し た 機体 で あっ た 。 生産 
性 も 高く 初期 開発 機 が AE か ら 課 渡さ れ て 以降 、 生 産休 
制 の 整備 が 迅速 進め られ 、 テ ィ タ ー ン ズ の 戦力 を 支え る 
こと と な っ た 。 公国 軍 系 MS の 特徴 を 強く 受け 継い だ 本 機 
が 連邦 軍 の エリ ー ト 部 隊 で ある ティ ター ンズ に 肛 け 入れ ら 
れ た の も 、 主 力 MS と し て の 高い 運用 性 と 機体 性 能 が あっ 
て の こと だ ろう 。 グリ ブス 戦役 中 期 以 降 、 テ ィ ター ン ズ は さ 
ま ざ ま な 主力 MS を 運用 し た が 、 中 で も RMS-108 は 最も バ 


ラン ス の 取れ た 性 能 を 有する 機体 で あっ : 
と し て 期待 され た RMS-154 バー ザム の 配備 
も あり 、 本 機 は 長く 主力 MS と し て 活躍 する こと と な っ た 

な お 、 そ の 操作 性 は 非常 に 癖 の 少な いも の で 


イロ ッ ト の 語 練 機 と し て も 運用 され て いる 。 а 
崩壊 後 、 少 数 が ネオ ・ ジ オン に 接収 され て お り 、 第 
次 ネオ ・ ジ オン 戦争 末期 の 内 乱 に お いて も 運用 され て い 
Bo そう し た 事実 か ら も 、 本 機 の 優秀 な 連用 性 と 機体 性 能 
を 窟 い 知る こと が で きる だ ろう . 


HMS i088MSD 


重機 と し て の HMS- 108 


RMS-108 は MS と し て 突出 し た 性 能 を 持た 
Кали. НЕВЫ: 
グリ プス 戦役 中 期 か ら は 訓練 機 と し て 
れ 、 多 く の 新人 パイ ロッ ト が 搭乗 し た 。 RMEL 
の で ある , 


ペー ス 機 で ある RMS-106 の 
И Зи 
Ris, MANDO 
術 の 理解 を 高め る うえ で 
大 い に 役 立っ た と 言わ れる 


パプ テマ ス ・ 


mate Fo B 
バイ ロト 候補 生 、 サ ラ ・ ザ 
Erot KOMMA Ë 
REMUN, TOMOR 
БЕТ ae 
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モビ ルス ー ツ バリ エー ショ ン 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : MS-07H グフ 飛行 試験 型 /M8-07H-4 グフ 飛行 試験 型 (H-4) ГІ н] swe 224 


Я та I SPEC -us.o7 cour понт TEST түре N SPEC us. шие FUGHT TYPE (нч) - 
MS-07H グフ 飛行 試験 型 全高 — (Я 18.4m) 全高 — ИИ 188m) 
pa GOUF FLIGHT TEST TYPE JS эю 285 2 


2223-ЯЛ — 2243-ЯЛ — 


装甲 材質 超 硬 ス チー ル 合 金 装甲 材質 起 宣 スチ ー ル 合金 
BR ジャ イア ント ・ バ ズ 5 連装 フ ィ 武装 5 連装 フィ ン ガ ー・ ロ ケッ ト x2 
ン ガ ー・ ロ ケッ ト x2 BIR ГЕЛ] 
унахад. РЖ ジオ ン 公 国軍 
所 属 ジオ ォ ン 公国 軍 HRB フラ ンク ・ ペ ベルナール 
шіт! ・9 ォ ン ・ ダ イク 他 


M COMPARISON СН ate E COLOR 
on mir MS-07H GOUF FLIGHT TEST TYPE 


ТЕКСІ рик 


MS-07H-4 GOUF FLIGHT TYPE (H-4) 


Өн мж жн 
OW 


グフ 飛行 試験 型 
= = (H-4) 


飛行 型 MS の 始祖 た る グフ ・ バ リエ ーション 


ノン オプ ショ ン で の MS の 飛 : жоқ. Исковое 
が 、MS-07H グフ 飛行 試験 型 で ある 。 大 気 圏内 に お け 7 
る MS の 移動 能力 の 低 さ を 解決 する た め に 開発 され た 。 
充分 な 飛行 性 能 は 得 られ な か っ た うえ 、 性 能 向 д 
上 型 の MS-07H-4 は 空中 爆発 事故 を 起こ し て いる 。 ンド セル に は 小型 な が ら も 一 
グフ 飛行 試験 型 の 特徴 は 、 徹 底 し た 推進 器 の 強化 に た 。 両 腕 の 固定 兵 装 を フ 
セル 搭載 推進 器 の 大 型 化 、 腰 部 補助 ブー b, ВЕРОНА, № 
エン ジン の 集中 を 意識 し た こと が 一 因 と 思わ れる 。 & 
特に 脚 部 は 、 後 発 の F ム を 思わ せる べ 。 ル ダ ー ア ー マ ー を 、 整 流 効果 を 意 
ル ボ トム 型 と な っ て 強力 な 推進 カ を 寂 わ せ か 、 腰部 に 可動 式 の ペン トラ ルフ ィ ン を 


MECHANIC FILE 


MS の 単独 飛行 を 目的 と する 推進 器 群 


グフ 飛行 試験 型 の 構造 上 の 特徴 は 、 ラ ンド セル 腰部 
PUBIC ML LBA THESIS. その 推進 力 を 
活か し た 飛行 を 目指 し た わけ だ が 、 本 機 の 飛行 特性 は 一 
般 的 な 航空 機 の よう に 一 定 の 巡航 速度 を 保つ も の で は な 
ィング ・ ギ ア を 兼ね る 脚 部 を 使っ た ジャ ンプ 飛行 


方 式 だ っ た 。 
本 機 の 開発 は 、 グ フ に 飛行 能力 を 付与 する プラ ン と し て 
承認 され 、 サイ ド 3・29 バ ンチ で 開始 され た 。 この 際 、 開発 
班 ヒ し て アイ ザッ ク ・ ウ ー ミ ヤッ ク 大 休 を 中 村 と する チー ム 
が 編制 され て いる 。 計画 が スタ ー ト し た 時 期 は 、MS-07A 
グフ A 型 の 配備 開始 と 重なっ て いた た め 、4 機 の 非 量産 
仕様 機 (YMS-07A プロ ト タ イプ ・ グ フ 3 機 と YMS-07B 7 
フ 先行 量産 型 1 機 ) が 原型 機 と し て 提供 され た 。 

改修 作業 を 終え た 4 機 は 地球 に 送ら れ 、 キ ャ リフ ォ ル 二 
ア ・ ベ ー ス と テス ト セ ンタ ー を 経て 、 アリ ゾ ナ の フラ ッ ト ネイ 
ル 空 軍 基 地 に 到着 し た 。 テス ト パ イ ロ ッ ト は 、 サ イド 3 の 航 
空 機 部 門 か ら 派遣 まれ た ビリ ー・ ウ ォ ン ・ ダ イク 大 尉 以下 
6 名 で 、 機体 移送 の 2 週間 後に 到着 し て いる 。 

テス ト パ イ ロ ッ ト の 遅 参 に より 話 験 は 短縮 され て いる 。 
最終 的 に は 、 調整 に 2 週間 、 テ スト 飛行 に 4 週間 、 テ スト 
結果 を 受け た 再 調整 に 2 週間 の 計 8 週 間 と いう 強行 スケ 
ジュ ー ル と な っ て し まっ た 


ШЕШ. san 


SRT yh TIO MRM TA 
WELAN. WA- BONES 
群 が 特 徴 。 グフ が 改造 ぶ ー ス に 選ば れ 
た の は 、 その 軽量 性 が 理由 だ っ た . 


推進 に よる 飛行 を 実現 + す へ 
る た め 、 ラ ンド セル の 大 弄 
тт 


OMANI: 
を 搭載 。 TRAM RKO 
RIRE た 


4 


Э) 


Ш 717 5А 
グフ 重 装 型 の よう ご | 
0. ан, ЦСР 
BEAR, 計 10 門 の 75mm 機 関 
aine ONE SWT Š. 


画 ロケ ッ ト 砲 

脚 部 に 内 蔵 し た 1 80mm ロ ケッ ト 
18, 各 肘 に 2 門 、 計 4 門 を 備え る 。 
VE ファ ン の 直上 に 搭載 する が 、 推 
ЕТТЕН 


RE74 


空力 面 と 脚 部 エン ジ 


38 回 の テス ト の 末 、 グ フ 飛 行 試験 型 の 計画 は 縮小 され 
た 。 高 高度 試験 を 行う まで の 十 数 回 も の トラ ブル 、 そ の 後 の 
テス ト で の 巡航 速度 の 維持 の 失敗 最大 出力 時 の 燃費 な 
ど が 問題 視 さ れ た た めで ある 。 3 号機 ペー ス の ドロ ッ プ タン ク 
搭載 型 MS-07H-2 を も っ て し て も 問題 は 解決 し な か っ た 。 

3 号機 と 4 号機 の み の 体制 で 続け られ た テス ト の 中 で 、 
4 号機 が MS-07H-4 に 改造 され た 。 H-4 型 (機体 名 その 
も の は 変わ ら な い ) は 空力 面 と 脚 部 エン ジン を 強化 し た 仕 
же, 滞空 時 間 や 降下 実 撃 時 の 運動 性 が 優れ て い 

H-4 型 の 単純 性 能 は 軍部 を 満足 さき せる も の だ 、 
脚 部 新型 エン ジン の トラ ブル が 続発 し 、 テ スト 開始 か ら 10 
Bik, 空中 爆発 事故 を 起こ し て し まう 。 аж. HAMMER 
А. テス ト パ イ ロ ッ ト の フラ ンク ・ ベ ルナ ー ル 中 尉 も 


ム へ と 発 属し て いく 


MORE INFO! 


【MS-07H シ リー ズ の 開発 の 流れ 】 


ン を 強化 し た 性 能 向上 型 
EEAS f 


に 空力 機構 を 備え 、 新型 


化 。 4 号機 は 、 唯一 グフ 先行 量産 穫 
(Е) か ら 改造 され た 機体 で ある 


Ш カラ ー バ リエ ーション 
таниши оена 
だ が 、 ピン ク と 白系 で り ペ イン ト さ れ た と 
も 言わ れる 。 4 号機 と は 別 の 橋 体 の 可 
能 性 も ある が 、 真相 は 不明 で ある 


т 
y 


№ フィ ン : 
3 号機 以前 と 同じ く 、 両 腕 は 接近 
RADI 

ある 。 Жейшінсестт/ 
カー トリ ッ ジ が 存在 し た と 言わ れる 


m ロケ ッ ト 砲 
BBO омвышжгпь, м 
部 の 新型 エン ジン が 大 型 だ っ た た 
Bh. Dr M80802 ted 
мася. 


АЛЯ 


バル カン 砲 で 


グフ 飛行 試験 型 の 開発 系 譜 | 
4 号機 の 空中 坦 発 事故 を 受け て 開発 が 中 

止 され た と 言わ れ て いた グフ 飛行 試験 型 だ が 、 

日 -4 型 を ペー ス に 研究 が 続け られ 、MS-07H-8 

ダフ ・ フ ライ ト タ イプ が 完成 し た 。 グフ ・ フ ライ ト 

タイ ブ は 空中 で の 運動 性 こそ 高 な い が 。 AU 

コブ ター の よう な 飛行 特性 を 持ち 、 単 独 で の 自 

ATOMS TAK. 残っ た グフ 飛行 試 

験 型 は 地球 連邦 軍 が 接収 し 、4 機 が グリ プス 

戦役 時 の ジャ プロー 防御 に 基 加 し て いる 。 


ジオン 公園 の 敗北 
で グフ 飛行 試験 型 
の 直系 機 は 途絶 え 
жб жил 
А 
飛行 能力 を 持つ 機 
体 が 実用 化 さ れ た 。 


MS-O7H-2 
3285 (H-2) 


ا 


| 2286085 (H-4) y 


MS07B.3 
グフ ・ カ スタ ム 
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MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : ZGMF-X999A ザク 量産 試験 型 


2 NF) REBEN -e 


装甲 材質 PS 装甲 
BR 大 口径 


№ COMPARISON CHART M COLOR 


NRD okr VY ОЯЗ 22М5 


ZGMF-X999A ザク 量産 試作 型 は 、ZGMF-1000 受け た ザフト は 次 世代 主力 MS の 核 動力 化 を 策定 し 、 ザ 
ザク ウォ ー リ ア や ZGMF-1001 ザク ファ ント ム の 前 段階 
に あぁ で ある 。 その 型式 番号 か ら 
ルナ イン ザク ) また は 9 ザク と も 呼ば れる 
ザク 量産 試作 型 最大 の 特徴 は 、 核 エン ジン と N ジ ャ 
PS 装甲 も 採用 し て お り 
を 画す る 性 能 を 実現 し た 
大 出力 か つ 半 永久 的 な 電力 供給 を 可能 と する 核 エ 
ンジ ン と N ジ ャ マー キャ ン セ ラー の 組み 合わ せ の 有効 性 


Lux 0 g すでに 完成 し て いた ザク の 基本 構造 と 新 武装 


核 エ ンジ ン 、N ジ ャ マー キャ ン セ ラー、 PS 装甲 の 採用 を Hl 武装 配置 

除け ば 、 ザク 量産 試作 型 の 機体 構造 は 後発 の ザク ウォ ー RAYISI 
リア ファ ント ム と ほぼ 変わ ら な い (ELERU RALTS. RHC 
は 、 それ ぞ れ が わずか に 異な る 仕様 だ っ た ) 。 НЕ BDU ашы ля 
N ジ ャ マー キャ ン セ ラー は 、 ユ ニウス 条約 の 杜 動 力 兵器 禁 射撃 位置 に スイ ング させ る 
止 条項 を 受け て 不 採用 と な PS 装甲 は 核 エ ンジ ン か 
ら の 豊富 な 電力 供給 を 前 提 と し た た め 、 制 式 化 さ れ た 量 
産 仕 様 機 は 通常 装甲 に 変更 きれ て し 

“に 完成 し て いた 機体 構造 と 異な り 、 武 装 は 過渡 期 
ルド こそ 量産 仕様 機 用 に 近い モデ ル 
格闘 兵 装 は 実体 刃 式 の 高周波 ブレ ー ド トマ ホー ク 
を 、 パッ ク パ ッ ク に は 大 口径 レー ル ガ ン 2 門 を 備え た 。 この 
ルド は わずか に 改良 が 施さ れ 、 高周波 ブレ ー ド ト 


が 装備 し た 。 大 口径 レー ル ガ ン は 廃止 され 、 代 わり に 腰部 
3 リン ド グ レ ネー ド 用 パレ ッ ト が 搭載 され た 。 


コー トニ ー・ ヒエ ロニ ム ス 
が テス ト パ イ ロ ッ ト を 揚 


© 大 口径 レー ル ガ ン 
バック バ パッ ク と 一体 化し た 高 初速 
озеки. 使用 時 に は 砲 
身 を 前 方 に スイ ング させ る 。 フリ ー 
ダム や ゲイ ツ R な どの ザフト 系 MS 
が 同系 の 火器 を 搭載 し た 。 


高周波 振動 する 実体 
で 目 便 に ダメージ を 与え る 

ЖИ. ダガー 系 主力 ザク ウォ ー リ ア ファ ント ム 用 と 
MS 程度 で あれ ば 容易 に ほぼ 同 ! (の シー ルド 。 TT 
шат. mem, \ に 可動 フレ ー ム 用 の 接続 部 


非 使用 時 に は パッ ク バッ 
20529108375. 


が ある が 、 量産 試作 型 は 中 央 
の ハン ドル を 介し て 装備 し た 


MORE INFO! 
新 世 代 機 へ 繋が る ザク 派生 機 


ユニ ウス 条約 を 受け て 通常 動力 機 と し て 完成 し た ザク 
は 、 ザフト の 主力 MS と し て 採用 され た 。 その 後 、 ザ クシ リー 
ズ を ペー ス に セカ ンド ステ ー ジ シリ ー ズ の 研究 開発 機 が 
試作 され 、 新 世代 機 へ の 架け 橋 と な っ た 。 


HETHOL LAS その 開発 
に は 、 ザ ク を 原型 と する 実験 
機 の デー タ が 用 いら 4 


ZGMF-X101S 2омғ-хзооса 


ザク スプ レン ダー プロ ヴィ デン スザク 
コア スプ レン ダー と デュ ー ト プロ ヴィ デン ス と ザッ シリ ー 
リオ ン ビ ピー ム 送 電 シ ステ ム 試作 


の 有効 性 を 実証 する た ゆめ に 
試作 され た MS。 イン パルス 
と 同じ <. 38-99, 


デュ ー ト リオ ン を 搭載 し 、 
ジェン ド の 前 身 と な っ た 」 


し た 試作 MS で あっ た 。 


ома + ラズ 133-12 
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MASS-PRODUCED QUBELEY ™ 
量産 型 キ ュ ベ レイ 


* ш 


г АМХСООДО „227 


ЖЕШ, Бла. > 


グレ ミー が 秘密 裏 に 開発 し 、 БС 
IS が AMX-004G 量産 型 キ ュ ペ レイ で ある 


を 編制 し て いた 。 同 部 隊 の パイ ロッ ト 用 
AMX-004G は 、 ジオ ン ー タ イプ 専用 MS 
AMX-004 キュ ベレ イ を ペー ス に 再 設計 され た 機体 
ある 。 基本 的 に は AMX-004、 お よび その マイ ナー チェ 


134-3 


型 | ? 


量産 тән 
キュ ベレ イ | зж жаннан 
MASS-PRODUCED QUBELEY || а бды 


装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 
BRE ランチャー 兼用 ビー ム ・ サ ー ペ 
ル メ 2 プア クティ ブ ・ カ ノン x2 ン ファ ン 
ネル x30 


頭 部 

AMX-004 は 細長 い 頭 部 後方 が 特 

徴 的 で あっ た が 、 本 楼 は 頭頂 部 に 

アン テ ナ を 装備 し た 構造 に 変更 され 
これ は アク ティ ブ ・ カ ノン と の 干 

渉 を 防ぐ た め と 考え られ る 


жаз 

肩 部 装甲 は ベー ス 機 と 同 ね 
計 4 枚 の ムー パブ ル ・ バ イン タ 
で 構成 され 、 高 い 機動 性 を 
押す る 。 各 バ イン ダー に 3』 
вожаи 
елата. 


| ê 

|ҡтнозн алмх-ооа- 
比較 し て スマ ー ト な 形状 で ある 
こと が わか る 、 マニ ビュ 

は 、 ペ ー ス 機 と ほ | 

な っ て いた よう だ 


背部 の ファ ン ネル ・ コ ン テ ナ は 、 ペ ー 
機 の も の より も 大 型 化し た 。 新た に 装 
され た アク ティ ブ ・ カ ノン は 、 未 使用 
は 砲身 が 下方 に 向け られ る 


関連 ファ イル 


AMX-004 
る オー трде Bw 


強化 を 中 心 と し た 改修 も 合わ せ て рей 


FILE PREVIEW 
3 反乱 軍 が 壊 : 
と 同じ 黒 に 近い 紺色 の 7 
EEE は ハマ ー ン 派 の 親衛 隊 
より ЕЗІ 言わ れ て 


MS 単体 で の 火力 の 向上 を は じ め 、 総合 的 に 強化 され た 武装 


AMX-004G は 、 ベ ー ス 機 より も 火力 の 増強 を 中 心 と し た 
改修 が 行わ れ た 。 AMX-004 は ファ ン ネ ル に よる オー ルレ ン 
ジ 攻 撃 を 主軸 に 据え た 機体 で あっ た た め 、 携 行 兵 装 な ど は 、 
最小 限 に 抑え られ て いた 。 本 機 で は 追加 兵 装 と し て アク ティ 
ナカ ノン を 装備 し 、 火力 の 増強 を 図っ て いる 。 本 装備 に よっ 
て 、 オ ー ル レン ジ 攻 撃 と 砲撃 を 組み 合わ せ た 攻撃 が 可能 と 
な っ た 。 これ に より 、 フ ァ ン ネル に よる 攻撃 に 加え 、MS 自 体 
の 攻撃 力 が 向上 し 、 総合 的 な 戦闘 力 が アッ プ し て いる 。 MS 
の 量産 に お いて は 、 生 産 性 も 考慮 し て ペー ス 機 よ り 性 能 を 
低下 させ る こと も 少な く な い が 、AMX-004G は 同等 以上 の 
性 能 を 確保 すべ く 開発 が 行わ れ た 稀有 な 機体 と 言え る 。 


AMX-004G で は 、 フ ァ ン ネ 
LORRI ROS 
т 


還 ファ ン ネ ルー ЕКЕНІН Шлик 
= — М ан ビー ム ・ サ ー ベ ル 


コン テ ナ が 大 型 化 され た 
DRIVER CBT, UMREN- 
ジジ 攻撃 は 、 極 め て 高度 な 火力 を 発 提 


画 アク ティ ブ ・ カ ノン 


アク ティ ブ - カ ノン は 」 


WEDS 


ga © 


“52% 


АЛЕ, q 
سا‎ r 


AMX-004G の 基本 的 な 構造 は ペー ス 機 に 準じ て お り 、 そ 
の フォ ルム も 基本 的 に AMX-004 を 踏 紅 し て いる 。 し か し 、 改 
修 に 伴っ て 細か な 形状 の 変更 が な され た 。 優美 な フォ ルム が 
た ペー ス 機 に 対し 、 本 機 は 戦闘 力 向 上 を 念頭 に 
強化 の 結果 、 や や 無骨 な シル エッ ト と な - 

AMX-004-2 お よび AMX-004-3 で は 、 サ イコ ミュ な ど 強 
化 人 間 の エル ピー・ プ ル 、 ブル ツー に 合わ せ て 調整 され て い 
to だ が 、 本 機 で は パイ ロッ ト で ある 強化 人 間 た ちの 個体 差 
が あま りな か っ た た め 、 個 別 の 調整 は 行わ れず 、 そ の 性 能 も 
全 機 で 共通 化 され て いる 。 


ペー ス 機 の 特徴 で も る 高い 
人生 性 は 、AMX-O04G で も 
その まま 受け 継が れ て いる 
ー パ ブル ・ パ イン ダー を 巧み 
CH. PREMER 
SORBET. 


画 頭 部 画 腕 部 
上 腕 部 か ら 独 立 し て ムー 
WT. 


Ш コク ピッ ト ・ ハ ッ チ 
外部 コウ ビッ ト ・ ハ ッ チ で ある 
eae а 
APE yh FOI 745. 
コク ピット の 位置 な ペー ス 横 と 
同じ な っ た 


見 られ た サイ コ š 
ИЕ. 
ZORDUEL TRIMBIC TF HOM EH A 


強化 人 間 の クロ ー ン 体 に よる 史上 初 の ニュ ー タ イブ 部 隊 


AMX-004G は グレ ミー が 秘 脱 理 に 差 成 し 
プ 部 隊 の た め に 用 意 さ れ た 機体 だ っ た 。 グ | 
ニュ ー タ イプ の 確保 と いう 難題 に 、 人 工 


絹 立 ちや 体格 が 酷 伺 し て いる と と か ら . この クロ ー ン ・ ニ ュー 
タイ プ は ブル や プル ツー の クロ ー ン (も し く は 彼女 た ちと 同種 
の 強化 人 間 が 母体 ) で ある と 推測 され る 。 

本 機 の パイ ロッ ト と な っ た 彼女 た ちの 大 半 は 、 グ レミ 


св 


S47 BMT 
の 指 控 下 で 出撃 。 その 際 、 少 
な く と も 9 機 の AMX.004G の 
зевать, ニュ ー タ 
イブ 専用 機 の 組織 的 な 運用 
ч, これ が 史上 初 で あっ た 


ー タ イブ 部 隊 は ジュ 
の 最終 決戦 の 場 


эй, 彼ら を 取り 団 み 戦闘 を 仕掛 け 
ФАмУх.О1Б ЕКА 


OME サンライズ 
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機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE 


MS 運用 理 諭 の 模索 が 生み 出し た 中 距離 砲撃 支援 用 MS の 意義 


MS は 本 来 、 人 型 な ら で は の 汎用 性 を 追求 し た 兵器 で 
ある 。 し か し 、MS 戦 術 が 確立 され て いな か っ た 衝 明 期 に 
は 、 自 兵 戦 用 や 支援 用 と いっ た 分 類 に 沿っ て 特 化 し た 
性 能 を 個別 に 付与 する 設計 思想 が 採ら れる ケー ス も 多 
か っ た 。 ミノ フス キー 粒子 の 登場 に よっ て 戦闘 距離 が 極 
端 に 狭まっ た 戦場 で 、 | 旧来 の 通常 兵器 が 担っ て いた 戦 
術 的 効果 を MS に 置き 換え る 試み が 、MS の 可能 性 と し 
て 模索 され た の で ある 。 そう し た 開発 環境 を 土台 と じ て 、 
一 年 戦争 期 の 地球 連邦 軍 が 開発 し た 中 距離 支援 用 
MS の ひと つが 、 RX-77-2 ガン キャ ノン で ある 。 


モビ ルス ー ツ : АХ-77-2 ガン キャ ノン 


RX-77-2 は 、 他 の RX シ リー ズ と の 連携 運用 を 想定 し 
て お り 、 そ の 戦術 思想 は 明確 に 設計 へ と 反映 され て い 
る 。 すなわち 、 大 火力 の 固定 武装 の 装備 と 近接 戦闘 用 
武装 の 排除 に よる 、 砲 撃 支援 用 MS と し て の 設計 で あ 
る 。 それ は 実戦 に お いて 確か な 実績 を 挙げ る こと で 支援 
用 MS の スタ ンダ ー ド と し て 確立 され 、 以 降 の 同系 統 機 
に も 大 き な 影 響 を 与え た 。 だ が 、 本 機 の よう に 戦術 用 途 
の 限ら れ た 仕様 は 、MS の 性 能 向 上 に 従っ て 次 第 に 姿 
を 消し て いく こと に な る 。 ゆえ に 、 本 機 は 開発 技術 が 未 
成 野 だ っ た 時 代 が 生ん だ MS と 評 す る こと も で きよ う 。 


し た 。 計画 の 中 で は 、 ガン ダム 
を は じ め と する 9 タイ プ の MS と 


(в) mebi sie 028 


те. 


Г ж * Sree ee ae ЛЕ ЕРЕН 


中 距離 支援 用 MS に 位置 付け られ る RX-772 は 、 240mm 
低 反動 キャ ノン 砲 を 主 武装 と し て 装備 し て いる 。 これ は 、 同 
U< 「RX 計 画 ] に よっ て 開発 され た 長 距 離 支援 用 の RX- 
75 ガン タン ク の 120mm 低 反動 キャ ノン 砲 に 比べ て 大 口 
жне, 有効 射 得 が や や 短い と され る 。 この 差 は 、 
MS と し て の 機動 力 を 維持 し て いた 本 機 が 、 RX-75 と は 異 
な る 運用 を 前 提 と し て いた こと の 表れ と 言え る 
た 、 本 機 に お いて は 和 柔軟 な 支援 戦闘 が 模索 され 、 携 
行 武 装 や オブ ショ ン 武 装 に よっ て その 補完 が 試み られ て 
いる 。 命中 精度 と 射程 距離 に 重点 を 置い た 専用 ビー ム ・ 
ライ フル や 、 脚 部 ハッ チ 内 に 収納 され て いた 
асаа Са は 、 
計 の 表れ で ある 。 な お 、 当 初 は ジェ ネ レー ター 出 


は 、 頭 部 内 の セン サー 群 と コ ・ プ ロ セ ッ サ 
担い 、 肩 部 の 火器 ター レッ ト は セン サー か ら の デー タ を 反映 
し た 自動 追尾 と ロッ クオ ン が 可能 だ っ た と 言わ れ て いる 。 


SEINE Oa 


AT var RROVED 
жағын. 7 “I47 
クー 攻防 


ҮЛГІ 


Мне T 
B70 вае зет 機体 を 固定 する ケー ス が 多く 見 られ 


画 射撃 兵 装 


SHOR EMEMUARKTT- ZONE, 射撃 戦 用 の も の に 限定 さ 


装備 する 唯一 の 近接 戦闘 用 武装 
で 、/ パ ルカ ン 想 の 例 に 漏れ ず 対 空 
Шр. 


ビーム ・ ラ イフ ル 
本 機 専用 に 開発 さ 
TENXBR-M 9al 


レッ ト は 換装 機構 を 240mm 低 反動 キャ ノン 
砲 以外 の オプ ショ ン 装 備 も 考案 さ Lav, 実用 面 の 問題 や 
HX:77-2 を 軍用 し た ホワ イト ペース 隊 が 想定 外 の 実 喜作 倍 を く され た 
こと か ら 、 それ ら の オプ ショ ン 工 装 は 積極 的 に 運用 され な か っ た 


MECHANIG FILE 


mM1 зе O28 


= 用 


RX-78-2 と RX-77-2、RX-75 か ら 成る RX シリ ー ズ MS 
は 、 そ れ ぞ れ に 白兵戦 中 距離 支援 / 長 距離 支援 の 役 
割 が 与え られ て いた 。 RX-75 と は 砲撃 支援 の 戦術 用 途 が 
重複 し て いる が 、 戦車 や 自 走 砲 の 延長 線上 に ある RX-75 
に 対し 、 本 機 は MS と し て の 機能 を 活か し た 支援 戦 開 を 旨 
と し て お り 、 そ の 違い は 明らか で あっ た 。 ホワ イト ペー ス 隊 
に お いて は そう し た 運用 構想 か ら 外れ た 戦闘 が 行わ れる 
ケー ス も 少な く な か っ た が 、 北 米 で の ガル マ ・ ザ ビ 率 いる 
部 隊 と の 戦闘 で は 想定 


RX-75 の 後退 を 支援 する RX-77-2 と 、 ホ ワイ トペ ー ス の 赴 控 を 行う RX- 
77-2 と RX-75。 電 術 用途 が 近い た めか 、 連 携 する こと が 多 か - 


RX シ リー スズ MS 同士 の 連携 を 想定 し た 運用 コン セプト 


Ш RX シリ ー ズ の 規定 行動 範囲 と ガン キャ ノン 


RX-78-2 規定 行動 範囲 


12, АХВ ЕНТ), ВХ-77-2 +O ЕШ! 
“лу. ERISENE NI OT SAMMUT 
5 ら と も 連携 する 可能 性 が あり 、 一口 に 中 距離 支援 用 MS と 言っ で 


で 、RX77 


СМЕА РЕ, АХУН 


は 他 の 2 機 と の 間 に 位置 する 。 その た 
で ある , 


開発 系 一 年 戦争 期 に 発展 し た ガン キャ ノン 系 列 の バリ エー ショ ン 


「RX 計 画 ] に は 、 主 力 MS 開発 を 視野 に 入れ た テス ト 
ケー ス と いう 側面 が あり 、RX-77-2 も 支援 用 MS の 鐘 形 と し 
で て 後継 機 の 開発 に 大 きく 責 献 し た 。 肩 部 に 固定 武装 を 配 
する 本 機 の 設計 は 、 同 系 列 機種 の アイ デア の ひと つと し て 
広く 採り 入れ られ 、 以 降 の 機体 に も 受け 継が れ た の で ある 。 

地球 連邦 軍 で は 、 本 機 の 開発 と 運用 を 経て 同系 機種 
の 開発 が 継続 され 、 一 年 戦争 中 に 複数 の 機体 が 完成 し て 
いる 。 本 機 の 量産 化 を 目指 し て 開発 され た RX-77D ガン 


キャ ノン 量産 型 や RGC-80 ジム ・ キ ャ ノン 、 性 能 向上 と 運 
用 性 の 拡大 を 目的 と し た RX-77-3 ガン キャ ノン 重 装 型 と 
RX-77-4 ガン キャ ノン な ど が 、 そ うし た パリ ン の 代 
表 例 に 挙げ られ る 。 し か し 、 こ れ ら の 機体 の 大 半 は 一 年 戦 
争 の 実戦 で 戦果 を 挙げ る こと も な く 、MS 開 発 史 に 埋もれ て 
いっ た 。 さら に 、 後 年 の 技術 進歩 に よる MS の 性 能 向 上 は 、 
相対 的 に 支援 用 MS の 有用 性 を 薄れ させ る こと と な り 、 本 
機 の 系 列 機 は 姿 を 消し て いっ た の だ っ た 。 


た 。 RX-77.3 は グリ 


画 ガン キャ ノン ・ タ イプ MS 開発 系 譜 (一 年 戦争 期 ) 


Steere } 


量産 化 を 計画 


RX-77-2 ガン キャ ノン 

支援 戦 開 を 想定 し た 重 装 甲 と 大 火力 ・ 中 射程 の 財 
EREBL та HILE REDDER 
MS, ЖАСА BERHANE A. 


MORE INFO! 


前 述 の よう に 、 時 代 を 経る に つれ て 有用 性 を 失っ て いっ た 
支援 用 MS だ が 、 実 用 化 当初 は MS 戦術 を 開拓 する 過程 で 
重要 な 役割 を 与え られ て いた 。 射撃 戦 に 特 化す る こと で 獲得 
し た 火力 と 制圧 力 は 、 汎 用 性 を 求め た 機体 に 勝る 長所 で あ 
り 、 MS の 連携 運用 の 一 牙 を 担っ た の で ある 。 

また 、RX-77-2 の 情報 を 得 た ジオ ン 公 国軍 も 同機 に 億 っ 
て 砲撃 支援 に 主 最 を 置い た MS の 開発 を 進め た 。 それ ら は 既 
存 機種 の バ パリ エー ショ ー と いう 形 が 採ら れ た が 、 地球 連邦 軍 と 
同じ く 徐 々 に 主流 を 外れ て いっ た 。 それ で も 、AMX-101K Я 
ルス K の よう に 、 そ の 未 譜 は 後 年 に 受け 継が れ た の だ っ た 。“ 


OLETTE 


$ 
下 離 支援 用 MS と し て は 成功 
し た 機体 の ひと つと 言え る 


ВХ-770 ガン キャ ノン 量産 弄 

コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム の 省略 や 後期 生産 型 ジ 
ム の パー ツ 流用 . RE MORE 
スト ダウ ン を 図っ た RX-77-2 の 量産 型 派生 機 。 


ビー ムキ ャ ノン 及び 
энне 


ВХ-77-3 ガン キャ ノン 重 装 型 

単独 、 あ る い は 同型 機 に よる 連携 運用 を 想定 し 、 
基軸 カカ と ペイ ロー ド を 向上 させ た パリ エー ショ ン - 
少数 が 量産 され 、 グリ プス 戦役 期 ま で 運用 され た . 


よっ て コ 


の 戦 癌 で も 確認 され た が - MERETE 
戦役 旭 に ジャ プロー 基地 に 配備 


て いた 


— 


RX-77-4 ガン キャ ノン I 
ЕЕ 


ML IERX-77 20H. HD 
айта талл 


中 距離 支援 MS の 有用 性 と 各 陣 営 に お ける 発展 


E MS-06K 
ザク - キ ャ ノン 
ン 公 国電 が 開発 し た MS-06 
жэр AA, биг 
邦 軍 に 接収 され た ほか 、 


ジオ ン 残 沈 軍 も 運用 し た 。 


п RGM-96X 

ジェ スタ キャ ノン 
ジェ スタ の 装備 パリ エー 
ショ ン 。 支援 月 MS と し て 
SH, және 
в) 


m FOS 
ダム F90 サ ポー ト タ イブ 
UC 0110 年 代 に 開発 きれ た か 
ELE EIERE 
ミッ ショ ン パッ ク の 装備 に よっ て 
Завет 


а. 9294 
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GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガン ダム ZZ) 


‚ АМХ:014 


= de oe 
基本 と な る 、 グ リ 


ダム Mk 
兵器 の 開発 を 
ム Mk-H を 徹底 的 に 解析 す 
いた レフ レク ター ビ 3 
可能 な 攻撃 敵 
に MRX- 010 サイ コガ ンダ ム Mk-I を 通常 の MS サイ ズ 


・ ジ オン は 、 サ イコ ・ 
o そし て 、 機 体 に 装備 され て 


た 機体 し て 、 AMX-014 ドー ベン ・ ウ ルフ を 完成 させ : 


ドー ベン ・ са к 
J DOOBEN WOLF | WOLF | 


(8) ТІЛЕКТІ 


g SPEC 
全高 25.9m (頭頂 高 22.0m) 
36.8t( 全 備 重量 74.50) 


装甲 材質 


ахо FEF a (ビー ム 
イフ ル 兼 用 ) 他 
F 


DARKGRAY 


バッ ク バ ッ ク 
тануы» 


する こと 全備 な くさ れる 。 そん な 最 中 tt 命 を 企 
[M] と 呼ば れる ネオ ・ ジ オン の 要 KEMERIT 
する ジュ ピ ト リス へ と 接近 し て い オ ・ ジ オン 残党 と 
て は 、 そ の 要 人 の 亡命 は な ん と し て も 阻止 し な けれ ば な 
ら ず 、 追 撃 任務 を 与え られ た の が 、 戦 後に 独自 の 改修 が 
施さ れ た ドー ë, 


TRENS, 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW 


220112 AMKO14 ド ー ベ 


к" 


RR / ORME 全量 問 の 高速 移 動 で の 追 上 


改良 型 の ドー ペン ・ ウ ルフ が 運用 され た の は 、 ジ ュ ビ ト 
リス へ の 定期 コン テ ナ の 運輸 ルー ト 上 で あっ た 。 地球 か 
ら 射 出さ れ 、 約 半年 後に 到着 する 木星 園 に 近い 場所 で 、 
命 者 が 乗る AMX-004-3 キュ ペレ イ Mk-T が 搭載 され 
た シャ トル を 攻撃 。 偶然 哨戒 任務 に 出 て いた MSZ-010S 
ZZ-GREMB, 戦闘 を 実施 する 。 この 際 の ドー ペン ・ ウ ル 
フ は 、 2 機 1 個 小 隊 で 編制 され て お り 、 装 備 も 機体 に 合わ 
せ て 改良 され た ビー ム ・ ラ イフ ル と イン コム で あっ た 。 Bik 
移動 する コン テ ナ を 追撃 する に あたり 、 大 型 の 火砲 と 有線 
に よる オー ルレ ンジ 攻撃 が 可能 な ドー ペン ・ ウ ルフ が 最適 
で あっ た の だ ろう 。 


ビー ム ・ サ ー ベ ル は 、 
Хиниу-з- 
に 配置 され て お り 、 


近接 戦闘 用 以外 
WARRE 

Е-ман/сыв 

用 する こと が で きる 。 


ジュ ピ ト リ ス へ の 要 人 亡命 回 止 作戦 は 、 2 機 の ドー ベン ・ ウ ル 
TEDY IIN KN: 
Fh TRANT 


ШЕ-л.2417/, 


マ ピー ム ・ ラ イフ ル 
形態 


Y メガ ・ ラ ンチ ャ ー 形 態 


単体 で の 使用 財 は ビー ム ・ ラ イフ ル 、 膝 部 メガ 和子 
砲 と 接続 する こと で 砲身 が 伸び て 論 口 が 展開 、 高 
出力 の メガ ・ ラ ンチ ャ ー と な る 。 


ЕРЕН ЛЕТІН ТИКА MMDEADS 


の 攻撃 が 可能 
て いる 点 も 特徴 で ある 


n MAAN FRESE MRO ER 


隊長 機 を 務め た ドー ペン ・ ウ ルフ は 、 


画 隊長 機 / 攻 撃 姿勢 
E-ha ITTERRAND DFN, BAS VORB 
И Е 


長 距離 を 高速 で 移動 する シャ トル を 追撃 する と いう 特殊 
任務 に 加え 、 木 星 圏 と いう 地球 より も 大 重力 な 場所 で の 
戦闘 を 行 、 追撃 隊 は 特殊 な サブ ・ フ ライ ト ・ 
(スペ ー ス ・ ド ダイ ) を 使用 し て いた 。 対 艦 戦 や 対 MS 戦 で 
使用 され る 通常 の SFS は 機動 性 を 重視 し た 形状 だ が 、 追 
撃 部 隊 が 使用 し た も の は 大 型 の 推進 問 が 機体 の 下部 に 
集中 配置 され た 推力 重視 の も の と な っ て いた 。 EK, BH 


特徴 。 下方 向 に 推 カ 
を 集中 する こと で 長 中 
„тына 
ис, 


эсере 
аскы: 


高 重力 で の 戦闘 に 対応 し た 特殊 装備 


Ш ドー ベン ・ ウ ルフ プス ペー ス ・ ド ダイ 使用 時 
通常 の SFS 使 用 時 は 、 機体 に 
沿っ て 宰 そ べ る よう な 実勢 と な 
る が 、 本 機 で は 移動 と 戦闘 の 
BAL, 立っ た 状態 で 有人 を 
固定 し て 使用 する 。 


る スペ ー ス ・ ド ダイ 


スペ ー ス ・ ド ダイ は 、 下面 

ABO HEAT IE, 

それ を 囲む よう に B 基 の 失 

進 器 が 配置 され て いる 。 
£ 


г E 
用 の 大 量 の プロ ペラ ント 
рата, 


ма 3X 
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ERA ID EER 
所 属 UE (ヴェ イ : 
搭乗 者 


W COMPARISON CHART № COLOR 
есеге 


に 向け が 強化 され る 


: ゼ ダス と 相対 | А 関連 ファ イル 
人 型 形態 か ら 飛行 形 fi う ケ ー ス が 見 られ た と い = 
態 へ の 可変 機構 を 備え て いる が 、 長 距離 р НЕОН IAN АСЯ 57- 
た ガ と 違い 、 ゼ ダス は 機動 性 の 向上 を 目的 と し て お た 通常 の 人 間 で は 不可 能 
り 、 MS 同士 の 戦闘 を 想定 し た | 8, 可能 と する "X ラ ウン ダー" で あ - 
その 戦闘 スタ イル は 
ッ グ ファ イト を 行い つ 


で た 。 現行 の コン 
よる 予測 を 上 回 る 機動 性 が 確認 され て お 


機体 構造 武装 "条約 破り " の MS を 仮想 敵 と し た 格闘 性 能 


「 銀 の 杯 条約 ] で 軍事 技術 を 放棄 し た 地球 連邦 軍 に 
比べ 、EXA-DB の 恩恵 を 受け た ヴェ イガ ン は 、 技 術 面 で 地 
球 連邦 軍 を 先んじ て いた 。 し か し 逐 し い 資源 や 火星 か ら の 
距離 を 踏ま える と 、 先 を 見 越し た MS 開発 が 必要 で あり 、 そ 
れ が で き な け れ は 地球 園 の 制覇 な ど 不 可能 で あっ 

その た め ヴ ェ イガ ン は 、 汎 用 型 を 中 心 と し た 近接 格 開 鞭 
型 / 高 機動 型 。/ 砲 撃 型 に よる フォ ー メ ーション 戦闘 を 想 


画 機体 構造 


ZETANS А Т” 


定 し た 開発 体制 を 確立 。 ゼ ダ ス は 、 対 MS 戦 が 主流 に な 
時 代 が 来る こと を 見 越し て 、 実 際 に 自軍 の MS が どこ まで 
地球 連邦 軍 製 MS ヾ る た め に 開発 され 
た 、 ワン オフ モデ ル の 機体 で あっ た と 推測 され る 。 
実際 ゼ ダ ス に は 、 増 加 装 甲 や 飛行 シス テム 、 ビ ピー ム キャ 
ノン 、 実 体 剣 な ど 同 時 期 に 開発 され た MS の 全 機 能 が 組 
み 込 まれ て お り 、 対 MS 戦 に お いて 一 定 の 戦果 を 挙げ た 。 


алави Ше 
НН ae ie 
жешс кызы. усно зата 
を 少な くす る と いう 意 加 も 含ま れ て いた 


起 下部 に ある 、 如 色 の 射出 品 か 5 発射 する ル ヒ し て も 使用 で きる 。 


m ビー ム バ ルカ ン 
掌中 央 に ビー ム バ ルカ ン を 内 蔵 
し て いる 。 VIT ADMIRE 
` Bro. ыстан) 
BEOR wa Е を 有する 。 また 、 ピ ビーム サー ス 


初 ス ペッ ク で は 上 回 っ て いた が 、 起 定 條 の スピ ー ド 
L ンダ ム AGE-1 に 、 READS Beat AR 


жез ЖА, 
た ビー ム バ ルカ ン が 主 兵 装 と な る 。 ゼ ダ ス 
ソー ド は 、 胡 部 後ろ 側 に 接続 きれ る た め 、 そ 
の シル エ 小 は 島 の 尾 の よう に 見 える 


N セ ゼ ダ スソ ー ド 

ビーム サー ベル と 同等 の 攻撃 力 を 持つ 、 AWOKE, А — 
筐 形態 で は 、 辻 の マウ ント ユニ ッ ト に 取り 付け て 使用 する 。 2 
ンダ ム AGE-1 の シー ルド を 切り 裂く ほど の 切れ 味 を 誇る 


X ラ ウン ダー 専用 機 と し て 改修 され た 機体 


ヴェ イガ ン と の 戦争 初期 に お いて 、 地 球 連 邦 軍 を 圧倒 
する 機動 性 を 発揮 し た ゼ ダス 。「 コ ウ モ リ 退 治 戦 役 ] に お 
いて は ガン ダム AGE-1 に 敗れ た も の の 、 ジ ェ ノ アス な ど 地 
球 連邦 軍 の 制式 採用 MS に 対す る 高 機動 性 の 優位 は 健 
在 で あり 、 戦 役 の 中 期 か ら 後期 に か け て は 、X ラ ウン ダー 
向け の 改修 機体 が 製造 され た 

改修 と は いっ て も 、 新 た な 武装 が 追加 な どの 大 規模 な 
も の で は な く 、 機 動 性 の 向上 と パイ ロッ ト に 合わ せ : 


ポテンシャル に 、 ゼ ダス R で は 検体 性 能 が 追い つか ず 、 
戦 開 に 支障 を 来 す 場面 も 見 受け られ た 

ヴェ イガ ン の 地球 侵攻 軍 が 、 地球 連邦 軍 総 司令 部 ビッ 
グリ ング を 壮 撃 し た 際 に は 、"“ マ ジ シ ャ ンズ 8" と 呼ば れる X ラ 
ウン ダー 部 隊 が 初め て 戦闘 に 投入 され た 。 彼ら は 黄色 の カ 
ラー リン グ を 施し た ゼ ダ ス M に 搭乗 し 、2~3 機 の 編隊 を 組 
AER, 抜群 の チー ム ワ ー ク を 発 撫 し 、 短 時 間 で 連邦 軍 
MS 中 隊 を 全 減 さ せる な ど 、 НЕО, 


増幅 され る 。 マジ シャ 
ンズ B が チー ム で 行 
動 す る 理由 は 、 ま さ 


ファ ルシア 同様 自分 の 
вы). > 
AAGE-26 攻撃 し た 


Ш хуу-хсг ЕЗ АВ 

高位 の X ラ ウン ダー で ある ゼ ハ ー ト 用 に 改修 さ 
! 体 。 スペ ッ ク 的 に は 、 ア デル 開発 と 同 
能力 が 向上 し た ガン ダム AGE ТУЕ 
に より さら な る 能力 向上 が 図ら れる 
が 満足 の いく 結果 を 科 ら れ ぬ ま ま 大 破 す る 。 


ー ト ルディ ア に 潜入 し た ゼ ハ ー ト は 、 
アセ ム が 通う 学校 に 転入 。 友 人 と な っ て 、 ガ 
ンダ ム AGE-1 の 捕獲 を 試み る が 失敗 し 、 最 
後 は アセ ム に 正体 を 明か し て 去っ て いっ た 。 


Ш xvv-xcm ゼ ダ ス M 
少な い 和 戦力 で 最大 限 の 戦果 を 得る 目 | 
Rank, ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 部 隊 “マジ 
シャ ンズ 8" DERB. X ラ ウン ダー 能力 
幅 さ せる "ミュー セル " EM [用 する ご こ 。 
その 能力 を 最大 限 に 発揮 する 。 


エリ ー ト を 自負 する パイ ロッ ト ら は 、X ラ 
рте улеа хс, H- ВИН 
BCs DIET EER 


- の 出力 も 向上 。 ガン ダム 
AGE-1 の 能力 を 受け 継い だ 量産 機 ア 
デル を 両断 する な ど 、 ヴ ェ イ ガン 製 MS 


ВИНЫ. китеш 
ЕАСИ 

i Ч 
нов SHAE RSNA 


ща. 31x ‘MBS 134-10 
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MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : MSJ-O6I-ED ティ エレ ン 軌 道 エレ ベー ター 守備 型 (м5) н] sm 


ティ エレ ン 
. 軌道 エレ ベー ター 守備 弄 ШШШ 


基本 構造 


тї 


сят Е 


RED 


用 の * イ ヤ に も 交換 可能 


の 表面 に 設け られ た カー ボン レー ル 輸 型 ホ イー ル (構造 的 に 関連 ファ イル 
MSJ-O6I-ED ティ エレ ン 軌 道 エレ い ) を 用 いる 。 
ғ ある 。 Ж カー ボン レー ル を 走る 者 

式 番号 や 機体 名 か ら 理解 で きる よう に 、 人類 革新 連盟 の の 、 射 撃 時 の 安定 性 が 極め て 

軍 の 主 カ MS ティ エレ ン の パリ エー ショ ン に あ 陽光 発電 シス テム か ら ‚тт 
А い 点 も 優れ て いる 。 潤沢 な 電力 供給 は 直 

装 に も 反映 され て お り 、 他 の ティ エレ ン ・ パ リエ ーション で 

ジュ ー の 最大 の 特徴 は 、 軌 道 エ レ の 採用 例 が な ! カノ ン を 装備 

設置 され た ル 上 を 走る 、 鉄 


道 車輌 型 の MS だ と い o レー ル と の 接続 に 


機体 構造 レー ル 上 の 走行 を 可能 と する 新型 肢 部 


ー の 改造 ポイ ント は 、 ほぼ 脚 部 に 集 
中 し て いる ( 他 の 部 位 は 、 背 部 構造 体 の 換装 、 肩 部 シー 
ルド の 設置 角度 の 変更 な ど が 行わ れ た 程度 )。 脚 部 は 新 
計 さ れ た も の で 、 軌道 エレ ペー ター 表面 の カー ボン 
レー ル に 機体 を 接続 し 、 走行 させ る こと が で きる 。 

各 脚 部 に は 鉄輪 型 の ホイ ー ル が 3 つ ず つ 、 左 右 合わ 
せ て 6 つ を 備え る 。 これ ら の 車 輸 と 脚 部 の 内 側 に カー ボン 
レー ル を 挟み 込む こと で 、 機体 の 脱落 を 妨 ぎ つつ 、 レー ル 
上 で の 走行 を 可能 と し た 。 レー ル 上 し か 移動 で き な い 制約 
こそ ある が 走行 速度 は 極め て 速く 、 模 擬 戦 で は “鋼鉄 の 
カウ ボーイ" エイ ミー・ ジ ン バ リ スト が 駆る GNX-604X アド 
ヴァ ンス ドジ ンク ス の 動き に 追 政 し て 見 せ た 。 

脚 部 は レー ル を 介する 給電 装置 で も あり 、 太 陽光 発電 
シス テム か 5 ら 潤沢 な 電力 供給 を 受け る こと が で きる 。 


/ 


MS を 多用 し た が 、 人 
HEGE ES 


機体 全体 が レー ル に 対し て 平 
Ako), вже 
ТА 
ARAB RMD, ВИЙ 
SUMS, 従来 の 機能 
は 他 の 部 位 に 移さ れ た 。 


B 移動 時 ・ メ ン テ ナ ンス 時 形態 
移動 時 や 軌道 エレ ペー ター の メ 
ン テ ナ ンス 時 に は 、 上 半身 を レー 
сайсан: (地面 に 対し 
て 平行 に | 倒す 。 ERENCE 


が 地面 方 向 を 向く 。 


BROIL 歩行 で き な い 
が 、 レ ー ル 用 ホイ ー ル を タイ ヤ 
に 換装 する こと で 地上 で も 運 
用 可能 。「 天 柱 FBO Га 
市 ] に は 本 機 専用 の パワ ー 供 


潤沢 な 電力 を 利用 し た 高 火 力 兵 装 


その 任務 上 、 テ ィ エ レン ジィ ー ジ ュー の 武装 一 一 股間 部 
の 30mm チ ェ イン ガン 、 肩 部 の ミサ イル ポッ ド . ABOUT 
アカ ノン ー 一 は 対空 攻撃 を 強く 意識 し た も の で ある 。 

中 で も 主 兵 装 の リニア カノ ン は 、 他 の ティ エレ ン ・ パ リ 
エー ショ ン で は 見 られ な い 装 備 で 、 DE’ HE BE! 
優れ る 。 ユニ オン や AEU の MS が 装備 する リニア 式 火器 
と 比べ て も 、 その 性 能 は 高い と 思わ れる 。 

大 電力 を 消費 する リニア カノ ン が 使用 可能 と な っ た 背 
景 に は 、 カ レー ル を 介し て 大 陽光 発電 シス テム か ら 
電力 供給 を 受け られ る ティ エレ ンジ ィ ー ジ ュー の 機体 特 性 
が ある 。 電力 の 制約 を 曇 けず 、 パワ ー チ ャ ー ジ の 時 間 も ほ 
無視 で きる 本 機 の リニア カノ ン は 極め て 強力 な 火器 で 
あり 、 模擬 戦 で は 徹底 的 な 連射 て ア ド ヴ ァ ンス ドジ ンク ス 
を 足止め し 、 接近 を 許さ な か っ た 。 


табататанк 
を 射出 する リニア 式 火 
B, ユニ オン や AEU 
で の 採用 例 が 多い 。 人 
BATHR MENE 
EEKE) 
まれ た 


地球 連邦 へ の 移行 


с? 


右前 腕 に 外装 する リニア 式 火 問 。 太陽 発電 シス テム の 電力 を 利用 す 
る こと で 大 出力 化 を 果たし 、 初速 ・ 連 射 性 有効 和 程 の 評価 も 高い 。 


ルポ ッ ド 。 通常 弾頭 の ほぼ か 、 
явен мат | 
3347, GNAF RUST 

база) сё | 
の 特殊 ミサ イル も あっ : 


© 30mm 

チェ イン ガン 
股間 部 に 搭載 する 機関 砲 。 
連射 弾幕 展開 能力 が 高く 、 
対空 防御 で 成 力 を 発揮 す 
Damo TIBRON 
角 は 広い が 、 搭 載 位置 の 都 
BE. 地上 運用 時 に は 使い 
華 い よう だ 。 


% 
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MECHANIC FILE 


NYANDIOL Aq риповжев,/ JIONI NIHS 44 12943 |81296 ¿ ヨ BV VSIDVN 4Q 0109,7 I]HONDYLAW IMOHIH ка uonensnii 


‚© LEE 

トキ ャ ノン - DX 専用 バ 
スス ター ライフル. ハイ パー ビーム ソー 
ド x2 ノ ブレ スト ラン チャ ーX4. ヘ ッ ド 
バル カン X2// デ ィ フェ ンス プレ ー ト 


SPEC 
( 00-0001 -DX ガン ダム DX э са авло осы 
) У GUNDAM DOUBLE X | ГЕ ИИ 


が 改め られ た 
熱 板 と 思しき パ 


ç төш 
局部 に プレ スト ラン 背部 
バッ ク パ ッ ク の 左右 に ツイ ン サ テラ . 


о 


GX-9900 を ベー ス に 開発 され た 新地 球 連 邦 軍 の 新型 機 
GX-9901-DX は 開発 ・ 製 造 され た 
本 機 は 、 前 大 戦 で 最強 の MS 
ガン ダム ン セ 継承 し つ 


01-01 #8 


イプ 能力 者 を 確保 で き な い と 
大 戦時 に ジャ ミル Ж 
タ を 利用 す - 


中 > 近 嘘 離 戦闘 に お いて 高い 攻撃 能力 を 


hs 


GX-9900 の 発展 型 で ある 本 機 は F (フラ ッシュ ) シス テム 
お よび サテ ライ トシ ステ ム に よる 戦闘 能力 に 注目 され が ち だ 
が 、 中 一 近 距離 戦闘 用 の 兵 装 一 一 パス ター ライ フル や ハイ 
パー ビー ム ソ ー ド な ど 一 一 も 用 意 さ れ て し 
は GX.9900 に 装備 され た 兵 装 の 成 力 を 遥か 
9, 対 MS 戦 で 圧倒 的 な 戦闘 力 を 発 控 
キャ ノン と 合わ せ 、 あ ら ゆ る 距離 帯 や 目標 に 対し て 効果 的 な 
攻撃 が 行え る 点 が 、 本 機 最大 の 特徴 と 言え る だ ろう 。 

導 連 孝 軍 の 試作 MS で ある 

007 コル レル を プレ ス 

と ヘッ ド バ ルカ ン 

DREHER, ж 

制 用 の 装備 で あっ た が 、 装 

甲 が 薄い 機体 で あれ ば その 
WROTE oT: 


Г ヘッ ド バ ル カン ә A 
GX-9901-DX が : снапы } 
プレ スト ラン チャ ー と 同時 に 使用 する 。 
他 き と 比較 し て 攻撃 力 は 低 
жее ЖТА. 


る MS 用 通常 兵 装 
Ш DX 専用 バス ター ライ フル _ 


Ш ディ フェ ンス プレ ー ト \ т 
機体 の 装甲 と 同じ ルナ ・ チ タニ ウム 人 
全 製 の シー ルド 。 ЕЛАНЬ 
АА 
小型 で 軽量 な た め 、 ОВСА, 


GX.9901-DX 用 と し て 新た 
ELA FES. GX-9900 
B-FATW EAM AEST". W 
BLOMMOMSERM осьте, 


E ハイ バー ビー ム サ ー ベ ル 


+: 
жалован 
採用 され て いる 。 MO 
SOM ORR 
ВЕНЕТО 
な ど に 、 使 用 され る こと 
が 多い 。 


GX9900 の ビー ムッ ー ド より も 出力 が 向上 し 
た 近接 格闘 戦 用 ピー ム 兵 器 。 2808) 
本 ずつ 装備 する 。 原型 と な っ た モデ ル と 同じ 
< ハン ドガ ー ド が 備え られ て いる 点 が 特徴 


本 機 は 、 月 面 の スー パー マイ クロ ウェ ー ヴ 送信 施設 と GX- 
9900 の 連携 シス テム で ある サテ ライ トシ ステ ム を バージョン 
アッ プ さ せ た 、「 サ テラ イト シス テム Mk-L」 を 搭載 し て いる 。 こ 
れ は サテ ライ トシ ステ ム を 利用 し た 大 型 エネ ルギー 移 で ある 
サテ ライ トキ ャ ノン を 2 門 に 増設 し 出力 を 倍増 させ 
サテ ライ トキ ャ ノン ] の 搭載 に 伴い 、 改良 が 施さ れ た も の で あ 
Bo マイ クロ ウェ ー ヴ 受信 パネ ル が GX-9900 の 4 枚 か ら 6 枚 
対応 し て いる 

サテ ライ トシ ステ ム の 運用 方 
GX.9900 の も の と 革 

で ある 。 ツイ ン サ 

テラ イト キャ ノン の エネ ルギー 
誠 で ある 月 か ら の マイ クロ 
ウ を 背 癌 パネ ル に 受信 


基地 も 基き 込み 消滅 させ た 


キャ ノン 
RA ШкяБя:;-2іух 


画 発射 体勢 - 


GX9901.DX の 位置 
を 確認 する た め の ガ イ 


оне, саће 


ター プレ ー ト が 展開 し テラ 
Кеш. ИИ ОСНОВЕ 


авео. 


ж = 


GX-9901-DX が ペー ス 機 で ある GX-9900 と 比較 し て 大 
きく 異な る 点 は 、 ツ イン サテ ライ トキ ャ ノン の 発射 を 実現 する 
た め の 機 体 と いう こと に ある 。 ツイ ン サ テラ イト キャ ノン の 使 
用 時 に 発生 する 膨大 な 熱 か ら 機体 を 守る た め に 、 エ ネル ギー 
ラジ エー ター プレ ー ト が 新設 され て いる , MM 
本 機 の 構造 を 顕著 に 示す 機構 の ひと つと 一 方 、G ユ ュ 
ント ロー ル ・ ユ ニッ トシ ステ ム な ど . та 
9900 独 自 の 機構 を 継承 し て いる 点 も 本 機 の 特徴 で ある 、 


他 の ガン ダム ・ タ イプ MS 同 
様 、 専 用 支援 機 で ある G フ ァ 
ルコ ン と ドッ キン グ す る こと が 
Pile, GX-9801-DXE 


ツイ ン サ テラ イト キャ ノン の 発射 を 実現 化す る た め に 改良 が 施さ れ た 機体 


g G コ ン & コ クビ ピッ ト 
ペー ス 機 と 同様 、 GX-9901-DX に 
ЕТТІ 
ロー ル ・ ユ ニッ ト が 製作 され て いた 
また 、GX.9900 の G コ ン を 本 機 に 
使用 する こと も 可能 


= 


画 エネ ルギー ラジ エー ター プレ ー ト 


コク ビット は GX-9900 と 同じ 
も の が 搭載 され て いる 。 27 
ピッ ト の マウ ント に G コ ン を 差 
し 込む と 機体 が 起動 する 。 G 
залхаан. 
ЖУТЬ 
操作 に 使用 し た 


左右 の 下 腕 部 ちよ び 下 脚 部 に 
設置 され て いる 放熱 板 。 HORT 
La BRL THR AMR E t 
出す る 。 プレ ー ト が 展開 し た 状態 
で は 移動 不可 能 に な る 。 
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MS キャ リア ー タ イプ 戦闘 機 : G フ ァ ル コン 


00) ШШ mM 


「 ガ ンダ ム 」 と 連結 する 戦闘 能力 


旧 地 球 連邦 軍 は 、 宇 宙 革 命 軍 と の 間 に 勤 発し た 第 7 
次 宇宙 戦争 を 終結 に 導く た め 、 「 ガ ンダ ム ・ タ イプ 」 と 呼ば 
れる MS を 極秘 に 開発 し て い 種 の パリ エー ショ ン が 
生産 され た ガン ダム ・ タ イプ MS は 、 宇宙 “地球 の 双方 
で の 運用 が 想定 され て いた 。 そし て その サポ ー ト の た め に 
開発 され > 
備え る 本 機 は 、 単 機 で の 戦 

その 本 分 は 、 あ くま で も MS キャ リア ー タ イプ 戦闘 機 
と し て ガン ダム を 収納 し て 移動 する こと や 、2 
ム と 合体 し 、 そ の 推進 力 と 攻撃 力 を 強化 する 


投入 され た 直後 、 コロ ニー 落と し に よっ 


反 政府 組織 「 サ テリ コン 」 っ 
AW. (アフ ター・ ウ ォ ー) 0015, H-FLEOBEER 


| № SPEC 


G フ ァ ル コン | unknown 


MS キャ リア ー タ イフ 了 還 | 


SS BENT ИЕ 


し か し 第 7 次 宇宙 戦争 は 、 ガ ンダ ム ・ タ イプ が 実戦 


外 の 終結 
その 結果 、 本 機 は 完成 を 目前 に し て 放棄 ざ 
き 目 を 見 た が 、 幸 し 


よ 


の 搭乗 する ガン ダ 
し て 運用 され た G フ ァ 
ンダ ム の サポ ー ト 兵器 と し 


装甲 材質 
BR 


ルナ ・ チ タニ ウム 合金 
拡散 ビーム 砲 X2 パル カン 砲 X2. 


[ТШЕ 
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ТІЛЕР 


巨大 砲 を 中 心 と する 対 MS 戦 を 想定 し た 兵器 群 


本 機 は ガン ダム ・ タ イプ と の 合体 に よる 運用 を 想定 され 
な が ら も 、 単 機 で も MS と の 戦闘 が 可能 な 攻撃 力 を 有 し て 
いた 。 その 主力 が 両 サイ ド に 備え られ た 拡散 ビー ム 砲 で あ 
る 。 ビー ム を 広角 に 放つ こと が で きた この 兵器 は 、 一 回 の 
射撃 で 複数 の MS を 撃 下 する ほど の 破壊 力 を 誇 - 
の ほか に も 、 下 部 コン テ ナ に は 拠点 爆撃 用 兵器 
外線 ホー ミン グミ サイ ル を 装備 。 BES CEH AO) LD 
ン 砲 を 搭載 する こと で 、 単 な る MS の サポ ー ト 機 に 留まら な 
い 、 高い 戦闘 能力 を 持つ 機体 と し て 完成 し た の で ある 。 


AJW.O015 に お いて も 玩 分 な 性 


2 RETOR, дйн OLA 
заса THREE, 8 
撃 す る 機会 を 与え な か っ た 


パイロット の バー ラ ・ シ ス は 
Н. 

жс. ФО. RPCM 
ha— SRA SSE LL. 


= 装備 レイ アウ ト _ 


Ө バル カン 砲 
コク ピッ ト の 両側 面 に 装 
зано 


ночи 


© ялих | ーーー 


ウエ ポン ペイ に 開閉 


た 。 赤外線 を 利用 し た ミサ イ 
УЗИ HENE 
a EMS CRIBB IRA 


ガン タム ・ タ イプ と の 合体 を 実現 する 分 離 シ ステ ム 


通常 は 大 型 戦闘 機 と し て 運用 され る 本 機 は 、 ガン ダム ・ 
タイ プ と の 合体 を 実現 する た め に 、 機 首部 の A パ ー ツ と 後 
離す る シス テム を 採用 し て いた 。 さら 
は 兵 装 ユ ニッ ト と し て ガン ダム ・ タ イプ と 
合体 で きる と いう 特徴 を 持っ て お り 、 ガン ダム ・ タ イプ に 爆 
発 的 な 加速 カ や 機動 性 、 単 機 で は 到 度 実現 で き な いで あ 
ろう 攻撃 力 を 付与 する こと を 可能 と し た * 

な お 、A パ ー ツ は 分 離 後 、 単 独 で の 飛行 が 可能 で 、B パ ー 
ツ は 遠隔 操作 され る 。 また 、 ガン ダム ・ タ イプ の 中 で も ガン ダ 
ム DX の み は A パ ー ツ と 合体 可能 で あり 、 さ ら に 優れ た 機動 


用 の 大 型 アー ム も 設置 。 パー 
ラ ・ シ ス が 操 継 する G フ ァ ル コン 


ファ ルコ ン が 有する 機動 力 ガ 
ダム ・ タ イプ の 高い 攻撃 能力 
DARFUR, В 


E G フ ァ ル コン の 分 離 機構 


ルコ ン が ガン ダム ・ タ イプ と の 合体 を 実行 する 且 は 、 機 動力 の 高 
い 小型 本 析 と な る 4 パー ツウ と 、 無 人 の 兵 凌 ユ ニッ ト で ある B パ ー 


<, IDM AAI 
CRAMENESASZLOAIETA 


能力 を 付与 し た 


ガン ダム ・ タ イプ と の 連携 を 前 提 と し た 運用 


G フ ァ ル コン は 、B パ ー ツ を MS 側 の パッ ク バ ッ ク | 
する こと で 、 機 体 の 機動 力 と 攻撃 力 を 向上 させ た 


また 、 ガ 
ンダ ム X や ガン ダム DX は 、 A パー ツ も 上 半身 に 接続 で きる 
機構 を 有 し て いた 。 これ に より 本 機 は 「MS キ ャ リア ー タ イ 
プ 埋 闘 機 ] と いう 名 称 通 り 、 MS の 運搬 に 特 化し た 形態 で 


の 運用 も 実現 させ た 。 な お 、 主 に ガン ダム DX を サポ ー ト し 
た 本 機 だ が 、 その B パ ー ツ は ガン ダム エア マス ター パー スト 
や ガン ダム レオ パル ド デ ス トロ イ と の 合体 も 可能 で あり 、 フ 
リー デン に お いて 実際 に 運用 試験 も 行わ れ た 。 


AW.0015 の 戦乱 時 、G フ ァ ル 
コン と ガン ダム DX は 、 PREM 
軍 が 地球 の 壊滅 を 目論ん だ 「 ダ 
リア 作戦 ] DETR ERR 
その 連携 の 有用 性 を 実証 し た 


g DX ガン ダム と の 合体 
実戦 投入 され た G フ ァ ル コン は 、 主 に ガン ダム DX を サポ ー ト し た 。 合体 時 
に は A、B の 両 パ ー ツ が 活用 され 、 主 に 高速 移動 を 可能 と する 収納 形 態 、 
措 進 力 と 攻撃 カ を 強化 する MS 形態 を 状況 に より 使い 分 け て 戦っ た 。 


@ 収納 形態 
A パー ツ を 頭 部 、B パ ー итв. 
MA 形態 で の : 
ガン ダム DX の 主 武装 サテ ライ トキ oe 
この 状態 で も 使用 で きる 


Анаа, BI VEC 
続 し た MS 形態 。 BNE 
еа! EU BD a RELA 


beg Ae: ガン ダム DXE の 中 
= Е à よっ て 大 き な カ を 発揮 ビ 
s た G フ ァ ル コン 。 ちな 


その 他 の 機体 と の 連携 
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機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 
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モビ ルフ ァ イ タ ー : 世界 の モビ ルフ ァ イ タ ー a н] зет 100 


WORLD MOBILE FIGHTERS (4) 


世界 の モビ ルフ ァ イ タ ー(⑭ 


GF13-005NI 


ネロ スガ ンダ ム 


2 


優勝 候補 の 一 いこ WOW ター た ち 


長い 歴史 を 持つ ガン ダム ファ イト (GF) 
デル ファ イタ ー (MF) の 機体 コン セプト に 


休 も 出場 し て お り 、 RRA EBEE TU. 第 9 


GF13-003NEL 


№ SPEC -GF13-005NI NEROS GUNDAM- № SPEC -GF13-003NEL JOHNBULL GUNDAM- 
全高 16.2m 全高 16.4m 
重量 70 重量 74 
Žižkih 一 а-я -- 
2523-4 - 2524-42 ーー 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 スー パー セラ 装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 スー パー セラ 
ミッ ク 複 合 材 ミッ ク 複 合 材 
BR サテ リコ ン ビ ー ム x16/ 豆 部 ЖЖ ロン グ ビ ー ム ライ フル = 788 
パル カン x2 他 バル カン x2 
AR ネオ イタ リア LL ネオ イン グラ ンド 
BRE ミケ ロ ・ チ ャ リオ ッ ト BRA ジェ ント ル ・ チ ャ ッ プ マン 
画 COMPARISON CHART COLOR 
20m GF13-005NI NEROS GUNDAM 
MT эк аш 
ORA опг 
GF13-03NEL JOHNBULL GUNDAM 
< 
RD 。 OREN 


10、 ат лара チャ ッ プ マ ン は 


胞 に より パワ ー ア ッ プ | 
トル ロイ ヤル に も 駒 を 進め た の : 
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nell SHEET 1 Ob 


機体 の コン セプト に 沿っ た 武義 と 、 その 特長 


第 13 可 IF は さま ざま な 個性 を 持っ て い 
が 、 ネロ スガ ンダ ム と ジョ ン ブ ル ガ ンダ ム は その 中 で も 対 
極 に 位置 する 機体 と 言え る 。 格闘 戦 仕様 の MF の 多く は 、 
近接 戦闘 用 の 実体 兵器 を 主 武 装 と する の が 通常 で ある 。 
だ が ネロ スガ ンダ ム が 主 武 装 と し た の は 、「 サ テリ コン ピー 
ム 」 と 呼ば れる ビー ム 兵 器 で あっ た 。 これ は 搭乗 者 の ミケ ロ 
が 踊り 技 を 得意 と し て いた た めで 、 片足 に 8 基 ず つ 、 計 16 
基 を 備え た この 武装 は 、 彼 の 中 り の 強 さ や 角度 な ど に 応じ 
て ピー ム の 集束 ・ 拡 散 が 可能 で あっ 


性 能 の 向上 に 大 きく 貢献 。 これ に より 、 
携行 兵器 を 用 い ず と も 高い 格闘 能力 を 得 た の で あっ 

一 方 の ジョ ン ブ ル ガ ンダ ム は 、 一 切 の 格闘 兵器 を 装備 し 
な い 完 全 な 射撃 戦 仕様 の MF だ っ た 。 これ は 、 プ リ テ ン ガン 
ダム で 培っ た 射撃 能力 を 向上 させ る 目的 と 搭乗 者 で ある 
チャ ッ プ マ ン が 格闘 戦 を 不得 手 と し た こと 
その 主 武装 で ある ロン グ ビ ー ム ライ フル は 、 一 緊 で 英機 の 
頭 部 を 破壊 で きる ほど の パワ ー を 有 し て お り 、 加 えて 射撃 
の 名 手 と し て 名 を 馳せ た チャ ッ プ マン の 高い 射撃 技術 が 
正確 無比 な 攻撃 を 可能 に し た 。 さら に 機動 性 や 反応 速度 
の 強化 と いっ た 改良 も な され た こと で 、 本 機 は 射撃 の み で 
勝利 を 得る 力 を 持ち 得 た の で ある 。 惜しむ らく は 、 チ ャ ッ プ マ 
ン が 病 に 置 され て いた こと と 、 彼 と 妻 の マノン が GF 国際 条 
約 に 反する 昧 劣 な 行動 を 取っ て いた こと で ある 。 


サテ リコ ン ビ ー ム と いう 
[RUER さら に 素早 


GF13-030NIN コブ ラガ ンダ ム 

ネオ イン ド 代 表 の チャ ン ー マ が 搭乗 し た 機 
体 で 、 上 半身 の ガン ダム 部 分 と 、 下 半身 の コブ ラ 部 分 
に 分 離す る こと が で きる 異色 の ガン ダム 。 決勝 大 会 で ネ 
オジ ャ パン 代表 の ゴッド ガン ダム に 敗れ た も の の 、 最 終 
バト ルロイ ヤル に も 進出 を 果たし て いる 。 


ати 
活か す 珍 し い MF で あっ 
кже, ETRE E 
EELS 
PASM BTEE DE 
БТР И 


GF13-O41NSI アシ ュ ラガ ンダ ム 

ネオ シン ガボール 代表 の ラ セ ツ ・ ダ ガッ ツ が 搭乗 し た 
ガン ダム で 、 備 えら れ た 3 組 の 腕 部 パー ツ が 特徴 的 な 
機体 。 決勝 大 会 に お いて 、 ネオ マレ ー シ ア の モビ ルフ ァ 
イタ ー と 絶妙 な コン ビ ネ ーション を 見 せ た が 、 ゴッド ガン ダ 
ム と ノー ベル ガン ダム の 協力 技 の 前 に 倒さ れ た 。 


ннен 
ー ト メカ 


CAM. その 状態 か ら 
上 半身 も 高速 回 転 さ せ 、 
та 
Гаю кй. 


Ш ネロ スガ ンダ ム 


藤 の 裏 仙 に も 多数 設置 され 、 全 方 位 的 な 攻撃 を 可能 と し た サテ リコ ン 
ピー ム 。 格闘 戦 仕様 の MF な が ら 、 敵 を 近付け な いと いう 戦い 方 も で きた . 


る サテ リコ ン ピ ー ム 


連射 モー ド や 集束 モー ド が 


ө 必殺 技 「 虹 色 の 肢 


ネロ スガ ンダ ム の 必 導 技 
ЕЗУ ТЕЛДЕ TRENN] を さら に 強化 し 
の 交 動 手段 と な っ て いた コア ラ た 技 。 ミケ 

х-н. КЕЖЕ 
昭 的 な デザ イン で あっ た 


Nm ジョ ン ブ ル ガ ンダ ム Ф ロン グ ビ ー ム ライ フル 
第 13 回 大 会 屈指 の 、 完全 な 射撃 潜 仕 様 MF ~ 長い 砲身 か ら 圧倒 的 な エネ ルギー ысты 
背面 側 の 腰部 アー マー は スカ ー ト の よう に 長く \ 照準 器 も 極め て 精巧 な 造り BR 
年 び て お り 、 後 方 の 攻撃 か ら 疫 部 を 保護 する 。 百 中 と も 言え る 射撃 精度 を | 


機体 性 能 は 非常 


頭 分 バル カン は 接近 する 毅 機 に 対 ( NE KAT 
FERMCAUSHL, жайт тейен). A 
2 PERL. RARE 


Б: эч 


決勝 リー グ に 進出 し た モビ ルフ ァ イ タ ー た ち 


GF13-039NP ジェ スタ ー ガ ンダ ム 

ネオ ボル ト ガ ル 代 表 の ロマ リオ ・ モ 搭乗 し た 
ガン ダム 。 ピエ ロ の 上 顔 を 模 し た トッ プ モ ー ド を 有する 可変 
タイ プ で 、 敵 の 得意 技 を コピ ー す る 能力 を 備え て いた 』 
決勝 大 会 で は ネオ フラ ンス 代表 の ガン ダム ロー ズ を 破る 
金星 を 挙げ 、 最終 パト ルロイ ヤル に も 出場 し た 。 


12245344133 


ея 
むり 芸当 も 見 せ た 。 


GF13-047NMA スカ ル ガ ン ダム 

ネオ マレ ー シ ア 代表 の ガラ ・ が 搭乗 し た ガン ダ 
ム 。 胴体 部 の 火炎 放射 答 ス カル バー ン 、 頭 部 か ら 発射 
する スカ ルレ ー ザ ー な ど . 特殊 な 射撃 兵器 を 多数 備 えて 
いた 。 決勝 大 会 で の 敗北 後 は に 、 デ ビル ガン ダム 撃破 の 
た め に 結成 され た 世界 ガン ダム 連合 に 協力 し た 。 


射撃 兵器 の み に 頼 ちな 


mata 
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зт ЩА 


スト ライ та № SPEC мге STINE ножен ВИ SPEC -ox-xes-rnsx urns STAKE олм 
+ W.S.P. ә 全高 19.60m 全高 18.86m TSA 
Ў STRIKE ROUGE 1.15.2.) ай 5440: ЖЕ sa 


3-80 — TEHL 一 
2573-1) — 

Ë wy ョ 7 5 ARAN TAMPER STA) 

Ë Л Г ЖЕ 115mm レ ー ル ガン 105mm 単 


装 克 9.1m 対 艇 刀 。 コ ン バ イン 


COLOR 
ーー FPSTRMEHOUGELMSP 


жо шю mw 


WE а BD 


ШЕ 2:222 а 


複雑 化し た スト ライ カー パッ ク ・ バ リエ ーション 


関連 ファ イル 
地球 連合 軍 の スト ライ カー パッ ク の うち 、 \ 実機 は 、 大 小 2 種 の 実体 弾 火器 を 計 4 門 と > 
機動 性 を 両 ж 


スト ライ カー」 で あぁ : っ 

LW.S.P. (Integrated Weapons Striker Раск=#& グスト ライ カー は 上 : 
合 兵 装 ス トラ イカ ー パ ッ ク ) +. Муз 戦場 と し て の 機能 も 求め られ た 。 IDEX 社 は 大 
に お ける MS の スタ ンド アロ 機動 性 の 低下 を クリ ア で き な か 開 


機動 戦士 ガン ダ 


MECHANIC FILE 


万 能 か つ 大 火力 の 複合 スト ライ カー 


LW.S.P. は 単独 戦闘 能力 を 追求 し た スト ライ カー パッ ク 
で 、 重 武装 と 機動 性 を 両立 し た 。 モル ゲン レー テ 社 に よる 
3 種 の 単機 能 型 ス トラ イカ ー の 機能 を 併せ 持つ と 言え る 。 

一 種 の 万 能 ス トラ イカ ー の |.W.S.P. だ が 複雑 か つ 高 コ 
スト な うえ 、 兵 装 と 電装 系 の 消費 電力 増大 は 深刻 だ っ た 。 
I.W.8.P. 用 パワ ー パ ッ ク の 小型 ・ 高 性 能 化 が 果たさ れ 上 ぬ 
まま 試作 を 進め た PMP 社 は 開発 を 断念 。 計画 を 引き 継い 
だ モル ゲン レー テ 杜 は 、 独 自 開発 の 新型 パワ ー パ ッ ク を 搭 


載 す る こと で 、 初め て 所 期 の 性 能 を 実現 し た の だ っ た 。 

当初 、 製 造 さ れ た |.W.S.P. は 3 機 で 、1 号 機 が 超 高 精 
細 VR 戦 場 用 シミ ュ レ ーション ・ モ デル 、2 号 機 が 実寸 大 
モッ クア ッ プ 、3 号 機 が 実験 試作 機 と な っ て いた 。 3 号機 
は オー ブ 解 放 作戦 時 に 打ち 上 げ ら れ た クサ ナギ に 積み 込 
まれ 、 MBF-02 スト ライ クル ー ジ ュ を 用 いて 運用 試験 が 数 
度 行 われ た 。 し か し 、 パ イロ ッ ト の カガリ ・ ユ ラ ・ ア スハ に 
は 扱い 切れ ず 、 実戦 投入 され な か っ た と 言わ れる 。 


背部 パッ ク と シー ルド で 構成 。 大 半 の 武装 が 実体 式 な ため 、 対 PS 装甲 火力 は | 
BML эйел маман | ШЫР. оо 
а Ца аса гоа ー ル ガン 同軸 ) を 搭載 。 量化 と 重心 モー メン ト の 後方 移 動 に 伴う 
運動 性 低下 を 補う た め の も の 。 FE. 


© 9.1m 対 艦 

© 105mm 単 装 克 

© зоптбиялыу/2тшв 
Ө ビー ム ブ ー メ ラン 


% 


2 


大 気 園内 を 問わ ず 合用 可能 で ある 。 


| 基本 柄 造 は エー ルス トラ イカ ー を 宮 引 
| авах, 推進 問 や スタ ビラ イザ ー は 
小型 。 対 艦 妃 ホル ダー は 刀身 の 半 


後に 式 氏 で スト ライ クル ー ジ ュ に 搭載 され た ほか 、 ス トラ イク E や 105 ス 
ロー ター ダガー が 実戦 で 使用 。 アク タイ オン 社 な ど で も 製造 され た と いう . 


HRE eed 
BIDE H-A: 
жағын! 


ж. м 
合体 し た 状態 で も 


大 気 園内 を 飛行 可能 で る る 。 


大 容量 バッ テリ ー 


ライ トニ ング スト ライ カー は 、 搭載 MS ニス トラ イク の 強 
化 パ バッ テリ ー と し て の 機能 、 友 軍機 へ の パワ ー 供 給 (Ж 
電 )、 長 距離 狙 撃 を 想定 し で いる 。 中 で も 強化 パッ テリ ー 
機能 は 、 残 り ふ た つの 要素 を 満た す た め に も 必要 で あっ た 
(地球 連合 軍 の 要求 も 、 ス トラ イク 本 体 の パワ ー 容 量 か 
ら 1509% 増 加 と いう も の だ っ た ) 

開発 を 担当 し た IDEX 社 は 大 重量 化 に よる 機動 性 の 
低下 を 解決 で きず 、 後 任 の モル ゲン レー テ 社 が 得意 と す 


画 装着 箇所 
стага атте 
伸び て いる の は 小型 ・ 大 容量 の バッテリー バッ 
が ある スト ライ カー パッ ク は 珍し い 、 


依存 し た シス テム 


る バッ テリ ー 技 術 と 新型 冷却 シス テム を 用 いて 完成 。1 号 
機 は オー ブ 本 国 の モル ゲン レー テ 社 で 製造 中 だ っ た が 、 
オー ブ 了 落 時 、 ク サナ ギ と 共に 宇宙 に 上 げ ら れ 、 艦 内 で 組 
Е (L.W.S.P. と 同じ 流れ で ある ) o 

グスト ライ カー は ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の ス 


トラ イク に 搭載 され 、 運 用 試験 に 供 さ れ で いる 。 この 際 に 
発生 し た 遺 遇 戦 で ライ トニ ング スト ライ カー は 破壊 され た も 
DO, パワ ー 供 給 用 と し て の 有効 性 は 確認 され た 。 


接続 し た 
®. 胸部 ユニ ッ ト は 折り 量 ん だ 
状態 で 接続 する 。 マス ター アー 
ВИС. № 
Гети 


スカ イグ ラス パー 搭載 状態 
МНЕНИЕ 
(MARKERS). WAE 
иви, Іі) 
ギー パッ ク の 基部 も MS の 
腰部 と 接続 され る 。 


CLE.71.06 に ムウ が スト ライ ク で 運用 誌 験 を 行っ た 陣 、 三幸 され た 。 
の 後 、 修 復 き れ 、C.E.73 に は 105 ス ロー ター ダガー が 搭載 し た 。 


BRR 

70-31 Жашы. жолай E} LILITH), REMAR 
る 可能 と する 。 非 使用 時 は 左右 腔 部 の マス ター アー ム に 分 割れ 、 倍 用 
иок ешинин. 充分 な 初速 を 得る た め に は 大 き な エ 
ヤル ギー が 必要 な た め 、 他 の スト ライ カー バック で は 使い 難い よう で ある 。 


左腕 の マス ター アー ム は 砲身 右腕 の り の は グリ ッ プ や パワ ー サ プラ イ 
ヤー を 含む 基部 を 構成 する . 左右 マス ター アー ム と も に 非 使用 時 に は 折 
り 時 まれ て お り 、MS の 前 受 と 大 差 な い サイ ズ まで コン パクト 化 され る 。 
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アプ ブサ ラス 


| ` 
Ай gration by МАО TERAOKA сою by YUICHI KUBOKI ЖЕУ, 4 Background БУНОЕК NA $ 
S HA | va 
мы № `À グ vá 
aij چت‎ i ЖУ А 


[T TZZPZUCSEYEITT] 


APSARASI 22: 7 Во 


同様 に ザク 
使用 され て いる 
作 機 で 相性 の 良さ が 証明 され 
完成 形 で ある 本 機 に も 採用 
われ る , 


一 年 戦争 後期 、 地球 連邦 軍 本 部 が ある 南米 の ジャ Fld: 【 験 機 が 関連 ファ イル 
ブロ ー 基 地 に 直接 攻撃 を 行う た め 、 ジ オン 公国 軍 が 開 作 MA に よる テス ト デ ー タ 4 4 
発し た 試作 MA が アプ サラ ス 皿 で ある プ サ ラ ス 皿 は 、 ま さ し く アプ サ 
出入 口 すら 明らか に され て いな い 苦 攻 不 落 の ジャ ブ ХАМА 
ロー 基地 を 陥落 させ る た め 、 公 国生 は 「 ア ブサ ラ ス 計 成 し た アプ サラ スル は 、 東 南ア 
画 ] を 実行 する 。 それ は 弾道 軌道 で 飛来 し 、 高 火力 で の 開発 拠点 が 連邦 宣 に 包囲 され た 
3 る 。 搭乗 者 の ひと り で ある 本 機 の 開発 者 ギニア ス ・ サ 
ハリ ン は 大 型 メガ 粒子 砲 に よっ て 連邦 軍 の MS 隊 や 司 
令 部 の ビ ピック * ト レー を 粉砕 RX-79[G] Ez-8 
ンダ ム Ez-8 に コク ビッ ト を 破壊 され 、 TORE 


技術 試作 機 の デー タ を 反映 させ る こと で 実現 し た 高い 完成 度 


技術 試験 機 で ある アプ サラ ス I の 運用 テス ト で 見 られ た 、 ミ 画 各種 装備 
ノ フ スキ ー・ ク ラフ ト の 出力 が 不安 定 に な る と いう 問題 は 解 


決 。 さき ら に アプ サラ ス 四 は ミノ フス キー・ ク ラフ ト を 2 基 搭載 す = 
る こと で 成層 園 へ の 上 昇 お よび そこ か ら の 飛行 を 実現 し た 。 
大 型 メガ 粒子 砲 は 、 アプ サラ ス I の 発射 テス ト に て 高い 評 
価 を 得 た も の を 強化 し て 本 機 に 搭載 し た と 言わ れ て いる 。 
туээдпохтхув 
Wait, ЖЕ аСЕ 
рое О mts (#1ME) О スタ ピラ イザ ー 
кет. 
© コッ ピッ ト Ө 大 隊 ス ラス ター 
© хтхлияеянп Q ミノ フス キー・ ク ラフ ト 
Ш 大 型 メ ガ 粒 子 砲 発射 体勢 
хі ао ло ЧЫН БНС. тап сосын 
72: クラ フト ご と 展開 し て 接地 する 。 ORM СЕЕН 子 砲 の 発射 口 。 その 内 側 
る こと は で き な い 。 に 設置 され た 6 基 の 台形 状 
パー ツ は 反射 パネ ル で ある 。 
$40044 47745 
ЕМ 
大 型 メ 方 粒子 砲 は 、 出 力 を 絞る こと て 
ン ボ イン ト ・ ヒ ー ム と し て 使用 する こと 6 可能 で 
あり 、 高 度 な 運用 性 を 備え て いた 。 
ө RHYL 
BAWATAMAPNFRERNT SMI, № 
MMEIUS/IZ4—- TST, そし て 発 Wi 
= 


複雑 な 操縦 方 法 ゆ え に 必 要 と され た 複 座 式 コク ピッ ト 


アプ サラ ス 四 は アプ サラ ス I・T と ほぼ 同じ 形状 ・ 構 成 の コク № ハッ チ 
ビッ が 採用 され て いる 。 先行 試作 機 で は テス ト パ イ ロット で あ 
る アイ ナ ・ サ ハリ ン が ひと り で 操 綻 し て いた が 、 本 機 で は 兄 の 
ギニア ス と 共に 搭乗 。 本 来 の 仕様 通り 、 機 体制 御 と 火器 管 
制 を 分 担 す る 形 で 2 名 の パイ ロッ ト に よっ て 運用 され た 。 専用 
の ガン ナー が 必要 と され た 背景 に は 、 照 準 の 際 、 複数 の 目標 


MORE INFO! 
O アプ サラ ス の 開発 


ギニア ス は アプ サラ ス 計 画 の 成功 を 没落 し た サハ リン 家 
を 再興 させ る 唯一 の 手段 と 考 #877221 
ШО, 2—0. 75-2, асе 
の 兵士 た ち に 薬物 を 投与 し て まで 酷使 し 、 機 体 完成 後 は 開 


を ロッ クオ ン す る な ど 複雑 な 操作 が 求め られ た た めで あっ た СЛ ] ЕЗІ ТЕКТЕГІ; АЗ 
Ё 生ま れ た の だ っ た 。 
0 1% жзаовтиянояияовн z w ギニア ス ・ サ ハリ ン 
а) の 一 疲 が コク ピッ ト ・ ハ ッ チ と な っ て いる 。 R sie Ка 
4) し た ハッ チ は ステ ッ プ と な =s A: HILDE, アプ サラ ス 
iN マー デブ 計画 で 開発 責任 者 を 務め る 。 


a 2 Шғ-5- 
= 通常 サイ ズ の MS と 比較 し て コク 
комо тиса, 

前 方 や 左右 の モニ ター が 大 きい 
Яла. ауу лиле 
кы алсу 


Ш コク ピッ ト 
REI. 8 
席 が 火器 管制 用 の パイ 


MS-09 ドム も 解体 され 、 そ の 
ジェ ネ レ ー タ ー が アプ サラ ス 四 
に 使用 きれ た 


れ ば びと り の パイ ロッ ト で 
も 運用 も 可能 で あっ た 。 
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GUNDAM CRISIS 


ТІЛЕГІ 


№ SPEC -rms-14 eeLeoos cuan’s cusrom- ІШ SPEC изн PSYCHOMU SYSTEM ZAKU- 
全高 192m 全高 172m 
— № 42.1t( 備 重量 73.30 重量 65.41 
ҘА /-3-Е) 1.440kW Ra — 
2223-ЖЛ 61.500kg ARASH 
REHM шаля-ла& 装甲 材質 — 
武 杜 ビー ム ・ ラ イフ ルプ ビー ム ・ ナ BR ББ ЕРЕН 
ギ ナ タン 専用 シー ルド 4852 
AR 4 EE AR ジオ ン 公国 軍 
- ARE シャ ア ・ ア ズ ナ ブル BRE 


ком M COMPARISON CHART жн 


же YMS-14 GELGOOG CHAR CUSTOM 


カラ ー リ ング 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 
МЫН aê © 


機体 構造 
ニュ ー タ イプ (NT) Ем: 
計画 で 製作 され た 


「 コ ン ペ イト ウ 」 を 急 毅 し た ジオ ン 公 国 の 新鋭 機 


地球 連邦 軍 が ジオ ン 公 国軍 か ら 宇宙 要 寒 ソロ モン を ム に 加え 、 エ ル メ ス 以 外 の 新鋭 機 も 確認 され て いる 。 新 
鋭 機 で ある YMS-14 シャ ア 専 用 ゲル ググ に 搭乗 し て い 
ヤ ャ ア は 、 エ ル メ ス の テス ト と いう 目的 の 達成 後 、 連 や 


関連 ファ イル 


ば れる 処理 を 施す た め 、 コ ン ペ イト ウ の 格納 庫 に 収納 さ 

れ て いた 。 だ が 作業 も 佳境 を 迎え た 頃 、 コ ン ペ イト ウ の 周 た в MT 
回 警備 を し て いた 第 24 哨 式 部 隊 Ў 222% 『 出 され る 事態 と ГОШЕН 

ら 、 公 国軍 の MS 部 隊 と 交戦 中 と の 報告 を 

シャ ア ・ ア ズ ナ ブル 率い る MS 部 隊 が 、NT 専 用 MA の 終え た ガン ダム に より 撃破 され た も の の 、 公 国軍 製 機動 

MAN-08 エル メス の テス ト を 兼ね て コン ペイ トウ を 急 舞 し 兵器 の 高 性 能 化 が 急 ビッ チ で 進行 し て いる こと を 連邦 

た の で ある 。 公国 軍 の 襲撃 部 隊 に は 、 ザク LT や リッ ク ・ ド 軍 に 印象 づけ る こと と 7 
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公国 軍 MS の 高 性 能 化 を 示し た 機体 と その 特徴 


E 背面 武装 レイ アウ ト (YMS-14) 


る ビー ム ・ ラ イフ ル 
エネ ルギーCAP 技 術 を 用 い 
た 公国 軍 で 初 と な る MS 用 
携行 ビー ム 兵 器 で 、 HIE 
産 機 の も の と 同じ で ある 。 


機動 性 の 大 幅 な 向上 、 公 国軍 MS で は 初め て 採用 され 
た ビー ム ・ ラ イフ ル 、 ビー ム ・ ナ ギ ナ タ と も 呼ば れる 特徴 的 な 
ビー ム 系 格闘 兵 装 、 さ ら 5 に 既存 の 携行 兵 装 も 使用 で きる 
兵 装 運用 シス テム の 汎用 性 の 高き 一 さ ま ざ ま な 点 か ら 
次 代 の 主力 を 担う 高 性 能 量産 機 と し て 期待 され た MS が 、 
MS-14 ゲル ググ で ある 。 だ が 、 ピ ー ム 兵器 の 小型 化 が 難 
航 し た こと や 、 公 国軍 MS の 統合 整備 計画 と の 関係 な どか 
ら 開発 は 大 幅 に 遅延 。 その 結果 、 まず は 先行 量産 機 で あ 
る YMS-14 が エー スパ イロ ッ ト を 中 心 に 配備 され た 。 その う 
ちの 1 機 を 受領 し た シャ ア は 、 彼 は エル メス の テス ト に 随伴 
する 際 に も この 機体 を 使用 し た 。 その 運用 デー タ は 、 正式 
に 量産 化 さ れ た MS-14A に も 反映 され た と 言わ れ て いる 。 

一 方 、 コン ベイ トウ の 防衛 部 隊 を 朋 拭 させ た サイ コミ ュ ・ 
シス テム 高 機動 試験 機 は 、NT 用 MS の 実験 機 で あり 、 
NT 用 MS を 意味 する 型式 区 分 「MSN | を 与え られ た 初め 
て の 機体 で あっ 動 お よび サイ コミ ュ 使 用 時 の ゼ 
ロレ ンジ 攻撃 の デー タ 収 集 と 実験 を 目的 と し た 本 機 は 、 脚 
BERROS yh ISCR, さら に 両 腕 部 に は 、 
MAN-03 ブラ ウ ・ ブ ロ の デー タ を 反映 し た 有線 誘導 式 の 
攻撃 端末 を 装備 し た 。 エル メス と 同様 に テス ト 段階 に あっ 
た 本 機 は 、 初 の 実戦 運用 と な っ た コン ペイ トウ で の 戦い 
に お いて ティ ング 
敗れ た 


が その 運用 デー タ は 、 の ち に シャ ア が 搭乗 る 
MSN-02 ジオ ング に 反映 され る こと と な っ た の で ある 。 


エル メス の テス ト の た 
0. РАЕН 


ияш. ee 
атса. 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 
manny 


け 、 コン ペイ トウ の 防 
REK A ZER 


жайсын знн КЛ СЛ а> Эу 
FHRASN, Т АЫ ЫА 
シャ ア 専用 機 も 一 般 的 な 仕様 の まま 運用 され た : 


Ш 背面 武装 レイ アウ ト (MSN-01) 


fk 
機体 の 上 方 向 に 向け て 配 


@ ピー ム ・ ナ ギ ナ タ 
MACE- DENET SERRARA 
MMAR TAT TS. A 


ө 腕 部 有線 誘導 5 連装 メガ 粒子 砲 
Яя REALS RIERA 
RIKE, AN ЕЕЕ Т 3: 


Ra コン ベイ トウ 周辺 宙 域 で 戦っ た 公国 軍 の 機体 
Ш М5-06Ғ ザク IF 型 


コン ペイ トウ 周辺 宙 域 で は 断続 的 に 公国 軍 新 型 機 の 
テス ト が 行わ れ て お り 、 シ ャ ア が 率い た 公国 軍部 隊 の 任務 
も また 、 エ ル メス の テス ト と 威力 偵察 で あっ た 。 ガン ダム が 
マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング を 施し て いる 最 中 、 シ ャ ア 専 用 ゲ 
ルク グ と エル メス は 第 23 哨 式 部 隊 を 壊 式 させ た 後に 帰 加 
L. それ 以外 の MS は 戦闘 を 継続 。 連邦 軍 側 は 宇宙 戦闘 
機 、 ポ ボール や ジム 、 さ きら に ホワ イト ペー ス 所 属 の ガン キャ ノン 
な ども 投入 し て 敵 部 隊 の 迎撃 に あたっ た 。 


多く の MS が 激戦 を 
繰り 広げ た コン ペイ ト 
ESD AMATE 


ТТ 
に 配り 出さ れ て い 


テス ト を 終了 し た エル メス は 、 シャ ア 
専用 ゲル ググ と 共に 達 や か に 帰 軍 
に その 齋 い 振り は "ソロ モ 
LOCH ELTENSN o 


Ш MS-09R リッ ク ・ ド ム 


ERM, сония 


ン ケ 
化 の ー 軸 と も 言わ れ で いる 。 


コン ベイ トウ へ と 侵攻 し た 
ッ ク ・ ド ム は 、 連邦 軍 の 
Баша, ガン キャ 


ma vza 136-6 


136-7 


機動 戦士 ガンダム 


MECHANIC FILE 


ORX-005 


可変 モビ ルアー マー : ORX-005 ギャ プラ ン 


(1) mebl mer 128 


規格 外 の 性 能 を 追求 し た 可変 機 の 本 質 


航空 力学 を 無視 し た 機体 形状 と その 飛行 を 可能 に し 
た 膨大 な 推力 、 アク ティ ブ ・ ス ラス ター・ ユニ ッ ト に よる 急 
激 な 推進 方 向 の 変更 、 急 激 な G の 変化 を 考慮 し な い 極 
端 な 機動 性 能 一 一 ORX-005 ギャ プラ ン は 、 あ ら ゆ る 意 
味 で 規格 外 の 可変 MA(TMA) で あっ た 。 可変 機 の 魏 明 
期 に あっ て TMA の 可能 性 を 模索 し た 本 機 は 、 そ の 大 胆 
よっ て 圧倒 的 か つ 変 則 的 な 機動 性 能 を 有する 
が 、 そ うし た 性 能 は 結果 的 に 本 機 の 兵器 と 
し て の 運用 性 を 狭め る こと と な る 。 汎用 性 を 広げ る た め の 」 
変形 機構 が 、 逆 に 一 般 の パイ ロッ ト に は 操縦 困難 な 仕様 


へ と 繋が っ て し まっ た の で ある 。 そう し た 観点 か ら 、O0RX- 
005 は 失敗 作 だ っ た と 見 る 向き も ある 。 それ で も 本 機 が 高 
い 性 能 を 有 し て いた こと は 事実 あり 、 高い 耐 G 能 力 を 有 
する 一 部 の パイ ロッ ト と の 組み 合わ せ は 一 定 の 評価 を 得 
た 。 それ だ け | の 機体 の 開発 を 担当 し た 機関 が ニュ ー 
タイ プ 研 究 所 (オー ガス タ 研 ) で 、 並 行 し て 進め られ て い 
た 強化 人 間 の 研究 と セッ ト と 見 な され て いた 可能 性 も 否 
定 で き な い 。 も と より 大 量 生産 を 前 提 と し て お ら ず 、 特 定 
条件 下 で 初め て 最大 限 の 性 能 を 発揮 する 機体 一 それ 


が 、ORX-005 の 本 質 だ っ た の で は な い だ ろ うか 。 


関連 ファ イル 


0 
い 行動 範囲 な ど を 特徴 と し 、 
多様 な 発展 を 遅 げた 。 


重力 下 で の 飛行 と 特殊 な 機動 を 可能 と し た 


0RX-005 と いう 機体 の 真価 は 、 MA 形態 で 発揮 され る 
と 言っ て も な い 。 可変 機 の 多く は 、 変 形 する こと 
で 推力 方 向 を 後方 に 集中 させ 、 糧 発 的 な 加速 力 を 得る 
本 機 も その 例 に 漏れ ず 、 ブー スタ 脚 部 スラ ス 
ター、 ムー パブ ル ・ シ ー ル ド の ア ター ユニ ッ 
ト に よる 大 推力 を 用 いて 飛行 し た 。 さら に 本 機 は 、 アク ティ 
ブ ・ ス ラス ター・ 変幻 自在 の 機動 性 を も 獲 
得 し た 特殊 な 機体 で だ が その 構造 は 、 決 し て 飛行 


アク ティ ブ ・ ス ラス ター・ ユ ニッ ト に よる トリ ッ キ ー な 動 き で 渦 を 用 弄 し た 
ORX-005, MM а d ttt NM BEART HEP, 


武装 

ムー パブ ル ・ シ ー ル ド に 内 蔵 さ れ で いる 
ビー ム ・ ラ イフ ル は 、MA 形 態 で も 広い 
射 有 を 確保 し で いる 。 柔軟 な 空中 戦 を 
可能 と する この 兵 装 が 、 可 変 MA と し 
て の 本 機 の 価値 を 高め て いる 


а (MS 形態 


Сале». НЕ 
BOI FERS, 


に 適し た も の で ! 重力 下 で の 運用 に つい て は 未成 
Ж さる を 得 な い 。 な ぜ な ら 本 機 の 空中 
機動 は 「 和 飛行] で は な く 、 大 推力 に 依存 し た 力 尽 く の [HE 
進 ] と 呼ぶ べき も の だ っ た か ら で あ る 。 し か し グリ プス 戦役 
当時 、 重 力 下 で 充分 な 飛行 能力 を 持つ 機体 は 限ら れ た 
存在 っ た 。 極端 な 性 能 を 持つ 本 機 の MA 形態 は 、 耐 
G や 戦闘 継続 時 間 の 短 さ と いう 問題 こそ あれ TMA の 思 
想 を 極限 まで 追求 し た ひと つの 解答 と も 言え 


バッ ク バ ッ ク (ブー スタ ー・ パ ッ ク ) 


маш, 7—дй—./ 


助 と な っ て い 


も 22.000kg と いう 大 推力 発生 させ る , 


スラ スタ ー 

MA 形態 時 は 合計 15 基 、 総 
推 カ に し て 18 万 kg 近い スラ ス 
ター が 第 方 に 集中 し て いる 


25. 8 FRE ISR 
ジェ ッ ト 、 РЕНИ 
SO а 


ÈR 20.3m (7-22-58 31.6m) 
ШШ 50717-25-Шнн 274.21) 
Frk- 3.0406 
2218-ЖЛ 183.000kg 
атыи ガン ダリ ウム 合金 
BR ムー パブ ル ・ シ ー ル ド (ビー ム ・ ラ イフ ル 内 


Ж) x2 
所 属 ティ ター ンズ 
RE ロ ザ ミ ア ・ パ ダム ヤ ザ ン ・ グ ケー ブル {6 
Im COMPARISON CHART 1 COLOR 


ムー バブ ル ・ シ ー ル ド 

MA 形態 で も 本 機 独 等 の トリ ッ キー な 
機動 を 担う バー パブ ル ・ シ ー ル ド 。 その 
可動 域 は ある 程度 制限 され る も の の 、 
で も 能動 的 な 防御 を 可能 と す 


MECHANIC FILE 


本 機 の 変形 機構 は PMX-000 メッ サー ラ に も 通じ る シ 
ンプ ル な も の で 、 病 的 に 言え ば 胴体 を 折り 畳む だ け の 単 
純 な 構造 だ っ た 。 し か し 、 約 1 秒 と いう 短 時 間 で の 変形 は 、 
MS MA 両 形態 の フレ キシ ブル な 運用 を 可能 と し た 。 + 
ん な 変形 時 間 の 短縮 に 責 献 し た 新 技術 が 、 ム ー バ パブ ル ・ 
フレ ー ム と ガン ダリ ウム Y (ガン マ ) で ある 。 機動 性 を 確保 す 
る た め の 軽 量化 と 、 実戦 に 耐え 得る 機体 剛性 の 両立 が な 
され て こそ の 可変 機 で あり 、 多く の MS に 影響 を 与え た この 
技術 は 、 本 機 の 完成 に も また 不可 欠 だ っ た 。 さら に 、 連邦 
軍 が 一 年 戦争 時 か ら 研究 ・ 開 発 を 進め て きた マグ ネッ ト ・ 
コー ティ ング も 、 変 形 機構 の 反応 速度 を 高め る うえ で 大 き 
な 意味 を 持っ て いた 。 これ ら の 技術 の 導入 に より 、ORX- 
005 は スム ー ズ な 変形 機構 を 獲得 する に 至っ た の で ある 。 


À 


AREER RHE 
МЕСТ 
で も 腕 部 を 展開 し て 攻撃 

HSER 
し て ラン ディ ング ・ ギア の 
代わ り と する ケー ス も 見 ら 
れ た 。 


HES 
ні HERES F. 
ギア と し て 使用 で きる 。 


Ш 変形 シー クエ ンス 


BRL TOME 
М$ЕМАЛФН Ж 
MABE COMA 
突出 し た 機動 性 を 確保 する 
を 視野 に 入れ た も の だ っ た 。 


SOMMER OL 
て 、 脚 部 の み を 展開 し た 状態 
格納 庫 に 収まる ケー ス も 見 られ 
た 。 これ は 他 の TMA に は 見 られ 
か 本 機 独自 の 運用 法 で ある 


18 万 kg を 超え る 大 推力 に よっ て 飛行 を 可能 と し た 
ORX-005 だ が 、 重 力 下 で の 運用 に お いて は 、 そ の 膨大 
な 推進 カ を 支え る に 充分 な プロ ベラ ント 容量 を 有 し て いな 
か っ た 。 高々 度 か ら の 自由 落下 戦闘 を 想定 し て いた と は い 
え 、 そ の 戦闘 継続 時 間 と 航行 距離 の 短 さ は 致命 的 な 問 
題 と 言わ ざる を 得 な か っ た 。 その 問題 を 解決 する た め に 、 
本 機 は オプ ショ ン ・ ブ ー ス ター を 基本 設計 に 組み 込ん で 
いる 。 この ブー スタ ー は 震 核 ロケ ッ ト ・ エ ンジ ン を 搭載 し 、 
60.600kg の 推力 を 有 し て いた 。 BAF COREE 
の 際 、0RX-005 は この ブー スタ ー を 併用 し て 航続 距離 を 
確保 。 機体 の プロ ペラ ント を 温存 し て 戦闘 に 突入 する と い 
う 戦 術 を 用 いた 。 


> 


画 オプ ショ ン ・ ブ ー ス ター 


жшж волан. соат 
定 され て いた 
Samant sh), 
ҚТЫ BOAT ot 


Ш オプ ショ ン ・ ブ ー ス ター 装備 状態 (MA 形態 ) 
MA 状態 で ブー スタ ー を 装着 する と 、 全 長 は 3Om を 趣 える 。 その 巨体 で 
は 高生 性 は 舞 待 で を な いも の の 、 HAT CORERM 

の オプ ショ ン で あっ た 。 

FEED, онин 


装備 状態 (MS 形態) 


機体 の 特殊 人 性 を 考慮 し た 運用 方 法 


前 述 の 通り 、ORX-005 は 高い 加速 力 と 機動 性 の 代償 
と し て 、 戦 闘 炎 続 時 間 の 短 さ と いう 欠点 を 抱え て いた 。 特 
に 、 飛行 を 継続 させ る た め に 推進 力 を 必要 と する 重力 下 に 
お いて は 、 そ の 欠点 は 無視 で きる も の で は な か っ た 。 その た 
D. 0117-297— СЕБ нол. 自由 落 
下 電 闘 を 行う 高 高度 迎撃 機 と し て の 運用 が 想定 され て い 
た 。 また 、 MS 形態 で サナ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) を 利用 


する と いう 運用 方 法 を 採る こと も あっ た 。 な お 、ORX-005 
は 大 気 圏内 で の 運用 を 前 提 と し て 開発 され た と する 説 と 、 
本 来 は 宇宙 専用 TMA と し て 開発 され た と いう 説 が ある 。 宇 
宙 に お いて も 高い 機動 性 能 を 発 押し た 同機 は 、MSZ-006 
と 交戦 する 姿 も 確認 され て いる 。 宇宙 戦 仕様 機 と し て 改修 
され た ORX-005 は 、 重 力 下 に お ける 制約 か ら 解放 され 、 通 
常 の TMA と し て 運用 され る こと も 多かっ た よう だ 。 


f мате ся то 
TUS, ЕЗЕШ. СЕЙ 


УАН 2722 


MORE INFO! 


常人 に は 扱い に くい 機体 


アク ティ ブ ・ ス ラス ター・ ユ ニッ ト を 用 いた ORX-005 の 
急激 な 方 向 転換 や 不 規則 な 機動 は 、 パ イロ ッ ト に 過度 な 
G を 掛け る も の だ っ た 。 それ に 耐え うる パイ ロッ ト は 、 人 為 
的 に 肉体 強化 を 施さ れ た 強化 人 間 か 、 常 軌 を 人 し た 身 
体 能力 を 持つ 一 部 の パイ ロッ ト に 限ら れ て いた 。 


心肺 機能 を 強化 きれ て い 
た ロサ ミア ・ バ ダム や 、「 野 
W) の 異名 を 持つ ヤ ザ - 
АЛЕ ЯНА: 
停 能 力 を 持つ パイ ロッ ト の 
207, ARO IRE THEE 
引き 出す こと が で きた 。 


サンライズ 


機動 戦士 ガン ダム シル エッ ト フ ォ ー ミ ュ ラ 91 


МЕЛ 


シル エッ ト ・ ガ ンダ ム 


重量 8.5t( 全 備 重量 21.71) 
BUMDAM RXF91 FA 4570KW ie 


н] sweet 914 


№ SPEC -RXFS1A GUMDAM RXF91A- 
全高 一 一 (頭頂 高 15.4m) 
重量 9.21( 全 備 重 量 21.41) 

Эі3/-3-ШЛ 4.890kW 

3h ОКЕ 

装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 セラ ミッ ク 複合 材 

BR ビー ム ・ ラ イフ ル ヴェ スバ ー& 
ビーム ・ キ ャ ノン 2 メガ ・ 
ン ・ キ ャ ノン X2/ ヘ ビー・ マ シ 
ン ガ ン x2 ビー ム ・ サ ー ベ ル x 
2 グレ ネー ド 
лежа. 

所 属 アナ ハイ ム : エ レク トロ ニク ス 社 

搭乗 者 トキ オ ・D・ ラ ンド ー ル 


№ SPEC -RXF-91 GUMDAM RXF91- 
全高 一 一 (頭頂 高 15.4m) 


АЭАЯ-ЙЛ 92.080kg_ 
RHK ガン ダリ ウム 合 全 セ ラミ ッ ク 複 合 材 
ЖИ ビー ム ・ ラ イフ ル ウェ スパー 
X2/ ビ ー ム ・ ス プレ ー ガ ン 
メガ ・ マ シン ・ キ ャ ノン x2 М 
ビー・ マ シン ガン X2 А-А 
サー ベル X2 。 バ ルカ ン 砲 X2 
ビー ム - シー ルド 
所 属 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 
搭乗 者 トキ オ ・D・ ラ ンド ー ル レイ 


ラ ・ ラ ギ オ ー ル 
№ COMPARISON CHART COLOR 
рысы тасын с але кекте Баа БЕСЕ КЕКЕ er sssi RXF-91 GUMDAM RXF91 
МЕ шо жт 
РАР ОТА GUMDAM RXRTA 
we 。 sww олш 


シル エッ ト - ガン ダム 改 


> GUMDAM RXF91A 


ті 

バイ オ ・ コ ンピュータ ー を 

備 し な いた めか 、 F90 = 
t а 


M = 


次 用 デー タ か ら 生 まれ た AE 製 第 二 期 MS 


アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (ЫТ. АЕ) の 第 二 
期 MS 開発 計画 [シルエット ・ フ ォ ー ミ ュ ラ ・ プ ロジ ェクト 」 
(以下 、SFP) で 誕生 し た デー タ 収 集 用 の 汎用 多目的 
型 試作 MS が RXF-91 シル エッ ト ・ ガ ンダ ム 、 そ の 改造 
機 が RXF-91A シル エッ ト ガ ンダ ム 改 で ある 。 外観 や 機 
体 パ テラ ンス は サナ リィ の F91 ガン ダム F91 に 似 て お り 、 
総合 性 能 も F9 英 する も の だ っ た 。 

シル エッ ト ・ ガ ンダ ム が F91 に 似 た 理由 は 、 発 展 上 の 必 
然 で も 偶 茜 で も な い 。 非 合 法 に 獲得 し た F91 の デー タ を 
基 に 、 開 発 され た 機体 だ CHS, そもそも SFP 


L 4 
は 、 サ ナリ ィ の 第 二 期 MS 開発 計画 | کش‎ 


新型 MS を 開発 し よう と いう 試み だ 


画 ] の 盗用 に 


シー ルド と いっ た 新装 備 の 技術 も F91 に 及ば な か っ た 。 
し か し 、 マ ニュ アル 操縦 の 余地 が 多い た め 高 練 度 パイ 

ロ 小 の 技量 を 反映 し や すい 上 、 そ の 際 の 瞬発 能力 は あら 

SMSERMLE ネ レ - 出力 も F91 以 上 


サナ リィ の 後塵 を 


AE と サナ リ イ の 技術 並存 w 


F91 の 基本 デー タ を 用 いて 設計 され た シル エッ ト ・ ガ ンダ 
ム は 、F91 に 似 た 外見 と 装備 を 持つ 。 た だ し 、 当 時 の AE 
で は サナ リィ の 技術 を 再現 で きず 、 バイ オ ・ コ ンピュータ ー 
や ヴェ スパ バー な ど は 代用 品 を 搭載 し た 。 それ で も F91 以 上 
の ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 や 補助 兵 装 の 充実 、 
継 の 余地 を 拡大 し た コク ピッ トコ ン ソ ー ル な ど に より 、F91 
に 匹敵 する 総合 性 能 を 実現 し て いる 。 


送 用 デー タ を 革 本 と し た た め F91 RESUS RE 
F91 の 特徴 だ っ た 冷却 シス テム 辞 は 採用 し て いな い 。 


жаң TA 
Yaa الما‎ 


75. IEF 2062—99 
AL AOI CN), ЖИШП: DIEU. 


完成 し た 本 機 は トキ オ ・D・ ラ ンド ー ル 少尉 に 任 さ れ 、 
月 の 裏側 の ゼブラ ゾー ン に お いて 《 ブ レイ ウッ ド ) を 母艦 と 
し た テス ト に 供 さ れ た 。 この 際 、 ク ロス ポー ン ・ パ バンガー ド 
の ダー クタ イガ ー 隊 と 遭遇 戦 を 演じ 、 大 破 し た と 言わ れる 。 
決定 的 な 破損 は 免れ 、 後に 連邦 軍 第 306 部 隊 の ネオ : ガ 
ンダ ム 1 号 機 を 撃破 し た と の 説 も ある (この 際 の パイ ロッ ト 
は , ネオ ・ ジ オン 残党 の 少女 レイ ラ ・ ラ ギ オ ー ル ) 。 


(Dy) 
) 
(ы: ө ヴェ スバ ー 
す サナ リィ 製 ヴェ スパ ー を 参考 に し た が 、 


量 コン デン サー の 解析 が 
# 4 


れ た 新型 ビー ム ・ ラ イフ ル 。 エネ ルギー・/ パ パック を [機関 
る 独特 の 形状 か ら 、 ADORABLE DNS, 


Laya 
(| ж). 相対 的 を 
| BREF EUAN 
MMTS. 


ФЕ. 

シー ルド 
ビー ム 障 選 を 用 いる 防 
08988, AE に 技術 的 
な ノウ ハウ が た 
た め 機 体 に 肉 装 で き 
ず 、 実 体 シー ルド と の 
な っ た 
F91 用 と 異な る 利点 

が 後に 判明 し た 


機体 構造 


クロ スポ ボー ン ・ バ ン ガ ー ド と の 戦闘 で 大 破 し た シル エッ ト ・ 
ガン ダム を 、AE の 月 面 工場 で 徹底 的 に 改修 | 
た な 型式 番号 RXF-91A の 「A] は 「Advanced 
し い 、 ОЖ) を 意味 し て いる 。 

前 身 機 シル エッ ト - ガ ンダ ム か ら の 変更 点 は 、 MB A 
部 ヴェ スパ ー に ほ ば 集約 され る 。 

損傷 が 酷かっ た 胸部 は 、 イ ン テ ー ク 周り か ら コク ビット 


次 の 、 新 


新型 ヴェ スパ バー 搭 載 の 改良 型 シ ル エ ッ ト ・ ガ ンタ ダム 


ハッ チ に 至る 箇所 の 耐 溝 性 を 強化 し 、 ジェ ネ レー ター 出力 
も 向上 させ た 。 肩 部 は 新 ユニ ッ ト に 換装 し て いる 。 
最大 の 変更 点 は ヴェ スパ ー で 、 ネ オ ・ ガ ンダ ム の 技術 
を フィ ー ド バッ ク し た 新型 に 換装 され た 。 新型 の ヴェ スバ ー 
は 、 SFP 試 験 部 隊 の 実働 デー タ を 基 ( 


併設 し 推進 器 や 補助 バ を 増設 する こと で 、 
武装 バイ ンダ ー に 近い 装備 と な っ : 

шык 

ФЕ-л.>2417) 

シル エット ・ 


兵 装 (多目的 ラン チャ ー と 思わ れる ) を 増設 し た 。 


@ ヴェ スバ パー 


ダム 用 ビー ム ・ ラ イフ ブル の 改造 型 。 AIO EBRD 


た ヴェ スパ バー は 。 シルエット ・ ガ ンダ 
ニア を 追加 され 、 複合 装備 と な 


ジ を 与え られ る ほか 、 絢 種 の 変更 に より マル 
チ プ ル に 使用 で きる 


ネオ ・ ガ ンダ ム 用 Gr パ バード の 技術 を フィ ー ド バッ ク し た と いう 新型 ヴェ ス 
バー。 RBA TUHMA PHB -PAARE 


LPS) oe 


FY 


ИРЖИ ов. 
ビー ム ・ シ ー ル ド と 干渉 し な いよ う 、 МИНЕТ 
PIFO ( 計 2 門 ) 設置 し た 。 クロ スポ ー シ ・ バ 
ン ガ ー ド の MS で も 用 され た 。 


重 装 甲 化 し た 胸部 、 大 型 ・ 多 機能 化し た ヴェ スバ ー が 見 て 取れ る 。 スラ スタ ー 推 力 や 重量 の 面 で は 
シル エッ ト ・ ガ ンダ ム に 考 る が 、 ИВР ЛЕО ХИН АНН EL 
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機動 戦士 ガン ダム OON 


GNMA-OO01V2 = 


IMA だ が 、 大 陽 炉 の 存 
少数 精鋭 の イノ ベイ 
ド 勢力 は 、 БИТІ は 応 で きる 高い 戦闘 カ を 持 
つ 機 体 を 欲し て いた 。 複数 の 太陽 炉 を 搭載 し た 大 型 MA 
は 「 イ ノ ベ イ ド 用 の 機動 兵器 ] と し て 最適 だ “ある 。 
その 結果 、 行 き 着 いた MA が GNMA-0001V レグ ナン ト 
り 、 量 産 機 と し て 建造 され 
グ ナ ン ト 2 号 機 で あっ : 
ズ ・ ア ル マ ー ク 率い る イノ ベイ ド 勢 力 の 敗北 に よ - 
ナン ト 2 号 機 は 実戦 に 投入 され る こと は な か 


レグ ナン ト | | 
2 号機 unknown | 


кы 


ета 


MA に 至る 過程 で 、 リ ボン ズ の 勢力 は イノ ベイ ド 専 用 
IMS と し て GNZ シ リー ズ を 開発 。 そ ( 対 ガン ダム を 踏 
まえ て MA の 開発 が 進め られ る 。 まず 試作 機 と し て 建造 さ 
れ た 機体 が GNMA-YO001 エン プラ ス で あり 、 対 ガ ンダ 

その デー タ を 基 に し て 
これ は ルイ ス ・ ハ レヴ ィ 
の 通り 実際 は イノ ベイ 

機体 で 
た 。 その た め ル イス の 1 号機 と ほぼ 同時 期 に 2 号機 の 建 
造 も 進ん で お り 、 ロ ー ル アウ ト 寸 前 の 状態 で 。 


ム 用 の 兵 装 が 実戦 で テス ト さ れ た 。 


š, この 武装 は MS / MARE 
を 問わ ず 使え る も の が 多い 


カラ ー リ ング 


ロー ルアウ ト 直 
の 2 号機 は 青 を 基調 と し た カ 
更 さ れ た 


関連 ファ イル 


rerenew, 


\ 


88| ml mer 2250 


可変 機構 に よっ て MS 形態 を 取り 入れ た MA 


イン ベイ ド が 搭乗 する こと を 前 提 と し た MA を 開発 する に あ 画 頭 部 
1 号機 と 頭 部 形状 が 因 な る 。 t 


だ ん 対 カン ダム 用 の 兵 装 以外 に 採り 入れ られ た も の が MS 
形 能 へ の 可変 機構 で ある 。 大 性 妨 搭載 MA と し て 最 カ 
られ た GNMA-XCVI アル ヴァ トー レ は 、MS ア ル ヴ ァ ア ロン 
を 内 包 し て お り 、 格闘 戦 に 対す る 備え を 持っ て いた 。 レグ ナン 
ト は それ を 可変 機構 と し て 昇華 し 、MA に 格闘 能力 を 付与 
ある 。 ご て 本 機 は 基本 的 に は 空中 ・ 宇 宙 朋 
で ある も の の 、 MS 形態 に よる 地上 戦 も 可能 と な 
本 機 の 系 譜 が GNMA-Y0002V ガ デラ ー ザ と な る , 


な お 、 


наи. 
は 基本 的 に 1 号機 


も 愛 け 継い で いる も 
の と 考え られ る 


ーー Ш MA 形態 
ж 


2186, プロ ト 機 と な る 
構造 や 兵 装 は 1 号機 と ほ 6 


同じ 形状 を 持つ 。 基本 
部 だ けが 異な 


тент 
MON RGN/ Fp, 


П AEB ALY OMA RHEE 


イノ ベイ ド 用 機動 兵器 の コン セプト で ある [単機 で 多数 る 。 これ は 元 より 1 対 多 を 想定 し た 兵 装 で あり 、 単 機 に 対 


と 戦い 、 か つ 人 圧倒 で きる 戦闘 力 」 を 体現 する た め 、 レ グ ナ ン 
ト に は 多数 の 武装 が 内 蔵 さ れ た 。 その ほとん ど が 火 : 
類する も の で あり 、GN ビ ピー ム サー ベル 等 の 格闘 専用 の 武 
装 は 持た な い 。 た だ し 、GN フ ァ ン グ は クロ ー と し て も 使用 で 
きる た め 格 闘 兵 装 を 兼ね た : 

大 多数 を 相手 取る 武装 と し て は GN フ ァ ン グ が 挙げ られ 


画 武装 レイ アウ ト 


し て も 手数 と 多角 的 な 攻撃 に よっ 


£ 


MORE INFO! 
アロ ウズ が 運用 し た 1 号機 


前 述 の 通り 、 ロー ルアウ ト し た レグ ナン ト の 1 号機 は 、 イ 
フ ベ イド で は な く リボ ンズ の 扶 配 に よっ て アロ ウズ 所 属 の 
バイ ロッ ト 、 ル イス ・ ハ レヴ ィ に 与え られ た 。 本 来 、 イ ノ ベ 
イド 用 に 開発 され た レグ ナン ト は 通常 の パイ ロッ ト で は 扱 
いか ね る 性 能 を 持つ が 、 ル イス は 投薬 な ど に よっ て 肉体 
改造 が 施さ れ て いた よう で 、 充 分 に 乗り こなし て いる 。1 
号機 の 戦闘 例 は 数 える ほど し か な いも の の 、 そ の 戦闘 カ 
は 非常 高く 、 GNW-003 ガン ダム スロ ー ネ ドラ イ を 圧倒 
L, GN.0000+GNR.010 ダブ ルオ ー ラ イザ ー 相 手 に 
DERDE RU: イノ ベイ ド 勢 力 と の 戦い は 終 
わり 、 実証 され た 戦闘 力 を 示す 機会 は な か っ た 。 


一 方 で 、 胸部 に 備わる GN ビ ー ム 砲 は 高い 攻撃 力 を 
、 対 艦 な ど に も 有効 で ある 。 また 、 レ グ ナ ント は 対 ガン 
ダム の 側面 を 備え て お り 、 そ の た め の 特殊 兵 装 と し て エグ 
と な る ナー ウィ ッ プ を 持つ 。 これ ら 多様 な 兵 装 を 盛り 込ん だ レグ ナ 
ント は 、 単体 で 高い 戦闘 力 を 得 た の で ある 。 


р 4 О HERGNY—F 


こと が て 


画像 は 1 号機 。 変更 が 加わ 


Ө GN ピー ム 碗 
© GN バル カン — 
© GN フ ァ ン グ エグ ク ナ ー ウ ィ ッ プ 
реа 
各 指 が 個別 で 射出 で き оло ы 
кэллин  GN マ イク ロミ サイ ル 
072708: ВЫ, RH: Б} 2п—-7-^#®*Ит®&шаи-%шап/: 
SAORI т етене і, ала о. лиман 
て 電流 を 流す 仕組 み で ある 。 
& 
ルイ ス ・ ハ レヴ ィ 
沙 鞍 ・ ク ロス ロー ド の 
agt 両親 
の 人 を 対 つ た め 軍 邦 に 
HL, POO 
ロト と な る 
GNMA-0001V レグ ナン ト 
レグ ナン ト 1 号 機 。 ダブ ル : 
で 中 破 し た の も 、 哨 域 し つつ デブ プリ 賠 収 作 
わっ て いた 連邦 軍 に 発見 され た 。 
>, 
а. ンタ:MBS 136-12 
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E ARMOR 


長 距離 重 爆撃 機 
G ア ー マ ー 


機動 戦士 ガン ダム 


MECHANIC FILE neDl wer 04% 


У GARMOR | E.F.S.F. 


無限 軌道 
地上 に 着陸 する 際 は 、 機 体 中 央 に 無限 軌 
道 を 展開 する 。 大 重量 の 機体 を 支え る た 
0. ажом 
る 無限 軌道 が 採用 され 


える 関連 ファ イル 


FILE PREVIEW 
{6-01-03 AX78-2 


G 
L 


体 機構 を 有する オプ ショ ン 「G パ ー ツ | で あっ 
単体 で も 戦闘 機 と し て 運用 で きた 「G パ ー ツ ] は 、 前 


ンー いる 
3 2 ` С а 

Bo この 2 種 の 、 ガ ンダ ム の 性 能 向上 に 大 き な 役 r ӯ: š 

` NA Хы 


MS を 速やか に 戦場 投入 する た め に 最適 な 機体 構造 


G ア ー マ ー に 想定 され た 運用 コン セプト の ひと つ に 、「 前 線 
まで 到達 し た 後 、RX-78-2 を 速やか に 戦場 へ 投入 する 」 と い 
う も の が あぁ る 。「G パ ー ツ の 分 離 に よっ て MS が 現れ る 」 と い 
567— 構造 は 、 こ の コン セプト を 実現 する 最適 解 と 
言っ て 過言 で は な い だ ろ 3。 分 離 時 に は 無防備 と な る こと 、 そ 
し て 大 重量 ゆえ に 飛行 速度 が 時 回 600km を 下回る と 失 連 
する な どの 欠点 も あっ た が 、 本 機 の 有用 性 は それ を 補っ て 余 
りあ る も の で 


AULT OR, "フォー メー 
СЯ: 
クエ ンス 時 に 要する 時 間 は 

SB. 実戦 で は 障害 物 な 
ど に 三 れ て 分 離し て いた と 言 
われ て いる 。 


使用 。 G ア ー マ ー 形 態 で は さ 
78-20) PRIS КГБ 
の 出力 も 推力 に 加え る こと が 


で きた 


ш 基本 形 (3 面 図 ) 

GG アー マー の 3 面 団 。 全長 に 対し て 主 外 孝 分 が 小さ く 、 戦 有機 もし て 
は アン パラ ンス な 形状 で ある 。 機体 両 側 に 枝 備 され た RX-78-2 の 
シー ルポ は 、 同 MS の 肌 価 お よび 腕 部 を Bj 件 する た め の も の で ある 。 


画 ドッ キン グ 概 念 図 
ャ ン サー に よっ て 同時 を 行い 、RX 
:G パ ー ツ で 挟み 込む ッ キ ング す 
ERIM EGS, MMPI 


重 爆撃 機 と し て の 火力 


G ア ー マ ー 形 態 時 に は RX-78-2 は 自 機 の 武装 を 使用 する 
こと が で き な い 。 その た め 、 本 機 の 攻撃 力 は G パ バーツ に 搭載 
され て いる 兵 装 に 依存 する 形 と な る 。 主 武装 で ある 2 連装 
大 口径 ビー ム ・ キ ャ ノン は G パ ー ツ と RX-78-2 両 方 の 替 枝 反 
応 炉 か ら の エネ ルギー 供給 に より 、 高 い 攻 撃 力 を 発揮 し た 。 
また 、 同 じ 理由 で 戦闘 継続 時 間 も 長 く 保つ こと が で きた 。 + 
の 裏付け と し て 、 RX-78-2 の パイ ロッ ト 、 アム ロ ・ レ イ も ГЕ 
ム ・ キ ャ ノン の パワ ー は ガン ダム の 3 倍 は 持つ 」 と 評 し て いた 。 


П 2 連装 大 口径 ピー ム ・ キ ャ ノン 


対 MS 戦 に お いて も 充分 な 攻撃 力 を 誇る 高 出力 メガ 粒子 砲 。 
HSK CLE, FAO ATL CURED RITE: 


ІБЕЛ-Е 2% 


MEME TAC TORO REO, NEHIL 
た た め 、 攻撃 力 は 高く は な か っ た 


後部 ミサ イル 


後部 パーツ の 門 部 に は 、 GMS TVR EDIE MIL TUS, MES 
す イ ル と 同様 実体 提 兵 苦 は サブ ウェ ボン 扱い の よう だ 。 


@ 後部 バー ツ 

жш iii He se 
ЖИЕНИ. G ア ー マ ー 
BSISRK-78-20 BBE 
バー する 。 ホ ワイ トペ ー 
ス に は 前 "後部 パー ツ 
ЗЕНОН, 


G ア ー マ ー で は 、 前 部 パー ツ と RX-78-2 そ れ ぞ れ に 1 名 ず 
つ パ イロ ッ ト が 搭乗 する 。 G ア ー マ ー の 操縦 は 前 部 パーツ の 
パイ ロッ ト が 担い 、 火器 管制 や 索敵 は RX-78-2 の パイ ロッ ト 
が 担う と いっ た 役割 分 担 も 可能 と な っ て いた 。 


Ш コク ビッ ト 


前 部 パー ツ の コク ピッ ト を 機 普 か ら 見 た 図 。 この コク ビッ ト に は 、 コ ア ・ フ ァ イ 
SERUM BORMAN TLS. 


Ш 乗降 用 タラ ッ プ 
機 首 左 側 側 面部 に 前 部 パー 
ツ の コク ビット へ の 乗降 用 タ 

— ラッ プ が 設置 され て いる 。 @ 
用 時 に 下方 へ 展開 する 。 


сма 92945 
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GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガン ダム ) 


ジオ ン 公 国軍 の NT 専用 MA と し て 知ら れる MAN-03 
ブラ ウ ・ ブ ロ の 実在 は 疑う べく も な い 。 し か し 翻っ て 実戦 


記録 は な いと する 

š 隊 と の 間 で 戦闘 

が 行わ れ た と いう 説 も ある 。 さら に 、 後 者 と 同様 の 戦闘 
を 伝え る 別 の 説 に お いて は 、 一般 的 に 知ら れる ブラ ウ - 


ROS, 


説 の 域 を 超え る も の で は な いと 提 


ブラ ウ ・ ブ ロ 


メガ 粒子 砲 

中 央 ブロ ッ ク の 上 下 と 

ム 先端 に 
ee 


える こと も で きよ う . f 
そし て 公国 軍 の シャ リア ・ ブ ル と 連邦 軍 の アム ロ ・ レ イ と 
いう ふた り の ニュ ー タ イブ の 選 逝 は 、 単 に 異説 と 片付け 


の 戦闘 の エピ ソー ド に お いて も 、 シ ャ リア ・ ブ ル は ニュ ー 
タイ プ 能 力 を 拡大 させ た アム 口 に 敗れ た と され て お り 、 戦 
闘 の 概略 は よく 知ら れる 説 と 代わ り は な い 。 だ が 、 МТ 
用 MA と し て の 性 能 を 余す と ころ な く 発揮 し た 本 機 は 、 BE 
史 の 除 に 埋もれ た MAN-03 と いう 兵器 の 特異 を 改め 
て 強烈 に 印象 付け る も の と 言え よう 。 


ІШ SPEC 
_ 全高 60.2m 全長 62.4m) 


B COMPARISON CHART 


(8) ТІЛЕ!!! 


関連 ファ イル 


MAN.03 プラ 


za 


8 COLOR 


複雑 な オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と し た 兵 装 


ラウ ・ プ ブロ は 公国 軍 の ニュ ー タ イブ 研究 が 生ん だ 、 最 
初 の NT 専用 機 で ある 。 その 最大 の 特徴 は 、 有線 誘導 式 


の メガ 幸子 砲 に よっ て オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と し た こと 
あろ う 。 本 機 が 装備 する メガ 粒子 砲 は 、 中 央 ブロッ ク の 
上 下 に 配 され た 4 基 が 個別 に 攻撃 端末 と し て 機能 する 
その た め 、 連 装 砲 の まま 2 組 の 攻撃 端末 と し た よく 知ら れ 
る ブラ ウ ・ ブ ロ と は 構造 が 異な り 、 より 複雑 な 軌道 を 描 
度 な オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と し た 、 遠 距離 か ら 
の オー ルレ ンジ 攻撃 で 戦う と いう 基本 コン セプト は 同じ で あ 
り 、 ア ムロ ほど の ニュ ー タ イプ で な けれ ば 、 回 放し つつ 接近 
戦 に 持ち 込む こと は 困難 だ っ た こと は 間違い な い . 


гомо 
калша 


ЖИТ 
ルレ ンジ 攻撃 
MERMA; 
いう も の だ っ た 


кл. Чаво 
外側 か ら 商機 を 攻撃 


п 有線 誘導 式 メ ガ 粒 子 砲 ノ 
展開 状態 


жаз k FOR eso + 
2. 左右 か ら は 各 1 基 の メガ 
РЕНН A LE 
開 可能 。 これ に より 最大 6 方 
| 向 か ら の 同時 攻撃 が で きる 


ө メガ 粒子 砲 (基部 ) 


バイ ロッ ト と 機体 の リン ク を 密 に する 構造 


サイ コミ ュ ・ シ ステ ム を 介し て ニュ ー タ イプ が 制御 する こ 
と を 前 提 と し た ブラ ウ ・ プ ロ は 、 通常 の MS や MA と は 構造 
が 大 きく 異な る 操縦 系 を 有 し て いた 。 当時 の 一 般 的 な 機 
動 兵器 と は 明らか な る コク ピッ ト と 操縦 系 を 採用 し て 
お り 、 そう し た 点 か ら も 特殊 な 機体 と 言え 

本 機 の コク ピッ ト は ノー マル スー ツ と 連動 し て お り 、 攻撃 
端末 や サイ コミ ュ ・ シ ステ ム の 状態 な どの さま ざま な 情報 
は 、 ノ ー マ ル スー ツ の バイ ザー 部 に 映し 出さ れる 仕組 み と 
お 別 仕様 の ブラ ウー ブロ は 各 ブ ロッ ク に コク 
ピッ ト を 有 し て いた が 、 本 機 が 同じ 構造 だ っ た か は 明らか で 
な く 、 同乗 者 が いた か も 不明 で ある 


コク ビット 内 の 空間 は 
E 


юш. AER 
(5722 


п ace has 


球状 の コク ビッ | 


一 年 戦争 当時 に は 考え 
られ な い 暫 新 な シス テム 
で あっ た 


Ш/-тлл-у 


mn RIE 
Шееле 


жаг 
いる , 


連邦 軍 の ニュ ー タ イプ に 喫し た 敗北 


キシ リア ・ ザ ビ の 主導 で 開発 され た ブラ ウ ・ ブ ロ は 、 ギレ 
ン ザ ビ の 意向 を 受け た シャ リア ・ ブ ル に 運用 を 任 さ れ 、 シャ 
アア ズ ナ ブル の 下 へ 送ら れ た と 言わ れ て いる 。 FARE 
ね て 出撃 し た 本 機 は ホワ イト ペー ス 隊 と 接触 し 、 先 行 し て 
いた ガン ダム と 交戦 する こと と な る 。 その 戦闘 に お いて 本 


機 は オー ルレ ンジ 攻撃 で 主導 権 を 所 っ た が 、 ア ムロ の 並 


る ガン ダム は 回 選 運 動 を 行い な が ら 反撃 を 試み つつ 、 接 
MOBBEB IK. その 一 方 で 、 ブラ ウ ・ ブ ロ は 戦闘 宙 域 
に 接近 し た ホワ イト ペー ス 隊 に 対し て も 攻撃 を 行い 、RX 
77 ガン キャ ノン を 小 破 さ せ 、 さら に 2 機 の RGM-79 ジム を 
撃墜 し て いる 。 そちら の 戦い も 考慮 する と 本 機 の 機体 性 
能 は 充分 に 高く 、 勝敗 を 決し た の は 機体 の 性 能 以 上 に バ 
イロ ッ ト の ニュ ー タ イプ 能力 と 見 る こと も で きる だ ろう 。 


MLL TPR 


れ た 本 機 は 、 ピ ー ム サー 
ペル の 攻撃 に よっ て 宇 
ЖОЛЫН НАУ. 


シャ リア ・ ブ ル ・ レ ポー ト 

シャ リア ・ ブ ル が ギレ ン ・ ザ ビ の 意向 を 受け て いた こ 
と は 前 述 の 通り だ が 、 ギ レン は 「 シ ャ リア ・ ブ ル に | 
ニュ ー タ イプ の 発生 形態 」 と 題し た レポ 
シャ リア ・ ブ ル を ニュ ー タ イプ と し て 戦場 
いち 早く ニュ ー タ イプ に 着目 し て い : 
ЗО. 彼 を キシ リア 配下 の 
に 送り 込む こと で 政治 的 な 束 制 を 図っ た の で 

その 後 、 シャ リア ・ ブル は 、 [ROBE] Chore ‘7 
ズ ナ ブル 、 ララ ァ ・ ー タ イプ と いう 存在 
を 知る こと に な っ 


る 決断 を 下 し 
シリ ア ・ ザ ビ を 
ー タ イブ 部 際 


し ポー ト に は 、 ニ ュー タ 
イブ の 可能 性 を 持つ 
シャ リア ・ ブ ル に 関す 
る 記述 が まとめ られ . 
OMS MEAS 
れ て いた 


STATMAT 


で を 開花 させ 
し よう と 考 ね 


MUP JIL 
жж бк 1. жі». 
ー タ イプ の 資質 を 見 出さ 
・ プ ロ を 任 き れる 。 自ら の 
ACPI EER AIRE 
mei 実戦 で ガン ダム と 戦い 、 
ー タ イブ の 実在 を 確信 し た 。 
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ガン ダム 新 体験 -0087- GREEN DIVERS 


が 施さ れ た 


イデ オロ ギー の 相違 を 超え て 集結 し た 各 勢 力 の 機体 


U.C.0087 末 、 宇 宙 で は さま : 『 航 
行 し 、 民 間 人 の 往来 に 利用 され て い қ 
тет ンズ 、 そし て 地球 連邦 軍 の 3 派 か 
あり 、 民 間 船 の 運航 に 不都合 が 発生 す 
る こと も まま あっ た 。 ファ ー・ ル ナ ・ エ アロ スペ ー ス ライ ン 号機 に よる # 
に 所 属す る 豪華 旅客 船 プロ スペ ロー も また 、 戦 争 と は 044 7: 
RGR CH: 戦 | алпска 


きも ある 。 ちな み ( 


の 事故 は 、 軍 が 引き 起こ し た 不祥事 の ひと つ で あ 
残さ れ た 2 人 の 乗客 


記憶 に 残る こと 


ブリ ッ グ ス と タク ヤ ・ ブ リッ グ ス 姉 弟 の た め に 、 各 勢力 が 

垣根 を 越え て 協力 し た こと か ら 

一 般 的 | 沙汰 され る エピ ソー ド 

は 、 存 在 自体 が 秘密 裏 の も の と な っ て いた Z ガ ンダ ム 3 E2277 0-02-01 
活動 で ある 。 だ が 、 テ ィ タ ー ン ズ は NRX- аха зан Ера 

連邦 軍 は RMS-179 ジム TI を 投入 し た 

こと も 、 救 助 が 成功 し た 大 き な 要 因 

ロー 号 事 件 ] と 呼ば れる こ 勢力 が イデ オロ ギー を 超 . ` 

グリ プス 戦役 期 に お いて は 稀有 な 出来 事 と し て 人 々 の 


(8) ІШЕ 


№ SPEC -NAX-O44 ASSHIMAR- 
全高 18.4m 
ЖШ 41.1(( 全 備 重 量 63.80 | 


IB SPEC -ams-179 GMI- 
2% 181m 
重量 40.51 (НЫЕ 58.71) _ 


な 
スラ スタ ー 推 カ ーー 


I COLOR I COLOR 
RMS-179 GMI | NRX-044 ASSHINAR 
a © @ 
RED ш: УИ ЖЖ 


アッ シマ ャ マー | 
ЖЕШІГЗ 


NRX-044 


関連 ファ イル 


RMS-179 АП 
談 と し て 伝え られ る 向 


GD-03-01 
FILE PREVIEW 
60-030! 


て 人 命 を 救っ 


損 作 地球 に 落下 し た 。 


プロ スペ ロー 号 事件 で 救助 活動 に 参加 し た ティ ター ン 
ズ の アッ シマ ー は 、 連 邦 軍 が 運用 する 同型 機 と は 異な る 
仕様 の も の だ 高い 飛行 性 能 や 大 型 ・ ビ ー ム ライ フ 
ル の 構造 な ど に 変化 は な いも の の 、 カ ラー リン グ は ティ ター 
ンズ 仕様 と な り 、 機 体 下面 に は 多数 の サー チラ イト を 備え 
て いた 。 Z ガ ンダ ム 3 号 機 に 匹敵 する その 飛行 性 能 は も ち 
ろ ん 、 本 機 が 一 般 仕様 機 に は な い サ ー チ ライ ト を 有 し て い 

こと も 、 日 没 直前 に 展開 され た 救助 作業 に 大 きく 貢献 し 
た と 言え る だ ろう 。 一 方 、 連 邦 軍 が 運用 し て いた ジム II は 
型式 番号 RGM-79R で は な く 、f ま 力 拡充 の た め に 制 
式 採用 され た RMS-179 で あっ た 。 グリ プス 戦役 期 に お い 
て は 力 不足 の 感 も ある 機体 だ が 、 3 機 (ガウ 改 に 搭乗 し た 
一 個 小隊 と 思わ れる ) が 協力 する こと で 、 で 落下 する 
Z ガ ンダ ム S 号 機 と 救 将 艇 の 確保 に 成功 し た 


Ш 機体 レイ アウ ト (NRX-044) 


表面 


2 ガン ダム 3 号機 に や や 


ветни 
ВИНО 


DRE RAZ IAO 
けた MEIC 


wamuawnumaan 
た 可変 MA の 


AMMO RMSE 
ав. ИСКЕ 

ライ ト は 、 一 般 
она 
だ っ た 


事件 の 発生 と 救出 劇 の 終幕 


エゥーゴ と ティ ター ンズ の 戦い に 端 を 発し た 墜落 事件 で 
は 、 幸い に も 乗員 と 乗客 は 無事 に 脱出 を 果たし た 。 
艦内 に 取り 残さ れ た 姉 弟 も 、 数 々 の 危機 を 乗り 越え 、 救 合 
艇 で 大 気 圏 突入 を 敢行 。 各 勢 力 の 助力 も あっ 


間 船 に よる 宇宙 空間 の 航行 と その 安全 対策 に つい て も 、 
改め て 浮き 彫り と な る 事件 で あっ た と 言え る 。 


ティ ター ンズ 機 が 攻撃 を 帯 。 応報 せ 


SBR GATT, DIR. LOA 


Ш ガウ 改 


最終 的 に は 較 孝 軍 の 大 気 国内 用 大 型 輸 送 機 、 ガウ 改 と その 搭乗 WS も 教 
出 劇 に 参加 し た 。 プロ スペ ロー は 同機 に 収容 され 、 姉 弟 も 無事 教 出さ れ た 


Ш RMS-106 ハイ ザッ ク 


いて エッ ー ゴ の ジム II と 交戦 し た ハイ ザッ ク は 、 一 時 儲 
APERTU, TOAND- 


RSL Ph (RGM-179) 


エゥーゴ の ジム IL 

プロ スペ ロー 号 事件 の 発端 と な っ た 戦闘 で 、 エゥーゴ 
の ジム は 相応 の ダメ ー ジ を 受け た 。 だ が 、 逃 げ 遅 れ た 民 
PIAA ATL es од оС, 6 
SORRY, АМОС ЗЕ X Nt CBRE 
開始 。 その 直 f プロ スペ ロー 本 体 は 大 気 国 へ の 落 
下 を 開始 し た 。 この 時 に プロ スペ ロー に 接触 し た ジム I の 
パイ ロッ ト は 、 一 年 戦争 時 、RGM-79 ジム で 構成 され た 
MS 部 隊 「 ジ ャ ッ ク ・ ザ ・ ハ ロウ ィ ン 小 隊 」 の 隊長 を 務め 
た ジャ ッ ク ・ ペ アー ド だ っ た と 言わ れ て いる 。 彼 は 、 
戦争 末期 に も 民間 人 の 救難 艇 の 護衛 役 を 経験 し た . 
で あり 、 今 回 の 事件 で も 、 彼 の 的 確 な 指示 が 姉 弟 を 救う 
大 き な 力 と な っ た こと は 間違い な い だ 


収 し た 同 MS を 、 し ば らく の 間 は 主 カ 
と し て 運用 し て いた と 言わ れ て いる 。 
機体 に は RMS-179 と は 異 か り 、 緑 
と 邊 の カラ ー リ ング が 施さ れ て い 


HA 9542 


137-8 


新 機動 戦記 ガン ダム W G-UNIT 


パイ ロッ ト 


アデ ィ ン に 託さ れ た 3 タイ プ の 形態 を 持つ 高 機動 MS 


A.C.195、0Z に よっ て 地球 園 統 一 連合 か ら 解 放さ れ の ガン ダム グリ ー プ を 弟 の アデ ィ ン へ と 託し た の で ある 。 
群 は 、 続 々 と COZ に 恭順 し て いっ た G-UNIT の 開発 者 Dr. ペ ル ゲ の 言 か ら 、 ガ ンダ ム グ リ ー 
D IS を 開発 し て いた 工業 都市 コ プ は OZ の プロ ト タ イプ 可変 MS を ペー ス と し て 造ら れ た 
[MO-V] は 、 新 型 MS [G-UNIT] が 「 ガ ンダ ム 」 1200 と 推測 され る 。 この 可変 機構 を 活か し て 3 タイ プ の 形態 
て いた こと か ら 、 デル マイ コ 候 直属 の 独立 戦闘 部 隊 0Z 
プラ イズ に 狙わ れ て し まう 。 その 危 G-UNIT の テス 
トバ イロ ッ ト 、 オデ ル ・ バ ーネット は 戦死 を 装う 。 OZ 
ズ の シル ヴァ ・ ク ラウ ン と 名 を 変え 敵 の 内 部 で MO-V を 
見 守り 、 密 か に 0Z-19MASX ガン ダム グリ ー プ を 完成 さ 
tke そし て MO-V へ の 資源 衛星 激突 を 偽装 し 、 内 部 


(163) mebi зет 1220 


— (BBS 25.2m MA 時 全高 22.6m) 
t 


リフ レク トシ ー ル ド 
所 属 MO-V 


関連 ファ イル 


ЕТ т 


MECHANIC FILE 


ШИН sue 1224 


ы 9 G-UNIT 構想 を 継承 ・ 発 展 さ せ た 構 造 


ガン ダム グリ ー プ は 、 格闘 戦 に 秀 で た MS 形態 、 高 い 移 
動 能力 を 持つ 戦闘 機 形態 、 大 火力 の 火器 に よる 射 畔 を 
行う MA 形態 (アサ ルト モー ド ) の 3 形態 へ と 変形 で きる 可 
変 機構 を 有 し た MS で ある 。 戦況 に 応じ た 形態 変化 は 、 目 
的 に 応じ た ユニ ッ ト オ プシ ョ ン 換装 で 様々 な 戦 
応 する 、G-UNIT 構 想 を コン セプト と し た ガン ダム : 
に 近い 。 また G-UNIT の も う ひ と つの 特徴 で も る PX シス テ 
ム も 受け 継い で いる 。 PERCEPT BAe 
特殊 な シス テム ーーMSCS (精神 同調 型 提 綻 シス テム ) 
を 採用 し て お り 、 パ イロ ッ ト と 神経 接続 する こと で MS と 同 
化し た か の よう に コン トロ ー ル で きる 。 これ は PX シス テム と 
リン ク す る こと で 、 パ イロ ッ ト の 負担 を 抑え る 仕組 み と も な っ 
て いる 。 武装 は 、 組 み 立て 式 の 携行 武装 と し て ハイ バー メ 
粒子 ラン チャ ー と 、 専用 の シー ルド が の ち に 追加 され た 。 


ドラ イブ カー ド を セッ ト する 
こと で 、 限 界 を 超え た 機 
能 を 64 徐 間 の み 発揮 可 


ステ ム (E) に 通じ る 


画 ピー ムラ ン サ ー 


プラ ズ マビ ー ム で ブレ ー ド を 形成 する 接近 専用 の 大 型 村 。 ロ ッ シ ェ ・ ナ 
トゥーク が 駆る ガン ダム L.0. ブ ー ス ター に 貸し た こと も あっ た 


Ш アサ ルト モー ド 


正面 の セン サー シス テム は 交 学 式 アク ティ ブ ソナ ー。 特 床 な 溢 長 の 光線 を 照射 し て 反射 スペ クト ル バ パタ ー ご を 解 
ж, RATS, 両 脱 の ウイ ング は カナ ー ド スタ ビラ イザ ー で 、 大気 国 内 に お ける 基 替 安定 用 補助 ウイ ング 。 


шош 
[5A LIOME 
スク ラン ブル シス テ 


部 。 パル スレ ー ザ ー 通 信 ツ ステ ム を 搭載 し 
リア ル タ イム で の 晴 号 通信 を 可能 と し た 。 


団 は 左側 の リフ レク トシ ー ル ド と 機 音 パー ツ を 省略 し た 状態 。 背中 は ジョ 
イン ト パ ー ツ と な っ て お り 、 失 進 器 は 肢 部 に 集中 し て いる 。 


Ш リフ レク トシ ー ル ド 
УМН 980, 高度 シリ コン カー バ 
- 條 の 発動 で 強力 な 反発 カ を 生み 、 多 方 向 か ら の 攻 軸 を 良く 信 ぐ 。 


Ш バス ター メガ 粒子 砲 
ЖНА АХОН BRR CH", AUD aE 
ОХИНД КЕ NEF CRUEL БАСА Б. 


шшш СИРЕНА EEL, 前 方 か ら 星 問 物質 を 取り 込み 、 科 方 か ら プ ラズ マジ ェ ッ 
МЕНЫ THE. 宇宙 空間 を 秒速 24,000m で 飛行 可能 で あり 、 KABA CHIR TES. 


maraz 1 


機動 戦士 ガン ダム SEED MSV 


(м) mebi oer 144 


же № SPEC -UWMFIS-1 GINN WASP TYPE- № SPEC -YF-3A GINN FEMWS- 
UWME/S-1 ジン ワスプ 5 全高 一 全高 — 
ЕТ = 


に ーー Таа од я ーー 
2325-107 2525-8) — 
2 итий — — ашый — 
4 ト 武装 MMI-TT04 405mmMk2 多 RR БЭЗ ARKO 
目的 魚 電 4 連装 ラン チャ ー 他 
Li ザッ ト = = РЕ ザフト 
搭乗 者 — BRE マル コ ・ モ ラ シ ム 


COMPARISON CHART m COLOR 
20m — UWMF/S-1 GINN WASP TYPE 


ター の 射出 口 を 持つ 
体 と 並行 し て 航 


中 用 に 換装 し て いる ほか 
ト 部 分 に 推進 問 を 追加 し て ある 


ザフト は 海洋 戦力 を 所 持 し 
ャ マー 環境 下 に お ける 行動 
を 前 提 と し 、 潜 水 艦 を 中 心 に 海軍 を 編制 し た 。 そこ 


用 され る MS は 空中 用 の AMF-101 ディ ン の ほか 、 水中 
用 MS の 開発 も 進め ら + ある 。 
「 血 の バレ ンタ イン 」 | 地球 連合 軍 と の 衝突 が の UWMF/S- 
ザフト は 地球 へ の 本 格 的 な 侵 試作 機 で 
予期 し て いた ザフト は 、 以 プ と 共に 実戦 へ と 投入 され て お り 、 マ ルコ ・ モ ラ シ ム に 
試作 機 に よっ て 局 地 戦 用 の MS 開 用 され て いる 。 モラ シム 隊 は 連合 軍 の 艦船 に 
多大 な 損害 を 与え 、 水中 用 MS の 有用 性 を 示し た 。 


PPE PA Sey ジン フェ ムウ ス の デー タ を 使用 し た 水中 用 の 改修 機 
пиш 


通常 の ジン で は 大 型 の ウ 


水中 仕様 に 改修 され た ジン の パリ エー ショ ン 機 で 、 水 中 
用 MS を 開発 する 途上 の 試験 機 で は な い 。 大 規模 な 改造 
は な され て お ら ず 、 防水 処理 と 部 分 的 な 換装 ・ 改修 を 行う 
こと で 水中 用 に 対応 し て いる 。 この 改修 に は 水中 用 試作 
MS で ある ジン フェ ムウ ス の デー タ が 反映 され て いる 。 た だ 
し 、 本 機 は グー ン の よう に 完全 な 水中 用 で は な く 、 浅 深度 
に お ける 活動 の み が 可 能 な 可 潜 MS で あっ た 。 水 上 を 航 
行 する 艦船 や 沿岸 設備 な ど を 攻撃 目標 と する ほか 、 水 中 
用 MS の 支援 に 用 いら れる 。 完全 な 水中 用 で は な いも の 
の 、 優 れ た 機動 性 を 持つ 「MS」] と し て の 優位 性 は 揺るが 
ず 、 通 常 兵器 を 圧倒 し た 。 また 、 魚雷 を 発射 で きる 専用 の 
携行 式 射撃 武器 を 主 兵 装 と する 。 


HPO EMRE 


推進 器 に 換装 され て い 
5. УВЕЗ 
ъй. 


APM LT EDS LOE RIM RARER 
の 魚雷 発射 穫 と 比べ る と 405mm と 小さ い が 、 六 相 
を 有 し た 


ШММІ-ТТ04 
405mmMk2 多 目的 魚雷 4 連装 ラン チャ ー 


ン フ ェ ム ウス の 構造 


Fighter Experiment Maneuverin Water & Surface 
(水中 水上 機動 試験 湯 闘 型 ) の 頭 文 字 か ら 「FEMWS] 
(フェ ムウ ス ) の 名 称 が 付け られ \ ン を ペー ス と する が 、 


げ て 完成 度 の 高き を 実証 。 な お 、 同 年 4 月 10 日 、 環 環 海 に 
お いて 大 西洋 連邦 海軍 は 第 21ASW ( 対 潜水 艦 戦 ) 艦隊 
が モラ シム の 水中 MS 部 隊 に 壊滅 させ られ て い の 部 
隊 に は 、 の ち に “白鯨 "と 呼ば れる ジェ ー ン ・ ヒ ュー スト ン が 
在籍 し て お り 、 唯一 の 生存 者 と な っ て いる 


ジン フェ ムウ ス は グー ン 
画像 ) の プロ ト タ イブ 


пиш 


47mm 水 中 用 ライ フル ダー 
TRNBCMA, THOM 
LEY OWA. 
腕 部 や 下半身 は ほぼ ゲー ン 


ザフト の 
水中 用 MS 


ゲー ン と いう 完成 度 の 高い 水中 用 
MS を 制式 採用 し た ザフト は 、 さ ら な る 発展 を 目指 す 。 確か に 
グー ン の 水中 戦闘 力 は 非常 に 高い も の で あっ た が 、 反 面 、 
対 MS 戦闘 や 上 陸 し て か ら の 陸 埋 能力 に 見 劣り する 部 分 が 
あっ た 。 これ を 踏ま えて 開発 さ 
グー ン の 後継 機 と し て 誕生 し た 
ン の 水中 区 行 形態 を 一 歩 推 し 進め 、 水 中 に お ける 根 動 性 
を 向上 。 さら に グー ン の ウィ ー ク ボイン ト で あっ た 陸戦 能力 を 
底上げ する た め 、 格 闘 能力 を 改善 し た 。 さら に C.E.73 に は 、 
特殊 部 隊 が 使用 する 機体 と し て 水陸 両用 の UMF/SS0-3 
アッ シュ が 開発 され 、 陸戦 で も 高い 戦闘 力 を 発揮 し た 。 


JDERI 


Ш UMF-5 ゾ ノ 


fh 


本 戦 能 力 を 強化 する 方 向 で 開発 され た . グー ン に 次 ぐ 水 中 用 MS。 
水中 に お ける 戦闘 力 だ け で な く 対 MS 戦 凍 や 陸戦 能力 も 向上 し た 。 


Ы» 実戦 に も 投入 され た 完成 度 を 誇る 水中 用 MS の 試作 機 


Ш UMF-4A グー ン 
ザフト 初 の 水中 用 MS。 № 

上 で も 行動 で きる が 東関 カ 

は 大 幅 に 低下 する 。 ジン フェ 
LOAMDEBREL 


варират 


№ UMF/SSO-3 アッ シュ 


Ве Котам, ИВАН Ы ЕА 
ЕЕЕ те раса 
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= 
пз 
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= 
自 


機動 戦士 ガン ダム UC 


\ 


IMusWetion by SHINGO АВЕ Color by TAKAKO SUZUKI Special Effect by AKIKO YAMAKAWA (ASAHI PRODUCTION) 


| 
ШІ 


高山 さ を 補 し た アン ジェ 


ネオ ・ ジ オン 残党 軍 Mf: 


ジェ ロ ・ ザ ウパ ー の た め に 開発 


汎用 性 に 優れ る AMS- 


ペー ス と し た 改良 発展 機 で ある 


Е Е т: 
コン トロ ー ル で きる 


ж), ж 
ュ 兵 器 の 搭載 と 運用 を 


о. 9976-0 


イコ フレ ー ム を 使用 し て い 
その 外観 も AM 


た 機体 ( 


に こ は 、 両 腕 部 に 3 連装 
器 「 イ ンコ ム 」 が 搭載 され 


1 
10m 
sn 
on 


腕 部 
腕 部 は イン コム ・ ユ ニッ ト と 一体 化 し て 
お り 、 有 株 式 の 邊 仲村 を 搭載 し て い 


バッ ク バ ッ ク 

胴体 一 体型 の スラ スタ ー の ほか 、 左 有 
基 備 える 。 さら に バイ ン 
プロ ベラ ント ・ タ ンク 


[イン コム 」 の 能力 を 最大 限 に 活か し た 構造 


YAMS-132 は 、 腕 部 ッ ト を 装備 し た こと 
で 、 マニ ビュ レー ター が オミ ッ ト さ れ て いる 。 これ 
器 の 使用 が 不可 能 と な り 、 MEOR: 
イン コム の 運用 を 最 優先 し 
の 意図 が 感じ られ る 。 ALLA, FR 
し た シー ルド を 右腕 部 に 外装 。 HET SF pu: 2 k 
を 備え て いた 。 

こう し た 装備 や 機構 に より ギラ ・ ズ ー ル より も 大 型 化し 重 
量 も 増し て いた が 、 背部 パイ ンダ ー や プロ ペラ ント ・ タ ンク の 
装備 に より 、 高 い 機動 性 と 運動 性 を 獲得 。 シナ ンジ ュ に 随伴 
し 、 ВЕСЬ. 


イン コム を 用 いた オー ルレ シン 
ジ 攻 撃 に よっ て 、 複 数 の 


с イン コム ・ ユ ニッ ト 
& メ ガ 粒 子 砲 


先端 部 に 3 連装 の メガ 粒子 奏 と ク 


回 シー ルド メガ 粒子 砲 


1 フィー ルド と メガ 寺子 


よっ て 妨 注 な 方 向 転換 が 可能 と 
ЖОЕТ 


ー を 挟み 込む 
本 体 が レイ 


首 第 を 支え た 親衛 隊 隊 長 機 


УАМ$-1324. U.C.0096L HRL 17752048] E № 現地 改修 仕様 Ш アン ジェ ロ ・ ザ ウ バ パー 
巡る 戦乱 に お いて 投入 され た 。 ゼネ ラル ・ レ ビル の MS 部 隊 右腕 の 破損 部 に シー ルド を 装 у 4 таж タイ ブ 能 力 i 

を 撃破 し た あと 、 共 同 戦線 を 結ん だ ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 合流 し а W л 

йы, жт АСЯ, ЖА. к 

離脱 する 際 、 右 腕 の イン コム ・ ユ ニッ ト を 自ら 破壊 し た た め 、 
応 旭 処置 的 に シー ルド を 接続 し た 仕様 に 変更 され て いる 。 


限 に 抑え る こと が 


YAMS-132。 B Чай 
` R; сав 
か っ た . 


TES REEL: 
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機動 戦士 ガンダム 


MECHANIC FILE — AOD ANE (1) nell oer 274 


ガザ C 
Ў салс | 


腕 部 バイ ンダ ー 

а 装備 され て いる バイ ン 
мэн 
機能 する 。 バイ ンダ 
れ て お り 、 そ の ジョ イン ト を 基点 に ある 
ишете A. 


ト の 下部 に は テー ル ・ 


Я я 
で AMBAC 肢 と し て 機能 する 、 


ын 


各々 3 本 ずつ 備 
い 可 動 域 を 持っ て 


作業 用 MS を ベー ス と し て 開発 され 、 大 量 生 産 きれ た 機体 


旧 ジ オン 公国 の 残党 勢力 で ある ア ж, ЖИН А 
MS と し て 初め て 開発 し た 主力 TMS が AMX-003 ガ ザ C 生産 ライ ン の 流用 に よっ て 量産 体制 の 整備 が 容易 と い 
で ある (この 型式 番号 は 連邦 軍 が 呼称 し た も の で あり う メ リッ ト が : 


シズ は 第 三 勢力 と し 

戦力 を 増強 する る アク シズ は 、 大 量 
店 後 、 小 惑星 基地 ア の 大 規模 改 р с i E し た 。 
め に 開発 され た 作業 用 MS の ガザ A (型式 番号 3 を ) アク シズ は 第 一 
よび AMX-002 ガ ザ B (アク シズ で の 型式 番号 は MMT- 5 е が る 地球 園 制圧 へ の 戦力 基盤 
002) を ペー ス と し て 、 戦闘 用 MS で ある AMX-003 を 生 


MECHANIC FILE 


2221-45-09 高 出力 の ビー ム 兵 装 に 依存 し た 戦闘 能力 


AMX-003 は 作業 用 MS を ペー ス に し て いる こと も あり 、 
その 機体 自体 の 性 能 は グリ ブス 戦役 当時 の 標準 的 な MS 
と 比較 し て 池 る も の で あっ た 。 ムー パブ ル ・ フ レー ム も 採用 
され て お ら ず 、 変形 機構 を 除い た 本 機 の 基本 性 能 は 第 一 
世代 MS 程度 だ っ た と 言わ れ て いる 。 集団 戦法 を 基本 戦 
術 と し た の も 、 敵 MS と の 近接 格闘 戦 と な っ た 場合 、 ま ず 騰 
ち 目 が な か っ た と いう 理由 も ある 。 

そう し た 本 機 の 性 能 を カバ ー し た の が 、 ナ ッ ク ル ・ バ ス 
ター と 呼ば れる ビー ム ・ ラ イフ ル これ は 同時 期 の 
MS が 携行 する 一 般 的 な ビー ム 兵 器 よ り も 遥か に A 
で , 本 機 の 戦闘 能力 は ナッ クタ ル ・ パ スタ ー に ほぼ 依存 し て 
いた 。 そし て 、 こ の 火器 を 最大 限 に 活か す 戦法 こそ 、 多数 
の 機体 に よる 中 一 遠 距離 か ら の 射撃 戦 だ っ た の だ 。 


КІ 222543 
い 。 ナッ クル ・ パ スタ ー 
eminem ae CHE 


と 言わ れ て いる 


本 に MA 形態 で 使用 され る 2 門 の 固定 ピー ム 克 жн, 
Гастрит сан REEF OME CO 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 
моховаюясаааа со 
る ビー ム ・ サ ー ペ ル 。 RENAS 
ダー の 裏側 に 収納 され て いる , 


簡略 化 され た 変形 機構 に よる 量産 体制 の 確立 


外部 の 技術 を 一 切 取 り 入れ ず 、 旧 公 国軍 の MS 開発 ノ 
ウ ハ ウ す ら も 継承 せ ず に 新規 開発 され た AMX-003 だ が 、 
偶然 に も 同時 期 に アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) や 
連邦 軍 で 採用 され た 変形 機構 を 取り 入れ て い : が 、 生 
産 コス ト を 抑え る た め 、 他 の TMS と 比べ て 極度 に 簡略 化 さ 
れ た 単純 な 変形 機構 と な っ て いる 。 具体 的 に は 、 背 部 ユ 
内 に 胴体 上 部 を 引き 込み 、 腕 部 を 折り 畳ん で バイ ン 
ダー を 上 部 に 配置 する と いう も の で あっ た 。 その 結果 、 本 機 
は TMS で は 数 少な い 大 量 生産 に 成功 し た 機体 と な っ た 

性 能面 で は MA 形態 に お いて 高い 推力 を 誠 り 、 宇 宙 空 間 
や コロ ニー 内 で の 運用 に 優れ て いた 。 AMX-003 は と の MA 
形態 で の 運用 を 基本 に 設計 され て いた と 考え られ て いる 。 


Ш MA 形態 


は 、 グ リプ ス 戦 役 期 の MS と し て 
ニタ ー と リニア ・ シ ー ト を 搭載 し て 
の ガン ダリ ウム Y 精 製 技術 
と 引き 換え に AE か ら も た ら され た も の で ある 。 

コク ビッ ト ・ ハ ッ チ は MS 形態 用 と MA 形態 用 に 各々 
1 ヶ所 ずつ 用 意 され て いた 。 この よう な 仕様 は 他 の TMS 


Ш MS 形態 時 ハッ チ 


で は ORX-005 ギ ャ プラ ン 以 外 に 見 る こと が で きず 、 жш 
が 既存 の 開発 体系 か ら 外れ た アク シズ 独自 の 設計 コン 
TMF COOLED MAS. RRRBECAT 
ビッ ト 内 部 の 機器 は 、 エゥーゴ や ティ ター ンズ 、 連邦 軍 の 
MS と 比較 する と 旧式 の も の が 用 いら れ て いる と 言わ れ 
て いる 。 


Ш MA 形態 時 ハッ チ 


# の 機 首 に コク ピッ ト ・ ハ ッ チ が 設 
алім, 機 音 の ハッ チ が 上 下 に 展開 
L. SEPERATE 


着陸 持 や ホ パ リン グ 時 、 き ! 


MORE INFO! 
ハマ ー ン 専用 の バリ エー ショ ン 機 


AMX-003 に は 、 ア クシ ズ の 摂政 ハマ ー ン ・ カ ー ン 専 
用 の 機体 が あっ た と 言わ れ て いる 。 彼女 が AMX-00+ 
キュ ペレ イ に 搭乗 する 以前 、 大 量 の AMX-003 を 率い て 
グリ ブス 戦役 に 介入 し た 際 に 本 機 が 確認 され た と いう 記 
録 が 残っ て いる 。 機体 性 能 の 違い は 不明 だ が 、 白 と 紫 の 
カラ ー リ ング が 施さ れ て いた と 言わ れる 。 


ハマ ー ン 専有 機 は 、 量 産 タ 


イプ の AMX003 と 比較 し 
て 性 能面 で は ほぼ 変わら な 
方 


сва. #913 
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| 
ファ ルシア | 


№ SPEC -xvb-xd FARSIA- 


№ SPEC -svb-inc FAWN FARSIA- 


ТІЛЕГІ. 


unknown 全高 162m 全高 162m | Е 
| 重量 299! 重量 299 
у) 一 ЕЕ PEZE 
スラ スタ ー 推 カ 2522-8825 
итий — этн 一 


BR ビー ム バ ルカ ン 兼 用 ビー ム サ ー 
ベル X2/ フ ァ ル シア ソー ド , 


BR ビー ム パ ルカ ン 兼 用 ビー ム サ ー ベ 
ル X2/ フ ァ ルシア ソー ド 。/ フ ォ ー ン 


ファ ルッ アル トン / フ ァ ル シア ビル 


X ラ ウン ダー 搭乗 機 と し て 開発 され た 特殊 MS と その 発展 機 


A.G.110 年 代 、 連 邦 領内 へ の 侵攻 を 開始 し た UE 
で は 、 長 距離 飛行 能力 を т 
用 され て いた 。 だ 
る 超 感覚 を 有する 能力 者 に 着目 

対応 する 特殊 MS の 開発 も 並行 し て 進め て いた 


リン ・ о. と し て 投入 きれ 
ルシア は UE の 主力 る 可変 機 に 比べ 


く な り 、X ラ ウン ダー に 対応 し た 特殊 な 誘き 


運用 する と いう 特殊 な 操 妊 系 は アン 
いて 悲劇 を 生み 出す 要因 と な 
プ ト を 引き 継い た ラウ ンダ ー 専 用 機 - 
入 さ れ て いる 。 この 機体 
ンダ ー が 直接 操縦 する こ 
それ こそ が 本 来 ファ ルシア に 水 の 
D か も し れ な い 。 


vt-nc FAWN FARSIA 


関連 ファ イル 


フォ ー ン ファ ルシア 


FAWN FARSIA 


AR UE (ヴェ イガ ン ) 
搭乗 者 ユリ ン ・ ル シェ ル 搭乗 者 フラ ム ・ ナ ラ 
ІШ COMPARISON CHART m COLOR 
on ニーーーーーーーーーーーーーーー хина ААА 
Ж ия ш ОБТ 
Шы 


unknown 


FLE 01 sm ДА 
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メラ ウン ダー の 意 の まま に 機動 する 機体 


UE 製 の 機体 の 中 で は 人 型 MS の 流れ を 波 む ファ ル シ 
"、UE に あっ て 特殊 な 機体 と 言え る ゼ ダ ス と 同様 
当時 は それ ほど 存在 (ある い は 覚醒 ) が 認知 され て い 
な か っ た X ラ ウン ダー が 搭乗 する こ と を 前 提 と し て 開発 され 
た 、 中 一 遠 距離 戦闘 用 の 機体 で あっ た と 推察 され る 。 
し 、 本 来 で あれ ば その 搭乗 者 が 機体 を 操縦 する の が 当 
` 本 機 で は 正規 の 訓練 を 受け て いな い X ラ ウン ダー が 


機体 が ふた | る の が 特徴. 
ORME. AAAS RETR 
を 取っ て 戦う と いう 兵 装 コ ン セ プ ト と 合致 し た 機 件 と な っ て いる 、 


フォ ー ン ファ ルシア の 構造 武装 


A.G.160 年 代 に も な る と 、X ラ ウン ダー の 存在 が 浸透 
し 、 正規 の MS パイ ロッ ト と | 中 練 を 受け る X ラ ウン ダー も 
増え て いた 。 そう いっ た ヴェ イガ ン 戦 争 初期 と は 異な る 状 
況 に お いて 、 メ ラウ ンダ ー 専 用 機 で ある ファ ルシア と いう 機 
体 の 有用 性 が 日 の 目 を 見 る こと と な る 。 ファ ルシア の 発展 
機 、 フ ォ ー ン ファ ルシア が 開発 され た の で ある 。 先代 機 か 
ら 大 きく 異な る 点 は 、 搭 乗 する パイ ロッ ト が “正規 の MS パ 
イロ ッ ト と し て 訓練 を 受け た X ラ ウン ダー" に な っ た こと で あ 
ろう 。 これ に よっ て 本 機 は 、 他 の X ラ ウン ダー に よっ て 遠隔 
操作 する と いう 運用 法 を 廃し 、 純粋 な X ラ ウン ダー 専用 機 
と し て 改修 する こと が 可能 と な っ た の で ある 。 
その 武装 面 に つい て は 、 フ ァ ル シア の 兵 装 体系 が その 
まま 引き 継が れ で いる 。 個々 の 詳細 な スペ ッ ク こ そ 不 明 な 
も の の 、 武 装 に つい て も 時 代 に 沿っ た 改修 が な され た も 
の と 推察 され る 。 た だ し 、 か つて 革新 的 な 攻撃 端末 で あっ 
た ファ ルシア ビッ ト を 搭載 し て いる も の の 、A.G.160 年 代 
5 いて は xvm-fzc ガン ダム レギ ルス 、xvt-zgc ギラ ー ガ 
な ど に 比べ 、 ビッ ト の 搭載 致 で は 大 きく 劣る 状態 で あっ た 。 
新装 備 と な る 携行 兵 問 フ ォ ー ン ファ ルシア パト ン は 、 そ の 
不利 を 補う た め の 装 備 と も 考え られ る 。 


は 異な り 、 パ イロ ッ ト と 
し て の 技能 を 有 し て 


フォ ー ン ファ ルシア は 
а 


搭乗 する 場合 も 考慮 され て いた 。 台座 の よう な ファ ルシア 
ペー ス は 、 他 の X ラ ウン ダー の 能力 に よる 遠隔 操作 の 受 
信 装置 も 兼ね て いた の で ある 。 だ が その 場合 に お いて も 、 2 
能力 を フィ ー ド ッ パ ッ ク す る “受容 体 と し て の 搭乗 者 " が 必 
要 と され た 。 A.G.115、 ア ン バ ッ ト 防 衛 戦 に 投入 され た 本 
жш, 結果 と し て MS の “パーツ” さながら に 扱わ れる X ラ ウ 
ンダ ー 能 力 者 を 生み 出す と いう 悲劇 を 引き 起こ し た 。 


コリ ン に と っ て 
た ファ ルシア だ 


フリ ッ ト と 埋 う こと な 本章 で は な か っ た 。 АСЕЛЕ 
た が 、 最後 に は AGE-1 を 底 っ て 爆散 し た 


ө ピー ム バ ルカ ン ө ファ ルシア ソー ド 
RAPE EAT HE MR Е 

he その 他 の 基本 的 
IS と 同じ コン セブ | 
ЖИВОЕ 


присл атаана куыс 


esr 他 の UE 製 MS と 共通 の 掌 部 。 両 党 と も に ビー ム 


サー ベル の 発生 問 を 北 ね た ビー ム パ ルカ ン が 内 蔵 
され て お り 、 ERRNO MIATA A. 


Ф ファ ルシア ピッ ト 
72-72296 9р ME RARE 


enters, Choti 
機 で の 包囲 攻撃 を も 可能 と し て いた . 


正規 の MS パイ ロッ ト 用 に 改修 され た 機体 


Ш 機体 構造 

機体 形状 に 変更 は 加え られ て いな い ラウ ン 
О рН 
D, тут AAEREN 


(N м 
У Ла 


ров - вро 
STERIL, 60 
UE 製 MS より も や や 大 型 
の アン テ ナ な ど 、 頭 部 形 
状 は 先代 機 と 同様 に 独自 
の も の と な っ て いる , 


Ф フォ ー ン ファ ルシア バト ン 
ОЕ. ВАКОЕ-ЬЕЕ 
生 する フォ ー ン ファ ルシア バト ン 。 さら に 
ファ ルシア ビッ ト を 連結 させ 、 よ り 強 力 な 
ビー ム 克 を 発 土 する こと も で きる 。 

J 


ルシア パトン を 装備 する 装備 
Нанси, 


ИЙ 


м. 
cy 


ン ン グ 


フォ ー ン ファ ルシア バト ン は 、 リボ ポン の よう な ビー > 
LR TRAE TINT BH IN FT RHE 
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ROR 


宇宙 で の 機能 向上 を 模 


地球 連邦 軍 が 開発 し 


78 の 型式 番号 を 冠 する 


と 同 + 
スリ ッ ト の 幅 が 大 きく 
効果 を 高め 
だ と 思わ れる 


スラ スタ ー も 増設 され 
の 機動 性 の 向上 を 図 
イザ ー も 設置 され て いる , 


関連 ファ イル 


プロ ペラ ント タン ク 
、 宇 宙 に お ける 
、RX-78-4 ガン ダム 4 


AGS) arl] sen 10ВА 


ガン ダム 5 号機 に は 、 宇宙 空間 に お ける 戦闘 能力 の 向 из sapori 。 較 ハイ パー・ ビ ピー ム ・ ラ イフ ル 
上 を 主眼 と し た 改良 が 施さ れ て お り 、 そ の 試み の ひと つと し ses ジェ ネ レ ー タ ー の 高 出力 化 に 合わ せ て 、 ハイ パー・ ビ ー ム 
て コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を オミ 高 出力 ジ ェ ネ レー 
ター を 搭載 し て いる 。 その 結果 、 武 装 に 関し て も 、 よ り 攻撃 


(оле 
ED 


а. поили УЕН ИКАО) 
の カン ダム MkT の も の に 近い 


力 の 高い ハイ パー・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル 、 ハン ド ・ ビ ピー ム ・ ガ 


機 が メガ ・ ビ ー ム ・ ラ ンチ ャ ー を 用 し 44 
際 に 、 制 宙 権 を 維持 する た め の 武装 と し て 、 ジャ イア ント ・ こ 応 じ て サ イズ 調整 
ガト リン グ が 新た に 用 意 さ れ て いる 。 


PHL AMIE 
が れ て い 


WM ハン ド ・ ビ ピー ム ・ ガ ン 
WRB RR, ジェ ネ 
я 


が 強化 され た こと で 使用 z А 
несы, ase Ш シー ルド 


Ш ジャ イア ント ・ ガ トリ ング 
ガン ダム 5 号機 の 専用 武装 で 、 大 量 の 
жашккатинта. анисе 
れる 大 口 竹 か つ ロ ング パレ ル の 6 連装 
ACURA TH), венно 
ム ・ ラ イフ ル に 比べ て 、 面 制圧 に 向い 

た 武装 と な っ て いる 。 


マウ ント する , 


追加 装備 追加 装備 で 機動 性 と 運用 時 間 が 向上 > 


宇宙 空間 で の 戦闘 に お いて は 、 機 体 の Ш RX-78-5/Bst 
稼働 時 間 が 最大 の 問題 と な る 。 機体 に 搭 
載 で きる 推進 剤 の 量 は 限ら れ て お り 、 機 動 
戦闘 を 主体 と する MS は 大 量 の 推進 剤 を 消 
費 す る た め 、 戦 闘 行動 に 制限 5 
Bo そこ で 、 ガ ンダ ム 4 号 機 と ガン ダム 5 号機 
に は 、 宇 宙 空 間 で の 長 時 間 の 活動 に 対応 
する た め の ブ ー ス ター ユニ ッ ト (Bst) が 追加 
装備 され た 。 肩 部 に は プロ ベラ ント タン ク と 
追加 スラ スタ ー を 薬 ね た ユニ ッ ト を 装着 し 、 ラ 
ンド セル に は プロ ベラ ント タン ク を 配置 する 
こと で 、 長 時 間 の 運用 が 可能 と な り 、 さら に 
機動 性 の 向上 も 果たし た の で ある 。 


Д る こと で 、 通 常態 に 比 
べ 、 IRATE 
ЕЛІ гё. 


| @ フロ ベラ ント Mî 
タン ク 

ラン ド セ ル の スラ スタ ー 

用 の 推進 剤 の 搭載 量 を 

増やす た め の 久代 デー 


а Б 
775. 


る 機動 性 の 向上 は 、 ガ ンダ ム 試 作 
уан MER au. 


ома. 42542 138-10 
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i 2:25 3--- 


装甲 材質 
武装 МА-М757 スレ イヤ ー ウ イッ プ ズ 確 
碑 球 イン パク トバ イス fh 
所 属 ザフト 
搭乗 者 アン ! 


коман. COLOR 


ІШ 


腕 部 
左腕 に は 、 も う ひ と つの 腕 
と 言え る イン バク トバ イス を 
装備 。 スレ イヤ ー ウ イッ プ を 
内 蔵 し た 右腕 は 、 破砕 球 を 


жота: E771 


り 重 い 負 担 を 招く と 指摘 さ 


整備 ステ ー タ ス に 保 た れ 、 ザ フト 第 5 デポ ー に 保管 され た 


mebi suen 178A 


FTORID RTH) SBA ° РЕЖЕ 
様 機 と し て 試作 され で いる 。 その 特徴 を 示す の は 、 火 器 を 
用 いる こと な く 敵 を 制圧 する た め の 独特 な 武装 で あっ た 。 
巨大 な 鉄 球 で ある 破砕 球 と 、 対 象 を 拘束 し て 圧 壊 する イン 
バク トバ イス を 装備 。 その 攻撃 は 衝撃 と 圧 壊 を 主 と し 、 ビ ー 
ム 兵 器 や 火器 の よう に 爆発 や 轟音 を 生み 出し に くい 。 

コン べ に 敗れ 、 制 式 採用 機 と し て は 見 送ら れ た 本 機 だ 


が 、C.E.73、 凍結 を 解 か れ た 本 機 は へ ブン ズ ペ ー ス 攻囲 
戦 「 オ ペレ ーション ・ ラ グ ナ ロ ク ] に 投入 され た 。 ユー ジェ 
ニー の 率い る 特殊 部 隊 は 核 戦争 用 の 対 爆 シ ェ ル ター に 
立て 角 も る ロゴ ス 幹 部 を 目的 と し 、 比 較 的 攻め や すい 内 
部 か ら 侵攻 する た め へ ブン ズ ゲ ー ト 地下 ドッ ク か ら 突 入 。 ク 
ラッ シャ ー タ イプ で ある 大 機 は 閉鎖 空間 で の CQB (近接 
戦闘) を 専門 と し て お り 、 今 回 の 任務 に 最適 で あっ た 。 グフ 
クラ ッ シ ャ ー は 機体 の 真価 を 遺 憎 な く 発揮 し 、 ロ ゴス 幹部 
の 較 捕 に 責 献 する 。 し か し 、 ロ ー ド ・ ジ ブリ ー ル を 捕り 送 し 
REET: ーー は 長く 自責 の 念 に 苦し ん だ と いう 。 


MS 本 に 特 化 し て ね 
り 、 専 用 の 武装 を 装備 し 
て いる 。 


© MA-M757 スレ イヤ ー ウ イッ プ 
КЕМЕДЕ. жайын ЕНЕ ТЫ 
Po 
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MORE INFO! 


ザフト の 次 期 主力 MS 選定 コン ペティ ショ ン を 勝ち 取っ 
た の は 、 パ ッ ク バッ ク の 換装 に よっ て 汎用 性 を 得る ウィ ザー 
ド シ ス テム を 導入 し た ザク シリ ー ズ で ある 。 し か し 、 ほ か に 
も 前 述 の ダフ ヤ ド ム トル ー パ ー な ど 優れ た MS が エン トリ ー 
され て お り 、 単 純 な 性 能 な ら ザ クシ リー ズ を 上 回 る ポテ ン 
シャ ル を 秘め て いた 。 これ ら の コン ベ MS は 、 制 式 採用 こ 
そ ザ ク に 裏 っ た も の の 高い 性 能 が 評価 され 、 グ フ は 後日 
に 制式 採用 され て 量産 され て いる ほか 、 ド ム ト ル ー パ ー は 
クラ イン 派 の 手 で 完成 され 、 実戦 に 投入 され て いる 。 


PIMA AO, 


FIAT LEi: 
お 主機 と な っ ) 


2>4ЖОЖЖІЮ/272 
トリ ー| で 建造 され た ドム トル ー 


パー は 、 オリ ジ ナ ル と は 異な る 
武装 が 施さ れ て 実戦 に 投入 
ап. 高い 戦果 を 挙げ た 。 


制式 採用 され た グフ イケ ナイ テッ ド と 共通 な の は 
SBUCAMENAMAMIST スレ イヤ ー ウ イッ 
プ の み 。 シー ルド は 持た ず 、 左腕 に は イン パク ト 
バイ ス を 装備 、 ИЕН. 


О тж イン バク トバ イス 
жиз bs qam ось MTOM DEL EE HANE. БИЙ ЖООБ 
る た め 、 右 腕 は 充分 な 強度 ・ 出 G の 圧 控 力 を 発揮 。 フル オー ト 点 火 モ ー ド に よる 20 一 30 発 の 連 撃 で PS 


БАЗА алақ 
砕 味 は ロケ ッ ト ス ラス ター を 内 蔵 
し 宇宙 空間 で も 使用 で きる 


BREWER CRS, 肘 ら 先 の 胸部 と スイ ング スイ ッ チ し て 使い 分 ける 


次 期 主 力 MS 選定 コン ペティ ショ ン 
ZGMF X999A ザク 量産 試験 ZGMF-XX09T ドム トル ー バ パー (オリ ジ ナ ル ) 
MDD SEHD EEL 
TUR, ВОКБВЕХ 
IEF SISA AICHE T 
る こと と な り 、 ВАУ 
更 され 、 現在 の ザク と な っ た 。 


YAP ORBLE, クラ イン 
жнкй». 
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IMTS348 


RIG CONTIO 


リグ ・ コ ン テ ィ オ 


(010202 0100115) УНПИМУММ ІЯЗОІН Aq риподйуоев / (JOOHWVHS) NOLVS IHSñ1Y Aq 1293 1810818 IVOYNNY ONIYL 49 10100 / SNVINWA OHIHVSVM AQ, 


шон, 
“шш ーー (頭頂 高 16.3m) 
コン ティ オ NE 107 SER? 


1 IMES348. > 


頭 部 
頭 部 の 基本 的 な 形状 や 


Эзйу-3-ЕЛ 6.500kW 
а 1 


УЫ 

få 

А 

> ト ・ ク ロー の 人 性 能 は ペ 
| 大 幅 に 強化 きれ て いる 

НГ 


バッ ク バ ッ ク 

きく 張り 出し た 大 型 の バッ ク 
外観 上 の 特徴 の ひと つ で あ 
部 と 一 体 化 され た タイ プ で 、 З 
基 の スラ スタ ー の み で 推 造 力 の 大 半 
MoT 


て 、 ペ ー ス 機 を 上 回 る 総合 性 能 を 手 に 入れ た の だ っ た 
ZM-S14S は 、 そ の 高 性 能 ゆ え に 乗り こなせ る パイ ロッ 
ト が 少な く 少数 し 本 機 も 1 機 し か 
生産 され な か 争 の 最終 局面 で ある 
エン ジェ ル ・ ハ イロ ウ 攻 恩 戦 で 、 ク ロ ノ クル : ア シャ ー の 乗 機 
と し て 投入 され た 本 機 は 、LM314V24 V2 ア サル ト ガ ン 
ダム を 相手 に 善戦 する も の の 、 撃破 され る 。 その 後 、 ザ ン 


関連 ファ イル 


作 MS が 、 ZMT-S34S リ グ ・ コ ン テ ィ オ で ある 。 
f: PRR, ベス パ で は 突出 し た 性 能 


っ た 宇宙 戦 用 攻撃 型 ZM-S14S は 戦闘 能力 と 
汎用 性 の 高 さ を 兼 ね 備え た 優秀 な 機体 で あり 、ZMT- 
S34S は その 特性 た まま 武装 を 強化 。 結果 と | 


スカ ー ル 帝国 の 敗北 で 戦争 は 終結 する が 、ZMT-S34S 
が も う 少 し 早い 段階 で 量産 され て いれ ば 、 戦 況 を 大 きく 覆 
け の 性 能 を 有 し て いた と 言わ れ て いる 


桂 性 の 異な る ふた つの 大 型 武装 


ZMT-S34S は 、 ペ ー ス と な っ た ZM-S14S 最 大 の 特徴 で 
ある ビー ム 内 蔵 式 ショ ッ ト ・ ク ロー を 強化 する こと で 戦闘 カ の 
拡大 を 図っ た 。 ザン スカ ー ル 戦争 末期 に 個性 的 な 試作 機 を 
生み 出し た スー パー サイ コ 研 究 所 が 本 機 の 開発 を 担当 し て 
BY, ショ ッ ト * ク ロー と いう 特殊 兵 装 に も 注目 し た の だ ろう 。 ま 
た 、 ペー ス 機 と は 異な り 右 肩 に は ヴァ リア ブル ・ ビ ー ム ・ ラ ン 
チャ ー を 装備 する こと で 総合 的 な 戦闘 力 の 向上 を 果 


YAD- RES 


は マニ ピュ レー 
ЕТТЕ 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 


уа. оп AME 
ы 


g ビー ム 内 蔵 式 ショ ッ ト ・ ク ロー 


Вон 


© クロ ー 射 出 シ ー ク エン ス 


クロ ー お よび その 基部 に 関 | 
9 を 有 し て お り 使用 時 に 展開 。 
— その 先端 に は ビー ム 

ル の 発生 機 庄 を 備え る 。 


ж a 


AABIEZM-S14SO BEAD ET HERBAL TUS. その 
外観 は ペー ス 機 と 共通 の 部 分 も 多く 、 コ ク ピ ッ ト を 胴体 後部 に 
有する 構造 も 引き 継が れ て いる 。 その 上 で 推力 お よび 出力 を 
大 幅 に 強化 し 、 さ ら に 運用 性 や 整備 性 も 見 直す こと に よっ て 、 
総合 的 な 性 能 向上 が 図ら れ て いた 。 こう し た 点 か ら も ベス パ 
の 開発 陣 が 、 ZM-S14S の 基本 性 能 を 評価 し て お り 、 その 改 
修 機 で ある 本 機 の 量産 に 台 け て いた こと が 窯 え る 。 


тт / эши да 
装 偽 す る と いう 機体 コン セ プ 
НЫ двс, 
よっ て 汎用 性 を 失 
HE BIA 215221 
いる 


務 相 造 は Z-S14S を 氷 筐 し て いる 頭 部 だ 
が 、 パ ワー アッ プ し た 本 機 を 象徴 する よう 


77 
k 


高 性 能 機 で ある ZM-S14S の 機体 構成 を 踏襲 


= 用 
本 機 が 戦線 投入 され た エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 で は 、 


複数 の ZM-S14S を 僚機 と し て 編制 され た MS 小隊 に お い 

て 、 そ の 小隊 機 と し て 運用 され た 。 だ が 、 パイ ロッ ト で ある クロ 

ノ ク ル ・ ア シャ ー が 望ん だ こと に より LM314V21 V2 ガン ダ 

ム と の 1 対 1 の 対決 が 繰り 広げ られ る こと と な っ た 。 
ZM.S14S を 引き 連れ 小隊 に よる 集 
GARE FTIZMT-S34S, а, Я 
用 主 カ MS と の 吉 換 を 前 提 と し た 運 
用 を 規定 され て いた と 思わ れる 。 


本 来 、2MT-8348 も 運用 面 で は 汎 

用 MS の 域 を 出る も の で は な い が 
ЕН TRB DIALS 
行動 も 多かっ た 


クロ ノ ク ル ・ ア シャ ー 
КАННЫ 
あっ た タロ ノ ク ル 。 数 々 の MS を 乗り 
ИЕР 


RU ERE ai 
ж 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : MSA-005 メタ ス 


「Z 計 画 」 の 発展 に 寄与 し た 変形 機構 の 採用 


「Z 計 画 ( プ ロジ ェクト ) 」 で は 、「 あ ら ゆ る 領域 で の 運用 に 
対応 する 高 性 能 MS」 を 目指 し 、 「MS の 変形 ] と いう 新た 
な コン セプト に チャ レン ジ し た 。 だ が 、 アナ ハイ ム ・ エ レク 
トロ ニク ス 社 (AE) と いえ ど 、 変 形 機構 の 導入 は 容易 で は 
な く 、 ま ず そ の テス ト 機 と し て MSA-005 メタ ス を 開発 し た 。 

MSA-005 は 、 実戦 へ の 投入 を 想定 し た 機体 で は な 
<, 変形 機構 の 確立 を 目指 し た テク ニカ ル ・ デ モン スト 
レー ター で あっ た 。 MS 形態 か ら MA 形 態 へ の 変形 に か 
か る 時 間 や その 構造 の 検証 、 さ ら に 、 MA 形態 で の 運用 
に 至る まで 、 戦場 で いか に し て 変形 機構 を 運用 で きる か 


が 追求 され た の で ある 。 結果 と し て 本 機 は 、MS 形 態 ノ 
MA 形態 の 切り 替え を 瞬時 に 行う こと が 可能 な 変形 機 
構 を 確立 し 、 そ れ は TMS で ある MSZ-006 Z ガ ンダ ム に 
も 継承 され る こと と な っ た 。 

また 、 エ ゥ ー ゴ の 戦力 不足 も あっ て 本 機 は 実際 に 戦場 
へ と 投入 され 、 ア ー ガ マ 隊 の 戦力 と し て 活躍 し た 。 ここ 
で 獲得 し た 戦闘 デー タ が 、 その後 の 可 変 機 の 発展 に 大 
きく 寄与 し た 事実 も 見 逃す てこ と は で き な い 。 結果 と し て 
MSA-005 は 、 技 術 評価 機 と し て 開発 され な が ら 
以上 の 成果 と 功績 を 残し た 稀有 な 機体 と 言え る だ ろう 


(1) п] зе O68 


エッ ー ゴ と AE が 共同 で 推進 し 
た 新型 MS の 間 人 計画 。 アガ 
ンダ ム 、ZZ ガ ンダ ム の ほか 、 
НОЖИ THSX 
タス も 本 計画 の 所 産 で ある 。 


安定 的 な 航行 力 を 獲得 し た 戦闘 機 形態 


長く 伸び た 機 首 を 特徴 と する 
宇宙 や 低 重 力 下 環境 で の 高 
し て いる 。 変形 機構 の 確立 を 
優先 し た 技術 実証 機 の た め 、 戦 闘 機 と し て は 非常 
ル を 構造 で あり 、 MSZ-006 Z ガ ンダ ム の ロン グ テ ー ル ・ ス 
タビ ライ ザー や ORX-005 ギャ プラ ン の 偏向 スラ スタ ー の 
よう 編 特殊 装備 は な か っ た 。 その 分 、 高 い 安定 性 を 有 し て 
お り 、 操作 も それ ほど 難し く な 


Ш 5РЕС 
全長 21.8m (全高 6.2m) 
重量 2781 (28 52.40) 


X2/ E. 
ベル Xx6 (MS 形態 で は 使用 不可 ) 


ける パッ ク バッ ク と 
SREB BIL AP Ob 
EDERE 


な 加速 力 に 優れ る 


機動 戦士 Z ガ ンダ ム 


MECHANIC FILE モビ ルス ーッ :MSAo05 メタ ス (1) mÜ] 0 
実現 で きた スム ー ズ な 変形 


MSA-005 の 変形 機構 は 、MS 形 態 .- MA 形態 の 素早 
い 切 り 替 え 、 そ し て その 安定 性 と 耐久 性 を 重視 し 


Ш 変形 シー クエ ンス 
まず 育郎 の サブ ・ ユ ニッ ト が 前 方 
( кизыт, me 

複雑 な 変形 機構 と は ま - р BAO BRENT 

に 安定 し た 変形 機構 が と っ て 大 き な 自 信 と et ee FR: 
され た 安定 し た 変形 機構 が 開発 陣 に と っ て 大 き な 自 信 と а 
と は 間違い な い 方 の 姜 甲 が ア 


ム に よ 


て 跳ね 


MA 形態 で の 運用 性 を 高め る 装備 


オプ ショ ン パ ー ツ を 使用 し な く と も 、MSZ-006 に 随行 で ぐ 。 画 ラン ディ ング ・ ギ ア 画 発進 時 


る 高 ! 性 能 を 有 し て いた MSA-005。 その MA 形態 用 3 ° 
の 装備 と し て 、 機 体 に は ラン ディ ング ・ ギ ア が 備え られ て い Е = 
た 。 この ラン ディ ング - ギア を 用 いる こと で 、 MA 形態 で の 出 


撃 や 離発着 に も 対応 。 こ れ に より 、 機 体 の 運 月 の 幅 を 広げ 
る こと に 成功 し て いる 。 だ が 実戦 で は 、 アー ガマ の カタ パル 
ト を 用 いて MS 形態 で 出撃 する こと が ほとん ど で あ っ た 


ЕУ 
кн 


アー ム と 地表 に 接 能 する 部 O 2 
Яз Chan 

て いる の が わか る 。 脚 部 の 
ラン ディ ング ・ ギ ア も 同情 
造 と 見 られ る 。 


ー ガ マ へ 配備 され た MSA-005 は . され 、 続 いて 勃発 し 
度 重なる 戦闘 で 破損 し な が ら も 、 戦 役 を 最後 まで 戦い 抜い ユイ リィ の 乗 機 と し 
た 。 その 理由 の ひと つと し て 、 ユニ ルト 構造 の 採用 に よる 優 "ハン マ と MSZ-006 の 
れ た 整備 性 が 挙げ られ る 。 グリ プス 戦役 後 も アー ガマ に 残 大 破 、 そ の 役目 を 終え 


画 ファ ・ ユ イリ ィ 


『、AMX-103 ハン マ ・ 
に つい に 機体 は 


Ш グリ プス 戦役 時 Ш 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 時 
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GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー) 


МИШ 


ガン ダム 試作 3 号機 
ステ イメ ン 
Й STAMEN | E.F.S.F. 


分 国軍 残党 の 急襲 を 受け た ガン ダム 試作 3 号機 


一 年 戦争 終結 後 、 地球 連邦 軍 で は MS を 重視 する 替 
力 が 増加 

た 。 早く か ら MS の 重要 性 に 着目 し て いた ジョ ン ・ コ ー ウ ェ 
О. MS 配備 数 を 増大 させ : +E 


兵器 の 開発 を 目指 し た 同 計画 だ が 、 その 中 で も MS の 分 
類 を 超え た 最強 の 機動 兵器 と し て 開発 され た の が 、RX- 
78GP03 ガン ダム 試作 3 号機 で ある 。 MA と MS の 融合 
を 目指 し た 宇宙 用 巨大 兵器 は 、 超 MA 級 の 攻防 力 と 機 
動 性 を 有する アー ム ド ベ ペース 「 オ ー キ ス ] に 管制 ユ 

兼用 の MS「 ス テイ メン 」 を 格納 し 、 近 接戦 闘 に 関す る MA 


り 、 つい に 稼動 試 
同機 体 は 、 実 戦 を も 経験 


技術 者 ルセット ・ 
RS CMS MIT Ke. 
する こと と な っ た の で ある 。 


FF BRD Eb SAT 
フォ ー ル ディ ング ・ シ ー ル ドイ ハイ パー・ 
パ ズ ー カ 

所 属 地球 連邦 軍 

BRE 


м COMPARISON CHART № COLOR 


て お り 
ли CARE 


コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 採用 し た 高 機動 機 


ВХ-786Р03$ ガン ダム 試作 3 号機 ステ イメ ン は 、 デ ン № ステ イメ ン 用 コア ・ フ ァ イ タ ー 
ドロ ピ ウ ム の 中 核 と し て オー キス に 組み 込ま れる MS で あ — 
Bo オー キス の 管制 や 戦闘 中 の 整備 ・ 修 理 な ど を 担う ほ 
か に も 、 近 接 格闘 戦 能力 を 補う 機体 で あり 、 単 体 で 試作 1 
号機 クウ ラス の 性 能 ち も 有 し て いる 。 ラビ アン ロー ズ で の 稼働 
試験 に 用 いら れ た ステ イメ ン は 、 専用 の コア ・ フ ァ イ タ ー と 
連結 する 機構 を 持つ 機体 で PATHS, 


知ら れる ステ 
イメ ン と 外見 上 の 大 

4 は な いも の の 、 構 
造 白 価 は 大 きく 異 


EBSD 
同様 に 連結 を 前 提 と し た 
構 を 有する 


tak 
の ある 機体 前 部 が ステ 
ЛА 


FYROEVLOME EEA Э DEMARE АЕ 


"最強 の 機動 兵器 " と いう 、 シ ンプ ル な が ら 実 現 困難 な 
コン セプト の 下 で 開発 され 


LFF, 通常 の ビー ム 兵 器 を 無効 化す る 1 フィ ー ル ド ・ ジ ェ 
大 機動 兵器 デン ドロ ビ ウ ム ネ レ ー タ 等 を 装備 し て いた 。 

iMA 型 アー ム ド ベ ペース 「 オ ー な お 、 本 機 は AE の ラビ アン ロー ズ で の 稼働 試験 を 終え 
キス 」 に よっ て 構成 され て いる 。 オー キス 自体 が 巨大 な 武 、 コー ウェ ン が 支援 し て 邦 軍 の アル ビオ ン 隊 に 
器 庫 と な っ て お り 、 膨 大 な プロ ペラ ント に よる 機動 力 と 強 жап, その 圧倒 的 な 火力 で [EDR] 作戦 展開 中 
クロ ー ア ー ム と 大 型 ビー ム ・ サ ー ベ の デラ ー ズ ・ フ リー ト を 騙 層 。 さら に 敵 の 大 型 MA ノ イエ ・ 
イル を 搭載 する マイ クロ ・ ミ サイ ル ・ コ ジー ル と 互角 以上 の 戦闘 能力 を 見 せ た と 言わ れ て いる 。 


BRR 
オー キス に は 、 能 大 な 量 
の 火 問 が 搭載 され て い 
コン テ ナ の 開 
BOCAS 
れる も の と 異な る 


その 巨体 に 見 合う だ け の 推進 力 を 有する ほ 
#. EBRD’ モー ター に よっ て 運 
шон 


倒 的 な 戦闘 能力 が 想 
像 で きよ う 


デラ ー ズ ・ フ リー ト に よる 急襲 と その 彫 


ジオ ン 公 園 の 残党 組織 デラ ー ズ ・ フ リー ト は 、 強 奪 し た 
RX-78GPO2A ガン ダム 試作 2 号機 に 搭載 され た 核兵器 
を 使用 し 、 連 邦 軍 に 対し て 徹底 拡 戦 の 構え を 見 せ 
の 事態 を 受け て 試作 3 号機 の 投入 を 耶 測 し た AE は 、 稼 働 
試験 を 実施 。 だ が 、 これ を デラ ー ズ ・ フ リー ト の シー マ 艦 隊 
MS 部 隊 が 急襲 し た 。 デン ドロ ビ ウ ム は その 人 圧倒 的 な 戦闘 
能力 で 敵 を 退け た が 、 中 核 で ある ステ イメ ン は 大 破 し 、 オー 
キス の 一 部 も 破損 。 この た め 、 後に アル ビオ ン 隊 に 譲渡 さ 
れ た ステ イメ ン は コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム 非 搭載 の 機体 と な 
り 、 オー キス の コン テ ナ に も 改修 が 加え られ で いた と いう 。 


ж 
単独 で 多数 の MS 
に 圭 応 し て みせ 、 そ 


数 の MS-14F ゲル ググ M( 右 ).MS. 
06F-2 ザク UF2 型 (#) で 構成 され た 
SREB SEP LOZ ER ot. 


不運 を 呪っ た に 
жамал, 


4 


テイ メン と オー キス 。 BED 
を 相手 に その を 見 せ 人 


開発 計画 か ら 外さ れ た ガン ダム 

「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] で 試作 され た 機体 の 中 に は 、 計 
画 か ら 外さ れ た 機体 も 存在 する 。 RX-78GPO4G ガン ダ 
ム 試 作 4 号機 ガー ベラ は 、 爆 発 的 推進 力 を 発揮 する 白 
兵 戦 用 ・ 強 柚 用 MS と し て 開発 され た も の の 、 試 作 1 号 
機 と コン セプト が 重複 する た め に 計画 か ら 外 され た 。 だ が 
AE は 、 計 画 か ら 切り 難し て 同機 の 開発 を 継続 し た と 言わ 
れ で いる 。 
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(188) нЕ 1 mE 864 


ビーム ・ ラ イフ ルビ ー ム ・ サ ー ベ ル 


ルド 。 頭 部 バル カン 奏 


胴体 
バイ オ ・ コ ンピュータ ー の 搭載 
に 伴い 冷却 機 模 が よ 


(т 


ュー ター 搭載 の F90 政 良 弄 


ッ シ ョ ン ・ パ ッ ク 搭 載 ・ 換 装 機能 を 残し 

> ー タ ー 出 力 や スラ スタ ー 推 力 の 向上 . 
型 の パイ オ ・ コン ピュ ー タ ー の 搭載 より 、 F90- 

号機 を 超え る 総合 性 能 を 実現 し て い 

.0120 一 0121 の 第 1 次 オー ルズ モビ ル 戦 役 に 

お いて 、 オ ー ル ズ モ ビル (独立 火星 ジオ ン 軍 ) に 奪取 され 

た F90・2 号 機 は 改造 され 、 F90・1 号 機 と 交戦 し 大 破 

し た 。 回 収 さ れ た F90・2 号 機 は サナ リィ に 運び 込ま れ た 


が 、 6 割 も の パー・ 
そこ で サナ リィ は 、 
に 改修 し 、 イオ 
し た 。 改修 に 
えて いた (ロー ルアウ ト し て し 
Bo 具体 的 に は 新型 の バイ オ 
それ に 伴う 冷却 機構 の 強化 、 脚 部 フレ ー ム の 変更 、 新 
型 ジェ ネ レ ー タ ー の 搭載 な ど が 行わ れ て いる 。 
F90T の ロー ルアウ ト は U.C.0121.10.28 の こと で 、 
同時 に エタ イブ お よび L タ イブ ・ オ ブシ ョ ン も 完成 し た 


ト も 残さ れ て いる 


推力 は 30.610kgX2 に 強化 


機動 性 を 


引き 上 げ て いる 


関連 ファ イル 


F902 号機 の 修理 改修 に あたり 、 サナ リィ は F91 の 技 
術 を 導入 し て いる 。 その 最たる も の が 新型 の パイ オ ・ コ ン 
ビュー ター で 、 構 造 上 の バグ が あっ た と いう 8000 
ロ ・ コ ンピュータ ー か ら 換 装 され た 。 新型 ジェ ネ レ ー タ ー や 
脚 部 フレ ー ム に も F91 の 技術 が 反映 され て お り 、 技 術 系 
#8 LOFOOMIS [F90.5] と 呼べ る だ ろう 。 

オー ルズ モビ ル に 奪取 ・ 改 修 され た 隙 、 オミ ッ ト され た ミッ 
ショ ン ・ パ ッ ク 方 式 は 復旧 し て いる 。 当然 、 既存 の F90 用 

ショ ン ・ パ ッ ク は 無 改造 で 搭載 で きる 。 た š 
パッ ク に よっ て は 、 肩 に 新設 され た バー ニア ・ 


ユニ ッ ト を 外す 必要 が あっ た 。 
к っ < 
“22 2 
02974 


スラ スタ ー・ 


画 頭 部 
ヘル メッ ト は F90 ヒ と ぼぼ 同じ 構造 だ が 
額 部 アン テ ナ と フェ イス 構造 は F91 を 


バイ オ ・ コ ンピュータ ー 


は F91 用 に 近い も の 
15802, ж 
戦 で 紀 動 不能 に な っ 
た こと も ある と いう 


ハー ド ・ ポ イン ト は F90 と 同じ 
位置 に ある 


局部 用 と し て は 大 型 の バー ニア ・ 
スラ スタ ー が 増設 され た 。 ハー ド 
ント を 介し て 接続 され て お り 、 

ン ・ パ ッ ク 搭 載 時 は 外さ 
と が 多い 。 


F90 用 と 同じ 兵 装 


改修 に 際 し て F91 の 技術 を 導入 され た F90II だ が 、 ビ ピー 
ム ・ ラ イフ ル や ビー ム ・ サ ー ペ ベル と いっ た 標準 的 武装 は 既 
存 の F90 用 を 採用 し て お り 、 F91 用 は 搭載 し て いな い 。 £ 
た 、 専 用 兵 装 も 確認 され て いな い 。 F90 シ リー ズ は 攻撃 カ 
の ほとん ど を ミッ ショ ン ・ パ ッ ク に 依存 する こと 、 F90TL が バ 
イオ ・ コ ンピュータ ー の 試験 用 と し て 開発 され た た め 新 弄 
兵 装 を 必要 と し な か っ た こと な ど が 理由 で あろ う 。 


су Ae 


ヴェ スパ ー や ビー ム ・ 
ok BRO 


Î сахжиж‹. 
Ф 255 


画 シー ルド 
BOPPE BIEL 
Runanmi, 


GEMSIRITHAAWF, ОВ 0728 
š, 後 端 に エネ ルギー・ パ ッ ク を 備え る 


BALE 


画 ビー ム ・ サ ー ペ ベ ペル 
| 


жили. 
кало 
тооло 
| ma. Fool BU 


シス テム 自体 


原型 機 オリ ジ ナ ル の F90 


F90・2 号 機 は 二 度 の 改修 を 経て F90TT と な っ た 

最初 の バー ジョ ン (オリ ジ ナ ル の F90・2 号 機 ) は 、 カ 
ラー リン グ と 擬似 人 格 コン ピュ ー タ ー シ ステ ム 以 外 、 F90・ 
1 号機 と 同じ 機体 だ F90・2 号 機 の 搭載 コン ピュ ー 
ア ・ ア ズ ナ ブル の 擬似 人 格 を プロ グラ ム さ れ た 


ョ ン は . オ ー ル ズ モ ビル (独立 火星 ジオ ン 
BE) が F90・2 号 機 を 奪取 し 、 改造 し た OMS-90R ガン ダ 
ム F90 火星 独立 ジオ ン 軍 仕様 で ある 。 外装 と 武装 の 変 
更 、 ミッ ショ ン ・ パ ッ ク 方 式 の オミ ッ ト な ど に より 、MS 単 体 
の 性 能 は F90・1 号 機 を 上 回 る こと と な っ た 


ズ ナ ブル (Ж) DWBA 
格 を 与え られ た と いう 。 


オー ルズ モビ ル は 2 号機 を 改修 
со. ジオ ン 系 MS ( 右 ) の 特 
BKM CBSA 7*7 — 
マー を 追加 し た 


шоп 
Т ДЫ 
BRILL, SURED ЖЕҢЕ, 
これ に より 頭頂 高 は 15.2m 
マル の F9O は 14.8m) に 大 
型 化し て いる 


ия 
左記 の み ス パイ ク と サド アー マー 
EME, 局 装 中 自体 の 形状 も 変 
更 さ れ た が 、 ア ポジ ・ モ ー タ ー を そ 
の まま 使用 で きる よう 、 ノ ズル 部 分 
висо, 


< OMS-90R 
ガン ダム F90 
火星 独立 ジオ ン 軍 仕様 


ム ・ サ ー ベ ル は 1 本 の 装備 
する 。 全備 重量 は 約 2.4 増 加 
% 勢 制御 パー ニア 
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GATXSOSAA ご 


ロッ ッ ソ イー ジス 
ке 


 ROSSO AEGIS GUNDAM | AEGIS GUNDAM ДК 
> 
” 変形 機構 
Е 従来 の 、 MS “MA 


SB BR RTT 
Ei RAO 
が 可能 と な っ た 


地球 連合 軍 が 開発 し た 初 の MS 一 一 5 機 の 第 1 期 
GAT-X シ リー ズ 、 通 称 「G」 は 高い 機体 性 能 だ け で は な 
く 新 機軸 の 技術 や 機能 が 盛り 込ま れ た 高 性 能 
た 。 4 機 が ザフト の 手 に っ た こと で その カカ は 連合 軍 に 
向け られ 、 皮 肉 に も その 身 を 持っ て [G] の 有用 性 を 知 は 可 : 

る こと と な る 。 戦後 、 改 め て 評価 され た 第 1 期 GAT- 格闘 戦 能 力 の 増強 が 
リー ズ は 、 連合 の 特殊 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン の エリ ー ト な 改造 で は な く 、 
パイ ロッ ト 専用 機 を 開発 する 「 ア クタ イオ ンプ ロジ ェクト 」 
OME. 5 機 は 再生 産 され る と 共に 改良 が 施さ 
れ 、 和 名 バイ ロ る 実 タ の 収集 と 強化 が 行わ 


れ た 。 その うち の 2 機 


入 さ れ た が 、 


特殊 な 

強化 ・ 拡 張 に 成功 。 кедр) 
TRIS KB ORE YS r ERT сос 

地球 側 の 協力 者 の カ も あっ て 撃退 され : 


(68) ТЕСІГІ 


№ SPEC <слт-хозлА ROSSO AEGIS GUNDAM- N SPEC -GAT-X207SA NERO BLITZ GUNDAM- 


全高 一 
重量 — 
я — 
АЭА) — 
Әти PS 装甲 
RR 6Omm 高 エネ ルギー ビー ムラ イ BR 6 連 ラ ンチ ャ ー& ク ロー( ダ ミー 
フル 580mm 複 列 位 相 エ ネ バル ー ン x6) 可変 アー ム ユ 
_ ルギー 確 [スキ ュ ラ ] 他 ニッ ト x2 fb 
РИЯ RRS (TPL ATH) MR BBS PART) 
搭乗 者 エミ リオ ・ ブ プロ デリ ッ ケ 搭乗 者 ダナ ・ ス ニッ プ 
№ COMPARISON CHART COLOR 
GAT-XSISAA ROSSO AEGIS GUNDAM 
[2 
RED а МЕ 
ê êê 
вих кю үшы 


ж КА T 


J NERO BLITZ GUNDAM | т GUNDAM омы 


GAFX207SR — 


関連 ファ イル 


ンダ ム と GAT-X207SR ネロ ブリ 

アク タイ オン プロ ジェ クト に 
体 本 来 の 特色 を 補強 する 弄 
жапс), 


ネロ ブ ! 

いる 。 両機 体 と も に 大 幅 
ツ を 追加 する こと で 機能 の 

て いる 。 


m” 


MECHANIC FILE 
多 機能 ウイ ング の 導入 で 獲得 し た 多様 な 形態 


型式 番号 未 尾 の AA は 、「Advanced Acceleration( ア п 高速 巡航 形態 MA 形態 
ド ヴ ァ ンス ド ・ ア クセ ラ レ イ ショ ン ) | を 意味 する 。 イー ジス 
の 変形 特性 を 極限 まで 進化 させ た 機体 で あり 、 多 機能 な 
ウイ ング パー ツ の 潜入 に より 6 つの 形態 に 変形 可能 と な っ 
た 。 これ は ロッ ソイ ー ジ ス の 要 と 言え る パー ツ で 、 可 変 機構 
の 一 部 と 武装 の 補助 を 担う 。 飛行 形態 や 多 脚 形 馴 な と 、 
大 気 の 運用 や MS 形態 の 強化 も 図ら れ て いる , 


追加 され た ウイ ン 
ビ ド ゥ ン の 誘 滞 プ ラ 
フレ スベ ルク 」 ФЕ 


イー ジス と 同様 、 移 湯 に 特 化し た 形態 。 ウイ ング の 変形 に 
抗 を 踏ま えた 形状 と な り 、 大 拓 国 内 に お ける 飛行 能力 


пш BRR Ш ウイ ング 


同様 の も の と な っ て 


追加 ユニ ッ ト に よる 格闘 戦 の 強化 


型式 番号 未 尾 の SR は 、「Stealth Reinforcement (А — та заав m nm 
テル ス ・ リ ー イ ン フ ォ ー ス メン ト )」 を 意味 する 。 追加 7 グ プリ ッ ツ か ら マ イナ ー チ ェ 背中 に は 可変 アー ム ユ 
の 可変 アー ム ユ ニッ ト に より 格闘 能力 が 強化 され た 。 E e нане, 


パー ツ は クリ スタ ル 化 で き 、 ロウ ・ ギ ュー ル は 、 [内 部 屈折 率 
を 任意 に 変え うれ る 、 液 化 金 属 を 充填 し て る の か ? A 
化 で き な い 動 カ パー ツ は 、 ERR 避け て る か ら 、 完 
PBA RAS] と いう 構造 の 見 解 を 示し た と いう 。 


ЕР 


画 可変 アー ム ユ ニッ ト 
Бот Aish RM) ERTS: 
NOZGMF-X2000COGBES 72: 


N Ф クリ スタ ル 化 
Фо». マニ ピュ レー ター 状 の < 回 は クリ スタ ル 化 し た ユ 


PSR EEC FEAR СВХ 


| ж 
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ガン ダム ハル ー ト は 、 
て 開発 され た アリ オス ガン ダム と 、 
GNR-101A GN ア 


その 支援 機 で あっ た 


MA 形態 で も すべ て の 兵器 が 使用 で きる 構造 と な 
140-3 


— (頭頂 高 19.0m) 


ガン ダム ハル ー ト 


ル 
шыл 8774 


本 機 の も う ひ と つの 特徴 は 、 
用 され て いる こと で ある 。 こ 
= ム 、 そ し て マリ ー・ パ ー フ 

り で 役割 を 分 担 す る こと で より 円 
可能 で あっ た 。 また 、 アレ ル ヤ と 彼 の 別人 格 で ある 「 ハ 
レル ヤ 」、 そ し て マリ ー が 専用 の 0S を 同時 | 
「 マ ルー トモ ー ド ] を 搭載 。 起動 
し て の カカ を 最大 限 に 発揮 で きる 仕様 と な っ て いた 


座 式 の コク ピッ ト が 採 


ム ハ ル ー ト 運用 上 
жьш! 


搭乗 者 アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズム 。 
リー タバ モグ 


多彩 な 武装 と 追加 され た [マル ー ト モー ド 」 


ガン ダム ハル ー ト は 、 複 数 の 要素 を 備え る 主 兵 装 、GN ソ ノー | Ш GN ソ ー ド ライ フル 
ドラ イフ ル に 加え 、 サ イド コン テ ナ に 装備 され た GN キャ ノン 、 
% 高い 戦闘 力 を 確保 し て いた 。 さら 
サイ ルコ ン テ ナ も 標準 装備 と な り 、 機動 性 を 犠牲 に し て 
まで も 戦闘 力 を 強化 し よう と し た 意図 が 裸 え る 。 一 方 で 機体 
の 基本 構造 自体 は アリ オス ガン ダム と 大 差 な い が 、「 マ ルー 
トモ ー ド ] の 搭載 に 対応 し て 豆 部 機構 は 大 幅 に 変更 され た 。 


расната 


© ソー ド 時 X 

— 外 緑 部 の ブレード を 用 いる ソー ド 
に は 鏡 口 部 分 が 収納 き 

フル モー ド で の 


1” н GN シザー ビッ ト 


る マル ー ト モー ド 
バイ ザー が 収納 きれ た 状態 。 ツイ ン アイ 方 
LODATEMSRREL BEES, 


急襲 や 爆撃 に も 対応 する 重 戦闘 機 形態 
ダム ハル ー ト の MA 形態 は 、 こ れ ま で より も 。 1 ШМАМЕ я 


っ て いる 。 機体 側面 に 移行 し て 主翼 と な 
も 運用 で きた ほか 、 サ イド コ 
に 向け られ 主砲 と を る 。 また 、 Ж 
て いる ミサ イル コン テ ナ も 機体 後方 に レイ アウ ト 
コク ピッ ト 超 兵 の 能力 に 対応 する 複 座 式 の コク ビット 
ガン ダム ハル ー ト は 、 当 初 か ら ア レル ヤ と マリ ー の 操縦 を 想 
定 し て 開発 され 、 複 座 式 の コク ピッ ト を 採用 し て いる 。 単座 
式 の コク ピッ ト に 比べ て 内 部 スペ ー ス も 広く 取ら れ て お り 、 パ 


ン テ ナ の GN キャ ノン が 前 方 


ап, より 効率 的 な 爆撃 を ЖР] 
ITH, ВОЮ, 177ГЕ РУСУ 


MORE INFO! 


ELS と の 最終 決戦 時 に は 、 両脚 に GN, 


装備 され た ば 


アレ ル ヤ が 後部 座席 に 座り 操縦 を 担っ た 。 また 、 超 兵 で ある 
彼ら の 能力 を 最大 限 に 活用 する た め に 専用 の OS を 備え る な 
ど 、 数 多く の 独自 機構 が 取り 入れ られ : 


m コク ピッ トシ ー ト 


最終 決戦 仕様 


膝 の 部 分 に は GN シザー ビッ ト を 格納 し た コ 
ン テ ナ が 新た に 搭載 され 、 機動 力 と 戦闘 カ が 強化 され た 


最終 決 了 仕様 の MA 


SAMENT. RHEE ALE 


ELS と の 最終 決戦 で は 、 ト ラン ザム 
モー ド を 起動 し 、 機体 の 性 能 を 最大 


140-4 


ЕГЕ PAGE 


МЕ 


бу 4) 


2 


Advanced Generation (А.б. 
軍司 令 官 の 地位 を 退 い た フリ 
ある ヴェ イガ ン 残 減 の : 


164、 地 球 連邦 
が 、 宿 願 で 
発し た MS が 、 ガ ンダ ム 
テム を 搭載 する MS で あり 、 


明 と な っ た 息子 の アセ ム ・ ア ス ノ に 代わ り 、 幼い 頃 より 
MS の 操縦 を 教え て きた 孫 の キオ ・ ア ス ノ に フリ ッ ト は ご 
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ガン ダム AGE-3 


ア の 合体 "換装 に よっ て MS が 完成 する 新 シス テム が 

採用 され た 。 一 方 で 、AGE-1 や AGE-2 と 同様 、G ウ ェ ア 
追加 に よっ て 別 形態 を 取る こと も 可能 で あ 

戦 で は 、 X ラ ウン ダー で ある キオ の 操 綻 に より スペ 

上 の 優れ た 戦闘 能力 を 発揮 し た AGE-3: 

の デー タ を 反映 させ た ヴェ イガ ン の 新型 MS ガン ダム レ 
キル ス の 攻撃 に よっ て 大 破 し て し ま 


ノン 。 ビームサーベル 


ブラ ステ ィ ア キャ 


関連 ファ イル 


HART № COLOR 


L 


эше 


г 


強大 な 火器 と ウェ ア 換 装 を 前 提 と し た 機体 構造 


60%: る ヴェ イガ ン と 地球 連邦 軍 と の 戦い に 終止 符 
を 打つ べく 、AGE シ ステ ム が 導き 出し た の は 「 大 出力 ジェネ 
レー ター を 搭載 し た MS へ の 強大 な 火器 群 の 装備 」 で あ 
構造 に お いて は 、 ガン ダム の 特徴 と も 言え る 、 戦況 に 応じ 
機体 の 進化 を 最初 か ら 想 定 し た も の と な っ て いる 。 具体 
的 に は 、 基本形 で ある AGE-3 ノ ー マ ル か ら 、 コア ファ イタ ー と 
G ウ ェ ア が 変形 ・ 合 体 し て MS と な る シス テム が 採用 され た 


画 コク ビッ ト 
人体 後 、G セ プター の パイ ロッ ト は シー ト ご と コア ファ イタ ー の コク ビッ ト へ 移 
HTS. キオ を サポ ー ト する た め 、 こ の 神座 式 コク ピッ ト が 採用 され た 


コク ピッ ト は 容 開 で あり 、 合 価 前 答 と も に 外部 は モ 
体 後 は コク ピッ トシ ー ト の 左右 か 5MS コ ント ロー ル 用 の 操 線 杏 が 出現 する 、 


れ て いる 。 右 図 の よう に シー ルド 
AGE-3 ノ ー マ ル の メイ ン 武 装 。 ディ ー ヴ ァ の フォ トン プラス ター キャ ノン の 技 | に 内 蔵 し た まま で も 使用 可能 だ 
術 が 応用 され て お り 、 大 半 の MS を 一 撃て 撃破 で きた が 、 HABE FER TS, 


田 ブラ ステ ィ ア キャ ノン 
ノー トラ ム 防 和 戦 で 使用 され た 
「 フ ォ ト ン リ ング ・ レ イ ] の 小型 版 と 
いう べき ユニ ッ ト 。 シグ マシ ライ 
ML TZORNEMAS メイ ンカ メラ を は い 
ако. таасан эана 


Ш コア ファ イタ ー 
AGE.3 の 頭 部 、 コ クビ ピッ 
ト 、 AGE シ ステ ム で 構成 
tu ERB, AGE-3 
OPEC, монет 
SESI IB FE 

し て 機能 する 


Ф 変形 シー クエ ンス 


Ш シグ マシ スラ イフ ル 画 ビーム サー ベル Г 
トシ ー ル ド 肉 に 各 1 本 ずつ 装備 さ 
Š N 


Bel yen u SRB. ЕЖОХЭ 
ちり 、G セ プター 時 は 祖 肪 推進 名 と し て 機能 する 


上 の 画 の よう スラ イフ ル を “4 
Û | 装着 し た 状態 で も 運用 可能 。 初出 

コア ファ イタ ー 底 面 の カバ ー が 開き 、AGE-3 の 頭 部 が 現れ る 。 その 第 туз BEML СБ キオ 

AGED AT ВИО, 残る パー ツ が 上 半身 を 構成 する 、 と フリ ッ ト の 下 へ と 現れ た 


whe 局 地 で の 運用 に 適し た 陸戦 形態 FARER 7-67 ы: өлара 


砂漠 や 湿地 帯 を ど 、 コロ ニー に は 見 られ な い 地球 
特有 の 自然 環境 に 対応 する た GE シス テム が 
提示 し た 仕様 が ガン ダム AGE-3 フ ォ ー ト レス で ある 。 
AGE-3 ノ ー マ ル は 一 般 的 な 地上 で の 運用 に は 対 
応 する が 、 局 地 で は 移動 すら 困難 で あっ た 。 そ 
AGE-3 フ ォ ー ト レス で は 、 高 出 カ の ホバー ユ ニッ ト を 
搭載 する こと で 、 高 速 移動 を 可能 と し た ほか 、 様 々 な 
地形 に 対応 し た 。 さら に 両 肩 お よび 両 腕 に は 、 シ グマ 
シス ライ フル と 同等 の 成 力 を 持つ シダ マシ スキ ャ ノン 
を 4 門 装 備 し 、 砲撃 戦 も 可能 と な っ た 。 


m 5РЕС 
全高 18.5m 
重量 730 
ГТ シグ マシ スキ ャ ノン x4 


> G ホ ッ パ ー 
AGE3 フ ォ ー ト レス 用 の G ウ ェ 
ア 。 初 出撃 時 は 整備 士 の ウッ 
кїз. бл, 
て キオ に 送り 届け た 。 TOR 


宇宙 空間 で の 戦闘 に 適し た AGE-3 の 高 機動 形 
態 が 、 ガ ンダ ム AGE-3 オ ー ビ タル で ある 。 AGE-3 
フー マル が 中 宙 で 苦戦 し た 際 の デー タ か ら 、 AGES 
ステ ム が この 形態 を 潮 き 出し た 。 メイ ンス ラス ター が 
高 出力 化 され 、AGE-3 ノ ー マ ル と 比較 し て 加速 性 能 
が 向上 し て いる 。 また 、 機体 各部 に スラ スタ ー が 増 
設 され て お り 、 宇 宙 空 間 に お ける 機動 性 も 大 幅 に 強 
化 され た 。 味方 機 の 援護 の 下 、 長 距離 か ら の 砲撃 
戦 や 、 機 動力 を 活か し た 一 撃 区 脱 と いっ た 運用 に 敵 
する が 、 格闘 戦 に は 不向き で あっ た 。 


а-ал 
ウン ダー の 先読み 能力 6 
わせ 漠 曲 す る 追尾 式 


> G バ イ バ パー 

AGE3 オ ー ビ タル の G ウ ェ ア , 

無人 汰 態 で ディ ー ヴ ァ ら 射 
アフ ァ イ ター と 


マシ スロ ング キャ ノン 。 X ラ 
応 し て お り 、 MRSS 
НТ ась, 


та 9:227 -м85 140-8 
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メイ ン ・ ス ラス ター 


換 が 可能 と 


末 熟 な 年 少 兵 


MP-02A オッ ゴ は 、 ジ オン 公国 軍 が 一 
投入 し た 駆逐 モビ ルポ ッ ド で ある , 
下 に お いて 、MS は 絶対 的 な 戦力 と な り 、 開 戦 当初 は 、 
オン 公国 軍 に 有利 な 形 で 戦い が 進ん だ 。 し か し 、 地 球 
連邦 軍 に 対し て 国力 に 劣る ジオ ン 公国 軍 は 、 戦争 末 期 


年 戦争 末期 に 
ミノ フス キー 粒子 散布 


に は ベテラン パイ ロッ ト と MS の 損失 も 激しく 、MS 戦 力 の 


絶対 数 が 不足 する # っ 状況 下 
に お いて ジオ ン 公 国軍 は 地球 連邦 軍 の モビ ルポ ッ で 
1 目 す る 。 ボー ル は MS に 比べ れ 
能 は 劣る も の の 、 低 コス ト か つ 短期 


オッ ゴ 
У occo | ZEON 


ょ た ち に 与え られ た 、 戦争 末期 の 「 決 戦 兵器 」 


間 で の 大 量 生産 が 可能 で あっ た 。 また 、 モ ビル ポッ ド 特 
i っ て 、MS の 定数 不足 を 補っ て も いた 
ド Ея 


戦 6 
ほとん ど は 戦闘 経験 が : 


コ の 存在 も また 一 年 戦争 の 歴史 の 陰 に 埋もれ て い 
の で ある 。 


(8) ТІЛШЕ) 


E SPEC 
全長 11.6m( 全 幅 14.7m 。 全高 7.8m) 


ЖЕ ザク ・ マ シン ガン プ ザ フク ・ パ ズー カ 
6 吉 連 装 ロ ケッ ト ・ ポ ッ ド - シュ ツル ム ・ 
ファ ウス ト 


メイ ン ・ カ メラ 
メイ ン ・ カ メラ は 、 ザ ク T の パー 


モビ ルポ ッ ド : MP-O2A (BL) al wer ОБА 


Eg 。 問 素 か つ 生 産 性 の 高い 機体 構造 と 、 MS と の 共同 運用 を 見 越し た 武装 


オッ ゴ は 、 移 動 砲 全 と し て の 役割 だ け で は な く 、 ボ ー ル と М 兵 装 レイ アウ ト 


同じ く MS と の 同時 運用 を 考 護 し た 兵器 と し て 開発 が 進め 回 拓 は 持 た ず 、 由 形 が 人 ト レール の アタ ッ チ メ 
Ba манс EMRO SF CRMC ET 
に は 、 宇 宙 へ の 戦線 移行 に る 。 展開 式 の 能 易 マ ニ ビ ピュ レ ー タ ー を 訪 備 


ル 以 上 の 稼働 性 能 と 出力 を 獲得 し 
た 。 また 、 ザク ・ マ シン ガン を は じ め と する 、 MS の 兵 装 を 装 
が 施さ れ て いた 。 この よう に 、 オ ッ ゴ は ジオ ン 
軍 で 開発 が 予定 され て いな が ら 、 開 発 が 中止 さ れ た パー ツ 
や 既存 の 兵 装 を 使用 する こと で 、 簡 易 生 産 兵器 な が ら . 
高い 戦闘 能力 を 獲得 し た の で ある 。 


全高 は 約 Bm と MS の 
半分 程度 の サイ ズ と 
な っ て いる 。 織部 を 持 
た な し いため 、 発進 時 は 
使い 持て の 専用 台 共 
を 用 いて 射出 れる 


MA05Ab ビグ 
グ と の 連携 に よ 

前 線 に お ける 早急 な 捕 
絵 や 修理 が 可能 と な っ 
て JMS 
Cian sate 
得 し た の で ある 


QO アタ ッ チ メン ト © マウ ント ・ ラ ッ チ 
外縁 部 に は 回 転 式 の 円 形 ガ イド レー ル と 、 MS の 携行 火 診 を 装着 する た Ж は 武装 用 マウ ント ・ ラ ッ チ が 配置 され て いる 。 Zi 
め の ア タッ チ メ ン ト が 配置 され て いる 。 Ж 


ones 
Ее ы” 
コク ピッ ト MS か ら の 流用 に よっ て 完成 され た 操縦 シス テム | オプ ショ ン | 特殊 射出 機構 


オッ ゴ の コク ビッ トブ ロッ ク は 、 機 体 中 央 に 位置 し て お 複数 機 の オッ ゴ を カタ バル ト を 用 いる より も 迅速 に 戦域 
り 、 機 休 後 部 に 設け られ た ハッ チ か ら 搭 乗 す る 。 モニ ター に 展開 する た め に 開発 され た 装 代 が 、「 全 散布 フレ ー ム ] 
や 操 綻 シス テム に 関し て も 、 基 本 的 に は ジオ ン 公 国軍 の で ある 。 複数 の フレ ー ム と ロケ ッ ト で 構成 され た 全力 散布 フ 
MS と ほぼ 同じ も の で 、 揉 綻 シ ステ ム も 同様 だ っ た よう だ , 1 レー ム は 、 射 出 後 、 高 速 で 回 転 し 搭載 され た 
た だ し 、 MS と 比較 する と 制御 する 箇所 が 少な か っ た た め 、 コク ピッ ト は 、 機体 サ f 3, な お 、 本 装備 は オッ ゴ の 評価 試験 を 行 
操 縮 自体 も 簡素 で あっ た と 思わ れる 。 その た め 訓 練 期 間 で に 比べ る と か めで A 試験 隊 (カス ペン 戦闘 大 隊 ) で の 運用 が 確 


が 短い 年 少 兵 で も 使い こなせ た 。 ЕЕ 
ЕЕ" Ш 全力 散布 フレ ー ム 
画 コク ビッ ト 内 部 


4 


機体 に は 後方 か ら 乗 り 込む 。 その 際 、 後方 の ハッ チ が | 
り た た まれ 、 シー ト の 背もたれ が 後方 に 倒れ る 


本 装備 を 用 いた カス ペン 戦 関 大 隊 は 、 本 装備 を 用 いて 32 機 も の オッ ゴ 
を E フ ィ ー ル ド に 展開 き 


フレ ー ム が 白 


背面 に ハッ チ が ある た め 、 
5.65. ПАЛ 
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機動 戦士 ガン ダム 戦記 


画 ( 後 

、 一 年 戦争 中 期 に スタ ー ト 

ー タ イプ で ある アム ロロ ・ レ イ が 
ダム の 性 能 を その まま 量 

ジム の 生産 が 優先 され た 結果 、 
の 後 、 計 画 は U.C.0081 に 再 


産 する 計画 で あっ た が 、 
計画 は 一 旦 中 止 され : 


_ ジー ライ シ ・ 
ライ トド アーマー $ 全高 192m 


G-LINE LIGHT ARMOR ВРА ВРЕ 


装甲 材質 ルナ ・ チ タニ ウム 合金 


(18s 本 用 зн 1104 


ІШ SPEC -ax-sttA G-LINE LIGHT ARMOR- B SPEC -ax-sias G-UNE ASSAULT ARMOR- 
全高 19.2m 
xë — 
1, Е Ўл3/-3-80 1.580kW 
スラ スタ ー 推 カ 71.800kg 2223D ーー 


装甲 材質 ルナ ・ チ タニ ウム 合 全 


装甲 
RGM-79 [FRS] 陸戦 用 ジ 
e7 hE ME 


5 する と いう 仕様 が 栓 


討 さ れ た 。 

р ト 装 を 取り 付 

ンダ ム の 基本 的 な 構造 を 引 

š 派生 する 形 で 高 

機動 タイ プ と な る ライ ト ア ー マ ー、 格 闘 戦 能力 に 特 化し た 

重 装甲 タイ プ の アサ ルト アー マー と いう 3 つの バリ エー ショ 
ン が 誕生 する こと と な 


素 体 と な る 基本 フレ ー ム に 
けた 結果 、 ペ ー ス と な 


スピ ー ラ イフ ルン が リン 2 ・ ス BR >з: 
マッ シャ ー ン ミサ イル ラン チャ ー 
ル ラ ンチ ャ ー ノ アサ ルト ・ キ ャ 
フン ンプ シー ルド 他 
地球 
ロブ ・ ハ ー ト レイ 
m COLOR 
RX-81LA G-LINE LIGHT ARMOR 
е 
акта 
RX-81AS G-LINE ASSAULT ARMOR 
Ф 

сиз эн но 

RX-B1AS 22222 


У G-LINE ASSAULT ARMOR | ARMOR 


関連 ファ イル 


[ти 


MECHANIC FILE 


(AGS) aÜ] ser 110a 


機動 タイ プ で ある ライ ト ア ー マ ー に 、 機 動 性 を さら に 向 。 画 ライ ト ア ー マ ー フル 装備 状態 
上 させ る た め され た 追加 装備 が 、 テ ー ル スタ ビラ イ 
ザー 付き の ラン ド セ ル で ある 。 スタ ビラ イザ ー は . 高 機動 時 に 
お ける 機体 の 安定 性 を 高め る た め に ラン ド セ ル の 中 央 に : 
BANS, さら に ウェ ポン ラッ チ も 増設 され て お り 、 各種 
装備 の 搭載 も 可能 で あっ た 。 ウェ ポン ラッ チ は 、 パリ エー ショ 
ン 機 と の 武装 の 互換 性 を 有 し て お り 、 ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー の 
ほか に も スタ ンダ ー ド アー マー の ガト リン グ ・ ス マッ シャ ー や ア 
サル ト ア ー マ ー の アサ ルト ・ キ ャ ノン の 装備 が 可能 で あっ た 。 


高 本 時 の 安定 性 を 高め 
る テー ルス タビ ライ ザー の 
機能 は 、 その 後 ガン ダム 試 
作 3 全 機 ステ イメ ン に も 引 
BROKERS NS, 


追 。 機動 性 だ け で く 、 運動 性 も 向上 し て いる 。 


B 頭 部 追加 セン サー 


ТЕТТЕ ГЫ 
жаорвикешкнопу2л> сал. зшон о, 


26 YS планы. хаганат 
7) 4 tenes wanana, полята 


Ш ラン ド セ ル 各種 装 
セル の ウェ ポン ラッ チ は 、 ジ ー ラ イン の 各種 
NII-YIDRRERM саг. sÉ. rE 
ン ラ ッ チ は 取り 外し で き 、 よ り 機 動 性 を 向上 させ た 
運用 が 可能 で ある 。 


中 央 に テー ルス タビ ライ ザー を 配置 し 、 メ イン スラ スタ ー の 側面 に も 容 勢 制 生 用 の スラ スタ ー を 


ライ ト ア ー マ ー の 専用 兵 装 で ある 大 口 竹 の カビ ー ム ・ ラ イフ ル 。 НН 
BHERESSAN IY, НИНЕ LSA OW 
り 付 けら で いる ン 


中 距離 支援 も 可能 と し た 追加 武装 


通常 形態 の アサ ルト アー マー は 近接 戦闘 に 特 化 し て 。 画 アサ ルト アー マー フル 装備 状態 
いる が 、 追加 装備 に よっ て 機動 性 を 向上 させ 、 中 距離 支 
援 機 と し て 運用 する こと も 可能 と な っ て いる 。 追加 装甲 に 
よっ て 重量 が 増し た 機体 の 機動 性 を 向上 させ る た め に 、 7 
基 ち の スラ スタ ー を 装備 し た 専用 の ラン ド セ ル を 装備 。 さら 
に ラン ド セ ル 上 部 に は ライ ト アー マー の も の と 同じ く ウ ェ ポ 
ン ラ ッ チ が 設け られ て お り 、 中 距離 砲撃 用 の アサ ルト ・ キ ャ 
ノン を は じ め 、 各種 武装 を 装着 する こと が 可能 だ っ た 。 


жатк ой. 
その 後 RGC-83 ジム 
キャ ノン 1 の 開発 に 影響 
を 与え た と 思わ れる 


ダム の 発 原型 も 思え る シル エッ ト が 特徴 。 


ЛЬ АЕННАН ОЧИР, FA-78-1 フル アー マー ガン 


画 ラン ド セ ル 各種 装備 
ラン ド セ ル の 基本 模造 は ライ ト ア 
スラ スタ ー の 取り 付け 方 法 や 形状 が 
ウェ ポン ラッ チ の 位置 も ライ ト ア ー マ ー! 
ライ ン 用 の 追加 村 備 は 全 タ イプ を 取り 付け 5 


画 ヒー トラ ンス 


N ショ ッ ト ガ ン 


ў 


ЕТТЕГІ ТЕГІЛІЗИГЕЕГ ЛІГІ. qe 
可 


ЗДАНИИ, IF, BMRB ШИВА аи, ЕСТ ас 
тә, НЕЮ SEEM THERESE Z. 


アサ ルト アー マー の 専用 武装 。 MS の 装甲 
を も 買 通 する ほど の 威力 を 計る 。 BER 
持 で きる よう に グリ ッ プ が 配置 さ 


ショ ー ト ・ シ ー ル ド の 
ЖЕ 
大 型 マニ ビュ レー ター 
を 取り 付け た 特殊 半 
A, マニ ビュ レー ター 
を 用 いた 攻撃 な ども 
可能 で ある 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


MECHANIC FILE эн 


| 


дз FULL-ARMOR ZZ GUNDAM 
フル アー マーZZ ガ ンダ ム 


ТІ 


ll 


T—-10N61 УЛАК АЧ СЕ 
ЗІМУНА 034 AVULSY 


004-4911 


フル アー マー | 
ZZ ガン ダム т” 


4 FULL-ARMOR ZZ GUNDAM + 


23.14m (頭頂 高 19.86m) 
32.7t (全備 重量 8720) 


に 
ーー 
ーー 
сә 
г, 


тш 
BABS. その 機能 や 形状 に 変 
5 ピー ムラ イフ ル / 背 部 18 連 装 2 自 階 


イ ・ メ ガ ・ キ ャ ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー メ 腹部 ハイ ・ メ ガ ・ 


フル アー マー 化 に 伴い 、 
パッ ク も 大 型 の も の と な 


関連 ファ イル 
TEE. Р, 15; 


性 能 の 強化 『、 オ プシ 
で 攻撃 力 の 強化 も 図ら 5 れ て いる 。 
гіз. フル アー マー・ オ ペ > FILE PREVIEW 
、 増 加 装甲 の 追加 に よっ て 機体 性 能 
ay] が 採用 
マー・ オ ペレ ーション は 一 年 
た RX-78-2 ガン ダム 


装 備 防御 性 能 と 火力 の 強化 の 両立 


FA-0108 の 増加 装甲 は 、MSZ-010 の 構造 的 に 脆弱 な ҒА nating 6 連装 スプ レー・ ミ サイ ル ・ ラ ンチ ャ ー 一 、 
д 


箇所 に 装着 され て いる 。 MSZ-010 を 本 成す る 3 つの パー ツ 
の ドッ キン グ 部 で ある コア ・ ブ ロッ ク (胴体 ) 周辺 は 特に 脆弱 
で ある た め 、 優 先 的 に 強化 され た 。 胸部 か ら 胴 体 に か け て 
は 、 増 加 装 甲 に よっ て 完全 に 覆 わ れ て いる 。 また 、 複雑 な 
変形 機構 が 組み 込ま れ た 下 胸部 や 下肢 部 も 増加 装甲 で 防 
御 。 これ に より 防御 面 に お ける 弱点 の 解消 に 加え 、 兵 装 を 
搭載 する 形 で 攻撃 能力 も 強化 され た 仕様 と な っ た 。 


胸部 増加 装甲 だ 
ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン 
腹部 増加 装甲 の 前 面 に 装備 され て 
ギャン СЫН 
ネ レ ー タ ー( сит. LM 
用 バー ニア と し て も 使用 で きた - 


回 ダブ ル ・ ビ ピー ム ・ 
ライ フル = 


A 


ペン ・ ウ ルフ 戦 で は . 

шы д. 
еви, TOMB 
接近 し て ビー ム ・ サ ー ベ ル で 
ぴ め を 刺し た 


ダブ ル ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル は MSZ- 
010 の も の を 使用 。 た だ 、 マ ニ ビュ 
レー ター で 保 詩 せ ず 、 右 用 の 増加 
装甲 に 直接 マウ ント し て 使用 する 。 


前 2 ラ 22-/ プ ロ ベ ラ ント タン ク [E] 腕 部 増加 装甲 


サイ ドア ー マ ー と し 下肢 部 の 追加 装甲 の 外 プロ ペラ ン MEOMPSFOBP Woman 


|T вов м5201074 ROME ot 一 、 
増加 装甲 を 装備 。 = L 
機動 性 を 高め る た 
が め 、 増 加 装 甲 上 部 
ДА \слэлз-®1% 
тоште. 
FA-010S へ の 改装 (フル アー マー 化 ) に 際 し て 、 そ の ンダ ム と 呼ば れ て いる 。 
本 体 と な る MSZ.010 も 性 能 強 化 と パラ ンス の 調整 が 必 MSZ-0101S へ の 改修 は 、 フ ルアー マー 化 の 重量 増加 EE 
要 と され た 。 R ийнан ОВИЕ СНУ ооз Ж CH OKA, ERELT А 
の 低下 を 補う べく 、 ジェネレーター の 高 出力 化 や 推力 の 増 ЯНЕ LRA AWC Lae Sze н 
強 が 図ら れ た 。 また 、 MSZ-010 の 装甲 も 面 ビ ー ム 性 に 優 。 成功 。 こ の よう に 、 フ ルアー マー 化 の 恩恵 の ひと つが MSZ」 PP 
れ た も の へ と 換装 。 この 仕様 は MSZ-010S 強化 型 ZZ ガ 010 の 性 能 の 底上げ に 繋が っ た と 言え よう 。 われ て いる 。 
п 主 な 改修 点 
[їн Besse 
肩 上 部 の アー マー は MSZ-010 と 比較 し て 大 型 化 し て шағи аталас“ 
お り 、 そ の 上 部 お よび 下部 に は スラ スタ ー が 追加 され た 。 の 上 に 設置 きれ て いる フロ ー ト ・ ア ー 
マー も MSZ-010 と 比べ て 大 穫 化 し た 。 
В シー ルド 
両 芝 に 装着 され る シー ルド の 基本 構成 は 変わ ら な い が 、 
| MSZ-010 よ り も 大 型 化し て お り 、 形状 も や や 異な る 。 
| юв 
さく ら は ぎ 部 の スラ スタ ー は 推力 が 強化 され て いる 。 この N 
きま 変 形 可能 な 形状 と な っ て いる 。 
回 バッ ク バ ッ ク | 
備 さ れ て いる バッ ク パ バッ ク と 同じ も の で あ 1 
較 し て 大 午 化 きれ て いる 点 と 、 ミ サ || 
と パー ニア に 変更 が ある 点 が 原型 機 と は 異 V 
な る 。 また 、 放 熱 用 フィ ン も 大 型 化 し て いる 。 この パー 
ツ は スタ ビラ イザ ー と し て も 機能 する 。 


cma tz 141-4 


aaa‏ و 

by oes レー ム 

У ASTRAY RED FRAME | RED FRAME j 
оз. > 


= 
=) 
=" 
= 
[==] 
FN ら 5 


タ 「8 (ハチ )」 の サポ ー ト を 
体 が 運用 され た 


の 開戦 に 遅れ る こと お よそ 1 年 。 オー ブ 連 合 
営 軍 需 企業 モル ゲン レー テ 社 は 、 = 
画 を 無 
断 転用 し 、 彼ら が オー 所 有 の 
中 立 コロ ニー・ ヘ リオ ポリ ス に お いて 生み 出し た 試作 
[G] 兵器 に 迫る 総合 性 能 を 有 し な が ら も 、 秘 
いわば 亜流 の 機体 で あっ 


連合 と ザフト の 軍事 衝突 の 裏 で 激しい 
ЕУ ЖИЛЫ が 確認 され た 機体 の うち 
MBF-PO2 ガン ダム アス トレ イ レッ ド フ レー ム は 、 ジャ ン 
氏族 サハ ク 家 の ロン ド ・ ギ ナ ・ サ ハク | ク 屋 の ロウ ・ ル が 回 収 。 彼 が 愛 機 と し て 改造 を 
少 の 皮肉 と 、 本 流 を 超え る 


施す こと に より 、 独 自 の 機体 と し て 発情 し て いっ た 。 
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жени ASB 
武装 75mm 対 空自 動 パル カン 砲塔 シス テ 

ム 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン ] x2 ノ ガー ペ 

トピー ムラ イフ ル 。 


パ バック パ バック 
2 基 の スラ スタ ー を 備 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW. 


SEED-03-19 CE の 


新 技術 と 次 善 貸 に よっ て 生み 出さ れ た 機体 


オー ブ の 一 部 有 力 氏 族 の 思惑 も あり 、 自国 製 MS と し て 開 。 画 頭 部 
発 が 進め られ た アス トレ イシ リー ズ 。 だ が その 実は 、 先 述 の 通 エー 
り 「G] の 開発 計画 で 得 ら れ た 新 技術 が 詰め 込ま れ た 機体 で 
あり 、 そ の 特性 は 安定 性 と 信頼 性 に 長け た GAT-X105 スト 
ライ ク に 近い も の と な っ て いる 。 し か し 装甲 シス テム に つい て 
は 連合 の ガー ド が 非常 に 堅固 で あ め 、 物 理 的 な 衝撃 
を 無効 化す る 画 期 的 な 装甲 「 フ ェ イ ズ シフ ト 装甲 」 を 採用 す 
る こと が で き な か っ た 。 これ に 対し 、 開 発 を 請け 負っ た モル ゲ 
ン レー テ 社 は 、 装 甲 を 発泡 金属 に 転換 する こと で 対応 。 この 
決断 が 結果 と し て 大 幅 な 軽量 化 に 繋が り 、 機 体 の 動き に も 
高い 自由 度 を 与え る こと に 繋が っ た の で ある 。 な お アス トレ イ 
シリ ー ズ の 試作 機 は 、 大 胆 に 装甲 を 減ら し た こと で 一 見 する 
と カラ ー フ レー ム が むき出し に な っ て いる か の よう な 外見 を 持 
つ 。 その た め 5 機 の アス トレ イ は 、 レ ッ ド フレ ー ム の よう に 「 色 + 
フレ ー ム ] の 名 で 呼ば れる よう に な っ た と 言わ れれ て いる 。 | 


2 更 フレ ー ム 構造 
7) 「 人 間 に 近 い ] と 言わ れる ス 。 


トラ イク と 酷 毛 し た フレ ー ム 
Е (と 機 人 の 軽量 化 に 

жиз [RAMI Cb: 
な 機動 性 を 得 


у. В 


URBAN SEAL SMITH, 12: 
に より カス タマ イズ され た 。 能 。 M1 ア スト レイ より も 融 性 能 な セン サー を 有 し て い 】 


атш AMC RES 
た と も 言わ れ て いる 。 て お り 、 LANCE 


ビー ム を 主体 と する 兵 装 群 と ロス ト テク ノロ ジー に よる 近接 兵器 


ビーム サー ベル 、 ビ ピー ムラ イフ ル 、 面 ビー ム 処 理 を 施し た | 画 ガー ベラ ・ ス トレ ー ト 画 ガー ベラ ・ ス トレ ー ト 装備 状態 
シー ルド と いっ た [GRE] に より 実現 し た 兵 装 の ほか に 、 近 
接戦 半 用 の 刀 「 ガ ー ペ ベラ ・ ス トレ ー ト ] を 装備 し て いた 。 ロス ト 
テク ノロ ジー に よっ て 生み 出さ れ た 実体 刻 は 、 そ の 威力 も さる 
こと な が ら 、 ビ ピー ム 兵器 に よる 多大 な エネ ルギー 消費 が 問題 


だ わた 同機 に と っ て 非常 有用 な 兵 装 と な っ た 。 
の 技 軒 が 必要 で あり 、 バ イロ ント 自身 үн... ч 

РРТС ы ы 

RHA TERS TORIC 

Белү инна | 画 ビー ムラ イフ ル 

ー ム を 提 乱 し 、 
その 威力 を 軽減 する 。 
ズ と 同 規格 の 携行 兵器 。 地球 連合 の 技 
у, グリ ッ プ 部 の エネ ルギー 供 癒 用 ブ プ 専用 の 靖 に 収め て 左 腰部 に マウ ント する 。 エネ ルギー 消費 を 極力 抑え る た 
ラグ に 異な る 規格 を 採用 し 、 他 機種 で は 使用 で き な い 。 D, ピー ム サ ー ベ ル で は な く こ の 刀 で 近接 戦 騰 を 行う こと が 多 か - 
た)】 半 発展 機 か ら フ ィ ー ド バッ ク さ れ た オプ ショ ン 装 備 
高い 戦闘 能力 を 誇る レッ ド フ レー ム だ が 、 試 作 段 階 の 機 — @ フラ イト ユニ ッ ト 
体 ゆ え に 欠 点 も 存在 し て いた 。 その ひと つが 飛行 能力 で あっ 装備 状態 
た ロウ は この ! 補う べく 、 追 加 装 
備 の 作成 に 着手 。 M1 ア スト レイ の バッ ク バ ッ ク に 改良 を 加 
A ライ ト ユ ニッ ト を 生み 出 | で 得 た 技術 は 、 後 の タ 
クティ カル アー ムズ 開発 に も 活か まれ る こと と な る 。 
Ш フラ イト ユニ ッ ト 
PONSA etka Rain 
~ 


スト ライ ク 用 の エー ルス トラ イカ ー の よう に 、 大き な 買 を 有する 。 装備 する 際 
に は 、 通常 の バッ ク バ ッ ク は 腰部 まで スラ イド し 補助 メラ スタ ー と な る 。 


ma- arz 141-8 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY 


MECHANIC FILE OSD (MS) к sue 10: 


MS ОЕ АЕТ, 
UMF/SS0-3 


№ SPEC 
全高 20.65m 


Т 
スラ スタ ー 推 カ 
BPH 


x ESE MCRQB505 ビ ー ム 2 ロウ (M47 23mm2 
жиш) x2_/GMF22SX БАНЕ 
BABES NIL #+-х2/ 
МАМТ217А Ёт4-Е—ыйх4/ 
Р.РЗЯ SERT 


ビュ レー ター は 搭載 
f. 武器 の | 
可能 。 代わ り に 


変形 機構 
BRP MABE ME 


が 前 方 へ 


向 6 


ラク ス 了 暗殺 に 投入 され た 水陸 両用 MS 


グー ン や ゾ ノ を は じ め と する ザフト 製 の 水中 用 MS は 、 
Га: емы а ыы お り 、 そ の 改良 
の 中 で 生み 出さ i 
Pal, 水中 で の 航行 能力 を 維 C.E.73 の 戦乱 


いた 機体 で ある 。 ファス を リー ダー と する 特 剖 了 が 軍用 。 オー 7984 лде 
53 ®Ж ШШШ IDS ЧЕХ クス ・ ク ライ ン の 暗 = 21 
\ー プ な フォ ルム を 持ち 、 陸 戦 

に 比べ て 大 幅 に 向上 し て いる の 


Py Yale ЕОС ара Да ае ата о 
あり 、 対 MS 戦は 想定 され て いな か っ た 。 マニ ビュ レー ター ©) PJ3 式 2 連装 Ө MArM1217R 


フォ ノン メー ザー 砲 高 エネ ルギー ビー ム 砲 


な っ て いる の も 、 そ の 特殊 性 を 寂 わ せる 。 
装 群 に よっ て 砲撃 や 格 | 


«ЕЕ А 
可動 する 機構 を 
№5. қаж 


© GMF225X ин © M47 23mm2ERHMR 
複合 型 多目的 ミサ イル ラン チャ ー MX-RQB505 ビー ムク ロウ 


МЕТІ 
Loru oi 


画 一 般 機 
ARAL TBR 
ап авяов, 
グリ ー ン が 印象 的 で あっ た 
BERLE, カラ ー リ 
ング は グレ ー を 基 編 ど 
の に 変更 まれ で いる 


機体 構造 
аоажтан. жән 
UMF-4A И 


こと の 証明 と 言え る 。 


マニ ビュ レー ター 
трон. 


тїт тш 


運用 環境 を 広げ た グ ー ン の 発展 機 


ザフト は 局 地 戦 MS の 多様 化 を 進め る 中 で ゾ ノ を ペー ス と 【 を НА 関連 ファ イル 
み 出 し た が 、 並 行 し て グ Е 4 m 
UTA/TE-6P ジ ォ グー ン も 、 そ の 


オグ ー ン は 、C.E.71 の 戦乱 時 に 投 5 
制式 採用 機 で ある 。 岩盤 を 粉砕 し J ー] を 装備 
が 特徴 で 、 水 中 の みな 
+J. шилен ら ず 、 地 
体 は 、「 ロ ゴス ] の リー 2 
реа С. 水中 か ら その 本 部 


TALANE MANATEE MEMART—ALAC) УЛА LTE 6. 
жн азот лем JA 
ТА. ЕОР? 
(ELE. A CED: 
550274 83222 qr BY 
чеми олсе 


ove 


| 


ДАУАН ӘМБЕ ЕТТЕГІ 
%7-яслслоап "но ПАУ Е 
E E аи CRIL САЛОНЕ LIONEL 
ЕЕГ HOLE EHS DURAND OAL “FI 45/0 
СРР у TL- G 43 Г) охе IEE ABI иал GOL р) 


PP рочоти, 
ЕЛБА GS) (7-0 ЕЗ 


EY = 248-і 


MS) aÜ] seer 131A 


ЕРЕ MD By 
CLAM LH N 
пт 
Wel 20172 EN CET 
ЕЗ АСР ТЫСТА 


яш 


2239 Ят HERO 
2 сув °теойсстот 
жайа 2272-6-31) 
єз скан HEER 


ホー ムレ セッ プス 改 


OFFERS に Eh 
УЧ -мазенож етиу 
ЫЛ 
š 
a 
マン / UM 18800402 
PAUS reed 


котак — s 
он “ows сз ы дс =. {бшк ЖЩ... 
е © TAVA PATEL TEA OFIN SWAR 
o ELT ГАТАШ ЖШ 
01503 5435631 — им 
=e 2 dey ] 
25 “01500 $аззззт 934$ № = р 
= ТЕУ А 


メキ プ ズ くど 6 一 ムズ 7ー バ 
саба ルコ H と 7 を 中 204-481 SIRE 


ат. ЗИ EEE Е sere 
= re HS WoW а 4 — ye 
2700838 ПУРТА тт = JOH 


ыш 
ーー ゴ 
トー 
=> 
= 
= 
= 
= 
мы 
= 


їнүнд Nostuvaiwoa п 


> 
< 
т 
Е 
の 
< 
ロ 
ш 
Ш 
の 
4 
а 
А 
R 
H 
Е 
а 
= 
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PR it Ж О (FRCL COMED ALS BHD 


ホー ム は 地球 連邦 軍 の 輸送 艦 を ほぼ その まま 流用 し て 
お り 、 大 き な 変 更 点 と し て 各部 に 追加 装備 し た 作業 用 の ク 
レー ン ア ー ム が 挙げ られ る 。 TORMET, PHM 
アー ム を 用 いた 巨大 作業 機 と し て の 運用 も 可能 で あっ た 。 
ペー ス が 輸送 艦 で ある た め 格納 庫 は 広く 、 搭 載 容量 の キャ 
パシ ティ は 大 きい 。 その た め 作 業 用 MA と し て キメ ラ を 3 機 、 
MS を 2 機 搭載 し な が ら も 充分 な スペ ー ス を 確保 し て いる 。 

大 気 園 突入 能力 は 持た 
を い コー ルド 
ив 


зп--оФшенсу 
て 地球 へ と 降下 し 


E クレ ー ン アー ム 


ンク バー ツ を セット し て は じ 
aL REHEAT. 20/0 
ツ に ビー ムラ イフ ル を セッ ト 
し て レッ ボド フ レー ム に 居 け る 
と いう 使い 方 も 見せ た. 


мно 
- ム を 代える, 先端 が ちょ 
SEAM ATH AICS 


で 
きる ほか 、MS サ イズ も 掴む 
こと が 可能 。 また 、 コ ゴール ド 
フレ ー ム を 殴り 飛ば す 臣 器 と 
し て 使用 まれ た こと も ある 


レセ ッ プ ス 改 の 船体 構造 運用 


アー クエ ンジ ェ ル と の 交戦 で 大 破 し た た め ザ フト が 所 有 
権 を 放棄 し 、 ジャ ンク 屋 の 手 に 渡っ た レセ ッ プ ス 。 それ を 予 
期 せ ず 地球 へ 降り る こと と な っ た ロウ た ち が 買 い 取り 、 修 
理 ' 改 修 し た の が レセ ッ プ ス 改 で ある 。 この 時 、 艦 内 の 隠し 
部 屋 に は 重傷 を 負っ た アン ドリ ュー・ バ ルト フェ ルド の 治 
カプ セル が 置か れ て お り 、 ジ ブラ ル タ ル 基 地 に 運 ぼ うと する 
ダコ スタ に 口 ウ は 協力 。 ダコ スタ も また 修理 に 手 を 貸し た 。 

PALLET 
る レセ ッ プス 。 Бойы 
カカ を 持っ て いた が 、 ロウ た 


ちの 母船 と な 
жш) еп. 


攻撃 を 受け て スケ イル モー 
ター が 作 生 停止 し て し まっ 
レセ ッ プス は 、 パル ト フ ェ 
ルド 際 長 の 退 拓 命令 に 
коюша. 


MORE INFO! 


ジャ ンク 屋 が 盛況 と な っ た C.E.71、 廃 棄 さ れ た 様々 な 代 
物 ニ ジャ ンク を 回 収 す る に 宇宙 に お いて は MA ミス ト 
ラル が 主流 で あっ た 。 当時 、 ま だ MS は コー ディ ネイ ター し か 
操る こと は で き な か っ た た め 、 ジ ンー を 作業 用 と し て 使え る 者 は 
少な か っ た た めで ある 。 し か し 戦争 も 終盤 に 差し 掛か り 、 ナ 
チュ ラル で も 操 継 で きる 0S を 搭載 し た MS レイ スタ が 誕生 し 、 
作業 用 MS と し て 次 第 に 普及 する よう に な っ て いっ た 。 


CE.73 に あい て は 作業 用 
と し て の MS も 普及 し 、 オ ー 
プ の M1 ア スト レイ (Ж) を 
母体 と し た レイ スタ な ど が 
ジャ ンク 屋 に 広く 使わ れ た 。 


ダコ スタ の 協力 で 占っ た ジャ ンク 屋 仕様 レセ ッ プ ス 
Ш 後方 


基本 的 を 形状 は ペー ス と な っ 
авара, 武装 は 
すべ て 取り 払わ れ 、 主砲 の 
дост и #83261 в 


Bey FARA Mh ЕВЕ 
ОТЛОВ, УКО 
Жо 

に よる 優れ 


り 、 複 数 の MS 発進 
た MS 運用 能力 を 持 
BUDELTAEEARL С. 


ジャ ンク 屋 組合 の 運用 機体 


B= Aes 
PERSIE» QUEL Ct BRI: 
は 小型 の も の も 取り 付け 礎 部 に ウイ ンチ が 加え られ 


МЖ. St 


を 作業 用 に カス タム し た 機体 を 用 いて いた 。 上 
が ロウ 機 、 下 が リー アム 機 で あり 、 機体 ご と に 仕様 が 異な っ て いる 。 
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機動 戦士 ガン ダム 戦記 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : HFA-78-3 重 装 フ ルアー マー ガン ダム 7 号機 С п:01 sweet 1124 


重 装 フ ルアー マー ガン ダム ЕС 
cs — ва ынны — 
HEAVY FULL ARMOR GUNDAM ...- 4-5. | ( 


メガ ・ ビ ピー ム ・ キ ャ ノン 
HE た 大 出力 


99272. 大 型 の 機体 を 
出力 で 機動 させ る た め に は 、 大 量 の 
推進 剤 を 積載 する 必要 が あっ た 


関連 ファ イル | 


ダム 7 号機 、 そ し て さら に 攻撃 力 を 向上 さ 
3 重 装 フル ア ガン ダム 7 号機 と いう 
た 。 計画 の 最初 期 型 6 の 運用 が 可能 て いる 。 
・ ガ ンダ ム は 、RX-78-2 ガン ダム 装 フル ア ガン ダム 7 号機 は 
より 高度 な 性 能 を 発揮 可 肖 k ら 外 れ 、 MS を コ 
ИИ VEL Bo 39 MARS 運用 


力 と 機動 性 の 向上 を 図っ た FA-| フル アー マー ガン 


AM] mebl s112 


コア と し た MA]」 
は メガ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン や ロン グレ . 
ルポ ッ ド を 装備 。 これ ら の 装備 は セカ ンド アー マー に 搭載 さ 
れ 、 大 出力 ブー スタ ー で 戦域 
な 超 長 距離 攻撃 牽制 を 行う 。 
げ る : о また . 
た め 、 MA に は な い 運 用 柔軟 性 も 併せ 持っ て いた 。 


O メガ ・ ピ ー ム ・ キ ャ ノン 


жалай. волната, шиси 
カカ を 発 押し た 。 長 距離 射撃 用 の セン サー を 併設 し て いる 。 


Nm 武装 レイ アウ ト 


MICEREGSA Ед. FI 腰部 に ロン グレ ンジ ピー ム 砲 を 配 


機体 構 


ノー マル の ガン ダム 7 号機 に ファ ー ス ト ア ー マ ー を 取り 付 
けた 状態 が フル アー マー ガン ダム 7 号機 、 さ ら に セカ ンド 
アー マー を 増設 し た 仕様 が 重 装 フ ルアー マー ガン ダム 7 号 
機 ( 単 に 重 装 フ ルアー マー・ ガ ンダ ム ど : れる ) で ある 。 

本 仕様 時 の 中 核 装備 と 言え る セカ ンド アー マー は 、 メ 
ガ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン を は じ め と する 各種 武装 と 大 型 スラ ス 
ター、 プ ロペ ラン ト ・ タ ンク な ど で 構 成 さ れ て いる 。 戦闘 に 
お ける 重 装 フ ルアー マー 形態 の 役割 は 、 大 推力 を 活か し 


1 


画 重 火器 収納 形態 


た 戦域 へ の 高速 接近 、 そ し て 戦域 外縁 か ら の 長 距離 攻 


жвеожысӛ5 Gb. PIERCE SRE 
セカ ンド アー マー を パー ジ し 、 フ ルアー マー ガン ダム 7 号機 
と な る 。 


実戦 で の 運用 例 と し て 知ら れる も の が U.C.0081 の, 
「 水 天 の 涙 作 戦 ] 阻止 戦 で ちあ る 。 この 戦い で 、 全 力 航行 
中 の ムサイ 級 軽 巡洋艦 を 遥か 後方 か ら 追 撃 し 、 一 撃 で 撃 
沈 せ し め た と 言う 。 


画 セカ ンド アー マー 
セカ ンド アー マー は 、 ХВОИ ОВС 
いる 。 MER. тав, RES. METEORER ENLA: 


Ы, 590 置 。 バッ ク バ パッ ク の メイ ンス ラス ター 上 部 に は ミサ イル ポッド を 扶 載 し て いる A 
速 接近 後 、MS で は 困難 
BEI TARE E 
サン ダム 7 号機 自体 の 装備 を 併用 で きた 
О ロン グレ ンジ ビー ム 砲 (腰部 ピー ム 砲 ) 
/ = 
PERPOREMBECED 
パー する と 思わ れる ビー ム 和 兵 
н. 対 能 載 に も 用 いら 5 れ た が 、 
本 来 は 対 MS 戦 用 の 武装 と 思 ッ ド は 8 連装 の も の が 23 スラ スタ ー 上 面 に 配置 され て 
わ h る 。 РВК, НЕХ CB EIRRIL T: 
„= AN EMT BEAN аха > 


IA と いう 発想 は 、 その後 ア ナハ イム エレ 
h. ガン ダム 対 作 3 号 機 に 採用 され | 


後部 スラ スタ ー 


入部 メイ ンス ラス ター セラ | 
ンド セル に マウ ント され 
z, ファ ー ス ト ア ー マ ー の | 
E 


@ リア テー ル 

ファ ー ス ト ア ー マ ー に 付属 する 麻 推 人 
AMBACKE, ШАРОН 
シド セル の 下 に 隠れ 、 ほぼ 使わ れ な い 模様 。 


ペラ ント タン 15 
ERUH BAHRA N: 
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新 機動 戦記 ガン ダム W Endless Waltz 


MECHANIC FILE See (и) all a 
ө 
М 
XXXG-0182 ар 
- | Y- a М 
ALTRON GUNDAM EW VERSION | = ‘ 


アル トロ ン ガ ンダ ム (EWE) 2N AN 
アン 


新 機動 戦記 ガン ダム W Endl 


アル トロ ン ガ ンダ ム | = 
ХХХС-0197 te 
Ў ALTRON GUNDAM EW VERSION | GUNDAM EW VERSION / | 


3 тана | ms 
‘る トサカ 状 パ ー ツ の 前 面 に は EF 


УТЕРИ“ 


は 本 機 な ら で は の 意匠 で ある W COMPARISON CHART E COLOR 


oy ーーー 


XXXG-01S を 強化 ・ 改 修 し 接近 戦 に 特 化 させ た ガン ダム 


= 関連 ファ イル 
L5 コ ロニ ー 群 出身 の MS パイ ロッ ト で ある 張 五 飛 " ン ビ ー ム トラ イデ ント と 両 腕 に 装備 し 


(チャ ン ・ ウ ー フ ェ イ ) の 愛 機 XXXG-01S シェ ン ロ ン ガ 駆使 する こと に よ - 
ンダ ム を 強化 ・ 改 修 し た 機体 が この XXXG-01S2 アル 作戦 に あい 
トロ ン ガ ンダ ム で ある 。 五 飛 は 自身 が 搭乗 する XXXG- 
01S お よび その 後継 機 で ある XXXG-01S2 を 「 ナ タク ] 
と 呼び 、 深い 愛情 を 注い で いた 

1S2 は オペ レー ショ ン ・ メ テオ か ら 始 まっ 乱 軍 の 一 員 と し て 再び 戦い | санынга 
た AC. (アフ ター・ コ ロニ ー) 195 の 戦乱 に 続き 、 だ が 、 反乱 軍 が 鎮圧 され 、 民衆 
A.C.196 に 勤 発し た 「 マ リー メイ ア の 反乱 」 と を 確認 し た 五 飛 は 、 二度と 戦争 が 起 

こと を 願っ て XXXG-01S2 を 爆破 し た 


格闘 戦へ の 特 化 を 目指 し 装備 され た 強力 な 武装 


XXXG-01S2 は 、 ツ インビ ー ム トラ イデ ント と ドラ コン ハン グ № ドラ ゴン ハン グ 
いい う 2 種類 の 格闘 兵器 を 主 直 装 と し て 装備 し て いた 。 その 
一 方 、 火 問 類 は 頭 部 の バル カン 砲 の み で 、 ビ ー ム ライ フル な 
どの 射撃 兵 護 は 用 意 さ れ て いな い 。 THERRE THR 
り 俊 徴 な 戦闘 を 可能 と する た めで 


の アル トロ ン = 双頭 意 は 、 ドラ ゴ 
ン ハ ング を 2 其 装 備 し て いる こと 
が 由来 と きれ て いる, 


ヒイロ ユイ が 操縦 する 0Z.06MS 
リー オー に ツイ ン ビ 5 
Кешийн»ахххб-0152. OZ 


ARDS 896088 MSEE Z 
と も 可能 


ほぼ 無限 と 言え る ほど 延伸 が 可能 。 th ERK RID 
た め 、 射撃 兵器 の 役目 を 一 部 担っ て いる と も 言え る , 


ラ で ある ツイ ン ア イ の 両側 面 に は バル カン 砲 を 半 備 し て いる 。 小 
"可能 で 、 奉 制 や 対ソ フト スキ ン 用 と し て 使用 され た ~ 


KAERA 


XXXG-01S2 は 装甲 材質 に ガン ダニ ュ ウ ム 合金 を 採用 
し た こと に より 、 単 独 で の 大 気 園 突 入 を 可能 と し て いた 。 し 
か し 、 機 体 に 装備 し た スラ スタ ー だ け で の 減 連 は 困難 で あっ 
た た め 、 大 気 囲 突入 用 装備 と し て パラ シュ ー ト パッ ク が 用 意 
され て いた 。 パラ シュ ー ト パッ ク は 2 種 の パラ シュ ー ト と スラ 
スタ ー で 構成 され て お り 、 こ ご れ を 用 いる こと で 安全 な 降下 を 
可能 と し た 


ガイ ド バ ラ シュ ー ト 
メイ ン パ ラ シ ュ ー ト の 展 8 
ー ト 。 メイ ン パ ラ 
引き 出す ほか 、 あ る 程度 
役割 を 果たす . 


Ш パラ シュ ー ト 装着 時 
Nae > 


メイ ン バ パラ シュ ー ト 射出 口 
実際 に 落下 速度 


т 


XXXG-OOW0 ウイ ング ガン ダム 
XXXG-0152 は パラ シュ ー ト パック を 合 


る 。 パラ シュ ー ト パッ ク の 両側 面 に は 、 ЗУМА 


運用 実績 反乱 軍 の 失 兵 と し て 戦っ た XXXG-01S2 


宣戦 を 布告 を し た 反乱 軍 = マ リー メイ 置い た 五 飛 は 、 そ の 後衛 星 軌 道上 で ヒイロ の XXXG-00W0 と 
その 拠点 で ある の 決闘 に 挑み 互角 の 戦い を 繰り 広げ た 。 こ の 戦い で 、XXXG- 
01S2 は 5 機 の ガン ダム の 中 で 最も 総合 性 能 が 高い XXXG- 
00W0 に 匹敵 する 寺 闘 カ を 持つ こと を 証明 し た 


地球 較 統 一 国 
ア 軍 に 属し て いた 石飛 と XXXG.01S2 は 


画 張 五 飛 


市 民 の 姿 か ら 考え を 改め 、 Ин НИС, Se 


eë 
5 
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EXXXG-00WWO は 、 XXXG-0182 に と っ て も 
mt AMIS DIED ot 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 一 年 戦争 秘録 


MECHANIC FILE 


k | М Н 5 ヒル ドル ブ 


MS に その 立場 を 奪わ れ た 、 拠点 攻撃 用 超 号 級 戦 車 
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ジオ ン 公国 軍 は 、 独 立 戦争 が 開戦 し た 後 の 地 球 侵攻 
を 既定 路線 と し て いた 。 ZOR, KORAVERRE 
持つ 大 型 戦闘 車輌 が 戦略 上 重要 な 存在 と 考え て いた 。 
し か し 、 コロ ニー 国家 の た め 、 開発 に あたっ て の ノウ ハウ 
が 圧倒 的 に 不足 し て いた 。 そう し た 状況 の 中 、 地 球 連 
邦 軍 の 戦闘 車輌 を 基 に 、 主 力 戦 車 マ ゼ ラ ・ ア タッ ク の 
開発 を 進め て いた 。 

この 流れ の 中 で 、 連邦 軍 の 重要 拠点 や ビッ ク ・ ト レー 
な どの 戦術 目標 を 攻撃 する た め の 、 強 力 な 火砲 を 持つ 
戦闘 車両 の 存在 が 求め られ る よう に な っ た 。 その 要望 


に 応え る べく 開発 され た の が 、 趣 故 級 戦車 YMT-05 Е 
ルド ル ブ で ある 。 

30 サ ンチ と いう 2 戦艦 に 搭載 する サイ ズ と 同等 の 大 口 
径 砲 を 搭載 し た ヒル ドル ブ は 、 主 発動 機 に イ ヨ ネ スコ 型 
核 融合 炉 を 搭載 し た た め 、 大 型 化 を 余 備 な くさ れ た 。 Ш 
初 は 大 き な 戦果 を 期待 され て いた が 、 高 度 な 運用 柔軟 
性 と 機動 性 を 有する MS の 誕生 に よっ て その 存在 価値 
は 失わ れ て し まう 。 MS の 技術 を 応用 し た 車 高 変形 機構 
や 腕 部 の 搭載 な ども 行わ れ た が 、 ヒ ルド ル ブ は MS の 戦 
場 の 主役 の 座 を 奪わ れ て し まっ た の だ っ た 。 


戦へ と 発展 し た の だ っ た 。 


単独 で 様々 な 戦局 に 対応 する 装備 群 


ヒル ドル ブ は 、 戦術 目標 を 攻撃 する た め 、「30 サ ンチ 砲 ] を 
BOLTS. これ は 宇宙 戦艦 に 搭載 され て いた 実体 弾 式 
火砲 を 転用 し た も の で 、 20km 以 上 の 距離 か ら 目 標 を 撃破 可 
攻撃 力 を 有 し て いた 。 メガ 粒子 交 の 小型 化 技術 を 確立 し 
オン 公国 に と っ て は 、 重 力 下 に お ける 最大 級 
の 攻撃 力 を 読 る 火砲 で あっ た 。 また 、 マ ゼラ ・ ア タッ ク の よう 
な 化石 敵 料 を 使用 する ガス ター ビン エン ジン を 採用 せ ず 、 イ ヨ 
ネス コ 弄 核 融合 炉 の 搭載 に より 、35m の 全長 を 有する 大 型 
の 車体 を 最高 時 速 1 10km と いう 速度 で 移動 させ る こと が 可 
複数 の 履帯 を 装備 し た こと に よる 不 整 地 走 


Ф, мс ЖЕ. 攻撃 目標 に 合わ せ て 砲弾 を 
変更 する こと が で きる 汎用 性 、 長 距離 攻撃 が 可能 な 強力 な 
火砲 を 持ち 合わ せ て お り 、 単体 の 兵器 と し て は 高い 完成 度 を 


し か し 、 「 戦 術 目標 の 攻撃 ] の み に 特 化 


地 仕様 的 な 設計 が 、 試 作 機 の み の 開 発 に 留まる 要因 
と な っ て し まっ た 
2. 最高 速度 は 110km/h 
= Bok. 
画 搭載 砲弾 


Ыы 
НОЧИ. BS 2 OR IESS, BN 
шанып. MRE BATT: 


@ RRM A 


өн A 
РЕ, / 


E. 
ГІЛ 
0% 2 


e hae 
BROW: 
т. аш! 
йй. ж 
жаты). эн 
PRU TIRAR HE 


Ш ҮМТ-05 四面 図 (タン ク 形 態 ) 


ЕЛЕ. ВЕН 
履帯 を 3 分 害する こと で 、 BLE TMM AL TUL, 


ы オプ ショ ン 装 備 


пае аа) атта ааа 


履帯 キャタ ビラ) に よる 無限 軌道 が 33 
я 直行 が 可能 。 ま た 


i 
る こと で 、 切り 離す こと も で きる , 


規格 外 の サイ ズ と は 言え 、 基 本 的 に は 戦 還 車両 で ある . 


OCR RERMTS. 


機体 構造 


MS (ザク 1) の 完成 に よっ て 、「 戦 術 目 標 へ の 攻撃 用 車 
輌 ] と いう ヒル ドル ブ の 存在 価値 は 失わ れ た 。 さら に 軍 上 
EB S(t PRR ROR RSH SCOLOTHS. 
この 結果 、 戦 開 車 柄 と し て の ヒル ドル ブ の 開発 計画 は 、 大 
幅 な 見 直し が 図ら れる こと と な る 。 

延命 策 と も 言え る 設計 変更 で 採用 され た も の が 、 車 高 
可変 機構 と MS の マニ ビュ レー ター で あっ た 。 BERR 
構 に よっ て ポッ プア ッ プ さ せ た 状 態 は 「 モ ビル 形態 」 と 呼ば 
れる 。 MS の 上 半身 を 持つ と 言っ て も 過言 で は な い モ ビル 
形態 は 、 砲 塔 の 位置 を 高く する こと で 射程 の 延長 を 図っ た 


画 ヒル ドル プ 投 下 装 軒 
北米 大 陸 で の 再 評価 試験 に お いて 、 ヒ ルド ルプ は 大 気 国外 か ら 
コム サイ て 輸送 えれ 、 そ の まま 試験 地域 に 投下 され た 。 機体 を 


ө バラ シュ ー ト 展開 時 

コム サイ か ら 投 下さ れ た パレ ッ ト は 、 パ ラ 
YAH NeW CRIB. 後方 に 広がっ 
た パラ シュ ー ト は 十字 型 に 展開 する 。 


延命 策 と し て 採用 され た 「 モ ビル 形態 」 


も の だ が 、 砲 塔 の 旋回 が 可能 に な っ た こと で 砲撃 の 自由 
度 が 増す 結果 と な っ た 。 Ek, 接地 圧 を 軽減 させ る た め に 
履帯 の 一 部 も 配置 が 変更 され る 。 マニ ピュ レー ター の 搭 
載 に よっ て MS 用 の 手持 ち 式 火器 の 使用 が 可能 と な り 、 
近接 格闘 に も 対応 また 、 側 部 装甲 版 が シー ルド の よ 
うに 配置 され る た め 、 РЫА. 

これ 5 の 機能 の 搭載 に よっ て 「 半 MS 化 ] し た ヒル ドル ブ 
だ が 、U.C.0077 に 行わ れ た 評価 試験 の 結果 、 不 採用 の 
Заоа. 量産 化 さ れる こと は な か っ た 。 


Ш モビ ル 形 態 


£ 


© келме DHS 


ө 台座 部 分 

パレ ッ ト は パラ シュ ー ト 
の 展開 装置 が 後部 に 
配置 され る 。 左右 に ウ 


最大 の 攻撃 力 を 持つ 大 型 火 克 


ヒル ドル ブ の 主 兵 装 で ある 30 サ ンチ 砲 は 、 砲 尾部 の 自 
動 装 填 装 置 の ユニ ッ ト を 含め る と 、 全 長 35.3m も の サイ ズ 
を 誇る 。 最大 射程 は 32km、 ミ ノ フス キー 粒子 散布 環境 下 
で の 有 視 界 戦闘 に お いて も 、 途 蔽 物 の な い 状 能 で の 有 
効 射程 は 20km (実際 の 戦闘 で は 1 0km 程 度 ) 。 タン ク 形 
態 に お いて は 、 左 右 に 向け られ な か っ た が 仰角 の 変更 は 
可能 で あっ た 。 

砲弾 は 薬 英 式 で 、APFSDS (RHR REMAP 
弾 )、APDS (装弾 簡 徹 甲 弾 )、AP( 徹 甲 弾 )、HE (489%). 
HEAT (НИНЕ), HESE (#80), Typed (At 
ЗЕҢ). НЕАТЛІ (НЫ GE, 多様 な 弾 種 が 使 
用 可能 で 、MS や 車輌 、 さ ら に は 航空 目標 に も 効果 を 発揮 
し た 。 事前 に 指定 し て お け ば 、 複数 の 弾 種 の 連続 発射 も 
可能 だ っ た 。 


зо”>жаоая 
は 、 直 角 に 近い 状態 
に まで 仰角 を 取る こ 
と が 可能 だ っ た 。 そ 
олњ. жовт 
НЕЕ 
TNT 


ашасы. а 
動 装填 シス テム を 搭 
и. 使用 する 弾頭 を 
指示 すれ ば 、 アー ム 
FE EDAWN 
RL, 効率 的 な 装填 


Ш 30 サ ンチ 砲 


宇宙 戦 生 に 使用 され て いた も の を その まま 転用 し て いる た め 、 全 長 は 
30m を 超え る 。 車体 も この 移 身 に 合わ せ て 大 型 仁 さ れ て いる 


EHRNROOTH. AR 
DF BEBERWT LI @ 
МАССА т. 


ө 30 サ ンチ 砲 ご 排 圧 装置 


ы ы, лы ЕН 
исин есеге, SOM, Falso 
BOWE, レール に そっ て 薬 英 が 排出 され る 。 


желдете, 車 高 が 高く な る だ け で は な く 、 車体 部 も 前 後に スラ イド し て 長く な 
Z. また 側面 装甲 も 位置 が 変更 され 。 回 下 式 の シー ルド と し て 機能 する 


ГТУ FRADIER 
REENERT MPARROZBETRECHASN, 北米 大 
RCS CRMLAT ITERATO t 

展開 


取 納 され で いた 上 半身 を ポッ プア ッ プ させ 、 砲塔 の 位置 を 変更 。 

ショ ベル アー ム の 下 に 折り 等 ま れ て いた 腕 部 を 展開 し た 姿 が 、 モ 

ピル 形態 で ある 。 モビ ル 形 能 で は 、 車 高 が 13.3m に も な る た め 高 

ЗЕЛЕНЫЕ. EN, FEDER, 固定 され て 
ë ENON BERLE. ま 

ニ ビュ レー ター は 、 サ ザク ・ 

を は じ め と する MS 用 火器 を 軍用 で きた 。 


Side 


Top 


MORE INFO! 
戦車 の 拘っ た パイ ロッ ト 


ヒル ドル ブ の テス ト パ イ ロ ッ ト を 務め た デメ ジ エ ー ル ・ ソ 
ン ネ キン 少 枯 は 、 元 戦車 教 湯 団 の 教 宮 で 当時 は 機動 師団 
に 所 属し て いた 。 し か し 、MS パ イロ ッ ト 転 科 試験 に 失敗 
し 、 主流 か ら 外 れ て し まっ た 人 物 で ある 。 

戦車 兵 と し て 高い 能力 を 持ち な が ら 、 そ の 技術 を 活 
か せな いま ま 時 代 遅 れ の 存在 と な っ た 自分 と 、 兵 器 と し 
て 認め られ な か っ た ヒル ドル ブ を 重ね て いた ソン ネン 。 彼 
は 、 第 603 技 術 試験 隊 に お ける ヒル ドル ブ の 再 評価 試 
RTS TEBUTOROTHS. 

ВЕСОВ. LENT 
させ る ほど の 活躍 を 見 せ た 。 し か し 、 セ モ ペ ン テ 


Ш FXII- Yay 

ジオ ン 公 国軍 少佐 。 MS パイ ロッ トペ 
овны сано. ваа 
REMH, WEEERE. 自身 が 「 ド 
ロッ プ 」 と 呼ぶ 錠剤 を 服用 し て し 
し か し 、 電車 乗り と し て の 胸 は 確か で 、 
WARE APNE SME 


maHa 
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GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガン ダム ) 


民間 の 作業 用 ボッ ド を 原型 と する RB-79 
造 は 、 兵器 と 発展 性 の 限界 を 示唆 し て い : 

時 に 主力 兵器 と し て の 利点 も 有 し て いた 。 決し て 余裕 が 
ある と は 言え な 年 戦争 時 の 地球 連邦 軍 に し て 
達 が 容易 な 民生 機 ペ ー ス の 本 機 は 都合 の よ 
た の で ある 。 RB-79 は その 特性 を 活か し 、 一 
НЕ -тинвжны 
一 定 の 働き を 示し て いる 。 さら に 

に は 改修 地 が あり 、 さ 
БАЛАЛА ен о 後期 生産 タ 


== 


E.F.S.F. 


イブ に 分 類 さ れる RB-79C ボー ル 改 修 機 に 限り な く 近 
い 仕様 の RB-79 が 運用 され て いた こと も жш 
の 特徴 を 示す も の と 言え る 。 初期 の 機種 か ら 5RB-79C 

多 行 する 過程 で ee も 定まら な い 仕様 の 機体 が 


主 と な る 


ЕЛ н] ДЕ] 


バ パイロット 
RROARREM SD, OIRRE 


ら 新 米 パ イロ ッ ト が 搭乗 する こと が 
と ん ど だ っ た と 言わ れ て いる 


防御 能力 
ボディ ー・ ユ ニッ ト は トラ ス 構造 の フレ ー 
せる こと で 強化 さ 
こ 取り 付け られ た 最 
што), BOER 


関連 ファ イル 


ӘП SA CR RU ДОУ ЛЕНВ-79 


ア ・ パ オア ・ ク ー の 調査 に 用 いら れ た RB-79 は 、RB- М 機体 構造 
79C に 移行 する 過程 で 生み 出さ れ た 仕様 変更 機 で ある 
スラ スタ ー や マニ ビュ レー ター と いっ た 装備 の 改修 に より 
機体 性 能 は 向上 し た が 、 基本 コン セプト ( 


機 の RB-79 は 、 要 宣 内 に 潜伏 し て いた MS-06F ザク HIF 
ВЖЕ СЕНЕ СЕН. ЗВАТЬ 
態 と な っ た 。 ФОБ MOSH HME CY ME, 
公国 軍 MS の 残骸 を 確認 。 さ MS の 撃破 に 成功 し 
て いる 。 な お 、 こ の 任務 
配備 され た 補充 兵 ば か り 
BEL LEREDRAY RAS. 


ваф, 
単独 で 調査 を 続行 し 
жет, ВА 


画 ザク ・ バ ズー カ 
MS-06F теге $ 


2/24 
253 


рО ВНЕ 


U.C.0079.01.01、 月 面 都市 グラ ナダ に お いて 邦 軍 の 内 部 調査 ( 1 機 の MS-06F が 発見 さ 
協定 が 締結 され 、 一 年 戦争 は 正式 に 終結 し た れ た 。 損傷 が 激しかっ た 同機 は 3 機 の RB-79 を 退け 
後 、 地 球 連邦 政府 は 反 連 邦 の 最大 勢力 サイ ド の の 、 最 終 的 に は 撃破 され な お 、 そ の パ 
3 の 弱体 1 ў 小 規模 な 残存 戦 カ は 年 少 兵 の 少女 で あっ 
は 依然 と し て 区 


= RIOR 
オア ・ ク ー も 例外 で は な く 、 連 
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モビ ルス ー ツ : YFX-200 シグ ー デ ィ ー 


プア ー ム ズ 


MECHANIC FILE 


YFX-600R 火器 運用 試験 型 ゲ イツ 改 


(88) 本 sve 1454 


シグ ー デ ィ ー プ 1 № SPEC .YFX-200 CUE TYPE D.E.E.P.ARMS- ІШ SPEC .reraton сыл TYPE PRE ARMS exreReNTAL- 

YFX-200 アー ムズ r. 全高 21.55m 全高 2024m 
CUE ТҮРЕ лм Ш ЕЕ пла 
2953-40 — 2224-40 ーー 

ВЕ тии - ba 装甲 材質 PS 装甲 

зу RR ЕЕ JDP8-MSY0270 試製 指向 武装 MMLM15 2442475 
а BACK ERTAIN @ レー ル 砲 2 48 

携行 レベ ル 所 属 ザフト 
搭乗 者 - 


io 


YP. BOOR == 


武装 
2GMFX104 フリ ー ダ ム ガ ン ダ 
АЕ. 26МЕ-ХОЭА ジャ ステ ィ 


の 消費 エネ ルギー も 激しい 


シグ ー と ゲイ ツ を ベー ス と し た 新装 備 の 試験 機 
ZGMF-1017 ジン を ペー ス に 用 いて 試作 機 を 開発 E-LREDE 機 と 
し 、 様 々 な パリ エー ショ ン や 新型 機 を 試行 錯誤 し て 体 と な る 
た ザフト 。 一 方 、 新型 機 で は な く 新 た な 装備 や 武装 を | 
\ る 。 特に 地球 連 


実地 試験 も 行わ れ て いた 。 さら に ザフト 製 [G」 と 
新型 機 開発 に あたり 、 PS 装甲 と 新装 備 の NE 


ieee Га こと で 新 武 姜 の 開発 は 顕著 と 
それ を 踏ま えた Ra 


БЕЗДІ ада HETET ITX Sk (Ps) 
итен ЕЛ. 早急 な 実用 化 が 迫 ら 


капыр = 


GuAIZ ТҮРЕ FIRE ARMS Gull ТУРЕ FIRE ARNS EXPERIMENTAL | таға 


ТЕСТТІ 


БЕЕ0-01:15 ZGMF-600 ゲイ ツー ZGMF-515 シク ー 


MECHANIC FILE < 


[Directional Energy Emission exPerimental 
Arms」( 指 向 性 エネ ルギー 放射 兵器 試験 機 ) か ら 「 デ ィ ー ブ 
アー ムズ 」 の 名 称 が 付け られ た 。 実験 機 と し て 4 機 が 試作 さ 
ー ム 兵器 の 搭載 自体 は 成功 し た が 小型 化 や 冷却 能 
力 は まだ 途上 で ある 。 同時 に レー ザー 刃 兵器 の 実証 試験 
も 行わ れ て いた 。 な お 、 第 二 次 ヤ キン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 に : 
戦 し た シホ 機 は 、 乱れ 桜 " の 異名 を 持つ 連合 軍 の レナ ・ イ 
メリ ア と 交戦 。 彼女 の パス ター ダガー と 互角 に 戦っ た 。 


ашнен. 
殊 バ クゥ の 頭 部 が 、 ジ ャ ン 
ク 星 ロウ ・ ギ ュー ル の 手 
は 、 回 収 任務 
を 考 び て 出撃 する が レッ ド 
フレ ー ム に 撃退 され た 


a 


FM DJOPB.MSYO270 


WLM ARCS TAA 
{etacescet. BH 
能力 の 不足 か ら 長 時 間 の 
連射 は で き な か っ た 


ディ ー プ アー ムズ の 構造 武装 


ピー ム 兵 器 と レー ザー 丸 の 実 証 試験 を 担っ た シグ ー の 派生 機 
шш Ш КО1-Ү9411/-У-ШИЛ 


冷却 材 タン ク を パッ ク バ ッ ク に 実体 剣 の 刀身 に 加え て レー ザー ビー ム の 刃 を 構築 可 能 。 жайсын 

AML. F2—7eR TEM толерант. 効果 が 期 等 で きる 格闘 兵 装 で ある 。 — 
ТАСТАР САНАУ; 
BEASTS. 


А ZU ТАТАРЛАР т АО КЕЙ 


フリ ー ダ ム ガ ン ダム と ジャ ステ ィ ス ガン ダム の 装備 ・ 起 装 
を 実証 試験 する た め に 開発 され た 。 両機 共通 の 携行 ビー 
ム 兵 器 MA-M20 ルプ ス ビー ムラ イフ ル を は じ め 、 フ リー 
ダム の クス イィ フィ アス レー ル 砲 お よび ラケル タ ビー ム サ ー 
ベル 、 ジ ャ ステ ィ ス の リフ ター を 搭載 する 。 第 二 次 ヤキ ン ・ 
ドゥ ー 工 攻防 戦 に 駆り 出さ れ た 本 機 は 、" 拳 神 " の 異名 を 
持つ オー ブ の パリ ー・ ホ ー が 乗る M1A ア スト レイ と 交戦 。 


駆動 系 を 壊さ れ な が ら も リフ ター を 使う 戦法 を 見 せ た 。 


NZ マー キ ャ ン ャ ラー は 


場合 補助 バッ テリ ー 込 み 
тойса, 


MORE INFO! 


シグ ー デ ィ ー ブ アー ムズ と 火器 運用 試験 型 ゲイ ツ 改 は 、 武 
装 と 装備 の 実証 試験 機 で あり 、 場合 に よっ て は 実戦 に 投入 さ 
れる 完成 度 を 持つ 。 こう し た 試作 機 の 中 に は 、 ほぼ その まき 制 
式 採用 に 至る ケー ス も あっ た 。 それ が 、 ジ オグ ー ン と し て 制式 
化 きれ た UTA/TE-6 ゲー ン 地 中 機動 試験 評価 タイ プ で ある 。 


оз кинини: 3 1 
プラ ント 評 у 


Е 
FLYODNAH ST IRR 
投入 され た 。 


で オー プ ブ の 防衛 本 部 や 要 人 の い 
る 地下 シェ ルター へ の 侵攻 に 投 
され 戦果 を 学 げ 


пш 
тт 0029-6, 

BERR, AMRETA 
2224888: 73 
IMIS AF REX. 


Шш/75- 
Th ba OODMRME GEMS RE PAIR. ジャ ステ ィ ス と は 
マウ ント 方 法 が 異な り 、 2 点 で 接続 され る ( 下 ) 。 サブ バッ テリ ー も 内 臣 


制式 採用 され た ザフト の MSV 


ШОТА/ТЕ6 

グー ン 地 中 機動 試験 評価 タイ ブ 
土壌 な ど を 液状 化 し 、 水 中 の よう に 地 中 を 
進む こと が で きる スケ イル モー ター を 搭載 し 
中 地 中 を 潜航 で きる 特殊 MS。 軍用 
スケ イル モー ター に よる 液状 化 が 可能 
かど う か の 地質 喘 査 が 必要 
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(5) ТІЛЕГІ 


Iar マー| т m SPEC 
Ў FULLARMOR O GUNDAM | 0 GUNDAM А | Рта EEE Ea 


GN 複 合 装甲 と 追加 武装 に よる 0 ガン ダム の 張 化 関連 ファ イル 


リボ ンズ ・ PWR HRTI NA DEDR 
3 ング (CB) も また 総力 で 
` GN-000 0 カン ダム 


され た の は 、CB の サ : 
いた メカ ニ % 
リリ ン は 0 ガ ダム の 強化 を 思 
0 ガン ダム 用 の フル アー マー ユニ ッ ト を 使 
それ が GN-000FA フル アー マー0 ガ ンダ ム で ある 。 
フル アー マー ユニ ッ ト は 0 ガン ダム の 機能 を 飛躍 的 に 


強化 する 20, (ЕН 


E a Б Б 
発揮 し た も の の 、 粒 子 消費 量 は 予 

. (0 ガン ダム の フル アー マー 運用 は 現実 的 

で は な いと 結論 する に 至 結局 、 粒 子 貯 蔵 タ ンク を 

取り 付け で 決戦 に 送り 出し た の で ある 。 


た 


па RER 太陽 炉 搭載 機 を 前 提 と し た 強化 装備 


フェ レシ ュ テ で 管理 され て いた 0 ガン ダム に は 、 積 極 的 
用 する 計画 が あり 、 同時 に 装備 の 強化 が 提 実 され て 
いた 計 担 当 は シェ リリ ン で あり 、 フ ルアー マー ユニ ッ ト 
は GN 複合 装甲 に 追加 武装 を 組み 込ん だ 強化 装備 で あ 
Bo 完成 し た フル アー マー ユニ ッ ト だ が 、 西 暦 2307 年 に お 
ける 国連 軍 と の 戦い で CB が 月 壊し た 際 、 AFERI 
0 ガン ダム は トレ ミー チー ム に 譲渡 。 この 時 フル アー マー ユ 
ニッ ト も 一 緒 に 引き 渡さ れ で いる 。 し か し 、 本 体 は 太陽 炉 
搭載 を 前 提 と し た 強化 装備 で あ イン ベイ ド と の 
戦闘 で は 運用 され る 機会 が なか っ た 。 な お 、 フ ルアー マー 
持つ シェ リリ ン は 、 師匠 イア ン の 造っ た 
ダム に 負け な い 自負 が あり 、 こ っ そり と シミ ュ 
レー ショ ン を 試み る 。 だ が 、 自 信 を 貫 け な か っ た の か 、 ダ ブ 
ルオ ー に は 実戦 に 詳 い エコ ・ カ ロー レ 、0 ガ ンダ ム に は 無 
類 の 強 さ を 誇る フォ ン ・ ス パー ク の マイ スタ ー デ ー タ を 使っ 
た 。 その ズル を フェ レシ ュ テ の リー ダー、 シャ ル ・ ア クス ティ 
カ に 見 符 め られ 、 恥ず か し い 思 い を し た と いう 。 


GN 粒子 を 生成 で きま ない 


ビー ム サ ー ベ ル は 0 ガ 
ンダ ム 本 来 の 標準 装 
備 。 フ ルアー マー ユニ ッ 
ト に よる 追加 武装 は 火 
BEXTE. НИЯ 
装 の 追加 は な い 。 


画 二 連 ビー ム ガ ン 


ビー ム バ ズー カ 


RRIF IIE SBM 
+ 


ЭСӨМ 1Y- ORREN. 


Ш 追加 アー マー 
GN 複 合 装甲 は 、GN フ ィ ー ル を E カ ー ボ ン 製 の 装甲 で 挟み 込む 構造 を 
{EDR METRES. EBT 
ЕТ ИТТІ 
ЛЕ 


ー ベ ル の ラッ チ を 持つ 。 0; 


| ガン ダム バル カン 


> Р | 


に 対応 し た 追加 装備 が 開発 され て いる 。 ガン ダム エク シア を 
高速 移動 させ る た め の アヴァ ラン テ 装 備 や 、 ガ ンダ ム デ ュ ナ 
メス の 水中 狂 撃 用 の トル ペー ド 装備 な ど 、 機 体 に 断 た な 特 
性 を 付与 する も の か ら 性 能 の 拡張 ・ 強 化 な ど 様々 で ある 。 ま 
た ガン ダム ヴァ ー チ ェ は 、 ガ ンダ ム ナ ドレ の 修 装 装備 臣 装 
"装甲 ユニ ッ ト と 考え る と と も で きる だ ろう 。 


аванс 
А 
も の が GNHW 仕様 で 
Bo その 発展 が ELS と 
の 決戦 に 投入 き 
RMAC AS. 


жата RL 
に ある も の が 、 GN アー 
ムズ と いっ た 「 着 込む 」 
MS 大 の パワ ー ド スー ツ 
タイ プ の ガン ダム 支援 
機 と 言え る 。 


A02 ガン ダム ナド レ アク ウオ ス 
SORA йай Я EL, GN マス クソ リー 
ド は トラ イア ル シ ス テム の コン トロ ー ル 機能 を 有 し た 武装 で ある 。 


] 0 ガン ダム が 標準 装備 と する 携行 武装 に 
ビー ム ガ ン が ある 。 これ を 二 連 装 化 し て お ー 4 А 
i. ХШОНТЕ-ЯЕИНЯЗЕ- AS. HLF LT ミサ イル な どの 迎撃 に 用 いる 対空 兵 装 。 ガン ダム タイ プ に 標準 搭載 され 
装 で ある GN パ ズー カ な ど と 同様 の 設計 思想 に 基づい , て いる GN バ ルカ ン は 0 ガン ダム に は 未 実装 で 、 それ を 追加 装備 し た 。 
А 
Sa E т 
А мез Р 
№ СЕ CB に お ける 装備 の 
\Key Word 追加 に よる 強化 


GNW-001/hs-TO) ガン ダム スロ ー ネ ア イン トゥ ルプ レン ツ 


高生 義信 の ガン ダム スロ ー ネ ア イン 。 先行 形態 へ の 変形 を 可能 と 
し 、 БЕ ORAM OER ESN TS, | 
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У8ПІМ НЗГІЗІУ Aq Puno9oeB IHSVAV83YA SINNG Aq 12943 |92946 IANZNS OAVAVI Ad 2000 ІМУАҮЖУМ IHOII3S 49 one: 


[コー キナ ロ J と と ] U = | ⁄ 
Т тни =LA L р 


INVONNS NYOJINN YONYY 11014 


フル アー マー・ ユ ニコ ー ン ガン タム |、 
[デス トロ イモ ー ド ] Z 


FULL ARMOR UNICORN GUNDAM 


改修 点 


№ SPEC (ユニ コー ン モ ー ド 時 ) 
全高 19.7m( デ スト ロイ モー ド 時 21.7m) 
重量 45.1t( 全 備 重 量 76.9) 


Јола 
702. Опити. 
ЛАХ HEL PIF LAIN 


パー・ パ ズー カ x2 プ ビー ム ・ サ ー ベ ル 


バッ ク バ ッ ク 
ғ ハイ パー・ パ ズー カ と ブー スタ ー を 
амт: 加 フ レー ム を 備 
Г えて いる 。 上 部 に ビー ム ・ ガ トリ ン 
グ ガ ン と シー ルド を 装着 し た 
хошы; 
覚醒 を 促す きっ 
4 ユニ コー ン モ ー ド 
1 
7 
大 型 ブー スタ ー 
後方 に 伸び る 大 型 の ブー スタ ー は 、 
ャ パー の スラ スタ ー を 流 
の 。 任意 で の パー ジ が 可能 で 
445 
UH 
4 ив 
Í 両 腹部 の 外側 に は . ガト リ 
ング ガン と シー ルド を 装 る 
< 装備 時 に も 腕 部 の 可動 域 は 高く 保 


た れ て いた 


犬 腸 な 発想 を 形 に し た 最終 決戦 仕様 


ラプ ラス の 箱 の 所 在 を 明らか に する 


心 的 存在 で 


機体 に 搭載 さ 
目的 地 < イン 


ダス トリ アル 
の 結果 、 完成 し た 
ンダ ム で ある 。 
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フル アー マー・ ユ ニコ ー ン ガン ダム は 、 機 体 の パイ ロッ 
で ある バナ ー ジ の 友人 タク ヤ ・ イ レイ が 提案 し 、 ア ナ 


ある 。 ハイ パー・ バ ズー カ や 対 和 
ビー ム ・ ガ トリ ング ガン な ど 、 大 量 の 火器 を 追加 装備 し 


撃 力 は 飛躍 的 に 向 


強化 装備 極限 の 火力 を 追い 求め た 大 量 の 追加 武装 


「 フ ルアー マー」 と 銘打た れ た 仕様 で ちる が 、 実 際 に 改修 
に よっ て 強化 され た の は 火力 と 推力 で ある 。 標準 装備 で ある 
ハイ パー・ バ ズー カ や シー ルド 、 ビ ー ム ・ ガ トリ ング ガン の 追 
加 を は じ め 、 ハ ンド ・ グ レネ ー ド 、 対 艦 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー な 
サイ ルプ グレ ネー ド 類 の 追加 装備 が 進め られ た 。 その 一 
方 で 、 各 関節 部 の 可動 性 は 確保 され た ほか 、 デス トロ イモ ー 
ド へ の 変形 も 可能 と な っ て いた 。 


ネェ ル ・ ア ー ガ マ か ら 発 
進 す る フル アー マー・ ユ 
ニコ ー ン ガン ダム 。 重量 
の 増加 に よる 運動 性 の 
ҮГЕТ 


28108457. 
型 ブ ー ス ター や それ を マ 
ウン ト す る 追加 フレ ー ム 
も 任意 で 切り 離す こと が 


で きた 


а ЖК, Л АСАНА Эт 
と ツレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー が 装備 され た 


更 。 иси. 本 武装 を マウ ント する た め に 専用 の 造 加 


2 
„шс г. 


回 シー ルド & ビ ー ム ・ ガ トリ ング ガン 
р жулун 
о ап 
Яо 

用 する こと が で きた 。 他 に ビー ム ・ ト リン 

Bierce иа 


も 機能 させ る こと が 


フル アー マー 装備 で も 発動 で きた 限界 稼働 状態 


本 仕様 は 、 デス トロ イモ ー ド へ の 変形 機構 を 阻害 せ ず 、 デ 
スト ロイ モー ド へ の 変身 は 通常 通り 行え た 。 変身 に より 、 増 強 
され た 攻撃 力 を 最大 限 に 発揮 スト ロイ モー ド 発 
動 時 は 通常 、 サ イコ フレ ー ム が 赤く 発光 する が 、 パ ナー ジ の 
能力 を 反映 し 緑色 に 発光 する 現象 も 見 られ た 


本 仕様 は 、 デ スト ロイ 
モー ド 発動 時 で の 運用 
も = 


以上 に 渡り 合っ た 


で の 運用 が 一 時 封じ 5 
れる こと も 


男 パナ ー ジ ・ リ ンク ス 
戦闘 の 中 で ニュ ー タ イプ へ 覚醒 し て 
機体 が 当初 想定 し て いな か っ た 性 
> 泊 身 が 引き 出す 特 残 な 現象 が 


光 の 色 に 変化 が 見 られ た 


Ш デス トロ イモ ー ド 
デス トロ イモ 
仕様 。 頭 部 アン テ ナ の 展開 や 装 
甲 の スラ イド を 妨げ ぬ よ うに 、 宇 


822 ERED 


レイ アウ ト され て し 


та. 92515 


ч 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO #780079 


モビ ルアー マー : MA-05Ad ビグ ・ ラ ング 


一 年 戦争 末期 に 登場 し た 急造 兵器 の 完成 の 背景 


優れ た 技術 力 で 数 多く の 新兵 器 を 開発 し 、 戦 場 に 投 
入 し 続け て きた ジオ ン 公 国軍 。 し か し 、 そう し た 状況 の 裏 
に は 、 計 画 半ば に し て 中 断 を 余儀 な くさ れ た プロ ジェ クト 
も 数 多く 存在 し て いた 。 統制 の 取れ な い 状 態 で 放置 さ 
れ て いた プロ ジェ クト を 統合 する 役割 を 担っ て いた 部 署 
が 、 技 術 開発 本 部 で あっ た 。 

MA-05Ad ビク ・ ラ ング も 技術 本 部 が 開発 し た 機体 だ 
が 、 そ の 開発 は 時 間 と の 戦い で あっ た 。 技術 本 部 は 数 
日 か ら 一 週間 程度 で 完成 可能 な 機材 を ピックアップ し 、 
それ ら を 組み 合わ せ た 兵 器 を 考案 し た 。 それ が Ad ユニ ッ 


ト と 背 級 装甲 ブー スタ ー を 組み 合わ せ た 機 動 兵器 で あ 
り 、 そ の 管制 ユニ ッ ト に は ビグ ロ 6 号 機 が 用 いら れ た 。 こう 
し て 完成 し た ビグ ・ ラ ング は オッ ゴ と 同じ く 急 造兵 器 で あ 
る こと は 否め な い 存 在 で あっ た 。 し か し 、Ad ユ ニッ ト と そ 
れ に 装備 され た 胡 級 装甲 ブー スタ ー に よる 高い 機動 性 、 
ビグ ロ 6 号 機 に よる 攻撃 力 を 有する ビグ ・ ラ ング は 、 ア ・ 
パオ ア ・ ク ー 攻 防戦 に お いて 、E フ ィ ー ル ド に 投入 され 
た オッ ゴ 部 隊 を サポ ー ト 。 ВНЕСЛО 
プ ト が 正しかっ た こと を 証明 し た だ け で は な く 、 多数 の 敵 
MS や 敵艦 を 撃破 し 、 想定 以上 の 戦果 を 挙げ て いる 。 


関連 ファ イル 


E 


(eL) НЕ 01 SHEET 00 


MF-02A = 


TRER 


45 
11:03:06 
IGL- 


aR 
の 最終 決戦 と な っ た アパ オア ・ 
クー 攻防 戦 に お いて 、 第 608 
вики тшд. 
フィ ー ル ド に 投入 きれ 、 連邦 
軍 に 対し て 防衛 戦 を 展開 


機体 解説 


機動 前 線 橋 頭 優 と いう コン セプト を 持つ ビグ ・ ラ ング は 、 
開発 途中 で 放棄 され た 各種 機材 を 用 いて 開発 され て い 

特に 本 機 の 中 核 を 成す ユニ ッ ト で ある Ad ユニ ッ ト (Ad 
=Ammunition Depot / РН) は 、 
は 重 凌 皿 を 備え た 前 線 補 給 失 点 と し て 開発 が 進め られ て 
いた 。 し か し 、 自 走 能力 を 持た な か っ た た め 、 技 術 本 部 で は 
ビグ ・ ラ ング へ の 採用 に あたり 、 表 級 装甲 ブー スタ ー を 流 
POOKEM EROS BE 
対 ビ ー ム 防御 能力 を 持つ 装甲 と 大 出力 
熱 校 ロ ケッ ト エ ンジ ン を 組み 合わ せ た も の で 、 推 進 剤 に 宣 
元素 を 用 いて いた こと か ら 、 艦 族 に 区 敵 す る サイ ズ の ビグ ・ 
ラン グ に 充分 な 機動 性 を 与え る と 考え られ ` 
ふた つの 管制 ユニ ッ ト と し て 、 生 産 ライ ン 
ピグ ロ 6 号 機 が 転用 され た ト を 中 心 に 
各種 ユニ ッ ト を 組み 合わ せる こと で 、 ビ ピグ ・ ラ ング と いう 史 
上 類 を 見 な い 機 動 兵 器 が 完成 し た の で ある 。 


SERRI 
Hkh 


Bi 
зот. HOOK) 可動 し 、 メ 方 畔 子 想 の ほか 、 ガト 
リン グ 砲 な ど を 壮 備 し 、 高い 攻撃 力 を 備え て いた 


機動 前 線 橋 頭 押し て 完成 し た 未完 成 プ ロジ ェクト 
画 ビグ ロ ・ ユ ニッ ト 


Құла 
ТТІ! 


AWDAAMFR 


e SEBADNEL YT 


HAARAD ася 
5 め て 有人 装備 で も КАС? 52152 
本 N す る サイ ズ を る СЫНЕ Вива sheta. 
ШЕЯ. 577/48 Е: 


жйжб2-л2-ов 
нан, MR ACE 
зага 
いる 。 側面 に 


な 形状 と な っ て いる . 
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[ТЕ 


N HANIC FILE 2 нЕ SHEET 00 


機体 の 中 核 を な す Ad ユ ニッ ト の 機能 


Ad ユニ ッ ト は ビグ ・ ラ ング の 中 槻 を 成す 部 位 で 、「 機 動 時 間 で 戦域 へ と 送り 出す と いう も の で あっ た 。 それ ら の 作 
前 線 橋 頭 優 モ ビル ・ フ ロン トペ ヘッ ド 」 と いう コン セプト を 体 業 を 行う た め 、 内 部 の 中 央 に は 着陸 床 移動 用 の レー ル 、 そ 
現し た も の と 言え る 。 前 述 の 通り 当初 は 、 移 動 能力 を 持た し て その 左右 に は 武装 コン テ ナ が 設け られ て いる 。 Fb. 
な い 前 線 で の 補給 拠点 と し て 開発 され て いた が 、 開 発 半 オッ ゴ の 補給 や 整備 は 各種 クレ ー ン に よっ て 行わ れる 。 
計画 は 中 断 さ れ て し まう 。 し か し 、 その 機能 に 着目 し た また 、 Ad ユニ ッ ト の 装甲 は 「 ス カー ト ・ シ ェ ル ] と 呼ば れ 、 
技術 本 部 は 、 ビ グ ・ ラ ング の 開発 に 当たっ て 計画 を 再 ス 複数 の 装甲 板 の 組 み 合わ せ た も の と な っ て いる 。 スカ ー 
ター ト さ せる 。 兵器 と し て の コン セプト は 当初 か ら 変更 され — ト ・ シ ェ ル の 表面 に は 推進 器 や 武装 が 取り 付け ら 、 裏面 に 
f. MS や モビ ルポ ッ ド へ の 捕 給 や 修理 、 整 備 を 行い 、 操 は エネ ルギー・ プ ラン ト や MS 用 の 取手 な ど が 


画 ビグ ・ ラ ング 背面 
х-к. утлый. TROBE 
と な っ て いる 。 上 重 、 友 右 各 2 枚 の 5 枚 3 
METALEN, зас 
閉 する 機能 を 持っ て いる 。 


g 武器 コン テ ナ 
レー ル の 左右 に 配置 され た 
RADIF 予備 は ス 
Dob DINO RMR 
置 され て いる 


m オッ ゴ 補 給 

シー クエ ンス 
機体 後部 の 発着 床 に 着陸 し た オ ・ 
ゴ は 、 内 部 を 前 方 に 移動 し な が ! 
як Із 
ビク 
れ た 専用 


yn 


連携 運用 モビ ル ボ ッ ド ・ オ ッ コ の 効率 的 な 運用 


ー 年 戦争 終盤 に お いて 、 総 力 戦 に 向け て 1 機 で も 多 Ш МА-02А オッ ゴ 
く の 機動 兵器 を 必要 と し て いた ジオ ン 公 国軍 は 「 モ ビル 
ボッ ド 計 画 ] を 実施 。 こ れ は 低 コ スト か つ 短 期間 で 生産 
が 可能 な 兵器 の 開発 を 目指 し た も の で あっ た 。 TOK 


MORE INFO! 
ン 公 国軍 が 開発 し た モビ ル 
үййраасткк 技術 中 尉 自身 に よる 運用 と 戦果 


を 使用 する な ど 、 生 産 性 と 区 コ 
スト 化 の 両立 を 目指 し た 


ア ・ パ オア ・ ク ー に お ける 、E フ ィ ー ル ド の 防衛 任務 に 
あっ て も 、 テ スト パイ ロッ ト は 未 着任 その た め オ 


果 、 誕生 し た 機体 が 、 駆逐 モビ ピル ポッド ・ オ ッ ゴ で あっ た 。 リ マイ 技術 中 尉 自ら が ビグ ・ ラ ング に 搭乗 жн 

物資 不足 に 陥り つつ あっ た ジオ ン 公国 軍 は 、 オ ッ ゴ を 効 で の 評価 試験 を 行っ た 。 機動 兵器 の 操 終 経 験 の な い 中 

率 良く 運用 する 方 法 と し て 、 ビグ ・ ラ ング と の 連携 を 提案 и FEA Е 2ФЖЕННЕЬ%-СЕ?(-ЛКОИ 
に 成功 し て いる . 


する 。 練 度 の 低い 年 少 兵 が 搭乗 し 、 損 耗 率 が 高い オッ 
ゴ 部 隊 を 、 ビグ ・ ラ ング が 支援 。 ビグ ・ ラ ング の Ad ユニ ッ 
ト 内 に 格納 され た オッ ゴ に 、 必 要 な 補給 や 修復 が 行っ た 
後 、 再 び 戦場 に 送り 込む 戦力 の 低下 を 抑え よう 
と し て いた 。 し か し 、 そ の 運用 は 事実 上 、 若 い 兵 士 に 無 
理 な 戦い を 強い る も の で あり 、 実 戦 投入 され た ア ・ バ パオ 
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オリ ヴァ ー・ マ イ 技 術中 慰 
第 603 技 術 試験 隊 に 所 属す る 、 技 


ア ・ ク ー で の 戦闘 に お いて も 32 機 の オッ ゴ が 出撃 し た も と を 香味 し て い жей. EROS さま 
OD, ЄВС ОА MET SEU RLU を ok и cone 
結果 を も た らし た 。 RAME. 防御 線 を 構 最後 の 戦い で 、 自 ら が 担っ て きた 役 


жы НЫЕ. 


# 
EREK, жш 
эй! 戦前 の 
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機動 戦士 アガ ンダ ム 


(1) п] serr 29h 


_ MSV in GRYPIOS WAR 


グリ プス 戦役 時 の MSV 


グリ プス 戦役 に お いて 実績 を 残し た 一 年 戦争 時 の MSV 


一 年 戦争 時 に お ける MS は 、 主 力 と な る 汎用 性 の 高 
い 機 体 を 主軸 と し つつ 、 用 途 を 限定 し た 局 地 戦 用 機 も 
多数 が 造ら れ て いた 。 これ ら の MS は 、 宇 宙 ご 地上 ノ 水 
中 と いっ た 局 地 に お ける 運用 を 前 提 と し た 機体 や 、 素 敵 
や 支援 な ど に 特 化し た 性 能 を 与え られ た 機体 、 次 世代 
MS の 試作 機 や 実験 機 な ど 一 これ まで の 兵器 開発 の 
歴史 に 違わ ず 、 連邦 ・ ジ オン の 両 勢力 と も に 豊富 な パリ 
エー ショ ン が 存在 する 。 


設計 思想 や 開発 され た 背景 も それ ぞ れ で あり 、 ひ と つ 
の 体系 と し て ひと 括り に は で き な か っ た 。 そこ で 、 主 流 か ら 
外れ た MS 群 は TMSV (=Mobile S.U.LT. Variation) | 
と 呼ば れ 、 秩 序 だ っ た MS 開発 系 続か ら 外れ た 機体 と し 
て 分 類 さ れ た の で ある 。 MSV は 主流 で は な いも の の 、 BE 
後 の MS 開発 に 与え た 影響 は 少な く な い 。 中 で も 一 部 の 
機体 は 高い 評価 が 与え られ 、 グリ ブス 戦役 時 に お ける 運 
用 で も 、 確か な 実績 を 残し た の で ある 。 


関連 ファ イル 


ズ に 情報 が 浅 れ て お り 、 エ ッ ー 
шша. 


r 月 本 市 の アン マン 
| 入港 中 の アー ガマ 
М$-06Е ザク 強行 偵察 弄 қалтаны 
た 「 
RECONN TYPE ZAKU .--- 
АНУ (aid 3 
ЕЙ И" Hea aH 2411 Т: 


公国 軍 が MS-06C ザク TIC 型 を ペー ス に 開発 し た 、 偵察 任務 専用 MS。 大 口径 の 
高 精度 カメ : 学 カメ ラ を 搭載 し 、 極 め て 高い 情報 
処理 能力 を 誇る 。 その た め 高 コス ト だ が 、 一 年 戦争 緒 戦 か ら 改修 を 繰り 返し つつ も 継 
続 し て 運用 され て きた 。 戦後 に 連邦 軍 が 接収 し た の ち も 、 コ クビ ピット 周辺 の 近代 化 改 
修 の み を 行い ティ ター ンズ が 実戦 投入 し て いる 。 この こと か ら 、 戦 後 7 年 が 経過 し て も 
充分 な 性 能 を 有 し て いた こと が わか る 。 グリ プス 戦役 で は 、 月 面 の アー ガマ を 監視 する 
た め に 投入 され た が 、 クワ トロ ・ パ ジー ナ の 百 式 見 され 撃破 され た 


119.11 = 
И Астолки | ss. 
ЕШІ | 
аз) ІЗ 1 
ーー 年 戦争 未 期 に 公国 軍 の 「 ペ ズ て 開発 され た MS-11 アク ト ザ ク 


は 、 正確 に は 「MSX (も し く は MS-X) | に 属す る 機体 で ある 。 本 機 は MS-06 ザク を 
ベー ス と し て 、 関 節 部 に 施さ れ た マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング に よっ て 高い 連動 性 能 を 獲 
強化 され て お り 、 ピ ー ム 兵器 の 使用 も 可能 と し て いる 。 試作 
に 実戦 投入 され る こと は な か っ た が 、 連 邦 軍 に 接収 
量産 され た 。 その 機体 は 北米 の オー ガス タ 研究 所 を は じ め と する 連 
研究 機関 に テス ト 機 と し て 配備 。 グリ プス 戦役 に お いて 実戦 に 投入 され た 。 


AMS-106 ハイ ザッ 


に MS を 投入 する こと を 目的 に 発案 され た の 
が 、MS 自 体 に 飛行 能力 を 持た せる 計画 で あ . MS-07B グフ を ペー ス に 、 ス ラス 
ター の 強化 や 補助 ナー スタ ー の 増加 な ど を 改良 型 も 含め て 8B 種 が 開発 され た 
成果 が 芳しく な く 途 中 で 計画 は 縮小 され 、 サ ブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム の 運用 計画 
邦 軍 は 、 優れ た 
ホバー 機能 に 着目 。 出力 向上 の た め 脚 部 の 熱 枝 ロ ケッ ト ・ エ ンジ ン を 熟 核 ジェ ッ ト ・ エ 
> ЗА. 高速 戦闘 可能 な 機体 と し て ジャ ブロ ー に 配備 し た 。 
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歩行 が 困難 な 温 
men 
優れ た ホバー 移動 性 能 
を 有する 本 機 に と っ て 
最適 場所 で あっ た 


ШЫДА, ене 


ガン キャ ノン 電装 + 
Ў GUNCANNON HEAVY CUSTOM | HEAVY CUSTOM 


ЛУ Та ALF 
VX REE 


重 装 型 MS 計画 で 開発 され た RX-77.2 ガン キャ ノン の 改良 機 。 RGC-80 ジム キャ 
ノン の 量産 と 並行 し て 開発 され た 。 (Е: K カ と 重 装甲 と いう RX-77-2 の 長所 を 活か 
すこ と を コン セプト と し 、 ペ ベース 機 に 比べ て 2 倍 の 連射 性 能 と 論 弾 能力 を 誇る 。 高い 火 
と 優れ た ペイ ロー ド を 実現 し た も の の 、 重 量 の 増大 を 招き 、 結 果 的 に 機体 バラ ンス は 
悪化 し て し まっ た 。 その た め 量 産 は ご く 少 数 に 留まる こと と な - 一 年 戦争 終結 後 は 
コク ピッ ト な 代 化 改 修 を 受け 、 武装 も ジム TI と 同じ ビー ム ・ ラ イフ ル を 装備 。 グリ 
プス 戦役 時 は ジャ ブロ ー 防 衛 用 の 機体 と し て 運用 され て いた 。 


に は 至ら な か っ た 


他 の 多く の MSV と 同 
ің. IIT ARBRE 
は ジャ フロ ー 基 地 の 
防 衝 用 機体 と し て 数 
機 が 配備 され て いた 。 


RX-77-2 の 簡易 量産 を 目的 と し 、 RGM-79 ジム を ペー ス に 開発 され た 中 距離 支援 
用 MS が RGC-80 ジム ・ キ ャ ノン で ある 。 キャ ノン 称 は 右 肩 に 1 門 の み が 搭載 され 、 砲 
撃 時 に お ける 機体 安定 の た め 膝 か ら 下 の 脚 部 パー ツ は RX-77-2 と 同じ も の が 採用 さ 
れ た 。 本 機 は 一 年 戦争 中 に 少数 が 生産 され て お り (48 機 も し く は 58 機 と 言わ れる ) 、 
戦後 、 コ ク ピ ッ ト を リ ト に 換装 し た 一 部 の 機体 が ジャ ブロ ー 基 地 に 配備 され た 。 
な お 、 一 年 戦争 以後 は 汎用 主力 MS の 性 能 が 向上 し 、 宿 戦 に 特 化し た 中 距離 支援 機 
の 存在 価値 は 低下 。 本 機 も MS の 主流 か ら 外れ た た め 、 MSV と し て 扱わ れ て いる 。 


ザク ・ マ リン タイ プ | 


ЕЗ 


19] 


{7 


公国 軍 に お ける 水陸 両用 MS の 源流 と 言う べき 機体 。 MS-06 系 を ペー ス に 、 水 流 エ 


ンジ ン や パラ スト タン ク の 搭載 、 各 関 水 処 理 等 を 施す こと で 水中 で の 運用 に 適 
し た 機体 と な っ た 。 し か し 、 汎用 MS か ら の 改造 機 と し て の 限界 か ら か 、 水 中 で の 運動 性 
は 低かっ た 。 この 結果 を 受け 、MS-06M は 型番 MSM-01 に 改め られ 、 完 全 新 規 設 
計 の 水陸 両用 タイ プ の 開発 に 必要 な 、 水 流 エ ンジ ン の 試験 に 水中 戦 兵 装 の デー タ 収 
集 に 用 いら れ た 。 一 年 戦争 後 、 連 邦 軍 に 接収 され た MS-06M は コク ビッ を HMS-106 
ハイ ザッ ク の も の に 換装 。「 マ リン ハイザック] と 改名 され 、 グリ プス 戦役 で 運用 され た 。 


MORE INFO! 
一 年 戦争 時 の MSV は 、 戦 後 か ら 7 年 を 経て も 有用 な MS-06« 
機体 は 運用 が 続い て いた 。 し か し 、 一 部 の 局 地 戦 用 機 や ザク ・ キ ャ ノン 


特 化し た 機能 を 有 し た 機体 以外 は 旧式 機 と 見 な され 、 ハリ 
オ に 搭載 され た ザク ・ キ ャ ノン を 見 た パプ テマ ス 


MSOSI FOWE 
ペー ス に 開発 され た 中 
АМО. Е 
格納 庫 だ っ た バッ ク 
Уре. 宇宙 
戦 を 可能 し て いる 。 


戦時 、 司 
は 、 МУН, GIRL UU Bo 


Sara 
заил 
НЕНА 
収 され た 後 、 ジャ プ ブロー の 
基地 機能 移転 の ; 
運用 され て いた 


カス タム 
RGM-79 に 改修 を 施 


CARBO 
大 峠 に 向上 し て いる 。 


RMV-1 ガン タン クロ 
RX-75 ガン タン ク を 再 設計 し た 局 
жаат, меда 
синапси, 2%7 
ロー 基地 に 配備 され て いた 
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4 頭 部 
м | カラ ー リ ング 以外 、 原 型 穫 の も | 
の と ほぼ 同じ 外見 の 頭 部 ユニ 


2 MS-08TX/N 


(aa 23... 


ナハ ト 


陸戦 MS イフ リー ト の 夜間 戦 用 派生 機 


オン 公国 軍 の 陸戦 用 試作 機 MS-08TX イフ リー 
生 型 の 中 
08TX/N イフ リ ちる (ナハ ト は 独語 で 「 夜 
の 意 ) v マ ・ ク ベ 大 佐 の 指揮 下 で 既存 の イフ リー ト を 
あり 、 夜間 戦闘 用 だ と 言わ れる 、 


る 。 発見 され 難い と い 
本 機 の 隠密 性 は 強力 な 
も の が 主 で 、 近 距 離 で 
捕捉 困難 だ っ た 。 Z 


妨害 に 拠る 
学 カ メラ 以外 の セン サー で は 


Z の 性 質 上 、 無 線 通信 の 妨害 


MS の 近接 格闘 能力 が 組み 合わ され る ご 
る べき 戦闘 能力 を 示す こと と な 


リー トド “|. 


J EFREET NACHT ЫЧ 


а) CAR. 多数 の 小型 
スパ イク を 備え る 局 ア ー マ ー 


(88) н:01 КИЛ 


№ COMPARISON CHART № COLOR 
Е 


DARK 
Е GRY 
тШ 
ay 


me 

ステ ルス 人 性 を 高め る た めか 、 肢 
部 と 股間 部 の ダク ト (補助 スラ 
スタ ー) が 廃止 され た ほか 、 ラ ン 
ド セ ル も スラ スタ ー 収 納 機 能 を 
持つ 新型 を 搭載 し た 


ー (За 


「 ト ゲ 付 き 」 と いう 本 機 の 澤 名 


の 元 と な 


向上 し た と 見 られ る 。 角 型 ノ 
ズル は ステ ルス 性 を 考慮 し た 
も の と 考え られ る 


関連 ファ イル 


受動 的 隠密 性 と 機動 性 を 強化 し た 機体 


本 機 の 隠密 性 は ジャ ミン グ 機 能 を 中 心 と する 能動 的 な 
する 受動 的 な 部 分 も 貢献 
具体 的 に は 、 夜間 戦闘 時 に 視覚 的 隠密 性 を 高 
め る 紫 系 の 塗装 、 熱 ・ 赤 外線 の 放射 や レー ダー 反射 率 を 
考慮 し た 小型 ・ 収 納 タ イプ の スラ スタ ー な ど で あ る 。 ほか に 
も レー ダー 対策 の 電波 吸着 剤 の 採用 、 聴 覚 や ソナ ー で の 
発見 を 遅らせ る 茎 動 音 の 低下 な ど が な され た と 思わ れる 。 
イフ リー ト 系 MS の 高度 な 格闘 戦 能力 の 一 角 を 占め る 
機動 性 も 、 維 持 ・ 強 化 さ れ た 。 隠密 性 を 高め る た めか 胴 
体 前 面 の 補助 スラ スタ ー は 廃止 され た が 、 腰 部 や 脚 部 に 
新設 し た スラ スタ ー に より 、 総 推力 は 向上 し た と 言わ れる 。 
PMO プレ ー 


FRO 
1 m HEARERS 


лить 
系 MS だ が 、 第 二 期生 
産 塵 コク ピッ ト の 採用 で 
機種 転 換 時 の ハー ドル 
は 下がっ た よう で ある 


шо 

イラ リー ト 系 特有 の ヘル 

А. FUER! 
5 


Шоукел 


таяны сеш. EMILE EVE 
№. НН 
див. Wiz HROMMEBD 
れる 。 コー ルド ・ ブ レー ド 用 ラッ チ も ある 。 


А ノズル 開 ロ ギミック 


ий» я 
реа аам 
し た ダク ト (補助 スラ スタ ー) は . 
臣 補 性 を 向上 させ る た めか 廃 
к. ВИНЕ 
AT RBRL TUS, 


E 足 部 

他 の イフ リー ト 系 MS と 異な り 
Meet x 
の が 特徴 。 ишен. + 
ПЕНСИЯ: 
ジュ の も の に 件 て いた 


隠 補 性 に 頁 献 する コー ルド 系 格闘 兵 装 


他 の イフ リー ト 系 MS 同様 、 イ フリ ー ト ・ ナ ハト は 近接 戦闘 
に 特 化し た 格闘 戦 用 MS で あり 、 兵 装 も それ に 準じ た 格闘 
兵 装 と 補助 火器 を 備え る 。 本 機 の 格闘 兵 装 が 特殊 だ っ 
た の は 、 原型 機 の よう な ヒー ト ・ サ ー ベ ル で は な く 、 [コー ル 
系 」 と 呼ば れる タイ プ だ っ た 5. 


J-IKFBMRALBAGR ЫС. АЖ 
熱 式 刀身 を 持た な い 。 人 間 用 と ! 金属 や セラ ミッ ク な 


ど で 形 成 し た 本 物 の 刀剣] だ っ た の だ 、 

イフ リー ト ・ ナ ハト が コー ルト 系 格闘 兵 装 を 装備 し た 背景 
に は 隠密 性 と の 兼ね 合い が あろ う 。 ヒー ト 系 格闘 兵 装 は 
強力 だ が 、 赤 封 する 刀身 が 光学 ・ 衝 セン サー に 捕捉 され や 
すい 。 そこ で 夜間 戦闘 と 隠密 性 を 重視 する 本 機 は 、 光 や 
熱 を 発し な い コ ー ル ド 系 格闘 大 装 を 採用 し た と 考え られ る 。 
ヒー ト 系 より 威力 に 劣る と 判断 され が ち だ が 、 イフ リー ト ・ ナ 
ハト の パワ ー と 相まって 、 MS の 胴体 を 両断 可能 だ 


手持 ち 火 問 は 汎用 型 を 
搭載 可能 。 イン ビジ ブル 
・ ナ イツ で は 、MS 用 マシ 
> ガン MMP-80 と 3 つの 
FMRRERMLATE 
が ある と され る 


MORE INFO! 


宙 対 地質 量 強 攻 撃 計画 「 水 天 の 涙 作戦 ] の た め に 編制 
され た 、 ジ オン 公国 軍 の 特殊 部 隊 が 「 イ ン ビ ジブ ル ・ ナ イツ 」 
で ある 。 司令 は オッ トー・ ア イヒ マン 大 佐 、 MERRI 
ブラ ン ケ 少佐 で あっ た 。 戦後 は 潜伏 活動 を 続け 、 一 年 戦争 
時 に 未 発 に 終わ っ た 「 水 天 の 涙 作戦 ] を 、U.C.0081 に 改 
め て 実施 し よう と し た 。 だ が 作 了 戦は 失敗 し 、 ア イヒ マン 大 佐 
以下 数 名 の 隊員 が 埋 死 、 ブラ ン ケ 少佐 は 速 捕 さ れ た 。 


wed) 


イン ピン ジブ ル ・ ナ イツ の 部 隊 
7-2.-ЕеФжмовя 
MEH MESH. な お 
部隊 名 に ある イン ビジ ブル (F 
可視 ) と イフ リー ト ・ ナ ハト は 無 
тж. 


п 武装 配置 


E 
SARL ARE AB 
ド ・ ク ナイ を 搭載 する 


エリ ク ブラ ンク 少佐 

ИВ, 名 室 ブ ラン ケ 家 の 出身 な が 
SEDER PY ER NIE 
人 物 で 、 隊 員 の 支持 を 集め た 。 на 
Уот, イフ リー ト ・ ナ ハト 、 ゲル ググ な ど 。 


Q コー ルド ・ ブ レー ド 
алала 
Яй. лажа» 


Ете 
REIN! TBS. コー 

ング が 施さ れ て いた よ 

22. Е-АЯЕ НЬ ~ 
め る こと も で きる 。 


コー ルド ・ ク ナイ 


部 機器 に ダメ ー ジ を 与え 


Ө 3 連装 ガト リン グ 砲 
ИМС 


зада, EER 
one 
補助 炎 器 で 、 使用 時 の 


KE: 
HADEMHEES, 7 
フ ・ カ スタ ム 用 の 改造 弄 
と 思わ れる 


x 


プラ ン ケ 少佐 と は 旧知 
の 仲 で 兄貴 的 存在 。 ROAR MR 
時 、 イフ リー ト ・ ナ ハト で 出撃 し 戦死 し た 。 
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機動 戦士 ガン ダム SEED MSV 機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


GAT ddd EE дан % 


nel зет 58А 


№ SPEC 
全高 17.94m 
A 重量 


2138D 
装甲 材 質 TP 装甲 3 
RR M2M3 Тбтті х2 AIM- 
957Е キン グ コ ブラ 赤外線 誘導 短 下 
R: ААМ8@Х2,/М20 20mm クロー 
BR Bã x2 GAU-BM2 52mm 


TERR 


可変 MS な ら で は の 利点 を 活か し た レイ ダー の 量産 機 


地球 連合 軍 が 開発 し た 5 機 の 第 1 期 GAT- レイ ダー 制式 仕様 は 、 の 通り 航空 戦 に 対応 し た 関連 ファ イル 

は 、 PS 装甲 や 携行 可能 な ビー ム 兵 器 の 標準 装備 な ど 、 機体 と し て 開発 され た 。 こ 用 形式 は レイ ダー と 同 са 

* 性 能 を 持つ 。 ザフト の クル ー ゼ 隊 に 4 機 が 礁 4 3 Е 
われ た 結果 、 図 ら ず も 実戦 デー タ が 得 ら れ 、 開 発 デー タ 接近 し て の 近接 格闘 を 得意 と する レイ ダー に 対し て 、 制 
の 解析 と 合わ せ て 3 機 の 後期 GAT- tt: 中 чы зо ке 
され た 。 3 
が 、 他 の 2 機 と 異 っ 
在 す る 。 それ が 航空 強襲 MS と し て 開発 中 の GAT< 333 НЕЕ, レイ ダー に 比べ て 高い 汎用 

レイ ダー が 先 に 実戦 に 投入 され ` 性 を 誇る 。 な お 、 ビ ー ム 兵器 の 運用 能力 を 追加 | 123 
型 機 が レイ ダー 制式 仕様 と 呼ば : も 開発 され 、 期 型 と し て 運用 され で 


НЕ 


А8) mg sue 158 


MECHANIC FILE 


Cia ИТЕ аа Яа, 


レイ ダー 制式 仕様 は 、 イージス ガン ダム と 同じ 可変 

構 を 有 し た 系 列 に 連なる 機体 で ある 。 MS 形態 と MA 形態 
(飛行 形態 ) を 持つ 本 機 は 特に 飛行 形態 の ほう を 重視 し 
て お り 、 地上 で の 運用 に お いて 効果 的 な 一翼 を 専用 オプ 
ショ ン に 持つ 。 これ を 装備 する こと で 複葉 機 の よう な 形状 
と な り 、 大 気 園内 に お ける 飛行 特性 と 航続 距離 が 向上 す 
る こと と な っ た 。 この 副 世に は 複数 の パイ ロン が 設け て あ 
り 、 ウ エボ ポン ラッ ク と し て の 機能 を 持つ 。 ОЗИНЕ 
装 や プロ ベラ ント タン ク を 装備 する こと で 戦術 の 幅 を 広げ 
る 役割 も 果 : さら に 大 気 園 突入 を 行う 隊 は 摩擦 か ら 
本 体 を 守る 役割 も 備え て いた 。 た だ し 、 本 機 に は 専用 の 
大 気 圏外 か ら の 再 突入 ポッ ド が オプ ショ ン に 用 意 され て い 
る た め 、 単 機 で 大気圏 突入 は 緊急 時 の 最終 手段 だ と 
思わ れる 。 な お 、 南 米 独立 戦争 の 隊 、 地球 連合 が ミサ イ 
ル 攻 撃 を 行う と いう 偽 情報 に 引っ 掛か り 、 エド ワー ド ・ ハ レ 
ルソン (ТК) は 宇宙 か ら ミ サイ ル 基 地 を 強襲 すべ く 本 機 で 
出撃 し た 。 そこ で 待ち 受け て いた 月 下 の 狂 犬 " モー ガン ・ 
シュ バリ エ の 攻撃 で 再 突入 ボッ ド を 破壊 され る が 、 副 胡 も 
失っ て いた エド は デブ リ を 盾 に 単機 で の 大 気 囲 突入 を 成 
功 さ せ た と いう 逸話 が ある 。 


レイ ダー (0), MATER 


п 飛行 形態 
X300 系 フレ ー ム を 採用 し て いる も の と 
見 られ る 。 形状 は レイ ダー と 変わ ら な い 。 
жаявоияш? 
ап. 不要 と な れ ば 侍 


E M2M3 76mm 機 関 砲 


ARDEA SRW. 飛行 形態 時 は 副 紙 に マウ ント され て 
Bl, RRTM. MS 形態 時 は 両手 で 2 丁 と も 携行 し て 使う 


VRSI] OË, 


南米 独立 戦争 で 活 虫 し 、「 南 米 の 英雄 ] と 呼ば れ た エド 
ワー ド ・ ハ レル ソン は 、" 切 り 裂き エド ” の 異名 を 持つ 。 これ は 
還 機 ソー ドカ ラミ ティ を 駆り 、 ビ クト リア 基地 の 圭 闘 で 敵 の 返 
үш (МФ ГАЈ) を 浴び た と いう 説 が 知ら れ て いる が 、 
これ は 間違い で ある 。 エド が MS 乗り と な る 前 、 南 米 上 空 で 
DUMBO, F-7D ス ピア ヘッ ド 戦 闘 機 の 主翼 で 敵 デ ィ 
を 切断 し た 出来 事 が 由来 で ある と 言わ れる 。 


エド の 異名 は 広く 知れ 渡っ 
ӘЛЕГІ BUR 
兵部 隊 サ ー ペ ント テー ル の 


BRI (Hike) b. Жн 
を も っ て エド (画像 右 ) Ек 
突 し た と いう 。 


Ш AIM-957F Ш プロ ベラ ント タン ク 
キン グ コ ブラ 赤外線 誘導 短 距 離 AAM 砲 | ネ 機 の 導 仙 バッ テリ ー の 電力 を 使う が 、 飛行 の た め に は 推 剤 必要 
大 型 の 対空 ミサ イル 、 RERS. м LFS, ЖАЛИО Наа 5с 


>. 


部 分 に 搭載 する 。 сщ 
た エド が 。 ザ フト の ディ ン 
WIRA E—F CRUE. 


エド ワー ド - ハ レル ソン 
MT AUER HD 
連合 軍 パ バイ ロット 。 ВХ 
ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦後 
に 軍 を 脱走 し 、 南 独立 
МФО. 


бАТ-Х133 

ソー ドカ ラミ ティ 

カラ ミ ティ ガン ダム の 派生 
№. ARAHAL 
95-і, TIRAREN 
СЭ 
Т 49 
тей, 


та. サンライズ 
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IG 
101512 ШП = №. 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


CHANIC FILE 


ШЕШ КЕРЕ 


AMX-011S +71 


Ух 
Я ZAKUII CUSTOM | 
左肩 部 


w 


汎用 主力 MS と し て の コン セプト を 活か し た カス タマ イズ 


ネオ ・ ジ オン が 、 MS-06 ザク T の 正統 な る 後継 機 と 
し て 開発 し た AMX-01 1 ザク 皿 。 AMX-011 は 、 高 い 
基本 性 能 を 与え て いた ほか 、 オ プシ ョ ン パ ー ツ の 換 
よる 高度 な 拡張 性 も 有する 優れ た 汎用 機 で あっ た 。 そ 
の 特性 に 基づき 、 各 部 オプ ショ ン の 換装 を 施し た チュ ー 
. ン ナッ プ 機 が 、 AMX-011S ザク 皿 改 で ある 。 

ペ ベース 機 と な っ た AMX-011 は 、 ХИ 
可能 な MS で あっ 本 機 は 宇宙 
する べく 、 さ ら な る 高 機動 性 の 向上 を 目指 し た 改修 が 施 
され て いる 。 特に バッ ク バ ッ ク の 換装 に よっ て 、 ジ ェ ネ 
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レー ター 出力 、 ス ラス ター 推力 を 大 幅 に 向上 させ る こと 
に 成功 し た 。 
AMX-011S が 投入 され た 第 一 


次 ネオ ・ ジ オン 戦争 
兵 装 を 搭載 する こ 

る 第 四 世 代 MS が 人 台頭 し て 
2 その 中 で 汎用 MS と いう 旧来 の コン セプト の 枠 内 
で 高み を 目指 し た 結果 、AMX-011S は 第 四 世 代 MS 
と も 互角 に 渡り 合え る 機体 性 能 を 得 た 。 その 意味 で 
AMX-01 1S は 、 こ の 時 代 に お いて 孤高 の 存在 で あっ 
た と 言え る だ ろう 。 


ТІЛЕ! 


全高 25.3m (頭頂 高 21.0m) 
重量 


関連 ファ イル 

AMXO11 ザク 220110 
Амх-Ота ドー ベン ・ ウル フ 220122 
AMX-015 アー ャ ルク 220113 
zraz- sn 220215 


FILE PREVIEW 
2201 


武 装 信 れ た 邊 能力 の 礁 持 と 、 宇宙 戦闘 用 兵 装 の 強化 


ベー ス 機 で あっ た AMX-011 は 、 汎 用 性 を 優先 する 過程 で 
携行 火器 の 装備 せ ず 、 作 戦 に 』 
いう コン セト で 開発 され た 。 


の 改修 も 行わ れ た が 、 基 本 | 
兵 装 を 引き 継ぎ 、 白 兵 戦 主体 の 戦闘 スタ イル を 踏襲 し て いた 


1 BRICK REAL TLS 
Ако 
274 


AMX-011S 専 用 の ビー ム ・ ラ 
RBH CREA LD EET 
パイ ロッ ト の マシ ュ マー・ セ ロ が 携行 せ 
FELD, 使用 され な か っ た 。 


fnew 


高 性 能 な 原型 機 を 高 機動 仕様 に カス タマ イズ し た 機体 


多数 の バリ エー ショ ン 機 を 生み 出し た MS-06 の 汎用 性 
t. 技術 の 進化 に 合わ せ 発展 させ た AMX-01 1。 原型 機 か 
5 の 主 な 変更 点 は 、MS 本 体 の 外部 装甲 や バッ ク バ パック に 
換装 機構 を 採用 し た こと で 、 機 体 の パラ ンス を 崩す こと な く 
様々 な 戦況 に 適し た カス タマ イズ が で きる も の , 
011S は こう し た 換装 機構 を 活か し 、 宇宙 空間 
動 化 を 実施 。 その 結果 、 大 容量 プロ ペラ ント ・ 
パー ニア を 装備 し た パッ ク バッ ク が 装備 され た 。 


тт. м5060в 
ЕЕ. МЗ 

Ж フォ ルム と な っ て いる 。 а 
RCRA Ayo SH 

\ ТЕТЕ 
алетте 


LEL 
(通信 用 アン テ ナ ) 


てい 


Ш バッ ク バ ッ ク ブ リア ・ ス カー ト 


АМКУ. ペー 
ム が 廃 され た 。 大 型 化 され た リア ・ ス カ 


画 コク ビ ピット ・ ハ ッ チ 
зоож: лотов, 
AMX.011 と 同じ 。 ИФА 
ФРА, 40 
АССА 
2 BB. TEREF S. 


第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 未 期 に お ける 、 ハマ ー ン 派 の 一 角 を 担う 


AMX-011S は マシ ュ マー 専用 機 と し て 運用 され 、 コ ア 3 
ORME ЕЕС н 
性 、 ブ ルツ ー が 駆る NZ-000 クィ ン : マ ン サ を 単機 て 
へ 後退 させ る ほど の 働き を 見 せ た 。 4 
ダ カ ラ ン 率 いる スペ ー ス ・ ウ ルフ 隊 に 包囲 され 、 集 中 攻撃 を 
#05. その 後 、1 機 の AMX-014 と 共に 自爆 を 遂げ た 。 


に グ 


ROR NER: 
и ЕЯ" 


Ш 対 ス ペー ス ・ ウ ルフ 隊 戦 


BA TED TRO 
LSA BER 
ЗЕЕ, 


Ш7/1%--іп 


жалма Sb, 過度 の 強化 処 
置 に より 情緒 不安 定 と な る 。 


ma sara 144-4 


144-5 


機動 戦士 ガン ダム 


優れ た 設計 思想 が 可能 と し た 系 別 機 の 発展 


MS 倫明 期 に 生み 出さ れ た 機体 で あり な が ら 、 極 めで 
高度 な 汎用 性 を 持っ て いた 名 機 MS-06 #21. その 中 
で も 特に 、MS の 代名詞 と も 言え る 「 ザ ク ] と いう 単語 
広く 知ら し め た 機体 一 一 MS-06F ザク IIF 型 は 、 長 き に 
古 り 公国 軍 主 力 MS と し て 重用 され た 。 各 戦線 で の ザク 
T 型 の 活躍 は 、 機 体 の 総合 性 能 の 高 さ に よる と ころ も 
大 きか = が MS 開発 と いう 視点 で 見 た 場合 、 同 機 
の 特筆 すべ き 点 は 、 充 分 な 拡張 性 を 有 し 計 思 想 に 
あっ た と 言っ て も 過言 で は な い だ ろ う 。 な ぜ な ら ば ザク IF 
型 は 、 開 発 当初 か ら 技術 発展 に よる 改良 を 見 越し て お 


り 、 試作 パー ツ や 新型 パー ツ へ の 改修 を 前 提 と し て 
され て いた の で ある 。 その 改修 ・ 改 造 を 考慮 し た 
想 は 、 ジ オン 公国 軍 の 地球 侵攻 作戦 の 決定 、 そ し て 一 
年 戦争 期 に お ける 技術 革新 に 伴い 、 系 列 機 の 派生 と い 
う 枝 葉 を 広げ る こと を 可能 と し た 。 な お 、 そ の 急激 と も 言 
える MS-D6 系 列 機 の 発展 は 、 多 く の MS 開 発 者 に 過剰 
な まで の 「 ザ ク 信 仰 ] を も た らし た よう で ある 。 この 「 ザ ク 信 
仰 ] が どれ ほど の も の で あっ た か は 、 一 年 戦争 中 に 生み 出 
され た パリ エー ショ ン の 数 か ら も 明らか で ある 。 そし て 、 それ 
が 旧式 化し つつ あっ た ザク を 生き 永 ら え させ た と 言え よう 。 


ТІЛЕГІН 


наз ` l. U ss 


ア 専 用 ザク 
ジオ ン 公 国軍 の MS 開発 EGOS 
MS の 分 類 

型式 番号 

БЕРЕЗ 

FILE 


БЕШ ЕТТТ 
BER, NT 専用 と いっ た 仕 
様 で 分 類 さ れ て お り 、 ザ クル 
や RGM-79 ジム と いっ た 各 
陣営 主力 MS の 派生 機 が そ 
の 大 部 分 を 占め て いた 。 


運用 領域 を 問わ な い 多 岐 に 評 る 進化 


公国 軍 に よっ て 生み 出さ れ た ザク ・ タ イプ MS は 、 一 年 
戦争 の 時 流 に 乗 
的 に 「 ザ ク ] と 呼ば れる ザク TF 型 は 
公国 軍 の 屋台 骨 を 支え た が 、 さ ! 
ま 礎 設計 に より 、 数 多く の 系 列 機 の : 
わずか 1 年 足ら ず の うち に 多岐 
国軍 主力 MS の 開発 を も 可能 と し た 
の 進化 の 方 向 性 は 、 大 別 する と 3 つの 系 統 に 分 けら 


れる 。 まず は 、 す て 
いて 、 さ ら に 性 能 の 向上 を 試み た 
作戦 と も 連動 し 、 過 酷 な 地球 環境 に 対応 し 得 - 
の 改修 を 加え 


実は 、 ザ ク IIF 型 と いう 機体 


に 完成 され た 機体 で ある ザク IIF 型 に つ 
б< 次 に 、 Ж 


6. 最後 に 、 さ ら な る 機体 の 開発 や 限 
な 任務 の 遂行 な ど 、 特殊 な 運用 の た め に 改修 され た 
で ある 。 この よう に 様々 な 遂げ た と いう 事 
拡張 性 、 堅 実 な 基礎 設 
よう 


和 きち 合わ せ て いた こと の 証左 


Ш MS-06 シ リー スズ 開発 系 統 図 


| MS-O6R(-1) 


高 機動 型 ザク 
R タ イプ 


477 | М5-065 
i 4 372151 
= 


т" 
Ч... 


ザク ロ 改 


| 
MS-06R-1A 
高 機動 型 ザ ク 
4 FR-1A タ イブ 


MS-06M 


水中 用 ザク 


F A 
= | ザク HJC 型 


| © 9 MS-06K 


ザク キャ ノン 


MS-06E-3 
ザク 


フリ ッ パ ー 


| MS-O6RD-4 
7-2 高 機動 型 ザク 
ge Í 


エー ショ ン 


ザク IF 型 は 、 本 を 正 せ ば MS-06 系 の 初期 パリ エー ショ 
ン に 過ぎ な い 。 その 完成 度 の 高 さ は 本 機 を MS-06 
系 の 代表 の | LEIF, 以降 の MS の 模範 と も な っ た 


兵器 と いう 分 野 


に MS の 新 時 代 を 開い た 機体 で あり 、 その 


と いう 稀有 な MS 


る だ ろう , 
その パリ エー ショ ン 展 開 は 非常 に 多彩 で あり 、 連 邦 軍 に 


先んじ て いた 公国 軍 の MS 開発 能力 を 弾 わせ る も の で あっ 


MS の 可能 性 を 開拓 し た バリ エー ショ ン 展 開 


た 。 わずか 一 年 足ら うず と いう 短い 期間 で の バリ エー ショ ン 
合わ せ 」 と Ret ある が 、 多く の 派生 機 
は それ ぞ れ の 運用 領域 に お い 


完成 度 を 体現 し て い 


いて も 、 実 内 投入 され た いく つか の 派生 機 の 姿 が 確認 され 
て いる 。 25% 実 か の ら は 、 一 年 戦争 期 に 生み 出さ れ 
た 派生 機 が 、 単 純 に 「 間 に 合わ せ ] の 機体 と 切っ て 捨て る 
こと は で き な い 性 能 を 有 し て いた こと が 穴 え る 


ザク 自体 は 極め て 完成 度 の 高い 機体 で あっ た が 、 公 国軍 は 
さら な る 性 能 向上 を 欲し て いた 。 その 結果 、 ザ ク IF 型 の 性 能 を 
高め る 開発 が ふた つの ライ ン - 


スズ ス ター 推力 を 向上 させ た S 型 が 開発 され 、 
ッ プ させ た F2 型 、FZ 型 と いっ た 改修 機 が 義 発 され た 
-FRPR 


ж 
惜しむ 5 く は それ ら の 生産 が 少数 に 留まり 、 配 備 
期 に な っ た た め 、 充分 な 活躍 の 場 を 得 ら れ な か っ 
5. 宇宙 戦力 の 増強 を 目指 し ン で は 、 
呼ば れる 高 機動 型 の 開発 が 進め られ た 。 生産 性 の 問題 か ら 宇 
宙 用 主力 MS と は な ら な か っ た も の の 、 同 系 別 機 最後 の 機体 が 
「 ゲ ル グ グ 先行 型 ] の 名 を 冠 し て いる こと か ら 5 も わか る よう に 、 そ 
の 開発 デー タ は 他 の MS シリ ー ズ に 


FZ 型 結果 的 に は 相 | 
が 、 単 機 で RX-7BNT-1 アレ ッ ク 
ZEBBL TUS, 


Ш М5-065 FISE 


и MS- GF 2 ザク IF2 型 


№ MS-06RP 高 機動 型 ザ ク ・ プ ロト タイ プ 

лантанов CH ын 
開発 は グラ ナダ 基地 (月 面 : 

Т な お 特殊 仕様 機 と し て 挙げ た RAD 
LORRPSOREMCER bh TU, 

АЯЙ На Ж, SRE 

現し た 。 配備 は А 

TENTA PLD XERE 


局 地 戦 仕様 の 派生 機 


公国 軍 は ザク IF 型 の 派生 機 と し て 、 BHA 応 し た J 型 を 
開発 。 これ を 地球 侵攻 作戦 の 主戦 力 と し て 多数 配備 し た 公国 
加え て その 支援 機 と し て 、 砲 撃 に 特 化し た K 型 の 開発 を 
急い だ と 言わ れ て いる 。 さら に 、』 型 を 主力 に 据え る 一 方 、 夏 漢 
戦 用 の D 型 、 水 陸 両 用 の M 型 と いっ た 局 地 へ の 適応 性 に 特 化 
し た MS 開発 を 進行 。 それ 5 は MS-07B グフ 、MSM-03 ゴッグ 
と いっ た 後継 機 開発 まで の つなぎ と し て 実戦 に も 投入 され た が 
その 性 能 の 高 さか ら 本 格 的 な 局 地 埋 用 機 が 開発 され た 後 も 運 
用 され 続け た 。 な お J 型 以外 の 局 地 戦 仕様 機 は 配備 数 が 少な 
た と 言わ れ て いる が 、K 型 や M 型 な ど は 連邦 軍 に 直 獲 され 
一 年 戦争 後に も 運用 され た 。 また 、 そ の 他 に も ジオ ン 残 党 が 一 
部 の 機体 を 独自 に 改修 し 、 使用 し 続け て いた と も 言わ れる 。 


€ 地球 軍 孝 軍 に 接収 され た M 型 は 
増産 の 上 、 改 め て 実戦 配備 され 
た 。 連邦 軍 の 評価 は 高 <、 ザ ク ・ 
マリ ナー や ザク ダイ バー な どの 発 
展 型 も 開発 され て いる 


Ш MS-06J #4058 
ン 公 国軍 の 東南 アジ ア 旨 線 な ど に 配 人 
重力 下 の 直 用 に 特 化し た ザク IT。 わずか な 改 

MSO6DAL 


Ш MS-06D ザク ・ デ ザー ト タ イ プ 
ザク LJ 型 を ベー ス 、 

出力 向上 、 増 が 

な ど が 改修 され た 
ваша. 新型 MS と も 渡り 人 っ 


Ш MS-O6K ザク キャ ノン 
ザッ HIJ 型 を ペー ス に 凍 発 され た 二 提 用 MS で 
MS 埋 に お ける 宿 支援 や 対空 攻撃 を 中 

た 。 ラン ド セ ル に 180mm キ ャ ノン 交 を 措 人 | 
<, 全体 的 な 設計 変更 が 加え られ て いる , 


Ш М5-06М 水中 用 ザク 
ЭЛЕЕ ана Вам. 水深 エン ジン 
と 中 用 兵 装 の テス ト 用 に 試作 きれ た 機体 で 第 
の 水陸 両用 MS を 示す 「MSM ナ ン バ ー] の 制定 


に 伴い 弄 式 番号 が MSM-01 に 変更 され た 


=: 


特殊 な 仕様 の 派生 機 


汎用 性 に 優れ る ザク IF 型 に は 、 債 察 " 哨 戒 任務 に 特 化し た 
機体 や 、 新 機種 開発 の ペー ス と し て 使用 され た 機体 、 現 地 部 粒 
独自 の 改修 に よっ て 生ま れ た 特 珠 な 機体 ども 存在 する 。 MS 
06C ザク HO 型 を ペー ス と し た MS-06E ザク 強行 偵察 型 は 、 ザ 
ク TF 型 が 生産 の 主力 と な っ た 関係 で 、 ザ ク IF 型 の 生産 ライ ン で 
製造 が 進め られ た 。 また MS-OGHD-4 高 機動 型 サ ク は NMS-O9R 
リッ ク ・ ド ム に 推 載 予 定 で あっ た 高 機動 脚 部 ユニ 小 の テス ト に 使 
用 され た 機体 で ある し 、MS-06V ザク タン グ は 現地 部 隊 に よっ て 
改修 され た 機体 が 制式 採用 され た と いう 経 越 持 つ 異色 の 機体 
で ある 。 前 述 の 性 能 向上 機 、 局 地 埋 仕様 機 も 含め た ザク IIF 型 
の 運用 領域 、 運 用 形態 を 問わ な い 進 化 は 、 MS の 戦略 的 な 価値 
を 高め る 役割 を 果たし た と 言っ て も 過言 で は な い だ ろ う 


特殊 な 派生 機 で ある Z 型 は NT 責 
用 機 で ある MSNL02 ジオ ング の 
な お 、 試 作れ 
{TORE 


Ш MS-06E ザク 強行 偵察 弄 
ОЛЕШЕН ЖЕШЕТ. 高い 本 運動 
と 高度 の 光学 カメ ラ を 持つ 。 ミノ フス キー 幸子 散 
SE 


ける 情報 収集 能力 の 有用 性 を 認め ら 
リプ ス 埋 役 に お いて も ティ ター ンズ が 連用 し た 


E MS-O6RD-4 高 機動 型 ザ ク 


ザク UF 型 を ペー ス と し 


g MS-06Z サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 試 験 用 ザク 
ザク FW を ペー ス に 、 サイ 


x 1446 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


可変 機構 
AGE 2 の 可変 機構 を 路 麗 し つつ 


と 推力 が 飛躍 的 に 上 昇 す る 


ガン ダム AGE-2 | 
= クハ ワウ ンド EA 


GUNDAM АСЕ-П DARK У GUNDAM AGE-I DARK HOUND | 


ド で ある ハイ / 
WROMSERS| 
жиш: PT NEE | 


アス ノ 家 と マッ ドー ナ 工 房 の 技術 力 を 結集 し た 新生 AGE-2 


AG.151 年 、 [EXA-DB] を 防衛 する 大 型 
ド と 遺骨 し た アセ ム ・ ア スス а 


SAINE] の 名 を 与え られ た 新生 
AGE-2 は 、 額 と 胸部 に 施さ れ た 肌 骸 の レリーフ な ど 、 海 
賊 らし い 風貌 を 備え る 。 外見 の 変更 に 加え 、 機 体 特性 も 


バイ ンダ ー に 内 蔵 きれ た ア 
(ж 特 化し つ つつ 、 捕縛 な 


2 [ガン タム 」 の 中 で AGE シ ステ ム と フリ yh 
で! い 機 ガン ダ 
分 な 性 能 を 発揮 マッ 
ド + THORN 5 
の だ っ た と いう こと が 実 


(AGE) mM swe 22۸ 


AB 


AGE-2 と ほぼ 同 じ 形状 
イン グ 状 の バイ ンダ ー や 


`. ペー ス 機 と 同じ く 
ム サ ー ベ ル を 装備 


ПЕ: 


MECHANIC FILE 


HRE RR 富 能 お よび 近接 格闘 に 特 化し た 武器 


FR: 


海賊 ビシ ディ アン の 目的 は 、 ヴ ェ イ ガン と 繋が り の Г 頭 部 
ある 連邦 宇宙 艦隊 か ら 物 資 を 略 夫 する こと に ある 。 その 
BRIS 780. SREPOMSORB (LAD 
や 近接 戦闘 に 特 化し た も の が 求め られ た 。 また 、 黒 を 基 
調 と し た カラ ー リ ング は 宇宙 で の 低 視 認 性 を 重視 し た も の 
で ある 。 な お 、 ペ ー ス 機 か ら 踏 前 し た 飛行 形態 へ の 可変 
機構 と 、 そ の 機動 性 を 活か し た 強 畔 戦 開 と いう スタ イル は 
海賊 に 打っ て 付け で 。 武装 の ドッ ズラ ン サ ー や アン 
カー ショ ッ ト は マル チ ウ ェ ポ ボン で ある 。 これ は 武装 を コン パク 


п 飛行 形態 


fe иш@Флкэт9-— 


РН, 
合用 可能 と な る 


一 世代 前 の 機体 な が 
Бъ. ВПУ Д 


合う ほど の 性 能 を 
た 。 も ちろ ん 、 ア セム 
の 提 経 技術 が あっ て 


で ある 


中 で も アン カー 
ショ ルト は 様々 な 用 途 AGE シ ステ ム の 通信 機能 が 排除 され た た めか 、 形 状 は AGE-2 と 異な 
に 使用 きれ た る 。 GACH, MDMA TNE ОВС 


AS, ЖЪН НУ: 
は 低い 。 MS 形態 時 は リア 
マー に マウ ント で きる 


両 選 の バイ ンダ ー に 装 芽 され た 
ee 取り 外 


MORE INFO! 


ガン ダム AGE-2 は X ラ ウン ダー 用 に 開発 され た 機体 で あっ 
Ж» だ が アセ ム に その 資質 は な く 、 精神 的 な 感応 力 に 頼ら な 
い 物理 的 な 攻撃 力 の 向上 に 方 針 を 変更 。 これ は AGE シ ス 
テム の 提案 と 異な っ た た め 、 現 場 レ ベル で 対応 が 模索 され 
た 。 結果 、AGE シ ステ ム 外 に ノウ ハウ が 昔 積 され た こと で 、 
マッ ドー ナ エ 房 に よる 復元 ・ 改 修 が 可能 と な っ た の で ある 。 


原型 機 と パイ ロッ ト 


а. 


AGE-2 ガン ダム AGE-2 ノー マル 


ЖЕНЕ, 高三 力 火器 の ハイ パー ドッ 
ズラ イフ ル を 装備 し て いる 。 


キャ ブテン ・ ア : 
жирне? AHDE 
情 を 知っ た アセ ム は 、 両 勢力 の 


таскан, 
ROSER. RH 
ば め ぬ よ う 偽名 を 名 乗っ た 


ABERU. MOM ME 
負っ た アセ ム は 、 ビ シディ ア 
ン に 教 助 きれ た 。 Вах 
た の ち 、 ビ シディ アン の 首 
領 と し て 活動 を 開始 する 。 


ma у>э(х-мөз 144-8 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


(в) mb se 167A 


IMPULSE SILHOUETTE VARIATIO 


スラスター 推力 -- 


VPS 装甲 


EQFU-5X 機動 兵 凌 ポ ッ ド x2 
ウェ 2 クロー 付き 機動 防 盾 他 


ビー ムク ロ 


ザフト 


A カオ スイ ン パ ルス 
ガン ダム 


БЕЗ 
TMF/A-802 /% 


装甲 材質 VPS 装甲 


ЖИ キャ ノン ソー ド X2.ZMA-MB41 ヴ ァ ジ ュ ラ ビー 
ム サ ー ベ ル X2 他 


所 属 ザフト 


搭乗 者 一 


№ SPEC -ABYSS IMPULSE- 


全高 一 一 


2: 


装甲 材質 VPS 装甲 


RE M68 Шах ГМА Х22ЗЕ 3 連装 ビー 
Lx2/M107 パラ エー ナ 改 2 連装 ビー 


ыва 1b 


所 属 ザフト 


搭乗 者 一 


カオ スガ イア プア ビス を 内 包 し た イン パル ス の シル エッ ト 


ZGMF-X56S イン パル スガ ンダ ム は 、 ザ フト の セカ ン 


パルス は 合体 シス テム を 導入 し て お り 、 コ アス プ ! 


ダー と 呼ば れる 戦闘 機 を 核 と し て 、 上 半身 (チェ スト フラ 


イヤ ー) と 下半身 (レッ グフ ライ ヤー) が 合体 し て MS 形態 
ル エ ッ ト と 呼ば れる 各種 武装 パッ ク を 換 

用 機 と し て 機能 する シル 

テム も 採用 され て いる 。 これ は 前 大 戦 に お いて 

一 部 の エ - \ イ ロッ ト が 戦局 を 左右 し た こと か ら 、 エー ス 
パイ ロッ ト の 搭乗 機 を あら ゆる 戦況 に 対応 で きる 機体 と す 


る こと で 、 究 極 の 兵器 を 造り 出 そ う と し た 機体 と と シス テム 
の カオ スガ イア アビ スガ ン 
ス の よう な 合体 シス テム を 採り 入れ 
る 予定 で あり 、 いわ ば イン パル ス の 交換 パー ツ と し て 開発 
され て いた 機体 で あっ た と いう 。 この 構想 が 実現 し て いれ 
上 半身 と 下半身 を カオ スガ イア アビ ピス の / 
別 の 機体 へ と 変化 
、 実 際 に は カオ スガ イ 
アビ スシ ル エ ッ ト が 開発 され る こと は な く 、 イ ン バ ルス 
の 正統 後継 機 が 世に 出る こと は な か っ た の で ある 。 


№ COMPARISON CHART 
рейсін ج‎ 


‘CHAOS IMPULSE 
a 


や い w дә = 


GAA IMPULSE ABYSS IMPULSE 


@ (7 б 


GREN ИШ: HPB WE BUE GRAY 
без 


MECHANIC FILE 


カオ スシ ル エ ッ ト の 構造 武装 


カオ スガ ンダ ム の 機能 を 付与 する シル エッ ト で あり 、 主 に 
ドラ グー ン シ ス テム の 運用 が 目的 と な る 。 これ に 換装 し た 
カオ スイ ン パ ルス ガン ダム に は 、 MA 形態 を 再現 する た め に 
可変 機構 が 組み 込ま れ た 。 し か し 再現 度 は 疑似 的 で 、 実 
際 に カオ ス と 同等 の 高 機動 性 を 発揮 で きる か どう か は 未 
知 致 で あっ た 。 また 、 機動 兵 装 ボッ ドド は MS 形態 時 に 分 離 
し な く と も 、 内 蔵 し た MA-81R ビー ム 突 撃 砲 と AGM141 
ファ イヤ ー フ ライ 誘導 ミサ イル が 使用 可能 と な っ て いる 。 


画 クロ ー 付 き 機 動 防 盾 


カオ ス の MMLRG80 奴 
БАСА ЛЕГІ 
機能 を 重視 し た イン パル ス 
DEDE EEC, HI 
用 の クロ ー を 内 蔵 し た 独自 
жаныш. 


ドラ グー ン シ ス テム の 運用 機 


m ビー ムク ロウ 
カオ ス で は プロ ペラ ント タン ク 業 推進 
は 展開 式 の ビー 


る サイ ドア ー マ で] MT 
АНТ ЕВС 71222 


« 


EF ER 


発展 機構 想 


сты その シス テム 上 、 専 用 の 運用 系 が 不可 
欠 で ある 。 各種 シル エッ ト を 運搬 する 専用 の 無人 航空 
航 密 機 が シン ル エ ッ ト フ ライ 
構想 され て いた 機体 が 、 
А502 Еа ИКД 
つっ て フラ イヤ ー を 操り 、 武 装 や 換装 パー ツ を 変名 
шашке енн Қ аа ` 


ШЕ>2-У254%- 


Е ДЕ) РЕН СОВА МЮ IIS a TUE 


ガイ アガ ンダ ム の 機能 を 付与 する シル エッ ト で あり 、 地 上 
に お ける 運用 を 前 提 と する 。 ガイ ア は パク ゥ 同様 の 四 足 
形態 へ と 変形 し 、 地上 戦 、 特 に 不 整 地 で の 高い 機動 力 を 
確保 し た 。 ガイ アシ ル エ ッ ト は この 不 整 地 走 硫 性 を 主体 と 
し て お り 、 四 足 形 態 へ の 可変 機構 を 採り 入れ て いる 。 さら 


E ガイ アシ ル エ ッ ト 


Аа 
ТЕТ 


専用 の シル エッ ト と レッ グ / 
た め 、 АЛТ СИИК ® Г: 


に ガイ ア か ら 進 化し て お り 、 上 半身 を MS 形態 の まま 下 半 
身 だ け を 四 足 形態 と する 、 半 人 半 馬 形 態 を 採用 。 陸地 に 
お ける 機動 性 と 同時 に 、 腕 を 使用 する 人 型 の 優位 性 も 獲 
得 し た 。 た だ し 、 半 人 半 馬 形 態 に お ける 戦闘 方 法 の 確立 
な どの 性 能 は 実証 され て お ら ず 、 戦闘 は 未知 数 で ある 。 


ド は ビー ムキ ャ ノン と し て 使う ほか 取り 外し て 携行 し 、 大 型 の ピー 
ド と し て 使用 で き 6。 グリ ッ プ は 可動 式 で 掴む こと か 可能 。 


IIIENA 


の 和 人 ちえ る シル エッ ト 


アビ スガ ンダ ム の 機能 を 付与 する シル エッ ト で 、 主 に 水 
中 で の 運用 を 目的 と する 。 海洋 が 7 割 を 占め る 地球 に あっ 
て 、 実 戦 に 投入 され た アビ ス は その 有用 性 を 広く 示し た 。 
これ を 採り 入れ る こと で イン パルス の 汎用 性 は さら に 向上 
する が 、 局 地 に お ける 合体 ・ 分 離 シ ステ ム は 対応 が 難し い 


Ш MA 形態 
BBURCSLODARLGTEROMA 
Макао. дао 
эгени ж. TS, 必 能 的 に も アビ 
ス に 劣ら な いも の と 考え られ る , 


こと も あっ て 検証 中 で あっ た よう だ 。 

チェ スト パー ツ は イン パル ス と 共通 だ が 、 レ ッ グ パー ツ と 
パッ ク パ ッ ク の 換装 で アビ スイ ン パ ルス ガン ダム と な る 。 В 
想 で は ペー ス 機 (アビ ス ) の 再現 度 が 一 番 高い シル エッ ト 
で あり 、 MA 形態 や 武装 は ほぼ 共通 で あっ た 。 


BRR 
M107 パラ エー ナ гаи чат, ASBRI MA-X229E 
IARE- AAA DEL 5. 


Ш FERINA 
ガン ダム 

水圧 対策 の た め に VPS 装甲 は 

全身 が 同じ 強度 で 統一 され て お 

п. 合体 後 は 寿一 色 の 機体 色 と 

な っ て いる 。 上 半身 は ノー マル 

の イン バル ス と 共通 で ある 。 


ша.т>э<х 144-10 
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MECHANIC FILE モビ ルアー マー : AEU-MAO7007 アグ リッ サ 9477 (mes) н] жш] 


アグ リッ サ 
МІНІ 2, 9 
Я AGRISSA ТҮРЕ 7 | ТҮРЕ 7 


AEU 


№ 


搭乗 者 フォ ン ・ ス パー ク 
Im COMPARISON CHART № COLOR 
40m ® 


ヘリ オン メデ ィ ウム 


AEU 軍 の 強襲 ホバー キャ リア 型 MA 「 タ イプ 7」 関連 ファ イル 


太陽 光 発 電 紛 争 期 、AEU 軍 が 開発 し た 強襲 ホバー 機 や ホバー タン ク 1 輌 他 を 搭載 可能 な 内 部 スペ ー ス 、 太 
キャ リア 型 MA が アグ 、 そ の 弟 7 仕様 に あ た テム か ら マ イク ロウ ェ ー ブ 送電 を 受け られ 
ル 外 に 搭載 可能 な 多 脚 ユ 
утаат a ot を 相 定 し た 仕様 と な っ て Л 0 б. еш бы 
お り 、 強 力 な プラ ズ マ 兵 器 を 搭載 する こと で 知ら れる ж 
j 御 と させ る 大 型 MA の 上 部 に MS が 合体 
リッ サ 特有 の シル エッ ト は タイ プ 7 も 同 | 


機体 上 部 に 合体 し た MS か ら 制 御 され る 点 が 
アグ リッ サ 本 体 の 機能 と し 


гї = 


MECHANIC FILE 


タイ プ 7 の 基本 構造 は 他 の アグ リッ サ 系 と 同じ く 、 ホ パー 
キャ リア 型 MA の 上 部 に 管制 ユニ ッ ト の MS を 接続 する 。 
西暦 2302 年 時 の 接続 MS は ヘリ オン の 改修 型 、AEU- 
05/00 へ リオ ン メデ ィ ウ ム (ヘリ オン 00 年 型 ) だ っ た 。 
タイ ブ 7 の アグ リッ サ 本 体 は 、 プラ ズ マ フィ ー ル ド 発生 装 
置 付き 脚 部 を 4 本 、 カ ー ボ ンク ロー 式 の 可動 アー ム を 2 本 
備え る の が 特徴 で ある 。 想定 され る 軌道 エレ ペー ター 防 
衛 任務 で は 、 近 接戦 闘 で 敵 機 の パイ ロッ ト の み を 行動 不 
能 に で きる た め 、 被害 を 局 限 し や すい 利点 が ある 。 
アグ リッ サ 系 は ホ バ リ 
LORETO AME. Б 
度 は あま り と れ な いよ 
うだ が 吉 度 は 低く な く 、 
強襲 突撃 任 務 に も 
充分 に 耐え 得る 


見 た 目 に 反し て 挫 地 
EK. 25770 
心配 は 少な い 。 BBB 

アフ ィ ー ル 
ド を 発生 きせ 、 inte 
面 と の 反発 力 を 得る 
た めで ある 。 


m 武装 装備 レイ アウ ト 


RRP PAC MRM, RUY ノ 飛行 状態 で は リニア キャ ノン 
LAOREET, МНЕ TSE TERR AR TRELT 5. 


力 受信 アン テ ナ 

太陽 光 発電 シス テム か ら 、 無 線 で 電力 供 褒 を 受け る た め の ア ン テ ナ 。 
勢力 団 内 な ら バ ッ テ リー 切れ の 可能 性 は 低く な る た め 、 電力 消費 が 小 し 
い ブ ラズ マフ ィ ー ル ド や プラ ズ マ キャ ノン を 使い や すく な っ た よう だ 


© カー ポン クロ ー 

脚 部 と 並列 装備 され た 近接 格 
RAL, они 
ける た めか 、 ソ ニッ ク ブ レイ ド の 
よう な 特 列 な 刃 は 持た な いよ う 
で ある 。 МОЖАХ ААСЬ 
用 いる と 思わ れる 。 


O プラ ズ マ キャ ノン . 


プラ ズ マ フィ ー ル ド 発 生 器 
プラ ズ マ フィ ー ル ド 発 生 装置 は 、 剛 で 

ん だ 英機 に 高 電 圧 を 掛け る 装備 。 HE 
で は な く パイ ロッ ト へ の ダメ ー ジ を 者 うた め 
濾 及 被害 が 少な く 、 軌道 エレ ベー ター の 
Масато. プラ ズ マ キャ ノン は 、 プ ラ 
ズ マ フィ ー ル ド で 動き を 封じ た 英機 を 攻撃 
する 指向 性 エネ ルギー 兵器 で ある 。 


ОНИ 


И о 内 部 スペ 
また は ホバー タン ク 1 細 、 オ ー ト ヤ トン 多数 な ど を 搭載 
ақтан, RAGE CURE, TOA УШЕН! 、 ン 


力 に より 、 使 用 可能 と な っ た 


大 電 : 
も の に 換装 され 、 ЛЕЛ 8257005, 


MORE INFO! 
タイ プ 7 の 戦い 


タイ プ 7 の 運用 例 と し て 知ら れる 
の が 、「 ガ ンダ ム 」 の 存在 を 察知 し 
た AEU の 俺 兵 フォ ン ・ ス パー ク が そ 
の 直 獲 を 試み た 事件 で ある 。 西暦 


ル に 撃 礁 され た が 、 フ ォ ン は "ヴェ 
ダ " の 判断 で 生か され 、 後 に ガン ダ 
ム マ イス ター と な っ た 。 


フォ ン は 戦場 を 転々 と し た チャ イル ド ソ ル 
ジャ ー で 、 アリ ー・ ア ル ス ( 上 ) 
の 下 で 戦っ て いた こと が ある 。 
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VAL-WALO 
- ヴァ ル ・ ヴ ァ ロ 


MATSUI “Color & Special Effect by AKIKO YAMAKAWA ` Background by HIDEKI NAKAMURA (STUDIO COCOLO) 


機動 戦士 ガン ダム O083 2: 


MECHANIC FILE (83) нь ОТ АЛ 


| m SPEC 
7: ï 全長 68.0m 
= ウ ァ ル ・ ヴ ァ ロ | 重量 2541002888 37980 
| JAV- 26.030kW 
| s 00008 


装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 
BR 大 型 メガ 粒子 砲 プ ミサ イル ・ ポ ッ ド X2 対 
空 ビー ム ・ ガ ン X2/"110mm パ バル カン 砲 メ 
4/ ブ ラズ マ ・ リ ー ダ ーx3 他 
所 属 ジオ ォ ン 公国 軍 
BRE ケリ イ ・ レ スナ ー 


OMPARISON CHART 
al ” 


収納 式 大 型 ク ロー 

+. AERO 
いる フレ キシ 
ブル ・ ベ ロウ ズリ ム に 近い 構造 を し て 
0, 柔軟 に 可動 する 。 航行 時 に は 折 
り 土 まれ て 後方 に 収納 され て いる 。 


MA-05 ビグ 
他 に ビー ム 


様々 な 先達 の 技術 を 継承 し た こと で 矛盾 を 抱え た MA 


MA-05 ビグ ロ を 改良 ・ 発 展 さ せる 形 で 開発 し た 宇宙 。 の 用 途 に 不要 な 格闘 兵 装 も 備え る な ど 、 各 々 の 
戦 用 MA が MA-06 ヴァ ル ・ 相反 する 矛盾 を 内 包 。 多 機能 性 が MA の 

ける 最大 限 の 機体 性 能 
発 さ れ た 様々 な MA の 要素 を 採り 入れ て いた こと が 特 В ; f4 結果 と な っ て し ま 
徴 で ある 。 全体 ォ ル ム や 格闘 戦 用 クロ ー・ ア ー 
ム は MAM-07 グラ ブロ か ら 、 広域 破壊 兵器 の アイ ディ 


- ブ ラウ ン 市 へ と 移送 。 その 
ある ケリ イ ・ レ ズ ナ ー の 手 に 流 !、 


Иа Ел FEER heo EDFER 


対 艦 攻 撃 か ら 対 MS 戦 闘 、 拠点 制圧 と 幅広 い 攻 撃 に 対応 
可能 な 兵 装 を 搭載 し て いる 点 が MA-06 の 特徴 で ちる 。 これ ら 
の 兵 装 は 高い 水準 を 読 る 一 方 、 運 用 意図 が 各々 異な っ た た め 
本 機 の 存在 を 曖昧 な も の の に し て いた 。 つま り 、 宇 宙 戦 闘 に 特 化 
JMA に 近接 格闘 戦闘 や 地上 を 制圧 する た め の 武 装 を 与え 
て も 、 す べ て を 運用 する こと は 困難 で あっ た 。 これ ら の 武装 が 高 
速 機動 に お いて デッド ウェ イト 人 { ヒ し て いる と の 指摘 も あり 、 本 機 
が 矛盾 を 内 包 し た 機体 で ある こと は 免れ な い 事 実 で あっ ; 

制式 採用 され ず 見 槍 て られ 
体 で あっ た が 、 ЗОВИ 

は 本 物 で あり 、 z 
IH TRX-78GP01Fb 


2 БЕТ 842и 
атын 


HHENRIEDIIX T: 
= 8838 2 B S= 
Een. YASER. 


О хехе 

ЙЕ Ба. 大 \ 
Ақа о Сара HIATT 

し て 現れ る 。 Я САХ.78СРОТЕЬ 

の シー ルド を 融 朋 させ る 威力 を 持つ 。 


対 き ビー ム ・ ガ ン 


m 武装 レイ アウ ト 


機体 の 左右 前 方 に 設置 され で いる 
対空 用 の ビー ム 兵 器 。 通常 は 機体 
に 内 蔵 さ れ て いる が 、 使用 時 に 外部 
аратара та 


る 。 аяза, 


© 110mm バ ルカ ン 砲 
лака хича 


機体 後方 に は ミサ イル 
革 設 置 され で いる 。 本 機 は 
兵 状 も 充実 し で お り 、 絵 合 的 な 火力 | 
は MA-05 を 上 回 り 、 玉 兵 装 の ひみ で 
MS を 圧倒 する こと も 可能 で ある 


Kate 
пош 


邦人 間 型 の 大 型 機 
шетінен. тыс 


主 カ と な る 武装 と し て 大 型 メガ 寺子 
型 ク ロー、 徐 部 に プラ ズ マ リー ダー 


を 配置 し て いる 。 SSMS MRO AMMAN TUS, 


у? 


Ө プラ ズ マ ・ リ ー ダ ー 

РОР AT кыш 
ПВР. RAR 
応 炉 を 内 蔵 し 、 接 地 後に ビ ピック で 地 
面 に 回 定 。 3 基 で プラ ズ マ 結界 を 展 
開 し 、 内 部 の 物体 に 強力 な 電磁 効 
果 に より 無 差 別に ダメ ー ジ を 与え る 。 


の 
2 
Š 8170-OR IC 


отрано 
た め に 本 体 と の アー ム 
基部 が 下方 へ と スラ イド 
する 。 RX-78GP01Fb 
と の 戦闘 で は この クロ ー 
TESEMA, その 自由 


バイ ロッ ト の 隻 腕 に 合わ せ て カス タム され た 操 終 系 


載 さ れ た コク ピッ ト は 、 他 の 公国 軍 製 MA 用 と 
き な 違 い は な か っ た 。 大 き な 変 更 点 と し て は 、 控 
終 系 読 の カス タム が 挙げ られ る 。 一 年 戦争 に お ける 戦闘 で 


食 腕 と な っ た ケリ ィ が 操縦 で きる よう に 、 彼 自 身 に よっ て 本 機 
の 操 継 系 統 に は 改造 が 施さ れ て いた 。 ほとん どの アク ショ ン 


を 1 本 の 操縦 反 で 可能 に する よう に 機能 を 集約 させ で いる ほ 
か 、 サ プ ・ ス ティ ッ ク も 用 意 さ れ て いた 。 元々 、 多 様 な 兵器 を 制 
御 する た め 複 た 本 機 の 操縦 系 が 、 隻 腕 仕様 と な っ た 
こと で より 困難 を 極め る も の に な っ た こと は 想像 に 難く な い 。 


機体 上 部 の 装甲 が コク ビッ ト の 外部 ハッ チ を 接 ね て お り 、 乗 話 時 に は 後方 
が 大 きく 開く 。 ハッ チ 周 辺 前 方 分 に は メイ ン ・ カ メラ の モノ アイ も 確認 で きる 。 


画 内 部 
| 2 


外部 ハッ チ の 下 に 見 える コク ビッ ト ・ ブ ロッ ク の 内 部 。 図 上 が 全景 、 MFE 
が 前 方 、 図 下 右 が ゲ モ ニタ ー/ 操 終 席 周辺 。 コク ピッ ト ・ 方 に は フ 
リー・ ス ペー ス が 設け て あり 、 折り 時 み 式 の 作業 台 が 設置 され て いる 


画 ワン ・ コ ント ロー ル ・ ス ティ ッ ク 
右腕 の み で MA-06 を 操 継 で きる 
本 に 改造 し た 。 この ステ ィ ッ ク の み 


本 的 な 操作 が 可能 で あり 、 そ の 他 


の 細か い 作業 に 関す る 補正 は すべ て コン ピュ ー タ が サポ ー ト し て いる 。 


шеа %54Х 
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機動 戦士 ガ ノ ダ ム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


SPEC 
全高 18.0m 
重量 41.61 (2 7000 
2- 助 2.000kW 
スタ 推力 188.000kg 
装甲 材質 ルナ ・ チ タニ ワム 合金 
RE EL 
グ ・ パ ズー カ *2/ ビ ピー ム ・ ラ イフ ル 。 


ガン ダム 試作 3 号機 
ステ イメ ン | 
END .... 


頭 部 
特徴 的 な ブ プレート 


ほか 、 左 側 頭 部 に は 2 バズ ー カ 
型 ア ン テ ナ が 装備 され 連邦 軍 
構造 上 の 問題 か ら 搭乗 者 コウ ・ ウ ラキ 


аштан 
m COLOR 


背部 ユニ ッ ト 

背部 の 推進 ユニ ッ ト は バッ ク パ ッ ク (上 
88) と テー ル ・ バ イン ダー (EBB) の 2 
ブロ ッ ク 構 造 と な っ て いる 。 ассын 
に より 、 合 計 188.000kg 
いう 大 推力 を 確保 し て いる 


比較 する と 、 膝 下 が 大 弄 化 
これ は 脚 部 スラ ス 
| 2-втаохи 

LEAT 57-50: 


号機 ステ イメ ン と 呼称 され る 。 MS を 
器 管制 モジ ュー ル と し て 中 枢 に 据え . 
計 コ ン セ プ ト の 基 で 


(в) н:01 же ОД 


ーー ベル x2 プ フォ ー ル ディ ン 


フォ ー ル ディ ング ・ シ ー ル ド ダ ハイ パー・ 


る あら ゆる 兵器 の 要素 を 取り 込み 、 史上 最強 の MS を 作 
彼ら が ひと つの 解 と し て 生み 出 

体 が 、RX-78GP03 ガン ダム 試作 3 号機 で ある 

ム ド ・ ベ ペー ス 「 オ ー キ ス 」 と 、 MS ユニ ッ ト 


造ら れ た 


その MS ユニ ッ ト は 特に RX-78GP03S ガン 


る こと は 少な い 、 

設置 され た 「 テ ー ル ・/ 

よる AMBAC 効 果 を 含む 
らし て お り 、 MS 単体 


四肢 と の 連動 に 
動 性 能 や 機動 力 の 向上 を も 
の 性 能 も 非常 に 優秀 な も の 
BS OMS SABER: て 
バイ ンダ ー や スタ ビラ イザ ー 技 術 が 注目 され て いる こと 7 
ら 見 て も 、 開発 陣 の 優れ た 先見 性 が 宰 え る 


FILE PREVIEW 
8302-15 アナ ハ 

- BERD 

ALLER 


MECHANIC FILE 


п01 зе 04с 


БЕХА АФ уһ 


単機 で の 運用 も 想定 され て いた ステ イメ ン だ が 、 本 来 は 
GP03 の 火器 管制 を 行う シス テム の 中 心 と し て 運用 され る 
機体 で あっ た 。 本 機 の た め に 用 意 さ れ た 兵 装 辞 に は そう し 
設計 思想 が 反映 され 、 一 般 的 な MS と は 大 きく 異な る ギ 
ミッ ク を 採用 し て いる も の が 多い 。 フォ ー ル ディ ング ・ バ ズー 
カ 、 フォ ー ル ディ ング ・ シ ー ル ド に 見 られ る 折り 墨 み 構造 は 、 
オー キス の ウェ ポン ・ コ ン テ ナ へ の 収納 を 前 提 と し た も の 
可能 な 限り 小さ く な る よう 設計 され て いる 。 な お 、 用 意 さ 
べ て の 兵 装 は オー キス と の ドッ キン グ 時 に も 運用 可 
能 で あり 、 そ の 際 に は サブ 兵 装 と し て 用 いら れ た 。 オー キス 
に 搭載 され た 大 型 兵 装 で 制圧 戦 を 行い 、MS サ イズ の 携 
行 兵 装 で 接近 戦 に 対応 する と いう 明確 な 区 分 が な され て 
いた の で ある 。 その た め 本 機 は 他 の MA と 比べ 、 高 い 汎 用 
性 を 獲得 する こと に 成功 し た の で ある 。 


フル を 用 いる な ど 、 RY 
жож 


画 フォ ー ル ディ ング ・ バ ズー カ 
白 り 時 まれ た 状態 で コン テ 
ナ に 収め られ て いる バズ ー 
Ф. 砲身 は 従来 型 より 5 割 
ほど 長く な っ て お り 、 マ ガ ジ 
сене. REIR 
装填 され て いる . 


E ハイ パー・ バ ズー カ 
当時 の 主力 MS に も 採用 され て し 
の まま コン テ ナ に 収納 で まる も の 
ALARA TEUN RIR 


ШЕ-л-%-Ххл 


イプ と 同じ も の で ある 。 | 


P 


< 


Z 


Ш フォ ー ル ディ ング ・ シ ー ル ド 
2 分 割 し て 折り 時 まれ る 専用 シー N 
部 


特殊 構造 


ステ イメ ン は 非常 に 高い 機動 性 を 有 し て いた こと で 知ら 
れる が 、 機 体 背 面 に 備え られ た 独特 の 形状 の テー ル ・ バ 
イン ダー は 、 も と は ガイ ド と し て オー キス と の 物理 的 な 結合 
を 行う た め の 装 置 で あっ た 。 た だ し 、 単 体 で の 運用 時 に 
は 広い 可動 域 を 持つ AMBAC 肢 と し て 機能 し 、 高 い 機動 
性 を 生み 出す 原動力 と な っ た 。 これ に より 同機 の 機動 性 は 
「180 度 姿勢 変換 を 0.8 秒 で 行う ] と 言わ れる フル バー 
敵 す る も の と な っ て いる 。 また 膨 部 に 備え られ 
フォ ー ル ディ ング ・ ア ー ム は 、 ウ ェ ポ ン ・ コ ン テ ナ か ら 兵 装 
を 取り 出す た め の も の で あり 、 ド ッ キ ング 時 の 運用 性 を 高 
め る 機構 で あっ た 。 これ ら 通 常 の MS に は 見 られ な い 狂 自 
の 機構 か ら も 、 本 機 を 巨大 シス テム の 一 部 と する 設計 思 
ЗВЕРЯ 52 LY TES, ステ イメ ン 自 体 の 性 能 向上 
は 、 あく まで その 機構 に 付随 し た も の と 見 る べき で あろ う 。 


「 デ ンド ロビ ウム 」 と 呼ば れ 
る 形態 で の 運用 が 前 提 と 
た め 、 高 性 能 


と ん ど な か っ 


ドッ キン グ を 前 提 と し た 機構 と それ に 付随 する 機能 性 


画 テー ル ・ バ イン ダー 
サイ ド ・ ス カー ト に 接続 され 
る テー ル ・ バ イン ター。 8 
面 に 設置 され た スラ スタ ー 
は ベク ター ドー ノズル と し て 
ТЛ 
向上 に 寄与 し で いる 


コク ピッ ト 


ステ イメ ン の コク ビッ ト は 一 般 的 な MS と 同じ く ボ ディ ー 中 
央 に 置か れ て いる が 、 操 継 シ ステ ム そ の も の は 全 天 周 囲 
モニ ター と リニア ト を 採用 し た 先鋭 的 な も の だ っ た 。 
U.C.0080 年 代 初 頭 に お いて 同 シ ステ ム は 最高 峰 の も の 


Nm コク ピッ ト ・ ハ ッ チ 


ЕРОТ 中央 の 外部 ハッ チ が 上 方 に 展開 。 さら 
СЕНЕ 5—0 MEM SAB FARIS 


先鋭 的 な コク ピッ ト - シス テム 


で あり 、 ス タン ダー ド と な る の は 後 の グ リプ ス 戦 役 期 で あっ 
た 。 だ が 、 複 雑 化 を 極め た 試作 3 号機 全体 の 機能 に 対し 
て は 、 同 シス テム を も っ て し て も 充分 で は な か っ た 。 これ は 火 
器 管制 が 集中 し 過ぎ た た め の 弊 害 で あっ た と 考え られ る 。 


全 天 周囲 モニ ター の 採 
яис). ият 
の 形状 は 球形 と な 
な お コン ソー ル 系 は 宰 
雑 化し て お り 、 情 報 を 
処理 する パイ ロッ ト に 負 


画 コク ピッ ト 


フォ ー ル ディ ング ・ ア ー ム 
使用 時 に は 、 ま ず マ ニ ビュ 
レー ター の 付け 根 を 支点 と 
UT FRED RRL. RF 
部 分 の ハッ チ が 開い て ク 
アー ム が 引き 延 ば き 


MORE INFO! 


ラビ アン ロー ズ で の トラ イア ル 
ステ イメ ン 及 び オ ー キ ス の トラ イア ル は ラビ アン ロー ズ で 
ЗВЕНА, ORG 「P ス ペッ ク 」 と 呼ば れる 別 仕 
様 機 が 用 いら れ て いた と する 説 が ある 。 た だ し コア ・ ブ ロッ 
ク ・ シ ステ ム を 採用 し た その 機体 は 、 アル ビオ ン 隊 へ の 謀 
жай. РОВОВЕ СКИ СЕ BD, 


Һолл, アル ビオ ン 隊 に 引き 渡さ 
れ た ステ イメ ン は 、 この 機体 を 改修 し た も の と 言わ れ て いる 。 


сма. 7:91х 
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BRI 


_ RMX:818T 


квн 


換装 に よっ て 仕様 を 変更 可能 な MS が 
準 装備 型 に あたる の が RX-81S 

戦闘 型 が RX-81LA ジー ライ ン 

年 戦争 時 、 ガン ダム ・ タ イプ MS 

ュー タイ ブ 搭乗 時 の 


ジー ライ ン 


G-LINE STANDARD ЗСУ 


スタ ンダ ー ド 用 増加 装備 


(A88) т swe 42a 


B SPEC кеі RX-B1LIGNT ARMOR- 
全高 一 一 (頭頂 高 19.2m) 


SPEC 
“ЗЕ _ 
重量 


重量 36.0t( 全 備 重量 66.5 


Улду-Я-НИ 1,580кМ/ 


2923-ЯЛ 71800 


АЗАЯ) 71.800kg 


RPH ルナ ・ チ タニ ウム 合金 


BERZE 


RE ヘビー・ ラ イフ ル パル カン 砲 


多様 な 増 
加 装備 を 施す こと で 様々 な 運用 形態 に 対応 する 。 フル 
アー マー・ ガ ンダ ム に 代表 され る 増加 装備 型 MS と 異な 
る の は 、 増加 装備 の 搭載 を 前 提 
フレ ー ム 状態 で の 運用 を 起 定 し な い 点 な 
増加 装備 形態 の スタ ンダ ー ド は 、 MS の 部 品 の 互換 性 
を 重視 し つつ 、 兵 装 の 変更 を 可能 と する オプ ショ ン を 中 心 
計 さ れ た 戦闘 型 の ライ ト ア ー マ ー は 一 撃 離 腕 
戦術 を 想定 し 、 不要 な 装備 を 排除 し た 点 が 特徴 だ っ た 


ジー ライ ン 
ライ ト ア ー マ ー 


ИМЕ LIGHT ARMOR Ж 5294 


関連 ファ イル 


MECHANIC FILE 


А8) һе01 ser 424 


イン スタ ンダ ー ド で は 、 ふ た つの 要素 が 
重視 され た 。 MS の 部 品 の 互換 性 、 そ し て 兵 装 換装 の 容易 
さき で あり 、 汎用 性 や 冗長 性 を 重視 し た 機体 だ と 言え よう 
機体 特性 は 攻撃 カノ 防 得 カ 機動 性 の バ パラ ンス に 優 
れ て お り 、 地 球 連邦 軍 の 汎用 MS と し て は 一 般 的 な 傾向 
で ある (増加 装備 型 MS は 鈍重 な イメ ー ジ が ある が 、 スタ ン 
ダー ド は 違っ た ) 。 た だ し 全 性 能 が 押し 並べ て 高く 、 ジ オン 
公国 軍 の ゲル ググ と 比較 し て も ハイ スペ ッ ク で あっ た 。 


[標準 装備 」 な が ら 、 そ 
の カタ ログ スペ ッ ク は ガン 
ダム や ゲル ググ ( 左 ) を 
上 回 っ て お り 、 一 年 戦争 


る こと で 
で きる ほか 、 ЯШЕН о 
チ を 備え る 。 セン サー 有効 
性 は 8.000m に 達する 。 


ШЕ ЕШ HEMN 

ほぼ 全 身 に 、 ル ナ ・ チ タニ ウム 合 

) 例 製 の 増加 装備 を 施 ! o 増加 装 
7-2 備 設置 の スラ スタ ー ヤ 補助 

ア 、 ラ ンド セル の テー ルス タビ ライ 
ザー (t) z: 


Ш ショ ー ト ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル 


スタ 


XBR-M-79-07G よ り 大 型 の よ : 


kJ と は 言っ て も ガン ダム 用 の 
に も 何れ て いる 。 


な 火力 を 持つ ほか 、 
近接 支援 攻撃 や 対 
適する よ 


機体 構造 


RX-81LA š TT BORAT 
に 対応 し た 高 機動 仕様 ある 。 ライ ト ア ー マ ー 用 増加 装 
備 は 推進 器 や 補助 バー ニア 、 セ ン サ ー な ど で 構 成 さ れ て お 
り 、 ス タン ダー ド の よう な 追加 装甲 は ほとん ど 装 備 し な い 。 
装甲 を 犠牲 に し て 推進 力 (推力 対 重量 比 ) を 向上 させ る コ 
ン セ プ ト は 、 地 球 連 邦 軍 系 高 機動 機 の 基本 方 針 に 
も の と 言え る 。 一 方 、 手持 ち 火器 は 強力 な ヘビ ー・ ラ イフ 
ル が 用 意 さ れ 、 一撃 離脱 戦術 で の 有効 性 を 高め て いる 。 


ドム (Ж) が ジャ イア ント ・ 
バズ を 主 兵 装 と し た よう 
(RRB TLE 
KEL MRON hy 


MORE INFO! 


RX-81 は ガン ダム の 量産 仕様 の 一 機種 に あたる が 、 
「 ガ ンダ ム の 完全 量産 化 ] を 目指 し た ほか 、FSWS 計 画 
の デー タ を 反映 され た 特殊 な 機体 で ある 。 ガ ンダ ム の 量産 
仕様 機 と し て すでに ジム が 開発 され で いた こと 、 FSWS 計 
画 の 本 流 か ら は 明らか に 外れ て いた こと な どか ら 、RX-81 
計画 自体 が 傍流 の プロ ジェ クト だ っ た と も 考え られ る 。 


基本 フレ ー ム に 増加 装備 
を 施す RX-81 の 発 天 は 、 
FSWS 計 画 の 延長 線上 


レー ム と 武装 ・ APNA 


Щ uur sm tems 
近い と も 言え る 。 


軽量 か つ 高 推力 の ライ ト ア ー マ ー кен 


TY 


“Te 


E im ш 

титан or жак 
ОА НЕРВ, 軽量 化 と 推進 を 
追求 し た 結果 で あり 当時 の 連邦 写 の MS で も 屈指 の 上 動 カ を 持つ よう だ 


PEASANTS TI. 


-жазмыла 
極め て 大 型 の 3 


後世 の MS (を は 第 
四 世 代 MS の MSZ- 
010 ZZ ガン ダム ) 
の も の と 異な り 、 推 
進 器 や プロ ベラ ント ・ 
タン ク が 大 半 を 占め 


タン ダー ド 用 の ショ ー 
у. ясавул 
れる と 加わ れる 


RX-78NT-1 

アレ ックス 

ニュ ー タ イブ 専用 機 と し 
て 開発 され た ТЕ, 
X81 DE: 
DROS), тожа 
は RX-81 は アレ ックス 
の 量産 仕様 と 言え る 。 


RX-78NT-1 
アレ ックス 


Ма HEP | 


ж 


сма - 7291 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY MSV 


MECHANIC FILE 


[Д\ 
Яз 


М 


リー ズ の 中 で も ZGMF-X56S イン 

パル スガ ンダ ム は 特殊 な 存在 で あ イン パル ス は 、 コ 
闘 機 を 核 と し た 合体 分 

離 機構 と 、 外 部 か ら の エネ ルギー 供給 を 可能 と する デュ ー 
デー ム 送 電 シ ステ ム を 搭載 。 意欲 的 な 新 機構 を 

体 分 離 機構 と 


れ が 分 離 式 機動 コク ピッ ト ・ 動 力 性 能 実 
証 型 MS の ZGMF-X101S ザク スプ レン ダー で ある 。 
人 的 資源 が 豊富 な 地球 連合 と 異な り 、 プ ラン ト ( 


人 FAN 


モビ ルス ー ツ : ZGMF-X101S ザク スプ レン ダー 


(188) н:01 sitet Î 7a 


ZAKU SPLENDOR 3 


ӨМЕ-1000 ザク ウォ ー リ ア と 


連 フ ァイル 
ロッ ト の 生還 率 の 維持 ・ 向 上 は 至上 命題 で あっ た 。 ышып 


解決 の た め 発案 され た の が 、 非常 用 脱出 シー ト の 延 


リー 
жап 

送電 シス テム で あり 、 
Ма: 

ト の 増加 を 招い た こと か ら 、 


に だ し 、 新 シス テム 導入 は コ 
前 段階 と し て メリ ッ ト を 明示 す 
る た め の 実 証 機 が 必要 と され 、 本 機 が 急速 製造 され た 。 


AGS) mm ег 176A 


イン バル ス 開 発 前 に 完成 し て いた 新 シス テム の 組み 込み _ 


ザク スプ レン ダー は 、 機動 コク ピッ トシ ステ ム と デュ ー ト リ М 試作 弄 
オン ピー ム 送 電 シ ステ ム の コン セプト 実証 機 で ある 。 ペー コア スプ レン ダー 
ス の ザク に 試作 型 コ アス プレ ンダ ー を 内 装 する 大 改修 が 
施さ れ 、 上 半身 と 下半身 も 独立 し た 飛行 能力 が 付与 され 
た 。 併せ て デュ ー ト リオ ン の 変換 コン バー タ が 設置 され る 
と 共に デュ ー ト リオ ン ピ ー ム の 受信 シス テム も 搭載 。 HY 
ステ ム の 採り 入れ 方 は 本 機 で ほぼ 完成 され て いた 。 


を 制式 採用 し た 検体 は 、 
イン パル ス 以 降 は 登場 し 
て いな い 。 この た め 採用 
に 政治 的 な 介入 が あっ た 
товоо, 


сун 


өзм 
本 機 は 2 機 製造 され 、1 号 MR CORTT A, иж 
で SHARE TAL. 時 に 分 区 し 、 前 線 か ら 友軍 
MERRIEN <> 拠点 へ と 帰投 で きる 飛行 能 
パルス (Ж) の 実用 化 カ を 持つ 。 イン パル ス の も 
2 号 模 は 保管 施設 で モス の と 異な る ポッド 型 を し て お 
ポー ル 保存 と な っ た 。 у. теш. 


ө 合体 時 

MS と 合体 し た 状態 。 パッ 
ク バ ッ ク 側 が 上 に ステ イド 
исвваптиа, 前 方 
の フィ ンー は 下部 に 収納 まれ 
て お り 、 飛 行 時 に 左右 の 
フィ ン と 共に 属 開 さ れる 。 


画 チェ スト フラ イヤ ー Ш レッ グフ ライ ヤー 


シー ルド が 前 方 に 向け られ 機 普 と し て 


機能 。 この : ド は 大 気 園内 に お け = 
Біз 122 БАЛ (E) 
に も 機能 的 に 継承 
スラ スタ ー の 強化 と 制御 AI の 再 設定 が 両 半 
力 下 環境 で も 5 一 10km の 動力 飛 行 
саноати. 
合体 分 離 シス テム の 応用 と シル エッ トシ ステ ム 
コア スプ レン ダー シス テム に よる 合体 分 離 は 、 パ イロ ッ ト の シル エッ ト フ ライ ヤ ドラ グ - ライ ヤ 
生 運 を 目的 と し た 当初 の コン セプト か ら 進 展 し 、 インパ ルス で は 換装 バッ ク パ バッ ク で ある シル エッ 
武装 痢 村 を 担う ラン ル エッ トシ ステ ム と 併用 する こと で 戦術 的 な  ҺЕШШТОМт MMR. AT 
運用 も 確立 され て いく 。 さら に は チェ スト ノレ ッ グフ ライ ヤー も 別 SETMANA ART. 
の 換 凌 パー ツ と し 、 上 半身 / 下 半身 も 自在 に 付け 変え て 別 одада. 
の 機体 と する 、 進化 し た 合体 分 苑 の 構想 も 考え られ て いた 。 
в カル ナハ ン 渓 谷 の ロー エン 
ダリ ン 砲 台 攻 早 の 際 、 合 
信人 区 シス テム を 活か し て 
RUMEN F 
йени? {> / ОД. 
— 
改良 に よっ て 一 盤 の パイ 
で も 使用 可能 と な っ た 
ステ ム 。 これ を 次 世代 の シル エッ ト フ ライ ヤー 構想 に : 機体 。 ドラグーン シス テム 
г を 導入 する こと で 、 SABES LAP SRR. MS 
パイ ロッ ト が 自分 で 操り 、 васее лиот. 


ema varz 145-10 


sí 
D 
А 
Б 
N 
H 
= 
а 
ЕЗ 


і Н М RX- | 1 | —— サイ コ ・ カン ダ h 1 ч oe 40.74m (MA 形態 33.53m) 
5% У PSYCO GUNDAM Mk-T | Беке сак ол 


| ーー RPAN ガン ダリ ウム 合金 
| 
| 


RE х-Е—4х2О RAH 
頭 部 ム 砲 X3 プ シー ルド 有線 サイ コミ ュ 式 
コク ピット は 頭 部 に 設置 され て お ビー ム ・ ソ ー ド 2/ 頭 部 メガ ・ ビ ー ム 
り 、 杏 部 の 装甲 が 下方 ヘス ライ 
ド し て 乗降 する 。 頭 部 は 本 
体 か ら 分 離 で き 、 脱 出 ポッ ド 、 
тышта. 


構造 砲 x*2 る プリ フレ クタ ー・ ピ ビット x 多数 

MS 形態 か ら MA 形 態 へ 変形 可 
能 。 その 変形 機構 は MRX-009 
EMBL TUS. N-ARE 
も 本 体 に 搭載 する 火器 が 増加 
し て いる こと か ら 、 内 分 模造 は 
複雑 化し て いる と 思わ れる 。 


バッ ク バ ッ ク 
バッ ク バッ ク は 2 基 の 」 
され で お ちり 、 推進 用 スラ スタ ー を 各 2 
基 ず つ 搭載 し て いる 。 MS 形態 時 に 
は 、 バ ッ ク バ ッ ク 中 央 部 の スペ ー ス 
に へ ボド ・ カ バー を 収納 する 。 


ын 
жилик SLED, ふく 
БЕШЕНЫЕ Е 
御用 バー ニア が 追加 され て 
いる 。 下肢 部 に 搭載 され た 
8 基 の メガ ・ ビ ー ム 砲 は MA 
形態 で も 使用 で きる 


一 年 戦争 終 

つい て 研究 を 行 

の 最 中 、 つ い に サ イコ ミュ を 搭載 し : 

機 、 MRX-009 サイ コ ・ ガ ン г 

継 機 と し て MRX-009 の デー タ を 基 に 開発 され た 機体 -010 は グリ プス 戦役 末期 

2% MRX-010 サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-T で ある 。 用 する も 戦闘 で 中 破 し 、 放 棄 さ れ て し ま 2。 
MAD - ROME RRL COBRA 機 は ネオ ・ Б 運用 され た 

し て 開発 され た MRX-009 は 、 巨 大 な 機体 に 大 火力 と は 本 機 が 極め て 高度 = 

フス キー・ ク ラフ ト 、 そ れ ら を コン トロ ー ル す < く 、MRX-010 が NT 専用 機 と ! 
サイ コミ ュ ・ シ ステ ム を 搭載 し て お り 、 近接 戦闘 に 
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| қы РЕР ТЕРЕ ТОЗ ТЕЗ УЛЫН 


MRX-010 は 、 ペー ス 機 で ある MRX-009 の 「 大 火力 に よ 
る 瑞稀 力 の 呈 減 ] と いう コン セプト を 継承 する と 同時 に 、 さ 
5 な る 強化 を 図っ て いる 。 MRX-009 で は 、 機 体 前 方 に 拡 
英 ビー ム を 発射 する 形 で 広範 囲 へ の 攻撃 を 可能 と し て いた 
が 、 本 機 で は それ に 加え 全身 に ム 砲 を 装備 し 、 全 
方 向 へ の 一 斉 射 を 行う こと が で きた 。 さら に 下 腕 部 は 有線 サ 
イコ ミュ 式 ビ ー ム ・ ソ ー ド (メガ 粒子 砲 と し て も 使用 可 ) と な っ 
て いる 。 また 、 多 数 の リフ レク ター・ ビ ッ ト を 装備 し た こと で 
疑似 的 な オー ルレ ンジ 攻撃 を も 可能 と し て いる 。 

パス ク ・ オ ム 指 揮 下 の ニ . 

SAT BRO PEL THER 
し た MRX010 サイ コ ・ ガ ン 
Жамы. ゲー ツー キャ の 


バウ ンド ・ ド ッ ク が 監視 役 と し 
АНЯ 


有線 サイ コミ ュ 式 a = 
Бату зан Фе” 


ド が 展開 され る 。 ARLES 
xR ALL TRATES 


ペー ス 機 同様 、 額 部 分 に 2 
RROA C- LEK 
し て いる 。 頭 部 を 本 体 か ら 分 
мил. JBL TCSMSZ- 
01 Аа Е, 

БДТ 124 / 


回 * ガ ・ ビ ー ム 砲 


全身 20 箇 所 に 配 さ れ た メガ ・ ピ ビー 
ム 答 は 、MS 形 態 時 に は すべ て 使 
用 可能 。 MA 形態 時 は 腰 ア ー マ ー 
部 の 発射 口 が 隠れ て し まう が 、 そ 


の 他 の ビー ム 砲 は 使用 で きる 。 


る リフ レク ター・ ピ ビット 
1 フィール ド を 利用 し て ビー ム 


ピー ム を リフ レク タ 、 
ка. ERE 
と も 可能 で ある 。 


ST NABE. 攻撃 用 機動 要 寒 と し て の MA 形態 


MRX-010 は 、「 モ ビル ・ フ ォ ー ト レス ] と も 呼ば れる MA 形態 
で の 運用 を 基本 と する 。 移動 に は ミノ フス キー・ ク ラフト と 推進 
用 スラ スタ ー& 姿 勢 制御 用 バ パー ニア を 使用 する こと で 、 大 気 園 
内 で の 飛行 を 可能 と し た 。 MS と 比べ て 機動 性 は 劣る が 、 機 動 
要 宏 と いう 特性 を 発 探す る 上 で は 充分 な 機能 で あっ た 。 


СВИТ SIS 
は 、 あ ら か じ め MA 形態 に 
変形 し て お 〈。 な お 、 グ リ 
プス 戦役 で は MA 形態 で 
の 運用 は され な か っ た 。 


MAREEN, Ват СЯ 
1 る スラ スタ ー が 使用 で き 、NRX-009 
と 比較 し て 機動 力 が 向上 し て いる 。 
D-NEI RELI SEM. BAS 
れ て も 飛行 に 支障 は 無かっ た よう だ 


МЄН SMABRBEA ORR. /%у2/Ху2 
部 が 下方 へ スラ イド する 。 腕 部 は MA 形態 で も 


= 用 


グリ プス 戦役 末期 、 ム ラサ メ 研 究 所 で 開発 され た MRX- 
010 は 、 バス ク ・ オ ム 大 佐 が 指揮 を 執る ドコ ス ・ ギ ア に 配備 
され 、 同 艦 に 所 属す る 強化 人 間 ロ ザ ミ ア ・ バ ダム の 乗 機 と 
を る 。 ロ ザ ミ ア は 、 月 面 都市 グラ ナダ へ の 小惑星 アク シズ 落 
下 を 阻止 し よう と する アー ガマ 了 撃 肩 の た め 出 撃 し た 。 だ が 、 
MSZ-006 に 頭 部 コク ピッ ト を 狙撃 され 、 活動 不能 と な る 

その 後 、 中 宙 を 漂っ て いた MRX-010 は ネ 
て 回 収 ・ 修 復 され る 。 そし て 、 同 軍 の 戦艦 サン ドラ で 冷凍 睡 
眠 処 置 を 施さ れ て いた プル ツー の 搭乗 機 と し て 配備 され た 。 
地球 の ダブ リン へ の コロ ニー 落着 後に アー ガマ と 交戦 。 プ 
ル の 搭乗 する キュ ベレ イ Mk-II を 撃破 する も 、MSZ-010 に 
撃破 され て し まっ た 。 


アー ガマ 撃墜 の た め テ ィ タ ー ン ズ と ネオ ・ ジ オン に よっ て 運用 され た 機体 


ロ ザ ミ ア 
オー ガス タ 研 究 所 出身 の 強化 人 | 2 
СЕНЕК ЕН} S, 同じ 独 化 人 間 


を 兄 と 旭 議 させ られ る こと で 本 神 を 安定 させ て いた 。 


後 、 アク シズ (ネオ ・ ジ オン ) 


回 和信 後 ま れる こと と な る 。 
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制 宙 権 を 握っ た ジオ ン 公 国軍 が 「 宇 宙 空 間 か ら 大 
気 囲 内 の 攻撃 目標 を 一 方 的 に 攻撃 する ] と いう 斬新 
な 発想 を も と に 開発 を 進め た 兵器 が 、 モ ビル ダイ バー シ 
ステ ム で ある 。 宇宙 空間 か ら 地上 へ と 物資 を 輸送 する 
L.W.C. (Logistics Weapon Container 一 大 量 兵器 コ 
ン テ ナ ) を 、 輸 送 だ け で な く 、 空 抵 や 場 陵 作戦 に も 転用 可 
能 な 攻撃 兵器 化す る こと を 目的 に 開発 は スタ ー ト し た 。 

LW.C. を 攻撃 兵器 に 転用 する に あたっ て の 問題 点 
は 、 機 動 性 が 低く 、 対 空 攻撃 に 対し て 脆弱 で ある こと 
だ っ た 。 そう し た 問題 を 、 有 人 機動 ユニ ッ ト を 取り 付け る 


特徴 と 言え る だ ろう 。 аховы НЕС 
大 気 國 突 入 後に 本 体 を コン トロ ー ル し 、 対 空 防御 を 行 


いつ つ 、 攻 撃 目標 を より 正確 に 破壊 する 一 一 この 軍用 


関連 ファ イル 
М5М07 スゴ ッ ク ( 量 産 型 ) 


の 鑑 と な る 機動 管制 ユニ ッ ト は 、 当 初 専 用 機 の 開発 が 
予定 され て いた 。 し か し 、 オ デ ッ サ の 陥落 に よっ て 宇宙 
へ の 撤退 を 余儀 な くさ れ た 公国 軍 は 、 同 ユニ ッ ト に 活躍 
の 場 が な く な っ た 水陸 両用 MS を 転用 。 その 結果 MSM- 
07Di ゼー ゴ ッ ク が 急造 され 。 ジャ ブロ ー か ら 打 ち 上 げ ら 
れる 地球 連邦 軍艦 艇 の 迎撃 に 投入 され た の で ある 。 


まれ た 水陸 両用 MS。 в 
管制 ユニ ッ ト へ の 転用 時 、 
eT 
炉 の 大 出力 が 活か され た 。 


ル ダ イ バー シス テム 第 1 兵 装 プ 第 2 兵 装 実体 弾 兵 装 に よる 迎撃 シス テム 


モビ ル ダ イ バー シス テム の 兵 装 プ ラッ ト フ ォ ー ム と な る の 
が 、 大 気 園 突入 時 の 空力 加熱 に 耐え 得る 性 能 を 持ち 、 攻 
撃 対象 に 応じ た 兵 装 の 搭載 を 可能 と し た L.W.C. で ある 。 
第 1 第 2 兵 装 と も 同型 の L.W.C. を 使用 し て いる が 、 内 

わせ て 内 骨格 的 な 構造 の 専用 フレ ー ム が 
、 し .W.C. は 単なる 巨大 ウ a 
008733 RRR. АМН 
入 時 に セー ゴ ッ ク 本 体 を 守る と いう 役割 も 果たし た 


発 徒 時 に は LW C. の 側面 が 殿 開 。 ミサ イ 


п L. W.C. (標準 タイ プ ) 


Штатта 


ы 第 2 兵 装 (28 連 装 ロ ケッ ト 弾 ボッ ド 「R-1」) 


кеда наа, 第 1 
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МА-08 ビグ ザム 用 の 兵 装 と し て 開発 され た と 言わ れる 
試作 拡散 ビー ム 砲 「 タ ー ベ ペル メ ] を 装備 し た 第 3 兵 装 。 ж 
体 弾 を 使用 し た 第 1 第 2 兵 装 と は 運用 方 法 が 大 きく 異 
な り 、5 基 の メガ 粒子 砲 を 束ね た ビー ム 兵 装 を 効率 良く 使 
用 する た め に 、 攻撃 タイ ミン グ は 上 昇 中 の 敵艦 族 を 後方 か 
ら 射撃 する と いう も の で あっ た 。 ちな み に 高速 で 落下 する 
た め に 対空 攻撃 を 受け 難く 攻撃 範囲 が 広い と いう 利点 は 
あっ た も の の 、 攻撃 時 間 は 短い と いう 欠点 も あっ た 


BARA GOR 
方 法 に つい て も 、 他 
ORM REE 


ター ベル メ の 運用 時 
LW.C. の 外装 パネ ル 
は すべ て 取り 払わ れ . 
クー ベル メ が 展開 。 本 
ИМЕНИЯ, 


a BRR RERE- LETIA) 
пси, Saa аео 
FRAP РА AIF лел. hh 
жига, SCARE CES, RAMEE 
と の 可能 と な っ て お り 、 BAL CUSEMRICHL СӘМЕКЕ TH Of 


Jj SH 上 CS て 、 よ 上 
74 


ашсын 
伴っ て いた 


п] SHEET 04 


О MENTS 
( 枚 の エア ブレ ー キ が 配置 され で いる 。 


S2ORKOET, MON 
が 広く 、 攻 撃 力も 高かっ た 。 な お 
理 部 に は 減速 用 の スラ スタ ー が 配 
置き れ て いる 


堆 表 に 対し 、 ほぼ 本 
直 に 落下 する 。 そ の 
а. ймы 
時 に カバ ー を パー ジ 
し RHES 
a 


272242 度 重なる 実験 に よっ て 熟成 され た シス テム と 運用 法 


モビ ル ダ イ バ ー シ ス テム の 運用 に つい て は 、 当 初 第 604 
技術 試験 隊 に よっ て 運用 試験 が 行わ れる 予定 で あっ た 。 
その た め 、 全 9 機 造 られ た ゼー ゴ ッ ク の うち 5 機 が 、 同 試験 
隊 の 試験 支援 艦 「 ム スペ ル ヘ イム ] に 搭載 され て いた 。 し 
ж, その 運用 試験 直後 に 「 ム スペ ル ヘ イム ] が 連邦 軍 
の 攻撃 を 受け て 撃沈 。 4 機 の ゼー が 失わ れ た 。 

この 後 、 運 用 試験 は 第 603 技 術 試験 隊 に 引き 継が 
れ 、 残 る 機体 が 技術 試験 能 [ヨー ツン ヘイ ム ] に 搭載 さ 

た 。 その 結果 、 ゼ ー ゴ ッ ク に よる 運用 試験 は 、 第 604 
て 1 回 、 第 603 技 術 試験 隊 に よっ て 3 
В. 計 4 回 行わ れ た こと に な る 。 ちな み に 同 時 期 に は 、 す 
に 宇宙 と 地上 の 補給 ルー ト は 断絶 され て お り 、 機 体 を 再 
び 宇 宙 に 運び 出す の は 難し い 状 況 に あっ た 。 その た め 、 
運用 試験 後に は モビ ル ダ イ バー シス テム ーー ゼー ゴ ッ ク と 
L.W.C. は 共に 投 来 され 、 帰 投 し た パイ ロッ ト と 運用 デー タ 
の み を 回 収 する 予定 と な っ て いた 。 


モビ ル ダ イ バー シス 
テム の 運用 試験 の 
パイ ロッ ト は 海兵 隊 


彼 は 4 回 すべて の 運 
用 試験 を 実施 し た 。 


Адел 
REBUT. ヨー ツン 


mman. 


m 計 4 回 に 責 る 戦闘 と その 経 紳 
© 第 604 技 術 試験 隊 で の 運用 試験 " 母 能 の 撃沈 と 攻撃 の 失敗 
U.C.0079 年 12 月 初旬 、 モ ビル ダイ バー シス テム の 
用 試験 が 行わ れ た 。 し か し 試験 開始 直後 、 第 604 技 術 試 
験 隊 の 試験 支援 艇 「 ム スペ ル ヘ イム 」 が 地球 連邦 軍 の サ 
PARF EM СЕЕ СД. KAMAT 
降下 し た モビ ル ダ イ パー シス テム も 攻撃 に 失敗 し た 。 試験 
支援 艦 の 損失 、 シ ステ ム デ ー タ の 未収 集 と いう 最悪 の 形 
で 軍用 試験 は 終了 する こと と な っ た 。 


© 第 2 次 運用 試験 高 高度 軌道 で の 水平 方 向 攻撃 
第 2 次 運用 試験 で は 、 高 度 10.000m に お いて 、 衛 星 軌 
道上 で 水平 飛行 に 入る 瑞 艦 を 後方 か ら 攻撃 する 作戦 が 
に は 第 2 兵 装 で ある 28 連 装 ロ ケッ ト ボッ 
高 高度 で の 攻撃 は 敵艦 の 背後 を 取る ま 
だ が 、 地 上 か ら の 対空 ミサ イル 攻撃 を 受け 
て し まう 。 攻撃 か ら の 回 避 行 動 を 行っ た 結果 、 モ ビル ダイ 
パー シス テム は 射程 園 外 へ と 追い や られ る こと と な っ た 。 


ド が 採用 され た 。 


Ф 第 1 次 運用 試験 成層 圏 で の 水平 方 向 攻撃 

第 603 技 術 試験 隊 に ホル バイ ン 少 尉 が 
0079 年 12 月 3 
ゴ ッ ク は 、 第 1 兵 装 を 装着 
プ を 行い 、 水平 姿勢 を 取っ た 後 、 高 度 4.000m で サラ ミス 
と 交差 し つつ 攻撃 を 実施 。 し か し 、 中 距離 ミサ イル は サラ 
ミス 級 が 散布 し た フレ ア に よっ て 携 乱 され で 命中 に は 至ら 
+. 運用 試験 は 失敗 に 終わ っ た 。 


© 第 3 次 運用 試験 交差 軌道 で の 垂直 方 向 攻撃 

第 3 次 運用 試験 で は 、 試作 拡散 ビー ム 砲 「 ク ケー ベル メ ] 
を 搭載 し て 作戦 を 実施 。 作戦 内 容 は 垂直 旗下 の 後 、 敵 
態 と すれ 培っ た 直後 に 背後 か ら ウ クー ベル メ を 照射 する と い 
う や の で あっ た 。 この 運用 試験 で は 、 サラ ミス 級 4 隻 と マ ゼ 
ラン 級 1 隻 を 撃沈 する と いう 戦果 を 挙げ る 。 し か し 、 作 戦 直 
後に 迎撃 機 で ある コア ・ ブ ー ス ターTL の 攻撃 を 受け 、 ゼ ー 
ゴ ッ ク は 撃 翌 、 パイ ロッ ト も 戦死 し た 。 


их 
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D н] ин ln 


モビ ルアー マー :ZMT-A30S ビル ケ ナ ウ 


> IMTA30S 


ビル ケ ナ ウ 


25.9 CREE 4530 
Э14/-3-Е) 11,920ку/ 


жин бн 


メイ ン ・ ス ラス ター 
機体 の 推力 を 支 
身 部 分 に 2 基 


特異 な 形状 と な っ た 大 型 試作 MA 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 に よる 積極 的 な 兵器 開発 は 、 リ 
ガ ティ ア と の 戦闘 化し て も 変わ ら ず 続 けら れ 
た 。 特に MA の 開発 に お いて は 、ZMT-A03G ガリ クソ 
ン 、ZM-A05G リカ ー ル 、ZMT-A31S 
大 胆 な 発想 を 反映 し た 独創 的 な 試作 機 が 
きれ た 。 ZMT-A30S ビル ケ ナ ウ も 、 帝 国軍 な ら で は の 
独創 性 に 満ち た 機体 の ひと つと 言え る 。 

旧 世 紀 に ナチ ス ド イツ が 運営 し て 
ビル ケ ナ ウ 強制 収容 所 と 同じ 名 を 持つ 本 機 (スペ ル は 
異な る ) は 、 指揮 官 用 に 開発 され た 試作 機 で ある 。 作戦 


を 後方 か ら 指 揮 す る 戦闘 管制 機 と し て の 役割 が 与え ら 
れ て お り 、 高 い 情報 処理 能力 を # Бі: 
また 、 mit 
ほか 、 近 接戦 闘 に も 対応 する 多 
れ に より 、 攻撃 用 MA と し て も 非常 に 高い 総合 性 能 を 持 
つ 機 体 と な る こと が 予想 され た 。 

エン ジェ ル ・ ハ イロ ゥ 攻防 戦 の 最 中 
は 、 ラ ステ オ 艦 隊 を 率い た アル ペ オ ・ ビ ビニ 
り 込ん だ が 、 友 軍機 の 爆発 に 巻き 込ま れ 、 そ の 性 能 を 発 
揮 す る こと な く 失 われ て し ま : 


関連 ファ イル 


V ガ 


MECHANIC FILE нЕ ОТ smdl 


後方 支援 と 近接 戦闘 に 対応 し た 武装 


戦闘 管制 用 の 機体 と し て 開発 され た ZMT-A30S ビル 
ケ ナ ウ は 、 基 本 的 に 部 隊 の 最後 方 へ の 配備 を 想定 し て い 
た 。 その た め 、 ク ロー・ ア ー ム の 先端 に 備え られ た メガ 料 
、 こ れ を 駆使 し て 後方 か ら の 支援 を 行う 
一 方 、 常 に 状況 が 変動 する 戦場 に 合わ せ 、 
接近 する 英機 を 迎撃 する た め の メ ガ ・ マ シン キャ ノン や 、 機 
体 の 機動 性 を 活か し て 高速 で 英機 を 切断 する 触覚 型 ビー 
、 近接 戦闘 用 の 装備 も 有する 。 中 で も ウ 
の 外側 に 設置 され た 接近 戦 用 クロ ー・ ア ー 
ム は 、 展開 し て 英機 を 捕獲 する だ け で な く 、 その まま 挟ん で 
WIZLOTRETH OAL REN, ИМ. ZILA 
は 戦場 で 一切 発揮 で き な か っ た 。 


回 役人 覚 型 ピー ム ・ サ ー ペ ベル 
APE OEH RPDA ЕЊЕ. 先端 に ビー ム 刃 発生 装置 を 
BACs, 上 に 可 馬 ま せる こと が 可能 で あっ た 


Е 接近 戦 用 クロ ー・ ア ー ム 


機体 の 外食 に 4 基 設 置 され て いた 格闘 兵器 。 展 間 すれ ば 大 型 の クロ ー / M H 
が 武 出す る 方 式 だ っ た と 見 られ る が 、 使 用 され る 機会 は な か っ た 。 / 

жел” < / / 
回 xime 回 x ガ ・ マ シン キャ ノン Е и ee Ж/ й 
ятлана IORMIK, AARP EMTS, E соТ CURE шәтоник. KOED Жей. бижи тенш г 
武義 と し て 使わ れる 予定 で 、 露出 力 の ビー ム を 発射 す る こと が で きた 。 マシ ン ・ キ ャ ノン で 、 メガ 和子 砲 ほど で は な い が 高 い 成 力 を 有 し た よう だ 所 で は 上 方 に 折り 邊 ま れ た bet 


大 出力 スラ スタ ー 群 と 高い 拡張 性 


ZMT-A30S は 、 大 出力 の スラ スタ ー を 搭載 し て いる だ る 機体 で は ある が 、 結 果 と し て 最前 線 で も 活躍 で きる だ け 
の 総合 性 能 を 獲得 し て いた . 

また 、 機体 を スム ー ズ に コン トロ ー ル する べく 、 コク ピッ ト 
パイ ロン も 設 に は 2 名 の パイ ロッ ト が 搭乗 する こと が で きた 。1 名 で も 操 
置 さ れ て お けり 、 ミ サイ ル な ど を 追加 装備 する こと で 攻撃 カカ 縦 は 可能 で あっ た が に 発揮 する に 
の 強化 も 可能 だ っ た と 見 られ る 。 戦闘 管制 を 最 優先 と す は 、2 名 で の 運用 が 必須 で あっ た と 言え る だ ろう 。 


キャ ノビ ピー 
コク ビット の 前 方 は キャ ノビ ピー 
で 思わ れ て お り 、 直 接戦 場 を 
視認 する こと も で きた 。 パ イ 
ロッ ト 乗降 時 は キャ ノビ ー が 
前 方 に 開く 


バイ ロン 
Е 
で きる バイ ロン が 設置 され て 
いた 。 パイ ロン は 複数 設置 
れ て いた が 、 初 出撃 時 に は 
使用 され て いな か っ た 


E 前 に ЯН 
а MORE INFO! リカ ー ル と の 共通 点 と 相違 点 


エン ジェ ル ・ ハ イロ ッ ゥ 攻防 戦 の 最 中 に 完成 し た 機体 は 、 

に 実戦 へ の 投入 が 進め られ た 。 
適し た 本 機 に より 戦場 で 部 隊 
を 指揮 し よう と し た が 、 ル ペ ・ シ ノ の 乗る 機体 と 不運 に も 激 
RL, 機体 は 爆発 し で て し まっ た 。 


ZMT-A30S の 「 戦 闘 に 対応 する 
管制 機 」 と いう 発想 は 、 地 上 用 MA 
で あっ た ZM-A05G リカ ー ル と 共通 ファ ラ ・ グリ フォ ン の 
する 。 し か し 、 運 用 環境 の 違い か ら 
か 外観 は 異な っ て お り 、ZM-AO5G 


EMELT- EO 
は 飛行 能力 を 得 戦闘 機 4 is 

ラス テ а 成果 を 挙げ た こと が 、 

ERER ze と し た フォ ルム に 、 宇 宙 機 で あ ZMT-A30S の 開発 


ZMT-A80S は 多彩 な 武装 を 装備 し 
た 独創 的 な フォ ルム と な っ た 。 
ZM-A05G リカ ー ル 
空力 特性 を 考え 、 リ フェ ィング 


を 採用 し て いた ZM.AOSG。 一 方 の 
FRA 


Г] сля: 


ル ペ ー シ フ が 乗る zM-S21G/S 
プル ッ ケン グ に 取り 付か れ 、 そ の 
жей». THE 
ZMT-A30S 
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(188) ТІЛЕГЕНІ 


DSSD カ スタ ム | unknow 


レオ ンズ 専用 シビ リア ン ア スト レイ № SPEC JripliOSSCWUNNASTNADSSDCSTOM- ІШ SPEC -puc-1 LEONS'S ARNS ASTRAY PMC CUSTOM- 
- $ 全高 17.32m 
а LEONS'S CIVILIAN ASTRAY DSSD CUSTOM mt К.-Б ا‎ 
2525-8 — 1523-42 ーー 
тн атик — аня — 
е ЖИ ビー ム ガ ン KSM71/J ご レー ЕМ ビー ム ガ ン KSM71/J プレ ー 
ザー トー チイ シー ルド ザー トー チン シー ルド 
МЕ 民間 車 事 会 社 LL Баас 


7 BRE レオ ンズ ・ グ レイ ブス 搭乗 者 レオ ンズ ・ グ レイ ブス 
E COMPARISON CHART Д _ COLOR 


レオ ンズ 専用 アー ムズ | 
- アス トレ イ PMC カ スタ ム | aa | 
| 


НСС, 


PMC レ オン ズ ・ グ レイ プス 専用 の 民生 用 MS 改造 機 関連 ファ イル 


PMC (民間 軍事 会 社 ) 1> i 器 ( パ ワー 受 テ ナ ) の 機能 を 組み 込ん だ は ghee eat 
搭乗 する MS の うち 、 民 生 用 の UT-1D アン 7 マイ クロ ウェ ー ブ 受 容器 は デュ ー ト リオ ン ビ ピー ム 送 


下 、 レ オン ズ 専 用 シビ リア ン ) 、 それ を 強化 改造 し た 機体 
が PMC-1L レオ ンズ 専用 アー ムズ アス トレ イ PMC カ ス な 頭 部 セン 01-02 UT ID シビ 


01 suc 198, 


ГУ た 民生 用 M 
анна ре ЧЕРГУ 919 NN кю 


ここ で は : オン ズ 専 用 アー ムズ の 機体 構造 と 武装 画 背部 プス ラス ター Т 
を 解説 し て いる が 、 前 身 機 の レオ ンズ 専用 シビ リア ン の 機 AIORA. а PMC と レオ ンズ 
盛 推進 問 と パイン ダー 式 の 通常 А 


体 特性 や 改良 も 含ま れる 点 に 注意 され た い 。 кай. =) Р ~ 
Shige КҮТІП ЕЗДЕРІ 国家 な ど と 契約 し 、 軍 事業 務 を 担う 民間 組織 が PMC 
頭 部 以外 、 シ ビリ アン アス トレ イ DSSD カ スタ ム の 外見 だ が 、 改 良 に より 重力 下 で も 充 (民間 軍事 会 社 ) で ある 。 レオ ンズ が 所 属す る PMC は あ 
を 維持 し た レオ ンズ 専用 アー ムズ だ が 、 ま っ た く 別 の 機体 ыншы ороох 5. 会社 目 体 が 地球 国家 に 


存在 する た め 、 ザ フト と の 契約 例 は 珍し い 。 幅広 い コネ ク 


と 言え る ほど の 改造 が 加え られ て いる 。「 シ ビリ アン (民生 
ショ ン を 持つ よう で 、 様々 な 組織 の 装備 を 入手 し て いた 。 


機 )」 か 5 「 ア ー ム ズ (武器 )] へ の 機体 名 の 変更 も 、 純粋 
な 兵器 と な | っ て いた の で ある 。 
造 点 と し て 、 新 設計 頭 部 ユニ ッ ト へ の 換装 、 背 部 パ 
庄 シ ステ ム の 搭載 、 本 体 装甲 の 軽量 化 、 ビ ー ム ガン 
の 射程 延長 な ど が 挙げ られ る 。 MS 本 体 も 改良 され 、 レ オン 
ズ が 得意 と する 遠 距 離 攻撃 に 、 より 適し た 機体 と な っ た 。 
な お 、 ペ ー ス に シ ピ リア ン ア スト レイ DSSD カ スタ ム が 採 
用 され た の は 、 ナ チュ ラル の レオ ンズ が 扱え る MS の うち 、 
最高 性 能 の 機体 だ っ た こと が 理由 で ある 。 


と する 備 兵 に 近い 存在 だ 
が 、 より 大 規模 で 組織 も 


ラビ リ アン ア 入 し TDSSp レオ ンズ - グ レイ ブス | 
カス タム は 民生 用 だ が 、 装 PMC の 社員 で “ウォー サー フ "の 
REEDS. BAA 


画 アス トレ イ ヘ ッ ド BRR 
заеме, АБАЯ 原型 機 用 の 武装 、 ま た 

ニッ ト 。 レオ ンズ が 独自 に 設 証し た も の で ある 。 MORE (レオ ンズ 専 指 載 する 。 ビ ー ム ガン KSM71/J は レオ ン 
用 アー ムズ へ の 改造 ) は 、PMC の 許可 を 揚 ず に レオ ンス が 自費 で 行っ た ズ が 加え た 改良 に より 、 射 程 が 延長 され 


て いる 。 BIBER SL AZAD 
スタ イル の 都合 上 、 格 肝 兵 装 の レー ザー 
トー チ の 公用 頻度 は 1 
PORRE 
増し て いる ズ 専 用 シビ リア ン で 
は 、 デ ィ ン 用 の MMLM1001 90mm 対 
меа сьв 


< シー ルド 


設 し た 。 レオ ンズ 専用 アー 
ムズ で は 、 外 部 か ら の 支 
援 に より 、 無 限 に 近い 活 


A. 
/ СОЛ 
ma ШЕ ЕСІН 
4 民間 用 アス トレ イ MI アス トレ イ да ЕЯ 
| の 派生 


N 

レオ ンズ 専用 シビ ピリ アン “アー ムズ の 原型 機 と な っ 
た シビ ピリ アン アス トレ イ DSSD カ スタ ム は 、 民 生 機 で あ 
りな が ら オ ー ブ 軍 主力 MS の 系 譜 に 属す る 。 当時 、 最 
MER OFF aT ILAMSCHEN LOI RTH 
り 、 他 の アス トレ イ 系 民生 機 も 軍用 に 迫る 基本 性 能 
を 持っ て いた 。 


MBF-MIA 


1A ア スト レ UTAD отар 
AE ッ ピ リア ン ア スト レイ レオ ンズ 専用 シビ ピリ アン x 
DSSD カ スタ ム アス トレ イ DSSD カ スタ ム 


評 作 型 の アス トレ イ は 、 
地球 連合 軍 の 「G」] の 
芸術 転用 で 開発 され 
た 。 民生 用 アス トレ イ は 
「G」 の 子孫 に あたる 機 
体 と 言え る 。 


ma- yaiz 146-10 
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(AES) arÜ] УЕ 


ІН ユニ オン フラ ッ グ オー ピッ トバ パッケ ー ジ | 
コロ ニー ガー ド 仕 様 WI 
1% J UNION FLAG ORBIT PACKAGE COLONY GUARD түре | 


E SPEC 
ĝi 


RE ライ フル [MLR04 2 
ロス ファ イア 」 / ショ ー ト リニア キャ ノ 
ニア キャ ノン x2 ノ ロ 


武装 


前 身 機 の [アストロ 


CB で も 改修 ・ 運 用 され た FROM ER 


aa ユニ オン 軍 が 主力 機 と し て 開発 し た シ 仕様 、 通 称 「 コ ロニ ー 
は 、 突如 と し て 出現 し ラ ) バ リエ ンション 機 で “あり 
の MS を 除 
け ば 当時 最強 の 機体 で あっ た Ее ロッ ト の み を 
め た MS 部 隊 MSWAD (エム スワ ッ ド 備 さ れ た フ 
ラッ グ は 、 カ スタ ム 化 に より さら な る 強化 ・ 発 展 を 遂げ る 
一 方 、 局 地温 用 機 へ の 改修 も 同時 に 展開 され 、 陸 空 
海上 "宇宙 と 幅 動 領域 を カバ ー し 得る マル チ 
ロー ル MS で ある こと を 見 事 に 証明 し て 見 せ た 
ご く 少 数 が 配備 され る に 留まっ 


関連 ファ イル 


MECHANIC FILE А8) к] sne 250a 


カス タム 機 に 匹敵 する 高 火 力 の 武装 群 


宇宙 用 哨戒 機 と し て 生産 され た コロ ニー ガー ド フ ラッ グ 
は 、 充分 な 運動 性 と 長 距離 移動 能力 だ け で な く 、 防 衛 任 
務 に も 耐え 得る 戦闘 能 カー 一 特に 射撃 兵 装 を 主体 と す 
る 武装 の 強化 に 重点 が 置か れ た 機体 で ある 。 大 口径 の リ 
ニア ライ フル と ショ ー ト リニア キャ ノン 、 機体 胸部 の 内 蔵 型 
キャ ノン と いっ た 武装 笑 に より 、 同機 体 は エー スパ イ 


р 
ロッ ト 専 用 の カス タム 機 に 匹敵 する 火力 を 有 し て いた 。 


2:20 
HER RATER. СВО 
DAS ЫЙ 機体 で あり 、GN コ ン デン サー を 搭載 し で いた 。 
フラ ッ グ 。 高い 機動 
DERM 
えた 優秀 な 機体 は 、 
ユニ オン 軍 を 長く 支 


he 

МЕНА 

改修 する 流れ は 、 
ЖАЛ» 


回 мів-о4 クロ ス フ ァ イア 2229), 


回 воп 作業 用 アー ム 
ペーー ) ショ ー ト リニア キャ ノン と 同 両脚 先端 の クロ ー 中 央 部 に は 、 VA PAC PEAR, Eh. МО 
+ А 作業 用 アー ム は 作業 内 容 に より 文 換 が 可能 と な っ て いる 。 
WET SVMs 01E に 装備 され 
es < ° iS | go. журш (NMM 
= № аэяуаншыту- | #0, Bae anuna 

[> アラ イフ ル 「XLR-04] の ナット 発射 装 置 。 スク エア 
MEE E EA Ете 
いて 物資 コン テ ナ 用 マス Bats. ы 
ドラ イ バ ー に 転用 する こと = 
も で きる 。 


~ 
МИ (153/716 7B) 1-4 5:120тт ИЮ) =7 A>, BRENNE T 4 
強化 すべ く 、 ЖОҒЫН PS /-SUADEOOON RRUGEN o 
MA 形態 が メイ ン と な る 宇 直 型 の 機体 
ン の 宇宙 対応 機 オー ビッ ト フ ラッ グ か ら 派 生 し た 較 スタ ンド ボ ジ シ ョ ン 
ー ド フラ ッ グ だ が 、 正 確 И バック バッ ク に x イン バッ テリ ー バリ エー ショ ン 機 の 発展 
ii ニオ ン フ ラッ 武装 用 大 型 コン デ ARENS PH ВОВА ЕЯ. 
作業 用 検証 機 で ある SVMS-01AW 「 ユ ニオ ン フラ ッ グ АНЛЫ т " フラ イト ユニ ッ ト の アタ ッ チ メン ト 化 に より 、 フ ラッ グ は 
オー ピッ トバ パッ ケー ジア スト ロワ ー ク 仕様 (以下 、 ア スト ロ 様々 な パリ エー ショ ン 機 を 生み 出し た 。 その 代表 格 で ある 
ワー ク 仕様 )」 を ペー ス と し た 機体 で ある 。 可変 MS と し て オー バー フラ ッ グ が 主力 M5 と し て の 発展 を 党 げ る 一 方 
の 構造 は この アス トロ ワー ク 仕様 を 踏 麗 し て お り 、 航 行 時 PEN (オー ビッ ト パ ッ ケー ジ ) や 空戦 偵察 哨戒 型 と いっ 
た 局 地 性 能 に 特 化 し た パリ エー ショ ン 模 も 生み 出さ れ 、 ユ 
ニオ ン 軍 の 活動 を 支え る 礎 と な っ た 。 
SVMS-01AS 
3222257 ТІ 
多かっ た と 言わ れ て いる 。 な お 、 本 機 の 生産 は ご く 少数 
に 留まっ た た め 、 公 式 な 戦闘 記録 は ほとん ど 残さ れ て いな 
い 。 わずか に 伝え られ る と ころ に よる と 、 ラグ ラン ジュ 1 で の 
スペ ー ス コロ ニー 建設 に お いて 、 対 テロ の 切り 札 と し て 活 
足し 、 そ の 高い 戦闘 能力 を 発揮 し た と 言わ れる 。 
) 
Ш ラプ ター ボ ポジション = 
な 爪 が 特徴 的 な MA 形 ドー ス 機 に お いて は 作業 用 の 形態 だ っ = 
ж», НЕОН, Валео GMDATE TOS, 
Pr. 


エー スパ イロ ッ ト の ジョ シュ 
ア ・ エ ド ワ ー ズ の 所 属 部 際 
に 軍備 され た 機体 。 機 首 
部 ユニ ッ ト を エア ロカ ウル に 
変更 し て お り 、 通 称 「 エ ア 
ロフ ラッ グ 」 と 呼ば れ た 。 


可能 と な っ て いる 。 
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FILE 3 = モビ ルス ー ツ : ZM-SOBG YO 


53945 / IVDVNT OMAVL Aq 10109 / JAV 09NIHS 4Q u: 


Vsnw напа 
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атыма 

ДЕ 

P: 
> 
ЫЗ 
ie 

> 
' 
15 


знан 
АЕТ А 


‚11-3086 


新 技術 “ビー ム ・ ロ ー タ ー” を 初め て 搭載 し た 地上 上 用 の 機体 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 (以下 ベス パ ) が 地球 侵攻 を 開 
始 する に あたっ て 開発 し 、 初 め て 量産 に 成功 し た 地上 
戦 用 MS が ZM-S08G ゾ ロ ° 

本 機 は ベス バ の 主力 宇宙 戦機 、ZM-SO6S プロ アッ 
ト を ペー ス に 、 地 上 に 橋 頭 優 を 築く た め の 機 体 と し て 
開発 され た 。 対地 攻撃 能力 の 強化 を コン セプト と し て お 
t). 新 技術 で ある ビー ム ・ 
採用 し て いる 。 これ 〔 
飛行 能力 を 有する 画 期 的 な 機体 と し て 完成 し た 。 さら 
に 、 この ビー ム ・ ロ ー タ ー を 有効 活用 する た め 、 ЖШС 


147-3 


は 攻撃 へ リコ プター (トッ プ ・ へ リ ) と # 攻撃 機 ( ボ ト 
ム ・ タ ー ミ ナル ) に 分 離 ・ 変 形 する 機構 も 与え られ 


ZM-SO8G が 、 初 期 の 地球 侵攻 に お いて ベス パ に も た 
戦果 は 大 きい も の 
パ を 制圧 し 、 地 球 侵攻 の 足 が 
こそ だ と 言え よう 。 この よう に 本 機 は 
MS 形態 時 の 近接 格 


バッ ク バ ッ ク 

バッ ク バ ッ ク に は 2 基 の スラ スタ ー 
を 搭載 し て お り 、 ト ゥ プ ・ へ ヘリ の 主 
関 も 兼ね て いる 。 その 両 
КУ ЛИФЕМЕЕ 
る パー ツ が 配 され て いる 。 


関連 ファ イル 


Hi 3 
・ サ バト (画像 ) ら が 


BAM CREED OMICE BOL RH 


MS 形態 時 に お ける ZM-SOBG 本 体 の 戦闘 カ は 、 ス ペッ 画 ビー ム ・ ラ イフ ル Ш マル チ ・ バ ズー カ 
ク 上 は 一 般 的 な 沢 用 機 の 性 能 に 留まっ て いる と 言え る 。 一 
方 、 本 機 は 携行 オプ ショ ン 火 話 が 充実 し て お り 、 それ が 総合 
的 な 戦闘 力 の 向上 に 繋が っ て いた 。 これ は 開発 時 に ベス パ 
の 各部 署 か ら 寄せ られ た 要請 に 応え る 形 で 用 意 さ れ た も の 
T 結果 、 本 機 は 様々 な 地上 任務 に 対応 可能 と な 
れ ら の 武装 に よる 本 機 の 戦闘 力 は 、 地球 連邦 軍 の 旧式 MS 
を 圧倒 し 


能 時 に も を 側面 へ 装着 
る 。 右 設 外 側 に ビー ム ・ ラ イブ フル の 後部 に 大 型 の 弾 薦 を 備え た 実体 理 式 の バズ ー カ 。 通常 は 展開 式 安定 算 
収納 部 が ある 。 の 付い ! 頭 が 用 いら れる 。 


ウッ ソ ・ エ ヴィ ン が 算 る ZMT-S 

コー を 攻撃 する 際 、 | 
タン 

が 使用 。 BMRA HFT 

могила 53272252 

し て は 一 般 的 4 ビー ム ・ サ ー 

ベル を 本 模 も 2 本 装備 し て 

いる 。 パッ ク パ ッ ク 上 部 か ら 

3 ば 抜い て 使用 する 


© ee 


тәш. алана 
が 使用 。 地上 か ら 射出 され 
た LM812V04 の ブー ツ (#4 
リム ) 


射撃 、 硫 壊し た こと も ある 、 


画 ピー ム ・ バ ズー カ 


赤い カラ ー リ ング の 2 ロ О? 
ates 


後 が 、LM812VO4 ヴ 9 ィ € 
クト リー ガン ダム の ドッ 

飛行 用 装備 で ある ビー ム ・ ロ ー タ ー は 、 ビー ム ・ シ ー ル ド と し て も 使用 可能 。 ‘ye = 中 折れ 式 の ビー ム 式 パ ズ ー カ 。 後継 機 で て ある ZM-SO9G トム リア ッ ト と 共用 
ロー ター の 一 部 6 ビー ム ・ サ ー ペ ベル の 代わ り と し て 使う こと も で きる 。 に 使用 し た алата 


対地 拠点 攻撃 や 対人 攻撃 に 対応 し た 変形 分 離 機構 


に よる 地球 侵攻 に お いて 、 レジ スタ ンス で ある リガ Ш トッ プ ・ へ リ yea Eyer H 5 スペ 
ミリ ティ ア の 地上 拠点 や 構成 員 を 掃討 する こと も 、 本 機 の 重 ынсы 
。 特に 可変 合体 機構 を 備え る 本 機 は 、 そ うし һитшетәеске 
う 一 面 も あっ た 。 MS で 対応 する ほ жанын 
と で は を い 場 合 、 ト ッ プ ・ へ り 単独 で の 運用 も 効果 的 で あっ 
た 隈 られ た リソー ス し か 投入 で き な い ザン スカ ー ル 帝 e. 00ЕРЕНЕЕНОНЦЕЕЛЦ 
БАРА ЛЕ. @ オプ ショ ン パ ー ツ 
SRT RORRE SOY 
に オプ ショ ン を 装着 可能 。 トッ 
プ ・ へ リ で 出撃 する | 備 
аһ. 合体 時 に パー ジ す る 。 
| = — A プロ ベラ ント ・ タ ンク 
2ZMS08G の 上 半身 が س‎ D 
Paar МЕН ТТ ТЕТІ (Б) sz) чом». 
ドッ キン グ 時 に 攻撃 を 受け や апд, Вало р = ボッ ド | 
AN BAER RS. ニッ ト が 装備 され て お り 、 対人 ・ 対 地 に 有効 = | 
7. NORTE Ак экс ага Е. 
画 ボトム ・ 
ター ミナ ル 
男 コク ピッ ト ハ ッ チ 4 
SEMEL THIET 5, 
る オプ ショ ン パ バー ツ | 
本 機 に は 兵 装 が 備え ら 
れ て いな いた め 、 the | 
е ы 
る 。 COMMENT 
ФАН TAI A ` 7 | 
ロッ ク の 底面 ハッ チ が 外出 эм-вовсатк кузел Ана. | СЕНАТ 
ку? МИНСК йа | 5250$» 
Б 3 4 め 、 本 | 
теке 3 = | 
A 


жии 


янса аат — 2 BBE AIO 

が 外れ て 射出 され る жик. гыс 機 首 が 下方 (MS 形態 の 胸部 中 央 ) へ 
この コク ピッ ト ・ プ ロッ ク =。。 ユ ニット が 底面 より 引 Я 180RRALTRURE hik. MA 
は MS 形態 時 に は キャ き 出 され 、 マ ニ ビ ピュ レー 装甲 が 機 首 を 券 き 込む よう に 閉じ る 。 & 


ピー 


WRI, 


ら に パッ ク バッ ク 下 か ら 吾 部 が 現れ る 
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GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガン ダム ZZ) 


機 と し て 活躍 し た MSZ-010 ZZ ガン ダム 。 この 
増加 装甲 を 取り 付け る た 


いう 型式 番号 が 与え られ 
オ ・ ジ オン を 率い る ハマ 」 


後 、 密 か に レス ト ア され 木星 往 呈 船 


НЕ 01 mh 


ZZ-GR = 
Я 27-68 | AEUG. 


肩 部 装甲 & シ ー ル ド 
肩 部 装甲 は サイ ズ ・ 形 状 の 変 


「 ジ ュ ビ トリ ス T] の 乗組 員 と 
と 共に 、 木 星 圏 に 向 か 
の 機体 と そ が 「2Z-GR (ズィー ズィー 
ジュ ピ ト リス IL を 管理 する 木星 開発 事業 団 は 、 較 
の 管轄 下 に あり 、 エ ウゥ ウーゴ で 使用 され て い 
紹 の 自衛 用 の 機体 と し て 搭載 する こ 
は 主 に 


EVLo1 


任務 に 使用 され て いた 
、 従 来 の ZZ ガン 
や 機動 力 は 大 きく 下回っ て いた と いう 


РУБИНА ° AH HI PATI 
ビー ム ・ ラ イフ ル に 代表 され る 大 出力 兵 装 で あり 、 そ の 圧 
倒 的 な 火力 を 実現 し て いた の は コア トッ プ 、 コア ・ ` 
ネオ コア ・ フ ァ イ タ ー に 分 け て 配置 され て いた 3 基 の ジェ ネ 
レー ター だ っ た 。 し か し 、 先述 の 通り コア ・ ペ ー ス が 失わ れ 
た こと : ネ レー ター が 1 基 不 足し た と 考え られ る ZZ-GR 
は 、 ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン が 使用 で き な か っ た 。 また 、 コア ・ 
ペー ス に 新造 の 大 型 パッ ク パッ ク が 配置 され た た め 、 ハ イ 
バル を 兼ね な た ビー ム ・ キ ャ ノン や ミサ イ 
副 兵 装 も 失わ れ た 。 これ ら の 要 | 
ZZ-GR の 稼働 状態 は フル スペ ッ 
及ば な か っ た と 考え 


| 人造 の 改修 機 で あり 
な が ら も 、 充分 な 格闘 


ク の MSZ-010S に | 


> ә 
СВ 
BET 


新規 の バッ ク バッ ク 
を 備え る が 機動 性 は 
大 幅 に 低下 し た 。 推 
進 剤 の 容量 も 充分 
と は 1 MRE 
MKT OTL 

と いう 2 欠点 も あっ 


Ш ZZ-GR / 
ボー ズ 


ロバ パーツ を 構成 する だ け で な く 出力 
供給 源 で も あっ た コア ・ ペ ー ス が 
失わ れ た こと で 、 本 来 の 性 能 は 発 


揮 で き な か っ た と 思わ れる 。 


ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 低下 が 招い た 武装 の 弱体 化 


Фй) 


エネ レー ター 出力 が 不足 し て 
"Т 


画 ダブ ル ・ ビ ピー ム ・ ラ イフ ル 
MSZ-0108 の 芸 備 が 残さ れ て で ぶた に 見 ち れ る ダブ ル ・ ピ ビーム ・ ラ イフ ル 
аванс. 形状 ・ 構 造 に 違い は 


め 、 高 出力 の メガ 和子 砲 で ある ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ン ノ 
[ 造 さ れ た B パ ー ツ と 合体 し た こと で 再び 健 用 可能 と な 


ペー ス 機 と 新造 B バ ー ツ の 融合 に よる 機体 の 復活 
Ш М52-010 ZZ ガン ダム 


ZZ-GR は その 型式 番号 か ら わ か る 通り 、 フル アー マー 化 
に 際 し て 仕様 変更 され た 強化 型 ZZ ガン ダム を ペー ス 機 と 
し て いる 。 た だ し 、 後 に 地球 か ら 送ら れ て きた 新造 の B パ ー 
ツ は 、 仕様 変更 前 の も の を 基 に 製作 し た も の と 見 られ 、 ズ 
ラス ター 数 や ノズル 部 スタ ビラ イザ ー の 形状 な ど は MSZ- 
010S よ り も MSZ-010 に 近い 仕様 と な っ て いた 。 と も あれ 
ZZ.GR は この 新造 B パ ー ツ に よっ て 、ZZ ガ ンダ ム と し て フ 
ルス ペッ ク を 発揮 する こと が 可能 と な っ た の で ある 。 


BB パー ツ は 到着 直後 


め ZZ.GR 
調整 が 行わ れ て いた 
も の と 思わ れる 


MA 


ZZ-GR の B バ ーッ を 
ベー ス に 換装 し た 姿 。 パー ツ の 詳細 は 定か で 
BEL NREL FRO 


部 の 形状 な ど が 大 幅 に 変更 され て いる 。 


れ て きた コア ・ 


C.0089, パイ 
アー シタ は 、 木星 往還 船 「 ジ ュ ピ トリ ス I」 
に 乗船 し 、 か つて の 愛 機 を 改 眉 し た ZZ-GR で 哨戒 任務 な 
ど に 当たっ て いた 。 そし て 、 地球 を 発っ て か ら 10 ヶ 月 近く が 
過ぎ た U.C.0090.10.10、 ジュ ピ ト リ ス 』 は 木星 往 思 軌道 
上 に お いて 、 ネオ ・ ジ オン 残党 の MS 部 隊 に 迫 わ れる 謎 の 
シャ トル を 発見 。 その シャ トル に は 、 ジュ ピ ト リ ス I へ の 亡命 
を 希望 する 旧 ジ オン 公国 の 要 人 が 搭乗 し て いた ……。 
戦闘 に 介入 すべ く 出 撃 し た ZZ-GR だ っ た が 、 戦闘 中 に 
推進 剤 を 消費 。 EM A DR BRS T L£, し か 
し 、 そ の タイ ミン グ に 合わ せ た か の よう に 地球 か ら 新造 の 
B パ ー ツ が 到着 。 急造 され た B/ 
本 来 の 姿 を 取り 戻し て 戦線 に 復帰 。 
且 を 成功 させ た だ け で な く 、 要 人 を 狙う ネオ ・ ジ オン 残党 の 
MS 部 隊 を 相 fo さしたる 損害 を 被る こと な く 敵 部 
隊 を 全滅 させ 、 無事 に 要 人 を 保護 し た と 言わ れ て いる 。 


木星 往還 軌道 上 で の ネオ ・ 


ジオ ン 残 党 と の 遭遇 戦 


命 を 希望 する 要 人 は AMX-004.3 キュ ペ 


BAMX-014 ドー 


・ ウ ルフ と MS 


Е ザク NF 型 を 使用 し て 


MORE INFO! 


兄 へ の 誕生 日 プレ ゼン ト 


命 事件 の 最 中 で 、Z2-GR の 究 地 を 救っ た 定期 コン 


地球 か ら 遠く 離れ た 場所 
に 絶妙 の タイ ミン グ で ジ 


RER 
動 する リィ ナ の 音声 
メッ セー ジ も 添え 5 れ 
て いた と 言わ れる 。 


mat 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


(UE) mebi sue 108 


MS of ЕЕЕ 


地球 連邦 軍 の MS @ 


RMS-178 


елине 
を 加え た 臣 装 強化 仕 


ジム I 


機体 構造 


ジム TI と 比較 し 


№ SPEC -RGM-S6R смо. 
全高 — GRR 180m) 
重量 38.618 5620 
Эій/-3-ЕЛ 1,560К// 
2323) 81.200kg 


№ SPEC -ams-179 GMT- 
за — (頭頂 高 18.1m) 
40.5t (全備 重量 58.70) 
ЕЕ 1.518kW 
АЗАЯ) 62000: 


* 


EGELI 装甲 材質 チタ ン 合金 モラ ミッ ク 複 人 材 
RR ビー ム ・ ラ イフ ルプ ビー ム ・ サ ー ¢ 合金 使用 ) 
А ЖИ 大 型 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ーX2 他 


所 属 地球 連邦 軍 所 属 地球 連邦 軍 
搭乗 者 地球 連邦 軍 一 般 兵 


ガン ダリ ウム 合金 

られ た ほか 、 スラ スタ ー も 
増強 され て 機動 性 が 向上 し た 
拡張 性 も 強化 され 、 各部 


基地 防衛 に 投入 され て いた 旧式 の 汎用 機 


U.C.0090 年 代 初頭 か ら 、 地 球 連邦 軍 は RGM-89 ジェ 
ガン を 主力 機 と し て 選定 し 、 前線 部 隊 を 皮切り に 各地 へ 投 
入 し て いた 。 ULC.0093 に 勤 発し た 第 二 次 ネオ ・ ジ オン 戦 


争 で も 、 RGM-89 が ロン ド ・ ベ ル を は じ め 最 前 線 の 部 隊 に 


い 戦争 の 終結 に 貢献 し た の で ある 。 一 方 で 、 コ スト 
も あり 、 U.C.0096 の 段階 で も 、 連 邦 軍 の すべ て 
地球 


RGM-79 ジム を 原型 と する ジム 系 MS も 、 各 軍事 基 
結 後 か ら 配備 され た 
ン 戦争 時 に 投入 され 
力 と し て 活躍 し て いた 
の で ある 。 ' の まま 投入 され て いる 
機体 は 少な く 、 各地 の 環 境 に 対応 する 仕様 や 装備 の 変 
更 、 ま た は その 強化 
連邦 軍 ト リン トン 基地 に も 両機 は 配備 され 、 


RMS-179 は 、 U.C.0096 の 時 点 で は ロー トル 化し て お 
у. 防衛 戦力 の 「 数 合わ せ 」 と い 、 いで あっ た 。 だ が 、 
ジオ ン 残 党 な ど 、 反 政府 勢力 は 一 年 戦争 時 の 機体 を 改修 
し つつ 運用 し て お り 、RMS-179 で も 充分 に 対応 で きた の 
で ある 。 また 、 本 機 が 高い 拡張 性 と 整備 性 を 有 し て いた 点 
も 延命 で きた 理由 の ひと つ で 、 デ ザー ト タ イプ や 、 武装 強 
化 型 の セミ スト ライ カー が 存在 する 。 


ラン ド セ ル に マウ ント され て いる 
ELA. TNE, DOC 

戦型 ジム で も 使用 され た 、 シ ョ ー А 
ト タ イプ の シー ルド 


足 裏 に は スラ スタ ー の 噴射 
を 備え で いる 。 これ は ジム 系 
св. 
言え た 


9 連邦 下 府 首 者 ダカール 
See tet 
され た 機体 が 、 ジ ォ ン 
жкен. & 
Ble FCs RIS 
単 げ ら れ な か っ た 


| Ш RGM-179 ジム II・ セ ミス トラ イカ ー 
1 а 


> | em 
| / FAM RBICM MA (r732 7—9) を 追加 
に ИТ» 白兵戦 に 対応 する た め の 仕様 と 見 られ る , 


шаш 

バッ ク バ ッ ク は 小型 で 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル も 
1 基 の み と シ ンプ ブル 。 そ の 分 、 運 動 性 能 は 良 
で 、 ま た 操作 性 に 優れ る 点 も 特徴 だ っ た 。 


MERTUA: 


Ш バッ ク バ ッ ク 
オミ ッ ト 時 


セミ スト ライ カー の 特徴 で あ 
ENEH, 2 基 の ビー ム 


RGM-79 ジム の バリ エー ショ > 
| ライ カー| の コン セプト を 
た 。 防護 加工 が 施さ きれ て いる と 見 られ る 。 | だ 仕様 。 デ ザー ト タ イプ を ペー ス と し て いろ 


теж, 


支援 機 と し て 発揮 し た 性 能 


RGM-86R は 、 主力 機 と し て の 汎用 性 に こだわ っ た これ М AWRY TID: 
まで の ジム 系 シリ ー ズ と は 異な り 、 支 援 機 と し て の 運用 が ラン チャ ー 
可能 と な っ て いる 。 オプション と し て 用 意 さ れ た 大 穫 炎 器 。 ашу are cm \ 
を 設置 する こと で 、 後 方 か ら の 援護 や 対空 攻撃 に も 対応 rame ces tsht 
で きた 。 RGM-89 ジェ ガン の 配備 に よっ て 最前 線 で の 運 27" Тес 
用 率 は 低下 し て いた が 、 支援 機 と し て は まだ まだ 便 秀 で あ 
り 宇宙 地上 を 問わ ず 配 備 さ れ て いた 。 


МОКЕ INFO! 
トリ ント ン 基 地 の 戦 力 


トリ ント ン 基 地 に は 、 旧型 新型 を 問わ ず 、 大 量 の 機 
体 が 防衛 戦力 し し て 配置 され て いた 。 ジム 系 MS の ほか 、 


RX-160S バイ アラ ン ・ カ スタ ム の よう な 改修 機 、 さ ら に 
RMV-1 ガン タン ク I の よう な 戦 関 車輌 も 確認 され て いる 。 


so—vicemman 
て お り 、 残 党 軍 が 運用 
する MSMO4G ジュ : 
を ビ ー ム ・ ジ ャ ペ - 
и: санал. МУ “大型 ミ サイ ル ・ ラ ンチ ャ ー 
装備 時 


Ш デザ ー ト タイ プ 


育 部 に は 、 ガ ンダ ム Mk-T に 吐 備 され た も の 
と 同 タ イプ の パック バ ッ ク を 有する 。 その た k. | 旧型 の MS も 多く 見 られ た 
め 、 機動 性 も 良好 で あっ た 。 x が 、 そ の 圧倒 的 な 物量 も 
) あり 、 ジ オン 残党 軍 へ の 
対 拓 昔 力 と し て は 充分 で 
ある と 言え た 。 


ガン タン ク II 

グリ プス 戦役 時 、 ジ ャ ブロ ー 

基地 防衛 に 参加 し て いた 戦 

BUM, RX-75 ガン タン ク 
4 を 理 関 車 綿 と し て 特 化 させ る 

RMS-179 と 同じ く 、 デ > 形 で 開発 され た 。 

る 。 防 放 機構 以外 に 、 特に 性 能面 で の 変化 


ша サン ティ ズ 147-8 


ハー モニ ー オ ブ ガ ン ダム 


が 、 ガ ンダ ム 誌 作 2 号機 (MLRS 仕 様 ) で ある 


ガン ダム 試作 2 号機 | | | 
ШЕСІ ЛЕ サイ サリ ス — | 


GUNDAM 6Р02А TYPE-MLRS ЖА 


IS 仕様 時 に は 過 穫 4 
て 機能 する た め 無 駄 と は 言え な い 


E SPEC 
全高 18.5m 
重量 54.5t( 全 備 重量 1051) 
ЯЗВ W 
2324-8) 
装甲 材質 ルナ 2% 
ЖЕ マル チ プ ルル ・ ラ ンチ ・ ロ ケッ ト ・ シ ステ 
ムン ノビ ピー ム ・ パ ズー カ .60mm パ ルカ 
> 『 ム ・ サ ー ベ ル z2 ご ラジ エー 


脚 部 
зет PERECHI 
られ た 肢 部 。 他 の 部 位 と 


か し 、 ト リン トン 基地 
え 、 試 作 2 号機 


で の 重力 下 試験 に 間に合わ な か 
が 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 に 強奪 き 


運用 型 の 強襲 
うし た オプ ショ ン 


ラン ド セ ル 
FROMM - RNAI KE 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW. 


(A88) И ПП 


жанын RR 」 面 制圧 に 適し た 支援 火器 


一 般 的 な 支援 MS 用 火器 は キャ ノン 砲 だ が 、 本 機 で は 
MLAS (正確 に は 多 連 装 ロ ケッ ト ・ シ ステ ム を 模 し た 兵器 
が 採用 され た 。 MLRS と は 、 多 数 の ロケ ッ ト 弾 を 
連続 で 一 斉 発射 する こと で 広い 範囲 を 同時 に 攻撃 = 面 
制圧 する 兵器 で ある 。 た だ し 、 大 型 か つ 大 掛か りな シス テ 
' る こと 、 ト ー タ ルコ スト の 高騰 な どの 短所 も あり 、 MS 
で の 採用 例 は 多く な い 。 その MLRS を 試作 2 号機 が 搭載 
で きた の は 、 ア トミ ッ ク ・ バズーカ を 取り 外せ ば 搭載 スペ ー 


画 正面 背面 図 


セル の 換装 と MLRS の 搭載 以外 は 、 ア 
ら な い 。 AREAS. KECA 
№. SHAN KEL MLAS 


ステ ム を 搭載 し な いた 
TOS, 


バエ ー カ 装備 時 と 変わ W 


ス を 確保 可 と 、 MLRS を 装備 し て も 高度 な 機動 性 を 
発揮 で きる こと な ど が 理由 と 思わ れる (そもそも MLRS な ど 
の サブ 運用 プラ ン は 、 高 い 機動 性 を 含む 試作 2 号機 の 基 
本 性 能 の 高 さ を 活か す た め 考案 され た と 言う ) 。 
運用 に あたっ て は 、 ア フリ カ や ユー ラ シ ア に 潜伏 する | 旧 
ジオ ン 公 国軍 残党 の 掃討 任務 を 想定 し て いた 。 試作 2 号 
機 が 重 カ 下 試験 に ‘RS 
機 の 試作 の 号機 が 失わ れ た た め 日 の 目 を 見 な か っ 


пәй 
@ MLRS 


MANRO HARE 


GROOT AARNE CMRANSH I MEKE. MICOS 
Cat, SHS RNIC ET MMe 
ひと つ を 府 域 と する に 充分 な 火力 を 持つ 、 


本 機 以外 で MLRSE 装 

атамын 

y ガン タン ク 程度 し か 存在 し 

aun", U.C.00808 ft 

чаш рт 
EH DRE N. 


® フレ キシ プル スラ スタ ー パ イン ダー 
шс Я а AAR HEE ЖАМВ 
AC シ ステ ム 。 全備 重量 105{ に 達する 
本 機 に 商 度 な 機動 性 を える 


可能 な よう 調整 され た 


MLRS 仕 様 以 外 の ガン ダム 試作 2 号機 の 装備 パリ エー 
ショ ン と し て 、 ビー ム ・ パ ズー カ 仕 様 が ある 。 これ は 旧 ジ オン 
公国 軍 残 党 デラ ー ズ ・ フ リー ト が 構想 し た も の で 、 ア | 
クー バズ ー カ 使用 後 の 試作 2 号機 の 再 利用 案 と し て 検 対 
され て いた 。 アト ミッ ク ・ パ ズー カ に 替わっ て 、MS 用 移動 
砲 座 ス キ ウ レ の メガ 粒子 砲 ( 元 は ビグ ロ 用 メガ 負 子 砲 ) を 改 
造 ・ 転 用 する 計画 だ っ た 。 し か し 、 MLRS 仕 様 同様 、 試作 
Воск. 


画 ビー ム ・ バ ズー カ 
スキ ウレ 用 メガ 粒子 砲 を 改造 ・ 転 用 し た 大 型 ビー ム 火 如 。 Ж 
部 を 兼ね る ラン ド セ ル も 新規 に 設計 され た よう で ある 。 


ピー ム ・ バ ズー カ 装 備 仕 欄 


アト ミッ ク ・ バ ズー カ と 同じ く 、 ビー ム ・ パ ズー カ は パレ ル と 基部 が 分 騰 さ 
п. 使用 時 の み 接続 する 。 革 使 用 時 の パレ ル は シー ルド 裏 に 設 置 


元々 は MS 以上 の 大 型 プ ラッ ト フ : 
ム で の 運用 を 起 定 し た メガ 和子 克 


あり 、 ATRN 
ЫЕ: 


度 作 2 号機 の 標準 装備 で ある バ 
Қа”) ベル を 


の 搭載 機器 は 不明 


MORE INFO! 
開発 初期 の 試作 ら 号機 


ガン ダム 試作 2 号機 は 当初 、 通 常 兵 問 搭載 型 の 強 組 


用 重 MS と し て 開発 され て いた 主 兵 装 と し て 大 
型 パ ズ ー カ の 搭載 を 規定 する な ど 、 最 終 的 な 核 兵器 運 
用 型 と 掛け 離れ た 機体 で は な か っ た 。 な お 、 耐 核 装備 は 
当然 の こと 、 フ レキ シブ ル ・ ス ラス ター・ バ イン ダー も 設 
計 変更 後 の 新装 備 と 思わ れる 。 


「 が ガン ダム 開発 計画 」 以 前 か 
А. AE で は 重 MS の 研究 が 
進め られ て いた 模様 。 試作 2 
号機 の ビー ム ・ サ ー ベ ル も 
重 MS 用 の 改良 型 で ある 。 


RX-78GPO2A 

ガン ダム 試作 号機 
ванантылп- 
アウ ト し た 試作 2 号 村 本 
анат 
сездо. 
化し た MS で あっ た 。 コー ド 
キー ム は サイ サリ ス 。 
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スロ ー ネ 
- ヴァ ラ ヌ ス | 
< J THRONE VARANUS ES 


/ RR GN ロ ング バレル ライ フル - プ GN チ ェ 
イン ガン GN ビ ー ム サー ベル GN 


ж 


GN シー ルド 


部 は ツヴァイ 用 を 
る 


背部 
ЕАСИ 
лона, ОМЕН 
に 大 型 の た めか 、 支持 フ 
が 設置 され た 。 GN ド ライ 
の 始動 機 は 搭載 し て いな い 


GNX-603T ジン クス の 量産 試作 機 に あたる MS が 、 
ヌス で ある 。 GNW-001~ 


作 性 の 向上 を 根本 的 な у レト ファ クト リー に お いて 行わ れ て いる 。 テス 7 


詩作 戦 TFAL 
FILE PREVIEW 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ の 監視 者 で あり な は 、 国 連 の 軍事 条約 査察 チー ム に 所 属し て 
ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 大 使 は 、 計画 の 一 環 
勢力 に 提供 する GN ド ライ ヴ [T] 搭載 型 量産 


バイ ロッ IN ドラ イヴ 搭載 型 MS は 、 そ 
れ ま で 存在 し て 


COE 9 ジン クス に 繋が る 骨 波 期 的 シス テム と 武装 о 


GN ドラ イヴ 搭載 型 MS は 操 終 に クセ が あり 、 旧型 MS と 
は 別 の 操縦 適性 が 必要 だ っ た (アド ヴァ ンス ドジ ンク ス を 
駆っ た エー スパ イロ ッ ト 、 エ イ : パリ スト が 旧型 MS を 
ほとん ど 動か せな か っ た こと は 有名 )。 そこ で スロ ー ネ ヴァ 
FART, 旧型 MS に 慣れ た 三 大 勢力 の パイ ロッ ト で も 
操 綻 で きる よう 様々 な 配慮 が な され た 。 GN 粒 子 に よる 機 
体制 御 を 容易 に する 大 型 の GN 粒 子 発生 装置 、 ユニ オン 
や AEU の MS に 搭載 され て いた ディ フェ ンス ロッ ド の 採用 
な ど が 該当 し 、 改良 の 後 、 ジン クス に 継承 され た 。 

ガン ダム の GN 粒子 


制御 装置 (2 クラ ビ カ ル 
PEP BON 


スロ ー ネ ヴァ ラ ヌス 


を 経て 開発 され 
ンク ス は 、 外 見 

は スロ ー ネ 直 系 た と 
は 判別 で き な い 。 出 
BERT DOE 
と 思わ れる 。 


スロ ー ネ ッ ヴァ イ の も の を ペー スズ に | 
{EBB CRM bate Cuvee 


масне ао, BE 
、 ジン クス よ り 大 型 で ある 。 


中 重 部 が クロ ー 状 に な っ て いる 。 7 
ンク ス で も 、 近 接 格闘 用 の GN クロ ー 
と し て 同系 の 模造 が 探 用 され た 。 ж 
常 の 「 手 」 と し て も 使用 可能 だ 。 


画 装備 レイ アウ ト 
EAAGNAF REMENE 
2. 同体 に 主 推進 系 を 集中 し 、 
腕 凍 を 武 疫 プ ラッ ト フ ォ ー ム と する 
スタ イル は 、 汎用 の GN ドラ イヴ 搭 
載 MS と し て は 標準 的 も の だ 。 


© GN ディ フェ ンス ロッ ド 

エン スロ ッ ド を 組み 合わ せ た 孔 御 装備 。 ディ フェ ンス 
ZEREUD ACAD HER EDEL RH COS 

『 の シー ルド と し て の 機能 も 追加 され た 。 


\ 


© GN ロン グ バ レル ライ フル 


ジン クス 月 の GN ロ ング バレ ル ラ イフ ブル の 試作 型 。 セン サー や GN 理子 
供 結 シス テム な ど は スロ ー ネ アイ ン 用 を 流用 し た 。 ジン クス で は ショ ー ト バ 
レル が 標準 装備 と な り 、 ロン グ バ レル は オプ ショ ン 的 扱い と な っ た 。 


⑥ GN チェ イン ガン 

左前 腕 に 外装 する マウ ント 式 の 小型 久 。 スロ ー ネ の GN ハ ンド ガン を 改 
良し た も の で 、 低 威力 な が ら 牽制 な ど に 幅広 使用 で きる 。 ジン クス が 頭 
並 に 搭載 し た GN バ ルカ ン は 、 同種 の 小型 火器 で ある 。 


сна-ж>эях.мәз 147-12 


ISVNVSn) ПЗАМИМУММ INI Ла punofbpeg / JIONI МІН /а 19943 121905 / IHVBOY СУПА Aq 10109,” VOIN IHOInOA ^а uonensnii, 
TEHT | 


) や m SPEC 
2 6-01 Ш ALIN 
: ШЕШІЛІП 


武装 パル カン 砲 X2 ママ シン キャ ノン x る 2 
ベルノ バスター ライ フル > 


シー ルド が 機 首 と な る 、 


БО о анан 


抗 する た め 、「 最 強 ] の MS 


の が XXXG-01W ウイ ング ガン ダム で ある 。 


Е す 傍ら 、 XXXG- r00WO の デー タ を 基 に 5 機 の 《 く ガン れ 、 バイ ロッ ト の ヒイロ ・ ユ イ の 手 で 爆破 され た 
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ө 装備 時 
出 吾 時 は パス ター ライ フ 


XXXG-01W は 、 原 型 機 に 求め られ た "単機 制圧 能力 "の 
PREMEL が 施さ れ て いる 。 主 武装 で ある パス ター ラ 
イフ ル は 、 一 撃 で 複数 の 英機 を 撃破 で きる 上 、 最大 出力 で 発 
射 し た 場合 、 半 径 150m の 空間 を 焼き 払う こと が 可能 で あっ 
た 。 この バス ター ライ フル で 多数 の 疫 を 一 掃 し た 後 、 残 っ た 機 
体 を 接近 戦 で 撃破 する と いう の が 本 機 の 基本 戦術 で ある 。 $ 

バス ター ライ フル は 1 度 の 射 
А ри ель 
Я ター ライ フル を 、 エ ネル ギー 
( с САРИЯИЕЕО ЛЕНЬ, 


жиро зч. HW 
5722255) 


ложи. EBER | 
り 回 すこ と が で きた 


画 シー ルド & ビ ー ム サー ベル 
シー ルド は 中 折れ 式 で 、 折れ た 箇所 か ら ビ ー ム (9 
サー ベル の グリ ッ プ 部 が ポッ プア ッ プ す る 。 e с 

先端 が 鋭利 な た め 、 武器 と し て 用 いる こと も 可能 


Ig 


FRADE LAI, 
OZ-06MS Y-I 
チタ ニュ ウム 合 全 製 の MS で あ 
tuz. 容易 に 切断 する こと が で 
きる 。 XXXG-00WO の も の より 
BB FRANSES, 


に バル カン 砲 、 選 部 に マシ ン 
споря фанд 
жен 


バー ド 形 態 で 実現 し た 、 戦闘 機 に 匹敵 する 航空 戦闘 能力 


アフ ター コロニー の 時 代 に お いて も 、 航空 戦力 は 基本 的 。 画 バー ド 形 態 
ниен ран 介さ れ て お り 、 一 部 の 機体 を 
除い て MS の 戦闘 領域 で は な : 『、XXXG-01W は 
飛行 形態 へ の 変形 に よっ て 空 で の 7 ょ っ た 。 ft 
空 兵 順に 匹敵 する 航続 区 や 戦闘 能力 を 得 た こと で 、 全 領 
域 攻撃 機 と し て の 機能 も 獲得 し た の で ある 。 


FD RIN NBM. 上腕 部 が 変形 し 

た ラン ディ ング ・ ギ ア は 鳥 の 爪 礼 午 さ 

で る 。 単純 を 変形 和民 の た め 、MS の 姿  ,-. 
が 外出 し て いる こと が わか る 。 


MS 形態 か ら 
BADE 
機 首 に 配 さ れ た パス ター ライ 
ル が XXXG-01W の バー ド 
DERHE, МИ 
г 


方 向 が バー ド 形 態 の 後 -<4 
方 へ と 集中 する 。 


15 歳 の 少年 に 合わ せ た 機能 性 の 高い : 


オペ レー ショ ン ・ メ テオ に 投入 され た 5 機 の ガン ダム の パイ 
ロッ ト は 、 全 員 が 同じ よう な 体型 の 15 歳 の 少年 で ある 。 その 
た め 、 こ れ ら の 機体 の コク ピッ ト は 各自 の 体型 に フィ ッ ト す る 
よう に 調整 が 図ら れ て いる 。 コク ピッ ト の レイ アウ ト も シン プル 
と な っ て いる 。 戦闘 中 の 複雑 な 挙動 を 簡単 な 操作 で 
る よう に な っ て いた 。 


パイ ロッ ホシ っ た 者 の 
WAGE BOK EMIT 
スク リー ン が 配置 され で いる 。 

イフ ル に 連動 する 


コク ビッ トブ ロッ ク と 頭 部 の 動き は 連動 し くい る 。 メイ ンカ メラ の 視線 
ト の 向き が 移動 する こと で 、 周囲 の 動き を より 正確 に 把握 する こと 


マ = ッ プ VEIT 


コク ピッ トブ ロッ ク は 球 
MCMDATS, в Ез 

ж. EEEN | 機 の 操 座 は 基本 的 に 左右 2 の 
る 。 コク ピッ ト 内 の サイ Б プリ ッ プ (RRR) と 左右 2 つの ペダ 
| ズ は すべ て ヒイロ に 合わ , 行わ れる 。 天井 部 に は 
の レバ ー を 備え る 。 


позага な っ て 


| せ た 設 計 と な っ て いる 
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MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : MSN-02 


公国 軍 の 威信 を 背負 っ た NT 専用 MS の 誕生 と その 意義 


サイ コ - コミ ュ ニ ケー ター ニー ЖЕ asa le 
呼ば れる シス テム は 、 複 数 の 攻撃 端末 の 遠隔 操作 や 、 
パイ ロッ ト の 思い 通り に 誘導 する こと を 可能 に し た 革新 
的 な 技術 で あっ た 。 反面 、 誰 に で も 使用 で きる も の で は 
な く 、 ニ ュー タイ プ (NT) 能力 を 持つ 者 で な く て は 操作 で 
っ た 。 一 年 戦争 当時 、 同 シス テム を 使い こなせ る 
者 は 限ら れ て いた が 、NT 能 力 の 軍事 利用 を 目論ん だ ジ 
オン 公国 軍 は 、 技 術 の 粋 を 集め 究極 の NT 専用 MS の 


06Z な ど 試 験 用 MS の 試験 評価 ・ 改 修 を 経て 完成 し た 
機体 が 、MSN-02 ジオ ング で ある 。 試行 錯誤 を 経て サイ 
コミ ュ ・ シ ステ ム を MS に 搭載 可能 な サイ ズ ま で 小型 化し 
た こと は 大 き な 進 歩 で あり 、 の ちの 機動 兵器 開発 の 可 
能 性 の 拡大 に も 繋が る 偉業 で あっ た 。 

な お 、 本 機 は その 名 が 示す 通り 「 ジ オン ] を 象徴 する 
MS だ っ た が 、 そ の 成 信 を 背負 っ た 機体 に は 「 赤 い 彗 星 」 
こと シャ ア ・ ア ズ ナ ブル が 搭乗 し た 。 当時 は 素性 を 隠し 


ン 公 国軍 の エー スパイ 
ロッ ト 。 地球 連邦 軍 の アム 
Е 


戦 し た 。 ア ・ パ バオア ・ ク ー で 
の 戦い の 後 は 、 ア タ シ ズ に 
ーー жау. 


開発 に 着手 。 そし て 、MAN-03 ブラ ウ ・ ブ ロ や MAN- て いた と は いえ 、 国 父 ジ オン ・ ダ イク ン の 遺児 が この 機 
08 エル メス と いっ た NT 専用 MA で 得 た デー タ や 、MS- 体 に 搭乗 し た こと は 皮肉 な 偶然 と 言え る だ ろう 。 


サイ コミ ュ 搭 載 機 と し て の 戦闘 力 と 運用 シス テム を 追求 し た 兵 装 略 
E 搭載 兵 装 グレ イア ウト 


Ито AN 
HHFA, ин 
も で きる 。 


頭 部 メガ 粒子 砲 


слав: 
в. REXE 2 


な く 、 胸 部 は ケー ブ 
ル 付 き メ ガ 粒 子 砲 ユ ニッ ト と な っ て いる 。 その 腕 部 を 含む 
射撃 兵器 一 一 メガ 粒子 砲 で 構成 され た 全 兵 装 は 、 キ ア 
M-33E を 母体 と し 、 頭 部 に 1 基 、 胴 部 に 2 基 、 両 腕 に 5 基 
ずつ 、 合 計 13 基 が 設け られ た 。 これ ら の 大 出力 を 周 う た 
ト は 大 型 化し 、 通 常 MS の 3.8 倍 ほど の キャ パシ 
ティ で 設計 が 行わ れ た と 言わ れ て いる , 

な お 、 有 株 誘導 式 メガ 粒子 砲 を 主 兵 装 と し た MSN-02 
= が 、 機 体 を 7 つの ユニ ッ ト に 分 割 し 、 そ れ 自体 を 攻撃 端末 
攻撃 を 行う と いう 運用 シス テム 構想 も 
ブラン が 実現 する こと は な か - これ は 
本 機 が サイ コミ ュ 搭 載 機 と し て の 有用 性 を 追求 し 
左 で ある 。 結果 と し て 機体 分 離 に よる オー 
撃 の 模索 は 絶た れ た も の の 、MAN-08 と 同等 
の サイ コミ ュ ・ シ ステ ム を 搭載 し た 本 機 は 、 精 度 の 高い 攻 
撃 端末 の コン トロ ー ル を 実現 。 その 戦闘 力 は 、 一 年 戦争 
最後 の サイ コミ ュ 搭 載 機 に 相応 し いも の で あっ た 。 


MS と し て は 当時 量 大 級 の 

火力 を 有 し た MSN.02。 N 

wu BEE 

AMADA ш 

ешти * 
り алва? 


様々 な 試験 機 の デー 


NT パイ ロッ ト 専 用 の コク ビッ ト 
акына. 貴重 NT バイ 


ロッ ト を 生 財 させ る た め の 脱 出 
用 カブ セル を 兼ね て いた 


тюн ск х JMF 
AMPS кто OLRBREDS ЕМ. 
を 内 惑 し て いる 指 部 分 は 、 マ ニ ビ ュ レ ー タ ー と | 
動機 構 を 備え て いる が 


EL Ei 


каш у—7сїййаһ. 尾部 

の パー ニア で 機動 する 。 攻撃 端末 と 

は れる MSNL-02 だ が 、 兵 凌 コ ン セ プ ト に 近接 直上 し て 数 は 少な いも の の 、 一 埋 掃 射 に 
人 実戦 に お いて は MA に 近い 形 で 運用 され て いた よる 火力 は 相当 な も の だ っ た 
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MECHANIC FILE БІН” 


開発 経緯 іле CEREN SAMS 


ー 年 戦争 末期 の 公国 軍 が 大 き な 期 待 を 掛け て 開発 
を 進め た MSN-02 は 、NT 専 用 MS と いう その 特異 性 も あ сы = 
U. ЕНЕС CHS. NT 専用 GR 
MS (当初 の 型式 番号 は MS-16X) の 開発 計画 が スタ ー Ш MAN-03 MSN.02 の 開発 

ト し た 際 、 その 実験 機 と し て は MS-06Z と MAN-03 (お ブラ ウ ・ 

よび 中 型 の 宇宙 戦闘 機 ) が 存在 し た 。 MS-16X は 、 こ れ Б тастарынан 
ら 複数 の 実験 機 に よる デー タ : いう ステ ッ プ を 踏み 、 
AMBAC (アン バッ ク ) 肢 と し て 機能 する 歩行 ユニ ッ ト を 装 
備 し た 「 第 1 試案 | と 、 歩 行 . ト を 廃し た 「 第 2 試案 ] を 
並行 させ て 開発 が 進め られ る こと と な っ た 。 実戦 投入 され 
た MSN-02 が 脚 部 を 持た ず 、 そ れ で も な お 担当 者 が 胸 を 
張っ て 「 現 状 で 100% の 性 能 が 出せ る ] と 豪語 し た の は 、 
AMBAC 肢 と し て の 脚 部 を 廃し た 第 2 試案 が 最終 
用 され た た めで ある 。 また 、 型式 番号 が MS ナン バー か ら 
MSN に 変更 され た の も 、 脚 部 を 廃し た 試案 の 採用 に 侍 
大 幅 な 方 向 転換 が 行わ れ た た め と 言わ れ て いる 。 また 、 プ 
ロジ ェクト で は 当初 、 無 線 誘導 式 サイ コミ ュ 兵 器 の 搭載 を 
想定 し て いた が 、MAN-08 の 戦闘 デー タ に より 、 同 方 式 に 
は 高い NT 能力 が 必要 に な る こと が 判明 НБС 
は な く 、MAN-03 か ら MS-06Z、 さら に MSN-01 へ と 試験 
デー タ が 反映 され 、 改修 が 施さ れ た 有線 誘導 式 の 採用 に 
至っ た と 言わ れる 。 


Ш MAN-08 エル メス 


Ш MSN-02 
ジオ ング 
NT 専用 機 開発 の 集大成 
と し て 完成 し た 機体 。 カタ 
ログ ・ ス ペッ ク 上 は 後 の 
жамоат 
性 能 を 持つ 。 


当時 の 公園 軍 が 提示 し う 
る 最高 水準 の 機体 と し て š 
完成 し た MSIN.02 piace. Ж: 

連 導 メガ 和子 砲 を ど 、MSN.02 
で 予定 され た 仕様 を 可能 な 恨 り 


MS-16X 開 発 計画 に お ける 弟 2 紅 
жуды, жазаласа» 
子 絢 に は MAN03 の 試験 テー タ 
が 反映 され た と も 言わ れ て いる 、 


ИЕ 
ん だ 


最終 決戦 に 暇 ん だ MSN-02 の 戦果 と 、 その 最期 


公国 箇 と 地球 連邦 軍 に よる 最終 決戦 一 ー ア ・ パ オア ・ 
クー 攻防 戦 の 戦端 が 開か れ た UC.0079.12.31 時 点 に 
お いて は 、MSN-02 の 実戦 投入 は 未定 の ま 
し 、 先 立つ 戦闘 で 乗 機 が 中 破 し た シャ ア ・ ア ズ ナ ブル に 
キシ リア ・ ザ ビ が 本 機 を 与え た こと で 、 つい に 実戦 の 機会 
を 得 た の で ある 。 第 34MS 隊 に 編入 され 、 S フ ィ ー ル ド か ら 
伺 入 する 敵 艇 隊 の 迎撃 に 当たっ た MSN-02 は 、MS18 機 
канаш крш. 公国 軍 首 脳 部 の 大 き な 期待 を 背負 っ 
て 開発 され た 本 機 は 初 の 実戦 に お いて 、 そ の 機体 性 能 の 
高き を 見 事 に 実証 し た 。 し か し 、 そ れ 以 上 の 戦果 を 期待 
た キシ リア は 、 本 機 を 前 面 に 押し 出す よう 指示 し 
RX-78 ガン ダム と 交戦 。 最終 的 に は 要 鹿内 部 に 侵入 し 
た RX-78 と 本 機 は 共に 大 破 し た が 、 この 戦い は 一 年 戦争 
屈指 の MS 戦 と し て 長く 語り 継が れる こと と 


О eE. FERRARO 
っ た 。 ЕАН は この 要 案内 部 で 完成 し た 


MORE INFO! 


АЕ АЕ] 
жамы Ж) с. KAHIT DOTA 
が 存在 する 。 MSN-02 や MAN-03 に 採用 され た 有線 誘導 式 
Е, MAN-08 の ビ : ト で 実現 し た 無線 誘導 式 で ある 。 両者 は サ 
イコ ミュ ・ シ ステ ム に よっ て 制御 され る 無人 区 撃 敵 末 と いう 点 
で 共通 し て いる が 、 パイ ロッ ト の 意思 を 攻撃 端末 に 伝え る 手段 
と 仕様 が 大 きく 異な っ て いる 。 

有線 誘導 式 サイ コミ ュ 兵 器 は 、 母 機 と 端末 を ケー ブル で 調 
ぎ 、 サ イコ ミュ を 介し て 電気 信号 に 稔 訳 し た ニュ ー タ イプ の 感 
応 濾 を 端末 に 伝達 、 機動 を 制御 する と いう 方 式 を 採っ て いる 。 
この 方 式 ! ー タ イプ 能力 が 低い (も し く は な い ) 者 で も 制御 
可能 で 、 撮 似 的 な オー ルレ ンジ 攻撃 を 行う こと が で きた 。 また 、 
ケー ブル は 端末 の メガ 粒子 砲 を 稼働 させ る た め の 電 力 を 供給 
する 役割 を 担っ て お り 、 端 末 に ジェ ネ レ ー タ ー を 組み 込む 必要 
が な いと いう 利点 も あっ た 。 

一 方 の 無 妹 誘導 式 は サイ コミ ュ が 増幅 し た 研 応 波 を ミノ フ 
スキ ー 通 信 に よっ て ビッ ト や ファ ン ネ ル と いっ た ジェ ネ レ ー タ ー 搭 
аламан йж BURR ады 

5 ニュ ー タ イプ 能力 が な 
運用 性 は 著しく 限定 され た 。 


存 は MANL03 の 中 央 モジ ュー ル に 配 され 
ЕН, 上 の ビッ ト は 、 
ー 征 戦争 を 通し て 唯一 実用 化 に 成功 し 両 填 も 一 長 一 知 が ある 方 丈 だ が 、 兵 器 と し て の 有用 性 か ら 引き 綴 
2885454125355. ARREDOR е С Иа 


Он МШ ЖӘПЕ С) 


Matz 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 


НЕ 01 me 16a 


gales | № SPEC -ovm-e noram- I SPEC zous- 
ШІ ドラ ド | saas 全高 200m 全高 — 
重量 334t ж — 
テー | | ИЖ — ИЖ — 
2523-43 -- スラ メタ ー 養 力 ーー 
итии итий — 
4 製 MS に よく 見 られ RR ルカ ン / サ ー ベ ルン ビー RR シグ ルク ロー プシ グル ブレ イド 
ムラ イフ ル / 拡散 ビ ー ム 砲 fh 拡散 ビー ム 砲 
LL 7147: LL ヴェ イガ ン 
НЖЖ ダス ・ ロ ー デ ン 他 ERE メデ ル ・ ザ ント 
Im COLOR 
ovm-e DORADO 
eee 
dk жон 
it 
209 
TEYDLUS ee = 
ZEYDLUS 
П] 


バ パイロット 
ゼイ ダル ス は 、 大 破 し 
ネス の 破片 と 共に 


首相 オル フェ ノア を 
, HIRT SHIH 


手 部 
指先 に は 、 特 殊 
理 を 施し た 


発 され ちる 。 た め 、 人 型 
尻尾 の よう に 見 える ビー ムラ イフ ル な ど 構造 上 
似 し て いる 。 > ョ ン 機 も 開発 され て いた 
変形 機構 を 廃止 f: は 、 格 闘 戦 に 待 化 
られ て い で 


し た 機体 で あ 

ñ 装 は 、 地 球 園 の 企業 や 組織 を 通じ て 流出 し 

を 部 位 単 位 で 交換 する た め の モ ジュ ー ル 構造 が 採用 さ АСЕ-1 スパ ロー の シグ ル ブ レ イド の 技術 を 流用 し た も の 
装備 や 運用 方 法 を 含む 開発 コン セ プ ゴメ ル や ウロ ッ ゾ に も 継 


MECHANIC FILE 


ЕДЕН SRST ese ae wa 
地球 園 の 偵察 が 主 目 的 だ っ た ガ フ ラン と は 別に 、 ド ラド aan E 頭 部 Š 
(SOB ARE MARC T с.к жанна Бол, WALSHE スリ ッ ト タ イブ の セン サー を 備え 、 前 頭 部 に は セン サー が 取り 付け られ て い 
ドラ ド が 実戦 に 投入 され た A G.140 年 代 の 主戦 場 は 字 = が 付け られ て いる 。 礎 部 の 美 甲 形状 は バク ト る 。 外 准 の 展開 機能 が な いた め 、 ガ フラ ン や パト に 比べ る と 小型 で ある 。 
宙 空 間 で あっ た た め 、 主 門 装 は ビー ム パ バル カン や ビーム ライ PT 


フル な どの ビー ム 兵 器 が 採用 され た 。 も ちろ ん 重力 下 で の 
運用 も 可能 で 、 オ ルフ ェ ノア 抹殺 作戦 時 に は 、3 連 ビー ム バ 
ルカ ン な どの オプ ショ ン 武 装 が 取り 付け られ て いた 

AG.160 年 代 の 地上 で は ほとんど 運用 され ず 、 宇 宙 で の 
戦闘 で ダナ ジン と 共に 前 衛 を 務め る こと が 多かっ た 。 


ガ フ ラン に あっ た 変形 
штен. BIB 
状 が 小型 化 きれ て い | 
る 。 ガン ダム AGE-1 
ノー マル と 互角 の 戦い 
ERR SEE, в 
い 軍 重 性 を 計る 


жою. T 
ашна. 


画 ビー ムラ イフ ル Ш 3 連 ビ ピー ム バル カン / ミ サイ ル ラ ンチ ャ ー 


IRL THR MY TRITLOTES, ARTN 
BUA, 連邦 軍 の 量産 型 MS アデ ル を 相手 に 
ビー ム パ バル カン で は 感 カ 不足 の た め 、 主 武器 と し て | 同形 権 で 、 ビ ー ム バル カン ミサ イル ラン チャ ー を 内 底 し た シー ルド 状 の | 指揮 官 向け に 改修 され た 機体 。 MAERT, MENACE 
活用 きれ た 。 RR. ミサ イル ラン チャ ー は ドラ ド L で の 使用 が 見 られ た 。 れ て いる 。 ゼ ハ ー ト の 副官 ダ ズ ・ ロ ー デ ン が 搭乗 し た 


ゼイ ダル ス の 構造 / 武 


ガン タム AGE-1. ス パロ ー の 技術 を 流用 し た 武装 


ゼイ ダル ス は 、 連邦 首相 フロ イ ・ オ ルフ ェ ノ ア の 抹殺 任 пиш 画 頭 部 
務 を 受け て いた 、 メ デル ・ ザ ント 専用 機 と し て 運用 され た ドラ ド に 比べ 推 佐 ユニ ッ ト が 大 型 化し て いる 。 買 の よう な 形状 を し た バイ ン | 装甲 の 形状 自体 は ドラ ド に 非常 に よく 似 て いる が 、 ヴ ェ イ ガン 製 の MS で 
機体 で ある 。 地球 上 で の 拠点 を 持た な い 段 階 で の 投入 ”。 ダー は 推力 の 上 昇 だ け で な く 方 転換 時 に 紙 の よう な 役目 も 果たす 。 は 只 一 な る 、 3 本 式 の 継 型 の セン サー スリ ッ ト が 採用 され て いる 。 
で あっ た た め 、 武 装 に は 弾丸 の 補充 が 不 必要 な シグ ルク 


ロー と シグ ル ブ レ イド を 採用 し て いる 。 中 一 長期 間 の 潜伏 
任 季 を 想定 し て お り 、 整備 性 の 高い 機体 構造 が 特徴 だ 
ゼイ ダル ス の 直接 的 な 後継 機 は 開発 され て いな い が 、 
グル 系 の 武器 は 、 後 に 水中 や 砂漠 な ど 特 殊 な 環境 に 合 
わせ て 開発 され た ゴメ ル や ウロ ッ ゾ な ど に 継承 され て いる 。 


PROMO RR 
ドラ ド に 似 て いる が 、 


2 


リ 
ング が 施さ れ て いる 点 
も 特徴 と 言え る 。 


が ダム AGE № 
ル と 互角 の 機動 性 


カ 下 で の 飛行 能力 
vats, Ё 


oma- サン ライズ MBs 14858 


M-MSV 


MECHANIC FILE フル アー マー 百 式 改革 戦 用 百 式 改 プ フル アー マー・ ガ ンダ ム Mk- 和 (NS) ml ант 


№ SPEC -F-001008 FULL ARMOR HYAKUSHIK-KAI- ІШ SPEC -1isk-s0100s ННАКОЗИКНКА GROUND TYPE- 
001 005 フル アー マー 百 式 改 ° 全高 — (И 19.21) 全高 — (RRB 192m) 
FULL ARMOR HYAKUSHIKI-KAI EE 392 ER 282-2808 6360 


重量 
” Ҙі4У-3-ЕЛ 2,015kW Ҙл3/-3-Ел 2,0158 
1523-47 ーー 2525-0) 70.800kg 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 
RR ロン グ ・ メ ガ ・ パ スタ ーー ビー ЖА ビー ムラ イフ ルン 肩 部 グレ ネー 
ム ・ ラ イフ ルプ ビー ム ・ キ ャ ノン ド ャ ー プ ハン ド ・ グ レ 
メ 2 ARF FRI ネー ド /60mm パ ルカ ン 宿 X2 
ン ビ ー ム ・ サ ー ベ ル %2 他 ビーム ・ サ ー バ ベル 他 
БЕЛ 
スパ ルナ ・ キ ャ リ パ ン 
g COLOR 


001005 FULL ARMOR HYAKUSHIKEKAL 


EREHAN Q... 


バッ ク バ ッ ク 
原型 機 の 高 機動 デパ バイ др 


ок 


れ た 性 能 を 発揮 し た 


百 式 改 の バリ エー ショ ン 群 関連 ファ イル 


MSR-00100S 百 式 改 の 派生 型 複合 型 の 増 
加 装備 仕様 が FA-00100S フル アー マー 百 式 改 、 重 カ 


р 提出 さ 
ピー ム 兵 器 や 実体 
辺 を 守る ビー ム ・ リ フレ クタ ー な ど を 搭載 し た 
本 機 の 運用 記録 と され る の が U.C.0087.11.20 の 月 
シロ ン の 戦闘 で 、 クリ フ ・ フ レミ ング 中 慰 


жанын / EROT TA 9 大 気 圏内 用 に 改造 され た 機体 


本 機 の 増加 装備 は 、 多 数 の ビー ム 火 器 と 実体 弾 式 火器 を 搭載 する うえ 、 装 甲 以外 に も 百 式 改 を ペー ス と し な が ら も 推進 系 や 武装 を 中 心 に 太 幅 な 改良 が 加え られ 、 短 時 間 の 
防御 装備 を 持つ な ど 、 後 発 の フ ZZ ガン ダム 用 に 近い も の 重量 増大 に 水中 戦 が 可能 と な っ た ほか 、 自 由 沙 下 寺 闘 と ホバリング 時 の 性 能 „ 手持 ち 式 火器 
よる 機動 性 低下 を 最小 限 と する た め 、 増加 装備 各部 に 推進 器 も 多数 や 肩 ・ 膝 部 パー ニア は 、 後に ガン ダム デル タカ イ の 大 気 圏内 : 用 され た と 見 られ る 


カラ バ の ハイ ロ 
高 性 能 機 と し て 
われ る 。 [ロー] ша 


шй HE 


が 新設 計 の も の に 提 


анта る 。 ミサ 
m+ 


a ミサ イル SÍ 227706 


ー ル ド ・ キ ャ ノン 
部 シー ルド 一 体 化 型 ビ 
小型 ジェ ネ レ ー タ ; 
増強 され た ビー ム 兵 装 に エネ ルギー 
EREU. 


グル アー マー* 
F- ІШІН を em ガン ダム Mk-I <°” 
Ў FULL ARMOR GUNDAM Mk-1 | ARMOR GUNDAM Mk- Ж 
バッ ク バ ッ ク 


MS 本 体 の 高 機動 仕様 の バ 
ク パ ッ ク を 活か し つつ 、 側面 に 


(=H) 141.200kg 
Ë: FIILE: 


51207 
キャ ノン x2/ ビ ー ム ・ キ ャ ノン x2 ノ グ 
レネ ー ド ・ ラ ンチ ャ ーx2 


MSF-007 ガン ダム Mk- 李 に 複合 型 増加 装備 を ( 
外装 し た MS が 、FA-007G フル アー マー・ ガ ン バラ ント ・ on 5 ДЕ; > 
Мк &5. ガン ダム Mk-T の 機動 性 重視 の 性 as 
能 を 活か し つつ 、 増 加 装甲 シス テム を 採用 すべ く 計 
want 

ガ <- 四 用 の 複合 型 増加 装備 は 、MS 本 
体 性 能 特性 を 殺 が な ょ いよ う 配 慮 され た も の で 、 機 
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新 機動 戦記 ガン ダム W G-UNIT 


ガン ダム 
А РД 


変 機構 を 持つ . 
空間 は も ちろ ん 、 地 上 空中 水中 と 
いっ た さま ざま な 戦況 に 即応 で きる 


の ! 
Fe, し か し 、 後に Dr. ペ ル ゲ の 意思 に よ 
り 、PX シ ステ ム が 発動 可能 で あっ た シ 
ル ヴ ァ ・2 ラ ウン が 搭乗 し た 。 


特殊 な 可変 機構 を 与え られ た ジェ ミナ ス 02 の 改修 機 


A.C.195、MO-V 製 「 ガ ンダ ム 」 ニッ ト 系 Dr. ペ ベル ゲ か ら の デー タ を 基 に 同機 体 を 改修 し 、 高 機動 
の 存在 を 突き 止め た デル マイ ユ ・ カ タロ z 
戦闘 部 隊 「0Z プ ライ ズ 」 は 、「 ガ ンダ ム 」 を 狩 ? i を せ た 。 独自 の 可変 
を 布告 。 0ZX-GU01A Š [PX (PILOTS EXPERIENCE) シス テム 」 を 搭 
スク レプ オス は 、 適性 を # 


(スタ ー ダ スト ナイ ツ ) | が 彼ら を 追い 5 

ево. x で り 後 、 同 機体 は 戦闘 の 最 中 に 0Z プ 
PEL | イズ の 元 を 離れ 、 再 び MO-V の 「 ガ ンダ ム 」 と し て 運用 さ 
密か に 情報 を 漏 》 て いた MO-V 所 属 の 技術 者 れる と いう 数 奇 な 道 を 辿る こと と な っ た 


肩 部 バイ ンダ ー 
ハイ トル クス ラス ター に より 、 高 機動 モー 


られ た 限定 的 な 可変 
は 大 きく 異な り 、 接 近 戦 モー ド 時 に は 
頭 部 、 腕 部 な ど を 構成 し た 。 


ESTE Cte BEB OIC 
エネ ルギー タン クス ラス ター ユ 

ト の 複合 装備 「 プ ロペ ラン ト 
レッ クタ ンク 」 を 増設 し 推進 カ 
が 大 幅 に 向上 され で いる 。 


関連 ファ イル 


MECHANIC FILE 


ВИЕНА зе ВЕТКУ Ааа: атаи: 


0Z プ ライ ズ の 手 に よる 初 の G ユ ニッ ト 系 MS と な っ た ア 
スク レブ オス は 、 ジ ェ ミ ナス と は 異な り 、 変 形 に よっ て 戦況 
応 する 高 機動 強襲 型 MS と し て 生ま れ 変 わっ た 。 OZ 
プラ イズ の 技術 者 は ジェ ミナ ス を ペー ス と し つつ も 、 その 最 
大 の 特徴 で ある ユニ ッ ト 換 装 機構 で は な く 、 可変 機構 を 採 
用 し た の で ある 。 その 結果 と し て アス クレ ブ オ ス は 、 通 辻 形 
жо 「 高 機動 モー ド ] と 、 近 接戦 闘 用 の 兵 装 「 パ イソ ンク 
ロー」 を 有する 「 接 近 戦 モー ド ] の 2 形態 を 駆使 し て 戦う 機 
体 と な っ た 。 さら に 、 新 た に 300km 四 方 を 完全 に 網羅 する 
「 全 方 位 ア クティ ブス キャ ナー」 、 敵 MS の セン サー や レー 
ダー を 無力 化す る 「 ア クティ ブ ジ ャ マー] を 搭載 する こと で 、 
ナス 01 を 圧倒 する 機体 と な っ た 


кюнге, 最終 決戦 に お いて は ジェ ミナ ス 
の ビー ムラ イフ ル と シー ルド を 装備 し て 出撃 し て いる 。 


画 接近 戦 モ ー ド 


バッ ク バ ッ ク を 頭 剖 に 探り 、 両 局 の バイ ンダ ー を 近接 戦 同 用 の [バイ ソン クロ ー」 と し て 朋 部 に 法 備 し た モー ド 
FHS BE Eh RPE Ааа ала таласы азат ы 


п 高 機動 モー ド (背部 ) 
汎用 性 を 確保 し た 形態 。 な お 、 レ ッ グ タン ク は 増大 し た 上 半 
身 に 対す る カウ ンタ ー ウ ェ イト の 役割 も 果たす - 


N 兵 装 レ イア ウト 


пош = 
355 IRL REE 
ш%>>. ог7э+д ий 
сала. 7 


Ш/(/7/5/2 


0Z プ ライ ズ 製 の バッ ク バック / 
は 、 大 口径 ノズル の ハイ トル ク 
スラ スタ ー を 2 基 備え る 。 また 、 
жлне 
を 構成 する パー ツ | 


Q звик-А 
EEEL OES 


Ееее 


О #sbg+7u—F 
イン ンク ロー に 装備 きれ た 
クロ ー 状 の 兵器 。 攻撃 用 の 
акш: BERS 
た 動作 が 可能 な マニ ピュ 


Ө ラビ ピッ ド シ ョ ッ ト 
接近 戦 モ ー ド 用 の 射撃 兵 
装 で ある ビー ム バ ルカ ン 砲 。 
оп BOR 
пож. met CEO) 
砲門 が 設け られ て いる 。 


アス クレ プ オ ス に は 、 そ の 強化 発展 型 と し て 開発 され た 
機体 が 存在 する 。 Dr. ペ ル ゲ が 送り 出し た 最後 の MS、0Z- 
10VMSX-2 ガン ダム パー ン レブ オス は 、 ア スク レブ オス を 
改良 する 形 で 設計 され 、PX シ ステ ム や 可変 機 の 特性 は そ 
の まま 受け 継が れ て いる 。 えら れ た 大 型 
ソー ド 「 ア サル ト ・ ペ イオ ネ 新規 
の 兵 装 が 追加 され た ほか 、 近接 戦 開 に 特 化し た 「 デ ュ エ ル 
モー ド 」 変形 後 の 形態 は アス クレ プ オ ス と は 大 きく 異な る 。 


アス クレ プ オ ス の 設計 思想 が 受け 挫 が 
ト を 和 務め た クラ ー ツ 
BF, さら に Dr ペル が 


パイ ソン クロ ー の 代わ り に 
備え られ た クロ ー ア ー ム は 、 
同時 期 の MS で ある シェ ン 
ロン ガン ダム の 「 ド ラゴン 
近い 格闘 用 


MORE INFO! 
0Z プ ライ ズ に よる 「G ユ ニッ ト 」 


6 ユニ を 開発 し た Dr. ペ ベル ゲ は 、MO-V に その 強化 
パー ツ の デー タ を 残し て OZ プラ イズ へ と 離反 。 そし て 、 OZ 
プラ イズ に お いて 新た な MS の 開発 に 従事 し た 。 し か し 、 
その 後 は アス クレ プ オ ス の パイ ロッ ト と し て シル ヴァ を 引き 
入れ た り 、 MEAL SLIT CRUE, RE 
する 危険 性 を 認識 し な が ら PX シ ステ ム の リミッタ ー を 外し 
た り と 、 必 ず し も 0Z プ ライ ズ の 利益 に は な ら な い 行 動 を 取 
る 次 が 見 らち れ た 。 実は それ ら の 行為 は 、 自 身 が 開発 し た 
MS の 性 能 を 引き 出す た め の 手 陰 で 、 す べ て は 「 最 高 の 
MS を 開発 する ] と いう 妄 執 に よる 行為 で あっ た 


rr ベル ゲ 

ムジ ェ ミ ナス を 開発 し た 科学 者 。 ジェ ミ 
ナス 02 の パイ ロッ ト 、 オ デル ・ パ ーネット を 高 
く 評価 し 、 自 分 の 配下 に 加え よう と し た - 


その 正体 は 、 生 な し OZ プラ 
に 潜入 し て いた オデ ル だ っ 
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機動 戦士 V ガ ンダ ム 


FILE 3 = モビ ルス ー ツ : ZM-SOBG YO 


53945 / IVDVNT OMAVL Aq 10109 / JAV 09NIHS 4Q u: 


Vsnw напа 


機動 戦士 ガン ダム 


атыма 

ДЕ 

P: 
> 
ЫЗ 
ie 

> 
' 
15 


знан 
АЕТ А 


‚11-3086 


新 技術 “ビー ム ・ ロ ー タ ー” を 初め て 搭載 し た 地上 上 用 の 機体 


ザン スカ ー ル 帝国 軍 (以下 ベス パ ) が 地球 侵攻 を 開 
始 する に あたっ て 開発 し 、 初 め て 量産 に 成功 し た 地上 
戦 用 MS が ZM-S08G ゾ ロ ° 

本 機 は ベス バ の 主力 宇宙 戦機 、ZM-SO6S プロ アッ 
ト を ペー ス に 、 地 上 に 橋 頭 優 を 築く た め の 機 体 と し て 
開発 され た 。 対地 攻撃 能力 の 強化 を コン セプト と し て お 
t). 新 技術 で ある ビー ム ・ 
採用 し て いる 。 これ 〔 
飛行 能力 を 有する 画 期 的 な 機体 と し て 完成 し た 。 さら 
に 、 この ビー ム ・ ロ ー タ ー を 有効 活用 する た め 、 ЖШС 


147-3 


は 攻撃 へ リコ プター (トッ プ ・ へ リ ) と # 攻撃 機 ( ボ ト 
ム ・ タ ー ミ ナル ) に 分 離 ・ 変 形 する 機構 も 与え られ 


ZM-SO8G が 、 初 期 の 地球 侵攻 に お いて ベス パ に も た 
戦果 は 大 きい も の 
パ を 制圧 し 、 地 球 侵攻 の 足 が 
こそ だ と 言え よう 。 この よう に 本 機 は 
MS 形態 時 の 近接 格 


バッ ク バ ッ ク 

バッ ク バ ッ ク に は 2 基 の スラ スタ ー 
を 搭載 し て お り 、 ト ゥ プ ・ へ ヘリ の 主 
関 も 兼ね て いる 。 その 両 
КУ ЛИФЕМЕЕ 
る パー ツ が 配 され て いる 。 


関連 ファ イル 


Hi 3 
・ サ バト (画像 ) ら が 


BAM CREED OMICE BOL RH 


MS 形態 時 に お ける ZM-SOBG 本 体 の 戦闘 カ は 、 ス ペッ 画 ビー ム ・ ラ イフ ル Ш マル チ ・ バ ズー カ 
ク 上 は 一 般 的 な 沢 用 機 の 性 能 に 留まっ て いる と 言え る 。 一 
方 、 本 機 は 携行 オプ ショ ン 火 話 が 充実 し て お り 、 それ が 総合 
的 な 戦闘 力 の 向上 に 繋が っ て いた 。 これ は 開発 時 に ベス パ 
の 各部 署 か ら 寄せ られ た 要請 に 応え る 形 で 用 意 さ れ た も の 
T 結果 、 本 機 は 様々 な 地上 任務 に 対応 可能 と な 
れ ら の 武装 に よる 本 機 の 戦闘 力 は 、 地球 連邦 軍 の 旧式 MS 
を 圧倒 し 


能 時 に も を 側面 へ 装着 
る 。 右 設 外 側 に ビー ム ・ ラ イブ フル の 後部 に 大 型 の 弾 薦 を 備え た 実体 理 式 の バズ ー カ 。 通常 は 展開 式 安定 算 
収納 部 が ある 。 の 付い ! 頭 が 用 いら れる 。 


ウッ ソ ・ エ ヴィ ン が 算 る ZMT-S 

コー を 攻撃 する 際 、 | 
タン 

が 使用 。 BMRA HFT 

могила 53272252 

し て は 一 般 的 4 ビー ム ・ サ ー 

ベル を 本 模 も 2 本 装備 し て 

いる 。 パッ ク パ ッ ク 上 部 か ら 

3 ば 抜い て 使用 する 


© ee 


тәш. алана 
が 使用 。 地上 か ら 射出 され 
た LM812V04 の ブー ツ (#4 
リム ) 


射撃 、 硫 壊し た こと も ある 、 


画 ピー ム ・ バ ズー カ 


赤い カラ ー リ ング の 2 ロ О? 
ates 


後 が 、LM812VO4 ヴ 9 ィ € 
クト リー ガン ダム の ドッ 

飛行 用 装備 で ある ビー ム ・ ロ ー タ ー は 、 ビー ム ・ シ ー ル ド と し て も 使用 可能 。 ‘ye = 中 折れ 式 の ビー ム 式 パ ズ ー カ 。 後継 機 で て ある ZM-SO9G トム リア ッ ト と 共用 
ロー ター の 一 部 6 ビー ム ・ サ ー ペ ベル の 代わ り と し て 使う こと も で きる 。 に 使用 し た алата 


対地 拠点 攻撃 や 対人 攻撃 に 対応 し た 変形 分 離 機構 


に よる 地球 侵攻 に お いて 、 レジ スタ ンス で ある リガ Ш トッ プ ・ へ リ yea Eyer H 5 スペ 
ミリ ティ ア の 地上 拠点 や 構成 員 を 掃討 する こと も 、 本 機 の 重 ынсы 
。 特に 可変 合体 機構 を 備え る 本 機 は 、 そ うし һитшетәеске 
う 一 面 も あっ た 。 MS で 対応 する ほ жанын 
と で は を い 場 合 、 ト ッ プ ・ へ り 単独 で の 運用 も 効果 的 で あっ 
た 隈 られ た リソー ス し か 投入 で き な い ザン スカ ー ル 帝 e. 00ЕРЕНЕЕНОНЦЕЕЛЦ 
БАРА ЛЕ. @ オプ ショ ン パ ー ツ 
SRT RORRE SOY 
に オプ ショ ン を 装着 可能 。 トッ 
プ ・ へ リ で 出撃 する | 備 
аһ. 合体 時 に パー ジ す る 。 
| = — A プロ ベラ ント ・ タ ンク 
2ZMS08G の 上 半身 が س‎ D 
Paar МЕН ТТ ТЕТІ (Б) sz) чом». 
ドッ キン グ 時 に 攻撃 を 受け や апд, Вало р = ボッ ド | 
AN BAER RS. ニッ ト が 装備 され て お り 、 対人 ・ 対 地 に 有効 = | 
7. NORTE Ак экс ага Е. 
画 ボトム ・ 
ター ミナ ル 
男 コク ピッ ト ハ ッ チ 4 
SEMEL THIET 5, 
る オプ ショ ン パ バー ツ | 
本 機 に は 兵 装 が 備え ら 
れ て いな いた め 、 the | 
е ы 
る 。 COMMENT 
ФАН TAI A ` 7 | 
ロッ ク の 底面 ハッ チ が 外出 эм-вовсатк кузел Ана. | СЕНАТ 
ку? МИНСК йа | 5250$» 
Б 3 4 め 、 本 | 
теке 3 = | 
A 


жии 


янса аат — 2 BBE AIO 

が 外れ て 射出 され る жик. гыс 機 首 が 下方 (MS 形態 の 胸部 中 央 ) へ 
この コク ピッ ト ・ プ ロッ ク =。。 ユ ニット が 底面 より 引 Я 180RRALTRURE hik. MA 
は MS 形態 時 に は キャ き 出 され 、 マ ニ ビ ピュ レー 装甲 が 機 首 を 券 き 込む よう に 閉じ る 。 & 


ピー 


WRI, 


ら に パッ ク バッ ク 下 か ら 吾 部 が 現れ る 
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GUNDAM EVOLVE (機動 戦士 ガン ダム ZZ) 


機 と し て 活躍 し た MSZ-010 ZZ ガン ダム 。 この 
増加 装甲 を 取り 付け る た 


いう 型式 番号 が 与え られ 
オ ・ ジ オン を 率い る ハマ 」 


後 、 密 か に レス ト ア され 木星 往 呈 船 


НЕ 01 mh 


ZZ-GR = 
Я 27-68 | AEUG. 


肩 部 装甲 & シ ー ル ド 
肩 部 装甲 は サイ ズ ・ 形 状 の 変 


「 ジ ュ ビ トリ ス T] の 乗組 員 と 
と 共に 、 木 星 圏 に 向 か 
の 機体 と そ が 「2Z-GR (ズィー ズィー 
ジュ ピ ト リス IL を 管理 する 木星 開発 事業 団 は 、 較 
の 管轄 下 に あり 、 エ ウゥ ウーゴ で 使用 され て い 
紹 の 自衛 用 の 機体 と し て 搭載 する こ 
は 主 に 


EVLo1 


任務 に 使用 され て いた 
、 従 来 の ZZ ガン 
や 機動 力 は 大 きく 下回っ て いた と いう 


РУБИНА ° AH HI PATI 
ビー ム ・ ラ イフ ル に 代表 され る 大 出力 兵 装 で あり 、 そ の 圧 
倒 的 な 火力 を 実現 し て いた の は コア トッ プ 、 コア ・ ` 
ネオ コア ・ フ ァ イ タ ー に 分 け て 配置 され て いた 3 基 の ジェ ネ 
レー ター だ っ た 。 し か し 、 先述 の 通り コア ・ ペ ー ス が 失わ れ 
た こと : ネ レー ター が 1 基 不 足し た と 考え られ る ZZ-GR 
は 、 ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン が 使用 で き な か っ た 。 また 、 コア ・ 
ペー ス に 新造 の 大 型 パッ ク パッ ク が 配置 され た た め 、 ハ イ 
バル を 兼ね な た ビー ム ・ キ ャ ノン や ミサ イ 
副 兵 装 も 失わ れ た 。 これ ら の 要 | 
ZZ-GR の 稼働 状態 は フル スペ ッ 
及ば な か っ た と 考え 


| 人造 の 改修 機 で あり 
な が ら も 、 充分 な 格闘 


ク の MSZ-010S に | 


> ә 
СВ 
BET 


新規 の バッ ク バッ ク 
を 備え る が 機動 性 は 
大 幅 に 低下 し た 。 推 
進 剤 の 容量 も 充分 
と は 1 MRE 
MKT OTL 

と いう 2 欠点 も あっ 


Ш ZZ-GR / 
ボー ズ 


ロバ パーツ を 構成 する だ け で な く 出力 
供給 源 で も あっ た コア ・ ペ ー ス が 
失わ れ た こと で 、 本 来 の 性 能 は 発 


揮 で き な か っ た と 思わ れる 。 


ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 低下 が 招い た 武装 の 弱体 化 


Фй) 


エネ レー ター 出力 が 不足 し て 
"Т 


画 ダブ ル ・ ビ ピー ム ・ ラ イフ ル 
MSZ-0108 の 芸 備 が 残さ れ て で ぶた に 見 ち れ る ダブ ル ・ ピ ビーム ・ ラ イフ ル 
аванс. 形状 ・ 構 造 に 違い は 


め 、 高 出力 の メガ 和子 砲 で ある ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ン ノ 
[ 造 さ れ た B パ ー ツ と 合体 し た こと で 再び 健 用 可能 と な 


ペー ス 機 と 新造 B バ ー ツ の 融合 に よる 機体 の 復活 
Ш М52-010 ZZ ガン ダム 


ZZ-GR は その 型式 番号 か ら わ か る 通り 、 フル アー マー 化 
に 際 し て 仕様 変更 され た 強化 型 ZZ ガン ダム を ペー ス 機 と 
し て いる 。 た だ し 、 後 に 地球 か ら 送ら れ て きた 新造 の B パ ー 
ツ は 、 仕様 変更 前 の も の を 基 に 製作 し た も の と 見 られ 、 ズ 
ラス ター 数 や ノズル 部 スタ ビラ イザ ー の 形状 な ど は MSZ- 
010S よ り も MSZ-010 に 近い 仕様 と な っ て いた 。 と も あれ 
ZZ.GR は この 新造 B パ ー ツ に よっ て 、ZZ ガ ンダ ム と し て フ 
ルス ペッ ク を 発揮 する こと が 可能 と な っ た の で ある 。 


BB パー ツ は 到着 直後 


め ZZ.GR 
調整 が 行わ れ て いた 
も の と 思わ れる 


MA 


ZZ-GR の B バ ーッ を 
ベー ス に 換装 し た 姿 。 パー ツ の 詳細 は 定か で 
BEL NREL FRO 


部 の 形状 な ど が 大 幅 に 変更 され て いる 。 


れ て きた コア ・ 


C.0089, パイ 
アー シタ は 、 木星 往還 船 「 ジ ュ ピ トリ ス I」 
に 乗船 し 、 か つて の 愛 機 を 改 眉 し た ZZ-GR で 哨戒 任務 な 
ど に 当たっ て いた 。 そし て 、 地球 を 発っ て か ら 10 ヶ 月 近く が 
過ぎ た U.C.0090.10.10、 ジュ ピ ト リ ス 』 は 木星 往 思 軌道 
上 に お いて 、 ネオ ・ ジ オン 残党 の MS 部 隊 に 迫 わ れる 謎 の 
シャ トル を 発見 。 その シャ トル に は 、 ジュ ピ ト リ ス I へ の 亡命 
を 希望 する 旧 ジ オン 公国 の 要 人 が 搭乗 し て いた ……。 
戦闘 に 介入 すべ く 出 撃 し た ZZ-GR だ っ た が 、 戦闘 中 に 
推進 剤 を 消費 。 EM A DR BRS T L£, し か 
し 、 そ の タイ ミン グ に 合わ せ た か の よう に 地球 か ら 新造 の 
B パ ー ツ が 到着 。 急造 され た B/ 
本 来 の 姿 を 取り 戻し て 戦線 に 復帰 。 
且 を 成功 させ た だ け で な く 、 要 人 を 狙う ネオ ・ ジ オン 残党 の 
MS 部 隊 を 相 fo さしたる 損害 を 被る こと な く 敵 部 
隊 を 全滅 させ 、 無事 に 要 人 を 保護 し た と 言わ れ て いる 。 


木星 往還 軌道 上 で の ネオ ・ 


ジオ ン 残 党 と の 遭遇 戦 


命 を 希望 する 要 人 は AMX-004.3 キュ ペ 


BAMX-014 ドー 


・ ウ ルフ と MS 


Е ザク NF 型 を 使用 し て 


MORE INFO! 


兄 へ の 誕生 日 プレ ゼン ト 


命 事件 の 最 中 で 、Z2-GR の 究 地 を 救っ た 定期 コン 


地球 か ら 遠く 離れ た 場所 
に 絶妙 の タイ ミン グ で ジ 


RER 
動 する リィ ナ の 音声 
メッ セー ジ も 添え 5 れ 
て いた と 言わ れる 。 


mat 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


(UE) mebi sue 108 


MS of ЕЕЕ 


地球 連邦 軍 の MS @ 


RMS-178 


елине 
を 加え た 臣 装 強化 仕 


ジム I 


機体 構造 


ジム TI と 比較 し 


№ SPEC -RGM-S6R смо. 
全高 — GRR 180m) 
重量 38.618 5620 
Эій/-3-ЕЛ 1,560К// 
2323) 81.200kg 


№ SPEC -ams-179 GMT- 
за — (頭頂 高 18.1m) 
40.5t (全備 重量 58.70) 
ЕЕ 1.518kW 
АЗАЯ) 62000: 


* 


EGELI 装甲 材質 チタ ン 合金 モラ ミッ ク 複 人 材 
RR ビー ム ・ ラ イフ ルプ ビー ム ・ サ ー ¢ 合金 使用 ) 
А ЖИ 大 型 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ーX2 他 


所 属 地球 連邦 軍 所 属 地球 連邦 軍 
搭乗 者 地球 連邦 軍 一 般 兵 


ガン ダリ ウム 合金 

られ た ほか 、 スラ スタ ー も 
増強 され て 機動 性 が 向上 し た 
拡張 性 も 強化 され 、 各部 


基地 防衛 に 投入 され て いた 旧式 の 汎用 機 


U.C.0090 年 代 初頭 か ら 、 地 球 連邦 軍 は RGM-89 ジェ 
ガン を 主力 機 と し て 選定 し 、 前線 部 隊 を 皮切り に 各地 へ 投 
入 し て いた 。 ULC.0093 に 勤 発し た 第 二 次 ネオ ・ ジ オン 戦 


争 で も 、 RGM-89 が ロン ド ・ ベ ル を は じ め 最 前 線 の 部 隊 に 


い 戦争 の 終結 に 貢献 し た の で ある 。 一 方 で 、 コ スト 
も あり 、 U.C.0096 の 段階 で も 、 連 邦 軍 の すべ て 
地球 


RGM-79 ジム を 原型 と する ジム 系 MS も 、 各 軍事 基 
結 後 か ら 配備 され た 
ン 戦争 時 に 投入 され 
力 と し て 活躍 し て いた 
の で ある 。 ' の まま 投入 され て いる 
機体 は 少な く 、 各地 の 環 境 に 対応 する 仕様 や 装備 の 変 
更 、 ま た は その 強化 
連邦 軍 ト リン トン 基地 に も 両機 は 配備 され 、 


RMS-179 は 、 U.C.0096 の 時 点 で は ロー トル 化し て お 
у. 防衛 戦力 の 「 数 合わ せ 」 と い 、 いで あっ た 。 だ が 、 
ジオ ン 残 党 な ど 、 反 政府 勢力 は 一 年 戦争 時 の 機体 を 改修 
し つつ 運用 し て お り 、RMS-179 で も 充分 に 対応 で きた の 
で ある 。 また 、 本 機 が 高い 拡張 性 と 整備 性 を 有 し て いた 点 
も 延命 で きた 理由 の ひと つ で 、 デ ザー ト タ イプ や 、 武装 強 
化 型 の セミ スト ライ カー が 存在 する 。 


ラン ド セ ル に マウ ント され て いる 
ELA. TNE, DOC 

戦型 ジム で も 使用 され た 、 シ ョ ー А 
ト タ イプ の シー ルド 


足 裏 に は スラ スタ ー の 噴射 
を 備え で いる 。 これ は ジム 系 
св. 
言え た 


9 連邦 下 府 首 者 ダカール 
See tet 
され た 機体 が 、 ジ ォ ン 
жкен. & 
Ble FCs RIS 
単 げ ら れ な か っ た 


| Ш RGM-179 ジム II・ セ ミス トラ イカ ー 
1 а 


> | em 
| / FAM RBICM MA (r732 7—9) を 追加 
に ИТ» 白兵戦 に 対応 する た め の 仕様 と 見 られ る , 


шаш 

バッ ク バ ッ ク は 小型 で 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル も 
1 基 の み と シ ンプ ブル 。 そ の 分 、 運 動 性 能 は 良 
で 、 ま た 操作 性 に 優れ る 点 も 特徴 だ っ た 。 


MERTUA: 


Ш バッ ク バ ッ ク 
オミ ッ ト 時 


セミ スト ライ カー の 特徴 で あ 
ENEH, 2 基 の ビー ム 


RGM-79 ジム の バリ エー ショ > 
| ライ カー| の コン セプト を 
た 。 防護 加工 が 施さ きれ て いる と 見 られ る 。 | だ 仕様 。 デ ザー ト タ イプ を ペー ス と し て いろ 


теж, 


支援 機 と し て 発揮 し た 性 能 


RGM-86R は 、 主力 機 と し て の 汎用 性 に こだわ っ た これ М AWRY TID: 
まで の ジム 系 シリ ー ズ と は 異な り 、 支 援 機 と し て の 運用 が ラン チャ ー 
可能 と な っ て いる 。 オプション と し て 用 意 さ れ た 大 穫 炎 器 。 ашу are cm \ 
を 設置 する こと で 、 後 方 か ら の 援護 や 対空 攻撃 に も 対応 rame ces tsht 
で きた 。 RGM-89 ジェ ガン の 配備 に よっ て 最前 線 で の 運 27" Тес 
用 率 は 低下 し て いた が 、 支援 機 と し て は まだ まだ 便 秀 で あ 
り 宇宙 地上 を 問わ ず 配 備 さ れ て いた 。 


МОКЕ INFO! 
トリ ント ン 基 地 の 戦 力 


トリ ント ン 基 地 に は 、 旧型 新型 を 問わ ず 、 大 量 の 機 
体 が 防衛 戦力 し し て 配置 され て いた 。 ジム 系 MS の ほか 、 


RX-160S バイ アラ ン ・ カ スタ ム の よう な 改修 機 、 さ ら に 
RMV-1 ガン タン ク I の よう な 戦 関 車輌 も 確認 され て いる 。 


so—vicemman 
て お り 、 残 党 軍 が 運用 
する MSMO4G ジュ : 
を ビ ー ム ・ ジ ャ ペ - 
и: санал. МУ “大型 ミ サイ ル ・ ラ ンチ ャ ー 
装備 時 


Ш デザ ー ト タイ プ 


育 部 に は 、 ガ ンダ ム Mk-T に 吐 備 され た も の 
と 同 タ イプ の パック バ ッ ク を 有する 。 その た k. | 旧型 の MS も 多く 見 られ た 
め 、 機動 性 も 良好 で あっ た 。 x が 、 そ の 圧倒 的 な 物量 も 
) あり 、 ジ オン 残党 軍 へ の 
対 拓 昔 力 と し て は 充分 で 
ある と 言え た 。 


ガン タン ク II 

グリ プス 戦役 時 、 ジ ャ ブロ ー 

基地 防衛 に 参加 し て いた 戦 

BUM, RX-75 ガン タン ク 
4 を 理 関 車 綿 と し て 特 化 させ る 

RMS-179 と 同じ く 、 デ > 形 で 開発 され た 。 

る 。 防 放 機構 以外 に 、 特に 性 能面 で の 変化 


ша サン ティ ズ 147-8 


ハー モニ ー オ ブ ガ ン ダム 


が 、 ガ ンダ ム 誌 作 2 号機 (MLRS 仕 様 ) で ある 


ガン ダム 試作 2 号機 | | | 
ШЕСІ ЛЕ サイ サリ ス — | 


GUNDAM 6Р02А TYPE-MLRS ЖА 


IS 仕様 時 に は 過 穫 4 
て 機能 する た め 無 駄 と は 言え な い 


E SPEC 
全高 18.5m 
重量 54.5t( 全 備 重量 1051) 
ЯЗВ W 
2324-8) 
装甲 材質 ルナ 2% 
ЖЕ マル チ プ ルル ・ ラ ンチ ・ ロ ケッ ト ・ シ ステ 
ムン ノビ ピー ム ・ パ ズー カ .60mm パ ルカ 
> 『 ム ・ サ ー ベ ル z2 ご ラジ エー 


脚 部 
зет PERECHI 
られ た 肢 部 。 他 の 部 位 と 


か し 、 ト リン トン 基地 
え 、 試 作 2 号機 


で の 重力 下 試験 に 間に合わ な か 
が 旧 ジ オン 公国 軍 残 党 に 強奪 き 


運用 型 の 強襲 
うし た オプ ショ ン 


ラン ド セ ル 
FROMM - RNAI KE 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW. 


(A88) И ПП 


жанын RR 」 面 制圧 に 適し た 支援 火器 


一 般 的 な 支援 MS 用 火器 は キャ ノン 砲 だ が 、 本 機 で は 
MLAS (正確 に は 多 連 装 ロ ケッ ト ・ シ ステ ム を 模 し た 兵器 
が 採用 され た 。 MLRS と は 、 多 数 の ロケ ッ ト 弾 を 
連続 で 一 斉 発射 する こと で 広い 範囲 を 同時 に 攻撃 = 面 
制圧 する 兵器 で ある 。 た だ し 、 大 型 か つ 大 掛か りな シス テ 
' る こと 、 ト ー タ ルコ スト の 高騰 な どの 短所 も あり 、 MS 
で の 採用 例 は 多く な い 。 その MLRS を 試作 2 号機 が 搭載 
で きた の は 、 ア トミ ッ ク ・ バズーカ を 取り 外せ ば 搭載 スペ ー 


画 正面 背面 図 


セル の 換装 と MLRS の 搭載 以外 は 、 ア 
ら な い 。 AREAS. KECA 
№. SHAN KEL MLAS 


ステ ム を 搭載 し な いた 
TOS, 


バエ ー カ 装備 時 と 変わ W 


ス を 確保 可 と 、 MLRS を 装備 し て も 高度 な 機動 性 を 
発揮 で きる こと な ど が 理由 と 思わ れる (そもそも MLRS な ど 
の サブ 運用 プラ ン は 、 高 い 機動 性 を 含む 試作 2 号機 の 基 
本 性 能 の 高 さ を 活か す た め 考案 され た と 言う ) 。 
運用 に あたっ て は 、 ア フリ カ や ユー ラ シ ア に 潜伏 する | 旧 
ジオ ン 公 国軍 残党 の 掃討 任務 を 想定 し て いた 。 試作 2 号 
機 が 重 カ 下 試験 に ‘RS 
機 の 試作 の 号機 が 失わ れ た た め 日 の 目 を 見 な か っ 


пәй 
@ MLRS 


MANRO HARE 


GROOT AARNE CMRANSH I MEKE. MICOS 
Cat, SHS RNIC ET MMe 
ひと つ を 府 域 と する に 充分 な 火力 を 持つ 、 


本 機 以外 で MLRSE 装 

атамын 

y ガン タン ク 程度 し か 存在 し 

aun", U.C.00808 ft 

чаш рт 
EH DRE N. 


® フレ キシ プル スラ スタ ー パ イン ダー 
шс Я а AAR HEE ЖАМВ 
AC シ ステ ム 。 全備 重量 105{ に 達する 
本 機 に 商 度 な 機動 性 を える 


可能 な よう 調整 され た 


MLRS 仕 様 以 外 の ガン ダム 試作 2 号機 の 装備 パリ エー 
ショ ン と し て 、 ビー ム ・ パ ズー カ 仕 様 が ある 。 これ は 旧 ジ オン 
公国 軍 残 党 デラ ー ズ ・ フ リー ト が 構想 し た も の で 、 ア | 
クー バズ ー カ 使用 後 の 試作 2 号機 の 再 利用 案 と し て 検 対 
され て いた 。 アト ミッ ク ・ パ ズー カ に 替わっ て 、MS 用 移動 
砲 座 ス キ ウ レ の メガ 粒子 砲 ( 元 は ビグ ロ 用 メガ 負 子 砲 ) を 改 
造 ・ 転 用 する 計画 だ っ た 。 し か し 、 MLRS 仕 様 同様 、 試作 
Воск. 


画 ビー ム ・ バ ズー カ 
スキ ウレ 用 メガ 粒子 砲 を 改造 ・ 転 用 し た 大 型 ビー ム 火 如 。 Ж 
部 を 兼ね る ラン ド セ ル も 新規 に 設計 され た よう で ある 。 


ピー ム ・ バ ズー カ 装 備 仕 欄 


アト ミッ ク ・ バ ズー カ と 同じ く 、 ビー ム ・ パ ズー カ は パレ ル と 基部 が 分 騰 さ 
п. 使用 時 の み 接続 する 。 革 使 用 時 の パレ ル は シー ルド 裏 に 設 置 


元々 は MS 以上 の 大 型 プ ラッ ト フ : 
ム で の 運用 を 起 定 し た メガ 和子 克 


あり 、 ATRN 
ЫЕ: 


度 作 2 号機 の 標準 装備 で ある バ 
Қа”) ベル を 


の 搭載 機器 は 不明 


MORE INFO! 
開発 初期 の 試作 ら 号機 


ガン ダム 試作 2 号機 は 当初 、 通 常 兵 問 搭載 型 の 強 組 


用 重 MS と し て 開発 され て いた 主 兵 装 と し て 大 
型 パ ズ ー カ の 搭載 を 規定 する な ど 、 最 終 的 な 核 兵器 運 
用 型 と 掛け 離れ た 機体 で は な か っ た 。 な お 、 耐 核 装備 は 
当然 の こと 、 フ レキ シブ ル ・ ス ラス ター・ バ イン ダー も 設 
計 変更 後 の 新装 備 と 思わ れる 。 


「 が ガン ダム 開発 計画 」 以 前 か 
А. AE で は 重 MS の 研究 が 
進め られ て いた 模様 。 試作 2 
号機 の ビー ム ・ サ ー ベ ル も 
重 MS 用 の 改良 型 で ある 。 


RX-78GPO2A 

ガン ダム 試作 号機 
ванантылп- 
アウ ト し た 試作 2 号 村 本 
анат 
сездо. 
化し た MS で あっ た 。 コー ド 
キー ム は サイ サリ ス 。 
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スロ ー ネ 
- ヴァ ラ ヌ ス | 
< J THRONE VARANUS ES 


/ RR GN ロ ング バレル ライ フル - プ GN チ ェ 
イン ガン GN ビ ー ム サー ベル GN 


ж 


GN シー ルド 


部 は ツヴァイ 用 を 
る 


背部 
ЕАСИ 
лона, ОМЕН 
に 大 型 の た めか 、 支持 フ 
が 設置 され た 。 GN ド ライ 
の 始動 機 は 搭載 し て いな い 


GNX-603T ジン クス の 量産 試作 機 に あたる MS が 、 
ヌス で ある 。 GNW-001~ 


作 性 の 向上 を 根本 的 な у レト ファ クト リー に お いて 行わ れ て いる 。 テス 7 


詩作 戦 TFAL 
FILE PREVIEW 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ の 監視 者 で あり な は 、 国 連 の 軍事 条約 査察 チー ム に 所 属し て 
ハン ドロ ・ コ ー ナ ー 国 連 大 使 は 、 計画 の 一 環 
勢力 に 提供 する GN ド ライ ヴ [T] 搭載 型 量産 


バイ ロッ IN ドラ イヴ 搭載 型 MS は 、 そ 
れ ま で 存在 し て 


COE 9 ジン クス に 繋が る 骨 波 期 的 シス テム と 武装 о 


GN ドラ イヴ 搭載 型 MS は 操 終 に クセ が あり 、 旧型 MS と 
は 別 の 操縦 適性 が 必要 だ っ た (アド ヴァ ンス ドジ ンク ス を 
駆っ た エー スパ イロ ッ ト 、 エ イ : パリ スト が 旧型 MS を 
ほとん ど 動か せな か っ た こと は 有名 )。 そこ で スロ ー ネ ヴァ 
FART, 旧型 MS に 慣れ た 三 大 勢力 の パイ ロッ ト で も 
操 綻 で きる よう 様々 な 配慮 が な され た 。 GN 粒 子 に よる 機 
体制 御 を 容易 に する 大 型 の GN 粒 子 発生 装置 、 ユニ オン 
や AEU の MS に 搭載 され て いた ディ フェ ンス ロッ ド の 採用 
な ど が 該当 し 、 改良 の 後 、 ジン クス に 継承 され た 。 

ガン ダム の GN 粒子 


制御 装置 (2 クラ ビ カ ル 
PEP BON 


スロ ー ネ ヴァ ラ ヌス 


を 経て 開発 され 
ンク ス は 、 外 見 

は スロ ー ネ 直 系 た と 
は 判別 で き な い 。 出 
BERT DOE 
と 思わ れる 。 


スロ ー ネ ッ ヴァ イ の も の を ペー スズ に | 
{EBB CRM bate Cuvee 


масне ао, BE 
、 ジン クス よ り 大 型 で ある 。 


中 重 部 が クロ ー 状 に な っ て いる 。 7 
ンク ス で も 、 近 接 格闘 用 の GN クロ ー 
と し て 同系 の 模造 が 探 用 され た 。 ж 
常 の 「 手 」 と し て も 使用 可能 だ 。 


画 装備 レイ アウ ト 
EAAGNAF REMENE 
2. 同体 に 主 推進 系 を 集中 し 、 
腕 凍 を 武 疫 プ ラッ ト フ ォ ー ム と する 
スタ イル は 、 汎用 の GN ドラ イヴ 搭 
載 MS と し て は 標準 的 も の だ 。 


© GN ディ フェ ンス ロッ ド 

エン スロ ッ ド を 組み 合わ せ た 孔 御 装備 。 ディ フェ ンス 
ZEREUD ACAD HER EDEL RH COS 

『 の シー ルド と し て の 機能 も 追加 され た 。 


\ 


© GN ロン グ バ レル ライ フル 


ジン クス 月 の GN ロ ング バレ ル ラ イフ ブル の 試作 型 。 セン サー や GN 理子 
供 結 シス テム な ど は スロ ー ネ アイ ン 用 を 流用 し た 。 ジン クス で は ショ ー ト バ 
レル が 標準 装備 と な り 、 ロン グ バ レル は オプ ショ ン 的 扱い と な っ た 。 


⑥ GN チェ イン ガン 

左前 腕 に 外装 する マウ ント 式 の 小型 久 。 スロ ー ネ の GN ハ ンド ガン を 改 
良し た も の で 、 低 威力 な が ら 牽制 な ど に 幅広 使用 で きる 。 ジン クス が 頭 
並 に 搭載 し た GN バ ルカ ン は 、 同種 の 小型 火器 で ある 。 
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モビ ルス ーッ : AMX-102 ズ サ ニノ ПІ) nell ser 150 


т" 


モビ ルス ー ツ : AMX-102 ズ サ ТІЛЕГІН 


ИР 
ROMS тлхо 胸部 3 連装 
ミサ イル x2./ 天 調 部 6 連 氏 ミサ イル 

部 0 連装 ミサ イル X2 


E COMPARISON CHART IN COLOR 
ja 


о e 


る 飛行 能力 の 獲得 に より 、 上 空 か ら 地上 
地球 園 に お ける 主導 権 を 握 ろ うと の 攻撃 と いっ た 運用 も 可能 と し た 
В * オ ・ ジ オン は 、 来 る べき 地球 制圧 作戦 
に 投入 する た め の 新た な 主力 機 の 開発 を 3 
AMX-102 も その うち の 1 機 で あり 、 同 時 期 に 開発 され 8 ) EEEE 
た AMX-101 ガル ス J と の 共同 運用 戦闘 デー タ が 反映 され 、 本 機 は 量産 され 広く 配備 され 


T 
- ジ オン に は 支援 MS が 少な いと と も あ 。 Ü HES 
、 AMX-102 は 戦争 後期 まで ガザ ・ シ リー ズ に 並ぶ 

力 機 と し て 運用 され 続け た の 


機体 全身 に ミサ イル を 搭載 する と と で 得 た 大 火 カ 


AMX-102 は 、 頭 頂 高 15m の 小型 MS で 、 ブ ー ス ター・ ポ ッ 


画 ミサ イル ・ 


画 バル カン 


ド や 肩 部 ミサ イル ・ ボ ポッ ド を 装着 する こと で 初め て ガル ス J と ЖУК 一 で Er aie iE 5 
同等 の サイ ズ と な っ た 。 こ れ は 当時 、 大 型 化 の 方 向 に 進ん で š сае зю, 
いた MS の トレ ンド と は 正反対 で Da EOL 
イル を 機体 各所 に 搭載 し て いる の が 特 ШЕЕ ЫЫ 
より 、 生 産 MICE CREE 
に 入れ た 機体 で あり な が ら 、 そ の 箇 叶 を 超え た 大 火力 の 獲得 
に 成功 。 ここ ま イル 攻撃 に 特 化 し た MS は 他 に 類 を 見 
f. 本 機 の 特殊 性 を 物語 っ て いる 。 
eh egg ne 
画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 
Pescara 
ー ベ ル は 、 肢 部 ミサ イル ・ ラ ン 
АООТ 
つ 格 納 さ れ て いる 。 本 機 装備 の ビー 
ムー サー ベル の 出力 は 、082MW 
と 低め 
同 発 時 の 想定 通り sents 
産 化 さ | b 
о 
MS の 付加 機能 を オプ ショ ン 化し た と と で 備わっ た 多用 な 運用 特性 
AMX-102 の 特徴 の ひと つが 、 MS 本 体 へ の 付加 機能 の M ブー スタ ー・ ボ ッ ド Q ミサ イル ・ ボ ッ ド Ө ドッ キン グ ・ ロ ッ ク 
徹底 し た オプ ショ ン 化 で ある 。 外 付 け 4 連装 と 7 連続 の ミサ イル ・ ボ ッ 機 首 の 付け 根 下 部 に MS 本 体育 部 と 
スタ ッ ド を 装備 する こと で 、 戦況 や 作 | KESART OM. спо の 接合 部 が 存在 する 。 ブー スタ ー ボ + 
運用 形態 を 取る こと が 可能 と な っ て いる 。 具体 的 に は 、 大 火 Ode 
カ 8 飛 行 能力 を 持っ た 後方 支援 大 型 MS と 、 白兵戦 用 小型 29 
MS の 2 つの 側面 を 持た せる こと に 成功 し て いる 。 4 


また 、 これ ら の オプ ショ ン ・ パ ー ツ は 任意 に 分 離 可能 で 、 破 
損 お よび 弾 切れ の 際 の デッド ・ ウ ェ イト 化 を 回 避 す る こと が で 
きる 。 こう し た 臨機 応変 な 運用 が 本 機 の 強み と いえ る 。 


コク ピッ ト 

ブー メタ ー・ ボ ッ ド に も コク ビッ ト が 搭 
MAATE. моа нота 
EU TDR OEE Te 


m ブー スタ ー・ ボ ポッ ド 


ド 装備 時 (飛行 形態 ) 


MORE INFO! coa ts аах AANE 装備 時 (MS 形態 

Ы も 可能 と し て いる 。 ЭННИО 7 >И. AMX.102 に お ける 基本 的 な 

Е Б. MSM ки сыйа: 
U.C.0096 に 運用 され た 機体 жөне 


NON 
U.C.0096- MRLE [272208] を る 戦い に お い 


「 袖 付き は 様々 な 時 代 の 旧式 MS 
を 戦力 と し て 運用 し て いた 。 その 中 に は AMX-102 も 含ま れ 
接 格 本 洪 に 対応 する た め 他 MS の オプ ショ ン 兵 装 
「 補 付き 」 仕様 も 存在 し た 。 同 仕様 は AMX-101E 
ルム ・ ガ ルス の 護衛 機 と し て の 運用 が 確認 され て いる 


マ AMX-102 Де Гав 仕様 
原型 機 か 5 機体 の 改修 は 行わ れ て いな 

カラー リン グ が 緑 系 に 変更 れ 手 
首 に エン グレ ー ヴ が 加え られ た 。 


画 ミサ イル ・ ボ ポッド 
装備 時 (MS 形態 ) 


А АМХ-102 ХО 
「 補 付き 」 仕 様 
AMS-119 ギラ ドー ガ の 
シー ルド と MS.18E ケン 


Ш バリ ュー ト ・ パ ッ ク 
装備 時 

AMX-102 に は 専用 の パリ ュー トバ: 

O > が 用 され て お り 、 ダ カ ー. Me 

に は これ で 大 気 囲 突入 を 


フフ ァ ー の ショ ッ ト ガ ン を 装 
備 し た タイ プ 。 


masaz 150-4 
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MECHANIC FILE 


モビ ルス ー ツ : MSZ 


「Z 計 画 ] が も た らし た 企業 の 隆 忠 と MS 開発 技術 の 先 鐘 化 


U.C.0086、 エ ゥ ー ゴ か ら 可 変 MS の 開発 を 依頼 され 
た アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (AE) は 、 次 世代 MS 
の 開発 プロ ジェ クト 「Z 計 画 ] に 着手 し た 。 U.C.0080 年 
代 前 期 に 推し 進め た 「 ガ ンダ ム 開 発 計画 ] に まつ わる 不 
祥 事 で 立場 を 悪く し て いた AE に と っ て 、 自社 の 技術 力 を 
誇示 する こと は 至上 命題 で あり 、 テ ィ タ ー ン ズ と の 武力 
衝突 を 決意 | ウー ゴ が 計画 を 依頼 し て きた こと は 、 ま 
さ に 渡り に た と 言え る だ ろう 。 か くし て ふた つの 組 
織 の 思惑 は 合致 し 、 プロ ジェ クト は 始動 し た の で ある 。 

「Z 計 画 ] は 技術 者 た ちの 試行 錯誤 を 経て 成功 を 収 


め 、MSZ-006 Z ガ ンダ ム や MSZ-010 ZZ ガン ダム と 
いっ た 高 性 能 機 を 生み 出す に 至っ た 。 さら に その 後 も 純 
粋 な 技術 の 追求 は 続け られ 、 プ ロジ ェクト の ノウ ハウ は 俗 
に 「 ア ナハ イム ・ ガ ンダ ム 」 と も 呼ば れ た AE 製 ガ ンダ ム ・ 
タイ ブ MS へ と 発展 し て いく 。 だ が 同時 に 、AE が MS 産 
業界 の ガリ バー と な る 端緒 を 開い た 鍵 に も な り 、 彼 ら 5 は そ 
の 業績 に よっ て MS 産業 分 野 に 強い 影響 力 を 持つ こと と 
な っ た 。 その 変化 は 後 の 戦乱 期 に 少な か ら ず 影 を 落と す 
こと に な る 。 MS 開発 技術 の 先 倍 化 と AE の 企業 と し て の 
隆盛 「Z 計 画 ] は その 両面 を 象徴 し て いた の で ある 。 


06 Z ガ ンダ ム 


иш 


関連 ファ イル 


HMS-099 リッ ク ・ デ ィ ア ス 
MSA-005 メ > タス 
MSZ-010 ZZ ガン タム 
RGZ91 リ ・ カ スィ 

ТЇН 


AE に よる エゥーゴ 用 可変 MS 
開発 プロ ジェ クト 。 同 計画 に 
よっ て MSZ-006 を は じ め と す 
る 優秀 な 機体 が 誕生 し 、 そ の 


[Z 計 画 」 が も た らし た 技術 的 革新 と ふた つの 方 向 性 


「Z 計 画 ] が 目指 し た も の は 、 当 時 注目 され 始め た TMA 
(可変 MA) の 能力 を WS ベース に 置き 換え た TMS (可変 
MS) だ っ た 。 組織 の 規模 で ティ ター る エゥーゴ で 
は 同じ 可変 機 で も 大 型 化 の 傾向 が 強い TMA で は 運用 が 

と いう 付加 価値 を 求め た こと も 当然 の 性 


る 。 そ の MSZ-006 の 完成 に よっ て 「Z』 


画 」 は 一 応 の 結実 


画 「Z 計 画 」 系 可変 MS に も た ら さ れ た 新 技 術 


は 、 変形 に 加え て 
анеки посете, さら な る 開発 の 
進行 に より 、 兵 装 面 に お いて も 新た な 技術 が 盛り 入 ま れ た , 


変形 機構 
エッ ー ゴ 側が 提示 し た 「 変 形 に 要する 
時 間 が 0.5 秒 以内 」 と いう 部 題 を クリ ア 
し た だ け で な く 、MSZ-010 に お いて は 
分 浮 ・ 合 体 機構 を も 成立 させ : 


パイ オ ・ セ ン サ ー 

MSZ-006 と MSZ-010 の イン ター 
フェ イス に は AE 独 自 の サイ コ 
で ある パイ オ ・ 
ж. хп. 


分 散 配置 型 ジェ ネ レ ー タ ー 
機体 各 剖 に ジェ ネ レー ター を 分 艇 配置 
する 設計 を 採用 。 MSZ-006 は 両 疲 に 
主 ジェ ネ レ ー タ ー を 、MSZ am 
з=н иил. 


を 見 た が 、 そ の 誕生 後 も プロ ジェ クト は 継続 され 、 多く の バリ 
エー ショ ン 機 が 生み 出さ れ た 。 し か し 、 戦 争 の 長期 化 と 戦局 
の 変化 、 兵 器 開発 競争 の 激化 と いっ た 要因 か ら 、 時 代 は さ 
ら な る 高 性 能 MS を 求め た 。 そし て 、MSZ-006 で 確立 され 
た 純然 た る TMS と いう 器 も また 時 代 の 流れ に 適合 し 、 や が 
て MS 単機 に 極限 の 性 能 を 求め た 超 ハイ エン ド 機 の MSZ- 


010 を 生み 出し た 。 「Z 計 画 ] は 似 て 非 な る ふた 
分 化し 、 そ れ ぞ れ に 確か な 成果 を 残す こと と な っ た 。 


の 方 向 に 


129, 
フル な どの 携行 兵 
装 を 変形 機構 に 組み 込ん だ 。 さら に 
MSZ.010 で は 超 火 力 兵 イ ・ メ 
ガ ・ キ ャ ノン の 搭載 に 成功 し て い 


Ш MSZ-010 ZZ ガン ダム 
№ SPEC 


ШИ GEREK GBA — 
Эіфу-3-Е) 7.340kW 


жасат 
活躍 を 見 せ た MSZ.006 
と MSZ.010。 第 一 次 ネ 


時 
配備 され 「 ガ ンダ ム ・ チ ー 
ム 」 を 編制 し た 。 


づく 新規 設計 に 
、RX-178 ガン ダム 


ンダ リウ ム Y( ガ ンマ ) は 、 
て 強度 が 低下 し が ちな 
TMS の 実現 に 、 な く て は な ら な い 素 材 だ . 


ЖЕ ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ フン ダブ ル ・ バ ルカ 
ン x2 ノ タダ ブル ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル ノ 


MECHANIC FILE 


MSZ-006 


яғ01 з 040 


MS 開発 史 に 多大 な 影響 を 与え た [Z 計 画 」 系 MS 


RMS-099 リッ ク ・ デ ィ ア ス (Y ガ ンダ ム ) の 開発 に よっ 
て 独自 の MS 技術 を 確立 し た AE は 、 そ の ノウ ハウ を 活か し 
て [ZEHE] に 着手 し た 。 まず MSA-005 と MSN-001 デ 
ル タ カ ガン ダム を 経た プロ ジェ クト は 、 さ ら に 試作 機 を 開発 し 、 
必要 不可 欠 と な る 技術 を 導入 する こと で その ディ テー ル を 
要求 され た TMS へ と 近付け て いっ た 。 「Z 計 画 ] 系 の 可変 
MS に は いく つか の 共通 点 が あり 、 可 変 機 用 ムー バブ ル ・ 
フレ ー ム の 採用 、 ロ ング ・ テ ー ル ・ ス タビ ライ ザー を は じ め 
と する 四肢 以外 の AMBAC シ ステ ム の 装備 、 分 散 配 置 
型 ジェ ネ レ ー タ ー の 搭載 な ど が 代表 的 な 特徴 と し て 知ら れ 
な お 、 実 験 機 的 な 意味 合い が 強かっ た MSA-005 は 
こう し た 特徴 を 持た な い が 、MSZ-008 ZI や RGZ-95 リ 
ゼル な どの 簡易 可変 機構 に 束 が っ て いる 。 そし て MSZ- 
006、MSZ-010 の 完成 に よっ て 結実 を 見 た 「Z 計 画 ] だ 
が 、 結 果 と し て 関連 プロ ジェ クト は 多岐 に 下っ た 。 さら に 、 
その 開発 年 代 も U.C.0080 年 代 中 期 か ら U.C.0090 年 
代 中 期 に 及び 、 同 計画 が U.C. の MS 開発 史 に 残し た 影 
響 は 非常 に 大 きい と 言え る だ 


006 は 運用 する 環境 に 左 
右 さ れる こと な くそ の 高い 運 
動 性 能 を 発 押し 、 テ ィ ター ン 
ズ 製 の TMA と も 互角 以上 
に 渡り 合っ た 。 


「 ウ ェ イブ ・ ラ イダ ー] E 
ば れる MA 形態 で は SFS 
と 同等 の 運用 が 可 

け で なく 、 ノ ン オ プシ ョ ン で 
の 大 気 回 突入 能力 も 有 し 
て いた 。 


Гани OBIRALLTRRBLAMSZ-OOGEMSZ OIO, УХ 
ネオ ・ ジ オン 埋 争 を 終結 に 導く 活 中 を 見 せ た 


MORE INFO! 


MSZ-006 の 完成 後 も 「Z 計 画 ] か ら 派生 し た プロ ジェ クト 
が あっ た こと は 先述 し た 通り だ が 、MSZ-010 の よう な ハイ エ 
ンド MS の 開発 だ け で な く 、 簡略 人 | う 生産 性 の 改善 を 目 
指す 量産 仕様 化 の 流れ も 存在 し た 。 これ は 基本 的 に 高 性 
能 可変 機 が MSZ.006 系 を 、 普 及 型 可変 機 は MSA-OO5 系 
を 採用 し 、 そ の 量産 化 を 目指 す と いう も の で ある 。 TORM 
に は MSZ-007 量産 型 Z ガ ンダ ム の よう に 開発 が 深 結 され た 
も の も あっ た が 、RGZ-91 リ ・ ガ ズ ィ の よう な 簡易 可変 機 
いう 新た な 形 の MS も 生み 出さ れ て も いる 。 第 一 次 ネオ ・ ジ 
オン 戦争 後 、MSZ-010 な どの 第 四 世 代 MS は ほぼ 姿 を 消し 
た が 、「Z 計 画 ] 系 の 第 三世 代 MS 一 可 変 MS は 引き 続き 数 
種類 が 開発 され 、 地球 連邦 軍 に 採用 され る こと と な っ た 。 


背部 や 脚 分 な ど に MSZ- 
008 の 影響 が 見 られ る リ 
Eh REOR, 


Z 計 画 系 MS 開発 系 統 図 


本 格 的 な ムー バブ 


ル 
し た 


MS. 


フレ ー ム を 採用 
最初 期 の AE 
TMS と し て の 


ташы, 


式 系 MS へ 


MSZ.006 の 試作 機 に 
当たる MS。 RX-178 の 
技術 が 漠 入 され て いな 
ВЕРЮ. ВИНЕ 
可変 MS と し て ロー ル 
アウ ト し て いた 。 


ишо жЕ 


EMT 


Ш MSZ-007 量産 型 ガ ンダ ム 
BRIAN ROTOR MER 


MSN-001 と MSA-005 
の 問題 点 を 解消 し 、 計 
画 の 到着 点 の ひと つと し 


MSZ.01 001 EERE E 
та. лаци 


BINE A R7 
ン な ど が 搭載 され た 


жн. 正式 系 MS と の コン ペ 
ン に 敗れ 、 開発 は 中 断 され た 。 


№ 57-008 ZI 

MSA-005 系 可変 機構 の 採用 に より 生 
産 性 が 高め られ た 機体 MARL ERD) Ce 
が ら も 操 縮 性 は 高め られ て おり 、MSZ- 
9062728592072. 


хПаНОхи 
機 と し て 試作 れ た 
TMS, その 試験 ・ 
РН 


RX-782 #7940 
иен 
ター ンズ 系 MS。 ほぼ 
全身 規格 の ムー パブ ル ・ 
フレ ー ム が 導入 され た 。 


ティ ター ンズ 系 ムー バブ ル ・ フ レー ム 


— 
جح 


分 散 配 置 型 ジェ ネ レ ー タ ー バイ オ ・ セ ン サ ー 


ガン ダム と G パ ー ツ の 連携 
運用 の 構想 を 受け 次 ぎ 
合体 ・ 変 形 機構 が 採用 さ 


Ш RGZ-91 リ ・ ガ ズ ィ 
MSZ-0060 ВАН МН 


ョ ヨン で ある パッ ク ・ ウ ェ ポ ン ・ 
ВА に 依存 し で いる 。 


Ш 962-95 リゼ ル 

間接 的 に MSZ-008 や RGZ-91 の 流れ を 
没 む 可変 MS。 MSA-005 系 可変 機構 の 
採用 と 共に 、 ジ ェ カ ガン 系 と の 互換 性 を 高 
め る こと で 低 コ スト 化 を 果たし て いる 。 


сма -5:94х 


150-6 


[$$ | н:01 mr 4A 


全高 — (ERS 21.2m) 
25.6t (全備 重量 58.00 


| 
量産 型 リ ガン ダム | 


ы 
ルカ ン X2 “ビーム ・ キ ャ ノン ダビ ー ム ・ 
サー ベル 他 
地球 連邦 軍 


胴体 
жоне е: ов. ШВ 
Е 


サイ コ ・ フ レー ム は 継承 され て いる 


産 を 断念 され た サイ コ ・ フ レー ム 搭 載 MS mas inl 


の エー ス ・ パ イロ ッ ト 用 量産 仕様 機 な る ) 。 主力 MS ジェ ガン が 性 能面 で ぜ ラ ・ ド ー ガ に 3 
が 、RX-94 量産 型 リ ガン ダム で あ た こと 、 ヤク ト ・ ド ー ガ 量産 の 可能 性 な どか ら 、 戦力 増強 
邊 低い が 、 サ イ Е 
£ 
FILE PREVIEW 


CCA0304 サイ コ ・ フ レ 


量産 型 リガ ンダ ム の 開 
の 開発 段階 に お ロン ド ・ ペ ル 隊 が 提示 し た と い 
ャ ア の 反乱 ] 勃発 前 に 開発 計画 が 存在 し た 


量産 型 り ガン ダム は ガン ダム を ペー ス に 開発 され て お 
り 、 スタ ンダ ー ド な 機体 構造 と サイ コ ・ フ レー ム の 組み 合わ 
せき を 受け 継い で いる 。 カタ ログ スペ ッ ク は | 
し て いる が 性 能 は ジェ ガン を 姜 態 し 、 ネ 
ドー ガ す ら 上 回 る よう で ある 。 

原型 北 は ニュ ー タ イブ 専用 MS だ っ た が 、 量 産 型 リ ガン 
ダム で は 一 般 パ イロ ッ ト の 搭乗 も 想定 し て いる 。 サイ コ ・ フ 


‚ МЕ. вая 


ン ・ ラ ッ チト 


 <езішановвтшекивонти, ROH a 
た >> ビー ム ・ ス プレ ー ガ ン な ど を 搭載 可能 で ある 。 


レー ム の アシ スト が あっ て も 一 般 人 が フィ ン ・ フ ァ ン ネル を 
扱う の は 困難 な た め 、 準 サイ コミ ュ 兵 器 イ ンコ ム を オプ ショ 
ン 装 備 し た 。 イン コム は 有線 式 ビ ー ム 砲 の 一 種 で 、 本 来 は 
コン ピュ ー タ ー 制 御 に よっ て 限定 的 な が ら サ イコ ミュ 兵器 
の 動き を 再現 する 。 本 機 の イン コム は サイ コ ・ フ レー ム を 介 
し て 操作 され る よう で 、 ニ ュー タイ ブ 用 有線 式 ビー ム 砲 に 
近い 動き が 可能 だ と 思わ れる 。 


WM イン コム ・ ユ ニッ ト 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 1 本 を 搭載 する 。 


KoQ мода сна Жек, ユニ ッ 
ト ひ と つ あ た り 、 イ ンコ ム 2 基 と ビー ム ・ カ ノン 兼 用 


画 イン コム 
非 ニュ ー タ イプ で も 扱え る 有線 式 ビ ー ム 克 。 5 ガン ダム 用 を 大 
型 化し た よう な 円 柱 型 イン コム を 4 基 も 備え る 。 C AIT. 
円 柱 部 の 上 下面 に 計 6 つ が 設置 され た 。 


ト の 上 部 に マウ ント され る 大 型 ビー ム ・ 
ム ・ カ ノン と の 兼用 式 で ある 。 通常 サ 
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量産 型 リ ガン ダム で は 、 ニ ュー タイ プ 搭 乗 時 の 武装 と し 
て フィ ン ・ フ ァ ン ネル が 用 意 さ れ た 。 リガ ンダ ム 用 と 同型 で 
性 能 も 変わ ら な いと 思わ れる が 、 リ ガン ダム で 6 基 だ っ た も 
の が 量産 型 で は 5 基 と な っ て いる (量産 型 リガ ンダ ム で も G 
基 搭 載 と の 説 が ある ) 。 な お 、 イン コム ・ ユ ニッ ト と の 同時 
装備 は 想定 され な い 。 

フィ ン ・ フ ァ ン ネル 装備 時 の 戦闘 力 は 極め て 高い と 思わ 
れる が 、「 シ ャ ア の 反乱 ] 後 の ロ ンド ・ ベ ル 隊 に 現実 的 な 
ニュ ー タ イプ 能力 を 持つ パイ ロッ ト が 居 た か は 不明 で ある 。 
量産 型 リガ ンダ ム が 採用 され た と し て も 、 フ ィ ン - フ ァ ン ネル 
装備 で 運用 され る 可能 性 は 低かっ た こと は 間違い な い 。 
本 機 の 性 能 を 引き 出せ る ニュ ー タ イプ の 不在 も 、 計 画 が 
中 止 さ れ た 一 因 だ っ た か も し れ な い 。 


一 般 的 な ファ ン ネ ル 
と 異な を り 、 フィ ン フ ァ 


AMBAC シ ス 

HEEL. у 
ア を 展開 する こと も 
で きた 。 


Ш 正面 較 
フィ ン ・ フ ァ ン ネル の 扶 載 位置 は 、V ガ 
ンダ ム と 同じ バッ ク バ ッ ク の 左側 。 フィ 
ン ・ フ ァ ン ネル 装備 時 の 推定 全備 重 
量 は 64.5t( と な り 、 イ ンコ ム ・ ユ ニッ ト 
装備 時 より 6.5 も 重い 。 


Ш バッ ク パ バッ ク у 
バッ ク バ ッ ク の 右側 
サー ベル ・ ホ ル ダ ー ар 

フィ ン ・ フ ァ ン ネル の ジョ イン ト а 5 

を 搭載 。 バック バ パッ ク そ の も の 7) И 

г 728 Б? 


機動 戦士 ガン ダム SEED MSV 


門 備わっ て いる 。 $ 
マー キン グ が 描か れ て いる 。 


星 を 意匠 と し た 


運用 
GAT-X105 スト ライ ク ガン ダム 


の に 開発 され た 


機体 で 、 アーク エン ジェ ル に 配備 
され た 試作 機 が 実 
用 性 を 実証 し 、 量産 され た 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


コス モグ ラス バー 


COSMO GRASPER омы 
5 р 9/2) 


と な っ た FX-550 スカ イグ ラス 
ALO. RZF- 4 
(= GH ян 
可能 と な っ て いる 。 


= RR HAAN FY 72 E8 Опт 
xa PORN? 他 


所 属 地球 連合 宣 
搭乗 者 


ІШ SPEC .Fx-550 SKYGRASPER- 
Ел, = 


重量 — 
BR 砲 岳 式 大 型 キ ャ ノン 砲 20mm 機 関 
ха / фий (6 


所 属 地球 連合 
BRE カイ ト . 


スカ イグ ラス バー の 量産 と バリ エー ショ ン の 開発 


「 ス トラ イカ ー パ ッ ク も 付け られ ます っ て の は 、 俺 は 宅 
RED?) ムウ ・ ラ ・ フ ラガ の 言葉 は 、 FX-550 2 


カイ グラ スパ ー と いう 機体 を 的 確 に 表 | 
地球 連合 軍 が 開発 し 
も 、GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム は スト ライ カー パッ ク 


シス テム を 採用 し た 汎用 性 の 高い MS で あぁ る 。 その 戦術 
援 を 目的 と し て 開発 され た スカ イグ ラス パー は 、 š 
スト ライ ク に 換装 用 の スト ライ カー パッ ク を 運 
戦 行動 中 の 換装 と 稼働 時 間 の 延長 を 担い 、 高 い 連 携 
効果 を 見 こう し た 運用 実績 の 結果 、GAT-01A1 


BH. 05 ダ ガー) の 開発 に 伴い 量産 化 され る 。 
スカ イグ ラス パー は 、 ス トラ イカ ー パ ッ ク シ ステ ム の 一 
環 と し て だ け で は な く 、 装 備 し た スト ライ カー パッ ク を 機体 
武装 と し て 運用 する こと で 、 戦 闘 力 を 向上 させ る こと も 
g 備 さ 
評価 を 受け る こと と な る 
ス に 代わ る 制 宙 
カイ グラ スパ ー を ペー ス に 使う こと で あっ た 
それ が FXet.565 コス モグ ラス パ 105 ダ ガー 
に も 対応 し 、 戦術 : 8 Do 


(ABS) n] зет 1554 


スカ イグ ラス パー | @ | 
ARRAN 1 


スト ライ カー パッ ク 
スト ライ カー パッ クシ ステ ム の 運用 シス 
テム を 構築 する 機体 で あり 、 装 備 し た 

ー パ ッ ク を 輸 場 の スト ライ クハ 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW. 
5ЕЕ0-01-01 САТ-Х105 スト ラテ 


コス モグ ラス / 武装 


大 気 囲 内 専用 の スカ イグ ラス パー を 宇宙 用 と し て 再 設 
計 し た 機体 で あり 、MAX ビ ウス の 後継 機 と し て 開発 され 
た 単なる 宇宙 戦闘 機 と し て だ け で な く 、 ス トラ イ 
カー パッ クシ ステ ム の 運用 と いう コン セプト を 踏襲 し て お 
I, 戦闘 機 と し て の 性 能 も 両立 し た 制 宙 戦闘 機 と し て 完 
成 し て いる 。 武装 自体 は 原型 機 で ある スカ イグ ラス パー と 
ほぼ 同じ も の を 流用 し て いる が 、 新 た に 兵 装 ス テー ショ ン 
を 設け る こと で 兵 装 選択 の 幅 を 広げ て いる 。 当然 、 各 種 
スト ライ カー パッ ク も 機体 武装 と し て 使う こと が 可能 で あっ 
た 。 さら に 専用 に 設計 され た エー ルス トラ イカ ー パ ッ ク を 標 
準 装備 する こと で 、 機動 カ の 強化 も 図っ て いる 。 


N 兵 装 ス テー ショ ン 
スカ イグ ラメ バー を 再 設計 する に あたり 、 兵 装 ス テー ショ ン を 増 計 。 KO 
ошаш еей ARNE, 状況 に 応じ た 兵器 を 選択 で きる 


Е а 


/ 


2-2) 


スカ イグ ラス バー 制式 採用 機 の 構造 


ハル バー トン 提督 と の 合流 の 際 に アー クエ ンジ ェ ル に 
配備 され た スカ イグ ラス パー は 、 先 行 ロー ルアウ ト し た 試作 
機 で あっ た 。 実戦 に お いて 高い 性 能 と 運用 性 を 示し 、 さら 
に は スト ライ ク の 量産 化 が 決定 し た こと で 、 そ の 支援 機 で 
ある スカ イグ ラス パー の 制式 採用 と 量産 が 行わ れる 運び 
と な る 。 制式 採用 機 は 試作 機 と ほぼ 変わ り は な く 、 量産 に 
着手 され た 105 ダ ガー と の 連携 を 前 提 と し て いた よう だ 。 

な お 、 プ ブロ の MS 乗り で ある カイ ト ・ マ ディ ガン も 本 機 を 
所 有 し て いる 。 南米 で 危機 に 陥っ た 相棒 ジェ ス ・ リ ブル の 
下 に 駆け 付け た 際 は エー ルス トラ イカ ー パ ッ ク を 装備 し て 
お り 、ATB( ハ チ ) の 機転 で スト ライ カー パッ クシ ステ ム を 有 
する ジェ ス の 愛 機 、 ガ ンダ ム ア ス トレ イ アウ ト フ レー ム に 換 
装 。 飛行 し て 脱出 させ る と いう 使い 方 を 見 せ た 。 


MORE INFO! 


地球 連合 軍 は 、 地上 に お ける 制定 戦闘 機 と し て F-7D ス ピ 
アヘ ッ ド を 主力 量産 機 と し て 用 いて いた 。 他 に も 輸送 機 や 哨 
葉 機 な ど は 連合 国 で 共通 の 機体 を 採用 し て いる 。 CE.71 で 
は ザフト に よる MS の 投入 で 制空権 の 確保 が 困難 と な り 、 え 
カイ グラ スパ ー は MS と 対 財 で きる ポテ ン シ ャ ル を 示し た も の 
の 、 連 合 も MS を 実戦 投入 し た た め 主 力 と な る こと は な か っ た 。 


жақыны таралы 


オー ブ 侵 攻 の 際 は オノ ゴロ 
желер 


スカ イグ ラス バー の 再 設計 に より 総合 強化 を 図っ た 機体 


画 後方 


コス モグ ラス パー の 本 体 に 専用 の エー ルス トラ イカ ー パ ッ ク を 凌 備 。 本 


Ш 専用 エー ルス トラ イカ ー 


体 主 四 の 主 推進 機関 に 加え て エー ルス トラ イカ ー の 推力 も 使用 で きる 。 


形状 は スカ イク ラス 
(E) と ほぼ 同じ だ が 、 

進 装置 へ の 換装 な ど で 

宇宙 空間 に 対応 。 コク 

ピッ トキ ャ ノビ ピー は 密閉 | コス モグ ラス バー 用 に 、 スト ライ 
装甲 化 は れ 、 упай ク の も の を モデ ィ フ ァ イ し た 新 
応用 し た 外部 視認 シス 型 。 105 ダ ガー な どの スト ライ 
テム を 導入 し た 。 カー パッ ク 対 応 機 も 使用 可能 。 


Es 105 ダ ガー の 量産 に 伴い 制式 採用 に 至っ た 機体 


W 下方 後方 画 G フ ライ ヤー 
応 作 機 の トリ コロ ー ル カラ ー カ ら 変 更 さ れ 、 制 式 ААВ 
に また っ て 太 き な 仕様 変更 は な く 、 完成 きれ た 機体 š ы EL SEMREE MAN, 6754 


F-7D ス ピア ヘッ ド 
энеми. VIOLIN 
ター ド ノ ズ ル を 併用 する こと で 高い 運動 性 
を 持つ 。 スカ イグ ラス パー の 原型 機 。 


カー パッ ク と し て 設計 きれ て いる 。 


戦闘 へ ヘリ コブ ター 


大 型 の ロー ター に より 優れ た Е 

小回り が 利く 戦闘 へ リ 。 マス ド 長 距離 哨戒 機 
ライ バー 施設 な どの 拠点 防御 アラ スカ の 連合 本 部 JOSH-A な ど 、 MA 
е, желанавоєи (MSN CSO ARM, ХОКА 
機 と し て 運用 され た 。 EBUL. ВРЕМЕН, 
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ZU キイ T&L 
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ガン ダム セン チ ネ ル 


MECHANIC FILE E E [Ext] Ex-S ガ ンダ ム ТІГІ 5 
j 2 к. . ы Z . ° Жу Në 


 MSA-001 


"Ex-S"GUNDAM 
Ex-S ガ ンダ ム . . 


НІП” 


> 


Li 


| ІШІН ガン ダム レギ ルス unknown mes 19.1m 
| 


R ビー ム バ ルカ ン (ビームサーベル) 7 
頭 部 レギ ルス ライ フル ノシ ー ル ド (レギ ルス 
7 レギ ルス キャ ノン 


肢 部 


AGE-3 の デー タ を 取り 入れ て 開発 


A.G.164 年 、 火 星 国家 ヴェ イガ ン は 、 地 球 連邦 軍 
の 主力 機 AGE-30 ガン ダム AGE-3 オー ビタ ル 


| к ®* ФУ РЕ 


従来 の ヴェ イガ ン 製 MS の 武装 は 、MS 本 体 に 内 蔵 も し く 画 レギ ルス ライ フル 画 装備 時 
は 装着 され て いる も の が ほとん ど し か し 、xvm-fzc は そ AROPE с へ 
れ ら の 機体 と は 対照 的 に 、 携 行 兵器 が 攻撃 の 主体 と な жож ры 


胸 に 装備 する 。 CORR 
スタ イル が 、xvm-fzc を よ 
りー 暦 カ ガン ダム 的 な 存在 
に 見 せ で いた 


いる 。 さら に 電磁 装甲 を 主として いた ヴェ イガ ン 製 MS と し て 
は 珍し く 、 携行 式 の シー ルド を 装備 する 。 これ は AGE-3 が 携 
行 兵 装 型 の 機体 だ っ た こと が 影響 し て いる と 思わ れる 。 その > - 
上 で 同時 に ヴェ イガ ン 製 MS 特有 の 兵 装 も 搭載 し て いる 点 
が 、 ハイ ブリ ッ ド な 本 機 の 構造 を よく 表し て いる 。 


m シー ルド 

(レギ ルス ピッ ト 内 蔵 ) { 
.xVt-zgc ギラ ー ガ が 装備 
の と 同様 の 「 レ ギル スピット ] | 
を 内 蔵 。 展開 させ て 四方 か ら ビー ム 攻 \ 
撃 を 行う 、 攻防 一 体 の 兵 装 で あっ た 。 Қ 


BLA 
サー ベル 


レギ ルス キャ ノン 
多く の ヴェ イガ ン 製 MS に 搭載 され て いる 万 尾 
状 の 可動 式 ビー ム 砲 。 xvm-fzc が ヴェ イガ ン 


ュ レ ー タ ー に 仕込 


か 5 わか る ゼ ハ ー ト の 以前 の 搭乗 機 で あっ 
系 列 の 機体 を ペー ス と し て 設計 が 行わ れ た と 見 られ る 。 コク 
ビ : 小 周り や 機体 吉 所 に 配 され た 推進 器 な どか ら も 、 ヴェ イガ 
ン 製 の 機体 の 特徴 を 確認 する こと が で きる 。 に は パル カン 砲 が 計 2 門 
また 、 シス テム 面 で の 特徴 と し て は 、 メラ ウン ダー と の 相互 NTS 

感応 性 能 が 高い こと が 挙げ られ る 。 同じ X ラ ウン ダー 専用 機 

の xvt-zgc 搭 乗 時 に は 全力 を 出せ な か っ た ゼ ハ ー ト が 、 本 機 

で は その 能力 が 最大 限 に 発揮 で きた 。 


АбЕ-2ОН ガン ダム A( 


Ш コク ピッ ト 


2 ダー クハ ウン ド と の 共 開 で” フェ イス 部 分 が 展開 し 、 そ 
EXA-DBêRETEEX の 中 か ら 球形 の コク ピッ ト 
MS シド を 撃破 。 KROES 。 ブロ ッ ク が 現れ る と いう ヴェ 
い 機動 性 と 攻 繋 力 が あぁ っ て イガ ン 製 MS 特有 の 構造 と 


TADBRERRS, な っ て いる 。 ハッ チ は 左右 
に 開く 方式 


MORE INFO! 
ゼ ハ ー ト 専用 カラ ー 


メラ ウン ダー で あり ヴェ イガ ン の 司令 官 で ある セハ ー 
ト は 、 同 な る 火星 を イメ ー ジ し た 赤 を パー ソナ ルカ ラー 
と し て お り 、 か つて 搭乗 用 機 xym-zgc ゼイ ドラ 
や wwzgC も 深紅 に 塗装 され て いた 。 一 説 に は xvm- 
fzc も ゼ ハ ー ト が 受け 継い だ 時 点 で 深紅 の 機体 か 
と な り 、 最 終 決 戦 で ある ラ ・ グ ラミ ス 攻 防戦 に お いて 
AGE-2DH と 死 開 を 繰り 広げ た と 言わ れ て いる 。 

味方 を 秩 性 に し て ディ 


очиллажент 
る ta 


胸部 な ど に も 推進 器 が 搭 : 
THH, これ 5 を 駆使 す 
Етек! 


ハー ト は 自ら 出撃 し 


セハ ー ト 専用 カラ ー の レギ 


プロ ジェ クト ・ エ デン を ルス は 、 型式 番号 が xvm- 


RESAM N fzcr と な っ た と され て いる 。 
て の 憎しみ を 一 ん жес. TOMS 
負う と 語る ゼ ハ ー ト の PRR ER MONEE 
目 に は 涙 が ……。 し た と の 記録 を 有する 


на-%>24х-мвв 151-4 


Tuor 


MSA-0011 ダム に 8 個 も の 強化 パー ж 
жн 装 型 が MSA-0011 [Ext] Ex-S ガ ンダ 
ム で ある (型式 番号 の Ext は Extraordinary の 略 で 、 機 
体 名 の Ex-S は 「 イ クス ェ ス ] Ck 多数 の 強化 
ツ に よっ て 極限 まで 戦闘 カ 本 仕様 は U.C.0088.03.17 発 動 の 月 面 都市 エア ー 
構 に よる MS と 巡航 形態 の 両立 を 実現 し た スズ 制 圧 作戦 [イー グル フォ ー ル 作戦 ] と その 前 哨 戦 

S ガ ンダ ム は 当初 か / シ ョ ン 2 入 され た 。 3 月 28 日 に は 、 ニュ ー デ ィ サイ ズ 司 令 ブ レイ プ ・ 
コッ ド 大 尉 が 駆る ORX-013 ガン ダム Mk-V を 撃破 する 
大 全 星 を 挙げ て いる 。 撃破 は 操縦 支援 ・ 自 律 戦闘 
シス テム 「ALICE | の 自動 操縦 に よる も ( 


兵器 「 リ フレ クタ ー・ イ ンコ ム ] 
Ex-S ガ ンダ ム の 攻防 力 増 強 の 一 助 と 


に 相当 する 。 本 仕様 の 強化 パ 9 
ダム の 攻防 力 と 機動 性 を 大 幅 に 向上 させ 
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全高 25.90m (SHIR 21.73m) 

重量 69241 (RER 162501) 
ジェ ルー ター 出力 7.180ку/ 

H: 


クウ バッ ク 都 
ムカ ノン x4 KRBE- bh) 
ン x2/ 頭 部 イン コム / リ フレ クタ ー・ 
イン コム x2/ ビ ー ム ・ サ ー ベ ル X2/ 
60mm パ ルカ ン x4 テー ル ・ ス タビ 
レー ター60mm バ ル : 他 


搭乗 者 | 
W COMPARISON CHART ІШ COLOR 
25m < 

= E: Ө ( 


パッ ク パ バッ ク 


バッ ク バッ ク を より 


HE Ж 攻 防 力 と 機動 力 を 大 幅 に 引き 上 げた 強化 バー ツ 群 


本 仕様 の 強化 パー ツ は 、 エ フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター を 
、 ム ー バ ブル ・ フ レー ム 用 マウ ント を 備 
、 ふ た つの ビー ム ・ カ ノン 用 基部 を 持つ ブー 
スタ ー・ ユ ニッ ト 2 基 、 膝 部 リフ レタ ター・ イ ンコ ム ・ ユ ニッ ト 
2 基 、 腹 腔 部 の 推力 強化 パッ ク 2 基 で 構成 さも る 。 この うち 、 
ブー スタ ー・ ユ ニッ ト は S ガ ンダ ム の 標準 パック パ ッ ク か ら 、 リ フ 
レク ター・ イ ンコ ム ・ ユ ニッ ト は ビー ム ・ サ ー ベ ル ・ ポ ックス ・ 
ユニ ッ ト か ら 換装 され 、 残り は 増設 され る 。 

これ ら の 強化 パー ツ に より 、S ガ ンダ ム で 73.00t だ っ た 全 


Ш 側面 較 

独 K パ ー ツ の 増 ・ 換 装 に より 大 各 化 し た 月 体 、 パッ ク バ パック 、 敵 部 が 見 
TENS. овы. A7-HAVERRDA TERLTUSW. (A 
БЕТТІ バブ ル ・ フ レー ム を 介し て 接続 する 


備 重 量 は 162.50t に まで 増加 し た 。 実に 2 倍 以上 の 大 重量 
化 だ が 、S ガ ンダ ム で 14 万 3600kg だ っ た スラ スタ ー 総 推 カ 
も 118 万 2000kg に 増加 し て お り (推力 対 重量 比 で 約 3.7 
倍 の 強化 )、 大 幅 な 高 機動 化 を 果たし た の だ っ た 。 また 、 上 
下 に 可動 域 を 持ち バイ ンダ ー と し て も 機能 する ブー スタ ー・ ユ 
ニッ ト 、 大 型 化 に より AMBAC シ ステ ム と し て も 高 性 能 化し た 
膝 部 ユニ ッ ト な ども 機動 ・ 運 動 性 向上 に 容 与 し て いる 。 

火力 面 で は 6 ご 7 門 も の ビー ム 砲 を 装備 し て お り (イン コム 
除く )、 S ガ ンダ ム か ら 飛 躍 的 に 強化 され た 。 


Ш 胸部 ・ 腹 部 強化 パー ツ 


Ш リフ レク ター・ 
イン コム ・ ユ ニッ ト 
ビー ム ・ サ ー ペ ベル ・3 
АКАМВАСУ АЗА 
eSB ABE, リフ 


ほぼ 大 型 MA の 専用 続 備 だ っ た 
な が ら 装 備 。 374807129. 


| N 胴体 展開 ギミック 


イン コム は 、 З 
レク ター・ ビ ッ ト と 言え る ビー ム 必 引用 有線 映 末 で ある 。 


Ex-S ガ ンダ ム で G コ ア の コク ビッ ト に ア 
クセ ス す る に は 、 肝 部 と 腹部 の 強化 パー 
ツ を 展開 し た 後 、A パ ー ツ の コク ピッ ト ・ 
ブロ ッ ク を 持ち 上 げ る 必要 が ある 。 


| 

| Ш ビー ム ・ ス マー ト ガ ン 
S ガ ンダ ム と 共用 の 大 型 ビ ー ム ・ ラ イフ ル 。 S ガ ンダ 
ム で は 大 妥 部 ビー ム ・ カ ノン と の 拓 他 利用 方 式 だ が 、 
 Ek-S ガ ンダ ム は 併用 が 可能 と な っ た 。 


巡航 形 ) 


Ex-S ガ ンダ ム の MA 形態 に あたる も の が G ク ルー ザー・ モ ー 
ド で ある 。 一 般 的 な 可変 MS の MA 形態 は 高 束 戦闘 を 想定 す 
る が 、 G ク ルー ザー・ モ ー ド は 長 距 離 巡航 が 主 目的 だ っ た 。 

同様 の 長 距離 巡航 形態 と し て MSZ-010 ZZ ガン ダム の 
G フ ォ ー ト レス 形態 が 存在 する が 、 こ れ は いく つか の 問題 を 抱 
変形 時 に コア ・ ブ ロッ ク に 大 き な 負 担 が 掛か る ご 
ツ 搭 乗員 の 脱出 が 困難 性 な こと な ど で あ る 。 

そこ で G ク ルー ザー・ モ ー ド で は 、 応 力 が 集中 する 胸部 
変形 任 所 を フォ ロー する 形 で 強化 パー ツ を 配置 し た ほか 、A 
パー ツ と B パ ー ツ の コク ビッ ト ・ ブ ロッ ク を G コ ア と 共に 脱出 可 
能 と し た (後者 は 8 ガン ダム の 時 点 で 実現 )。 これ 5 の 工夫 に 
より G ク ルー ザー・ モ ー ド は G フ ォ ー ト レス の 問題 を すべ て 解決 
し 、 理想 的 な MS 用 人 巡航 形態 と な っ た 。 


ROME manat 
分 離す る ZZ ガン ダム (£) ER 


な り 、Ex-S ガ ンダ ム は G ク ルー 
ザー・ モ ー ド へ の 変形 の み と な 
る 。 S ガ ンダ ム も 合体 ・ 分 離す 
Еа 


長 距離 巡航 用 の G ク ルー ザー・ モ ー ド 


画 上 面 ・ 下 面 
яшт. айнда, 
ЖШ НОНЕ СИЕ 
в. пасавала 
ニッ ト は プロ ペラ ント ・ ユ ニッ ト 
備 し た まま で も MS 形 能 


са. サンライズ 
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機動 戦士 ガン ダム 00 


MECHANIC FILE 


ソレ スタ ルビ ピー イン グ 
搭載 し た ガン ダム の 開発 
Y 
時 に は 、 ガ ンダ ム エ ク シア と ガン ダム デュ ナメ . 
きる GN ア ー ム ズ が 投入 され た ほか 、 西 層 2312 時 に も 、 
ダブ ルオ ー ガ ンダ ム の 支援 機 と ! 
れ て いる 。 そう し た 支援 機 の 1 機 と し て 、 
と の 合体 機構 を 有 し て いた の が GN ア ー チ ャ ー 
GN ア ー チ ャ ー は 、 第 3 世代 機 と し て 開発 され 、 制 式 
採用 され ぬ ま ま 放 棄 さ ー ス と 


モビ ルス ー ツ : GNR-101A GN ア ー チ ャ ー 


、 ア リオ スガ ンダ ム と の 連携 を 
形 機 構 の 追加 や ウェ ボン コン テ ナ の 搭載 が 
た 。 動力 面 で は 、GN 粒 子 貯 蔵 タ ンク の 搭 
と 、 ア リオ スガ ンダ ム と の 合体 時 に 粒子 供 


時 間 を 獲得 し 


実戦 で は 、 ン 
機 と し て 運用 され . 
チャ ー ア リオ ス 」 と し て も : 
力 を 最大 限 に 発揮 し で て! 


ШІ mebi walla 


— (頭頂 高 16.9m) 
30.81 


GNE- フル x2 プ GN パル カン 
x2/GN ビ ー ム サー ベル x2./GN ミ 


GNR-101 


MECHANIC FILE 


機体 構造 


GN アー チャ ー は 、 元々 「 ト ライ アル シス テム ] ORR 
と し て 開発 され た ガン ダム アル テ ミ ー を ペー ス 機 と し て い 
Bo だ が 、 アリ オス ガン ダム の 支援 機 と し て 運用 され る ご 。 
が 決ま っ て か ら は 、「 ト ライ アル シス テム 」 や GN ドラ イヴ が 
され 、 そ の 構造 も 大 が 更 さ れ た 。 飛行 形態 へ 
構 も 改造 段階 で 追加 され た も の で 、 機 構 自体 は 
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特徴 で ある 


アリ オス と の 連動 を 意識 し た 簡易 型 の 変形 機構 


背部 ウェ ポン コン テ ナ を 利用 し た 簡易 的 な シス テム と な っ 
て いる 

RATE COM, 戦闘 爆撃 機 と し て 機能 する 。 Z 
れ は 、 ガ ンダ ムキ ュ リ オス の オ 


ясвисовнен 


オス ガン ダム と の 合体 を 想定 し た 機構 と 言え よう . 
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GN アー チャ ー の 飛行 形態 。 ИО тл: emo A 
овом BOIRE JAREN D. ウェ 
テ ナ に ある 円 形 の パー ツ は 、 GN ス ラス ター で きる 


支援 機 と し て の 役割 に 応じ た 武装 


太陽 炉 を 搭載 し て いな い GN アー チャ ー は 、 ガ ンダ ムシ 
リー ズ の よう な 大 出力 火器 を 装備 で き な か っ た 。 だ が 、 支 
援 に 特 化し た 最低 限 の 攻撃 力 は 確保 し て お り 、 MS 形態 
飛行 形態 の どちら で も 戦闘 に 対応 する こと が 可能 と な っ て 
いる 。 両 腕 に 装備 され た GN ビ ー ム ライ フル は 、MS 形 態 で 
DERETA) ЗАРИ 
飛行 形態 で は GN ミサ イル を 一 斉 射撃 で き 、 
用 の 兵器 と し て は 充分 な 効果 を 発揮 し た 


GN ビー ムラ イフ ル は 2 
丁 同 時 に 使用 され る 


ЕТЕМ 
が 可能 と な っ て いる 
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時 に 前 方 に 展開 され る 械 章 パ ー 
DEATH), сыны. 


RMN, живо 
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合体 形態 


GN ア ー チ ャ ー は 、 可変 機構 を 借 え た アリ オス ガン ダム と 
の 合体 機構 を 有する 。 CTSA CO MATH ER 
も の で 、 アリ オス ガン ダム の 後方 部 に GN ア ー チ ャ ー 
7 ョ イン ト す る 方 式 o アリ オス ガン ダム の 原型 機 
で ある ガン ダム キュ リオ ス と ウェ ボン コン テ ナ の 組み 合わ せ 
を さら に 進化 させ た も の で あり 、 戦 闘 力 の 大 幅 な 強化 を 実 
現し た 。 また 、 合 体形 態 時 に は アリ オス か ら GN ア ー チ ャ ー 
へ の 粒子 供給 も 可能 と な っ つて いる 。 


GN アー チャ ー が 持つ 
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アリ オス ガン ダ 
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ウェ ポン コン テ ナ と し て 機能 し た 合体 運用 時 


п GN-007+GNR-101A アー チャ ー ア リオ ス — 


アリ オス ガン ダム の 
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部 が GN 科 子 の 供 
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装甲 
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パイ ロッ ト 
バイ ロッ ト は 外科 的 処置 
h 


ム が 信用 可能 


関連 ファ イル 


を 仕掛 ける こ 


れ た 者 に し か 扱 ->. 
使用 者 は 限ら れ て お り 、 地球 連合 軍 で は ム * 427% 
や "月 下 の 狂 犬 " の 異名 を 持つ モー: 3⁄4 
ガン バレ ル の 使用 者 と し て 知ら れ て いる 。 し か し 、 相 次 ぐ ! 果 、 成 し た 本 機 は 、 ブ ルー コス モス の 
い に よ っ て 、 ガ ン / 器 を 財団 の 工場 衛星 を 守る た め 
の 攻略 を 依頼 され た 備 兵部 隊 
Сарат сух 


№8) aÜ] sre 1804 


を コン セプト と し て 開発 され た ペル グラ ン デ は 、 既 存 の 兵器 
と は 異な る 特異 な 形状 を し て いる 。 ドラ グー ン シ ス テム の 
議 能 力 を 持つ パイ ロッ ト 」 と ド 


し た 。 パイ ロッ ト は 外科 処置 に よっ て 3 人 の 脳波 を 直接 リ 
ンク させ 、 そ れ ぞ れ が X 軸 Y 軸 Z 軸 を 担当 する こと で 疑 


似 的 に 空間 認識 能力 を 高め る こと で 対応 。 大 量 の 電力 
は 核 動 カ を 搭載 する こと で 解消 され て お り 、 さ ら に は PS 装 
甲 の 導入 で 強固 な 防御 力も 獲得 し た 。 な お 、 本 機 は 情報 
で 世界 を 操 ろ うと する 組織 「 一 族 ] に も 使わ れ て お り 、 軍 
事 要 宣 の 護衛 と し て 3 機 が 運用 され て いた 。 


MA ビ ウメ ァ ・ ゼ ロ の 有線 
式 ガン バレ ル 。 立体 的 な 


газ, хаслаа 
て ゆき 、 空 間 認識 能力 
頼ら ず と も 運用 で きる よう 


TSS 
装備 。 ベル グラ ン デ の ジャ マ - 


ЕГІ 


ey = 
dnd 


MORE INFO! 


ガン バレ ル の 例 展 系 と 言え る ドラ グー ン シ ステ ム は 
フト に よっ て 実用 化 され た 。 ZGMF-X13A プロ ヴィ デ 
スガ ンダ ム が 実戦 投入 され 、 空 問 認識 能力 に 優れ た ラウ ・ 
ル ・ ク ルー ゼ の 専用 機 と し て 運用 。 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー 
エ 攻 防戦 に て 高い 戦果 を 挙げ た 。 その 後 ザ フト で は 通常 
の パイ ロッ ト で も ドラ グー ン シ ス テム を 扱え る よう に 研究 が 
進め られ 、 コン ピュ ー タ の 補助 に よっ て 扱え る 一 般 兵 用 の 
ドラ グー ン シ ス テム 搭載 機 が 生み 出さ れ て いく 。 

ラダー ン シ ステ ム や 村 動 カ 
の 区 作 機 と し て 開発 され 、 
実用 化 に 初め て 成功 し た ザ 
フト の MS が 、 YMF-X000A 
ドレ ッ ド ノ ー ト で ある 。 
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連合 軍 の デス トロ イガ ンダ ム 
DER. ВИАН 
LEAP ab WAI PIAS 
стақан). 4 
Южо ЕКЕ СВЗ, 


は 。 栓 重力 を 必要 と する ロー エン グリ ン ラン チャ ー を 
жастан СЕП... 


射 口 と な っ て いる 。 MASA 


プロ ヴィ デン スガ ンダ ム 

ン シ ス テム の 運 月 を 前 揚 と し た 
検 動力 搭載 型 MS。 ザ ト 製 「6] で あ 
り 、 フ リー ダム や ジャ ステ ィ ス に 採用 され 
た マル チロ ッ ク オン シス テム も 持つ 。 


< 


ドラ グー ン シ ス テム の 運用 機体 


GFAS-X1 デス トロ イガ ンダ ム 
多彩 な 火器 を 制御 する た め 、 エク ステ ン 
デッド の 搭乗 を 前 提 と し た 大 型 可変 
MA, ステ ラ ・ ル ー シ ェ が 搭乗 し て ベル リ 
ン に 侵攻 。 街 全体 を 破壊 し た 。 
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E SPEC 
全高 — GARE 149m) 
SEHER 18.61) 


2782495509176 
ム ・ サ ー ベ ルプ ビー ム ・ パ ズー カ th 


ツイ ン テ ー ル 
LM111E03 ガン 


リティ ア が 開発 し た 主力 MS が LM1 11E02 ガン イー 
ある 。 本 機 は LM312V04 V カ ガン ダム の 開発 に あ 
り 、 運 用 デー タ の 収集 と 生産 ライ ン の 試験 を 
め に 製造 され た テス ト 機 を ベー ス と し て 量産 され た 。 £ 
汎用 MS と し て の 確か な 基礎 設計 と 、 LM412V04 と 同時 に 、 MS 戦力 の 強化 へ と 繋が 
と 同型 の ジェ ネ レー ター と 搭載 し て いる こと な どか ら 、 初期 に 生産 され た 6 機 の LM1 11E02 は シュ ラク 隊 
LM111E02 は 地球 連邦 軍 の 制式 MS を 凌 訪 する 性 能 に 配備 され 、 多 く の 戦 果 を 残し た 。 同 隊 の LM111E02 
を 獲得 する に 至っ た の で ある 。 қ 
本 機 は 量産 を 前 提 と し て いた た め 、 ヴ ィ クト リー・ タ イプ 


152-3 


MS 同士 の 白兵戦 を 想定 し た 、 汎用 性 の 高い オ 


汎用 性 を 重視 し て 開発 され た LM1 1 1E02 は 、 その 兵 装 も 
同じ コン セブ ト に 基づい た 標準 的 な も の が 装備 され た 。 具体 
的 に は 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル や ビー ム ・ サ ー ベ ル 、 ビー ム ・ シ ー 
ルド な ど 、 対 MS 戦 に 適し た 兵器 で あり 、 戦闘 スタ イル も ペー 
シッ ク な も の で あっ た 。 また オプ ショ ン 携 行 火器 は 、 ヴ ィ ク ト 
リー・ タ イブ な ど リ ガ ・ ミ リティ ア で 運用 され る 他 の MS と 共用 
され る こと も 念頭 に 置い て 開発 され て いる 。 йв. これ ら の 兵 
装 は LM111E03 に も その まま 引き 継が れ 、 ザ ンス カー ル 戦 
争 を 通じ て 使用 され た 。 


LIM111E02 を 乗 機 と する シュ 
ラク 隊 は 、 チ ー ム ワー ク を 活か 
し た 連携 を 得意 と し て い 


カ を 装備 させ て 支援 機 と し て 
運用 する こと も あっ た 。 


зан 
ナ ・ ル ー ス が 搭乗 し 、 V2 ガ 
ンダ ム に 追っ た 


タイ プ が 使用 する ビー 
と 同型 の も の を 装備 
取り 回 し に 優れ る タイ 


ヴィ ッ ト リー・ タ イプ の ピー ム ・ ラ イフ 

ル じ 同 潤 、 グ リッ プ と その 上 部 を 本 体 

か ら 分 離さ せる こと で ビー ム ・ ピ スト 
運用 可能 。 


AE に よっ て ライ セン ス 生 産 され た と 言 れ れる ピー ム ・ パ ズー カ 。 BROKE 
の 中 で は 最も 高い 火力 を 謗 る 


Ш 肩 部 ウェ ボン ・ ボ ックス 
《 ビー ム ・ サ ー ベ ル 


жон ポッ クス に 1 аашаа CEL PAs ヴィ 
クト リー・ タ イプ が 使用 する も の と は 形状 が 異な っ て いる 。 


肩 部 2 連 マ ル チ ・ ラ ンチ ャ ー 


左 の 肩 部 ウェ ポン ・ ボ ックス に は 、2 連 マル チ ・ ラ ンチ ャ ー を 搭載 。 パル カン 
шын. ECHL стапа, 


ソ ド ッ クス な 兵 装 h 


回 ビー ム ・ シ ー ル ド (` 
BARAT IN: 347 
каят. Тиват Е 

ポイ ント に オプ ショ ン の ビーム "シー 
лаат 


る ピー ム - シ ー ル ド 発 生 時 


合体 ・ 可 変 機構 を 持た な い LM111E02 に は 、U.C.0150 
年 代 に お ける 連邦 軍 MS と 同じ タイ プ の コク ビッ ト が 採用 され 
て いる 。 これ は コア ・ フ ァ イ タ ー を コクピット と する ヴィ クト リー・ タ 
イブ と は 大 きく 異な る 点 で ある 。 広く 流通 し て いる 汎用 コク ビッ 
ト の 採用 は 、 本 機 の 開 箕 コン セプト に 則 し た も の で も ある 。 

小型 機 が 一 般 的 と な っ て いた この 時 代 の MS で は 胸部 に 
コウ ビッ ト ・ ハ ッ チ が 設け られ て いる こと が 多い が 、 本 機 で は 
腹部 に コク ピット ・ ハ ッ チ が 設置 され て お り 、 特徴 の ひと つと 
な っ て いる 。 


タイ プ よ り も コク ビッ ト が 広い 
S шый. АЯ 
機 で ある LM1 1 1E02 に マッ チ 
し て いる 


MORE INFO! セッ ターH9g26 


カミ オン 譜 に 合流 する 際 、 シュラ ク 隊 が LM111E02 を 輸 
送 する た め に 使用 し た サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) が セッ 
ターH926 で ある 。 本 機 は 変形 機構 を 備え て お り 、1 機 に 
つき 2 機 の MS を 搭載 する こと が 可能 で ある 。 $ 
キー・ ク ラフ ト に より 大 気 園内 を 飛行 する こと が で きた 。 

UC.0150 年 代 で は 、SFS の 運用 例 は 極め て 少な い 。 ピー 
ム ・ ロー ター や アイ ン ・ ラ ッ ド と いっ た 新た な 飛行 シス テム の 
人 台頭 が その 要因 の ひと つと 言え る だ ろう 。 


Ш ハッ チ 部 | 
コク ビット 前 部 の 腹部 装甲 が 下方 に 展 
BB. パイ ロホ 垂 降 用 の ウイ ンチ も 備え られ | 
て いる 。 腹部 装甲 の 自 に ある コク ピッ ト ・ 
ハッ チ が 上 へ 開き 、 乗 降 が 可能 と な る 。 


MMS 非 載 叶 の セッ ターH926。 PRENER 
に くい 平面 的 な 形状 と な っ て いる 。 


т 
画 頭 部 バル カン 
ГА АТСА 3 
PRL TUS, ЖЫР? AM 
ЕТЕСІЗ 
Ш コク ピッ トシ ー ト 
DROME NILES MEET 
LSJ 1-2 TO 
の リニア ・ シ ー ト 。 操作 性 も 良好 と な っ 
И て いた 。 
тх 
oma. 45x 152-4 
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か ら 、 移動 用 の 可動 肢 で 
BOB 


ゲ ミ ヌス о 
J GEMINUS _ 


ЕЛ ТІЛЕГІ 


装甲 材質 
ЖЕ 大 型 メガ 粒子 砲 ノ グ メ ガ 粒 子 砲 x48 
(推定 ) 小型 メガ 粒子 砲 x64 (e 
無線 誘導 式 腕 部 X2。 ハ ス 


突如 と し て 侵攻 を 開始 し た 「 サ イコ シッ プ 」 


U.C.0087 年 末 、 ス カン ジ ナ ビア 上 空 に 出現 し た 所 
属 不明 機 が チャ クラ 研究 所 へ 向け て 侵攻 する と いう 事 
件 が 勃発 | 事態 を 受け た 研究 所 か ら は MSZ-006- 

ム 3 号 機 が 出撃 し た が 、 
で パイ ロッ ト た ち を 待ち 構え て いた 機体 は 、 同 年 代 に は 
た 超 族 級 の 可変 MA で あっ た 。 


QRX-006 ゲ ミ ヌス は も と も と チャ クラ 研究 
れ た 機体 で 、 テ ィ タ ー ン ズ が 保有 し て いた と 
た だ 、 非 公式 の 戦闘 記 録 以外 に は 詳細 な 


し な いた め 、 その 実像 は 謎 に 包ま れ て いる 


グリ プス 戦役 期 に 加速 度 的 な 発展 を 遂げ た 地球 連 
ー タ イプ 研究 は 、 さまざま な NT 専用 機 を 生み 


MS 形態 の 腰部 、 胸 部 
粒子 砲 を 供え て いる 。 な お 


関連 ファ イル 


2-006-ЗА と EVL01-0 


FILE PREVIEW. 


GUNDAM EVOLVE (RD 


サイ コミ ュ 制 御 の 攻撃 端末 と メガ 粒子 砲 を 併せ 持つ 兵 装 群 


開発 経緯 が 明らか で は な い ゲ ミ ヌス た だ が 、 その 兵 装 か らち М 武装 レイ アウ ト (MA 形態 時 ) サイ コミ ュ MS 「 ハ スタ ー」 
は 本 機 の 運用 コン セプト が 容易 に 推察 で きる 。 サ イコ ミュ С サイ コミ > 制御 の 無人 MS。 機体 上 下 の 
制御 の 腕 部 や 無人 MS 「 ハ スタ ー」 で 英機 動 兵器 を 迎撃 XMF ві 


埋 の 込ま れる よう に 搭載 され て い 
роо, MHS RIL AMMO AHI КОСА ane oe нш る 。 MS коюн! КЕ 

に 火力 を 展開 する 一 一 そう いっ た . 。 機体 が サー ペル 兼用 の ビー ム - ガ ン を も > 
範囲 に 火力 を 展開 する 一 一 そ うい っ た meee oe 
半球 状 の 砲身 は 可動 式 で 広い @ MA 形態 
サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-TL と いっ た 代表 的 な 大 型 MA と 同じ く 、 射 界 を 確保 し て いる 
拠点 の 制圧 や 防衛 に 主眼 を 置い と も の で あぁ る 。 0с ды 

空 で の 戦闘 に お いて も 


え 、 その 圧倒 的 な 火力 を 見 せつ けた 


大 型 メガ 粒子 砲 

用 の パン カー が あり 、 そ 
DAB AMAA FAEN 
える 。 宇宙 で の 使用 を 想定 し た 
RAT. 軌道 上 か ら 地上 施設 を 


攻撃 で きる ほど の 威力 を 有する 。| 
MSH MOREE 9 (321 M 
тойи жоу шж, 
て 軍用 可能 。 し か し 、 そ の 制御 
| ТІЛЕ 212222270 
BREMEN TS, 


МА MS 形態 の 特徴 的 な 構造 と 問題 点 


ゲ ミ ヌス は 「 シ ッ プ 形 態 」 と も 呼ば れる 正人 面体 の MA ГЕ 半 MS 形 態 
形態 と 、 半 人 型 の MS 形態 へ の 変形 機構 を 備え て いる 。 
その 機構 は サイ コ ・ ガ ンダ ム 系 の 巨大 MA と 比べ て 簡略 化 
され て お り 、 さ ら に 半 MS 形 態 と 呼ば れる 特徴 的 な 形態 へ 
の 変形 も 可能 で あっ た 。 機体 各部 に 
ら に バリ アー 発生 装置 を 装備 し て いた , 
МА “MS 形態 と も に 艦隊 クラ ス の 制圧 が 発揮 可能 で 
あっ た と 言わ れ て いる 。 な お 、MS 形 態 で は 、 そ の 脚 部 構造 
行 が で きた と は 考え 難く 、 重力 下 で の 飛行 能力 を 有 


し て いた か どう か も 定か で は な い 。 脚 部 を 展開 し た MS 形 
態 は 、 あ くま で 機体 を 固定 し て の 砲台 的 運用 を 想定 し た も ан 
の だ っ た と 推察 で きる 。 た だ し 、 そ れ ら は 地上 で の 運用 を 想 。 E 


と も 可能 で あっ た 。 宇宙 空間 
定 し た 場合 の 問題 で あり 、 宇 宙 で は 大 型 機動 兵器 と し て に お いて は 下肢 を 用 いる メリ : 


の 成 力 を 充分 に 発揮 し た の で ある 。 


部 だ け を MS 形態 に 変形 
Were. 


MS と の 格 合戦 も 、 巨 
体 を 活か し た パリ ー 
で 対処 し た 。 а 
MS 形態 を 半 MS 形 
態 で は 腕 部 に よる 攻 
Д о0о. зе 
戦闘 も 充分 に 対応 で 
きた 


PRE MENS, 
機構 自体 は さほど 複雑 
422477770 
NDEI 


操縦 設 NT パイロット と 特殊 な 機能 を 備え た 操縦 系 


ゲ ミ ヌス の 操縦 系 は 極め て 独特 で 、 そ の 採 作 機器 は い I パ イロ ッ ト 
か な る 機体 と も 異な っ て いた 。 コク ピッ ト は 円 形 の コン ソー 専用 の ノー マル スー ツ を 着用 し た パイ ロ . 
ル の 周囲 に パイ ロッ ト が 座り 、 中 央 に ホロ グラ ムスク リー ント < な お 、 パ イロ ッ ト は [代休 ] LENS 


= > а А > 白人 の 強化 人 間 が 季 め て お り 、 頭頂 部 の ゲ ミ ヌス の サイ コミ ュ ・ シ ステ ム は 、 前 述 の 通り 「 他 者 
を 備え る 以外 に は モニ ター の 類 も な か っ た 。 ЖӘНЕ anys ADEM TOS, の 意識 に 干渉 し て 情報 を 引き 出す 」 と いう 模 能 を 有 し て い 
在 し な いそ の 構造 は 、 独創 的 な ニュ ー タ イプ 研究 の 成果 た と 見 られ る 。 し か し 、MSZ-006.P2/3C と の 戦闘 に お 


を 表わし て いた と 言え る だ ろう 。 な お 、 パ イロ ッ ト た ち は チ ャ いて は その 機能 が 信 と な り 、 相 手 の サ イコ ミュ 兵器 の 制 
件 を 奪う こと も 可能 で あっ た MSZ-006-P2/3C の 「 サ イ 
コ ・ ニ ュー トラ イザ ー] に よっ て 腕 部 の サイ コミ っ ュ 制御 を 奉 

われ 、 撃 墜 され る 結果 に 繋が っ た と 言わ れ て いる 。 
MSZ-006.P2/3C を 
, 操る NT パイ ロッ ト の | 
意識 を サイ コミ ュ と リン 
№. 2ё&#ксЕ#, ШО 
штета 

< な っ て し まっ た よ : 


クラ 研究 所 で 生み 出さ れ た 強化 人 間 で あり 、 同 機体 の 開 
ma vsz 152-6 


発 は パイ ロッ ト 込 み で 進め られ て いた こと が 見 て 取れ る 。 


6 席 の シー ト が 配置 さ 
れ た コク ビッ ト 。 機体 


は タッ チバ ネル で 制 
эл. Замок ли 
か ら 強 制 的 に 情報 


— s 引き 出す こと も で きた 
らら 
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(ме) FILE 01 sm 17A 


RECHT 
が 電磁 装甲 を 備え 


て いる , ヴェ イガ 
の 例 に 漏れ ず 、 掌 は 
> 兼 ビー ム サ ー ベ ル を 装 代 


悲願 と も 言え る 地球 侵攻 作戦 は 、 用 意 周 到 
て 実行 に 移さ れ た 。 それ は 一 斉 蜂 起 の た め 
で は な く 、 重 力 下 に お ける 運用 に 
秀 で た 専用 機体 を 開発 し て いた の で ある 。 その 地球 侵攻 
用 機体 の うち 、 主 力 と な っ た の が ovv-af ダナ ジン で あっ た 
ovv-f ガ フ ラン 、ovmr-e К 次 ぐ ヴ ェ イ ガン の 主力 
MS で ある 。 長 距 離 の 威力 偵察 を 目的 と し た ガ フ ラン や 
局 地 戦 に 長け た ドラ ド と は また 異な る コン セプト で 開発 さ 
れ た 。 地球 上 と いう 重力 下 に 適応 する た め 、 短 く ポ ボリ ュー 


ダナ ジン шалт 


ビー ムシ ュー ター/ ダナ ジン キャ ノシ 
ダナ ジン スピ ナー 


варта, а 
体形 状 は まっ た く 司 じ で ある 。 


ム の ある 脚 部 と バラ 関連 ファ イル 
状 を 得 Ч 
た 可変 機構 を 導入 。 飛行 形態 を 採る こと が 
左右 され な い 移 動力 を 獲得 し た 。 これ ら の 重力 下 仕様 の 
形状 か ら 鈍重 に 見 える ダナ - 、 低 重心 に よる 安定 
ンス や 飛行 能力 な ど に より 、 充 分 な 身軽 さ を 持 


ダナ ジン の 機体 構造 


百間 の よう な ダナ ジン の 形状 は 、 ヴ ェ イ ガン 製 の 主力 
MS の 中 で も 珍し いも の で は な い 。 戦争 初期 に 運用 され た 
し た ドラ ゴン 形態 を 
持つ 。 一 方 の ダナ ジン の この 形状 は は MS 形態 時 に お い 
て 重力 下 に 最適 化し た 結果 と 言え る 。 地上 に お いて は 重 
力 に 対応 し た パラ ンス も 重要 で あり 、 安 定性 を 求め た こと で 
低 重心 と な る 工夫 が 施さ れ た 。 加え て 胸部 の 間隔 を 充分 
に と っ て お り 、 安 定性 と 共に 動き 易 さ も 追求 され て いる 。 $ 
た 、 直立 状態 に お ける 戦闘 に 備え 、 機体 前 面 の 装甲 を 厚 
くし て お り 、 従 来 の ヴェ イガ ン 製 MS で は 胸部 に 設置 され て 
いる ビー ム 兵 器 (ダナ ジン キャ ノン ) は 腰部 に 配 さ れ た 。 こ 
れ も ま た 重心 に 配慮 し た レイ アウ ト 変 更 と な っ て いる 。 胴体 
は 、 ほ ば 頭 部 か ら 下 半身 を 繋ぐ 関節 と し て の 役目 に 近い 。 
武装 は 従来 の 主力 機 を 踏襲 し た 武装 以外 、 長 射程 の 射 
撃 兵 装 は も た ず 、 格闘 用 に 比重 を 置い て いる 。 


DRUER, MEL 
サー ベル の 直撃 に も 耐 


画 飛行 形態 
側 頭 部 の バネ ル を 前 方 に 向け て 閉じ て 、 メ イン 
EHEM これ に より 、 飛 行 時 の 空気 抵 
抗 を 減じ る 働き を し て いる 。 脚 部 は コン パク ト に 
вепат, асан 
な いい SAREE DL TERES. 


画 武装 レイ アウ ト 


FxtHMMSORBEMATS—F, М 
部 に 武 凌 を 配 し た 珍し い 機体 で ある 。 また 、 E 
RATE OBH RB HS. 


つよ うに し て お り 


尾部 が パラ 
ン サ ー と し て の 斉 整 を 担う 


MS 形 熊 時 の 頭 部 は 、 ド ラゴン 形態 の が フ ラン と 似 た 形 
状 を 持つ 。 側 頭 部 の パネ ル は 展開 され て いる 。 スリ ッ ト 
杖 の メイ ジン センサー は ヴェ イガ ン 製 MS 団 有 の も の 


一 般 的 な ヴェ イガ ン の 兵士 が 運用 する ダナ ジ 
Swa НСИ ЕАР 
リング の 検体 を 使用 。 同形 杖 だ が 、 指揮 
И НЕ 


対 MS 素 制 の ほか 地面 に 向け て の 破壊 一 一 対人 ・ 対 車輌 と いっ た 地 
КЕШЕА ЖААП. д, また サー ベル 状 に し て 格闘 攻 撃 も 可能 。 


Ө ダナ ジン キャ ノン 
従来 の ヴェ イガ ン 製 MS で は 胸部 に 配 さ れ た 大 出力 
態 に お いて も 発射 可能 で あり 、 ダナ ジン の 武装 で も 堕 一 の 火力 を 誇る 。 


ый. RATT 


い バル カン ビームサーベル 


МЕНЯ ЗОН ыйда. EREN 
ШЕПТЕ 


< 


О ダナ ジン スピ ナー 


尾部 部 を 持つ こと が 多い ヴェ イガ ン 製 MS だ が 
влакат. ВОНА COME. 


ダナ ジン は 


“е. 


fa サー ティ ズーMBS 
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ЕШІП ТӨШЕН 


ガン ダム F90 
プラ ンジ タイ プ ・ オ プシ ョ ン 


F90P 


REBIT atit, BHT 


を 介し て 接続 され て いる 


НЕТ sue BOC 


№ SPEC -F90P GUNDAN F90 PLUNGE-TYPE OPTION- ШЕ SPEC -F305 GUNDAM F90 SUPPOFT-TYPE OPTION- 
全高 一 一 (頭頂 高 14.8m) 全高 — (WS 148m) 
重量 1071 СИ 3251) ЖШ 113188 252) 
JL3) 3.160kW Эф/-3-ЕЛ 3.160kW 
2228-Жй 122,470кЕ 2523-1 74.760к6 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 セラ ミッ ク 複合 材 装甲 材質 FG LSS tS 
武義 


ビー ム ・ ラ イラ ルプ ビーム ・ キ ャ BR メガ ・ ビ ピー ム ・ キ ャ ノン x2 プ 4 
ノン バル カン 砲 X2 プ ビー ム ・ 連 閑 ビー ム ・ キャ ノン x2./2 
サー ベル 他 連装 ミサ イル ・ ポ ッ ド x2 他 
地球 連邦 軍 所 属 RARE 


所 属 

搭乗 者 ベル フ ・ ス クレ ッ ト 他 
g COMPARISON CHART 
zon ニーーーーーーー 


搭乗 者 デフ ・ ス タリ オン 他 


ガン ダム F90 
サポ ー ト タイ プ ・ オ プシ ョ ン 


E.F.S.F. 
育 部 装備 


長 射程 の メガ ・ ビ ー ム ・ キ ャ | 
ノン を 2 門 搭載 する 。 反動 


大 気 圏 疾 人 用 と 長 距 離 支 援用 の ミッ ショ ン ・ パ ッ ク 


F90 ガン ダム F90 の 
ショ ン の うち 、 大 気 | 
FOOP ガン ダム F90 プラ ンジ タイ プ - オ プシ ョ ン 、 長 距離 
支援 用 オプ ショ ン を 装備 し た の が F90S ガン ダム F90 
サポ ー ト タイ プ ・ オ プ : 


装備 パリ エー 


た 
と 同様 の 大 気 國 突入 形態 を 取る こと が で きる 。 本 機 の 
変形 機構 は 簡易 的 な も の だ が 、 材 質 の 強化 と ウイ ング 


形状 の ほ 更 に より 、 充分 な 突入 能力 を 発揮 する 。 
F90S は 、 ガン タン ク ・ シ リー ズ の よう な 長 距離 支援 タ 
イプ に あたり 、 F90A や F90D の 作戦 行動 支援 を 想定 し 
て 開発 され た 。 武装 と し て 遠 距離 砲撃 用 の ピー ム 火 器 
と ミサ イル の 混成 装備 を 採用 射撃 姿勢 安定 用 
の 装備 や 機構 を 持つ 点 も 特徴 で あ - 
ン は U.C.121 に 、 サ ポー 
ョ ン は U.C.0111.09 に 完成 し て いる 。 
両 オ プシ ョ ン は 、U.C.0122 の 第 2 次 オー ルズ モビ ル 戦 
役 な ど で 使 用 され た と 言わ れる 


機動 戦士 が 


MECHANIC FILE 5) не sen 8e 


Pima ARB A AOR Ret Li 長 射程 火器 と 姿勢 安定 機構 
プラ ンジ タイ プ ・ オ プシ ョ ン は 武装 強化 用 で は な く 、 追 加 直 装 は 左肩 の 小口 径 ビー ム ・ 射 設 時 の 反動 軽減 や 命中 精度 向上 の た め 、 両 肩 を 背部 アタ ッ チ メ ン ト で 固定 する 他 、 後 
キャ ノン と 右 局 の バル カン 管 2 門 に 過ぎ な い (F90 の 標準 直 装 は 併用 可能 )。 Есі? | 腰部 の 支持 ジャ ッ キ で 機体 その も の も 安定 させ る 。 支持 ジャ ッ キ を 用 いた 射撃 時 に は 根 重 
イル 玄 用 の ハー ド ポ イン ト を 設置 する 改良 が 進ん で いた が 、 実用 化 の 成否 は 不明 性 が 著しく 低下 する が 、 測 機 と の 直接 戦闘 を 想定 し な い 距 離 で ある た め 問 題 は な いよ うだ ر‎ 
画 背面 図 BREE 


п. > 
917. 機 首 も 未 装備 な た め 、 
い オ プシ ョ ン と 思わ れる 、 


背部 オプ ショ ン 搭 載 の 長 射程 ビー 
も 多用 され る 長 距離 火器 と 思 : 
© 4 連装 ピー ム ・ キ ャ ノン 
両 胸 の 連装 ビー ム 砲 。 衝 働 に は 腰部 エキ 
ルギー タン ク を 併用 する 必要 が ある 。 


© 2 連 義 ミサ イル ・ 


イル は 汎用 の 誘導 型 . Е 
O クル ー ジ ング ・ ミ サイ ル 


画 大 気 園 突 入 形態 


首 ユニ ッ ト マク ネッ ト ・ コ ー テ ィング の 応用 に より 2 秒 で 変 
を 、 後 腰部 に ズ ーー プロ ペラ ント 形 を 完了 する 1809-27381 ТЕРЬ 
SOME HERTS, EEF, МАСЕ ШЕННЕ НЕК TS ル 。 GRAMME TO MCS, 


ガン ダム F90 | 
ヴェ スバ ー タ イプ ・ オ プシ ョ ン 5 


高 出力 の 新 
稼働 可能 
当時 の MS 用 火器 と し て は 最高 クラ ス の 性能 
を 持ち 、 AMBAC シ ステ ム 機 能 も 有 し た . 


тасалау. тамар; Sk 
体 だ っ た よう で ある 。 


ヴェ スバ ー の 試験 タイ プ 1. тта 


= ر‎ ルカ 2 
BEAR 1922/5] の テス トペ ッ ド ET 


F90V ガン ダム F90 ヴェ スバ ー タ イプ ・ オ プ 
RSE. 大 出力 
か 、 放 熱 フ ィ ン や 脚 


F91 と 同等 の ! 
AB888508] 
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機動 戦士 ガン ダム SEED MSV 機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


ЖЩ АЕ 


_ GAT X255 rg фу San “Sem 
J FORBIDDEN BLUE | s -- 重量 80.40t 


[оин % ер — ия 一 

PAR EIST 
テイ ル エ クス テン ショ ン / 装甲 内 蔵 
ЖЕШ =— 207) а 他 
Жа 

ジェ ー ン ・ ヒ ュー スト ン 


COLOR 
GAT-X255 FORBIDDEN BLUE 


тыя 

耐水 圧 機構 と し て の ゲ シ ュ マ イデ ィ 

ヒ ・ パ ン ツ ァ ー の 有用 性 が 認め られ 、 

第 2 期 GAT-X シ リー ズ の フォ ビ ド が 

Е =. 

フォ ビ ド ゥ シン ブルー の 問題 上 だ 
мв ноа J 
ERTED, зды 
ГІ ее 

耐圧 殻 が 採用 され た 


武装 
試作 機 と 同様 に 、 水 中 音 用 の さ 


偏向 装甲 を 耐圧 に 応用 し た 水中 用 MS と その 意義 


「 血 の パレ ンタ イン ] 以降 の 局 地 В ギー 偏向 装甲 「 ゲ シュ マイ ディ ッ ヒ ー」 DD 
お いて 、UMF-5 ソノ や UMF-4A グ に より 機体 周囲 の 水分 子 に 干渉 し 、 水 圧 や 抵抗 を 減少 
させ る と いう 開発 陣 の 関 き に よる も た 。 か くし て 特 


殊 な 耐圧 構造 を 持つ 水中 用 試作 MS 一 一 
フォ ビ ドゥ ン ブ ル ー が 完成 する こと о 
機 は エネ ルギー 切れ に よる 耐圧 能力 の 低下 と いう 問題 
地球 ` È É ж を 抱え て いた も の の 、 の ちの 量産 仕様 機 GAT-706S 
の 中 か 5GAT-X252 フォ ビ ドゥ ン ガ ン ス 機 と ディ ー プ フォ ビ ドゥ ン の ひな 形 と な り 、 地球 軍 の 局 地 戦力 
し て 選択 。 これ は 水中 用 MS の ノウ ハウ を 持た な い が ゆ と し て 貢献 。 そし て 、CE.73 の へ ブン ズ ベ ー. スズ 攻 防戦 の 
え の 苦 肉 の 策 で ある と 同時 に 、 同 機 の 装備 で ある エネ ル 水中 戦 に お いて | こ ザ フト 側 を 圧倒 し た 
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フォ ビ ド ゥ ン ガ ンダ ム を 基 に 試作 され た 本 機 は 、 エ ネル 
ギー 偏向 装甲 を 耐水 圧 に 転用 する こと で 水中 で の 運用 能 


= 
フォ ビ ド ゥ ンプ ブル ー の 構造 装備 = SOHC ғ мю! 


ジ エ ー ジ ャ ピ キ ニーズ ドジ 


力 を 得 た 。 さ ら に は 音波 兵器 フォ ノン メー ザー や スー パー キャ 地球 連合 軍 初 の 水中 
ビ テ ー テ ィング 魚雷 、 テイ ル エ クス : ョ ン と いっ た 多数 の 用 MS 試作 機 と 量産 仕様 
兵器 を 備え る こと で 、 充 分 な 戦闘 能力 も 得 た の で ある 。 その 機 。 その 双方 に 搭乗 し た 
反面 、 MS 本 体 の 基本 構造 に つい て は 、 各 所 の 外装 形状 人 物 が ジェ ー ン ・ ヒ ュー ス 


トン 少尉 で ある 。 ザフト 水 


に 変更 が 加え られ た の み で あっ た 。 その た め 、 何 ら か の 要因 中 MS 部 本 ЖА 


に よっ て 偏向 装甲 へ の エネ ルギー 供給 が 絶た れ . 
は 水圧 に よっ て 機体 が 


は 地球 軍 内 で の 水中 用 
MS の 開発 に 参加 。 試作 
機 の テス トバ イロ ッ ト を 季 
め 、 さ ら に 量産 仕様 機 が 
制式 配備 へ と 清 ぎ 着け る 
と 、 そ の まま 水中 部 隊 の 」 
指揮 を 任 さ れ た 。 その 勇 
THEORY EE 


「 フ ォ E ド ゥ ン ・ コ フィ ン (R 
ОНИ | Leman 
КЖ, aR 


hT йлн [ай о— 
地球 軍 水 中 戦力 の 主 カ 機体 、 バ パッ ク パ ッ ク 共 に 基本 的 に ! 5, つ 名 で 異 怖 さ れ た と いう 。 
を 担っ た 。 ЖЕР HMB RTL OI: 

ғ | BABAK 


Ari 
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БЕЗ А ЖА; 
живее аскан Бо 
НСО, НИХ © 
装 の ニー ズ ヘ グ は 装甲 アレ 
чап соё. 


Ш バッ ク バ パッ ク 
に は ダシ ュ マ イデ ィ ッ ヒ ・ バ パン 
も 入 約 され て いる 。 多彩 な 機能 を MS1 


ポッ 
アー だ け で な く 、 主 要 な 武装 ド は 、 し いく つか の 形状 が 試 
り 込む こと に 成功 し た MENTU, 


e ET ERE 1) 


LIN-OROF PRICES: ШШШ ENAA 
、 当 時 、 地 球 軍 量 産 機 の 主流 で あっ た X100 系 と 
は 異な る フレ ー ム を 採用 。 TP 装甲 と 強化 チタ ニウム 合金 を 
用 いた 新規 に より 、 前 述 し た 試作 機 の 問題 点 を 改善 し 
た 。 一 方 フォ ビ ド ゥ ンプ ルー が 充分 に その 有用 性 を 示し た 7 
めか 武装 に つい て は ほぼ 変更 され ず 、 パッ ク パ ッ ク に は 新た 
に 複合 セン サー が 搭載 され た 。 これ ら の 改良 が 施さ れ た 本 
機 は 、C.E.71 の 第 二 次 カサ ブラ ンカ 沖 海戦 に 少数 な が ら も 
実戦 投入 され 、 制海権 の 確保 に 貢献 し た と 言わ れ て いる 。 


バッ クック 
HEBIL 


戦 に お いて 反 ロ ゴス 同時 装甲 アレ イ 先 駿 の スパ 
Rok Pa イク は オミ ッ ト され た が 
フォ ビ ド ゥ ン ヴォ ー テ クス に 量 部 仕様 化 に 伴い 各 志 形状 ・ 機 能 が 改良 され 、 カ ラー リン グ が 変更 され авасына 
SHREK, + パック パック 未 装 備 時 は 、 全 体 前 素 に 近い 外観 と 同様 で ある 。 


E セン サー 部 


画 バッ ク バ ッ ク 
ゴー グル 型 に 変更 され た 頭 部 。 光 の 少な い 深海 で の 運用 も 各所 の 形状 が 変更 れ 、 先 多 部 に は セン サー 部 を 増 。 橋 に 当たる 
BRL, SPROUL TOS, る に 足る 潜航 能力 を 福 た た めか セン サー 部 に は 沿 望 鏡 も 備え られ た 。 Jp REMY ENO, 
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b ЕЛ mEÛÎ ser 22A 
қаб s 
© р с» à = 


QUIN-MANTHA 
ヴィ ン ・ マ ン サ 


тн 
AMX-004 と 


グレ ミー 軍 に 奪取 され 、 運用 きれ た 高 性 能 機 


と と 戦争 末期 に 開発 され た NT 専用 人 型 兵器 で あり な が ら 、 格 闘 戦 に も 対応 する 高い 機 
NZ-000 クィ ン ・ マ ン サ で ある 動 性 を 獲得 。 さら に 機体 各所 に メガ 粒子 砲 を 備え る ほ 
と ルレ ンジ 攻撃 も 可能 と し て お 

ちら ゆる MS を 凌 態 する 機体 と し て 


役 で 回 収 し た MRX-010 サイ コ ・ ガ ン 
ダム Mk-TI の 技術 も 採り 入れ て 開発 が 進め られ た 。 そ 
トレ ー タ ー を 搭載 する 巨大 


ネオ ・ ジ オン の 象徴 と し て 生ま れ た 本 機 だ が 、 結 
果 的 に 組織 を 崩壊 に 衝 く 存在 に な 


の 結果 、 本 機 は 大 型 ジ 
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SPEC 
全高 42.1m (FIRE 392m) 
(全備 重量 264.7) 


・ サ ー ベ ル X2 だ ファンネル 
X30/> ガ 粒子 信 向 器 X2.~ 頭 部 3 連 
メガ 粒子 砲 / 胸 部 メガ 粒子 砲 X2 育 

_ 部 粒子 答 X2 科 部 メガ が 和子 砲 X2 


FILE PREVIEW 


АНХЕЛЬ 


MA-08 ピグ ・ ザ ム や AMAX2 ノイ エー ジー ル な ど 、 公 国軍 ガ 粒 子 砲 画 ファ ン ネ ル ・ コ ン テ ナ 
系 巨大 MA の 特徴 と も 言え る [機体 各所 に 搭載 し た 大 出力 メガ 9% 胸部 に は 拡 前 タイ プ の メ 大 型 の ファ ン ネ ル ・ コ ン テ ナ 裏面 に は 
粒子 砲 を 主 兵 装 と する ] コ ン セ プ ト は NZ-000 に も 継承 され て い 
Bo これ に 加え 、 サ イコ ミュ に よる オー ルレ ンジ 攻撃 も 可能 と し て 


FRFREZKENTS. 14 ヶ 所 の ファ シネ ル 射 出口 を 備え て い 
ファ ン ネ ルレ ・ コ ン テ ナ 上 部 | る 。 先端 部 に は スラ スタ ー も 備え 5 れ て 
Cox тшегш | ы) жое 

BL, оос 
対応 する 。 


BH), NZ-000 が 従来 の 決戦 兵器 や 拠点 攻撃 用 兵器 の 要素 
を 示せ 持つ と 共に 、 そ れ を 発展 させ た 機体 で ある こと が わか る 。 

また 、 同 じ 機体 サイ ズ の MRX.009 サイ コ ・ ガ ンダ ム や 
MRX-010 で は 成 し 得 な か っ た 、 対 MS 戦闘 を 可能 と する 高 
い 機 動 性 を 得 た こと で 、 より 高度 な 運用 性 を 得 た 。 


® ファ ン ネル 
AMX.O04 の ファ ン ネル と 同型 の も の を 
装備 。 ЗОНЧЕВНАМХ- 00400380 
30 基 と な っ て いる 


実施 。 その 凄まじ い 戦闘 能力 
Fr 
& 2 Sexe 
\ Ж ттшотшлато. emsa 

Ыксан 代え 5 れ て いる 。 腕 部 の 動き に 応じ 
の 中 に は MAX010 と じ 
«НЕМ. こ 
は 頭 部 が 本 体 と 分 離し た 状態 で 
も 使用 可能 で 、 脱 出 時 の 運用 
も 想定 され て いた と 思わ れる 。 


優れ た 攻撃 力 が 注目 され る NZ-000 だ が 、 防御 面 で も 一 般 MBN Я ЕРГЕ 

ФСС 戦場 | erect ERLEEN- 
で の 主導 権 を 所 る 決戦 兵器 と し て の 運用 が 想定 され て いた た MENTS, 1 フィ ー ル ド ・ ジ ェ DP C262 зоок ШС 
め 、 開 発 陣 が 高い 生存 性 を 軍 要 視 し て いた の も 当然 の こと と は ALF ERIK, HEAR YY 


多用 の 装備 だ っ た と 思わ れる 。 


だ ろう 。 特に 、 メガ 粒子 信 向 器 は AMX-015 ゲー マル ク る の も 本 機 の 特徴 と 言え る 。 


の チル ド ・ フ ァ ン ネ ル 一 斉 射 を その まま 弾き 返す ほど の 強力 な 防 
御 能 力 を 誇っ て いる 。 正常 な 状態 で 制御 され て いる NZ-000 で 
あれ ば 、 ほぼ 無敵 で ある と 言っ て 良い だ ろう 。 


肩 パ イン ター ө ジョ イン ト 部 


スラ スタ ー er ロン グ ・ テ ー ル ・ ス ラス ター は 
2 1 5 ч sm ай は 本 幸吉 用 の 栗 の 背面 部 に 接続 され て お り . 
ビーム 兵器 だ け で ば: 片側 だ け で も 52.700kg と いう 膨大 な レー ム で 接続 され て いる 。 こ 上 下 に 可動 する 。 その 際 、 フ ァ 


жасыссыкомя Ини. FADER れ に より パイ ンダ ー 自 体 を 独立 シネ ル ・ コ ン テ ナ と 千 油 し な い 


性 を 支え て いた 。 し て 可動 させ る こと が で きた 。 構造 と な っ て いる 。 
NT BEAR CARE UTERET CRA 


NT 専用 機 と し て 開発 され た NZ-000 に は サイ コミ ュ ・ シ ス 一 コク ピッ ト ハ ッ チ 画 コク ピッ ト 

Е コク ピッ ト は 頭 部 カメ ラ コク ピッ ト の サイ ズ は 一 般 
アイ 直下 に 位置 し て お 的 な MS と 同じ だ が 、 リ ニ 
„|, 口 部 分 の 外部 ハッ ト の 形状 が 異な る 。 
FREE ВН イコ ミュ を 内 蔵 し た 
し た 内 部 ハッ チ か ら パ 
イロ ッ ト が 乗降 する 


能力 が 必要 と され た 。 TOR 
オン に お いて も ご くわ ず か で あり 、 グレ 
た 強化 人 間 プ ブル ツー は その ひと り で 

本 機 は 1 名 で も 操 経 で きる が 、 サ ブ パ イロ ッ ト が 搭乗 し て 2 
名 で コン トロ ー ル する こと も 可能 で ある 。 エル ピー・ プ ル の 残 
留 思 念 に 阻ま れ た こと で 精神 の 波動 が 乱れ 苦し む プ ルツ ー 
を 補佐 する た め 、 グレ ミー が 同乗 し た こと も あっ た 


ш 

コク ビッ ト を 含む 豆 部 自 
OMEN , 
を 有する 脱出 ポッ ド と し (@ 
CHES, сша 

な NT パイ ロッ を 保護 す 【 
る た め の も の だ s 


情 神 状態 が 不安 定 な プル ツー を 
サポ ー ト する た め 彼 女 と 共に NZ- 
000 を 操 縮 する グレ 
様 の まま 同乗 し た た め 、 


ル に よる 制御 も 琶 けず 
222 
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PSYCHO GUNDAM МК-П 


サイ コ ・ ガ ンダ ム Mk-I の 技術 的 意義 


グリ プス 戦役 期 に 開発 され た MRX-010 サイ コ ・ ガ ン 
ダム Mk-TTI は 、 兵 器 と し て ふた つの 大 き な 側 面 を 持つ 。 U 
と つ は 、 拠 点 防衛 ・ 攻 略 を 運用 コン セプト と し た 大 型 可 
変 機 と し て の 側面 。 も う ひ と つ は 、 ニ ュー タイ プ 能 力 を 有 し 
た パイ ロッ ト の 搭乗 を 前 提 と し た NT 専用 機 と し て の 側面 
で ある 。 無論 、 本 機 に お いて その ふた つ は 不可 分 で あり 、 
ペー ス と な っ た MRX-009 サイ コ ・ ガ ンダ ム か ら 引 き 継 が 
計 の 根幹 だ っ た 。 また 、 本 機 に 連なる 系 列 機 の 
こも その 特徴 は 見 られ る も の の 、 個 々 の 完成 度 
ける 前 述 の 二 側 面 の 比重 は や や 異な っ て い 


Bo それ は 、 地 球 連 邦 軍 に よる ニュ ー タ イプ の 軍事 転用 
と 、 その 器 た る サイ コ ・ ガ ンダ ム 系 列 機 の 開発 に お いて 、 
様々 な 試行 錯誤 が 行わ れ て いた こと を 物語 っ て いる 。 Ж 
機 は 言わ ば 、 開 発 の 過程 で 二 側面 の 両立 と いう 結実 を 
見 た 系 列 機 の 到達 た の で ある 。 その 技術 的 価値 
は 高く 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 に お いて 本 機 を 回 収 し 
た ネオ ・ ジ オン は 、 修復 し て 実戦 投入 を 行う 一 方 、 自軍 の 
NT 対応 機 開発 に 本 機 の 技術 を 取り 入れ た 。 地球 連邦 
軍 の ニュ ー タ イプ 研究 を 象徴 する この 機体 の 血脈 は 、 ジ 
オン の 開発 系 譜 へ と 受け 継が れ て いっ た の で ある 。 


関連 ファ イル 


(1) ТІЛЕГІ 


3 ュー タイ ブ 
関連 技術 を 獲得 し た 連 孝 軍 
は 、 各地 に ニュ ー タ イブ 研究 
所 を 設立 。 ムラ サメ 研究 所 
で は サイ コ ・ ガ ンダ ム が 開発 
きれ で いる 。 


特殊 装備 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 搭 載 機 と し て の 有用 性 を 高め た 装備 


MRX-009 は 、 サ イコ ミュ ・ シ ステ ム を 搭載 し て ニュ ー タ 
イブ 能力 を 有する パイ ロッ ト (強化 人 間 ) を 中 心 と する シス 
テム を 構築 し た が 、 そ の 特性 を サイ コミ ュ 兵 器 に 転用 する 


る 上 で サイ コミ ュ 』 
め て いる 。 それ が 、 リ フレ クタ ー・ ビ ピット と 有線 サイ コ 
ビー ム ・ ソ ー ド の 2 種類 の 武装 で ある 

・ ビ ピット (レフ ・ ビ ピット と 呼ば れる こと も あっ た ) 


それ 自体 は 攻撃 能力 を 持た 
4 自 機 と 敵 機 の 区 別 な く ビ ー ム を 
反射 する こと が 可能 で 、 そ の 巨体 ゆえ 

本 機 の 攻防 両面 を 強化 す 
WRIT ARs 下 廃部 ユニ ッ ト を 攻 
撃 端末 と する 有線 誘導 式 の サイ : 兵 問 で 、 内 蔵 さ れ た 
メガ 粒子 泡 か ら ビ ー ム ・ ソ ー ド を 展開 する 武装 だ っ た 。 Ж 
戦 で の 運用 例 は 確認 され て いな い が 、 分 離し た 杖 態 で も 
は 使用 可能 で 、 遠 距離 の 英機 を 掴ん で 
る と いう 方 法 で 用 いら れ た ケー ス も あっ た 


Ш リフ レク ター・ ピ ッ ト 
テ ナ を 備え た 
3 枚 の 反射 パネ ル を 
し た 構造 の リフ レク ター・ ビ ッ ト 
に フィール ド を 展開 し て ビー 


E 有線 サイ コミ ュ 式 ピー ム ・ ソ ー ド 


ў hi (С \ | t 
РА а 2 


部 左右 の スリ ッ ト が リフ レク ター・ ビ ッ ト の 射出 品 
MS 形態 で は パッ ク バ パック 上 部 に 位置 する 、 


MECHANIC FILE = 


| жш МЕРИ ТЕТЕ ТОРА 


サイ コ ・ ガ ンダ ム 系 列 機 の 開発 は 、 一 年 戦争 後 の ニ ュー ム を 基幹 と する 強化 人 間 専 用 機 と いう 形 を 明確 に し た 

АЛИЯ (228) 設立 を 機 に 始ま っ た と 考え られ る MRX-009 で 確立 され た コン セプト は 、 技 術 の 熟成 に 
オン 公国 軍 か ら 技 術 を 取り 込ん だ ニタ 研 の 中 で 、 ム ラ よっ て MRX-010 を 生み 出し た 。 一 方 で 、 ニ ュー タイ プ 能 

サメ 本 究 所 は 強化 人 間 の 育成 と 普 行 し て サイ コ ・ ガ ンダ 力 に 依 奉 し た 系 列 機 の 欠点 を 見 直し 、 兵 問 と し て の 有用 W конти MED 

ム 系 列 機 の 開発 る 進め た 。 当初 は コン セプト や 設計 が 固 性 を 高め よう と し た 試み も 見 られ た 。 MRX-011 量産 型 サ ‘ ° 

見 られ 、MRX-001 か ら MRX-006 ま で イコ ・ ガ ンダ ム が それ で 、 構 造 の 簡略 化 や 準 サ イコ ミュ の 

の 試作 機 が 製造 され た と いう (その 中 に は RX-78NT-1 ア 採用 な ど に よっ て 運用 性 の 向上 を 図っ て いる 。 

レッ クス を ペー ス と し た 機体 も あっ た と され る ) 。 その 後 、 グ リブ ス 戦 役 の 推移 に よっ て 系 列 機 の 開発 

そし て 、 開 発 系 護 に お いて ひと つの 方 向 性 が 見 え 始め は 途絶 える こと と な る が 、 そ の 設計 は 0RX-013 ガン ダム 

SEAS MRX-007 プロ ト タ イプ - サ イコ ガン ダム で あろ Mk-V な ど に 受け 継が れ 、MRX010 と 共に ネオ ・ ジ オン eg 

地球 連邦 車 と ジオ ン 公国 定 の 技術 を 結集 し た 「 最 強 へ と 渡 術 は AMX-014 ドー ベン ・ ウ ルフ や NZ-000 ӨРТТІ 

の ガン ダム 」 と いう コン セプト の 下 に 開発 され た MRX-007 クィ ン ・ マ ン サ に も 取り 入れ られ た 。 さら に は 、U.C.0090 年 た ARX 014 シル 

は 、 失敗 作 の 閣 印 を 押さ れ た MRX-008 サイ コ ・ ガ ンダ ム 代 後半 に お いて も NZ.566 クシ ャ トリ ヤ と いう 発 民 機 に サ he MOM 


サイ コガ ンダ 3 
試作 8 号機 を 経て MRX-009 に 発展 し 、 サイ コミ ュ ・ シ ステ イコ ・ ガ ンダ ム の エッ セン ス は 受け 継が れ て いた の で ある 。 PURO 


画 サイ コ ・ ガ ンダ ム 開発 系 


テム に よる 機 休 制 御 と ミノ フス 
DSI SHON 
ОКАТО, 


ティ ター ンズ の エー ス ・ パ イロ ッ ト 用 | 
開発 され た MRX-010 の 小型 量産 機 。 


AO14 の に も 6 っ 


тат. Е. ж 
ROE Айе. AOC £ = 
ずる 設計 を 採用 し て いる 4 し た サイ コミ ュ ノ 準 サイ コミ ュ 措 載 析 
ЕЗ \\ 
INFO! 
サイ コ ・ ガ ンダ ム 系 特殊 装備 の 発展 サイ コ ・ ガ ンダ ム の 開発 と 強化 人 間 の 育成 
地球 連邦 軍 は サイ コミ ュ 兵 器 の behead サイ コ ・ ガ ンダ ム と 強化 人 間 は ыы жш 
тїз Ет ЕСПЕ ЕЛ. АШИ СОЕ 4 切っ て も 切り 難 せ な い 関係 に あり 、 ト を 務め た フォ ウ ・ ム ラサ 
取っ て いた が 、 サ イコ ・ ガ ンダ ム 系 ENR Уса 様々 な 導 劇 を 生ん で きた 。 フォ ウ ・ е ашдан 
列 機 に お いて 開発 され た 特殊 武装 。 いる 。 それ 以外 の 構造 は 4 ムラ サメ や ロ KALDE 所 の 言わ れる まま に 戦う 
は ある 程度 の 評価 を 受け て いた と MRX.010 の も の に 近い 。 命 は 言う に 及ば ず 、 シス テム が パイ b. BUEDE- 
言っ て も 良い 。 リフ レク ター・ ピ ッ ト ッ ト に 戦い を 強要 する [ENDT 
は ネオ ・ ジ オン で AMA-X7 シャ ン | た る 所 以 を 物語 っ て いる 。 
プロ に 取り 入れ られ 、「 ラ ブラ ス の また 、 系 列 機 の 開発 段階 に お い ғ 


Hi] を 巡る 争乱 で その 有用 性 を 実 て は 強化 人 間 の 被験 者 た ち が テ 


証し た 。 また 、MRX-011 の イン コ р スト パイ ロッ ト と し て 犠牲 に 
ム ・ シ ステ ム は その 運用 の 簡便 さ фахошсишепты | 言わ れ て いる 。 Bi ER 
か ら 、 様 々 な 後発 機 に 採用 され て Rt (бү ShALORYIL: каты. + т (£), ジオ ン 公 | 

いる 。 それ ら の 観点 か ら も 、 サ イコ ・ EO AMD | イコ ・ カ ンダ ム 計 作 8 号機 の テス ト РЄТ 


ガン ダム 系 列 機 の 技術 は 後 年 に プ 能 力 を 持た る い ガ エル ・ 中 に 死亡 し た と 伝え られ て いる 。 
も 続い て いた の で ある 。 チャ ン に も 使用 で 5 


き 取 られ た と され る 。 
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機動 戦士 ガン ダム UC 


(в) ТІЛЕГІН 


MS of EES.F. ©③ 


地球 連邦 軍 の MS③ 


ЕМАС ジェ ガン | 
fT ИРЕНА 


RGM-69DEW 


[i] を 巡る 争乱 で 活躍 し た ジェ ガン の 派生 機 


地球 連邦 軍 は 、RGM-86R ジム 四 に 代わ る 主力 機 で 
ある RGM-89 ジェ ガン を 、U.C.0090 初 頭 か ら 本 格 的 
こ 投入 し た 。 第 二 次 ジオ ン 戦 争 で は 外郭 部 隊 、 品 

その 後 、 量産 


ガン (エコ ー ズ 仕様 ) は 、 


ジェ ガン は 早期 警戒 ユ 
り 、 哨 戒 や 偵察 任務 
エコ ー ズ 仕様 は 、 


RGM-89DEW EWAC ジ ェ ガ ン や 、RGM-89De ジェ 


エガ ン D 型 を 用 い 


№ SPEC -AGM-89DEW ЕМАС JEGAN- № SPEC -RGM-89De JEGAN (ECOAS TYPE)- 


全高 195m 全高 19.0m ae 
重量 24.4t 重量 2281 
EZE ZEKE EEE EET 
2923-ИЛ 62.000kg ДЭХА-ИЛ 62.000kg 
装甲 材質 УВЕ: RPH チタ ン 合金 セラ ミッ ク 複 合 材 
КИ ビー ム ・ ラ イフ ルン ビー ム ・ サ ー BR ELS EL 
ベル ft ベル ダガー・ ナ イフ ft 
_ 所属 地球 連邦 軍 — AR エコ ー ズ ЫЕ Л. 
BRA 地球 連邦 軍 一 般 兵 搭乗 者 コン ロイ ・ ハ ー ゲ ン セ ン fb 
№ COMPARISON CHART I COLOR 
= = RGM-8SDEW ЕМАС JEGAN 
ece 
oe 
RSM-890e JEGAN (ECOAS TYPE) 
жі өн 
ジェ ガン 
(エコ ー ズ 仕様) 

JEGAN (ECUAS TYPE) Ш 593 
胸部 ЕЕ 
パイ ロッ ト の 生存 性 向上 を 視 Бр 
野 に 入れ 、 コ ッ ク ピッ ト を 含む 

は 増加 装甲 が 装 


関連 ファ イル 
も ペー ス 機 より も 拡張 性 
K 生 機 で ある 。 ЕМАС 


ラプ ラス の 箱 」 を 巡 
生 機 が 投入 され 、 連 邦 軍 の 戦 


エコ ー ズ 専用 の 改修 機 で 、 通 J > 


機 と の 連携 を 重視 し た 仕 4 
更 機 の 成果 は 、 ペ ー ス 機 と な 


вена 


sm 10 


D 型 の 拡張 性 を 活か し た 多彩 な 装備 と 改修 点 


E EWAC ジ ェ ガ ン の 構造 

第 二 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 の 終結 後 、 地 球 連邦 軍 は 軍縮 
傾向 に あり 、 新 規 の MS 開発 は 停滞 し て いた 。 そ うし た 状況 
が 、RGM-89D ジェ ガン (D 型 ) を 用 いた 改修 ・ 派 生 機 が 
数 多く 誕生 する 下地 と な り 、EWAC ジ ェ ガ ン の よう な 機体 
も 開発 され た の で ある 。 ミノ フス キー 粒子 散布 下 の 戦 場 に 
お いて も 偵察 機 の 役割 は 未だ 重要 で あり 、 本 機 も 大 型 の 
早期 警戒 ユニ ッ ト を 用 いる こと で 高い 索敵 能力 を 獲得 。 п 
ンド ・ ペ ベル 隊 所 属 の ネェ ル ・ ア ー ガ マ で も 運用 され て いた 。 


ネエ ル ・ ア ー ガ マ に 配 


RR 
ネオ ・ ジ オン 入隊 の 位 
шені TUS. 


@ 頭 部 セン サー・ ユ ニッ ト 背部 の マウ ント ・ ラ ッ チ を 用 いて 装着 され た 大 型 の セン サー・ ユ ニッ ト 。 F 
REBLOSUDT—IVACBHNTVSTEN DNS, 


© 左腕 部 セン サー・ ユ ニッ ト 


的 に 
кілі 


MORE INFO! 


а И ЕУ 
長 690m に 及ぶ 大 型 戦艦 ゼネ ラル ・ レ ビル で ある 。 か つて 
運用 され て いた ド ゴ ス ・ ギ ア 級 の 2 番 艦 で あり 、4 つ の カタ バ 
ルト と モビ ルス ー ツ ・ デ ッ キ を 有 し 、 最大 で 48 機 の MS を 扶 載 
Të [M] を 巡る 争乱 に お いて も 、 ジェ ガン A2 型 や リゼ ル 
で 型 な ど 、 本 艇 専用 の カラ ー リ ング が 施さ れ た 機体 が 多数 配 
Жана), 高い 戦闘 力 を 有 し て いた 。 マー サ ・ ビ スト ・ カ ー 
パイ ン の 介入 に よっ て 対 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ 戦 に 用 いら れ 、 搭 
Hike [Fi] の 奪取 及び 破壊 の た め に 展開 され 7 


ゼネ ラル ・ レ ビル に 配備 され た 
DN 
た 改修 機 が 中 心 と な っ て いた 。 
Несе AMLE 
гый с, 


< = 


画 ゼネ ラル ・ レ ビル 

マー サ が 介入 し た 「 籍 を 館 
5987, яйжеиж 
部 が 配備 し 、 ネ ェ ル 
ガマ の 前 に 立ち は だ 


| 画 ジェ ガン (エコ ー ズ 仕様 ) の 構造 

「 マ ン ハ ンタ ー (人 狩り ) 部 隊 ] COPED. ВН 
抗 点 へ の 潜入 工作 な ど を 想定 し て いた エコ ー ズ 仕様 は 、 
カラ ー リ ング が 緑 系 か ら ダ ー ク ブラ ウン 系 に 改め られ で い 
る 。 性 能面 で は 頭 部 と 胸部 の 改修 ・ 強 化 が 主 で あっ た 
が 、 コ ン ロ イ ・ ハ ー ゲ ン セ ン が 運用 し た 専用 機 は 、 本 仕 
様 を ペー ス に 、 さ 5 な る 武装 の 強化 が 図ら れ て いた 。 これ 
に より 、 近 接戦 闘 を は じ め と する MS 戦 に も 対応 し 、 よ り 
高度 な 運用 性 を 獲得 し て いる 


avoti MI 
を 巡る 最終 決戦 時 、 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ の 
юшкан 
され 、 シュ ツル ム ・ ガ 


ルス と 格 開戦 を 弱り 


d 広げ て いち 


頭 部 に 可動 式 の バイ 
+ ト を 追加 装 
て いる の が エコ ー 


れ て いる 


SOBRE 
える こと が で きた 


ファ イア ・ ナ ッ ツ 
MS と の 白兵戦 を 想定 し た 
ника. 通常 の D 型 や 
エコ ー ズ 仕様 の ハン ド ・ グ 
で は な く 、 コ ン ロ イ 
機 で は こち ら を 装備 し た 。 


ハン ド ・ ガ ン 


хен) озони. овиси / 


行動 を 取っ た 。 


EMER 


б ーッ 
ИСКАТЬ, 


ゼネ ラル ・ レ ビル 配備 機 


№ ジェ ガン A2 型 (ゼネ ラル ・ レ ビル 配備 機 ) B リゼ ル C 型 (ゼネ ラル ・ レ ビル 配備 機 ) 


ө MA 形態 


@ 大 型 シ ー ル ド 


D 型 で は な く 初期 タイ プ の ジェ ガン を ペー ス に 総合 的 な 性 能 
の 向上 が 図ら れ た A2 型 (型式 番号 は RGM-89A2)。 Ж! 
シー ルド の 装備 に より 肪 箇 必 能 の 向上 が 図ら れ て いた 


ター 解除 に よる 機体 フレ ー ム の 強化 も 団 ら れ て い ) 


ома. サンライズ 153-8 
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rr D ASTRAY 


MECHANIC FILE mauna (AGS) п] sneer 182A 


tee 作業 能力 に 加え て 武装 と 防御 兵 装 が 施さ れ た 輸送 艦 


地球 連合 軍 の コー ネリ アス 級 輸送 艦 の 構造 を 流用 し 
つつ 、 作業 用 の クレ ー ン アー ム を 増設 し た 。 さら に 艦 首 側 
に 陽電子 砲 、 艦 後部 両 寺 に は リニア カノ ン を 搭載 し 、 ホー 
ム と 異な り 戦 闘 能力 も 獲得 し て いる 。 また 、GG ユ ニッ ト を 
艦 の 制御 コン ピュ ー タ に リン ク さ せ て お | 
その 人 が 艇 長 と し て 操 艇 を 担う 。 これ は プロ フェ 
КТО. 
か ら と いう 理由 で 導入 され た よ 
速 問 と し て 用 い 、 火星 へ と 旅 立 


ии. 


HRAKORAL METS. 入館 に は 6 基 の ノ ズ 
だ 主 推進 名 が あり 、 大 重量 を 動か す 大 推力 を 生み 出す 


リ ・ ホ ー ム の 原型 能 で あぁ る № 


пл 
NANE TASER Аааа, 一 方 で 作 
жои ТЕМЕН ТЕТІ tt 


性 に 優れ る 点 も 特徴 と 言え る 。 


BW 画 クレ ー ン アー ム E シー ルド 
TURES ARERR, 2—77 арои ー ム の も の と は 別 の クレ ー ン アー ム で 、 ОВС ИНА. 0-79 | KADEN 
る た め 通信 人 性能 は 高い 。 キャ プ テ ン シ ー ト は ホロ グラ ム の ジョ ー ジ が 座る ノン を 挟み 込ん で バレル: 大 型 リニア カノ ン と し て も 使用 で きる . て 使う こと も 可能 


Ш 105mm 単 装 リ ニア カノ ン 
基本 的 な 珍 状 は アー クエ ンジ ェ ル 門 に 措 載 され た 110mm リ ニア カノ ン 1 а 
EMET, BNL CRABS CHS, 上 が る よう に 展開 され る 。 アー クエ ンジ ェ ル の も の と 界 が り 模 向き に 設 MORE INFO! 
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ファ ー ス トコ ー デ ィ ネ イタ ー と 呼ば れる ジ 
は 、 暗殺 に よっ て 命 を 落と す 。 TOM, 密か 
脳 を 収め た も の が 「GG ユ ニッ ト 」 で ある 
о оек ор 

CIN AERO MIAN 


ーー キャ プ テ ン GG と し た の で ある 。 
は ホロ グラ ム で 自分 を 投影 し 、 ロ ウ た ちと コ : 
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ED 
M 04 ガン バレ 


ガン バレ ルス トラ イカ ー 最 大 の 特徴 は 、 オ ー ル レン ジ BG 有線 式 オ ー ル レン ジ 攻 撃 兵 装 ( ガ ン バ レル ) 
撃 を 可能 と する 遠 局 攻撃 端末 を 備え た こと で ある 。 誰 に で натан. И 

も 扱え る 代物 で は な いも の の 、 有閑 操作 式 の 特殊 兵 凌 方 イル 2 時 内 散れ た ガン バレ 
ン パ レル は 、 地 球 軍 が 持つ 技術 的 アド パン テー ジ の ひと йщоюмшңыйн++» 
つ で あっ た 。 本 来 は ムウ が 搭乗 する スト ライ ク ガ ンダ ム へ に スラ イド する 形 に 変更 され た 
の 接続 が 想定 され て いた た め 、 同 機 に は メビウス ゼロ と 同 
(形状 や 内 蔵 火 問 に つい て は 、 若 干 の 仕様 変更 が 
れ た ) ガン パレ ル が 実装 され て いる 。 

ガン パレ ルス トラ イカ ー は その 特異 な 構造 か ら 、 最 
大 で 5 基 の スラ スタ ー を 利用 可能 と し た 。 その 総 推力 は 明 ン 3 

ら か に され て いな いも の の 、 高 出力 スラ スタ ー を 持つ 高 асады ыы RE) 
動 戦闘 用 スト ライ カー パッ ク 「 エ ー ル スト ライ カー」 
機動 力 を 付加 し 得 た と 考え られ る 。 


жаштан 

備え た メビウス セ | 

ガン バレ ル 。 形状 : 

異な る も の の 、 搭 載 \ 

аара 機体 。 スト ライ カー 
と し て の 性 能 は ほぼ 同 IRCA PE 
等 だ っ た と 見 られ る 


Ш スト ライ カー バッ ク 時 (+GAT-X105 スト ライ ク ) 


ガンバ レル スト ライ ク 」 と も 呼ば れる スト ライ カー 枝 備 形態 。 を お 、 他 の スト ライ カー と 
は 接続 部 が 異な り 、 運 用 可能 な MS は スト ライ ク ガン ダム と 105 ダ ガー の み : 


Ш MS へ の 装着 形態 
жуык косса 
PECL. жаты (аңға 
ш) єт». 小 邊 と は 言え メ 
ビ ピウス セロ と ほぼ 同列 の 機体 を 用 
USE. ZOMBIES 
52222 


№ 


想定 と は 異な る 実戦 投入 


当初 、 実質 的 に は ムウ ・ ラ ・ フ ラガ 専用 装備 と し て 開発 
され た ガン バレ ルス トラ イク だ が 、 彼 が 連合 を 離反 し た た め 
に 、 本 広 予 定 され て いた スト ライ ク ガ ンダ ム に 装備 され る こ 
と は な か っ た 。 だ が 、 の ち に 適正 が 認め られ た [A FOE 
犬 ] こと モー ガン ・ シ ュ バ リエ 大 尉 に 斉 渡 され 、 スト ライ ク ガ 
ンダ ム の 制式 量産 機 で ある GAT.01A1 ダガー に 装備 さ 
れ 、 南 アメ リカ 独立 戦争 に 投入 され た 。 高い 空間 認識 能 
力 を 有 し て いた モー ガン は 本 兵 装 を 使い こなし 、 そ の オー ル 
レン ジ 攻 撃 に より Ги атк) の 名 で 呼ば れる 南米 の 
英雄 を ほぼ 一 方 的 に 追い 詰め た と 言わ れれ て いる 


MORE INFO! 
特殊 な 空間 把握 能力 に つい て 


全 周 団 攻 撃 を 想定 し た ガン バレ ル 、 ド ラダ ー ン の よう な 
遠 号 攻 撃 端末 の 操作 に は 、 特 殊 な 空間 把握 能力 が 必 
要 で ある 。 た だ 、 その 能力 は ナチ ュ ラル 、 コー デ 
の 双 方 に 発現 する が 、 能 力 自体 の 詳細 な メカ ニズム も 
解明 され て いな い 。 ムウ に つい て は 、 彼 の 家系 に 見 られ 
ЗО SERERD LIEDER 
継い だ た め と も 言わ れ て いる が 、 そ の 真 偽 も また 不明 で あ 
る 。 RHR KOH HEN RIESE TUN SER 
が 少数 に 留まっ た こと は 、 特殊 な 空間 把握 能力 を 持つ 者 
が 希少 で あっ た こと を 裏付け る 事実 と 言え よう 。 


の ち に 量子 イン ター フェ 


ша-ж>><х 153-12 
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ШІ, =: 
J DAHGI IRIS ) 


IAE- NEDA TENG ОЯН? ЖЕНА. 


CV) は 、 圧倒 的 な 物量 を 。 し て の 役割 を お り 、 侵 攻 作戦 の 成否 を 分 ける 上 
抗 する た め 、 従来 の 機体 より も で 必要 不可 欠 な 機体 で あっ た 。 XM-06 は 、 偵察 小隊 
. を 編制 する XM-03 LE 
ан 
能 に 特 化 さ せる 
宣 偵 察 用 を コン セプト 
ダ ギ ・ イ ルス で ある 。 
XM-06 を 指揮 官 機 と する 偵察 部 隊 の 主 な 任 機 を 中 心 と し た 偵察 部 隊 の 働き により CV は コス モ ・ バ 
戦闘 部 隊 に 先行 し て 長 距離 ・ 強 行 偵察 を 行う こと ロニ ア 建 国 戦争 の 緒戦 を 制 し 、 連邦 軍 を 圧倒 し 
あっ た 。 いわ ば CV の 戦闘 大 隊 に お ける 水先 案内 人 と で ある 。 


SPEC 
全高 一 一 (頭頂 高 15.0m) 


ニッ ト と し て 機能 する 


ИУ 


一 般 的 な CV 製 攻 撃 用 MS と は 異な る 偵察 用 の 兵 装 


XM-06 は 、CV 製 MS の 特 向 的 装備 で ある ショ ッ ト ラン サー 
は 持っ て お ら ず 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル や ビー ム ・ ラ イフ ル と いっ た 
汎用 機 向け の 兵 装 を 有する 。 これ は 本 機 が 偵察 任務 を 中 心 
と する 機体 で ある た め 、 他 の CV 製 MS の よう に 近接 戦闘 能 
力 が 重視 され な か っ た た め と 推測 され る 。 また 、 本 機 は 電子 
機器 へ の 悪影響 か ら ビ ー ム ・ シ ー ル ド の 装備 が 見 送ら れ て い 
$, これ の た め 、 ジェ ネ レ ー タ ー の 余剰 出力 が 得 ら れ 、 それ が 
内 蔵 火器 の 搭載 に 繋が る こと と な っ た 。 


px 


が 有する に は 充分 な 
ЛЕНА. 


WEBNS TIL 
た が 、XM-04 と 互角 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
球状 の エネ ルギー パッ ク 、 フォ ア ・ 
ダグ リップ の 配置 な ど 、XM-07 EX 
ナ や XM-02 デ ナ ン ・ ゲ ー 
が 装備 する ビー ム ・ フ イフ ブル と 共通 
НВ ona, 


шу/-лк 


ТАРАНЫ MLE BDCVEMS 


Ру 
Fv 
А’ 


- 
ル ダ ー が ある 。 接近 ) 
戦 で は ビー ム ・ サ ー ベ ル を 駆使 し て 
部 MS を 次 々 と 墜 と す 次 が 見 られ た 。 


FU HERO AMAA FE 
HERRED т 
数 少な い MS の 1 機 で ある 、 


偵察 用 電子 機器 を 多数 設置 し た 機体 構造 NN 


XM-06 は 、 格闘 戦 タイ プ の 指揮 官 楓 XM.04 ベル ガ ・ ダ 
ラス を ペー ス と し て 、 債 察 任務 に 必要 な 電子 機器 を 各所 に 
多数 設置 し て いる 。 その た め 、 同 時 期 の 一 般 的 な MS の 5 一 
当 する 情報 処理 能力 を 有 し て いた と され る 。 

また 、 指 揮 官 機 で ある ベル ガ ・ シ リー ズ の 特徴 で ある 可 
動 式 スラ スタ ー [シェ ルフ ・ ノ ズル ] こそ 搭載 され て いな い 
も の の 、 高 い 機 動 性 と 戦闘 力 を 獲得 し て いる 。 これ に より 、 
XM-06 は 戦闘 部 隊 に 先行 し て 侵攻 ルー ト を 確保 で きた ほ 
か 威力 偵察 5 可能 と し た の で ある 。 


XML06 は 、 主 に 2 機 の 
хм 
з an 


t, XI 


型 の メイ ン ・ カ メラ 


тшшш %5% 

バッ ク パ バッ ク や 局部 に 高 柄 度 の セン サー が 設 HES 
WERTE, きら に 新聞 見 の ドッ プラ ーー БАУ РУ 
И НЫ — 


алат катет 


t EE E 
アン テ ナ な ど 、 外 製 か 5 も 本 機 の 情 
зложана. 


| 画 肩 部 カメ ラ 

Л ВИЖУ 
завет тоо, вея 
(е es Е 


一 役 的 な CV 製 MS と 同様 の コク ピッ ト 


XM-06 の コク ビッ ト は 、 ペース 機 と な っ た XM-04 と 同じ く 
刷 体 中 央 に 配 さ れ て いる 。 細 かい 仕様 の 変更 は あぁ る と 思わ 
れる が 、 内 部 構造 や シー ト 形 状 に 玉 る まで コク ピッ ト の 基本 


Nm コク ピッ ト ハ ッ チ 


XML04 で は 円 形 の コク ピット ハッ チ が 採用 きれ て いた が 、 本 機 は ボディ 中 央 
装 四 が 外部 ハッ チ と な っ た 。 下方 に 橋間 し た 外部 ハッ チ は ステ ッ プ と な る 。 


構造 は 他 の CV 製 MS と 同じ で あっ た 。 また 、 アン ナマ リー・ ブ 


ルー ジュ が 連邦 軍 の 制式 ノー マル スー ツ を 着用 し て 操 終 し て 投降 後 の 
いる こと か ら 、 広く 規格 統一 が な され て いた と 思わ れる 。 Se. ТЕ 
СН 


MORE INFO! 


前 に CV を 部 反し た アン ナマ 
リー は 、XM-06 と 共に 連邦 軍 
へ と 投降 。 XM-06 は 連邦 軍 
の 練習 艇 スペ ー ス ・ ア ー ク の f 
搭載 機 と な り 、 ボ ディ カラ ー は 
レモ ン イ エロ ー に 塗り 替え られ 
た 。 WR, F91 ガン ダム F91 
や RGM-109 ヘビ ー ガ ン と 共 
に CV と 交戦 し た 。 


画 アン ナマ リー 


ブル ー ジ ュ 
CV 人 小隊 長 で XML06 の バイ ロッ ト 。 ERO 
ザビ ー ネ ・ シ ャ ル に 好人 を 寄せ る が 、 ペ ラー ロ 
HEY ADEA SOBER THR, ペラ 
DELETE чч Же OVEM ALA. 


суозп>>47184 
時 、 ザ ビー ネ の XM.05 を 
EL уклея 
する こと に アン ナマ リー は 
Wob, arpent 
し まう 。 


ma saz 154-4 
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MS の 小型 化 を 試み た サ 


U.C.0100 年 代 初頭 か ら 始ま っ た 地球 連邦 軍 の MS 
の 小型 化 は 、MS と いう 兵器 の 規格 その も の の 変革 を 
促し た 。 軍事 費 を 圧迫 する MS の 大 型 化 に 歯止め を 掛 
ける た め に は 、 小 型 化 を 図ら な けれ ば な ら ず 、 そ こ に 規 
格 の 見 直し を 要 し た の で ある 。 し か し 、 従 来 の 性 能 を 維 
持 し た まま の 小型 化 に は 多く の 技術 的 な ハー ドル が あっ 
た 。 これ に 対し て 「F( フ ォ ー ミ ュ ラ ) 計画 ] に お いて F90 シ 
リー ズ を 開発 し た サナ リィ は 、MS の 基本 動作 に 無関係 
な 機構 の 一 切 を 排除 し 、 ミッ ショ ン パッ ク の 換装 に よっ て 
異な る 任務 に 対応 する と いう プラ ン を 提示 し た 。 そし て 、 


ピル スー ツ : F91 ガン ダム F91 


ガン 


ナリ ィ の 野心 的 な 技術 開発 


そこ で の 試行 錯誤 が MS の 基本 構造 に 新た な 発想 を 加 
え 、F91 ガン ダム F91 へ と 繋が っ て いく こと と な る 。 МСА 
(マル チ プ ル ・ コ ンス トラ クシ ョ ン ・ ア ー マ ー) 構造 や パ 
イオ ・ コ ンピュータ ー と いっ た 新た な 技術 は その 成果 で あ , 
り 、 そ れ ら に よる ブレ イク スル ー が な けれ ば 、F91 と いう 
MS は 完成 に 至ら な か っ た と 言え る 。 そう し た 点 を 鑑み れ 
ば 、F91 は 画 期 的 と 呼ぶ に 相応 し い 新 世代 の MS だ っ 
た の で ある 。 BR, F91 は コス モ ・ パ ピロ ニア 建国 戦争 
で 他 を 圧倒 する 性 能 を 発揮 し 、 本 機 に お いて 模索 され 
た MS 開発 技術 の 実証 し て みせ た の だ っ た 。 


(81) һ:01 04 


関連 ファ イル 


F90 ガン ダム F90 


門 と する 工学 博士 モニ カ ・ ア 
ノー も F91 の 開発 に 参加 し た 。 


F91 の 高 性 能 の 基盤 と な っ た 構造 材 の 多 機 能 化 技術 


F91 に お いて 採用 され た MCA 構 造 と は [Multiple- 
Construction-Armor」 の 略 で 、 電 装 系 な どの 内 部 機器 の 
機能 を 持た せ た 多 機 能 装甲 ある 。 

ムー パブ ル ・ フ レー ム に よる 既存 の 機体 構造 に は 限界 
が あり 、 小 型 化 と 性 能 継 持 の 両立 が 極め て 困難 だ っ た 。 
だ が 、U.C.0090 年 代 に は 構造 材 に サイ コミ ュ の 機能 を 
持た せる サイ コ ・ フ レー ム が 考案 され 、 ム ー パ ブル ・ フ レー 
ム す べ て を サイ コ ・ フ レー ム で 形成 し た RX-0 ユニ コー ン が 
ンダ ム な ども 開発 され た 。 その 発想 と 技術 を 応用 ・ 発 展 さ 
せる こと で 、 構 造 材 と 内 装 機器 を 同一 の も の と する MCA 
構造 が 生ま れ た の 

MCA 構 造 の 採用 と 、 そ の 技術 確立 に 先んじ て 実現 し 
て いた 桜 融合 炉 や ジェ ネ レー ター の 小型 ・ 高 性 能 化 に よっ 
T, F91 は 飛 訣 的 な 小型 軽量 化 に 成功 。 一 方 で 、 MCA 
構造 の 複雑 な 機能 を 統合 する た め に シス テム の 枝 と な る 
装置 が 必要 と な り 、 後 述 の バイ オ ・ コ ン ビ ュー ター の 採用 
へ と 繋が っ た の で ある 。 


サナ リィ の スタ ッ フ が 構造 


ダー アー マー 内 部 
収納 きれ て いる 冷却 
24 (зм). 伸縮 
жент, аян 


АЕ 


Үт 時 す る フェ イル セイ フシ ステ ム 
ТЕС? 


が 組み 込ま БІЛЕ, 


МСА OBR RE BA МЕРЕ ( 
L=-F—GEORMAM PR ODE ЕА ЗВЕНО, ХМАО 


© 内 部 構造 
左 は メイ ン ラジ エー ショ 
ニッ ト と MCA ア ウ 


て いる こと が わか る 


Ш コク ビッ ト 周 辺 部 フ а 


агента. 


Идеи хз, 


パル カン 宿 の 一 部 が 見 て 
取れ る 。 4 基 の アン テ ナ も バル カ 
様 に 頭 部 ブロ ッ ク に コン 
ポー ネン ト さ れ て いる 


UAL ce RSE M EESIN REL 
と の 戦闘 で も MEPi 


ОСЕ, ШС 


mebi зе 046 


バイ オ Е 


F91 の MCA 構 造 高 出力 化 は 、 機動 性 を 飛躍 的 に 向 
上 させ た が 、 そ の 一 方 で 通常 の パイ ロッ ト で は 最大 稼働 
に 対応 し 切れ な い ほ どの 性 能 を 本 機 に 付与 し た 。 その た 
め 、MCA の 機能 を 統合 制 街 する と 同時 に 、 パ イロ ッ ト が 
限界 稼働 に 対応 可能 か どう か を 判別 する シス テム が 必要 
と な っ た 。 それ が 、 バイオ ・ コ ンピュータ ー で ある 。 

本 機 の バイ オ ・ コ ンピュータ ー は ニュ ー ロ ン 系 の 構造 を 
特徴 と し 、 低 負荷 の サイ コミ ュ 系 マン ・ マ シン ・ イ ンタ ー フ ェ 


U. 提 綻 系 や セン サー 類 と 連動 する 機能 を 有 し て いた と さ 
れる 。 また 、 平 時 に は 機体 性 能 に リミッタ ー を 掛け 、 限 界 
稼働 が 必要 な 状況 に お いて は 、 パ イロ ッ ト が 対応 可能 と い 
う 曽 提 の 下 で 機体 の 稼働 設定 を 変更 する 。 それ に 伴い 、 
運動 の 過 負 荷 に よる 機体 各所 の アラ イメ ント 保持 と バイ 
オ コ ン ピュ ー タ ー の 機能 維持 の た め 、 ラ ジ エ ー タ や 触媒 な 
ど に よる 冷却 が 行わ れる 。 そ の 一 環 と し て MCA 装 甲 に よ 
る 放熱 も な され 、 装 甲 表面 の 特殊 加工 が 質量 を 持っ た 斑 
像 と し て 剥離 する [金属 剥 離 効果 (MEPE=Metal Peel 
ОН Effect) | が 発生 する の で ある 。 


5. ター を 解除 
し て 洪 在 性 能 を 発揮 


示す 。 それ も バイ オ ・ 
あっ て 


タ パイ ロッ ト と 機体 を 有機 的 に 繋ぐ イン ター フェ イス 


B 頭 部 メイ ン ・ ブ ロッ ク 


Ф メン テ ナ ン ス ハッ チ 
BAT ILA Fax 


アウ ター シェ ルプ ロッ 
ク を 取り 外し た 状態 
DEE. パイ オ ・ コ 
ンピュータ ー は ここ 
装 さ れ て お り 、 
その ほか に も メイ ン 、 
サブ の 光学 セン サー 
emua. 


ター の / 


к 
ども ここ | 
Sha. 


画 放熱 板 展 開 状態 

ВАНО. МЗ (MME) と 脚本 スラ スタ ー 
が 展開 し て いる 。 冷却 フィ ン は 大 気 国内 で は 安定 四 と な り 、 脱 部 スラ ス 
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て 開閉 する 、 
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小型 MS の 実用 化 を 要 謗 と し た 地球 連邦 軍 の 次 期 主 
力 MS 開発 は 、 当 時 の 兵器 開発 を 主導 し て いた アナ ハイ 
ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (АЕ) と の 関係 を 見 直 そ うと する 軍 
の 思惑 も 含ん で いた 。 その た め 、 当 初 は サナ リ イ の ペー 
パー プラ ン と し て 計画 が 進め られ た が 、 情 報 温 
サナ リィ と AE の コン ペティ ショ ン と いう 形式 を 取る こと 
Bo U.C.O111.10、 地 球 連邦 軍 は サナ リィ の F シ リー 
の 採用 を 決定 する が 、 そ の 一 方 で AE に も 配慮 せ さる を 得 
ず 、F90S を ペー ス と し た F70 シ リー ズ の 量産 を 委託 する こ 
と で パラ ンス を 取 ろう と し た の で ある 。 

F シ リー ズ の 制式 採用 が 決ま っ た の ちち サナ リィ は 技術 
開発 を 続け 、 パ リエ ーション の 発展 を 図っ た 。 その 中 に は 、 
UC.0130 年 代 に 極秘 在 に 実験 連用 され た F97 や 、 史 上 
初 の ミノ フス キー・ ド ライ ブ ・ ユ ニッ ト 搭 載 MS で ある F99 も 
含ま れ て いた と され る 。 一 方 、 小 型 MS 開発 で サナ リィ に 後 
れ を 取っ た AE は 、 非 合法 活動 を 含め た 新型 MS 開発 計画 
(SFP=Silhouette Formula Project) に お いて F91 の 
機密 を 入手 し 、RXF91 シル エッ ト ガ ンダ ム を 完成 させ た 。 し 
か し 、 そ れ は あく まで 表面 的 な スペ ッ ク の 模 似 に 過ぎ ず 、 さ ら 
な る 高 性 能 化 を 目的 に 後継 機 開発 を 進め た の だ 


F71 は コス モ ・ バ ビ ロ 
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フロ ンティア ・ サ イド の 
争乱 で も 地球 連邦 軍 
に よっ て 運用 され た . 


小型 MS 開発 に お ける サナ リィ の 台頭 と AE の 抵抗 


Ш ガン ダム F91 開 発 系 統 図 


F90V タ イブ の 設計 を 参考 に 開発 
され た サナ リィ の 試作 MS。 ОС. 
0120 年 代 当 時 の MS の 限界 性 
能 の 達成 を 目標 と し 、 新 機 輪 の 
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ガン ダム の デー タ を 基 に 開発 され た 「 白 い 狼 」 専用 MS 


スペ ー ス コロ ニー へ の 移民 開始 か ら 数 百年 が 過ぎ た 
宇宙 時 代 。 正体 不明 の 敵 UE の 攻撃 を 受け た 人 類 は 
敗退 を 続け て いた が 、A.G.115 年 、 [ガンダム ] の 登場 

) よう や < 反撃 を 開始 し た 。. そ の 反攻 の 中 心 と な 

放 デ ィ ー ヴ ァ と 、 MS 開発 の 名 門 アス ノ 家 の 
開発 され た AGE-1 ガン 
か し 、AGE-1 以 外 の MS は UE 製 
MS へ の 有効 な 攻撃 手段 を 有 し て お ら ず 、 戦 闘 が 激 し さ を 増 
す 中 で 、 地 球 連邦 軍 の 戦力 の 増強 は 急務 ど 
そう し た 状況 下 で 、 連邦 軍 の 中 に は 独自 の 


を 持ち 込み 、 新 た な MS の 製造 を 画 
され た 機体 が ガン ダム の 頭 文 字 を 冠 する 機体 、WMS- 
GEX1 G エ グ ゼ ス で あり 、A.G.140 年 に 完成 し た WMS- 


GBS G パ ウン サー で , 


о それ ぞ れ の 機体 は ディ ー 


ヴァ の 乗員 「 白 い 狼 」 の 専用 機 と し て 運用 され 、 
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い 性 能 を 発揮 。 ガン ダム と 


た の で ある 。 
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AGE-1 に 比肩 する 火力 の 実現 と 機体 性 能 の 向上 


マッ ドー ナ エ 房 製 の MS シャ ルド ー ル を 基 に 、AGE-1 の 
機体 デー タ を 参考 に し て 製造 され た MS が WMS-GEX1 で 
ある 。 マッ ドー ナ エ 房 の 開発 陣 の 手 に よっ て 、 汎 用 機 の 
シャ ルド ー ル を AGE-1 に 比肩 する 高 性 能 機 へ と 変貌 。 さ 
ら に 武装 面 に お いて も 独自 の 研究 成果 と AGE-1 の デー 
タ が 融合 され 、 ドッ ズラ イフ ル と 同等 の 威力 を 有する ビー ム 
ライ フル 、 高 出力 の ビー ム サ ー ベ ル と いっ た 携行 兵器 の 
開発 に 成功 し た 。 な お 、 ウ ルフ の 要請 も あっ て 極端 な 調 
整 が な され た 本 機 だ が 、 性 能 は 折り 紙 付き で 、 の ち に 改良 
機 の BMS-004 G エ グ ゼ ス ジャ ッ ク エッ ジ が 宇宙 海賊 ビシ 
ディ アン の 主力 と し て 運用 され た 。 
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A.G.140 年 、 引 き 続き エー スパ イロ ッ ト と し て 活躍 し た ウ 
ルフ の 沈 機 WMS-GB5 は 、AGE-1 の 機体 構造 を 参考 に 
し て 設計 され た 機体 で ある 。 ほぼ 同様 の 経緯 で 開発 され 
た RGE-G1100 アデ ル に 採用 され た ウェ アシ ステ ム は オ 
Һал. 機動 性 を 重視 し た AGE-1 ス パロ ー の 仕様 を 採 
Я, 同時 に スパ ロー で は 成 し 得 な か っ た 武装 の 充実 が 図 
そし て 、 ウル フ 独 自 の カス タマ イズ を 加え る こと に 
よっ て 完成 し た 機体 は [G] を 冠 する に 相応 し い MS と し て 
完成 で ある 。 本 機 は その 完成 度 の 高 さか ら 、 の ち に 
マッ ドー ナ 工 房 が 開発 し た X ラ ウン ダー 対応 機 HMS-005 
ティ エル ヴァ な どの ペー ス に な っ た と も 言わ れ て いる 。 
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を 有 し 、 ア デル より も AGE-1 


武装 の 充実 と 高 機動 性 を 両立 させ た 機体 コン セプト 


AG140 年 頃 の 連邦 


ドッ ズラ イフ ル の ほか 
部 に マウ ント され 


その 先端 に 配 さ れ た シグ 
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ガン ダム 7 号機 


‘EB 


フル アー マー 化 を 前 提 と し た ガン ダム 第 7 仕様 


大 重量 の 複合 増加 装備 の 搭載 は 、 ス ラス 
ター を 中 心 と する MS の 機動 ・ 駆 動 系 に 多大 な 負荷 を 持 
まう RI MS の 完成 後に 


ВХ-78 ガン ダム の 派生 型 の うち 、 い わ ゆ る フル アー 
マー 化 を 前 提 に 開発 され た 機体 が RX-78-7 ガン ダム 7 
号機 、 ガン ダム 7 号機 に 複合 増加 装備 「 フ ァ ー ス ト ・ ア ー 
マー] を 搭載 し た 仕様 が FA-78-3 フル アー マー・ i 
ム 7 号 機 で ある 。 な お 、 本 機 と 同じ 型式 番号 と 名 称 を 持 
ち 、 形 状 と 仕様 も ほぼ 同じ の 機体 と し て 、U.C.008 
戦 投入 され た ガン ダム 7 号機 (本 稿 で は 81 年 型 と 仮 
が 存在 する が 、 本 稿 で は 別 の 機体 と し て 紹介 する , 

FA-78-1 フル アー マー・ ガ ンダ ム に 代表 され る 複合 
増加 装備 型 MS は 、 汎 用 MS に 強大 な 攻防 力 を 付与 し 
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想 に 立 


で 終戦 お 呈 え 、 フ レー ム の み が 製作 され た と 伝え 5 れ て き 
、 81 年 型 の 完成 と 実戦 投入 が ほぼ 確実 視 さ れる 。 


フル アー マー 形態 を 完成 形 と する ガン ダム 7 号機 は 、 機 
体 各 部 に マウ ント ・ ラ ッ チ を 備え 、 複合 増加 装備 の 接続 を 
容易 と し た 点 が 最大 の 特徴 で ある 。 単に 接続 する だ け で 
な く 、 複合 増加 装備 と の マッ チン グ に も 配慮 が な され た 。 

た だ し 、 ガ ンダ ム 7 号 機 は 単なる 「 素 体 ] で は な い 。 MS 
単体 で も アレ ックス 級 の カタ ログ スペ ッ ク を 誇る うえ 機動 ・ 
運動 性 は ガン ダム 4・5 号 機 を 上 回 っ て いる 。 ビー ム ・ ラ イ 
フル や ビー ム ・ サ ー ペ ル な ど を 装備 し た 状態 で の 戦闘 能力 


シル エッ ト は スタ ンダ ー ド な ガン ダム ・ タ イプ MS だ が 、 胸 部 ご 腕 部 ご 胸部 な 
ど に 複合 増加 装備 用 の マウ ント ・ ラ ッ チ が 多数 配置 され 、 機 体 特性 を 坦 
間 見 る こと が で きる 。 増加 装 供 な し で も 汎用 MS と し て 高度 な 性 能 を 計 る 。 


も 極め て 高く フル アー マー 形態 で は ファ ー ス ト ・ ア ー マ ー 
を パー ジ し た 後 の 近 接戦 闘 で 威力 を 発 探す る 。 複合 増加 
装備 な し で の ミッ ショ ン に も 対応 で きる (こう し た 点 が 、 同じ 
増加 装備 前 提 機 で あり な が 5「 素 体 ] で の 戦闘 を 想定 し な 
い RX-81 ジー ライ ン と 異な る ) 0 

一 年 戦争 後に ロー ルアウ ト し た 81 年 型 は 、 マウ ント ・ ラ ッ 


完成 度 が 高い 機体 と を な っ た よう で ある 。 
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自 の 設計 が 見 られ る 。 セン サー 性 能 の 低下 を 避け る た めか 、 増 加 装 備 
は 搭載 し な い 。 


る 大 型 ラ ンド セル 。 ファ ー 
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ガン ダム 7 号機 専用 の 試作 
ピー ムラ イフ ル 。 ファ ー ス に 
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3 番目 の フル アー マー・ ガ ンタ ム 


ガン ダム 7 号機 に 複合 増加 装備 「 フ ァ ー ス ト ・ ア ー マ ー」 
を 搭載 し た 仕様 が 、 フ ルアー マー・ ガ ンダ ム 7 号 機 で ある 。 
FA-78-1 フル アー マー・ ガ ンダ ム 、 FA-78-2 ヘビ ー・ ガ 
ンダ ム に 継ぐ 3 番目 の FA ナ ン バ ー 機 で ある た め 、 フ ルアー 
マー3 号 機 と 呼ば れ た こと も あっ た 。 

本 仕様 の 特徴 は 、 複 合 増加 装備 を 全身 に 搭載 する に 
も か か わら ず 、7 号 機 本 体 へ の 貢 担 が 極め て 小さ い 点 に あ 
$. ガン ダム 7 号機 と ファ ー ス ト ・ ア ー マ ー が 並行 し て 設計 


ファ ー ス ト ・ ア ー マ ー の 装備 で 重厚 な フォ ルム と な っ た が 、 HALTS 


機 本 体 へ の 負担 は 少な い 。 81 年 型 と 比べ て 腰部 テー ルス タビ ライ ザー 
は 小型 だ が 、 В алол ЫН СО. 


され た 結果 で あり 、 増加 装備 形態 が MS と し て の 完成 形 と 
な る 開発 コン セプト の 結実 と いえ る 。 また 「 セ カン ド ・ ア ー 
マー] を 搭載 する こと で 、 別 項 で 解説 する HFA-78-3 重 装 
フル アー マー・ ガ ンダ ム 7 号 機 と な る こと も で きる 。 

本 仕様 は 、 充実 し た 攻防 力 を 駆使 し た 中 距離 戦 に 適し 
て お り 、 重 装 フ ルアー マー・ ガ ンダ ム 7 号 機 で は セカ ンド ・ 
アー マー を パー ジレ た 後 の 中 距離 戦 を 担う 。 増加 装備 な し 
の 7 号機 に は 劣る が 、 格闘 戦 に も 対応 可能 だ っ た 。 
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мео ЕА 


Е д 
жін. 2 HENS 
за, аск 
追加 スラ スタ ー は フル 
アー マーMS と し て は 標 
жез, уям 
加 装備 の マッ チン グ が | 
ся. 


MAOS 
#440594 4338548 
マイ クロ ・ ミ サイ ル の 3 種 が ある 。 
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パ バクッ ゥ 戦術 偵察 タイ プ の 構造 武装 


偵察 任務 用 に 改修 され て お り 、 レ ー ダ ー を 無効 化す る アク 
ティ ブス テル ス 機 構 を 搭載 する 。 背中 の レ ド ー ム に よる 対空 
警戒 管制 を 備え る ほか 、 頭 部 に は 超 高 解像度 の 光学 セン 
サー、 超 広 帯域 セン サー、 敵 レ ー ザ ー 通 信 の 傍受 も 可能 な 
高 性 能 通信 装置 が 集中 し て 搭載 され た 。 また 2 連装 ピー ム 
サー ベル と 2 連 狼 火砲 を 装備 し 、 高度 な 攻撃 力 を 誇る 。 


Ш 


HEDRE (JF 


室 用 化し て 問 も な い ザ フト 

NERS LER 
шли; 

К を 備え 


Тағат 


パク 9 を 高 性 能 化す る た め の 実 験 機 。 形 状 に 大 き な 差異 
は な い が 、 複 座 式 の 導入 や 装甲 の 強化 動力 の 改修 な ど 
が 行わ れ た 。 その 隊 に 信 荷 が 掛か っ た 部 位 は アラ ミド 繊維 
補強 ブラス チッ ク 材 な ど で 補 強 さ れ 、 機体 構造 の 強化 が 併 
せ て 施さ れ て いる 。 また ジェ ッ ト エン ジン の 導入 に より 加速 カ 
を 向上 させ た が 、 機体 制御 に 高い 提 継 技術 を 必要 と し た 。 


2 連 凌 ビームサーベル と な 
り 、 攻 撃 力 が 増強 され た 。 


A 


運動 性 能 の 強化 に 伴い 
кыши, < G Ü. 
「 砂 洪 の 万 と 呼ば れる ア 
ンド リュ ー・ バ ルト フェ ル | 


2 


MORE INFO! 


КОВАНА A 7 ORB — 79 a SAR C 
れ た こと が あり 、 競り 落と し た の は ロウ ・ ギ ュー ル で あぁ - 
その 頭 部 に 隠さ れ た 機密 情報 を 巡り 、 ザフト | 
ン フ ー ス の シグ ー デ ィ ー プ アー ムズ を 回 取 に 送り 込み 、 会場 
は 大 混乱 と な る 。 ロウ は 追手 を 撃退 し つつ も 、 頭 部 は 諦め て 
ЖЕТ. そし て 、 こ の 頭 部 は ラッ キー・ ラ ッ キー と 呼ば れ た 
男 が 捨 い 、 直後 か ら 幸運 が 碁 い 込む 。 強 運 の 持ち 主 と な っ た 
彼 は [SED] と 呼ば れる 武装 集団 の リー ダー と し て 活 
躍 し 、「 俺 の 悪 運 は 宇宙 一 ] と 豪語 する よう に な る 。 それ を 聞 
き 付け た 、 こ れ ま た 自称 宇宙 一 の 悪 運 を 持つ ロウ は 接触 を 試 
Ath. 頭 部 を 手 に 入れ た こと で 強 運 を 得 た と 考え る ラッ キー 
8. Жолой, 彼 の 駆る バク ゥ の 頭 部 は 以 
前 自分 が 点 り 落と し た も の だ と 知っ た ロウ は 、 仕 込ん で いた プ 
ログ ラム で 頭 部 を 回 収 する 。 ー は 意気 消沈 する が 、 09 
の 懐 の 深 さ に 心 を 打 た れ 、 実力 で の 成功 を 目指 す の だ っ た 。 


ЕО ть? 
MARE IT уг. ZY 


ВНОСЯ. + 
DME, ロウ が 190 万 も 
рее 03 


最高 度 の 偵察 用 装備 と 最新 鋭 の 武装 が 施さ れ た バク ゥ 


g 2 連装 ビー ム サ ー ベ ル 


サフ ト の ケル ー ゼ 
ら 実 用 化 さ れ た 。 


gm 2 連装 


LE ADO FIR 
が ら 、 ザ フト 製 MS と し て 


HEDLEY 連合 の 第 1 期 GA 


た レー ザー 移っ ビー ム サ ー ペ ベル も さる : 
当時 最 閑 の ビー ム 兵 娠 を 備え た 機 人 


пиш 
Е YT), 400mm HERK 
イル ボッ ド を 装備 ERSELAN TS, 


БАРЫ 144 


аата 


РАДЕ は 2 連 ビ ピー ム キャ ノン に 変 
を 有効 活用 する た め に ガン ナー が 設け られ た と され る 。 


ンク 屋 仲間 。 パクッ バル ト フ ェ ルド 
専用 改修 タイ プ は の ち に 宇宙 用 に 改造 され 
ШЕЕ. ラコ 9 完成 後 、 パ ルト フェ 
ルド 等 用 改修 タイ プ は ジフ ラル タル 基地 に 保 
管 さ れ て いた が 、 ロ ロウ と 緑 を 結ん だ マー チン ・ 
FARIN, OEE OWE MI 
出し た 。 FAAS Я Ұлы 
ЛЕВОЕ, (ET LIVE 
専用 改修 タイ プ を イラ イジ ャ ・ キ ー ル と ロレ ッ 
а Ke LLU 
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MECHANIC FILE aes ee кт 


(о? 7; 


(эц пим OIGNLS) IVY IHS v SWAG puro7g*oeB SHON NIAS 4412943 |еіо906 (usIM) VSVS INVNVNW ^а 40109. 。 VAVyHOI OZI ヨ y Aq иоцедвп 


Ш 


12.0 
100dV】 


XN 


Y ガ ンダ ム 


MECHANIC FILE (J nell sen 0? 


AMY- 1 0 0 ATI es aan 14.0т) 
4 Е ae 


頭 部 


мА 


345, AOR 「 ム ー ン レ ィ ズ . 
つて 、 ディ アナ ・ カ ウン ター と : 2 i Я 5 12-0119 


され る マウ ン テ ン ・ サ イク ル を 捜 
械 人 形 の ひと つが 、AMX- 機 を 有効 活用 する こと 
いっ た の で ある 。 


限ら れ た 専用 装備 と 、 現地 で 携行 し た 兵器 


マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発掘 され た 後 、AMX-109 の 武 
と し て 確認 され た の は 胸部 に 内 
専用 の オプ ショ ン 兵 装 な ど は 発見 され な か っ た 。 また マニ ピュ 
レー ター が 一 般 的 な も の と は 異な る 形状 を し て い 
の MS の オプ ショ ン 兵 装 を 流用 する こと も 難し か 
レッ サミ リ シ ャ に と っ て 重要 な 戦力 で あっ た 本 機 な だ 
に 火器 が 増設 され た ほか 、 既 存 の 兵 装 で も 使用 可能 な も の 
を 積極 的 に 流用 する 試み が な され た 。 それ で も 戦闘 力 は ムー 
ン レ ィ ス 製 M 
か い 薔 温 し た の で あっ た 。 


ウィ ル ゲ ム に 保管 され て いた 
V ガ ンダ ム 用 の 兵 装 「 ハ イ 

を 使用 。 ハ 
ンド ガン と の 併用 で ギン ガ ナ 
ム 族 隊 の 主力 械 マヒ ロー に 
ダメ ー ジ を 与え た 


画 ハン ドガ ン 


AMX-109 の 球体 ボディ は 極め て 外部 か ら の 面 衝撃 性 に 
佑 れ て お り 、 本 機 の 大 き な 特徴 の ひと つと 言え る 。 TA, K 
隆 両 用 と し て 開発 され た AMX-109 は 、 耐 圧 構造 を 採用 し て 
お り 、 そ れ が 強固 な 防御 力 に 繋が っ た 。 結果 、 ムー ン レ ィ ス 製 


жен, イル の み で あり 、 е“ 
遠く 及ば な か っ た が 、 果 敢 に 敵 に 立ち 向 aaa k неу с 
粉砕 する 。 JMA0530 の マニ ビュ 
レー ター に 失 し た こと で 、 コ レン 
カプ ル に も 使用 可能 と な っ た 。 
510 画 ミサ イル 画 ロケ ッ ト パ ンチ 
た тон». йен bie ` 
АННЫ (コレ ンカ ブル 武装 ) 
š JMAO530 の マニ ピュ レー テ 
推進 装置 を 付け た 射撃 兵 装 。 近 
距離 か ら の 発射 で XM-0754 バ 
ン デ ッ ト を 破壊 する ほど の 威力 を 
ine. ee ance hes 
耐 衝撃 性 に 優れ た 機体 構造 と 、 現地 で の 改修 
と は 少な く 、 パイ ロッ の 生存 率 を 高め た 
AMX-109 は イン グレ ッ サ 領 で 大 量 | 
以外 の 用 途 に も 使用 され て お り 、 中 に は 整備 用 に 改修 され れ て いる 。 その 
た 機体 も 見 られ た 。 また 、 ノ ー マ ル 状態 より も 格 開 能力 を 向 Е 


MS の 攻撃 を 受け て も 稼働 不能 と な る 状態 まで 破壊 され る こ 


и 整備 用 
カプ ブル 


е. 


され て いる 。 


水中 で の 航行 に 適し た 
PE, ЗЕ 
ВЕ 
こと で 水中 で の 抵抗 を 
最低 限 に 抑え て いる 。 
この 形態 で V ガ ンダ ム 
22545722 


ギャ ロッ プ や ウィ ル ゲ ム と 
ИЕ PMSO R 
で 使用 する た め に 改修 さ 
AMX-109 の 
741423 
BERIL- iR 


上 させ る た め に 改修 が 施さ れ た 「 コ レン カブ ル ] も 存在 し た 。 


可能 で あっ た 


Ш コレ ンカ ブル 
コレ ン ・ ナン ダー 専用 機 と し て 改修 され 
た AMX-109。 2 機 の AMX-109E 反 続 
FECETARMERET SELON 
異 的 な が 速 カ を 発揮 し た 。 


戦闘 機 と よく 似 た 操縦 系 統 の コク ピッ ト 


AMX-109 の 操縦 系 統 は 、 イン ダレ ッ サ 
て いた 戦闘 機 と 共通 する 機構 が 多かっ た よう 
NJ で あぁ れ ば 少し の 訓練 で 提 継 可能 と な っ て いた 。 これ に よ 
り 、 発 掘 直後 か ら AMX-109 を 実戦 へ と 投入 で き 、 同 軍 に と っ 
て の 大 き な メ リッ ト と な - 

ほか に も 、 枝 糧 発 に お ける 放射 能 か ら 搭 業 者 を 守る ほど の 
高い 遮断 能力 を 有 し て いた こと も 特徴 と し て 挙げ られ る 。 


画 コク ピッ ト 
コク ビット シート 前 方 右 
の 3 面 に モニ ター が 訟 置 


れ て いる 。 メイ ンカ メラ で あ 
る モノ アイ の 動き に 較 動 
し 、 こ れ ら の 映像 が 暗 し 出 
され る シス テム で あっ た 


MORE INFO! 
ジャ ラビ ピ イ 部 隊 で の 運用 


イン グレ ッ サ ・ ミ リ シ ャ の ジャ ラビ ィ 部 底 は 、MS 発 見 以前 に 
同 軍 が 製作 ・ 運 用 し て いた 高射 砲 を AMX-109 の 兵 装 と し て 
運用 し て いた 。 実戦 で も 高射 砲 を 用 いた 攻撃 で JMA0530 
や SPA-51 キャ ノン ・ イ ルフ ー ト を 狙う も 、 傷 ひと つ 付け る こと 
が で きず 、 逆 に 返り 討ち に 遭っ て し まう 結果 と な っ た 。 


コク ビッ ト 内 の モニ ター の み で は 表 
赤き れ な い 方 向 が ある た め 、 コ ッ ピ ン 
トバ ハッ チ を 開い て パイ ロッ ト 自ら 身 を 

| RUHL, ааттана. 
жатасыз, 


Ехала 
MRE, ИШЕ 
ニタ ー も 設置 され て いる 。 


移動 砲台 と し て の 高射 克 
の 能力 は 、AMX-109 の 


マニ ビュ レー ター し か 持た 
жолдансын 
СА. 


сма サンライズ 
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V ガ ンダ ム 


MECHANIC E モビ ルス ー ツ :CONCEPT-X 6-1-2 (PROJECT-6 DIVISION-1 BLOCK-2) ター ン X 


PROJECTB 
DIVISION-1 
СК 


特殊 な 機体 構造 を 有 し た ター ン シ ス テム 搭載 機 


月 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 5 発掘 され た ター ン X は 、 
Y ガ ンダ ム 同 様 、 ム ー ン レ ィ ス の 技術 で も 解明 で き な い テ 
クノ ロジ ー が 採用 され た 、 旧 文 明 時 代 の 機体 で ある 。 Ж 
重なる 改良 を 受け た と され る その 構造 は 、 他 の MS と は 
一 線 を 画す 特殊 な も の と な っ て いた 。 その 複 准 な 機体 
構造 を 端的 に 示し て いる の が 、 左 右 の 腕 部 と 脚 部 の 構 
造 が 非対称 形 と な っ て いる 点 で ある 。 通常 、MS は それ ら 
を 「 対 ] に し て 機体 の 安定 性 を 高め で いる が 、 本 機 は 各 
パー ツ 自 体 を ひと つの 攻撃 兵器 と し て いる 。 さら に . 機 体 
の 中 枢 を 成す 頭 部 (ター ント ッ プ ) や ボディ 、 腰部 も それ 


ぞ れ に 特殊 な 機能 を 有 し て お り 、 中 に は 詳細 な 機能 が 
不明 な も の も あっ た と 言わ れ て いる 。 

この よう に 多く の 謎 を 秘め た ター ン X は 、 正 暦 2345, 
年 、 ギ ン ガ ナム 艦隊 の 総 大 桂 キ ム ・ キ ギン ガ ナ ム が 操り 、 
ガン ダム と 激戦 を 繰り 広げ た 。 結果 と し て 本 機 が その 
戦い に 敗れ て 消 減 する と いう 最期 を 迎え た こと に より 、 そ 
の さま ざま な 謎 が 解明 され る こと は な か っ た 。 EM, TO 
運用 実績 か ら 見 て も 、 本 機 が 二 千 年 に 及ぶ と され る ディ 
アナ ・ カ ウン ター 統治 下 に お いて 最強 の 機体 で あっ た こ 
と は 紛れ も な い 事実 で ある 。 


ッ サ 領 ビッ ニテ 
アー ク 山 に 祀 られ で いた 神 
像 か 5 出現 し た MS。 ター ン 


地球 の 文明 を 減 ぽ し た 。 


| жао ОЛШЕГЕН ШЕТ 


X は 、 通 常 の MS と 同様 
推測 され て いる 
ム に よっ て 月 面 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル か ら 発掘 され た 
は 、 すでに 左右 非対称 の 構造 と な っ て いた と 言う 。 TOR 
様 な フォ ルム は 過去 の 戦闘 で 受け た 損傷 を 修復 する 際 、 


用 し て 補修 され た 結果 で ある と も 言わ れ て いる 。 
ナル の 機体 形状 が どの よう な も の で あっ た か さえ 


装甲 内 部 に MS で すら 
migra 
さら に MS 


で 利用 され る 部 分 は 、| 
打 突 兵器 と し て 使う こ 


判然 と し な い 本 機 
それ ぞ れ 攻撃 お 
に 一 度 の 攻撃 で 英機 を 破壊 し め る 攻撃 力 を 発揮 し た 。 


と の 連携 が 図ら れ て い 
に 分 離し 、「 プ ラ デ 
を 仕掛 ける こと も 
と で 、 ター ン X は 高い 


、 胸 部 や 脚 部 、 肩 部 の 各 ユ ニッ ト は 
て 独立 し た 機能 を 有 し て お り 、 個 々 


台 ユ ニッ ト は 無線 誘導 が 可能 な サイ コ 
め 、 そ れ ぞ れ の ユ 
と 呼ば れる オー ルレ ンジ 攻撃 
し た 特殊 な 構造 を 駆使 する こ 
開 力 を 発揮 し た の で ある 


装備 され た ビー ムラ イブ ル を 使用 す 
る こと も 可能 で あっ た 


DS FONT 
mooni 
お 両脚 部 と も 


ユニ ッ ト 自 体 は 右 肩 部 と 
Atte, Е- АЕ, 


ター ン X の コン トロ ー ル シス テム で ある 頭 部 は 「 タ ー ン トッ 
Z] と 呼ば れ 、Y ガ ンダ ム の コア ・ フ ァ イ タ ー と 同じ く 、 ユ 
ト 単 独 で の 運用 が 可能 と な っ て いた 。 サイ コミ ュ シ ステ 
ム の 母体 と し て パイ ロッ ト の 思念 を 他 の パー ツ に 反映 させ 
る と いう 機体 の 重要 部 仁 で あり 、 逆 に ター ント ッ プ を 失う と 
機体 は 行動 不能 と な っ て し まう 。 また 、 機 能 の 詳細 は 判明 
し て いな いも の の 、 ター ント ッ プ は 月 面 に 設置 され て いた 軌 
道 衛星 砲 「 カ イラ ス ・ ギ リ ] を も コン トロ ー ル 可能 で あっ た と 


0 ЕТЫ 


言わ れ て いる 。 

Г ジ ] で 攻撃 ユニ ッ ト と し て 使用 し な い 基幹 
部 一 - ボ ディ や 腰部 パー ツ は 、 各 ユニ ッ ト を 連結 する プラ ッ 
ト フォ ー ム と し て 機能 し て いた 。 さら に ボディ と 腰部 は 、 連 
結 し た 状態 で 敵 機 の 頭 部 を 掴む と 、 そ の 機体 の デー タ を 
吸い 出す と いう 特殊 な 機能 も 備え て いた と いう 。 こう し た さ 
ま ざ ま な 要素 が 盛り 込ま れ た 機体 中 枢 パ ー ツ の 存在 に よ 
り 、 ター ン X は 高度 に 制御 され て いた の で ある 。 


ター ント ッ プ の 正面 図 。 2 基 の 高 
性 能 カ メラ ・ ア イ が 設置 され て お 
У, 戦況 を リア ル タ イム で パイ ロッ ト 
に 伝え る こと が で きた 。 


ター ント ッ プ に は スラ スタ ー が 
BENTH), MATH 
行 する こと も 可能 だ っ た 。 M 
部 表面 の スリ ッ ト が その 噴射 
ロ で ある 。 


回 ボテ ィ 

ж. НА 「 キ ャ ラバ パス 」 と の ジョ 
イン ト 機構 を 有する 。 胸 の 切れ 目 
は 、 か つて V ガ ンダ / gant 
RELE NTS. 


ター ント ッ プ は ミス ルト ゥ の 


REMIT SR, 27 
ス ・ ギ リ を コン トロ ー ル 
する た め 、 マヒ ロー の 助け 
を 借り て 単独 で も 運用 さ 


исз: 

「 キ ャ ラバ ス ] を 支え る ジョ イン ト 
IOP, [RIE] OM 
出口 を 備え られ て いる 。 


宇宙 お よび 地球 に お ける Y ガ ンタ ム と の 戦闘 


ター ン X は 、 月 の マウ ン テ ン ・ サ イク ル で 発 所 され た 後 、 
武 門 の 家柄 で ある ギン ガ ナ ム 家 の 総領 ギ ム ・ ギ ン ガ ナ ム 
に よっ て 運用 され た 。 月 で 二 千 年 以上 演習 だ け を 繰り 返し 
て きた ギン ガ ナ ム は 、 ミリ シ ャ の 月 上 時に よっ て よう や < 巡っ 
て きた 実戦 の 機 [ 々 と し て いた と いう 。 月 の 首都 ゲン 
ガ ナ ム を 停電 させ て まで ター ン X を 起動 させ る と 、 彼 の 闘争 
本 能 は さら に 強まり 、 実 際 に ミリ シャ 側 に 属し て いた ムー ン 
LAZ, ロラ ン ・ セ アッ ク が 揉 る 9 ガン ダム と の 戦闘 に 喜び 


№: 
ge 


すら 感じ て いた よう で ある 。 

拡大 し た 闘争 本 能 は グエン ・ サ ー ド ・ ラ イン フォ ー ド と 手 
を 組ん で 地球 に 降下 し て か ら も 変わ ら ず 、 つ い に は 部 下 
で あっ た スエ ッ ソン ・ ス テロ を 手 に 掛け る まで に 至っ た 。 ル 
ジャ ー ナ 領 に お ける V ガ ンダ ム と の 二 度 目 の 交 戦 で は 、V 
ガン ダム の 「 月 光 媒 」 に 共鳴 する よう に 機体 か ら 「 月 光 媒 」 
を 発動 させ た 。 だ が それ が きっ か け で ター ン X も 消滅 する こ 
と と な っ た の で ある 。 


プル を 次 々 と 撃破 。 し か し 、 
\ ガ ンダ ム と の 一 騎 討ち で 
ГАЖ) を 発動 し た の ち 、 
AORE TAMU? 


MORE INFO! 
ター ン X の 謎 

ター ン X は 、 そ の 詳細 が 解明 され て いな い 「 タ ー ン シス 
テム ] 搭載 機 で あり 、V ガ ンダ ム の 兄弟 機 と 言わ れ て い 
5. 実際 に V ガ ンダ ム と 交戦 し た 際 、 両者 の 深い 関連 性 
を 裏付け る 出来 事 が た び た び 起こ っ て い 
ン ガ ナム も そう し た 関係 性 を すべ て 把握 し て いた : 
な か っ た 。 結局 、 両 機 が 発動 し た 「 月 光 蝶 ] の 影響 で 機 
体 が 消滅 し た た め 、 ム ー ン レ ィ ス も 解明 で き な か っ た と いう 
ター ン X の 謎 が 明らか と な る こと は な か っ た の で ある 。 


ター ン X と の 戦闘 で 発動 し た 
Гаж) жжот 
は な か っ た と 見 られ る が 、 そ 
OBR THROES 
と な っ て いる 。 


サン ライ ズ 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY MSV 機動 戦士 ガサ ノダ ム SEED DESTINY ASTRAY 


‚ AMF-P192P 


=н | 
NMF X ら 4S カス ガン ダム の MA | 
H Ж. ЖЖ | 


MA の ポテンシャル を 検証 し た カ 


地球 連合 軍 の 第 1 期 GAT-X シ リー ズ を 奪取 し た ザ フ 


を 店 果 、 時 代 遅 れ と 考え られ て いた 
可能 性 を 発見 し 、 戦後 の 新型 MS 開発 計画 に 反映 し た 
の で ある 。 実際 、 セカ ンド ステ ー ジ の MS は 5 機 (イン バ 
ルス ガン ダム セイ バー ガン ダム カオ スガ ンダ ムン ガ 
イア ガン ダム ノア ビス ガン ダ 

パル ス は 合体 変形 ) が 導入 され て お り 、 どの 機体 も 高い 
REBT, MA の 潜在 能力 を 実証 し た 


プロ トカ オス 6 


オス の プロ ト タ イ プ 


XMF-P192P プロ トカ オス は 、MA の 戦闘 性 能 を 
証する た め に 試作 され た 機体 で ある 。 カオ ス に 先 立 
造ら れ た 本 機 は 、 MS 形態 へ の 可変 機構 を オミ ッ ト し 、 純 
粋 な MA と し て 再 構成 され る こと と な - これ に より 頭 部 
と 胸部 は オミ ッ ト さ れ 、 武 装 も 限定 され て いる 。 一 方 で 推 
力も 担う 機動 兵 装 ボッ ド が 増設 され 、 ザフト が MA に 


1 機 は 兵器 工 際 ブラ ント ・ ア ー モ リー ワン に 保管 され た 


(nss) ТІЛЕГЕНІ 


#5 
装甲 材質 VPS 装甲 
武装 EQFU-5X BORAK (MASTA 
ビー ム 突 最 砲 AGM141 ファ イヤ ー 
フラ イ 誘 導 ミ サイ ル X12) X4/ MA- 
XM434 ビー ムク ロウ X2. 


を 主体 と し て 再 構成 さ 

ト さ れ た 。 MEBE 
それ に 伴い EQFU 
жалын 


れ 、 可 変 機構 が 
ども 廃 され て お り 、 
5X 機動 兵 凌 ポッ 


な っ て いる 


関連 ファ イル 


MECHANIC FILE 


mebi зе 1808 


プロ トカ オス は 戦闘 性 能 実 証 型 と し て 造ら れ た 。 HAA 
ガン ダム の MA 形態 を 基 に 、 その まま 純 MA と する べく 頭 部 
と 両 腕 を 取り 払っ て 再 構成 され て いる 。 ほとん ど が カオ ス 
の パー ツ を 用 いて いる も の の 、 機 首 に あたる 部 位 は 役割 
が 大 きく 変更 され た 。 カオ ス の 場合 は 頭 部 を 覆う ノー ズ カ 
ウル 兼 武装 で あっ た が 、 プ ロト カオ ス で は 武装 が 取り 除 か 
れ 、 モ ノア イ 式 メイ ンカ メラ と 単座 式 コク ビッ ト が 設け られ て 
いる 。 また 、 ザ フト 開発 陣 が 求め で いた の は MA の 優れ た 
機動 性 能 で あっ た こと か ら 、 機 動 兵 装 ボッ ド を 増設 し て 大 
推力 を 実現 。 異常 な レベ ル の 高 G マ ヌー バ を 可能 と し 、 戦 
術 運 用 の デー タ 収 集 が 行わ れ た 。 


プロ トカ オス の 主 兵 装 で あ 
BRK NE 2+ 
ス (を ) DOSER 
備 、 攻 撃 能力 は 向上 し た 
が 、 制 御 も 難し く な っ て い 
る と 考え られ る 。 


MS 形態 へ の 変形 機構 は 
オミ ッ ト され た た め 。 プ ロト 
カオ ス の 所 用 性 は 低下 し 
て いる 。 一 方 で MA に 特 
化 させ た こと で 高い 機動 
ена, 


П EQFU-5X 機動 兵 装 ボッ ド 


AGM141 ファ イヤ ー フ ライ 誘導 ミサ イル と MA-81R Е-АЕЗ ЕН 
Я, MAX ビ ウス ・ ゼ ロ の ガン / | て いる が 、 プ ロ ヴィ デン スガ ン 


ダム に 扶 載 され た ドラ ゲー ン シ ステ ム の 改 委 型 。 下図 は カオ ス の も の 。 


ФАСМ141 
ファ イヤ ー フ ライ 
誘導 ミサ イル 


@MA-81R 
ピー ム 突 撃 砲 


В MA-XM434 ビー ムク ロウ 


肝 部 の 形状 は カオ ス と 同じ で 、 内 蔵 さ れ た 格闘 兵 装 に も 変更 は な い 。 
MA1 ヒ で ビーム サー ペル は 非 狼 備 と な っ た が 、 格 開戦 に も 対応 で きる 。 


MA 形態 の 足 先 は 2 ロウ と し て 
機能 。 その 先 敵 に は ビー ム 刃 
を 展開 し て トリ ッ キ ー な 戦闘 が 
で きる 。 カオ ス (Æ) ЗМЗ 
で も ビー ム 丸 を 使用 で きた 。 


_MA の 機動 性 を 追求 し た 過酷 な 性 能 試験 


Ш ZGMF-X24S カオ スガ ンダ ム 


前 述 の よう に 、 プ ロト カオ ス は MA の 戦闘 性 能 を 実証 する 
た め に 試作 され た 機体 で ある 。 その た め 、 本 機 の 性 能 試験 
で は 詳細 な 戦術 運用 の デー タ 収 集 が 徹底 し て 行わ れ 、 そ 
れ は 完成 形 で ある カオ ス に 反映 され た 。 
この 試験 で は 高 G マ ヌー パ に 関す る 機体 スト レス の 評価 が 
集中 し て 行わ れ た 7 終 的 に 2 機 が 修復 不能 と な り 、 № 
造 解析 され た の ち に 破棄 され た 。 残っ た 1 機 は モス ポー ル 
措置 が 施さ れ て 保管 され て いた が 、C.E.73 に お ける 地球 
連合 軍 特 殊 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン の アー モリ ー ワ ン 麗 撃 事 
件 に お いて 、 緊急 時 の た め 実 戦 投入 され て いる 。 


アー モリ ー ワ ン 問 刺 事 件 
で 脱出 し た フリ ー ジ ャ ー ナ 
ジェ ス ・ リ ブル 5 の 

е. Ж 


MORE INFO! 
プロ トカ オス の テス トバ パイ ロッ ト 


高い 空間 認識 能力 を 持つ コー トニ ー・ ヒ エロ ニム ス は 、 カ 
オス と その 前 身 機 で ある プロ トカ オス の テス トバ イロ ッ ト も 務め 
て いた 。 それ だ け で は な く 、 数 々 の ザフト 製 MS の 開発 に 携 
わっ た 人 物 で も ある 。 また プラ ント の 元 評議 会 議長 シー ゲル ・ 
クラ イン か ら 信頼 され て お り 、 ド レッ ド ノ ー ト の 実戦 テス ト で 、 
BF (te ни 
ル の 依頼 を 告げ た こと も ある 。 な お 、C.E.73 の メサ イア 攻防 
戦 で は テス ト を 担っ た デス ティ ニー イン パルス で 出撃 。 Ж 
後に 一 線 を 退き 、 その 後 の 行 方 は 埋 と し て 知れ な い 。 


ザッ シリ ー ズ (E) OMS 
в увакико 
実戦 テス ト 中 だ っ た コー ト 
MATET 
動 中 の 連合 部隊 に 中 
ж. 全 流 させ た と いう 途 
шен. 


м5 


形態 へ の 可変 機構 を 備え 、 ЗСЗ 
パテ ム を 搭載 し て お り 、 КИ: 
アン トム ペイ ン の ステ ィング ・ オ ー ク ! 


ヴェ ル ヌ 設計 局 出 
ト 開発 チー ム の 』 
実力 を 持ち 、 チ 
То WRH 
ткен CEA 


DEMERS, ドラ 
よる 多角 的 な 攻撃 が 可 
458 BRAKE. 


ヒエ ロニ ム ス 
身 の テ スト パイ ロッ 
中 で も 抜き ん 出 た 
フ バ イロ ッ ト を 移 め 

СЕ 
で いる 


№ УМЕ-ХОООА 
ドレ ッ ド ノー ト 
テイ ッ を ペー ス と し た 


ома tax 
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МЇ ткт 


ВИТОК СИЗ 


第 三世 代 ガ ンダ ム 開 発 の 過程 で 生み 出さ れ た 
代 ガ ンダ ム は 、 デ қалы > 


ッ ク ア ッ プ す る た め に 運用 され る こ 
と と な る 。 НАЖАВ, = 
勢力 が 配備 する 既存 の MS と は 一 線 を 画す 性 能 を 持つ た 
め 、 充 分 な 対応 が 可能 で あっ た 。 / 用 いる 機体 が 「 ガ 
ンダ ム 」 だ と 判明 する わけ に は いか ず 、 特 徴 的 な ツイ ン ア イ 
の 顔 を 隠す た め セ ン サ ー マ ス ク を 着用 し て 任務 | 


ガン ダム アブ ル ホ ー ル 


タイ プ F 4 


Ў GUNDAM ABULHOOL TYPE F | ABULHOOL TYPE F 


ー チ ー ム を 支援 し た ガン ダム 


第 二 世 代 の 中 で も GNY-003F ガン ダム アブ ル ホ ー ル 
タイ プ F は 人 型 の 形状 か ら 外れ て お り 
パー ニア か ら プ ラズ マジ ェ ッ ト に 切り 替え が 可 朋 
か ら 、 隠 窓 行動 に 最適 の 機体 
国 の 宗教 的 指導 者 マス ー 
も 、 本 機 が 投入 され て いる 。 そこ で 大 陽光 受信 アン テ ナ 
た 、 備 兵 アリ ー・ ア ル ・ サ ー シ ェ ス と 
内 乱 を 目論む 第 
一 方 で 他 の 第 二 世代 と 比べ て 
た め 、 本 格 的 な 戦闘 で は 別 の ガン ダム が 用 いら れ た 。 


20m 


関連 ファ イル 


(A88) н:01 mer 21a 


нах оюм 


жын YELOW 


ШП 


MECHANIC FILE 


「 ガ ンダ ム 」 と 気取ら れ な い 隠 密 行動 向き の 機体 


フェ レシ ュ テ 仕様 で ある タイ プ F は 、GNY-003 ガン ダム | 画 メイ ン ヘ ッ ド Жаны | Шиш — Ғ.А 

л Се сюшшнйнощ | REOMSHBED. 前 方 メイ ン ヘ ッ ド 、 和 方 が セン サー ヘッ ド 。 7 
フェ レシ ュ テ 仕様 の Жа け で な く 下 側 に も 展開 可能 . ロン ト ア ー マ ー に 見 える 部 位 が 作業 アー ム で あり 、 隠し 腕 と し て 機能 する 。 
ン サ ー マ スク を 着用 する が 、 着装 と し て GN バ ルカ ン を 7 
アブ ル ホ ー ル は 普段 「 ガ ンダ ム 」 と し て の 頭 部 (メイ ン ペ ヘッ 
К) を 機 首 内 に 収納 し て いる た め 不 要 で あっ た 。 また 、 ガン 
標準 持 載 され て いる 外部 迷彩 皮膜 に よっ て 高度 な 
ステ ルス 人 性 も 備え る こと か ら 、CB を 陸 か ら 補佐 する フェ レ 
シュ テ に 打っ て つけ の ガン ダム だ 


Ш セン サー ヘッ ド ЯП 
кБ Z| 
вожа, 頭頂 部 の ブ | | 
Қалына ДІ 27 | 
ТЕСТЕРІ ТЕ / ! 
Не 


из 

НН THB UAL) EE 
аа аттты 

айса. 


い 形 杖 を 持つ 。 GNF Em 
後部 に テー ル ユ ニッ ト を 


it 


MORE INFO! DIVYAFOIPIbU— hE 
свота ュ テ は 、 独 自 の ファ クト リー z= 
'、 フ ェ レ シュ テ の ガン ダム マイ スタ ー、 ку— (Ж) の よ : 
リー( 左 ) の よう 
フォ ン ・ ス バー タ ( crest 後 の 移動 失点 と な る 。 1 я 
月 面 に あっ た ヴェ ー ダ が 、 リ ボン が 可能 。 GN 
ナル の 予備 が ある コロ ニー 型 外 宇宙 航行 母艦 ソレ ы コン デン サー を 内 蔵 
ング に 移さ れ た の ち 、 残 され た メイ ンタ ー ミ ナル は < し 、GN フ ィ ー ル も 展 
載 。 こち ら は バック アップ と し て 機能 し 、 も ee: 
う ひ と つの ヴェ ー ダ と な る 。 な お 、 艦 名 「 エ ウ ク レ イ デス 」 は 、 
トレ マイ オス と 同様 、 過去 の 天文 学者 か ら 取ら れ た 。 
Ш CBS-68 エ ウ ク レイ デス 
全長 230.0m、 全幅 ・ 4 
全高 83.0m。 HOR 
囲 に 長大 な 作業 アー 
ム を 8 基 持 つ 。 MBO 
は GN バー ニア と プラ 
AVES ERA 


жш. ガン ダム な し で MBNA FERMMU TIN FALL, ГЕ 
航行 可能 で あっ た усик. 前 方 の 作 疾 ア ー ム を 展開 する こと で 修理 を 行う 
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機動 戦士 ガン ダム UC w 


ПЕ) medi зж 128 


モビ ルス ー ツ : RX-1 ら 1 ガン ダム TR-1 [ヘイ ズル ] 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ ー テ ィ タ ー ン ズ の 旗 の 下 に 一 


MECHANIC FILE 


> 
( | چ 


[ry yv] LULT SLE 
: [13ZVH] НУ VQNI9 | 


ТЕГЕ 


№ SPEC 
> + 。 ジ ジラ トレ ング 全高 291160028 580m) | 
7-999 ネオ ・ ジ オン グ 重量 153802808 32430 __ 
NEO ZEONG о иши _ 


Y Ша ESL ルド ・ 
ネ レ ー タ ー 大 口径 ハイ メガ 粒子 
E 0 


コア ユニ ッ ト 
MSN.06S を コア ユニ 
ВВ 


な 構造 か 


жазу» але 


シュ ツル ム ・ ブ ー ス ター 


2 基 が 接続 され る 。 ZOH 
333 a: PY 
に も 近い 


ュ を 核 と し て 機能 する NT 専用 大 型 MA КОШИ 


NZ-999 ネオ ・ ジ オン グ は 、 ネオ ・ ジ オン 残党 軍 「 お い 遺 懐 な く 発揮 され る こと と な っ た の で ある 。 шн 
付き 』 に よっ て 開発 され た 拠点 攻略 用 大 型 MA で ある 。 NZ-999 は 「 袖 付き 』 DEBTI: フロ ンタ ル の 専 
コア ユニ ッ ト と な る MSN-06S シナ ンジ ュ を 100m 超 の М 
ハル (PRG) ユニ ッ ト に 組み 込む こと で 完成 する この 機 
体 は 、 サ イコ フレ ー ム 搭載 型 MS で ぁ る MSN-06S の 
の 機能 に よっ て 増幅 させ る コン セ プ 
計 さ れ て いる 。 また 、 ハ ル ユ ニッ ト に は 
サイ コシ ャ ー ド 発生 器 な どの 新 機軸 の サイ コミ ュ 兵 器 が о 、 そ の 交戦 で バナ ー ジ の 思念 ее 
装備 され 、NT 専 用 機 と し て 高い 戦闘 力 を 有 し て いた 。 影響 を 受け 、 本 機 も 自 壊す る 最 
その 性 能 は [5752048] を 巡る 戦い の 最終 局面 に 
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機体 構造 NZ-999 の 機能 を な す ハ ル ユ ニッ ト の 構造 


NZ-999 は 、 ハ ル ユ ニッ ト の 胴体 上 部 に MSN-06S を ドッ Л 直撃 理 を アー ム ユ ー 
キン グ さ せる 構造 を 特徴 と する 。 コン セプト 上 は MSN-06S が Ж 
シス テ で | у, 人 造 的 に は ニッ ト が 3 NZ-999, 脚 の な い 半 人 型 の フ : 
ッ ス テム の 中 校 で は ある が 構造 的 に は ハル ユニ ト が 機体 体 名 称 と 併せ て MSN.02 が : 
本 体 に 相当 し て いる と も 言え る 。 その ハル ユニ ッ ト は 、 脚 部 を ТЛ ЖЕН 
持た ず 6 本 の 腕 (アー ム ユ ニッ ト ) を 備え た 異形 の フォ ルム を 


特徴 と し 、 コ ン セ プ ト : の 端々 に は MSN-02 ジオ ング や 

AMX-002 ノイ エ ル 、NZ-333 g・ ア ジー ル と の 共通 > Ñ ( ト 

点 を 見 る こと が で きる 。 EK, [フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター に よ а. © елде 
る 時 ビー ム 性 能 に 加え 、 BARS RAL TORS SMES 22% ЖЕУ TONE 
жаз CODE НМ ЕЖ Ct). 拠点 攻略 用 MA と し ` 


て の 優れ た 堅 中 さ を 誇っ て いる 。 各部 に 配 さ れ た スラ スタ ー 
群 も 慕 大 な 推力 を 有 し 、 機動 性 も 確保 され て いた . 


m スカ ー ト / 内 部 

) Yah 7-59-09 

(А |мәховзоз. окш | Qu нижних 

[А Манана: | эластина 

Б BH) 乗降 時 に は 左 図 内 部 の スラ スタ ー 群 は 単 
Кесини 


NZ-999 の 特殊 性 を 象徴 する サイ コミ ュ 兵 装 群 


NZ-999 に は 、 抗 点 攻略 用 MA と し て の 重 火力 が 求め られ 。 イコ シャ ー ド ) МОм 06S の サイ コフレ ー ム と 反応 
№ 加え て 、MSN-06S8 の サイ コフレ ー ム を 中 核 と する 本 機 、 本 機 単 体 で サイ コー フィールド -E „8 
の 特性 は 、NT 専 用 機 と し て の 機能 拡大 と い 思想 に こす こと 】 g i 
買 が り 、 従 来 の も の と は 一 線 を 画 し た サイ コミ ュ 兵 装 が 搭載 ・ ビ ッ ト は 1 ー ル レン > に 加え 、 対 系 
され た 。 サイ コシ ェ ー ド 発生 器 と 有線 式 フ し ル ・ ビ ピッ ト は 、 ャ ッ ク ] 機能 を 有 し 、 敵 機 を 攻撃 端末 と し て 操 


その コン ン セブ ト を 依 徴 する 武装 で あり 、 共 に жү る こと が で きた 。 これ ら の 特殊 な サイ コミ ュ 兵 装 と 、 多 数 の メ гут OBAHENTH DY 135 a REMIND EMD AE 
Я っ て 、 本 機 は 高い 攻撃 力 を 発揮 し た の : フロ ンタ ル の 力 を 得る こと で 圧倒 的 な 戦 関 力 を 発揮 し た . 


肩 部 ウェ ボン コン テ ナ 


мазох THLE, име 


ROLBAD RN 
こと が 可能 な 多 機 能 炎 


使い 分 ける 


© зиме 


as. AIS < で を 
URAC, MLE Ж +. | 

き 乗 っ 取る ジャ ッ ク 機能 が 特 動 。 マニ ж ] フル ・ サ イコ フレ ー ム 機 の 試験 段階 7 
ピュ レー ター と し て の 機能 も 有する 。 Ж У で 偶発 的 に : 得 5 られ た 技術 と も 5. や バル カン 次 な どの 武義 の 


坦 発 が 確認 され て いる A 


下 は ジャ ッ 
2@к@й OK 
mawT, RMU 
-KRON 


食通 ・ サ ン ラ イズ 156-4 


初期 の ティ ター ンズ 主力 機 HGM-79Q ジム ・ ク ウエ 
ル を ペー ス に 、 新 機構 群 を 追加 し た 運用 実験 機 が RX- 
121 ガン ダム TR-1 [ヘイ ズル ] で あ с.0084Ж 
に 宇宙 要塞 コン ペイ トウ ( 旧 ソ ロモ ン ) で ロー ルアウ ト し 
機体 で あり 、 ティ ター ンズ ・ テ スト ・ チ ー ム (T3 部 隊 ) 
用 試験 に 
[ヘイ ズル ] は 、 い わ ゆ る 「 ガ ンダ ム ヘ ッ ド 」 が 旧 ジ オン 
公国 軍 残 党 に 与え る 心理 的 影響 の テス ト 、MS の 最新 
技術 開拓 を 目的 と し た 。 究極 的 器 [ イ ン レ ] 
の 開発 を 目指 し て お り 、[ イ ン レ ] 開発 プロ ジェ クト 「TR 
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ガン ダム TR-1 | 
[ヘイ ズル ] 


背部 構造 


ジム жігі 


の ブラ ッ ク オ ター 小隊 

メイ ン バ パイ ロッ ト は ウェ 

、I 旧 ジオ ン 公 国軍 残党 な ど 

運用 試験 を 実施 し て いる 。 この 中 

[ヘイ ズル ] は 中 破 す る が [ヘイ ズル 改 ] され 、 

運用 試験 と さら な る 改造 を 継続 。 TR-2~TR-5 と 共に 

イン レ の 開発 に 貢献 し [ヘイ ズル ] の パー ツ は 
複数 生産 され て お り 、 グ リプ 2 

党 「 レ ジオ ン ] に 流出 し た 


バッ ク バ ッ ク や 後 麻 ス カー ト は 、 


全高 一 一 (頭頂 高 18.1m) 
重量 424: 
(全備 重量 65.4t トラ イ ・ ブ ー ス ター・ 
алумен) 
420КМ/. 


(ルナ ・ チ タニ ウム 合金 ) 
イフ ルビ ピー ム ・ サ ー ベ ル 


イタ ト ・ チ ー ム 
ブラ ッ ク オ ター 小隊 
搭乗 者 ウェ ス ies 


№ COMPARISON CHART 
asm 


E COLOR 


頭 部 

旧 ジ オン 公園 軍 残 党 に 対す る 
心理 兵器 の 側面 を 持つ ガン 
ム ・ タ イブ の 頭 部 。 セン 


関連 ファ イル 


ЕЕЕ а 2-2 тШ 


機体 構造 武装 


[ヘイ ズル ] は ジム ・ ク ゥ エル の 改造 機 に あたる 。 具体 的 な 
改造 ポイ ント は 以下 の 通り で ある 。 

ガン ダム ・ タ イプ の 頭 部 ユニ ッ ト へ の 換装 、 肩 ロイ ン テ ー 
ク の 排除 と 福助 アク チュ エー ター・ ユ ニッ ト (ホー ルディ ング ・ 
グリ ッ プ 内 蔵 ) の 搭載 、 可動 式 ブ ー ス ター・ ポ ッ ド 付き の 強化 
バック バッ ク へ の 換装 、 ア レッ クス 用 チョ バム ・ ア ー マ ー を 改 
造 ・ 転 用 し た 後 腰部 の 採用 、 ニ ー・ ス ラス ター や 服 肝 部 スラ 
スタ ー な ど が 一 体 化し た 肢 部 強化 パー ツ の 増設 、 ア ンタ クル ・ 


BLES 
MELMER, LAENI 
BARO- 2-7 
TMD. НОРЫ 
オタ ー 小 隊 の 部 隊 間 で あ る (左右 
ЕЛІК 


A 
= 


ВОНИ 
жт. ИРИ И] (te ASE ж? 


BOM It 


ジム 系 ベース な が ら [ガン ダム 」 の 名 に 恥じ な い 高 性 能 機 


ジョ イン ト ・ ア ー マ ー の 強化 。 また 、 
新型 が 用 意 さ きれ て いる 。 

一 連 の 改造 に より 、 セ ン サー 系 や 推力 を 中 心 と し た スペ ッ 
ク が 向上 。 [ヘイ ズル ] の 性 能 は 、 ジ ム 系 で も トッ プ : 
た ジム ・ ク ウエ ル す ら 上 回 る こと と な っ た 。 これ に 加え て 、 シー 
ルド ・ ブ ー ス ター や 増加 装甲 な どの オプ ショ ン 、 さ ら な る 改造 
に よる 「 伸 び 代 」 も 大 きく 、 潜在 的 に は 新設 計 の ガン ダム ・ タ 
イプ に 匹敵 する 機体 と な っ た 。 


手持 ち 火器 と シー ルド も 


BRR 
© ビー ム ・ ラ イフ ル 


be 
IRAN. FADE IBRET 5 


る ビー ム ・ サ ー ベ ル 


м0 


anons 
装 。 カラ ー リ ング こそ 異 
な る も の の ジム ・ ク ゥ エ 
LONGO 


豆 館 が [ヘイ ズル ] で 追加 さ 
部 位 。 追 加 部 位 は フレ ー 


Еца 


ー ル ド ・ ブ ー ス ター 

ルド 。" 推 所 器 ご プロ ペラ ント ・ タ ンタ が 一 価 化 し た 
жай. 使用 後 の シ ュ ツ ルム - ブ ー ス ター を 投 案 せ 相 、 
シー ルド と し て 再 利用 する 発想 の 下 、 開発 され た 。 


アナ ハイ ム ・ タ イブ の E パ ッ ク 


追加 装備 に よる 人 性能 傾向 の 変化 


[ヘイ ズル ] は 増加 オプ ショ ン の 搭載 を 前 所 に 開発 され で 
お り 、 オプ ショ ン の 種類 や 数 に よっ て 性 能 傾向 が 変化 する 。 

増加 オプ ショ ン 搭 載 形態 の 中 で も 代表 的 な 仕様 が 、 両 腕 
に シー ルド ・ ブ ー ス ター を 装備 し た 「 強 本 形 態 」 で ある 。 ат 
(ERE) 戦術 を メイ ンコ ン セ プ ト と し て お り 、 初 期 の 運用 
試験 で マー フィ ー 大 尉 が 好 ん だ 仕様 だ 

胸部 と 前 訂 部 に 増加 装甲 シス テム を 搭載 し た 仕様 は 「 フ 
ルアー マー 形態 」 と 呼ば れる 。 大 重量 化 に より [ヘイ ズル ] の 


MN 最終 形態 


ттЖс>-аз-- 
ポッ ド に シー ルド ・ ブ ー 


至 伏 な 運動 性 は 損なわ れる も の の 、 パ バイタル エリ ア を 中 心 と 
し た 耐 弾性 が 飛躍 的 に 向上 する の が 特徴 だ - 
ブー スタ ー は 1 基 、 また は 2 基 を 搭載 する 。 

シー ルド ・ ブ ー ス ター3 基 と 増加 装甲 シス テム を 搭載 し た 仕 
様 が 「 最 終 形 態 ] で ある 。 3 基 の シー ルド ・ ブ ー ス ター の 同時 
使用 が も た ら す 加速 は 爆発 的 で 、 肩 口 の ホー ルディ ング ・ グ 
リッ プ を 五 本 指 マニ ビュ レー ター で 近 ら な いと 、 腕 部 が 長 時 
間 の 噴射 に 耐え らち れ な い 恐 れ が ある 。 


Ш ҒА (フル アー マー) 形態 
знада нисо), ване назива СО 
メン テ ナ ン ス 性 の 向上 を 狙っ 
жалың жаға. 
EBbhSN, твена 
5. 股 秀 は シー ルド で 保護 する 発想 の よう だ た. 


cm. Hex 
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機動 戦士 ガサ ノダ ム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 


MECHANIC FILE TEMAT REME н:01 se DDA 


№ SPEC 


ЖЕ ブル バップ ・ マ シン ガン ハイ バー・ 
パ バズーカ 60mm パ ルカ ンダ ビー ム ・ 


№ COMPARISON CHART 
20m 


4 
一 年 戦争 末期 に 開発 が 進め られ 機 は U.C.0079 marr 


ロー ルアウ ト し 、 ア ・ パ オア ・ ク ー 攻 略 


軍 を 敗北 に 迫 い 込む 
軍 に お ける 本 機 へ ( 


この 問題 を 解決 する た め 、 本 来 の 設計 通 
期生 産 型 を ペー ス と し て 、 若 干 の 改修 を 
経て 制式 採用 され た の が この RGM-79C ジム 改 で ある 。 


ІЗЕТ sre ODA 


K R 


RGM-79C は ペー ス 機 と 同様 、 ブル パップ ・ マ シン ガン 
т ー ベ ル 、 シー ルド と いっ 
し 、RGM-79 に 装備 さ 
ー ム 系 火器 が 本 機 に は 用 意 さ れ て いな か っ た 。 
これ は 、 RGM-79 の 標準 状 備 で あっ た ビー ム ・ ス プレ ー ガ 
ン の 攻撃 カ が 年 戦争 時 の 実績 か ら 疑問 視 さ ふれ て いた 
た め 、 製造 コス ト 面 で ビーム 兵器 より 優れ る 実体 弾 兵 § 
ブル パッ プ ・ マ シン ガン へ と 、 敢えて 後退] させ た と 考 
れ て いる 。 この マシ ン ガ ン は 一 撃 で 敵 機 を 破壊 する ほど の 
成 力 は な い が 、 ジ オン 公国 軍 製 MS に 対し て は 充分 な 攻 
撃 力 を 発揮 し た 。 また 、 ビ ー ム ・ サ ー ベ ル は 標準 装備 と し 


で て 践 され て お り 、 機 体 の 総合 性 能 の 向上 も あっ て 攻撃 カ 
の 低下 は 見 られ な か っ た 。 


高い 機動 性 を 有する 重 MS 


RGM-79C は 頭 部 バル カン 
жаға. – 8906 


実体 弾 式 に シフ ト し た オプ ショ ン 携 行 火器 


画 ブル バッ プ ・ マ シン ガン E ビー ム ・ サ ー ベ ル 
= ム 有 を 形成 する 格闘 7 
яза, RGM-79 か 5 引き 
続き 採用 され た 。 サー ベ 
VERN, ЕДЕ 


RGM-79G や RX-77D 
ガン キャ ノン 量産 型 が 装 


РЕ: ЛАГЕРІ 
07-5. BORSE 
185, 口径 は 90mm, 


E ハイ バー・ バ ズー カ 


RGM-79C は ジム 後期 生産 型 の コン セブ ト を 継承 し 、 機 
体 を 構成 する 部 品 の 互換 化 や 規格 の 締 一 化 が 図ら れ て い 
る 。 その 結果 、 生産 性 と 整備 性 の 向上 と 共に 、 すべ て の 機 
体 が スペ ッ ク 通 り の 性 能 を 発揮 する こと が 可能 と な っ て い 
さら に RGM-79 か ら の 改修 点 と し て 、 ス ラス ター の 増 
る 推力 の 向上 も 挙げ られ る 。 これ に より 大 気 圏内 外 を 問 

ず に 高い 機動 性 を 発揮 し た 。 高 性 能 な 主機 の 広域 配 
備 は 、 地球 連邦 軍 全 体 の 戦力 強化 に 繋が る こと と な っ た 


ит ЫЕ 
ノラ ンド セル 4 が 5 も 4 か 
помстою 人 と EEE ж 


足 は 前 後に 
SE. EK 
モー ルド が 施さ れ て お 
U, 歩行 性 能 の 強化 が 図 
5 れ で いた 


未 使 用 時 の ピー ム 
ル 基 部 が 接続 きれ で いる 


一 年 戦争 時 の MS と ほぼ 同等 の コク ピット 


一 年 戦争 末期 に 開発 され た RGM-79C の コク ピッ ト は 、 

RGM-79 と 同じ 一 年 戦争 時 の 連邦 軍 MS と 共通 の 構造 で 
ある 。 同時 代 の ジム 系 MS で ある RGM-79N ジム ・ カ メタ 
ム や RGC-83 ジム ・ キ ャ ノン II も 同じ コク ピッ ト を 採用 し て お 
り 、 機 種 転換 に お ける 時 間 短縮 や 生産 性 の 向上 ( 
買っ て いる 。 シー ト の 周囲 は 計器 類 と モニ ター パネ 
成 され て お り 、 各 モ ニタ ー に 外部 や 機体 の 状態 な ど が 表示 
され た 。 の ち に 標準 仕様 の コク ビット と な る 全 天 周囲 モニ 
ター や リニア シー ト と 比較 する と 視界 や 快適 性 の 面 で は 大 
きく 劣る 時 代 の も の と し て は 、 総 合 的 に 見 て 完成 
度 の 高い コク ピッ ト と 言え る だ ろう 。 


MORE INFO! 
宇宙 で 運用 され た C 型 


コン ペイ トウ ( 旧 ソ ロモ ン ) で 挙行 され た 観 艇 式 で デラ ー 
ズ ・ フ リー ト に よる 王 撃 を 因 け た 際 は 、 同 宙 域 に 配備 され て 
いた RGM-79C が 応戦 に 当 た (BOR) 作戦 完了 
後に は 、 連 邦 軍 艇 隊 と 共に 出撃 し た RGM.79C が 
ズ ・ フ リー ト 残 存 部 隊 と 交戦 し て いる , 


EL NY 


画 RGM-79C 5748 (FRA) 
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MMPHM 


ТІЛЕГІ 


ヴェ ル ヌ 35A/MPFM <> 
多目的 飛行 モジ ュー ル = 


<> 
VERUNE 35A/MPFM ДЕ 


汎用 性 の 向上 を 目指 し て 再 設計 る れん た ミー ティ ア の 改良 型 каг» 


ZGMF-X10A フリ ー ダ ム ガ ン ダム と ZGMF-X09A 
ジャ ステ ィ ス ガン ダム 専用 兵 装 ユニ ッ 
ア (Mobilesuit Embedded Tactical EnfOR 


ら す も の の 、 枝 動 カ の 使用 を 前 提 と ! 
ら 、 ム と ジャ ステ ィ ス 等 し か 運用 で 
き な い 機動 兵 装 ユ 


ЕТІ 
用 性 を コン セプト と し て 再 設 計 さ 
体 が ヴェ ル ヌ 35A/MPFM 多 

ある 。 通称 「 ミ ー テ ィ ア 改 」 と 呼ば 


FILE PREVIEW 


イア 系 は 条約 の 監視 業務 を 担う こと と な 
り 、 密か に 運用 され る の だ 


ГІ? 


MECHANIC FILE 


ВОН САИ СЕ 


多目的 


ティ ア 


MPFM (Multi Purpose Flight Module) 
飛行 モジ ュー ル と し て 、 限 定 的 な 兵器 で あ - 
の 汎用 性 と 運用 性 の 向上 を 目指 し て 改良 が 施さ れ 
リー ダム と ジャ ステ ィ ス し か 扱え な い 要 因 で あっ た 動力 
の 問題 は 、 モ ジュ ー ル 側 に 棒 動 力 と N 
マー キャ ン セ ラー を 搭載 する こと で クリ ア 。 通常 の MS 
け で は な く 航 空 航 宙 機 な ども 幅広 く 利用 可能 と し た 。 ま 
た 、 大 気 園内 で の 運用 を 考慮 し た 改良 も 施さ れ て い : 
れ に より 本 体 に 備わっ て いた 火力 は 失っ た も の の 、 アー ム 
ニッ ト の 換装 な ど で 汎用 性 を 獲得 し た 。 


ЖАТА 
ル の 主砲 と し て も 活用 さ 
れる 兵器 で ある 。 


ティ ア の 火器 は フリ ー ダ 
ム と ジャ ステ ィ ス の マル チ 
ロッ クオ ン シ ス テム で 制御 さ 
па. AA MOA 
изат. 


画 ミー ティ ア 


E 本 体 部 

«токо ев, 
КЖ. 296949-ОЯНЕН 
Овоо лғы! 
SEREMHELEUAAA TH 
КүтсҮҮҮҮҮН Г Z. 


Е АЛЕН 
лаза EL РИЕ. 


動力 源 
ミー ティ ア は 接続 し た MS の 核 
動 カ に エネ ルギー を 依存 し て い 
5. 一 方 ミー ティ ア 改 は 、 自 前 
で 核 動力 を 搭載 し て いる 。 


武装 
ミー ティ ア は ミサ イル 発射 管 
RABE KR, 


ア 改 で は 既存 の MS の は : 
広い 機器 と 合体 可能 と 


運用 環境 
тийин THB 


ジャ ンク 屋 組合 に 預け られ た 機体 


ユニ ウス 条約 終結 の 兵力 削減 に 伴い 、 ジ ャ ンク 屋 組合 が 
テ вве 
ム と ジャ ステ ィ ス 専 
用 機 | も あり 、 組 合 の 宇宙 拠点 で あっ た ジェ ネ シ ス go の 攻 較 戦 
で 侯 兵部 際 サ ー ベ ント テー ル に 貸与 され て いる 。 な お 、 ジ ャ ン 
ク 屋 預かり の ジャ ン ・ キ ャ リー は 、 ヴェ ル ヌ 35A/MPFM を 装備 
し た 専用 の M1 ア スト レイ で 、 ЗНА 8 OSES 
き 込 まれ 地球 連合 に 移送 中 

ツル ナ デ ッ ド ・ ル ルー と 捕 席 
米 の 英雄 エド ワー ド ・ ハ レル ソン ら の 留 地 を 救っ た こと も ある 。 


CE 730MM Asha. A 
トラ イク フリ ー ダ ム と イン フィ ニッ 
= ト ジ ャ ステ ィ ス 周 の 7・8 号 機 の 
出所 は 不明 で ある 。 


イィ ア は 、 宇 軍艦 の 主砲 と 
し て も 機能 する 。 ミー ティ ア 改 は 


ジャ ン ・ キ ャ リー 


パイロ 
ター で あっ た が 、 のち 
合 預 か り の 立場 と な っ 


大 気 園内 の 運用 も 実現 させ た 。 


BADE “ぴの 異名 を 持つ エー ス 
連合 所 属 の コー ディ ネイ 


ZER 


МВЕ-М1 

ジャ ン ・ キ ャ リー 専用 

M1 ア スト レイ 

M1 アス トレ イ の バリ エー ショ ン 機 
ジャ ン の パー ソナ ルカ ラー で ある 白 を 
務 再 と し た 機体 色 を 持つ 。 外見 は 
#08 (Т) と 同様 だ が 、 ジ ャ ン に 
合わ せ た 調整 が な され で いる 。 
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ガン ダム ・ セ ンチ ネル 


MECHANIC F ILE кыа ERs EE mÜ] sur dA 


“9 080-013 


-GUNDAM Mk-V 
ガン ダム Mk-V > 


AWA Background by HIDEKI, NAKAMURA (STUDIO COCOLO) 


Special енесі by AKIKO YAMAK, 


機動 戦士 ガン ダム UC 


MECHANIC FIL 


Lo ン ガ ンダ ム 2 号 機 SPEC (ユニ コー ン モー ド 時 ) 
7 バン PONE a A ノル > ン 全高 19.7m (デス トロ イモ ー ド 時 : 21.7m) 
J UNICORN GUNDAM 02 BANSHEE NORN | GUNDAM 02 BANSHEE NORN ааа 


搭乗 者 リ デ ィ ・ マ ー セ ナス 
п COMPARISON CHART Ш | COLOR 


GRAY 


左腕 部 


マニ ビュ レー ター を 竹 う よう に 搭 


増加 サイ コフレ ー ム お 


テー 中 ヘ ロ テ 山 wv 


サイ コフレ ー ム 兵 装 が 強化 さき れ た 、 バン シィ の 性 能 向上 機 


「 ラ プラ ス の 箱 」 の 開放 阻止 の こ 投入 され た ム 2 号 機 / > 機体 の 基本 性 能 は 改 関連 ファ イル 
RX-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム 2 号 機 バ パン シィ は 、 強化 人 間 修 前 と 同様 で ある 
新 
アー マーDE、 ア ー ム ド 
れ に よっ て 電電 され た サイ コミ 
イプ 能 いて は で リー 


ある 。 
こう し て 完成 し た の が 、RX-0 [N] ユニ コー ン ガ ンダ 


157-3 


ШИЛ リティ に 合わ せ た 改 修 と 兵器 の 換装 


RX-0( バ ン シ ィ ) か ら RX-0[N] へ の 改修 で 主眼 と され た の W ユニ コー ン モ ー ド 画 アー ム ド ・ ア ー マ ーDE 背 部 接続 時 


アー ム ド ・ ア ー マ ーXC の 上 に 


は 、 強 化 人 間 で は な い リ ディ で も 機体 の 性 能 を 十 全 に 発揮 の RX.0 [N], 両 受 部 の 武装 が 変更 され 
で きる こと で あっ た 。 た : 機体 本 体 の 大 規模 な 改修 は 時 使用 可能 と な り 、 ビーム ・ マ グ ナ ム (リボ ルビ ピン グ ・ ラ ンチ ャ ー 付 を 
間 的 費用 的 見 地 か ら 難 し か っ た た め 装備 の 変更 に よる 
性 能 の 強化 を 目指 し た の で ある 。 特に 
され た アー ム ド ・ ア ー マ ーXC は 、 追加 ジェ 
能 する ほか 、 搭 乗 者 の 感応 波 を 増幅 する 能力 を 有 し た 。 これ 
に より 、 機体 と パイ ロッ ト の 親和 性 は さら に 高 

る 運用 を 実現 し た の で ある 


戦闘 強化 に 繋が っ た 新た な 兵器 


改修 前 に 装備 され て いた 2 種 の 兵 装 (アー ム ド ・ ア ー マ ー 
BS、 ア ー ム ド : ア ー マ ーVN) は 、 攻撃 自体 は 非常 に 高 
の の 、 取 り 回 し が 難し い 一 面 も あっ た 。 リ デ ィ が パイ ロッ ト 
と も あり 、 よ り 運 用 性 を 重視 し た 兵器 構成 が 検討 
され る 中 で 両 兵器 は オミ ッ ト され 、 代 わり に スタ ンダ ー ド な 身 
撃 兵器 (ビー ム ・ マ グ ナ ム ) と シー ルド (アー ム ド ・ ア ー マ 」 
DE) が 装備 され た 。 武装 の 換装 に よっ て も 攻撃 力 の 低下 は 
見 られ な か っ た ば か りか 、 よ り 高度 な 運用 柔軟 性 を 発揮 し た 


AKO フル アー 


回 アー ム ド ・ ア ー マ ーDE 


ロイ モー ド 時 の アー ム 
マーDE。 シー ルド 
ФАРМ LCM 
する 構造 
ж 


> Ж 
える の が メガ ・ キ ャ 
гоп, 


Реле) 


мп» 


ピー ム ・ マ グ ナ . 
(リボ ルビ ピン グ ・ ンチ pind wes 
YE 


 #—^-#?»ь®йша 
リボ ルビ ピン グ ・ ラ ンチ ャ ー 予 備 弾 食 


アー ム ド ・ ア ー マ ーXC の ビー ム ・ サ ー ベ ル の 
マウ ント ・ ラ ッ チ を 備え る 。 予備 も 含め て 2 基 の ピー ム ・ 
サー ベル が 左右 の 基部 に 収納 され て いた 


Š хо хов! 
& れ た ほか 、 グ リプ ス 2 か ら の コ ( 
フレ ー ム が 緑色 に 発光 し : 


ム ・ ジ ュ ッ テ 


іа-7>>7Х< 157-4 


Б. 
2 ガン ダム の 意匠 を 


見 る 者 


| | SPEC 
ORX-01 3 ガン ダム Mk-V ик _ ақ 2542m (URE 2280) — 
afo z 
emmma 520020: 
FAB ーー EE m Я SAIN RRR: 


[pi 


バッ ク バ パッ ク 
準 サイ コミ ュ 兵 器 イン コム と 


ニュ ー タ イプ 研究 所 が 生ん だ 画 期 的 準 サ イコ ミュ MS 


グリ プス 戦役 期 、 オ ー ガ スタ 研究 所 (と オー クラ ンド 研 ガン ダム Mk-V は 3 機 が 
究 所 ) が 開発 し た 本 格 的 準 サイ コミ ュ 搭載 MS が 、ORX- ディ サイ ズ 討 伐 本隊 の エイ ノー 艦 
013 ガン ダム Mk-V で ある 。 パ イロ ッ 小 が ニュ ー タ イプ で な イノ 艦隊 の 造反 に より ニュ ー デ ィ サ イズ の 手 | 
く て も 、 擬 似 的 な オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と する 有線 式 の 機体 は ニュ ー デ ィ サ イズ 首 艇 ブレ イ 
攻撃 端末 「 イ ンコ ム 」 を 備え る 点 が 最大 の コッ ド 大 尉 の 乗 機 と な り 、 一 度 【 
戦闘 力 を 示し た が 、 月 面 の 


決 す べく 開発 が 進め られ た 。 し か し 、 完 成 前 ( -、 あ る 1 機 は ニュ ー タ イプ 研究 所 出身 の ロー レ 
派 が 地球 連邦 政府 を 掌握 し た た め 、 納 入 先 は 連邦 軍 “td Ç ат, 第 四 世 代 MS 


と な っ : 
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サイ コ ・ ガ ンダ ム の 問題 点 の 改善 


サイ コ - ガ ンダ ム の 改善 に あたっ て 、 テ ィ ター ンズ は オー ガス 
タ 研 究 所 の 準 サイ コミ ステ ム に 注目 し 、 同 シ ステ ム を 搭 
載 し た 新型 MS の 開発 を 依頼 し た 。 その MS が ガン ダム Mk- 
V で あり 、 非 ニュ ー タ イプ の パイ ロッ ト と 準 サイ コミ ュ を 組み 合 
強化 人 間 の 不安 定性 を 解決 し た た 
加え て ティ ター ンズ は 、 機 体 の ユニ ッ ト 化 と 大 幅 な 
小型 化 も 要求 し て いる 。 機体 の ユニ ッ ト 化 は 、 そ れ まで の 地 
球 連 邦 軍 系 MS の 概念 か ら 離 れ た も の だ っ た が 、 準 サイ コ 
ミュ の メン テ ナ ン ス と ユニ ッ ト 単 位 の 換装 を 容易 に する メリ ッ 
ト が あり 、 機体 の 小型 化 と 相まって 、 高 コス ト ヒ いう サイ コ ・ ガ 
ンダ ム の 問題 の ひと つ を ある 程度 解決 し た 
な お 、 ガン ダム の 名 を 冠 し た 本 機 だ が 、 フ ォ ルム 、 機 体 概 
念 と も に 旧来 の ガン ダム ・ タ イプ MS と の 共 ыз] 
える 。 ガン ダム Mk-V の 名 は 連邦 軍 の "ガン ダム 信仰 "が も た 
らし た 、 新 シ ステ ム を 誇張 する た め の も の に 過ぎ な か っ た 。 


WV 


9 に 開 
体 が ガン ダム Mk 


ムタ 
攻撃 的 な 印象 を 与え る 
802088 OSH 


あま り 例 の な い 構造 で あっ 
た 。 機体 の ユニ ッ ト 化 の 一 


第 三世 代 MS と 第 四 世代 MS の 狭間 に ある 兵 装 群 


本 機 の 武装 で 最も 特徴 的 な の が 、 準 サイ コミ ュ を 介し て 制 
апос LATA] で ある 。 イン コ 
ム は 、 ニ ュー タイ プ 用 サイ コミ ュ で し か 実現 で き な か っ た 
ルレ ンジ 攻撃 を 、 一 般 パ イロ ッ ト で も 擬似 的 に 再現 可能 と し 
た 。 その 挙動 は コン ピュ ー タ ー が 再現 する 二 次 元 的 な も の だ 
が 、 死角 か ら の 攻撃 を 容易 と し て いる 

他 に も 、 11.8MW も の 高 出力 を 誇る と いう 専用 ビー ム ・ ラ 
イフ ル 、 ビー ム ・ カ ノン 兼用 の ビー ム ・ サ ー ベ ル 、 シュ ツル ム ・ 
ブー スタ ー の 機能 を 持つ シー ルド な ど が 用 意 さ れ た 。 第 三世 
代 MS の 影響 を 受け た 多目的 装備 だ け で な く 、 第 四 世 代 MS 
AER RCM YAS ROEM THO 


ガン ダム Mk-V の 流転 


ガン ダム Mk-V は アク シズ (ネオ ・ ジ 
流さ れ 、 第 四 世 代 MS ド ー ペ 


ル ヴ ァ ・ パ レト は ファ ン ネ ル 試 験 型 も 
開発 され た 。 


アァ ・ パ レト は ドー ペン ・ ウ ルフ の 武装 


シル 
を 再 整理 し 、 ガ ンダ ム ヘ ッ ド 型 も 開発 。 ある 
意味 、 ガン ダム MkV へ の 回 » 


Е 
ィ サ イズ が 入手 | 


画 イン コム 

ж 介し て 制御 され 
る 有線 式 攻撃 端末 . жи | 
É- MADH HIA БМ, 
= IU. mz | 
ある バック 
CHEER | 


問題 点 


ARX-014 
シル ヴァ ・ バ レト 


ШІ. Рам 

907—9. ПЕНУ 
に は バッ ク バッ ク 中 央 に 接続 

シュ ッ ルム ・ ブ ー ス ター と し て 使用 する 。 可 

ЕТЕ 


| 0gMW、 ン 時 の 出力 は 12MW. 


MORE INFO! 
地球 連邦 軍 版 ガン ダム Mk-V 


一 般 に 知ら れる 青い ガン ダム Mk.V は ニュ ー デ ィ サイ ズ 
で 再 塗装 され た 機体 で あり 、 本 来 の 地球 連邦 還 仕 様 
P ホワ イト の カラ ー リ ング だ っ た と 言わ れる 。 Ж 
装 も 一 部 異な っ て お り 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル は 異な る モデ ル 
が 搭載 され る は 7 3 機 試作 され た うち の 残る 2 機 
が 、 どう いっ た 塗装 、 装備 だ っ た か は 判明 し て いな い 。 


本 来 装備 され る は ず だ っ た Mk-V 用 ビー ム ・ ラ イフ ル 。 ガン ダム 
TROD — тутын жет нн, 


У 
用 ピー ム ・ ラ イフ ル 。 速射 ガン ナー 仕様 計画 
・ ス マー ト ガ ン の 一 種 


ара - 5294 
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GUNDAM EVOLVE (SD ガン ダム フォ ー ス 絵巻 ) 


MECHANIC LE — кинен н:01 mE 20A 


ИТТЕ 
: j Musya GUNDAM) 


BRAK 
КЕ WEBI [RAL] HN ГАНЕ] 
NETS 


BRE 
№ COMPARISON CHART Ш | COLOR 


э = 


RE] の 称号 を 技 か っ た ICHU ЛЕ 2995 


анаа ET CHA NBER CHEMO vy ` 頑 助 、 精 之 助 、 次 武 千 代 ) と 出 
М z жу 
š FET SOR Б: ee ORE 38. БЕ 関連 ファ イル 
る 7 人 の 侍 が い 
若武者 の リー ダー が 武者 頑 
戦い と な れ ば どん な 窮地 ( 本 
不屈 の 闘志 を 燃やす 勇敢 な 男 で あ жэ e if 


武 装 


百 般 に 通じ る 武者 頑駄 無 は 「 侍 の 鑑 」 と 称 され 、 
その 強 さ は 武者 七 人 衆 の 筆頭 に も 挙げ られ る 。 そう し た 
が 現 う 武器 も 、 そ の 腕前 に 相応 し い 逸 品 揃い で ある 。 特 
сил [HRA A] は 宿敵 ・ 魔 殺 双 を し て 「 最 強 刀 」 と 言 
わし め た 名 刀 で 、 巨 大 な 香道 武者 の 妖刀 「 黒 刃 ] を 受け 
止め た だ け で な く 、 そ の 際 に 丸 に ぼれ ひと つ し な か っ た と さ 
れる 。 ほか に も 親 刀 「 頑 張 造 (が ん ば る ぞう )] や E 
子 島 (パー スト タネ ガンマ) | と いっ た 武器 を 使い こなし て お 
り 、 武 者 頑 駄 無 自 身 の 類 まれ な 武芸 の 腕 と も 相まって 一 
騎 当 千 の 強 さ を 見 せ た 。 さら に 巻物 の 力 に よっ て 光 の 氏 を 
ЖоКе. ПЕКИНЕ 
言わ れ て いる 


[mapa е 


銘 は 「 起 運 長 久 」 
に 由来 する と 講 わ れ 


優れ た 武芸 の 腕 に よっ て 駆使 され る 武装 群 


画 武者 頑駄 無 攻撃 姿勢 


кнесикиолен 


Ш 87) РЯ! 
— = all 


Ш вл ГЕ] 


ВОЕН 
EHER 


芸者 て ある 武者 
BA), BIRO RMN IN TH) BU! 


BAMBI TH, 


戦い の 狭間 で ひと と き の 休息 を 得る 軽装 状態 
歴戦 の 強 著 と 称 され る 武者 頑駄 っ て も 、 常 に 戦 画 武者 頑駄 無 "軽装 状態 


場 に 身 を 置い て いる わけ で は な い 。 戦 か ら 離れ て いる 時 に 
は 、 鎧 を 脱い で 心 や 身体 を 休 の て いる の だ 。 TORORE 
負 を 脱い だ 状態 は 、 軽 装 状 態 と 呼ば れ で いる 。 た だ し 起 
者 た る も の 刀 は 常 
刀 「 武 久 丸 ] を 腰 に 差し て いる 。 な お 、 軽 装 状 態 で は 胴 が 
АСЕАН [TAR (АЛЕ) | ATED 
に な る 。 これ は 頑駄 無 た ちの 魂 で あり 、 彼 ら は 死ぬ と 頑 魂 
の み が 天 に 昇り 、 転生 を 待つ で 


画 鏡 装 着手 順 


回 転 させ 、 光 を 払 
tik. RATRE, 


回 


民 の た め に 間 の 軍団 と 戦う 頑駄 無 軍 団 。 その 中 で も 頑 
駄 無 軍団 の 強 さ の 象徴 と し て 光 を 背 食う 者 た ち が 「 武 者 
CAR) CHS. 武者 頑駄 無 の ほか に ! 
タ )、 武 者 駄 無 留 精 太 (ダブ ル セ ゼータ)、 武 者 仁 宇 (ニュ ー) 、 
武者 農 丸 (ノー マル )、 武 者 斎 胡 (サイ コ )、 武 者 摩 亜 屈 
(マー クツ ー) の 6 人 が 武者 七 人 衆 に 名 を 連ね て お り 、 そ れ 
ぞ れ が 得意 の 武芸 を 心得 て いる 。 彼ら は 各地 の 戦い で 功 
を 挙げ 、 MMOBERLUEKLLER DNS, 


の 強 さ の 象徴 で ある 7 人 の 武者 た ち 


и 武者 精 太 E 武者 駄 舞 留 精 太 


系 
= 


mia #>эх, 157-10 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


‚ АМЕТО 


部 


原型 機 の AMF-101 デ 


2) 


その ボ ポテンシャル を 活か し 、 近 英機 能 を 強化 し た 
AME-WAC01 早期 警戒 ・ 空 中 指揮 型 ディ ン 特殊 電 
子 戦 仕様 や AMRF-101C AWACS デ ィ ン 等 の 派生 機 
が 開発 され て いる 。 そ の 中 で も AMF- デ 


Сл 


| 特殊 能力 


| жия 


(88) ңЕ] sue 16 


ディ ン レイ ウン جگ‎ 


RE ММІМ75 76mm RF НЕЕ 
MMI-M1001 90mm 対 空 散弾 銃 
6 連装 多目的 ラン チャ ーx2 А 
所 属 ザフト 

BRE 218-270” 


№ COMPARISON CHART 


тв 
スタ ー と な っ て お り 、 右側 に は ZGMF- 
UMMI-M7S 76mm 重 突撃 


жуут» 
ヴ ン は 非常 に 特殊 な 機体 apo a 8774 
高度 な セン サー 機器 に よる 情報 収集 能力 は 持た 
|、 ミ ラー ジュ コロ イド を 揉 り 入れ た ステ ルス 能力 


MEL D 


MECHANIC FILE п] er 1694 


機体 構造 武装 52- 


RAVEN は [Reconnaissance Attack adVanced 
Electronic iNstallation (FE 4881418 W {AF - X 
撃 )」 の 略 で ある 。 不吉 & の 象徴 と され る 大 型 の 第 = レイ ヴ 
ン で は な く 、 特 殊 電子 機材 = ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド 関 連 機器 
の 搭載 を 示し た 機体 名 を 持つ 。 ブリ ッ ツ に 採用 され て いた 
当初 の ュ コロ イド 技術 は 、 約 80 分 と いう 短い 展開 
時 間 や 激しい 電力 消費 、 装甲 の 色 な どの 問題 を 抱え て い 


H 
プレー ド が 上 側 と 一 体 化す る 


ke 
点 は 大 幅 に 改善 され て いる 。 ディ ン レ イヴ 
ж 
する と : 
か ら 変 わら な い 。 


画 基 的 な 新 技術 で ある ミ 
ラー ジュ コロ イド だ が 


て 導入 され た ブリ: 
非常 に 限 


MORE INFO! 


プロ の MS 乗り を 自称 する 、 備 兵 組 織 サ ー カ ス 出 
身 の カイ ト ・ マ ディ ガン は MS の コレ クシ ョ ン を 生 味 と 
し て いる 。 ディ ン レ イヴ ン は 存在 すら 知る 者 が 少な い 
極秘 機体 だ だ が 、 カ イト は 独自 の コネ クシ 
て レア な 機体 を 取得 。 相棒 の フリ ー 
ジェ ス ・ リ ブル の 護衛 に 投入 し て いた 


無断 で ザク ウォ ー リ ア (Ж) 
の テス ト を 提 影 する ジェ ス が 
92229). ВСН, 
пса 
レイ ヴ ン で 助け た 。 


カイ ト の コレ クシ ョ ン に は 、 
MS だ け で な く 関連 し た 機 
体 も 含む 。 地球 連合 の 支 
援 戦闘 機 スカ イグ ラス パー 
(大 まで 入手 し て いた 。 


大 戦 末 期 に 技術 革新 を 迎え て お り 、 これ ら の 欠 
は 、 当時 最 先 
ー ジ ュ コ ロイ ド 技 術 を 用 いた ステ ルス 機能 を 導入 
機動 性 能 も 向上 させ て いる 。 武装 は 原型 機 


初め 
2 (£ 画 バッ ク バ パッ ク 
(の ウイ ング は 原型 機 と 同 
じ だ が 、 ス テル ス 性 を 高め る 工 
жапсан), MMSE 
で 発見 され に くい 。 リン グ 
に は セン サー が 追加 され た 。 


ウイ ング を 展開 し 、 MUR 


ター ユニ ッ ト に 換装 され 
その 代わ り に 専用 武装 を 持つ 。 カラ ー リ ング は 黒 を 基調 と し 、 ト 
レー ド マ ー ク で も る 丁字 型 の マー キン グ が 施さ れ て いる 


マデ ィ ガ ン の 専用 機体 


ZGMF-1017AS 
マデ ィ ガン 専用 
ジン アサ ルト 


ZGMF-1001 
マデ ィ ガン 専用 
ザク ファ ント ム 
カス タム され て お り 。 яң 
ВЯ 


アサ ルト シュ ラウ ド を 装備 


キン グ が 挿 か れ て いる 。 


ша-ж-эях 157-12 


nel we А š 
ы E 
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СОХА 


ガン ダム ZZ 


М НАШ FILE MX-103 ハン マ ・ 


- AMX- 103 バシ ャ ンマ ハン シマ 
Ў НАММА-НАММА || 


で ある 。 本 機 は 、 一 般 兵 や NT 能力 の 低い 者 で も 使用 

可能 な 「 準 サイ コミ ュ ・ シ ステ ム 」 の テス ト 機 と し て 開発 

次 世代 の 主力 機 と な り 得る MS の 開発 を 並行 し て 進め と いう 特異 な 経緯 を 持つ 。「 大 推 カ スラ スタ ー( 
AMX- ынк ыша 2 
т 優れ た に 機体 で あ の 戦闘 能力 は 


、AMX-103 の 量産 
【 作 機 の う 
FAMX-103 ハン マ ・ ハ ンマ 機 が エン ド 、 実戦 投入 され て いる 。 


n] wer 16A 


全高 24.0m (頭頂 高 21.5m) 


専用 シー ルド (メガ 粒子 砲 メ 3、 小 型 機 
電 x 多 数 ) 他 


OMPARISON CHART № COLOR | 


関連 ファ イル 


攻守 と も に 優れ 、 


開発 当初 に 起 定 され た AMX-103 の 主 兵 装 は 、 擬 似 オ 
ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と する 両 腕 の 3 連 ビ ー ム 砲 
機体 の ジェ ネ レ ー タ ー 出 力 の 大 半 が スラ スタ ー の 棒 働 に 割り 
当て られ て お り 、3 連 ビー ム 砲 の 出力 が 低下 し て し まう と いう 問 


兵 装 と な っ た 武装 シー ルド БАС 
画 3 連 ビ ピー ム 砲 & ク ロー ジン 


レン ジ 攻 撃 が 不可 能 と な っ た 本 機 は 、 
器 と し て 使用 し て いる 。 また 、 近 接 格闘 戦 に 対応 する た め に 
ビー ム ・ サ ー ベ ル も 装備 し が 、 開発 コ ン セプト 
が 近い MSN-02 と の 最大 の 違い と 言え る だ : 


武装 シー ルド は 3 度目 の 出撃 
か ら 装 備 ・ 使 用 され た 。 Е 
ム ・ コ ー テ ィング が 施さ れ て お 
9. М52-006 Z ガ ンダ ム が 
使用 する ビー ム ・ ラ イフ ル の 
ВНЕ. 


AMX-103 ШЕ — 
ム ・ サ ー ベ ル 。 クロ 


жау-лқсридапған 
DAFI. MSZ-006 
の ハイ パー・ э. 

と 同等 の 火力 を 有 し て 


ЗВЕРЕМ, 


) 生長 し た 右腕 の クロー に よっ て 


ATE 


g シー ルド (メガ 粒子 砲 内 蔵 ) 
SOA FRNA, ANIL, M 
BEAM, BARA OBIE SEH 


| = ee eee som 
画 腕 部 伸縮 構造 


AMX-103 に お ける 最大 の 特徴 は 、 疑 似 オー ルレ ンジ 攻撃 
を 可能 と する た め の 腕 部 伸縮 機構 と 言っ う 。 左右 
の 腕 は 各々 最大 50m ま で 伸縮 可能 で 、 本体 を 中 心 と する 直 
径 100m の 空間 内 で の オー ルレ ンジ 攻撃 を 可能 と する 予定 
だ っ た 。 また 、 腕 部 の 延長 箇所 は 4 本 の ケー ブル と ヒー ト ・ ロ ロッ 
ド の よう な 軟質 構造 の メイ ン ・ パ イプ に よっ て 構成 され て お り 、 
ИСТ 5. 準 サ イコ ミュ の 不調 に より この 機構 の 真価 
eee МЯ 103 だ が 、NT 能 力 者 が 搭乗 すれ ば 


| 


экс» тош. 


а 


AMX-103 は マシ ュ マー 
専用 MS と し て 配備 され 


カー ト 部 の スラ スタ - 

а 

スラ スタ ー を 装備 

TMST SRE TSRB NER 
動 性 能 を 獲得 し て いる 」 


С 公国 軍 の ザク ・ シ リー ズ に も 人 
лота, тоту 
有効 半 入 は 14.200m。 前 方 中 
捧 の 口 部 に 見 える 剛 所 も モノ ア 
イ ・ レ ー ル の 一 部 で ある , 


ME ERR. OMERI п 
ガザ ・ タ イプ の 脚 部 を 思わ せる 


MS に は 珍し バ 肝 部! 
に より 接地 する 様 は 、 MA 


MORE INFO! 
有線 式 サ イコ ミュ の 発展 


有線 式 サ イコ ミュ 兵器 は 、 比 較 的 弱い 感応 波 で も 起動 可 
能 で あっ た 。 それ ゆえ 有線 式 で あれ ば 非 NT で も 扱え る 準 サイ コ 
ミ = へ と 発展 させ る こと が 可能 と 考え られ て いた 。 だ が 、AMX- 
103 の 実験 が 失敗 し た こと で 、 ネ オ ・ ジ オン の 準 サ イコ ミュ 機 
は AMX.014 ドー ベン ・ ウ ルフ の 登場 まで 待つ と と と な っ た 。 


Ща, 


AMX-014 ドー ベン ・ ウ ルフ 
地球 連邦 軍 で 開発 ・ 実 用 化 # れ た 


を ペー ス に ネオ ・ ジ オン が 開発 し た 


Manz 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


RGE-B890 


頭 部 


バ パイロット 
0" は 本 機 の パイ ロッ ト 


№ SPEC -a6E-Bs90 ВЕМОАСЕП- 
ЕЗ 


(в) н] КАШ 


ІШ SPEC все 809202 GENOACE 0-CUSTON- 
全高 18.2m 


ГТ 4521 


У — 
2243-ЯЛ ーー 


ドッ ズ ガ ンプ シー ルド ノビ ー ム 


サー ペル 


装甲 材質 一 一 


BR ドッ ズラ イフ ルン シー ルド 


所 属 地球 連邦 軍 


БЕ 挫 乗 者 オプ ライ ト ・ ロ ー レ イン 他 


オプラ イト ・ ロ ー レ イン 


ІШ COMPARISON CHART 


an ニーーー 


ВбЕ-889300 22522 % 
| 


ヴェ イガ ン の モビ ルス ー ツ に 対抗 で きる 力 を 持っ た 第 2 世代 機 


AG.110 年 代 、 か らく も ヴェ イガ ン の 攻勢 を し の い だ (CF 
邦 軍 は 、 主 カ MS の 性 能 差 を 痛感 させ られ る ご . 
RGE-B890 ジェ ノア ス II は 、 そ うい っ た 彼 我 

の 戦力 差 を 埋め る べく 開発 され た Mi „6.110 
年 代 に 使用 され て いた ウル フ *・ エニ アク ル 専 用 ジェ ノア 
スカ スタ ム を ペー ス に 開発 され た 本 機 は 、 双発 の 背部 ス 
ラス ター や 肩 部 スラ スタ ー、 ブ レー ドア ン テ ナ や ツイ ン ア 
イ 式 の メイ ン ・ セ ン サ ー な ど を 搭載 し つつ も 、 一 般 パ イロ ッ 
ト 向 け に 操縦 性 が 改善 され て いる 。 特筆 すべ き は 、 ガ ン 
ダム AGE-1 と 同等 レベル の 装甲 が 与え られ 、 主要 武装 


イフ ル の 普及 版 で ある | 

いる こと で ある 。 同時 期 に 開発 され 7 

量産 型 で ある RGE-1100 アデ ル と 比較 する と 総合 
や や 劣る が 、 ヴ ェ イ ガン の MS に 充分 対抗 し 得る 能 

力 を 備え て いた の で ある 

れ た ジェ ノア ス を ペー ス に し て いる た , 

足り な さ は ある が 、 長 年 多く の パイ | 


高い 。 その 扱い 


イガ ン 戦 争 末期 に 活躍 し た 機体 も 確認 され て いる 。 


COLOR 
BROE 3090 GENOACE 


ө 


RED WHITE GRMN 


RGE-B893C0 GENOACE O-CUSTOM 
а ( 


т МЕ GY 


ジェ ノア ス | фу 


機体 構造 
пата ало 


設 に より 


関連 ファ イル 


E0213 
FILE PREVIEW 


LAGE 


MECHANIC FILE 


ALE 01 SHEET 


主力 機 で あり 続け る と と を 可能 に し た 拡張 性 の 高 さ 


Ш バリ エー ショ ン (ディ ー ヴ ァ カ ラー) 


ジェ ノア ス I は AG.110 年 代 の 戦争 で 得 た デー タ に 基 
づき 、 ヴ ェ イガ ン 製 MS に 対抗 得る 装甲 と 武装 の 強化 が 
図ら れ た 。 ジェ ノア ス の ビー ム ス プレ ー ガ ン に は 敵 装 甲 を 貫 
通す る 成 力 は な か っ た が 、 ジ ェ ノア ス II で は 、 コ ウ モリ 戦役 時 
に ディ ー ヴ ァ 隊 の MS が 装備 し て いた も の と 同型 の ドッ ズ ガ 
ン を 採用 。 機体 性 能 の 向上 と 共に 、 敵 MS を 倒し 得る 武装 
を 得 た こと が 大 き な 特 徴 と 言え よう 。 な お 、 その 汎用 性 と 拡 
張 仁 の 高き は ジェ ノア ス 譲り で 、A.G.160 年 代 は クラ 
と 同等 の 武装 を 装備 し て 戦う 機体 も 確認 され て いる 。 


ドッ ズ ガ ン の 威力 
ンダ ム AGE.1 が 使用 
し で いた ドッ ズラ イフ 


ジェ ノア スカ スタ ム で は 調 


m 武装 レイ アウ ト 


AT IAM RRL IELTS M 
с. 7л 


Г 


Ge ees 
ホワ イト の ツー トン の カラ ー リ ング が 施さ れ て いた 


Ө ドッ ズ ガン 
シー ルド 
ビー ム サ ー ベ ル 


園 定式 ショ ー ト シー ルド 
に マウ ント し て 使用 。 な お 
ム サ ー ペ ベル! 本 が 収納 可能 に な 


CE ELE EE アデ ル を 上 回 る 機動 性 を 与え た 近代 化 改修 


ジェ ノア ス 0 カス タム は 、A.G.140 年 代 の ヴェ イガ ン 戦 
争 を 戦い 抜い た ウル フ 隊 の ジェ ノア ス II を 改造 し 、 ク ラン 
シェ を は じ め と する A.G.160 年 代 の モビ ルス ー* ВЕ 
を 獲得 し た カス タム 機 で ある 。 

主 な 改修 点 は セン サー や 通信 系 能力 の さら な る 強化 と 、 
肩 ・ 背 部 の スラ スタ ー 増 強 に よる 機動 力 の 向上 で あ . 
ら に 武装 面 に お いて も 、 ジ ェ ノ アス [で は 実現 で き な か 
ドッ ズラ イフ ル の 装備 が 可能 と な り 、 ガ ンダ ム AGE-1 の 量 
産 型 で ある アデ ル を も 上 回 る 能力 を 獲得 し た の だ っ た 。 

アビ ピス 隊 の 主力 は 高 
anwarmnso7 
DTA 
0 カス タム は 僚機 と 


ОЗОНЕ 
こなし て いた 


メイ ン ・ セ ン サ ー の 強化 だ 6 
通信 系 の 強化 は 、 僚機 の クラ 


ブ ュ ニッ ト が 追加 され た 
要 不 可 欠 で あっ た 


画 背面 


幅 な 変更 が 加え 54 
頭 部 形状 の 変更 だ 
BRU висаш 
ユニ ッ ト が 増設 され 、 機 動力 
が 強化 きれ た 


画 武装 レイ アウ ト 


ラス ター 新型 の 肩 部 スラ スタ ー は 、 育 
ыы 面 え ラ スタ ー と の 一 体 化 が な さ 
; れ て いる 。 その 機 和 性 は ヴ 
/ XWE 
ИЙ уала 
Ler 
ФУ 


Г. 


©) ドッ ズラ イフ ル 


シー ルド 


Ө ビー ム サ ー ベ ル 


二 覆 板 バ レル 型 の ドッ ズラ 


ВЫЙТИ РА 
АРАТЫН 
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アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ ー テ ィ タ ー ン ズ の 旗 の 下 に 一 


. RMS: 088 шшш 


ロン グ ・ シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター 


リッ ク ・ デ ィ ア ス 
[シュ トゥ ッ ツ ァ ー] s= 
J RICK-DIAS [Stutzer] MESA 


салаға сш аай FAT АИО 


機体 特 性 を 充分 に 活か せる シチュ エー ショ ン は 、 戦 闘 エ 


クス 社 (AE) が 開発 し た も の 
RX-121 ガン ダム TR-1 [ヘイ ズル ] 


ツ の コン セプト は FXA-05D G デ ィ フ ェ ン 
サー に 近く 、 搭載 母 機 の 攻防 力 と 機動 性 を 向上 させ る 。 


能力 を 示し 、 TR シ リー ズ 相 手 に すら 優位 ( 


nO sue 82a 


MSA-003 ЕТ ser 824 


リッ ク ・ デ ィ ア ス を 覆う 巨大 強化 パー ツ 


AE に お いて 新規 に 開発 され た リッ ク ・ デ ィ ア ス [シュ トゥ ッ ユニット も 継承 され た 

ツァ ー] の 強化 パー ツ は 、MS の 胸部 に 装着 する 増加 装備 リッ ク ・ デ ィ ア ス 用 強化 パー ツ の 特徴 と し て は 、 旧 ジオ 
を 基部 と し 、 各 種 装備 を 増設 する 方 式 を お いる (MS ン 公 国軍 残党 の も の より 大 型 ・ 重 ヒ し た 点 、 ロ ング ・ 
本 体 に も 小 改造 が 加え られ る ) 。 この 点 は 旧 ジ オン 公国 シー ルド ・ ブ ー ス ター や 武装 バイ ンダ ー と いっ た 多 機能 装 
軍 残 党 が 開発 し た ザク エン リッ ク ・ ド ムン ゲル ググ [シュ 備 を 複数 搭載 する 点 、 ス ー パ ー ガ ンダ ム の G フ ライ ヤー に 
トゥ ッ ツ ァ ー] と 同じ で あり 、 胸 部 前 方 の 有線 兵器 ウイ ンチ 相当 する 「 巡 航 形態 」 に 簡易 変形 で きる 点 が 挙げ けら れる , 


ウイ ンチ ユニ ッ ト と スタ ビラ イ 


接続 する 。 ウイ ンチ ユニ ッ ト 
に は 、 ク ロー 業 用 ピー ム 答 を 
搭載 する 


j・ バ ズー カ ・ ラ ンチ ャ ー 3 革 の ロン グ ・ シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター と 百 式 用 の MBL (メガ ・ バ ズー カ ・ ラ ンチ ャ ー) を 装備 。 т 
スガ ー ド は 装備 せ す 、 松 体 色 は 黒 の まま だ っ た 


攻防 戦時 の ソラ 機 と され る が 、MBL と フェ 


MORE INFO! 
アッ シマ ー 上 画 獲 機 


リッ ク ・ デ ィ ア ス [シュ ー] の パイ ロッ ト を 季 め た 
ガブ リエ ル ・ ゾ ラ は 、 地上 戦線 で は 可変 MA の NRX-044 
アッ シマ ー (HME) に 搭乗 し た 。 画 獲 機 は 識別 の た め 
塗装 が 変更 され る 場合 が 多い が 、 プ ゾラ の アッ シマ ー は 通 
常 カラ ー だ っ た と の 説 も ある 、 


MSA-003 


画 ロン グ ・ シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター 


Ш 
セン サー 保護 用 の フェ イス 
FERRULE. Я 


ネモ が 、 MSA-003 


右記 の 仕様 以外 に も 、 左 腕 に 1 基 の LSB を 装備 し 
р 1 基 の LSB を 装 人 リ の 仕様 


2522 55412) 
る 


本 は エゥーゴ カラ ー、 右 は ゾラ 機 。 リ | 
ラ は 、 ドム の カラ ー リ ング を 好 ん だ よう 


ma yaz 1588 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


(88) ТІЛЕГЕН 


ガン ダム アス トレ イ SPEC 
nm ト フ レー ム | шама ак с 0 
У ASTRAY OUTFRAME | ا‎ = 


Ware аше 


шоу нф 


ラン チャ ー ス トラ イカ ー 
гә 


・ リ ブル は 、 取 材 
中 の 偶 か ら 5ZGMF-X12 о アウ ト フ . ザフト 製 スト ライ カー 
と シル エッ ト の 運用 を も 可能 と し 
あれ は ば 換装 用 の 装備 が な けれ ば : 
Ч 、 Моя Еже. 
マデ ィ ガ ン は 各種 スト ライ カー 


備 規格 を 問わ な い 能 力 は 、 アウ ト フレ 
を も た らし た も の の ジェ ス が 戦い を 忌避 し : 
受け 継い で ‘=. きら に アウ ト フ レーム と ー 緒 ( に テン シャ ル を 戦闘 で 発揮 する こと は な 


САУР РЕР ШОРАНЫ Торлар а к АТАУДА 


アウ ト フ レー ム に は スト ライ カー パッ クシ ステ ム を 運用 で 
きる ブラ グ が 背中 に 搭載 され て いる 。 その た め 理 論 上 は 
すべ て の バッ ク を 装備 で きる が 、 ロウ の 手 が 加 わっ て お り 、 
一 部 の パッ ク は 装備 に 別 バ パー ツ を 必要 と する 。 また 、 マ ル 
チバ ッ ク を 追加 装備 する こと で ウィ ザー ド と シル エッ ト の 装 
れ に より 、 ア ウト フレ ー ム は 非常 に 幅 の 広 
況 適応 能力 を 獲得 し て いる 。 


スカ イグ ラス パー( 右 ) EK 
に 各種 スト ライ カー パッ ク 
も 所 有する カイ ト が 相 析 で 
こと か ら 、 ア ウト フ 
УВЕ 


E エー ルアウ ト フ レー ム 
南米 の 取材 で 電球 軍 に | は 、 カ イト が スカ イグ ラス パー で 教 
摂 に 訪れ た 際 に 装備 し て い ライ カー を 換装 し 、 脱出 し た 


Ш フォ ー ス シル エッ ト 
本 来 な ら ば イン バル ス の 専用 装備 で ある が 、 マル チバ パッ ク を 介 す 
アウ ト フ レー ム も 狼 備 可能 と を る 。 URW COE ЖИН. 


Ш マル チバ ッ ク 
8 (ハチ )」 が 設計 し た 専用 
装備 。 プラ グ 指 載 MS と 強 


り 上 げた 


Ш ラン チャ ー ア ウト フレ ー ム 


アー モリ ー ワ ン で の 取材 中 ! 


ガー の 残 寺 が 装備 し て いた ラン チャ ー ズ トラ 


画 スラ ッシュ 
ウィ ザー ド 
VINA WAALS 
ウィ ザー ド も 運用 可能 。 図 は 
faim rr io 
аст, BOUT’ 
Lh RIS EMR RE 
な い だ ろ う 。 


ВОЖУ 
プラ グ 部 は サイ ズ が 可変 
HIRED EER LS 8 


ハチ) ] が コン トロ ー ル を 担う 


ポッ ド は 、 特殊 な 補助 パー ツ を 介し て 右記 に 装備 する 


MORE INFO! 
専用 の ユニ ッ ト 


連合 と ザフト の 各種 装備 を 使用 で きる アウ ト フ レー ム だ 
が 、 ア ー モ リー ワン の 取材 で は 本 機 独自 の 装備 を 手配 し 
て いる 。 取材 対象 で ある イン バル ス の スピ ー ド に つい て い 


一 ガ ンダ ム ア スト レイ 
アウ ト フ レー ム 
6 フラ イト 装備 


mim 92714 158-10 
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ALN! . 
I8VHdIAUH 


HAMBRABI 
肩 部 
両 扇 の 装甲 上 部 に は 、 左 右 に 
移動 可能 な レー ル と 共に モノ ア 


つの 半月 状 レー ル 
と つの 直線 杖 
が 配 され 、1 基 ずつ モノ アイ が 設置 
され て いる 。 固定 され て いる 頭 部 に 
代わ り 、 広い 視界 を カバ ー す る 


ンカ メラ の 役割 を 有する , 


に スラ スタ ー を 2 基 装 供 。 ADI REBIO RA 
に も スラ スタ ー を 備え て いる 。 МАМ HOM 
ОВС ЕН た 


MA 形態 の 笑 出 し た 能力 に 頼ら ず 近 接戦 闘 を 重視 し た 機体 


159-3 


グリ ブス 戦役 時 に 数 多く 前 


『 用 され た 可変 MS そう 
より も 機動 性 に : 優れ る MA 


題 点 を クリ ア し た TMS の ひと つ で ある 。 3 
初 、 FX-199 は MS と の 格闘 を 重視 し て 開発 され た 


、 本 機 の シン ブル な 


他 の TMS と 
で の 火力 や 推力 は 抑え られ で て い 


— £k 一 (頭頂 高 19.9m) _ 


スン 腕 部 クロ ーx2. 背部 ビー ム ・ ラ 


海 へ ビン クモ の 巣 fb 


ズ 
搭乗 者 『ー フ ブル. ダン ケル ・ ク ー パ ー 
ラム サス ・ ハ サ 


яв 
バッ ク パ バック は 装着 され て お ら 
+. その 代わ り に 2 基 の ビー ム ・ 
2425. RX ABR DE 


関連 ファ イ 


FILE PREVIEW 


2-02-28 ヤ ザ > 


格闘 戦 を 想定 し た 特殊 な 兵 装 


RX-139 が 近接 格 開戦 に 特 化し た 機体 で ある こと の 何 よ 
り の 証拠 が 、「 海 ベビ] と 「 ク モ の 巣 ] USARE ROR 
兵 装 が 与え られ て いる 点 で あろ う 。 これ ら は 敵 MS の 動き を 封 
じ る 上 で 他 に 類 を 見 な い ほ ど 有 用 な 兵 林 で あっ た が 、 そ の 扱 
い に は 高度 な 操 継 技術 が 必要 と 言わ れ て で いた 。 

一 方 、 専 用 の 携行 兵器 が 存在 し な い 点 も 特徴 と 言え た 。 
だ が 、RX-110 ガブ スレ イ の フェ ダー イン ライ フル や RMS- 
108 マラ サイ の ビー ム ・ ラ イフ ル を 流用 し 、 中 距離 で の 戦闘 
DER. これ 汎用 性 を 実現 し て いる 。 

гале) шегені, 
た 方 が 重機 の 捕捉 率 が 向 
Ш 上 する 。 ヤ ザ ン 隊 に よる 初 


の 海 へ 攻撃 で は 2 機 で MS 
2006 Z ガ ンダ ム の 捕 旨 


Ж сатаан 

ЖЕШЕТ 
тақы ая 
BRR MCRD 
wees, 


g 腕 部 クロ ー& ビ ピー ム ・ サ ー ベ ル 

Д SESNERSKELT, BRD 
В тиви. ми 
MA 形態 の 両方 で 使用 可能 。 БОЯ 
の クロ ー で MSA-005 メタ ス の 歴 を 
Б». HRT SEEDERS, 


画 背部 ビー ム ・ ラ イフ ル 
ーー に ム ・ ラ イフ ル は 、 MA 形態 時 


MB の 主 兵 装 と し て 戦闘 で 多用 され 
to また 、 MS 形態 時 に も 克 口 を 
HEM ва CAAT 
755, — № СМ5А-ООЗЕ 

анато, TOAD. 


лама тата а 

の 高い ビー ム ・ サ ー ベ ル 。 + 

部 は 、 両 腕 の 下 腔 部 内 側 の サー ベル ・ 
ラッ ク に 1 基 ず つ 収 納 され て いる 


Ш フェ ダー イン ・ ラ イフ ル 0 
Е E 


AL 


АХО 
も 使用 し た 。 ЗОЖ 
SAIL SOMBRE TIE, "УВЫ 
用 し て MSA-005 を 狙っ た 。 


先負 部 の [シー カー」 に バー ニア を 搭載 し た 対 MS 用 電 克 3 
が れ た ワイ ヤー が 英機 を 絡め 取り 、 ASD SORE RA 


単純 化 され た 変形 機構 が も た らし た 、 戦場 で の 利便 性 


RX-139 の MS 形態 の ら MA 形 態 へ の 変形 機構 は 、 脚 部 を 
胃 面 へ 折り 曲げ テー ル ・ ラ ンス を 伸ばす の み と い う 簡 申 化 され 
た も の で ある 。 これ に より 、 複 雑 な 変形 機構 を 有する これ まで 
の TMS で 問題 視 さ れ て いた 耐久 性 や 生産 性 、 メ ン テ ナン ス 性 
が 大 幅 に 向上 する こと と な 

本 機 の も う ひ と つの 特徴 と し て 、MA 形 態 で ち マ ニ ビ ュ レー 
ター を 含む 腕 部 が 使用 可能 で ある と いう бей дем > 
まり 、 MA 形態 の 高 機動 性 を 活か し た 上 で 、 ビー ム ・ 
や 海 へ ビ と いっ た 携帯 兵 装 を 運用 で きた 。 高速 で 瑞 機 を 翻弄 
し 、 瞬時 に 接近 し て その まま 格闘 戦 に 持ち 込む と いう 本 機 な ら 
で は の 戦術 は 、 こう し た 構造 だ か ら こそ 実現 で きた と 言え る 。 


本 機 の MA 形態 は 、 背 部 ウイ 
ング を は じ め と する 機体 各部 
の スタ ビラ イザ ー ER 
кенсе. ж 
カ で も MSZ-006 の ウェ イブ ・ 
ライ ダー を 上 回 る ほど で ある 。 


№ SPEC дейт 
全高 179m 


モノ アイ 
変形 に 伴う メイ ンカ メラ の 移動 


それ ぞ れ の 形態 で 必要 な 場所 
コク ピッ ト に モノ アイ が 設置 され で い 
BIKER STO N 7 
ロッ ク は 、 胴体 中 Шап 
て いる 。 腹部 装 皿 が 下方 へ 展開 

ハッ チ が 現れ る 。 


MA 形態 で は スタ ビラ イザ ー の 
役割 を 果たす 。 ま た MS の 装甲 
を 買 通 させ る 強度 を 誇る 
武器 として も 運用 され た 


MORE INFO! 
ヤ ザ ン 隊 に よる 連携 攻撃 


戦 態 ド ゴ ス ・ ギ ア に 配属 と な っ た ヤ ザ ン は 、 腕利き パイ ロッ 
ト の ダン ケル ・ クーパー と ラム サス ・ ハ サ を 呼び 寄せ 、RX. 
139 に よる 3 機 編隊 を 結成 。 ダン ケル と ラム サス は ヤ ザン へ 
の 高い 志 誠 心 と 優れ た 技能 を 有 し 、 宰 雑 な 連携 攻撃 を 成功 
させ て いた 。 特に 巧み な コン ピ ネ ーション に よっ て 繰り 出さ れ 
る 海 へ ビ や クモ の 巣 に よる 攻撃 は 、MSZ-006 や RX-178 
ЖУЗ АМЕН Thot. 圧倒 的 な 技量 
で エゥーゴ を 苦し め た ヤ ザ ン 隊 だ っ た が 、 終戦 間 際 の グリ プ 
ス ら を 巡る 艦隊 戦 の 最 中 、 崩壊 を 遂げ る こと と な っ た 。 


敵 部 は 度 関 艇 、 膝 関節 に よっ て 2 段階 に 折り 苦 ま れる 。 着陸 時 は 
敵 部 が 図 の よう に 折り 娠 まれ 、 ラン ディ ング ギア と し て 機能 する 。 


МАНЕ SMHS EA 
ORFS. FURENT 


аи > 
RETR 
ни ザン 隊 の 海 へ ビ 攻 撃 を 受け る RX-176。 面 電 シー ト が 強化 され て 
いな けれ ば パイ ロッ ト が 死亡 する ほど の 高圧 電 注 を 浴び せら れ た 。 


Елмен, 


W 9542 
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GUNDAM EVOLVE (SD ガン ダム フォ ー ス 絵巻 ) 


MECHANIC FILE 


戦国 乱世 、 ど こと も 知れ ぬ 世 界 で 光 を 育 負 っ て 戦っ た 
[AREEN]. そん な 彼ら と 対 を な す 存 在 と し て 、 間 
いた 。 PERE - MHM (7 

の ひと り で ある 。 FOAM: 

TOR] CONE x 


「 天 下 は 強者 が 掴む も の ] と いう 条 と し て い 
た 魔 殺 駅 は 、 自 ら の 強 さ を 証明 する こと に こだわ り を 持つ 


邪悪 武者 


ЕВЕ aaa 


BOMB [RAA (むく まる ) Jeta 
ade め に 配下 の 


ж v £ 
#&вяюойшо&кЪал makak 
圧倒 的 な 強 さ で 武者 頑駄 無 を 苦し め た と いう 。 


得 」 の 力 を 利用 し た 


=== ЕГЕ ТШ serr 22 


関連 ファ イル 


mel sue 22A 


無類 の 強 さ を 裏打ち する ふた つの 武具 


MRAM CORA MRR, SECS BREE қос m 妖刀 「 黒 刃 」 
で た 武者 だ っ た 。 愛用 の 妖刀 「 黒 刃 (こく ば )」 を 用 し [RH] EMA. хен, i 
持 は も ちろ ん の こと 、 銃 の 扱い に も 長け て お り 、 武 者 頑駄 41 ゲタ 携帯 し て いた よう で ある 
無 と の 戦い で は 「 二 連 新 黒星 砲 ( ソ イン ネオ こく せい ほう ) | 2 ーー - Е 
に よる 正確 無比 な 射撃 の 腕 も 見 せ た 。 な お 、 二 連 新 黒星 у 
二 本 の 新 黒星 砲 を 合体 させ た 大 砲 で ある が 、 一 説 に 
は あぁ る 巨大 兵器 に 装備 され て いた 武器 と も 言わ れ て いる . 
な お 魔 殺 駆 は 、 武 者 頑駄 無 で は な く 居 合わ せ た 子 武者 
た ち に 向け て 「 二 連 新 黒星 砲 ] を 放っ て 見 せ た 。 FH 
銃 を 向け る と いう 所 業 は 魔 殺 駆 の 気質 を 的 確 に 表わし て 
お り 、 彼 の 強 さ の 本 質 が 武器 その も の だ け で は な く 、 本 人 
冷酷 な 気質 に よる も の で も ある こと を 示し て いる 


Ш 二 連 新 黒星 砲 


SDE 


EAS 強大 な 闇 の 力 に 身 を 委ね た 廃 殺 駆 の 真 の 姿 


RBG (HOMIE) OH С Юй L). m HERZ 111 
圧倒 的 な 強 さ で 武者 頑駄 無 を 師 細 は 不 上 半身 は 下半身 や 背中 の 
明 だ が 、 道 臣 者 へ の 変人 は 単なる 巨大 化 で は な く 、 間 ا‎ ОЕ, 


の を 増幅 させ た 徳 の 真 の 次 で めった と も 言わ れる 。 事 Е 


E ЗОНЕ, FHCLEADT, 
腰部 に は 大 筒 らし き 武 療 を 新た に 配 し て いた 。 な お 背中 
の 刀 は 麻 殺 到 の 意思 通り に 動い て 部 を 襲う 「 妖 撃 信 ( よ う 
(FEA) | IC FF CUS Old [FH (GS 
TRIN) 」 と も 言わ れる が 、 これ も 詳細 は 不 


BALA RH) 


HUE ALLL RIDE 
ях, RETIRI 
тен 


Lab TEATS 
0018300202 
EHAU TIARE ot 


戦闘 結果 HB) [KAA] を 巡る 武者 頑駄 無 と の 戦い 


ИНО MBN RAI を 付け 狙い 、 下 ЖЕН, ВАО 
BBAD- HEEL CULM, その 結果 は 芳 し 
く な く 、 業 を 落 や し た 彼 は 圧倒 的 な 数 の 下 塁 愚 々 を 従え さら に 彼 を 光 の 鎧 を まとっ た 武者 へ と 変化 させ た 。 劣勢 に а 
о —N—ORLERUL NARR RETRA ГИЗИ И (С ЛҮ 

Лорна 006 т Тата RS うほ う よ く ざん ) ] に よっ て 一 妃 両 断 に は れ た の だ っ た 。 EHRE. RARER. EDO. HANK 
(SHEA CRS CASS TLE SK 


MORE INFO! 
DEED EM eer ae FERZ (23029) 


、 武 


rC, JRE MEM. 


機動 戦士 ガン ダム 関 光 の ハサウェイ 


(88) н] sitet 117A 


> SPEC 
FD-03 グスタフ ・ カ ー ル ыы 全高 — ИИ 22.01) 
GUSTAV KARL ЈР 


ウム 合金 
ビーム ・ ラ イフ ル 。 


ー ム ・ サ ー ベ ル 
АУРА 


yellow ко 


腕 部 


„икон. 2/4-к 


ЛАРЫ 
に あたる 


本 機 の 先行 運用 は U.C.0096 に は 行わ れ て お 


年 、 反 連邦 組織 EARM に 3 機 が : 
本 機 の 特徴 と し て . 、 重 厚 な ` が 、 ラ イ グ " の MSZ-006 2: 
> ー タ ー の 搭載 、 ガン ダム ・ タ イ 戦 し 、 全 機 が 撃破 相当 の 被害 を 受 
5. 汎用 性 を 旨 と する 
、 ハ イ パ 


Ж) で ある 。 その 装備 数 は 合計 30 機 程度 と 考え られ 、 
U.C.0105 に は 反 連 邦 組織 マフ ティ ー まし 


機体 構 


本 機 は ジム 系 MS の 特徴 で ある 汎用 性 を 維持 し つつ 、 
大 型 ・ 重 装甲 化 や 大 出力 ジェ ネ レ ー タ ー の 搭載 な ど が な さ 
また 、 主 副 合 わせ て 1 1 基 の スラ スタ ー を 搭載 し た う 
両 肩 と スカ ー ト に 比較 的 大 型 の 姿勢 制御 バー ニア を 
置 し て お り 、 大 型 ・ 大 重量 化し た 機体 に 充分 な 機動 ・ 
運動 性 を 確保 し て いる 。 BR. カタ ログ スペ ッ ク は 同時 代 
の ジェ ガン ・ タ イブ を 潜 訟 し た も の の 、 構造 的 に は 第 二 世 
代 MS で し か な く 、 目新し い 新 技術 も 導入 され て いな い 

本 機 の パリ エー ショ ン に 軽装 型 が 存在 し た と する 説 も あ 
る (軽装 型 存在 説 で は 、 本 稿 で 解説 し て いる 仕様 は 重 装 
型 に あたる ) 。 軽装 型 は 重 装 型 と 同様 の 基本 構造 を 持ち 
つつ 、 よ り 直 身 の シル エッ ト と な っ て いた 。 重 装 型 と の 相違 
点 と し て は 、 左右 対称 の 額 部 分 V 字 アン テ ナ の 装備 、 肢 
部 へ の メイ ン ・ パ バー ニア と ビーム ・ サ ー ベ ル ・ ホ ル ダ ー の 
設置 、 固定 火器 の 排除 な ど が あっ た 。 


汎用 性 と 大 型 化 の 両立 


Ш FD-03 グスタフ ・ カ ー ル 
(先行 配備 機 ) 


садорат, ME 
非対称 。 メイ ン ・ セ ン サ ー の 有効 半径 は ガン ダム と 同等 で ある 。 


バル カン 砲 

運用 され た 機体 で 2 門 

バル カン 砲 は 、1 問 に 
КЕРА 


フレ キシ ブル 
バッ ク バッ ク の 可動 アー ム に 
接続 され た フレ キシ ブル ・ シ ー 
ルド は 、 左肩 に 接続 する 方 式 
に 改め られ 


機体 形状 
基本 形状 は 変わ っ て いな い 
が 、 頭 部 メイ ン ・ カ メ 
面積 化し た は か 、 RES 
が 低く 設定 され て いる 


カラ ー リ ング 
ロー ビジ リティ ー 風 の グレ ー 


MATHS, 


sra ка 


E FD-03 グスタフ ・ カ ー ル 
(制式 配備 機 ) 


存 図 と 下 の 表 か ら 分 か る 。 
フ ・ カ ー ル は 大 型 か 


で ある 。 高 コス ト 化 を 招い た 第 三 ・ 第 
相性 代 へ の 反省 か 5、 サイ ズ を 抑え つ 


по ЕМО, 


>) FAVED: RGM-96X ジェ スタ 


RGM-89D ジェ ガン (① 型 ) 


ル に は 陳謝 化し て し まっ た 。 


J FENIR 
は V 学 アン テ ナ の 代わ り に 
ロボ ・ ア ン テ ナ を 左側 部 に 


FD-03 グスタフ ・ カ ー ル 


жи. вап. 
Jv) と も 呼ば れる 。 


RGM-109 へ ビー ガン 


特殊 な 搭載 方 式 を 採用 し た 固定 兵 装 


連邦 軍 の 汎用 MS に は 珍し い 重 装甲 機 
の 本 機 だ が 兵 装 は ジム 系 に 準じ る 
し 、 頭 部 バル カン 砲 が 1 門 の み と な - 
か 、 シ ー ル ド が ザク II 用 の よう な 肩 部 接続 式 


、 特殊 な 搭載 方 式 を 採っ て いた 。 
持ち 兵 装 は 先行 配備 機 と 変わ 
ら ず 、 ジェ ガン 用 ピー ム ・ ラ イフ ル と 腰部 収 
納 の ビー ム ・ サ ー ベ ル と され る 。 


Bway E フレ キシ ブル ・ シ ー ル ド 


>] ソフ トス キン 目標 へ の 
еМ: SN 
—] 5-а, ЖН 
で は 2 門 搭載 が 標準 だ 
т, ЖЫН ИСТ 
MORENTE, 


ンチ ャ ー жсп 


| stoma 
№. 71120458 


кой ( 外 付け 


ат). 接続 部 は 
PIB: て お 


19.0т | 21.3t/ 47.31 1.870kw 62.000kg 16.800m 
19.3m| 24.8t / 57.21 2.710ку/ | 89,030kg 14,200т 1 
22.0т| 29.04 7 60.0t 3.425kw | 79.500kg 21.300m | 
15.8т | 9.54 / 23.51 2.870kw 82.260kg 不明 | 
MORE INFO! SFS ケ ッ サ リア 


多数 の グスタフ ・ カ ー ル を 装備 し た キル 
ケー 部 隊 は 、 そ の 長 忠 離 移動 手段 と し て サ 
ブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム (SFS) [BJ-K232 
ケッ サリ ア 」 を 配備 し た (ペー ス ・ ジ ャ パー 


の 後継 機 と 思わ れる )。 当時 の ほとん どの 
MS 同様 、 グ スタ フ ・ カ ー ル は 単独 飛行 能 
カカ を 持た な か っ た た め 、 任 務 地 域 が 広い 太 
平 洋 管区 で は SFS が 必須 だ っ た 。 


有人 式 の SFS で 、MS は サ 
E: 54: PAR TOME 
шэ. FHAAOM 
ミサ イル コン テ ナ 、 上 面 
ВОИ Yi 
テ ナ の ロッ ク バ ー で ある 。 


а. 92912 
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SIL X27 Samm 


MECHANIC FILE — a rt SAL 
高 エネ ルギー 収束 火 線 ライ フル 


-a MAME 2 $ 


ки 350mm ガ ン ラ ンチ ャ ー 
94mm 高 エネ ルギー 到 Ег.) — 

イフ ル と 350mm ガ 726 
を は じ め 、 バ スタ 
さら に ビー ム サ ー ベ ル を 新 


А ダム の も の を 法人 


他 
ы COMPARISON CHART № COLOR 


バス ター の 砲撃 能力 を 再現 し た 105 ダ ガー の 派生 機 
GAT-X103 パス ター ガン ダム は 、 第 1 期 GAT-X シ 
リー ズ の 中 で X100 系 フレ ー ム を 採用 し た 砲撃 特 化 型 
[G] で ある 。 ザ フ | うえ 
と で 、 パス ター の 能力 | 
遠 距離 砲撃 能力 を 、 
ガー) の スト ライ カー バッ クシ ステ ム で 再現 し よう と 試み た THRE TUS. バイ ロッ ト ば " ТТ” жен 
地球 連合 軍 で 装備 の 換装 だ け で は 望 ` ARE い 
能 を 発揮 する こと は 難し いこ と が 判明 。 この た め 105 ダ 
ー を ペー ス に 改良 を 加え る こと で 、 パ スタ ー の 量産 機 と 。 ト の エー スパ イロ ッ ト 、 シ と 
て 完成 させ た の で ある 。 武装 は 同じ も の を 搭載 し て い 地球 軍 の 核 攻 撃 に より 決着 は つか な か っ た 。 


ЕЕ) 1 OSS A—ORIAC/ \AR—-ORROMG 


パス ター ガン ダム の 量産 機 と いう 位置 付け の 本 機 だ É 背面 バッ ク バ ッ ク 
が 、 機 体 の ペー ス は GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム の 量 Л 
産 機 で ある 105 ダ ガー を 用 いて いる 。 これ に 頭 部 の セン 
サー ガー ド や ショ ル ダ ー ア ー マ ー、 膝 の 予備 電源 な ど 細 部 
を パス ター 仕様 に 改修 。 それ に 合わ せ て 武装 は バス ター 
と 同じ も の を 施す こと で 、 砲 撃 能力 に 特 化し た パス ター の 
性 能 に 近づけ る こと に 成功 し て いる 。 また 、 実 戦 デ ー タ か 
ら 格闘 戦 用 の 兵 装 も 新た に 装備 し 、 弱点 を 補強 し た 。 
ガン ラン チャ ー と ライ フル 、 
2 種 の 主 擬装 を 連結 させ 
て 使う 超 高 イン バル ス 長 
射程 狙撃 ライ フル “HR 
тн, 2 (を) 
同 欄 に 軍用 が 可能 


オリ ジ ナル の パス ター( 右 ) 
ERS TINE PRL 


を 持ち 、 運 用 性 が 高かっ 肛 部 や 肥 屋 の スラ スタ ー は パス ター と 比べ て 形状 や 配置 な ど 細部 が 導 
た と 思わ れる Э. バック バ ッ ク に 備わっ た サブ アー ム は パス ター の 本 を 路 柚 し て いる 


は 105 ダ ガー より も GAT-01 スト ライ クダ 
な ど は パス ター 仕 格 に 履 め られ て いる 


m 武装 レイ アウ ト Q 350mm ガ ン ラ ンチ ャ ー 


パック パッ ク の 右側 に 配 さ れ て いる 実体 絢 兵 装 。 Ш, АННО BEANE, 94mm BIHAR TIVE 
ойын, 前 部 に 配 し た 場合 は 対 装甲 散弾 砲 と し て 機能 する 。 面 制圧 に 秀 で て お り 広範 囲 に 対 ! 


О 94mm 高 エネ ルギー 収束 火 線 ライ フル 


バッ ク バッ ク の 左側 に 配 され て いる ビー ム 兵 著 。 C.E.71 当 時 の 埋 径 クラ ス の 主砲 より も 成 力 の 高い 火力 を 持つ 。 350mm ガ ン ラ 
ンチ ャ ー と の 軍 結 時 、 前 前 に 配 し た 場合 は 超 高 イン パル ス 長 射手 撃 ライ フル と し て 機能 する 


ほぼ パス ター の 武装 を その まま 運用 。 主 兵 装 と し て ガン ラ 
ンチ ャ ー と ライ フル を 専用 の サブ アー ム で 携行 する 。 M 
に は ミサ イル ポッ ボ 、 下 腕 部 に ビー ム サ ー ベ ル を 装備 する 、 


© 220mm 径 3 連装 ミサ イル ボッ ド | ©) ES01 ビー ム サ ー ベ ル 
И | л-нын MORE INFO! 
"乱れ 桜 " レ ナ ・ イ メリ ア 


た が 、 本 機 で は 半分 の 3 連 緒 に 変更 | 持た な か っ た 。 оғ жаст 
が 軽量 化 に 寄 人 写し て いる 。 | Bb NIDA 
バス ター ダガー を 取る レナ は 乗 
早い 動き で 英 を 提 乱 し 、 


d- 
た こと か ら 、 本 機 は 追加 で ビー 
ム サ ー ベ ル が 搭載 され た 
を 撃ち 込む 戦法 を 
"乱れ 桜 " の 異名 
四 来 が ある 。 VED, RALE 
破 さ れ た 敵 機 が 四方 で 爆散 する 
様子 が 、 舞 い 散る 桜の 花 に 見 え 
も う ひ と つ は 、 レ ナ の 身 


ナ は MS 開発 チー ム に 所 属し た の 
5. カリ フォ ルニア 士官 学校 の 教 


に よっ て 自ら デュ エル ダガー 

パス ター ダガー に 搭乗 し 、 前 線 
に 向かっ た の で ある 。 аж 
戦 部 隊 を 率い つつ 、MS パ イロ ッ 
ト の 開成 に 従事 し た 
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= | ガン ダム へ キサ И —— 
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頭 部 
LM312V04 か 5 へ キサ ・ タ イ 
部 へ の 換装 は 、 い ちゆ 


キャ ノン (ツル カン 
AIL (ビー ム ト ライ 
ライ フル (ハン 
ノビ ー ム ・ ス マー ト ・ ガ ン 


FED vaw 


関連 ファ イル 


LM3 


敵対 する ザン スカ ー ル 帝国 軍 と 比べ 、 資 金 や 人 こう し た 経緯 に よっ て 誕生 し た LM312V04 の 性 能 
材 が 不足 し て いた リガ ・ ミ リティ ア が 、LM312V( 強化 機 が LM312V06 十 SD-VB03A V ダ ッシュ ガン ダ 
ヴィ クト リー ガン ダム を 生み 出し 


武装 が 形態 を 問わ ず 使用 で きる LT 当初 は 指揮 官 用 MS と し 
「 マ ル チ プ ル MS」 と し て 完成 され た 稀有 な 機体 な の で 149 タイ プ の 生産 体制 の 整備 
ある 。 Zi 「MS 単 体 を 十 

‚ それは LM312V04 の スペ ッ ン こも 配備 。 戦争 末期 まで 
超え る 戦況 に 本 機 を 対応 させ る 上 で も 重視 され た 。 運用 され て いる 
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高 性 能 セ ン サ ー& ア ン テ ナ と オー バー・ ハ ング ・ パ ッ ク に よる 性 能 強 化 策 


本 機 は 、 LM312V04 の 頭 部 (ヘル メッ ト 部 ) の み を 換装 し 


| | 
5 = See 
た 指揮 官 用 パリ エー ショ ン LM312V06 V ガ ンダ ム へ ヘキサ に ‚еа уати 頭頂 部 カメ ラ 
追加 パー ツ で ある オー バー・ ハ ング ・ パ ッ ク を 装着 し た 状態 を 指 「 へ キサ 」 の Шы жек ы 
Fo Ə#ULM312V04(C5USIEISTRJEZ ILC, 火力 増 > 


強 プ ラン を 併せ た 仕様 で あり 、 実戦 で は 各々 の プラ ン の み で の 
運用 も され て いる 。 これ は LM312V06 十 SD-VB03A を 完成 
形 と し た 場合 の マル チ ブ プル MS 的 な 運用 と 言え る だ ろう 


オー バー・ ハ ング ・ パ ッ ク を 
Ва. ЗНОЕЖИЗИЕ 
構成 は IM312V04 と 同様 で 
55. ТАҚТЫ. 
Ела, МО 
た 


画 オー バー・ ハ ング ・ キ ャ ノン 
( 図 は LM312V04+SD-VB03 
V ダ ッシュ ・ ガ ンダ ム ) 
hd の 大 か 
Асай 
可能 


E ハー ド ボ イ ント 
(ビー ム ・ ガ ン ) 
гул. ава 
設置 され た ハー ド ボ イ ン オー バー・ ハ ング ・ バ ッ ク に | 

ビー ム ・ キャッ ン 。 従来 の ビー ム 

ERU, ВВМ 


画 ビー ム ・ ス マー ト ・ ガ ン 
y 
ITEMS ORE COANE 
@ キャ ノン 発射 時 
Вносни 
ы R ; жен rc 
する 原 に は コン パッ ト に 折り 2, Балы 
る 。 使用 時 に は г fl 
ап, D+ 3 可能 (写真 は LM312 
写真 LMS12VO4 V04+SD-vB03) 
LM312V06+SD.VB03A は 、 E マー ベッ ト ・ Ш シュ ラク 隊 の 運用 
た オリ ファ ー・ イ ノエ の 死後 まもなく 、 彼 の 恋人 で あ - フィ ン ガ ー ハ ッ ト 7 
ペッ ト ・ フ ィ ン ガ ー ハ ッ ト の 乗 機 と し て 運用 が 開始 され た 。 + 
の 後 、 マ ー ベ ッ ト は LM312V04 へ と 乗り 換え で いる 
方 で シュ ラク 隊 メ ン バ ー も LM1 1 1E03 ガン ブラ スタ ー か が : NSK イロ ウト 。 LMS12081 
LM312V06 に 乗り 換え て いる 。 戦争 終盤 、 地 球 か ら 再 び 宇 SD.VB03A を 巧み に 運用 する 
宙 へ と 戦場 が 移る と 、LM312V06 十 SD.VB03A が ты 
チェ スカ や ミリ エラ な ど シュ ラク 隊 の メン バー に よっ て 
オー バー・ ハ ング ・ パ ッ ク の 装備 " 非 装備 は 、 
езіле Жал REED 
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も 多かっ た 
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機動 戦士 ガン ダム AGE 
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XMS-005 ティ エル ヴァ 24 


機体 構造 頭 部 
基本 的 な 構造 は A.G.140 年 代 


一 系 を 中 心 に 改良 ・ 強 化 


в. 51050002: 
タク バッ ク に 接 


は 、A.G.140 年 代 の 戦闘 ы 
Baila ШЕ Мы に 強力 な ら ` 3 AGE. 
ITER] を 装備 。 その 人 性能 と 有用 性 か EAS 
7 の は A.G.164 の ルナ ベー 
Е ティ エル ヴァ は 英 MS と し て 連邦 軍 の 前 
т る こと と な - 


FILE PREVIEW 


ーーー FILE 


メラ ウン ダー 機 に 求め られ る 性 能 は 、 一 対 多 を 可能 と す ША 
る 機動 性 お よび 火力 で ある 。 ティ エル ヴァ は ペー ス 機 の 
機動 性 の 高 さき を 継 系 し つつ 、 ヴ ェ イ ガン 製 ピッ ト を 凌ぐ 武装 
の 開発 に 注力 。 その 結果 、 X ラ ウン ダー 専用 兵器 ・T ビ ピッ 
ト が 誕生 | 時 は スラ スタ ー と し て 機能 し た T ビ ッ ト は 、 
ビー ム 砲 の ほか に 4 枚 の 可動 式 ブレ ー ド を 装着 。 刃 を 高 
速 回 転 させ て ドリ ル の よう に 使用 する こと も 可能 だ っ た 。 そ 
うし て AGE-FX に 比肩 する 機体 と し て 完成 し た 本 機 は 、 ル 
ナベ ー ズ 攻防 継 で その 成 力 を 遺 憎く 発揮 し た の で ある 。 


BROT — 

部 ユニ ッ ト に マウ ント され 

いる T ビ ピッ ト 。 射出 時 に は 

アー ム が 左右 に 民間 し 、 回 = 
転 させ て 切り 離す 


ン サ ー と 同様 の 位置 に マウ 
ント きれ て いる 


Ө ドッ ズラ イフ ル 
Ө ビー ム サ ー ベ ル x2 
© TE ビッ ト x2 

© シー ルド 


Ш シー ルド 
連邦 軍 主 力 MS の も 


画 頭 部 
ать 
頭頂 部 に プレー ド アン 
テ ナ が 設け られ た 。 ツ 
イン アイ は 剥き 出し で 
は な く 、 赤 い パ イザ ー 
が 幸せ られ て いる 


ビー ム 砲 を 撃つ 時 は ブ 
が 開く 。 ドリ ル 兵 
問 と し て 使用 し た 
は 、 ア デル マー ク II の 
Р гу 
25277712 


ヴェ イガ ン の 戦力 と し て 投入 され た 機体 と その 未 路 


© Колы 

で 人 9 衛 ライ ン に 切り 込み . 
BCBICSROMSER EE 
る な ど 、 連邦 軍 の 主力 機 と の 
性 能 の 造 い を 見 せつ けた 。 


ルナ ベ ペース 奪 還 作 戦 に お いて ヴェ イガ ン 側 の MS と し て 
見 せ た ティ エル ヴァ は 、 連 邦 軍 の MS を 圧倒 的 
い 詰め 、 キ オ ・ ア ス ノ が 駆る AGE-FX と も 互 
角 に 戦っ た 。 その 性 能 の 高 さ は 一 目 瞭 然 で あっ た が 、 パ 
イロ ッ ト の ジラ ー ド ・ ス プリ ガン が 思っ て いた 事故 の 後遺 
症 と X ラ ウン ダー 能力 の 過剰 な 共鳴 現象 に よっ て 暴走 。 
AGE-FX の C フ ァ ン ネル 、 ギラ ー ガ や フォ ー ン ファ ルシア の 
ピット 操作 能力 を も 琴 っ て 無 差別 攻撃 を 行っ た 後 、 ガ ンダ 
ム AGE-1 グ ラン サ の 攻撃 に よっ て 撃破 され た 。 
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(ERAN CaS, 


MORE INFO! 地球 連邦 軍 新 型 機運 用 試験 で の 事故 


ジラ ー ド ・ ス プリ ガン 一 一 本 名 レイ ナ ・ ス プリ ガン は 、 試験 ” ジラ ー ド ・ ス プリ ガン 
機 で ある G バ ウン サー・ デ オス の テス トバ パイ ロッ КУТ 
女 は 同じ く テ スト パイ ロッ ト を 務め た 
約 し て いた が 、X ラ ウン ダー 能力 増 橋 シ ステ ム の 実際 の 失敗 
に より 、 フ ォ ー ネ ル は 死亡 。 事故 の 原因 は シス テム の 暴走 で 
は な く 、 管 制 の 指示 に 従わ な か っ た 彼 の 操 終 ミス が 原因 だ っ 
た と し て 処理 され て し まう 。 

その 後 、 ア ロー ン の 告白 に より 、 事故 の 原因 が 結果 を 焦っ 
た エン ジニ ア の 過失 に よる も の だ と 知っ た レイ ナ は 、 フ ォ ー ネ 
ル の 名 誉 を 回 復 し て 歌 し いと 直談判 する が 取り 合っ て も 5 え 
Ж. шашат に 絶望 し 、 恋 人 を 奪わ れ 
た 憎しみ を 齋 ら せ た レ イナ は 、 ア ロー ン の 誘い に 乗っ て ヴェ イ 
ガン に 寝返っ た の だ っ た 。 


G バ ウン サー 
邦 軍 の エー スパ イロ ッ ト 、 ウル フ ・ 
エニ アタル の 重機 


能力 増幅 シス テム は 、 
手足 4 つの リン グ と へ 
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ピー ム ソ ー ド 他 BR ドラ コン ワイ ヤ ユ ニッ ト 他 
ネオ ジャ パン 所 属 ネオ チャ イナ 
シュ ウジ ・ ク ロス 搭乗 者 アラ ン ・ リ ー 


I COLOR 
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wae = BED 


GF7-010NC KOUGA GUNDAM 


ст он mo 
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シル エッ ト | 
в MERCED | 
意匠 が 特徴 的 

長大 だ が 、 


第 7 回 ガン ダム ファ イト に 出場 し た 格闘 重視 の MF 群 


F.C.32 の 第 7 回 ガン ダム ファ イト に 出 3 27 ヤマ ト ` ッ フ ル 同 盟 「 キ ング ・ オ ブ ・ 
パン 代表 MF が GF7-013NJ ヤマ ト ガ ンダ ム 、 ネ オチ ャ イ ハー ト 」 に し て 「 流 派 ・ 東 方 不敗 ] の 使い 手 シ ュ ウ ジ ・ ク 
ナ 代 表 MF が GF7-010NC コウ ガ ガ ン ダム で ある 。 ロス が 搭乗 。 コウ ガ ガ ン ダム は 、 後 の シャ ッ フル 同盟 「 ク 


関連 ファ イル 


@Ft3.017NJ シ 


明 さ れ た 格闘 技 有 利 の コン セ > ス 」 と され る 中 国 拳 法 の 達人 アラ ン ・ リ ー に 任 
Ç あっ た た だ し 、 ヤ マト ガン ダム は ガン され た 。 2 機 は 第 7 回 大 会 て 激闘 を 繰り 広げ 、 
に 進出 し て いる 。 し か し 秘密 結 


射 器 一 体型 の ワイ ヤ 
兵器 巨大 妃 侯 を 使 する タイ プ 、 格 闘 機 と し て の 性 
格 が 異な っ た 。 この 2 機種 の 特性 は 、 ネ オジ ャ パン と ネオ 
チャ イナ の 後継 MF に 引き 継が れ て いく 。 
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機体 構造 格闘 能力 重視 の 軽 武 装 MF 


ヤマ ト ガ ンダ ム は ガン ダム ファ イタ ー の 格闘 能力 
を 100% 発 押 で きる 機体 で あり 、 搭乗 者 の 技 を MF 
サイ ズ に 拡大 ・ 強 化し て 再現 可能 だ 。 НИЕ 
Bw. BAHL AM, BERRE Oota 
ウン ・ ク ロス の 流派 ・ 東 方 不敗 の 技 も 問題 な く 再 
現し 、 数 々 の ファ イト で 猛威 を 振る っ た . 

な お 移 熱 サン シャ イン フィ ン ガ ー は 、 ヤ マト ガン ダ 
ム 固 有 の 機能 を 用 いた 必殺 技 た ж 
体 例 属 展開 能力 を 用 いた 、 シ ャ イニ ング ガン ダム の 
シャ イニ ング フィ ン ガ ー に 近い 機能 と 思わ れる 


必殺 技 に 不可 欠 な 格闘 兵 装 


コウ ガ ガ ン ダム の 特徴 は 、 ガ ンダ ム フ ァ イタ ー で 
ある アラ ン ・ リ ー の 中 国 挙 法 を 記 実 に 再現 可能 な 
軽快 な 機体 と 、 多 様 な 格闘 兵 装 に ある 。 青龍 刀 タ 
イブ の 実体 剣 と 有線 式 火炎 放射 器 の ドラ ゴン ワイ 
ヤ ユ ニッ ト は それ ぞ れ 単独 で も 強力 だ が 、 ド ラゴン ワ 
ANAS yh CRO BAR 27. KKM 
や 町 撃 を 加え る 必殺 技 「 宝 華 教典 MAH) E 
жй MMM | など で 真 の 威力 を 発揮 する 。 
充実 し た 格闘 兵 装 と 古代 中 国 の 甲 軍 風 の 意匠 
は 、 後継 機 の ドラ ゴン ガン ダム な ど に 継承 され た . 
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胸部 エネ ルギー マル チ 
載 し た 模様 。 スー パー 
は 容認 され て いな い 、 
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画 コク ビッ ト ハ ッ チ 
| 
| ヤマ ト ガ ンダ ム の も 
の と ほぼ 同 構造 の 
三重 ハッ チ 。 この 
BROMO 
マッ ト だ っ た 
| 可能 性 も あぁ る 。 一 
al | 次 ハッ チ と 装甲 の 
側面 に は 内 抜き 穴 
が 見 える 


大 火力 & 重 装甲 の 優勝 候補 MT 


GF7-018NR モス ク ガ ンダ ム は 、 ネ オロ シア 代表 と し て 第 7 回 ガン ダ 
ム フ ァ イト に 参加 し た MF で ある 。 大 火力 と 重 装甲 で 知ら れ 、 МЕН 
重 火 器 に よる 攻撃 E 、 ス バイ ク 付 き ハ ン 


ター は 、 後 の 「 ブ ラッ ク ・ ジ ョ ー カ ー」 と され る 女 軍人 ト 
ス の エッ フェ ル ガ ン ダム な ど と 激闘 を 繰り 
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無骨 か つ 重 装甲 の ロ シ 
ルム が 特徴 。 武装 面 は 重 火器 中 
心 の コン セプト だ が 、 両 局 に チェ ー 
ンプ ビー ム 接 続 の スパ イク 付き ハ 
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ショ ル ダ ー ユ ニッ ト 
肩 部 の 大 型 ス ラス ター は 


BR 350mm レ ニル バズ ー カ [ゲイ ボルグ] 
115mm レ ー ル ライ フル [ ル ボ 3 @ エネ ルギー 必 束 炎 線 ライ フル 他 


機体 LG-GAT-X105 
を 反映 し た も 所 属 ライ ブラ リア 所 属 ライ ブラ リア ン 
BRB カイ ト - マデ ィ ガ ン 搭乗 者 フィ ー ニ ス - ソキウス 
ІН COMPARISON CHART m COLOR 
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LH-GAT-K103 HALE BUSTER GUNDAM 
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LH- ШАР) 1 08 == rra ТЕ 
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ты 
GAT-X103 パス ター ガン ダム 
を 再 設計 し て お り 、2 門 の 火砲 
は 取り 外し 


原型 機 
GAT-X102 デュ エ 


ニー アー マー 
取 し た ザフト に よっ て 


予備 電源 と 関節 


接地 ユニ ッ ト を 
に 装甲 が 配 され て いる 、 


デュ エル ガン ダム と バス ター ガン ダム の ライ ブ 『 ラ リア ン 仕 欄 іы 


様々 な 情報 の 収集 を 目的 と する 組織 ライ ブラ リア ン て お | ンジ 対応 機 を 目指 し て 強 
は 、 その 手段 と し て 武力 を 保有 する 。 彼ら は 集め Е 装備 を 変 соо 
タ で MS を 独自 改造 し 、 エース パイ ロッ ト を 複製 し た カー 極限 まで 武装 を 使い 捨て な 


ヒュ ー マ ン を 手駒 と し て さら な る 情報 収集 に 勤しん 中 近 距 離 で 高い 戦闘 を 発揮 で きる 
この 過程 で 開発 され た 機体 が 、 第 1 期 GAT-X シ ヘイ ル バ ス ター は 、 砲 撃 に 特 化し た 
ー ズ の GAT-X102 デュ エル ガン ダム を 基 に | ト を その まま に 、 射撃 の 精度 を 向上 させ 
GAT-X102 レー ゲン デュ エル と 、GAT-X103 パス ター ガ 
ンダ ム を 基 に し た LH-GAT-X103 ヘイ ル バ パス ター で ある 。 8 
レー ゲン デュ エル は 、 火 力 装 甲 " 戦 闘 対応 距離 を ユ ュ コ ロイ ド に よる ステ ルス 性 を 
強化 し た アサ ルト シュ ラウ ド 装 備 計 の デュ エル を 雛形 と し 狙撃 機 と し て 優秀 な 性 能 を 獲得 し て いる 。 
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複合 兵 装 ユ ニッ ト の アサ ルト シュ ラウ ド を 装備 し た デュ エ 
ル は 任意 で 装備 を バージ で きる が 、 そ の 際 、 武 装 も 失っ て し 
まう 。 その 点 レ ー ゲ ン は 、 ア サル トシ ュ ラ ウド の 装甲 強化 部 
分 を コク ピッ ト の ある 胸部 前 面 腰 部 足首 部 な ど に 絞っ 
て 探り 入れ 、 武 装 は 戦況 に 応じ て 各々 を 任意 で バー ジ 可 
能 と し た こと で デッド ウェ イト 化 を 最小 限 に 留め て いる 。 な 
お 、 型式 番号 「LR] は 「 ラ イブ ラリ アン ・ レ ー ゲ ン 」 を 示す 。 


アサ ルト シュ ラウ ド の 装備 
Tih + MERE ATES 
し た デュ エル (を) 

その 分 、 高い 技量 を 必要 


本 機 も 各 レ ンジ で 


#880517 (実体 弾 ノ ビー ム ) を 2 
本 、 礎 部 に は 格闘 用 の ビー ム サ ー ベ ル を 待 
э, また 、 対 ビー ムシ ー ル ド も 携行 する 


шн 
жалма, со 
が 、 マ スク 部 は カイ ト の 要 
сиот сг 
と 時 ば れる タイ ブ に 換装 さ 
れ て いる 。 これ は 形状 が 
異な る だ け で 、 性 能 は 元 
の マス ク と 変わ ら な い 。 


スト ライ カー パッ クシ ステ 
LERA ラン チャ ー ズ ト 
ライ カー を ペー ス と し た バ 
メー カス トラ イカ ー を 標準 
装備 と する 。 武装 ハン ド 
славян, вю 
の 持ち 替え が 可能 


О т5тт®ай/ УЛЛУДУ LFF WY] 
авт aT WELD, вивелнизовасния 

る 対空 火器 イル の 迎撃 の ほか 対 MS 戦闘 の 替 制 な ど に ! 
115mm レ ー ル ライ フル 「 ル ドラ 」 

アサ ルト シュ ラウ ド 搭載 の レー ル ガ : r] を 手持 ち 用 に 改良 し た 実 
体 弾 ライ フル 。 [LES J 別名 で 「 時 風雨 祥 | の 意味 を 持つ 、 

© 175mm ク ルネ ー ド ラッチ ー 和 穫 57mm 高 [ネル ギー ビー ムラ イフ ル 
デュ エル と 同じ は ライ フル で 、 対 ビー ム 装備 の 相手 に も 対応 で きる よう 
に 実体 光 の グレ ネー ドラ ンチ ャ ー を 搭載 。 ルド ラ と 共に 中 距離 で 使用 する 。 
© ビームサーベル 

デュ エル で は 育 中 の バッ ク バ ッ ク に 搭載 し て kw h- 
を 押し た こじ に より LF TR BBN os, 
Ө 350mm レ ー ル バズ ー カ 「 ゲ イボ ル グ ] 


デュ エル と 同時 に 開発 され た 専用 バズ ー カ 。 RSME TRS 
出す 。 [ゲイ ボルグ] は ケル ト 神 話 の 英 既 ケー・ フ ー リ ン の 構 の 名 移 


パス ター と の 大 き な 変 更 点 は 、 固 定 武装 で あっ た 2 門 の 
主 氏 装 を スト ライ カー バッ ク 型 アタ ッ チ メン ト 化し 、 必 要 に 
応じ て 取り 外せ る よう に し た こと で ある 。 本 体 は 精密 射撃 
が 行え る よう に 複合 セン サー が 頭 部 や 胸部 に 追加 され 、 
捉え た 敵 シ ル エッ ト を ライ ブラ リア ン の デー タバ ンク で 即座 
に 照合 する こと に より 、 的 確 な 攻撃 が 可能 と な っ た 。 な お 、 
型式 番号 LH は 「 ラ イブ ラリ アン ・ ヘ イル 」 を 示す 。 


へ イル は 、 ブ リッ ツガ ンダ ム 
(ж) が 初め て 導入 
ラー ジュ コロ イ 
ルス を 探 用 し た 。 Biar 
し て は 初め て の 採用 機 で 、 
見 され る こと な く 接 
し て デー タ を 収集 し 、 狙 
い を 定め て 必殺 の 一 四 を 


N 武装 レイ アウ ト 

両 忌部 に は 実体 弾 の バル カン 砲 と ミサ イル 

ела SRD © 

フル は 背中 に 装備 し 、 使 用 時 に 

手 で 携行 する 。 な お 、 バ パック パック の 中 央 部 
は 弾倉 と パワ ー パ ッ ク に な っ て いる 。 


身 か ら 
аи 


7—28, 内 部 の 情報 
処理 コン ピュ ー タ も 一 新 さ 
КЕГІ 222421 
精度 が 30% 向 上 し た 


m 背面 

ээл. жазда 
を スト ライ カー パッ ク で 再 
БУ О; 

的 な 要因 で 断念 し 
アラ イフ ラリ アン は 0 人 
ERRU. バスター スト 
ライ カー を 完成 きせ た 


© 120mm 儲 3 連装 対 艦 バ ルカ ン 砲 
ラン チャ ー ス トラ イカ ー に 採用 され て いた バル カン 砲 を 、6 連 
装 式 か ら 53 連装 式 に 変更 し た も の 。 両 肩 の 朋 ら み は 弾 丸 
誘爆 防止 の た め 重 装甲 が 施さ れ て いる 。 


© 220mm 径 6 連装 ミサ イル ボッ ド 


バス ター と イル ポッ ド 。 ERRER 
を 張る 役目 を 果たす 。 使用 する ミサ イル は | 
аген). 用 途 に よっ て 変更 可能 


© 94mm 高 エネ ルギー 収束 火 線 ラ イフ ル 


バス ター と 同じ 大 口径 ・ 大 火力 の ピー ム 火 問 。 ВНЕ 
装備 する 。 ガン ラン チャ ー の 前 部 に 連結 する ご 
SARNIA RSA TIEL THRE, 


©) 350mm ガ ン ラ ンチ ャ ー 


バス ター と 同じ レー ル ガ ン で 、 色 々 な 機能 を 持つ 弾丸 を 
ЖӘНЕ, 左手 側 に 装備 する 。 RABI ILO MBI 
連結 する こと で 、 атина CHE, 


юш 
放電 ガス 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


nell amble р 


ライ ク ガ ンダ ム 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ :GAT-X105+AQM/E-YM1 パー フェ クト スト 
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機動 戦士 ガン ダム SEED 


a 


バー フェ クト | 4 
. + у スラ イル タム (Фу 
- омма 


т) 
RR З20тт STRE 
15.78т 7 

м 


本 体 に は 
甲 を 採用 し 、 2 


ml COMPARISON CHART Wi COLOR 
zon === < 


у 2 I ż 150 


スト ライ カー バッ ク 


ル | 


スト ライ カー パッ ク の 続 合 を 試み た スト ライ ク の 実験 的 仕様 


第 1 期 GAT.X シ リー ズ と 共に 開発 さ 種 が 使わ れ た が 、 戦 乱 の 中 で 一 度 だ け 、 実 験 的 な 要素 
プシ ョ ン ユ ニッ ト と の 換装 機構 [スト ライ カー パ ッ クシ が 強い スト ライ カー パッ ク が 機体 に 装備 され 、 運 用 され 
テム 」 は 、 CE.71 の 戦乱 で 運用 され た GAT-X105 ス た 例 が ある 。 その 際 、 森 機 は 完全 な スト ライ クー 一 パー 
トラ イク ガン ダム の 実績 を 見 る 限り 、 非 常に 有効 

シス テム で あぁ . 


FILE PREVIEW 
SEED 


と ク で ある 。 換装 な し 
目まぐるしい 戦い 、 戦 》 応 で きる の が 特性 で あっ た が 、 機 体重 量 の 増加 
に 応じ て 換装 可能 な シス テム が : 機動 性 の 低下 や 効率 性 の 悪さ が 起 呈 。 結果 的 
ライ ク に は 基本 的 に | ラン s ウ が オー ブ 解 放 作戦 で 運用 し た の み で : 
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マル チ プ ブル アサ ルト スト ライ カー は 、 エ ー ル を ペー ス に 、 ソ ー 

ド と ラン チャ ー の 武装 を 追加 する 形 で 構成 され て いる 。 だ 
が 、3 種 の 特性 が 異な る 武装 を 円 滑 に 運用 する べく 、 統 合 す 
か な 調整 が 行わ れ た と され る 。 また 

エネ ルギー の 消費 が 通常 の スト ライ カー パッ ク に 比べ て 増加 
め 、 背 部 に は 4 基 の バッ テリ ー バ パッ ク を 搭載 。 スト ライ 
載 さ れ た 「 パ ワー エク ステ ンダ ー」 と 同じ よう な 


いな い 
利権 を 供与 する と いう 、 政治 的 な 側面 が あっ た と 言わ れる 
実戦 で ほぼ 使用 され な か っ た の も 、 現 場 の 意向 を 無視 し た こ 
うし た 経緯 が 大 きか っ た と され る 。 さら に 、 同 コン セプト の 全 
領域 型 パッ ク [WSP] の 台頭 が あり 、 制式 採用 も され な 


ビー ム ブ ー メ ラン 「 マ イダ ス メ ッ サー」 
ロケ ッ ト ア ンカ ー [パン ツァ ー ア イ ゼ ン 」 


ソー ドス トラ イカ ー を 欄 成 する 武装 閣 で 、 £M 
部 に 装備 され る 。 威力 は それ ほど で は な 
IRO юрса THK 


回 320mm 超 高 イ ン バ ル ス 砲 
「 ア グ ニ 」 ( 


ー ス トラ イカ ー の 武装 で ある 
AMOMB RA, LAIMA MSS 
か ら 砲 衝 が スラ イド し 、 膨 に 抱え る 形 で 
МУЗА 


ムウ に よる 地上 で の 運用 


アー クエ ンジ ェ ル に は スカ イグ ラス パー と 同じ 段階 で 搭載 
れ て いる マル チ プ ル ア サ ルト スト ライ カー パッ 


ブ 解 放 作 戦 で あっ た 。 オー ブ 解 放 作 戦 で は 、 地球 軍 が 量産 


N ムウ ・ ラ ・ フ ラガ 


NMA 乗 り と し て 、 メ ビ ウ ス 、 メ ピ ウ 


に 成功 し た スト ライ クダ ガー と 、 第 2 期 GAT-X シ リー ズ を 投入 
し て お り 、M1 ア スト レイ を 主力 と する オー ブ 軍 は 苦戦 が 予想 
され て いた 。 アー クエ ンジ ェ ル 部 隊 か ら も キラ の フリ ー ダ ム が 
参戦 予定 で あっ た が 、 より 強力 な 支援 体制 を 構築 する 中 で 、 
パー フェ クト スト ライ ク で の 出撃 を ムウ が 決断 し た 


画 オー ブ 解 放 作 戦 - 


M1 ア スト レイ ヤ フ リー ダム 、 さら ( 
マン の 乗る パス ター ガン ダム な ど と 共 義 し た 


tT RHE 


П 可動 式 ウ イン グ - ス ラス ター 
バッ テリ ー バ パッ ク 


С. エー ルス トラ 
| カー を 構成 する パー 
を 接続 。 さらに 中 内 に 
リー パック が 
HANTS, 


тст 
り 外 すこ と が 可能 。 デ ウェ イ 
ト 化 を 回 選 す る こと が で きた 。 


В 15.78m 対 艦 刀 ン 
「 シ ュ ベ ルト ゲベ ペー ル 」 = 


ソー ドス トラ イカ ー の 
ERK CHORD 


> W B OMSE 
一 度 に 仕留め る 硫 
壊 カ を 有 し た 。 


画 コン ボ 
ウェ ポン ボッ ド 
жтсаягасовнжя 
BC. 120mm8&/ UE | 
と 350mm ガ ン ラ ンチ ャ ー て 
構成 され て いる 。 THT RE 
мошне, 


STX 


SKS 
АЯ 
ы? М) 

че J 


MORE INFO! 
アー クエ ンジ ェ ル へ の 搭載 


地球 降下 後 の 早い 段階 で アー クエ ンジ ェ ル に 搭載 され た と 
され る マル チ プ ブル アサ ルト スト ライ カー で あっ た が 、 当 時 の バ 
に キラ は 運用 し な か っ た 。 それ は 機動 性 の 低下 な 
が 大 きい と 判断 し た た め だ と 言わ れ て いる 。 


FX-550 スカ イグ ラス パー 
マル チ プ ブル アサ ルト スト ライ カー と 同時 期 2 
SHEL AOR IR, ムウ や トー ル ・ ケ ー ニ ヒ が 搭乗 じ 


キラ ・ ヤ マト 
トラ イク の 初代 パイ ロッ ト 。 彼 は マル 
チ ブ ル ア サ ルト スト ライ カー の 装備 よ 
り も 戦況 で エー ルソー ドラ 
チャ ー を 切り 替え る 戦 南 を 選ん だ 


電通 ・ サ ン ライ ズ 
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SEED VS ASTRAY 


ガン ダム アス トレ イ | | 
ブル ー フ レー үс Алланы) コト 
0:2 | J BLUE FRAME SECOND REVISE — 


頭 部 


胸部 
ERORE T, 


タク ティ カル アー ムズ の 使用 を 前 提 と し た 新生 セカ ンド L 


汎用 性 に 優れ ん た MBF-P03R 
リバ イ は 、 ジ ャ ング ル 戦 用 に 開発 し て いた 兵 装 で あり 、 7. 


『 ム アス トレ イ Z 分 の MBF-P02 『 ム アス トレ イ レッ ド フレ ー ム 用 に 
ム は タク ティ カル 
アー ムズ を 前 提 と し て いな アス トレ イ と い 

通 機体 と タク ティ カル アー ムズ の 多様 性 を 使い こ な 


、 専用 武装 と し て ブル ー フ レー ム に 馴 


IBF-P03 third ガン ダム アス トレ イ ブル ー フ 
レー ム サー ド の 運用 デー タ を 、MBF-P03 second L 
ム ア ス トレ イ ブル ー フ レー ム セカ ンド L に 適用 し 、 


セカ ンド L か ら 


計 を 見 直し た 機体 で ある 。 
元 よ り セ カン ド は 、 ソキウス と の 戦闘 で 大 破 し た ブル ー 
ュー ル と モル ゲン レー テ 
社 の エリ カ ・ シ モン ズ が 緊急 に 改修 し た も の で タ 
クティ カル アー ムズ と その 制御 用 頭 部 は 、 当初 ロウ が 自 
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ンド リバ イ は タク ティ カル アー ムズ 
、 同 武装 に 高い 親和 性 
2 主 兵 装 で ある タク ティ カ 
ルアー ムズ は 、 セカ ン р 
機能 も 追加 され 、 こ れ ま で 以上 | 


全高 18.32m 


БҮЗ. Жаш 
タク ティ カル アー ムズ IL/75mm 対 


空自 動 バ ルカ ン 砲 塔 シス テム [イー ゲ 
ル シ ュ テル ン 」 x2 アー マー シュ ナイ 
ダーX6 № 


a COMPARISON CHART № COLOR 
@ 


RUE WHITE 


‘ORANGE GRAY 


背部 
背中 に は 本 機 最大 の 特 懲 で 


関連 ファ イル 


機動 戦士 ガン ダム SEED VS ASTRAY 


MECHANIC FILE 


= ныс 


スト レイ シリ ー ズ の プロ ト 機 は 、 様 々 な 
シャ ル を 備え て いた 。 特に 3 号機 で 
ある ブル ー フ レー ム は 、 特 殊 装備 の テス ト 機 と いう 特性 を 有 し 
て お り 、 新装 備 に 対応 で きる 柔軟 な 下地 を 備え て いた の で あ 
$: こう し た 要素 は 、 ミ ッ シ ョ ン に 応じ て 臨機 応変 に 機体 を 変 
E 22742 TSMR - ЖС СЯР СВ TU 
た 。 EEC FAHLL MR CH SHAME 771 
カル アー ムズ の 装 +). 技量 を 活か し た 芝 の 変幻 自在 な 
戦闘 スタ イル を 最大 限 に 発 押 で きる 機体 と な っ た の で ある 。 
セカ ンド リバ パイ は 、 こ れ ま で の 戦闘 デー タ を 反映 し て 機体 
の 見 直し が 図ら れ 、 再 設計 を 実行 。 機体 の 根幹 は その まま 
に 、 スラ スタ ー の 増設 や 足 部 アー マー シュ ナイ ダー の 配置 な 
ど 細 部 を 現状 に 合わ せ て 調整 ・ 強 化 さ れ た 。 TORR, ソー ド 
アー ム 装 着用 の マウ ント な ど 、 機 能 を 追加 し た タク ティ カル 
アー ムズ TI の 使用 を 前 提 と し た 改修 も 施さ れ て いる 。 
セカ ンド (AENEAS. 
4ER ARK RIE 
再現 で きる タク ティ カル アー 
ムズ を 備え た り バイ は 、 ブ 
ルー フレ ー ム と タク ティ カル 


タッ ティ カル アー ムズ (hl 
の 正当 進化 形 と 言え る タグ 
ティ カル アー ムズ は 、 基 本 
と な る 特性 に 変化 は な いも 
DD, ОБРА 
改良 され て いる 、 


75mm 対 空 
自動 バル カン 砲塔 シス テム 
「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン 」 


Ө アー マー シュ ナイ ダー 
БЫ ЛЕЛ 14-1 ЕУ AOL 
POMBE, それ まで の 運用 デー タ を 基 に 独自 設計 の も の へ と 改め られ た 。 
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区 の 手 に 渡っ た ブル ー フ レー ム は 、C:E.71 の 大 破 を きっ か け 
に 機体 自体 の 改良 ・ 強 化 が 施さ れ て セカ ンド (「 セ カン ド L」 は タク 
ティ カル アー ムズ 運用 時 、「 セ カン ド G」 は 通常 パー ツ 時 ) と し て 
新生 し た 。 その 後 、CE.73 の 「 ブ プレ イク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 事 件 ñ 
後に お ける アジ ア 地 区 の ミッ ショ ン で は 、 秦 林 戦 闘 に 特 化し た サー 
ド に 改修 され で いる 。 な お 、 同 様 の 特 化 コン セプト と し て 、 対 ダン 
テ 戦 の MBF-P03D ガン ダム アス トレ イ ブル ー フ レー ム D も 存在 
する 。 これ は ノー マル の ブルー フ レー ム に .、 遠 操 作 基 器 ドラ グー 
ン と し て 機能 する 実体 剣 と 、 エ ー ル スト ライ カー を 改良 し た パック 
パッ ク を 追加 パー ツ と し て 装備 する 形 の も の で ある 。 ЖОЙ. А 
用 性 の ある セカ ンド の 状態 を 基 に 改修 し 、 セカ ンド リバ イ と し た 。 


ブル ー フ レー ム 自体 に 大 


BUA, ейт 
改修 に よっ て 多様 な ミッ 


され た 機体 と 新型 タク ティ カル アー ムズ の 装備 


画 武装 レイ アウ ト 
頭 部 バル カン と バッ ク バ パッ ク の ビー ム サ ー ベ ル 、 加 えて 対 6 本 の アー マー シュ ナ 
イダ ー を 持つ 。 青 中 に は タク テイ カル アー ムズ を フラ イト フォ ー ム で 装備 


Ө タク ティ カル アー ムズ IL 
カル アー ムズ の 改良 版 。 フラ イト ソード ガト リン グフ ォ ー ム の : 
: 応 じ て 格 闘 戦 用 の ソー ド フ ォ ー ム 、 射撃 戦 用 の ガト リン グフ ォ - 


© ソー ド フ ォ ー ム 


態 に 変形 する 可変 装備 で ある 。 基本 的 な フラ イト フォ ー ム で 背中 に 装備 され て お 
を 使い 分 ける 。 加え て は ソー ドガ トリ ング を 形態 に 変化 可能 と な 


Ф ソー ドア ー ム 


TH で は 各 フ ォ ー ム に 加え 、 タ クティ カル アー ムズ 本 体 を 分 解す る こと で ソー ド 
アー ム リン ダ ア ー ム と し て 使用 で きる 。 077 に 比べ 
ЭКОНО 
が 容易 で あり リ 、 ビー ム 刃 の 展開 も 可能 。 カト リン グ ア ー ム は 手持 ち 式 と な り 」 
人 台 で ある ガト リン グフ ォ ー ム と 比べ 、 や は り 取り 回 し に 優れ る 


ブル ー フ レー ム の 変遷 


Шмвғғоз 
ガン ダム アス トレ イ 
プル ー フ レー ム 


№ MBFPO3 second L 
ガン タム アス トレ イ 
プルー フレーム セカ ンド L 


№ MBF-PO3 third 
ンダ ム ア ス トレ イ 
プル ー フ レー ム サー ド 


Wi 


Шмағ-ғозв 
ルダム 7 スト ルイ 
ブル ー フ レー ム セカ ンド リル バイ 


ша-%>>1< 161- 


GUNDAM EVOLVE (SD ガン ダム フォ ー ス 絵巻 ) 


MECHANIC FILE —ñrrr (M) al] ж? 
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unknown 


ws 
(2 | 


討ち 果たす 圧倒 的 な 力 を 得 た 武者 頑駄 無 


時 は 戦国 、 乱 世 の 時 代 。 突如 と し て 現れ た 間 の 軍 5 3 ‚ Maat 
団 と 戦う 「 頑 駄 無 軍 団 」 し て 彼ら を 東 ね Š 
る 「 大 将軍 」 の 存在 が あっ た 。 て その 称号 は 時 を 経 

る と 若い 世代 へ と 受け 継が れ 、 常 に 光 の 軍勢 の 頂点 に 

君臨 し た と いう 


関連 ファ イル 


られ た 存在 で あ 
き 、 金 色 に 輝く 「 光 の 錯 ] を 身 に まとう 
将軍 が 見 抜い た 大 いな る 力 が 発動 


GUND! Е 


MECHANIC FILE 


инт ОА 


RABMRICSASNINOMERD SLSR 


武芸 百 般 に 通じ る 武者 頑駄 無 は 様々 な 武器 を 所 持 し て 
いた が 、 そ の 中 で も 斬 邪 刀 「 武 久 丸 」 は 特別 な 存在 だ っ 
それ は 武久 丸 が 、 同じく 彼 に 与え られ て いた 巻物 「 光 の 錯 
心得 」 の 封印 を 解く 鍵 で あ - 
Sia RA Ae [READ] CARD, その こと を 知っ て い 
た た め と 思わ れる 。 た だ し 、 光 の 鎧 は それ ら の 神器 に 加え 、 
武者 頑駄 無 の 不屈 の 闘志 を も っ て 初め て 発動 し 得る も の 
だ っ た 。 HATES て 最強 の 装備 で ある 光 の 鎧 は 
役 自身 の 心 気 に よ っ て 生み 出さ れ た ど る だ ろう 。 

ШЕ まめ の の に よっ て 巨 
Хаки 
бй, #1 


жойьои ШАО 
RGU RAA MOR ЕЕ 


„Бел 装着 状態 Ш ВЛ [KAA 
4 


німіз! 
унвон 
#9 MOREE. 
造 」 を 加え た 7 立 字 と する 説 も ある 


жоет ARAM VAR TRIERA) を 放っ た 際 の 
形態 。 特 入 的 な 構造 と な ще STEN. RAC 
RENT ARRON ED MDI TUS, 


画 光 の 鎧 装着 シー クエ ンス 


БӨЛЕДІ 
2 ОР, 


光 の 鎧 を ま と . 


使っ て 飛び 立ち 、 澤 身 の 力 を 込め た 新 邪 刀 「 武 久 丸 」 の 一 
撃 を 英 目 掛け て 打ち 込む 必殺 技 が 飛翔 風 外 斬 ] で ある 

通常 の 鎧 を まとっ 3 
тих 342085 ABE CLARE 
も 鎧 迫り 合い に 持ち 込む の が 精 一 杯 で 
武者 た ちの 声援 を 受け る こと に . 
нап. Ява с 
し い 鎧 迫り 合い の 末 、 そ の 一 撃 は 妖刀 「 黒 刃 」 を 叩き 折 
り 、 さら に 形 道 武者 を も 一 力 両 断 に し た の だ っ た 
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者 頑駄 無 。 その 最 中 に 出会っ た 子 武 者 7 
け ) 、 精 之 進 (せい の し ん )、 次 武 千代 ( じ む ちよ ) で ある 。 + 
の 後 、3 人 の 子 武者 た 
団 業 を 過ごし て いた が 
ち に 火 を 放 た れ 、 彼ら も 戦い に 巻き 込ま れ て し まう の た 


吾 道 武者 さえ も 一 刀 の 下 に 斬り 伏せ た 最強 の 剣 技 
зна. HPOMEROHE физ RAM 
һм 4 
時 より も 格段 ( 
1 4 
っ て さら な る 鎧 の 力 が 
x Ше Za. _ 
LI LI 42 4 СЮЕ 2 ісек 
回 転 。 同時 に 、 EN TARR НОЕ ЕТ: 
MOBS THO FAB (77) の 一 団 と 戦っ た 武 
が 頑 助 (が ん す 
は 武者 頑駄 無 と 峠 茶屋 で ひと 時 の 
СЕМ РОЖА 
トン 


m 子供 た ち 
RAMEE [Hobe A! と 呼 
SMBROF RAS, 上 ゆら 精 
2. №. ХАК, Ш 
Саат. тиже 
RHMKRORAER 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ ー テ ィ タ ー ン ズ の 旗 の 下 に 一 


バイ ザッ ク TR-2 
ІШІНЕН 222 
CK TR-2 [BIG-WIG] 
ж 


ТІЛЕГІ)! 


キャ ノン 


COMPARISON CHART Wi COLOR | 


DARKBLUE LIGHTGRAY 


試作 型 高 出力 ロン グレ ンジ ・ 


ハイ ザッ ク 原 型 の TR シ リー スズ 2 号機 


ハイ ザッ ク [先行 量産 型 ] Š は 困難 で あり 、 通 常 は 随伴 の MS を 必要 と 関連 ファ イル 
ジ ・ ビ ピー ム ・ キ ャ ノン 中 心 の 
に 長け な 
ル ・ マ ツバ パラ 中 尉 が 担当 。 本 機 の 実戦 試験 と し て は 
U.C.0085.07 の バス クオ ム 大 佐 隊 の 支援 
用 試験 の た め に 開発 され 
搭載 砲 の 威力 と 射程 は 、 戦艦 の 主砲 クラ れる 。 
50%, ВХ-78СРОЗ や RX-124 ガン ダム TR-6 用 
ガン ダム 試作 3 号機 と 異な り 近 接 格闘 能力 は 皆無 で あ ング レン ジ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン の 開発 に 活 
り 、 移 動 砲台 的 を 機 め 単 体 で の 運用 


機体 構造 


TR-2 を 構成 する 主要 ユニ ッ ト は 、 火 器 管制 と エネ ル 
を 担う ハイ ザッ ク 、 ロ ング レン ジ ・ ビ ー ム ・ 


砲 接続 用 フレ ー ム の 基部 を 設け る な どの 改修 が 施さ れ た 。 
試作 型 高 出力 ロン グレ ンジ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン の 基部 で あ 


п ピー ム 砲 収納 状態 


ロン グレ ンジ ・ ビ ピー ム ・ キ ャ ノン を 折り 午 ん だ 状態 。 この 状態 
可能 だ が 、 慣 性 モー メン ト を 小さ く で きる た め 移動 時 に 用 いる 。 
計 名 プー ベタ ー は 回 走 用 クロ ー と ラン ディ ング ・ ギ ア を 展開 し て いる 。 


大 火力 ・ 長 射程 の MS 用 ピー ム 砲 と 運用 シス テム 


る 背部 モジ ュー ル に は 、 エ ネル ギー 供給 用 に ハイ ザッ ク の 
胴体 が 組み 込ま れ て いる 。 つま り 、TR-2 に は 都合 2 機 の 


ハイ ザッ ク が 用 いら れ て お り 、 こ れ が パイ ザッ ク の 名 の 由来 "44 
と な っ て いる 。 それ で も エネ ルギー 消費 が 激しい ロン グレ ン 
ジ ・ ビ ピー ム ・ キ ャ ノン を 連射 する こと は で きず 、 射 撃 ご と に 
比較 的 長い 再 チャ ー ジ が 必要 で あっ た 。 
ロン グレ ンジ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン を 活か す た め 、 宇宙 艦艇 И 計 の MS 用 メイ ンジ ェ ネ 
級 の レー ダー を 備え る ほか 、 火器 管制 系 も 優秀 だ - レー ター を 搭載 
Ш 脚 部 ブー スタ ー 
Га 杖 態 で 多 部 に 装備 する プロ ペラ ント ・ タ ンク ご 推進 府 一 体型 ブー ブー スタ ー 下 部 は 着 能 用 の 
スタ ー。 TROER ESCI A GMM EN MAD ラン ディ ング ・ ギ ア 。 HEE 
ононе, TEL TAIL TSH MARES, FRENTE, 使用 時 の 
BRITS. カタ バル ト へ の 
í BRCECO RDN SM, 
2-А9-твсиигл- 2 
ング レン ジ ・ ビ ピー ム ・ - Зайсан лог) ОЕ 
男 試作 型 高 出 カロ ング レン ジ ・ ビ ピー ム ・ キ ャ ノン 外し た 状態 。 後部 末端 の 動 カ パイプ は 、 背 
MSIL THR OA HEME OA Ж ЕАО, 
хе, аясан に 繋が っ で いる 。 長大 みつ 大 質量 で ある た 
長 砲身 化 で 収束 率 を 高め 、 MALE Ç め 、TR-2 は 小回り が 利 か な い 機体 と な っ た 。 
SMELT. 
~ 


連邦 系 と ジオ ン 系 の ハイ ブリ ッ ド 機 


TR-2 の 原型 (中核 ユニ ッ ト ) と な っ た の は 、YRMS-106 
ハイ ザッ ク [ 先 行 量産 型 ] だ っ た 。 MERE TOIT 
用 が ほぼ 決定 し て いた RMS-106 ハイ ザッ ク の 先行 生産 
タイ プ で 、 テ ィ タ ー ン ズ で は 採用 検討 用 の 評価 試験 機 が 
T3 部 障 に 配備 され で いた 。 「 ザ ク 」 そ の も の の 外見 か ら テ ィ 
ター ンズ 隊員 に は 不評 だ っ た が 、 結 果 的 に 採用 され た 。 $B 
織 拡 大 に 伴い 、 MS の 確保 を 必要 と し た た めで ある 。 

ハイ ザッ ク [先行 量産 型 ] が TR-2 の 原型 機 と され た の 


は 、 機 体 の ユニ ッ ト 化 (部品 交換 等 の 簡便 化 や 生産 性 の 
向上 が 理由 ) が 進ん だ 結果 、 機 体 の 改造 が 容易 と な っ た 
た め だ っ た 。 また 、 機 体外 に 露出 し た 動力 パイ プ を 繋ぎ 替 
える こと で 、 動 力 ( エ ネル ギー) の 外部 出力 が 可能 だ っ た 点 
も 、TR-2 の 設計 コン セプト と 合致 し て いた 。 

T3 部 隊 は ハイ ザッ ク [先行 量産 型 ] 単体 の 試験 も 行っ 
て お り 、 RX-121 ガン ダム [ヘイ ズル ] が 損傷 し た 隊 、 ウェ 
ス ・ マ ー フ ィ ー 大 尉 が 搭乗 し た 。 


量産 仕様 機 で 初め て 全 天 
H 2 


Ш RMS-106C (YRMS-106C) 
ハイ ザッ ク ・ キ ャ ノン 


し た 機体 。 олина 
甲 ユ ニッ ト (フィ ー ル ド 発 生 矯 
ーー 体型 ) を 胸 如 に 搭載 し た 
増加 装甲 装備 型 


Ш ҮНМ5-106 _ 

ハイ ザッ ク [先行 量産 型 ] 
T3 部 隊 の ブラ ッ ク オ ター 小隊 に 配備 され た 機 p 
体 。 パッ ク バ バッ ク の サブ セン サー は 陸 ろ し て いち 
ビー ム ・ ラ イフ ル 本 体 は 量産 仕様 機 用 と ほぼ 同 
じ だ が 、 ッッ クア ナハ イム ・ タ イプ を 搭載 - 


ピー ム 兵 器 の 運用 制限 を 回 放し つつ 、 
火力 を 向上 ませ る た め の 仕様 。 実体 
BADE усл. BOOM 
を 拡大 する た め 弾 倉 の 形状 を 工夫 し 
た ほか 予備 午 准 を 搭載 可能 と し た 。 


oma t513 161-12 


MECHANIC FILE モビ ピル スーツ :CONCEPTX 6-1-2 (PROJECT-6 DIVISION-1 BLOCK-2) ター ツ X 
чечи қ з J nell жн 124 
Za 


ン ン 。* 


یی 
Waves,”‏ 


(1016) унпн уч ТУЗІН Aq ропохаҳоеа 7 px 6910999505490; DIS в 


X メ ベー を 


ЕНІПТІ 


= 


ШЇ ҮНД у 


IM COMPARISON GHART № COLOR 


же 


関連 ファ イル 


99 УЛ: 


様々 な 理由 か ら 何 千年 に 

を 繰り 返し て きた 。 [REE] と 呼ば れる その 記録 の 中 て 発掘 さ れる が 、 出 撃 の 機会 は な く 永 
で 人 類 の 一 部 は 外 宇宙 へ と 進出 し 、 地 : た 者 で 『、 北 アメ リア 大 陸 の 部 隊 ミ リ 
た ち は 2 つの 勢力 に 分 か れ た 。 地球 を 確保 し た 勢力 、 そ C.2345、 ギ ン ガ ナム 艦隊 の 当 
し て 彼ら に 追わ れ 月 へ と 辿り 着い る 。 月 に 移 ン ガ ナム は System-V99 を 倒す た め 
住 し た 勢力 は 「 ム ー ン レ ィ ス ] と な ら が 黒 歴史 本 機 を 初め て 起動 さ その 後 、 因 緑 の 
の 最終 局面 と な る 地球 側 と の 戦乱 に お いて 投入 し た と 3 
言わ れる の が 、CONCEPT-X 6-1-2 ター ン X で 

最終 戦争 に て System-V99 (WI 
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分 離合 体 が 行え る 、 左右 非対称 の 複雑 な 構造 


CONCEPT-X 6-1-2 は 、 外 宇宙 へ 旅立っ た 人 々 て 
開発 され た 後 、 地 球 圏 へ 漂 消 し た MS と 言わ れ て いる 。 その た 
ゅ 黒 歴史 の 技術 を 持つ ムー ン レ ィ ス で も 解明 で き な い 先進 
的 か つ 未 知 の テク ノロ ジー が 取り 入れ られ て お り 、 非 常に 証 
が 多い 機体 で ある 。 BRERA ACM EOE PLR EE 
リ 返 され て お り 、 その 証 と し て 腕 部 や 脚 部 が 左右 非対称 の 特 
異な 形状 と な っ て いる 。 また 、 分 離 可能 な 全身 の ユニ ッ ト が そ 
れ ぞ れ 独 立 し た 攻撃 兵器 と し て 機能 する 点 は 、System-V99 


に な い 本 機 な ら で は の 大 き な 特長 と 言え る だ ろう 


System- V391, CONCEP 
TX 8-1.2 の 技術 を 参考 に 


та, その た 
` Ramen Ts) 


連 性 を 有 し て い 


本 箕 の コン トロ ー ル ユニ ッ ト と し 
TRETMAN. го 
と 呼ば れる 


D-FENS, 


7 
|wum+umoa 
№. パイ ロッ ト の 思 : 


ユニ ッ ト は コン トロ ー ル され る 


機体 ユニ ッ ト を 一 音 に 分 的 させ 。 サ イコ ミュ シス テ 
の 戦 開 能 力 は 、 ディ アナ 親 閣 隊 の ハリ 


様々 な 射撃 兵 装 を 搭載 し た ブ プラットフォーム 


本 機 の 背部 に は 「 キ ャ ラパス 」 と 呼ば れる 兵 装 プ ラッ ト 
フォ ー ム が 設置 され て いる 。 ここ に は 攻撃 レン ジ や 運用 の 異 
な る 様々 な 射撃 兵 装 が 搭載 され て お り 、 そ の エネ ルギー 充填 
や 砲弾 の 補充 、 メ イン テ ナ ン ス を 行う 機能 も 有する と いう 説 も 


ピー ムラ イフ ル Е 


Фимнияок- 

(| ANB. 2044 
` соус Bras 
ystem-V99 の ビー ム 
АЛЕ, 


SEERA Sk Flo | Be 
E-ANBRE, 取 
り 回 し に 優れ で てい る が 、 
あま り 使 必 さ れる こと は 
な か っ た 


ハン ドガ ン 


ある 。 本 来 は 融 星 問 移動 用 の 機体 推進 シス テム と し て 機能 
し て いた と も 、 本 機 と は 別に 発掘 さて れ た ユニ ッ ト で ある と も 
われ て いる 。 キャ ラパス 搭載 の 射撃 兵 装 は 、 ブ ラディ シー 
の 際 に 他 ユ ニッ ト と 組み 合わ せ て 使用 され る 場合 も ある 


バズ | 3 


遠 距離 か ら の 攻撃 お よび 拠 
DCMS RMR. AER 
PSO CHE REDL: 


ミサ イル ラン チャ ー 
小型 の 実体 弾 兵 装 。 3 連装 の 
イル ラン チャ ー で 、 一 度 に 
3 発 を 同時 に 甘 射 する < 
可能 


武装 プラ ッ ト フ ォ ー ム と し て 
は 極め て 大 型 。 аан 
称 の 複雑 な 面 構成 を 
る の が 特徴 で あっ た 


オー ド が 駆る MRC-F20 コー ルド スモ ー 


| コクピット | 頭 部 に 備え た 操縦 機構 


ВРЕТ 


ЖЕНЫ НЫЕ». 
ВНЕ ан 
出す る こと が 可能 


Dames 


[シャ イニ ング ・ フ ィ ン ガ ー」 ORBEA 
レー ター。 ビー ム エ ネ ルキ ー を 射出 する こと が 可能 で ある 


ЕЕ 


射撃 兵 装 を 扱う た め に | 
され た 。 THEO REA 
し て 運用 する こと も 可能 


ボディ 同様 、 脚 部 の プラ ホフ ォ ー ム と し て 機能 。 底部 の パー 
эш. 商機 か ら デ ー タ を 審 う 際 の 接触 パーツ と な っ て いる 


итне 
異な る 


攻撃 は 「 ブ テ (CEDARE) と 呼ば れ た 。 + 
ら 大 思 打 ち で き な い ほど 強力 な も の 


CONCEPT-X 6-1-2 の コク ビット は 、 タ ー ン トッ プ の 中 に 
搭載 され て いる 。 元々 NT 専用 MS と し て 開発 され 
パイ ロッ ト に は 、 高い 精神 力 と 操縦 技術 が 求め られ た 
惑星 砲 カ イラ ス ・ ギ リ の コン トロ ー ル シス テム も 描 載 し て いた 。 

‘Sysiem-VOSE SHEL 


тоналуы 


т 
ға. 

コク ピッ トシ ー ト の 左右 に は 

3 本 の レバ ー が 設置 され て 

お り 、 基 本 的 な 機体 の 操作 

イザ ー 部 は モニ ター と 

RRM та 

matatz 162-4 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


AGE-2 ノー マル を ベー ス と し た 連邦 軍 の 可変 MS 


コロ ニー 間 戦 争 の 末 に 締結 され 
より 、MS 等 の 兵器 及 


戻し て いき 、A.G.160 年 代 の 連邦 製 MS の 性 能 は [$E 
の 杯 条約 」 締結 以前 の 水準 

4 た MS 開発 の 流れ の 中 に ` 
の 連邦 軍 製 MS と は 一 線 を 画 し た 機体 が RGE-G2100 
クラ ン シ ェ で ある 。 本 機 は 高速 化す る 対 MS 戦 に 対応 す 


べく 第 二 世 代 の ガン ダム AGE-2 ノー マル の 機体 


時 期 に 開発 され た RGE-G1500 7 

量産 体制 は 敷 か れ な 『、 多 く が 戦 

対 MS ВОВЕ 

カス タム 機 ・RGE-G2100C 7 

れ 、 戦 艦 ディ ー ヴ ァ に 配備 され た 同機 体 は ガン ダム AGE- 
3③、 ガ ンダ ム AGE-FX を サ - 、 ヴ ェ イ ガン の X ラ ウン 
ダー 専用 機 に ※* 


W COMPARISON CHART № COLO! 
Е шалы 


Fe 
FILE PREVIEW 


イル 


LAGE: 


ЕЙ тб 


ウロ ワウ 他 


FILE 01 SHEET 091 


可変 機 ゆ え の 独自 の 武装 と 機体 構造 


連邦 軍 初 と な る 可変 MS の クラ ン シ ェ は 、 変 形 機構 の 
簡 路 化 、 降 落 装置 の 変更 、 日 型 の セン サー を 採用 し た こ 
と に よる 頭 部 形状 の 一 新 と いっ た 仕様 変更 に より 、 外 見 
は ペー ス 機 で ある AGE-2 ノー マル と 大 きく 異な る 機体 と し 
て 完成 し た 。 武装 は ドッ ズラ イフ ル 、 ピ ー ム バル カン 2 門 、 
ー ル ド と いう 連邦 軍 主 力 MS と し て は 標 
、 専 用 の ドッ ズラ イフ ル は 2 枚 ブ レー ド の バ 


画 頭 部 
診 機構 の 簡 品 化 や H 型 セン サー の 採用 に 伴い 、AGE-2 ノー マル と は 
異な る 研い 情 幅 形状 と な っ た 頭 部 。 両側 面 に は ビー ム バ ルカ ン を 備え る 。 


レル を 持つ 高 火 カ タイ プ と な っ て いる 。 

な お 、 本 機 は 高 性 能 で ある が ゆえ に 他 の 主力 機 と の 共 
通 性 が 低く 、 ウェ アシ ステ ム も 非 採用 で あっ 、 汎用 
性 が 逐 し いと いう 問題 も あっ た 。 だ が 、 そ の 高い 機動 性 と 
火 カ か 5、 連 邦 軍 内 で の 位置 付け は 決し で 低く は な く 、 7 
ピス 隊 を は じ め 数 多く の 機体 が 戦線 へ と 投入 され た の で 
ある 。 


N 武装 レイ アウ ト 


Ез ドッ ズラ イフ 
ル を は じ め 充 分 を 火力 
を 有 し て いた が 、 可 変 
шоона. жн 
の も の を 使用 し な けれ 
いと いう 制約 


Ө ドッ ズラ イフ ル 
Ө ヒー ム バ ルカ ン 
Ө シー ルド ビームサーベル 


左腕 に 接続 し て 使用 する 小型 の シー ルド 。 理 面 に は ビー ム 
サー ベル の ラッ ク を 備え て いる 。 な お シー ルド は 、 RAM 
Вав НЯ (変形 前 の 背面 部 ) に マウ ント され る 


本 機 は 変形 機構 の 簡略 化 と オペ レー ショ ン の 自動 化 に 
より 、 戦 闘 中 の 速やか な 変形 を 可能 と し て いた 。 その 飛行 
形態 で の 機動 力 は 、 従 来 の ウェ イボ ー ド を 用 いて 飛行 する 
MSERRU E だ が 一 方 で 、 瞬 時 に 変形 する ふた つの 形 
態 を 乗り こ な 高い レベ ル の 練 度 が 求め られ た た め 、 
搭乗 を 敬遠 する 者 も 少な く は な か っ た 。 それ ゆえ に 、 前述 
の 武装 や 構造 の 問題 と 併せ て 運用 面 で の 汎用 性 に 径 し 
い 機 体 と 判断 され 、 同 時 期 の 主力 機 で ある アデ ル マ ー ク 
TT ほ どの 量産 体制 が 整備 され る こと は な か っ た 。 


MORE INFO! 
部 隊長 用 の カス タム 機 


部 隊長 や エー スパ イロ ッ ト が 使用 する こと を 前 提 に 、 ク ラ 
ン シ ェ に さら な る 改修 を 施し た 機体 が RGE-G2100C クラ ン 
シェ カス タム で ある 。 原型 機 は AGE-2 ノー マル の デー タ を 基 
に し て 開発 され た 機体 だ が 、 本 機 に は さら に AGE.2 ダブ ル 
パレ ッ ト の デー タ も 反映 され た 。 新た な 武装 と し て ツイ ンド ッ ズ 
キャ ノン が 追加 され た ほか 、 頭 部 セン サー の 増強 と ブレ ー ド ア 
ン テ ナ の 追加 、 背 部 バイ ンダ ー の 改良 、 脚 部 の 改良 な ど 機 
体 性 能 の 向上 を 目的 と し た 各部 構造 が 見 直さ れ 、 エー スパ イ 
ロッ ト に 相応 し い 高い 機動 性 と 火力 を 獲得 。 ヴェ イガ ン 戦 争 
末期 と な る A.G.160 年 代 の 埋 い に お いて 、 充 分 な 活躍 を 見 
せ た と 言わ れ で いる 。 


AGED ダブ ル バ レ ッ ト 
デー タ を 基 に 改 


な され る こと と な っ た 。 


Ш 飛行 形態 
飛行 形態 時 に は ドッ ズラ イブ ル が 
ルド が 整流 板 と な る 。 


PEAT ORME IBLE 
車輪 型 が 採用 され て いる 。 


WRGE-G2100C 
クラ ン シ ェ カス タム 

ご く < 少数 が 配備 され た 改修 
機 。 ディ ー ヴ ァ に 配備 され た 
ТЕТ тари 
アビ ス が 搭乗 し 、 ヴ ェ イガ ン 
の X ラ ウン ダー 専用 機 に も 引 
け を 取ら な い 活躍 を 見 せ た 。 


RENAL F— BH BMEES, KYAT 


イフ ル も や や 大 生化 きれ 、 飛行 時 の シル 
エッ は 一 般 機 と は 大 きく 異な る 。 


食通 ・ サ ン ラ イズ ・MBS 162-6 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ 一 ティ ター ンズ の 旗 の も と に 


(45) al] mM 


И SPEC em: - mW SPEC sment- 
RGM-798R ジム ・ ス ナイ パー чү" — = 
GM SNIPER Ш = = 


Узун 一 = = 
フラ スタ ー 推 カ ーー スラ スタ ー# カ ーー 
装甲 材質 一 装甲 材質 — 
ЖЖ БА comm ツル カン BR ロン ダレ ンジ ビーム ・ ラ イラ ルン 
ビー ム ・ ラ イフ ル X2 / ビ ー ム ・ サ ー ベ ルプ シー ルド 60mm バ ルカ ン X2。 シー ルド 
А [ヘイ ズル ] 用 の XBR.MB4a 所 属 ティ ター ンズ М ティ ター ンズ 
N BRE {INARI BRE UTI NGG VIG 搭乗 者 カー ル ・ マ ツ パ ラ 


思わ れる 、 狙撃 用 の ビー ム ・ ラ 
イフ ル 。 BABBLER IO 
大 型 化 が な され た 


ІШ COMPARISON CHART m COLOR 
же RGM-79CR GM TYPE-CR 


バッ ク バ ッ ク 
ジム 同様 、 サ ー ベ ル ・ ホ ル ダ ー の 友 


DK BLUE. UONT BLUE YELLOW 


maue итик РІК 


RM79DN es; 
У GMTYPE-CR | R 


カラ ー リ ング & マ ー キ ング 


р i RRC, 


部 は ノー マル の ジム 改 
tab, ВИ 


高 機動 型 と 同じ 。 SAID 
歴 部 の スリ ッ ト 型 スラ スタ ー 
を 大 型 化し て いる 


T3 部 隊 で テス ト さ れ た ジム 評価 


RGM-79R ジム TI の 仕様 に 合わ せ て 、RGM-79C 
ム 改 を 改造 し た MS7 が RGM-79CR ジム 改 高 機動 型 
制式 化 が 決定 さ 


関連 ファ イル 


れ た 。 T3 部 隊 初 期 の 標準 機 で 機体 ナン バー「2] 
аш. с: (EIUP ILE ау イ バ パー 皿 仕様 と 
され た 「3] は カー ル ・ マ ツバ ラ 中 尉 が 搭乗 し て いる ([4 | 
の 機体 も 存在 様 )。 オプ ショ ン や 武装 の デー タ 収 
集 も 行わ れ 、 テ ィ タ お ける ジム I の 制式 化 や 新 
・ ラ イフ ル を 装備 — 型 機 の 開発 に 貢献 し た . 


MECHANIC FILE 


SR ジム ・ ス ナイ パ 


ジム 改 と ジム H の 折 表 的 MS 


ジム 改 高 機動 型 は 、 ジム TI の 仕様 に 合わ せ て 各部 を 強 
化 改造 し て いる 。 左 胸 お よび バッ ク バ ッ ク の セブ - セ ン サ ー 


Ш ジム 改 高 機動 型 


ティ ター ンズ の ジム 評価 試験 機 の 基本 形 。 ジム 改 と 
ジム II と の 折 衣 的 構造 持つ の は 、 ジ ム 改 を ジム 相当 


服 麻 スリ ッ ト 型 スラ スタ ー の 追加 、 座 アー マー の Е — 
RELER D, (57/8) IORRNEBTE 
大 型 化 な ど が 「 ジ ム I 化 ] の た め の 具体 的 な 改造 点 で あ 0 ұнынан RECEM SRE еее 
ル で も 見 られ た 肩 部 イン テー ク の 追加 (ジェ ネ | 
高 出力 化 に 対応 し た も の )、 バ ッ ク バッ ク 搭載 の ジム 改 用 
ジェ ネ レー ター の 強化 を ども な され て いた 。 
一 連 の 改造 に 大 き な 問題 は な か っ た と 見 られ る 。 УАП 
の 多く は 従来 型 の ジム を 改修 し た 機体 で ある た め 、 ジム 改 ТРЕЕ 
か ら の 仕様 変更 も スム ー ズ に 進ん だ Eee Gace 
キッ ト が その まま 使わ れ た か は 不明 ) 。 Бели 
ジム 改 高 機動 型 は 単なる 強化 改造 に 留まら ちず 、 パ ッ ク ト も 残さ れ て いる 。 Ж 
パッ ク や 頭 部 オプ ショ ン な どの 換装 も 容易 と な っ て いた 。 ا‎ 
装備 換装 に よる 代表 的 パリ エー ショ ン が 、 頭 部 に 高 性 能 Want, А ジム TI カラ ー 
光学 照準 器 内 蔵 の バイ ザー を 搭載 し た ジム ・ ス ナイ パー 四 —_ ビー ニニ ーーー 一志 
“あり 、 ТЗІ で され た 。 3 2 
а Ш ジム ・ ス ナイ バー マジ ム ・ ス ナイ バー 
手持 ち 武装 と し て 、 ジム ・ FLATBED, THEE HEE RE ALOT 高 機動 仕様 
ザー な ど を 搭載 し た 狙撃 仕様 。 標準 の 手持 ち 武 装 は 、 
[ヘイ ズル ] 用 試作 ビー ム ・ ラ イフ ル を 長 砲身 化し た と 見 
Ж! られ る ロン グレ ンジ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル で ある 。 
を 装備 。 予備 の E パ ッ ク ・ 
ホル ダー も 搭載 し た 
ユニ ッ ト の 強化 版 を 
搭載 。 バイ ザー は 射 
撃 時 に 下ろ し 、 最大 
政吉 や 射撃 精度 な 
Ели ど が 向上 する 。 


派生 型 


ジム 改 高 模 動 型 の 運用 試験 に あたり 、 様 々 な 閑 備 パリ 
エー ショ ン が 検討 され た 。 特に 機体 の 性 格 を 大 きく 変え る 
パッ ク バ パッ ク は 、 標 準 型 以 外 に も 3 タイ プ が 考案 され て いる 。 

中 距離 支援 用 ユニ ッ ト は キャ ノン 砲 を 固定 装備 する 
パッ ク パ ッ ク で 、 RGC-80 ジム ・ キ ャ ノン の よう な 支援 機 と 
し て の 性 能 特性 を 与え る 。 搭載 火器 が 実体 弾 式 で 、 手 持 
ち 式 ビー ム 火 器 と の 併用 が 容易 と いう 利点 も ある 。 運用 
試験 は ジム ・ ス ナイ パー 皿 で 行わ れ た 。 

高 機動 パッ ク パ バック は 、YRMS-106 ハイ ザッ ク [先行 
量産 型 ] の バッ ク パ ッ ク を 強化 し た モデ ル で 、 姿勢 制御 補 
助 機能 を 持つ サブ ・ セ ン サ ー 兼 用 放 熟 板 は 取り 外さ れ た 。 
ジム 系 MS と の 相性 が 試験 され る は ず だ っ た が 開発 は 遅 
れ 、 実験 が 先 延ばし に な っ て いた と 言わ れる 。 

後 の RMS-119 アイ ザッ ク 用 バッ ク バッ クー 頭 部 と 
同系 列 の レ ド ー ム 搭載 型 早期 警 茂 用 オプ ショ ン も 考案 
され た 。 この オプ ショ ン を 装備 し た ジム 改 高 機動 型 は 、 
RGM-79EW EWAC ジ ム (早期 警戒 型 ジム ) と 呼ば れる 
(EWAC ジ ム に 関し て は 別項 で 解説 する ) 0 

これ ら の バッ ク バ パック は HMS-106 ハイ ザッ ク に も 搭 
載 可 能 で あり 、T3 部 隊 で は 中 距離 支援 用 ユニ ッ ト 搭載 の 
(Y) RMS-106C ハイ ザッ ク ・ キ ャ ノン を 運用 し た 。 


財部 用 オプ ショ ン と し て 、 


% Ў 
ввп шаат 
の と 同型 で ある 。 


RMS-106CS ハイ ザッ ク ・ 
カス タム に は 高 機動 バック 
гоа -S 
され 、 同 機 の ビー ム 
チャ ー も ジム ・ ス ナイ バー 
で 試験 され た と いう 。 


バッ ク バ ッ ク や 手持 ち 装備 に よる 仕様 変更 


(試作 ビー ム ・ 


高 機動 バッ ク バ ッ ク 、 閉 部 増加 スラ ス 
、 試作 ビー ム ・ ラ ンチ ャ ー、 
ガル バル ディ 用 シー ルド & ビ ー ム ・ ラ ン 


=. 


チャ ー 用 予備 バレ ル を 装備 。 


ジム 改 高 機動 型 

(中 距離 支援 用 ユニ ッ ト 装 備 ) 
хул Илон йл. =, 
ト 、 ハイ ザッ ク 用 ミサ イル ・ ボ ポッポ 、 ブル パッ 
プ ・ マ シン ガン 、 ガ ル バ ル ディ 用 シー ル 


ド を 装備 し た 試験 案 。 
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ТШ 
ааа = 


н:01 sneer 215A 


pp 
КУ 
07 動力 源 
化石 燃料 で 発電 、 その 電力 を 動 力 湊 と する 
ч! 2 た だ し 腰 な ど 一 部 は 化石 燃料 を 動力 涯 と し た 


エン ジン を 使用 。 後期 の 機体 に は 化学 反応 
型 燃 料 を 用 いた も の も ある 


と 下半身 を 杏 ぐ 横 回 転 式 の 関 
革 本 的 な 構造 は 後 災 機 で 
ある ティ エレ ン に 受け 継が れ て いる 


運用 
主 に 大 陽光 発電 紛争 の 時 代 に 


太陽 光 発 電 紛 争 に お いて 活躍 し た 重義 甲 MS 


軌道 エレ ベー ター 建設 や 保守 に 用 いら れ た ワー ク 装甲 と 化し 、 オン "AEU 製 MS の 倍 近 い 重 量 と 


道 エ レ ペ ベー ター を 保 
ч Я ファ ント ン は 対 テ ロ 
の ユニ オン と AEU は 航空 機 に SMS 
Ы て 、 人 類 革新 連盟 


А っ て MSJ-04 ファ 
開発 し て いる 。 MS の 優位 性 の ひと つ で ある 「 巨 大 化 に 
よる 重 装甲 ] を 突き 詰め た 結果 に よっ て ファ ント ン は 重 


MECHANIC FILE 


А8) aÜ] sr 215n 


Pigg ナイ エレ ン に 継承 され た 防御 力 重視 の | 


人 革 軍 に と っ て 初 の 地上 用 MS ファ ント ン は 重 装甲 を 旨 
と し 、 化 石 燃料 で 動く 。 機動 性 を 犠牲 に し て 防御 力 を 重視 
Lick は 後継 機 の ティ エレ ン も 同様 で あり 、 構造 を 
ARLO ALAR hN 胴体 に 備わる 滑 腔 
砲 を 主 兵 装 と し 、 格闘 用 に カー ボン スピ ア を 持つ 。 


| Ива 
て 余り ある 防御 カカ は 
ティ エレ ン (Ж) Ый 


BL. инен 
追加 され た シー ルド 
で 、 より 高い 防御 
を 獲得 し て いる 


ШЕЯ 


BRL asia 
い は 、 通信 機能 の 絢 
化 が 挙げ りら れる 。 W 
ала 42 
ダク ト は 、 化 石 燃料 タ 
イプ の 特徴 。 хин 
に は 予備 の マガ ジン 
を 装備 する 。 


A 


ПЕЖО Е] と いう コン セプト 
Е И А 
高い 位置 に 配 すこ と で 、 зевая 
OMAR LGM TUS, 数 
種類 の 環 理 を 選択 し て 使用 可能 。 


Ш カー ボン スピ ビア 


E カ ー ボ ン 製 の 格闘 兵 装 。 ティ エレ ン で は 取り 回 し の 良く カー ボン プレ イド 


BLA 


計 3 本 増設 され で い 
る の が 見 て 取れ る 。 


ненен, AERTS. 


| 


Д\ 8 
N = 

БЕЛЫЕ ІТ) 
と し て 配備 が 進 中 、 旧 前 と な っ た ファ ント ン せ 第 三国 へ 


の 輪 出 用 に 再 設計 され た 。 それ が MSER-04 アン フ で あり 、 
型式 番号 の ER は 「Export]& [Rental] を 示す 。 


画 パリ エー ショ ン 


MHAE 
仕様 

中 東 語 国 や アフ リカ 
で の 使用 を 前 提 。 砂 
ай 
た 保護 色 の カラ ー リ 
ング が 施さ れ て いる 。 
最も 生産 数 が 多く 、 
アン フ を 代表 する 模 
вета. 


аа 
仕様 


ロシア 及び ヨー ロッ 
BEREH TDI 


жей» оолу 
人 避け る た め 上 面 側 を 
BRL THS, 


化石 稀 料 を 発電 方 式 と する ファ ント ン と 、 そ の 輸出 仕様 で 
ある アン フ は 、 主 に 中 東 諸 国 を 中 心 に 輸出 され た 。 機体 名 
の 「 ア ン フ ] と は アラ ビア 語 で 「 鼻 を 意味 し 、 当 初 か ら 中 東 
向け と し て いた こと が わか る だ ろう 。 ARENA. 軌道 エ 
レベ ー タ ー 開 発 か ら 取 り 残さ れ て 貧困 に 喘ぐ 中 東 諸 国 に と っ 
て 、 低 価格 の アン フ は 条件 に 適う 機体 で あっ た 。 また 中 東 で 
の 成功 で コス ト ダウ ン が 図ら れ 、 世 界 中 で 需要 が 発生 。 多く 
の 商社 が 販売 に 乗り 出し 、 様々 な 派生 機 が 生ま れ た 。 


輸出 用 作業 
仕様 
катан, 7- 
クロ ー ダ ー と し て の 
使用 を 前 提 。 KE 
入 が 禁止 の 地域 で 
も 購入 で きる た め 、 
ЕСЕСІ 
し て 戦闘 に 転用 され 
る ケー ス が 多い 。 


АЕЦ 
tis 


強力 な MS が 存在 し 
な い アフ リカ 地域 で 
отаси, 
レー ダー の 効か な い 
Анне. 
ЕЯ, 
下半身 は 市 術 戦 用 
ACU Ва 
AT. 


ATER BLE 
仕様 

人 草加 で 運用 され て 
いる タイ プ 。 ファ ント 
ン と 混同 され る こと 
HSH ЖОЙ 
料 上 は 別 機体 し て 


% 
DRS. 


ユニ オン 電 
тәніне 


アラ スカ 地域 な ど に 
ГЛИЗЕ ТТЛ 


標的 、 各 種 テス ト 、 
Mae Cems 
тоё, 


中 東 が 主 な 輸出 先 の 
アン フ (を は アザ ディ ス 
タン 王国 の も の ) だ が 、 


用 する タイ プ も 開発 さ 
れ た 。 


工場 出荷 状態 


各地 の 商社 に 卸す 
FORB өтк 
TERRAE 
の み が 施 され て お 
り 、 無 塗装 と な っ て 
いる 。 商社 で は 買い 
手 の 希 望 に 合わ せ 
ABBOT ALT 
を 施し て 出荷 する 。 


運 孝平 和 肉 持 軍 
tt 


治安 維持 活動 の み 
を 前 提 。 対 MS 戦は 
СБ, it 
ASME A4 
ンカ メラ に クリ アカ 
バー、 ロ ケッ ト 弾 攻 
する 装甲 を 

上 面 と 足元 に 追加 
4 し て ぁ る 。 
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к f За ІШ COMPARISON CHART № COLOR 
a 


SIRER2—-2X2— 
о е 


関連 ファ イル 
MA-05 ビグ ロ 
MP-02A オッ ゴ 
амен! ЕТІ 
、「 機 動 前 


第 60: 
= g 2 FILE PREVIEW 
ある 。 ЖЕНЕ: に 5 の 開発 】 っ ず 7 Е 201 + 
ト と 各部 武装 を 駆使 し 


躍 を 期待 させ る 兵器 で : 


163-3 


戦闘 支援 シス テム を 防御 する た め に 備え られ た 兵 装 


Ad ユ ニッ ト と いう 友軍 機動 兵器 の 収納 ・ 補 給 ・ 修 理 ・ 武 。 画 武装 レイ アウ ト 
癌 換装 な ど を 行う 巨大 な ユニ ッ ト を 持つ ビグ ・ ラ ング は 、 その 

巨体 ゆえ に 、 戦 場 で 標的 と な っ て し まう 可能 性 が 非常 
か っ た 。 その た め 機 体 の 各部 に 自衛 用 の 対空 火器 一 一 ビグ 
ロ ・ ユ ニッ ト 部 の 高 火力 兵 装 「 大 型 メ ガ 粒 子 砲 ] を は じ め 、 А 
カー ト ・ シ ェ ル 部 の 「3 連 装 大 型 対 艦 ミ サイ ル 」 2 基 、 БИ 
ビー ム 攻 撃 に 対処 する た め の 「 ピ ー ム 提 乱 共 発 射 簡 」4 基 な 


る ビグ ロ ・ ユ ニッ ト 
ビグ ロ 本 体 の 持つ 各種 武装 は その まま 使用 可能 と な っ て お 
り 、 ビグ ・ ラ ング の 攻撃 力 の 大 部 分 を 担っ て いた 。 


he 
а > f 


fee 


で が 配置 され て いた 。 だ が その 巨体 に 比 し た 場合 、 武 装 数 は 
到底 充分 る も の で は な か 結果 と し て 本 機 を 「 機 ミサ イル ・ ラ ンチ 
ARATE | と し て 運用 する に あたっ て は 、 重 装甲 と 防御 


用 火器 に 頼っ た 「 防 御 を 前 提 と し た 機体 ] に な ら ざる を 得 な 
カ っ た の で ある 


多目的 大 型 まま マニ ビュ レー 


MOAHNF ANB 


WAR CMDR AIS s ` А 
ト は 防御 前 提 の 設 Фе N жюз E RRO HNTB 
V 加え 、 高 い 機動 性 を 活か し て 使用 す 


О swwxmauwmsu v 


シェ ル 先端 部 の ター レッ ト に 配置 され た 武装 
Jo C RA] fE, MS な どの 小型 の 樽 


~ 
高い スキ ル を 要求 する 複数 の 制御 系 が 詰め 込ま れ た コク ピット 
小 部 は 大 幅 な 改造 を 経 ず に ビグ ・ ラ ング へ と М コク ピッ ト 内 Ш コン トロ ー ル グリ ッ プ 
、 コク ビッ ト の 基体 も 大 きく は 変 pb5 ーーー ニー ニニ ーー ーー A9 コ ニット の ラレー シャ コン 
‚ Ad ユー を 操作 する た め の グ リッ プ や 計器 な 。 | ЧЬИ 
ど と が 追加 され て お り 、Ad ユ ニッ ト 内 で の 作業 の 多く は パイ ロッ | 5). RE CHP ( 
ト が 状況 を 判断 し つつ 操作 する 必要 が あっ た 。 その た め 運 交換 作業 を 行う こと が で きた 。 ( 
然 的 に 高い スキ ル が 必要 と な っ た の で あぁ る. 
єл. эст 
機体 の 補給 や 修理 作 
華 は 、 パ イロ ッ ト が モニ 
ター 越し に 、 コ ント ロー ル 
ДЕРІ 2 2 
ж 


СЕВ に は 使用 時 に 降り て くる 作業 用 モニ ター が 取り 付け られ て いる 
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ガン ダ LAGE- 1 7 № SPEC -AGE-1F GUNDAM AGE-1 FLAT- № SPEC -AGE1G GUNDAM AGE-1 GLANSA- 
- フラ ッ ト 全高 180m 全高 18.0m 
ja GUNDAM AGE-1 FLAT М ae бал! 
っ スラ スタ ー 推 カ 
頭 部 装甲 材質 
Бара RE フル プラ スト ロラ 
ミサ イル ラン チャ ー 
ビームサーベル 
所 属 . Ж 地球 連邦 軍 
e 搭乗 者 フリ ッ ト ・ ア ス ノ 搭乗 者 フリ ッ ト ・ ア ス ノ 
1 COMPARISON CHART m COLOR 
> AGEE GUNDAM ABE-I RAT 
O Ө 


wae о уон 


ware GRAY үшім 


x 


テム š 
ERD T 
の フォ ルム は 改 


り 活躍 し 続け た MS 


填 と いえ ど 、 何 十 年 も の 期間 が 経 G.141 年 、AGE シ ステ ム を AGE-2 ガン ダム 

、 線 級 の 戦闘 能力 を 維持 し 続け る こ > 植 し た 後 も 本 機 は 改修 され 、AGE-1F Я 
と は 困難 を 極め る 。 A.G.115 年 当時 、 ヴェ イガ ン 製 MS 
を 撃破 可能 な 初 の 地球 圏 製 MS で あっ た AGE-1 ガン 
ダム AGE-1 さ えも その 例外 で は な より 高 性 能 化 
され る ヴェ イガ ン 製 MS( 、 地 球 連邦 軍 も 
世代 機 を 開発 。 さら 
を 発展 ・ 継 承 さ せ て いく 
実戦 か ら 離 れる こと は 本 来 


関連 ファ イル 


[ТЕШЕ 


FLE 01 SHEET 02) 


MECHANIC FILE 


ダム AGE-1 フラ ッ ト の 構造 


AGE シ ステ ム 非 搭載 機 で ある も の の 外観 的 な 変 
が 少な く , 機体 構造 は AGE-1 と 同等 に 思わ れる AGI 
だ が 、 その 内 部 構成 は 別 の 機体 と 言っ て よい も ( 
いる 。 AGE-1 の 機体 構造 (AGE シ ステ ム を 除く ) を ペー ス と 
し て 開発 され た 地球 連邦 軍 主 力 MS RGE-G1100 アデ 
ル の 設計 が 、AGE-1F に も フィ ー ド バッ ク さ れ た ご と に より 、 
その 機体 性 能 は 飛躍 的 な 向上 を 果たし た と 推測 され る 。 さ 
ら に 武装 面 で も 新た な ユニ ッ ト 「 ゼ フル ドラ ンチ ャ ー」 が 開 
発 され 、 火 力も 大 幅 に 強化 され た 。 高 機動 性 と 大 火力 を 備 
える こと か ら 拠 点 攻 撃 に 適し た この ユニ ッ ト は 、 ノ ー ト ラム 攻 
防戦 に て 移動 要 窪 ダウ ネス の 攻略 に 大 きく 貢献 し た 


1F。 
て 


本 機 が A.G.141 年 に 
お ける ヴェ イガ ン の 


が パイ ロッ ト で あっ た 


A.G.160 年 代 、 当 然 な が ら xvtzgC ギラ ー ガ の よう な 
ヴェ イガ ン 製 最 新 MS と 比較 し 、AGE-1F の 戦闘 能力 は 大 
きく 劣っ た 。 その 旧式 機 を 実戦 で きる よう 強化 し た 
機体 が AGE-1G で ある 。 改修 に お いて は 最大 の 特長 で あ 
る ウェ アシ ステ ム を 排 し 、 全 身 に 増加 装甲 ユニ ッ ト を 装着 
「 フ ルアー マー 仕様 」 の AGE-1G と する こと で 強化 が 図ら 
れ た 。 TOR. 装甲 追加 に よる 機動 性 低下 問題 は 、 当時 


m 背面 


画 武器 装備 状態 


БӘ 機体 の 基本 性能 向上 と 増加 ユニ ッ ト の 開発 
m 式 器 装備 状態 N ゼ フ ル ドラ ンチ ャ ー 装 備 状態 


の と 思わ れる ド 
ル 、 ビ ー ム サー ベル 、 
ド を 装備 。 基本 的 な 兵 装 だ 
ЕРДЕ ЛЗ 
い 戦 果 を 挙げ て いる 、 


の 主力 量産 機 RGE-G1500 アデ ル マ ー ク I の 開発 ノウ 
ハウ を 反映 する こと で 解消 われ て いる , 

一 方 、 戦闘 能力 の 強化 に つい て は ドッ ズラ イフ ル 、 シー 
ルド 、 大 型 ビー ム サ ー ベ ル と し て も 機能 する 新兵 装 「 シ ー ル 
ドラ イフ ル 」 を 両 腕 に 装備 する こと で 対応 。 さ はら に は 、 よ り 
強力 な 兵 装 で ある 「 グ ラス トロ ラン チャ ー] を 装備 し た フル 
クラ ン サ 状態 と し て の 運用 も 可能 と し て いる , 


用 
互角 に 渡り 合い 、 
戦闘 能力 を 


主 兵 装 で ある シ 
両 肢 に 2 門 、 合 


さら に 通常 の ビー ム サ ー ベ ル も 装備 し て いる 、 


Ф シー ルド ライ フル 


装甲 装着 後 も 、 直 出 し た バック パッ ク の スラ スタ ー は す 
可能 。 ま た 部 や 下 脚 部 な ど に も 姿勢 制御 用 バー ニア を 備 


画 グラ スト ロラ ンチ ャ ー 装 備 (フル グラ ン サ ) 状態 


ヴェ イガ ン の 所 要 夫 「 ラ ・ グ жже вс A atut-ttas. 
Wet ORP СТТЕШ. VE, AGE-1 の 最終 形態 と 言う べき 婆 で ある 
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№ SPEC -MSN-041 NIGHTINGALE- 


№ SPEC -wz-222 PSYCHO DOGA- 


MSN-04I ナイ チン ゲー ル 全高 一 (頭頂 高 :27.8m) 全高 一 ar 
重量 
J NIGHTINGALE) th — 
RIAAN ーー 
72 / Е 装甲 材質 ガン ダム リウ ム 合金 | 装甲 材質 — > 
Ж, f Г BR 大 型 メ ガ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ルン ЕЖ ファ ン ネル x6/ 肩 部 有線 サ 
ファ ン ネ ル x10 Ë LENE —Liaxe 
5 ミト 所 属 ネオ ・ ジ オン 所 属 ネオ ・ ジ オン 
' fre НЖЖ シャ ア ・ ア スナ ブル 搭乗 者 - 
№ COMPARISON CHART m COLOR 


バッ ク バ ッ ク 
LRA 
本体 は 


Г 


И 


新生 ネオ 


MSN03 


柔軟 に 対抗 で きた うえ 、 各 種 機動 デバ イス に 
な 機動 性 と 長い 稼働 時 間 を 両立 し て いる 。 
ナイ チン ゲー ル 同 様 、 半 MS 的 な 形状 の 
タイ プ 専 用 試作 MA の Ni: 
サザ ビー と 同 


帥 シャ ア ・ ア ズ ナ ブル の 専用 機 と | 
イコ ・ フ レー ム 搭 載 MS が 、 MSN-04 
I ナイ チン ゲー ル で ある (通説 通り 「 シ ャ ア の 反乱 」 に 
お け の 乗 機 を MSN-04 サザ ビー と する 場合 、 
本 機 を サザ ビー の 強化 発展 型 に 位置 パ も ある ) 
シャ ア の 反乱 ] に お いて 、 ア ムロ ・ レ イ の RX-93-V2 
ンダ ム と 死闘 を 繰り 広げ た 
E 9 ル の 特徴 は 、 サイ コ ・ フレ ー ا‎ 
っ て MA 級 の 性 能 を 持つ MS と し て 完成 し た 
з= て いる 大 型 MS だ 


FILE PREVIEW 


MSHI, 5 


サイ コ ・ ド ー 


MSN-MI NIGHTINGALE 


WE 


RD GRAY 


NZ-222 PSYCHO DOGA 


ガ 


サイ コ ・ フ レー ム を 中 心 と し た サイ コミ ュ 
機能 、 大 火力 の 武装 群 、 全高 30m 近 い 巨 
体 に 相応 し い 大 出力 ジェ ネ レ ー タ ー、 パック 
パッ ク の 可動 式 バー ニア ・ パ イン ダー を は じ 
め と する 機動 デバ イス が も た ら す 高度 な 機 
動 性 と 長い 稼働 時 間 な ど が 、 ナ イチ ン ゲ ー 
ル の 性 能 を 担保 し て いる 。 特に 機動 デバ イ 
ス は 大 型 化 し て お り 、 本 機 の 非 人 間 的 フォ 
ルム の 要因 と な っ て いた 。 


ファ ン ネ ル 


ー ル の 超大 型 ファ ン ネ ル を リサ イズ し た も 
の MS 用 より 万 力 、 稼働 時 間 と も に 優れ 
の 可動 式 バ ー ニ ア ・ バ イン ダ 


sqa 


ガン ダリ ウム 合金 で 造ら 


種類 や 装備 位置 も 非常 に 人 
な お 、 シ ャ ア の 乗 機 一 


の も の で は な い 。 サザ ビー 説 の MSN-03 ヤ 
クト ・ ド ー カ に 相当 する 機体 が 、 サ イコ ・ ド ー 
方 と 呼ば れ て いた 。 


有線 サイ コミ ュ 誘導 式 ピ ー ム 砲 


ARDA: P 
ш. 


用 に 設計 され た モデ ル と 思わ れる 。 装備 位置 は a・ ア 
ジー ル と 同 


本 機 の 開発 開 始 時 、 サ イコ ・ フ 
ЕКШ 


ШЫ ЕРНАР 


ヤク ト ・ ド ー ガ の 前 身 機 


AMS-119 ギラ ・ ド ー ガ を ベー ス に 開発 され た 


ニュ ー タ イブ 専 作 MS が AMS-120X ギ 


K 


ガ (サイ コミ ュ > 試験 タイ プ ) で ある (型式 番号 は AMS- 
120X と も ) 保有 戦力 の 都合 上 、 短期 決戦 の 必要 


られ 
専用 機 を 欲し て 開発 し た と 言わ れる 。 
サイ コ ・ フ レー ム の 未完 成 も あっ 
Ф ・ ジ オン 
アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 に 


] ファ ン ネ ル 


ビー ム ・ ラ イフ ル 
砲身 下部 に グレ ネイ ド ・ 
装弾 数 5) 
を 備え る 新型 ライ フル 
これ を 原型 に サザ ビー 
用 が 開発 され た 


EM, 後発 の ヤク ト ・ ド 
月 と 同 モ デル と 時 われ る 


@ 機体 構造 
ギラ ー ド ー ガ を 改造 し サイ コミ 
ЕТ 


各部 の 形状 は 、 後 発 の ヤク ト ・ ド ー ガ 
に 極め て 近い も の だ 


た 


жа 


サン ライ ズ 
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MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : テ ン ペ スタ ー/ フ エゴ ノア ンス タン 専用 改造 ジン (из) нғ01 зет197А 


_ [BNF | 01 ] 改造 高速 機動 用 ジン š | № SPEC -ZRMF-1017 GINN TEMPESTER- № SPEC -zeme-1017 INN FUEGO- 
cm unknown T. E н 
J GINN TEMPESTER | | жа ee E RIT ET. 


НЙ — 
スラ スタ ー 推 カ -- 
パイ ロッ ト _ 装甲 材質 
サシ ャ と エリ RR ジャ ペリ ン ン ナイ フ 他 ЖЕ ハン ドガ ンプ シー ルド 他 
A 所 属 кін 所 属 海賊 
BRE エリ サ ・ ア ー ニ ャ 搭乗 者 オタ ー ク 


COMPARISON CHART m COLOR 
ji ZGMF-1017 GINN TEMPESTER 


RD ВАХ BUE 


TGMF-1017 GINN FUEGO 


原型 を 留め な い カ スタ ム が 施さ れ た 海賊 の 改造 ジン 


ファ イル 
ZGMF-1017 ジン は 、 ザ フト が 開発 し た 新型 機動 兵 。 だ し 、 数 多 あ る パリ エー ショ ン の 中 で も 、 ふ Sh ーーー ニー 


(MS) 最初 の 主力 量産 機 で ある 。 コー Fa укы いた 。 単なる カラ ー リ ング の 


Кор Т Г э 
と いう 組織 を 通じ て 民間 に まで 

結果 、 ジ ン は 様々 な バリ 

賊 な ど 荒く れ 者 


物 の エネ ルギー 切れ : を お 


構造 武装 ШАА 
画 テン ベス ター の 構造 


を 留め な い 改 造 と 特 化 仕様 


HE 


は MMLM8A3 


я ハン ドガ ン 


> シー ルド 


アン スタ ン 専 用 EB SPEC -zome-1017 wmsturs gl 
改造 ジン | unknown _ $: 


Il COMPARISON CHART № COLOR 


к оба ® ° 


ушт 


У 三 段 ロッ ド 


ジャ ・ キ ー ル 専用 ジン と 同 
RAREN 


格闘 重視 の カス タム ジン 


連邦 の 宇宙 要塞 アル テ ミ ス を 、 ク ルー 
ま 宙 海賊 アン スタ ン 。 彼 専 


パン クロ ッ カ ー 風 の カス タム が 


な され て し 外見 の で な く 武 装 も 追加 装 
備 し て お り 、 特 に 格闘 


ァ ン 
体 性 能 が べく も な く 、 呆気 な く 撃 破 さ れ た 


may 
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モビ ルス ー ツ : AGE-FX ガン ダム AGE-FX п:01 suet O58 


(USIM) VMIHS ヨ 1 INI Aq боз, WINS.LO NIY Aq uoneisnii 
X4-AOVT#ZLK 
| Х4-39/ INVONND 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


МЕН 


ガン ダム AGE-FX 


№ COMPARISON CHART № COLOR 


я; 7 Ф 


地球 と 火星 の 架け 橋 に な る こと を 願う キオ の パー トナ ー 


A.G.164、 ヴ ェ イ ガン の 最高 指導 者 フェ ザー ル ・ イ ダム 
ゼル カン ト が 駆る xvm-fzc ガン ダム レギ ルス と の 戦闘 
で 大 破 し た AGE-3 ガン ダム AGE-3 は 、AGE シ ステ ム で あり 、 キ オ の 高い X ラ ウン ダー 能力 に : 

に よっ て 新た な 姿 へ と 生ま れ 変わ っ た 。 それ が X ラ ウン — い 性 能 を 有する こと を 意味 し て いる 。 

す 応 機 AGE-FX ガン ダム AGE-FX で ある 。 

メラ ウン ダー と し て 著しい 成長 を 遂げ た キオ の 反応 # = 
速度 は 、 も は や AGE-3 で は 追従 不能 な レベ ル に 達し 2 うべ $ : М うた 
て いた 。 さら に AGE-3 は ガン ダム レギ ルス と の 戦い に た 性 能 を 「 敵 パイ ロッ ト を 殺さ ず に 戦 

よっ て フレ ー ム か ら の 交換 を 余儀 な くさ れ た 状態 で あっ 条 を 実践 する た め に 活か し て | 

た こと か ら 、「AGE シ ステ ム 」 は その 機体 を 


164-3 


高い メラ ウン ダー 能力 に 対応 する 機体 構造 と 武装 


キオ の 優れ た X ラ ウン ダー 能力 に 機体 の 反応 速度 を 対応 
させ る 一 一 その 解 の ひと つと し て AGE シ ステ ム が 導き 出し た 
答え が 「 機 動 性 の 向上 ] だ っ た 。 さ ら な る 高速 移動 を 可能 と す 
る た め 、 機体 は 極限 まで 軽量 化 され スラ スタ ー も 増設 され た 。 
武装 面 で は 、 携 行 兵器 の 他 に も 新た に X ラ ウン ダー 専用 
遠隔 操作 兵器 で ある 「C フ ァ ン ネル ] Я, СЕК В 
RIHEKE 「 ビ ッ ト ] を 有する ヴェ イガ ン の X ラ ウン ダー 専用 

MS と 互角 に 渡り 合う 戦闘 能力 を 獲得 し た 。 
歴代 ガン ダム の 特長 で ある ウェ アシ ステ ム は 非 採用 と な っ 
こ 活 か す 性 能 を 有 し た 


біля о 
TEREDO 
ジラ ー ド ・ ス プリ ガン の 
メラ ウン ダー 能力 が 野 走 


E 武器 装備 状態 


の ビー ム 兵 時 と C フ ァ ン ネ ル で 伴 用 する ご 
能 で ある 。 ダイ ダル バズ ー カ は 、 ヴェ イガ ン ギ ア ・ シ ド を 攻撃 する 


O スタ ング ル ラ イフ ル 装 備 時 


ко. фарзе 
истан 


@ ダイ ダル バズ ー カ 装備 時 


Ш スタ ング ル ラ イフ ル 
АВЕРХОХ НОВ Е Ба, ノー マル モー ド で も AGE3 の 
武装 ・ シ グマ シス ライ フル を 超え る 大 火力 を 計る 、 


= 
- } 


ж ЛЯ 
先端 の バレ ル を 展開 させ る こと に より 
高 出力 形態 「 チ ャ ー ジ モー ド 」 NER 
形 する 。 AGE-3 の プラ ステ ィ ア キャ ノ 
ン の 小型 改良 版 と も 言え る モー ド 


画 ダイ ダル バズ ー カ 
MENDEL, ЛЕНИВЫХ 
CEN, ВЕНЕ RRL CHEAGRN ER 2 
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e 
= 
El 


マウ ント する こと が で きる 。 


ヴェ イガ ン の 宇宙 要 寒 ラ ・ グ ラミ ス 攻 略 作 戦 に 合わ せ 、 
AGE-FX に 機体 の 機動 力 を 最大 限 に 高め る 形態 「FX パ ー ス 


トモ ー ド ] が 追加 され た 。 通常 時 と 比較 し て C フ ァ ン ネル を コン 
トロ ー ル する 精度 は わずか に 低下 する が 、 この 形態 を 使用 す 
れ ば AGE-FX 単 機 で 一 度 に 多数 の 本 を 撃破 可能 と な る 。 
FX パー スト モー ド 発 動 時 に は 、 全 身 の フ ァ ン ネル マウ ン 
ト 部 の 排出 口 か > ら ビ ー ム エネ ルギー が 噴出 。 ФЖИАОЕ-А 
サー ベル を 展開 させ る 。 非常 に 高い 戦闘 力 を 誇る が 、 そ れ ゆ 
キオ は 積極 的 に 使用 する こと を 拒ん で い 


иет, ЖЫВЕ ТЫВ аА, WE 
зламае LAA. FX パー スト モー ド を 発動 させ た 


ТЉЉ 
を 受け 継ぐ で ゼラ ・ ギ ン 
Е, COMBI T 
ガン ギア ー シ ド 。 その 
最 走 を 止め る べく 交 
埋 し た AGE-FX は 、 


ш コク ピッ ト 


ЖШ ЯФАСЕ-305ШЖІ,2 


UT ARETE 


Ш C フ ァ ン ネル 


小型 8 基 、 大 型 基 の C フ ァ ン ネル を 装備 通用 する 。「 ピ ビット が ビー ム 射 
асаасан, Сояи рО АСО, 


@ C フ ァ ン ネル (1) 


ご тау 
_ ФСТ»уЖМ(Х) 
< で や 


GC ファ ン ネ ル は 防 利用 失 装 と し て も 
使用 可能 。 プレ ー ド 部 で ピー ム 攻 撃 
ETES, дави 


た Ñ 


画 ビー ム サ ー ベ ル 
ТИВ А+, 
の ルド リン の 先端 か ち 

スク レイ パー を 、 両 朋 の | 

ベル で 食い 止め た こと も 


破壊 され た AGE-3 の も の に 代わ っ て 、 ВЕНА. AGE-IOMRER 


系 し つつ も 、 額 パ パーツ や マス ク 部 、 左右 ス リッ ト な どの 細か い 形 状 が 異な る 


лж 
Я, コア ファ イタ ー と | 
Ш, 


MORE INFO! 
最終 進化 に 影響 を 与え た 機体 


AGE シ ステ ム が AGE-FX へ の 改修 プラ ン を 導き 出す に あ 
た り 、 非常 に 大 き な 影 響 を 与え た の が 、 火星 較 に お ける ガン 
ダム レギ ルス と の 戦闘 デー タ と 考え られ て いる 。 特に AGE-3 
を 戦闘 不能 状態 に 史 ら せ た 「 ビ ピッ ト ] が 、AGEFX に C フ ァ 
ン ネ ル を 装備 させ る 要因 と な っ た こと は 確か で ある 』 


ES 


xum-fzc 
ガン ダム レギ ルス 
ШИН, LAGE ЗЕЯ. 
ГЕХА-08] の 部 技術 を 加え て 開発 
L エイ ガン 製 ガ ンダ ム 。 RRR 
ラウ ンダ ー 能 力 が 必要 と され る 。 


та. +>э4х+мв5 


164-4 


機動 戦士 ガン ダム UC 


(UE) mbl wall 


「 袖 付き ] の MS ④ 


+Z 


BR 頭 部 ビー ム ・ キ ャ ノン サブ プ ・ 
レー ター ハイ ド ・ ポ ンプ レイ 


ян — м 
左肩 の スパ イク 付き シー ルド は . 搭乗 者 「 袖 付き ] 兵 


АМХ-0115 ザク 改 に 
COMPARISON CHART № COLOR 


れ た ハイ | 
も の に 変更 され 20m 


GM RD 
© 
СЯ 

背部 

バッ ク バッ ク は 「 袖 付き ] 仕様 と し て 新型 を 装 


備 し て いる 。 2 
タイ プ と 


腰部 


腰部 に 装備 され て いた 


少数 機 が 運用 され た ネオ ・ ジ オン 製 の 高 性 能 機 関連 ファ イル 


U.C.0088 の 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 時 、 人 型 の 機 
動 兵 器 で ある MS は 目覚 まし い 発展 を 遂げ て いっ た 。 Я 
体 的 に は 、 可 変 機構 を 特徴 と する 第 三世 代 MS か ら 、 大 
火力 と サイ コミ ュ 機 構 を 特徴 四 世 代 MS へ と 移 
行 し て い が 、 そ の どちら に も カテ ゴ ラ イ ズ さ れ な い 機 
体 も 複数 誕生 し た 。 AMX-01 1 ザク 皿 も 、 MS が 発展 す 
る 過渡 期 に 開発 され た 機体 の ひと つ で ある 

重 装備 型 の AMX-011 は 、 サイ コミ ュ 機構 を 非 搭載 と 
する 以外 は 、 第 四 世 代 MS に 近い 特徴 を 有 し て いた 。 の 
ち に バイ オ ・ セ ン サ ー を 搭載 し た 強化 人 間 用 の AMX- 


軍 袖 付き 」 も 機体 を 保有 し 
部 や 手首 へ の エン グレ ー ヴ の 追加 の ほか 、 肩 部 や 訂 部 
の 改修 が 行わ れ て お り 、 ға z 
Z52088] を 巡る 争乱 で も . 
で 行わ れ た 最終 決戦 に 
* エ ル ・ ア ー ガ マ ら と 交戦 する こと に 


011$ ザク I 改 も 登場 する な ど 、 ザ ク 系 MS と し て の 高 
汎用 性 を バース と し つつ 、 第 四 世 代 MS に 繋が る 実験 的 
要素 が 付加 され た 機体 と 言え る 。 № 


FILE PREVIEW 
力 が 強化 され て いる 。 「 ラ 


(イン ダス トリ アル 7〉 周辺 
AMX-107 バウ な ど と 共 


HY FLU 


MECHANIC FILE 


武装 強化 を 念頭 に 置い た 改修 


AMX-011 は 、 高い 拡張 性 を 有する 機体 で 、 U.C.0096 
認 され た 機体 も 、 第 一 次 ネオ ・ ジ オン 戦争 時 の 機体 と 
は 仕様 に 変更 が 見 られ た 。 左肩 の 装甲 は 、 ハ イド ボン ブ 投 
内 蔵 さ れ た AMX-011S ザク 皿 改 の も の と な っ た ほ 
か 、 腰 部 装甲 の ビー ム 砲 は 、 隠し 腕 へ と 変更 され て いる 。 £ 
た 、 本 機 は 専用 の 携行 兵器 を 持た な か っ た が 、『 箱 ] を 巡る 
争乱 で は 、AMS-119 ギラ ・ ド ー ガ の ビー ム ・ 
装備 。 大 幅 な 改修 は な か っ た も の の 、 既存 の パ 


口 史 部 に ビー ム ・ キ ャ ノ 
ン を 備え る 。 BAL 


аксым 


サク 系 MS の 特徴 で ある 
BRADAVY— VE 


体 が 存在 し た 


В 隠し 胸 ノ ビー ム ・ サ ー ベ ル 


шап 
バッ クッ ク も 、 第 一 
жїл. PAA 
の も の か ら 換 装 さ れ て 
いる 。 サブ ノズル が 挫 
Ban, д x 
ОССЕ 
mentos, 


AMS-119 が 装備 し て 

ビー ム ・ マ シン ガ 
ン を 流用 し て いた 。 一 
ROM SSM 


MORE INFO! 


第 三世 代 MS の 進化 系 と も 言え る AMX-107 パウ も 、ULC. 
0096 の 争乱 に お いて 運用 が 確認 され て いる 。 Ене 
ペー ス と し て いる 本 仕様 は 、 カラ ー リ ング の 変更 が 施さ れ た ほぼ 
ネオ ・ ジ オン 戦争 時 に は 無人 で 制御 され て いた 
(パウ ・ ナ ッ タ ー) が 、 有 人 仕様 へ と 換装 され 
て いる 。 これ に より 、 有 人 機 で ある 上 半身 バー ツ (パウ ・ ア タッ 
カー) 側 か ら コン トロ ー ル する 必要 が な く な り 、 より 連携 能力 を 
強化 する こと が で きた 。 


( 量産 機 仕様 を ペー ス に 改修 が 加え ら 
\ れ た UC.0096 仕 様 の AMX-107。 ス 
\ し 、 ペ ッ ク は 全高 22.05m. 重 量 は 3821。 


ры ЖИ, 
造 を 探り 入れ た 実 


Wei cao 
た AMX-107。 上 半 
я 下半身 双方 に 
パイ ロッ を 乗せ る の 
は 政 計 当初 の アイ 


AMX-107R リバ ウ Ф バウ ー ア タッ カー Ф バウ ー ナ ッ タ ー 
上 半身 パー ツ が 変形 し た 下半身 パー ツ が 変形 し た 戦闘 機 形 ` 
AMX.107 に サイ コフレ ー ム を 搭載 し затв. шию аис TA 


は 、 装備 する ビー ム ・ マ シン 
ガン を 設置 する こと が 可能 と E 
な っ て いた 2 


な っ て いる 。 (negros / ) 


クス や ビー ム ・ ナ ギ ナ タ も 用 意 さ れ て いた 。 元々 は 『 袖 
付き ] が フル ・ フ ロン タル の た 

た が 、MSN-06S シナ 

乗 する こと は な か っ た 。 


大 型 の ピー トム ・ ラ イフ ル 
を 備え る の が 特徴 。 赤 の 


ЗОВУ 
いた 特殊 な 構造 


カラ ー リ ング は 、 フ ロン タ Dh) га を 人 る 争乱 で 

ル の 搭乗 を 規定 し て の も Ox | 義 備 され て お り 、 ш ) ®. BA は 、 ネェ ル ・ ア ー が 

の と 見 られ る 。 l | лора А 2 Е 
で が 見 られ た 。 


ойа-+:54х 164-6 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ - テ ィ タ ー ン ズ の 旗 の も と に - 
モビ ルス ー ツ :NRX-044 (А) 試作 アッ シマ ーTR-3 [キハ ー ル ] 宇宙 仕様 (AGS н SHEET 1) 


MECHANIC FILE 

i] 試作 アッ シン マーTR-3 
[キハ ー ル ] 宇 宙 仕 様 

А, Proc sau амини Й 


ト を 搭載 。 MS 形態 
ー ル ド と し て も 用 いる 


ト は 大 型 プロ 


HZR. 推進 ユニ 


犬 気 岡 内 用 可変 MA を 学 仙 用 に 改造 し た TR シリ ー ズ 3 番 機 
NRX-044 TR-3 [キハ ー ル ] は 、 を 半ば 強引 に 接収 し 、 宇 宙 用 に 改造 し た 
大 気 園内 用 可変 MA・NRX-044 7 る 試験 で は T3 部 隊 の ブラ 

EL AMD TSS. ВНЕ 


TH 計画 ] 


БЕТТ! 


円 盤 型 を 捨て た 「 未 完成 ] の フォ ルム 


可変 MA に 分 類 さ れる [キハ ー ル ] は 、MA 形 態 が 基本 
的 な 運用 形態 に 当たる 。 円 盤 型 の フォ ルム が 特徴 的 な 
アッ シマ ー 本 来 の MA 形態 と は 大 きく 印象 が 異な り 、 側 面 
出し た 非 装甲 部 位 、 い か に も 「 後 付け ] され た 長大 な 
推進 器 群 な ど が テス ト 機 と し て の 性 格 を 物語 っ て いる 。 

「 未 完成 ] の フォ ルム が 採用 され た 理由 と し て は 、 可 変 
式 機 その も の が 模索 段階 に あっ た こと 、 宇 宙 用 ゆえ 
力 を 考慮 する 必要 が な いこ と 、 可 変 シ ステ ム の 試験 が 目 
的 だ っ た こと な ど が あろ う 。 も っ と も 機動 性 と 稼働 時 間 は 
「 完 成 」 レベル に あり 、 ト ライ ・ ブ ー ス ター・ ユ ニッ ト 搭 載 の 
[ヘイ ズル 2 号機] ЫЖ, 


Pov RRO RA 
OMARI, HED 
LSM BCLS 
DB om W Н 
宇宙 用 か つ 可 変 機構 テス 
ト 機 の [キハ ー ル | に は 不 
要 だ っ た よう だ 


Ш [キハ ー ル ] MA 形態 
Dalene [3305 ко, f 

部 に 伸び た 長大 な 推進 ユニ ッ ト 
群 が 坦 発 的 推力 と 長い 稼働 時 
間 を 実現 。 羽 状 の アポ ジ ユ ニ ッ 


を 下方 向 に 向け た 中 間 形 態 

適し た 形態 で 、 U.C.0085.10. ЖЕ, 
аны Аа Шаан c 
ш. 次 陵 や ホバリング な ど に 利用 され て いる 。 


可変 機構 想 の 中 で 生ま れ た 諸 技術 


U.C.0085、 ア ッ シ マー は 史上 初 と され る 可変 MA と し て 
完成 する が 、 そ れ 以 前 か ら 様々 な 可変 機動 兵 問 構想 が 存 
在 し た 。 MS の 近接 格闘 能力 お よび 汎用 性 、MA の 機動 
力 を 併せ 持つ 可変 機 は 、 そ れ ぞ れ の 欠点 を 構っ た 完全 な 
機動 兵器 と し て 期待 され た の で ある 。 し か し 、 可 変 機構 と フ 
レー ム 強 度 の 両立 に は 技術 的 困難 が つき まとい 、 可 変 機 
構想 の 多く は 机上 論 の 域 を 出 な か っ た 。 

その 問題 を 解決 し た の が 、 グ リプ ス 戦 役 期 に 完成 し た 
ムー パブ ル ・ フ レー ム だ が 、 U.C.0085 時 に は 部 分 的 な モ 
デル し か 存在 し て お ら ず 他 の 解決 筑 が 

そこ で アッ シマ ー の 開発 陣 が 提示 し た 技術 が 、 デ ィ ス ク 


Ш MS 形態 


Ш MA 形態 


[キハ ー ル ] の ドラ ム フ レー ム 。 ディ スク 状 の 背骨 イン シャ フト ユニ ッ ト が 、 
ШЕГІ ЕРТЕ таа 
。 ガン ダム TR-6 [ウー ンド ウォ ー ト ] の ドラ ム フ 


レー ム は 、 [キハ ー ル ] 用 の 発 民 ・ 改 良 型 に 当 


状 の 背 帳 メイ ン シ ャ フト 
ドラ ム フ レー ム で ある 。 アッ シマ ー の ドラ ム ・ フ レー ム は 、 
ムー パブ ル ・ フ レー ム に 繋が る 過渡 期 的 技術 に 位置 付け 
られ る こと が 多い が 、20m 超 級 の 機体 の 変形 に 耐え る 強 
度 と 剛性 を 持つ うえ 、 マグ ネッ ト ・ コ ー テ ィング 併用 時 の 変 
形 所 要 時 間 も 極め て 短 か か っ た 。 

た だ し [キハ ー ル ] 時 の 可変 機構 は 手探り の 段階 で 、 理 
想 を 100%% 実 現す る に は 至ら な か っ た 。 [キハ ー ル ] の MS 
形態 が 不 完全 な 形状 機能 だ っ た 点 も 、 当 時 の 技術 的 限 
界 を 素 し て いる 。 それ で も [キハ ー ル ] が 示し た 方 向 性 は 、 
後 の 可変 機 開発 に 多大 な 影響 を 与え て いっ 


変 機構 と 高度 な 生産 性 を 実現 し た ガザ C な ど が 開発 され る も 決定 打 に は 
な ら ず 。 ЖА: 2U— ӨРЕН: YT IN BR) 
期 の も の と な っ た 


B 頭 部 A пи FEES 

BEHARREK \ Ыы 

U. куаш \ MERE, 7/22 
フレ ー ム 全体 から 見 れ ば 、 
WRAY 
sai ERC HEA =I 


大 を アン テ ナ を 甘み 、90 
度 横 を 向く 形 と な る 。 

メイ ン ・ カ メラ は 、 当 時 
езин син 
採用 され て いた モノ アイ 。 


ト に 該当 する 。 


пешага 
代わ 


グ ・ ギ ア を 搭載 する 。 この 


IIMMAD 社 素 MS を 加 た め 胴体 は フレ ー ム が 利き 

想 さ せる 凸 型 操作 レー ル LONE BAER 

が 特徴 で あっ た し て 高く ない 

шын ELA Ш 脚 部 推進 ユニ ッ ト 

трин) FAAR р 

外さ れ た 状態 で 、 肩 前 олива (x YAY 

қ ең イズ ル ] 用 ブー スト ポッ ド と б 
| У エネ レー ター を 内 悪し (р.ә 
Шы ARB, ONIN. 

の 機能 を 併せ 持つ 。 J ротора 

ЕД 


Е. МАМЕ СИНЕТ BE 
ИАА 
- ШЫН ЕЕ. MA 


が な い 点 を 除け ば 、 同 じ も 
の で ある 。 


画 ビーム ・ ラ イフ ル 


MA 形態 時 の 機 首 に 配置 され る レ ド ー ム 。 MA 形態 で は メイ ン ・ カ メラ 
が 使用 で き な い ! 
HEEN. RABIES, レ ド ー ム の 代わ り に [ヘイ ズル ] (VEP 
ン テ ナ は オミ ッ ト ) や ハイ ザッ ク の 頭 部 を 装備 する 案 も あっ 


[キハ ー ル ] 本 体 と E パ ッ ク の 2 ウェ イ 方 式 。 バック 


8 
4731443175. AMBDESIHARERMTS. 


ома 9542 


機動 戦士 ガン ダム OO0V 


таш 
基本 構造 は 中 本 し 


ジン クス 皿 へ と 繋が る 初代 ジン クス の 正 続 後継 機 


国連 大 使 アレ ハン ドロ ・ コ ー ナ ー は 、 ソレ スタ ルビ ー イ 
ング (CB) の 監視 者 と いう - あ りな が ら 、 amen 


2 ANE ER: 


列 機 の 開発 に 着手 。 GNX-607T 
継 機 と し て 完成 させ た の で ある , 


太陽 炉 搭 載 機 に 関す る ノウ ハウ が 浅い 中 で 、 ジ ンク 
ス II は 技術 面 に お いて 大 き な ブレ イク スル ー は な いも の 
Ime 


DEM COBRA A NEE 

本 機 は 地球 連邦 の 成立 まで 国連 軍 が 運用 し て お り 、 
連邦 発足 後 は 主力 の 座 を 後継 機 と な る GNX-609T ジ 
ンク ス 和 へ と パト ンタ ッ チ し て いる 。 


(м) н] sner ZODA 


お おり. リア ・ ア ー 
BRADY 


関連 ファ イ 


GNX.603T 


PREVIEW. 


0001-20 ONK-OOIT シン ク 


= 


MECHANIC FILE 


ジン クス II の 基本 的 な 構造 は 母体 で ある ジン クス と 大 き 
く 変 わる こと は な く 、 各 部 の マイ ナー チェ ンジ や ブラ ッシュ 
КЕ その 中 で も 、 肩 や 腰 の マウ ント な 

一 部 は ジン クス 皿 に 繋が る シス テム が 採用 され て いる 。 
= 本 揚 の コン セプト と し て パリ エー ショ ン 機 の 連携 運用 
が 掲げ 5 られ て お り 、 汎 用 性 の 高い 通常 機 の ほか に 特 化し 
た タイ プー 格闘 戦 用 の GNX-607T/AC ジン クス LT ソー 
ド と 砲撃 戦 用 の GNX-607T/BW ジン クス TL キ ャ ノン が 千 
り 出 され た 。 これ ら の 開発 に は チー ムー トリニティ の 乗 機 
で あっ た ガン ダム スロ ー ネ の 運用 デー タ が 参考 に され て お 
り 、 通 常 機 と 比べ て 頭 部 と 武装 が 異な る タイ プ と な る 。 た 
だ し 、 本 機 の パリ エー ショ ン 運 用 は 後継 機 の ジン タス 皿 に 
は 受け 継が れ て いな い 。 


更 で 様々 な 状 5 

は 店 す る 汎用 性 を ジ 
LIAN (A) で 確立 
し て いる 


Ш GNX-607T/BW ジン クス II キャ ノン 


GN キ ャ ノン は 両 肩 に 
яуланы: 
用 も 可能 。 M 
央 が 射撃 用 カ 
メラ 、 放 射線 状 に 配 さ 
れ た 4 つが 通常 の カメ 
ラ で ある 。 сы. ШШ 
量 は 70.2t. 


EF: 才 スロ ー ネ シ リー ス を 参考 に し た バリ エー ショ ン 


Ш GNX-607T/AC ジン クス II ソー ド 

大 型 の GN パス ター ソー ド を 装備 し た パリ エー ショ ン 。 ВЕНИ 
の 2 イプ を 人 用 する 。 NORE 

ЕТ Cae tas, 


AD Case File 
НАЛЕВО 


CB 壊 潤 後 の 西暦 2309 年 、 その サポ ー ト を 担う 組織 フェ レ 
シュ テ の ガン ダム マイ スタ ー、 フ ォ ン ・ ス パー ク は 独自 に 行動 
を 開始 する 。 国連 軍 に 反感 を 持つ 者 た ち を 集め て テロ を 計 
画 し た フォ ン は 、 ア フリ カタ ワー の 建設 時 に 使用 され た 現 ミ サ 
イル 基地 を 概 撃 し た 。 し か し 、 基 地 は テロ リス ト を 誘き 寄せ る 
た め の 扉 で あり 、 そ こ に は 新型 の ジン クス [が 待ち 受け て い 
た の で ある 。 GN フィ ー ル ド を 使用 し た 連携 は フォ ン を 苦戦 さ 
せ た が 、 ト ラン ザム に よっ て 撃破 され た 。 な お 、GN バ スタ ー 
ソー ド は フォ ン に 奪取 され 、 それ が イア ン へ と 渡る こと と な る , 


ジン タス TI は 、 チ ー ム ・ 
トリ ニテ ィ ( 左 ) の よう 

N ES 
жіне, MERMER 
ны сих 
を 与え る 連携 で フォ 
>ш. 


өсмлхда—/—КП 
a 


Bory 2-9 
FHPMBONEM LTE, тп) 
スト と し て 成長 し た 青年 。 一 見 し て 愉快 
犯 だ が 独自 の 価値 観 で 行動 し 、CB と は 


ジン クス の 
武装 と 変遷 


ンク ス II に お いて 
パリ エー ショ ン に よる 特 化 下 凌 を 採用 し ジン クス で 
は 格闘 "射撃 両用 の GN ラ ンス を 新規 武装 と し 、 パ リエ ー シ ョ 
ン 仕様 は 受け 継が な か っ た 。 ジン クス IV で は オプ ショ ン と し て 
様々 な 武装 を 選択 可能 と し 、 高い 汎用 性 を 獲得 し て いる 。 


GN ラ ンス の ラン スモ ー ド 
は GN フィ ー ル ド を 展開 し 
XR EU TIE. 
これ は GN バ スタ 

の 技術 を フィ 

た も の と 思わ れる 。 


ジン クス (A) で は 数 名 
атысты 


GN ラ ンス は アド ヴァ ンス ドジ ンク ス か ら 採 用 。 GN コ ン デン ご 内蔵 し 
йа BRET. ラン スモ ー ド と ライ フル モー ド を 科 り 替え て 使う 


クス M(+GN ロ ング ライ フル GN バ スタ ー ソ ー ド ) 


長 射 程 の ロン グラ イフ ル と 格闘 用 の GN バス ター ソー ド を 併用 し た タ 
AF, ジン クス V は パリ エー ショ ン の 必要 な く 特 化 誌 装 を 装備 で きる 、 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO2 重力 戦線 


(ш) н] SHEET 09% 


(аға 3SIHNNS 9 SHOM 92 


機動 戦士 ガン ダム MS IGLOO 重力 戦線 


MECHANIC FILE 


ЕТ ser Oda 


陸戦 強襲 型 
ガン タン ク 
BASSAULT GUNTANK ЛОС 


ФЕ 137т( ЕР 92m) 


装甲 材質 チタ ン 系 合金 
RR 220mm キ ャ ノン 砲 胸部 4 連装 ボッ 
コク ビット ププ ガン 。 腕 部 2 連装 ポッ プ ガ ン 
コク ピッ ト は 車体 上 部 に 配 30mm 機 関 砲 車載 用 大 型 火炎 放 
、 乗 降 口 も 上 面 に ІНЕ MLRS 重 地雷 56 連装 ロ 
備え られ て いる 。 一 般 的 な ケッ トラ 
MS と は 異な る コク ピッ ト 配 
置か ら は 、 複 雑 な 開発 経 
йот нол. 


アリ ー ヌ ・ ネ イズ ン ミロ ス ・ カ ルッ ピ 


ンド ロバ ・ ク ズ ワ ヨ 


COMPARISON CHART № COLOR 
20m 


戦力 不足 を 補う べく 生ま れ 変 わっ た 連邦 軍 MS の 始祖 


UC.0074、 ジ オン 公国 軍 は 史上 初 の Mi 
MS-05 ザク I を ロー ルアウ ト し 

兵器 が 誕生 し た と の 情報 地球 
進行 させ て い 


当時 、 連 邦 軍 は 61 式 戦車 に 代わ る 次 世代 の MBT 
(主戦 車 ) と し て 、RTX-44 の 開発 を 進め て いた 
し か し 、 あ くま で 「 戦 車 ] と し て 開発 が 進め られ て いた 
RTX-44 は 、 人 型 機動 兵器 MS の 登場 に より 、 コ ン セ 
プ ト の 変更 を 余儀 な くさ れ た の で ある 。 
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対 MS 戦 車 と し て 開発 が 継続 され た RTX-44 は 、 MS 
に 対抗 すべ く フ レキ シブ ル な 攻撃 が 可能 な 腕 部 を 持つ 
、 無 限 軌 道 を 有する 下半身 を 持つ 機体 と し て 

ー タ を 基 ほ | 「RX 


関連 ファ イル 


、RTX-44 の 開発 段階 で 

と も あり 、 対 MS 
断 。 その 後 、 一 年 戦争 に 突入 し た 際 に 戦力 不足 を 補う 
べく RTX-440 と 型式 番号 が 変更 され 、 陸 戦 強襲 型 ガ 
ンタ ンク と し て 完成 する こと と : 


МОЕ 


ЖЕНА ИЕ Е 2220mm / RAE 
装備 し て いる も の の 、 単なる 砲撃 型 の 機体 で は な いこ と を 示 
す 武 装 群 を 搭載 し 、 砲 撃 支援 型 MS と し て 完成 し た RX-75 と 
は 異な る 進化 を 遂げ た 。 フレ キシ ブル な 射撃 を 可能 と する 腕 
部 ボッ プ ガ ン は 左右 で 異な る 構成 と な り 、 左 腕 側 に 火炎 放 
射 器 を 追加 。 さ ら に 車輌 側面 に は ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー や MLRS 
( 多 連 装 ロ ケッ トシ ステ ム ) 、 重 地 軍 な ど を 装備 し 、 さまざま な 

ンジ に お ける MS と の 直接 戦闘 を 可能 と し た 。 ЖЖ. ЖШ 
は オデ ッ サ 作戦 に お いて 敵 MS を 圧倒 する 戦い を 披露 し た 。 
ー 方 で 、RTX-44 を ペー ス と し た 機体 構造 は 、MSI 
それ ゆえ に 、 対 
リ 一 か ら 外れ た 特殊 と 
た の で ある 。 


比べ る と 旧式 で 中 途 半端 な 代物 で あ 
MS 戦車 と し て の 戦い 方 自体 も 、 セ オ ! 
言え る も の に な ら ざ る を 得 な か 


RAM THE 
EPSOM 


ЕТІЛ ІІ 
の RX-75 と は 異な り 
ЗЕМ 


E 220mm4++/ 718 


220mm r HIE МОЕ, BEAN СА Юраш 
ん ど な い も の の 、 ЕО T'S. 


BRB Я У 


ЭВННХ-75ЕВИ РАЗА 
て いる 。 一 方 、 左腕 は 2 連装 に 火炎 放 
身 器 を 追加 し た も の に な っ て お り 、 車 
頓 や 基地 へ の 攻撃 な ど で 釣果 を 全 提 


/ ў 


Sy/ ө t22% 
y ボッ プ ガ ン 


本 体側 面 の ラッ チ に は 、 畔 同 の 状況 に 合わ せ て 、MLRS、 重 地雷 、 БӨЖ 
球 ロ ケッ トラ ンチ ャ ー な どの 追加 的 欄 を 搭載 する こと が 可能 と な っ て いる 。 


© MLAS / 重 地雷 © 56 連 装 ロ ケッ ト 
д>: БИ ラン チャ ー ӨС 


重 地雷 の 上 夏 に 配置 され た MLRS 
は 、 仰 角 の 取れ な い 220mm キ ャ ノ 
AAO ДЕГ ICE 


کاس ھا а‏ 


кайси SALIH THE, 
SMOMME MBSE TESO 
ケッ トラ ンチ ャ ー が その 威力 を 先天 


し た 


戦車 か ら 発展 し た 対 MS 戦闘 車輌 と し て の 特殊 性 


本 機 は 遠 距離 か ら の 砲撃 だ け で な く 、 英 MS に 接近 し て 戦 
闘 する こと も 想定 し た 機体 で ある 。 その た め 、 低 い 機動 性 を 
補う べく 車輌 と し て の 走行 性 能 を 向上 させ た ほか 、 本 機 の 最 
大 の 特徴 で ある [突撃 砲 形態 」 へ の 簡易 変形 機構 が 設け ら 
れ た 。 機体 前 面 に 設け られ た サブ クロ ー ラ ー を 展開 する こと 
T 走行 時 の 安定 性 が 向上 。 さら に 上 半身 を スラ イド する こ 
と で 低 姿勢 と な り 、RTX-44 や RX-75 に は 成 し 得 な い 
移動 が 可能 と な る 。 さら に 機体 の 姿勢 が 低く な る こと に より 
不 整 地 走破 性 が 向上 する だ け で な く 、 被弾 率 も 下がり 、 MS 
に 対抗 し 得る 戦闘 能力 を 獲得 する 結果 と な っ た 。 また 、 各 部 
に は 英 か ら 身 を 隠す た め の ス モー ク デ ィ ス チャ ー ジ ャ ー (発煙 
ЭНН) も 配置 され て お り 、 急造 機 な が ら も 、 あく まで 戦車 
的 な 戦術 を 軸 に 戦う 機体 と し て 改修 され た こと が 昧 える 。 


7 


7 висат оне 
し な が ら の 攻撃 で は 、 
機体 を 安定 走行 させ 
る 役目 も 担っ て いる 。 


Nm セン サー ユニ ッ ト 


RX-75 の よう な 頭 部 を 持た な い 代わ り に 、 機体 上 面 に セン サー ユニ ッ ト を 配 
Ш. 戦 還 用 の ユニ ッ ト を ペー ス に し た シン プル な 形状 と な っ て いる 。 


移動 用 機構 に 無限 


<. 5 
| な る 走行 性 能 を 獲得 し 
| て vs 


MS と 戦車 の 中 間 と な る 機能 と 構造 


攻 戦 強 舞 型 ガン タン ク は 、 対 MS 戦闘 車輌 と し て 誕生 し た 
と いう 経緯 が ある が 、 構造 と し て は より MS に 近い も の と ど : 
て いる 。 61 式 戦車 は 戦車 長 兼 砲手 と 操縦 手 の 2 人 に よっ 
て 連用 され 、RX-75 も 当初 は その 形式 を 踏 舞 し て いた 。 だ 
шага алалы лата EL ARE 


МЗ. 巨大 な モニ ター に 囲ま 
な お 、 機 湯江 を 防止 する た め の 自 爆 装置 備え られ て い 


車 的 な オペ レー ショ ン で 採 縮 す る こと が で きず 、 走 行 と 攻撃 
を 単独 で 行う 形式 を 採用 し て いる 。 その た め 、 コ クビ ピッ ト の レ 
イア ウト や シー ト 形 状 も MS に 近い も の と な っ た の で ある 。 


戦車 的 な 機体 構 等 に MS 的 な 
コク ビッ ト を 景 せ て いる た め 、 挫 
乗 は 天井 部 分 の ハッ チ か ら 行 
5. シー ト 横 に は MS 用 と 同じ 引 
き 出し 式 の スコ ー プ が 配置 され 
тоё. 


画 次 撃 奄 形態 

MS を 圧倒 する は どの 高い 機動 
が 得 ら れる 形態 ВЕСЕ 
TN WB B<. WWE 
を 低下 せる と いう メリ ッ ト も ちる 。 


MORE INFO! 


RTX-44 の 系 譜 


次 期 主力 戦車 と し て 開発 され て いた RTX-44 は 、 対 MS 
戦車 と し て の RTX-440 と 、 長 外交 支援 型 の RX-75 と いう 2 
つの 方 分 か れ し た 。 対 MS 戦車 と いう 方 向 性 は RTX- 
440 で 途絶 えた が 、 長 距離 支援 型 MS に つい て は RX-75 か 
ら コ ア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム を 排除 し て 長 距 離 支 援 に 特 化し 
た 量産 型 ガ ンタ ンク 、RX-75 を 局 地 防 衛 用 戦闘 車輌 と し て 
再 設計 され た RMV-1 ガン タン ク II と いう 後継 機 が 登場 。 そ 
の 後 も 細々 と その コン セプト は 超 承 され て いっ た 。 


「RX 計 画 ] を 経て 再 
設計 され た RX-75 は 、 
主 カ と な っ た MS の 長 
EMS REL TH 
ЯСЕН, НЕМ 


RMV-1 は MS の 機能 
を 削ぎ 落と し て 奏 撃 性 
能 に 特 化す る こと で 、 


当初 の 次 期 主 カ 戦車 
的 な コン セプト に 立ち 
帰る こと に 


ара 9542: 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


(1) nell er d28 


E SPEC 


| 
ゲ ゼ | 2 = = 


方 180 度 を カ / 


MS の 開発 お よび 生産 ! で あり な : 関連 ファ イル 
必要 と す ы アナ ハイ ム ・ 7 は 元々 、 ジャ ンク 屋 の 仕事 を 行 
カー) と し て 製造 され ы 
SR 業 用 の 小型 MS 
力 で 機体 を 造り 上 げ る 者 も い ۴ 体 で は 取り 扱い が 難し い 
ャ ンク 屋 (※ 戦 争 で 投棄 さ > 
収 ・ 販 売 する 業者 ) を 営ん で 


「、 戦闘 能力 
で 還 用 MS に は 遠く 及ば な か 


№ 
MECHANIC FILE る Е | н] srda 
限ら れ た 資材 の 中 で 生み 出さ れ た 独創 的 な 構造 


ゲ ゼ は 、 通 常 の 軍用 MS の よう に 高い 技術 力 を 使っ て 。 画 スタ ン ・ ス ティ ッ ク шю 
も の で は な い 。 だ が 、 限ら れ た 資材 で 組み 上 げ 接触 し た 敵 に 対し 、 電 虹 攻撃 を 行う 携帯 兵 装 。 MSZ-006 HEROTS 
た こと に よる 独創 的 な 構造 は 注目 すべ き 点 で ある 。 本 来 2 ガン ダム と の 初 対 戦 8 使用 し 、 パイ ロト の ファ ユイ リィ イ 3 本 指 の 簡易 
ТЕТЕ ҚОТАН Сыны 
БЕР 2 DT ЖУМОНГ Б), АЗЕ, ЛО 
の MS と し て は 優れ た 機能 を 有 し て いる 。 また 作業 用 機 な 
が ら 兵 装 を 持つ の は 、 本 機 が 軍用 MS に も 勝る と 盲信 する 
ゲ モ ン の 仙人 慢 な 性 格 が 表面 化し た 結果 と 言え る だ ろう 。 


機動 性 は 重用 MS に こ 及 ば な — :х® AY 
На Esa М с А 
を 有する 。 飛行 中 の アー ガ | Е いる 。 MESELE 

ュー いた め 、 通 常 の MS 
より も 歩行 遠 度 は 大 
жс, 


本 機 の 特異 性 を 表す 移動 式 コク ビット 


ゲ ゼ の コク ピット は 本 体 同様 、 ジ ャ ンク パー ツ を 組み 合わ 画 移動 式 コ ク ピ ッ ト 
せ て カス タマ イズ し た 独自 の 仕様 と な っ て いる 。 PUFA 腰部 の レー ル に 沿っ て コク ピッ ト 
役 以降 、 一 般 的 と な っ た リニア シー ト & 全 天 周囲 モニ ター は 、 #=шнонизененн 
さす が に 技術 的 に 搭載 が 不可 能 で 採用 され な か に ピ ホ ハ ッ チ は 通明 で 、 パイロット 
が 、 レ ー ル を 用 いて 移動 で きる 斬新 な 機構 の 移動 式 コ クビ ッ пятянаенжьта, 


ト が 搭載 され た こと で 、 優れ た 操縦 環境 を 手 に 入れ て いる 。 


360 度 旋回 を 可能 と する 上 半身 
に 設置 され た 移動 式 コ クビ ピット 。 
EERE 


な っ た り 、 #875286 ГЫ. 
は 、 目視 3 £ / MIND 
め て 都合 が 良 И クロ ー ス 時 


WIESE, Wii 
ARMS CRSA 


2 度 に 語る アー ガマ 隊 と の 戦闘 MORE INFO! tk 


ゲ モ ン は マシ ュ マ ー・ セ ロ に 協力 を 申し 入れ 、 MSZ-006 
を 破壊 すべ く 出撃 。 コ を 破壊 し な いよ うに パワ ー を 
セー プ し て 戦う MSZ-006 を 相手 に 普 戦 する も 敗退 し た 。 
結果 、 マ シュ マー か ら 見 放さ れ て し まっ た ゲ モ ン は 、 その 仕 
返し に ヤ ザ ン ・ ゲ ー ブ ル と 共闘 し て シャ ング リラ か ら 脱 出 を 
る アー ガマ に 2 機 の ゲ ゼ で 攻撃 を 仕掛 ける 。 だ が 、 両 機 
と も MSZ-006 の ビー ム ・ ラ イフ ル に 撃た れ 、 撃破 され た 。 


UC.0030 年 代 の 「 コ ロニ ー 開 発 時 代 」 と 呼ば 
れ た 時 期 、 ス ペー ス ・ コ 建設 の た め の 作 業 
用 ロボ ッ ト 「 ワ ー カ ー」 が 製造 、 運 用 され て いた 。 
大 型 ワー カー の ひと つ キャ トル | は 、 第 一 世代 コ 

の 建設 に 用 いら れ た 最初 期 の 機体 で ある 。 
キャ トル の 動力 に は ディ ー セ ゼル ・ エ ンジ ン と 燃料 電 
池 、 太 陽 電 池 が 併用 され て いた 。 キャ トル の よう な 
大 型 ワー カー は MS の 原型 と 言わ れ て いる 。 


胸部 
ゲ ゼ は 2 機 製造 され 。、 ワ イン レッ ド т. Жо: 
| を 基調 と し た カラ ー リ ング の 機体 に O ゲ モ ン ・ バ ジャ ッ ク 状 の 大 型 パワ ー 
тая, CORRENS ом 
ЕЗ: 

Жо 
トー チカ ガン を 1 基 ず つ 備え て い 


2807922 FEIS 
性 能 差 は な く 同じ 機体 で ある 


画 ヤ ザ ン 運 用 機 


ES HEEE 


ネオ ・ 
жиен 
@ ヤ ザン ・ ゲ ー ブ ル 


| < жш 
[Borotra 
н. MEETS 
パー 推進 と 背部 
ぱー の 順に 
よっ て 移動 を 行っ 
|е, жаьон 
働 停止 状態 か ら 青 
(тесер 
3 本 機 の 耐久 性 は 非 


常に 高い 


動 し 


りり ゲ セ の パイロ ッ ト と し て 戦 


Maraz 165-6 


РОТ 


СІЛЕСІ! 


E SPEC 
TRA 全高 28.0m (頭頂 高 26.0m) 
= ご ガン ダム а ЕС 
my | で 


BERK ガン ダリ ウム 合金 


頭 部 ミノ フス キー・ ク ラフ ト ER ал Е 
ы š ЕЕ ノン x2 ファ ン ネル 
=» знан ル . バ ルカ ン 砲 2 


| ME COMPARISON CHART № COLOR 
— r 


зо = = ч 
) 

Pig 
ы 


yarow MD 


関連 ファ イル 


・ バ リア ー を 標準 装備 
備 の フィ ッ 


ダム は 、 マ フ 
第 五 世代 MS と は サイ コミ ュ と ミノ フス キー・ ク ラフ ト を > ナビ ー ユ ・ エ リン (ハサウェイ ・ ノ ア ) の 乗 機 と な 
併せ 持つ 機体 で 、 総 じ て 30m 級 の 大 型 機 П り 、 連 邦 軍 の キン バレ ー 隊 相手 に 規 度 と な く 勝利 を 収め 


MECHANIC FILE 
"完全 " な 第 五 世代 MS 


ガン ダム が 画 期 的 だ っ た の は 、 前 身 機 ペー ネロ ペー で 的 洗練 と は 無縁 な 形状 の MS に 、 超 音速 飛行 能力 を 与え 
外装 式 だ っ た ミノ フス キー・ ク ラス ト と ビー ム ・ パ リア ー、 フ ァ To これ うら ふた つの 技術 に より 、 選 ガン ダム の 最大 速 


> サイ ル な ど を 機体 に 組み 込ん だ 点 に ある 。 つま り — 度 は マッ ハ 2 以 上 を 達成 し た うえ 、 航続 距離 も 極め て 長い w 
ガン ダム こそ が 、 単 体 で 機能 する "完全 "な 第 五 世代 MS ” も の と な っ た の だ っ た 。 = 
だ と 言え る の だ 。 も う ひ と つの 特徴 と し て は 30m 級 の 巨体 が ある 。 MS の フフ スキ ー 物 理学 を 応用 
特に ミノ フス キー・ ク ラフ ト の 装備 は 画 期 的 で 、 それ まで 大 型 化 は グリ プス 戦役 期 か 顕著 化し た 傾向 で 、 長 らく 高 
可 共 機 以外 で は 困難 だ っ た 単独 胡 衣 飛 行 を 実現 し た 。 性能 化 と 不可 分 だ っ た 。 だ が 15m 級 の 小型 MS: ГАЗЕТ 
これ に 加え で 、 空力 制御 技術 「 ビ ー ム ・ パ リア ー」 が 空 カ MS の 開発 に より 、 ミ ガン ダム は 最後 期 の 大 型 MS と な っ た 。 され て いた 
クラ フト を 装備 。 нем 
BSCS ROS 
SHEL TUS. 
画 ビー ム ・ バ リア ー 
БЫ Д. 
HETIL У 
L. AROF tS 
= 
аралоо OTL. RTI M7—7—E9OEENU. ROLEREEMS, 半 名 の ブレ ー ド 構造 物 は スタ ビ КТ» 
ライ ザー で ある 。 ШЕОЛ ЭЧ RMEMEH LOO. て いる と 言わ れる 
サイ コミ ュ 兵 器 を 含む 重 武装 MORE INFO! 
Жазны, EHS DEERE = 
で ある 。 ビー ム ・ ラ イフ ル 、 ピー ム ・ サ ー ペ ベル 、 頭 部 バル カ 反 連 邦 組織 マフ ティ ー 
タン ダー ド な 武装 だ け で な く 、 肩 部 š U.C.0100 年 代 、 SUERTE ОМЕН 
膝 の ミサ イル 、 サイ コミ ュ 式 о ее し て いた 反 連 孝 組 織 が マフ ティ ー で ある 。 ULC.0104 に 
無線 誘導 端末 ファ ン ネ ル ・ ミ サイ ル も 標準 装備 し た 。 この а емее, сця -ANSUT Сана 
内 ファ ン ネル ミサ イル は 、 FA-93HWS リガ ンダ ム (HWS MRRMEMS, LOL. FFL CHIRAL NE 
RAN) TERAH a ILA-KORMICRT RO, 組織 は 瓦解 し た 。 
る 武装 だ と 言わ れる 。 
画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
= 肘 ・ 膝 ラン チャ ー 用 ミ 
ーー サイ ル 。 пан AN, — 
сзах2. BIR 
жезло а Bv ORME 
38. 過去 の も の と 比べ て 2 倍 近い 初 と され る 。 HAIL, RX-105 三 ガン ダム x1 
сш EE ка ош 
== SFS ギ ャ ル セ ゾ ン ※10 (初期 8、 38407) | 
š Е ЕТ 2 ҮДЕП 
ик ГРЕЕТ 
ハサウェイ ノア (マフ ティ ー ナ ビー ユエ リン ) м; 
| エメ ラル ダ - ズー ビン (М ) 
м 


ガウ マン ・ ノ ビル (MS パイ! 
用 いる ミサ イル 。 4 ビラ ン テ ス ・ ス エッ ケン (SFS パ イロ ッ ト ) | 
е н レイ モン ド ・ ケ イン (SFS パ イロ ッ ト ) 
ミサ イル その も の を | ペンス WARD 


MMH aga 


左前 腕 に 装備 する 外装 式 装甲 板 
裏面 に は ミサ イル な どの サブ ウェ ポン 
НЕЕ, E-A уни 
Б аЛ АД ЕУ Rs, 


ВСВ, 
リア スカ ー ト に 計 
ー | 10 発 を 搭載 する 。 


| クワ ッ ク ・ サ ル ヴ ァ ー (出資 者 ) 他 、 多数 | 
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ee 
ШІНШІ, 2 
J HOSPITAL ZAKU WARRIOR [А 


| se 1024 


ВАХ ORANGE 


関連 ファ イル 


ホス ピタ ル ザ ク は 、C.E.73 の 「 ブ レイ ク ・ ザ ・ 
к] の 発生 | 
地上 の 人 々 を | 


ИНЫХ ホス ピタ ル 仕 様 の ウィ ザー ド と ザク ウォ ー リ ア 


機体 の 一 部 を タル 仕様 に 改修 し 、 ウィ ザー ド の 特 шын 
丈 コ ン テ ナ を 最大 限 に 活か せる 仕様 と し た 。 ZOLDER eT FEAL 
装 だ が 、 操 継 者 に よっ て は 充分 な 戦闘 力 を 発揮 する 。 南ア RB, ВОНА 
フリ カ 統 一 機構 に 落下 し た ユニ ウス セブ ン の 破片 は 核 発 。 Gee 
走 寸 前 と な る 。 НАННЕ ЛЫШ УУ が っ 


2 И И аа 
Bo その 際 ミ ハイ ル ・ コ ー ス ト の ホス ピタ ル ザ ク が 敵 の 武装 


を 利用 し て 排除 する と いう テク ニカ ル な 戦い を 見 せ た 


BHMREMRL TS. 


Ш バッ ク バ ッ ク Ф クレ ー ン アー ム 
通常 の ザク と 大 きく 異な る 部 分 で 、 特 殊 コン テ ナ を 運用 する た め の 装備 バッ ク バ ッ ク の 両側 ほ ク 
と な っ て いる 。 コン テ ナ を 固定 ・ 移 動 さ せる た め の ク レー ン アー ム を 搭載 レー ン ア ー ム と し て 機能 

クレ ー ン の 基部 は 回 転 可 


Ф 予備 バッ テリ ー 
通常 の ザク は ハン ド グ レネ ー ド を 装備 する サイ ドア ー マ ー だ が 、 本 機 は 所 
備 の パ バッテリー を 装備 。 その エネ ルギー ケー ブル は 本 体 へ と 結い て いる 。 


画 ホス ピタ ル ・ コ ン テ ナ 
ТЕЖ О-ва, 中 央 に ハッ チ が あり 、 接地 時 は 専用 の ツメ が 展開 する 
内 部 に は 医療 設備 が 豆 っ て お り 、 運 捧 数 や コン テ ナ の 内 容 は 任務 や 状況 に よっ て 変更 され る 


ホス ピタ ル ・ コ ン テ ナ を 設置 し て 前 易 の 病院 を 構 作 可能 。 その 際 の 電源 は 
ザク 本 体 か ら 供 輸 され る た め 、 発電 施設 が な い 場所 で も 十 全 に 機能 する 。 
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ШІ 


GUNNER ZAKU WARRIOR 
ガ ナ ー ザ クウ ォ ー リ ア (ルナ マリ ア ・ ホ ー ク 専用 機 ) 


Illustration by SATOSHI SHIGETA “Color by NAGISA ABE - Special Effect by HIROFUMI YAGI (Asahi Production) “ Background by ATELIER MUSA 


(DES) нь ШЕШІ 


ガ ナ ー ザ クウ ォ ー リ ア | 
В (ルナ マリ ア ・ ホ ー ク 専用 失 
| GUNNER ZAKU WARRIOR 


7 ЖЖ ガ ナ ー ウ ィ ザ ー ド (M1500 オル トロ 
ス 高 エネ ルギー 長 射 程 ビ ー ム 砲 ) 
ピー ムコ ー テ ィング シー ルド ノ MA-M8 
[5 


礎 部 に は ザク ウォ ー| 


FOR 


し ネー ド は 複数 種 あ る カラ ー リ ング 
ず フ ト は 優秀 
機 に 独自 の カ 


本 機 は ルナ マリ ア の 意向 


砲撃 機 と し て 機能 し た ニュ ー ミ レニ アム シリ ー ズ の 1 機 
C.E.73 の 戦乱 に 投入 され 
ミ ザク ウォ ー リ アン ザク ファ ント ム に は 、 ウ ィ ザ ー| 
機体 数 の 制限 な ど 、 MS の 開発 に は 大 き な 柳 が 生じ テム と 呼ば れる 武装 換 テム が 搭載 され て お り 、 
条約 を 遵守 する 形 で MS の 開発 は 継続 され 、 
高 性 能 試 作 シ リー ズ 「 セ カン ド Ë 4 
ズ ] の ほか 、 量 産 を 想定 し : シ = 号 ルナ マリ ア ・ ホ ー 
š 。 ザフト の 新 


の 戦乱 


レニ アム シリ ー ズ と し て 開発 され た 主力 汎用 機 で あり 、 
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長 射程 砲 の 運用 に 特 化し た ガ ナ ー ウ ィ ザ ー ド 


ガ ナ ー ウ ィ ザ ー ド は 、 大型 火 砲 と その エネ ルギー タン ク で 構 
成 され た 、 ウ ィ ザ ー ド シス テム で 用 意 さ れ た ユニ ッ ト の 中 で も 最 
も シン ブル な タイ プ で ある 。 装備 する 火砲 は 「M1500 オル ト 
ロス 高 エ キル ギー 長 射程 ビー ム 砲 ] と 呼ば れる 長 砲身 の 大 
зас その エネ ルギー は 射線 上 の MS を あっ さり と 撃破 する 
a HIC орд 使用 


まま に シン ・ ア スカ 搭乗 の ZG 
MF-X56S イン バル スガ ン 
ダム や 。 レイ ・ ザ ・ パ レル 理 


@ 発射 価 府 
長 射程 ビー ム 栓 の 発射 体勢 は 、 反動 に 備え た も の 。 巨大 な エネ ルギー を 到 
填 す る 必要 が ある た め 、 最 大 出力 時 の 発射 に は 多少 の 時 間 が 必要 と な る 。 


Ш M1500 オル トロ ス 高 エ ネル ギー 長 射程 ビーム 克 


BAL OWA TER 


@ エネ ルギー タン ク 
Watu mamo 
左 背部 に レイ アウ ト さ 
1 れ 、 パ ラン サー と も な 
て いる 円 筒 形 の エネ 


マウ ント され て いる 際 は この 状態 で ある 。 


FORALL OM BE BOM таа, 


背部 に 


а スマ ン 専用 機 や 、 72—08 
属 の オレ ンジ ショ ル ダ ー 機 
の 運用 が 確認 され て いる 。 


ザク ウォ ー リ ア が 有する 高い 基本 人 性能 


ルナ マリ ア 専 用 機 の 構造 は 、 カ ラー リン グ を 除い て 一 般 機 
анус), ガ ナ ー ウ ィ ザー ド を 取り 外し て 別 の ウィ ザー ド 
を 装備 する こと も 可能 で ある 。 また 、 標準 装備 の 運用 も 可能 
と な っ て お り 、 状況 に 応じ て ビー ム 突 撃 銃 ヤ ビー ム ト マ ホー ク 
を 用 いた 近 一 中 距離 載 闘 も 行っ : 


= 


тањ TERE 
ФЕ DERHE TAL 
イン ド 洋 の 戦い で は ウィ 


うし た 運用 か 
Тея 


SAE 


LP SP MIRO RATA. 
ガ ナ ー ウ ィ ザ ー ド 装備 に よる 砲 


再戦 を 得意 と し た 彼女 だ が ж 
接戦 関 や 水中 戦 で も 機体 の 性 
能 を 十分 に 先 深 で きた 


ザク ウォ ー リ ア の 標準 装備 で ある MMI-M633 E— LRM 
ビー ム ト マ ホー ク 。 これ だ け で も 最低 


RE INFO! 


ミネ ル バ に 所 属し て いた ルナ マリ ア 専 用 機 は 、 フ ァ ン トム ペイ ン 
に 所 属す る 「 ガ ー テ ィ ・ ル ー] の 追撃 か ら 戦 乱 に 参加 し た 。「 ブ 
レイ ク ・ ザ ワー ルド ] 事件 で は ユニ ウス セブ ン の 破砕 作業 を 行っ 
た ほか 、 地 球 に 降下 後 は 、 オ ー プ ・ 地 球 軍 の 合同 部 隊 と 激 し 
い 戦闘 を 緯 り 広げ て いる 。 だ が 、 オ ペレ ーション ・ ラ グ ナ ロ ク を 
機 に ルナ マリ ア が ZGMF-X56S イン パルス ガン ダム に 乗り 換え 
る と 、 そ の 役目 を 終え て いる 。 


地上 で は ミネ ル バ 本 体 を る 移 
MSL THREE, その | 


SREB) MMT STL, 
功 し て いる 。 


а 


DUS TORT, 4-7% 
の MS で ある MVF-M11C ムラ サ 
イル 攻撃 を 受け 、 大 破 。 
コク ピッ ト 周 辺 に も 被害 が 用 ん 7 
が 、 ル ナマ リア は 無事 で あっ た 。 


Ж ЧИЕ С, ЖЕШ 


画 コク ピット 


ニア ムシ リー ズ 共 通 の タイ プ を 探 用 。 татсын 


п. パイ ロット の 生存 率 も 高かっ た 


ルナ マリ ア 専 用 機 の 活躍 


КДИ. E Акко ВИ. 
る ルナ マリ ア 専用 機 。 MOMMIES, Мерле 
主機 ダガーL や ウィ ンダ ム を 超え る も の だ っ た 。 
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ТІЛЕ 


"= Р B SPEC -xvt-zo: GHIRARGA- № SPEC -rvm-zhe XAMORAG- 
МСШ ギラ ー ガ а CS EC ene 
GHIRARGA № 5381 ЖШ 1100: 


= Их — 


= ZIRA ーー 
He = Ret — 
(ШЕ BR ビー ム バ ルカ ン 兼 用 ビー ム サ ー BR ビー ムク ローX4 ザ ム ド ラー 
¬ ベル X2 < ギラ ー ガ スピ ア グ キ ャ ノン ザム ドラ ー グ テイ 
Р ビー ム パ スタ ー “ギラ ー ガ ビッ ル . 
所 属 ヴェ イガ ン 


搭 業 者 ザ ナ ル ド ・ ベ イハ ー ト 


BRE セハ ー ト ・ ガ レッ ト 


№ COMPARISON CHART Im COLOR 
AA 


RD Рак DARKGRAY слан 


PURE GRAY ШЕКА GREEN 


ザム ドラ ー グ | sss 


機体 構造 


ヴェ イガ ン の 高級 幹部 に 与え られ た 高 性 能 専用 機 


ヴェ イガ ン で は 司令 官 や 指揮 官 と いっ た 軍 の 高級 幹 
部 に 対し 、 専 用 MS が 与え られ る 場合 が 多い 。 主力 MS か 関連 ファ イル 
と 比 し て 高 性 能 で ある それ ら の 専用 MS は 、 戦 場 で その 
猛威 を 振る い 、 地 球 連邦 軍 を 震 載 せ し め る こと と な る , Hi == 
AG.140 年 1 な っ た その 傾向 は A.G.160 年 そ ч == 
代 に も 続い て お り 、xv- ラ xvm-zbc ザム ド 2 『 い 高級 幹部 が 専用 MS を 所 有する ケー ス АСЕ-02-248 で ハー ト ・ カ レト 
ラ ザ ナ ル ド ・ ベ イハ ー ト は 専用 MS と し て ザム ド у; 

ラー グ を 有 し て いた が 、 さら な る 武勲 を 上 げ る べく 頻繁 に g 

が 、 そ の 必要 性 が 最も わか りや すい z 前 線 へ と 出撃 し た 彼 が 、 己 が 駆る MS に 強 さ を 求め 
ダー 専用 機 」 ヴェ イガ ン : レル ン Ë と は 当然 の 帰結 と 言え る だ ろう 


ЕЕ 


MECHANIC FILE = 


構造 武装 
m ギラ ー ガ の 構造 


ギラ ー ガ は 指揮 官 用 MS の 実験 機 と し て 開発 され て い 
た も の を 、 ゼ ハー ト の X ラ ウン ダー 能力 に 対応 で きる よう 改 
修 し た 機体 で ある 。 その フォ ルム や 同様 の 運用 目的 か ら ゼ 
イド ラ の 後継 機 と も 言え る 本 機 だ が 、 機動 性 の 向上 と 起 
半面 の 強化 に より 、X ラ ウン ダー 専用 機 と し て 大 幅 な 進化 
を 遂げ て いる 。 特に ロー ルアウ ト 後 、 本 機 に 増設 され た 脳 
波 制御 装置 [XK ト ラン スミ ッ ター] と 遠隔 操作 兵 装 「 ギ ラー 
ガ ピ ッ ト 」 は 、 ゼ ハー ト の 強力 な X ラ ウン ダー 能力 を 兵 半面 
へ 大 きく 反映 させ る こと に 成功 し て いる 。 だ が 一 方 で 、 全 
力 を 発揮 し た ゼ ハ ー ト の X ラ ウン ダー 能力 を 受け 止め る だ 
け の 機体 性 能 を 本 機 に 与え る こと は で き な か っ た 。 この 事 
実は [EXA-DB」 の 一 部 デー タ に 額 る ヴェ イガ ン の MS 開 
発 が 限界 に 達し た こと を 意味 し て いた 


© xvt-zgc ギラ ー ガ モー ド X 


на. ПИЕ" 
ааст ане 


ゼー ト が wmfzc ガン ダム レギ ルス に 乗り 換え だ 


шө. 


7) を 装備 。 昔 孝 に 接続 きれ て いる 
ХА [キラー カテ イル] は MS 本 


июен, 
SS ABS ВА СВЕТОЧ АС. 


E ザム ドラ ー グ の 構造 
大 型 ジェ ネ レ ー タ ー を 搭載 し て いる ザム ドラ ー グ は 格闘 戦 


両 腕 と 両脚 の マニ ビュ レー ター 先端 に ビー ム ガ ン 、 ビ ピー ム 
サー ベル と し て 使用 可能 な ビー ムク ロー を 装備 し て いる 


@ ザム ドラ ー グ キャ ノン 


см6 MES 
ほど の 威力 を 計っ た 


My, 


ピー ムスク レイ パー 
TBO PST -AR 
成 され る 、 ドリ ル 状 ビー ム を 発射 する 
の ドリ ル 状 ビー ム を 機体 前 面 に 展開 | 
まま 敵 へ 突撃 する 戦法 も 可能 と する 。 


グル ドリ ン | aa 


инд HRT Шо ван AORA Ж 


て の 汎用 性 に 優れ る 反面 、 構 造 7 
に お ける 手間 や ト な どの 問題 を 常に 


Ж 


BATU. 


ヴェ 


機体 構造 
涯 滴 形 の ボディ の 前 方 に 
レイ バー 用 の 円 欠 型 パー ツ 、 
推進 器 、 側 面 に 一 対 の 腕 部 と いう 客 


BR ビー ムスク レイ パー 
エイ ガン 


搭乗 者 コ ド ム ・ タ イナ ム 


аба. イズ MBS 
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アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ 一 ティ ター ンズ の 旗 の 下 に 一 


(A88) И wer ЗА 


[4 а 
ン デ ィ ラ 71 
£T 


WIDKID 


イラ イア ン ] の 管制 用 コア MS 
は 、 ハイ ザッ ク の 後継 機 と し て 試作 され 
た [ロゼット 


жылыта, 
し て いる 


突入 用 の TR シ リー ズ 4 番 機 関連 ファ イル 
ズ の 4 番 機 に し て 、 特 殆 作戦 用 大 気 国 突 Б > 


ム と し て も 運用 
態 の 4 種 に 「 形 態 


応 し た も の で 
コア と な る MS に は 考慮 され て いな か 


106 ハイ ザッ ク の 後継 機 と し 
ゼット ] が 選ば れ た 。 KAMRA. 
宇宙 で の 機動 を 重 視 し た MA 形態 、 単 独 で の 地球 プ を 駆使 し た 


АЗ) н] oer 


機体 構造 大 気 圏 突入 モ 


[ダン ディ ライ アン ] の 開発 目的 は 、 ふ た つ に 大 別 で き 
Bo ひと つ は TR 計 画 に お ける 変形 機構 の 研究 で 、[ ロ セッ 
ト ] 背部 の 変形 フレ ー ム ユニ ッ ト 実 験 パー ツ に 顕著 で ある 。 
も 3 ひと つ は 、 パ リュ ー ト ・ シ ステ ム 以 上 に スム ー ズ な 地球 
降下 作戦 を 可能 と する 兵器 の 開発 だ 

大 気 園 突入 オプ ショ ン と し て 開発 され た パリ ュー ト ・ シ ス 
テム は 、MS を 直接 地球 に 降下 させ る 軌道 空 描 作 戦 を 可 
能 と し た 。 だ が 、 事 前 の 調整 、 宇 宙 態 艇 を 用 いた 軌道 上 ま 


@ バイ ンダ ー 
スカ ー ト 装 四 義 必 の ジェ ネ レー ター 内 基 高 機動 バイ ンダ ー。 裏面 に 装備 
FRAO EAM, ARORA BOLL Е, 


シー ルド 取り 付け 用 の 前 部 強化 ラッ チ ユニ ッ ト を 左腕 に 搭載 。 この た め 


肘 関節 は 動か な い が 、 ユニ ッ ト 基 和 部 に 可動 アー ム を 備え る 。 


ジュ ー ル と コア MS [ロゼ ッ ト ] 


で の 輸送 と いっ た 諸 作 業 が 必要 だ っ た 。 

これ に 不満 を 抱い た ティ ター ンズ は 、 新 設計 の 形態 移 
行 式 大 気 園 突入 モジ ュー ル と MS [ロゼ ッ ト ] を 組み 合わ せ 
た [ダン ディ ライ アン ] を 試作 する 。 大 気 園 突入 シー クエ ン 
ス に 適合 し た 各 モ ー ド に 形態 移行 可能 な [ダン ディ ライ ア 
ン ] は 、 衛星 軌道 到達 大気 園 突入 一 飛行 一 陸戦 と いう 
流れ に 単機 で 対応 可能 と な っ た 。 必要 に 応じ て 、 大 気 園 
突入 モジ ュー ル の 各 パ ー ツ を 破棄 可能 な 点 も 優れ で いる 。 


Ш RX-107 [ロゼ ッ ト ] 


ハイ ザッ ク の 後 引 目 指し た AE 抽 放 作 機 。 高い ジェ ネ レー ター 出力 に 注 
目 し た ティ ター ンズ が 、 [ダン ディ ライ アン ] の コア MS に 採用 し た 。 


71 тесен 
НЕВИС 
の は 、 0.0087 
の Z ガ ンダ ム で の こと 。 
TR-4 は は MS と 形態 移行 
モジ ュー ル の 組み 合わ 
TERUR: 


ラム フレ ー ム を 採用 し 
Ж. 変形 フ レー ム ュ ユニ: 
FRM ess ed 
REMAR RR 
ド 接 結 ラ ッ チ を 、 左 : 
ЖИ 
907-1689, 


MA 形 能 叶 の クロ ー・ アー ム が 、MS 
形態 時 の 肢 部 を 構成 する 。 クロ ー・ 
アー ム 脚 名 ユニ ッ ト は [ロゼット] の 
庄 部 に 接続 きれ て ちり 、MS 形 態 で は 
性 馬 に 乗っ た よう な 状態 に な る 、 


大 気 園 突入 形態 時 の ク 
У ロー・ ア ー ム < 織部 ユニ ッ 
b クロ ー 部 分 が 脚 部 を 旬 
込む 配置 と f っ て いる 。 
MA 形態 で は クロ ー を 展開 
し 、 近 接 格 開戦 に 用 いる 。 


BRR 

NSH TIE, ат 
LEN CAREY 
ET 

мовно ааа лз. 3-2), RIIA [^T ルド 。 表面 の 円 形 ダ 外 は 

ズル ] 用 の XBR-M84a 試作 ビー ム ・ ラ イフ ル と 同じ で 、E パ ッ ク も アナ Вл. х 

DAL SITER, NETE, RIE RB ЫЙ Га. СЕЗЕСІЗ 

— s 
形態 移行 MA 形態 と 大 気 園 突 入 形態 


MELE (地球 降下 ) 作戦 に お ける [ダン ディ ライ アン ] 
は 、 第 1 段階 が MA 形態 、 第 2 段階 が 大 気 園 突入 形態 で 
の 運用 を 想定 し た (MS 形態 は 最終 段階 。 KARER 
ニッ 小 の 装備 も 想定 され て いた )。 MA 形態 の 高 推力 と 長大 
な 航続 距離 を 駆使 し て 自力 で 衛星 軌道 に 到達 し た 後 、 大 
気 園 突入 形態 へ 移行 し つつ 地球 に 降下 する こと に な る 。 

一 連 の プロ セス は [ロゼ ッ ト ] 以外 の MS を 1 機 格納 し て 
実施 可能 な うえ 、 大 気団 突 入 後 は サブ ・ フ ライ ト ・ シ ステ ム 
と し て も 軍用 で きた 。 これ は 自由 政行 能力 が ある こと も 意 
味 し 、 軌 道 空 擬 作戦 で 重要 な 降下 地点 の 修正 や 、 刻 々 と 
変化 する 戦況 へ の 即応 が 容易 と いう 和 繋が っ た 。 


[タン ディ ライ アン ] の MA 


形態 は 可変 MA、NRX- 
OE + Ko DER 


BORNE 
は ガン ダム TR-.6 で も 構想 
きれ た 


Ш MA 形態 

PH COMM EMS 
し た [ダン ディ ライ アン ] 
OREM, втш 


я 
т 
時 に 展開 する 。 


Ш ХИЛ 
装甲 面 が 突 人 方 向 と な 
ЖЕТА 

を 放出 する 耐熱 フィ ー ル 

ド で 機体 を 保護 する 。 в 
体 中 央 に は 、MS 搭 載 = 
月 の カー ゴス ペー ス が 存 ° 
Era 


EER 
У 武装 強化 プラ ン 


MA 形 量 用 の オプ ショ ン 起 
BELT. ЛК 
レー ム に 装着 する ビーム 奏 
жалалы Е-АШ 
型 シ ー ル ド と の プラ ン 

p жанына 


на 5207 
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MECHANIC FILE 


ШЫҢ де = 
шш) 54 _ 


тың 
MWFJG71 


スト レイ JG カ ス 
に は 別物 で ある 


т. Oh 
ンタ ー ス に よっ て 届 


イフ ル も 本 機 独自 の も 


の と な 


理想 と 性 能 を 受け 継い だ デル タ ア スト レイ の 後継 機 関連 ファ イル 


火星 移住 者 ャ ン ) の コロ ニー・ オ ー ス ドレ ー ル デル タ ア スト レイ は 、 次 代 の 旗手 と いう 一 方 、 機体 の 


ャ ンク 屋 の ロウ ・ キ ギュ ー ル が 政府 の 要 損傷 度合 いで 自爆 する 機構 が 政府 の 手 で 密か 
デル タ ア スト レイ は 、 火 星 初 の MS と し 

ンダ ム 」 と 称 され た 。「 ガ ン 

の 性 能 を 有 し た MS で あり 、 


える 兵器 で ある こと は C.E.71 の 戦乱 が 
火星 と 地球 の 技術 が 


ター ン デ ル タ は デル タ ア スト レイ 以上 の 試験 的 な 要素 
が 導入 され て お り 、 特 に 改良 され た 惑星 間 推 進 シ ステ ム 
「 ヴ ォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル ] (VL) は 推進 機関 と し て だ 
け で な く 、 光 波 防御 シー ルド (アル ミュ ー レ ・ リ ュ ミ エー ル ) 
ЖЖІЕБІНЕ. УІ. БӘР) ЕСО, HELENE MATL 
で 光波 防御 シー ルド を 包ん だ 構造 を 持つ た め 、 推 力 を 失わ 
ず 防 御 に 転用 で きる 。 その 際 は 機体 が バ パラ ンス を 失わ な 
いよ う 、 瞬 時 に 光 の 慎 四 の バ パワー 調整 が な され る 。 た だ 
し エネ ルギー 消費 は 激しく 、 そ れ を 補う た め 枝 動力 を 有 す 
る デル タ ア スト レイ か ら パ ワー 供給 を 受け る 、 連 動 運用 を 
必要 と する 。 当初 ロウ は 、 デ ル タ ア スト レイ の 核 動力 を ター 
ン デ ル タ に 移植 する つも り で いた が 、 自爆 装置 を 組み 込ま 
れ た デル タ ア スト レイ は 解体 不可 能 で あっ た 。 


ビリ アン アス トレ イ 
( 左 は シビ リア ン アス 
トレ イ DSSD カ スタ 
カス タム 
多く 用 い 、 
高 性 能 化 し て いる 。 


GSX-401FW スタ ー 
PAY BBL 
と は 異な る アプ ロー チ 
で VL を 運用 。 XEL 
ЗВЕНЕ 

ЖЕ” 


画 ビー ムラ イフ ル 
ター ン デ ル タ 専 用 の ビー ムラ イフ ル 。 デル タ ア スト レイ の も の より 銃身 が 
長く な っ て おり 、 命中 重度 が 向上 し て いる も の と 考え られ る 


MORE INFO! 


マー シャ ン は 地球 か ら 独立 し て いる も の の 、 一 年 に 一 回 、 
定期 宇宙 便 に よっ て 交流 し て いる 。 TORIC, 火星 か 5 は 希 
少 人 金属 を 輸出 し 、 地 球 か ら は 火星 で は 作る こと が で き な い 食物 
(食糧 事情 に 問題 は な く 、 嗜 好 品 と し て ) な ど を 輸入 する 。 + 
こ で 運用 され た の が 悪 星 間 航 行 用 宇宙 船 「 ア キダ リア 」 で 、 
戦艦 と な る 先端 の メイ ン - ト と 、 連 結 し た 惑星 間 航 行 ユ 
ニッ トプコン テ ナ 部 分 で 構成 され て いる 。 C.E.73、 ERED 
外縁 ステ ーション に 立ち 寄っ た アキ ダリ ア は 、 ト レー ダー メン 
バー に 損 物 を 任せ 、 ア グ ニ ス た ち ス タデ ィ メン バー は メイ ン ユ 
ニッ ト に お いて 地球 国 に 出発 。 マー シャ ン の 使者 と し て プラ ン 
ト や 地球 の 国々 と 接触 を 試み た 。 それ は 、 火 星 で 発見 され た 
N ジ ャ マー キャ ン セ ラー に 必要 な 希少 金属 の 鉱床 を 巡り 、 戦 
火 が 及ば な いか 地球 人 の 動向 を 見 極め る た めで あっ た 。 


4 の DSSD ス テ 
「 バ ウト ロ ヤ 」 (を は トロ 
\), 地球 国 は メ 


шт 
ガン ダム ・ タ イプ の: 回 は バッ ク バ パッ ク と VL 発生 半 置 を 外し た 状 温 。 デル タ アス トレ イ で は 上 
半身 どー 体 化し て いた VL 人 和装 置 だ が 、 本 機 は 取り 介し 可能 で ある 。 


機能 は 向上 し て いる と 思 
われ る 。 


| 画 ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミ エー ル 発 生 装置 


m ビーム サー ベル 
тюс: : 装 。 デル タ ア スト レイ の 実体 侯 に 代わ り 装備 さ 下図 は 推進 装置 と な る (HOM) 形成 時 。 逆 三 角形 の フレ ー ム パー ツ 
дэу, ансы деа ЯВ, 上辺 を 構成 する を 右 の パー ツ の 先端 は 、 ビ ピー ム サ ー ペ 
AN 展開 で きる е 
グ 
` 
スラ ー ダ イザ ー ガ ンダ ム ( 右 ) の = 
/ よう に VL パ ワー の 宇 信 機 と し 
て 機能 。 発信 側 VL (デル タ ア 
スト レイ ) の 空間 構造 へ の 干渉 < 
/ / に よる 伝達 を 、 逆 三角 形 | 
/ 形成 し た 光 の 典 で 受け 取る 。 
У 5 Ва \ 
地球 圏 と の 交流 と マー シャ ン の 宇宙 船 
m >+#u7 
MRUAME-HIERATS, шва шит окои 
時 。 図 下 は メイ ン ユ ニッ ト で 、MS カ ク バ ルト と 武装 を 搭載 する 独立 し た 
юл. 
и 


саға. +257 166-10 


機動 新 世紀 ガン ダム X TEES 


ЕТІ. ug г. 


GUNDAM VIRSAGO CHEST 
ガン ダム ヴァ サー ゴ チェ スト ブレイ 


機動 新 世紀 ガン 


MECHANIC FILE 


ҮШҮҮ 


NT が 不在 と な っ 

高い 戦闘 能力 を 発 

事実 、 開 発 され た 2 機 は 、「 カ テ 

定 さ れ た フロ スト 兄弟 に よっ て 運用 され 、 

優れ た 性 能 を 見 せ た 。 フロ スト 兄弟 の 双子 の 兄 シ ャ ギ 
ア ・ フ ロス ト が 搭乗 し た NRX-0013 ガン ダム ヴァ サー 


167-3 


ガン ダム ヴァ サー ゴ 
チェ スト ブレ イク 


GUNDAM VIRSAGO CHEST BREAK 


よび 新 連 邦 軍 ы 
宙 革 命 軍 と の 来る べき 戦争 に 備え 、NRX-0013 に 改 
良 を 施し た 。 それ が NRX-0013-CB ガン ダム ヴァ サー 
ゴチ ェ ス トブ レイ ク で ある 。 戦場 が 宇宙 へ 移る と と に 伴 
い 、 NRX-0013-CB は ペー ス 機 の 特徴 を 継承 し つつ 
宇宙 環境 へ の 適応 と 戦闘 能力 の 向上 が 図ら れ た 。 = 
た 、 兄 弟 機 で 、 同 じ く 改良 が 施さ れ た ガン ダム アシ ュ タ 
クラ ブ と の 連携 機構 も 強化 され て いる 。 


関連 ファ イル 


HE 01 SHEET 
(頭頂 高 17.8m) 


トリ プル ッ ク 砲 ズ ビ 
ベル ダス トラ イク クロ ーx2 


оен 


ШІ 


1%- 
タロー 


YELLOW 


nace 


トリ ブル メガ ソニ ッ ク 砲 の 搭載 に よる 火力 増強 


NRX-0013 の 2 大 武装 だ っ た メガ ソニ ッ ク 砲 と スト ライ ク 
クロ ー は 、 強 化 さ れ た 上 で 本 機 に も 継承 され て いる 。 その 一 
方 で 頭 部 バル カン 砲 や 専用 の オプ ショ ン 携 帯 火器 で ある ス 
トラ イク シュ ー タ ー は 本 機 で は オミ ッ ト さ れ た 。 これ は 、NRX- 
0013-CB が 砲撃 戦 能 力 に 特 化し た こと を 意味 し て 


аайы 


回 トリ プル メガ ソニ 


DX の ツイ ン サテ 
する も の と な っ た 


ө メガ ソニ ッ ク 砲 発射 時 


E ビー ム サ ー ベ ル 
MS と DAR ат 


ere et 
名 高 性 能 機 GK.9901-DX 
タン タム DX の ビー ム 

Ef どの 出力 ë BELTS ML. MSh 
現れ る 。 同時 に 腕 部 も スラ イド し 、 ク ロー ビー ム 砲 が 使用 可能 な 状態 と な る 。 


に は F (フラ ッ 2) シス テム の 起動 が 不可 欠 で あり 、 ШЕ 
軍 が 未だ NT の 獲得 を 諦め て いな いこ と の | える だ ろう 


利用 され た と 思わ れる 


前 面 の 装甲 が ベー Ж 
BORBOR ERAMU: 


MORE INFO! 
ガン ダム アシ ュ タ ロン ハー ミッ トク ラブ と の 連携 


NRX-0013 は 、 当初 か 5NRX-0015 A D.O.M.E か ら 本 機 の 受信 パネ ル に エネ ルギー 
ダム アシ ュ タ ロン と の 連携 を 想定 し て 開発 さ | 供給 を 受け 、NRX-0015-HC ガン ダム アシ ュ 
れ て お り 、 機 人 改良 時 に その 連携 が 一 大 強 トク ラブ に 搭載 され た 砲 を 使用 す 
dents 中 で も 特徴 的 な 機構 が 、 サ テラ a その 威力 は GX-9900 ガン ダ 
イト ラン チャ ー ど の 共同 運用 で ある 。 これ は ム X の サテ ライ トキ ャ ノン と 同等 で あっ た 。 


жалтанар. ?пдкежиятФоомЕО 
送電 施設 を 占拠 する こと に よっ て 、F (フラ ッシュ ) DAT АЖЫВЕ 
i Bi 534229 =-УО8МЕСЯЛ, サテ ライ トラ ンチ ャ ー を 使用 可能 な 
を 合計 2 を 訟 置 NZ 前 て 状態 に 持ち 込ん だ 
は ウイ ング に 計 置 され て いた も の が 移動 し / 


ва. 5294 
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NT SIMS Jj PES BIL ИЕ ООЖ 


アク シズ で 開発 され た AMX-004 キュ ペレ イ は 、NT 
専用 機 の ある べき 姿 を 追求 し た MS だ っ た と 言え る 。 Z 
オン 公国 軍 の NT 専用 MA、MAN-08 エル メス の MS 
化 と いう コン セプト に 基づく 本 機 は 、 サ イコ ミュ ・ シ ステ 
ム の 搭載 と それ を 用 いた 無線 誘導 式 攻撃 端末 に よる 
オー ルレ ンジ 攻撃 の 主眼 を 置い た 。 その 機体 特 
性 は 一 般 的 な M 細 ら せ は 異質 と 言え る が 、 本 機 が 
U.C.0080 年 代 未 を 代表 する 高 性 能 機 だ っ た こと は 確 
か で あり 、 高 い 格闘 戦 能力 と サイ コミ ュ 兵 器 の 威力 に 
よっ て 汎用 MS と は 一 線 を 画す 戦闘 を 発揮 し た 。 た だ 


モビ ルス ー ツ : AMX-004 キュ ペレ イ 


QUBELEY 


関連 ファ イル 
MAN-08 エル メス 
し 、 そ れ は 性 能 を 引き 出せ る パイ ロッ ト が 運用 し て こそ の — AMX0042 キュベレイ NMcT 
話 で あり 、 サ イコ ミュ 兵器 に 依存 し た 設計 は 乗り 手 を 極 
端 に 限定 する こと に 繋が っ た 。 ニュ ー タ イプ ・ パ イロ ッ ト 
に の み 許 され た 高 性 能 が 、 AMMO RAMEN THB. 

一 方 で 、 高 い ニ ュー タイ プ 能 力 が 必要 本 機 は 
パイ ロッ ト の 確保 が 難し く 、 ア クシ ズ の フラ 
だ っ た こと も あっ て か 、 系 列 機 の 発展 は 低調 に 終わ っ て 
いる 。 LAL, 本 機 で 確立 され た NT 専用 機 の スタ イル は 
さま ざま な 後発 機 に 取り 入れ られ 、 以 降 の NT 専用 機 開 
発 の 指針 の ひと つ に も な っ た の で ある 。 


朗 を 実現 し た NT 専用 MA 
公国 軍 の ニュ ー タ イプ 研究 
の 集大成 と も 言え る その 夏 計 
は アク シズ に 受け 継が れ た 。 


洗練 され た オー ルレ ンジ 攻撃 と 高い 格闘 戦 能力 の 両立 


AMX-004 は 「 ミ ノ フス キー 通信 に よっ て 遠隔 操作 する 
無線 放 導 式 攻撃 端末 」 と いう MAN.08 の ビッ ト の 基本 概 
念 を 探り 入れ 、 サ イコ ミュ 兵器 「 フ ァ ン ネル |] を 装備 し た 。 た 
、 ビ ッ ト が メガ 粒子 砲 の 稼 | 和 柱 反応 炉 を 用 いた の 
GLT, ファ ン ネ キル は エネ ルギーCAP 技 術 を 採用 し て 小 
型 化 が 図ら れ て いる 。 同 程度 の 威力 の 粒子 ビー ム を 発生 
させ よう と し た 場合 、 エ ネル ギーCAP シ ステ ム が 必要 と す 
る エネ ルギー は 通常 の メガ 粒子 砲 の 20 分 の 1 以下 と 言わ 
NB. ファ ン ネ ル へ の エネ ルギーCAP の 導入 に よる 効率 
一 般 的 な MS の スケ ー ル 


= 化 は 攻撃 端末 の 運 月 性 を 高め 、 
に 落と し 込む こと に 成功 させ た の で ある 。 その 意味 で は 、 同 
じ オ ー ル レン ジ 攻 撃 を 可能 と する 武装 で あり な が ら 、 両 者 
に は 大 き な 差 が あ える だ ろう 。 
また 、 本 機 は ファ ン ネ ル の 他 に も ビー ム ・: ガ ン 兼 用 の ビー 
ム ・ サ ー ベ ル を 装備 し 、 高 水準 の 機動 戦闘 を 可能 と し て い 
どちら か 一 方 し か 
л - 
ファ ン キ ル を 用 い 
レン ジ 攻 撃 。 жі 
НЕЕ гот. HMS 
戦闘 に 織り 込む こと も 容 
易 と な り 、 NT 専用 構 と し 
242142 


RAR 
を 行い на 


オン 戦争 天 期 に は MSZ-010 ZZ ガン ダム と の 一 崎 討 ち 
E БВУ ЖЗ KIEL 
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[А ファ ン ネ ル 
漏 土 (じょう ご =funne!) に 
状 か 5 そ の 各 が 付け られ 
ミュ 制御 の 無線 読 導 式 玉 


型 化 され て お り 、 унш 
工 性 が 向上 し て いる 。 ビー ム の 出 
力 は 1.3MW で ある 。 


??уалыжтсы-аа. ж Ж 


部 に スラ スタ ー を 備え る 。 右 は コン 
УФН 


Өк-һ-лу/ 
ピー ム ・ サ ー ベ ル 
Eh IRADE ¥ 
ベル は 、 下 腕 部 の 内 仙 に マウ ント 
され る 。 サー ベル の ビー ム 刃 発振 
аана 


通常 、 フ ァ ン ネル ・ コ ン テ 
ナ は 閉じ た 状態 だ が 、 フ ァ 
ン ネ ル 射 出 時 に は 上 方 に 
開く 。 また 、 ファ ン ネ ル の エ 
ネル キーCAP と プロ ペラ ン 
НОВАЯ. 


を 前 方 に か ぎす よう に 
ち 上 げ る こと が 多かっ 7 


特殊 装備 
FEDRE ВВФ ВА 
АНЕ СЫ 
0 り 、 パ イン ダー 


аттар, さま ざま な 機能 


власи, в 
部 が スラ スタ ー の 推進 
に 千 渉 し な いよ う 、 バ 
イン ダー の 内 側 に 折り 


第 方 に 他 び た 形状 の 頭 
部 は 、 ス タビ ライ ザー の 
役割 を 華 ね て いた と され 
5, 右 は パイ ンダ ー 内 側 
の 選 ユ ニッ ト 


AHR 


MECHANIC FILE 


n] sue 288 


系 列 機 


AMX-004 は 前 述 の よう な 要因 か ら 、 系 列 機 の 開発 が 
は 行わ れ な か っ た 。 コン セプト が 明確 で 機体 の 


に と どまり 、2 種 の 同型 機 と 少数 の 量産 仕様 機 が 製造 され 


る こと と な っ た 。 それ が 、AMX-004-2(3) キュ ペレ イ Mk-L 
к. AMX-004G 量産 型 キュ ペレ イ の 2 機種 で ある 。 

それ ら の 系 列 機 は ペー ス 機 の 設計 思想 を 忠実 に 受け 
継ぎ 、 肩 部 バイ ンダ ー に 象徴 され る 優美 な フォ ルム と 、 機 
体制 御 に 組み 込ま れ た サイ シス テム を 共通 の 特徴 
と し て いる 。 一 方 で 、 手 が 加 えら れ た 部 分 は 操縦 ・ 制 御 系 
の 改良 や 限定 的 な 武装 の 強化 な ど で 、 NT 専用 MS と し て 
の シン ブル な コン セプト が 中 か れ て いた と 言え る だ ろう 


зя 
きれ た が 、 パ イロ ッ ト の 不 


プル ツー の 乗 横 と し て 軍用 
きれ た AMX00: 


ЕЕК. 


AMX-004 の 流れ を 波 お 系 列 機 の 特徴 


Ш AMX-004-2 Fane Mic TI (エル ビ 


AMX-004 と 同型 の 2 号機 


Ш АМХ- 0040 量産 型 キ ュ ベ レイ 
1 号機 の マイ ナー Ра 機体 構造 


き な 変 更 が 加え られ た AMX 004: 


AMX.004 の 時 上 
産 化 が 試み ら 
の 設計 や 技術 0 


BIN 5 


オン 及び 


AMX:004 の 設計 が 探り 入れ 
の ファ ン ネル が 採用 され て いる 
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アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ ー テ ィ タ ー ン ズ の 旗 の 下 | 


лох ЧЕ, BR 


Б „72° | 
[シュ トゥ ウッ ツァ ー] МЕ, 


ТАКШІ [Stutzer] й 


№ SPEC -us-06F ZAKU [Stutzerl- 


01 SHEET 831 


№ SPEC -Ms-09R RICK-DOM [Stutzer}- 


(頭頂 高 17.5m) 全高 — (頭頂 高 18.6m) 
= жн 
= у 3-0 
= = 2213-ИЛ ы 
== EGELI 
RE 
ト 、 ゲ ル グ グ 用 ビ РНЕ: 所 属 
ا‎ 搭乗 者 ガ プ リエ ル ・ ソ ゾラ 


カッ ター も 搭載 され て 


マ ウイ ンチ 
トロ ゴ 


旧 ジ オン 公国 軍 残 党 ゾ ラ 隊 の 改造 MS 群 


式 の 多用 途 有線 兵器 「 ウ イン チ ユ ニッ ト ] 

つ 、 旧 ジオ ン 公 国軍 の 改造 
ツァ ー] 、MS-09R ! 
、 ザ ク I [ST], 


非 サイ コミ ュ 式 
を 中 心 と し た 追加 装備 を 持つ 


ЕРА 


ж れ 
MS に 独自 改造 を 施し た 。 ae 完成 し 


ツァ ー] シリ ー ズ は 、 火 力 や 機動 力 を 向上 させ つ 
+ GOMER 


に と 見 られ 、 ゲル ググ も 同様 の 仕様 に 改造 造 さ れ 
= の パイ ロッ ト は ショ ー タ ー、 ク ・ ド ム [ST] は ガ 
ブリ エル ・ ゾ ラ 大 尉 で あ 
宙 域 で T3 部 隊 と 交戦 。 ウ 
TR-1 [ヘイ ズル ] 


I COLOR 
NS-06F ZAKU [Stutzer] 


ШӘП Өн б 


GREEN 
MS-09R RICK-DOM IStutzer] 


2 


PURE. ORY ED 


、 リッ ク ・ ド ム Е 
[シュ トゥ ッ ツ ァ ー] б, 


追加 装備 
ウイ ンチ ユニ ッ ト 用 / 
ога. MB 


watt ae FA 


ПКО SES 
あっ た 


関連 ファ イル 


Еб-01-08 № 


FILE PREVIEW 
EGO. 


ゾラ 隊 仕 様 の ザク H 改 造機 


ザク I [ST] は 、 ザ ク IF 型 を ゾラ 隊 が 独自 に 改造 し た 機 
#565, 胸部 に 組み 込ま れ た バッ ク バ ッ ク ー 件 型 の 追 
は 、 背 部 増加 ジェ ネ レ ー タ ー に よっ て 稼働 可能 と 
ゲル ググ 用 ビー ム ・ ラ イフ ル と ウイ ンチ ユニ ッ ト が 装 
備 され 、 攻撃 力 が 大 幅 に 強化 きれ た 

ウイ ンチ ユニ ッ ト は MS の 前 腕 を 有線 射出 する 装備 で 、 
ワイ ヤー を 張り 巡ら せ て の トラ ッ プ 、 捕 ら ぇ た 英機 へ の 高圧 
電流 攻撃 、 EAPO IL FREED TTAB OK. 


Ш バリエ ーション 
зла) や ザク 改 (お ) ошак 
Mt 
在 し て お り 、 旧 ジオ ン 公 

の 二見 


実体 弾 重 視 の リッ ク ・ ド ム 改 造機 


リッ ク - ド ム [ST] も 攻撃 力 重視 の 追加 装備 が 施さ れ 
思想 は 多少 異な り 、 ウ イン チ ユ ニッ ト を 1 基 と じ 、 
サイ ル や 機雷 と い - 体 弾 式 兵 装 を 多数 搭載 し て い 

火器 管制 の 複雑 化 は 必 け られ な い が 、 ペ テラ ン 揃 い 
ン 公 国軍 で は 問題 に な Е 


5 
он? 
実体 弾 式 兵 装 は 、 複 雑 な ビー ム 兵 器 よ り メン テ ナ ン ス 


TAMRA тек 
ム は 改造 の ик. ЖЖ 
ROA RH TART R f, 


性 が 高い メリ ッ ト が あり فو و‎ a ia 


肢体 部 接続 の 基部 に 各種 武装 を 接 
Ë. ИБО: 52654 
ず ー の よう に 上 下 に 可動 する 。 ワイ 
Е 


胸部 パネ ル の 一 方 
も う 一 方 に ウイ ンチ コ : 
ЖИ, Эт: +з. 
Bust [MSOF (kı 


画 バリ エー ショ ン 
顕 部 や 四肢 を リッ ク ・ ド ム I や ド ワ ス 


画 追加 装備 
жт 
[ST] と は 異な り 
жай. нз, 
Бос 高度 が 


最強 の 独自 改造 機 


"ЕД [ST] と 同上 


ШЕШЕНІ 
、 推 力 (機動 力 ) の 増強 に : 主眼 を 


戦 し 威力 
] と の 戦闘 で 大 破 し た 


を 見 せ 付 けた が 、U.C.0085.10 


[シュ トゥ ッ ツ ァ ー] 


力 を 重視 し た 追 


ゲル ググ 


リッ ク ・ ド ム 
た 巨大 な 


Ш バリ エー ショ ン 
И УЫ. MES. 
シー ルド 、 ビ ー ム ・ パ ズー カ を 装備 し 
た 形態 。 ゲル ググ J の 頭 部 と 肢 部 に 
換装 し た モー ド も 考案 され て いる 


№ SPEC -GELGOOG Stuber- 
全高 一 一 (頭頂 高 192m) 


тән 

FA REBRAORRENMS 
ケル ググ を 
ニッ ト 以 外 の 追加 武装 を 持た な し 
の は 、 強 力 な ビー ム ・ ラ イフ ル を 標 
準 で 運用 可能 ろう 。 
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機動 戦士 ガン ダム 00V 戦 記 
ラフ ァ エ ル ガ ン ダム 
ӨЙ 222 9 
У RAPHAEL GUNDAM DOMINIONS 


ラフ ァ エ ル ガ ン ダム 
CB-002 ラフ ァ エ ル ガ ン ダム は 、 イ ノ ベ 
イド 用 MS と し ht [4 ии 


НЕТ serr 2028 


地上 運用 を 前 提 と し た ラフ ァ エ ル の 設計 バリ エー ショ ン шл?» 


来る べき | えて 開発 され た CB-002 ラフ ァ エ ル GN-00802 セラ へ と 改修 し 、 そ の 機体 を 構成 する 
ガン ダム は 、 宇 宙 で の 戦闘 を 前 提 と し て 造ら れ ツ は ラフ ァ エル の 全 散 装着 する と いう 、 重 量 バ ラ 
ファ エル は 頭上 部 に 巨大 = 


対話 を 成功 させ 
の 排除 を 主張 する 勢力 と の 戦争 に 突 2 
の 一 幕 に お いて 、 反 イノ ベイ ター 勢力 ど : 
ラフ ァ エル 地上 で 提 用 する 上 で ドミ ニオ ンズ 3 イミ ー・ ジ ン パ バリ スト は 、 
人 機 の 搭載 改善 され た 。 セラ & ы て 危機 を 救 わ れ も を た こと が あっ た と いう 


ПТ 


MECHANIC FILE 


uu 2 g 地上 運用 に お ける 無人 機 の 改修 と 装着 の 改善 


重力 下 仕様 と な る ドミ ニオ ンズ の : 


に お いて 、 ラ ファ 


エル ガン ダム 自体 に 性 能 の 変更 は な い 。 無人 機 を 操る 克 
撃 戦 用 の 機体 と いう コン セプト を その まま と し 、 地 上 戦 に — 
適応 させ る た め の 改善 が な され た 。 その た 
か ら 1 機 に 減じ 機体 を 構成 する パー ツ は 分 
る よう に 見 直さ れ て いる 。 また 、 無 人 機 も 基本 は セラ ヴィ ー 
ガン ダム TL な が ら 改 修 し て セラ と し 、 ラフ ァ エ ル 搭 載 時 は 装 
甲 の 役目 を 果たす 。 武装 は GN バズーカ の み と な り 、GN 
ピッ グ キ ャ ノン は オミ ッ ト さ れ て いる よう だ 
頭上 に 重量 が 集中 し 
背中 の GN バ ズー カ 
は ラフ ァ エル と 同じ も 
だ が 、 手 持ち の GN 
ЛЕТ 
あり 、 形 状 は ガン ダム 
Nm 背面 バッ ク パ バッ ク Nm 兵 装 レ イア ウト 
ラフ ァ エ ル の 上 部 側 の 2 基 の スラ スタ ー は 、 セラ ヴィーI の 装着 時 と 異な り 上 側 を 向い て バッ ク バッ ク と 接し | RIOR ERICA ML 
て いる 。 バッ ク バ ッ ク 以 外 に も セラ の 各 パ バーツ が 甘 沙 され て お り 、 HOON GAS ELT Пешеп сы жэйт 
отв こと が 見 て 取 
fe. GN バス メー カ は セラ の 本 
体 と な る 背中 (ARDS 
両 局 上 部 か ら 突き 出 た 2 門 の GN バズ スー カ を 備え 
に 形状 は 、GN-008 セラ ヴィ ー ガ ンダ ム の ツイ ン 
バス ター キャ ノン モー ド (E) を 人 上 と きせる 
Ө GN バ ズー カ (ラファ エル 用 ) Ө +5 J 
HYD FIDONI THORN. АНААН ВИСЕ | ИЛИТ. 8 / 
し 、 火力 を 大 幅 に 向上 きせ で いる 。 グリ ッ プ の 接続 位置 も 変更 され た #24021, +: | 
Seen, ү 
аж. HOH LOR 
者 は 簡略 化 され た セン 
サー ユニット に 恋 更 き / 
+ て いる 


ша-%>>4х-мвө 16710 


== 
сэ 
= 

a 
= 

= 
回 


機動 戦士 ガン ダム 


Сел 
WVGNNS OML AHOLIIA 


Ы ы 


機動 戦士 (ガン ダム 


, 031421 


LM312V04 の 設計 思 


ンス カー ル 帝 国軍 と の 戦闘 が 激化 し て いく 中 、 リ 

ガ ・ ミ リティ ア は MS 開発 プロ ジェ クト [V (ヴィ クト リー) 
計画 ] の 集大成 か つ 同 の 新た な る 象徴 と し て 、 
LM312V04 ヴィ クト リー ガン ダム 後継 機 の 開発 を 進 
LM312V04 は コア ・ フ ァ イ タ ー、 ハン ガー 

で 構成 され る 「 マ ル チ プ 


に よっ て 様々 な 戦局 に 対応 用 性 を 獲得 
ロー ルアウ ト ж 
マル チ プ ル MS] Di 』 は 、 後 継 機 ・ 


LM314V21 V2( ヴ ィ ク トリ 
用 に お いて も 継承 され る 形 と な 


V2 ガ ンダ ム ЯР 


SPEC 
全高 (頭頂 高 15.5m) 
ж 


に は 、 前 後 1 基 ずつ 背部 
制御 用 スラ スタ ー 背面 か ら 突出 し た 2 基 

を 搭載 。 LM312V04 で ト は 内 外 の 推進 
件 や 情 性 を 緩和 する , 


関連 ファ イル 


お いて も LM312V04 を 凌ぐ 機体 と な っ て 


決戦 で 多大 な る 戦果 を 挙げ た 
は リガ ィ ア を 勝利 へ と 導い : 


FILE PREVIEW 


V0201 ウン 


そし て 、 そ の 活躍 


ヴィ クト リー・ タ イプ の コン セブ プ ト を 受け 継い だ オプ ショ ン 兵 器 群 


ヴィ クト リー・ タ イブ の 兵 装 の 特徴 と し て 、 戦況 に 合わ せ で て 
オプ ショ ン 携 行 兵 装 を 選択 し 、 各 機体 間 で 共用 する と いう コ N 
ン セプト が 挙げ られ る , 生産 台数 が 少な く 、 フラ ッ グ シッ 
プ 機 で ある LM314V21 に 関し て は 新た に 専用 の 兵 装 が 開 
RENTS, この 中 に は 、LM312V04 の 1.5 倍 の 出力 を 
詩 る 本 機 の ジェ ネ レ ー タ ー で の み 運 用 可能 な も の も ある 。 
匠 争 末期 に お ける 帝 回 軍 の 
MSAA D PIRK E EE 
載 す る 傍ら 、LM314V21 は 
スタ ンダ ー ド な 兵器 構成 な が 
ОЖ LOMB 
анато, 


\ 


LM312V04 で 多用 きれ た 、 
ЕМС 
ワー ツア タッ ク 」 1. ZMT 
529 ザン ネッ ク を 撃破 する 
Rica TEER. 7—7 
の 予備 を 確保 し て いる か 
Е 


ШЕ-А.У—^л 


LM312V04 が 装備 し て い 
ビー ム ・ サ ー ベ ル と 同じ も の 
が 、 本 機 の 出力 に 伴い 、 サー ベ 
у の 出力 も 向上 。 左右 の シー ル 


HAL ORCL, (MAA AML 


パル カン に 
Ш вли 配 さ れる 。 LM314V04 と は 異な り 、 砲身 の 
SBA RRL сон. ЖЫН ЕС 
$i 


— / асо AIBC REL TEMEN: 
ДУ 
WW». 


№ 
画 ビー ム ・ バ ズー カ 
U.C.0120 年 代 に 開発 され た も の を 改良 し た タイ 
*LM111E03 も 使用 する リガ 


7。LM111E02 ガン イー ジ 
リティ ア の 汎用 兵 凌 で ある 


Nm メガ ・ ビ ピー ム ・ ラ イフ ル 


大 火 カ 長 射程 ライプ の ビーム ・ ラ イフ ル 。 右腕 の ビー ム ・ シ ー ル ド ユ ニ 
ト を 連結 させ て ライ フル へ エネ ルギー を 送る 。 携行 時 は 砲身 と 台座 を 分 割 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 


ビー ム ・ ラ イフ ル は LN314V21 専 用 に 再 設計 れ た も の を 使用 。 基部 を 取 
り 外 し て 使用 で きる ビー ム ・ ビ スト ル は 、 LM812V04 の ライ フル と 同じ も の 、 


が 可能 。 連装 式 の グ 
1116 レネ ー ド (下図) EFM 
する こと も で きる 


突撃 ・ 白 兵 電 用 アサ ルト パー ツ の 一 部 と ! 
た メガ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル は 、 強化 パー ツ の 配 
行 し て エン ジェ ル ・ ハ イロ 9 攻 軌 埋 な ど で 運 用 され た 。 


LM314V21 に は 、 ミノ フス キー 物理 学 を 応用 し た 次 世代 
の 推進 シス テム [ミノ フス キー・ ド ライ ブ ・ ユ ニッ ト ] が 搭載 さ 
れ て いる 。 これ は シス テム の 小型 化 
MS へ の 搭載 が 可能 と な っ た も の で あり 、 従 来 の 推進 機関 で 
は 不可 能 と 言え る 鍋 異 的 な 機動 性 能 を 実現 し た 。 また 、 放 
出さ れる ミノ フス キー 粒子 を ビー ム ・ サ ー ベ ル と し て 運用 で き 
る な ど 、 戦闘 力 の 向上 に も 繋が - 


で ある た の 、 大 量 生産 は 次 し 
その た めこ の ユニ ッ ト 

を 搭載 する コア ・ フ ァ イ ター 

шова 


活用 
は 戦場 で 僚機 を 導く シン ボル 


も な っ た 


画 ミノ フス キー・ ド ライ ブ 
ユニ ッ ト 


を 応用 し 最大 20 8 


Е る 
G ま で の 加速 性 能 を 発揮 する こと が 可能 


画 メガ ・ ビ ピー ム ・ シ ー ル ド 
シー ルド 茶 部 と 3 基 の パリ ア ・ ビ ッ ト で 構成 さ 
PARE, MILAN * 

エフ ィ ー ル ド を 形成 し て 巨大 な 


ө (HOR) 発動 時 


未完 成品 で ある この ユニ か ら 時 折 放 出さ 


ж. 


に 同様 コア 


| ピー ム ・ シ ー ル 発生 
1431204 BIL < 

可動 する こと が 可能 。 マニ ビュ 
レー ター 側 に 向け で ビー ム ・ シ ー 
ルド を 展開 させ る こと も で きる 。 


__ ' 4 


プロ ッ ク ・ シ ステ ム を 採用 。 яис 
する コッ ピッ ト 内 部 の 構造 も LM312V04 の も の と ほぼ 同じ も の で ある , 


а. 9:91 
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MECHANIC F モビ ルス ボー ツ :CMS-B/67 シャ ルド ー ル / モ ビル スタ ンダ ー ド :CMS-328 デス バラード (MGE) и] sweet 24a 


ew 
| № SPEC -CMS-B/67 SHALDOLL- SPEC DESPERADO- 
CMS-B/67 シャ ルド ー ル |uswaswa +m 182m жш ста 


重量 5031 
SHALDOLL ЕН aL — 
лэл%-#л ーー 2528-09 ーー 
装甲 材質 一 装甲 材質 
プ の カメ ラ と 頭頂 ЖИ ドッ ズ ガ ング シー ルド 他 ЖИ ヒー トス コッ プン ヒー トピ ッ ケル 


左側 面 ア ン テ ナ が 所 属 民間 所 属 民間 
構成 の 基本 型 と な る が 業者 フリ ・ ア スノウ ルフ エニ アク ル 他 搭乗 者 イワ ー ク ・ ブ プラ イア 
CMS-B/67M シャ ルド ー ル N の 
イ 仕様 も 存在 する 


DESPERADO | 


CMS-328 کے‎ 


機体 構造 


レー ス 用 の 機体 を ベース と する 


「 銀 の 杯 条約 」 に よっ て カテ ゴ ラ イ ズ さ きれ た 民生 用 MS 
HEME TRU 。 な お 、「 銀 の 杯 条約 ] に よっ て 規定 され た MS 分 押 
ЗФ OR MUI の う ち 、 民 生 用 MS は 


ドー ツ (Mobile Sports) J 
代表 され る 「 モ ビル スタ 


関連 ファ イル 


れ た こと か ら 、 兵 器 開発 会 社 や MS メー カ 次 々 と 倒産 
ある い は 解体 と な る 愛 き 目 を 見 た 。 だ が 、 一 部 の メー カー 
は 規模 の 縮小 や 独自 の 路線 を 開拓 する こと で 存続 し 正当 化 さ れ た の ち に 、 各 地 で : 


Е (Unknown Enemy) の 出現 に よ 


生産 的 な 民生 用 MS を 生み 出し て いく こと と な る 争 や UE と の 戦い へ と 駆り 出さ れる こと と な 


MECHANIC FILE 


ІЗЕТ ШЕТІ!!! 


構造 / 武 装 
E シャ ルド ー ル の 構造 

ムク レ ド ・ マ ッ ド ー ナ 工場 長 率い る 民間 の MS 工房 ・ マ ッ 
ドー ナ 工 房 が 独自 に 開発 し た シャ ルド ー ル は 、 本 来 、 レ ー 
ス 用 の 機体 で ある 。 だ が 、 そ の 秦 体 と 呼べ る ポ ボディ は カス 
タマ イズ を 前 提 と し て お り 、 オ ー ナ ー の 好み に 合わ せ た 仕 
様 に 改造 で きる こと は も ちろ ん 、 戦闘 用 MS へ の 転用 も 充 
分 可能 で あっ た 。 事実 連邦 軍 の フリ ッ ト ・ ア ス ノ と ウル フ ・ 
エニ アク ル は 、 マ ッ ド ー ナ 工房 の ファ クト リー シッ プ 内 で 暴 
れ 出し た ゼ ダ ス を 取り 押さ える た め 、 本 機 を 用 いて いる 。 БІ 
機体 は 非 起 半 機 で あっ た が 、 そ の 性 能 自体 は 当時 の 
用 量産 型 MS、RGE-B790 ジェ ノア ス に 引け を 取る も の 
で は な か っ た 。 また 、 ム クレ ド と 旧知 の 仲 で あっ た ウル フ は 、 
シャ ルド ー ル を ペー ス に AGE-1 ガン ダム AGE-1 の デー タ 
を 盛り 込み 、WMS-GEX1 G エ グ ゼス を 生み 出し て いる 。 


© CMS-B/67M シャ ルド ー ル M (武器 装備 状態) 
アン パ バット 攻略 戦 に 参戦 し た ムク レ ド の 専用 機 。 本 部 カメ ラ が ツイ ン 
CEREN, REIKO ЛКФ ИШНЕН EtRU TUS. 


戦闘 用 MS に も 転用 可能 で あっ た 民生 機 の 性 能 


өні өк 


元々 は 武装 を 持た な い モ ビル ス 


ЭЪ. RE: 


Ф メガ ラン チャ ー 


シャ ルド ー ル M が アン バッ ト 攻 略 戦 で 使用 し た 巨大 兵 
ОВАКВЕ С, HERERNE RSE 


シャ ルド ー ル の 全高 を 上 回 る 巨大 な 兵 装 で 
グリ ッ プ を 持ち フッ トレ スト に 足 を か けた 状態 
で 発射 すら 。 GH. ROAM CORRE 
使用 する 機体 が 確認 され て いる 


も 使用 
ン バ ッ 攻略 戦 に は 、 ムク レ ド 専用 機 


可能 


E デス ペラ ー ド の 構造 武装 

コロ ニー 建設 な ど に 用 いら れ た デス ペラ ー ド は 、 人 型 の 
重機 と も 言え る モビ ルス タン ダー ド に 分 類 さ れる 。 構造 は シ 
ンプ ブル な が ら も 、 頑 強 な 外装 と 相応 の パワ ー を 備え て いる 。 
な お 、 中 古 で あれ ば 個人 で も 購入 で きる ほど 低 コス ト で あり 、 
コロ ニー (ファ ) 下層 に 住む イワ ー ク ・ ブ ライ ア も こ 
の 機体 を 愛用 し て いた 。 


жшк. 
EBS MEET 
る ヒト スコ ッ プ や ヒト 
ESTEER REE 
て 使用 可能 。 ま た 、 マ 
GEBRRMS 

ad охвывясво, 


地球 連邦 軍 に 採用 され た 民生 機 の 改修 弄 


4.G.140 年 代 に お いて は 、 シ ャ ルド ー ル の 改修 型 で あ 
る RGE-C350 シャ ルド ー ル 改 が 連邦 軍 量 産 機 と し て 活 
躍 し た 。 頭 部 や パッ ク バ ッ ク を は じ め と する 意匠 が 変更 さ 
れ 、 武 装 面 で も シャ ルド ー ル に 搭載 され て いな か っ た ビーム 
サー ベル が 1 基 マ ウン ト さ れ た 本 機 は 、 も と が 民生 機 と いう 
性 質 上 、 民間 出身 の バイ ロッ ト に 好 ん で 使わ れ た 

な お 、 同機 体 は 反 連 邦 組織 や 宇宙 海賊 な ど に 流出 し 、 
独自 の 改修 を 受け た 機体 も 存在 し た ど れ て いる 。 


スラ スタ ー の 強化 ・ 


は 、 AGE-1F ガン ダ 
АСЕЛЕ 
し て 前 線 に 赴 い た 。 


“MORE INFO! 


の IS ニン カク ドリ ニー ジッ ジ 

ッ ド ー ナ 工房 は 定住 先 を 持た ず 、 大 型 ドッ ク 艦 「 フ ァ 
クト リー シッ プ ] を 本 換地 と し て 操業 する MS 工房 だ っ た 。 
A.G.115 年 、 UE と の 戦い が 勃発 し た 際 に は コロ ニー (ファ ー 
デー ン ) 付近 の 宙 域 に 停泊 し て お り 、 ム クレ ド と 旧知 の 仲 
の ウル フ が 、 フ リッ ト を 連れ て 同艦 を 来訪 。 ドッ プラ イフ ル な ど 
「AGE シ ステ ム 」 由来 の 技術 が 工房 に も た ら され た 。 


ア と 協力 関係 を 結ん で い 
ー ナ 工房 。 アン バッ ト 攻 


ВСС. танлов 
域 へ と ファ クト リー シッ プ を 移動 さ 
- уа 


E RGE-C350 
シャ ドー ル 改 
(武器 装備 状態 ) 


порах 
8488346140. 
年 代 の 連 孝 軍 量 産 
機 と 共に 激化 する 
ж 


巨大 な ファ クト リー シッ プ 内 で は 
RMS CROSSE 
産 、 改 修 と いっ た 作業 が 進め ら 


а . 92,1. М85 
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アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ ー テ ィ タ ー ン ズ の 任 の 下 に 一 


(88) ТІЛЕГІ 


ギャ プラ ン TR- -5 Л 
[ファ イ バ ー] а 


GAPLANT TR-5 [FIVER] | 


сг 


大 型 パッ ク バ ッ ク ・ 
затнат: 
イ バ ー] の 臣 体 を 飛行 させ 
進 力 を 発揮 。 パイ ンダ ー の ドラ ム フ レ ー 
ム の 支点 で も ある 


発 の 可変 MA 


パイ ンダ ー 
£ Бахон 
АМВАС ` f 


能 を 持つ 


、 目 標 到達 後に は 関連 ファ イル 


宇宙 で 組み 立て られ 、 
Bo パイ ロッ ト は TS 部 隊 


Аналы қары. と な っ て いる . が 務め た 
] に 求め i ろ さ れ た [フラ イル ー] 


飛行 で 到達 し 、 кетті BT ZOR, [^ 
弾 の 機能 を 盛 ` イズ ル 改 ] と [ロゼ ッ ト ] を 搭載 し て の 強 製 を 実現 し 、 カ ム 
道 弾 が 弾頭 の 運 搬 手段 に 過ぎ な いり [ファ イ チャ ッ カ 基地 制圧 


再 突入 後 の 空中 戦 を 担う 大 型 MS 形 態 


[ファ イ バ ー] の MS 形態 は 、 弾道 軌道 で 目標 上 空 に 到 
達し た 後 の 戦闘 で 用 いら れる 。 MA 形態 で は ほとん ど 見 え 
な か っ た コア ・ ユ ニッ ト (ギャ プラ ン TR-5 [フラ イル ー] ) が 
圭 出 し 、 手 持ち 武装 も 使用 可能 と な っ て いる 。 4 枚 に 分 割 
され た パイ ンダ ー に より 、 運動 性 も 向上 し た 。 
バイ ンダ ー が コア ・ ユ ニッ ト より 遥か に 長大 な た 
め 陸 戦 に は 適さ ず 、 僚機 の 支援 の 下 、 大 推力 と 突出 し た 
攻防 力 を 駆使 し た 空中 戦 を 行う 。 新型 爆弾 の 近 下 離間 
接 疫 下 に よる 対地 攻撃 も 想定 し て いる 。 

な お 、 カ ムチ ャ ッ カ 基地 制圧 時 に 投入 され た [ファイ 
パー] の 支援 機 は 、 空 中 支援 に 飛行 ユニ ッ ト [イカ ロス 改 ] 
搭載 の ガン ダム TR-1 [ヘイ ズル 改 ] が 、 陸 上 支援 に [ロロ 
ゼット ] 強化 陸戦 形態 と いう 構成 だ っ 


追加 バー ッ が 巨大 な た 
オリ ジ ナル の ギャ プラ ン と 
異な り 、 近接 格 関 戦 は 相 
88. 追加 パー ツ を パー 
Sth TEMSE 
汎 月 性 を 確保 で きる 


Ш 追加 バー ツ 装 着 図 


ELES ` 
追加 パー ツ 半 着 状 能 の 上 半身 。 [ヘイ ズル ] 用 に 近い 構成 の ガ > 
て 取れ る 。 セン サー・ ユ ニッ ト 基 部 の 答 下 装備 は 新型 電 弄 で 、 作 戦 
生物 ・ 化 学 兵器 を 搭載 する 


ムー バル ・ シ ー ル ド を 外 
し 、 肘 と 肩 に パイ ンダ ー 
(の ドラ ム フ レー ム ) CW 
が る ムー バブル ・ フ レー 


に 耐震 フ ィ ー ル ド ・ ユ ニッ 
к. BMC tt 
ユニ ッ ト を 配置 する 。 


大 気 園 離脱 ・ 再 突入 が 可能 な 強襲 モー ド 
и 上 面 ・ 下 面 図 


BOB 8038 TOR 
て 地球 上 の 任意 の 地 』 
ニッ ト を 袖 か に 上 回 る 大 型 機 と な っ た 
隊 単 位 で の 敵 拠点 侵攻 と いう 危険 度 
する た め 、 極限 まで 防御 力 を 追求 た 結果 だ っ た (本 体 以 
上 の 大 型 追加 パー ツ は 、 TR-6 に も 引き 継が れ た ) 。 

機能 面 で は 、 大気 較 離 脱 お よび 単独 飛行 を 可能 と す 
る 大 推 カ お よび ブー スタ ー 接 続 能力 、 再 突入 時 の 空力 加 
熱 か ら 機 体 を 保護 する 耐熱 フィ ー ル ド 、 対 空 攻撃 を 無力 化 
する 1 フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター と 拡 敵 ビー ム 砲 、 目標 到 
達 後に [ファ イ バ ー] を 支援 する MS2 機 の 搭載 能力 な ど が 
特徴 で ある 。 TR-3 以 降 の TR シ リー ズ の 特徴 で ある ドラ ム 
フレ ー ム は 、 バイ ンダ ー の 可動 基部 に 用 いら れ て いる 。 


つま り 大 気 園 離 説 と 再 突 入 に よっ 
達する た め の 形態 。 コア ・ ユ 
単独 も し く は 小 
任務 を 遂行 


ラス の コン セプト 
た 。 危険 性 と パイ ロッ 
8 


画 バイ ンダ ター 


<. BROMINE [2747] を 支援 する MS を 計 2 機 可能 で ある 。 
жетшш. 上 部 バイ ンタ ダー 裏面 の 克 し 胸 で 固定 する 。 回 転 部 分 に 配置 さ 
は 、 コ ア ・ ユ ニッ ト の 肘 部 と 局部 、 大 型 バック パッ ク ・ ユ ニッ ト か ら 伸 び た 計 3 本 


ギャ プラ ン と は 大 まく 掛り | 


れ た 外見 の MA 形態 。 P 
体 下 面 の 本 然 フィ ー ル ボド は 
再 突 入 機能 の 要 で 、 [ダン 


ディ ライ アン ] と 同系 の : 
却 シ ステ ム を 搭載 する 。 


ш 機 首 ユニ ッ 
上 部 の セン サー・ ユ ニッ 
ト に は 、 十 字形 の 大 型 
ERLE I 
を 搭載 。 追加 バーツ の 
BSL RRAK 
BIHESE t> 
た め の 装 備 で ある 。 


の ムー パブ ル ・ フ レー ム で 接続 され て お り 、 ОГИ 


ト 


約 バー ツ は 1 フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター で 」 
と 装 ビー ム 防 御 力 を 失う 。 жазалық 
の パー ツ は 実体 紗 防 御用 の 拡散 ビー ム 砲 。 管 
口 の カバ パー は 、 再 突 入 後に パー ジ さ れる 。 


MORE INFO! 
コア ・ ユ ニッ ト [フラ イル ー] 


キャ プラ ン TR-5 [フラ 
ニッ ト で ある 。 ギャ プラ 
ト と 両 腕 の シー ル | 


ルー] は [ファ イ バ ー] の コア ・ 
本 来 の 背部 可動 式 スラ スタ ー 
ー ス ター を 併用 する レイ アウ 


ト は [ヘイ ズル ] 強襲 形態 に 近く 、 挙動 や 操作 性 も 収 通 っ 


て いる 。 


ギャ プラ ン TRS 
[フラ イル ーー] 

【 フ ァ イ バ ー] ユニ ッ ト を 
パー ジ し て も 、 こ の 形態 に 


ома 92905 
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| GATOIAZR 


エー ルス トラ イカ ー 
GAT-01A2R 105 ス ロー タ 


ダガー 


105 ス ロー ター 
ダガー 


原型 機 
GAT-01A1 ダガー( 通 称 
を ペー ス と し 、 地球 連 
隊 フ ァ ン トム ペイ ン が カス タマ イズ し 
て 運用 。 装甲 素材 の 変更 や 固定 兵 
装 の 追加 を ど が 行わ れ て いる , 


ыы айы ы. ОН‏ د 


УАУ ДИ TY HE ЕН ИЕП НИК 


GAT-01A1 ダガー は 地球 連合 軍 の 制式 量産 機 と な 
る は ず だ っ た が 、 戦 時 下 に お ける 生産 性 が 優先 され た 
た め 、 簡易 量産 型 の GAT-01 スト ライ クダ ガー が 
な る 。 戦後 は 105 ダ ガー の 改良 機 GAT-02L2 4 
が 量産 され 、GAT-04 ウィ ンダ ム ま で の 繋ぎ と し て 大 量 
配備 され の 一 方 で ロゴ ス 直 属 の 不正 規 特殊 部 隊 
ファ ント ムペ イン は 、 最 新鋭 機 の ウィ ンダ ム と 共に 、 105 
ダガー を 独自 改修 し た GAT-01A2R 105 ス ロー ター ダ 
ガー を 制式 採用 し た の で ある 。 

基本 的 に ファ ント ム ベ イン で し か 配備 ・ 運 用 され て い 


Bo その 中 に は オー ブ に 保管 され て いた |.W.S.P. と ライ ト 


ニン グスト ライ カ 


を 持ち 出し た 機体 も 


(в) ub Er 185A 


HR МХ7036 ビー ムラ イフ ラル 7 ESOT 
ビー ム サ ー ベ ル X4.12.5mm 対 人 
00х27 а аве 
40mm ロ 径 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン TL|x 


関連 ファ イル 


А 1 


ASTRAY 


аЙ 10542-ОвУЕЖІНЕСАЯИЕШЫ DREA (2-/%у2 


高 性 能 と 生産 性 を 両立 し た 105 ダ ガー の ボ ポテンシャル № MX703G ビー ムラ イフ ル шу-лк 
に 着目 し た ファ ント ムペ イン は 、 エ ー ル スト ライ カー を 組み 合 実体 弾 兵器 と ビー ム 兵 問 を は 105 ダ ガー の も の を その まま 流用 し 
わせ る こと で 様々 な 埋 きる 、 フ レキ シビ ピリ ティ を ©. 対 ビー ムコ ー テ ィング も 放さ れ で 


いる 。 ж#н: 


RESTAT 
夫 拠 し て 開発 され た 。 


装備 換装 は 可能 で ちる 。 汎用 性 は 失わ れる も の の 特 
化し た 性 能 を 発揮 で きる た め 、 マ ー シ ャ ン 追 撃 部 隊 は パイ 
ロッ ト 個 々 の 持ち 味 に 合わ せ て 変更 され た 。 し か し チー ム 
ワー ク が ば ら ば ら で あ っ た た め 、 個 々 の 性 能 を 活 み し 切れ 
ず マ ー シ ャ ン に 敗退 し て いる 。 


исно 
ライ カー パッ ク 
ашса. к 


ア ・ リ ン セ イ が 最初 
оят 


ワ 傘 機 の LW.SP. は 
回 中 に 強制 除き 
п. 部隊 を 指揮 する 


Ш 1.W.S.P. 
エー ルプ ソー ド / ノ ラン チャ ー の 機能 を 複合 ませ た スト ライ カー パッ ク 。 本 来 は スト ライ クル ー ジ ュ に 搭載 予定 で あっ 
PA, KEE MBLC STO EMEC Fa TIF- JE: w bH N. 


足止め を 狂っ た 。 YA th: TUF ORR 


E ソード スト ライ カー Ш ライ トニ ング スト ライ カー 
р СТ 2 を 行え カー バッ ク 。 ムウ ・ ラ ・ フ ラガ 
が テス ト で 破 摘 させ た も の を 修復 し て 運用 し た 。 BIE FI- IER, 
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` Illustration by MASAKAZU KAWAZOE ⁄ Color by MICHIYO OHTANI (WISH) ⁄ бресізМ есі by KAORI SATOU Background by EIJI WAKAMATSU (KUSANAGI) 
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一 年 戦争 時 、 ジ オン 公国 軍 が 生み 出し た MS に 並ぶ 
う 拒 器 一 一 モビ ルアー マー (МА). A 
、 MA は 限定 され た 運用 目 


MIP-X1 は ZIONIC ( ジ 
示し た 人 型 兵器 (の ちの MS) に 開発 
コン ペ で 敗れ て し まう が 、 MS に は な い 高 機動 ・ 大 火力 


169-3 


ビグ ロ 


メイ ン ・ ス ラス ター 
2 基 の 大 推力 スラ スタ 


統 の 機動 兵器 と し て 
開発 が 進め られ る こと と な の 基礎 コン セプト を 
МИС МІРНУ ВАЎ, 
異形 の フォ ルム を 持つ MA-05 EFO TCHS. 
向 性 を 継承 し 、 高 機動 ・ 大 火力 を : 
し た 宇宙 用 機動 兵器 と し て 開発 され た MA-05 は 、 


12 機 (14 機 と する 説 も ある ) が 生産 さ 
れ た 。 本 機 は MS と は 異な る 有用 性 を 実証 する こと で 、 
MA と いう 新兵 器 の 概念 を 定着 させ た の で あ 


全高 23.6m (全長 45.5m) 


125.5t (全備 重量 22980) | 


GREN GRAY 


フォ ルム を 有 し て いた 


大 火力 を 有する 機体 と その 問題 点 


汎用 性 を 重視 する 故に MS が 戦況 に 応じ て 様々 な オプ ショ 画 武装 レイ アウ ト 


ン 栓 行 兵器 を 装備 する こと に 対し 、MA-05 を は じ め と する 一 о 機 導 に 搭載 され た メガ 東 MEELES] 
年 戦争 時 の MA は 、 内 蔵 式 の 固定 武装 の み を 搭載 する こと ей chien AERON 
が 一 般 的 で あっ た 。 こ の 固定 武装 の 中 で も 最も 特徴 的 な も の 使用 時 に は カバ パー が 左 須 に 


が 大型 の メガ 粒子 砲 で ある 。 MS と は 比較 
大 な ボディ を 持つ MA は 、 そ の 機体 内 ( 
ジェ ネ レ ー タ ー を 搭載 する こと が 可能 で 
の 内 蔵 と 運用 を も 可能 ヒ し た の で ある 。 これ は MA-05 も 同様 
で あり 、U.C.0079.04 に は 生産 が 開始 され て いた と 言わ れる 
同機 は 、 開 戦 当初 より MS 用 ピー ム 携 行 火器 の 開発 が 難航 し 
て い っ て 強大 な 戦力 で あっ た こと は 間違い な い 。 

な お 、 MA-05 は 対 艦 戦闘 に 比重 を 置い た 機体 と 言わ れ て 
いる 。 事実 、 その 最大 の 武器 で ある メガ 粒子 砲 も 、 小 さ な 禁 
的 に 命中 させ る こと は 至難 の 業 で あっ た 。 一 撃 離 脱 戦 法 
適し た 本 機 は その 巨体 と 高い 機動 性 能 が 伯 と な り 、 4 
小回り の 利く MS と の 戦 開 に は 向 か な い 機 人 


開き 、 砲 が 名 出す る 


лена DEER 
げ 飛 ばす は ほど の 成 
EBS, MAORA 
は MS ほど 複 准 で は な 
い が 、 AMBAC 肢 と し 
て も 機能 する 


KESER МА05. #07 

7 CEMS€ HMI E 
(と 巨大 だ が 、 一 方 で その 
クロ ー を 用 いた 季 軟 な 対 MS 
本 戦は 苦手 と され で いる , 


a 


早期 に 開発 試作 され な が ら 、 実戦 投入 が 遅れ た 機体 の 未成 熟 さ 


“ 


早期 か ら 開 発 や 試作 、 生 産 が 行わ れ て いた MA-05 だ 
その 運用 開始 は 終戦 も 近い U.C.0079.11 の こと で あっ た 
ホワ イト ペー ス を 追撃 すべ く 、 ジ ャ ブロ ー か ら 宇 宙 ヘ 上 が っ た 
IA-05 が 1 機 搭載 され て お り 、2 機 の MS-09R 
撃 する 次 が 確認 され て いる 。 MA-05 は ご 
の 追撃 戦 で G ス カイ お よび G ブ ルイ ー ジ ー と 交 音 。 後 
キン グ し た RX-78-2 ガン ダム を 捕らえ た が 、 敵 の ビー ムラ イフ 
よっ て 撃破 され た 。 MS-09R と の 連携 も 密 に 取ら れ て い 
た と は 言い 難く 、 運 用 方 針 が 確立 され て いな い 段 階 で の 実戦 
投入 は 、 важнай Е T SERERD. 


MA.05 の テス トバ T ロ 
ト を 務め た トウ ワン 大 肝 
MA-05 の 性 能 と 己 の 操 


ビグ ロ の 転用 と 発展 


ヴァ ロ 


MORE INF 


U.C.0079.12 の ア ・ パ オア ・ ク ター 攻防 戦 に お いて 、 МА-05 
を 楠 成 ユ ニッ ト の ひと つと し て 開発 ・ 建 等 し た 戦闘 支援 用 巨大 
MA の 出撃 記録 が 残さ れ て いる 。 MA-05Ad ビグ ・ ラ ング と 呼 
: そ の 機体 は 、 完 成 し た ば か り の MA-05 を 機体 の 制御 
ж Ыс. TRMA: 
スタ ー と いう 異な る 兵器 開発 構想 を 寄せ 集め た 
RET ーー 年 戦争 末期 に は 、MA-05 の 発展 型 と 
ヴァ ロ が 開発 され た 。 その 真 偽 は 不明 だ 
に は グラ ナダ 工 褒 で 生産 され た MA-05 の うち 、2 機 が 
MA-06 の 型式 番号 を 与え られ 、MA-06 の 原型 
に な っ た と 言わ れ て いる 。 


№ MAO5Ad ビグ ・ ラ ング 26 ヴァ ル 


MAO5Ad は | 
FRI, A 
BEUMANDMÊ. % 
ЕМЕ 補給 修理 中 の 味方 機 を 守る 装甲 スカ ー 
Ӯ ト 「 ス カー ト ・ シ ェ ル ] を 装備 する 。 855 MUCH SCENES, 機体 に は 
ИЕА ОЕ АИ ААШ — MAX-03 アッ ザム や MAM-07 グラ 
ド ) て 建造 れ た も 搭載 し た こと で 生存 率 を 高め た プロ の 特徴 も 取り 入れ られ て いる 。 


зна. 5: 
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ви 
ЯН 
> 


サイ コミ > 兵器 を 搭載 し た ドー 


s 
シル ヴァ ・ バ レト | 


SILVER BULLET | 


ン ・ ウ ルフ の 改修 機 


動 性 の 向上 を 実現 し て いる 。 また 、 
広 が り 、U.C.0096 
し て 通用 する も の で 


機体 の 一 部 は 連邦 軍 7 
スト 財団 に 譲渡 され て お り 、RX-0 ユニ コ 
の 模擬 戦 で も 使用 され た と 言わ れ て いる 。 


(0) пе01 ҮП 


全高 一 一 (頭頂 高 22.2m) 
重量 33.5t( 全 備 重 量 70.51) 
ЗЯЖу-8-ЁЙ 5,250к// 
АЭЛй-Й#? 87.3006 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 
ЖЖ COMME 7 жін. 
2 インコム x2/ ビ ー ム ・ キ ャ ノン x2 
ノ 12 連 続 ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ーx2 ノ ググ 


関連 ファ イル 


SHEET 20 


シン ブル に な っ た 


ARX-014 は 、 メ ガ 粒 子 砲 の オミ ッ ト を 除き 基本 的 な 武 
装 構成 は AMX-014 を 引き 継い で いる 。 ヘッ ド ・ ユ ニッ ト 
の 換装 に よっ て バル カン 砲 が GOmm 口 径 と な っ た ほか 、 
AMX-014 で は 無線 タイ プ も あっ た ハン ド ・ ビ ピー ム は 、 RE 
性 に 優れ た 有線 式 の も の を 採用 。 また 、 ビ ー ム ・ サ ー ベ ル 
も 2 基 装 備 され 、 格 開戦 も 含め た 対 MS 才 闘 能力 も 高い 。 

有線 式 バ ンド は 本 機 
の 主 武装 と な っ て お 
ビー ム ・ サ ー ベ ル 
жеси: 
(RT Bh 
な 戦法 も 使わ れ た 。 


П 60mm バ ルカ ン 碗 


LLI SH TSR, 
RMBELTRDNSEDT. he 
連射 性 能 を 有する 


グレ ネー ドラ ンチ ャ ー 
胴体 部 に 搭載 され て いる グレ ネ 
ラン チャ ー。 使用 時 に は 装甲 が 


肝 関 委 ま り 先 地 の 部 分 を 間 出 で きる 準 サイ コミ ュ 兵 問 。 ж 
部 に は ビー ム 窒 を 備え 、 目 陣 の 徹 方 に 回 りこ す せ て 
あっ た 


amt 


回 ヒー ム ・ サ ー ベ ル 


1222554241 
納 さ れ て いる 格 開 兵 
B. 左右 の 装 時 に 2 
жайгасты, = 
ЛЖ СОН ЕЕ 
と な っ て いた 


“Мәә? 


武装 ユニ ッ ト と し て も 機能 し て いる 。 Әмен 
開 用 の ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー の ほか 、 準 サ イコ ミュ 兵器 で あ 
る イン コム ・ ユ ニッ ト も 装備 され た 。 イン コム は リレー・ イ ン 
コム を 使う こと で 広範 囲 に 展開 が 可能 で あっ た 。 


Е 12 連 装 ミ サイ ル ・ 
ラン チャ ー 


は カバ パー が 展開 し 、 一 | 


2 林 装 備 さ れ て いる イン コム は 、 ワ 
ヤー を 用 いた 有線 ピー ム 兵 器 で 、 リ 
Lm Tae THRE 
HEROE WIETH, 


気 に ミ サイ ル を 射出 する こと が で きた 
w 
準 サ イコ ミュ 兵器 で あ 
る イン コム の 制御 は 
BR COTA 
造 で ある が リレー イ 
シン コム を 用 いた 攻撃 
に は 高い 空間 認識 能 
カカ が 必要 と され た 。 
m バイ ンタ ー& om ak = 
ピー ム ・ キ ャ ノン 
後方 大型 の スラ スタ ー・ ノ ズル を > Se 
ЕЕ Meee ы ТАС Кор 
め 込 む 構造 と な っ て oe 機体 の 攻防 を 支え る 重 マイ クロ ・ レ ー ザ ー 複数 あり 、 角 度 を 変更 も 容 
いた > = 
ピス ト 人 る 防 和 と し て 
U.C.0096 に 勃発 し た 「 逢 」 を 巡る 争乱 に お いて 、『 箱 』 
の 持ち 主 で ある ビス ト 財 団 は 必然 的 に 戦闘 に 巻き 込ま れ 
た 。 [F] RESEN TU EAMBICRX-OPNZ-999 
が 押し 寄せ た が 、 財 団 宗 主 サ イア ム の 指示 に より 、「 箱 』 
は RX-0 を 有する パナ ー ジ ・ リ ンク ス と ミネ パ ・ ラ オ ・ ザ ビ に 
託さ れ た 。 その た め 、 サ イア ム の 補佐 に 就く ガエル が 本 機 
を 操り 、 NZ-999 に よる 「 箱 ] OBWMEMBLESELA, 画 ガエル ・ チ ャ ン 
元々 は 財団 当主 で あっ た カー 
ト の 秘書 。 カー ディ アス が 牧 宮 され た 後 は サ 
\ \ MA, [A] を Y 
| — 
жасым 999: \ 
と は ガエル も 理解 し て いた が 、 本 機 
слу усы al КИЕТ ш 大 破 し た ARX-014 Ñ 
た め の 時 間 稼ぎ を 買っ て 出 た 。 NZ-999 の オー ルレ ンジ 攻撃 に ӯ 
揚 人 を 負っ た ARX014。 それ で も ガエル は 最 
後 ま で 抵抗 を 続け 、 前 進 を 阻止 し よう と し た 。 
cma- atz 169-6 


・ オ ブ ・ ゼ ー タ ティ ター ンズ の 旗 の も と に 一 


ギャ プラ ン TR-5| 
- / [フラ イル ー] sl r 
7 


(ms) ТІЛЕГІ 


ムー パブ ル ・ シ ー ル ド 
ファ イ バ ー] 形態 を 想定 し な い 


ORM 
装備 で ある ムー バブル ・ シ ー ル 
に 戻れ た 


クロ ー・ 


アー ム ・ ユ ニッ ト 


| 新型 G パ ー ツ [フル ドド TH] OF 
ロー・ ア ー ム ・ ユ ニッ ト を 記 

р 8 

ut CE дней, ロン ダバ レ 


WARE TRS, 


= 強化 スカ ー ト ( 後 ) 
時 に ロン グレ ンジ ・ ビ ー ム ・ ラ 
接続 する マル チ ・ ア ー ム ・ 


強化 スカ ー ト (前 ) 
АЛ УК. ELL 
で ど を 内 蔵 する 追加 パー ツ 。 MBL 
Вовы, 24411 

し た モデ ル も 検 記 


жул; 


тов, 


POART STES 


実現 し た 。 ИВА О Я 
MA (Area Dominar 


ҮЛТҮ) С.0087.11. 地球 軌 

た と いう 。 本 来 の パイ ロッ ト は TS3 部 隊 の 

大 尉 が 不在 7 ФН 

MEHOZ 下 の エリ アル ド ・ ハ ンタ ー 中 尉 が 搭乗 し た 。 その 後 も コン 

本 機 は [ファ イ バ ー] 用 追加 パー ツ の 装着 を 想定 し な ペイ トウ 戦 な ど に 参加 し U.C.0088.02 の グリ プス 
い 仕 様 と され 、 原型 機 ギャ ブラ ン 以 上 の 火力 と 拡張 性 を 2 攻防 戦 で 被弾 


機体 構造 


[フラ イル ー] 支援 パー ツ 装 備 型 は 、TR. 計 画 で 開発 
され た 追加 パー ツ 群 を ギャ プラ ン に 装着 し た 機体 だ っ た 。 
[ヘイ ズル ] 用 と 同型 の 頭頂 部 セン サー を 持つ 頭 部 増加 
ユニ ッ ト 、 そ し て 新型 G パ ー ツ [フル ドド TL] が 、 本 機 用 の 
追加 パー ツ に あたる ( 頭 部 増加 ユニ ッ ト は 通常 の [フラ イ 
ルー] で 装備 。[ フ ルド ド L] は ガン ダム TR-6 [フラ イル ー 
で も 搭載 され る )。 

これ ら の パー ツ を 搭載 し た 本 機 の レイ アウ ト は 、 同 計画 


頭 部 

本 来 の バイ ザー を 外 
し 、 ガ ンダ ム ・ タ イ 
プ の 増加 ユニ ッ ト を 
搭載 し た 。 2 号機 用 
は [ヘイ ズル ] OF 
スク を 内 蔵 し た デュ 
アル アイ 型 で ある 。 


スカ ー ト 

遼 周 り の 追加 パー ツ は 、 
BTL 7K ELE 
し 腕 を 装備 し た 前 垂れ 、 
マル チ ・ ア ー ム ・ ユ ニッ 
ト や 増加 ブー スタ ー 搭 
RORBEETH IR. 


TH 計画 内 の 技術 避 元 で 生ま れ た 追加 バー ツ 


で 開発 され た ガン ダム TR-1 [ヘイ ズル ・ ラ ー] と 酷似 し て い 
Bo これ は [ヘイ ズル ・ ラ ー] で 得 ら れ た 戦闘 デー タ の フィ ー 
ク が あっ た た め と 考え られ 、 極 め て 速い スピ ー ド で TR 
計画 が 進展 し て いた 証拠 で も あっ た 。 

な お 、 本 機 は V 字 アン テ ナ を 持つ 頭 部 形状 か ら 「 フ ァ イ 
パー ガン ダム ] の 愛称 で 呼ば れ た 。 し か し [ファ イ バ ー] と 


区 別 する た め 、 メ イン バイ ロッ ト の マー フィ ー 大 尉 が 「 フ ライ 
ルー] と 命名 し て いる 。 


[フル ドド TE] 以外 の [フラ イル ー] 用 装備 に アド バン ス ド 
パー ツ が ある 。 これ を 装備 し た 形態 が [アドバンスド ・ フ ライ 
ルー] 、 両 パ ー ツ を 同時 装備 し た の が [アド バン ス ド ・ フ ライ 
ルー] フ ルアー マー 形態 で ある 。 両 パー ツ と も マー フィ ー 大 
尉 の 1 号機 に 搭載 され る 予定 だ っ た が 、 戦 況 の 悪化 に 伴 
い 2 号機 (予備 機 。 ハン ター 中 尉 搭乗 ) が 投入 され た 際 、 
1 号機 が [フル ドド T] を 、2 号 機 が アド バン ス ド パ ー ツ を 搭 
載 す る こと と な っ た 。 


Ш [アド バン ス ド ・ フ ライ ルー] 
フル アー マー 形態 


жаен оласе, 


[ワラ イル ー] OARS IE ICL TROL 
機 の 完成 形 と 言え る 仕様 。 火力 ・ 機 動力 ・ TR-6k 


サイ コ ・ ガ ンダ ム ま た は 同 
поме. Ж 


。 4 [アド バン ス ド ・ 

フラ イル ー] 
拡散 メガ 粒子 栖 、 ウ ェ ポ ン 
рза, татты 
ム ・ キ ャ ノン ・ ユ ニッ ト 、 バ 
(оз EMMI л» 
ユニ ッ ト な ど を 搭載 。 


А サイ コギ ャ プラ ン (仮称 ) 
る 規格 続 一 前 に 設計 され た プラン 。 ムー バブ ル ・ シ ー 
NECAT, жазоланса MARTS 


可変 MA に 分 類 き れる ギャ 
プラ ン だ が 可変 MS と し て 
も 充分 に 通用 する 。 [フラ 
イル ー] は 可変 MS 的 性 
WEALD. ала 
領域 支配 MA と な っ た 。 


ム を 基部 と し て 、 опе аена, 
ジ ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル の パレ ル や 他 の 拡張 装備 も 追 


追加 バー ツ 装着 状態 で も 、 無 理 な く MA саз, 手持 ち 火 ХА 
BIS, マル チ ・ ア ー ム ・ ユ ニッ ト と 股間 部 保持 テラ ッ チ で 懸 保 す る 。 


MORE INFO! 
[フラ イル ー] 1 号機 と 2 号機 


グリ プス 戦役 末期 の グリ プス 2 攻防 戦 で は 、2 機 の [ フ 
ライ ルー] が 投入 され た 。 T3 部 隊 マ ー フ ィ ー 小 隊 の マー 
21-1 REND 2—pHO2ERTHS, 2 
号機 は 予備 機 と し て 搬入 され た も の で 、 デ ュ ア ル ア イ 式 
の 頭 部 と ティ ター ンズ カラ ー の 送 装 が 特徴 だ っ た (装備 
の 違い は 左記 参照 )。 2 号機 の 機体 色 は 、 濃淡 2 色 の 醤 
に 次 色 の ライ ン を あし ら っ た TS 部 隊 塗 装 だ っ た が 、 実 戦 
部 隊 編 入 後 の 再 塗装 は な され な か っ た と も 言わ れる 。 


ギャ プラ ン の 標準 色 
は グリ ー ン 系 だ が 、 
試験 が 主任 季 の T3 
部 隊 で は 特別 な カ 
ラー リン グ を 施し た 。 
НИВУ 
カラ ー で 行わ れる こ 
と が 多かっ た 。 


4, 


m[254/)—] 1 号機 Ш [75111-1258 
T3 部 隊 テ スト 機 カラ ー ティ ター ンズ カラ ー 
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ома. 154% 
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ガン ダム アス トレ イ | 
< = ブル ー フ レー ム | 
2) тв 4 


(A88) н:01 sweet 128A 


х2. 

サー ベル x2 ビー ムラ イフ ル シー 
ルド 他 

ВИЩ サー ベン ト テー ル 

BRA BRI 


w 


きた クル ー ゼ 隊 の 7 5 
к) хана, プロ ト ア スト レイ は すでに 計 3 機 
造 を 終え で おり 、 そ の 内 の 3 号機 一 ーMBF-P03 5 
ンダ ム ア ス トレ イ ブル ー フ レー ム が 、 備 兵部 隊 サ ー ベ ント 専用 機 を 持た ず 任務 ご 
テー ル の リー ダー で ある 華 雲 区 の 手 に 渡る こと と な っ た 。 Е 、 ブル ー フ レー ム は 初め て 


機体 構造 / 装 オプ ショ ン の 換装 で 様々 な 環境 下 に 対応 可能 と し た 汎用 性 


ヘリ オ ポ リ ス で 造ら れ た アス トレ イ の 性 能 は 基本 的 に 3 機 М バック バッ ク プ アー マー シュ ナイ ダ 
(部 品 状態 で は 5 機 存在 ) と も 同一 で ある 。 た だ し 、 ク ルー зот део, ажиместиалығ, オプ シ 


я К РЕЯ 2 に 装備 させ る 際 は 腰部 1 動 し つつ 、 背 中 の 装備 を 支持 する 役割 も 
ОСНО. 急場 で 転写 され た デー タ が 本 た す 。 ま た. 大屋 部 に は アー マー シュ ナイ ダー の ホル ダー を 拓 可能 


пш 4 
ер Леобен ALERT ARTO MOVED 
ООН EMR MN PIE IRL te, 8 
レー ム は 制 き は し で ある が 、 BBC MBI 


付与 する こと で 環境 を 選ば ず 運 用 で きる 強み を 持つ 。 


兵 疲 は 他 の プロ ト アス トレ 
イ と 変わ らち な い 。 他 の 機 
体 が 思 な ど 独 自 兵 装 を 使 
ZEN SORD, 7л 
и AR RES, 
不足 な く 使用 し た . 


画 コク ビッ ト 

M1 アス トレ イ より も 起因 な 造り の ハッ チ は 一 重 と な っ て お り 、 外側 の 装甲 
が 上 下 に 展開 し た の ち 、 内 部 の ハッ チ が 開く 。 の ち に 改修 が 施さ れ 、 コク 
ピット 周 り の 一 部 が 回 侯 的 な TP 枚 甲 に 変更 され て 防御 が 強化 され た - 


Ш フル ウェ ボン 

右手 に バズーカ 、 ES ICE OF v7BE RNA E. б 
イル ・ ポ ッ ド 、 さら に 予備 の バズ ー カ を 装着 。 же 

SAL E (RIET 28) осал: 


画 スケ イル シス テム 
水中 戦 に 特 化 し た 装備 。 頭 部 の 換装 と 手足 < パッ ク パ ッ ク の 過 加 パー ツ カ ら 成る 。 Sila АЮ ст» 
h. 振動 に より 水中 を 自在 に 動く 。 ЖМА ШЗ ЕН. 人 工 島 キ ガ フロ ー ト の 防 知 任 季 で 使わ れ た 


Ш コン プリ ー ト セン サー 
Q 


画 ハイ スピ ー ド ・ ブ ー ス ター 


て 使わ れ た 


的 な 加速 を 生み 出す 装備 。 BEL CARA THAIS 
追い 付き 、 内 部 の デー タ を 回 収 する 任務 で 使わ れ た 
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と し 、 地 球 連合 INURE 
た и н ешын 

SKE {EAS e: 
РЫ ар s +. 223 
し て いた ジャ ンク 屋 の ロウ ・ ギ ュー ル の 手 を 借り る こと で 
火星 初 の MS 開発 を 進め て い て 完成 | 
YAMO1 デル タ ア スト レイ に 続き 、 ロウ が 火星 に 
た 技術 で 火星 製 MS の 2 号機 と な る GSF-YAM02 ガー 
ド シ ェ ル も 造ら れ 、 使節 団 で 運用 され た の で ある 。 


(мз) ТШ! 


可変 機構 

MA 形態 と MS 形態 を 備え 、 通常 
は マー ズ タ ン ク と 同じ : 

で 運用 され て いる 。 緊急 時 な ど 
は 調 時 に 変形 し 、 隠 され 

MS 形態 と な っ て 戦闘 


関連 ファ イル 


ре 
で ある 


FILE Preview 


DES-03-16 E- AIVE ERINN 


5. その 運用 は 特殊 で 、 防 御 能力 に 比重 を 置い 
戦闘 スタ イル を 持つ 。 これ は オフ ェ ン ス を デル レタ ア スト レ 
フェ ンス を 本 機 が 受け 持つ た め と 考え られ る 。 


MECHANIC FILE 


А0 СЕНО ЛКИ OBER 
F 男 コ ク ピ ッ ト пш 


яйш=ш®вш Е АСЕ ИМЗ | =may-X2705DEENU. MSAD ШНЕК AAA TE 
て いる 。 用 部 の セン サー が 前 方 に せり 出し 、 首 元 の ハッ チ が 開く 部 は 可動 式 の ウロ ー( 右 ) と な り 、 手 の よ うに 物 を 掴む 動作 が 可能 で ちる 。 -- 


マー ズ タ ン ク に MS へ の 可変 機構 を 組み 込ん 
シェ ル は 、 三 財 の MA 形態 を 通常 で 用 い (MS: 
た め の 偽装 の 意味 も ある )、 人 型 の 汎用 性 な = 
する 場合 に 上 部 の 装甲 を バージ し つつ 変形 し 、MS 形 態 
と な る 。 防御 を 主体 と し た 運用 は 地球 連合 軍 の MA ザム 
ザ ザ ー に 近い 。 MS 形態 時 は 防御 力 が 若干 低下 する が 、 
シー ルド を 攻防 に 用 いて の 近接 戦闘 も 可能 と な る 。 


デル タ アス トレ イ と 同様 、 MS 時 の 頭 部 は 
TA ッ イン アイ タイ プ の メイ ンカ メラ を 搭載 
( / ) ман aor seems cus, 


Ш MS 形態 
MS 形態 へ は MLG.M シ ェ ル を パー ジ する 必要 が ある た め 、 再 度 MA 形態 と な る に は シェ ル の 再 装着 を 必要 と す 
š, 三 胸 の うち 二 脚 が 人 型 の 両 凍 と な り 三 本 目 は 背中 に 配 まれ る が 、 ク ロー を 用 い 第 3 の 遂 と し て も 機能 する 


` 
зашамаруевамомот | 
Ш トラ イ ・ ソ ー サ ー Sa | Ши-У-пэк 
誠信 ビー ム に 高い 防 竹 カ を 持つ シー ルド 。 ロケ ッ ホ アン カー と レー ieee 内 義 き れ て お り 、 ト ライ ・ 
ザー ソー ド を 内 意 す る と 同時 に 、 レ ー ザ ー ロ ッ ド と 連結 し て 投入 武器 に も Шалым ИЕ ий сто. 
し ド を 使う 際 の ビーム 刃 や 、| | жортот bias 
г ビー ド の 展開 に 用 いら れる ほか 、 | | ж то сн. MOE 
カー・ ソ ー ド と し て も 使用 され る 。 取り 外し て 使う こと も で きる 。 ише COA, 
2 | 
| 
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| г ИК | ] Ш SPEC 

= АЕ = 
| вот GUNDAM — — 
i тш | ыз š А 


ビ ト ン ハ ンマ ー で 使用 する 
の 鉄 球 は 非 使用 時 
ショ ル ダ ー ア タッ ク に も 


кара 
機体 各所 に ビク トル エン 
ジン と 呼ば れる 独立 双 
тетен и. 
よっ て 各部 が 独 
動力 を 得る 
ов 
ж 

に な る 


怪力 を 誇る が ンダ ム フ ァ イタ ー に 適し た パワ ー タ イプ の 機体 


第 13 回 ガン ダム ファ イト (GF) に 優勝 する 

オロ シア は 自国 の 収容 所 ( 2 
宇宙 海賊 の リー ダー、 ア ル ゴ ・ ガ ルス キー を ガン ダム ファ 
イタ ー に 抜 控 。 この アル ゴ の 搭乗 機 と し て 開発 され た 
モビ ピル ファイ ター (MF) が 、GF13-013NR ボル ト ガン 


関連 ファ イル 
実 の 罪 を 汗 せ て 拘束 し 、 没 収 し た 彼ら の MF か ら 技 術 を мөт SCOTIA 
奪取 し て 自国 の MF 開発 
оваа ы 
発 の 駆動 機関 クト ル エ ンジ ン 」 を 搭載 し た 


FILE PREVIEW. 


ダム で ある 。 
アル ゴ の 優れ た 身体 能力 を 機体 稼働 時 に 充分 活か 
本 機 は パワ ー と 装甲 の 強化 に 重点 を 置い て 
その 結果 、GF13-013NR 
戦 に 適し た 機体 と な っ て い 


は アル ゴ が 得意 と する | 
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本 機 は 第 13 回 GF に 
闘 能力 を 有する MF と 

本 機 の 実力 は 大 会 で 遺 翌 な く 発揮 され 、 圧 倒 的 な パ 
ワー で 押し 切る 戦闘 スタ イル で 他国 の MF を 次 々 と 撃 
破 し 、 会 へ の 進出 を 果 の た 


69-0209 アル コ 


バ パワー ファ イタ ー に 最適 の 格闘 用 兵 装 [グラビ トン ハン マー」 


堅 中 な 装甲 と ピク トル エン ジン に よる ハイ パワ ー を 有 し た 
GF13-013NR は 肉弾 戦 に 特 化し て お り 、 ビー ム ・ サ ー ベ ル 
や 携行 火器 の よう な 兵 装 は ほとん ど 用 意 さ れ て いな か っ た 
機体 の パワ ー そ の も の が 最大 の 武器 と いう 
認識 だ っ た と 見 られ る が 、 そ の 怪力 を 活か す 唯 一 の 兵器 と し 
て 「 グ ラビ トン ハン マー」 が 与え られ て いる 。 これ は 左肩 に 装 
備 さ れ た 巨大 な 鉄 球 と グリ ッ プ を チェ ー ン 状 の ビー ム で 軸 ぎ 、 
ハン マー 状 の 格闘 兵 装 と し て 使用 する も の で ある 。 グラ ビ ト 
ン ハ ンマ ー は 通常 攻撃 の りみ な ら ず 、 回 転 させ て 防御 に 用 い 
た り 、 鉄 球 の み を 相手 目 掛け て 打ち 出し た りす る フレ キシ ブル 
な 運用 法 も 可能 と し て いた 。 


コア ラン ダー の キャ ノビ ピー (RHE 
が 90 度 可動 し 、GF13-013NR 
の 背面 に ドッ キン グ す る 。 この キャ ノ 
ピー は - MF 本 体 の ヴァ ー チ ャ ルコ ク 
ビル と 連結 


ギア ナ 高 地 で の 特訓 に よっ て 技術 面 お よび 精神 面 の 大 
き な 成長 を 遂げ た アル ゴ は 、GF13-013NR の 性 能 を 最大 
限 に 発揮 させ る 「 ハ イ パ ー モ ー ド ] の 使用 を 可能 と し た 。 その 
結果 、 体 得 し た 必殺 技 「 省 裂 ガ イア クラ ッ シ ャ ー」 は 、GF13- 
に 搭載 され た すべ て の ビク トル エン ジン の 出力 を 季 
生じ た 募 大 な エネ ルギー を 地面 に 叩き 付 
け 、 そ の 強烈 な 反動 で 前 方 の 大 地 を 隆起 させ る 技 で ある 。 с 
の 技 は 敵 の 足場 を 散 し 、 その 動き を 封じ る 役割 も 果たし た 。 


この 技 は 、 パ ワー を 最 重視 する アル 
IDEAS EAEL. 


それ ら は 高層 ビル より も 
を 作り 出し た 


П 頭 部 バル カン 砲 


таңса тотай, TOS, 合計 4 基 の この 
RE VAS, MIE SACL OO RMA RCL GEREN. = 


ЕО 
甲 内 に 収納 され て いる 
この ツリ ッ プ か ら ビー ム を 
MUL TREO LS 


に 連結 する 。 E-LOR 
自在 に 伸縮 可能 だ 


本 部 に 搭載 され た ビク ト 
ル エ ンジ ン か ら 生み 出さ れ 


ECES て 高い 陸 
部 に 拉 げ 付け る と いう も の 。 上 走 硫 能力 を 誇る 。 その ` 
の 破 壌 力 は 、 ど ん な MF も 弾き 。 パワー を 受け 止め る た め 


飛ば し て し まう ほど だ 。 RADOTAGE. 


最終 決戦 まで 進出 し た 確か な 実力 


本 大 会 で の 優勝 と 引き 換え に 宇宙 海賊 時 代 の 部 下 を 
釈放 する と いう ネオ ロシア 政府 と の 取引 に 応じ た アル ゴ は 、 
GF13.013NR を 駆り 戦い へ と 赴く 。 時 に 引き 分 ける こと は あっ 
た が 、 ト で 勝利 を 重ね 、 ネ オ ホ ン コン で の : 
勝 リ ー グ へ 駒 を 進め る 。 ここ で ドモ ン ・ カ ッシュ や アレ ン ピ 
アズ リー に 敗北 する も 、 最終 戦 で ある ラン タオ 島 の 決勝 パ バトル 
ロイ ヤル まで 進出 。 サイ ・ サ イ ビル ガン ダム PF a: 
王 の 1 機 、 ガン ダム へ ブン ズ ソ ー ド を 倒す 活躍 も 見 せ て いる 。 — X ж, 


画 対 ラ ン バ ー ガ ンダ ム 戦 


ネオ カナ ダ 代 表 の アン ドリ 


N 対 ゴ ッ ド ガン ダム 戦 


初 対 戦 で 勝 用 が つか な か っ た ドモ ン と 


は 決勝 リー グ で 再戦 。 GF13-017NJ 
ГЕЙ Н ТАТАР з 
ゴッド ・ フ ィ ン ガー] を 一 旦 は 食い 止め 

エネ ルギー を 受け 止め 切れ ぜ に 
機体 の 頭 部 を 措 提 され 、 事 実 上 の 敗 
кш 


ова tatz 170-4 
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機動 戦士 ガン ダム MS IGLO02 重力 戦線 


MECHANIC FILE 


対 MS 戦 


一 年 戦争 期 に 地球 連邦 軍 が 開発 ・ 戦 力 化し た RTX- 
440 EBRII, RX-75 ガン タン ク と 同じ 
機体 名 を 冠 し て いな が ら 、 構造 や 運用 思想 に は 大 き な 隔 
た り が ある 。 それ は 、 そ も そ も の 立脚 点 が 両者 で 異な っ て 
いた こと に 起因 し て いる 。 MS と いう 兵器 の 枠 内 で 支援 機 
と し て の 機能 を 模索 し た RX-75 と 、 そ の 枠外 に 位置 す 
る 兵器 と し て 対 MS 戦闘 能力 を 求め た RTX-440。 ふた 
つの ガン タン ク は 別 方 向 に 進ん だ 兵器 だ っ た の で ある 。 

RTX-440 は 、 一 年 戦争 以前 に 次 期 主力 戦車 と し て 
開発 計画 が 進め られ 、MS の 登場 に よっ て 対 MS 戦 車 へ 


モビ ルス ー ツ : RTX-440 陸戦 強襲 型 ガ ンタ ンク 


陸戦 強襲 型 
ガン タン ク 
ASSAULT GUNTANK | 


車輌 と し て の 道 を 歩ん だ も う ひ と つの ガン タン ク 


と シフ ト し た RTX-44 を 原型 と し て いる 。 だ が 、 そ れ を 雛形 
に RX-75 が 開発 され る 一 方 、RTX-44 自 体 は 実戦 に 耐 
え 得 る 性 能 を 獲得 で きず 、 機 密 漏 洩 も 重なっ て 開発 計 
画 は 凍結 され た 。 それ が 、 開 戦 と ジオ ン 公 国軍 MS の 脅 
威 を 受け て 急速 戦力 化 が 図ら れ 、 改良 が 施さ れ て RTX- 
440 と な っ た の で ある 。 し か し 、 そ うし た 経緯 の 下 で 形 と 
な っ た 本 機 は 、AFV (装甲 戦闘 車輌 ) に 対 MS 戦闘 能力 
を 付与 し た 歪 な 兵器 と な り 、 発 展 す る 余地 も 失っ た まま 
使い 捨て られ る こと と な っ た 。 本 機 の 設計 に は 、 そう し た 
紅 余 曲折 と 挫折 が 刻み 込ま れ て いた と 言え る だ ろう 。 


С mM SHEET 0% 


FG-91-01 
ие. 16 


GEE о: 


対 MS 戦闘 を 前 提 に 開発 され た RTX-440 は 、 長 距離 
支援 用 MS と し て 再 設計 され た RX-75 と は まっ た く 異な る 
特徴 を 有 し て いる 。 その 最たる 例 が 、 様々 な 局面 に 対応 し 
た 豊富 な 武装 群 で ある 。 MS と の 接近 戦 も 視野 に 入れ た 
本 機 は 、 長 距離 移 撃 に 特 化 し た シン プル な 武装 の RX-75 
と は 対照 的 に 、 多 種 多 様 な 武装 を 装備 し て いる 。 戦車 を 
ペー ス と し た 機体 の 構造 上 、MS と の 本 格 的 な 
戦は 困難 
MS 戦闘 能力 を 補 お うと し た と 考 
は 機密 保持 を 目的 と し て 自爆 装置 が 内 蔵 さ れ て : 
兵器 と し て の 側面 を 有 し て いた こと も 否定 で き な い だ ろ う , 


Nm 武装 レイ アウ ト 


AEM ERB TERT 


© 220mm キ ャ ノン 砲 
た る 砲塔 部 の ж 
mashi. и 
砲身 の 実体 弾 栓 。 RX-75 

の 120mm 低 反動 キャ ノ 

ン 砲 より 口径 は 大 きい が 、 
MARTES: 


Buz: 部 に 火 
KANAE SOMAN ja 
砲 が 追加 され て いる 。 


е 左腕 2 連装 ボッ プ ガ ン 


REBEL, 火力 は 通常 の MS を 上 回 っ 
THSCORIMSEBRL, ZORW TERE TS. 


ө 右腕 4 連装 
ボッ プ ガ ン 


© MLRS (Multiple Launch Rocket System) 
Rar 79[G] 54-22 が 用 


золаг ARNE. 


の 重 地雷 用 マウ ント 


т h HER 
х me 


г 
| +2. 4 テ 
RRMA UT 


BROW F temo. 
司 帯 側 部 の マウ ント に: 
計 4 革 を 装備 する 。 B 


@ янв 


токе 
п. акиык 


EE LID TEN 


manas; 


SRR EROS 
装 ラ ンチ ャ ー で 、 制 圧 射撃 な 


ウェ イト 化 を 訪 い 


RTX-440 と RX-75 は 原型 を 同じ くす る こと か ら 、 ЖО 
体 構 造 に は 共通 点 が 多い 。 無限 軌道 方 式 の 機動 
ト や 2 本 の 腕 を 有する 上 半身 、 背部 の 排気 シス テム な ど 」 
両者 の フォ ルム の 印象 は 似通っ て いた 。 た だ し 、 上 半身 に 
あたる 砲 培 部 が 旋回 可能 だ っ た 点 や (RX-75 は コア ・ ブ 
ロッ ク ・ シ ステ ム を 内 蔵 し た た め 旋 回 で き な か っ た ) 、 MS 的 
な 頭 部 で は な く セ ン サ ー ユ ニッ ト を 装備 し た 仕様 な ど 、 本 機 
は より 戦 闘 車 綱 に 近い 構造 だ っ た と 言え る 。 加え て 、 機 体 
前 面 に サブ クロ ー ラ ー を 配 し て 走行 性 能 の 向上 な 
ど 、 RX-75 に は な い 独 自 の 機構 も 採用 され て お り 、 対 MS 
戦闘 車山 と し て の 試行 鑑 詩 を 見 て 取る こと が で きる 。 


y 


機体 各部 の ユニ ッ ト 
ЗАЛА ТА 
шш (上 ) と 機動 ユ 
ニッ ト (H), EFE 
жш (Ет). 772 
RX-75 と ほぼ 同じ 構造 の 腕 部 は 、 可 動 域 が 広く MS を 抱え 上 げ る よう な 。 ロー ラー | 右 下 ) に 分 
動作 も 可能 だ っ た が 、 格 関 戦 を 想定 し た も の で は な か っ た 。 か れ て いる 。 


ら バ ラン ス は 低下 す 
る も の の 走行 に 支 
Шис 4739 
畔 に お いて も 優れ た 
ВЕЕТ 


ЕЗІЛЕ ТАЛАТЫП ТЕБЕН Т 
FIREMAN, АХО TUS, 


対 MS 機動 戦闘 を 可能 と し た 特殊 形態 へ の 変形 機構 


RTX-440 の 特徴 の ひと つが [RHE] NDS № ЕЕ 
RIMM сэ, НОВЫЕ CUM RIESE サフ 9 ロー ラー を さ ュ に が 人 
方 に スラ イド させ て 前 屈 姿勢 を 取る この 形態 は 、 BREF ЗН MODERNE, この 
げ て 前 面 投 時 面積 を 減ら す 効果 と 、 接 的 させ た サブ クロ ー ES E A 
ラー の 使用 に よる 和 動 性 の 向上 を 実現 し て いた 。 THIS 256m カ 5329m に 伸長 れる 。 

425. AMS ES TOMSERRT SRHAERE 
し 、MS と の 接近 戦 を 可能 と する 性能 を 獲得 し で いる 。 MS 
と の 直接 戦闘 に 主眼 を 置い て いた 本 機 に と っ て 、 機 動 性 
の 確保 は 必要 不可 欠 な 要素 で あり 、 突 疫 和 形態 は それ を 
満た す た め の 重要 な 機構 だ っ た の で ある 。 そし て 、 本 機 は 
通常 形態 と 突撃 砲 形態 と いう р келесе нр 
ける こと で 、 eae 


RTM ORME LLORAS, МБЕ БЕЕН 
MRERVMASL ABT OAM СЬ: 


右 は 機動 ユニ ッ ト の 底面 を 示し 
の 連結 ユニ ッ ト の 構造 が 見 て 取れ る 


囚人 部 隊 に よる RTX-440 の 運用 


対 MS 戦力 の 不足 を 補う た め に 戦力 化 され た RTX-440 Ш アリ ー ヌ ・ ネ イズ ン 
は 、 ア リー ヌ ・ ネ イズ ン 技 術中 慰 ! ス ・ カ ルッ ピ 技 術 少 
尉 、 ド ロバ クズ ワ ヨ 曹長 ら 5 囚人 兵 3 名 で 編制 され た 囚人 部 
隊 に よる 運用 が 行わ れ た 。 一 年 戦争 中 期 に ヨー ロッ パ 戦 шары 
線 へ と 投入 され た この 部 隊 は 、 戦 力 の 隙間 を 埋め る よう に RTX-440 の 開発 に 携わっ た 
各地 を 転載 し 、U.C0078.11.07 に 開始 され た | オデッサ 作 АОИ. Z 
戦 ] に 合わ せ て 独立 混成 第 44 旅 団 に 転属 する こと と な る 。 — AMMAN 
RTX.440 孝 隊 は 11 月 8 日 に 旅団 に 合流 し 、 層 9 日 に 実 fh BNOROCBARLE 
施さ れ た 第 144 高 地 攻 略 戦 に 参加 。 当初 は MS 部 隊 支 援 
の た め に 待機 し て いた が 、 ジ オン 公園 定 の 激しい 抵抗 を 受 
け て 戦場 に 突入 し 、 防衛 線 の 突破 に 貢献 し た 。 だ が 、 戦闘 
の 中 で 2 ズ ワ ヨ の 3 番 機 、 カ ルッ ピ の 2 番 機 が 相次い で 没 
BEN BRR ATV RO REST 7 RERET 
ЗЕНОН, нешеде 
よる 損害 で あり 、 因 人 兵 た ちの 私 的 な 戦闘 目的 と 本 機 の 特 
攻 兵 問 的 な 側面 の 表れ で あっ た と 言え る 。 OR AREA 
来 を 断 た れ た 急造 拓 器 と し て の 終 未 を 迎え た の 


[RASH | と 益 さ れ た 独立 混成 第 44 施 団 に 配属 され た RTX-440 部 隊 は 、 オ デ ッ サ 潜 の 一 局面 と な っ た 第 144 高 地 攻 略 戦 に 投入 され た 。 その 戦い 
BUTS COMMER Sb, アリ ー ヌ の 私 知 に 基づく ダブ デ 統計 埋 能 へ の 特攻 の 中 で 交 々 と 黄 硫 され 、 部隊 は 全 減 する こと と な っ た 
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アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ 


ОН Á 


頭 部 
改修 以前 の [ヘイ ズル ] と 同じ く 、 ガ ンダ ム ・ 

タイ ブ の 頭 部 を 採用 。 この 頭 部 ユニ ッ ト が 要 | ーー 
因 と な り 、 旧 ジオ ン 公国 軍 残 党 (後に エッ - 
ゴ ) の ガブ リエ ル ・ ゾ ラビ に ! 


股間 部 


股間 部 ! 


ви, 97 


旧 ジ オン 公国 軍 と 大 破 し 
[ヘイ ズル ] を 強化 改造 し た MS が 、RX-121-1 ガン ダ 
ル 改 ] で ある 。[ ヘ イズ ル ] で 得 ら れ 
結果 、 機体 の 完成 度 が 向上 。 軽量 化 


ー の 出力 強 人 | „ш 
た | 4 SERIE ター と リー 


MONSEL TOMEI 
VORE ا‎ + 


ー テ ィ タ ー ン ズ の 旗 の も と に 一 


GUNDAM TI 


部 同様 、 テ スト 用 追加 
多目的 ラッ チ (マル チ ・ 


間 部 用 の 代表 約 追加 バー ツ と し て 知ら れる 


(мз) neb wr 87 


ガン ダム TR-1 | шук 
[ヘイ ズル 改 ] ж” ЕН EET 500 


Ў GUNDAM TR-1 [HAZEL CUSTOM! | CUSTOMI 


胸部 
許 部 中 央 に 強化 パー ツ を 増設 。 既存 
の 増加 装甲 は 装着 で き な く な っ た が 
新型 の 追加 パーツ 話 に 対応 する 。 コク 
ピット は 全 天 周囲 モニ ター と リニア - シ 

ト の 併用 型 に 換装 され て いる 


は TS 部 
リア ルド ・ 


復 ・ 改 造 を 機 に 型式 番号 が 
め ら れ た の は 、[ ヘ イズ ル 2 号 機 
号 が 与え られ て いた 


MECHANIC FILE 


[ヘイ ズル 改 ] へ の 修理 ・ 改 造 に は 、 コ ン ペイ トウ 配備 
の ジム ・ ク ウゥ エル の パー ツ と 、TS 部 隊 所 属 艦 て (アスワン) 
に スト ッ ク さ れ て し イズ ル 用 予備 パー ツ が 用 いら れ た 。 
た 、 [ヘイ ズル ] で 蓄積 され た 実 昔 デー タ と 機体 開発 の ノ 
ウ ハ ウ が 盛り 込ま れ た 結果 、 前 身 機 で ペー ス MS と の 一 体 
化 が 不 完全 だ っ た 強化 パー ツ は 機体 全体 で カバ ラン ス が 
再 検討 され て いる 。 結果 、MS と し て の 完成 度 が 向上 し 、 
外観 も 均整 の と れ た フォ ルム と な - 

単純 性 能 や 完成 度 以外 の 強化 ポイ ント と し て は 、 拡 張 
性 の 向上 が ある 。 胸部 と 股間 部 の 多目的 ラッ チ (マル チ ・ 
ウェ ポン - ラ ッ ク ) が それ で 、 各種 追加 バー ツ を 装着 可能 と 
な っ て いる 。 胸部 ラッ チ 用 の 追加 パー ツ と し て イカ ロス ・ ユ 
ト 用 上 半身 パー ツ や 対 シュ トゥ ッ ツァ ー 用 ワイ ヤー カッ 
ユニ ッ ト 、 股間 部 ラッ チ 用 と し て は サブ ・ ア ー ム ・ ユ 
F. フレ キシ ブル ・ ビ ー ム ・ ラ イフ ル ・ ユ ニッ ト 、 姿勢 制 
トト な ど が 考案 され た 。 

武装 は [ヘイ ズル ] と 同じ も の だ が 、 改 造 終了 時 
ド ・ ブ ー ス ター が 失わ れ て いた た め 、 し ば らく の 間 、 シー ルド 
は ジム ・ ク ウゥ エル 用 を 装備 し た 。 


御 


コク ピッ ト は 全 天 周囲 
ター と リニア ・ シ ー ト を 試 
шшс. OSEE 
ж. 軽量 化 と スラ スタ ー 
の 強化 で 推力 は 約 10% 
増し と な っ た 。 


に より 拡張 性 が 大 きく 向 
ズ 特有 の 万 能 化 
可能 性 を 広げ た 。 


仕様 。 動 カ エネ ルギー 伝 吉 系 も 備え で いる 。 
ЖС 


4 


Е ДОР РА 
シー ルド ・ ブ ー ス ター と 多目的 ラッ 
チ 用 追加 バ Ж: 
РИ Г 
= 


ム ・ ユ ニッ ト 


MT SEATE. BRER 
で 接続 。 


[ヘイ ズル ] ожа 
が 園 定 さ れる た め 、 ビー ム ・ ラ イフ ル は フレ キシ ブル ユニ 


[ヘイ ズル 改 ] で テス ト され た 追加 バー ツ の 中 で も 、 RF 
を 放っ て いる の が 単独 飛行 用 の イカ ロス ・ ユ ニッ ト で ある 。 
イカ ロス ・ ユ ニッ ト は 「 重 力 下 で の MS 単体 に よる 飛行 ] を 
コン セプト と し た オプ ショ ン で 、 可 変 機構 や 空力 に 頼ら ず 、 
推 カ の み で の 飛行 を 実現 し た 。 

一 年 戦争 以来 の 単独 飛行 型 MS の 研究 は 、 可 変 MA 
の 実用 化 で 区 切り を 迎え た が 、MS 形 態 で の 飛行 時 間 は 
長く な か っ た 。 そこ で 単独 飛行 型 MS の 研究 は 継続 され 、 


ト 


E [ヘイ ズル 改 ] イカ ロス ・ ユ ニッ ト 装 備 


単独 飛行 を 目指 し た 空戦 形態 


その 一 環 と し て イカ ロス ・ ユ ニッ ト が 試作 され た の だ っ た 。 

完成 し た [ヘイ ズル 性] イカ ロス ・ ユ ニッ ト 装備 の 飛行 性 
能 は 可変 MA や SFS に は 及ば ず 、 実 戦 で も SFS の 支援 を 必 
要 と する が 、 滞 空 時 間 や 空戦 能力 は 従来 機 以上 と され る 。 

本 仕様 の 運用 例 と し て は 、U.C.0087.06 の カム チャ ッ 
カ 戦 が 知ら れる 。 パイ ロッ ト は エリ アル ド ・ ハ ンタ ー 中 尉 で 
F ャ ブラ ン TR-5 [ファイバ ー] の 支援 機 と し て 投入 
戦 を 展開 し て いる 。 


> 
イカ ロス ・ ユ ニ 
НЫ) 
アラ ン に 
か る が 
型 MS は U.C0100 年 代 
まで 登場 し な か っ た 
a 胸 パ ー ツ (RE) 
Ш/-уЧЖт?-т-і 
2.-172109— 01801 
\ 
`... 
画 イカ ロス ・ ユ ニッ ト 
試作 プラ ン 
し く 低く 、 自 由 な 三次 元 機動 は 
BELAFEN. 
masz 1708 
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7 ダブ ルオ ー ク アン タ 
қ フル セイ バー 
= 


(88) н:01 wl 


Ш SPEC 
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УУЛЯ-ТУУУЕЛЕАМСУЛУКЭГУИЕНҢ 関連 ファ イル 


ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム は 非常 に デリ ケー ト な シス テム 運用 し : 
の 


à -0000 ダブ ル 
オー ガン ダム は 、 稼 働 の 安定 化 シス テム を 有 す 支 援 機 、 
ン 働 の 安定 化 シス テム を 組み 込ん 7 ЕНЕНЕ 
IV フ ル セ イ バー で ある 。 急場 i Co で 
イノ ベイ ター に 覚醒 し た 刺 那 ・F こめ ( 合体 と 異な り 、 フル セイ バ 
体 と し て 、GNT-0000 ダブ ルオ ー ク アン タ が 開発 され 、 の 稼働 の 安定 化 シス テム 兼 と し て 洗練 され て お り 、 
その 主 動力 と な る 2 基 の GN ド ライ ヴ も 木星 で 新造 され る  GNT-0000/FS ダブ ルオ ー ク アン タ フル セイ バー は 圧 
と な る 。 この 2 基 も また 実際 に 機体 へ と 組み 込ん で 1802248 獲得 する 


И: утус>2окавтны 


新造 され た 2 基 の GN ド ライ ヴ が 安定 し て 稼働 し な か っ 
た 場合 を 考え 、 ダ ブル オー クア ンタ に は ツイ ンド ライ ヴ を 安 
定 し て 稼働 させ る た め の 追加 装備 が 開発 され て いた 。 急 
造 で あっ た ダブ ルオ ー ラ イザ ー の 運用 性 を 鑑み 、 安 定 稼 
働 の た め の シス テム は 武装 一 一 GN ソ ー ド IV フ ル セ イ パ ー 
に 組み 込ま れ た 。 実際 は GN ドラ イヴ が 安全 に 稼働 状態 
を 維持 し 、 ダ ブル オー クア ンタ は 完成 か ら 間 を 置か ず 対 話 
の た め 量 子 テレ ポー ト で ELS の 母性 へ と 跳ん だ こと か ら 、 
使わ れ な か っ た 武装 と な る 。 だ が 、 フ ル セ イ バー 装備 時 の 
戦闘 は 和敬 異 的 な も の が あっ た 。 イア ン の 弟子 で ある シェ 
リリ ン ・ ハ イド は 、ELS (大 型 を 中 心 に 無数 の 中 小型 
を デー タ 上 で 再現 ) と 単機 の ダブ ルオ ー ク アン タフ ル セ イ 
パー の 戦闘 を シミ ュ レ ー タ ー 上 に 展開 。 その 結果 、 フ ル セ 
イ パ バー は 1 週間 で ELS を 咲 減 し た の で ある 。 


用 を 、 当 初 想定 し て 
いな か っ た 


フル セイ パー の 戦 開 
カ は ヴェ ー ダ を 財 い 


が 、 実 際 ダ ブル オー 
クア ンタ ( 右 ) OF 
関 カ は 非常 に 高い 。 ` 


E GN ソー ド V フ ル セ イ バー 
ツイ ンド ライ ヴ を 安定 し て 稼働 させ る 半 能 と 共に 、 多種 多様 な 能力 を 持つ マル チ ブ ルウ ェ ポ ン 。 GN ガン ブレ イド 
も 着き れ て お り 、 可変 し て セイ パー プラ イフ ルン ラ ンチ ャ ー プ ガン モー ド な ど と し て 機能 する 。 


MORE INFO! 


ヴェ ー ダ が リポ ンズ ・ ア ル マ ー ク の 手 に 落ち 、 西 歴 2308 Ш СМООТАЕШ 
年 以降 、CB は イア ン を 筆頭 に し て 独自 に 新 ガ ンダ ム や 装備 ガン ダム エク シア リペア 
の 開発 を 推し 進め た 。 限ら れ た 予算 と 人 員 の た め 新型 は ほぼ 
ガン ダム に 限ら れ 、 他 は 改修 を 施し て 支援 機 に 転用 し た GN 
アー チャ ー や ガン ダム の 追加 装備 な ど 違 繰り し て の 開発 で 
あっ た 。 ヴェ ー ダ 奪 呈 彼 も 大 規模 な 新兵 器 開発 は な く ガ ンダ 
ム を 中 心 と し 、 第 二 世代 ガン ダム の 一 部 は リペア と し て 修復 
強化 され て 運用 され て いる 。 

西暦 2312 年 の 対 アロ 

ウズ 戦 に お いて は 、 新 

イノ ベイ ド 勢 を 打倒 し た 本 

地上 で 運用 され た ガン 2312018, ЖЬТО 
ダム デュ ナメ スリ ペア 。 極 電 ミッ ショ ン に て 運用 され た 


落下 し た エ ウ ロ パ の 破 
F (ELS) に 襲わ れる 
アレ ル ヤ ・ ハ プティ ズ 


エク シア の 改修 機 。 各部 の 
GN ス ラス ター を 最新 型 と し 、 
科 子 貯蔵 タン ク ( 肩 と 膝 アー 
マー 内 に も 搭載 ) で 動く 。 


Ш ダブ ルオ ー ク アン タ 専 用 接続 ユニ ッ ト 
GN ソ ー ト MV フル セイ バー は 専用 の 位 読 ユニ ッ ト を 人 
し て 機体 に 装備 。 育 中 の パー ツ は 、GN ド ライ ヴ に マ 
ウン ト す る コー ン 型 スラ スタ ー と し て 機能 する 。 


52776 
өкін 


回 は GN ソ ー ド IV フ ル セ イ 
バー を 外し た 状態 。 RO 
可動 を 妨げ な いよ うに 、 = 1 
諸 本 体 は GN ノ ー ド V と 同 


ツイ ンド ライ ヴ シ ステ ム 
の 安定 化 


最初 に ツウ イン ドラ イヴ シス テム を 採用 し た ダブ ルオ ー ガ ンダ ム は 、 マッ チン グ が 叶っ た 0 ガン ダ 
ム と ガン ダム エク シア の GN ド ライ ヴ の 組み 合わ せ で 、 な お か つ ト ラン ザム に よる 強引 な キッ クス 
ター ト で 安定 稼働 域 に 推移 させ た 。 だ が 完全 な 安定 季 働 に は ほど 速く 、 オー ライ ザー に ツイ 
ンド ライ ヴ の 制御 機能 を 組み 込み 、 合 体 に よる シス テム 制御 を 行う 。 フル セイ バー は この 試み 
を 洗練 し 、 武 器 を 安定 和 働 店 と する こと で 無駄 の な い 運 用 を 実現 し た 。 


一 オー ライ ザー 


ダブ ルオ ー ガ ンダ ム と 合体 し た オー ライ лоза. Е 
ザー。 安定 し た トラ ン ザ ム も 可能 と な り 、 を 受け る た め の 合体 シス テム だ っ た 
理論 を 超え た 粒子 放出 量 を 発揮 し 、 イ が 、 結 果 的 に 常時 合体 し て の 運用 
ノバ ベイ ター へ の 変 主要 因 と な っ た 。 と な っ て し まう 。 


ソレ スタ ルビ ー イ ング の 兵器 開発 と 改修 機 


ө GN ロ ング ライ フル 


еви, [еа вва Ñ 
оуу 
ка. ВИНОВЕН. 
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ペリ スコ ー プ 
する セン 


Уер 


か ら の 依頼 で 運用 


関連 ファ イル 


ー ズ の 旗手 た i 、 パイ ロッ ト に 対す る 特 
AFL 「 ウ ィ ザ ー ド ] を 導入 7 ге: кш 


FILE PREVIEW 


ザフト は 地球 あたり 水中 用 MS の 開発 に 
入れ 、 優 れ た 機 み 出 し て きた 。 その 一 方 で 局 地 
用 の MS は 、 汎 用 性 を 本 質 と する MS の 在り よう か ら 外れ 502 し 寄せ る 際 の 赤い モノ アイ が 、 夜光 虫 
て いく 。 限ら れ た 運用 環境 の た め 主 力 機 の よう な 大 量 3 せる こと か ら 名 付け られ た と いう 。 


MECHANIC FILE ШЕЛ АШ 


ノ ク テ ィ ル ー カ は 、 背中 の 巨大 な ファ ン 、 足 部 の スキ ッ ド | 一 ` 
Ти-к ШОТЫН, ABO ББ. これ мезеті. 換装 パー ツ の 頭 部 と 局部 も 同色 が 主流 と な っ て いる 。 MRI Lb IAT HE, TOMER ОЛОТ 
に より 水上 の 高速 移動 と 浅 深 度 洪 航 が 可能 (限界 深度 の 代替 と な る た 局部 の 的 吾 は 不要 と な り 、 東 備 性 は ず ク ウォ ー リ ア より も 高い 。 本 機 は へ ブン ズ ペ ー ス の は ほか 島国 で ある オー ブ の 侵攻 に も 投入 され た 。 = 
は 未 公開 )。 [Amphibious Assault Land (水陸 両用 
強襲 ) の 略称 で ある 「AAL] を 型式 番号 に 持つ 通り 、 本 
機 は ボ ズ ゴロ フ 級 潜水 空母 か ら 海中 発進 し 、 沿岸 目標 に 
ЗУ НЕЕ СТО. 武装 は ザク シリ ー ズ の も の を 
共有 する と 共に 専用 の 魚雷 や 爆雷 を 持つ 。 また 、 水上 用 
ビー ム 突 撃 銃 や 大 型 魚 田 の 運用 も ある と いう 。 

地球 連邦 軍 の 拠点 ヘブンズ ベー ス の 攻囲 作 戦 「 オ ペ 
レー ショ ン ・ ラ グ ナ ロ ク 」 に お いて も 投入 され て お り . ザフト 
ит (水中 侵攻 チー ム ) で 運用 され た 。 中 で も UIT 第 2 班 
は 、 ロ ゴス 幹郎 を 狙う FAITH 隊 員 ア ン リ ・ ユ ー ジ ェ ニ ー 臣 
下 7 機 の 特殊 戦 部 隊 を 、 ヘブン ズ ペ ベース の 潜水 艦 用 ゲー 
ト に 送り 届け る 任務 を 全う 。 全 機 未 帰 暫 と な っ て いる 。 


Ш ウィ ザー ド 基 部 
ティ ルト 式 ダ ク テ ッ ド フ ァ ン を 取り 外し た 状態 で 、 フ ァ ン の 基部 は 可動 式 と 
な り 水 平 / BIRD, ザク シン リー ズ の パッ ク バ ッ ク に 被せ る よう 装着 。 


画 肩 部 ノバ ッ ク パ バッ ク Ш スキ ッ ド ブレ ー ト 
225 MBS KORBI INET, оороо EMBO TBR KHER) жїйсашйтьжл+-. FUSES TKI ONDER ответ KES» 
HROEREACRBN vins, TAME, イン ト 式 に な っ て おり 、 空力 制御 を 担う 。 ト 以上 の 速度 (最高 速度 不詳 ) TRETAS. また プレ ー ト 内 に は 取 納 式 の ソナ ー 装 置 も 装備 され で いる 。 
- レン 
Y ティ ルト 式 ダク テッ ド フ ァ ン 
ナイ ド C2 の マー ク 13 ホ ー ミ ン 
aa =) グ 魚 電 、 後 部 に 4 基 の M25 対 洪 
жены. 爆 電 の 激 発 深度 
は コク ビッ ト 側 で 任意 に 調整 が 
可能 と な っ て いる 。 
\ 
MORE INFO! 特殊 な ザク ウォ ー リ ア と ウィ ザー ド 
様々 な 装備 = ウィ ザー ド を 換装 し て 状況 に 応じ た 性 能 を 付 Ë ыр 
する ザク ウォ ー リ ア は 、 次 世代 主力 和 量産 MS と し て 相応 し い Те 
汎用 性 を 導入 し た 。 ШЕЯ инозат الوا‎ a 
クティ ルー カ の よう に 特定 環境 下 で の 活動 に 遺し た 装備 換装 式 の 多 周 流域 超 高 指向 性 ビー ムアン テ ナ 
も 可能 と する 。 ЕОВВЫВІСЕНЕЫТ. 特殊 ウィ ザー ド の 装備 。 | BARD. 
に 加 ぇ て ザク ウォ ー リ ア 本 体 も 改修 し 、 特殊 な 運用 に 用 い 5 れ 。。 | 
る 機体 も 造ら れ た 。 ZGM-10007R4 コマ ンド ザク CCI は 超 高 — — ші ессе ты 
ЧЕХИ, она —— ET 
保 に 用 いら れる 。 一 見 し て 通信 機能 に 特 化 し た ウィ ザー ド 装 
備 の ザク ウォ ー リ ア に 講 別 され る が 、 機 価 の 内 部 構造 は 大 規 
模 な 改修 を 受け て お り 、 ザク の 派生 機 に 数 えら れる 。 BH, ЗЕ 
CSN), UTD OME ETE DTU, 
— 


ヘブン ズ ペ ー ス 戦 に 投入 き 
れ た コマ ンド ザク CCI は 、 山 


趣 高 性 能 複 合 シ ステ ムアン テ : ジュ 


ОНА U МУХ コロ イド の 電場 制御 技術 か ら 」 ят 
(Ж) の 存在 を 突き 止め KAKA MOAT AERTS), MRE 
と は 叶わ な か っ た 。 ーー < 作 利得 と 指向 特性 を 持つ 。 
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スタ ー ゲ イザ ー 


未知 の 領域 へ の 夢 を 託さ きれ た DSSD の 惑星 探査 用 MS 


プラ ント / 地球 連合 / 中 立国 家 群 の 共同 出資 に よ 
る 独立 組織 DSSD ( 深 宇 宙 探 査 開発 機構 ) 
て の 人 類 を 遠 宇宙 の フロ ンティア へ と 送り 出す 
理念 の 下 、 技術 研究 と 開発 に 適 進 し た 彼ら 5 は 、 つい に 

夢 を 託す に 値する MS を 生み 出し た 。 それ が 、 火 星 
軌道 以遠 の 探査 ・ 開 発 活動 を 目的 と する 惑星 探査 用 
MS 一 一 GSX-401FW スタ ー ゲ イザ - 

C.E.73 に 勤 発し た 「 ブ レイ ク ・ ザ 
件 の 直後 、 本 機 と その 運用 支援 シス テム [Guider 
UNmanned Deployment Autonomic Manipulation 


3 


(無人 ・ 自 律 運 用 展開 教導 機 ) =GUNDAM)」 が 

陽 風 を 自力 推力 に 変換 する 特 

テム 「 ヴ ォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー 

人 航行 を 可能 と する AI ユニ 
遠 宇宙 へ の 夢 は 実現 に 近づく は ず 

星 を 見 る 者 ) と いう 名 

と は 裏腹 に 、 事件 発生 時 の 混乱 に 巻き 込ま れ た 後 、A 

「 フ ァ ン トム ペイ ン 」 こと 第 81 

独立 機動 群 の 襲撃 に より 、 非 戦闘 MS な が ら 出 撃 を 余 
儀 な くさ れ た の で ある 。 


外 宇 邊 探査 を 想定 し た 推進 シス テム と 無人 運用 を 実現 する 機能 


感 星 探査 を 目的 と し て 開発 され た 


、 本 機 の 構造 は を 。 N 背部 シス テム 


の 推進 力 を 担う 「 ヴ ォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル ] と の 連携 運 
用 が 最 優先 され た も の で あっ た 。 スラ スタ ー も 兼ね た 背部 の > 


トー ラス を は じ め 、 脚 部 や 腕 部 な ど 機 体 各所 に 推 3 テム / \, 
と 連動 し た パー ツ が 組み 込ま れ 、 円 滑 な 推進 力 の 利用 を 可 
能 と し て いた の で ある 。 また 、 AI ユニ ッ ト に よる 無人 運用 を 目 
探 と し て いた 本 機 は 、 コ ク ピ ッ ト 部 を アセ ン ブ リー 化す る こと で 4 
無人 有人 の コン バー ト を 容易 に 可能 と し た だ け で な く 、 長 


期間 の メン テ ナ ン ス フリ ー を 実現 する た め に 自己 修復 型 マイ = 
クロ マシ ナリ ー・ 


テク ノロ ジー を 採用 し て いる 


機体 の 晒 所 に 設け られ 1 
た 発光 スリ ッ ト は 「 


ヴォ ワ チ ュー ルリ ュ 


テス 時 


推 カラ ンス を 捕 
正す る , 


ト は 腹部 ハッ チ 
腹部 パー ツ の サイ ド 


装甲 が 設け ら 


で は 、 背 剖 の バッ ク 
EDS- BEE 


LY EME ary 
に も 記し た >. 29 


AML. MET 
BEENI ACEON 


=) Вав 足 底部 


RS ас 
機 


сатте, 


れ 


[ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミ エー ル 」 を 転用 し た 攻撃 手段 


非 戦闘 用 MS で ある 本 機 に は 、 専 用 の 兵器 群 が 備え られ 
て いな い 。 だ が 、 一 切 攻撃 手段 が <, [9372 
チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル ] の 展開 
れる ビー ム は 敵 機 へ の 攻撃 に も 転用 で きた 。 s: 
いた た め 、 僚 機 の : 
うこ と も 可能 で あっ た 。 これ に より 、 万 が 一 
応 が 可能 と な っ て いた の で ある 


画 ビー ム ガ ン KSM71/J 


の 戦闘 に も 対 


osso» 
2 ғы: 


сус: 


TIVES 
手 」 を 意味 する 


スタ ー ゲ イザ ー は リン 
ー ム を 用 い 

ン ビリ アン アス トレ ァ ン トム ペイ ン 特 

タム 用 の 携行 兵器 だ 

ЕВРЕИ 


使用 し て いた 


無人 外 宇宙 探査 を 可能 と する シス テム 


スタ ー ゲ イザー 本 未 の 洋 用 日 69 で ちる 「 外 補 探 吉 ] は 、 Ш 有人 コク ピッ ト 
帰還 を 含め て 非常 に 長い 日 数 を 要する 。 その た め 、 機体 に は 
有人 の コク ビッ トシ ステ ム だ し 
ユニ ント の 搭載 も 可能 だ っ た 。 学習 機 能 を 備え た AT ユ ニッ ト 
は 運用 時 の ・ 反 映 で き 、 最終 的 に 
人 で の 航行 も 可能 と な この シス テム | 
は 無人 外 宇宙 探査 も 視野 に 入れ る こと が で きた の で ある 


を 操作 し た 。 


Ш AI ユニ ッ ト 


ПИ 


スー バー コン ピュ ー 
HDR 
高度 な 回 路 が 組み 


ave 


トブ ロッ ク に 
ィ 


用 の スク リー ン は 後部 
に 集中 し て いる 


а 4х 


171- 


機動 武闘 伝 G ガ ンダ ム 


s (ы) н:01 шт 2 


GFIS-OO9NF 242-7 94 


短 士道 精神 を 重んじ る ジョ ル ジ ュ の 戦闘 スタ イル に 合わ せ た 機 体 


ネオ フラ ンス が 、 第 13 回 ガン ダム ファ イト で 自国 に 優 ド 家 の 名 誉 を 汚さ ぬ よ う 清く 美しい 戦い を 心掛け て い 関連 ファ イル 
勝 を も た ら す た め に 開発 し た モビ ルフ ァ イ ター (MF) が た 。 その 上 で ンタ オ 島 決勝 パト ルロイ ヤル へ の 進出 
GF13-009NF ガン ダム ロー ある 。 ネオ フラ ンス の 
ы а я $; 


9983 は 、GF13-006NA 
と 共闘 し 、DG 細 胞 に つて 強大 な 
СА 


кен 
間 認 識 能力 を 持つ 


171-7 


ジョ ル ジ ュ が 得意 と する フェ ン シ ング を 活か し た 兵 装 「 シ ュ バ リエ サー ベル 」 


Б 4 
ガン ダム ファ イト の 試合 スネ イル か ら 、MF は 基本 的 に 格 - ч 2, 
バル カン 砲 $ = 
関 戦 を 重視 し て 設計 され て お り 、 そ れ は GF13-009NF と て iss oa 4 e rN 
例外 で は な か っ た 。 ジョ ル ジ ュ は フェ ン シ ング を 得意 と し て い ства, ゾー a % 
る た め 、 彼 の 剣 技 を 活か せる よう 本 機 に は シュ バリ エサ ー ベ тавапљьлет. (ERMES у. ж 
ル が 装備 され て いる 。 この 兵 装 は フェ ン シ ング で 使用 され る ка 4 
サー ベル を 形状 その まま に MF 用 と し て 制作 され た も の で あ = 
る 。 フェ ン シ ング と 同様 に 打 容 用 兵 装 と し て 使用 する の み で E amexnr-v 
な く 、 刀 身 全体 か ら 5 ビー ム を 発生 させ る た め 、 対 戦 相手 を 斬り 
付け て 切断 する こと も 可能 で あっ た 。 
жнт жж 
DERS KB CH ot 
が 、 そ の 感 力 は 絶大 で あ - 
他 の 新生 シャ ッ フル 同盟 の 

近接 戦 開 で その 威力 を 発揮 。 GF13- 

017NJ シャ イニ ング ガン ダム と の 対 
k. 戦 で は 、 相 手機 の ビー ム サ ー ペ ル と 

剣 を 交え る こと も あっ た 。 

特殊 兵 装 遠隔 操作 され 、 必殺 技 を 繰り 出す 「 ロ ー セ スピ ッ ト 」 
GF13-009NF 最 強 の 兵 装 が 、 速 隔 舞 線 誘導 兵器 「 ロ ー Ш ロー ゼス ピッ ト h © ロー ゼス ピッ ト 発 射 時 

セス ピッ ト 」 で ある 。 英機 に 対し オー ルレ 撃 を 行う この 1 
兵 装 は 絶大 な 威力 を 誇る 一 | 
数 の ビッ ト を 自在 | | 
に で も 扱え る 代物 で は な か っ た 。 ジョ ル ジ ュ の 強い 精神 力 が - 
あぁ っ た か ら こ そ 、 その 性 能 を 十 全 に 発揮 で きた の で ある 。 


多数 の ロー ゼス ピッ ト 
し 、 астен ной 
BRID- ERNI]: 
ドー ム 状 の パリ アー を 形成 する 
こと も で きる 。 GF13-017NJ と 
の 対戦 時 に 使用 され た 


パラ の 花 を 橋 し て いる 強力 な ビー ム 奏 。 後部 に ズ 
スタ ー が 搭載 され 。 НЕР. 本 体 
В 


DHA Abe mE 


E-LERNTICI. EURO 
PRONE TTS, 


ШЕШЕН F 強 宗 還 の MF に 搭載 され る 必須 シス テム 


ネオ ジャ パン や ネオ アメ リカ な ど 強 豪 国 の MF に は 、 非 戦闘 。 画 コア ラン ダー 
時 に ガン ダム ファ イタ ー の 移動 手段 と し て 運用 で きる コア ラ 
ンダ ー が 装備 され る こと が あっ た 。 GF13-009NF に も コア ラ 
ョ ル ジ ュ は この シス テム を 使用 
する こと が ほとん ど な か っ た 。 それ は 執事 が 運転 する 乗用 還 
で 街中 を 移動 する こと が 多かっ た た めで ある 。 


MORE INFO! 


サン ド 家 の 執 事 を 長年 務め て 
お り 、 本 大 会 で ま ジ ョ ル ジ ュ の パー 
トナ ー で も ある レイ モン ド ・ ビ ショ ッ 
Zm + SMS. 旧式 の 機体 
の た め 性 能 は 最新 MF に は 及ば 
な い 。 НМ, ОМОН 
技術 と 相まって GF13-009NF と 
жадав», 立派 に 練習 
相手 を 務め 上 げた < 


IMF と の 合体 時 は パッ ク バ ッ ク 
と し て 使用 。 TOREEN 
(キャ ノビ ピー) が 90 度 倒れ 

、MF の コク ピッ ト と 連結 する 。 


ЖЕНИСЬ 
た め 、 BADERE, - 
。 推進 部 は 大型 の ら 
スラ スタ ー を 1 基 の み 指 レイ モン ド は 本 
埋 す る と いう シン ブル な асан соет. 

WELT) 


バド ラー ベス ツン マム 


合計 4 区 の 射出 口 が 現れ る , 
ê. ВН, 


nawaz 171-8 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ 


ガン ダム TR-1| | 
ІҢ | Ма [アド パン ス ド ・ ヘ イズ ル ] а 
i р GUNDAM TR-1 GUNDAM TR-1 [ADVANCED HAZEL] | HAZEL] 


ーー ティターンズ の 旗 の も と に 


(м) ТІЛЕС 


Е. フー メタ ー 
トン 多目的 ラン チャ ー (オプ : 


素 体 MS 


[ヘイ ズル 予備 


マル チ ・ コ ネクター 


補助 スラ スタ ー・ ユ ニッ ト 
し い 仕様 の 補助 / 


ХОУМ, RMS-154 
バー ザム の 足 部 構造 に 影響 を 
えた と され る 


完成 形 ] に あたる [ヘイ ズル 2 号機 ] 全面 改修 機 


RX-121-2 ガン ダム TR-1 [ヘイ ズル 2 号機 ] を 全面 本 機 の テス ト は U.C.0087.06.01、 地 球 に 降下 する 
的 に 改修 し 、[ ヘ イズ ル 改 ] と 仕様 を 統一 し た MS: TR-5 等 の 支援 任務 か ら 始 ま この 際 の パイ ロッ ト 
RX-121-2A ガン ダム TR-1 [アド バン ス ド ・ ヘ イズ ル ] で は T3 部 隊 ブ ラ В 
あ [A+ と まっ г< ЕЕ ブラ ッ ク オ ター 小隊 の 主要 パイ ロッ ト が 


関連 ファ イル 


新型 の 追加 / л, 背部 可動 式 ブ ー まり て いる 間 に も 軌道 上 で の テス ト は Е- 
フル ドド と 合体 し た [ヘイ ズ 


能 化 が 図ら れ 
ツ の テス ト 結 果 を すべ て フィ ー ド バ [アド バン ス ド ・ 
ヘイ ズル ] は 開発 当時 、 [ヘイ ズル ] の 「 完 成形 ] と 呼 ペ 
る 機 人 


п01 sur ОА 


機体 構造 


[ヘイ ズル 改 ] と 仕様 を 統一 し た [アド バン ス ド ・ ヘ イズ 
ル ] だ が 、 追 加 パ ーッ い が 見 られ る 。 外見 的 な 特徴 と 
し で て は 、 頭 部 の 高 性 能 光学 セン サー・ ユ ニッ ト 、 足 裏 の 
補助 スラ スタ ー・ Қ 2 基 の シー ルド ・ ブ ー ス ター を 接 
続 可 能 な マル チ ・ コ ネクター・ ポ ボッ ド が 挙げ けら れる 。 これ ら 
の 追加 パー ツ は [ヘイ ズル 改 ] に も 搭載 可能 だ っ た (マル 
チ ・ コ ネクター・ ポ ボッ ド は 、 強化 バッ ク バ パック の 可動 式 ブー 


ME e BO ABAIN -IER IAE Eb ott, En 
以外 は [ヘイ ズル 改 ] と 変わ ちず . 完成 度 は むし ろ 向上 し て いる 


「 発 展 型 」 た らし め た 新 強化 バー ツ 群 


武装 は [ヘイ ズル ] シリ ー ズ や ジム 系 MS で 採用 され た も 
の を 流用 する ほか 、 ギ ャ プラ ン TR.5 が 装備 し た ロン グ ・ ブ 
レー ド ・ ラ イフ ル 、 新 装備 の 強化 
な ど を 搭載 で きる 。 強化 型 シー ルド 
シー ルド ・ ブ ー ス ター を 改良 し た 装備 で 、 
迎撃 用 の 拡散 ビーム 砲 を 備え て いた 。 HME LDH 
載 に より プロ ペラ ント の 積載 量 は 減少 し た も の の 、 状況 に 
よっ て は 極め て 有効 な 装備 と な 


© 高 性 能 光学 セン サー・ ユ ニッ ト 


EARL 
で ある 。 MBAROVEP FH 
ШТА CAB С. S. 


足 痢 に 装着 する 推力 強化 用 テス ト 
ж. ハイ ヒー ル 状 の 構造 は 意図 
的 な トッ プ へ ビー に よる 運動 性 向上 
を 狂っ た も の と 考え ら え る 。 着 艇 ・ 
着地 時 の 減速 に も 用 いら れる 。 


[アド パン ス ド ・ ヘ イズ ル ] に 連なる 「 ヘ へ イ ズル 2 号 機 」 シ 
リー ズ は 、RGM-79Q ジム ・ ク ウエ ル [ヘイ ズル 予備 機 ] 
([ ヘ イズ ル ・ ヘ ッ ド ] ) に 始ま る 同一 機体 の 改造 パリ エー 
ショ ン で ある 。 

[ヘイ ズル ] の パー ツ 取 り 用 と し て 温存 され て いた [ヘイ 
ズル 予備 機 ] だ が 、 簡 易 型 の トラ イ ・ ブ ー ス ター・ ユ ニッ 
ト を 搭載 し て テス ト 機 化 。 その 後 、 肩 周り や トラ イ ・ ブ ー ス 
ター・ ユ ニッ ト 等 を 改造 し 、RX-121-2 ガン ダム TR-1 [へ 


[ヘイ ズル 予備 機 ] 


RACED TUE. 
ジム ・ ク ウエ ル に ヘイ ズル ・ 
へ ッ ド を 搭載 し で いる 。 


[ヘイ ズル 2 号機 ] 
高 機動 仕様 
[ハイ ズル 2 号機] か 5 トラ 
イィ ・ ブ ー ス ター・ ユ ニル を 
BL. マル チ ・ コ ネクター・ 
ポッ ド を 搭載 。 


[ヘイ ズル 2 号機 ] の 発展 


イズ ル 2 号 機 ] と し て 登録 され た (トラ イ ・ ブ ー ス ター・ ユ ニッ 
ト 搭載 の [ヘイ ズル 予備 機 ] は [ヘイ ズル 2 号機 ] アー リー 
タイ プ と 呼称 され る こと も ある ) 。 

改造 は 続き 、 ト ライ ・ ブ ー ス ター・ ユ ニッ ト を 廃し て 、 マル 
チ ・ コ ネクター・ ポ ッ ド と シー ルド ・ ブ ー ス ター2 基 を 搭載 し 
た [ヘイ ズル 2 号機 ] 高 機動 仕様 が 誕生 。 この 機体 を [へ 
イズ ル 改 ] と 同じ 仕様 に 改修 し た の が [アド バン ス ド ・ ヘ イ 
ズル ] で あっ た 。 


[ヘイ ズル 2 号機 ] 
[ヘイ ズル 予備 機 ] に トラ 
イ ・ ブ ー ス ター・ ユ ニッ ト を 
MAHE [ヘイ ズ 
じ た 機体 。 


[アド バン ス ド ・ ヘ イズ ル ] 
[ヘイ ズル 2 号機 ] 高 機動 仕様 を ペー 
ス に [ヘイ ズル 改 ] と 同じ 仕 | 
Ж. 追加 バーツ を 増設 し た 機体 。 


本 機 で 堪 わ れ た 技術 は [へ 
イズ ル ・ ア ウス ラ ] (OR 


TELESC. ZOEF 
24255. 


O サブ ・ ア ー ム ・ ユ ニッ ト 

自 間 部 多目的 ラッ チ (7 
ル チ ・ ウ ェ ポ ン ・ ラ ッ ク ) 
сайтынан. 
(ヘイ ズル 改 ] 用 と 同じ も 


атосы 
を 2 基 備 えて お り 
フル や ビー ム ・ サ ー ベ ル を 押え 
る 。 両手 が 塞がる 状況 を 想定 
LAERTES. 


МОКЕ INFO! 

ガル バル ディ / 高 機動 型 

マル チ ・ コ ネクター・ ポ ッ ド は 、 ガ ル バ ル ディ 8 高 機動 
ド の 改良 型 に あ た 
Bo テス ト は ガル バル ディ 8 高 機動 型 で 行わ れる は ず だ っ 


た が 、 パ イロ ッ ト が 機体 ど と エ ウ ー ゴ に 転向 し た た め [ヘイ 
ズル 2 号機 高 機動 仕様 で テス ト さ れ た 。 


RMS-117 

ガル バル ディ 8 
вава 

T38 RIC SUT, ав 
性 の 向上 を 中 心 に 改造 
れ た 機体 。 バイ ロッ ト は マ 
キシ ム ・ グ ナー 大 肝 。 


新型 ブー スタ ー・ 
ボッ ド 装 備 案 


oma %>>4х 171-10 


機動 戦士 ガン ダム SEED FRAME ASTRAY 


ハイ ベリ オン G 
Ў HYPERION G | 


型 機 の ハイ ベリ オン は 
連邦 が アク タイ オン 社 と 


プロ ム テ ク 
= RW タイ プ 7001/ ダ スタ バ 。 ス 
ティ グマ ト RFW-99 他 

所 属 地球 連合 軍 
BRA ЖЕП. Х 


№ COMPARISON CHART 
20m 


パイ ロッ ト 


図 は 備 兵 部 隊 サ ー ベ ント 
е バッ ク バ ッ ク 


アジ ア 岡 で 実践 テス ト さ れ た ハイ ペリ オン の 陸 洩 用 量産 試作 機 ваз,» 


連邦 は MS の 開発 に 着手 する 。 その 際 に アク タイ オン ・ 
イン ダス トリ ー 社 と 共同 で 開発 し た MS が CAT1-X1/3 ムシ ー ル ド の 先駆 け 的 な 機体 で も あっ 
ハイ ペリ オン で ある 。 ビー Laat = GEDE BLOOM ELE o 
た 本 機 の トラ イア ウト は 、 ゲ リラ 
共和 国 の 礎 林 地帯 で 行わ れ 
ある ゲリラ を 死傷 する こと は 連合 も オ 
ー ル を 備え た | 


れる 本 機 は 適し た 機体 で あ 
それ が CAT1- ха2/ 12 ハイ ベリ オン G で め る 。 の 備 兵 で ある 幼 に よっ て 運用 され た 


62/12 ハイ ベリ オ 


КАШ 


221-0479 пша йу &л-—/.!)1дт—Фш®{Е 


ベース と な っ た ハイ ペリ オン の 原形 を 留め て お り 、 大 赴 № В 
模 を 改修 は 施さ れ で いな い 。 原型 機 の 構造 武装 を 踏 肛 | ru GRRE 
し た 機体 と な っ て いる 。 BEREAN, INVADE O DIT ETT A 
徴 で ある 光波 防御 帯 を 応用 し た 防御 兵 装 、 ア ルミ ュー レ ・ アン テ ナ は 廃止 され た 。 メイ 
リュ ミエ ー ル の 簡 路 化 で ある 。 これ に より ンカ メラ は ツイ ン アイ の 5 変 
は 低下 し た も の の DL. жаныл нт. 
の 運用 効率 は 大 きく 向上 し た 。 また 武装 の ビー ムキ ャ ノン 
が オミ ッ ト さ れ た 代わ り に マシ ン ガン が 装備 され て いる 。 
リュ ミエ ー ル は 、 ЖО 
ハイ ペリ オン GE) と 
異な り 1 基 の み で あ 
る が 、 大 型 の ピー ム 
を 種 うこ と が 可能 だ 
が 、 ハ イベ リ オン G 
は 量産 機 と し て 電力 
図 は サイ ド の 装備 を 外し : ВО IMD № 
ミュ ー レ ・ リ ュ ミ エー ル 発 生 器 は 、 スラ スタ ー に 変更 され て いる 。 
Q ヒー ム マ シン ガン 
放 型 機 と 同じ ザ ス タ バ ・ ス ティ グマ ト RFW-99 と 同型 と 思わ れる 。 /Y 
л-во еа поно 
ある 。 ビー ム ナ イフ も 装着 され て お り 、 銃 刻 と し て も 使用 可能 。 
ужа синге. ө ©⑤ ピー ム ナ ィ イフ 
礎 型 機 と 同じ ロム テク ニカ RBW タ イプ 7001 と 同型 と 思わ れる 。 パワー 
ん を 内 最 し て お り 、 本 休 電 源 に 依存 し な い 公用 が 可能 。 ШЕШШ 
(AML COSI, ELSA CMAN TS, 
OQ tiny 
AADA A-ano stanit “4 
Bo 可動 式 に な っ て お り 、 WANRHERTEOTES 
О シー ルド 
GAT-O1A1 ダガー (105 ダ ガー) *GAT-X01 スト ライ クダ ガー と 同列 
の 対 ビ ー ム コー ティ ング シー ルド 。 アル ミュ ー レ ・ リ ル の 簡 路 化 
Ë RES: 防御 範囲 を 補う 7 йал. な お 、 腕 の アル ミュ ー 
ー ル 発生 器 は ウェ ポン マウ ント に 変更 され て いる 。 
@ アル ミュ ー レ ・ リ ュ ミ エー ル 
HMPA HMR. 外側 の 攻撃 は 防ぎ 、 内 側 か ら の 攻撃 は 
通す た め シ ー ル ド を 展開 し た まま 攻撃 を 行う こと が で きる 、 モ ノ フ ェ イ ズ (№ 
位相 指向 ) と いう 特性 を 持つ 。 た だ し 、 前 方 に し か 展開 で き な い 
画 ソキウス 専用 機 
жуут ROT 
ЗЯБВОНИЕ MORE INFO! 
ソキウス の 乗 機 。 型式 番 内 
BUCATI XGI/12, 2 ( アク タイ オン 社 と ハイ ペリ オン 
こち ら が 一 般 仕様 と な る 。 アク タイ オン 社 の ハイ ベリ オン は 、 ユ ー ラ シア 連 孝 の 者 
合 で 不 採用 と な っ た 。 し か し 、 そ れ を 皮切り に MS 開発 に 
DEAN, ファ ント ムペ イン の エー ス 機 開発 計画 へ の 参加 
な ど 、 連合 の MS МАРШЫ СНЫ. 
CAT1.X1/3 2 


Пах 
ユー ラ シ ア 連 邦 に あけ る 
初 の MS。 PREETI 
FRAC SIR AME 


カナード ・ バ ルス の 1 号機 


жа wax 171-12 


GUNDAM DIVE One of Seventy Two = — 


(ш) n] зе: 010 


© UNICORN GUNDAM 03 PHENEX 
E ee ee フェ ネクス [デス トロ イモ ー М 


сс Wete by IE SUGIYAMA (WONDERIUM INC.) 


GUNDAM DIVE One of Seventy Two 


ВХ-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム 3 号 機 
- フェ ネクス [デス トロ イモ ー ド ] 


UNICORN GUNDAM 03 PHENEX ЖҰҒУА 


頭 部 


他 の RX-O と は ブレード ・ ア ン テ ナ 
の 形状 が 異な り 、 3 枚 ず つの , 


ル 状 の パー ツ で 構成 され て 
フェ イス 部 分 の 構成 な 


「 不 死 鳥 」 の 名 を 乱す る ユニ コー ン ガ ンダ ム 3 号 機 


UC 計 画 」 に お いて 開発 され た RX-0 ユニ コー ン ガ 
ンダ ム と その 2 号機 で ある パン シィ 。 この 2 機 の ガン ダ 
ム ・ タ イプ MS は 、U.C.0096 に 勃発 し た 「 ラ プラ ス の 
箱 」 を 巡る 争乱 に 関与 し た こと で 知ら れる 。 し か し ГОС 
計画 ] で は 、 も う 1 機 の ガン ダム ・ タ イプ MS が 開発 され 
て いた 。 それ が 、RX-0 ユニ コー ン ガン ダム 3 号機 フェ 
ネクス で ある 

本 機 は 、 U.C.0095 に フル ・ サ イコ フレ ー ム の 試験 機 
体 に 、 1518 (2. 
L) と 2 号機 (バン シィ ) の デー タ を 反映 し て 開発 され 


172-3 


Bo また 、 開発 は 連邦 軍 が 行っ て いる が 、 こ れ は 『UC 計 
Ei] へ の ビス ト 財 団 の 関与 を 良し と し な い 連 邦 軍 高 官 の 
指示 に よる も の と され る 。 

他 の 2 機 と は 異な る 特殊 な 出自 を 持つ フェ 
ネクス だ が 、 U.C.0095 に 行わ れ た バン シィ と の 合同 評 
価 試験 


て 封印 は 解除 され て いる 。 この 際 、 ア ー ム 
ド ・ ア ー マ ーXC が 装備 され て いた と 言わ れる が 、 真 相 
は 不明 で ある 。 


SPEC 
全高 21.7m (ユニ コー ン モ ー ド 19.7m) 


スラ スタ ー 推 カ 計測 不能 (3: 
装甲 材質 


ーー ル ドン アー ム ド ・ ア ー マ ーDE 
キャ ノン 
所 属 地球 連邦 軍 


ンダ ム や バン シィ と 同 


展開 し 、 ス ラス ター 


FILE PREVIEW 


ОСЕ) 機体 名 を 体現 する アー ム ド ・ ア ー マ ー 


フェ ネクス も 他 の 2 機 の RX-0 シ リー ズ と 同じ く 、 フル ・ サ イ 
コフレ ー ム 機 の た め 、 基 本 的 な 構造 に 違い は な い 。 頭 部 の 
ブレ ー ド アン テ ナ の 形状 に わずか に 違い が 認め られ る 程度 
で ある 。 な お 、 機 体 色 が 人 金 に 塗ら れ で いる が 、 エ マル ジョ ン 塗 
装 で あっ た か 知 か は 判明 し て いな い 。 

本 機 の 特徴 的 な 装備 と し て 、 背 部 に 接続 され た 2 基 の 
アー ム ド ・ ア ー マ ーDE が 挙げ られ る 。 これ は シー ルド に 増加 


Ші---уғ-к 


ДЕ; 


と な る 。 右 局部 の (EFSF. 


スラ スタ ー と メガ ・ キ ャ ノン を 増設 


つた 。 また 、 


デス トロ イモ ー ド へ の 変身 


` 、「 フ ェ ネ クス ] の 
応 し い 外 観 と な る 。 それ 以外 は 、 ビー ム ・ マ グ ナ ム や 
・ サ ー ベ ル 、 ビー ム ・ ト ン ファ ー と いっ た 、 1 号機 ・2 号 


Ш7-АКЕ:7-%-ПЕ 
SERMA IAEA Ar EMBL 
в, 7=Cau— TRA CHT REBEL 
て 使用 する こと も 可能 。 MERAY TALL, 


В, 


ユニ コー ン モー ド 時 の フェ ネクス 。 #028-800) Ты 


А ユニ コー ン モ ー ド 時 


А デス トロ イモ ー ド 時 СМ 


運用 記録 バン シィ と の 合同 評価 試験 と 、[ 袖 付き ] と の 戦闘 


U.C.0095.12.03、 フ ェ ネ クス と バン シィ の 合同 評価 試験 
が 行わ れ た 。 し か し 、 試 験 の 最 中 、「 袖 付き ] MS 部 隊 の 回 
BER, その まま 遺 遇 戦へ と 移行 し て いる 。 

両機 と も に 敵 MS を 撃破 し た の ち 、 フ ェ 
107R リバ ウ と 交戦 を 開始 。 $ 
を 発動 させ 、 敵 を 追撃 する 。 バ Мете EEE 
参謀 の 指示 に より フェ ネクス は リミッタ ー を 解除 し NT-D を 発 
動 さ せる が 、 こ れ が 思わ 必 事 態 を 引き 起こ し て し まう 。 デス トロ 
イモ ー ド へ と 変身 し た フェ ネクス は 、 突如 と し て 暴走 。 敵 味 方 
の 区 別 な く 攻 撃 を 始め て し まう 。 リバ パウ が 撤退 し た 後 も フェ ネ 
クス は パン シィ を 相手 に 戦闘 を 継続 。 この 状況 に 連邦 軍 参 
謀 は 試験 の 中 止 を 決定 、 バ ン シ ィ は 苑 脱 する が フェ ネクス の 
暴走 は 収まら ず 、 母艦 の ブリ ッ ジ を 破壊 し た の だ っ た 。 

フェ ネクス の 暴走 は 、2 機 の サイ コフレ ー ム の 共鳴 が 引き 
起こ し た も の と 推測 され る (戦闘 中 の フェ ネクス と パン シィ の 


サイ コフレ ー ム の 異常 発光 が 確認 され て いる ) 。 し か し 、 サ イ 
コフレ ー ム の 特 『 多 いた め 、 真相 が 明らか 
に な る こと は な 『 験 終了 後 、 フ ェ ネクス は 封 
印 さ れる こと と な っ た 。 な お 、 この 合同 評価 試験 の 際 は 強化 


人 間 が パイ ロッ ト を 務め て いた 


主導 権 を 取り 戻 そう と す 
る 意図 も あっ た よう 7 


п ae ユニ コー ー ン ガン ダム 


Nae 攻撃 を 仕掛 ける 
リリ パウ 、 そし て フェ ネクス 
LDR IBE TOE 


る ム A ユニ コー ン モ ー ド 


E AMX-107R リバ ウ 
ハマ ー ン 時 代 の ネオ ・ ジ オン が 開発 し た AMX 
107 パウ を 「 宰 付き 

НЕ OR 

PAREKH, AME 

が 可能 

ллары, CARE 


マリ バウ ・ 
アタ ッ カ ー 


マリ バウ ・ ナ ッ タ ー 


А デス トロ イモ ー ド 
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а. 92915 


機動 戦士 ガン ダム ZZ 


(1) н:01 sitet ОДА 


SPEC 
ジャ ムル ・ フ ィ ン AR an EE 


ЕТЕР ЕСІНЕ 
LS SF 4X2 BE 
М (E-a HARR) X27 x 


機体 構造 


大 型 MA 用 ボディ に 


オ ・ ジ オン 戦争 後期 . Я °. (48 t š 関連 ファ イル 
で も 即 戦力 Б 


ジャ ムル ・ フ ィ ン も ジオ ン の MS パイ ロッ ト 9 名 で 構成 され 
そう し た 戦略 の 下 、 日の目 を 見 た 機体 で あ - た MS 小隊 「 ス リーD] 乗 機 と し て 3 機 の 初期 生産 
FILE PREVIEW 
口 が 指揮 する 戦 能 エン ドラ ・ ジ オン と ジ ӨШ 
共和 国軍 と の 共同 作 š 


た 。 その よう НН め 、 本 機 の MS 形態 は 人 弄 
と は 大 きく か け 離 れ た 特異 な フォ ルム と な っ て いる 。 その 


ШП зе ОДА 


の 変遷 を 感じ させ る 、 大 出力 火器 の 装備 


AMX.01X は 、 小 型 の 機体 な が ら ハ イ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン な 
どの 大 火力 兵 装 を 搭載 し て いる 。 これ は 、 本 機 が 大 型 MA と 
し て 設計 され て いた 時 か ら 搭載 予定 で あっ た 大 : 
ター や 前 述 の ビー ム 火 器 を 継承 し た た めで ある 。 
更 し て も 残し た この 攻撃 力 こ そ 、 本 機 の 要 と 言え る だ ろう 。 
ВНЕ ск ширк: 
する ほど の 攻撃 能力 を 備え る 
нетто 


メガ ・ キ ャ ノン 。 TMA で ある 本 機 
ЕТК. 


回 京 部 ノコ クビ ヒット 

| 頭 部 は 上 下 左右 に 可動 する 。 М 
| DHRU. MARS EAD 
形 時 に 頭 部 を 収納 する た め の ア 
ҹә クチ ュ エ ー タ ー を 装備 し て いた 。 


LELE も 見 せ 、 
BERL IOI AA жұл. 
で 攻撃 する スリ ーD 隊 。 高 性 能 機 
の MSZ.010 フフ ガン ダム や MSN- 
00100 再 式 すら 苦し め た 


Ем -хя- キャ ノン 


AMA-01X の 主 兵 装 で ある 
| 大 出 カ メカ 粒子 幼 。40m ク 
ラス の 大 型 機 が 推 載 す る 


マニ ビュ レー ター 中 大 の 
= a RABE дин. аж 
の MS が 使用 する ビー ム 


両 選 に 3 基 ず つ 装 備 す 
КАУ ORM 
御用 バー ニア は 、 本 機 


KSEMEOMACHS И bg DES の 高 機動 性 の 一 敵 を 
жалыға, RH る 。 Bh, MOET 担っ て いる 。 上 部 の ス 
機構 は 胸部 に 装備 され て ビー ム ・ サ ー ベ リッ ト 部 に ある の が 小型 
いた た し て も 使用 可能 ミサ イル + 


戦闘 力 を 最大 限 に 発振 で きる よう 設計 され た MA 形態 


TMA と し て 完成 し た AMA-01X だ が 、 MS 形態 は あく まで 機 首 カ バー (ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン ) モノ アイ ・ ス リッ ト 
も 付加 的 な 要素 で あり 、MA 形 態 を 中 心 と し た 設計 が な され 変形 時 に 上部 装甲 の 一 部 が 機 澤 へ 移動 し て MA 形態 時 に は 豆 部 は ヘッ 
て いる 。 その た め 、MA 形 態 と た っ て は じ め て 、 林 機 の 特徴 で 。 ハイ ・ メ ガ ・ キ ャ ノン の 砲身 を 保護 する カバ ー と FAIK 
ある 高 機動 性 を 最大 限 に 発揮 で きる 形状 ・ 構 造 と な っ て いな る 。 使 用 時 に は カバ ー が 左右 に 展開 する 。 われ て し まい 、 そ の 前 ka 
る 。 さら に 変形 に よっ て 大 型 ジ ェ ネ レー ター と 火器 を 直結 し 内 キノ 
た こと に より 、 MS 形態 時 より も ビー ム の 出力 は 向上 し た 。 ады 


چ — 


ВЕБ (718.757) 
脚 部 は 左右 に 展開 し て 固定 


され 次 制御 用 の バ 227 . 
55432 BT, & プロ ベラ ント ・ タ ンク 


サイ ル な ど を 半 備 する ウエ 増設 用 の プロ ペラ ント ・ タ ンク は 、MA 
"ラック と し て も 運用 で き 7 形態 時 も 3 基 の メイ ン ・ スラスター! 
渉 し な いよ うな レイ アウ ト と な っ て いる , 


MA 形態 を 主として 開発 ・ 設 計 さ 
ВРАМАОТХЕХ. ЖРО 
駅 て は MS 形態 で の 軍 有 も 多く 見 


Ш 変形 シー クエ ンス 
maroon gL ペク ター ド ・ ノ ズル & 
カバ ー が 属 後方 セン サー・ ユ ニッ ト 
時 頭 部 カバ ー の 後方 は ベク ター ド ・ ノ ズル 
ОТОНА КГ 212-2725 Ot. ま 
отт. た 、 セン サー・ コ ニット も 搭載 され て いる, 


画 メガ ЕТЕТІН 


ンド ラ 』 へ の 航行 時 、 
本 機 に は 総合 能 力 を 大 幅 に 向上 させ る 専用 オプ ショ ン スリ ーD 隊 は メガ ・ ブ ー 
「 メ ガ ・ ブ ー ス ター] ORBAN TU, SARRERA スタ ー を 使用 。 この 装 
巡航 用 の 核 バル ズ 推 進 ブ ー ス ター の 装備 も 可能 と し て 備 で AMAO1X の 機動 
いた ft * REM LED 
は 大 きく 強化 され た 。 


2 Q メガ ・ ラ ンチ ャ ー ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー 
最大 出力 発射 時 は メガ ・ ラ 赤外線 誘導 指 控 ミ サイ ル を 合計 8 発 搭 
ШО 載 し た ラン チャ ー を 、 メ ガ ・ ラ ンチ ャ ー の 
ORE, НЕОН. BOABE ET ойсо. 


wa saz 172-6 


アド リバ ンス オブ ゼー タ ーー ティ ター ンズ の 族 の も と 


ガン ダム TR-1 | 
© ВХ.191-1 EZ 


(mes) FILE 01 SHEET 69, 


G バ パー ツ (198) 
新 間 発 の G パ ーッ [フル ドド ] と 
ай. 1 機 の み 合体 させ る 場合 
[ТА] の 背部 強化 パッ 
ク パ ッ ク に 振 続 し 、 機 動力 や 攻 
肪 力 な ど を 向上 させ る 


Il COMPARISON CHART № COLOR 
жп ーー 


G バ ー ツ (2 機 目 ) 
ожо [フル ドド ] を 合体 させ た 
モー ド は [ヘイ ズル ・ テ 
形 能 と 呼ば れる 。 2 機 是 の [フル 
は 、 多 目的 ラッ チ を 介し て 
部 に 合体 する 


武装 
[フル ドド ] ФЕ 
の 試作 ビー ム 
ク ・ プ レー| 
EMKE- JLKN teL 
た 多用 途 兵 装 で ある 


素 体 


本 来 の 径 体 は [ヘイ ズル 改 ] だ 
が 、 同 仕様 機 と し て 開発 され た 
[アド バン ス ド ・ ヘ イズ ル ] で も 
対応 。 試験 は [アドバ ンス ド ・ 
ヘイ ズル ] で 行わ れ た 


第 二 世 代 級 の 性 能 を 獲得 し た [ヘイ ズル 改 ]G パ ー ツ 搭載 型 ма?» 


[ヘイ ズル 改 ] に 、FF-X29A G パ ー ツ [フル ドド ] を 
装着 し た 機体 


жн 
お り 、 その 性 э U.C.0087.0 
МФ [フル | 


世代 MS に 匹敵 の と な っ 
ラー] の さら な る 性 能 向上 型 と し て は 、 [へ イプ リル 中 尉 の [アドバンスド ・ ヘ イズ ル ] に . 
[フル ドド ] を 合体 させ た [ヘイ ズル ・ が 行わ れ 、 RB 両機 が 合体 し た [ヘイ 
態 の 型式 番号 は RX- ズル ・ ラ ー] が 投入 され 
も ある ) 。 上 図 の 機体 ト も 行わ れ て いる , 


パー ツ 構 成 に よる 性 能 傾向 の 変化 


[ヘイ ズル ・ ラ ー] は [フル ドド ] の 装備 数 に よっ て 性 能 
傾向 が 異な る 。[ フ ルド ド ] 1 機 を 搭載 し た 形態 は 、 武装 バ 
イン ター 搭載 の 第 二 世代 MS に 近い 機体 特性 を 持ち 、 火 
力 ・ 防 御 カ ・ 機 動力 な ど あ ぁ あらゆる 面 で [ヘイ ズル 改 ] 以上 
の 高度 な 性 能 を 持つ 。 ロン グ ・ ブ レー ド ・ ラ イフ ル に よる 長 
距離 狙撃 能力 も 高く 、[ ヘ イズ ル 改 ] 本 体 の 追加 パー ツ と 


相まって オー ル ラ ウン ド な 機体 と な っ た 。 
た だ し [フル ドド ] を 上 半身 に 搭載 する 都合 上 、 機 体 バ パラ 


[ヘイ ズル ・ ラ ー] 
第 形態 
ブー スタ ー 装 備 


惑 に 可変 MA ギャ プラ ン 用 ブー ス 


НЕЕ. 


ンス が 悪く 、 テ スト 段階 で は [フル ドド ] 部 推進 器 を 使用 し 
た 際 の 姿勢 制 街 に 問題 が あっ た (REA BIDE Xk 
BALL). 第 二 形態 で は 、 歴 部 搭載 の 2 機 目 の [フル ド 
К の 推進 器 を 併用 する こと で 加速 力 を 増強 し つつ 、 こ の 
問題 を 解決 し て いる 。 

第 形態 は 、 4 栓 と な っ た ウイ ング ・ ユ ニッ ト に より 機体 の 
稼働 効率 が 最大 限 に 高め られ た 。 重 姜 化 や 推力 お よび 航 
жива С), 機体 特性 は MA に 近く な っ て いる 。 


画 ロン グ ・ ブ レー ド ・ ラ イフ ル 


[フル ドド ] 用 ビー ム 砲 と [へ 


た 


イズ ル ] 用 ビー ム ・ ラ イフ ル 
接合 し た 
а. 砲身 下部 の ヒー ト ・ ブ 


imisa 
可能 で ある 。 


画 強化 型 シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター 


(зей) DERDEK 
u qatu 
モデ ル 。 MEREM 
BURDUTHS, [P 
ド バ パン ス ド ・ ヘ イズ ル ] 
ずら 採用 きれ た 


E [ヘイ ズル ・ ラ ー] 
([ フ ルド ド ] 1 機 搭載 ) 


BATHE HEL tts. 
性 能 特性 は [フル ドド ] を 
搭載 し た [ヘイ ズル ラー] 
に 近い 。 


[ヘイ ズル 改 ] と [フル ドド ] 1 機 が 合体 し た [ヘイ ズル ・ ラ ー] の 基本 的 
кі 


は 高 機動 バインダー や 追加 兵 装 と し て 機能 す 
・ ラ ッ ク に サブ ・ ア ー ム ・ ユ ニッ ト を 追加 し 
た 仕様 は 、 フル アー マー 装備 と も 呼ば れる 。 


FF-X29A G パ ー ツ [フル ドド ] 。 


[ヘイ ズル 改 ] 用 の パワ ー ア ッ プ ・ メ カ [ フ ルド ド ] は 、RX- 
78 ガン ダム 用 の 支援 メカ と し て 一 年 戦争 時 に 開発 され 
た G フ ァ イ タ ー の コン セプト を 継承 し て いる 。 G フ ァ イ ター 同 
様 、 有 人 で の 単独 運用 が 可能 だ が 空中 合体 や 空中 換装 
は 想定 し な い 。 この た め [ ヘ イズ ル 改 ] と 合体 し て 出撃 する 
か 、 単独 出撃 する か 、[ フ ルド ド ] 2 機 が 合体 し た 状態 で 出 
撃 する か を 選択 する 必要 が ある 。 

[ハイ ズル 改 ] と の 合体 だ け で な く 、[ フ ルド ド ] 同 士 の 合体 
を も 可能 と する な ど 、 接 続 ・ 拡 張 が 容易 な 点 が [フル ドド ] 
最大 の 特徴 と 言え る 。 機体 を 構成 する 各 バ パー ツ の 徹底 し 
た ユニ ッ ト 化 、 接続 部 に ムー パブ ル ・ フ レー ム 技 術 を 応用 
し た エネ ルギー・ サ プラ イ ・ シ ステ ム が 、 [フル ドド ] 独特 の 
機能 を 実現 し た の で ある 。 

MS 用 支援 メカ に は 珍し く 、 バ イン ダー 状 ウイ ング ・ 
ト を 備え る 点 も 特徴 。 これ は AMBAC シ ステ ム 、TR シ リー 
ズ 共 通 ジ ェ ネ レー ター、 推進 器 武装 を 一 体 化 し た 複合 
装備 で 、 ク ロー・ ア ー ム と し て も 機能 し た 。 クロ ー 開 閉 部 に 
は ビー ム ・ サ ー ベ ル 兼 用 ビーム 砲 を 内 蔵 する ほか 、 ロン グ ・ 
ブ プレー ド ・ ラ イフ ル の 接続 も 可能 だ っ た 。 


TERR] で ある 。 


(элек) ете 
HASRET, HM 
合体 形態 は MA に 近い 。 


Bathe 
[лж] ата. ONEN GRIDARE 
な ど を 行う 。 [ヘイ ズル 改 ] の 上 半身 と 下半身 に 1 機 ずつ 搭載 し た 場合 、 
上 半身 部 の ウイ ング ・ ユ ニッ ト は ズ 2 

條 の も の は クロ ー・ ウ イン グ ・ 3: 


A [フル ドド ] 単独 運用 状態 


она. サン イズ 1728 


機動 戦士 ガツ ダム SEED ASTRAY 


(AES) arÜ] wer 140a 


レフ ィ ニ ー ト 


I COMPARISON CHART № COLOR 
от ニニ = = 


А 


AJ を 有する 。 р 
т 
イル ス を 放つ シス テム だ っ た 」 


ジュ コロ イド 
バチ ルウ ェ ボ ポン シス テム は 
ジュ コロ イド を 応用 し て 開発 され た 


ザフト に 持ち 込ま れ た アク タイ オン ・ イ ンダ スト リー 社 製 MS 


民間 の 軍需 企業 アク タイ オン ・ イ ンダ スト リー 社 は . し て いる 。 この 兵器 は 、 量 子 コン ピュ ー タ 用 の ウイ ルス 関連 ファ イル 
競合 企業 で ある モル ゲン レー テ 社 が MS (GAT-X シ リー を 英機 に 感染 させ る も の で 、 


Ж) の 開発 に 成 と に 危機 感 を 覚え て いた 。 自社 制御 下 に 置く こと が で きた 。 真正 面 か ら 戦 う の で は な く 、 
で の MS 開発 に 乗り 出し 用 性 や 運動 能力 と 機体 自体 を 乗っ 取る 一 一 それ が この 機体 の 攻撃 手段 で 


の が 、 NMS-X07PO ゲル フ 
NMS-X07PO は 、 試作 機 段 階 で は 火器 を 有 し て お ら 通信 シス テム に 介入 する シス テム は 有効 性 が 認め られ 
ç CAT1-X1/3 ハイ ベリ オン ガン ダム や ZGMF-X12A F 
スタ メン ト ガ ンダ ム と いっ た 機体 に 引き 継が れ て いる 。 


MECHANIC FILE 


ウイ ルス の 運用 を 主眼 に 置い た 機体 構成 


アク タイ オン ・ イ ンダ スト リー 社 は 、 量子 通信 を 用 
いた 無 想 誘導 シス テム | ドラグーン: シス テム 」 の 実 
用 化 を 進め た 企業 で あり 、 量 子 コン ピュ ー タ 技術 
に 関し て は 第 一 人 者 で あっ た 。 当時 、MS の 制御 
に は 量子 通信 シス テム は 欠か せな いも の と な っ て 
お り 、 それ を 逆手 に 取っ た の が 、「 バ チル ウェポン シ 
ステ ム 」 で あっ た 。 機体 は 基本 性 能 の 脆 癌 性 が ク 
リア で きず に 量産 され な か っ た が 、 量 子 コン ピュ ー 
タ に 介入 し て 制御 を 奪う と いう 発想 は 大 き な イ ン パ 
クト を 与え た の で ある 。 


回 バチ ルウ ェ ボ ン シ ス テム 
た パイ ンダ ー 型 の 装置 。 先端 部 か ら コロ イド 粒 
ЖЕНЫ Т Ет ерте тқан 


EmnavatiM@acéot. 


КОЗА, RIAA HY ARI 
また 、 目 と な る カメ ラ 部 分 が 4 其 存 


胸部 の 上 に は 2 基 の セン サー を 備 
енн. метнае 
類 の 充実 が 図ら れ て いた 


いる 。 BOER 
5 か 、 セ ン サー 


コク ピッ ト 

コク ピッ ト は 胸部 中 央 に レイ アウ ト さ れ て いた 。 緊急 時 に 
BV FETS. METRES case maca 
て いた よう だ 


情報 屋 に よる 機体 の 奪取 と 、 競合 機 の 存在 


NMS-X07PO は 複数 機 生産 され た と 言 ~ 
ZGMF-600 と 主機 の 座 を 争っ た も の の 、 高 汎 
用 機 を 求め る ザフト の 意図 か ら は 外れ 、 制 式 採用 
は され な か っ た 。 だ が 、 試 作 機 と し て 開発 され た 機 
体 の 1 機 を 、 情 報 屋 ケナフ ・ ル キー ニ が 入手 。 ル 
キー ニ は 本 機 を 運用 し て 、 ロ ウ ・ ギ ュー ル の ガン ダ 


ム ア ス トレ イ レッ ド フ レー ム と 、 RADA ЬУ 
スト レイ ブル ー フ レー ム を 製 撃 し 、 パチ ルウ ェ ポ ン シ 
ステ ム を 用 いて 両機 の 制御 機構 を 乗っ 取る こと に 
成功 し た 、 ロ ウ が 機体 に 搭載 し て いた 擬似 
人 格 コ ンピュータ 「8( ハ チ )」 に 制御 を 委ね た こと で 
状況 は 一 変 し 、 ゲ ルフ ィ ニ ー ト は 撃破 され て いる 。 


クラ ッ キン グ 能 力 に 優れ た 情報 尾 で 、 
ODEYE ГЕШ] 称し 
、 バ パチ ルウ ェ ポ ン 


ハチ 
ロウ が 所 有する トラ ンク ケー ス 型 の 謎 の コン ピュ ー タ 。 ЕТІ 
ン ピ ビュー な か っ た た め に NMS- PO の 制御 下 に は 置 
か れず 、 レッ ド フ レー ム の 制御 を 奉 こと に 成功 し た 


| MORE INFO! 


№ ZGMF-X12A (RGX-00) テス タメ ント ガン ダム 
ザフト 製 の ニュ ー ト ロン ジャ マー キャ ン セ ラー 挫 載 機 。 地球 軍 が 窒 取 ! 
シス テム と 隔 じ 機能 を 持つ 量子 コン ピュ ー タ ウイ ルス 送信 シス テム が 新 


ША eat 
BOREL, № 
занга 
ンピュータ ウイ ルス 送信 
シス テム ] は 、 頭 部 プレー 
ドア ン テ ナ 内 に ある 。 


оковы, Стаж 
され た NMS。 ピー ムラ イフ ル の 標準 装備 や 大 出力 
搭載 な ビ 、 その 能力 は GAT-01 23173 601 


関連 機種 


№ 2СМЕУХ21В (RGX-04) プロ ト セ イ バ 


2GMFX23S セイ バー ガン ダム の プロ ト タ イ プ 。 この 機体 も 地球 軍 に 審 取 され る と 、 特 
BANGOR) SER), その 量子 コン ピュ ー タ ウイ ルス 送信 シス テム が 追加 され で いる 


飛行 形態 へ の 変形 機構 も 組み 込ま れ た 
ZGMF-YX21R (RGX-04)。NMS- 
ХОТРОМЗЕЕНЫЕ В. 57-7220 
イド と ウイ ルス を 用 いた 機構 は 様々 な 模 
体 へ と 搭載 され た 。 


ema- #317 172-10 


機動 戦士 ガンダム SEED DESTINY ASTRAY 


機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 A ASTRAY 


マー ズ ジ ャ ケッ ト | unknown 


MARS JACKET | 


カメ ラ が 主流 
REM AD. 
は が 
タイ ブ の フェ イス が 出現 する 


ウ ・ ギ ュー ル の 手 に よる MS で ある 。 完全 な 新造 機 で は な 

く 、 当 初 は MBF-PO02 ガン ダム アス トレ イ レッ ド フ レー ム 
追加 装甲 を 装着 し た 機体 で あり 、 

JG73 

レー ム と 同じ よう に 改修 や 追加 装甲 を 施し 新生 | 

の 装甲 は ロウ が 火星 を 探索 する た 備 し 

の で 、 装 着 時 は アス トレ イ と は 異な る 外見 と 共 ( 

力 を 付与 。 状況 に 応じ て 、 元 の 高い 運動 性 を 備え 

ド フ レー ム へ と 瞬時 に 


本 機 は 特殊 な 経緯 を 経て マー シャ ン の ディ アゴ ・ ロ ー 
ウェ ル の 乗 機 と な っ た 。「 ブ レイ ク ・ ザ ・ ワ ー ル ド 事 件 ] に 
遺 遇 し た 火星 帰り の ロウ が 、 ユニ ウス セブ ン の 破片 を 処 
理 切断 し て 地球 降下 時 ( る よう に し я. 

ャ ケッ ト は 何者 か まれ て し まう 。 人 探し の た 
め ロ ウ の 宇宙 船 に 密航 し て いた 火星 人 ( マ 
ディ アゴ が 、 地 球 へ 降り る た 
後 、 デ ィ ア ゴ は ロウ に 機体 を 返却 する が 、 
Gat: ト 装備 一 - 式 は > Е ев 
改 %- 


(88) mebl зет ШП 


ルル デビ ニム 


А8) nell sur B4 


MECHANIC FILE 


а 火星 仕様 の 重 装 甲 / 大 推力 の 追加 装甲 と 専用 の 武装 


マー ズ ジ ャ ケッ ト は 、 レ ッ ド フレ ー ム (の ち に シビ リア ン ア 
スト レイ ) に 追加 装甲 を 装着 し た 機体 で ある 。 ео 
境 に 適応 する た め 現地 で 調整 し 、 装 甲 の 着用 に よっ て 重 
装甲 と 大 推力 を 兼ね 備え た 機体 に 変貌 を 遂げ た 。 運動 性 
を 所 と する 元 の 身軽 な アス トレ イ に は 瞬時 に 戻る こと が で 
き 、 相反 する 機体 性 能 を 切り 替え る 変形 が 可能 。 追加 装 
甲 の 装着 だ け で な く 、 手足 の パー ツ な ど は マー ズ ジャ ケッ ト 
用 と し て 新設 計 し た も の に 換装 し て いる 。 また 武装 も 専用 
の も の を 装備 し て お り 、 ム 兵 器 の 射撃 格闘 兵 装 の 
ほか 、 レ ッ ド フレ ー ム の 代名詞 と も 言え る MS 大 の 日 本 刀 を 
ロウ が 新た に 2 本 造り 上 げ て いる 。 


マー ズ ジ ャ ケッ ト 展 開 時 の 
ダム アス トレ 
KL 


て MS 用 の 妃 を 打っ て いる 。 


画 頭 部 
ジャ ケッ ト 属 開 時 の 頭 剖 。 モノ アイ 式 の メイ ンカ メラ 部 分 だ 上関 に スラ イド 
し 、 カ ンダ ム ・ タ イプ の フェ イス が 出 天 後部 の セン サー は 前 に 向く 
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gG スラ スタ ー- 日 本 刀 
可動 式 リ アア ー 備わる 高 機動 スラ スタ ー は 、 日 本 
! で 、 日 本 力 と 可動 各位 が 確認 で きる 。 Би 


画 ジャ ケッ ト 展 開 


装甲 と 推進 器 の ほとん ど が 


шш 

AMEL TB MDH. тишсхыоаэд2-еф 
М. 25. AROBVMEMOARLGSMIR CAR MBE CES 
зан лет е, 


@OL-LF¥FS 


ビー 


フル の 銃身 上 部 は 取り 外し て ビー ム ナ ギ ナタ と し て 機能 。 左 


右 か ら ビ ー ム 刃 を 展開 し 、 回 転 させ て 攻撃 を 防ぐ こと も 可能 で ある 


MORE INFO! 


ディ アゴ ・ ロ ー ウ ェ ル は 、 失 貴 し た セ 
トナ ・ ウ ィ ン タ ー ス を 探 
帰着 する ロウ の 宇宙 船 ( 


BD. その 後 、 探し 人 が アー 
と 考え て 追い か ける 
が 、 そ こ で マー シャ ン の 使節 団 と 合流 
し 、 セト ナ と も 再会 を 黒 た す の だ っ た 。 


ラク ズ ・ ク ライ ン が セト ナ の 成長 し た 次 だ と 
思い 込ん だ ディ アゴ は 、 ラ クス の 行方 を 
追っ て アー クエ ンジ ェ ル に 行き 着い た 


次 星人 の 迷い 人 


画 ディ アゴ ・ ロ ー ウ ェ ル 
火星 の コロ ニー・ オ ー ス トレ ー ル に 所 属す る マー シャ ン で あり 、 
セト ナ を 護る こと を 使命 と し て 周 伝 子 調 整 が 施さ れ て いる 。 


導通 サン ライ ズ 172-12 
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武装 


ホバー キャ リア 


ラン ドス トラ イカ ー パ ッ ケ ー ジ | щй 
CI 'S AEU ENACT LANDSTRIKER PACKAGE 


リニア マシ ン ガ ン を 携行 する ほ 


(Aes ne 01 we 247a 
クラ リス 専用 イナ クト | | 


RR レー ザー キャ ノン リニア マシ ン : 
ソニ ッ ク ブレ イド (プラ ズ マソ ー ド ) 
20mm 機 銃 / ス モー ク デ ィ ス チャ ー 
2 ディ フェ ンス 


パイ ロッ ト 
カタ ロン の 中 東 


СТЕ Ұс 
アロ ウズ の 


m COMPARISON CHART № COLOR 


クラ ウス 用 イナ クト と 砂漠 仕様 の バディ クラ フト 


三 大 勢力 の 中 で も 、 ユ ニオ ン と 人 類 革新 連盟 (AS 
38) に 比べ て AEU は 宇宙 開発 で 遅れ を いた 。 西 
て AEU の 軌道 エレ ベー ター は 完全 稼 


暦 2307 年 に 
て お ら ず 、 当 時 の AEU は 他国 に 優位 性 を ア 
AEU-09 AEU イ ナク ト を 造り 上 げ る 
オン の 最新 鋭 機 SVMS-01 


追い 感 が 拭え AEU-05AEU 


多様 性 を 獲得 


る バ デ ィ クラ フト - ホバー キャ リア は 高い 走破 性 や 機 


関連 ファ イル 
動 性 を イナ クト に 与え 、AEU-09/LS クラ ウス 専用 イナ ク 04 
К ラン ドス トラ イカ ー 7 な 特定 の 環境 下 で 疑似 
太陽 炉 搭載 機 と 渡り 合 7 

「 鋼 鉄 の カウ ボー 
リス ト が 中 東 に 配属 され た 際 
る 基地 の 襲撃 が 発生 する 。 疑 
エー スパ イロ ッ ト の エイ 


FILE PREVIEW 
0001-41 


ERMAN 
離さ れ 、 基地 は 別働隊 に 


ИБНЕ 452) ®ю#нїис е4 Тар 22035, 


砂漠 用 の バディ クラ フト と イナ クト が 合体 し た 形態 が ラ 
ンド スト ライ カー パッ ケー ジ と 呼ば t、 カ タロ ン の 中 東 支部 
に 所 属す る グラ と っ て 最適 の 装備 で あっ た 。 クラ ウ 
ス の イナ クト は 専用 に カス タマ イズ され て いる と は いえ 、 疑 
似 太陽 炉 搭載 機 は バッ テリ ー 駆 動 の 既存 MS と は 一 線 を 
画 し た 性 能 差 が ある 。 その 差 を 埋め た の が 、 クラ ウス の 技 
量 も さる こと な が ら 砂 漠 と いう 環境 下 と 局 地 用 装備 で あっ 
た 。 また 武装 も カス タム 化 され て お り 、 大 陽炎 搭載 機 に も 
通用 する 火力 の レー ザー キャ ノン を 持つ 。 


NET SBR 
有用 な 移動 方 式 
タク ラマ カン の ガ 
ンダ タム 戦 て 投入 され 
た ユニ オン リア ルド 
パー タン ク ( 左 ) も 
採用 し て いた 


画 イナ クト 本 体 


We MORTZ 
ト ほ ハー フウ ィ ン 


VERBS. ЕО 
Pere 


SCIENCE 


AEUD 
Key Word バディ クラ フト 
AEU が 他 陣 営 し て いた 分 野 の ひと つが 、MS 支 援 


用 の キャ リア ピー クル 「 バ ディ クラ フト 」 で ある 。 単体 の MA と し 
て 機能 する ほか 、 主 力 兵器 で ある MS の 軍用 に お ける 福野 を 
広げ る オプ ショ ン 装 備 で も あり 、 様 々 な 環境 下 へ の 適応 

付与 や 戦闘 力 の 向上 、 兵 士 / 物 資 の 輸送 な ど 
が 可能 。 中 で も 強 肛 ホ バー キャ リア 型 MA アグ リッ サ > 
は 絶大 な 戦闘 力 を 誇り 、 太陽 光 発電 紛争 で 戦果 を 挙げ た 


来 は 地上 空中 で 運用 され る 
AUS СЕЗЕДІ 
ЖЕСЕ СТ. 


AMAR RH HORI 
発 され た MA アグ リッ サ (Ж) は 、 
プラ ズ マ フィ ー ル | 
的 の バイ ロト 

える こと る 。 


Ш バディ クラ フト 


アウ ト に 合わ せ て 新造 され 、 へ リオ ン 
用 より も パワ ー が 高い (ヘリ オン も 装 
備 可 能 )。 機体 中 央 部 は 電磁 推進 


パー 部 の 円 柱 形 
%-3-.48. MRP LED 
定 し な い 水上 戦 の み の ケ ー ス で は 、 
超 部 設定 を 調整 し て エア クッ ショ ン を 
航海 中 に 展開 し な い 「 オ ー シ ャ ン パ ッ 
ケー ジ 」 と し て 運用 され る 。 


画 レー ザー キャ ノン a 


ニア マシ ン ガ ン 
аиа venience | ウラ ウス 専用 イナ 2 ト の 主 兵 義一 区 の 感 
| 造 し た も の で 、 バ ディ クラ フト 個 の 大 展 バ ッ ー| зимнее, HUAN 
| psta па Шш | Фииснилеи 2э2даг с 
の 場合 は ロン グ キ ャ ノン も 搭載 。 
| rT) 
11 
| 
| 


0-7. FIXTRBLILA—S—ADRRE БКП МА, ?у-.70:%-уг 
抑え る た め の 装 備 。 フォ ン ・ ス パー ク が ガン ダム ラジ エル 戦 で 用 いた ス 専 用 イナ クト と 全体 し 、 タ クラ マカ ン の ガン ダム 貞 剰 作戦 に 投入 され た , 


Шша-т>>тх-мнз 172-14 


機動 戦士 ガン ダム 0083 スタ ー ダ スト メモ リー 
TEETER п] КАК 
6 ы Б | と 


(010200 сїп1$) VnAVIVN MEAIH Aq рипобурев ^ УМУХМИМА ОМУ ÁQ 19943 121006 9 0109.“ INSLVW ҮНІМУ Aa 


мх 
MVX 


ИЗ-ЗА 


91,008: 


機動 
MECHANIC FILE ee ү нЕ ОТ sur 184 


ІМ | У хлм | ZEON 


武装 Өб0тт2/>18 ӨШ Фа 
20mm バ ルカ ン 


モノ アイ の 真 
置か れ 


680mm カ ノン 砲 
Е Cia 


MS の ひと つの 有り 様 を 示し た 長 距 離 砲撃 戦 仕様 の 重 MS 


MS は その 誕生 以来 、 様 々 な 進化 を 示し た 。 TOR 歩行 すら 困難 で あり 、 そ れ は 部 隊 運 用 
初期 の も の が 局 地 戦 用 MS で あり 、 ジ オン 公国 軍 は 地 足 柳 と な る こと は 間違い な か 
球 侵攻 作戦 に 


言わ れる ザ メ ル だ 
た 機体 と し て 完成 し た 。 680ттЕ эж ао が 、 戦中 で の 運用 や 活躍 は 知ら れ て いな い 。 終戦 か ら 
用 に だ け 特 化し た 機体 は 、 MS の 持つ 最大 の 特徴 で も 3 年 後 の U.C.0083.10.13 の トリ ント ン 基 地肌 撃 で の 
る 「 汎 用 性 ] を 損なう 結果 と な 事実 その 巨体 は 運用 が 確認 され て いる の み で ある 。 


173-3 


長 距離 砲撃 戦 に 特 化し た 装備 と 、 それ を 運用 する た め の シ ステ ム 


長 距 離 砲撃 戦 仕様 と いう ザ メル の 開発 コン セプト が 対 
MS 戦 に 有効 で あっ た か は 、 疑 問 が 残る 。 いく ら 大 口径 か つ 
精 容 射 撃 が 可能 で あっ て も 、 作 戦 行動 中 は 絶え ず 移 動 す 
る MS に 命中 弾 を 与え る (付近 へ の 着弾 で も ダメ ー ジ は 与え 
5 ろう が ) こと は 難し く 、 戦 略 的 な 価値 か ら 考 えて も 対 
MS 戦 が 主眼 で な か っ た こと は 容易 に 想像 が つく 。 つま り ザ 
メル の 主 な 運用 法 は 、 敵 拠点 な どの 国定 目標 や 英 部 隊 へ 
の 制圧 射撃 で あっ た 。 それ を 成し遂げ る た め に 本 機 に は ビー 
ム 兵 器 で は な く 、 曲 射水 道 と いう 砲撃 に お ける 特性 を 持つ 
実体 弾 が 採用 され た 。 ちな み に 一 年 戦争 当時 に あっ て は 、 ま 
だ 支援 砲撃 の 重要 性 は 高く 、 そう で あ っ た か ら こ そ 、 ザ メル と 
いう 機体 が 生み 出さ れ た の だ と 


ЖЯ СЕНЕМ, 
fo, БЕЙИН ШЖМ 
か 5 の 情報 も 必 


BUTS. 


І 


Ш 680mm7/ Via 


GB0mm7 6805819835. AMIES 
射 の は か 、 MSAK AN Has OUR 


сїзїї, KF 
つい て は 知ら れ て いな い 


O 発射 態勢 へ の 移行 


や スカ ー ト の ロッ ク が 外れ 、 窟 
身 が 展開 。 革 部 に 接続 され る 。 


③④ 支持 部 分 を 基点 と し て 砲 が 
посна. янв. | 
E 20mm バ ルカ ン 


—— Y 
— 


| 右 胸 部 に 設け られ た バル カン 
FB. 190200. ENP 
イル 等 の 迎撃 に 用 いら れ 
者 えら れる 


在 育 部 に 装備 さ れ た 8 連装 の 
ミサ イル ・ ラ ンチ ャ ー。 使用 時 
に 展開 


チャ ー が 前 
可能 と な る 。 WEO 
開 が 目的 の 兵 装 で あっ た 。 


ホバー・ シ ステ ム に よる 機体 重量 へ の 対応 


120t も の 機体 重量 を 誇る ザ メル は 、 脚 部 を 備え て は いた 
が 歩行 が 可能 な 機体 で は な か っ た 。 その 問題 点 を 解決 する 
た め に 採用 され た も の が 、NS-09 КАЕРИЖОЯИ ZY 
ト ・ エ ンジ ン に よる ホバー 移動 で ある 。 脚 部 と スカ ー| 
パー・ ユ ニッ ト を 備え る こと で 、 鈍重 に な り が ちな 重 MS 
機動 性 を 付与 する こと に 成功 。 トリ ント ン 基 地 か ら の 離脱 時 
に は 、 追撃 部 隊 に 対し ホバー に よる 体 当たり を 行っ て いる 


な 


それ 


E ホバー・ ユ ニッ ト 


コク ピッ ト 


ザ メ ル の コク ピット は 複 座 式 が 採用 され て いる 。 これ は 着 
B ガ ナ ー の 搭乗 が 必 


用 の イン ター フェ イス を 用 いて 砲撃 を 
運用 は 可能 で 
が ガ ナ ー を 兼任 し た 。 トリ ント ン 基 地軸 撃 時 に は この 
形式 で 運用 され て いる 。 


砲撃 精度 を 向上 させ る 複 座 式 コ ク ピ ッ ト 


シド ーー 薄 上 を 航行 する 
TPE SEN РБ 


けら れ て お り 、 前 者 に ド 


ひと り で 運用 する 場合 は 、 前 部 

раат EER ch: 
場合 で も 後部 シー ト の 時 軸 

用 コン ソール は 連動 し て いた 


料 め 上 に 向き が 変更 され で いる , 


MORE INFO! 


680mm 砲 の み で の 運用 


680mm カ ノン 砲 ( ザ メル 砲 ) は 砲 の み が 戦 後 、 月 で 運用 
され て いる 。 РЕВВА ЖЕУ 
NREAFLARMBADIS-S AEROS, НАМ 


оса лове, 最大 で 170km も の 距離 か ら 
の 砲撃 を 実施 し て いる 。 


AE の り パ モア エ 場 へ 
Фев. MRE 
ASRA. 試作 ガン 
ALELA. Е 
長 ら は 身柄 を 拘束 され 


< жолак MALL TAU. а 
HS 部 と 前 部 に キャ リン グ ハ ンド ル を 備え 
үс 


N ИУ EM. 


oma- #541z 173-4 
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(UE) nel swe 100 


- MS of EES.F. 4 


地球 連邦 軍 の MS④ 


MSZ-006A1 


変形 機構 
MSZ-006 Z ガ ンダ ム と 比較 し て 、 ウ ェ 
7 жинин 


機動 性 や 


2725 


атша 


№ SPEC -msz-06a1 Zplus- № SPEC -F0-03 Gustav Kari- 
全高 1986m Ф 220m 
ІШ 327t ($M 68.41) 重量 29.01( SHB 600) 
JVB 3.425kW 
スラ スタ ー 推 か スラ スタ ー 推 力 79.500kg 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 
BR 60mm/( ル カン 砲 X2。 ピー ЖЖ ADO ビー ムラ イフ ル 
ム ・ ラ イフ ル メ シー ルド 他 グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ーX4 他 
РПЖ 地球 友軍 ЖЕТЕ ШҮ 
BRA 地球 連邦 軍兵 搭乗 者 地球 連邦 軍兵 
№ COMPARISON CHART E COLOR 


е з MSZ-006A1 2 plus 


e 
бей 


70-03 Gustav Karl 


頭 部 

右側 頭 部 に 通 +. ж 
ТЕУ WED A 
た 、 SIETKOUE.. 地球 
連邦 軍 製 の MS と し て は 珍し い 
SIT TBS, 


=r 


シャ イア ン 基 地 に 配備 され て いた 高 性 能 機種 


グリ プス 2 (コロ ニー レー ザー) を 用 いて 「 ラ ブラ ス の 箱 
と その 関係 者 を 抹殺 し よう と し た マー サ ・ ビ スト ・ カ ー バ イン 
と ロー ナン ・ マ ー セ ナス は 、 = レー ザー の 管制 施設 
が ある 北米 の シャ イア ン 基地 (通称 : カフ カス の 礎 


動 し た 。 管制 施設 は 厳重 な 警備 体制 が 敷 か れ た 地下 に 
けら れ て いた が 、 不 測 の 事態 に 備え 、 基 地 周辺 に は 多 


彩 な MS が 防衛 用 と し て 配備 され て いた 。 MSZ-006A1 
Z プ ラス や 、FD-03 グスタフ ・ カ ー ル も 、 シャイ アン 基地 
を 守る た め に 投入 され て いた 機体 

MSZ-006A1 は 、 元 々 エゥーゴ の 支援 組織 で あっ た カ 


関連 ファ イル 


2-01-04 


FILE PREVIEW 
RGM-96X ジェ スタ と は 別 ラ イン で あっ 
体 は まだ テス ト 段 階 に あり 、 試験 運用 を 名 目 
基地 に 複数 機 が 投入 され て いた 。 両機 と も 、「 箱 』 を 巡 
る 争乱 の 末期 に お いて 、 コ ロニ ー レ ー ザ ー の 発射 を 阻止 
し よう と 基地 に 迫っ た ロン ド ・ ペ ベル 所 属 機 と 交 


UC} mebl ser 100 


MECHANIC FILE 


安定 性 が 向上 し た ウェ イブ ライ タ 


カラ バ は 、MSZ-006 の ウェ イブ ライ ダー 形態 が 有する 
高い 巡航 性 能 に 汗 目 し 、 大 気 圏内 で の 飛行 を 実現 する 
MSZ-006A1 を 開発 し た 。 装備 も ウェ イブ ライ ダー 形態 で 
の 運用 を 想定 し た も の が 多く 、 シー ルド は 変形 用 の サブ ユ 
ニッ に 特 化し て いる ほか 、 ピ ー ム ・ キ ャ ノン が 新た に 備え 
られ て いる 。 一 方 、 MS 形態 で は 、 ビー ム ・ ラ イフ ル を 用 い 
た 中 距離 戦 闘 を 可能 と し て いた 。 


созыл. 
ERENT 

жы. зевлех 

て 用 いら れ た 。 だ が 


ズル 隊 と の 
活 


ивы 
EMPRRES 11H) 
MEARS сто: а. 
て いる 。 スタ ビラ イザ ー に は 
連邦 軍 で ある こと を 示 イ マー 
キン グ が 入れ られ て いた 。 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 
IP ы амы. ыа リゼ 
ル に 装備 され た ビー ム ・ ラ イブ ル と 同型 の も の が 使わ れ て いた 。 


g シー ルド (変形 用 サブ ユニ ッ ト ) 
有 部 左 負 に マウ ント され で いる シー ルド 。 セン サー 舌 を 多数 半 備 し て いる 
BURT, 防御 氏 問 と し て の 使用 は 期待 で さき な か っ た と いう 。 


Ш ウェ イブ ライ ダー 形態 


ы О Че > 
構成 し て いる 。 フォ ルム 自体 は MSZ.006 > „АИ 
Батса, ОНИ 

ЕО, 


ビーム ・ キ ャ ノン 

AMBIEN 

TSM BRB, 

ウェ イブ ライ ダー 形態 

тенизинин 旗 部 か ら 見 た 図 。 流 線形 の フォ ルム 
ts, この 形態 で の に よっ て 空気 抵抗 を 最小 限 に 天 え 、 
主 武 装 と し て 用 いら ARMA COR. АЕ ЙЕ ЕЯ 
れ た と 見 られ る 。 (сов. 


試験 運用 に 応じ た 標準 的 な 武装 . 


RGM-89 ジェ ガン と は 別 系 統 で 開発 され た 次 世代 機 で 
ある た め 、RGM-96X と 比較 し て も 、 装 甲 も 厚い 重 装 型 と な っ 
て いる 。 また 、 出力 は RGM-96X よ り も 高く 、 パ ワー を 優先 し 
た 構造 と な っ て いた 。 一 方 
ム ・ サ ー ベ ル を 中 心 と し た シン プル な 構成 で あり 、 そ の 運用 
性 や 役割 も 含め て まだ 実験 段階 に あっ た こと が 豆 え る 。 


RGM.96X と 交戦 し た 
FD-03 だ が 、 そ の バ 
ワー を 発揮 する こと な く 
敗れ 去 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル ( 
腰部 の 装甲 内 に 収納 され て いる 
格闘 兵器 。 使用 時 に は 装甲 の 上 

き 、 グ リッ プ が 起 出 する 


изя 
TATEN] 
厚 で 、 そ の 分 、 スラ ス 
3559095068 
Чепте, 


= 
бү. 


と 比較 し で も 、 サ か ら 後 
Aeon сша で 
な っ て いる の が わか る 


m シー ルド 
таанга TOS 
実体 式 の シー ルド 。 サイ 
ド や 前 方 に 展開 で きる は 
, Женесенш / 
側 に 移動 させ る こと も 可 ¿ NZ 
能 で ある 。 


ビーム ・ ラ イフ ル は 、RGIM- 
89 と 同 タイ プ の も の が 備え 
られ た 。 AWC. ИНЬ 
取り 回 し を 重視 し て いる 。 


腕 部 外側 に は グレ - 
ンチ ャ ー を 装備 。 使用 時 
は カバ ー が 開き 、2 基 の グレ 
ネー ド を 射出 で きた 


MORE INFO! 


コロ ニー レー ザー の 管制 施設 で も ある 防空 司令 部 「 カ フス 
OR) を 地下 に 有する 連邦 軍 シ ャ イア ン 基 地 は 、 基 地 全 体 
が 深い 森 に 囲ま れ て いた 。 元々 は アメ リカ 軍 の 空軍 基地 で あ 
り 、 連 邦 軍 が 独自 に 改修 ・ 再 利用 し た 施設 で ある 。 防衛 用 
の MS は 、 この 森 に 溢 む よう に 配備 され で お り 、 MINULT 
迅速 に 対応 が 取れ る よう に な っ て いた 。 


< 空軍 基地 で あっ た た 
D MERGER 
し て いる 。 マー サ や 
оная 
ет 
ома. Бетен 
を 上 指し た 。 


迷 基 仕様 の RGM-B9 


な ども 防衛 に あたっ て 


る ゲー ト 。 RRMA, MME ROR 
ちら れ て いた 。 この ゲート を 潜る と 基地 に 眠 が る トン ネル に 入る 。 


omata 
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アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ 一 ティ ター ンズ の 旗 の も と に 一 


ガ ンダ ム TR-1 | 
1212 299 
Я GUNDAM TR-1[HAZEL OWSLAI | T 


ТІЛІ 


TZN] хиса 
tams- E 


追加 バー ツ ③ 


ез», MERS 

イフ ル を 接続 で き 

る 新型 と すれ た 。 [フル ドド II] や TR-6 
も 対応 する 


素 体 MS u 
ロサ ギガ ンティア 〉 MECHEL P | 
ド バ ン ス ド ・ ヘ イズ ル ] を 改修 。 № | 脱出 機構 
が 脱出 模 [プリ ムロ ー ズ ] に 換装 され ІШ 


コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム に 近い 
上 半身 が コン パクト 化 され た が 、 パ バッ ク | 
バッ ク は ほ ば 変わ 


か ら 研 究 ・ 開 発 され て いた 


緊急 脱出 ポッ ド 搭載 の 次 世代 [ヘイ ズル ] 


闘 で 損傷 し た RX-121-2A ガン ダム TR-1 [アド バ ロッ ト の 生存 性 と デー タ の 回 収 率 を 大 幅 に 向上 させ 関連 ファ イル 

・ ヘ イズ ル ] に さら な る 改修 を 加え 、 緊急 脱出 ポッ ド た だ し MSZ-010 ZZ ガン ダム の よう な 合体 機能 は な く 、 RX-421 ガン ダム THR_1 [イズ — 
[プリ ムロ ー ズ ] を 組み 込ん だ 仕様 が RX-121-2 ガン ダ 一 度 分 離す る と 自力 で の 再 : 
ム TR-1 [ヘイ ズル ・ ア ウス ラ ] で ç 本 機 の 運用 は U.C.0087.11 の コン ペイ トウ 攻防 


性 に 優れ る だ 、TR БЫ ご 戦 か ら 開 始 され た パイ ロッ ト は カー ルー マ 
の 次 世代 規格 に も フル 対応 し て お り 、 コ ン ペ イ トウ 技術 で あっ た 。 た 
は [ヘイ ズル ・ ア ウス ラ ] を 次 世代 [ヘイ ズル ] の ト 搭 載 の [プリ ムロ ー ズ ] で > 
置 付け 装 を 運搬 し た 。 TOK ` DE ADK 2 Ë моа 
[へ イ ズル ・ ア ウス ラ ] 最大 の 特徴 で ある [プリ ムロ ー 0). U.C.0088.020. 防戦 で は 最終 的 に EIT 
ズ ] は コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム に 似 た 脱出 機構 で 、 バ イ [ファ イ で 運用 され て いる 。 


MGS) һе01 sien ГОА 


機体 構造 


緊急 脱出 ポッ ド [プリ ムロ ー ズ ] は [ヘイ ズル ・ ア ウス ラ ] 
の 胸部 と バッ タバ ッ ク その も の で ある 。 この た め シ ー ル ド ・ 
ブー スタ ー や [フル ドド と いっ た パッ ク バッ ク 用 追加 バ パ 
ツ を 装備 し た まま 脱出 で きる 。 左右 胸部 に 新設 され た 武 
装 接続 ジョ イン ト の 装備 も 同様 で ある 。 

[プリ ムロ ー ズ ] に 顕著 な 、 そ れ まで の [ヘイ ズル ] シリ ー 
ズ の 拡張 機能 や 新設 の 胸部 ジョ イン ト は 、[ ヘ イズ ル ・ ア 
ウス ラ ] の 装備 バリ エー ショ ン と 直結 し て も いる 。 


Ш [プリ ムロ ー ズ ] 
[ヘイ ズル ・ ア ウス ラ ] ORBE 
1/2 FEMA SB 
RADNER, DM- 
BH TDN, ガン ダム の よう な 
空中 換装 に は 対応 し が い 。 


RE: 
IANS] の 時 


脱出 ポッ ド と 装備 バリ エー ショ ン 


[ヘイ ズル ・ ア ウス ラ ] の 第 一 種 装備 形態 は 、 右 胸 に 開 
放 型 パレ ル ・ キ ャ ノン を 、 左 胸 に ミサ イル ・ ポ ッ ド を 装備 し た 
最も 標準 的 な 仕様 で ある 。 ほか に も 胸部 ミサ イル ・ ボ ポッ ド 
2 基 と パッ ク バッ ク 部 シー ルド ・ ブ ー ス ター2 基 装備 の 第 二 
種 装備 形態 な ど が 知ら れる 。 特殊 な 装備 案 と し て は 、 パッ 
ク バ ッ ク に [フル ドド T]、 開放 型 バ レル ・ キ ャ ノン 2 基 、 サイ 
コ ・ ガ ンダ ム の 腕 部 な ど を 搭載 し た ギ カ ン テ ィ ッ クア ー ム 装 
備 が 検討 され た 。 


bo 
Bore p 
合用 可能 
ни 
АРКЕ 
搭載 し て 運用 で きる 


AF LHO [ヘイ ズル ] 
анте Н8 


発展 型 


実機 こそ 製造 され な か っ た が 、[ ヘ イズ ル ・ ア ウス ラ ] を 
さら に 発展 させ た 仕様 と し て RX-121-3C ガン ダム THR-1 
[ハイ ゼン スレ イ ] が ある 。 RX-124 ガン ダム TR-6 の 開 
発 で 得 ら れ た ノウ ハウ を フィ ー ド バッ ク し た 機体 ブラ ン で あ 
る と 共に 、TR-1 最 後発 の 仕様 だ っ た 。 RRR ED 
置 付け は 少々 複雑 で 、[ ヘ イズ ル ・ ア ウス ラ ] の デー タ を 引 
き 継 い だ の が TR-6、 そ の TR-6 の 技術 を [ヘイ ズル ] シリ ー 
ズ に 転用 し た の が [ハイ ゼン スレ イ ] と な る . 

構造 面 で は 、 上 半身 の 多く を TH-6 [アド パン ス ド ウ ー ン ド 
ウォ ー ト ] ([ ウ ー ン ドウ ォ ー ト ] 高 速 戦闘 形態 ゲハ イセ ンス レイ 
股間 部 に サブ ・ ア ー ム ・ ユ ニッ 
ト の よう な 形 で TR-6 [ウー ンド ウォ ー ト ] の 上 半身 を 搭載 し て 
いる 。 主 武装 も TR-6 用 を 搭載 し た 。 [ヘイ ズル ] に 残さ れ た 
ジム ・ ク ゥ エル の パー ツ も 、 HETA 709 
差し 替え られ て お り 、 型 式 番号 末尾 に 新 ナ ン バ パー が 付 さ れ 
る 理由 と な - 

一 連 の 改造 に 


まい TR-6 と の 規格 統一 が 進ん だ 結 
(Det KM]? [ダン ディ ライ アン と い TR-6 兵 
器 シ ステ ム の コア と し て も 運用 可能 と な っ て いる 。 [ヘイ ズ 
ル ・ ア ウス ラ ] で も [ファ イ バ ーT] な どの TR.6 兵 器 シ ステ 
ム の 一 部 を 使用 可能 だ が 、 マ ッ チ ング の 面 で は [ハイ ゼン 
スレ イ ] が 上 回 る と 考え て いい だ ろう 。 
本 仕様 の パリ エー ショ ン と し て 、2 機 の [フル ドド TT] な ど を 
[ハイ ゼン スレ イ ・ ラ ーT] が 検討 され た が 、 や は り 
実現 し て いな い 。 


TR-6 [アド バン ス ド ・ ウ ー 
ンド ウォ ー TIEMS 


1 い イ セッ メレ イ 1 БАШ 
fr. ВИАН 


Жо 


TR-6 の ノウ ハウ を フィ ー ド バッ ク し た 最終 仕様 


Ш [ハイ ゼン スレ イ ・ ラ ーI] 
MEKI] を 2 機 扶 載 し た 仕様 で 、TR-1 シ リー ズ 屈 指 の 戦 回 能力 を 話 
$, ШЗ 【 フ ルド ド I を 意味 し て お り 、「1」 は 存在 し な い , 


肩 部 強化 バー ツ 


Ë a 有線 遠隔 兵器 
DEALT] ОВЕ は 
隔 兵 器 、 ミ サイ ル ・ ボ ッ ド な ど を 搭載 可能 で ある 。 TR-6 [アド バン ス ド 


ШНХ-121-3С 
ガン ダム TR-1 
[ハイ ゼン スレ イ ] 

TR-1 に TR:6 の バーツ を 導入 し た 

жт. TRI -хойиа 


25. желе 
く [イン レ ] な どの TR-6 兵 疾 


a ガト リン グ ガ ン д ミサ イル ・ ボ ッ ド 


it, REMAN RENE. 内 戴 起 装 は 数 種 が 計画 され て お り 、 ガ トリ ング ガン 、 イ ンコ ム 式 の 有線 入 
・ ウ ー ン ドウ ォ ー ト ] の 肩 に も 、 同様 の 武装 収 商 スペ ー ス が 存在 する よう だ 。 


MA 517 -MBS 
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機動 戦士 ガン ダム SEED MSV 


_ GATOID 


ど 拡 張 機構 自 人 
トラ 装備 に 活用 


(As mebi sae 148a 


武装 


ESAT 
チチ に マウ ン | 


機体 構造 


外観 / 武装 と も に ロン グ ダ ガ ー 


ば ず に 高い 性 能 を 発揮 す 
いや すい 機体 と な っ た 


「 デ ュ エ ル ガ ン ダム 」 の コン セプト を 受け 継ぐ 高 性 能 MS 


MS 開発 で 後 れ を 取っ て いた 地球 連合 軍 は 、「G] 


画 7 
テ 社 に よる 極秘 の MS 開発 計画 に て 、5 機 の 試作 
品 ・GAT-X10( 生み 出し さら に その の ち 、 
GAT-X100 系 (GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ ム と され 
る ) を ペー ス と し た 制式 採用 MS、GAT-01 スト ライ クダ 

ー を 完成 させ る 。 同機 は OS が ナチ ュ ラ ル 用 に 
調整 され 、 特殊 機構 も 排除 きれ た 急造 MS だ っ た と いう 。 

し か し ほ ば 同時 期 、 ス トラ イク ダガー と 同系 統 の 機体 
で あり な が ら 、 優 れ た 身体 能力 を 持つ 地球 軍 の 戦闘 用 


コー ディ ネイ ター [ソキウス ] 用 に 開発 され 

る 高 性 能 機 が それ が GAT-X102 デュ エル ガン 

ダム の コン セプト を 受け 継い だ と され る MS、GAT-01D 
は スト ライ ク ガ ンダ ム の 後継 機 


同機 
軍 の 思惑 に より 、0S を ナチ ュ ラ 
へ 「 先 祖 返 り 」 する と いう 珍し 
い ケ ー ス を 生み 出す こと と な っ た の で ある 。 


ж 
қарар аң ) B SPEC -sAT-010 LONG DAGGER- № SPEC -car-o101 DUEL DAGGER- 
ロン クタ ガー (ФУ 25 — ат — 
重量 一 重量 - 
LONG DAGGER ЕТІ таю = ртт та 
2 ラス ター 推 か フラ スタ = 
装甲 材質 一 _ 装甲 材質 — 
武装 75mm 対 空自 動 パル カン 砲塔 シス Ж ЖЕТЕЛЕУ аул 
テム | イー ゲル シュ テル ン ] x2 他 テム 「 イ ー ゲ ル シ ュ テル ン ] x2 他 
таша 所 属 CLS РЖ 地球 運 合 軍 
BAT2X100 系 を パース と する きら RRB ソキウス th 搭乗 者 レナ ・ イ メリ ア 他 
ンプ ブル な 構造 を 継承 する 
に 、 都 品 の 半数 以上 が スト ライ № COMPARISON CHART Im COLOR 
クダ ガー と 共通 で あっ 生 = GAT-010 LONG DAGGER 
産 性 に も 優れ る 機体 と ө 
оше 


Oe 22 
ER 


AFO1D1 DUEL DAGGER 


к Ош ee 
デュ エル ダガー る 
омм 
М 


関連 ファ イル 


п22797 0а, RR Шап Куак 0а {е SS 


スト ライ クダ ガー と 同時 期 に 開発 され た ロン グ ダ ガー は 、 А 頭 部 шын š 

ナチ ュ ラ ル 向 け に 安定 し た 性 能 操 縦 性 を 目指 し た スト ラ 第 1 期 GAT-X シ リー ズ と 同 規格 の 背部 と 一 体型 の バッ ク バ パッ ク 
w үүн ー デ ィ ネ 「 イ ー ケ ゲル シュ テル ン 」 を 内 蔵 する 一 は 大 型 化 と 形状 変更 が な き 

AR E адын T ч а лат れ 、 ビ ー ム サー ベル の マウ ン 
ター 用 に 開発 され た 上 位 機種 で ある 。 本 機 は 前 述 の 通り プ の カメ ラ や アン テ ナ は スト ライ クダ トラ ッ チ は 排 陸 さ れ た 。 さら に 
高い 汎用 性 を 計る デュ エル ガン ダム の コン セプト を 受け 継 ガー と 同型 の も の を 採用 し て いる 。 スト ライ カー バック シス テム に 
い だ 機 体 で あり 、 本来 は 「 デ ュ エル ダガー] と 命名 され る は も 非 対 応 と な っ て いる 
ず で あっ た 。 し か し 、 ザ フト に 画 獲 され た MS の 名 称 を 冠 す 


る 事 に 地球 軍 内 部 が 強い 抵抗 感 を 示し 、 結 果 と し て 「 ロ ン 
グ ダ ガ ー」 と いう 名 称 に 


怠 似 し だ た フォ ル テ ス トラ 
が 配備 され た 


Ш フォ ル テ ス トラ 装備 


@ 左肩 部 8 連装 
ミサ イル ボッ ド 


@ 右 肩 部 1 15m リ ニア キャ ノン 
AM OHBOMER SABO = 
アキ ャ ノン 。 [実体 弾 兵器 に よる 火力 
と いう コン セプト も アサ ルト 
に 酷 人 し て いる 


ト 。 FAD 
まれ て いな 


ルカ ガン ダム に 


талул-оша/ы Ree oe к тю! 


青 系 統 の 機体 色 以外 は ペー ス 機 の ロン グ ダ ガ ー と ほぼ № フ ォ ル テス トラ 装備 ле 

同一 だ が 、0S の 再 調整 に よっ て ペー ス 機 に は な い 扱い 4L2 вони OE) DENTE, кр. HEHE ジャ ン ・ キ ャ リー 

や すさ を 獲得 し た デュ エル ダガー。 本 機 は 主 に ナチ ュ ラ ル жан тазды РЕНТИ 
の パイ ロッ トー 一 「 乱 れ 桜 」 の 異名 を 持つ レナ ・ イ メリ ア ら 球 軍 の MS パイ ロッ ト 、 ジャ ン ・ キ ャ 
地球 軍 の エー スパ イロ ッ ト を 中 心 に 配備 され た 。 な お 、 ロ ン リー。 彼 は 地球 軍 内 で は 数 少な 
グ ダ ガ ー は 軍 内 部 の 意向 で [デュエル] の 名 を 継承 で き な い 地 球 出身 の コー ディ ネイ ター 
か っ た が 、 の ち に ナチ ュ ラ ル 仕 様 に 改修 し た 本 機 は 「 デ ュ СЕТО [таса 
エル 」 の 名 を 完 す る こと と な っ た 。 そし て 、 より 汎用 性 の 高 peal tae 


55 た と 言わ れ て いる 。 な お 、 その 機体 
い 本 機 の 完成 後 、 ロ ング ダ ガー の 生産 は 中 止 され て いる 。 は 白系 絶 の パー ソナ ルカ ラー に 塗 


装 きれ て いた が 、 性 能 は 通常 機 と 
変わ ちな いも の で あっ た 。 


осени жин. 
高い 性 能 は その まま に 
ナチ ュ ラル 向け の 安定 し 
жн C ИШЕНИШ, 
た スト ライ クダ ガー を 上 回 
る 汎用 性 を 獲得 し た 


та. varz 173-10 


機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY В 


(88) н:01 sitet 195A 


ガン ダム アス トレ イ レッ ド フ レー ム № SPEC -ивғ-рог ASTRAY RED FRAME POWERED RED- ІШ SPEC -MBFP02 ASTRAY RED FRAME SALVAGE UNIT 
= パワ ー ド レッ ド — АЛИ 17.53m) i 
ASTRAY RED FRAME POWERED RED = 


2523-4 — 
装甲 材質 発泡 金属 
RR ガー ベラ ・ 


パイ ロッ ト 
MBF-PO2 ガン ダ 


COLOR 
WIFPR STRAY ED FRAME POWERED RED 


RED WITE вак 


MBF 00) м I レ РДЫ 
ASTRAY RED FRAME SALVAGE UNIT 


レッ ド フ レー ム の ボ ポテンシャル を 示し た 特殊 な パー ツ 


連合 首長 国 の 主力 機 と な る べく 開発 が 進め ら 性 ・ 汎 用 性 の 高 さ を 示 す 好 例 る だ ろう 。 
5 は 、 優 れ た 汎用 性 を 獲得 | パワ ー ド レッ ド は 腕 部 の み を 換装 し 、 150m の サイ ズ 
ちの 1 機 、MBF-PO2 ガン ダム アス ト в қт ラ ・ ス トレ ー ト Vol.2 を : 


蔵 され た パワ ー シ リン ダー を 小 
と に 成功 し 
р ン の 残骸 を 即席 で 
パワ ー ド レッ ド ] SRO ROKR 
適応 させ た 「 サ ル ベ ー ジ ユニ ッ ト 」 は 、 ア スト レイ の 拡張 


А8) nell ser 1904 


中 核 と し て 使わ れ て いる パワ 
キャ リー が 開発 し た も の で 、 
チ ) が 携わっ てい: 


の ち に ノー マル の 腕 部 に 
ダー を 組み 込ん だ こと で 不要 と な る が 、 ロウ が 
3 倍 の 超 高 出力 に 改造 。 ジャ ンク 屋 組合 主催 の 民間 MS 
大 朝臣 会 「 紅 の 祭 」 に スー パー ドレ ッ ド と し て 披露 され た 。 


通常 の ガー ベラ ・ ス トレ ー 
к=) ES BROT 
HAO CHE 


RADKTRRE RR 


レポ フレ ー ム の 装甲 は 軽量 な 発泡 金属 で ある た め 、 水 
圧 に 長く 耐え る こと は で き な い 。 そこ で ロウ が 造り 出し た 装 
備 が 、 水中 用 MS グー ン の 耐圧 装甲 を 利用 し た サル ペー 
ユニ ッ ト で ある 。 最初 の バー ジョ ン は パー ジ 後 に . うと 
な る 使い 捨て だ っ た 。 次 の パー ジョ ン は 着脱 可能 な 再 利用 
仕様 に 改良 され 、「 海 賊 皇帝 の 宝 ] 探し に 投入 され て いる 。 


ター ン (ж) を 
ほぼ その まま 外装 に 流用 
+ 


優れ て いた と 言え る , 


m 側面 ご 背面 
моо Бейшена 
お り 、 動 き は 大 8 制限 され 
D. ATTEMA 
гов, 移動 は バック 
100х002 
5. жй 


MORE INFO! 
150m ガ ー ペ ベラ の 運用 


海 に 落ち た 背 石 (レア メタ ル の 境 ) を 引き 上 げた ロウ は 
その すべ て を 使っ て 約 150m の 刀 を 造り 出す 。 だ が 普通 
の 腕 部 で は 使い こなせ ず 、 ミ ー テ ィ ア か ら 着 起 を 揚 て バ 
ワー ロー ダー を 開発 し た 。 その 後 、 特 製 腕 部 に より パワ ー 
ロー ダー な し で 用 を 扱え る よう に な る 。 


Шын 

バッ ク バ ッ ク は リア アー マー 
лен. жасата 
れ た パー ツ は 腕 部 を 固定 す 
る 役目 を 果たし て いる 。 Ж 
常 の カー ベラ ・ ス トレ ー ト も 
左 情 の ラッ チ に 装着 する 。 


B パワ ー ロ ー ダ ー 
150m の ガー ベラ を 使 
うた め に ロウ が 考案 し 

BAH. レッ ド フ 


ラ ・ ス トレ ー ト を 振る う 。 


BAN CRB ERR 
放 舟 効率 を 上 げ る た め 各 
部 の 装甲 が 展開 。 正確 さも 
MMA, RU (Ly 
KULL) EU EDK 


m ジャ ン - キ ャ リー 
元 地球 連合 重 の エー スパ イロ ッ ト 。 コー ディ 
ネイ ター の 工学 性 士 で も あり 、 超 精度 研ぎ 
TCM BOB BPE 機 を ロウ に 造っ た ほか 、 助 けら れ た お 礼 に 
い 、ZGMF-X11A リジェ ネ と 、 MS 用 パワ ー シ リ ンダ ー を ロウ に | ж) 
し イト を 人 し た 。 2 


Ш サル ベー ジ ユ ニ ッ ト 本 体 
頭頂 部 に メイ ン ライ ト 、 胸 部 に 2 
区 の サブ ライ ト を 搭載 。 水中 作業 
用 に マニ ピュ レー ター も 持つ 。 グー 
ン の フェ イス 部 が くり 抜か れ 、 目 視 
PES SMR ERRL TUS, 


4 マニ ビュ レー ター 


Ш バッ ク バ パッ ク プ フロ ー ト 
коио Фа l 
өжазтәп—К 


に 接続 。 ライ フル ダー ツ 発 時 口 は 
REAM, また 外装 の スー パー 
AEF- FA JABOR 4 


ч. 改造 に より フロ ー ト を 内 大 


يا 
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機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 A ASTRAY 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : ZGMF-1000 アイ ザッ ク 専 用 ケル ベロ スザク (к) ubl КАРЛ 


⁄ アイ ザッ ク 専 用 < | 
А ケル ベロ スザク ча 


ザフト の 主力 量 産 MS 
ザク シリ ー ズ は 、 ウ ィ リ 


RR ビー ム フ ァ ン グ シ ステ ム ケル ベロ ス 
ウィ ザー ド 双 頭 部 ・ リ トラ クタ ブル セク 


バイ ロッ ト 
ジュ ー ル 隊 か ら 選抜 され 


バク ゥ ハウ ンド か ら 移 植 さ れん た ケル ベロ スウ ィ ザ ー ド 


ラン ト と 地球 連合 の 戦争 の 裏側 地 ан こと か ら 、 ア イザ ッ ク は より 汎用 性 の 
高い 人 型 の ザク へ と 乗り 換え る の だ 44 i 


て の ケル ベロ スパ クウ ハウ ンド の ウィ ザー ド は 、 
オー スト レー ル の 使節 団 に 対し 、 > 最 で ある 。 近接 戦闘 に 適し た ウィ ザー ド は ほか に 
議長 キル バー ト ・ デ ュ ラ ンダ , ғ ュ が ある も の の 、 アイ ザッ ク は 引き 継 
ザッ ク ・ マ ウ を 地球 の 案内 役 と ! 
当初 は TMF/A-802W2 アイ ザッ ク 専用 ケル ベ 
バク ウゥ ハウ ンド を 乗 機 と し て いた アイ ザッ ク , 『 地 球 連 
合 軍 の 特殊 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン に 目 を 付け られ た 
戦闘 は 不可 避 と な る 。 а ー シ ャ ン は 使節 団 


MECHANIC FILE 


ク 専用 ケル ベロ スザク 


А8) mebi rer Ba 


ын RE ハ ク ウ の 使用 を 前 提 と し た ウィ ザー ド 


ケル ペロ スウ ィ ザ ー ド は 、 本 来 バ クウ へ の 装備 を 前 提 と 
し た も の で あっ た 。 次 世代 主力 機 と な る ニュ ー ミ レニ アム 
シリ ー ズ の ロー ド マ ッ プ に 合わ せる た め 、 旧 世 代 機 と な っ た 
MS の 延命 プロ グラ ム を 実施 。 その 一 環 と し て 、 MERE 
MS に パク ウゥ に ウィ ザー ド シ ステ ム を 揉 り 入れ た の で ある 。 
武装 の ビー ム フ ァ ン グ シ ステ ム が ケル ベロ スウ ィ ザー ド の 
特徴 で あり 、 複 数 の ビー ム サ ー ベ ル を 同時 に 展開 で きる 。 
ザク シリ ー ズ に 装備 し た 際 は ビー ム フ ァ ング を 手持 ち で 使 
うこ と が 可能 と な り 、 戦い の 幅 を 広げ て いる 。 


ELEMA 
履 開 で きる ビー ム フ ァ 


が 運用 で き 、 な お か 
つの ザク 用 の 合用 
法 も 導入 され た 


п PT ッ ト 


ЕН, 口腔 
レキ シブ ル に 重く 


MORE INFO! 


地 百 国 に 不慣れ な マー シャ ン の た め 、 ア イザ ッ ク ・ マ ウ が 
オブ ザー バー と し て 任じ られ た 。 だ が 、 使 節 団 の リー ダー で あ 
る アグ ニス ・ ブ ラー エ は 、 ア イザ ッ ク の 反対 を 押し て 地球 連 
合 に 接触 し 、 コ ー デ ィ ネ イタ ー を 貢 視 する ファ ント ムペ イン に 
狙わ れる 。 ЧИНА ВЕСУ 
る アイ ザッ ク だ っ た が 、 人 種 の 垣根 を 越え て 手 を 取り 合 お うと 
する 真 替 な 変 を 見 て 積極 的 に 手助け を する よう に な っ て いく <。 


ce is 


の の の 
の ホアキン (E) СВЕ 
付け られ 、 追 手 を 差し 
向け 5 れる 。 


ER; 
7474679680 


ОАЗЕ ELI 7 SAF h (Ф), жалады мне フリ ー ダ ム や ジャ 
BW ЗК ee Ce ла: ыы ыы Ca BOREL 


Xe OA ZX 


№ TMF/A-802W2 アイ ザッ ク 専 用 ケル ペロ スバ クゥ ハウ ンド 


ОВО Leste HME МЕЖ, ファ ント ムペ イン 
ESURA—JOBRAMERML, 10540-9—F75— 28 RHEL CLS, 
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機動 戦士 ガン ダム 第 0BMS 小 隊 


MECHANIC FILE — I 


WSNIN НЗГІЗІУ Aq punoyoeg 7 NOLWS IHOVY A 1293 |21095 “ МОМИПУ ОЯЗУІ fq 10109 / 38V O9NIHS Aqjuonensni, 


8247 ЕСЕ 
823 INVONNY 


9:11918/ Xu: 


ШІ; GIE- 0 sss ガン ダム Ez8 Rae — 
ЕШПЕВ ---- ху = 


装甲 材質 ルナ ・ チ タニ ウム 合 例 
RR 対 歩兵 用 127mm パ ルカ ン Z35mm 
機関 窟 X2/ ビ ー ム ・ サ ー ベ ル さ 2。 

ビーム ・ ラ イフ ル /100mm マ シン ガン 
改良 型 ショ ー ト ・ シ ー ル ド 


肩 部 


ラン ド セ ル に は ペー ス 機 と 
同じ 規格 の コン テ ナ ・ ラ 
ク を 装備 。 RX-78 [б]! 用 


ペ ベース 機 の 僕 れ た 基本 構造 を 活か し た 改修 機 


一 年 戦争 後期 、 地 球 連邦 軍 極 東方 面 軍 機械 化 混 本 機 は 、 同 大 隊 の 第 08MS 小 隊 に 配備 され た RX-79 . 関連 ファ イル 
成 大 隊 に は 他 の 部 隊 よ り も 先行 し て RX-79 [G] 陸戦 [G] 陸戦 型 ガ ンダ ム を ベー ス と し て 改修 され た 。 機体 
型 ガン ダム や RGM-79 [G] 陸戦 型 ジム と いっ 名 の 「Ez8」 は [EXTRA-ZERO-EIGHT] DMT, 第 
08MS 小 隊 に ちな ん で 称 で ある 。 RX-79 
[G] Ez- арава 


第 D8MS 小 


аж И ペ ベース i 00) 機動 
性 も あっ て 優れ た 戦闘 能力 を 発揮 する 機体 


174-3 


SEEN SA ЕЕ GAT — FE RRLEME 


RX-79 [G] Ez-8 の オプ ショ ン 兵 装 は 、 ペ ベー ス 機 で ある 。 画 35mm 機 関 砲 Ш 100mm マ シン ガン / їЮїпхйшнхтїшк 
RX-79 [G] が 使用 し て いた も の を 継承 し て いる 。 一 方 で 、 BAREIS MS HAAS (ULB DNS) маган ビー ム ・ ラ イフ ル сас 

RX-79 [G] が 胸部 に 搭載 し て いた バル カン 砲 や マル チ ・ ラ され た 。 Сожа атл АСА, 2 これ ら の 火器 は 対 MS・ 

ンチ ャ ー は 廃 され 、 小 口径 の 対 歩兵 用 12.7mm パ ルカ ン が мист зан 

装備 され た 。 これ は 実戦 で の 連用 デー タ か ら 判 明 し た 「 改 修 т 

前 の 胸部 固定 兵 装 が 対地 ・ 対 人 兵器 と し て 過剰 ] と いう 問 
題 を 解消 する た め の も の で あっ た 。 この 改修 に より 、 前 述 の 
用 部 固定 兵 装 を 軽量 化 ・ 小 型 化し た 上 で 対人 攻撃 能力 を 
弘 持 し て いる 。 


ТОЧ 
る MS-07B-3 グフ ・ カ スタ ム と の 
Е 

| URHRREELT RRL 


成 力 の 上 で は ピー ム ・ ラ イフ 
ル が 上 回 っ て いた と 思わ れる 
が 、 シ ロー は 安定 性 と 連 遇 性 
能 に 優れ た 100mm マ シン ガ 
ン も 使用 し て いる 。 


эии MI Mie ті 


Вт АТА | LG a 

ж. вечные а йге LP 

ОЗОН, (4) 7 шаян | б 
ボディ 中 央 に ポッ ボド 式 ショ ー ト ・ シ ー ル ド 


の 12.7mm パ ルカ ン 砲 | 基本 的 に RX-79 [G] が 
EBM. BETES | 装備 し て いた シー ルド と 同 
міса 3 
る こと が ある た め 、 装 | せる た め 被 洗面 に 増加 
人 兵 装 が 引き 絶 き 搭 | 装甲 し て アッ プリ ケア ー 
載 さ れ た と 思わ れる 。 | マー か 追加 され て いる 。 


田 ピー ム ・ サ ー ベ ル 
RX-79 [G] の ビー ム ・ サ ー ベ ル 
と 同型 の も の を 装備 し て いる 。 М 
部 側面 の 展開 式 ラ ッ ク に 収納 す 
3 方 式 も ペー ス 機 と 同様 で ある 。 


装 м 装甲 の 強化 を 中 心 に 施さ れ た 実戦 デー タ を 元 に し た 改修 の 数 々 
RX-79 [G]Ez-8 の 改修 は 、 機体 の 基本 構造 に は 手 を 付け М 肩 部 フッ ク иш f 《 ) | 画 胸部 ハッ チノ 開閉 パタ ー ン 
/ 


$. 装甲 面 を 主体 に 行わ れ た 。 こち ら も 兵 装 と 同様 、 実戦 デー 膝 部 が 独立 可 働 式 の EMR V FER RA THN, 
Ф, 


2 反映 する 形 で 改良 が 施 きれ て いる 。 ペー ス 機 か ら 大 幅 に 変 © 
更 され た 点 と し て は 、 胸部 前 面 装甲 が 挙げ られ る 。 避 弾 経 始 を Е イク 下部 を 地面 に 突き N 
重視 し た 形状 へ の 変更 に 加え 、 装甲 自体 も 増加 し た こと に よっ a жш. 機体 を 安定 させ 
TATE ABN OBEN НЫЕ, また 、 他 の 箇所 で も 細 や | ааа 
か な 主 束 に よっ て 兵器 と し て の 使い 勝手 が 高め られ て いる 。 
RX79[G] маи 1 
甲 と 一 体 式 に な っ て いた 
1 頭 部 アン テ ナ の 換装 に より 生じ フッ ク が 可動 
た 死角 部 人 の 対 負 と し て 、 対 多 。 の フッ ク は パラ ジュート) < 
兵 用 12.7mm パ バル カン に 可動 式 | = ク の 運用 の ほか . ERA اا س‎ | 
セン サー を 放置 し て いる ハー ネス と し て も 機能 し た 。 А スパ イク 
空 抵 隆 下 作戦 用 バ パラシュート ・ パ ッ ク КЕПТЕ СИА 
RX-79 [G] の オプ ショ ン に は 、 高 高度 か ら の 降下 作戦 や RX-79[G] Ez-8 は 、 公 国軍 WT . 
езгі лары BEL? ГУК. の MA アプ サラ ス I と の 交戦 で 
バック] が 用 意 され て いる 。 この 装備 は RX-79 [6] の コン テ 大 破 し た シロ ー・ ア マダ の 乗 機 
ナ - ラ ッ ク に 装着 する 形 で 運用 され る た め 、 RX-79 [G] Ez-8 RX-79 [G] HHSC TH 
で も 使用 可能 で あっ た 。 ペ ベース 機 の 特長 で ある 「 地 上 の Bo シロ ー 機 は 大 破 に 近い 損傷 
様々 な 条件 下 に お ける 高い 作戦 遂行 能力 ] を 、 RX-79 [G] を 受け て いた 上 .RX-79[GI の 所 
Ez-8 も 継承 し て いる こと が 終え る 装備 の ひと つと 言え る 。 備 パ ー ツ の スト ッ ク が 少な か っ た こ 
eal н と か ら 、RGM-79 [G] 陸戦 型 ジ 
PASE pail ae ыч J ム の 部 品 や 現地 調達 し た ジャ ン 
は 、 ミ デ ア 輸送 格 か ら 功 勢力 園 sf ク パ - ど を 流用 。 TOR. в 
аа ы 1 AZ な る 応急 処置 で は な く 、 よ り 地上 
グ Y 戦 に 適し た 改修 が 施さ れる こと と 
な り 、 本 機 が 誕生 し た の で ある 。 
と 
a An に - 
3 機体 と 同じ 厚み を パッ ラ シ ュ ー ト ・ パ バッ 部 に | و‎ 
ES Ra 2-21 шивновхто(сі 


いる 。 MOT SORE ME золотою. Ë MANA ARMA TAL IEA вяя. 
この パー ニア 群 を 噴射 し て 行う 。 体 の リミッタ ー を 解除 し て 稼働 させ た 。 右 膝 の 関 分 が 克 損 し 、 右 下肢 部 が すべて 失わ れ た こと が 確認 で きる 』 
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MS of THE SLEEVES ©) 


「 補 付き] の MS © 


MSN-03 


aA d 


J neo DOGA | DOGA 


№ SPEC -изн-оз Або DOGA- 


ІШ SPEC -мз- REGELGU- 


2% 210m Ok 
Ш 28628116520 7 ШШ 4370024988260 
Fath 3.340kw РЕТ ЕТЕКТІ 
2523-8) 7600068 222%-ЯЛ 150.800kg 
装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 [材質 チタ ン 合 全 セ 


BR ヒー ト ・ ナ イフ 付 ビー ム ・ サ ー ベ 


ビー ム ・ 


ミサ イル - ЖоК 他 


ル / フ ァ ン ネル グミ サイ ル 他 ラン サー 
ии 「 補 付き ЮЖ На 
RE [нз HRS MER mi 
E COMPARISON CHART m COLOR 
жт — MSN-03 JAGD DOGA 
шап owa б 
MS-14JREGELGU 


Га ОМ O -RE MoE Н 


ネオ ・ ジ オン 残党 軍 「 補 付き] は 、AMS-129 Ж 
し を 主力 機 の ひと つと し て いた が 、 そ れ 以 外 は 第 一 

次 ネオ ・ ジ オン 戦争 時 や 『 シ ャ ア の 反乱 』 時 の MS を 配備 
し 、 戦 力 を 拡充 し て いた 。 その た め 「 袖 付き 1 で は 各 時 代 
の 多種 多様 な MS が 見 られ る こと と な - 
クス と 言え ば 聞こ と え は いい が 、 НИЧЕ 
発する 余裕 の な いこ と の 表れ で も あ . 

ャ クト ・ 
ブル 率い る ネオ ・ ジ オン が 運用 し た NT 専用 機 で ある 。 Ж 
機 は 実戦 に 投入 され た うち の 1 機 を 「 袖 付き ] が 改修 し 、 


運用 し た の で ある 。 戦闘 腕 は 、 ギ ラ ・ ド ー ガ 
の も の を 流用 し ファ ン ネ ル を 再 装備 する こと は で 
き な / し か し 、 そ れ と 
は 間違い な く 


Bo 元 は 訓練 用 の 機体 だ っ た 
優れ た 機体 性 能 と 近代 化 改修 、 そ し て スラ スタ ー に よる 
機動 性 は 実戦 で も 充分 に 通用 する も の で 。 о 


PURE кк mm 


リゲル グ 
ЕСТЕ hf 


関連 ファ イル 
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Е NAMSEN- Ak AREA EE CNTAMS ORAE DE 


ヤク ト ・ ド ー ガ の 特徴 は 、 これ まで の NT 専用 機 の よう に 


する た め 、 近 接 格闘 戦 な ど へ の 対応 が 困難 と いう 欠点 が 


あっ た 。 これ に 対し 、 ヤ クト ・ ド ー ガ は ギラ ・ ド ー ガ を ベース 
と する た め に 、 汎用 MS と し て も 高い 性 能 を 持つ 点 が 特徴 
これ は NT 専用 機 よ а て い 


る と と を 意味 し て も いた 。 7 装備 し て お 
ら ず 、 か つて の よう な オー ル うこ と は 極め て 
困難 と な っ て いた 。 その た め 、 ビー ム ・ マ シン ガン を 主 兵 装 


また 、( イ ンダ スト リア ル 7) 宙 域 に お ける 戦闘 で は ファ 
ン ネ ル を 用 いた 攻撃 を Bo その た め 、 パ イロ ッ ト は 
ニュ ー タ イプ か 強化 人 間 だ っ た と 思わ れる が 、 そ れ に つい 
て の 詳細 な 記録 は 残さ れ て いな い 、 


ファ ン ネ ル の 搭載 数 


шн: ГУ? ЮУ.) 時 と 変 


機動 性 を 有 し て いた 


に 手近 代 化 改修 と 機動 性 の 向上 


元 来 、 リ ゲル グ は 新兵 の 副 練 用 の 機体 と し て ハ 
カー ン の ネオ ・ ジ オン が 開発 し た MS で ある 。 リニア シー ト 
や 全 天 周囲 モニ ター の 採用 、 新 型 バ パッ ク バ パック へ の 換装 
と いっ た 近代 化 改修 の ほか 、 肩 部 を 大 型 化し スラ スタ ー を 
内 蔵 す る こと で 、 高 機動 化 を 果たし た 。 こう し た 改修 に よ 
て 高 機 動 MS 的 な 機体 と し て 完成 し た リゲル グ は 、 第 
FF o >й Лапе, 1ч. 0 
果 な ど は 知ら れ て いな い 。 な お 、 本 機 は 複数 が 開 
発 され て いた よう で 、 そ の うち の 1 機 を 「 袖 付き ] が 人 手 、 手 
首部 に エン グレ ー ビ ン グ を 施し て 運用 し て いる 。「 袖 付き 」 
(イン ダス トリ アル 7) te 
に 投入 され て いる 。 

袖 付き で の 運用 に あたっ て は 大 き な 改 修 は な され な 
か っ た よう で 、 機体 色 の 変更 と 手首 部 分 に 袖 の 装飾 が 付 
けら れ た の み で あっ た 


m 
512-71273 
AS, жотасы; 
жалшы: 
К NEAL 


た と 思わ れる 


MORE INFO! 


多種 多様 な MS を 配備 ・ 運 用 し で いた 「 補 付き ] だ が 、 MS-14A ゲル ググ 
それ 5 の ほとん ど は U.C.0080 年 代 後半 一 U.C.0090 年 。 вазе 
代 前 半 に か け て の 機体 で あっ た 。 し か し 機種 は 限ら れ 
『、 一 年 戦争 期 の MS も 確認 され て いる 。 これ ら の MS 
は 、 近 代 化 改修 な ど は 施さ れ て いた よう だ が 、 それ で も 
U.C.0096 当 時 の MS に 対応 する に は 性 能 不足 は 否め 
な か [HE] の 総力 戦 と も 言え る (イン ダス 
トリ アル 7) 宙 域 で の 戦闘 に お いて は 、 ゲ ル グ グ や ギガ ン ん ら か の 改修 が 施さ れ て い 
と いっ た 旧式 機 も 戦場 に 投入 され て いる 。 ネオ ・ ジ オン た と 思わ れる 
の 残党 勢力 に と っ て は 、 旧 至 機 て あっ て も 貴重 な 戦力 で 
あっ た が 、 別 の 面 か ら 見 れ ば それ ら を 戦力 化 せ ざ る を 得 な 
いと いう 組織 の 穫 状 を 表し て も いた の で ある 。 


MS-12 ギガ ン 
(「 補 付き 」 仕様 ) 

ジオ ン 公 国軍 の 「 ペ ズン 計 
画 ] で 開発 され た 試作 MS。 
ny が 、 
81 で は それ を ブー ス 


応 さ せ て いた 。 BRODY 
ング ・ ガ ン を 主 兵 装 と する 。 
Suman. 


ВКД сй 


パッ ク バ ッ ク 


1 か ら TR-5 で 培 われ た 諸 技 術 を 盛り 込み 、TR シ 
リー ズ の 集大成 と し て 完全 新規 で 開発 され た 機体 が 、 
ВХ-124 ガン ダム TR-6 で ある 。 な お TR-6 は 機体 単体 を 

を 中 心 と する 
その TR-6 の 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ ティ ター ンズ の 旗 の も と に 一 


ガン ダム TR-6 
[ウー ンド ウォ ー ト ] E 
GUNDAM TR-6 J GUNDAM TR-6 [WONDWART] | 


[PDE | を 展開 し た 状態 で ある , 


[ハイ ゼン スレ イ ] で < グリ プス 2> 攻 防 
戦 に 投入 され た も の の 、 パイ ロッ ト の エリ アル ド ・ ハ ンタ ー 
中 尉 の 判断 で 廃棄 され た 。 その 後 、 火 星 圏 の ジオ ン 残 
党 が 開発 を 引き 継 し 


(м8) н:01 мнт / OA 
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MS 単体 で も 充分 に 高 性 能 な [ウー ンド ウォ ー ト ] だ が 、 
その 真価 は TH-6 兵 器 シ ステ ム の 素 体 MS と し て の 側面 に 
ある 。 TH シリ ー ズ で 研究 され た ドラ ム ・ フ レー ム を 機体 の 中 
杜 と し つつ 、 機 体 の 徹底 し た ユニ ッ ト 化 機体 各 部 に 設置 
され た オプ ショ ン ラ ッ チ な ど に よっ て 、 多 極 多 様 な オプ ショ 
ン パ ー ツ の 追加 ・ 換 装 を 容易 と し た の だ 。 

THR-6 各 形態 共通 の 武装 と し て は 、 コン ポジ ッ ト ・ シ ー ル 
ド ・ ブ ー ス ター が ある 。 ロン グ ・ ブ レー ド ・ ラ イフ ル と シー ル 
ド ・ ブ ー ス ター を 融合 させ た 多目的 装備 で 、 メ 粒子 砲 、 
近接 格闘 兵器 (ヒー トブ レー ド と クロ ー) 、 有 線 誘導 兵器 、 
装甲 と 1 フィ ー ル ド 発 生 装置 を 併用 し た 防 和装 備 、 偏 向 推 
進 器 と し て 機能 する 。[ ウ ー ン ドウ ォ ー ト ] に 装備 する 場合 
は 、 シ ー ル ド 裏 面 の 蛇腹 式 可動 アー ム を 肩 部 に 接続 する 
と 共に 、 グ リッ プ を 五 本 指 マニ ビュ レー ター で ホー ルド する 
形 と な る 。 


BRR 
[全部 入り 」 の 多目的 
BM, ライ フル モー ド 、 


TR-3 以 降 の TR シリ ー ズ で 洗 
MENEZES LIL 
ム を 中 心 に 。 ユニ ッ ト 化 され 
各部 が 接続 され る 。 ジェ ネ 
ター は 向 大 騰 部 、 ブー スタ 
ド 、 胸 部 ([ プ リム ロー ズ 
搭載 する と いう 


自力 航 直 式 脱 出 ボ ッ ド を 備え る 可変 MS | 


[ウー ンド ウォ ー ト ] は MS 単体 と し て 評価 し た 場合 も 特異 E MA 形態 б 
な 機体 で 、 可変 機構 と コア ・ ブ ロッ ク ・ シ ステ ム に 近い 自力 

航 宙 式 説 出 ポッ ド を 併せ 持つ と いう 、 他 に 類 を 見 な い シス 
テム を 採用 し て いる 。 中 で も 可変 機構 は 、TR-6 の 高速 戦 


開 形 態 [ ハ イ ゼ ン スレ イ D]、 大 気 園 内 用 聞 [イン レ ] 護 衛 機 
仕様 の [キハ ー ル II] な ど で も 使用 され る も の で 、TR-6 シ ス 
テム に お ける 重要 度 は 高い 。 


は ハン ブラ ビ (Е 
似 て いる が 、 ほ か の ユ 
を ブー スタ ー・ ボ ポッ ` 
ド に 収め る 点 が 特 称 と 宇宙 で の 運用 に 適し た MA 形態 。 ХАЕЛ ВНЕ? ド で 、 [ウー ンド ウォ ー ト ] РС 
BA 等 いた め 、 МРАССУ ГЕКЕ て いる 。 [ヘイ ズル ラ ] 用 [プリ ムロ ー ズ ] ORED BNA, 


[フル ドド ] と の 合体 


[ウー ンド ウォ ー ト ] を 単体 で 運用 する 場合 、 小型 か つ 軽 E [ウー ンド ウォ ー ト ・ ラ ー] 
装甲 な が ら 、 推 進 力 と パワ ー ウ ェ イト レシ オ が 突出 し て 高い 
と いう 機体 特性 を 活か し て 、RGM-79L ジム ・ ラ イト アー 
マー の よう な 一 撃 離脱 戦術 を 探る と いう 。 

そう し た [ウー ンド ウォ ー ト ] 素 価 本来 の 戦闘 能力 を 最大 
限 に 引き 出せ る 、(TR-6 と し て は ) シン プル な 戦闘 形態 
あたる 形態 が [ウー ンド ウォ ー ト ・ ラ ーI] で ある 。[ フ ルド ド 
п] 2 機 分 の 強化 パー ツ と コン ポジ ッ ト ルド ・ ブ ー ス 
ター1 基 を 追加 し た だ け の 形態 KAS] ED А 
続 正 離 と いっ た 一 撃 離 脱 戦 術 向 き の 性 能 特 性 が より 顕 
著 化 さ れる と 思わ れる 。 

な お 、 支 援 メカ と し て の [フル ドド TI] は 、 クロ ー・ ア ー ム 状 
複合 装備 の [フル ドド 由 強化 パー ツ に TR シリ ー ズ の パー 
ツ 群 を 組み 合わ せ た 機体 で ある 。[ フ ルド ド ] の よう に 単独 
で 成立 する G パ ー ツ で は な い 。 


Ш [フル ドド 


[ワル ドド 強化 パーツ 、[ プ リム ロー ズ ] 、 
[ハイ ゼン スレ イ D 用 パッ ク バ ッ ク 、[ フ ラ 
イル ー] 用 ビーム ・ キ ャ ノン 2 基 な どか ら 成 
る 支援 メカ 。 


[フル ドド DD 強化 パー ツ を 2 機 分 追加 し 、 コ ン ポ ジッ ト ・ シ ー ル ド ・ プ ブー スタ ー も 計 2 基 に 増強 。 
回 は 左腕 コン ポジ ッ ト ・ シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター を ウイ ンチ モー ド で 射出 し て いる 」 
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Em шо 
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aa р 


«анн WHITE 


背部 


ウィ ザー ド シ ス テム 用 の マウ ント ラッ チ を 


か ら 取 り 外 し 
使用 で きる 


民間 人 の 手 に 渡り 、 独自 の 進化 を 遂げ た 指揮 官 用 MS 


E.72、 地 球 連合 と プラ ト 政府 の 間 で 結ば れ た 
り 、 核兵器 
等 の 使用 禁止 な ど toL 種 の ZGMF-1001 ザク ファ ント ム で ある , 
は 過熱 する 兵器 開発 に 歯止め を 掛け る も 両機 種 は ザフト ーー コー ディ ネイ ター の 未来 を 担う に 


関連 ファ イル 


、 む し ろ 両 陣営 に お いて 、 条 約 に 抵触 し な い 相応 し い 性 能 を 有 し て いた 。 し か し 、 あ ろう こと か 指揮 官 

新た な 戦力 の 開発 が 急務 と され た の で ある 専用 機 と し て 運用 され る べき ザク . トム の 一 部 は 、 独 

ザフト で は 「 ユ ニウス 条約 ] 締結 以降 に Е 自 の ルー ト を 辿っ て 民間 。 そし て その 機体 は 、MS 

アム シリ ー ズ | と 呼ば れる (1000 と いう 型式 番号 か ら " サ コレ クタ ー に し て MS パイロ も ある カイ ト ・ マ ディ ガ 

ウザ ンド シリ ー ズ "と 呼ば れる こと も ある ) 新 世代 MS が 開 ン の 手 に 渡り 、 専 用 機 と し て 独自 の 進化 を 遂げ る こと と 
発 され た 。 そし て 、 その 中 で も 主力 を 担う 存在 と な - ょ っ た の で ある AFR саш. 


А8) һе01 oer (ВАА 


нра RR 


本 機 の 基本 構造 は ペー ス 機 で ある ザク ファ ント ム と 同 
様 で あり 、PS 装 甲 や 価 向 装甲 「 ゲ シュ マイ ディ ッ ヒ ・ パ バン 
ツァ ー| の よう な 特殊 装備 は 設け られ て いな い 。 だ が 、 マ 
ディ ガン 用 に カス タマ イズ され た だ け で な く 「 シ ー ル ド ソ ー 
Е] や 「 サ イド ア と いっ た 独自 の 複合 兵 装 を 有 す 
る こと で 、 様 々 な 対応 可能 な 汎用 性 の 高い 機体 
て いる 。 な お 、 本 機 は 各種 ウィ ザー ド も 使用 可能 で 

、 彼 の 戦闘 記録 に お い НЕЕ 
。 ま た 、 こ の 指揮 官 用 で ある 機体 が 、 ど 
出 ・ 改 造 さ れ た か も 不明 と な っ て いる 。 


手 に 持っ て 使う こと も で きる 攻防 
Жой, эку Лат 
тапсы). BORIS 
талда гү 


© 57а 
жуаз, シー ルド 側面 の や や 
分 は 弾倉 と むっ て いる - т. 局部 接続 
シー ルド 部 が 90 度 回 転 する 


扇 部 シー ルド は シー ルド ソー ド に 換 紅 
саал, どちら も 抱い は 雑 
リン な ら で は の 仕様 も 言え る , 


サイ ドア ー マ ー (グレ ネー ド ・ ラ ンチ ャ ー 内 蔵 ) 
: 敵 部 は アー マー 
あり 、 腰部 に マウ ント 

分 区 させ て 近接 
ж 


MORE INFO! 


指揮 家 機 と し て 優秀 な パイ ロッ ト に 与え られ た ザク ファ ント 
ム に は 、 様 々 な パリ エー ショ ン が 存在 する 。 優秀 な 成績 で 士 
官学 校 を 卒業 し た 「 赤 服 」 の リー カ ・ シ ェ ダー も そう いっ た 機 
体 を 与え られ た ひと り で 、 C.E.73.10.02、 プラ ント の 軍事 工 
MP-ET] が 凍 撃 され た 際 に は 、 パ ー ソ ナル カラ ー 
で ある 薄 桃色 の 機体 に 搭乗 し て いた と 言わ れ て いる 。 


ZGMF-1001 
リー カ 専 用 
ザク ファ ント ム 
жағы (Htut 
ザク ファ ント ム 。 ザフト 
軍 所 属 の リー カ ・ シ ェ 
ダー に 与え られ た 専用 
機 で 、 ブ レイ ズ ウ ィ ザー 
ド を 装備 し て 戦っ た 


機動 性 と 火力 の 強化 を 目 
的 と し た ブレ イズ ウィ ザー 


プロ の 仕事 に 対応 すべ く 追加 され た 複合 兵 装 
ー ル ド ソー ド (НУВ) 


У ANKRI Yh 


vad 
D2 WIKIS, RARE TOMRAETE, その た め 、 ペー ス 
И REHET. 
ント 部 分 か ら 外 せ ば 大 型 の 
TEREC. NEDE 
比べ る と 長 さば 劣る も の の 、 
звис 
асаав 
w グレネード 
эчт, ВОЖЫКА, SEM 
СЗЯ Кт 7—90 НЕТА 
リー カ 専 用 ザク ファ ント ム 
rN 
` 


りー カ ・ シ ェ ダ ー 
ZGMF-X88S ガイ アガ ンダ ム の テス トバ パイロ ッ ト ち 
務め た 女性 。 コー ディ ネイ ター な が ら 生ま れつ き 商 
ГАСНИ СЫ ©. 
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機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY MSV 


NN 
МК 


オオ ツキ ガタ 


バイ ロッ ト 
タキ ト ・ ハ ヤ ・ オ シダ リー 妥 と 


MIA ア スト レイ を 支援 する 超 長 射程 の 高 機動 砲撃 型 MS 


オー ブ 連 合 首長 国軍 の 次 期 主 力 機 MVF-M11C ム 
ラサ メ は 戦闘 機 形 態 へ の 可変 機構 を 探り 入れ - て いる 。 


改修 され た MVF-M12A オオ ツキ ガタ で ある , 
_ 同じ 宇宙 載 用 の MBF- IM1A M1A ア スト レイ と 連携 


タル デー タバ ス の 全面 換装 を 実行 。 武装 に レー 
ル ガ ン を 装備 する こと で 高 機動 砲撃 型 MS に 生ま れ 変 


わっ た 。 これ に より M1A ア スト レイ と チー ム を 組み 、 そ の 
突入 に 先駆 け て 砲撃 を 仕掛 け 、 敵 防衛 網 を 破壊 する と 
いう 役割 を 担う 。 両 MS の 連携 能力 4 
T オー ブ の 宇宙 電力 は 大 幅 に 強化 され た の で ある 
予備 兵力 と し て 、 オ ー ブ 国 防 軍 が 月 の 自由 都市 コ ペ 
ス に 温存 し て いた 国防 宇宙 軍 の イズ モ 級 補 宙 戦 
艦 ス サ ノ ラ ツク ヨミ の 2 隻 に 配備 搭載 され て お り 、 メサ 
イア の 攻防 戦 に 投入 され て いる 。 な お 、 機体 名 の 「 オ オ 
ツキ ガタ ] は 、「 南 総 里見 八犬伝 | に お ける 里見 家 の 重 
= 「 大 月 像 / 小 月 像 ] を 由来 に し て いる と いう 


(es) н:01 жеті ТІ) 


RE LILES 7 М2МБ0 12.5ттіі 
動 近接 防御 火器 X2." 72 式 高 エネ 
ルギー ビー ム 窒 72 式 改 ビ ー ム ライ 


Wee, ワダ 
№ COMPARISON шг I COLOR 


от === 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW, 
аа 


RULE AEH 


А8) mel ІІ 


基本 構造 は ムラ サメ か ら 大 き な 変更 は な い が 、 背 部 の 
ユニ バー サル マウ ント アー ム (ОМА) に 装着 し て いた 両 主 
ЕНН, 代わ り に レー ル ガ ン と セン サー を 装備 し て い 
る 点 が オオ ツキ ガタ の 特徴 で ある 。 また 宇宙 環境 下 に 対 
応 する た め 、 コ クビ ッ ト 部 の 気密 と 放射 線 防御 機構 を 強化 
し 腰部 アー マー に 内 蔵 さ れ て いた 66A 式 空 対空 ミサ イル 
「 ハ ヤ テ 」 を オミ ッ ト し て 冷却 シス テム を 設け た 。 

宇宙 戦 用 の M1A ア スト レイ 
(EMI ZEL) Б 
携 し て 運用 し 、 敵 射程 外 
か 5 ア ウト レン ジ 攻 撃 を 仕 


掛け る こと を 前 提 と し て オ 
オッキ カタ は 開発 され た 。 


に 空力 制御 は 不要 で ある 
СВЕН: 


画 兵 装 レ イア ウト 


部 アー マー 内 の ミサ 
ル 「 ハ ヤ テ ] を 除い て ©. 
ムラ サメ と 共通 と な っ 

て いる 。 


MORE INFO! 


オー ブ 製 MS は 、 第 1 期 GAT-X シ リー ズ の デー タ を 盗用 し 
て 開発 し た プロ ト タ イ プ の アス トレ イシ リー ズ を 原型 と し て い 
る 。 そこ か ら M1 ア スト レイ が 開発 され 、 キ ラ ・ ヤ マト の 協力 で 
完成 し た ナチ ュ ラル 用 OS の 搭載 を も っ て 最初 期 の 主力 量 
産 機 は 一 応 の 完成 を 見 る 。 C.E.73 に は 、 可 変 機構 に よる 
飛行 能力 を 獲得 し た ムラ サメ が 次 世代 機 と し て 制式 採用 され 
た ほか 、 宇 軍 戦 に 特 化し た 洲 生 機 が 運用 され て いる 。 


MIF ARTs, SEL IER 
境 下 で 手早く 必 開 で きる よう に 、 
短 叶 間 な ら 飛 行 で # き る パッ ク 
TERR. ビーム 兵器 も い 
早く MS 用 に 採用 し て いる 。 


当初 アカ ツキ は 制式 MS と し て 
тасы”, BBE 
KEUR. +008. ウス 
ナラ ・ ア スハ の 意向 で カ が り 
ユラ ・ ア スハ に 陳 ら れ た 。 Б 


宇宙 環境 下 に 対応 する 改修 と 兵 装 の 追加 


шина 


В „+ «ШЕ 
RALAS ADIE 

ВНЕ СВЕТ SED. 大 気 —_ 
MEMBERS TRE 
コロ ニー 内 な どの 有 大 気 環境 下 
тя 


№ MBF-M1A M1A ア スト レイ 


字 宙 戦 仕様 に 特 化し て 
改修 され た MI アス トレ 
イ 。 通信 機能 の 強化 の 
ほか 、 浴 却 剤 タン ク の 師 
加 で 長 時 間 の 運用 を 可 
能 に し て いる 。 狙撃 仕様 
に 改良 し た ロン グラ イフ 
を 主 兵 凌 に 持つ 。 


Q レー ル ガ ン 

電磁 加速 に よっ て 実体 弾 を 発射 する 火器 。 БЕЯ. BIRO 
撃 を 仕掛 ける こと が で きる 。 セン サー と 直結 し た 火 問 管 テム を 備え る 
RID HED THEE BL. MS 戦闘 機 形態 の どちら で も 使用 で きる 。 


. 1A ARE MAGICIAIL, 32 
の ター ゲッ ト を ロッ クオ ン 可能 。 た だ し N ジ ャ マー の 影響 を 受け て いな い 場 
合 で の カク ログ スペ ベック で あり 、 実 埋 で は その 50% 程 度 の 性 能 と な る 。 


© M2M5D 12.5mm 自 動 近接 防御 火器 

M1 アス トレ イ に 備わる 75mm 対 空自 動 バ ルカ ン 砲 搭 シ ステム 「 イ ー ゲ ル 
シュ テル ン 」 に 代わ っ て 搭載 さ IWS で 、 口 径 は イー ゲル シュ テル ン 
の 1/6 に 小型 化 され て いる が 、 弾 芯 や 弾薬 の 改良 で 威力 は 1/2 ほ どの 
低下 に 抑え て いる 。 ムラ サメ で は 主翼 の カウ リン グ に も 内 蔵 さ れ て いた 。 


© 72 式 改 ビ ピー ム ライ フル 「 イ カ ヅ チ 」 


ムラ サメ 専用 ビー ムラ イフ ル 。 右 民 部 の ター レッ ト ・ マ リン ト に 装備 し 、 戦 
т ERN, ЈУ ЕЕ 


Ө 70J 式 改 ピ ビー ム サ ー ベ ル 


NM1 ア スト レイ が 装備 し て いる 70 式 ビー ム サ ー ベ ル の 改良 型 。 70 式 と 比 
べ て 省 電 力 化 に 成功 し た こと か ら 、 駅 動 時 間 は 3040% 征 伸 さ れ て い 
る 。 また M1 ア スト レイ で 圭 っ た 信頼 性 が あり 、 整備 性 も 向上 し て いる 。 


О 72 式 高 エネ ルギー ビー ム 砲 


MS 形態 時 は パワ ー リ ンク が 層 断 され る た め 、 誘 射 な どの 心配 は な い 。 k 


オー ブ の MS 開発 


№ 098-01 アカ ツキ 


オー プ 只 一 の ハイ エン ド 
MS で 、 オ ー ブ の 国家 
эшен) 
ан. стат 
ヤ タ ノ カ ガミ を 備え て い 
3。 オオ ワシ ャ シラ メイ 
ORE THE / PH 
に 適応 する 。 
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機動 戦士 ガン ダム ZZ 


MECHANIC FILE 


肩 部 
ABOMBT 
制御 用 バー ニア が 


腕 部 
左右 非対称 な 
本 機 の 外見 


AMX-003 に 代わ る ネオ ・ ジ オン の 次 世代 主力 MS 


アク シズ (※ 後 の ネオ ・ ジ オン ) は グリ プス 戦役 終結 
後 、 本 格 的 な 地球 侵攻 作戦 を 遂行 する た め に 新た な 
主力 MS の 開発 を 進め て いた 。 グリ プス 戦役 時 、 ア : 
ズ が 運用 し て いた AMX-003 ガザ C は 宇宙 空間 を 起 
定 し て 開発 され た MS で あっ た た め 、 地 球 で の 戦闘 に 適 
し た 機体 が 必要 と な っ て いた 。 また 、AMX-003 は 他 
軍 の 主 カ MS と 比べ て 明らか に 戦闘 能力 が 劣っ て いた 
こと も あり 、 ネ オ ・ ジ オン 全体 の 戦力 を 底上げ する だ け 
の 革新 的 な 機体 が 望ま れ て いた の で ある 。 そう し た 状 
況 を 鑑み て ネオ ・ ジ オン が 新た に 開発 し た 汎用 MS が 、 


175-3 


AMX-101 ガル ス J で ある 。 
AMX-101 の 試作 機 は 、 ネオ ・ ジ オン の 宇宙 巡洋艦 
エン ドラ に 運用 テス ト を 行う べく 配備 され た 。 サイ ド 1 の 
ャ ング リラ 」 に て 発見 し た アー ガマ を 強襲 す 
る た め 、 エ ンド ラ の 艦長 マシ ュ マ ー・ セ ロ が 自ら AMX- 
101 に 搭乗 、 出 撃 し て いる 。 そこ で ジュ ドー・ ア ー シ タ 
が 操縦 する MSZ-006 Z ガ ンダ ム と 戦闘 を 行っ た 。 同 
時 期 に 開発 され た AMX-102 ズ サ と は 連携 を 想定 され 
て お り 、 AMX-102 の ミサ イル に よる 遠 距 離 支援 の 後 、 
本 機 が 前 線 で 戦う 運用 が 考え られ て いた 。 


関連 ファ イル 


AMX-102 ズ サ 22-01-15 


АМХ-103 ハン マ ・ ハ ンマ 22-01-16 


FE] の MS③ (シュ ツル ム ・ ガ ルス 他 ) ОС-б1-17в. 


マシ ュ マー・ セ ロ 


FILE PREVIEW 


MS と の 近接 戦闘 に 適し た 特殊 な 固定 兵 装 


AMX-101 の 構造 は 旧 公 国軍 の MS-07B グフ を 参考 に 
し た と 言わ れ て お り 、 そ れ は 本 機 の 兵 装 に 関し て も 顕著 で あ 
る 。 MS-07B の 5 連装 フィ ン ガ ー・ バ ルカ ン と 同様 の コン セブ 
ト で ある 5 連装 式 の フィ ン ガ ー・ ラ ンチ ャ ー を 搭載 し て いる こと 
は 、 その こと を 物語 っ て いる 。 また . アー ム ・ パ ンチ の よう な 内 
蔵 式 の 近接 戦 用 特殊 兵 装 を 搭載 し て いる 点 も 、 ヒー ト ・ ロ ッ 
ド を 主 兵 装 と する MS-07B と の 類似 点 と 言え る 。 これ ら を 含 
お AMX-101 に 搭載 ・ 装 備 さ れ た 兵 装 は 、 白 兵 戦 に お いて 
極め て 有効 で あり 、AMX-003 よ り も 対 MS 戦 闘 能力 を 大 幅 
に 向上 させ る 目的 を 果 AMX-101 の 対 MS 戦闘 
を 重視 し た 兵 装 右 に は 
敵 を 寮 うこ と が で きる 


НЗ 
華 サ ンド ラ へ 配備 され た 
AMX-101 の 量産 機 は エネ 
ルギー・ が ガン を 携行 し て お り 、 
Х.178 ガン ダム MK へ 
の 貞和 が 確認 され で いる 。 


画 エネ ルギー・ ガ ン (ミサ イル ・ 
эин кы, 342. 本 体 は エネ ルギー・ ガ ン と 横長 の 4 
連装 ミサ イル ・ ボ ポッ ボ が 一 体 化し た 構造 と な っ て いる 


oo 


画 ビー ム ・ サ ー ベ ル 

нада 
<b 4 ла 
ОТАРАЛЫ 
で は アー ガマ の ブリッ ジ を 科す 
PRE, магообковия 
に ビー ム サ ー ベ ル を 使用 た 。 


ター を 打ち 出す 技 を 指す 。 с 
ーー ы сансиз 
SR Бокар 


左 指先 の ら 発射 する マシ ン ガン 
[フィンカー・ ラ ンチ ャ ー| s 
АЛ #2бОЗ RN ЕГ. 
マシ ン ガ ン と し て の 機構 を 備え 
EDAR 
S—EVEABAEL TUS, 


画 ミサ イル ・ ボ ッ ド 
RIOD, t 
れ ぞ れ 2 連装 ミサ イル ・ ボ ポッ ボド 
EARL TUS. 未 使用 時 
に は カバ ー に よっ て 隠れ て 
а), аниса 
右 に 開く 構造 と な っ て いる 


元 公国 軍 の 技術 者 が 開発 し た こと で ジオ ン MS の 遺伝 子 を 色濃く 継承 


純粋 に アク シズ の 技術 の み で 造ら れ た AMX-003 に 対し 、 
AMX-101 は 地理 圏 に 散っ て いた 元 ジ オン 公国 軍 の 技術 者 
が 再び アク シズ に 結集 し て 開発 が 行わ れ た 。 その た め 、 フ ォ ル 
ム を は じ め と し て [ 旧 公 国軍 系 MS の テイ スト が 色濃く 反映 され 
た 機体 と な っ て いる 。 また 、 彼ら が 地球 連邦 軍 MS か ら 奪 取 し 
に ムー パブ ル ・ フ レー ム な どの 技術 も 本 機 に 採用 され て いる 。 

近 ~ 中 距離 戦闘 型 の 陸戦 用 MS で ある 本 機 は 、 同 様 の 
目的 で 造ら れ た MS-07B の 設計 思想 を 継承 する 形 で 開発 が 
進め られ た 。 本 機 の 特徴 で ある 全身 に 施さ れ た 重 装 甲 も MS 
07B の 胸部 装甲 強化 か ら も た ら さ れ た も の で あり 、 白兵戦 用 の 
機体 と し て は 頑強 な 防御 力 を 誇る 。 AIS SATIRE 5 
ンス が 優れ た 機体 で ある 上 、 パ イロ ッ ト が 扱い や すい こと が 評 
価 さ れ 、 第 一 次 ネ ン 戦 争 末期 まで 運用 され た の だ 


MSZ-006 Z ガ ンダ ム か ら 容 
ЗЕЖОЛЕСЬ. жой 
甲 で ダメ ー ジ を 最小 限 に し た 
Wit, 2323-0— FO 
TIMI ELIT CE 
に 成功 てい る. 


шн „= 


РГЕН 
ВРЕТ 


全 天 周囲 モニ ター& リ ニア ・ シ ー ト の 採用 


地球 連邦 軍 が 運用 する MS の 技術 が フィ ー ド バッ ク さ れ 、 
本 機 の コク ビ ピット に は 全 天 周囲 モニ ター と リニア ・ シ ー ト が 採 
用 され る こと と な っ た 。 グリ プス 戦役 後 の MS と し て は 極め て 
一 般 的 な 仕様 の コク ビッ ト で あり 、 ネオ ジオ ン の MS も これ で 
他 軍 と 肩 を 並べ る レベ ル ま で 来 本 機 に 
急 吉 搭乗 し た マシ ュ マ ー が すぐ ( 、 旧 公 
国軍 MS の 操縦 系 か ら ! ト へ の 転換 は さほど 違 和 
感 の な い レ ベル だ ろう と 推測 され る 。 


コク ピッ ト の 外部 ハッ チ が ク 
ロー ズ で き な い 状態 の AMX 


コク ピッ ト ・ ハ ッ チ 


外部 ハッ チ が 上 部 へ 展開 し 、 そ の 奥 に ある 内 部 ハッ チ が 3 分 割 し て 開い て コ 
クビ ッ ト へ の 搭乗 が 可能 と な る 。 ハッ チ 下部 に は 乗降 用 ステ ッ プ が 出現 する , 


Ш ボディ 構造 図 


在 右 の 鹿部 後方 に 各々 スラ スタ ー: 
овас RE 
れ h て いな い 甲 は 通常 の 白兵戦 
用 MS より も ポリ ュー ム が ある 


ネオ ・ ジ オン 軍 の 勢力 を 三 分 
し た 「 グ レミ ー の 反乱 ] で は 
AMX-101 を ハマ ー ン 派 グ 
一 派 と も 運用 。 71 
する AMX-101 の か 
ング は シル バー に 変更 


MORE INFO! 
AMX-101 の 発展 と 進化 


運用 テス ト に より 良好 な 結果 を 得 た AMX-101 は その 後 
量産 され た . 生 機 で ある AMX-101K ガル ス K を 生ん 
だ 。 さら に U.C.0096 に 勃発 し た 「 ラ プラス の 舌 』 を 巡る 争 
TEA ° FABIEN 「 補 付き 』 も 派生 機 AMX-101E 
シュ ツル ム ・ ガ ルス を 開発 し 、AMX-101 や AMX-101K と 
共に 戦線 投入 され た 。 


AMX-101E 

シュ ツル ム ・ ガ ルス 
1575208] 85$ 
乱 時 に 投入 され た AMX- 
101E。AMX.101 の 白 兵 
килен лан 
WHIMS, AMX-102 ズ 
FERMUT (ネェ ル - ア ー 
HT) 885005. 


ма 9299 
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MECHANIC FILE モビ ピル スー ツ : xvm-zgo ゼイ ドラ xvm-dgc クロ ノ ス 


(AGE) mebi АЕ] 


EEA | № SPEC -xvm-zgc ZEYDRA- № SPEC тніс KHRONOS. 
XViN-Z9C セイ ドラ мана 全高 200m 全高 20.0m 
| 重量 467t 重量 54.5t 
ZEYDRA ош- Ж-Е 一 
р RIRIA -- 2325-8) ーー 
し 頭 部 жн 装甲 材質 — 装甲 材質 - 

£ oume ド ラド や xw BR ゼイ ドラ ガン プ セ イド ラ ソー ドン BR 2 ロフ スガ ンク ロフ スキ ャ ノ 
ス R を ペー ス と し ビー ム パ スタ ー № ン ビー ム バ スタ ー ft 
その 形状 は 似 ВИЖ ヴェ イガ ン L ウェ イガ ン 
本 機 が 最 НЖЖ _ ゼ ハー ト ・ ガ レッ ト 他 搭乗 者 デシ ル ・ ガ レッ ト 
ルム と あっ て いた 
COLOR 


ІШ COMPARISON CHART 
a М 


メラ ウン ダー に 対応 し た 高 汎用 型 MS 


литье ZEYDRA 


Ө) (22) 


ко YELLOW оны 


人 間 の 脳 に は 、 普 段 使用 する こと の な い 未 知 な る 領 。 期 の X ラ ウン ダー 専用 機 xvy-xcr ゼ ダ ス H を ペー ス と し て 関連 ファ イル 
に が 、 その 能力 は ゼ ダ ス R лд 


一 方 の xym-dgc は 、xvm 


FILE PREVIEW 


撃 戦 を 重視 し た 重 武装 仕様 で AGE0224 + 


は 、xvm-zgc を 基準 と し 
取り 組ん だ の で ある 。 その 中 で 完成 し た X ラ ウ . 用 機 を 開発 し よう と し た ヴ 
用 機 が 、 xvm-zgc ゼイ ドラ と xvm-dgc クロ ノ ス 1 シル ・ ガ レッ ト と いう X ラ ウン ダー 
xvmr-zgC は 、A.G.140 年 代 に 開発 され た 機体 で 、 初 <} Я れ た 。 


КТЕ: 


MECHANIC FILE 


携行 火器 も 用 意 され た 武装 


獣 型 の フォ ルム や 固定 火器 を 多数 備え た 仕様 な ど 、 
xvm-zgc の 基本 構造 は 、 これ ま で に 開発 され た ヴェ イガ ン 
製 MS の 系 譜 上 に ある も の で ある 。 一 方 で 、A.G.115 年 
に 地球 側 か 5AGE-1 ガン ダム AGE-1 が 登場 し た こと に よ 
り 、「 対 ガン ダム 」 を 想定 し た 進化 を 余儀 な くさ れ た 。 本 機 
へ の 大 出力 火器 の 装備 は 、 そ うし た 対策 の ひと つ 、 
る 。 結果 的 に 機体 は ヴェ イガ ン 上 性 部 か ら 有効 性 を 認め 
られ 、 量産 タイ ブ で ある ジル スペ イン が 誕生 する に 至 つた 。 


Ш ゼイ ドラ ガン 


の 構造 は x 
に 機 人 と 同じ 赤 に 浅め られ て 


し て 開発 され た 機 
体 は 、 同 時 期 に 開 
発 され た ormre の 3 
倍 と も 言わ れる 雇い 
RENE TEASE 
OMSERAL A: 


FA CASRUBLOREEHSS ФАНИ ШС ҮС ESRAR ビー ム サ ー ベ ル と 共 た 
ヤム ・ ア ス ノ が 搭乗 し た AGE2 ガン ダム AGE-2 と の 戦闘 で も 使わ れ た , МУВИ СТОЛЕ 


画 ビーム バス ター 
= フッ ーー 
сво. 


ルギー を 集中 させ 
оова 
TTESI] 


АТЫ) MEE ン 
ソー ド が マウ ント され て いる 。 背部 の ウイ ング 状 バイ ンダ ー は 小型 で ADIN- JELTE < 
が 、 高 い 加 速力 を 維持 し て いた 能 し て いる 


メ X ラ ウン ダー 専用 機 と し て の 強化 
пш ИШ 
via 


ote クロ ノ ス キ ャ ノン は 遠方 か ら の 射撃 に 適し た 
大 型 火砲 で 砲撃 支 援 機 と し て も 充分 に 能力 を 発揮 で き 
た 。 一 方 で 、 機体 各 所 の 装甲 が 厚く 、 格闘 戦 に も 対応 し 
he また 、 キャ ノン 砲 の 装備 と 重 装 甲 に よっ て 機体 重量 は 
xvm-zgc に 比べ て 増加 し て いる が 、 機 動 性 の 低下 を 情 う 
べく スラ スタ ー が 追加 され て お り 、 総 合 性 能 は 高い 。 


TN ж-а 


ТТЕ 

АВЕ2 ガン ダム 
AGE-2 や WMS-GB5 
G パ ウン サー と 互角 以 
上 の 戦い を 見 せ た 


し た 際 に は 、WMS-GB5 
PETORRE 


た 。 だ が 、AGE-2DB 7 
ンダ ム AGE-2 ダ ブル バ 
EEE 


Vr28c と 共通 し て い с °! ТЕТИП 
の が わか る RL, 使用 する 機構 と な 


х 7 
部 は 重 装甲 化し 、 マ ッ シ ブ な フォ ルム と な っ 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ ー テ ィ タ ー ン ズ の 旗 の も と に 一 


ガン ダム THR-G | 
е x ВК: 1 ОД т [ハイ ゼン スレ イ I] F€ 
Ў GUNDAM TR-6 [HAZE'NTHLEY TI] | 


(м) н:01 ИШ] 


素 体 
外見 か ら は 判別 し に くい が [ウー 
ンド ウォ ー ト ] に 追加 バー ツ を 装 
着 し た 機体 
レー ム は 2 共 


武装 
TR-6 共 通 の コン ポ 


о, 可変 MS の 武装 に 適する 


関連 ファ イル 


а = 向上 し た 。: 

ロー ズ ] は 1 機 で 良 分 区 状態 ER ALL 
AE CE 
リプ ス 2) 攻防 戦 で 、 エリ アル ド 


は エゥーゴ の 1 個 MS 小隊 と サラ ミス 改 級 宇宙 巡洋艦 を 
る 威力 を 見 せ た が 、 オ ッ デル セン 
ч 破壊 され て いる , 


強化 領域 支配 機 ハイ ゼン スレ イ I・ ラ ー] 


単体 の 戦闘 形態 と し て 総合 パラ ンス に 最も 優れ る [ ハ 
イ ゼ ン スズ レイ] に 、 支 援 メカ [フル ドド TE] を 合体 し た 仕様 


が [ハイ ゼン スレ イ 了 I・ ラ ー] で ある (TR-6 シ リー ズ の 場合 、 
[フル ドド TE] と 合体 し た 仕様 で も 機体 名 末尾 は 「 ラ ーI」 


と な ら な い )。 火力 と 推進 力 を 中 心 に 大 幅 な 強化 が な され 
て お り 、TR-5 [フラ イル ー] と 同じ く エ リア ・ ド ミナ ンス ($ 


域 支配 ) 機 に 分 類 さ れる 。 
本 仕様 は コス ト を 度外視 し た エリ ー ト 専用 の フラ ッ グ シッ 
ブ 機 で あり 、 高 性 能 な 反面 、 操 継 性 が 極め て 悪い 「 じ ゃ 


UPB] と され る 。 少数 精鋭 の エリ ー ト 部 隊 で ある ティ ター 


ンズ を 体現 する 機体 と 言え よう 。 


構造 上 の 特徴 は 、 支 援 メカ [フル ドド II] その も の が 合体 


し て いる た め 、 最大 3 人 乗り と な っ た 点 に ある 。 MA 形態 で 
は 3 機 へ の 分 離 が 可能 だ と 考え られ る 。 


[ハイ ゼン スレ イロ ] お よび 
」 形 態 は ТБ 


ガン ダム と 、 は ば 同じ サイ 


ズ で ある 。 


Ш [ハイ ゼン スレ イ II・ ラ ー] 

| ワル ドド II] と の 合体 で 、 コ : ッ ト ・ シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター が 2 基 に な っ 

た ほか 、[ フ ライ ルー] 用 ビー ム ・ キ ャ ノン 2 門 が 追加 され た 。 ADT > 
PFE MNT —AS— КЕМ. 


上 図 が U EYAL“ Э—] の MA 形態 。 極め で 
大 き な 指 力 を 持ち 、 大 気 国内 で の 飛行 が 可能 で 
ある 。 図 の よう に ギャ プラ ン 月 ブー スタ ー を 搭載 し た 場 
8. ХУШИВУ ЕСЕ. 


MS の 枠 内 で の 換装 バリ エー ショ ン 


素 体 MS で ある [ウー ンド ウォ ー ト ] や [ハイ ゼン スレイ] 
系 以外 に も 、MS サ イズ を 維持 し た TR-6 パ リエ ーション は 
多数 計画 され た 。 中 で も 有名 な バージョン が 大 気 囲 内 用 
可変 MS 仕様 の [キハ ー ル TI] で ある 。 

TR-3 [キハ ー ル ] の デー タ を フィ ー ド バッ ク し た 強化 パー 
ツ を 搭載 する [キハ ー ル TL] は 、 ア ッ シ マ ー と 同じ く 円 盤 型 
の MA 形態 を 取る 可変 MS で 、 決 戦 形 能 [イン レ ] の 護衛 
機 と し て 開発 され た 。 護衛 任務 で は 、1 機 の [イン レ ] を [ キ 


mg [キハ ー ル I 

[ウー ンド ウォ ー ト ] に キハ ー ル 強化 パー ツ を 装着 し た 、 大 気 国内 用 可変 
меж [4242] 護衛 仕様 。 地上 を ホバー 束 動 する MS 形態 、 KAEA 
を 飛行 する MA 形態 の ほか に 、MS・MA 両 形態 の 特性 を 併せ 持つ 中 
MIRREN 5, PERRALLE- ЭБИАСИНАНЬ 
検討 され た 。 


«МП 6 機 で 護衛 する 計画 だ っ た ([ イ ン レ ] に 6 機 の 大 気 必 内 用 可変 MA ア . 
[キハ ー ル を 搭載 する ) 。 тилии СИР 
4856. ТАЗ APE OR ETL ИТ _ в®шанетьо: 
ショ ン が 多数 考案 され て いる 。[ ハ イ ゼ ン スレ イ D] 用 ブー te 

スタ ー・ ボ ッ ド と 2 基 の コン ボ ジ ッ ト ・ シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター を = 

搭載 する [ヘイ ズル T、 ハ ザッ ク 用 腕 部 や マラ サイ 用 脚 部 
な ど を 搭載 し た [ハイ ザッ ク T] な ど が あっ た (EPO 
リエ ーション は 別項 で 解説 する ) 。 


Ш [アド バン ス ド ・ キ ハー ル ] 


Ш [^T] 
[ウー ンド ウォ ー ト ] の ブー スタ ー・ 
Жәке [ハイ ゼン スレ イ ] 用 (х 


BER. 左腕 に は [キハ ー ル 中 
用 の 腕 部 装甲 を 搭載 し た 。 


Ш [ハイ ザッ クロ DI] 

ドウ ォ ー ト 〕 NT Hy 7 ORB. TDM. ERUAN Я 
ルド FT] 強化 パー ツ 、 解 放 パ レル 型 ビ ー ム ・ キ ャ ノン を 
АА. 手持 5 火 問 は アッ シマ ー 用 ビーム ・ ラ イフ ル 。 TR-6 の デ チ ュー 
POEMS AACA TORT 


“神通 サン ライズ 175-8 
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4 
機 


ҮІНІ secant ( 


オー ブ 連 合 首長 国 が 自国 防衛 用 に 開発 し た アス トレ 
・ シ リー ズ 。 その プロ ト 機 の 一 機 ・ プ ロト アス トレ イ 3 号 
МВЕ-РОЗ ガン ダム アス トレ イ ブル ー フ レー ム 
サー ペン ト テ ー 

高い 汎用 性 と 豊富 

ー ム と 、C.E.70 

] の コン ビ は 、 当 

Жусйп, 


(мз) н:01 КАШ 


m ガン タム アス トレ イ 」 m SPEC 
フルー ルー- ム セル ド G |. теа ила 


BLUE FRAME SECOND 


IPARISON CHART № COLOR 


る 大 改修 を 受け る こと と 3 
「 タ クティ カル アー ムズ | を 装備 ч Fue nev 
生 


修 さ れ て お り 、 
その も の は 「 セ カン ド G」 と 呼ば れる 勃 独 自 の 戦 
に 基づく も の で あっ た と いう 。 


RE RR Шш Жш Пиалан: | 


セカ ンド G と は 、 セ カン ド L か ら タ クティ カル アー ムズ と そ 。 шт 
の 制御 ユニ ッ ト を 外し 、 ブ ルー フレ ー ム 本 来 の 頭 部 と バッ 
ク バ ッ ク を 搭載 し た 状態 の 呼称 で ある 。 ブル ー フ レー ム と 
は 、 両 肩 ・ 胴 部 ・ 肢 部 等 の 改良 と 、 新た な 兵 装 と し て 砲戦 
能力 を 中 心 と し た 射撃 性 能 を 追求 し た 換装 型 バ ッ ク バ パッ ク 
「 ス ナイ パー パッ ク ] が 用 意 さ | 異な っ て いる 。 

な お 、 パイ ロッ ト を 務め て いた 殖 は 、 ブル ー フ レー ム の 特 
徴 を 「 機 動 性 能 」 と 「 豊 宮 な オプ ショ ン 換 装 能 力 ] だ と 考え 
て いた と 言わ れ て いる 。 本 機 は 、 結 果 と し て 彼 が 構想 し て 
いた 強化 案 を ペー ス に し て いた こと か ら 、 そ の 名 に 効 の 頭 
文字 「G」 を 冠 する こと と な っ た の で ある 。 


ペー ス 機 に 換装 パー ッ の 


о Т] 


2. 


Шл?41/-/Ү/2 

Rtt MEA 5 ЖЕ — LACM ОУ 
射撃 用 の 換装 式 バ ッ ク バ ッ ク 。 機 重力 低 下 を 避け : 
共に は 即座 に 切り 離し 、 通常 モー ド と な る こと も 可能 で 


人 @ 大 型 ビー ム 砲 
区 が 折り 時 み 式 と な っ て いる ピー ム 砲 。 その 最大 の 特徴 は 曲 計 も で きる 
こと に あり 、 ВЕСНА АНОН, 


Bat: 
た 


機動 力 を 稚 社 に し 、 長 呈 交 射撃 に 特 化し た 装備 状態 。 換装 式 バ ッ ク 
バッ ク を 備え 、 大型 ビ ー ム 砲 BEN 構造 上 、 必ず 右 騰 下 
に 大 型 ピ ー ム 砲 を 位置 取り 、 右腕 で 支持 する 状態 と な る 。 


Ф セン サー 
射 机 時 に は 左記 上 に 位置 する 


の 衣 四 形状 に 大 き な 改 良 が 加え られ 、 全休 的 に 細身 と 
TIRAREM. OSRE 
какам. RRRRAOR RO MENTS 


Ф バッ ク バ ッ ク 


Афу; 


И u 9— 
ra HME 
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右側 面 に 大 型 ビー ム 


機動 戦士 ガン ダム SEED MSV 機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


GAT-01A1 


装甲 


第 1 期 GAT-X シ リー ズ に 標 


ライ ク ガ ンダ ム を ペー ス と し て 量産 に 着手 され た 。 ハ イエ 
ンド 機 と し て 造ら れ た スト ライ ク の オー バー スズ と な る 
部 分 を 最適 化し 、 最 大 の 特徴 と な る スト ライ カー パッ ク 
テム を 継承 し た 制式 量産 機 が GAT-01A1 1052 
で ある 。 な お 正式 な 名 称 は 「 ダ ガー| で あり 、「105 
ダガー] は 俗称 と な る 。 
結局 の と ころ 、C.E.71 の 第 1 次 連合 ・ ブ ラン ト 大 戦 
に お いて 本 機 は 23 機 し か 生産 され て いな い 。 戦時 下 で 


(88) ne 01 mı I4 


GAT-X105 スト ライ ク ガ ンダ 
TRE 


to HHS bi SSS Eg EDS 
迫 し て お り 、 MS の 早期 投入 が 望ま れ た た めで あぁ る 。 105 
ダガー も 充分 な 生産 性 を 備え て いた が 、 スト ライ カー パッ 
クシ ステ ム す ら 削 ぎ 落 と し て 簡略 化 : ) EEEE 
先 させ スト ライ クダ ガー と は 比べ る べく も な が っ 2 それ 
で も 所 話 ス トラ イク ダガー は 間に合わ せ の 急造 上 ぎ 
7. 戦後 は 105 ダ ガー が 本 格 的 量産 化 され よう や く 
地球 連合 軍 の 制式 主 カ 機 の 座 ! 


RR 40mm 口 径 近接 自動 防御 機関 本 「 イ ー 
УЗУ аз WAL X2 12.5mm 対 人 
機関 銃 x2。 M703 57mm ビ ー ム ライ 
フル MX703G ビー ムラ イフ ル fb 


同じ く ス トラ イク を 母体 と する 遼 易 量産 機 
GAT-01 スト ライ クダ ガー と 異な り 、 本 機 
は 装備 換装 能 カ ーー スト ライ カー パッ ク 
ム を 受け 継い で いる 。 


関連 ファ イル 


化 さ れ た 戦時 量産 機 で 


Ad | МЕ НЕО. 


ЕНЕНЕ е スト ライ ク の 利点 を 受け 継い だ 機体 の 最適 化 と 武装 の 見 直し 


大 幅 に 簡略 化 され た スト ライ クダ ガー と は 異な り 、105 
ダガー は ペー ス と な る スト ライ ク の 長所 を 残し つつ 、PS 装 
甲 な ど 過 剰 な 性 能 は 量産 機 に 見 合っ た 最適 化 が 図ら れ 
た 。 特に 汎用 性 の 要 と な る スト ライ カー パッ クシ ステ ム を 
継承 し て いる こと こそ 、 本 機 が スト ライ ク の 正統 な 量産 機 
の えよ う 。 一 方 、 武 養 は 見 直さ れ て お り 、 ア ー マ ー 
シュ ナイ ダー の 代わ り に 、 ス トラ イク で は 本 来 エー ルス トラ 
イカ ー に よっ て 装備 する ビー ム サ ー ベ ル を 標準 装備 と し 、 ス 
トラ イカ ー 非 装備 時 の 戦闘 力 を 底上げ し た 。 た だ し 、 あく ま 
で も 火力 は スト ライ カー パッ ク に 大 きく 依存 する 。 


スト ライ ク (8) と 同じ く 、 
жин шз оныс 


в 
得する こと が で きた 。 


画 ガン バレ ルス トラ イカ ー 装 備 時 
MAXX“ HODE 
RTAS. панах 
ARE аал 
レル も メト ライ カー バ 
ク 化 され て いる 。 図 は 
モー ガン ・ シ ュ バ リエ に 
SASH EMRE 


エー スパ イロ ッ ト に よる 戦果 が 示し た 確か な 性 能 


С.Е.710# 89, 105 ダ ガー は シス テム 実証 機 1、 試 
作 機 2 を 含む 23 機 し か 生産 され て お ら ず 、 限 られ た エー ス 
パイ ロッ ト な ど が 受領 し て いる 。 中 で も モー ガン は 、 本 来 
あれ ば ムウ ・ ラ ・ フ ラガ に 支給 され る は ず だ っ た ガン バレ ル 
装備 し た 105 ダ ガー に 搭乗 し 、 数 々 の 戦果 
連合 を 裏切っ た エド ワー ド ・ ハ レル ソン を 宇宙 
で 迎撃 し た ほか 、 ザ フト の 宇宙 要 宏 ボア ズ に 核 を 撃ち 込む 
際 の 先導 兼 護衛 役 と し て 道 を 切り 開い た 。 さら に 第 2 次 ヤ 
キン ・ ド ゥ ー エ 攻防 戦 に お いて も 武勲 を 挙げ て いる 。 な お 、 
105 ダ ガー は 対人 機関 銃 を 足 部 に 内 蔵 し 暴徒 の 鎮圧 な 
ど ソ フト スキ ン へ の 対応 も 意 議 し た 機体 で あっ た 。 


Ñ 
5% 

& e" 

аў эл 


Ш GAT-01A1 ダガー (C.E.73 前 後 ) 
GAT-04 ウィ ンダ ム に / 

主力 が 移り ゆく 中 で 、 
CE.73 に お いて も 少 
数 が 運用 され て いた 
1Р6, B4 
Ria. 


少数 な が ら 運 用 され た 戦時 中 の 実績 を どか ら 105 ダ ガー は 
高く 評価 され 、 戦 後 は 本 格 的 な 量産 に 着手 され た 。 戦後 の 
主力 量産 機 と し て 運用 され た の ち も 、 改 良 型 の GAT-02L2 
ダガーL が 続け て 量産 の 運び と な り 、C.E.73 に お いて も 多数 
配備 され て いる 。 同時 に ポテ ン シ ャ ル の 高 さも 認め られ 、105 
ダガー を ペー ス と し た 複数 の パリ エー ショ ン も 開発 され て いる 。 


105 タ ガー は ダガーL へ と 改修 さ 
れ て 量産 が 続き 、C.E.73 の 戦 
争 で ウィ ンダ ム に 主力 の 座 を 上 
リ つ つも 、 未 だ 配備 数 の 多き で 
畔 の の 一 角 を 築い て いた 。 


ЕЕ 
が ウィ ンダ ム で あり 、 スト ライ ク か 
ら 受 け 継ぐ スト ライ カー パッ クシ 
АЗ LEBBLII, さら な る 起 
装 強 化 が 図れ て いる 。 


ШСАТ/А-01Е2 バス ター ダガー 
スト ライ カー パッ ク に よ 
る GAT-X103 パス ター 
ガン ダム の 再現 を 断 大 
し 、105 ダ ガー を ペー ス 
EL THB RIC 
設計 され た バス ター の 
жан. 


ШСАТ-О1А2Н 105 ス ロー ター ダガー 


ファ ント ムペ イン 仕様 
の 105 ダ ガー。 エー ル 
スト ライ カー を 標準 
HEL, 大気 国 内 外 を 
間 わ な い 運 用 能力 を 
A, Бава 
事 す る こと が 多い 。 
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MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : MWF-JG73 シビ リア ン アス トレ イ JG カ スタ ム (mes) RE e189 


シビ リア ン ア スト レイ | | Бә 
⁄ ь JG カ スタ ム а ЕЕ 
| Ў CIVILIAN ASTRAY JG CUSTOM | Di Sr = s= 


カス タマ イズ 
用 で ある 本 機 は 


原型 機 

UT-1D シビ リア ン ア スト レイ 
DSSD カ スタ ム を 再 
の が 本 機 で ある が 、 元 を 辿れ ば 
オー ブ 連 合 首長 回 の プロ ト ア ス 
トレ イシ リー ズ に ‹ 


ジャ ンク 屋 組 合 の 事業 と し て 民間 化し て いっ た アス トレ イ 関連 ファ イル 


当初 は 存在 が 公 と な 恐れ 、 Š れ た MWF-JG71 レイ スタ が 民間 用 アス トレ イ の 走り で 
BRA 7 7 この 成功 
ロウ ・ ギ ュー ル と 備 兵 沼 テー ル 開発 機構 DSSD と 
3 DSSD カ スタ ム を 開発 。 その 
民間 用 の 量産 アス トレ イ 


曜 だ け で な く 
イ を 民間 用 MS と し て 大 
な っ た 大 き な 理由 で あろ う 。 

C.E.71 に お ける オー ブ の 攻防 戦 で ジャ ンク と な 
MBF-M1 M1 ア スト レイ の 部 品 を 流用 し 、 リ サイ クル さ 


Y : MWF-JG73 シビ リア ン ア ス 


NGS) нЕ ОФ oer 18 


DSSD カ スタ ム を ペー ス と し た 再 


型式 番号 の 「MWF-JG73] は 「 メ イン ・ ワ ー ク ス ・ フ ィ 
ギュ ア - ジ ャ ンク 屋 ギル ド 73 年 式 」 を 意味 する 。 本 機 は 、 ジ ャ 
ンク 屋 組合 と DSSD の 合同 で 開発 され た シ 
レイ DSSD カ スタ ム の ) 
性 / 低 コス ト を 重視 し て 再 設計 され た 。 その パー ツ の 多く が 
アス トレ イシ リー ズ と 共通 で ある が 、 民間 用 の 量産 化 に あ た 
リー 部 パー ツ は オリ ジ ナ ル と な っ て いる 。 複数 の バー ツタ イ 
プ の ほか 改造 パーツ な ども 取り 揃え 、 ユ ー ザ ー の 要望 に 合 
わせ た カス タム を 可能 と し た 。 


4 割 ほど が MM1 ア スト 

レイ Ж) の パー ツ を 

流用 する レイ スタ と 

異な り 、 シビ リア ン ア 

スト レイ JG カ スタ ム 

の パーツ は すべ て 新 
23 


シビ リア ン ア スト レイ 
DSSD カ メタ ム ( 右 ) 
は 宇宙 仕様 に 特 化 

が 、JG カ 


機体 自体 の カラ ー リ ング も 


ラー 
の 


28486 


は 手広く 取り 扱っ て いる 。 
ж. 


MORE INFO! 
カス タマ イズ と アス トレ イ 人 気 


初 と も 言え る 民間 用 MS の レイ スタ は 、 購入 し た 所 有 者 
に よる 独自 の カス タマ イズ が 盛ん で 、 デ コモ ビ (デコ レー 
ショ ン MS) と 呼ば れ 専門 の 業者 まで 存在 し て いた 。 その 
後継 機 と も 言え る シビ リア ン ア スト レイ JG カ スタ ム も 当然 、 
カス タマ イズ 前 提 の 機体 で ある 。 FTIO ATH 
数 の パー ツ が 用 意 さ れ て お | ク 屋 組合 の 公式 ア 
イ テ ム と し て 、 レ ッ ド フレ ー ム や ブル ー フ レー ム セ カ ンド 
は た また ド フ レー ム 了 に 改造 する た め の 専 用 
パー ツ ま で も ライ セン ス 販売 され て いる 。 これ ら は ジャ ンク 
屋 組合 の 人 気 商品 に な っ て いる と 言う 


ャ ンク 性 組合 長 リー アム ・ ガ ー フ ィ ー ル ド (Ж) は ロウ (中 央 ) の 
仲間 で 、 アス トレ イ を 人 気 ブラ ンド に 押し 上 げた ひと り で ある 。 


d シビ リア ン ア スト レイ を 
母体 と する 機体 


アス トレ イ を 母体 と する だ け あ っ て 、 シ ビリ アン アス トレ イ JG 
カス タム は 高い ポテ ン シ ャ ル を 持つ 。 その 拡張 性 を 証明 する 
か の よう に 、 ロ ウ は 本 機 を ベー ス と し て 改造 機 や 新型 機 を 造 
り 出 し て いる 。 その 中 で も 火星 園 (マー シャ ン ) の 使節 団 の 
ダー、 ア グ ニ ス ・ ブ ラー エ に 託し た MMF-JG73L ター ン デ ル 
タ は 、 ヴ ォ ワ チュ ー ル ・ リ ュ ミ エー ル に よる エネ ルギー 現 信 シス 
テム や ビー ムシ ー ル ド な ど を 盛り 込ん だ ハイ エン ド 機 と な っ た 。 


ロウ は 、 ビ ピー ム シー ルド を 装備 
L. Фаслномаи 
#0550 ( 左 は トロ ヤス テー ショ 
ン ) に 売り )A も 3 と し た 。 


レッ ド フレ ー ム ( 右 ) PERE 
集 っ た 「 紅 の 祭 ] で は 、 シ ピリ ア 
ン ア スト レイ を ペー ス に 自作 の タ 
クティ カル アー ムズ を 装備 し た 
PRECAR ALG NERI 


Ш MMF-JGZ3L ター ン デル タ 
と ある マー シャ ン の 少 
ADEM TOI 
発し た 機体 。 地球 と 
тала ҮЗ 
わせ て 造ら れ て お り 、 
ヴォ ワ チ ュー ル ・ リ ュ ミ 
エー ル を 搭載 する 。 


スト レイ JG カ スタ ム に 
変更 し 、 マ ー シ ャ ン の 
ディ アゴ ・ ロ ー ウ ェ ル 
に 渡さ れ た 。 


機動 新 世紀 ガン ダム X НЕБЕ" 


CX) nell salla 


s 


GUNDAM ASHTARON HERMITCRAB т. 


シュ タロ ン ハ ー ミ ッ ト ク ラブ 


ガン ダ 


機動 新 世 紀 ガ ンダ 


ТІНІ НІ, = 


テ ナ の 本 数 も 
る NRX-0015 と 


ガン タム アシ ュ タ ロン 
ハー ミッ トク ラブ 


GUNDAM ASHTARON Я GUNDAM ASHTARON HERMITCRAB | 


NT 至上 主義 に 反抗 する た め に 用 いら れ た 機体 


地球 連邦 軍 と 宇宙 革 SG 
宇宙 戦争 が 終結 し て が К 
いな が ら も 生き 延び た 両 組 織 は 


宇宙 戦争 」 の 幕開け が 
こと を 意味 し て いた の で ある 
旧 連 邦 政府 の 残党 組織 ・ 政 府 再建 
て いた フロ スト 兄弟 は 、 
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人 の 愛 機 も また 、 宇 宙 戦 に 備え 全面 的 な 改修 が 施さ れ 

より 、 フロ スト 兄弟 の 

双子 の 弟 、 オル バ ・ フ ロス ト の 乗 機 NRX-0015 ガン ダ 
アシ ュ タ ロン は 、NRX-0015-HC Я 


ラブ へ と 強化 改修 が な され 


充分 な 性 能 を 有 し て て い 
者 の 抹殺 と 、 兄 弟 


SPEC 
全高 25.3m (頭頂 高 19.5m) 
12.8t (全備 重量 1 


Poa 
2223-%Л 
装甲 材質 
RR ギ が 
Е ко シン キャ ノン x2 
ビームサーベル X2/ サ テラ イト ラン 
Fx 
所 属 MURERE 
搭乗 者 オル パ ・ フ ロス ト 


バッ ク バ ッ ク 
機体 名 で ある ハー ミッ トク ラブ (や どか り 
OE) は 、MS の 上 半身 を 収納 可能 な 
大 型 の パッ ク バッ ク が その 由来 と な っ 


て いる 。 ギガ ン テ ィ 
用 時 に は バッ ク パ ッ ク に 格納 され る 、 


関連 ファ イル 


ペー ス 機 か ら パ ワー アッ プ し た 鉄 状 兵器 [ギガ ン テ ィ ッ クシ ザー ス 」 


NRX-0015-HC は 、 武 装 面 に お いて も ペー ス 機 で ある Ш ギガ ン テ ィ ッ クシ ザー ス 
NRX-0015 か ら 大 幅 に 強化 され た も の を 搭載 し て いる 。 + Шартта жас 
の 最たる 兵 問 が 、 バ ッ ク パ ッ ク に 直結 し た 大 型 兵器 「 ギ ガン 
ティ ッ ク シ ザー ス ] れ は NRX-0015 が 搭載 し て いた 大 
型 の 鉄 状 兵器 「 ア トミ ッ ク シ ザー ス 」 の コン セプト を その まま に 


画 マシ ン キ ャ ノン 


両 選 に 搭載 し て いる 実 
MLD рр. 
NAX-00152°5 31 88 
き 搭 載 され た 兵 装 で 大 
пне». жын 
BOSH BEE 
使用 する 。 


大 型 化し 、 挟 み 込 ん で 押し 潰す 力 を 強化 し た も の で ある 。 = 
れ に ビームサーベル や マシ ン キ ャ ノン と いっ た スタ ンダ ー ド な 
兵 装 を 組み 合わ せ て 運用 する こと で 、 本 機 は 様々 な 戦術 に 
対応 し た 攻撃 を 可能 と し た の だ っ た 。 


E ビー ム サ ー ベ ル 


BALLON 
BRB. CORBIMBA 
5 に MS と の 格闘 戦 に 備え た 兵 装 で 、 
NRX-0015 と 局 じ も の を 装備 し 
て いる HAO MIA 
向上 に 伴い 、 ALBEDO 
力も 向上 し て いた と 見 られ る 。 


て 開発 され た GX-9900-DX 
ガン ダム DX で すら 一 捕獲 
され た ら 身 動き が 取れ な い は 
どの パワ ー を 計っ た 


可能 だ 。 


優れ た 機動 性 と 戦闘 力 を 兼ね 備え た 高速 移動 形態 


NRX-0015-HC は ペー ス 機 同様 、 変 形 機構 「 ト ラン スシ ス 
テム ] が 採用 され て お り 、MS 形 態 ." MA 形態 を 自在 に 変更 
させ る こと が で きた 。 NRX-0015 か ら 進 化し た 点 と し て 、MA 
形態 へ の 変形 時 に 脚 部 を 除く 機体 すべ て を バッ ク バ ッ ク 内 
に 収納 で きる こと が 挙げ られ る 。 これ は MS 本 体 部 の 保護 に 
繋が る ほか 、 大 気 園内 で の 運用 時 に は 空気 抵抗 を 抑え る 上 
で も 有効 で あっ た 。 NRX-0015 と 同じ く 、 機動 性 と 攻撃 力 に 
優れ た MA 形態 は 本 機 の 大 き な 特徴 で あり 、 戦 闘 力 の 高い 
宇宙 戦闘 機 と し て 優れ た 戦果 を 挙げ た の だ 


改修 前 と 同様 、 NRX-0015- 
に NR 


а 


1221522. MA 形態 時 の メイ ン 
カメ ラ と し て モノ アイ と その 移動 用 レ 


た 
ZEL] GRRE 


ゴチ ェ ス トブ レイ ク を 乗せ る ご : 
が 可能 。 背面 が フラ に な っ 
АКА 


画 変形 シー クエ ンス 
MS 形態 時 は 背部 に 設置 され て いる 
大 型 の バッ ク バ パック が 、 MUP SES, 
よう に その 上 半身 を 包み 込み 収納 す 
Е ІІІ 3 
まれ る こと で 変形 が 完了 する 。 


シザー スピ ビーム キャ ノン 

ギガ ン テ ィ ッ クシ ザー ス の 鉄 部 中 央 に 

は 高 出力 の ビー ム 砲 「 シ ザー スピ ー ム 」 

キャ ノン 」 を 搭載 。 これ は NRX-0015 
され て いた も の より も 大 口 生化 =. 

され て お り 、 その 成 力 も 向上 し て いる 。 


チェ スト ブレ イク と の 連携 運用 を 想定 し て 搭載 され た サテ ライ トシ ステ ム 対 応 兵器 


NRX-0013-CB と NRX-0015-HC は 、 ペ ー ス 機 の 時 点 か 画 サテ ライ トラ ンチ ャ ー 使 用 時 
らち 連 失 し て 運用 する こと を 前 提 と し て 開発 され た 機体 で ある 。 
その 関係 は 改修 4 層 強 化 さ れ 、 一 部 の ガン ダム ・ タ イプ 
MS し か 使用 で き な か っ た サテ ライ トシ ステ ム 対 応 の ビー ム 兵 
問 を 2 機 の 連携 に よっ て 運用 可能 と し た の だ っ た 。 これ は NT 
専用 機 と し て 開発 され た ペー ス 機 を 発展 させ る 考え と し て は 正 
当 だ が 、 非 NT で ある フロ スト 兄弟 に は 皮肉 な 装備 と 言え た 。 


Y キャ リン グ ホ ー ム 格納 時 
サテ ライ トラ ンチ ャ ー を 使用 する 場所 まで 
BUTE. その 奏 身 を 収納 する 使 
用 茶 機 状態 と な る 。 ЗОО 
を 防ぐ ほか 、 砲身 の 保護 に も な る 。 


画 ガン ダム ヴァ サー ゴ 
チェ スト ブレ イク 
всю ета 
と て 月 面 か ら マ イク ロウ ェ ー ブ を 
BIB. NRX.0015HC の 上 部 
り 、 サ テテ イト ラン チャ ー の 
СНЕ, 


GX:9900 カン ダム X の サテ ライ トキ ャ 
JASN AF LLORES 
SRE. 月 面 か ら 供 結 され る エネ ル 
ギー を 使用 する た め 、 MS 単体 で は 発 
生 不可 能 を 高 出 カビ ー ム を 放つ 。 


ONA- 4545 
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GUNDAM EVOLVE 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : RX-93 リガ ンダ ムン NZ-333 a ・ ア ジー ル (а) н] eA 


паа № SPEC -Rx-53 YGUNDAM- № SPEC -wz-333 aazenu- 
- ガン ダム | Ke. 全高 242m (MIA 220т) 全高 108.28m (MRK 58.4m) 
BUNDAM 重量 27э((#@#Ш 620) 重量 1286\(Ф@#Ш 2674) 
Эі3/-2-Ж) 2,980к// Эіӛу-3-ЕЛ 19.830kW 
2525-ИЛ 97.BOOkg 2524S 2.217.5008 
ブイ ィ ン ・ フ ァ ン ネル 装甲 材質 ガン ダリ ウム 合金 RRAN ガン ダリ ウム 合金 
с Б BR ビー ム - ラ イフ ル 。 グレ ネー ド - ラ ン 武装 5 連装 有線 サイ コミ ュ 式 メガ 
チャ ー。 ビーム ・ サ ー ベ ル X2 他 2-Ыях2/ AHF Ha 他 
LL ロン ド ・ ペ ベル МЕ ネオ ・ ジ オン 
搭乗 者 アム ロ ・ レ イ _ 搭乗 者 ク ェ ス ・ エ ア ( ク ェ ス ・ パ ラ ヤ ) 
№ COMPARISON CHART m COLOR 
ЕЕ 


A| 


SEL TERED 
追加 され て いる 


異説 の 中 で 展開 され た 、 ニュ ー タ イプ 同 


宇宙 世紀 に お ける 戦史 の 中 に は 同じ 戦闘 に つい て 
の 記録 て も 、 い くつ か の が 存在 する こと が あ 
Bo U.C.0093 に 勃発 し た ア の 反乱 」 に お い 
て も 、 その よう な 異説 は 存 
所 属す る アム ロ ・ レ イ が 搭乗 し た リガ ンダ ム と 、 ネ お り 、 頭 部 コク ビ > 
с と し て 運用 が 可能 と 
また 、 両 機 の 
と いう 事実 は な 
異説 に お ける RX-93 リガ ンダ ム は 装甲 が 簡略 化 さ れ — OMS (ジェガン) の 救助 に 向かう べく 、 q・ ア ジー ル 』 
て お り 、 機 体 の 軽量 化 に 伴う 運動 性 の 向上 が 図ら れ て 線 離 脱 を し た こと の み が 記さ れ で いる 。 


MECHANIC FILE 


RX-93 リヤ ガ ンダ ム 


ШШ зне 02А 


耐 弾性 能 を 犠牲 に し て 運動 性 を 優先 し た エー スパ イロ ッ ト 仕 様 


第 二 世 代 MS と いう 進化 の 過程 の 中 で 、 その 機体 性 能 


さら に 各部 装甲 に つい て も 見 直さ れ 、 開発 者 
で ある と 同時 に パイ ロッ ト で も ある アム ロ ・ レ イ の 戦術 思想 
被弾 確率 の 低い 部 位 ( 腕 部 や 脚 部 な ど ) CHD 
装甲 の 一 部 を 排除 し て いる 。 


MBA VER 
用 し た よう だ 


#602745. 7P 
ン ネ ル を 装備 する 。 M 
バイ ロッ ト が 放 震 板 と 間 
人 えた ほど の サイ ズ で 、 
同時 代 の ファ ン ネ ル の 
ー 般 基準 か らし て も 大 
きい 部 類 に な る , 


画 ピー ム ・ ラ イフ ル 


ドク の 


リガ ンダ ム 専 用 の 設 
計 と な る ビーム ・ ラ イ 
— 7. SATO 


は の 芸当 と 言え る 。 


N 装甲 イン ナー フレ ー ム 


に フィ シッ ファ ン ネ ル 


フィ ン ・ フ ァ ン ネル を 応用 し た ビー ム ・ パ リア ー は 自 機 の 防御 に 使用 され 
た が 、 異説 で は q・ ア ジー ル の 動き を 止め る た め に 使わ て て いる , 


Ф RFA 


fetes ama 
сжал. BEE 
の 軽 基 に 役立っ て いる 。 
装甲 の 隙間 か ら 内 部 フ 
レー ム が むき 出し に な っ 
て いる の が わか る 。 


Ф 内 部 フレ ー ム 状態 


・ フ レー ム の 


破損 や 廃棄 等 に 対応 可能 な 分 離 機構 の 追加 


ニュ ー Кк ул ジオ ン に 開発 され た 
ач” 、 そ の 巨体 に 似合わ ず 高 い 機動 性 を 
る 。 し か し 、 OBES 部 は プロ ペラ 
ント ・ タ ンク 兼 ス ラス ター と し て 割り 切ら れ た 設計 と な っ て い 
る 。 腕 部 も 有線 式 サ イコ ミュ の ビー ム 砲 が メイ ン と な り 、 基 
本 的 に は 格闘 戦 を 考慮 し て いな い 。 さら に 、 不 要 と な っ た 
増 汗 や 機体 の 各部 を 切り 離す こと で 高い 機動 性 を 維持 し 
続け る 機構 も 追加 され て いる 。 


ム を 東 制 する g・ ア 
ジー ル 。 部 分 の メ 
этас. ж 
制 攻撃 な ど で 使用 さ 


тҡетзЕхал?- 


тш СР" 
ター が 設置 


B 肩 部 可動 機構 
Е 

PHBE TUS, MAARE 

FSH, ЖОЕ C D ROSA 
伏 に 連動 し て い 


E 分 離 機構 

э2е»юВШ генге нар tb 
<. BLM TF BREAMT SCO TES, 
DRBTEMMROMSENE ALI ХТА 
機動 性 能 も 失っ て いな い 。 


ө 上 半身 の 分 離 
eu „жне. ace 


する 。 0・ ЖИ 
いら 7 KHOR CLE 


тасжол 
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アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ 


ガ ンダ ム TR-G 
< ВХ: ] Д = [ダン ディ ライ アン Д 
GUNDAM TR-6 Ў GUNDAM TR-6 [DANDELIONI] | 


巨大 MA ユニ > 


ー テ ィ タ ー ン ズ の 旗 の も と に 一 


(мз) СІЛЕСІ 


可能 な 


MA 形態 
TRA [ダン ディ ライ アン 
変 MA パウ ンド ・ ド ッ ク を 


[イン レ ] の 下半身 を 構成 する [ダン ディ ライ アン 


ド № 
ー ズ や 既存 の 機体 を 模 備 し た TR-6 バ リエ ー 残 減 する だ け の 戦闘 能力 を 秘め て いる шау 


ち 、TR-4 [ダン ディ ライ アン ] を 参考 に 開発 され 機体 構造 と し て は [ウー ンド ウォ ー ト (・ 
GS 124 254 24 


( 素 体 MS は г 
な ほか 、 単独 飛行 も 可 載 の ガン ダム TR-1 [ヘイ ズル ] 
TR-6 は 本 来 「 侵 攻 ・ F テム (inva: 7 [# アン ] より 大 型 
か に 優れ て いた 
[ダン ディ ライ アン TI] は その 本 来 の 次 と 言え る 。 単機 な お 、 本 機 を 下半身 、[ フ ァ イ バ ーTI] を 上 半身 と する 
英 地 に 侵攻 し 、 強大 な 火力 を 破壊 - 合 に [イン レ ] で ある 。 


А8) н] sm 


超 音速 侵攻 用 の [771/31] 


[ダン ディ ライ アン В, RB MB RB AT LIC 
分 類 され る TR-6 パ リエ ーション が [ファイバー 中] で ある (@ 
種 統合 計画 で は 可変 MA メッ サー ラ の 後継 機 的 役割 が 
期待 され た )。 LOR] の 別名 で も 呼ば れ 、[ イ ン レ ] 
の 上 半身 を 構成 する 機体 と し て 知ら れる 。 

その 名 の 通り TR-5 [ファ イ バ ー] の 運用 デー タ を 受け て 
開発 され た 巨大 MA ユニ ッ ト で あり 、 弾 道 軌道 に よる 敵 替 


胴体 部 
系 体 MS([ ハ イ ゼ ン スレ イロ ラー] な ど ) の 
【 フ ルド FT 強化 パー ツ を 介し て 捧 続 

大 型 ジ ェ ネ レ ー タ ー や 臣 凌 コン テ ナ を 搭 
載 し て いる 。 


力 園内 へ の 超 音 速 侵攻 を 目的 と する 点 も [ファイバー] と 
同 o TR-2 [ビグ ウィ グ ] の デー タ も 反映 され て お り 、 
[ビグ ウィ グ キ ャ ノン TI] と 通称 され る ハイ パー・ ロ ング レン 
ジ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン を 搭載 する 。 

本 仕様 は U.C.0088.02 に (F722) 攻防 戦 で 投 
入 され た が 、 こ の 際 の コア ユニ ッ ト ( 素 体 MS) は ガン ダム 
TRA [ヘイ ズル ・ ア ウス ラ ] で あっ た 。 


バイ ンダ ー 
前 部 に 1 フィ ー ル ド ・ ジ ェ ネ レー ター 
と 有線 スプ レッ ドビー ム 砲台 、 後 部 
ニア ャ プロ ペラ ント ・ タ ンク 
[キハ ー ル を 3 機 (左右 
854568) 搭載 で きる 。 


長 距離 射撃 仕様 [フラ イル 一 


万 能 化 換装 シス テム の 完成 形 に あたる TR-6 は 、 そ の 
機体 特性 と グリプス 戦役 末期 の 開発 体制 の 混乱 か ら 、 
様々 な 仕様 が 計画 され た 。 その 多く は コン セプト の み ( 
わっ て お り 、 TR シリ ー ズ や 既存 の 機体 の 模 父 パリ エ 
ン に も 実現 よれ な か っ た 仕様 が 散見 され る 。 

その ひと つが TR-6 [75110-1 で ある が 、TR-5 [フラ 
イル ー] と は 性 能 特性 が まっ た く 異 な 7344-1) 
は 、 両 腕 を コン ポジ ッ ト ・ シ ー ル ド ・ ブ ー ス ター と し た ほか 、 


Ш 17511-1 射撃 形態 
[フラ イル ー】 miam- 
НИЕ 


س 


mea, 


アウ トレ ンジ 攻撃 を 得意 と する 長 正吉 射撃 仕様 だ が 、 TEREST 


い 機体 と 言え る 。 


連作 も 持ち 合わ せ て お り 、 キャ ノン ・ タ イプ より M/ 


腹部 に [フラ イル ー] 用 ビー ム ・ キ ャ ノン を 装備 する な ど 、 長 
下 離 射撃 を 得意 と する 仕様 で ある 。 

キャ ノン ・ タ イブ に 近い 機体 特性 な が ら [フラ イル 一 と 
呼ば れる の は 、 両 腕 の ビー ム 砲 沙 スラ スタ ー・ ユ ニッ ト や 背 
部 の 大 型 スラ スタ ー な どの 機体 レイ アウ ト が [フラ イル ーー] 
に 似る た (火力 面 で は [フラ イル ー] CHALLE) 。 
変形 も 可能 MA 形態 相当 時 の 機体 特性 も [フラ イ 
ルー] と 異な る 。 


Ш [フラ イル ーー 格闘 形態 

ビグ ロ ・ タ イプ の MA を 連想 させ る 形 杖 の 格闘 形態 。 コ =. 
ルド ・ ブ ー ス ター の ロン グ バ レル を 外し て タロ ー を 展開 し て お り 、[ フ ライ 
ж-ш кжктана вын жт отав. 


道 軌道 に よる 超 


КҮРГ 
MSH KH OHE 
は 、 ジオ ン 


Sy 
“- 
EA 


Ш MA 形態 

ии TE HIRE TIMOR 
L. 単独 飛行 が 可能 。 下面 パイ ンダ 
バイ ンタ ー を 左右 に 展開 し た ([ キ ハー 


フス キー・ ク ラフ ト を 装備 
т 
も る る 


NER 


装備 形 ギャ プラ ン I 


[フラ イル 同様 、 命名 元 の 機体 と 異な る 性 能 特性 
を 持つ TR-6 パ リエ ーション に [ギャ プラ ン T] が ある 。 ギャ プ 
ラン の 腕 部 と ムー バブ ル ・ シ ー ル ド 、[ ヘ イズ ル ] OBB, 
青 部 


けら れ た と 考え られ る 。 


B 3:22 ATR-6 [ギャ プ ブラン] 


мањ: に 
ААУ 


ー タ 収集 の た め 、 別 の 機体 の / 
され 


も 試作 され た 。 ド ム の 胸部 を 組み 


oma 92915 


1768 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY ASTRAY 


L6MF-1017A8 : я === 


機体 構造 胸部 グレ ネー ド 弾 、 脚 部 ミサ イル ボッ 
汎用 MS と し て 広く 普及 し た ド 、 マ ディ ガン 専用 銃 (マデ ィ ガ ン 専 
ZGMF-1017 ジン に MS 用 用 機 の み ) 
オプ ショ ン 「 ア サル ト : 所 属 ザフト 
ウド 」 を 装備 させ る ЕЗ 
推力 お よび 武装 の 強化 が 


(A88) н:01 жеті 


қ 


Im COMPARISON CHART № COLOR 


関連 ファ イル 


ザフト 初 の 制式 量産 機 で ある と 同時 に 、 世 界 初 の 汎 
用 量産 型 MS で ある ZGMF-1017 ジン 。 同機 は 宇宙 
性 を 有 し 、 そ の 能 
力 は 当時 地球 連合 軍 の 主力 
機 分 に 相当 する と その 高い 汎用 性 は の 後 、 ザ フト が 新型 機 
万 能 を 意味 する も の で は な く 、 戦闘 状況 や 兵器 開発 競 ルト の 生産 数 は 少数 に 留 ま 
争 に より 、 攻防 力 や 機動 性 に 問題 が 指 描 され 始め た の MS 用 複合 増加 シス テム 構 4 
連合 軍 か ら 奪 取 し た GAT-X102 デュ エル ガン ダム の 強 
れる な ど 、 旧型 MS だ け で な く 新 型 MS の 
推力 と 武装 の 強化 を 図る MS 用 複合 増加 シス テム ーー も 大 きく 寄与 し た こと は 間違い な い 、 


先述 の よう に 本 機 は ザフト の MS ジン に MS 用 改装 オプ 
ショ ン 「 ア サル トシ ュ ラウ ド ] を 装備 させ た 機体 で ある が 、 型 
式 表記 と し て は ZGMF-1017AS と し て 区 別 さ れる 。 その 本 
旨 は 汎用 MS の 性 能 を 底上げ する こと に あり 、 MS その も の 
を 開発 せ ず に 様々 な 問題 点 を 改善 で きる と いう 利点 を 活か 
{г 機 は 、 旧 型 機 を 継続 し て 配備 する 
うえ で MS 用 複合 増加 シス テム が 有用 で ある こと を 体現 し 、 
デュ エル ガン ダム の 強化 案 と し て も 採用 され て いる 。 さら 
は 地球 連合 軍 も その 構想 を 模 位 し 、 連合 製 の 複合 増加 シ 
ステ ム 「 フ ォ ル テス トラ ] が 造ら れ 、 GAT-01D ロン グ ダ ガ ー 
や GAT-O1D1 デュ エル ダガー な ど に 採用 され た と いう 。 


ジン ヤシ グー 用 に 若 胡 し 
アサ ルト シュ ラウ ド の 影響 
下 で 、「 フ ォ ル テス トラ 」 の 
よう な 連合 軍 持 の MS 用 
HERERNE 


п 各部 増加 装備 

バッ ク バ ッ ク 以 外 の 増加 氏 早 シス テム は 、 主 に 攻防 力 の 絢 化 を 四 る た 
め の 装備 で ある 。 さら に 、MS の 汎用 性 を 高め る た め 、 各 部 位 に 装備 さ 
れる 増加 装甲 は 理 況 に 店 じ て パー ジ 可能 と な っ て いる 


人 @ 胸部 

胸部 アー マー は コク ピット ・ ハ ッ チ 開 明 の た め 左 右 に 開 < 構 造 と な っ て い 
Bo BARBI BEL TILAK OWA STN) MEF- 
TAURI Sh тән Жа! Tu. 


VTA SRR 

プロ の MS パイ ロッ ト で あり 、MS コ レク ター と し て も 知ら れる カイ ト ・ マ ディ 
ガン 専用 の 機体 。 シン ヒア サル トシ ュ ラウ ド の 性 能 は ノー マル 機 と ほな 同 
MEN, ВАВА АНАА TUS, 


OFER ROAMER) (тла CF) 


к-к 
切り 替え て 使用 可 
кунт, № 
の 機体 で も 携行 可 
能 な 武装 。 Яш 
銃身 を 上 方 に 展開 
L. MLAS 
ダー に 装填 する 。 


体 の 大 半 の 部 位 は カ 


バー され る こと と な る 


ете 
АМ 
られ て いた 。 ты АлАТ о 
た 6 の の 、 上 方 向 に 


e më 

BOM MARTE 
省 付近 の パー ツ を 用 いて 備 
え 付 けら れ て いる 。 褒 部 に 
備え られ た グレ ネー ド 弾 は 、 
装甲 先 間 部 の カバ ー を 上 
СЕН. 


左 胸部 を 中 心 点 と する 白 十字 が 特 徹 で ある マデ ィ ガ ン 専用 ジン 。 基本 的 に アサ ルト 
シュ ラウ ド 装 備 状 態 で 運用 され 、 アー モリ ー ワ ン 事 変 な ど で そ の 次 が 確認 され で いる 。 


ө バッ ク バッ ク 


電 加 引 偽 に よっ で 大幅 な 重量 増 と な る た め 、 青 部 バッ ク バ ッ ク も アサ ル 
トシ ュ ラウ ド 用 の も の に 換装 され る 。 中 央 の スラ スタ ー 部 に 大 き な 変更 は 
な いも の の 、 両 局部 に 可動 未 の スラ スタ ー ユ ニッ ト が 増設 され た 


өше 
KEDIRI (AVI TERME арй лий, asi MOBS 
ル デ ュ ス ЗАТЕ AMEN МЕШТЕН ЮЖ KERMA TUS, 


© 足 底部 

足 部 の 装甲 は 推力 の 強化 
に 特 化 し て お り 、 足 底部 の 
5 箇所 に 円 形 の スラ スタ ー 
2х2. эв. 
面 に も 方 形 の スラ スタ ー ノ 
ズル が 設け られ て いる 


mayta 176-10 


機動 戦士 ガン ダム SEED C.E.73 A ASTRAY 


スト ライ ク ガ ンダ ム | | 
ТІЛ ТЕРЕ 


(Ass) nebi mwa 18 


ШЕ COLOR 


ө 


өше 7 


№ COMPARISON CHART 
а 


mp vaw 


スト ライ カー バ パック システム 


055018 
т с 


スト ライ クノ ワー ル の 礎 と な っ た スト ライ ク の 再生 機 


地球 連合 軍 の 不正 規 特殊 部 隊 フ ァ ン トム ペイ ン は 、 
意思 決定 機関 で る る ロゴ ス 直 属 
の 武装 集団 で ある 。 組織 は 連合 軍 の 人 員 と 機材 で 構 
成 さ れる 反面 、 私 兵 集 団 と いう 位置 付け で ある た め 連 合 
と ブラ ント の 条約 に 縛ら れず 核兵器 や ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド 
な ど 禁 止 兵器 を 運用 し 、 な お か つ ブ ルー コス モス の 
っ て 最新 鋭 の 装備 を 持つ 。 その 一 例 
スパ イロ ッ ト 用 の カス タム 機 開 発 計画 「 ア クタ イオ ン ・ プ 
ロジ ェクト ] で あり 、 計画 の 一 環 と し て GAT-X105 スト ラ 
イク ガン ダム が 再生 産 され た 。 


機動 戦士 


MECHANIC FILE | 235225 в) (ABS) н] зне 186 


БС) 再生 機 と |.W.SP. の 組み 合わ せ に よる 実験 


スト ライ ク は 、 換装 式 兵 装 で ある スト ライ カー 
よっ て 機体 の 性 格 を 変更 する こと で 、 そ の 時 々 の | 
対応 する 柔軟 な 運用 性 を コン セプト と する 。 た だ し 、 ご 
ステ ム は 専用 の 設備 や 人 員 を 必要 と する も の で あっ た こと 
イオ ン ・ プ ロジ ェクト の スト ライ ク (БЕ) で は 
れ た 。 そこ で 各種 スト ライ カー パッ ク の 機能 を 
統合 し た 特殊 な スト ライ カー パック [LW.S.P.] に 着目 し 、 
再生 機 と の 組み 合わ せ で 実験 を 行う 。 その 結果 、 ス トラ イ 
ク E と ノワ ー ル スト ライ カー が 誕生 し た の で ある 。 


3 種 の スト ライ カー 
パッ 2 を すべ て 装備 し 


BREEAM SPLOMaa De CREMR ENA, エー ルツ ー ド 
№ 1.W.S.P. 装 備 時 ета 


T 


再生 機 を ペー ス と し て 派生 し た スト ライ ク 


再生 機 は 強化 型 の スト ライ Ш GAT-X105E ルカ ス 専 用 スト ライ ク E プア ナ ザ ー ト ライ アル スト ライ カー 

た 。 この スト ライ ク E は 、 ス ウェ ン に 。 MAMI Mi 
ヤマ 杜 も 実験 運用 し 、 テ スト パイ ロッ ト を —- BMT RMN 
Й манг 向上 きせ で いる スト ライ ク だ 
担っ た ルカ ス ・ オ ド ネ ル の 機体 は 独自 の 改良 が 加え られ て TSS tena 
いる 。 EDM, スト ライ カー パッ クシ ステ ム の 再 設計 で ある RAP sma. MDA 
アナ ザー トラ イア ルス トラ イカ ー も 開発 が 進め られ た 。 その REBATES 


В. 装甲 も VPS に 変更 さ 
後 ルカ ス 機 の 実験 デー タ を 基 に 、 ス トラ イク の 発展 型 れ 、 アナ ザー スト ライ カー の 


える GAT-FJ108 ライ ゴウ ガン ダム が 完成 する 。 ore = 
+»- ей, 
ライ 2E の [ 
[Enhance 意味 
|. SEREN 
Ree 
озна 
ど 強 化 され , 
MORE INFO! 
ファ ント ムペ イン に 新 機体 開発 を 依頼 され た の が 、 ア クタ イ ШСАТ-ХЗОЗАА ロッ ソイ ー ジ スガ ンダ ム Ш GAT-X207SR ネロ ブリ ッ ツ - 
オン ・ イ ンダ スト リー 社 を リー ダー カン パニ ー と する 複数 企業 GAT-X303 イー ジス ガン GAT-X207 プリッツ ガン 
チー ム で ある 。 そ の た め 「 ア クタ イオ ン ・ プ ロジ ェクト ] と 呼ば ダム を ペー ス と する 。 $W ダム を ペー ス と する 。 背中 
3 ー ズ で : Е. 形態 、 砲 撃 形 能 な ど 変形 の 可変 アー ム は 、 ク リス タ 
А шасын PAE EME KEARSE 
ТТ ЗЕН 2 
т °” 変形 に よる 運用 性 の 拡張 自在 に 尾 折 し 、 任 意 の 方 
て 開発 され た 強化 型 は 、 どれ も 高い 性 能 を 発 探し た 。 ост MIE 向 に 曲げ る こと が で きる 。 
GAT-X102 デュ エ = 
ルカ ン ダム を ペー ス 
と し た ブル デュ エル 。 
フォ ル テ ス トラ モ 団 
ا‎ 衣 寺 
سا‎ 


GATX103 パス ター 
ガン ダム を ペー ス と し 
た ヴ ウェル デ バス ター。 
時 を 
2212 
Етене 
[К 
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| GNMAYOOO2V zzz 


ml 


ファ ング コン テ ナ 


的 な 機能 は ELS 化 


し て も 変 + 
SILL TRH TU, 


ELS Г 
ガ デ ラー ザ Е 


J ELS GADELAZA | GADELAZA 


侵食 され て ELS 化 し た イノ ベイ ダー 専用 MA 


西暦 2314 年 、 人 類 が 接触 し 知性 を 持 ойт 
体 一 一 地 変異 性 金属 体 
大 きく 異な る 知性 


取り 込み 、 個 体 情 報 を 獲得 する 。 ELSO 
ニケ Í 手段 の ひと つ で ある が 、 


艦隊 は こと ご と く 侵 食 され 


マン が 搭乗 し て いた GNMA-YO002V ガ デ ラー ザ も 逃 
れる すべ は な く 、 機 体 と も ども 融合 され た の だ っ た 。 HF 
うし て ELS の 血 肉 と な り 、 最 

ー ザ と し て 出現 し た と いう 

作 兵器 GN グ を 

こと な く コ ピー し て い 


合 で 得 られ 


明 で ある 。 


(mes) mebi зет 220a 


RR СМ 7 GNI (ЖШ 


グ 小 型 ) 他 


原型 機 
GNMA-YO002V ガ デ ラー ザ 
は 、 初 の 純粋 種 イノ ベイ ター 専 


用 MA と し て 地球 連邦 軍 が 開発 
し た 機体 で ある 。 し か し ELS に 
よっ て 保 食 融合 され た . 


可変 機構 
イノ ベイ ド 勢 力 が 開発 し た 大 型 
MA の GNMA-0001V レグ ナン 
ト と 同様 に 可変 機構 を 搭載 
ELS 化 し た 際 も 巡航 モー ド (Ж) 
と 戦 開 モ ー ド を 使用 する 


関連 ファ イル 


FILE PREVIEW 


0003-47 ея 


ELS ガ デラ ー ザ は 、 基 本 的 に 原型 機 の 性 能 や 火力 を 
再現 し た 機体 と な っ て いる 。 この た め 色 航 モー ド か ら 戦闘 
モー ド へ の 変形 も 可能 と し 、 最 大 火力 と な る GN ブ ラス ター 
の 使用 も 目撃 され た と いう 。 融合 し た 対象 を 再現 する ELS 
の 形状 変化 は 、 複雑 な も の ほど 完全 に 擬態 化し 切れ な い 
と され る が 、 上 記 の よう に ELS ガ デラ ー ザ の 再現 度 は 非 
常に 高い 。 原型 機 は 中 型 ELS に 捕獲 され た の ち 複 数 の 
小型 ELS に 同化 され 、 ELS 化 し た よう で ある 。 


Шон и 

NEAR FS EY Ska SMA. BN プラ スタ ー の 
BP ORBARMLTLEAOLICTS, ELS 化 し た 際 も 形状 は ほ 
322756 ч 


помуУу27 
IGN フ ァ ング 内 に 小型 GN フ ァ ング を 内 蔵 。 AAA yh RE +С 


ж 
活動 する と も 考え られ る 。 な お 、 GN ファ ング を 引き 連れ た ELS ガ デラ ー ザ は 昆 中 
Ф 大 型 GN フ ァ ン グ 


ө 小型 GN ファ ング 


する 遠隔 反 人 兵器 だ が 、ELS 化 に より GN フ ァ ング 自体 が 独立 し て 


うな 印象 を 目撃 者 に 与え た と いう 。 画像 は 和合 前 の GN フ 


АСАН. зінен 
ӘНЕ, TUS. RIL 24% 
開 朋 の アー ム を 内 蔵 し て お り 、 GN ビ ー ム サー ベ 
J GNE- вск ОВЕН 
る よう に を る 


MORE INFO! 
ELS と の 共生 


人 類 と は まっ た く 異 な る 知性 体 だ っ た こと か ら 、 不 幸 に 
も 最初 の 接触 で 戦闘 に な っ て し : Ss LOLABE - 
ドド ・ セ イエ イ に よっ て 試み られ た 対話 が 成功 し 。ELS は 強 
制 的 な 融合 を 停止 し た 。 その 後 の 人 類 と ELS は 共生 と い а 
う 道 を 歩み 、 西 暦 9964 年 の ワー クロ ー ダ ー「 サ キ ブレ ] 
は 頭 部 に ELS を 格納 し た タイ プ も 造ら れ て いる 。 


ELS と 融合 し た クア ンタ 。 АИИС, マリ ナ ・ イ 
スマ イー ル と の 再会 の 折り 、 模 体 に 蜂 や か な 花 を 江 か せ た , 


ELS に 融合 され た 
兵器 群 


ELS の 出現 時 に 送ら れ た 連邦 軍 先 道 艦隊 は 、 すべ て 融合 
され て いる 。 その 共に 艦艇 や MS の デー タ は ELS に 取得 され 
て お り 、 最 終 決戦 の 隊 に 艦艇 や ジン クス IV に 擬 台 し た ELS 
が 攻勢 を 仕掛 けた 。 完全 な コピ ー で は な いも の の 、 和 粒子 ビー 
ム を 使う な ど 通常 の ELS よ り も 高い 戦闘 力 を 発揮 し て いる 。 な 
в, 中 に は 融合 され た ダブ ルオ ー ラ イザ ー も 存在 し た と いう 。 


жито иан 
の 攻撃 記法 で あっ た ELS だ 


で 、 原 始 的 な 突進 を 止め 、 戦 
還 行 為 を 行う よう に な っ て いく 。 


MAAN TELSILL AMR. 
戦 還 が 進む に つれ 、 コピ ー に よ 
る 無能 だ け で な く 、 融 合 され た 
能 隊 や MS は その 場 で ELS1 ヒ し 
て 戦闘 を 開始 し 始め た 。 


B ELS ジ ンク ス V 
к.зсаёнвап 24 
クス M。 Вара 
る も の の 細部 は 異な 
る 。 優れ た 装備 換装 
Rhet, ia 
GRREBRLAM 
пити, 


maax 176-14 


в. Е. 
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жешнен 
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GUNDAM EVOLVE (#802: 


ECHANIC FILE 


152-006 (М52-006-1 


000-38 н 


ショ ン 機 と 同様 、 頭 部 の 基本 構造 は べ 
で あり 、 脈々 と 継承 され て いる も の で ある 


Z ガ ンダ ム う 3 号機 
B 型 


unknown 


1 У? GUNDAM II В ТУРЕ] ШВ TYPE 


ス 機 に 準じ て いる 。 その 


所 属 カラ バ 


で ся mne cÓ 


カラ バ が 開発 し た 1 イエ ロー カラ ー の Z ガ ンダ スム 3 号機 


エゥーゴ 初 の TMS (可変 MS) で あり 、 同 組織 の フ 
ラッ グ シ ッ プ MS と し て 開発 され た MSZ-006 Z ガ ンダ ム 
ル な ワン オフ の 機体 と し で: 
は カラ バ で 運用 する た め に MSZ- 
: 列 機 が 複数 機 生産 され て いた の は 事実 
グリ プス 戦役 後期 の U.C.0087.12. 
豪華 宇宙 客船 プロ スペ ロー 号 落下 事件 
活動 を 行っ た MSZ-006-3 Z ガ ンダ ム 3 号 機 。 そし て 
カラ バ の チャ クラ 研究 所 に 配備 され た その パリ エー ショ 
ン 機 も そう し た 機種 ( 


177-3 


MSZ-006-; BONUS ョ ン 機 は 3 機 存在 し て 
や MS 形態 時 の 


関連 ファ イル 


この 3 機 の 中 で 火力 の 増強 に 主眼 を 置 ‚6ч 
の が 、MSZ-006-3B Z ガ ンダ ム S 号 機 B 型 で あ 

星 軌 道上 に 出現 属 不明 の 巨大 可 3 AI 
ス ] が エゥーゴ 艦隊 を 壊滅 し た こと に 伴い 、 本 機 を 含む 
系 列 機 3 機 が 出撃 。 オー ルレ ンジ 攻撃 を 仕掛 け て き 
強敵 ゲ ミ ヌス を 迎撃 すべ く 、 死 闘 を 繰り 広げ た 


Г ка 大: カ ビー ム 兵 装 を 得 た こと で 可能 と な っ た 戦力 の 増強 


MSzZ-006-3 の 大 火力 仕様 と し て 改修 され た 本 機 に は 、 N 大 型 ビ ピー ム ・ ラ イフ ル (ビー ム ・ キ ャ ノン ) Ш メガ ・ ガ トリ ング 
ペー ス 機 か ら 大 幅 に 強化 され た オプ ショ ン 火 器 が 新た に 与 2 MSZ.006-3B 専 用 に 新た に 障 発 され た 大 型 ビー ム 火器 。 その 砲身 は ウェ PEDE- "TIS E 
られ て いる 。 同時 期 に 開発 され た バリ エー ショ ン 機 MSZ-006- AA AF к, ры Рт 
Р2/ЗС Z ガ ンダ ム 3 号機 P2 型 は 、 \ー タ イプ 用 の シス テム 使用 時 は 腕 部 ご と 功 機 を 向く 。 
を 組み 込ん だ 特殊 機 だ っ た 。 その た め 、 非 NT で は ある が エー この 兵 装 も 本 機 専用 に 開発 さ 
ス 級 の 腕 を 持つ パイ ロッ ト が 操 継 で きる 、 純 粋 な 戦闘 力 向上 タ 

イブ の 機体 と し て 本 機 は 生ま れ た 。 また 、 アナ ハイ ム ・ エ レク ト 

ロニ クス 社 は MSZ-006 用 の ハイ パー・ メ ガ ・ ラ ンチ ャ ー を 開発 
し た こと か ら も 、Z タ イプ MS の 火力 増強 策 へ の 関心 が 強かっ 
の で は と 推測 され る 。 そこ に カラ バ の 意向 が 上 手 く 合致 し た 
本 機 の 誕生 に 結び つい た と 言え る だ ろ 


метін Dn 
を 持つ ピー ム ・ キ 

機 の パイ ロッ ト の グレ イ も 

で ある ゲ ミ ヌス の : 


ビーム ・ キ ャ ノン と 比較 し て 取り | 
втв. 連射 や 速射 も 可 
ЕТЕТИН 
REDAN ЕЕЕ 


ウェ イブ ・ ラ イタ ー 形 態 で の 火器 運用 に 主眼 を 置い た 改修 


MSZ-006-3B の ウェ イブ ・ ラ イダ ー 形 (飛行 形態 ) の № 飛行 形態 


ルム は 、 ペ ー ス 機 と は 大 幅 に 印象 が 異な っ て ! ペー ス 機 同様 推進 方 向 に 推 
ス 機 に は シー ルド が 収まっ て いた 機 首 に は ビー ム ・ キ ャ ノン が ев 

ント され 、 テ ー ル スタ ビラ イザ ー は 大 型 化し て いる 。 RA Саной スタ ピラ イザ ー 
構造 は ペー ス 機 に 準じ て いる が 、 前 述 の 変更 箇所 に よる 影 。。。 LOREM LEMME MS 形態 時 に は 左右 に 展開 され て いる 

で 空力 特性 は 低下 し て いる と 見 られ る 。 また 機体 下 に 大 き が 、 ウ ェ イブ ・ ラ イダ ー 形 態 時 で は 1 基 
く 張り 出し た ビー ム ・ キ ャ ノン も 、 ウェ イブ ・ ラ イダ ー 形 態 の 大 басыны ы іы. 


気 園 突入 時 に お ける 障害 に な - われ て いる , 
BEINE: 機構 と いう 複雑 な 要素 を 有 し た 機体 だ 改 


ピー ム ・ キ ャ ノン 
機 普 に 砲身 が マウ ント され た こと に よ 


4, ウェ イブ ライ ダー 


修 に も 様々 な 困難 が あ 


mratak 


メガ ・ ガ トリ ング 主翼 
機体 下部 に マウ ント され 、 ビ ピー ム ペー メ 機 と ほぼ ば 同一 形状 で ある MSZ- 
キャ ノン と 同じ く ウ ェ イブ ・ ラ イダ ー 006.3A Z ガ ンダ ム 3 号機 A 型 と 局 じ 
時 で も 射撃 可能 と な っ て いる жинап. 


MORE INFO! 
グレ イ ・ ウ ルフ 


MSZ:006-3B の 専任 パイ ロッ ルト を 
季 め た の は 、 一 年 戦争 を 生き 抜い た 
歴戦 の 勇二 グレ イ ・ ウ ルフ で ある 。 元 


ジオ ン 公国 軍兵 士 で は ある が 、 同 僚 
で ある 元 連邦 軍 の エー ス 「 ホ ワイ ト ・ 
ユニ コー ン (※ ア ムロ ・ レ イ と 思わ れ 
BAM)! の 逐 を 認め 共に 戦え る こと 
を 光栄 に 思っ て いた 。 ゲ ミ ヌス 迎撃 
作戦 で は ホワ イト ・ ユ ニコ ー ン に 後 を 
МНС, BEHET. 


画 大 気 園 内 脱出 用 ブー スタ ー 


4 体 を 軌道 上 へ 送る 
ТЕ 3 


УХО 
D ロ ケッ ト ・ ブ ー ス ター 
ト を 備え で いる 


CARENA 


@ ブー スタ ー 接 続 時 


プー スタ ー 前 面 に ある 2 つの 
MSZ-006.3B の つ ЗЕЕ 
Я HREBOMSZ-006-SBLI 7 
к ゼー タ 」 と 呼ば れ て いた 。 #5. Ж 
r > で は 「 パ バス ター・ ゼ ー タ 」 と 呼称 する 


maA 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ ティ ター ンズ の 旗 の も と に 


ガン ダム TR-G 
K-124 
\ | 


(м8) н:01 sweet 9A 


上 半身 

イン レ ] の 上 半身 は 、 TR-6 の 趣 音速 

ЖАО [7741/5-Ш で あ 

る 。 [イン レ ] は 火力 を 担い 

77415-1) 側 の 搭乗 員 は 主 に ガ 
ba) ナー を 担当 


ワラ イル 一 四 も 同様 
EMSC UN CRS 


巡航 形態 
женева 


に ドラ イ バ ー を 担当 する 


[フワ ファイバー 有 I] と [ダン ディ ライ アン 中 か ら 成 る 決戦 兵 


ВХ-124 ガン ダム TR-6 の 最終 形態 に し て 究極 形態 は それ ぞ れ コア ユニ ッ ト が 搭載 され 、[ フ ァ イ バーT] MO 
仕様 [イン レ ] で ある 。 TR-6 の 超 音 : р 搭乗 員 は ガ ナ ー、 ィ ラ イア ン ロ I] 側 は ドラ イ バ ー を 

攻 形態 [ファイバ パー] CARA MES 担当 する 。 な お 両 コ アユ ニッ ト を [ハイ ゼン スレ イラ ー] 
ディ ライ アン I] が 合体 し 様 で 、 大 気 園内 外 を 問 場合 、 搭乗 員 は 最大 6 名 と な り [イン レ ] の 複雑 な 


関連 ファ イル 


戦闘 能力 を 発揮 する 。 その 戦闘 能力 は 常 機体 管制 が 容易 と な る (コア ユニ ッ ト は [フル ド F ド 搭載 


泥 U.C.0088.02 に (Z! 
あろ う 言 われ て いる 。 ター ンズ 上 層 部 が 出撃 を 指示 | の 、 現 場 の 判断 
と し て は 上 半身 が [ファイバー 、 下 半身 が 投入 され て いな い 。 戦役 後 、 設 計 デ ー タ は 火星 遼 の ジオ ç соса бе 
[ダン ディ ライ アン T] で 構成 され る 。 上 半身 と 下半身 に ン 残 3 ジオ > り リ 、 開 発 が 継続 され た と 言わ れる 。 = [САЛОНА 


機体 構造 


RX-78GP03 ガン ダム 試作 3 号機 の よう な MS を 管制 
ユニ ッ ト と する 巨大 MA に 思え る [イン レ ] だ が 、 REELT 
は 巨大 な 合体 ・ 可 変 MS と 言え る (世代 分 類 で は 第 四 世 
代 MS に 相当 )。 MS 形態 が MA に 見 える の は 、 腕 部 に あ 
た る 複合 防御 パ バインダー と 有線 スプ レッ ドビー ム 破 人 の 位 
置 関係 の 問題 と 、 脚 部 相当 の クロ ー・ ア ー ム を 収納 し て 
いる た めで ある 。 有線 スプ レッ ドビー ム 砲 台 と クロ ー・ ア ー 
ム を 展開 する と 人 型 に な り 、 全高 は 100 級 に 達する 。 

運用 は [832 MRR ATL の 性 格 を 活か し た も 
の で ある 。 巡航 形態 (MF 形態 )、 弾 道 飛 行 で の 起 音速 侵 
BL ARB A CEL CROC RIEL, BAT 
СВЕТ 5. ミノ フス キー・ ク ラフ ト と 肢 部 相当 部 
が ある た め 、 大 気 囲 内 で の 作戦 行動 も 可能 で ある 。 MIER 
入 後に は 、 複 合 防御 パイ ンダ ー に 搭載 する [キハ ー ル 中 
機 を 護衛 に 当たら せ 、[ イ ン レ ] は 攻防 力 を 司る 形 と な る 。 

FUTA Е M: 


МЕЕ T Ski 
Be М5 ЖЕ 
р к. 


[イン レ 〕 を 開発 し た コン ペイ 
トウ 技術 本 部 は 


巨大 合体 ・ 可 変 MS と し て の [イン レ ] 


m 合体 ・ 変 形 図 47 


る [ファイバー] と 機動 力 を 担う [ダンテ 
サイ ズ こ そ 異 な る が ZZ ガン ダム や S ガ ンダ ム に 近い シス : 


ライ ア > 


ПИВНЫЕ С, 巡航 形態 や 射出 形態 に 変形 可能 
で あり . WMO ВС LASHER EARL CS. 


HLV 型 の 大 出力 ブー ス 
ター を 搭載 し た 仕様 
左 図 は MS 形態 、 右 名 


ЕГЕТТЕ 


TROD RIVER 


決戦 仕様 [イン レ ] 以外 に も 、 万 能 化 換装 シス テム を 活 
か し た TR-6 の 超重 装 バ リエ ーション が 模索 され た 。 

その 中 で も 、 究極 ・ 最 終 形 態 [イン レ ] を 超え る 兵器 と し 
て 構想 され た の が [サイ コ ・ イ ン レ ] で あっ た 。 その 名 の 通 
り [ イ ン レ ] に サイ コミ ュ を 組み 込ん だ 仕様 で 、[ フ ァ イ バー 
Nl] 部 の 武装 コン テ ナ を ビッ ト 搭 載 型 に 換装 し て いる (ビッ 
ト 以 外 に も リフ レク ター・ ビ ピッ ト や プラ ズ マ ・ リ ー ダ ー、 МВС 
兵器 な ど を 搭載 可能 ) 。 サイ コミ ュ に よる 思考 制御 で 、 複 


Ш [クイ ン リィ ] フル アー マー 形態 
(ウイン リィ ] に 、 サイ コ ・ ガ ンダ ム の 手足 ミ 
キー・ ク ラフ ト の 試作 飛行 シス テム 「 ダ イダ 
ト 」 を 追加 し た 仕様 。 ダイ ダ ロ ス ・ 
プン ディ ライ アン と 同じ モデ ル 


Ш [クイ ン リ ィ ] 

所 上 防 衝 用 の 形態 多種 多様 な 撤 備 搭載 可 
能 な ウェ ポン カー ゴ を は じ め と する 直 装 群 を 備え 、 
上 森 同時 攻 連 が 可能 。 機体 左右 に MA 形態 の 
[アド バン ス ド ・ キ ハー ル を 接続 し て いる . 


雑 化 し た 火器 管制 機構 の 問題 を 解決 し た も の の 、 パ イロ ッ 
ト は ニュ ー タ イプ 能力 者 に 限ら れ た 。 

[イン レ ] 系 以外 の 超重 装 パ リエ ーション で は 、 MAG 
衛 形 態 の [クイン リィ ] シリ ー ズ 、 [ウーン ドウ ォ ー ト ] に MRX- 
009 サイ コ ・ カ ンダ ム の 手足 な ど を 搭載 し た ギガ 
形態 が 知ら れる 。[ イ ン レ ] ほど の 万 能 性 こそ 持た な い が 、 
巨体 に 相応 し い 大 火力 を 備え て いた 。 た だ し 、 こ れ ら の プ 
画 の み に 終わ っ た よう で ある 。 


Ш [ウー ンド ウォ ー ト ] 
ギガ ン テ ィ ッ ク 形 態 っ 


だ が 、 жинди» тулды, 


様々 な オプ ショ ン が 用 意 


8: 
孝 軍 機 の 部 品 規格 を 続 
ー し 、 互 換 性 や 整備 性 を 
向上 させ る 目的 も ある 


ва. 9:94 


機動 戦士 ガン ダム SEED ASTRAY 


ШЕГІ л, © 


パイ ロッ ト 


н] КИТ 


ЖИ M7070 28mm パ バルカン シ ステ ム 内 
装 防 盾 /MMLM7S 76mm 重 突撃 


封印 され た 改良 型 の アサ ルト シュ ラウ ド 関連 ファ イル 


C.E.71 の 戦争 に お いて 、 当 初 MS を 持た な か 強化 パー ツー 一 改良 し た アサ ルト シュ ラウ ド を 用 意 | = 
球 連 合 軍 は ザフト の 機体 を 画 獲 し て 運用 し て い . ら 元 より 量産 機 の スペ ク を エー ス 専 用 機 並 み に 引 き 上 げ 
HMS は コー ディ ネイ タ 


LFI と いう 
シュ ラウ ド の 使用 を 


ТІГІ 


MECHANIC FILE. ІІ? 


機体 構造 が 改良 し た アサ ルト シュ ラウ ド 
シグ ー 自 体 は 上 獲 し た 機体 で 、 ジス ト 用 に カラ ー リ ング 画 通常 時 
内 部 に 手 が 加え られ て いる 。 COR MILT HI アサ ルト シュ ラリ ド 非 装備 の ジス 
ン 
ジス ト 横 は 内 部 構造 に 大 
“ある 。 これ は シー ルド と し て の 機能 と 同 改造 が 加え られ て いる 
1 る 式 装 強 化 と 空力 制御 併せ 持つ 
ジス ト は 本 機 で 敵 の 上 空 から 強 襲 し 、 合 計 6 基 の ガト リン 
グ 砲 を 浴び せる 戦法 を 得意 と し て いた 。 
地上 に お ぉ ける 空中 戦 で 
は 通常 の シグ ー の 場合 
MS 支援 空中 機動 飛翔 
124 > A TS 
M7070 28mm バ ルカ ン 
シ 装 防 慎 を 最大 
で 2 基 同 時 運用 で きる , 
Ш アサ ルト シュ ラウ ド 各 部 О 胸郭 バーツ 
身 休部 に 強化 パ ー ツ を 配 し て いる 。 PONAD M FR M TERIAL CRM, CAMO АОСУ. | バイ タル ポイ ント を 種 うた ai 
定 する 。 防御 力 の 向上 に 効果 を 高め る 
р 2 
"a 
( 88 
ча ыў a 
バイ ンダ ー 
2 基 の バル カン 砲 を 内 装 。 宇宙 で ч 
は AMBAC と し て も 機能 する 。 ЖЕШ ¿> 
の 整流 板 等 で 空力 制御 も 担い 、 機 < 1 
コントロール 能力 向上 する БУ 
© тв/-у | ©тюёл—>У 
жетеди). жж バイ ンダ ー と の 接続 部 を 設け て いる 下 腕 部 に 装着 する 装甲 と し て 機能 。 肘 の 可動 を 妨げ な いよ : 
НЯ MORE INFO! 
一 般 機 の アサ ルト シュ ラウ ド 
シグ ー の 基本 色 に 合わ せ 、 同 系 統 の 色 で 統一 され た 
一 般 機 の シグ ー ア サル ト 。 ザフト が 開発 サル トシ ュ 
ラウ ド は 、 基 本 的 に ジン や シグ ダー の 機体 ご と に 用 意 さ れ て 
いる が 、 ジス ト 機 は 回 合 軍 独 自 の 調整 が 施さ れ て いる 
Ө шел-у 
Еежмиезевттазсайы. —7—W80 LION 
し た 形状 を 持つ 。 RMON BRIA. 空力 制御 も 揚 う _ 


- 
Б 


N 


mamara 177-8 


機動 戦士 ガン ダム SEED DESTINY MSV 


БЕЗ 


Уна WUNMS/ 


ІШ SPEC -6AT-S02R N DAGGER N- 


mbl sr 172 


№ SPEC -car-x399/0 WILD DAGGER- 


全高 一 全高 — 
_ 重量 一 Зе 1 — 
ah 一 а-я — ё 
2523-40 - 2525-8 ーー 
9 _ 装甲 材質 一 
ЖИ 攻 盾 シス テム DFH-S2026 > RR ЕБТ А2 
ルト ゲ ヴ ェ ー ル 他 слава 他 
所 性 地球 連合 軍 


GATX207 プリ 


ッ ガン ダム ( 
аа 
また 機体 各所 に 


子 ワ イヤ ー リ ー ル の ロ 
EATS, 


特殊 な コン セプト を 有 し た 異端 の ダガー 系 バリエーション 


GAT-01A1 ダガー (通称 105 ダ ガー) は 非常 に 拡張 
性 や 汎用 性 に 優れ た 機体 で あり 、 様 々 な 派生 機 の ペ 


ス と し て 用 いら れ た 。 中 で も C.E.72 の ユニ ウス 条約 に 
体 GAT-SO2H N ダ ガーN と 、 四 足湯 
り 入 れ た GAT-X399/Q ワイ ルド ダ 

ガー は 、 非常 に 異質 な 派生 機 で あ 
前 者 の N ダ ガーN は 、 敵 防衛 拠点 や 前 線 
の 破壊 ・ 索 敵 お よび 要 人 誘拐 ・ 暗 殺 な どの 特殊 戦 や 


の 施設 


不正 規 戦 用 に 開発 され た 。 核 動力 や ミラ ー ジ ュ コ ロイ ド 
の 装備 な ど ユ ニウス 条約 に 抵触 する 機体 で あっ た た め 、 


公 に は 条約 締結 後に 開発 中 止 と され る 。 し か し 裏 で 研 
究 は 続き 、 陰 の 存在 と な っ た 技術 者 た ち は 「 
クス ] 「 シ ノビ マフ ィ ア 」 CBSE MRL ECU 
UD [N] it 

字 (前 後 どちら の [N] か は 不明 ) だ と 信 

後者 の ワイ ルド ダガー は 、 バ クゥ に 対抗 する た め 開 発 
が 始ま っ た も の の 、 経 費 の 膨大 さか ら 開 発 が 凍 結 さ れ た 
機体 で あ だ が 、 四 足 獣 形 態 プ MS 形態 の 可変 機 
構 を 備え る ZGMF-X88S ガイ アガ ンダ ム を 手 ( 
と で 開発 が 再開 。 ガイ ア の 構造 を 模 し て 完了 


ERE 727:-7- 


— бт үш 
TX3990 WILD DAGGER 

ust GEN 0 
SEN 


ワイ ルド タ ガ ー GY 
= 


OMNI 


背中 の ター レト で 


多彩 な 装備 を 軍用 


FILE PREVIEW 
DES-01.15 GAT 02L 


N37 —NO BIE Re ブリッ ン の 特性 を 引き 継い だ 機体 


Z 性 を 発展 させ た 機体 で あり 、105 ダ ガー | 画 攻 層 シス テム 
を ペー ス に し つつ も 形状 は ブリ ッ ツ に 似 た も の と な っ た 。 DFH-S2026 
型式 番号 の 「SO」 は 「Special Operation = ГЈ シル トゲ ヴェ ー ル 
ст, Жимс Мапа. C.E.73、 | ブリッツ の 攻 計 シス テム 「 ト J ケロ 
ロゴ ス が 立て 籠 も っ た へ ブン ズ ペ ー ス に お いて 、 対 空戦 り 、70mm 高 エネ ルギー プラ スタ ー 
略 兵器 ニー ベル ング を 守る ステ ファ ン ・ ウ ィ ル シャ ー 大 尉 の | を 内 装 し て いる 。 MESRA. p 
第 2012 パ トロ ー ル 小隊 な ど に 配備 され て いた 。 са 


а-аа 


使い セイ ラン 部 に 忍び 込 | 
A だ 


胴体 と 一 体 化 し た スラ ス 


フリ ッ ツ の ビア サー ロッ ク 「 ク レイ ブ ニ ー ル 」 ож АЫ 
ター の 構造 は ブリ ッ ツ を = 


に 備え 、 爪 が 可動 する グレ イブ ニー ル と 異な けり 切り 


атла. ARCE 
MiQ1S27 ті 
MART AR A 
ニス ター を 装備 する 。 


ガイ ア の 奮 取 を 転機 に 方 向 転換 され た 構造 と パー ツ の 共有 化 


EESO [Q] は [QUADRUPED J | N 四 足 獣 形態 
ж, pia page WNWMSEL THEN с. COIN (Counter Insurgency) 
ТУФАН СЕ СЕ HR. 可変 フレ ー ム | Званне 
構造 の X300 系 を 下地 に 、105 ダ ガー の 改修 機 で ある ダ 
ガー し から 多く の 部 材 を アッ セン ブリ ー 単 位 で 転用 し 、 破 格 
の 低 コス ト に 抑え て いる 。 本 機 は 72 機 が 発注 され 、 そ の 内 
70 機 を 製造 。 ウィ ル シ ャ ー 隊 に も 配備 され て いた 。 

ガイ ア (Е) の 連合 製 量 
жаалын киз! 


似 て いる も の の 、 ワイ ルド 
は 対 MS で は な く 対 


に 本 禁 が 特 化し た の は 、 対 内 抑圧 宣 に A / 
ART) AGS {BOOLEAN 4 


шан | 46mm 7A 4 H NIJ ZZ RAR ы 175тт% В 

背部 の ター レッ ト は ユニ ロ 竹 が 46mm と イー ゲル シュ テル ン 了 I 並み (40mm) ©. COIN 埋 に 有効 үе йур И 
バー サル 規格 化 きれ て お SALE. шейни аа ТУНИ Бла тшнг шера сюй ане 
у. ABP LE 3595. В RBM EBA KA KCRRTESLER DNS, MML, mEDMNC SCOALA ERIE TANTS. 

CRS FMA ENE 


面 に 展開 で きる 。 
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г. ШІН 


Нети < 


ІШІ 


=n 


СЗ al] АШ 


ステ ム (900-7 R 
же—ыйймах2 г GDU-X4 突撃 
E— LRBEIXB) - MA-BAR76T 
高 エ ネル ギー ビー ムラ イフ ル fb 


所 属 ザフト 


ZGMP-XISA プロ 9 


W COMPARISON CHART № COLOR 
20m = 2 


MA-BAR76T Ж 
TERT: 


ドラ グー ン ・ シ ステ ム を 改良 し た プロ ヴィ デン ス の 人 後継 機 


関連 ファ イル 


ザフト の 新兵 器 MS 対抗 で きた 地球 連合 軍 の 
Š ン バ パレ ル を 操る MA メビウス ゼロ だ け で , 
角 的 な 攻撃 が 可能 な ガン バレ ル は . 


用 で きる 遠隔 操作 兵器 で 


に 着手 。 ZGMF-X3000Q プロ ヴィ 
能力 に 優れ た 者 が パイ ロッ ト で も 扱え る よう に 改 
) その 兵器 と し て の 』 
Disconnected Rapid Armament Gi 
Operation Network Sys 


機動 兵 装 群 ネッ トワ ー 


tem (分 離 式 統合 制御 高速 
シス テム ) を 独自 に 開発 し た の 


アッ プ デ ー ト さ れ た 結果 、 レジ ェ ンド に 番号 は 継承 され な 
な お 、 ラウ ・ ル ・ ク ルー ゼ の 戦争 犯罪 が 理由 


-ХІЗА プロ ヴィ デン スガ ンダ ム で 実 


se 177А 


ыы ый フロ ヴィ デン ス と ザク の 融合 ヒ と ドラ グー ン ・ シ ステ ム の 改良 
E MA-M8 ビー ム ト マ ホー ク 


ザフト の 次 世代 MS 開発 計画 に 基づい た 先進 試作 機 
の 1 機 と し て 製造 まれ た 。 その コン セプト は プロ ヴィ デン スズ 
と ザク シリ ー ズ の 融合 に あり 、 本 機 は 両機 の 特徴 を 形状 
に 残し て いる 。 その 腹部 と 脚 部 に 備わっ た フレ キシ ブル 
チュ ー ブ は ザク 系 機体 の 特徴 で ある マル チコ ンジ ッ ト で あ 
5. 本 来 の 1000 系 機 で は コン ジッ ト に 誘導 ミサ イル 迎撃 
用 の プロ アク ティ ヴ ア ー マ ー シ ステ ム の マル チ ダ ズ ラ ー を 
有 す が 、 プ ロ ヴ ィ デン スザク で は 原子 炉 の 冷却 系 と ドラ 
グー ン ・ シ ステ ム 制 御用 の 量子 トラ ン シ ー バ パー を 収め て い 
Š, また 、 一 般 パイ ロッ ト で も 操作 で きる よう に 拡張 され た 
開発 実験 バー ジョ ン の ドラ グー ン ・ シ ステ ム を 搭載 し た 


ンド GB) БИК. $ 


итә, кенет? 
RESO ГА] は 人 
的 に 付け られ て いな い 


プロ ヴィ デン スザク 脚 部 の 
マル チコ ンジ ッ ト は レジ ェ ンド 
(Æ) тай. МА-М805 
デフ ァ イ アン ト 改 ビー ムジ ャ 
ペリ ン が 内 外さ れ た 


& А107 


GDU-X7 
о зви лана 


 GDU-X4 
実 撃 ピー ム 機 重砲 


第 2 世代 ドラ グー ン ・ シ ス 
テム 。 大 型 の GDU-X7 
突撃 ビー ム 機 動 砲 は レ 
ジェ ンド と 共通 だ が 、 小 
型 の GDU-X4 RPE- 
ム 機 動 栓 は レジ ェ ン ド の 
GDU-X5 と 異な り 、 打 突 
で の 物理 攻撃 も 考慮 し 
て る 


ピー ム ガ が 


た 場合 
る 本 兵 装 を 運用 で きる 


画 シー ルド 装備 時 
局 ア ー マ ー の 構造 は プロ ヴィ デン ス を 講 叶 し 
の スラ スタ ー を 内 度 (レジ ェ ンド で は 一 

こ に ザク 用 の シー ルド を 装着 する こ 


E MA-BAR76T 

高 エ ネル ギー ビー ムラ イフ ル 
し ジェ ンド の MA-BAR7BF 高 エネ ル 
ギー ビー ムラ イブ ル の 試作 型 。 コス メ 
チッ クチ ェ ンジ され て 抽 式 採用 され た 
グリ ッ プ が 収納 され 、 背中 の コネ クタ に 
接合 され る 構造 は 受け 継い で いる 


する 投入 可能 
атт, 本 機 の 標準 装備 で は 
な く 、 サク 用 の シー ルド を 装 炉 し 
тсн со 


ドラ グー シシ スネ ム 
搭載 機 の 新旧 


“第 1 世代 ドラ グー ン ・ シ ステ ム を 搭載 し た プロ ヴィ デン 
ス に は 、 空 間 認 議 能 力 の 高い パイ ロッ ト が 必須 で あっ た 。 
ADR, 第 2 世代 で は 一 般 パ イロ ッ ト も 使用 可能 と な り レ 
ジェ ンド に 採用 され て いる 。 また 、 こ れ ら 新 機体 の デー タ 
を 玲 っ た クラ イン 派 の ファ クト リー で は スー パー ドラ グー ン 
を 開発 。 トラ イク フリ ー ダ ム ガ ン ダム に 搭載 され た 。 


スト ライ ク フ リー ダ ム の スー パー ドラ グー ン (MA-BOV ビー ム 突 
зна сЕ-лльж са. X4 と 似 た 運用 が で きる 。 


ZGMF-X13A 

プロ ヴィ デン スガ ンダ ム 
C.E.71 の 第 2 次 ヤキ ン ・ ド ゥ ー エ 攻 孔 
戦 に 投入 され た 。 1 対 多数 の 戦い だ け 


で な く 、 対 MS 戦 に お いて も ドラ 
(テム の 圧倒 的 な 優位 性 を 見 せ た 。 


ZGMF-X666S 
レジ ェ ンド ガン ダム 

СЕТЗОЕФ ИЕ. NIVIN 
の 戦闘 か ら 本 格 投入 され た 。 地上 で ド 
ラグ ー ン ・ シ ステ ム の 端末 は 分 離 で き 
な い が 、 移 台 と し て 高 火力 を 発揮 し た 。 
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モビ ルス ー ツ : RGM-96X ジェ スタ 


MECHANIC FILE 


JESTA 
ー ニ ツェ ズ タ -- 


Illustration by MORIFUMI МАКА / Color by TAKAKO SUZUKI / Special Effect by AKIKO ҮАМАКАМА г Background by ATELIER MUSA 
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ПОУМУЗИУ) NSLVNYIYM Ifa Ka рио; 


LETAL АУЕ LAVLLT EOE 


VH1SV INVONNS 


ヘッ ド ギ ア 状 の 強化 装甲 
ве, 


Еа 
RGM-89 と の 相違 点 と し て 、 新 
た に 腰部 凍 後 の アー マ ー が 設 
置 され た 。 実戦 に 影響 する ほど 

と な く 、 大 


連邦 軍 の 現役 主力 量産 MS を ベー ス と し た 高 性 能 機 


逐 す る た め に 開発 され た 機体 で ある 。 NT の 存在 を 感 
知 す る こと に よっ て 機体 の リミッタ ー を 解除 する 「NT- 


ステ ム は 、RX-0 に 飛躍 的 な 機体 性 能 の 向上 を も 


稼働 限界 時 間 が 5 分 間 と いう 如 
о つま り 、RX-0 が ! ー を 解除 し た 「 デ ス 
| の 稼働 時 間 内 に 、NT 搭 乗 機 を 確実 に 
撃墜 する こと が 求め られ た の で ある 。 これ を 考慮 し た 連 
邦 軍 は 、RX-0 を 支援 する MS の 開発 に 着手 し 、 NTE 


も 併せ 
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用 MS に 随伴 する 機体 を 速やか に 排除 する 役割 を 与え 

た 。 RGM シ リー ズ の 次 世代 機種 に あたる RGM-96X 

ジェ スタ は 、 こう し た 経緯 で 生ま れ た の で ある 。 
RX-0 が 連邦 軍 に 制式 配備 され な か 

RGM-96X は 本 来 の 用 途 を 任 さ れる こと が 

だ が 、U.C.0096、「 ラ ブラ ス の 箱 」 EM: 

T, ロン ド ・ ベ ル 隊 の 旗艦 ラー・ カ イラ ム | 9 

備 さ れる こ > 本 機 に は ロン ド ・ ベ ル 隊 の エー ス 

パイ ロッ トチ ー ム [トラ イス ター」| の パイ ロッ ト 3 名 が 搭乗 

し 、 活躍 | が 残さ れ て いる 。 


AVIS) 
(ステム. ビー ム ・ 
・ ラ イフ ル X2 


関連 ファ イル 


RGM. 


FILE PREVIEW. 
UC 02.07 


NT 専用 MS に 対抗 する 強力 な 兵 装 


RX-0 の 攻撃 目標 で ある NT 専用 MS に は 、 そ の 機体 と パ 
イロ ッ ト を 守る た め に 高 性 能 機 が 随伴 する こと が 多かっ た 。 
その よう な 病 機 を 撃墜 する た め に は 、RX-0 に は 及ば ず と も 、 
エー スパ イロ ッ ト 仕 様 の 機体 が 装備 する クラ ス の 強力 な 武装 
が 必要 と され た の で ある 。 HGM-96X の 武装 は 、 ベ ペース と な っ 
た RGM-89 と 同様 、 汎 用 性 を 重視 し た 携行 武器 で 構成 され 
て いる 。 一 方 、 ビ ー ム - ラ イフ ル は 速射 性 に 優れ て お り 、 攻撃 
力も 大 幅 に 強化 され た 本 機 専用 の も の が 開発 され て いた 。 
これ は RX-0 の 随伴 機 と し て の 強化 だ っ た と 言え る だ 


見 事 を コンピ ネー ショ 
ン を 見 せ た 


`ЗАВЗАЯИАЕО-03 7 
スタ フ ・ カ ー ル を 、 ビー ム ・ 
サー ベル で 戦 開 不 能 に し 
て いる 。 両機 と も RGM シ 
(-хажойтият 
5 


ビー ム ・ サ ー ベ ル 
HGM-89 で は 右 腰部 に マウ ント され 
Cuvee iy RI EF 
部 に 1 本 配置 され た 。 基部 が 起き 上 
POED SE ДО 


у 


回 ハン ド ・ グ レネ ー ド 


А バル カン ・ ポ ボッ ド ・ 


制 用 の バル : 
右側 頭 部 に 配置 され る こと と な っ た 。 


В シー ルド 


ルド を 装備 。 シー ルド は パッ ク バッ ク | 
れ た 可動 式 ア ー ム に 


回 ビー ム ・ ラ イフ ル 
RGM-89 の ビー ム ・ ラ イフ ル を ペー 
ス に 開発 ま も た 。 игиси 
偏向 装置 が 取り 付け られ て いる , 


左右 の 腰部 に 3 基 ず つ 収 納 さ れ た 


格 の も の が 使用 され た 。 HEREN, 紗 自 体 に 推進 能力 を 持つ 、 


ペー ス 機 より 大 幅 に 強化 され た 出力 と 機能 


RGM-96X は 、 U.C.0096 年 時 に お ける 連邦 軍 の 主力 機 
RGM-89 を ベース に 、 全 身 の 装 甲 を 大 幅 に 強化 する 形 で 開 
発 され た 。 また 、 最 新型 の ジェ ネ レー ター が 搭載 され た こと に よ 
H, ベー ス 機 より も 重量 が 16% 増 加 し た に も か か わら ず 、 ジェ 
レー ター 出力 は 45% も の 向上 に 成功 し て いる 。 機動 性 も 著 
いく 向上 する こと に な っ た が 、 一 方 で 機体 性 能 を 充分 に 発揮 
させ る に は 相応 の 操 継 技術 が 必要 と な っ た 。 KENEAN 
エー ス 部 隊 に 任 さ れ た こと は 必然 で あっ た と 言え る だ ろう 。 


N コッ ク ピ ッ ト ・ ハ ッ チ 


外部 ハッ チ が 上 下 に 展開 し た 後 、 内 部 ハッ チ が 開き 乗 了 可 能 と な る, 
外部 ハッ チ は 重厚 で . ペー ス 機 より も 堅 性 に 便 れ て いた と 見 られ る 。 


E 頭 部 セン サー カメ ラ 


ペー ス 機 より も 強化 され た 機動 性 能 お よび 火器 を 制御 する た め 、 頭 部 
に は 最新 式 の カメ ラ ユ ニッ ト と 大 型 の マル チ セ ン サ ー が 搭載 され て いる 


どの SFS を 使用 する 


画 バッ ク バ ッ ク 接 続 部 


た め 、 そ の 接続 部 は 脱着 が 容易 な 構 
造 と な っ て いる 


足 笛 は RGM 89 と ほぼ 同じ 形状 坊 て 
いる 。 足 理 パ ー ツ の 一 部 は ペー ス 機 
と 同じ も の を 使用 し て いる と 思わ れる 


、 RQM.89 と 同じ 規 


АСМ Зонт 
・ ポ ッ ド は 、 28938440) 


側面 癌 に 4 基 の 小型 ミサ イル を 格納 し た シー 
ёва 


っ て 保持 きれ て いる 。 Л 
(6 


シス テム 


様々 な 戦況 に 対応 する オブ ショ ン 


ペース と な っ た RGM-89 と 同様 、RGM-96X も 高い 拡張 性 
を 備え て お り 、 パ ッ ク バ パッ ク や 兵 装 な ど を 追加 も し く は 換装 す 
る こと に よっ て 様々 な 戦況 に 対応 する こと が 可能 で あっ た 
RGM-96X ジェ スタ ・ キ ャ ノン は その よう な 派生 機 の ひと つ で 
あり 、 専 用 オプ ショ ン を 装着 する こと に よっ て 中 距 座 砲 撃 支 授 
タイ プ の 機体 と な っ た 。 火器 兵 装 お よび 火器 管制 用 の セン 
サー 類 が 強化 され て お り 、 換 装 前 より 重量 は 増加 し て いる が 、 
出力 に 余裕 が ある た め 高 機動 戦闘 も 可能 と し て いる 。 


Ш RGM-96X ジェ スタ ・ キ ャ ノン 


大 出力 ビー ム を 放つ ビー ム ・ キ ャ ノン ( 右 肩 )、 ü 


応じ た 特殊 弾 を 発射 可能 な 4 連 マ ル チ ・ ラ 
ンチ ャ ー (ЖМ) 搭載 し て いる 。 


宇宙 へ 向かっ た ガラ ン シ ェ ー ル を トラ イ 


ЖЖ 4 連 マ ル チ ・ ラ ンチ ャ ー デ ビー 
ム ・ キ ャ ノン グレ ネー ド ・ ラ ン 
F 


ライ フル 他 


BRIERE Ен ME 
LE жана 
る 。 ИВИС PFE 
各 3 基 ずつ 追加 され て いる 。 


ビー ム ・ 
が 追加 
жүгі 
к. 


る ビー ム ・ ラ イフ ル 


этли: 
асын. WEN 
ж. また 、 ク レネ ー 
チャ ー も 搭載 きれ て 


6 前 通 ・ サ ン ラ イズ 
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ON 


ガン ダム アス トレ ア 
タイ プ F フル ウェ ボン 


GUNDAM ASTRAEA TYPE F FULL WEAPON | ASTRAEA TYPE F FULL WEAPON 


ПОТЕ 2222 


頭 部 
バイ ロッ ト フェ レシ ュ テ で は 、 視認 され た 際 
М に [ガン ダム 」 EE 
4 ド š た め の 偽装 と し て マス ク を 装着 


RER 
GNY OIF ガン ダム アス トレ ア 247 
イノ ベイ ド 勢 カ 


フェ レシ ュ テ 離脱 後 の フ ォ ン が 


西暦 2308 年 に 起き た 国連 軍 と : 『 ム の 戦い の の 
ソレ スタ ルビ ー イ ング (CB) の トレ ミー チー ム は 壊 
この 後 、CB を 陰ながら 支援 し て ェ レ シュ テ 

・ ス パー ク は 離脱 し 、 イオ リア ・ シ ュ ヘ ン ベ ル 
画 と は 別 の 思惑 で 動く 存在 を 暴く べく 、 独 自 の 
行動 を 開始 する 。 その 際 に ヴェ ー ダ を 掌握 し て いた ! 


ダム アス トレ ア タイ プ F と | 


組織 の 格納 庫 や ファ クト リー が か 
ダム の 予備 武装 が 多く 、GN-002 


フォ ン が 


専用 機 開発 の 試 イ 
е Biro 


ム 」 の 武装 を 利用 し 


タイ プ F フル ウェ 


А8) нЕ ОТ ser 220 


и GN ビ ー ム ライ フル プロ ト GN ラ ン 
チャ ー プロ ト GN ソ ー ド 。GN ハ ンマ ー 
“мем! ズー か 他 


武装 

アス トレ ア の 標準 武装 に 加え て 、 フ ォ ン 
が 集め て きた ガン ダム の 各種 武装 を 装 
備 。 さら に ハナ ヨ が 設計 し 、 その デー タ 
を 基 に シェ リリ ン ・ ハ イド が 製作 し た 独 
自 の 武装 GN ハ ンマ ー を 持つ 。 


関連 ファ イル 


装 組 織 ソ レ 
FILE PREVIEW 


00.0102 GN.001 ガン 2 


人 a を 第 三世 代 ガ ンダ ム の 武装 を 活用 し た ブラ ッ ク ア スト レア の 修復 機 


フェ レシ ュ テ で 運用 する た め 、 アス トレ ア は 改良 と カラ ー リ ン 
グ の 変更 が 施さ れ た 。 その タイ プ F を イノ ベイ ド は ブラ ッ ク アス 
トレ ア と し て 再生 産 し た が 、 フ ォ ン に よっ て 敢 え な く 破壊 され 
る 。 これ を フォ ン が 修理 し て 運用 し た の が 本 機 で ある 。 TOF 
イブ F は 、 CB 壊滅 後 に ガン ダム エク シア 用 の 予備 パーツ を 採 
り 入 れ て 改良 され F2(F 改 と も 呼ば れる ) と な っ た が 、 こ の 機体 
は フォ ン が 放棄 。 組織 を 離れ た フォ ン は 、 ブ ラッ クア スト レア の 
修復 機 と な る 本 機 を 使用 その た め 動 力 源 は 疑似 太陽 
я ВСЯ 
えて 第 三世 代 ガ ンダ ム の 予 
備 武 装 を 追加 装備 し 、 単 独 で 多数 の 敵 と 交戦 可能 と な っ た 。 

格闘 戦 に 特 化 し た エケ 


シア (ж) ERGY. т 
型 機 の アス トレ ア は 各 
7 


アス トレ ア の フル ウェ ポン 
は 、 コン セプト 自体 を GN 
HW (ガン ダム へ ビー ウェ 
) と 同じ くし て も り 、 
の 向上 と 多数 を 相 
手取 る 難関 を 前 提 と し て 
いた 


О プロ ト GN ラ ンチ ャ ー 


GN ドラ イヴ 直結 式 の 大 出力 火 話 。 本 来 は 選 の 
HFS. また 、 民 力 は 落ち る も の の 内 工 し た GN 


サー で の 運用 も で きる 。 


© GN ビー ムラ イフ ル 
#502474. 炒 し 、 本 体 か ら の パワ ー 供 給 で 発射 する 粒子 ビー ム 
火器 。 GN コ ン デ ン サ ー に 末子 を 昔 え る こと で 連続 発射 も 可能 で ある , 


Ө GN ハン マー 
эйкәнсомл: ZHER. SAORI NT OR ИИИНИН 
使っ て イン パク ト を 増大 。 同時 に 突起 か ら 粒 子 を 送り 、 内 部 か ら も 破壊 する 。 


画 武装 レイ アウ ト 
PAL PORBRBE 
すべ て 装備 する ほか 、 残 
VOR BBO 
Е.Е, жене 
ガン ダム の 兵 装 を 追加 で 
шш. 下腹 部 に は GN ババ 
лиан, 


© NGN バ ズー カ 


プロ ト GN ソ ー ド 


[NJ 3 ГМО] を 示す 非 GN 科 子 火器 。 NF MASH AE TOBE RM エク シア の GN ソ ー ド の 原型 で 、 

提 と し 、 カ ー ト リッ: っ て GN 粒 子 弾 や 実体 弾 な ど 複 数 種 の 砲弾 を 使い зрана 

分け る こと が で きる 。 MAENT, жеи иж. | WHERE TOS, RDA 

BHM ttoO et 

= で あっ た 。 REIGN FE 

ё ま と わ せ る こと で 、 実 剣 と ビー ム 

© GN シー ルド サー ベル 両方 の 特徴 を 持つ 。 
E カ ー ボ : '. フレ キシ ブル に 動い て 攻撃 の ショ ッ ク を 玖 収 する 。 また 、 GN 
клен OFF BCE CHE Apel t CREED. RH 


НАИСТ SCE, НЕЛЕ Т SHORE CRT СЫРЕ, 


Ө GN ビー ム ピ スト ル 


© GN ミサ イル ボッ ド 


ハン ドミ サイ ル ユ ニッ ト 。 ガン ダム の 汎 
デュ ナメ ス 用 の 小型 ビー ム ガ ン 。 MDE COO, DFID GE 用 装備 で 、 オーラ イザ ー も 運用 可能 で 
та, 専用 の ホル スタ ー に 収納 する こと で 他 の ガン ダム で も 携行 で きる 。 55. 脚 部 に も 装着 可能 。 キュ リオ ス 

が 人 革 較 の 直人 機関 の ある コロ ニー 


RUE BALE (2), 


Ф GN ビ ー ム サー ベル 


GN 科 子 を 用 い 、 エ ネル ギー の 妃 を 
形成 する 。 刀身 は 粒子 の 反発 反 艇 
を 防止 する よう に 設計 され 、 純粋 な エ 
ネル ギー の 者 な が ら 実 体 刻 と 切り 結 
<, エク シア (£) や デュ ナメ ス の も 
ФЕВ. 


高 機動 装備 弄 


レイ ヴ ・ レ チタ ティ ー ヴ す の 身 体 に 菊 っ た ビ サ イド ・ ペ イン の 1.5 ガ 
ンダ ム と 交戦 。 脚 部 に 内 蔵 さ れ た GN ビ ー ム サー ベル と 両手 の 変 
則 的 な 四 刀 に よる 高 機動 の 格闘 戦 で 1.5 ガ ンダ ム を 圧倒 し た 。 


MORE INFO! 


フル ウェ ボン を 文字 通り 重 半 備 型 と する と 、 高 機動 を 重視 し た 
も の が ガン ダム アヴァ ラン チア スト レア タイ プ F ダ ッシュ で ある 。 西 
暦 2312 年 、 イ ノ ベ イ ド の 監視 者 を 選ぶ 最終 段階 に お いて 、 再 度 


Ш GNY-001F/hs-AO1D 
ガン ダム アヴァ ラン チア スト レア タイ ブ F ダ ッシュ 


BREED 


出す る ご. 
を 生み 出す こと が で きる 。 


CNA 77245. MBS 


PN 


178- 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


MECHANIC FILE モビ ルス ー ツ : ヴェ イガ ン の MS③ (レガ ン ナ ー ン ゴメ ルン ウロ ッ ゾ ) (WE) и] ш 1% 


MS of VAGAN © 


ae | ІШ SPEC -ovm-ice necannen- 
ovm-lee し ガン ナー Д ОЕ : 
= RL - 
Жағы スラ スタ ー 推 力 -- 
= 装甲 材質 
ピー ム パ ルカ ン 兼 用 ビー ム サ ー кё シグ ルク ロー ビー ムキ ャ ノン 


ベル X2 。 ビー ムキ ャ ノン 他 
所 属 ヴェ イガ ン 
_ ERE ヴェ イガ ン 一 般 兵 ЕСЕК ファ ント ム 3 
а 
ВЕСА? M COMPARISON CHART | | _ шош 


し た лот 


төлесе REGANNER 


GREN шн л 


ゴメ ル EA 


全面 的 な 地球 侵略 の た め に 投入 きれ た 特殊 MS 


A.G.164 年 、 ヴェ イガ ン の 首領 で ある フェ ザー ルイ ゼ 以前 か ら 開 発 が 進め られ 、 満 を 持 し て 投入 され た | 

ルカ ント が 、 地球 侵略 の 全面 的 な 開始 を Bo 支援 砲撃 型 の レガ шегі は А. 
ы ЧЕ 0 下 で の 拠点 制圧 を 想定 

地球 衛星 軌道 上 に 位置 する 地 канаат» 

グリ ング 基地 は 壊滅 し 令 部 は 地球 最大 規模 の 基 

地 で ある ロス Renaz 

LOL, Нл ВЕРНЕЕ 

ン は 、 す で に 地球 各地 に 

環境 に 適し 兵器 開発 も 着 々 と 進め で ! 同 イブ は 大 きく 異 る も の の 、 2 種 の MSI етая 
入 さ れ た レガ ン ナ ー と ゴメ ル も 、 地 球 侵 申 宣 略 を 支え る MS と し て 、 ヴェ イガ ン の 戦力 の 一 端 を 担 


「 地 球 侵攻 | に 特 化し た 機体 構造 と 各種 武装 


画 レガ ン ナ ー の 構造 

ヴェ エイ ガン に よる 地球 侵攻 の 際 に は 、 大 型 火力 支援 MS 
と し て 運用 され で いた レガ ン ナ ー。 デフ ァ ー ス の 改良 機 で あ 
る 本 機 は 火力 の 増強 だ け で な く 、 ペ ー ス 機 の 欠 
宇宙 空間 で の 機動 性 低下 に つい て も ほぼ 克服 する こと に 
成功 し て いる 。 ま た 、 そ の 機体 サイ ズ の 分 ジェ ネ レー ター も 大 
型 で あり 、 テー ルキ ャ ノン の 他 に も 、 肩 部 に 2 基 の キャ ノン を 
搭載 。 支援 MS と し て 充分 過ぎ る 火力 を 有 し て いた 


өлш 
ROT T+ iM. 
тшек: ROMS#1 X 
の た め 、 その 強大 な ポテ ディ に 比べ る KAMARE 
と コン バク ト な 印象 を 与え る で な く 、 対空 対地 双方 に 
h жаттауы 
! BRB THK. 


эйе t аты. 
ガン ナー 


ロス トロ ウラ ン 攻 略 に 投入 され た 水陸 両用 MS 


要 な 役割 を 果 た 
た ゼ ハ ー ト ・ ガ レッ 
弾 の 設置 を 成功 さ 
本 機 は 水 
の 活動 を 考慮 し た 2 や 兵 装 も ほぼ 
『、 そ の 理由 は 推力 や 面 圧性 能 の 高い 「 潜 航 形態 
と 考 


п ゴメ ル の 構造 
ヴェ イガ ン の 地球 侵攻 戦略 を 受け て 開発 され た 
秦漢 で の 運用 に 特 化し た 特殊 な MS で あっ た 。 H 
シグ ルク ロー と 腕 部 ミサ イル 、 胸 部 ビー ムキ ャ ノン と し 
プル な 橋 成 な が ら 、 砂 中 潜航 する 「 潜 航 形態 」 に 変 
形 可能 で あり 、 夏 漠 戦 に お いて は 無類 の 強 さ を 発揮 し た 。 
事実 、 砂 伏し て いた 精鋭 部 隊 は 、 無人 機 と の 連携 
で 多数 の 艦艇 や MS を 破壊 し 、 連 邦 軍 を 謀 拓 させ た 


[ROEM と も 呼ば れ た ファ ント 
ム 3 の ゴメ ル 。 ZORA 
ガン ダム AGE-3 も 苦戦 し た 


ВОН, @ 頭 部 


スリ ッ 


ト タ イ 


ファ ント ム 3 は 高 
(512154 
を 用 い 、 ЗОЖ. 


鹿部 の ビー ムキ ャ ノン を 
LOS MR AEA 
| する こと も 可能 < 


Ф セハ ー ト ・ ガ レッ ト 専 用 機 


сма .9:50х.мвѕ 178-10 


ゼー タ 


アド バン ス ・ オ ブ ・ 


RMS-117 


ブー スタ ー・ ボ ッ ド 
ヘイ ズル ] 用 ブー ズ 
ド か ら 発展 


姿勢 制御 パイ ンタ ダー 


胸部 カメ ラ 


光学 カメ ラ を 中 心 に 構成 され た 


T3 部 隊 で 改造 され た 


T3 部 隊 で は 、TR シ リー ズ 以 外 の 機動 兵器 の 開発 ( 改 
造 の 機体 の ひと つが 、RMS-117 ガル 
バル ディ 8 を 改修 し た ガル バル ディ 』 高 模 動 型 で ある 

スタ ー・ ポ ッ ド を 中 心 と し た 増強 パー ツ を 搭載 
動 性 と 拡張 性 を 併せ 持っ て 
7 ブー スタ ー を 搭載 可能 な 新型 ブー ス 
ド を 試験 する た め 、 地 球 連 邦 軍 の 機 
で 改造 し た ガル バル ディ 8 高 
シム ・ グ ナー 大 朗 


この た め 、 新型 ブー スタ ー・ ポ ッ ド (の 改良 型 ) の 試験 は 


ーー ティターンズ の 旗 の も と に 一 


ガル バル ディ な 
高 機動 型 


GALBALDY £ 


胴体 部 ・ 増 強 バー ツ 
ガル バル ディ の 胸部 か ら バ 


5. EWAC ネ ロ 用 と 同型 


ШЕ SPEC -ям5-117 сАВАШҮ В- 


(A88) н] ambla 


№ SPEC -non-79ew EWAC GM- 


+ 


ー ン ズン 地球 連邦 軍 


177—8 _ 


一 年 戦争 型 MS の 発展 機 


[アド バン ス ド ・ ヘ イズ ル ] で 行わ れ て いる , 
ガル バル ディ が 高 機動 型 以外 で は 、 ジ ム 改 高 機動 型 


が TS 部 隊 で の 改造 機 と し て 知ら れる 。 ジム 改 高 機動 弄 
は オプ ショ ン 換 装 に よる 仕様 変更 が 体 で あり 、 
換装 パリ エー ショ ン の ひと つと し て RGM-79EW ЕМАС 
ジム (早期 警戒 用 ジム ) が 製作 され た 。 

一 年 戦争 後 、 偵 察 ・ 早 期 警戒 用 MS の 有用 性 に 着 
目 し た 連邦 軍 は 、 そ の 開発 に 着手 。 結果 、EWAC ジ ム 
が 完成 する フス キー 粒子 散布 下 

か ら 、3 機 の 実験 機 は 解体 され て いる 


RGM-79EW 


“の 性 能 に 難 


па COLOR 
RMS-117 GALBALDY В. 


PURRE тн бл 


RGM-79EW ЕМАС GM 


ө 


PURPE YELLOW WAITE 


EWAC ジ ム WE 
SEID 


ミソ フス キー・ 
rt 


し た レ ド ー ム を 搭載 し 
全 様 。 バッ ク バッ ク を 含め 
55. 


関連 ファ イル 


RGM 


ШИШ FILE. = 


RMS-11 70 #86488 限定 的 改造 に よる 高 性 能 化 


ガル バル ディ が 高 機動 型 は 、 ガ ル バ ル ディ 8 の 胴体 に 
増強 パー ツ を 追加 し た 機体 で あり 、TR シ リー ズ や ジム 改 高 
機動 型 系 列 の よう な 大 規模 改造 は 施さ れ て いな い (BE 
に 要 し た 時 間 は 16 時 間 以 下 )。 大 幅 な 改修 を 伴わ な い 高 
性 能 化 を 目指 し た こと が 、 新 型 の ブー スタ ー・ ボ : 
を 中 心 と し た 高 機動 化 と 拡張 性 の 強化 が 試み られ た 。 

ブー スタ ー・ ポ ッ ド に は 接続 用 ラッ チ を ふた つ 備 えて お り 、 
[ヘイ ズル ] 用 シー ルド ・ ブ ー ス ター を 2 基 搭載 し て の 試験 
が 行わ れる 予定 で 接続 用 ラッ 
や エネ ルギー 伝達 系 な ども 組み 込ま れ て お り 、 АВЕ 
サー の 搭載 も 可能 だ 。 シー ルド ・ ブ ー ス ター 以外 の 装備 形 
MELT, 実体 弾 式 キャ ノン 砲 イル ・ ポ ッ ド 、 ан 
ビー ム ・ ス マー ト ガ ン と ディ スク ・ レ ドー ム の 組み 合わ せ が 
検討 れ た と 言う 。 


ガル バル ディ 8 は 、 上 旧 公 
国軍 の MS を 連邦 軍 が 改 
в 


ЕЕ. 


№ 9581—70 
Ritimanta 
バッ ク バッ ク 右 


一 年 戦争 時 、 連邦 軍 は 偵察 ・ 早 期 警 戒 用 MS の 開発 
に 不 熱心 同様 の 機能 を 持つ 航空 航 宙 機 が 充 
実 し て いた こと も あり 、 鞍 闘 任務 以外 へ の MS の 転用 を 


し か し 戦後 、MS の み で 編制 され た 部 隊 が 一 般 的 に な る 
と 、 偵察 ・ 早 期 警戒 用 MS が 注目 され た 。 MS へ の 統一 に 
よる 保守 ・ 整 備 面 の メリ ッ ト が 大 きく な 
軍機 型 より 生 衣 率 が 

そこ で 連邦 軍 は ジム 系 MS ベー ス の 偵察 ・ 早 期 警戒 用 
MS の 開発 に 着手 。 ジム 改 高 機動 型 の オプ ショ ン 換装 機 
能 を 活用 し つつ 、 従 来 機 の レ ド ー ム と ハイ ザッ ク 用 パッ ク パ ッ 
ク を 流用 し た プラ ン に 沿っ て 完成 し た の が EWAC> 
た 。 コス ト 面 で 他 を 圧倒 し た が 、 


量産 化 に は 至ら な か っ た 。 


し 

Ж. U.C.0080 年 代 中 期 
以後 、 ア イザ ッ ク や EWAC 
ネロ が 実用 化 さ れ た 


ッ ド 
ポッ ド の 基部 。 
に は 火器 管制 系 
Ж. ハイ ザッ ク 
胸部 前 方 に 突き 出し た 亡 勢 制御 バイ ンダ ー の 
Sci. [En AIRNE ; 
*-3-— - aF qis, 00:29700 
予備 弾倉 や パッ ク な ど を 搭載 で きる 。 
Ш 連邦 軍 カ ラー 
SMILE SMA 
用 カラ ー。 ガル バル ディ 8 の 
REGLELEO TES. B 
験 の た め T3 部 隊 に 送ら れ た 
際 、T3 部 隊 準 拠 の テス ト 機 
カラ ー に 変更 され た 。 
画 ブー スタ ー・ ボ ッ ド 
[ヘイ ズル ] BERRA, SLID 
シー リド ・ プ ブー スタ 可能 と し た 
Ява ж 
の ラッ チ が 閉鎖 状態 と な - 
RGM-79EWO IS ジ ム 改 高 機動 型 を 換装 し た 偵察 ・ 早 期 警 式 用 MS 
画 ジム 改 高 機動 型 プ ハイ ザッ ク オプ ショ ン 換 装 図 
| 
1. R.A 
だ っ 
TTR EE 
| 
| 
Rë S 


右腕 カメ ラ は MSA-O07E 
EWAC ネ ロ に 転用 され た 
と 見 られ る 


FLOWN OREO 


むと な る バッ ク バ パッ ク は 、 ハ イザ ッ ク と の 互換 性 が ある 。 EWAC ジ ム が ハイ ザッ ク 用 パッ ク バ パッ ク (と レ ド ー ム を 組み 合わ た 案 
部 シコ テム ) も 搭載 で きた の は 、 ご 


た めで ある 。 FLA RDN ORB SAT a ЕЕЕ СВ). EWAC ジ ム で は 頭頂 部 カメ ラ を 増設 し て いる 
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ТІГІНЕ 2 Ë 2 
= ベロ スバ クウ ハリ ンド ° 


〆 


後部 

脚 の 裏側 に は 無限 還 道 を 備 

A. шешне BE 
な る 。 ケ 


の 推進 器 を 持つ 


5, その 後 バ クゥ は 局 地 に お ける | 
命 プ ログ ラム が 実施 され た 

アム シリ ー ズ の 装備 換装 機構 ウィ ザー| 

テム を 採り 入れ て 改修 を 施し 、TMF/A-802W2 7 


nell SHEET ШП 


ЖЖ 12.26т 


Or 


ドア タッ チ メ ン ト 基 部 含む) 


ЖЫ ビー ム フ ァ ン グ シ ステ ム . ケ ル ベ ロ ス 
ウィ ザー ド 双 頭 部 グリ トラ クタ ブル セク 
ショ ン 内 | a 


パイ ロッ ト 

正 々 堂々 と 戦う 姿勢 英 
れ て いる ザフト の э 
HIRERODHE 


関連 ファ イル 


ОР\/2 アレ ッ ク 専 用 ケル ベロ スパ バク 


88) һе 01 sne 196A 


27-045) フイ ザー ド シ ス テム を 導入 し た 新 世 代 の バク ウゥ 


ニュ ー ミ レニ アム 規格 の ウィ ザー ド に 適合 し て いる た め 、 
ザク シリ ー ズ と 換装 装備 は 共通 化 さ れ て いる 。 これ は 当初 
か ら バ クゥ に 備わる ター レッ トシ ステ ム に 、 ボル ト オ ン 装着 さ 
れ た アタ ッ チ メン ト に よっ て 実現 され た 。 従来 の ター レッ トシ 
ステ ム で も 火力 選択 に 自由 度 が あっ た も の の 、 ウ ィ ザ ー ド 
シス テム が 使用 可能 と な っ た こと で 、 運 用 や 火力 選択 の 
幅 だ け で な く 、 整 備 性 ・ 補 給 性 も 大 きく 向上 し て いる 。 な 
お 、 ア レッ ク 横 は 基本 的 に カラ ー リ ング と パー ソナ ル マ ー ク 
以外 は 通常 機 と 変わ ら な いと 考え られ る 。 


機体 が アジ ア 国 で 専用 
機 に 定着 し た 形 で ある 。 


し 、 ファ ント ムペ イン の ブル 
デュ エル を 連携 撃破 す 
る 戦 開 力 を 見 せ た 。 


画 ビー ム フ ァ ング シス テム 
複数 の ビー ム サ ー ベ ル で 構 я 


215252223 
Try cty—KOS RER EE. 


MORE INFO! 


地上 に お ける 局 地 で の 運用 性 が 認め られ た バク ゥ は 、 
戦後 も 改修 され C.E.73 に お いて も 運用 が 続け られ て い 
5. 新型 こそ 開発 され な か っ た も の の 、 EREDT 
ト は ガイ アガ ンダ ム に 受け 継が れ た 。 な お 、CE.71 の 第 
1 次 連合 ・ プ ラン ト 大 戦 で は 、 陸上 で の 偵察 用 特殊 機 が 
開発 され た ほか 、 専 用 の カス タム 機 や 強化 型 も 存在 し た 。 


ВИНТЫ. 頭 
部 が ジャ ンク 屋 に 入手 され た 
こと が あり . そこ に 記録 され て 

TIOR 


バク ウ の 走破 性 に 着目 し た ザ 
オ は 、 セ が リー 
ズ の 内 の 1 機 、 ガ イア ガン ダ 


足 獣 形態 へ の 可変 
機構 を 探り 入れ て いる 。 


E ケル ベロ スウ ィ ザ ー ド 


バク ゥ ハウ ンド の 標準 装備 ウィ ザー ド 。 2 基 の 頭 部 を 備え 
て お り 、 本 体 の 頭 部 と 併せ た 三 頭 の り ビ ー ム ファ ング シス 

て 高い 格闘 戦 能 力 を 発 畠 す る 。 双頭 争 は フレ 
に 可動 し 、 別個 の 標的 を 追尾 する 能力 を 持つ 。 


画 ブレ イズ ウィ ザー ド 


基本 的 に ZGMF-1001 プレ イズ ザク ファン トム が 装備 す 
る プレ イズ ウィ ザー ド を 装備 し た 形態 多量 の ミサ イル を 斉 
асо ЕИ ЧН, жойыл 
よっ て 飛び 込み 、 格 開 混 も こなせ る 装備 形 能 で ある 。 


ТМЕ/ТВ-2 НА 7-77 

fE nien. 777.770, ШШ: 
高 性 能 な セン サー と 通信 装備 を 搭載 。 当時 最新 の ザフト 製 ビ ピー ム サ ー 
ベル も 備え て いた 。 


ТМР/А-802 Р Mod.W バク ゥ バル トド フェルド 専用 改修 タイ ブ 


バク ゥ の 上 位 機種 ラ ゴ ゥ を 開発 する た め の 実 験 模 。 コク ピッ ト が 複 座 と 
な っ て いる ほか 、 ジェ ッ ト エン ジン の 搭載 で 加速 力 を 大 幅 に 高め て いる 。 
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(w) 本 上 шн 198 
3 \ 


・M/666 


coz: KSHATRIYA REPAIRED 
> クシ ャ トリ ヤ ・ リ ベア ー ド 


Mlustration by KAZUKI ITOU - プ Color by TAKAKO SUZUKI ,/ Special Effect by AKIKO YAMAKAWA “Background by ATELIER MUSA 


CCA-MSV 


AGS и] we SA 


モビ ルス ー ツ : RX-93-V2 H-VHVIL 


MECHANIC FILE 


TERA N) 
IWVONNS 4-!H 


TABEN 


SN 


y ТІ AAG クシ ャ トリ ヤ ・ 
ГЕЗ Е リ ベ ペアー ド ド 


RR 改造 ファ ン ネル X12 3 連装 : 
ム " フ ァ ウス トン メガ 和子 砲 2 


シャ トリ ヤ は 、 え の パ イロ 。 る 強 
化 人 間 マ リー ダ ・ ク ルス (プル トゥ エル ブ ) の 高い 能力 も 
ラ OH) を 巡る 争乱 で 
І ОЕ 以降 、 


機体 は ネェ ルアー ガマ に 持ち 込ま れ 「 軍 付き | OF 
と 改修 され る 。 さら に (イン 
の 前 ea 

ンド ・ ベ ル 隊 所 属 艦 ネ ェ ル ・ ア ー ガ マ の MS Е АИ "a As, 
部 隊 が 次 々 と 撃墜 され た こと は 、 連 邦 軍 と し て も 無視 で 
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オリ ジ ナ ル 機 より も 多種 多様 な 武装 


後方 パイ ンダ ー に 内 蔵 され た メガ 粒子 砲 計 4 基 と 胸部 メガ 
鐘 子 確 2 基 と いう 大 火力 を 失っ た こと で 、 本 仕様 は オリ ジ ナル 
機 と 比較 し 、 戦 闘 能力 が 低下 し て いる 。 その 一 方 で 、RX-0 用 
の 強力 な 兵 装 を は じ め と し て . オリ ジ ナ ル 機 より も 豊富 な 種類 
の 武装 を 与え られ て お り 、 戦 闘 の 幅 が 広がっ た と も 言え る 。 特 
実体 弾 兵 問 を 多数 装備 する 点 は 改修 前 と 大 きく 異な っ 
て お り 、 防御 機 橋 と し て エフ ィ ー ル ド を 搭載 する RX.0 系 の MS 
に 対し て は 、 極め て 有効 な 武装 構成 と な っ て いた 。 


акны несе 


用 可能 で ある 


Ш ハイ パー・ ビ ー ム 


画 ファ ン ネ ルコ ン テ ナ 


・ ジ ャ ベリ ン ーー 


ム が 使用 され た 
ЕТО 


Ш 3 連装 シュ ツル ム ・ フ ァ ウ スト 


AMS-129 用 の シュ ツル ムー 


792538 


Шел. 


O 改造 ファ ン ネ ル 
端 に 小型 の シュ ツ 

ファ ウス ト の 弾頭 を 装着 し 
た 改造 ファ ン ネ ル 。 


ж Е 
AMI AR A ORS Ы, св». ERE 
機 の パー ツ を 流用 し な が ら 欠損 部 分 や 細か い 機器 類 の 改修 
き を 行っ て いる 。 ボディ は 大 破 を 免れ たため 、 コ ッ ク ピ ッ ト 周 辺 
の サイ コフレ ー ム は その まま 実装 され て お り 、 オ リ ジ ナ ル 機 が 
有 し て いた NT 専用 MS と し て の 高い 性 能 は 受け 継が れ て い 
る 背部 パイ ンダ ー が あっ た 場所 に 大 型 プロ ベラ ント 
ブー スタ ー を 装備 し た こと で 、 オリ ジ ナ ル 機 より も 加速 性 が 向 


上 する な ど 、 改修 に よっ て 新た な 特長 を 獲得 し て いる 


実 庄 で 使え る 状態 まで 
改修 し た と は いえ 、 あ り 
+ 
abt: 
の バラ ンス 自体 は 決 L 
良く な か っ た 


«ль т 
ALU EREBI 
た 


連邦 軍 の 技術 力も 投入 され た 、 改修 機 の 構造 


шннен. 
モノ アイ レー ル に カバ ー 


ディ は は ほぼ オリ ナル 
の まま 使用 きれ て いる 。 
ビット 周 り は 


は 展開 式 の サブ 


バイ ンダ ー の 裏側 に 
ょ 間 量 マニ ビュ レー ター き を 有 し て いる 
担っ て いる , 


経緯 「 袖 付き 」 OF 


パラ オ か ら 脱 出し た RX-0 を 、 マリ ー ダ が 駆る NZ-666 が 且 
撃 し た 鞍 闘 の 際 、RX-0 に 搭載 され て いる NT-D が 発動 。 こ 
れ を 機 に サイ コミ ュ ・ シ ステ ム を 乗っ 取ら れ た NZ-666 は 、 自 
機 の ファ ン ネ ル に よっ て 攻撃 を 受け 大 破 し て し まう 。 その 後 、 
ネェ ル ・ ア ー ガ マ に 回 収 さ れ た NZ-666 は 、 一 時 的 に 共闘 し 
た 「 補 付き 」 の 兵士 に より 臨時 補修 機 ク シャ トリ ヤ ・ ペ ベッ セル 
ング と し て 復活 。 この 機体 を を エル ・ ア ー ガ マ の クル ー が 修 
理 ・ 改 修 し て クシ ャ トリ ヤ ・ リ ベアード と な っ た の で ある , 
元々 NZ-666 は 「 袖 付 

а] の ガラ ン シ ェ 
備 さ れ て いた 機体 
FRED. ZDE 
補修 は 同 隊 の メン バー 

っ て 行わ れ た 


Alb: PHONG 


от, 


こよ っ て 行わ れ た 、 第 一 段階 の 改修 


Ш NZ-666 クシ ャ トリ ヤ ・ ベ ッ セ ルン グ 


催さ れ て お ら ず 、 内 部 が 
婁 出し た 簡 所 が ある 


態 の バイ ンダ ー は 1 基 の み で あり 、 左 腕 部 は 多 損 し 
た 。 まず 本体 の 入信 を 優先 し た 改修 で あっ た と 言え る 


ネル は 未 装備 


Matx 
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機体 構造 素 体 の 特性 を 活か し た 


HL ガン ダム の 基礎 設計 は 、 歴 代 の ガン ダム ・ タ イブ 
MS の 平均 値 に アッ プ デ ー ト を 施し た も の で 、 基 本 構造 も 第 
世代 MS を 思わ せる シン プル な 仕様 だ っ た 。 素 体 と な っ た 
HX-93 が 、RX-78 ガン ダム の 基本 構造 を 踏 肌 し た 標準 的 
機体 と な る べく 試作 され た こと も 一 因 で ある 。 また 、 RX.93 は 
上 の 余裕 が 大 きく (冗長 性 が 高く )、 サ イコ ミュ ・ デ バイ 
ス を 搭載 する 余剰 スペ ー ス も 確保 され て いた 。 

こう し た RX-93 の 特性 は Hi- り ガン ダム へ の 設計 変更 に お 
いて 有利 に 働き 、 ア ムロ 大 尉 の 設計 案 に あっ た サイ コミ ュ や 
無線 攻撃 新 末 の 搭載 、 信頼 ・ 面 久 性 の 重視 、 近代 化 改修 
の 容易 化 な ど に 繋が っ た 。 ロー ルアウ ト 後 の Hi-V ガ ンダ ム に 
サイ コ ・ フ レー ム を 組み 込め た の は 、 体 特 性 が 大 き 
< 寄与 し て いる (実質 3 ヶ月 の 短期 間 で 完成 し た の は 、 ム ー バ 
ブル ・ フ レー ム 構 造 、 エン ジニ ア の 不眠 不 体 の 努力 、 アム ロ 
大 尉 の MS に 対す る 深い 理解 に よる ) 。 

軍 の 規格 品 や それ に 準じ た 調達 容易 な 資材 ・ 試 料 が 多 
く 使用 され た 点 も 、 RX-93 由 来 の 機体 特性 に よる も の だ が 、 
これ は Hi- リ ガン ダム が 低 性 能 で ある こと を 意味 し な い 。 Hi-V 
カンダ: Гана) 系 の 機体 構造 が 部 分 的 に 採用 され 
た ュー タイ ブ 専 用 機 へ の 設計 変更 に 伴い 、 ア ナハ 
イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 が 独自 開発 し た バイ オ ・ セ ン サ ー な 
どの スピ ン オ フ 技 術 も 導入 され て いる の だ 。 結果 、 Hi- リ ガン 
ダム は 堅実 か つ 高 性 能 な ワン オフ 機 と な っ た うえ 、 サイ コ ・ フ 
レー ム の 追加 搭載 に より ネオ ・ ジ オン の ナイ チン ゲー ル と 同 
等 の ハイ エン ド 機 と し て 戦力 化 され た の だ っ た 。 


計 変 更 
Ш バッ ク バ ッ ク 


バッ ク バッ ク は 、 アム ロ 大 尉 設計 の フィ ン ・ フ ァ ン ネル 搭 坦 型 。 フィ ン ・ フ ァ ン ネ ル ( 
BRIS, サイ コミ ュ は ファ ン ネ ル 操 作用 で 、 サイ コ ・ フ レー ム も 元々 は 同様 の 狙い 


上 図 は ビー ム ・ ガ ン 用 ジェ ネ レー ター を 内 
部 する 専用 シー ルド 。 ほか に も ビー ム ・ ラ イ 
フル 、 ビー ム ・ サ ー ペ ベル (MD. ファ ン 
ネル ・ ラ ッ ク に 搭載) ・ ハ イ パ ー・ 
パ バズーカ な ど が 用 音 さ れ 」 


リガ ンダ ム の 装備 バリ エー ショ ン 


Hi- リ ガン ダム は [シャ ア の 反乱 ] に お ける アム ロ ・ レ イ 大 
尉 の 乗 機 だ が 、 一 般 の 認知 度 は 高く な い 。 Hi-V ガ ンダ ム は 
いわ ば 「 異 説 ] の 機体 で 、RX-93 リガ ンダ ム こ そ が アム ロ 大 
尉 の 乗 機 と し て 知ら れ て いる た めで ある (開発 経緯 、 サ イコ ・ 
フレ ー ム の 搭載 背景 も 異な る ) 。 

その ガン ダム で は 、 い くつ か の 装備 パリ エー ショ ン が 検討 
され て いた 。 フィ ン ・ フ ァ ン ネル を パッ ク バッ ク の 左右 に 搭載 


Ш RX-93 リガ ンダ ム (ダブ ル ・ フ ィ ン ・ フ ァ ン ネル 装備 ) 


BRR TIDES 
フィ ン ・ フ ァ :、 左 右 均 等 に 分 配 
装備 。 ファン ネル 展開 前 後 の 機 件 バラ 
ンス を 畿 みた プラ ン だ と 言わ れる 。 


バッ ク バ ッ ク 
通常 装備 で は サー ベル ・ 
ラッ ク を 設置 する パッ ク バ ッ 
ク 右 側 に も 、 フ ァ ン ネル ・ 
э» Ил. 


RR 

ビー ム ・ ラ イフ ル お よび シー 
ルド は 、 標 準 装備 と 異な る 
モデ ル を 搭載 。 シン メト リー 
化 の 一 環 と 思わ れる 。 


する RX-93 リガ ンダ ム (ダブ ル ・ フ ィ ン ・ フ ァ ン ネ ル 装 備 )、 い 
わ ゆ る フル アー マー 仕様 の FA-93HWS リガ ンダ ム (ヘビ ー・ 
ウェ ボン ・ シ ステ ム 搭 載 型 ) が 代表 的 な 機体 で ある 。 ダブ ル ・ 
フィ ン ・ フ ァ ン ネ ル 装 備 は Hi- リ ガン ダム 同様 、 フ ィ ン ・ フ ァ ン 
ネル を パッ ク バ ッ ク の 左右 に 搭載 し た アン シン メト リー な 仕様 
ー・ ウ ェ ポ ン ・ シ ステ ム 搭 載 型 も Hi-V ガ ンダ ム で の 
プラ ン が あっ た と 言う 。 


フィ ン - フ ァ ン ネル | 


扇 部 ミサ イル ラン チャ ー 
MINER CAMS OH 
発射 器 。 サ イコ ミュ ・ グ レネ ー 
ド 化 が 提案 され た が 、 実 現し な 
か っ た 。 


ンス が 改善 され る と 


手持 ち 武装 


リガ ンダ ム の 装備 パリ 


エー ショ ン は 、 フ ィ ン ・ 
ファ ン ネル や サイ コ ・ 
フレ ー ム な どの 特徴 を 
活か し 、 TELI 


ояна 
DAWEH. 


増加 装備 

増加 装甲 や 推進 シス テム が 一 
体 化 し た 増加 装備 。 [フィ ー ル 
ド の 搭載 内装 の フル ・ サ イコ ・ 
フレ ー ム 化 も 模索 


Wh 3X 


г НЕА: 


武装 
MS 用 と し て 


ファ ー ス ト ・ ア ー マ ー 
フル тей 


スト ・ ア ー マ ー と セカ ンド 


仕様 が HFA-78-3 重 装 フル アー マー 


ある (機体 名 は 重 装 フ ルアー 
ー7 号 機 と MA 級 の 攻防 力 と 機動 カ を # 
機体 で 、 ガ ンダ ム 7 号 機 の 最終 形 虹 
「FSWS 計 画 ] の 一 環 と し て 開発 
機 は 、 設 計 段 階 か み フ ルアー マー・ オ ペレ ーション の 搭載 
を 前 提 に 開発 され て い の 両 増 


ガン ダム 、 重 装 フル 


重 装 フル アー マー・ 
ガン ダム 7 号機 
J HEAVY ARMED FA GUNDAM РА 


Ш SPEC 


ТІЛЕ 3% 


全高 一 一 (頭頂 高 18.3m) 
重量 3921 


Э4/-3-ЕЛ 3.110kW 


2723#) 954: 


M COMPARISON CHART 


に 構想 され て いる 。 
、 大 出力 ブー スタ ー を 用 し 
s 速 接近 、 作 戦 宙 域外 緑 か 


作戦 宙 
超 長 距離 攻撃 


後 の RX-78GP03 FI 
MA に 通じ る 野心 的 な 設計 だ ー 年 戦争 時 の 
『 は 完成 せ すず 、U.C.0081 に よう や く 稼 働 可 能 に 


関連 ファ イル 


@ 


к Wi 


素 体 MS 


スト 


フル アー マー・ ガ ンダ ム 7 号 様 (ファ ー 
ー マ ー を 装備 し た ガン ダム 7 号 


増加 装備 の 域 を 超え た セカ ンド : アー マー 
Ш Е. вам 


重 装 フル アー マー・ ガ ンダ ム 7 号 機 は 、 ガ ンダ ム 7 号 機 
に 戦艦 クラ ス の 攻防 力 、MA 級 の 推進 力 を 付与 する ブラ 
$. 本 仕様 の 規格 外 の 性 能 を 実現 すべ く 構想 さ 
れ た 装備 が 、 胸 ・ 肩 増加 装甲 と 巨大 な バッ ク パ ッ ク か ら 構 
成 さ れる セカ ンド ・ ア ー マ ー だ っ た 。 

特に 本 仕様 の 性 能 を 担保 し て いる の が 巨大 な パッ ク 
パッ ク で 、 各 種 の 増加 武装 群 、MA 級 の 推進 力 と 航続 距 
苑 を 実現 する 推進 シス テム の 基部 で あっ た 。 フル アー マー・ 
ガン ダム 7 号機 の 装備 を 併用 可能 な 点 も 特徴 た 


アー ム ド ・ 
異な シルエット 。 で フル ・ 
7 号機 の 機能 も 活か され て いる こと が 見 て 取れ る 


ファ ー ズ ト ・ ア ー マ ー の 上 に き 5 に 増加 装 四 が 施さ れ 、 ВМУВОВАИЕЕ 
RB, バイ タル エリ ア で ある 腹部 お よび コク ピッ ト が 看 点 的 に 強 人 さ れ な 。 


N 推進 ユニ ッ ト 


パッ ク パ ッ ク の 大 型 人 
に 巨大 化 。 медонен 


U.C.0080 年 代 穫 期 の 機体 と 比較 し て も 。 規格 外 
ГЕ. A RUNDE TTI trot 


MS 用 か ら 戦 艦 級 まで を 網羅 し た 武装 群 


対 MS・MA 用 を 想定 し た ガン ダム 7 号機 お よび フル アー 
マー・ ガ ンダ ム 7 号 機 の 武装 と 異な り 、 セカ ンド ・ ア ー マ ー 
の も の は 超 避 距離 攻撃 や 対 艦 攻撃 を 弘 く 意識 し た 戦乱 
MA 級 火器 と な っ て いる 。 特に メガ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン や キャ 
ノン 砲 は 通常 の MS で は 運用 困難 な も の で あり 、 セカ ンド ・ 
アー マー な ら で は の 長 射程 ・ 大 火力 火器 だ っ た 。 

セカ ンド ・ ア ー マ ー は ファ ー ス ト ・ ア ー マ ー や 腕 部 ・ 脚 部 
ユニ ッ ト と の 王 渉 が 少な く 、 素 体 MS の 式 装 も 併用 で きた 。 


E シー ルド 
=испителахи, 


BLS TBD ARPE- Le - 
サー ベル 、 フ ァ ー ス ト ・ ア ー マ ー の 各種 
ミサ イル な ども 併用 可能 だ が 。 交戦 中 
癌 の 都合 で 多用 され な いよ うだ 。 


E メガ ・ ビ ー ム ・ キ ャ ノン 
バッ ク パ ッ ク 右側 に 挫 載 され る 趣 長 射 種 か つ 大 火力 
の 大 型 メガ 和子 克 ВН оаа 
り 、 RAARSTE ARMEENS. 


Ш ++ R 
WD DEBI 


主 兵 装 で ある 手持 ち 式 メガ 粒子 
フル と し て は 射程 ・ 火 力も に 高い 。 


搭載 し て お り 、 多 目標 
БЛЕЗ СЫ 
れる 。 パッ ク バッ ク 上 面 
Я に も ミサ イル を 指 載 する 


と 言わ れる 。 


етж 92972 17910 


機動 武闘 外伝 ガン ダム ファ イト 7th 


(mes) mb mer Î Ia 


ッ フ ェ ル И SPEC оон EFFEL олом SPEC ғыс аншы ево. 


ガン ダム | unkno 


j EIFFEL GUNDAM J 


た マン ト 状 の シー ルド が 、 エッ フェ ル 


COLOR 
6F7-019NF EIFFEL GUNDAM 


mue WE ñD 


GF7-0218A GUNDAM FREEDOM 


инк GRAY YELLOW 


BF7.023MA 22: = 


т 


スバ イク 付き ナ 


手持 ち 武装 


シュ バリ エサ ー ベ ル | 
エッ フェ ル ガ ン ダム 用 の 巨大 刀 創 に 
て メイ ン ウ ェ ボ ポン 。 シュ バリ エサ ー 
REEL THR ET НН 

L +. тех 


秘密 結社 「 カ オス 」 に 立ち 向かっ た 第 7 会 大 会 出場 MF 


F.C.32 に 開催 され た 第 7 回 ガン ダム ファ イト に 出場 し 。 MF( 足 技 も 併用 ) で 、 両 腕 の ナッ クル ク ャ ー も それ 


た ガン ダム の うち 、 ネ オフ ラン ス 代 表 MF が GF7-019NF を 前 提 に し た 装備 で ある 持ち 式 の 火器 や 格闘 武装 

ッ レル ガンダム 、 ネ オア メリ カ 代 表 MF が GF7- も 搭載 する が 補助 的 な 装備 に 過ぎ ず 、 イ ン フ ァ イ ト で 真 
MOAT の 性 能 を 発揮 する 典型 的 な 格闘 型 MF だ っ た 。 

エッ フェ ル ガ ン ダム の ファ イタ ー は シャ ッ フ ル 同 盟 

ッ ク ・ イ ン ・ ダ イヤ |] の ナシ ウス ・ キ ル ヒ ャ 、 ガ ンダ 

リ \ー ダ ム の ファ イタ ー は 「 ク イー ン ・ ザ ・ ス ペー ド ] の 


は 比較 的 遠い レン ジ で 戦う パラ ンス 型 
『 ム は ボク シン グ ス タ イ ル を 中 ち 向 か - 


機体 構造 剣 技 ・ 体 技 を 駆使 し た 必殺 技 


剣術 を 駆使 する エッ フェ ル ガ ン ダム の 必殺 技 
は 、 格 闘 武 器 シ ュ パ リエ サー ベル を 用 いて 緑 り 
出す " 瞬 断 ヌー ペル クレ ッ セ ント "。 長大 化し た 
刀身 で 攻撃 する た め 、 間合い を 問わ な い 

ボク シン グ ス タ イ ル で 戦う ガン ダム フリ ー ダ ム 


機体 構造 第 7 回 大 会 優勝 MF 


第 7 回 大 会 の 優勝 MF が 、 ネ オド 
イツ 代表 の GF7-021NG カイ ザー 
ガン ダム で ある 。 ガン ダム ファ イタ ー は 
「 最 強 の ファ イタ ー」 と 呼ば れ た ウォ 
ルフ ・ ハ イン リッ ヒ 。 

格闘 型 で ある こと 以外 、 機体 特性 
は 判明 し て いな い が ヴ ウォ ルフ の 体 術 
を 再現 可能 で 、 シ ャ ッ フル 同盟 すら 子 
供 扱い する 戦闘 能力 を 示 | 


し た "ライ トニ ング ・ フ ィ ニッ シェ "。 足技 で 生み 出 
す 意 巻 と バンチ を 組み 合わ せ た "烈風 事 腕 ・ ト 
ルネ ー ド ・ ナ ッ ク ル "も 編み 出し た 。 


エッ フェ ル ガ ンダ ム と ガン ダム フリ ー ダ ム の コ 
ン セプト は 、 ШШЮФЮИНФИН ОШ ЖЕЛ. 


Ш エッ フェ ル ガ ン ダム 頭 部 画 ガン ダム フリ ー ダ ム 頭 部 


> 後部 › 後部 
еу 
ウォ ルフ は ゲル マン 忍術 の 使い 手 
様 。 科 寿 MF も 忍術 を 再現 可能 な 機体 が 目 
ri 32. 
= 
ハジ 外装 
б T 第 13 回 大 会 の ガン ダ 
前 部 4 ム シュピーゲル を 思わ 
図 で は 外し て いる が 、 ツイ ン アイ 上 に ゴー グル を 装 ФУМ RR 
Ж. ファ イ テ ィング ・ モ ー ド 時 の ツィ ン アイ が 発光 す 。 が 充実 し で いる が 、 軽 
る 。 本 機 の 設計 は マッ クス の 兄 が 行っ た 快 な 運動 性 を 示し た 。 


カオ ス 配 下 の MF 群 


第 7 回 ガン ダム ファ イト の 裏 で は 、 世 界 支配 を 目論む 秘 
密 結 社 「 カ オス 」 が 暗躍 し て いた 。 カオ ス は 、 ガン ダム ファ 
イト を 有名 無実 化し か ね な い 「 ア . ピー ム 」 (目標 の 
装甲 強度 を 著しく 低下 させ る と 共に 、 動 カ シス テム に 機能 
不全 を 引き 起こ す 指向 性 エネ ルギー 兵器 ) を 各国 に 提供 
し て 大 会 を コン トロ ー ル する 。 

結果 、 決 勝 大 会 に 駒 を 進め た MF は 、 シャ ッ フル 同盟 の 
5 機 と カイ ザー ガン ダム を 除く 全 機 が 、 カ オス の 支配 下 に 


Ш GF7-001NI _ 
ディ アボ ロ ガ ン ダム 


は ジェ ノバ ・ プ ラッ V | 
qhikaq GS て 
エネ ルギー 弾 を 乱射 する \ 
* 黒 い 洗礼 ブラ ッ デ ィ パッ N 
ト "。 MCP IFA 
ビー ム を 搭載 し た 。 


L ガン ダム スパ ル タ ン 
ネオ ギリ シャ 代表 MF で 、 フ ァ イ ター は 


№. コウ ガ ガ ン ダム に 敗れ る が 、 再生 
А, етта CRA SN. 


置か れ て し まう 。 また 南極 で は 、 カ オス の 秘密 兵器 エレ メン 
トカ オス が 搭載 ビー ム 砲 に よる コロ ニー 狙撃 を 準備 。 

この 事態 を 受け た シャ ッ フ ル 同 盟 は 決勝 大 会 を 放 乗 し 
て 南極 大 陸 に 向かい 、 エ レ メ ント カオ ス を は じ め と する カオ 
ス の 兵器 群 を 残 減 し た 。 カイ ザー ガン ダム は 決勝 大 会 に 
Ед, BASEL JV КО МЕР, 
ЖЕШС TUS. #048. Ja1 * OAT 
ма жае п. 人 類 を 守り 続け る こと に な っ た 。 


画 パラ モン ガン ダム 
ネオ イン ド 代表 。 DK 

カ か ら ビー ム を 放つ へ ル ・ 
スネ ー ク 、 腹 部 アプ ド メ ン ・ 
ビー ム を 備え る 。 南極 で 

ディ アボ ロ ガ ン ダム 再生 
MEEK YM 
MERE. 


カオ ス の 配下 と な っ た 主 

要 コ ロニ ー 国 家 の MF 
OF Rem, 第 7 回 大 

4: ROBAT. SEMFO 
基本 コン セブ ト は 2 
UREJT, ва 
PME CHS. 


画 エレ メン トカ オス 
IAROM RR. ж Бозо иеси тукт 
И А о 


жа 994% 179-12 


機動 戦士 ガン ダム SEED FRAME ASTRAY 


МЕНІН зоотовары] wl ash 
ЕНШІ 2 S £ e 


重量 — 重量 72.13: 
У SUU'S KERBEROS ZAKU WARRIOR | 5 KERBEROS ZAKU У SUU'S KERBEROS ZAKU WARRIOR | tasa TB 一 TRV - 
2323-8) ーー スラ スタ ー 推 力 ーー 
マー キン グ 装甲 材質 — 装甲 材質 
ы バ ЖЕ ビー ム フ ァ ング ンス テム ウィ FRR MML558 テン ペスト MA- 
る 。 これ は スー が ザー ド 頭 部 リト ラク タブ ル セ レ ク M757 ス レイ ヤー ウイ ッ プ x2 
Ж) поливат, ショ ン 内 ビー ム 砲 メ 2 他 他 
所 属 ザフト 所 属 ザフト 


ARE 2- ERE ルド ルフ ・ ヴ ウィ ト ケ ン シ ュ タ イン 
COLOR 


TGMF-1000 SUV'S KERBEROS ZAKU WARRIOR 


ルド ルフ 専用 | < 
ТОМЕ: 2000 グフ イグ ナイ テッ ド №. 
У RUDOLF'S GOUF IGNITED | У RUDOLF'S GOUF IGNITED | 


лк. 


カラ ー リ ング 
一 般 機 の 青 を 基調 と し た カラ ー 
ルド ルフ 機 は 


パイ ロッ ト 


アジ ア 半 で 異彩 を 放つ ニュ ー ミ レニ アム シリ ー ズ の カス タム 機 шау» 


戦略 的 に 重要 な 地域 で は な い ア ジア 圏 ( に PT: TÄ 外見 と 異な り 、 А 2 
フト 基地 に は 、 カ スタ マイ ズ し た 機体 が 多く 見 られ 
地域 に 配属 され た 兵士 は 各部 隊 の は み 出し 者 ば が 施さ れ て お り 、 戦 ディ ネイ ター に 見 合っ た 改 
あり 、 さ ら に は 民間 軍事 会 社 の 億 兵 まで も が 加わ っ て 極 良 に より 、 既存 の ザク ズ を 超え る 性 能 を 発揮 し た 。 
め て 独特 な 様相 を 呈し た 。 中 で も ザフト 製 MS な i ZGMF-2000 ルド ルフ 専用 グフ イグ ナイ テッ ド は 、 白 тану 
スー が 駆る 漆黒 の ケル ベロ スザク ウォ い カ ラー リン グ が 施さ れ た アレ ッ ク 用 ケル ベロ スパ クゥ と 0550216 カン 
ネイ ター で ある ルド ルフ ・ ヴ ィ ト ゲン シ 4 из く 考慮 し て いな い 目 立つ 
る 金色 の グフ イグ ナイ テッ ド は 特に 目立つ 機体 で 単純 に ルド 
ZGMF-1000 スー 専用 ケル ベロ スザク ウォ ー リ ア レン 、 カス タム 機 
は 、 外 見 上 は ケル ベロ スウ ィ ザ ー ド に 換装 し た ザク ウォ ー で は ある も の の 、 ваш 般 機 と 何ら 変わ る こと は な い 。 


ET ム SEED FRAME ASTRAY 


MECHANIC FILE = 


ペー ス と し て ザク ウォ ー リ ア を 用 いて いる も の の 、 そ の 
内 部 は 大 幅 な カス タム 化 が 施さ れ て いる 。 その た め 外 見 
の ウォ ー リ アタ イプ と は 一 線 を 画す 性 能 を 持つ 。 スー が 対 
MS 格闘 戦 を 好む こと か ら 、 近 接戦 闘 に 特 化し た ケル ベロ 

Е 装備 と し て いる 。 搭乗 者 の スー は 、 ビ ー 
ム を 用 いた 複数 の ピー ム 刃 を 用 い 、 独特 


クッ リウ ンド ) DE Ly 
ンダ シス テム を 主体 と し 


ルド ルフ 専用 グフ イグ ナイ 


パイ ロッ ト の ルド ルフ は 資産 家 の 出身 で あり 、 そ の 資金 

に 物 を 言わ せ て 乗 機 を 勝手 に カス タム 化し て いた 。 グフ 

イグ ナイ テッ ド は ザク シリ ー ズ を 湊 ぐ 性 能 を 持ち 、 そ の 高 性 

能 と 希少 価値 を 気に入っ た ルド ルフ が 特別 に 手 に 入れ た 

も の で ある 。 C.E.73 の 戦争 末期 に 一 般 量産 が 進ん だ と 

は いえ 、 入 手 で きた の は ヴィ トゲ ン シ ュ タイ ン 家 が プラ ント 
内 で 強い 発言 力 を 持っ て いた か ら こ そ で あっ た 。 

カス タム 化 さ れ た グフ イグ 

ナイ テッ ド は 、 先 行 生産 さ 

れ た ハイ ネ ・ ヴ ェ ステ ン フ 


FF sown (=) си 
А. イザ ー ク ・ ジ ュー ル の 


аса. 


モー ガン ーシュ バリ ェ c、 ий 
КЕЛД? 
を 見 て 、 オ ー プ の MS アカ 

ツキ (ы) が 備え る ビーム 
MRR SER 

導い し た こと が ある 


MORE INFO! 


エー スパ イロ ッ ト の 駆る MS は 独自 の カス タム 化 が 施さ れる 
こと が 多い 。 スー 専用 の ケル ベロ スザク ウォ ー リ ア な ど は 、 機 
体 を 改造 する こと で パイ ロッ ト の 特性 に 合わ せ た カ スタ マイ ズ 
で ある 。 その 場合 、 武 装 や 外装 の 変更 な ど 外 見 的 な 改修 を 
施す 機体 も 少な く な い 。 中 で も パー ソナ ルカ ラー に 機体 色 を 
変更 する 場合 が 多く 、 戦場 に お ける 目視 で パイ ロッ ト が 判明 す 
る 。 これ は エー ス を 印象 付け る 目印 で も ある 一 方 、 連 合 軍 の 
ジス ト 専 用 シダ ー や ジャ ン ・ キ ャ リー の 白い 専用 機 な ど 目 立つ 
カラ ー リ ング を 施し 、 潜 在 的 な 裏切り 者 を 監視 する 意味 合い 
を 持つ ケー ス も あっ た 。 また 、 パ ー ソ ナル カラ ー に 加え て 、 自 
機 に パーソナル マー ク を 描く こと で 搭乗 パイ ロッ ト を 示す 意匠 
と する こと も 多い 。 右 図 は アジ ア 園 で 戦っ た パイ ロッ ト た ちの 
パー ソナ ル マ ー ク で あり 、 徳 ら の イメ ー ジ を 実に 表し て いる 


名 の ある パイ ロッ ト が 許さ れる カ 
スタ マイ ズ ( 左 は ミゲル 専用 ジ 
м ルド ルフ は 豊富 な 次 
SN CARL SEI-F 17 
する と いう 特異 な 機体 名 の 変更 
を 勝 手 に 行っ て いた 


の 構造 


され た 専用 の ウィ 
ザー ド と な っ て いる 


sta (DL) CL TERT 


き жен (ШЕ) ル パ バー ド の は うに も 使用 可能 。 


Ш リト ラク タブ ル セ レ クシ ョ ン 内 ビー ム 砲 
Үл ШЕ. 


双頭 の リト ラク タブ ル 
セレ クシ ョ ン の 内 部 に 
Be Ae N. 


В 次 産 力 に 物 を 言わ せ て カス タム 化し た 機体 
m 応急 修理 後 


анатты» 


備 し 、 空 
БЕТТІ 
獲得 し た 。 バ ッ ク 


し て いる 。 そ の た め 予 


еше 
変更 され て いる 


量産 機 の も の で 代 
用 され た 


カス タマ イズ と パー ソナ ル マ ー ク 


アレ ッ ク ・ ラ ッ ド ルド ルフ ・ ヴ ィ ト ゲン シュ タイ ン ジス ト ・ エ ルウ ェ ス ルカ ス ・ オ ド ネル 
レオ ンズ ・ グ レイ ブス スー トロ ヤノ ウレ バリ ー・ ホ ー 


СХ 


ма зоэчх 179-14 


f CUE) nel swe Oe 


コー ニン ガ シ ダ バ 


モビ ルス ー ツ : RX-0 ユ 


MECHANIC FILE 


ШІ 


UNICORN GUNDAM 


а. mebi зет080 


モビ ルス ー ツ 


180-3 


Кыз 戦場 を зз: Юу 
も 、 特に 異彩 を 放っ た 機体 が あっ た 
ンダ ム 」 で ある 。 TOREELEMSIE, 


歴 喝 の 転換 点 に 姿 を 現し 、 象 徴 的 な 活 距 を 果たす こ 
と と な っ た 。 多大 な 戦果 を 挙 ダム は 、 や が て 
ー タ イプ 神話 と | 


語ら れる よう に な り 、 
意味 合い を 有する に 至 
世紀 の 節目 で 生み 出さ れ た ガン ダム タイ プ MS は 、 時 
代 を 代表 する MS と し て その 存在 を 数 多 の 戦乱 に 刻 
み 込 ん だ 。 そ し て 、 ガ ンダ ム の 名 は 伝説 へ と 昇 奉 し 、 礎 
史 の 表裏 で 脈々 と 受け 継が れ て いっ た の で ある 。 


ンダ ム は 、 そ れ を 務 る パイ ロッ ト た 


s0073 


ダム 開発 計画 ] を 進め た 。 その 成果 が GP シ リー ズ と 呼 
ば れる ガン ダム ・ タ イプ MS で あり 、 様々 な アプ ロー チ か 
ら 「 最 強 の MS] を 目指 し た 
シリ ー ズ に は 開発 を 担当 | 
クス 社 (АЕ) の 先進 技術 が 盛り 込ま れ 、 
繋が る 意味 合い も 有 し て いた が 、 デラ ー 
る 不祥事 の 煽り を 受 


次 世代 MS に 
紛争 に お け 
け て 公式 の 記録 か ら 抹消 され た 。 


RX-78 の コン セプト を 
し 、 汎 用 MS と 


HERMS, 旧 ジ オン 
2224 
ATHY, WMR 
БАС 2720 


AREER. 補間 
#RHEMODGPOIFb 7 


公男 軍 の 技 


а 


ド ・ ジ ェ ネ レー ター を 装備 し SEARREMB DENS. 


MORE INFO! 
ガン ダム の 特徴 と 影響 


ガン ダム ・ タ イプ MS は RX-78 を 源流 と し て いる こと も あり 、 
汎用 MS と し て の 設計 思想 に 基づく ケー ス が 多い 。 また 、 新 
技術 を 盛り 込ん だ ワン オフ 機 で ある 場合 が ほとん ど で 、 ガ ンダ 
ム と いう ネー ム パ リュ ー の 大 き さ を 物語 っ て いる (戦略 兵器 と し 
て の 側面 を 言及 する 地球 軍 孝 政府 要 人 も いた と いう ) 。 Ф 
は 、 ガン ダム ・ タ イプ MS と は 似 て も 似つか な い 強 化 人 間 用 
可変 MA に ガン ダム の 名 を 冠 し た MRX.009 サイ コ ・ ガ ンダ 
ム の 例 を 見 て も 明らか だ と 言え る だ ろう 。 


MRX-009I HABE EN 
Hh + S4IMSERUTIE 
いた が 、 コ ン セ プ ト は まっ た 
く 異 な る ガン ダム 信仰 の 産 
pres 


「 最 強 の MS」 を 目指 し た GP シリ ー ス MS の 開発 と 記録 の 抹消 


ガン ダム の 名 を 冠 し た MS の 系 譜 は 、U.C.0079 の 一 
年 戦争 に 端 を 発し で いる 。 MS 開発 に お いて ジオ ン 公 国 
宣 の 後 卒 を 拝 し た 地球 連邦 軍 は 、 主 力 MS の 狂 形 と な る 
試作 MS と し て RX-78 ガン ダム を 開発 し た 。 戦艦 の 主砲 
並み の 成 力 を 有 し た ビー ム ・ ラ イフ ル や 高い 強度 を 誇る ル 
ナ ・ チ タニ ウム 合金 な ど 、 当 時 の 先端 技術 が 投入 され た 
RX-7B は 、 章 図 せ 実 陸運 朋 で 驚異 的 な 音 果 を 挙げ : 
それ に よっ て 有用 性 を 見 出さ れ た ガン ダム は 、 戦 時 中 に 多 
く の パ リエ ーション 機 を 生み 出す こと と な っ た 


ガン ダム ・ タ イブ MS 
の 祖 と も 言え る 白兵戦 
ШШМ5. コア ・ ブ | 


ГІСІ 722 
地上 戦 を 支え た 


LEO ラー タッ 


タイ プ MS が 求め られ 


よっ て 飛躍 的 


m RX-178 


旧 ジ オン 公国 軍 系 の 技 
223 164053 
SEN SM (и 


№ [3 S J の コー ド ネ 


先 に 挙げ た MRX-009 の よう に ガン ダム ・ タ イプ MS で は な 
い ガ ンダ ム も あれ ば 、 コ ー ド ネー ム と し て の [ガンダム] の 名 を 
与え られ た 機体 も 存在 する 。 [ZHE] の 一 環 で 開発 され た 
MSN-00100 百 式 は その 一 例 で 、 AE が 開発 し た 6 番目 の ガ 
ンダ ム と いう 意味 の コー ド ネ ー ム 「@ ガ ンダ ム 」 を 持つ 。 また 、 
RMS-099 リッ ク ・ デ ィ アス も 、 ガン ダリ ウム 》 を 用 いた こと か ら 
ツガ ンダ ム 」 の コー ド ネ ー ム で 呼ば れ て いた 。 この よう に 、 列 
の 名 を 持つ ガン ダム も 少な く な か っ た の で ある 。 


エゥーゴ の 主戦 力 を 担っ た 
MSN00100。 2 ガン ダム の 
コー ド ネ ー ム と は 別に 、100 
年 保つ MS と の 願い を 込め 
て 百 式 と 名 付け られ た 。 


06.008 


UC.0087 の グリ プス 戦役 に : 
ん だ 地球 連邦 軍 で は 、 権 威 の 集 徴 と し て の ガン ダム ・ 


継 機 と し て RX-178 ガン ダム Mk-『 を 開発 し 、 一 方 の 
エ ウ ー ゴ は AE と 協力 の 下 で 
006 Z ガ ンダ ム を 生み 出し た 。 その 下地 と な っ た の が 、 
ガン ダリ ウム や ムー バブル ・ フ レー ム 、 全 天 周 困 


中 に お いて も 、 ガン ダム は 中 心 的 な 存在 


地球 吉孝 軍 の 「V 作 戦 ] で 開発 され た RX-78- 
тәнен. 


9:7 ROBOMSER 
FBP OPT CARE 


жемді 


TEE 


ТЕЕ 


対立 する 陣営 が 進め た ガン タム の フラ ッ グ シッ プ 化 


お いて 派閥 抗争 に 及 


ティ ター ンズ は RX-78 の 後 


J を 進め 、MSZ- 


な 性 能 向上 を 果 バイ オ ・ セン サー を 搭載 し た MSZ.006 は 


様々 な 超常 現象 を 起こ し 、 伝 説 を 補強 し た 


ガン ダム Mk-L 


画 「 白 い MS」 の 異名 を 捨て た ガン ダム 


ガン ダム ・ タ イプ MS の 外観 上 の 特徴 と 言え ば 、 第 一 
アル セン サー や V 字 型 ア ン テ ナ を 備え る 独特 の 頭 部 
が 挙げ られ る が 、RX-78-2 に 始ま る 白 基調 の カテ 
特徴 の ひと つと 言え る 。 だ が 、 中 に は 白 以外 の カラ 
採用 し た ガン ダム ・ タ イプ MS も あっ た 。「 テ ィ タ ー ン ズ ・ カ ラー」 
と 呼ば れる 黒 系 の カラ ー リ ング を 施し た ティ ター ンズ 仕様 の 
HX-178 や 、 カ ラバ の チャ クラ 研究 所 で 運用 され た MSZ- 
006 系 列 機 な ども そう し た 機体 の 一 例 で ある 。 


真 穫 の カラ ー リ ング 特徴 

fy の MSZ.006P2/3C ガン 

ダム 3 号機 P2。 WEDA 

ラー リン グ を 施し た 2 ガン ダム 
зв. 


汎用 MS と し て の ガン ダム へ の 回 帰 サナ リィ が 生ん だ 新た な ガン ダム 


世代 MS の 進化 に 伴う 運用 コス ト の 増大 は 、 U.C.0090 UC.0110 年 代 に 入る と MS の 小型 化 が 進み 、 同 時 に MS 
年 代 に 入っ て 汎用 兵器 と し て の MS の 原点 回 帰 に 繋が っ た 。 一 開発 に お ける AE の 一 極 集中 に 歯止め が 掛か り 始め る 。 そう し 
方 で 、 地 球 連 邦 軍 が ガン ダム ・ タ イプ MS の 影響 力 を 危 ぶ ん で た 状況 の 中 、 サ ナリ ィ は F90 シ リー ズ と 呼ば れる ガン ダム ・ タ イ 
厳重 に 管理 する 中 、RX-93 リガ ンダ ム が 開発 され る こと と な プ MS を 開発 し 、F91 ガン ダム F91 が 誕生 する 


F91 は パイ オ ・ コ ンピュータ ー を 介 
し て バイ ロッ ト と 機体 を 有機 的 に 


U.C. Г MS の 高 性 能 化 が 生ん だ ガン ダム 
U.C.0088 の 第 一 次 ネオ ジオ ン 戦 争 期 に は MS の 高 性 能 化 
が 加速 し 、 大 火力 を 特徴 と する 第 四 世 代 MS が 登場 し た 。 ガン ダ 
ム ・ タ イブ MS も その 時 流 に 乗り 、[Z 計 画 ] に お いて 開発 され 
MSZ.010 ZZ ガン ダム は 圧倒 的 な 戦闘 力 を 発揮 し た の 7 


パリ ア と し て も 機能 する 攻防 一 体 
の サイ コミ っ ュ 兵器 、 フィ ン フ ァ ン ネ 
ル を 装備 し た RX-93。「 シ ャ ア の 
ка! の 終 草 に お いて 、 そ の 真価 
を 発揮 し た 。 


連動 させ 、 可 能 な 状況 に お いて は 
- バ ЕВЕ 


HES AA", ЗЕ 
тар EGERT 
武器 と し て い 


№ 


AE 福 に よ 
MS, 57. 7748-2515 
合体 形 機 剛 と 、 大 出力 の ハイ ・ 
メガ ・ キ ャ ノン を 特徴 と する 。 


10.0094 ЖД 


宇宙 世紀 100 年 を 控え た U.C.0096、 地球 連邦 軍 は 
体制 を 箇 か みす ニ ュー タイ プ 神 話 の 根 堆 を 目的 に 「UC 計 
画 ] を 推進 し た 。 そ て 開発 され た ガン ダム ・ 
タイ プ MS か ー ン ガン ダム で ある 。 со 
Ф ー タ イプ の 感応 波 に 反応 する シス テム NT-D 
が 組み 込ま れ 、 ニュ ー タ イプ を 狩る ハン ティ ング マシ ー ン と 
し て 機能 する は ず で ムー バブ ルフ レー ム の 
すべ て を サイ コフレ ー ム で 形成 
験 機 で あり 、NT.D 発 動 時 
伸長 し て "変身 「 す る 構造 を 有 し て いた 。 


AE が 開発 し た 「UC 計 RX-0 の 同型 機 
画 ] の フラ 7 
MS. デス トロ イモ ー ド 
時 に は リミッタ ー が 解 
ван 


する が 


[アー 


備 を 特徴 と する , 


ガン ダム 


新 素材 サイ コ ・ フ レー ム と 
ン ネ ル を 実装 し た AE 製 ガン ダム 。 
NT 専用 機 と し て の 側面 を 有 し た 高 
性 能 汎 用 M 


ニュ ー タ イプ 根絶 の 思惑 に よっ て 開発 され た ハン ティ ング マシ ー ン 


ТЕПТЕ. 
920% 298 Db Ti: 


MERRIE 


L 


アー マー] と 呼ば れる 
増加 サイ コフレ ー ム 装 


| 
ガン ダム の 名 に 由来 する 高 品質 装甲 材 と | 


ў 構造 材 の 面 か ら 高 性 能 化 を 図っ た アプ ロー チ 


ガン ダム ・ タ イプ MS の 高 性 能 を 支え た 要素 の ひと つが 、 
強 勧 な 防御 性 能 を 誇っ た 装甲 材 で あっ た 。 ハイ エン ド 機 と し 
て 開発 され た ガン ダム ・ タ イプ MS に は 、 コ スト を 度外視 し た 
部 材 が 用 いら れる ケー ス が 多く 、 ルナ ・ チ タニ ウム 合金 ガ 
ンダ リウ ム 》 と いっ た 各 時 代 に お ける 最新 の 村人 造 材 が 導入 
され て いた 。 また 、 RX.0 の フル ・ サ イコ フレ ー ム 構造 や 、 装 
甲 に 内 部 機器 の 機能 を 持た せる F91 の MCA 構 造 な ど 、 構 
造 材 の 面 で も 革新 的 な を 試み が な され て いた の だ っ た 。 


RX-93 で 初 あて 導入 


れ た サイ コ ・ フ レー ム は 、 
RX-0 の 主 構造 材 し し て 
用 いら れ 、 常 識 を 超え 
た 現象 を 引き 起こ し た 。 


RMS-099 
リッ ク ・ デ ィ ア ス 


の 導入 に お 次 性 能 
を 実現 し て いた 。 


Í うっ 機能 を 有 し て いた 


サナ リィ が 開発 し た 試作 MS。 / 


オ ・ コ ンピュータ 
ルド 、 MCA 構 造 を 採用 


反抗 と いう 象徴 性 
リ が ・ 


INT 用 MS 


た も う ひ と つの 力 を 発揮 し て い 


けが 残っ 
リティ ア は それ を 利用 し 、 独自 開発 し た マル チ ブ ル MS を 
ヴィ クト リ ー・ ガ ンダ ム と 名 付け 、 中 核 理 力 と し て 運用 し た 。 


ザン スカ ー ル 帝国 に 抵抗 し た 


史実 に 語ら れる こと の な い ガ ンダ ム 


宇宙 世紀 の 箇 目 に 脚光 を 浴び た ガン ダム が 存在 する 一 
方 、 歴史 に 埋もれ て 語ら れる こと の な か っ た ガン ダム も ある 。 
U.CO110 年 代 に お ける サナ リィ と AE の 次 期 主力 MS 開発 
競争 は 、 その 最たる 例 と 言え る 。 サナ リィ は 「F( フ ォ ー 
計画 ] で ガン ダム ・ タ イプ MS を ペー ス と し た 小型 MS の 試作 
を 進め 、AE も F91 の 機密 情報 を 反映 し た RXF91 シル エッ 
ト ガ ンダ ム を 開発 し た 。 だ が 、 そ れ ら は コス モ ・ パ ピロ ニ ア 建 
国 戦 争 の 混乱 に 埋もれ る こと に な る の だ っ た 。 


Гена иса 
され た F91 は 、 調 整 ち 


MONROE 
ム ・ タ イブ MS で 、 
aI DR 
よっ て 多様 な 性 能 を 
発 得する F90 シ リー 
ズ の 基本形 


180-4 


Mayoz 


180-7 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 3 


UNICORN GUNDAM 


RX-0 が 見 せ た 未 知 の 領域 と 可能 性 


フル ・ サ イコ フレ ー ム 実装 試作 MS、RX-0 ユニ 
コー ン ガ ンダ ム は 「 あ る べき 宇宙 世紀 の 奪還 ] を 掲げ る 
UC 計画 』 の 一 環 と し て 開発 され た 。 その 目的 は ジオ 
ン 共 和 国 が 自治 権 を 放棄 する U.C.0100 を も っ て ジオ 


ニズム を 一 掃 す る こと に あり 、 ジ オン 勢力 の ニュ ー タ イ 
プ と サイ コミ ュ 搭 載 兵 器 を ユニ コー ン ガ ンダ ム で 撃破 
し 、 ジオ ニズム の 中 核 要素 た る 『 ニ ュー タイ プ 和 神話 」』 を 


象徴 的 に 打ち 砕く 計画 だ っ た 。 
こう し て 対 ニ ュー タイ プ 用 ハン ティ ング マシ ン と し て 
試作 され た ユニ コー ン ガ ンダ ム だ が 、 連 邦 政 府 ・ 軍 


の 意図 と は 違う 形 で 性 能 を 発揮 し て いく 。 確認 さ れ 
て いる 限り 3 機 が 製作 され た ユニ コー ン ガ ンダ ム は 、 
U.C.0095.12.03 に 2 号機 バン シィ と 3 号機 フェ ネ 
クス に よる 合同 評価 試験 の 未 、 フ ェ ネ クス が 暴走 。 
U.C.0096 の [2722048] を 巡る 争乱 で も 、1 号 機 
と バン シィ が 二 度 に わた っ て 交戦 状態 と な っ て し まう 。 
様々 な 勢力 の 思惑 と 陰謀 の 中 、「 共 食い 」 を 繰り 返 
すこ と に な っ て し まっ た ユニ コー ン ガ ンダ ム だ が 、 サ イコ 
フレ ー ム の 共鳴 現象 サイ コ ・ フ ィ ー ル ド は 畿 多 の 「 査 
跡 ] を 起こ し 、 人 の 可能 性 を 見 せ 付 けた の だ っ た 。 


UC01.01 № 


723848 フェ ミク タス UC-01-016 


RX-0 ユニ コー ン ガ ンダ ム 5 号 機 パン シィ 


UC-01-02 


サイ コー ラレー ム 


ССА0304 Ж. 


UC 計画 


9603-07 Ë 


PLE PREVIEW 


地球 連邦 宇宙 軍 再 建 計画 
の 一 環 と し て 行わ れ た プロ 
ジェ クト 。 真 の 目的 は ある べき 
宇宙 世紀 の 姿 を 取り 戻す と 
いう も の で 、 そ の 一 環 と し て 
RX-0 シ リー ズ が 開発 され た 。 


3 機 の ユニ コー ン ガ ンタ ム 


ガ 


機 。 アナ ハイ ム ・ エ レク トロ ニク ス 社 の グラ ナダ 
スト リア ル 7) の コロ ニー ビル ダー (メガ ラ 

この 際 「 ラ 
ビスト 
る 。 これ に 加え 
с. зао 


ガン ダム の 2 号機 。 3 号機 
但し た が オー ガス タ 研 究 所 に 送 


争乱 時 の パイ ロッ ト は 強化 人 間 


ガン ダム 3 号機 フェ ネクス 


罰 か れ た 1、2 号 機 と 異な り 、 地 球 連 
試験 的 に 先行 納入 し た フル ・ サ イコ フ 
タ も 反映 し て 組み 上 げた 


57 


る な ど 、UC.0096 時 
一 部 仕様 が 異な 


サイ コフレ ー ム 兵 装 「 ア ー ム ド ・ ア ー マ ー」 


к 


Б ス 社 の グラ ナダ エ 場 に 8 
サイ コフレ ー ム 技術 を 導入 | プシ ョ ン 兵 装 群 が 開発 され 

て いた 。「 ア ー ム ド ・ ア ー マ ー」 シリ ー ズ が それ で あり 、 サ イコ 
フレ ー ム 同士 が 生み 出す 共鳴 に 着目 し た 技術 者 に よっ て 開 
発 され た 増加 サイ コフレ ー ム 兵 装 


可能 と な り 
展 する と 、 


武装 へ の サイ コフレ ー 


U.C.0093 の アク シズ ・ シ ョ ッ ク 以来 、 RDOWINAE 。 ベリ ン が 作ら れ 、 そ の 後 アー ム 
追 ぎる サイ コフレ ー ム の 研究 ・ 開 発 は 中 止 され た も の の 表 向 以後 、 ア ー ム ド 
き に 過ぎ ず 、 連 邦 軍 の 管理 の 下 、 ア ナハ イム ・ エ レク トロ ニ 誕生 し た 。 


типли Иа ム 火 器 。 内 装 セン 

= タ を サイ コミ ュ で パイ ロッ ト に 伝 
感応 波 を フィ ン 杖 の ビーム 偏光 問 と 連動 させ る こと に 
WAED [PMAR] を 可能 と し た 。 複雑 な 回 避 機動 
SRB a MEAS. 単純 火力 は ピー ム ・ マ 
BEND, 一般 的 な ビー ム ・ ラ イフ ル よ り 運 か 
NT. ギロチン パー スト モー ド の よう な 長 時 間 照代 も 可 能 で ある 


族 た れ た ピー ム は 、 複 
EORNA 25 
ダム に 撃っ て いる の で 
は な く 、 極 め て 高い 精 
度 で 目標 を 捉え る 。 th 
WDE Е. ВИ 


(ар) заза (в) REWETS Ө 


クス 社 で 開発 が 継続 され た (製造 施設 は アナ ハイ ム ・ エ レク 


こう し た 背景 の 下 、 サ イコ フレ ー ム を 多用 し た 兵器 開発 が 
UC 計画 」 で ユニ 


アー ム ド ・ ア ー マ ー の プロ ト タ イ プ と し て ハイ パー 


アー マー の 開発 が 加速 し 、 様々 な タイ プ が 


š < S 


REAH TLS) 


コー ン ガ ンダ ム の 開発 が 進 
ム 導 入 が 模索 され 始め た 。 

ム 
られ た 。 


ド ・ ア ー マ ーDE が 人 
サイ コフレ ー 

と の 連動 

増加 する 点 だ 


サイ コフレ ー ム の 強 接 性 を 利用 し た クロ ー (アイ アン 
型 の 超 振動 破砕 兵器 。 パイ ロッ ト の 感応 波 を 受信 し た 
れる 、 サ イコ フレ ー ム の 大 幅 な 強度 向上 (BME) に 注力 し て 
開発 され た 。 サイ コフレ ー ム を 基部 と する クロ ー ユ ニッ ト を 展開 し 、 
「 超 振動 」 効果 に よっ て 接 朋 対象 を 失 砕 する 。 外 凌 に MS シー 
ルド と 同様 の 耐 ビー ム ・ コ ー テ ィング が 施さ れ た ほか 、 ク ロー が 
前 受 部 ビー ム - ト ン フ ァ ー の 展開 を 犯 魔 しない 点 も 長所 で あっ た 


ト が 生み 出 
тшшш. Hy 
ЕТО 
ご と 目標 の 機体 内 部 を 
HOTS. クロ ー 収 納 
状態 で も 強力 な 打 実直 
ЕИ 


ム の 特性 を 活か し た アー ム ド ・ ア ー マ ー は 単 


コー ン ガ ンダ ム 用 シー ルド に 展開 式 ス ラス ター と メガ ・ キ ャ ノン (と 
増加 サイ コフレ ー ム ) を 組み 込む 攻撃 ・ 防 御 ・ 機 動力 
素 を 強化 し て いる 。 シー ルド 本 来 の | フィ ー ル ド 発生 機能 
NT-D 発 動 時 に は 増加 ユニ ッ ト を 展開 する 
サイ コフレ ー ДВО, ЕВО: 
ー マ ー と し て は 最初 期 の モデ ル で 


REWERA 
て いた 


感応 波 増幅 機能 と ジェ ネ レー ター 強化 機能 を 併せ 持つ アー ム 
ド ・ ア ー マ ー (装備 の 持 性 上 、 正 確 に は RE] で は な い )。 頭 
部 ブレ ー ド アン テ ナ と 連動 し 、 敵 性 サイ コミ ュ 機 が 発する 感応 波 
の 受信 能力 と 、 ア ー ム ド ・ ア ー マ ーXC 搭 載 機 の パイ ロッ ト が 放 
つ 感 応 波 の 送信 能力 を それ ぞ れ 増幅 させ る 。 結果 、NT-D の 発 
動 も 比較 的 容易 と な っ た 。 出力 強化 の 面 で は 、 パ ン シ ィ (ユニ 
コー ン モ ー ド ) の ジェ キレ ー タ ー 出 力 を 1.000kw 以 上 向上 させ た 


-%-ХСЕК 
デス トロ イ 


(Я) азам ,(r) 98—09 


特殊 機構 NT-D と デス トロ イモ ー ド 


ユニ コー ン ガ ンダ ム の 対 ニュ ー タ イブ 用 ハン ティ ング マシ ン と し て の 特徴 は 、 NT-D と デス トロ 
イモ ー ド に ある 。 NT-D と は 「 ニ ュー タイ プ ・ デ スト ロイ ヤー] を 意味 する 特殊 OS で 、 敵性 ニュ 
タイ ブ の 感応 波 を 受信 する こと で 発動 する 。 NT-D が 発動 する と 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム は サイ コ 
フレ ー ム を 外出 させ た デス トロ イモ ー ド に 「 変 身 ] 。 パイ ロッ ト も 受信 し た 感応 波 を 病 意 に 変換 す 
る 処理 装置 と な り 、 別 次 元 の 戦闘 能力 を 示す 。 た だ し パイ ロッ ト へ の 負担 が 大 きく <、 最大 稼働 
時 間 は 5 分 と され る 


ユニ コー ン ガ ンダ ム 
(デス トロ イモ ー ド ) 
ион 
に 伴い 、 全 高 が 2m 
伸び る 対 サイ 1 コミ ュ 能 
HPRH 
Б 
を 発揮 する 


ン テ ン ショ ン ・ オー 
такав. возова, 


ン ネ ル な ど を 乗っ 取る サイ コミ 


想定 を 超え た 


ユニ コー ン ガ ンダ ム の 最終 形態 


| Key Word 
| 


サイ コミ ュ 系 の 異常 に より 、 мт. оюн. 
ペル が 制御 不能 な 数 値 に 達し た 場合 、 オ ー ト 
で 発動 する 「 デ スト ロイ ・ アン チェ イン ド ] 状態 
が 存在 する と 言わ れる が 、 実 戦 で は それ と は 
異な る 形態 へ の 移行 例 が 見 られ た 。 


ノルン が 極め て 強力 な サイ コ ・ フ ィ ー ル ド を 展 
開 し た 。 この 際 、 ユ ニコ ー ン ガン ダム の パイ ロッ 
ト の パナ ー ジ が 「 人 を 超え た 者 」 に な る 異常 
事態 が 発生 し た の だ っ た 。 


MSE TIAHO- AEE SHEN ERIE, 1421-7. 
の ニュ ー タ イブ | と 呼べ る 状態 に な っ て いた が 人 間 と し て 復帰 し 、 ユ ニ - 


コシ ャ ー ド と 同様 に 、 ユ ニコ ー: 
меш EDIS. 


「ー ル ド の 一 お 態 と 思わ れる 。 1 
HE LORRB BERIT. | 


見 える 現象 が 起き た 。 


ネオ ・ ジ オン グ の サイ 
ガン ダム の サイ コフレ ー 


қа 


サン ラ ィ ズ 


180-8 


機動 戦士 ガン ダム AGE 


WT = 


地球 連邦 軍 と ヴェ イガ ン に よる 長き ! 
勢力 は 人 型 兵 器 で ある MS を 主戦 力 と し . 
アス ノ 家 が 所 有 し て いた 「AGE シ ステ 
いっ た が 、 ヴ ェ イガ ン は 旧 


げた 。 連邦 軍 は 、 
AJ を 用 いて MS を 進化 させ で も 
国家 間 戦 争 期 の 遺産 「EXA-DB」 か ら 技術 の 一 部 を 
入手 し 、 高 性 能 機 を 生み 出し て いた 。 また 、 彼 ら 


脚 部 


xvgrxx の 肢 部 は 


し て 戦乱 に 介入 し た の で ある 。 一 時 は AGE-2DH ガン 

クハ ウン ド と xvm-fzc ガン ダム レギ ル 

た が 、 自己 修復 能力 を 

・ グ ラミ ス 攻 防戦 時 に 再び 登 

加 し て いた xvg-xxx に 接近 し 、 

両機 は ヴェ イガ ン キ ア ・ シ ド へ と 変貌 し た 。 自己 進化 能 

力 を 持つ シド は 、xvg-xxx を 取り 込む こと で さら な る 進化 を 

遂げ よう と し た と 見 られ る が 、 結 果 的 に 主導 権 は xvg-xxx 

と その パイ ロッ ト 、 ゼ ラ ・ ギ ンス へ と 移行 。 その 絶大 な パ 
ワー を 用 いて すべ て を 破壊 し と よう と し た の で ある 。 


(AEE) ТІЛЕДІ 


デル タゲ イザ ー ヒー トブ レー ド x2 7 
フェ ザー ライ フル メ 多 数 ピー ムラ イ 


尻尾 


XVG-XXXO AD 


関連 ファ イル 


ヴェ イガ ン 製 MS の 起点 と され る 漆黒 の MS 


xvgX は 、 他 の ヴェ イガ ン 製 MS と その 構造 や 武 凌 に № хув-ххх ヴェ イガ ン ギ ア Ш デル タゲ イザ ー 
お いて 多く の 共通 点 を 有する 。 だ が 、 大 半 が ГЕХА-ОВ] 大 型 の MS で ある が 、 全体 の フォ ルム と し て は 細身 で 、 頭頂 部 や | 
か ら 得 た 設計 図 を 共に 再 製 造 さ れ た 機体 で ある の に 対し 、 уона У 
本 機 は 旧 国 家 間 戦争 時 の エン ジニ アリ ング レベ ル で 製造 7 
され て いる の が 特徴 で ある 。 戦闘 能力 は ヴェ イガ ン 製 MS 
だ が 、 採 綻 に は 高い 能力 の X ラ ウン 
、 ヴェ イガ ン は フェ ザー ル ・ イ 
MEE UT 


し た 本 機 は 、AGEFX 
\GE-FX. AG 


ПАСЕ 
а 
戦士 


[EXA-DB」 を 護る 無人 MS 


シド は 「EXA-DB] の 防衛 用 に 生み 出さ れ た 無人 MS で 、 
旧 国 家 間 戦争 期 に 「EXA-DB」 を 整備 し た 者 た ち が 開 発し 
た と され る 。 巨大 な 翼状 の パー ツ を 有する 特異 な フォ ルム 
の 機体 で 、 そ の 最大 の 特徴 は 、「EXA-DB」 と の 連 才 
て 自己 進化 が 可能 な 点 で ある 。 加え て 、 ナ ノ マ シ ン を 用 いた 
自選 修復 機能 や 、 レ ー ダ ー や 視認 に よる 探知 を 不可 
する 「 見 え ざ る 傘 」 な ど 、 多 彩 な 装備 を 有する 機体 で あ - 


「EXA-DB」 の 守護 者 


BORSA A ROTH ОН 
連邦 軍 は これ まで 保有 し て いた MS の 開発 デー タ や | 
図 を 廃棄 し て い 『、 何 者 か が 構 筆 し た 「EXA-DB] 
の 中 で 当時 の 技術 は 残さ れ て いた が 、 技 術 の 再 流出 や 
悪用 を 防ぐ た め 、「EXA-DB」 の 構築 と 同時 に シド の よう な 
防衛 用 の MS が 配備 され た の で ある 。 シド に は 半永久 的 な 
運用 の た め ГЕХА-ОВ) と の 連動 に よる 自己 進化 機能 も 
m SPEC Ш GUARDIAN OF EXA-DB シド БАБЛА, МЕ ОНО 

E хона. ンタ тыы Шаю, TAP DERN or. 


ж — ALL LOR 

ЖЕ フェ ザー ミサ イル 多数 ご ビー ムラ イフ ル ИТТІ 

ビー ム サ ー ベ ル ダー ク フ ェ ザー の 内 部 に 「EXA 

ов] ваат 

いた 。 AGE-2DH 

は その 内 部 へ の 

MAC RALT 
не 


[EXA.DB が 内 
部 に 埋め 込ま れ 


E ビー ム サ ー ベ ル 


する 者 を 載ら ず 排 
ноғ 


ШЕ-л,>47) 

小惑星 中 央 に あ 
る 柱 に 、「EXA 
DB] の 本 体 が 存 
する 。 内 部 へ 


ша-%>24х-мве 180-10 


アド バン ス ・ オ ブ ・ ゼ ー タ 


W SPEC -RX-107 [ROZET] - 


ーー ティターンズ の 旗 の も と に 一 


【[ ロ ゼット ] YF 


Е 全高 — н: 
重量 — 重量 — 
Узы — Penes 
2273-47 - 2212-44 - 
итми — атыи 
武装 ビー ム ・ ラ イフ ル 他 RR ビー ム ・ ラ イフ ル th 
LL ティ ター ンズ Е ティ ター ンズ 
搭乗 者 カー ル ・ マ ツ パ ラ 搭乗 者 エリ アル ド ・ ハ ンタ ー 
m COLOR 
RX107 [ROZET] 


[> 


тас yeuow 


кх PROTTPEASSHMER TR LEMAR] 


YELLOW 


(88) ne 01 SHEET 7% 


頭 部 
ザク 系 MS を 思わ せる 基 


SRAY 


ティ ター ンズ に 見 出さ れ た 不遇 の 試作 MS 


RMS-106 ハイ ザッ ク の 発展 型 後継 機 と し て アナ ハ 
イム ・ エ レク トロ ニク ス 社 (以下 、 AE) が 
RX-107 [ロゼ ッ ト ] で ある 。 ティ ター ンズ に 引き 渡さ れ 、 
TR-4[ ライ アン ] の モジ ュー ル と し て 試験 
運用 され た こと で 知ら れる 。 な お [ロゼ ッ ト ] の 名 称 は 、T3 
隊 で 便宜 上 付け られ た も の だ 
連邦 軍 の 主力 MS ハ イザ 
追肥 し た 機体 で あり 


は コス ト パ フォ ー マ ンス を 
特筆 すべ き 性 能 は 持た な か っ 
そこ で AE は 発展 型 後継 機 の 開発 を 進め 

[ロゼ ッ ト ] を 完成 させ る 。 その 性 能 は すべ 


イザ ッ ク を 上 回 っ た も の の 、 連 邦 軍 に AE 製 MS を 採用 す 

る 意思 は な く 、RX-107 の 型式 番号 の み を 与え て いる 

その 後 、[ ロ ゼット ] の 高 出力 に 注目 し た ティ ター ンズ が 、 
TR.4 の コア ・ モ ジュ ー ル 

[ロゼ ッ ト ] 単体 で 

が 、U.C.0085.10 に 発生 し た アフ リカ ・ ハ ルツ ー ム の 

、 敵 部 隊 撃 

[YR] の 姿 に 

ム 基 地 で [ロゼット] 単体 

た よう で ある 


名 フイ ルー 


107 [ロゼ ッ ト ] “NR 


機体 構造 ホバー 走行 タイ プ の [ロゼ ッ ト ] 陸戦 仕様 


TR-4 [ダン ディ ライ アン ] 以外 の [ロゼ ッ ト ] の 追加 パー TR ナン パー 
ツ 搭載 仕様 と し て は 、RX-107 [ロゼ ッ ト ] 強化 陸戦 形態 が 機体 の ひと TR-6 [キハ ー ル T] の MS 形態 が ホ 
ある 。 熱 核 ジ ェ ッ ト ・ エ ンジ ン 搭 載 の ホバリング ・ ス カー ト ・ パー 走行 式 な の は 本 仕様 の 影響 と 見 られ る 
ユニ ッ ト を 装備 し て お り 、 地 上 に お ける 機動 力 と 作戦 行動 本 仕様 の 運用 例 と し て 知ら れる の が 、U.C.0087.06 の 
時 間 に 優 れ て いた 。 主 武装 は TR-3 [キハ ー ル ] (重力 化 。 カム チャ ッ カ 戦 で ある 。 TR-5 [ファ イ バ ー] の 搭載 MS の 1 
仕様 ) 用 の ビーム ・ ラ イフ ル で 火力 に 優れ る うえ 、 ハイ ザッ 機 は TR-1 [ヘイ ズル 改 ] イ カロ ス ・ ユ ニッ ト 装 備 ) 
ク ・ キ ャ ノン 用 の スプ レッ ド ・ ビ ー ム 砲 付き 胸部 増加 を 搭載 と し て 、 カ ラバ の 制圧 下 に 置か れ た カム チャ ッ カ 基 地 に 侵 
し て お り 防御 力も 強化 され た Blo 地上 で の 戦闘 を 担当 し 、 基地 制圧 に 綱 献 し た 7 ө 直行 式 MS で も 多用 され る 


えら れ て いな いも の の TR-6 に 繋が る 


g RX-107[ ロ ゼット ] 強 化 陸戦 形態 E RX- 107[ ロ ゼット ] 強 化 陸戦 形態 (試作 プラ ン ) 


ГОРИ ケッ ト ・ エ ンジ ン を 搭載 す 


試作 アッ シマ ーTR-3 
- [キハ ー ル ] € 


п ピー ム ・ ラ イフ ル 


Ш MS 形態 
А м TERE 
B 


Ода машат 
Е 


T3 部 隊 で 試験 運用 され た NRX-044 (R) 試作 ア 
シマ ーTR-3 [キハ ー ル ] €, Ж 内 用 に 戻し た 機 ал Е PTEN UC0085. 0215 
Š ッ シ マ ーTR-3 [キハ ー ル ] て 運用 テス ト に 供 
[キハ ー ル ] 重力 下 仕様 ‘ath は . EAT CORK CLOT AF Ab TRE 
可能 MAI と と いう 新 カテ ゴリ ー 兵 器 と し て の ! 
実験 な ど が 行わ れ 
و‎ E a i 


ma 4234 180-12 


内 光 の 八 サ ウェ イ 


(м8) н:01 жн 116A 


ТШ жы 


オデ ュ ッ セ ウ スガ ンダ ム 


RR ビー ム ・ ラ イフ ル дахо 
(4) 、 メ 粒子 砲 X5 (うち 2 門 は ビー 


д * ы О o ・ タ イプ 第 五 世 代 MS 


ウス ガン ダム は 第 二 世代 


関連 ファ イル 
ラフ ト を は じ め と する 
に 集中 し で 
765. Ж 3 8 ペー が 実戦 投入 され た の は 、U.C.0105 の こ 
期待 され た 。 ビー ム ケネス ・ ス レッ グ 大 佐 の 就任 と 同時 に 連邦 軍 
・ ク ラフ ト を 用 いた 超 音 速 飛 の キン パレ ー 隊 (キル ケ - ) に 配備 と な 
ンダ ム を 上 回 ネロ ペー は 、 = 
マフ ティ ー と の 戦闘 で 
の 撃破 に 責 献 し 


波形 を 
を 拡散 さ せる ビー ム ・ パ リヤ ー と 、 ミ ノ フ スキ ー・ ク ラフ ト を 
併用 し た 超 音 速 飛行 能力 を 持つ ペー ネロ ペー は 、= ガ : 
ム の 兄弟 機 に あ 第 五 世 代 MS の 機能 が 
ルイ ン ワ ン に な っ ンダ ム と 異な り 、 ペ ー ネ ロ ペー 
フス キー・ ク ラフ | 
と いう 特殊 装備 に 依存 し て いる 。 FF ユ ニッ ト な し で は 、 第 
五 世代 MS 足り 得 な い の だ 。 


画 FF ユ ニッ ト 4 


MS と し て の 基本 機能 は 、 ベ ペー ネ ロペ ー の 「 素 体 ] に あ 
た る オデ ュ ッ セ ウス ガン ダム に 集約 され た 。 オデ ュ ッ セ ウス 
ガン ダム 自体 は 第 二 世 代 MS を 思わ せる べ 
で ある が 、 一 般 的 な 主力 MS より 高 性 能 な う 
に 対応 し た 各種 シス テム を 備え る 点 が 特殊 だ 

アデ レー ド 戦 で の ペー ネロ ペー は ミノ フス キー 粒子 散布 
ユニ ッ ト を 外し て 出撃 し て お り 、 オ デュ ッ セ ウス ガン ダム に 
近い 仕様 だ っ た と 思わ れる 。 


| Ш RX-104 SEEPI 
| オデ ュ ッ セ ウ スガ ンダ ム 
\ 


上 ジオ ン 公 国軍 の MA 
を 思わ せる 飛行 ・ 式 
装 ユ ニッ ト で 、 単 体 で 


の 運用 も 可能 。 MS と 
ft 


スキ ー・ ク ラフ ト を 備え 

š, MS と の 合体 時 に 
高達 飛行 する 共 も 、 | 
友 図 に 近い フラ イト ・ | 
フォ ー ム を と る 


MS 本 体 と は 別個 
ト と 合体 する ご 
の 性 能 を 発揮 する 
ロペ ー の 訟 

つて の ガン ダム 試作 3 号 
機 に 近かっ た 


9, 純粋 な 飛行 性 
、 武 装 面 で は 勝っ 
て いる と 考え て いい 。 その 総数 は 、 ビ ー ム ・ ラ イフ ル を 含む 
メガ 粒子 砲 が 5 門 (うち 2 門 は ビー ム - サー ベル 兼用 )、 ビー 
ム ・ サ ー ベ ル が 2 本 、 ミサ イル が 計 32 基 、 ファ ン ネル ・ ミ サ 
イル が 計 34 基 、 バ ルカ ン 砲 2 門 (推定 。 4 門 と も 言わ れる ) 
と いう 膨大 な も の だ っ た 。 

各 武 単発 の 火力 は = ガン ダム 用 と 同等 と 考え られ る 


画 ビー ム ・ ラ イフ ル 


ペー ネロ ペー 用 の 携行 式 高 出 カメ ガ 牧 子 碗 機関 部 後方 トリ ガー ガー 
ド 前 方 に ひと つ ずつ 、 計 ふ た つの エネ ルギー・ パ ッ ク を 搭載 する 。 


ш メガ 粒子 砲 
FF ユ ニッ ト 上 部 に 2 門 
搭載 する ビー ム ・ サ ー 
KLE FX BF 
а, 図 で は 左端 が メガ 
қап. ж/е 
人 ム ・ サ ー ベ ル ・ エ ミッ 
ター で ある 。 


画 バル カン 砲 
FF ユ ニッ ト の マル チ セ 
ン サ ー( 表 部 の 上 に 位 
置 する 構造 体 ) иш 
сша + ош. 
使用 時 の み ハ ッ チ が 
меп, ария 
出す る 。 


が 、 総 数 が 多い た め 戦 開 継 統 時 間 を 長く 取れ る ほか 、 多 目 
標 同 時 対処 能力 や 瞬間 最大 火力 に 優れ る と いう メリ ッ ト が 
ダム の 3 倍 以上 の 搭載 数 を 誇る ファ ン ネ 
ル ・ ミ サイ ル は 、 高 度 な 誘 洛 性 能 と 相まって 強力 な 武義 と 
な っ て いる 。 な お 、 ファ ン ネ ル ・ ミ サイ ル の コン テ ナ は FF ユ 
ニッ 部 の 肩 アー マー と 前 部 鹿 ア ー マ ー に 位置 する が 、FF 
ユニ ッ ト 上 部 に する 説 も ある (下図 の ビー ム ・ サ ー ベ ル 兼 用 
メガ 粒子 砲 の 搭載 位置 に あたる ) 。 


Ш 前 胸部 武装 
ИЛЛ Т ЖЛ 

сма атьо, AANA TI СЫН. E- 
ム ・ サ ー ベ ル は ビー ム ・ ト ン ファ ー 式 」 


ミサ イル の 総数 は 両用 で 計 3 ら 。 


メガ 粒子 砲 


いと いう 利点 が あっ た 。 


BG ファ ン ネ ル ・ ミ サイ ル 
ミ ガ ン ダム 用 と 同型 の サイ 
22544 
EMA, MEA 


л еч 
ШІШЕ?-%-свжх2. 134% 
し て は 、 準 サイ コミ ュ と の 説 も 揚 え られ で いる 。 


Y ファ ン ネ ル ・ ミ サイ ル 


(ファ ン ネル ・ コ ン テ ナ ) | 


mia 2542 180-14 


(aes) нЕ 1 әгі 


ak ガン ダム アス トレ イド 
PX Ё アウ ト フ レー ム D we 

| ПЕШІ) ーー 
機体 構造 


ж-а сй, пу 
が 機体 本 来 の 


武装 MS 用 ガン カメ ラッ ビー ムサイ ング 
サイ ダー 他 


ジャ ー ナ リス ト の 決意 を 叶え る べく 改修 きれ た 戦闘 用 MS 関連 ファ イル 


ZGMF-X12 ガン ダム アス トレ イ アウ ト フ レー ム を 運 ュー ター ウイ ルス 散布 機能 


Ч お 、 機体 名 られ た “D" は 戦闘 用 を 示す 「 
ZGMF-X12A テス タメ ン | (DUEL)」 や 2 人 乗り の 
する と いう 愛 き 目 (DESTINY)] な 
し か し 、 ジ ェ ス は その よう な š ジェ ス は 自身 の 生き 方 を 表す か の よう な [RET] と い 
か う 意味 の "DASH" を 通称 と し て 用 い - 


機動 性 と 汎用 性 の 高 さ を 維持 し た 戦闘 用 MS へ の 改修 


「 情 報 を 歪め る 者 と 戦う ] と いう ジェ ス の 意思 を 受け 、 ア ウ 
ト フ レー ム を より 戦闘 向き の MS へ と 改修 し た も の が アウト 
フレ ー ム D で ある 。 改修 に よっ て 外装 の 大 半 は 本 来 の 意 Е 
匠 に 戻さ れ 、 強 度 こ そ テ スタ メン ト ガ ンダ ム に 劣る も の の 、 “ サブ コク ピット は 通常 
機動 性 向上 の た め に 軽量 化 が 図ら れ た 。 一 方 、 頭 部 仕様 の カメ ラ に も 換 半 可能 で ある 
と 装甲 以外 は 変更 され て いな いた め 、 改修 前 の 機体 が 装 
備 し て いた 「 バ ッ ク ・ ジ ョ イン ト 」 「 パ バッ ク ・ ホ ー ム 」 [6774 
F] と いっ た オプ ショ ン や 、 スト ライ カー バッ ク も その まま 使 
用 可能 。 ペー ス 機 の 特徴 で あっ た 拡張 性 ・ 汎 用 性 
を 維持 し た 機体 と なっ て いる 。 な お 戦闘 時 は 、 ジ ェ ス は 敵 
を 捕らえ る た め に サブ コク ピッ ト に 搭乗 し 、 メ イン パイ ロッ ト 
は カイ ト ・ マ ディ ガン が 務め た 。 


は ほぼ な い が 、 メ 


ペー ス 機 と 同じ く ア ウト フ 
| レー ムロ も 完 友 当初 か 
連合 製 の 各種 スト ライ 
カー バッ ク が 使用 可能 
で あり 、 テ スタ メン ト と の 
准 決 時 に は ンー ドス トラ 
イカ ー を 装備 し で いた 


ー バ ッ ク [ディ バイ ンス トラ イ 
к-с О 


画 パック ・ ホ ー ム 装備 Ш G フ ライ ト 装 備 
нысан. ジェ ス の 入居 と も 言え る バック ・ ホ ー ム も 恋人 可能 。 さらに 、 上 部 に ある 多 | 高 行 ユニット ・G フ ライ ト も 外人 可能 だ っ た が 、 жм (ит) дан 
上 的 コン テ ナ の [シュ ー テ ィング ・ コ ー ト ] も 展開 可能 と な っ て いる 形状 が 変更 さ ジョ イン ト 部 に も 若干 の 改修 が な され た よう た 


本 機 は アウ ト フレ ー ム と 同様 に 、 背面 に 「 マ ル チ パ ッ ク 」 
を 装備 する こと で ザフト 製 の シル エッ ト 、 ウ ィ ザー ド と いっ た 
換装 シス テム を 装備 する こと が で きた 。 一 説 に よる と 、 ザ フ 
ト が 試作 し た フォ ー ス 、 ソ ー ド 、 ブ プラ スト シルエット の 特性 と 
大 型 ウイ ング ( 高 機動 スラ スタ ー ユ ニッ ト ) を 備え た 万 能 弄 
モジ ュー ル 「 デ ステ ィ ニ ー シ ル エッ ト 」 を 装備 し た 疲 も 確認 さ 
れ た と 言わ れ て いる 。 


画 ガン ダム アス トレ イ アウ ト フ レー ム D 
デス ティ ニー シル エッ ト 装 備 


4z 180-16 
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MN 


GNX-803T 


武装 


ELS 襲 米 後 に 開発 され た 脱 生 装置 搭載 型 の ジン クス 関連 ファ イル 


西暦 2314 年 に お ける ELS と の 戦い か ら 数 ヵ月 後 、 今 
後 の 地 球 連邦 政府 の 在り 方 と 軍 の 再建 ( の 会 
た 。 そこ で 提案 され た 機体 が 、 GNX-805T/ 


て 多数 の パイ ロッ ト が 
た こと を 理由 に 人 道 的 な 脱出 装置 の 必要 性 を 
脱出 装置 と ァ イ ター の 搭載 は GNX- Шап BHEE вил 
АМОС) Уда —4{> 争う 長き 戦争 の 予兆 と な 


тт 


MECHANIC FILE 


like ый TERI PID OR ЕН E 


ジン クス IV の バリエ ーション で あり 、 脱出 装置 と し て 機能 。 画 コア ファ イタ ー 四 面 図 ` 
する コア ファ イタ ー を 組み 込ん だ 以外 は 通常 の 性 能 と 変 
わら な い 。 コス ト は 高く な っ た も の の 、 コ アフ ァ イ ター を 内 
蔵 し た こと に よる デメ リット (戦闘 力 や 機動 性 の 低下 な ど ) 
は な く 、 通 常 の ジン クス IV と 比べ て 性 能面 に 避 色 は な い 。 
地球 連邦 が ヴェ ー ダ を 通じ て 入手 し た 脱出 装置 搭載 機 の 
デー タ に 加え 、 一 部 の 改造 だ け で コア ファ イタ ー 搭 載 型 に 
改修 で きた た め 、 開 発 の た め の 時 間 や コス ト は 大 幅 
№. 会 議 で の 提案 か ら 予想 以上 の スピ ー ド で 完成 に 浦 ぎ 
な お 、 次 期 主 力 に 採用 予定 の ジン クス V は コア 
搭載 され る も の と 予測 され て いる 。 


GNZ-003 #74 
な どの イノ ベイ ド 専 
有機 が 搭載 する コア 
ファ イタ ー (を) は 、 


第 二 世 代 ガン ダム 
の ガン ダム プル トー 


を 失わ な いた め ジン クス MV か ら 分 離し 、 コ アフ ァ イ タ ー と し て 機能 する 共 の コク ビッ トブ ロッ ク 。 ジン クス 系 の コク ビット 
置 で も あっ た айк). サイ ドア ー マ ー に 位置 する 左右 の ブロ ッ ク は GN ス ラス ター を 内 戴 し . 脱出 時 の コア ファ イタ 


コク ビッ トブ ロッ ク の ある フロ ント アー 
体 に 接続 きれ て いる 。 コア 


MORE INFO! 
ジッ クス シリーズ 

対 ガ ンダ ム 用 の (疑似 ) 太陽 が 搭載 機 が 当初 の ジン ク 
ス で ある 。 生産 が 容易 な 疑似 太陽 炉 を 備え 、 物 量 戦 を 
前 提 と する 汎用 概 と し て 完成 し た 。 続く ジン クス IL で は 、 Я 
ンダ ム ス ロー ネ を 範 と し た 射撃 ご 格闘 の 機能 特 化 型 ( い 
わ ば 換装 に よる 汎用 性 と も 言え る ) に 再 設計 され た も の 
の 、 ジ ンク ス 皿 で は 再び 汎用 機 に 回 帰 。 ジン クス IV で は 、 
多彩 な 武装 選択 で 様々 な 局面 に 対応 する 機体 と な っ た 。 


У А 4 
て お り 、 撤 張 性 の ある ~A 
BM2314F ЕЗ / 高い 完成 度 の 機体 で 
hitt 2 ' № і あっ た こと が わか る 。 1 
АМЫ. イン ベイ トド と ү FE 
アヘ 系 の 技術 を AS 
man mies © ) 
ーー 線 を 画す 性 能 を Е: 
т. GNX-603T ジン クス GNX607T ジン クス GNXGOBT ジン クス GNXBOGT ジン クス х5 
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